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間 看 深 て 、 息 み 思 て アッ ラー ー の 御名 に いて 。 

聖 ク ルアー ン は イス ラー ム 教 の 聖 400 年 前 ' アラ ビア に お いて 、 全能 な る 
神 ア ッ ラ ー が を その 使徒 で ある ムハンマド ( 彼 に 平安 あれ ) に 啓 水 し た も の で ある 。 

この 紀 示 は 、 ム ハン マ ド が 四 士 才 の 時 に 始ま り 、 内 来 23 年 間断 続 的 に 授け られ だ 。 これ 等 
一 連 の 啓示 は 、 そ の 都度 、 使 徒 側近 の 者 た ちの 手 に よっ て 記録 きれ 、 後 に 聖典 と し て 編 築 き 
れ た の で ある 。 筆記 者 と し て 、 こ の 聖なる 仕事 に 従事 し た 者 た ちの 中 に は 、 ア プー、 バ クル 
や アリ 、 ず ィ ド ・ ビ ン ・ サ ー ベ ッ ド 、 ズ ベー ル ・ ビ ン ・ ア ルプ アワ ッ ム ( 役 等 に 恵み あれ ) た だ 
ちがい る 。 こ の 外 、 多 てく の 弟 子 た ち が 使徒 に 啓示 きれ だ 通り 、 王 童 節 を 一 学 一 名 違え る こと 
な く 暗 診 し て いた の で ある 。 ち な み に 、 当 時 の アラ ビア 人 は 、 卓 越し た 記憶 力 の 持 主 ぞろい 
で 、 ア ラブ の 和 詩 を 十 万 節 以 上 も 暗 謗 し て いる 者 も 稿 で は な か っ た と いう 。 こ の よう に 可 ク ル 
アー ン は 、 口 述 筆 記 と 暑 診 と いう 二 つ の 方 法 の 集積 に ょ っ て 、 使 徒 に 啓示 さ ふれ た 通り 、 一 語 
た り と も 筐 漏 な BN 記載 きれ て いる 。 欧米 の 学 者 た ち は 、 これ まで に きま ざま な る 角度 か ら 

聖 ク ルー ア ン の 改 穴 を 立証 すべ く 試み て みた が 、 皆 こと ご と く 失 敗 し た 。 

ウイ リア ム ・ ム イー ル 外 (Sir Wiliam Mnuir)6 は その 著書 「 ム ハン マ ド の 生涯 (ロン ドン 、 
1912 年 、 第 1 巻 ) の 中 で 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

ムハンマド の 死後 、 二 十 数 年 後に 、 オ スマ ン の 陵 殺 に 端 を 発し て 典 っ た 諸 宗派 は 、 争 い を 
繰り 返し 、 互 に 敵意 あつ の ら せ た 結果 、 ム ハン マ ド が 苦労 し て うち 建て た イス ラー ム 共 同体 
を 分 爵 き せ て し まっ た 。 し か し 、 彼 等 は 、 常に 一 つの クル アー ン を 用 いた 。 今 日 に 至る まで 、 
どの 時 代 の 人 々 も 還 ビ クル アー ン を 用 いた と いう こと は 、 不運 な カリ フ の 命 の も と に 編 代 き 
れ た 啓典 と 全く 同じ 聖典 が 、 今 日 まで 伝え られ て いる と いう 動か し が た だい 証拠 で ある 。 12 世 
紀 も の 長き に わ だ っ て 、 これ ほど 総 粋 に 伝え られ て い る 文献 は 、 他 に 例 を みな い 。 
また 、E・M・ ウ エー リー(E・M・ ・ Wierry) は 、 その 著書 [クル アー ン に つい て の 総合 的 考 
察 ] (ロン ドン 、1986 年 、 第 一 状 P 349) の 中 で 、 次 の よう に 書い て いる 。 

クル アー ン の 文 意 は 、 征 典 の 中 で も 虹 6 約 科 な も の で ある 。 

レー ン ・ ブ ー レ (Lane Poole) も を の 著書 「 精 選 ク ルアー ン 」 (ター ン バ ー、 ロ ンド ン 、1879 
年 、 序 章 C ペ ー ジ ) の 中 で 述べ て いる 。 

クル アー ン が 本 物 で ある と いう こと は 、 疑 念 の 余地 な き 事 実 で ある 。 (中略 》 す べ て の 言葉 
は 、18300 年 経た 今 で も 、 全 く 変 6 ぎり し か 、 と の 確信 を も っ て 読む こと が で きる 。 

ボス ワー ス ・ ス ミス (Bosworth Smith) ま た 持 5。 を の 著書 [ムハンマド と イス ラー ム ゅ 教 ] 
(ロン ドン 、1974 年 、P 22) の 中 で 書い て いる 。 

クタ ルアー ン の 中 に ある も の は 、 ま き し く ムハンマド の 言葉 を の も の で あり 、 全 く 加 筆 も 前 
除 も きれ て いな い 。 

最後 に 、 エ ・W・ ア ー ノ ルド (T・W・Arnold) 教 授 が その 著 革 「 イ スラ ー ム 教 の 信仰 (g 
ンド ン 、P 9 ) の 中 で 以下 の よう に 述べ て いる こと を 紹介 する 。 

この 改訂 版 の テキ スト に は 、 ム ハン マ ド 自 身 が 実際 に 云っ だ 言葉 が 書か れ て いる 。 こ の 舎 
跡 的 な 聖典 に つい て 、 を その 特徴 を すべ て 詳細 に 説明 する こと は 不可 能 で ある が 、 イ スラ ー ム 


教 に つい て の 知識 を ほとん ど 持 ちあ わせ て いな い 読 者 の た め に 、 い て つか の 注目 すべ き 点 を 
挙げ て みた いと 思う 。 す な わ ち 、 聖 クル アー ン は アラ ブ だ け を 対象 に し た も の で は な く 、 人 人 
類 す べ て を 対象 に し て いる 。 そ し て 、 使 徒 ム ハンマ ド は 企 人 類 の た め の 預 言 者 で ある と し て 
いる 。 

聖 ク ルアー ン は 神 の 探 の 最後 の 言葉 で あり 、 人 類 の 指針 と な る 完全 無欠 の 聖典 で ある 。 

まだ 、 ク ルアー ン は 、 預 言 と いう 現象 が 日 常 的 な 事柄 で ある と 認め る 唯一 の 聖典 で ある 。 
きま ざま な る 人 種 、 き ま ぎ ま な る 国 に 属す る 人 々 が 、 人 間 の 歴史 の 中 で 度 も 神 の 啓示 を 授 
けら れ て 米 だ 、 と 繰り 返し 述べ て いる 。 す な わ ち 、 聖 クル アー ン は 次 の よう に 骨 白 に 説く 。 
原文 (警告 者 が 造 わき る れ ざり し 民 は な し 。) 【35 : 25 
原文 (われ われ は それ ぞ れ の 民 の 中 か ら 一 人 の 使徒 を 居 び 、 説 か し め た り 、「 ア ッ ラ ー を 崇拝 
し 、 邪 神 を 避け よ 」 と 。) [16 : 37 

つま り 、 ク ルアー ン は 、 預 言 の 現象 が 、 新 約 並び に 旧約 聖書 に 書か れ て いる 人 要 言 に と ど ま 
る も の で は な いと し て いる 。 ま だ た 、 可 ク ルアー ン は 、 公 正 で 、 慈 慕 深く 、 思 み 深 い 普 遍 の 神 
と いう 概念 を 主 枯 し 、 すべ て の 人 間 を 人 種 、 国籍 に か か わり な く 公 平 に 扱っ て いる 。 そ し て 、 
繰り 返し 強調 し て いる こと は 、 神 は 分 か つこ と も 、 併 せ 家 る こと も で き な い その 独 一 性 で あ 
る 。 

回 ク ルアー ン に よれ ば 、 神 と 生き と し 生け る も の と の 間 に は 、 た だ 一 つの 関係 し か 存在 し 
な い 。 す な わ ち 、 剣 造 主 と 創 造物 と の 関係 で ある 。 どん な 形 に 接 造 きれ る と も 、 神 の 栄光 と 
符 大 き 並 びに を の 氷 遠 き を 和 え る 書 は 、 ク ルアー ン を 惜 い て 他 に あろ うか 。 ま だ た だ 、 ク ルプ ー 
ン は 、 三 位 一 体 の 考え を 明確 に 否定 する 。 神 に は 配偶 者 も 子 も いな い の で ある ぁ る 。 
原文 (挟ん え 、「 彼 こ を は アッ ラー、 独 一 者 に し て 自 存 者 、 も ろ 人 の 依り 紙 る 御方 な り 。 彼 は 産 
み 給 わ ず 、 ま た 産ま れ 給 わ ず 。 彼 と 比肩 し 得る 者 、 何 筑 に も 非 ず 。」 と 。[ 112: 2 一 5〕 

聖 ク ルアー ン は 、 六 つの 基本 的 な 理念 を 信ずる こと を 説い て いる 。 す な わ ち 、 神 の 存在 を 
信ずる こと 、 天 使 の 存在 を 信ずる こと 、 神 の 啓示 され た すべ て の 聖典 を 信ずる こよ 、 す べ て 
の 傾 言 者 を 信ずる こと 、 復 活 の 日 と 審判 の 日 を 信ずる こと 、 す べ て を 包括 する 神 の 経 給 を 信 
ずる こと で ある 。 

まだ 、 ク シル アー ン は 性 悪 説 を 否定 する 。 人 間 は すべ て 汚れ な く 生 まれ 出 で 来 た と の 性 区 
説 を 探る 。 そし て 、 提 は 公正 で あり 、 楽 《 く 、 宮 容 で あり 、 情 け 深 《、 方 物 の 主 で あり 、 
内 起 者 で あら せら れる 。 故に 、 も し 神 が 僕たち の 必 域 を 受容 する な ら ば 、 を その 罪 は 老 惜 の 涙 
に よっ て 洗い 流 き れる の で ある 。 ee 了 間 

財 ク ルアー ン の 説く と ころ に よれ ば 、 了 罪 と は 、 己 が 所 業 を 低い 改め 、 真 琶 な 心 で 神 に 総 
ろう と し た 骨 間 に を それ は な る れる と きれ て いる 。 人 間 は 過去 に 犯し た 罪 の 如何 に か か わら 
ず 、 こ の 瞬間 、 精 神 的 に 新しく 生まれ変わり 得る の で ある 。 

また 、 聖 クル アテ ー ン は 、 イ エス ・ キ リス ト を 、 高 中 に し て 音 散 せ 5 る べき 傾 言 腹 な が り と は 
云う が 、 ユ ダ ャ 教徒 や キリ スト 教徒 が 主張 する が 如く 、 神 の 御子 で あり 、 人 類 の 贈 罪 の た め 
に 十字 架 の 上 で 死ん だ と いう 考え 方 は 否定 する 。 キ リス ト に 瑞 対 する 者 ども は 、 十 字 保 上 で 
仮死 状態 に あっ た キリ スト を 見 て 、 す で に 死 せ り と 判断 し た の で ある 。 事 実 エ ダ ヤ 人 た ち は 、 
得 政 者 ボン テイ ウス ・ ピ ビラ ト に キリ スト の 騙 を 引き 渡し て は ほし いと 懇 請 し 、 許 され て 引き 


取っ だ 時 、 わき 腹 の 傷 か ら 新 た に 血 が 吐き 出 で る の を 見 て 、 死に 王 ら ぎる こと を 確認 し て ぃ 
る の で ある 。 ま た 、 ク ルアー ン は 、 マ リア の 処女 受胎 に よっ て キリ スト は 生ま れ た と し 、 マ 
本 の 9 『 定 し て い る 。 

この 他 、 加 ク ルアー ン は 、 諸 聖典 の 中 で も 、 他 の 宗教 に 対す る 見 解 の 点 で 、 独 特 な $ の が 
ある 。 す な わ ち 、 計り ける 預言 を 認め て いる ば か りか 、 何 処 に 降っ た 預言 で あろ うと 、 
信 促 の 基本 と し て 信じ る よう イス ラー ー ム 教徒 に 説い て いる 。 

(市 変 の 控 が を の 中 に ある 代 穫 を 。) (98 : 4 
聖 ク ルアー ン に よれ ば 、 す べ て の 宗 宗教 の 根幹 と な る 神託 は も 上 も と 同じ も の で あっ た 。 す 
な わ ち 、 狐 一 の 神 を 信じ る こと は 、 遵 替 の 設 を 尽 し 、 神 の 臣 賞 を 得 ん た め に = 議 っ て 、 化 信 た 

る こと で ある 。 し か る に 、 イ スラ ー ム 以 外 の 宗教 に よれ ば 、 を その 道義 的 、 社 会 的 教え は 、 時 
代 と 共に 、 ま た 状況 に 応じ て 書き 換え られ て いる 。 則 約 聖 書 並 びに 福音 剖 は 、 他 の 聖典 同様 
神 の 啓示 せる も の と きれ て いる が 、 完 全 に も と の まま で ある と は 云い 難い 。 そ れ 等 は 不幸 に 
も 、 歴 史 の 流れ の 中 で 、 加 筆 改 窟 が な され て いる 。 ク ルアー ン は を の 証拠 に 、 こ れ 等 聖典 の 
中 に は ぉ る ま ぎ ざま な 不一致 や 矛盾 が 多 す ぎる と 看破 する 。 

クル アー ン は 、 人 間 創 造 の 究極 の 日 的 は 神 を 崇拝 する こと で ある と 説く 。 そ し て 、 神 を 上 系 
押す る と いう こと は 、 単 に 叩 頭 礼 捧 す る だ け で な く 、 神 の 特質 を 体得 し ょ うと 努力 し 、 神 の 
啓 察 の 光 と 美徳 を 具現 化し 、 地 上 に お いて 神 の 代理 者 し な ろう と する こと で ある 。 

確か に 、 人 間 は 宇宙 に お ける 神 の 最も 高尚 な 剣 造物 で ある 。 す べ て の 創造 物 の 中 で も 、 大 
成 と 名 誉 ある 地位 を 占め て いる 。 人 間 は 季 の 生物 に 優る 地位 を 与 を られ て いる けれ ども 、 人 人 
間 同 志 の 間 に は いる る か も 優劣 は 存在 し な い 、 と クル アー ン は 教え る 。 剣 造 王 の 且 か ら 見 れ 
ば 、 身 分 の 上 下 と は 、 人 格 が 示す 徳 の 有る 無し 、 高 源 か 否 か に よっ て 決ま る の だ 、 と 更に 説 
《。 

聖 ク ルアー ン の 教え は 、 普 遍 的 に 行え る 、 宗 教 的 、 社 会 的 、 経 済 的 、 道 徳 的 体系 と し て 、 
人 韻 の すべ て の 典 味 と 活動 の 領域 を 包括 し て いる 。 し か し 、 加 何 に 素晴らしい 体 系 で あろ う 
と も 、 絶 対 的 な 道徳 的 価値 感 を 遵守 する こと な し に は 、 う まく 働き 得 な いと 乱 命 する 。 

更に 聖 ク ルアー ン は 、 社 会 の 様々 な 階層 の 人 々 の 権利 と 義務 を 説き 、 社 会 的 秩序 調和 を 
も だ らし 、 人 間 ど うし の 摩擦 の も ちと を すべ て 取り 除い て くれ る 。 従っ て 、 ク ルアー ン は 、 階 
級 闘争 や 人 聞 が 人 間 を 搾取 する と いう 考え 方 を 退け る 。 

また 、 聖 クル アー ン は 、 す べ て の 聖典 の 中 で も 、 特 に 女性 の 権利 を 確立 し 、 女 性 に 対し 、 
社会 の 中 で 尊 散 きれ る べき 高い 地位 を 与え を た と いう 卓越 性 を 持っ て いる 。 だ た と えば 、 女性 が 
相続 する 権利 を 保護 し 、 そ の 相続 法 を 明示 し て いる 。 

また 、 信仰 の 自由 は 、 ク ルアー ン の 教え の 中 で も 特に 重要 な 項目 で ある 。 人 間 は 、 神 に よっ 
て 、 信 ずる か 拒否 する か の 意志 の 選択 を ま を かき れ て いる 。 従 っ て 、 信 仰 を 無理 強い する こと 
は 、 何 人 た だ た り と も これ は 認め られ な い 。 そ れ ば か りか 、 如 何 な る イデ オロ ギー も 無理 に 押し 
つけ る こと は で き な い し 、 そ の 人 の 信仰 を 拾 て きせ る こと も で き な い 。 或 る 人 に 、 物 の 考え 
方 に 変化 を も た ら す 方 法 が 許 き れる と し た な ら 、 を それ は 説得 し 、 役 を 納得 きせ る こと の みな 
の で ある 。 
原文 (宗教 は 強制 する も の に 非 ず 。) 【〔2 : 257) 


原文 (死ぬ 者 に アッ ラー の 明 証 を 見 きせ て 死な せ 、 生 き 残 る 者 に アッ ラー の 明 証 を 見 きせ て 
生き 残ら し ゅ ん が た め な り 。) [8 :43〕 。。 

聖 クル アー ン に よれ ば 、 人 間 せ 死後 、 そ の 薬 は 復活 せ し ゆ られ 、 を それ か ら の 運命 は 生前 の 
所 業 に よっ て 決定 きれ る と いう 。 す な わ ち 、 人 の 善行 、 班 行 に よっ て 、 死 後 の 新 し い 生 命 の 
状態 が 決ま る の で ある 。 

聖 ク ルアー ン の 説く と ころ に よれ ば 、 イ スラ ー ム 教 は 長い 肛 い の 未 、 必 ず 喧 間 を 打ち 破り 、 
勝利 を さめ 、 如 何 な る 宗教 ネイ デオ ロ ギ ー に も 増し て 世界 的 に 理解 され 、 全 人 類 の 指針 光 
明 と な る で あろ う 。 帯 頂 言 者 ムハンマド の 伝承 に よれ ば 、「 我 が 郭 子 と 目 き れる マハ ディ ー す 
な わ ち メシ ア に よっ て 、 論 理 、 遺 理 、 説 得 を 通し て イス ラー ム の 使命 は 大 腺 成 就き れる で あ 
ろう 」 と 詳 り 伝え られ て 来 た 。 

1935 年 、 イ ンド の カー ディ アン に 生ま れ だ ハ ダ ラ ト ・ ミ ル ザ ・ グ ラー ム ・ ア ハマ ド は 1889 
年 神 の 示 に より 、 沈 滞 應 敗 す る イス ラー ム 教 を 改革 すべ し と 命ぜ られ た 。 彼 は 芽 ち に 神 命 
に た 服 し 、「 プ ラ ヒ ィ イー ン ・ ア ハマ ディ ア 」 の 名 の も と に 、 宗 教 改革 運動 に 伺 進 し た の で ある 。 
そし て 、 自 ら は 、「 メ シア ] (救世 主 ) で あり 、「 マ ハデ ィ ー」 ( 神 に より 正 し 《 導 か れ た 者 ) 
で ある と 宣言 し た 。 今 日 、 イ スラ ー ム 教 ア ハマ ディ ブ 派 と し て 、 広 く 世界 に を の 名 を 知れ 
て いる の は 、 こ の 運動 の 名 称 に 由来 する 。 

アハ マデ ィ ア 運動 は 、 当 初 よ り 、 平 和 釣 に 説得 する こと 、 納 得る せる こと 、 世 因 の 各地 で 
ムスリム 兄弟 た ち に 府 仕 する こと を 通し て 、 イ スラ ー ム の 神託 を 宣 世界 に 知ら し め ゅ ん と 審 
賠 替 力 し た 結果 、 今 日 の 隆盛 を みた の で ある 。 所 界 00 ヶ国 に 動 の 抽 点 持つ 

比 の 度 、 日 本 語 に よる 避 ク ルアー ン 穂 訳 と いう 僚 業 が 成 し 得 た の 5、 偏 に 、 日 本 に お ける 
アハ マデ ィ ア 兄 第 た ちの 勢力 の 結晶 の た まもる の に 外 な ら な い 。 

神 よ 、 こ れ 等 僕ら に 一 居 の 御 加 護 と 、 ぉ 下 み を 降 し 賜 わ ら ん こと を 。 
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1988 年 6 月 24 日 


アハ マデ ィ ア 出版 局 事業 部 長 ム バ パー ラク ・ ア ハマ ド ・ サ ー キ 


アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 耳 み 富 て ( 生 1) ア ッ ラ ー の 御名 
お し 


に お いて 。( 邊 2) 0 ので 11 ここ IP た 


dl 


注 1 アラ フッ マン (人 ( 慈 圧 深 く 」) 及び アッ ラ ヒ ー ム (恵み 通 く 」) の 二 語 は 共に 、 彼 は 慈悲 を 示し 給 う た 
彼 は 愛情 座 く 普 で ある 、 彼 は 許し 給 う た 、 と いう 事 を 問 味 する ラ ヒ マ を 避 源 と し て いる 。 

アラ フ マ ン と は すべ て の 創造 物 に 対し 、 そ の 努力 の 如何 に か か わら ず 、 了 曲 々 まで 与え られ る 無償 の 慈悲 を 意 
味 す る の に 対し 、 も ぅ 一 方 の アッ ラ ヒ ー ム は 入間 の 行動 に 対す る 見 返り と し て 与え られ る 蓄 甘 で ある た め 、 す 
べ て の も の に 与え られ る わけ で は な い が 、 こ れ を 亭 受 する 者 に は 、 く り 返 し 、 あ ふれ ん ば か り に 与え られ る 。 
前 者 は 神 の み が 示 る れる 美徳 で ある が 、 後 者 は 人 問 も 持ち 得る こと の で きる 美術 で ある 。 前 者 の 慈愛 は 信者 に 
も 不信 者 に も を そし て あま ね く 全 て の 仙 造 物 に 与え られ る が 、 後 者 の 花 愛 が 対象 と する の は 、 大 体 ! その 信 
者 達 で ある 。 聖 な る 預言 者 の 言葉 に 徒 が を ば 、 放 の 農地 は に 現世 に 関し て で あり 、 神 が 6 与え られ る 
後者 の 美徳 は 来世 に 関し て いる 。 即 ち 、 現 世 は 、 ほ ば 行動 の 世界 で あり 、 來 世 は 行動 に 対し て の 報い の 世界 で 
ある 為 、 神 の 美徳 の アラ フ マ ン は 人 に 現 過 に お いて 恵み を 与え 、 押 の 美 筆 の アッ ラ ヒ ー ム は 人 に 来 た る べき 世 
に お いて を その 報い を 惜しみ な くも た ら す の で ある 。 我 等 が 必要 と し 、 生 活 の 基盤 と する 全て は 、 神 の 恩恵 に 他 
な ら ず 、 我 等 が それ に 値 せ ず と も 、 又 、 我 等 が 生ま れる 以前 より 、 有 区 く も 恵まれ だ $ の で あり 、 来 
きれ る 思 恵 は 、 我 等 の 行い の 報い ほし て 与え を られ る も の な の で ある 。 こ の 事 か ら 6 アラ フィ ン は 生ま れる より 前 
より 与え られ る 恩恵 で あり 、 ア デッラ ヒー ム は 行為 の 結果 ょ し て 与え られ る 旭 恵 で ある 事 
ルアー ン の 全て の 章 は 第 一 節 の 「 慈 悲 深 く 、 恵 み 選 く …」 で 始め られ る が 、 こ れ は 、 9 誤 は る 
て 8 章 の 続き と な っ て いる だ めで ある 。 イ ブン ・ ア ッ パ ス に 依 れ ば 、 新 し い 剖 が 始め られ る 時 は 必ず 第 一 節 「 慈 
慈 深く …」 で 始め られ 、 を それ な し で は 、 弄 な る 聞 言 者 は 章 を 始め る 事 は な か っ た と いう 事 を 送 味 する 言い 伝え 
が ある 。 この 言い 伝え か ら 判 る 事 は (1) て く …」 と いう 節 は クル アー ン の 一 部 で あり 何ら 余分 な 部 分 で は 
な いと いう 事 、 そ し て (2) 9 意 は 狐 立 し た 章 で は な いと い で ある 。 ま だ た 、 こ の いわ れ は 、「 惹 悲 深 く …」 は 、 
アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ の 章 (第 一 庫 ) の 一 部 の み を 形成 し 全て の クル アー ン の 斉 の 一 部 を 形成 する も の で は な い 
と 信じ こん で いる 一 部 の 人 々 の 思い 込み に 対す る と も な る 。 悪 な る 頒 言 者 は 、 更 に 「 慈 悲 深 く … 
全て の クル アー ン 中 の 章 の 部 を 成す も の で ある と 言っ た と 伝え られ て いる 。( ブ ハリ と クッ トッ ウニ ) 全て の 
交 の 最初 に この 節 が 存在 する と いう 事 に は 以下 の 様 な 意味 を 持つ 。 

クル アー ン は 聖なる 知識 の 宝典 で あり 、 神 の 特別 な 御 加 護 な くし て は 、 手 を ふれ る 事 は 出来 な い 。 [清め られ 
し 著 以 外 、 触 れる 事 な か れ ] (56 : 80) その 和 狗 、 ビ スミ ッ ラ ー [慈悲 深く … ア ッ ラ ー の 御名 に いて]」) が 全て 
の 並 の 始め に 沿わ れ 、 イ スラ ゥ ム 教徒 に 、 ク ルアー ン 中 の 神 の 知識 の 宝庫 に 近づく 才 に 又 そ の 益 を 受け る 人 に は 、 
純粋 な 心 で タル ブーン に 近づく だ け で な く 、 神 の 助け を 常に 祈念 せ ね ば な ら な い 事 を 思い 起 る せる 。 人 道徳 や 精 
神 的 事柄 に 関し た 全て の 問題 は 何ら か の 形 で 基本 的 な 神 の 美徳 で ある 「 落 悲 ]」 と 「 恵 み ] に 関係 し て いる 導 、 
各々 の 独立 し た 記 の 持つ 意味 へ の 鍵 と も な る 。 実際 に 訟 て 、 こ の 節 に れる 神 の 美徳 の 北 つ か の 面 を 詳細 
に 渡っ て 示し て いる の が 各 埋 な の で ある 。 この 決ま り 文 句 の 「 慈 悲 深 《…」 は 理 典 に 欧 立つ 民 書 より 取ら れ た だ 
と いう 論争 が ある 。 セ ー ル は Zend Avesta を 出典 と し て いる と 主張 し 、 ロ ッ ド ウェ ル は イス ラム 以前 の アラ ブ 
人 人達 が ユダ ヤ 人 の 真人 也 を し 、 そ れれ が 最 交 に クル アー ン に 紺 み 込 まれ た と の 意見 を 主 枯 し て いる が 、 両 者 の 見 
解 共 、 明 ら か に 正しく て ない 。 先ず 第 一 に イス ラッ ム 教 徒 舌 は 、 こ の 形式 、 或 い は 類似 の 形式 中 の 文句 が クル アー 
ン の 次 示 以 前 に 知ら れ て いな か っ だ た と は 、 王 張 し て いな いし 第 二 に 、 そ の 秋 と う 句 が 、 同 一 或いは 類似 の 形式 
で 、 イ スラ ム 以 前 の アラ ブ 人 達 に 、 た と え ク ルアー ン 中 に 示 き れる 帳 前 に 使わ れ だ た と し て も 、 そ の 事 が 理由 で 、 
神 よ り 出 で し 言葉 で ある 事 を 否定 する 事 は 出来 な い の で ある 。 実際 に クル アー ン 中 で も 、 ソ ロモ ン が シバ の 女 
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第 一 斉 - 。 ブル ・ フ ァ ー チ ィ ハ バハ 


サン タイ ロー ニレ 』 タッ ンタ 
2. 護 え あ れ ア ッ ラー、 万 物 の 主 、 @otuJt ら う 6 0 
3. 仁 慈 、 聞 悲 の 主 、( 注 3 ) @ ぁ N っ | っ 
4, 審判 の 日 の 壮 委 者 。( 注 4) @g9 2 4 


宛 に 送っ た 手紙 の 中 に 、 こ の 文句 が 使わ れ て いる 。(27 : 31) イ スラ ム 教 徒 が 主 枯 する の は 、 ク ルアー ン こ を 、 
葉 を や を う あ る べき 形 で 使用 し た 、 初 め て の 世 示 ふれ た 帯 典 で ある と いう 事 で この 主張 は 未だ か つて 維 破 
ほな い 。 ま た 、 イ スラ ム 以 前 の アラ ブ 人 の 間 に 、 こ の 言葉 が 流布 し て いた と いう の も 正しく な い 。 何 
故 な ら 、 ア ラブ 人 達 が 神 に 対し アラ フ マ ン の 名 称 を 使用 する の を 嫌っ て い は 周知 の 事実 だ ある 。 再 
度 繰 返 す が 、 ぉ し この 以前 より 知ら れ て いた と し て も 、 そ の 事実 は 、 ど ん な 民 に 65 必 ら ず が 閣 わ 
きれ だ と いう 事 (35 : 25) と 、 ク ルアー ン こ そる 、 それ 以前 の 啓示 きれ 包括 きれ る 全て の 永遠 に 変わ ら 
ぬ 真 実 が 網 共 さ きれ て いる 癌 で ある (98: 5) と いう タル アー ン の 教え の 長 実 を 確証 すみ に すぎ な い の で ある 。 


往 2 アッ ラー と は 、 完 全 な 美徳 を 有 し 、 何 ら 誤 ち を 持た ぬ 唯 一 無比 の 存在 で ある 。 ア ラビ ア 語 で アッ ラー 
が 他 の 意味 で 使用 され る 事 は な い 。 他 語 で これ に する 言葉 は 全て 修飾 陰 量 つ 説明 的 で あり 、 往 々 に し 
て 複数 の 形 を 取る が 、 ア ラビ ア 語 の | アッ ラー」 が 複数 展 を 取る 事 は 絶対 に な い 。 ア ッ ラ ー と は 、 昔 一 の 実存 
で あり 、 派 生 し た も の で は な く 、 資 格 を が が す 言葉 で も な い 。 日 本 語 で は アッ ラー に 匹 疫 す る 言葉 が な い 海 、 ア 
ラビ ア 語 の 専門 家 、 翻訳 で は その まま アッ ラー の 訳 が あて られ る 。 ア ッ ラ ー の 最も 正 管 な 解 収 と し て は 、 
テル と は 切り 離す 事 が 出来 ず 、 全 て の 完全 な る 美徳 を 有する 必然 の 結果 た し て 何 に も 依存 し な い 存在 に 対し 与 
えら れ だ た だ 名称 と いう こと で ある 。 


注 3 この 節 は 現世 の 進化 の 法則 を 指し て いる 。 皿 も 、 全 て の 事物 は 発達 を 続け 、 こ の 発達 は 洒 進 的 で 段階 
を 経て も だ らき れ 、[ 万物 の 王 」 こ る 事物 を 段 共 的 に 発達 、 進 化 き せる 存在 で ある と の 人 世 味 を 表わし て いる 。 こ 
の 行 は 又 、 進 化 の 法則 は 神 へ の 信仰 ほ 孝 填 し な い 事 を も 指 往 し て いる 。 し か し 、 こ こ で る れ て いる 進化 の 
過程 は 、 一 般 に 理解 る され て いる 進化 論 と 同一 ほ ぃ R で は な い 。 進化 と いう 言葉 は 一 般 論 的 な 意味 で 使わ れ て 
いる の で ある 。 更に この 言葉 か ら 解 か る の は 、 人 は 限り な く 前 進 す る 為 に 創造 きれ た と いう 事実 で ある 。 何故 
な ら 「 ア ッ ラ ー、 万物 の 主 】 と いう 表現 は 、 神 は 森 唆 万 象 を 低い 段階 か ら 高い 髪 羅 へ と 発達 さき せる と いう 事 を 
意味 し て お り 、 こ れれ は 全て の 段階 が 終わ っ た 後に 、 果 て る 事 の な いも う 一 つの 段階 が ある 場合 の み に 可能 な の 
で ある ぁ る 。 


往 4 神 の 四 つ の 美徳 、 即 も 、“ 全 世界 の 主 
の 、 主 宰 者 た る 事 " は 、 神 の 神 た る 礁 の 3 
ぎ ず 、 四 つの 美徳 こそ 、 全 能 の 玉座 が まし ます 四 本 往 な の で ある 。 
これ ら の 皿 つの 美徳 れる 順 庁 で 、 人 間 に 与え た られ る 神 の 
アッ ラー」 と は 、 神 が 人間 を 造ら れ だ の と 同時 に 、 人 間 が 精神 的 に 前 進 し 発達 する の に 必要 な 環 志 を も 依ら れ 
を 意味 し 、 ア ラフ マン (慈悲 浴 る る 神 ) た る 美徳 は 次 に 米 る 段階 で あっ て 、 慈 愛 に 満ち た 美徳 を 通し て 神 
は 、 い わ ば 、 人 人 間 に 対 し その 道徳 的 双 精 神 的 前 進 に 必要 と る れる 手段 と 材料 を 手渡 きれ る の で ある 。 そ し て 人 
が 手渡 きれ た 手段 を 正 し 《 使 う 事 が 出来 れ ば 、 ア ッ ラ ヒー ム の 美徳 が 入 の 為 し に 対す る 報い を 与え て くれ 
る 。 そ し て 最後 に [審判 の 日 の 主宰 者 ] が 人 の 為 し た 事 に 対す る 最終 の を し て と し て の 結果 を 生み だ し 、 
然 る べ で くし て を の 過程 が 完結 する の で ある 。 最 後 の 完全 な る 報い は 最後 の 審判 の 日 に 下さ きれ る の で ある が 、- 
的 な 報い は 現世 で も 与え られ る 。 但 し 現世 で の 人 間 の 行動 は し ば し ば 、 他 の 人 間 、 王 、 支 配 者 等 に よっ て 判 
断 き れ 、 報 い が 与 を られ る と いう 遅い が ある が 胡 に 、 常 に 賠 違 い の 起 こる 可能 性 が ある 。 最 後 の 審 判 の 日 に 、 
神 が 蔵 き に 出 で ます 事 は 絶対 の 事 で あり 、 全 て は 神 の 手 に 委ね られ る 。 を そこで は 何 の 間 尺 いも 、 不 当 な 罰 も 、 
不当 な 報じ も な い 。 又 、 [主宰 者 ] と いう 語 を 使う の も 神 が 裁 き を 与 を られ る 時 は 、 定 め ら れ た 法律 に 従っ て 審 


事 "、" 愛 に 満 も あて いる 事 "、“ 落 悲 深き 事 "、 そ を し て “終末 の H 
で ある 。 を その他 の 美徳 は これ ら 四 つの 美徳 の 説明 或いは 注 和 局 に す 


が 明らか に きれ る 。 ち 、「[ 万 物 の 王 、 


ー2 一 
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5. 我 等 は 液 に の み 仕え 、 光 に の み 炒 を 誰 5 。 oss5 55 3 
( 滞 5) ッッ ンー と 

6. 正しい 道 に 導き 給え 、( 注 6) の 

7 波 の 反り を 穴 り し 人 人 々 や 時 み 送 え し 人 々 の っ e 誠 | 138 e) に て の の 0 
道 で は な く 、 湊 が 下 み を 正 れ 給え し (7) Go タク 


人 々 の 門 に 。( 注 8) 82ALS22 


判 を 下す 裁判 定 の 如く で は な いと いう 事 を 示す 為 で ある 。 神 は 主宰 者 で ある が 故に 許し 給 い 神 の 望ま れる 方 法 
で 望ま れる 所 に 問 杜 を お 示し に な る 。 ディー ン と いう 語 を 信仰 を 意味 する 語 と 考え れ ば 、「[ 審 判 の 日 の 壮 宰 者 
は 、 真実 の 信仰 が 永き れる 時 に は 、 人 類 は 類 いま れ な る 神 の 力 の 顕現 を 目のあたり に する が 、 信仰 が 衰え る と 、 
まる で 、 宇 宙 が その 創造 者 で ある 主 の 手 を は な れ 何 の きま り も な く た だ だ 機械 的 に 動く だ け に な っ て し まう と い 
う 事 を 意味 する 。 


注 5 「 我 等 は 流 に の み 仕 え 」 と いう 言葉 は 、 和 が 神 の 僅 大 な 気付 いた 後に 第 一 に 心 を 動か の る ぁ れ る の は 
押 へ の 礼 捧 で ある と いう 事 を 示す 谷 「 流 に の み 救 い を 希 いね が う 」| と い 前 に 置か れ て いる 。 神 の 助け 
を 祈念 する の は 信仰 の 衝動 の 後に 来る も の で 、 人 は 神 を 礼拝 する 事 を 記せ が 、 を そう する 為 に は 神 の 助け が 必要 
で ある 事 に 気付 く の で ある 。 又 、 こ の 言い まわ し の 中 の アラ ビア 語 に 複数 有形 が 用 いら れ て いる の に は 二 つ の 重 
要 な ポイ ント が ある 。 即ち (1) 人 は この 世に 具 一 人 の 存在 で は な く 自 分 を 取り 巻く 社会 の 一 部 で ある 、 その 為 、 

人 が 神 へ の 道 を 歩む 時 に は 、 己 の み で は て 他 の 者 に も 連れ 立つ べき で ある 事 。 そ し て (2) 入 は 自分 を 取り 巻く 
環境 を 改革 し な い 限 り 安全 で は な いよ いう 事 で ある 。 

ズ 、 神 が 最初 の 四 行 で は 三人称 で 表 わ き れ て いる が 、 こ の 行 で 突 ド に な っ て いる 事 は 注目 に 値する 。 
これ は 、 神 の 思 つ の 美徳 を 限 起 する 事 で 人 に 創造 王 を 押す る と いう 押 る え が た い 熱 望 が 生ま れ 、 心 か ら 神 に 机 
映し だ たい と 強く (願う が 為 、 を し て その 心 の 満足 を 得 ん が 為 に 、 螺 初 の 四 行 で の 三人称 だ この 行 で は 二人称 と な 
る の で ある 。 


往 6 祈り は 人 の 物質 的 、 精 神 的 、 ま た 現在 及び 未来 の 必 全て の 分 野 に 渡っ て いる 。 信 者 は 、 長 直 な 道 
一 も 近い 道 を 示し て くれ る 様 祈 る 。 時 々 、 人 は 真直 で 正しい 道 を 示 る きれ て も 、 そ の 道 ま で 導 び か れる 事 が な 
か っ た り 、 導 び か れ て も 、 正 し い 道 を 仙 り 最後 まで 行き つく 事 が 出来 な か っ だ りす る 。 祈り は 人 に 、 道 を 示 き 
れ だ 事 で 、 或 い は 道 まで 導 び か れ た と し て も それ だ け で 満足 せ ず 、 最 後 の 目 的 地 に 到達 する まで 従い 続け る 事 
を 要求 する 。 こ れこ そ 、 正 し き 道 を 示し 給え (90: 11)、 正 し き 道 に 導き 給え (29 :70) そし て 正しき 追 を 歩 ま 
せ 給 え (7 ・44) と いう 意味 を 表わす ヒダ ヤ 義 で ある 。 実 際 人 は あら ゆる 投 階 で 神 の 助け を 必要 と し て お 
り 、 い か な る 時 に あっ て も 、 こ の 節 に 天体 的 に 表 わ る れ て いる 祈 灰 を や 神 に ある げ 続 け な け れ ば な ら な い の で あ 


る 。 履 に ? 所 る 事 が 必要 で ある 。 望む 事 が 成就 きれ ず 、 必 要 が 満足 る され ず 、 目 様 が 達成 きれ な い 亡 り 、 我 々 
に た は 撤 り 要 な の で ある 。 
注 7 真 の 信者 は 、 止 し き 道 に 導 び か れ 、 北 つ か の 方 正 な る 行為 や 為す だ け で 、 満 足す る も の で は な い 。 真 


の 信者 は 、 目 標 や より 高く 掲げ 、 神 が その ド 僕 に 、 特 贈り 始め られ る 地位 を 得 よ うと E 努 力 す る 。 真 
の 信仰 者 は 、 神 が 選ば れ し 者 に 与 、 彼 等 に 脇 気づけ られ る 。 し か し 単に を れ だ け 
に 停 ま ら ず ー- 層 の 努力 を し て 神 が 恩 節 を 与え し 者 違 の 中 に えら れる 様 、 彼 等 の 内 の - な な る 様 、 祈 る の で 
ある 。 これら の 「 思 龍 を 賜 わ っ た 者 達 ]」 に つい て は 4 : 70 で 触れ られ て いる 。 又 、 祈 り は 一 般 的 で あり 何ら 6 特 
定 の 加 秀 に 対し 祈 ら れる も の で は て い 。 信仰 者 は 、 神 が 彼 に 最高 の 神 陸 な る 恩 館 を 与え て 下さ きる 事 を 穏 願 し 
神 は 、 適 切 と 思わ れ 双 その 信者 が それ に 値する だ け の 思 孝 を 、 神 の 御 意志 に より 与 を られ る の で ある 。 
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注 8 アル ・ フ ァ ー テ イィ ハ の 章 (第 一 恋 ) の 言葉 と 文 剖 の 息 列 の 順序 は 実に 美しい 。 前 半 は 神 に つい て 、 後 
半 は 人 に つい て で ある が 、 互 い の 色々 な 部 分 が 向 嘆 すべ き 形 式 で 関わ り 合っ て いる 。 削 半 に 並 か れ て いる 金 て 
の 高 黄 な 美徳 を 有する 存在 を 宮 味 する “アッ ラー" に 対応 し 、 後 半 に は 、 我 等 は 、「 流 に の み 仕え ] と いう 文章 
が 配 さ れ て いる 。 熱心 な 信者 は 神 を 何 の 欠 忘 も な 全て の 完全 な 美徳 を 所 有する 存在 た 思え を ば 、 直 ち に 、 心 の 
奥底 か ら 邊 ず か ら 、“ 御 身 の み を 崇拝 し ます " と いう I び が わき 出る の で ある 。 又 、“ 全 世界 の 王 " と いう 神 の 
対し て は 、「 流 に の み 救 い を 希 い 煽 う 】 と いう 文章 が 対応 し て いる 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 神 こそ 、 世 界 の 創 
し て 支持 者 、 を し て 全て の 発展 の 源 で ある 事 を 知れ ば 、 " 御 身 の み に 助 け を 願い ます "と 言い 、 神 の 旗 護 
を 直ちに 求め る の で ある 。 数 知れ ぬ 程 の 恵み と 我 等 の 日 の 粗 を 惜しみ な く サ えて 下る る 主 で ある 、 ア ラフ マン 
の 美徳 に 対応 し て “ 我 等 を 正しき 間 に 導 び き 給 え " の 語句 が 配 きれ て いる 。 何故 な ら 人 に 与え られ る 神 より の 
最大 の 御 恵 み は 、 神 の 使者 達 を 通し て の 天 放 に よる 導き に 他 な ら な いか ら で あ る 。 人 の 為 し た 事 へ の 最上 の 報 
い を 与え る アッ ラ ヒ ー ム の 美徳 に 対応 すけ る の は 、“ 御 身 が 加 凶 を 与え 給 いし 者 途 の 道 " と いう 語 名 で 、 こ れ は 、 
神 が 恩 範 を 与え 給 いし 下僕 に 報い の ある 祝福 を 授け られ る の は アッ ラ ヒ ー ム だ か ら で あ る 。 そし て 、 [審判 の ロ 
の 主宰 者 ] と 対 を 為す の は 、“ 御 身 の 色 り に ふれ ざる 者 、 を し て 人 逃 い を 生じ な か っ だ 者 " の 行 で ある 。 人 は 行為 
る 鍋 す 時 失敗 を 悪 れる 者 で ある 。 故に 人 は 、「 審判 の 日 の 主宰 者 ] た る 美徳 に 考え を を めぐ らし 、 神 の 色 り に ふれ 
上 様 、 又 、 正 し い 道 を ふみ は ず さ きめ 様 、 神 に 祈り 始め る の で ある 。 

この 章 の 祈り の も う 一 つの 特徴 は 、 祈 り が 人 の 内 な る 本 能 に 、 全 て 自然 な 形 で 訴え を る と いう 事 で ある 。 人 に 
は 、 印 、 従 が わざ ぎる を 竹 な い 、 愛 と 恐怖 と いう 二 つ の 基本 的 な 動機 が ある 。 あ る 人 は 愛 に 心 を 動か る れ 、 又 、 
ある 人 は 敵 に つき 動か きれ る 。 愛 に 依っ て 行動 を する 事 は 高 党 な 事 で ある が 、 実 際 に は 、 愛 が 何 の 影響 $ 与 
を な い 人 々 も いる の で ある 。 そう いっ だ 人 々 は 到 れ か ら 行 動 を 起こ す の で ある 。 第 一 交 で は 両方 の 人 の 心 め 動 
えて いる 。 即ち 、 先 ず 最 初 に 「 万 能 の 主 」 で あり 「 慈 悲 深き 」「 恵 み 偽 く 」 愛 を 心 に ふき こむ 神 の 美徳 が 
られ 、 放 る べき 後に 、「 審 判 の 日 の 主宰 者 ]」 が 続き 、 こ れ が 人 に 悔い 改め 愛 に こたえ な けれ ば 、 神 の 前 で 、 
己 の 行 訴 の 報い を 受け ね ば な ら な い 事 を 思い 起こ きせ て いる 。 こ の 様 に 、 の 動 租 づ けが 、 愛 の 動機 づけ と 
並べ て 導入 きれ る の で ある 。 し か し 、 押 の 惹 悲 は 、 神 の 怒り ょ り 、 は る か に 抜き ん 出 た 美徳 で ある 為 、 唯 一 和 
需 を 呼び 起こ す 様 意図 きれ た この 属性 で すら 、 神 の 惑 に つい て の 言及 を 伴っ て いる の で ある 。 実際 、 
も 又 、 神 の 慈 章 は 、 神 の 色 り を 超越 し て いる 。 何故 な ら 、 こ の 美徳 に は 、 我 々 人 間 は 六 き 王 の 前 で は な 〈、 絶 
対 的 な 闘 の 必要 な 場合 の み に を 与え る 、 許 す 力 を 持つ 主宰 者 の 前 に 身 を 委ね る の で ある と いう こと が 里 
れ て いる 。 

手短 か に 言え ば 、 第 一 章 は 、 形 謝 上 的 知識 の 素晴らし い 委 庫 で ある 。 簡単 な 七 つ の 節 か ら 6 な る 短い 癌 で は あっ 
て も 、 真 容 の 知識 と 知恵 が つま っ て いる 。「 経 典 の 母 ] ほ 呼ば れる の も 、 こ の 章 が クル アー ン の 集大成 だ どか ら で 
ある 。 全て の 四 区 の 源泉 で ある アッ ラー の 名 前 で 始ま る この 章 は 、 神 の 神 た る 四 つ の 美徳 の 説 胃 へ と 移っ て ゆ 
く 。 好 も 、⑪) 所 界 の 創造 主 で 支持 者 た る 、(⑫) 人 の 却 力 に か か わり な く 、 人 が 生ま れる 以前 より 、 人 の 求め る 全 
て を 与え る 3 こ 満 も た 、(3) 人 の 行動 へ の 一 番 よい 結果 を 決定 し 分 け 隔 て な く 報 い を 与え る 慈悲 深き 、(④⑭ 我 等 
が 我 等 の 得 し た 事 を その 目前 に きら る な けれ ば な ら て て な い 。 まだ た 、 その 被 造 物 に 対し 単なる 裁き 手 で は な く 、 
主 と し て 接 せ られ 、 慈 臣 を も っ て 裁き 、 証 良い 結果 と な る 場合 に は 常に 許し を 与え て 下さ る 審判 の 
日 の 主 密 者 で ある 、 と いう 四 つ の 美徳 で ある 。 こ れ が クル アー ン の 一 番 始め に 描か れ た 、 無 限 の 力 と 王国 を 持 
ち 、 限 りな い 落 店 と 皿 世 を 与 を て 下さ きる 、 イ スラ ム の 神 の 像 な の で ある 。 を し て を その 後に 、 神 は 以上 に 包 べ だ 
高 加 な 美徳 や を 有する が 故に 、 人 は 今や 、 心 より 望 し 神 を 県 振 し 、 絶 対 の 服従 を 約束 し て 足許 に ひれ ふ す と の 
人 間 の 側 か なら の 言明 が 続く の で ある 。 し か し 、 落 汚 深き 神 は 人 が 絞 い 存在 で 同 違い を 犯し や すい 事 を 、 衝 存 知 
の 竹 、 神 の 御 国 が く 途中 の あら ゆる 彼 階 で 人 の 直面 する 困 将 の 全て に 押 の 助け を 願う 様 か れる の 
で ある 。 そし て 最後 に 、 統 合 的 で 尊大 な 祈り が 示 き れる 。 こ の 祈り は 、 人 が 合造 主 に 、 精 神 的 で あれ 世俗 的 で 
あれ ズ 、 現 在 で あこ れ 、 未 来 で あれ 、 全 て の 事柄 に つき 、 正 し い 道 を お 導き 下 き いと 嘆願 する 祈り で ある 。 人 
は 試 伯 に 首尾 よく 耐え る の み で な く 、 神 に 選ば れ し 者 達 と 同様 に 、 神 より の 描 し みな い 』 - 授 か れる 様 に と 
心から 普 う 折り な の で ある 。 一生 間 太 わ ず に 正しい 追 を 歩め ゆる 様 、 先 信達 同様 、 主 で ある ポ 中 で つま づか 
ず に 神 に より 近づけ る 様 、 入 は 神 に 祈る ぁ の で ある 。 こ れ が 、 第 一 者 の 主題 で あり 、 型 クル アー ン の 中 で 色々 形 
を 変え ながら も 、 常 に 繰り 返さ れる 二 是 な の で ある 。 


アル ・ バ クラ 
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内 
1. 慈 門 深 て 、 恵 み 選 てく アッ ラー の 御名 に ない っ 2 ュー っ 
て と うつ リリ テー 

< ン ン 

2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) @. ぁ | 

ー ー レベ ゞ と ルル 月 ロ ! 

3. こむ こそ は 寿 上 を 容れ ぎ る 経典 な り 、( 注 2 ) @@ ( 六 チ 0POI 


正しい 者 へ の 紗 導 な り 、( 注 3) J ウン 
4。 見 る あ た わ ざる も の を 信じ 、 ( 注 4) 礼 押 を の KOK 人 5 1 時 KA 


Ne ( 生 5) われ ら が 人 々 に 陸 せ し も の ラノ 22 う 外 ライノ 
を ( 注 6) 信ずる 人 々 へ の 。 の oe99 の を の 


注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な り 。 
アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム の よう な 略語 は ブル ・ ム カッ ター ト (分 か ち 書 き し て 切っ て 読む も ) と し て 知ら れ て 
いて 、28 堅 ま で の 初め > れ て いる 。 ま た この 呂 語 は アラ 字 の 一 語 か ら 五 語 ま で の 語数 か ら 成っ て い 
る 。 こ の よう な 略語 を 作る 語 は 次 の 十 四 庁 で ある 。 ア リフ 、 ラ ミー ム 、 サー ド 、 ラ ー、 カ ー フ 、 ハー ヤー、 
アイ ン 、 タ ー、 シ ー ン 、 ハ アァ ー、 ク ァ ー フ 、 ヌ ー ン 、 こ の うち ク テ ァ ー フ エヌ メーン は 50 音 と 68 斉 の 初め に だ け 
書か れ て いる 。 その 他 の 話 は それ ぞ れ 決ま っ た 将 の 初め に 二 つ ょ た は それ 以上 の 組合 せ で 書か が れ て いる 。 ア ラ 
ビア 人 の 間 で ムカ ッ タ ー ト の 使用 が 流行 し て いる 。 詩 や 会 話 に 使用 みあ きれ て いる 。 ム カッ ター ト は 神 の 美徳 に 対 
する 遇 語 で あり 、 各 事 の 初め に 普 か れ て いて を の 主題 あや あら わす と と も に 神 の 美徳 に 深い か か わり や も っ て い 
『 意味 に 各 将 つけ て いな いし 、 略 語 の 組合 せ に も 遮 味 が ある 。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム は ここ と 書 
クタ ルアー ン の 3 、29、30、31、32 の 各 剖 で は 「 私 は 全能 の アッ ラー で ある 。] の 意味 で ある 。 


か れ て いる か 


注 2 「 疑 泌 ] は 心 の 不安 、 台 念 、 苦 悩 、 不 幸 、 正 意 、 真 任 転 、 中 傷 を 意味 する 。 この 文 意 は 含ま で に ク 
ルアー ン に を も っ た 入 が ひと り も いな いと いっ て いる わけ で は な い 。 この 教え は 道理 に か な っ て いる 
の で 曲解 せ ず に 正しく 考え れ ば 、 人 確か な 指針 た な り 、 平 安 が 与 を られ る と 言っ て いる 。 


注 3 ムッ タキ (「 正 し い 者 ]) は ワカ ー と いう 語源 か ら 出 「、 火 難 か 6 守 る が ある 。 「 正 し い 者 へ 
の 衛 導 な り ] と いう の は クル アー ン に 記さ る れ た 導き は 際限 の な い 導 き で ある こと を 合 著 する 。 クル アー ン は 、 
人 々 に 無限 の 精神 的 向上 へ の 導き を 与え 、 神 の 恩 能 に より ふる わし い 者 と な る よう 尊 《。 


注 4 「 見 る あ た わ ぎる も ちの] と いう の は 人 知 を 越え て いる が 、 そ れ に も か か わら ず 理 性 や 才 誠 で 確証 きれ 
得る も る の で ある 。 II で き な い も の 、 知 賞 で き な い も の が 必ず し も 非合理 し は 限ら な い 。 イ スラ ッ み 教 徒 ジ 
る で き 「 見 る あ だ た わ ぎる も の ] の 何一つ と し て 理 に 反する も の は な い 。 世 界 に は 知 賞 で すき な く と も その 人 存在 を 
軍 定 で き な い 未知 な る ちる の が だ た くき ん ある 。 


注 5 「 礼 捧 を 人 守 し ] は 定め られ た 法則 に すべ て 従っ て 祈 式 を 行う と いう 意味 で ある 。 礼拝 は 人 間 の 神 
に 対す る 内 な る 関係 を 外 に 向っ て 表現 する こと で ある 。 それ 以上 に 軍 の 恩 範 が 心 ば か り で な てく 身体 を も 各 むこ 
と で ある 。 だ か ら 心 身 相 律 っ て 完全 な る 礼拝 が 可能 と な る 。 心身 な くし て 真 の 霞 的 礼拝 は 守れ な い 。 霊 魂 に よ 
る 礼拝 は 中 身 で あり 、 肉 体 に よる 礼拝 は を の 器 で ある 。 中身 は その 香 な くし て は 保存 きれ 得 な い 。 妖 が 壊 きれ 
れ ば その 中 身 も 同様 の 追 を 辿る 。 


ー5 一 


sad 


第 一 意 アル ・ バ クラ 


5. また 、 液 に 啓示 せ し も の 、( 注 7 ) 並び っ 生 お 1 の ン 2 AN 
以前 に 啓示 せる も の を 信じ 、( 注 8$) っ 業 の ら 9 2 ツウ 
っ ャ MT で る 人 な 
る 世 ( 注 9) を 固く 信ずる 人 々 へ の 簡 導 な ROW 年 らし う IM 
り 。 


2 de MM 


6. 主 の 導き に 従う 人 々 、 そ は 必ず 成功 せん 。 


7、 信 ぜ ぎ る 者 ども は 、 液 之 を 和 告 する も 6、 せ 時 
ざる も 、 彼 等 は 信 ざ ざる べし 。( 注 10) 


ラク タッ クタ ーッ ラク 


の 9 お り 2A3 
8. アッ ラー は 彼 等 の 心 と 耳 を 封じ 眼 に は 席 科 形 2 を の の 電 あ 知 2K3 ンタ ン 


を ほど こせ り 。( 注 11) 彼 等 に は 重き 賠 あ 


と 人 @ レン コン 
9。 る な の 295 KC の Lo1 


注 6 この 節 で は 三 つ の 事 本 を 人 間 の 霊 的 幸福 の 三 つ の 面 か ら 次 の よう に 述べ て いる 。(1) 人 は 目 に 見 えな い 
真実 一 九 感 で は わか ら な い 真 実 が ある こと 本 生前 る 。 た し えば 、 人 間 は 正義 感 あ を ちっ て いる と 信じ 
られ る こと で も わか る 。(2) 天 地 創造 を 考え を て も す ば ら 6 し い 狗 訟 と 計画 が ある 。 その 思い が 合造 主 の 存在 を 確信 
きせ 、 人 間 を 制 し て いる 神 と の 英夫 の わ り と の 党 き せる 。 この 変わ り は 祈 甘 の 成 よっ て な され る 。 (3⑮ 最 
後に 信者 が 自ら の 創造 主 ほ 真 の ふれ あい を 確立 どき た な ら 、 を の 人 は 進ん で 回 用 に 仕 を ん た く な る で あら ろう 。 


告 7 モハ ッ マ ド 預 言 者 を 信じ る こと が 、 こ の 中 心 に な っ て いる 。(2: 症 4 166, 9 


往 8 流 一 神 は すべ て の 人 人々 に 
モハ ッ マ ド 預 言 者 を 後に 続く 首 は 


の 使者 を 送ら れ た の だ か ら 今 さ で すべ て の 預言 者 の 救え の 聖なる 源 で ある 
る で き で ある 。 13: 8, 35:25) 


往 9 1) 最終 地 す な わ ち あの 世 ま だ (2) 従う べき 記 示 の こと 、 を 意味 する 。 第 (2) の 意味 で は クル アー ン 
62: 3, 4 に 記述 きれ て いる 型 な る 背 言 者 の 二 思 に わた る 降 いて の 箇所 で 詳 述 きれ て いる 。 ・ 上 目 は ? 
世紀 お ける モハ ッ マ ド の 到 来 で あり 、 そ の 時 クル アー ン が 神 か ら 棟 な る 項 言 者 (モハ ッ マ ド ) に 啓示 
二 度 日 は 、 近 年 に お ける 人 彼 の 第 子 の ・- 人 の 到来 を 指す 。 即 ち ア ハマ ディ ア 連 動 の 創設 者 で あ 9 約 束 き れ た だ メシ 
ア で ある アハ マ ド そ の 人 で ある 


注 10 この 節 は 等 告 を 受け よう が 受け まい が 気 に ち もとめ な い 真 実に 対し て 無関心 な 信仰 を 持た な い 省 に つ 
いて 語っ て いる 。 現状 が 続く 女 り 彼ら は 信じ な い だ ろ うと 言明 し て いる 


往 11 は 長い 癌 使わ ず に いる と 養 え て 使い も の に な ら な て (な る 。 信仰 を 持 だ な い 者 は 真実 を 理解 し よう 
と する 心 耳 も や も つこ 上 を 拒ん で いる 。 を の 結果 彼ら の 聞い た り 、 理 解 し た りす る 力 は 失わ れる と 述べ て いる 。 
「 ア ッ ラ ー は 封印 を な きれ た 」 の 句 で 述べ られ て いる よう さそ れ だ け の 結果 に な る 。 
すべ て の 法 は 神 に 由来 し 、 す べ て の 理由 は 当然 神 の 芝 : 征 属 する の て 信仰 を 持た ぬ 者 の 心 と 耳 を 閉ざす の も 
神 に 帰す る 。 


第 二 斉 アル ・ バ クラ 


第 二 項 2 ンー dr (ダン ト 見 2 る ーッ ン る タン プン 
la 員 し : SouEI に 
9. また 人々 の に は [ 符 ほ ア ッ ラー ドキ ロー リク 引っ logoeoElo2 ッ 
な ーー ュ ュ s 守 全 る 記 ン ッ 、 あり うん レン 
と うか その 実 役 等 は 全く 信者 る Cc し 5 
-F す oN クタ ンク の レン の う レ ま レッ 
0. 役 等 は アッ ラー と 信者 を 欺 か ん と し て 、 実 OO&C5 KICSIIY10 と Jeo 
は 己 れ 自身 を 欺く に すぎ ず 。 し か も 自ら 6 タン 
に 気づか ぎる な り 。 〇 の の タレ. し 2 信 の の の) 
ト 後 等 の や に は 病 あ り 。 ブッ ラー は その 病 を 2 の 2 の 伸 き 
恒 か らし む 。( 注 13) 前 し て その 了 戦 ゆえ に 、 28293 は の 
彼 等 は 大 し い 六 を 受け ん 。 04 み ・ 和義 
2. 」 世 を 計 す を なかれ] と 云 えば 、 役 等 は 云う 
「 我 等 は 秩序 を 正 き ん と す 」 と 。 0 作 db08329 52 
レラ 5 っ タ タッ ン 
3. 用 心 せよ 、 彼 等 こ を 薬 誠 填 に 非 ぎる か 。 し IOTGL つ 7 こう 
か も 自ら 之 に 気づか ざる な り 。 ンク 20 る っ の スン フタ 22 放 051 
4. また 彼 等 に 向っ て 「 信 \ よ 、 人 々 が 信 ぜ し 6598 の 2 の 


如く 」 ほ 云え ば 、 彼 等 は 云う 、「 遇 か 者 の 如 1 害 名 回り 
e ラ 2 2 MR 
( 我 等 に 信 ぜ よし な ? 」 と 。 げ に 自 か な る 光貞 み Be IKU 


者 は 、 役 等 な り 。 さ れ 邊 等 は を れ を 知ら 5K0 る 0 仙人 
ず 。( 和 ま 1 め レン 
ま は 信者 た ち に 会 えば 「 我 等 は 信 ず 」 と の oss 


、 を の 実 不 持 な 仲間 だ け に な れ ば 『 我  。 フレン ハフ レッ ショ ン ュ る ニシ ッッ 
等 は 前 た ちの 仲間 な り 。 我 等 は 信者 た ち BIACAIEIGKOIOAUIRSIM 


2 タン クラ る し る ウタ シイ ンタ うー 
: だ 最 界 し た まで 」 と 云う 。 6 の 時 0201 AG IIG BS 


15. 


bas 


注 12 神 と 終末 の 日 が 来る こと だ け を 信じ て その 他 の イス ラム の 信仰 を 忘れ て いる こと を 意味 し て いる 。 イ 
スラ ム の 信仰 形式 で は 神 を 信じ る こと が 最初 に 出 て くる 事 岳 で あり 、 絵 沙 を 信じ る こと は 最後 に 出 て くる 事柄 
で ある 。 その 両者 を 信仰 告白 すれ ば 、 そ の こと 自体 で すでに イス ラム の 他 の 事柄 を 信仰 千 向 し た こと に な る 
ここ 以外 で も 終末 を 信じ る こと は 理 典 を 信じ る こと 同様 、 天 使 を も 信じ る こと で ある と グル アー ン は 述べ て い 
る 。(6 : 93) 


注 13 。 神 は イス ラッ 教徒 を 守っ て いる と いう 御 印 も を た だ くさん 示さ れ て いる 。 その 御 色 は 次 第 に 力 を 増し て き 
た の で 偽 療 者 た ち は 次 第 に イス ラム 教徒 や 奴 れ は じゅ て きた 。 を その 結果 彼ら は ます ます 偽 普 の 度 を 増し た 。 


注 14 偽善 者 は イス ラム 教徒 や と り 遇 か れ た 』 
げ る こと は 8 と 考え て いる 。 し か し 、 彼 と 
確か で ある 。 


衝 の 一 団 と みな し て いる 。 道理 の な いも の に 生命 と 財産 を 捧 
意 者 で あり 、 イ スラ ム の 遺 理 が 繁栄 へ の 道 で ある こと は 


常 二 宰 アル ・ バ クラ 
6. アッ ラー は 役 等 の り を 前 し 、 し ば し 彼 等 PH を タン ン っ ッ ン ラン 久 フ 
を 迷 誤 の 中 に 留め しゅ ん 、 賭 痢 を きま よう 人 E 導 3 の 2 ょ 5 
如 く 。( 注 15) 2 
ンス 1 ロ 
7 彼 等 は 御 導き の 代り に 関 違 い を 諸 え し 者 、 ICP 3 し 3 の 8 ば FCWT 


その 取引 は 彼 等 を 何 も 益 する こと た なく 、 ま 
た 決し て 正しく 導 か れる こと な し 。 ( 注 16) 


。 彼 等 の こと を た と うれ ば 、 火 を 灯 し ( 注 17) 


辺り が 明る く な り た る 時 、 を の 火 を アッ 
ラー に 奪い 取ら れ 、 吐 闇 に 取り 残る れ し 者 
の 如 し 。 な に も 見 得 ざ る な り 。 


と ア 寺 


の の タタ レレ ニン ン クタ ウン レ “ 
@CuSesb 電 し > の 2 は さらう 

容 シン アン フラン > 0 
WCGItWER0P1 朋 AKA 
PT 9 5 9 る か あめ 3 あこ 2 0 と じ 


と うい 


衣 間 ⑩ 〇 らき 
9. 彼 等 は 、 郷 で 帳 で 家 な り 。 さ れ ば 引き 返 レク シン ジィ 222 と すっ 
こと か な わ ず 。 @6 め る る る 
②。 ノ 由 @ 門 クッ ク 
20、 また た と うれ ば 、 叶 雲 た れこ め 、 雷 、 稲 奈 823Ao3G05 9 し 2 ko 
を と も な いて 降り し きる 宗二 に も 似 た り 。 クー 
彼 等 は 死 を 怖 れ て 、 和 雷鳴 に お の の き 、 思 わ 2 に ゆあ P30cz 2 sewUol< 62 
ず 両 耳 に 指 を 差し 込む 。 さ きれ ど ア ッ ラ ー は の 
不信 心 者 ども を 取り 囲む 。 (oO て ご あら ゅ | 
21 稲 は 目 を 時 ます ば か り 。 関 く た び に 歩み Py oe 
を 進め ども 、 義 に た ち 所 れ ば を こ に 立ち せ レレ ッッ リー レレ レン 
まる 。 も し アッ ラー 欲し な ば 、 必 ず 役 等 の CaQJ 交 [26 MC 52 交 
耳目 を 槍 わ ん 。 げ に アッ ラー は 万 能 に まし と の 2 
ょ す 。 ー AS 6 
第 三 項 22 ラタン ン ノ ジン 0 ン イ ン 
2 流 乏 人 々 よ 、 お 前 た ち 主 を 水 拝 を ま 。* 前 0 の BI 頑 
だ た ち を 合 9、 前 た ちの 前 に 人 々 を 創り 給 ョ ン る Z レン ン も っ 
ぇ し 王 を 、 義 し い 人 た らん た め に 。 @o め の ス レン 
注 15 こ で は 、 神 が 猫 子 を や 与 えて 偽 者 の 罪 が 深まっ て ゆく の を 許し て いる と いっ て いる の で は な い 。 も 


し その ょ うに 話 っ て 解 彼 すれ ば 35 音 38 節子 盾 し て し まう 。 


を 許し て いる 。 と 述べ られ て いる 。 

注 16 1) よ き 導 き を 拾 て て 代わ り に 誤り を と る 。 と の 可 
を よき 導き る 拒む 。 と の 意味 で ある 。 

注 17 


ぬ 者 四 と 共 共 し て イス ラム 教徒 に 対し て 戦争 を し か ける と いう 
る 預言 者 が 神 の 命 に より 型 な る 光 を 灯す と いう 意味 で 使わ れ て いる 箇所 も ある 。 


場合 


は 火 を 燃やす 和信 の よう で ある 。』( ブ ハリ ) 


そこ で は 宰 は 信仰 を 持た な い 者 に 改心 する 獲 巴 


で ある 。(2) よ き 導 き と 誤 り の 両方 が 与え られ る が 、 


「 火 」 と いう 語 は 戦争 の 忘 を ち つ こと が ある 。 ここ で 「 火 を 好 し た 」 と いう の は 偽 療 者 が 信仰 を 持た 


味 で 使わ れ て いる 。 「 火 を 灯す ] は 、 他 に 正 な 


の ょ うな 箇所 が ある 。『 私 の 


デル ・ バ クラ 


23. 


24、 


主 は お 前 た ちの た め に 脆 所 と し て 大 地 を つ 
くり 、 屋 根 ほ し て 大 空 を お き 、( 注 18) 水 を 
雲 より 降ら せ 、 か くし て お 前 た ちの 組 な る 
果実 を 実ら せ 給 え し 御方 な り 。 き れ ば 、 故 
意 に アッ ラー に 同 倍 者 を 配 す る な か れ 。 

も し お 前 た ち が 、 われ ら の 僕 に 隆 せ し 啓示 
を 括 わ ば 、 な 前 た も 之 に 類する 一 章 を 作り 、 

ケッ ラー 内 外 に 前 た ちの 動け 手 も な る 者 


久生 IPI 
0 も る 6 先 交 Ged85 


ンジ の フッ タッ シン み 


@oy ODN (の 55 約 め ) は 
Ke 多 2 の (bo5828765 


クタ っ e ッ ジーン ンタ 0 。。 ッ ・ 
he 


6 
5U 


を ここ に 喚 べ 、 も し お 前 た ちの 言 葉 が 次 突 
を ら ば 。( 生 19) WIK 人 (1 
25. を れ が な し 得 ず ば 、 絶対 に 出来 は し まい が 、 ンタ フセイン 5 る レオ クン ラン シン る 
その 時 は 不信 心 者 も に 用 意 せ ら る る 人 と apa w NAM 
石 と を 燃料 ほす る 挟 火 に 対し て その < Eu の 
。 生 を 守 りら gl そ そ 3 14) 
26. され ど 信 じ て 、 登 行 を 積む 者 に は 、 河 川 流 Ju | の 
の Leu | 1 の 委員 3 
れる 楽園 あり と の 半 報 を 伝え よ 。 役 等 を こ 1 
で 困 実 を 賜 わ る た びに 、「 こ れ は 屯 等 が 以前 の 8 は の る 
に 葛 わ れる も の な り 」 と 云う 。 彼 等 は 之 に レッ る る ニン を コグ る 
舞 す る も の を 賜 わ る な り 。 また そこ で は 、 う ひ Soe5syhe 交 る う 
消 光 無 興 な る 配信 者 に 連れ 流 わ れ 、( 注 20) 6 の 240GrRG2 間 1 
末 久 し く 楽園 に 住み 留まら ん 。( 生 21) 2 は の K9 っ ES も 届 
eo 
注 18 この 表現 は 建物 や や 屋根 の よう な も の で を の 中 や 下 に いる 生き も の が 保護 きれ て いる こと 
同様 に 宇 市 の 苑 れ た 部 分 が 私 達 の 惑星 を 保護 し て くれ て いる 。 星 、 雲 を の 他 宇 宙 の 現象 を 


る 人 は 他 の 天体 
通っ て 、 し か も いか 
界 が 完 


注 19 


10 : 39、11 114 17 89、52・34、35 で ある 。 
つの 系 で は 、 信 仰 を 持た 只 者 か ら の 
で 、 問 
の 節 に 
に 友 て も クル アー ン 中 に を 


注 20 
園 で 6 


の 様 な 連れ 合い に な る か は 、 来 世 で の みわ か る 音 


往 21 


世に 対し あら ゆる 反対 を 唱え て いる の で ある 


か に 重い か 、 


中 全 に な っ て いる こと を 暗示 し て いる 。 


また 地球 の すべ て の 側 か ら 5 高 


安全 に 安定 し て いる か を 知っ て いる 。 


く 上 が っ て 、 果 て し な い 広 が り を も っ て 軌道 を 
ここ で は また 天 と 地 の 力 の 均 り 合い に より 物質 拉 


クル アー ン の 比類 な いす ば らし まき に つい て の 事柄 が 乾 ヶ 所 で と りあ げ ば れ ら て いる 。 それ は 2 :24、 


員 い か け の 形 を と っ た この 相 典 
は いつ の 時 を も 象徴 する 要求 


* 合 まれ て お おり 、 


三 つ の 別個 の 問い か け (要求 ) 


れ ぞ れ 違 っ だ 形 で 提示 る ぉ る れ て いる の で ある 。 詳しく は 、 


これ ら 五 つの 節 の 内 2 つ で は 、 問 いか け は 同一 で あり 、 残 9 三 
が 出さ きれ て いる 。 そ れれ ぞ れ に 異な っ た 所 


、 一 見 つじ つま が 合わ ぬ 様 に 思わ れる が そう で は な い 。 これ ら 
それ ら の 問い か け は 型 な る 貧 苫 者 の 時 代 と 同様 に 、 今 日 
英 販 参照 


タル アー ン で は 、 全 て の 寝 造物 に は 、 そ の 完全 な 発展 の 為 に 連れ 合い が 必要 で ある と 教え て いる 。 楽 


は 、 品 行方 正 な 男子 と 女子 は 、 汚 れ の な 


連れ 合い た な り 精 神 的 に 発 倍 し 、 辛 福 を 全う する の で ある 。 ど 
革 な の で ある 。 


この 節 で は 、 信 者 が 來 世に 報 わ れる 事 が 簡単 に 説明 きれ て いる 。 イ スラ ム 教 を 批判 する 人 々 は この 説 


ー9 一 


が 、 そ れ は 彼 等 が 、 天 か ら の 御 恵 み に つ いて の イス ラム の 教え を 


第 二 意 アル ・ バ クラ 


27. アッ ラー は 、 央 ほど の 小 き いも の 、 ま た そ を 狗 スス 人 6 2 2 ラン ブタン ッ ン イン 5 て 
oy Ne の と の | と 9 ツ 2 で 

れ よ り 更 に 小さ いも の で も 例証 し て は ば か アリ ン うる 9 
ーー ュ ュ くだ 時 タグ プン 2 タイ ンプ 29 レリック エン クレ ランプ の 

ら ず 。 信 ずる 者 は 、 そ れ が 主 の 際 せ し 真理 oO%394LOwcS EoAIGE IS 

な る こと を 知る も 、 不 信心 者 は 云う 、[ か か 」 レ クア レン ンコ ッ シク ンー 

る 例証 を みせ て 、 ア ッ ラ ー は 何事 を 教え ん 52U5ODASDO oNI22935 


と する か ?」 と 。( 注 22) か くし て 主 は 、 多 ん ンー 。 ラン 9 る と を シタ ンー 
の 人 々 を 迷わ せ 、 ま だ 多く の 人 々 を 品 き も de 2 も 0 も 
給 う 。 き れ ど 主 は 、 不 信心 者 以外 は 何人 も ある 00 


迷わ せ 給 わ ず 。 」 | 
1 レン 1 9 ーー スラ フーン 99 9 アン る 
28. アッ ラー は 姜 約 し て ぉ き な が ら 、 後 で を う Moso ク 人 の LAec yo AN 
破り 、 ア ッ ラ ー が 提携 せよ と 命ぜ し も の か ノック ジイ イン あ アン 多 ブイ 和 クレ ョ ンジ 
ら 衣 抜 し 、 世 を 業 す 者 ま も 、 彼 等 は ぁ な 波 282Oo タ yol も 30b っ 1 し の 5 


び 行く 。 @o の の 2280a9I3 


完全 に 誤解 し て いる 点 に た 端 を 発する 。 グル アーン で は 、 軍 の 恩 龍 の 本 換 を 把握 する 事 は 人 の 力 の 及ば ぬ 所 で あ 
る と 強く 主 し て お り (32・18)、 型 な る 項 言 者 も 以下 の 如 く 語っ た と 伝え られ て いる 。 即ち 、「 目 で 見 た 者 も 、 
耳 で 聞い た 者 も いな い 、 ま し て 人 人 の 心 の は る か 及ぶ 所 で は な い 。] ( プ ハ リ ) と 。 神 の 思 葵 に 、 何 故 現世 の 具体 
的 な 事物 名 を は ゆる の か 疑問 は 当然 生じ る が 、 こ れ は クル デー ン を 読む 者 ず し も 知 的 に 高い し ベル の 人 人々 
ば か り で は な い 為 で ある 。 族 に で も 判る 平 明 な 言葉 が クル アー ン で は 使わ れ て いる の で ある 。 神 の 恩 箇 を 説明 
する に あたり 、 ク ルアー ン で は 、 現 世 で 一 般 的 に 状 い と みな され る 事物 名 を 用 い 、 信 着 に 米 世に 訟 て より よい 
形 で これ ら の 物 を 全て 得る 事 が 出来 る と 説 《 の で ある 。 身近 な 言葉 が 使わ も れ て いる の は 、 こ の 重要 な 対比 を も 
だ た ら す 人 為 で あり 、 そ う で な けれ ば 、 現 世 の 喜 びと 来世 の 加 苑 と の 間 な ど 何 も な い の で ある 。 更に イス 
ラム に 依 れ ば 、 米 民 が 精神 的 状態 の み で 成り 立っ て いる と いう 、 需 的 で ある と は いえ な い 。 来 世に 
誰 て で も 、 人 問 の 魂 は 、 一 種 の 肉体 は 持つ が 、 そ の 生体 を 物質 的 な もの で は な い 。 これ は 夢 を 想い 起こ せ ば 起 
い 当 る 事 で 、 人 が 族 で 見 る 場面 は 、 夢 遊 状 態 で は 人 の 肉体 を 持ち 、 小 川 の 流れ る 園 に いた り 果 実 を 食し た り 5 包 
を 飲ん だり し て いた りす る と いう 意味 か ら 、 純 粋 に 精神 的 或 い 9 で ある と は いえ を ない ので ある 。 夢 の 中 の 
乳 は まぎれ も な く 実 際 の 経験 な の で ある が 、 誰 $ こ れ を 現世 で 人 が 実際 に 飲ん で いる 本 当 の 乳 で ある と は いわ 
な い 。 来 世に 訟 る 寺 的 思 区 と は 現 過 で 神 が 我 々 に お 与え 下さ る 御 上 恵み が 、 単 に 主 鈴 的 に 実現 も れる も の で は な 
い 。 我々 が 今 ここ で 手 に し て いる 物 は 、 来 世 で 人 が 気付 く 神 の 真実 の 天 四 の - - 例 に すぎ な い 。 双 、" 庄 " は 信仰 
を 表わし 、“ 小 川 " は 、 称 行 を 表わす 。 それ で 人 々 は 、 信 仰 や 問 行 駄 に か なら な い 事 を 知る の で ある 。 故 に み 
ルアー ン の 中 の “これ は 前 世 で 我々 に 与え られ て いた だ 物 で ある "と ぃ * 句 か ら 、 大 上 で は 、 信 
は 、 こ の 世 で 手 に し た 果実 等 が 与え られ る と いう 結論 や ひき 出す 事 は 間 人 いで ある 。 何故 な ら 、 説 明 の あっ た 
通り 、 こ の 二 つ は 同一 の 物 で は な いか ら で あ る 。 来世 で 手 に する 果実 と は 、 自分 送 の 信仰 の あか し な の で ある 。 
人 人 が それ を 日 に する 時 、 即 座 に を その 果実 は 現世 で の 彼 等 の 信仰 の 実り で ある 事 に 気付 く の で ある 。 こ の 喜び の 
竹 、“ こ れ は 以前 、 我 替 に 与え られ し 物 で ある " う の で ある 。 こ の 表現 は 又 、“ 我 等 に 約束 まれ し 物 " と の 
意味 を も 有する 。 


注 22 。 神 は クル アー ン 中 で 天国 と 地獄 を 圧 際 と 直 喰 を 用 いて 説明 きれ て いる 。 直 只 と 暗 除 を 用 いな けれ ば 、 

深い 意味 を 適 確 に 表わす 事 が 出来 ず 、 受 的 な 事柄 に つい て は 、 こ の 方 法 に よら ね ば 的 を 得 て 伝 わら ず 、 そ れ 以 
外 で 天 を 形容 すれ ば 、 表 の よう に 取る に 足ら な く な っ て し まう 。 又 、 こ の 場合 に 央 の 例え を 使う の は アラ ブ 人 
の 間 で は 、 明 は ひど く 届 い 生き 者 と 考え られ る か ら で あ る 。 し か し な が ら 、 比 吹か ら 天 の 像 を 浮か びあ が ら す 
事 $ で きる 。 信 者 は クル ナーン の 語句 が 麻 に すぎ ず そ の 深い 意味 を 伝え る 為 に 使わ れ て いる 吾 を 知っ て いる 
が 、 信 仰 を 持た ぬ 者 は その 事 が 間 達 っ て いる と 言っ て 、 誤 9 や 間違っ だ 導き を 増長 きせ る の で ある 。 
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「 ど トト ビブ ] 


第 二 


章 


デル ・ バ クラ 


29. お 前 た ち ど う し て アッ ラー を 信 ぜ ず に いら レイ < 作る の る 2 ルン テア 
れ よ うか ? 役 は 命 な き ゼ 前 た ち に 生命 を RMB の Sa 
与え 、( 注 23) 次 いで いつ か は 死に 至ら し 6 きき タス むつ 4 
め 、 再 び 時 ら せ 、 や が て お 前 た ち を 己 が 詩 oe 
に 連れ 戻 きん 。( 注 24) 3 る いく ah 11 

30. お 前 た ちの た め に 地上 に 一 切 の も の を 創造 し レ 。、 ュ レラ ン ン 5 いと 
せる は 彼 な り 。 然 る 後 に 天 に 及び 、 を ヒ の ら R っ ee 86 ル S0 の 
層 の 天 と な せ 5。 ( 注 25) 彼 は 万 事 を と の ンク る 選 
(26) 知る 。 9 が あ 

第 四 皮 ンー ン ッ 。 の レッシー ピン タン タレ スレ ッッ 

31. 流 の 主 は 天使 た ち に 云え り 、( 演 27) 「 ゎ し 称 e9dE あ 39355 

は 地上 に 代理 者 を 置か ん と す ] &。 天 使 た もち 完 WAa が CS 3 CAC 
Ossgl| 

は 云え り 、「 世 を 紫 し 、 流 血 の 災 を ( 注 28) ンー DA ・ の 9 6 上 
記す 如 ぁ 者 を 作 か ん と する か 1 我 等 4181dW 欧 ya 9 ンク 6 らく 
は 流 の 神聖 き を 賞 揚 し 、 開 美 し て や まず ( 注 ブル ラン 
29) と いう に 」 と 。 計 は 答え て 法 え たり 、「 ゎ の OR ダ じ 
し は お 前 だ た ちの 知ら ぎる こと を 知る 」 と 。 
( 注 30) 

年 23 この 節 で は 人 人 の 生命 が 物質 的 肉体 の や 骨 壊 で 終わ る も の で は な く 、 生 命 に は 余り に も 重要 な 意義 


が ある 導 、 肉 体 の 消滅 で 終わ る 事 な く 、 物 必 
けれ ば 、 神 は 生命 


が な 


ある 。 


数 を 意味 し て いる 。 これ 6 三 つ の 数 字 は 、 数 的 に 大 きい と い 
15 : 35) 。 他 の 箇所 で は 23 誤 18 節 に も 記 る れ て いる 。 
注 26 太陽 や 月 、 及 びそ の 他 の 犬 体 は 問 に 


事 に 他 な ら な い 。 


往 27 


「 去 えり 」 は 、 実 際 の 文字 通り で は な く 、 
す に すぎ な い 。 し て この 聞 は 全 に 


を 示 


質 的 消滅 後 $ 育 
な ど 創 造 な る 


人 が だ っ か 
As、 その 寺 現 の f 
の 為 に 創造 きれ だ の で ある 。 


人 の 下 は 死 の 後に す で 天 国 や や 地獄 へ 行く の で は な く 、 ヶ 


結果 の 幾つ か を 吟 味 る させ 6 れる 。 然 


物 が 今 で は 入 に と り 、 


神 と 天使 の 会 話 の 拉 出 は 実際 に 葵 か れ て いる 


の 内 に 示し た 事 を 意味 し て い 


ら な か っ た は ず で ある し 、 来 世 が 
も し 死 が 全て の 生命 の 終り と すれ ば 、 人 間 の 代 造 と は 、“ 単 な る 娯 
を 示す も の に すぎ な く な っ て 
も 赴き ず 、 
ころ か 、 
し た 永遠 の 生命 


完全 で ある 事 の 象 懲 と し て 使わ れ “70" と か “0M" を 用 いる 言 


葉 通 り に 理解 され る 必要 は な い 。 こ 


北 際 的 な 表現 で あり 、 
その 慈 度 や 状態 で 天使 遅 は 、 こ こ 


生まれ る 事 を 表わし て いる 。 も し 生命 に 偉大 な る 日 的 
けれ ば 死す べき も の と きれ な い は ず で 


時 間 つ ぶし "で 神 の 知恵 の 俸 大 き 


し まう 。 全て の 知恵 英知 の 源 で ある 神 が 人 間 を お 創り に な っ た と いう 事 は 取り 
0 年 や 70 年 生き た 後に 鹿 に 返る べく 創 ら れ て いる の で は な いと いう 事 で ある 。 を それ ど 
弟 り の 宿 で ある 肉体 か ら 抜 け 出 た 後に 生き な けれ ば な ら な い 、 


より 良い 、 よ り 充 実 


ず フ と いう 中 間 地 


泊 分 の 行い の 長い 結 


る 後 、 完 全 な 報い の 前 ぶれ と な る 復活 に 剤 る の で ある 。 


P 
う 意味 で クル アー ン の 中 に 使わ れ て いる 。(9: 


多大 な 益 を も だ たらす も の で あり 、 和 近代 科 生 
の 発見 を し て きた だ し 現在 も 更に 解 き され て いる 。 こ れ ら 全て は 、 ク タル アー ン の 教え の 
叶 学 は また 、 地 球 の 特性 に つい て も より 多く の 発見 を し 統 
非常 に 有用 で ある と 気付 か われ て きた 。 


\ け て お り 、 以 前 は 不 用 ょ 思わ れ て 


使わ れ て いる 
言葉 で 表 わ る れ て いる の と 等 し い 状 問 や 直 度 
葉 で 示さ きれ て いる 返答 を 暗 村 
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ュ (Q0s 


に 】 


5 一 章 アル ・ バ クラ 


32. 主 は アダ ム に 万 物 の 名 前 を 教え 、( 注 31) し 02 と M 穫 | イン セン ィ 
か る 後に 天使 た ちの 前 に それ 等 を 示し 、「 も 2 2 と ダ 12 っ 
し 自分 た ちの 言葉 が 正しい ほ 思 わ ば 、 こ れ KC い の SE 員 由 た KS 全 1 

、 oO の 2 須 作 42 
等 の も の の 名 を 告げ ば よ ょ 」 と 評 え 5。 1 の 


を 生み 、 血 を 流す 者 達 が 出現 する 事 へ 
" ら 出 た な も の で ある 。 人 は 、 事 の 藻 と 悪 を 訴 す 大 き な 力 を 与え られ て いる の で 、 天 使 は その 悪い 面 に つ 
いて 語っ た の で ある が 、 神 は 人 は 神 の 美徳 の 映し 鐵 た る べき 高い し 得る 事 を 衝 存 知 だ っ た の で ある 。 
この 人 間 の 素晴らし い 特 性 に つい て は 、 神 が “ 乱 は お 前 達 の 知ら な い 事 を 知っ て いる "で 言及 きれ て いる 。 


注 29 天使 走 の 質問 は 神 の 御 薬 に 異議 を 唱え る も の で は な く 、 そ の 指名 の 本 質 と 英知 に つい て より よ 《 解 ろ 
う と す る 學 に 、 投 げ か けら れ た の で ある 。57: 2 も 参照 の 事 。 


注 30 は ば 6000 年 前 に 生存 し な アダ ム は 、 神 が 地上 に 創 られ た 最初 の 人 間 で ある と 世間 で は 信じ られ て い 
る 。 し か し 、 ク グル アー ン で は 、 こ の 考え を 確証 し て は いな い 。 也 界 は 何 度 $ 創造 文明 の 輪 環 を 繰り 返し 、 現 
在 の 人 導 の 先祖 た され る アダ スム は 、 現 在 の 輪 環 の 最初 の つなぎ め に すぎ ず 、 神 の 創造 し た 季 初 の 人 間 で は な い 
の で ある 。 国 が 典 り 、 を し て 亡 び 、 文明 も 又 然 り で あっ た 。 何人 も の 輪 環 に アダ ム が 存在 し 、 今 の アダ ム に 到 っ 
て いる の で ある 。 人 以外 の 種族 が 繁栄 し 清 減 し 、 を し て 達 っ た 輪 環 の 文明 が 起こ り 亡 び た か ちる し れ な い の で あ 
る 。 僚 大 な が イス ラム 教徒 の 神秘 学者 で ある ム ヒ ユ ッ デ イー ン ・ イ プン ・ ア ラビ は か つて 、 カ ー バ の 巡礼 を 演じ 
て いる 自分 自身 を 有 に 見 た 事 が ある 。 そ の 率 の 中 で 、 彼 の 福 先 の 一 人 で ある と いう 男 
的 に 現われ た だ た 。 イ プン ・ ア ラ な る の か "と 尋ね だ た だら 、 そ の 男 は “5 万 年 以上 
と 、“ ど 
の アダ ム の 事 を お 前 は 語 し て いる の だ 。 お 前 に 一 番 近 い ア ダム な の か 、 そ れ と 5、 他 の 誰か に 一 番 近 い ア ダム 
な の か 7?" と 答え だ 。 "を そこ で 私 は 枯 い 出し た の で す 。 型 な る 預言 者 が 、 神 は 少な く と も 何 上 万 も の アダ ム を お 
っ た 事 を 。 を し て 私 は 、 和 分 自身 に つぶ や や いた の で す 。 多 分 この 男 は 私 の 祖先 し いっ て い る が 、 
今 の アダ ム よ り 以 前 の ア の 一 人 な の だ ろう と "と イブ ン ・ ア ラビ は 語っ た の で ある 。( フ トッ ハー ト 2 巻 ) 
アダ ム 凡 前 に 生き た 種族 が 、 ア ダム が 生ま れる 、 傘 《 絶 を て し まっ だ と は 主張 きれ て いな い 。 最も 可 
『 ! あ る の は 、 以 前 の 種族 が 哀 退 し て し まい 、 僅 か に 生き 残っ た 者 の 内 の 人 が アダ ム と な っ た の で あろ 2 
と いう 事 で ある 。 神 は 然 る 後 に 、 彼 を 新しい 種族 の 先祖 、 を し て 新しい 文明 の 先駆 者 に 選ば れ た の で ある 。 人 彼 
は 、 あ た か も 死 せ る 者 達 の 中 か ら 剣 造 き れ た 、 生 命 の 新しい 時 代 の 夜明け を 求 わし て いる 。 カ リフ ァ ー は ば 後 継 
者 と いう 意味 や 表わす 事 か ら も 、 役 が 引き ダム 以前 し 生き た 人 々 が は 明確 で あり 、 
アメ リカ や オー スト ラリ ア 、 又 を その他 の 国 の 元々 の 居住 民 が 、 一 番 近 い ア ダム か 、 今 の アダ ム 以 前 の アダ ム の 
先 宜 か どう か 、 確 信 を も っ て 言う 事 は 出来 な い 。 
ぎ こ て 生ま れ 、 改 革 者 と し て どこ で 育て られ た か に つい て ! 上 閲 が ある が 、 最 も 受け 入れ られ て 
0 後に を こ か ら 出 きれ 、 地 上 の どこ か に 次 か れ た と いう 説 で ちる 。 し か し " 地 
| に 徐 て " よい う 問 匂 は 、 こ の 上 易 解 に 盾 し 、 明 ら か に アダ ム は 地上 で 暮らし 、 改 著者 し し て 育て られ だ の は 
地球 で あっ た だ 事 を 示し て いる 。 可能 性 と し て は 彼 は 先ず ギ イ ラク に 住ま わき され 、 策 る 後に 、 近 陸 の 土地 に 移 き れ 
た と 考え る の が 最も 妥当 で あろ う 。 


2 


注 31 。 神 は アダ ム に 言葉 の 仕組 み を お 教え に な っ た 。 人 が 文明 化 き れる の に 舎 語 は 不可 欠 で あり 、 宙 が アダ 
ム に 言 誤 の 仕組 み を 教え られ は まぎれ も な い が 、 ク グル アー ン に は 、 人 が 、 そ の 道徳 を 完全 な 物 と する 考 に 
学ば ねば な ら の アス マー (名 前 或いは 属性 ) が ある し 7 :18 に 訳 き れ て いる 。 こ の た め 、 人 は 神 の 美徳 を il 
* 店 識 し 理解 し な けれ ば 、 神 の 知識 に 達する 事 が 出来 ず 、 是 つ 、 神 の 美徳 は 神 に よっ て の み 教 えら れ 得 る 事 が 
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弟 二 可 アル ・ バ グラ 


33. 天使 た ち は 天 えり 、[ 撤 に 栄光 あれ 1 我 健 Zoi 交 方 5 3324 
は 流 に 数 えら れ た る も の 以外 は 如何 な る 知 で 1 559 上 
識 も な し 。 げ に 流 は 、 全 知 、 全 能 に まし ま ひと 
す 」 と 。( 注 32) 間 還 肖 

34. 主 は 云 た り 、「 こ れ ア ダム よ 、 彼 等 に を れ 等 ACCA EL 全 包 多 
の 名 を 告げ け ょ よ 」 と 。 を こ で アダ ム が 彼 等 に 2 52 バダ め b06 
その 名 前 を 舎 る と 、 ( 注 33) 主 は 云え 9、 2 人 MA プッ イ 6 が 狗 泊 46 
「 ゎ し は お 前 に 、 天 地 の 秘密 を 知り つく し 、 バン レア 
お 前 た ち が 寂 に 見せ る こと も 隠す こと も 、 eo CD 
すべ て を 知る 者 で と 告 げ ざ ぎり し か ?」 に と 。 

35. われ ら が 天使 た ち に 向っ て 、「 ア ダム に 服従 ュ 放 ル タン 122 22 

ASA 92201 NM 
せよ ] ( 注 34) 上 命ぜ し 時 の こと を 思い 起 9 KCOES 0G ば MP 
せ 。 天使 た ち は 青 合い し が 、 イ プリ ー ス の の 4 2 の 
(OO ICM2 b き 

み は 税 わざ ぎり き 。( 邊 95) 彼 は 信 慢 に も る @ っ マ 
れ を 拒み 、 不 信心 者 の 仲間 と な れ り 。 

解る 。 それ 故に 、 そ の 一 番 最初 に 、 ア ダム が 神 を 知り 、 認 識 し 、 神 に 近づく そし て 神 か ら 離 れ て いっ て し 


まわ ぬ 様 、 ア ダム (人 ) に 神 の 美徳 に つい て の 知識 を 


依 れ 5 


い は 反映 で ある の に 対し 、 天 岳 は 神 の 美徳 の 内 の 幾 


自由 な 選択 の 権利 を な えた られ て ぢ り 、 自 分 を 神 の 美徳 
天使 と 培っ て いる 。 簡 天 
る の に 
6 れ だ た と いう 事 な の で ある 。 ま だ た 、 ア スマ ー と は 、 


力 を 者 


往 32 
いと 


に な る こと が 3』 た の で ある 。 クルアーン に 
ある アス マー (名 前 )、 フ スナ ー ( 美 ) の 形 旬 、 牙 
わし て いる に すぎ な い る 。 天使 達 は 自分 考 
果す だ け で ある が (66 1: 7?)、 そ れ し 、 人 は 自 と 
の 完全 な 頭 現し し うる 能力 を 有 し て いる と いう 京 に 訟 て 
" ム に 、 色 々 な 拓 の 美徳 を 理解 す 


ば 、 人 人 と 天使 の 培い は 、 人 は 、 全 て の 完全 な 神 の 3 


に ず 、 受 動 的 に 、 神 の 与え られ た 機能 を 


*、 こ の 節 の 意味 し て いる の は 、 神 は 先ず アプ 
と 必要 な 能力 を 杭 え つけ られ 、 然 る 後に これ ら 美 箱 が 何たる 物 で ある か の 
日 然 界 の 色々 な 事物 の ド し て いる 。 人 は 自然 の 
性 質 と 特性 を 知る 能力 と カ を な えら れ だ ので ある 。 


要 な 、 自 由 意 


[用 する で く 候 命 づ けら れ て いる 人為 、 神 は 人 に 


天使 瞬 は 自分 達 の 限界 し て いた の で 、 月 分 着 が 人 の 様 に 神 の 全て の 美徳 を 反映 する 事 
に 告 日 し て いる 。 即ち 彼 等 は 、 神 が 、 押 の 水 六 の 英知 に 訟 て 、 天 使 達 に 定め られ た 押 の 美徳 を 反映 す 


る 力 を 賜 わ っ た の で ある 。 


注 33 
ろ は 、 


の で ある 。 そ れ に より アダ ム は 、 自 


大 使 が アダ ム の 共 現 出来 うる 神 の 全て の 美徳 を 、 彼 等 自身 の 内 に は 頸 現 出 来 な いと 告げ た 時 、 ア ダ 
神 の 御 従い 自分 の 中 に 生得 の 異な っ た 自然 の 能力 を 表わし 、 天 使 達 に を の 広大 な 特質 を 宮 示 し た 
決断 する カ を 与え られ 、 そ れ ら を 使う 事 で 、 神 の 栄光 E 僅 大 き を 


砂 示 する 事 の 出来 う る 人 人 間 の 創造 の 必要 性 を 証 只 し た の で ある 。 


注 34 


アダ ム は 神 の 美徳 の 象 懲 と な り 、 預 言 者 の 位 を 得 た の で 、 神 は 天使 達 


に アダ ム に 服従 せよ と 命じ られ 


た 。 ア ラビ ア 語 の ウス ジュ ドゥー は “アダム の 前 に 平伏 せよ " と いう 事 を 意味 する も の で は な い 、 何 故 な ら ク 


ルアー ン で は 、 は っ きり し 神 以 外 の 者 に 平伏 する 事 を 禁じ て いる し (41: 38)、 そ うい う 
に 下さ きれ て いな いか ら で あ る 。 命令 は “私 が アダ ム を 創造 し た 上 事 へ の 5 


に 、 


注 35 


味 で の 命令 は 天使 達 
格 の し る し と し て 、 液 ら 自 身 を 神 の 前 


FE 代 せしめ よ " と の 意味 な の で ある 。 


イブ リー ス は し ば し ば 、 サタ ン と 同一 に 考え られ る が 、 幾つ か の 場合 そう で ある と は いえ な い 。 先ず 、 


イブ リー ス は 天使 で は な か っ た 事 が 理 角 され ね ば な ら な い 。 天使 達 は 、 ず っ と “従順 "で “ 思 実 "で ある と 表 
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二 音 アル ・ バ クラ 


36. われ ら は 云え り 、「 ア ダム よ 、 流 は 妻 と 共に ン ッ の 9 る ン ィ の タッ イラ ンタ シー ルレ レタ ィ 
に 住 2、GE30 いすず こ を り と 放 s を 2562allde5soloel255y 
とこ ろ で 別 い っ ぱい 食す が よい 。 (まる 5 名 
ぅ ち 2015A み 39 し SO め 

きれ ど 、 罪 人 と な ら ざ らん が た め に 、 こ の 29Sea0A も 5 お CS 


木 ( 注 38) に 近づく な か れ ] と 。 @ouiIOg 


現 き れ て いる の に (66・ 7)、 イ プリ サー ス は 神 に そ む い た と 書か れ て いる か ら で あ る 。 役 も 5 アダム に つて くす 様 合 
ぜ ら れ て いた の に 、 そ れ に そい た (7:13) の で 神 が お 和 り に な っ た の で ある 。 その 上 、 イ プリ ー ス へ の 別 
個 の 戒め が な か っ た と し て も ぅ 、 天 使 は 宇宙 の 色々 な 場所 で の 保護 者 で ある 天使 に 与 を られ た 戒め は 、 全 て 
の 生き と し 生け る 省 に も 自動 的 に 向け られ だ た も の と な る の で ある 。 今 まで イプ リー ス と は 、 実 際 
に は その 語 の 癌 源 に 基づき 、 天 使 に 対し は むか っ た 悪し き 精 圭 に 対し て 与え を られ た 名 前 で ある 。 彼 は 、 贅 記 き 
れ だ 属性 、 特 に 、 普 を 放 楽 し 、 踏 頭 に 肖 い 、 神 の 花 半 を 遺 径 する と いう 属性 を 有する が 故に 、 そ う 名 付け られ 
た の で ある 。 クル アー ン で は 、 ア ダム の 話 の ある 所 で つの 名 前 が 並ん で 述べ られ る が 、 イブ リー ス が 
・37 で 言わ れ て いる 様 に サタ ン で は な いと いう 事 は どの 場合 に ちこ の 二 っ の 名 前 に は 明 稚 な 区 別 が み ら 
か ら も わか る 。 天 使 と 異な り 、 ア ダム に 仕え る 事 を 拒否 し た 者 を 指す 時 は 常に イプ リー ス で 、 ア ダム を 天 

を 出 き れる 原因 と な っ だ 者 を 指す 時 は 常に "サタン" と いう 名 が 示 る れる 。 非常 に 重 旨 で 、 タ ルアー 
変 ち 婦 こ の 区 別 は 、 少 な く と も 10 ヶ所 に 現われ (2 135. 87: 7 112。 21115:32117162・ 
17 1 : 38・75)、 は っ きり と 、 イ プリ ー ス 上 と サ タン と は 別個 で あり 、 ア ダム 自身 と 同様 の 人 々 の 
人 で あっ だ サタ ン が アダ ム を 炊い た 事 が 明らか で ある 。 クル アー ン の 他 の 箇所 で は 、 イ ブリ ー ス は 神 の 秘密 な 
る 創造 で あり 、 天 使 と 倍 っ て 、 神 に 仕 を る 事 も そ む く 事 を 出来 る と 示さ る れ て いる 。 (7 :12:13) 


注 36 この 節 に 現われ る 「 楽 園 ] と 
た 園 の 様 な 場所 を 意味 


まほ は 、 天 束 い は 天国 で は な く 、 単 に 、 ア ダム が 最初 に 住ま わき れ 
葉 が 琴 を 表 わ き な い ぃ 理由 は 、 先 ず ギア ダム が 最初 に 住ま わき れ た の は 地 
と は 、 一 且 を こ に 入る と 決し て 出 き れる 事 の な い 場 所 で ある 事 (15 : 49) 
で ある 。 何故 な ら 、 ア ダム は この 節 で : 言っ て いる か ら 6 で ある 。 こ れ は 、 ア ダム が 最初 に 住ん 
だ 闘 は 、 そ の 土地 の 肥 汰 さと 、 浴 れる ば か り の 新緑 の 草木 牙 に を う 呼 ば れ た 事 を 表わし て いる 。 最 近 の 研究 で 
は 、 イ ラク か アッ シリ ア の バビ ロン の 近く の エデン の 園 で ある と 言わ れ て いる 。(Enc. Brit “Ur" る 参照 ) 


注 37 “好き な 所 で 存 分 に 食べ よ ょ ” と の 表現 か ら 、 ア ダム の 住ん で いた 場所 は 誰が 治め て いる 所 で も な く 、 
言わ ば 、 自 分 の 検分 し た 所 全て の 領主 と な る べく 仙 ら れ だ アダ ム に 与え られ た “ 神 の 土地 "と 言え よう 。 


誤 書 に 依 れ ば 、 禁 断 の 木 は 王 亜 の 知識 の 木 で あっ た (市 生 記 2 : 17)9。 し か し クル アー ン で は 、 禁 断 の 
実 を 食べ て し まっ た アダ ム よ イブ は 模 と な っ だ た よい う 事 か 6、 こ の 木 は 若 の 源 で ある 知 で は な く 、 ア ダム に 
その 弱き を 禁 路 きせ た 悪 の 本 で あっ た 直 を 意味 し て いる 。 クルアーン の 見 解 は 明らか に 正しい 。 何故 な ら 、 人 人 
か ら 知 識 を 取り 去っ て し まう よい う 事 は 人 が 存在 する に いた る 、 ま きる に その 目的 を 駄 晶 に する 事 で ある 事 に 他 
な ら な いか ら で あ る 。 し か し な が ら ク ルアー ン と 陽 番 は この 木 が 実際 の 林 で は な か っ た と いう 点 で は 同一 の 見 
解 の 様 で ある 。 人 を 裸 に 、 入 に 療 教え た りす る 特徴 を 持っ た 木 な ぼ 、 こ の 地上 に は 存在 し て いな 
い の だ か ら 、 こ れ は 何 か を 象 微 し て いる 上 考え ん られ る 。 シャ ジャ ラ ( 木 に いう アラ ビア 話 ) は 口論 や いき か い 
を も 意味 し て いる 。 そし て クル アー ン の 他 の 向 所 で は 二 種 類 の シャ ジャ ラ ( 本 ) の 事 が 述べ られ て いる 下 わ ち (1 
美しく 純粋 な 善 の 木 と ⑫ 洛 れ た 悪 の 木 ビ ある 。 これ に 関し て は 、 14 : 25 と 27 を 参照 する と よい 。 純粋 な 事 と 純 
粋 な 教え は 脂 者 に な ぞ ら れ 、 不 順 な 事柄 や 考え は 後者 に な ぞ ら た られ る 。 こ れ ら の 説明 か ら 6 考え ん 、 こ の 人 節 の 意 
味 し て いる の は (1) アダ ム は 日 論 (けん か ) を きけ る 様 命 ぜ で られ だ た (⑫) 彼 は 悪 に 対し 、 注 意 を 促 き れ た とい う 了 
で ある 。 
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ル ・ バ クラ 


37. し か る に 、 悪魔 が 彼 等 両 人 を 中 みみ はず きせ 、 
その 住め る と こ ろ よ り 背 われ る 身 に 至ら し 
め り 。( 注 39) きれ ば われ ら 6 は 云え り 、「 出 
て 行け 。 前 た ち 夏 に 瑞 と な れ 。 地上 に . 
( 注 40) ぉ 前 た ちの 住居 あり 、 か り そ を め の 
楽し み の た だ ため に | と 。 

38. を の 時 アダ ム は 、 主 ょ り 折 謗 の 大 を 間 ! り 
沿 し て 主 は 、 アテ アダム に 情け を 垂れ 給え 
げに 主 は た び た び 憐れみ に 転じ 、 3 
御方 に まし ます 。 

39.、 われ ら は 区 え 9 、 「 お 前 た ちこ こ か て 
了 他 日 わが 簡 導 が お お 前 た ち に 隆 る 時 、 

従う 者 は 恐怖 も 悲嘆 も な か らん ] と 。 

40. され と 信 せ レイ 、 われ ら の 神 光 を 庶 偽 な 
り ょ 評 う 者 は 、 業火 の 住 入 ほ な り て 、 その 
中 に 久しく 住み 留まら ん 。( 注 41) 

第 五 項 

41. イ スラ エル の 学 攻 ょ 、 ( 注 42) わし が お 前 だ 
ち に 授け し 買 恵 を 思い 起 し 、 わ し と の 契約 
を 腹 行 せ よ 。( 注 43) $ き すれ ば わし ゃ お 前 
た ちと の 契約 を 果 き ん 。 わ し の み を 長 れ 敬 
え 。 


56 人 Ce 人 


132e5 pt 


egs9eE23 


もい 9 の Nm 


る タイン 2 こう ンタ 


Se の | 


で ンス 


遇 本 和 


cp 


プッ タフ ッ ン クン ノ 」 


ノン タン る ュ ン ス 


の の 
MM2UNIGYTMICOYGYOAIM 
に と モミ)E す りす 
の og 29 
イレ タッ ン の る フュ ン タッ ャ ン ダ 、 
の STOOIRRIVIMWO 


5 シッ レン 


ee 69 


ダー ラン 2 タッ イレ 


ue b め り 


れ て いる イブ リー ス で は な い 。 故 


の は イブ リー ス は 神 
宇宙 の 悪 の 力 の 旗頭 で 代表 と な っ た 


注 39 この 人 節 の 最初 の 二 つ の 文 は サタ ン の 存在 が アダ ム 
問 し 、 そ れ に よっ て 一人 が 今 まで 


いる 様 に 、 ア ダム を 燃 き 、 苦 悩 を 


ん で いた 心地 よる を 失わ る れ だ 
し た の は 、 サ タン で あっ て 、 ア ダム に 仕え る 事 
で は イブ リー ス を 指す の で は な く 、 ア ダム の 時 代 に いた 人 々 の 中 で ア 


と その 妻 を 彼 


等 が それ まで 住ん で いた 
味 し て いる 。 2 ・35 で 説 喉 き れ て 


場所 か ら 請 


わな か っ た だし 言 わ 


ダム の 敵 で あっ た 他 の 誰か を 指し て いる 。 こ の 推論 は 、 イ ブリ ー ス が アダ ム に 対し て は 何 の 力も 持た な か っ だ 
味 を 持つ 。 と いう 


と いう 事 を 示す 17・66 で も 支持 され る 。 サタ ン と いう 言 
属し 、 ア ダム に 仕え る 


征 わ な か っ 
当 で ある 。 し か し サタ ン は 、 


葉 は イブ リー ス よ ょ り 、 ず っ と 広い 意 


あり 1 


そ を の 信 


は その 他 の どん な も の で あっ て も あら ゆる 惑 駐 は 普 の ある 存在 或 い は 物 に 対し 使わ れる の で ある 。 放 に オプ 


リー ス は “サタ ン " で あり 、 イ ブリ ー ス の 仲間 や 結託 者 は " 


サタ ン 遠 で あり 、 真 天 の 敵 、 有害 な 動物 、 


気 $ 全 て "サタン 達 " な の で ある 。 クル アー ン 、 ハ ディ ォ ー ス を し て アラ ビア の 文学 で は サタン "とい 


これ ら の 一 つの 又は 全て に つい て 自由 に 使わ れ て いる 例 が 、 


下 る 所 に み ら れ る 。 


注 40 クルアーン で は 生き た まま 天 に .[- る 者 は いな いと 主張 きれ て いる 。 この節 で 、 は っ 


の 生涯 の 住家 と 定 め ゆめ 、 イ エス 或いは 、 そ の 他 の 誰 


年 41 イス ラム で は 、 地 獄 が 水 遠 に 続く て と は 信じ て お 


し 回 彼 き させ る 為 に 居る 一 種 の 人 刊 悟 の 場 と みな し て いる 。 1 


きり と 、 


地上 を 人 
も 、 生 きだ まま で 大 に 中 っ て は いな いと 主張 し て いる 


ら ず 、 地 銘 を 、 罪 人 が 、 定 ゆら れ た 期間 、 岳 神 を 治 六 


1:109) 


注 4⑫ "イスラエル" と は 、 イ サク の 下 子 で で ある ヤコブ の 別名 で ある 。 イス ラ エ ル と は 神 が 後 に ヤコブ に 与 


えら れ た 名 で ある ( 創 生 記 32 : 28)。 元 々 の ヘブライ 語 で 、 


は イス ラー と エイ ル か ら 6 成る 複合 店 で . 
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、(@ 神 の 王子 、 


に 1 っ] 


第 二 音 アル ・ バ クラ 


42.、 前 た ち 、 聖 書 の 確証 の た ゆめ に わし が 陸 せ 宙 3 補 26522 RICK 
し も の を 信じ 、 こ れ を 胡 最初 の 者 し な る の レン (フー PD 
を かれ 。 ま た わずか な 価 で わし の 神 光 を 売 553 し Ui 守る 5 5 
る な か れ 。 こ の わし の み を 守護 者 と せよ 。 


@ ら > 
43. 虚 傷 を 以 っ て 真理 を 混乱 きせ 、 故 意 に 真理 の 科 シン ン 
を 原 す な か れ 。 が 8 JC Sb 33 


ンタ イラク 


Oky 

44 礼 を 信 守 し 。、 索 失 を 属し まず 、 押す る ooo の の 

人 々 と 敵 に 症 拝 せよ 。 9 ご と De タン タス 

45. 経典 を 読み て 、( 注 44) 他 入 に 善行 を 勧め た ら す 9oo 
な が ら 、 自 ら は 逐 を 行う こ こと を 和 れ だ る 
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か ? それ と も 、 理 解 し 得 ざ る か ? eo Ge 店 
46. 妨 面 と 礼 捧 し に よっ て 佑 助 を 求め ょ 。 き れ EK 0 AS Aa AE 
と 苑 成 者 な ら で は 、 そ は 得難い 、 りー > 
⑨ い の っ う = 
ュ 、 まる 、 、 みあ も も ンー 22 イン る 衝 放 の 委 

47. や が て を の 主 に 見 え 主 の 御 許 に 帰り 行く > 424 1901 プン 

と を 固く 信ずる 人 々 な ら で は 。 を モン ラク コ 
の 見 
細 士 又は 捧 上 | 味 し て いる 。(Concordance by Cruden 層 Hebrew- ae Lexicon: 著者 W. Gesenius) イ ス 


ラ エ ル よ いう 言葉 は (1) ヤ コブ 自身 (創世 記 32 ・ 28)、(2) ヤ ュ ブ の 後 育 (中 命 記 6 : 3、4) を し て 、⑬) 全 て の 方 
正 で 神 を 投 れ る 人 々 と いう 、 そ と それぞれ 興 な っ た だ 三 つ の 意味 を 表し て し る 。(Hebrew-English Lexicon) 


注 43 アブラ ハム 以降 、 は 、 ユ ダ ヤ 人 達 に よっ て 更新 され た 
エジプト 記 20 音 、 申 命 記 5 、18、26 雇 ) 角 れ られ て いる ぁ 。 "契約 きれ シナ イ 山 に の が 題 現し た 時 、 
ユダ や 信吉 は これ に 併 な っ た “" 軍 E 稲 雪 と た トランペット の 埋 に 、 山 か ら 輝 が 立つ "( 出 エ ジ プ ト 記 20・18) の を 
見 て 、 余 り に も 恐れ を お ぼ を だ た の で 、 モ ー ゼ に 「 語 し て くれ れ ば 開き ます が 、 我々 が 神 が 我々 
に 話さ き な い よう に し て 下 き い 。| 上 叫ん だ 。( 出 エジプト 記 20 19) これ ら の 無 分 別 な 神 へ の 
を 全 庫 し て し まい 、 を の 為 神 は モー せ に 、 こ れ よ り 後 に は 、 ユ ダ ヤ 人 の 中 か ら は モー で の 様 な 、 
聞 言 者 は 現れ な い 事 を 告げ られ た の で ある 。 その 様 な 据 言 省 は 、 後 に ユダ や 人 の 同 必 て ある イン ュー マエ ル の 
商 か ら 出 現す る の で ある 。 こ の 、 この節 で は 、 神 は イス ラ エ ル の 子供 寺 に 、 神 が イサ ク ヒ “ 妥 約 ”" を し 、 
イサ タ の 子 谷 が 、 押 と の を 果たし 、 神 の 二 華 に 従う の な ら 、 拓 は 彼 等 に 皿 恵 や 与え 続け 、 
な い の で あれ ば 、 稚 さ れる 事 を 思い 起き せ て いる の で ある 。 今 で は 、 ユ ダ ヤ や 人達 は 、" 

て いな い 為 、 神 は 、 既 に 約 東 き れ だ 通り イシ ュ マ エル の 人 徐 座 より 約束 きれ た 預言 者 を 出現 きせ だ の で 、 
は 、 新 し い 預 言 者 に 従う 人 々 に 譲渡 きれ だ た の で ある 。 


こ で の は 四 書 の 数 ヶ所 で ( 出 


注 44 ここ で 経典 と は 更 書 を 指し て いる 。 し か し [経典 を 読み て ] と いう 文 は 、 聖 書 の 全て の 内 容 が 真実 で 
ある は 認 め ら 6 れ て いる ョ 味 す る も る の で は な い 。 
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太 項 タン ン レ タン プン ュ ブラ ュ ュ クタ | イシン の の 

、. 旧 ed IS1 8 
48。 イス ラテ ル の 学 終 よ 、 わ し が お 前 た もち に 抽 の LO ビ タ ラン 
けし 恩恵 と お 前 た ち を 万 民 に 優 り て 高め し @eAA AL33 8 


こよ を 時 い 起 こせ 。( 入 45) レン 2 セッ ラス 
20 科 代 6、 人 の 身 人 5 と は な り 香 執 9 う SDIO 
成 し も ( 注 46) 容れ られ ず 、 購 いも きか ず 、 2 て ん ッッ ィ レッ を 2 こく ン (2 る 8 
NN WS 
和合 を る は も 香 ら むさ る を の 日 を 褒 む Jueteoog り 922 タ Op 
> ノッ 
よ 。 時 
50. また 、 も われ ら が ファ ラオ の 民 よ り ( 注 47) [29 グラ タッ タン ッッ 、 し うと ノ 
お 前 た ち を 折 い た る 時 の こと を 思い 直せ 。 2 PCIOF ラ ント ES 
役 等 は お 前 た ち を 醒 な 資 苦 で 苦し め 、 お 0 が To 
1 
前 た ちの 息子 を 殺 害 し 、 女 た ち を 大 め た り 。 所 2 の 2 
4 あれ は 主 の 降 し た る 大 いな る 試 0 ク 9 
弥 な りき 。 


注 45 この節 の 意味 する の は 、 ユ ダ ヤ 人 が 優 っ て いた の は 、 彼 等 の 時 代 の 他 の 入 々 に 対し て だ け で あり 、 ク 
ルアー ン で は 、 全て の 民 の 中 で 永久 的 に 人 越 で ある 民 を 伝え よう と する 為 、3 :11 の 様 に 、 イ スラ ム 教 徒 が " 最 
も 秀 れ た 人 々 " で ある と の 表現 を し て いる 。 


邊 46 執り 成 し は 決 の 条件 で と り 行なわ れる 。 先 づ (1) と りな し を する 人 は 、 と りな し て や り た MM 
特別 な が つなが り が な く て は な ら ず 、 そ の 人 か ら 特 別 の 由恵 を 受け て いる 事 を そう で な いと 、 と りな し を する 

あえ て と りな し を する こと は せ ず 、 と りな し 自体 も 突 り 多き も の と な りえ な いか ら で あ る 。 (⑫ と りん し とう 
ける 人 は 、 ほ た りな し て くれ る 人 と 真実 の 関係 有 し て いな けれ ば な ら な い 。 後 者 が 、 前 者 と 長 実 の 関係 に な け 
れ ば 、 誰 も 他 の 人 の 移 に し りな し を し よう な ビ と 思わ な いか ら で あ る 。(3) と りな し を 施 こ し て も 55 人 は 、 敬 
道 神 の 喜び を 勝ち た る の に 正直 な 努力 を し だ 人 で な 〈 く て は な ら な い (21:29) (3 うと りな し は 、 神 の 明白 な 許可 
な し に は 衝 き れ な い 。(2 : 洛 :10: 4) イス ラム 教 で 表現 きれ る 「 執 り 成 し ] と は 、 実 際 に は 、 つ ぐ で な い の 
も の に すぎ な い 。 何故 な ら 「 つ でない | と は 、 こ われ ただ 絆 を 直す と か 、 ほ どけ か か っ だ 絆 を し め る 
を 表わす か ら で あ る 。 それ 故 、 描 い の に よっ て 閉ざさ る れ て も 、「 執 り 成 し 」 の 固 は 開か れ て いる 
の で ある 。 そ し て 「 執 り 成 し 」 は 神 の 慈悲 の 顕現 の 方 法 で あり 、 神 は 裁き 手 で は な く 主 宰 者 で ある 為 、 神 が を 
うさ れ よ うと 思わ れ た 省 に 、 慈 坦 の 手 を 指し の さら れる の を 阻む 物 は 何 も な い の で ある 。 


注 7 ファ ラオ と は 特定 の 王 の 名 前 で は な 《、 ナ イル 有川 流 城 と アレ キサ ンド リア を 治め る 者 が 、 フ ァ ラ オ と 
呼ば れ て いた の で ある 。 モ ー ゼ は ファ ラオ で ある ラム セス TL 提 の 統治 する 時 代 に 生ま れ 、 彼 の 息子 メン フェ タ 
IL 世 の 人 了 時 に 、 ユ ダ や 人 達 を 連 れ て 、 エ ジ プ ト を 出 な けれ ば な ら な か っ た 。 ラムセス L 世 は 圧政 の ファ ラオ 
と 呼ば れ 、 彼 の 後継 者 で ある メン フェ タ HH 所 が 「 出 テ ジ グ ゲト の ファ ラオ 」 と し て 知ら れ て いる ファ ラオ で ある 。 
(Enc. Bib と ピー クタ に よる Commentary on the Bible を 参照 ) 


注 48 ファ ラオ は 、 ユ ダ ヤ 人 に 、 つ らく 用 衝 的 な 労働 を させ て 、 某 階 な 苦 役 を 課 し た |-、 ユ ダ ヤ 人 の 息子 は 
唐 殺 し 、 娘 達 は 生か し て お く 《 と の 命令 $ 下 し た 。 こ うい っ た 方 法 で 修 は ユダ ヤ 人 の 人 間 性 を 破壊 きせ よう と し 
た だ け で な く 、 彼 等 の 気高く 明 壮 な 特質 の 抹殺 まで 企 て だ の で ある 。 
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51, あの 時 われ ら は 海 を 分 け て お 前 だ た ち を 救 レッ > 3 まで GK9d 人 R 和 6 


い 、 お 前 た ちの 目前 に て ファ ラオ の 民 を 湖 の | うとう 535 
死 せ し め だ た り 。( 注 49) eg 和 2 
52. また 、 わ れ ら が モー ぞ ほ と ( 注 50) 四 十 日 に 2 イン ッッ 6 イタ ビュン 
癌 
わた る ( 注 51) 契約 を 結び し 呼 の こと を 電 0 2080 20OGye e2 Ag35 
い 起 せ 。 . を の 間 、 モー ゼ の 不在 に 乗じ 、 1 っ イン ラン 
@9545 15 Ao 
前 た ち は 和 を ( 和 52) 拝 し 、 因 を 犯し た り 。 0 


53、 それ で も われ ら は その 時 、 前 た ち を 散 し GSEIOU 和 RM 52 分 


だ た る は 、 お 前 た ち を し て 感謝 せしめ ん が た 

め な り 。 
注 49 この 事件 は 、 モ ー ゼ が 神 の 命 に よ リエ ダ ヤ 人 を エジプト か ら カ ナン の 地 民有 出さ せ た 時 の 訓 で の る 
ユダ や 人 達 は 秘密 衣 に 夜 脱出 し 、 ラ ァ ラ オ が これ を 知り 家 米 達 と 後 を 追っ た 時 、 
この 僚 大 な 神 の 秒 志 の 持つ 本 質 的 意味 を 理解 する に は 、 類 似 し た 節 で ある 20 : 78 : 26 
せ て 読む 必要 が ある 。 こ れ ら の 判る 事 は 、 ク ルアー ン が 述べ る 様 に 1) モ 
は 提 番 が 述べ る 様 に モー で が 海 に 平 を か ざし た 時 、 丁 度 引 き 潮 で あり 、 海 は その 海 床 を 表わし 、 後 退 し て ゆく 
叶 で あっ た 。 の モー は 拉 向かう 岸 まで 急い で 渡る 様 、 神 に 命じ られ た 。(3) し か し ファ ラオ の 一 族 が 海 に 
て お り 、 彼 等 は ユダ ヤ 人 に 追い つく で 、 何 の 攻 | 
VO 表 い 表 内 等 を つり て いた 3 ファ ラオ の 軍隊 の 進み 具合 が : 
、 全員 、 凍 れ て し まっ た らし い 。 昌 うま で ある 。 モー ゼ が 迷 で 海 の メ 


事 が 、 モ ー で へ の い い は 神 か りつ と 生け カッ うな る べく 図 ら わ れ た か ら 、 
モー ゼ 達 が 紅海 に # 、 測 が 引き 測 と な り 、 神 が 命じ ちら 、 、 伏 て 肖 を うつ と 、 潮 が 引き 始 
め ユ ダ ヤ 人 達 が 渡る 持 の 道 が 出来 た の で ある 。 引き潮 た モー ゼ の 打ち ぉ ろ し た 杖 は 偶然 重なっ た の で あり 、 神 
の み が 中 き 潮 と な る 事 を 御存知 で モー ゼ に 丁度 を の 時 水 を うつ 様 命 ぜ ら れ て いた 奇 由 と な っ た の で ある 。 

モー ゼ が エジプト か ら カ ナン に 腕 出 する 為 に 渡っ た な 、 紅 海 の 正確 な 地点 に つい て は 、 麻 史家 達 の 意見 は 筐 な っ 
て いる 。 ある 歴史 学者 は 、 を の 場所 が ダム スイ ラー ト の 谷 戒 い は トゥ ミラ ー ト の 谷 上 も 呼ば れ た 、 フ ァ ラ オ 族 
の 音 都 の あっ た ( 加 書 百科 辞典 、 第 4 巻 4012 ラム も セス” の 項 ) ゴ シ ェ ン 地 域 で ある と 指摘 し て いる し 、 他 
の 学者 は 、 モ ー ゼ は も ぁ っ と 北 へ 上 り 、 地 中海 の 近く の カナ ン と 向かい あっ た ゾ ア ン の まわ り を まわ っ て いっ た 
と 考 えて いる 。( 班 書 百科 辞典 、1438 項 ) し か し 一 番 高 い 如 能 人 性 上 し て は 、 モ ー ゼ の 時 代 の ファ ラオ 族 の 郎 の あっ 
だ た タル ・ ア ビー・ ス レイ マー ン か ら 出 て ユダ ヤ 人 達 は 先ず ティ ム サ ハ 湾 の 北西 部 まで 行っ た が 、 沙 が 網 の 目 状 
に 行 手 を 耶 ん で し た 3 、 嘱 が 2 一 3 マイ ル し か な い ス エズ の 街 の 近く の 紅海 を 渡り 、 カ ダス へ 生か っ 
た と 考え られ る 。( 型 典 、1437 項 ) 


注 50 ユダ ヤ 教 の 始 福 で ある モー ゼ は 、 ユ ダ ヤ の 民 を ファ ラオ の 独 茂 か ら 逃 れる せ た 、 ユ ダ ヤ 人 の 聞 ら 人 大 
な 預言 者 で ある 。 型 書 の 記載 に 依 れ ば 、 ア ブラ ハム の 死後 多年 程 の 後 、 を し て イエ ス に 先 だ つ 事 1400 年 の 頃 生 
きた と 言わ れ て いる 。 役 は 律 法 を 与え た 頂 言 者 で あり 、 そ の 他 の ユダ や の 預言 者 は 彼 の 確立 し た シス テム の 後 
継 者 に すぎ な い 。 


注 51 7 :18 を 参照 


注 52 人 入 は 帳 分 の まわ り を 取り 巻く 環境 に 隷属 し て いる 、 こ れ は 特に 、 支配 むう ける 入 々 に 特有 で 、 彼 等 は 
自分 達 の 支配 者 の や り 方 や 習慣 を 大 体 に 訟 いて 真似 る ぁ 。 ユダヤ 人 達 は 長い 間 、 フ ァ ラ オ 族 の 奴隷 で あっ た 為 、 
抽 術 に エジプト 人 達 の 偶像 朱 天 を 受け 入れ て いた 。 彼 等 は 、 モ ー ゼ に 連れ られ て エジプト を 出 て か ら 途 中 で 信 
像 味 拝 を する 人 々 に 出会っ た 時 、 モ ー ゼ に 、 似 た 様 な 礼 醍 を する 事 を 放し で くれ と 、 細 ん だ の で ある 。(7 :1 和 9 
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54. まだ た われ ら が モー ゼ に 、 経 典 と ( 注 53) 識 ラタン 2 と タン ン ノ 2 と 1 ンタ 22 の タ 
別 の 基準 を 反 し た る は 、 あ 前 た も が 正 し PC っ Se 
く 導 か れん が だ め な り 。 

55. その 時 、 モ ー ゼ は を の 民 に 一 え り 、「 我 が の Hi っ の ショ 
洋 馬 ょ 、 ぉ 前 た ち は 柄 を 拝 し 、 自 6 に 罪 を 内 の も KOP せ WP 


犯し た り 。 き れ ば 梅 い 改め て お 前 だ ちの 創 0 E KR ば 
! 主 に 慈 章 を 六 い 、 を の 邪 欲 を 断 て 。 そ の dP 


方 が 前 た ちの 代 9 主 の 御 心 に か な うと 。 の 9 的 の > 交 守 人 く 
その 後 主 は 、 前 た ち へ 悼 れ み の 上 を 向け ッ ン 
た り 。 げ に 主 は た び た び 失 れ み に 転じ 、 @ の ao つも 
悲 深 て まし ます 。 

56. その 時 、 お 前 た ち は 云 えり 、「 モ ー ゼ よ 、 我 る 2 ルーン っ て)2202 多 る 
等 は アッ ラー を この 目 で 見 ず ば 、 流 を 信 ぜ 4 人 の を 6 学び の DO 
ず 」 と 。 す る ヒ 、 お 前 た ち が 見 て いる 前 で 、 の 2 用 の 


沙 雷 が だ た ち を 襲い だ 5 有 

57。 われ ら が お 前 た ち を 死 (54) か 5 雅 6 し A 和 ン es 和 和 る 
め た る は 、 お 前 た ち を し て 感謝 せしめ ん が oo: oN \ 
だ め な り 。 

58、 苗 し て われ ら は 、 前 た ちの 頭上 を 堂 で < る の っ 85 化 包 家人 y 
( 注 55) ) 懇 い 、 マン ナ ( 注 56) と サル ワ を タン ン レン ネッ ン 」 
(57 隊 し 、「 ゎ れ ら が 用 奄 せ る 住 き 6 の 5620 決め Ce 光ら の 時 生 開 
を 史上 云え り 。 彼 等 は われ ら を 害し た シン 
に 非 ず 、 害 し た る は 、 彼 等 自ら な 5。 @GPA 8 


計 53 モー ゼ に 与え を られ た 十戒 の 書か れ て いた “ 腫 "。 16、1、55 を 参照 この 節 で は 、 神 は モー ゼ 
こ 経 典 或いは 石 秘 に 書か れ た 十戒 を 与え られ た の み で な て 善悪 を は っ きり 区 別 で きる 様 な 天 刻 や 神 光 、 そ し 
て 半生 を ちり に な っ か が 述べ られ て いる 。 


の 


注 54 この 和 館 は 、 不 減 に 示さ れ た 不当 な ユダ ヤ や 人 達 の 要求 が 、 彼 等 の 肉体 的 な 死 で は な く 精 神 的 な 死 を も た 
ら し た 事 を 意味 し て いる 。 こ の 記 味 は 次 の 節 で 神 か 郊 せ られ る 、 "一旦 死ん だ 流 ら を よみ が えら せ た " 即ち 、 自 
分 建 の 失っ て し まっ た 普 感 と 名 堂 を 再び サ た られ た の 記 味 を 持つ 節 て 確証 され て い 8。 「 死 ] は 成長 の 方 の 終 
忠 、(57 : 18) ・ 感じ る カカ の 握 失 (19 : 24) : 解 胃 する 力 の 択 失 (6 : 123) : 人 間 の 生活 を みじめ に する 悲し み 

Q4 :18) : 肉体 的 死 (ビー ン に よる 語 い 辞典 ) を 意味 し て いる 。 


注 55 。 出 エ ジ プ ト 記 、40: 34 一 38 参照 


注 56 「 マ ン ナ 』 と は 好 茂 い は 贈り 物 、 何 の 普 労 や 問題 も な 《 手 に 人 る 物 、 は ち み つ 或 い は 名 を 意味 し て 
いる 。 


和津 57 「 サ ル ワ 」 と は d) ア ラビ ア の 地域 や 近隣 の 国々 に いる うず ちら に 似 た 日 色 の 烏 、(2) を それ が 何で あれ 、 人 
を 満足 きせ 座 せ に する 物 はちみつ など を 表し て いる 。 マ ン ナ と サル ワ を 天 か ら 授かっ た と の 表現 は クル アー 
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59. 


また 、 わ れ ら は 云え り 、「 お 前 た ちこ の 邑 に 

り 、( 注 58) い ず こ な り と 好き な と ころ で 
腹いっぱい 食 せ よ 。 頭 を だ た れ て 門 を 入り 、 
「 我 等 の 罪 を 許し 給え 」 と 唱え よ 。 わ れ ら 
は お 前 た ちの 罪 を 攻 し 、 状 行者 に は 報 共 を 
増 さ ん 」 と 。 


タタ 
仙 


SEENICA1OEM 
凍 和 ノ クン ン 
党 25> 36 CHAOS 


も て て ン 


@ sslOO MM 


60. し か る に 不義 な す 徒 右 が 、 自 分 た ち に 告げ TU を (6 
られ し 言葉 を 他 の 言葉 に 変 ん だり 。 さ きれ ば onogE8 
ち れ ら は 、 罪 を 犯 せ し 者 ども に 天 靖 を 加え Cualo25 ら Bo の 
た り 、 命 に き し 夏 に 。 リン 
第 項 OO 12 
61. また だ た モーゼ が 己 が 民 の た め に 水 を 求め て 祈 スィ レニ レイ タン 1 ロク の キッ ンタ 
5 し 時 、 われ ら は えり 、 「 流 の 迷 で その 岩 っ IOET の 4 を の 
を う て ] ま 。 する に を こよ り 二 の 朱 が GE と CE だ 2 の 3520 
ーー) 
潤 き 出 で 、 各 支族 は の の 拓 も こも シン ッッ ン ン 
知り た り 。( 注 59) 「 ア ッ ラ ー が 曲 え る も の の 
を 食い 且つ 飲め 。 さ れ ど 地上 に 駿 乱 を 起 し 、 レン 
邪悪 な 行い を する なかれ]」。 の Cooaeo の 9 は 区 り P 
62. 思い 起す が よい 、 お 前 た ちの 言葉 を 。「 モ ー ノラ る ラン ダン 
で よ は 中 一生 の 人 物 て は 滑 呈 と き p。 6ueB25Ed2S び es8 わ 
"am し 人 おす 昌 H よ 、 に メー に タッ レン で レノ 
大 地 で 育つ も の を 我 等 に 授け 央 わら ん こと OF の う お (1 MHC 
を 、 主 に 祈 れ 。 すなわち 、 青 楽 、 大 瓜 、 家 、 レン レル ルレ ファ クン 
そら豆 、 玉 郊 な F」 モ ー ぞ は それ に 答え て 、 ASS (GWG2 レン 6 
ン で は 三 ケ ヶ所 に 見 うけ られ る 。 人 は その 一 つ で ある 。 (7 : 1 その 二 つ の 館 全 て に 「 我 等 が 授け た よ 


き 物 を 食べ よ 」 と の 訓 令 が 続い て いる 。 
ダ ヤ 人 坦 に 杉 サ 65 れ た 事 が わか る が 、 


税 58 


も 近く に あっ た どの 街 で あっ て 6 よい 。 


境 ゃ 、 


好き な 所 で 食べ 


分 達 ! 


汗 59 


で た たけ ば す 
いる 事 で ある 
だ りす る と 瞬時 に 


「 品 ] は 特定 の 街 を 指す 必要 は な い 。 シ ナイ 山 か ら カナ ン に 向かう 途中 に あっ た 近く の 街 、 
ユダ や ヤ 人 達 は 自分 達 の 送っ て いた 生活 レベ ル に 
た いと いう 欲望 が 強かっ だ の で 、 私 有 権 の な い 砂 漠 で は ご く 当 り 前 な 、 
宅地 の 生活 と 砂漠 の 生活 と を 融合 し た 様 な どこ 
し か し こ 2 人 は 2 を 仙人 々 Ni 事 と な り 、 


以前 の 生 


1 身 に 関し て 注 


連 《、 又 神 に 


この 場合 の モー ゼ の 奇 蹴 は 、 自然 の 法則 に きか ら っ た 事 を し た と いう の で は な く 神 みか 
き を 啓示 な きっ た と いう 事 な の で ある 。] 地 因 
、 作 高い 土地 や 娠 の 下 の 浅い 所 か ら 水 が 清き 、 妊 か 何 か 重 い 物 で 、 た た か れ た りつ か れ 


人 な っ て いる 特定 の 位置 


は ほとばしる 束 が ある の で ある 。 
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この 事 が から シナ イ 山 の 荒地 で 幾 種類 か の 健康 に 良く 美味 な 食べ 物 が ユ 
それ は 二 と し て マン ナ と サル ワ で あっ た 。 出 エ ジ プ ト 記 の 16 : 13 一 15 を 


じ は 最 
達する 施設 や 快 造 な 環 


隣 の 村 に 入る 事 を 試み た 。 
ひい て は 邊 分 達 の 道徳 律 に も 影響 が 生じ る 為 、 自 


し て る 従順 で あろ ぅ と 努力 し た 。 


『 モ ー ゼ に 彼 が 枯 


ンク ン 9 っ る 


云え 9、「 お 前 た ち は 優れ る も の の 代り に 劣る ts の ン ン タッ 
れる も の を 求む る か ? な ら ば 、 エ ジ プ ト eg AUS めい bioeG 
に 隊 り 行け 。 し か ら ば 前 た ち が 求 むる 6 を と 220066zoog CCG 錠 
の を 得 ん 」 と 。 ( ま 60) か く て 彼 等 は 必 衝 と の ノ ュ い レン 
狗 を 被り 、 ま た アッ ラー の 普 色 に 造り 。 2 し 35 凶 1 ら 3 と 6 うら 
こ は 彼 等 が アッ ラー の 揮 光 を 拒否 し 、 頂 宮 ネッ ン ン 。 タン ル シン 』 
者 た ち を 不当 に も 殺せ る が 故 な り 。 こ は 披 6 2 PO 6 っ 
等 が 般 い て 、 罪 を 犯し た る が 数 な り 。 と ンチ ンタ の る リッ プン 
の 9 ひら 1 
先天 る 呈 1 
63. げに 信ずる 人 々 、 ユ ダ ヤ 教 使 、 キ リス ト 教 。 うと 0028 GA AI 
徒 、 並 びに サー ビア 人 た ち 、 ( 注 61) その い イレ レン 5 [ ュ 
ずれ た る を 問わ ず 、 ア ッ ラ テー を 信 、 最 後 の 
の 審判 の を 信じ 、 登 行 け を 積む 人 々 は 、 主 ヶ 当 アン CR 
より 必ず 報奨 を 賜 わ らん 。 耐 し て 彼 等 に の の つい っ 


ンタ フッ ンク 2 ター アレ 


あし きこ と 窓 し きこ と 直ら きる こし の お 


ユダ や 人 達 は 障 病 で 芯 情 と なっ て し まっ て いた 。 神 は 、 
ユダ ヤ 人 人 舌 が 自分 達 の 3 来る 様 に と 、 し ば らく の 間 、 砂 渓 で 野草 と 猟 獣 に 融 
る 生活 を な る せ に な っ た 。 そう する 事 で 生気 を 取り 戻し た ユダ や ヤ 人達 は 、 約 束 き れ た 土地 へ と 導 び か れ 、 パ レヒ 
間 と な っ だ の で ある 。 し か し ユダ や 人 達 は 神 の 本 当 の 御 心 を 理解 で きず メ 、 理 般 し た と し て も を 
の 意味 を 深く 考え る 事 を やせ ず 、 街 に 住む 事 を 二 娠 し た 。 神 は 彼 等 が 共 こ 土地 を 支配 出来 る 様 に 準備 きせ 
た か っ た の に 、 こ れ ら の 御 心 を 所 ね た 不 恒 な 人 々 は いろ いろ な 作物 を 耕作 する 事 に 回 し た 為 、 望 むち る の の 視 
られ る 街 へ 戻る 様 に 告げ られ だ 。 


注 60 長い 問 の 公 半 


E 活 と 、 款 司 の H 々 が 続い た 


注 61 す ビ ほ と い う 言 葉 は も と も と 自分 の 信仰 を 新しい 信仰 の 為 に 捨て る 者 を 指 二 。 し が か し ここ で の サー ビア 
人 と いう の は サビ 教徒 を 指し 、 ア ラビ ア の 一 部 の 地域 その 周辺 の 国々 に 存在 する 特定 の 宗教 グル ー プ を 電 味 
し て いる 。 その 名 称 は 、(1) メ ソ ッ ポ タ ミ ア に 住ん で いた 星 を 拝む せ 人 々 (ギボン の “ロー 帝国" ムル ー ジ ュ ・ デ 
教 百科 辞典 、 8 巻 の "MIandaeans" の 項 参照 ) (2) イ ラク の ム サ ー ル の 近 《 に 住み 単 入 
全て の 神 の 聞 言 じ て い た が 、 経 典 を 所 有 し な か っ だ 人々 に 対し て 用 いら れる 、 彼 等 は ノア の 信 バ 
う と 主 し て いる 。 し か し 役 等 と 、 聖 書 の 注 駅 者 が 、 古 代 イ エメ ン に 住ん を で いた と し て 説明 する す 一 
を 混同 し な い この 師 は 、 神 と 終末 の 日 を 信 事 の み で 救 わ れる 、 と 間 條 えて 理解 され て いる こと 
が 、 そ うい し て いる 訳 で は な い 。 クル アー ン が 強く 主張 し て いる の は 、 加 な る 預言 者 を 央 く 信 
事 が 本 綿 的 な 必 タ "あり (4 :1、 更 6 : 93)、 そ の 信仰 が 神 へ の 信仰 の 肝要 を 移し 、 来 る べき 世 を 
る とい よ を 倍 せ 信ずる 事 を 味 し て いる (4 : 二 、 表 7 6 :93)。 他 で も 、 イ スラ ム こ を そ 
いも な く 、 宗 教 と し て 神 に 認め られ て いる と 基 言 きれ て いる (3 : 20、86)。 こ こ で 、 ク ルアー ン は 、 本 は 失 来 
の を 信 る の 言 眼 し て いる 。 こ れ は 生 示 と 回 な る 屯 言 者 を 信じ る 事 が 必須 で は な いと いう 理由 で は 

な て 、 神 と 終末 の 日 を 信じ る 事 に は 神 の 啓示 と 聖なる 預言 省 を 信じ る 事 が 内 包 る れ て いる か ら で あ る 。 こ の 4 
つ は 本 質 的 に 切 離 す 事 が 出来 な い の で ある 。 実際 に は 、 こ の 節 は ユダ ヤ 人 の “ 我 等 こそ 神 に 選ば れ し 者 達 で あ 
る "そし て それ 政 数 い の 対象 と な る 選 和 良 で ある 、 と いう 間違っ た 信仰 を うち こわ す 様 意図 きれ て いる 。 こ の 侯 
が 言わ ん た し て いる の は 、 救 われ る べき 者 が 、 ユ ダ ヤ 人 、 キ リス ト 教 徒 、 す 教徒 、 基 い は イス ラム 教徒 で あ 
ろう と 括 わ な いと いう 事 な の で ある 。 信仰 が 口 だ け の も の で ある の な ら 、 そ れ は 生命 や 人 を つき 動か す 力 の な 
い 死 し た も の と な っ て し まう 。 を し て この 飾 は 、 預 言 を 具体 的 に 表わす 為 、 イ スラ ム の 真実 を 試す 安全 な 規準 
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64,. まだ われ ら が 、 お 前 た ちと 契約 を 結び 、 お 2 ち 9 の 2 の レッ レタ ン ン 
前 た ちの 前 に 山 を 筑 え 立た せ 、( 注 62) 「 ゎ ASIAGOGS っ 39655T35 


れ ら が お 前 た ち に 授け し も の を 謎 持 し 、 そ の る る を ンー Pe 8 1 ジ 
LOOPELH AS し 
の 中 に 記さ れ た る こと を 銘 記 せよ ] 上 云い NGKGCIC 


し 言葉 や 思い 起 せ 。 
65, し か る に その後 お 前 た ち は ま た 旨 し 2 イノ 1 ニー イン ン ン ン ィ タン とう る タン ンク 
KN USDeGBbyo0 つめ 2 の 
リッ の を ッ シン アタ フン ン 


Solo2 9 っ つう 


66. お 前 たち は 、 お 測 た ちの うち 安息 日 の 控 を SG KEO Cd 
DNCSIOAU 
破り し 者 ある を 知る 。 さ れ ば われ ら は その 0 


レイ ナン 2 愉 の を ンタ < 


者 ども に 告げ て 、 云 を 9 り 、 「 猿 に 墜ち ょ OO と ちる 93 2 る 8 
( 注 63) 、 数 まれ ょ 」 と 。 


67、 か くし て われ ら は 、 彼 等 並び に 役 等 の 後に <( ン 3 じ 2650 ぷ け 勿 (23 


米 る 人 々 の た め に 、 神 を 呉れ る 人 々 へ の 式 内 
ン ッ る 99e と ェ フン 4 


め と な せり 。 @⑲ ck5X 4 と 
68. モー ぜ が 己 れ の 民 に 「 ア ッ ラ ー が 前 た ち 4 ンス 穫 
に 北 邊 を 一 事由 に 供え ん こと を 命 デ と ぱり OO 9 


クタ タン タ る プン イタ レン 


告げ た る 時 、 彼 等 は 云え り 、「 流 は 彼 等 を か CU 8 UIO5 9 めい 3 品 人 る 

ら か うか ? と 。 モ ー ゼ は 云え り 、「 ア ッ ラ ー 。 

よ 我 を 守り 給え 、 我 を 四 者 の 一 人 た らし セ っ cio 

る な か れ ] と 。 
と し て も 取り 上 げ ち られ て いる 。 預 苫 は 、 邑 ち イ スラ ム が 真実 の 信仰 (宗教 ) と し て 勝利 を 得る と の 預言 で ある 。 
規準 は 、 預 言 が 、 イ スラ ム が まる に その 生存 や か け て 戦っ て いる 時 に 人 為 き れ た という 事 実に 惹 づ いて いる 。 こ 
の 節 の 言わ ん と し て いる 事 は ,、 ユダ ヤ 人 、 キ リサ スト 教徒 、 サ ビ 信 徒 等 、 宗 教 に 関し て は それ が どの 宗教 で あろ 
う 上 、 彼 等 が 神 と 終 来 の 日 へ の 、 深 て 正直 な 信仰 を 持つ の な ら 、 そ し て 、 宗教 (信仰) 央 ち 、 絶 対 的 な 帰 
依 一 『 イ スラ ム 」 の 真髄 で ある 敬い 行ない を 為す の で あれ ば 、 彼 等 が 嘆く 事 も 、 彼 等 に 恐怖 が 巧 れ る 事 も な い 。 
と いう こと で ある 。 


注 62 この 北 句 は シナ イ 山 が ユダ や ヤ 人 の 頭上 に を そり 立っ た 事 を 芝 味 し て いる 訳 で は な い 。 これ は ユ 
ダダ や ヤ 人 が シナ イ 山 の ふも と に た ん で い だ 時 、 王 絡 っ た 事 味 し て いる に すぎ な い 。 又 、 ユ ダ ヤ 人 
が ふも と で 野営 し て いた 叶 、 シ ナイ 由 に 地震 が 起こ っ た 情 と も 考え られ る ( 出 エ ジ プ ト 記 19: 2) そう いう 
場合 に は 、 高 い 山 の 遇 頂 が ゆれ る と 頭上 に まる で か ぶる っ て いる 様 に も みえ る で あろ う 。 


注 63 「 狂 」 とい う 言葉 が 比 隊 的 に イス ラ エ ル 人 の 忠 屈 さと 琶 き を 表わす 狗 に 使わ れ て いる が 、 こ れ は 形状 
的 な ちの で は な (性格 と 精神 の 携 造 が 導 の よう で ある と の 意味 で ある 。 役 ら の 心 が 閣 の 様 に な っ て し まっ た の 
で ある 。 それ を 示す の に 神 は 比 只 的 な 表現 を お 使い に な る の で ある 。 も し クル アー ン で 肉体 的 な 建 へ の 変形 を 
意味 し て いる の で あれ ば アラ ビア 語 で ハセ ヤ ほ という 言葉 を 使う は ず で あり 、 合 理 的 な 存在 に 対し て の ハモ イン 
と いう 語 は 使用 し な い の で ある 。 この 言葉 を 事 で 、 イ スラ エル 人 が いて くら 宮中 教育 が あっ て も 獲 同 様 世 前 
で き げ すま れ 、、 地 上 で 強大 な 力 を 得る 事 が な い 事 が 指摘 る れ て いる 。「 揚 ] と いう 語 の 持つ 原義 は 、 ご み の 中 
に 屈 伏 する と いう 内 容 の 他 に 、 卑 屈 き と き げ すみ し いう 誤 味 が ある 。 5 恋 61 節 も 参照 の 事 。 
メメ すべ て の ユダ ヤ 人 を 指す の で は な いと いう 県 で 当 記 75 節 ( 注 68) 参照 の こと 。 
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69. 彼 等 は 云え り 、「 お 前 の 主 に 祈り 、 吉 合 な る た 訂 の ンタ の てる 12 
北 キ な の か 表 和 に 切 せ し ゅ ょ 」 と 。 ェ ー AUSBb 022 BU 
ュ ーー ょ 、 、 ! ノ ン 4 と ン レス 
で は 答え て 、 云 り 、「 神 は 仲 せ られ だ り 。 oo と 3 638 る 人 
導 い 過ぎ て も 、 若 過ぎ て も い ず 、 そ の 中 間 二 春 生 の 
で 丁度 年 張 の 牝 邊 な り と 。 さ れ ば 前 た ち 、 oOG1027AVAE 
命ぜ られ し こと を な せ 」 と 。 

70. 條 等 は 云え り 、『 我 等 の た め に 主 に 折り 、 牝 PS 人 MOIGSWGONGE 穫 

1 が 

生 が 邊 何 な る 色 か を 我 等 に 区 示せ し め ょ 」 2 09 り け の 


と 。 モ ー ゼ は 答え て 、 云 えり 、[ 神 は 仰せ ら 


れ だ たり 、 を は 焦げ 茶色 で 、 鮮 明 に 七 え 、 見 
る 人 を ば 喜ば し むる 牝 生 な り 」 と 。 


人. 彼 等 は 更に 云え り 、「 我 等 の た め に 主 に 祈り 、 


72. 


加 何 な る 牝 生 な る か を 我 等 に 明示 せしめ 
よ 。 我 等 に は どの 牝 征 も 同じ よう に 見 える 
故に 。 ア ッ ラ ー の 御 意志 な ら ば 、 我 等 は 必 
ず 捜 し 当て ん 」 と 。 

モー ゼ は 答え て 、 云 えり 、「 神 の 仰せ は 、 大 
地 を 耕し 、 作 物 に 水 ぎ て 疲れ ぎる 牝 牛 。 
完全 無傷 の 一 色 の 牝 后 な り 」 上 。 彼 等 は 去 


えり 、[ い ま よ う や 〈 液 は 実 を 告げ た り 」 
と 。 そこ で 役 等 は 心 な ら ず も その 牝 生 を 冬 
牲 に 供え だ 9。( 注 64) 

第 九 項 
思い 起 せ 、 お 前 た ち が 人 を 殺し 、( 注 65) を 


の 加 宣 者 に つい て 相 い 争 え る 時 、 ア ッ ラ ー 
は お 前 た ち が 隠 せ し こ と を ( 注 66) 明白 に 
せり 。 


4 し ルアン 1 


アン る 
eK の 2 の 


て SN 本 323 ? 和 タラ 2 
凡 回 AM 
の 2 oy ン 2 
⑨65 NEODuW 
ラン 2 9 の タンス ダ ノノ 


の 9 1 
2 の 


と レタ ンク ン KM 
@o8155%25 記 MG 
の 2853 
を 傘 つこ 5 55 RM 


3 


まる て 死人 の 様 で は あっ た が 、 


イス タ エ ル 人 直 は す を 非 


ダ ヤ や 人 の 邪 
られ て お り 、 
)。 この 艇 


の 事 。 
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。 下 に 、 
、 を その 質問 


、 そ を の ユダ や 人 は 、 
な ユ ゲ ヤ 人 6 画 は 、 全 て の 天 敗 に 
まだ 生き て いる 状態 で お る きれ だ た 。 こ の 


1 


偽り の 聞 言 首 で あっ た 


Ja 


第 一 アル ・ バ クラ 
と か ーー ェ aw あ ド リー レタ ーッ ンタ P 
74. 軍 し て われ ら は 云え り 、「 そ れ の 一 部 を 以 て EAIPI の 日 NO の 


死体 を 打 て ] と 。 か くし て アッ ラー ば 死者 
を 避 ら せ 、 お 前 た ち が 納 得 ゆ く よ う に を の 


ルン / 


eS KN イイ る 2 
死 2 ああ 間際 3 谷 


も 償 入 Sodlo28 ゆ を 4 
移 も 62 411 
MELG4 0 62 


神 兆 を 示し た り 。 

75. し か る に その 後 、 ぉ 前 だ ちの 心 は 岩 の 和 如く 
征 な り 、 い や 岩石 より も な れ り 。( 注 
67) その 岩石 の 中 に は 河川 が 湧き 出 で る も 
の も あり 、 ま た 岩 が 肌 け て 水 が 溢れ 出る も 
の も あり 。 ま だ アッ ラー を 長 れ て 自ら 恭 議 
する も の も あり 。( 注 68) アッ ラー は 決し て 
お 前 だ たち の 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。 
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76. お 前 た ち 、 彼 等 ユダ ヤ 人 に 、 お 前 た ち を 信 83OZG> ん 本 22 
ずる こと を 期待 する の か ? 彼 等 の 或 る 者 OO の 
は すでに アッ ラー の お 言 美 を 際 き 、 そ れ を 8 の おら 


理 鮮 し な が ら 、 し か も その 大 切な こと を 知 レッ イシ ッ ァ ン 
りつ つ 、 條 で 上 識 を り 。 ⑨ い evep な ゆう 
77. 役 等 は 信者 に 会 えば 、 云 う 、「 我 等 $ ま た 信 25224 に ラン リン 3 

ず 」 ほ 。 き れ ど 仲間 同士 に なる や 、[ ア ッ ラ ー 9 692 
が お 前 た ち に 打ち 明け し こと を 彼 等 に 孝 時 の の 54 
ぇ 、 主 の 前 で 彼 等 論争 する つも りか? し 関 ン 

お 前 た ち 、 そ れ が わか ら ざ る か ? 1 と 云う @G398 22 く 3 2 AO 
( 注 69) 


注 66 この節 は 、 イ エス の 死に 関す る 其 実 が 明る み に 出 て 


われ る 時 が くる 事 を 示し て いる 


、 こ の 事件 や 長く 隠し 続け て きた 響い が 取り は ら 


注 67 前節 で 言及 きれ て いる 無実 の イス ラム 教徒 の 殺人 は 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 達 の 運命 を 対 印 する 所 と 
な っ た 。 彼ら の 心 は 後に は どん どん 染 軟 性 を 大 い 、 ま る で 石 か 、 も っ と ひど * か だ な な っ て し まう の で あ 
る 。 この節 で は 、 石 の 様 に 生命 の な いも の で も 、 ま だ 、 何 ら か の 役 を 事 を し よう ます る や か 
6 太く は な れ て し まっ だ ユダ ヤ 人 は 、 あ まり に も 貴 落 し て し まい れ て も し な く な っ 
て き て いる の で ある 。 石 で すら 、 そ こ か ら 水 が 湖 い て 人 の 為 に な る 事 が ある の に 、 彼 ら は 石 以下 で ある と いえ る 。 


注 68 ユダ ヤ 人 に 関す る 比 隊 的 表現 で 「 銚 | ( 当 音 66 節 ) や 、「 岩 石 より 硬く ( 当 衛 ) と いう の は 、 ユ ダ ヤ 
人 全体 に あて は め ら れる も の で は な い 。 何故 な ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 幾ら か は 、 紛 れ も な く 、 神 の 思 散 に 人 0 
て か ら で あ る 。 こ れ に つい て この 節 で "彼ら (ユダ ヤギ 人 ) の 中 に は 、 ブ グッ ラー を 左 れ て 離 る 者 も いる " と 表現 き 

て いる 


注 69 この 飾 で は 、 常 に 偽善 者 ぶっ た 行動 を する 他 の 階層 の ユダ ヤ 人 に つい て 述べ て 
教徒 上 混じる と 、 世 俗 的 な 日 的 か ら 和 し 、 邊 分 達 の 経典 中 の 聖なる 析 : 関す る 預 : す る の で ある 。 
し か し 自分 坦 と 同種 の 者 達 よ 交わ る 剛 は 、 自 分 達 の 共同 社会 中 の 他 の 閉 達 か ら 、 神 が 彼ら に 啓示 し た 事 に つい 
て 、 イ スラ ッ 教 徒 達 を 啓蒙 す を 叱 誠 き れる の で ある 。 有 即ち 型 吾 の 中 の 聖なる 打 吾 者 に つい て の 預言 も を イス 
ラム 教徒 に 知ら せる 事 に つい て の 叱 豆 で ある 。 


いる 。 彼ら は イス ラム 
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、 彼 等 は アッ ラー が 、 彼 等 の 懇 す こと も 、 表 


わす こと も 併せ 知る こと を 知ら ざる か ? 


. 彼 等 の 中 に は 無知 文 定 な 徒 開 あ り 。 そ の 者 


た ち は 経典 も 知り も ゃ せ ず 、 た だ 
で 憶測 する に すぎ ず 。 


誤っ た 概念 


9 イン る イン ッ タイ ッ ク 。 と 


KIBIGIKDTI 


ン 2 タイタン プン タタ タッ テッ 


Qp の 262 ぅ 
っ 
@o%52 


@6292 95 
MDISI 
9 


に 


の 2 


2 タ クン っ 


= 計 由 ッ ラ ーー る もう 1 の ン 292 ン と ン ッ 
90. 自ら の で 経 穫 を 記し い 「 に は テッ ラー まり で 9 千 人生 記 ho 人 5 
除き れる も の な り 」 と 称し 、( 注 70) 僅か ば 。 。 レッ レン , 
、 わあ ぎわ 、 (ネオ 12 タク 68 ン に ja 2 ター ター ュ 人 1 
か り の 金子 を 得る 者 ども に 災い あれ 。 己 が 2NUAS は も AA boCe OO 
手 で 記し た る が 故に 、 ま た 利益 を 得る が 区 レラ ビレ 。 る 作 ッ シッ コッ ブッ ン の の [z。 ッ うる 
に 彼 等 に 災い あれ 。 4 人 4 人 CC Ssg 
81. 彼 等 は 云う 、[ 挟 央 が 玖 等 に 艇 れる は 、 数 日 628 22 し 攻 NSS 和 3 本) 
。 1 の GIIAUUGKRIRIEP 
に し か すぎ ず 」 上 。( 注 71) 云 た 、「 お 前 た リン 99 
ン レン の 2 っ タク コープ ラーラ タッ ン る の 
ち ア ッ ラ ー ミ 約束 を 結び た る か ? 果して AE 和 0 はるる 導 
然 6 ら ば 、 ア ッ ラ ー は 約束 を 破 ら ぎる べし 。 プン ン ンー ュ イン ンタ 2 タッ ン 
それ と も お 前 た ち は 、 ア ッ ラ ー に つい て OGA PO プリ 
前 た ち が 知 ら ぎ る こと を 語る に 非 ず か ?」 
と 。 
82. 悪行 を 重ね 、 そ の 罪 に 囲ま れ て 身 ft62K MP 便り 
者 、 彼 等 は 業火 の 住人 と な り て 、 永 区 に を 陸 瑞 生 ダ の 
そる の 中 に 住み 留まら ん 。 oo 22 50 
83. され ど 信 じ て 若 行 を 積む 者 、 彼 等 は 楽 回 の の 衝 eU 
JIG | sel CKAAU 
佳人 と な り て 、 衣 丈 に を の 中 に 住み 哲 ま ら の" で eaLoG2 
を ンタ 1 と >、 タタ 
ん 。 時 了 @cQ み Ms ca 
” こと も ら る タン プン イッ テン っ バイ スン う ンプ タ 
84。 われ ら が イス ラ エ ル の 務 拉 と 契約 を 結び し 020259U ゆ の oOe35 
注 70 ユダ や 人 の 中 に は 、 神 の 言葉 と 称し て 本 を 作っ た り 、 そ れ ら の 一 部 を 作っ た 者 達 が いた 。 こ の 様 な 行 


為 は ユダ ヤ 信 達 に より 、 
し て いる 数 民 の 本 が ある た だ ため 、 


し ば し ば 行わ れ 、 そ の 上 、 正 


く て いる 程 で ある 。 


注 71 
本 山 ) 


(Jew、Enec・Gehenn: 
な 久 で ある と いう 誤解 


上 続 


所 、 ユ ダ や 人 が あま ね (信じ て いる の は 、 ど の グル ー プ に 属し て いよ ょ う が 、 い か に ひ ビ い 人 間 で あっ て ぅ 、 
神 論者 で な い 限り 、 
ある 。 


ユダ ヤ 人 の 幾つ か の 
韻 因 を 説明 し て いる 。 クル 


或いは 、 も し 前 せら れる 様 


くま いと 思っ て いた くら いで ある 。 あ る 者 達 な ど は 、 


11 ヶ月 、 或 に は 、 い くら 藤 て と も 、 


更 半 の 他 に 、 エ ユダヤ 人 達 
瑞 示 きれ な か っ た 本 と 啓示 き る れ た 本 と の 区 列 を する 事 


起因 し て いる 。 型 な る 預言 者 の 時 代 に は 、 一 部 の ユダ ヤ 人 は 、 自分 達 


1 ヶ年 引 上 、 地 


啓示 され た 本 で ある と 
今 で は 不可 能 に な っ て 


述べ た 後に 、 ク タル アー ン は 、 ユ ダ ヤ 人 の ご うま ん る と 、 心 の が ん 杉 さ の 根 
ン の 指 揃 する 所 に よれ ば 、 こ れ ら は 罰 


を うけ な いと いう 間 達 っ た 一 般 概念 、 


が あっ て も 、 そ の 期間 は 極端 に 短く 、 極 くき きい 
罰 は 40 H 間 以 
それ を 7 日 間 な ど と 、 勝 王 に 短縮 し て いた 。 目下 の 


無 


と め お か 和 れ る 事 は な いと いう 事 で 


に 


こう いう 首 達 は 地獄 で 、 一 生 上 苦 を 負う も の で ある が 。 
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ゃ GO ゃ 


時 を 思い 起 せ 。 「 お 前 た ち ア ッ ラ ー 以 外 何者 を と 2 
邊 2 lc 

も 栄 拝 す る な か れ 。 請 し て 、 軸 親 、 親 戚 Galg536CSlo2 
孤児 、 貸 者 を 親切 に せよ 。 人々 に 優し 〈 言 。 名 L る 9 の 5 

葉 を か け 、 礼拝 を 伯 守 し 、 喜 捨 を 載 し む な ] 上 
し か る に お 前 た ち は 、 僅 か な 一 部 の 者 を 除 あり DC 
いて 、 他 は 顔 を そむけ た り 。 2 っ 包 
Gy 


85. また われ ら は 、 お 前 た ちと 契約 を 結び し 時 、 ドン の の ン ル しく GS イタ 
う C 36339 ug 95 
えり 、「 ち 前 た ち 、 己 が 箇 を 流す な か れ 。 ブン ンー * シン 
ュ 、 し ウン 2 デン し 16z 
また 己 が 氏 を その 家 よ り 追 放す る な か れ ] の の の 1O を 5 
と 。 を その 時 お 前 た ち は 、 こ れ を 】 
6 その 証人 た だり し な り 。 ⑯@9 
86、 し か る に お 前 だ ち は 、 己 が 同胞 を 殺し 、 且 3 ルル 55 当 合 
s 用 52 AE87 別 引 % 
つ 同 陽一 疲 を その 住居 か ら 族 い 、 あ まつ プー イン プペ 
内 上 6 の 外 くう っ る P す 
きえ 相 い 氷 っ て 、 悪 と 憎しみ と を 以 て 役 等 っ 9L ん 5 て らら う のみ 家 2 


し 、 自 ラタン タス 


M ター メ 
に 敵対 せり 。 彼 等 が 健 因 と な り て ひか れ て ン 2 の 2 112 レ ょ レッ タッ 

くる も 、 追 放 を の も の が 進 決 な る に も か か 。 2 骨 生 漬 PMP 
わら ず 、 身 代金 を 要求 せり 。 お 前 だ ち は 経 と エエ し の 2401 衝 マ ンタ Z ン タ 
典 の 一 部 を 信じ 、 他 を 拍 む 包 か 7 お 前 た の デ らい り デ ラン 3 


ちの うち か か る 行 泡 を な せる 者 の 境 い は 、 2 和 の 人 Sao eu 
現世 に お いて は 季 怪 、 審 判 の 日 に は 極刑 に ション ン 29 上 
処せ られ る べし 。 げ に アッ ラー は お 前 だ ち 人 hgld 2 


の 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。( 注 72) を 2 も 66332 
IVCPOIVYEPISIR1RUG 
の アテ 


ー @G 

は 、 来 世 よ り 現世 を 選評 者 55 9 1 
な り 。 彼 等 は 稀 凡 を 軽減 せら れず 、 ま た 名 ー 
何 な る 佑 助 も 得 ざ る べし 。 


87. 


注 72 聖なる 預 斉 者 の 時 代 の メデ ィ ナ に は 、 二 つの ユダ ヤ 人 の 部 
ル ま バス ヌー・ タ レー ザ に と 、 二 つの 異 数 徒 の 閣 ウス と カズ ラ 
ヌカ と バス ヌー・ ク レー が の 二 つ の ユダ ヤ 人 の 部 族 が 、 駐 カズ 
た 。 こ の 為 、 異 教徒 間 の 戦争 が 始ま る と ユダ ヤ 人 舌 は 自動 
が ユダ や ヤ 人 を 捕虜 に する と ユダ ヤ 人 達 は 寄付 を 集め 身 f 
され る 事 は 不当 で ある と 考え だ た の で ある 。 クル デーン は この 風 
化 を 禁止 する の み で な く 《、 和 互 の 戦争 関係 し あか らき まな 殺人 を 
愛 け 入れ て 、 残 り を 償 定 する 程 部 い 事 く 、 こ の よう に 、 一 
換 で ある と し て いる 。 ユダ ヤ 人 の 奴隷 北 桂 止 に 関し て は 、 レ 
5 :8 参 昭 


- ケ ー ヌ カ 、 バ スー・ ナ ズ イ ー 
た 。 ア ウス の 際 
・ ナ ズィー ル が 磨 接し て い 
こま きこ まれ て し まう 。 し か し 戦争 中 に 、 興 教徒 
払っ た 。 ユ ダ ヤ や 人達 は 異教 徒 の 捕 謀 と し て 拘束 
反対 で 、 彼 ら の 信仰 が 、 ユ ダ ヤ 人 の 叙 隷 
て お り 、 更 書 (又は 経典 ) の ・- 着 

け 入 れ な いと いう の は 、 四 
: 39 一 43、 47 一 49、 54、 55 ・ ネ 
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第 二 - HMI ッ プ テラ な イン ン ! イッ タレ スイ トップ イズ 
88、 げ に われ ら は モー や みえ 、 彼 の 後 22TMo EN OCNROP 
タ み 122 ン ノレ L ュ ブ 。 ュ ン アス の イン 
に 開 多 の 便 全 を 離 が し ゅ た り 。 ま だ われ ら の の の 25023 Lo2oleeCi2 
は 、 マ リア の 子 の イエ ス に 明 証 を 与え 、 亜 ショ ン 」 。 
震 に ( 注 73) よっ て 彼 を 強固 な らし め り 。 kde 
し か る に お 前 た ち は 、 使 徒 が お 前 た ちの 意 ノシ 2 る る Gi 
に そま め ぬ 引 示 も も た ら す た びに 、 お 前 た ち の OS うい 
は 横岳 に 振る 舞い 、 或 る 使徒 を ば 躍 つ き し と 
の の し り 、 ま た 破る 使徒 を ば 殺害 せる に 非 


ず や ? 
89. 彼 等 は 云う 、「 我 等 の 心 は 狼 わ れ て いる な BN お 2 見 の 96 
9 」 と 。 然 5 ず ! アッ ラー は を の 不信 


っ て 
の 癌 に 彼 等 を 喫 語 せ り 。 信 ずる 和信 々 の .⑨ の 2 
究 密 た る こと よ 。 ーー 」 
の うー を ト ラン ッ ク 2 ッ イィ ンプ 
90、 き て 、 彼 等 の 手許 に ある 聖書 を 完全 な らし AcBGAo2 ao の 5 に に る 
め る 経典 が アッ ラー より 人 彼 等 に 隆 き れる 


ララ ィ ンク ッ 衝 ュー ラン ュ ン テ 
と 、 か っ て 彼 等 は 不信 心 者 せ も に 対す る 勝る 6) PO の 
利 を 折 員 し な が ら 、 来る $ の が 来る 上 、 信 ラ リン < 軸 96 
ずる こと を 拍 み た り 。( 生 7 きれ ば 、 ア ッ 1 UIOG2Y 

ラー の 呪 衣 、 不 信心 者 F も の 上 に あれ 。 の 4 1 


の の 

91. 災い は 、 彼 等 が 自分 の 殊 を 質 り 流せ し てこ た 。 シン ンコ ラン ン ュ シェン シン 
な り 。 つ まり 、 彼 等 が テッ ラー の 放せ し 竹 義人 Pb し も 
典 を 信 ざ ぎる は 、 ア ッ ラ ー 僕ら の 中 で ン セ ん や の セル シ 
気に入り の 者 ! 垂 給 う こも を 放ち の 志 の も お み 人 8 の 仙 ら 本 


が 故 な り 。 か て て 彼 等 は 、 主 の 怒り の 上 に 92 ぁ La 5 誠人 (と 
更に 引 り を 招 け り 。 不 信者 ども に は 取 す ピン 
@⑤C ハ 5 


92. 彼 等 に 向っ て 「 ア ッ ラ ー の 際 せ し も の を 信 と 。 ュ タン カー イー ちっ シイ ニン ン 
ぜ よ 」 と 到 う と 、 彼 等 は 答え て 云う 、「 電 等 5o e の 計る PRINOP) 才 D 


は 我 等 に 隆 き れ た だ る も の を 信 ず ] と 。 き れ 


牌 73 「 聖 寺 ] は 天使 長 が プリ エル の 別名 と し て 広く 知ら れ て いる 。 ル フル ・ ク ドゥス 人 [聖霊 と は 神 
の 加 な る 又は 、 祝 描き れ た 言葉 と の 意味 ぅ 表す 。 


注 74 この 節 で は 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 、 異 徒 の アラ プ ブ 人達 
を ひろ ゆる 事 と な る で あろ う 旗 店 者 の 到 洲 に つい て 、 知 ら せ な い 様 に し て いた よい うこ と が 表 き れ て いる 。 夏 
い は 、 そ の 解決 の 仕方 と し て は 、 聖 な る 預言 者 の 旬 来 以前 に 、 ユ ダ ヤ や 人達 は 、 神 に に 、 ま ちがっ た 信仰 に 
仰 を も た ら す 項 言 者 を 出現 きせ る よう 撤 し て いむ の で ある と いえ る 。 し か し 、 自 分 達 の 祈 
宗 に 出現 し 、 虚 偽 に うち か つ 長 実 勢 (支配 ) が は っ きり する と 、 ユ ダ ヤ や 人達 は 、 聞 
言 者 を 受け 入れ る 事 を 拍 否 し た 。 を の 結果 、 自 分 上 産 の . に に 、 神 の 呪い や うけ る 事 と な っ た の で ある 。 


は 、 邊 分 達 の 経典 で ある 弄 半 中 に 、 世 界 中 に 藤 実 
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ぼ 、 そ の 後に 陸 れ る も の は 、 た と いそ れ が 。 衝 2 の の 培 3 宮 
すでに 授かり し 経典 を 完全 な らし め る 真理 レタ シン ンタ シッ タレ ュー フッ 
で あろ う と 、 役 等 は を 信 \ ぎ る な 5。 云  2 Cf< SID ES Aax AL22 


を 、「 お 前 た ち も し 信者 な ら ば 、 何 故 ア ッ 4 RC 

ラー の 言 者 た ち を 帝 害 し た る か ?」 に 。 oO)08 
93. か つて モー ゼ が 、 お 角 だ ちの と ころ へ 数 々 ーー 2 人 3 1 2 る %3 

の 者 也 を も た ら せ し 時 、 吾 前 だ ち は モ ー ぞ JA の os ば 各 

の 久 守 に 、 科 を 捧 し て 落 人 と な れ り 。 8 yo 
94. 思い 起 せ 、 わ れ ら が 玉 簡 だ ちと 契約 を 寺 び 、 0 の 仙 2C あ 552 GE 31 


お 前 た ちの 上 に 山 を 妊 え 立た なせ 、( 注 75) し の 2 
[われ ら が お 前 た ち に 与 た し も の を 許 持 220 は IEOKYW : 仙 誠 
し 、 可 を 傾け よ ょ ] よ 支 える 時 の こと を 。 す レン ェ eat シィ ィ a 
る は 役 等 は 、「 我 等 は 了 く 、 き れ ど 人 従 も ず 」 CBO5 Pe8 あ 3 
ょ 答え た 5。 彼 等 は 信仰 心 を 持た ぬ が 牙 に 、 の 半 4 うり 科 > 
その 心 は 物 の 愛 に 依 ば まれ た り 。 評 え 、「 ey 導 2o2SCD る 2k 
前 た ちの 信仰 の 命ずる $ の は 、 そ を れ が 信仰 
だ と いう な ら 、 言 語 道断 な り 」 と 。 

95. 去 え 、「 ア ッ ラ ー と 御 一 緒 で きる 来世 の 住処 EAR 2 人 
が 、 す べ て 他 の 人 々 を 排除 し て 、 お 前 た ち 2 の 
だ け の も の 上 する な ら 、 本 当 に そう 足 う な  ⑯C60o 56 ら % lo 
6、 死 を 望め ] と 。( 注 76) ッ 

96. し か し 彼 等 は 、 決 し て 死 を 望ま ぎる べし 、 ンー06t1 し | 級 23 の 5 
すでに 送り し 己 が 罪 導 に 。 アッ ラー は 不義 フュ る 
な す 者 6 を よく 知り 給 2。 @cuM y 

97. 法 は 、 彼 等 が 、 多 神 教徒 に も (まほ 77) 増し 21 の っ 2 2 イダ 1 っ 

マン と ーー イン | 

て 生 に 執着 する こと 最 は な は だ し き 民 な < を の oeelfWu き 


る こと を 必ず 知る べし 。 千年 6 生き 長らえ 22 守っ 0 人 る 7 の の 


よう と 望む 者 あり 。 き れ ぼ 、 た と い 長 寿 を レル レン シッ ン スン 天 
授 か ろ うと 、 を は 倫 賠 を 免れ ぎる べし 。 ア ッ 光 Absolelogllo2 も うう 
ラー は 人 彼 等 が な せる こと を すべ て 知り 給 | 二 チ アガ お 
う COOL 


注 75 。 2:64 を 参照 の 事 。 


注 76 : 味 は 、 も し ユダ ヤ 人 が 、 神 が 彼ら の み に 神 の 恵み を 与え られ だ と いう 王 が 正当 で 、 聖 な る 項 
言 者 の 主張 が まち が っ て いる に 確信 する の な ら 6、 役 ら は うそ を つい た こと に より 死 と 破滅 を 求め ゆる べき だ と の 
意味 で ある 。 
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第 十 二 項 
98. 去 を 、「 が ガブ リエ ル に ( 注 78) 敵対 する 者 は の 2M228262 人 に 4 ッッ ャ る タン 4 タン 人 や 
誰か め ? ガブリ エル こる は アッ ラー の 命 を 4 ゆ 60sdNeo6o 
3 タイ クタ プッ ンク フン タン エッ クレ + ? 
奉じ 、 以 前 に 降る れ た る 経典 を 完全 な 6 し の Soe っ 0 ou6A22 Ao 


め 、 ま た 信者 へ の 徐 並び に 期 報 と し て 液 レッ の 
の 心 に 交 示 を 降 す 者 な り 。 ⑨ co259 


99. アッ ラー、 諸 天 人 、 半 便 徒 遂 び に が プリ ェ ー De つう 25 放 と 2 

ル ほ ミカ エル に ( 注 79) 敵対 する 者 は 、 誰 レン 6 シラ トラ レス 
れ で あれ 、 を の よう な 不信 心 者 に 対し て は 、 ea 50620056 JA2 う 
アッ ラー は 南 と な る 」 よ 。( 生 80) 

10, げに われ ら は 、 数 々 の 明 口 な る 神 光 を 流 に KUKOAt4 の YSC4 GS 
衣 し た り 。 前 し て 逐 を 揚 む 者 は 、 不 信心 者 
ば か りな り 。 @G。 癌 


M.。 な 4 ん だ る こと か ! 契約 を 結ぶ た びに 、 何 5286631A6EO0E じ 4 
履 彼 等 の 中 の 或 る 者 は それ を 破 楽 する の 2 の 
か ? 然 ら ず 、 彼 等 の 大 方 は も と 6 上 信 ぜ OK 
ぎる な り 5。 

上 を れ 迷 この 度 、 彼 等 の 秋 典 を 完成 すぐ べく (9 ooeo235 放 琵 る 3 
アッ ラー より 使徒 が 伺わ きれ る と 、 経 典 を 


ンカ ュ ン ス 
賜り た る 人 々 の 一 部 は 、 な に も 知ら ね げに ONIIOHIGA lo2653.02 っ の 
装い 、 ア ッ ラ ー の 経典 を 背後 に 投げ 捨て だ う 4 2 アン の 】 や > の 
り 。 @ の ywp の 多 5 列 ! 


注 77 ユダヤ 人 と 比べ 、 多 神 教徒 の 方 が 、 現 世 の 生活 に 屈 従 的 で は な い 、 何 故 な ら 、 ユ ダ ヤ や 人 と 培っ て 異 数 
全 達 は 、 死 後 の 生 の 存在 を 信じ て い ず , を の 為 、 死 後 の 還 を 恐れ る 事 も ゃ ない から で あ る 。 


注 78  「 ガ ブリ エル |] ほじ は が ブル エイ ル の 合成 語 で 、 神 の 男 か ん な 下 普 、 或 い は 、 神 の 台 使 い 
ヘ へ プ ライ 語 の ガ プ ル は 、' 吾 使い "を 意味 し 、 イ ル は "強大 な "力強い "の 意味 を 表す 。 イ プン ・ ア ッ パ ス に 依 れ ば 、 
ガブ リエ ル の も う 一 つの 名 前 は アプ ドゥ ウッ ラー で あぁ る 。 大 使 の 内 に あっ て 中 心 的 存 奉 で ある ガ プ リエ ル は ク 
ルアー ン の 大 啓 の 把手 で あっ た 。 型 普 で も 、 人 MRNA 神 の 伝言 を 神 の 下僕 に 伝え る 事 で ある と 
し て いる 。 (ダニ エル 療 8 : 16: 9 : 21 よん ルカ に よる 福音 書 1 ・ 19) 現 館 で 指摘 きれ る 様 に 。 クル アー ン で も が 
ブリ エル に 同じ 役割 り を 斉 し て いる 。 し か し 他 に を っ て の かやの 物 て は 、 彼 は 、 火 と 電 の 天使 と 表現 きれ 
て いる 。 型 な る 預言 者 の 時 代 に は 、 ユ エダ ヤ 人 は 、 が ブリ エル を 、 彼 ら の 敵 で あり 、 戦 争 、 人 秋 い を し て 困 苦 の 天 
使 と みな し て いた 。 

注 79 ミカ エル も 主要 な 天使 の 内 の 一 人 で ある 。 こ れ は ミー ク と イル の 合成 語 と 考え られ 、 何 も の も 神 に 似 
る 者 は な いと の 意味 を 表し て いる 。 ユダ ヤ 人 は ミカ エル を 、 好 まし い 大使 と みな し て お り 、 ミ カエ ル は 、 平 和 
と 豊か き 、 蓄 雨 と 牧 章 の 天使 と し て と ら え 、 世 界 を 支え る 仕事 を 主として な し て いる と 考え て いた 。 

注 80 大使 雨 は 、 精 神 的 つなが り の 中 で 重要 な 輪 で あり , 精神 的 つなが り の 輪 の 一 つ で すら 、 こ わし た けり 、 

精神 シス チム の だ た っ た 一 つの 単位 に 対し て で も 趣意 を 明らか に する 者 は 、 実 質 上 、 全て の シス テム と の つなが 
を 自ら 指 つ 事 と な る の で ある 。 こ うい っ た 者 は 、 入 の 真実 の 下僕 に 与え られ る 貞 み や や いつ くし み を 、 は く 奪 
きれ 、 罪 人 に 下さ きれ る 司 に 値する と ころ と な る の で ある 。 


を も つ 。 
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地 、 尊し て 彼 等 は 、 ソ ロモ ン の 統治 に 反逆 せる 
者 ども が 従い し 行動 を 追う 。 ツ ロモ ン は 不 
信者 に 非 ず 。 不 信心 者 は 、 人 々 に 席 偽 ゃ 


頑 界 を 教え し 反 送 者 ども な り 。 役 等 は バビ 
ロン で 、 二 人 の 天使 、 ( 注 81) ハー ルー ト と 


マー ルー ト に ( 注 82) 降 き れ た る も の を 
入 々 に か り 。 き されど 両 天使 は 、「 我 等 の 
方 衛 は 謗 悪 な り 。 き れ ば 、 不信 心 者 と な る 
な か れ ] と 前 置き せ ず に は 何人 に も 教え ぎ 
りき 。 か くし て 反逆 者 ども は 両 天使 より 、 
大 と 妻 の 促 を きく 術 を 習い し が 、 。 彼 等 反 導 
者 と て アッ ラー の 許し な し に は 答 人 を も 之 
に よっ て 害する こと は な か りき 。 し か る に 、 
預言 者 に 敵対 する 者 ども は 、 自 分 を 害し 、 
閑 な きこ と は ば かり を 学べ る な り 。( 注 88) 

そん な も の を 購 え る 者 に 来世 の 福 が 分 け 与 
えら れ ぎ ざる こと を 知り な が ら 。 げ に 笑い は 、 
彼 等 が 自分 の 魂 を 売り 渡し た る こと な り 。 
彼 等 、 も し ちこ の 事 を 知り だ た り せ ば ! 


PV の けら の あ 9 MINE 0 

の 44729Uc2PEAIIMKYG ロ 
1 の 本 4 
に の の クッ し も 2 ちら 2 
3 生れ KNE 池 24611 
6 の JI も あるじ 
ぬく (PPUSK 
90Co 1 で 人 

2 ジン 


P 2 セン Ha シシ る) 
@92058 る 


% 


注 81 こ 
何 か を 教え る と 速 ぐ られ て お り 、 
ある 。 (17:95:211 8) 


で の 「 一 人 の 天使 ] と いう 表現 
天使 は 人 々 に 


注 82 これ ら の 名 前 は 、 こ の 二 人 の 麗人 が 出現 する 目的 が 、 
依 徴 し て いる 。 これ ら の 理 人 人 は 、 


ち 下 り 、 バ パラ バラ に 裂く 事 に ある と いう 事 


、 二 人 人 の 弄 入 を 指す 、 
泌 じ っ て 慕 ら る な い タ 


の 一 人 の 天使 は 人 々 に 


何 破 な ら 6、 こ こ で 
に 往来 する 事 は な いか ら で 


3、 人 間 と 出 


ィ イス フキ ン 人 の 二 で の る の た ほ 成 光 を 打 
始め て 出会う 場合 の 相手 に は , 


自分 達 り 区 別 や つけ る せる 施 か ら の 試練 と し て 下 き れ た 存在 2 っ Ca と 語り の 尚 を 男 
子 の み に 制 限 し た 。 然 る に この 節 の 言わ ん と する 所 は 型 な る 頂 告 者 の 時 代 の ユダ や 人 閉 は 、 ソロ そ モン の 時 代 の 
彼ら の 祖先 が し て いた の と ふけ っ て い だ と いう ・ あ る 。 思 更 1 ? の は 、 


ソロ モン の 時 代 の 害悪 を まき ちら し た 者 


に わる 株 な 形 
、 仕 掛け な ワナ と 、 
PB いて 語っ て いる 。 ッ ロ モン の 時 代 の K 

寺 な 策 を 吾 な る 拓 言 者 に 働か が け て き て いる 
表し て いる の で ある 。 

注 89 ユダヤ 人 達 は 、 イ オスラム の 三光 
自分 着 で 止め た 5 縮 
キリ スト 教徒 の 支配 者 に 抑圧 、 
7 て ト 移し だ (IIutchinson 16 一 3 著 、 


廷 に 影響 力 


R チュ ス ョ スロ 提 
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と いう の は 、*> 
(と 貞 られ る 事 に 反論 し 、 事 
まし 自分 達 の 意図 する 所 を と 机 除 す る 上 に 唆 され て い 2 
の 時 代 の 人 に 教 吐 し た 
そう する こと で 、 


る れ た 彼ら は ペル シア に 亡命 し 、 
Fistory of the Nations、P55016- 3)。 次 9 
る い 始 め ゆ た ユ ダ や 人 は 、 イ スラ ム へ の 陰謀 を 企 て 始め た の で ある 。 彼ら の 盛 
、 イ スラ ム を 受け 入 和 れる 様 に と の な る 


で は な い ょ い 


この で ある 。 9 全て か 


ソン ロ モン の 王国 を 
ィ ナ の ユダ や 人 も 、 を し 全く 同様 の ド 
ぶ 事 は 絶対 に あり を な いと いう 再 を 


珍 け る 、 反 イス ラム が 完全 に 履 が えさ れ 、 
信 い て か ら は 、 部 外 岩 達 を 反 イ スラ ム へ 
邊 分 達 の 信仰 の 拠 京 を 


ペル 


言 者 か ら の 手紙 を 受け 取っ た 時 、 


アル ・ バ クラ 


じ て 、 正 し (行い だ た れ ば 、 ア ッ 

こ 佳 き 報 装 を 得 た より し も の を 。 

も この 事 を 知り た り せ ば ! 

第 十 三 項 

溢 等 信徒 な ちよ 、 ラ ー イ ナー※ と うな か 

れ 。 ウ ンズ ルナ ー※ と 云え 。 面 し て 也 を 傾 

す よ 。 不 信心 者 ども は 酷 刑 あら ん 。 

※ ラ ー イ ナー と は 「 我 ら を 見 よ ] の 意 。 し か し 、 

ちょ っ と アク セン ト が 変る と 、「 愚 か 者 ]、「3 ぬ A ぼ れ 

硬 」 と な る 。 

※ ウ ンズ ルナ ー と は 、「[ 我 ら を 見 つゆ ょ 」 の 忘 。 

経典 の 民 の 中 の 不信 心 考 ど も や 多神教 徒 た 

ち は 、 主 より お前 た ち に 下す も の は 、 加 何 

な る 良き も の で も 、 望 ま ぎ ざる な り 。 され ど 

アッ ラー は 、 誰 れ に も せよ 、 ゎ 気 に 召 $ ば 、 

慈 奄 を 垂れ 給 う 3。 アッラー は 大 いな る 慈悲 

者 に まし ます 。 

以前 に 啓示 せる も の を 廃棄 し 、 ま た 忘 直せ 
し せる 時 は 、 わ れ ら は それ に 優る か 、 駐 は 
それ に 等 し き も の を 授 く 。 流 、 ア ッ ラ ー が 

全能 に まし ます こ ょ を 知ら ざる か ? 

106. 液 、2 地 の 大 権 が ア ッ ラ ー の 所 有 な る こ と 
を 知ら ぎる か ? アッ ラー を 措 い て 、 お 前 
た ち に は 如何 な る 守護 者 も 、 佑 助 首 $ な し 。 


お 前 だ ち 、 


何 の 代 り に 
し い 門 より 迷い 去れ 


地 . 


6. 


天 。 か つて モー ゼ が 問わ れ し 如 く 、 
巳 が 使徒 を 詰 半 す る 気 か ? 
不信 心 を 選ぶ 者 は 、 

る 者 な り 。( 注 84) 


早 多 の se2 


1 ノウ タン 


IMAOEI 
を レラ ン ン メ 
@ 59 


ER 


IOIPECS 9 BAN 
の スク クッ レネ アア 】 

@ 人 | celue の 9 2 EN 

OECD 

の MRNA 2 な る ※※ る 傘 5 2 


edS9 4 クィ 絡め の も る る 


2 タッ クン ョ ン 


と ? 
26 和み を N 
プン ッッ ン ン 


66 の な 1 めい PID 
信和 
の ん の 0522 絢 5 と PSIM 


っ 19 の ンク ?9 ノ の る イン タタ 2 タ 。 
aciro の MARCKY2UFGYYI 


丈 る CA (et 


ッ ク 2 人 


呈 半 


ン 


チョ スロ ス 昌 提 は 、 な ぜ 自 分 が イス ラム 


受け 入れ る 必要 が ある 


の か と は ペル シア の 領地 で あっ た イエ 


メン の ー 坦 な る 舞 言 者 を 捕らえ 争 に つない で ペル シア 宮廷 に 連れ て 来い と の 命令 を 出 き せ 
る に 秒 っ この 全 及 し て いる の は 、 加 な る 沖の 時 代り ユダヤ うい っ た 、 k で ある 。 
彼ら が 計 目 し た の は 、 自分 串 の 抑 先 達 $ 同 様 に 区 ず ソ ロモ ン に 対し 、 ユ ダ ヤ 社 会 の 数 名 が 、 秘 密 の 暗号 や 記 
号 を 伝え あう 結社 を 作っ て 、 斉 り 事 を めで らし た とい 。 E よ 11: 14、23、26 

23、26、 歴代 10: 2ー4)。 ユダ や 人 が 秒 密 結 - 度 め に 作っ た の は ネプ カド ネ ザ ル 

ビ ロ ン で 捕虜 と な ゝ た 時 で ある 。 こ の 飾 で 言及 きれ て いる 或 和信 ほ は 、 ハ ガイ 、 そ し て イ 


リヤ で ある (エズ ラ 吉 1)。 これ ら の 弄 信 達 

ら は 自分 達 を 神 か ら の 試練 で ある 
で は 現 な る 衣 

。 彼 6 は 宗教 に 関係 な い ば か ば 

その た だ ため ゆめ に 信仰 の 権威 は 傷つけ ら 


了 命 を ぐつ が えす だめ 
を し た 。 
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社 の 会 員 
と 言っ た な が イス ラ エ ル 人 は 、 


それ は ば イスラ 
れ 、 不 信 の ED りこ に な る の で ある 。 


男子 に 限り 、 新 し い 会 員 の 入会 時 に は 、 彼 
彼ら の いう こと を 信じ な か っ だ た だ 。 


に ユダ や ヤ 人 が 用 い だ た 七 炒 な 計 路 に つい て 述べ て い 


っ 教徒 に 愚問 の 精神 を 古 え つけ る だ めで あり 、 


第 二 音 


アル ・ バ クラ 


110. 


経典 の 民 の 多く の 者 は 、 真 理 が 証明 きれ た 
後 で も 、 た だ 自ら の 災 刀 故に 、 す で に 州 
信 せ る お 前 た ち を 再び 不信 心 者 た らし ゅ ん 
と 願う 。 され ど 許 し て や れ 、 願 みる な 、 ア ッ 
ラー の 判決 が 下る まで は 。 げ に アッ ラー は 
全能 に まし ます 。 


っ ャ ッ タン 2 る ンタ 
の 25 と すい 
ッ ュ クン ン 


の 2 和 人 う 
(ob は る と は KG 
P41 ] レプ 】 


55 UM っ 5 R45 。 


の タン あう る w タ | レン 


2 作る 5 知 導 3 


エモ メ っ よい 語 呈 喜 EE ミ タン 92 タ ェ ン と 4 
1H. 礼拝 を 短 守 し 、 き 符 そ せよ * お 明 た もち が 自 の り A55 2 放 る PGI 
ら の だ め に な し た る 若 行 は い 、 す べ て アッ リラ ン 1 
いこ こ 21 の MTY5UEZNPP タッ クー ンー コン うら 
ラー の 御 許 に 届か ん 。 げ に アッ ラー は ぉ 前 OS DIOGe Ao ほら う 
た ちの 所 業 を み を な わし 給 う 。 タッ 
OO 
ラプ の タタ クィ クッ プク る ンマ ノシ ンタ ッッ ン ョ ン の 
12. 彼 等 は 去 云う 、 [ユダヤ 教 徒 、 ズ は キリ スト 教 11 の CUEOP(ENIEI 拓 
徒 以 外 は 何 入 も 栄 園 に 入る を 得 ず 」 と 。 を ンク 入 レ ロン ィ ろ に ちる 
は 彼 等 の 炭 し い 希望 を 9。(85) 云 ん 「p OOG26 お る 衝 SO1 so 
前 た ちの 云う こと が 本 当 な ら 、 そ の 証拠 を っ る っ 
示せ 」 と 。 @ の uo 
8。 否 、 ア ッ ラ ー に 全く 服従 し 、 療 行 を な す 者 2 の ああ 22 イイ っ 8 セ 
了 ゆめ っ As | > 
は 、 必 ず 計 よ り 打 失 を 受け ん 。 か か る 人 々 っ の 9pehf の が 
、、 、 ン ラ フッ 2 の の ン イン タン ンク の 
に は 、 恐 怖 $ 悲 し み も 起 ら ぎる べし 。 0 と 全く TI る GT き 
( 注 86) 
第 十 四 項 
出 .。 ユダ ず 教 徒 は 云う 、「 キ リス ト 教 徒 に は 拠 9 と 6 の gc KIRA 
所 な し 」 と 。 キリスト教徒 は 友 う 、] ユ ダ ヤ タウ タン 
る タン 」 3 ク タラ タンク ーー シラ ダー (る 
教 作 に は 換 所 な し 」 上 。 両 者 共に 同じ で 9O ま 5 の ば 560o ge 
経典 を 読 洛 す る 者 な り 。 ま た 知識 を 持た ぎ  。 デイ 5 ンク セン マン 
し 、 : [ 
2 人 1 同 と こと を る 2。 い すれ 知 og 29 が ラ oxs う oO6 al 
に 、 ア ッ ラ ー が 後 等 の 論争 に 判決 を 下す べ SA 2 を 
ブッ 252 を 5 
注 85 ユダ マヤ 教 徒 も キリスト 雪 徒 も 、 自 分 送 だ けが 救い を 手 に し て いる いう 思い 克 い を し て いる 。 
注 86 この 節 で は 、 完 全 止 杯 に 至る 重要 な 二 段 階 や ほのめかし て いる 。 有 即ち 、 フ ァ ナ ー( 死 )、 バ カー 
合 生 )、 リ カー ( 神 と の 一 致 ) で ある 。[ ア ッ ラ 中 全 に 厩 徒 する } と いう 言葉 の 意味 は 、 我 々 の 力 、 登 定 
を その他 す べ 全 に 神 に 屈服 し 、 神 の 座 値 に 捧げ られ る と いう 事 で ある 。 こ の 状 ファ ナー、 則 ち 真 の イ 
スラ ッ ム 教徒 が 自分 に 課す 死 の こと で ある 。 第 二 節 の 「 彼 は 普 の で ある 」 と いう 言葉 は バカ ー、 有 外 ち 再生 


態 を 指し て いる 。 
が 与え られ だ よう 
に 生き る よう に な る 


それ は 、 人 人 が 神 の 愛 の 中 で 迷 い 、 
それ が バカ ー (即ち 再生) 
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世間 的 な 計画 や 欲望 が 消 を ん る と き 、 あ だ た か も 新しい 命 
と 呼ば れる 。 
は 正義 の 第 三 に し て 最高 の 段階 を 描写 し て いる 。 
ー 致 の 状態 で 「 休 息 し て いる 環 ]、 と いわ れる 状態 で ある 。 


に [のだめ 
神 と の 


それ か ら 人 は 神 の だ ため 又 、 人 の 率 
凶 ち すり カー の 】 


(89 音 28 節 ) 


第 二 意 アル ・ バ クラ 


15. アッ ラー の 礼拝 所 で その 名 を 讃え を る こと を ン ョ 28 ラン ルーン コン の 2 全 ラン ニタ ンション 
担 み 、 あ まつ きえ 之 を 壊さ ん と する 者 、 こ 9 PO に つこ 条 ピ ェ ン アン に ) 
れ 以 上 の 不届き が あろ うか ? ( 注 87) か か EVO は 8 まめ dd 
る 者 は 本 米 、 恐 居 な し に は 礼拝 所 に 入る こ 。 。 
を 許さ れ ね 管 な り 。 彼 等 は 現世 で は 取 必 。 移 3092CO0208CA2 
を 、 来 世 で は 酷い 罰 を 受け ん 。 


HG 束 も 可 も アッ ター の 所 有 な り 。 (88) 故に も 410GMORIPK 必 1 
お 前 た ちい ず こ に 転じ よう と も 、 そ こ に 必 。 7 
> 回 。 ーー アッ ラ の レ シレン る 
ず ア ッ ラ ー の 慈 願 あり 。 げ に アッ ラー は 慈 の ee と 25 80 61 


く 、 す べ て を 知り 給 う 。 し 。 
W 彼 等 は 評 う 、[ ア ッ ラ ー に 御子 あり 」 と 。( 注 clL35 は 5 KO 


89) 避 な る か な 、 ア ッ ラ テー! 断じて 然 ら - 」 ー 
ず 。 天地 に 在 る すべ て の も の は 、 ア ッ ラ ー eS 5 
の 所 者 な り 。 皆 こと ご も (アッ ラー に 朋 科 
虹 陳 を は 天地 の 伸 始 者 な り 。 彼 も の ご と を レイス の 7 で 
。 彼 こそ は 療 : 唱 独 。 彼 ゃ の ご ンス さる イン 
決め 、 た だ 「 在 れ !] と 大 を ば 、 す な わ ち CS 89s 
その 通り に な る な り 。( 注 90) か の 2 


注 87 "この 役 は 、 他 の 宗教 の 祈り 場 に 禁 行 を 加え る こと まで する 過激 な 行い に 対す る 強い 奈 り 9 を 表し て い 
る 。 彼 ら は 型 な る 場所 で 神 を 礼 拓 す る こと を 妨げ 、 寺 院 を 破 寺 す る こと まで する 。 そ の よう な 股 行 は 強い 言葉 
で 疾 難 され 、 包 耐 と 宮 人 人 き の 数 訓 か 和 れ て いる 。 クル ナーン は すべ て の 人 に 祈り の 場 で 神 を 礼拝 す る 自由 で 
制限 きる れ な い 権 め て いる 。 な 6 寺院 や モス ク は 神 を 礼 拝 する た め に 捧げ られ た 場所 で あり 、 他 の 人 
が 軍 を 礼拝 する の を 妨げ る 人 は その 破壊 と 荒廃 に を 貸し て いる の で ある か ら 。 
注 88 この節 は 、 イ スラ ム が は じ め 東 洋 に 広め られ 現 代 に な っ て 西洋 に 普及 し て いく と いう 頂 言 を 包 合 し て 
いる 。 
注 89 「 ア ッ ラ ー に 御子 あり 」 と いう 語 は ユダ や の 宗教 文学 に お いて 「 神 の 愛す る し も べ で] ある い は 「 預 
言 者 ] の 意味 で 比 ほ わ れ て いる 。 (ルカ 20 童 36 館 マ タイ 5 章 9 節 、 お 6 節 、48 節 中 命 記 14 音 1 人 節 出 エ ジ 
プ ト 記 4 章 22 節 、 ガ ラテ ア 革 3 笠 26 節 等 ) 神 に 息子 が ある な ら ば 、 神 は 性 的 欲求 に 支配 きれ 雪 を 必要 と し そ 
の 美徳 を 息子 と 共有 し うる も の に な る 。 な ぜ な 了 は 父親 の 体 の 一 部 だ か ら で あ る 。 神 は 死に 支 配る れ ね ば 
な ら な い 、 な ぜ な ら 種 の 生 苑 は 減 び ゆく も の の 特徴 ごみ ら で あ る 。 イ スラ ム は 、 こ の よう な 姓 え すべ て を 拒 耕 
する 。 イ スラ ム の 教え に よれ ば 神 は 型 な る 方 で どん な 欠 交 る 持た ない 方 どか が ら で あ る 。 
注 90 この 特質 は キリ スト の 神 性 も し いう キリ スト 教 の 教義 に 務 盾 する ば か り で な て く 、 殊 と 物質 は 大 占 か ら あ 
5 永遠 に 存在 する と いう ヒン ズー 教 の 理論 を も 拒否 し て いる 。(1) 神 は 天 と 地 の 創 造 省 で 、 神 は 息子 や 他 の いか 
な る 者 の 助力 も 宇宙 の 信 造 に 際 し て 必要 と し な か っ た 事 し て いる 。(② 神 は 宇宙 の 創造 者 で ある 、 好 ち 神 
は 無 か ら すべ て の 物 を 創造 し た の で あっ て 既存 の モデ ル ぅ 既存 の 物質 も 必要 と し な か っ た 。(3) 神 は 全能 で ある 、 
即ち ある 物 に 「 存 在 せ よ 」 E 命 ぜ ら れる と 、 常 に 押 の 命令 と 計画 に 調和 する 膨 で 存在 する よう に な る 。 この 節 
で は 、 時 々 問 違 っ て 理解 きれ て いる が 。 机 が 存在 せよ と 命ぜ られ た 時 、 す ぐに 存在 する よう に な る と 必ず し もち 
味 し て いる わけ で は な い 。 ここ で 言わ れ て いる の は 、 神 が 命ぜ られ る と 何者 も その 命令 を 妨げ る こと が で き 
な いと いう 事 で ある 。 
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1 知識 を 持た ざる 者 ども は 云う 、[ ア ッ DMCA2OPIOWACYETENU 競 1 
30 りり Okg GA) 
何故 に 話し か け ぎ る か 、 ュー * 4 ご 
( 往 91) 授け ぎる か ?」 上 。 以 前 に も 6 2 る 9 が GUY 


と 同じ こと を 云え る 者 ども あり 。 役 等 の 心 ンタ 12 p の アァ be タタ タタ レン ン 
は 同じ な り 。 わ れ ら は すでに 、 確 回 た る 信 Eo か CPUKOO21 
仰 を 持つ 民 に は きま ざま な る 神 光 を 明らか 


w 


に せり 。 
殴 。 わ れ ら 6 は 液 を 、 期 報 の 伝達 者 と し て 、 ま た (EEUWAC スク | 二 Ced67 
3 ! BuWL 
区 告 者 し て 、 家 理 を 持た せ て 派遣 せ 9。 の 2 シル 
敢 に 地 才 に 筐 ちる 者 ども に つい て 、 液 に 次 の all 
任 な し 。 - 


4 ユダ ヤ 教 合 は 、 液 が 彼 等 の 宗旨 に 舗 わき る の 飼い 哲 、、 ク ンタ ン シ コッ ン ロン ッ ン ノ 
ょ | 。 PH4 

限り 、 消 中 そぎ る べし 。 キ リト 合っ の の の lekego ラ 

まり 。 到 え [アッ ラー の 敵 導 こ を が 真 の oO タル る | の 2 

の う Ob ゅ 癌 ue 9) おち を し 

導き な り ] と 。 も し 液 、 知 識 を 授け られ な 2 ン 


4 ッ 37 ? る イン 2 レッ クッ タッ シン ッ ン ンタ 2 る 

が ら 狼 な 彼 等 の 考え に 従わ ば 、 流 は テッ クタ M0O2gd に 025 2482040e23| 
ラー の 乱 り の 前 で 、 友 も 援助 者 も 持た ぎる スッ スン ン 。 と 。 コレ ンス 、a 
べし 。 りう 62 00 タ 25 いう 
は 6 タプ H 
2 われ ら か ら 経 典 を 投 け られ 、 正 し く 有 えた 征 の ンス 0 ンタ 
者 等 の 人 々 こ を 信者 な り 。( 注 92) の の の の 5 1 。 

ょ の 仙 9 ゃ デン チオ ン ン タタ クタ 
生 で ぎる 者 ども 、 彼 等 は 大 取 者 Op の dMU も MS の 2 もら の 8 
互 項 

雪 、 わ し が お 前 た も に 

。 esse 3 Mj 5 

れ た る 恩 箇 を 思い 起 せ 、 ま た 万民 の 上 に お “* あゆ の 5 

で る ポン ン 

前 た ち を 高め た る その こと を 。 @ ら oeA 和 L35 


2 何人 も 他 入 の 身 代 り に な れず 、 如 何 な る 馬 る 門人 ラン 移ら ンク アロ 
償 も 受入 れ ら れず 、 ま た どん な 執 9 成 し も oO 
無 次 で 、 護 の 陳 け 6 符 ら れ ぎ ざる その 日 を 、 re93 css 5UOe6 ち いり 
長 れ 慎 め 。 レラ ァ ン 

の Ce 


注 91 措 じ な い 者 が 「 し る し を 求め る と 言わ れる 時 は いつ で 


"も 「 し る し ] は 自分 た ち て 坦 案 し た 「 し る し ] 
か 久 の 「 し る し 」 の こと で ある 。 (21 意 6 節 、6 蘭 38 節 、13 章 28 条 


節 、20 章 表 節 、15 節 、29 章 5 節 ) 


注 92 この 言葉 は ふ ム ス サ ム に つい て 述べ て いる の で あっ て 、 ユダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 の こと で は な いで あ 
る 。 な ぜ な ら 6 グル アー ン の 長 ! な 信奉 省 は ムスリム で あっ て 、 ユ ダ ヤ や 教徒 や キリ スト 教徒 の こと で は な い 。 
彼ら は クル アー ン を 信ずる 事 を 折 否 し 、 ク ルアー ン を で っ ちあ ば げ の 作品 と し て 拒 え で いる 。 
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第 二 恋 デル ・ バ クラ 


4 と 2 7 た 際 シン 凍 
5636 衝 人 9269 胸 光 
の 。 タ ュー ン イン ェ ン ンー スレ 
おら の 506MSSIoAU 員 ら し 


ン の 


質 アプ ラ ハ ム が 主 の 命 に よっ て 試 め る れ 、 席 
し て 役 が それ を 果 し た と きのこ と を 思い 起 ノ 
せ 。 生 は 云え り 、「 わ し は 液 を 人 々 の 3 d 
らし めん ] と 。 を こ で アブ ラ ハ ム は 、「 願 わ レッ D 
こども う う ロ タン レン 4 
くば 我 が 子 独 か ら も 導 邦 を 」 上 失 上 せり 。 @Osb5l ey6 と JEy 
主 は 云え り 、「 わ も し の 事 約 は 罪人 に は 及ば 
ず 」E。 _ 
ュ っ 、 に が 亜 本 を ( 証 還 の 隼人 ウッ イン ee 名 イン クン ンカ レ シン ョ ラフ 
まだ われ 5 が 、 『 農 を (年 93) 人 類 の 集合 22 Kayoet Go CI 
の 場所 、 並 びに 安全 地域 ( 注 94) と 定め 、 ンー ン 。 る 
、 ーー 3 し 半 タ り 人] 
アプ ラ ハ ム の 立て る 処 を 礼 拓 の 場所 せよ る CO 6 の (26 タ 
と 告げ た と きのこ と を 起 い 超 せ 。 わ れ ら は レッ ンタ レン の レン レス 
2。 の 2 て S ブイ レッ 2 フー 1 2 ルト グ の 
アプ ラ ハ ム と イシ マエ ル に 命じ て 、 云 えり 、 AOP 交 の Ok 
巡 遊 する 人 々 や 、 お 筐 り に 来る PP 
誤 し に くる 人 々 の た だ め に 、 わ sel どう 5 
し の 聖典 を 掃き 清め よ 」 と 。 
W る の 時 、 ア ブラ ハム が 術 っ て 、 坪 9、「 主 ああ El.35 
よ 、 こ こ を 平安 の 地 ほ も な し 、 ア ッ ラ ー ほ 末 レン ー あの ン ン 
ュー タ H > イイ sy 2 の 2 トッ 1 の 84 の 4 
日 を 信ずる 住民 の た め に 巣 実 を 基 た 」 と 。 プア 負け 05 262 の 2 つの NO220a| 
イタ レン イン を ッッ イイ の ッ ン プイ 2 ち は 5 
の 5 256 の 
タッ ンタ クーン を ン ョ の ィ ン 
の CITE 
また だ アブラハム と ( 注 95) イシ ャ テル が 理 生 る に | 8 
上 特 り し と きのこ は を い クウ o ク be 
ュ 2 ーー へ 寺 ち cg レグ 
息 せ 。「 我 等 の 主 よ 、 我 等 より この 家 を 受け OAIEPACUTOT PE2TMICY 
給え 。 げ に 流 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知 
り 給 う 。 
注 93 カー ズバ ( 理 典 ) は 伝 われ て いる よさ う 文 、 グ クル アーン 日 体 が 詳 示 し て いる よう 
ダム に よっ て 書 て られ (3 、 あ る 期間 彼 の 子 攻 の 礼 捧 の 中 心地 で あっ た 。 それ か 6 
分 か 入 、 礼 拝 の た め に は 別々 の 中 心地 を 用 いる よう に な っ た 。 
し て 役 の 代々 礼拝 の 中 心地 と し て 残さ # 
こ に か を られ て いっ た だ 。 そ の 
j び すべ て の 国 の 礼拝 の 中 心 に きれ た 。 理 な る 令 言 者 は 、 ア ダム 以後 分 散 
本 に まとめ る た だめ に 、 結 者 と し て 違わ きれ た 。 


を 与 を て や る が 、 後 に 之 
き 沙 きん 。 そ は 悲惨 な 行 


稼 振 6 
ji の 到 米 で 、 
類 ど で 1 つの 人 半 


往 94 メッ カ の 町 で ある カー バ は 、 平 和 と 安全 の 場 で ある と 宣言 し だ 。 力 あ まる ぼろ に 崩壊 し 、 吹 
更 が 始ま っ て 押 来 は じ め て 広い 地域 が 荒れ は て た だ 。 し か し 、 メ ッ カ の 平 利 選 きれ な か っ た だ 。 他 の 
宗教 の 信仰 の 中 心地 は 、 危 険 | この ょ うな 平和 と 自由 を 手 に し は ほな か っ た だ 。 し か し 、 メ ッ カ は 保護 と 
。 外国 人 の 侵入 も な か っ た だ た 。 メッカ は 由 


呈 な る 方 の 手 の 中 に あっ た 。 


きた 。 ア ブラ ハム が その 場 の 創立 者 で ある と いう 人 も いる し 、 そ の 起 泊 は アダ ム に まで 3 
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9 主 よ ょ 、 な に と ぞ 我 等 を 液 に 眼 従 帰依 せしめ 、 
我 等 の 子孫 も 服従 帰依 する 民 た らし め よ 。 
我 等 に 祭儀 を 教え 給え 。 落 顔 を 向け 給え を 。 
げに 液 は し ば し ば 憐れみ に 転じ 、 区 悲 深く 
まし ます 。 


弄 . 主 よ 、 彼 等 の 中 か ら 一 人 の 使 征 を 典 し 、 液 の 
砂 が を 彼 等 に 読 語 し ゅ 、 経 典 と 知恵 孝 
え 、 役 等 を 光 め し め よ 。 ば げに 液 は 偉大 に し 
て 、 覧 哲 に まし ます 』。( 往 96) 

第 十 六 項 

18. を の の 心 軸 か に 非 ざ ぎれ ば 、 誰 か アブ プラ ハム の 

宗教 を 楽 つる も の ぞ 。 彼 こそ は われ ら が こ 


の 世 で 選び し 者 、 来 世に お いて も 必ず 義 し 
き 人 の 仲間 ほな る ん 。 
8. 主 が 彼 に 向っ て 「 服 従 せ よ 」 と 告げ る と 、 彼 


は 「 我 は 服従 す 、 万 物 の 主 に 」 と 答え た り 。 


ン 


る ンタ る が 
CO3 92250ooL2A25 の 2 


の 2> グン 
ン ン る 


ECONSVMNC の CTIA 
to プ ア SPIE 26 


る 移 あと オ よ コ に 2 3 
2 死語 の ろ る 8 の 2 


タン る 21 で 2 タタ 06 
うう > AI2 を 3 う の A 


タラ ンタ ン ッ ンク グ の 
@ を の AYUTCGCNI 
ラタン ン レッ ン る ラン ラン タッ ン ン 
52 らら てら の う 


久 交 は 46513eC 和 人 放 aio55 
@ の cb (2 


テア 克 て 才 


AM dg ぐ dv 


フン ライ 


@ouio 


いう 人 人 も いる 。 クル デー ン (3 章 9 節 ) 
建物 が 建て られ る 前 に 、 何 か 建物 が 存在 し て い ヵ 
解 を 到 持 し て いる 。 この節 に ある 「 基 礎 ] と い 
あっ た 朱 を 示し て いる 。 きら に 、 

さ 、 私 は あな だ の 型 な る 家 の 近 く の 荒れ だ た 


し て いる ( ブ ハ サ )。 歴史 の 記録 も 、 
業 喝 家 や イス ラム に 曽 


きれ て いた 事 を 認め て いる 。 

サ (60B. C.) は 、「 を こ は 任 民 に 特別 に 間 人 敬 き れ て いた 」 上 言い 、 

- 近 際 の 民族 が 四方 か ら 災 が っ て きだ 」 と つけ 加え て いる 。 
ン 、1935、Bookll、 第 2 巻 42 韻 、 

は メ ッ カ の 聖なる 家 の こ と に ちがい な い 、 デ プラ 


… 伝 共に よる と カー バ は 大 茸 か ら ア ラビ ア 


いか ら だ 。 


年 96 
扱っ て いる 。 即 ち 、 最 初 に 「 し る し ] 
の 進歩 の 手段 ] と いう 順 で ある 。 (詳細 は 英 販 参照 


に つい て 、 決 に 
) 
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と 信頼 で きる モハ ッ マ ド 預 言 者 の 伝承 は 、 
5*、 そ を れ は 廃 玩 に な っ て を の 跡 だ けが 残っ て いた と いう 見 
、 グ プラ ハム と イシ ュ マ エル が 建て た 
メッ カ で 子供 の り イ シュ マエ ル よ 母 と 別れ だ 時 の アプ ラ ハ ム の 祈り 、 
、 匠 が 子 ら を 定 
ブラ ハム が メッ カ の 谷 で 一 家 を か まえ る 前 に すでに 存在 し て 
カー バ の 起源 は 点 代 に きか の ぼる と いう 見 解 を 支持 し て いる 。 権 成 の ある 
ら 、 カ ー バ が 古代 か ら あ る 場所 で あり 
時 と ジャ ー ズ と し て 知ら れ て いる 地域 の 事 を ディ オ ドッ ルス 、 


名 ペー ジ 
ア 全 土 か ら 
中 か ら の 巡礼 地 に な っ て いる ] と ある 。 


アブ プラハ ム に よっ て この 地 


の 茶 礁 は すでに 
即ち 、[ 主 
せ た だ まえ (14 音 38 節 )] は 、 カ ー バ が 、 
が し て いる 。 ハ ディ ス も この 見 解 を 支持 


3 


、 大 昔 か ら 聖 な る 場 と 
シク ルス 、 シ シ 
叉 、「 堂 い 石 で 建て られ た 上 て も 古い 祭 大 
(C. MM. オー ルド ファ ー ザ ボー に よ ょ 
5 23 ペー ジ ) また 他 の 革 物 に よ 入 ば 、「 こ の 文 
の よう に 尊 英 きれ て いる 地 は 他 に 知ら れ て いな 


この 館 で は 当 芝 全体 の 主 症 の 要約 を し て いる 。 当 普 で は この 節 で 述べ られ て いる 順 座 で 種々 の 主題 を 
| に つい て 、 


それ か 6「 法 の 知恵 ]、 最 後に 「 国 家 


! み 


1 


ム は お な じ よ うに する こと を 自分 
の 子供 た ち に 命じ た り 、『 我 地 た だ 1 ちよ 、 
アッ ラー は お 前 た ちの だ ゆめ に 宗教 を 選 
び た だ たり 。 きれ ば お 前 た ち 、 帰 依 者 に な 6 ず 
し て は 死ぬ な か れ 」 と 。 す る と ヤ ュ ブ は 逐 
に 人 大 い た り 。( 注 97) 

184. お 前 た ち 、 ヤ コブ が 臨終 の 時 に 、 その 場 に 在 
5 り しか? その 時 ヤ ュ ブ は 息子 た ち に 、「 我 
が 亡き 後 、 お 前 たち は 何 を 拝む か ?] と 護 
けり 。 息子 た もち は 答 えて 、 云 えり 、「 我 等 は 
流 の 神 、 液 の 父祖 の 神 。( 注 98) ア プラ ハム 、 
イシ マエ ル 、 イ ス ア ー ク の 神 な る 唯一 の 神 
を 拝 き さん 。 我 等 は その 宰 に 絶対 販 従 す 」 と 。 

( 注 99) 

15. これ ら の こと は 過ぎ 去り し 民族 の こと な り 。 
彼 等 は 彼 等 が 稼ぎ し も の の 報い を 受け 、 お 
前 た もち はお 前 た ち が 稼 で も の の 報い を 受け 

ん 。 彼 等 の 所 業 に 対し て 、 お 前 た ち が 間 い 

信 さ れる こと な か る べし 。 

リト 
徒 ほな れ 。 然 ら ば 正しく 導 か れん | と 。 豆 

え 、「 否 、 我 等 は 常に 福 の み を 思う 、 偶 像 

澤 才 の 久 に 非 ぎ り し ア ブラ ハム の 宗教 を 替 
ず 」 と 。 

7. 液 等 去 え 、「 我 等 は アッ ラー を 信じ 、 我 等 に 


管 示 $ ぁ れ だ た も の を 信じ 、 ア ブラ ハム と イシ 


13. アブラ ハ 


AP ルン ニン ンド ュ ン レレ 
OKOUEXGfT て 1 タテ | | 


タン 2 うる っ の タン ノ で る の ヶ ぅ 
@eskes od の 69 9411 補 中 | 


2 し テア ルン アア ア フス H テン ンプ ルル ン 還 
VN]| 


3 

9 NHKCAKY07GHKVICF 

移 OO 陸 0 IM 
ペー15YCA1M の KO 入 43 
時 20209 イ 


OS 553 | 凍 5 


ノン る 


1 と 262 と 14 し < 2 し 
レイ. タン ンコ rg の 
り O の 因 の 08 全 邊 


妊 に 死 が も た だら 


注 98 イシュ マエ ル は ヤ ュ ブ の お じ で あっ た 。 し か し ここ に 出 て くる 


ら の i 先 た し て いる 。 それは アブ ( 父 ) と いう 語 が 


すべ て の 時 を 完全 に 神 に 委 乱 て すご きる なけ れ ば な ら な い 。 こ の 役 は 、 
さき で あり 、 又 
きれ る よう 


量 の 報じ を 勝ち 取る べき な の で 、 
ビ 成 きれ だ の か も 知れ な いと いう : 


ヤコブ の 子供 達 は 、 イ シュ マエ ル を 彼 
う 味 で 使わ れ た 事 を し て いじる 。 ヤ ュ コブ 


の 息子 た ち 、 即 ち 、 イ スラ エル 族 は イシ ュ マ エル を 非常 に 六 薇 し て いた 。 


注 99 我々 の 父 ヤ コブ が この 世 を 去る 時 、 彼 は 12 人 の 息子 を 召集 し て 彼ら に 、 彼 ら の 父 イ スラ エル の 言 
し て 聞く よう に と 言っ た (創世 記 49 章 2 節 )。 ので 塁 な る ち お 方 に 関し て 疑問 を 持た な いか 。 
我々 の 心 の 中 に も $ 鞍 い は な い 。 


、 我 ら の 父 イ スラ エル よ 、 開 け 、 液 の 心 の 中 に 


神 は 一 人 だ か 6 で ある 。 


で あり 、 
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彼ら は 
主 は 我ら の 父 ぜ から 
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マテ ル も イサ テー クミ ヤ ュ プ ト を の 子 衝 LC る る 押 
( 注 0) に 啓示 ふれ だ る も の を 信じ 、 モ ー 5 ラン レス ン 
で ミイ エス に 取 わ れる も の を 信じ 、 ま だす 衝 geo80GO タ 2 995 
べ て の 聞 言 者 だ ち に 神 か ら 与 た られ た る も タン タン ロー シブ ンチ ブン 
の を 信 ず 。 我 等 は それ 等 の 間 に 差別 を つけ 0 3 
ず 、 た だ ブッ ラー に 服従 伏 し 夫 る 」 と 。 レラ ッッ 

別 語 し て 、 彼 等 $ し ちゃ 前 た ち が 信 ずる 知 信 。 の bo る 220 じ J 尺 86 


じ な ば 、 彼 等 は 正しく 導 か れん 。 き れ ど る 多 名 の と る 。 ッ ョ ッ タ 作 々 
陸生 すなわち 彼 等 は 分 像 を 策 人 01 2 選 す 0 
8 る 


S・ 


し だ こと に アッ ラ 
流 を 譲る に Pe すべ て を 
て を 知り 給 う 御方 な る が 放 に 。( 注 m) 内 シッ ン ン 6 
電 。 云え 、「 我 等 は アッラー を 誰か 224Auo 51 つ タテ 1 ye っ 90 し Ax2 
あら ん 、 信 仰 の 教え を で アッ ラー に 優る 者 は 。 ンタ ME 
等 は アッラー の み を 皇 し 聞 る 」 1。 に だ ジン 
二 . 云え 、「 お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー に つい て 我 等 と の 入る? 1 レン イン タン る 
- 、 = の 2 の POICAOP ! 
論争 せん ほす る か ? 彼 は 我 等 の で あ 半 ピン ed 
ュー 、 癌 凍 の 3? デ 
り 、 且 つ お 前 た ちの 圭 に 非 ぎ る か ? 我 等 ON IA CI 
に は 我 等 の 事 あ り 、 お 前 だ た ち に は お 前 だ ち 
の 事 あ り 。 我 等 は た だ 彼 の み に 誠 を 尽く し 
泰 る 】 と 。 
内 ュー イン タン ッ ン 
中 前 た もち は 、 ア プラ バム 、 イ シマ エル 、 イ スー 88 2 29185 し 628 
アー ク 、 ヤ ュ ブ 並び に を の 5、 ユ ダ ヤ リラ タン クタ タリ レッ ンタ ン フッ シ ン 
教徒 キリスト教徒 な り し ょ 云う の か ? 55 29 MCASIS の 加 
( 注 02) 云え 、「 最 も 良く 知る 者 は 、 お 前 た る 4 ァ ィ ン ノ 5 の ンタ イッ ンタ タタ クノ 
ちか 、 双 は アッ ラー か ?」 紅 アッ ラー が 47 の 5 ジッ の POP 
ュ か が に イロ (て 5 ど る 
陸 せ る 証拠 を 有 し な が ら 、 之 を 肝 き ん と す の 二 衝 の 20K の 262e 856 
る 者 、 これ 以上 の 不届き 者 は 誰か ? アッ ク タレ 
ラー は お 前 た ちの 所 業 を 看過 せ ず 。 @6 負 3 
注 下 ここ で 了 供 達 と 言わ 和 れ て いる 語 は 、 ヤ ュ ブ の 12 人 の 子供 達 に ちな ん で 名 づけ られ た だ イスラ エル の 12 の 
族 の こと で ある 、 即 ち も 、 ル シー ベン 、 シ メオ ン 、 と レビ 、 ユ ダ 、 イ ッ サ ー カ ル 、 ゼ ブル ン 、 ヨ セ モ フ 、 ベ ンジ ャ ミン 、 
ダン 、 ナ フタ リ 、 ガ ッ ド 、 ア シェ ル ( 全 陸 記 35 意 23 節 一 26 第 、49 章 28 侵 )。 


注 串 ムスリム は ここ で 次 の よう に 直 べ て いる 。 ユ ダ や 教徒 と キリ スト 教徒 が 、 宗 教 は 世 能 の も の で は な く 如 
示 き 和 れ た 導き すい れる 事 に ある と いう 考え に 同意 する な ら 、 彼 ら の 間 に 根 本 交 な 遠い は な い 。 そ う で な け 
れ ば 、 人 彼ら は 別々 で 深い 漠 が を の 問 に ある 。 分 像 の 次 任 と この 場合 店 果 ほ と し て 起こ る 瑞 意 は ユダ ヤ 教 徒 た し キリ 
スト 教徒 に あり 、 ム スリ ム に ある の で は な い 。 


注 上 W ユダ や 教徒 し キリ スト 救 徒 は 、 隅 接 的 に 決 の よう に 言わ れ て いる 。 彼ら が 主張 する よう に 救い が 
け に も $ ぉ たら 5 きれ る も の な ら ば 、 ア ブラ ハム や その 子孫 は キリ スト 教 や ユダ ヤ 教 が まだ 存在 し な い モ ー ゼ 
計 人 氏 に 生き て いた の だ か ら 、 ど う や っ て 導 か れ だ の だ ろう 。 
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以 これ ら の こと は 骨 ぎ 示 り し 民族 の こと な り 。 (っ る イセ し (06212 ンタ フタ 
彼 等 は 彼 等 が 稼ぎ し 報い を 受け 、 前 た ち 呈 CO こと 2 
は お 前 た ち が 稼 で 報い を 受け ん 。 お 前 た ちの の 2 る 6 (2 の 人 E お 2 を に 6 
は 、 彼 等 の な せる こと に 対し て 問わ れ ぎ る 
べし 。( 注 麗 ) 
第 二 七 項 。 
地 人 々 の うち の 政 者 は 江 ね ん 、「 何 故に 彼 等 は CE ebuuEllo タ MA 提 FC39 
か つて 守れ る 礼拝 の 方 角 を 変え た る か 7 ッッ ー に タン ンタ レッ クッ の 
ほ 。 特 えよ [東西 も アッ ラー の 所 有 な り 。 2G の Ye SUS 
彼 は 御 心 の まま に 誰 で も 正しい 道 に 導き 給 ンク アーン も の の 
ぅ 」 と 。( 和 ・⑩) の と 25 oe の で 
4 か て て われ ら は 、 お 前 た ち を 立派 な 民 E な せ セル 8 牧 3 作 衝 に 必用 
「 に GU か Ss の 
り 。 そ は お 前 た ち を し て すべ て の 入 々 の 証 ば 2 9 ので ン 2 
入 と な し 、( 注 地 ) 信徒 を し て 導 だ ち の 証 9 562KOV 和 KURCY 人 1 
人 と な さん が た め な り 。 わ れ ら な 前 に 、 流 レッ ン シン ン る アン レン ション ン 。 > 
が 以前 に 守れ る と ころ の 礼拝 の 方 角 を 定め の ye (632 の! 4 し al 
た る ( 注 16) は 、 誰 が 使 生 に 従い 、 誰 が 隊 る る 2 を シラ ッ ン セア ンー ン レー の セス 
と 返す か を 知ら ん が た め な り 。 (の こ は の の 
テッ ラー に 導 か れ し 者 以外 に は 、 一 大 事 な 9 の の 人 人 ン 
で 六  l0lo6C タ 分 (eA あ OU 
り 。 さ れ ぼ アッ ラー は ぉ 前 た ちの 信仰 を 典 りな ン ンプ YOUao 
し ( せ ず 。 げ に アッ ラー は 人 間 に 対し て あ の 25 lu 08 
レン フイ ウラン リル ITO 
われ み 深 く 、 慈 里 深 くま し ます 。 


注 ~ ユダ ヤ 教 和信 と キリスト 敷 徒 は X、 彼 ら が 神 の 質 言 者 の 子 丈 で ある か ら よ た いっ て 、 そ の こと を 報い が 決め 
られ る 際 に 抽 交 き 和 る こと は な いと 警告 きれ て いる 。 役 ら は 由 分 の 十字 架 を 夷 負 う で き で ある 。 他人 の 重荷 を 
望 が わり で きる 人 は いな い の だ か ら (6 章 公 節 )。 


ラ ハ ム が 押 の 計画 を 模索 し な が ら 、 メ ッ カ の 荒涼 た る 不毛 の 谷 で 震 ハ ガー と 本 
イシ ェ ュ マ エル ほ と 共 : 旧 し て いる 。 イ シュ マエ ル が 大 きく な っ た 時 、 ア プラ ハム は イシ ュ マ エル 
の 二 け を 得 て カ ー バ を 再 下 し た 。 その間 に アラ ブ 族 の 問 か ら 僚 天 な 項 理 者 、 叩 ち 、 い つの 旧 っ て も ぅ 人 問 往 
の 導き 手 首 と な る べき 李 言 者 を 人 育 て て くれ る よう に 祈っ た 。 し か し 、 時 が 満ち 僅 大 な 項 苫 者 が 現れ た 時 、 
神 の 永遠 の 計画 は 働き 始め 、 カ ー バ は 入 類 全 信 の キ ブ ラ ( 礼 挫 の 方 向 ) に きれ だ た 。 し か し メッ カ に いる 問 、 
な る 了 は 二 い 習慣 と 神 の 命令 に 従っ て イス ラ エ ル の 預言 者 の り キ ブラ で ある エル サレ ム の 地 院 で 祈っ て い 
た 。 メ ジ ナ で も 彼 は 顔 を エル サレ ム に 向け 続け た 。 し か し 2、3 か 月 後 、 彼 は 神 の 啓示 に 命じ られ て 顔 を カー 
ズバ の 方 に 向け た 。 こ の こと は ユダ や 教徒 に 反対 きれ た 。 この 節 は 彼ら の 非難 に 対す る 答 で あり 、 キ ブラ の 方 面 
を 変え る だ め め の 命令 の 内 曽 に 光 を あて て いる 。 し か し 、 ク ルアー ン は 決し て 3 所 し い 命 令 を 与え る の で は な 
い 。 好 まし い 議 論 を 起こ すこ と で 受け 入れ られ る 下地 を 館 徐 し 始め 、 反 対 記 見 に 答 ん る 。 キ ブラ の 変化 に 関す 
る 命令 は ある 人 々 の 捕 神 を 不 に する こと が ある の で 、 こ の 節 で は 礼 捧 す る 時 に 特別 の 方 向 を 選ぶ こと は 重 
要 で は な いと いう 点 に 関し て 、 一 般 的 な 見 解 を 述べ る こと で 下地 を 卒 備 し て いる 。 真 に 重要 な 事 は 畠 へ の 従順 
の 精神 で あり 信徒 の 問 の 一 政 で ある 。「 東 も 西 も ラー の 所 有る 」 ほ いう 節 は 、 東 か 西 か の は さして 重要 
で は な い 事 を 示し て いる 。 真 の 目的 は 神 だ ご け な の だ か ら 、 特 定 の 方 河 を : は 一 致 の 精神 や つくり 出す 目的 
が 第 一 な の で ある 。 この節 は 又 、 い つか カー バ が ムスリム の 所 有 に な る こと を 告げ て いる 。 


注 陣 この 先 の 
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ii われ ら は 流 が が 、 し ば し ば を の 顔 を 天 に 向け る イシ 2 で セ 
を 見 4。 (0 で は ここ で 、 洲 が 催す る Eb SI eS の 


畠 の 方 角 ( 信 10) を 撤 に 示 き ん 。 流 の 顔 を Zi 2 67 人 
に EN やう ou の の 
了 典 に 向け ょ 。 商 た ちい ず こ に 在り と も 、 の 9 レン 
る る プロ 12 る > ヤン スタ ッ ン ン 
その 方 和 に 顔 を 向け よ 。 経 典 を 拉 け られ た 57 は 53 ろう 2 [っ 3 2 
る 人 々 な ら 、 こ れ 主 より の 真理 な る こと を メッ コッ ッッ ンー 
知る 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 所 業 を 看過 せ ず 。 生け cu2GI4516 21 


eoSE 語 5 


ッ タ イッ ン し | 4 る 2 ンタ 、 人 る 
ー 


注 坊 ムスリム は ここ で それぞれ の 時 代 に 生き る 人 は 、 次 の 世代 の 人 々 を 保護 し 守ら な けれ ば いけ な いと 言わ 
れ て いる 。 最良 の 民族 で ある た め に 、 彼 ら に 期待 せれ て いる 生活 水準 か 6 和 次 ちな いよ うに 殖 戒 する 資 


任 が あり 、 決 の 世代 の 人 々 が 聖なる 概 言 者 の 高 癌 な 従う よう に 
する 次 任 が ある 。 こ の よう に 、 な る 預言 者 は 彼 に 直接 従 5 で な けれ ば な ら 6 ず 、 所 代 か ら 世代 へ 
と それ は 続い て いく べき な の だ 。 命 ぜ で られ だ よう に 、 ム スム リ は 人 類 の 指導 者 に な る べき で あり 、 彼 ら 6 の す ば 
らし き 行 い に よ っ て 神 の 特別 な 恩恵 の 者 ほな る べき で ある 。 こ の よう に し て 他 の 入 々 も ぅ 真 の 宗教 に 従っ て 
いる と いう な ら ぎ る を 得 な く な る の で ある 。 こ の よう に し 臣 ら (ムスリム) は 、 他 の 人 々 に 対し て 


イス ラム が 英 容 で ある と いう 証人 に な る の で ある 。 それ は 聖なる 項 言 者 が 彼ら に 対し て 真実 の 証人 で あっ た の 
と 同じ 事 で ある 。 


注 則 この 節 の 言 る 玉 言 者 が 神 の 命令 に よっ て エル サレ ム の 寺院 を 彼 の キ プ ブラ に 選ん だ : 
し か し 、 そ れ は -- 星 し の ぎの キ プ ラ で あっ て 、 水 久 に 人 類 の キ プ ブラ に な る の は カー バ で ある と 神 は 詩 : 
る 。 


注 間 ケラ ブ 族 は メッ カ に ある 古代 の 祈り の 家 カ ー バ に 多く の 攻撃 を 加え られ た 。 カー バ は アプ ラ ハ ム の 時 代 
に まで きか 戻る 国立 寺院 で あっ た 。 それ 故に 、 イ スラ スム の 非常 に 初期 の 段階 か な ら 、 典 ( ブ ハ リ ) に 出 て くる 
民族 の キ ブ プラ で ある エル サレ ム の 寺院 に 味方 し て 、 カ ー バ を 捨て る よう われ だ た の は 、 藻 隔 な 試練 で あっ た 。 
を し て 後に 、 メ ジ ナ で エル サレ ム の 寺院 か ら カ ー バ へ と キ ブ ラ を 変え た こと は ユダ ヤ 教 徒 に と っ て キリ スト 
教 侍 に と っ て も 大 練 と な っ だ た 。 こ の よう に 、 こ の 変化 が 「 経 典 の 民 」 と ムスリム の 両方 に 又 、 メ ッ カ の 
偽 像 水 拝 者 に と っ て も 試練 と な っ た 。 


注 坦 メッ カ に いる 間 に 、 神 の 命令 に よっ て 型 な る 聞 言 者 は エル サレ ム の 寺院 の 方 へ 祈り の 際 放 を 向け た 。 し 
か し 心 の 底 か ら 、 カ ー バ を 自分 の キ プ ラ に し た いと 記 ん だ 、 し か も 彼 は ある 種 の 直 析 で は 彼 の 望み が か な 
えら れる で あろ うと 旭 い 、 彼 は エル サレ ム の 聖なる 寺院 と 彼 の 前 に ある カー バ の 両方 を 保つ こと の で きる 場所 
を 礼拝 の 地 に 選ん で いた 。 し か し 、 彼 が メジ ナ に 移住 し た た き 、 町 の 位置 を 考え て エル サレ ム の 寺院 の 方 に だ 
け 顔 を 向け た 。 キ ブラ の 変化 に 伴っ て 彼 の 内 的 欠 求 は 強く な っ た 。 神 の 命令 に 服従 し て 彼 は 実際 に は を の 変化 
の た め に 祈 ら な か っ だ が 、 を その だ た め の 天 か ら の 命令 を 熱心 に 待ち 望ん で いた 。 


注 0 この 語 は 、 普 遂 の 状況 で は 、 ム スリ ム は 祈り を 唱え る 時 に カー バ に 顔 を 向け る が 、 し か し 方 向 が 一 番 重 
要 な わけ で は な いこ と を 意味 し て いる 。 こ こ で の 、 方 向 の 変化 は ムスリム の 見 弟 た ちの 間 の 一 政 と 回 一 性 を 保 
つた だめ に も だ らき る れ た 。 
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1]. 


だ と もい 流 が 経典 を 授 け られ だ た る 人 人 々 に 一 切 
の 神 兆 を 示す と も 、 彼 等 は 決し て 液 の 礼拝 
の 方 角 に 従わ bD ざ せる べし 。 ま た 液 5 彼 等 の 礼 
捧 の カ 角 に は 従わ ず 。 彼 等 は 仲間 うち で す 
ら 他 人 の 礼拝 の 方 角 に は 従わ ぎる な り 。 液 


アッ の 


アイ 人 才 の 所 2 タッ タレ る ン 
3 の あの 
YA で 0 本 じ 


Ca 前 | 2 ッ ン グン 


2 


ン ン 2 4 や s 


知識 を 授け られ な が ら 、 も し 彼 等 の 欲す る ! クン ョ 
と ころ に 従わ ば 、 必 湊 は 久 人 の 仲間 た る 6382520g8E ミ 
さ し 。 
地 . われ ら が 経 和 を 授け し あの 者 ども は 、 自 分 3 PR 和 導 の 
たち の 息子 だ ちの 顔 を 認め る 如く 、 こ の 事 ら め ASA 
を 示 認 す 。 さ れ を 彼 等 の 一 剖 の 者 は 、 未知 る Agee 和 の 5 記 3 | 
に ・ 
し つつ 商 理 を す 。 0 2 ゆら RY 
』 
、 真理 は 湊 の 主 よ り 出 で た る も の な れ ば 、 疑 @9 の 98%%。 5 1 
到 者 の 仲間 と な る な か れ 。 ^ 
第 十 入 基 
10 人 に は それ ぞ 自 分 の 目標 あり 。 ( 注 10) 互 4IIYCOIM て て 4655 
に 巻 行 を 競い 合え 。 何 処 に 在 ろ うと も 、 ア ッ レレ ンー ン 。 用 る を を 
ター は いずれ お お 前 た ち を こと ご と く 吾 集 す タン 18 は える 0 9 全う 3 
べし 。 げ に アッ ラー は 人 金 能 に まし ます 。 ちの 
- 5 も 3 
中 流 い ず か た より 前 で 来る と も 、 液 の 頁 を 容 ゅ タ - つ ES ro の 2 
届 に 向け ょ 。 こ は 主 の 降 せ し 真理 な り 。 テッ レ ョ ン ョ ン 
ー は 前 た ちの 所 業 を 看過 せ ず 。 ( 注 J 記 hn) の 人 CI 
イン ンマ ク 
@ 68Ge 
i。 流 い ず か た より 出 で 来 る も も 、 流 の 顔 を 避 イン ン 
の て コ 
彼 に 向け よ 。 ( 注 2) また お 前 た ち 何 処 に 在 の eo ンー > の 
ろう と 6 、 顔 を を こ に 向け よ 。$ す れ ば 人 々 2 る 2 2 人 じ さ 4 
注 10 この 節 は 、 短 い 言葉 の 中 に 成功 する 人 生 の 要 来 を 合え ん で いる 。 誰 で も 最初 に 明 共 な ゴー ル を 自分 の だ め 


に 定め る べき で ある 。 
る せ 、 健 全 な 競 符 の 精神 で 他 の ムスリム 
いた 時 、 立 ち 上 が ら せ レ ー ス を 続け きせ る よう に 助け る べき で ある 。 
は 「 役 が 支配 する よう に る せ て いる ふも の] 即ち 、 人 が 最初 に 日 的 を 立て 、 
と する 


注 四 
アー ン の 17 章 81 第 、28 章 86 節 に も 預言 され て い 


それ か ら 6、 細 心 の : 


と 衝 v 


こと で ある 。 


この 文 は メッ カ は いずれ ムスリム の 半 に 陥る と いう 意味 で ある 。 
る 。 中 命 記 33 音 2 節 に 含ま れ て いる 頂 言 は 、 避 な る 預言 者 


ト っ て その た め に 献 心 し 、 全 神経 を それ を 保持 する た め に 上 緊 張 
、 彼 ら よ ょ り 勝 と うと 勢 ゆる 


ば か り で な く 、 自 分 の 仲間 が つま ず 
ここ で 目標 と いう 語 の も う ひ と つの 意味 
それ か ら そ れ を 入 生 に お ける 抑制 力 


ムスリム に よる メッ カ の 征服 は クル 


が 1 万 人 の ムスリム の 頭 と し て メッ カ に 入っ た し きま 成就 され た 。 
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は お 前 た ち に 友 対 する 論拠 を 有 す ま い 、( 注 41421g* う を (904 の 


18) 不義 な す 従 距 は 別 と し て 一 彼 等 を 麗 ツ 2 
ず 、 わ し を 就 れ よー を は お 前 た ちの 上 に ゎ 9299085E2 AS% ら も 
し の 愛 願 を 全う せん が た め な り 。 前 し て な と ング 

ュー - 際 、 アッ タン タン イン ル レン ン ルン 
前 た ち を 正 し ( 姓 か ん が た め な り 。( 注 1D @o0565 SE 


すなわち われ ら は 、 お 膨 た ちの 中 か ら 一 人 し コン の シン を: レレ 。 
の 人 矯 徒 を 進 わ し 、 お 前 た ち に 我 が 神 兆 を 読 に A う め CI 


萌 し 、 お 前 たち を 朱 め 、 前 た ち に 経典 2 5 2 の 2 


聖 知 と を 教え 、 お 前 た ち が 知ら ざり し こと 


を 教え し も 。 6 MK 
8. 政 に わし を 忘れ る な 、 き すれ ば わし も 前 と 科 2 

た ち を 忘れ まい 。 わ し に 感 許せ ま 。 わ し の @ ゅ 2 の 58286 

思 を 忘れ まい を 。( 注 


第 十 九 項 


る 


守 


る 全 ンタ る 54 旨 る [2 ク る 
当たら よ 、 る 本 と 礼 涯 に よっ て 委 8 須 30U 店 放 8 


ク 


を 求め ょ 。 げに アッ ラー は 忍耐 強 き 人 々 と @ 
儲 に あり 。( 注 1 の 
注 lH2 ムスリム は 征服 し た メッ カ の 宇高 の 目的 を 決し て 見 失わ な いよ うに 言い つけ られ た 。 


注 18 「 人 々 は 液 に 対し て 異同 
スラ ム の 弊 か ら 型 な る 聞 言 


座 を 持た ない だ ろう 」 と いう 文 は 、 ム スリ ム が メ ッ カ を 年 肥 し る こ な っ た だら 6、 イ 
" ラ ハ ム の 祈り を 成就 で き な か っ た と いう 反 ぁ きた だ ろ 


2 こと を 記 味 し て いる (2 意 丘 包 、 それ 故に 、 的 求 き れ た 頂 言 者 と 王 切 する こと は 出 米 な か っ た 。 
し か も 、 ム スリ ム が 白 り の 時 に る よう に 命ぜ られ た 寺院 は 、 弄 教徒 の メッ カ 人 に 支配 きせ て いて 、 偶 
像 で - - 稼 で あっ た 。 介 像 が カー バ に 残っ て いた だ た め 、 ム スリ サム は それ ら 難 さ る れ だ た 。 し か し 、 


し 振 す る こと を 
貴一 の 近 を 礼 導 する た ゅ に 控 げ られ た 弄 な る 家 か ら 但 像 を すっ か り 無 くし た た め 暴 議 $ な く な っ た の で あっ 
だ た 。 キ プラ ヒ し て エル サレ ム の 寺院 を カー バ に 取り か える と いう 命令 は メッ カ の 征服 に 関す る 命令 に よっ て 当 
な し 遂げ 6 れ た 。 

4 メッ カ を 征服 する 事 で 、 神 の へ ムスリム へ の 思 恵 は 完全 に な る だ ろう 、 そ の 事 が 、 す べ て の アラ ブ 人 の 服 
徒 と 何 手 人 も の 入 が イス ラム の 信仰 に 入信 する な る の だ か ら 。 滞 果 は 十分 に 上 記 の 預言 を 成就 し て いる 。 
な ぜ な ら 、 メ ッ カ の 征服 の すぐ 後に 何 千 人 も の アラ ブ 人 の 改宗 が あっ た か ら で あ る 。 メッ カ の 征 須 に 続い て 、 
アラ ブ 人 が イス ラム の 教え に 役 到 し た の は 、 ア ラブ 人 は どん な 再 典 に も 従わ な か っ た が 、 メ ッ カ は に せ の 預言 
者 の 弟子 に は 征服 きれ な いと いう アブラハム の 畠 言 や 、 メ ッ カ 征 須 を 試み る 者 は 破滅 する だ ろう と いう 預言 は 
知っ て いた か ら で あ る 。 彼ら は すばらし い 預 言 の 成 続 を 、 ア ビシ ニア 人 の 侵 中 者 、 ア プラ ハム や 強力 な 宣 隊 の 
尊 上 貢 な 破 減 の うち に 上 た 。 

注 H5 人 人 間 の 側 か ら の 神 を 「 忌 れ な い ] と は 、 愛 と 献 心 を 持っ て 神 を 想い 、 神 の 命令 を 遂行 する 事 、 神 の 思 忠 
を 心 に 留め る 事 、 神 を 圭 美 し 祈り を 捧げ る こと で ある 。 神 の 側 か ら の 人 人 間 を 「 忘 れ な い 」 と は 、 神 が 人 間 を 近 
くに 引き 寄せ る 事 、 恩 恵 を 人 に 与え 、 人 間 が 深 据 に な る よう に 物 を 与え "ある 。 

注 H6 この 節 は 、 成 功 の 秘訣 を 述べ て いる 。 ム スリ ム は 、 考 抱 強 く 努力 を 続け な けれ ば な ら な い 。 日 交 を 達成 
する た め の 替 力 を お こ た ら ず 、 決 し て 落胆 せ ず 、 同 害 な も の を 遠ざけ 、 状 いち ゃ の に の み 、 従 っ て いか ね 
ば な ら な い 。 神 だ けが すべ て の 若 の 源 で ある か ら で あ る 。「 忍 面 ]《 す ブル ) と いう 語 は 、「 礼 捧 (サラ ー ト ) 
と いう 語 を 進め た もの で ある 。 それ は 叶 々 軽 べ つき れ 、 無 視 さ れる 神 の 法 を 遵守 する 事 の 痢 き を 中 調 する た 
めで ある 。 祈り は 、 神 に よっ て 定め られ た 控 に 従う 時 に の み 、 神 に きき と どけ られ る 。 


ー42 一 


as 


第 一 意 デル ・ バ タラ 


. まだ アッ ラー の 道 の た め に 殺 る れ た る 者 ああ 地 呈 フン 
の W 
を 、 役 等 は 死 せ り 、 と 云う な か れ 。 否 、 彼 必 8 か 
箋 は 生 ゝ > ナ ザ お 前 た 2 る る の 
等 は 生き て いる 。 だ だ お 前 た ち は そ れ を 理 * 3% く 半 


解 し 得 ざ る な り 。 

庫 われ ら は お 前 た ち を 、 恐 休 や 名 僚 で 、 ま た 4 が くれ の の 
財産 や 生命 注 び に 諾 作物 の 取 穫 の 摂 失 に oo (の CA 
よっ て 試 め る ん 。 き れ ど 耐え 忍ぶ 者 に は 、 RCC 人 1 信 | の 1 
胸 報 を 伝え よ 。 

57 炎 難 に 導い て 、「 げ に 我 等 は ア ッ ラ ー の 所 有 多謝 HG 人 4 あの の 1 人 


な り 。 語 し て 我 等 は いずれ アッ ラー の 御 誕 ^ 

へ 帰り 行 て 者 な り 」 と 評 う 者 。( 注 ) 。 @6 計 う 各 
史 か く の 吉 き 者 の 上 に こ を 詩 の 視 福 と 癌 2c222 3 62 る っ 和 EeM 

陸 。 役 等 こ を は 正 し 《 導 か れ て いる 者 な プラ ラン ッ の と 

5。 oOPWLZM( を て つ 


9 . サ ファー と マル ワ は ( 注 下 ) アッ ラー の 聖 タン を き 。 キン ター る クラン セラ ィ ン ン る 
1 D 衣 2 人 2 る 1 5 
中 の うち な り 。 夏 に 聖典 に 錠 礼 する 者 や 、 を と 35 し E362522KSI3) 


避 地 語り を する 人 々 が 両 を 周遊 する も 固 て 38 と H2(66(c れ | Gel 
な し 自ら 進ん で 療 行 を な さん と する 者 に 


る で っ フン ン ン 
、 げ に アッ ラー は を 認 ら 、 独 計 者 な 5。 る 230086y 放 EE 人 5 35 


MW。 われ ら は きま ざま な る 和光 や 守 導 を 隆 し 、 oo の 介 る 
OAICTOFANWYGAUIPK 

を 経典 の 中 で 人 々 に 肌 なら し め だ に も 2 レー ショ ン 1 り 
か か わら ず 、 を 包み 尻 す 者 ども 、(1) 避 員 哨 ん EUCOYIV 人 TL の 


ダウ (アビ 2 て の は 5 
彼 等 は アッ ラー の 呪い に 遣い 、 呪 中 者 の 呪 の ナナ アン 
いも 受け る べし 。 @⑥ の ゅ ULS6o う 


注 7 初 は 我々 の 持ち 物 す べ て の 、 我 々 自生 を も 合 め た 玉 で ある 。 神 の 無限 の 知恵 を も っ て 、 神 が 我々 か ら す 

べ で て を 取り 上 げ る 事 が 正しい と 考え られ れ ば 、 我 々 に は を の こと に 不平 や た ゆめ らい を 示す 根拠 は な い 。 それ 政 、 

我々 に ふり か か る どの 不 宝 に も 我々 は 、 落 肥 し な いで 、 人 人 生 に お お いて も っ と い を 香る た ゆめ に 、 よ り 多 く 

人 トド この 節 に ふく まれ る 信条 は 、 昌 に 唱 光 で 決ま り 文句 を 唱え る 事 で は な 
、 忠 い 二 言 : 敵 時 の 明 人 3 


注 18 「 サ ファ ー』」 と 「 マ ル ワ ] は メ ッ あ に ある カー の 近く に ある 二 つ の 丘 の 名 前 で ある 。 サ ファ ー の 方 が 
カー バ に 近い 。 こ の 二 つ の 丘 は ハ ガ ル の 巡 耐 と 神 へ の 持 別 な 志 を 記念 し て 、 又 、 一 方 で は 神 の 彼女 
と 息子 イ シュ マエ ル に 和 対 し て の 特 光 る する と な っ て いる 。 これら の 丘 を おとずれ る と 、 錠 礼 者 は 
神 の 愛 、 神 へ の 忠誠 心 、 心 打 た れる 。 


注 19 この 文 は 、 型 な る 要 言 者 に 関し て 自分 た ちの 聖書 に 出 て くる 頂 言 を 隠し た ユダ ヤ 教 徒 に 言わ 所 て いる 。 
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二 将 アル ・ バ クラ 


Ni 介し 、 必 本 し て を の 身 を 修め 、 黄 理 を 明言 ラル ン m 和 ンタ みる る 
する 者 は 別 な り 。 わ し は 6 きん 。 ゎ の お 


し は た び た び 許す 者 、 衣 悲 深い 者 な 9 。 596fseaAi 


説 、 不 信心 者 で 、 不 信心 者 の まま 死ぬ る 者 、 彼 @3 ク 2 CB で 1 
等 の 上 に は アッ ラー と 天使 万 民 の 呪い が っ DL 25 う 5 人 部 る 


ァ 4 
か か る べし 。 @Co31 53 dk 


タッ タン うる っ 、 
B、 彼 等 は 呪い の 中 に 取り 残さ れん 。 刑 前 は 軽 9 の OJA を SE GIOS の 


"ププ 


っ の 


減 き れず 、 ま た 猫 子 も 与え を られ ざる で し 。 


上 L お 普 た ちの 神 は 唯一 な る 神 な り 。 彼 の 外 に CPK 
な く 、 伝 は 仁 基 基 、 意 赤 者 な り 。 GE の ooe リ 4 we 
し 各 ー 頂 

人 5 天地 の 創造 、 恒 夜 の 交替 、 人 々 に 利益 を も 
た ら す 荷 を 層 び て 海原 を 渡る 船 、 ま た アッ 
ラー が 空 か ら 水 を 隆 し 死 せ る 大 地 を 生き 返 
ら せ 、 そ こ に あら ゆる 種類 の 動物 を まき 散 
ら す その 員 、 必 向 き の 変化 、 天 地 の 間 に 挫 
佳 す る 富 、 これ 等 は 皆 思 護 あ る 人 々 へ の 
神 光 な 9。( 生 吉 ) 


166. し か る に 人 々 の 中 に は 、 ア ッ ラ ー 以外 に 江 
拝 の 対象 を 持ち も 、 ア ッ ラ ー を 愛す る 如 〈 之 
を 愛す る 者 ども あり 。 さ る れ ど 信者 の アッ 
ラー に 対す る 愛 は 、 彼 等 より は る か に 強し 。 


注 現 すべ て の 罪 は 信仰 の 前 きか ら 出 る の で 、 こ の 節 は 神 の 唯一 性 に 言及 し て いる 。 も し 信 々 が 神 が 唯 一 で あ 
る こと を 岡 く 信じ て 、 に せ の 軍 々 を 作り 出し だ たり し な けれ ば 、 決 し て 正しい 道 を ふみ は ず す 理 は な い だ ろ うと 
表 叫 し て いる 。 


注 四 クル アーン は 呈 宙 を 全体 と し て その 主題 を 征 只 する あか し と し て いる 。 個々 に と ら え られ た 場合 に は 、 
ちか し と は な ら な い 。 地球 の は じ ま り は 偶然 に 原子 が 集合 し た と 言え を る か も し れ な い 。 
※ も を その他 の ち の の 起 泊 ぅ 同様 の 理由 か $ し れ な ・ し か し 、 の 統合 体 と し て の 宇宙 、 
し て 秩序 を 与え る づけ る こと の で きる 人 
は いな い 。 - み な ぎる 完全 な 調和 と 全 、 全 治 全能 の 唯 - - の 覧 明 な 存 作 に よっ て 市 造れ 
統制 され て いる 市 を 力強く 指摘 し て いる 。 し か も 、]] 然 現象 の 研究 を 特別 に 強調 する こと で 、 不 信 の 徒 の 注意 
は X、 環 な る 預言 者 に 反し た 計画 に 成功 する な いと いう 引き 出 き れる 。 全 宇宙 は 神 に よっ て 制 
御 き れ 、 神 の お : ス 、 神 の 下る た 現す る よう 働い て いる 。 
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( 注 9 調 し て これ ら 罪 人 人 が や が て 天 割 を POGWI 93 の We295 旨 
日 の 当たり に 見 る 時 、 四 い 知る べし 、 す べ ^ 


イイ タッ ス 2 と て る (フッ ン る ン の 20 で っ 
て の 力 が アッ ラー に 届 し 、 ア ッ ラ ー の 罪 が  ⑲elupga20 の 1 ゆ IM 錠 1 


いか に 激烈 仮 僅 な き ぁ の か を 。 
F、 追随 じ 3 は ん ] る , 

17. を の 時 到 ら ば 、 拓 和 才 を 有する 者 は その III lO2BA21OO0 9 3 
追随 者 と の 関係 を 否認 し 、 彼 等 は 犬 賠 を 目 テレ ラン シ ッ ラン フン 
璧 し 、 彼 等 を 周 さ る 絆 は 寸断 せら る べし 。 の の あめ ら 28 人 お 

( 注 認 ) 

1 彼 等 追随 者 F も は 云わ ん 、「 も し 我 等 が 今 一 sg? CO334I1 
度 戻れ る な ら 、 彼 等 が 我 等 と の 関係 を 否認 し 
し た 如く 、 我 等 も 抽 と の 内 作 を 否認 せん ] の ン 2 14 の 8 喘 、 UL223 6 
と 。 か く の 如 てく 、 ー は 彼 等 に を の な ぞ 内 


を の の 2 1。 タタ エン ンク う トブ 
せる こ し を 胃 天 し 暫 6 う 。 され は 等 は 業火 の る 6 じ 5 邊 
より 逃れ 得 ざ る べし 。 


第 二 十 一 頃 
1 流 等 人 々 よ 、 大 地 に ある 合法 に し て 佳 き 物 も 1 人 2LI1VH 
を 食 せ よ 。( 注 M20 悪 腐 の 足跡 に 従う な か * 
の ? の ノン よ PE クッ タ 人 の 
れ 、 彼 は 前 た ち に 公然 と 仙 な す 導 に 。 @OL Oc FI 5 


IO 和 詩 は た だ な 、 事 と 内 行 ち 前 た ち に 租 め 、 2 提 守 EE パ 多 の 
NIC 6G 
お 前 だ ち が ラー に つい て 知ら ぎる こと う タ の 
レン 


を 云わ し め る 。 @o3M じ 絢 
四 彼 等 に 向っ て 、「 ア ッ ラ ー が 陸 せ し も の と 従 っ 疾 作 2 MI 人 る | 2 
ロ ンス ルリ た 
え 」 と 云う は 、 役 等 は 云う 、「 谷 、 我 等 は 父 yoPI AI のり 


愛 を 強調 し て きた 宗教 は 他 に な い 。 構 
し て いる と いわ れ だ 。 クル アーン で 、 
な 神 の 思 恵 が 、 く 


れ を うえ つけ る よう : 


注 上 2 神 の 愛 は すべ て の 宗教 陰 教 え の 万 芝 で ある が 、 イ スラ ム は ほど 神 の 
し て いた だ の で 異教 徒 の アラ ブ 人 か ら 神 に 
恵 に 対す る 人 間 の 魂 の 抗 し が た い 愛 や あこ が 
9 返し 速 べら れる 最も 大 切な 主題 で ある 。 


この 節 で は 、 指 導 者 に 盲 日 的 に 従い 、 道 を 踏み は ず し 、 神 の 伝 壮 師 を し り ぞ ける 人 々 に きび し い 殖 告 を 


司 を て いる 。 


て いる 。 こ の 人 節 か ら 、 約 東 き れ た 聞 言 者 の 仕事 、 旭 ち 、 律 法 と を の 根底 に ある 知 

える 事 、 に 関す る ア ハム の 祈り の 第 二 部 の 議論 に 入る 。 白 り 、 有 断食 、 巡 礼 、 ず カー ト に 関す る 儀式 
が 与え られ 、 又 、 社 会 的 な 事 岳 に 関係 する 法律 もち サ ぇ られ た 。 食物 は 人 間 の 性 格 を 形成 する 上 - で 非常 に 重要 な 
の で 、 食 物 に 関す る 規則 が 最初 に 述べ られ て いる 。 イ スラ ム 孝 で は 、 す べ て の 食物 は 、(1) ハ ラー ル (法律 で 放 
可 る れ て いる も の ) か つ ⑫) タ イヤ ブ (お いし く 、 純 粋 で 、 栄 養 が あっ て 、 健 康 に よい も の ) で ある で きだ 上 き 
れ て いる 。(1) で 認め られ て いて も 場合 に よっ て 、 そ の 人 の 健康 に ふるわ し く な いも の な ど は 、②⑫ に より 禁じ ら 
れる 。 


行 は 真 の 信仰 を 
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祖 の な せる 慣例 に 従う] と 。 な ん と な ! 彼 みれ ワン 69? EraECC 衣 ネン 


2 
等 の 先 拓 は 全て 無知 蒙 味 に し て 、 導 か れ ぎ っ 26lo 


り し に 非 ず か ? ( 注 め ) 午 寺 の NG 
12. 不信 心 者 ども うれ ば 、 喚 声 と 叫 声 の 外 シレ て ッ ン ク 匂っ セン 
に 何 も 聴き 得 ぎ る 者 に 移っ て 時 者 の 吉 26 
等 宮 2 1 タス ダッ クタ の 。 の ンジ ンタ る 
5 ププ し の 
等 は 惜 円 
イッ 
6 時 
18. 流 等 信徒 た ちよ 、 わ れ ら が お 前 た ち に 脱 え じゃ の 
ッ 党 1 1 
物 を 食い 、 ( 注 0) 蛋 し て アッ ラー に 了 の 0 
、 ー ン ッ CT 4 ゃ タタ ジッ 
と 捧げ よ 、 も し お 前 た ち が ア ッ ラ ー を @ の OO 5 5 55 


る な ら 5。 

14. アッ 症 た も に 禁 ぜ し 食物 は 、 死 肉 、 チル の セン に し る 
血 、 膝 肉 、( 注 7) アッ ラー 以外 の 名 が 唱え る タン 
られ た る も の の みな り 。 されど 必要 に せま 。 3852 の っ 3 
られ 、 散 意 に 違反 せ ず 、 限 度 を 越え ざる 場 の イン イン 
合 は 罪 に 非 ず 。 ( 注 9) げに アッ ラー は 寛大 ofY1C ル ロタ 


こし て 、 慈 悲 深 (まし ます 。 


邊 協 衣 半 の 生命 に よ と て 5 深い 人 の ある = 関し て 、 入 が 年 長者 に 日 的 に 従う の は 奇妙 で は ある 。 
ヽ て ほ 、 蛋 大 な 事柄 と みな し て 、 他 人 に 主 目 的 に 従わ ず と も 、 自 分 で 人 道 を 
ぶ の に 、 本 当 は も っ と 大 切 で 末 抽 的 を 索 教 に つい て 、 自 分 で 道 を 選ば ず 、 年 長者 に 目 的 に 従う と いう の は 残 
人 金 な こと で ある 。 


注 18 「 佳 き 物 を 食い ] と いう の は 注 14 に ある よう に 、「 法 律 で 許 き れ 」 か つ [敬い ゃ の で 、 栄 養 の ある も の 
を 食 せ よ ] よい うこ と で ある 。 ム スリ サム は 、 ど の よう な 形 で あれ 、 た と え 法 律 で 許可 きれ て いて も る 、 身 体 的 、 
精神 的 、 仁 的 な 健康 を 害する も の を 食べ る 事 は 許さ きれ て いな い 事 を 示し て いる 。 


注 哲 この 不潔 な 動物 の まる に この 名 前 は 、 を の 肉 を 食す る 事 を 侍 ず る 事 を は の めか し て いる 。 こ の 語 は アラ 
ビア 語 で ヒン ズ と アラ の 結合 で ある 。 最 初 の 部 分 は 「 大 変 不 源 な 」 の "あり 、 光 の 部 分 は 「 私 は 見 る ] の 
意味 で ある 。 即ち 、[ 私 は を か 大 案 て ある が 分 か る 」 の 意味 に な る 。 ヒ ン デ イー 語 で は 、 こ の 動物 は スー 
デル と いう 名 で 知ら れ て いる れ は ア 語 の ヒモ ンダ ィ ー ル 即ち 、「 了 私 は それ が 大 変 不潔 で ある 事 が 分 か 
る 」 と 全く 同 東 で ある 。 凍 ま 4 "は 、 こ の 動物 は バッ ド (悪い $ の ) と し て 知ら れ て いる 、 即 ち 、 
も と の アラ ビア 語 の 翻訳 と 思わ れる 「 悪 い ] と か 「 不 源 な 」 の 意味 で ある 。 


注 的 この 節 で 非 合 法 的 で ある と 官 言 きれ て いる も の の うち で 、 死 ん だ 動物 の 岬 や 向 を 食べ る と いう 事 は 胃 ら 
か に 有害 で あっ て 、 多 く の 権 威 者 や 医学 者 に よっ て その よぅ 【 。 ブタ 肉 は 、 人 問 の 肉体 的 な 健 
康 に も 有害 で ある と 証明 きれ た 。 プ タ は 汚物 を 食べ 、 不 潔 な 場所 に 住む *。 ブタ は 下品 な 習慣 を 持ち 、 
性 倒 鯉 よい う 牛 悪 な 特徴 や 持っ て いる 。 回 虫 、 腺 病 、 癒 、 施 世 了 虫 が 、 ブ タ 内 を 食べ る 民族 に より 多 ( 発 生 し て 
いる 事 は 知ら れ て いる 。 ブタ 内 を 食べ る と 施 毛 虫 病 の 原因 に も な る 
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第 一 音 デル ・ バ クラ 
1 アッ ラー が 降 せ し 経典 を 明 し 、 之 を 安値 で Ao22 Go1 
完 り 飛ば す 者 と も 、 彼 等 は 用 中 を 由 え 組 る ag シン スシ と と 4。 ン 明 
で 貫 た だす 。 (0) 生日 、 ア ッ ラー は は oeC6CS oo が 5 
彼 等 に 語 し か けず 、 ま た 浄 め ざる べし 。 面 。 学 と % ッ ン 1 イン と 
凍 * 彼 等 に あり 。 人 りう eg 和 引 2 ゅ 人 01460 の 9 DEIDI 
ッ タ イン 
@ を 2 82 
II gu 3 し 8 が 向 2402K 
に ける 彼 等 の 半 提 は 、 邊 何 に 著 だ し いこ 6JEU ポ ラッ YWP 
ほか! くだ ン ン 
(4 され ば こ を アッ ラー は 真理 を 以 て 経 財 を 陸 敵 沿 の 委 85 eb 
し 給え り 。 こ の 経典 に つい て 異論 を 唱 う る 遇 き っ 2 
者 ども は 、 逢 か に 遮 く 離 れ 去 り た る 者 な り 。 2 (2 の gg 
第 二 十 二 項 っ 44 ラン っ ン て 2 レッ て 
6 正義 と は 、 ぉ 前 た ちの 顔 を 東 に 向け 、 ま た 村 M >105 の の 
西向 けた りす る こと に 非 ず 。 真 の 正 休部 の の 95 
は 、 ア ッ ラ ー と 来 日 と 諸 天 使 と 経典 と 預言 タレ を 。 レン ン 
者 た ち を 信じ 、 ア ッ ラ ー を 愛す る が 故に 自 の お 
分 の 金 を 、 箱 族 、 折 児 、 貸 者 、 旅 店 に ある 、。Z フッ ンク スン ルイン 1 
者 、 物 と い 、 六 びに 和志 を 應 うた め に 癌 し 、 eo AO の 
礼拝 を 信 守 し 、 富 捨 を 惜しま ね 者 を 云い 、 1 の は レ 6 谷 る の ン 
き lt っ 中 3.5 NE 
また 約束 を 結べ ば 之 を 必ず 敢行 し 、 還 符 、 っ 0 ク プ の 6 
* 内 っ タッ 5 ング 1 
目 難 に 耐え 乱 ぶ 者 に し て 、 戦 い の 時 は 毅 多 250 を 6 652 で 5 | 
た る 者 を 云う 。 か く の 吉 き 人 々 こ を 誠実 な タッ ュ ン スン ョ ッ 。 
者 、 神 を 長 れ る 者 な り 。( 注 の NE 人 PIE きのう 2 
っ クタ る タタ の か タン ちっ タン ン 
7O0541PCYOMRYE 1 
注 1 この 節 の 意味 は 、 火 は 賜 き を 満足 させ る どこ ろか 大 きく する の と 同じ よう に 、 こ の 世 の 事 は 選 の 平和 と 
満足 や 与え る こと な く 、 そ の 送 の も の を も だ た ら す 、 と いう 事 で ある 。 
注 130 この 節 に は イス ラム の 教え の 要点 が 速 べ られ て いる 。 さ まず 、 共 本 的 な イス ラム の 信念 と 数 理 か ら 始 
まっ て いる 。 それ は すべ て の 行動 の 源 と な る も の で あり 、 人 人 間 の も つ 本 来 の 普 を より どこ る と し た 正装 で ある 。 
すなわち 、 神 じ る こと 、 最 後 の 和 審判 を 信じ る こと 、 、 経 典 、 聖 な る 丘 言 者 を 信じ る こと で ある 。 そ し 
て 次 に 人 人 問 の 付す る と て も 大 切な 事柄 に つい て て いる 。 
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の 


NN 


等 信 値 た ちょ 、 閑 人 に 対す る 報復 は 、 自 の 放 人 の の の イ の 
民 に は 自由 民 、 奴 半 に は 奴隷 、 女 子 に は 崇 9 の 2 as6 


女子 と 公正 な 親 復 を 規定 す 。 ( 注 ) 但し 加 MO と SI に の PPW( 和 WE 4 
害 才 が 梓 害 者 の 兄弟 に よっ て 閉 免 れる 場 ラン ン 交 商 明 

合 は 、 慎 例 に よっ て 之 に 呈 血 金 を 課 し 、 加 狗 り も を G67 (の SL62 (あめ 
和 者 に 名 ろ に を 支 者 わし むべ し 。 こ は シッ ン を 。 9 タンス リュ レッ ェ 
前 た ちの 主 よ り の 減刑 に し て 、 且 つ 慈 意 な ジン の の osL aa 


ア 当 デア ンプ 
り 。 き れ ば 今後 この 控 に 培 犯 する 者 は 、 醒 義人 の 1 け 4 
害 あ る べし calde 8580565 MeOCel or 


N8. 思 庶 ある 人 々 よ 、 報 復 の 控 に は お 因 た ちの 2 と oo 絢 は 和 る 
た め の 救い あり 、 お 前 た ちの 安全 を 保障 す ーー 
る ため の 。 ( 注 132) OOFYo] 


注 131 この 節 は 一 般 市 民 に と っ て 大 切な 法 の 所 本 精神 を 述べ て いる 。 すなわち 、 平等 で 公平 な 表 き の 必要 性 
で ある 。 罪 を 償い 、』 き な い 限り 、 犯 罪 者 は 相応 に 六 せ られ る 。 こ こ で は 、 錠 人 
者 は 相当 に 報 役 き され る は 言っ て いる 。 犯罪 者 を 法 に よっ て 六 し な いと いう こと は 神 の 命 に 音 く こ と 
で ある 。 し か し な が ら 、 犯 罪 者 を 削 す る の は 殺 き れ た 人 の 後継 者 で な 〈、 法 と 乏 ) 
威 者 で ある 。 しかしながら 、 ま た 許し を 与え る こと も で きる 。 よ っ て 携 成 者 ! 
れ ば な ら な い 。 だ か ら 自 分 の 判断 で 勝 了 に 誕 す 権利 は な い 。 ま た 被害 者 の 後 
まし て 直接 誤 を 与え る こと は で き な い 。 処罰 に も 平 せら れる と この 合 
は 普遍 的 で ある 。 地位 、 身 分 、 宏 教 の いか ん に か か わら ず 、 殺 人 の 罪 を 犯し た 人 は 
関し て は 漠 な る 李 司 誕 の た 明言 きれ て いる ( マ )。 非 W 
場合 、 死 刑 た な る と いう 見 解 が 頂 店 者 の 御 問 の 中 で 一 致 し て いる 。 麗 な る 拓 言 者 
向 に し た イス 2 て の る と 丸 べ て いる 。 自 由 民 に は 自由 民 、 
巡 越 に は 奴隷 、 婦 人 に は 婦 人 と い 5 言 葉 は 自由 民 は 私 隷 も 灯 し て も 死刑 に は な ら な いと か 、 帰 人 は 異性 を 殺し 

て も 死刑 に な ら な いと 言っ て いる の で は な い 。 社会 際 地 人 の いか ん に みか ら ず こ 適用 きれ る 。 丁 自 


な け 


りー は 帳 由 民 …。」 と いう 言葉 を 独特 に 解釈 し て アラ ブ の 特有 の 憶 習 が で きた 。 それ は 人 性差 や 社会 向 地位 に よ 
殺人 者 の 処 角 を 決め る 方 法 で ある 。 し か し 、 る その 独特 の 慣習 は 今 は 廃止 きれ て いる 。 この節 の 戒律 に は 皆 に 


計り 5 て い a 骨 慣 を 廃止 し よう と し て いる 雇 勢 が ある 。 実 際 、 前 に も 述べ だ 報復 に つい て の 法 は 「 和 殺害 に は 
同等 の 幸 役 のみ を する こと が 規定 され て いる 。] と いう 文 で 制限 きれ て いる 。 この 文 は 必要 邊 分 な 意味 も や もち 、 
H 言い つく し て いる 。 それ に 統 く 「 丘 由 氏 に は 自由 民 、 に は 到 隷 、 刀 人 に は 婦人 ] 法 の 琴 案 
で は な い 。 『 土 記 の 三 抑 を 揚げ て この よう な は 拒否 すべ き で ある と 述べ て お り 、 双 、 
よう に 施行 すべ きか を 連 ざ て いる だ け で ある 。 聖なる 頂 言 若 は 「 自 分 の 奴隷 を 殺し た 者 は 誰 で も 死 が 
る 。」| と 言っ た と 伝え られ て いる 。( マ ジャ) 他 の よこ ろ で まだ た 「 イ スラ ム 救 徒 の 命 は すべ て 者 法 の も と に 
平等 で ある 。] 上 述べ て いる 。( ナ サイ ) 

注 1392 イス ラム の 報 役 法 の お か げ ば で 、 殺 が 押 き えら れ 、 人 人 間 の 生命 へ の 安全 が 守ら れる の に 多大 な 効果 が 
ある 。 人 問 の 生命 の 韻 肛 む 全て 無視 し て し まう 様 な 人 間 は 、 人 間 社 会 の - 員 ほし て 生き る 全て の 権利 を は 〈 鶴 
きれ 、 麗 免 や 容 表 を うけ られ る の は 、 才 免 な ど に よっ て 事態 が 好転 し 、 両 に 良い 結 が も だ ら さ れる 上 基 
えら れる 状況 の み で ある 。 こ の 様 に イス ラム は 一 方 で は 犯罪 を 抑 丘 する の に 妥当 な 手段 を 話 じ 、 一 方 で は 慈 
悲 と 救済 の 高 真 な 特質 を が す の に や ぶる か で は な い の で ある 。 努力 に 反し 、 ほ と ん どの 国 に 府 い て 、 形 式 は そ 
れ ぞ れ 異 な っ て る 死刑 が 課 S 和 れれ て いる と いう 事実 は イス ラム の 規定 の 覧 明 き を 充分 に 征 基 する も の で ある 。 哲 
刑 廃止 の 難 心 な 推進 者 で る を えも それ に か わる 良い 措置 を みつ け 出 せな いで いる 。 死刑 に た っ て か わり 終身 刑 を 
課す の は 酷 で あり 、 理 起 的 な 代行 刑 と は 言い 次 い 事 を 認め ざる を 得 な い の で ある 。 (Roy Caluert 甘 20 世紀 に 
診る 李 刑 、G. P. Putnnm、 ロ ンド ン 、1930) 
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み 


ML 間 た に 提 ま す る 、 お 前 た ちの 誰か が 死 。 沿 る の | 放 人 | 人 を 
= 臨ん で 、 も し 財産 を 造 す よ うな 場合 は 、 レン 敵 

次 び 抽 に 2 S 明 正大 な 條 言 を する こと LC 5 IS 3。 22 1 

を 。 こ は 神 を 詞 れ る 者 の 義務 な り 。( 注 13) レッ ez フン 


⑨⑩oASXd を 


9 道 言 を 時 きた る 後 、 之 を 変更 すれ ば 、 罪 は CAS6KCCGS SYS 
変更 する 者 の 上 に あり 。 げ に アッ ラー は す - ょ ジレ の レイ ラー ンタ 。 
べ て を 際 き 、 す べ て を 知り 給 う 。( 注 80 の 0 IACE 

境 . 但し 遣 者 側 の を え こ ひい き や 間 i ! 違 い を 懸念 タイ タン ンー 2 衝 ッ ー ク レー スズ 
し て 、 当 時 者 た ちの 岡 に 入っ て 才 を 調 侍 す 陸 を IS os 
る こと は 、 罪 に 非 ず 。 げに ブッ ラー は 光大 。  @2A と つう 8 25161 35298 
に し て 、 意 溢 く まし ます 。( 往 史 ) 

第 二 十 三 項 

仙 洲 等 信徒 た ちょ 、 先 人 に 規定 せ し 知 く 、 断 Ei 1 を 
食 を お 前 た ち に 規定 す 。 こ は お 前 た ち を 業 フリ ョ ン 中 
し いた らし めん が だ た め な り 。 3 NN 導 み の 癌 


を 相 締 する 場合 の 全て の 人 の 取り 分 が 決め られ て いる 。 こ れ ら の 節 は 
E の 施 こ る れ て いる 人 節 を 取り 消す も の と 考え られ て いる が 、 
次 格 を 有 し て は いな い が 、 坦 産 を 認め られ る 対象 と な る 個人 へ の 、 
I 呼 の 、 れれ の の 取り 扱い に つい て の 大 事 な 追 加 条項 と な っ て いる の 
で ある ここ で は 4 章 12 節 と 13 節 で 扱っ て いる 、 法 定 相続 人 の 受け つ で 遺産 に つい て 何ら 規定 する も の で は 
: 12 人 節 、13 節 に よっ て こ の 地 で 8 で られ る 免 定 20 章 され る 宮 な どど 論外 な の で ある 。 各々 
り し きる の で ある 。 し か し この 様 に し て 譲ら れる 遺族 は 、 サ ー ド ・ ビ ン ・ ア ビー・ ワ カー ス に 関 
1 様 に 、 和 続き れる べき 人 造 産 の 1 の 3 を 大 を え を て は な ら な い ( プ ハリ ・ ジ ャ ナー イズ 書 )。 
言 著 の 由 葉 量 と な る 限度 で 、 そ れ ち も 遺言 者 が 臣 額 の 富 を 残し た 場合 の りみ に あて は まる の で ある 。 死 
に ゆく イス ラム 教徒 が を それ に 従っ て 追 言 で き 、 一 般 的 な 理解 と し て は 4 :12 と 13 の 後に 、 紗 示さ れ た 5 音 107 
節 で この 侵 が 4 : 12 一 13 が ある 為 に 取り 消 る れる と いう 事 は な いと いう 点 が 詳し て 支持 きれ て いる 。 実際 、 廃 
比 論 に は 何 の 根拠 $ な い の で ある 。 


注 133 4 章 12 節 、13 第 で 死者 の 時 
廷 釈 者 達 の 何人 か に は 誤解 され て 当 


注 134 ここ で は 、 前 節 に は 、 従 わ ね ば な ら な く 、 又 達 反する 上 曽 と な る 幾つ か の 指示 が 包括 きれ て いる 。 を 
れ は 財産 と は 相続 の 法 に の っ ほっ て 管轄 きれ な けれ ば な ら 6 な いと いう 指示 で あり 、 追 告 者 が 、 残 し た 指示 を 破 
る も の は 、 培 反 の 罪 と な る の で ある 。 


者 、 両親 は 、: 『 な 遺産 を 受け と ぁ る 権利 が 保証 きれ て いる だ ため 、 特 に これ ら の 人 々 
に つい て 記述 それ た 追 言 は 必要 で は な い 。 遮 言 が 必要 と な る の は 、 そ ね 以外 の 人 に 対し 信 産 を 与え だ いと 追 言 
も 場合 で ある 。 し か し この 限度 額 は 遺産 の 1/ 3 まで と きれ て いる 。 その 配分 に 関す る 遺 法 稚 条 
満た し て いて も 、 あ る 条項 で は 不 公平 まな る 場合 も ある 。 例 えば 、 死 首 の 相続 人 が 非常 に 多い に も か か わ 
ら ず 、 死 者 が 半 遺産 の 最大 隈 の 1/ 3 MM その 他 の 法 に か な っ た 日 的 の 裕 、 寄 付 し たり し て し 
まう と 、 相 続 人 達 は 困っ た な る 。 或 に は 、 そ の 1/ 3 に つい て 門 言 者 が 、 正 当 な を 無視 し た 形 で 、 不 
公平 な 配分 を し た 場合 も そう で ある 。 そう いっ か 場合 に は 、 相 統 人 と 人 造 言 に よっ て 門 産 を 相続 する 入 よ の 開 で 
公正 な 調整 を 行なう こと が 許さ れる が 、 こ れ は むし ろ 賞 匠 き れる べき 行 旋 で ある 


注 185 子孫 、 配 偶 
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sae さ 


テル ・ バ クラ 


直 滑 


定め の 断食 に は 、 一 定 の 日 数 あり 。 但 し r 
前 た も の うち 病める 者 、 ま た 旅路 に ある 者 


は 、 同 じ 日 数 を 別 の 日 に 断食 せよ 。 ま た 断 


食 可能 で あり な が ら 、 それ が 卒 難 な る 者 は 、 
貸 者 へ の 施し に よっ て 倍 い と する 。 自発 的 
に 服従 の 気持 ち で 善行 や を なす は 、 己 れ の た 


ックス 


> る ある ィ レ レン 
PC 人 ら っ jOs5 レ 人 
2 ンタ と 3.3 
0 とっ 48 
033134076 て 6 EE 


トナ ョ レン アン 


PP 


ン ッ クタ クン 2 を > り 衝 守 25 タ の ーッ ンプ とる 


に 最も 良し 。 断 食 は お 前 た ちの た ゅ な り 、 Oo 完 5e24 

も の 0 時 NN ( 生 6) 44 ティ レレ レレ 
ラマ ダー ン 月 こ を は 、( 注 的 ) 人 類 の 滴 導 GIF 2 る 

ほし て 、 を の 次 導 の 明 託 と し て 、 正基 PE 2 Sa 

の 革 別 し て クル アー ン の ( 注 8) 隆 ぁ れ ら や の PO Pb 

た る 月 な り 。 ( 往 1 故に お 前 た ち 、 こ の 月 アン > 


2 る 
geo 2 
ン ン タ 


と 元 25 タ 2 ン 
っ 1985 Wo 
44E6L64( 


に 家 に い 在 る 者 は 、 断 食 せ よ 。 但 し 病める 
者 、 旅 路 に ある も の は 別 の 日 に 同じ H 数 を 
断食 せよ 。 ( 注 10) アッ ラー は お ぉ 前 た ち に 便 

宜 を 与え 、 見 側 を 求め ゆず 。 こ は お 前 た ち が 


その 日 数 を 全う し 、 ア ッ ラ テラー が お 前 た ち に て ーー バイ 
ン 2 を 2 シン ン ン ン シュン 二 ン オ 
賜る 箇 導 に 対し て アッ ラー を 設 美 し 、 且 KG あく 2 る 


つ お 前 た ち を 
5。 


し て 感謝 せ し ゅ ん が だ め な 


注 136 宗教 和 儀 式 ほ し て の 断食 は 、、 財 “文化 水準 の 
高低 に か か わら 6 ず 、 多 大 な 数 の 宗教 に 、 断 劉 隊 て いな く て も 、 自 分 の 体 
の 要 じ て 或 る IE で 個人 に よっ て も $ 作 れる "(ブリ タニ より ) 了 肉体 的 、 葉 は 世俗 の 尊 


係 事 か ら 、 或 る 程度 まで 、 了 し 身 を 人 す る 事 は 精神 の 下 高 に は 必須 で あり 心 や 求道 者 の 共通 の 体験 で ある 。 
し か し イス ラム で は 、 こ の 断食 着 に 新しい 方 針 と 精神 的 を 導入 し て いる 。 そ # る と 断食 と は 完全 な る 


拍 性 の 象徴 で ある 。 有 断食 を する 者 は 、 人 の 生命 を 支え る 主たる も の で それ な し で は 生き 
み 物 と 食べ 物 を 日 に し な い だ け で な てく 、 自 分 達 の 子 係 を は らむ こと が で 
この 様 に 断食 する 者 は 、 自 分 の 神 で あり 創造 者 で あら せら 
に 明 百 に する の で ある 。 


も く 事 の で き な い 休 
る 妻 の ちと に ゆく 事 も 断つ の で ある 。 
られ る 存在 に 対し 、 自 分 が 必要 と する 全て を 科 牲 に す 


往 137 
ラマ ダ ・ 


「 ラ マダ ー ン 」 上 は 大 陰 腔 の 9 月 で ある 。 こ れ は 、 断 食 を する 入 の 内 騰 が 乾き の 4 
アサ イム (部 く な る ) と いう 、 そ の ラマ ダ を 語源 と し て いる 。 9 月 が ラ ィ ダ と 呼 


、 大 変 熱く な る 為 
た 理由 は 、(1) こ 


の 月 の 断食 が 乾き の 人 旋 える よう な ご すか ら 、(2) こ の 月 の 礼拝 が の 中 の 罪 の を 焼き つ 
《 す か ら 6、③ こ の 月 の 人 の 獣 身 が 人 の 心 に 創造 者 と 自分 の 身 の ま わり の 仲間 達 へ の 必要 と きれ る ぁ 愛 の 温か き を 
うみ だ すか ら 、 と 言わ れ て いる 


靖 


注 1388 クル アー ン と は 、(1) 読 まれ る でき 本 、 ク ルアー ン と は 世界 で 最も 広範 に 3 まき 4 て いる 人 る て ある ( プ 
サタ ニカ 百科 辞典 ) (2 世界 へ ひろ め ら れ 伝え られ る べき 本 或いは 如 告 げ ば 。 ク ル ア こそ る その 神 よ り の お 告 
に 何 の 制限 も な い 唯 一 の 経典 で ある 。 その 他 の 経典 は 、 特 定 の 時 代 の 特定 の 人 人 々 に の み 啓 示 $ れ た も の で あの 
が 、 タ ルアー ン は 、 い つの 時 代 の どん な 人 に で も あて られ て いる 。 (34 : 29)(3) 全 て の 真実 を 名 括 し た 本 。 其 に 
クル デー ン こ を 、 タ ルアー ン 払 前 の 経典 に 包含 きれ た 、 全 て の 永遠 の 真実 を 包 合 する 知識 の 宝庫 の みな ら ず (98 
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W わし の 税 た ち が 、 わ し に つい て 流 に 問う 時 oooS36 ま る ci 


は 、 答 えよ 、「 わ し は 常に 近く に あり 。( 和 ま sy ララ ン ション ン っ 
G わし に 祈 ら ば 、 わ し は る を の 乾 願 に 応 た Ob ク 2 SOS! を (ON 


ん 。 故に わし の 呼び が かけ に 了 古 を 傾け 、 わ し の ラッ タ タッ ンク 
6 の 5 いあ 


を 信 ぜ よ 。 ( 注 9) きす れ ば 彼 等 は 正しい 道 
を 歩き ん 。 
185. お 前 た ち が 断 食 の 夜 、 坦 の そば に 行く こと レッ ッ ン シビ ラン アピ 
そう ャ 人 る ょ al レイ IIE7/ 
は 許さ れる 。 誠 は な 前 た ちの 着物 で ぁ り 、 OXUGJi ら 9 403 0 
( 注 18) お 前 た ち は 委 の 着物 な り 。 ア プッ ラシン ンタ リーン ルン 52 クタ の らし 229 の ン を を な 
3 1 っ 科 る に 
ラー は 前 た ち が 無 理 し て いる の を 肘 部 5 まり の 2 
し 、 人 憧れ み に 転 ぜ ら れ 、 軽 小 を 与え たり 。 (の 放っ あっ 人 人 学 
すれ ば お 前 ち 、 雪 の そば に 行き て 、 アッ 明 上 レク レッ シン ンタ 2 
ラー が お 前 た ち に 定め た こと を 求め ょ 。 作 0200E5 け 62 放 526g 
む も よ し 、 食 べ る も よし 、 黒 糸 と 白糸 の 見 タフ クッ 9 ンタ タン る レン レノ ミン ジラ 2 レタ 2 
、 NT エッ の ヌ マ る 1 の ョ ルアン 
分 けが つく 静 明 に 至る まで 。 その後 は 日 慕 2 し の me を の そり 553 
れ ま で 思 食 を よ 。 ( 注 0) 礼拝 党 で 勤行 中 は 2 し AO 2 22 ン 
_ ーー OO っ LLS2 
妻 の そば に 通う な か れ 。( 注 15) こ は ア ッ ee イダ ク * の みり 2 の 2 
2 っ の 2 ン ン け す 1 ン ン る る 
ラー の 立て た る 近 な れ ば 、 彼 女 た ち に 近 ブ も BOD 6 うり 人 0 の 
く な か れ 。 ア ッ ラ ー は か く の 如 くる を の 戒律 “” 


4) 人 が いか な る 時 、 い か な る 状況 で ち 頼 る 事 の で きる 
ある と いえ る 。 (18 : 50) 


か ら 成 っ て いる の で ある 。 


注 139 な る 頒 言 者 が 最初 に 神 の お 告げ を 受け た の が ラマ ダー ン の 24 日 で ある 
年 この 月 に 、 大 犬 使 が ガバ リエ ル に よっ て 型 な る 聞 言 者 に 復 叶 る れ た 。 これ は 加 な る お 
亡くな っ だ 年 の この 月 に 、 大 天使 が ブリ エル に より 、 全 クル アー ン か 対し 復 旭 る れ だ た の で ある ( ブ ハ 
リ )。 こ の 様 に 、 タ ルアー ン の 全て が ラマ ダー ン の 月 に 啓示 きれ た と 言え を る の で ある 。 


注 140 この 文章 は 不 必要 な 反復 で ど は な い 。 と いう の も 、 こ の 文 意 は 前 節 に 訟 いて 、 上 断食 の 戒律 へ の 基盤 を な 
し て いた の が 、 こ の 委 で は 、 実 際 の 下 律 し な っ て いる か ら で あ る 。 し か し クル テー ン で は 賢明 に も “病気 " と 
“旅行 " の - つ を 特に 定義 せ ず それ ら 用 語 の 入 々 の 一 般 的 使用 法 ほ と 、 お か れ た 状況 決 第 の 解 違 に 委ね て いる 。 


注 141 信仰 心 詞 き 者 が ラマ ダー ン の 月 の 御 恵み と 断食 の 御 起 み に 気 づけ ば 、 を れ か ら 、 で きる だ け 多 て の 椅 
ト 


神 的 還 恵 を 行 よ うと 熱心 に な る の は 当たり 前 の 事 で ある 。 この 節 は 、 信者 の この 現 の 洛 へ の 答 を な の で ある 。 


注 142 私 を 信じ る (「 わ し を 信 ぜ よ 」 の 部 分 ) は 、 神 の 存在 を 信じ る と いう 意味 で は な い 。 何 故 な ら 、 す ぐ 前 
は 私 の 言う 事 に 目 を 傾け る ” (「 わ し の 呼び か け に 耳 を 人 け 」 の 部 分 ) と いう 文 そ の も の が 、 神 の 
ビ る 事 を 前 提 に し な けれ ば 意味 が な いか ら で あ る 。 神 の 存在 を 信 ぜ ず し て 傾聴 し 、 軍 の 戒律 に 従う 事 
な ど で き な い 事 を 意味 し て いる か ら で あ る 。 


され て いる 事 で あ 
、 そ し て 装飾 で あ 
望 の は け ロ だ 


往 143 ここ で は 何と 簡 串 な 言葉 で 、 女 性 の 権利 地位 、 結婚 と 敵 畑 関係 の 日 的 と 
ろう 。 この節 が 言 お うと し て いる 結婚 の 本 当 の 的 と は 、 天 と 雪 の 二 人 の 為 の 快 
9、 こ れこ を る 状 物 の 使わ 和 れ 旋 な の で ある 。(7:27 と 16: 8) 粘 婚 と ほぼ 、 当 
け で は な て (、 大 と 委 の 両方 が 、 邪 悪 や 醒 閉 か 6 互い を 守り あう も の な の で ある 。 
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を 人 々 に 明示 し 給 う 、 彼 等 あし て 悪 よ り を 
の 身 を 謎 らし めん が だ め に 。 


『 + 
和 MP 


2 


お 前 た 無益 な こ ー ( 注 門 レア タッ タン ルン ジッ ン る シン ン 志 5y ン ン 
了 お 前 た ち 、 無益 な こと に ( 生 16) 互 に を の {ugN LA MIB55 う > 
央 産 を (注油 政 す る な か れ 。 ま た 六 判 。 _ 

官 に 貯 賠 を つか っ て 、 他 人 の 財産 の 一 部 を 、 ダ 汰 この の BR4E の の 
承知 の うえ で 不法 に むき ば り 食 うな か れ , レッ ラタン 
第 二 十 四 項 ⑲ ら 1 
弄 . 彼 等 は 新 月 に つい て 液 に 関わ ん 。 云 を 、「 を タッ ョ ン ン ン 、 2 る る ンタ ニー ン ン ン イン ン 
| 9 ネイ マッ ニン ン レ イン 
は 人 間 の 便宜 の た め に 、 ま た 巡 和 も の た ゅ に ウツ 5UeS 2 あび 02 と 
定め か る 時 の 攻 で .。。 レレ ンタ ライ ダッ ニー シラン ン タ p ンタ 
定め た る 時 の 茶 準 な り 」 と 。( 注 6) また お 6 導 の 830 才 く gb 30 っ りう きら 
前 た ち 、 胡 品 から 家 に 入る こま は ( 注 電 ラン ュー ニレ レッ 
正 し か ら ず 。 真 の 正義 者 と は 神 を 暴れ る 者 OHKIO す IP 9 めのう 
な り 。 き され ば お 前 た ち 、 正 面 か ら 家 に 入る 2 シレン ンー ある 
べし 。 耐 し て アッ ラー を 妃 れ よ 、 き れ ば 不 @ ら 5 PO 
功 せ ん 。 
注 144 夜 と 恒 に 長く な る よう な 地区 で は (例え ば 極地 )、 夜 と 芋 は 1 2 時間 の 単位 で 考え られ る ( ム ス 
サリ)。 
注 145 いわ ば 断食 の 精神 を 完全 に する と いえ る エエ ティカ フ で は 、 事 と の 変わ りや 前 戯 は 、 夜 で あっ て も 侍 目 
きれ る 。 
注 146 断食 に 関し た 導 律 で は 、 倍 心 と 公明 正大 き を 狂 得 する と いう 観点 か ら 、 定 め ら れ た 期間 中 は 飲食 を が 
まん する 事 を 命じ て いる 。 こ の 時 期 程 、 控 に か な わ 思 食事 ( 則 ち 、 探 に か な わ ぬ 富 の 獲得 の 事 ) は 何 に も まし 


て 実直 に きけ ね ば な ら 6 な いと いう 


や 人 人々 


に 、 順 貼 の 受け 渡し を 強く 非難 し て いる 


注 148 
の 初め よ 終 わり を 決め ゆる の は 日 の 出 の 人 り に 従う 。 ま た 断食 の 月 の 選択 や 巡礼 時 の 指定 と いた 場合 


が 使用 きれ る 。 イ スラ ム は 、 
注 149 


よ 、 或いは 国家 
と 表現 する 。 こ 


結 を 強調 する 為 に クル 
で も 、 


岡 方 の 膝 を 使用 する が 、 
ここ で は 、 礼拝 の 色々 な 様式 を 指示 する 本 当 


は な く 〈 “裏口 か ら " 


- は 、 彼 6 ら は 、 璧 


"は 、 こ の よう な 因 習 を 、 


( プ ハ リサ 、 タ フシ ー ル 書 ) 


こ 思 い お こ る せる 時 は 他 に 


そう いう 意味 で 否 


イス ラム で は 、 大 陰 歴 と 太陽暦 を 供用 し て いる 。 


の 目的 は そ を 
う 取 表 な 原 昌 が 簡 岳 る れ て いる 。 礼 押す る こと と 時 間 の う ME 
も の で ある 。 し か し 玄関 か ら で 
礼拝 を た だ の 付随 的 な $ の に し た い の で ある 。 こ れ で は まる で 荷車 
こ で の 言及 は 、 典 教徒 の アラ ブ 人 の 習慣 
理由 で 帰宅 せ ね ば な ら ぬ 眼 
の 笛 で 
は な ら な いと 指摘 し て 非難 し て いる 。 を 
る 。 


” 家 に 入る と いっ た 類 の 問題 を 提出 する 者 は 時 間 を 第 一 閉 


を きす 様 に ち 思 われ る 。 一 
に は し ご を か け 裏 口 か 6 家 に 入る 習 翌 を 持っ て いた の で あ 
敬 け ん と は 精神 的 な 抵 念 で ある か らし て 、 
を し て 又 、 人 の 日 的 を 達成 する に は 適切 な 考 段 を 謗 じ る 接 、 


な い の で ある 。 ま だ た 、 こ の 節 で は その 他 


ン で は 、 し ば し ば 、 
られ て いる 。 


他 の イス ラム 教徒 の 財産 を * あ 


日 中 の 5 回 の 白 り や 、 ラ マダ ー ン の 日 の 毎日 の 断食 
に は 大 除 礎 


どちら か と いえ ば 森 陽 歴 を 多用 する 。 


れ ら の 行為 が 本 質 的 に 有用 ど だ から で ある と い 


人 短 先 さ きれ る べき は 礼 捧 で あり 、 時 間 は 二 次 的 な 


5 の 前 に 置く よう な も の で ある 。 ま た だ た こ 
メッ カ へ の 人 礼 に 出 た 者 が 、 何 ら か の 


る 。 こ 


そん な 事 を し て も 迷 け ん で ある 事 に 
示唆 し て い 
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re そ 


期 、 お 前 た ち に 対し て 戦い を 挑む 者 あら ば 、 の 多 天 半 の IKU 


アッ ラー の 半 の た め に 義 を UI ここ う 
逸 遼 する な か れ 。 げ に アッ ラー は 不義 者 を fo92 Ya TKCA3 


愛 き ず 。( 注 0 
明か か る 挑戦 者 に 出 邊 り わ ば 、 ど こ で も か まわ 2 る ラン ッ タ イラッ 
の 1 ぅ 1 
す デ を 殺せ 。 GE ID) 靖 し て 前 た ちか 肖 放 プク 了 で かー ジッ 
きれ た る と ころ か ら 、( 注 電 ) 彼 等 を 追い 出 44CGRVRSI 329 だ 963K う 4 
せ 。 迫 害 は 殺害 より も 悪し 。 仙 し 、 相 手 が レン 1 
帯 典 の 中 まで 戦い を 仕掛 け て こない か ぎ 2 リッ ター 2 交 


り 、 聖 農 の 内 閣下 近く で 戦う な か れ 。 さ れ 人 20328 
4 ゅ AA 3 4 < 


ぼ 相 手 が も し 則 い を 挑 ま ば 、 之 と 戦え 。 る < ウッ 
ぼ も へ の 応報 な り 。 
193. F、 彼 等 が 戦 を 止め な ば 、 ア ッ ラ ー は の ラー ンス の る イン 3 る 人 c ュ ッ ン クン 
い 8 を 2b1OS elo6 
、 情 け 深 ( ま し ます 。 > の 99leloi 
迫害 が な く な り 、 宗 教 が アッ ラー の た め に ぁ 8 5 多く で: フュ ン 
PAUIG) る 
自由 に 信 合 で きょう に な る まで 、 肖 2203 - 9 あら ダッ 
ィ し て に アア ィ 
きれ じ 彼 等 が 戦い を や め た 際 は 、 ( 注 5) 不 HI 隊 )fKH ETR 


義 者 に 対し て の 外 は 敵意 を ( 注 15) 抱く こ 
と は 許さ きれ ざ る こと を 忘れ る な 。 


注 150 これ は イス ラム 教徒 


えら れ て いる 初期 の 時 代 の 節 の 一 つ で あり 、 こ の 脱 連 で 、 一 番 
地 初 に 啓 ボ きれ た 節 は 22・40 で ある 。 この に は 守 数 戦 争 を つか きど る 楽 件 の 要旨 が 示さ ぉ れ て いる 。 則 ち 、 1) 
そう いっ た 帳 い は 、 ア ッ ラ ー の 神 の 道 の 障害 を 取り 除く 日 的 の 為 で ある 事 、 即 ち 、 WE 自由 の 
確立 の 為 で ある 事 、( に イス ラム に 対し て 攻撃 を し か けた だ 場合 の み 行なわ れる 直 、 3 イス ラム は 敵 
3 科 じ を 止め た ら す ぐに C 武 益 事 、 の 三 つ で ある 。 


注 151 この 箇 は 実際 に 戦い が 、 勃発 し た 時 の 事 に つい て で あり 、 胃 ら か に 、 イ スラ ム 軍 は 、 先 に 攻撃 を し か 
け て きた 不信 者 達 に 対し て の み 戦う よう 指示 され て いる 。 


注 152 この 語句 は 、 メ ッ カ こそ 、 イ スラ ム の 中 心 で 最も 聖なる 場所 で あり 、 イ スラ ム 教 徒 以 外 が 、 を こ に と 
ど ま っ て いて は いけ な い 事 を し て いる 。 


注 153 ここ で も イス ラム ふ が 了 う の は 相手 が 仕掛 け て きだ 時 の 自衛 の 場合 の み で 、 完全 な 宗教 の 自由 を 確立 す 
る まで 戦い が 許 き れる 事 : きれ て いる 。 も し 、 全 て の 不信 者 が イス ラム を 受け いれ る まで て 戦い を 続け よ と い 
ぅ 事 が 神 の 律 法 で あっ た 斑 な る 預言 者 が 不信 者 達 ほ の 幾つ も の 平和 条約 を 結ぶ こと な ど で き な か っ た は ず 
で ある 。 ジ ハー ド ( 型 戦 ) に つい て の 詳細 は 22 立 39 節 一 42 節 を 参照 の 事 。 


注 154 「 英 意 ] (ウド ゥ ッ ワ ー ン ) と は 、(1 蔵 ② 悪 し き 行 為 、(3) 悪 し き 行 閣 ぐ の 徳 同 、 を し て (4 相手 に 対す る 
正当 化 臣 は 、 弁 解 の 形 を と っ た 相手 へ の 接近 を 意味 し て いる 。 こ れ ら 由 つ の 節 (191 一 194 往 ) が 、 以 下 に 
述べ る 戦い に つい て の 取り 決め の 基本 原理 ほな っ て いる 。 (1 戦い は 神 の 為 の み で 、 い か な る 利己 的 動機 、 カ や 
滞 の 増強 、 或 い は 、 国 家 や その 他 の 利益 の 発展 の 旋 で あっ て は な ら な い (⑫ イ スラ ム 軍 は 先 に 攻 琶 を し か け 65 れ 
た 場合 の み に 了 戦争 に 突入 で き る 。③ 英 が 攻撃 を 仕 桂 け た 後 も 、 限 度 内 で 交 戦 し 、 当 面 の 目標 以外 は 戦線 を 拡大 
せ ぬ 事 3 正 規 軍 の み を 攻撃 し 、 了 っ て いな い 者 を 攻 可 し た り 若 猪 を 与 を だ た り せ め お 事 。(5) 戦 争 中 で も 、 人 人々 の 宗 
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195. 瑞 月 に は 聖 月 に ( 注 5) 報復 すべ し 。 ま た 9 レノ 。 タ (5 の レニン ン タン ブシ タッ る 
Co5 4 多 叶 り 8 
すべ て の 壁 事 の た め に 報復 の 拓 あ り 。 き れ 。 テク の 2 


ば 答 人 人 に せよ ょ 、 お 前 た ち に 罪 を 犯す 者 あら eKAEBOSe 妊 ge lo 
ば 、 相 手 が お 前 た ち に な し た る 如く 、 そ の コン シン うる っ 
者 を 感 ら し ゅ ょ 。 ブ ッ ラ ター を 異 れ よ 。 凍 し 68 の 20802D 佑 剛 5 
て テッ ラー は 、 デ ッ ラ ー を 明 れ 散 う 人 々 と 
笛 に ある こと を 知れ 。 
アッ ラー の 道 の た め に 費 や せ 。 ( 注 品 ) きれ 泊 ラン ラン 
ど 自 ら の 手 で 、 自 分 自身 を 破 減 に 投げ 込む MSOMKYENOIOD 人 PP は 5 
な か れ 。 善行 を せよ 。 ブ アッ ラー は 状 行 を な を ELHR 矯 4 
91C を 1 人 和 
する もの を 下 し 給 う 。 9 タダ ンプ ディ 
聞 . アッ ラー の だめ に 大 巡礼 、 (注記 ) 小 館 礼 を フク の ( 放 タ ィ ピ スル マン ジョ ン るー ィ る 
| 1b3315 
全う せよ 。 ( 注 0 きれ ど 、 も し 前 た ち が Jo 5 ちる lb 
を れ を な すこ と を 妨害 きれ な ば 、 何 ん で も る 妥 二 2 @A 攻 2 
よい 、 手 に 入り 易い も の を 搾 げ よ 。 曽 し て 、 タイ 6: リン 
を の 供物 が 生井 を 捧げ る 場所 に 送 す る ま DOSo 6 の SS は 
で 、 頭 を 剃る こと な か れ 。 お 前 た ちの うち 愛 む 。 タン テア ュ ィ 
交 め る 者 、 ま だ は 頭 に 痛い ある 者 は 、 そ の NO 
償い と し て 、 断 食 、 ま た は 施し 、 ま た は 生 設 ge の を | の し る を 8 
を 捧げ よ 。 さ きれ ど 前 た ち が 安 全 な る 状態 ts ッッ 
に あり 、 大 巡礼 と 一 緒 に 小 錠 礼 $ し て お き 


教 上 の 恒例 や 僕 式 を 妨げ な いこ と 。 ⑯) 信 伯 の 地 、 或 は を いか な る 害 を 与え る 事 も 許 き 和 れ な い 。 そ の 答 、 
その 地 の 和 近隣 で 戦い を する 事 も 許さ れ な い 。 (25 し 敵 が 、 礼 拝 の 場所 を 攻撃 の 中 心 と する 場合 は 、 そ の 時 に 限 
り 、 イ スラ ム 還 は 礼拝 地内 又は を の 近く か ら 攻 撃 を し て も よい 。(8) 守 教 上 の 自由 が 妨害 きれ て いる 間 の み , 戦 
開 を 続け る 事 が で きる 。(8・40:9:4…6・20:40、41) その 他 を 参照 の 事 

注 155 「 草 月] と は ズル ・ カ ー ダ 、 ズ ル ・ ヒ モッ ジャ ー、 ム ハッ ラー ム 及 び ラ ジャ プ ブ で ある 。 こ れ ら の 月 に は 


戦闘 行為 は 僅 じ られ て いる 。 こ の 疲 律 は 、 カ ー バ の 神 典 と 型 な る 月 の 型 徳 や 守る 為 の ぉ る の で ある 。 


は 、 金 銭 を 必要 と する 。 出 宮 を だ ためらう と 国家 の 下 減 に つなが る 為 、 信 者 は アッ ラー 
: 銭 的 協力 を する 事 が 望み し い 。 


この 節 か ら 巡 礼 (ハジ ) の 内 容 の 叙述 と な る 。 ジハード ( 更 戦 ) と ハ ジ ( 選 礼 ) は 互い に 関係 が あ 59、 
アッ ラー の 神 の 道 の 大 装 の 衝 ! 実 の 熱心 な 信者 な らく で ら な けれ ば な ら な い 答 牲 (献身 ) の 一 
る と いえ る 。 2・178 か ら て いる アッ ラー の 大 義 の 内 、 巡 礼 が 人 の 精神 的 発展 の 最終 段階 
これ まで に 、 家 り 、 断 食 、 ジ ハー ド は 茎 に 説明 され て いる とこ ろ で ある 。 


注 1588 「 ウ ュ ムラ ー」( 小 巡礼 ) と は 上 記 の 方 法 で エ ヘ ラ ー ム に 入る 事 で 、 こ れ は カー バ の 神殿 の まわ り を 7 
まわ り 、 サ ファ と マル ワウ の 間 を 駆け 、 い け に え を 捧げ る 事 で ある が 、 こ れ は 強制 の 襲 務 で は な い 。 小包 礼 は 一 
年 の 肉 、 い つ 行 な っ て も よい が 、 ハ ジ (大 錠 礼 ) は ズル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 月 の み に 行 な われ る 。 
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る 


9 の 6 


2 い 


だ た いと 思う な ら 、( 注 ]) な ん で も よい か ら 
容易 に 手 に 入る も の を 供え よ 。 き れ と ど 、 何 
も 捧げ る も の が 見 つか ら な い 場 合 は 、 錠 礼 AG 
下 に 三 日 間 、 家 に 帰っ て か ら 七 日 間 、 合 せ る ラン 
て 十 日 間 断食 せよ 。 ( 注 10) こ は 聖 殿 近 くに の ee 5 引 


3 抽 3 を 52c dlb ン 3 ッ ン プン 


eb 出 昌 


スィ 


その 家族 が 住ま ざる 者 の 場合 に 限る 。( 注 ン フン ン ン し 
DO ア ッ ラ ー を 異 れ よ 。 ア ッ ラ ー の 懲 還 は 昔 あ olGo る 260815985 
話 な こと を 銘 記 せよ 。 

第 一 二 石 頂 

ター「 古 抽 イブン ンス で の の つの 3 イン イラ レッ 


8 巡礼 月 は 周知 の 事実 なり 。 ぉ れ ば 座 で あれ 、 人 る 人 9e38058 の 3 で っ 1 @ 
これ 等 の 月 に 錠 礼 を な る ん し し た 者 は 、 錠 の レル 
所 中 に みだら な 言葉 を 中 いた り 、 罪 を 犯し 5 URINGSEETK タ 3 9 
だ た り 、 吐 嘩 口論 な どす る な か れ 、 忘 れ ま い 
ぞ 。 お 前 だ たち が 警 行 を な せ ば 、 ア ッ ラ ー は 
それ を 知る 。 きれ ば 旅 の た め の 必 要 な る 食 の っ 3 3 。 咽 て 
糧 を 誰 備 せよ ょ 。 最 上 の 食糧 は 正義 な り 。 思 ^ - 
感 あ る 人 々 よ 、 わ し の み を 胃 れ 数 え 。 

回 。 お 前 た ち が 主 の 恵み を 求む る は 罪 に 非 ず 。 53。 か 1264 1 あし 先 4 
( 往 坦 され E お 前 だ ち 、 ア プラ ファ ー ト か レル リン ッッ タッ 
6 (注記 ) 降り 来 て 、 回 路 マシ ュ ア ル ・ ア る 人 ea と の 気 多 呈 寺 


半 


ラ タ イ クイン イト ガッ クタ の ーッ ン っ 


で 打 定 き いて い る 科 の ウム ラー と ハジ の つ な け 方 


に 餅 秋 すれ ば “物事 を 利用 する "の 意味 と な る 。(2 ) 記 礼 時 に ウ ュ ラー 司 叶 。 この 場合 、 
人 礼 者 


まそ を の つも 9 で エ ヘ ラ ー ム の 状態 に 入り 、 帝 礼 が 終わ る まで を 1 輝け る 。 こ れ は キラ ー ン と 呼ば 
で は “こつ の 物事 合わ せる ” の 意味 で ある 。 タマ ッ ト と キラ ー ン で は 、 供 え 物 を し な けれ 


われ て いる 断食 は 別個 の も の で 上 MM は 同一 で ほ 
ト ト の 麻 


を 


な い 。 事 が で き な い 者 の 郊 で あり 、 
* わ れる 三 日 間 と は ズル ・ と 


遂行 すれ ば よい 。 


述べ られ る 断食 は タマ 
ー の 中 12、13 H で ある 


注 161 ハジ E ウ ムラ ー を 一 行なう 事 は メッ カ の 居住 用 の み で な く 外 部 の 
ある が 、 な か に は 、 下 な る モス ク を ハラ ム 全体 、 即 ち メ ッ カ の 内 と まわ り の 加 な る 領域 
る 。 


注 162 聞 礼 の 目的 は で きる だ け 多 て の 教徒 の 参加 で ある 汐 、 ク ルナ 
る 。 現金 を 持っ て 旅 に で られ な い 者 は 商品 を 持っ て き て 商売 し 、 


る 平地 で あり 、 メ ッ カ か ら 約 
北 式 の ー つ で ある 。 ア ラフ ァ ー 


注 163 アラ ファ ー ト と は 、 人 巡礼 舌 が ズル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 9 日 め の 後 半 
14 km の 所 に ある 。 ヴ ッ ク ー フ と し て し られ て いる この 休 
ト と は 、 革 な る 場所 は 知識 の 祭 知 手段 と いう 意味 の 合成 
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ぶ と 


フュ 
385 bo9 ダ ラリ 人 だ 31 認 


第 二 並 アル ・ バ クラ 


ル ハ ラー ム で アッ ラー を 念 ぜ ょ 。 ( 注 10 か 2 シッ 信和 シ ュ ルン タラ 各 レッ 
っ て ぶた る 前 た ち を 、 ア ッ ラ ー が 導き た 。 プ ブ ー DLPCGEIPHPEP1 


る こし を 思い な が ら 。 @S0LSO4 4 

Cd じ 当 レコ 

抑 .、 か くし て 、 人 々 が 急ぎ 進む と ころ か ら 、 お 21245 侍 
EC20 イン 

前 た ち も 急 き 信 みあ 、 ナ ッ ラー に 部 し を 凍え 。 プー ーー IM り 剖 
げに アッ ラー は 定 大 に し て 、 情 け 深 く て まし 2 う AE 2019 

ます 。( 邊 了 シーン 
測 。 お 前 た ち 定め の 儀礼 を 終え な ば 、 自 分 た ち うす 6 る 紹 層 人 6 し 238 多 


の 父祖 を 質 護 せ し 如く 、 い や も っ と や を こん クレー レレ レシ ラシン シン 

(アオ る くく ク で る る ヶ 日 

め て 、 ア ッ ラ ー を 連 詩 せよ 。 人々 の うち に UI 2 

は 云う 者 あり 、「 主 よ 、 我 等 に この 世 で も ろ ンー ュ の レレ レタ 。 ェ ン クン 

ゅ ろ の 住 き 物 を え 給 え 」 ほ 。 か か る 者 は 、 の GE の あめ 9 は 45C00g の 
来世 で は な ん の 分 け 前 $ 得 ざる べし 。 

政 、 また 彼 等 の うち に 基 う 者 あり 、「 王 よ 、 我 等 ンク フン ロー レッ アン ンタ クン ライ ラシン 

に この 世 て 幸い を 給え 、 来 選 に ゅ いて う 和 olGGIGDJ 央 の の 45 う 

し ae の 二 っ の イン レタ タレ レン 

も また 然 り 。 曽 し て 我 等 を 、 業 火 の 責 若 ヵ @ 和 Wo 63 ン ン ン 258 


5 護 り 給え 4] ま 。( 注 人 0 

8 これ 等 の 人 々 は 、 自 分 で 稼い だ も の に 相当 GO ヒコ の っ か 0 の に の 330 
する 分 け 前 を 得る べし 。 ア ッ ラ テー は 清算 に 本 ーー テ 
追 速 な り 。 


約定 め られ た る 日 数 の 間 ( 注 0 アッ ラー を 8 の 5 の 3596 るり 多 
うい 多き 


\ し て も 、 を の 者 ” 


念 ぜ よ 。 但 し 二 日 間 に 


注 1604 マシ ュ ア ル ・ ア ル ハ ラー ム と は 、 メ ッ カ と アラ ファ ー ト の 間 の ムズ ダリ ファ に ある 小 き な 丘 で ある 。 
ここ で 査 な る 預言 者 は 夕べ と 夜 の 祈り を し 、 唱 の 出 ま で 祈り 続け た な 。 メッカ か ら 約 9 km 離れ だ ここ は 、 有 礼 
時 の めい 起 と 祈り に あて られ る 拝 所 で ある 。 


注 165 イス ラム が 到来 する 以前 の クラ イシ ュ 部 族 た フ ム ス と し て 知ら れる パ ヌ ー・ キ ナー ナ は アラ ファ ー ト 
へ は 、 他 の 館 所 に つい て いか ず 、 マ シュ アル ・ ア デル ハラ ー ム の 近く に 留まり 、 他 の 巡礼 が アラ ファ ー ト か ら 戻 
る の を 待っ て 合流 し た 。 当 節 と 前 節 で は マシ ュ ア ル ・ ア ル ハ ラー ム の 近く に 留まら ず 、 他 の 巡礼 大 
ト ま で 行く さき で ある と 述べ て いる 。 そ し て 、 ア ラフ ァ ー ト か ら マ シュ ブル ・ ア ル ハ ラー ム ま で 戻っ た 選 礼 達 
は 、 供 え 物 だ きる げ ば る ミナ ー ま で 行き 、 エ ヘラ ー ふ の 浴 わ る の で ある 。 


、 机 方 に 於 ける 和 
者 も 何 度 も $ 使 っ た 、 羽 


注 166 ここ で は を その 努力 や 向上 選 が 現世 の み に 限 られ て は いな い 現世 上 3 
類 の 人 々 に つい て 述べ て いる 。 ハ サナ と は 成功 も 意味 し て おぉ おり 、 昼 な る 預言 
な 祈り で ある 。 (ムスリム ) 


すご すべ で べき と きれ て い 
の アヤ ー ム ッ タ シリ ー 


注 167 これ ら の 日 は 、 可 能 な 限り 、 錠 礼 が ミナ ー に 滞在 し 、 神 を 誠 美 し な が 6 叶 
る ズル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 11、12、13 日 を る きす 。 それ ら の 日 は 、 輝 き と 美 の ロ 々 と 
ク ヒ と 呼ば れ て いる 。 
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は 罪 な く 、 ま た 長く 留まる も 罪 な し 。 こ は タッ ィング スン ン る シラン ン イン ンー レン 


1 > 2 313 に 

神 を 異 れ る 者 の た ゆな り 。 き れ ば アッ ラシー ーー ペペ ンー デ の) oN 

を 藤 れ よ 。( 往 16) 年 し て いずれ 必ず テッ ンプ PCOIIECHIESM 人 を 12 
テル pl 68! 

ラー の 拓 知 へ 理 集 せら る べき こと を ( 注 テ 向 4 


軟 ) 銘 記 せよ 。 2 
症 、 ま だ た 人 々 の 中 に は 、 現 世に 関す る こと を 語 (CSUWaediG 8 し の の 123 
て 、 流 を 感心 きせ 、 ア ッ ラ ー を 呼び て 


れ の 有 中 に ある も の の 証人 た だら しゅ ん と す の 2 し 6 誠 人 328G し た 人 685 


る 閉 あ り 。 きれ ど 彼 こ を は 最 6 晶 論 好 き な 
者 な り 。( 和 0 」 凍り 

8. か か る 者 が 一 た び 権力 を 所 る と 、 四 方 に 作 0UA2KS0usho の VI は dd が 5 
走 し て ! 軸 を 集い 殺 物 や 人 類 を 味 す 。 


み コク 飲 人 て ンク イッ ン タ 
アッ ラー は 有 駿 乱 を 憎み 給  。 @: MG1P UPYAPU EK 
8. か か 本 [アッ ラー を 思 れ よ 」 と 云え ば 、 る ある カタ イン イン も る タン スター 
きよ うま 23 12 
銘 っ て 諸 慢 が 刺 淫 され 、 更に 罪 に 直る 。( 注 テルル 608(250 の 1 305 


1M) され ば 彼 に は 、 地 獄 こ そ が を の 応報 な る ee 反 を 
べし 。 そ は 悲 珍 な る 映 床 な り 。( 注 1⑳) 

2 また 人 々 の うち に は アッ ラー の 剖 び を 蔽 2 和 0oC あ 先 凍る の Io 
あま り 、 我 と 我が身 を 可 る 者 あり 。 ア ッ ラ ー ーー の ン 
は その 僕 を あわ れ み 給 う 。( 注 1⑳) の の め 人 65 


注 168 錠 礼 の 根本 も な る 目的 は 、 ク ルアー ン で 2 ・198 に 座 い て ナジ に つい て の 成 律 が 説き 始め られ る 言葉 
で ある タク ワー (公明 正大 き ) の 達成 で ある 。 こ こ で は た だ だ 外 的 に 特定 の 儀式 や 典礼 を と り 行う だ け で 公正 き 
の 精神 が 人 わな いも の は 無 意 味 びあ り 、 タ クワ ー こ を そ 人 の 行動 の 全て の 根底 を な す ぉ 5 の で ある 事 が 強調 きれ て 
いる 。 


注 169 何 千 も の 錠 礼 が を の まわ り を 巡 還 し 、 を う で きる 時 は いつ る を その 方 角 を 向い て 祈り を 捧げ る ガー バ の 
神殿 は イス ラム 教徒 の 心 に 、 神 の 唯一 性 よ 、 そ の 尊 臓 を 思い 起こ きせ る の で ある 。 


注 170 世の中 に は その 座 弁 き と 、 に せ の 陸 人 光 と で 開き 手 を だ まし お おす 者 も いる 。 彼ら は 本 当 の 人 間 の 発 
展 に は 不可 欠 で ある 接 牲 の 精神 を 何ら 証明 する 事 な く 、 出 分 自身 の 利益 の み を 追求 し 、 細 か い 権 利 に 関し 他人 
と 短 独 に 争う の で ある 。 


注 171 彼ら の 替 力 は 、 他 の 人 々 の 利益 を 傷つけ 自分 の 利益 を ふやす き 


全て むけ られ て いる の で ある 。 


注 172 章 成 と 成 信 を 間違っ て 理解 す 5、 そ うい っ た 人 人 の 主たる つま づき の も と で あり 、 彼 の 虚 し る が 更 
に 那 を 重ね きせ 、 あ ら ゆ る 面 で 止 し い 道 か ら 外 れる の で ある 。 こ うい う 省 は 地獄 に 落ち て ゆく の で ある 。 


注 173 これ は 前 節 に 述 べら れ だ 人 と 対象 的 に 、 ま る で 自分 達 の 紅 を 、 ア ッ ラ ー の 宮 び を 求道 する 事 に 与え て 
し まっ だ か の よう に 、 を の 事 の み に 流 題する 種類 の 人 も いる 事 を 述べ て いる 。 
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列 。 流 和信 邊 た ちょ 、 完全 最 従 せよ 。 語 し て すり タッ 系 狗 bmg 上 和 2 
タン の 足 上 を 追う な か れ 。 サ タン こそ は ぉ の 2 の ラン シュ 前 果 凍 
前 た ちの 公 敵 な り 。 5 避 


2 明 年 が 降り たる 後に 、 う っ か り 油 る が 燥 き の EGR 人 クセ 9 才 
、 Me6 eS sp eo 6 
こと あ ら ば 、 ア ッ ラ ー は 強 大 に し て 、 四 折 2 の 
に まし ます こと を 知れ 。 2 人 8 
洒 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が 法 の 天 甘 の 下 、 天 使 た クン シッ ノッ クタ ン 
ち を 引き 運 れ 、 ( 注 149 彼 等 の ほし ころ へ 降 踊 。 〇 2 ちよ 2 人 い 


用 


する と で も 思う の か ?( 注 玲 ) 事 は すでに H シッ レッ 
間 POP の AA 1 
決 せ られ た り 。 す べ て は アッ ラー に 帰属 す 。 あら 9 og らし 3 
クタ 2 

| 

ニ イ 六 項 92 
、 リー っ ッ ン ョ so っ の 5 の と て 4 説 
2. イ ペラ ェ ル の 演 近 に 問 ぇ 、 われ ら が 加 何 に を 28 人 誰 証 引 2 


多く * の 前 証 を 人 


授け た る か を 。 き され だ 、 レレ ッッ コッ 
避 * ン rk 
降り た る 後 、 こ れ を 改 交 。 @ ぼ の G の 2 の あ 和 0 3 


る ば 、 ア ー は 多 し e 7 タ 5 
す 6 きり ッ ラ を 炭 し く 凍 す ee 向 
( ま ⑩ ンー 
8 この 世 は 、 不 信者 ども に は 如 聞 的 に 映る 22 の の 雪 
た め 、 彼 等 は 信徒 だ ち を 大 発 す 。 き れ ど ば 神 。。 レ タ ン シッ る フッ ネン スル ョ る 
を 思 れ る 人 々 は 、 復 活 の 日 に は 不信 心 者 ど EHDOAUTKOIGAU 
も より 上 位 を 占め ん 。 ア デッラ ー は を の 嘉 し セラ ンタ シン 爺 」 ン 
給 う 人 々 に は 、 計 算 を 度外視 し て 皿 弓 を 授 の BU の の 


け 給 う 。 

イン を レーン る ンタ 

中 人 類 は か っ て 一 体 を りき 。 (入選 ) し か る に っ 902 4 
その後 互 に 意見 を 異 に し だ た れ ば 、 ア ッ ラ ー 


注 174 これ は バド ん の 戦い の ほ に は 25 音 26 節 で 約 
年 ら せ ( ブ ハ リ )、 
者 の 中 に ちる の 日 、 


束 さ きれ た よう に 、 何 者 を 甚 ける 為 に 両 と 
は 列 術 を ササ え る べく 実例 を つか わき れ だ (8 :19)。 不 
言わ れ で いる 。 


注 175 「 降 臨 ]」 と いう 語 和 名 は 16 : 27、39・ 3 に ある よう に 、 神 の 


と いう 可 ! 


"使わ れる こと も ある 。 


注 176 こ ぬ は 神 が 大 
だら れる と い で ある 。 


を 下さ きれ る と いう 事 を 必ず し も 記 味 し て いる 訳 で は な く 、 神 の 懲 軸 は し く 感 


注 177 聞 言 者 の 到来 する 以前 は 、 彼 ら 全 只 が 不信 者 で ある と いう 意味 で 、 全 て の 人 人 間 は ・ - つ の 民族 で あっ た 。 
し か し 一 だ ん 預 言 者 が 現れ る と 、 巨 い に 達 い は は あっ て も .、 不 信者 達 は 一 つ に 団結 し て 項 言 者 抗 し た 。f 入 類 は 
か つて 一 体 な りき と いう 表現 は 、 国家 的 一 致 団結 た いう 意味 で は 、 ク ルアー ン 中 10:20:21:93 と 23153 に 
メ 当 計 の 施 こ きれ た 節 で 使わ れ て いる よう に 、 考 え が 同 一 な と いう で は 、 当 節 2 :214 の 他 に 5 :49i16: 
94・42・ 9 43134 に み ら れ る 。 


| 
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MI 


26. 後 等 


MI 


は 傾 言 者 た ち を 挙げ て 、 央 絆 と 警告 の 伝達 
ほな し 、 を の 多い を 判断 すべ き 真 理 の 経典 
を 彼 等 と 共に 隆 し た り 。 し か る に 今 、 
を 了 わ り た る 者 の み が 、 経 典 に 関し て 時 っ 
た 見解 を 抱き 、 胃 証 が 降り た る 後 だ と いう 
に 、 巨 に 妖 獲 し て 相当 うに 吾 れ り 。( 芝 0 
され ぼ ア ッ ラ ー は 、 思 し 吾 し を 以 て 、 不 信 
心 者 も を 貴 え た る 真理 へ と 、 信 徒 
た もち と 必 き だ 9。 か 《 の 如く アッ ラー は 、 
その 朋 給 う 者 は 誰 で あれ 、 正 し い 道 


た 導 
き 給 う 。 、 
お 前 た ち 、 前 た ち 以 前 に 世 を 逝 り し 人 々 
が 味 いた る 状態 を 体験 する こと な く 


に 入り 得る と 思う か ? 困 苦 明 難 が 
降り か か り 、 不 安 に 恐れ お の の 余り 、 使 
徒 並び に その 信夫 者 た ち は 、 「 ア ッ ラ ー の 


作 助 ほ い つの 日 か ?」 と 嘆い だり 。 ア ブッ ラー 
の 告 助 は 近づけ り 。( 注 

ま 伯 に すき がい 液 に 問わ ん 。 云 
いこ と は 皆 、 両 親 、 親類 緒 者 、 孤 児 
貸 者 、 びに 放 行 の た め に お 前 だ ちの 人 
か な 富 を 費 す べし 。 お 前 た ち が な す 善行 は 
すべ て アッ ラー を 知り 給 う 」 と 。 ( 


戦う こと を お 前 た ち に 定め ゆる 、 そ は いや で 
あろ う が 。 されど お前 た ち が 好 まざる こと 
が 案外 身 の た ゆめ となり 、 ま た 好む せこ と が 
却って 等 と な る こと も あり 9。 せ 前 た ち は 知 


gr 4 タン プン ッ ン ン 。 cp ン ンタ る 
6 の eee ypyobdE う は 2291 
レッ 2 タ ア ン ッ 内 ノー タク 
AIR ICE の 


AP クロ 9 92 タン タ 


人 8 0 当 旭 
92 の fAU AP 
の の ああ 36 も 19 


9 の 2 タダ 


の 2 に 3 っ 


トル c4 2 み アン る アレッ アス イス 2 デック 

JSCG> 0 の の 

発 人 3 282 AO61 
と 47 ア 2 


EEC 3RHI 
の 36225 0 的 S 避 


ュ 2 の クタ ン イ し ん 3 る 2 の ア プン タン 
apt 2ospo5 し 史 う 


ノッ ニー ン ウン 2 


者 ce っ 2913 ウデ 
る 206 あら 2 Retive dv 

半 

II の 6 


る を イア ノル 4 了 る は アル 。 4 
32 


放 5 9 ag22 


う 


注 178 


世界 


往 179 


た 後 


征 180 


手 が 受 
れ だ 


神 は 、 避 な る 預言 者 最後 の 
的 信 た られ だ の で ある 。 こ の 
和 れれ て いる の で ある 。 


イス ラム の お 
に や っ と 芝 高 な 理 起 を 達 過 す る の で ある 。 


この 節 ! 
を け と り 易 いよ う で な く て は な 
け の 価値 が ある も 


の で な く て は な ら が な い 。 
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彼 の 旗印 の も と に 全て の 民 が 集結 する よう に 
則夫 昌 


完結 し 、 団 結 で 始 


っ か わき れれ 、 
答 回 の 輪 が 


受け 入れ る の は 、 生 易しい ちる の で は な く 、 


と の 全 
こ 州 する で く 設 


まっ た 世界 は 団結 


教徒 達 は 、 成 し い 試練 や 苦難 を 適 過 し 


買 や きれ る も の は 正志 に 獲得 き れる で き で ある と の 意味 を 持ち 、 即 ち 、 お 金 を 使う 場合 ば 相 
その 和信 の 必要 を 充 た 


し 、 使 っ だ 目的 が 称名 に 値する も の で あり 、 を 


第 二 音 アル ・ バ クラ 


5 アッ ラー で / と フッ ン ン ンタ ッ ンク 。 る 人 タ スン タン [ の る 
の アッ ラー は すべ て を 知る な り 。 @o95 り る 2) うく 3 区 
第 ニ ト 七 項 


下 . 彼 等 は 民 月 の 期間 に おけ る 戦争 に つい て 、 33 

て 4 1 うとう 
流 に 問わ ん 。( 注 1) 去 た を 、「 を の 期間 に 戦 り 995 5 ラク ル りん A led5 
うこ ゝ 6 1 を ! 用い 
うこ と は 、 大 いな る 罪 な り 。 され ど 人 々 を PF は の 95 
アッ ラー の 人 道 よ り 阻 み 、 ア デッラ ー に 忘 恩 的 を 
で あり 、 入 の 聖典 に 語 で る を 妨げ 、 会 箇 を 。 QSs 刀 7 48 を JCIPPS4 
回 殿 より 追い 払う こと の 方 が 、 ア ッ ラ ー の 2 


凡 レ ュ ョ ン 
上 か も すれ ば 、 より 重き 天 な 9 角 し て ら 2 どき 53 


、 役 害 よ り も 恒 し 」 と 。 彼 等 は 、 も し 備 U* 9 32 侍 そ そく 
1295 (の 下 

を な ら 、 を 第 た ちる し て その 信 仲 に 9 の レン ブー 
か し ゆる まで 戦い を 止め ぎる べし 。 前 た の の 1 


ちの うち 信仰 に 音 き 、 不 信心 者 と し て 死ぬ 


者 あら ば 、 る を の 者 た ちの な せる こと は 、 現 29CATGcz di 


し お いて も 来世 に お いて も 宅 舞 州 す べ アラ クエ レッ 。 タ 内 
し 。 彼 等 は 馬 火 の 住人 な 9 。 面 し て を こ に 半 准 2 CE 
結 。 住ま ん 。 

29 信ずる 者 、 半 びに 過 宣 を る け て 移住 し ブ ナッ 合 BOA3B を 5 の 交 2 の 2 UI 
ラー の 追 の た め に 次 闘 努力 する 者 、 こ れ 等 」 ^ 
の 者 は アッ ラー の 恩 束 に 浴 き ん 。 アッラー 63 ょ 6 の の ん で WPVIRCC 
は 宮 大 に し て 、 悲 深く まし ます 。 の 2 と の 52 る 

9 


錯 . 役 等 は 流 に 、 酒 と ( 注 18) 賭博 に ( 注 弄 4 の 0 2 和信 あ る 家 
つい て 問わ ん 。 云え 、「 両 者 とも 大 罪 な り 。 ダッ 9 の の * フォ め W 


注 181 イス ラム 教徒 は 、 お それ か ら で は な く 、 人 の 息 を 流す 事 を 好ま な いと いう 理由 か ら 戦 争 を 嫌っ た 。 ま 
た 彼ら は 洋 争 の 状態 より も 、 平 角 的 究 囲 気 に あ る 方 が イス ラム を ひろ ゆめ 普及 ませ る の に は 、 よ り 伝 達し や すい 
と も 考え を だ の で ある 。 


注 182 も し 不信 者 達 が 型 な る 月 の 神 型 さ を 犯し た 場合 に は 、 た め ら も ず 吾 な る 月 で も 彼ら を 凡 せ よ と 命ぜ ら 
れ て いる 。 そう する 事 以 外 に 聖なる も の の 神聖 き は 守れ な いか ら で あ る (2 29。 徒 者 が 一 般 的 に 述べ る 
と 半 葉 る 時 聖なる 預言 首 は アプ ドゥ ッ ラ ・ ビ ン ・ ジ ェ ー シ に メッ カ へ 向かっ て いる クラ イシ ュ 族 の 一 行 

関す る 情報 を 持っ て くる よう に 命じ に た 。 ア プ ド ッ ラ ト 上 彼 の 仲間 が ナク ラー と いう 地 豆 で 小隊 と 出 会 い 、 そ こ 
ンー を 科 二 人 を 捕虜 に し た 。 こ れ が 起こ っ た 日 時 は 定か で は な い が 、 下 る 者 は これ を 坦 な る 月 で あっ た と 
みな し 、 叉 ある 者 は そう で は な いと いっ だ 。 し か し その 報せ が メッ カ に 届い た 時 、 ク ライ シュ 族 は その 疑 が い ( 埋 
な る 月 に 武器 を と っ た 事 ) を 利用 し て 、 イ スラ ッ 教 徒 に 抵抗 し 、 型 な る 月 を 汚し た の で ある 。 こ の 短め ある 節 
は を の 時 、 啓 示 き れ だ も の で ある 。 


し た と の 想 味 で ある 。 酒 は 、 知 性 や 
を 央 な わせ る 為 、 ハ マル E 呼 ば れ て 


往 188 ハマ ル と いう の は 、 あ る も の に 響 いも か けた 或いは は ある も の を 世 
を 狂い ま ど わ し 、 を 与え る い は 、 頭 脳 を 典 礁 きせ 、 特 
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人 人 韻 を 益 す る こと も ある が 、 そ の 寄 は 利益 
を 上 麺 る 』 と 。( 注 麗 また 彼 等 は 液 に 、 何 レシ ン 
を 費 す べき か と 関わ ん 。 云 え 、「 余 分 の も の し 届 角 5 


を ( 注 151E。 か て く の 名 く 、 ア ッ ラ ー は お コン と ンー 2 
衣 た も を 測地 きしめん か た めい きま ぎ ま ag が CI 
な る 式 入 を 明示 し 絵 う 。 

中 . 人 びに 来 革 に つ いて また 役 等 は 、 撤 クン 
児 に つい て ( 注 9) 流 に 問わ ん 。 云え 、「 彼 05 有朋 
等 の 幸福 を 進 する こと 者 2 の 隊 4 い の あり られ バ ダ | 
和 耐 し て ぉ 前 た ち が 彼 等 と 親しく 混 り 合わ 
ば 、 彼 等 は お 前 た ちの 兄弟 な り 。 ア ッ ラ ー 


どう か ら 作 る ワイ ン の 事 で ある が 

還 の 生 有 な 因子 で あ り 、 テ アル 中 悪者 は 病人 の 中 で も 悪 
外 労 へ の 抵抗 力も 低く 、 生 命 を 縮め て いる 様 な も の で ある 。 イ ギリ ス の 保 
半 命 は 約 2 倍 違う と の 統計 を 出し て いる 。 飲酒 た 犯罪 の 関係 も よく 知ら れる と ころ で ある 。 文 、 
悪性 因 了 の 25 一 859% は 飲酒 者 で ある 。 アル中 の 基 て 、 一 て ん か ん 、 精 神 異常 、 精 れ や 、 肉 体 、 
精神 、 倫 理 面 で の 色々 な 形 で の 退廃 が 、 ア ル 中 員 才 の 子 老 に は 、 頭 ね け て 極 ど っ て いる の で ある 。 (JeW. E 
nc.) “アル コー ル 消 費 効 上 果 は を の まま 神経 紅 織 度 が 進む と 、 判 断 と 自制 の 癌 史 プ 
ロモ ス が 停止 し て し まう 。( プ ブリ ター ニカ) ” 度 を す 神 の 達 反 と の 問 に は 宙 接 な 関係 が あ 
る と いう 事 は 世界 中 で 認め ゆめ る と ころ で ある 。 これ は 理 的 な 能力 の 無力 化 の 記 接 の 結 栄 で あり 、 
下劣 な 傾向 へ 流 刀 て ゆく 事 と な る の で ある 。 (宗教 倫理 百科 辞典 ) 


て の 酢 町 物 が あて は まる 。 “アル コー ル 
で ある 。 伝 病 の 死亡 率 も 高く 、 


注 184 嗜 め 忌 む べき 傾向 は 含ま で 問題 に きれ だ 
は 本 質 的 に 反 社 会 的 行為 で あり ぃ を し ぼ ま せ 、 利 己 : せ 、 人 格 の 化 を 招く も の で ある 。 
賭 は 本 質 的 に 野 箸 で あり 、 ゆ に 隠 き れ て いて も 気 欲 き に 他 な ら な い 。 賭 は 代価 を 支払 わす 産 
を 手 に する 事 で ある か ら 、 婦 、 決 とう が 相互 の 同意 に よる 殺 入 で ある 様 に 、 賭 は - - 
種 の 乱 盗 行 導 と ち ぉ いえ る 。 貧 欲 か 3 を 頼む ちゃ の で ある か ら 、 そ の 行 交 を な す 者 は 、 道 徳 
秩 訂 や 人 生 の 安定 性 を 失っ て し まう 。 賭 は も うけ る 集中 きせ る 事 で ある か ら 6、 人 人生 の より 価値 
ある 日 的 へ の 注意 も むけ る 事 を し な く な っ て し まう の で ある 。 


命 働 いて 収入 を 得 よ うと し な い 了 嗜 事 


注 185 物事 を 全面 的 に は 非難 せ ず 、 少 し で も よい 所 が あれ ば 、 素直 に 認め る と いう の が イス ラム の 特徴 で あ 
る 。 イ スラ ム 特定 の ぁ る の を 禁止 する の は 、 を それ ら が 全く 状 く な いと いう 事 か が ら で は な く 、 そ れ ら の 邪 事 な 
面 が 普 い 面 を 圧倒 し て し ま ょ うか ら で あ る 。 二 の 中 に は 全く その 全て が 自 で ある と いう も の は 何 も な い の で ある 。 


その 多大 な 害 の 為 に 飲酒 た 賭 事 や 侍 じ て は いて も 、 を それら の も つ 利 点 を 全然 理解 し な い 訳 で は な い の で ある 。 


注 186 道 錠 一 般 の 信者 は 自分 舌 が 必要 よ す る 分 を 充 た し た 後 で 残っ た 分 を 皿 や す よ う 命 じ ら れ て いる 。 を し 
て 暮らし の 楽 な 信 省 達 は 、 分 達 の 時 うち 、 可 能 な 限り を 費やす よう 望ま れ て いる 。 し か し この 藻 名 を 全 
て の 信者 全体 に あて は ゆる の で あれ ば 、 戦 時 に は 、 自 分 達 の 最低 必要 限 分 だ け を 残し 大 義 の 放 、 旨 や すべ き で 
ある 事 を 意味 する と ころ と な る 。 


注 187 孤 免 の 伏 到 は 大 変 微妙 な 問題 で あり 、 是 つ 重 な 社会 的 義務 で ある 。 撤 児 は 肉体 的 、 精 神 的 、 道 徳 的 
な 福 も 得 や すい 様 に 家族 の 一 員 と し て 育成 きれ ね ば な ら な い 。「 彼 ら は あな た 達 の 史 弟 (同胞 ) で ある 
と いう 言葉 に を その 手 め が こめ られ て いる 。 
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は 抜 児 の 守 福 層 進 を 求め る 者 と 、 剖 いこ と 029697 を 知略 
を 者 も を 区 け 。 も し アッ ラー 欲し な ^ 


、 と の ン 
ば 、 お 前 た ち を 困難 に 陥ら し せ べ し 。 げ に Fo 
テッ ラー は 引 大 に し て 、 明 替 に まし ます 」 

と 。 


み 9 レン ン と アス 
人 人 拓 才 の 女体 た は 、 彼 交 が 信 仁 し な 6 写っ 32988 な と 紀 以 白 め 7 
まで 結婚 する な か れ 。 ( 注 症 ) た と い 彼 女 が の レッ ラン ン ン 

本 (TPACNYSXC6 の SI に デン え 人 エ | 
お 前 た ち を いか は ほど 愛 墓 する と る 、 偶 像 崇 0 人 UP 生生 の 8 
拝 の 女 企 よ り は 女 鐵 の 信徒 の 方 が は る か イン 22 ッッ の Z の 多 あ の 8 9 
に 良し 。 ま た 、 信 徒 の 女性 を 邊 等 偶像 消 拝 人 ぞう の AO2 の Cy 
者 に 、 相 手 が 信徒 に な る まで 嫁 が せる な か 2 を て 移っ どる 8 交 釧 


PEX たつ きわ 
れ 。 た と い 役 が 彼女 を いか ほど 愛 黄 する と 1 の うう に 
らい 、 信人 痕 拓 の 男性 ょ り も 男 束 の 信徒 の ei か の by5 委 人 
5 良し 。 こ れ 等 の 者 は 前 た ち - を レッ タ シン 由 
きれ を アッ テー は 、 責 た oO あの 半 


国 に 読 い 、 選 し 召し を 以 て 散 免 し 給 
う 。 ァ ッ ラー は 入 々 を 反省 せしめ ん が 5 ため 
に 、 その 袖 兆 を 吸 示 し 給 う 。 

第 二 ! 八 項 


る 29 ょ 。 っ /2 
約 . 彼 等 は 月 経 に つい て 液 に 問わ ん 。 云 え 、「 そ 由記 12 衣 は あ うさ こわ 


は 不 光 な り 。 さ れ ば 月 経 中 は 、 女 を 避け 
る の 2 タ タン ョ ン の 2 タン 8 の フレ リッ ンク 。 
浄 まる まで ( 和 10) 近づく な か れ 。 済 き 号 CO9 人 な の 9 の 5 os は 人 


に 戻 り だ れ ば 、 ア チッ ラー が 命じ た る 如く ( 注 る アノ 1 る タッ ン あ イル ンス ロコ 
電 ) 彼女 た ちの そば に 行け り 。 ア デッラ ー は 悔い 9 私 6 9 


テリー ト 。 。 の の タ 
改め る 者 並び に 清 源 な らん と する 者 を 愛し 72 た HE1F を とれ 
給 う ] E。 

注 188 「 但 像 涯 拝 者 の 女性 と の 結婚 問題 は 、 戦 全 と 深 《 か か わり が ある 。 何 故 な 6、 戦 争 の 半 長 く 人 


れ て いる 舎 者 達 は 、 こ うい っ た 女性 達 と の 結婚 に 陥り が ち だ か ら で あ る 。 こ の 件 は 、 多神教 徒 の 男子 と 信者 の 
女子 の 結婚 同様 、 タ ルアー ン で は 固く 袋 じ られ て いる 。 こ れ は 倫理 的 、 社 会 的 克 め ら だ け で な く 宗教 上 の 岡 王 

ド て いる 。 多 入 敷 徒 の 夫 は 、 表 に 対し て だ け で な て 、 二 人 の 則 に 生ま れ た 子供 に る 極 坦 E 
え ぎ る を 得 ず 、 又 多 抽 教徒 の 骨 は 、 必 成 や めも ちゃ くち ゃ に し て し まう の で ある 。 更 
人 徒 の 雪 や 夫 千 者 を 配偶 者 と 3 を え 、 信 仰 、 人 生 の 見方 に た き な ひ らき が あり すぎ る 
ド じ 、 ひ いて は 、 家 姓 内 に 平和 が な く な っ て し まう の で ある 。 イ スラ ム で は 奴隷 制 は 何 
びる も の で は な て 《、 自 由 民 の イス ラム 教徒 の 男子 に と っ て は 、 多 神 教 佳 の 女子 より イス ラム 教 傘 の 
女 退 隷 の 方 が あら ゆる 面 で 、 よ い 配信 者 と な り 、 そ の 逆 も まだ そう な の で ある 。 イ スラ ム 杜 会 に 訟 いて は 、 奴 
隷 達 の 信仰 と 公 胃 正 大 き は 多大 の 競 散 を うけ て お り 、 理 な る 預言 者 の 非常 に 尊敬 きれ た 仲間 (同胞 ) の ベラ ー 
ル 、 サ ル マ ー ン 、 そ し て サー リム は 全て 解放 され た 反 隷 達 で あっ た 。 


注 189 信者 と 多神教 徒 の 結婚 の 法 を 科 単 に まとめ た 後 で 、 婚 期 関係 や 天女 問 の 装 務 に つい て の 言及 が ? 
な っ た 。 
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一 次 アル ・ バ クラ 


2 お 前 た ちの 委 は 、 ち 前 た ちの 耕地 な り 。$ き る 1 22 を > 町 宮 4 EC の 

れ ば 意 の まま に 己 が 畑 に お 6 むけ 。( 注 ) 。 」 - 

4 党 ( の の てら グ る 

前 し て 己 れ 自身 の た め に な る よう に 、 何 か 8132 の 

若い こと を し て p く べし 。 ア ッ ラ ー を 思 れ 、 /。 

や が て アッ ラー に 会 うべ きこ と を 知れ 。 ウタ し 当 5 

お 前 た ち が 普 行 を な し 、 正 し く 振 舞い 、 人 々 あッ タン な soy 人 スッ タン トー シッ ン フン 
| 2 

の 間 に 入っ て 仲良 くき せる こと 、 こ れ 等 を PO202YOPSDLPY2201NG う 


妨げ る よう な 秩 い の 対象 に ( 洲 ブッ KM EUPA 


ラー を 使う な か れ 。 
レー 

アッ ラー は ち お 前 た ちの 空 し き VER 交 は 
ず 。 ( 注 199) きれ だ アッ ラー は 、 お 前 た ちの ~ 

ee 520 分 と うす 
心 に 宿す こと を 和 や 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し 33 ば (ed 
て 、 寛 容 に まし ます 。 
う 者 は 、 四 み 月 間 <c2 科 2 


27.. 朗 と 同仁 せ ぎ る こと を | 
待つ べし 。 きれ ど その 間 に 、 も し 琴 い を 絹 き っ 2 の みる 


ば 、 ア ッ ラ ー は 害 大 に し て 、 情 せ 深 (まし 2 とう SE 208625 96 
ます 。( ま 0 


明 


注 190 「 ア 
ら え る と の 届 


ラー が 命じ に た る 如く ] と いう 文 に 示唆 きれ る 命 と は 、 妥 と の 交接 は 生 狂 に 通ずる 行為 と し て と 
味 で ある 。 (2 : 


注 191 この節 は クル アー ン の 純粋 で 破 誠 の あ る 容 明 の 雄 者 な た 
ほ く 取 り 扱 われ 、 結婚 の 哲学 と 婚 畑 関係 全体 が 、 雪 は お 前 
つく きれ て いる 。 女性 と と いう 種 の ま ょ か れる 吉 の 枝 
、 最 も 良い 種 を 大 事 に し て お き 、 竹 まき に 避 も よい 星 と 方 法 を 
形 で の 収穫 それ は 伝 者 の みな ら ず 、 民族 の 全 将 来 に ちか か っ て いる の で ある 。 
性 の 倫理 性 に 浴び る は どの 光り を あて る 事 と な る の で ある 。 


注 192 ここ で の 「 対 象 」 と は 物 肉 い の 科 い の 計 休 とい 人 が 全て の 道行 の 混 れ る ば か り の 如 
ある アッ ラー の 名 を 、 な うと いう 事 は 、 ま こと に 、 濱 神 の 行為 で ある 。 尋 端 や 
目的 も な い の 対象 や 笑い 物 に し て アッ ラー ウタ を に する 事 は アッ フー の る の 則 注 に ほか な ら な い 。 
当 節 と 次 節 は 、 人 人 の 音 か ら 末 を 吉 ぎ け て お く 《 く 問い に つい て 逮 べ られ て いる 2 :227 へ の 竹 入 部 の 役割 を 洒 た し 
て いる 


する 事 な く 、( 不 数 の 意味 で ) 神 の 名 を 日 
日 に で た と か 、 昌 で せ に な っ て いる 稚 い は 、 伺 


注 193 碧 い を た て と な か に は 、 何 
に 、 或 い は 丈 り の 交 、 と っ き に 


立ち 戻っ て そい 
を 切 ろ うと 思っ て いる 功 達 に つい て 述べ て いる 。 こ の 静 半 の 
は ほな い が 、 一 時 的 了 則 つ 部 分 的 な 別離 で ある 月 経 (2 223 ) 
いと ころ で ある 。 そし て 当 節 で は 、 本 当 の 、 た だ し 漠然 と し た 見 別 が 
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外さ れ ど 彼 等 際 婚 を 決 訪 し な ば 、 げ に ブッ ーー の 生 だ 2 0085 用 5 
ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 9 給 3。 デー ^- - 
( 往 ) 


20, 離縁 きれ た る 女性 は 、 用 心 の だ ため に 、 三 た っ 25 タ る 8 る 抑 っ の る ズン て 癌 1 

う あ る es う 

び 月 経 を 待つ べし 。 両 し て 彼女 だ た も が も し デ レン レッ 。 レン ルン 

アッ ラー と 末日 を 信ずる な ば 、 ア ッ ラ ー が る 22] al いじ 2 る | 

彼女 だ ちの 脱 谷内 に 創造 せる も の を 隠す は 、 る ン ン タク クタ タン 。 交 っ は と を っ 

達 決 な り 。 面 し て この 期間 中 に 、 内 の 側 か ゆま yu2082 の 2 ば) 

ら 妻 と 和解 を 望み 、( 注 15) 筆 を 復帰 せ し む る の タク ンタ の いし 2s る ュ ョ ク 

115 ら * 

る な ら ば 、 そ の 夫 は 最も 正 し 。 公平 に みて 、 6 joblol 必 5 きら お おろ 

女性 は 男性 と 同等 の 権利 を 有 す と いえ ぇ ど SeEJg2 WI る 2 る 1 
か は りー つ 上 に 位 す 。 (0) ーー 


ー は 借 大 に し て 、 覧 折 に まし ます 。 @ 46 
計ら れ 、 を し て これ に 続く 節 で 、 実 際 の し か し 取り 消し 可能 な 棒 婚 が 、 そ し て 2:231 で は 最終 的 に 取り 消す 
事 の で き な い 李 婚 が 語ら れ て いる の で ある 。 こ れ は イス ラム が 必要 悪 を みな す 上 龍 婚 で 、 そ の 手続 き 中 に 出 きる 


限り 多く の 暫 担 を 課す べく 考え られ た 本 当 ( 『 ら し い 秩 庁 と 命令 びあ る 。 イ スラ ム で は 、 妻 
稚 う 者 に 4 ヶ月 の 期間 を 許し て いる 。 こ の 陸 彼 は 妻 と 仲 目 り し て 鐵 鉛 関 人 者 の 岡 で 別 和 
、 に し な けれ ば な ら な い 。 イ スラ ム で は いか な る 場合 も 、 女 性 を まる で 借 て お くさ よう 
は し た 郊 別 は 許 き れ な い 。 イ ー ラ と は 柄 別 の 堆 い の 下 で 、 こ の 誓い に よっ て 大 か ら 6 無視 きれ て いる 女性 
は 、 を の まま の 状態 で いる 事 と な る 。 その 間 彼 女 は 他 の 男性 と 結婚 する 事 も で き な い し 、 自 分 の 犬 と と も 婚 興 
関係 を 持つ 事 は で き な い の で 、 最 長 4 ケ月 まで と きれ て いる 。 


近 よ ら な いと 


注 195 この節 か ら イ スラ ム の 離婚 に 関す る 法 の 説 胃 が 始 まる 。 
は 夫 側 に 委 を 雌 婚 する 権限 が ある 。 し か し 、 こ の 権利 が 行使 きれ 
で ある 。 


直筆 に よれ ば 法 的 必要 性 が 生じ た 場合 に 
まめ っ た に な く 、 ほ ん の 例外 的 場合 の み 


注 196 離婚 と は 神 の 日 に 映る て の MM 
は 、 多 て の 和 審査 と 制 妥 『 只 で きる の は 妻 の 】 経 が 終わ り 、 自 由 に 夫 赴 関係 
の も て る 期間 で あり な が ら 、 夫 が 何ら 前 を し て いん い 地 人 (2 次 和 が 宜 せ られ て か ら 、 妻 は 、 約 3 ヶ月 
1 する 三 回 の 呆 計 を 待た な けれ ば な ら な い 。 こ れ は イ f 厨 ) と 呼ば れる 。 こ れ だ け の 時 間 を 夫 

月 分 の し た 行動 や 二 を る せ 、 も し どこ か に 節 へ の 浴 在 テ ら 、 も う 一 度 を それに 
気づか せる 為 の 期間 で ある 。 3 漆 婚 る れ た 女性 が も し 妊娠 し て い 村人 人 を 夫 に 必 し て は な ら 6 ない 
何故 な ら 子 供 の 先 の 誕生 は 両者 の 仲直り の 一 助 と な る か ら で あ る 。 (4 有 な 訂 別 に は 三 団 ま で 
の 雌 婚 が ある 。 第 2 及び 第 1 の 雌 婚 の 宮 言 の 後 で も 待機 期間 が きれ て し まう より 前 な ら 、 夫 が を うし た いと 思っ 
戻す 特権 を 持つ 。 た と を え 待機 日 間 が 終わ っ て し まっ て いて も 、 結 婚 の ぁ きず な を 結び 直す ヨ 
よび 第 2 周 の 苑 婚 で あれ ば 、 再 び 一 緒 に な る 事 が で きる 。 


ほ 実 か ら 、 離婚 に 関し て 


注 197 個人 的 枚 利 に 関し て は 、 夫 ヒ 妻 の 権利 は 同格 で ある が 、4 : 35 で も 指摘 され る 通り 、 男 の 方 が 肉体 的 
優越 と 家計 を 支え る 経済 的 資 任 か ら 監 督 者 的 導 威 を 6 つ 。 
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WW 


ei! 


ル ・ バ グ 


wi 


第 上 九 項 

+ー 回 まで 許す 。 を の 後 は 、 ト LU を So2A9 じ 人 8 の めき 

きわ し い 待 骨 を 以 て 之 を 留 補 る か 、 或 い ! 38236 AA 

表 ろ に し て 有 を 出せ 。( 入 9 時 も 834 ec 9 

アッ ラー に よっ て 定め られ た る 控 を 守り 得 し ルン タタ ッッ ラル クッ タタ エタ スプ ブッ ン 
ぎる こと を 恐れ る に 非 ず ば 、 お 前 た ち は 委 の 8 


PO 


に 与え た る も の を 取り 戻す こと は 違法 な 21 の CI けん 
9 。 ( 注 坦 きれ ども し ち お前 だ ち が 、 彼 等 は SoC で や 
アッ ター に よっ て 定め られ た る 探 を 守り 得 dh っ Oo Oo 衝 の 2 が (033 多 6230 
じ と 如 る る 場合 は 、 彼 女 が を の 自由 を 得る レコ コン を 
た め ゅ に 与 う る こと は 、 両 人 と も 罪 な し 。 こ TAIPY YOM 


は アッ ラー の 定め だ た る 近 な れ ば 、 違 犯す る 
な か れ 。 ( 注 0) アッ ラー の 定め た る 控 に 僅 
犯す る 者 は 、 琲 入 な り 。 
光 . 三 回 目 の 離 婚 宮 っ て 正式 に 別れ だ る 人 光る 負 562 eS 55%GEgg 
後 は 、 彼 女 が 他 の 天 と 結婚 する まで は 之 を 29 


注 198 ここ で 離婚 に つい て の 5 番 め の 審査 が ある 。 実 を 本 別 し た い 男 は 、 離婚 を 二 度 、 列 個 の 機会 
な けれ ば な ら な い 。 第 2 、 第 3 の 離婚 家 若 を ・- 度 ] 1 て し は う 事 は で き な い 。 例 え 、 
ー 度 め に くり か え し 三 訟 述べ MM う の は 草 な る 個 言 者 は 、 その 
回 数 が どれ だ け で あれ に 宮 言 を 、 

或 る 口 、 一 人 の 男 が を 一 時に 同時 に 行い に いる 間 に 
な いも の だ ろう か ? を 閉 き 聖なる 1 キ と の 3。 投 初 の つの 
離 婚 家 言 を し て も 、 妻 の 同意 の ある な し に か か わら ず 、 イ ッ 待機 』 ド 雪 を 元 の # 


度 め の 離婚 の 
者 の 語 一 度 、“ ク ルアー 

選 ら は を うな っ て い る の で すか り ・ と 拓 計 1 に 導 ね だ ら 、 彼 
持っ て 自由 し て や かち ご 訟 の 上 計 の 後 で 1、 彼女 が 同意 間 を 青 め て お き 再 婚 
意味 する 言葉 が 返っ て きた の で ある 。 し か し 夫 が 、 ど うし て も ぁ 李 婚 し だい し 間 場 合 は 、 彼 は 三 度 
言 の 後 、" 彼 女 を 自由 に "し な けれ ば な ら 6 な い 。 以上 の よう な 、 性 の 側 か ら 望 まれ る 誰 諸 は タラ ー 
ク と よ ょ ば れる 。 


注 199 大 が 雪見 婚 す る 場合 、 夫 は 妻 に 与え た 婚 資 を と MM き な い 。 婚 次 を 与 を て いな い 場 合 は 、 
醒 尋 が 法 的 に 正式 の も の と な る 前 に 支払 わな てく て は な ら な い 。、 天 は 、 暗 り 物 と いう 有形 で 彼女 に な ぇ だ た も の 
は どん な も の で あっ て も 取り 戻す 事 は 許さ きれ な い 。 


注 200 し か し 、 妻 の 方 が 玖 別 を 望む ホッ ラ 周 誠 ) で みれ ば 彼 婦 ば 流 ら が な を それ る な ら " と いう 言葉 中 、 ら 
が 複数 形 を と っ て いる と いう 事 か ら わ か る よう に 調 位 ふま な けれ ば な ら な い 。 こ の 場合 
両者 が 同意 する か 、 裁 判官 が 決め ゆる か に より 全額 で あれ 一 部 で あれ 、 雪 は 夫 か ら も ら っ た も の は 電 半 を 手 陀 き 

な けれ ば な ら 6 な い 。 ケ ー ス の 理 ジ ャ ミラ の 場合 が 、 女 性 に よる ホッ ラ の 権利 の 行使 の 良い 例 で ある 。 彼 女 は 二 
人 の 失格 が あわ ぬ 為 うま くい か ず 彼 を きら い に な っ た と いう 事 を 理由 に 夫 で ある ケー ス と の 離別 を 要 沙 し た 。 
彼女 は 、 聖 な る 者 より 離婚 の 許可 を 与え られ た が 、 大 か ら も 6 っ た 果 掛 園 を 夫 に 帰 き な けれ ば な ら な か っ 
だ た 。( ブ ハ サ ) 
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復縁 きせ る こと は 達 法 な り 。 も し 第 二 の 大 
が 彼女 を 評 周 する 場合 は 、 両 人 が アッ ラー 
の 定め た る 控 を 守り 得る 自信 が あら ば 、 お 
互い また も と に 戻る と も 氏 ⑫ な し 。 こ は ア ッ 
ラー の 定め た る 控 な り 。 ア ッ ラ ー ほ は 之 を 知 


24 ft ク Ce 14 RM が 


了 クチ テン シン 4 ンタ 本 6 
AA55oee53 和 05y 


ン の る 


っ 


2 


識 あ る 人 々 に 明示 し 給 う 。( 注 沿 ) 


紗 。 お 前 だ ち そ の 青 を 座 し 、 害 め ら れ た る 基 8 2 と の 
間 が 滴 了 し な ば を 以 て 輝 を 留 む る か 、 ラン ッ 2 タ 92 フーン ダッ タ タク 
又は 得る に し て 之 を 出せ 。 役 女 だ ち を 不当 。 ov593K りら 
に 9 き 才 めで 、 あ 前 た ち 近 を 下す な か 4。 レセ ンス 1 
を の よう な こよ を する 者 は 、 必 ず 己 自信 や Polo 1 の ら b0S 当 Pr 
を 害 う 。 ア ッ ラ ー の 戒律 を 司 上 に する な か 2 ンク 1 2 を 
て | 絢 果 9 
れ 。 沿 し て アッ ラー が ち 前 た ち に 与え だ る 0 2 52 5 
ーッ 
思 上 、 論 し 戒め ん が た め に 降 し た る 経典 EGO AP MI 
と 知恵 と を 念 た え 。 ア ッ ラ ー を 呉れ 、 量 つ ア ッ チン キン の 62 ラン 
ラー が 方 事 を 知 店 し 給 う こと を 銘 記 せよ 。 2E 全 あれ 80Ega 
( 注 現 ) 
第 三 十 頃 
28、 お 前 た ち 事 を 離縁 し 、 そ の 定め られ た る 期 る 2 る 第 Ki 4 
間 が 満了 し な ば 、 互 に 合 忘 の 上 に て 合法 に ジ - W ンマ 
。 癌 、 シン ッ ク ン ンク ン ン ン ラック 
役 女 が 望む 者 と 結 績 する こと を 編 げ る な か 622 の 0 
れ 。 こ は ち 前 だ た ちの うち 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、  。。 PP 
末日 を 信ずる 者 へ の 訓 表 な り 。 こ は あぁ 語 た の 0 し oe 人 0 らら 2 る 8 
ちの だ め に 最も 清光 な り 。 お 前 だ たち は 知ら タン タン ン 0444 2 と 
HI 1 1 
ね ども 、 ア ッ ラー は を 知り 給 う 。(* ま 0) 20 ちら 99 5 
ン 22 イ タン プ 
OF 5 
注 201 この 委 で は つい て 述べ て ぢ り 、 


* 、 他 の 男 よ 靖 旗 し 
が な ら な い 限 り 、 離 婚 し い cl ド 
ム は - で は 畑 末 に 取り 抽 


度 は 夫 と 表し と し て 甘 ら し た ご 


婚 畑 関係 を 確立 し 、 彼 


- 人 人 が 、 も 


注 202 文 派 か ら 明 ら か な よう に 、 こ こ て で 述べ られ て いる 部 婚 は 、 取 9 り 消 す 事 の で きる 
租 言 の 後 で 央 に 婚 き れ た 居 択 は 座 を と だ め お い て その 人 と また 夫 姓 ほし し て 倫 ら すか 正当 に 離 % 
け で ある 。 人 彼 に は 雪 を 膚 街 し た り 、 不 安定 な 状態 に し て ぉ て 許さ れ な い の で ある 。 


座 婚 す 人 
る 。 茸 矯 
事 を 止め る 事 は 


注 203 この節 で の ' 天 は 、 以 敵 の 胡 い は これ か ら の 大 の いづ れ を も 指す 。 前 夫 の 場合 

と いう 文 は 第 1 又は 光 2 の 離 生 や き し 、 こ れ か 和 MS 第 3 の 、 最 # 

し た 女性 の 後見 人 は 、 彼 女 が | 測 夫 と 再婚 する 事 を 、 を し て 、 前 夫 は 彼女 が 新しい 夫 と 結婚 
"まな い 。 
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弟 二 交 アル ・ バ クラ 
。 TL ー で ュ ラッ イ フフ タン ルッ っ ラッ 
別 、 生 母 は を の 子供 に 満 二 年 間 授乳 すべ し 。 こ 20 に KEK 任 
は 授乳 を 全う せん 上 陳 む 者 の た ら な り 。 を リー 。 
の 場合 父親 は 、 慣 例 に 従っ て 、m 乳 者 の 婦 Ye 信和 CPRM 
食 を 負担 する 義務 を 有 す 。 何 人 も その 能 の タン リョン っ ちる 作る 
以上 の 負担 は 課せ を ら れる こと な し 。 生母 は OM の 9 2 892 る る 
その 子 ゆ え に 、( 注 弄 ) 人 親 $ ま た を の 子 ゆ 。 釣 2<< の (レフ ッ タ る 
ぇ に ( 注 池 ) 不当 に 鵜 制 せ ら る る こなし 。 925o9 9 3659 2 う 
また 相 読 人 の 場合 も 同様 な 義務 を 有 す 。( 生 PGIGIMCTGDNRIP 宅 人 NCP 
邪 ) 双方 が 相談 の 上 、 合 意 に も と づい て ( 注 ンコ テン 
A) 離 和 を 決定 する な ら ば 、 両 者 に は 罪 な 3 Lo と うし 
し 。 ま た も し 子供 の た め に 乳母 を つけ る な ジン ブッ ーッ ンー スン ッッ ン 。 
ら 、 そ の 乳母 に 約束 せ る も の を 公正 に 支給 CTOEIP2 が PSTN 
せ ば 、 前 た ち に は 罪 な し 。 ア デッラ ー を 思 る 1K1HK5CC1CKHEt を 5 
13 2 eS 3 率先 
れ 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ちの 行為 を 有 覧 し 給 ルリ 9 『 
うこ 25 コー イン の イッ ンコ 
うこ と を 知れ 。 の CGI 082I2 人 
8 お 前 た ちの うち 、 る の 表 を 残し て 移す る 者 の 
ら 1 
あら ば 、 を の 妻 は 自分 の 計ら いで 、 四 カ月 SIo 3 2 の まり プリ 
に 日間 待つ べし 。 前 し て その 期間 満了 の 2 と 2 
後 は 、 ( 注 20) 後 女 た ち が 相 応 に 身 を 処す る レー ルン ン し ・ 
こと に 対し て 、( 注 錯 ) お 前 た ち に は 何 の 罪 958 OS CX 
も な し 。 ア ッ ラ ー は ち お前 た ちの 所 業 を 承知 3 ンー 
し 給 う 。 GS(23 
注 204 この 文 ) 玉 親 は 我 が 子 の 為 に 公 親 を 苦し ゆめ ゆ て は な ら な い 、(⑫) 母 親 は 我 が 子 の 為 に 苦し ゆら れ て は 


な ら な い 。 と い 


注 205 ここ で は 父 


注 206 


往 208 
イス ラ 
間 を 長く し 、 


告 209 
人 送 の 人 切 


表し 両方 革 こ こ で 1 で きる 


親 の 子供 に 対す る 本 米 の 所 有 権 と 、 


死ん だ 入 の 『 


を 相続 する 者 は 、 


徒 


宴 如 の 場合 の イッ ダ 
ム ふ で は 、 彼 女 の 亡くな っ 


「 彼 女 達 が 相応 に 身 を 処す る 」 よ は 、 明 ら か 1 
結婚 を 用 芯 し て や れ ” (24 33) ょ の 志 


子供 の 保 金 


故人 の 残し た 店 


機 期間 ) は 4 ケ ヶ月 と 10H で これ !i 
へ の 感情 べ の 尊 数 の し る し と し て ふつ う の 離 別 期間 で ある 3 ヶ月 より も 
結婚 生活 の き づ な の 韻 厳 と 神 坦 き に 対す る 部 


* に 対す る 当 判 の 次 任 を 指摘 し て いる 。 


する 天 務 が ある 。 


p 達 を 供 


る 、 四 回 の 月 弥 期 意 を 合わ せ た も の で ある 。 
を 払っ て いる の で ある 。 


る 。 クル デー ン は 他 の 筐 所 で も 、" 林 亡 


夫 一 アル ・ バ クラ 


需 まだ お 前 た ち が こ れ 等 の 女 に 、 半 婚 の 申し て ME eb2 人 ラ ィ ン 
も AS 52 
出 を は の めか し た り 、 胸 の 中 に その 思い を 2 衝 科 て 了 二 
秘め る こと は 、 前 た ち に 罪 な し 。 ア ッ ラ ー WGP が 0 
は お 前 だ ち が 、 彼 女 た ち に な きん と する こ の 生 ア アン の ッ ァ ラセン 
と を 知り 給 う 。 さ れ ど 公 功 正大 な る 言葉 を の も SL 
云う 以外 は 、 役 女 た ちと 秘密 に 約束 する な た し を 2 の タタ 、 2 セン ン ルク っ 2 る 
* 
AN また 定め られ た る 期間 が 満了 する ま ゴス CIE063 の も 】f04 
*、 病 婚 の 結び 日 を 固め る 決意 を する な ん 89226 AIR 
1 AG 
時 ブッ ラー は お 前 た ち が 心 に 宿す も の 2 
ン の? る コン レーン ュー 
を 知洋 し 給 3 こと を 心得 よ 。 き され ば を の こ の を 53 人 ey 
と に 用 心 せ よ 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 定 
容 に まし ます 。 沖 各 
第 三 -|ー 項 
8 お 前 た ち 女 に 欠 れ ず 、 和 次 も 決め ざる うち 852 人 c を 25 
0 PC イリ か ) 
に 此 殺 す る は 、( 注 殺 ) 罪 な し 。 き され ど 富 者 
は その 次 力 に 応じ て 、 貧 者 も その 資力 に 応 
じ て 彼 女 た ち に 贈与 せよ 、 妥 当 な 時 与 を 。 っ セン 
これ 高 湊 な 人 に 課せ られ る 義務 な り 。 に 23863 の うめ 


oh 


殊 、 も し お 前 だ たち 女 の 体 に 触れ ざる い す て で くる 2 ( 全 全 。 EE ら 2 
婚 光 を 決め た る 後に 之 を 陰 婚 する ペッ う ウー dog ーー っ の 
決め た 額 の 半分 を ( 注 9 2 こし 3 359 の 3 
し 先方 が 辞 肖 す る か 、 結 弥 の 絆 を 握る 者 が 」。 。。 レン ン の る 

( 注 8) 辞退 する 場合 は 別 な り 。 い ずれ に うそ SH! や | asu 引 〇 史 う 3 
せよ 、 辞 退 する 方 が 、 公 正 に より 近 し 。 ま 


球 


0 ャ フフ zae 衝 レラ し ト ア デア 


の se う を 4 の うら る が 


ゃ 
sN 


注 210 上期 の 待機 期間 に 、 公 に 未亡人 に 対し 結婚 の 中 し 込み を す それ と な くわ か ら 
せる 様 に する 事 は で きる が 、 決 し て 公 に 、 正 式 な 、 或 は 、 美 する 中 し こなみ 
を し て は な ら な い 。 未亡人 も 当期 間 中 に こう いっ た 中 し 込み に 承諾 を 与え て は な ら な い 。 未亡人 は 、 亡 く な っ 
た 配信 者 の 思い 旭 払い 、 そ の 間 に 和 妊娠 し て いな いか どう か る を 加 ら か に する 向 、4 ヶ 月 と 10 日 侍 つ の で 
ある 。 妊娠 し て いる 未亡人 は 、 子 供 を 産む まで は 結婚 する 事 きれ な い の で ある 


結婚 の 完遂 継続 が 、 難 し い 避 い は 望ま し 
そう いう 場合 の 取り 決め が 述べ られ て いる 


注 211 これ は 例外 と いえ る 。 
て な いとわ か っ た りす る 事 は 、 


注 212 婚 資 が 決め られ て か ら の 本 婚 の 場合 に は 大 が 妻 に ふれ て いな い の な ら 決 め た 研 哀 の 1 プ 2 を 大 な は 振 
に 支払 わ 和 ね ば な ら な い 。 


注 213 [結婚 の 絆 を 握る 者 」 は 、 結 婚前 に は 女性 の 後見 人 で あり 結婚 後 の 契 約 取 り 扱い 和 人 は 大 に な る 。 
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た 互 に 皿 情 を か け 合 うこ と を ( 注 引 ) 有 忘 れ 称 ン IRCCEIPEPOUMEHy 和 1 
TH) ゅ "お に ン ッ ys 
る な か れ 。 げ に アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 ~ つ ンー 9 
4 【 還 2 
を 須 覧 し 給 う 。 @2 の の 処 る 3 あ 5 る 
弄 , 厳密 に 各 礼 拝 を 守れ 。 ) と り わ け ま ん アン ッ コン 


2 時 TP 
中 の 礼拝 を 。 ( 生 20 委 吉 を 満 し て アッ ラー bb っ 中 けら alOe 5 
の 狼 前 に 立て 。 


っ 
@CS る 0 
タ の と 2 
20. 危険 の 恐れ ある 場合 は 、 徒 歩 また は 騎乗 の 1 AGE 径 eS 13 に 3 555 
6 SGC の 9 Sa OB 
まき 礼拝 せよ 。 ( 注 2 中) され ど 安 全 な 場合 『2 - ^ 


っ 2 クッ ンク ジン ン タン る 1 

は 、 お 前 た ち が 知 らき ざり し こと を アッ ラー MKTRTGMIV の AA の 0 
が 教え た る 如く 、 ア ッ ラ ー を 念 ぜ よ 。 

還 ュ 骨 と レレ シン * タン る る 

2 お 前 だ ちの うち 表 を 天 し て 死す る 者 は 、 役 人 36902 移 の 8 人 の 12 

婦 た ち が 追 員 さ れず に 一 年 開 扶 差 を ( 注 

2 受け られ る よう に 邊 言 すべ し 。 る れ と 彼 OSeeIDE り 別 LUEESTRS59 

女 た ち が 自ら 家 を 出る 場合 は 、 彼 女 た ち が る の スン イェン 5 タイン ン 人 ンタ の ン レッ ン ン 

自ら 合法 に 行動 する こと に 対し て 、 ぉ 前 た IO の WAC 


ち に 罪 な し 。 ア ッ ラ ー は 俺 大 に し て 、 賢 哲 の の の ン 見 し ちあ 。2 タ 2 る っ 
に まし ます ー の の うと 人 あう も 353 


注 214 「 恩 捕 を か け 合 う ] と は 可 ( 或 じ は 彼女 の 後見 人 ) は 、 人 彼女 の 取り 分 の 全て 或いは 一 部 を 免除 し て や 
る か 、 天 が 自分 の 支払 うべ き 額 より ぅ 多く 支払 う 事 を 意味 し て いる 。 し か し 当然 な が ら 、 大 の 方 が き を 示 
す 方 が 刻ま し い 。 


注 215 粘 婚 後 、 人 は 折り を いく ら か は 怠り が ち に な る 。 そ ね 以外 に も 、 家 庭 生活 は 男女 共に 世話 する 事 が 倍 
に な る 為 、 結 婚 し た 人 々 を 、 も っ と 祈り を 定期 交 に 時 間 正 し 行う 様 きせ る 必要 が 生じ て くる の で ある 。 


注 216 「 ア スル の 祈り ] (まん 中 の 礼拝) 
の 祈り は 人 が 前 か が ら と りか か っ て いる 仕 
全て 、 真 中 の 礼 捧 で ある 。 


聖なる 預言 者 の 言葉 の 内 に 支持 きれ て いる と いう 見 解 で ある 。 こ 
生 頭 する 最も 忙し い 叶 間 の 祈り と な る が 、 あ る 記 味 で は 、 祈 り は 


注 217 定め られ た 日 の 五 加 の 礼拝 を 守る 事 は 、 最 も 重要 な 戒律 で ある 。 イ スラ ッ 教 徒 が 正常 な 神 和 を 持ち 
応 識 の ある 限り 、 礼 拝 を 欠か し て は な ら な い 。 教徒 が 潮 常 な 惑 怖 下 に あっ て も 、 礼 捧 を 怠っ て は な ら な い 。 昌 
上 に あっ て も 徒歩 あっ て も 、 走 っ て いよ ょ う が 、 此 っ て いよ う が 概 た わっ て いよ う が 、 ビ うい う 状 態 に あっ て 
も 礼 拓 すべ き で ある 。 


注 218 未亡人 が 独り で いな けれ ば な ら な い 2 : 235 で 示さ きれ る 4 ケ月 と 10 日 の 間 は 、 故 人 の 相続 人 か ら 、 自 、 
分 の 権利 と し て 、 住 大 と 生活 両 で の 保障 を 要求 で きる 。 言わ れ て いる 一 年 間 ほ は 、 2 :235 で の 権利 に 

加え て 、 末 亡 人 に 与え られ る 好意 に すぎ な い の で ある 。 こ の 間 に 与 を られ る も の は 相続 で の 彼女 の 取り 分 で も 

な けれ ば 、 弾 制 的 命令 で も な い の で ある 。 
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政 . 離別 せら れ た る 女 $ 公正 に 兵 付き れる べき の 件 
2 セ タン 
な り 。( 演 0) これ 神 を 長 れ る 者 の 義務 な に G の 06 を Eo 者 


9。 
ー っ > さき 内 と ター ッ ン の タ 1 
28、 か く の 如 (アッ ラー は 、 お 前 た ち が わ か る イイ 2o タフ タイン の 
. 人 S 全 人 | j 9 を 
よう に 戒 健 を 説き 明 し 給 う 。 の 992 仙 守 4 0 を 


第 三 二 区 
列 、 液 は 数 千 の 人 々 が ( 漠 ) 死 を 居れ て 、( 注 者 PCSA の) 
別 ) 家 か ら 出 て 行き た る 事実 を ( 注 舌 ) 知 ーー 
5 ざる か ? アッ ラー は ほ 彼 「 死 せよ 」 
ほな い 、( 注 天 ) 後に デ を 難 ら せり 9。 げ に 
プッ ラー は 人 間 に 対し 交 甘 深 き 御 力 な れ 
『、 


絢 アッ ラー の 人 訪 の た め に 戦え 。( 注 交 ) アッ 
ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知 9 給 うこ 
と を 知れ 。 

交 、 デ ブッ ラー 

ぬ ) アッ ラー は その 者 の た め に 之 を 倍加 す 


注 219 滴 爺 で は 林 亡 人 に 追加 的 好 
る 。 この 命令 は 離婚 女性 の 場合 に は 、 
守 に 不可 欠 の も の で ある 。 


えら 和 れれ て し 
に 必然 的 に 


で は エジプト を 区 れ た イス ラ エ ル 人 の 数 を 60 万 人 と し て いる 。 近 年 の 研究 で は クル 
し て いる (アー ネス ト ・ レ ナン 著 、 イ スラ エル 人 民 の 歴史 、P 145 、 及 び : 


ト 普 、 パ レス チ ナ と ユダ や ギ 人 の 歴史 P 174) 。 2 : 61 も 参照 する 事 。 


注 221 イス ラ エ ル 人 れ 以 上 エ ジ 
し た の で ある 。 パロ 族 は あら ⑩ る 手段 を 計 


に 届 ま る と 自分 達 が 根 だ や し に きれ る 事 を 和 れ て エジプト を 脱出 
、 ユ ダ ヤ や 氏族 を 根 秀 し よう と し た の で ある 。 


注 222 パロ 族 に 迫 宣 され 、 イ スラ エル 人 は エジプト を 逃れ 、7 
うと し た 呼 、 彼 ら は を こ に 住ん で いる 人 々 を 恐れ 、 前 進 す る 3 


ジア へ 渡り 、 モ ー で ゼ 
を 拒ん だ 。 


玖 り 東 きれ た 土地 に 入 ろ 


注 223 これ は 、 モ ー ゼ と共に カナ ン の 地 に 入る 事 を 揚 ん だ イス ラ エ ル 人 が シナ イ 山 の 荒野 で 流浪 し た 事 で あ 
り 、 彼 ら は 死 し て 荒野 に 埋め られ 、 新 し い 生命 の 息吹 き に ふれ た だ 、 新 し い 所 代 の 著 』 導 か すず ド 


され だ 土地 に 入っ た の で ある 。 タル アーン の 他 の 箇所 に 8 “そし て 液 が 死 し た 後 、 きせ る "と いう 表 


現 が ある 。 


24 これ は イス ラッ 教徒 に あて られ だ も の で ある 。 死 を 切れ て 、 血 を 流す 事 を せ ず 、 自分 達 の 国家 の 存亡 、 
名 堂 を 守る 為 に 由 分 洋 の 持つ も の 全て を 様 竹 に する 心 模 え の な い 者 は 、 生 きる 資格 が な い 、 と ここ で は 主張 き 
れ て いる 。 こ れこ そ 、 ク ルアー ン が 教え 説く 国家 発展 の 秘訣 な の で ある 。 


注 225 クル アー ン で は 、 ア ッ ラ ー の 大 義 の 為 に ちな 金 を 使う 事 は 、 神 に 金 を 伺 す よう な も の で ある と 言っ て い 
る 。 こ れ は 、 公 其 正 大 な 理由 で 泊 や きれ た 人 金銭 は 、. 無駄 使い と し は みな きれ な い 事 を 意味 し て いる 。 
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べし 。 テッ ラー は を の 学 を 関 ち 、 ま た を の RE 導 后 
開く 。 面 し て お 前 た ち は 、 い ずれ アッ ラー ~ 
の 評 へ 帰ら し め ら る 。 7 の 64 す チ | 


池 . 流 、 そ モー ゼ の 後 の イ スラ エル の 学 探 の 族長 中 @ タ の 応 員 (の の 2LJt 施 交 
たち に つい て 、 何 も 開か ざり し か 7 その ンク 。 レン タク 」 の 
半 者 に 向っ て 、 云え 、「 表 命 の CUGgL2 の あり 96 

こ 王 を 任命 せよ 。 さ れ ば 我 人 等 イン ン を ッッ タッ ン ン イブ スレ あま も ュ ンタ 

時 Ke oueoxce 66 652 


ラー の 壮 の た め に 戦わ ん 」 上 。 交 言 才 は 坪 ( パ クッ グン レン 
> SE うー いふ ュー 2 2 イイ アン ィ 1 る タン タル ーッ 
えり 、「 い ぎ 戦 うこ と を 命 ぎ られ る は 、 章 303g 引 296 朗 盆 略 
た ち 戦い を 欲 せ ぎる が 名 きこ と な きか 71 セレ レレ ルン し 2 
ほ 。 役 等 は 云え り 、「 い づく ん ぞ 我 等 は アッ oe に 2005 
ラー の た め に 戦わ ざら ん や 2? すでに 家 を タッ 。 イ 2 る る と レミ ュ ッ コイ クン ション 
こと もら LNA 対人 1 に 7 ェ = て (<1< 
定 わ れ 、 学 秋 ょ 6 郊 され た る 王 な ば 」 ょ 。 0 しら) 居 が ED EC) 


きれ どい ざ 戦 い を 命ぜ られ る し 、 彼 等 の う ar ラン 角 ン 
い ロリ 
ち 少 数 を 除い て 、 皆 背 き まれ り 。 テ ッ ラ ター eu 人 部 5 
は を の 憶 反 者 も を 熟知 し 給 う 。( 注 玖 
ミア リュ カ ニー 。 ンー、 ュー クン タイ イン ン 
268. 頂 言 者 は 1 云 た り 、「 ア ッ ラ ー は 、 タ 3 錠 人 8 0 る 人 ふ 8) る Mt 


ルー ト を ( 注 光 ) お 前 た ちの 王 と し て 任命 
^ クタ イン 2 タク タイ 9 イン ンー タレ ュ ン 
せり 」 と 。 す を と 彼 等 は 云え り 、「 役 が どう SC 0o 導 18 才 る 
し て 我 等 を 統治 する こと が 出来 得 よ うか ? 1 レタ の レフ レッ タ ン ノ タ っ の 9 る 
は 1 の 狗 ノイ ッ 人 [ ンク 
彼 よ り 5 ぅ 我 等 の 方 が 統治 者 た る に ふき わし IT と WYCO 
く 、 そ れ に 彼 は 裕福 に あら ざる な り ] と 。 3(( 学 億 し あ 4OT AI 
455222 じ 31018) 
を こ で 預言 者 は 法 え り 、「 ア ッ ラ ー は お 前 た 9 フタ led 
る ag と で = - 2 (4 P ン っ ゃ の 9 は し 3 タタ 
ちの 上 に 彼 を 選び 、 を の 知識 内 体 を 虹 か 所 合っ っ 60688205 る 252 AD 
に 増 る しめ ゅ だり 」 と 。 ア ッ ラ ー は 御 心 に か レチン 
ーー Pa ーー 3 ング 
な えば 雅 な り と 、 統治 権 を 与え 給 う 。 ア ッ @ を ら の 530 う 
ラー は 慈悲 深く て 、 す べ て を 知り 給 う 。 


4 ト 


注 226 ここ で 未 べ られ て いる 抽 来 事 
ルアー ン の 5 : 25 で は 、 モ ー ゼ が 自分 の 『 達 に ナッ ラー の 大 波 
で 、 お 前 は お 前 の 主 と 二 人 で 行っ て 戦え 。 我々 は ここ に 第 っ て いよ は う 。 
うし て 我々 が 神 の 道 の 放 に 戦わ な いで いら れ よ う 。 我々 は B を 後に し て か り だ きれ て きた の だ か 
5" 言っ た 上 伝え られ て いる 。 し か し この 改造 も だ け わっ て お ら ず 、 了 戦 か わな けれ ば な ら 
な く な っ た 時 、 彼 ら は 団 弱 に な り 戦う 事 を 拒ん だ の で ある 。 こ の 様 に 、 こ の 出来 整 は 、 イ スラ ム 教 徒 に と っ て 、 
同じ て つ を ふま 愉 様 し て いる の で ある 。 


モー で ゼ の 時 代 に 比べ れ ば | 


、 現 爺 で は これ に 反し 、“ ど 


注 22 「 タ ー ル ー ト 」 は 、 ダ ビデ より 200 年 種 散 に 生存 し た イスラエル 人 の 王 に 与え られ た 名 で ある 。 詳し 
く は 英 版 参照 
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De 


第 二 竜 アル ・ バ クラ 
3 公 タン 1 る クタ タン ゥ タンス る ノ 
処 35 OS 486 


MI し て 、 お 前 た もち に も た らき れる レレ シン 4 シ リラ 
板 の ( 注 区 中 に 、 主 より の 平安 と 、 モ ー 和 る の 22456 45826 


ピア エ M デ アン 
ゼ と アロ ン 一 家 の 遺 物 が ( 注 交 ) 納め られ 、 レッ クタ スン 1 が 2 ュ ラ カン 
それ を 天使 た ち が 担い 来る さ し 。 も し お 前 PIT2196 ICP 
た ち 胡 の 信者 な ら ば 、 け に を そこ に おぉ 前 た ち と とっ 。 る る っ 52 と を る ン レン ) 
へ の 増 沈 あ る な り 5」 と 。 32 9@58 
第 三 十 三 項 
別 、 タ ー ル ー ト が 軍 を 率い て 出庫 する に 直 み 、 名 人 89083 る 3 人 


信 え り 、「 げ に アッ ラー は 川 に よっ て お 前 た > ン の を ンク ンタ 。 ノレ 問 
ち を 試 ある ん と す 。 き れ ば 、 川 の 水 を 飲む クリ の の 2 の 2O5 Ce の らら 69 
者 は 味方 に 非 ず 。 飲ま ざる も の ! は 味方 な 9。 H 3 る スン ンタ レーン る と s 
但し で 一 次 の 水 を ( 注 0) 飲 サ 者 は を の の みち boloeI (2 や 9 3 
限り に 非 ず ] と 。 さ れ ど 少数 の 者 を 除い て 、 ンタ スン 衝 250E 42 23 
彼 等 は その 水 を 飲め り 。 証し て 彼 及び 彼 と の 60594 
信仰 を と も に する 人 人 々 が 川 を 渡り 9 お える 


ロク 


法 228 「 接 | (ター ブー ト ) と は 1 物入れ は 箱 ② 中 に 
知恵 を し て 平和 を よど め お く 心 。 

ター プー ト の 解 沢 は 人 に よっ て まち まち で ある が 坦 書 で は 物入れ 臣 い は 釘 で ある と し て いる が クル アー ン は こ 
" 胸 " 難 に は “心臓 王 心 " の 意味 で 使っ て いる 。' 神 か ら の 平安 の 由 在 する "と いう 文中 の ター プー 
ト の 放 基 は 、 物 入れ と いう 解 邊 び け で は 通じ な い 。 平 和 や 平 を 他 の 人 々 に 与え る どこ ろか 、 加 書 で 語ら れる 
箱 は 、 敵 に 持ち きゃ られ て し まっ た の で ある か ら 、 イ スラ エル 人 を 戦い で 守る どこ ろか 、 自 分 自身 きえ 守る 事 が 
で き な か っ た の で ある 。 自ら 6 箱 を も っ て 従軍 し て いた サウ ル は 、 和 れ な い 程 の 敗北 を 喫し 、 あ まり に も を 
の 度合 い が 、 ひ ぼ か っ た 為 蔽 も あわ れん だ 程 で 、 彼 は 恥ず べき 死 を 遂げ た の で ある 。 だ と すれ ば 、 そ ん な 箱 な 
ど イ スラ エル 人 人 に と っ て 何 の 平安 の 源 と は な ら な い の で ある 。 神 が 彼ら に た の は 、 腕 気 と 麗 耐 力 に 満 
ち だ た 「 心 」 で あっ た 。 その 為 、 を こ で いわ れ て いる 平安 が 彼ら の も と に 下っ た 叶 、 イ スラ エル 人 は 敵 を 打ち 破 
り 、 相 手 に 多大 な 下北 を 式 ら せ た の で あっ た 。 


\ の 入っ て いる 、 胸 部 、 胸 己 い は わき 腹 3 滑 | 識 、 


注 229 。 神 が イス ラ エ ル 人 に 下 し 給 う た 御 恵み が も $ う 一 つ 、 こ こ で 「 邊 物 ] と いう 言葉 で 示さ れ て いる 。 神 は 、 
彼ら の 祖先 の 特長 で あっ 3 め あ げ ば られ た の で ある 。 モ ー ゼ や アー 
ロン の 子孫 
徳 的 次 質 


注 230 一 すく い の 水 だ け は 例外 に する と いう 事 に は 二 つ の 日 的 が あっ た の で ある 。 先ず 1) 行軍 中 の 共 廿 の か 
ら か ら に ひか ら び た の ど を 湿ら せ て 、 最 低 必要 大 の 肉体 的 負担 か ら 解 放す る 事 、 但 し 同時 に 、 が ガブガブ 飲ま せ 
な いよ うに し た と いう 事 は 、 彼 6 の 士気 を 葛 失 きせ 瑞 の 事 や を おろそか に し て し まう 事 を 防ぐ た めで あっ た 。(② 
試練 を より 威 し いち ゃ の と する 渦 で あり 、 多 く の 場 合 、 人 に と っ て 何 も し な い 事 より 抑 端 に 限ら れ た 絶 陸 内 で の 
ん の 方 が ずっ と 苦し いか ら で あ る 。 土師 記 7 5 一 6 を 委 照 の 事 。 双 「 川 」 と いう 語 に は “多く て の" とい 
『 味 も ある 。 この 意味 よ す れ ば 、 こ の 節 は 、 彼 ら は 川 (多く の 水 ) に よっ て 試さ きれ た 、 即 ち 、 そ の 計 應 に 大 
する 者 達 は 神 の 仕事 を 実行 する 次 格 は 最 革 な く 、 忍 耐 強 てく こら えて 、 そ れ を 使っ た 者 は 功 を 為す で あろ うと の 
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3 やる 


や 、 法 を り 、[ 我 等 は 今日 、 ジャー ルート と 
( 注 1) その 軍 に 立ち 向う 力 な し 」 を 。 き の タッ タン ン も ょ ッッ 
れ ど いつ の H か アッ ラー に 兄 え ん こと を 確 8200627 ZN 5 過 2 る 多 
認 す る 人 々 は 、 云 えり 、 「 ア ッ ラ ー の 指揮 の トー タッ プク ンー ッ ン イン ョ て 。 ラッ ク 

ら と に 、 梨 何 に 江 雇 も 肖 記 を も っ て 大 軍 を の LDS 48o 記 あ 
打ち 破り た る こよ とか! アッ ラー は 

ポ 携 不屈 な る 者 と 倍 に まし ます 」 ほ と 。 @ の (の 62 多 


親 定 2 テッ ン セン ンス タタ ンー ッ ン 
の 内 625 


器 . 凍 し て ジャ ー ル ー ト と を の 軍勢 に 
追 遇 すべ く 前 進 を 始め た と き 、 彼 等 は 祈り し 6 ラ 
て 、 な えり 、「 我 等 の 主 ま 、 我 等 に 不 失 不 必 g 着 6 誤 1 31623530xo MM 


の 精神 を 注ぎ 込み 給え 。 我 等 の 足 を 毅 失 と ョ レン 。 っ 
立た だ しゅ 、 不 信心 者 に 対し 我 等 を 助け 給え 」 OO ポー 
と 。 
紋 。 かく て 彼 等 は メッ ラー の 指揮 の も と に 、 吉 イン に oU う ろ 223 
" うめ の ゆ うい POI ど り 
を ME を し ゅ た り 。 GE200 ダビ デア は ジャ ー ジテ EE 2 の 半 人 
4 ズ っ 

ルー ト を 殺し 、 ア ッ ラ ー は ダビ デ に 統治 権 2 4 (SITE 
と 知恵 を 抽 け り 、 ダ ビデ に 自分 が 何 を 購 ぶ ンク る タッ トラ ンタ タン タン ン ) 23 ン アン 
か を 教え だ り 。 も し アッ ラー が 人 間 に 、 人 が 1 2 
に 挙 制 雷 し 合 う で くし 向け ざり せ ば 、 こ (1 イン タン ラタン ノー あッ ンタ 
人 
の 地上 は 混乱 に 満た され だ り 。 ( 注 20 され の うら 8820 め 9 

ぼ ア ッ ラ ー は すべ て の 人 々 へ の 慈 庄 の 主 な 
中 と E な 9。 われ 6 は 真 O3 9G5S9 し KCG 怒 各 避 86 
こ プン 
理 を 以 て 之 を 液 に 読 語 す 。 げ に 流 は 便 徒 の レッ っ 
ンタ が 
一 人 な り 。 @ の いひ 1 
注 231 「 ジ ャ ー ル ー ト ] と は 、 歯 止め ゆめ なく 人 に 攻 共 を 仕掛 け 、 他 を 攻め きい な む 者 を 意味 する 呼び 方 で ある 。 


注 232 この節 で 語る 私 て いる 「 ジ ャ ー ル ー ト 」 は 一 人 の 人 間 で は な く 人 々 を 指し 「 軍 勢 」 上 は これ ら の 人 人 々 
の 助力 者 や 仲間 を 指し て いる 。 "イア ン 人 と 呼び 、 彼 ら は 数 年 に わた だり. イス ラ エ ル 人 に 攻撃 を か 
け 、 彼 ら の 土地 を 因 解 きせ た (上 | 1 一 6) アマ リフ 人 及び 全て の 束 部 の 部 族 が ミディ アン 人 の 委 入 を 
巧 け ( 士 師 記 6 ・ 3) この 節 で 述べ られ て いる 「 軍 勢 ] を 形成 し た の で ある 。 


注 223 ター ルー ト 即 ち ギ デオ ォ オン は 、 ジ ャ ー ル ー ト 及び ミディ アン 人 に 打ち 勝つ 事 が 出来 た が 
勝利 で ある ジャ ー ル ー ト の 殺りく は 、 約 200 年 後 の ダ ビデ の 時 代 に 成就 きれ だ も の で ある 。 帯 潮 で は ダビ デ に 
例 き れ た の は ゴリ アテ (サム エル 記 上 上巻 17: 4) と な っ て いる が 、 こ れ は ジャ ー ル ー ト の 同類 で ある 。 ク ルアー 
ン の 与え て いる 別名 は 多分 、 ダ ビデ の 時 代 の 指揮 者 の 名 に 由来 し て いる と 思わ れる 。 


彼ら の 圧倒 的 


注 234 この 簡潔 な 表現 に こめ られ だ た これ ら の 言葉 が 全て の 真実 と 正義 の 戦い の 多 白 学 を 述べ つく し て いる 。 
真実 正義 の 戦い は 、 泥 乱 を 生じ ぉ せ た だ り 平 和 を 乱 し た り 、 弱 少 国家 の 自由 を 奪う 為 で は な く 、 混 乱 を 正 し 平 
和 と 再興 する 為 の み に 戦 われ る で き な の で ある 。 


ー73 一 


アル ・ バ クラ 


2 われ ら は これ ら 便 徒 た ちの 或 る 者 を ば 、 他 0 Ca 2832C(S3 ol6 
: り Ft に た 5。 ァ ッッ ーses の > 2 ぱと 2825EISS ZI 
y 門 ロミ モー gA こ ナン ン ダン プン 91 る る 
ちの 下る 者 に 、 御 言葉 を か け 給 た り 。 ま た Ei 5 
下る 者 に は 、 高 い 位 隊 を 授け だ り 。( 証 00 』 の と か 。 レラ 
まだ われ ら は 、 マ リア の 子 イエ ス に きま ぎ ざ Me oN 252olCiy 
まな る 明 旋 を 与え 、 憶 寺 に よっ て 彼 を 強く ッッ 0 ン ン サン デン 
せり 。 も し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 後 の せ せ の タウ ッ 2AUPSGIVKTP6 の 7 
の 人 人 々 は 明 証 が 隆 り た る 後 、 に 相 い 争う ICE くし 1 
こと な か り し な り 。 し か る に 彼 圭 T レク 
ー 1 し ルン ン 
異 に せり 。 式 る 者 は 信じ 、 或 る 者 は 信 ぜ ぎ La 衝 Wo 


りき 。 も し アッ ラー 碗 し た り せ ば 、 彼 等 は も 2132 
相 い 多 う こま な かり し な り 。 さ れ ど アッ の ux 5 300893 る 
ラー は 巳 れ の 欲す る こと を な し 給 う 。 

第 三 十 四 項 


EE 言 す > 9 』 る っ っ っ つ の る み 2 イン 
人 流 ら 信徒 た ちょ 、 取 引 も 、( 注 8) 友情 も 、 US23 MVNO VI 
( 注 9) 執り 成 し ゃ な い ( 注 230) その 日 が っ 。 
来る 前 に 、 わ れ ら が お 生 た ち に 財 え し も の 92293 8595 EC か 1 1 
を 費 や せ 。 自 分 自身 に 不正 を な すこ と は 、 リッ コッ タン 
不信 心 者 な り 。 っ 6pm2 IM 
測 アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 未 生 者 、 自 存 す 。 cge 2 と 人 ンタ 
2 i KID 
者 な り 9。 ま どろ み も 眼 り も 彼 を 捕え ず 。 天 OECDJEIDP 
に ある も の 地 に ある も の 、 す べ て 彼 の 所 用 ルン .』 ッッ る 0 し る ら U タン る 
7 だ YOIFIVYCTNCIEI レ MT 
な り 。 彼 の 許し な し に 、 彼 に 執り 成 し を な レン ァ - っ 
し 得る 者 は 次 ぞ ? 彼 は 、 人 々 の 前 に ある CMb254 る 3 も VUIO き 5 る う 115 
こと を 知り 、 ま だ 人 々 の 後ろ の に ある こと を 2 っ 2 タ 4 を 
知り 失う 。 役 が 狭 す に 厚 ば 、 入 々 は 彼 の CC636 由 みり 2 
知恵 を いる きか も 知る こ と な し 。 役 の 玉座 < の レノ ョ ンー ン そ アイ 
の 
は 突 叩 に 広がり 、 光 を 六 持 し て 重荷 と な る DA も すり 人 KACIKP 2 


ラッ クン ン 


こよ な し 。 彼 こ を は 球 高 に し て 、 到 大 を る っ 午 2 る 
御方 に まし ます 。 人 還 


NN 


注 235 この 表 呪 は 、 ア ッ ラ ー が 計 り か け な い 拓 言 者 傍 が いる と か 、 精神 的 に 卓越 し て いな い 貧 言 者 が いる と 
いう 意味 で は な い 。 た だ 、 務 は 二 種 類 あ る と いう 5 さて いる だ け で ある 、 凶 ち 、] 世 し い 律 法 を も 
だ た ら す 、 彼 b は ムカ ラム ( 律 法 を 待た 預言 者 ) と 呼ば れる 。 そ し て (⑫) 預 言 首 の 地 父 が 、 彼 ら の 精神 の 高 
知 き に 出来 する 者 、 彼 ら は ガイ ル ・ ム カラ ム な 括 言 者 (]) 以 外 の 預言 者 ) で ある 。 型 な る 頒 言 者 は アダ ム を ム 
カラ ム な 預言 者 と みな す と 言っ た と 伝え られ て いる 。 


注 236 後 活 の 日 は 、、 取 引 な ど な く 、 人 の 行い の 善悪 と 神 の 御 慈 悲 次 第 な の で あ る 。 
注 237 その 日 に は 、 新 し い 友 情 の きず な を 生み 出す 機会 な ど な い の で ある 。 
注 238 2 意 49 節 を 参照 の 事 。 
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第 二 下 アル ・ バ クラ 


紀 。 宋 教 は 強 依 する も の に 非 ず 。 正道 は すでに ou 38SoANL 3 る の る 
逃 語 よ り 区 別 さ れ だ り 。 ( 注 0) され ば 邪神 イー 抽 
を し り ぞ け て アッ ラー を 信ずる 者 は 、 決 し J5 5 し と 
て 壊 秘 ぎ る 把手 を 掴み た る 者 な 9 り 。 プ アッ ーー し ョ ン ュ 放 多 > 


イン トン 3 し 2 人 (スッ ンタ 
ラー は すべ て を 物 き 、 す べ て を 知り 給 うっ 。 し 2198 前 あめ 千 し CE 


タッ ン タッ ン 多 


の と のり 


弄 アッ ラー は 信徒 た ちの 守護 者 な り 。 人 々 を ee の Io あめ 

了 介 より 人 れ 出 し 、 燃 昌 へ 聞き 給 う 。 不全 テレ リ クン 3 

心 者 ども は 、 を の 守 談 者 は 贅 神 で 、 役 等 を ご ゆ と 【UD) PINglb29 5 と 

光明 より 時 間 へ 導く 。 彼 等 は 業火 の 住人 な uz2T 卿 シク 
まう 311 計 CUF チ る 

り 。 氷 示 に 後 等 を の 中 に 住ま ん 。 (96 


モン タタ 25 2 る 人 抽 
@652k 人 


第 三 十 五 項 
権 を 授け た る が 故に 、 ア ブラ  ? ょ ゅ 
ハム に 対し て その 主 に つい て 論争 せる あの ” ン 
男 の こ と 、 次 剛 か ぎり し か 2? を の 時 アブ 832 導 あ 直る 82 
ラ ハ ム は 基 え を り 、[ 我 が 二 は 、 生 を えた 、 死 2 ュ リン レ ョ ッッ タン 2 タレ イレ 
に らし ゅ る 卸 方 な 9」 と 。 役 は 云え り 、「 和 852008B 4905Gols の BTO6 
も また 生 を 与え 、 死 に 守ら し むる 1 と 。 そ ンタ レー レー 生 22a タ 
こ で アブラハム は 云え り 、「 よ みろ し い 、 ア ッ (162 ec 
ラー は 太 腸 を 束 か ら 四 らし わ 。 流 、 西 か 6 の の ME お ィ 女 
を 上 昇 ら しゅ ょ 」 上 。 か て て 不信 心 者 は あ 2 デズ 

きれ て も の も ぅ 方 ん ぎり き 。( 注 弄 ) アッラー 
は 不義 な る 者 ども を 導き 給 わ ず 。 


注 239 宗教 の 為 に 特別 な 撲 牧 
分 達 の 宗教 を 布教 する 為 に 武 
静 が 取り 除 か れれ 、 イ スラ ム 教 、 
を 行使 し て は な ら な いと 告 げ 、 鉱 価 行使 し て は な ら な い か が とい ) 理 も 促 せ て 述べ て いる 。 正道 は すでに 
誤 よ り 区 別 ] きれ て いる の で 、 絢 制す る 必要 は な い 。 


注 260 アブ ラ ハ ム は 僅 大 な 偶像 表 壊 者 で あっ た 。 役 の 時 代 の 人 々 は マ ド ル グ ( 朝 の 神 、 春 の 太陽 ) を 王 た る 
神 と し 、 大 腸 や 星 を 礼 捧 し た ( 更 半 理 利 倫理 百科 、P.296)。 彼ら は 、 全 て の 生命 が 、 太 腸 に 依存 
し て いる と 信じ た 。 ア ブラ ハム は ある ぁ 無 覧 明 に 、$ し 彼 が 自分 で 言う よう に 生 と 死 を コン トロ ー 
ん し て いる の で あれ ば 、 全 て の 生命 の 依存 し て いる 森 陽 の 動き を 逆 に し て みな きい と 頼ん だ 。 彼 は 何 も 人 答え た ら 
和 れ な か っ た 。 彼 は アブ ラ ハ ム の 課題 を 成 し 2M られ な いと は 言え を な か っ だ た 。 も し その 課題 を 受け 人 れれ ば 自分 
と 死 の 管理 者 で ある 事 あ ぶち こわ すし 、 も し で きる と いえ ば 、 大 陽 を 礼 拓 し て いた 人 々 の 目 に は 、 大 変 な 
宮 深 と うつ っ て し まう か ら で あ る 。 こ うし て 彼 は 完全 に 混乱 し 、 何 と 言っ て よい の か 途方 に くれ だ た の で ある 。 
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vs 


1 


病 
狼 . また 廃 堪 に 帰し た る 都 を 通り か か り 、( 注 2 作 。 レ セン 、 そ イン 5 る セコ レン ン と て ンタ 
20「 ア ッッ ラー は いっ この 移せ る 者 を 邊 っ し の 上 の 3 和 の ce 
6 と 云え を る 男 あ りき 。 そこで アッ 2 る 抽 08 タク 人 | し 4 

ー は を その 男 を 百年 の 問 死 な し め 、( 入 20 。。 ン ン の あり d 2 
Ta [HE 6 人 お 交 争 し 舌 絶 人 

と > る か は 答え て 、 均 えり 、「 一 昌 る タス ンス 人 ち タン スタ クッ クレ レッ ン の 6 シン ン | 

、 否 、 数 刻 な り 」 上 。 ( 注 20 アッ ラー は ed6 科 5 1 es dW 

っ yg 令 ア レ ン ノン スレ ラン ン 2 ラン ン レン 
云え り 、 2 、 流 は を の 状態 で 百年 滞 汐 邊 3 4 32 EPS6 人 
アデ 


せる な り 。 ( ま それ 、 流 の 食物 と 飲物 と 


末 ンー rga 各 コン クッ レン 2 タン 
を 見 よ 。 を は 未だ 磨 ら ず 。 さ れ ど 光 の 流向 IPI 


を 見 よ 。 ( 往 5) われ 6 が を な せる は 、 流 
を し て 信 々 へ の 徴 た らし ゅ ん が た め な り 。 


注 241 ここ で 「 廃 鞭 に 帰し た る 都 】 と 言わ れ て いる の は 、 記 元 朋 599 年 に ヾ ピロ ン ア の 王 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 
破 療 きれ だ た エルサ レム の 事 で ある 。 頂 言 者 エモ ゼ キ エル は バビ ロン の 捕虜 と な っ た ユダ や 人 の 一 人 で あっ た が 、 

街 の 側 を 通ら る れ 、 荒 廃し た ニル サレ ム ふ の 廃 壇上 と 化し た 】 日 難 き せら れ た の で ある 。 

注 242 エ ゼ キ エ ル は この 街 の 崩壊 の 様子 に 心 を 冶 め 神 に 悲 に 満ち 溢れ た 言葉 で 、 エ ル サ レ ム の 簡 興 を 祈っ 
た 。 人 役 の 祈り が 届き 、 祈 り を きき 【 ル サ レ ム の 復興 が 100 年 後に 成る と み だ の で ある 。 こ れ け 別 
に エ ゼ キ エ ル が 100 年 間 死 し て い 音 味 する も る の で は な い 。 ク ルアー ン で は 時 々 、 夢 の 中 で 必 ら れ た だ ぅ の 
起こ っ た と いう 表現 を する 事 が ある 。 (12 5) エキ エル も 
市 放 の 状態 に あっ て 約 100 舎 問 、 民 話し し て の 完全 な 屈 右 を 
新しい 生命 を 受 ! け と り 下 な る 街 に 戻っ て くる と いう 味 し て いた 。 そ し て エ ゼ キ エ ル の 芝 
の で ある 。 テル すし ろ は 串 399 年 に ネプ ブ カ ド ネ ザ ル が 占領 し ( 列 上 24 : 10)、 エ ゼ キテ エル の 有 
町 586 年 頃 の は ず で ある 。 を し て エル サレ ム は 月 壇 後 、 約 一 世 記 後に 再 正 き れ た 。 エル サシ ム ま 
と ミディ ア の 上 で あっ た サイ ラス の 許可 と 助力 に よ 537 年 に 始め られ 
が 、 イ スラ エル 人 が エル サレ ム に 戻り 贅 茶 くま で に 更に 15 年 が 必要 と きれ た 為 、 結果 と し て 崩壊 か 再建 まで 
実際 に は 100 年 を 概 し な の で ある 。 神 が 100 年 の 問 エ ゼ キ エル を 死者 ほし て お き 100 年 後に よみ が えら し た 
と する の は 他愛 も な い 事 が 、 こ れ は 個人 の 生死 で は な 《、 民 族 全 体 を 表す 街 の 生死 に 関し て 折っ だ た エ ゼ キ エ ル 
の 祈り へ の 答 ほ たと ならない か ら で あ る 。 

注 243 この 言葉 は 時 間 の 確認 の 為 で (18 : 20 と 23 : 114)、 ク ルアー ン で の 用 法 に 従え ば 、 エ ゼ キ エル は どれ 
だ け の 間 、 自 分 が を の 状態 に あっ た か は わか ら な い 事 を 意味 し て いる 。 こ こ で の 「 昌 ] は 24 時間 で 表 き れる 一 
日 の 意味 で は な く 、 絶 対 的 な 時 間 な の で ある (1 : 4 事 )。 一 日 か 、、 数 刻 な り 」 と いう 文 は エ ゼ キ エ 
ル の 眠っ て い だ 星 間 か 、 夢 を みて いた 時 間 を も 指し て いる 。 エ ゼ キ エル は 胃 ら か に の 続 # 間 を 聞か れれ だ 
と 思っ だ た の で ある 。 


“は エ ゼ キ エ ル が 、 そ の 状態 に 
こみ た の で ある か ら ) ま た 役 
の で ある か らら それ も 正しい と 


注 244 し か し お 前 は 100 年 の 問 こ の 状態 に あっ た の だ と いう の は 、 あ る 
100 年 と ぼ ま っ て いた と いう 店 味 に も な る 。( 役 は 自分 が 100 年 死 し て い 
が - 日 か を こ 5 待 っ た と いう 科 入 は 容 際 は を みて いる 妊 間 は ふつ う 非 常 
言え る 。 

注 245 この 事実 を エ ゼ キ エ ル に わか ら せ る 為 、 入 は 彼 の 関心 を 彼 の 食事 と 飲み 物 と ろば に 向け なの で ある 。 
飲み 物 中 食べ 物 が 腐ら ず 、 ろ ば が 生き て いる と いう 事 は 、 彼 が 眼 っ て いた の が 一 日 程度 で あっ た 事 

る 。「 流 の み ば を みよ 」 と いう 文 は 、 抽 上 で いた 時 野原 で エ ゼ キ エ ル が ろば を 横 に し て 披 て いた 時 
事 を が し て いる 。 当 時 イス ラ エ ル 人 は 、 農 大 と し て 畑 で 働か あられ て いた の で ある 。 
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あの 貴 骨 を 見 よ 、 わ れ ら が * 名 何 に その 肖 を 人 G2 分 と 35 タタ る (1 


合せ 、 肉 の 衣 を 着せ る か を 」 と 。 市 し て を " の と 2 
れ が 彼 に 明示 きれ る と 、 彼 は 云え り 、「 我 は 月 : 用 1EIAMMIEEI 
アッラー が 全能 に まし ます こと を 知る ] と 。 - - 
( 注 麗 
串 。 ア プラ ハム が 、「 主 よ 、 各 何 に し て 死者 に 生 4 作 2 る の の ミイ ャ ンチ 56 4 作用 
0 の GOle562065 


命 を 与 う る か を 我 に 見 せ 給 え ] と 云え る 時 
の こと を 思い 起 せ 。 アッ ラー は 云え り 、「 流 605606 が 人 人 き 多 
は 未だ 信 ぜ ぎ る か 1」 と 。 ア ブラ ハム は 去 。 上 
ア 1 アデ セイ ンプ アスラ アス 
と り [表せ 信 ず 。 た だ 抽 が や を 安 や きゃ ん CO な 6908 9 電 O2 4)lOe9 
が た め な りほ E。( 注 約 アッ ラー は 云え り 、 タレ る クチ カッ ンク クッ タン 2 ョ ロン ン 
「 な ら 6 ば 四 羽 の 鳥 を 取れ 。 之 を 液 に 馴れ き 選 人 063 送 62 の ず あ 
せ て か ら 、 丘 の 上 に その 一 部 ずつ を ( 注 26) と ダック 免 ス ン の 8 2 パス ン クン 
416 し Le 
置き 、 前 し て 之 を 呼べ 。 彼 等 は 法 の と ころ の 2 っ 
へ 急ぎ 飛び 来る べし 。 
か く て アッ ラー の 借 力 と を の 覧 哲 さ を 知れ と 。 
第 三 十 大 項 
弱 . アッ ラー の 道 の た め に 己 が 財 を 貧 や 者 を ンタ クイ クイン 2 を タン 人 ルン 
人 イラ クー 0 びっ の lO 委 の PC 
芝 う れ ば 、 一 粒 の 末 物 に 七 つ の 穂 が つき 、 リー ee レン ーッ ン シ ン 
を の 各々 の 卿 に 古 の 閑 粒 が つく が 元 し 。 42 っ 5802 の S 包 移 
アッ ラー は 思 し 召 す 者 に は 、 倍 加 し て 与 


注 246 エ ゼ キ エ ル は を の 身 に 全 ユ ダ ヤ 民 族 を 代表 し て いる 。 彼 の 旬 微 的 な 100 年 間 の 死 は 、 個人 の こと で ! 
な く 、 民 族 全体 の 抽 虜 と し て の 100 年 間 の 屈辱 と 悲し み を 象徴 し て い だ た の で ある 。 こ れ が エ ゼ キ エ ル が 神 の み 
し る し と な っ た と いう 意味 で ある 。37 章 の エモ キ エ ル も 参照 する 事 。 


注 247 イー マー ン ( 念 銘 ) と イト ゥ ミナ ー ン (安心) と の 違い は 、 イ ー マ ー ン の 状態 で は 、 人 は 単 
事 を 成 し う る 事 を 信じ る だ け で ある が 、 イ トゥ ミオ ー ム の 状態 で は 、 彼 の 場合 に も 事 が 狗 る と いう 大 
取る と し いう こと で ある 。 ア ブラ ハム は 稀 か に 神 が 死 者 を 生き か えら 6 す る 事 を 信じ て いた が 、f 
だ の は 、 神 が 日 分 の 子 丈 の 場合 に g そ うな る っ て 下さ きる か を 知り うる た の で ある 。 


注 248 これ は 、 物 事 の 一 浮 又は 区 分 を 意味 し て いる 。 ア ラビ ア 語 で は 、 ジ ュ ズ と いう 。 こ の 様 に 、 も し 物事 
が つの 集団 を な し て いれ ば 、' 一 部 或いは "区 分 と いう 語 は 、 を の 各 千 成員 を きす 事 と な る 。 7 ファ の 
ム の 夢 で ある 。 羽 を つか まえ る と い 彼 の 3 皿 団 の 興亡 を みる 事 が 略 に 示 き れ て いる 。 こ れ は 、 
イス ラ エ ル 人 | そし て イシ ュ マ エル を 通し て アブラハム の 子孫 と な っ た イ スラ ム の 天才 の 人 
者 (ある い は 後継 首 ) 返さ きれ だ の で ある 。 イサ ク を 通し た ア ブラ ハム の 未 え いで ある ユダ ヤ 人 の 
国力 は 、 最 初 は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル に 、 次 に は タイ タス (17: 5 一 8 ブリ タニ カ 百 科 辞 典 、 ユ ダ ヤ 人 の 項 ) に よっ 
二 画 、 か い 減る きせ られ だ 。 そし て 一 回 と も 押 は 、 税 ら の 没 条 の 店 再 典 され た 。 二 回 め の 没 落 後 の 再興 は 、 
キリ スト 教 を 受け 入れ た ロー マ の 所 益 コン スタ ンチ ヌス に よっ て 提 し と げ ら れ だ た の で ある 。 イ スラ ょ ム の 国力 $ 
同様 に 、 先 ず 、 タ ルター ン の 遊牧 民 の 手 に バク ダッ ド が 落ち た 時 、 は げ し い ゆ さき ぶり を 受け た が 、 間 も な く を 
の 打撃 か ら 回 復 し た 。 勝 利 首 は 宗教 を の りこ え を 、 バ グ ダ ッ ド の 害 者 で あっ た ハラ ク の 孫 は 、 イ スラ ッ ム 教徒 に 
改 示し た の で ある 。 第 2 の 段落 は を の 後 下 補 的 且つ 政治 的 に イス ラム の 詞 退 の み ら れ た だ 時期 に や っ て きた の で 
あり 、 第 2 の 復 護 は 約束 され た 救世 主 に より も $ だ らき れ た の で ある 。 
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アッ ラー は 寛容 に し て 、 す べ て に ン 9 人 p 蛇 PIG る コタ クレ 記 ン 
し 給 う 。( 注 和 人 あり やら ッ cos 01 8 テ 
8 アッ ラー の 道 の た め ゆ に 避 が 財 を 費やし 、 を 急 2 スク 2 Pooh 
ろ っ 区 1 の 1 

の 施し に り や 悔 辱 を 伴わ し め ゅ ざる 者 は 、 イー レー ク 

、 えも と 。 _ 、 し 旋 多 ッ ク ン ィ 人 ンタ 2 の 
の 御 許 に 報 装 あ り 。 彼 等 に は 李 れ も 才 只 の 52 

も 起 ら ざる べし 。( 注 光 ) ある ッッ ン > 

20 首 軌 な 計 代 や 邊 大き $ の が 、 件 を 伸 導 08 旬 2 Pt 


捨 に 優る 。 アッラー は 自足 者 に し て 、 宮 容 ez っ a の 2 @ フ タン る 作 g2g 所 る 
トー リ 
者 に まし ます 。( 邊 知 2 ツル 32 


る っ 55 クン 
の は と 0 


ン . 
ン 


液 等 信徒 な ちよ 、 り と 梅 辱 と し に よっ て お どい っ お IE 
前 た ちの 施し を 空 無 に 帰せ し ゆる な か れ 。 レレ タッ タリ リョ 
( 注 20 人 々 に 見 せ び が ら か す た め に 自分 の 。 きち gi 低 っ 多久 9220 な 9 ら 
財 を 費 せ ど 、 ア ッ ラ ー も 末日 も 信 ぜ ぎる 者 の 后 2 し 281 ポコ レ (5 
ぼ も が する が 如く 。 か か る 者 は 、 泥 を か ぶ 。 Io 4E ゅ みう 区 し 
9 だ る 平ら な 涯 に 仙 て 、 大 雨 を の 上 と 降り 本 っ 人 交 拘 LO 2 
を そそ が ば 、 急 ち 裸 と な り て 、 元 の 平ら な 忠 
あッ タン ちる 1 【 す / 
い 音 に 喜 る 。 彼 等 は 己 が 稼ぎ か らい きき か 。 GA292 交 2 1 01 
利益 を 得 ざ る べし 。 ア ッ ラ ー は 信仰 せ ぎ 


じ 
い 
『 


注 249 前 節 で は 、 あ る 国家 が 死 し 、 そ し て その 国家 が 再 典 す る に 値する 民族 で あれ ば 、 神 が 新しい 4 
えて 下 $ る の は 神 の 法 で ある 事 が 指摘 きれ 、 そ の 物 と し て イス ラ エ テル が 塗 ば られ て いる 。 を し て 更に ア 
ふ の 来 を えい は イ スラ エル 人 ょ イシ ュ マ エル 人 に 各々 ター 則 づ つ 誕 の 由 亡 を みる と も ち も 吉 べ られ て い 2 イス ラテ 
教徒 を 約 求 きれ た 再 筐 に むけ て 準備 僧 、 神 は 、 国 家 発 展 の 隆 段 に 立ち 返り 、 信 仰 郊 き 首 達 
く 、 神 の 大 義 の 宙 に 資力 を 費やす よう 切 に 窒 告 な さっ て いる の で ある 


らき な 


注 250 1 - 財 産 を 使う 事 の 抽 肌 は 、 を れ に マン (秋生 
を 邊 まん きせ の) と テア ある 。 アッ ラー の 大 義 の 為 に 財産 を 使っ 
た だり 真実 仕 を し た 者 は 、 そ の 事 を 事 は 和仁 じ ら れ て いる 。 そう する 事 は ! 


が まし く な っ て し まう か ら で あ る 。 同 拉 に 、 彼 ら は 特 分 達 の 析 献 に 対し 見 返り を 要求 し て ならない 
注 251 、 甚 け を 求め る 者 達 に は 、 親切 な 言葉 と 宮 容 
きた 者 に 恥 を か いた と 感じ きせ る 

ある 。 と いう の が マグ フラ ト の 謀 


き の 方 が # 捨 に 勝る 、 到 い は 、 惑 け を 求め て 
^ 交 に 、 彼 ら の 招 紛 黙っ て いて や り 、 他 人 に その 事 が も れ 避 様 に すべ き で 
: 味 する 所 で ある 。 


注 252 他 の 簡 所 で も イス ラム 教徒 は 包み 隠 き ず 財 産 を 使う よう 命ぜ られ て いる (2 : 275)。 そ の 意図 する 目的 
は 、 他 の イス ラム 教徒 も その 例 に な ら う 様 に と いう 事 で ある 。 し か し 信仰 を 持た 私 者 は 、 公 の 評価 を 勝ち と る 
徐 の み に 公然 と 金 を 使う の で ある 。 そう いう 者 は 神 の 報 本 を 受け 取る 次 客 を 全て 失う の で ある 。 
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第 二 音 


項 . 


作 . 


IM 


アッ ラー を 喜ば さん と し て 、 且 つ 己 が 精神 
を 強め ん と し て ( 注 ) 財 を 費やす 人 は 

丘 の 上 の 果樹 彫 に ( 注 250) 似 た り 。 大証 降 
ら ば 、 昌 実 の 収穫 は 二 倍 と な る 。 よ し まだ 
降 6 ず と も 、 ぉ お 混 り 程度 で こと 足り る 。 ア ッ 
ラー は ぢ 前 た ちの 所 業 を 照 監 し 


る A ュ 
し 給 う 。 


ぉ 前 た ちの う も 、 家 格子 や 御 暫 の 巣 樹 半 を 
持ち 、 小 川 その 下 を 流れ 、 あ ら ゆ る 種類 の 
果物 が 採れ 一 と ころ が すでに 年 老い 、 き れ 
ど 有 継 ぎ た ち は 未だ 区 弱 一 むり し も 旋風 獲 
火 を 伴い て 時 半 園 を 娠 い 、 灯 く 焼き 払う 。 
そん な 有 日 に 誰が 遺 い た いと 世 む か ?( 注 洒 ) 
か く の 如 く ア ッ ラ ー は 、 お 前 ち を 反省 せ し 


めん が た め に 、 さ ま ざ ま な る 神 兆 を 説き 明 
し 給 う 。 

第 三 ト セ 項 ーー 
湊 等 信徒 な ちょ 、 お 前 た ち が 稼 ぎ た る 佳 物 


と 、 わ れ ら が お 前 た ちの た め に 大 地 よ る 産 
し た も の と を 施し に 旨 や せ 。 自 分 で も 目 を 
つぶ ら ず に は 愛 け 得 ざ る 如き 悪し きも の を 
選び て 施す な か れ 。 ( 注 586) アッ ラー は 自足 
者 に し て 、 護 美 せら れる で き 御 方 な る を 知 
和 れ 。 


ン う タタ る フッ フン 2 5 の タメ ン ン 
PIEODTOS(IRL2 


H 


グ 


6 Set の の 
@% eo アッ 
Me Bose 
CK を 人 EK の 2 
5868695g2i 


陸 風 
っ タッ ンク レタ タッ ンプ タン ュ ン 5 ンタ イレ 
Es あ の 
Ke Pos at 
る セイン ク 

名 語ら 9) 6 は ぁ Fo も 
る 20 の 凍 


下 253 アッ ラー の 大 義 の 為 
(確固 た る も の と する 重荷 


注 254 
で ある 。 央 の 雨 は 場合 に 


神 の 大 疲 の 為 に 包み 隊 き ず 紅 


よっ て は 低 【 


に も 恵み と な る の で ある 。 


注 255 
すれ ば 、 


注 256 
る 。 何故 な ら 合 
用 済み の 物 が 


この 比 際 に よっ て 、 信 者 吉 は 、 自 分 達 の 時 』 
日 分 の 仙 や し た 全て 3 床 と な っ て し まう 


この 節 で ! 
手 に 入れ た 時 


波 
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事 は 、 自 分 が 一 秒 命 稼い 
を 身分 に 負わ せる と いう 事 か ら 、 


臣 を みせ びら が し に 使っ た り 、 
語る きれ て いる 。 


全う 再 で 、 自 ら 、 
強く する の で ある 


を し て 信仰 を 回 


人 人 の 現 を 


が 雨 の 恵み を 降り 
、 商 馴 に は 多 か ろ う が 少 な 


高 促 の 上 地 の 様 な ちる の 
か る うがい づれ の 場合 


言 者 は 神 の 大 義 の 移 に は 普 き も の と し て 純粋 な も の を 費やす 事 が 必要 で ある と 説 が れれ て 
の 中 に も 悪し きも の 
れる 事 は あっ て も 、 使 后 し の も ぁ る の だ け を その 目的 の 為 に き 


っ て いる か ら で あ る 。 貧 首 に 古く な っ た 使 
し 出す 事 は 許 き されない の で ある 。 


ュ CY 


第 二 斉 
名 奄 魔 は 信之 を 以 て 前 た ち を 加 し 、 お 前 た EDN 1 の の お 人 2 
ち に 取 じ 知ら ず な 行動 を 。 ( 生 列 ) し か の の し 0 
っ フタタ ラン レス 
る に アッ ラー は 、 容 恵み 深き を 前 た きる 2 多 委 0 QS 
ち に 約束 し 給 う 。 ア ッ ラ ー は 赴 容 に し て 、 
昌和 
270. 彼 は 思 し 如 す 者 に 知恵 を 授け 給 う 。 知 恵 を 4 の ン 衝 ラ ン ン で 外人 る タン を の 28 
ae FL 1 4 
PH 党 か な る 幸福 を わり た 04 時 外 当 の 2 0 多 
机 スン バス いっ 
肝 REDUM4K M (29 
- 気 づめ ぎる なり 。 
2 お 前 た ち が 何 を 費やし 、 ま だ 如何 な る 故 い る 2 と 222 タ クッ ブリ ング る ER 
を た て る か 、 ア ッ ラ ー は すべ て デ を 知る 。 の Do リフ 
も と 生 1 の タン ラン 
( 注 当 ) 調 し て 不義 な す 従 調 に は 、 助 け 手 9 UMCK 人 
な か る べし 。 明 胃 
28. お 打 た ち 、 施 し を 公然 と する 5 良い が 、 ひ 32 誤 5 5 あう の 7 あ し 5 う e8230 も る 
そ か に 光 を 所 者 に サ う る な ら ば 、 そ の 方 が と っ 
ー の 夫 > る の 2 イン タス ンプ ンタ クー ニレ ッ タ タタ 
自分 の た め に 更に 良し 。( 注 沖 ) ア ッ ラ ー ほ っ 53 
お 前 た ち が 犯 せ し 悪 業 の いて つか を 容赦 せ た 12 
ん 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 所 業 を 知り 給 う 。 9 5 GE4 
23. 役 等 や 正しい 道 に 従わ せる こと は 、 液 の 責 る 5 ン ラー タン ルリ ンダ の レ タタ 1 ターン ョ ン / レッ ン 
タ 
ず 。 ア ッ ラ ー は 思 し 宮 す 者 は 誰 で あれ 。 1GP ジラ ee の OAM 
了 給 う 。 お 前 た ち が 施 すす 良き ち も の は 、 つ MO 3 し し っ う Z 信 の 2 
Oo ん ぶ 、 DIHVM 
まり は 自分 の なめ に な る 、 ア ッ ラ ー を 炭 ば ? ぱど 2 の ピッ 
注 257 神 の 大 義 の 為 、 と めど な (財産 を 皿 定 し て いる と 人 人 は 鍵 之 に な っ て し まう と いう サタ ン が 人 々 に 攻 い 
の 念 を 起こ る せる の を こ の 節 で は 取り 去っ て いる る 。 文 遂に 、 も め る 人 人 々 が 、 和 普 な る 理由 ・ 目 的 の 為 に 自由 
洋 を 費 や る な けれ ば 、 : て し まう ・ 好 ち 、 共 同社 会 の 中 で より 症 ま れ な い 人 々 の 継 済 的 


注 259 更 な る 聞 苫 者 は 、 義 務 付け られ て い 

れ で も 馳 付 けら れ な い 基 い 事 を 行う と いう 次 願 を た て る の な ら 、 

る 。 

注 260 イス ラム は 最も 覧 明 に 、 公 け ヒ 秘密 裏 の 一 種類 の 施し の 方 法 を 勧め て い 


う 事 は 、 並 い 例 を 設定 する 渦 、 他 の 入 が 兄 習う と いう 事 も 生じ る 。 場 合 に 
そし て 施 こ し を 上 鼻 に か ける 事 が ほとん ど な い と いう 事 


こし 


か ら 、 


だ きれ な い 場 合 


を 受け た 別 弟 送 の 貸 疾 を 他人 の 計 に ふれ る せな い 、 
いっ そう よい と いえ る 
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で あり 、 


ず 段 に 走っ て し まい が ちと な 


知恵 に 基づく E い うこ と を この 


な い 普 を 必ず 行う と いう 哲 し 事 を 認め な か っ た だ た 。 ち も し を 


その 状 い を 


る 。 施 こし を あか らき ま に 行 
っ そり と 施 こ す 方 が 、 施 


よっ て は こ 


すこ と の み を 願っ て ( 注 汐 ) な し た れ ば 。 の 2 タレ レン ョ も ーッ ン イン ッ 
バ Al だ 5 と ョ レプ 
前 た ち が 施 し に 費 や せ る も の は 、 存 分 に Do っ 人 


レッ し 
返済 せら れ 、 不 当 に 刀 せ られ る こと な か る @o い 5 
べし 。 


絢 これ ら の 施し 者 は 、 ア ッ ラ ー の 追 の た ゆ に 2 イェー 1 ラン MA 
59 12CU 入 と loetgts 約 
困 狗 し 、 ( 注 肌 ) 1 2 ため に 上 を 全て ーー の ろ 
き 得 ざる 者 に 与え ら る 。 彼 等 は 慎み 深 の 先 省 は 仙 c9d6 
入 に 物 と わざ る が 故 な る は 人 『 イブ イン ンマ て が ッ 」 ラク ッ そ で を っ 
な 1 と 思う 。 泊 彼 等 の を の 特徴 を 缶 て 、 CUO 天 つり の ye て 
等 を 識 る べし 、 彼 等 は うる き 〈 物 を わざ の レン 人 鐘 め 李 ノ 』 要 ンタ 
る 本 4 1 
る に 。 (人 人 どか れ お お 衣 た ち が 地 し ら Pe る 40099 な SMO MO 
に 費やす も の は 、 ア ッ ラ テー を 正確 に 知 》 
給 う 。( 注 部 ) 
第 三 十 入 項 41 る の 1 
放 衣 と な く 往 と を く 、 ひ る か に また 公然 と ロー 3Bo2D00 49 01 
2 を 8 け 有 より 報 装 を 受 く 。 役 等 ノン を シン ッッ タタ て 
{ 
- は 恐 伏 も 砺 喋る 起ち ざる べし 。 の 2 


ーー ンタ フッ ーッ タン 


@ 〇 O め oO AA り う 


2 利久 を りき ぼり 食う 従 路 は 、 GE 5) 宅 の MoUNL Ob うほ OCZ 委 
狂気 に わ れ た る 者 が する 如き 立ち 上 5 方 レッ タタ 
し か で き 得 ず 。( 注 8) を は 彼 等 が 、「 商 売 Cs の 


モハ ッ マ ド j 芝 の 逆子 轄 は 命令 きれ た わけ で は な い が 自 発 和 に アッ ラー の 


注 261 が の た め に 自分 の 財 
産 を 敬 行 の た め に 高 や を うと し た 。 


注 262 状況 は 時 に し て 、 人 を 拠 立 き せ て し まう 場合 が ある 。 こ うい う 人 人 々 が より 恵まれ た 人 々 が か ら の 巧 カ に 、 
特に 値する の で ある 。 こ の 稼 ち ゅ うに 属す る 人 々 に は 二 種 類 あ り 、 一 つ は 1) 神 の 使者 ょ 』 
た め に 須 ん で いる 人 人 々 、 又 も う 一 つ は (2 胡 し い 環 境 か ら 刀 けが だせ ない 為 、 日 常 の 必要 に 


注 263 ここ で は 、 物 と い を し な い 帳 強心 の ある 人 々 と その 「 償 み 深き 」 を 賞 訟 し 、 そ れ に 対し し つこ 〈《 物 を 
い を する 下品 き を 説い て いる 。 回 な る 預言 音 は 、 物 どい を 罪 あ り と 呑め た 。 


に 、 義 務 的 な が カー ト 上 余 功 -( す サダ カ ) の 二 種 類 が ある 。 ザ カー ト は 、 牙 る 一 定額 の 金銭 又は 時 

ら 国家 が 徴収 し 、 国 家 が 、 貧 者 、 因 窮 者 、 拡 児 、 来 亡 人 そし て 徒歩 旅行 
者 等 の 為 に 使う も る の で あり 、 そ の 豆 捨 が だ ぼ こ か ら 米 た の か 知ら な い 受 取 王 は 、 何 ら 特定 の 個人 に は 起義 を うけ 
な い 。 ザ が カー ト と は 国家 の 福祉 な の で ある 。 サ ダ カ と は 自発 的 で あり 、 貧 窟 者 を 巧 け た いと いう 願い か ら 6 個人 
が 与え る も の で ある 。 サ ダ カ は 、 恵 まれ た 挫 福 な 人 々 に は 質 し い 上 兄弟 へ の 同 守 心 を 、 そ し て 又 答 し い 人 々 の 問 
に は 援助 省 へ の 感謝 を 生じ る ふせ る も の な の で ある 。 


注 264 
産 を 持っ て いる 全て の イス ラム 教徒 か ら 


注 265 文字 通り で は 、 余 剰 又 は 追加 を 表す リバ ー は 本 来 の 合計 額 以 上 の 追加 額 と の 意味 で ある 。 リ バー と は 
高利 和仁 し と 利 皿 の 両方 の 意味 を 持ち 、 ハ ディ ス に 依 れ ば 、 利 子 が 前 も っ て 決め られ て いる 全て の 貸付 けが この 
定義 に あて は まる 。 リバ ー の 実際 に 忘 味 する 所 は 大 密 に いえ ば えら れ て いる 、" 利 息 "と 全く 同一 で は な 
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& と 9 


に い 


由 


ビン 


も また 利 候 を 取る が 如 し ] と 云う が 履 な り 。 レン ラン と 5 ンス る ュー オッ あの 
HL し 

ケッ ラー は 次 売 は 許し た れ ぼ 、 利 急 を 取る リク 2 っ 

= こよ は 准 せ た り 。 きれ ど 、 玉 より 訓 世 が 生 の 0 


、 止 め る 者 は 、 過 堆 の こと は 許さ きる 。 き さき ン ぁ 

の タン ン 補 レレ レーン タッ ン ン 

か 聞 戻 り せ ば 、 役 等 は 業火 の 住人 よ な り 、 うつ 88825 
レコ レコ 


永 協 に を の 中 に 住ま ん 。 と ます 4 
cure 


紋 . アッラー は 利息 を 廃止 し 、 施 し に は 利 を 生 5092SHDalgX5b る 0 
まし めん 。 ( 注 的 ) アッ ラー は 誰 で あれ 、 不 ィ る ぁ 
者 や 罪深い 者 を 愛し 給 わ ず 。 4 の 


@ タ ラリ 


2 


20. されど 信じ て 矢 行 を な し 、 礼 振 を 導 守 し 、 IMGSWINW る 人 IdAUK 
年 め の 奉 符 を 払う 著 は 、 必ず 主 より 報 甘 を る レ ン ン レン 。 シイ カン ィ 
受け ん 。 彼 等 に は 、 麗 怖 る 悲嘆 も 起こ ら ぎ る の 交 加 


る で し 。 ン あッ ン っ っ イン 
@ の eo 22 す 9 で As 
20。 流 ら 信徒 た ちょ 、 ア ッ ラ ー を 頁 れ 、 残 れる て 27 癌 しら | Ge 


利息 を 放 径 せよ 、 も し ぢ 前 た ち 信 者 な ら ば 。 


3 ? る 
0 の 
い が 、 そ れ 以 上 に うま く 、 導 "利息 "を 持っ て あて て いる の で ある 。 実際 た ( 金 
叙 ) より 多く を うけ と っ た り 、 谷 り た だ さり 多 ( を 支払 うと いう こと は 、 取 引き が 、 個 人 、 銀 行 、 六合 
郵便 司 、 を の 他 ど ん な 「 “利息” な の で ある 。 と は 人 金 鍼 に 限ら れ て お 6 ず 、 ど の よう な 物品 
で あれ 、 同 意 を 答 た 余剰 分 と 表 に 返 加 き れる と いう 条件 で 貸付 けた と し て 与え られ る 全て の 物品 に あて は ゅ られ 
る の で ある 。 


注 266 ここ で は 、 條 貧し 
に も 個人 や 社会 、 大 き 
味 し て いる 。 リ バー は 、 
と な っ て いる と いう 
の 集団 の み に 中 させ 


、 丁 度 頭 の 狂っ 
剛昌 、 いき 
も うけ る 事 に と りつ か れれ てい る 事 


に 、 披 ら 
て いな いと い 
彼 を し て あら ゆる 問 な る 大 装 に 対 し 殺人 草 
を も た ら す の で ある 。 イ スラ ム で は 、 少 数 
与え る と の 理由 で 、 リ バー は 禁じ られ て い 
る 。 リ バー は 人 金 傘 し を より 意 民 に し 、 役 の 中 に ある 他人 を 助け る と いう 心 を つ ょ 動 の 朱 を し め て 
活 ら し て し まう 。 彼ら は 他人 人 の 必 負 抑 を 利用 し 利潤 を 得 て い る の で ある 。 全 し に 他 の 人 々 の 欠 
乏 に つけ こま せ 、 借 人 金 を する 者 達 に は 、 返 す あ て の ある な し に か か わら ず 借 金 を きせ 、 不 注意 に 
す と いう 傾向 を うみ だ きせ 、 は 自分 自身 と 借り 手 の 両 方 に 取り 返し の つか な い わせ て し 
まう の で ある 。 リバ ー は 双 戦 争 に 。 戦争 が 長 び く と どう し て も 貸付 金 に 頼る 所 と な り 、 そ れ に 併 な う 利 
息 が 最終 的 に は 、 勝 利 者 、 敗 者 共々 に 経 : 6 す 所 と な る の で ある 。 手 軽 な 借金 の シス テム が 、 直 
接 の 課税 に 頼る 事 な く 、 戦 鉛 の 資力 を 答 きる だ ため 、 政 府 に 破壊 的 な 争い の 実行 を 可能 に し て し まう 
に 。 近代 業 務 は 利 思 と 密接 に 関係 し て いる 衝 、 利 島 を 
する の は 、 ほ と ん ど 不 可能 で あ 2 が 環境 や 状況 そし て シス チム の 変化 が 、$ た らき れれ ば 、 利 
は 、 イ スラ ム が 主権 を 持っ て いた H 々 が そう で あっ た 様 に 、 必 ず や 実現 で きる の で ある 。 


邊 267 これ は 利息 に 基 づ 経済 は 、 最終 的 に は 、 消 天 す る 、 又 は 、 破 壊さ きれ る で あろ うとい う 預 言 の 様 に 思 
われ る 。 
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1 


二 癌 テル ・ バ クラ 
) am は > と サポ デッラ ー 並 だ アア まり 1 ガイ 2 
光 、 お 前 た ち そ れ を 放 業 せ ず ば 、 ア ッ ラ ー 並 び 0 め 00 ドント 5 は 5 


離 し 


に を の 使 待 より 戦い を 布告 せら る べし 。 き 
れ ど 悔い 改め な ば 、 お 前 た ち は 元 金 を 回 収 
し 得る 。 か て の 各 《、 悪 いこ と を な さ ぎ れ 
ば 、 お 前 た ちら も 悪い こと を きれ ぎる な り 。 
$ し 債務 者 が 困窮 する 場合 は 、 余 徐 が 出来 
る まで 播 也 せ よ 。 ( 注 2 喜 捨 し し て 借金 を 
権 引 き に する こと は 、 お 前 た ちの た め に 更 
に 良し 、 も し ち 前 た ち を れ が わか ら ば 。 

お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー の 話 に 帰 きれ る その 日 
を 恐れ よ 。 その 日 各 人 は 、 自 分 が 稼い だ る 


も の を 清算 きれ 、 不 当 に 遂 せ られ る こと な 
か る べし 。 
ーー 
、 期 限 を 定め て 借り る 場合 
は 、 そ れ を こと ど め よ 。 記録 者 に な 前 
だ ちの 衣 上 


アッ ラー が 教え た る 如く 記録 し 、 
む な か れ 。 きれ ば 記録 者 に 書か し ゆめ よ 。 負 
債 者 に 串 述 きせ て 之 を 記録 きせ よ 。 質 債 者 
7 ッ ラ ー を 長 れ 、 い きる か な り と も それ 
り 少 くす る な か 和 れ 。( 注 剖 ) も し 負債 者 

能 ま だ は 虚弱 、 或 い は 自ら 日 述 し 得 

ざる 場合 は 、 そ の 後見 人 に 公正 に 日 述 し て 
お 前 た ちの 内 か ら 二 人 の 証人 を 
し 二名 の 男子 な き 場 合 は 、 証 人 と 
、 二 名 の 女子 
名 の 友子 の う ちい ずれ 
) 誤る L6、 他 が お 之 を 正す べし 。 
証人 は 如何 な る 場合 で も 喚問 を 揚 む ざさ か ら 
* 額 の 多少 に か か わ 5 ず 、 そ の 返済 期 


呼べ 。 も 


ッッ ン ン レン ッッ タタ 9 
Ir のち め ら !3 
プッ 4 


@osA55 う 5 


イン を PP アメ 2』 365) 


ICU 35543 ざら 


け / メ アル アル メン 
OYK が UK 


人 86 放 ンタ る 
FM 
レレ ンク 


の の AKGC 1 


を Re 


ev 


レア ルン 0 | 9 


OSOIPGRI ド の 


よる 1 
2 あの ッ ン の る ノ 欠 


00 


CCEegCy 


5 


ジマ う 


Na 
生生 
dB 2 
人 
yg ak 004 人 E) A ら ! 

の 人 あ 0 の の 倍 き る 
( ゆ 993 42 ンジ 


22 ブ へ アノ アテ エ ノ 


GSRMKYSIPMIG ロ の 5 


ランタ スッ 


注 268 
困窮 な 】 
注 269 
(2 口述 文 午 は 倍 手 で は な く 讐 手 ヵ 
の で ある 。 


付け を 勧め る が これ は 和 状 
ド 、 よ り 楽 な 条件 と し な る ま 


(1 下 任 が 生じ る の は 倍 手 で あり 、 條 に 


故に 倍 和 は 、 
頼ま れる の で あっ て 、 


自分 が 


考え れ ば 、 責 任 を 規定 する 言葉 は 借 ] 
ら 、 貸 手 で は な く 倍 寺 の カ が 

て 金額 の 正 稚 き と 返済 条件 の 十 叫 と する 衝 、 日 遠 する 
借手 に は それ を 富 定 する 理由 、 


の 貸付 け で あり 利息 は と ら な い 。 
E 期 し て も ら う 事 が で きる 


も し 僅 了 が 返済 時 


5 選択 すべ さき で ある し 、 
人 述 し な けれ ば な ら な い 


根拠 は な い の で ある 。 
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ュ fSO 玉 


第 二 意 


アル ・ バ クラ 


眼 を 委 め る こと を 有 う な か れ 。 そ うす る 

と が アッ ラー の 目 に は より 正しく 、 ま た 確 
か な 証拠 と な り 、 疑 惑 を さけ る た だ ため に も 最 
適 な り 。 さ れ ば 記録 を 宮 る べから ず 。 伯 し 、 
商品 が その 場 に あり 、 手 か 6 手 へ や 5 取り 
する 場合 は その 限り に 非 ず 。 そ の 場合 は 記 
録 せ ず と も お 前 た ち に 罪 な し 。 ( 注 20) 前 
だ ち 、 収 引 を する 際 は 、 証人 を 立て よ 。( 注 
27) 面 し て 記録 者 並び に 証人 を 害する こと 
な か れ 。 も し それ を な る ば 、 お 前 た ちの 側 
に 反則 あり 。 ア デッラ ー を 長 れ よ 。 ア ッ ラ ー 
は 前 た こち に か 教え 給 う 。 ア ッ ラ ー は す 
で て に 通 受 し 給 う 。 

284. も し 旅路 に あり て 、 記 録 者 を 求め 得 ざ る 場 
合 は 、 担 保 品 を 手 に 入れ て お け 。 ( 注 2) ま 
た お ぉ 前 た ちの 間 で 、 誰 か に 何 か を 預け る 場 
合 は 、 委 任 き れ た る 者 は その 委託 物 を 元 通 


YA を GL くれ 
35 DSO 2 
OK 2 
Ya 86 る 
MPEGEGKTIKET や の る 
有 め 各 13 AWC 員 守 
dok の と 9 


タッ ン の 7 日 ん テコ 


PCK 〇 ゆ * ん 4 ら R4 


クー ズー 凶 ン ン ル 77 ン d る cd レン る 
5 纏 すべ し 。 を の 者 を し て エキ な る テッ 859 訂 め る の お ro 
ラー を 貢 れ し め よ 間欠 を 障 す こと な か れ 。 ーー る し 2 6 の 
放 を 限 す 者 は 、 を の が 呈 深い 者 を 5。 CS so っ 
テッ ラー は お前 た ちの 所 業 を 熟知 し 給 5。 る を ig 
第 四 -| 項 て 
タ 
の 奉る も の 、 地 に 在 る も の 、 す べ て は テッ ー 5A 今 8U Coeyeldka 
ラー に 属す < お 前 た ち が 胸 中 に 抱 て も の を ンタ ュー シン 4 ッ ン シッ 
きら けり 出 を る うほ 、 ま た 隠 を うと も アッラー 計 科 独 あ Ag と 8 
は これ に 対し て 消 小 を 行う べし 。 誰 を 数 し 、 が 2 シシ フク クション 
を 00 スタ 
誰 を 央 する か は 御 の ま まな 5。( 生 0 。 の ヴ 衝 2? の 
ッ ラ ー は 全般 に に 9> 、 と 
アッ ラー は 全能 に まし ます 。 5 
注 270 。 暗 に 言わ ん と し て いる 事 は こう いっ た 場合 で も 、 証人 が 記録 を 残し た 方 が より よい と いう 事 で ある 
往 271 これ は 大 き な 取 引き の 場合 を きす 。 
注 272 貸付 け は 担保 を 取っ て の 前 貸し の 場合 も ある 。 これ は -- 方 が 金銭 や 貸付 け て も ら う か わり に 担保 を 入 
れる と いう 形 "ある 。 提 保 に よっ て 貸付 け を する で 、 人 紀 付 けが 、 缶 一 の 配 感 を も ちっ て 、 双 担保 に あて 


られ だ 肝 産 カ 


注 273 “ 神 の み 心 の まま に "と いう 表現 は 、 む し ろ 、 
は 、 8 表す る の は 神 の み 心 (意志) で ある * 


用 いて いる の で ある 。 四 ち 、 
神 は 完全 な 美和 値 を 有 き れる か ら 、 


(①) 細 は 森 難 万 集 に 訟 る 最 
神 の 意 
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有 自 然 法 の 存在 を 示す も の で ある が 、 
クル アー ン で は 以下 の 事 を 指摘 す 

内 権威 で ある 。 

は 、 公 正 日 つ 慈 愛 に みち た 方 法 で 、 


請求 次 第 で 正直 に 返 和 きれ る 事 が 示 る きれ て いる の で ある 。 


アッ ラー の 場合 に 
る # の 表現 を 
みり こそ を 法 で ある (3 
明生 に 示 き れる 。 (17 : 111) 


(⑫) 神 の 


ea る 


アル ・ バ クラ 


26. この 使徒 は 、 主 が 音 示 ぉ され だ る も の を 信 ず ん 和合 伯 、 わ 2 24 
・ きゃ は 人 と た い IFIS 
信徒 た ちゃ また 続 り 。 彼 等 は 夷 、 ア ッ ラ ー、 9 人 め o2 和 り il の 


ュ 。 、 る フタ ン ン ャ ン の 
譜 天 使 、 諸 経 穫 並び に 使 人 た ち を 信じ て 、 9 かつ 62 4 5 
( 注 0)「 我 等 は 使徒 た ちの 開 に 差別 を 設 eS "で ッ ン ュー ファン ン 
ける こと な し 」 と 法 う 。 曽 し て 彼 等 は 云う 、 1GNNCWAEIES 作 う 92921 Gu 
「 我 等 は 振 際 し 、 我 等 は 従 う 。 な に と ぞ 我 レレ ン 
等 に 落し を 垂れ 給え 。 ギ よ 、 我 等 は 液 の 誕 @ 和 gi402 ゆ 
へ 帰る な 5 と < 
39. アッ ラー は 何人 に も を の 能力 以上 の 荷 を 折半 の BI4ID4YGUlk4tENW 2 が 
ay 
わせ る こと な し 。 ( 注 5) 人 は その 稼ぎ し も 0 "ie WoC9 hd 記 
の で 報 獣 を 受け 、 の し 故に 罰 を 愛 く 。 欧 き ONb6DtbSCC 
( 計 0 皇 よ 、 我 等 も し 志 れ 、 ま だ 信 ち を レッ タン ン ッ レッ クノ 。 セン ッ 。 ン eg 
犯す とも 、 測 す な か いい ( 注 20 キ よ 、 特 NMe4 ECCSAL2 UE 36 2 
以前 の 人 々 に 負わ せ だ る 如き 重荷 を 、 我 等 る 人 人 ン (て イッ ンタ アン を 
= 背負 わし むる な か れ 。 主 よ 、 我 等 の カカ で OUSIOCS や CGC の 
は 担う に 耐え ぎる 息 礁 を 我 等 に 負わ し むる セン ン Ln PE の 
な か れ 。 ( 注 278) 区 等 の 旬 餅 を 消 波 され 、 0 edb 
我 等 を 政 し 、 携 関 を 重 れ 給え 。 法 は 我 等 2 の 1 電 A16 ほ 
の 愛 議 者 な り 。 され ば 不信 心 者 ども に 対 
し て 、 我 等 を 助け 給え 。 


こ 精 神 の 純化 を 達成 する 主要 な 手段 で は ある が 、 を その 涼 は 心 の 純粋 さき に あり 、 心 の 
】 吾 に よっ て し か 得 ら れ な い の で ある 。 故に 、 こ の 節 で は クル デー ン が 全 ま で は に 雪 
えて きた 、 根 本 的 な 信仰 の 詳細 を 述べ て いる の で ある 。 有 即ち 、 神 と 天使 、 経 典 と 使者 達 、 そ を れ ら の 自然 の 秋 庁 
へ の 人 確信 で ある 。 
注 275 この 文 は 、 あ が な い の 救 養 べ の 強力 な 反発 と な っ て いる 。 
人 人 の 自然 の 限界 を 正しく 把握 し て な を られ る 、 そ し て (2 現世 で の 遺 # le 必 子 し いて の 入内 短 因 か 
6 完全 に 解放 きれ る 事 を 意味 する 訳 で な い 、 と いう 二 つ の 重 具体 化 き れ て いる 。 人 が そう すべ く 
期待 きれ て いる 事 と は 、 心 か ら 豆 る 孝 力 を し 、 全 力 を 挙げ て 罪 を 犯 る ぬ 様 努め る 事 で 、 そ の あと は 慈悲 
深き 神 が お 数 し に な る の で ある 。 故に 、 、 あ か な いな と は 必要 な い の て う 2. 


で は (1⑪) 神 の 律 法 は 常に 人 間 の 力 と 本 


注 276 は 、 き り げ な (何ら ず に 狗 き れ た の で あっ て も 靴 わ れ 、 悪 行 は 、 意識 し て 、 わ ざと 行っ た 
場合 の み ! せら れる の で ある 。 
注 277 普通 の 状況 に あっ て は 、「 忘 れ ] た り 、「 過 ち 」 を な か し た りす る こと は 、 筐 罰 の 対象 し な りう る 


や 動機 を 持た な いた だめ 、 肖 せら れ な い の で ある が 、 こ こ で は 、 も し 適切 な が 払わ れ て いれ ば る ける 府 の 出 


来る 忘却 や 、 過 ち を 素 し て いる 。 

注 278 “私 達 より 先 に あっ た 人 々 に 負わ せ だ た も うた よう な 重 荷 を 私 達 に 負わ せな いで 下さ る い " と いう 表現 は 、 
自分 達 に 負わ きれ る 負担 が 、 自 分 達 以前 の 人 々 に 課せ られ た 負担 より 軽く ある べき だ と よい 意味 し て いる 
訳 で は な く 、 神 ょ 條 方 と の 契約 を 私 達 が 破 b な い 守り 下 き い 。 そ し て 、 私 達 以前 の 才 舌 が 、 従 順 で な か っ 
た だ た め に 生じ きせ が 重い 『 の な い 様 に 我ら を 救い 給え と い 意味 し て い ぁ の で 
ある 。 こ れ は イス ラム の 保護 上 継 持 の 導 、 そ し て 、 神 が イス ラッ 吉 徒 に 立腹 な さら な い 様 、 自 分 達 を 守る 人為 の 
集約 的 な 折り (礼拝 ) な の で ある 。 
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イム ラー ン 家 アー ル ・ イ ムラ ー ン 


人 の て レー ブイ そ ャ 「 え ブタ アダ 
er べつ 0 の の っ 4 と 1 あみ 


アー ル ・ イ ム 
(メデ ィ ナ 啓示) 


あきれ な 4 1 うる ぞ 」」 と ッ > 
1. 聞 起 深 《、 恵 み 之 てく アッ ラー の 御名 に あい 0 と ポン うさ ーー バリ いま 
て 。 う ン 1 
アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) @ 
アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な く 、 を 2 4 も を バンチ 
ッ ラ 彼 の 外 に 神 な く は 永 中 に 生 @2xDU(8 の 0251 409 絢 


き 、 邊 存 者 な り 。( 注 2) 
4, 彼 は 流 に 真理 の 経典 を 降 し 、 そ れ 以前 に 職 PGW WU 4 る 

し 2 の を 半 た し だ り 邊 は 96 %) 

人 類 の 紗 導 よし て 、 律 法 と ( 注 3) 福音 と @09 ら も 58033 

( 注 4) を 降 し た り 。 面 し て いま また 表 

を ( 注 5) 降 し た 5。 


2 


注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な り 


この 第 は 、 イ エス の 神 性 いう た 教養 を 、 強 論破 する も の で ある 。 こ の 教義 の 誤り を 指摘 する 
事 が ギ 馬 で ある が 、 そ の 為 この 孝 治ら 過ち 科 る 社 の 大 々 の 第 3 章 の 冒頭 部 分 で 述べ 
られ て いる の で ある 。 即 ち 、 唯 一 の 生け る 永 才 の 存在 と いう 美 懲 は その 所 有 者 で ある 神 が 、 提 携 者 や 助力 者 を 
必要 と し な い 存 在 で ある 事 を 証明 する 一 方 、 生 と 死 の 法 の 範 ち ゅ う の 存在 で あり 、 そ れ 故 永 速 に 生き る 存在 で 
も な い イ エス は 神 で は な い 事 を 証明 し て いる の で ある 。 これら の 神 の - 上 記 の 教義 の 当然 の 帰結 で ある 
里 罪 の 教理 の 中 身 の な い 事 E 明 し て いる 。 キリ スト 教徒 の 王 張 に 依 れ ば 、 イ エス は 、 人 類 の 罪 を あ が な う 
偶 、 死 ん だ と いう 事 で ある が それ な ら ば 、 尚 更 、 イ エス は 神 で は な い 。 何故 な ら ば 、 神 は 、 永 の 生命 で あり 
一 時 的 で あろ うと 永吉 で あろ うと 、 死 に 給 う 事 は な いか ら 6 で ある 。 イ エス の 死 は 、 役 の 内 体 的 存 花 か ら 、 神 一 
イエ ス が 分 離し た だ け で ある と いう の は 短 益 で ある 。 キ リス ト 教 の 信仰 に 従え ば 、 神 イエ ス と イエ ス の 肉体 
と の 間 の 関係 は 、 イ エス が 上 字 吉 上 で ょ か っ だ と し て も 、 本 質 に 訟 て 一 時 的 な る の で あっ だ た の で 、 い つか 
人 は 分 上 す る 空 めで て あっ か で ある か らし て 、 こ の 関係 を な だ 断ち きる と いう 事 は 何ら 意味 の ある 目的 を 果 き な 
い 。 彼 の き 信夫 者 この 、 あ が な い を も だ た ら す の は 何 か 他 の 死 で な く て は な ら な い 。 そ し て 、 そ の 死 は 、 キ 
リス ト 放 各 に 、 イ エス が 字 保 に か けら れ た 後 、 天 国 或いは 地獄 (使徒 行 俺 2 : 31) へ 下っ た 時 、 
押 の み の 特 権 で ある 、“" 死 する 事 が な い " と いう 事 が あり えな か っ ただ イエス は 、 文 
"5 も 、 死 を 免れ を な か っ だ の で ある 。 同 時 に 、 唯 一 無比 の 永遠 の 存在 た いう 
EE 明 し て いる 。 自 存 し 永 可 で あら れる 神 は 、 他 の 存在 の 助け を か り ず に 自 存する 
の みな ら ず 、 他 の 全て の 存在 を 支え を あぁ も の で ある 。 し か し イエ ス は を 有 せ ず 、 他 の 死す べき 者 
と 同様 に 、 雪 性 か ら 生まれ 、 食 物 と 水 と で 生活 し 、 苦 猟 や 痛み を を や わら げ る 為 、 て くれ 


と 他人 に 頼み 、 そ し て 最後 に は 、 キ リス ト 教 1 拉 に 、 十 の で ある 。 新約 加 書 に こ 
れ ら 全て の 事実 を 証明 する に 足る 、 数 多く の 記述 が み ら れ る 。 し か し 、 神 が 唯一 自在 の 水 居 の 存在 で あ 。 る い 


う 事 は 、 こ れ ら 全て の 肉体 的 弱き を 超越 し た も の な の で ある 。 


注 3 律 法 (トー ラ ) と は モー で の 五 書 、 即 ち 、 剣 生 記 、 出 エジプト 記 、 レ ビ 記 、 民 数 紀 路 と 、 中 命 記 を 指 
し 、 ト ー ラ は 、 場 合 に よっ て 上 茂 を 指す 場合 $ あ る 。 
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此 三 意 アー ル ・ イ ムラ ー ン 


5. イター の 本 す る 者 すし 6 eV e95 82 
い 六 を 受け ん 。 ア ッ ラ ー は 強大 に し て 、 応 
@2 る 6@ アタ < の 
報 の 主 な 9。 MONO CHNTO 250 


うる タッ し レ 
35 交 13 


っ 42 っ 3 4 ン ン リン 
6. げに 舌 地 に お ける 一 切 は 、 一 つと し て アッ ー ラウ! を (の 2 あう 489 


ラー に 唱 し 得る も の な し 。 o 了 MOI 
ミュ っ KR る の 2 作 は も 2 る レタ 

7. 彼 こ を は 御 心 の まま に 、 お 前 た ち を 胎内 に 。 49 (の CI CI の) 
形 造 り た る 伯方 な り 。( 注 6) 彼 以外 に 神 な ーッ タ る 
く 、 雄 大 に し て 賢 樹 に まし ます 。 の を 上 り ) 


d を る 1 フー イラン デレ 
8. 役 こそ は 商 に 経典 を 降 し た る 御 カ な り 。 を 。 ABS も <3 人 き 導 盆 
の 経典 の 中 に は 断固 た し て 決定 的 な 館 が あ 


の イン の し る の の スク レー ンス 9 タ ンタ 

る ーー これ ら は 経典 の 根幹 な り 一 一 他 の 節 ば ポテ : 
に は 解釈 を 異 に する こと が 可能 な る 6 の 5 用 っ 5 PE の ネン 9 。 4 
る 。( 注 7) 必 邪悪 な る 者 は 、 そ れ か 所 LA SO た 5 2 


な っ た 解決 を 下 し 、 仲 た ながい を 謀 り 、 ま た 


注 4 福吉 書 が 良い 報せ の 番 と 呼ば れる 訳 は 、 イ エス の 教え を 受け 入れ た 人 達 の た め の 吉 報 を 記述 し て ある 
と い ) で な く 、 イ エス が 、 神 自身 の 到来 で ある と 表現 し た 、 巧 も 僅 大 な 陣 言 者 の 到来 に つい て の 預言 が 
記述 きれ て いる か ら で あ る 。 (マタ イ 21 : 40) また 、 福 音 書 た は 、 イ エス の は りつ け 後 、 ず っ と 後に な っ て 、 イ 
エス の 教え の 信幸 者 達 の し た た め た 現 : うれ る と ころ の 、 イ エス の 生涯 と その 教え を 書き 記し た き 
皿 つ の 福音 書 で は な く 、 イ エス の 受け た 実際 の 右 示 の 事 を 指し て いる 。 


注 5 「 了 了 町] と は 、 ク ルアー ン 、 或 い は 、 型 な る 預言 者 が 、 そ の 真実 を うち た て る 旋 に 賜っ た 、 天 か ら の 
紗 示 を 指す 。 


往 6 子供 の 成長 は 母親 の 胎内 で 促 が きれ る 為 、 そ の 生ま れ 出 で し 者 は 、 親 の 肉体 的 時 つ 道 徳 的 条件 に 
右 き れる 。 それ 故 、 そ の 肉体 が 地 の 人 人間 后 母 の 胎内 で 育成 きれ た イエ ス は 、 女 f 有 の 限界 や 劣性 に 
影響 きれ ざる を 得 な か っ だ た 。 こ の 事 が 、 ン の キリ スト 教徒 と の 論争 で 、 型 な る 預言 者 が 、 イ エス の い 
わ ゆ る 神 性 が 、 誤 り で ある 事 を 証明 する 為 に 、 イ エス の 生 に つい て 言い 及 ん だ 理由 な の で ある 。 聖なる 頂 言 

し た と 伝え られ て いる 。 即ち 、「 イ エス を は 6 ん だ の は 女性 だ と いう 事 を 知っ て いま すか 。 


者 は 、 か く の 如 く 
そし て 、 彼 が 、 普 授 の 女性 が 子供 を 産む よう に イエ ス を 産ん だ と いう 事 も 71 と 。 


注 7 問題 た な る 争点 を 証明 する 為 に は 、 経 典 の 瞭 し だ 部 分 を 考 席 す べき で あり 、 そ れ ら が ある 曖昧 な 
文 の 捧 成 に 反する と 考え られ る 場合 は 、 曖 味 な 箇所 を 上 語ら れ て いる 箇所 と 調 利 する 様 に 解 彼 すべ き で あ 
る と の 鉄則 を この 人 節 は 述べ て いる 。 この節 に 依る ゃ と 、 ク ルアー ン に は 二 種 類 の 表記 が あり 、 あ る も の は 、 モ フ 
カン ( 斉 味 が 須 し て いる ) で 、 双 ある も の は ムタ シャ ー ペ (色々 な 解 寂 が 可能 、 央 ち 意味 が 暖 味 で ある ) 
で ある 。 39 : 24 で は クル アー ン 全 体 が ムタ シャ ー べ で ある と きれ ね 、11 : 2 で の クル アー ン の 義人 条 は モ フ カ ン と 
きれ て いる 。 ム タ シ ャ ー で を 正しく 解 す る に は 、 モ フカ ン に 矛盾 し な い 解 和 を 採択 すべ き で あろ う 。 
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第 三間 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
開 違 っ た 解 展 を 求め ん と す 。 アッ ラー 以 を 。 レッ シレ ン そ を セ セ ュ レン ュ ッ 
外 、 符 も を の 正しい 解釈 を 知る 者 な し 。 5 56 DO 


知識 の 堅 園 な る 者 は 云う 、「 我 等 は これ を 信 を 人 2 イン ブタ ョ タン っ ノレ ッッ 
ず 、 すべて は 私 等 の キ ょ 5 測 て た 4 の な りつ BEdo 和 bl は る 之 ら 2 ぐう 3 
れ ば 」 と 。 され ビ 理解 を 技 け られ た る 者 の OMOINIDIM6 の の 茹 8 
外 は 、 飼 和信 も 逐 を 注意 せ ず 。 ン * 
9.「 主 よ 、 ひ と た び 我 等 を 導き た る か ら に は 、 の ご 35 とる 2 ンプ 3 スラン ンタ タッ タニ ェ ン ン 
2EJ こ 43C5us oO 
我 等 の 心 を 邪悪 に 迷 の し ひる な か れ 。 法 の ] ガン ルル 
落 悲 を 我 等 に 授け 給え を 。 げ に 液 は 案 晴らし foPAVTIRG3 全 | 人 ie 39 
き 授与 者 な り 。( 注 8) リリ レン 0 
10。 ギ よ 、 げ に 光 こ そ は 如 う 余地 な き 日 に すべ 18199ceo96 み 色 を に 前 の 
て の 人 を 召集 する 御方 な り 。 ア ッ ラ ー は 決 レッ タタ 
し て その 約束 を 破 ら ず 」 Io 
ー み ブック ンジ ノ 2 フッ ノラ タク タック 2 タク ント ズン 
第 一 の 30 が) 
11. あの 不信 心 者 も 、( 注 9) 彼 等 の 財産 も 子女 タン ラタン レー 。 
も アッ ラー に 稚 し て 何 ん の 役 に も 立た ぎる @ 需 3 人 邊 の 
べし 。 業火 の 茜 は 彼 等 な り 。 0 る レジ ンタ ン ッ シク 
12. 彼 等 は 、 フ ァ ラ オ の 民 や や る れ 以前 の 攻 の 電 和み 2 6 Jl 
合同 じ な り 。 彼 等 は われ ら の 神 兆 を 折 耕 6J3 | を ん の IgG 
PO と:5PC As 
し た り 。 き れ ば アッ ラー は 、 彼 等 を その 罪 っ パ タク 
故に 久 し た り 。 ア ッ ラ ー の 懲罰 は 藻 酷 な 9 。 の 
13. あの 不信 選者 も に 云え 、「 お 前 た も は 打ち 2 放 7628 を の 2 人 縛 6 
の 3 の う eo 
負 か き れ た あげ く 、 地 獄 に 集め られ る べし 。 2 9 
問 け どう 
そ は 悪し き 安息 所 な り 9] と 。 @36O つ 5 
し ゆみ ロ ン 1 
14 本 相 会 きる 時 、 確 か に お前 だ ち へ 粧 区 あ BS5S ダ SGS5 き 所 し 和 9 
りき 。( 注 10) す な わ ち 、 一 方 は アッ ラー の 
注 8 クル アー ン の 正しい 知識 は 、 心 が 純粋 な 者 の み に 与 えら れる 。 (56 : 80) 
注 9 これ ら 全 て の 人 節 は 特に キリ スト 教徒 に つい て 述べ られ て いる 為 、 こ の 場合 の 「 不 信心 者 〕 と いう 壮 


は 、 キ リス ト 教 徒 を 指し て いる と 思わ れる 。 


注 10 
に 持っ て いな か っ た 、 
の バド ル の 戦い で は 二 つ の 預言 
も う 一 つ は 、 型 書 に 示 き れ て い 
カ か ら 6 の (夜間 ) 飛行 の 約 一 年 の 後に 、 
あっ た 。 尋 教徒 達 の 敗北 は 、 イ スラ メ ム 教 徒 の 勝利 同様 に 、 
と 敢 北 で あっ た 。 実 


味 き れ た 。 


この 戦い こそ を アラ ビア の 可 命 を 決定 し 、 真 に 堅 岡 な 如 の 下 に 
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ここ で 述べ られ て いる の は 、 装 穫 ・ 軍 備 と も 万 全 で あっ た 1000 人 の メッ カ 軍 に 
だ た っ た 33 名 の イス ラム 教徒 が 、 見 事 な ま で の 勝利 を な きめ た 、 
その 一 つ は クル デー ン の 初期 の 啓 
言 で ある 。 (イヤ 21 : 13 一 17) 型 吾 の 項 言 
メッ カ 人 達 の 祖先 が バド ル で 敗れ 、 か れ ら の 栄光 
予想 だ に きれ な か っ た が 、 
バド ル の 戦い と は 、 歴 史上 の 、 人 大 な 戦闘 の ー つ に 数 を られ て いる の で ある 。 


対し 、 武器 も 何 $ も ろく 
バド ル の 戦い で ある 。 こ 
ある も の で 、(54 : 45 一 49) 
ぇ えば 、 斑 な る 預言 者 の メッ 
3 受 落 する と の 事 で 
藻 な まで の 腔 利 
そし て 、 


それ は 


イス ラム を 定着 きせ た も の な の で ある 。 


Er - 


道 の た め に 戦い 、 相 隆 側 は 不信 心 者 ども な プイ 財 く れ 届 
り し が 、 彼 等 は その 眼 で 瑞 の 選 れ に 倍 する クア 2 多 の 


※ 


を だり 。 ( 生 1) テ ッ ラ ー は 御 む に 2 な ん BEICUMAG 和 2 学 っ 

ば 誰 で も 、 そ の 加護 を 以 て 交 を 独 く す 。 レッ シン 
に を の 中 に ある も の は 、 尼 を 用 す 4 入 々 っ @L2DI の 9 
の 教訓 な 。 


さ 公 な で ー スプ Ts ょ ら な 

15. きま ざま な る 欲望 は 人 間 の 限 に は 美しく 見 CAN0O2oye30C え EM で の 
える 6 の な り 。 す な わ ち 、 女 性 、 子 女 、 金 
銀 の 苦 積 、 血 統 の 正しい 焼印 きれ だ た る. 


家畜 、 並 びに 作物 な ど 。 これ ら は 現世 の 9 リン チン の る! あ 、 っ ンカ ント レ 2 イシン コン ン ン 
し み に すぎ ず 。 る れ ぼ 来 晴らし き 寿 知 は 、 bd の 叶 22695 


か アス 


テッ ラー の 許 に あり 。 ( 注 12) oeIMIKAK す 6 
デュ 「 物 っ ュ 人 ナ ュ ェ ー - 倒 っ の る と っ る ル 2 ョ ? ン み ョ タン 22 
16、 云え 「 我 は お 前 たち に を れ に 優る も の を 孝 の の ああ 5 旨 


えん 」 と 。 神 を 虹 和 れる 者 の た め に は 、 主 の 
御 許 に 河川 流れ る 栄 圏 あり 。 彼 等 は を こ に 9GU あ 
永 造 に 住み 、 純 源 な 配信 者 と アッ ラー の 御 


の 7 ンタ 1 レン 人 の くる と 3 の ン 

満 借 と を 賜 わ ら ん 。 ア ッ ラ ー は 己 れ の 僕 た 4 し Lo ゆ の 32 を 28gb 
ち を 周 覧 し 給 う 。 人 レレ % 

覧 し 給 う @ 交 江 

レタ レン て ダン ンタ レッ る 

17.「 主 よ 、 麗 等 は 信 ず 。 され ば 攻 等 の 罪 を 放し 、 26 ABUGD GS 

業火 の 喘 か ら 救い 給え 」 と 云う 入 々 は 、 ギク 
foPBIWMI 

ント 20 ン ンタ フタ 。、 は コン ンタ 全て 

18. 選 春 者 、 六 実 者 、 謙 記者 、 並 びに 神 の 道 の CA Oo CD Op 
た め に 宮 捨 を 憧 し まず 、 球 明 に 散 し を 落 う ッッ 

者 な り 。 eK りー ツ 2 


19.、 アッ ラー は 、 己 れ の 外 に 神 な きこ と を 証 叶 が ゆめ 銘 出 6 で や 1CUDE1W 
す 。 諸 天使 並び に 正義 を 譲 持 する ( 注 19) 。 "" ^ 


注 11 ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 達 の 目 に は メッ カ 軍 が 、 そ の 実際 の 戦力 の 半分 以下 に みえ た 。 久 ち 、 実 際 に 
は 自分 達 の 三 倍 に あ だ っ て いた の が 、 二 倍 に し か 兄 え な か っ た だ 事 が 記さ きれ て いる 。 こ れ は 、 何 6 軍隊 と いっ た 
装備 も も る た ぬ 微 少な イス ラム 教徒 達 が 、 敵 の 強大 な 力 を みて 、 意 気 が ド ら ぬ 様 に と の 神 の 意図 に 合 政 す る と こ 
ろ で ある 。(8 : 45) を の 時 の 状況 は ぼう で あっ だ た か と いう と 、 メ ッ カ 軍 の 1 ブ 3 は 小高 い 丘 の 向う 側 に お 
自分 達 の 人 数 の 約 2 僅 に あたる で ある メッ カ 軍 の 2 プ 3 し か イス ラム 軍 は 見 て いな か っ た と いう の が 
な の で ある 。 


注 12 イス ラム は 、 現 世 で 良き と され る 物 を 求め た り 使用 し た りす る 事 を 何ら 人 禁ず る も の で は な い 。 但 い 
を それ の み に 流 頭 し た り 、 を うい っ た 事 を 人 生 の 目的 に する 者 培 は 、 当 然 、 責 ゆら れる べき な の で ある 。 


注 13 この 言葉 は 、 正 義 に 見 合っ た 、 正 義 に 基づい て いる 、 と も 解釈 で き る 。 
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知識 を 授け られ た る 人 々 も また 浅 り 。 彼 の 。 を と 4 人 AUE 
外 に 押 な し 。 ( 注 14) そ は 僅 旋 者 、 臣 哲 な り 。 人 り シ 
20. アッ ラー の 兄 る と ころ で は 、 信正 の 水 才 は 4 93? APC 寺 の 61| 
イス ラー ム な り 。( 往 15) し か る に 経典 を 授 うー プ 
ウラ ンタ タジン レー ルン る る る の 
か り し 人 人 々 が 、 知 蘭 り た る 役人 た が い 51 OiGi 紀 
せる は 、 互 に 相 外 むか 故 な り 。 アッ ラー の ぁ ss 


2 。 っ 2 を と 
神 光 を 杏 定 す る 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー の 清算 485 3 の 
は 迅速 な り 。 の oc。 f 
21. も し 後 等 が 流 と 相 争 わ ば 、 云え 、「 我 は アッ ー 1425 22 あ 827 の CS 。 了 M 
か >5 (いら 連 
ラー に 服従 す 。 我 に 従う 者 た ち も ま た 鉄 り 」 "ウフ 分 (を 2 


と 。 前 し て 経典 を 授け られ た る 人 人々 ( 洲 10 8 WP 295 CO の 4 の (EN 
並び に 無知 な る 人 々 に 問 え 、( 注 17) 「s 前 4 ネン 2 の ンタ ン ン 
た ちゃ 有 従 し た る か ?」 よ 、 も し 役 和 が 用 ASUSalo8 机 


従 せ ば 、 彼 等 は 必ず 導 か れん 。( 注 18) き れ を レ f の レレ 
ぼ 、 た と い 彼 等 が 背 を 向け る とも 、 湾 の 閉 6 3985 


務 は た だ 神 託 の 伝達 な り 。 アッラー は 己 れ 
の 僕 た ち を 順 覧 し 給 う 。 


に 診る 、 唯 一 の 中 心 的 、 議 論 め 余地 の な い 事 実は 、 神 の 唯 
て いる 完全 な る 筑 訟 が この 基本 的 事 突 の 、 ま ぎれ も な い 
邊 拠 で ある 。 和 計 才 侍 に 委 実 の 伝言 その 舌 言 を 世界 に ひろ ゆる 神 の 使者 傍 、 そ し て 神 の 使者 
達 よ り の 真実 の 知識 を 受け と り 、 の の もの と する 良き 人 々 、 そ を それ ら 企 て が 、 神 の 証明 に 対し 、 自 分 
拠 を 付け 加え て いる 。 同様 に 、 全 て の も の が 一 致し て 、 ア ッ ラ ー と いっ し ょ に 他 の 神々 を 信じ る と いう 間違い 
を 、 そ し て それ が 、 複 数 の 形態 で あれ 、 三 位 、 己 い は 二 位 … 体 で あろ うと 虚偽 で ある 事 を 立証 し て いる 。 


生 15 全て の は 、 神 の 宮 大 き と 、 神 の 意志 へ の 恭順 を 信ずる 事 を 説き 、 そ うす べく 勧め る が 、 そ の 中 で 
押 の 意志 へ の 恭順 が 完全 な 帰依 た いう 形 を と っ て いる の は イス ラム だ け で ある 。 完全 な る 帰 偽 と は 、 提 の 羨 徳 
へ の 完全 な 頭 示 を 必要 と し 、 こ の 様 な 頭 示 を 含む の は イス ラム の み で ある 。 それ 故 、 あ ら ゆ る 宗教 (信仰) の 
内 で 、 イ スラ ム の み が 、 信 仲 (宗教 ) と いう 言葉 の 実際 の 葉 味 に 訟 て 、 神 自身 の 宗教 と 呼ば れる に 足る も $ の な 
の で ある 。 全て の 真実 の 宗教 は 、 そ の 原型 と 文字 通 り の 、 ム スリ サム (イス ラム 信仰 汗 ) と いう 意味 に 訟 て 、 多 
か れ 、 少 な か れ イ スラ ム (絶対 の 帰依 ) な の で ある 。 し か し 信仰 (宗教 ) が 、 あ ら ゆ る 局面 に 診 け る 完全 き を 
有 し な けれ ば 、 ア ル ・ イ スラ ー ム の 名 は 与え られ る に 刊 ら な い 。 そ し て アル ・ イ スラ ー ム こそ クル アー ン で 最 
終 的 に 完全 化 き れ た 律 法 の 為 へ の 準備 な の で ある 。 この節 は 更に 2 :63 の 説明 に も な っ て いる 。 


注 16 継 典 を 与え られ た 氏 と 経典 を 持た ぬ 民 と で 人 間 の 世界 は 成り 立っ て いる 。 

注 17 2 曽 77 節 及び 7 章 井 節 を 参照 の 事 。 

注 18 経典 を 持つ 民 経 典 を 持た 中 民 が も し 自分 達 を 神 の 御前 に た なげ だ す な ら 、 彼 ら は 必 ら ず や な る 預言 
者 を 受け 入れ 正しく 導 か れる 事 と な る 。 何 故 な ら 経 典 を 持つ 民 に は その 経典 中 に 聖なる 預言 者 に 関す る 預言 が 
明確 に 示 き れ て いる し 、 経 典 を 持た ぬ 民 は 自然 や 人 間 の 良心 そし て 常識 に より 導 び か れる 。 
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、、 


< 


タタ タン ン は ュ 


第 三 項 ン ッ スーン タタ ンタ ジン ッ の る ン 
Ca て る 1 る の し 2 と る と 
22. アッ ラー の 神 光 を 吾 定 し 、 不 正 と 語 預 言 才 の 2A っ AO の 494 
を 殺し 、 正 閉 を 勧め る 人 々 を 殺す 者 に は 、 レン タン 27cy gc る 
昌 入 と) AMI っ 5 ジッ トリ 


必ず 痛 凡 あら ん こと を 告知 せよ 。( 注 19) ファッ ョ ンジ 
ee 2 2 


條 等 は その 所 業 が 、 現 世に お いて も 来世 に MESl は 40CSTGL る て 9 
お いて も 、 無 に 帰す べき 者 な り 。 彼 等 は 如 を 


テ ば すく 41 


何 な る 援助 者 も 得 ざ る べし 。( 注 20) @⑯C 2ae) (2 


23. 


し 』/ し ナイル アン ンタ クノ 

24 法 は 、 経 典 の 一 部 を ( 生 21) 授け られ た る 6E ぶ GS の NTTO の ク 多 
人 々 を 見 ざる か ? 彼 等 の 軸 同 を 質 す べ レッ 5。 タ っ 交 ッ ルン ン シ ン 

く 、 テ ッ ラ ー の 経 委 が 水 され た る 時 、 彼 等 の 220 ば G 多 02PO ジ た リ 

一 部 は これ を 嫌っ て 背 き 去れ り 。 る 放 2 


う タ る で 


25. こ は 役 等 が 、「 業 火 に 触れ る は 限ら れ だ る 日 ENWK44GKUMEUGEK が 人 HI ま の CE 
の 
到 に すぎ ず 」 上 云う が た め な り 。 役 等 は を グン の 了 69 
ン る る 
の 宗教 に 関し て 自分 が 日 順 近 和洋 せ る も の GDA の 843385 
に 、 均 か れる な り 。( 注 22) 


26.、 い ざわ れ ら が 、 疑 う 余 地 な き を の 日 、 彼 等 タン タタ ン ツ ウッー ンタ クセ ュ ッ ンー 2 クッ ンー イー の の 


を 台 集 する と 、 役 等 は 果して 如 条 に せん ? プラ な の 6 あう 吉 ロ 
時 と な へ に アティ ン ルン 4 ンタ ング イ ィ る る 

その 時 各 人 は 、 稼 ぎし も の を 存 分 に 支払 わ OO2Y ス 83 ご 人 人 

和 れ 、 決 し て 不当 に 過 せ られ る こと な か る で 

し 。( 注 23) 


注 19 神 の 拓 言 者 は 皆 、 ど の 様 な 状況 じき らき され よ うと も 、 自 分 の 使命 を 全う し た 。 六 言 者 吉 を 殺 を うと す 
る 企 て や 、 人 迫害 が どれ だ け あ ろう と も 、 彼 ら の 信仰 を 止め ゆる きせ た り 、 そ の 発展 を 途切れ きせ る 事 は で き な か っ 
た 。 宗教 (信人 ) の 歴史 と は この 事実 へ の 紛れ $ な い 証 拠 を 提供 し て いる の で ある 。 

注 20 不信 省 達 は 来世 に お ける 報い を 信じ て お ら ず 、 自 分 達 の 行動 が 、 復 活 の 日 に 全く 〈 役 に た た な いと いう 
事 の 十 拠 と し て 、 現 世に 訟 て 、 イ スラ ム を 打ち 破る と いう 彼ら の 努力 も 無駄 で あり 、 そ れこ を 来世 に 珍 て も 、 
自分 達 の 行動 は 何 の 益 と も な ら な い 事 の 証 換 と な る 上 告げ られ て いる 。 

注 21 経典 の 一 部 を 形成 する 、 吾 な る 預言 者 に 関す る 、 聖 書 中 の 天 言 、⑫) 型 半 の 純粋 な 部 分 、( し か し 、 改 
ざん され ず に 才 文 の まま で 残っ た の は 極 く 一 部 で あり 、 そ の 部 分 の み が 真 実 の 王 書 た いえ る 。) 或 い は 、⑬ 越 
し た 経典 で ある クル アー ン と 比較 すれ ば は 経典 の -- 部 に すぎ な い 、 の 意味 。 


注 22 ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 連 は 来世 の 懲罰 を 自分 遂 は 受け な い きせ よう と し て いる 。 ユダ ヤ 
入 は 自分 達 が 選ば れ た 民 で ある と 思う 事 で 、 又 、 キ リス ト 教 徒 は 、 自 分 達 所 の 神 の 息子 で ある イエ ス が 、 
十字 提 上 の あ が な い の 死に より 自分 達 の 罪 を 一 生 に 背負 っ た 為 と 中 分 達 や あざ むい て いる の で ある 。 


注 23 この 節 で は 、 人 間 の 普 行 で は な く 、 ど ん な 人 で あれ 人 間 の 李 が 、 未 済 を も る た 6 す と いう 教義 の 才 盾 を 
強く 、 き ゅ う 弾 し て いる 。 
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第 三 誤 


27. 唱 を よ 、「 ア ッ ラ ー、 統 治 権 の 主 よ ょ 、 液 は る 
の まま に 護 に で も 統治 権 を 与え 、 また 衝 選 
の まま に 之 を 取り 上! げ 給 う 。 御 心 の ま ま に 
誰 で も 頁 め 、 御 の まま に 誰 で も 持 し ゅ 給 
う 。 闘 握 は すべ て 液 の 掌中 に あり 。 げ に 液 
は 全能 に まし ます 。( 注 24) 


28. 流 は 褒 を 恒 の 中 に 入ら せ 、 入 を 夜 の 中 に 入 EEORSCK 
ら せ 給 う 。( 注 25) また 死 より 生 を 生み 、 人 


ょ り 死 を 生み 給 う 。 流 は 御 必 の まま 衣 に て CZ の SG あっ oo28 る 作っ 


6 際限 な く 与え 給 う ] と 。( 注 26) セラン タン ン 
- の 5 の の うう 


29. 信 税 た ち に 、 信 休 た ち を 差し 置い て 不信 心 32 CH 人 45 
者 ども を 友 だ ら し め る な か れ 。 ( 注 27) を の  , リシン 
よう な こと を な す 者 は 、 ア ッ ラ ー と は 何 ん 区! ら 2 の の 5 角 の PP 
の 関係 も な し 。 介 し 、 お 前 た ち が 不信 者 シャラン を ラララ クシ ン ンス 
と も の 久 害 を 者 れる 場合 は 別 な り 。( 入 2) 25g っ 
アッ ラー は お 前 た ち に その 欠 前 を 警告 し 給 
う 。 行 きつ く 先 は アッ ラー な 。 CPURP 


30. 云え 、「 お 前 た ち 胞 中 に 了 す と も 、 ま た 台 す 人 2 
と る $、 ア ッ ラ ー は を れ を 知り 給 う 。 ま た 彼 
は 、 に 放 る も の 地 に を る もの 、 を の の 2 の | は 2o lo 
を 知り 給 う 。 ア ッ ラ ー は 全能 に まし ます ] 


の 3 と る 
E、 1o25 人 - 有 の 


注 24 当 節 の 説明 の 為 に 、 次 節 を 参照 


注 25 “日 ( 基 )" と は ここ で は 人 々 の 繁栄 と 権力 を 指し 、“ 衣 "と は 調 退 と 牙 沙 を 指す 。 


注 26 当 章 及び 前 音 で は 、 国 家 が 、 全 て の 力 と 栄光 の 源 で ある 神 の 意志 に を で うか 、 反 する か 次 第 で 、 発 展 


葉 い は 流 落 し て し まう 、 不 変 の 神聖 な る 戒律 の 存在 を 指摘 し て いる 。 


注 27 前章 で 約束 され た 様 に 、 イ スラ ム の 、 政 治 的 権力 の 達成 と 共に 、 ム スリ サム (イス ラム 教徒 ) 国家 問 に 
政治 同盟 を 形成 する 事 が 必要 と な っ た 。 当 注 の 施 こ きれ て いる 文 で は 、 ど うい っ た 形 で あれ 、 そ の 季 の イス ラ 
ム 教 徒 国家 の 利益 を 害し た り 相 反し た りす る 才 、 イ スラ ム 国 家 は 非 イ スラ ム 国 家 と 、 同 盟 、 又 は 条約 を 結ぶ べ 
き で は な いと の 指導 原則 が 掲げ られ て いる 。 イ スラ ム の 利益 は 、 を その他 全 て の 利益 より も 優先 きれ る 。 


注 28 "イス ラム 教徒 は 、 不 信者 達 の 、 ワ ナ や 陰謀 に 対し 身 を 護る よう に と の 注意 を 喚起 きれ て いる 。 敵 の 権 
力 や 軍備 力 で は な く 、 イ スラ メ 教 徒 順に 置き 、 用 心 すべ き 英 の 巧妙 な わな に 関し て 言及 し て いる 。 
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テー 


ル ・ イ ムラ ー ン 


32. 


33. 


34. 


。 用 心 せ よ 、 す べ て の 現 が 現世 で な せる 己 が 


壮 事 と 悪 


対決 きせ られ る その 日 を 。 民 
は 、 上 己 れ と その 悪事 と の 間 に 、 万 里 の 隔 た 
り が あら ん こと を 望む せ 。 ア ッ ラ ー は お 前 た 
し 給 う 。 る きれ ど ア ッ ラ ー は 、 
己 れ の 僕たち も に は 極め て 憐れみ 深 て まし ま 
す 。 


第 四 項 

法 え ん 、「 お 前 た ち ア ッ ラ ター を 愛し な ば 、 我 に 
従え 。 ( 注 29) る すれ ば ア ッ ラ ー は お 前 た ち 
を 愛 で 、 を の 過失 を 攻 き ん 。 テッ ラー は 宮 
大 に し て 、 意 悲 深 《 ま し ます 」 と 。 

云 を 、「 ア ッ ラ ー 並 びに 使徒 に 従え ] と 。 き 
れ ど も し 人 彼 等 音 き 去ら ば 、 ア ッ ラ ー は 不信 
心 者 ども を 愛 $ ぎ る こと を 忘れ る な 。 


アッ ラー は 、 ア ダム と ノア 並び に アブ プラハ 
ム 一 家 と イム ラー ン 一 家 を ( 注 30) すべ て 
の 民 の 上 に 選び た り 。 


彼 等 は 互 に 他 の 子孫 な り 。 ブ アッ ラー は すべ 
て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 

イム ラー ン の 壮 が 、( 注 31) 「 主 ょ 、 我 が 脱 
内 に 宿 れ る も の を 、 流 へ の 秦 仁 の た め に 凌 
は 献 び ん こと を 警 2 聞 り (は を けり 
すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う は 、 げ に 
あの あんり し 大 れる 時 の こと を 昌和 


ら 4 ッ ン 


シン ーッ ン 


る スズ 2 


EE y い 9 4 セン 癌 


タラ 299 レロ の ンタ み 


paN2YAC5 人 6 


欠 は 08 と っ . 2 約 


バ 


di22999 


の リン タッ ン 多 


の の ライ クマ 


> 4 る 


OAIKtA 1 


ろ 


《 2 


ィ インコ ンタ タタ ンス スン と 2 と 4 


を 2 ク る 
ーー PICTO 1 1 


ERDCGI 


管 ンタ レン 7 
J's | 


@ouu 


アテ ミア オイ イ 


@ を と 0 人 れ の 


ョ ンプ ン 12 タ 


MURA 骨 
@ み と 


イレ テル と 


lo! 


AI だ る 


] 


っ 5 ど ゅ 


・ ン 


CeoS81 い ゅ 9 っ oe サ 


グン タタ 2 


ン < 
ノッ ン 


グン ン ン ググ 


OHE だ と NR の 4 


注 


29 この 人 節 で は 、 神 の 愛 を 手 に する に は 、 亜 な る 預言 者 
は 2 :63 よ り 生 ずる 可能 性 の ある 、 神 の 存在 と 来世 の 存在 


9 除 か れ て いる 。 


注 


注 31 
の 人為 、 捧 げ ら れ だ 子供 の 事 を 意味 し て いる 。 そ し て 、 
スラ エル 人 の 問 の 慣習 で あっ た 。( マ リア の 福音 、5 


30 詳しく は 、 英 版 参 照 の こと 。 


中 う 他 な いと い 


えす れ ば 、 復 活 


5 する に 足る 


この 節 で は 、 マ 


と いう 誤解 が 取 


ム ハ ラ ラ ト は 、 解 放さ れ だ と の 昔 味 で あり 全て の 世俗 の 事柄 か ら 離 むれ 、 そ の 両親 に より 教会 へ の 地 仁 
これ ら 教 会 に きる げ ば られ た 了 務 供 ら は 、 未 婚 で いる 事 が イ 
6 錠 Bayan :36 項 ) 


リア の 母 で ある 


ハン ナ と いう 門人 ( 悪 潮 辞 典 ) が イム ラー ト ・ イ ムラ ー ン (イム ラー ン の 女性 の 意 ) と し て 語ら 5 れ て お り 、 マ 


リ 
だ 


ア 出身 は 、 ア デー ロン の 姉 ( 妹 ) と きれ て いる 。 イ ムラ ー ン と アー ロン は 、 各 中 、 モ ー ぞ の 父 、 
り 、 モ ー ゼ に は 又 、 ミ リア テム と いう 名 の 姉 ( 妹 ) が いた 。 
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そし て 見 に あ 


= 


アデ アール ・ イ ムラ ー ン 
37. 面 し て 分 既 す る に 及び 、 彼女 は 云え り 、「[ 主 移 5 が 1 還 ンタ ン ィ ン [2 
こう 
よ 、 答 は 女児 を 産め 5 ( 注 32) - ア ッ ラ ー は FICC 
彼女 が 産め る も の を よく 承知 す 、 人 彼女 が 望 づな ぶ ぱら 5960 38256 1 
みた る も の は 女児 に 非 男 児 た な な こと を ー し レール レフ レタ リッ シレン フン 
雪 は この 子 を マリ ア ょ 名 づけ た り 。( 注 3 Le の 5 う ゆ AG 652 
壮 は この 子 と 、 こ の 子 の 子 探 を 流 の 御 加護 ンー を し 
に だ ね ます 族 、 な に と ぞ 石 に て 届 た れ し の sloSHI CO2 
悪魔 か ら 守 9 給え を ] と 。( 注 32 
38. そこ で 主 は 恵み 深く その 子 を 御 旋 納 あそば ととろ < る US AIA 
きれ 、 す こ や か に 育て 給 い 、 ザ カリ や ヤ を し 
ッシュ クッ ン イ イン ン ェ イタ クレ イク 
て GE 5) を の 子 の 保護 者 た らし ゅ 5。 6 区 放 人 Cc 0 2 
カリ ヤ は を の 子 の 部 屋 を 訪れ る た びに 、 彼 レレ ョ ライス ge レン 
」 と で (る ? 
廊 の を ば に 食物 が ある の を 見 た 5。 彼 は 記 Sd Ebgg oo 


、 トー > ラン を シッ ン ン は る ン 
ね だ た り 、「 マ リア よ 、 液 は いじ ず こ より これ を の 205) 61odeoe 8 


得 た る か ?] と 。 彼女 は 答え て 、 公 えり 、 ^ 
「 に は アッ ラー より 頂戴 す ] 上 。( 注 36 の に > 人 5 
アッ ラー は 御 心 の まま 誰 に で も 限り な く 須 ン _ 
5 。 

注 32 マリ ア の 母 は 、 彼女 が 神 へ の 泰 仕 に きき げ る つも り の 皿 子 に 患 ま れ ま す 様 に と の 期待 の 内 に 誓い を た 


て た 。 し か し 田子 の か わり に 女児 が 生ま れ た 為 、 拭 女 は 困 各 し た の で ある 。 


注 33 マリ ア (ミリ アム ) が イエ ス の 坪 で あっ た 。 役 女 は 多分 、 モ ー ゼ と アー ロン の 妹 ( 姉 ) の マリ アム に 
ちな ん で 名 付け られ だ た と 思わ れる 。 (後に な っ て ミリ アム と 発音 され た 。) 


注 34 これ 56 の 言葉 の 解 息 は か な り 難 し いも の で ある 。 も し マリ ア の 母 が 自分 の 子供 を 、 抑 へ の 奉仕 に きき 
げ る つも り で あっ だ の な ら 、 人 彼女 は 、 そ の 子供 は 、 終 未婚 で ある 事 を 、 知 っ て いる べき だ し 知っ て いた に 
違い な い 。 を うな れ ば 、 そ の 子 の 子孫 に 祈り を きる び ば る 癌 味 が 一 体 ど こ に ある の で あろ る 5。 最 も 納得 の ゆく 説 
明 は 、 神 が 、 記 の 中 で ハン ナ に 、 彼 女 の 娘 は 、 婦 人 の 域 に 達 す れ ば 、 供 を 持つ と お 告げ に な り 、 そ の 才 マ リ 
ア と その 子供 と に 神 の 御 加 謗 を 葛 る べく 彼女 が 祈っ た の で ある 。 し か し 、 こ の 祈り に も か か わら ず 、 R 
し た 通り 、 マ リア の 将来 を 神 に 委ね 、 彼 女 を きる げた の で ある 。(3 : 36・ マ リア の 誕生 の 福 
に 例外 的 な 事 で あっ だ に 遅い な い 。 何故 な ら 、 神 へ の 夫 仕 に 献 げ られ る 資 挫 は 通常 は 男子 の み 
だ か ら で あ る 。 マ リア の 母 が 幻 を 見 、 役 女 の 娘 が 、 男 子 を も うけ る 事 を 知っ た と いう 推察 は 、 競 ら か 違っ た 形 
で は あっ て も マリ ア の 福音 (3 : 5) 中 に 示 ぉ れ て いる 。 それ 故 、 マ リア の 母 が 、 マ リブ と その 子 が サタ ン の 
" ら 身 を 守れ る よう に と 祈っ た 事 に 何 6 奇 異 な し ころ は な い の で ある 。 信心 深 い 因 な ら 誰 で も 、 子 供 に 対 
し こう いっ た 望み を 持ち 、 持 米 、 汚 れ の な い 良 き 人 人生 を お くる よう 祈る も の な の で ある 。 又 も う 一 つ 留 意 す べ 
き は 、 イ スラ ム は 、 全 て の 神 の 言 者 は サタ ン の 読 豆 か ら 守ら れる と 宮 言 し て いる の に 対し 、 聖 書 で は 、 こ の 
較 を イエ ス に 帰し て は いな い の で ある 。( マ ルコ 、 1 : 12、13) 


注 35 ザ カ リヤ は クル アー ン で は 預言 痢 と きれ て いる 、 イ スラ エル 人 の 聖人 の 名 前 で ある が 、 避 午 で は 、 単 
に 斑 職 者 (司祭 ) で あっ た と し か 示さ べら れ て いな い 。( ル カ 、 1 : 5) 吾 天 で 預言 者 と きれ て いる 人 物 は ガリ 
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39。 を こ で カリ ヤ は 主 に 祈り て 、 云え 9、「 ま edC2 od も GE 名 の glE4 
ょ 、 了 わ く は 我 に 流 の 御 許 よ り 淳 れ な き 子 和 
を 賜 え 。 げ に 液 は 祈り を よく お 聞き と どけ @ ら びな の の 衝 5 の 5 5 
くだ さる 御方 に まし ます ] と 。( 注 37) ー- 


40. 箇 し て ず カ リヤ が な お 部屋 に あり て 、 立 ち 。 もじ 8 は の ん UIKAG 
て 祈り つつ あり し 時 、 天 使 た ち が 彼 に 呼び レン レッ ッッ フン 
か け て 、 当 を 5、「 ア ッ ラ ー は 液 に ヨハ ネ の の 2 拘る 
( 注 38) 甚 報 を 賜 う 。 ヨ ハネ は アッ ラー か は イラ ラタン セタ 。 ン ン 
ちら の 御 言葉 が 真理 な る こと を @⑥GuAlS3 3 の 42 の くう 
ハネ は 高濱 な る 者 、 純 泊 な る 者 、 装 し き 人 々 
の 中 か ら 選 ば れ た る 預言 者 たる べし 」 と 。 


( 注 39) 
」 
41.、 が カリ ヤ は 云え り 、「 主 よ 、 我 すでに きい シ CV ん ンー ら ィ 代 
MIYOG ed dW 
岩 は 用 婦 な れ ば 、 知 何 に し て 子 を 得 ら れ らら 上 の いのり 


和え 宮 多 包 ンタ コレ コッ シッ 
うか ?」 と 。( 注 40) 主 は 答え て 、 た SA 狂 知多 6g8 あ 5 
「 を れ を な す の が ブッ ラー な り 。 ア ッ ラ ー 

は 欲す る こと を な し 給 う | と 。 


ヤ (上 記 の が カリ ヤ と は つづ り が 遅 う ) で あり 、 こ れ に つい て は 、 ク グル アー ン で は 全て 触れ られ て いな い 。 グ 
ルアー ン 中 の ず カ リヤ は 、 イ エス の 徒弟 で ある ョ ハネ の 父 で あっ た 。 


注 36 隊 り 物 は その 場所 を 訪れ た 礼 拓 者 が 明 ら か に 持っ て きた も の で あっ だ が 、 マ リア が 、 ア ッ ラ ー よ り の 
贈り 物 で ある と 答え る 事 な 束 で ある 。 何故 な ら 、 人 人 に 与え られ る 全て の 療 き も の は 、 最 終 的 な 遇 り 手 で 
ある 神 より 来る か ら で あ る 。 実 際 、 マ リア の よう な 信 い 育 て られ 方 を し た 少女 か ら 6、 そ れ 以 外 の 答 が で る 
は う が 向 くべ き な の で ある 。 


その 子供 の 信心 深い 受け 答え は 、 い た くず ザ カ リヤ の 心 を うち 、 彼 の 心 の 典 深 て に 、 彼 自身 の 、 似 た よ 
い 子 供 を 持ち た いと いう 自然 で 潜在 的 な 欲求 を 目覚 め る きせ た の で ある 。 彼 は 神 に マリ ア の よう な 子 
っ た 。 そ の 折り は 、 ク ルアー ン の 様々 な 箇所 で 、 を それ ぞ れ 悦 っ た 言葉 で 述べ られ て いる 事 か ら も 、 
長い 期間 に 渡り 、 何 度 を 繰り 返さ きれ た も の と 思わ れる 。 (3 :39:19: 4 一 7 ・21:90) 


往 38 ョ ハネ (ある い は や ヒヤ ) と は 、 型 書 の 預言 を 成就 する 為 、 イ エス より 前 に 、 イ エス の 先駆 者 と し て 
現われ た 、 聞 言 者 の 名 前 で ある 。 ヨハ ネ ほ よい う 名 は 、 神 御 自身 より 、 与 を られ た も の で ある 。( マ ラキ 3 : 1 
4 :5) 


注 39 ヨハ ネ は マラ キ の "見 よ 、 私 は 、 神 の 佑 大 に し て 多 将 な 日 の 前 に 、 預言 者 で ある 、 エ リヤ を つか わす 。“ 
と いう 預 言 の 成 就 と し て 現われ た 。( マ ラキ 4 5) 


注 40 ザ カ リヤ の 疑問 は 、 神 の 約束 に 対す る 、 純 粋 な 牙 き か ら の 自然 な 表現 で あり 、 を の 問い か け に は 、 自 
分 が 永 ら え て 、 自 分 の 息子 が 生ま れ 、 立 派 な 青年 に 成長 する の を 見 られ る 様 に と の 祈り も こめ られ て いた 。 
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42. そこ で ザ カ リヤ は 云え り 、「「 主 よ ょ 、 我 に 証 損 
を 示し 給え を 」 と 。( 注 旭 ) 主 は 答え て 、 云 を 


り 、「[ を の 証 換 な 、 は 三 H の 人 仙人 も 届 ど 3 9 EE 
まね を 以 て する 以外 は 語 す こよ 可 わ ず 。( 注 9 さ 間 
42) 主 の 御名 を ひたすら 唱え 、 朝 な 夕 な 主 ⑯ 愉 25 
を 肌 美 し 夫 れ 」 と 。 

第 五 項 


2 


43. 天使 な ち が ( 注 43) か 〈 云 える 時 を 思え 。 3g 月 ロ 812805 ル ああ 入 60 Cs6 3 
「 マ リア ょ 、 ア ッ ラ ー は 液 を 選び 、 液 を 癌 レッ ろ 有 
め 、 前 し て すべ て の 女性 の 上 に 洲 を 選び た @Quee0l。 wasz 
5 り 。( 注 44) 


44. マリ ア よ 、 主 に 従順 で あれ 。 神 を 散 い て ひ る 1 を ん 1 
れ 伏 せよ 。 宛 を 早め まつ る 者 共に 神 の み スン 
を 楽 挟 せ よ ] @38 

45. こ は 、 わ れ ら が 流 に 啓示 する 不可 見 な る 物 。 < 移 (レン 隊 (C( 全 の 
事 の 消息 な り 。 液 は 矢 を 投げ て 、 誰 が マリ の 生生 ン 0 lo29? 
テ を 半 育 すべ きか を 決め た る 時 、 彼 等 : 革 222086 4990 は 26 衣 る 3 
に 居合 せ ず 、 ま た 彼 等 が 互 に 相当 いし 時 も リル ラン ッッ ラン ラン 
居合 せ ぎ りき 。( 注 45) @6Agso ル 4650C3C5 


注 41 ザ カ リヤ は 三 日 間 、 日 を 義 か な いで いれ ば 、 約 東 が 成 就 す る と 言わ れ だ の で あり 、 福 音 革 が 述べ る 様 
に 、 神 の 御 斉 葉 を 信じ な か っ た 罪 と し て お し に る れ だ た の で は な い 。 (ルカ 、 1 : 20 一 22) 


注 42 沈黙 を 守る と いう 戒律 は 、 ず が カリ ヤ に 、 め い 起 と 白 り に 自分 の 時 間 を きく の に 長い 機会 を 与え る 為 で 
あっ た 。 多 ち 神 の 御 率 悲 御 慈 愛 を 受け る に は 、 最 ぅ 適切 な 機会 で ある 。 又 しゃ さら ず に いる と い 
る 場合 に は 、 人 間 の 失わ れ た 生命 力 と 体力 を 回 徴 す る の に 役立つ と も 考え られ て いる 。 この 翌 行 は 当時 の ユダ 
ヤ 入 の 間 で 流行 っ て いた も の 上 思わ れる 。 


注 43 人 天使 に 拓 数 形 を 使う と いう 事 は 、 神 は マリ ア の 起 子 を 通し 生命 の 
色々 な 局面 に 影響 を が お あり に な っ 、 神 が を れ ぞ れ 係 り の ある 場所 に 全て の 興 な っ た 天使 達 を 
出向 か せ 、 伝 言 を 伝え 内 を 果 た る せ 、 神 の 望ま れ た 変革 を 成 し と げ る べく 吾 集 を か け 、 命 令 さ れ た 事 
味 し て いる の で ある 。 


注 44 この 節 で は “選ば れ た だ た" と いう 言 菜 が 二 回 使わ れ て いる 。 最初 は 、 マ リア に つい て で 、 他 の 誰 へ の 言 
及 も な い 3 泡 、 こ れ は 彼女 の 抜き ん で た 絶対 の 地位 を 意味 し て いる 。 然るに 二 同 め に 使わ れる 時 は 、 マ リア の 時 
代 の 他 の 女性 遂 と 比較 し た 形 で 、 彼 女 の 高い 地位 を 示す 人 為 、 使 われ て いる 。 クル アー ン で の 語 の 使い 方 に 従え 
ば 、「 す べ て の 女性 の 上 に 」 とい うぅ 表現 は 、 全 て の 叶 代 、 そ し て 全て の 年 代 の 女性 に あて は め ら れる も の で は な 
て 、 マ リア の 生き だ 特定 の 時 代 の 女性 の み に 使わ れ て いる も の で ある 。 


注 45 クル アー ン 中 で マリ ア に 関し て 明らか に きれ て いる 事実 の 多く は 、 そ れ 以 前 の 聖なる 書 に は 戦っ て い 
な い 。 故に 、 こ こ で は それ ら の 事 は 、 見 えな い 事 と し て 語ら れ て いる 。 以下 に 続く 節 で 述べ られ て いる 様 に 、 
ア は 寺院 で 神 に 身 を 献 げ た 生活 を 送っ て いる 期間 に 、 妊 娠 し た の で ある 。 当然 な が ら 神父 直 は 、 青天 の へ 
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アー ル ・ イ ムラ ターン 
だ 居 す * きか て デメ こ ュ アカ レン タン まる 1 タ 1 タン ンク ター ン レ ラッ 
46. その 時 、 天 使 た な ち が か く 法 える こと を 思い % 多 の 有 2 199 あ 5 RI 


起 せ 。「 マ リア よ 、 ア ッ ラ ー は じき じき の 御 レ レラ ン ッ / っ ラテ 
ニー 、 、 > クッ ニン ンク 2 ンダ 9 ンプ 5 タッ ン っ っ 
言葉 で ( 注 46) 流 に 朗報 を 授け 給 う 。 役 の 2562 の le LA の を 


名 は メシ ア 、( 邊 4 の マリ ア の 子 イエ ス な タン の 0 レラ レセ 2 
り 。( 注 48) 彼 は 、 現世 並び に 来世 に お いて @⑯csoslo2 っ め 295 GAS 


高い 栄 管 を 得 、 神 の を ば 近く 寄れ る 者 の ( 注 
49) 一 人 た る べし 。 


ゅ 9 か と 
47. 彼 は 失 穫 の 中 に お いて も 、( 注 50) ま た 音 年 人 2 の の 39 を 2 2 雪 る 
に な っ て か ら も 人 々 に 語り か け 、 必 ず 義 し シン 595J69 ゅ 〆 2 


き 人 だら ん] 
きれ き と も いえ る 事実 を 知る に 到 り 、 ス キャ ンダ ル を お それ て 、 協 基 し た 、 マ リア の 処分 を 決定 する 人 問 
を 決め 、 結 婚 と いう 形 で 落着 か せる 事 よ な っ た 。 福音 書 で 述べ られ て いる 様 に 、 一 人 の ヨゼフ と いう 大 工 が 


彼女 の 夫 た し て 適当 で ある と る れ 、 こ の 奇 紗 な 状況 を 受け 入れ て くれ る 様 に と 説得 され た 。 これ ら 全 て は 当然 
の 事 な が ら 6 秘密 禅 に 行なわ れ だ 更 、 ク ルナ ー ン で 人 人 々 に 知ら し ゅ た 事 は 、 見 を ない 事 で あっ た の で ある 。 


注 46 この 「[ 御 言語 ] ほ は 命令 、 律 法 を 芝 味 する 語 で ある 。 4 :129 で み ら れ る 様 に 「 寺 」 と いう 語 と 一 緒 に 
使用 する 事 で 、 イ エス の 神 の 息子 で ある と いう 神 性 を 、 破 砕 、 否 定 する 為 に 使わ れ た 事 は 疑い も な い 。 その 中 
で イエ ス は 、 そ の 言葉 が 、 真 実 の 大 閉 に とっ て 有用 で あっ た 為 、 カ リマ ー ト ゥ ラー と 呼ば れ て いる 。 武勇 に よっ 
て 真実 の 大 義 を 還 く る 者 は 神 の 剣 、 又 は 神 の 獅子 と 呼ば れる 様 に 、 イ エス も 、 彼 の 生 攻 が 、 父 親 の 介在 な し に 、 
神 の 直接 の “命令 "で も た らき れ た 為 、 カ リマ ・ ト ウゥ ラー と 呼ば れ た の で ある 。 イ エス が クル アー ン 中 で カリ 
マー (言葉 ) と 呼ば れる の な ら 、 墓 な る 傾 言 著 は 、 ズ ィ ク ル 、 即 ち 、 本 、 或 い は 良き 話し と 呼ば れる 。 (65 : 11、 
12) そし て これ は 明らか に 多く の カリ マー (言葉 ) で 成り だ た っ て いる も の で ある 。 実際 に 、 も し カリ マ ・ ト ッ 
ラー を “ 家 の 言 葉 " と いう 理解 すれ ば 、 我 々 が 最大 限 に 言え る 事 は 、 神 は 丁度 他 の 者 達 を 通し て 現 
わる れ だ た よう に イエ ス を 通し て 、 御 自身 を 表現 な さっ だ の で ある 。 言葉 は 思考 を 表わす 手段 に すぎ ず 、 言 葉 が 
我々 の 存在 の 一 部 を 形成 し た り 具 体 化し た りす る 事 は な い の で ある 。 

注 47 観光 者 と いう 意 を 持つ アル ・ マ シー と は ヘブライ 語 の 傘 油 きれ た 者 と いう 意味 の メシ ア に あたる アラ 
ビア 語 で ある ( 型 書 百科 、Pel ほ Eth、 宗 教 倫理 百科 )。 イエ ス は 長く 多く の 旅 を する 運命 に あっ た 為 、 こ う 名 
づけ られ た の で ある 。 し か し 福音 書 の 叙述 に 従え を ば 、 イ エス の 奉仕 は 、 三 年 足ら ず の 上 に 、 彼 は 、 幾 つか の パパ 
レス チ ナ 或いは シリ ア の 町 々 し か 尋ね て お ら ず 、 メ シア の 称号 に は を で ぐ わ なくなる 。 し か し 近年 の 歴史 上 の 調 
査 で は 、 は りつ け の 和 撃 ほ 傷 が いえ た だ 後 、 イ エス は 東洋 まで の 入 く と 広 き に わた り 旅 を し 、 は カシ ミー 
ル に 近 り 若き 、 そ の 地域 に 住ん を で いた 、 イ スラ エル の 落ち の び た 支 族 へ の 伝言 を 伝え だ と いう 間 判 田 し て 
いる 。 小 高い 丘 の 空地 に イエ ス は 家 を 与え られ た と 述べ られ て いる 23 章 51 節 も 倍 せ て 参照 する 事 。 上 記 の メ 
シア と は ' 塗 油 きれ し 者 ' と の 意味 も 併せ も つ 。 イ エス の 和牛 六 似 も いっ し て お り 績 出 で あ る と みな され が ちの 
意 、 こ の 人 々 の 抱き うる 非難 を 取り 除く 為 、 全 て の 朱 の 預言 者 達 は 正 に 油 きれ て いる 潮 達 の 為 、 イ エス は 神 
御 自身 の 塗 油 に より “ 塗 油 きれ た ” と 言わ れ て いる の で ある 。 


注 48 イー サ ほ と は ヘブライ 語 の ヤス ー の 変形 と 思わ れる 。 イ エス と は ジョ シュ ア と イエ テ シ ュ ア の ギリ シア 語 
に あたる 。 (聖書 百科 ) 

注 49 この 表現 か ら も $、 イ エス は 神 の 公正 な る 召使 い 以 上 の 存在 で は な か っ た 事 が わか る 。 グ ルアー ン 中 で 
は 、 全 て の 、 人 並み 秀 れ た 公正 な 人 々 は 、 神 の 側近 くに ある 人 と 語ら れ て いる 。 (56 : 11、12) 

注 50 マハ ド 1 の ゆり か ご 」) の も と も と の 意味 は 、 人 が 部 年 と な っ た 時 に 為 き ね ば な ら ぬ 仕事 へ の 人 備 期間 に 
ある 上 いう 事 で ある 。 カ ハラ と マハ ド の 二 つ の 期間 が 一 緒 に 述べ られ て いる と いう 事実 は 、 こ の こつ の 期間 は 
続い て いる と いう 市 を 表わす 。 カ ハラ (壮年 ) の 前 の 全て の 期間 は マハ ド な の で ある 。 
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48 マリア は 芸 えり 、「 皇 よ 、 誰 も 男 が 赤 に 風 れ 927aoo 和 0 る を 
ぎる に 、 委 は 如何 に し て 子 を 産ま ん ?1 ヒ 。 の の 釣 計 (1 
( 注 51) 主 は 云え り 、「 そ れ を な す の が アッ MP 6 多 人 
ー な り 。 ア テッ ラー は 欲す る も の を 創り 給 
タル タン ィ ッ シン る 
う 。 彼 一 事 を 決し な ば 、 た だ 「 春 れ !』 と 半 の 
云う だ け で 、 を は 邊 す な り 。 


49。 表し て 主 は 、 そ の 子 に 、 経典 た 知恵 と 律 店 guess9b も う 多 0622GSL 42323 
福 育 と を 寺 え 、 


1 は 4 
県 


_ 和信 、 シリ を 52 2 と | ド 」 | プ 1 W タ ン ン 
50. イス ラ エル の 子 落 へ の 使徒 とし て 、( ま 5 62858 818D り の の 9 め う 


か (な る 神 託 を 持た せ て 派遣 きん 。「 我 は 主 フー レン シッ シ ン 。。 
の 才 時 を た ずる えて お 耐 た ち に 来 た れ り 9。 2 22 お しら 
すなわち 、 芋 を ( 注 53) も っ て 鳥 の 形 を 4 

造り 、( 注 54) それ に 息 を 吹き 込め ず 、 ア ッ ブー フグ マク 
ラー の お 許し に より 空 に 無い 上 る 烏 と な ら 


注 51 いか に 詩 せ な 報せ で あっ た とし て も 、 潤 通 の 状況 で は 、 未 婚 で あり 、 一 生 結 婚 し な いも の と 決め られ 
て い だ マ リア に と っ て 、 協 の 子 の 母 に な る と い は 、 選 % に みち た 事 で あっ た ゝ な い 。 この節 は 、 
な が ら の 混乱 を 映し 出し て いる 。 又 、 マ リア の 、 男 の 人 は 


マリ アテ の 誰 も 私 に ふれ て いな い 、 と いう 言葉 か 
ら も わか る 様 に 、 イ エス に は 父親 が いな か っ た 。 寺 院 の 率 仕 に 献 げ ら れ た マリ ア は 、 狐 身 の 礁 い を た て て いた 


こと か らち も 、 結婚 する 事 は で き な か っ た 。 も し 彼女 が 、 正当 な 手順 で 結婚 し 子供 を も うけ る 事 と な っ て いれ ば 、 
夢 て で 天使 に 子供 の 訓 生 を 告げ られ て も 稀 く 事 は な か っ た 。 普 通 の 女の子 な ら 』 で きる と 夢 て 告 5 れ て 1 も 、 
結婚 すれ ば 子供 は で きる も の と し て 驚く 事 な ぜ は な い 。 マ リア の 福音 半 で は 、 独 身 
及 き れ て いる 。 マ リア の 福音 番 の 第 5 音 居住 する 全て の 処女 達 で 14 才 の 年 令 に 
僧 が 、 自 分 の 家 に 帰宅 する 様 に と の ・- 般 命令 を 出し た 際 、 神 の 処女 で ある マリ ア 以 外 は 全員 従っ # 
だ け は 、 自 分 自身 と 自分 の 両親 が マリ ア を 神 に 委ね た の で ある か ら 、 そ し て 自分 も 神 に 処女 で い 
の で その 命 に は 従え な いと 答え た 。 双 その 処女 の 誓い は 、 マ リア が 絶対 に 守り 通す と 決心 し た 引い で あっ た 。( マ 
リア の 福音 半 、5 : 4、5、6) 結果 的 に ヨゼフ 上 結 婚 し た 事 は 、 マ リア 自身 の 願い に 反する 事 で あっ 
た が 、 子 供 が いる と わか っ た 為 、 を うい っ た 状況 か ら 余 儀 な く 為 きれ た も の で ある 。 聖職 者 達 は スキ ャ ンダ ル 
を きけ る 谷 に 結婚 の 手配 を し な けれ ば な ら な か っ た の で ある 。 駐 、 福音書 か 6 は 何故 、 ョ ヨゼフ に 白羽 の 矢 が た っ 
だ た か は 明らか で は な く 、 役 は 当然 の 事 な が ら 結婚 し た 時 に は マリ ア の 懐 廷 を 知ら きれ て いな か っ た 。( マ タイ 醒 
福音 普 1 : 18、19) 多分 、 奪 い を 破る 事 が 正当 化 で きる 、 も っ と も らし い 理 由 を つけ た の で あろ う 。 イ エス の 
遂 生 に つい て の 詳細 は 、19 意 19 節 一 27 節 を 参照 する 事 。 


注 52 「 イ スラ エル の 子 6 へ の 使 従 」 と いう 言葉 は 、 イ エス の 使命 が イス ラ エ ル の 民 ( 国 ) に 眼 定 き れ て い 
た だ 事 を 示し て いる 。 彼 は 全 世 界 に 向け られ た 使者 で は な か っ だ た の で ある 。( マ タイ 避 福 音 書 10: 5 一 6 :15 
24 1 19 : 28、 使 徒 行 伝 3 : 25、26 : 13 : 46、 ル カ 型 福音 寺 19 : 10 : 22・ 28 一 30) 


注 53 「 結 土 ] と は 、 比 只 的 に 色々 な 形 の と れる 粘土 の 様 に 、 あ ら ゆ る 若い 形 に 造ら れる の に 適し た 従順 な 
本 性 を 有 し て いる 人 と の 意味 を 表わす 。 


注 54 暗 遼 と し て 、 丁 度 アサ ド (文字 錦 り の 意味 は 獅子 ) が 功 者 に 、 ヌ ダー バ が 地 を は う 、 う じ 遇 の 様 に 取 
る に 足ら な い 人 人間 を 表わす 様 に 、 こ の 語 は 、 精 神 釣 な 高み に 飛翔 する 、 精 神 的 に 高 次 な た 人 を 指す 。 (34 : 15) 
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ん 。 ま た 我 は 皆 人 や ( 注 55) 療 病 人 を 癒 や 3 
し 、( 注 56) ア ッ ラ ー の ぉ 許し に より 死者 を ^ 


PD/ 。 コ レン ッ ッ る の 
生き 返ら きん 。( 注 5 また 我 は 、 お 前 た ち 。 25228 で の な 5 し 26 家 6 し 。 怒 
が 何 を 食し 、 何 を 家 に 苦 え る べき か を 告げ ッッ シタ ッシュ 2 を レッ 
ん 。( ま 59) お 前 だ ち 信徒 な ら ば 、 げ に を の @Cue8 OL 


中 に 前 た ち へ の 神 兆 あり 。 


と イ を レン を ン ン ン レセ ミン シン 
51、 また 我 は 、 以 前 に 話 る きれ た る ( 生 59) 律 ま Op93 和 IO2eOa cs.22 う 


を 確証 し 、 お 前 た ち に 侍 じ られ て いる も の 


注 55 ここ で の 「 官 人 ] と は 、 夜 、 目 の みえ な い 者 、 生 まれ つき の 盲人 、 後 に な っ て 目 の み を なくなっ だ た 者 、 
そし て 理解 し た り 考 えた りす る 力 を 舌 わ れ た 者 を 記 味 する 。 


注 56 [ 我 は 癒 や す 」 と は 、' 私 は 、 そ の 人 が その 人 を 門 ら わし て いた 病気 己 い は 和 陥 か ら 生 る 社会 的 東 紀 
か ら 人 解放 きれ た 事 を 官 言 する の 意味 で ある 。 


イエ ス が 鳥 を 創造 し た と いう 一 般 に あま ね 知れ渡っ て いる 跡 に つい て の 記載 は 加 書 に は み 6 れ 
の 創造 な ど と いう 、 今 まで どの 項 言 革 も 為 し た な か っ た 事 を 、 も し 本 当 に イエ ス が し た の で あれ ば 、 
も な く 、 そ の 合 跡 を 速 べ る 事 は 、 イ エス を 人 凶 の いか な る 聞 苫 者 より も 卓 
、 彼 に 率 っ た 例 の 神 性 を 主 苦 する 良い 根 換 と むる は ず で ある 。 め くら 


イメ ラ エ ル 人 の 間 で は 不潔 で ある と 考え られ 、 他 の 人 間 と の 社会 的 接触 を 
する "と いう 表現 は 、 上 記 の 様 な 融 r 人 々 が 、 彼 ら の お か れ て いた 法律 
除い て も ら っ た 事 を 意味 する 。 疎 ひい は イエ ス は 常に こう いっ 
を 、 直 し て いた と 考え られ る 。 神 の お 税 は 精神 的 な 医者 で あり 、 心 が や み と な っ だ 者 の 目 を ひ 
らき 、 精 神 的 に 閉 く 耳 を 持た ぬ 者 に 説き 、 どう む の で ある (マタ イ 聖 福音 書 
13 : 15)。 こ の 場合 に は マク マ ( 吾 人 ) と は 、 信 爺 の 灯 は も っ て いて "も ちこ た えら れ な 
い 者 を 意味 し て いる 。 を そう いう 人 は 、 日 中 は 物 が みえ を 、 即 ち 、 何 の 試練 も な く 信 仰 の 太陽 が 、 か げ り な く 騰 ら 
し て いる 問 は の 意味 で ある が 、 し か し 一 且 、 試 練 が あっ た り 楼 ら わ ね ば な ら な い 夜 に な る と 、 精 神 的 な 
日 標 を 失い ぼう 然 と 立ち つく 《 す の で ある (2 : )。 ア ブラ ス (ライ 病 ) と いう 語 も 同様 に 、 精 軍人 的 味 
て 、 健 康 な 皮 皮 の と ころ どこ ろ に 水 味 す る 所 と な る 。 死 者 を よ 
み が え ら せ る と いう 文 は 、 イ エス が 本 当 ! 
が この 世に 生き 返る 事 な が ど な い し 、 そ うい う 信 仰 は クル 7 
(2 129123:100、 加 21196)39・59、60:40:12:45 
が も た ら す 、 目 を みはる 様 な 、 追 徳 
名 付け られ る で きも の な の で ある 。 


自分 遂 の 信奉 者 の 生命 ( 入 生 ) 神 の 使者 送 
言葉 の 用 千 法 か ら す る と 、 死 する 著 に 忠 吹 を あたえ る ' ヒ 


了 
表 


注 S8 この 全文 は 、 イ エス が その 弟子 達 に 、 何 を 食べ る べき か 、 即 ち 、 肉 体 の 
に た くわ える べき か 、 そ し て 天 に 心 の 宝 と し て 、 休 を 貯え る べき か 、 語 っ た 事 を 
自分 達 の 手 に する 所 得 は 正直 律 に か な っ て 獲得 し 、 自 分 達 の 貯え は 神 の 御 心 ( 
抽 に 委ね 、 何 も 考え な い 様 に する 様 に と 、 イ エス は 教え た の で ある 。( マ タイ 避 


K に みあ うに は 、 何 を 身体 
i 味 し て いる 。 喜 い 換え れ ば 、 
* な っ て 使い 、 明 日 の 事 は 
半 6 :25、26) 


音 


注 59 "イエ ス は トー ラ に 述べ られ て いる 、 イ エス 以前 の 項 言 者 知 の 括 言 の 成就 し て 到来 し だ の で あっ た 
が 、 モ ー ぞ の 後 普 者 と いう 意味 か ら み れ ば 、 何 の 戒律 $ 示 き な か っ た 。 彼 自身 、 中 分 の 槍 能 の 限界 を 承知 し て 
いた の で ある 。( マ タイ 斑 斉 書 5 ・17、18) 
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の うち い 《 つ か を 許可 すべ く 来 だ れ り 。( 注 
60) 我 は お 前 だ たち に 主 よ り の 奇跡 を 携え て 
来 た れ り 。 さ れ ば お 前 だ た ち 、 ア ッ ラ ー を 明 
れ か し こみ 、 我 に 従え 。 

52、 げ に アッ ラー は 我 が 主 な り 。 ま た お 前 た ち 
の 主 な り 。 さ る れ ば 彼 を 崇め 泰 れ 。 これぞ 正 
し き 道 な り 』] 


53. イエ ス は 彼 等 の 信 ど ぎる を 知り て 、 云 えり 、 
「 ア ッ ラ ー の 道 に ぢ いて 、 誰 が 我 が 援助 者 
た らん ? 」 と 。 交 子 た ち は 答え て 、 法 えり 、 
「 我 等 は アッ ラー の 援助 者 な り 。 我 等 は 


アッ ラー を 信 ず 。 な に と ぞ 我 等 が 皿 順 な る 


54. 主 よ 、 我 等 は 汐 が 降 し 賜わり たる も の を 信 


じ 、 こ の 使徒 に 従う 。 ぉ れ ば な に と ぞ を 我 等 
を こち の 列 に 書き 加え 給え | と 。 


55. イエ ス に 信 な す 彼 等 は 策 庶 せり 。( 注 6) 
テア ッ ラ ー も 策謀 せり 。 ア デッラ ー こ を は 最良 
の 策 諾 者 な り 。 
第 交 項 
56. アッ ラー が か く 《 詞 え る 時 を 思え を 。「 イ エス 
わし は 液 を 死に 夷 ら し め ( 629、 わ し が 
= 準 げ 、 不 信 選 者 の 罪 か ら 液 を 浄 めん 。 


セイ ンタ 


2 セ る 郊 の 
陸 和 の 20 RC 人 の 


ズ タッ の タ 2 位 。 2282208) 
員 eA ゅ 5 ジ 仙 設 っ 62 う 419! 
フェン 


2 の HMV 才 CC 
5 導 6 る OCN 0 
@ 〇 AUC2 VSEt26 


32263 KTSICBOIC プ ぷう 
yp 


1 2 


1 中 計り Pkf の 1 
らし 414tAKCI1 ウ 2 


注 60 この 表現 は モー ゼ の 律 法 を 何ら 変更 し た り 改訂 し た りす る 事 を 意味 し て いる ゃ も の で は な く 、 ユ ダ ヤ 人 


達 軸 生 が 、 そ れ が 原因 で 遅 法 [な っ て し まっ た よ 
6 二 つ の 節 で は 、 ユ ダ ヤ 人 達 の 中 で も 、 


うな 事 岳 を 指し て いる だ け で ある (4 
合法 性 や ある 種 の 事項 に 関し て は 意見 が 分 か れ て いた 事 ほ と 、 ユ ダ ヤ 人 
は 不正 や 遠 反 を する 事 で 、 神 の 祝福 を 失っ て し まっ て いた 事 が わか る 。 こ の よう に 、 
どん な 事 摘 が 原因 で 正しい 道 を 踏み 外し て し まっ た の か を 決め る 蔵 き 手 と し て 到来 し 、 


叩 : 43 64)。 


イエ ス は ユダ ヤ や 人達 が 、 
彼 に 従い きる えす れ ば 、 


取り 上 げ ば られ て し まっ た 神 の 恵み を 取り 戻す 事 が で きる 事 を 告げ に 来 た の で ある 。 


注 61 ユダ ヤ 人 達 は イエ ス が 十字 可 上 で 
24) 神 の 御 証 画 は イエ ス を その 死 か ら 救 う 
は りつ け の 場所 か ら 遠 
な っ た の で ある 。 


注 62 高 名 な アラ ブ の 言 
我 、 流 を 人 の 手 に か か る 死 よ り で 
せる も の で ある 。 


り 、 流 に 定め られ た ヲ 
"と の 解 秋 や 下 し て いる 。 実際 、 
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呪 わ れ た 死 を 迎え る 様 な 討 画 を も る くろ ん で いた が 、 
で あっ た 。 イ エス は 十字 保 上 で は 死な ず 、 生 きた まま 上 降ろ きれ 、 
(座れ だ た カシミール で 天 寺 を 全う し た か ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 計画 は 破れ 、 神 の 御 計画 通り と 


者 で ある ザマ クシ ャ リ は 、" モ タワ フィ ー カ 
命 を 約束 し 、 人 の 考 に か か る の で は な く 天 者 を 全う さき 
アラ ビア 語 の 辞 半 編集 者 達 は 、 な し な べ て 、 タ ワッ ファ と い 


( 申 命 記 21 


(ここ で は 「 死 に 所 ら し め ]) と は 、 


アー ル ・ イ ムラ ー 


また 液 に 従い し 人 々 を 復活 の 日 まで 、 不 信 ンー タン ログ タイン シィ る ニッ マン ラタン と 
放 導 の 上 に 置く べし 。 釣る 後 p 曽 た ち は ゎ の 9 リラ a dg G』 の | 


- 尋 り ( ま 63) 、 わ し は お 前 た ち が 争 gz 2 委 を っ の 3? AG: セン | 


いた る こと に つい て 裁決 を 下す べし 。 


2 


57. 不信 心 者 ども を わし は 、 この 世 で も まだ 決 き クタ クイ クタ タタ ョ イン ラッ タク の ンタ エイ イン 
8 と 暫 

の 世 で も 、 厳し い草 で 処 軸 せん 。 益 し て 訟 ウラ Mee EVO 0 
短 ッッ タイ レレ ニコ レッ レッ クタ 
等 は 如何 な る 助け 手 も 得 ぎる で し 。 @ ら et 8 1 29 軸 


きじ て 癌 行 を 積む 者 に は 、 ア ッ ラ ー 
は 邊 分 な 報 決 を 賜 わ あん 。 ア ッ ラ ー は 不義 な 
す 省 ども を 好ま ず 」 


59. 以上 お が 、 わ れ ら が 液 に 物語 る 神 兆 た し て 、 
量 つ 知恵 に 満ち た 警告 な り 。 


60. げに イエ ス は 、 ア ッ ラ ー か ら 見 れ ば 、 ア ダ 
ム と 似 た り 。( 注 6 アッラー は アダ ム を 泥 
土 で 創り 、( 注 65) に 「 在 れ ] と いい た れ 
ば 、 ア ダム は 存 し けり 。 


う 語 が 耐 述 の 様 な 贅 態 で 使わ れ た 場合 に は 、 そ れ 以外 の 解 違 は な く 、 い か な る アラ ビア 語 の 文字 に も 5 他 の 応 味 
で 使わ れ た 例 は -- つ も な いと いう 点 で 、 演 見 が 一 致し て いる 。 こ の 言葉 は 、 ク ルアー ン 中 で 、 23 ヶ 所 の 、 異な っ 
た 筒 所 で 使わ れ 、23 の 箇所 で 、 こ ぞ っ て 、 死 する 時 に 魂 を 取り きる と の 意味 よ な っ て いる < た 
り に つく 時 魂 を 取り 去る と の 意味 で 使わ れ て いる が 、 そ の 場合 に は 、 夜 叉 は 眠り と いう 語 か 付け 加え られ て い 
る 。(6 : 61:39:43) イエ ス が 死 し た と い は 和 定 すべ で く も な い 。 る し て 思 を る 随 は 、 次 の 様 に 言っ 
た と 伝え られ て いる 。“" も し 、 モ ー ゼ と イエ ス が 、 今 、 生 存 し て いる の で あれ ば 、 私 に 従わ ぎる を えな か っ た だ で 
あろ う 。] と (カシ ー ル )。 型 な る 預言 者 は 、 イ エス の 年 令 を 0 すず で ある と 確信 し て いる (ウン マー ル )。 、 
クル アー ン で は 、30 に も 及ぶ 人 節 で 、 イ エス の 肉体 が 昇天 し 、 天 上 で 生き て いる と いう 不条理 な 信 爺 は 、 完 全 に 
粉砕 し て いる 。 


ぞ 


注 63 "ラー フィ オカ ・ エ レイ ヤ (ここ で は 「 わ し の も と へ 帰る ]) は クル アー ン 中 で は その 人 の 地位 を あげ 、 
ん じ る とい 使わ れ て いる 。 (24・ 37 及び 35 : 11) イエ ス が 召 き れ 云 々 と 述べ られ て いる の は 、 AR 
十字 梨 上 で 呪 わ れ て 死ん だ と いう ユダ ヤ 人 の 間 途 っ た 主 天 に 応じ て の 返答 で ある 。 


注 64 アダム と は 、 も と よ ち と 、 一 般 的 に アダ ム の 息子 達 で ある 人 間 を 代表 する も の で ある 。 イ エス は この 様 
に 、 ち りか ら 創 られ だ 、 そ の 他 の 死す べき 者 と 同じ で ある 上官 せ られ 、 彼 に つい て の 神 性 は 存在 し な いも の と 
な っ た 。 し か し 、" ア ダム "上 いう 言葉 が 、 人 間 の 祖先 を 表わす と すれ ば 、 こ の 節 は 、 父 親 な くし て 施 生 し た と 
いう 意味 で の 、 イ エス と アダ ム の 相似 性 を 指摘 し て いる と 二 を えら れる 。 この 場合 、 イ エス に は 母 が あっ た が 、 
そこ ま て 完璧 に 考え る 必要 は な く 《、 そ が 二の舞 似 性 に 影響 を 及ぼ す も の で は な い 。 


注 65 他 の 箇所 で は 、 人 は 粘 二 か ら 仙 ら れ た と 述べ られ て いる ちり しとり 箱 ピ を 使う 際 の 遅い は ちり と い 
を 使う と 、 天 砂 と いう 撤 念 (大 の 水 ) が 黙示 きれ な い が 、"' 和 粘土" と いう 言葉 か ら は 表明 で きる と いう 点 に あ 
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流 の 主 よ り の 真理 な り 、 さ れ ば 溢 、 疑 の の 導 の 2 2C 8 
仲間 ほな る な か れ 。 


> 計 ュ ス る 委 まさ た)ー レン の 由 ん レッ スタ 
上 HHREE SE 
こ こ 稚 者 、 喜 え 、 コッ シン イン イク ン タン レン 5 タン 
「 表 入 の そ た ちょ おち 前 た ちの 8 子 た も 、 。 25 っ 3 移 262 融雪 
我 等 の 妻たち と 前 た ちの 妻たち 、 我 等 の 和 ッ zz d 計 分 ン ン タン 
集団 と jp 前 た ちの 集団 を 召集 し 、 名 烈 に 3 Uey グズ 5 と 2 ば の 
し 、 ア ッ ラ ー の 呪い が 嘘つき ども の 上 ey 
に 降ら ん こと を 求め よう で は な いか 」 と 。 の 092 
( 注 66) 
63. こ は 間 千 いな く 真 寄 の 話 な り 。 テ ッ ラ ー の 印 引 4oeC2%300o22 人 8 店 
外 に 神 な し 。 げ に アッ ラー こそ は 偉大 に し 只 前 部 
て 、 妃 替 に まし ます 。 IPRIIV1POTGIM 
64. され ども し 彼 等 彰 を 向け な ば 、 追 れ まい ぞ 、 ま ンタ 1 の シフル る イロ イダ タビ 
ア uadbr2Ae 201O6 及 が と 
テッ ラー は 離間 省 を る 0 ンス ルン ルン ルン 
第 七 項 
65. 云え 、「 経 典 の 民 ょ 、 我 等 ほお 前 だ た ちの 間 に DAC の URI 1 
の と ころ へ 来れ 。 す な わ ち 、 ラシン の タタ ン ー る レン 
我 等 は アッ ラー 以外 何 $ の 5 きか あう 3 も も お 95 人 6353 
アッ ラー に 何 $ も の も 5 配 せ ず 、 ま た 我 等 の ONI タタ ッッ 信 ン グ クッ クノ 
何人 と いえ ども 、 ア ッ ラ ー ロ 外 の 1 の を SO Amlo ら og (SS 
と 頻 め まつ る こと な し 」 上 。 き され ども し 役 PMMAEN 
等 背 を 向け な ば 、 均 え 、「 我 等 が 神 に 帰依 し ゥ と ッ b 


た る こと を 証言 せよ ] と 。( 注 67) 


注 66 この 章 で られ て いる キリ スト 教 の 教義 に 関す る 検討 は 、 こ の 節 が 最後 と な る 。 
いる の は 、60 名 か ら 6 成り アル ・ ア ー キ ブヒ し て 知ら れ て いる 、 主任 の アプ ドッ アル ・ マ シー が 統 還 する ナジ ラー 
ン か ら や っ て きだ キリ スト 教 f 団 の 事 で ある 。 彼ら は モス ク で 型 な る 預言 者 と 会 いわ ゆる イエ ス の 神 
性 に つい て 、 し ば らく 《 の 問 、 討 論 が 続け られ た 。 間 題 点 が 十分 に 論 ぜ られ 、 面 る 後に も 代表 団 は その 間 克 っ た 
教義 を キ 張 し て ゆず ら ぬ 為 、 現 節 に 述べ られ て いる 神 の 命 に 従 項 店 者 は 最後 の 手段 た し て 、 ム バハ 
ラ と し て 知ら れ て いる 、 の 、 祈 り の 戦い に 代表 団 を 誘う 事 と し た ゝ ラ と は 、 問 違っ た 信 抑 を 持っ て 
いる 者 の 上 に 神 の 呪い を 呼ば せる 祈り で ある 。 し か し キリ スト 数 徒 大 は 自分 達 の 十 至 と な る でき も の に 自信 が 
も て な か っ た た め 、 こ の 挑戦 ゃ 受け ず 、 は か ら ず も 、 問 接 的 に 自分 達 の 義 の 間違い を 認め る と ころ と な っ だ た 。 
その 時 の 市 で ある が 、 曹 な る 預言 者 は 、 キ リス ト 数 和 独 自 の 因 て 、 モス ク で 祈り を る る げ る 事 を 許可 し た 。 
彼ら は 東 を 向い て 礼 大 し た 。 こ れ は 全て の 宗教 の 歴史 に 訟 て 比 燥 の な い 、 ま こと に 営 容 に 満ち た 宗教 和 行 為 で 
あっ た 。 


注 67 この節 は 、 一 方 に イス ラム 、 も う 一 方 に 、 キ リス ト 教 と ユダ や ヤ 教 や お し 頂い て の 、 E 協 の 根 
底 を 提供 し て いる も の で ある と 一 部 で は 間違っ て と 65 えら れ て いる 。 こ こ で は 、 も し これ ら の 宗教 も 、 神 の 唯 
一 性 の 教義 を 数 えん 、 説 き ひ ろ ゆ る の で あれ ば 、 比 較 的 、 人 の た いい を と も れる イス ラム の 者 の 聞 の 
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66. 経典 の 民 よ 、 お 前 た ち 何 故に アプ ラ ハ ム の ンプ ルン ラセン 
こと で 論争 する の か 、 律 法 と 福音 と は 役 以 EK の 3 と 人 Im 


後に 啓示 ふる れ た る に 非 ざ る か 7? お 前 た の 55o ら Am し 2 
ち 、 そ れ が 解ら ざる か ? の 9o2L0S8 っ 2 


67、 見 よ ! お 前 た ち は 知識 を 有 せ る 事柄 に つ も 5522 0 
て 論争 し て きた 者 ども な る ぞ 。 そ れ が い ノ 

ま 何故 、 目 知識 を 有 ぎ る 事 岳 に っ いて うる 分 所 移 ゃ 家 Cse8 

論争 する か ? アッ ラー は 御存知 な れ ど 、 フン ン シッ タン 

知ら ぬ は お前 た ちな り 。( 注 68) OO いな y グ て り 


68、 アプ ブラ ハム は ユダ ヤ 教 徒 に 非 ず 、 また キリ g ? 5 5936 の W じ 
スト 教徒 に も 非 ざ りき 。 彼 は 常に 神 に お す 


ラン シス ンー ン オン 2 
が り し て 、 第 順に し て 、 多 宰 教 徒 に 非 ぎり eo So2o を CC は 区 と 
き 。 
69。 ぱに アプ ラ ハ ム に 最も 近い 人 々 と は 、 彼 の タッ 名 ンタ ン レッ 
3o1 EAA8 
人 作者 た ち 並 びに この 預言 者 と その 信 値 た IA 3 2 2 
ー 誠 は セガ アラ 0 イノス 光生 の 
ちな り 。 親 し て ア ッ ラ ー は 、 信 舗 た ちの 愛 @ の 00955 の 2 な 


護 者 に まし ます 。 


な いか と いう * 論じ られ て いる の で ある 。 信 仰 た いう 事柄 に 診 て 、 す で こ 
の 為 、 非 難 を うけ 、 そ の 了 央 遠 っ た 信仰 べ の 呪い が 和 北 ち る の を みき わ め る 為 の 祈 
り の 戦い の 挑戦 を 強 表 人 人 々 に 対し 、 妥 協 を 認め る と いう 考え が 、 勧 め ら れ て いる な ど と は 考え られ 
な い 事 で ある 。 避 な る 拍 言 者 は 、 ヘ ラク リウ ス 王 ! 証書 を 書い て いた 際 に 、 こ の 節 を の も の を 使っ て 、 
ヘラ クサリ ウス 王 に 強く イス ラム を 受け 入れ る よう 拓 め 、 も し そう し な けれ ば 、 提 の 千 太 が ある と 特 告 し た の で 
ある ( ブ ハ リ )。 こ の 再 は 、 単 な る 預言 音 に よれ ば 、 た た じ る と いう だ け で は 、 ヘ ラク リウ 
ス 王 を 神 の 窒 思 から 救う 事 は で き な い と いう 事 を 明らか ( 、 この節 を 理解 すれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 


うち す て て お いて も いい の で 
の 前 の 節 で は を の 間 辻 っ た 


や キリ スト 教 侍 が 、 イ スラ ム の 真実 に 関し て 正しい 事 の で きる 、 簡 単 で 単純 な 方 法 に 気がつく 
は ず な の で ある 。 キ リス ト 教 徒 は 、 神 の 唯一 人 性 を 信 と 明言 し て いな が ら 、 イ エス の 神 固く 信じ て お 


ユダ や ヤ 人 は ユダ ヤ 人 で 、 厳 密 な -- 神 教 信奉 者 で ある に も か か わら 6 ず 、 下 職 者 や 神学 者 に 
彼ら を 実質 上 、 神 と 同格 の 位 お いて し まっ て いる 。 この 節 で は 、 西 者 に 、 神 の 寛大 き を 信仰 し た 
点 に 戻り 、 イ スラ ム (絶対 の 帰依 ) を 受け 入れ る 障害 と な っ て いる 間違っ た 神格 を 礼拝 す る 事 や や め る よう に 
と 勧告 し て いる の で ある 。 こ の 様 に 、 こ れ ら の 信仰 し いた ずら に 妥協 する 代り に 、 こ こ で は 、 そ れ ら の 信仰 の 
信 素 省 達 に 神 の 究 大 き の 教 理 する 事 に より 、 絶 対 の 州 佐 で ある イス ラム を 受け いれ る よう 、 す すめ て い 
る の で ある 。 そし て 神 の 守 大 き の 教 義 と は 、 少 な て と も その 外部 に 訟 て 、 全 て に 共通 する 基本 壇 理 (教理 ) で 
あり 、 更 に 歩み よる 人 為 の 基本 的 接点 し な る も の な の で ある 。 又 、 こ こ で 、 ブ ハリ や 、 そ の 他 の イス ラッ 救 徒 の 
伝統 支持 者 が 発表 し て いる 、 な る 預言 者 が 、 ヘ ラク リウ ス 王 や 、 そ の 他 の 何 名 か の 、 エ ビ プ ト 王 の マコ ー キ 
ス る 合 め た 支配 者 達 へ 送っ この 節 の 言葉 に 含ま れ だ 、 イ スラ ム に 読 う 内 容 の 手紙 が 最近 発見 き か プ ハ リ 
が 、 引 用 し た の と 金 く 同 が 述べ られ て いる 事 が 判っ た 事 を 併せ て し て お くべ き で あろ う 。 こ の 事実 
か ら も 、 を の 件 に 関し て の 、 又 、 そ の 他 の 認め られ て いる ハデ イー ス の 業績 に つい て も 、 ブ ハリ の 確実 性 が 証 
明る れる の で ある 。 


注 68 述べ られ て いる 内 容 は 、 前 述 の 節 の アブ ラ ハ ム に 関す る ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 の 主張 或 い は 、 ク ル 
アー ン で の 教え の いずれ か を 指す 。 
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70. 経典 の 民 の 或 る 一 派 は 、 お 前 だ ち を 邪 壮 に ンタ ンー ター ラン 。。 タ アン ュ ン ン 
意 せ ん と す 。 され と 彼 等 は 、 己 れ 自身 を LoIASI2 AE らち 


避 わ す の み 。 し か も 彼 等 は それ を 惜 ら ず 。 EC 
うう 1 内 
(ee の @ ら の ォ 前 間 骨 
71. 経典 の 諾 よ 、 有 前 た ち は そ の 証人 で あり な 585 癌 (eb る の る RI 間 の 
が ら 、 価 故 ア ッ ラ ー の 神 光 を る する の ッ 
プラ タイ タン 
か ? ( 注 70) ⑨ い se 


72. 経 邊 の 民 よ 、 お 前 だ ち 何故 太 理 ほ 庶 偽 と を 8 説 3 JA os NM 本 ィ て 


混同 し 、 知 りつ つ 長 理 を 骨 蔽 する の か ? ( 征 
ンス 人 る フォ 


?71) 8695 宙 っ | 


第 入 項 
73. 経典 の 民 の る 一 派 は 云う 、[「 計 明信 者 に イッテ 4 
訂 示 され た る 6 の を 信じ 、 夕 ベ に 学 を 信 ぜ 7 UK lidA(G2 CD 


る 


ず 。 振ら ば 到 ら < きん 。 スン オグ 月 26 テン 2 タフ キンタ 
、 彼 等 『 呈 を 返 ( 注 72) SE ッ | 2 


74. 面 し て お 前 だ ちの 宗教 を 率 ず る 者 の 外 は geAIS13 らら 2 も 2 お 93 
何人 を も 信ずる な か れ ] ま 。 云え 、「 真 の ッッ ン 。 
摘 並 は アッ ラー の 尊 等 な り 。 前 た ち に うし oo 0eG 婦 で 
場 わり た る も の と 同じ 如き も の が 、 他 に も 
賜 わ る べし 」 と 、「 或 い は を の 人 々 が 半 の 


注 69 イス ラム の 信仰 の 簡明 き 、 率 直 き 度 が 、 経 典 を 持つ 人 々 の 心 に 抵抗 し が た い 程 、 イ スラ ム に 傾 
て 心 を 湧き 立 な せる の で ある が 、 彼 ら の 道徳 的 高み に 対し 、 朋 逢 心 を 持ち 、 妙 な 心理 が 働き 、 評 価 し て いて も 
合え ず に 途 に 、 イ スラ ッ 教 徒 が 自分 達 の 方 に 傾き 、 自 分 達 の 様 に ルー ズ に な る 事 を 望 み 始 め る の で ある 。 


注 70 神 の 刻 示 を 認め ぬ と いう 調 は 、 誰 が を そう し て も 極悪 非 造 な 事 で ある が 、 大 族 を 朋 の あ た 5 に し な が ら 
認め ぬ 考 は 、 革 きら 極悪 で ある 。 


注 71 経典 の 民 は 自分 達 の 避 番 中 に 加 な る 貧 言 者 の 事 が 示 きれ て いる 事 か ら 、 簡 単に モハ ッ マ ド ( 彼 に 神 
の 御 恵み と 平安 あれ ) が 、 約 来 き れ た 救世 主 で ある 事 が 問 る の に 、 敵 忘 と 角 姉 心から 、 彼 を 認め よう と せ ず 、 
純粋 な 紛れ も な い 真 実 を 受け 入れ ず に 虚偽 と 真実 を ご で もち ゃ まぜ に し 続け る の で ある 。 


注 72 ユダ ヤ 人 は 諾 教 従 の アラ ブ 人 か ら は 宗教 的 知識 故に 高く 評価 きれ て いた 。 ユダ ヤ 人 達 は この 事 を 不当 
に 利用 し 、 イ スラ ムッ ム 教徒 達 を 信仰 か ら 和 ざけ る 方 法 を 考え て いた 。 即ち 、 外 軍 的 に は イス ラム を 
始め に は 信じ 、 日 の 終り に は 偶 信 の 態度 を と る 事 で 、 無 知 文盲 の アラ ブ 人 に 、 あ れ 程 教養 深い 信達 が 、 こ ん な 
か ら 離 れる と いう 事 は 、 イ スラ ム に は 何 か 重 大 な 欠陥 が ある に 人 脱い な いと 思わ せよ う 
と し て で ある 。 し か し 、 こ れ ら の 思 か な 人 々 は 、 加 な る 換言 者 を 取り 巻 《 同 胸 着 の 何 $ も の に も る 打ち砕か れ な い 
信仰 の きず な を 完全 に 問 直 っ て 評価 し て し まっ た の で あぁ る 。 
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デール ・ イ ムラ ー ン 


御調 で 、p 前 た ちと 論争 する や も 知れ ず 」 
と 。 ( 注 73) 云 え 、 「 す べ て の 肥 物 は ア ッ ラ ー 
の 科 中 に あり 。 ア ッ ラ ー は を 御 心 の ま ま 
に 誰 に で も 与え 給 う 。 ア ッ ラ ー は 慈悲 深く 、 


イッ ラン 5 ン 


多 り 261d83G: 
@ を と とら し 衝 35 の 


2 


すべ て に 通 暁 し 給 う 。( 注 72) 

75. アッ ラー は その 慈 看 を 下 れ る た め に 、 箱  a 着 お 導い 
共 れ を も 選ぶ 。 ア ッ ラ ー は 素 晴 ら 。 リー 
し い 施 思 の 主 な り 」 と 。 @ み Bl 
76. 経典 N の 民 の 中 に は 、 た と い 液 が 財 定 て ru タイ 2 ッッ ンー 1 生 ラン ッ ノ 
生 3 ACB oo22 AIA 
する ほ い も 、 を 流 に 返 思 す る 者 あり 。 か し プク クー プッ の の あう 
思 ぇ ば 、 り ザ シー ア ィ ナー を 居り て 1、 科 人 89 ン Eo 4 の WC 

催促 せ ず ば 、 之 を 液 に 返さ ぎ る 者 あり 。 を カラス ンク し ンー レレ ラッ ョ レニン 
は 彼 等 が 、「 我 等 は 無 燥 な る 者 に 対し て 、( 和 1RMC4IHVR44 の TP 
75) 何 を し て も 符 め られ る 筋 な し 」 上 考え 。 アン ンタ クン を 9 ッッ ョ コタ ン レシ 

2 が な り 。 邊 凌 は 知り っ っ ァ ッ ラー に 対 28 ゆあ GO と GDIS6K 
し て 虚偽 を 如 べ る な り 。 Ce KN 
77. 否 、 己 れ の 約束 を 履行 し 、 ア ッ ラー を 長 れ 4858 結局 
る 者 一 げに アッ ラー は ほ 神 を 異 れる 者 を 愛 M 
し 給 う 。 @cAs2di 

78. ア ッ ラ ー と の 契約 や 己 れ へ の 敬い を 売っ 1 6 っ 9 ンタ ン ン 2 る 
こ り 0 WKd27O2U ! 
て 、 ゎ ず か な 利益 を 路 う 者 、 條 等 は 来世 に 2 ツン 
往 73 も し 我々 が こう いう 見 解 を 持つ の が 問 違っ て いる の な ら 、 役 ら こ を 、 こ の 誤解 や 、 何 ら か の 神 に つい 


て の 議論 で 答 破 すべ き な の で ある 。 


往 74 。 を 


る 。 


う 言 葉 で 始ま る 文 
と の 文 が 続き 、 


し て 、 お 前 達 の 宗教 に 従う 者 以外 は 誰 
そし て を の 後に 、 導 き と は 神 の き で ある 。 お 前 
う 入 きれ 、 然 る 後に 
最後 に ' 全 て 広 


この 場合 訳 る れる 若葉 の ひみ を 、 


発言 は 全て 神 の 御 言葉 と 考え を て いる 


注 75 


発し 


て いる と 思わ れる 。( 出 エビ プ ト 記 22 25、 
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も 信じ る な と いう 文 は 前 節 の 結び の 文 か ら の 続き で 

が 接 か っ た と 同様 の も の を 他 の 誰か が 拉 か っ て "とい 
、 ユダ や 人 人 の "その 人 が 主 の 御 も と で お 前 達 と 言 
て 均 々 "と いう 神 の 戒律 ( 律 法 ) で 文 が し ゆく くら れる の で ある 。 こ うい 5 形 
式 は クル アー ン 独 得 の も の で 、 心 理 和 的 な 効果 を 生み だ す 為 の 工夫 で ある 。 
お 導き で ある と 、 
の み も と て 言 


汗 う か も し れ な い " 


(⑫ 他 の 解 息 で は 、" 長 に 導き と は 神 の 


そう 入 旬 と 考え 、 以下 の 'j 前 達 が 授かっ だ の と 問 様 の …… 神 
い 争 う ' の くだ り を ユダ ヤ 人 の 発言 と と ら え る 解釈 も ある 。 
⑬ 第 3 の 解釈 で は 、* お 町 達 の 款 教 に 従う 著 以 外 は 誰 を も 信じ る な ' の み を も 、 ユ ダ ヤ 人 の 発言 と 考え 、 


それ に 続く 


更 な る 項 言 者 の 時 代 に は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で は 、 ユ ダ ヤ 人 以外 の アラ ブ 入 か ら 、 財 産 や 所 有 物 を 可 っ て 
も 、 ア ラブ 人 は 間 達 っ た 宗教 の 信者 な の で 、 何 の 罪 に も なら な いと いう 考え が 信じ られ て いた だ 。 多分 、 
利子 の や り と り に 関し 、 ユ ダ ヤ 人 人 と ユダ ヤ 人 以外 で は 、 不 快 な 程 の 区 別 を する ユダ や の 褒 
レビ 記 25 : 36、 申 命 記 23 : 20) 


それ は 
生 の 法 に その 端 を 


アー ル ・ イ ムラ ー ン 


79.、 


80. 


81. 


いて 一 分 も 得 ざ る べし 。 ア ッ ラ ー は 役 等 
に 物 云 わ ず 、 復 活 の 日 に 彼 等 を 願 み る こ と 
も せ ず 、 ま た 淳 め ざ る べし 。( 注 76) 面 し て 
彼 等 に は 必ず 厳し い 軸 ある べし 。 


し まう 


彼 等 の 中 に は 、 経 典 を 読 褒 し て いる うち 
に 、 己 れ の 舌 に て 経典 を 歪め 、 お 前 た ち に 
経典 の 中 に な いも の を 経典 に ある が 如く 思 
い 込 ませ ん と する 一 派 あ り 。( 注 77) 役 等 は 
アッ ラー より 降 さ きれ だ る も の に 非 ざ ぎる も の 
を 、「 ア ッ ラ ー よ り 降 し 賜わり だ る も の な 
り ] と 云う 。 彼 等 は 承知 の 上 で アッ ラー に 
対し 牽 り 嘘 を 云う な り 9。 

アッ ラー より 経典 と 、 統 治 権 と 、 預 言 者 の 
資質 と を 与え られ だ る 者 が 、 後 に な っ て 
人 々 に 向い 、「 ア ッ ラ ー で は な く 、 我 が 僕 だ 
れ ] と 云う が 如き は 、 人 間 と し て ある ま ビ じ 
きこ と な り 。 むし ろ 彼 は 、「 主 に 全く 忠実 な 
る べし 、 ぢ 前 だ ち は 経 典 を 教え 、 自 ら も そ 
れ を 学ぶ が 故に ] と 云う で き な り 。( 注 78) 


彼 は また 、 諸 天使 並び に 諸 預 言 者 を 王 と 裳 
め よ と 和 折 め る 者 に 非 ず 。 彼 は 、 お 前 た ち が 
神 に 帰依 し た る 後 、 如 何 に し て お 前 た ち に 
再び 不信 心 を 勧め 得 さ きか ? 


タン ー ン 12 。 タイ クマン フン ンタ クン 
作 め 2IG >91 Ge りき Mu 
タン レッ レ 2。 レ フッ ンク うー イタ 2 クン ブン は 
の の 22 る AL お りう 6 


と レ と し: し イ 2 


IA92 


クッ スタ タ 2 る 


タン る 1 て イレ ーション 
Se の 


2 多 ン で 』 由 2 ノミ 2 ョ ュー ンタ 
の DO の 2 065 01 ひ Ce c2 2 


2 タイ タク タッ タン ルン ・ 


クー ュ レレ 
@⑳9 っ あう つ oNJI b し し y 


スン の 多 タ ンタ も っ クン 
GTCNNIPTEOS が OL 
レン ン を っ 2% 
cd が CU d 選 お RA 
の ンー あと っ の ンコ 
FOMOKOOCYOED IKE 


と 2 


ダン ッ タ タ ォ ン ィ タッ を ン 
@o の oO5 AS 3 


ラン レッ と クン シッ ーー タタ レッ ンジ る ン 
obOo1 22293 
リッ シス シュン ジラ ち 9 欠 
OR 人 MI 


注 76 。 神 は 彼ら に 丁 切な 苫 葉 ち か けら れず 、 彼 ら の 事 を 慈悲 と 憐 便 の 展 を も っ て 見 まもる 事 も 、 彼 6 を 純粋 
で ある と 御 判 断 な きる 事 $ な い 。 


注 77 これ は 、 加 な る 銀 言 者 の 時 代 に ある ユダ や ヤ 人 達 の 間 で 行なわ れ て いた 紗 如 な 行為 へ の 骨 
ら は ヘ へ プラ イ 語 で 、 聞 き 手 に 朗 喘 きれ て いる の は 、 あ た か も トー ラ で ある と 思わ せ て し まう 様 な 方 法 で 、 文 音 
を 旧 詠 し た の で ある 。 回 使わ れ て いる “経典 "と は 一 番 最 初 に 使わ れ た 部 分 で は “へ ブラ イ 店 の 文 " 
を そし て 後 二 つ っ は 、“ ト ー ラ "を 指し て いる 。 朗 詠 る れ だ 文 は 、 ユ ダ ヤ 人 が を そう みせ か けた 為 、" 経 典 ”" と きれ 
て いる 。 


只 で あぁ る 。 彼 


注 78 [経典 を 教え 、 自 ら も 学ん で 」 と いう 文 は 、 神 表 つ 高 源 な 知識 を 有する 者 達 は な し な べ て その 知識 
を 人 に 分 け 与 えた 、 人 々 を 無知 な まさ 賭 中 模索 きせ て お か な いよ うに する の が 義務 で ある 事 を わ し て いる 。 
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第 九 項 
2 ブッ ラー が 押 言 者 を 介し て 人 々 契約 を SCIUUOMSSES あ (03 
( 注 79) 結び 、 か く 云 ん る こと を 思い 起 せ 。 の リー シン リフ 2 
ルー と 2 タグ も タタ フッ イン イン る 5。 サン る M 
[わし は 前 た ち に 経典 と 知恵 を 授 く 。 誠 1O ひ oO の 
し て 後に 、 お 豚 た ちの 持て る 経 真 を 完成 す る 3 綿 和 2 
べく 一 人 の 使徒 が ぉ 前 た ちの と ころ へ 来 3 ウラ の 2 
る 。 ( 注 80) お 前 た ち 彼 を 信じ 、 彼 を 助け ょ ] 放 ン 和 シ タン ン 
し て 更に 云え 9 、「 ぉ 前 た ちこ れ を 承諾 す GO ae ン 
る か 、 こ の 件 に 関し て ぉ 前 た ち に 課す る 次 2 1 ルン 232 
任 を 受諾 する か ?」 と 。 彼 等 は 答え て 、 去 02 Doe 
り 、「 我 等 は 受 庄 す ] ほ と 。 ア ッ ラ ー は 云え 
り 、「 な ら ば 証人 た れ 、 わ し も また お 前 た ち 
と 共に 証人 た らん 」 と 。( 注 81) 


83. る れ ば こ の 後 る げに 彼 等 1 人 2 ルル スン アセ ジイ アン テン 4 
鐘 後背 を 向け る 者 は 、 げ に 役 等 は @oyeel so 0 do 


84. 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 一 切 が 、 好 むと っ US ラン イッ イ ダイ ン ン ョ タン 2 
好ま ぎる に か か わら ず 、 こ と ご と く テ Do の 258 
ラー に 服従 し 、 や が て 鉛 許 へ 穫 る と いう に 、 @ ら を 4 3 を 3 
彼 等 は アッ ラー 以外 の 宗 多 を 求め ん と する 
か ? ( 注 82) 


注 79 ミサ ー ク ・ ア ル ・ ナ ビジ ー ン と いう 表現 は 、 預 言 者 が 押 と 結ん だ 契約 、 或 は 、 神 の その 折 言 首 を 道 
し て 人 人 々 と 結ん だ 契約 を 意味 し て いる 。 こ こ で は 後者 の 意味 で 使わ れ て いる 。 この 訳 は 更に 後に 続く “その 後 
に 、 お 前 達 の 持っ て いる も の を 確証 す ぁ 一 人 の 使徒 が 現われ る で あろ う ”" と いう 文 剖 に よっ て も 支持 きれ る 。 
何故 な ら ば 、 神 の 依 者 が 到 米 する の は 環 言 者 速 へ で は な 《 人 々 の も と だ か ら で あ る 。 


注 80 ここ で は ふ サ ディ ー ク (確認 する ) と いう 語 は 、 真 実 の 尻 求 者 が 信 の 者 と 区 別 きれ る 規 北 を 示す 為 、 
使わ れ て いる 。 こ こ で は 、 こ の 語 は 「 完 成す る 」 と 翻訳 きれ て いる 。 


『 者 に あて は まる と 考え られ る 。 そ し て 
者 の 到来 と は 、 彼 以前 の 質 言 者 の 特定 
出現 する 時 、 彼 を 受け 入れ る 枯 
弟 達 の 場合 の よう に 、 一 民族 の み に 下 
言 者 を 受け 入れ 、 彼 を 助け な けれ 


往 81 この 役 も 、 一 毅 的 に は 他 の 需 言 者 和 送 に 、 そ し て 特に 聖なる 務 
その 両 、 こ の 節 は 一 般 的 な 法則 を 述べ て いる の で あり 、 
の 項 言 の 、 そ の 夫 て 頂 斉 者 は 、 令 奉 者 達 に 次 の 預言 者 
命ずる の で ある 。 も し 拓 言 丁度 イエ ス や その 他 の イス ラ エ ル の 預言 
きれ た 経典 の 書 由 の 預言 の 成就 と し て 出現 する な ら ば 、 を その 民族 の み が 
ば な ら な て な る 。 し か し 型 な る 預言 者 の 場合 の 様 に 、 全て の 宗教 の 経典 の 書 中 に その 到来 が 予知 きれ て いる と 、 
全て の 民族 が 彼 を 受け 入れ る 事 と な る の で ある 。 回 な る 預言 者 は イス ラ エ ル の 者 達 の み の 成就 と し 
て 到来 し た 訳 で は な 《、( イ ザヤ 21: 13 一 15、 中 命 記 18・18、33 : 2 、 ヨ ハネ 聖 福音 普 14 25、26:16: 7 一 
13)、 ア ー リ ア 人 の 預言 者 や 、 仏教 徒 や ゾロ アス ター 教 の 覧 者 達 $、 型 な る 預言 者 の 到来 を 頂 詩 し て いた の で あ 
る 。( シ ャ フラ ン ・ ダ サー ティ ー ル PP. (8 


然 の 法則 に 従わ ね ば な ら ず 、 人 は 経験 か ら を うす る 事 が 中 分 に 役 立 
きれ て いる 精神 的 事 岳 に 訟 て も 、 人 が アッ ラー の 戒律 と 命令 に 従 
# を 受け る 事 と な る の で ある 。 


注 82 肉体 の 世界 で は 人 は 自 
いる 。 人 人 間 に あ る 程度 の 正 出 
で あり 、 を うす る 事 で 人 は 神 に めで られ 思 : 


ー107 一 


アー ル ・ イ ムラ ー ン 


85. 


云え 、「 我 等 は アッ ラー 並び に 我 等 に 北 示 き 
れ だ た る も の を 信じ 、 ま だ た だ アブラハム 、 イ ス 
マイ ル 、 イ サク 、 ヤ ュ ブ 及び 諸 支 疾 に 啓示 
きれ た る も の を 信じ 、 モ ー ゼ と イエ ス て 他 


Mk 人 区 


科 MMCEEE3 人 AG 


芝 3 は 5 


る ンタ フン 


の 預言 者 た ち に 主 より 降 し 喝 わ り た る も の 0 の 55 ee 
を 信 ず 。 ( 注 83) 我 等 は これ 等 の 人 々 の 韻 に 2 町 タラ ス ンジ ッ アッ a フフ ン ッ ンク 
如何 な る 差別 も 設け ず 、( 注 84) た だ 主 の み の 940 OO ラク 29el ou 
に 記 依 す 」 上 。 
ニ ュ で の 3 4 クッ 本 
96、 イ スラ ー ム 以外 の 実 教え 求め る 者 は 、 受 入 OsbobEo 2385 の 5 
れ ら れ ぎ ざる べし 。 呈し て 米 世 で は 、 か か る _。 前 
者 は 失敗 者 の 仲間 た る べし 。 elo2 あ 85 5 
87. 一 上 信介 を 受入れ 、 し か ぁ 全 の 真実 な る っ っ の し 4 名 ンク 
Pt 了 
れる 後 、 理 び 不信 や に og261G ひ る 
と う KA 人 し を う 3 
戻る 徒 躍 を @、 ア ッ ラ ー が どう し て 導き 給 う 3 3 和 3 まめ 056343 
や ? ( 注 85) プッ ラー は 不 立 な 者 を 間 き ン 
給 わ ず 。 9 の 
88. か か る 者 ども の 受 く べき 応 末 は 、 一 斉 に 彼 RIP0EKfZ | PGI 
等 に 注 が れる アッ ラー 並び に 諸 天 使 と 万 民 ッッ レン 
の 喝 記 な る べし 。 @(A タ * AMIuM 
89. 彼 等 は 水 達 に その 中 に 宿り 、 誹 は 軽減 \ や ら うう っ 0 る 5 り と る の は 
れず 、 猛 陸 も $ る され ぎる べし 。 レッ ルレ タッ タン 
な 9 っ あり 
90. 但し 、 必 い 玖 め 且 を 修め る 者 は 別 な 9。 げ る 2 仙 55 4 の dd 
多 Lol5 2 UNI 
に アッ ラー は 寛大 に し て 、 情 け 深 くま し ま 9 ルン 2 
す 。( 注 86) oe 予 1 
注 83 "な 前 達 の 宗教 に 従う 者 以外 、 誰 を も 信じ る な '(3 :74) と いう 文 が 示す 様 に 、 ユ エダ ヤ 人 は 、 イ スラ エ 


ル 人 以外 の 預言 者 を 決し て 正しい と 信じ る 事 は な か っ た 。 
和 ま 84 


ここ で は 、 色々 な 預言 閉 の 問 の 地位 や 格 の 遠 


: 4 に 反し て いる 。 


も の な ど な い と いう 事 で ある 。 


注 85 
人 を 乏 れ だ たり 世間 の 思惑 を 気 に し て 
る 。 文 この節 は 、 以 前 の 預言 首 


な 


確か に 、 最 初 は 預言 者 の 真 


過去 の あや まち を 必 
生 し と いう 正直 な 衣 
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は な い 事 を 意味 し て いる 訳 で は な い が 、 
わん と し て いる 事 は 、 頂 言 者 達 の 聞 に は 、 神 より の 使者 し し て 何ら 区 別 き れる 


彼 へ の 信仰 を 人 前 で 
に て 才 半 は し い 半 半 り 許 が る に 全 す る もの を 全て 人 う も 
者 達 を ぎ 信 じ て い だ が 聖なる 預言 者 に 


この 見 解 は 


天 嘱 の 証人 た な りつ つも 、 を その 後 、 


いた 者 達 を 指し て いる と も 考え られ る 。 


て 、 甘 し むだ け で は 神 の 許し を 得 ち られ な い 。 そ の 欠 に 必要 と きれ る の は 、 
を 他 の 人 々 を も 改革 する と いう 強い 決心 な の で ある 。 


テー ル ・ イ ムラ ー ン 
91. 一 旧 信 仰 を 受入 れ た る 後 、 再 び 不 信心 に 央 3 ウ 届 Et 
1 ふ 
り 、 を の 不信 選 き を 増す の で あれ ば 、 た と DSI loU 
い 必 悟 し よう 上 も 、 受 け 容 れ ら れ ぎ ざる べし 。 ee 区 紀信 0 95 計っ 
役 等 は 邪道 に 多 り た る 者 ども な り 。( 注 87) 
に イン 2 る る タレ ラッ タ 5 タンク の ン ッ る る 
92. 信仰 を 拓 み 、 不 信心 者 と し て 死す る 者 は 、 583 2218 AN 
た と い 大 地 を 埋め つく す 程 の 黄金 の 身代金 レッ シレン ンー」 
を 以 て し て も 、 受 納 $ れ さる べし 。 彼 等 に just うり 6 チ の ゅ ds 2 
は 必ず 障 間 ある べし 。 彼 答 に は 邊 何 な る 助 際 6 リッ ンス ン シッ 3 
け 手 も な か る べし 。 bg AOPODY グ 1 3 チッ) 軸 
第 十 項 了 
93. お 前 た ち 、 己 れ が 愛す る も の を 喜 捨 する に メン る タン ン Id 人 h さ 
非 ず ば 、 正 義 を 全う する を 得 ず 。 ゎ 前 た 5 の PP の 8 まう びら 3 
が 寺 拾 する も の は 、 ア ッ ラ ー 之 を 熱 知 し 給 ee も 仙 全 の 了 誠 
う 。( 注 88) " 遇 
と 1 3 臣 ュ > 本 に ラ 『 中 ヒ プ K1 ン 久 る 
94. 年 ま カ 降る れ だ る 以前 に は 、 イ スラ エル カ 和 3 ン 99 OB ぎ 
自ら 笛 に た る も の 以外 は 、( 注 89) す べ て の レン 」 ョ ルル テ 
食物 は イス ラ エ ル の ( 注 90) 子 F ED JlJS Ge9 6 BI 
た り し な り 。 云え 、「 ぉ 前 た ちの 言 間 ンク 科 
実 な ら ば 、 年 法 を 持ち 来 り て 、 そ れ を 読め 」 CPMNGAOIEERGWEGIR お 6 
E。 
2 は レイ 
95.、 きれ ば この 後 、 ア ッ ラー に 対し て 雇 偽 を 20 
提 造 する 者 は 、 不 義 な す 徒 汰 な り 。 2 人 ろ 科 
に い 
注 87 背信 者 つい て 、3 (90 に ある よう に 必 惨 は どう いっ た 段階 で も 受け 入れ られ る と いう こと 
に 対し 、 こ の 節 で 述べ られ て いる こと が 反し て いる か ら と いっ て 、 い か な る 場合 に も 受け 入れ られ な いと いう 


を 


注 88 


全て を 投げ うつ 党 情 が 
成 き れる の で ある 。 


の 実 忠 的 変化 を 期す 事 で 必 い 改め を 


味 し て いる 訳 で は な い 。 こ こ で 言及 きれ て いる 


全て の 公 公正 き の 寄 縮 で 、 療 の 最も 
《 て は な ら な い 。 


で ある 。 


注 89 


注 90 


ユダ や 人 に 禁じ られ て いる 食物 の 治 つ か は イス ラム 
に 述べ られ て いる 
だ た 。 これ は 、 


。 ヤコブ は 座 肖 神経 導 
邊 の 個人 的 な 事 で あ っ だ の だ 


ん で お り 、 


イス ラ エ ル と いう 名 は 、 歩 の 中 で ヤ ュ ブ に 与え られ た 。 
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る 人 々 と は 、 蛋 接 を 公言 し て お き な が ら 、 
: 行 し な い だ け で な く 、 


$ ぅ 高い 形 で ある 真実 の 信人 
公明 正大 き の 極 み は 、 神 の 
高い 追 徳 (ビル ) は 、 真 の 機 牲 の 精神 を 吸収 する 事 な し に 達成 する 事 な が ど で き は し な い の 


自分 達 の 生活 に 、 


不信 仰 の 度合 を 増し きえ する 者 達 で ある 。 


事 に し て いる 
よっ て の み 達 


# る 人 為 に は 、 人 は 自分 が 


で は 許さ きれ て いる 。 そ の 内 の - - つ は 合志 記 32 : 32 


治療 の 目的 で 彼 は 6《 だ の 内 を 食す る こと を 自ら 禁じ 
、 ユ ユダヤ 人 は 肝 の 内 を 食す る 事 を 禁 


5 と し た 。 


(創世 記 32 : 28) 


第 三 刻 アテ アール ・ イ ムラ ー ン 
96. 去 ん 、「 ア ッ ラ ー は 真実 を 語り た り 。 され ば ンタ の 世 23 池 ン ン ン 偽 
常に 神 に 従順 な り し アプ ラ ハ ム の 宗 3 の 2026 人 hG92 
ぇ え 。 テ プラ ハム は 多神教 徒 に 麺 ざり き 」 と 。 @eL 6g 
( 注 91) ーー 
k ライ タイ ンー 。 タン ーー セン を ニー ラン スン ン 
97. 人 類 の た め に 最初 に 建立 し た る 翠 典 は 、 63 ん EUC23 3 9 
バッ カ ※ に あり 。 そ は 祝 振 きれ た る 家 に し > マリ ンー 
ライ (ee る 
て 、 万 民 へ の 類 導 な り 。 @Cua5 g033 
※ メ ッ カ の 谷 。 
98. その 内 都 に は 幾 多 の 喉 白 な 礎 跡 あり 。 た と ランラン を フッタ ダン と の 
えば 、 ア プラ ハム の 御立 処 な ど 。 一 た びそ 0 に) le レ 
タン 」 る 5 ン 2 
の 中 に 入れ ば 、 荷 入 も 平安 を 得る な り 。 ま 6 9 時 どら な のみ 負 あ 導 2 
た 聖典 へ ( 注 92) 巡礼 する こと は 、 を こ へ の > 
| の 2 イ 生 ンダ < ノル レン シン ン と 1 
行き 得る すべ て の 人 々 に 課 を られ だ る ブッ GA 人 265 の う 2 4 
ンー に AT 
ラー へ の 義務 な り 。 信 ぜ ぎ ざる 者 を し て 、 げ 
に アッ ラー が 一 切 か ら 超 越し て 自足 し 給 う 
御方 な る こ と を 党 え せしめ よ 。 
99. 革 え 経典 の 民 ょ 、 洲 等 何故 た テッ ラー の 2 る ぎ 向 53 0 
神 兆 を 否 8 する の か 、 ア ッ ラ ー は お ぢ 前 た ち 名 シン 。 
の 所 業 を 唆 覧 する に 非 ず や ? 」 と 。 WV の る 
100. 云え 、「 経 典 の 民 よ 、 液 等 何故 に アッ ラー ュー (っ ンタ ン ン 2 先 タ ん レ ぃ 導 あ 4 
ー 51 の も oO Ua 
の 壮 よ り 信 全 た ち を 了 遇 み 、 ア ッ ラ ー の 道 を 7 パー タク ンー 1 
『 、、 ュー 還 2. 才 た レレ ッ ン 
ん と 欲す る か 、( 注 93) お 前 た ち そ の 証人 スン リ の 
で あり な が ら ? アッ ラー は お 前 た ちの 所 レシ ルン ン ント 
業 を 央 通せ ず 」 と 。 GoS dL 
往 91 テア ブラ ハム 神 に 従順 で あっ た と 言う 事 で 、 彼 が 、 イ スラ エル 人 が し た 様 に 、 自 分 操 征 の 意志 で 
の 特定 の 食物 を 食べ る 禁止 する 様 な 事 は し な か っ た 吉 を 示唆 し て いる 。 要する に 、 こ の 件 に つい て は 、 イ 


スラ ム は イス ラ エ ル 人 と 思 な り 、 
う 事 を 言わ ん と し て い 


る アプ ラバ ハ ムカ 


る の で ある 。 


カー バ に 好意 的 な 歴史 的 証拠 に 言及 し た 後に タル アー ン は 、 何 交 カ ー バ が 、 
三 つ の 理由 を 提示 し て いる 。 


の 中 心 と る れる に 価 い する か を 示す 


で 祈り を きき げた し 、(2) カ 


神 の 預言 者 知 の 方 法 や 実例 、 


ー バ は 平和 と 安心 を や 与え 、( 


特に アブ ラ ハ ム の 例 に 、 途 ら う 事 あ を し な いと ょ い 


いつ の 場合 に も 、 キ プラ 、 
1 漆 大 な 長 まる で あ 
(⑬) 色 々 な 国 の 人 々 や 、 典 な っ た 民族 


が 巡礼 に お も ぜ 中 心して 未来 永 効 も とどまる で あろ うか ら 。 


入 93 


ら せ た が っ て いる 。“" 


“お 前 療 は イス ラム に 不正 が 生じ る の を 期待 する 。" 


を 意味 し て いる 。 
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避 い は 、“ お 前 達 は イス ラム の 教義 を 邪道 に 陥 い 


第 二 章 アー ル ・ イ ムラ ー 
101. 液 等 信徒 た ちよ 、 お 前 た ちち も し 経典 を 授 っ MEI の 
、 和 の CI| 
か り だ た る 牙 る 集団 に 従 あ ば 、 彼 等 は 信徒 と ンク の ma 
な り た る お 前 た ち を 、 再 び 不 信心 者 た ら し の OO 53165 2 3 を oi 
むべ し 。 - 
し 0 タ 2 ワナ ルン 
102. アッ ラー の 神 光 が お 前 た ち に 読 語 せ 6 る 品 員 2 oef らち 


103、 


104 、 


れ 、 且 つ お 前 た ちの 中 に 使徒 が 居る と いう 
の に 、 お 前 た ち 如 何 に し て 信仰 を 径 て 得る 
か ? アッ ラー に 診 く 絹 る 者 は 、 ( 注 94) 必 
ず 正 し い 道 に 導 か る 。 
第 十 一 綿 
液 等 信徒 よ ち ょ 、 相 応 し き 呉 散 の 念 を 以 
て アッ ラー を 景 和 れ 培 え 。 帰依 者 に な ら 6 ず し 
て 、 死 ぬ な か れ 。 ( 注 95) 


百 ア ッ ラ ー の 背 に 引 く り 、 分 製 する な 


か れ 。 お 前 た ち ヵ 
た ち に 賜 え る アッ ラー の 思 範 を 思 
アッ ラー は ぢ 前 だ ちの 心 を 愛情 で 結ぶ 
96) お 前 た ち は そ の 軸 恵 に よ まっ て 史 第 
れる な り 。 ま た ち お 前 た ち が 業火 の 玉 
( 注 97) あり し を 、 ア ッ ラ ー が を こよ り 救 


- 信 敵 な り し 時 、 お 前 
^ 起 せ 。 
s( 注 


けど 衣 


りあ ひ 8 和 0 し の の っ う の の の 
と 
⑮ 


クン 1 る ノン ルー 多久 タレ キレ っ て レタ イン 
3 と おか 2505S81P21 301635 
2 っ タッ ンク Di る 2 タ る 


CIGT40MKUIR 
SDC 肌 に 利 1 5AoScI う 


し タタ 
信和 2 久 る RM Ka HI 


rd えッ ンタ 侍 も Id 


CCCY プ と と 9 


PO 0 


いた り 。 お 前 た ち を 導 か ん が た だ め に 、 テ ッ ー うち 休 PE 1 は Es 

ラー は か く の 如 (その 探 を 明示 し 給 2 。 ラン 

ン る 

ご * 

コー ーー エ フタ っ 

105。 また 前 た ちの 中 に 、 療 行 に 謎 い 、 公 下 62%k 26 Ag の S2 

を 勧め 、 邪 悪 を 禁ず る 集団 を あら し め ょ 。 ラン フレ ラシン 

ン 2 アラ タイ ルイン ・ 2 の 2 グ 
4812 lc と Oo569 う らち し 
注 94 中 笠 の 不 委 っ て する 志和 健生 を 各 を 売 き 人 っ (アッ ラー ほ の 関 係 を 確立 し 、 
か だ た く ア ッ ラ ー に な る 者 。 

注 95 死 が いつ 訪れ る か わか ら な い の で 、 人 人 は 、 い つも 5 持続 的 に その 状態 に な けれ ば 、 神 に 身 を 稀 ね た 状態 
で 死ね る と は 限ら ちら ない 。 故に 、 こ の 表現 は 人 は 常に 神 に 従順 で な けれ ば な ら な い 事 を 教え て いる 。 

注 96 聖なる 預言 者 が 出現 する 以前 の アラ ブ の 分 死 は 他 に 類 を みな い は ど ひ ぼ か っ た 。、 一 方 、 彼 ら の 億 


大 な 師 の 換 範 と 高 


教え を に より 、 結 束 し た 、 


歴 喝 上 な い 程 回 か っ た 。 


注 97 


業火 の 穴 の ふち " 


い の 事 を 意味 し て いる 。 
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と は 、 ア ラブ 人 達 が いつ も し て いた 、 


アラ ブ 人 の 同胞 愛 の きず な の 取 き は 他 に 匹敵 する も の が 人 間 の 


人 間 の 命 を 多大 に 失 な わせ た 、 破 填 的 な 涯 


第 三 章 テール ・ イ ムラ ー ン 

か か る 人 人 々 は 繁栄 すべ し 。( 注 98) @G 移 8 

106. 明 証 来れ る 後 、 分 抽 し て 互い に 論争 する 053 4R れ の 伯 
が 如き 者 ども と な る な か れ 。 彼 等 に は 電 弄 イッ クン ョ ュ か 。 

ある べし 。( 注 99) ③I02 909 5 で は 府 生 し 

う タッ トン 

⑥ AB る 

了 所 ・ 記 クッ タタ る の 6 と と の 2 タ 2 錠 レ ラン クン 

107. を の 日 、 下 ぁ 者 の 毅 は 自 く 、 ま た 或 る 者 。 る 8 2 

は その 顔 早く な らん 。 ( 注 100) その 顔 暴く ぁ シ と 名 補 人 リッ 
了 IM タ 9 し を モル 』 イチ ) 
な る 者 は 云わ れん 。「 お 前 た ち 一 旦 め 8 補 | 4 人 


き な が ら 、 信 仰 を 翻 し た な ? る れ ば 、 不 


信 い の 身 罰 を 味わえ ] 上 。 

108. を の 疾 自 く な る 者 は 、 ア ッ ラ ー の 御 志 に 
浴 し 、 氷 久 に を の 中 に 住ま ん 。 

109. こ は 真 理 を ( 注 101) 名 人 する アッ ラー の 


神 光 な り 。 わ れ ら 之 を 流 に 読 語 す 。 ア ッ ラ ヌー 
は 人 間 に 吉 何 な る 不正 を も 望ま ず 。 


110. 大 に 在 る も の 、 地 に 在 る ぁ の 、 こと ごと 
《 テ アッラー の 所 有 な 9 。 前 し て すべ て の 事 


柄 は 、 裁 決 の た め 必ず アッ ラー に 帰る 。 


MM 3 っ < 人 


タッ 


内 6PCCS7 が チイ (| 2 人 6 
eosAks 23 

0 を eK の FI 
@& イ ュ AN 


2hGCS kV 1 


と 9 2 タタ 2 


⑯ っ 中 


陣 な る 頂 言 者 は 、「 も し お 前 達 の 内 の 誰か が 弄 
(言葉 ) を 使っ て 、 
少な く と も 心 の 中 で それ を 憎 ま せ よ 。 
(ムスリム) 


注 98 
で は らい の けら れ ね ば 、 十 
和 れれ な いと し た ら 、 
伝え られ て いる 。 


注 99 ここ で ほ は 、 イ スラ メ 教 
和 に つい て 述べ て いる 。 

注 10 タル アー ン で は 「 和 白き 」 ET「 虹 き 」 を 、 
部 、 下 :75:23 一 25: 80:39 一 41) 人 
自 に な る | と いっ た 表現 を し 、 


注 IM] | 真理 」 は 先ず 、 押 の これ ら の 門 示 叉 
到来 し だ 一 胎 ち 、 お 前 た ち は そ れ ら 
る に は 絶好 の 時 で ある 、 と の 意味 


を 表わし て いる 。 
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それ を 禁止 せよ 。 
し か 


徒 に 不一致 と 不調 和 の 危険 を 


それ ぞ れ 府 せ と" 


逆 の 場合 に は 、[ 令 の 顔 は まっ 時 


は 御 言葉 は 真実 に 充ち 溢れ て いる 。 
受け と る 権利 を 持っ て いた 。 そし て 最後 に 、 


B 悪 な 事物 を みつ けた ら 、 手 で を それ を 払い の け よ 。 も し 王 


がく で も 、 言 葉 を 介し て で も 、 止 め る せら 
し 、 を それ は 最も 弱い 形 の 信仰 で ある 。」 と 語っ だ E 


も た だ たら そう と し た 際 の 経典 の 民 の 混乱 と 意見 の 不 


まし み ' を 集 微 する も の と し て 用 いて いる 。(3: 
為す 時 、 ア ラブ 人 は 邊 の 事 を 、「 そ の 入 の 顔 は まっ 
に な っ た だ 」 と 表現 する の で ある 。 


-、 そ れ ら は 権利 と し て 
れ は 、 そ れ ら を 明 折 に す 


-e 


益 


山 
坪 


第 十 二 項 

111. お 前 だ た ち は 、 人 間 の だ た め に られ だ る 
最良 の 人 々 な り 。 ( 注 102) 前 た ち は 凌 
を 勧め 、 邪悪 や 祭 じ 、 ア ッ ラ ー を 信じ 奉る 。 
も し 経典 の 民 も 信じ た り せ ば 、 そ は 向 等 の 
た だ ため に よ か り た る も の を 。 役 等 の 中 に ほ 信 
者 ちい る が 、 大 方 は 不信 心 者 な り 5。 

112. 役人 等 は お 前 た ち に 、 わ ず か ば か り の 損害 
し か 加え 得 ざ る な り 。 た と い 彼 等 が な 前 た 
ち に 戦い を 挑む と も 、 彼 等 は 必ず 敗走 すべ 
し 。 面 し て 彼 等 は 援助 きれ ざる べし 。 

113. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー ま た は 人 間 と の 契約 に 
よっ て 保護 きれ ぎる 限り 、 何 処 へ 行こ うと 
も 、 必 ず 届 辱 を 被る べし 。 役 等 は アッ ラー 
の 慎 を 招き 、 不 潤 に 襲わ れる 。 ( 定 103) を 
は 彼 等 が 神 光 を 拒否 し 、 預 言 者 た ち を 不当 
に 殺せ る が 故 な り 。 そ は 彼 等 が 常に 反抗 し 、 
搾 に を むく 〈 培 犯 を な し だ る が 故 な り 。 

114 . 彼 等 と て 皆 同 に に 非 ず 。 和 典 の 民 の 中 に 
は 義 し ぃ 一 団 あり 。 彼 等 は 夜 
の 御 言葉 を 読 語 し 、 ア ッ ラ ー の 御 に 
す 。 

115. 彼 等 は アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ 、 正 義 
を 稚 め 、 邪 悪 を 禁じ 、 互 い に 善 行 を 競う 。 
これ 等 は 正義 者 な り 。 
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注 上 W この 節 で は イス ラッ 教徒 が 最も 

る 。(⑪) 彼 ら は 全 人 類 の 普 き 者 と し て 取り あげ 6 れ た 。 
神 の 存在 を 信じ る 事 が 彼ら の 義務 な の で あ 
で ある 。 


注 坦 
し ゅ られ る 入 命 に あり 、 
現在 に 到 る まで 、 ユ ダ ヤ 人 の 歴 喝 は 、 
の 国 に 訟 て 、 を そし て それ は 啓 穴 と 
あら ゆる 種類 の 不 名 堆 と 、 
面 に すぎ な い の で ある 。 
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良き 人 々 で ある と 主張 きれ て い 
そし て 、⑫ 
る 。 イ スラ ッ ゥ 教徒 の 栄光 は 、 


ここ に は ユダ ヤ 人 に 関す る 重要 且つ 遠 大 な 預言 が 名 括る きれ て いる 。 を その 預言 と は 、 
他 の 氏族 に 隷 従 し て 生き て ゆく 事 と な る と いう も の で ある 。 
この 疫 し い 任 苫 の 真実 を 雄弁 に 物語 っ て いる 。 全て の 時 
許容 の 現代 に 診 て すら 例外 で は な く 、 
は づか し め に あっ て きた 。 イ スラ エル 国家 の 建設 は 、 ユ ダ ヤ 民 族 の 人 生 の 一 時 的 局 


る の み で な 《、 そ の 理由 も 、 述 べら れ て で て 
# を 行使 し 、 悪 を そし て 唯一 無比 の 
これ ら 二 つの 条件 次 第 で 左右 きれ る の 


彼ら は 永遠 に 恥 づ か 
坦 な る 預言 者 の 時 代 か ら 
に も たり 全て 
ユダ や 人 は ひど い ぃ 迫害 の 冬 牲 省 で あり 、 


デー ル ・ イ ムラ ー ン 


116. 何事 に せよ 並 を な る ば 、 そ の 報奨 を 拒 ま 
れる こと な か る べし 。( 注 104) ア ッ ラ ー は 
軍 を 長 れ る 者 を よく 知り 給 う 。 


117. きれ ど 不 信心 者 ども は 、 を の 時 産 も 子女 
も ゃ アッラー に 対し て 役立た ぎ る べし 。 - 條 等 
は 業火 の 住人 な り 。 彼 等 は その 中 に 未 久 に 

な まん 


118. 彼 等 が 現世 で 正 や せる こと を 民 う れ ば 、 
厳し い 寒 き が 吹き よせ て 、 己 れ 自身 に 管 な 
せる 人 々 の 収穫 を 濱 減 な し むる が 如 し 。( 注 
105) ア ッ ラ ー が 彼 等 を 害し た に 非 ず 、 彼 等 
自ら 己 れ を 害する な り 。 


119. 液 等 信徒 な ちよ 、 お 前 た ちの 仲間 以外 の 
者 と 親 変 を 結ぶ な か れ 。 役 等 は お 前 た ち を 
破滅 きせ る た め に 苦労 あい と わざ る べし 。 
彼 等 は お 前 た ち が 炎 難 に 適う こと を 居 ぶ 。 
( 注 106) 憎悪 は すでに その 崩 よ り 出 た り 。 
され ど 彼 等 の 胸中 に 蔵 せ る も の は 更に は な 
は だ し 。 わ れ ら は すでに 数 々 の 宰 兆 を お 前 
た ち に 明らか に せり 、 も し お 前 た ち 理 解す 
る な ら 。 
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⑲⑬ 〇 上 %3 


注 IW イス ラム は 国家 或いは 部 族 レ ベル の 宗教 で まな い 。 イ スラ ム に 加わ る 省 は 、 そ の 所 属 社会 や 信条 が 何で 


あれ 、 ミ 
が どう こう で ある と た いっ た 理由 の 偏見 
る 人 も 、 一 日 イ スラ ム に 猟 依 す れ 


事 な が ら 公明 正大 に ふる まえ ば 、 信 仲の を の 他 の 信 
に みち た 不当 な 扱い な どう け な い の で ある 。 ユダヤ 人 も 、 
ば 、 ア ラブ 人 の イス ラッ 教徒 と 同等 な の で ある 。 


者 同様 、 同 じ に 報酬 を 愛 取る の で ある 。 回 自 
駐 他 の いか な 


注 二 この 節 の 根底 を な す 考 えと は 、 イ スラ ム に 敵対 する 不信 者 の 努力 は 自分 達 に は ね か を る と いう 事 で あ 
る 。 不 信者 が イス ラム を 傷つけ よう と し て 人 為す 事 全て は 結果 と し て 自分 達 を 傷つけ る 事 と な る の で ある 。 


注 聞 彼ら が 待ち 望ん で いる の は な 前 達 が 不 館 中 災難 に み ま わ れる こと 、 
公明 正大 な 道 を 喧 み 外す こと 、 罪 深き 生活 を お く 


する こと 、 或 い は 、 
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減 びる こと 或いは 、 弱 《 な っ て 月 壇 
る よう に な る こと な の で ある 。 


第 三間 アー ル ・ イ ムラ ー ン 


120. 見 よ 、 前 た ち は 役 等 を 愛す れ ど 、 が の 21 2 る と る っ る 2 で 
は お 前 た ち を 愛せ ず 。 前 た ち は 経典 を 信 2 ジジ ウ 5 うっ 556 9 


じ 、 を の 全部 を 信 ず 。 然るに 彼 等 は 、* 前 HIM EAIRIGIRM 3 和 90 

たち に 会 えば 云う 、( 注 107) 「 我 等 は 信 ず 」 ッッ し 

と 。 き されど 自分 た ち だ け に な れ ば 、 慎 希 の 協 5 3 

余り その 指先 を 噛む 。 云 え 、「 慎 死 せよ 。 ( 注 レン 

10) げ に アッ ラー は 前 た ち が 胸 中 に 記す 。 @220u2N ら ue22006) 

も の を 熟知 し 給 う 」 と 。 

還 _ 人 2 95 9 と 多 る 
121. ぉ 前 た ち に 好い こと が 超 ら ば 役 等 は 部 し ーー タン > ン る っ 
の ) の CNNC g! 

み 、 悪 いこ と が 降り か か ら ば 、 そ を こ で 後 等 ー- 凍 ブン ^ 
は 斉 ぶ 。 さ れ ど 前 た ち が 信念 問 岡 に し て 、 1 6 2 ん 23 の 12 VN 
正義 な ら ば 、 邊 等 の 好 筑 は 決し て お 前 た ち レノ ュ 人 2 タタ ッッ を る タン 
を 宏 す る こと 能 わ ず 。 げに アッ ラー は 役 等 OSG2h 6 2 の 28 
が な すこ と の すべ て を 収 り 囲み 給 う 。( 注 と ゆ ッ タ 
109) レン 


8! 


回 


第 十 三 項 


122 激 早 靖 に 家 を 出 で 、 信 徒 た ち を 戦 配 護 て cc 3 を ン ラン リン 
0 の 3MG ! 
に つか せ し 時 の こと を ( 注 10 ) 思い 起 +。 の ピ ooe9 つの とう 


ケッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 計 MG 

う フェ 。 
129、 また お 前 た ちの 二 軍 が 、( 注 10) 且 症 か セ 衝 ン 移 4436 22 も は と っ と < こ 
に 吹か れ て 胃 気 を 失 いか けし あの 時 OKAGPRERCEC] 
、 っ の 292 シシ! ン 
テッ ラー は 彼 等 の 守護 者 な りき 。 さ れ ば 信 作る 逢う 


徒 た に ちょ よ 、 ア ッ ラ ー を 頼み ほす べき な り 。 


注 17 文脈 か ら す る に 、「 お 前 た ち に 会 えば 云う の 文 の 後に 、 理 解 の た め に “ 彼 6 は 一 切 経典 を 信じ て いな い 
が "或いは それ に 類似 し た 語句 を 捕 な うと よい 。 

注 天 「 慎 死 せ よ ] と は 、 イ スラ ム に 敵 各 を 抱き 、 イ ス つぶ を うと し て いる ユダ ヤ 人 に 向け られ た も の 
で ある ぁ る 。 

注 100 神 が 彼ら の 行為 を 無 に し て 彼ら を 破 減る きせ て 下 き る か ら 、 イ スラ ム 教 徒 は 彼ら を 邊 れる べき で は な い 。 
全て の イス ラム の 貞 で ある 者 送 の た くら み は 神 の 前 に 期 ら か で あり 、 神 が 彼ら の 計画 を 実現 で き な く し て 下 き 
る の で ある 。 

注 10 ここ で 述べ られ て いる の は ウ ハ ド の 戦い びあ る 。 バド ル で の 敗北 の 屈辱 を は ら さ ん と し て セ ジ ラ の 三 年 
め に 、 メ ッ カ の タラ イシ ュ は 、 3000 名 の 精鋭 か ら 成 る 武装 軍 を ひき つれ 、 メ ディ ナ へ の りこ ん で きた の で ある 。 
塵 まな いま ま に 、 構 な る 預言 著 は 、 後 に な っ て 逃し て し まう アブ ドッ ゥ ラ ・ ビ ン ・ ウ バイ の 30D 和信 の 信夫 者 を 合 
め た 1000 名 の 戦力 で 、 敵 と 交 湯 する 為 、 メ ディ ナ を 後に し た の で ある 。 戦闘 は 、 ウ ハ ド で 行なわ れ た だ 。 

入出 二 つ の 隊 と は 、 そ れ ぞ れ ハ ズラ ジュ と アウ ス に 所 属す る バ ヌ ー・ サ リー マ で と バ ヌ ー・ ハ リー サ の 二 つ の 
部 族 で あっ た 。( プ ハリ 、 マ ガ ジ 書 ) こ こ で は 、 人 彼ら ヵ 、 ひ る ん だ の で は な く 、 ア プ ド ッ ラ の 名 人 の 逃 
亡 を 月 の あたり に し 、 小隊 っ た イス ラム 軍 が 更に か 態 と な っ た 為 、 イ スラ ム 軍 を 見 す て よ うと の 思 
い が 心 を かす ゆめ た の が 、 実 際 に は みす て た だり は し な か っ た 事 を 示し て いる 。 
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124. アッ ラー は バド ル に お いて 、( 注 112) セ | 363 する イラ タッ ンダ ニッ ン 5 
前 た ち が 劣 肥 で あり し 叶 、 ち 前 た ち を 札 け の ぱ <05Le2 み 2h の う 
た り 。 き $ れ ば アッ ラー を お 前 た ちの 守護 者 を イン 

OS 3 人 
ほし て 長 れ 散 を 。 き すれ ば お 前 た ち 、 感 謝 
の 気持 $ 湧い て こよ ょ う 。 


スン ンタ ンプ フン 


125. を の 時 、 流 は 信徒 た ち に 云え り 、「 主 が 天 。 | 
を 員 。 の 2 
より 三 千 の 天使 を 時 し 、 流 等 を 助け 給 う 。 Ole 
( 入 113) お 前 た ち そ れ で も 足ら ぎる か ?」 3 人 了 2 
と 。 - 


126. 振り 、 お 前 た ち が 信念 卒 男 に し て 、 正 義 29 の 3 徐 セ > 2 多き 6 
レラ ルコ ン le 5b oo 

な ら ば 、 敵 が 急 獲 する と も 主 が 五 千 の 天使 アテ ュー ラ 2 
を も っ て ( 生 114) 拓 攻 し 、( 生 115) 前 た 02062 310 ゅ 


ち を 助 く べし 。 フュ クラ 
バン ルン 
127。 アッ ラー は た だ 之 に よっ て お 前 た ちの 心 も 鐘 放 る 25 2 し 3 


を 安心 きせ ん が た め 、 朗 示 と し て 之 を お 前 シン を 骨 


た も ち に 伝え た る の み 。 ( 注 116) 了 硬 け は た だ 、 @> % の | あと の IMA 
人 刊 大 に し て 覧 哲 に まし ます アッ ラー より 至 遇 
る 。 


注 四 パドル と は メッ カ と メデ ィ ナ の 間 に あ る 道 治 い の 地 名 で ある 。 を の 地名 は 、 バ ドル と いう 男 が 持っ て い 
た 崩 に 由来 し て いる 。 こ こ で 遠 べら れ て いる バド ル の 戦い は 、 こ の 地 の 近 く で 韻 わ れ た 。 


注 18 バド ル の 戦い の こと で ある と まち が っ て 解 息 きれ て いる が 、 前 節 で 、 た また ま 、 確固たる イス ラム 教徒 
険 に 陥っ た 時 、 神 が いか に 助け られ た か を 示す べら れ た バド ル の 戦い を き し て いる も の で は な い 。 
8 : 10 に よれ ば 、 バ ドル の 戦い 時 に つか わき れ だ 天使 の 数 は 、 敵 の 1000 名 に 対し 、 同 数 の 1000 名 で あっ た 。 
ウ ハ ド の 戦い の 叶 の 敵 の 数 は 3000 名 で あっ た 為 、 こ の 時 つか わ さ れ た だ 天使 の 数 は 3000 で ある 。 この 約束 の 成 
就 に つい て は 3 :158 に その 説明 が ある 。 


注 lI も し 不信 者 達 が 、 イ スラ ム 党 が 軍勢 や だ た て 直す 間もなく 、 火 急 に 攻め て きだ ら 、 神 は イス ラム に 5000 の 
天使 を 送り こん で 下 き る と の 意味 で ある 。 前 述 の 3000 に 比 し 5000 と 天使 の 数 が 増え て いる の は 、 ウ ハ ド で は 
イス ラム 軍 は し 攻め られ 、 多大 な 披 害 を こう むり 届 体 化し て いた か ら で あ る 。 メッカ の 近く (くま で 
クラ イシ ュ は 競っ て も う 一 度 イ スラ ム 軍 を 攻撃 する 事 に し た 。 戦い の 一 日 後に 、 加 な る 預言 者 が 、 
る に 至っ た 時 、 直ちに 行軍 せよ と の 命 を 出し 、 ウ ハ ド の 戦い で 彼 と 共に 戦っ た 考 だ け 後 に 続く 様 に と 指 押 し た 。 
を し て イス ラム 軍 は メデ ィ ナ か ら 8 マイ ル 本 れ だ ハム ラ ・ ア ル ・ ア サド ま て 出向 いた の で ある 。 こ の 愉 敢 な 構 
な る 頂 言 者 と を の 信 素 者 の 子 期 せめ 出現 に 、 威 圧 さ きれ だ メッ カ 軍 は 、 大 急ぎ で メッ カ に 退却 し た の で ある 。 こ 
れ は 天使 達 が 彼ら 6 の 心 に 投げ か けた 恐 棒 の せい で あっ た 。 を そう で な けれ ば 、 前 日 の 戦い で 数 も 減り 、 傷 つき 、 

消 衝 し きっ て いる イス ラム 軍 を 前 に 退却 する 訳 が な いか ら で あ る 。 


注 15 彼 は 突然 、 果 敢 に 彼ら を 襲い 、 彼 ら が 大 三 壊 する 様 な 働き を し た と 言っ て いる の で ある 。 


注 I6 天使 騰 は イス ラム 軍 の 心 を くじけ な いよ うに する 方 で 、 英 の 心 に 威 陣 と 恐怖 を 送り こん だ 。 も し 神 が 
そう 召 き れ た ら 、 天使 が た っ た 一 人 で あっ て も 、 ウ ハ ド で の イス ラム 軍 を 巧 け る に 充分 で あっ た が 、 神 は 5000 
の 天使 を 送る 事 を 約束 きれ だ の で ある 。 こ の 事 は 、 そ の 時 、 多 大 な 自然 の カカ が イス ラム 生 に 好都合 に 働い た 事 
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128. こ は ア ケッ ラー が 、 不 信心 者 どぉ の 一 部 を IMG を うま BOA 65 
DDG 
切り くず し 、 或 い は 央 麻 き せ て 失望 し て 遂 
示せ し ゅ ん が た め な り 。( 注 117) eu 


129. アッ ラー が 役 等 を 容赦 し よう 上 、 は だ きま 20220 ィ 和 2 る っ 
た 不義 な す 徒 全 攻 に 前 し よう と 、 液 は いき 全う の 2162 あ 3 
る か も 関与 せ ず 。 6 8 


130. 天 に 在 る も の 、 地 に 在 ゐ も の すべ て は 4< ィ 1 人 補 」.660 3 HMI 計り 
ジー. に 
アッ ラー の 所 有 な り 。 ア ッ ラ テー は 御 選 の ま ッ 3209 


ま 話 で も 攻 し 、 失 選 の まま 論 で も 剤 し 給 う 。  ⑨ 和 2 の 38 SG3355 
アッ ラー は 宮 大 に し て 、 座 悲 深 ( ま し ます 。 - 
第 十 四 項 _ 
31. 液 等 信徒 な ちよ 、 倍 を また 倍 に する 利息 GOGA 1 ンタ ント ン ッ ・ る 6 
D B a NIC に 1 0 
を 食 る な か れ 。 お 前 た お 栄え ん が た め に は eee0eolo9 ei だ 
フッ ラー を 藤 れ よ 。( 注 118) OAI 
32、 曽 し て 不信 心 者 ども に 準備 きれ た る 業火 6 は 3 MOUUGIM 
を 怖 れ よ 。 ( 注 119) イー 
ト こ ー ーー 2 の 内 
33. お 情け を く た め に 、 アッ ラー と 使徒 に MSCIPYACIEAH 
従え 。 
waka ちっち ンタ シン 。。 ュ フラ ン に の 
34. 主 の 才 紙 を 得 を た め 、 病 し て 天 館 の 知 く 2 と だ ooo りら し っ 
広大 な る 楽園 に 入る た め に 急げ 。 を は 神 を サン 0 っ そる ッ を 2 シン テロ 
異 れ る 者 の た め に 一 一 ( 注 120) @oE0 ら dg Cy らら 県 員 


不信 者 の 中 に も 、 バ ドル の 張 い 時 に 、 実 際 に 天使 達 の 次 を みた も の 
お 。 


を ほのめかし て いる 。 更に は 信者 の 中 に 
が いた と 伝え られ て いる 。 8 :10 も る 併 


注 本 聖なる 預言 者 は 、 メ ッ カ 人 達 の メデ ィ ナ へ の 急襲 を 予定 し て いる 事 を 知る や 、 メ ディ ナ に 向っ て 、 行 軍 
し た の で ある 。 メ ッ カ 軍 は 、 み っ と も な くも 防 し げ も な く 送 げ だ し た の で ある 。 

、 今 で は 法律 的 に 認め られ て いる 、 利 皿 を 謙 す と いう 事 は 、 モ ー ゼ は 禁じ て いた 。 
記 25・36、37・ 中 命 記 23 : 19、20) こ こ で は 、 妥 当 な 利 忠 な ら 許 きれ る が 、 親 
で あろ うと 極端 で あろ うと 、 利 候 を 課す と いう 事 自体 
迄 味 に 解 息 き れる 語句 が 、 実際 に 聖なる 聞 言 者 の 時 代 


注 18 キリ スト 教 国家 に 藻 
( 出 エ ジ プ ト 記 22 : 25、 レ 
を むき ぼる の は よく な いと 言っ て いる の で は な く 、 婦 
られ て いる の で ある 。 そし て ' 北 倍 に も な る ' 上 い 
流行 っ て いた 慣習 を 指摘 する 。 2 : 2 一 別 参照 。 
注 IM 2:26 で も 、 賊 火 の 警 告 を 後に 述べ て 、 利 息 の 禁 止 が 説 か れ て いる 。 一 般 的 な 意味 の 他 に 、 こ こ て で " 不 
信者 "と る れる の は 、 利 上 に 関す る 朱 律 を 守ら ぬ ぬ 者 で ある 。 
注 IW この 節 は 、 商 売 や 売買 が 利 皿 な し で は 動か せな いと 現在 の 状況 か ら 信 じ こ まる れ て いる 者 達 へ の 答 を 和 為 
し て いる 。 を し て イス ラメ 教徒 は イス ラム の 教え に 徒 い きえ すれ ば 全て の 利益 を 受け られ る で あろ うと ここ で 
は 述べ られ て いる 。 又 、 朱 園 も は 天上 と 地上 の 両 方 に ある と 書か れ て いる の は 、 信 者 で あれ ば 、 現 世 と 来世 に 
楽園 を 持つ 事 を 意味 し て いる 。 聖なる 振 言 省 の 有名 な 言葉 が 楽園 と 地獄 に つい て 興味 ある 光 吸 を な げ ば か け て い 
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135. 詳 泊 な と きも 不運 な と き 6 天 捨 を 行い 、 フッ ルン go ンタ タン 
人 る ま うる 
条 り を 抑え 、 他 人 に 容 な 人 々 の た め に 準 う 北 きじ 歩 209958 入 9 


備 き れる 。( 往 12D ア ッ ラー は 若 事 を 行う @5 時 1 人 1 BOMBS 1 
人 々 を 愛し 給 5。 
3 の 、 の 所 る ンタ 

136. し て 蜂 属 な 行為 や 、 仙 舌 を 犯 せる 時 、 64 作 2 6 AHIOA 

アッ ラー を 想い 、 固 の 容 敷 を 請う 人 々 ー 前 ッッ ンー っ の 

テッ ラー 以外 誰が 罪 を 敷 し た り 出 来 よう ぞ ? し クタ 衝 % UI CD (9 

ー ま た 、 し て 来 だ こと を 蛋 い と 知り つつ や り PP ジア 

続け な い 人 々 。 ( 注 122) Ge4 う Sd5A 


137. これ 等 の 者 へ の 報 江 は 、 主 より の 赦し と 2 タ 児 フッ る る 3 る くう る 9 と の 
0 っ 2 26 o る 3 4 
河川 流れ る 楽 賠 な り 。 ( 注 123) そこ に 彼 等 2o88 フー 


は ※ 久 に 住ま ん 。 知行 者 の 報 龍 は な ん と 素 。 を 計る 4 の 4 EGG の 
晴らし きか な 1 ン 
@ の 9 


138. 前 た ちの 以前 に 幾多 の 処 太 の 例 あ り 。 30 209 ン アッ 3 る 2GE8 
と 基 1 
地上 を 旅 し て 、 大 言 者 た ち を 中 つき と し て CA 
アン 43 し 5 4 
所 せる 者 ぎ も の 未 路 が 因 何 な る も の な り し @Ga 3 の め 記 
か を 見 よ 
139. こ は 人 々 へ の 宮 言 な り 。 ま た 神 を 思 れ る に ゃ の C 記 
者 へ の 宰 導 並び に 吾 天 な り 。 e9 和 4 se04 っ DOE2 
140. 紀 気 に な る な か れ 、 悲 鈴 す る な か れ 。 of る 
癌 っ が ・ 331 
前 た ち 真 の 信者 な ら ば 、 必 ず 騰 利 を 得 ん 。 ウル 2 の 
ルス 


( 注 124) oO 人 


ンー 


楽園 が 天上 と 地上 と に ある と いう の な ら 、 一 体 地獄 は ば こ に ある の か ? と いう 問い に 対し 、 居 な る 
頂 店 者 は 、 答 えて “それ で は 視 が や っ て て くれ ば 、 衣 は ど 行く と いう の か ? "上 語っ た 。 そし て 更に 、 楽 園 
の 報 醐 は 天 よ 地 の 間 の 空間 程 に 借 大 な $ の な の で ある と 語っ た と も 6 伝え られ て いる 。 こ の 事 は 、 朱 園 ほ と は 心 の 
状態 で あり 、 決 し て 物理 的 場所 を きす 訳 で は な い 事 を 示し て いる 。 
1 


- 往 1 人 は 他人 が 自分 に し か けた いや が ら せ や 罪 を 完全 に 忘れ る 、 或 い は 、 心 


(て 何 の あ と も な く と り 払 っ 


て し まう よい うこ と は 、 最 高 の “ 許 し" “寛容 き " な の で ある 。 それ は 、 罪 の 抹消 び だけ で な く 《、 を の 痕跡 すら あ 
と か だ も な く 消 し 去り 、 忘 れる 求 を 意味 し て いる 。 

注 12 普 人 が 掲 然 、 道徳 交 に 堕落 し て も 、 自 分 の 行動 や 正当 化し た り せ ず 、 率 直 に 罪 を 告 目 し 改め る よう に ず 
れ ば よい 。 


注 199 罪 を 犯し た 後に 、 心 か ら そ の 行為 を 悔い て 人 が 神 に 本 当 に 帰依 し た 場合 は 、 後 は 神 に 許 き れる だ け で な 
《、 神 が 彼 や より 高い 精神 の 極み に お 導き 下 き り 、 天 国 を 約束 し て 下 き る 。 


注 聞 ここ で は 、 一 国家 或いは 一 個人 が いか に 、 強 てく な り 強 き を 維持 する か と いう 重要 な 原則 が 邊 体 化 さ れ て 
いる 。 そし て “ゆるめ る な か れ " と は 、 将 来 の 危険 に 関し て で あり 、“" な げ く て なかれ" よ は 、 過 示 の 誤り や 不運 
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141. お 前 た ち 負 傷 を 受け た れ ど 、 敵 側 も す で 5。 ああ 25 イン ラン ン の 2 る レ る ら 
ぁ 導 26 を 
に 同 程度 の 損傷 を ( 注 125) 受 けた 9。 わ れ のり て 
レッ > 


5 が 人 間 の た め に この よう に 幸 運 の 日 不 の の KG 93 
之 の 日 を 与 うる は 、( 注 126) 彼 等 に 注意 


人 レ 2. 4 る 
ぅ うながす た めで あり 、 こ れ に よっ て テッ ー 9945 2648 4 SeCGPAI 
ラー が 真 の 信者 を 譜 別 し 、( 注 127) p 前 た タン は 
ちの 内 より 真理 の 証人 を ( 注 128 作 り 給 う 6 シン 


だ め な り 。 ア ッ ラ ー は 不義 者 を 愛し 給 ゎ わ ず 。 
1 レス アグ の ロア スチ ルル 


142、 そ は また アッ ラー が 信徒 た ち を 光 め 、 不 。 フッ の 
2 あり 1 牟 役 
信心 者 を 絶 基 せん が た め な り 。( 注 129) (2)COOOPOICAIP 


143. な 前 た ち 、 ア ッ ラ ー の 道 の た め に ノッ る (人 EC ッッ ン ッ タッ ニン タク 
5AI 了 ( gl ES OL 
散 に 彼 い 、 状 耐え 肥 び た る か を ケッ ラー 0402RR カ do _ グ 
> コー レマン 
が 区 別 せ ぬ うち に 、 楽 園 に 入れ る と で 5 @ の > 32 2 と 
思っ て いる の か ? ( 注 130) 

ee ーー 、 ュ る ぅ ンタ ン 島 る 2 アア アフ 
144 . お前 た ち は 死 に 直 困 する 前 は 死 を 思 み た 作 39 ? の る ら 5o 委 3 ? ud312 
り 。( 注 131) きれ ど 、 い ぎ 面 と 向 え ば 、 前 

た ちの 或 る 者 は 死 か ら 逃 れん と す 。 


名 る 3 衝 ン タク る 2 イ ン タン 


に つい て で ある 。 国 家 の 次 遂 は ひと え に 、 そ の 足 任 の 正しい 説 識 の 気 を ね いて し まう か 否 か と 、 過 去 に 思い を 
めで ぐら すか 栓 か に か か っ て お り 、 そ の 二 つ を 記 っ た 国家 は 姿 退 する の で ある 。 こ の 邊 で は これ 6 二 つ の 人 誠 険 に 
対す る 警告 が な きれ て いる 。 


注 15 他 の 箇所 (3 :) も 参照 。 


注 蔽 と 不遇 の 日 々 " 


注 層 全 知 全能 で あら れる 神 は 、 何 ら 自 分 の 知識 に 付け 加え る も の な ど 必 要 で は な い 移 、 こ こ で 意味 きれ て い 
る の は 、 二 者 間 の 識別 に つい て の み で ある 。 知識 (イル ム ) に は 二 般 類 あ り 、 一 つ は 、 存 在 が 分 か る 前 か ら 記 
蔵 す る 知識 で あり 、 も う 一 つ は 、 こ に 存在 する 様 に な っ て か ら 認識 する 知識 で ある 。 こ こ で は 、 後 者 の 知識 
の 事 を 指す 。 


往 交 信心 深い 者 達 は 、 不 過 の 時 に 自分 達 が 築い た 高潔 な 模 総 と 、 確 固 た る 信 
和信 と な る の で ある 。 


こよ り 、 イ スラ ム の 頁 実 の 証 


注 19 ウ ハ ド の 戦い は 幾ら か の 不信 者 達 に オス ラム こ を 押 の 真実 の 宗教 で ある た の 認識 を 与え た 。 


注 M 大 の 男気 を 試す の は 試練 で あ 9 苦 悩 び ある 。 そし て を それら な くし て は 精神 の 発達 や 純化 は あり えな い の 
で ある 。 


ここ で の “ 死 " は 戦い の 送 味 で ある 。 何故 な ら 戦 争 の 結果 が 死 で ある か ら 。 戦 いと は 、 装 備 や 人 員数 
て 敵 軍 と 比 し 極端 に 一 体 で あっ だ イス ラム 軍 に と っ て 、 死 を 意味 し て ウ ハ ド の 戦い の 時に 、 聖 な る 
預言 者 は メデ ィ ナ 市 中 で 敵 と 対戦 する 事 を 提案 し た が 、 彼 の 同胞 の 内 、 特 に バド ル の 戦い に 参加 で き な か っ た 
者 は “我々 は この 日 を 待っ て いた の で す 。 うっ て 出 て 瑞 と 戦わ せ て 下さ きい 、 そ を う で な けれ ば 、 連 中 は 我々 を 峰 
伝 者 た いう で し ょ う 、” と 訴え た の で ある 。"“ 流 は この 死 を ずっ と 待ち 望ん で いた "と の 表現 は この イス ラ ュ 教 
徒 の 願い を き し て いる の て ある 。 
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第 十 五 項 
145. ムハンマド は 一 使 作 に 過ぎ ず 。 使 待た ち 1 衝 還 の で に 衝 め 2 し 
2 1 
は 皆 人 に 先だって 落 け り 。 も し 彼 死 すか 、 3MPo2CE ーー 


落 い は 殺害 きれ な ば 、 お 前 た ち 路 を 返さ ん の (分 久 CE 
ほす る か ? ( 注 132) 誰 が 由 を 返 を うと も 、 ノル ンコ ンタ る タロ 
アッ ラー を いる さか も 害する こと な し 。 512 人 (3 MG 
フッ ラー は 必ず 感謝 する 者 を 報 准 し 給 う 。 の 3 
@ 引 綴 
内 リン 
14 > 4 ペンダ る タン 2 
6. 何人 も アッ ラー の 許し を し に 死ぬ こと 2724lo 移 き oy ol ue O る 2 
な わ ず ー を の 時 期 ば 学 め 定め られ て あ レッ シレ クー レン 。 の レン イン る 
り 。 前 し て この 世 の 報 龍 を 欲す る 者 に は 、 EZEIIROEP が の で りう) 
われ ら は 之 を 与え 、 来世 の 報 肖 を 欲す る 者 アア れん 王 Rt 全 どり プッ イル アガ ノ 
に は 、 わ ゎ われ ら は 之 を 与 う 。 わ れ ら は 必ず 感 る タ め 9!G め う 
病 す る 者 を 報 奨 し 給  。 eta 
ェ 言 者 が 付き 随 う 信徒 た 4 4 ン 32 さる 2s 2e 
147. 始 何 に 多く の 笑 言 者 が 付き 随 う 信徒 た な ち (うろ g KOK の 万 3 


と 共に 戦い た る こと か 。 役 等 は ア ッ ラ ー の 2 」 
道 に な いて 間 台 さる こと の た め に 斉 せ の 12 の 
ず 、 遇 気 に な ら ず 、 敵 を 前 に し て 局 せ ぎり し 。 レ 
き 。 ア ッ ラ ー は 断 加 信念 を 貫き通す の ya る 229IS 
者 を 愛し 給 う 。 


注 18 ウ ハ ド の 戦い の 最 中 に 聖なる 貸 言 者 が 殺さ きれ だ た と いう 噂 が 流れ た 。 こ こ で は 、 そ の 事 に ふれ 、 た と え そ を 
の 報告 が 真実 で あっ た し し て も 、 そ の 事 で 、 信 仰 強 き 者 の 心 が ゆ れ 動 あの きれ て し まう 事 は な か っ た で あろ うに 
いう 事 を 言わ ん と し て いる 。 モ ハッ マ ド は 、 た だ の 項 言 者 に すぎ な い 。 彼 以前 に 存在 し た 言 者 連 も 死 し た 様 
に 彼 も 双 死 すさ きも の で ある 。 し か し イス ラム の 神 は 不滅 で ある 。 避 な る 預言 者 が 死ん だ 時 、 以 下 の 様 で あっ 
た と の 記録 が ある 。 オ マル は メデ イナ の モス ク で 、 抜 いた 剣 を 手 に し て こう いっ た 。“ 神 の 預言 者 が 死 し だ とい 
うぅ 者 は 誰 で あれ 、 私 が 生か し て お か な い 。 彼 は 死ん だ どの で は な く 、 あ の モー セ で き ぇ 神 の 御 
神 に 行き れ た の で ある 。( 天 に 具 っ た の で ある ) そし て 、 次 に は 偽善 者 達 を 出し に 戻っ て くる の で ある 。 
場 に 局 あ わせ ただ マブ ー・ バ クル は 、 毅 然し ほし て オマ ル に 邊 る 様 に いい 、 モ スク に 集結 し て いた 教徒 達 に 、 当 節 
を 期 唱 し 、 預 言 者 の 死 を 伝え た た の で ある 。 当 然 な が ら 彼ら は 大 き な 悲 し みな に 包 まれ だ た 。 この 節 で は 八 然 
る 預言 首 以前 の 預言 才 培 死ん で いる 事 に ふれ て いる が 、 も し 生存 し て いる 者 が 一 人 で も いれ ば 、 昼 な る 預言 
者 の 死 を 証明 する 為 に 、 こ の 節 が 引用 され る 事 は な か っ た 。 
実際 、 イ スラ ム と は 、 い か に その 個人 が 人 筆 大 で あろ う よ と 、 そ の 生命 の 火 を 、 一 人 の 人 間 の 存 企 に 頼っ て いる 訳 
で は な い 。 視 こそ イス ラム の 世 示 者 で あり 保護 首 時 つ 守護 者 な の で ある 。 し か し この 人 節 を 説 み 、 斑 な る 
が 暗殺 と いう 形 で 戦い で 死ん だ と 誤解 し て は な ら な い 。 彼 は 自分 の 生命 を 神 か ら 保 護 き れ て い だ の で ある 。 
(5 : 68) 当 希 な が ら 敵 1 が 、 む し ろ こ れ は イス ラッ 教徒 に よっ て 形 を 変え だ 恵み と な っ 
た 。 後 に な っ て 弓 な る 1 寺 の 、 ま る で 胸 が は りき け て し まう 様 な 思い へ の 心 の 準備 と な っ 
た か ら で あ る 。 こ の 経験 が な か っ た ら 、 彼 ら は 癌 えら れ な か っ た だ はず で ある 。 
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148. 


153. 


49. 


50. 


52. 


il 


役 等 は た だ か 云え り 、「 主 ょ 、 我 等 の 罪 
を 敷 し 給え 。 我 等 の 行き 過ぎ た 行為 を 赦し 
給え 。 願 わく は 我 等 の 足許 を 隊 較 な らし め 、 
不 借 心 者 ども に 対し て 我 等 を 助け 給え 」 と 。 


きれ ば アッ ラー は 役 等 に 、 現 世 の 報 小 と 、 
来世 の 素晴らし い ぃ 報奨 と を 与え た 9。( 注 
133) ア ッ ラ ー は 普 事 を 行う 者 を 愛し 給 う 

第 二 六 項 

流 等 信徒 た ちょ 、 お 前 た ち も し 不信 心 者 
と も に 従わ ば 、( 往 134) 役 等 は お 前 た ちの 
吾 を 返さ し め 、 よ っ て お 前 だ ち は 和 失敗 者 と 
な らん 。 


) ア ッ ラ ー こ そ を は お 前 た ちの 守護 者 な 

、 最 上 の 福助 者 な 5 。 

われ ら は 信 ぜ ぎ ざ る 者 ども の 心 に 恐怖 を 投 
ゼ ぜん 。 ( 注 135) を を は 役 等 が 、 ア ッ ラ ー が 如何 


な る 権威 降 き ぎる 者 を 、 アッ ター と 同位 
に 置く が 故 な り 。 彼 等 の 住居 は 業火 な り 。 
不義 な す 者 の 住居 こそ 悲惨 な り 。 


前 た も が アッ ラー の お 許し を 得 て 彼 本 
を 和 し 、 小 ぼ せ る 時 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち 


と の 約束 を 果 し た り 。 ア ッ ラ ー が 前 た ち 
に 、 お 前 たち の 望み し も の を 見 せ た る 後 、 
お 前 だ ち は 勇 気 を 裏 失 し て 、( 注 136) 仲間 


と る 


(人 みゆ 放 3 

が 6 ME208(GD2 も 39z23 
@ ら のみ の / 絢 
og の ENG 
SI 


を 


BC Mo M 衝 


し と 呈 た と 2 包 
D 2 イン タン で ショッ ン 
っ を 2 2 痢 


PSV321TSH げ ty1 の 


い 


狗 を rakediK 6 


@Cu 度 1 2 
PR OCS と の 6 人 


エス ん アア PA 。 ッ タッ の 


CD 
り ク Ayap> > oCDCy CE 


っ 


注 13 来世 で の 拉 本 に 


る 。 


注 列 


は 色々 な 段階 が あり 、 上 ( 


イス ラッ 教徒 が 非 イ スラ ム 毅 


ト さ られ だ た だ 様 な 信者 な ら 一 番 上 
と 解 息 きれ る フス ナー と いう 言葉 は 必ず し る 無 上 の 段階 を 指す わけ で は な く 


徒 変 易 ぷ 行なっ て は な ら な いと 命じ られ て いる 訳 で は な い 。 


報せ を 受け る 。“ 訓 越 " し た 
の 意味 で 使わ れる 場合 も あ 


た だ 、 イ ス 


ラム に は っ きり 敵対 し て いる 不信 者 に は 従わ ぬ 様 に と 和 千 きれ て いる の で ある 。 


注 1] 偶像 味 拝 が 生じ る 原因 は 迷信 と 恐怖 に ある 。 


注 人 6 


恐 全 と 迷信 に と ら わ れる 者 は 勇者 と な りえ な い の で ある 。 


ここ で は ウ ハ ド で イス ラム 軍 の 後 陣 に 位置 し て いた 表 矢 部 隊 の 事 を 、 実際 の 戦い へ の 参加 や 戦利 品 の 略 
容 を 押え きれ ず 、 自 分 達 の 役割 を た きず 脱 病 で 卑 計 な 事 を し た と 上級 旨 し て いる 。 真 の 気 と 勇敢 さき が 存 在 す 
る の は まる に 心 の 中 な の で ある 。 
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ぼう し で 命令 に つい て 相 和 争い 、( 注 137) 送 3 
PC が 1 
に は 背 き た り 。( 注 188) な 前 た ちの 中 に は 06 の 2 が C94 


現世 の み を 欲求 せ し 者 も ( 注 139) あれ ば 、 2 6 で > 
また を 導 み し 替り の りき を こ で アッ 


る 2 ダ クン イク ン ウン の フン トノ 
ー は ち 前 た ち を 試 き ん が た め に 、 前 た tr) 


ち を か 6 取 走 せ し ゅ た り 。 市 し て アッ | セ 
テー は ち 前 た ち を 散 し た り 。 な ん と な れ ば 、 @obzS0l と 
アッ ラー は 信徒 に 対し て 慈悲 深き 御方 に ま 
し ます 故に 。 
154. お 前 た ち が 称 げ まり つつ あり し 時 、 使 人 スタ 2 イン の 人 イ スン 2 うる 
1 輝 衝 、 使 人 Jo3913 ひ (90] 5 OOoy 昌 


は お 前 た ちの 背後 か ら お 前 だ ち を 呼び た フン 。 者 の 呈 
され と 誰 も 振り 向 か ぎ 9s。GP lO を 2 る 鐘 交 全 ん 8 人 5 

= で アッ ラー は 、 若 難 の 上 の 昔 難 で 前 た 

ち に 報い た り 。 ( 注 141) そ は 紀 前 た ち を し 

て を の 失 え る 5 の を 世 し まず 、 ま た 身 に 職 


注 17 命令 上 は 、 聖 な る 頂 言 者 が 丘 の 上 の 弓矢 部 B 彼 の 許可 な し に 持 場 を 雌 れ る な と 言っ た 命令 、 或 い は 、 
その 趣旨 と 意味 か の いづ れ か を 指す 。 則 もち も 、 回 な る 項 戦い の 終わ っ た 後 も 、 そ こ に と ぼ ま る 折 に と 考え 
て いた か 知 か に つい て は 、 あ る 者 は 、 彼 が 誰か に その つも り で あっ た と いい 、 駐 ある 者 は 軟 っ て を う で は な か っ 
た と いっ て いた の で ある 。 


注 柄 丘 に 駐 息 し た イス ラム 軍 は 、 有 分 達 の 指揮 者 で ある アラ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ ジ ュ ペ ー ル が 則 な る 預言 者 に 従っ 
て [勝利 が 目前 に あっ て も 、 持 ち 場 を 離れ る な ] と 命令 し 、 指 揮 し よう と し た 。 し か し 、 多 く の 部 下 は それ に 
従わ ず 、 難 れ て し まっ た 。 彼 ら が 自分 達 自 身 を 制す る 事 を 出来 な か っ た 事 が イス ラム 主 に 甚大 な 被害 を こう む 
ら せ だ の で ある 。 


ま を 指し て いる 。 ア ブラビア 語 の 文 で は 、 部隊 の 内 の 何 名 か は 現世 を 
一 他 の 何 名 か は (アプ ドッ ラ ・ ド ビン ・ ジ ュ ベ ペー ル よ と 
も 、 聖なる 預 言 考 の 命令 に 背 い た 場合 の 地 終 的 な 結 
を 考え 、 他 の 者 は 移 の ん だ の で ある 。 


注 19 これ は 、 持 ち 場 を 見れ た は 矢部 隊 
望み 、 一 即ち 、 戦 い に 加わ り 、 戦 利 品 を か き 集 め る の 
持ち 場 を 離れ な か っ た 彼 の 仲間 た ち )、 来世 を 望ん だ 。 一 即 
果 を 考え た 一 と の も 示 き る れ て いる 。 或 る 者 は 日 先 の 


注 0 これ は 、 ウ ハ ド の 戦い で 、 前 方 と 後方 か ら は る まれ だ イス ラム 軍 の 隊列 が 砕け 、 多 て の 者 着 が 、 を それ ぞ 
れ 達 っ た 方 和 面 に 遂げ だ し て し まっ た 事 を 指し て いる 。 最初 に 後方 か ら 敵 が 出る と の 報せ に 、 後ろ 向き に な っ て 
攻撃 の 姿勢 を と り 待 機 し て いた イス ラム 軍 に 、 向 か っ て きた の は 大 軍団 の イス ラム 軍 で 、 彼 ら を 敵 で ある と 誤 
認 し た 待機 軍 は 同士 うち を 始 選 た の で あっ た 。 ひ どい 混乱 と 狂乱 の 為 、 障 な る 預言 者 の 声 に 注意 を 払う 者 $ い 
な か っ た 程 で あっ た 。 


注 四聖 な る 尊 言 者 は 弓矢 部 隊 に 丘陵 地 へ の 姓 皿 を 命じ た が 、 戦い が 勝利 に 終わ っ た と 早 合点 し た 彼ら は 守る 
べき 位置 を 放 楽 し て し まっ た だ 才 、 手 の 内 に あっ だ イス ラム 軍 の 勝利 は 、 ほ と ん 敗北 の 鈴 を 里 し て し まっ た の 

で ある 。 こ れ が 第 一 の 悲 喘 で ある 。 次 の 悪し み と は 、 不 確定 な が ら 加 な る 預言 首 の 死 が 伝わっ た 時 の 彼ら の 気 
持ち で あっ た 。 神 は 、 聖 な る 貧 言 者 の 死 の 報せ を 、 敗北 の 悲し か の 後に 意図 的 に め た 6 きれ だ 。 そ うす る 事 で 、 
型 な る 据 言 者 が 死ん で いな か っ た 喜び で 最初 の 悲し みか が いや きれ る か ら で あ る 。 
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りか か れる こと を 悲し ま ぎ ざら し めん が た め 経 家 ば 

な り 。( 注 142) アッラー は お 前 た ちの 所 業 9092 2C め 遂 Cg 
を 知 蒸 し 給 う 。 ン ョ 2 る ([ ン 
、 oi 
155. 面 し て 苦難 の 後に 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち 。 dMCEW 人 20 を 攻 分 
に 平安 を 時 し 給え 9 前 た ちの 一 部 の 者 = し ン ンタ ヤメ 

ン 

は 了 気 に ( 注 143) 措 わ れ た り 一 他 の 或 る 者 AAC8L26XS91 5 4355 2 EAC 


(4 の は 自分 自身 が 心配 に な っ て 、 ショ ン フン ュ レ ンカ 
無知 最 味 の 考え を 以 て アッ ラー に つい て 問 の AI88 名和 < 5 


違っ ] を めぐ で ら せ り 。 彼 等 は 云え り 、 | ょ 

「 我 等 に 如何 な る 係 が ある の か ?」E。 8 OKA 
ー > アノ ン ? タッ タタ ン 22 ンタ の 
云え 、「 事 は すべ て アッ ラー の 所 有 な り 」 と 。 の の 0 ey ON 


役 等 は 流 に 明らか に せ ぎ る も の を 胞 中 に 隠 リン 
す 。 彼 等 は 云う 、「 も し 我 等 が この 事 に 関係 02CEHC6 の っ 22 6W 


が あり し な ば 、 我 等 は ここ で 殺 る きれ ざり し の フアン フタ タッ トッ タ タク 
な る べし 」 と 。 こ は アッ ラー が 、 お 前 た ち の 多 0 97 


が 胸中 に 蔵 す る も の を 試み 、 お 前 た ちの 胸 FTA タタ ッ 8 約 の ダ 1 の 
回 ョ 3 と と 商 沈 


中 に 抱け る も の を 一 掃 せ ん が た め な り 。 


アッ ラー は 胸中 に 抱け る も の を 熱 知 し 給 と の 銘 ン し 58Co の 23 


う 。( 注 145) kb 


い 


@ つ ぁ 


156. 両方 の 軍勢 が 相 会 せる あの 日 、( 滞 146) 。 レッ ロン 8 
お 前 た ちの 中 に は 敵 に 後 を 見 せ た る 者 あ の も SH お の CU 


注 18 「 失 える も の 」 と は イス ラム 軍 が 目前 に し て いた 勝利 を 、 を し て 、」 降 りか か る こと 】 と は 、 逆 に 自分 達 
が こう むっ た 下北 た と 、 イ スラ ム 軍 の 矢 な われ た 戦士 送 の 事 を 指し て いる 。 


往 人 8 ウ ハ ド の 戦い で の 事 で ある が 、 ア ブー・ タ ル ハ は 、 ウ ハ ド の 戦い の 日 に 私 は 顔 を あげ 、 ま わり を みわ た 
す と 、 眼 気 に な を われ 、 う と うと し て いる 者 ば か り で あっ まどろみ は 心 の 平安 の し る し で ある 。 クル アー 
ン は この 事 を 神 の 恵み と 、 と られ て いる 。 こ の 事件 は 、 戦 い が ほ と ん ど 訂 結 に 近づき 、 イ スラ ム 軍 が 近く の 丘 
陵 地 に 戻っ た な 時 の 事 で ある 。 


注 中 これ は メデ ィ ナ の 後方 に いた 徐 登 者 達 の 事 を 指し て い る 。 彼ら の 関心 は イス ラム の 名 人 堂 や 聖なる 預言 者 
と イス ラム 軍 の 安全 より も 、 自 分 達 の 安全 に あっ た 。 クル アー ン の 常 よ う 句 と し て 、 自 分 自身 を 殺す と いう 表 
現 は 帳 分 の 仲間 或いは 同胞 を 本 す と いう 意味 [も な る 。(2 :55、86) 


注 二 この 節 は 信者 舌 の 確固 よし た 献 信 を 指摘 し て いる 。 確固 た る 信仰 を 持つ 者 に と っ て は 、 た と え そ れ が 考 
えら れ だ よう に 死す べき 場所 で あっ て も 、 吉 ん で 死地 に 赴 い た 事 を 思い だ きせ る 事 と な る の で ある 。 これら 全 
て は 、 神 が 、 信 仰 厚 き 者 を 純化 す ぁ 為 に な る っ た だ た 事 な の で ある 。 


注 地 これ も 5 ウ ハ ド の 了 戦い の 事 で ある 。 
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り 。 を は 彼 等 の 犯 せ し 罪 の た め に ( 注 147) 
サタ ン が 彼 等 を つま ず か し め た る ( 注 148) 
故 な り 。 さ る れ ビ アッラー は すでに 彼 等 を 表 
し 給え り 。 げ に アッ ラー は 央 穏 者 、 下 容 者 
に まし ます 。 


第 十 せ 項 

液 等 信徒 な ちよ 、 自 分 た ちの 兄弟 が 遠く 
へ 旅 し 、( 注 149) 或 に は 戦場 に 赴き て た お 
れ し 時 、「 も し 彼 等 が 我 等 と 共に 家 に 在り し 
な ば 、 死 ぬこ と も 、 殺 きれ る こと も な か り 

も の を 」 と 云う 不信 心 者 ども の 真似 を す 
る な か れ 。 こ は アッ ラー が 彼 等 の 心 に 悲嘆 
を 惹き 起す べく ( 注 150) 計 9 給え し こと な 
り 。 生 を 与 ぇ 死 を 賜 う は アッ ラー に し て 、 


アー ル ・ イ ムラ ー ン 
ラタン ェ ュー ラ ンー チ 1 る タタ ネン ン 
KT りす] 


の ラン の 6 イン トー るー ュ ラ タ ッ ン の さ 
@2 に っ 40 UP 人 を 


DEAD2P 


POP 2 KG2RI 0 委 y 
ああ し 28CC6Gey 


ラタン ラク 名 ラッ ン 
あの を 人 63 と 
の 6 て ン 有 ろく 


の ・ 


アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を み を な は し 給 
う 。 
ュ ュ ュ > 可 チト s ミ アッラー っ ー ンタ ライ 2 る タッ イ 1 ンー 2 タッ イン 
158. だ と い お 前 たち が ア ッ ラ ー の 道 の た だ ため に 6 づ は 2 IN き od5 
或 に は 死す と も 、( 注 151) テ アッラー タ 
し @62e25 。4 と を と タク グ ュ 
ほ は 彼 等 が 敬 積 せる 時 室 よ り seo も つっ 4 
は る か に 優る べし 。( 注 152) 
159. 面 し て た と い ぉ 前 た ち 死 し 、 或 い は 殺 き AG すり 233 5 
@ ら 23 紹 は う まい TS 
れる と も 、 お 前 た ち は 必 ず ア ッ ラ ー の 御 傍 ィ 
こ 吾 集 せ ら る 。 ( 注 153) 
注 本 聖なる 季 言 者 の 命令 を 山 解 し て 持ち 場 を はなれ て し まっ た が 、 そ れ を 除け ば 記 実 で あっ た 者 の こと 。 
注 18 この 節 で の “つま づく “ は 、 丘 の 克 屯 地 を 無断 見れ て し まっ た 己 矢 都 隊 と 戦場 も みす て て 逃げ 帰っ だ 


教徒 達 あ きす 。 


注 坦 神 の 大 義 で 遠 国 へ 旅 を する の で ある 。 


注 10 不信 省 の 目的 は イス ラム 軍 を 湿 わ せな いよ うに する 舘 、 成 貴 す る 事 で あっ た が 、 
な い イ スラ ム 軍 は 、 不 信者 達 相手 に 
を 与え て し まっ か た 為 、 不 信者 
注 加 真 突 の 大 義 の 作 


達 は 途方 に 


て れ た の で ある 。 


に 命 を きき げた だ から で ある 。 


彼 は 肉体 的 に は 減 び て も 、 捕 神 的 に 


注 19 偽 普 者 は 自分 が 残し て いか ね ば な ら ぬ 、 富 や 筐 栄 
仰 を 持つ 者 は 、 偽 療 者 の 香 し い 


は 比べ も の に な ら な いも の を 手 に する の で ある 。 


往 場 


「 お 前 た ち ] と いう 代 


詞 は 偽 療 者 と 信 基 、 


罰 の 為 に 神 の も と に 集結 きせ られ る か ら で あ る 
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戦う 決意 を より 強く し た の で ある 。 自 分 達 の 意図 し は うら は ら 6 


戦い 命 を お と す 者 は 、 死 ん ご と みな る されない 。 


の 為 、 死 を 麗 れ る が 、 ア ッ ラ ー の 大 義 


や 、 虫 い は 教徒 達 自 身 の 富 天 い は を の 他 の 世俗 的 な 珍 で 上 


病 方 に 向け られ て いる 。 条件 は 違っ て も 両者 共 、 


そん な 警笛 に 聴 す 事 の 


導 の 効果 


彼 は 全て の 生命 の 統率 者 で 居 ら れる 神 


永遠 に 生き る の で ある 。(2 : 后 ) 


E す る 黄 の 信 


報 聞 と 泡 


第 二 音 アー ル ・ イ ムラ ー ン 


160. 潜む 彼 等 に 対し て 優し い の は 、 ブ ッ ラ ー (で 5220 くら 3 
の 慈 疲 に よる 。( 注 154) 6 し 液 が 手 荒 ( 冷 で 2 人 6 io3 か 3 


、、 る と? ラン タ 
酷 な り し な ら ば 、 彼 等 は 必ず 流 の 周囲 か 6 PE CE を る 3 Yo 
際 散 し た る べし 。 き れ ば 彼 等 を 落し 、 彼 等 3a 
- 則 了 の 0 826 625 3】 fc 2 13 
の だめ に 数 し を 請 え 。 曽 し て 諸事 に 賠 し て 2 み 役 3 
彼 等 と 相談 し 、( 注 155) 一 且 決 すれ ば 、 ア ッ レシ の ラン ルン ま リ イン 6 ン ン 
ー を 信 せ ま 。 げ に アッ ラー は 、 テ アッラー OOMIG 人) 鹿 あ め 
を 信頼 する 人 々 を 愛し 給 う 。 
161. も し アッ ラー が お 前 た ち を 助け な ば 、 衝 2 っ 256 CE 光っ 
な を 。 ュ こ ンプ PO 四 9 
全 氏 前 た ち に 打ち 勝つ こと を 香る アー タン ググ の 39 
ドア ラッ ラー EE 目 』 半 ウグイ ョ クー タタ タク クイ ヤン ーッ ンク 
れ ぼ アッ ラー も し お前 た ち を 見 捨て な ば 、 90 た っ AO2 が の es の OU 
アッ ラー 以外 に 誰が お 前 た ち を 助 く る か ? ノラ タッ 2 
され ば 信徒 た な ち を し て 、 た だ アッ ラー に 頼 ossdi 
らし め よ 。 
ー 問 回 、 ンク クン ョ レ 放 
162. 預言 者 た る 者 不 下 を 手 く 筐 な し 。 庄 で の uoOUo の Se ビタ 


れ 不正 を 働く 者 は 、 復 少 の H に 、 自 分 と ンー ウー ラン gr 」 ェ レンス 
緒 に 不正 を も た ら す べし 。 を の 日 各 人 は 、 。 CS3 且 2948025 08 
自分 が 稼ぎ し も の を 存 分 に 支払 われ 、 決 し ンタ タッ タン 
て 不当 に 過 せ られ る こと な か る べし 。( 注 の OB29 29 
156) 


注 衣 ここ で の 革 葉 は 、 そ の 明白 で 人 の 日 に きれ る 特質 が 、 全 て の も の に あま ね く 慈 想 深 て あら れ た 型 な る 頂 
言 者 の 美しい 性 格 に あて られ て いる 。 役 こ を 、 溢 れる ば か り の 人 間 的 な 親身 き を 有 し て お り 、 そ の 相手 の 立場 
を 思う や さき し い 気 持ち は 、 促 間 だ け で な く 、 折 あら ば 、 彼 を 刺 そ うと つけ ね ら っ て いた 敵 の 上 に も そる を が れ て 
いた の で ある 。 記録 に よる と 上 、 ウ ハ ド の 戦い で 、 役 を みす て て 逃げ 帰っ た 人 王者 知 の 処分 を し な か っ た だ け で 
な く 、 国 勢 の 相談 も 5、 も ちか けた だ 程 で あっ た 。 


注 協 イス ラム 独 得 の も の は 多々 ある が 、 そ の 一 つ は 、 ム シャ ー ワ ラ ( 協 識 ) 制度 で あり 、 こ れ は イス ラム の 
根本 原理 に 組み 入れ られ て いる 。 イ スラ ム 国 家 の 元 首 は 、 大 事 な 国 事 に つい て は イス ラム 教徒 に 
づけ 6 れ て いる の で ある 。 理 な る 傾 言 者 は 、 バ ドル 、 ウ ハ ド 、 そ し て の 戦い の 前 や 、 彼 の 
アイ シャ に あら ぬ 疑 いじ が か けら れ た だ 時 で きえ も そう し た 様 に 、 全 て の 重要 な 事項 に 関し て は 、 信 

を 求め た の で あっ た だ 。 ア ブー・ フ ライ ラ は 、“ 更 な る 李 言 者 は 重要 な 件 を 他 の 人 人 々 と 協議 する 時 に は 、 店 科 
つか っ て いた 。” と 言う 。 草 な る 傾 言 者 の 第 二 代 の 後継 省 で あっ た オマ ル は 、“ 協 議 な くし て は フィ ラフ ァ ト は 
あり えな い 。 上 誠 っ だ と 伝え ら 系 て いる 。 イ スラ ム 国 家 の 茸 長 、 或いは カリ ファ ー は 、 最 終 決定 権 は 自分 に あっ 
て も 、 数 徒 の 代表 者 の 意見 に 征 を 傾け な けれ ば な ら な い 。 そ し て 、 イ スラ ム の シュ ー ラ 、 又 は ムシ ャ ー ワ ラ ヒ 
は 西洋 で いう 所 の 議会 を 表わし て いる 訳 で は な い 。 イ スラ ム 国 家 元 首 は 、 自 分 に 具 中 きれ た 衝 見 や 、 は ね つけ 
る 、 或 る 種 の 特権 を も っ て は いる が 、 こ の 旧 出 裁断 を 軽々 し (使う で き で は な く 、 大 多数 の 意見 を 草 重 し な く 
て は な ら な い 。 

注 要 型 な る 預言 者 に 軍 の 後方 を 守る 為 に 、 丘陵 へ の 駐屯 命ぜ られ て いた 号 矢部 隊 は (全員 で は な い が ) メ ッ 
軍 が 全員 攻 戦 し て いる の を みて 持ち 場 を 上 離 れ た 。 駐屯 地 を 離れ だ 彼ら 6 は 聖なる 預言 者 の 命令 の 意志 
反し て いる と は 思っ て いな か っ た が 、 果 た し て は その 場合 、 離 れる べき で は な か っ た の で ある 。 ま だ 、 
ブ の 百 慣 で は 、 戦 い の き 中 に 、 自 分 が 手 や つけ た 物 は 取り 分 と な る 為 、 そ の まま その 場所 に 居 つ づけ むれ ば 職 利 
品 や 手 に する 事 が て きぬ 上 考え だ の で ある 。 
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デール ・ イ ムラ ー ン 


ぎ きよ まい ャ ン 
163. アッ ラー の 御 意 に 従う 者 が 、 ア ッ ラ ー の セン トタン ント ン ウン の ロー レン クーン 2 
62 少 657261 

色 り を 招き 地 多 を 住居 する 者 同じ で ぁ あっ ググ タ PO だ 


て な る も の か 。 そ は 慈 挫 な る 帰 処 な り !( 注 人 人 K 二 を 4 を 
15 の ) ーー 


164. アッ ラー の 見 る と ころ で は 、 彼 等 に は て アレ タン 玩 ン th タイ レン タ 
租 々 の 箕 北 あり 。 アッラー は 役 等 の 所 楽々 PO の 
みそ な は し 給 う 。 

165. げに アッ ラー は 彼 等 の 中 より 一 人 の 使徒 MM OGA 3 イン 見 タン 絡 

3 29 を Cd 
を 立て て 信徒 だ ち に 恩恵 を 施し 、 そ の 使徒 の 人 > 
を し て 人 彼 等 に 神 光 を 論 み きか せしめ ゅ 、 彼 等 "うろ 2 る 222 es8162 


1 ンー 
を 汐 め 、 以 前 明らか に 迷 調 の 中 に あり し 役 レン の ャ ッ 
等 に 経典 と 知恵 を 教え し ゅ た り 。( 生 PP 4 


158) 3 1 ンー タイ 
GA は CS 8 


166、 な ん ほな ! お 前 た ち に 秋 難 が 降り か か ン 。 319 み シェ エン ン ン ン 
っ co 
る と 一 この 前 は 二 倍 も の 損害 を ( 注 159) 加 才 1 に 
> 回 ュー ーー 。 ルン まん あ さき ッ タ タク 
えた る に も か か わら ず ー お 前 た ち は 寺 う 3 し DASeo み 6 05 AA 0455 
[< は ぼう し た わけ か ? 1 と 。 云え 、「[ を は レン 
ある ク 2 
前 た ち 自身 より 出 で し こと な り 」 と 。( 注 @ 和 57 がばい 2 
160) げ に アッ ラー は 高 事 を 支配 し 給 う 。 


167. NE お 前 た ち に 超 1! 1 の 3。 1 


り だ る こと は 、 ア ッ ラ ー の 思 し 台 し な り 5。 ゝ 
ュ ー が この 当 ン 3。 タタ ライ ラン 
497 ッ ラ ー が この 事 に よっ て 英 の 全都 を oss と) 3 


注 1 イス ラム 軍 を 一 拠 に 弱体 化 せ し ゅ た ウ ハ ド で の 偽善 者 達 の 裏切り に 、 不 刷 の 闘志 を か きた て られ た 地 な 
る 預言 者 は 、 イ スラ ム の 敵 と 戦う 為 、 前 線 に 進み で た 。 こ れ に 反し 偽 普 者 達 は 、 自 分 達 の 裏切り に より 神 の 怒 
り を か っ た の で ある 。 


邊 188 この 言葉 は イス ラム 教 侍 の 心 に 、 彼 ら と 似 て お り 、 彼 ら の 内 の 一 人 で あっ た 聖なる 字 言 者 の 例 に 習い た 
いと いう 望み を 目 常 め ゆる せる べく 意図 きれ て いる 。 


注 8 これ は メッ カ 軍 の 死者 70 名 及び 捕虜 70 名 で あっ た バド ル の 戦い の 事 を 言っ て いる 。 ウタ ハ ド の 戦い で は 
イス ラム 軍 に 70 名 の 死者 が 出 た が 、 搬 謀 は 一 人 も で な か っ た 。 故に 、 イ スラ ム は 既に メ ッ カ 軍 に 倍 の 打撃 を 与 
えて いた 事 と な る の で ある 。 


注 天 人間 の 実際 の 行動 は 、 そ の 原因 の 療 悪 の 両国 を 本 人 が 持っ て いる の で ある が 、 そ の 行動 の 結果 を も た ら 
す 、 最 終 的 な 裁き 手 は 神 で ある 。 その 結果 の 長 否 は 、 共 に 神 よ り 生 ずる の で ある 。 (4 : 79) この 避 味 で 、 人 の 
行動 の 結果 の 療 悪 は 神 に 帰す る も の と な る の で ある 。 
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第 三 意 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
se 四 > [トン る 2 タイ イリ ュ ン タス レレ ンタ て 季 ンタ ン 
165. また 偽善 者 ども を 協 b ん が た め な り 。( 征 1 MC が の 提 い TAI 3 
161)「 潜 等 アッ ラー の 造 の た め に 戦え 、 敵 レレ タレ ルン 。 レ 則 
を 頻 刀 せよ 」 と 彼 等 坪 わ れ し 時 、 役 等 は 云 55425553lah0d28B5Y 
た り 、「 も し 我 等 戦 の 仕方 を 知る な ら ば 、 お を タン シン レッ 2 邊 ッッ ラシン 
前 た ち に 従う も の を ]」 と 。 ( 注 162) 彼 等 は あ 3 クス 2o ら ひる 2 多 1 
の 日 、 ど ちら か と いえ ば 不信 心 者 に 近 か り 5 レッ の る ッッ ンタ イル る っ 22 レッ 92 タ ン 
1 に 4 さ く に 3 
き 。 役 等 は に も な いこ と を る の 在 で ん ラク の 5 は ONE 2e25 
9。 き れ ど アッ ラー は 、 彼 等 が 了 最 せる こと @e888 釣 
を 熟知 し 給 う 。 
169. 自分 自身 は 後方 に 居残り な が ら 、 自 分 の (っ 区 926232 2 ン 2 を 
658 う 2 ERA 
仲間 に つい て 述べ る 者 あり 、( 注 163)「 も し レン し 的 リー 
彼 等 が 我 等 に 儀 い た り せ ば 、 殺 され ぎ り し も 1 5 
も の を 」 な ど と 。 云 ん 、「 も し お 前 た ちの 言 クー 1 
葉 が 真実 な ら ば 、 ま ず 自 分 自身 より 死 を 防 coA2A 
げ 」 と 。 
170. アッ ラー の 追 の た め に 殺さ れ た る 者 た ち も クン ラン る ンタ ビン ンー 
を 、 死 る 者 よき える な か い 。 狼 ら ず 、 役 POP20OP き Goo うり 


等 は 主 よ り 贈 り 物 を 賜わり 、 
生存 す 。 


主 の 傍 近 く で 


171. 彼 等 は アッラー が 授け た る その 賜物 に 歓 22 生 ンク クッ 2 8 
彼 等 の 後 か ら 、 未 だ 一 緒 に は な ら ぎ り 2 の 入ら 328 

し が 、 従 い 来る 人 々 の た め に も 歓 穴 に 満 き る PWM 3 

れ て いる 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 の 身 に は 恐 ラン カン ン 

れ も 悲 真 も な か る べし 。( 注 164) OIL 

注 加 真 の 信仰 を 持つ 者 と 往 療 者 を 幸 別 する 為 に 試練 や 困難 が 下る れる 人 為 、 ウ ハ ド で イス ラム 軍 が 困 に 出 

会 っ た 事 は 、 形 を 変え た る パ わ か る 。 ウ ハ ド の 戦い の 行動 で 混 然 と し て いた 、 達 の 真 偽 が 


識別 きれ た の で ある 。 


注 1 
ラ ・ ビ ン ・ オ バ 


光 


この 節 で 暗 に 言及 され て いる の は 、 ウ ハ ド の 戦い で イス ラム 軍 を みす て て 、 メ ディ ナ に 帰っ た アプ ドッ 


仲間 の 事 を 語る ' と は “仲間 の 事 に つい て 話し た "、 


し た の 意味 で ある 。 


で 、 
事 が 知ら され る と いう 意味 で ある 。 人 彼ら は 仲間 に つい て の よい 報せ を 受 


喜ぶ で あろ う 。 即ち 、 死 後 、 


即ち も イス ラム 軍 の 事 に 関し 、 


準 い る と ころ の 3 名 の 偽善 者 傍 の へ こと で ある 。 


折 分 達 の 間 で 、 話 し を 


注 頂 壮烈 な 死 で 列 教 し た 省 達 は 、 ま だ 現世 に 生き て は いて 後に 彼ら の も と に くる 仲間 が 刺 に 勝利 を お さめ る 
ベー ル が 取り 除 か れ 、 疾 教 者 達 に は 、 イ スラ ム 軍 に 子 定 き れ て いる 勝利 の 


け と る と は 、 神 の 天使 達 が イス ラム 軍 


の 後 の 成功 や 勝利 を 彼ら に いつ も 教え て くれ る と の 意味 で ある 。 
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175. 


176. 


177. 


178. 


72. 


73. 


74. 


彼 等 は ブッ ラー の 恩恵 その 恵み 深き に 
テッ ラー が 信徒 た ち へ の 報 洗 を 無効 
に せ ぎ る こと を 実 ぶ 。 

第 十 狼 項 

損害 を 被り た る 後 、 ア ッ ラ ー と 使徒 の 呼 
び か け に 応 を し 人 た ち 一 一 中 で も その 人 た 
ちの うち も 問 事 を 行い 、 公 正 に 振る 舞う 人 々 
は 、 必 ず 幸 派 な 報奨 を 授け られ る で し 。 

人 々 は 彼 等 に 面 っ て 云え り 、「 お 前 た ち に 
敵対 すべ (大 軍 が 集結 せ り 。 さ れ ば 彼 生 敵 
を 処 れ よ ] と 。( 注 165) きれ どこ の 事 、 親 っ 
て 彼 等 の 信仰 心 を 強め た り 。 彼 等 は 云え 、 
「 ア ッ ラ ー い ませ ば 、 我 等 は 満足 な り 。 役 
こそ は 素晴らし き 守 護 者 な り 」 上 。 

か て て 役 等 は アッ ラー の 央 邊 と 恵み 深き 
に 深 し 、 如 合 な る 身 苑 に 進 う こと な く 帰 9 
来 う 、( 注 166) ア ッ ラ ー が 誤 し 給 う と ころ 
に 従え り 。 げ に アッ ラー は 恵み 深い 主 な り 。 

章 訂 が 加 か し 得る 者 は 、 た だ 己 が 仲間 の 
み 。 ( 167) る れ ば 、 お 前 だ ち 信 徒 な ら ば 、 
彼 等 悪魔 を 奴 れ ず 、 わ し を 明 れ よ 。 

不信 心 に 急ぐ 従 当 を 、 潜 悲し むこ と な か 
れ 。 彼 等 は いき る か も ァ ッ ラ ー を 害する こ 
と 態 わ ず 。( 注 168) アッ テー は 来世 に お い 
て 、 各 何 な る 幸せ も 彼 等 に 割り 当て る こと 
を 望ま ず 。 邊 等 は 必ず 厳罰 を 受 く べし 。 

信仰 を 売っ て 不信 を 買う 着 は 、 クッ ラー 


を いき さか も 守 す る こと を 肖 わ ず 。 彼 等 
必ず 酷 同 を 受 く べし 。 


喜び 、 


PC ン ン と 


DS3 ひ 55200 OS 


だ ey タタ クン シン 


EAI 


に 2 ン JP の sa 


65 明 陸 2 グ 2 タ 2 


KICK タン の 
の 
導 較 と 商 222 


eS33 
め タ クタ タン クン 2 介し クス は ーシュ ッッ の 2 『 
の MARTLPIOP2 ン EN 


タン る の 


レン し タイ 2 レ エコ レラ 

の ABEuLo35 62 人 095 
の 069 HE 人 61 
fo7GC の 遇 0Glo る 


る ヲタ タン 、 ン ルレ 


6 あお 角 タ 
影 あ 多 3 の 人 58 る 


oz と 92 飲 る 剖 
52CDI2CYDECRO 


時 と 02 


注 l5 ヌー アイ ム ・ 


ビン ・ マ スー ド が ひろ め た 間違っ た 噂 の 事 を きす 。 


注 避 イス ラム 教徒 達 は バド ル ・ ア ル ・ ス グラ で 開催 きれ て いた 年 毎 に た つ 市 で 、 多 大 な 利益 を や 手 に し て 帰国 
し た 。 

注 l7 この 語句 は 、①) サ タン は サタ ン の 友 で ある 不信 者 達 の 事 を 、 信 者 達 に 芝 れ る せよ うと し た 。②⑫ し か し サ 
タン は 自分 の 計画 で 恐 仙 を 抱か す 事 が で きだ の は 不信 者 の み で あっ た 。 一 と いう 事 し て いる 。 


注 1 


イス ラム 或いは 斑 な る 預言 才 と その 信奉 者 を 迫害 し よう と する 者 は 、 実 際 に は 神 を 岬 と くし て いる の で 


ある 。 何故 な ら 型 な る 預言 者 の 大 義 は 、 神 御山 身 の 大 閉 だ か ら で あ る 。 
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179. 


180. 


181. 


182. 


不信 心 者 ども に 、 わ れ ら が 彼 等 に 与え る 
執行 狼 子 は 、 彼 等 に 幸い し て いる と 思わ し 
め る な か れ 。 わ れ ら が 彼 等 に 鑑 子 を 与え る 
は 、 た だ 彼 等 に 罪 を 重ね せしめ ん が だ め な 
5 。 彼 等 は 必ず 屈 局 的 な 千 食 を 愛 く べ し 。 


テッ ラー は 秋 人 と 悪人 を 区 別 する 時 ま 
、 こち を 今 或 る 状態 に 拾 て 置き 給 わ 
ず 。 ( 注 169) ま た 不可 見 な こと を 前 た ち 
に 秋 示 し 給 わ ず 。 き れ だ ブッ ラー は 欲す る 
者 を 使徒 に 選び 給 う 。 ( 注 170) る れ ば アッ 
ラー 並 人 を 信 ど 。 お 前 だ ち 、 信 じ 
て 公正 で あら ば 、 必 ず 立 派 な 報奨 を 受 く ベ 


es 


1 


ー 


アッ ラー が 授け た る 賜物 を 宮 捨 する に あ 
た り 、 物 描 し みす る 物 に 、 を うし た 方 が 得 
だ と 思わ し ゆる な か れ 。 釣 ら ず 、 そ は 彼 等 
の た め に 不利 益 な り 。 復 活 の 日 に 役 等 の 
首 の まわ り に 物 惜 し みせ し も の を 首飾り 
の 如く 付け られ る べし 。 舌 地 の 遺 産 は ( 注 
171) ア ッ ラ ー の 所 有 な り 。 さ きれ ば アッ ラー 
は お 前 た ちの 所 業 を 惑 知 し 給 う 。 

第 十 九 項 ー 

げに アッ ラー は か く の 吉 て 発言 する 従 央 
の 言葉 を 聞け り 。 [アッ ラー は 貧し く 、 我 等 
は 滞 め り 」 われ ら は 彼 等 が 云 た ん る こと ( 注 
172) 並び に 彼 等 の 全て が 根 言 者 た ちの 不当 
な 殺害 な る こと を 記録 し 、 且つ 云わ ん 、[ 六 
等 火炎 り の 刑 を 味わえ ] と 。 


デール ・ イ ムラ ー ン 

SM ワ 4 レマン ブタ ン る ノン ッ プ 
DO の 293 

プン ア ア アプ キン ギン 
2 と 人 る Op 
の 9 
@CAe2 


ルン 1 1 る ン 39 色 SW 
249Co GL 記 喝 雪 2 算 = 


完 二 00 BOOT 
レン プイ 2 る > セ 
RT 

の に 
⑨ 8 と 
人 み 交 移る 0 じ ン 6 CO4IGY を も 


IP し と 37 朋 9 を 宙 信 
p こ PU 


み 


oN る 63 % 
も タ ラン ガン る 

oe 

3 YU 1 き 郊 で の O 
2 と 48206C22663 
の 二 ん イト アン 

ee の 93 0 の 


注 天 


ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 が く で っ て きた 試練 や 困難 が 今 すぐ に は 終わ ら ぬ 事 を 記 味 し て いる 。 試練 は 、 


真 の 信者 と 億 善 者 や 信仰 低 き 者 と が 完全 に 識別 きれ る まで 続く の で ある 。 


注 10 


神 の 
な の 
注 If 
の 意 


使者 と 定め られ だ 者 の 内 か 
で ある 。 


1 「 人 筐 産 」 と 訳 さ れ て いる ミラ ー ス は 、 
意味 で も ある 。' 楽 園 を つぐ 者 


、 神 か ら の 吊り 当て と し て 受け 取る も の な の で ある 。 
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これ は 、 使 者 の 内 、 あ る 者 は 選ば れ 、 あ る 者 は 選ば れ な いと いう 事 を 意味 し て いる の で は な く 、 
ら 、 そ の 特定 の 時 代 に 最も 適し た と 思わ れる 使者 を 、 


ここ で は 所 有 権 の 吉 ! 
達 ' ほ 可 べ られ て いる 23 : 12 を 参照 し て みる 事 。 楽園 は 誰 で も つぐ で 訳 で は な 


神 が 、 
お 決め に な る と いう 意味 


味 を 持つ 。 こ れ は 又 、 人 に 割り あて られ だ 分 


oe 


て 


牛 


デー ル ・ イ ムラ ー ン 


183. 


184. 


185. 


186. 


こ は お 前 た ちの 手 が 先 に 己 れ 自身 の 前 に 
送り だ る こと の だ め 、 ま だ た アッ ラー は 決し 
て を その 僕たち を 不当 に 通せ ぎる だ た め な り 。 


彼 等 は 云 ん り 、「 ア ッ ラ ー は 我 等 に 、 火 突 
で 食い 祥 さ れる 供物 を 6 たらす 物 に 非 ず 
ば 、 燥 何 な る 使徒 も 信ずる な か れ と 訓 め た 
9 り 」 と 。( 注 173) 云 を 、「 す で に お ぉ 前 た ちの 
と ころ へ 、 蘇 より 以前 に 、 使 徒 た ち も が 明 証 
を 携え て 、 お 前 た ち が 求 ゆる と ころ の も の 
を 持っ て 来 た れ り 。 お 前 た ちの 言葉 が 真実 
な ら ば 、 そ の 時 、 何 政 使徒 た ち を 殺害 し た 
る か 7? と 。 

も し 彼 等 が 流 を 態 つき 呼ば わり せる と 
も 、 流 以前 の 使徒 た ち も 路 つき 呼ば わり き 
れ て いる 、 種 々 な る 明 証 と 詩 編 と 光り 洲 く 
経 供 を 携え て 来 た あ の 使徒 た ち 5。( 自 
173 

人 は 皆 必 ず 死 を ( 注 175) 味 ゎ う べし 。 
し て 復活 の 日 に お いて の み 存 分 に 報い ら る 
べし 。 業 火 か ら 遠 ぎ け られ 、 楽 園 に 入ら し 
め ら れる 者 は 、 げに 林原 成就 せる 者 な り 。 
現世 の 生活 は 、 た だ 空 し き 享 楽に 過ぎ ず 。 


153 


の レク フッ イレ は ニー アン ンク ンー 5 ンー ラッ ン ィ ン レト 
g は ンー 2 イッ ンタ と し 
POOH31PKCPYW PCOY2IN 


を タ 


の の の 25 
タレ ン る ジッ 2 ュ ン ッ 


6 2 の IZUFAE41 の 6 


( 


注 12 ユダ ヤ 人 が 、 デ アッ ラー の 大 義 の 為 、 宮 を 提供 する よう 要 請 され た 時 (3 : 8)、 
けっ て “アッ ラー は 貧乏 で 我々 は 金持ち と いう の か ? " 上 言っ な 。 こ の 言 
払わ ね ば な ら な い 金 銭 的 負担 が 詳 す に 従い 、 


て い 


る の で ある 。 


イス ラム 教徒 舌 を あざ 
葉 は 、 新 し い 授 動 に 参加 し て も 、 支 


その 事 を 快 よ く 思 わな いこ の 様 な けち な 人 々 の 心 の 中 を も 表わし 


注 18 この節 は 「 火 炎 で 食い 尽き れる 供物 ] に つい て の 下 筆 を 守る こと は 、 族 欺 師 に だ っ て で きる 調 で ある か 
ら 、 預 言 者 の 真 突 を 試す 資格 た は な ら な いと いう こよ と を 、 ユ ダ ヤ 人 に 示し て いる 。 ユ ダ や 人 は そう いう 供物 に 
関す る 戒律 を 守る こと が 環 言 者 の 証 と 考え て いた の で 、 そ の 誤 ち を 指摘 し た の で ある 。 求 者 の 区 実 を 示し 確 
立 す る の は "明快 な し る し (「 明 誕 )" の みな の で ある 。 し か し 、 た と え 焼 きつ くす 供物 を する こと を 遊 守 する 
の が 、 真 の 預言 者 の 資格 で あっ た ほ よし て も $、 ユ ダ ヤ 人 に 反論 を 六 べ る 枚 利 な だ な い の で ある 。 を それ に 関し て の 
弾 が 、" 何 故 、 怒 前 達 は 決 希 と この 臣 律 を 守っ た 傾 言 者 逢 を 受け いれ な か っ た の だ ?" と いう 言葉 に よっ て 
ユダ ヤ 人 に 庫 け られ て いる 。 


注 史 
イス ラ エ ル の 預言 者 速 が 全員 、 人 従っ 
往 15 死 と は 自然 の 中 で 最も 確実 で ある 現象 な の に 、 人 人 々 の 死に 対し て 、 全 てく 無視 する か 非常 
と っ て いる 、 こ こ で は 俗 世 間 の 生活 を 、 表 面 は 全く 魅力 的 に みえ て も 、 一 耳 人 が その 喜び と 利益 を 求め る 
に が く 人 人 を あざ むく も る の で ある 人 為 、 幻 影 で あり 座 無 で ある と 言っ て いる 。 
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執着 し だ す と 、 


目 分 送 に も ぁ それぞれ の 待 告 と 智恵 の 浴 れ る 言葉 の 書か れ て いる 啓示 (黙示 ) 録 が ある の に か か わら ず 、 


トー ラ の 事 。 


第 三 芝 テー ル ・ イ ムラ ー ン 

197. お 前 た ち は 必 ず そ の 財産 や 人 格 に いて の の 生 の 。4 と 9 て 8 1 
試み られ る べし 。 ( 注 176) また も 前 た ち は 、 92 ン es 
以前 に 経典 を 反り られ た る 人 々 や 、 多 神 才 生生 2 全 の 9 
徒 か の ら ぉ ま ざ ま な る よ か ら ぬこ と を 開か タン っ 562Bur5 うる 
ん 。 き されど お前 た ち が 毅然 と し て 公正 に 振 区 9) 858 ら っ bo 2 

る 舞 わ ば 、 を それ こる を 本当 に 崇高 な 決意 な り 。 


2 タダ タタ 

1 の PP 

188. アッ ラー が か つて 、 経 典 を 授け られ た る HG6TGXINMIGA 19 3 る 4 

AS GU 1 

人 々 と 契約 を 結び 、( 注 177)「 到 前 た ちこ れ 2 2 POP 
を 人 々 に 説明 し 、 隠 す な か が れ | 上 云え る 時 あら な ズバ の 52 も 
の こと を 思い 超 せ 。 し か る に 彼 等 は 輝 を 背 ブン セレーン ィ ^ 
後に 投げ 捨て 、 し か も わずか な 代価 で 之 を 。 QAS 本 CWCCCRIE 
売れ り 。 彼 等 が 買え る も の は 秋 い な る か な 。 

189. 己 れ の な せる こと を 実 び 、 ま た な き ぎ る MNOKStSTGAUIIG く 4 
こ と で 條 記さ れる こと を 好む 徒 


as タン ンタ イン タン シン の タン 4 る も 
者 どら が 鉛 央 を 迷 れ られ 得る と 思う な か 。 ひろ 42 ジー も の b BeS 
れ 。 彼 等 は 音量 な 懲らしめ を 受け ん 。 2 っ 
の ぅ つい U 
190. 突 地 の 大 権 は アッ ラー の 所 有 に し と 5 の 9 あう 
アッ ラー は 万 物 の 上 に 相 李 を 押 り 給 う 。 前 し 
298 
第 ゆ デ ッ 

191. 和信 の 全 造 、 全 夜 の 交 替 、 を の 中 に 在 る di > ュ 

ご 9 ! 

も の は 思 磨 あ る 人 々 へ の きま ざま な る 神 兆 Iahd を 9 9 
な り 。( 注 178) @gC9d9 ら 9 3 


192. 立っ て も 、 邊 っ て も 、 横 に な っ て も 、 絶 太 24 1 の 3253 25 ン ッ を と と ッ る 
ーー へ 」、 225 ss5 35 の ud 
ぇ ず ア ッ ラ ー を 念じ 、 央 地 の 信 造 に つい て に だ の 


注 】 に は 四 重 の 目的 が ある 。 (1) そ れ ら に より 、 心 か ら の 確固 た る 信仰 を 持つ 熱 世 な 信者 と 、 

ら っ た り 信 爺 か っ だ りす る 者 と が 識別 きれ る 。(2) 信 仰 に 熱心 な 者 に と っ て は 精神 人 発 展 の 手 殺 ほな 電 MM 
試 績 を か いく ぐる 者 は 、 そ の 際 に 自分 自身 の 信仰 の 強 き 或 い は 弱き を 知り 、 そ れ に より 自ら の 行 閣 を 正す 事 が 
可能 に な る 。(4 試 績 は それ に 価 す る 者 に と っ て は 、 報 醐 へ の 資格 を 確立 し て て れる も の と な る 。 


年 才 
の 伝言 


こ で 述べ られ て いる の は 、 何 6 特定 の 契約 の 事 で は な て く 、 全 て の 預言 者 の 信幸 者 が 負う 、 自 分 達 は 神 
を 説き ひろ る め 、 そ れ に か な う 様 生き る と いう 一 般 的 な 契約 の 事 で ある 。 


注 】8 天地 創造 と 以 夜 の 入れ か わり に 潜在 する 教 市 は 、 人 に 精神 的 な 面 と 世俗 的 な 面 ほ の 発展 を 目 棟 に 創造 き 
れ だ た の で あり 、 も し 会 胃 正大 に 行動 すれ ば 、 暗 や み と 葵 し み の 期 間 の 後に 、 陽 光 溝 せ が や っ て くる と いう 事 
で ある 。 
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アー ル ・ イ ムラ ー ン 


告 せる に 非 ず 。 耕 、 溢 季 聖 者 ま 、 我 等 
を 業火 の 刑 より 救い 給え 。( 注 179) 


193. 主 ょ 、 流 が 業火 の 中 に 入ら し めん よ す る 
者 は 、 流 必 ず 之 を 辱 し ゅ 給 う 。 市 し て 不義 


な す 者 に は 如何 な る 救助 者 も な か る し 。 


主 ま 、 我 等 は 、『 流 等 の 主 を 信 ぜ ょ と 我 
等 を 信仰 に 招く を の 呼び 掛け を 聴い て 信者 
と な れ り 。 さ れ ば 主 よ 、 我 等 の 罪 を 落し 、 
犯 せ し 数 々 の 悪事 を 免除 し 、 毅 し て 我 等 を 
正義 者 と 共に 死な し め 給え 。 


主 よ 、 流 の 使徒 た ち も を 通し て 才 等 に 約 東 

せる も の を 与え 給え 。 面 し て 復活 の 日 に お 

て 、 我 等 を 唇 し ゆる な か れ 。 げ に 液 は 約 
を 波 ら | と 。 

こ で 主 は 、 彼 等 の 祈り に 応え て 、 云 え 
5、「 わ し は お 前 た ちの うち 、 男 女 を 問わ ず 、 
働き 者 の その 働き を 空しく せ ぎ ざる べし 。 お 
前 た ち は お 互い 同士 、 男 も $ 女 も 全 て な し 。 
( 注 180) 役 等 家 卿 を 追わ れ 移住 し た る 者 、 
わし の た め に 追 寄 を うけ 、 奮 戦 し 外 れ た る 
人 人 々 、 わ し は 彼 等 より その 罪 を 消滅 し て 
河川 流れ る 楽園 に 入ら し めん 。 これ を テア ツ 


194. 


195. 


196 . 


Cp E 852 多 る 
DE 9200 
レタ ょ GSC ラノ 8 区 
の 


ペン プン 


ai G| jotGW & 符 IG94G%461I6 6 
(ss 3 g5 の 5 たっ 


の を > 


る は レア アス し 区 2 の 
講和 


2 る 6 滋 2 3 す 2 


ス 


AE て フタ タラ ュ 8984299 


用 


の 作 2 > ん 鐘 2 12 タ る 
びと き 2 2 64 


k 3 
Ole 
タ アン 


1 2 タタ ンー で レ リン 
0 


っ る 


2 っ FC 
690e565 の 


ラー より の 報 茜 な り 。 げ に 最も 素晴らし き プ テ 
未 ラ っ 開 - タッ ターン 2 見 しょ は 
報 差 は 、 ア ッ ラ ー の 許 に あり | と 。 @g 強 の る soug 6103 20| 
注 190 前 衛 で 暗 克 の 施さ きれ て いる 偉大 な る 株 訂 は 当然 な が ら は っ きり と し た 日 的 な し に 存在 する 事 は な い の 


で ある 。 全 宇宙 が 人 間 の 掲 に 創造 きれ て いる の だ か ら 、 
い の で ある 。 人 が 宇宙 創造 の 物理 的 現象 中 に 存在 する 精神 」 
な る 秩 庁 い を めで ら す 時 、 人 は 神 の 人 大 大 な 、 え い 智 に 深 
あな だ は いた ずら に この 宇宙 を お つく り に な っ た の で は あり 


注 180 当 剖 で は キリ スト 教 の 教理 や 理想 、 
と 主張 し て いる に も か か わら 6 ず 、 キ リス 
部 の タ 
位 の 内 容 を 調 する 海 の も の で ある 。 
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その 人 間 自 身 の 殺 
- の 暗示 や や 、 


そし て を その 生活 様式 を 語っ て お り 、 
教 で は 女性 の 地位 が 男性 の 地位 に 比 し 完全 
E の 地位 の 内 容 も ぁ そ れ に 準ずる 結果 と な っ て いる 。[ ぉ 前 た ち は お 互い 同 :|- と いう 言葉 は 、 男 女 両方 の 地 


に は 借 大 な 日 的 が な て て は な ら な 
宇宙 に あま ね く ゆ きわ た っ て いる 完全 
〈 印象 づけ られ 、 己 れ の 最も 筐 深い 底 か ら 、“ 主 よ 、 
ませ ん "と の 叫び が わき お こる の で ある 


キリ スト 教 教会 は を そう で は な い 
に ド 位 で ある 導 、 教 会 内 


197. 液 、 不 信心 者 せ も が 我 が も の 顔 に 地上 を クセ タン シン 
韻 歩 する 様 を 見 て 、 こ れ に 次 か れる な か れ 。 @29uGb8 OCS の 5S う 
( 注 181) 


198. それ は し ば し の 優越 に 過ぎ ず 。 い ずれ 地 スタイン ッッ ェ ンス の と の ェ ン 

訪 > と 

欠 が 人 等 の 住 属し な らん 。 を は お ぞ ま し き @3 3 を る る 上 人 ひと 
測 麻 な 9。( 生 189) 


199、 され ど 主 を 長 れ 散 う 者 に は 、 河川 流れ ー ク 多 レ ッ タ イッ ク る ィ 
楽園 あり 。 彼 等 を の 中 に 永久 に を ん ーー ゲッ の KA 


は アッ ラー より の 歓待 な 5。 正義 者 の た め SV タダ タレ レッ 。 ン ター (し の る ンタ 

201 の の GSSoay 1 
に アッ ラー の 話 に ある も の は 、 最 ぅ 素 時 ら あめ 六 の 
し きも の な り 。 の 商 党 | 


200、 また 経典 の 民 の 中 に 6、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 
前 た ち 詳 きむ た る 1 並び だ 貞 分 た ね 
に 降 き れ た る も の を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 御前 
で 自ら へ りく だ る 者 あり 。 彼 等 は アッ ラー 
の 神 区 を わずか な 代価 で 
等 の 人 々 は 必ず 主 の 御 許 で 報奨 を 受け ん 。 レス ンー ン 
げに アッ ラー の 清算 は 般 速 な り 。( 注 183) @gEadi き と る 6 ラク 

201. 潜 等 信人 待た ちよ 、 忍 耐 強 (あれ 。 旭 耐 を 時 拓 Z7k4PL4ICEIIK 和 AP 
互い に 芝 い 合え 。 渦 を 放心 せよ 。 幸 いな る SEM2Lo う 2 3290EOEAIIGH 
た め に アッ ラー を 詞 れ 叙 え 。 ( 注 184) 8 の あ 遇 5 ぁ 


L 


SE 


、 _ ン > 章 衝 の イン 
を り 渡 きず 。 こ れ 隔 計 衝 の TDME ce 


メ 


注 模 聖なる 項 言 者 の 時 代 に あて は まる だ け で な く 、 こ の 飾 は 、 現 在 の 、 目 が くら や 程 の 生活 の あら ゆる 面 に 
診る キリ スト 教 国家 の 物質 的 筑 に ちあ て は まる 。 を そし て イス ラム 教徒 に は 、 一 時 の うつ ろう 発展 の ま ば ゆ き 
に 、 だ まき れ だ り 、 心 が 弱く な っ だ たり せ 只 様 、 警 告 が 為 き 和 れれ て いる 。 


注 琵 キリ スト 教 国家 の 繁栄 は 一 時 的 な も の に すぎ ず 、 こ の 節 で は 、 実 際 $ ぅ 始ま りか け て お り 、 更 に 彼ら に 
与え を ら れる で あろ う 、 恐 し い 懲 同 が ほ は の ゅ か る れ て いる 。 


則 を 与え る の 
いと の 意味 で あ 


還 間 不信 首 に 対し て 、「 神 の 清算 は 敏 可 な り ] と いう 表現 が 使わ れる 場合 は 、 神 は 判断 を 下 し 
早い と の 意味 で あり 、 信 者 に 対し て 使わ れる 場合 は 、 決 若 を つけ 、 報 酬 を な た られ る の が 時 


う 。 


注 下 この 節 で 述べ られ て いる 成功 に 必要 な 五 項目 は 以下 の 途 り 9 で ある 。 

(1 玉 耐 力 と 心 の ゆる ぎ な さる を 鍛練 する 、 

(2 英 よ り も 、 よ り NE 

(3 月 分 の 所 反する 社会 と 宗教 に 、 た ゆみ な く 勤 箇 に 替 仕 する 、 

@) 稼 境地 に 、 攻 撃 と 防御 の 両方 に 備え る た め 、 常 時 用 心 深く 見 張り を 溝 い て お く 事 、 

(③) 外 明 正 火 な 生活 を 送る 事 、 [用心 』 ほ は 、 ま た だ 人間 の 心 の 事 を 意味 し て な り 、 信 仰 を 持つ 者 は 、 常 に 、 心 の 内 
な る 英 と 外 な る 英 の 両方 し いつ で も 戦え る 状態 に いな けれ ば な ら な い 、 と いう こと で ある 。 
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EMIEe 女 


デル ・ ニ サー 
(メデ ィ ナ 秒 示 ) 


み 財 (テッ ラー の 御名 に ぉ い の ター っ ら 折 6 し 


2. 流 等 人 々 よ 、 お 前 た ちの 主 を 異 れ 散 え 。 主 陳 は か 本 39 き 導 KG 時 ME 


は 一 人 の 人 間 か 6 ( ま 1) 前 た だ ち を 創造 て も る 2 と Co 3 
し 、 を の 一 部 より ( 注 2 配偶 者 を 創造 し 、 Ce 82 上 江 
その後 等 両 名 より 多く の 男 到 を 殖やし た 。 」 っ ー Le し 
り 。 お 前 た ち そ の 御名 に よっ て 互 に 頼み ご 2 う 23 


と を 芋 い 求め る アッ ラー を 長 れ 散 え 。 と り og 
わけ 血族 関係 の 絆 を 重 ん ず る ( 注 3) アッ Lo め る OO 
ラー を 虹 れ 散 を 。 げ に アッ ラー は 常に お 前 
た ち を 監視 し 給 2。 

3. 衝 葛 に GE4) その 朋 義 を サ え よ 。 た SI 

! う AI 中 う 
ちの 悪い $ の を 以 て 、 る 2 


の 良い も の と 換 イク と アン 
レン シン ン 
ぇ る な か ね れ 。 彼 等 の 時 産 を 前 た ちの に 合 BA 人 8 の 4 他人 
せ て むき る ぼり 食う な か れ 。 そ は 大 罪 な り 。 


@ 上 委 『 


ペン 


S パ 


「 一 た の 人 間 | (区 は 一 つの 人 那 ) の 意味 する も の は 、(D ア ダム (8) 男 と 女 を 一 体 と みな し た 意 。 こ れ は 、 
二 体 は 一 体 し し て 語ら れる か ら で あ る 。(3) 男 上 女 を 別物 し みな し た 意 。 個 々 の 
人 韻 は すさ て 。 ー 人 の 人 人間 ある 男 の 種 か ら 創 ら れ 、 叉 同様 に 一 人 の 人 問 で ある 女 か ら 6 生ま れる と いう 意味 に 
お いて 、 人 間 は 「 一 人 の 人 人間] か ら 創 られ た 、 と 言 た る か ら で あ る 。 


注 2 この 言葉 は 、 婦 が 男 の 肉体 か ら 造 られ た と 言っ て いる の で は な く 、 女 も 男 と 同じ 種 に 属す る も の で あ 
り 、 良 き に つけ 悪し き に つ ! 傾向 を 持っ て いる っ て いる の で ある 。 イ ブ が 、 ア ダム の 須 朋 か ら 造 られ 
た と いう 考え は 、 加 な る 預言 者 の 言葉 か ら 出 て きた よう で ある 。 聖なる 季 言 者 の 言葉 と は 「 女 達 ば 助 朋 か ら 僅 
られ だ 。 それ 政 、 確 か に 助 朋 の 最も 曲がっ て いる 部 分 が 最高 の 部 分 な の で ある 。 も し 、 そ こ を 自分 で 長 っ 直 で 
に 伸ばそ を う よ す れ ば 、 折 れ て し まう だ ろう 。」 よい う も の で ある 。( ブ ハリ 、 ニ カー 曹 ) この 王 な る な る 預言 者 
の 言葉 は 、 比 際 的 に 用 いら れ て いる 。 なぜなら 、 こ こ で は イプ の 名 を あげ る こと な く 、 す べ て 女 と いう も の に 
つい て 途 べ られ て いる か ら で あ る 。 を そし て すべ て の 女 が 助 党 か ら 造 られ た だ わけ で は な いこ と は 切 白 だ か 6 で あ 
る 。 

注 3 この 節 は 「 振 へ の 忌 英 ] と 「 親 族 の 絆 の 意 重 」 を 並列 に 置い て いる 。 こ うし て 。 親族 を 大 事 に する こ 
と の 重要 性 を 強調 し て いる の で ある 。 親族 と の 関係 は 、 グ クル アー ン も 大 い に 強 調 し て いる と ころ で ある 。 聖 な 
る 拓 言 者 は 、 結婚 式 の 説教 に は 、 相 手 に 対す る 義務 を 双方 に 思い 起こ きせ る た め に 、 こ の 節 を 引用 する の で あっ 
た 。 

注 4 前 節 で 、 神 の 二 つ の 思 貞 、 即 も 一 つの 魂 か ら 多 く の 男 と 女 を 生み 圭 や し た こと 、 親 族 の 絆 を 強く する 
こと に より 減 ビ し な いよ う 保 護 し て くれ る こと の 二 っ を 語っ た 後に 、 ク タル デー ン は 更に 孤児 の 権利 と 利益 を 保 
護 す る こと に より 、 子孫 を 守る 必要 性 を 際 調 し て いる 。 
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第 四 誤 アル ・ ニ サー 


4. も し 前 た ち 衝 児 を 公正 に 扱い 得 ぎる 奴 れ っ 5P 隊 人 0 本 放 拓 コラ 
ある 場合 、 良 し と 思う 女 を る が よい 、( 往 交 5 の dl ンー 9 


レッ 1 門 
5) 二 人 な り 、 三 人 な り 、 想 人 な り 。 き なれ 。 作 ち 68A の 83 放 北部 婦 
ぼ 、 も し 公平 に 扱い 得 ざ る を 惑 れ な ば 、 た 」 シレ レッ ラン ァ シン ン 
だ 一 人 の 女 か 、 或 い は ぉ 前 た ちの 右手 が 所 js2CA(G26 タ 11 者 衣 攻 絢 
有する も の を 押 れ 。( 注 6) こ は 不 公平 を 江 @ 間 史 ィ ン イン 
ける た め の 一 番 の 近 壮 な り 。 


注 5 この 節 は 、 あ る 特定 の 状況 の も と で 、 一 夫 多 委 を 許し て いる 点 で 重要 で ある 。 イ スラ ム 教 は 、 一 人 の 
男 が 妻 を 一 度 に 四 人 まで 持つ こと を 許し て いる 。( を うす る よう 指示 し た り 、 近 励 し て いる の で は 決し て な い 。) 
これ は 、 孤 児 に 関し て 許 き れ て いる の で ある か ら 、 社 会 の 中 で 無視 きれ て いる 階層 を ぼう する か と いう 問題 に 

まず その 源 が ある と 理解 すべ き で あぁ る 。 状況 に よっ て は 、 特 に 女 捕 府 や 、 他 の 普 通 の 女性 と 結婚 する こ と に よっ 
て の み 、 務 児 の 利益 が 守ら れる 場合 も ある の だ 。 この 節 で は 、 大 多 誠 を 押 電 の 韻 是 もの 関連 て 年 っ て いる が 、 
これ が 、 社 会 釣 、 道 徳 的 な 悪 に 対し 必要 な 処方 し な りう る 場合 も 起こ っ て くる で あろ う 。 も し 、 結 婚 を の $ の 
の 日 的 の み を 考え て も 、 こ うし 放 き れる の は 正当 で ある ば か り て な く 、 言 に は 望ま し いこ し て あり 、 必 
要 で きえ ある と 思わ れる 。 を れ ど だこ ろか 、 こ うし た 場合 、 一 夫 多 委 を 拒否 し て し まう と 、 個 人 や 拉 会 の 最良 の 
利益 に 本 当 に 反する こと に な る か も の 。 クル アー ン に よれ ば 、 結 婚 の 目的 は 四 つ あ る と いう 。 即ち 、1) 


肉体 的 、 道 徳 的 、 精 宰 的 由 枯 > 4:25) ⑫ 季 の 平和 と 愛す る 相手 が いる と いう こよ の 大 切 き 
(3 0 :22) 3 子供 を 生む こと 、 の を 広げ る こと 、(4 : 2) で ある 。 き て 、 凌 が 一 人 の 場合 、 


べた の 四 っ の 目 失 の う も 、 こ つか る いな 還っ こき され な いこ と も 吐 々 ある 。 た と えば 、 雪 が 不 治 
の 病 や 伝 氏 病 に か か っ た 場合 、 も し 節 が 一 人 で あれ ば 、 結 婚 の 日 的 は 確か に 打ち 砕 か われ て し まう 。 実 際 、 そ の 
協 に は 、 も う 一 つ 合法 的 な 結婚 を する か 、 鉱 情 に 負け 不道徳 な 生活 を 送る 以外 、 残 きれ た 道 は な い の で ある 。 

そし て 、 病 を 忠 2 妻 は 、 良 き 伴 但 で は あり 得 な い 。 な ぜ な ら 、 彼 女 が いか に 心 に 落 け 同情 する に 値 し ょ うと も 、 
彼 欠 た 一 結 の 生活 は 、 天 に 、 あ ら ゆ る 点 に お いて 心 の 平和 を 与 を る こと は で き な い か ら で あ る 。 同 様 に 、 も し 
雪が 産ま ず 女 で あっ た 場合 に は 、 自 分 の 後 を 継ぎ 、 自 分 の 名 を 受け 継い で いく 子 駒 を 欲す る 夫 の 自 希 で 全く 正 
当 な 願望 は 、 一 夫 多妻 制 な (し て は か な えら れ な い の で ある 。 イ スラ ム 教 が 、 複 数 の 婚 燥 関係 を 許し て いる の 
は 、 こ うし た 事情 に 対処 する ため な の で ある 。 し か し 、 人 も し 内 が 最初 の 雪 と 次 婚 す る と す 
れ ば 、 そ れ は 彼 の 恥じ で あり ぃ 名 演 と な る の で ある 。 実際 の と ころ 、 一 夫 多 委 制 の 目的 は 、 あ る 得度 、-- 夫 一 
則 制 の 目的 と 同じ で ある 。 一 大 一 半 の 結婚 の 目的 の うち の 一 っ 、 の 2 いせ すこ て きれ な い 時 に の み 初 め 
て 一 夫 多 表 が 必要 と な る の で ある 。 し か し 、 呼 に は 、 男 が 一 人 の 論 を 本 当 し 、 そ れ で 結婚 の 日 的 が 十分 満 
和合 か も う 一 人 ある い は それ 以上 の 妻 を 持つ こと が 必要 と な る よう な 理由 が 他 に ある の だ 。 

その 理由 と は 、) 多 の な い 孤 児 の 底 謎 、(2) ま だ 年 若く し て 未亡人 に な っ て し まっ た 女 に 再婚 の 門 を 閉 く こと 、 

上 本 の で を (な っ て し まっ を の を 間 4 こ ト 、 
は 、 特 に 、 何 の 保護 も な 残る れ た 父 の な い 子 を 底 護 する た め に 必要 とき れ て いる こと が 明白 で ある 。 こ うし 
た 父 の な い 子 の 母 は 、 あ る 男 の 底 護 の も と に い る の で あれ ば 、 役 と 結婚 する の が よい 。 そ うす れ ば 、 彼 は 、 そ 
の 子 や 母 と 直接 に 結び つき 、 も っ と 密接 な 親戚 関係 し な っ て 、 結 婚 し て いな い 時 より も 、 も っ と 彼ら の 幸福 に 
心 を 砕く よう に な る で あろ う 、 と この 節 は 示唆 し て いる 。 森 詞 人 を 再婚 きせ る こと (2 4 : 3 3) は 、 一 夫 多 

雪 制 が 果たす も う 一 つの 目的 で ある 。 イ スラ ッ 教 徒 は 、 聖 な る 預言 者 の 時 代 に は 、 戦 い に 明 け く て いた 。 多 
《 の 人 が 戦争 で 倒れ 、 後 に 、 耐 倒 を 見 て て れる 近い 親族 も いな い 未 亡 人 と 父 の な い 子 が 残さ きれ た 。 戦 鮭 の 必然 
の 結果 で ある が 、 男 より 女 の 数 が 多く 、 ま だ 、 面 倒 を みる 人 も な い 父 の な い 子 が 非常 に 多く な っ た こと か ら 、 

イス ラム 社会 を 道徳 的 府 風 か ら 守 る た め 、 一 夫 多 雪 制 を 美 励 する こと が 必要 と なっ た の で ある 。 一 夫 多 技 制 は 、 
若い 未亡人 を 再婚 きせ る と いう 付随 的 な 理由 の 外 に 、 戦 争 部 発 後 、 種 々 の 面 の 克 弱 と 共に 岡内 の 男 の 数 が 激減 
し 、 国 の 存亡 が 危ぶま れる ほど に NN と いう 深刻 な 状況 に 対処 する た め の 策 で も あっ た 。 民族 衰 徴 の 大 き な 原 
因 と な る 出生 率 の 低下 が 生じ だ 場合 は 、 一 夫 多 委 制 を 取り 入れ る こよ に よっ て 、 効 果 的 に 出生 率 の 低下 を くい 
止め る こと が で きる の て ある 。 大 は 、 誤解 る れ て いる よう な 人 性 的 欲 衣 ひ の はけ口 で は な い 。 男 に も 女 に 


ー135 一 


第 四 章 テル ・ ニ サー 


も 同様 に 犠牲 を 要求 し て いる の で ある 。 男 も 女 も 、 個 人 的 また 当座 の 感情 より 、 も っ と 広い 社会 的 ある い は 国 
家 的 利益 を 優先 きせ る よう 要求 きれ て いる の で ある 。 


注 6 「 な 前 達 の 右手 が 所 有する も の 」 と いう 表現 は 、 一 般 的 に は 、 イ スラ ム 教 減 亡 を 謀る 戦い に 参加 し て 、 
イス ラム 教徒 に 捕 を られ 、 結 局 、 自 ら 自 分 の 自由 を 失っ て し まっ な 女 拉 房 、 身 代金 も 支払 われ な い 女 の 戦争 捕 
謀 の 意 で ある 。 こ の 革 葉 は 、 ク ルアー ン の 中 で は 「 イ バー ド や イマ ー] ( 男 の 吾 し 使い と 女 の 吾 し 使い ) と いう 
言葉 より よく 用 いら れ 、 ミ ルク ・ ー ン (大 手 が 所 有する も の ) と いう 言葉 は 男女 両方 を 意味 する 。 こ の 言 
葉 は 、 奴 隷 や 各 し 使い の 意 も 合 ん だ 言葉 で あり 、 あ る 特定 の 場合 、 こ の 言葉 が 何 を 意味 し て いる か は 、 文 脈 か 
ら の み 刊 断 び で きる の で ある 。「 彼 ら の 右手 が 持っ て いる ] と いう 表現 が 、 何 を 記 味 し て いる の か 、 ま た 、 こ れ が 
適用 きれ る 人 の 権利 や 資格 に つい て は 、 多 く の 調 解 が 広まっ て いる 。 イ スラ ム 教 は 、 明 稚 な 言葉 で 奴隷 制 を 非 
難し て いる 。 それ に よれ ば 、 人 間 か ら 自 由 を 希 は 、 を の 人 問 が イス ラム 教 や イス ラム 教 国 を 減 亡 きせ よ 
うと する 戦い に 加わ っ て 、 自 ら 自 分 の 自由 を 和 失う に な る の で な けれ ば 、 そ れ は 、 道 徳 的 罪 な の で ある 。 奴 
隷 の 売買 も また 重大 な 因 で ある 。 クル アー ン は ば 、 放 隷 制 を 速 中 か に 完全 廃止 する だめ に 、 次 の よう な 半 常 に 乱 
し い 規 制 や 定め て いる 。 (1) 正 規 の 戦闘 の 後に の み 、 敵 を 捕虜 に し うる 。(2 壮 慮 は 戦争 が 終結 し た 後 は 解放 し な 
けれ ば な ら な い 。 し か し 、(3) 友 好 の 十 と し て 、 あ る い は 捕 誰 の 変換 に より 自由 の 生 に すべ き で ある 。(47: 5) 
し か し 、 こ れ ら の どちら の 方 法 で も 解放 きれ な か っ た 不運 な 人 々 と 、 あ る い は イス ラム 教徒 の 主人 の も と に 玉 
まる こと を 望ん ども の は 、 そ の 主人 と ムカ ー タ バト と 呼ば れる 契約 を 結ぶ こと に より 、 自 由 を 獲得 する こと が で 
きる 。 (24 : 34) る て 、 も し ある 女 が 、 上 に 言う よう な 戦争 中 に 捕 虜 し な り 、 自 由 を 傘 わ れ て ミル ク ・ ヤ ミー ン 
と な っ だ と する 。 を し て 、 捕 虜 の 交換 で 解放 ほれ る こと も な ら ず 、 政 府 の 事情 も 、 友 条 の あか し と し て 彼女 を 
即 、 解 放す る こと を 許さ きず 、 役 女 の 同 其 も 政府 も 彼女 の た め に 身代金 を 払っ て は くれ ず 、 彼 女 も ムカ ー タ バ を 
結ん で 、 自 分 の 自由 を 手 に 入れ よう と きえ を た し な いと する 。 そ うし て 、 彼 女 を 拉 謀 と し し て いる 者 が 、 邊 徳 的 理由 
か ら 、 秩 序 や 守る だ た め 彼 女 の 事 前 の 承諾 な し で 、 彼女 と 結婚 する と いう こと に な る 上 す れ ば 、 こ の 成り 行き は 、 
どう し て 好ま し てく な いも の と 言え る だ ろう か 。 了 戦争 で 捕 虜 と な っ だ 女 や 、 刀 隷 の 女 と 、 結 婚 は し な いま きま 性 関 
係 を 持つ こと に つい て は 、 こ の 盆 で も タル アー ン の 他 の どの 節 で も 認め て は いな い 。 クル アー ン は 、 了 戦 洲 岳 記 
の 女 を 、 正 式 に 婚 凌 関係 を 結ん で いな い 状 態 で 奏 の よう に 扱う こと を 許し て いな い ば か り で な く 、 こ うし た 戦 
省 捕 虜 と 自由 な 女 と 同様 、 奏 の よう な 関係 を 持つ た め に は 、 結 婚 し な けれ ば な ら な いと 胃 確 に 述べ て いる 。 

二 者 の 唯一 の 違い は 、 社 会 的 地位 が を その 時 点 で は 異な っ て いる と いう こと で ある 。 つ まり 、 戦 争 捕虜 の 女 の 、 

粘 婚 に 対す る 事前 の 其 諾 は 、 自 由 な 女 の 場合 の よう に は 必要 が な いと きれ だ の で ある 。 彼女 達 は 、 反 イス ラム 
の 職 争 に 加わ っ だ た こと に より 、 こ うし だ 権利 は 失っ て し まっ て いる の で ある 。 女 捕 席 に つい て 「 右 手 が 所 有 」 

し て いる と いう の は イス ラム 教 が 内 緑 関係 を 認め て いる と いう 見 解 と は 全く 異な っ て いる と クル アー ン は 述べ 
て いる 。 この 節 以 外 に も 少な く 上 も 四 つ の 節 に お いて 、 明 瞭 明 百 な 言葉 で 、 戦 争 捕 境 の 女 は 結婚 する で 
る と 指示 ぉ れ て いる 。(2 974 1:414:26124:33) 聖なる も この 点 に つい て 非常 に 明 確 
いる 。[ 丸 の 少女 を 所 有 し て いる 者 、 彼 女 に 適切 な 教育 を 与え 、 う まく 育て あげ 、 を それ か ら 役 女 に 自由 を 与え 
て 結婚 する 者 、 を の 者 は 二 重 に 報 わ れる 。] ( ブ ハ リ ・ ア ルイ ルム 和書 ) この 王 な る 預言 者 の 言葉 は 、「 も し イス ラ 
ム 教 侍 が 友 隷 の 少女 を 妻 に し た いと 思う な ら 、 彼 は まず 彼女 を 自由 の 身 に し 、 そ れ か ら 結 婚 す べき で ある 。] と 
言っ て いる の で ある 。 型 な る 預言 者 山 身 の 行動 も 、 こ の 教え に すっ か り 一 致し て いる 。 亜 な る 傾 言 者 の 委 の ぅ 
ち ジ ュ ベ リヤ と サフ ィ ヤ の 二 人 は 職 争 捕 府 と し て 彼 の も と へ や っ て 来 た 。 彼 5 は 、 加 な る 銀 言 者 の ミル ク ・ ヤ 
ミー ム で あっ た 。 し か し 、 役 は イス ラム 教 の 法 に 従っ て 、 彼 女 ら と 結婚 し た の で ある 。 彼 は また 、 エ ジブ ト 王 
か ら 役 の と ころ に 送ら れ て きだ マー リヤ と る 結婚 し て いる 。 を し て 、 彼 女 も 、 交 言 者 の 他 の 妻たち と 同様 に 、 

自由 な 妻 の 立場 を 満喫 し た の で ある 。 役 女 は ヴェ ー ル の 落 用 を 守り を の | の 一 人 と され た だ 。 クル アー 
ン は 結婚 に 叔父 、 叔 母 の 娘 た ち に 適用 きれ る の と 同様 に 、「 液 ら の 右 二 が 所 有する 者 」 に も 適用 きれ る こと を 軌 
ら か に し て いる 。 両省 共 、 結 婚 し た 後に 、 妻 と し て 過 せ られ る べ でき で ある 。 先 に あげ * す 


る 者 』 以外 は 、 丸 婚 の 女 は 、 液 に 許さ れ て は いな い 」 (4 : 25) と いう 句 は 、 前 ! いう 女 と 結 
婚 す る 上 達 法 し な る か に つい て 語っ て お り 、 既 婚 の 女 は 、 こ うし た 例 の -- つ だ と いう の で ある 。 し か し 、 例 外 
が 一 つ 設 け て ある 。 それ は 、 了 既婚 で あっ て も 、 宗 教 戦争 で 捕虜 と なり 、 そ の 後 イ スラ ム 教 徒 の 中 に 残る こと を 
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5. 硬 し て 女 だ ち に は 織 資 を 快く 生え よ 。 きれ 2 電 b 5 3 っ 各 半 2 
ぼ 、 も し 彼女 た ち 自 ら を の 一 部 を 返す な ら eo フッ シン タッ 
っ 区 は っ レミ [クト 22。 ある タン 
ば 、 喜 ん で 有難く 頂戴 せよ 。 @ ら > s952 ca) 2 (の 


6. アッ ラー が 扶 差 の た め に 前 た ち に 託し た も 化 記 1 は 放っ 
3 を 3 の ちり 5 

る 財産 を 、( 注 7?) 悪 か 者 に 与 ん る な か れ 。 Ss リッ リー 
その 財産 で 彼 等 に 衣食 を 給 し 、 是 つっ 優しい る 移 員 人 941 13 922 タ 35 Ks 円 


言葉 で 彼 等 に 語 の 23% 人 5 


7. 婚 期 に 達する まで 孤児 を 試み よ 。 も し 健全 ラス oe ン ン ョ タン ミン 信 ン イン シン 
・ UL と 重い INC 
yM を (06) 誠に め な ば 、 そ の 昌 た AUCMDP コ UID 


産 を 彼 等 に 潜 す べし 。 孤児 が 波長 せ ざ る う 0 
ち に 、 急 い て を 衝 す ちな か れ 。( 往 9 ) シン シ 了 ヤセ レシ 

後見 和信 が 富 者 な ら ば に を 拠れ きゃ すず 、 5556 が 3 

委 し き 者 な れ ば 公正 を 以 っ て 之 を 利用 せ し 


選ん だ 女 は 、 そ の 主人 と 結婚 で きる と いう の で ある 。 彼女 達 が 、 前 夫 の も と に 戻ら な いと 決心 し た こと は 、 前 
の 結婚 は 無効 と な か っ た と みな る れ だ た の で ある 。 つ いで な が ら 、 結 婚 が 禁止 きれ て いる 間柄 の 自由 な 女 の 親族 と 
同じ よう (こう し た ) 召し 使い 女 の 親族 と は 、 結 婚 す る こと が 許さ きれ て いな い 。 た と えば 、 改 隷 で あっ た 朗 
の 全 や や 姉妹 、 娘 な ど と は 結婚 で き な い 。 き ら に 、 そ の 当時 の 状況 を 考 記 し て 、 グ クルアーン で は 、 女 の 二 つ の 哨 
級 の 社会 的 地位 を それ ぞ れ 区 別 し な けれ ば な ら な か っ た だ た 。 その 区 別 は ザウ ジュ (結婚 し た 自由 な 女 ) と ミ ルク ・ 
ヤミ ー ン ($ と 捕虜 で あっ た が 結婚 し た 女 ) の 二 つ の 言葉 で 表 更 きれ た 。 前 者 は 夫婦 が 平等 で あり 、 後 者 は 窒 
が いく ら か 劣っ た 地位 る こと を 示唆 し て いる 。 し か し 、 そ れ は … 時 的 な 面 で あっ た 。 クル アー ン も 型 な る 
項 言 者 も 、 捕 虜 の 女 に 、 丁 度 聖なる 預言 者 が 実行 し た よう に 、 ま ず 完 全 な 自由 と 十分 な 地位 を 与え 、 し か る 後 
に 結婚 すべ き で ある と 強 勧 告 し て いじ る 。 ま た 、 イ スラ ム 教 は 通常 の 戦い で 女 を 捕 腐 と す る こと を 許し て は い 
な い 。 そし て 、 捕 虜 と の 結婚 が 、 彼 女 の 事前 の 承諾 な し で 許さ きれ る の は 次 の よう な 時 の み で ある 。 聖なる 聞 言 
者 の 頃 、i バイス ラム 教 を 減 亡 させ よう と 、 ま だ た 剣 の カ で イス ラム 教徒 に その 信仰 を 捨て きせ よう と 、 反 イ 

宗教 戦争 を し か け 、 イ スラ ム の 男 や 女 を 捕 謀 に し て 連れ 去り 、 放 款 と し て 扱っ た こと が あり 、 を の 時 
は 、 イ スラ ム 側 も 一 時 向 に 報復 を ゆる きれ だ 。 し か し イス ラム 教 の こ 5 し た 指示 は 、 単 な る 報復 で あり 、 本 米 、 
一 時 的 な も の で ある 。 それに は また だ 、 拉 上 謀 と な っ た 女 の 映 も ち を 守る と いう 補足 的 な 目的 も あっ た 。 こ うし た 
状況 は 、 現 在 は 、 も は や 存在 し な い 。 現 在 は 、 宗 教 戦 争 は な 《 な っ て いる 。 従 っ て 、 了 戦争 捕 腐 が 奴隷 や 台 使 と 
し て 扱わ れる と いう こと も な い の で ある 。 


注 7 この 館 に お いて は 、 孤 児 の 保護 者 は 彼ら の 財産 を 使う に 当たっ て は 栄 く 自 分 自身 の 財産 の よう 
に 大 切 に 扱わ ね ば な ら な いと 示唆 し て いる 。「 お 前 た ち に 託し た る 財産 ]」 と いう ほ は 、「 彼 ら の 管理 下 に ある 
孤児 の 財産 ] と いう 意 で も ある 。 ま た 、 こ の 節 に お いて は 、 そ の 時 坂 児 の も ゃ の で あろ うぅ が 、 阪 児 の 保護 者 
の も の で あろ う が 、 財 産 す べ て の 意 で 使わ れ て いる と いう 解 も 叶 能 で ある 。 


注 8 孤児 が 、 相応 の 年 令 と な り 、 知 的 に 十分 成長 し て 自分 の 財産 を 管理 し 、 逝 用 で きる よう に な る まで は 、 
いか な る 場合 も 、 彼 6 の 財産 が 彼ら に 任 き れる こと は な い 。 


注 9 この 節 は 、 保 護 者 た ち に 、 孤 児 が 財産 を 管理 で きる よう に な る まで に 、 撤 児 た ちの 財産 を 、 軽 は ずみ 
に 浪 坦 し て し まわ な いよ う 警 告 し て いる 。 し か し 、 も し 保護 者 が 和 貧し けれ ば 、 適 当 額 を 賃金 と し て も ら う こ 
は 許さ きれ て いる 。 を の 谷 は 彼 の 仕事 の 量 に 比例 する 。 
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め よ ょ 。 布 し て 彼 等 の 財産 を 返還 する 時 は 、 33 2 二 2 CH MC の 
と と りこ この 9 
必ず 証人 を 立て よ 。 ( 注 10 ア ッ ラー は 清算 の Pay 2" 


者 た る に 十分 な り 。 e 欧 性 4 Cp 

9. 男子 は 、 両 親 太 び 近 親 の 遺産 の 一 部 を 得る 。 区 @23 39 LE の J 

- 64 の 人 KDD ンス 
女子 も また 、 両 親 及 び 近 親 の 遺産 の 一 部 を 5 の 9o ィ 


Ge 族 っ シッ 
NM 道産 の 多少 を 問わ ず 一 定め られ た る 2 
与 を 得る な うり 。( 注 1) 

9. 邊 産 の 分 配 に 際 し て 、 記 い 親 陸 孤児 並 び 2 上 R212 お 交 2 首 稀 骨 2 
に 貸 者 が を の 場 に ちか は 、 を の 中 か ら と 
何 が し か を 彼 等 に 与え 、 且 つ 優 し い 言葉 で の 230 の 52 33 4238536 
彼 等 に 語れ 。( 注 12) 

0. も し 彼 等 が 自分 の 後に ひ 憶 な 子女 を 遺し 、 (B> め る 用 3215 
その た め ゅ に 気 惑 り で ある な ら ば 、 彼 等 を し イシ 0 っ 隊 
て アッ ラー を 加 れ 散 い 、 正 し い 謀 葉 を 語ら Oo 結っ 2MeS cA2D9E 


せしめ よ 。( 注 13) 
1. 不当 に 孤児 の 財産 を 宜 り 食う 人 業 は 、 自 分 6 色 GCSUCUB 6 錠 交 る 
@ 放 Ce ン 


の 腹の中 に 火 を 谷 み 込む が 如 し 。 や が て 彼 ーー 
等 は 燃え 克 る 火 に 焼 か れる べし 。 ら Ok2222 Mi 58 
第 二 項 
2. アッ ラー は お 前 だ ちの 子女 に 関し て 、 お 前 人 と 人 9 と 4 と 5 2 
とも 作 3 を 。 

た ち に か く 命 に た り 。 男 子 は 女子 二 人 分 に 9 まあ 人 8 約 3 ら 
相当 する 分 与 を 愛 く 。 も し 女子 の み で 、 二 eg 時 269 多 : Ci 8 
人 人 以上 の 場合 は 、 麗 人 の 所 産 の 三 分 の 二 を レセ ンー レ セ 2 ン ン 
受 く 。 女 子 が 一 人 な ら 、 そ の 半分 を 愛 く 。 2 る 2 eb らら 
また 彼 の 山 親 は 、( 注 14) 彼 に 筐 児 ある 場合 


注 10 財産 は 、 信 頼 で きる 証人 の 立ち 会 い の も と で 、 撤 児 が 大 きく な っ た と き 、 彼 に 濾 る され る べき で ある 。 


1 


と 2 


注 11 この節 は 、 相 続 に つい て の イス ラム 教 の 法 の 基本 と な っ て いる 。 こ れ は 、 男 女 の 社 会 的 平等 の 一 般 原 
則 を 示し て いる の で ある 。 両 者 共 、 各 々 に ふる わし い 財 産 の 分 配 を 受け る 資格 を 有 し て いる の で ある 。 詳細 な 
規 周 は 次 の 節 で 述べ られ て いる 。 


注 12 。 他 の 親 洪 、 撤 児 、 息 し い 人 々 と いう 言葉 は 、 こ こ で は 、 故 人 の 合法 釣 な 相続 人 で は な く 、 政 人 の 財産 
人 の NM 避 い 親戚 、 孤 喝 、 筑 乏 人 の こと を いっ て いる 。 この節 で は 、 彼 ら に 合法 的 な 相続 権 を 
与え て は いな い が 、 財 産 分 与 の 遺言 書 を 作る 時 に 、 財 産 の 一 部 を こう し た 人 々 の だ ため に と っ て お 《 よ う イ スラ 
特色 ( 揚 " て いる の で あ .。 


注 13 この 人 節 は 、 阪 児 た ちの た め の 、 説 得 力 ある 非常 に 強力 な が 呼びかけ と な っ て いる 。 
注 14 父上 母 の 両方 
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は 、 それ ぞ れ 妃 苦 の 六 分 の ー ず っ を 受 て 。 279 ちご 25I じ 紹 ge5 
され ど 遮 児 な く 両 打 が を の 相続 吉 で ある 坦 る ブタ る タン の ルン アディ ンス タン と タタ る 2 セレ 
食 は 、 母親 は 三 分 の 一 を 受 《。 も し 邊 に で 8 人 0 る 
史生 妹 が ある 場合 は 、 母親 は 、 彼 が 造語 アル ョ ニー テ カー 。z6 っ アラ シッ と 
し て 遺贈 し た で あろ う 分 ま 質 人 を 支払 いた eo タツ OS004535 81996 
る 後 、 太 分 の 一 を 受 く 。 父 母 と 子女 、 前 ける (5 


13. 


た だ たち は 彼 等 の どちら が 自分 に と っ て 、 よ り 
有益 か を 知ら ぎる な り 。 こ の 分 配 の 決り は 
アッ ラー より 出 ず 。 げ に アッ ラー は すべ て 
を 知り 、 賢 白 に まし ます 。( 注 15) 


も し に 子 が な い 場合 は 、 お 前 た ち は 委 の 
追 せ する も の の 半分 を 受 く 。 き され ども し 子 が 
ある 場合 は 、 彼女 が 遺言 し て 造 盟 し た で あ 
ろう 分 と 負債 を 支払 いた る 後 、 彼 女 が 遣 せ 
る も の の 四 分 の 一 を 受 く 。 も し お 前 た ち に 
子 が な い 場 合 は 、 は お前 た ち が 遣 し た も 
の の 四 分 の 一 を 受 く 。 き れ ど 、 ち し お 前 た 
ち に 子 が ある 場合 は 、 妻 は 、b 前 た ちか 貴店 
し て 遺贈 し た で あろ う 分 と 負債 を 支払 いた 
る 後 、 お 前 だ たち が 誤 せ る も の の 和 狼 分 の 一 を 


タッ タク タン スン ト 。 タッ 、 錠 
9 50 きら 3 
4 ラン を タ 
の を eS る 9oWOs 
2 と タン ち レンチ 


89095 os &e 8 多 。 


52 0 の 2 


AT 


いひ の 2 


クッ タマン ッ ン っ セッ クイ クン ィ ン CI0 る る と 
OSCELOrB ンー (っ 委 
多 ンタ レ アッ グッ 20 
4 の め 人 なの ら る 外 ( の 


受 く 。 も し 男 で も 女 で も その 遺産 が 分 配 き 
れる 場合 、 彼 また 彼女 に 両親 $ 子 も な く 、 
( 注 16) 一 人 の 見 か 弟 、 ま だ は 一 人 の 姉 か 
注 15 この 節 で は 、 性 別 や 生ま れ た 順に 関係 な く 、 
し て いる 。 子 僕達 、 商 親 、 央 、 妻 が 、 
り 、 そ の 他 の 規 族 は 、 特 別 な 場合 の みそ の 盗 属 を 有する の で ある 


続 分 は 女 の 二 倍 で ある 。 こ 
る の で ある 。 
娘 が 二 

節 で は 、 


ん だ 場合 、 


で は 、 
息子 と 女 、 両 方 い 
- 人 以上 で あれ ば 、 産 の 2 3 を 彼女 た ち に 、 


その 人 の 両親 は 各々 1 プ 5 の 配分 を 受け る 。 


衝 ⑬) 第 
見 第 姉妹 が いる 場合 て あぁ 。 この 時 、 彼 の 史 弟 た ち が 、 
与 える こと に な る 。 と いう の は 、 こ の 場合 、 


あと の 5 6 は 父親 の も の と な る 。 


この 場合 に 、 


まず 、 息 子 と 娘 の 相続 の 割合 を 定め て いる 。 息子 
、 こ の 規定 が 有効 と な る ぁ 。 し か し 、 娘 た 
も し 娘 が -- 人 で あれ ば 、 
(1) ある 人 が 、 
⑫ ふ も し 亡くな っ だ 人 人 に 3 
場合 (中 者 赤 あ る い は 犬 が いな い 場 合 ) に は 、 挟 親 が 財 
場合 は 第 二 の 例 の 例外 で ある 。 死 し た 和信 に 子 が な (両親 の み が 相 続 者 で ある が 、 
彼 か ら 相続 する こと は な い 
母親 は 1/6 を 相続 し (第 2 の 場合 に ユノ 3 で あっ た の 異な る ) 


両親 の 相続 分 に つい て は 三 つ の 場合 を 述べ て いる 。 


すべ て の 近親 者 に 対す る 死者 の 財産 の 適切 な 配分 を 規定 
生存 し て いれ ば 、 ど ん な 場合 に も 相応 の 配分 を 受け る 主要 な 相 統 者 で あ 


。 男 は 家族 を 来 える 次 任 を 持つ 故に 、 男 の 相 
は 娘 の 二 人 分 を 相 統 す 
“ け で 息子 が いな い 場 合 、 


1 ブ 2 を 創り 当て て いる 。 こ の 
一 人 ある い は 複数 の 子供 を 残し て 死 
kk が な く 、 両 親 の み が 相 続 人 
、 あ と の 2 ンプ 3 は 父親 の $ の 
その 死者 に 
『、 両 親 へ の 配分 に 影響 を 


中 の 13 を 想 導 


父親 が 租 続 する 割合 が 多い の は 、 父 親 が 死者 の 兄弟 姉妹 も 扶 


装 し な けれ ば な ら な いか ら 6 で あ る 。 相 続 に つい て は 次 の 館 で も 述べ られ て いる 。 


注 16 


カラ ー ラ (両親 も $ 子 も な い 信 ) は (1) 男 で あれ 女 で あれ 、 死 し た 後 、 親 6 子 も どちら も いな い 人 、(@⑫ 多 


と 息子 が いな い 入 の こと で ある 。 イ ブン ・ ア ッ パ ス に よれ ば 、 カ ラー ラ は 、 そ の 人 の 父 は 生き て いて も いな い 
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妹 が ある 場合 は 、 各 自 遮 産 の 六 分 の 一 を 愛 es 。. 老 現 ろ 2 タン し 。 を 徐 
, BEITD 32 
く 。 き れ ビ それ 以上 の 人 数 に な ら ば 、 呈 言 * じ を 9 
ae ュー あろ う 且 > コラン ッ る っ < 
し て 直 贈 し だ を た Sci2 Co 42 
る 後 、 彼 等 は 均等 た 分 の 一 の 分 配 を 受 く 。 半 
みな これ 6 VMKtmBeytws で に 3 
こ は ア ッ ラ ー よ り 出 で た る 命令 な り 。 
ー は 賢 哲 に し て 、 交 容 者 に ま しまう 
ュ ュ ラ ュー ムー 時 ラー タイ 。 う タイ の タン ノン し ア アテ ナ | 、 
14. これ 等 は アッ ラー に より て 立て られ だ る 室 の 253 人 625 史 | 502 遇 
律 な り 。 誰 で あれ アッ ラー と その 使徒 に 従 の FC: 肖 
ぅ 者 は 、 ア ッ ラ ー が 河川 流れ る 楽 田 へ 入ら 32495 の use 用 の の 5 みそ 


we 
MY- ・ 


し めん 。 を の 中 に 永久 に 彼 等 は 住ま ん 。 を アレン 226 
は 大 成功 な 9 。 @ ら 33 り 
15。 きれ ど 誰 で あれ アッ テー よそ の 使徒 に 音 2 し の 2 る ン oS コタ 
55 CO 
、 と の 写 律 を 破る 者 は 、 業火 に 投 ら れ 、 四 由 の っ グラ 
時 その 中 に 住み 、 屈 形 的 な 人 多 本 を 受け 834 の 2968EI 企 


ん 。 
第 三 項 る る チコ どる ぅ 千 ! ン 
16. 前 た ちの 姜 が けし か ら ぬ 行い を ( ま 17) MA の 
し た る 場合 は 、 四 名 の 証人 を 喚 さ 。 5 し 彼 ん ek 
等 立証 し な ば 、 彼 女 が 死に 至る まで 、 ま た 6 人 e36 ああ EN 
は アッ ラー が 何 か 別 の 追 を 講ず る まで 彼女 下 . イ ン ッ ン bo 4 し > ef, 3 
を 家 に 軟 茜 せよ 。 人 OS 2 


と し て も 、 息 子 が いない 人 人 で ある と いう 。 この 解 息 は 、 こ の 言葉 の 二 つ 昌 の 意味 と 考え て よい だ ろう 。 カ ラー 
ラ の 兄弟 姉妹 は 三 つ の 項目 に 分 か れる 。 第 一 は 、 本 当 の 兄弟 姉妹 、 即 ち 、 両 親 が 同じ 者 (こう し た 兄弟 病 妹 は 
専門 的 に は アヤ ー ニ ー と 呼ば れる ) 第 二 は 、 父 方 だ け の 兄弟 姉妹 で ある 。 (専門 的 に は アプ ラー ティー と 呼ぶ ) 、 
第 三 に 母方 だ け の 兄弟 策 妹 で 、 父 親 が 死者 の 父 と は 異な る 場合 で ある 。 (専門 内 に は アハ ヤー フィ ー と 呼ぶ 
この 節 中 の 規 係 す る の は 、 こ の 最後 の 項 で ある 。 前 の 二 つ の 項 の 見 弟 姉妹 に 関す る 規定 は 、 当 章 の 最後 
の 節 の 中 に 示 き る れ て いる 。 この 第 三 の 項 の 兄弟 姉妹 へ の 配分 は 、 第 一 、 第 二 の 項 の 兄弟 た ち へ の 配分 より 少な 
い 。 を その 理由 は 、 第 三 の 兄弟 た ち は 母 方 の み の 関 係 で あり 、 他 の 二 つ の 項 の 兄弟 た ち は 、 死 者 と 同じ 父 の 子 人 
達 ど か ら で あ る 。 カ ラー ラ と し て 死ん だ 人 の 叶 産 は 、 兄 第 と 姉妹 と に は 同じ 配分 で ある 。 通例 の 二 対 一 の 割合 
この 場合 適用 きれ な い 。 


ー ン の 中 で (7 に 29133:31165: 2) 用 いら れ て いる よう な か 不義 の で は な い 。 こ 
侵害 し 、 平 和 を 乱す も と に な る よう な 明らか に 誤っ た て を 指し て いる 。 次 の 節 で 
きり と 六 が 規定 きれ な いま ま 語ら れ て いる が 、 こ の 次 の 節 中 の 男 達 と 同様 に 、 こ の 節 中 の 
E を 犯し た 婦 達 で ある 。 こ れ も や は り 、 ア ブー・ ム 
ド の 見 解 で ある 。 こ うし た 女 達 は 、 改 心 す る か 、 結 婚 す る まで は 、 他 の 女 達 と 一 緒 に し て 
は な ら な い 。 結婚 は 、 ブ ッ ラ ー に よっ て 彼女 た ち に 開か れ て いる 道 な の で ある 。 こ こ に 言う 罪 は 重大 で ある の 
で 、 訴 えら れ た 女 に 対し 不当 ヒ な ら な いよ う 、 有 撃 者 が 四 人 人 必要 ほる され て いる 。 


ト を 
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17. また お 前 た ちの うち 男 同 士 が 同じ 罪 を 犯 き OKWeWt8 売 > (の を 比 。 gd 


ば 、 両 名 と も 処 還 せよ 。( 注 18) きれ ど 改 惨 
し て 行状 を 改め る な ら ば 、 か まわ ず に を その 
まま に し て お け 。 げ に アッ ラー は よく 散 し 、 
情け 深 て ま し ます 。 


@\ ら 5 の EUC4Y4e 和 6 


18。 アッ ラー が 悔 司 を 孝 す は 、 知ら ず に 1 2 の 0906 折る 人 6 向 多 洒 し 
悪事 を 行う も 、 直 ち に 改 愉 す る 者 の みな り 。 アレン アシ ング 
アッ ラー は これ 等 の 者 に は 憐れみ を か け 給 ラク PTOTIYET に ジウ の 9 る っ 
う 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 覧 哲 に まし 。 
ます 。 ok 56 る 

そ 1 
19. を し 続け た 挙句 、 死に 臨ん で 、「 我 今後 | CS の 1 の 2 クン まっ 
ー ジン ゆ とら 0 Ce 
牧 す 」 と 云う 者 、 ま た 不信 心 考 と し て 死ぬ シー * 
者 は を の 俸 本 を 攻 さ れ ざ る な り 。 ゎ も れ 6 は 。 9 う の I8884W る 9 る 作 の を 
か か る 従 准 に 冶 凡 を 用 意 せ り 。 ッ ン ラン の ンタ ラタン ノッ 
221GWE16 チ 2324Y2411 
CNG チン 
20、 流 等 信徒 た ちょ 、 本 人 の 意志 を 無 規 し て 女性 の ル 着 5 拓 科 32 人 し C 和 
111 
を 利 半 する は 、 名波 と キイ 。 (0 たち ピン ば oO お My 
前 た ち が 彼 た ち に 与え た だ る も の の 一 部 を る の 22 ル 45 り 3 
取り 戻す べく 、 彼 女 だ ち を 不当 に 拘 持 する 本 
注 18 "ここ は 、「 両 名 ] と し て ある が 必ず し も ゃ 二 人 の 男 の こ と と は 限ら な い 。 ま た 、 こ こ う 融 が どう いう 


形式 を と る べき か は 、 関 係 当 局 の 判断 に ま か る 和 れ て いる の で ある 
壮 っ て いる 。 事件 は 当局 の 判断 に ま か さ きれ 、 を の 時 の 状況 に 』 
近い よう な 罪 を 犯し た 二 人 の 男 に つい て も 語っ て いる よう で ある 。 


な い 罪 に つい て 諾 
この 節 は 、 極 悪 非道 の 9 罪 ま た は それ に 近 


の で ある 。「 本 当 に 無知 E 同 閉 と な る よう な 知識 と いう 6 の が ある 。 凶 ち 、 知 る こと が 
知識 が ある 。] と 上 モハ ッ マ ド は 言っ た と きれ て いる 。 従っ て 「 知 5 ず に 」 よ いう 言 
罪 の 本 質 、 原 理 を 示し 、 罪 を 犯 き ね だ ため 、 有 有益 な 知識 を 自 に つけ る よう 、 
注 20 
い の で ある 。 し か し 、 も し 彼女 が 明らか 
女 の 結婚 を 妨げ る こと が で きる 。 
で あろ う 。 
か ら の 離 尋 」 の 手続 き を 経 れ ば 可能 で あり 、 
し か し 、 


19 「 知 ら ず に 」 よい 


言葉 は 、 尼 


と いう も の は すべ て 環 と 知ら ず 行 っ で あり 、 


この 節 の 


色 ち 、 も し 妻 が 夫 と 共 


で ある 。 
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と は 知ら ず に 悪 を な し た と い 
正しく 適切 な 知識 が 不足 し て いる た め に 生 


死者 の 親族 は 、 未亡人 の 財産 を 握っ て お こう と し て 、 
し く な い 人 物 と 結婚 し よう と た し て いる の で あれ ば 、 
言葉 が 夫 に 向かっ て 言わ れ て いる と すれ ば 、 
: 洛 する の を 欲 せ ず 、 夫 と の 離別 を 求め て いる の で あれ ば 、 そ れ は 「 女 性 
夫 は 妻 の 金銭 目当て で これ を 妨げ て は な ら な いと いう こと で ある 。 
も し 事 が 明らか に 邪悪 な 行為 を 衝 を うと し て いる の で あれ ば 、 夫 は その 離婚 を 妨げ る こと が で きる の 


。 この 節 も 前 節 も 


、 で 罰 が 規定 され て い 
: 定 きれ る の で ある 。 更に 


実際 、 人 人 の な す 
と な 
: え っ て 人 人 間 に 寄 に な る 
が つけ 加え られ て いる の は 、 
強く 失 千 する た めで ある 。 


点 味 で は な い 。 


和信 々 に 
彼女 が 新しい 結婚 も や する こと を 妨げ て は な ら 6 な 
親族 達 は 彼 
次 の ょ うに 解釈 で きる 
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っ ト 


な か れ 、 但 し 彼女 に 確たる 大 有る 場合 は 別 2 マタ 2 ンス スシ 
な 5。 彼女 だ ちと 優し く 交 われ 。( 注 21) 9056 りう 4 と > し も て Ge 日 


に の + 


前 た ち も し 彼女 た ち を 妹 わ ば 、 テ ッ ラ ー が 20154 る 45 65275 
沢山 の 幸福 を その 中 に 罰 き 給 う た も の を 、 レ 

う ェ タラ ャ 
お 前 た ち が 嫌 うこ と に な る や 5 知ら ず 。 95 科 計 


21, お 前 た ち 妻 を 換え ん と する 場合 、 た と ぃ 彼 30e 記 6 2 イス は 6 


KWW] 
の 室 を 与え た り と も 、 を その 中 か ら e ち dfGi 


何 も る 取り戻す な か れ 。( 注 22) お 前 だ ち は 到 層 45 5856855 り 窟 
い が か り を つけ 、 明 白 な 罪 を 犯し 、 そ れ を 


テイ アカ イレ 5 

取り 戻 きん 欲す る か ? oNKC 人 WHY 

22. どう し て 取り 戻し た り 出 来 よ うか 、 共 に タン いえ ィ ン ン の の 549 を 

「 に 2 
ら せ し 仲 な れ ば 。 し か も 彼女 は 墜 い 碧 # ピン た RUE の 

お 前 た ちか ら 受 けた 身 ぞ 。 Wi 4 GO 2o9S5 

23. 前 た ち 、 仙 が 迷 り た る 女 を 避 る な か れ 、 の の 
すでに 超 き だ る こと は 除外 す 。( 注 23) を は の セン ン ン レロ 
不 源 で 、 憎 むべ き 暑 悪 な 5。 人 E234566 5 人 2 

。。 第 四 項 

24。 お 前 た ち が 楽 っ て な ら 只 租 手 は 、 自 分 の 母 凍 只 開 2 レッ 0 二 の シン コラ 
親 と ( 注 24) 自分 の 娘 、 姉 妹 、 父 方 の 伯 叔 ら タ テ 
母 、 母 方 の 何 叔 母 、 見 弟 の 半 、 策 妹 の 女 、 66 し (あっ と ・ を 


2 ら り | 1 と 5 
乳 生 ( 25) 、 乳 姉 弥 、 雪 の 坪 親 、 も 前 た ち フグ つり を う 


注 21 「 最 $ 次 き 者 は 、 妻 を 最も 大 切 に する 者 で ある 。] 聖なる 頂 言 者 が 言っ た よ と きれ て いる ( ブ ハ リ )。 
アー シャ ルフ ナ と いう 表現 は 、 本 信春 を 示し て いる 夫 も 委 も 共に 仲良 く 、 お 三 い 相手 の 愛 に 報い る よう 命 
ビ て いる 。 


注 22 も し 、 何 が 特別 の 理由 に より 、 あ る 人 が 一 人 の 事 と 離婚 し 、 別 の 女 と 結婚 し た いと 思っ て も 、 彼 は 今 
まで に 前 の 雪 に 与え た も の を 、 だ た だ と えど ん な に その 人 額 が 大 きか ろう と 、 と うち 戻 すこ と は 許 き れ な い 。 


注 23 この 言葉 は 、 こ の 節 が 明らか に され る 以前 に 、 状 硫 を 秋 と し て し まっ た 場合 また は 病 妹 二 入 が 同時 に 
ある 一 人 の 協 性 と 結婚 し て いた 場合 、 そ れ を その まま に し て お いて よい と いう こと で は な い 。 こ 言う の は 、 
こう し た 男 た ち が 必 改め 、 行 い を 正す な ら ば 、 則 去 に - 犯 し た どん な 遠 法 な 行為 に 対し て も 久 せ られ る こと は 


な いと いう こと で ある 。 過 示 の 罪 は 許さ きれ る が 、 法 に 反し て 結婚 し た 女 は 、 た だ ち に 雌 婚 し な けれ ば な ら な い 。 


注 24 装 母 の 親族 も 、 実 呈 の 耶 縁 で 結婚 が 人 禁止 きれ て いる 関係 の 者 た ちと 同様 、 結婚 が 制限 きれ て いる 。 養 
母 の 姉妹 や 旗 母 の 娘 と の 結婚 は 達 法 な の で ある 。 


往 25 どの 程度 の 乳 を な えた 者 が 、 乳 母 と し て 、 こ の 例 に あて は まる の か は 、 神 学者 の 意見 の 分 か れる とこ 
ろ で ある 。 
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の 妻 が 産み た る 被 後見 人 の 連れ 娘 一 されど 

未だ 妻 & 肉体 関係 を 持 だ ざる な ら ば 、 罪 な 

し 一 並び に 自分 の 息子 の 近 な り 。 ま た 同時 

に 二 人 の 姉妹 を 楽 る べから ず 、 但 し すでに 

起き た る こと は 除外 す 。( 注 26) げに アッ 
ー は 宮 大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 


計れ 完 z2 6 
を シュ ュ ョ ッ シ ラ タッ sm クセ ヤセ ィ ン と や し 。 
02 の 2 
ラシン タン る フュ 5 
の あみ 86 255m 
シン る と る 
3 じ 9 KA ノッ ン 2 る る % ob 
gk レラ ン る る ER 


了 と 1 タレ ラン ッ クシ る テン 
255. また お 前 た ちか 朱 っ て な ら 史 相手 は 、 隆光 3 zo 軸 
の 尋 人 な り 、 但 し お 前 た ちの 和 有 手 が 所 有 す 。 「 シュ ニー シッ ッ ン ョ ッ ン 
る も の は 除く 。 ( 注 27) こ は アッ ラー が お 前 33 史 全学 
た ち に 命じ た る こよ となり 。 こ 以外 な ちば 、 レン ンー クン クー る し 
前 た ちはる の 時 カ にょ っ て 、 私 通 を と て Cs うる ee る 
は な く 、 正 式 に 結婚 し て 朗 を 求め る こ 5 痢 ラッ ィ ンタ レッ クタ ンタ 228 レン タッ タン 。 
EPC に 2 OAI 
許さ れる 。 請 し て 彼女 た ちか ら 得 た 利益 ュー 2 」 
対し て 、 定 め ゆら れ た 婚 資 を 与え よ 。 本 BMW62 も 人 合 65 区 6295 
座 が 決ま っ た 後 、 相 互 の 合意 に よる な ら ば 、 2 ン 
な に を し て も 差し 支 を な し 。 げ に アッ ラー @e と Ki 6 れる 
は すべ て を 知り 、 覧 白 に まし ます 。 - 」 
ゅ ンプ < 2 ルン る タン 5 る ラン ン 
26、 月 た ちの うち 、 信 舘 の 自由 女子 を 襲 る 次 oc 導 の 0952 あ の 5 
力 な き 者 に は 、 お 前 た ちの 右手 が 所 有する タ シ ュ ンタ > = 生 レッ クン る 
(OHC を 析 : タ の 11 
者 、 す な ちち 信徒 で ある 長 中 を 切ら し め ゅ よ 。 2 の あり 
アッ ラー は お 前 た ちの 信 伯 を 吾 知 し 給 う 。 (9 み 狗 Ag KC3b MTT 
前 た ち は 皆 一 体 な り 。 さ れ ば 彼女 た ちの 2 イー 
主人 の 承諾 を 得 て 結 婚 し 、 彼女 だ ち が 貞 節 5 ちる し Af 826 oe 
で 数 を 犯 きず 、 ま た 密 大 と 通ずる こと な , ラン 
、 ら てる 中 る レ 1 
くば 、 公 明正 大 に 婚 次 を 与 う べし 。 き れ ビ ぱー で っ < と まそ ン 和 の の うう 人 
6 し 貫 後 不貞 を は た らき た る 場合 は 、 or る っ 所 Io 
1eQgg29 
自由 女 和 に 規定 きれ た 刑 前 の 半ば を 科す べ oeIDOOSIeoe3 
注 26 注 23 参照 
注 27 既に 結婚 し て いる 女 は 、 別 の 男 と 結婚 する こと は 出来 な い が 、 こ こ で 一 つの 例外 を 認め て いる 。 そ の 


例外 と は 、 非 イス ラム 教 国 が イス ラム 教 国 に 対し て し か けた 戦争 で 捕 府 と し な っ た 女 の 場 
婚 の 女 は 、 も し イス ラム 教 に 改宗 し 、 


合 で ある 。 こ うし た 上 既 


それ 故 、 教 徒 で な い 大 の も と に 州 れ な て な っ だ た の で あれ ば 、 イ スラ ム 救 


徒 と 結婚 し て も よい の で ある 。「 流 の 右手 に 持つ も の 」 に つい て の 更に 詳し い 説 明 は 当 芝 注 6 を 見 よ 。 
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し 。 こ は 前 た ちの うち 曽 を 犯す 恐れ の あ ある 5 っ 583 62 
る 者 の た め に 定 せ る な り 。 自分 自身 を 抑制 レン ed 
する こと が 、 自 分 の た め に は 一 層 よ し 。 ア ッ と の 95 も da 
ラー は 宮 大 に し て 、 慈 悲 深 て まし ます 。 の < の ン 史 4 
る の 24 史 ルン すし 
2 は 絢 先 1 
二 @% ゅ の っ と の 3 和装 先 中 8 
27. アッ ラー は 前 た ちの だめ に 、 い ろ い ろ と フッ フン タ の CTC 
説き 明か し 、 前 た ち を 先 人 の 道 に 閣 か ん 2 1260.CPK2 べ 19 し 
こま を 型 む 。 詳し て お 前 だ ち に 慈 顔 を 向け @ を と 的 う KA セン の の 
つめ 2 の 
ん こと を 望む 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 
覧 哲 に まし ます 。 
28. イン クー ド 遇 た ら に を 向け ん こと を < 44 の 0 の dE 5 
む 。 き れ ど 己 れ の 下劣 な 欲望 に 従者 は 、 セッ ンー ュ ン る 
お 前 た ち が 大 い に 壮 を 踏み は ずきん こと を oe ら 59 
望 も 。 
29. プア ッ ラー は お 前 た ちの 荷 を 軽 か ら し めん と 2 ンス イタ ラ 
学 む 人間 は き の に 章 bh た る か に 。 oedCWG め と 用 10 
30. 汐 等 信徒 た ちょ 、 相 互 の 同意 に よる 商売 で co 
介 る も の に 非 ず ば 、 自 分 た ちの 間 で 不正 に 52 に プン の 
むき ば り 食 うな か れ 。 ま た 己 が 世 を 殺す な 2209oe2sso5 さ dE 
か れ 。 げ に アッ ラー は お 前 た ち に 慈悲 深 く 。 ラン ンタ ンー タン 
まし ます 。 eo 交 62628 
31、 答 人 で あれ 悪 訪 を 以 て 不当 に 光 を な き ば 、 56283 62 滞 の 5 
われ ら は その 者 を 楽 火 の 中 に 投 込ま ん 。 そ @ 多 ン 
は アッ ラー に と り て いと 夫 き こと な り 。 あと あお 6 
32. お 前 た ち 茜 ぜ られ だ る 大 罪 を 避け る な ば 、 に を 詞 っ る も eo っ 
( 注 28) われ ら は お 前 た ちの 勤 細 な 諸悪 を 「" 
抹消 し 、 栄 蒼 の 場所 に 入場 せしめ ん 。 eS2 る 和 も 23 
33. アッ ラー が 前 だ ちの 誰か を 、 他 の 者 より と し て ンス ン ン 4 し 放す る 
る 9 も 人 018 し 民 5 
優 り て 創れ る と も 、 を れ を 羨む な か れ 。 男 ヴ グ MM の 93 
は 自分 の 稼ぎ の 中 か ら 分 け 前 を 得 、 女 も ま る 02K(s JE 
往 28 クル アー ン で は 、 罪 の 大 きき の 度合 い に よ る 分 類 は し て いな い 。 こ の 言葉 は 相対 的 に 用 いて いる の で 


ある 。 神 が 禁 じ て い る こと を な せ ば 、 何 事 で . 間 時 0 ある 。 
きっ ぱり や め ゆる と すれ ば 、 そ の 人 は 他 の 居 か ら も 許 き れる で あろ うと 、 
x 後 の 段階 の 京 解 収 し て いる 。 


だ と 』 


思っ て も 、 


で あろ う 。 あ る 学者 た ち は 、 大 罪 と いう 語 を 、 罪 を 犯す 
う の を や め れ ば 、 そ れ 以 前 の 行動 は 許さ れる で あろ う 。 
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こう し た こと を 、 や め ら れ な い 、 


や め る の は 大 変 
この 節 は 言っ て いる の 
も し 最後 の 行動 を 行 


ーaO 全 


た 自分 の 稼ぎ の 中 か ら 6 分 け 前 を 得 ん 。( 注 っ る 充 ッ ン ュ ンタ ン と る 

の 191 4L ら 5 人 ME る OWN 
29) され ば アッ ラー に を その 恵み を 請 え 。 げ の リク ンコ ッ 
に アッ ラー は 高 事 の 知識 を も ち 給 う 。 。 oe 位 導 


34. われ ら は すべ て の 人 々 に 対し て 、 父 母 及び 5233 ot325 IE 導 く 
間 98 す も の の 枯 半 者 を 定め た り 9。 ま た ンー 9 2 3 
同 接 に 前 た ちの 笠 約 を 批准 せる 人 々 に 892A455 3082 の 雪 2 
も 。 故に 彼 等 に も その 分 け 前 を 与え を よ 。 げ と 
に アッ ラー は 一 切 を 昭 店 し 給 5 。 Mo 

= 人 回 イン の 

35. 男 は 交 の 保護 者 な り 。( 生 30) を は アッ ラー 人 SOS EE 

が ある も の を 他 よ り 優れ る も の と し 、 ま た ぁ 。 リュ っ 


男 は 女 の た め に 己 が 財 を 昌 や す が 履 な 5。 9 で 4 
きれ ば 貞 涼 な 女 は 従順 に し て 、 ア ッ ラ ー の の っ P ] で ] 
加護 の 5 と に 夫 の 秘密 を 守る 。 不 従 項 の 六 計り 2! 


いれ ある 女 は 訓 下 し 、 ま た は 脆 所 に 独り 置き は 2 1 
み be みう の バ 8 
寺 り に し 、( 注 30 懲らしめ ゆ よ 。 かく て 前 と ーー 


を > ほ " 
た ち に 従う よう に な れ ば 、 そ れ 以 上 の ぼ 段 Re る 8 人 (86 2 
を 講ず る な か れ 。( 注 2) げ に アッ ラー は い ラン レラ 
と 高く 、 借 大 に まし ます 。 前 人 

36 も し 前 だ ち 婦 間 の 破局 を 感 れ な ば 、( 注 3 ぁ 区 Ce と 3 2 


33) 男 の 親 族 か ら 調 信人 を 一 人 と 、 女 の 親 


注 29 この 盆 で は 、 男 女 は 仕事 と 報 縛 に 関し て は 平等 で ある こと を 明 委 に し て いる 。 


注 30 アラ ビア 語 本 文 に ある ヤッ ヴァ ー ム は 、 女性 に と っ て 支え と な る 人 と いう 意 で ある 。 こ の 節 で は 何故 
男 が 家長 と な る の か 、 二 つの 理由 を あげ て いる 。①) 男 が 精神 的 、 際 体 的 に 優 っ て いる こと 、 そ し て (⑫ 男 が 生活 
の 概 を か せ ぎ 、 家 族 を 扶養 する 者 で ある こと の ある 。 従っ て 、 家族 の 生活 の 費用 も か せ ぎ 、 扶 養 す 
る 男 が 、 家 族 の こと に つい て は 自由 に 管理 する 立場 に ある の で ある 。 


注 31 この 名 の 意 は 1) 大 婦 関 係 を 悦 し む (⑫) 床 を 別々 に 離す (3③ 話 し か け な い 、 で ある 。 こ うし た 方 法 は 、 い つ 
まで も 続け られ る わけ で は な い 。 な ぜ な ら 、 宙 に 浮か ぶ も の の 名 て 、 間 を 放っ て お く こ と は で き な い か ら で あ 
関係 を 持た な い 、 つ まり 実質 的 な 別 肩 の 限度 は 4 ヵ月 で ある と クル アー ン は 言う (2 :27)。 


楽 刻 だ と 思え ば 、 湊 は 4 : 16 に 書か れ て いる 条件 を 守ら な けれ ば な ら な いで あろ う 。 


徒 た る 夫 は 、 間 を 殴打 せ ぎ る を 得 な いこ と が ある と し て も 、 事 の 体 に 吸 打 の 跡 が 残る ほ 
ィ ル マデ ィ と ムスメ ム サ )。 を し て 、 妻 を 殴打 する よう な 大 は 、 最 良 の 男 と は 言え ない 
と いう 選 な る 預言 者 9 ほ が ある 。 

注 33 ここ で 「 お 前 た ち 」 と は イス ラム 教 国 、 あ る い は 社会 全体 を 統合 的 に 指す か 、 ある い は 一 般 的 に 人 々 


を 指す 。 


ー145 一 


な 6 


此 四 意 アル ・ ニ サー 
族 か ら 調停 入 を 一 人 任命 せよ 。( 流 3) も し 放し A ク プッ e ン レン ッッ シシ レン 
和 條 人 が 和 角 を 憶 ま ば 、 ア ッッ ラー は 役 プ 多 KOF 人 ICE っ 
等 を 和解 で し むべ し 。 げ に アッ ラー は すべ @ 愉 る og 久 18LC あ 人 
て を 知り め 、 す べ て に 巴 中 し 給 う 。 li 本 

問 ーー あわ 円 9 ン ラル クタ っ 

37. アッ ラー を 旧 肖 せよ 。 何 者 も アッ ラー ト 全 03 おす 2200b ス を し 

せ 祀 る な か れ 。 耐 し て 父母 に 優し くせ よ 。 陳 凍 

3 う で ィ ン 4 

親 成 や 狐 児 や 身 し い 人 に も 、 邊 疾 の 陸 和 や Jo bd2hgx3Ccai 
近く に 住む 他人 に 5、 また あ 前 た ちの を ば レン ロク 

に いる 仲間 や 旅行 者 に も 、( 注 35) 更 に 前 CAIS yi 
だ た ちの 右手 が する 者 に ( ま 36 また る 絢 作る フッ イン > 
鎖 め 。 げ に アッ ラー は 箇 介 不 居 な る 者 を 受 デフ 6 CO Co 
し 給 わ ず 。 @5 移 発 必 V め 
相 こ 人 1 イタ ンク る 

39. 自ら 窒 前 で 他人 に も 音 称 を 前 め 、 テ ッ ラ ー 6 計 届 っ go22 を 6 朗 穫 2 が 1 
りー た る も の を 隊 朋 す る 者 、 わ れ ら は か 4 
く の 如き 不信 心 者 ども に は 屈 克 的 な 刑 同 を 6 CD ルシア 1 iaE 
旧 意 せり 。 を ウッ タ 

@KN 
、 作 を ッ ク タン > っ 

28 また 他人 に 見 せ び ら か す た め に を の 財 を 費 の 2 人 了 参 9 
や し 、 ケッ ラー も 最 最後 の 日 も 信 ぜ ぎる 者 ど る の レレ ょ 1 
も も また 然 り 。 誰 で あれ 悪 旗 を 仲間 に 半 っ る 2 あと 28 し 頃 あ 弥 
者 に は 、 悪 いや つ を 仲間 に し た も の よ は 思 レッ シン 
わし め よ 。 @52 

40. アッ ラー ほ 最 後 の 日 を 信じ 、 ア ッ ラ ー が 呈 。 義 交 at2U 人 1 ン 
える も の の 中 か ら な に が し か を 費やし た と の 5 人 ey 5 の 
し て も 、 彼 等 に は 如何 程 の 負担 と な り た る @KEtg 和 人 の 5285 し し 
か ? アッ ラー は 役 等 を 熟知 し 給 う 。 

時 っ 2 エミュ ょ っ ンタ ュ H 

殺 . げに アッ ラー は 一 徴 際 の 重き だ に 和仁 入 を 5 AKG は 4 
不当 に 山 せ ず 。 も し 一 療 あ ら ば 、 ア ッ ラ ー の る ラシン レッ 12 
は 之 を 倍加 し 、 大 な る 報 美 を 御 許 よ り 与え の SE CSS の らち 0 も お 
給 2 。 

注 34 調停 者 は 、 相 争っ て いる 両者 の 親族 か ら 選 ば れる べき で ある 。 なぜなら ち は 、 争 い の 本 当 

の 理由 を 知っ て いる べき で ある し 、 双 下方 共 、 親 族 に 彼ら の 食い 遅い を 訴え る ほう が 楽 で ある 故 で ある 。 


注 35 
も 拉 い 見 ず 知 ら ず の 他人 まで 、 人 間 全 体 に 広げ て いく よう イス ラム 教徒 た ち に 命じ 


注 36 


前 第 で 、 妻 に 優し くせ よ と 述べ た 後 、 


当 音 注 6 参照 
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この 節 で クル アー ン は 、 そ の 優し き を 最も 英 近 な 両親 か ら 、 最 


て いる 。 


第 四 吾 テル ・ ニ ナー 


42.、 われ ら 各 族 よ り 一 人 の 証人 を 召喚 し 、 ま た の LC も 3 の る らち 必 2 3 有 
流 を 彼 等 に 対す る 証人 た らし むる な ら ば 、 2 の ば の タル FE 
は た し て 彼 等 いか が せん 。 の 305 3 


43、 を の 日 至ら ば 、 信 ぜ ず し て 使徒 に 背 き た る 及 イン ン る る て トン の に 
- 1 
者 ども は 、 大 地 が 彼 等 と も も に 平 に な らん 9 ope 3 9 


こと を 望ま ん 。 き されど 役 等 は 何一つ アッ @6oz 作 6 計 2 も 5 る 8 8 
ラー に 隠す こと を 得 ず 。 
第 七 項 
44. 液 等 信徒 た ちょ 、 お 前 だ ち 酔 っ て いる 時 は 、 e (23 Sg 和 59 員 oN 


自分 が 何 を 云っ て いる の か 解る まで 礼拝 に - 
近づく な か れ 、 ま た 潜 れ て いる 時 も 身 を 洗 AM 6 計 CIY 

間 る まで は 。 ( 注 7) 但し 旅行 中 は 別 な イッ 了 

ッ ク し イル ル / イク る さ 

。( 注 38) また 病 ん で いた り 、 旅 略 に ある 移 和 2 50 62 し 2 人 9 和 
了 多 か ら 出 て 来 だ ほか 、 女 に 触れ た る 2 タッ リン 。 (の の 
場合 ( 注 39) 水 が 見 つか ら ざ れ ば 、 土 を 使っ 3224 (GT の 
て 顔 と 手 も を こ すれ 。 げ に アッ ラー は 愛 大 に 2 タ の 1 脱 っ ろ Is2 ン IMG 名 
し て 、 害 容 に まし ます 。 の 区 26 


ラタン レノ ュ 多 を っ 
ee hui3)2505 ] 


45. 流 は 経典 の 一 部 を 電 わ り た る 者 ども を 見 KGEXP の <2 PKG 3 害 
る か ? 彼 等 は 迷 吉 を 講 い 、j 前 た も を 提 ッ レ レン カイ 
に 迷わ し ゅ ん と 欲す 。 EstL38fe PCI031 


注 37 「 汚れ て いる 時 に $ 行 っ て は な ら な い 」 と いう 表現 は 次 の よう な 意味 で ある 。 人 は 完全 に 正気 で 
な けれ ば 礼 捧 で き な い の と 同 拉 に 、 も し 汚れ て いる の な ら 6 ば 、 涼 浴 に よっ て 全身 を め た 後 で な けれ ば 礼拝 で 
き ない 。 性交 は 体内 に 汚れ も 生じ る せる 。 涼 浴 に よっ て この 汚れ を 潔 め て 、 礼 拝 に 不可 欠 な 条件 と し て 、 再 れ 
な 〈 串 る い 、 生 き 生 き し た 身 と し な けれ ば な ら な い 。 


注 38 「 旅 を し て いる 時 を 除い て 」 と いう 句 は 次 の ょ うな 意味 で ある 。 即ち 、 通 常 は 汚れ た 状 
者 は 、 き ちん と 洒 浴 する まで は 礼拝 で き な い が 、 洒 浴 は 強制 きれ て は いな い 。 この 場合 、 こ の 節 の 最後 で 指示 
きれ て いる よう に 、 こ すり つけ る 動 年 に より 汚れ を と る こと め ら れる 。 


注 39 暫 つ の 分 類 は 、 叩 ち 、 病 人 、 旅 行者 、 便 所 か ら 出 て きた 者 、 そ し て 姜 の も と へ 行っ て きた 者 で ある 。 
この 内 、 後 の 二 つ が けが れ て いる の で 、 場 合 に 応じ 洒 浴 する か 3 必要 で ある 。 そ し て 、 も し 水 が 見 つ 
か ら な けれ ば 、44 節 の 最後 に 示 ぉ れ た 動作 を 行う こと が で きる 。 前 の 二 し て は 、 水 に つい て の 条件 は 不 
要 で ある 。 た と え を 水 が な く て も よい の で ある 。 それ 故 、「 け が れ て いる 時 」 と いう 言葉 が 「 も し 病気 で あっ た り 、 
旅行 中 の 場合 ] と いう 言葉 の 後に つけ 加え られ て いる の で ある 。 水 の 代わ り は 土 と 上 る され だ た 。 と いう の は 、 水 が 
人 に 自分 の 起源 を 思い お こき せ (77:21) そう し て 人 間 に 造 り 出 すもう 一 つの る る や か な 物質 を 思い 起こ き 
せる か ら で あ る (30 : 21)。 
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第 四 章 テル ・ ニ サー 


46. きれ だ アッ ラー は お 前 た ちの 敵 を よく 知り 本間 の 者 4 が 
すう 9 い ゆい 2 元 し j 2 人 13815 
給 う 。 ア ッ ラ ー は 息 訟 者 た る に 足り 、 佑 助 の 2 
者 た る に 足る 。 @ 父 衣 る 直 
47. ユダ 教徒 の 中 に は 経典 の 宇 殺 の 位 己 を 交 asoe2ho9ss8635 の 各 c2 


える 従 開 あ り 。 彼 等 は 、「 我 等 は 聞く 、 る れ フフ レレ レン リフ ラン 
従わ ず ] ま た 、「 か きれ ざる こと を 開け 」 と そ に 15 342 の う 
ほ 評 い 、 その 再 を 倫 め て 、[ ラ ー イ ナー] と ょ っ 。 。 ン 6 レレ 
叶い 、 信 爺 を 中 働 す 。 き れ と 彼 等 が も し 、 lo ey 
「 我 等 は 陽 き 、 且 っ 従 う ] と か 、「 徹 義 け 」 人 る 2 交 宅 っ の 2 衝 
また 、「 ウ ンズ ルナ ー」 ほ 云わ ば 、 彼 等 の た CO 


ウー 朋 ま て 更に 正 し 。 き れ ど ブッ ラー る 。 光 人 ルン 32 人 52 
、 役 等 を その 不信 心 牙 に 品 衣 せ り 。 き れ フッ 
は 少数 の 者 を 除い て 、 不 信心 者 な @ う 81 


9 。 
2 に 抽 セ まり す 章 に また われる が か を CE らら う Caukoo 
PART26 SaneECziE 

で 222 ン 1 る 
半 60 Ds 人 2 
」 


ャ ーー テッ ラー 内 ー お E ュ キ ー 内 ッ タン の クラ る タ り 
49. げに アッ ラー は 何者 も 己 れ に 併せ 祀る こと 44 て し お | 592008 


と 半 し 結 わす ( 注 41) され どこ の 事 を 除け 

ば 、 テ アッラー は 御 心 の まま に 誰 を も 赦し 給 し あみ 全 の 32285 
5。 テッ ッ ラ ー に 懲 神 を 併せ 祀る 者 は 、 大 界 し 
を 犯す 者 な り 。 @bz() 


と し う ン 
50. 流 は 自ら 消 如 で ある よ 台 従業 を 見 ぎる 8 名 2 人 5 っ る る 委 の タ 
テン 


か ? 否 、 向 ひ の まま に 講 で も きめ られ る レレ ルッ レン 

し 4 タグ 
は 、 ア ッ ラ ー な り 。 彼 等 は いき きか も 不当 ODMtYOIA も MM 
に 填 せ られ る こと な か る べし 。 


注 40 この 言葉 は 次 の こと を 門 味 し て いる 。 (1) 二 つ の 罰 の F も ちら 6 か が 、 ユ ダ や 人 に 下さ れる で ある ろう 。 ② ユ 
ダダ ヤ 人 の ある 者 に は 一 方 の 同 が 、 他 の 者 に は も うぅ 一 方 の 信 が 降り か か る で あろ う 。 


注 41 神 以外 に 他 の も の を 信じ 、 愛 する こと は 反逆 に 価 す る 。 この 筒 は 死後 の こと の み 述 べ て いる 。 つま り 5、 
逃げ た 偽り の 神 を 信じ だ まま 死ん だ 者 は 、 決 し て 許 き れる こと が な いと いう の で ある 。 
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規 四 章 テル ・ ニ サー 


51. 見 よ 、 処 何 に 彼 等 が アッ ラー に 委 し 和 を シル の エイ レン ッ ン シン の 
提 知 する か を 。( 注 42) この 一 事 だ ! も ぎら も PO PT 


| 分 に 明月 な 異な り 。 We 
第 丸 項 - 


52. 液 は 経典 の 一 部 を 賜わり た る 者 ども を 見 ざ のり の 2 384 218 
だ ike PT ( 
る か 7 彼 等 は 久仁 爺 し 、 罪 を 犯す 者 OOICAUP 


に 従い 、「 こ の 人 々 の 方 が 、 信 徒 た ちよ り よ 0 WP3NVCeI8 
り 正 し く 導 か れ て いる な り 」 な ど と 不信 心 ンク 1 
者 ども を 指し て 云う 。( 注 43) @55 ら ゆ hogeAy 

53. 彼 等 こ を は アッ ラー が 呪 衣 せ る 者 な り 。 3 導 の の 20 し 647 る 363 
アッ ラー が 本 語 する 者 に は 如何 な る 佑 且 者 ょ の ラン 
も な か る べし 。 時 0 


54. 彼 等 は 天国 に 入れ 得る と で も 思う か ? 5 MM 9 NE 5 28 が 包 
し 然 9 と て 、 彼 等 は 他人 に 委 叙 子 の 撤 -- っ デ 
だ に 与え を ざ る で し 。 MeH 


55. を WE1 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が 皿 窟 を 垂れ た 当っ 和み 2 
る が 散 に を の 民 を 如 むか ? ゎ れ ら は す で の ッ 2 る 
に アブ プラハ ム の 子 銘 に 経典 と 知恵 を 朱 ぇ 、 2 人 2 21 人 3 38 


且つ 偉 大 な る 王国 を ササ えた り 。 の セン 備 
eKz 


イン | うる 2 ダ 2 る 


56、 し か る に 彼 等 の 或 る 者 は 彼 を 信じ 、 ま た 下ろ ょ 2 びる の 52 を が 25 も O21OPA6 
る 攻 は 彼 よ り 背 き 去 れ り 。 さ れ と 地獄 の 燃 


クッ フタ イン ンコ ンク 
え 科 る 笑 は 、 彼 等 を 多 ら し る に 十分 な 5。 で 
57。 われ ら の 神 光 を 信 ぜ ぎる 者 は 、 ゎ れ 6 必 ず し g 狗 ae 釣鐘 be 


輝 を 業火 に 投 ぜん 。 彼 等 の 皮膚 が 生 44) を 4 の レク ンク タック ト ラン 
焼け お ちる ご と に 、 わ れ ら は 光 を 新 ら し き WI 5283 ピ る 30 


注 42 頂 言 者 を 誰 も 必要 と し な い の で 、 神 は も は や 預言 省 や お 進 し に は な ら な い だ ろ うな ど よ 言 
ダ ヤ 人 が 言っ て いる 虚偽 で ある 。 民衆 が 晴 落 し た 時 に 、 項 言 省 は 必ず 現われ だ た 。 そし て 、 現 実に 預 斉 者 は イス 
ラム 教 の 曹 な る 聞 言 者 に 具現 まれ だ の で ある 。 


注 43 イス ラッ 教徒 達 は 、 聖 書 に 記さ る れ て いる すべ て の 預言 者 ふち 、 モ ー ゼ に 与え られ だ 法 の 曹 な る 原理 も 信 
じ て い た 。 し か し 、 こ れ ら に 対す る ユダ や 人 の 憎 中 は 非常 に 激しく 、 ユ ダ ヤ 人 た だ たち は 、 聖 書 も 預言 者 も 認め な 
い ア ナラ ビア の 仙 像 崇拝 者 の ほう が 、 イ スラ ム 教 侍 より まし だ と 上 断 言 し て いた の で ある 。 
注 44 今日 、 肉 より 皮膚 の ほう が 多く の 神経 が 集まっ て いる の で 、 痛み に 対し て 般 感 で ある こと が 了 学 的 に 
立証 きれ て いる 。 ク ルアー ン は この 大 事実 を 1400 年 も 前 に 明らか に し て いた 。 ク ルアー ン は 、 地獄 の 受刑 者 は 
焼 か れ た 後 皮 訂 が 再生 し 、 ま た 焼 か れる こと に より 痛み が 続く と 述べ て いる の で ある 。 
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58. 


59. 


60. 


61. 


友 膚 に 取り 替え 、 彼 等 を し て その 前 を いつ 
まで も 味 わ し めん 。 げ に アッ ラー は 億 大 に 
し て 、 賢 哲 に まし ます 。 


信徒 に し て 交 行 を 積む 者 は 、 われ ら 
彼 等 を 河川 流れ る 楽園 に 入ら し め 、 水 久 に 
を の 中 に 住ま し めん 。 邊 等 は を こ に て 洛 れ 
な き 配 偶 者 を 胃 ら ん 。 証し て われ 6 は 、 役 
等 気持 ちょ い 樹 牙 に 導 か ん 。 

アッ ラー は お 前 だ ち に 、 委 託 物 は 元 の 所 有 
者 に 返 避 す べき こと を 命じ 給 う 。( 注 45) ま 
た 人 を 需 く 時 は 、 公 正 を 旨 と する よう 命じ 
給 う 。 ( 注 46) ア ッ ラ ー が お 前 た ち に 訓 臣 す 
る こと は 、 な ん と 素晴らし きこ と か な ! 
アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を みそ な 
は し 給 う 。 


溢 等 信徒 な ちよ 、 ア ッ ラ ー と 使徒 並び に お 
前 た ちの 中 の 権限 を 委ね られ た る 者 に 従 
え 。 ( 注 47) も し 何事 に な いて か 三 に 意見 を 
異 に する 場合 、 お 前 た ち ア ッ ラ ー ト 上 最後 の 
日 を 信ずる な ら ば 、 そ れ を アッ ラー と 使徒 
に 委ね よ 。 そ れ が 最善 か の つも っ と も 褒め る 
に 価 す る 結果 に 至る 。 

第 九 項 
決 は 、 液 に 秦 示 され だ る も の 並び に 液 以 前 
に 啓示 され だ た る も の を 信じ て いる ふり を し 


ング ュー の コタ ンダ ンタ 
ED 6g 18 ら 16 届 


て | ッ ゥ タン 1 


結い ら っ 95 


ッ タ ンク 5 クン 


tu 
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CA 6 守ら 


> ク 7 アルカ イン イア 4 志 ン ウ 。 


63 め >JO3 652 で 


の 人 る る 


レ 」 ッ る ンタ ッ ン 
タダ 員 eS Tn 


2 を る レン ラタン 
24Sare ams と 


J 


@ 多 る 


レス タン 


うり H 
3 OS の | 
56 


P 
Oi 


ン 


フッ るー レタ イン 

MPAUTN の OAI 
いっ 人 ぅ 5 多 リン 
12MCCKE1SPKG1L 了 0 
と 4 防 > 
@5 才 の 5 GU 


バン ン 


KO べ 322U80 ま | 


注 45 


権力 は 氏 欠 の る の で あり 、 


王制 
に は 、 


命じ 
邊 47 


支配 する 欄 威 、 権 力 は 民衆 の 「 委 託 ] に よる も の で ある と ここ で 記さ れ て いる 。 そ し て 、 そ の 権威 


や 世 琶 制 を 認め ず 、 代 表 制 の 政治 形態 や 定め て い 


誰か 個人 まだ は 王家 の 生得 の も の で は な いと 骨 言 し て いる の で ある 。 クル アー ン は 、 
る 。 長 は 選挙 に よっ て 選ば れる べき で あり 、 藤 を 選ぶ 時 


民 挫 は その 役職 に 最も ふさ わし い 人 に 投票 する よう 命じ られ て いる 。 
注 46 イス ラッ 教 国 の 普 長 と 、 行 政 の 仕事 を 委ね られ て いる 者 た ち は 、 各 々 の 権限 を 公正 に 適切 に 使う よう 


られ て いる 。 
「 ア ッ ラ テー と 使徒 並び に 」 よい 


避 、 あ る い は 披 支配 者 の 間 の 食い 違い の いずれ か に 係 っ て いる だ ろう 。 
と 披 支配 者 と の 間 に 不 一 致 の 生ずる 問題 が あれ ば 、 そ れ は クル アー ン の 教え に 央 ら し て 決定 きれ る べき で あり 、 
も し それ が で き な け れ ば 、 ス ン ナ よ ハ ディ ス に 照ら し て 決め な けれ ば な ら な いと いう こと で あ る 。 し か し な が 
も し クル アー ン も スン ナ も ハデ ィ イス も る その 問題 に つい て 何 も 述 べ て いな けれ ば 、 そ れ は 、 イ スラ ム 教 徒 の 
諸事 を 監 具 す る 権限 を 任 さ れ た 者 に 委ね られ る べき で ある 。 こ の 人 節 は 特に 国家 的 な 問題 に つい て 述べ て いる よ 


ら 、 


う で ある が 、 
と いう こと で ある 。 
人 造 い や 紛争 の 場合 


この 点 に お ける 基本 的 な 控 は 、 神 と 視 の 使者 へ の 服従 が 、 


葉 で 表現 され て いる 命令 は 、 支 配 者 校 支配 者 と の 関 の 意見 の 相 


前 者 に お いて 重要 な の は 、 も し 支配 者 


あら ゆる 権威 に 対す る 友 従 に 優先 する 


し か し 、 (一般 の ) 入 々 の 間 に 意見 の 相 尋 が 生じ て いる 社会 的 な 問題 に 関し て の 意見 の 食い 
は 、 イ スラ ッ 教 徒 は イス ラム 教 の 臣 律 に 従う さき で あり 、 他 の 法律 に 従っ て は な ら な い 。 


ー150 一 


トコ 


第 四 意 プルー ニ サ テー 
て いる 者 ども を 見 ざる か ? 彼 等 は 邪神 に の イフ ルック 2 っ の セン イセ 
1 ご 同 | 
従う な か れ 上 命ぜ で られ て いた に も か か わら kolcbdu の el っ 
ず 、 審 判 を 邪神 に 求め ん と す 。 悪 麻 は 役 等 に イ 生 ア イ ッ タ ン > イ 
ヽ ~3 し 。 妃 2 も 9 っ 5 OS IE 時 
を 輝 か 各 く 邪道 に 導 か ん と 欲す 。 凍 了 


62. 


63. 


64. 


66. 


人 あり 、 彼 等 に 向っ て 、「 流 革 ア ッ ラー が 隊 
し 給え る も の 、 並 びに 使徒 の 許 へ 来 た れ 」 
ほ 云 を ば 、 液 は 偽 登 者 6 が 狂 悪 の 情 を 婦 
わし て 液 か ら 顔 を を そむけ る の を 見 ん 。 


彼 等 は 己 が 手 で 前 に 送れ る も の の た め に 秋 
難 に 違わ ば 、 一 体 各 何 が せん ? 役 等 は 液 
に 来 た り 、 ア ッ ラ ー に 誓っ て 云う 、「 我 等 は 
た だ 好意 を し 、 和 解 を 図ら ん と せる の み ]」 
を 。 


テッ ラー は 彼 等 の 胸中 の 秘 富 を よく 知り 給 
2 う 。 き る れ ば 彼 等 を 述 ざ け 、 彼 等 を 訓 戒 し 

彼 等 自身 に 関わ る 効果 的 な 言葉 を 以 て 彼 等 
に 告げ よ 。 

われ ら が 使徒 を 造 わ せる は 、 ア ッ ラ ー の 許 
し の も と に 人 々 を し て アッ ラー に 従わ せ し 
めん が た め な り 。 も し 彼 等 が 過ち を 犯し 

湊 の と ころ に 来 て アッ ラー の 赤 し を 請 い 、 
使徒 $ 彼 等 の た め に 落し を 請 わ ば 、 彼 等 は 
テッ ラー が た び た び 憐れみ に 転 ぜ られ 、 蓄 
圧 深 くま し ます こと を 知ら ん 。 

否 、 主 に 祝っ て 云う 、 彼 等 間 の 争い に 液 を 
審判 者 上 し て 立て 、 液 が 下 せ る 判決 に 如何 
な る 凌 蔵 も 唱え ず 絶 対 服従 する まで は 、 彼 
等 は 信徒 に 非 ず 。 


も し われ ら が 役人 等 に 「 神 の なめ に 生活 を 犠 
牲 に せよ 」 と か 「 家 を 棄て よ 」 と 命 じ て も 、 
彼 等 の 中 の 僅か な 者 し か これ に 従わ ずる で 
し 。 も し 彼 等 が 勧告 通り に 行わ ば 、 を は 彼 
等 の た ゆ に は な は だ よく 、 信 仰 を 強力 な ら 
し め る 助け と な り だ る も の を 。 
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第 四 音 アル ・ ニ サー 


68. 多 ら ば われ ら は 必ず 大 な る 報奨 を 役 等 に 人 eK 2 
え 、 
69. 正しき 道 に 導 か ん 。 63 る 289093 


70. 誰 で あれ テッ ラー と その 使徒 に 従う 者 は 、 の の 1 の 22264 5 ら っ 
PO) 
テッ ラー の 祝福 を 受け し 人 々 、 す な わ ち 預 の 0 の で ゆり 9 人 0 あの 3 
言 者 た ち 、 誠 実 者 た ち 、 列 教 者 た ち 、 普 び 10 本 果 条 
に 正義 者 た ちの 仲間 に 加わ らん 。 彼 等 は 素 


晴らし い 仲間 な り 。( 注 48) COW 5 
71、 こ れこ を は アッ ラー より の 因 恵 な り 。 ア ッ ンジ メン は ング その ンタ ン 
ラー は すべ て を 知る 者 と し て 万 全 な り 。 ML 
第 項 
72. 光 等 信徒 た ちょ 、 安 全 の た め に 用 心 せよ 。 っ 放し 3 み タ 條 8 の 
ゥ と 0 堤 PO 
( 計 49) 隊 を いて つか に 分 け て 進む か 、 全 。 2 "ング 2 本 
軍 一 団 た な っ て 前 進 せよ 。 oe 431W 


73. 前 た ちの 中 に は 後に 残る 者 あり 。 し て ん 2 る が の 3 
前 た ち に 茨 散 が ふり か か る と 、 を の 者 は 押 全 ライ レッ 
法 う 、「 我 役人 等 し 備 な ら 6 きり し は 、 げ に アッ の が 0 8 多 2233 3dG 

ラー の 慈悲 の た まぁ もの な り 」 と 。 
に Ja 内 ュ ニ タン る の 

74、 きれ ども し お 前 た ち に 何 か 幸 い が ア ッ ラ ー ん る ラン (フイ ライ ン 

MM ちる AA 63 85 2L2f23 
り 来 5 りな ば 、 お 前 た ち 上 彼 の 問 に 何 ん の 2 リシン シン 2 
で と 1L. 和 人 と アス レプ 
5 89 し も の の 如く て 「 4 0 3895 55 了 の の 
倍 な り せ ば 、 大 成功 を な し 得 た も の を 」 な の の 
イク う 交 
ぼ と 彼 は 云う な り 。 @ の ME 5 


注 48 この 節 に は 、 イ スラ ム 教 徒 が 進み うる 、 精 神 的 発展 の あら ゆる 道 が 示 き れ て いる の で 重要 で ある 。 四 
つの ぼ どの 精神 的 返 階 一 天 言 者 、 誠 実 者 、 教 者 、 正 義 省 一 に も 、 今 は 、 聖 な る 預言 従っ て いく こと に よっ 
て の み 到 達し うる の で ある 。 こ うし た こと は 、 構 な る 預言 者 の み の 特 権 で あり 、 他 の 頂 苔 者 は 誰 6$、 こ うし た 
型 な る 預言 者 と 分 か つこ と は な い 。 こ の 考え 方 は 、 こ の 衛 に よっ て 更に 斉 づ けら れ て いる 。 この 節 は 、 


全般 に つい て 語っ て いる 。 を し て 、57:20 で は 「 ア ッ ラ ー ほ アッ ラー の 使者 を 信ずる 者 、 を それは 誠実 者 
"ある 。] 言っ て いる 。 5 


で みる と 、 次 の よう に な る 。 著 ち 、 加 な る 預言 
者 以外 の 預言 と 独 教 者 と 正義 者 の 地位 まで で 、 を それ 以 上 の 地位 を 得る こと は で き な い の に 
対し 、 型 な る 間 従う 者 は 、 頂 言 者 の 地位 に もち 上 る こと が で きる と いう の で ある 。 バハ ルル ・ ふ セー ト (vol. 
近 P287) は 、 ア ル ・ ラ ー ギ ブ の 次 の 言葉 を 引用 し て いる 。[ こ の 和 に お いて 、 神 は ち を 四 つ の 階 に 分 け 
て いる 。 を し て を れ を れ に 上 下 の あ る 4 つの 和正 階 を 定め て いる 。 ま た 、 神 は 長 の 信者 は 、 こ れ ら の 段階 の どれ 
より も 休 い 導き っ て いて は な る な いま 球 池 し てい 4 そし て 、 きら に 付け 加え て 言う 。「 預 言 者 の 地位 

普 久 の ゃ の と 特別 な も の 5 は 法 を 作り 出す 頂 言 莉 で あり 、 今 は 誰 も な る こと は 
で き な い 。 し か し 、 普 通 の 預言 者 と が で きる 。] 


防 舌 の た こめ に 必要 な あら ゆる 警戒 、 夢 備 に も 広げ て 解 税 で き 、 ま た 防衛 り た め の 武 器 の 増 
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= ェ ら で っ 


75. され ば 来世 を 願っ て 現世 を 犠牲 に する 者 語る 0 の 移る 22EY 
に 、 ア ッ ラ ー の 途 の た め に 戦わ し め ょ 。 ア ッ EPROK CAUP デジ は M 
ラー の 壮 の た め に 戦う 者 は 、 戦 死者 で あれ 外層 AZ 人 S の 2 る 8 
勝利 者 で あれ 、 わ れ ら は 必ず 大 な る 報 装 を レラ ンー ョ ンー ン 
えん 4。 の の さて 届 

プン タン 422 上 528 人 (ンク 

76. 前 た ち 、 何 故に アッ ラー の 道 の た め に 、 が 8SSY う 863 
まだ 弱い 着 一 男 や 女 や 子供 た ちの た め に 戦 シン フッ イン ョ レレ ョ ン 
わ ぎ る か ? ( 注 50) 彼 等 は 云う 、「 主 よ 、 こ 9 放 6hgoMs 交 SEJces 
の 過 害 の 町 か ら 我 等 を 連れ 出し 給え 。 凍 し 較 殺 IEV3IPSP あ の は 生 人 4 
て 我 等 の た め に 流 の 許 よ り 味方 を 人造 わし 給 2 て 財 間 の 
ぇ 。 佑 助 者 を 造 わ し 給え ] と 。( 注 51) も と StACIYAHN お ZAI 

ち クラン フッ タ る 
@ 選 あ % 

77. 信ずる 者 は アッ ラー の 追 の た め に 戦い 、 信 MOAUOPORC W 286 仙 604Atl 
ぜ ぎ る 者 は 邪神 の た め に 戦う 。 さ れ ば 小 等 間 の ッッ ^ し 時 
悪 諾 の 作 間 に 対し て 戦い を 挑め 。 げ に 剖 訂 BMCERSY3 dE 9 人 
の 策 略 は 弱 し 。 ラッ レレ p る ンク 

、。 第 一 融 @5o266 あ 50 る 

78. 液 、「 手 を 制止 め ょ 。 礼拝 を 遂 守 し 宙 捨 を 納 クシ 人 CPZttUE4 1 
め よ 」 と 告げ られ た る 人 々 を 見 ざる か ? 2 90d プ | 
し か る に 戦 則 が 命ぜ られ る と 、 見 よ 、 披 等 。 用 の 6 る 
の 一 閣 は アッ ラー を 笑 れ る が 如 ( 人 々 を 恐 9 5 の ちる 
れ 、 いや それ 以上 大 な る 帝 怖 を 以 っ て 、[ 主 AI223 の 
よ 、 何 故に 液 は 我 等 に 戦い を 命じ 給 う か ? ラン レン を レン フン ョ ン 

し ば し の 和希 耶 $ 我 等 に 与え ぎる お つも り の 骨 | 
か ? は 基 う 。 云え 、「 現 世 の 谷 楽 は 無き に ァ rc 科 4 ッ る PE 
等 し い 。 神 を れ る 者 に より て は 、 素 世 Oo 5 リタ 0 交 
そ が より 勝る な り 。 面 し て ち 前 た ち は い る の 9 し ず 和 3 AA 
きか も 不当 に 遇 せら れる こと な か る べし ] 遇 前 誠 
と 。 @38 o る 6 は 4 

注 50 この 言葉 も 、' 流 が 戦わ な い の は 一 体 ど うし た の か の 意 で ある 。 

注 51 この 節 は 、 イ スラ ム 吉 徒 の ほう か ら 敵 対 行為 を 始め た だ こと は な いと いう 胃 確 な 証拠 で ある 。 イ スラ ム 

教徒 は 、 自 分 達 の 宗教 を 守り 、 よ ょ り 級 者 で 宗教 を 同じ くす る 者 を 援助 する た め の 自 己 防衛 戦 し か 戦っ た こと は 

な い 。 
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第 四 層 ケ ャ ・ ニ サー 
79. お 前 だ ち 何処 に 在 ろ うと も 、 だ と い 堅 固 な あみ 8 っ 3 イン タッ 1% ち 4 ッ ク 
たか どの 7 ん EN 52 


高楼 の うち に こも ろう と も 、 死 は 必ず 追い 
つく で し 。 ( 注 52) も し 彼 等 に 何 か が よい こと 
が 起 ら ば 、 彼 等 は 云う 、「 こ は アッ ラー より 


葛 わ る ] と 。 ま だ も し 悪し きこ と が 和英 - 降 
りか か ら ば 、 彼 等 は 云う 、「 こ は 液 の 所 作 な 


り 」 と 。 云 を 、「 す べ さて は アッ ラー が 賜 わ る 
も の な り 」 と 。( 注 53) 彼 等 が 何 も 理 解 し 得 
と は 一 体 ど うし た こと ぞ を ? 


24 を ン 2 タッ る 


929 
RI 党 2 cdak P 郊 I9s 
時 は 


9 と 4 


」 

80. 光 に 起こ る すべ て の 素 近 は アッ ラー が 下 昌 の 2 負う 616 う ッ SCi 
する も の な り 5。 ( 往 5 し か る に 流 に 陸 り か タッ ン 隊 夫 訴 2 る 
か る 災難 は 、 液 自身 が 図 を な す 。 ゎ れ 6 は 用 らい 
流 を 便 徒 し て 信 類 に 造 わし た り 。 面 し て る 
アッ ラー は 証人 た る に 足る 。 85 あら 

81. 誰 で あれ 使徒 に 従う 者 は 、 紛れ も な (ブッ 折 折ら 

ぴの とい 93c 
ラー に 従う 者 な り 。 き されど 背 き 去 る 者 あら ダ o ら 0 Yo< 
ば 、 わ れ ら は を の 者 ども の 番 人 と し て 流 を @5g 入 移 届 M 
條 わ し た に 非 ず 。 

82. 彼 等 は 云う 、「 服 従 こそ 我 等 の 根本 理 念 な GE 1 
り 」 と 。 し か る に 彼 等 流 の 面前 より 去れ ば 、 cb の 
その 或 る 者 は 液 が を る こと に 対し て 夜 も の 4 を 0 タス 

の の 4002O め 5 ご 0 
す が ら 策 課 を めで ら す 。 ( 邊 59 ア ッ ラ ター は 、 の グ イク 
前 な た 人 の 放 誠 を オー て 誠 し お %b ゅ ちる 絡 | ま 交 プン 4 
。 き れ ば 邊 等 か ら 遠 見 し て 、 た だ アッ ラー 
を 事 の 成 友 を 決め る 者 と し て 、 ア ッ @55 る 
ー は 万 全 な り 。 
注 52 一 般 的 な 自然 の 法則 に つい て 述べ て いる か 、 あ る い は 、 偽 善導 た もち が 死 を まぬがれ る こと が で きる と 


考え ん 、 自 然 の 弄 な る 近 に を むい た と し て 、 


注 S3 
も 悪 
と い 


注 54 
功 し 、 逆 に 誤っ て 用 いれ ば 限 難 に 巻き 込ま れる の で ある 。 つ まり 、 
因 し て いる と 、 


注 55 
る の で 、 次 を 隠し て く れる 閉 で あり 、 


こと も 、 人 間 に 降り か か る こと すべ て 、 
トド に お いて 真実 で ある 。 「 


ここ で は 言っ て いる の で ある 。 


人 目 に つか な い 
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神 は 人 間 に 生 まれ な が ら の 力 と 才能 を 授け た 。 人 間 は を の 力 や 才能 


ここ で 言及 し て いる の は 、 夜 で あれ 針 で あれ 、 密 恋 の こと で ある 。 迎 例 、 
「 夜 ] ほ まい う 語 が ここ で 用 いら れ て いる の で ある 。 


彼ら に 対し 特に 発せ られ だ と 考え る か どちら か で ある 。 


「 す さて は アッ ラー が 葛 わ る も の な り 】 と た いう 表現 は 、 神 は 宇宙 に お ける 最終 統制 力 で あ り 、 良 いこ と 
一 般 的 な 自然 の 法則 か ある い は 何 か 神 の 特別 な 命令 に 起因 する 


正しく 用 いれ ば 人 生 に お いて 成 


すべ て の 闘 は 神 に 、 す べ て の 刀 は 人 間 に 起 


誠 を た くら むせ の は 夜 で あ 


83. 彼 等 は クルアーン に つい て 深く 思わ ぎる さよ リップ ーッ の スン ン ン 
か ? も し クル アー ン が テッ ター 以外 * り の 守 % み eo2o5325bNoDiO9 
出 で た る も の な ら ば 、 必 ず を の 中 に は 北 多 CESCG を LO 
の 矛盾 が ( 注 56) 見 つか る 筐 な り 。 遇 

84. 安全 な こと に せよ 心配 ご と に せよ さ 、( 注 57) オイ 本 4 s の 和 る 穫 ン 
和 か の 和幸 の 慰 る ま 、 枯 gn PblaHlo23lo222L22 生 5 
を 吹聴 す 。 さ れ ま 彼 等 も し を れ を 便 全 また 265 め 9 9 の の 7 多 も 
は 彼 等 の うち な る 権威 者 に 任せ な ば 、 通 報  」。 ラ ラル の ッッ の る 
より 真相 を 引き 出し 得る 人 々 が 、 必 ず そ 也 2 の 2 る 6 も おう AOKKC1 


を 理解 せ り 。 ア ッ ラ ー の 恩恵 と 慈 填 な か り 
せ ば 、 お 前 た ち は た だ 少数 を 除い て 、 み な 
悪魔 に 従い し な り 。 

85. され ば アッ ラー の 道 の た め に 戦え 一 一 液 は 
己 れ 自身 に の み 責 め を 負う 者 な 


る 
る ンス 


ec Kg 


ターン レ る 各 ッ ン タル レン そ ン 2 。 る 22 ン 
ば 信徒 た ち を 、 戦 いこ 吉 拓 基き せま 。( 生 の AL 人 1 し 201o 
58) 稚 ら く ア ッ ラ ー が 不信 心 者 ども の 力 を の タン タン ン ン レシ ネン ン 6 レア ッ タン の 
制圧 さん 。 ア ッ ラ ー は 力 に お いて 強大 、 劉 だ りあ HMGPAKIOG 


を 科す る に 猛烈 な り 。 


86、 公 正 な 執り 成 し を する 者 は それ に 応じ た 報 
英 を 得 、 悪 意 の 執り 成 し を する 者 は それ に 


ンタ o タッ スイ る 移る ン ン を GS タク クラン 
oe の Re は ec 


こよ っ RE 。 a 必 る と 4 る 
応じ た 報い を 受け ん 。 ( 入 59 アッ ラー は 高 sz < PCe で や 2 紹 と 
事 を 支配 し 給 う 。 間際 
3806 
注 56 タル アー ン の 中 の 一 節 と 、 そ の 中 の 教訓 と の [矛盾 」 あるいは 預言 者 と し て 語ら 和 れ て いる クル アー ン 


の 中 の 言葉 と 、 そ の 結 層 、 成 果 の 不一致 は 、 
が あっ だ だ ろう 。 


な いこ と を 示し て いる 。 も し 軍 か ら の 啓示 で な けれ ば 多く の 也 哲 


注 57 不安 捕 報 の ほう が 平和 に つい て の 情報 より 後に 出 き され て いる の は 、 ク ルアー ン が ここ で は 戦い に つい 
て 述べ て いる か ら で あ る 。 職 い の 最 中 に は 、 応 々 に し て 良い 結果 た な り を うな 事柄 を 発表 する の は 、 不 安 な 事 
柄 を 公表 する より 危険 な こと な の で ある 。 平 時 に お いて も 、 - 示 きれ て いる 指示 は 、 社 会 の 安堂 や 規則 に 
直接 の 影響 を 及ぼ ば す の で 、 重 要 で ある 。 権威 ある 人 々 」 と い ほ は 聖なる 預言 者 か 彼 の 後継 者 ある い は 彼ら 
に 指名 され た 指導 者 た ちの こと で ある 。 


この 節 で 言わ ん た し て いる の は 、 型 な る 預言 者 も 信 め て イス ラメ 救 徒 は 皆 一 人 一 人 神 に 対し て 責任 を 
し か し 、 斑 な る 預言 者 の な すべ き 仕 事 は 二 つ あ る 。(1) 自 分 自身 戦う こと 、 及 び (2 止む 
に 戦う よう 促す こと で ある 。 


注 58 
負う と いう こま と で ある 。 
を 得 な い 場 合 に 、 信 者 達 


錠 合 


往 59 この 人 節 は 、 他 人 の た め に 為す 嘆願 や 推薦 と いう 行為 を 軽く 考 を て は な ら な いと 述べ て いる 。 他 入 の た 
め に 嘆願 する 者 は 、 を うし た 日 分 の 行為 に 責任 を とら な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 も し その 嘆願 、 推 薦 が 正 
し (公正 で あれ ば 、 彼 は 十分 に 報 わ れる で あろ う 。 逆 に それら が 正当 で な けれ ば 、 そ を こ か ら 生 じ る 得 

対し 次 任 を を ら な けれ ば な ら 6 な いで あろ う 。 
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第 四 章 テル ・ ニ サー 
87. お 前 た ち 挨拶 され た な ら 、 更 に 良き 挨拶 す (53 人 2 の し ES 入る ッ ク タ 。 4 多 3 
る か 、 少 な 〈 と る 同じ 程 族 の 挨 拶 を 返せ 。 5 の ンー 
汗 ドー ッ ラ ー は ーー 活 息 4 者 る リ 
(中 60) げに アッ ラー は 一 切 を 清算 し 給 @。 Kuz が ば 6 PO 
フュ 
88. フラー の 人 に 殺す る 革 を し アッ 83205 銘 
ー は 復活 の 日 に 必ず ぉ 前 た ち を 召集 すべ ュー 。 ララ ララ ラリ レン 
し る は 又 う 余地 な し 。 誰が アッ ラー の の uu と AALO2Ouel 2 225 Cy 
御 言葉 に 勝る 真実 を 語る か ? 
第 十 二 項 
60. 一体 『 う し た よい う の か 、 お 前 た も 修善 者 タン と 57223 Cs 0 の 
2 に CCAS が の 
の こと で 二 派 に 分 れる と は ? アッ ラー は ょ 」 の の 
彼 等 が 稼ぎ し も の の 改 に 役 等 を 打ち 捉 せ 。 烈 !U と MI 96 15) 
り 。 液 等 は アッ ラー が 迷わ し ゆめ た る 者 を 導 ルン ニス 
を ッ ン 

か ん と する が か? 液 と いた を ぼ 、 ア ッ ラ ー が @22803 の 8 IOMS の 3 
迷わ す 者 に 追 を 示す こと 、 そ は 態 わざ ぎる ベ 
し 。 

90. 彼 等 は 自分 が 信 ぜ ぎる 如く 、 お 前 たち に も 間 る 完 っ 6 多 3 * 2 紀 前 2 
信 ぜ ぎら ん こと を 望み 、 お 前 た ち が 同 蜂 の "プー 055 
者 な らん こと を 曹 む 。 さ れ ば 人 彼 付 が アッ du 2 
ラー の 道 の た め に 家 卿 を 後に する まで は 、 レン テン ッッ リタ 
後半 の 誰 を も 友 と する な か れ 。 き れ と 邊 等 20662622262 8 遇 8 
が 背 を 向け な ば 、 何 処 な り と 彼 等 を 捕え 、 3 っ 2 4 る 
を 彼 等 の う も ょ り 友 また は 授 且 者 @x の 9362bo う 5 

震 お な か れ 。 
91. 仙人 前 た る と 協定 を 結ん で いる 部 12 クン の 2 る ロロ ン クー レン ァ る る 
う 婦 く 1 る 所 コン 
族 と 関係 が ある 人 々 、 ま た は お 前 た ちゃ 己 (ぴの D 
と Jp この ュ 3 ュ 本 チー ィ も に る っ 

1 本 2 2 ッ ン と 交 先 ? 

投降 せる 者 は 除く て 。 も し アッ ラー が その 気 レッ セン 」 し 

に な り 給 えば 、 ア ッ ラ ー は 役 等 に お 前 た ち いす 4 2 0995 Hg 

を 制す る 力 を 与え 、 彼 等 は 必ず ぉ 前 た ちと 6 と 多 

戦 に し な り 。 さ れ ば 彼 等 も し 返 き て 戦わ ず 、 の の 9 

和平 を 提議 する 場合 は 、 ア ッ ラ ー は お 前 だ テン ッ ン ンー イン 放 

ち に 彼 等 を 攻撃 する こと を 許さ ず 。 @9: 昭 IA 
92. お 前 た ち は 、 お 前 だ ちや 、 れ の 民 と 平和 タン タン 283 ン ィ ン 1 ン タタ セン 

・ | あっ UM 

に あり た いと 世 ん で いる 他 の 科 半 を 見 出さ の の Velob2iGA 

注 60 この 節 は 社会 的 義務 を 示し て いる 。 
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ん 。 きれ ど 彼 等 は 騒動 が 再発 すれ ば 、 た ち 
まち 之 に 中 仙 す 。 きれ ば 、 彼 等 も し 人 退 か ず 、 
和平 も 提議 せ ず 、 戦 い の 王 も 制止 ず ば 、 何 
処 な り と も 彼 等 を 捕らえ 、 を 条 せ 。 を の 
よう な 者 ども に 対し て は 、 わ れ ら は お 前 た 
ち に 明白 な る 権能 を 与 う 。 

第 十 三 項 


る る 


る うと で [レタ 。 ラ タビ ピラ 5 ク ョ ンタ ア 
MGKMPGSIPUIN 


如 ンジ %m 4 リー リー 
BMMUUGG 人 が の か 


2 ンタ タッ 上 タン 


ルレ 。 っ タッ タダ 2 る ダッ ン タク 
隊 AA CoAS15 っ あっ UG ゆ 
@KI 2 KG 


2 の タン 


93. 過失 に よる に 非 ず ば 、 信 者 が 信者 を 栽 す の ィング 2 の 6 ジ 2 ンー ラ ォ ン ウ レン 
1 内 
は ふき わし か ら ず 。 ( 往 61) 過 っ て 一 人 の 信 ジ 軸 ら 59o6 じ 3 
者 を 殺し た も の は 、 一 人 の 人 前 信者 を 解放 私 つ >3 4 の SE 
し 、 且 つっ 被害 者 の 相続 人 に 血 の 購 償 金 を 支 0 ラン を る レッ 
払う べし 、 但 し 相手 方 が それ を 喜 捨 と し て め S%S61 5 人 めのう 
和 除 する 場合 は 別 な り 。 さ れ ぼ も し 導き れ ンス タッ の タッ o の ジフ タン レッ 
お 5 ン 4 
た 者 刀 前 た ちと 敵対 する 民 で 、 し か る 信 ら 3 あめ る 2 の 
者 を な ら ば ( 往 62)、 そ の 料 料 は 一 人 の 奴隷 信 夫 2 を シン 326C 
者 を 解放 する だ け で よし 。 ま た も し 炉 害 者 
が お 前 た ちと 協定 を 結べ る 部 族 で あら ば 、 Cy 1 ンタ イ ンタ 
昌 りう bo5 っ ed 人 
その 科料 は 血 の 貼 償 金 を 相手 の 相続 入 に 支 の お ンコ っ 
払っ た 上 、 一 人 の 刀 半 信者 を 解放 すべ し 。 CO2%9otdB32o266 ク Co Qoo 名 
きれ ど そ の 資力 な き 者 は 二 ヵ 月 問 連続 し て レッ レレレ 
断食 せよ ーー こ は ア ッ ラ ー よ り の 慈 悲 な Je hg 
り 。 アッラー は すべ て を 知り 、 賢 折 に まし 
ます 。 

94、 誠 で あれ 、 故意 に 信徒 を 殺害 する 者 は 、 を 還る 3 の の 
の 応報 は 地獄 な り 。 彼 は を の 中 に に 住 クィ ング の レン レン ルー レン 
まん 。 ア ッ ラ ー は 彼 に 泊 始 し 、 彼 を 旧い 、 eoebC2 る 北向 くら 2 
彼 に 部 ろ し い 軸 を 準備 せん 。 し 

95. 流 等 信徒 な ちよ 、 お 前 だ た ち ア ッ ラ ー の 普 の 交 1 ンタ タン イコ ュ ン | タン ル スマ も 
た め に 測 で 立つ 時 は 、 正 し い 調 査 を せよ 。 2 023RNK2C か JP 
面 し て 平和 を 求め て お 前 た ち に 挨拶 する 者 

注 61 実際 の 戦闘 に な いて は 、 イ スラ ムッ 教徒 が 、 同 じ イ スラ ゥ ム 教徒 に 誤っ て 殺さ れる こと も あり 得る 。 そ を れ 

故 、 こ の 節 で は こう し た 万 ー の 実態 に 備え 常に 自分 を 守る よう 和敬 告 を 発し て いる 。 

注 62 殺さ きれ た 人 が イス ラッ ム 教 佳 で あっ て も 、 た まだ ま 敵 側 で あっ だ 場合 に は 、 殺 し た 人 は 信徒 で ある 。 雄 


隷 を 一 人 解放 すれ ば よく 、 
の 軍事 力 を 強化 する こと に な る か ら で あ る 。 
と いう 表現 中 に は 、「 彼 が 信徒 で あれ ば ] と いう 言葉 は 繰り 返る れ て いな い が 、 


箇 の 代償 金 は 取り 立て られ な い 。 な ぜ な ら 、 
「( を し て ) も し 殺 る きれ だ 人 が 女 と 協定 を ん だ 問 柄 で ある な ら ] 


瑞 に 金銭 を 支払 えば 、 反 イス ラム 勢力 


これ は 、 イ スラ ム 国 家 に 住ん で 


いる イス ラム 教徒 で は な い 者 、 あ る い は イス ラム 教徒 と 協定 を 結ん で いる 国 の 中 の 信徒 で な い 著 に つい て も 、 
この 法律 が イス ラム 教徒 に 対し て と 同じ で ある こと も 示し て いる の で ある 。 
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に 向っ て 、「 液 は 信徒 に 圧 ず 」( 注 63) と 区 レッ タン ラッ イン ラン 
う なかれ 、 お 前 た ち は 現世 の 品々 を 求め る 。 < 2 2 当 の 3 
5 ブッ ラー の 許 に は 敵 大 な る 昌利 品 あり 。 220 1 る 各 レン レン ン 
の 5 
お 前 た ち も 以 前 は 不信 心 者 な り し が 、 プ ッ Pe フュ レン 2 の 2 シン 
ー は 特別 な る 思 了 を jp 前 た ち に 垂れ 給 > っ 郊 (638 AI 
り 。 され ば 正しい 調査 を せよ 。( 注 64) げ に @ 区 る レン イエ ラン ン 
アッ ラー は 前 た ちの 所 美 を 放 短 し 給 う 。 6LSog23 劇 3 
56 不 時 者 は 区 と し て 、 家 に 居 多 を 信 條 ま 、 ナ ッ 2 と 3 
の 2 りさ I A 
ラー の 道 の た に 財産 $ 生命 も 棒 げ て 戦う 92162 939 
者 と は 同じ か ら ず 。( 注 65) ア ッ ラ ー は 財産 の の) 処 和 Jse88535 
生命 も 捧げ て 戦う 者 に 、 家 に 居 残 る 者 よ の 開 
り 高 い 位階 授け た り 。 ア ッ ラ ー は ども 5 。 COP2e ら 8 9852 bo る 
の 信徒 に 5 良き 報 近 を 約束 せり 。 き れ と 家 イン 42 の 元 。 ン < レン 
hb) P] 
に 居 残 る 者 より も 、 戦 う 者 に 高い 位階 を 授 六 ら OF が AP 


け 、 大 な る 報奨 、 の 2 の gs 拓 色 1 
97. すなわち は る か に す で れ た 位階 と 融 守 上 上 36 スッ リン 
み と を 授け 給 た えり 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 AG て 3392 人 の の 
比 直 深く まし ます 。 3 
第 十 四 項 @ 
98、 己 れ の 発 に 法 な し て いる うち に 天使 ら に 病 あ る Ke 2 放 g 
され し 者 、 役 等 に 天使 は 管 さ ん 、 [前 た も eo と AU 


の 控 や 如何 に ?」 と 。 彼 等 は 答え ん 、[ 和 作る 
9 は D IXKG6 
等 は 地上 で 弱い 者 な りき 」 と 。 す る 上 天使 9 2 


注 63 ある 国民 が 和平 を 提案 し て きだ たり 、 友 好 的 問 度 を 示す 時 に は 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 そ の 
い 、 敵 意 を 抱 て こと を 慎 ま な けれ ば な ら な い 。 更に 、 メ ジ ナ の イス ラム 教 社会 は 疫 対 する 部 旗 に 還 ま れ て い た 
の で 、 を こ で は 、 イ スラ ム 教 の 挨 捗 を する 人 は 、 調 べ て みて 信徒 で は な いと わか っ た 時 以外 に は 、 イ スラ ム 教 
徒 上 と みな す よ う 指 示さ れ て いた 。 


注 64 つま り 、 も し 正当 な 調査 も せ ず 、 こ う し た 人 を 信徒 で は な いと 考 た る な ら 、 こ れ は 液 が 相手 を 殺害 し 
た い 、 そ し て 相手 の 所 有 物 を 手 に 入れ だ たい 上 思っ て いる こと に な る で あろ う 。 


注 65 "この節 で は 、 信 者 の 二 つ の 種類 に つい て 述べ て いる 。 1) 真面目 に イス ラム 教 を 信じ 、 教 閉 に 従っ て 生 
きよ うと する が 、 信 仰 を 外 か ら の 攻撃 か ら 守 り 広 ゆめ て いく 努力 に まで は 加わ ら な い 人 人 々 、 つ まり 受動 的 な 信者 
で あり 、 こ の 節 で は 「 家 に 居 残 る 信徒 」 と 呼ば れ て いる 。(⑫) イ スラ ム 教 の 教義 に 則っ て 生き る の は 勿論 、 そ の 
普及 活動 に 精力 的 に 参加 する 人 々 で ある 。 こ の 人 々 は 積 振 的 な 信者 で あり 、 ム ジャ ヒド と 呼ば れ て いる 。 し か 
し な が ら 、 も う 一 つの 種類 の 信者 が いる 。 実 際 の 非 信 徒 上 の 戦い に は 加わ り は し な い が 、 戦 い に 参加 し た 者 と 
同じ 報酬 を 受け る 者 達 で ある 。 彼 ら は 心 謀 は ムジ ャ ヒド た る イス ラム 教徒 た 同じ な の で ある 。 ム ジャ ヒド は 神 
の た め の 戦 い に ど こ へ で も 出 て いく が 、 彼 6 は 特別 な 事情 の た め 、 病 気 や 貧困 な どの た め に 、 柱 人 自ら は 遠征 
に 参加 で き な い の で ある 。 
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99. 


100. 


101 . 


102. 


6 は 雲 わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 大 地 は 何処 な りほ と 
も 移り 住め る 程 広大 で は な か り し か ? 」 と 。 
( 注 60) これ 等 の 者 ども の 住居 は 地獄 な 
り 。 を は 悲惨 な る 行く 先 な り 。 
但し か か る 弱者 の うち 、 避 難 の 途 を 見 出せ 
ず 、 ま た ぼう すべ きか その 手 抽 を 構 ずる 能 
力も な い 男 や 女 や 子供 は 除外 す 。 ( 注 67) 


これ 等 の 人 々 に は 、 ア ッ ラ ー は 深 ら を 
の 罪 を 央 門 せ ん 。 な ん よ と なれ ば 、 ア ッ ラ ー 


は 未 免 者 に し て 、 寛 大 に まし ます 故に 。 


誰 で あれ アッ ラー の 道 の た め に 家 卿 を 乗 
て る 者 は 、 こ の 地上 の いた る と ころ に 避 紅 
場所 と 豊か き が ある こと を 知る べし 。 ま だ 
誰 で あれ 家 を 後に し て 、 アッ ラー の 追 並 び 
に 使徒 の た め に 移住 し 、( 注 68 前 し て 死に 
襲わ れ た る 者 、 そ の 者 の 報 半 は アッ ラー の 
責任 な り 。 ア ッ ラ ー は 富 大 に し て 、 慈 看 深 
くま し ます 。 


第 十 所 順 
旅行 中 に 5 し 不信 心 者 せ も か ら 外 害 を 加 
えら れる 恐れ の ある 場合 は 、 礼 拝 を 短縮 す 
る と も ( 注 69) お 前 た ち に 罪 な し 。 げ に 不 
信心 者 ども は お 前 だ ちの 公然 の 敵 な り 。 


セレ > る る ン 
90NGODK 9 の & Aoi 
922 4 < タタ 1 2 る 


っ 円 タン 
Yo の 9 北 2 前 
8Cze246 らら 9563 295 
タ . タタ の みる る 1 アル 
41 2 月 
タ 
@ 上 地引 
ウタ ダー 522 に タレ ルー コッ ラン 28 っ レン る ョ ン ン 
0 AA と の タ 記 
っ クタ 2g クノ 率 ラ スィ ク 


PA の に 


っ ンタ ンタ シン レン 22 イク ニュ タタ ッ ンク る 
| る 2 の 8 の ら 913 So 45 
と アデ と と 


ok oeB の 人 D 
CI る 人 009 の OSIOAI 


注 66 
の で あれ ば 、 


イス ラム 教 は 弱 


と は みな きれ な いで あろ う 。 


往 67 


注 68 


注 69 


行う 祈り を 扱っ て いる 。 


初め か ら 、 家 より 遠 


急い で 行う と いう 
いる 時 に は 、 こ の 二 回 の ラ カ ー ト きえ も 


移住 び でき な い 信者 は 、 
イス ラム 教 は 、 信 仲 に 対し 貢 意 に 賞 


危険 時 の 祈り に つい て は 、 ク ルアー ン は 三 つ の 別々 の 節 で 扱っ て いる 。 凶 ち 、(1)2 : 
危険 で 正式 に 祈る こと が 不可 能 な 時 の 術 り に つい て 述べ て いる 。 
(3 次 の 節 で は 、 人 危険 な 時 、 集 団 で 行う 祈り に つい て 述 
し て この 節 で 言う [祈り の 短縮 | と は ラ カ ー ト ( 札 捧 の 単位 ) の 数 を 減ら す と し 
離れ て いる 時 に は 二 回 と 定め られ て いる 。 敵 襲 の 多 険 が ある 呈 
で ある 。 ( 家 か ら 遠 て 離れ て いる 場合 ラ カ ー ト は 二 回 と 定まっ て いる の で ) 危険 が 追っ て 
一 人 一 人 大 急ぎ で すま せ て よい の で ある 。 
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動 了 向 な 信仰 で は 十分 と 言 を な い 。$ し 信者 の 周囲 の 環境 が 、 


信仰 に より 適し た 場所 に 移 件 すべ き で ある 。 も し 移住 し な けれ ば 、 そ の 信者 の 信仰 は 真剣 な も の 


抑 に 適し て いな い 


消 節 の 種類 分 け か ら は 除外 きれ る 。 


た 環境 か ら 移 住 で する に も か か わら ず 、 移 佳 せ ず 、 を こ に 留 ま 
ろう と する こと に 対し て は 、 信 者 が どの よう な 言い 訳 を し ょ うと 、 


そ 和 れ を 受け 入れ な い 。 


20 で は 、 非常 に 
の 和 危 険 の 時 に 個人 個人 が 
いる 。 個々 に 行う 祈り に 関 
で は な い 。 ラ カー ト は 
は 、 定 め ら れ た 折り を 


⑫) こ の 節 で は 、 通 党 


第 町 


・ ニ サー 


103. 


104. 


106. 


液 彼 等 と 共に あり 、 彼 等 の た め に 礼拝 を 
先導 せん と する 際 は 、 後 等 の 一 部 の 者 に 葉 
品 を たら せ て 流 と 共に 立た し ゅ よ 。 語 し て 
彼 等 が 中 振 中 吐 を 終ら ば 彼 等 あし て 前 
た ちの 背後 に 忌 か し め 、 ま だ 礼拝 を 済ま せ 
ざる 一 団 を 前 に 進ま せ て 液 と 共に 礼拝 せ し 
め よ 。( 注 70) その 際 も 彼 等 を し て 警戒 せ し 
め 、 是 つ 武 器 を と らし め よ 。 不 信心 者 ども 
は お 前 た ち が 武 器 や 其 物 を おろ を か に する 


こと を 望み 、 一 挙 に お 前 た ち を 尋 う こと を 
望む 。 も し 降 十 に 那 麻 る きれ 、 或 は 病める 


な ら ば 、 武 器 を 下 に 置く と も 、 お 前 た ち に 罪 
な し 。 され ど 常 に 警戒 を 怠る べから ず 。 ( 注 
71) げに アッ ラー は 不信 心 者 ども に 了 政 ず べ 
き 懲 呈 を 準備 せ り 。 
礼拝 が 終ら ば 、 ア ッ ラ ー を 唱 念 せよ 、 立 
ちな が ら 、 邊 りな が ら 、 横 に な りな が ら 6。 
また 安全 な る 時 は 、 規 定 き され た 形式 で 礼拝 
を 価 守 せよ 。 礼拝 は 、 定 め ら れ た る 時 刻 に 
捧げ る こと を 信徒 に 命ぜ られ る 。( 注 72) 
お 前 た ち 敵 に 対す る 追求 の 王 を ゆる め る 
な か れ 。 お 前 た ち が 苦 し む 時 、 彼 等 5 また 
苦し わな り 。 き れ ど お 前 た ち に は 、 彼 等 が 
望み 得 ぎ る アッ ラー より の 希望 あり 。 ア ッ 
ー は すべ て を 知り 、 編 折 に まし ます 。 
第 十 六 項 。。 
われ ら が 真理 を 包含 する 経典 を 液 に 降 し 
だ る は 、 ア テッ ラー が 液 に 教え た る も の に 
の っ と っ て 、 流 が 人 々 の 間 を 審判 くだ た め な 


OH 56 


し シオ 6 鍋 る 

AS 8 9 めし る iR 
ク 

ウタ ン ノ SG 5424 IM 4 プイ ブス タタ 

DA 内 Grep 


る sk ン と 
PE So 
で シシ レッ ン レ ョ カン 3 


を ノンノ RE タレ る レタ 
の の ピン 
の 2 と の 前 痢 用 ッ タ ンタ る 


JlorOAS 9 90 
と 2 0 の タッ レス 
ンタ ッ ン て っ っ ュ 

KW (EE あと ogg 
る ノン ノリ を ク イー っ タタ ン 錠 

品 凍 多 12618) 30 bo と 2 
es 

5335 貧 30 色相 
Se 鈴 56 52 人 系 用 


タン っ ンス も る 
lg 5342 の oe 科 あ る g 多 る 
と うん の ょ ッッ の 

ば GARYi 陳 TK も 
PEOY22OKIGX 


ピオ フン イ 63 M HB 4 


cs っ 6 


6 を yo も 9 8 
WP 


2 信和 W の ICU 


注 70 
一 緒 に 祈る 時 の 仕方 が 詳細 に 示 る れ て お り 、 種 々 の 場合 


閉 節 が 、 危険 畔 の 個人 個人 の 祈り に つい て 述べ て いる の に 対し 、 この 飾 で は 、 信仰 窟 い 人 々 の 集団 が 


て いる 。 


注 71 
者 は いつ も 訪 っ て は な ら な い の で ある 。 4 :72 も 


注 72 


め 、 


で も 提 に 祈 ら な けれ ば な ら な いと 定め て い 


この 節 は 、 武 器 と 警 上 戒 の 違い む を 示し て いる 。 


戦 岡 の 最 中 は 2 つの ラ カ ー ト を 急い で 済 さ せる 


前 者 は 比較 的 安全 
明 せ よ 。 


に た 応じ た 11 も の 形式 の 祈り が ハデ ィ ス の 中 で 説明 きれ 


な 時 に は 片付け られ る で あろ う が 、 後 


か 、 1 つの ラ カ ー ト だ け を 行う か どちら か で ある た だ 


この 人 節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 達 は 足り な い 分 を 補う た め 、 や る べき 事 が わっ た 後に は 神 を 思い 出し 、 路 式 
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る 。 こ れ は 、 祈 り を 短く し た こと の 埋め 合わ せ を する た めで ある 。 


第 所 


テル ・ ニ サー 
り 。 き れ ば 液 背 信者 の た め の 弁護 人 と な る コレ ッッ 科 マン ン レイ セ 
な か れ 。 ( 注 73) @Kss ei) OECD 
107. アッ ラー の 葛 を 請 い 秦 れ 。 げ に アッ クト る 1 る 
ES31 の 21 の 120 し 
フー にし て 、 革 ( ま しま す の の と 020 
108. 自ら を 炊く 者 ぼ も の た め に 弁護 する な か 20WM2441P の 委 と は 5 
れ 。 げ に ブッ ラー は 契 切 者 や 罪深い 者 を 愛 せ レ レラ フレ レレ レタ ぁみ 
し 給 わ ず 。 SI だ の の らら 
109. 彼 等 は 人 の 日 は ご まかせ て も 、 ア ッ ラ ー Aoz6 2 
計 リル 】 1 
か ら 身 を 犯す こと 能 わ ず 。 彼 等 が 夜 除 に 乗 2 アァ リン 
じ て ア ッ ラ ー ー の 拉 きす れこ と を も り UNoze29Co2S te ラン 
アッ ラー は 邊 等 と 符 に 在り 。 ア ッ ラ ー は 彼 アッ レシ シン ンー 
等 の 所 業 を 取り 囲み 給 う 。 eo 4b00%2 
110. 見 よ 、 お 前 た ち も は 、 現 状 に お いて 彼 等 を Sp 2 る CK : 令 


弁護 する 者 な り 。 し か れ ど も 復活 の 日 に 、 
誰が アッ ラー を 相手 に 彼 等 を 弁護 で きょう 
ぞ 、 ま た 誰が 彼 等 の 底 誠 者 と な り 得 よう ぞ 。 


義 PC 66250 作ら 9 


ッ ン る 


592 大 


1. され ど 、 亜 人 人生 に Y と 
人 9 25408 405 し 
も 、 ア ッ ラ ー プ テ ブ た どる の 
児 大 に し て OS 0 も 5 
で し 。 
2. 誰 で あれ 罪 を 犯す 者 は 、 た だ 己 れ 自 身 に の 衝 4 玩 の を (CSk 2 科 っ ろく 
WP け に を す 。 ァ ッッ ー ド すべ て を n この の た * ヴ フウ 
り 、 賢 将 に まし ます 。 (CAG ぱ タ 
3. 誰 で あれ 過ち や 罪 を 犯し て 之 を 潔白 な 人 1 (4 で % み 
の せい に する 者 は 、 護 認 と 明 自 な 罪 を その の 
身 に 負う 莉 な り 。 @KASC3 人 34 
第 十 七 項 もこ 
ュー ラテ ュ ラー 交 大 3 たか イッ クイ タン > イア 衝 っ 
4. も し 流 に アッ ラ の 恩恵 と 落 悲 が な か り PNG で ら OS5 392 
せ ば 、 彼 等 の 一 派 は 次 を 逆 わ し めん と 企み レン レー 
だ たり 。 さ れ ビ 彼 等 は た だ 自ら を 遂 わ し め る 42] MR 9 まそ 
の み に し て 、 い さき さか も 液 を 生 うこ と 能 わ レン ラン レ イン 2 る ン 2 
ず 。 アッ ラー は 法 に 経典 と 知恵 を 話し 給 。 2C2aUG2 人 2 35 
注 73 この 言葉 は 、 す べ て の イス ラム 教徒 に 宛て た も の で ある 。 
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oe 


テル ・ ニ = サー 


115. 


116 . 


117 . 


い 、 液 が 知ら ざり し こと を 教え た り 。 液 に 
牙 れ 給 う アッ ラー の 恩恵 こそ を 大 な る か な 。 
( 注 73) 


中 


喜 捨 や 普 行 を 手 め 、 或 い は 人 々 を 仲裁 す 
る 相談 を ( 注 75) 除い て 、 後 等 の 多く の 相 
談 は 無益 な り 。 誰 で あれ アッ ラー を 悦 ば き 
ん と し て 之 を な す 者 あら ば 、 われ ら は を その 
者 に 大 な る 報奨 を 与え ん 。 


され と) 摘 導 が 明示 され た だ る 後 、 使徒 に 背 
き 、 信 徒 の 道 に 上 ざ る 道 を 始 る 者 は 、 わ れ 
ら そ の 者 を し て 、 ロ が 迄 い 求 めん と する 道 
を 続行 せしめ 、 果て は 地獄 に 投げ 込 きん 。 

そ は 天 惨 な る 行き 着く 先 よ 。 

第 十 入 項 
アッ ラー は 御 自分 に 吉 何 な る 者 も 併せ 礼 


ン ィ る 


Zac 


MCN OOP 合 の ジッ 2 
4 1 ン ? フラン テ 3 ン 

人 り 20862 cs 交 IS あら ち 

民 セン る レン 


タタ エン タッ ン ン BR 4 る 

AN 『 

る こと を 許し 給 わ ず 。 さ れ ど を その他 の こと らら 3 も ob394h) 

は 、 誰 で あれ 御 や に か な えば 、 を 許し 給 1 る 33320 8 生 222 多 の ⑳5 

う 。 き れ ビ アッ ラー に 他 交 を 併せ 祀る 者 タテ 防 凍 明 

テイ イ の リン 

は 、 は る か に 遠 《 正道 を 踏み は ず せ し 者 な ⑯Mss 2 

り 。 

1H8. 彼 等 は アッ ラー を き し お いて 、 た だ 性 便 人 2 の 2 
MSDOSO260YIS2 2oPYa 
を 祈る の み 、 作 六 を 折る の み 、 ブー ンプ oozt9 

ッ レッ ンス レン ン クタ る 

119、 そ は アッ ラー が 品 語 せる 者 な り 。 更 旗 は KsduceoeoG89 724 
評 う 、「 玉 必ず 液 の 僕ら ょ り 制 り 当て られ し の 
者 ども を 連れ 去ら 4。 が 
120. 我 必ず 彼 等 を 迷わ せ 、 空 し ぃ 欲望 に よ け < 衝 ク セ ダン 2 クター プン 723 る る 
ら せ 、 彼 等 を 才 っ て 家 害 の 下 を 切ら せ て 。 ツタ ブウ ラク 93 の 2 

コン タン ッ タ タン カン 

アッ ラー の 創造 物 を 変え きせ ん 」 と 。 ア ッ 6013 は る 吉 3 っ の 569 
注 74 偽 普 者 傍 は 様々 な 手段 を 用 いて 、 モ ハッ マ ド を 落と し 入れ よう と し た 。 彼 ら は 、 非 常に 重大 な 事柄 に 


つい て 、 翌 な る 預言 者 が 誤っ た 決定 を 下す よう に 策 を めで ぐら 6 し て いた 。 し か し 、 


わっ て いる 。 なぜ な ら 、 な る 預言 者 は イス ラッ ム 教 の 将来 に 影響 を 及ぼ す よ うな 間 題 に 関し て は 、 神 に よっ て 


常に 正しい 方 向 へ と 導 か れ て いた か ら で あ る 。 


注 75 。 二 以上 の 人 で 交 わる れ た 
と の 意 
項 を 


"ある 。 この 言葉 は 、 秘 富 の 相 
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秘密 で あろ う が な か ろう 


彼ら の 計画 は いつ も 失敗 に 終 


話 、 ま だ は 他 の 人 に 秘密 を 引 ら すこ と 、 ま た は 秘密 の 相談 を する こ 
限っ て 用 いら れる の で は な く 、 
け 議 する た め に 、 特 別に 人 々 を 召集 する あら ゆる 会 議 に 適用 きれ る の で ある 。 


が 、 重 要 事 


3 


* を 


第 四 音 デル ・ ニ サー 
。 3. 
ラー を さ し お いて 悪 麻 を 友 と する 者 は 、 必 Agblo3 の 2 OBRIO 須 の 25 
ず 明 折 な る 失 を 彼 る べし 


121. 


122. 


123. 


124. 


本 


126 . 


間 詩 は 彼 等 に いろ いろ と 約束 を な し 、 宅 
し い 欲 望 も 生 ぜ し せ 。 さ れ ど 悪魔 は た だ 彼 
等 を 央 か ん が た め に 約束 する の み 。 


これ 等 の 者 ども の 住居 は 地獄 な り 。 
も 彼 等 は を こよ り 逃 れる 術 を 知ら ず 。 


し か 


され ど 信 じ て 警 行 を 積む 人 々 に は 、 わ れ 


5 之 を 河川 流れ る 保 園 に 入る を 許し 、 そ の 
中 に 永久 に 住ま し めん 。 こ は アッ ラー の 確 
約 な り 。 ア ッ ラ ー の 御 言葉 より 勝 り て 真実 


に も の 云え る 者 は 誰か ? 


そ は 前 だ ちの 項 望 に 副 っ て な ら ず 、 ま 
た 経典 の 民 の 希望 に 弄っ て な ら ず 。 誰 で あ 
れ 悪 事 を な き ば 、 そ の 報い を 受 く で し 。 
し て アッ ラー の 外 に は 味方 も 佑 助 者 も な き 
こと を 悟る べし 。 


され ど 甘 行 を 積む 者 は 、 男女 に か か わら 
、( 注 76) し か も 信徒 で あれ ば 、 M 
CA 楽 覆 子 の 種 の へ ころ 程 も 2 ト 当 に 過 
せら れ ぎ ざる で し 。 
テッ ラー に 全く 服従 帰依 し 、 警 事 に いそ を 
し み 、 ア ブラ ハム の 正しい 宗 教 に 従う 者 よ 
5 騰 れ る 信仰 を も つ 者 は 誰か ? アッ ラー 
は アブ ラ ハ ム を 特別 の 友 と せり 5。( 注 77) 


は y ッ タ 
タタ る える 人 ス ノル 2 2 タレ タン タタ クン 
の BU2AO な 3 る > タ 0 


2 タタ 
@⑩ り を 


ンタ ン ン ラ タタ 


ら ゅ eo 5 3 


クッ プ 
⑩CGc= 
内 AESt44 N タン ノッ 
と INK2IOAUI 
ち ク ン ン イン の u み 12 マ クエ レン ェ ラス り 才 と 4 
loglUe 509 2 (の 2 
アス r 


シン ンー ディ 2 シン 
は タッ アイ ラン ニー ン ン の 」 ン 2 ル ンジ の 
OO シン IPE も 0 
の る る 
⑯DMe り ま 
アメ キテ ダイ タフタ る ン 
の の PE か の タ 35 の 2 う 
3 クイ て 2 の と ン の 者 タッ の 4 
0 dL の 
クズ 
⑲bA2 
タン も と ン タン フン イタ ブラン 。 ッ ン ランプ 
^ 2 の 34622 し 182 1 革 063 人 7 
アン の 。 


人 スバ タ 1 る 
SV 5 


注 76 


この 節 で は 、 仕 事 と 報酬 に 関す る 限り 、 男 も 女 も 同等 の 立場 に な いて いる 。 ど ちら も 良い 仕事 を すれ 


ば 、 平 等 に 十分 な 報酬 を 受け られ る と いう こと が 示さ れ て いる 。 


注 77 "この節 は 、 イ スラ ム 教 の 長 館 を 示し て いる 。 そ の 徹 と は 、 神 の 意 
の 能力 、 力 を 神 へ の 奉仕 に 捧げ る こと で あり 、 


き 真 の 携 範 し し て いつ も $ 心 に 止め て お く こ と で ある 。 
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また アプ ブラ ハム を イス ラム 教徒 が 撲 個 す べき 、 


へ の 完全 な 服従 、 中 分 の すべ て 
また 後に 従う ベ 


第 四 章 


127. 


128. 


129. 


130. 


天 に 奉る も の 地 に 在 る も の 、 学 げ て アッ 
ラー の 有 な り 。 ア ッ ラ テー は すべ て を 取り 囲 
み 給 う 。 


第 十 九 項 
役 等 は 女 の こ と で 液 に 見 解 を 求む 。 云 え 、 
「 ア ッ ラ ー は 前 た ち に 、 彼女 だ ち に 関し 
て 判定 を ( 注 78) 与え 給 う 。 面 し て お 前 だ 
ち が 規 定 さ れ だ た も の を 与え を ず 、 し か も 迫 ら 
ん と 望ん で いる 徹 児 の 女 に 関す る こと や 、 
また 無力 な 兄 童 ら に 関す る こと な ど を 経典 
の 中 で も 範 館 き れ て いる な 5。( 注 79 8 


た アッ ラー は 畠 児 を 公正 に 扱う べき こと を 
お 前 た ち に 命じ 給 う 。 お 前 た ち が 行 う 圧 事 
は 、 ア ッ ラ ー は 常に 乏 を 認知 す 」 と 。 


も し 女 が その 夫 よ ょ り 虐 徒 る れ 、 ま た 嫌 わ 
れる 恐れ が ある 場合 で も 、 天 尋 の 間 に 和 解 
な れ ば 貝 な し 。 ( 注 80) 和解 こそ 最善 な り 。 
人 人間 は と も すれ ば 強欲 に な り が ちな れ ど 、 

( 注 81) も し ぉ 前 た ち 善 事 を 行い 公正 で あ 
ら ば 、 ア ッ ラ ー は 必ず お 前 た ちの な せる こ 
と に 気づく な り 。 

お 前 た ち 如 何 に 努 ゆ る と も 、 妻 た ち を 完 
全 に 平等 に 遇 し 得 ず 。 ま きれ ば と て 、 他 の 妻 
た ち を 出 に つる す が 如 く 放 置 し 、 た だ 一 人 


見 ュ 


19g? の 


クッ ある イク 
23 の あき 


ダ Se し も る 和 3 あッ 
yesus の 
3 お CR 


イン ウン ン > 


1 2 2 


も 166 ま SC2< 
め クウ ルン 

IE レン ゆ PR 2 
3UHSYSJR 人 の 21g12 


ApC ノ AMG アス ok オン て 区 索 


タタ タタ 導 
3 


ド 生 CH20 し も っ 必 > 
1 た あ イ 


KSo63 3 Ge 


タッ ノン 2 る タン クラ 


の @I 計 b23 び 
1 を 6 9 の 性] 内 4H60 プッ る HH 


を 偏 渦 する な か れ 。( 注 82) ぉ 前 た ち が 行 状 
注 78 この 「 判 定 ] に つい て は 次 の 三 つ の 節 で 触れ られ て いる 。 


往 79 
分 に 守れ な い 孤 児 の 少女 


「 経 典 の 中 で も 語 述 きれ て いる | と いう 


は 、 こ の 意 の 第 四 節 を 暗 に 示し て いち 。 


徒 に は 禁止 きれ て いる 。 二 代目 カ リフ で ある オマ ル は 、 


自分 の 権利 を 十 


稚 福 で 美しい 孤児 の 少女 の 保護 者 が その 少女 と 結婚 する こと を 許 を うと せ ず 、 彼 女 達 の な め に 他 の も っ と よい 


内 を 見 つけ る よう 強く 
る し 、 
注 80 
を 持つ クル アーン 特有 の 表現 で ある 。 
互い に 和解 すれ ば 、 罪 を 犯す こと に な る と 思っ て いる の だ ろう か 。 


る 。 

注 81 夫婦 岡 に 応 々 に し て 不 和 を 引き 起こ す 真 の 原因 と な る 
注 82 男 が 妻たち と の 間 に 、 あ ら ゆ 

例え ば 、 愛 は 人 間 が 統御 で き な い 心 に 関わ る こと で ある た だめ 、 


この 後に も まだ 述べ られ て いる 。 


彼ら が お 互い に 和解 し 合 
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女 に 関す る いく つか の 教え は 、 


う の は 決し て 罪 上 は な ら な い 。' と いう この 人 箇所 は 、 
これ は 次 の よう に 解 和 羽 す る と よい だ ろう 。 相 争っ て い 


これ まで の クル アー ン の 中 に 示 き れ て い 


勧告 と 叱責 両方 の 意味 
る 人 々 は 、 も し お 
和解 は 罪 で は な い 。 遂に 好ま し いこ と で あ 


も の 、 そ れ は 夫 の けち と 妻 の 餅 欲 で ある 。 


る 点 で 完全 な 調和 を 保っ て いく こと は 、 人 間 の 導 で は 不可 能 で ある 。 


夫 は 妻 全員 に 平等 な 愛 を 求め られ て も 、 そ れ は 


第 四 将 テル ・ ニ サー 
を 改め 、 公 正 に 振舞 うな ら ば 、 ア ッ ラ ー は ウン 3 る 人 る 122 る の け 】 
1 る 2 
害 大 に し て 北 悲 深 て まし ます 。 OO 
131。 また た まい 夫婦 が 別れ る と も 、 ブ ッ ラ ー 部 移る っ 95 PCE 
は ぐ の D の きか 3 を 以 て 二 人 を 世 語 すべ し 
し 。( 注 83) ア ッ ラ ー は 恵み 深 (、 賢 哲 に ま es 
し ます 。 
_ 胃 _ る あ レッ クノ ッ ン ング レ 日 
132. 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 、 挙 げ て アッ OO の 3 あじ ある 
ラー の 有 な り 。 わ れ ら は お 前 た ちの 以前 に 


133、 


134 . 


135. 


136. 


NM し 者 、 並 びに お 前 た ち に も 、 ア ッ 

ー を 長 れ よ と 確か に 命じ た り 。 さ れ ば た 
もい お 前 だ ち が : 信 ざ ず と も 、 天 地 同 の 一 切 
は アッ ラー の 有 な り 。 ア ッ ラ ー は 自足 者 、 
詩 美 すべ き 御 方 な り 。 


る も の 地 に 在 る も の 、 浸 げ て アッ 


な り 。 調 し て アッ ラー は 守護 者 と 
し て 方 全 な り 。 
人 々 よ 、 も し アッ ラー 欲し な ば 、 役 は お 


前 た ち を 減 ぼ し 、 代 り に 他 の 人 々 を 創造 す 。 
アッ ラー は : 少 を な す 権 能 を 持ち 給 う 


中 世 の 報 龍 を 望む 者 に は 、 ア ッ ラ ー の 
御 許 に 現世 と 来世 の 報 龍 が ある こと を 知ら 
し め ゅ よ ょ 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ て 
を みそ な は し 給 う 。 

征 二 十 頃 

流 等 信徒 た ちよ 、 証 人 と し て チッ ラー の 
前 に 立つ 時 は 、 た と い お ゎぉ 前 た ち 自 身 、 ま た 
は 両親 、 ま だ は 親族 に 逆らっ て も $ も 、( 注 84) 
必ず 公正 を 遂 守 せよ 。 富 者 で あろ う が 貧 者 


ONS1PIBPMNEE の CTIA 
の 2 人 61 
の 16 の 


0 二 1T あ うい IE 人 1 た 1 


レン 


い 


レア アラ. ウト ンタ る 


MY で 放 HKRGKTOAIIVI 


不可 能 な こと で あ 


る 。 し か し 、 


他 の 京 で 雄 か に 公平 に 対処 で きる し 、 ま た そう し な けれ ば な ら な い 。 


つま り 、 


妻たち に 対し 公平 に び で きる の は 、 夫 が 自分 で 統制 で きる 行為 に お いて の み で ある 。 聖なる 預言 者 は この 節 に 対 


し 、 


注 83 


日 か 


注 84 
「 刺 親 と 親類] と い 2 言葉 み 


この よう な 解 羽 を 下 し て いる の で ある 。 


ら 見 れ ば 、 


『 流 自身 に 反し て 」 とい う 表 現 は 「 液 の 家族 や 親類 縁者 に 反し て 」 よい うぅ 意味 に 
この こと を 強調 する だ めで ある 。 


“つけ 加え られ て いる の は 、 
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夫妻 が 仲良 く や っ て いこ うと 最大 限 の 努力 を し て も ぅ 、 
その 時 は 神 は 双方 に より ふる わし い 相 手 を 見 つけ る こと を 約束 し て いる 。 
許さ きれ る すべ て の 行為 の 中 で 最も 憎 わ べき こと で ある 。 


一 緒 に や っ て いけ な く な り 、 李 婚 と な れ ば 、 
し か し イス ラム 教 で は 、 本 婚 は 神 の 


も な る だ ろう 。 後 に 


9 


品 


第 四 記 テル ・ ニ サー 


で あろ う が 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ちょ り 以 上 1 る o レ レア ナミ の (CI 
に 役人 等 両者 を 気 に か け 給 う 。 き され ば 公正 に PP あ 


拓 控 うべ く 人 に 人 有する な か れ 。 また 、 308562383 仙 9905ote56 
も し 真実 を 隠し 、 証言 を 芯 遊 する な ら ば 、 リリ レッ ンー 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 楽 を 知 惑 し 給 うこ @ 人 らき ゆら 


と 忘れ まい ぞ 。 


137. 流 等 信徒 た ちょ 、 アッ ラー と を の 使徒 普 4 0 1 29 1 EAI WM 
びに 合 値 に 隆 せ る 経典 ほ 、 以 前 に 陸 せる 経 balo 


天 を 信 ぜ よ 。( 入 85) 誰 で あれ ブッ ラー、 請 Ge2OSe2O GS0 久 喝 


天使 、 諸 典 、 便 侍 た ち 、 並 びに 最後 の  。/ ッ ン レッ ン 
を 信 ぜ ざる 者 は 、 正 し き 避 より は る か 譜 く の 0 
化 み 述 い た る 者 な り 。 レイン る 

抽 0 el250533 

138. 一 た び 信じ て 夷 信 し 、 再 び 信じ て また も GEM 02 
背信 し 、 し か も を の 痛 の 人 め る 2 で Pb る 
2 な 者 は 、( 注 80) ア ッ ラ ー は か が カ る 徒 湊 Ms ラタン 939 の の 元 * 衣 4 
決し て 許さ きず 、 ま た 導き もせ ず 。 3226 の 8 

139. 偽善 者 ども に 伝え て や れ 、 彼 等 に は 悲 修 間際 
な 懲 敵 が ある こと を 。 ン 


140. 信徒 を き し お いて 、 不 信心 者 を 友よ する og8 o タ 2 の の 計っ OO 
4 


筐 を る ァ 
者 あり 。 徒 等 は 自分 た ちの 手 に て 栄 堂 を 氷 スーン 2 
むる か ? すべ て の 栄 演 は アッ ラー の 所 有 1 の 5 お る あり の yo の 
な り 。 タウ ラッ ン ま 
@ の を 放 
141、 アッ ラー は すでに 経典 の 中 で 、( 和 87) (系 人 26 EE の の あめ 


アッ ラー の 神 光 が 耕 定 され 、 ま た 喘 笑 せら ^ 
る る を 聞か ば 、 彼 等 が 話題 を 変 ん ざる か ぎ ee 0 必 
5 り 、 MM する な か れ 、 と 紗 。 ょ っ ォ ッ ミン 
示せ り 。 然 ら ず ん ば 、 お 前 た ちる も 役 等 と 同 SB SU そ ダル eo28 め 多 生 


注 85 流 、 信 徒 ほ 称 する 者 、 行 いと 行動 に よっ て 、 液 の 信仰 が 真実 で 強固 な も の で ある こ ほ を ボ せ 。 


注 86 この 表現 の つい で に 、 イ スラ ム 教 で は 背 救 は 死 を も っ て 前 せ られ る と いう 主 が 根拠 の な いも の で あ 
誤り で ある こと を 明らか に し て いる 。 死 ん で し まう な ら 、 背 信 し た り 信 じ た り を くり か えす 者 な 存在 し 
得 な いか 6 で ある 。 


注 87 「 す で に 経典 の 中 で 液 に 姿 を 示さ れ て いる |] と いう 言葉 は 、 6 : 69 か ら 引用 きれ て いる 。 

6 69 は 、 信 語ら れ て いる この 人 節 より 以前 に 、 メ ッ カ で 啓示 きれ た の で ある が 、 現在 の クルアーン の 中 で は 、 
この 節 より 後に 填 か れ て いる 。 つ まり 、 現 在 の クル アー ン の 順序 は 、 初 め に 告 か れ た 順序 の まま で は な い の で 
ある 。 
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第 四 層 テル ・ ニ サー 


6 げに アッ ラー は 科 状 者 と 不信 心 者 の 29112NIkT の に 人 の る 
も を や が て 皆 地 獄 に 集め ん 。 ( 注 88) - 


142. 彼 等 は お 前 た ちの 典 戦 を 期待 せる 者 ども ルル バン プッ タン クン > 
な り 。 も し 前 た ち が ア ッ ラー の 地 誠に ょ 午 ら 2 og DS お 310 


9 勝利 を 得 な ば 、 彼 等 は 云う 、「 我 等 は お前 る る 0 0 の が 


だ ち に 協力 せる に 章 ず や ? 」 と 。 さ れ ど も ン ラン 
し 不信 心 者 の 方 が 有利 な 場合 は 、 彼 等 は 不 CA の 62 383 6 


信心 者 ども に 向っ て 云う 、「 我 等 は お 前 た ち 


列 スプ フッ る AH 1 の レン プス アノ ウノ タ トレ 
を 全 勢 に な き ぎ ざり し か ? 信任 に 半 し て も 0 2 郊 6 
前 だ た ち を 守れ る に 非 ず や ? 」 と 。 ア ッ ラ ー 2 ング Suy 絡 ンタ RG 
は 復活 の 日 に 、 ぉ 前 た ちの 間 を 審判 すべ し 。 0P 3 2 


アッ ラー は 不信 心 者 ども に 信徒 を 打ち 負 か 
す 方 法 を 授け ぎる べし 。 
第 二 十 一 項 
143. 偽善 者 も は テッ ラー を 類 か ん と する 陣 3e628 の si る 1 
ら いる sf 
テッ ラー は 彼 等 の 歌 嶋 を 色 ら し ゅ ん 。 2 めこ テ 


(89) 彼 等 礼拝 に 立つ 時 は 、 き も 大 儀 を CAC の IGE 和 LA)WUN 
うに 立ち 、 人 に 見 せる だ け の こと 、 し か も レラ シシ ン ノ 


殆ど アッ ラー を 金 ず る こと な し 。 EK Oo93 


144. こち ら 6 でも な けれ ば あちら で も な く 、( 生 ke 1 レン フッ ao333 
90) 何処 に も 属さ ざる 者 ほぼ も 、 ア ッ ラ ー が - 


迷 ち し むる 者 に は 、 液 た り と も う 術 な し 。 9 靖 取 ク 
145。 法 等 信徒 た ちょ 、 信 徒 た ち を き し お いて 、 1 の EAT 導 CSPTKZAUI 
不信 者 『 も を 友よ する な か れ 。 お 前 た ち 、 CUPNG 消 CU 
ュ ここ て クィ イン すし ラン ッ ン 22 新 を 
自ら を 絆 底 す る 明白 な 証拠 を アッラー に ya 33O の 
差し 出す つも 9 か ? 


注 88 人 た 命令 の 診 流 に は 、 三 つの 基本 的 な 考え 方 が ある 。 (① 宗 教 的 事 打 の 重大 性 、 重 要 性 を 
し て いる 。 和信 を 2 と する 非 信徒 の 集団 の 影響 か ら 信 人 徒 た ち を 守る こと 、 及 び 3⑬ イ スラ ッ メ 教 徒 の 必 
の 内 に 款 教 に 対す る 敬 席 な 気持 ち を 生ま れき させ 育て る こと で ある 。 


注 89 神 の 代理 が 頒 言 者 で ある の で 、 実 際 に 偽善 者 達 が 其 こ うと し た の は 型 な る 六 言 者 で あっ て 神 で は な 
い 。 革 な る 預 詩 者 を 陥れ よう と 企 て ら れ た 多く の 陰謀 は 、 神 の 意図 を 実現 る せな いた だめ に 計画 きれ た 陰 護 で あっ 
た 。 それ 政 、 彼 ら の 人 を 玖 く 行為 に 対し て は 、 神 自身 が 彼ら の 思 を 下す で あろ うぅ 。 


注 90 この 表現 は 、「 信 爺 と 不信 仰 の 岡 ] 又は 「 信 徒 と 非 信 徒 の 聞 」 の 意 で ある 。 
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146 . 


147. 


48. 


49. 


偽 療 者 どす は 必ず 業火 の 一 番 深 み に 訂 も 
る べし 。 面 し て 彼 等 に は 如何 な る 佑 助 者 も 
な か る べし 。( 注 91) 

但し 、 梅 寺 し て 改心 し 、 ア チッ ラー に し っ 
か りお 紀 り し て 、 ア ッ ラ ー に 対し 奉り 心 か 
5 服 従 す る 者 は 除く 。 こ れ 等 の 者 は 信徒 の 
仲間 な り 。 ア ッ ラ ー は や が て 信徒 た な ち に 大 
な る 報奨 を 援 写 すべ し 。 

お 前 たち もし 感謝 の 気持 ち で 信仰 し な 
ば 、 ア ッ ラ テー と て いか で 前 た ち を 環 せ ん 
や 。 ア ッ ラ ー は 感 恩 者 に し て 、 す べ て を 知 
9 り 給 う 。( 注 92) 

アッ ラー は 公然 と 汚い 言葉 で 喋る こと を 
好ま ず 。 但 し 、 不 当 に 過 せ られ た 者 の 場合 
は 別 な り 。 ( 注 93) げ に アッ ラー は すべ て を 
聴き 、 す べ て を 知り 9 給 う 。 


テル ・ こ サー 
ッ イン っ る 
236LoedeSN め 3 OGAB2IS1 
@ 必 イタ タイ ン 
の な の 038 

MA 中 ve の 433 


イジ (ライン 了 ンク る 
AU22OIALS155 GA)| 
4 フッ ン ル 。 る 


の | どの 放 み を 
ez の > 夫 
プ ゆ の くい PC 
ee! KW 


ンタ 


が Fl i 導 (Ge69 
EIC 6 る と 必 ら る 


95 


50. お 前 た ち が 束 行 を 公然 と し よう が 、 明 れ の 
る う の で の と oO う | go 人 の 
て し よう が 、 ま た 受け だ: 剛 を っ 9 コ 0 
デッラ ュ 交 ウッ る プー ンク ノル る 伝 
アッ ラー は 確か ど 罪 業 を 息 息 し 、 全 各 者 に @51a と OV 01 

まし ます 。 

本 ッッ タン 5 っ タタ ビン 5 る る 
51. テッ ラー と 使徒 た ち を 信 ぜ ず 、 テ ッ ラ ー OO の お 2 56 も しら め 仙 の 08) 
と 使 矯 た ちの 仲 を 製 か ん と し て 、「 我 等 に は コン タン ガッ タン レタ タン ま レッ タタ 。 の る 
信じ られ る も の も あれ ば 、 信 じ ら れ ざる も 5 の Mo2 め oe う あの っ 人 ALoa も 93 
の も あり ] と 計 い 、 ど ちら つか ず の 道 を 追 レッ ン 2 3 フッ ン ン ッッ タタ ッ ー ッ シン タタ シン 
うぅ 者 ども 、( 生 9 の 2 bo の OO うり らら 5 
@ 丈 5 
注 91 剣 を も っ て イス ラム 教 を 広 ゆ る よう クル アー ン が 愛 求 し て いる と いう 倍 閉 か ら の 上 非 難 に 対し て 、 


クル テー ン は 明和 共 に 反論 し 、 偽 状 者 達 を 強く 
春 し な く て は な ら な いと し た ら 、 
恵 ) は 、 人 を 許す こと 、 あ る い は 人 を 質 替 する こと 、 あ る い は 人 を 十分 に 立 意 
そう し て 必ず 彼 を ね ぎら い 彼 に 報い る こと で ある 。 


告 92 
を も っ て 好意 的 に 評価 する こと で あり 、 


生 93 


実 | 


神 の 側 の シュ クル ( 思 』 


の を の 時 に 大 声 で 叫ぶ の は か まわ な い 。 


告 玩 し て いる 。 も し 人 が 、 
その 人 は 決し て 真 の 信徒 上 は な ら な いで あろ う 。 


イス ラム 教 は 、 教徒 達 が 公然 人 の 悪口 を 言う こと を 許 き ない 。 し か し 、 ひ どい 目 に 
そう すれ ば 、 他 の 人 々 


その 人 の 記 志 に 反し て イス ラム 教 を 信 


合わ きれ た 者 は 、 
役 は また 、 法 


彼 を 助け に 来る で あろ う 。 


廷 に 訴え て 不正 や 正 そ うと し て も よい 。 し か し 、 誰 か れ 構 わ ず 不平 を 述べ た て る こと は し て は な ら 6 ない 。 


注 94 
者 を 信じ て も 字 の 預言 者 は 信じ な い 、 


この 節 は 、 彼 ら は 神 を 受け 入れ る が 、 神 の 掴 計 


道 は どん な る の も 許さ きれ な い の で ある 。 
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省 達 を 拒絶 し て いる と いう 2 意味 か 、 
ある い は 預言 者 の 主張 は 拒絶 する と いう 意味 の いずれ か で ある 。 中 間 の 


ある い は 一 部 の 預言 


PUUEN 


これ ら の 徒 会 は 粉 れ も な き 不 信心 者 な 
り 。 さ きれ ば われ ら は 、 役 等 の た め に 陰 ず べ 
き 懲 調 を 用 意 せ り 。 

きれ アッラー すべ て の 使徒 た ち を 信 
ビ 、 便 人 徒 た ちの 間 に 何 の 差 別 を も つけ ぎる 


152. 


153. 


人 人 々 に は 、 ア ブッ ラー は や が て 報 美 を 与 う ベ 
し 。 ア ッ ラ ー は 有 大 に し て 、 慈 悲 深 て まし 


ます 。 
第 二 十 二 項 明 

経典 の 民 は 流 に 、 天 か ら 経 典 を 降 し て み 
せよ と 要求 す 。 彼 等 は か つて 、 モ ー ゼ に る そ 
れ 以 上 の 大 な る も の を 要求 せり 。 彼 等 は 去 

り 、「 我 等 に アッ ラー を 目のあたり 見 せ 
よ 」 と 。 す る と その 叶 、 そ の 罪 故 に 、 壊 減 
的 な 租 軸 が 彼 等 を 襲い た 9。 されど る その後 
も 彼 等 は 、 数 々 の 明 [な 神 兆 を 華 い て お き 
な が ら 、 此 拝 の 対象 に 彼 を 層 び た り 。 さ きれ 
ど わ れ ら は それ を も 表 し た 5。 前 し て われ 
ら は モー ゼ に 明 折 な 権能 を 与 を たり 。 ( 注 
95) 

われ ら は 役 等 と 契約 する に 当り 、 役 等 の 
上 に 山 を 超 し 、 彼 等 に 父 を た り 、「 う や う や し 
く 礼 を し て この 門 に 入れ 」 ほ と 。 ま た 、「 安 加 
日 の 探 に 佑 犯 する な か れ | と 。 か く て われ 
ら は 彼 等 より 堅い 契約 を 取れ り 。( 注 96) 

と その 先 衝 を 破り 、 アッ 

ー の 神 兆 を 拒否 し 、 不 当 に も 預言 者 た ち 

を 自害 せん と 謀 り 9、 且つ 云え り 、「 我 等 の 心 
は 黄 わ れ て いる な り ] と 。 的 6 ず 、 彼 等 が 
信 ぜ ぎる が 故に アッ ラー が 彼 等 の 心 を 封じ 
た だ た り 。 る れ ば 役 等 は 、 僅 か の 者 を 除い て 、 
不信 心 者 な り 。( 注 97) 


154. 


155. 


156 . 


ノ ュ Pa < の な 4 8 
の 66 UMel > WT) 


アッ ン 2 イン る 


II 10 KA 


な 
4 2。7 タ シッ ン の リ ンタ ゥ タッ 


| 99 きめ 2 gef 
クタ タン 
@23? 3 (6g 
イン ショ クタ ラン 


ee OS 1 (ua 員 委 
2 8 の (ou G 介 区 
3 めき 5 5 
RA 2 才 和 じ gs 2 人 作 
0 GU 


SW 


タッ ク ンタ ンー 


2 お 23256 人 2 


MOD 3E ML268 し 2282 多 2 
アス タイ し タン ン 

と 53 2 Ci 
62 2 も 代 人 2e23 


1 


0 の 9 
52 ら %( ン ッ イン & 交 人 さ ント の 4 タ 


る 5% 


注 95 2 :58 も 誠 照 せよ 。 
注 96 4 :48 も 参照 せよ 。 
注 97 2 1 8 も 参照 せよ 。 
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る が 故に マリ ア に 対す も お の 2 355 Pa 
告げ て 、( 和 98) し 

ンコ 

@ で テ 

158. 「 我 等 は アッ ラー の 使徒 に し て 救世 主 な ンタ < て 6 の 1553 

っ ン 9 ツラ 

る マリ ア の 子 イエ ス を 殺し た り 」 と 云う 。 の ウ 0 ラン 

され ど 事 実は 、 彼 等 は イエ ス を 灯 せ る に 麺 244 CAT 


ず 、 ま た 十字 名 に 釘 輸 けり て 区 せる に 非 ず 、 ーー 
ラン マトン 
た だ 彼 等 の 目 に は を の よう に 喘 じ た 9。 げ 。 55 で 3 の MI AI 


に イエス に つい て て 意見 を 異 に する も の は アルン ルン で 17 ヶ タイ イン 
の 1 2 

着 之 を 疑問 と す 。 役 等 は 逐 に 関す る 明確 を 『 22012 の 史 交 アー 

知識 な て 、 た だ 憶測 を めで 6 す の み 。 役 等 ed 


は 決し て イエ ス を 殺し は せ ビ 。( 注 99) 


注 989 ユダ ヤ 人 達 は 、 回 母 マリ ア を 密通 し た と し て 非難 し た の で ある 。(Panther 書 「Jewish Life of Jesus」 ) 
ユダ ヤ 人 が で リア を 誹謗 し た の は 、 父 な し の 子 イ エス を 生ん と を 基 確 な 証拠 し し て いる 。 なぜなら 6、 も 5 し 
イエ ス に 父 が いる と すれ ば 、 ユ ダ ヤ や 人 が マリ ア を 誹謗 し た の は 何 に 対し て で あっ た の か と いう こと に な る 。 単 
に イエ ス を 生ん だ か ら と 彼女 を あ ぎ けっ て も 、 こ れ は 決し て 中 傷 と は な り 得 な い 。 クルアーン は 他 の 所 で 、 イ 
エス の 母 は 高徳 な 女性 で あっ た と 述べ 、 こ の 非 苦 は 詩 り で ある と 明言 し て いる 。 


注 99 マー・ カ タル ー フ ・ ヤ キー ナン (彼ら は 決し て イエ ス を 殺し て いな い 。) と いう 言葉 は 次 の こと を 
し て いる 。(⑪⑬ 彼 ら は イエ ス を 確か に 殺し た の で は な い 。(2 彼 ら は その こと を (イエ ス は 死ん だ と いう 推測 ) を 
提 中 まで は し て いな か っ 怒 ち 、 自 分 達 が イエ ス を 尊し た こと に の 余地 な ど 和 皆無 ど 、 と 言え る 程 、 ト 
架 上 に - で の イエ ス の 死 を 確信 し て いる わけ で は な か っ た 。 即ち 自分 達 が 1 イエス を 殺し た と いう の は 推測 の 域 を 
あて 6 ず 十 字 損 で の イエ ス の 死 が 全く だ と は いえ な い 。 イ エス が 十字 梨 上 で 死ん だ の で は な く 、 天 弄 
を 全う し た の だ と いう 事実 は 、 ク グル アーン が 明らか に し て いる 。 揚 音 半 に 書か れ て いる 通り の 次 に あげ る 事実 
が クル アー ン の この 解釈 を し っ か り と 根拠 づけ て いる 。 1. イエ ス は 神 の 畠 言 首 で ある の で 、 十 宇 架 の 上 で 死 
ん だ は ず が な い 。 なぜなら 、 型 難 に よれ ば 、[ 上 上 宇 架 に 上 惑 けら れる 者 は 、 神 に た とっ て は いま わし いも の で ある 』( 申 
命 記 21: 23) か ら だ 。 2. イエ ス は 非常 な 音 し み の 中 で 「 私 を この (十字架 の 上 の 死 の ) 苦し みか ら お 救い 下 
きい 。」 と 押 に 祈っ た の だ っ だ 。( マ ルコ 14 : 36 マタイ 26 29・ ルカ 22 42) そし て 、 彼 の 祈り は きき と どけ 
られ だ た の で ある (へ ブル 5 : 7)。 3、 イ エス は 、 生 きだ まま クジ ラ の 腹 に 飲み 込ま れ 、 生 き て 戻っ た ヨナ の よ 
うに (マタ イ 12 : 40)、 彼 も また 甘 に 入っ て 三 日 の 後に 生き て 戻る で あろ うと 預言 し て いた 。 4 . 彼 は また 、 自 
分 が イエ ラ エ ル の 失わ れ た 十 の 部 族 を 捜し に 行く だ ろう と 貧 言 し て いた ( 旨 ハ ネ 10:16)。 イ エス の 時 代 に は 、 
ユダ ヤ 人 きえ も 5、 イ スラ エル の 失わ れ た | の 部 族 は 、 各 々 異な っ た 場所 に 散っ て いる と 信じ て いた の で ある 。( ヨ 
ハネ 7 34、35)5、 イ エス が 十字 架 に 避 け られ だ いた の は 、 て ちっ た (コス 19 : 14)。 そ し 
て 、 普 通 の 入間 で あれ ば 、 を の よ ょ うに 短 時 間 で 死ぬ は ず は な い 。 6. 彼 は 十字 架 か ら 降ろ る きれ て すでに 脇 用 を 
突 か れ た 。 す る と 血 と 水 が 吹き 出し た が 、 こ れ は 生 あ る 確か 2 (ヨハ ネ 19: 34) 7. ユダ ヤ 人 自 
身 も イエ ス の 死 を 確信 し て いた だ わけ で は な か っ た 。 なぜなら 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 「 彼 の 弟子 達 が 夜中 に 彼 を 盗み 出 
し 、 そ し て 人 人 々 に 向かっ て 彼 は 死 か ら 避 っ だ た}』 と 言っ な りす る こと が な いよ うに ] 彼 の 墓 に 衛兵 を 一 人 部 党 
する よう ピラ ト に 頼ん だ の で ある 。 (マタ イ 27:64) 8. どの 福音 書 に も 、 十 字 架 か ら 降ろ され だ 時 、 あ る い 
は 頻 に 安置 きれ だ 時 に 、 イ エス は 死ん で いた こと を を その 目 で 確か に 見 た と いう 話 は 一 つも 午 か れ て いな い 。 更 
に 、 弟 子 達 は ー 人 も 、 は りつ け の 現場 に は いな か っ だ た の で ある 。 和 皆 、 イ エス が カル バリ に 達 れ て いか れ た 時 に 、 
何処 か へ 行っ て し まっ て いた 。 こ の 場合 の 真相 は 次 の よう で あっ た らし い 。 英 らく 「 を の 罪 の な い 男 に 何 の 罰 
も 与え を な いよ うに 。] と いう 妻 の 強い 願い の た な ゆめ に 、 ビ ピラ ト は イエ ス か ある と 信じ 、 そ し て 、 イ エス 自身 
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159. 否 、 ア ッ ラ ー は イエ ス を 己 れ の 傍 に 吾 スラ 1P イ を (ULT LES 
40 211 
等 せ た り 。 (年 100) ア ッ ラー は 強大 に し て 、 の 人 OB3 2 仙 の 
賢 哲 に まし ます 。 
る ー キナ ュ ナ タ の ーー 人 ナ ば に で ラン スン イン ランタ ョ っ 
160. 経典 の 民 の 中 に は た だ の 一 人 だ に 、 死ぬ が 全 82 別 導 CSU8[ ヴ る る 
前 に 、( 注 101) その こと を 信 ぜ ぎる 者 な か マク ン ン ン ラル ーー っ 
に イグ タ る | PE と 1 と 
る べし 。 復活 の 日 に は 、 イ エス は 彼 等 に 反 の 4 ee の 多 多 9 し 2 め う 


対す る 証人 だ る で し 。 


受刑 者 は 日 没 に は 必ず 十字 回 か ら 降 らき れる こと が わか っ て いた だ た から で あり 、 ピ ラ ト は 意図 的 に 
だ た の で ある 。 とう とう イ エス に 有罪 の 宣告 を 下さ ね ば な ら な く な っ た ピラ ト は 日 没 の わずか 三 時 間 前 に 判 
決 を 下 し た の で ある 。 こ うす れ ば 、 登 通 の 健康 な 人 で あれ ば 、 と の 程度 の 短い 時 間 、 十字 策 に か けら れ て で $ 死 
内 こと は な いと 彼 は 確信 し て いた の で ある 。 ピラ ト は 更に 、 冶 み に 対 し て 少し は 鈍感 に な る よう に 、 没 薬 に 混 
ぜ て ワイ ン ヒ と 評 や イエ ス に 飲ま せる よう 気 を 配っ た 。 三 時 間 後 、 気 を 失っ た 状態 で (多分 、 与 えら れ た だ 帯 の 作 
用 で ) 十字 架 か ら 降 ろ き れる と 、 ピ ラ ト は アリ メ テ ィ ア の ヨゼフ の 願い を すぐ る きま 閉 き 入れ 、 役 に イエ ス の 体 
を 引き 濾し た の で ある 。 イ エス と 共に 、 ト | 宇 架 に か け 6 れ た だ 二 人 人 の 犯罪 者 異なり 、 イ エス の 骨 は 折ら れ て は 
な く 、 ヨ ゼ フ は 彼 を 岩 の 横 を 空 ち 作っ た 広い 部 屋 に 寝かせ た 。 医 学 的 な 検死 $、 最 後に 一 に 者 の 証 
よる 死因 審問 も な か っ た 。(H、 ス ペン サー ルイ ス 著 [Mystical Life of Jesus」]) 9 ある 育 薬 、 有 名 な マル ハ 
ム ・ イ サ (イエ ス の 痛 薬 ) が 用 斉 き され 、 イ エス の 傷 に 塗ら れ だ 。 ア リサ メ テ ィ ア の ヨゼフ と 、 や は り エ シン 協会 
の 仲間 で 、 学 識 高 く 人 望 あ る 会 員 で ある ニュ デム ス の 二 和 人 が イエ ス の 介抱 を し 、 世 話 を し た 。10. 得 が 二分 に 
癒え て か ら 、 イ エス は 墓 を 出 て 、 数 人 の 弟子 達 と 会 い 、 食事 を 共に し た 後 、 エ ル サ レ ム か ら ガ リリ ー ま で 、 ずっ 
と 歩い て 行っ た の で ある (ルカ 24 : 50) 。 11. 1873 年 に アメ リカ で 第 一 版 が 出 き れ た [The Crucificion by an 
Eye Witness (日 壁 し た 十字 梨 )] と いう 本 は 、 イ エス が は りつ け に な っ た 七 年 後 、 エ ル サ レ ゥ ム の 一 和信 の エ シ ン 
の 仲間 が アレ キサ ンド リア の 同じ 仲間 に 殆 て て 革 い た 古代 ラ チン 語 の 手紙 の 写し を 英語 に 翻訳 し た も の で ある 
が 、 こ れ は 、 イ エス が 十字 名 か ら 降 あきれ た 時 に は 生き て いた と いう 央 強力 な 根拠 を 与え て いる 。 こ の 
本 に は 、 は りつ け の 原因 と な っ た 事 々 、 カ リバ リ の 光景 、 そ れ に その 後 の 事 が 詳細 に 壮 か れ て いる 。 

イエ テス が は りつ け で 死ん だ か どう か ユダ ヤ 人 の 間 に も 二 つ の 典 な っ た 意見 が ある 。 あ る 風 達 は 、 イ エス は 
節 さ る れ た 後 十字 架 けら 6 れ た と 言い 、 他 の 者 達 は イエ ス は 十字 架 に 璧 け られ て 死ん だ と 言う 。 使 徒 行 伝 5 * 
30 に は 、 前 者 の 考え が 示 き れ て お り 、「 流 ら は それ を 条 し 木 に は りつ け に し た 。] と 半 か れ て いる 。 クル アーン 
は この どちら の 癌 見 も と ら 6 ず 、 次 の 
め だ た の で も な い 。」 ク ルアー ン は 初め に 、 イ エス が いか な る 形 で も 殺さ る れ だ の で は な いと し 、? 
つけ に する と いう 特別 な 殺 二 の 方 法 を 否定 し て いる の で ある 。 クル アー ン は 、 イ エス が 上 字 
いう 事 を 否定 し て は いな い が 十 字 梨 の 上 で 死ん だ ど と いう こと は 知 定 し て いる の で ある 。 


注 100 ユダ ヤ 人 た ち は 、 イ エス を 十字 架 に 鬼 け て 末 し だ 、 そ うし て 神 の 聞 言 省 ど と いう イエ ス の 主張 が 嘘 で 
ある こと を 証明 し た の だ ん に 主張 し た 。 前 節 と 同じ く こ の 和 盆 に お いて も る 、 こ うし た 人 非 将 に 
諭し て 、 イ エス に きせ られ た 汚名 を 時 らし 、 を そし て イエ ス の 霊 現 は ( 天 に ) 者 り 、 イ エス は 神 の 前 で 

た と 述べ て いる 。 こ こ で は 、 イ エス の 肉体 が 昇天 し た か どう か に は 、 全 (触れ て な く 、 た だ 神 は イエ ス を 神 の 
近く まで 昇 ら せ た と 直 べ て いる の み で ある 。 これ は 明らか ! が 天 に 時 る 世 で ある 。 な ぜ な ら 物 理 的 な も の 
は 神 の も と へ は いか な いか ら で あ る 。 


注 101 「 彼 が 死 如 前 ] と いう 表現 中 の 「 彼 」 とい う の は 、 イ エス の 死 以 前 の 経典 の 民 の こと を 指し て いる 
の で ある 。 ユ ダ ヤ 人 達 は 、 イ エス が 真 の 預言 者 で は な いこ と を 証明 し た い が だ め に 、 自 分 達 が イエ ス を 十字 保 
に 暑 け て 殺し た と 信じ て いる の で ある 。 キリスト教徒 達 が 、 イ エス は 十字 梨 上 で 死ん だ と て いる の は 、 彼 
ら 罪 の 思想 を 持っ て いる か ら で あ る 。 
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系 四 テル ニニ サー 
161。 ユダ 教徒 の 罪 族 に 、 ま た 彼 等 が アッ に kg CE 29 逢 の 2 
ラー の 道 に いそ し むせ 多く の 人 々 を 妨害 せ し 6 ン 0 シン 『 
理由 で 、 わ れ ら は 以前 に 彼 等 に 許可 せ し い る 倍 Pc と 2 よる) 了 26 
くつ か の 佳 き 食物 を 禁止 せ 9。( 生 102) 
162。 を は また 彼 等 が 禁 を 犯し て 利息 を 取り 、 212AM12282 の 間 
(・ 108) 人 々 の 財産 を 不正 に 食 り 食らう 2 シン 
た め な り 。 き され ば われ ら は 、 彼 等 の 中 の 不 CS 30 も Ei 


163. 


164. 


信心 者 ども に 、 痛 罰 を 用 意 せ り 。 


きれ と 、 役 等 の 中 で 知識 固 な る 者 、( 生 
104) つ まり 信仰 する 人 々 で 、 液 に 降 き れ た 
る も の 並び に 流 以 前 に 際 き れ た る も の を 信 
じ 、 特 に 礼拝 を 遵守 し 、 療 捨 を よく し 、 ア ブッ 
ラー と 最後 の を 信ずる 者 、 こ れ 等 の 人 々 
- こ は われ ら は 必ず 大 な る 報奨 を 与え ん 。 

第 二 十 三 夢 

げに われ ら は ノア と その 後 の 預 言 者 た ち 
に 啓示 せる 如く 、 液 に 啓示 せ り 。 すなわち 
われ ら は 、 ア ブラ ハム 、 イ スマ エル 、 イ サ 
ク 、 ヤ コブ と 其 の 支 医 、 イ エス 、 ヨ ブ 、 ヨ 
ナ 、 ア ロン 、 並 びに ソロ モン に 啓 示し 、 刀 
ビデ に 詩篇 を 与 を たり 。 


@ 攻 上 介 多 


の 26 uh の 6 守 8 
ou395 9 の HP の 


3 タダ る 狗 る 


レミ き 1 ン ん 

5 658 
の に 

(21 づか!UCY(K2KUISEHIET 


の イラ タコ キット ン クター 12 の 人 ンー ラン テル 

2 13 YA 2 
えん 

IM 8 52 


き 


を ジッ リン で ウイ テン ンタ 91 フン スッ タ 
OS 2 うつ の 3 


@b め と 
注 102 この 節 は 、 ユ ダ ヤ 人 に 対し 以前 は 許さ きれ て いた が も な 和 中 る れ た だ 何 か が 重要 に つい て 言っ て いる 
な ぜ な ら モ ー ゼ 以後 エダ ヤ 人 の 中 に は 、 が 彼ら に 対し て 認め て いか を 新た に 禁ず る よう 


即ち も 、 過 ち を 犯し た た め に 液 ら に 失わ れ て いた 神 の 祝福 
る の も ぉ 、 ユ ダ ヤ 人 が 失っ て いた 精神 的 な 神 の 如 恵 に つい て だっ た の で ある 
往 103 


い 者 か ら 6 は 、 利 昌 を 取る こと 
19、20) し か し 彼ら は こ 


の で ある 


の で は な い 。 


言 者 は 一 入 も ゎぁ 旭 現し て は いな か っ だ か 
つい て 述べ て いる の で ある 。 イ エス が 「 我 


果 、 エ ザキ エル の 


流 ら に 


ユダ ヤ 人 は 、 他 の ユダ ヤ 人 に 対し て 利息 を 取っ て 金 を 貸す こと を 葉 じ られ て いた が 、 
きれ て いた の で ある 。 ( 出 エ ジ プ ト 記 22 25: レビ 記 25 : 36、37、 申 命 記 23 : 
広 を 破 5、 ユ ダ ヤ 人 か ら も 利 所 
は こう し た 悪行 は 二度と し な いと ネ ヘ シヤ に 約束 し た 
通り ( エ ザ キ エ ル 普 8 :13 


取る よう に 
( ネ ヘ シヤ 記 5 


* ら で ある 。 この節 は 、 ユ ダ ヤ 人 達 が 和 失っ た だ 精神 的 な 神 の 
られ し 事 々 を 認め ん が だ め に 米 だ り 、」 (3 :15) 
び 液 ら に 与え る た め に 自分 が 来 た の だ と 語っ て い 


ユダ や 人 人 で は な 


な っ た 
・12) 。 
) 彼ら は 、 


( ネ ヘ シヤ 記 5 : 7)。 後 に 彼ら 
し か し 彼ら は 再び 約束 を 破っ だ 
ーー つの 国家 の 民 と し て は 減 亡 し 、 


地上 あちこち に 散ら ば っ て 、 敵 の 壮 で 迫害 きれ る こと に な っ だ の で ある 。 


注 104 
ぎ つ す 加え られ て いる の は 、 


に する た めで ある 。 
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これ は イス ラム 教徒 し な っ だ ユダ や 人 の 中 の 学識 あ る 人 々 の こと で ある 。「 信 徒 傍 ] と いう 語 が わざ わ 
ここ で は イス ラッ 教 和 し な っ た な この よう な ユダ ヤ 人 の み を 指し て いる こと を 確 


光 画 章 デル ・ ニ サー 
165. その 他 、 す で に 液 に 結 げ た る 使徒 ちち 2 2 3 823.8%25 
2 2 な る uouo5 Os 
あれ ば 、 未 だ 液 に 告げ ざる 便 徒 な も も あり 。 ブフ 


166. 


167. 


172. 


68. 


69. 


70. 


71. 


特に モー ゼ に は 、 ア ッ ラ ー は 長 々 と 物 云 を 
り 。 

朗報 警告 の 運び 手 で ある 使徒 の 派遣 
は 、 使 徒 が 来 た か ら に は 誰 も アッ ラー に 対 
し て 切 何 な る 抗弁 も な し 得 ぎ る よう に する 
た だ た め な り 。 ア ッ ラ ー は 強大 に し て 、 覧 哲 に 
まし ます 。 

アッ ラー は 液 に 隆 せる 5 の に つい て 、 自 
ら 証 人 と な る 。 を の 啓示 は 御 表 ら の 知 に 
おい て 降 せ る も の に し て 、 天 使 な ちゃ その 
証人 な り 。 六 し て ア ッ ラ テー は 立証 才 と し て 
ガ 全 な り 5。 

信仰 を 拒み 、 アッ ラー ー の 道 へ 進ま ん と す 
る 人 々 を 妨げ る 徒 問 は 、 正 道 か ら は る か 居 
い 放 の は すし た を かり 。 


げに 信 ぜ ず し て 不義 を 行う 著 ど $ は 、 
テッ ラー は 断じて 毅 き る ず 、 また 吉 何 な る 道 
も 教え を ぎる べし 、 


地獄 へ の 道 以 外 は 。 を こ に 彼 等 は 示 長 く 
住ま ん を 。 そ は アッ ラー に は いと 易 き こと な 
り 。 


人 々 よ 、 使 徒 が 主 の 御 許 よ り 真 理 を 携え 
て 来 た れ り 。 る れ ば 信 ぜ よ 。 信 ずる こと は 
お 前 た ちの た め に な る な り 。 ま だ 、 お 前 だ 
ち た と い 信 ぜ ず と もち 、 天 に 在 る も の 地 に 在 
る も の すべ て は アッ ラー の 所 有 な り 。 ア ッ 
ラー は すべ て を 知り 、 製 白 に まし ます 。 

衝 典 の 民 よ 、 お 前 た ち 己 れ の 宗教 に お おい 
て 姫 を 越え る な か れ 。 ま た 真実 以外 は ア ッ 
ラー に つい て 語る な か れ 。 炒 世 主 、 す な ゎ 
ち マ リア の 子 イ エス は 、 ア ッ ラ ヌー の 使徒 に 
すぎ ず 、 ア ッ ラ ー が マリ ア に = 降 せ る 御 言 葉 
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4 の | 乏 28 LC まえ 胡 ま オン を 
6 ら eo 4 


4 ン ウ ジム > プ 
人 し 60Y 綴 え 交 あ 
9 
ィ イ ンタ ンス の 衝 。 
本 NOTOV 有 CYP) 


@K8 誠 の は 


る 
器 


アア | タン タン てろ る 1 
2 zeA23558 の ANLS1 


ジ 
ei^ it 

アア ルン 了 か ブン ルン リン 時 宮 - 全 
PPCAIWLOYTOHTS) 

(タッ レッ タン っ 

アル 

ロリ レウス クン イン 。。 レッ 1 ンタ ン ン タレ 
2 のみ 256*. も ち 交 


の 3 


の あう 穫 に 38 用 4 の Id 
し 85 の 鹿 5 3 


gz 絢 ら の き 


Sb 3 放 5 き 8 4 EPSIRW (0 


テル ・ ニ サー 


173. 


174. 


175. 


176. 


177. 


の ( 注 105) 履行 で あり 、 ア ッ ラ ー よ り 出 で 
た る 霊 な り 。 さ る れ ば アッ ラー と その 使徒 を 
言 じ に 、[ 三 位 】 と 寺 う なかれ 。 止め る の だ 、 
その ほう が お 前 た ちの た だ ため に な る で ご し 。 げ 
に アッ ラー は 衝 一 の 神 な り 。 型 な る か な 、 
いづ くん ぞ 子 ある ざけ ん や 。 ア ッ ラ ー に 
天地 の 一 切 # は 族 属 す 。 さ れ ば アッ ラー は 寺 
護 者 と し て 万 全 な り 。 
第 二 十 四 綿 

教 世 主 ほ ア ッ ラ ー の 僕 た る こ と を 恥じ 
ず 、 神 の 側 所 く 個 條 する 天使 た ちゃ また 狼 
り 。 ケッ ラー を 貯 拝 す る こと を 8 WM しょ せ すず 、 
高 侵 な 徒 輩 は 、 テッ ラー 光 を 己 が 許 に 召し 
寄せ ん 。 


『 ビ て 和敬 行 を 二 む せ 人々 に は 、 ア ッ 
ラー は - 上 分 な 報 を 与え 、 その 上 沢山 な 息 
恵 や 与え ん 。 きれ ど 水 水 拓 する こと を 滞 し と 
せ ず 、 高 怪人 委 全 は 、 アッ ラー 痛 凡 を 以 て 
し めん 。 前 し て 第 等 は 、 ア ッ ラ ー 
を 持て 知 何 な る 味方 る 教 助 者 も を きこ と を 


流 等 人 々 よ 、 吸 証 す で に 王 よ りお 前 た ち 
に 来 だ たれ り 。 わ れ ら は お 前 た ち に 明らか な 
る 光明 を 降 し た り 。 


きれ ば アッ ラー を 信じ て 之 を 護持 する 
人 々 に 、 ア ッ ラ ー は 花 悲 と 邊 恵 ほ を 樺 れ 給 
い 、 直 き 道 に よっ て 彼 等 を 己 が 誕 へ 導 か ん 。 


彼 等 は 流 に 裁断 を 請う 。 云え ん 、「 ア ッ ラ ー 
は お 前 た ち に 、 二 系 相 読者 を 造 きず 死 亡 せ 


る 者 に 関す る 裁断 を 下す 。 人 も し 死 し て 子 
な く 、 此 一 人 の 姉妹 が ある 場合 は 、 故 入 の 
遺産 の 半分 が 彼女 の も の た る べし 。 反 対 に 、 


タタ ンク 委 り タタ ン 6 Id セレ 
HH うき ob 2 
タッ と ョ ンプ フッ クル の る 


1 み ウン 
OL Cf94G 色 


必 め 88C9 WT( 
obM09 
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る (2W 衝 T こ AIP は 人 
レン ラン RG の YOKO 


と も の 


クッ ン 放 2 とう タン プンタ セン 


ン 


スン 92 8 | 


52 だ ESI purtg 6 
306olex866 3522 
6 る 953 と ィ ブ 2 タテ 2 導 3 


PE 
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3 39 を に 全 4ULVEIU 
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61 す し を 人 タ . の MG 
Pe その WKP 
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0683 り 52 3 た 5 
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OM 5 多 4 5 導 


ば edb 


注 105 


3 : 46 節 を 参照 せよ 。 
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て その Po ち 


第 四 斉 アル ・ ニ サー 


凌 に 子 な く 死 せる 場合 は 、 内 が 等 の 相続 者 る 5 ラン 
き 1 RI NM の 
た る べし 。 き れ ど 二 人 の 姉妹 が ある 場合 は (5 欠 joI2 委 多 ら 


條 の 補 の 三 分 の 二 が 彼女 た 5 の 1 た ぁ 523 に 2 人 っ 35 
さ し 。 し し の 人 が ある 場合 、 
見 落 姉 妹 の 両方 一 その 場合 は 、 テー @ を p 頒 2 あら 導き 区 
人 の 取り 分 は 女子 Ab な iga。 

アッ ラー は お ぢ 前 だ ち が 旋 KR ら ぬ よう を 明示 

し 給 う 。 ア ッ ラ テー は 一 切 を 毅 知 し 給 う 。 ( 注 

106) 


注 106 4 ・13 で 言及 し て いた の は 、 カ ラー ラ の 内 で 死 の 時 に 親 6 子 も な く 、 し か る ち 母 方 の 見 弟 姉妹 し か し な 
い 者 に つい て で あっ た 。 この節 で は 、 父 方 母方 、 双 方 に 兄弟 姉妹 が いる カラ ー ラ ある い は 父方 の み の 兄 弟 姉妹 
が いる カラ ー ラ に つい て 久 べ て いる 。 4 ・13 と この 人 節 を 比べ て みる と 、 前 者 の 兄弟 邊 妹 た ちの 造 産 配分 は 、 後 
者 の 兄弟 姉妹 だ ちの 遺産 配分 より も 少な いこ と が 明らか で あり 、 を その 理由 も 品 で ある 。 租 統 法 の 中 の この 部 
分 は 、4 :12、 13 で 扱わ れ て いる 法 を は 意図 的 に 分 け て 扱 われ て い る の で ある 。 ク ルアー ン は 、 ユ ダ ヤ 人 が イ 
エス に 対し て 行っ た 非難 に つい て 暫く 語っ た 後 、 再 び こ の 章 の 終わ り で 、 再度 、 カ ラー ラ の 韻 題 に 戻っ て いる 。 
そう し て (カラ ー ラ に 関す る 法 を 完成 きせ る の と 共に ) イエ ス に 精神 的 相続 [和信 が いな いこ と 6 きせ よう と 
し て いる の で ある 。 あ る 意味 で は イエ ス も また カラ “っ だ 。 イ エス は 、 父 な くし て 生ま れ 、 き る ら に 彼 は 精 
神 的 後継 者 を 残し て いな い 。 イ ブン ・ ア ッ パ ス は カラ ー ラ を 子 を 残さ ぬ 著 と 規定 し て いる が 、 イ エス は 後に 料 
神 的 後継 省 を 残 き な か っ た 故に 、 9 か ラー ラ だ っ た の で ある 。 
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YP 


アル ・ マ ー エ ダ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


1. 惹 深く 、 専 み 二 て アッ ラー の 御名 に ちい の タテ 30 っ や 63 
て 。 
2 . 液 等 信 侍 た ちよ 、 あ 前 た ちの 契約 を 履行 せ RA MLA EE 
よ 。 前 た ち に 告げ られ る も の 以外 の ( 注 ャ ルン と る リレー 
1) 四 つ 足 の 家 震 は 食す る こと を 許 き る 。 際 人 5 と 品 に JESNKog 
人 し 聖地 巡礼 中 は 狩猟 する こと を 禁ず 。 名 インリン ああ タラ ッ タ クノ 
アッ ラー は 御 心 の まま に 探 を 定め 給 3 。 の 2DLO ル しろ と っ の 
3. 液 等 


全 徒 た ちよ 、 ブ アッ ラー の 斑 な る 仁礼 を の の 30 し Se2g 信 
( 生 2 ) 汚す な か れ 。 ま た 神 吾 月 や ( 注 3 ) の ポタ 時 Po 8 
アルル の 2 


性 の 幸 物 、 を れ に か り る 音 栓 を 消す を 8926930 7 る 9225 
か れ 。 まだ 主 の 央 下 上 二 局 を 求め て 理 役 に ノルン レッ レン 。 ラッ ラシン 
語 で る 人 々 を 妨げ る な か れ 。 き れ ど 吾 城 を 。 bb 1 と と 1 
まり 、 包 礼 着 を 脱い だ な ら ば 、 狩 猟 す る も ラッ ィ ノシ ン ン クロ レッ レ タッ ン 
8B あ る 4 


可 な り 。( 流 4) ま た 、 か つて お 前 た ち を 型 コラ 9 共 づ う b っ 

殿 より 阻 め る 者 を 恨み て 、 敵 意 を 彼 等 に 抱 KK 人 4 
等 に 抱 の た AIR 2 3 

(を か れ 。 セ し ろ 相 助け て 正毅 を 行い 、、 神 ーー クー ンク ツジ の ミ 


を え 。 罪 と 悪 束 の た め に 相 助 ける こと な 2 5 5 逢 
か れ 。 ( 注 5) ア ッ ラ ー を 異 れ よ 。 げ に アッ 
ラー の 第 罰 は 菩 酷 な 5 。 @ollG5oS 82 UM 


内 


注 1 ' 流 ら に 告知 きれ だ 物 以外 ' と の 表現 は 、 以下 の 節 で 述べ られ て いる 動物 を 指し て いる 。 し か し これ ら 6 に 
は 、 自 然 死 し た 動物 の 肉 、 血 、 豚 の 向 は あて は ま ら な い 。 豚 は 家畜 と は みな る れ な いし 、 こ こ て 例 外 と きれ る 
を つい て で あっ て 、 全 て の 動物 を 対象 と し て いる 訳 で ほな いか ら 6 で あ る 。 又 、 こ の 件 に 関し て は 既に 


2 : 前 で 取り 上 げ ば られ て いる か ら で も ある 。 


注 2 神 の 認識 と 神 に つい て の 知識 に 通じ る あら ゆる 物 を 指す 。 


往 3 聖なる 月 を 周 演 し な い 様 慎 し むと いう 事 は 、 そ の 月 間 に 人 為 き れる 所 楽に 、 正 当 な 配 庶 を する 事 も 意味 
し て いる 。 


注 4 巡礼 者 が 、 錠 礼 の 旅 を 終え 、 錠 礼 の 衣服 を 最終 的 に 脱い で し まい 聖なる 信 域 の 外 へ 足 を 踏み 出せ ば 、 
狩り を す 許 き れる と いう 事 。 


注 5 何と この 個人 的 是 つ 全 世 界 的 行動 の 教義 は 気 高 放し 


だ た な ら 、 世 の 中 の 遺恨 や 憎しみ 、 い の い が み 合い な 


の で あろ る う 。 も し この 教義 通り に 人 が f 
減 し て し まう で あろ うに 。 
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第 五 立 アル ・ マ ー エ ダ 


4. お 前 た ち に 禁じ られ た も の は 、 死 航 の 肉 、 1 クタ イン 2 る 21 1 イン タン 。 う 
うろ 5655 ECYWI 
血 、 朋 肉 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 名 を 唱え られ た リッ W 人 


を じ タン タク ラン レッ タッ 


も の 、 絞 殺 る れ た る も の 、 打 ち 殺 る れ た 4 INRI4 
る も の 、 墜 死 せ る も の 、 角 で 突き 殺 る れ た 


を 3 ッ アン とる 
る も の 、 野 上 が 食い 残し た る も の 、 但 し ぉ る 5 2 
前 た ち が 正 式 に 殺し た も の は 除く 、 偶 像 の る 13 タン と ラン ノレ 
供物 古 に 捧げ られ だ る も の な り 。 面 し て ま KTCTDIIT 時 AB 


た 彼 矢 を も っ て 分 配 せ る も の 5 禁ず ら る Mt も 6 て レレ レン シ 
< ! ! 
こ は 不 散 な る 待 いな り 。 今 で は 不信 心 者 あ pebGOho2 


も は お 前 た ちの 宗教 を 打破 する こと を 断念 ん 2 ポ ら 誠 く IOK24 
せり 。 きれ ば 彼 等 を 居れ ず 、 わ し を 怖 れ よ 。 際 シー 朋 
今日 わし は お 前 た ちの 宗教 を 完成 し 、 ぉ 前 。 は 之 2lo9 ら の AI 2 あう 
た ちの 上 に が を 潮 た し 、 お 前 た ちの ちる 4 ィ レ ッ ジン ェ ン ン シン 
宗教 と し し て イス ラー ム を 選び た り 。 さ きれ ど eld6 9 の っ 
介 を 犯す 意志 な くも 5、 ひ も に 3 族 に 信 科 な 

く な せる 者 に は 、 げ に アッ ラー は 寛大 に て 、 

起 深 《 ま し ます 。 

5. 彼 等 は 流 に 、 何 が 自分 た ち に 語 き れ て いる GA 敵 し 32046 し 3 
か を 問う 。 云え 、「 す べ て 儲 き 物 は ( 注 6) イアン タン 。 。 
前 た ち に 許 き る 。 ま だ ブッ ラー が お 前 た 。 BeG 324G79 の プイ の な 慈 じ 2 
5 に し 如く 訓練 せる 局員 が 捕え し 獲物 人 ゆる 4 の の 1 を 砂 知 移 和 

、( 生 7) 食 べ て よし 。 る の 際 、 ア ッ ラ ー ダッ 3 
の を を ぇ よ 。 曽 し て アッ ラー を 思 れ よ 。 りー レ h8Z 2 りあ 
げに アッ ラー は 清算 する に 迅 速 な り 」 に 。 間 

6 今日 すべ て の 佳 き 物 は ( 注 8) お 前 た ち に 9 NO 

許さ きる 。 ま た 経典 の 民 の 人 々 の 食物 は 前 


レ う 2 タ る ンタ ン 
た ち に 詳 き れ 、 お 前 た ちの 食物 は 役 等 に 許 ジラ 2 抽 の GR ん 


注 6 禁 事 は 前 節 で られ て お り 、 残 り は ここ で 、 も し それ ら が タイ ヤブ ( 千 で あり 純 衝 で ある ) で 
あり 、 人 の 健康 も 倫 理 に 有 実 で な けれ ば 合法 で あり 、 自 分 自身 の 環境 や 健康 条件 を 考え 合わ せ て 、 何 が 本 人 に 
と っ て 知 し も きれ る 、 戒 い は 航 く な いと され る か を 決定 する 市 は 各個 人 に 其 ね られ る と きれ て いる 。 亜 な る 拓 
言 者 は 当然 の 事 な が ら 、 内 食 験 と つゆ を 持つ 委員 類 は 、 葉 律 に か な っ た 食物 の 爺 も ちゅ うに は 入れ て いな い 。 
注 7 訓練 きれ た 際 食 鳥 貴 の 捕らえ た 獲物 は 、 人 が 訓練 し た 代行 者 が 殺し た の で ある か ら 、 適 切 に 律 法 に か 
な っ て 殺 る れ だ の で ある と みな る れる 。 し か し 、 そ の 獲物 に 対し て それ を 食す る 事 が 律 法 に か な っ だ た もの と す 
る 為 、 神 の 名 を 唱え る 事 が 必要 で ある 。 

往 8 これ は 、 ト ラー の 戒律 に 従っ て 居 殺 きれ た 動物 の 肉 は 、 ト ラー の 戒律 下 で 許 き れる 全て の 食物 は イス 
ラム の 戒律 で 、 許 容 る きれ る の で 、 イ スラ ムッ 教徒 に と っ て 食し て よい $ ゃ の と な る と し 味 で ある 。 し か し 、 用 
心 の 為 を うい っ た 食物 に は アッ ラー の 名 を 日 に 出し て 祈願 する と よい 。 イ プ ニ ア ッ に よる と 、 こ こ で の 食 
物 に と は 、" 口 に し て も よい 食べ 物 " (ザビ ー ハ ー) 或いは 、 正 し い 手 続き で 層 き れ た 動物 の 肉 を 指す と の 事 で 
ある 。 
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る る 。 ま た 信徒 で 貞 節 な 女 、 並 びに ぉ 前 た 
ちの 前 に 経典 を ( 注 9) 且 わ れる 貞 人 節 な 女 、 
既 資 を 与え 正当 な 手続 き を 踏ん で 結婚 を 約 
定 せ し 女 、 私 通す る に 非 ず 秘密 の 愛人 と す 
る に 非 ず ば お 前 た ち に 許 き る 。 信 仰 を 拒否 
する 徒 華 は 、 その 行為 は 無 に 帰し 、 来 世 で 
は 失敗 者 の 類 と な らん 。 


r る 2 タン ッ る タチ ン 2 タク レー 1 タタ 2 
の 12 OL oh2sCll oe る 
ッ ア ンタ ンタ 9 ンク ラダ タッ ンプ 
Oo の 9 の まき KN も の 

ッ ン フラレ タッ ンダ 


義 の 90195 
il9 分 る の 移 と ま レン 


ンプ ター 、1 ラ ンタ る 


の ゆい し っ 2 と 


タン グ 


と dG 


第 二 項 
_ 由 2 クン タタ シリ レッ る レタ イレ 
7 流 等 信徒 た ちょ 、 礼 拝 に 起 つも き は 孤 を 洗 大 放 EAIEIKYS1V30 
い 、 商 を 肝 ま で 院 い 、 濱 れ た 手 で 愛 を 控 と っ jz シッ 際 レッ 
で つけ 、 両 足 を ( 往 10) 争 ま で 沈 を 。 ま た の 259P303 2 の 
休 が 滞 れ て いる と き は 小 浴 し て 号 を 和 ら も 50 あし に の 
5 MM 1 巡る 
よ 。 ま た 病む か 、 旅 略 に あり て 汚れ だ る 状 GO eSYG OM2N1 う 
> は 便所 か ら 出 で 来 た 場 人 る 5 ラン ラン ョ クン て 
超 、 ま た は 便所 か ら 出 で 来 た 場合 も し く 。 必 乏 ヒ と と の 5 
は 女 に 触れ だ と き 、 水 な き 場 合 は 、 き れい の 2 コン 
な 土 を 以 て 逐 の 代り と な し 、 人 や 手 を ( 注 2 多 b あ う 移 剖 移り ダル 紹 
11) 拭う ざさ し 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ち に 雛 し タタ ジン Ez 
き を 望み 給 わ ず 。 た だ お前 た ち を 浄 め 、 お 2 の 26KPOSsS 
前 た ち が 感 謝 の 念 を 抱く よ う 己 が 恩恵 を お 0 の の レン レラ あの 元 4 
ウル ント i の う と が の 40 し 
前 た ち に 滴る ん こと を 欲し 給 う 。 イン シン 
イイ プン シン イア イル ンプ シイ an 
半 の AE 人 29 2 
> 、 っ | 本 、 レッ る ッ ン の 
8. E れ た る アッ ラー ー の 引 貞 信 い 、 ( 仙 る SSE ら る KO ca 2 
アッ ラー が お 前 だ た ちと 結 べ る 契約 を 念 え 。 ュー レ 2 タン 
を の 時 、 お 前 た ち は 云 えり 、「 我 等 は 際 き 上 2681283323 Et 2 生得 
っ 従わ ん 」 と 。 面 し て アッ ラー を 婦 れ よ 。 タタ ーー 
げに アッ ラー は 人 が 胸中 に 換 て くも の を 玖 知 の lo 多 
し 給 う 。 
9. 流 に 茶 づ いて 立直 し 、 放し 
! YKYJTO7 
アッ ラー の た め に 麗 不 抜 た れ 。 人 々 へ の グイ 2 の の ? プン 了 の 5 
る ン イ ン ンス レッ ン ン 
敵意 を か り た て て 正義 に 挫 る 行い を する な 139 の の る 2E2 る 93 
か れ 。 常 に 公正 で あれ 。 か くす る は 真 の 和 間 - 
注 9 イス ラム で は イス ラッ 教徒 の 男性 が 経典 や 与え られ た 民族 の イス ラム 教徒 で は な い 女 性 と 結婚 する 事 
を 許し て は いる が 、 中 は り 通常 は 、 イ スラ ュ 教 徒 の 女性 と 結婚 する 事 が 望ま し い 。 
注 10 ここ で は 顕 の 次 に 足 と いう 言葉 が 表 $ れ て いる 。 これ は 頭 の 様 に 足 も ふ か れる か ら と いう 理由 で は な 
く 、 洒 浴 の 最後 の 順序 が 足 だ か ら で あ る 。 
注 11 4 音 44 節 を 参照 の 事 。 
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信 な り 。 ア デッラ ー を 退 れ よ 。 げ に アッ ラー レス ンー た 入 ロラ タ ンタ ンタ 
は 前 た ちの 所 業 を 就 知 し 給 2 。 MELZCEIP 

タン ッ ン 
fOIGHWS 
つ 紀 じ タ ピリ ロロ 
10. アッ ラー は 信じ て 療 行 を 穂 む 人 々 を 央 拓 IF3K の AUOWW 
し 、 大 いな る 報 楽 を 与 を ん こと を 約束 せ 9 。 っ 
の 2 つと っ 15 あし 4 る 9 
1. 0 を 作 ど か われ ら の 神 光 を 拒否 する 者 OPECKEIGORIR( Gt 
彼 等 は 地獄 の 難 な 5 。 “< 

12. 汐 等 信徒 た ちよ 、 お 前 た ち に 兎 れ た る アッ 234 GO eg 
ラー の 万 忠 を 悪い 超 せ 。 人 々 が お 前 た ち に リッ ラン 。 レン 
向っ て 手 を 仲 きん と せ し 時 、 ア ッ ラ ー は す 6 テン 人 5 グン 
か きず その 手 を 抑止 せり 。 ア ッ ラ ー を 暴れ モン タラ 人 タレ クシ コイ ン ン ち 
ょ 。 信徒 た る も の 詩 ケ アッラー に こる 信 下 を の Op タ 計ら っ 2 も 5 
寄せ る べき な り 。 

第 三 項 こども ちら 

13. 寺 アッ ラー は イス ラ エ ル の 子 苑 と 契約 を 。 > 2 ィ ン フ ラン シン 
結び た り 。 その 時 われ ら は 、 彼 等 の うち ょ Cs OOOINGRC 
オー 人 の 普 長 を ( 注 12) 無し た り 。 前 し 向 8 知人 あ 光 8 
523531 
人 E 和 4 仙 は 云え り 、「 げ に わし は お ぢ お 前 た ち いし ン ン 有朋 の 骨 央 
ょ 伴 に 在り 。 お 前 た ち が 礼 拝 を 公 守 し 、 定 二 UK2 3 設 3 
め の 間 捨 を な し 、 わ が 頂 言 者 た ち を 信じ レン シン ラッ クン 1 アタ ララ ョ ン 
を 及 ひ 、 ア ッ ラー に 立派 な 貸付 を な る ば 、 を 3 科 と る 535 
わし ほ 必 ず お 前 た ちの 大 業 を 消 渋 し 、 お 前 タチ る (2 に っ 。 を る て 衝 て っ っ 
た ち を 河川 流れ る 楽園 に 導き 入れ ん 。 き れ ooe り > ン の ee うう 
『* 前 た も の 信人 に せよ 、 こ の 後 信 ぎ ぎる GUSS 4 8 る 8 宮 

閉 は 、 正 し い 道 より 迷い 出る 者 な り 」 と 。 

14. きれ ど 第 等 その 契約 を 門 れ る が に 、 RC 人 し 5 じ 3 
ら は 彼 等 を 呪い 、 っ を の い を 各 を ラン ッ ンー > 
め た り 。 役 等 は 経典 中 の 字句 を 正しい 場所 Eo*4c8 
か ら 移 し 曲げ て 解 祖 し 、 与 えら れ た 訓 戒 の LIP7E 
一 部 を 忘却 せり 。 液 は 彼 等 が 、 僅 か な 者 を 23 あゆ 52 2395 
除 り ば 、 常 に 表 切り を こよ する を 見 4。 る 48 半 52 の 2 と 3 
ちい 人 を 半 し て テリ に AGAe と az6 ee2Dc5 
アッ ラー は 善行 を 積む 者 を 愛し 給 う 。 og 

注 12 "12 人 の 首長 ほ と は 、 モ ー ゼ の 死後 、 現 れ た だ イスラエル の 12 人 の 預 言 者 を 指す 、 専 門 学者 に よれ ば 、 こ 


れ ら の 人 々 は モー で の 任命 し た 12 の "宣子 達 ' と 呼ば れ て いた と の 事 で ある 。 
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15、 ま だ われ ら は 、「 我 等 は キリ スト 教徒 な り 」 
と 云う 者 ども と も 契約 を 結べ り 。( 注 13) き 
れ ど 彼 等 ちまた 与え られ た る 訓 戒 の 一 
忘却 せり 。 きれ ば われ ら は 、 復 活 の 日 まで 、 
彼 等 の 間 に 敵意 と 憎悪 と を か き 立 て だ たり 。 
や が て アッ ラー は 彼 等 に 向っ て 、 そ の な せ 
る こと を 告げ 知ら し めん 。 

16. 経典 の 民 よ 、 わ れ ら の 使徒 は 、 セ 前 た ち が 
経 催 の 中 で 隠し て きた だ 幾多 の こ と を 解明 す 
る た め に 、 ま だ た 幾多 の こ と を 映 過 する た め 
に お 前 た ちの と ころ へ 来れ り 。 ア ッ ラ ー よ 
5 の 光明 と ( 注 14) 明白 な る 経典 が 今 お 前 
た ち に 降り た り 。 _ 

17、 こ れ に よっ て アッ ラー は 、 御 世に か な う 者 
を 平安 の 道 に 導き 、 思 し 召し に よっ て 役 等 


本 引き 出し て 光明 へ と 読 い 、 正 し 
道 に 導き 給 う 。 
18.「 ア ッ ラ ー は 伺 人 に も 非 ず 、 マ リア の 子 


救世 主 な り 」 と 云う 者 ども は 、 ま ぎれ も な 
く 不信 の 徒 美 な 9 。 云 を ん 「 も し アッ ラー が 、 
マリ ア の 了 メ シア 、 を その 母 並び に 地上 の す 
べ で て の 人 々 を 減 ぼ きん と すれ ば 、 5 
ラー を 抑止 し 得 よ う ぞ ?.」 と 。 ( 往 15) 天 も 
地 も 、 また その 間 に 在 る も の 、 挙 げ て アッ 
ラー の 統 べ 給 うと ころ な り 。 ア ッ ラ ー は 
御 心 の まま に 創造 し 、 万 能 に まし まず 。 
19. ユダ マヤ 教徒 や キリ スト 教徒 は 云う 、「 我 等 は 
アッ ラー の 子 な り 、 運 見 な り 」 と 。 云え 、 
「 し か ら ば 何故 に メッ ラー は お 前 た ちの 首 
を 罰する か ? 然 ら ず 、 も 前 た ち は ア ッ ラ ー 
が 剣 造 せ る 人 間 に す ぎ ず 」 と 。 ア ッ ラ ー! 


TH 


ラン ブラ タン ウッ イン マン クー ゴン つう タレ し し っ る ン 
AH 上 の 23 
MYYKPCGR 人 PAN 
8 っ > る 2 有 ンク 


プラ タン ラン 


(⑲ 〇 の 
の WO | ウレ 8d9 
4 、 ッ ン 2 2 


Ao 


イタ タイ ブッ ー/ 入 
OTC 6 る の lo 
ィ ッ ン ン 


そる 2 タッ ン 
に DU) AD っ テッ 


2 の ee る の 

3 靖 9 
ez 人 89 ジ YE 
2Y0 の 全 IPI 


の と タイ 


ン ン ン ン 
62 の あ 52U5 


NG 
有 
RG 
1 
Ni 
人 


錠 26。 の 87 る る 0 | 563 う 


2 用 6 の タン も 


注 13 これ は 、 型 な る 貧 詩 者 の 氏 
この 据 言 は イエ ス の 後継 者 達 が 故 : 


注 14 


聖なる 預言 者 を 指す (33 : 46、47) 


ここ で 計ら ず も 非常 に 強い 庄 主 
を あて 、 と が ゆめ る 人 為 で ある 。 同様 に 、 
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関す る イエ ス の 預言 
視 し た り 、 何 と か 傍 っ た 】 


16 : 12 一 13) 
言 で ある 


つい て の 拉 に 思わ れる が (ヨハ ネ 、 
5 味 に と ろう と 無 末 な 勢力 を し た 


使わ れ て いる の は 、 イ エス が 神 の 息子 で ある 等 と いう 途方 も な い 教 
19 : 89 一 92 で も 強く と が め る 語調 が 使わ れ て いる 。 


第 五 章 アル ・ マ ー エ ダ 
ee ーー トン テン ルン テン 
MouRarara ああ 拓 み 5 み 5 
天 も 地 も 、 に こ 在 る レタ ン ッ ラン ( ノ フ FIPG 
て アッ ラ の 続 べ 維 うと ころ 、 生 し て すべ 69122022Eyyop の りう 


20. 


21、 


22. 


23、 


24. 


25、 


て は る の 御 許 へ 帰り 行 く 。 
経典 の 民 よ 、 使 徒 だ た ちの 派遣 が 中 断る され た 
る 後 、 わ れ ら の 使徒 が お 前 た ちの と ころ へ 
追わ きれ た る は 、 お 前 た ち に 物事 を 解明 し 、 
「 期 報 の 伝達 者 も 警告 者 も 来 ら ず 」 と お 前 
たち に 云わ し め ぎ ざら ん が た だ ため な り 。 き され ば 
今 、 こ うし て 朗 報 の 伝達 者 で あり 警告 者 が 
お 前 た ちの と ころ へ 来れ る な り 。 デ ッ ラ ー 
は 万 態 に まし ます 。 

第 四 項 
モー ゼ が 己 が 民 に 向っ て か 云え る 時 の こ 
と を 思い 超 せ 。 「 我 が 民 草 ょ 、 お 前 た ち に 垂 
れ 賜 える アッ ラー の 』 を 思い 超 せ 。 役 は 
お 前 た ちの 中 か ら 言 者 た ち を 典 し 、 お 前 
た ち を 王者 た らし め 、 他 の 如何 な る 民 に も 
与 を ざり し も ゃ の を お 前 た ち に 与え を たり 。 
我 が 民 草 ょ 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ち に 定め だ 
る 型 地 に 入れ 。 引 き 返 す な か れ 。 引 き 返 き 
ば 、 失 敗者 と な らん 」 


彼 等 は 云 ん り 、「 モ ー ゼ よ 、 そ を こ に は 狂 
つっ 強力 な 民 あり 。 彼 等 が 出 で 行か ぎる 限り 、 
我 等 は そこ に 入る を 得 ず 。 さ きれ と 彼 等 $ し 
出 て 行か ば 、 我 等 は を こ に 入る で し 」 に と 。 


主 を 良 れ 、 そ の 恩恵 に 浴 せ る 二 人 の 男 あ り 
て 、 云 えり 、「 門 か 6 入り 、 彼 等 に 向っ て 進 
繋 せ よ 。 一 だ び 入 ら ば 、 お 前 た ち は 必 ず 勝 
利 を 得 ん 。 お 前 た ち 信徒 な ら ば 、 ア ッ ラ ー 
を 信頼 せよ 」 と 。 

さき されど 役 等 は 寺 を り 、「 モ ー ゼ よ 、 我 等 は 彼 
等 が を こ に 居る 限り 、 決 し て 入る を 得 ず 。 
きれ ば 液 と 流 の 主 が 行き て 戦え 。 我 等 は こ 
こ に て 第 せん 』 と 。 
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アプ IO じ も 
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ュー ンタ 


3 ASe6EEC 前 の の 


っ の 3 角 ジン ッ ン イラッ ュ ン 
いのり 


を の ンジ る 
@⑨>5 の ゆめ 


ネン ラク を 2 2 タイ 人 
で 9 269 う 
CGNCCSKVi 


半量 前 0 


多 ン の る スン シン タッ ーッ ンタ 3 る 1 

0 IE PKK 
1 ド (86! ン ィ 1 

4 あま AD あ wb づり 5 


Joe 4 HEIE 
651 364 も の イタ MO 
Ju 

ノン ンタ シン 区 の 1 タン スレ 
(EAIo otozoloW 
6 疫 竹 説 ら WCcifk 昌 3 


プイ る ニール ンス 


フル アノ 
JA っ 全う 
し IPIWIICA dEI 


メメ 


eo2556aK 6 MR 科 ら 555GHCa 所 


KEO て 


第 五 次 


26. モー ゼ は 云え り 、[ 主 ょ 、 我 は 我が身 と 我 が Eo CSNTGIWbI6I の 0 
兄 の 外 は 何人 も 支配 し 得 ず 。 さ れ ば 主 よ 、 全量 
我 等 と 途 心 の 民 と の 間 を 分 け 給え ] と 。 の OCSe281O6 う 

27. 神 は 云え り 、「 し か ら ば 今後 四 上 年 間 、 徒 等 < ッ zeCe ン フン 0 イン タン タ し SE 人 
に 科 し て この 地 を 迷 を な す 。 を の 削 科 Ce voleAz to 
は 狂気 の 如く 取り 乱 し て 地上 を 科 委 せ ん 。 @9& 品 第 TNI で EE 
送 心 の 民 に 心 問 わす な か れ ] と 。 引 ^ 

第 五 項 

28. アダ ム の 二 人 の 息子 の ( 注 16) 話 を 正確 に 1 衣 の 導 の 1 の 者 
役 等 に 問 れ 。 彼 等 万 に 供物 を 捧げ し 時 、 一 93) た っ 
人 は 受 納 まれ し が 、 他 は 納 れ られ ざり き 。 の ン イン レー ュ イッ 。 2 
を こ で 後者 は 云え 9 、「 我 必ず お 前 を 殺さ ンー の の 
ん と 。 前 者 は 答え て 去 え り 、「 ア ッ ラ ー は @o8891o220ESCSL 7 
義 し い 人 か ら の 供物 の み を 受 納 す 。 

29. た と い 流 が 我 を 殺 る ん よし て 手 を 促す と GSCGES 3 くる 
も 、 我 は 流 を 殺さ る ん と し て 手 を 伸ばす つも クン ク レ レレ ンタ ン セン クン ララ 
) な し 。 我 は 奈 経 万 集 の アッラー を 曳 る 。  ⑬OuAIGu busel LaEs9 gd 

30. 我 は 湊 が 、 己 が 罪 同様 、 我 に 犯 せる 罪 を も 2e っ 3 計る 2 旨 二 22 等 
背負 いて 、 業 内 の 住人 に 加 ゎ らん こ ょ を 章 ウ の w み 
む 。 そ は 政事 を 行う 者 の 応報 な り 」 上 。 @ouM132 05 う Eo 多 

31. を 筐 の や は その 上 を 計 す で く 読 1 間 計 つ (13 人 CPMEEIKY そ 

、 人 彼 は 遂に 弟 を 殺し 、 新 し て 失敗 者 の 一 - レロ 
AL を tb。 ⑥ の ye ら 2 

32. を の 時 、 ア ッ ラ ー は 一 羽 の 独 を 汗 わ し 、( ま 0 の GS6 諾 知 8 
17) 地面 に 穴 を 掘ら し 、 如 何 に 弟 の 死骸 を アン イイ イレ は ラン ッ 
展 す か を 彼 に 教 ん た り 。 役 は 嘆い て 云 た り 、 O9olo 4 Cl の 
[情け な や 、 我 旨 の 死 沿 を 陽 す の に 、 こ の Zs 名 ey ィ ン ン 
欠 は と の こと きえ も 5 し 得 ぎ る と は !」。 で 2 の 04 の あ も 
か て て 彼 は 後悔 せり 。 な 9 の ag2 

注 16 "アダ ム の 二 人 の 息子 ' と は 比 障 向 に 誰 で あれ 人 類 か ら 選 ば れ た 、 ご 人 の 個人 を 指し て いる 。 双 その だ と 


え 話 は 、 預 言 者 の 地位 


OM 


5 自分 達 か ら 理 な る 傾 言 者 を 通し イシ ュ マ エル 人 に 移っ て し まっ た 絡 、 オ スラ エル 人 達 


が イシ ュ マ エル の 末 え い に 対 し て と っ た 敵意 に みち た 態度 を も 表現 し て いる 。 


注 17 
見 の 分 か れる と ころ で ある か 
記 4・ 


大 が ら す の 事件 が 5 


1 一 15 を 参照 の 事 。 
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際 に あっ た 事 な の か 或いは た だ の 例え 話 に すぎ な い の か に つい て は 評 怠 者 の 忘 
類 の 仕 剖 や くせ を 観察 する と 、 多 く の 役 に た つ 発 見 を する 事 が で きる 。 創 志 


5 ッ > 人 る 


eat 


第 五 章 


33. 


34、 


36. 


この た め に 、 わ れ ら は イス ラ エ ル の 子 棚 に 
近 を 定め 、 。 人 殺し の 罪 あ る 者 が 国 中 に 務 
を 起 せ る 廉 に よる 処刑 に 非 ぎ る 限り 、 一 人 
を 殺す は 万 民 を 殺す が 如く 、 ま だ 一 人 を 生 
か す は 万 民 を 生か す が 如 し と 規定 せり 。 耐 
し て われ ら の 使徒 た ち は 証 を 携え て 彼 等 
の と ころ へ 計り し が 、 な お 彼 等 の 多く は そ 
の 後 も 地上 で 非道 を 行う 。 


F 


> 


財 


アッ ラー や 使徒 に 向っ て 戦い を 挑み 、 地 上 
を 麟 乱 せん と 勢 む る 者 の 応報 は 、 殺 る れる 
か 、 礁 に きれ る か 、 了 手足 を 三 い 遅い に 切 
断 き れる か 、 又 は 国外 に 追放 きれ る か それ 
以外 に な し 。( 注 18) こ は 彼 等 が 現世 で 受け 
る 辱め 、 来 世に お いて は 重 刑 を 受け ん 。 


. 但し 、 お 前 た ち が 彼 等 を 制圧 せる 以前 に 悔 


い 改 めし 者 は 除く 。( 注 19) きれ ば 、 ア ッ 


ラー が 赴 大 に し て 慈悲 深 ( ま し ます こと を 
知れ 。 
第 六 項 


液 等 信徒 な ちよ 、 ア ッ ラ ー を 思 れ 散 い 、 

ラー に 近づか ん こ と を 求め 、 アデ アッ ラー 2 
の た め に 春 闘 せよ ょ 。 然 ら ば ぉ 前 だ 成功 す 
で し 。 


2 


ヒレ 4 8 2 4 
$! 分 も si ン イ タタ の 客人 2 シッ ン 


ンタ の ッ ン 


Go の IS95 5 62| 


プラ ブタ ン ン アイ ッ タ レン ント ニン ッ タ 


324e9 の 5 人 051O の に o @ 4 


っ ク 
ッ ク タッ 


人 き 1 20 の 4 人 HG OCR 
PCh つ の 
の の の 9 9020 るみ 
る 2 

フタ クー タン っ 


DI た の KA 


と タッ る の タマン 』 レン 


の AM ウ の っ yA を 1 


を 


26%e 


イプ ウタ クッ ン レ と 2 ンタ 


2 412 が 10 
0 It 


する 
議 を 課す る の は 個人 で は な てく 統治 政 府 の 買 任 で あり 、 


E 18 
存在 を 根絶 せよ と 要求 する 場合 に 、 


わき れる 事 な く 、 
に は 四 種 類 あ 9 、 


りな 空想 の 情緒 的 断 両 に 
。 ここ て 準備 され る 還 の 形 


に 依る と 人 禁固 を 表す 。 


注 19 


か ら 


この 節 及 び 前 節 で 述べ られ て いる の は 、" 


も 明らか な 様 に 、 た だ の 抑 で く や か っ ばら いて 


イス ラム は イス ラム 教 国 或 ひ は イス ラム 社会 が 庄 倒 多 数 で イス ラム の 利益 に と っ て 危険 し きれ る 邪 
極端 な 平 段 で あっ て も 、 積 極 的 に と っ て 戦う ぁ の で ある 。 イ スラ ム と 
理性 と 健全 な 判断 の 命 に 従い 、 
特殊 な 場合 に は 
"下地 払い ” 


公 の 攻撃 に 対す る 和久 則 も 用 間 
、 課 きれ る 玉 は 、 周 囲 の 状況 次 第 よ も な る 。 
と いう 語 は 、 イ マー ム ふ ・ ア ブー・ ハ ニー ファ 


アッ ラー 及び アッ ラー の 使者 に 対し 湯 い を 挑む 者 と いう 表現 
は な く 、 


イス ラム 教 国 に 戦い を し か け て くる 反乱 者 や 極悪 


非道 な 者 大 へ の 六 に つい て で ある 。 ま た 当 節 で 、 罪 を 犯し た 著 達 は 悔い 改め ゆれ ば 大 赤 を 約束 き れ て いる と いう 


事実 か ら も 、 
に 対し て 極悪 非 造 な 罪 を 犯し た 者 達 は 、 
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その 推論 は 正しい と 考え られ る 。 し か し 強 和 盗 、 か っ ぱら い 、 
普通 の 状況 で は 、 ど れ だ け 悔 い 改 め て も 、 


明らか に 個人 や 社会 


初 護 者 の 様 に 、 
款 国 か ら は 許 き れず 、 


の さい 】 
うそ と に ピ 


な 


ぁ 


す 


第 五 意 アル ・ マ ー エ テ エダ 


37. た と い 不 信心 者 が 、 地 上 に ある すべ て の も っ タ る 
eS も 983555 1 
の 半 び に 逐 に 倍 す る も の を 以 て 、 復 寺 の 穫 EAI 
TK ラン アン ン ンタ 


凡 を 財 わ ん と する も 、 そ は 受電 され ざる べ PHIPTY 和 と 66042 343 
し 。 彼 等 に は た だ 独 前 ある の み 。 


イン ッ タン 225 イ = 欠 レ 
IS と 932 あび S 
38. 彼 等 は 業火 より 脱出 せん と 欲す れ ど 、 そ こ oe 691 の 59 


より 出 づる 能 わ ず 。 氷 朱 の 罪 の み 続か ん 。 レッ 
@% 2 902 も 


M 軸 " 手 テン ン 2 の 【35 ン レレ 
39、 盗 み を し た る 者 は 、 男 女 を 問わ ず 、 を の 手 23 ンタ 宮 45 【E13 き さき 


を 斬り 落 せ 。 ( 注 20) を は 己 が 所 業 の 報い に リン ーッ 0 っ 
し て 、 ア ッ ラ ー の 見 せ し ゅ な り 。 アッラー 0M あの の 


は 強大 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 


40. きれ ど 、 悪 事 を 行え る も 、 後 に 悔 司 し 改心 00 人 GL 5 て の の 3 
OGAIOI で 1 320BowC ク の の 
する 者 に は 、 ア ッ ラ ー は 容赦 に 転 ぜ られ ん 。 


タッ て の 2 て レキ る と ちっ 
げに アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 圧 深 くま し @ ぁ みみ うる 2000).05 


ます 。 
41、 湊 は 穴 好 の 大 和 が アッ ラー の 所 有 な る こ と 人 PH MI 


を 知ら ぎる が か?  ( 注 21) ア ッ ラ ー は 御 選 

で 定め ゅ られ た 悪 藤 に 対す る 還 則 を うけ ね ば な ら な い の で ある 。 彼 等 が 悔 後 す れ ば 、 神 は 無 座 、 赦 きれ る が 、 数 
国 の 力 は 限ら れ て おぉ り 、 そ こま で の 権限 は 有 し て いな い 。 し か し な が ら 政 治 犯 は 、 反 省 し そ れ 以 上 の 反乱 行為 
や 、 国 家 へ た て つく を し な けれ ば 救 き れる 。 
注 20 この 節 で 盗み を する 女 ' と いう 表現 より 前 に "次 み を する 男 ' が 置か れれ て いる の は 、 女 性 より 男性 の 方 
が 盗み を 犯し や すい か ら で あ り 、24: 3 で 、 豪 淫 を 犯す 女 と いう 言葉 が 女 征 する 男 よ り 前 に 置か れ て いる の は 、 

次 洲 の 罪 が 男 よ り 女 の 場 合 の 方 が 立証 し や すい か ら で あ る 。 こ の 各 節 の 配列 、 駐 を の 言葉 の 配列 の 妙 か ら も ク 
ルアー ン の 知 的 水準 の 高き が わか る の で ある 。 私 通 に 関し て 男子 に 課せ られ る 視 は 衣 し すぎ る 様 に も 思わ れる 

、 人 間 の 今 まで の 経験 か ら 、 還 を 厳し て し て 、 も し を その 様 な 罪 を 犯 せ ば どの 様 な 日 に 会 うか 示せ ば 、 入 や し 
て その 様 な 行動 を 翌 し ませ る 効果 が ある の で ある 。 一 人 の 入間 を 蔵 し く 員 する 事 で 、 そ れ を みせ し ゆめ と し 、 同 
様 の 罪 を 犯す か も し れ な い 多 て の 男 廷 を 救う 方 が 覧 明 な の で ある 。 映 体 例 体 を を こ な っ て し まう 事 な く 〈、 府 9 
きっ た 四股 を 切断 で きる の は 名 医 ほ と い を る 。 イ スラ ム が 、 給 神 的 に 所 し か っ た だ 時代 に 、 定 ゆら れ た 罰則 が 人 の 
行動 を 規制 する も の と な る 為 、 実際 に 遂行 る され 、 途 で く 達 の 手 を 切断 する と いう 極め て まれ な 事 な われ た 。 
今日 に 訟 いて も 、 ク ルアー ン で 定め られ る 盗み へ の 出 が 効力 お 持 っ て いる 導 、 ア ラビ ア で は 科 捧 は 極 ゆ て まれ 
で ある 。 ま た 、 こ の 節 で 使わ も れ て いる アラ ビア 語 の 二 つ 褒 味 は 、“ 彼 ら か ら 稀 む 力 を り 志 る 、 或 は 、 
彼ら が 次 む 事 を し な く な る と 考え られ る 実際 的 な 手段 を と る " と いう 事 を 表し て いる 。 こ の 箇 を 文字 通り の 部 
と 考え た られ る 。 し か し こう いっ だ た 最大 級 の 滴 えら れる の は 極 間 な 場合 の み で あり 、 そ れ 以 外 は 盗人 か ら 6 盗 
むせ カ を 失 く す 収 い は 盗ま な くき せる 実際 人 方法 が 考え られ 、 よ り 要 い 剛 則 が あて は め ら れる 。 当 然 の 下 な が ら 
還 を 与え る 場合 に は 、 あ ら ゆ る 面 か ら か ん が みた 状況 判断 が 下さ れる 。 神 学者 達 の 間 で 意見 の 相 興 が ある と い 
う 事 は 、 と り も 衣 き る ず 、 司 則 の 形 問 や 軽重 に 関し て は 、 そ れ を 下す 裁判 宮 の 判断 に 委ね られ る と いう 事 を 意味 
し て いる 。 
注 21 これ ら に 類似 し た 表 児 は 、 空軍 の 押 の 統治 が 任意 で あり 、 何 6 法 的 シス テム に 蒸 づ いて いな いと いう 
事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 こ れ ら の 表現 は 全て 、 神 こ を 宇宙 に 広 け る 最終 交 な 権 成 で あり 、 神 の 言葉 が 法 
で あり 、 神 の 律令 に 対し て の 訴え や 償い な ぼ ど 存在 し な いと いう 事 を 指摘 する 為 、 用 いら 5 れ て いる の で ある 。 
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の まま に 削い 負 や の まま に 数 し 給 う ブッ ー を 3 あ 衝 の 2 放 
全能 に まし ます 。 - の と 


42. 使徒 よ 、 般 いて 不信 心 に 革 る 者 ども に 心 を ょ す < る の (GULVE1 
痛め る な か れ 。 彼 等 は 口 で は 、「 我 等 は 信 ず 」 リック うり ゅ ッ 8 


云う が 、 心 で は 信 ず ざ る な り 。 ま た ユダ の お eat i 弟 の g 貞 * 
ャ 教徒 の 中 に は 妊 ん で 虚言 に 耳 を 傾け 、( 注 この ho の るる 
22) 液 の ほこ ろ へ 寄り つか ぎる 者 ども の 言 9 ovelo5 の AtO の の 


華 に 本 を 個 け る 者 あり 。 彼 等 は 勝手 に 綴 仙人 の し 2 負 ら レ 
の 字句 を 番 曲 し て 雲 う 、「 も し これ が お 前 と 3 2 の た TOT 
て こ 三 じ テ 財 F mw フ レス アン 

だ ち に 与え られ だ た る も の な ら ば 、 すなわち め oo Ao2 AS 52 
受け よ 。 さ きれ ビ 与え られ だ る も の に 非 ず ば 、 シンセン 
すなわち 人 避け よ 」 と 。 ア ッ ラ ー が 試 きん と CPP を 114614(02 す JP 
する 者 あら ば 、 流 と て アッ ラー に 抗 し て を クイン る アタ ラッ ン 
の 者 の た め に 何事 を も し 得 ぎ る べし 。 こ れ の 9IG 半 5 


を 


等 の 者 ど ゃ は 、 ア ッ ラ ー が その 心 を 浄 む る の タン 外 
うり | 

を 欲 せ ざる 者 な り 。 彼 等 は 現世 で 取 辱 を 受 フツ AN ダク Dol 

け 、 来 世 で は 厳し い 徐 凌 を 受け ん 。 っ 2 と se 交 


43. 役 等 は 好 ん で 仁 に 耳 を 傾け 、 禁 ぜ ら れれ た ン 4 2 人 ち ッシュ ン 2 ル ンー 。 和 レッ タン 
る も の を むき ぼり 食らう 。 も し 彼 等 が 基 : 
を 求め て 溢 の と ころ へ 来 な ば 、 義 いて や る も 休 っ 620 も 2 イシ ッ 2 

> の の の の と 4 
か 彼 等 か ら 顔 を 転じ て 肝 を 向け 。 た と い 法 ソラ ーー ツウ ク 
タ アッ タス う し エア] タン 
が 彼 等 か ら 頭 を そむけ る よら 、 彼 等 は 流 を 26 と 人 の 2 人 W 2 生 2 を 


害する 能 わ ず 。 ま た 毅 く な ら 6、 公 正 に 灸 く 内 7 た の 
べし 。 げ に アッ ラー は 公正 な る 者 を 愛し 給 ” @CA5g&ul る 52082 246 
う 。 


44. され ど ア ッ ラ ー の 判決 を 戦 せ た る 和 手法 を す 依 人 5 4 2 3 ある 
で に 持つ 役 等 が 、 如 何 に し て 法 を 靖 判 者 と イン 2 
の クン アン 
を すべ き や ? し か る に 彼 侍 は 伝 を 無 直 し AI 3 4059509o3 色 
て 背 き 去る 。 げ に 後 等 は 信徒 に 非 ず 。 を っ 3 
胸 順 ub 


テッ を る ビシ 
45。 げに われ ら は 、 滴 導 と 光明 と を 肉 信 する 6 535 の 4 の を EEEIEI 
津波 を 降 し た り 。 あれ ら に 帰化 せる 頂 言 者 。 ルッ ラッ ッ ン 
。 内 タッ 3 人 そく 人 ン 
た ち は 、( 注 29) 之 に 拠っ て 、 重 科 者 た ちゃ OM326) CT IM 
注 22 この 表現 は 1) 彼 6 は 嘘 を つく 為 に 耳 を 傾け る 、(2 彼 ら は 他 の 者 達 が 聖なる 頂 言 者 に 関 し て い う 嘘 を 真 
実 と し て 受け 入れ る の 意味 を 持つ 。 
注 23 3 章 80 節 参照 


間 * 
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ェ P っ 


律 法学 者 が な せる 如く ユダ ヤ や 教徒 を 裁き た ょ の 。 け 太 る 移 役 る 
9。 な ん なれ ば 、 彼 等 は アッ ラー の 紅 ゆあ っ jo20BpSoI ち 629 


護持 を 託 和 っ アッ レン イッ ン を シン ン 
0 
MM < に 7 6 すい | 
れ よ 。 し て わずか な 代価 で 可 和 を 売 売る な の いと 移 人 MGCKYC00 の も 必 55 
際 M アッ ラー が 隆 し 給え る も の に 拠 6 ず ン レック 【 ラン を る イン 
て ( 往 24) 義 判 する 者 せ $、 こ れ 等 の 者 ⑨osa 3 
不作. 


46.。 わ れ ら は 健 法 の 中 で 、 か 規定 せ 9。 泊 和 AI 靖 0 くり IO すす と 人 の 
に は 生命 を 、 目 に は 日 を 、 界 に は 交 を 、 耳 ロン 290 ンタ タッ の 46 
に は 耳 を 、 指 に は 語 を 、 を の 外 受 り た 作ら 9o595o39Go9 し 39 っ ol 
に 同じ よう な 報 節 を 。 さ れ ビ 報復 の 槽 利 を ン る る ンタ ッ ク タタ [レレ ェ ン ッ クセ 。 
放 抹 する 者 は 、( 流 -25) 己 が 罪 の 償い と な る ンー の の の 


イブ レン 


、 に 4 シン る > 2 
べし 。 アッラー が 降 し 給 た る も の に 拠 5 ず 日 MO と 4 2 
し て 半 く 者 、 こ れ 等 は 皆 不 な す 徒 岸 な り 。 


TP ル 4 
@G22B 
47. われ ら は 役 等 の 跡 を 踏ま せ て マリ ア の 子 4 そ ッ アン フク クター ンタ ーッ 、 人 2 し イン 2 人 る マン 
る 、 。 ( 丈 じ 
エス を 造 わ し 、 そ れ 員 前 に 律 計 の 中 の 2 で ン テン いう 
せり 。 まだ われ ら は (っ 8 くり 
な い が ん ンス シャ ワン ロウ 移っ 8 ウン ジン トン こ 和 2 
と 光明 と を 内 含 する 福音 填 を イエ ス に 授け 
還 する る 。 レ タン っ の タン クタ 


た り 。 を は 以前 に 律 潜 の 中 に 啓示 せる も の お 多 28Ocu 


の 実 士 で あり 、 神 を 景 れる 者 へ 和 癌 で あり ラレー とる る ノラ ン ン タタ ン 
且つ 警告 な り 。 の の 志す O2 ぅ 


48. は 押 作 の し て 、 ア ッ ラ ー が その 中 2 て KIMI Ni の 


巡 示 せる も の に 拠り て 裁き 事 を な る し め イー 。 
了 何人 で あれ アッ ラー が 啓示 せる も の に @ の 6 し Li BE 多 0 症 る 2 
換 6 ず し て 坊 き 事 を な す 者 は 、 著 悪 の 徒 可 を 
な り 。 


49 われ ら が 流 に 黄 理 か ら 成 る 経典 を 啓示 せる Ao2 SCIGKUIC 9 症 
は 、 そ れ 以 前 に 啓示 せる 経典 を 実 


注 24 この節 に 訟 いて 、 ク グル アーン は 前 
モー ゼ 以 後 の 神 の で すら 、 ト ラ 
臣 く 事 が 出来 る と いう の で あろ うか と の 


員 で 述べ られ だ ユダ ヤ 人 に 対す る 非難 を 再 び 持ち 出し て いる 。 財 ち 
っ て 閉 て よう 命ぜ られ て いる の に 、 誰 か 一 体 、 ト ラー に 依 6 ず 、 
ある 。 


出 エ ジ プ ト 記 21 : 23 一 25、 及 び レ ビ 記 24 : 19 一 21 を 参照 の 事 。 ま た “これ を 自ら 楽 権 する 者 達 " と 
言葉 が 、 キ リス メス ト 教徒 が 多大 に 自慢 する 許し に つい て の 教え が 、 福 音 草 に し か 述べ られ て は いな いと いう 
の は 事実 で な いと いう 立証 と な る 。 ま た モー ゼ の 教え は 、 イ エス の 許し と 無 抵抗 に 主眼 を 軒 く 教え に 対し 報復 
に 主眼 を な いて は いる も の の 、 赤 し は 、 モ ー で の 教え の 一 部 を 形成 し て いる 。 
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第 五 章 アル ・ マ ー テ エダ 
守護 者 た らし ゅ ん が た め な り 。 ( 注 26) き 作 6 フン 。 56 の を い 1 
れ ば アッ ラー が 啓示 せる も の に 換 て 彼 等 | 2 @2 


50. 


の 間 を 吉 《 べ し 。 彼 等 の 邪悪 な 性 癖 に 従い 、 
液 に 葛 わ れる 真理 に 背く な か れ 。 わ れ ら は 
お 前 た ちの それ ぞ れ に 、 明 白 な る 款 教 上 の 
控 と 俗 s け る 明 路 と を 定め だ り 。 も し 
アッ ラー が 欲し た り せ ば 、 ぢ 前 た ち を 一 つ 
の 集団 に な し 得 た り 。 き れ ど アッ ラー は な 
前 た ち を 、 お 前 た ち に 授け 賜 え る も の で 試 
め る ん と す 。 き され ば 互 に 善行 を 競 あう べし 。 

いずれ お 前 た ち は 皆 アッ ラー の 話 へ 帰り 行 
か ん 。 を その 時 アッ ラー は 、 刀 前 だ ち が 和 争 え 
る こと を 教え ん 。 

きれ ば アッ ラー が 啓示 せる も の に 拠り て 、 
彼 等 の 問 を 博 く べし 。 彼 等 の 邪悪 な 性 癖 に 
従う な か れ 。 ア デッラ ー が 液 に 啓示 せる も の 
で 液 を 落 わ きん と する 彼 等 に 用 心 せ よ 。 き 
れ ど 役 等 が 背 き 寺 ら ば 、 を は アッ ラー が 彼 
等 の 犯 せ し きゃ ま ぎ ざま な る 琲 故に 、 彼 等 を 一 
繋 せ ん と する こと を 知れ 。 げ に 多く の 人 間 
は 不 従順 な り 。 


51. 彼 等 は 無明 時 代 の (27) 裁判 を 求む る 


され ど 信 仰 和 き 人 々 に ほり て 、 ア ッ ラ ー に 
勝る 裁判 官 が あり 得る か ? 

第 入 項 
流 等 信徒 な ちよ 、 ユ ダマ ヤ 教徒 や キリ スト 教 
徒 を 友 と する な か れ 。 ( 注 28) 彼 等 は 互 に 友 
人 人 な り 。( 注 29) お 前 た ちの 中 で 彼 等 と 仲 衣 


っ る ン マレ 


の 92 の 
Pkono CIS 
度 EWA md 
Ce 香 と Pl 
間野 生 ら 2 


多 3 ( 計 9 め 和 | 1 ン あ 6 KC の PPI 
ュ イ ン ッ ク うる タン ラッ タッ クッ ルン 
GPC oldel5 
41EIMHER 多 E 
みう g 88 多 DO ジス ON 1 
の 


の SO に 95 355 


タフ フッ ン ン シュ あと 、 SLA 


衝 (o2 の の 5 9 9 
と ンタ 


oO 


ーー ン 
多才 る フン ダン 信 ス ン タタ シキ レッ 
チ 


M 0961KIGANIV 
レッ タン 。 ヶ 9 イク イ クア ッッ ン あッ ン 
が で の 


往 26 
ン は 不滅 で ある も の と し て 語ら れ て いる 。 を 
の 必然 に か な わ ぬ も の は 全て 合 ま れ て いな いと い 3 意味 に 炒 い て 、 
病 が ある と いう 意味 に 於 いて 、 コ ー ラ ン は 今 まで に 存在 し た 経典 を 保護 する 存在 と 呼 ば れる の で あぁ る 。 
注 27 
注 28. 
た り 抑 制 し た りす る 為 に 述べ られ て いる の で は な い 。 ここ 
を し て いつ も イス ラム に 対し 、 


ここ で は クル アー ン と は 、 そ れ に 先立つ 経典 を 保護 する も の と し て 語ら れ て いる 。 ズ それ は 、 タ ル ア デー 


そし て 水 信 の 価値 を 有する も の 全て を 包括 する 。、 永遠 で は な く (人類 


そし て 、 不 正 な 変更 が な され ず 、 神 の 御 加 


無明 時 代 一 則 ち 神 の 啓示 の 下っ て いな い イ スラ ム 以 前 の 事 


この 節 は ユダ ヤ 人 や キリ スト 教徒 、 


邊 29 
頂 言 者 が “全て の 不信 仰 は 、 一 つの 共同 体 を 形成 する ” 
全て 、 た と を え 互い に 敵意 を 抱い て いて も 、 


そし て 信仰 を 持た ぬ 者 達 へ の 公正 な 、 


下 い は 慈 甘 深 い 扱 い を 禁じ 
取り あげ て いる の は 、 イ スラ ム と 戦闘 状態 に ある 、 


わな を 仕掛 け て くる ユダ ヤ 人 或いは キリ スト 教徒 に つい て で ある 。 
ユダヤ 人 と キリ スト 教徒 は 、 お 互い の 相 典 を 忘れ 、 イ スラ ム に 敵対 する 時 に は 、 
言っ な 事 は 真 に 
イス ラム 教徒 に 対抗 する 時 に は 、 仲 間 と し て 行動 する の で ある 。 


党 を 組む 。 聖なる 


黄 実 で ある 。 叩 ち 信仰 を 持 だ ぬ 者 は 
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アル ・ マ ー エ ダ 


回 
下 


1 ちっ タタ 


る 者 あら ば 、 そ の 者 は 同類 な り 。 な 
う 者 MM @6uM レ Leue3 23152 


ー は 不義 の 全 評 を 導 か ず 。 
63 汐 は 、 心 に 靖 あ る 閉 が 彼 等 の と ころ へ まり oO 学 しい 人 と HEICAUP 


行き て 、「 必 等 は 炎 難 に 邊 い は せ ぬ か と 束 の の 3 リク セン レッ 
ーー > HAI (6 2 タン 
る 」 と 云う を 見 ん 。 こ と に よる と 、 ア ッ ラ ー 36ol 41 og ある 


に 和 朋 ち 有 利 9 ( ま 30 さも な (ば 何 か 結 ーー 
果 を も た 6 さん 。 その 時 彼 等 は 、 胸 中 に 秘 。 00 あり os ie ら づ al GL 
め た る こと に つい て 後悔 すべ し 。 キン クー リッ タン 


ンタ ン ダン フン ッ と サク タイ ン つ タン レッ ズー タッシ 


54. 面 し て 信ずる 者 は 云わ ん 、「 こ れ 等 の 者 は 、 の 19KCOPO4UPE AU 
お 前 た ち に 協力 する と アッ ラー に か け て 上 茂 92 デ 3 


か に 群 い た る 従 仁 な る か ?」 と 。 彼 等 の 所 記 22622Kstsge 23U26T 


業 は 無 に 帰し 、 失 敗者 と な れ り 。 


55. 液 等 信徒 た ちよ 、 な 前 た ちの うち 6 し その 。 ラン <。 ッ ッ ン の あの 1 
施 え に 背く 者 あら ば 、 ア ッ ラー は る の 者 の 22 の と と Pe 由 
ン / ン タ けら 
代り に 、 ア テッ ラー を 受 ほし 、 ア ッ ラ ー に 愛さ き の の る eS 人 5 0195 
と の アン アン と ンプ“ 
れる 民 を 興す べし 。( 注 3 彼 等 は 、 信徒 に リュ ッ レ シン 
ミナ テテ] レク フン タテ で イプ ん 
は 謙虚 で 心 優し く 、 不 信心 者 に ロダ Ad8295599 ONI お 
な り 。 彼 等 は アッ ラー の 道 の た め に 奮闘 努 クッ ンタ 2 クキ タッ ン ン | CC 
カ し 、 非難 者 の 非難 を 芯 れ ぎる べし 。 こ は 5 の る 0) 久 う 3 区 
アッ ラー の 恩恵 な り 。 アッラー は それ を の シン の ンタ 
た @⑨2o eb 45 
衝 選 に か な う 者 に 与え 給 う 。 ア ッ ラ ー は 恵 イン レ 
み 深 く 、 す べ て を 知り 給 う 。 
56. お 前 た ちの 友 と は 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 、 タタ タン ッ と タフ 】 し (ダッ タン ノ の る ノン る 
1 0 31 
きび 笠 を 半 し 、 を ゅ の を mo、 PSMGON う 人 > 
た だ 神 の み を 朱 探す る 信徒 た ちな り 。 26(3 錠 3 負 る 
87. アッ ラー と を その 使徒 、 並 びに 信徒 を 友 と す ZN0P を RC 


の 
る 著 、 こ うい う ア ッ ラ ー の 一 苫 こそ 騰 利 を の OS の 
ンタ 1 


保証 きれ ん 。 @9%8023 絡 
注 30 ここ て 人 入 べ られ て いる 勝利 と は 、 メ ッ カ の 陥 氷 の こと 、X は 一 般 的 な 勝利 の だ ちら 6 に も 理解 で きる 。 


勝利 の 後に 来る 出来事 と は 、 明 ら か に 勝利 以上 の 何 か を 指す 。 それ は アラ ビア 半島 全体 及び アラ ビア 半島 に あ 
る 紐 織 が イス ラム に 入信 する こと を 指す 様 に 考え られ る 。 


ミ テ 


注 31 ある 宗教 (信仰 ) の 信者 数 が 、 何 ら 回 復 の 見 込み の 立た な いま ま 、 落 実に 、 持 統 的 に 減少 する 場合 に 
は 、 そ の 宗教 は 、 絶 を たと 考え ね ば な ら な い 。 
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第 九 項 
58. 液 等 信徒 た ちよ 、 ち 前 た ちょ り 以 前 に 経典 悪 3 MPNSSAIKOTOAUIPYI 


を 授 【 ) ら れ な が ら 、 お 前 た ちの 宗教 を 咽 弄 


ON っ る っ る 
笑 夫 す る 従 涯 や 不信 心 者 ども を 友 と よ す 6 な 和民 (042 人 EAI 8 
か れ 。( 注 32) お 前 た ち 信 徒 な ら ば 、 ア ブッ フッ 
ラー を 媒 れ よ 。 CUP 系 細 
。 
59. お 前 た ち が 礼 拝 に 人 を 喚 ぶ 時 、 彼 等 は それ 2 32 19 1 2251312 
- AO 1 JUSSS655 
を 員 玩 笑 す 。 そ は 彼 等 が 思慮 な き 民 な る うう 際 
ン KN 2 紀 
が 散 な り 。 eS3sS す 色 役 5 


フッ イン タグ 


60. 去 えた 、「 経 典 の 民 よ 、 お 前 たち が 我 等 を 非 災 39 1 半 の V(] 
する は 、 我 等 が アッ ラー を 信じ 、 我 等 に 陸 の 20 Ba 0 
きれ た る も の と 、 そ ね れ 以前 に 降 さ れ た る 8 の の 導 の 9 
の と を 信ずる が 政 な る か ? それ と も 、 あ 前 ーー 
た ちの 大 部 分 の 者 が 神 に 対し 朱 》 不 従順 な 
る が 数 な る か ?」 と 。 


61. 云え ん 、「 ぉ 前 た ち に これ より 更に 和 悪 い ア ッ ー タ っ 0 の の に 名 14 

人 PO う ウ Us 

ラー の 補 美 を 教え よう か ? 彼 等 は アッ ラー ン ン ン と フッ ン 
っ イン ン イレ ン ン ン 

2S3 と て as 54 


に 呪 われ 、 を の 把 り を 彼 り 、 導 や 除 に きれ Age Jo 

た る 者 、( 注 33) 並 びに 贅 神 を 振 揮 する 徒 立 レーン レッ を レン ン レレ ンス ャ タル 2 
な り 。 こ れ 等 の 者 ども は 最 半 な 境 過 に あり 、 3H 届 aorU2366 う elo) 
正しい 道 よ り は る か 遅く へ 迷い 出 た 考 ど も 

な り 」 と 。 


62. 彼 等 は お 前 た ちの と ころ へ 来れ ば 、[ 我 等 は の 2 7 殺 能 当 形 品 5 
っ RW sdss( 半 人 8 志 人 
信 ず 」 と 公 う 。( 注 34) され と 彼 等 は の Be PP 


を 抱い て 入り た れ ば 、 志 る と きも 無 信仰 の OTN 
まま な り 。 アッラー は 彼 等 が 隠す も の を 熱 昌 
知 し 絵 う 。 


注 32 5 :52 で は 、 信 仰 を 持た ぬ 省 の 、 イ スラム 教徒 に 対す る 敵意 に みち た 好戦 的 な 下 度 の 故に 、 彼 等 と 克 
友 関係 を 、 結 ぶ 事 が 禁じ られ て いる 。 こ こ で は 、 を その 式 律 に 関す る 理由 が 述べ られ て いる が 、 こ れ は 、 イ スラ 
ム 教 徒 が 彼ら と 友好 的 な 取り 引き を し た り 、 基 を 施し た り 親 切な 応対 を する 事 を 禁じ る も る の で は な い 。 


注 33 ここ で は 猿 ' や ' 豚 は 比 隊 的 な 意味 で 使わ れ て いる 。 特定 の 動物 に は 、 一 定 の 特徴 が あり 、 そ の 特徴 は 、 
を 明示 し な い 限 り 、 MM る も の で は な い 。 猿 は 物 真 仙 し 、 際 は 、 
不潔 きる 、 恥 知ら ず な 行為 、 を し て その 加 か る 『 微 。 邪 提 を 拝む 老 " と いう 表現 で は 、 や 朋 と いう 言 
葉 が 、 比 只 的 に 用 いら 6 れ て いる 。 2 章 66 盆 の 事 。 


注 34 ユダ ヤ 人 は 偽 療 的 に 、 我 は 信 ず 、 と いう 富 句 を つぶ や くだ け で 、 単 に 信者 の ふり を し 、 実 際 に は 、 そ 


の 本 当 の 意義 を 理解 し た り 気 づい た り は し て いな い の で ある 。 次節 も 参照 の 
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第 五 意 アル ・ マ ー エ ダ 


63、 流 は 、 彼 符 の 多く が 争っ て 剖 民 と 音 送 に 発  o93o る (っ 語 内 ん の 
り 、 釣 られ た る も の を 食す る を 見 ん 。 げ タラ レレ フィン ィ 5 
に 彼 等 の 行為 は 邪 泊 なり 。 @ ら LSE る) と 


64。 何故 に 殿 温 着 た ちゃ 御 法 学 者 ほ 、 人 彼 等 が 誠 0 9 すす 
偽 を 口 に し 、 禁 ぜ ら れ た る も の を 食す る を 


658 放 3 を る 1 
祭 ぜ ざる か ? げに 彼 等 の な せる こと は 才 院 55COD 3 


) う 


な り 。 
65.「 ア ッ ラ ー の 手 は 縛ら れ て いる な り 」 と ユダ ター ラグ 2 内 KW | ィ イレ 
ー。 か JI 8 RIE 
ヤ 教 征 は 去 う 。 彼 等 の 手 こ を 紳 ら れ 、 前 し 5 ダウ 


て を の 云え る こま の た め に 役 等 こる 見 われ GS Yekgb 
る べし 。 振ら ず 、 ア ッ ラ ー の 両手 は 大 きく リク 
開か れ て いる な り 。( 注 85) ア デッラ ー は 衝 と IE 0 っ 多 5 


の まま に 施し 給 う 。 主 が 流 に 降 し 同 ゎ 9 た 。 。 アンアン シッ クン ンー ンー ン 
る も の は 、 彼 等 の 多 ( に 反抗 と 不信 いと を 92 321129xE3BG55 36EE 9) 


増大 せな しむ で し 。 曽 し て われ ら が 役人 等 の 閣 53 CA 2 中 ンス < 
に 投 ぜ し 山 意 と 憎悪 と は 、 復 活 の まで 競 MidS 


くべ で し 。 彼 等 が 如何 に 戦 に 火 ア つけ ん と し LE 2f 
て も 、( 計 36) その 度 に アッ ラー は を れ を 消 

し 止め ん 。 彼 等 は 地上 に 用 乱 を 惹き 起き ん oi3 タ 
と 努 む な 。 き されど ア ッ ラ ー は 8 記者 を 好き ず 。 


っ 。 レタ レッ ッッ ン ン 
66. きれ と 経典 の 民 が 夫 当 に 信仰 し 、 毅 し い 者 。 ろ 本 の 2 

な ら ば 、 わ れ ら は 彼 等 の 罪 陸 を 消 浅 し 、 必 の 

ず や 至福 の 楽園 へ 入ら し めん 。 の 5 

人 ラン : B 2 

67. も し 役 等 が 、 寿 法 と 福 斉 並び に 主 が 降 し 馬  J 当 っ 5895 失 二 和 

わり た る も の を 信 守 する な ら ば 、 頭 上 か ら 。 

も 脚下 か ら も 必ず 美味 いも の を 賜 わ ら ん 。 らら 23926558 2 94 る 28 

( 注 37) 彼 等 の う ち に 6 節度 を わき まえ た っ 5o9 の を 放 。 ン 2 ダン タッ ッッ 

る 者 あり 。 き れ ど その 多く の 者 の な せる こ の 2 43| 269 も 5 

亜 カ と タ 

と は 、 邪 柚 な り 。 8@ る ek 
注 35 手 は 祝福 と 仁愛 を 与え る 手段 し し て 、 又 、 犯罪 者 を 捕らえ 、 肖 する 為 の 力 と 権力 の 魚 微 と し て 使わ れ 
る 。 神 の 両手 は 大 きく ひろ げ ば られ て お り 、 片 手 は 信じ る 者 に 多く の 物 を サ え る 為 、 又 、 も うぅ 一 方 の 手 は 、 ユ ダ 
ヤ 人 の ご うぅ 慢 さ を 還 す る 衝 、 き し 出さ きれ て いる の で ある 。 
注 36 ここ で は 、 ユ エダ や 人 達 の 、 イ スラ ム に 対し て の 彼ら 自身 の 憎しみ に 満ち も た 活動 の み で な く 、 ア ラビ ア 
の 多神教 徒 ( 柱 像 水 捧 者 ) 達 が 1 イス ラム 教徒 に 対し 、 戦 いら を し か ける 様 、 画 策 す る ユダ ヤ 人 の 企 て に つい て 言 
及 し て いる 。 
注 37 彼ら は 世俗 的 な 富 の 他 に 神 の 秋 示 や 聖体 振 受 [と いっ た 、- 天 の 祝福 を も 受け る の で あろ う 。 ⑫) 彼 ら は 
天 か ら の 時 を 得 た 藻 末 を 受け る だ け で な く 、 地 上 で も 、 た くき ん の 収穫 を 得る 。(3) 林 は 、 大 がら も 地 か ら も 、 
彼ら の 進歩 の 為 の 手段 を 与え られ る の で ある 。 
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の ーッ ] 


に ーー 


デル ・ マ ー エ ダ 


第 十 項 


68. 使徒 よ 、 主 より 啓示 ふれ だ る も の を 人 々 に 


伝達 せよ 。 液 それ を な る ず ば 、 液 は 主 の 使 
命 を 果 た き ざる こと な り 。 ア ッ ラ ー は 人 人々 
か ら 液 を 護る べし 。 げ に アッ ラー は 信 ぜ ざ ぎ 
る 民 を 導 か ず 。 


PE 中 IN 


fy 


の IT の 6 


ィ ン イ ノレ 


AS っ く 慈 G さ 5 < 
eo89 8 


69, 云え 、「 経 典 の 民 よ 、( 注 38) 律 法 ほ 福村 、 02 る 8 生 錦 Oo 時 

・ きえ 、「 経 典 の 民 よ 、 2 コン プン だ 
並び に 主 が お 前 た ち に 隆 し 賜 え る も の を 導 。 レノン 央 。 
守 せ ぬ 限 り 、 お 前 た ち は 立 つべ き 換 り 所 な PO か OUNPIE 93 
し 」 と 。 き れ ビ 主 より 液 に 降 し 賜わり た る 9 和 sea スン 。 シン 2 
も の は 、 彼 等 の 多く に 反 撤 と 不信 心 と を 増 ageedi 2 の 
大 せ し せ べし 。 されど 不信 心 者 ども の こ ほ 3 | セン の 
で 心 を 痛め る な か れ 。 

70. げに 信ずる 人 々 、 ユダ 教徒 、 サ ー ビ 教 侍 、 邊 3 の ある 2 中 13 の 
( 注 39) 並び に キリ スト 教 値 を 問わ ず 、 ネン イン ョ ン 
誰 で あれ アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ 、 矢 生 OGAIV 和 W う を つ 5 の | 
を な す 者 に は 、 恐 怖 も 愛 え も な か る べし 。 GS 249228 イン 

(の の うう 
71. げに われ ら は 、 か つて イス メラ エル の 子 YUUOM ECO MGMARIR1 
ETOT) Su いひ 9 
婦 約 を 千 び 、 彼 符 の よこ ろ へ 鐵 多 の 仙人 と 。 ピッ ン 
( 和 40) 遅 わせ り 。 し か る に 使 和 が 邊 等 の 81 の 0 の 和 移 衣 放 2 
鈴 せ ざる も の を ぁ だ た 6 す 度 に 、 彼 等 は 或 い 1 (6 
は 光 を 嘘つき 呼ば わり し 、 或 い は 光 を 殺し SCSIKTGKM が 
た り 。 
等 は 罰せ 還 和 9 」 ン 325 ウン 33 と 人 そる 

72. 役 等 は 六 せ られ ざる も の と 思い た れ ば ご 音色 の 63 克 22 IIC4 
と な り 郊 と な れ り 。 さ れ ど アッ ラー - は 抽 和 タン ルン ef の ンク タン 
を 容 数 し 給え り 。 彼 等 の 多 ( は び と な は 22223 分 人 
り 党 な かり ・ アッ ラー は 彼 等 の 所 業 を 服 レル ン 

覧 し 給 う 。 @ ら ら 多 8 

千 38 2 : で 、 ユ ダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 は 互い に 、 お 与 い に 関し て 何ら 独立 し て いな いと 言い 合っ て いる 


事 に つい て 非難 きれ て いる が 、 

いる 。 し か し この 回 一 表現 に は 、 
いな い が 、 当 節 で の 表現 は 、 流 が トラ 
注 39 
注 40 


2 : 63 を 参照 の 事 。 


この 意 と 5 :13 を 比較 し て みる と 、5 


の 使徒 に あたる と 考え られ る 。 
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この 人 節 で は クル アー ン 自 身 が 経典 を 持つ 人 人 々 に つい て 、 全 く 隔 
明らか な 相 興 が ある 。 何故 な 52 ・ 
ー を 導 守 し な けれ ば "と いう 節 に よっ て 言 質 を も 与 を られ て いる か ら 6 で ある 。 


:13 で “指導 者 達 リー ダー ズ )『 


一 の 表現 を し て 
: 4 に 述 べ られ た 内 容 は 言 綿 を や 与え られ て 


人 
S 
計 


と きれ て いる の は 


第 所 音 アル ・ マ ー エ ダ 


73.「 ア ッ ラ ー は マリ ア の 子 、 導 紀 王 な 91 2 ゲン タス る (csc 
YOUPCPOIG)NEIETO7AM 
者 も 、 役人 等 は まさ し 不全 者 を り 。 プロ W 
数 選 主 肌身 云え り 、「 イ スラ エル の 子孫 よ 、 8 と 30bO22 OSI の は てら 4 
匠 が 主 で あり お 前 た ちの 主 な る アッ ラー を イタ レン ラン まし ちの ッ ン ィ ン 。 ラク 
(ほれ) 午 人 に せ ょ テッ ラー 32520dS05 遇 党 。 123333 
1 


水 め 夫 れ 」 と 。 し 
に 他 神 を 配 す る 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー は その ンタ レン ン る ンタ 
者 に 楽園 に 入る を 許さ きず 。 その 者 の 行き 先 OSC を も 1EIEI の ICE 
は 業火 な る べし 。 不 義 な す 健 僕 に は 知 何 な 
る 救助 者 も な か る べし 。 

74.、「 ア ッ ラ ー と は 三 位 の 一 つ な り 」 と 云う 者 ど の EQB ECI 人 Rf の 22 
も 、( 和 @⑫) 彼 等 は まる し て 不作 者 な 9 。 UDG き 


唯一 の 神 の 外 に 神 な し 。 も し 85 の 6 代 10DPU 
泉 を 止め ず ば 、 彼 等 の うち 信 ぜ ざる 者 は 渦 


4 ぅ プッ タッ の ン ン と 
し い 還 を 必ず 受け ん 。 POD プ 4 人 474II KC 


75. 彼 等 は アッ ラー に 顔 を 向け 、 そ の 容 寺 を な 
間 箇 間 SA を 4515" お ae at 1| 

ぜ に 請 わ ぎる か 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 慈 2 向 め 7 

ゅ 2 る 


悲 染 くま し ます の に 2 ( 注 43) の と つ 】 


1 
ンダ グッ 


76. マ リア の 子 数 作詩 は 一 人 の 使徒 に 過ぎ ず 。 TV 生 7 ピ ス し | 
) es216 
算 以 前 に 北 多 の 使 征 あ り て 逝け り 。 役 の の こはる be で 
母 は 誠実 な る 女 な りき 。 坪 子 と も 常 に 食事 移 因 6 2 
を 背 むり 。 (4) われ ら は 彼 等 の た め に ョ eK 時 6 あの 
ま ざ ま な る 神 光 を 玉 示 する 5、 見 よ 彼 等 は 99 る 2 の ご 
着き 法 る な り 。 


77、 云え 、「 お 前 た ち は ア チッ ラー の 外 に 、 前 た きっ MM は 作 fetkG 人 

5 っ 2 の ss1 
ち に 意 も 役立た ぎる も の を 拝む 気 か ?」 と 。 ブー の le 
すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 、 NE た AI2 の 59 
は アッ ラー な り 。( 注 45) 


注 4 れ イエ ス が 、 神 の み を 礼拝 せよ と 教え た と いう 事 は 、 現 在 で は ゆがめ られ だ 形 と な っ て は いて も 、 福音 
書か 6 は 明らか で ある (マタ イ 4・10: ル カ 4 1 8)。 

注 42 この 節 で は 三 位 -- 体 の 教理 、 即 ち 理 父 と 更 子 と 回 圭 が 全て の 面 で 共存 し 同等 の 存在 で あり 、 三 つが 合 
わき っ て 一 つの 神 を 形成 する が 各々 独立 し て いる と いう 、 あ の 神秘 拘 で 暴 解 な 教義 に つい て 語ら れ て いる 。 こ 
の 三位一体 の 教義 に 、 は っ きり よし た 形 を 与え だ の は 、 ニ ケア 公会 議 と 特に アテ ネ 人 信条 で あっ た 。 

注 43 人 間 の 救済 の 為 に は 、 何 ら 身 代わ り と な る 機 牲 は 必要 で は な い 。 

注 44 この 節 で は 、 色 々 言わ れ て いる イ 半生 の 給 論 が 進め られ て いる 。 即ち (1) イ エス は 
あら ゆる 面 に 診 い て 、 他 の 神 の 使い 達 に 劣っ て いる 。(2) 彼 は 女性 か ら 生 まれ た 、(3) 他 の 人 間 后 位 、 彼 は 衣 えと 
潟 き の 自 然 の 搾 に 従わ ぎる を 得 ず 、 そ れ に 続い て 起こ 時 する の と か 和 れ えな か っ だ 。 
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第 事 


デル ・ マ ー エ ダ 


78、 云え 、 「 経 典 の 民 よ 、 不正 に お 前 た ちの 教え 
の 短 を 越 を る な か れ 。 ま た 、 以 前 に 追 を 踏 
み 迷 いて 多く の 人 々 を 迷わ せ 、 自 ら も 正道 
を 踏み は ず せ る 者 ども の 如 
れ 」 と 。 


。 第 十 一 項 
79. イ スラ エル の 学 拉 の う ち で 信 ぜ ぎる 従 雅 は 、 


ダビ デ や マリ アテ の 子 イ エス の 舌 に て 呪 わ れ 
た り 。 を は 役 等 が 従わ ず 、 常 に 探 を 破れ る 
が 故 な り 。 


80, 彼 等 は 犯 せ し 不正 を 互 に 抑止 し ぎり き 。 役 
等 の な せる こと は 大 悪 な り 。 ( 注 46) 


81. 液 は 、 彼 等 の 多く の 者 が 不信 心 者 を 友 と す 
る を 見 ん 。 彼 等 が 己 れ の た め に 先 に 送る も 
の は 災い な り 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 に 立腹 す 。 
彼 等 は 永 元 の 罪 の 中 に と と ま ら ん 。 


82. 彼 等 も 5 し アッ ラー を 信じ 、 預 言 者 と その 啓 
財 和 0 も の を 信じ な ば 、 友 と し て か か 
る 者 ども を 選び は せ ざ りき 。 さ きれ ど 彼 等 の 
を て 誠 人 )。 


83. 液 は 、 人 々 の 中 で 最も 激しく 信徒 を 敵 祝 す 
る 者 が 、 ユ ダマ ヤ 教徒 と 多神教 徒 な る を 知る 
べし 。 ま だ 液 は 、|「 我 等 は キリ スト 教徒 な り 」 
と 云う 者 が 、 信 徒 と 友情 最も 親近 な る を 知 
る で ご し 。 を そ は 彼 等 の 中 に は 多く の 学者 や 修 
道士 が いて 、 父 慢 な 心 を 持た だ ざる が 故 な り 。 


84. 彼 等 は この 使徒 に 啓示 され だ る も の を 開く 
と 、 真理 を 認め 、 を の 目 に 涙 を 満た す 。( 注 


< マン ン 


の ああ 58 過 9994 谷 
の えと スン タン 。 る ン ギィ 

CSDITCR6 和 た 

を ァ グ アンアン ア ス p 

0 どど 抽 


タレ る っ っ フン 5 ン 2 っ 
1 レッ と シ 22 
アラ タン シン 
いら oc 
2 トン る 3 聞 る ラン フッ ン 16 0 っ の レレ 
競 CA4 0 jpg 


6 イレ ン 


APHGEOA 2 482 クッ の 

9 入っ の 319 (の 

の イレ ラク ラク クレ ラ ィ 
AE 5 うく の 

ン ン ゃ 


②③ ら は る は st 


イク レレ 。 ゃ ロン ンタ タラ タ タレ 
2000 26 みる 53 

し 作る ん 1 iT * 5 ン る 
@ の 6258 32 32 逢 じ 
レ ュ ナナ オ 0 2 4。 を ン ンス る フン る ンー ン ン 


っ edleloAAN め 8 ひい Os 


プッ る クイン ンタ ダン ノ 2 ンプ ンー ン の で アン ッ ン ンタ 
czAU KO が 届く 


上 放 い /4 3 | 
は か ION HI は が 
oy 低め 


ば 代 4 


タン 」 ッ タン 2 タン 


2CJPUDIOICTVODL 


注 45 
誠 し 知る 
神 性 を 持つ 全て の 存在 の 特 括 な の で ある 。 
注 46 
を 王 い に 禁じ よう と し な か っ た 事 で ある 。 
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神 の 色 り を 了 最も 強く 革 っ た ユダ ヤ 人 の 罪 の 一 つ は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で 、 


イエ ス は 誰 に 対し て も 何 の 敬 悪 を な す 力 を 持た な か っ だ 。 彼 は 祈り を 閉 く 事 も で きず , 人 間 の 必要 を 
が で きぬ 為 、 彼 ら の 心 を 満た し て や る 事 が で き な か っ た 。 こ れ ら が 可能 で ある と いう 特権 こそ 


ひん ば ん に 行なわ れれ て いた 悪 百 


第 五 音 


デル ・ マ ー エ ダ 


47) 彼 等 は 父 う 、「 主 ょ 、 我 等 は 信じ 率 る 。 
きれ ば 称 等 を 証人 の うち に 書き 添え 答え 。 


2 タプ で ョ ンタ ンプ 


4 タン ン ( ン ーー ライ レン ーー え タ る 
の MISSe ee31O2 Os 
(2726 くく GOIHAIG 


還 還 _- た レン ーッ 
85、 ど うし て 我 等 は アッ ラー と 、 我 等 に 降 し 葛 っ 28< 衝 ン は 1 [ 2 26 レン 
2 うっ oo2G22C Ao タダ い 63 
わり た る 真理 を いれ ょ うか 9 語 て マー の リッ ッッッ ファ 。 
し て まだ た 主 が 我 等 を 美しい 人 々 の 中 に 入れ @Oeb2P29L の DC も びと 5 
給 わ ん こと を 希求 せ ず に は いら れ よ う 
か ?」 と 。 
96. され ば アッ ラー は 彼 等 の 折 り に 応え 、 河川 寺 導 の る 5 を 半 色 負 婦人 
の Ss AL6966 
流れ る 楽園 を も っ て 世 し 給え 9。 彼 等 は デ アン リー 
こし え デッラ タ . デア の レン 』 ン ラ ュ う 
水 久 に その な か に 住ま ん 。 そ は 舌 事 を 行う @COSevdB5> DS5 の は 
者 へ の 報 装 な り 。 
ee 、 上る ウー ュー ッ ク ラ 9 レロ る ン クン レ 。 る 
97. され ど 信 ぜ ぎ る 者 も や われ ら の 神 区 を 揚 Oo 
否 せ る 者 ども 、 彼 等 は みな 地獄 の 住人 な り 。 2 て 員 
第 十 二 項 
88. 液 等 信徒 な ちよ 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ち に 許 KW イン イン ンー て っ フン ッ ズ レタ 
Co 559 kelo 
を る 住い 食物 を 禁制 ます る な か れ 。 ま た 近 で て の の の リタ が に 
に 遅 犯 する な か れ 。 ア ッ ラ ー は 傍 犯 者 を 好 の の 20492813B2SS95 
まず 。 
よ 一 の の 
89. アッ ラー が お 前 た ち に 許し を 与え だ る 住い ンタ デン ン ン の タレ 
GoJ1 5903 あじ あし 3 わあ る 
も の を 劉 せよ 。 面 し て お 前 た ち が 信 ずる 2 2 
テッ テー を 左 れ よ 。 @6 め お る 2 
90. アッ ラー は お 前 た ちの 吾 約 に ける 空しい と シン レン 2 し タル シー ラン 
言葉 に 対し て 、( 注 48) ぉ 前 た ち を 替 め ぎる fs GA06 25.200l る 
べし 。 き れ ビ 本 式 に 其 約 し な が ら そ れ を 破っ 2 計 し 
- こ 1 お osJLoo を いい 
ら ば 、 な 前 た ち を 千 め る べし 。 か か る 場合 ゲン ンー リン 2 
あ が 4 5 と ae app タク タフ クイ レッ ラン レラ タロ 28 イ エン 」 ン ラン ッ 
の 罪 の 暑い は 、 や 前 た ちか 家族 を 差 う 普 投 アン に PONASAVS PP と 
の 食物 を 十 人 の 損 者 に 供する か 、 役 等 に 衣 ラン ン ュー ラク レッ レン ラン セッ と ロ と 
服 を 支給 する か 、 或 い は 一 人 の 奴隷 を 解放 ROW Co5 ひる リッ め 入 め 
する こ ほ な り 。 き され ど 、 を の 資力 な き 場 合 
注 47 この 節 は 特に ナジ ャ シ に も あて は まる と いえ る 。 聖なる 預言 者 の 従兄 で あり アビ シニア の イス ラッ 教 


徒 の 亡命 者 傍 の 代表 で あっ だ た ジャ ファ ル が 19 齋 ( マ リアム) の 最初 の 節 を ナジ ャ シ 
目 に 明らか な 得 、 感 動 を うけ 、 彼 の は ほお を 伝っ て 涙 が こぼれ 徐 ち 、 
自身 が イエス に つい て 信じ て いた と お り の 事 で あり 、 


で ある 。 


注 48 


まみ か けた 時 、 彼 は 人 の 
情感 に みち あふ れ た だ 


それ 以上 に は 小枝 一 本 分 きえ も 考え な か っ た と 述べ だ の 


イス ラム の 律 法 に 反する 誓い は 、 だ だ の 無益 な 言 林 に すぎ な い 。 
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ー(2= 


アル ・ マ ー エ ダ 


有三 ! 間断 食 せ よ ょ 。 こ は 痺 約 を 破り し と 
き の 購 いな り 。 己 が 才 向 を 守れ 。 . か く の 如 
く ア テッ ラー が 前 た ち に その 柱 兆 を 説き 功 
す は 、 お 前 だ ち に 感謝 の 念 を 抱か し ゅ ん が 
だ め な り 。 


91. 液 等 信徒 だ な ちょ 、 酒 、 周 二 、 偶像 
忌 む で べき 亜 鹿 の 仕業 な り 。 お 前 だ たち 栄え ん 
と する な ら こ れ 等 に 近寄る な か れ 。 


92. 悪 座 の 望み は だ だ 、 酒 と 賭 公 に よっ て ( 注 
- ち の 間 に 瑞 意 と 憎悪 と を 場 9 立 
ー を 忘れ きせ 、 和 礼拝 を 捧 る を 妨 
げ る ほこ に あり 。 それ で も お 前 た ち 、 こ 
れ 等 を 断ち 得 ざ る か ? 

、 使 徒 に 従い 、 交 し て 用 心 * 
た と い 前 た ち が 背 き 赤 ろう と も 

な 軍旗 を 伝え る 


93. 


せよ 。 
わが 使徒 の 資 務 は だ た だ 明 
に ある こと を 知れ 。 


ORGR チ DKK 
0 が ACE ご 


2 、 タ a 
遥 独 


ンタ イン 


る 
JJI ve 


セイ タレ タッ 46411 ンタ 


MKDAWIIGIIABOYG7 
El を の 2 
594 
1 の すれ ASGIPGYAET 
PE 全 CI た t( 
4822(dW の 
PP の 
人 MSCIIG 回 聞 昌 錦 


ン ィ を 。 


EE 


58W 


ュ こ ュ タ > る て ィ 
94. 知事 を 行う 者 は 、 神 を 左 れ 、 信 じ て AMIAE う 1 の 委 あ 
いこ と を 行い 、 を その 上 に も 神 を 呉れ て ゾン 
1 ワク 3 レレ 

また その 上 に も 神 を 思 れ て 普 ITNK4 の ET CE ら 
事 を 行う か ぎり 、( 注 50) を の 食す る こと に 人 5 ンス 1 ョ る | 導 」 ッ ン 害 

つい て 曽 な か る べし 。 ア ッ ラ ー は 和 警 事 を 行 (PNISHKDt 

う 者 を 愛し 給 う 。 の 

年 49 前 節 で 述べ た だ た 四 つ の 事項 は 全て 、 何 ら か の で 嫌 選 で ある と 記し た 後に 、 特 に を の 失 の こつ で ある 、、 

酒 と 賭 に 限定 し て 、 何 故 嬢 忌 で ある の か と いう 選 し て いる 。 と 憎しみ 、 そ し て 、 押 を 條 どじ 、 礼 振 

と 守る 妨げ "と の 味 す る 様 に 、 娠 な る べき 理由 は 、 政 治 的 、 社 会 的 、 精 神 人 的 、 旦 つ 社会 宗 数 的 見 地 


に 基づい て いる の で ある 。 


注 30 この 節 か ら は 以下 WM 
用 に 供する 為 作 られ だ も の は 、 一 
で 純粋 な 食物 は 、 人 の 人 道 1 
た この 節 で は 、 精 神 人 発送 段階 が 設定 され て いる 。 
行う 。 第 二 段 階 で は 、 神 を 長 怖 "る も の の 、 
が まる で 自分 達 の 信仰 の 一 部 も な っ て くる 。 
を 日 の あたり に し て いる か の 加 く 


を し て 第 
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だ きれ る 。 
き で あり 、 P られ て いる も の は 例外 に すぎ か ない 。 
韻 を 及 ぼ し 、 不 潔 で 不 
第 段階 て 
この 段階 で の 信者 の 信仰 は あま り に も 強 
三 の 投 階 で は 、 信 者 は 神 を 胃 休 し 、 
、 友 だ る 人 人 に 佑 を 行う の で ある 。 


この 世の中 の も の で , 人 間 の 利益 と な M 利 


純 な 食物 は を の 反対 の 効果 が ある 。 る 


"は 信者 は 神 を 異 怖 し 、 


で 実際 に 神 の 宏 


第 五 誤 アル ・ マ ー エ ダ 
第 十 三 項 
95. 溢 等 信徒 な ちよ 、 ア ッ ラ ー は 誰が 辻 か に ンジ る 狗 イ ャ ン KG 
アッ ラー を 異 れ 艇 うか を 知ら ん が た だめ に 、 8 2 SLJ belodN (3 
お 前 た ちの 了 手 や 槍 に て 捕え し 獲物 に よっ 8 区 人 委 25 4 ンタ 各 1 
て 、 前 た ち を 試す べし 。( 注 51) きれ ば 
前 っ シン タン コキ ンタ と で っ ン 5 
合 人 人 に せよ ょ 、 こ の 後 近 に 違 犯 する 者 は 、 厳 2 者 wb 
し い 久 を 愛 く べ し 。 
96. 流 等 信人 た ちょ 、 巡 礼 中 は 淫 物 を 殺す な か イラ 介 
っ er ol uo み )【 | 
れ 。 議 で あれ 反 誠 に 衝 物 を 殺せ る 者 は 、 を PCOUICI 
の 位 い と し て 、 お 前 た ちの うち 公正 な る の 2 は 3 4 の ジ 2 
名 の 者 の 判定 に 差 き 、 そ の 季 せ る も の と 等 ノッ 前 開 
し い 価 の 四 中 区 を 奄 度 に 錠 び 物 と し て 届け 。 和 3 側 OS pat の C 飲 
よ 。 ま た だ は 罪 減 ぎ ば し と し て 貧者 に 給食 を 施 ョ タッ シン ン ン ン 
すか 、 そ れ に 相当 する 日 数 を 白 食 せ よ 、 己 Ge do22 多 5 放 
れ が な せる 報い を 味わう た め に 。 ター Cg2 し くる 3 ン 
昌和 VI 
は 過ぎ た る こと は 赦し 給 う が 、 再 び を の 2 。 lg の 
縄 返 き ば 、 そ の 違反 を 較 す べし 。 ッッ ラー る 25 茹 じ 20 3 
は 僅 大 に し て 、 応 報 の 主 な 5。 
97. 魚 獲物 を ( 生 52) 食す る こと は 、 ゎ 前 た ち っ? を と 全 E【 ン と ウレ ロイ 人 た it の 
と と Ji ( 
や 旅人 の 食料 と し て 許さ きれ て いる 。 き れ ぼ アァ ッ レッ SR 
巡礼 中 の 陸上 の 狩 任 は 禁ず ら る 。 アッラー be AoCo ら 記 セタ 
を 詞 れ よ 、 い ずれ 前 だ た ち は ア デッラ ー の 許 
へ 召し 寄せ られ ん 。 の OS5 PMTCRIPIKS1B 
98. アッ ラー は 万 工 の 擁護 向上 の た め に 、 神 っ oiCs20c2426 (5 は る 
加 で 肖 し が た い 宰 典 を 作り 、 ま だ た 神聖 月 と ルッ ィ ン 。 
供物 た その 犠 秒 に か ける 顕 輪 と を 定め た MGCUDGIITC3YI 32 る 
り 。 こ は お 前 た ち に 、 ア ッ ラ ー が 天地 関 の レレ ュ レ フル 
一 切 の こと を 知り 、 浪 に 通 暁 し 給 う こと を OM 9iJCs atahd 25 人 前 
> まき こ な っ ンプ クル 
教え ん が ため な り の 謙 史 分 
ee ミ awーー ュ レン スイ 
99. アッ ラー は 型 する に 茂 し くも 、 ま た 寛大 て 人 の solda208p2 
慈 縄 深 て まし ます こと を 知れ 。 と 
@ 多 3 
注 51 狩 任 は 通常 は 、 人 が 人 で お り 、 神 の 戒律 を 破る の を 見 る 著 が 誰 $ い な い 密 林地 帯 で 行わ れる 為 、 こ 


の 節 で は 、 神 へ の 胃 怖 を 示す 為 、 


べら れる 葉 律 へ の 導入 と た も な っ て いる 。 


注 52 


その 例 に 似つか わし い 狩 猟 に つい て 述べ られ て いる 。 又 この 節 は 、 


ここ で の 獲物 は 海 び ご け で な く 川 (JI) の 流れ 、 湖 、 


次 節 て 述 


池 等 に いる も の を 合 む 。 7 : 9 を 参照 の 事 。 
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第 所 意 


デル ・ マ ー エ テ エダ 


100. 


101. 


102. 


103. 


104. 


105. 


使徒 の 務め は だ た だ 神託 や 伝え ん ね る こと に あ 
り 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ち が 外 に 表わす も の 
も 、 内 に 隠す も の る 知り 給 う 。 


云 を 、「 た と い 悪 の 多き が 液 を 和 驚か そう と 
も 、 悪 と と は 同じ に 非 ず ] と 。 思 具 あ る 
人 々 よ 、 ア ッ ラ ー に 対し 替り 避 が 務め を 忘 
れ ま い ぞ 。 き すれ ば お ぢ お 前 た もち 成功 すべ し 。 
MM 

流 等 信徒 な ちよ 、 も し 知ら 6 きれ な ば 元 っ 
て 普 悩 する が 如き こと に つい て 吉 ね る な か 
れ 。 ( 注 53) る きれ ど クル アー ン が i 降 きれ つつ 
ある と き 、 を それ を 問わ ば 、 そ は お 前 た ち に 
知ら る ゃ る べし 。 ア ッ ラ ー は この 事 を 敷 し 給 
う 。 な ん と な れ ば 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 
我慢 強く まし ます 故に 。 

お 前 だ ち 以前 の 民 も こ の 事 に 関し て 哉 ね 
だ り 。 き れ ど それ が 岡 で 、 彼 等 は 不信 心 者 
と な れ り 。( 注 54) 


アッ ラー は 、 バ ヒー ラ 、 サ ー イ バ 、 ワ シ 
ラ 並 びに ハー ミ な ど を 定め た る こと な し 。 
され ど 不 信心 者 と も が 、 ア デッラ ー に つい て 
偽り を 提 造 す 。 彼 等 の 多く は 理解 し 得 な い 
者 ども な り 。 


彼 等 に 向っ て 、「 ア ッ ラ ー が 誰が せる 5 の 
並び に 使 征 の 許 へ 来れ ] と 云う と 、 役 等 は 
云う 、「 我 等 は 父 福 が 見 い だ せ る 信仰 で 充分 
な り 」 と 。 な ん だ る こと ぞ を! 彼 等 の 父祖 は 


上 まん 74 イィ 2 ン 51 タル ンタ る 


CPPVIVMETKY こ UPG 
92 人 C3 


トイ バン ン MS イノ 


8 ROY 人 
人 間 の 1 全 PTICtEGW31 
トス ルル 4 
の め みみ 
の ンション と お KOUIPS 
Mi の も 2801 
5 衝 


6 人 9 多 ee 人 上 3o5 
4 ン を 色 弘 PA 人 了 の の 


(s。 光 5 る プン ゴ 


る タン 


少 の 95% ルー 
1 人 AU 

時 の 3 る 閣 
LTE の CC 
PDFCON 和 VC 


RS 


注 53 
る 預言 者 の 実践 或 C は スン ナ 、 
これ ら の イス ラム の 門人 律 の 三 つ の 源 が 、 


イス ラム の シャ リヤ ( 城 介 ) の 差 能 は 三 つ か ら 成 っ て いる 。 
! な る 頂 言 者 の 本 当 
人 間 の 全て の 棚 本 的 問題 を 処理 する が 、 


そし て 


( 


クル アー ン で 只 現 化 き れ た 戒律 2) 型 な 
言っ だ 言葉 の 中 の 命令 や 教訓 。 
より きき いな 細部 に 渡る 問 


吾 は 、 神 より 与え たら れ た 自分 自身 の 知力 と 能力 の 助け を か り て 上 記 の 二 つ の 輝く 導き の 光明 の 中 で 解決 すべ く 、 


本 人 の 自由 


6 な い 。 


往 34 
体 に 訟 いて 質問 者 自身 の 損 害 ほ な る 。 
で 厄介 な 法 的 処置 に 東 還 し て し まう 。 イ スラ エル 人 達 は モー ゼ 
千 果 、 不 用 に 技 葉 末 節 に 厳し てい し て し まい 、 
て し まっ た (2 


取る に 足ら め 事 


2109)。 


を 必要 も な い の に 根 掘り 葉 掘り 聞い た り 
そう する 事 は 、 本 人 の 自由 


基本 で ある 神 の 十 蔵 すら も 守れ な く な り 、 


委ね られ て いる の で ある 。 この 役 で 言及 きれ て いる の は , る きい な 詳細 に 関す る 事柄 に 他 な 


それ ら に 不用 な 法 的 制裁 を 求め る の は 、 大 
を 限定 し 、 判 断 に 足 み せ を は め 、 不 必要 
、 と る に 足ら ぬ 不 必要 な 質問 を し だ 人 為 、 を の 
それ を 破る 結果 を 招い 
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106. 


108. 


知識 を 持た ず 、 ま た 正しく 導 か れ ざ り し に 


非 ず や ? 

溢 等 信徒 な ちよ 、 己 れ 自 身 に 注意 
迷 究 の 徒 は 、 お 前 た ち が 正 し く 導 か れ な ば 、 
お 前 た も を 害する 能 わ ず 。 ( 注 55) お 前 た ち 
は いずれ 白 アッ ラー に 帰着 す 。 そ の 時 アッ 

ラー は 、 お 前 だ た ち に その な せる こと を 告げ 
知ら せん 。 

溢 等 信徒 な ちよ 、 お 前 た ちの 誰か が 臨終 
に 際 し 候 言 状 を 作る ゐ と き は 、 お 前 た ちの 
か ら 公 正 な る 二 人 を 証人 に 立て よ 。 ま た 旅 
先 で 不幸 に も 死に み ま わ れ た る 場合 は 、 お 
前 た ち 以 外 の 他 の 部 族 か ら 二 名 の 証人 を 立 
て よ 。 礼 捧 の 後 役 等 両 名 を 引き 止め 、 証 言 
する こと を 頼め 。 も し 疑い あら ば 、 ア ッ ラ ー 
に か け て か 〈《 碧 わし め よ ょ 、[ 我 等 は た と い 近 
親 の た ゆな り と も 、 如 何 な る 価 に て も 証言 
を 売ら ず 。 ま だ アッ ラー の 
カー を その よう な 場合 は 、 我 等 は 罪人 た る で 


本 


し 」E。 
きれ ど 、 二 人 の 託 人 が 偽証 の 罪 を 犯 せ る 
こと 判明 せる 場合 は 、 先 の 二 人 の 語 4 


対 せ る 者 の 中 か ら 、 最 も 真実 の 
に ふさ わし い 者 を 二名 選び 、 に 代え を よ 。 
( 注 56) 面 し て 後者 の 両 証人 に 、 か く 響 わ 
せしめ よ ょ 、「 我 等 の 証言 は 前 の 二 人 の 証言 よ 
り 確 か な る こと を 玲 う 。 ま た だ 我 等 は 如何 な る 
不正 も な し た る こと な し 。 こ れ に つい て い 
つわり あら ば 、 我 等 は 確か に 不義 者 な り 」 
と 。 


プッ タン タン アン go NG 


⑲o502e: う 5 256 9W 


56 


(る る る と あ 委 者 あ 内 
ン の 人 S 4 巡 % る の 


タン ルン レン ン ン っ 5 タン リン 5 て タレ タイ 
4 PP ey 
る ワリ ルン リシン 2 ク 
の ぷ づ | は 完 衝 、 の の 
リッ と アル アノ ンタ ジン 名 
60 と 2 
ッ ン タイ の っ み っ ン 本 E アス 
p2329oMy 二 0 
リッ ルン タタ グン 2 タン イレ る 
PO 259583 963 


oo 
の GPC る 6 oi 


322 ン 2 ンコ ン プン 
9 2 の リン ta 
多 紹 し < の 人 人 82 ES ノバ 0 
の 了 直 昌 


注 55 
まい 
- 拒絶 し て も 、 何 ら 我 々 に 害 は 及ぼ き な い 。 
教義 に 妥協 や 与え を て は な ら な い 。 


真実 を 他 の 人 人々 に 説く 事 だ けが 我々 に 
し 、 我 々 の 最 普 の 努力 に ちか か わら ず 、 彼 ら が 、 


か ら で あ る 。 


注 56 
彼ら の 立ち 会 っ て いる 時 に 
真実 の 証言 


作成 きれ 、 財 産 を 相続 人 


を する の に より よ 


き で ある 。 
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課せ られ た 閉 務 で ある 。 も し 彼ら が 真実 を 受 
よこ し まな 方 向 か ら 離れ よう と し な いり 時 、 彼 ら が 黄 実 を 
いか な る 場合 に も 、 
それ は 他人 の 魂 を 救う 倫 に 、 


アウ ラ ヤ ー ン と いう 語 は 最初 の め 二 の し 、 


け 入 れれ ば それ で 


他 の 人 々 を 我々 の 考え 方 に 向 か が せま うと し て 、 
自分 達 目 号 の 魂 を 亡 ば し て し まう 事 と な る 


、 逆 人 の 死に 立ち 会 い 、 
E る され だ た の で ある か ら 


これ 6 二 人 の 証人 は 
て て くれ る よう に と 


立場 に ある と いえ る 。 他 「 の 人 の 証人 な 、 故 入 の 相 統 人 の 内 か ら 選 ば れる べ 
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| 


109. 


そく 
『 実 に 則 し て 証言 きせ る に は 、 か くす る 人 64 AVN 3「 生 
は | 品 
の が 最 夫 な り 。 さ も な て ば 彼 等 の 補 証 が 後 了 ずり アン 前 
に 別 の 征吾 に よっ て 訂 け られ る 吉 れ あり 。  B の の の 1 
アッ ラー を 時 れ 、 耳 を 令 け ょ 。 ア ッ ラ ター は レン 
不 従順 な 徒 蛋 を 導 か ず 2 
第 十 項 
使徒 た ち も 吾 喚 す る 日 、 ア ッ レタ ラタン タープ クタ タン ッ ン ファン 
ラー は 彼 等 に 去 う 、「 お 前 た ち 如 何 な る 返答 ICH の ング 


を 得 た か ? 」 と 。 使徒 だ ち は 答え て 、( 注 57) この 痢 移し 和 す 
去 わ ん 、『 等 は 何 も わ か ら ず 。 隠れ て 見 え sm の 
ぎる も の を 知る 者 は 、 た だ 流 独 りな りほ 。 

111. アッ ラー が か く 詞 わん その 日 を 思え [マー 7c27 和 0 22 の IE 
リア の 子 イエ ス よ 、 液 と 光 の な う 653 Se WW 
わし の 過 能 を 思い 起 せ 。 わ し は 亜 守 に よっ 人 5 う 

て 溢 を 強め た れ ば 、 流 は 提 、 ま シレ 
た 成せ し 後々 に 語り た り 。( ま 59 ゎ 。 タ ゃ SE 近 56 ao 


し は 液 に 、 経 典 と 知恵 と 律 法 と 福音 と を 教 コン タタ 25 し ッ ン レニン ッ 
。 前 本 失 
え だ り 。 液 は まだ わし の 許し に より て 所 で CC お COCO1YEIP 


鳥 の 形 を 作り 、 之 に 軌 を 吹き 込む た 、、 そ は 851 移 る sib 7 
ラッ 
わし の 許し に より て 実 か ける 生き 物 と な れ 人 9 多 上 9 導 
5。 ま た 液 は わし の 許し に より て ( 征 59) 5 絢 2 O2y95 4 8 が 8s 
は 邊 を 直し 死者 を 6 し め た 0 。 
ラン 8 の 25 
- わ し は 、 流 が 明らか な 神 兆 を 寺 え て 26。93E 人 ぷと ら 和 
イス ラ ェ ル の 学 衣 を | し 時 、 液 を 殺害 せ る ンク 。。 ぁみ タタ 2 ンス 4 
ん とせ し 彼 等 を 抑止 せり 。( 注 60) 彼 等 の う 。 2MOao し 9 の Je 記 


110. 


ちの 不信 心 者 ども は 云え り 、『 こ は 明らか に の る と 
うじ ウッ ⑩ou5 
狂 術 な 9] タ 


注 57 預言 者 の 答え に よる と 、 神 の 質問 の 日 的 は 、 彼 ら か ら 情 報 を ひき 出し た り 、 神 人 箇 人 を 箇 の 知識 を 補 
足し た りす る こと で は な く 、4 :42 か ら も 明快 な よう に 、 彼 ら が 信仰 を も た 玖 者 に 対 こと で あ 
る 事 K ド し て いる 。 


注 58 ゆり か ご の 中 か ら 語 りか ける と は 、 細 児 期 に 、 覧 明 で 信心 深い 言葉 を 語る 事 を 意味 し て いる 。 イ エス 
の こう いっ だ た 語りかけ は 、 本 人 自身 が 覧 明 で 信心 深く 、 つ 、 イ エス を 賢く ヽ 子 供 に 育て 多大 に 
人 負う と ころ で ある 。 成 人 に な っ て か ら 普 き 言 葉 を 語る こと は 、 マ リア が 婦 人 で あっ た 事 を が ぶす だ け で 
は な い 。 イ エス 自身 も 公正 な 人 物 で あっ た 彼 自 身 成長 し 、 最 早 挟 親 の 直接 の 影響 を 受け な い 成 人 に な っ て 
も 、 坪 の 教育 の 結果 で ある 信心 深く 腎 明 な 言葉 を 語り ゆか けた の で ある 。 3 意 46 近 も 参照 の 事 。 


注 59 3 : 50 を 参照 の 事 


年 60 これ は 、 ユ ダ ヤ 人 達 が 1 エス を 十字 架 の 上 で 灯 を う と し た 企 て や きす 。 し か し 神 は イエ ス を 十字 保 か 
6 降ろ きれ 助け られ た 。 
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吉 
宮 


112 . 


113. 


114 . 


116 . 


その 時 わし は 、 イ エス の 弟子 た ち を 激励 

り 、「 わ し と 使徒 上 を 信 ぜ よ 」 と 。 彼 等 は 
云え り 、「 我 等 は 信 ず 。 され ば 液 、 我 等 の 帰 
依 せ る こと の 証人 だ れ 」 と 。 

その 弟子 た ち が か くく 云え る 時 の こと を 思 
え 。「 マ リア の 子 イ エス よ 、 主 は 天 が ら ( 往 
61) 御馳走 を 並べ た 食卓 を ( 注 62) 降 し 賜 
える こと が 可能 な りや ? 」 イ エス は 答え り 、 
「 あ 前 だ ち 信徒 な ら ば 、 ア ッ ラ ー を 思 れ 散 
えと 。 

開 MG 「 我 等 は その 食卓 に て 食 

、 我 等 の 心 を 安 ん じ 、 流 が 我 等 に g 
る こ と の 真実 な る を 知り 、 そ の 証人 た らん 
こと を 願う 」 と 。 


マリ ア の 子 イ エス は 云 た り 、「 ア ッ ラ ー 
さま 、 衝 等 の 主 ょ 、 天上 か ら 我 等 に 御馳走 を 
並べ だ 食卓 を 隆 し 、 我 等 の た め に 、 我 等 の 
最初 の 者 並び に 最後 の 者 の 八 室 た らし め 、 
( 注 63) 是 つ 流さ り の 神 区 た らし め よ ょ 。 我 
等 に 食物 を 与え 給え 。 液 こそ は 最上 の 和佐 い 
主 な り 」 と 。 


アッ ラー は 去 え り 、[ げ に わし は それ を 
前 た ち に 降る ん 。 な れ ど 、 お 前 だ た ちの うち 
信和 にせ ょ 後に な っ て 不信 心 者 と な る 者 あ 
ら ば 、 わ し は その 者 に 必ず 、 仙 の 何 入 に も 
加え を ぎる 滞 を ( 注 64) 以 て 、 を 身 ら し め 
ん 」 と 。 


アル ・ マ ー エ ダ 

る 2 タン 2 の キッ クン ゅ る イー タッ ン イア 3 
TFPIPSITUK ロ 
テン タン セリン [< の 72 
[OGK4WMO1RYKNLPIEI 

ルン ン ルル の 54 ウー プル ンタ 
85232 の BROS 人 委 


タ ゃ 門 と ョ タダ 
敵 人 Eo263EC 多 人 選 す 人 あ 
ee) 

ノ 2 8 スレ は の 放 ああ 2 負 

の Me 8 る 

イス 放 6 タン タラ 

30228e る 人 

EEMGEEIKVSI 0 
31C3S 


各 義和 と 9 めき が Je 
0 の Zit2PIO4 引 独 人 


注 61 大 か ら の "と いう 言葉 は 、 多 く の 手間 な く 確 実に 
注 62 イエ ス の 弟子 が 頼ん だ の は 、 一 食 の 糧 で は な く 、 
で あっ た 。 

注 63 イー ド ( 愛 宴 ) と いう 言葉 が 文字 通り ' ゆ で りく 


する 二 つ の 期間 (また は 時 期 ) 
に は 、 


注 64 


豊富 な 、 


所 な の で ある 。 


る 日 を 表す よう に 、 
約束 きれ て いた 。 キ リス ト 幸 
この 世 の 財 産 が 、 駐 それ か ら 後 で は 18 世紀 及び 19 世紀 に 物質 釣 繁 
人 々 の 時 代 の 有 史 に は 臣 貢 する も の が な い 程 、 


ここ て 言及 きれ て いる 還 と は 19 : 91 で 述べ られ て いる 上 癌 と 全く 同一 の も の を 指す 、 
大 戦 が この 換言 の 成就 で あり 西側 諸国 の 国民 に よっ て どん な 恐ろし い 名 が 用 意 き れ て いる 


氷 久 的 に の 意味 や 表し て いる 。 


何 の 愛 力 や 困難 も なく 得 られ る 永久 的 な 生計 の 意味 


キリ スト 教徒 に は 、 繁 栄 是 つ 発展 
コン スタ ンチ ヌス 大 帝 の 最初 期 の 時 代 
と 、 政 治 的 権勢 が 、 他 の 


攻 徒 は 、 


約束 きれ て いた の で ある 。 


今 ま で の 一 回 の 
る か は 、 神 の みぞ 知る 
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第 十 六 項 
117. アッ ラー が か くく 云わ ん 時 を 思え 。[「 マ リア る tf インス イ クン ノッ と 8 代 和 < 
2 イイ エス ょ 、 流 は 人 Az に 、 FR と が ip を eS od63 


アッ ラー の 外 に 二 柱 の 神 た し て 振ら ょ よ 」 と 妥 人 2hg 5 14 
告げ た る か? 」( 注 65) イ エス は 答え ん 、「 流 の こき 6 


タッ ヨン | み 
吾 加 者 よ 、 我 何 す れ ぞ 云う さこ か 6 ぎる こと 。 SS ちら 6 る の oda 98 
を 療 わ ん や 。 ( 注 66) 我 も し それ を 云い た 5 タイ タン クレ 。 3 そ ッ ェ ロ ン タイ ルアン ョ ョ ン ンク MA 
せ ば 、 流 は すでに それ を 知る な り 。 湊 は 衝 195@99 き の の 
リー ュ ら 』 は を は 潜 の 心 に タタ 2 の ン レッ ン クイ トー タン 
ろ に 在 る も の を 知れ も 、 我 は 光 の 心 に ⑨ の saU120c Ci 遇 9 し @U 
在 る も の を 知ら ず 。 隠 れ た こと を 知る 者 は 、 シ 
独り 液 のみ なり 。 
本 se リー の 、 ド ュー スー La 59 ンス 「 ぁ の 5 く (3 
118. 我 は 、 決 が 我 に 命じ に た る こと の み を 彼 等 ち 4ib0eioleul c5 
に 告げ り 。 すなわち 、『 我 が 主 に し て 、 お 前 た レン と ララ ノン レシ そる 
ちの 主 を る アッ ラー を 宗教 せよ 』 よ 。( 邊 RB2ese266K の Ac 523 
67) 我 生き て 彼 等 の 聞 に あり し ょ と き は 、( 注 了 
イン あっ ノ ンプ sk る フラン ン ッ と > 3 
6S) 我 は 等 の 話 人 を 5 し か 、 放 が 艇 を 析 ぴの ひる 2 鐘 の 絢 
し 寄せ た る 後 は 、( 注 69) 液 こそ が 彼 等 の 臣 
注 65 この 節 は 型 な る 力も マリア よ の 入り は 寺 
中 に 入り 求め られ て お り 、 ロ ー マ 教 会 の 公 教 有理 中 に も 、 人 彼女 が 神 の 母 で ある と いう 主張 が が 殺め か れ て いる 。 教 
会 の 祥 多 は 週 去 に 誰 い て 、 科 女 を 弄る も の も みな し 、 や っ ま 数 年 前 に 、 晶 パ イス 12 選 が 、 教会 の 教義 
中 に 、 マ リア の 千 体 的 昇天 を 組み こん だ の で ある 。 これら 全て は 彼女 を 聖なる 地位 へ 押し 上 げ ば る 事 と な り 、 こ 
こそ 、 新 教徒 矯 が 送信 的 な 宮 坪 マサ ア 崇 捧 で ある と 紅 理 する とこ ろ な の で ある 。 


注 66 当 壮 で 、 私 は で きま せん ' と 翻訳 され て いる 科 所 の アラ ビア 語 表現 の その 他 の 解 羽 の 仕方 は 、' 私 に は 
ふさ わし く な い ' 或 じい は 、 私 に は 、 不 可能 で あっ た ' 或 に は 私 に は そう する 柏 が を い 午 と な る 。 よ っ て 、 こ こ 
で の 「 到 うべ か ら ぎ る] は 、 私 が 言う に ふき わし く な いと い 和 


い 


注 67 イエス は 唯一 の 神 を 礼拝 せよ と 教え た (マタ イ 4 :10、 ル カ 4 : 8)。 


注 68 イエ ス が 生き て いる 問 は 、 役 は 大 変 深く 自分 の 弟子 達 を 見 守り 、 正 し い 道 か ら 外れ ぬ 様 気 を つけ 
て いた だ 。 し か し 彼 は その 死後 、 算 ら が どう な っ て いっ た か 兄 当 も つか な い 。 今 や 、 彼 の 後継 者 達 は 道 を 踏み 外 
し て し まっ だ た 為 、 こ の 節 の 指摘 する 、 イ エス の 死後 、 彼 は 神 し し て 礼拝 きれ る と ころ と な っ て し まっ た 。 
同様 に 、 こ の 節 で イエ ス が 、 自 分 の 後継 者 が 自分 と 自分 の 母親 と を 二 人 の 神 よ し て 取り 扱っ て いる き を 表 
明 し て い 突 は 、 彼 が この 所 に は 戻っ て こない 証明 し て いる 。 何故 な ら 、 も し 彼 が この 世に 復活 し 、 自 
分 の 弟子 達 が 腐敗 し 、 彼 を 神 と し て 崇拝 し て い を 自分 自身 の 目 で 知っ だ なら 、 神 の 前 で この よう な こ こと を 
言う は ず は な い 。 弟子 達 に よる 三位一体 を も し 抗弁 し よう と すれ ば 、 こ の 言葉 は 嘘 に な か っ て し まう 。 故に この 
節 は は っ きり と 、 イ エス が 死に 、 彼 は 復活 し な い 事 を 述べ て いる の で ある 。 更に 、 型 な る 括 言 者 の 有名 な 言 に 
よれ ば 、 聖 な る 需 言 者 は ここ で イエ ス の 日 に し た の と 同様 の 言 共 を 復活 の 中 に 口 に し 、 そ の 時 、 イ エス の 弟子 
の 何人 か が 地獄 へ 導 か れる の を 見 る の で ある 。 こ の 事 は 又 、 イ エス も 可 な る 殴 言 者 同様 に 死ん で いる と いう 事 
実 を 確認 し て いる の で ある 。 


注 69 3 : 56 を 参 早 の 事 。 


ー201 一 


具 で 
る 


KP 


る 


第 五 各 テア ル ・ マ ー テ ダ 


相 首 な 9 。 流 こ を 一 切 の 証人 な り 。 タッ スク る 

現 者 な 液 世 な @ 2 衝 

119. 流 た だ とい 彼 等 を 軸 さ ん と も 、 彼 等 は 流 の に 人 に タン レーク ク を 人 co ラ タ タ ョ ン る っ 

僕 を な れ ば 。 ま た も し 彼 等 を 般 す な ば 、 そ は 0 りう アタ ダラ の り 

偉大 に し て 賢 析 な る 流 な れ ば こそ を ] と 。 [OCT 
120. アッ ラー は 云わ ん 、「 こ は 誠実 な る 人 間 0 シ ブッ 

の っ 1 
が 、 を の 正直 き 攻 に 利益 を 得る 日 な り 。 彼 Cy eeAd 
タタ ンタ の ンタ タン 


等 に は 河川 流れ る 楽団 あり て 、 そ を こ に 永久 0 の 
に 住ま ん を 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 に 満足 し 、 彼 等 2 ラタン ン ラ タン タリン レル シン セ ン 。、 
5 また アッ ラー に 満 全 し る 。。 こ れこ を 大 。 YAEeb め うう Age ab1G の ) lu 


成功 な り 」 と 。 いろ 

@253 い 5 

121、 天地 の 主 橋 も を の 中 に 存する 一 功 の 6 の の 人 る 9 
を 


と 1 
は 、 ア ッ ラ ー に 糞 賜 す 。 ア ッ ラ ー は 万 物 を ルン っ 
支配 し 給 う 。( 注 70) @⑩295 (の % あ 


き 


に 


れ て いる 。 
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な っ と ン ンタ ン 5 ン っ う の 
ム ュ と っ っ っ し oN 5 うっ > 


家斉 アル ・ ア ン ア ー ム 
(メッ カ 世 示 ) 

1. 意 深く 、 恵 遺 く アッ ラー の 御名 に お い ーー らら 人 

て 。 

め っ ち や み イフ ンプ ンタ グラ ンク イン 。 る さき タ ョ ンタ ン 
2 笑 芝 を 創造 し 、 購 間 と 光 好 を 生み 出さ る Ume2op9 ら 301 6 ほる AM 人 ed! 

テア ッ ラー を 讃え 替 る 。 し か る に 不信 心 者 ど シッ る よっ る レン 1 

6 は 、 そ の 主 に 対等 する 者 を 設け た り 。 の GA が JTC 


3. 彼 こ そ は 土塊 より お 前 だ ち を 合 り 9 給 い 、 し 2 4 者 た KCIE 半 1 
あお の 人 放 る か 
か る 後に 期限 を 定め 給え り 。 そ の 外 に も 、 レル ンク アン レタ 


彼 ( 生 1) の 証 に は 、 室 め 給え る 期限 ( 注 の うう と 1 53 80e から 

2) あ り 。 し か る に お 前 た ち は 、 ま だ 疑う 。 

ーー あら うち し 、、 ーー ュ 。 、 ニ ター タイン あ 。2 の ター 、 し ンー s タ も レタ し 
Wsse 和 eeepa テー 人 sak は 和 h 

な り 。 彼 は お 前 だ たち の 秘め ご と も 、 顕 すこ シ ン P 

っ 2 委 ン タイ タン ンタ アン ッ ン し 
と も 知り 給 う 。 ま た ち お 前 た ち が 稼ぐ も の も の AD222 人 3 
知り 給 う 。 


て 了 レン タレ セッ ー ョ ン ルッ ッッ 和 セレ レン 

5. の 拉 光 ( 生 4) が 米 る 度 に 、 彼 等 は を れ 6z 語 ee2d の A322925 じ 3 
より 顔 を そむけ る 。 ンー 
② の > の 2 


6. 以前 、 彼 等 に 真 理 が も た らき れ た る 時 、 邊 oO は 
の いら か うっ REI 

等 は を れ を 拍 否 せり 。 さ きれ ぼ ほぼ な く 、 彼 人 凍 衝 凍 の 
、 _ 、 、 ノ 、 うう ン ッ ン レン タン 
等 が 咽 笑 せ る 知ら せ が 彼 等 の 身 に 起 らん 。 OO っ も 5 


7、 わ れ ら は これ まで に 半 多 の 世代 を 滅 ぽ せ を 。 多 。e oo レン ッッ シッ ン 
り 。 役 等 は 之 を 見 ぎる か ? われ ら が 彼 等 の 3 サポ プン CYP 


た め に 地上 に 剣 り た る 6 の は 、p 前 た ち に し ET イレ Ja56 
人 と ご ( < うい 
創り た る 如き も の に 非 ず 。( 注 5) ゎ われ 6 は 。 いじ " ob To の Eo りほ 


注 1 人 舌 の 創造 し を の 死 (大 が 定め だ 期限 ) の 両方 が 、 神 の あわ れ み の 行為 と し て 述べ られ て いる 。 


注 2 最初 の 「 期 眼 ] は 個人 の 弁 命 を 各 味 し 、 も うぅ 一 方 の [期限 」 は 宇宙 の 生命 を 意味 する 。 


、 圧 倒 的 に 不利 な 条件 の 中 で の 使者 達 へ 


4 神 の 知恵 と 力 の 重要 な 証拠 は 、 神 が 神 の 使い に 明か す # 
える 、 才 えと 援助 で ある 。 

全体 と し て 見 れ ば 、 発 展 し て いる に 培い な い 
の 一 定 の 分 野 に 府 い て あま り に も 進歩 し て い 


注 5 これ は 、 所 界 が 衰 角 し て いる と 言っ て いる の 


生 寺 に 文 加 の 項 点 に 達し た いく つか の 古代 国家 


"は な い 
姜 術 と 笠 
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彼 等 の 上 に 財 を 送り 、 充 分 な る 雨 を 降ら せ 
た り 。 ま だ を その 足許 に は いく つも の 河川 を 
流れ し め た り 。 きれ ど 彼 等 の 罪 政 に 、 われ 


ら は 役 等 を 滅ぼし 、 代り に 別 の 選 代 を 商 し 
た り 。 


ッ ン KT 


RC の 0 の ] OCS 2 
CO ば た 41E タ WNWG の HEY 


8. た と いわ 衝 ら が 半 度 紙 の 上 に し た た めし も 2C の 2 二 前 TIC6GKAGE お 
の を 光 に 降 し 、 役 等 それ に 自分 の 手 を 触れ 6 クン 9: プラッ 
る とも 、( 注 6) 不 信者 も は か く 去 わん 、 OcxAe う 少 006 52 
[に は 明 らち か に 妨 術 以外 の 何 $ の に も 圧 
すず 」 と 。 

9. また 彼 等 は 法 う 、「 何 大 彼 の 許 へ 天 人 (まま 7) SCRIPMCIPMH 
* 泊 導き れ ぎ る か ? | と 。 き れ ど も し われ 前 
ら が 天使 を 降 せ 9 と すれ ば 、 事 は すでに 決 ⑨6 の 5 の 紀 
定 せ られ 、 彼 等 は 氏 子 せら れ ぎ ざり し な る で 
し 。 

10. まだ 、 も し われ ら が 天使 を 使徒 に 任命 し た sec 65 昌代 今 多 2 紀 こ 5 
とし て も 、 わ れ ら は 天使 に 人 間 の 形 を と ら 
し ゅ た れ ば 、 今 彼 等 が 衝 問題 を 、 そ の 時 Je 8 
も 遂 は し ゅ た る な 9 ( 生 8)。 

1 潜 以 前 に も 、 容 に 多 (の 佑 催 た ちか 大 笑 せ GAJbSCS So20 ろ あッ 
られ た り 。 さ きれ どる それ 等 唱 笑 者 は 、 そ の 咽 も レラ シン リッ 
笑 せ る も の に 包囲 さ れ た り 。 1O10 の KKT と 有人 も 0 

第 一 項 ーー ンジ シアン イキ た テス 本科 キ アテ 

12. 云え 、「 地 上 を 歩き 廻り 、 策 言 者 た ち を 胡 つ 先 GSB2EU3 Co 
き 呼 ば わり せる 省 ど も の 未 略 を 見 よさ] と 上 。 。。 

eo 

13. 云え 、「 天 に 年 る 6 の 、 地 に 在 る も の 、 すべ あび 分 お SASSe38 
て は 論 の 所 有 な る か ? 」 と 。 到 云え 、「 ア ッ ラ ー 
の 所 有 な り 」 と 。 彼 は 慈悲 を 自ら の 務め と で の 9 る 半 及 で 3 る 

た の で 、 を その 分 野 で は 、 あ と に 続く 性 代 で 欧 英 する $ の が な か っ た の で ある 。 例 えば 、 科 学 の 領域 に むい て 角 

異 を もち だ らし だ た に ちか か わら ず 、 現 代 は 今 だ に 訓 代 エジプト 文明 の な し と げた 業 の いく つか を 衣 嘆 の 思い で み 

つめ て いる 。 

注 6 彼ら は それ が 俗 界 の も ゃ の で な く 、 天 の も の で ある 事 を 確か め た 。 

注 7 「 天 使 の 到来 」 は 天 の 罰 の 切 近 し た 接近 を 示す 。 

注 8 この 節 は 、 天 使 が 案内 やす る だ ゆめ に 米 る べき で あっ た と いう 不信 仰 者 の 要求 の 皿 か みき を きる ら け だ し て 

いる 。 
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な す 。 ( 注 9 ) 彼 は お 前 た ち を 必ず 復活 の 日 @ る っ タク シッ る ラン 3 ク イン る 

に 喚 び 集め ん 。 そ は 双 牙 の 余地 な し 。 さ 好 2 も?oe- の 3 
ど 己 が 下 を 破滅 せる 者 ども は 信じ ぎる で 

し 。 


14. お よる 何で あれ 、 夜 の 中 に 住む も の 、 久 の CITEYKCAE( 

中 に 住む も の 、 す べ て は アッ ラー の 所 有 な で 
り 。 役 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 

15. 云え 、「 大 地 の 創始 者 で ある アッ ラー の 外 59923 90 0 
に 、 我 誰 を 守護 者 に 求め ん や ? 彼 は 一 切 を ー 
養い は すれ ど 、 自 ら は 養 わ れる を 要 せ ず ] の 91 い いら 
を ま 。 云え 、 「 我 は 帰依 者 の 処 れ と 命ぜ られ レン の を スン イイ セッ ンス 
た り 」 と 、 き れ ば 流 、 テ アッラー と 入 拉 を 補 PO し ンカ 
せ 太 る 者 ども の 仲間 と な る な か れ 。 


6、 法 ん 、「 匠 5 し 詩 に 背 か ば 、 我 は 六 衣 な 日 の ne 
Do yoUc あ や ん る と U 
を の 身 表 を 如 る ] と 。( 注 10) グ 
レセ レレ ラン ン あッ ン 


7 その 日 簿 半 を 免れ る 者 は 、 神 が まき し く 惹 30302 42 う 85 2 52 の 
悲 を 垂れ た まい し 者 な 9。 を は 明 ら か な る - 


9 9 

成功 な り 。 @oudt 

8. も し アッ ラー が 災い を 持っ て 液 に 角 れ な ば 、 の 1 計ら 15 

テッ ラー を 措 い て 符 人 も $ を れ を 取り 除く こ デン ンー イン パブ 
タン タク も サシャ ョ ン ン タス 2 る タン を っ 

ま 秀 ちず また も し 幸 癌 を 持っ て 液 に 角 れ な ⑫yO5 人 の ゆ びと 205 A ら MC こら 15 


そ は る その 支配 力 が 万 物 に 及ぶ が 故 な り 。 
9. 彼 は を の 僚 ら の 上 に まし ます 持 高 の 権 計 OO 和 0 を 2 もし Ce る ( 鉛 
( ま H) な り 。 彼 は 引 皆 に し て 、 一 切 に プー ーー - 


っ うき 


通 叶 し 給 う 。 
20 交え 、「 証 言 ( 入 12) に 天 い て 地 る 重要 な て 邊 3 次 話 
向 8, eS 
ょ は 何々 ん を や ?」 と 。 云え 、[ ア ッ ラ ター は 、 の 多 ^ @( ば 


注 9 天 と 地 の 全 て の も の が アッ ラー の 神 の 所 有する も の な の で 、 信 仰 に 反する も の で きえ も 神 の も ぁ の で あ 
る 。 自 分 の 手 で つく りあ げた 物 を 破壊 し た いと 思う 人 は 誰 も いな いし 、 ま し て や 神 が そ うな きる わけ が な い 。 
北 悲 深 て 、 不 信仰 者 達 が 後悔 し 、 あ われ み を か けら れる よう に 、 彼 ら に 猪子 を 授け られ る の で ある 。 

注 10 この 節 は 、 人間 に 神 に 対し 不 従順 に な ら な いよ う 身 を 守る 事 に つい て 強く 勧告 し て い る の で あっ て 回 
な る 預言 者 が # むく てこ と が ある と 言っ て いる わけ で は な い 。 

年 1 神 の 外商 の 権 護 と い うぅ 美徳 は 、 物 体 と 紅 は 、 神 と 共存 し 、 従 っ て 神 に よっ て 創 ら れ だ た も の で は な いと 
いう 理論 に 反 駿 する 。 も し 神 に よっ て 創り だ きれ だ た も の で な いな ら ば 、 神 は それ ら を 征服 、 又は 支配 する 権利 
も 力も な か っ た は ず で ある 。 
3 つの 遮っ た 方 法 で 有 し て お られ る 。 一 クルアーン に よる 交 示 、 こ れ が 第 一 の 証 詩 で ある 。 
、 決 に 続く 節 で 述べ ら れ て いる 。 
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我 と お 前 だ た ちの 間 の 証人 な り 。 町 し て クル ッシュ 2 クー 12 タ 2 ニュ ェ ン の ーッ シン 。 
テロ タ ャ スマ レッ ご 鐘 ラン 
テー ン が 我 に 啓示 きれ た る は 、 我 を し て も 591 lld ゅ ob 3 
に よっ て 、 お 前 だ ち 並 びに 及ぶ 限り の 人 々 衝 ン も の る イン クタ ンタ < て と て ン イシン 
| 交 の 8604 寺 克 G 
を 水 め し めん が た め な り 。 何 ん と な ! 前 2 どの lo ク * 
1 と LA アン 2 』 
た ち 本 当 に アッ ラー の 外 に 宰 あ り と 証 きす 3020 人 の 88 
る か 1」 と 。 到 え 、「 我 は 証 営 せ ず ] と 。 区 フレ ルウ タン タン っ 
え 、「 彼 は 独 一 な る 神 な り 。 お 前 た ち が 伝 @⑥o め お 3 2) 
E に 和 視 せ 祀る 他 神 と 、 我 は 関わ りな し ] と 。 
21. われ ら が 経典 を 授け し 人 々 は 、 己 が プッ る ッ ン し を 。、 2 に 1 2 AN 
) 4 1 Se 
協 る 如く 役 を 認 む 。 ( 注 13) きれ と 己 が 形 を の ンジ 
9 みみ ィ 。 と コ 
破 減 せ る 者 ども $ は 、 信 じ さ ざる べし 。 の る る 拓 2 2 
る つる 5 ンタ シン レ ュ ク ラッ ン ン 
22. 5 を 揚 佑 し 、 そ の 神 兆 1 の (EAC 
5 勝る 不義 者 は 誰か ? フュ 
げに 不義 者 は 栄え ぎる べし 。( 入 1) Coast 
て よう か ん ンタ シレ ョ ン ン > る ラン う タン レッ ン 
23. 蛍 介 喚 する われ ら は 神 9800 OS 3 2535 253 
に し 徒 悪 に 問わ ん 、「 お 前 た ち ン 
3 る 交 レン を 紀 
が 宇 張 せる 僚 宰 は 今 何処 に 在り や ?1 と 。 @O5e の びく 2 多 人 る 
24. その 時 彼 等 は 、 「 我 等 の 主 ア ッ ラ ー に か け て し 人 3 衝 る 
の RIE ? 
奪う 、 我 等 は 偶像 拓 者 に 天 ぎ りき 」【 去 PO 8 
う 以 外 、 如何 な る 云い 訳 も な か る べし 。 ( 生 @CA の (7 
15) ー 
25. 見 よ 、 彼 等 が 如何 に 自分 を 欺く か を 。 ま た 228e を 8 と) の 器 
後 等 の 揚 造 せる も の が 彼 等 を 見 捨て だ た る か ブン 
を 。 [OO 
26. 彼 等 の 中 に は 、 液 に 耳 傾け る 者 あり 。 きれ っ 。。 狗 シン レイ ンプ ン そ 2 イタ ン 放 2 りら 3 
1 
『 わ れ ら は 、 彼 等 の 心 を 緩い て 理解 し 香 ざ 0 ED 
る まう に し 、 ま だ を の 可 も 導 と な せり 9。 き 5 る LRT20293 Ag 
注 13 預言 者 (又は 、 信 抑 (教義 ) に 関す る 事 は すべ て ) は 最初 は 認め られ な い 。 役 は 、 父 親 が 』 め 


る が ご と く < 認め られ る の み で あり 、 
いつ も 日 に 


全く の 催 実 作 と いう ょ り 
見 えな い 所 か ら 始 め ら れる べき で ある 。 


注 14 3 つ 目 の 教え は 、 人 間 の 道理 に 基づい た も の で ある 。 
す と 言い な が ら 、 神 に 対し て うそ を つく 様 な 


ろう 事 む 認め る で あろ う 。 


を すれ ば 、 自 分 が 完全 
一 方 、 神 の 使い に 反対 する も の は 、 


どちら か が と いえ ば 、 可 能 性 と し て で ある 。 信 


正気 な 人 間 な 6 誰 も が 、 も し 人 が 神 に 碧 っ て 話 
に な 失敗 と 破 減 の ぁ と で 人 生 を 終わ る で あ 
、 彼 ら の 新しい 


決し て 緊 栄 を 放さ れる 事 な く 


仲の 発展 を は ば ん だ り 5 阻止 し ょ よう と する 勢力 は 完全 な 失敗 に 終わ る で ある ろう 。 


注 15 
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この 異教 徒 人 出 の 否定 は 、 本 当 は 、 自 分 達 の 無力 さき の 、 


告白 で あり 、 又 神 の 慈 悲 へ 祈願 の 形 で も ある 。 


母 


アル ・ デ アン アー ム 


れ ば 彼 等 た と い 神 光 を 目の当たり に 見 て 
も 、 そ れ を 信 や ぎる べし 。 彼 等 が 流 の ほこ 
みろ へ 来る の は 、 議 論 す る だ め な り 。 が か か る 
不信 選者 せ も は 云う 、「 こ は 徒 十 の 物語 に す 
ぎ ず | と 。 


0 あ 人 め を 史 知 
2 


の 0MAWDUOROMYGOXNP 


は ン あ ンク 5 ン ン タラン ニッ ン シ ン 
27. 彼 等 は 、 他 人 が を れ を 信ずる こと を 禁じ 、 GSG 8 OS282 6 の 補 283 
自ら も それ より 達 ぎ か る 。 彼 等 は 誰 減 ぼ アン レン ラン 
きず 、 た だ 自ら を 減 ぼ すず の み 。 な れ ど それ ⑳⑯o の osA et 
に 気付 か ず 。 
> 彼 仁 が 楽 火 の 前 に 立た EE を イタ ンタ (レン イ 」 ュ エン 補導 2 5 59 
28. 流 も し 役 等 業火 の 前 に 立た きれ る 時 を 見 225b ECU 9593 
る な ら 、 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 を 今 一 度 世に レー ュー 
記し な ば 、 我 等 は 主 の 神 兆 を 大 価 みな き eeo 北 36 6 る 3 
ぎる べし 。 曽 し て 我 等 は 、 信 徒 の 一 人 と な 
らん 」] と 。 
29、 耕 、 彼 等 が 日 頃 隠せ る も の が 、 つ い に 彼 等 5 の る 2 が Fc 学 の 4 1 る 
の 前 に 明らか に せら れ た り 。 た と い 役 符 を ウラ ぴ や 
尺 ず 、 ド ば ルル を 2 入 3 タレ < 
に 戻し た と し て も 、 彼 等 は 必ず 再び 禁 ぜ 32 tcs し 
られ た る こと を 継 り 返る ん 。 げ に 彼 等 は 嘘 
つき な り 。 
42 リャ ーー ョ て か: 本 の りな 2 の 和 C ラタン レラ 
30. 役 等 は 云う 、「 在 る も の は た だ だ 現世 の み 。 我 の ら MULEIKG1) 病 2 
等 徳 る 管 な し ] 上 。 
31, 流 $ し 彼 等 が 主 の 御前 に 立た きれ る 時 を 見 記 ( 放 人 1 開 3 ME 2 の 
る な ら 1 王 は 云わ ん 、「 こ の 二 度 目 の 命 は 、 に 2 も め う が 
真実 に 非 ぎる か ? と 。 仙 等 は 云わ ん 、「 伏 Jo 
り 、 主 に か け て 」 と 。 主 は 云わ ん 、「 し か ら 2 
ば 信仰 を 拒み し 報い た し て 、 還 を 味わえ 」 OS を 
E。 
第 四 項 し 
32、 アッラー と の 対面 を 否認 せる 者 ども は 、 確 多 im 珠 史 
T (dt の 0 1 と る お 
か に 内 敗者 な り 。 そ の 叶 が 突然 玉 れ ば 、 條 デン 2 
等 は 云わ ん 、「 痛 恨 な る か な 、 こ の を 無視 LGS3 っ CS し 玉 人 5 る 競 人 32 
時 53 ほ 。 し て 彼 等 は 、 を の 音 イラ 
等 負う べし 。 GE 1 の ば に 信和 の 2 の 負 衝 る 92 
1 人 W は いな り 5。 @622 
注 16 この 人 節 は 、 彼 ら の 背負 う 重 荷 が こと の ほか 重い こと を 意味 し て いる 。 
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第 六 昔 アル ・ ア ン デ テー ム 
世 活 は た だ 遊戯 か 気晴らし に すぎ すず 。 2 条 る の 27 9 て レ 30 を ュー 
(の 2 
し い 人 々 に は 、 未 世 の 住居 こ を が 脇 h。 22UU293 隊 sol pl う 
間 、 、 タン アン ンタ ちっ クン し 。 る 。 の 2 ン 
も の な り 。 お 前 た ち ま だ 解ら ざる か ? CGIEEDHK も AN 
34, われ ら は 人 彼 等 の 言葉 が 液 を 悲し ませ る こし 56 く タッ タク 2 る の HE4 人 衝 
AE 
を よ 季 知 す 。 彼 等 が 貴 つ き と 読 る は 流 に の 2) 員 
非 ず 。 悪 人 ども が 拒否 する は 、 ア ッ ラ テー の 人 
神 光 その も の な り 。( 注 17) 
35. 流 ( 和 ま 18) 以前 に ぉ 、 多 く の 儲 値 た ち が 折 kB23 3852 2 衝 全 
否 き れ だ り 。 さ れ ど 揚 否 や 迫 寄 に も かかわ が OFEGIRGD 
ら 6 ず 、 わ れ ら の 到 い が 玉 る まで 、 使 徒 た ち PC 誠人 5 
は 耐 え 為 ざ り 。 ア ッ ラ ー ( 往 19) の 言葉 は 、 レラ 前 
休館 を た る こと 能 わ ず 。 し て 追 @ の Se みる 先 ⑧ う 
の 使徒 た ちの 消息 は すでに 液 に 伝え られ た 
9。 
36. M し 彼 等 の 雌 反 が 流 を 悲し まし むる な ら JSMEolo6 2 る 層 り ンジ GWS 
、 拉 地 中 に 撤 け 党 を 塗っ か 、 天 に 格 を か 開 断 
て 5 た らち すべ し 、 流 を れ が 093 用 EL 全う 
で き 得 る な ら 。7 ッ ラ ー も し 欲し た り せ ば 、 ラタン ン ン ィ 9 も レン 
を 集め て 導き 結 え 0。sng 族 、 SN の 2 に 2 和 
作 知 芝 味 の 徒 し な る な か れ 。 ec の ン 婦 
37. 中 人 人 る 才 の の びな け で 全て な す ァ ッ ーー 665Sd jo 上 SC 
能 《 死 者 を 難 ら し めん 。 し か る 後に ッッ ンク の 
委 は テッ ラー の 誕 に 帰ら し ゅ ら る 。( 演 @6 索 学 4 合 
20) 
入 17 可 な る 預言 者 は 、( 心 の ) 優 し き に あふ れ て いた 。 彼 は 自分 に 関し て イ 
る な か っ た 。 彼 は 、 不 信 自分 や うそ つき と し て 喜 で は な く 、 
より 、 役 ら が 自分 自 号 へ の 神 の 慈悲 の 入口 を 閉ざし て し まっ た 事 に 状 


注 19 
変 の も の で ある 。 


邊 20 
な く 愛 
に よっ て 彼ら の 再生 を 早め 、 


神 の 救い は 神 の 頂 言 者 培 の 上 に も だ らき れ 、 


この 節 は 、2 種類 の 人 問 の 事 を 吉 べ て いる 。 
け 入 れる 者 達 


慰め の これ ら の 言葉 で も っ て 、 坦 な る 頂 若 者 に 
は り 拒 絶 ま れ 、 あ ぎ け られ 笑い も ゃ の に され た 事 


その 敵対 する 者 達 ば 、 


を それ は 、 1) 


そし て (2 沈 ん で いる よう に みえ る が 、 
彼ら は $ ら に イス ラム 教 に 耳 を 傾け 、 


こめ て 話し か ける 。 世 言 者 は 彼 よ 


知ら きれ て いる 。 


災難 に あう と いう 神 の お き て 


心底 は 普 く 実 を 聞く 耳 む も ち 、 ち ゅ うち ょ 
精神 的 な 再生 に ふる わし い 者 達 で ある 。 神 は 人 奇跡 
泰 ずる 事 と な る の で ある 。 
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dos OUAESo 隊 


第 


第 六 章 


98. また 彼 等 は 云う 、「 何 故に 主 より 役 の 音 に 2400800843762 IO 時 る 

MR 降 き れ ぎる か ? 1 と 。 云 え 「 げ に アッ シー ンー 
は 神 光 を 話す カカ あり 。 さ れ と 役 等 の 多 2 らら 193431 3 る の % 5g 
(は 解ら ぎる な り 」 し ーー ラシン 
⑨ ら ws 

39. 地上 を 品 う 動物 も 、 双 で 飛翔 する 鳥 も 250K 家 と 凍 に YY 
みな お 前 た ちの よう に 集団 を な す 。 わ れ ら 人 2 8 
は 抑 典 の 中 で 、 一 つ ほ し て が euSid 65 34 
な し 。 さ れ ば 人 彼 等 も また 、 いずれ を の 主 の ンタ セッ 。 
許 に 召し 寄せ られ ん 。 ( 注 21) @⑨ooo みる 8 う 

40.。 われ ら の 押 光 を 拓 否 せる 者 ども は 、 敵前 の kNg 人 5334 る AG 人 
中 に いる 盲 で あり 、 骨 な 9。 ア ッ ラ ー は 己 凍り の 5 衣 凍 ダフ 
れ の 欲す る 者 を 迷わ し め 、 ま た 欲す る 者 を お 入 あ 4 放 5 ら 2 4 人 め 
正しい 道 の 上 に 置き 給 う 。 っ 

@⑥ AS と 6 

41, 云え 、「 我 に 答え よ 。 も し アッ ラー の 身 罰 が 
前 た ち に 降り か か る と か 、 復 活 の 日 ( 注 人 MP 
22) が 到来 し た ら 、 も し お 前 た ちの 言葉 が 1 35 4 | 
まこ と な ら 、 お 前 た ち は ア ッ ラー 以外 の 者 
を 喚 び て 祈る か ? 

42. 娠 6 ず 、 お 前 た ち は 必 ず ア ッ ラ ー を 喚 び て 1 ンク と テレ 
fe ん 、 証し て アッ ラー も し 人 kcg、。 の AGPOSES 2 
前 た ちの 祈り に 応え て その 人 火 厄 を 除き 給 う あ 放 3 ン 32 衝 3 58 

が 故に 、 お 前 た ち は テ アッ ラー に 併せ 祀り し - 
独 々 を 忘れ らん] と 。( 往 2) 
注 21 この 節 は 、 や 昆虫 、 例 えば 蝶 で きえ も 、 大 気 中 の 変化 か る し 近 っ て いる 事 を 


の 動物 は 師 い 主 の 命令 を 理解 する の に 
事 に より 、 神 の 殴り を 招い て いる 事 に 


きれ 、 


この 節 は 、 ぉ ら に 2 種類 の 入間 を 


られ 、 
が る 


注 22 


注 23 


人 人 々 は 、 
彼ら の 神々 へ の 信仰 や を す て だ 。 つ い に 、 


か な 不信 爺 者 


それ に 対す る 償い を し な けれ ば 


彼ら の 人 生 の 全て が 肉体 的 鈴 望 を 満た 


アッ サー ア 「 復 活 の 日 は 、 


[神々 を 忘れ 去ら ん 」 と いう 言葉 は 、 メ ッ カ の 陥落 の 日 に 
アプ ・ ス フ ヤ ー ン と 彼 の 妻 ヒ ンダ を 始め と に し だ 他 の 人 々 が : 
アラ ビア か ら 偶像 崇拝 は 完 


付か な いと いう 事 を 指摘 し て いる 。 
ら な いと 管 告 きれ て いる 。 

ド 唆 し て いる よう で ある 。 それ は 人 1 証 
に 限ら れ て いる 、 
一 非常 5 な 者 大 は 、 タ ルアー ン (3 交 50 節 ) で は 島 に た と え 


イス ラッ ム 教 の 決定 的 な 勝利 の 時 、 又 は メッ カ の 陥 北 を 


、 人 笑い の 前 兆 も 見 え ず 、 型 な る 預言 者 
彼ら は 、 彼 ら の 行動 の 全て 


好む 者 は 完全 に 世 以 
む 者 は 、 神 加 な 域 へ と 高 
られ て いる 。 


(⑫ 


きす 。 


字 通り 恨 行 きれ だ 。 その 日 、 メ ッ カ の 
の 目前 で 、 素 直 に 認め た 様 に 
肖 え た の で ある 。 
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43. 


44. 


45、 


46. 


48、 


49. 


50、 


弟 五 項 

げに われ ら は 液 以前 の i 詳 々 の 民 に 多く の 使 
徒 を 造 わ せり 。 衣 し て 彼 等 を 議 虐 な らし め 
ん が ため に 、 わ れ ら は 彼 等 を 気 条 と 炎 難 で 
苦し ゅ た り 。( 注 24) 

し か る に われ ら の 懲 禄 が 降り し と き 、 何 故 
邊 等 は 誠 虚 に な ら ざ り し か 7 され ビ 、 彼 等 
の 心 は 却って 頑 な と な り 、 亜 廃 は 彼 等 に を 
の な せる こと を 正しい も の と 思わ し ゅ た 
り 。 

か て く て 彼 等 が その 与え られ た る 訓 玉 を 忘れ 
ボ り し 時 、 わ れ ら は 方 物 の 門 を 彼 等 に 開き 、 
授け られ だ る も の に 彼 等 が 狂喜 し て いる 時 
に 、 わ れ ら は 突然 彼 等 を 豚 い た り 。 見 よ 、 
彼 等 の 絶望 に 落ち 入り た る 様 を 。 


か くし て 不義 な す 民 は 根絶 や し に せら れ た だ 
り 。 物 の アッ ラー に 護 え を あれ 。 


。 云 を 、「 お 前 たち 我 に 答え を えよ 。 も し アッ ラー 


が お 前 た ちの 耳 日 を 鶴 い 、 を の 心 を 詩 じ な 
ば 、 そ れ を お 前 た ち に 返還 し 得る は 、 ア ッ 
ラー に 非 ず し て 各 何 な る 神 ぞ や ? 」 上 。 見 

よ 、 わ れ ら が きま ざま な る 方 法 で 神 兆 を 説 
明 す る こと を 。 きれ ど 彼 等 は 背 き 去る 。 
云え 、「 お 前 だ ち 我 に 答え よ 。 も し アッ ラー 
の 懲 凡 が お 前 た ち ! は 公然 と 下 ら 
ば 、 不 義 な る 民 以 外 に 、 誰 が 減 ぼ きれ ん 
ゃ ?」 と 。 

われ ら は 朗報 と 警告 の 使者 以外 は 使徒 を 派 
造 せ すず 。 きれ ば 、 信じ て 身 を 修め る 者 に は 、 
人 怖 れ も な く 、 ま た 悲し み も な か らん 。 


きれ ど わ れ ら の 神 光 を 拒否 する 者 は 、 そ の 
不 服 従 攻 に 、 和 剛 が 下 ら ん 。 


て 公 く タン 2 ョ ーー ン ラプ ュ ン マン レ 
MC 921aUEC5TG あ 3 


ンク ン クタ タン レン 


@Cp の を) の 583 


2 タタ タタ ッ ン ン 


OO 


Coc1 比 ッ タ フレ 


3225E。 し る し <3 DEG 
@62 じ 52EBU 計 93 


PPEDKRCR4GGH 
に AFCRIZNETE も の 
@o2326.35 

の 41411T1B2 す くい 
ec 


ドン 


る ン 


レン ッ タ タッ ン ン ン も セリ 


AU まこ 


) あ 者 
2 うる 4 


@G み 25 お つの 


タク タン る ァ タ ジョン ン ン 
人 移 2 あ 

9 
アッ ター 。2 タ レン う 3 


は 生け]1 は 1L4C0 5 
レン リス が 2 ルウ 


と 
っ 遇 拓 のり 


@5555 
肖 % US 避 4 の の 1 
11 タタ ン 


注 2 


4 前述 の 節 は 、 一 般 に 天 凡 を 意味 し て お り 、 


この 人 節 で は 、 そ の 多様 な 形式 が 遠 べ で られ て いる 。 
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第 六 斉 アル ・ ア ン ア ー ム 
51. 云え 、「 我 は お 前 た ち に 向っ て 、 ア ッ ラ ー の イク クン エタ ャ ン ン PE 
な を 所 行 す と は る ちず 。 ま た 、 表 家 な 人 ED206EG の と 00 
る も の を 知る と も 、 我 は 天使 な り と も 和 据 わ ン る ラタン > て の の レル AD RM 
KOIM 
ず 。 我 は た だ 我 に 啓示 され た る も の に 従う Cegioy ー の り 天 8 
の み 」 と 。 法 ん 、[ 官 人 と 目 あ き が 同等 な り 4 の Pr 介し 電 1 3 
や ? そ れ で も お 前 た ち ま だ 反省 せ ぎ る リシン 
か ?」 と 。 @6 ジ 
、 も と ーー 第 大 頂 由 1 22 る 交 ッ ア プン ウタ. 人 ん の 
52. 主 の 許 に 招集 せら れる こ し を 他 な ゃ 人々 3791b2 は る (ANk UI 
稀 告 せよ 、 彼 等 に は 主 を 皇 い て 外 に 、 有 フス る 5. っ の 2 すれ アァ 
な けれ ば 執り 成す も の も ぁ な し に 。 ST の 3 だ 59595 負う の る が の 
彼 等 も 、 義 し ぃ 人 に な る や も 知れ ぬ 。 @9 多 > 
53. 主 の 愛 願 を 求め て 、 朝 な 夕 な 主 を 喚 び て 祈 0 2 る っ 595 
る 者 を 追い 払う な か れ 。 液 は 彼 等 の こと に プッ 
は 全く 責任 な し 、 彼 等 $ ま た 流 の こと に は ぴの 2oc> の eKC YA 
資 任 を し 。 さ れ ば 潜 、 し 彼 等 を 追い 払わ レタ ret が る ッッッ 
ば 、 流 は 不義 者 の 宮 間 ほ なら ん 。 CC みっ 3 
@CuMEN 2 
54. か くし て われ ら は 、 彼 等 の 或 る 者 を も っ て 、 YK 2 2535 る 
りつ グッ のみ 
他 を 下 み た り 。 を は 詩 を し て [テッ ラー フラ の の みっ 6 
が 恩 意 を 垂れ る は 、 我 等 の うち の こ の AI( = Ao0EC63 6 る る 交 多 82 
者 な る か ?」 と 去 わ し ゅ ん が た め な り 。 、 
謝 す る 者 を 最も よく 知る 者 は 、 アッ ラー に @6 バ 8 
非 ぎ る か ? ( 注 25) 。 
欠 ノ 1 多 人 2 と 2 2 タン ァ る 
55. ゎ われ ら の 神 光 を 信ずる 者 が 流 の と ころ へ 来 Gy 0 阿 EAISRIE 
な ば 。 云え 、「 前 た も の 上 に 平安 あれ 。p 6 の 22 5 人 イン 
所 た ちの 主 は 慈 看 を 自ら の 務め と な せり 。 し ピン の の の 
され ば お 前 だ ちの うち 知ら ず に 罪 を 犯す 者 ASo2o の (3 
は 、 し か も その後 改 仏 し て 行状 を 改め な ば 、 
の? 落 人 人 ン イ ライ 
主 は 害 大 に し て 慈悲 深く まし ます 」 ミ 。 の と AE 56 Lel3 
56. か く の 如 く 、 わ れ ら は る ま ぎ ざま な る 神 区 を 生 の 凍 科 ン スィ cr レーA え 。 人 の イン 
に いい kt JI 
説き 明 す 。 そ は お 前 た ち に 衣 し を 請 い 易く の NN あみ 91 ひ zoY3 
する た めで あり 、 ま た 罪人 た ちの 追 を 切 白 
な らし むる だ め な り 。 
注 25 一 般 的 に 、 信仰 者 騰 の 社会 に な ける 質 し い 人 々 の 存在 は 、 金 持ち が 新しい お 告げ を 受け 入れ る 隊 の 障 


害 で ある こと を 示す 。 
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ee 


第 六 意 テル ・ ア ン ア ー ム 


第 七 項 
57、 云え 、「 我 は お 前 た ち が ア ッ ラ ー 以 外 に 折る 導 る 
の 5c2Oy05 の OU (681 
の を 第 め る こと を 、 系 5 れ て い ぁ な 5」 グリ バテ falolesg9! 


ほ 。 云え 、「 我 は 前 た ちの 臣 基 し た 彼 沖 に つう 1 る AI の 地 
従わ ぎる で し 。 も し 従わ ば 、 我 は 邪道 に 陥 


の 296 レン 
り て 、 正 し て 姓 か れ た 者 の 仲間 に な ら ぎ ざる @oocedlogf 
べし 」 と 、 
5 た [は の 呈 の 上 に っ 。 し か る に る 5 人 3 ち 5822 衝 ) 
Cee、 st を ja+。y 痛 な sy プル も 00265622 だ 915 
ょ っ 。 


促す る こと は 、 我 が 権限 の 外 の こと な り 。 > も 223 し 


その 決定 は 路 だ アッ ラー 次 第 な り 。 役 は 真 前 
理 を 説き 給 い 、 最 8 島 れ だ る 測 断 者 な り @Se 吉 移 信 3 
。 


呈 


59. 云え 、「 お 前 た ち が 催促 する こと が 我 が 90eWtg 3 あい 
(ふら 9 e て we の 3 
に あり ます れ ば 、 事 は 条 と お前 た ちの 間 で ーー 2 - 
決定 せら れん 。 き され ど ア ッ ラ ー は 最 $ よ く @cu5) OK 
不義 者 を 知り 給 う と 。 
60。 げに アッ ラー の 詐 に は 不可 視 な る 6 の の 錯 。 252 IGG 人 PJ 人 6 
・ たこ か り cl す OG と う 
あり 。 ア ッ ラ ー の 外 は 何 入 も 之 を 知ら ず 、 に レノ 
ケッ ラー は 陸上 の も の 、 ま た 海上 の も の 、 ( 妨 導 り 4 お 0 誠 3 し 2 の 2 錠 8 
一 切 を 知り 給 う 。 本 の 葉 一 杉 落 つる と し is アン 
い ーッ ラー は を 知り 給 う 。 また 地下 6 の 
い 貴 闇 に 横たわる 一 迷 の 帝 物 も 、 青 きも の 、 RR 
枯れ た る も の 、 一 つと し て 明 口 な 郊 典 に 記 学 ア 9 攻 
載せ られ ざる は な し 。 
61. 人 や 交 た ちの 玩 を し 寄 せる 才 ァ ッ ー 2 AS 系 3 る 0 の 
ー な り 。 彼 は お 前 だ ち が 征 問 行う こと ( 注 内 4 レイ テッ レン 
26 を 知り 答 う 。 語 し て 第 は 、 理 び 章 た 人 9 の くら の (重夫 の 人 8 し 


ち を 馬 の 中 に 日 和 沈め ゆる せ 、 十 め の 期 間 ( 注 の の 2 2 邊 、 の 5 
27) を 全う きせ 総 う 。 耐 し て お 前 た ちの 62 ! る 
する まこ ろ は 彼 の 話 な り 。 そ の 時 彼 は 前 

た ち に 、 お 前 た ちの 現 己 で の 所 業 を 語り 間 

か せん 。 


注 26 。 神 の み が 、 人 間 の 夜 の 状態 と 日 中 の 行動 を 知っ て お り 、 い つ 何 時 で も 神 の 支配 に 収め られ る 、 従 っ 
て 、 散 度 な 者 と 緒 悪 な 者 の 本 質 を 知っ て いる の も 神 の み で あり 、 を その 結果 と し て 軍 の み が 前 を 下す こと の で き 
る 立場 に ある わけ で ある 。 

注 27 "ここ で 言わ れ て いる 「 期 間 ] は 、 人 人 間 が 生ま れ な が ら 6 に し て 賊 サ き れ て いる 中 能 や カカ に よっ て 決定 き 
れ て お り 、 を その 使わ れ 方 が 正しい か 党 か に 従っ て 、 延 ば きれ だ たり 短 鞭 きれ た りす る 。 

ここ で は 、 神 の 永吉 の 知識 へ の 言及 は な い 。 
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第 の 間 テル ・ テ アン ア ー ム 
第 入 項 骨 

62. アッ ラー は その に 宇高 に 導 際 す 。 移し ジィ 3 る く 

ッ ラー 僕ら の 上 に 素 同 者 際 す 。 と %EA 32 る 

死 が お 前 た ちの うち の 誰か に 訪れ 、 わ れ ら し 


63. 


の 使者 が を の 魂 を 手品 か りな く 地 え 入れ る 

まで 、 ア ッ ラ テー は 前 た ちの 上 に 監視 者 を 

造 わ す 。 

し か る 後に 、 彼 等 は 真 の た る アッ ラー の 

帰ら し め ら る 。 げ に 判決 は 彼 の も の な 
。 邊 は 最も 迅速 な 清算 者 な り 。 


64. 云え 、「 陸 や 海 の 災 上 難 か ら お 前 た ち を 救う 者 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


は 誰か ? か か る 時 お 前 た ち は 、 心 密か に 
蘭 っ て 、 ア デッラ ー に 祈っ て 、『 も し 我 等 を 
この 事 よ ょ り 救 わ ば 、 我 等 は 必ず 感謝 する 者 
こら ん 』 な ど し と 云う の で は な いか ? | と 。 
云え 、「 ア ッ ラ ー は ぉ 前 た ち を 之 よ り 折 い 、 

また … 切 の 災 炎 難 か ら 救 い 給 う 。 し し か る に お 
前 た ち は 、 ア ッ ラ ー に 他 神 を 併せ 祀る と 
は | と 。 

云え を 「 ア ッ ラ ー は お 前 だ ち に 、 頭 上 か ら も 、 
脚下 か ら も 懲罰 を 科す 力 あ り 。 ま た お 前 た 
ち を 多く の 派閥 に 分 肌 混 乱 せ し め 、 お 互 に 
繋 唐 を 味 わ せ し め る 力 を 有 す 」] と 。 見 よ 、 

彼 等 を 論 さ ん が ため に 、 わ れ ら は 吉 何 に き 
ま ぎ ざま な る 方 法 で 神 光 を 説き 明か すか を 1 


> 


し か る に 液 の 民 は 、 真 実 な る も の を 償 認 せ 
り 。 云え 、「 我 は お 前 た ちの 守護 者 に 非 ず 」 
と 。 


そもそも それ ぞ れ の お 告げ ば に は 、 一 定 の 時 
期 あ り 。 や が て お 前 た ち に も わか る 時 が 来 
よう 。( 生 28) 

液 、 われ ら の 神 光 に つい て 空しく 談 論 する 
者 を 見 な ば 、 彼 等 が 話題 を 転ずる ま て 彼 等 
か ら 遠 ざ で かれ 。 た と い が 液 を 忘却 せ し 


タタ タク 2 プン タッ ンク タタ シン ン レン さき 
っ 5 の ら 1266 2E1 誠 


2226 り 

@6 必 競う 

の IE (2222 あ db 分 

pe 4 

2 光電 の 
ウン 開 あ 0 

Mi 

4 の ばけ KEY 

2 

TKEY が プ 和 CI 


(<< ュ の ラッ アプ KEI 餅 ラク ed 
ンー の II 9「 ら 委 24 タテ ら 2 12 35 
4 の の 6 R 全 | し ん 22 お 333 
9 る ッ タ イン ン 1 
Ds245 な) | 

ンタ る 放っ る 信 7 ジ 
CI も ら 人 る 
っ どー 
@ ま 写る 


ンダ の ン シッ ン る タン ンタ 


ァ ン ヤク 
[oOPAEI や 0 うじ め 
ほう 526 WE る 用 る 細 EBM 


タタ タタ クン レー クタ タン 


Gi と きま と る と 


注 28 


従っ て 、 真 理 の 拒絶 する 者 達 


この 委 は 、 神 が を の 全 術 調 り の な い 知識 を も っ て 、 全 て の 預言 の 成 競 の 時 を 定め た 事 を 意味 し て いる 。 
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約束 $ れ た だ 岡 も 時 が 来れ ば 


現す る の で ある 。 


第 太 章 


アル ・ デ アン ブー ィ 


70. 


むる こ と ある と も 、 そ れ に 気付 いた な ら 、 
不義 な る 徒 鞭 と 同 束 する な か れ 。 


義 し い 人 々 は 彼 等 に 対し て 如何 な る 斉 
有 せ ず 。 さ きれ ど 役 等 に 思 告 すべ し 。 き すれ 
ば 彼 等 $ 神 を 胃 れ 散 う よう に な る や も 知れ 
ぬ 。 


2 45 ルコ N タッ IPGE 2 
ど OCS 
@eu 届 し 絢 


ーー 


る ッ ュ イン ーー ンタ る タン ンタ イン レン 
の っ の 5 りう 


@9 


の CH 


1. 水 数 を 娯楽 か 気 呈 し と 考え 、 こ の 世 の 生酒 32 の (2 うう 
に 計れ て いる 者 ども は 、 う ち 拾 て て ぉ 0 り 。 の つら be の ONE 9 2 パラ 
人 は 巳 が 稼ぎ の た め に 地 狂 に 送ら れる と い RICE 5 る 26 知 8 
3 こよ を 、 こ れ に よっ て 人 々 に 副 基 せ よ 。 還 朋 リーン 
アッ ラー の 外 に は 、 助 ける 者 も 教 り 成す 者 の!26& 6 らら 2 プ 
も な か る べし 。 た と い 如 何 な る 賠償 を 以 て 。 ノ 。: ィ ーッ ン 
し て も 、 肝 納 せ られ ぎる べし 。 役 等 は 己 れ の 人 
の 行状 の た め に 、 和 破滅 へ と 引き 渡る れ た る 1 ジイ クラ 
の 3 っ) 6 1 
者 どなり 。 彼 等 は 信 ぜ ざる が 数 に 、 替 2 か で ク シン らら 
を 飲ま され 、 北 な 答 凍 を 受け ん 。 の 34) 6 
第 九 項 
72. 雲 を 、「 我 等 は アッ ラー 以外 に 、 末 に $ 薬 に 34 フラ タッ ンプ うる 
1 MC 1 
も な ら ぎ ざる 5 の を 祈 れ よう か 。 ま た 、-- だ OSIOOPD2CSOR 
半生 . る レッ ンタ ン 
び ア ッ ラ ー に 導 か れ て お りな が ら 、 、 悪 度 の WEO2 165EEET あめ う 
癌 に ま ど わ きれ て 、 地 上 で 当て なく 途 ムン ッッ ン カン シン 
方 に くれ る 者 の 如 《、 後 で 貴 を 返せ よう か 。 MGC 電 1T35RI PETSA 
彼 に は 、『 我 等 の 放 へ 来れ ! と 正しい 遺 に 相 シン プレ ッッ セ 
ュ (? 4 る 
いて て れる 仲間 大 いる と いう の に ] 上 。 661OE 導 Oid の US 
ぇ え 、「 ア ッ ラ ー の 潤 竹 こ る を 真 の 稚 較 り 。 サン: イル 4 2 ぁ 2 レタ 
1e | | 
人 は 移 の に 屋 作 す 3 命ぜ られ た OO ン ン キ リン 7 
。( 注 29) 
4 ンタ ィ タ タダ る ンズ 
73. また 我 等 は 、 [ 礼 折 を 導 守 し] 主 を 罰 れ 敬 ぇ 』 hg 2 る 3 う *2812 SUULAST oOI 3 
と 命 補 ら むれ た り 。 し て お 前 た ち は 、 必 ず MM 移 間 
主 の 御 許 へ 召し 寄せ られ ん ] と 。 @ 〇 め ゃ oO 
ヽ 2 を と は 彼 な フッ ン ン ル s グ ン ン ン み 
74. を て を せる 者 は 彼 な り 。 を の め 92 ol 先 る る る 
、 彼 「 在 れ 」 と 宣 え ば 、 を は 在 る べし 。 も スイ ン ュ シン 4 
と の 人 葉 は 真理 な り 。 映 吹 が 吹き 鳴ら る だ IM Ao 多 3 
注 29 この 節 は 、 偶 像 堂 拓 者 の 場合 や 、 進 むべ き 決 まっ た 方 向 の な い 迷 え た る 人 に だ よ え て いる 。 し か し 長 の 


信仰 者 は 、 人 生 の 定まっ た 目的 も 目標 を も っ て い る 。 彼 は いつ も 根 深 し 


偶像 氷 拝 者 の 様 に 取り 乱 し て きま よい 歩く 事 は な い 。 
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念 の も と に 唯一 の 神 に 祈り を 捧 び 、 


第 六 章 アル ・ ア ン ア ー ム 


むる その 日 主権 は 彼 の 所 有 を り 。 彼 は 見 っ ちっ 63 し 沿う あき 才 2 
を ぎる も の も 見 える る の も 、 ひ と し (知り ^ 員 
符 う 。 彼 は 太 逝 に し て 一 切 を 知 臣 し 給 。 @ 和 AU 了 | 
( 往 30) 

75. アブ ラ ハ ム が 父 ア ー ザ ル ( 注 31) に 「 液 は ESWDSIA9 る 2 1J535 
偶像 を 神 と 見 な すか ? 我 思う に 、 父 上 も を 。 て の リーン 
の 御 一 先 $、 串 ら か に 迷 誤 の 中 に あり 1 と @ み 66d2 ッ L1 
云え る 時 の こと を 加え 。 


、 ュー 生生 、 ィ ン 2 の 学 タ る 1 ン 
26 を こ で われ ら は 、 ア プラ ハム を 信心 誤 固 が いら 12 2 し タ う 3 くう 


る 者 た らし めん が た め に 、 実 地 の 平 国 を 示 レッ ンタ ッッ 
し た り 。( 注 32) @⑨ COMO うう の 9 
77. 衣 の 根 が 役 を 尊 た る 時 、 彼 は ー っ の 時 を 見 全 の 13AOS ダ 430a2 8( 芝 
た り 。 彼 は 云え り 、「[ こ は 我 が 主 な 9] 上 。 ー 
し か る に 、 星 が 沈む に 臨み 、「 我 は 梁 す る も @@ る | OGA 


の を 好ま ず 」 ほ と 父 を り 。 
78. 次 いて 彼 は 、 燃 々 と 郊 く 月 の 昇る の を 見 て 、 JSBGZAAUW 光 (と 多 
アデ 


云 を り 、「 こ は 我 が 玉 な り 」$ れ ビ 月 が 淡 す ン ッ タン ッッ レッ > スラ イイン 
る や 、 彼 は 云え り 、「 も しま が 我 を 導 か ず ば 、 用 絢 lo2 の 8 と 88 中.6 
我 は 必ず 迷 え る 者 ども の 仲間 と な らん 」 と 。 


79. 注い で 彼 は 装 紅 日 の 出 を 見 て 、 え り ル ダ 入 | ミン コラ ュ ン ノン ャ ン ン ン 

、 を 1 人 6 

「 こ は 我 が 主 な り 。 こ は 俺 大 な 5 り 」 ょ 。* iwaG1 06k と AD 

れ ど これ また 渡す る に 及び 、 彼 は 云え 9、 12 の 8ie 8 6 
「 我 が 民 よ 、 我 は お 前 た ち が 神 と 俳 せ 視 る ァ ^ 


偶像 を 避け る 。( 注 33) 


注 30 神 の 質 言 者 は 実際 、 衝 の 応 を 通す 月 息 で あ 9 り 、 駐 その 普 は 、 神 の 教え の 幅広 い 普 及 と 彼 の 人 々 の 信 生 
の 中 に 彼 に よっ て も きれ る で き 大 いな る 草 命 の 介 敬 で ある 


この 節 は 、 更 な る 第 の 炎 え が 世界 に 幅広 く 発表 きれ 受け 入れ られ 、 を し て イス 
を する 時 、 そ れ か ら 神 の ( 干 ) 国 は この 紅 に は っ きり 示 き れる 粒 に 確立 し 、 そ し て 


きれ る 事 と な る の で ある 。 

注 31 旧約 聖書 に は 、 プ ブラ ハム の 父 の 名 は 、 テ ラ し し て サ え られ て お 9 (創世 記 11 章 26 箇 ) 新 | 
は (ルカ 3 交 34 サラ ほな っ て いる 。 タル ムー ド は 、 ル カ し て いる 。 従っ て キリ スト 教 の 閉 家 達 
は 、 ク ルアー ン で アブラハム の 父 を アザ ー ル 名 で 呼ぶ 事 に 関し て 異議 を 唱え る 道理 は な い は ず で ある 。 


、 神 が アプ ブラ ハム に 、 天 地 万 物 で 働く 自然 の お き て と 、 全 て に ゆき わた っ て いる 神 の 力 と 支 

配 へ この 知識 と を 投 け た 事 を 述べ て いる 。 

注 33 79 節 ま で は 、 プ ブラ ハム が その 偶像 掌 拓 者 達 に 時 示し た 。 彼ら の 太陽 、 月 、 を し て 是 の 数 々 

は 、 を の まま 彼ら が 崇 挟 する 神 (の 数 ) で ある (Jew Enc.) と 言 心 の バカ バカ し き を 論じ て いる 。 
し か し これ ら の 節 か ら 、 ア プラ ハム 自身 が 暗中 模索 し 自分 の 神 が 誰 で ある か を 知ら ず 、 そ し て 夜 の 星 、 月 、 
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30. 砂 は 玲 地 を 紳 謗 せる の 方 に 我 が 導 を 向け ou うる 4 まき 


素 る 。 我 は 常に 神 に 耳 を 傾け 牽 る 。 我 は 多 ンク の * う 91 
神 教 徒 の 類 い に 非 ず ] と 。 @ の SN 22 ン 

81. され と 彼 の 民 は 、 彼 に 典 存 を 唱え た り 。 を タス ント s 9 シシ スロ の クィ ル ンジ ジン 
こ で 彼 は 、 [お 前 た ち 、 我 を 正しく 導き た る つう 天 g ちい JGA2S 9 に っ 
アッ ラー に つい て 、 表 と 識 論 する つも 9 43 も o の あお GE する も 4 
か ? 主 が 何事 か を 欲す に 非 ず ば 、 我 は お 前 be 。 メ 
た ち が 主 と 億 せ 祀 る $ の を 居れ ず 。 主 は そ の の 6306NC 員 が 8 る 人 8 


の 知識 の 中 に 、 す べ て を 包 合 し 給 う 。 お 前 
た ち ま だ 悟ら ぎる か ? 
ら レン の ョ ン ン 

82. 我 安 ん ぞ 前 た ち が 宰 と 伴 を 和 る も の を 条 5229 の も きる 

れん や 。 お 前 た ち は ア ッ ラ ー よ り 如 側 な る ン 
タク イン タ トト ク 

権 良 も 授け りら れ ぎる に 、 怖 れ 気 も な く 、 ア ッ ーー 
ラー に 偶像 を 便 せ 祀 る ] と 云え 9。 き て 、 4 8 2 と ッ そん る る 
両者 の ぼ ち ら が より 安楽 な り 得 さぶ きか 、 お geo みり 
前 た ち に も わか る 答 な り 。 


83. 信徒 で あり 、 そ の 信仰 を 不義 混同 せ ぎる ET 1 6 レイン ンタ 
bl の 11442TOA 


全 で 
es 


者 、 役 等 こ を は 平安 で あり 、 正 し く 導 か れ 2 
者 な り モン タタ ン 2 ち タン タク ン 9 タク て 
者 な う 。 @CbOAe2.e あ うら の し き 


第 十 項 


84、 こ れ が 、 ア プラ ハム に 与え て る の 民 に 抗 せ 。 #42 ょ 2 8 
し め た る われ ら の 論旨 な り 。 わ れ ら は す ど ァ あみ と 


そし て 太陽 を 決 か ら 決 へ と 神 に し て 迎え た 、 を し て それ ぞ れ が 各々 の 元 方 に 河 か っ た 時 、 彼 ら の 神威 へ の 信心 を 

あき ら め 、 天 地 の 創 造 省 で ある 唯一 の 神 に 向き な お っ た 、 と 推定 する の は 間 達 いで ある 。 

この - 節 は 、 ア ブラ ハム が こう いう 天体 を 神 と みな し た どこ ろか 、 彼 の 人 々 に 彼ら の 信心 の 空 し き を 

歩 証明 し ょ うと 努め た こと を 示す た め 、 色 々 な 敵 か ら 論じ られ て いる の で ある 。75 一 76 節 は 、 ア プラ ハ 
ム が 唯 ・ - の 神 の 断固 た る 信者 で あっ 表し て いる 。 彼 は 、 従 っ て 、 訂 中 し て いた だ た り 、- つの 神 か ら 駐 

培う 神 へ と きま よっ た と みな る れる 事 な ど あり 得 な い 
「 こ れ が 取 の 神 で あろ うか 」 よい う 


する 人 に 対す る 反 答 で ある 。 人 彼 は 、 彼 の 人 々 の 星 が 人 彼ら 
の 神 で ある と いう 信仰 や あ ば く だ め 中 べた の で ある 。 その 上 に 彼 は 、 星 が 沈ん で し まう も の 
で ある 事 を も う 知 っ て いた 。 従っ て 彼 の 「 私 は 沈ん で し まわ な いも の が 好き で ある 」 と いう に 合 ま れ た 議 
葵 は 既に 役 の 中 に は 存在 し て いた に ちがい な い 。 実際 に は 、 彼 は 邊 分 的 な 形 で 使い た か っ た 。 

従っ て 、 彼 は 最初 に 星 が 自分 の 神 で ある と 仮定 し て 、 そ を し て それ が 消 を た だ 時 、「 私 は 沈ん で し まわ な い 物 を 好 
む 。] と 急い で と た 。 

月 と 太陽 の 沈む 事 に 関し て も 同様 で あっ た 。 太陽 の 場合 は 、 彼 は 彼 の 人 々 の 遇 か る を あざ ける だ た め に 、「 よ り 
人 大 な 」 は [最も 僅 大 な 」 と いう を 皮肉 に 使っ た 。 こ れ は 、 役 が と り 入 れ た 議論 の ひと くだ り に よっ て 、 
アプ ブラ ハム が 徐々 に 神 へ 彼 の 人 々 を 引く つも り で あっ た 事 を 示す 。 

80 一 82 、 ぎ っ と 日 を 通す だ け で 、 ア ブラ ハム が 神 に 断 間 だ る 信仰 ひみ を 持っ て いた だ け で な く 、 神 の 特 
質 に 関す る 深い 知識 も 持っ て 常に 明 捉 で ある 。 


ー216 一 


人 
第 六 間 


アル ・ ア ン ア ー ム 


85. 


86. 


る 者 は 誰 で あれ 位階 を 高 む 。 げ に 流 の 主 は 
覧 抽 に し て 、 す べ て を 知り 給 う 。( 注 34) 
また われ ら は 、 彼 に イサ ク と ヤコブ を 与え 、 
それぞれ 正しく 導き だ り 。 ま だ これ より 前 
に 、 わ れ ら は ノア を 導き だ り 。 ア ブラ ハム 
の 子孫 で は 、 ダ ビデ 、 ソ ロモ ン 、 ョ ヨブ 、 旦 
セ フ 、 モ ー ゼ 、 ア ロン を 導き たり 。 わ れ ら 
は か てく の 如く 善行 に 励む 人 々 を 報 渡 す 。( 注 

35) 


また われ ら は 、 ザ カリ ヤ 、 ヨ ハネ 、 イ エス 、 
並び に イリ アス を 如き た り 。 皆 それ ぞ れ 高 
潔 な 者 な りき 。 


る ン ン る 2 ロ 
8025 2 こら 5 


フッ タッ ン ン る 

ES 
tt で bd ッ ン ン 

4 いっ の の 作 ま 64 


12 タ ンク ラタン と イン 


2 2 の うい 5 
@Coojlue55 

6 2 さら 4 と Cs ed do 5 旬 3 
@oball 


87. まだ われ ら は 、 イ スマ イル 、 エ リヤ 、 ョ ヨナ る クタ ンー ンタ レン クン 21 ン 
。 、 ヨナ 、 多 っ 2 1 や ai 
並び に ロト を 導き 、 そ の 各々 を 世に 秀 で た っ OO の で DO っ に 
者 と な せり 。 Ok ESS 
88. また われ ら は 、 彼 等 の 父 但 、 子 搬 、 兄 第 の 釣 ン zzrez を お で そそ の 2 の の 
AA 59 人 る と ? 
中 か ら 、 或 る 者 た ち を 選び て 正しい 道 へ と CS ンジ の っ 2952 
導き た り 。 20 イン 
の と うお り dLAS4O あ う 
きよ うと う まぁ レッ ュ と 
89、 こ は アッ ラー の 徐 導 な り 。 アッ ラー は 己 が ko2CS の の もら @9 才 癌 le98 5 
僕ら の 中 か ら 、 党 す る 者 を 培う 。 きれ ン ル セン テレ る タタ タン エン ン ン ラン プレ 
ど 彼 等 も し アッ ラー 以外 の も の を 近 拝 し ・ ok SeE2J 9 95 
ば 、 彼 等 の 所 業 は すべ て 無益 な も の に 帰す 
べし 。 
注 34 この 節 は 、 ア プラ ハム が 彼 の 主として 次 か ら 次 へ と 天体 を 選び 、 徐 々 に 神 へ の 信仰 を 持ち 始め た の か 、 


AA と に よっ て 彼 の 人 々 の 誤り を 証明 し ょ うと 努め る 


この 役 は アプ ラ ハ ム が 最初 か ら 唯 一 の 神 へ の 明らか な 、 確 回 と し た 信 


陽 や 月 等 に 関し て 彼 が 言っ た 事 は 、 神 が 彼 に 教え た 論 征 の 一 


注 35 


こと に 用 い 


、 巧 み で 洒 進 的 な 論証 で 、 あ る か の 間 題 を 明和 に 解決 する 。 


の 中 に は 、 


を 彼 の 出生 地 ほ と し て 定め て いる 者 淫 も ぁ い る 。 


ウジ は ぼう や ら ど こ 
その 地 に 住ん を で いた 
彼 は 、 従っ て 、 モ ー ゼ より も 前 に 生ま れ て お り 、 
受け た 、 


b ち れ て いる 。 


モー ゼ の 同国 人 で ある と 言わ れ て いる 。 
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を 、 も っ て いた 事 を 表 し 、 そ し て 末 


部 で あっ 


アッ ユー ブ も し く は ヨブ は ヨブ 記 の 主要 人 人物 で ある 。 彼 は 聖書 の 中 で ウジ 地 に 住ん を で いる と 述べ 6 れ 
これ は イド ゥ ミア ヌ は アラ ビア 地方 で ある と いう 風 税 が いる 。 又 他 に は 、 メ ソ ポ タ ミ ア 
ラビ ア の 北 に あっ た よう で ある 。 イ スラ エル 人 の エジプト か ら の 脱出 以前 に ヨブ は 


メー 部 で は モー ゼ よ り 約 20 年 前 に も 六 言 者 と し て の 使命 を 
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記 


90、 わ れ ら が 経典 と 治 権 と 押 言 の 変格 を 授け の PP 
し 人 々 は 、 こ れ 等 の 者 な り 。 さ れ ど 彼 等 が 肌 ICO が 


4 を OBmCi きか ば 、 わ れ ら は 忘 因 に 非 Pb 9 86 
る 人 々 に 之 を ぬ べし 。 - 


91. 際 衝 導 か れ た る 者 な れ ンク 52 どう タ の 1 タン 9 ラン ン ァ る ンタ 
) suC5l YO28 2 CO ぁ の NL GL 
ド 、 は 彼 等 の 裕 導 に 従え 。 云え 、「 我 は こ 馬 量 夫 ゆ 生 2 
の た に 和合 る 報 本 6 前 た ち に 求め ou gi5 人 USE 人 05 
ず 。 こ は た だ 全 人 類 へ の 訓 湖 な り 」 上 。 
第 十 一 項 
92. 「 ア ッ ラ ター は 如何 な る 人 間 に も 何一つ 秒 示 し ー ス クン レセ ョ ー セン 
。 - 1 時 | 
せ ず 」 ( 注 36) と 僚 う 者 も が いる が 、 役 人 び 衝 PS る MSC2 
は アッ ラー の 方 を 正しく 敵 れ る 者 に 非 ず 。 移る 委 の 0d の あ 喧 5 の 名 上 
云え 、 「 光 串 と 血 導 と し て 、 モ ー ゼ が 人 々 の ン ン ンー ZZe ク タ る ・ 
た め に も た ら せ る 経典 は 、 論 が 氷 し た る 。 8 RE の かり て 
や ー お 前 たち は それ を 紙 に 書き 、 そ の いて る 25 科 
6 か を 見 せ て 、 大 部 分 は 隊 前 EE 
た ちゃ も 前 た ちの 祖先 も 知ら ざり し て も を っ 衝 全 0 者 4211 
ン の 二 19 ぁ 22 
る れ に よっ て 数 えん られ た る に ます ゃ ッ 。 レン の の ば COE グ 3 
云え 、 ワッ ラー な り 」 に その 後 は 彼 等 を @o 
放置 し て 、 空 論 に ふけ 65 し ゅ ょ 。( 注 37) 

93、 こ は われ ら が 卒 示 せる 祝福 せら れ た る 即 典 うい 1G ひ 2 22 9 
に し て 、 以 前 に 降 さ れ た る も の を 満た し 、 リン タレ レッ ン アレ ッッ 
まだ 液 を し て 譜 の 母 並び に その 膨 囲 の 。 GOO NODAGE て 
人 々 に 特 告 せしめ ゅ ん が た だめ に 陰 き れ た る も の あと イ で 陸 ポ 人 : プラ タッ タク 
の な り 。 まれ ば 来世 を 信ずる 人 々 は え を 信 202 る 283 あら 多 移 20 もら め 色 


じ 、 蔵 し 礼拝 を 遵守 す 。 
ee 


彼 は イス ラ エ ル 人 で は な く 、 ヤ コブ の 見 の エサ ウ の 系 統 を 引い て いた 。 5 
9 り 、 神 に 多様 な 方 法 で 「 た めき れ だ 」。 し か し 役 は 最も 信 に 麻 く 公正 で あ 
る 妨 耐 強く し っ か り と し て いた 為 、 彼 は 忍 の 手 本 とし て 、 今 な なお 人類 の 
及び Enc. of Islam)。 


も 、 


境 に 
に と とめ も れ て い る (Jewish Enc. 


注 36 この 言葉 は 「 ぉ し クル アー ン が 字 に よっ て 嘱 示 きれ た の で な いな ら ば 、 一 体 誰が その な か に 、 あ な ただ 
や そし て あな た の 祖先 の ぼ ち ら に も 知ら れ て いな いそ の よう な 覧 明 で 広い 教え 0 
の 力 を は る か に 越え を て いる が 一 を 其 体 的 に 表現 し た と いう の か 。 神 の み が そ の 様 な 教え を 下す こと が で きる 

で ある 。」 と いう 事 を 意味 し て いる 。 


注 37 ユダヤ 入 達 は 、 モ ー ゼ の 五 書 の ある 箇所 を 明らか に し 、 亜 な る 預言 者 の 出現 に 関す る 預言 と お つげ を 
合 む 他 の 箇所 を 隠し て な お いた事 を ここ で 正 難 され て いる 。 
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95. 


96. 


9 ね っ そう 


アッ ラー に つい て 左 信 を 押 造 し 、 ま た 啓示 
を 生け ず し て 「 我 は 啓示 を 受け た 9」 な ど 
と 公 う 者 、 ま た 「 我 は アッ ラー が 蜂 せ る も 
の と 類似 な も の を 降 し て 見 せん 」 な ど と 去 
2 者 、 こ れ 以 上 の 性 悪 な 不義 者 が あろ う 
か ? あの 不義 者 ども が 死 の 苦痛 に も だ える 
最 中 、 天 使 た ち が 手 を き し 仲 べ て 「 お 前 た 
ちの 魂 を 渡せ 。 アッ ラー に つい て 虚偽 を 述 
べた て 、 登 大 に も を の 神 光 から 顔 を そむけ 
た る 報い と し て 、 今 お 前 た ち は 屈 辱 的 な 懲 
還 に 処せ ら る ご し 」 云う 有 様 を 、 流 が 見 
る を 得 な ば 
今 お 前 た ち は 、 わ れ ら が お 前 た ち に 授け し 
も の は すべ て 背後 に 残し 、 最 初 われ ら が 剣 
れる 吉 く 、 一 人 ずつ われ ら の 前 に 来 た る 。 
われ ら は 、 お 前 た ち が 押 の 仲間 な り と 圭 張 
せる 仲介 者 ども が お 前 た ちと 一 緒 な る を 見 
ず 。 今 お 前 た ちの 間 の 絆 は 断 た れ 、 お 前 だ 
ち が 王 せ る も の が お 前 たち を 見 捨て た 
り 。 

っ 。。 第 十 二 項 
帝 粒 や 案 格 子 の 種 に 華 ば えさ せる 者 は 、 
アッ ラー な り 。 役 は 死 よ り 生 を も た らし 、 
また だ 生け る も の に 死 を 与え る 者 な が り 。 こ れ 
が アッ ラー な り 。 し か る に お 前 だ ち 、 何 故 
に 背 き 去る の か ? ( 注 38) 


97. 彼 は 剛 を 出現 きせ 、 休 息 の た め に 夜 を 設け 


( 注 39) また 時 を 軒 る た め に 大 陽 と 月 と を 
設け た り 。 こ は 偉大 に し て 賢 折 な る 彼 の 処 
置 な り 。( 注 40) 


ンク クン ン グ ! イノ F アッ ン 
の Mi (の 1 (9 に と の osB し の ら タ 
イイ 24 アン? タッ ン ン 


9 8 放 236 の 2 2 の レジ 8 
| っ 82 の 1 多 区 セ 
の 1 人 を (もい ロ 


あっ e 欠 人 S, 


2 ターン スン ノッ ング 


うら 6JltalJAgG5 SG 


ャ ッッ プク タ 2 ド と オン 

@ ら ME lc みち 説 完 玖 

アン イン ンタ ィ ッ ン レ レン 2 d33 
EK 

を ン 4 で を 2 ピン ィ る 

人 らち の 2 > アラ 

2 クタ る と ラン スン ッ て アシ イン 

PE の し SA で 2 2 


と ノラ タ 92 プ 2 シレ る , レン ンク の 名 
ES 


と 半 者 と 4 と 生ん の 計時 ンチ 
92 36 史 6 和 5e20 衣 多 る 
イレ 5! ッ ン タレ ュ ン ? タン 5 
do る 25 
- ン 宙 用 

@ 858 る ち 

発 / 大 IEICCWIOUNS し アナ アフ ら 負 2W 庄 
の 2225 05 地 じじ 


注 
な 


る 

注 
3 
れ 
能 
注 
の 


38 草木 が 非 を 出す 、 も と に な る その 種 に ここ で は 
いも の で ある の に 、 成 長 し 、 大 木 に な る の で ある 事 
同様 に 、 種 の 様 に 人 間 は 、 神 の 啓示 を 受け 入れ る 者 、 
事 が 可能 な の で ある 。 

39 
々 は 、 長 い 体 息 の 夜 を お くっ て いた 


る 所 と な り 、 話 言 者 の 導き の も と に 精神 的 発展 の 項 

に な っ た の で ある 。 

40 ちょ う "、 時 間 の 計測 と 光 の 源 と し て 太陽 と 
世界 で は 、 拓 の 拓 言 者 は 絶対 必要 な も の で ある 


ちょ うど 、 人 人 が 中 働い て 疲れ て 夜 眠り 元気 を 回 役 す る の と 同様 に 、 
が 、 彼 ら の 機能 は また 活気 を し り も ど し 、 精 神 的 エネ ルギー に 満ち あふ 
上 を 極め て いく 〈 (登っ て いく ) の に 著しく ふる わし い 状 


* け られ て いる 。 種 自体 は 、 ほ ん の と る に 足 6 
>※ け られ て いる 


そし て 神 の 大 いな る 特質 を 反映 する ふも の と し て 成長 す 


聖なる 預言 者 が その 次 を 現し た 


月 が 欠く こと の で き な い も の で ある 様 に 、 靖 神 
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96. また 彼 は 、 お 前 だ ちの た めで に 量 記 を 談 り 8 3 
陸 で も 海 で も 暗 間 の 中 を 行く ほ き の 壮 し る 隊 

< いい る る うる ちろ る 

べ と な せり 。 わ れ ら は 選 褒 ある 人 々 に 神 光 ELS38 1 3 

を 詳 六 せり 。( 注 41) の っ 


⑨oy5 


99. また 彼 は 、 一 人 の 人 間 よ りお ぉ 前 だ ち を 作り 9 タス の ターン と ッッ シア トン タン 
出し 、 住 層 ほ 穴 る t こ ろ を 与 ぇ た 9。 ゎ し つの ie 
ら は 理解 し 得る 人 々 に 神 光 を 詳 六 せ り 。( 注 @o25 3 か 223 


42) 


っ 


100. 丁 を 愛 よ り 降 ら せ る の も また 役 な り 。 わ も SS の 人 < 玩 1 る 生 32 
れ ら は を の 水 で よろ ず の 草木 に 芽 を ふか 穫 和 ediiei 


せ 、 決 いで その 左 か ら 青 葉 を 出る せ 、 前 し る CK が らら 


つめ ゃ し 


て 鈴なり の 毅 粒 を 実ら し む 。 また だ 


クン み 3P2 うる る ェ ク ン 
財 炎 か ら 投 も だ わ わ に 房 な す 杉 了 の 実 を 算 25ol8Koguso oeKCSS (> 
らし むせ 。 きま だ われ ら は 、 境 訂 園 


か た ら と と も に 、 レネ イイ 12 の 25 ロン 

艇 後 、 閣 科 な ど 一 似 た も の も あれ ば 、 似 ぎ SD の に に な 

る も の も あり 、 を 育成 す 。 その 果物 に 実 が シン の 錠 ーー ン ン 3 只 ンタ クン る 
WS ( 則 る 

な り 、 そ を 邊 が 問 す る を 見 よ 。 げ に この 中 に あこ 表 FPS の みう 


は 、 信 ずる 人 々 へ の きま ざま な る 神 兆 あり 。 @6 9 ある 


( 注 43) 

注 引 夜 の 聞 の 中 で 旅行 者 を 導く 時 の 様 に 、 神 と 神学 者 達 は 、 精 神 的 な 問 の 中 を 手探り し な が ら 、 過 ち を お 
か し て いる 人 々 に 導き を 与え る 。 
注 42 この節 は 、 神 が 「1 つの 殊 」 か ら 人 間 を 増やし た 時 に 、 意 図 な し に 行っ た な はず は な い 事 を 示し て いる 。 
神 が 人 類 を 多 り 、 志 や し た 大 いな る 目的 は 、 神 は 彼ら に 世 の 住 人 と なる 期間 だ け で な く 、 る ら に 正しい 人 人 
は 、 日 ら の に 対面 で きる 死 の 向こう に ある 永遠 の 命 を 約束 さ れ だ 一 それ は 、 神 の 使い の 導き の も と で の みろ 昇っ 
て いけ る 、3 曽 な 目標 な の で ある 。 
注 43 。 普 示 は ここ で は 、 十 と えた られ て お り 、 こ の 節 は 、 刻 示 で ある な ら ば 、 何 故 、 預 言 
者 が 出現 する と 必 中 こる の か と いう 攻 問 に 答え て いる 。 ちょ うど 町 降り の あと に 大 地 の 内 に 隠 
れ て 史 っ て いる 種 に 応じ て 、 和 導き も 悪し き あ ら め る 種類 の 剖 木 が は える の と 、 同 様 に 、 痕 店 者 の 融 現 に より 
を れ ま で 混ざり あっ た だ た 人間 は 、 若 と 悪 に 分 けら れる 。「 似 に ぁ る の も あれ ば 、 似 ぎる も の も あり ]E い 
う 言 葉 は し か る に 、 似 か よっ て いる 果物 も あれ ば 全く 異な る 乗物 も ある 事 を 斉 味 し て いる 。 

これ は 、 租 類 を 個 に し て 、 あ る 点 で は 似 か よっ て なり 、 又 他 の 似 て いな い 衆 物 と 、 和 同種 の も ぁ の で 、 主 
だ る 点 で は 似 稼 て る か 大して 事 半 でない 績 導い て は 、 ちら か の 方 が 甘み が 強かっ た り ど ちら か の 


を 受入 れ 介 の 礎 き に 従う よ うな 人 々 の 場 合 は これ と 同様 で ある 。 し か る に ある 点 で は お 互い に 非 
似 点 を 持ち 、 又 他 の 点 で は 異な り 、 あ る も の は 他 よ り も 道徳 的 に 、 か つ 和 精神 的 に より 進歩 し て いる 。 又 
ある も の は 精神 的 成長 の } つの 彼 階 に いて より 進歩 し て な お り 、 他 の も の は 培う 所 で より 進歩 し て 
いる 。 役 ら は 、 精 神 的 完成 の 如 っ た 段階 に 到達 し 、 を それ ぞ れ の 生ま れ な が ら の 能力 や 性 質 に より 、 思 
性 を 作り 出す 。「 を それ の 熟す こと ] ほ いう 言葉 は 、 果 物 が 成 式 す る こと と の 類似 に 当て は まる 。 ちょ うど ま 
し て いな い 見 本 で 果物 の 評価 を する の が 不 会 平 で ある の と 同様 に 、 信 仰 音 の 中 に は まだ 精神 的 発達 の 過程 で あ 
る 完成 の 城 に 到達 し て いな いか ら 犬 落 の 結果 の 欠点 を 提 す の は 不 公平 で ある 。 
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ES ッ ラ ー が 『 る に る フン いく て 2 クン ン ン > 
101. 第 等 は 妖 吉 を 、 ア ッ ラ が 創り た る に も PT | る あう 
か か わら ず 、 ア ッ ラ ー の 同 侍 者 と 見 な す 。 レン の ライ ーッ レン 

とれ ば か りか 、 知 識 も な し に 、 肝 5 に アッ oO 二 う 人 Ao 


レル かう 


ラー に 候 子 た ちや 娘 た も が あり まな す 。 聖 を ノッ 
な る か な アッ ラー、 彼 は 彼 等 が 彼 に 在り と ら W 只 
する も の の 上 に 超 在 す ! ( 注 49 
- 第 十 三 項 
102。 突 の 合 始 者 よ 、 彼 は 一 切 を 合造 し 、 あ る 和 06 の の を 6 
- 、 佐 を 弄 千 し 、 あ 3003 409! 59 
ら ゆ る こと を 知り 給 い 、 配 偶 者 も 持た ず し アレ ルン セ る る シン シン っ 
て 、 安 ん ぞ 子 を 持ち 得 ん や ( 注 45) 7 見 の 2 AI 
wp 
103、 それ が 前 だ ちの 主 ケ アッ ラー な 5。 彼 の 5 を 。 ae2 和 39 身 衝 和 
外 に 神 な し 。 万 物 の 朝 者 な り 。 さ れ ば 彼 フル 5 向 2 
衣 4 2 くち て イル ル 4 
を 負 捧 せよ 。 役 は 一 切 を 監視 す 。 の の ゆら う AO 


104. 衆目 は 彼 を 見 ず 、 さ れ ど 役 は 擦 日 を 見 る ブン ウ 2 る ざる タン っ 旬 フ ラズ タタ 
* Lo5 Lo59 I 
修 は 震 紗 に し て 、 一 切 を 知 区 し 給 う 。( 注 ao 


46 @ 和 SGD 


105. げに 証拠 が 、 す で に 主 よ りお 前 だ ち に 還 RAIAG ES 
5 宏 2 移 区 3 05 
むり 。 き れ ば 、 臣 を あけ て 見 る 者 は ( 注 47) oe 


ココ s 、 クウ 2 イン > イレ イン タン ン レア 
己 が た め に 率い し 、 を 閉ざす 者 GE 9) の る KA2 の の 5 
は 己 れ を 損なう 。 曽 し て 我 は お 前 た ちの 四 
視 者 に 非 ず 。( 生 9⑲) 
注 44 ジン は 、 一 般 の 信達 隠れ た 、 駐 は 可 れ た まま で いる そん な 存在 で ある 。 この節 は 、 人 間 が 、 神 の 
調 が を 拒絶 し 自ら の 判断 と 理 っ た り 、 ジ ン に 天使 達 を 神 の 協同 首 と 関連 づけ て 考え た り 神 が 息子 や 娘 を 
も の と 考え だ た りす る の は あや まり で ある こと を が し て いる 。 


に より 記子 を 、 持 つ 事 が で き る 。 神 に は 事 が いな い の で 、 こ は も て な い 。 さら 
を 必要 と し な い 。 


注 45 入 は 裏 を も つ 
に 、 神 は 全て の 創造 者 で あり 、 完全 な 知恵 や 持つ の で 援 巧 し た 1) ao 析 に に りす る だ の は 
ド の 援助 な く 、 人 問 の 思 庶 の み で は 、 神 を 理解 する 事 は びき な い 事 を 表し て お り 、 
の 頒 言 者 達 を 通し て 、 又 は 彼 の 美徳 の 働き を 通し て 、 自 ら の 次 を 人 間 の 前 に 明 
の 眼 で 知 党 す る 事 が で きる 。 


注 46 この 節 は 、 神 の 刻 
神 は 肉眼 で は 見 られ な い 
ら か に る れる 。 神 は きら に 心 
注 47 道理 あう まく 利用 する 事 。 

注 48 真理 に 崩 を つむ る た め 記 目 $ 同 然 で ある 。 

注 49 神 の 舌 言 者 の 義務 は 、 神 が 彼 に 明らか に する 事 を 伝達 する 事 に 限ら れ て いる 。 人 々 に それ を 受け 入れ 


る 様 強 要する 事 は 算 の 関 号 すべ きこ と で は な い 。 
付 障 的 に 、 こ の 節 は イス ラム 救 は 、 そ の 教え の 並 及 の だめ の 「 力 」 の 使用 を 奨励 又は 黙認 する と いう 問 哀 へ 


の 友 双 と に な っ て いる 。 
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タッ タン 


106。 か て の 如 (、 わ れ ら が 多 て の 神 光 を きま 4 の 有 < ブン ma タン の 
、 コー ムー。 ツラ で の う 93 ら | る 
ぎ ま な る 方 法 で 説明 する は 、 役 等 に 「 流 は の ゆ OCT 


深く 学べ り 」 と 云わ し ゅ る せ 、 ま た 知識 Ge 
る 人 々 に 神 兆 を 明瞭 な らし ゅ ん が だ め な 
。 
イン ンタ る シュン る Zs っ ンク ンク と うる 
107. 主 より 液 に 話さ れ だ る も の に 従え 。 役 うち る 1409 うけ e2GU あじ 6 の 
の 外 に 神 な し 。 偶 像 拝 者 を 避け よ 。 300 > 
eo 
108. も し アッ ラー が 狼 し た だり せ ば 、 彼 等 た て 。 ンス バン レン jp 牧 多 欠 デイ ン 
テッ ラー に 他 神 を 配 し た り は せ じ 。( 注 50) 多き CYP や 
と も あれ 、 わ れ ら は 液 を 彼 等 の 監視 者 に 任 イン ラシン ジン 
了 Ge る Ao GS 


命 せ る に 非 ぎ れ ば 、 液 も 彼 等 に 対し て 商 め 
を 負う こと な し 。( 注 51) 


109、 彼 等 が アッ ラー 以外 に 栄 拝 す る も の を 尊し 
edblo5 2 oyeO OKS9 ぅ 

る な か れ 。 ( ま 52) 彼 等 は 無知 ゆえ に 、 展 み 0 朋 3 ュ ン ッ ン ラン さ 
か ら 、 ア ッ ラ ー を 吊る や も 知れ ね 。 か く の 絡 ! MGCIRt ち きり を も 2 
外し て 、 わ れ ら は どの 民族 に も 選 が 行 特 し ッッ ルッ ッッ ッッ ンコ ニョ リン も ラン ン 

を 公正 な 5 の 思わ し め た り 。 し て 彼 等 区 eo っ ある る うり うら 8 と 


の 帰 所 は を の 主 の 話 な り 。 そ の 時 主 は 、 彼 ンタ レシ ラタン 
等 に 向っ て を の な せる こと を 告げ 知ら せ @ ら Goalb9 
ん 。( 注 53) 
11 彼 等 は い 須 か に アッ ラー に か け て 碧 多 も 
0 人 と も 6 蔵 アッ ラ か 41 し 区 の 26 It ME ? 


い 、$ 


信 ず と 寺 え り 。 云え 、 「 近 兆 は すさ て アッ 5 し? | 切 る ま 
の LC 2 旧 うみ 多 
ラー の 学 中 に あり 。 さ れ ど 、 神 光 が 放 る と 多 ^ * 


年 50 神 は 、 そ の の 知恵 の 内 に 、 人 間 を 自由 な 行為 者 ほる きれ だ 。 も し 神 が 少し で も 人々 る 強要 し よう 上 
し た な ら ば 、 彼 は 確か に 真理 に 従う 様 強 要 し て いた だ ろう 。 し か し 、 人 間 邊 身 の た め に も 神 は 強制 する 事 に 満 
中 を 党 え られ な か っ だ の で ある 。 


注 5t クルアーン の 中 で 麗 な る 頒 言 者 の 呼び 名 と し て 使わ れ て いる 
処置 者 " と いう 言葉 は 、 役 が 他 の 人 々 の 行動 に 均 任 は 持た な いよ いう 吾 


者 "“ 番 人 "又は 、" 人 色々 な 事 岳 の 
味 す る た め に 使わ れ て いる 。 


注 S2 この 節 で は 、 貸 像 掌 捧 者 遠 の 感 博 で きえ も 導 重 する 事 を 説き 聞か せる だ け で な く 、 さ きら に 、 異 な っ だ た 
国 や 社会 の 間 に 親 睦 を 作り 出す 事 へ の 希望 も 示さ る れ て いる 。 


注 53 これ は 、 あ る 特定 の 動作 を する 事 に 固執 する 時 、 人 人 は それ に 好意 を 抱く 様 に な り 、 そ の 動作 は 自分 の 
見 解 で は 良く 見 える 様 に な る と いう よう な 人 間 の 本 質 (を し て 、 こ の 神 の お き て に 人 間 の 全般 に わた る 進歩 の 
艇 きれ て いる ) を 神 が つ くり 出る れ た 事 を 意味 する の み で ある 。 こ の 一 般 的 な 神 の な き て に 従っ て 、 偶 
像 芝 拝 者 達 は 自分 吉 に は 良く 、 価 値 の ある 5 の に 思わ れる 、 偶 像 を 此 拝 する と いう 行 泡 を 好む よう に な る の で 
ある 。 
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も 彼 等 は 之 を 信じ ぎる べき こと を 、 加 何 に レン 1 レシ 

ol] りら 2 人 ES 
お 前 だ たち に わか らし め ょ う ぞ ?」 よ 。( 注 Os りう の 全 の 
59 


= イン の タ 2 タ タン ノ 3 タン 5 
111。 われ ら は 、 彼 等 が 最初 に を 信 ぜ きり し 本人 22O 5 
星 の 如 く 、 彼 等 の 心 ほ 目 を 混乱 せしめ 、 因 


53S so し: 人 き フタ ラタン ンー ン 


を 犯す まま に し て 交 替 の 中 に 彼 等 を きま よ ⑩Q%*S ゆい うめ お る 
わせ し むべ し 。( 注 55) 
第 十 四 項 


112. た と いわ れ ら が 役 等 に 諸 天 使 を 造 わし 、 ZSC) 0 (45 


死者 が 彼 等 に 語り か け 、 ま だ 方 物 を 役 等 の 


人 る 
面 財 に 集 む る と も 、 テ ッ ラー が 稚 せ ぎれ ば 、 世 あい 6 傘 災 中 2 
役 等 は 決し て 信 ず ぜ ぎ ざる べし 。 さ きれ ど 役 等 の ンカ ン ラン タタ ン イ る シッ ン 
多く は 無知 な り 。( 注 56) ⑲o 2 


113、 われ ら は どの 預言 者 に も 或 る 敵 を 設け た ノ ョ る イレ クシ 
り 。 す な わ ち 人 間 和 や 妖 器 の 中 の 邪悪 を る 者 NGbS606 oe の ES 30 る 
ぼ も な り 。 彼 等 は 互 に 上 き 合う た め に 共 美 
な を 変わ す 一 も し 主 が 狭し た り せ ば 
役 等 も を れ を せ ぎ り し も の を 。 さ れ ば 記 
を も て あ を ぶ ま ま に 、 彼 等 を 捨て 置け ( 注 
57) 


2 タタ の 5 2 の 


和 い る つら YU し ea まみ | 


っ を シレ ィ ッ ダ タッ ダン WE タン デン 


の oo う ゅ あめ 09 ss し 届 2 


注 54 弄 句 で 仔 え られ て いる 内 容 以 外 に 、 節 の 後半 部 は 、 以 下 の 様 に 表現 する 事 が で きる 。 そ れ は 、 お つげ 
は アッ ラー と と も に ある 、 そ し て きら に 披 ら は 信じ な い だ ろ う が 、 い つ を その お ぉ つげ が 来る か 知ら し め る その も 
の も アッ テー と 共に ある 。 


邊 55 神 が 忘れ ず に 心 に 留め て お られ る 人 適 去 の 不信 仰 者 達 の 行為 は 、 彼ら が 偶像 
い 了 眼 り 、 た と え お つげ が あっ て か ら で も 真理 を 受け 入れ る 邪魔 と な る で あろ う の 意 。 


条 な 礼 振 ちあ きら め な 


注 56 天使 の 役目 の .- つ は 、 信 間 に よ い 考 を を 提案 し 、 真 理 へ 導く こと で ある (4 斉 32、33 節 )。 叶 に は 、 
彼ら は これ ら の 役目 を 画 や 幻 を 通し て 果たす 。 も う 死 ん で いる 正しい 人 々 は 、 項 言 者 の 言い 分 を 立証 する た め 
に 人 人々 の 夢 の 中 に 現われ る 。 死 ん だ 者 が 人 と 話す に は も う 一 つの 方 法 が ある 。 袖 神 的 に 死ん で し まっ て いる 人 人 
が 彼ら の 預言 者 の 教え に より 、 新 し い 捕 神 的 生活 に 促 き れる と 、 役 ら の 精神 的 復活 は 、 言 わ ば 、 不 信仰 省 着 に 
呼び か け 、 (証する 事 と な る 

病 、 鍋 傍 、 戦 征 を し て 他 の 炎 い の 形 で 、 預言 者 の 真理 に 対す る 証 換 と な っ て いる 。 
# の 種々 の 事 岳 の 考証 な の で ある 。 こ の よう に その も の が 、 不 信仰 者 に 対し 怒り を も っ て いる 様 に 見 
うけ られ る 。 ま る に を その 卓 然 力 は 彼ら に 対し 反旗 を 翻 し て いる の で ある 。 


注 57 「 人 間 や ジン ] し いう 言葉 は 、 ク ルアー ン の 多 て の 節 に 登場 する が 、 こ れ は 神 の 剣 
た 種族 で は な く 、 人 間 の 内 の 2 つの 部 類 を 示す : “人 人間" は 大 衆 又 は - - 般 の 人 々 を 示 
一 般 の 人 々 か ら 換 ぎ か っ た まま で お り 、 混 ぎ ろ うと せ ず 、 公 艇 の 妥 視 か ら 届 れ だ た まま で いる る も 同然 
を 表わす 。 


造物 の 2 つの 異な っ 
* は 、 し ば し ば 
の 韻 大 が 人々 
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Asdt っ の の そ 


114. を は 来世 を 信 ぜ ぎる 者 の 心 を それ に 傾 か 852 し 65582 AE れる 3 
し め 、 を それ で 容 ば し め 、 今 稼い で いる も の て 6 タッ ン ン 
を いつ まで も 稼が せる た め な り 。( 注 58) @O め AA いら py 


Il5. 我 難 アッ ラー 以外 に 審判 を 来 せ さ けん 11 本 
1 る 和 人 3 を 
や 。 明白 に 説 わ れ た る 経典 を な 前 だ ち に 降 CUP グ 
し た る は アッ ラー な り 。 わ れ ら が 経 典 を 三 re の 3922 


えた る 者 は 、 そ れ が 真理 を 以 て 主 より 降 さ リー レレ シン ョ ュー っ と 
クン 5 の eS >o 62 タン ン 
れ た る こと を 知る 。 さ れ ば 溢 、 疑 う EASY 4 


仲間 と な る な か れ 。( 注 59) 

116. 玉 の 御 言葉 は 、 真実 と 公正 と に あい て 訣 イ ン の 導 て る と 33 る 
てく ころ な し 。( 注 60) 何 人 も その 御 言 葉 を りみ 9 Ne う 0 ジー マ っ 
変え る を 得 ず 。 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て YY と 
を 知り 給 う 。( 注 61) 


> の 上 アナ 】 
117. 流 も し 地上 の 多数 の 者 に 従わ ば 、 彼 等 は 2 と 乱 は ay 
の テ は AI 作ら の の 55 あら 5 
流 を アッ ラー の 道 か ら 6 迷わ ゎ し めん 。 彼 等 は 9 


た だ 條 測 に まかせ て 、 誠 斉 を こと と する に 2 の うら 6 
すぎ ず 。 ーー レラ タン る 


118. ば に 液 の 主 は 、 彼 の 道 か ら 迷 い 示 る 者 を レタ レン る ロッ ンタ ッ ン 先 そ ッ ン MM スン る 
ー 革 よく 知り 、 ま た 正しく 痢 かれ て い 4 才 デラ OO 移り の kl リン 
を 一 矯 よ く 知り 給 う 。( 注 62) egoS9 2 | 


注 58 役 ら 6 は 自分 
の 結 を 経験 する 


の 邪悪 な 道 を 持続 する と いう 事 で ある 。 こ の 言葉 は る ら に 、 彼 ら が 自分 達 が 、 得 た も の 
意味 する 。 


注 59 [経典 ] と は 、 ク ルアー ン の 事 を も 世 味 し て いる 。 なぜなら ば 、 前 の 神 の 型 典 ( 型 午 な ど ) の み で な 
く 、 ク ルアー ン そ の も の も 型 な る 傾 店 者 の 1 する 症 朋 し な っ て いる か ら で あ る 。 グル アー ン は 、 近 来 の 
見 解 と 信仰 に 反する に も か か わら ず う 拓 に 物語 られ 、 説 明 き れる 対象 と な る 公 
正 な 心 を ち つ 人 人 々 は 、 そ の 救 え の 正 当 性 を 認め ぎる を 得 な いよ う な 内 容 を 色 村 し て いる の で ある 。 


注 60 メッ カ が 区 落し た 時 、 な る 預言 者 が 、 
と か ら 杖 で な で り 、 ま る し く こ き の 「 王 の 6 
唱え を だ な 。 こ の よう に 、 メ ッ カ の 陥落 に よっ て 神 の 言葉 は 実 
て いる 。 


その 頃 偶 像 で あふ 入 て いた ター パ に 入り 、 靖 倫 を あ と か ら あ 


注 61 神 の 預言 、 メ は 神 の 律 法 が 神 の 頂 言 者 達 の 利益 の 人 為 に 手 く 方 法 或いは 手段 。 


注 62 信仰 に 関し て は 、 何 が 正しい て いる か の 審判 と し て 受け 入れ られ る の は 、 多 数 派 と 、 少 数 派 の 
どちら で も な い 。 神 の み が 「 絶 計 な 審判 ] で ある 。 神 は 天 の お つげ を 見 せ 、 其 理 の 道 を 追い 求め る 集 
団 を 助け る こと に よっ て ピロ れ の 審判 を 下す 。 


ー224 一 


第 六 意 


ル ・ ア ン ア テー ム 


119. 


120. 


前 た ち ア ッ ラ ー の 神 光 を 信じ な ば 、 
アッ ラー の 御名 が その 上 に 唱え られ た る も 
の を 食 せ よ 。( 注 63) 

お 前 た ち 何故 に アッ ラー の 御名 が を の 上 
に 唱え られ た る も の を 食わ ぎる か 一 強い ら 
和 れ た る 場合 を 除い て 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち 
に 食う さか ら ぎ ざる も の を すでに 明示 せる に 
非 ず や ? げに 多く の 人 人 々 が 知識 の 不足 に 


GUZ MAC 計 EY 
@ocs3 
IKE 
みじめ RC イス る スズ る 


アッ ラス っ 2 レン る クッ 
クン ムタ ba も Oo 多 8 りら 815 移り 


する 邪 欲 か ら 他 人 を 誤り 導く 。 確 か に 、 液 の シン ンタ ン レ ンス 
の 主 は 、 傍 犯 者 を 一 番 よ く 知り 給 う 。 ⑯c の CO 4 @! 
121. 公然 の 罪 $、 内 密 の 罪 交 を 避け よ 。 げ EIC 全 の UP 
OO OL Gb >591 5! の うう 

に 罪 を 破 む 者 は 、 必 ず を の 犯 せる 行 多 に 寺 ラン ンジ だ 

ン う アッ グ タク 
し て 応報 を 受け ん 。 @ ら AS | の 3 先 を 3 
122. アッ ラー の 御名 を その 上 に 唱え ぎる も の 2 っ FU 23 上 33 
を 食う な か れ 。 を は 歴然 た る 層 犯 な り 。 け フッ と 内 
に 悪 放 た ち は 仲間 を を その か し て 、 お 前 た EE 
ちと 論争 せしめ ゆん と す 。 前 だ ちち もし 役 等 ノル を タン タス MGII 2 も レタ 
= 従わ ば 、 お 前 だ ち は 多 神 教 衝 し な る べし SE DERPDVSU 

( 注 69。 

第 十 五 項 。 2 な の (と っ タッ ンタ 人 (そう タン プン 
123. 死 せ る 者 に われ ら 生 を 与え 、 宙 し て 光明 アト COW 


を 与え て 和信 々 の 間 を 歩か し め た る 者 と 、 購 
導 の 中 に 在り て を こよ ょ り 出 で 得 ざ ぎる 者 と 、 
同じ な りや 7? かく の 狐 く 不 信心 者 ども は 、 
己 が 行為 を 正しい も の と 思わ し め ら れ だ た だ 
5。( 注 65) 


gs 介 る は 4 シン da83 っ 。 る 
あく 0 3 
eg 


注 63 


と を 示す 。 従っ て 信 宛 者 達 は 、 
よい 食べ 物 を 食べ る よう に と 、 


注 64 


食す る ヨ 


2 剖 173 節 と 23 章 52 節 に 


止 き れ て いる か を 説明 し て いる 。 


に 自分 達 の 信 仲 を 強め 、 自 分 達 の 不純 な 心 を 洗い 清め る だ ため 
ここ に 中 し つけ られ て いる 


お いて 、 よい 純 婦 な 食物 を 食す こと は 、 人 間 の 動作 と 目 接 に 関係 を 持つ こ 


、 純 粋 で 体 に 


この 節 は 、 何故 自然 に 死ん だ 動物 や 神 の 名 に お いて の 祈り を も っ て 正当 に 殺 る れ た 動物 で な い $ の を 
神 の 名 を 唱え る の は 、 動 物 の 殺害 に よっ て うみ だ きれ が ちな 無 


慈悲 の 影響 を 取り 消し 、 信 間 の 心 に 神 斑 化 きれ る 効果 を うみ だ す 作 で ある 。 


注 65 前述 の 節 で は 、 人 人間 の 考 に よっ て 作ら れ た お き て は 、 い つも 欠陥 が ある 事 が 指摘 きれ て いた 。 今 、 こ 
の 節 で は 、 人 間 の 手 で 作ら れ だ 教え は 、 神 の 教え に 対抗 で き な い 事 が 述べ られ て いる 。 人 間 の 思考 力 の み を 助 
け と し て 法 を 考案 す る 者 と は 、 決 し て 出 て こら れ な い 暗 間 の 中 で 手探り で 何 か を 捜し 求め て いる 者 の よう で あ 
る 。 
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デル ・ ア ン ア ー ム 


124. 


125. 


126 . 


127. 


128. 


129. 


また われ ら は 、 そ れ ぞ れ の 朗 の 有力 首 だ 
ち を 罪 入 と な いし 、 賭 間 の よう な 中 で せな し 
〈 策謀 せ し む 。 き る れ と ど 役 等 は 自 6 識 ら ず し 
て 、 だ だ れ に 対し て 策謀 する の み 。 

奇跡 が 起 る と 、 彼 等 は 云う 、「 ア ッ ラ ー の 
使徒 な ち に 賜わり た る も の と 同じ $ の を 我 
等 に 賜 わ る まで は 、 我 等 は 信ずる 気持 な し 」 
と 。 ブ アッ ラー は 誰が その 使徒 た ち に ふき ゎ 
し いか を 一 番 よ く 知 り 給 う 。 罪 を 犯 せ し 者 
ども は 、 を その 策謀 せる こと の た め に 、 
れ ア ッ ラ ー の 御前 で 屈 大 と 成 し い 窟 思 
くべ し 。( 注 66) 

テッ ラー も し 人 を 導 か ん と すれ ば 、 
イス ラー ム の た め に 、 
う 。 されど 迷 わ し めん と すれ ば 、 倫 も 
昇 ら ん と する 者 の 如く 、 そ の 胸 を 締め せ ば 
め 給 う 。 か く の 如 く 、 ア デッラ ー は 信 ぜ ぎる 
者 ども の 上 に 六 を 課 し 給 う 。( 注 67) 


彼 は 
その 人 の 胸 を 拡げ 給 


天 に 


これ ぞ 流 の 主 の 壮 、 御 許 に 真直 に 導く 導 
な り 。 わ れ ら は こう し て 、 反 省 す る 人 々 の 
た め に きま ざま な る 神 光 を 詳細 に 説明 せ 
9 。 

キキ の 御 許 に 、 彼 等 の な め の 平安 な 住居 あ 
り 。 耐 し て 主 は 彼 等 の 愛護 者 な 、 彼 等 の 
な せる 報い 故に 。 

彼 等 を 皆 一 斉 に 机 集 する 日 、 主 は 云わ ん 、 
「 疾 赴 の 従 開 よ 、 前 た ち は 多 て の 人 間 を 
食い も の に せり 」 上 。( 注 68) 人 間 の 中 の 
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プラ 99 2 の | っ 
@Ca ら う 


タク ンク フッ ン ッ リン ブ ュー コ タン ニン ぅ 3 
ンー の の 6 あす 


グ 


ASSRORIIT4WCCIE 
欠 ン 導 2 っ 
@ SC BC 0 3 622 あ 


2 ウッ ン 


2 じ W502 の 42os ol 4 知ら 6 


タレ ッ ン (で 8 ン 


クン レッ ン 
> 2 の Jo の らら ば の ろ う 


2309 CGI は KS5 US を 

タッ る 
oO も (9 
SE2 5 は 52 
っ の 6469 
1 イン クン ラー ニャ ン ン ラッ カイ フッ タイ 
52 う A935 | 
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レッ ン フタ ラク タッ ン シッ ン ン 
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と うり IE POI っ 5362 


注 66 
視 67 
苦 個 を 感じ る 


1 き 入 れ 、 を る 
が ある と みな し た 、 
ちょ う 前 条 


テッ ラー の 抑 は 、 役 の 使い し し て 誰が ふき わし く 、 駐 誰が ふき わし く な いか ・ 


神 そう と 欲し た 者 は 神 の お き て を 重荷 と みな し 、 そ # 
まっ て いる 人 人 の よう に 


臣 の 胸中 は 、 い わ ば 急 勾配 の 丘 を 登 


すなわち ゃ 、 大 抹 が 流 に 従わ な く な る 
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も つ 可 能 性 は 以下 の 様 で ある 。 
に 0 こし だ 。(2) 流 は 彼ら を 食い 物 に し た 


大 いな る 者 へ の 各 れ か ら 真 理 を 受け 入れ な いよ う 〔 
れ 、 彼 ら が 和 披 を 置き 去り に する の で は 、 と い う れ の た め に 真理 を 之 


- 番 よく 知っ て な 6 れる 。 


行 する の に 光 体 的 な 困難 と 精神 的 な 
近 し て いく の で ある 。 

仙 流 は 一 般 の 大 当 の 中 か ら 多 く の 者 達 を 味方 
(3 淫 は 大 誤 に 大 いな る 番 要 性 


の で は と いう 谷 れ か ら 6 真理 や 受け 入れ な か っ た 。 


、 同 様 に 、 大 いな る 者 も 時 に は その 信 


と け 入 れ な か っ た りす る の で あ 


第 六 意 


130. 


131.. 


132. 


133. 


134. 


区 志 の 友 は 云わ ん 、「 主 よ 、 我 等 は 相互 に 利 
用 し 合 を り 。 まれ ど 今 、 液 が 我 等 の た め に 
定め あたる 期限 が 到来 せり 」 と 。 主 は 云わ ん 、 
[業火 が 前 た ちの 吉元 の 住居 な 9 。 但 し 、 
アッ ラー が 欲す れ ば 、 そ の 限り に 非 ず 」 と 。 
げに 流 の 主 は 賢 哲 に し て 、 す べ て を 知り 給 


2。 

か て の 如く 、 我 等 は 不義 者 ども を 互 に 親 
し くせ し む 、 を の な せる 悪事 の た め に 。( 注 
69) 

第 十 大 頂 


「 妖 吉 と 人 間 の 徒 問 よ 、 お 前 た ちの と こ 
ろ に は 、 お 前 た ちの 中 より 出 で し 便 健 た ち 
が 来 て 、 わ れ ら の 神 光 を 前 た ち に 物語 
この 日 の 会 見 に つい て 条 告 せ ざ ずり し か ? 


する と 、 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は 自ら に 逆 っ 
て 証言 す ] と 。 要 する に 現 所 の 年 ji が 彼 等 
を 表 け り 。 役 等 は 己 れ に 背 い て 、 不 信心 者 


な り し こと を 白 ら 立証 す 。 


告 も な 
し に 亡 り に 諸 市 府 を 減 ぼ すこ と な き が た ゆめ 


な り 5。( 注 70) 


人 は すべ て 、 そ の 行為 に 応じ て 授 隊 き あ り 。 
主 は 彼 等 の な せる こと を 等 閑 に せ ず 。 


主 は 自立 自足 し 、 悲 に 満ち あふ れ 給 う 。 
彼 も し 鈴 し な ば 、 お 前 たち を 追い 払い 、 欲 
する も の を お 前 だ ちの 継承 者 た らし む 、 倫 
も 列 の 民 の 子孫 より お 前 だ ち を 出現 せしめ 
だ る 如く 。 


テル ・ ア ン ア ー メ ょ 
イン タイ クイ 、 ラ ンマ タラ ョ ン ン る 2 る > で マタ ヶ 
oe イン ン 


内 We 


マタ 
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@ LM 上 
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AS 
k4 タ ら 
@63k AA 
と の タン ェ レ ンタ タレ ルー タ ュ レン タレ 
に DCE Es らら > 人 う 
- ン あ フッ ン 
⑯ ら AS 
シム 

eo ? Cs)3533 
(人 3 人 Y の ラン ィ 。 83 K4 

(St 地 と ルン 0 3 


と 


9 


1 用 の アイ 


ルン ラッ ラリ 2 る 


の Oo の め 人 


注 70 


難 を 下 $ れ な い 。 災難 は ここ で は 、 地 城 


神 は 弥 告 者 を た て て き し 迫 っ た 


い に 対 し 、 
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この よう に 各 な 者 の いく ら か を 他 の 邪悪 な も の 寺 の 上 に お 《 と の 記 


ド を 併せ } 


まず 最初 に 和信 々 に 積 守 し な い 限 り は 、 決 し て - - 般 的 な 秋 
衝 、 伝染 病 、 等 の 全て の 人 を 競う 


ー 般 的 な 炎 害 


味 す る 。 


トッ ゴ 


第 六 音 


アル ・ ア ン ア ー ム 


135. お 前 た ち に 約束 きれ る こと は 、 必 ず 実 現 
す 。 され どぉ お前 た ち は 、 そ れ を 阻止 し 得 ず 。 

136、 云 を 、「 人 々 よ 、 お 前 た ちの 仕方 で 行え 。 
我 も また 我 が 聞 め を 行う 。 や が て お 前 た ち 
は 、 終 の 報 美 の 住居 が 誰 れ の も の と な る か 
を 知ら ん 」 と 。 ば に 不義 な す 従 器 は 決し て 
栄え ず 。( 注 71) 

137. 役 等 は アッ ラー が 剣 れ る 毅 物 や 家斉 の 一 
部 を 割 い て 、「 こ : れ を アデ ッ ラ ー に 」 と 自分 勝 
手 に きめ こみ 、 [ 陣 し て これ は 我 等 の 偶像 神 
に | な ど と 云う 。 彼 等 の 偶像 神 に 供え を だ る 
も の は アッ ラー に 類 せ ず 、 ア ッ ラ ー に 供え 
た る も の は 役 等 の 偶像 神 に 達 す 。 彼 等 の 判 
断 は 悪し 。( 注 72) 


138. 同様 に また 彼 等 の 神々 . 汗 73) は 、 多 く 
の 多神教 徒 に 自分 た ちの 子女 を 殺す を 並 し 
と 思わ し め だ り 。 こ は 神々 が 彼 等 を 減 ぼ し 、 
その 宗教 を 混乱 きせ ん が ため な り 。 さ きれ ど 、 
も し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 彼 等 $ これ を 
せ ざ り し な り 。 され ば 役 等 を 、 その 揚 造 せ 
る も の と と も に 捨て 置け 。( 注 74) 


139. 彼 等 は また 、「 こ れこ れ の 家畜 と 穀物 は 禁 
ぜ ら れ て いる 。 ( 注 75) 価 入 も 彼 等 の 許し な 


2 ッ 2 の タブ イン シン ツー レン ュ シ ンク レ る 
@obsa 3S9523K る 
らき 訟 < 1 っ て スレ ンス ッ ン 1 導 
2 お uk PP 拓 
右 % 9 る ラン みち ダ の る 


ク 


595 ゅ os 名 表 2 
COMOC23IO も 光ら PE 
96 33 っ 96 
CCP の プリ さる 和 


レン イク の の 


< ライ セン 390 し 。 っ 
ば の 0 の の お おち 
P すす 4 る の 和 
で ンス) 3 
ンタ クタ ブレ レン クタ タダ タ ガン さき の 
っ 5 と 6 し 者 125 5 


タン タレ シー 


ァ で OU15AA 醒 ? 


人 と ウン る すき 導 。 


注 條 この 生生 は きら に 、 


神々 の 間 で 分 ける 。 も し 彼ら の 神々 の だ ゆめ に と っ て お 


注 75 


る な メッ カ の 入 々 
ラム ネ を 硫 避 す る た 抽 分 達 の 力 方 
らち な 計画 と 和 努 力 は 全く 失敗 に 終わ る の で ある 。 


邊 72 これ は アラ ブ 人 の 信 像 


と っ て お いた 分 は 、 彼 ら の 神々 の 名 に お いて 慈悲 


ある 。 
注 73 ここ で いう 「 彼 ら の 神々 ] と は 預言 着 や 古 量 家 


入 74 ここ で は 、 目 然 の 災害 を 防ぐ た ゆめ に 、 女 の 子 を 役 害 


えと し て 捧げ だ な り と いう 、 


股 物 を 使え る の は 、 役 ら の 世話 を する 憶 職 首 の み で ある 。 
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1 涼 の 旋法 に 基づい て 行動 せよ 
で き 勝 手 に し 
の 最大 限 を 尽く す 努 力 を す 


E 的 な 習 憶 に 関連 し て いる 。 彼ら は 、 自 分 達 の 土地 の 牙 】 
る 分 滞 が 他 の 日 的 に 使わ れ た だ なら 
) 心 と し て 手 放 き れる が 、 
お いた だ た も の が 他 の 日 的 に 使わ れ た 時 は 、 神 々 の た に と っ て お いた 分 量 が 、 


「 侍 じ ら れ た 尊 物 ] と いう の は 、 偶 像 に 捧げ 6 れ た 、 


(2⑳) だ ん な こと で も や る な ら や っ て みよ と い 
て 、 イ スラ ム 教 を 絶 減 き を せ 、 当 時 の 小 ま な 
る 様 挑戦 を し て いる が 、 彼 ら の ふ 


f 神 」 と 彼ら の 
ば 、「 神 』 の だめ に 
も し 「 神 」 の た め に と っ て 
神 に 譲ら れる こと は な か っ た の で 


等 の 型 職 者 を 意味 する 。 

し だ り 生 きだ まま 埋め だ た り 、 
特定 の アラ ブ の 部 族 が 行う 最も 残虐 な 描 例 に 
の 子供 の 数 が いれ ば 一 人 を 神 の いけ に えと し て 捧げ る と いう 彼ら の 迷信 的 な 祈願 を 赤 わし て いる と 


彼ら の 神々 の 備 物 如 
及 し て いる 。 又 は 


収穫 を 得る 為 の 畑 と い 


第 六 章 アル ・ ア ン ア ー ゥ 


し に 食す べから ず 」 は 自分 勝手 に きめ こん 2 記 の る と 
か に ナー 131 テッ 
で 去 う 。 曽 し て を の 並 が 禁じ られ た る 家 リン シェ ン ウ ンジ 
( 注 76) や 、 ア ッ ラ ー の 御名 を その 上 に 唱 内 人 外 8 ace も 3 ) 
た ぎる 家畜 ( 注 77) を 作る 。 これ すべ て テッ 前 


ラー に 対し て 虚偽 の 提 舌 な 9。 を の うち @ostoD いら 
デッラ ー は 、 彼 等 の 所 造 せる こ と に 返 報 す 
べし 。 


140. 彼 等 は また 、「 こ れこ れ の 家 着 の 貼 内 に あ 60149yoeo RI 
る も の は 、 も っ ぱら 6 男子 だ け に ら 6 れ 、 妻 内 スネ ン ュー 2 レン ラン ン ン 
女 に な は 替 ら る 。 但し 死 秦 の 場合 は みん な 先 9e5 4S っ 4 28 の の 
一 緒 に 租 伴 す る こと を 得 」 な ど と 云う 。 アン ん 2 ラッ ンタ ビン る 
アッ ラー は を の うち 、 彼 等 の 独断 に 対し て 半 た SU 人 
応報 すさ し 。 げ に アッ ラー は 賢 折 に し て 、 
すべ て を 知 9 給 う 。( 注 78) 


こと も ら アニリン アア 2 】 く ンー 2 る 
141. 無知 ゆえ に 、 超 か に も 自分 の 子女 を 殺す 1 GMRCHAUI に 5 
者 、 ま た アッ ラー に 対し て 聴 を つき 、 プ アッー タレ ショ イン シッ た 2 ク クレ ラン ンス 
ラー が 彼 等 に 与 を た だ る も の を 禁ず る 者 は 3 
本 当 に 失敗 者 な り 。 彼 等 は 紛れ も な 途 を フン ンク レ ョ 
4 
に 陥り し 者 に し て 、 正 し く 導 か れる こと な ⑨ ぴ CE 
の 定子 ん アア メン プロ っ 2 ンー コン ィング ちる レタ 
第 十 上 順 YS 
142. 棚 を 備え た 時 宰 園 、 析 の な い 某 樹 園 、 2 と 2 
委 作 子 、 る さまざま な る ぁ 作 物産 す る 畑 、 の 92 (583 
後生 、 析 欄 、 を の 他 似 た る も の 、 似 ぎる 6 2 


ンー ンク タラ を る インク 
も そ と 
の 、 こ れ ら すべ て を 生じ し め だ たる は 、 ア テッ 253 ES 


ー コー を E) ジテ で ょ タ タック ラタン ン ん ア 和 りす 
な り 。 実 を 結ば ば 、 食 べ よ 。 きれ EK と 9 向う 25aL22 2 4 を じ 
稚 の 日 に は 税 を 納め 、 浪 器 す る な か れ 。 ば 8 の 
に アッ ラー は 江 器 する 者 を 好ま ず 。 ( 注 79) | 


注 76 5 誤 104 節 で 述べ られ て いる 牛 の 事 で ある 。 そ れ ら は 、 生 り 物 と し て も 、 荷物 之 搬 用 ほし し て も 使わ れ 
な か っ だ 。 


注 77 メッ カ の 偶像 味 押 者 達 の 「 彼 ら の 押 々 」 に 奉納 ぉ れ た 小 の 事 を さす 。 有 害 の 時 に 、 神 の 名 を 述べ だ こ 
と に 関し て は ここ で は 何 も 言 及 $ さ れ て いな い 。 


注 78 アラ ブ 人 の も う -- つ の 野内 げ た 慣習 を 指す 。 


注 79 前述 の 節 で は 、 価 像 栄 拝 者 の アラ ブ 人 が 自分 半 の た め に 考案 し た 、 信 像 朱 拝 的 な 尼 習 、 弁 げた 民 例 
や お き て が 言及 きれ て お り 、 こ の 館 に な っ て か ら 、 神 の 律 法 が 示 き れ て いる 。 
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第 六 意 アル ーー アンテ 
ーー 斉 を 、 品 吉 5 クッ ンプ アラ タン ラン 2 
143。 アッ ラ は 家斉 を 、 或 る も の は 荷 を 負う 者 EC の 6 を 1 UKC プ lf の 
で さく 、 ま た 或 る も の は 食用 に と 創 た り 9。 2 
ー 5 ッ タ (| あっ 1 2 名 ク 
アッ ラー ー が お 有 前 た ち に 賜 える も の を 食し 、 Oc 45L ol USY う 
門 席 の 足跡 に 追 須 する な か れ 。 げ に 悪 は yz 5 
ち お 前 た ちの 公然 の 敵 な り 。( 注 80) りこ 
せき タ に 二 ア ス ン ン グ 計 し 4 
遇 アッ ラー は 人 人 を 利 9 た り 。 すなわち 壮 oo otah oe で 3 


[一 云 ん 、「 ア ッ ラ ー が 貸 
し る は 、 牡 二 区 な の か 、 そ れ と も 牝 二 匹 
な の か 、 は だ また 胎内 に ある 牝 二 匹 な の 
か ? お 前 だ た ちの 云う こと が 長 実 な ら ば 、 
確実 に 我 に 告げ け よ 」 と 。 


敵 蛇 が 二 頭 、 秩 生 が 二 頭 。 え 、[ ア ッ テ ー 
が 禁じ た る は 、 牡 二 頭 な の か 、 牝 二 頭 な の 
か 、 は た また 胎内 に ある 牝 二 頭 な の か ? 
アッ ラー が 之 を 命じ た る 時 、 お 前 た ちはる 
の 場 に 在り し か ? | と 。 ア ッ ラ ー に 対し て 
蛋 を つき 、 独 識 ら な し に 人 々 を 迷わ す 者 よ 


[ ラン る ラク タッ ニー ン ンス 


し 3 oo と g63E お Mi 
の GS 2 0 
人 SSRUShe2gShJD* 
ル PMMA ie レッ レ た 

いあ 誠 称 92 | 科 る る あぁ ノル ッ ク る 2 


うつ loso 
| 本 の 8 人 6 の 


タイ シッ ンス 


彼 乗 は あろ うか ? アッ ラー は 、 っ 
不 半 な る 幸 を 導 か ず 。( 計 81) @ouD2 人 eo89 人 8 移 地 る 
146. 云え 、「 我 に 啓示 る れ た る も の の 中 で 、 食 イン es 1 ョ る イシ 
べた い の に 食べ る こと を 築 じ られ た 6 の を で EC COCO ク ey 
我 は 知 6 ず 、 死 肉 、 流 れ 出る 血 、 膝 の 肉 一 こ あな と る う を ら を (34 6 脱 ら j 光 
れ は 不義 な る が 夏 に 一 を れ に アッ ラー 以外 レル 。 リャ 7 es 
の 名 が 唱え られ る 族 に 汚れ た る 8 の を 除 。 宅 OS も 剖 3 2 
き 。 きれ と 、 違 犯 の 意志 な く 、 ま た 規則 に の っ 2 4 ンタ ュ レン 
を むく に 必要 に 迫 ら れ や むせ を 得 ざり の 2 の うと 仙 交 うめ 施 交 
し 場合 は 、 流 の 主 は 定 大 に し て 、 情 け 深 く 
し まう) と 。( 注 82) 
注 80 。 その 第 - の 意味 以外 に 、 こ の 節 は 、 る 6 ら に 、 お き て に か な っ だ た も の を 食す る こと は 、 剖 座 の 攻 英 か ら 


自ら を 守る 手段 で も る こと を 示唆 し て いる 。 


法 は 、 


注 81 


偶像 水 拝 者 達 は 、 


それ は 何故 な ら ば 、 


この 館 は 、 


許さ きれ る 食物 と 禁 
も 理由 も 基 角 も $ な く 、 


る れ て いる 


何 の 知 表 随 芝 的 で ある : 


ー230 一 


も し 神 が 生 と らく だ を 食べ る 事 を 禁 
尋ね られ る 。 彼ら は 、 牛 と らく だ は 本 
生 や ら くだ の 了 内 を 食べ る こと は 、 
、 ら くだ は 一 部 の ユダ ヤ や 人達 一 に と っ て は 侍 止 きれ て いる 事 と みな きれ て いる か ら 6 で 


た と 主張 する な ら 、 神 が 
引き れ て いた こと る 
いく ら 5 か の 、 


れ を 伝え だ と いう 
す 神 の 権威 を 提出 
更 凌 重視 の 人々 


食物 に 関し て 、 偶 像 崇拝 洗 の アラ ブ 人 達 に よっ て 作ら れ た 
それ に ひき か え 、 イ スラ ム 教 徒 に よっ て 規定 きれ た 食物 


147、 きれ ビュ ユダヤ 教徒 に は 、 わ れ ら は 爪 生 を セン < 
の うう 4 の SAY AU 
持つ すべ て の 動物 を 共 じ た り 。 ま だ われ ら ざっ 


フッ クス タン 22 る ンー アン 2 ン 3 
は 、 理 中 や 腸 や 朋 に 付き だ る も の を 除い て 、 っ 0 ES 
( 注 83) 生 や 半 や 山羊 の 貼 を 禁じ た り 。 こ リュ シン シン セン シリ ッッ リン 
は 第 等 の 達 犯 た 対す る 店 絆 な り 。( 注 8 の の IN LT 


に われ ら は 真実 を 語る 。 


9 ンー 3 

148. 彼 等 も し 液 を 嘘つき と 責め な ば 、 云 え 、 ACE 全日 レッ ン タタ る イタ ン ン ラ 2 タ る 
[は 9 直す ? 和 か と っ 失っ > ジン あら 5 ca 
れ ビ 罪深い 民 は 、 主 の 激 即 を 押し 戻す こと @ の ei 2 
し 得 ざ る で し 」 と 。 


149、 アッ ラー に 季 神 を 配 する 彼 等 は 云わ ん 、 人 の TPE 宝 IRO 
AI USSS 
[アッ ラー も し 欲し た り せ ば 、 我 等 ぁ 科 等 2 の Ad 
の 父祖 も 、 ア ッ ラ ー に 季 神 を 配 する こ ほ は の の と 32 立 
せ ず 、 ま だ 何 も 茜 を 作ら ざり し な らん 4] と コー タン シラ ン ョ レン 
と 。 同 様 に 、 彼 等 以前 の 者 も 、 わ れ ら の 激 LE に と WM も の 
公 を 味わう まで は 、 社 の 竹 任 た ち を 吐 つ ミー ンク 6 る 
ょ ば ちり せり 。 豆 、 [前 た も 確 た る 名 議 BIS1o の SS 
を 有する か ? 有 る な ら そ れ を われ ら に 示 の 6 る 
の Let! 
せ 。 ぢ 前 た ち は た だ 借 測 に 従い 、 虚 ee Do 


と する に すぎ ず 」 と 。 


去 地 後 も の ヵ を と レン 宅 。 RIg ッッ キレ タタ 
時 0 給 換 は アッ ラー の も の な MC 4 PC41( 電 に 
。 アッラー も し 欲し た り せ ば 、 ア ッ ラ ー < 

は お 前 た ち を 皆 導 きた り し な らん 」 と 。( 注 ou 
85) デー 
の 規律 は 知恵 と 理由 に 基づい て いる 、 と いう 事 を 
禁止 し て いる 一 3 つ は それ ら が 不 光 で 不潔 で ある こ 
2 うこ と か ら で あ る 。 最初 に 述べ た 3 つの も の は 、 腐 肉 、 動 物 か 
そし て 懇 央 で ある 。 
この 節 で られ て い これ ら 全 て は 不 準 で 不 源 す な わ ち 、 を それら は 人 人 間 の 肉体 と 殺 神 の 二 方 の 健康 
に と っ て 有害 で ある 。 ここ で 注意 すべ き 事 は 、 NM う 3 言葉 は 、 季 初 に 述べ られ た 3 つの 禁止 き て いる 物 と 
と も に 読み と る 必要 が ある 。 4 つ 日 の 祭 止 きれ て いる も の は 、 ア ブッ ラ ター 以外 の も の の 名 を と な えて 加工 され た 
食べ も の で ある 。 それ は 神 再 を 滞 す 、 す な わ ち 、 凍 する 不 従順 、 反 抗 の も と な の で ある 。 そ うい う 食 物 を 
食す 事 は 、 信 間 の 精神 面 の 健康 を 害し 、 彼 の 神 に 対す る 愛 を 自ら 失う こと と な っ て いく 。 


タル ムー ド の 中 で は 、 あ ば ら に つい て いる 脂肪 に 関し て は 、 例 外 ほ と きれ て いる 。 


。 根 本 的 に 、 イ スラ ム 教 ( 徒 ) は 4 つの もの を 
し て 1 つ は それ が 神 加 を 汚し f て な いと い 
る され だ 時 、 又 は 傷 を 人 負っ た 撤 れ 出 る 季 、 


注 83 レビ 記 7 章 23 節 


注 84 これ ら の も の は 、 ユ ダ ヤ 人 の 人 達 の 罪 に 対す る 瓶 と し て 禁止 きれ た 。 


年 85 も し 神 が 役 の 人 人々 に 「 神 の 意 ] に 従う 制す る な ら ば 、 神 は 確実 に 、 誤 っ た 事 で は な く 、 正 し いこ 
と を 強制 する は ず で ある 。 し か し 神 の 無限 の 史 下 で 、 神 は 人 間 を 自由 な 取次 人 と し た 。 神 は 人 間 に 、 何 が 
正しい 、 何 が が 誤っ て いる か を 説明 し 、 を し て どちら で も 、 避 び た い 道 に 進め る 様 、 選 択 を 自由 に まかせ た 。 
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アル ・ ア ン ア ー ム 


152 . 


云え を 、「 ア ッ ラ ー が これ を 禁じ た 
証する 証人 を 出せ ] と 。 た と い 彼 3 
る と も 、 液 は 彼 等 と とも に 証言 
まだ われ ら の 神 区 を 虚偽 な り と する 者 ども 
並び に 来世 を 信 ぜ ず 、 主 に 同位 者 を 配 する 
者 ども の 邪悪 な 性 向 に 追随 する な か れ 。 

第 十 九 項 

云え 、 [来れ 、 我 は 主 が 禁じ た る こと を 
前 た ち に 稚 調 せ ん 。 同位 者 と し て 如何 な る 
も の も 主 に 配 す る な かれ 。 両親 に 親切 を 尽 
くせ 。 梁 困 を 区 れ て 子女 を を 区 す な か れれ 一 
前 た ちち 子女 もち わ れ ら が 養っ て や る ほど に 
一 外 に 現われ た る こと で も 、 心 の 内 に 隠さ 
れ だ た る こと で も 、 不 潔 な 行為 に 近づく な か 
の だ ゆめ 以外 は 、 ア ッ ラ テー が 祭 
た る 殺 夫 を する な か れ 。 こ は ア ッ ラ ー が 
お 前 だ ち を 理解 せ し ゆ ん と し て 、 お 前 た ち 
に 命じ だ た る $ も の な り 。( 注 86) 

了 た 折り 児 の 財産 は 最 療 の 管理 の だ め 以 外 

、 彼 が 成年 に 達する まで 、 近 寄る べから 
テア また 、 村 日 は 十分 に し 、 目 方 は 公正 
せよ 。 ( 注 87) わ れ ら は 答 入 に も その 能力 以 
上 の も の は 課せ ず 。 意 見 を や 述べ る 時 は 、 だ た 
と い 近 親 に 関係 せる こと で も 公平 を 守れ 。 
まだ た アッ ラー と の 契約 を や 全う せよ 。 こ は 
アッ ラー が お 前 た ち を 注意 きせ る た め に お 
前 た ち に 命じ た る も の な り 」| と 。( 注 88) 


レル る イン ラッ 放っ タン テー, ター ンタ ン タタ 
人 Ses as 
用 2 2 タ ンク PVEKDIGYSCGRW の 3 ンマ ン 
ンク 59 ン フッ タレ レー る ン ン うる 
IO0UI Ag KGF 
タン タッ ャ ン っ 1 1A 
の る 2282 が ol6 8 
) 


放 和 3 


2 も Ge Jo 3 区 3 


お うる 8 の り 2 
YR 2 の 
RI の っ 


oOCHCKIANGLW 
5 6 ルン 前 重り 
56W の Be 96 
GE の 人 


トチ デザ 1。 


@ ら め 


注 86 

と いう 記 
自体 に 、 
可能 で ある 。 最初 の 文 は 
し つけ 6 入 て いる ” 
は 以下 の 粒 に 読み と られ る 。 


と いう 言葉 に あと 
う 言 葉 を 使う こと し に よっ て 、 ま だ 一 旋 で 、 
直接 的 な 命令 ト 、 を その他 の 両方 が 組み 合わ きれ て いる 。 


も っ 某 で 始ま っ て い 
「 き あぁ 、 


と いう 


訓令 は 、 神 が 実行 する 様 命令 し 
胃 礁 に 定め た 上 葉 律 を すぐ 後 


て きわ 5、 
、 と ら を られ る で き で ある 。 る 
MS し た ぅ の を 私 


て いる 事 で ある 。 一 方 で は 、「 伏 止 」 
7 、 0 それ 


この 節 は 、 


否 ろう 。 神 の パー トナ ー と し て 、 関 連 


づけ る も の は 、 何 で も いい と いう わけ で は な い 事 が 申し つけ 6 れ て お り …… 」 


注 87 生命 の 保護 に つい て の 調 令 の 次 に 、 
邊 88 言葉 を 守る た め の 訓 令 の あと に \ る だ ゆめ の 彰 令 
とい う 語句 の 中 に 合 著 きれ て いる 。 な ぜ ら ば 、 以 前 の 訓令 が 人 間 と の まぁ 


訓 


令 は 、 神 と の 契約 に 関係 し て いる か ら で あ る 。 
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財産 を 守る た め の 式 律 に つい て 述べ られ て いる 


が あり 、 そ れ は 、「 ア ッ ラ ー と の 契約 を 全う せよ 」 
関係 し て いた の に 反し 、 こ こ で の 


アル ・ ア テン 


アー 


56. 


また 、 云 え 、「 こ れこ そ わ が 直 き 道 な り 。 
きれ ば 光 に 従え 。 お 前 た ち を アッ ラー の 道 
か ら 6 離れ し せる 如き 他 の 道 2 な か れ 。 
こ は ア ッ ラ ー が お 前 た ち を し て 悪 に 対し て 
身 を 守ら し めん が ため に 、 お 前 だ ち に 命じ 
た る も の な り 」 と 。 

生井 
一 普 行 を な せる 者 に 対す る 恩 
5 り 、 一 切 の 解明 で あり 、 困 還 に し て な 
9 一 彼 等 は 恐らく 主 と の 対面 を 信 ぜ ん 。 


こ は わ れ ら が | 降 せる 有難 い 経典 な り 。 る 
れ ば 有 に 従い 、 罪 か ら 身 を 守れ 。 る すれ ば 
お 前 たち 慈 悲 に 浴 せ ん 。 


お 前 た ち に 、| 経典 は 我 等 以前 に た だ 二 つ 
の 宗派 に の み 降 きれ た り 。 き れ ど 我 等 は 彼 
等 の 語 め る も の を 知ら ぎり き 」 と 、 云 わし 
め ぎ る た だめ に 。( 注 89) 


机 の MR 2 


を 人 移 5 


イマ イン 


ざり 


De 人 WE 
PU と ぶん BEER 信 9 


ン 2 タ る 


. の OS 


る ノロ ン る ラン 
EE 
REV ク ク ィ ちる WT て 4 
才 MGEOOEVCG つう (ひめ 2 が の 5 
と レッ タッ タ ョ ンス 
@⑨ 〇 5 る 

レタ る レタ ッ タ ウ A セン 
395 説 作 8 GPUGHCC5YDT 
ンタ タン 28 
の 】 ど た 。 ニ ン 


の 85 導 2 6 と の JE20 


DPIOITIEPSOI 


2 ブン を を 。 


ビン ン 


っ 
しい た 


隊 前 ラン 科 多 シイ ン イタイ フッ ン タッ タン 
58.。 また お 前 た ち に 、「 も し 我 等 経典 が 陸 き っ AAL GU OIDSPI 
れ て いな ば 、 我 等 は 必ず 彼 等 より 善導 か 。 
る クタ ン 計る っ ze RdH 月 
れ た る な り ] と 、 云 わし ゅ ざる た め に 。 今 うつ 085 2 完 
主 よ り の 明 託 が 、 す な わ ち 溢 避 と 章 が お タン に こる 2 の る 
前 た ちの と ころ へ 来れ り 。 き れ ば テッ ラー で の 介 ら の 5 い と 2 
の 神 光 を 提 和 し 、 を れ よ り 背 き 去る 者 、 こ ン の Ei ンタ 
つ ) RW U 
な る 者 は 誰か ? われ ら は 、 わ OTN 986 
し 4 々 
れ ら の 神 光 を 意 進 する 者 ども に は 、 を の の る 124 
うと 
点 避 せる こと の た め に 、 恐 みろ し い 徐 罰 を 以 ・ 
て 報 @ べ し 。 の リィ 
レッ ン ン 2 本 6140 ン 
159. 役 等 は た だ 、 諸 天使 が 役 等 の と ころ っ 現 を し CAe26ol (2 
われ る を 待ち 、( 注 90) 主 が 来 臨 す る ( 注 91) = み ッ ァ ッ レッ ュ ン 。 タラ ンー セ ッ ンプ を ン 
= の m 呈 み m E ぱ 
注 89 この 節 で 述べ られ て いる 「 二 つの 宗派 」 は 、 モ ー ゼ の 5 、 ア ラビ そる 
の 宗教 が 起こ っ た ユダ ヤ 人 と (ゾロ アス ター 教 の 経典 で ある ) ゼ * 与 えら 則 に 
住ん を で いた ゲロ アス ター 教徒 の こと だ と も 言え る し 、 又 は 、 ア ラビ ア に 住ん で いて 、 テラ ブル また 二 


派 の 人 々 で ある 、 ユ ダ ヤ や 人 と キリ スト 教 征 の 
注 90 


ここ で は 、「 天 使 が 志 わ れる 」 は 、 戦争 を 使っ 


や を る し て いる の か も し れ な い 。 
ご 、 入 間 へ の 還 を 


する 。 何 故 な か ら ば 、 イ ス 


ほそ の 瑞 と の 間 で 行わ れ だ 戦い に 関連 し て 、 天使 の 到来 が 、 述べ られ て いる か ら で あ る (3 音 125 節 、 
8 章 10 節 )。 
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ラ ゥ 敷 征 
126 節 、 


を 


ーー 


第 六 章 


160. 


61. 


を 待ち 、 また 主 の 何 か 特 別 な る 奇 昧 が ) 
を 待つ の み 。I 可 し て 、 主 の 何 か の 奇 貴 
る ( 注 92) 日 に は 、 それ まで 信じ も せ ず 、 
信仰 に よっ て 壮行 を 積ま ざる 者 が 信じ て 
も 、 益 する と ころ な し 。 云え 、「 待 て 液 等 、 
われ ら も まだ 待つ | と 。 

己 が 宗教 を 分 製 る きせ て 、( 注 93) 宗派 と な 
せる 者 ども に 対し て 、 液 は いる る か も 関わ 
りな し 。 ば に 彼 等 の こと は アッ ラー の も と 
に あり 。 や が て アッ ラー は 役 等 に 、 を その な 
せる こし と を 告げ 知ら すべ し 。 

一 療 を 行う 者 は 、 逐 に 十 倍 す る 報 美 を 受 
《 さ し 。 きれ ど 一 悪行 を ば 、 そ れ に 等 し 
き 応 報 を 受け る の み 。 彼 等 は 不当 に 骨 せ ら 
れる こと な か る べし 。( 注 94) 

な た 「 主 は 我 を 直 
し い 祭 教 アフラ 
の うろ は 、7 アッ ラー に 季 痢 


ッ タ ン ィ レッ 


に 2 を 生 ン 人 SIG 
も 4 


ッ グ 


人 の PU9 の 1 の 
レラ レン 


OO 
先 有 3 人 る 2 先 め 


2 る 


ンク ? で の ン コン ン | 
@ ら oy 233633 し 0 

2 13? 4 
の リン の 0 (1 


ュ ン sw[ ブ クン ク es If4 
ゅ う あっ ot うら 9 の の 
@ ぐ NR 
64. 詩 に は 如何 な る 同位 者 も な し 。 面 し て 我 うー タン ン 1 し る 
NN (CMI 導 10 の 15 
は か く 命 ぜ ら 6 れ た だ たり 、 我 は 服従 帰依 する プシ ドン 
人 人 々 の 秋 な り 9] と 。 
邊 91 「 議 が 来 際 す る } と いう 表現 は 、 真 実 の 山 の 完 全 な 下 減 る 。 
注 92 尊 足 が 起こ る ] と は 、 負 伴 、 投 閣 、 秋 寄 の 様 な 、 こ の 世 の 呈 を 意味 する 。 
年 93 「 己 が 宗教 を 分 裂き せる | と いう 庄 旬 は 、 人 が 自分 の 気まぐれ や 空想 に 従う よう に な る と 、 遅 いとい 


う も の が 人 間 同 上 に 生じ 、 考 え 方 の 合 記 


邊 94 
10 章 


注 95 


よい 行為 は 、 10 倍 に も 、 双 それ 以上 に 
27・28 節 及 び デ ィ ル マデ ィ の 断食 書 ) 、 


祈り 、 各 牲 、 


きす る 様 に 和合 


も 増え て いく 、 
それ に 反し て 悪 


生 と 死 は 入間 の 行動 の 全て の 分 野 に か か わり 、 


の 局面 は 、 神 に 捧げ られ て いる と 富 じ られ て いた 。 彼 の 祈り の 全て は 、 神 に 捧げ られ 、 


え 失 せる こと を 示し て いる 。 


よい 種 の よう で ある が (2 意 262 節 、4 章 4 節 、 
は 、 悪 い 種 の よう に 1 つの まま で ある 。 

そし て 型 な る 預言 者 は 、 彼 の 人 生 の 全て 
彼 の 犠牲 
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第 六 音 


ル ・ ア ン ア ー ム 


165. 云え 、「 我 登 万 物 の 主 に まし ます アッ ラー 
の 外 に 主 を 求む さけ ん や ? | と 。 何 人 も 訓 
れ 自 身 に 稼ぐ のみ 。 他人 の 荷物 まで 背負 うぅ 
こと な し 。 面 し て お 前 た ち は 、 や が て 主 
召 き れる べし 。 その 時 主 は 、 お 前 た ち が 意 
見 を 異 に せる 問題 に つい て 、 お 前 た ち に 和 
げ 知 ら す べし 。( 注 96) 


お 前 たち を し て 地上 に 於 ける 代理 者 ほな 
し 、 お 前 だ ちの 或 る 者 の 位階 を 他 の 者 より 
も 高 か ら し め だ た だ る は 、 ア ッ ラ ー な り 。 を は 
彼 が お 前 た ち に 与え を た る も の に よっ て 、 
前 た ち を 試み ん が た め な り 。 げ に 主 は 箇 凡 
に 迅速 な れ ど 、 ま た 富 大 に し て 、 情 け 深く 
まし ます 。( 注 97) 


166. 


2 ジン ンジ る キタ タン ンタ で (537 アン 4 
の 語ら 2 人 Cr 
ュ ッ タレ ッ タダ 


(のみ りう 3 や 人 ダ ye) 


4 表 人 の 本 3 


ンタ タン 
⑯o ぁ ey 


クン ンタ ン 


KOY い IE GU283 


スン どい セ タッ ス ャ ンー タン ンプ 
58 Co 
と の っ る 95 と (で レ 全 た っ タレ 
⑩ 2Ae う の うら MS 


も 全て 、 神 の た め の も の で あり 、 
を 求め る 事 に な ろう と も 、 そ れる も や は 


注 96 。 この節 
自ら の 十字 保 を 背負 い 


は 、 17 章 16 第 、 5 
、 ピ れ の 行動 に 走 任 


注 97 "この節 は 、 イ スラ ム 
を 拉 け られ 、 国 事 を 統制 する 


、 きる に ゆ 
傍 の 義務 遂行 の 結果 を 明 ら 6 か に し な けれ ば な 


彼 の 人 人生 の 全て は 神 へ の 率 仕 で あり 、 
り 神 の 喜び を 得 ん が た め の 行 放し と いう 事 に 他 な ら な い 。 


剖 40、41 節 E 同 粗 、 キ リス ト の 馬 罪 の 教義 へ の 激しい 合 
を も だ た な けれ ば な ら な いと いう 


) 告 警告 の 両方 か ら 周 
られ る と 告 
な ら な い の で 、 責 任 を 公 


そし て も し 、 宗 教 向 原因 か ら 、 彼 が 死 


を 合 み 、 誰 $ が 、 
事実 に 断固 と し て 注目 きせ て いる 。 


中 衝 に 材 成 き れ て いる 。 彼 ら は 、 力 と 権 不 
ばら れ て いる 。 彼ら は 、 創 造 主 に 対し 、 四 分 
正 と 正義 に よっ て 果 だ たき な けれ ば な ら な い 。 
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cm 


テル ・ 


アラ ー フ 


(メッ カ 和 啓示 ) 


、 恵 み 迄 て アッ ラー の 御名 に ぉ い 


アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ず サー ド 。( 注 1) 


こ は 液 に 奪 示さ れ だ る 経典 な り 、 液 が 
よっ て 和 警 告 を 与え 、 ま た 
だ た らし めん が だ た め に 一 る れ ば これ が た だ た め に 
流 の 胸 を 狭め ゆる な か れ 。 ( 注 2 ) 


キキ より お 交 た ち に 降る きれ た る も の に 従い 、 


主 以外 の 守護 者 に 追随 する な か れ 。 お 前 た 
ち は め っ た に 市 戒 に 従わ ず 。 
。 わ れ ら は 加 何 に 多く の 苔 を 減 ぼ せる こ ょ 

か ! われ ら の 懲罰 は 夜間 に 、 ま た 彼 等 が 琴 
窒 の 最 中 に 隆 れ り 。( 注 3) 

し て われ らち の 交 回 が 彼 等 に 陸 れ る 時 、 
等 は た だ 、「 ば げに 我 等 は 不義 者 な りき 

喚 す る の みな りき 。( 注 4) 


.、 われ ら は 、 必 ず 使徒 を 遣わ る れ た る 人 々 を 呈 


間 し 、 ま た だ 便 徒 た な ち も 必 ず 問 問 す べし 。 ( 注 
5) 


の eee 向う 


で ピー 


IO 


2 っ を と の 968 0GSy 
eawai 

ッッ タ る ク 32Eg 
の 4 も) の 7 CINII 


の SS 欠 MM 
WPMEKGE が 2 交 め る 
人 人 Es5o6U 

OO の 3 
0 とり の 24UU 


注 3 
人 人 々 が 大 抵 劇 っ て いる か 、 


匠 は 全 知 全能 に て 、 真 理 な 9。 


将 に 夜間 (明け 方 ) と 真 呈 が 、 
ぼん や り し て いる 時 間 で ある 


恒 が 下 き 衝 た 時 、 確 固 と し た 無神論 者 き えも 、 


こう し た 控 み し い 時 に は 円 分 自身 の 無力 き ば か り で な く 、 


すべ て の 人 々 は 、 ど ん な 形 で あれ 神 に 対し て 走 任 を 負う とい うぅ 原則 を この 節 で は 、 
を 問わ れる で あろ う 。 琉 、 使 首 達 は 神 の 言葉 を いか に 伝道 し 、 


だ いて い 押 の 昼 が 下る 時 間 で ある 上 こ 


峰 と し て 神 の 甚 け を 求め て 叫び 
より 高い 存在 の 強力 な 力 を 実感 する か ら で あ る 。 


は 、 特 に モハ ッ マ ド の み で な くす べ て の 生徒 に 向け て 話さ る れ て いる 。 


この 時 間 は 


こ で は 述べ て いる 。 


宇 を あげ る が 、 そ れ は 、 


述べ て いる 。 人 々 


千 5 
は すべ て 、 神 の 使者 を どの よう に 受け 入れ 
それ に 対す る 民衆 の 反応 が どう で あっ だ 問わ れる で あろ う 。 
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第 七 意 


・ ア ラー フ 


前 し て 、 あ れ ら は 6 


その 所 業 を 確実 
な 知識 に も と づい て 話 き ん 。 な ん と な れ ば 、 
われ ら は 決し て 不在 な る こと な し 。 


アレン ンタ クン 


の EC seE る 38 


は か は か 1 2、 の アン 4 0 エア オア 

9. その 日 の 學 は 正確 な り 。 衝 重き 者 は 、( 注 MA の PAC 
6) 必ず 成功 すべ し 。 っ 

oO 

10. され ど 終 怠 き 者 は 、 わ れ ら の 神 兆 を 軽 ろ みん 25 る 04TONMEECIPT は の 
じ た が だ た め に 、 そ の 身 を 減 ぼ せる 者 な る 回 。 」 

し 。 oO Gb 

11. われ ら は お 前 た ち を 地上 に 安住 きせ 、 靖 し koyoo9is Ch 

の 手段 を サ え た り 。 し か る に お 前 た ンク 
ち は 殆 ん ど 感 謝 せ ず 。 る oy 
第 二 項 
12、 わ れ ら は ち お 前 た ち を 創造 し 、 し か る 後に お 」 タ ァ ィ NONK 562 3 555 
OWNKKSAOE 朋 
前 た ち に 形 を 与え た り 。( 注 7) し て も われ 
ら は 天 生 た ち に 向っ て [アダ ム に 服従 せよ 」 陸 二 艇 の し 3f2320 
( 注 8) と 命 じ に たと ころ 、 イ ブリ ー ス を 除 
て 、( 注 9 ) 役 等 は すべ て 服従 せり 。 イ プ 
リー ス だ けが 服従 者 の う ち に 加わ ら ぎ 5 
き 。 

13. 神 は 云 を り 、「 わ し が 命じ た る に 、 溢 何故 に 多 の IGG スン ビレ 人 
販 従 きき る か 2」 と 、 す る 5、 イ ブフ リース ebO6 52BDAe う ig 
は 云え り 、「 我 は アダ ム に 勝る 。 液 は 我 を 火 ⑯cb つっ 23 る CB 
で 創り た る が 、 ア ダム は 粘土 で ( 注 10) 創 ダブ 2 
られ た り 」 と 。( 往 1 

注 6 この 言葉 は 比 只 的 に 用 いら れ て いる 。 物 抱 は 、 金 属 や 木 で 作ら れ た 衝 り で その 重き 


な いち の の 重き を 計る と いう こと は 、 


令 は 、 天 使 に 向かっ て 発せ られ だ の で ある が 、 


ガブ リエ ル が 


その 本 来 の 価値 、 長 価 、 重 要 性 を 明確 に する と いう こと で ある 。 
に 、 自 分 の 精神 的 存在 を 


溢 々 に 形成 する こと が で きる の で 


天使 は 神 の 命令 の 神聖 な る 内 


i 長 で ある の に 対し 、 イ ブリ ー ス は 


注 7 人 間 は 、 粘 士 を いろ いろ の 形 に で きる よう 

ある 。 

注 8 

現 者 で ある が 故に 、 こ の 命令 は すべ て の 促 造 物 に 適用 きれ る も の で あっ た 。 

注 9 イプ リー ス は 天使 で は な か っ た (18 : 31) 。 

長 で ある 。 こ こ に 述べ られ て いる こと は 、 人 間 の 最初 の 担 先 で ある 最初 の アダ ム 


ここ に か か わっ て いる の は 、 


後 の ア ダム ( こ 


の 祖先 ) の み で ある 。 


汗 10 
注 11 
いう わけ で は な く 、 
状況 な の で ある 。 2 意 31 久 


[ 杭 土 】 と いう 語 に つい て の 説明 は 
この 節 は 、 神 も イプ リー ス の 間 の 
状況 を 


と は 何 の か か わり 合い ちな い 。 


の 大 地 に 6000 年 前 に 住み 、 ノ ア や アブ ラ ハ ム や 彼ら の 子 多 の 直接 


、3 章 50 節 を 参照 。 
会 話 と し て 表現 きれ て いる が 、 実 了 
で 表現 し た と いう こと で ある 。 イ プリ ー ス が デア 


うし た や り 取 り が あっ た と 
ダム に 服 る な か っ た 結果 が この 
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っ >| 


間 


上 章 


19. 


20. 


. 神 は 云え り 、 


. イ ブリ ー ス 


「 な ら ば ここ より 落ち て 行け 
ここ は 深 加 き 令 慢 な 者 の 居る べき と ころ に 
= ず 。 出 て 行け 。 げ に 液 は 見 下げ は て た る 
華 な り 」 と 。 


は 据え り 、「 役 等 人 間 が 逗 ら し め 
ら る その 日 まで 、 ( 注 12) なにとぞ 我 に 猫 耶 
を 授け た まえ 」 と 。 


. 神 は 云え り 、「 液 は 猫 予 きれ る 者 の うち に 加 


えら 5 れん ] と 。 


- イ ブリ ー ス は 云え り 、[ 液 が 我 に 身 を 詩 ら せ 


だ た の で 、 我 は 流 の 直 き 道 に て 彼 等 人 間 を 待 
た ん 。 


。 病 し て 我 は 、 前 後 左右 か 6 ( 注 13) 彼 等 を 


襲わ ん 。 き れ ば 流 は 、 彼 等 の 多く が 忘 思 の 
徒 な る を 知る べし | と 。 


神 は 所 えり 、「 蔵 まき され 、 近 い 立て られ て こ 
こよ ょ り 去 れ 。 も し 彼 等 の うち 液 に 追随 する 
者 あら ば 、 わ し は お 前 た ち 一 同 で 地獄 を 満 
きん 。 

アダ ム よ 、 液 上流 の 節 は 庭園 に ( 注 14) 住 
み 、 好 き な と ころ て 食う が よい 。( 注 15) な 
れ ど 不義 者 の 類 に な ら ぎ らん が た め に 、 こ 
の 樹 に は ( 注 16) 近寄る な か れ むれ] と 。 


38KGGEaE 


@6bsalo dd 


ンタ し と 1 の 


⑨o832 タ 881W 


@ の 員 の 3 
3 o296089G82CS 6 


②③ る 2 0061 


タラ ンー タン ャ wu 9 タダ マン ョ ン ン を 


2 の 320lou 0226539 35 


AO の し っ 


ッ ン ン 


イン 
AIY3d eo 2 

@ ぶ 2 
8 2 256EU2 
IPROSG1C3 
@% 征 


を 話 ら せる こと も 5 ある で あろ う 。 し か し 、 
も は や イプ リー ス は その 人 間 に 対 し 何 の 害 を 施す こと も で き な い の で ある 


れ ば 、 


注 16 


と 関連 づけ られ て いる (14: 27)。 


が 最も 高め ら か た 的 思 の こ こ 


サタ ン が 張り めで らし て いる 誘 強 の 網 
2 :36 を 参照 


れ は 、 肉体 的 、 精 神 的 に 有 岩 で 


「 禁 断 の 本 ] と は 、 ア ダム と その に 、 
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に カ 人 の 大 復活 の こ と で は な い 
て いる の で ある 。 精神 的 復活 が な い 限 り 、 
人 問 が 一 昌 バ カー (再生 ) 


"ある と し て 式 じ られ る こと 以外 は すべ て 合法 で ある こ 


ある 特定 の 事柄 を 桂 じ て いる 疲 竹 の こと もち 
で ある 。 クル アー ン の 中 で は 、「 良 い 言葉 ] は 「 良 い 木 』 と 関連 し て な り (14:25)、 


人 間 の 位 下 の 復活 ある い は 人 
イブ リー ス が 人 
と 呼ば れる 績 神 の 高い 段 摩 に 到達 す 


Gt7 66)。 


と を 示し て い 


し て いる よう 
邪悪 な 言葉 は 「 悪 い 森 」 


第 七 忘 デル ・ ア ラー フ 
、 ンー イン [ンタ す 】 ンタ イ ニン ン ラ ン と 
21. し か る に 夢魔 が 彼 等 に 嘘 いて 、 彼 等 に 見 え の 414 56( 有 あ 0SEI14 仙 の 9 
ざり し 恥部 を 彼 等 に 知ら し め 、 面 し て 云え ラン ジレ ェ シン ラン 
り 、「 主 が な 前 た ち に この 技 を 禁じ に た る は 、 で ンプ こと 
お 前 た ち を 天使 きた は 不老 不死 者 た らし め 。 ュ レッ を ン ッ ン を レン と 
ざら ん が た だ め な り 」 と 。( 往 17 BKCOOC が UE 
@ の alsll 
22. し て 悪 麻 は 二 和 に 君 っ て 区 えり 、[ び に 我 @S ン 。* 1C と 
ヽ crouo) 2 
は お 前 た ちの 真実 の 助言 者 な り 」 と 。 ウツ AICYIN ゆら 
、 す サタン タイ ッ 2? 2 の る GS 3 る アミ ンス 
23. こう し て 息 麻 は 二 和 人 を 残 き て 随 次 せしめ た で ml 9.03 
り 。 彼 等 を の 樹 の 実 を や 味わう や 、 だ たち まち 3 ンー 間 Ca 
恥ず か し き を 自 党 し 、 庭 田 の 木の葉 で 己 が つら タ 
> 、、 に S コ ュー ュー IOM ン ンション ッ ンス 2 タレ レン ュ ンク 
王 は 二 人 に CC M JE っ 0 ol 
呼び か け て 、 云 えり 、 人 0D406 も に を と レン シュッ ラン ーー ンス 
の 材 を 禁ず ざり し か 、 ま た だ 悪 訂 は ぉ 前 た ち 50eEG OZ 了 | 
の 公然 の 瑞 な り ーpg り し か と 。 の いえ 
24. 彼 等 は 云え り 、「 主 よ 、 我 人 等 は 誤 れ り 。 液 我 (レイ 23< 売 タ 1 の 3 セン ン YE 
等 を 許 き ず 、 蓄 直 を 垂れ され ば 、 我 等 は 必 っ ylo プ ooIC35S 
か 内 19、 ン ン シ 。。 ン ッ ン 
ず 失 敗者 と な らん 」 と 。( 注 19) @⑯ 〇 し > る 記 < 
往 17 邪 坦 な 考え が 最後 に 和信 を 破 減 に 追い や る 時 、 同 時 に 、 を の 人 自身 、 自 分 の 弱点 を は っ きり に と 自 党 す る 
の アダ ム 『 こ と に な っ た 場所 は 、 ク ルアー ン の 中 で は 比較 的 に 「 族 園 ] と 表現 きれ て いる 。 を し 
、 次 に 半 く 文 に て も 比内 が 続け て 用 いら れ 、 ア ダム は ある 特定 の 「 本 |] に 近づく こと を 禁止 きれ て いこ 
て いる か この 「 木 』 と は 、 文 字 通 り の 物 と し て の 本 で は な (て 、 ア ダム が 近 づ な ら な いあ る 特 


注 18 
ダム が 「 既 園 」 の 木の葉 すなわち 共同 体 の 若者 輝 を 集め 、 
し は じ め た と いう こと を し めし て いる の で ある 。 共 者 は ] 思 想 や 備 見 に 


首 達 に 
= 描か れ て いる の は イブ リー ス 
の み で な く 、 
ス は 別人 な の で ある 。 ア ダム や を 
も 内 も ある 邪悪 な 人 間 で あっ て 、 人 々 の 中 に いる 感 


ン ! 


た 。 そし て 、 いて は な ら な いと きれ た 一 
ス (人 名 ) で ある と きれ て いる が 、 こ の こと は 、 
の 証 換 で ある 。 

注 19 間もなく ア 0 

ちと は 、 こ の 人 間 悪 麻 

た の で ある 。 


- 疾 、 


サタ ン の た め 、 


る の は 、… 般 に 若者 


と 呼ば れ 、 


従い 彼 ら を 助け 
彼 を る 
クル アー ン 人 多 体 を 遂 し て 、 
その か し 、 癌 
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疾 の こと で あっ だ た 。 ア ダム が 近づい て は な ら な いと きれ だ の は 、 
感じ な い 人 々 で あっ た か ら で あ る 。 


アダ ム の 共同 体 に 多 像 が 入り 、 中 の 憶 い 人 々 が 共 
彼ら の 協力 を 


だ ち も で ある (10 :84。 ア 
その か す 者 が サタ ン と 呼ば れ て いる 。 こ の 区 別 は 、 こ の 節 
関連 する 紹 す べ て に 
を 犯 る きせ だ シャ イタ 
で あり 、 サ タン の 座 現 で あり 、 
族 の ・ 員 な の で あっ た 。 モ ハッ マ ド は ば 、 
彼 が 人 間 で あっ て 皿 培 で は な いこ と を 示す も う 一 つ 


後 析 し つつ 、 急 いで 押 の も と へ 戻っ た 。 を も 
、 神 が か か わり 合わ な いよ う 遇 告 し た に $ か か わら ず 、 支 援 者 と 間違え 


この 一 族 が 彼 の 蔽 で あり 、 候 に 


同体 の 絆 か ら 雌 れ て いっ た 時 に 、 ア 

統一 、 再 編成 
と ん ど と ら わ 和 な い の で 、 軍人 
ダム に 従う こと を 拒否 し た 首 と し て クル アー 
て 、 胃 確 で ある 。 す な わ ち サタ ン と イブ リー 
ー ン は 、 目 に 見 え 只 悪 寺 で は な (、 自 
イブ リー ス の 代理 人 で あっ 
彼 の 名 前 は ハリ 


もそ 6 アダ ム の 誤 
た こと に あっ 


アル ・ ア ラー フ 


25. 主 は 云え り 、「 出 て 行け 、 前 た ち は 互 に 敵 
と な らん 。 地 上 に は お 前 た ちの 仮 の 宿 と 、 
ひと 時 の 楽し みあ り ] と 。( 注 20) 


26. 前 し て 王 は また 云え り 、[ を こ で お 前 た ち は 
生き 、 そ を こ て 死 に 、 面 し て を こ ょ り 中 らし 
め ゅ ら る べし 」 と 。( 生 2 
第 三 項 
27.、 プ ダム の 子 ら よ 、 げ に われ ら は お 前 た ち に 、 
恥部 を 柳 い 、 ま た 節 る た め の 衣 服 を 投げ た 
り 。 さ きれ ど 、 正 義 の 衣 愛 こそ を が 最 高 な り 。( 注 
22) こ こ は 彼 等 に 忘れ きせ ぎ る だ め の 、 ア ッ 
ラー の 神 光 の 一 つ な 5 。 


28. アダ ム の 子 ら よ 、 剖 麻 が か つて 、 ぉ 前 た ち 
の 先祖 に その 孔 部 を 知ら し ゆん が だ ため に 、 
その 次 を 介 ぎ 構っ て 條 等 を 尾 財 よ 9 放送 せ 
し め た よう 麻 F た よら か る れる な か 
れ 。 事実 、 正 魔 と を その 一 族 は 、 前 た ち に 
は 見 えき る 1 ろか ら お 前 た ち を 見 る 。 げ 
に ち れ ら は 、 亜 庭 を し て 信 ぜ ぎる 者 ども の 


ーッ グッ を る と コン っ 多 っ る っ ン 
EGO3? 人 9 まり ス 静 41d6 
フン る タマン 2 が 


@⑥oe の ! 2 


っ oO53 Go63 sd5 
と レッ タン タタ 
⑩⑯ 〇 や 


9 ィ ン レノン! 


を アン 
MI に COO AS 
の 5 を 0 な 史 891 みう と = 
ネン タタ ンズ も 
oOW 内 
イン シン ン ン ラン プン フュ ン ン 
4 SIK の ART BY eu 
に iC ンタ マン あず (に 
レン > の LE 


ea Me GE AG 


ンク タタ ア 

友 と な せり 。( 注 23) の YOPY 4 
注 20 。 この節 で は 、 ア ダム か 自分 の 生地 か ら 他 の 地 へ 移住 する よう 命令 され た こと を 胃 ら か に し て いる 。 そ 
うな っ た の は 、 彼 の 共同 体 の 中 に 様々 に 異な っ た 人 達 の 間 に 、 急 し 和 と 抽 し み が 生 まれ て きた か ら で あ っ た 。 
この 事 容 は 、 ア ダム が 出 て 行く よう 命令 され た 「 妖 園 ] が 楽 岡 では な か っ た こと の も うぅ -- つ の 証拠 な っ て い 
る 。 ア 婦 ふ は 、 彼 の 生地 メンボ ポタ ミア か ら 出 て 、 近 隣 の 地 に 移っ た よう で ある 。 こ の 移住 は 、 多 分 時 的 な こ 
と で あり 、 ず っ と 後に 邊 は 自分 の 故 部 に 戻っ た な で あろ う 。 事実 、「 時 へ の 備え を ] と いう 言葉 は 、 移 住 が 一 時 的 な 


も の で ある こと を 、 
を 受け て いる の で ある 。 それ も 、 


注 21 ' 毅 的 な 記 に 解 局 すれ ば 、 
な いと 示唆 し て いる の で ある 。 入 は 地上 で 生き 、 


注 22 アダム が 「 放 園 ] に お いて 自己 の 「 裸 身 ] に 縄 っ た の は 、 
注 23 シャ イタ ー ン と 呼ば れる その 仲間 走 は 


人 人 間 の 居れ た 明 点 を 探し 出し て は 、 人 間 が その 邪悪 な 心 
人 間 の 試 績 し し て 、 サ タン を 人 旬 り に な っ だ た の で あり 、 
障害 物 し し て の 役割 や 果たす の で ある 。 了 障害 物 と は 、 
競 省 者 達 が ぅ っ と 用 心 深 てく なり 、 
人 生 に 條 けた 、 不 注意 者 、 怠 憧 な 者 は 、 
に 向かわ せ だ 人 ある い は 人 人 々 を 資 め る べき で は な い 。 


僅か に ほのめかし て いる 。 ア ダム は 、 
今や 彼 は 水 遺 に 分 の 生地 に 


この 節 は 、 人 間 は 誰 $ 物 た し て の 軟体 を 持っ た まま 楽 | 
地上 で 死な な けれ ば な ら な い の で ある 。 


普通 は 日 に は 見 えな い 。 彼ら は 、 
や ます ます 強く する よう 仕向 け 
サタ ン は 、 人 間 が 辿っ て いく 神 の 旅路 の 途中 に 
功 害 する た ゆめ の も の で は な い 。 
それ まで 以上 に 努力 を する よう に な 
帳 分 自身 を 次 ゆる べき で あっ て 、 


れ か ら 先 、 て し て いる よう 克 語 
信 む べき で ある か ら な の で ある 。 


け 


ロ 計 - 


で 、 
を 


に 填 る こと は で き 


餅 謀 な る 信仰 た いう 衣 旧 で あっ た 。 


寅 か に 力 を ふる い 
る の で ある 。 神 は 


人 人生 と いう 競技 の 中 で 、 
る た め の ち の な の で ある 。 陸 害 物 
彼ら の 気 挑 を 試す た め 、 彼 ら を 
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第 芝 


ア ラー フ 
29. 彼 等 は みだら な 行為 を する 度 に 、 云 う 、「 我 ヤセ! イン イン レッ ン ン 氏 タン 
等 は 、 父 折 たち が を れ を 行う を 見 な り 。 ア ッ AI 0 ら SEM 
ラー が 之 を 我 等 に 命じ た り 」 と 。 云 えん 、[ ア ッ GR VS 2 の 革 る 
ー は 決し て みだら な 行為 を 命ぜ ず 。 お 前 。 
内 ラ ー ュー プン 2 タ イタ ン イェ レン イン 2 タン ン 
た ち 、 ブ ッ ラ ー に つい て 己 れ の 知ら ぎる こ eo 3 じ 届 まく 3 狐 
と を 均 う か? と 。 
30. 云え 、「 主 は 正義 を 命じ 給え 9。 きれ ば 礼 提 タイ ンプ ク 25C エ 3L ラ ング 
の 場所 で は 、( 注 24) 常 に その 顔 を 主 に 正 し の めす 72 の ぎ 
く 向 け て 新 り 、 誠 を 尽 し て 信 ぜ よ 。 主 が jp ーッ 名 ン K を 1 ドル 401 
還 Oo まち FOB 
前 た ち に 生 を も た らし た る 如く 、 才 前 た ち FI の 5 
は いずれ 主 の 許 へ 放り 行く 」 ほ 。 (25) 52 
、 ー 、 ーー _ タタ タプ ント る ン ン セン 全 32g 
31. 主 は 或 る 者 は 導き 、 ま た だ 遂 癌 する 者 は うち glL2UAete > AA 
投 て だ り 。 彼 等 は アッ ラー を さ し お いて レル レン ルン る 
選 護 ども を 仲間 と な し 、 し か も 自 6 は 下 し O と や 人 8oo っ 人 に KoreaBy4 
く 導 か れ て いる と 思う 。 ッ タ ンタ ラダ る 
@GyOSe2 。1 
ー」、 ー リー 間 和 ャ タン ルン ン 9 タン デス 
32.。 ア ダム の 子 ら ょ 、 礼 失 所 に 放り る 礼 枯 に 1 生 ン 2 で あ バ GT 
は 、 服 水 に 気 を つけ よ 。 ( 注 26) 飲 p『 も よし 、 と ラン 
食べ る も よし 、 な れ ビ 度 を 通 ご す な か れ 。 3 の と 5 
げに 手 は 度 を 過 ざ す 者 を 好ま ず 。 
第 四 項 
33. 忘 ん を 『「 ア ッ ラ ー が その 僕 の た め に 0 る レン ュ ン ン タン の を トン の 、 ン ブッ ン 7 
装身具 や 、 そ の 賜 え る 清宮 な 食物 を 茜 の で テ | の | 人 8 で の テン 
誰か う ク ーー ニュ ュ ンタ クー ・ 5 シリ レ 2 ッ る 2 タク あ 2 し 
る は 誰 み ?」 と 。 云え 、 [ct の 1 の 6、 CC さ の ee 
復活 の 日 に 如 い て 、 現 世に て 信徒 な り し タン ターン 
人 々 に の み 限 ら る 1 ほ 。 ( ま 27 か く の 如く (、 9g0Oapd0O> 鹿 し 
われ ら は 知識 ある 人 々 に さま ざま な る 特 兆 
を 説明 す 。 
注 24 祈り の 時 間 が 近づき 、 寺 院 に 出かけ る 時 E 達 は 、 世 俗 の こと を 忘れ て 、 神 に 5 
集中 し な けれ ば な ら な い 。 す べ て の 祈り の 前 に 行 谷 は 、 信 徒 の 心 を 神 に 和 面 け きせ 、 林 り を 行う に 


注 25 
々 の 肉体 


に させ る こと を 目的 と し て いる の で ある 。 
1 主 が お 前 た ち に 生 を も だ らし た る 如 て 、 


て いる の で ある 。 


注 26 
行く 時 に は 、 で きる だ け i 
千 27 
米 は 信徒 た ちの た め の も の で ある 。 装 米 に は 、 不 信徒 を 除き 、 信 


美しく 装う 


神 が 用 意 な きっ た 玲 晴 らし い 汚 れ な き 物 は 、 


お 前 た ち は い ずれ 主 の 許 へ 記 り 行く ] と いう 言葉 は 、「 度 
叶 の 子宮 の 内 で 次 第 に 成長 する よう に 、 我 々 の 嘩 $、 死 後 、 同 様 な 成長 過 得 を 辿る で あろ う 2 と 言っ 


こと は 身体 的 に も 精神 的 に も 必要 な こと で ある 。 号 体 的 な 観点 で は 、 信 徒 達 は 祈り の 場 へ 
『 泊 で きち ん し し た 服装 を する こと と る れ て いる の で ある 。 


いて は 不信 徒 と も 分 か つの で ある が 、 本 
ちの み 思 恵 や 与 を た られ る で あろ う 。 
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アル ・ ア ラー フ 


34. 球 え 、「 主 が 禁じ た る こと は 、 み だ ら な 行 放 、 イフ ラン スン スーン ッッ ャ レン の 
を は 外 に 現われ た る も の で も 内 に 秘め た る 9 の CA を Cy 
も の で も 、 ま た 罪 と 邪悪 な 培 犯 (アッ ラー 0 の EN 22 

の 1 
が 何 の 権 能 も 授け ぎる も の を 前 た ち が 2 競 め る ンズ の ポジ 
テッ ラー に 配 し 訪 る こ ほ 、 並 びに アッ ラー の 56E る ぁ 婦 
に つい て 己 れ の 知ら ぎる こと を 云う こと な 
り 」k。 

35、 い ずれ の 民 に も 一 定 の 期限 あり 。 そ の 期限 OsE39 44 当 移 64 ああ 
至れ ば 、 一 職 な り と も 畔 速 する 能 わ ず 。 ( 注 名 グリ 
28) @Oyoa23 5 AUS 

36、 ア ダム の 子 ら よ 、( 注 29) も し お 前 た ちの 中 多 2% 鐘 を 。 タ タタ 嫌 放 ウチ シン | 

ao AI は ひっ ES 1 231 
ょ り 刀 ば れ し 使 委 が 前 た ちの と ころ に 来 2 の 
て し 使 大 が っ ン ン 。 スン 計 c 
て 、 わ が 神 兆 を お 角 た ち に 物語 る 場合 、 そ る 2 者 ご 1 
れ で 神 を 思 れ 、 辞 事 を 行う 者 に は 、 共 れ も ノシ レン ーッ 
砺 衣 も な か る べし 。 Ooo っ の 

97. きれ に わ れ ら の 神 光 を 拒否 し 、 間 大 に も GMCGOCJRY 3 
より 顔 を そり ける 者 だ も 、 彼 等 は 業火 の 住 2 科 
人 と な り 、 を の 中 に 永 区 に 住ま ん 。 @630 は GS 2 1 

938. アッラー に 対し て 偽り を 拓 を の 神 区 その ッッ る る タロ シッ ンタ 

6 1 

を 虚偽 な り ょ す る 者 以上 に 不 義 な る 者 は 座 3 び 色 を els 250o 
か ? か か る 徒 還 は 定め られ た 通り の 運命 を pi な 2 た を 2 
持つ べし 。( 注 30) や が て われ ら の 使者 た ち oe PICTOMDECN0 
が 彼 等 を 訪れ て を の 命 を 召す 時 、 使 者 た ち Ko 3 る RC 
は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 外 に 、 日頃 前 だ ち 。 。 レッ ォ ーッ ァ ン 。 
が 半 な る 閉 は 、 今 何処 に あり や 7」 4。 後 8262386 向 oo お 
等 は 等 え ん 、「 我 等 は 彼 等 を 見 出せ ず 」 上 。 ウイ 
か て て 彼 等 は 自ら 不信 心 者 た り し こと を 立 らい を に OD 
証 す べし 。 

注 28 ある 民族 に 軸 が 下る と 定め られ た 時 が せま っ て くる と 、 も うそ れ を 回 避 す る こと も 、 遅 ら せ る こと も ぅ 、 


別 の 時 期 に 延期 する こと も 不可 能 で ある 。 


往 29 この 点 に つい て は 、 特別 な 

ま ] と い まほ は 、 モ ハッ マ ド の 時 代 の 人 々 に 向かっ て 、 ま た だ ま 
て 呼び か がけ て いる の で ある 。 遠い 過 示 の 人 々 や 、 

注 30 この 言葉 は 、 神 の 使者 を 拒絶 する 著 だ ち も は 、 


ら の 目 で し か と 見 る で あろ う 。 また 、 


あろ うと 信 べ て いる の で ある 。 
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を 加え る に 値する 。 即ち 、 芝 出 の い くつ か の 節 ほ 同様 、「 ア ダム の 子供 達 


和 れ か ら 生 まれ て くる 肛 代 の 人 々 に 向かっ 


テア ダム の すぐ 決 の 世代 に 向かっ て 呼び か めか け て いる の で な い 。 


彼ら は 敗北 し 、 挫 折 す る と いう 預言 が 実現 する の を 、 上 日 
神 の 使者 に 逆らっ た 因 で 、 


彼ら に 下さ れる 制 を 史 み し ゆる こと に な る で 


第 七 音 アル ・ ア ラー フ 


39. 主 は 云わ ん 、 | 流 等 、 お 前 た ち 直 前 に 逝き だ ED CE 5 の パ 
る さま ざき な る 民族 、 妖 寺 し 人 間 の 集団 に プシ 
混 っ て 業火 に 入れ | と 。 一 つの 集団 が 入る の の の! Id 5 
た びに 、 必 ず 生 妹 集団 を 児 い 、 次 を こ に 。 2 シディ 
入り 終る や 、 最 後 の 集団 は 量 初 の 集団 に っ 2099 58551 ks 3 
いて 云わ ん 、( 注 31) 「 主 よ ょ 、 我 等 を 迷わ し 


と 


ち ( で プル [グッ 。 し ン ン テン タイ 9 人 

め た る は 、 こ の 者 ども な り 。 き れ ば 彼 等 に 数 5 
業火 の 看 を 二 倍 与え よ 」 と 。 主 は 云わ ん 、 て る クッ 、 衝 イ 
[座れ に も 皆 二 悦 の 刑 記 を ( 注 32) 与え ん 。 ei333 edW 


きれ とお 前 た ち 、 之 を 知ら ぎる の み 」 と 。 
ば あ 品 


40. 最初 の 者 きも は 最後 の 者 せ も に 向っ て 、 守 の 多 98 1 が くま PRIE 
わん 、「 お 前 た ち は 我 等 に 勝る と ころ な し 。 


ン 3 の プイ フク 2 タン タン 
きれ ば お 前 た ち が な せる こと に 対す る 向 還 の KA4 の WIINRKd 内 


を 味わえ | と 。 
し し 第 五 項 Aa 右 5 届 の 
旬 。 あれ ら の 押 計 を 拒否 し 、 生 大 に 5 そり 上 Lo 和 y8 
を そむけ る 者 ども 、 彼 等 に は 天門 断じて 開 ン 


と タタ ッ ン レレ タ ュ の の 2 の 
か れず 。 ま た 交 逐 が 針 の 入 を 通 も ね 限り 、 と 2 16 人 人 の CPIO 
役 等 は 楽園 に 入る を 得 ざ ぎる べし 。 か く の 各 の 
(、 あ ちら は 馬 人 ぼ も に 科 め 。 DCIIOP アコ は 


ンタ ン 2 ノ 
9. 彼 等 の 徐 床 は 地 坪 な り 。 上 も まだ 同じ 地域 る 0 全う 3 っ の 


で 、 彼 等 を 表 う 。 わ いれ ら は か て の 吉 く 不義 ララ 
者 に 報 。 Ce 


43. され E 信 じ て 、 善行 を 積む 人 々 は 一 われ ら 6 CS SS sj POT 
は 符 久 に も 能力 以 上 の 6 の を 課せ ず 、( 注 の う = 


33) 一 楽園 の 住人 で あり 、 を こ に 永久 に 住 es 2 CATOMEPYO 
まん 。 
4 われ ら は 箇 何 な る 毅 選 も 役 侍 の 胸中 よ り 履 る 6 有 み な ポポ SC 
り 除く べし 。 彼 等 の 足許 に は 河川 流れ る ペー し し トラン レン の 
し 彼 等 は 云わ ん 、「 葉 等 を ここ に 導き し 50COS は 痕 あ の 5 KIND 
アッ ラー に 護 を あれ 。 も し アッ ラー 我 等 を 
往 31 指導 者 達 (最初 の 集団 ) と 彼ら に 従う 者 達 (最後 の 集団 )。 


注 32 苦 窒 ほ 背 悩 は 、 そ れ が 続い て いる 間 は 激しく 感じ られ る で あろ う 、 神 の 苦悩 は 大 え 難い ちの で ある だ 
ろう 。 


注 33 挿入 名 の [何人 も 能力 以上 の も の を 課せ ず 」 と いう 名 は 、" 因 は 人 間 の 本 質 に 根ざし て お り 、 人 間 は そる 
こ か ら 人 逃げ 出す こと は で き な い " と いう キリ スト 教 の 救 貴 と 反し て いる 箇所 で ある 。 
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導 か ざり せ ば 、 我 等 は 正しい 壮 を 得る 能 わ 
じ 。 げに 主 の 陳 徒 た ち は 真 理 や も た らし た 
り 」 と 。 面 し て 彼 等 は か く 告 げ ら る べし 

「 こ は 前 た ちの 行い 敢 に 、 報 美 と し て 授 
けら 65 れ た だ る 楽園 な り 」 と 。 
楽園 の 住人 だ ち は 地 狂 の 住人 た ち に 向っ て 


MC ィ ッ ン ン ン アー さ イン 

4EOA 9 
ウン 記 | 9 条 K44 
の MO) のめり の ひめ 


ロレ 36 


45. 【 シ と? MI 1 こ g ンタ イト る | ie 
去 わ ん 、「 我 等 は 半 の 約束 が 真実 な る を 見 た PCIKCOEKOI MM 
5 。 AM と し の な を を た と イン G 人 3 ん 38 る し 狼 W 3 の 2 ビ 
る か 。 彼 等 は 答え ん 5 を の ッッ シン 
を 2 ッ ク ン ン で の ンタ ン る イン の る る レ 
の 時 、 一 人 の 布告 者 が 両者 の 間 に あ り て 、 癌 交 2e うち oO55 る ン 20 
云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 呪い 、 不義 者 の 上 に 隆 ゝ H 
る 一 を 4900 SI 
46. 第 等 は アッ ラー の 道 か ら 人 々 を 音 か し め 、 52 約 知ら の 9 9 
逐 を 鈴 め ん と し た ば か りか 、( 注 4) 来世 も 
ズン フッタ の っ タ 
信 ぜ ぎる 者 ども な りほ 。 @555320 る 
47. 両者 の 問 に 隔壁 あり 。 し て その 高 豆 の 上 滑 34 に 名 ン シ シ ン 
めき り p) 5 の Cs。 
に 人 々 あり て 、 記 号 に よっ て すべ て の 者 を _ 2 レ プー 。 
識別 す 。 彼 等 は 楽 岡 へ 行く 人 々 に 声 を か け CAW 玩 狗 こ 銘 DO 人 2 
て 、 わ ん 、「 あ な た が た に 平安 あれ 」 と 。 の の あの レラ 
彼 等 は 未だ 楽園 に 入ら ね ど 、 を こ に 入る を ⑲ ら 2 
希望 せん 。 
48. 次 に 彼 等 の 目 は 華 火 の 従 潮 に 」 転じ て 云わ EGG Ma ィ ィ 徹 2 (た 1 
ん 、 「 下 ょ 、 我 等 を 不義 な る 徒 佐 と 一 緒 に す ン ン シッ ン 5 
る な が かれ] と 。 @<uMIe20 6 
49. 高 避 に 居る 人 々 は 記号 に よっ て 人 人 を 識別 1e コク 58 2 で (の 312 と 2 ルキ 全国 1 し 
し 、( 和 35) を の 者 た ち に 呼び か り て ニ ゎ (ば っ 6 のち りう 6 ICO 
ん 、「 お 前 た ちの 多く の 宮 も 、 仙 慢 き も 、 と @3562 YS02 人 6 < 当 本 
も に 自ら を 和 人 益 せ ぎ る に 非 ず や ? 
注 34 この 表現 は 、 芝 を 行なう 者 送 は 、 真 の 宗教 な ど 堕 落 き る きせ た いと 承っ て いる と い ある 。 彼ら は 、 


彼ら 自身 邪悪 な だ け で は な く 、 


他人 を ぁ 彼 6 の 如く 


変え た よう と る え し て いる の で ある 。 


『 に 敵対 すれ ば 、 


段 上 に いる 人 即ち 
造 き まれ だ の で あり 、 避 


鞍 し むべ き 結 木 に な る こと を 、 


、 信 々 の 中 の ある 特定 の 者 達 に 呼び か ける で あろ う 。 
EE は こう し だ た 人々 を 彼ら の 特別 な 特徴 に よっ て 見 分 け 、f 
今 こる 理解 する 必要 が ある と 告げ ける で あろ う 。 


に 変え て し まお う ょ よし 、 更 に 宗教 の 教義 を ゆがめ 、 勝 手 に 


達 は 彼ら の 
H か っ て 、 人 質 
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50. お 前 た ち が 、 デ ッ ラ ー は 邊 閥 を 施 る ず 上 折っ ョ >」 > あろ yo 癌 史 殺 
える は 、 こ れ 等 の 人 々 な る か ?」 と 。 神 は ダーン 205 - リグ 0 
親 る タク ク クイン の ッ マ と マン る テ 
役 等 に 向っ て 云わ ん 、「 楽 園 に 入れ 。 お 前 た 6⑥o8 受 人 90 さがり 521USS 
ち は 恐 れ も 悲 京 も な か る べし 」 と 。 
51. 楽 火 の 住人 た ち は 楽 岡 の 住人 だ ち に 呼び か 人 OK の IRC 
け て 、 球 わん 、「 ア ッ ラ ー が お 前 た ち に 与え レン ルン ji 
タン 
た る もの 、 水 な りな ん な り 屯 等 に まげ 」 ほ 。 ee た 20506 45 し AS PC 
彼 等 は 答え て 誠 わ ん 、[ ア ッ ラ ー は 不信 選者 の 4 人 W2 
ども に を の 両方 を 持 じ た り 一 @ マ め N 
52. 宗教 を 気 晴 し か 娯楽 と 考え 、 現 世 の 生 活 に あう 始 51 < 
うと うこ 3 22663K24U] 
湊 か れ た る 者 ども に は | と 。 され ば 、 彼 等 2 レー 
し ュー 3 プー テン 9 イィ ング 3 イン ッ ン 7 
が この 日 の 対 箇 を 記 れ 、 わ れ ら の 神 兆 GIIAI く EK Ge 
め ぎ り し 如く 、 全日 あ れ ら も 役 等 を 忘れ レラ レン レコ 
らん 。 of4t 04 
53. げに われ ら は 彼 等 に 経典 を 6 た らし 、 知 識 る 。 る 2 し と る 2 1 の クラ ニー タ セイン 
うつ - ひ Q ぁ eg AUS っ の らい 9 
に 蒸 いて を れ を 記述 せ 9 。 こ は 信ずる 人 々 和 を ー 
へ の 溢 導 に し て 、 か つ 慈 悲 な り 。 の の 3 る を らち 
54. 信 彼 等 は 、 た だ 警告 の 結果 、 を れ 以 外 何 を 了 字 6 レ ラシン 1 
待つ か む ? を の 結果 が 到来 する 日 、 以 前 に 光 KR 3038 の 
之 を 窟 れ て いた 人 々 は 「 主 の 使徒 た ち は 確 ss2[ 3 5 の 委 
つう 5 US ら 2 8 の 
か に 真実 を も た ら せ り 。 私 等 の なめ に 執り M 久 晴 内 * eo の 93 
成 し て くれ る 促 義 者 は いざ る か 7 それ と も OS の 1 生 人 多 8 
我 等 を 再び 現世 に 返し て くれ る な ら 、 こ れ 2 と 
まで し て 来 た こ と と 違っ た 行為 を な すべ き る 2 2855 ん 408Ucy は 上 之 
も の を 」 と な わん 。 げに 彼 等 1 時 0 と レン 4 ラク タク 
せり 。 面 し て を の 提 人 せ る も の は 、 役 等 2 
昌 符 て たり 。 2 の 2 プラ イン 2 リタ シン る 
第 も 項 た IEPG 2 8 
55. げに お 前 た ちの 主 は デッラ ー に し て 、 太 日 W 
の 間 に ( 注 36) 天地 を 創り 、 し か る 後に GUNGI ま 2 だ て の 
往 36 この 期間 の 長き を 推測 し た り 、 決 定 す る こと は 不可 能 で ある 。「 一 千年 ] か も し れ な いし (20: 48) 、 


「 五 万 年 」 か も し れ な い 70: 5)。 
の ある 時 代 は ・ 千年 以上 で あり 、 
の 形 郊 に まで 発展 し て 


神 は 、 神 の 時 代 の すべ て を 我々 に 明らか に な きっ て いる わけ で は な い 。 神 
また 別 の 時 代 は 五 万 年 、 何 壇 年 た 続く か も し れ な い 。 科 学 
る の に 何 百 万 年 も あか か っ て いる こと を 明らか に し て いる 。 イ スラ ム 教 の 高 名 な 学者 イ 


『、 天 空地 が 現在 


プン ・ ア ラビ ー の 見解 も 同じ 結論 を 引き 出し て いる 。 こ の と お り 、 我 々 は 、 天 地 の 創 E 成 し て いく # 全 日 
問 ] の 長き を 切 礁 に する こと は で き な い の で ある 。 神 は 、 そ れ ぞ れ の 期間 に 、 そ れ ぞ れ の 変化 や も だ らき れる 。 


変化 の ある も る の は 、 一 千年 、 あ る も の は 五 万 年 、 ま た あ る も の は も っ と 兵 い 歳 月 を 必要 と する で あろ う 。 我 々 
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単に 登れ り 。 (37 後 は 夜 を て 宇 を 折る の の 人 


わし め た れ ば 、 夜 は すみ や か に 便 を 追 大 す 。 2 ン っ の やけ 
更に 彼 は 、 日 月 星 兵 すべ て を 剣 9、 こ れ 6 す 。 ら と ルフ の CYSIPNGPI MI % 
ら っ と 619 53218 測 め 
べ て を 己 が 命 た 服 き せ 給 う 。 げ に じ 制 造 上 支 95 
も の タイ 1 タ 
配 は 彼 の 所 有 な り 。 計 を あれ 、 方 物 の 主 ア ッ eg 
ラー。 
56. 心 を 虚しく し て 、 密 か に 主 に 祈 れ 。 け に | は 35 Rd 
は 罪人 を 好ま ず 。 レッ の 
@⑳ ツ と ュ り ! 


57. 牧 序 が ( 注 38) 定まり た る 後 、 地 上 に 乱 ラシン レイ ロス 2r っ 2 の フン 
を 起す な か れ 。 長英 し 、 希 望 を 抱い て 主 に OOCCPDP DIY 
祈 れ 。 げ に アッ ラー の 項 間 は 善行 を な す 者 Cc 9 の か SE 
の 近く に あり 。 ^ 

58. その 慈 砺 に 先立ち 、 朗 報 し し て 風 を 送 9 出 xs る 2 5 
er . 彼 な り 。 風 が 重い 壮 を 如 べ ば 、 レレ 由 

1 際 1 46 SR ミン 
われ ら は を 不毛 の 地 に 送り 、 そ れ よ り 水 に CSSLSE 

を 時 らい きま ざま な る 果実 を 生 ぎ し セ 。 る を 4 に 36 

隊 に 、 わ れ ら は 死者 を 駐 ら し むる な り 。 KG で TNC 2 る 


シ 


Oo 2 ン 22 5 る 
ンジ 


前 だ た ち 莉 らく 教訓 を 受け ん 。 フッ クィ イン ゃ ッ 用 
39 軸 四 て 
まく と っ タ タン ノッ 


に の の) 前: 中 に ーー 三 コ に ェ る マン 2 の ンプ タタ タン の 
は 主 の 許し に より て 章 林 繁 克 す れ と 、 GAN3 く おう 3 う ob 5 に の eu っ (WII 
悪 土 は 條 弱 な も の 以外 育た ず 。 同 様 に 、 わ 
の わか る こと は 、 天 地 の 全 造 は 、 完 全 な 完結 し た 形 に な る た め に は 、 藤 い 六 つ の 期間 が 必要 で ある と いう こ 
と の み で ある 。 
邊 37 「 神 は 玉座 に 驚 れ り 」 と いう 


は 、 物 質 的 な 宇宙 の 創造 の 後 、 神 の 点 寺 し た 属性 と を れ に 類する 特 


性 が 発揮 き れ て 、 世 界 の すべ て の 事 々 が 、 一 連 の 自然 法 に よっ て 統 楽 き れる よう に な っ だ た と いう こと を 意味 す 
る 。 
往 38 この 表現 は 次 の よう な 意 で ある 。 ク ルアー ン が 胃 ら か に きれ る 以前 は 、 不 信 を 


活 を し て いて も 、 を それ に 対し て 何ら か の 言い 訳 や し て きた 。 し か し 、 完 全 な 導き の 等 が 音 き れ た か ら に は 、 彼 
ら は 、 も は や 下 を 為 し 続け 、 罪 悪 と 不正 に 屈し 、 削 も 受け る こと な く 正 反する 生活 を 続け て いく こと は 許 
きれ な いと いう でき で ある 。 イ スラ ー (秩序 ) と いう 語 は 、 ク ルアー ン が 著 き れ 、 モ ハッ マ ド が 出現 し た の と 
上 共に 行わ れる よう に な っ た だ 、 恨 き 規 則 正 し い 生 活 を 表し て いる 。 


注 39 単なる 雨水 で も 、 死 の 上 上 地 に 新しい 生命 を 与え 、 野菜 、 果 物 や 帝 物 を を その 地 か ら 生 まれ きせ る 。 それ 
と 同様 に 、 天 の 硝 示 の 水 が 策 神 的 な 命 の な か っ た 人 間 に 新 し い 命 を 吹き 込む の だ よ 上 、 こ の 人 節 は 証 っ て いる の で 
ある 。 この節 は 、 ク タル アー ン と いう 形 と な っ て 降っ て きた 天 の 水 の お か げ ば で 、 荒 涼 と し て 乾燥 し た 不毛 の 地 ア 
ラブ が 、 や が て 季 物 の た わ わ に な っ た 本 々 や 、 香 り 高 い 花 を つけ た 草々 で 満ち る で あろ う 上 約束 し て いる の で 
これ まで 人 間 の か す 、 層 と 言わ れ て きた アラ ブ の 人 々 が 、 こ れ 以 後 突然 、 教 師 と し て 指導 者 と し 


っ て きた の で ある 。 


ー246 一 


デル ・ ア ラー フ 


60. 


61. 


62. 


683. 


64. 


れ ら は 感謝 の 念 を 把 く 人 々 に いろ いろ と 形 
を 変え て きま ざま な る 神 兆 を 詳し 説明 
す 。 
第 八 項 

われ ら は ノア を を その 民 に 人 遺 わ せり 。 を の 時 、 
ノア は 記 え り 、「 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー を 過 拝 せ 
ょ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 げ に 我 は お 前 た ちの 
た め に 大 変 な 日 の 穫 罰 を 恐る ] と 。 


部 族 の 長老 た ち は 云 えり 、「 我 等 は 、 液 こそ 
館 詩 の 中 に あり と 思う 」 と 。 

ノア は 云え り 、「 人 々 よ 、 我 は 迷 え る 者 に 非 
ず 。 我 は 万物 の 主 より の 使徒 な り 。( 注 40) 


我 は 主 の 神託 を お 前 た ち に 伝え 、 差 き 助言 
を 与え る 者 な り 。 面 し て 我 は 、 お 前 た ち が 
知ら ぎる こと を アッ ラー より 知ら きれ て い 
る な り 。 

お 前 た ち は 、 お 前 た ちの 中 の 一 人 を 通し て 
主 の 訓 戒 が お 前 た ち に 来 た る こと を 肖 く 
か ? 彼 が お 前 た ち に 稀 告 し 、 お 前 た ち を し 
て 正義 な らし め 、 慈 悪 に 浴 せ し めん と する 
の を 」 と 。 


. し か る に た 彼 等 は 、 ノ ア を 嘘つき 呼ば わり せ 


り 。 る れ ば われ ら 6 は 、 ノ プア びに ノア と 箱 
舟 も と も に する 人 々 を 救い 、 わ れ ら の 宰 兆 
を 拒否 せる 者 ども を 湧 死 せ し め ゅ だり 9。 げ に 
役 等 は 宇目 の 民 な りき 。 

第 九 項 


.- われ ら は まだ 、 ア ー ド の 民 に ( 注 41) を の 


兄弟 フ ー ド を 人 造 わ せり 。 その 時 、 フ ー ド は 


OK 

PtC4GfIC 星 AR 
2 ド E16P2 の の 交 じ 合 
⑨%52 ク の IO 
RE の の II 


る る 
14。5 
の の チル イイ 


ク アン 
HO セト と ン 
の の の の の 2 う 226 09 の dE 


CO 

ーー レタ イタ ンプ タン タン 5 ィ レ っ こ * クッ タ 
< 1?。 56 スシ 
96loeepb20 る を 0382 入 負 1 


ン ッ の る 


て し 4 

ラン で て っ 。 タ と タッシ イン ラン ラ タ ッ ン ン ノン 

あら あの 欠 PCE プ | 
ンタ ン 2 タ シシ レン レ 


タマ ノレ 5 ン フ うけ 
の = テア 850 


に 


プラ ンタ ン 27 ター 。 と レラ レッ タレ 2 
に OBIEEI4d4tk を 3 
王 


ん 本 4 レ 4 1 ダイ クン > る 
コタ の IGR KAKGGAUI 


M テ 2 る 1 イレ ンタ ラッ 3 タン イー レ の 
01PIYGTGTIELV プ はまり 


道 に 可 っ た と きれ る が かも し れ な い が 、 あ る 場所 か ら 戻 っ て こよ ょ うと よい う 者 が 
こと が ある だ ろう か と 言っ て いる 。 ノ ア は 、 自 分 か 
それ 故 、 彼 が 神 の も と へ 通じ る 道 か ら は ずれ て き 迷 うこ と 


ろう か 、 ど うし て 問 
な ぜ な ら 、 人 彼 は 神 の も と か ら や っ て 来 た の で あり 、 


う と する 者 は 、 


は あり 香 な いと いう の で ある 。 


牌 和 


アー ド と は 、 ア ラビ ア に は る か 昔 に 住ん で いた 


ノア は 、 彼 が 誤り を 犯し て いる と いう 非難 に 対し 反論 し て いる 。 実 | 
そこ へ 通じ る 道 を 知ら な いか 、 あ る い は 、 そ こ へ の 道 を 以前 に 通っ た こと が な い だ め に 、 


部 族 の 名 称 で ある 。 あ る 時 期 
の 最 る 肥 決 な 地域 、 特 に イエ メン や シリ ア 、 メ ソン ポタ ミ アブ を 支配 し て お り 、 


- は 、 彼 は 、 あ る 場所 に これ か 


どう し て 道 を 知ら な いこ と が あ 
を する は ず が な いと いう 。 


H、 彼 ら は 広義 の アラ ビア 
アラ ビア 全土 を 支配 し た 最初 の 民 
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4 
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第 七 章 


意 アル ・ ア ラー フ 
( 注 2) 云 えり 、「 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー を 柴 拝 アピ クア 
せよ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 お 前 だ ち 神 を 異 れ OCGSOE リン 1 
ぎる 気 か ?」E。 
67. こ の 民 の うち 信 ぜ ぎる 長老 も は 云え 5、 865 和 50OS の パグ る 委任 
It275411 り WE 
「 我 等 は 、 流 が 確か に 趣 妄 の 中 に ある を 見 の W 9 
る 。 我 等 は 流 を 嘘つき の 一 人 見 な す 」 と 。 @Sua 6 38E3 0 シン 
68.、 フ ー ド は 等 えり 、「 人 々 よ 、 我 は 草 か 者 に 非 っ す 2 邊 70 4 も に af っ mi 
ら う 
ず 、 万 物 の 主 の 合 侍 な り 。 つの の ゆめ うっ は で も 
央 
69. 我 は お 前 た ち に 主 の 神託 を 伝え る 者 に し タン タン レレ レッ ョ レ シタ 
て 、 お 前 た ちの 正直 か つ 誠 実 な 相談 相手 な ⑨ol (る 566i き の 
り 。 
70. 前 た ち は 、 お 前 た ちの 中 の 一 人 を 通し て えと 人 プ 生 ず お を 
主 の 訓 形 が お 前 た ち に 来 だ る こと を く 5 ある 
か ? 主 は お 前 た ち に ノア の 民 の 後 を 継が で タッ > すい) 6G0 りら 
せ 、 曽 し て 寺前 た ちの 体格 を 中 大 な らし め る し る ンコ タッ ーシュ と 2 タッ セッ ン 
た る こと を 思い 選 せ 。 呈 し て 繁栄 を 願わ ば 、 3 の 
ー の 皿 恵 を 忘れ まい ぞ 」 上 。 @ く 名 Ke 品 絢 
71. 彼 等 は 区 え り 、「 液 は 我 等 に アッ ラー の み を 。 ン [ レ イス マン フッ レン ルー ンタ ッ ン 」 2 イレ 衝 ン 
水 拝 し 、 我 等 の 父祖 が 崇拝 せる も の を や め eC23563G2361B 
きせ ん が た だめ に 我 等 に 来 た る か ? も し 流 の 2 で 2 1543CGGe6 多 TS 
言葉 が 本 当 な ら 、 玖 等 を 痢 辿 する 事実 を 今 ーー ラー コ 
ここ に も た ら せ ] と 。 OO ここ 
72. フー ド は 等 えり 、「 主 より の 懲罰 と 慎 は す 9222 る タス に そっ セイ 2 ンス イン 
スコ 3 の 55 
で に お 前 た ち に ふり か か り た り 。 お 前 た ち つう ぴの の 内 
は 、 お 前 た ち が 命 名 さる 名 前 に っ いて 条 に 5 は CS あう > 世 
論争 する つも りか 一 前 和束 前 た ちの 多 福 ルー ュー ニッ シン ロッ レル ルーン 
た ち が 命名 せる 一 アッ ラー は それ ね 等 に 知 何 220 届 6 o5P oe (AP は 
な る 権能 も ケ え ず 。 さ れ ば 待て 、 我 も また 2 し 
お 前 た ちょ 共に 待つ ほど に 』 と 。 ゆみ の 162 
73. か く て われ ら は 藩 悲 を 垂れ 、 彼 並び に 彼 と フン に (ッッ ン の ンプ イン 3 
2 和信 
共に あり し 者 を 救い た れ ど 、 わ れ ら の 神 光 プリ SA っ けら 
族 で あっ た 。 を し て 、 一 番 ゆ の アー ド と よし て 知ら れ て いる 。11 章 51 節 も 参照 せよ 。 
注 42 フード は ノア か ら 数 を て 七 代 昌 の 世代 の 人 で あっ た 。 
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74. 


76、 


77. 


78. 


79. 


80. 


を 拒否 し 、 信 ぜ ぎ ざり し 者 ども は 最後 の 一 人 
まで 生命 を 稚 い 示 り た り 。 
第 十 項 

われ ら は まだ 、 サ ゥ ムード の 民 に その 上 兄弟 
サー リフ を 和貴 わせ り 。 その 時 、 サ ー リ フ は 
鬼 え り 、「 人 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー を 県 拝 せ よ 。 彼 
の 外 に 神 な し 。 今 主 よ 5 明 証 前 た ち に 
来 だ れ り 一 こ は ア ッ ラ ー の 牝 了 芝 に し て 、 

お 前 だ ち へ の 神 兆 な り 。 きれ ば 之 を アッ 
ラー の 大 地 に 食 む が まま に 放牧 せ よ 。 語 し 
て 痛 員 に あわ ね よう 、 之 を 寄 する な か れ 。 


アッ ラー が お 前 た ち に アー ド の 民 の あと を 


継が せ 、 そ の 地 に 安住 せしめ ゅ た 時 の こと を 
思い 起 せ 。 お 前 た ち は 平 野 に 館 を 建て 、 ま 
な を 迫 ん で 家々 も な せり る れ ば アッ 

ー の 恩恵 を 思い 出し て 、 地 . 上 に 騒乱 を 引 
きす 』 ゆ 潜 を する な かれ と 。 


この 民 の 中 の 令 慢 な 長老 た ち は 、 弱 者 と 見 
な され て いる 人 々 、 す な わ ち 信徒 た ち に 
向っ て 、 云 えり 、「 お 前 た ち は サ ー リ フ が 確 
か に 主 よ り 遺 わき れ だ る 者 な る こと を 知る 
か ? 」 と 。 彼 等 は 答え たり 、「 我 等 は サー リフ 
が 信 わ きれ た だ る 使命 を 信 ず 」 と 。 

徴 慢 な る 者 ども は 云え り 、「 我 等 は お 前 た ち 
が 信ずる も の を 信 ぜ ず 」 と 。 

前 し て 彼 等 は 能 路 能 の 脳 を 切り 、 主 の 命 に 
背 き て 、 云 えり 、「 サ ー リ フ よ 、 も し 液 が 本 
当 に 使徒 の 一 人 な ら ば 、 我 等 を 略 迫 する 事 
実 を 今 こ こ で 起 し て 見 せよ 」 と 。 

する と 、 に わか に 地震 が 彼 等 を 襲い た れ ば 、 

彼 等 は こと ご と く 自 ら の 家 の 中 で 角 れ 伏し 
だ り 。 

そこ で サー リフ は 彼 等 に 背 を 向け 、 曽 し て 
雲 え り 、「 人 々 よ 、 我 は 直 の お 告げ を 前 た 
ち に 伝え 、 真 心 を も っ て 皿 告 せり 。 し か る 
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2 つも が る 和 YO 

WW 4 の 2 

の のせ の ICO ジ 


と OOUUSG 
ocGG33G 


ノン うみ ぁ せ 
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第 章 


に お 前 た ち は 、 誠実 な 忠告 者 を 好ま ず ] と 。 
( 注 43) 


81. われ ら は まだ ロト を ( 注 44) 條 わ せり 。 る シン 径 >m 凍 8) いけ る 

2 ロト は を の 氏 に 向っ て 評 え 9、「* 前 「 ンー イィ 

ち は 、 何 入 も 来 だ か つて 行わ ざり し ( 往 の cuto3oZloe 

剛 選 ま わし い 行 為 を 犯す の か ? - 
に の ラシン 

82. 前 た ち 、 女 の 代り に 男 に 人 捕 を も よ ゃ し 久信 30E 湊 OB AU 
て 近づく と は 。 お 前 た ち は な ん と いう 放 略 レル る 4 シレ 
な 民 な の だ 」 と 。 の 3 っ め 代 | 

ナッ 2 ラサ ナッ っ タッ タッ ング タ Ao フン 

99. を の 尋 は た だ か て 答え た り 、[ 彼 等 を 前 た る る 5 人 の 2 ま らち 
ちの 呂 か ら 追 出せ 。 彼 等 は 清純 を 装う 莉 ッッ 
な り 1 E。 ( 往 4⑳ OS Ag ルス 

84. か く て われ ら は 、 ロ ト の 妻 を 除い て 、 ロ ト ンタ コシ レー タン レク っ の ン イ ン ァ 」 る プイ ッ ン 
と を の 家族 を 表 い た 。 彼 女 は あと に ょ と Cpglo2C36 お belB 8 
まり た る 者 の 疾 な りき 。 

85. 前 し て われ ら は 彼 乏 の 上 に 雨 を 降ら せ た Eo の お 136 55 
り 。 ( 注 47) 見 よ 。 雅信 ども の 末路 が 知 何 と フッ 
な る も の な り し か を ! ( 注 48) の ウジ ルー 

ーー 頃 
86. われ ら は まだ た 、 マ ド ヤ ン の 長 に ( 注 49) を PP イン キク ンタ > タ ンク フフ ッ ンク 
K レ 
の 上 第 シュ アブ を 追 ちゃ り 。 (es) を BOA の 5 06 EAT GO2d5 
注 43 サー リフ (サー と) は 悲し み に 打 ち ひ し が れ その まま に し て た だ もち 去 彼 は これ 以上 その 


4 
2 
生 


見 る に 耐え な か っ だ の で あり 、 丁 度 


を 
節 に 


の 


ロト は アブ プラハ ム の 葛 で あ 


ル に お ける モハ ッ マ ド の よう 
に ある よう な し い 言葉 を や 口 に し た の で ある 。 


り 、 同 世代 で あっ た 。 
言葉 は 、 を の 忌まわしい 事 が 、 今 まで に な か っ た 新た な 悪 で ある と いう こと 、 あ る い は 、、 
前 と 比べ くも な い 程 重大 びあ っ た と いう こと を 言っ て る 。 


て 


甘 し み と 悲 喚 に 汗 ち 


を の 欄 


注 46 ロト に 敵対 する 人 々 は 、 彼 に 徒 う 人 々 を 特別 に 高潔 を 気 ど り 、 を それ を 誇示 し て いる と 軽 本 し た 。 
注 47 大 地震 の 時 に は 、 娠 や や 也 際 が 忠 き 出し 、 高 く 上 っ て また 大 地 に 落ち て くる こと が よく ある 。 ボン ベイ 
で 起こ り 、1965 年 に は カン グラ (インド) で 起こ っ た 。 

注 48 ある 人 々 に よれ ば 、 死海 の 周 時 の 地 は 街 が 廃 壇 し な っ て いる よい う 。 し か し 、 ク ルアー ン は ここ を メ 


ディ ナ か ら シ リア へ の 道 に 定 上 ゆ て いる よう で ある (315: 80)。 


注 49 
入 50 
に 彼 


マ ド ヤ ン は ケト ゥ ラ と アプ ブラ ハム の 問 に 生ま れ た 息 す で あっ た 


(創世 記 25:1 、2 )。 


シュ アイ ブ は モー ゼ 以 前 の 旧 イ スラ ム 人 の 預言 者 の 名 で あっ た 。 型 潜 に 彼 の 名 は 見 当ら な い が 、 一般 


は モー で の 義父 と し て 、 尊 敬 き れ て いる 。 
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87. 


88. 


89. 


90. 


91. 


の 時 、 シ ュ ア イブ は 云え り 、「 人 々 よ 、 ア ッ 
ラー を 上 拝 せよ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 主 より 
明 証 が お 前 た ち に 来 だ た れ り 。 さ る れ ば 量 目 や 
目 方 を た と っ ぷり と 与え 、 人 の 財産 を 減ら す 
な か れ 。 ま た 秩序 が 定 り た る 後 、 地 上 に 騒 
乱 を ひき 起す な か れ 。 お 前 た ち 信 徒 な ら ば 
こう する の が 自 の ため な る ぞ 。 

また 路頭 に 挫 し て 人 し 、 ア ッ ラ ー を 信 ず 
る 人 々 を アッ ラー の 道 より 背 きか し むる な か 
れ 。 ま た だ それ を 光 ] せ ん と する な か れ 。 お 
前 た ち は か つて 少数 な り し が 、 ア ッ ラ ー が 
お 前 たち を 増加 せしめ だ る こと を 思い 超 
せ 。 見 ょ 、 騒 乱 を 引き 起 し た る 者 ども の 末 
貼 が 如何 な る も の な り し か を ! 

も し お 前 だ た ちの うち 、 。 我 が 竹 わ きれ た る 使 
命 を 信ずる 一 団 と 、 之 を 信 ざ ざる 一 団 と あ 
ら ば 、 ア ッ ラ ー が 我 等 の 問 を 審判 する まで 
暫 て 半 抱 し て 待て 。 ア ッ ラ ー こ を 最上 の 審 
判 者 に まし ます 」 と 。 
その 恨 の 中 の 人 慢 な る 長老 た ち は 云 えり 、 
「 シ ュ ア イブ よ 、 我 等 は 流 並 びに 液 と 共に 
ある 信者 た も を この 唱 よ り 追 放せ ん 。 そ 
が いや な ら 、 和 救 等 の 宗教 に 戻 ] ほ と 。 シ ュ 
アイ ブ は 云え り 、「 我 等 不 本 意 で も か ? 


アッ ラー が そこ より 我 等 を お 救い くだ され 
た と いう に 、 今 また お 前 た ちの 宗教 に 大 ら 
ば 、 我 等 は アッ ラー に 対し 奉り 偽る 者 と な 
らん 。 我 等 の アッラー の 御 意 志 に 非 ぎ れ 
ば 、 を こ に 戻ら ざる こと が 我 等 の 義務 な り 。 
主 は その 知識 の 中 に 一 切 を 包含 す 。 我 等 は 
テッ ラー を 信頼 し る 。 さ きれ ば 主 よ 、 真 理 
を も っ て 我 等 し この 人 々 の 間 を 裁き 給え 。 
流 こ を は 最上 の 判決 者 に まし ます 」 と 。 


その 民 の 中 の 信 ぜ ぎる 長老 だ た ち は 云 えり 、 
「 お 前 た ちゃ し シュ アイ ブ に 従わ ば 、 必 ず 
失政 者 と な らん 」 と 。 


た 5 守 の の 燃 C 

本 KPITKD 

懇 委 35 の ta58.895 
ds5 0 


ン 2 タタ ン ン 2 2 当 
ああ 


ク の 2 人 る の 12 品 1 の 3 レン 


36 GE 5 


タプ る 


ッ シ 1 っ の し ン の 
人 (KNRK の 「 3 SL 5 6 


(の と け 


ン 2 9 
な の 26 る 55 は も 


の 1 の 1 


イン の と ュー ンス で スイー スン や 
交 soNSsloSDLIJ6 ま 
る 婦 作 の スン フン ラタン リンク ペン ニタ ラン の 1 
938 1” AKOAUKYMC1 


dE 
NAK の の 39 
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ンー レン ン 


ela66 の 1 
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92. する と 、 に わか に 地震 が 彼 等 を 朋 い た れ ば 、 。 芝 ラ ョ 2 の フッ ンク タタ 
後 等 は こと ご と く 自 ら の 家 の 中 で 名 れ 人 し のみ 人 め 58 0A25 AO6 
た り 。 
93. シュ アイ ブ を 貴 つ き 呼ば わり せる 人 々 は の 人 生 44 の 
1 eo が o6C 記 ゆ 1 
稚 も そこ に 未だ か つて 住め る こと な か り し DNC2UE の 。 に 
如く な れる な り 。 シ ュ ア イブ を 中 つ き 呼ば の 1441 
わり せる 人 々 一 彼 等 こ を 失敗 者 な り け 。 
94. を こ で 、 シ ュ ア イブ は 彼 等 に 音 を 向け 、 凍 83 ング の 02 26c 2 例 
し て 云え り 、「 人 々 よ 、 キタ を 人 の 昌 ンス 
か に お お 前 た ち に 伝え 、 真 心 を ちっ て 過 告 せ ⑮* の 内 CE や うる 8 
り 。 き る れ ば 、 信 ぜ ぎ 3 人 る の た め ゅ に と う し 
て 我 が 心 を 痛め よう か 」 と 。 
第 二 項 
95. われ ら は 如何 な る 昔 に も 、 そ こ に 住む 人 々 フン ンー る ao の で ッッ レイ フッ クン 
(AG NN 3 
に 人 難 苦しみ を ふり か けず に 預 言 者 を の の oO * 
わき ざり き 。 そ は 彼 等 を 謙虚 な らし ゅ ん が の 5 衝 北 
た め な り 。 ブー ーー 
96. し か る 後 、 わ れ ら 彼 等 の 不幸 を 転じ て 幸 1 ES 科 ン 1 Eo 
3bse な codl AE 9 区 
を すう は 、 入り て デ え 、 と レン カン デ 
レン 
「 我 等 の 父 担 も また 普 楽 を 合せ 党 ゆ たり ee6 拉 る 移る 62 の 2eO5 
と 。 き れ ば われ ら は 彼 等 り 必 も を うれ レック ンコ フッ ラン 
突然 懲 軸 を 加え だ り 。 ⑨ の の = 2 あう 
、 香 ま 5 る (イッ クン Kg イッ ン ン ン 
97、 も し これ 等 の 邑 々 の 住民 て GEE 
5 た り せ ば 、 わ ゎ れ ら は 彼 等 に 天地 の 抱 福 を タン ーッ 
開き し な り 。 され と 彼 等 信 ず ざ る が 故に 、 ーー > ッ タ 
われ ら は 彼 等 が 日 項 迷 ぎし こし に 対し て 獲 es 2 
還 を 加え た り 。 ンコ 
98. これ 等 の 旬 々 の 住民 は 、 彼 等 が 夜 眼 れる 間 の レン 26 シラン イー カンプ 名 
スン の 
に 放 る われ ら の 各 に 対し て 果して 平気 や Cp APONCCOD 
いら れる の か ? 
99. これ 等 の 昌 々 の 人 々 は 、 利 日 中 遊び 戯れ る 2 < 
OSK PO Its Ja 
最 中 に 陸 る われ ら の 第 罰 に 対し て 果して 平 ce OAIJaio2 
気 で いら れる の か ? 
100. 彼 等 は アッ ラー の 計 申 に 対し て 果して 平 ( く 


気 で い られ る の か ? 減 ぶ べき も の ども の 外 
は 、 倍 入 も アッ ラー ー の 計略 に 対し て 心配 せ 
ざる 者 は な し 。 
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第 三 項 
101. 0 の 人 民放 を # て を の 地 を 継げ る 委 ル シ ター タッ 6 フン ラタン アッ イン 
者 に は 、 こ は 潤 導 を ケ え ぎる か が ? す な わ CO 98523 
ち 、 も し 6 が 克 し 2 ば 、 役 逢 の 俳 履 に 直史 5 9 234 窟 記 
上 う りゃ の > ら お | 
われ ら は 彼 等 を 滅ぼす こと も 、 ま た 彼 等 の M (タッ フルル ラッ 
心 を 封印 し て 聞え な くす る こと も 可能 な れ の OA ダ 2 
ば 。 
まちまち レセ イレ タン 1 
102. らち これ 科 半 を つい て いく っ Ge ら の Eagle 


か の 消息 を 流 に 語れ り 。 使 舗 た ち は 確 か に 
明 証 を 携え て 彼 等 の 。 ころ へ 来れ り 。 し か 


ッ タ タタ タッ タ る 


9 


ug 9 5CSSct 


る に 彼 等 は 、 以 前 信 ぜ ざる も の を 信ずる こ EE と あ 4 に し 4 くっ 1 
ほ を 欲 せ ぎり き 。 ア ッ ラ ー は か く の 如 く 不 っ 介 よ と か APOSee6 
信心 者 の 心 を 封じ 給 う 。 oe fh 
103. 彼 等 の 大 半 は 契約 を 守ら ず 。 げ に 彼 等 の 553Ue と の ey 6025 じ 3 
大 半 は 衝 悪 な 者 ども な り 。 レー レク 
Oo あの 1 
104、 を そこ で われ ら は 、 役 等 の 後に 、 モ ー ゼ に フッ クタ ェ 


われ ら の 奇 踏 を 持た な せ て ファ ラオ 並び に を 
の 長老 た ちの と こ ろ へ 半 わ し た 5。 し か る 


よう UIC の うい 3O ンタ 
ン os PA AS も 


に 彼 等 は 不当 に も 逐 を 提 因 せり 。 る れ ば 見 
よ 、 瞳 乱 を ひき 起 せ る 者 ども の 末路 が 如何 凍 
な る も の な り し か を 1 
05. モー ゼ は 云え り 、「 フ ァ ラ オ よ 、 げ に 我 は 0。 る タン 2 タン ュー ャ ッ タイ レン 
GR 1 る 
万物 の 主 より 造 わぁ れ た る 者 な り 。 Ao2do9!O 叶 光ら 55 
06. 我 は アッ ラー に つい て 、 真 実 の 外 は 何事 ッ タ ラン あの 5 レイ クン イン ネッ シィ イン る ターン 
ーー _ 、 の SN 1 人 、 PE 
も 諸 る を 許さ れ ぎる 身なり 。 我 は 主 より 胃 了 人 
ュー ES ーー 到 ュー イッ シン ラッ タ 。 と ンチ すず ア 
証 を 携え て お 前 た ち に 来れ り 。 さ れ ば 我 と GO の 362 652 
共に 、 イ スラ エル の 子 ら を 放免 せよ ] と 。 < < 
セー ュー ルン 
07. ファ ラオ は 云え り 、「 も し 液 が 邊 拠 を 失 を oeG7 Le6 30G も 51d6 
回 、 ーー 内 デー ク と う ア 
て 来 だ りな ば 、 面 し て 流 の 言葉 が 事実 な ー 1 
ば 、 そ の 証拠 を 見 せよ 」 よ 。 @o5 み 2 
08. きれ ば モー ゼ 、 そ の 秋 を 投げ た り 。 見 ょ 、 本 83 を レス メン ン 
そ は 急 ち 一 條 の 蛇 と な れ り 。 ( 注 51) 9 きみ Usg6 
往 51 神 の 舞 言 者 送 が 示し た 童 跡 は 、 奇術 師 の 手先 の 芸 当 と は 監 う る の で ある 。 それ ら は 、 大 いな る 款 教 的 、 
本 神 的 日 的 に か な う も の で あり 、 それ を 日 酸 し た 和信 々 の 心 に 、 信 仰ぐ べ の 確信 、 押 へ の 和敬 度 な 感情 と 怖 れ を 生 ビ 
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109、 また 彼 を の 手 を 前 に 伸 せ ば 、 見 よ 、 を の 5 の 人 の 3 
手 は 誰 れ の 月 に も 真白 に 映 れ り 。 ( 注 52) PCO す 2 
第 十 四 天 


110。 ファ ラオ の 諾 の 長老 た ち は 去 を [この さら を 人 
の を ら | 
着 は 確か に 技 早 優 れ た る 府 和 人 な 。 oloe み の Fo22u1J6 


111. 紫 妨 前 た ち を この 国 よ 9 追い 出 きん レック イィ) を ン テ た 4 
ほす る 者 な り 。 き て を こ で 、 お 后 た ちの 意 oOCEYt の GND Cl9 ジ 


見 や 如何 に ?」 と 。 ( 注 53) 


る も の で ある 。 も し 実際 に 小 枯 が へ びに 変わ っ た と したら 、 を その 動作 の 全て が 預言 者 の 店 中 し いう よ 5、 手 品 
の よう に 見 え だ で あろ う 。 こ の 奇跡 に つい て 回 と 書い て ある か に か か わら ず 、 ク タル ブー ン は 
こ に 生き て いる へ びに 変わ っ た と い う 見 角 へ の 支 圭 を える に は 到 っ て いな い 。 そん な 事 は 、 現 実に 
は 起こ ら な か っ だ た よう で ある 。 小 杖 が た だ 単に す ば や て 動い て いる へ び の よ うに みえ た の で ある 。 癌 跡 は 、 神 
が 、 小 徹 が へ び の 形 に みえ る 様 に 見 物 人 の 視覚 に 、 何 か 特別 な 基 配 を 施し た か 、 小 杖 を その も の を へ びに 見 える 
よう に 変え られ だ か どちら か の 、 幻 で あり 、 こ の 幻 を 、 モ ー ゼ に 加え て 、 バ パロ と る を の 延 臣 達 $ 一 緒 に 見 た の で 
ある 。 小 撤 は 小 杖 の まま で あっ た の だ が 、 モー で や 他 の 者 達 に は へ びに みえ た の で あっ た 。 幻影 の 内 に 、 

人 が 夏 魔 物 で ある 肉体 の 域 を 越え 、 一 時 的 に 精神 的 な 範囲 に 移動 きれ る 時 、 人 は その 認知 以外 で 叉 肉体 の 一 部 
で ある 日 で は 見 えな いも の が 見 える こと は 、 の 各 的 な 現象 で ある 。 同様 な 神 先 的 現象 は 、 聖 な る 預言 者 の 
時 代 に 、 月 が まる で バラ バラ に 剣 れ た か の 様 に 、 聖 な る 限 言 者 の み で な てく 、 そ の 信 首 達 と 、 その 敵対 する 者 傍 
に ふち 目撃 る れ た 時 に も み ら れ た ( プ ハ リ ・ タ フ 
島 な る 預言 者 が 幻 の 中 で し ば し ば 見 な と いう ガブ リエ ル は 、 あ る 時 、 傾 言 者 と 共に 座っ て いた その 仲間 達 に よっ 
て も 目 机 き れ た だ 、 と 言い 伝え られ て いる ( プ ブ ハ リ ・ イ ー マ ー ン 書 )。 同 ドル の 戦い に 於 て 、 天 使 療 が 、 
不信 仰 者 に で きえ も 日 黄 さ れ た だ 。 同 じ よ うな 実例 は 、 普 名 な イス ラム の 宇 司令 官 で ある サー リヤ の 率い る イス 
ラム の 陸 社 が 、 イ ラク で 敵 と 則 っ て いた 時 に も 起こ っ て いる 。 二 代 カ リフ で ある オマ ル が メデ ィ ナ で 人 金曜 日 の 
説教 を し て いる 最 申 に 、 イ スラ ム の 陸軍 が 絶対 多数 の 瑞 に 圧倒 きれ 卓 惨 な 下北 が る し 迫っ て いる の を 紀 の 中 に 
見 な 。 を こ で 突然 、 彼 は 説教 を 途中 で や め 説 教 増 か ら 「 サ ー リ ヤ よ 、 山 へ 逃げ る 、 山 へ 遂げ ろ 。] と 叫ん だ 。 何 
青 マ イル も 見 れ だ 所 で 、 ま た 耳 が 閉 こ を な く な る 程 の 戦争 の ご う 青 の まっ 只 中 で 、 サ ー リ ヤ は オマ ル の 声 を 開 
き 、 そ の 指示 に 従い 、 イ スラ ム の 陸軍 は 確実 な 敗 北 か ら 6 救 わ あれ た の で ある 。 

モー で の 奇跡 は 、 大 いな る 重要 性 を 持っ て いる 。 そ れ は 、 こ ん な 雄 に 解 息 する 事 が で きる 。 神 は モー ゼ に 、 そ 
に は へ び の よう に 見 えた 小 棒 を 投げ 捨て る っ た り 、 そ し て 、 神 の 命ずる み ま ま に 拾い あげ る と 、 そ れ 
の 木 で あっ た 。 こ こ で 、 幻 と 夢 の 言葉 を 借り て 言え を ば 、 へ び は 敵 を 象徴 し 、 小 枕 は 公 落 を 表象 し て いる 。 
従っ て 、 こ の 幻 を 手段 と し て 、 神 は モー ゼ に 、 も し 神 が モ ー ゼ の 人 人々 を 彼 か ら 退 ける せ た ら 、 人 々 は まぎれ も 
な い へ び (の よう な 陰険 な 人 々 ) に な る だ ろう 事 を 知ら せよ うと し た 。 し か し 、 も し 人 々 を 披 の いつ て しみ 深 
い 世 話 の 下 に 置い て お く 《 な ら ば 、 彼 ら は 公正 な 、 信 心 深い 人 人 々 か ら な る 強力 堅固 な 社会 へ と 成長 し て いく だ みろ 
うと 悟ら せ た の で ある 。 


音 地 


年 52 神 は モー ゼ に こう 言っ た 「 液 の 手 を その 胞 に 突き さして みよ 。 それ は 、 病 整 も な く 、 ま っ 白 な まま 現 
われ て 米 る で あろ う 」 (28: 33)。 こ れ は 象徴 的 な 言葉 で 、 モ ー で に も し 彼 が 信 押 風 達 を いつ くし み 深 い 世 話 の 
も と で 近く に 置け ば 、 人 々 は 知性 に あ よ ふれ た 者 達 に な る だ け で な く 、 他 の 省 達 へ その 明 知 を 伝え る こと に な る 
が 、 そ う で な けれ ば 、 た だ 陰険 で ある だ け で な く 道 徳 的 に も 病む で あろ う 、 と いう は っ きり し し た 嗜 示 と な っ 
て いた だ 。 従 っ て 奇 邊 は 、 詳 術 過 に よる 演技 で は な 〈、 深 い 精 神 的 意味 に 満ち た お 告げ どっ た の で ある 。 


も っ て いた の だ が 、 
"トト か ら 朱 出 きせ る こと に 


注 53 これら の 言葉 は 、 モ ー ゼ に 対す る エジプト 人 達 の 気持 を 徐々 に 
モー ゼ は 彼ら を 追い 出す 事 な ど 望ん で いな か っ た 。 佐 の 使命 は 、 自 分 の 人 々 を エ ジ 
限ら れ て いた の で ある 。 
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2。 彼 等 は 法 え り 、[ し ば し 彼 と を の 見 弟 を 待 タン 2 に 
た せ 、 を の 財 に 召喚 者 を 国 中 に 直ら せ 、 @9 み gog よ の 放 2 
3. それ ぞ れ の 技量 に 秀 で た る 魔術 師 を 流 の ンー ュ 移 つ 5 ル 
前 に 連行 きせ る が よろ し か ろう 」 と 。 の タタ アー ああ \ 


4。 か て て 記 術 師 た ち は フ ァ ラ オ の 前 に 参 ト 1 SLB まう る 3 先 う 
し 、「 我 等 首尾 よく 勝ち た る 時 は 、 も ちろ ん 


アー ター ラッ ン エイ の 
褒美 を いた だ け ま し うな 」 と 云え 5。 2 本 
5. ファ ラオ は 云え り 、「 き よう 。 そ の 上 、 お っ 2 2 
] 
前 た ち を 余 が を ば 近 て 取り立て ん ] 上 。 ec 半 ら 5 
6. そこ て 彼 等 は 、 [モーゼ よ 、 液 が 先 に 投げ っ 2 家 PWM HE 
る か 、 を それ と も 救 等 が 先 に 投げ よう か 」 と 時 電 
云え 9。 ( 注 52) ei 


7. モー ゼ は 答え り 、「 流 等 投げ ょ 」 と 。( 注 4 の な 2 1 
Oslo 約 GO お 3 I 生 ( 
55) 彼 等 投げ る に 当 9、 先 づ 人 々 の 目 に 廃 9 


法 を か け 、 暴 頂 の 念 に うた せ て お いて か ら 、 25 
蓄 只 する 府 術 を 披露 せ 9 。 


8. われ 6 は モー モ を か く 激 二 せ り 、[ 流 の 汰  Za14(3 6 じゃ コッ レイ ラ リセ ジッ 
導い 9 ele し 


が 幻 出せ し ゅ た る も の を 色 ち 呑み 込み た @c Gt MG 
9。 ( ま 59 
9. か く て 真理 は 確立 きれ 、 彼 等 の な せる こ の 5 交 じ の 308 る 
の 空 し き が 証明 せら れ だ り 。 ゆり ざ アポ 
20. か (の 如く 彼 等 は を こ で 打ち 負 か き れ 、 6 の うら 58 ける 0 


曽 日 を 失っ て 退き る が り た り 。 ( 注 57) 


注 54 その 場面 の 緊 9 日 せよ 。 関係 填 送 両方 共 が 、 決 定 的 な 試 人 に 取り 組む 心 棒 を を 持ち な が 6 お 万 
い に 向 いあ っ て 勢ぞろい し て いる の で ある 。 


注 55 軍 の 貧 言 著 達 は 決し て 最初 に 攻撃 を し な い 。 彼ら は 、 防 御 を し 、 神 の 救い を 求 ゆめ る の を 好む の で 、 柏 
手 側 の 攻撃 を 待つ 。 


注 56 それ は 、 小 棒 か 6 で きた 「 へ び 」] で は な て 、 手 品 師 達 の 磨 術 を と いた の は 、 小 杖 を の も の で あっ た 。 

大 いな る 預言 首 の 精 神力 に 支配 きれ 、 神 の 命令 に より 投げ 捨て られ た モー で の 小 枕 は 、 兄 物 者 達 の 前 で まや か 

し を あ ば き 、 を そし て 彼ら の 魔術 に よっ て 人 々 に 本 当 の へ び だ と 思い 込ま せ て いた も の を 、 粉 々 に こわ し た 。 

「 邊 6 が 編 地 せしめ た る も の を 急 ち 企み 込み た り 。] と いう 語句 は 、 手 品 師 遂 に よっ て つく られ た 惑わ し を 小 杖 
が すぐ に は あ ば い た 事 を 示し 「 診 み 込む ] は 「 つ くり 出さ れ だ 影響 も し く は 名 象 を 破壊 し た 」 こと を 示す 。 


この 衛 は 、 パ パロ 族 の 一 団 を 指し 、 魔 侍 追 の こと を 言っ て いる の で は な る そう で ある 。 後 首 は 、 次 の 
節 で 語ら れる 。「 曽 日 を 失う 」 は 、 ほ ん の 少し 前 に 戦い の 場面 に 、 誇 り 高 く 、 横 柄 な 表 度 で 現れ 、 成 功 に 自信 を 
持っ て いた 彼ら (<Y ロ と その 一 団 ) は 、 今 で は 境 護 が ち で 控え めで 元気 が な いと の 事 で ある 。 
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第 七 音 


さ 
に 
! 
KNI 
1 
3 


121. 


122. 


123、 


124. 


125. 


126. 


127. 


128. 


魔術 師 た ち は ひ れ 伏し て ( 注 58) 叩 台 
せり 。 
面 し て 役 等 
信 ず 、 
モー ゼ と アロ ン の 主 を | と 。 


は 云え り 、「 我 等 は 万 物 の 主 を 


ファ ラオ を 云え り 、「 お 前 た ち 余 の 許し な 
し に 彼 を 信じ た る か 。 こ れ は まさ し く 、 住 
民 を ( 生 59) 沼 か ら 追 い 出さ ん と し て 、 お 
前 た ち が : 多 5 みた る 陰謀 な り 。 余 は いま に 、 
お 前 たち を 思い 知ら し て や る ほど に 。 
必ず や お 前 た ちの 手足 を 交互 に 切り 秒 
し 、 し か る 後に 一 強め に し て 確 に ( 注 60) 
短 せ ん 」 上 。 


我 等 は 我 が 王 の 評 へ 帰る 


彼 等 は 答え り 、 
べ で し 。 
具 下 は 、 我 等 が 我 等 に 話さ れ た る 主 の 


神 光 を 信じ た と いう 理由 で 、 報 復 せ ん と す 
る か 。 主 よ 、 確 固 不 抜 な 信念 を 我 等 に 注ぎ 
答え 。 我 等 を ば 流 に 身 を 任せ て 、 死 な せ 給 
ぇ 」 と 。 


第 十 項 
ファ ラオ の 民 の 長老 た ち は 云 4 り 、 ( 注 
) ・「 隆 下 は モー ゼ と その 一 党 を 放置 し て 
お く 《 お つも りか 7? 役 等 は 国 中 に 騒乱 を まき 


1 タラン ン 


の 1 


リン ラス ロラ 


3 


1 2 ン 


@ ら "2 ぴり 


8 前 IO の る 寄 213z5 
は 朋 ド を 人 ECNVI は KK の 1 
の OM 863 イッ ンス Mi 


6 う みあ も 丈 fss す 


58 5 


@Ca 

アノ ルオ / 2 

@OyAS2 MMEIH 

レッ ルンルン レン ーー ショ ョ ン ン シレ 
EGG ラン 
と し レ 。 4 の イル ルン ア オア アア dE アン アグ 
@⑨ 〇 ゆら 93bk2E 衝 と 、 伯 5 


作る セク 1 うす イン フ ショ ンク タン ノッ 


"あの つい ひら | と う 化 ゆみ nd 
OPTOT 和 WW 


注 58 


た だ 。 


往 59 
く 、 工 夫 達 か ら 国 を 無理 に と 


注 60 
苦痛 な ぁ $ の と する た め に 、 
か ら で き えも 、 


注 61 
し 今 、 を の 同じ 重臣 


魔術 師 達 の 敗北 は あま り に も 完全 な も の だ っ た の で 、 何 か 履き れ た 力 が 足元 を すく っ た よう で あっ 


そし て 役 ら は 神 の 御前 に て 祈り 上 議 を そん の # 


ここ で いう 「 住 民 」 と いう 語句 
りあ げた 者 達 で あっ た 。 


普 導 な 死 を 
手足 を 切り 落と す が る 


は りつ け は 、 


は りつ け に よる 死 判 は 、 


モー ゼ と を その 兄 に 、 
、 由 分 達 の 助言 


重臣 達 由 身 が 


は 、 フ パロ 自身 の 人 民 を 指す が 、 


意味 し て いた に も か か わら ず 、 出 加 に 
れ に 加え た られ た 。 付 随 的 に 、 
行わ れ て いた 事 を 示し て いる 。 


釘 子 を 与え る 様 、 


だ 従っ て モー ゼ と 


度 で 、 地 面 に ひれ 伏 す 事 を 余 優 な て る せら れ た 。 


彼ら は 、 エ ジ プ ト の 本 当 の 住人 で は な 


より みせ し め ゅ の 効果 を 加え 、 死 を より 
この 節 は 、 モ ー ぞ の 時 代 の 昔 


パロ に 助言 し た の で ある が (17: 112) し か 
ロン に 与え た 時 間 に 対し 2* ロ を 非難 し て いる 。 こ 


の よう に し て 、 不 名 准 と 屈 克 を 艇 諾 する 者 は 、 道 値 的 品位 を 計 と し て いて の で ある 。 
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起 し 、 あ まつ き を 液 と を の 神々 を な い が し 22292 5224 っ 33232: ンタ レン 
ろ に する な り 」 と 。 (62 ファ ラ ォ は 答 P プ ウラ (の う eAe OS 


えり 、「 我 等 は 彼 等 の 息子 た もち を こと ご と く Ge 
殺し 、 婦 女 の み を 生か し て お こう 。 我 等 は < 


彼 等 を 支配 す 」 と 。 

129、 モー で は その 民 に 云え り 、「 テ アッラーC 還 86 の し AIe 衝 の 6 
け を 求め 、 辛 抱き せま 。 げ に 大 地 は アッ ラー 生ま 
の 所 有 な り 。 ア ッ ラ ー は る の 僕ら の 中 で 業 うと の の 5 の (oO と の の 当 
する 者 に 遺産 と し て 芝 を 接 く 。 警 果 は 神 を < 


ンタ る の を レレ っ 
胡 艇 する 者 に 帰す る 」 と 。 @cts2Al 4 
130。 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 、 湊 が 我 等 の と こ RPC ラン 
CA 9 
ろ へ 米 る 前 も 、 そ の 後 で すら 、 常 に 追 害 を GPSPor の 9 


愛 く 」 ほ 。 モ ー ゼ は 云え り 、「 主 は ぉ 前 た ち っ < CI は が 人 4 1 WE 
の 敵 を 減 ぼ し 、 お 前 た ち に この 地 を ( 注 2 
) 統治 せ し ゆ ん が た め に 、 主 は 前 た ち foGW oe99 鍋 軸 を 
が 如何 に 行動 する か を 御覧 に な る か も 知れ 
ぬ ] と 。 
第 十 太 項 か ん ば ぼ つ ラン 
181。 われ ら は ファ ラオ の 式 を 、 う ぁ 読 く 量 能 つ 3oa52Co2b らら IGETGD う 
と 果実 類 の 鉄 逐 を 以 て 懲らしめ ゅ 、 彼 等 を 反 ンス 
用 せしめ ん ませ り 。 e529 売 ゅ ) 委 


132. し か る に 彼 等 は 、 議 運 毛 れ ば 、「 こ は 我 等 少 ぁ 3 ルン ルル タタ 56 
し AGGH 6 プレ 谷 和光 5 
の も の な り 」 ま 云え り 9。 き れ ど 人 笑い が 際 ) の OM ゥ ヶ 
る マン る ラッ ン ン に 
か か れ ば 、 彼 等 は その 凶 選 を モー ぞ 学 びに る 1 の の 3 る 2 
彼 と 僧 に ある 者 た ちの せい に な せり 。 括 ぁ フン シン y: 
cG スッ ーッ タ 
ず 、 彼 等 の 凶 之 は アッ ラー の 完 め 給え を る も @ 〇 ys が 8 し 08e る bp 
の な り 。 さ れ と 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。 朋 
* ンス ヤ ンタ ン (の 
133。 彼 等 は 云え り 、[ 液 が 如何 な る 告 堪 を 示し EeeCe2 
て 我 等 を 魅 子 で しめ ゆん と する も 、 末 等 は 断 タタ ラフ タッ ン レス 
ビ て 液 を 信ずる も の に 非 」 と 。 @ の 6 る は 
注 62 パロ 自身 、 彼 の 人 民 に よっ て 神 よ し て 捧 きれ て いた (28 : 39)。 を し て 、 彼 は 、 代 わっ て 、 他 の 神々 
を 此 捧 し た 。 こ の ゆえ に 、 番 臣 達 は 、^Y ロ と その 神々 の 崇拝 を 非難 し た こと に 対し 、 モ ー ゼ と アロ ン を 嘉 め だ 
の で あぁ る 。 
注 63 この 館 は ぺ ロ の 絶 減 の 後 、 イ スラ エル 人 が エジプト を 継 呆 きせ られ る べき だ と いう 事 を 必ず し も 意味 
し な い 。 こ れ は 、 単 に 、 ン Y ロ の 力 は 、 断 た れる べき も の で あっ た 、 そ し て 他 の 者 達 が 彼 の 王国 を 所 有する こと 
に な っ て いる こと を 意味 する 。 フ パロ の 絶 減 と その 王国 の 崩壊 の 後 、 イ スラ エル 人 を 支持 する 王朝 が を の 地 を 古 
有 有 し た こと を 我々 は 知っ て いる 。 この節 で 述べ られ て いる 「 こ の 地 」 は エジプト で は な く 、 イ スラ エル 人 に 約 
東 る きれ 、 そ の 約束 に 従っ て 彼ら が 受け 継い だ 可 な る 国 の こと 上 を さして いる 。 


テコ 
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嵐 人 レッ ンタ フェ レタ ン イレ 
134. を こ で われ ら は 彼 等 に 、 敢 、 敵 、 肛 、 双 、 1281 523 る 6g 沿 ) 2 に < 
呈 な ど 一 区 証 を 鐘 し た り 。( 生 64) きれ だ 。 ンタ レ 
役 等 依然 し て 人 昼 に し て 、 罪 深い 民 な り DAS2B で US8SC| 2 し の や 1 
き 。 色 作 ダン 
の Cs WGPOLG1 


135. 


136. 


137. 


138. 


139. 


< 
し か る に 筐 凡 が 降る と 、 


彼 等 は 云え 9、 
「 モ ー ゼ よ 、 我 等 の た め に 液 の 主 に 願 し 
て くれ 史 か 、 主 が 流 に 約束 せる こと に 従っ 


て 。 流 も し この 懲 凡 を 除 か ば 、 我 等 は 必ず 
液 を 信じ 、 イ スラ エル の 子 ら を 液 と 共に 放 
免 すべ し ] と 。 

か く て われ ら が 、 
さり 除い て や る と 、 
を 破り た り 。 


され ば われ ら は 役 等 に 報復 し 、 
く 之 を 海中 に こ 消 れ せしめ た り 。 
われ ら の 神 兆 を 嘘 よ ば わり し 、 
せる が だ め な り 。 


前 し て われ ら は 、 憧 者 祝 せら れ だ る 人 々 
に 、 わ れ ら が 祝福 せる 土地 の ( 注 65) 束 
西 も ( 注 66) 秀 が し め た だ り 。 イ スラ エル の 
子 5 の 忍耐 故に 、 流 の 主 の 有難 い 言 葉 は 彼 
等 の 上 に 完 う せら れ た り 。 わ れ ら は ファ ラ 
オ と その 民 が 生け る も の 並び に 建て た な る も 
の 、 そ の こと ご と く を 破壊 せり 。 


凍 を 彼 等 
その 約束 


或 る 期間 、 答 滞 
見 よ 、 役 等 は 
こと ご と 
そ は 彼 等 が 
これ を 軽視 


か く て われ ら は イス ラ エ ル の 子 ら を し て 
海 を 渡ら し め る と 、 彼 等 は 多く の 偶像 を 熱 
PAS り 。 彼 等 は 去 え 

、「 モ ー ゼ よ 、 彼 等 に は 多く の 神々 あり 、 
Re も 一 柱 の 神 を 作れ 」 と 。 モ ー ゼ は 去 
、「 げ に お前 た ち は 趣 か な る 徒 華 な り 。 


2 で の 0 タッ 


9 ング 28353 
JOLGht だ あの うい | 


ッ ゴ ン s イフ スン フン イイ 22 アン ンプ 
の びり あの 28 


MM ッ タ 45 083 を ん 4 の 62GIYGS 
⑲c デー 

2 あの 82 し Ce 
MPN 


の 302M 3 


ご 33 る 28 じ 5 2 (23 | 
が 人 人 は あ の 生み 人 3 る 
り 22553 65 

っ gy 
かとう KGC91 68 は 


ん 


1 ID 3 
陸 の 4 CAIMGGIIG1 


9 
記 
き 公 
で 


入 64 
書 の 記述 は 、 お 千 


注 65 アブラ ハム と ヤ ュ ブ の 子孫 達 に 約束 きれ だ 聖なる 地 (5 : 22)。 


選 害 で は 、 


小 撤 と 貼 い 手 の お つば 以外 に 10 の お 告げ が 丈 べ られ て いる ( 出 エ テ ジ プ ト 記 7 一 1 意 )。 墓 
『 げ を 相当 府 娠 し て し まっ だ よう で ある 。 


イス ラ エ ル 人 が 成功 し 、 此 栄 し 、 大 い 


な る 国家 に 成長 する こと に な っ て いる 土地 ご っ た の で 清め られ た 。 


注 66 


「 土 地 の 東 $ 西 も ] と いう 語 名 は 、 ア ラビ ア 語 の 慣用 句 に よる 


と 、 同 全体 を 芝 味 する 。 
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これ 等 の 人 々 が 携わる も の は こと ご と く 
破壊 され 、 彼 等 の な すこ と は 必ず 無 に 帰す 
さ し 」 と 。 


モー で ゼ は 更に 云え り 、「 我 に アッ ラー の 外 
に 神 を 探せ と な 、 お 前 た ち を 選び て すべ て 
の 民族 の 上 に 置き 給え し 御方 の 外 に ? 」 と 。 


われ ら が お 前 だ た ち を ファ ラオ の 民 か ら 救 
える 時 の こと を 思い 起 せ 。 彼 等 は お 前 だ ち 
を 厳し い 資 苦 で 苦し め だ り 。 お 前 た ちの 候 
子 た ち は 殻 きれ 、 女 た ち は 和 辱め られ だ り 。 
その 中 に 前 た ちの 主 より の 重大 な 試 純 あ 
りき 。 

第 十 七 項 

われ ら は モー ゼ に 三 十 夜 を 命じ た り し 
が 、 更 に 十 夜 を 追加 せり 。( 注 67) 従っ て 
E の 命じ た る 期間 は 四 十 夜 を も っ て 完了 せ 
り 。 を そこ で モー ゼ は その 見 アロ ン に 向っ て 
云え り 、「 我 が 留 守 中 に 、( 注 68) 我 に 代り 
て 我 が 民 を 治め 、 彼 等 を うま (統御 し 、 有 悪 
を な す 者 ども の 道 に 従う な か れ ] と 。 

モー ゼ が われ ら の 命じ た る 時 に 来 だ の 
で 、 主 は モー ゼ に 向っ て 云う と 、 モ ー ゼ は 
云え り 、「 主 よ 、 お 姿 を 現 わ し 、 我 に 液 を 仰 
ぎ 見 きせ た まえ 」 と 。 主 は 答え て 云え り 、 
「 流 は われ を 見 る べから ず 。 なれ ど あの 山 
を 見 よ 。 も し あの 員 が を の 場 に 残る な ら 、 
すなわち 液 は われ を 見 ん ] と 。 きれ ど 、 主 
が 山の上 に 御 自身 を 星 わ す や 、 主 は 色 ち 山 
を 粉々 に 粉砕 せり 。( 注 69) な め に モー ゼ 


は 気 を 失っ て 倒れ たり 。 や が て 正気 に 戻る 
と 、 モー ゼ は 云え り 、「 罰 な る か な 。 我 は 改 
し て 流 に 帰依 し 、 計 者 の 穏 と な らん ] ほ と 。 


2 ンプ イン 
695524 2 89 


レン 

@⑯O 

, 3 る 3 し 之 ン 、 PU 
の 2 の 
了 ee ィ 2 2 


@ 包 あの 99 交 535 


2 003304 で る (の 029 3 


に 開 の の 内 誠 了 
まゆ 835 6 0 
っ Pd 
4 ン [る う ラタン 
の や 区 22 先 5 


07 の は GO 

sz326mo6yshd 

っ クダ 3 人 に < AMG タイプ ス / びる ば 

49280889 記 信人 区 
5) 


9 あり 


注 67 


が 、 特 別 の 好意 で あっ た 。 


邊 68 


エル 


人 人達 を 「 私 の 民 ] と 呼び 、 ア ロン に 


に 彼 の 代わ り に 役 日 を 勤め る と いう こと で ある 。 
注 69 山 は 実際 に 粉々 に 破壊 きれ た わけ で は な い 。 
た ゆめ に 使わ れ た だ 。 
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神 の モー ゼ と の 親 変 は 約束 され た 三 十 夜 に 完成 きれ た 。|- 夜 の 期間 の 延 氏 は 約束 の 一 


この 間 句 は アデ ロン の 地 倍 が モー ゼ の それ より 下 (従属 し た も の ) だ っ た だ 事 を が が す 。 
彼 の 代わ り に 行動 し て くれ る 様 に 指示 し た 、 


部 分 で は な い 


モー ゼ は イス ラ 
すなわち 、 彼 が 不在 の 問 


この 語句 は 地震 の ぁゃ の すご い 激 烈 な 様子 を 比 際 的 に 表す 


145. 


146. 


147. 


148. 


149. 


アッ ラー は 云 を り 、「 モ ー ゼ よ 、 わ れ は 法 
を 、 わ が 神託 と わが 言葉 に よっ て 人 々 の 上 
に 選び た り 。 き され ば わが 葛 え る も の を 講 持 
し 、 感 謝 す る 者 と な れ ] と 。 ( 注 70) 

われ ら は 右 の 平 坂 の 上 に あら ゆる こと に 
つい て 一 あら ゆる こと に つい て の 訓 戒 と 解 
邊 と を 記せ り 。 「 き れ ば 、 こ れ を し っ か り と 
護持 し 、 ま た 液 の 民 に この 中 に 記さ れ て い 
る 如く 、 最 善 の 道 に 従う よう 命ぜ ま 。 ( 注 
71) われ ら は その 中 、 お 前 た ち に 剖 和 ども 
の 住居 を 見 せん ] 
この 地上 に 迷 り に 人 健 に ふる まう 者 ど 
、 わ し は 役 等 を わが 神 光 よ り 遠 ぎ けん 。 
ば 彼 等 は 、 だ た とい きま ざま な る 神 光 を 
る も 之 を 信 ぜ ず 、 また 正 閣 を 日 の あ た 5 
し て も 逐 を 己 れ の 壮 上 は せ ず 。 されど 攻 
の 道 を 見 な ば 、 こ れ ぞ 己 が 道 な り と 思う 
で し 。 こ こ は 彼 等 が われ ら の 神 兆 を 偽り と 見 
な し 、 を 経 視 せ る が 政 な り 。 
われ ら の 雑 光 並 び に 来世 で の 対面 を 信 ぜ 
ぎる 者 ども 一 彼 等 の 所 業 は 無 に 帰 さ ん 。 役 
等 は な だ を の な せる こと に 対し て 応報 せら 
る る の み に 非 ぎる か ? 

第 十 凡 項 

モー で ゼ の 民 は 、 モ ー ゼ の 留 押 守 中 、 自分 だ 
NE - て 一 命 な き え る 獲 を 作り た 

。 彼 等 その 積 が 彼 等 に 物 公 わ ず 、( 注 72) 


還 引 の 


生 


イタ る 


時 ば Sageldle55 


も の が e29392 
263 4 は POM4 人 上 
el も 


の タイ ンタ タン る 


2 の 265IEG5 


。 科 2 。 レッ タス クレ ンタ る レキ トラン ターク イノ 
0 
また VEC 
っ ラーン を クッ ンタ タタ 叙 の 3 
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6 の 6843 DK 


ッ ン る 


隊 
⑳5 CS 
@cAsks St 
の 650 03 


を レブン シ タン レッ ン ッ 
@9KS0 し 235 08 


クッ ッッッ シィ タン イク る 
うめ の 1 と ア の 1 


タ / そ ノン 


5 2 LUD の PC れこ 


注 70 


長 階 
られ 
階 


注 71 
の 上 
注 72 
神 が 


神 の 


に 満足 し 続け 、 


に は 連 す る 事 は で き な い 、 と いう 
た も の の 様 で ある 。 彼 は 「 あ の 項 言 
感謝 する 様 求 ゆら れ た 。 


モー ゼ は こ 
で 行動 する 


神 は 、 彼 の し も ゃ で 
その 選ば れ た し も で 傍 
いか な る 特質 
得る 事 が で きる 。 


で は 、 彼 の 人 々 に 
足し 続け な い 様 に 


ji を し て いる の に 、 


この 節 は 、 神 が 、 モ ー ぜ は イシ ュ マ エル 家 の 大 預言 者 が 達成 する 様 に 夢 命 
# を 気付 か せ だ あと に 、 
| の た め に 指定 され た 高い 


啓示 は 必ず し も 新しい お き て を 合 ん で いる と は 限ら な い 。 
- 新 鮮 味 を 与 を 、 人 々 を その 神 に 近づか せる 意味 を も っ た 。 


づけ られ て いる 高 
め る 方 法 と し て 彼 
を 切望 せ ず 、 神 が 既に 


* 精 神 的 
# て 話し か け 
彼 に 授け た 段 


モー 


徳 の ょ り 高い 痛 を 実行 する 様 勢力 し 、 単 に 信仰 の 弱い 者 向け の 指令 
説く 様 求 め ら れ て いる 

し か け な け れ ば 、 生 きた 神 と は 証 胃 きれ な い 。 

今 語 を や ゆる べき 
ぅ 機能 を や や ゆる べき だ っ た と 仮定 る れる 事 は で き な い 。 


に と 論じ る の は 、 お か し い 。 
示 の 史 り 物 は 人 包 示 に 獲得 で き 
それ は 、 き ら に 精 


神 の 盛 
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151. 


また だ 如何 な る 道 に も 彼 等 を 導 か ざる を 知ら 
ざり し か ? 役 等 は それ を 拝み た れ ば 、 す 
な わ ち 大 人 な りき 。 


きれ ど 役 等 後 必 し て 、 そ の 迷 え る こと を 
司 り て 、 応 え り 、 「 主 が 我 等 に 慈悲 を 垂れ 給 


わ ず 、 また 我 等 を 救 さざれ ば 、 我 等 は 必ず 
失敗 者 の 類 と な らん 」 と 。 


モー ゼ を その 民 に 帰る や 、 慣 りか つ 悲 し み 
て 云 た り 、「 前 た ち は 、 我 が 留守 中 に な ん 
た る 邪悪 を な し た る か 。 お 前 た ち は 主 の 命 
を 待た ず に 、 自 ら 主 の 断罪 を 早め ん と な せ 
る か ? | と 。 面 し て 役 は 石 の 平板 を 下 に 年 
き 、 兄 の 頭 を わか えて 己 れ に 引き 寄せ たり 。 


スズ 
ンタ タン る プク 


フッ 1 クレ 。 ァ ラン 
@ 光 ビッ ぁ O1 の 49 ゆる 
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イタ ルン 


US 牧 みゆ 25 の 2 EE 


と い 
る 宗教 的 、 
対し て 当然 の も の で あっ た 。 


う 事 に 対し て 、 腹 を 立て 、 
また は 規則 的 途 反 に 対し て で は な く 、 


アロ ン の 頭 を つか ま を だ の で ある 。 モ ー ぞ の 色 り は 、 
彼 が 不在 の 叶 に 物事 を 上 正しく 継 持 で き な か っ だ 自分 の 失敗 に 
その 稀 り は 問 る に だ る 正当 な 理由 カ 


2 タ [ の P ま チア 】 HI る 」 タン ッ る 
(73) ケロ ン は 云え り 、「 玖 が 行 の す ょ 、 PUGs2 682sacsl 2 3U2l ol06 
入 々 は 我 を あな どり 、 今 に も 殺 る ん と せり 。 レ 2 2 の 
きれ ば 衝 を 害し て 敵 を 療 ば し むる な か ね 。 の SD3 1) 
また 我 を 不義 な る 徒 避 の 民 の 中 に 加え る な の ou 1 
か れ 」] と 。 ( 注 74) 『 ぞ 
ポキ ーー っ に 回 コ FM 4 
52. モー ゼ は 云え り 、「 主 よ 、 我 と 見 と を 赦し 、 つづ 5 CGI と の 203POW 
流 の 慈悲 に 浴 せ し め 給 え 。 は 慈 圧 を 与え 
っ ラン 
る 者 の 中 で も 最も 慈悲 深き 御方 な り 」 と 。 @ の ore? 
第 「 九 項 
3 科 を 振 * 潤 の : こ 2 二 た 4 1 ッッ ーー タタ レッ る と 
53. 犠 を 拝 せ る 者 ども は ( 注 75) 主 の 激 即 に 人 の の の 166 と 4 PPGP3fGAUIC1 
鈴 れ 、 ま だ た この世 の 生活 に いて も 属 に 
の 0 MM 1 ン ・@ く し 
造 う べし 。 われ ら は 嘘 いつ わり を 近 造 する 92 う EAI 3 ぅ 
者 に か く の 如 く 報 ゅ 。 
54。 され ど 、 量 事 を な せ ぼ も 後 に 改 税 し て 信 ろう (3 y20 が の 
仰 に 入る 者 に は 、 げ に 主 は その 後 は 寛大 に 員 の ンー 
し て 慈悲 深 ( ま し ます 。 1 アウン レ あじ el 
注 73 モー ゼ は 、 ア ロン が 斑 書 の 中 で ( 出 エ ジグ ト 32: 2 一 4) で 3 DC Fi て る 本 に を 天 
科 も し く は 援助 し た か ら と いう 理由 か ら で は な く 、 彼 が 人 々 が 仔牛 を 近 捧 する 事 、 ち ゃ ん と 止め る せな か っ 


アロ ン の お か し た いか な 


る と みな る れ だ 。 な ぜ な ら ば 非常 な 神 束 


渡 罪 が お か きれ 、 モ ー で の 人 生 の 全て の 業績 が 危う くる きせ られ た か ら で あ る 。 


謀 し た と し て アロ ン を 非難 し て いる 聖書 の 記述 は 、 実に 誤っ た 印象 や 与 える も の で ある 


注 74 アロ ン は 、 モ ー ゼ の 優し き と 上 兄弟 愛 の 感情 に 訴え た だ 。 
注 75 仔 千 党 捧 に 
(Enc. Bib 1 巻 : 2)。 


ー261 一 


co 1】 


1 


アル ・ ア ラー フ 


155. 


156 . 


る て 0 まる や 、 


彼 は 落ち 


を 明る 者 へ の 科 
て あり き 。 
前 し て モー は 、 わ れ ら と の 会 見 の 約束 


の だ た め に 、 を その 民 の 中 より 七 十 人 を 選び た 
り 。 し か る に その 時 、 地 震 彼 等 を 衣 い し か 


ば 、( 注 76) モー ぜ は 均 え り 、「 主 よ 、 液 も 
し 欲し た り せ ば 、 液 は 彼 等 や を すでに 減 ぼ し 、 
も また 減 ぼ し 得 た 筐 。 い ま 液 は 、 我 等 の 

2 ちの 悪 か 者 が な せる こと の た め に 到 等 を 
凍 する が だ これ 液 の 試練 な 
。 液 は 之 に ょ っ て 己 れ の 欲す る 者 を 迷わ 
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1 スン レア ョ イス ナス ERHI ノ 


し oe の の Es 
2 4 eb3e GUY40M| 
っ 和 3CCOSfe928 
So552 201 


(Cc2f CAENGYS26e の 


了 また 欲す る 者 を 導き 給 う 。 潜 は 我 等 の @ の 3 
守 談 者 な 9 り 。 き れ ば 区 等 を 族 し て 慈悲 を 算 
れ 給 え 、 流 は 最上 の 窒 急 者 な れ ば 。 
157. この 世に お いて も 、 ま た 決 の 世に お いて の UE ルン アア ア ョ た / 1 2 レイ ラッ タク 
とっ 1 し よじれ (15 す 1 | 
は 、 我 等 に 幸福 を 禁 り 給え 。 我 等 は 笑い 改 9 -O ラン リウ 
ダイ イレ ュ ス ン 
め て 流 に 帰 低 す 」 上 。 ア ッ ラ ー は 答え り 、 2 WATERC2MUBYGE 
「 わ れ は 欲す る 者 に わが 和 錦 を 加 う 。 さ きれ の ルッ ィ * ^ 
6 の 6 の の ば タン レラ ニン ラン ン 
ど わ が 慈悲 は 一 切 を 包容 す 。 さ きれ ば われ は 、 (NG(ed ぴる の つつ う 
正義 に 振 無い 、 喜 捨 を な し 、 わ れ ら の 神 光 6 放 C2 れ NF 
を 信ずる 人 々 に は を の 慈悲 を 授け ん 一 1960YIGKP 
158. すなわち 文 定 の ( 注 77) 預言 者 に 追従 2 タン 。 る る 2 と る し イラ トン タタ ン レン 
UI 間 FNG1 
する 者 た ち に は 。 こ の 者 に つい て は 、 彼 備 PU て の CJP の うた 
注 76 地 城 は 自然 な 現象 で あっ た が 、 モ ー ゼ は それ が 彼 の 人 々 の 犯し た 罪 に 対す る 神 の 同 で は な いか と お を 
れ た 。 
年 7 ウン ミー は ば 、 母親 に 所 属 、 又 は 付 、 す な わ ち 二 の 胸 の 中 の 子供 の 様 に 純粋 舞 斑 で ある こと : 百 
に アラ ブ 人 の ょ うに 天 刻 更 典 の な いも の : の で き な い も の : 町 々 の 母 と し て 知ら れ て いる メッ カ に 
し て いる も の 、 を 意味 する 。 も し ウン 文 朝 ] と し て と ら え られ る な ら ば 、 j は 、 連 な 


*、 い か な る 教育 も 受け ず 
79 も きれ て いる 


人 て は あり 得 な か っ た で あろ うい うぅ 反 条 意 見 は 、 な る 


MD す る 説 っ か 


きる 人 は 非常 に 少な か っ だ が 、 


ご 枕 念 か の ら う まれ だ も の で ある 。 
# て いな い 、 
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も か か わら ず 、 
と 案 を 分 け 信 を える 知恵 を お 


6 孤独 の 時 ( の 、 半 遇 な 成功 を わる め た ア 
ウェ リー (人 名 ) は 、 
非常 に 成功 を お る め た 商売 
っ た で あみ う 2。 聖なる 頂 言 者 の 時 代 、 メ ッ カ で は 、 教 育 は あま り 好 まれ な か っ た 
多く の 人 人 々 が 非常 に 成功 し 、 繁 栄 し た 商売 を 経営 し て いた 。 き 


それ な の に 神 は 、 吾 硝 発 に 
与え に な っ た こと 電 し て る 。 
うぅ で あっ た よう な 、 す で れ た 商 完 
ラビ ア 人 
アジ テア に は 、20 世紀 の 現代 に る 


育 は 、 その頃 ア 


第 二 吾 アル ・ ア ラー フ 


レ あ 4 56 タ 25 多 軸 は る ッ ク ンタ Ge 多 
- 記 され た る な り 。 彼 は 正義 を 彼 等 に 命じ 、 内 


タ Z 3 み 
NC、 ま た すべ て の 消 近 な も の を 誕 9 所 2 を 條 絡 32 も 
し 、 不 滞 な る も の を 禁じ 、 か っ 彼 等 か ら を 


ッ タ ン 3 と 52 ンタ タイ 
の 背負 い し 重荷 や 東 旨 を 取り 除く 。 さ れ ば 人 2 
を 信じ 、 し 、 シリ レッ イン ュ ッ アン シッ ス 
を 信じ 、 人 な を 人 彼 を 支 和 い 科 を 4 ( 湖 2 る と 2 


が 所 持 せ る 砕波 並び に 福音 ( 注 78) の 』 


時 


援助 し 、 彼 と 共に 降 き れ た る 光明 に 従う ! シ 
一 これ る 切 す べ 。 を レイ タグ る ノ タッ ンク ン クラ タク 
人 人々 れ 等 の 者 は 必ず 成功 すべ し 」 と RW 


タ 272 


240 
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159. 庄 え を 、「 人 々 よ 、 ば げに 我 は 天地 の 主権 を 堂 ッ 旬 人 ti 9 あき タ RI 且 74 
所 する アッ ラー より お 前 た ち に 條 わ きれ た 人 A め 9 84EMOH び 


る 便 徒 な 0。( 征 79 アッ ラー の 外 に 神 な 3328312096 の 9 


し 。 アッラー は 生 を 与え 、 死 を 賜 う 。 きれ クッ し ら 。。 
ば アッ ラー 普 すなわち アッ の の 4 の (92 
ラー 普 "る 文 定 の 和 預 言 フッタ フッ ン ンタ ク る も 4 


6 3 4 ( 1 クタ 
者 を 信 \ よ 。 請 し て 彼 に 人 を よ 。 し か り PO けっ の し 名 
ば お 朋 た ち 正 し く 姓 か れん 」 を 。 


ラビ ア で は 必須 条件 上 は みな きれ て いな か っ た の で ある 。 さらに 、 型 な る * 読 み 書 き で き な か っ た と い 
う 考 え が 、 彼 の 何 度 も くり か えき れ だ 「 文 家 の 預言 者 ] と いう 主張 に 対す る 記 を 発する も る の で ある と い 
うい くら か の キリ スト 教徒 税 の 主張 は 、 胃 拉 で あり 、 又 、 根 本 的 に まち が っ て いる 。 彼 ( 貧 言 者 ) と 何 年 $ 寝 
食 を 共に し 、 毎 日 彼 が 読ん だ どり 書 いた り し て いる 次 を 見 た 者 達 が 彼 が 文言 で ある か そる う で な いか 確認 する 事 が 
で きず 、 単 に 彼 の 自分 は 文 年 ど と いう く 電 張 に より この 確信 に 誤 導 か こと は 和 く さき こと 
で ある 。 彼 の (聖なる 預言 者 の ) 工 記 者 の 利用 は 、 最 も 学問 の ある 者 達 の 間 で 3$、 符 記者 の 利用 は その 時 代 に 
は 普通 で あっ だ た こと か ら 、 の 寺 く 抽 仙 この 各 に 定 的 に 作用 する も の で は な いと いう 論 衝 は 、 ア ラブ ヒ イ 
スラ エル の 歴史 に 対す る ウェ リー の 無知 き を うっ か り 示 す 結 果 し た な っ て いる 。 ほな る 拓 言 者 の 時 代 に 
は 、 ア ラブ 人 の 間 に は 、 今 その 言葉 が 理解 る れ て いる 様 な 意味 で の ウラ マー、 す な わ ち 宗教 学者 は 存在 せ ず 、 
も 慣れ 親しん で いな いと いう 事 で ある 。 ア ラブ 人 に よっ て 筆記 者 が 使わ れ て いた だ 
記録 は 全く 残っ て いな い 。 柚 な る 預言 著 が 、 啓 示 が 和牛 の も ぉ と へ 与え られ る 以前 は 、 吾 く こ と も 読む 
こと も で き な か っ た と いう 達 に よる 完璧 の 合間 が 為 き れ て いる 。 クルアーン は 、 少 な く と も る 神 か ら 
啓示 を うけ る 以前 の 聖なる 傾 言 者 は 、 読み 書き は で き な か っ た と いう 点 で は 、 か な り は っ きり と し て いる 。(29: 
49)。 し か し な が ら 、 彼 は 、 晩 年 に は 、 少 し は 判読 で きる よう に な っ て いた の で ある 。 


注 78 避 な る 包 
14 四 命 記 18: 18 33 
量 す る 事 
注 79 イス ラム 教 の 凶 言 者 以前 に 現れ だ 神 の 預言 者 送 の 全て は 、 彼 ら が る し 向け られ だ た 人々 、 を し て 彼ら が 
出現 し た 特定 の 時 代 に あう よう に 教え か られ て いた 彼ら が 特定 の 国 の 預言 者 で あっ た の に 反し て 、 下 な る 
等 は 人 類 全 体 に 向け て 、 時 の 終わ り ま で の た め に 出現 し た の で ある 。 彼 の 到 米 は 、 信 類 の 歴 更 に と っ て す ば ら 
し い 独 特 な 出 で あっ た 。 それ は 全て の 異な っ 家 と 社会 を 1 つの 友 有 辻 団 体 に 結合 きせ る 様 働 いた ー を れ 
は 、( 員 の ) 色 、 峰 土 、 信 念 の 遊 い が 完全 に 米 槍 る れる 人 類 の 兄弟 愛 な の で ある 。 


に 関す る 聖 普 の 
122) イザ や ヤ 書 21 : 


の いく つか に つい て は マタ イ 23 39, ヨ ハネ 14 :16、26:16:7ー 
3 一 17 上 20:62、 雅 歌 1: 5 一 6: そ し て ハバ タク 革 3 一 7 を 参 
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さ う 


弟 七 音 


デル ・ ア ラー フ 


160. モー ゼ の 虹 の 中 に も 、 真 理 を も っ て 他人 人 
を 導き 、 ま た 自ら も それ に よっ て 正義 を 行 
う 集団 あり 。 ( 注 80) 

161. われ ら は 彼 等 を 、 十 二 の 支 族 、 すなわち 
異な る 集団 に 分 ち た り 。 モ ー ー や の 民 が 当 を 
訴え を たる 時 、 わ れ ら は モー ゼ に 、「 液 の 杖 で 
その 岩 を 打 て 」 と ( 注 81) 黙示 し て 教え た 
5。 す る と 、 委 ち を こよ り 十 二 の 泉 が 噴出 
し 、 各 支族 は 己 が 飲む 場所 を 知れ り 。 ま た 
われ ら は を 陸 し て 、 「 わ れ ら が お 前 た ち 
に 用 意 せる 清潔 な も の を 食べ よ 」 と 告げ た 
り 。 彼 等 は 如何 な る 害 も われ ら に 加え ぎり 
き 。 彼 等 は た だ 己 れ を 害し た る の み 。 ( 注 
82 


162. 役 等 が か くく 云わ れ だ 時 の こと を 思い 起 
せ 。「 こ の 苔 に 住み 、 随 処 で 好む 物 を 食べ 、 
た だ 、『 表 し 給え 』 と 中 え 、 頭 を 低 う し て 門 
を 入れ 。 われ ら は お 前 た ちの 罪 を 赦し 、 ま 
た 藻 事 を 行う 者 に 均 々 報 美 を 加増 そん ] 


163. し か る に 役 等 の うち の 碁 人 ども は 、 自 分 
た も に 説 か あれ た る も の を 他 の 言葉 に 変え だ 
5。 る れ ば われ ら は 、 彼 等 の 罪 に 対し て 天 
詩 を 降 し た り 。 


第 二 十 一 項 まち 
164. か つて 海浜 に あり し あの 邑 に つい て 彼 人 等 
に 誠 ね よ 。 彼 等 が 安息 日 を 汚 せ し 時 の こと 
を 。 安 皿 日 に は 水面 に 姿 を 見 せ て いた だ 人魚 た 
ち が 、 彼 等 が 安息 日 を 守ら ざり し 時 、 魚 た 
ち は そ の 次 を 見 せ ず ざり き 。 わ れ ら は か く の 


⑯ 党 アア デア ンタ タタ る タン ター ン 
oo みあ の う 


て 6 を 2 5552 
交信 の elc dk MM 本 の の 1 


シダ クイン の フタ ン (ンプ 3 し タッ ラン ンプ 
DGG と と CGI4 ウ っ ゃ jl 


イン イレ 


呈 


ン ル タタ ン ン る 


ラタン 名 
明る NT 32k 人 7 は 当 5 

ラン 2 〔 そ 。 3 22 衝 じ る 5 35 
og 
FPGA 倒 生 
タン クタ タタ タン 


0 CT 


2 は 全 21PfYOGy キ 婦 岩 


イーラ の フック 2 クー タイ イン ッ る 
OS 本 oh 4 
タウ レセ 叱 補 2 の 
6 ん の 2 人 ECC 湊 0 
@6 約 も る 
ャ 
タン る ン ッ イ ラッ ンタ タッ ルン: 
に と o と 42 
る の ウッ タック 3 て 


フタ ンタ タタ レレ 。 っ 


CT 
イン タイ ウン 


2 うぅ 3 2e う 2 


2 を CO K り 


注 80 
だ け で は な く 、 き ら に 他 の 者 達 を も 真理 に 導き 、 公 正 
と か ら げ で 無 薬 別に と が ゆる 事 は な か っ た の で ある 。 
注 81 2 ・61 を 参照 の 事 。 


注 82 彼ら は 、 


モー で の 信者 の 全員 が 征 落 し て いた 訳 で は な い 。 彼ら の うち の いく 


ら か は 、 彼 ら 町 身 が 普 評 で あっ た 


に 行動 し た の で ある 。 クル アー ン は 決し て 人 々 を | ば ひ 


自分 達 軸 身 を 中 傷 し た に すぎ ず 、 真 理 の 起こ 9 を 得 つ ける 事 は で き な か っ た 。 
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和 じ な ァ ァ 


1 
KI 


如く 、 役 等 が 眉 犯 する た め に 彼 人 等 を 苦し め ルル ルン : 
属 
た り 。 ( 征 83) の 6 あ 名 婦 


165. 等 の 中 の 一 が 他 の 一 団 に お 前 タコ ン る ンタ る を 
彼 等 の 中 の 一 団 『 他 の 一 団 に 、「 何 故 p 前 りら 1 は ん の PIE 


た ち は ア ッ ラ ー が 之 を 減 ぎ きん と し 、 ま た フー プ ー・ プン ウツ 
頃 隔 を 以 て 族 ら し ゅ ん と する 者 ども を 沖 導 13Lo4Ao 2 の の ンカ 22 
する か ?」E 記 える 時 、 彼 等 は 云え り 、「 我 レタ ンタ ン ン と タン 
等 が そう する の は 、 主 の 御前 で 弁明 せん が Ob っ る コラ めのう d| Os2 
た め な り 。 ま た 彼 等 を し て 義 し い 人 た らし 

めん が た め な り ] と 。 


166。 彼 等 が 茂 きれ て いた 6 の を すべ て 忘れ を ブタン ン 5 アシ と ン に ( 氏 
ie 53CSS 
た る 時 、 わ れ ら は 悪 を 禁じ た る 者 た ち を 救 GESW も いう 


い 凍 人 も は を の 20 え に 誠 を て UM 
弄 し だ すり 。 

ッ タ タッ ン ラタン 

@⑥OJ&CS 

167. 彼 等 が 禁じ られ た る こ と に 対し て 3 ト 4 の と CS 79 タタ ンク タタ 軸 KG 2 イン 

1 

に も 背 き し 時 、 わ れ ら は 彼 等 に 篤 えり 、[ 潜 bayE5 Sebo ES 

。 

等 昌典 な る 急 に ( 注 84) な れ !」 と 。 っ 
168. タン ンタ 


主 が 、 復 活 の 日 まで 、 酷 い 次 苦 に っ て ECAEI 人 り 4 前 人 共 | 
グ KCNEO ご 
彼 等 を 苦し る 者 を 彼 等 に 造 わき ん は 、 メロ 3 う 


言 せる 時 の こよ を 思い 起 せ 。( 生 80 げに 8231OG レ ジィ 2 2 
主 は 応報 に 速め な り 。( 注 86) また 宮 大 に 半 法 2 し ッ 
し て 慈悲 深 ( も まし ます 。 2 
169. われ ら は 地上 で 役 等 を 幾多 の 支族 に 分 割 e の の と を こう マタ タン 
せり 。 或 る 者 は 正しく 、 ま た 或 る 者 は そう ol の 9 っ 


"は な い ド 彼 等 を た も 戻 リン ゃ る ョ ンプ [タタ トイ イン ショ レン タタ 
で は な い 。 きる れ ば 、 われ ら は 役 等 を た も 選 内 っ Caze 中 6 衝 OIETGY11 
らせん が だ ため に 、 幸 いと 秋 い と を 以 て 彼 等 ー- 
ミキ ンタ クー ラク 
を 試み た り 。 9 のみ 
注 83 安 選 H に は 怠 は と られ な か っ た の で 、 魚 は 、 本 能 的 に 安全 な 時 を 知る よう に な り 、 従 っ て この 本 能 的 な 
安全 の 気持 が 、 日 に 彼ら を 水面 に 現れ る せ 、 大 群 を な し て 、 謀 辺 に 近寄ら せ た の で ある 。 こ の 事実 は 、 ユ 
ダ や 人 に よっ て あま り に も 強い 誘 前 で あり 、 安 吉 昌 に 捕 鐘 する 手 は ず を 整え 、 神聖 を 汚し て し まっ た の で ある 。 
注 84 2 66 参照 
注 85 先 の 節 で 「 卑 虐 な る 衝 ] と 言わ れ た 人 々 が 、 実 際 に 括 に 変身 きせ られ た わけ で は な く 人 間 と し て 存在 
し 続け た なの で ある が みじめ に 生存 し 、 他 の 者 達 に 軽 べ つき れ た だ 事 を 示し て いる 。 


注 86 クル アー ン の いく つか の ら 、 神 が 罪人 を き ば く の に 時 間 を か ける こと が 明らか と な っ で いる 。 神 
は 何 度 も 何 度 も 氏子 を 授け る 。 こ の 藻 句 が 意味 する の は つい に 貞 が 人 々 に 下さ れる と 命ぜ られ た 時 に は 、 そ れ 
は 即座 に 来 て 、 そ れ が 来る の を 退け る 事 は 何 を も っ て し て も で き な い 事 を 意味 し て いる 。 
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170. 


171. 


172. 


173. 


174. 


その 後 、 邪 悪 な 子 了 が 彼 等 の 後継 いで 


経典 を 継承 せり 。 役 等 は この 下 労 な 世界 の 
信 い 利得 を 取り 、「 こ は 我 等 に 許さ る べし ] 
と 云う 。 再 び 同じ ょ うな 利得 が 役 等 に 至ら 
ば 、 彼 等 は それ 等 を 取る べし 。 ア テッ ラー に 
つい て な は 真実 以外 な に も 日 に せ ぎ る こと 

、 経 典 に か け て 彼 等 か ら と り し 契約 に 非 
時 記さ れ だ る こと を 
読み 、 か つ 学 び し 和 。 きれ ば 義 し ぃ 人 人 々 の 
世 の 住居 の 方 が か を っ て よし 。 お ゎぉ 前 た ち 
これ で も 解ら 6 ざる か ? 


衣 し て 経典 に 沿う た 己 が 生活 を 忠 持 し 、 
持 を 遵守 する 人 人 々 、 その よ う な 義 し い 
人 々 へ の 報奨 は われ ら は 空 せ ず 。 


われ ら が あの 山 を 天 藤 の 如く ( 注 87) 
彼 等 の 頭上 で 揺り 動か す や 、 彼 等 は それ が 
ビ ピ れ の 頭上 に 落下 せん と 思い た り 。 時 に わ 
れ ら は 云う 、「 わ れ ら が お こち に 援 け た る 
も の を 學 持 し 、 救 われ ん だ た め に その 中 に 記 
る れ だ た る こと を 銘 記 せよ 」] と 。 

第 二 十 二 項 

流 の 主 が アダ ム の 子 ら 一 すなわち 彼 等 の 
腰部 か 6 一 子孫 を 取り 出し 、 彼 等 に 己 れ 自 
身 の 証人 た らし め た る 時 、 か く 雲 えり 、「 わ 
れ ら は お前 た ぁ の 主 に 非 ざ る か ?」 と 。 彼 
等 は 云う 、「 然 9、 我 等 は 之 を 折 『 す | と 。 

こ は 復 活 の 是 に あ た り 、 お 前 た ち に 「 我 等 
は こ の 事 を 際 せり 」 と 云わ ざら し めん が 
だ め な り 。 


また だ 、「 か つて アッ ラー に 神々 を 配 し た る 
は 我 等 が 父祖 に し て 、 我 等 は た だ 邊 等 以降 
の 子 際 に すぎ ず 。 液 は 偽り を 云う 者 が な せ 
る こと の た だ た め に 我 等 を 減 ぼ きん と する 
か ?」 と お 前 た ち に 云わ ざ せら し めん が た め 
な り 9。 
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注 87 


イス ラ エ ル の 指導 者 舌 は 、 山 の ふも と に 集め られ た ( 出 エジプト 19 : 17)。 


山 は 彼ら に と っ て は 、 い 


つ 何 時 落ち る か ぁ も し れ な い 天 開 の よ 5 に 高く そば えて いる 様 に 思わ れ た 。 
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芝蘭 


アル ・ テ ラー フ 


175. われ ら 6 が か て の 如 く 神 光 を 示 する は 、 
彼 等 を さと し 、 正 道 に た ち 戻 らせん が た め 
な り 。 


176、 また 、 わ れ ら が 神 光 を 与 を だ る 6、 そ れ 
を 脱ぎ 乗 て た る が 故に 、 悪 魔 が 役 に 如 き 、 


邪道 に 陥る た る 者 の 物語 を 役 等 に 告げ ょ 。 


177、 われ ら も し 欲し た り せ ば 、 そ の 神 兆 に 
よっ て 彼 を 向上 せしめ 得 だ り 。 さ きれ と 役 は 
地上 に ( 入 88) 執 著 し 、 己 れ の 欲望 に 従え 
り 。 警 うれ ば 提 し た る 大 の 如 し 。 追 い 払え 
ども 震 を だ らし 、 放 泌 す る も 震 を た ら す 。 
われ ら の 神 光 を 信 ぜ ぎ る 者 ども は か く の 如 
し 。 き され ば 、 彼 等 に 反省 きせ る た め に 、 こ 
の 物語 

178、 悪い の は 、 pe の ke を 虚偽 と 見 な す 

者 な り 。 き されど 彼 等 が 損 う も の 、 そ は 己 れ 
自身 な り 。 

179. アッ ラー が 導き 給 う 者 は 正しき 道 の 上 に 
あり 。 ア ッ ラ ー が 迷わ し むる 者 は 失敗 者 と 
な らん 。 


180. げに われ ら は 地 銘 に 入る べき 多く の 妖 辻 
と 人 間 と を 創 5 だり 。( 注 89) 彼 等 は 心 あ 
れ ど それ も て 悟ら ず 、 眼 あれ ビ そ れ も て 見 
ず 、 耳 あれ ど そ れ も て 聴か ぎる な り 。 役 等 
は 愉 も 家畜 の 如 し 。 否 、 家 赤 よ り も る ら に 
迷う 。 彼 等 は 全く 無 刀 虐 な 5。 


ンタ ター ラッ ンク タ タン し タッ ターン タ ! ク 
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Weileg 2 る 8 2 

@e8 遇 94U8 さ 


Z !9. M 
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少 う 


181. 極め て 美しき 名 称 は すべ て ア ッ ラ ー の も e 絢 タン 
の な り 。( 注 90) され ば 用 を 以 て 役 を 呼び SONb の 5 

注 88 物 綿 的 な 物 、 特 に 金銭 へ の 執着 

注 89 この 節 は 、 従 っ て 、 人 間 の 創造 の 目的 と は 何 6 関 係 が な く 、 た 

別 な 和 級 の 人 、 す な わ ち 指導 者 駐 は 重臣 或いは 其 名 な 人 を 

ある 。 彼ら が その 々 を 罪 邪 如 の 中 で 過ごす 様子 か ら 、 

思わ れる 。 

注 90 神 の 正式 な 名 は アッ ラー で ある ! 他 の 呼び 名 の 全て は 、 厳密 


和信 は 、 そ うい うぅ 神 の 美徳 を 、 


だ 、 多 く の 人 や ジン (後者 の 語 は 、 特 
味 す る ) の 生命 の 痛ま し い 終わ り を 語る だ け で 


彼ら は 、 地 獄 の た め に 剣 り 出 きれ た の で ば な いか と 


言え を ば 、 彼 の 美 箱 で ある 。 祈り の 間 、 


その 祈り の 日 的 に 直接 賠 連 が ある と し て 念 ず る べき で ある 。 
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牽 れ 。 その 名 称 に つい て 正しい 方 法 よ り 逸 GA 


4 


『 


脱 する 者 は 捨て 塵 け 。 彼 等 は 巳 れ が な せる et は らい 多 
こと に 対し て 報じ ら る べし 。 ( 注 91) 

82. まだ 、 わ れ ら が 創れ る 者 の 中 に は 、 真 理 ち ン と 2 トス スス 化 2 うる ン 
を 以 て 人 を 導き 、 そ れ に 基づき 正義 を 行う OO0e3 SCB と の 3 
ー 団 あり 5。 

第 二 十 三 項 


83、 され ビ われ ら の 兆 を 担 窒 す る 者 ども た を 4CKACYRIYGN 
は 、 わ れ ら は 役 等 の 知ら ぎる 方 法 で 少し ず 


つ 後 等 を 破 減 に 引き 込ま ん 。 456 
84. われ は 彼 等 に 猪子 を 与 うる も 、 わ が 計 史 あと 。 
は 必ず や 効 を 半 せ ん 。 @6y do 6 る 2 る めし 


85. 彼 等 は 、 役 等 の 仲間 は 精神 異状 者 に 非 ず 、 作 8 2 R ラン クン ン イン 
と 考え ざり し か ? 役 は 明白 な る 警 千 者 に 他 沈み ら づ の 答 aL2 ビ 1 補 
な ら ぬ 。 ( 定 92) っ する 


86. 彼 等 は 天地 の 下 国 に ( 注 93) 目 を 向け 、 作る > 3208 1 HI 
どの) 59 う SN 0 
アッ ラー が 剣 り た る 万 物 を 観察 せ ざ る か ? 4 


骨 
また 己 れ の 革 限 が 真 近 に 近づく を 知ら ぎる (O8lMo0olAE OS 前 の 
か ? な ら ば この 後 、 如 何 な る も の を 信 ぜ ん の アア ノン ィ 。 レジ メア 
ほ も する か ? ( 注 99 ⑨ ら 8 60 の OZ 6 
197、 アッ ラー が 一 た び 館 あし か れ ば 、 何人 PP の は 導出 計ら 
いえ た ども そこ に 導き は な し 。 ブ アッラー は 彼 Kebd あ oy 4 の 5 0 和 L8 の 
等 を し て 罪 を 贅 す に まかせ 、 気 まま と 午 和 @94 人 5 
せ し む 。 _- 
邊 91 神 の 美徳 に 関し て 、 正 し い 道 か ら そ れる と いう 事 は 、 神 は クル アー ン ま た は ハデ ィ ス に 達 べ られ て い 


る 区 $ 素 晴らし 庫 の 全て の 所 有 キ な の で 、 彼 の 威 蔵 、 尊 成 、 そ し て 全能 の 慈 款 と 子 盾 する 様 な 、 他 の 美徳 
を 神 の た め に 考え 出す 必要 は な い 事 を 意味 し て いる 。 


注 92 彼ら は 、 更 な る 大 言 者 は 彼ら の 仲間 で ある と 告げ られ て お り 、 預言 者 は 、 彼ら の 中 で 生活 し 、 行動 し 、 
そし て 彼ら は も う 何 年 $ 彼 の 事 を 知っ て お り 、 従 っ て 彼 の F ぼ こ を と っ て も 狂気 の きた で は な い 事 は 、 披 ら に は 
簡単 に 理解 出来 り 中 で は 確信 し て いる の で ある 。 


注 93 メッ カ の 人 々 は 、 新 し い 時 代 の 到 米 を 千 げ る 、 自 分 遂 の 周囲 で 起き て いる 大 き な 、 多 様 な 変化 が 見 え 
な い の で あろ うか 。 全て の 徴候 が 、 偶 像 祭 捧 が 国 か ら 消 減 し 、 イ スラ ム 教 に と っ て 代わ られ る と いう 事実 を 示 
し て いる の に 。 駐 [EE 国 ] という 言 葉 は 、 神 が 天国 と 地獄 の .1- に 及ぼ す 支 配 を 意味 し て いる 。 


不信 爺 者 延 が 、 完 璧 で 完成 きれ た 戒律 で あ る クル アー ン を 、 抽 絶 し 続け て いる と する と 、 一 体 彼ら が 
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第 七 章 


188. 役 等 が 液 に 「 い つ 起 らん や ? 」 と を の 時 了 の を 


189. 


190、 


に つい て 問わ ば 、 云 え 、 [を それ を 知 】 給 う は 、 
狐 9 我 が 主 の み 。 主 を 描い て 価 入 も それ を 
明示 する 任 B わ ず 。 を は 天 と 地 を 普 し ゆる な り 。 
( 注 95) そ は 突如 襲い か か らん 」 と 。 彼 等 は 
洲 た 愉 流 が それ を 難 知 せる か の 如く 開 
う 。 雲 ん 、「 そ れ を 知り 給 う は 、 独り 9 ア ッ ラ ー 
の み 。 きれ ど 大 多数 の 者 は 芝 を 知ら ず ]」 と 。 


云え 、「 ア ッ ラ ター が 欲す に 非 ず ば 、 我 は 
れ の 利害 す ら 左 右 す る 能力 な し 。 我 も し 不 
可 見 の も の の 知識 を 有 し た り せ ば 、 大 な る 
幸せ を 得 て 、 炎 い に 遭 うこ と も な か り し も 
の を 。 我 は た だ 一 介 の 警告 者 に し て 、 信 徒 
た も へ 其 報 を 人 達する 者 に すぎ ず 」 と 。 
第 二 上 四 項 

アッ ラー こ そ は 単 一 の 人 間 か ら 6 前 た ち 
を 創造 せり 。 ま だ た アッ ラー は 、 男 が 女 に 安 
ら ぎ を 見 い だ す べく 、( 注 96) 男 の 助 角 よ 
り 衰 を 創り 給え り 。 彼 が 彼女 を 知る や 、 彼 
女 は 軽 き 荷 を 負い て を の 次 上 共に 往来 せ 


り 。 き れ ど 商 第 に 重く なり た れ ば 、 彼 等 両 
名 を の 主 ア ッ ラ ー に 祈り て 、 云 う 、「$ し 我 
等 に 良い 子 を 授け な ば 、 我 等 は 必 を 


捧げ ん 」 と 。 


ン 2 


と 人 991 と 


す び の 3 


ロン ン 


GE セ ザ で 1 の 
EPC は) あう 家 RS 9 ゆう 3 1 
AI ま 結 人 
の Os 2 


TAKA だ 
1 は 人 だ の 細 


ッッ の 2 の と の トン る 


3 


op 前 
SrerctBGIei ea eo 
の NEG2A1C2E 
2 の ン で の (ンド に 252| 
の の の の 


191. 主 が 彼 等 に 良い 子 を 授け る と 、 彼 等 は 主 人 Js 各 ン Tb し し 釣 の る 
が 自分 な も に 授け た る こと を 顧 成 し て 、 主 ポッ フキ ラ 0 
に 他 神 を 配 し た り 。 し か れ ぼ 6 アッ ラー @O9 し UE 拘 ( は 8 
は 、 彼 等 が 配 せ る 者 の 上 に いと 高く いま し ^ 
い 。 
引 フ 。 
192. 彼 等 自身 が 造ら れ だ る も の に し て 、 己 れ 学 ン 32 ウタ 323 る 462 じ っ と し 
は 全 も 導 り 符 を い 人 性 を ナッ ラー に す 2 @ ゅ cg 92 人 さら So うら 和 め | 
ほ と は 何 ん だ る こと か ? 
往 95 人 人間 にとって 前 を 受け る 事 が 苦痛 で ある の と 同様 、 神 に と っ て 、 還 の 裁定 は 音色 で あり 、 そ れ が 、「 そ 
は 大 と 地 を 苦し め る な り 」 と いう 語句 の 話 味 する と ころ で ある : すなわち 「 大 は 神 と 天使 才 を 表わし 、「 地 」 
は 人 間 を 表す の で ある 。 
注 96 結婚 の 本 来 の 日 的 の 一 つ は 、 男女 が お 三 い に と っ て の 、 安 楽 と 生 ゆ め の よ り ど ころ と な る 事 で ある 。 人 
間 は 、 本 質 的 に 社会 生活 を 営む も の で あり 、 親 し い 伴 介 へ の 自然 な 切望 が 結婚 と いう も の に よっ て 滴 だ た され る 


の で ある 。 
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第 上 事 デル ・ ア ラー フ 
199。 それ 等 神々 は 彼 等 を 助け 得 ず 、 れ 邊 生 の の ンク ァ イ ン ェ タ | 
を 。 (の 9 る 

きえ も 呈 く る 能 わ ず 。 つの DLA2VG05 ス も 


194. た と い お 前 た ち 彼 等 を 正道 に 招く と も 、 カンダ の タン と 1 入学 | 
彼 等 は お 前 た ち に 使わ ざる べし 。 彼 等 を 招 人 2 9 が 9 の 24 


2 ーー ッ イ クタ タタ ラン ン ン 
くも 、 沈 黙 を 守る も 、 し ょ せん お 前 だ ち に 0 
ほり て は 同じ こと な り 。 


195. げに アッ ラー の 外 に ぉ 前 た ち が 祈 る それ 多々 名 ン る 
等 神々 は 、 前 た ちと 同じ て 主 の 僕 に すぎ 区 人 Alo32 の 2 ざら 1 


ず 。 も し お 前 た ちの 言葉 が 真実 な ら ば 、 を Go 人 KScC1D4 4 
れ 等 神々 を 呼び て お 前 た ちの 祈り に 応え き 
せよ ょ 。 ( 注 97) 

196. それ 等 神々 に は 歩む 足 あり や 、 提 る 手 あ 9 Ps 2 2 
りや 、 見 る 厩 あ りや 、 聴 く 耳 あり や ? 支え 、 


「j 前 た ち が ア ッ ラ ー に 配 す る ぁ の を 呼び 


ロ 


て 、 液 等 みな 我 に 護 ら み を し か け よ 、 遮 記 。 リン ッッ ン 
する こま な か れ 。 ( 邊 9) 量 の * 2 2 KR 


197. げに 我 が 守 革 者 は 次 を 伯 し 賜わり た る 委 る る 3 る 委 負 828 
アッ ラー な り 。 彼 は 正義 を 行う 者 を 守 座 し て ^ 


給 う 。 @⑯CsuSli 


p 有 だ ち が 析 る も の は 、 お 前 た ち を 助 1 の タン フイ レン 
る 能力 な く 、 己 れ 自身 すら 助 く る 能 わ ず ] 93265 CI 
と 


。 プラ タタ 2 ン うみ (WM? 


⑯ 〇 ぁ い 2 4ー| 


198. 


199、 た よい 前 た ち が 彼 等 を 正 汗 に 紹 く に 26525222YeO803 2223 ら 15 
も 、 彼 千 は 聴か ざる べし 。 液 は 彼 等 が 流 の 2 る 
罰 を 見 る を 知る が 、 彼 等 は 見 ざる な り 。 OO の TOURGD 


200. 預 言 者 よ 、 党 に 区 容 を 旨 と し 、 親 切 を やす の 2 M 3 2 ッ イン っ 23 上 ッ タッ レンジ) 1 
のり 
すめ 、 無 知 な る 者 か ら 和 選 ざか れ 。 ジン 


注 97 この 衛 は 、 偶像 は そう する 力 を も っ て いな い の で 、 彼 ら が 求め る 、 チ アッラー 以外 の 生物 双 は 無生物 は 、 
決し て 彼ら の 祈り に 答え られ な いよ いう 趣意 で あり 、 偶 像 索 拝 者 六 に 対す る 大 伯 の 時 な っ て いる 。 と ころ 
が 、 生 き 給 う 神 は 、 彼 の 熱愛 者 の 祈り に お 答え に な る の で ある 。 


注 98 これ と この 次 の 節 で は 、 前 節 で 、 不 信仰 者 達 に 掲げ られ た 挑戦 が 拡大 きれ て いる 。 彼ら は イス ラメ 教 
と の 戦闘 に お いて 、 彼 ら の 神 に 甚 け を 要求 し 、 自 分 産 の 全て の 方 策 を 前 使 し 、 攻 撃 の た め に 全て の 武力 を 全集 
し 、 打 ちこ わす た め に あら ゆる 壮 段 を 講じ 、 構 な る 預言 者 を 攻 貞 す る た め の 時 間 を せ ず 、 こ うし た 試み 
に より 、 ど うい う 危 害 を 及ぼ すこ と が で きた か を あえ て 見 だ が っ て いる 。 神 は 、 彼 の 質 言 者 を 助け 、 そ の 相 源 
の 筐 栄 上 成功 を 約束 きれ た (5・68 58:22)。 
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第 菩 ・ ア ラー フ 
剖 柳 の 諸 誤 」- 久 、 し ii 2 信 ラン 2 タイ シ 
201. も し 悪 麻 の 謗 義 に 貸 わ れ た る 場合 は 、 55 し AE と yoEBO の SEE 光 2 
アッ ラー に 加護 を 求め よ 。 げ に アッ ラー は レラ ュ ン と 
すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 OS AU 


閉 し い 人 々 は 弄 庭 の 誘 具 に 胃 わ れ た る 
時 、 ア ッ ラ ー を 金 う 。 ( 注 99) する と 見 よ ょ 、 
物事 は 正しく 見 え 来 る な り 。 

兄弟 で も 無 信心 者 は 彼 等 を 迷 誤 の 
き 込 み 、 手 を ゆる ゆる こと な し 。 

湊 が 彼 等 に 新た な 神 兆 を も た らき ざれ 
ば 、 彼 等 は 「 何 故 流 は 自ら を れ を 作ら ぎる 
か ?」 ほ 問う 。 云 ん 、「 我 は た だ 我 が 主 より 
啓示 され る こと に 従う の み 。 こ れ 等 は お 前 
た ちの 主 よ り の 明 証 に し て 、 信 ずる 者 た も 
へ の 短 千 並 びに 務 半 な り 」 と 。 


205. され ば クル アー ン が 読本 せら る る 時 は 
有 に 耳 を 傾け 、 静 鷹 に せよ 、 き すれ ば お 前 
た ち 慈 悲 に 浴 き ん 。 ( 注 100) 


202. 


中 に 引 


203. 


204. 


朝 な 夕 な 、 心 を 虚しく し て 異 れ か し こ み 、 
声 を 低く し て 流 の 主 を 流 の * に 念 ま 。 視 
し て 飛 間 3 省 の 類 し な る な か れ 。 


206. 


げに 主 の 側近 く あ る 者 は 、 侵 心して 崇 数 
を 息 る 者 に 甘 ず 。 彼 等 は 主 を 設 業 し 、 を の 
御 有 に 平伏 叩 頭 す 。 


207. 


PR ン ぁ る や ヤッタ ィ クン の 
Bo タ DE リ 


マン テッ シラ 
6 の る 35965 
サン ンタ フュ 


@oy8 9 お は 9280 


イッ 5 ン 5 タタ 4 


Me の! りう 


和 ン の レル ン 。 レン タン ・ っ 
SI 里 4 CU ze5 す 2 


2 ヤシ ッ る 人 こ の の 3 
の の の 00 の の ee 
ンタ 2 ッ の タレ ラン クタ ン 


の あり Lo つう らい みう 


ンク と の 1 フッ 1 タタ 
28 史記 層 5 2 る う 


凡人 co L5S あ おじ 
bi JMes 


タ 
ション の 
ラレー タイ ンク タン の ッ ン イン ロン の ラーン 2 て 
= と に CK る 
ルン M2 3995 05s の 6 8 
sei 


65 タ KM タン デイン と の 2 の ンタ 


Os っ も っ 2 う 


注 99 
し 、 何 ら か の 災い が 引き 起こ きれ る 時 、 彼 ら は 、 
汗 100 新しい お 告げ へ の 3 
合 ん で いる 事 か ら 、 ク ルアー ン に 


これ ら の 語句 は 、 公 正 な 人 々 が 、 サ タン に よっ て 把 り に 坦 動 きれ る 時 、 ズ は 惑 人 達 に よっ て 、 
アッ ラー を 思い 出す 事 
すす る 返答 と し て 、 不 信仰 首 達 は 、 
意 し て 耳 を 件 ける 様 に 


彼ら に 対 


芝 味 し て いる 。 


ーー 


あり 余る は どの お つげ や 証し を 


きわ れ た 。 
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第 人 章 


戦利 品 


アン ファ ー ル 


(メデ ィ ナ 落 示 ) 


宮 み 選 く アッ ラー の 御名 に な い 


。 彼 等 戦利 品 ( 注 1) に つい て 液 に 問う 。 云 
え 、「 戦 利口 は アッ ラー と 使徒 に 属す 。 きれ 
ば アッ ラー を 胃 れ か し こみ 、 お 互い の 関係 
を 正しく し 、 ア ッ ラ ー と 使徒 に 従え 、 も し 
お 前 だ ち 信者 な ら ば 」 と 。 

. 祥 の 信者 と は 、 アッ ラー - の 御名 が 言及 され 
だ だけ で その 心 が 須 を 戦 き 、 その 神 兆 E 
謗 きれ る や 、 そ の 信心 を 人 益々 深め 、 主 を 信 
頼 し 、 


。 礼拝 を 遊 守 し 、 わ れ ら が 撲 け し も の か ら 殿 
みな く 施 す 者 を いう な り 。 
これ 等 は 真 の 信者 な 。 彼 等 は 主 の 御 放 
て 高い 位階 を 得 、 ま た 容赦 と 高 次 な 給 養 を 
葛 わら ん 。 


。 主 が 正義 の た め に 流 を 家 卿 より 出 で し め た だ 
る 時 、 一 部 の 信者 が 之 に 反対 し た れ ば 、 主 
は 液 を 助け て 敵 に あたら せ た だ たり 。( 注 2) 


の ター っ 9 作ら う 


プッ スン タッ ン 
JP が の 


用 と ルン 4 


の OS ふり らし と め 


テク 


Pf イー レター ン タタ る 
KRTSAt 1oS1UB1 
アセン ンカ 。 

0 の お 


シン 3 っ 

6 美和 を 
ラック 55 ラン フエ レレ ン そ ロンリー ン ラ 25。 ラ タン ッ る 
の ⑦ つ 62 65 うじ ee 


を ノレ MO 2 クッ の る 
pe30UAA の 
の タッ ん タレ リン レ 


@ タ ア の りう も 86 う 


の の ョ フイ ーー 


3IWOPGPPHYGLEY1ICG 
3 の 1 


の ィ ン ン 1 


CCA と 1 


は ま ) 


の 誠人 イス ラッ 教 


アン ファ ー ル と は 、 神 の り 物 と し て 、 
、 戦 利 品 の 分 配 に つい て 述べ 


イス ラム 教徒 達 よ 、 メ ジ ナ か ら 行 軍 し て きた 時 、 自 分 達 が 十分 に 武装 


て ミ 


彼ら は 型 な る 拓 語 
知っ て いれ ば 、 敵 を 迎え 打つ 


省 


路 も 十分 に 


ず 、「5 


彼ら は 流血 を 嫌う し 、 ま た 、 
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労 な くし て イス ラ 
ド て いる の で は な い 。 それに つい て は 、8 : 42 
久 徒 は 戦利 品 を 子 に 入れ た こと の み 語 っ て いる 。 


も いな か っ た 。 彼ら は 戦う 準備 も る くに し て いな か っ だ た の で ある 。 
ならない と わか っ た 時 、 
か っ た の か 、 
だ の で は な 聖なる 聞 言 者 の 生 を 心配 し た の だ 。 覚 洛 
の で ある 。( 十 は ) 「 流 ら を 進ま せ た ] と 言 
は し て お か な いこ と が 明らか で ある 。 イ スラ ム 教 徒 
それ は 、 


心配 そう に 倍 ね た 。 何 克 、 自 分 達 に 
整え を て きだ は ず だ と 。 彼ら は 自分 
で き て いな いま ま 預 語 
を 進ま せ だ 
、 戦 い 


陽 な る 預言 者 が 危険 に きら され る こと に 


ぃ 教徒 が 手 に 入れ た 戦利 品 で ある 。 こ 
2 を 参照 する 事 。 こ こ で は 、 バ 


し た メッ カ 車 と 戦う こと に な る 
途中 、 メ ッ カ 車 と 戦わ な けれ ば 
本 当 の 状況 を 教え て くれ な 
分 だ た ちの こと を 心配 し 
らし たく な か っ だ 
を 防備 何 し に 
好み は し な か っ た 。 


に 」 と 言う この 呈 
れ て は い か っ 


第 信和 次 


7. 彼 等 は 愉 も 死 を 目 の 当 り に し な が ら を れ に て る し る し 1 
追い 立て られ て いる か の 如く 、 真 理 が 功 百 が OCSoWCoS SN は は 
に な っ た 後 も 、 な お 液 と 真理 に つい て 給 争 の 
す 。 
8. また アッ ラー が 、 二 隊 ( 注 3) の うち い ず 2 の タイ ーッ ンズ 
・ っ (ES ]4 QA) 
れ か 一 隊 は お 前 た ちの 所 有 た る べし と 約 東 の CO 2 
せ し 時 、 お 前 た だ ち は 武装 せ ぎ る 一 隊 ( 生 4) 8 の 昌 20Blog 守 0923 
を 巳 れ の 所 有 と 望み し あの 時 を 人 多 え ん 。 だ が し 
アッ ラー は その 党 葉 の 真実 を 立証 し 、 不 信 を ル 全 の 佑 
心 者 の 根 を 総 や きん 上 欲し た 9。 
9. これ は 雅人 人 が た と え そ れ を 嫁 うと も 、 彼 は ペン ク 気 イ そ 22 多 
- 9) 1 ぁ 語 い 19Z5 I 
基 を 立証 し 、 誠 偽 は 無 な り ょ 福 らし ゅ ん 9 OK 
と 欲し た る が 数 な り 。 
10. お 前 た ち が 主 に 援 陳 を 嘆 牟 せ し 時 、 彼 は お を を テッ ォ イ レン クッ ン と ッ 
前 た ち に 応え て 、 云 えり 、「 わ れ は 次 々 ( 注 は 892 時 3 
5) に 一 千 ( 注 6) の 犬 使 を 繰り 出し て お os NO 
前 た ち を 助け ん | と 。 
11. アッ ター が 朗報 あな せる は 、 ひ た すら お 前 2 の る 爺 7 レン 
と 4 
た ちの 心 を を れ で 安 ん じき せん が た め な PS の で 7 も POCIC3CP 
り 。 ( 往 7) 控 基 は ひま り テ ッ ラ ー の み ょ り ある レン を 231 2233023 
AoilO1 51 い に と oe1 ら う 
来る 。 げ に 、 ブ アッ ラー は 僅 大 に し て 、 賢 哲 クー ピン 
に まし ます 。 
第 二 項 
12. を の 時 、 テ アッラー は 安 や の し る し と し て お て so て の ン お 2 イン 0 
3 AP 1 6: 5 
前 た も を 人 (往き ) に 陥ら し め 、 ま た 天 245 6482 
沖 3 。 二 隊 LE は 、(U 初 めか ら イ スラ ム 束 作戦 うつ も 9 で 来 て いる 対 備 十 分 な メッ カ 軍 。(② 北 か ら メ ッ カ ベ 
戻っ て いく 途中 の 軽 武 装 の メッ カ の 隊商 、 を 指し て いる 。 
注 4 イス ラム 示 徒 達 は 、 当 然 の こと な が ら 、 軽 武装 の 隊商 と 出合 うほ う が よ か っ だ た だ 。 し か し 、 神 は 、 彼 ら 


を し っ か り 武 装 し た メッ カ * 


と 出合 わせ た の で ある 。 こ の よう に し た 神 の 目的 は 、 神 の 命令 に 


立 し 、 信 仰 し な い 者 の 根 を た ち 切 る こと で あっ た (3 立 14 人 節 と 8 亭 42 節 一 45 勧 参照 )。 


決 々 と 並ん で いる の 意 。 


ここ で は 、 バ ドル の 戦い に つい て 述べ て いる 。 
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よっ て 黄 実 を 確 


sa 


第 入 章 アン ファ ー ル 


を 注ぎ か け こ れ に お 前 だ ンタ ンー に レポ て イン 
より 水 を 注 れ に よっ て お 前 だ ち を ンー 3 


汐 め 、 悪 魔 ( 注 9 ) の 洛 れ を 弱い 、 お 前 だ * ズ ズ 2 テ 
ちの 心 を 引き 締め 、 ま た これ に よっ て お 前 の 030 る る 記 の 06 
た ちの 脚 を 共 め あん と せり 。( 注 10) ジ ポ 


13. その 時 液 の 主 は 諸 天 子 に 啓示 し て 、 云 ぃ 給 1 の イッ ラダ タッ 
NHCKAO 1 | 
えり 、「 わ れ は 前 た ちと 僅 に あり 。 され ば 了 3 3 


信ずる 者 た ち を 確 不 動 た らし ゅ ょ 。 ゎ れ 芝 CR 


は 信 者 の 心 に 問 怖 を 投 ぜ ん 。 そ の 時 ンタ タック ッッ ッッ ュ ン 
彼 等 の 音 ( 注 11) を 疾 ね 、 す べ て の 指先 を eo の 555eEDS きめ 
打ち 落 せ 」 ほ と 。 

4 か 人 Es ニ ドー の 移 ノン 

14. これ は 彼 等 が アッ ラー 並び に その 全 徒 に き 外 谷 る の 2 の 店 5 し 31 
せる が 故 な かり 。 誰 で あれ アッ ラー 並び に そ ンプ 
の 使徒 に 抗 する 者 に は 、 ま こと に アッ ラー @oS 人 4 ダク 公 
は 応報 に 茂 し て まし ます 。 - 

15. 前 た ちの 谷岡 は これ な り 、 き れ ば 之 を 叶わ SO 52 半 な SB 
いて 、 不 信心 者 の た め に 業火 の 刑 間 あ る を - 
知れ 。 

16. お お 、 溢 等 信ずる 者 よ ! 溢 等 不信 心 者 5 人 0D KA ば 1G36 
も の 進軍 し て 来る に 出会う と も 、 役 等 に お レッ タ の 
前 た ちの 痛 を 向け る なかれ 。 ( 注 12) @59L4 鐘 革 


17. 衣 で あれ 作戦 上 か 、 他 の 隊 に 合流 (E19) TE 人 の 2 スイ ガン 
ンー アー 
する た ゆめ 以外 、 を の 日 の 敵 に 内 を 向け る 才 ポジ 
は 、 ブ ッ ラ ー の 淡 交 を 業 む り 、 を の 住居 は 52062o5 人 ル 338 お 2 
地獄 な る べし 。 そ は 部 し き 行 先 な り 。 ララ スン 


注 9 敵 が 水源 を 占拠 し て し まっ た の で ある 。 イ スラ ッ 教 徒 達 は 、 当 
し た の で ある 。 ま た 、 サ タン と いう の は 、 程 訟 の 友達 や 仲間 の こと も 


は 、 水 不足 で 非常 に 還る だ ろう と 心配 
し て いる 。 


注 10 イス ラム 教 使 は 砂地 で 、 メ ッ カ 宣 は 央 い 土 の 上 で 野党 し た 。 折 よ く 雨 が 降り 、 砂 地 は 固まり 、 固 い : 上 
の と ころ は 党 り や すく な っ た 。 


注 II 頭 の すぐ で 下 の 音 の 上 部 、 こ こ は 最 も 弱い と ころ と きれ て いる 。 
生 12 イス ラム 教徒 は 、 最後 の 最後 まで 戦わ な けれ ば な ら な い 。 勝 利 か 死 か で ある 。 彼ら に 第 三 の 道 は な い 。 


注 13 この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 退 基 し て も よい 場合 を 規定 し 、 説明 し て いる 。 すなわち 、(a) 敵 を 歌 く 作 
戦 と し て 、 あ る い は 、 よ り よ い 戦 較 位 僅 に 移動 す る 時 。(b) 隊 が 王 力 軍 か 別 の 部 隊 に 合流 する た め 退 却 する 時 。 
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18. お 前 た ち が 彼 等 を 殺し た に 非 ず 、 ア ッ ラ ー イン ンク クン ン ルン ンタ タル 2 7 る 
が 彼 等 を 殺せ り 。 ま た 液 が 授け げた る 、 を の ビック 61692 39 2 
れ を 投げ た る は 液 に 非 ず し て アッ ラー な 。 お だ 。 も 8 聞 3 2 250852 で 25 
9 。( 注 14) を は 不信 心 考 ども を 打ち 倒さ し 
ん が た め 並 びに 彼 御 自身 より 思 皿 を 信者 に の を あと 3 し と 名 
賜 わら ん が た な た め な り 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は す 
べ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 し 給 う 。 


19. 生じ たる 事 は か く の 如 し 。 き る れ ば 、 ア ッ ラ ー な 全 tc 人 ルス 
の 人 RW 人 の 1 1 
は 不信 心 者 ども の 妊 清 を 無 に 帰せ し ゅ ん 御 0 PO 
方 な る を 知れ 。 


20。 不 信者 ま 、 も し 前 た LIKEREA 3 の 
すでに 毅 決 ( 注 15) は 降 き れ だ たり 。 も し お シッ ンタ し の 。 
前 た だ ち 瑞 対 を 止め る な ら 、 そ は お お 前 た ちの 926 い が 3 
た め に 益 と な らん 。 だ が も し 敵 半生 0 の の も 
る な ら 、 わ れ ら も また 各 る べし 。 ち 前 た ち 22 リン 1RYC お 3 

の 箇 勢 が 如何 に 多 ( も 、 役 立つ こ 上 な か 
る べし 。 アッラー が 信者 と 僅 に ある こと を 
知れ 。 


2 人 人 ブフ ラー の に も の 人 1 ああ AIP 
に 従え 。 彼 の 命 を 聴き 、 同 時 に 背く な か れ 。 生 フ シー ラシン ァ ン 
いう pa の の 15 と 
22. まだ 、 聴き も せ で 、「 我 等 は 聴く 」 と 云う 如 @ ら 9 3: と 1 人 を 科 ン 
き 徒 呈 に な る な か れ 。 Re の M の 記 93 


23、 ア ッ ラ ー の 見 解 に お ける 最悪 の 人 非 人 と る ん キン シー そい くる る 
っ ・ AO sa OO の 5 流 81 
は 、 も の ご と の 邊 理 を 解せ ざ る 前 寺 壮 びに ビリ 020 に 2 


タル レン 
貴 者 な 。 @O955 


往 14 。 バド ル の 戦い に 勝っ な の は 、 イ スラ ム 教 徒 達 が 巧み に 戦い 、 束 だ っ た か ら で は な い 。 彼 ら は あま り 
に 少数 で あり 、 あ まり に 級 く 、 装 貸 は 租 末 す ぎ だ た の で 、 数 の 上 で は は る ヵ : 勢 で 装備 も ずっ と 整い 、 ま た 、 
は る か に よく 訓練 る れ て いる 軍隊 と 戦っ て 勝て る と は 考え られ な か っ た だ 。 下 な る 痕 言 者 が ひと つか み の 小 石 や 
砂 を 投げ た 行為 は 、 モ ー ゼ が 枕 で 海 の 水 を 打っ た の と 全く 《 よ く 似 て いる 。 モ ー で の 行 導 を 合図 に 、 風 が 吹き 、 
測 が 満ち て き て 、 フ ァ ラ ト と を その 大 軍 は 海 の 藻 くず と な っ た の で ある 。 同様 に 者 が 小石 を ひと つ 
か み 投 げた の は 、 強 風 が 吹く 合 較 で あっ た 。 その 強風 の た め に アプ ・ ジ ャ ハル ( 加 な る 預言 者 は 彼 を 、 自 分 に 
従う 人々 の ファ ラオ だ と みな し て いた 。) と その 大 軍 は 砂 漢 で 壊 減 し た の で ある 。 ど ちら の 場合 も 、 神 の 特別 な 

の 下 で 、 二 人 の 預言 者 の 行為 と 同時 に 、 自 然 の 威力 が 発 搬 き れ た の だ っ た 。 


注 15 信仰 し な い 者 遂 は 、 加 な る 預言 痢 に 、 神 の 鶴 刊 と し て 勝利 を 要 水 し た 。 彼 ら は 、 神 の 銘 判 は 彼ら が 5 


む 通 り に な る と 開か きれ て いる の で ある 。 
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24. アッ ラー も し 役 等 に 何 か 療 きこ と ある を 認 タン ッ イッ 7 の 3 っ の 
め た れ ば 、 必 ず 役 等 を 聞か し ゅ た る な り 。  e の ジ ラス る 
KK ャ 円 円 タク う 2 
( 宇 16) され ど 、 今 仮に 聴 える よう に な さき っ 3 
ば 、 彼 等 これ を 嫌っ て 音 き 去 6 ん 。 
25. 流 等 信ずる 者 よ 、 ブ ッ ラ ー 並 びに その 使徒 < jyyeu ン は ゃ ve は NN 
が 前 た ちと 生命 を た る (年 1) た ゅ ウリ 30 うる be Io DK 
回 2 1 レン ルン し 2 
に 呼び 給 う 時 は 、 店 えよ 。 アッ ラー は 入 と の の 導 人 あ SUA8B 公有 AGF4 
その 心 の 間 に 入 り 絵 い 、( 注 18) また リー ッッ 。 
前 た ちはや が て 彼 の 御 許 に 召し 寄せ られ る の 93 や LIU9 NM 
を 知れ 。 
26. 災難 に 対し て 尊 断 する な 、 を は 前 の 中 の の 生 の 和 あ す 移 5 
YOMI こう 68551 
不義 を 旋 せ る 者 ( 注 19) の み 症 うに 非 げ 。 ッッ スハ レッ ラン 
語 し て 、 ア ッ ラー は 向 凍 する に 厳し て まし @oal NNPOTGIIEI2 td 
ッ 
ます と 知れ 。 
27. 前 た ち 地 上 に お い て その 数 少く 、 劣 勢 と 、 う 3 ンタ タン ッ ン る 5235 2 
M 1] bi 
見 な され 、 人 々 が 相克 に 来 は し な いか 1 9 ド ) 99 
ラン レラ ンタ 
れおな の の いて いた 里 の こと を 倍 い 起 せ き 。 あ 。 腕 別 591 る 8 の 
の 時 彼 は 、 お 前 た ち を 助け て か くま い 、 世 陸 の シル 
つ 強 くし 、 更 に 種々 な る 佳 き 物 を 賜 い た り 。 5 3 うう ro 
お 前 た ち 恐らく 感謝 せん 。 ( 注 20) 
28. 液 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー 並 びに 使徒 を 青 222 守 ンス ン 
1 2 人 (3 有 WI PANIC 
切る な か れ 。 ま た 自分 達 へ の 信頼 を 知り つ Pd5 の CO お 
注 16 「 必 ず 彼 等 を 開か し ゅ た る な り 。」 と いう 言葉 は 、 決 の よ うな 意味 で ある 。 も し 、 神 が 今 の 状 正 


の まま で 役 ら に 真理 を 受け 入れ る よう 強い て も 、 


な ら な い だ ろ う 。 


注 17 


往 18 
制す る こと は で き な い 、 


神 の 預言 省 が 死者 へ の 命 


「 ア ッ ラ ー は 、 人 と その 心 上 の 問 に 入り 給 う ] と よい 
うま ま に す る こと は で き な い と いう 
けれ ば な ら な い 、 と 5 
5 人 の 心 を か だ た く な に 


ぃ を 自分 の 思 
に 神 の 声 に 本 を 傾け 、 す で に それ ね ! 
に を うし な けれ ば 、 予 期し な か っ た 事柄 


彼ら 6 の 心 の 庭 は 変わ ら ず 、 


与え る と いう 表現 は 、 比 陰 的 、 精 神 的 な 


決し て 真 の イス ラム 教 


回 


で と ら え る べき で ある 。 


に は 人 の 自我 ) は 自分 の 心 を 統 
で ある 。 こ の 言 薬 は 、 き ら に 、 
お うと し て いる 。 なぜなら 、 も し 
、 錆 つか せ て し まう か も し れ な い 。 


は 、 人 ( ま 


そう な れ ば 、 人 は 神 の 声 に 耳 を か た むけ な く な っ て し まう か も し れ な いか ら で あ る 。 


注 19 
な い 。 
注 20 
た 時 、 神 が 助 け て 
て いる 。 この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 、 


自分 自身 を 正しく 律する 
燃え きか る 移 に 囲ま れ だ 


“ け で は 十分 
は 、 い つ 何 時 、 


その 交 


ここ で は 、 イ スラ ム 教 筆 た な ち に 、 彼 ら ヵ 
て れ だ よう に 、 役 ら は 、 権力 を 持っ た 
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で は な い 。 我々 は 、 財 囲 も 変 
え 太 く され て し まう か も し れ な い の で ある 。 


中 で 遇 い 立場 に あっ て 、 
\ に は 、 盟 者 を 守る よう 努力 し な けれ ば な ら な いと 言っ 
すぐ に 政治 的 権力 を 得る で あろ う と いう 貧 苦 を 暗示 し て いる 。 


で を て いか な けれ ば 安全 で は い 6 れ 


強い 敵 世 ある 和信 々 に 囲ま れ て い 


第 信 章 アン ファ ー ル 


裏切る な か 1 クタ シン と ョ ン 
つ 、 襲 切る な か れ 。 ( 注 21) @ る 2 2: っ 
29. 富 上 子 達 は 一 つの 馬 し に すぎ ぬこ と を 知 そる る 和 る 3 人 MP 
共 し 13553 も 癌 AUSIA25 
れ 、 ま た アッ ラー の 件 許 に こ を 偉大 な 絆 ダ フフ ブーン 
ある を 知れ 。 に 40 | 
30. 溢 等 信ずる 者 ま 、 お 前 たち も し アッ ラー を . 続 ラシン タバ 
と | 1 
詞 れ 散 わ ば 、 彼 は お 員 た ち に 救援 を 援 サ 、 201KSPOIN 6 6 


前 た ちの 諸 量 を 消 減 し 、 容 放せ ん 。 アッー ント ピッ シン レン ンタ 生 る 
者 2 和 叶 IE4 2 の 紹 
ラー は 僅 大 な る 恩恵 の 主 に まし ます 。 や う 5 
@ ぁ BLAS3 


31. 不信 者 ども が 流 に 対し て 時 業 そ ゅ ぐら し 、 生 委 3 向 65 
流 を 臣 葉 し 、 或 い は 殺 き ん よし 、 束 は 放 の 
送 せ ん と せ し 時 の こと を 所 い 超 せ 。 彼 等 内 用 2 OPT 
業 集 し た れ ど も 、 ア ッ ラ ー も また 告 染 有 
( 注 22) アッ ラー は 一 番 の 集 格 家 に まし ま @el 
す 。 

32. われ ら の 神 光 が 彼 等 に 読 語 さ れる や 、 彼 等 EAIGW PEFCPEP 夫 C4RM 
は 云う 、「 我 等 は すでに 閉 け り 。 も し 我 等 欲 の 
し を ば 、 こ れ と 同じ こも を 云 者 こし 、 季 OS 
23) これ は だ だ 古人 の 物語 に すぎ ず 」 と 。 

99. 彼 等 が 、「 ケ ッ ラ ー ょ 、 も し これ が 流 よ り の とっ 32 GA OL3 和 0 35 
真理 な ら ば 、 我 等 の 上 に 天 より 石 を 降ら せ 。 ンー レー 
給え 、 或いは 我 等 の 上 に 音量 な 懲罰 を 察 ら Jo 2 の EE 移 区 


ング 


こつ いて 述べ て いる 。 一 つ は 、 我 々 の 創造 者 で ある が 故に 絶対 で 永 遂 な 
で あり 、 も うぅ 一 つ は 、 仲 間 へ の 義務 か ら 生 じ る 、 仲 間 に 対 する 妃 誠 で 


注 21 この 節 は 、 人間 ウー の 
る 神 (を し て 神 の 使者 も ) に 対す る 
ある 。 


注 22 この 節 で 述べ られ て いる の は 、 メ ッ カ の ダー ルン ・ ナ ド ワ ( 白 治 会 館 ) で 行わ れ た 秘密 会 議 の こと で 
ある 。 町 の 長老 た ち は 、 こ の 新しい 信仰 が 広まる の を 妨げ ょ うと する 自分 達 の 努力 が すべ て 失敗 し 、 ま た 、 メ ッ 
カ か ら 移 る こと の で きる イス ラム 教徒 は ほとん ど 皆 、 メ ジ ナ へ 移り 、 危 害 を 逃れ た の を 知っ て 、 イ スラ ム 教 を 
根絶 し ょ うと する 若 後 の 計画 を ね る うと ダー ルン ・ ナ ド ワ に 集まっ た の で ある 。 さ ん ぎん 討議 し た 後に 、 彼 ら 
は ある 計 両 を 考 を つい だ 。 それ は クラ イシ ュ の いろ いろ な 部 族 か ら 、 た くさ ん の 若者 を 集め 、 し て 加 な る 
天 言 者 を 環 繋 る せ 、 殺 きせ る と いう も の だ っ た 。 聖なる 預言 者 は 、 真 夜中 、 見 張り が 眼 り こん で いる 間 に 、 密 
か に 家 を 出 、 常 な 仲間 で ある アブ ・ バ クル と 共に 、 ツ ー ル の 淵 く つ に 避難 し た 。 そ し て 、 無 事 メ ジ ナ に 
行き つい た の で ある 。 


注 23 信 促 し な い 者 達 は 、 ク ルアー ン の よう な 話 な ど 、 自 分 達 も 作れ る と 奈 語 し て いた が 、 こ れ は た だ の か 
らい ば り で ある 。 実 際 に 、 彼 ら は 何 $ も 作り は し な か っ た し 、 今 だ に 、 短 い 一 章 す ら で き て は いな い 。 
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せ 給え を] と 云 える 時 を 境 い 起 せ 。 ( 注 24) 2 
@9 
34、 る れ ど アッ ラー は 液 が 彼 等 の 中 に いる 韻 は SE 3 あと ん を ど 2 / ン ィ ン ノン 
っ こ 1 
彼 等 を 拓 せ ず 、( 注 25) また 彼 等 が 才 錯 を 32e5eib っ 69c9 816P じ 3 
を うぅ 間 は 彼 等 を 処罰 せ ぎ りき 。 2CHCtK ま Y す を 90 
35. 彼 等 聖 礼 拓 所 の 真 の 守護 者 に 非 ら ぎる に る ン ッ を ラン ッ タ ミクス ンタ イィ レン 
1 
そこ に 入 の 嘆 づ る を 妨害 する に 及 ん で は 、 の 2 Jeebs 
も は や アッ ラー と て 彼 等 を 前 せ ぎ る 理由 何 7 WC 区) みつ 
も な し 。 真 の 守護 者 は 正義 の 人 の みな り 、 iM 3 
し か る に 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。 8 の の 
36. 避 典 に ける 彼 等 の 礼 捧 は 、 だ だ 日 笛 を 吹 222 レッセ スッ ーッ クミ て レレ レレ ン 
も クミ イン ン 
き 手 を 拍 ちな ら す に すぎ ず 。 さ れ ば 、 稔 還 aa で uooS じ > 
と ぇ 寺 が ざ を に 2 タ タク ンジ っ タッ イン タッ タッ タン 
を 味わえ 、 信 ぜ ぎ ざり し が 故に 。 ⑨6 ぅ (d ICONAI 1 
37. まこ まい 、 不信 心 者 ども は 人 を アッ ラー の 人 道 。 ァ の タタ イフ ラン ン ッ クタ う ッ タン の 
より 半 ま ん ほし て ロ が 富 を 政 や す 。 こ れ か の BA plo あ SAN3) 
ら も 費やし 続け ん 。 き れ ど 、 や が て それ が に OS 人 3 の の EK > 
後 修 の 種 と な らん 、( 注 26) ち 負 か き る れ し 、 ニレ ョ スン 時 
ん 時 潮 る らん 。 不 信心 者 ども は 地 氏 に 集め ⑤ ら 5 際 20 > 23 
られ ん 。 
38. それ は アッ ラー が 器 人 を 若 人 よ 5 分 ち 、 る る 1 85 280 GL スッ フ 
人 を 他 の 上 に 置い て 順次 彼 等 を 一 緒 に 積み 員 s ルン タレ リン 
任 ね 、 し か る 後に 之 を 地 釣 に 投げ 込み 給 う 。 CAK4K 用 
彼 等 は 誰 れ も な い 失敗 者 な り 。 承 タ 
第 五 項 _ 8 と お 9 
39 不信 心 者 ども に 云え 、「 も し 止め る な ら ば の 
過 示 の こと は 著 き れん 。 る れ ど 、 も し を こ 93 GOes beSN ob 
隊 に 人 2 2 セッ イフィ ン の コッ チッ 9 る う ンク イン 
に 全 る な ら ば 、 往 古 の 人 々 が 遣い た る 先例 @o59i に os ンー ぇ 
あり 」 と 。 や 
注 24・ バド ル の 戦場 で の アプ ブ ・ ジ ャ ハル の 祈り は 、 ほ と ん ビ の 言葉 の 通り で あっ た 。 を し て 、 こ の 祈り は 、 
その と お り 実 現し な の で ある 。 ア ブ ・ ジ ャ ハル は 、 多 く の ク ライ シュ の 指導 者 と 共に 死に 、 彼 ら の 読 は 穴 に 投 
け ば 込ま れ た だ 。 
年 25 メッ カ の 人 々 は 、 再 な る 預言 者 が メッ カ を 赤 っ た 後に 、 久 を 受け た の で ある 。 神 の 使者 は 、 天 前 に 対 


する 棚 に な っ て て 《 れ て いた だ の で ある 。 


往 26 
後に を れ を 非 
結局 、 無 に 帰す る で あろ うし 、 
を 費やす こと 


この 韻 葉 が 頂 言 し て いる の は 、 信仰 し な い 者 送 
常に 後悔 し 、 悲 順に 


に な る の で ある 。 
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《 れ る だ ろう と いう こと で ある 。 
彼ら の 息子 達 は 、 イ スラ ム 教 を 受け 入れ 、 イ スラ ム 教 を 更に 広め る た め に 、 宮 


は イス ラム 教 と の 戦い に 多く の 宮 を 費やし て いる が 、 


イス ラッ ム 教 を 減 ぎ そう と する 彼ら の 友 力 は 、 


第 八 音 アン ファ ー ル 
40. 追 寄 が な く な り 、 索 教 が 皆 落 《( ア ッ ラ ー の 。 あ ャ フル 9 エッ タイ レッ 
ア AUI に 3 移 3 メ 1 
01 な 4 て 1 (の an 6299 36 科す 5 
と 、 彼 等 も し 敵対 を 止 ある な 6 ば 、 ま こ ほ Ce NOEL 
に アッ ラー は 彼 等 の 行動 を 監視 し 給 う 。 _ て 
4 れ . し く な ら ば 、( 注 28) その 時 アッ ーー 20 に お 200512E6 の 15 
ー は お 前 た ちの 守 談 者 に まし ます こと を - の テン 
6。 な ん と 素晴らし い 守 談 者 な り 、 搬 護 @ 和 Xe 5 う 
者 な り ! 
42. も し お 新た ち ブ ッ ラ ー を 信じ 、 ま た 判別 の 2 ン 衝 人 23 信 62Uh AA215 
Ce の っ 3 っ Ao と 5 TAg1 
日 ( 注 29) 一 すなわち 病 当 相 会 せる 日 、 学 り の 「 うき 
われ ら が 儀 に 隊 せ し も の を 信じ る な ら ば 、 AI2 計 5328hgS02 30 3 
前 た ち が 戦 利 品 と し て 首 た る も の は 何 物 。” ン ンス リノ 。 
に せよ 、 を の 五 分 の 一 は 、 ア ッ ラー 並 びに PO KAIGGIOII 
その 使徒 、 親 戚 、 折 児 、 符 者 、 及 び 旅行 者 ュ ン シン レン レニー ショ レ 
5 CI 12 1 
( 注 30) の も の で ある こと を 知れ 。 げ に OPC 包 !25 68 PIT 
アッ ラー は 全能 に まし ます 。 KG26 和 0 と 所 
ッ フ プ BE @ ァ 05 の ゆ と 
43. な 前 た ち が 谷 の 手前 岸 に 記 取り 、 彼 等 は 箇 1 ター ント タン 2 クッ 
う 岸 に あり 、 を の 下 を 隊 中 9 邊 つた り し 中 el 63 2 
の こま 。 た ほえ お 前 だ ち に 合 隊 を 約 し た EK 2 て ん 
り と 6、 必 ずる を の 約 求 を 癌 えた で あろ う 。 リッ 0 ? 
(年 31) されど 、 戦 関 は 行わ れれ たり 。 を は 3022o の [2 
アッ ラー が 定め た る こと を 成し遂げ ん が ただ 
注 27 、 宗 教 上 の な く な り 、 人 人 々 が 自分 の 選ん だ 宗教 を 自由 に 信仰 でき る よう に な 


る まで 、 放 P な fur ら な い と 定め られ て いた 。 鐘 論 、 


イス ラム 教 は 、 良心 の 旧 由 の 最大 の 支持 者 で ある (2 


剖 194 節 季 昭 

注 28 は 、「 も し 、 彼 ら が 租 平 の 提案 を 受け 入れ ず 、 再 び 敵 対す る の で あれ ば | とい 

注 29 バド ル の 日 の こと 。 

注 30 この 節 は 、 湿 利 品 の 分 配 に つい て 述べ て いる (8 意 2 節 ち 参 照 の 事 ) 。 戦利 品 の 五 分 の 一 は イマ ー ム ふか 
カリ ファ に ゆだね 、 彼 の 判断 に 従っ て 、 こ こ に あげ ば た 五 者 の 問 で 分 配 さ れる べき も の で ある 。 る 預言 者 に 
分 配 き れ た も の は 、 抽 し い イ スラ ム の 90 もち もの た め に 覚 や る れ た 。 預 言 者 自身 は 、 全 く 簡 素 な を し て い だ 
か ら で あ る 。 イ マー ム ・ マ サク に よれ ば 、 分 配 は まし ちる 平等 に 行なわ れる 必要 は な い 。 イ マー ム の 帝 早 に ま 
か る れ 、 イ マー ム は 、 そ の 時 の 状況 や や 必要 性 に 応じ て 分 配 す る の で ある 。 こ うし た こと も 、 弄 な る 預言 
正しく 彼 を 踏 組 する 四 人 の 後継 首 の 仕事 で あっ た 。 残り の 所 分 の 皿 は 、 た ち に た 分配 きれ だ り 


給料 も な く 、 


注 


ナ に 


た いて い の 場 合 、 
これ は ば 、 
法 で あっ た 。「 替 戚 」 と は 、 ず カー ト ( 守 
ッ タ ー リ ブ の 子孫 すべ て の こと で ある 。 

この 節 は 、 バ ド 
近い 側 に 、 


邊 
メッ カ 呈 は メジ ナ か ら 了 離れ た 側 に 、 


戦争 に 行く 費用 き ぇ 自分 達 で 貼 わな けれ ば な ら な か っ だ の だ っ 
還る 国家 財政 と いう も の ちな い 時 で あっ た か ら 、 
『 捨 ) か ら 何 の 利益 も 得る こと が で 


に お ける 三 つ の 軍勢 の 位置 関係 を は っ きり 描き 出し て いる 。 イ スラ ム 
を し て シリ アテ から 来 だ メッカ の 隊商 は 、 


、 正 規 
急 の 分 
アブ ドウ 


者 WM う よ ょ う 考 えら れ た 、 


き な か っ だ ハシ ム と 、 


教徒 達 は メジ 
海 の 方 へ 向っ て い 
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第 入 章 


デン ファ ー ル 


44. 


45. 


46. 5 


47. 


め 、( 注 32) また 死ぬ 者 に アッ ラー の 軌 証 
を 見 きせ て 死な せ 、 生 き 残 る 者 に アッ ラー 
の 明 証 を 見 きせ て 生き 残ら し ゆん が た だめ な 
り 5。 ま こと に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す 
べ て を 深く 《 知 り 給 う 。 
アッ ラー は 液 の 夢 の 中 で 、 敵 を 輩 少 に 見 せ 
し ゅ た り 。( 注 33) も し 彼 が 敵 の 人 数 を 大 
勢い る よう に 見 せしめ ゅ な ば 、 お 前 た ち は 必 
ず 気 後 れ し 、 を つい て 論じ 争っ た に 
違い な い 。 き されど 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち を 
救い 給え り 。 彼 は 確か に 、 人 が 胸 奥 に 秘め 
だ た る も の を 深 知 し 給 う 。 
両 軍 が 遭遇 せ し 時 を 人 金 え 。 彼 は お 前 た ちの 
眼 に 、 彼 等 を 少数 と 喘 ぜ し め 、 彼 等 の 眼 に は 
お 前 た ち を 少数 と 喘 ぜ し め た る は 、( 注 
34) アッ ラー が その 定め だ たる こと を 成 し 送 
げん とせ ん が だ め な りき まき 。 万 事 最後 の 決定 
は アッ ラー に 帰着 す 。 
第 六 項 
等 信ずる 者 よ 、 人 
て 、 ア ッ ラ ー を 幾度 
壮 あ らん 。 
面 し て 、 ア ッ ラ ー と 使徒 に 従い 、 意 気 消沈 
し て 力 を 裏 失 する こと の な いよ うに 互 に 喧 
嘩 口論 な どす る な か れ 。 革 妨 不 抜 た れ 。 ア ッ 
ラー は 堅 忍 不 抜 な る 者 と 僧 に あり 。 


まそ た 
し : は 帝 然 
唱 念 せよ 、 き すれ 


際 


ラン スク フラ ン 


ME 2 の ao 


の リン ュ ン イン は 


P さ る の る 


062 05 (282% 
を 9 の 25 BDP 
人 っ 3 u 和 


3 


を 2 の 2 タン 2 


@ っ ye 記 ア 2 AA 5 


レア 2 。 


1( ま の ENRIK| AI 2 
8 2 4 の の 
3 E 光 区 3 2 IM 
そ ン ッ ーー ュ ュ ン ン ルル っ 1 ラッ 
0 う 22 も 


』 CH タタ 


た の で ある 。 この 徹 で は 、 
の な ら 、 


は 、 


注 32 
注 33 
の で ある 。 こ れ は 、 メ ッ カ 軍 は 、 


時 、 イメ ラ ュ ぃ 教徒 は 、 
と し て は 、 こ の よう に し た の は 、 イ スラ 
を 遅 け る た ゆで あっ だ 。 こ うし た 両 軍 の 考え は 、 


た 通り 、 


は る か カ 
の 奇跡 を 強く 


次 の よう に ふぅ 示 べ て いる 。 
彼ら は きっ と 、 最 初 の 衝突 の 日 を 、 
hk 力 で 、 装 備 も は る か に 整っ た 敵 と 戦 
ド す の が 日 的 で あっ だ か ら 、 


宙 は 、 メ ッ カ 軍 の 敗 北 を 宮 告 し て いた の で ある 。 


ドル へ 行く 途中 見 た 幻 の 中 で は 、 メ ッ カ 軍 の 人 数 は 、 
数 や 装備 で 後 っ て いて も 、 必 ず 


型 な る 聞 言 


べ て いる 。 瑞 は 、 兵 の 三 分 の 


ふ 教 徒 達 


すなわち 、 


も し 、 イ スラ メ 教 徒 達 が 、 
も っ と 欧 に 延ばし た か っ た で あろ う 。 を その 時 、 彼 ら は 帳 分 吉 の 力 
に は 不 十分 だ と 感じ て いむ の で ある 。 
彼ら を 敵 に 出合 わせ だ の で ある 。 


よる 頂 言 者 の 見 た 幻 の 中 の 敵 の 様子 を 述べ て いる の に 対し 、 こ 
- を 士 手 の 後 
実際 の 三 分 の 二 の 人 数 の 南 と 対す る こと に な る 。 こ れ は 、 当 
和 れれ を な し て 戦場 カ 
それ ぞ れ に 宣 の 戦 
メッ カ 軍 の 届 民 的 な きん ざん な 敗北 と し なっ た の で ある 。 


自分 で 科 突 の 時 を 決め られ る 


し か し 、 押 は 、 神 


の 数 より も 少な く 兄 え だ 
敗北 する と いう 意味 で あっ た 。 

"は 戦場 に お ける 柄 の 
。 て 、 固 軍 が 相対 する 
然 彼 ら を 細 気 づけ た 。 敵 側 
光 げ 出し 、 戦 逢 に な ら な (な 能 
ちり 二 げ て いた 。 結果 は 、 軍 が 宮 告 し 


れき せ て いた 
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49. 悪 


51. 


52 . 


ま と し て 己 が 家 よ り 現 われ 出 で 、 人 を 
テッ ラー の 追 か ら 背 き 寺 らし め る 徒 路 の 如 
く な る な か れ 。 ア ッ ラ テー は 役 等 の 行動 の す 
べ て を 取り 囲み 給 う 。 


サタ ン 


( 往 35) が 己 が 行為 を 正しい と 彼 等 
に 思わ し め て いた 時 、 云え 9 、 [全日 、 伺 人 
も 前 た ち に 打ち 勝る を 得 ず 。 胡 
ちの 擁護 者 な 9] ほ 。 し か る に 、 両 和 相対 時 
する や 、 彼 は 中 を 回 し て 、 より 、 


「 我 は お 
前 た ちと は 関 りな し 。 我 は お 前 だ たち の 見 え 
ざる も の を 見 る 。 我 は アッ ラー を 恐る 。( 注 
36) アッ ラー は 語 す る に 厳し て まし ます 」 
と 。 
第 七 項 

偽善 者 並び に 必 に 病 の ある 者 が 「 彼 等 の 宗 
教 は これ 等 の 人 々 を 慈 わ し たり] と 云え し 
時 を 念 え 。 誰 で あれ アッ ラー に 信頼 を よせ 
る 者 は …… 然 り 、 ま こと に アッ ラー は 借 大 
に し て 、 臣 哲 に まし ます 。 


が 


流 も し 見 得る な ら 6 ば 、 諸 天使 が 不信 心 者 ど 
も の 生命 を 持ち 去る 時 、 彼 等 の 顔 や 背 を 打 
ち て 云う 、「 流 等 火 の 刑 を 味 わ を ! 


この 足 苦 は お 前 だ ちの 手 が 自 分 の 前 に 送 9 
し も ゃ の の た め な り 。 ま だ た アッ ラー は その 僕 
等 に 墓 か る 不正 不義 に まし まる ぬこ と を 知 
れ 」| と 。 


アタ ンプ ンタ 


3 を 8 


の 528 の お 
っ KSc8 oo 人 5 交 
人 あ 4 2 が 
RW 2 OfGUP を ち 1 プ の 1 

@o5y 


プン 2 に レッ ネン 
発 OS の 和 9 の 9 


" ン 


ンク タロ クラー タク タン タ 


〇 11 め 3 


ば ダン 人 民 る 

@ を 2 
5 93 
の 0 


ッ ン タン 


PSP いく WW ECW 


に 半 穫 2 スコ 


況 罰 


炭 意 を 持つ バネ 
か ら 攻 撃 す る か も し れ な いと いう こと だ っ た 。 


と 


言わ れ て いる 。 し か し 、 彼 は 後に 、 


し て いる ぁ る 時 


・ バ クル が 、 メ ッ カ 軍 が いな く な っ た 


カ の 人 人 々 に 何 の 人 危害 も 加え る こと は な いと 保証 し た の で 、 


注 36 
を 見 て 、 
は バ 


スラ カ は 、 イ スラム 教 徒 騰 が 断固 と し た 決意 を 固め て いる の る を 兄 て 、 


彼ら に は 勝利 か 死 か 、 
ドル の 戦い の 日 に 感じ 、 メ ッ カ の 信 々 に 、 


(Tabari) 。 


『 ら れ て いる 人 人 は 、 メ ッ カ の 和信 々 の 反 イ スラ ム 感 靖 を か きた て た スラ カ ・ ビ ン ・ 
イス ラム 教徒 に な っ て い 
何人 か の クラ イシ ュ 部 族 の 指導 者 の 心配 は 、 


と ちら か ー つ な の だ と 確信 し た の で ある 。 丁 度 同じ 様 に 、 
イス ラム 教 徒 は 皆 、 


マリ クタ ・ ビ 
る 。 メ ッ カ 軍 が まだ メッ カ に 


バス ヌー・ カ ナー ナ の 一 派 で クラ イシ ュ 部 


、 メ ッ カ を 急 能 する か も し れ な いし 、 メ ッ カ 軍 を 後 
バス ヌー・ カ ナー ナ の 長 、 


スラ カ が バ メ ヌー・ カ ナー ナ の 部 族 は メッ 


彼ら の 心配 は お きま っ た 。 


黄 る し て な っ だ た の で ある 。 彼ら 
ウッ トバ と ウメ ー ル 
死 へ 向っ て 行く 様 に 見 えた と 語っ て いる 
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第 衝 


ケン ファ ー ル 


53. 彼 等 の 場合 は い 、 フ ァ ラ オ の 氏 並 びに その 以 222 の し ッッ 、 ン や レコ ンタ ンタ 。 ニッ ンク 
こ 1 ! 
前 の も の ども と 較 じ な り 。 彼 等 は アッ ラー Po oss gi 
3 、 ユー 1 1 ゃ 
の 灯光 を 信 ぜ ざり き 。 きむ は ば ア ッ ラ ー は を 13Ufe2 の 2 し 3 衝 康 c 邊 
の 罪 故 に 役 等 を 向 ら し ゆめ だ り 。 ま こと に 、 レン の ン 
アッ ラー は 強力 に し て 、 剖 す る に 衣 し くま oeIFPITWe 
し ます 迷 。 
54. こ は ア ッ ラ ー が 一 用 眠 る 民 に 四 菅 を 授 て れ ぁ の 4 人 KK 人 ポ り 人 損 凍 則 
ば 、 を の 民 が 先 に 自ら の 心神 を 変え ぎる 限 
、 っ - マレ の ンス ンカ 遇 AG っ ミン 
り ( 注 37) 変 た ざる が た め な り 、 交 し て 、 9 352es8 し LA 
テッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 す 
る を 知れ 。 
55. 彼 等 の 場合 は ファ ラオ の 民 並 びに その 以前 る ノコ ンタ ン ラ ッ ン ンク 
1 
の も の ども と 同じ な り 。 彼 等 ほそ の 主 の DAMeo 9 マ 
神 兆 を 指 谷 せり 。 さ れ ば 、 ゎ われ ら 6 は を の 章 イ E e7 
9 た りう 1 あの 
改 に 彼 等 を 減 ぼ ば せ り 。 わ れ ら は ファ ラオ の 9 シッ 
民 を 滴 れ しゅ た り 、 な ん と な れ ば 彼 等 融 eg あく 
不義 な す 徒 な り し が 故に 。 
56. アッ ラー の 立場 か ら 見 た 最低 の 人 非 人 と 2362 人 7 く APPtCET 
は 、 忘 思 の 徒 な り 。 さ きれ ば 彼 等 は 信 ぜ ぎ 放 レ ラッ 
る べし 。 (OTC と ン ェ 
内 4 ンジ 5 タタ ジン 25 ーッ っ る 
57. これ 等 の 者 と 流 は 盟約 を 結び し も 、 彼 等 は 人 0 と の ye る の 4 らら ひこ CA 
その 都度 之 を 破 約 し 、( 注 38) 神 を 異 れ 和 ンス フッ タン ニン イ 。 
者 ども な り 。 @ ら 29 AA3 62 の き 
58. され ば 、 隊 場 に て 彼 穫 を 打ち 破り し 時 は % ンク 623 
3 913 ete つ 
背後 に 従う 者 『 も を 近い 散ら せ 。( 注 39) 82 レー 
きす れ ば 、 彼 等 も 反省 する や も 知ら ず 。 の の 565 2 
59、 ま た 、 或 る 民 が 流 を 裏切る 麗 れ ある 場合 は ロン 。 レス 
1 
前 の 方 か ら 公平 に ( 注 40) 遇 約 を 彼 乱 325 る Po2OGs 2 
注 37 この 館 は 、 神 は 、 先 に 和信 々 が 意 い 方 に 変っ て いか な い 限 り 、 神 が 民族 に 与え た 恩恵 を 取り 上 上 げ な いと 
いう 、 一 毅 的 な 神 の 控 を 述べ て いる 。 
注 38 彼ら は 、 世 三 約束 を 破り 、 厳 下 に 行なわ れ た 合意 も 踏み に ビ る 。 
邊 39 言 徒 は 、 は っ きり し た 理由 が な い 限り 、 決 し て 武 と よっ て は な ら な い と 定め ゆら れ て いる 。 し か し 、 
いっ た ん 武器 を 取れ ば 、 英 に 恐 抱か せる ほど に 、 男 敢 に 戦い 、 相 手 に 致命 的 な 打 貞 を 与 た な けれ ば な ら 


な い の で ある 。 気力 に 欠 サ 、 


けれ ば な ら な い の で ある 。 


往 40 
9 相手 に 布告 し 


も し 、 あ る 民族 が 、 
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優 朱 不断 な 戦い は 決し て 巧み な 戦術 で は な い 。 


、 も し 攻撃 きれ れ ば 、 全 力 で 反 或 する で あろ う 。 し か し 、 


戦う と な れ ば 、 敏 速 で 徹底 的 で な 


イス ラッ 教徒 と 変 し た 副 約 を 破れ ば 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 盟 約 は 破棄 する と は っ き 


この き 


いか な る 場合 も 、 前 の 布告 な 


第 狼 意 テン ファ ー ル 
に 投げ 返せ 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は 背信 者 を 愛 TOT ラタン て 1 ウン 
返 @ooIG る 9 る (81 多 


60. 


61. 


62. 


63. 


し 給 わ 刀 。 

第 八 項 
信 ぜ ぎる 者 を し て 、 わ し に 勝る と 思わ し な 
る な か れ 。 彼 等 は 神 の 目的 を 挫折 する 能 
ず 。 
可能 な 限り の 軍勢 と つない だ を 彼 等 に 対 
し て 備え を よ 、 そ れ に よっ て アッ ラー 並び に 
お 前 た ちの 敵 、 それから お 前 たち は 知ら 
が 、 ア ッ ラ ー が 知る 疫 に 恐怖 を 与え を よ 。( 往 
41) お 前 た ち が ア ッ ラ ー の 人 道 に 費 す も の 
は 、 必 ず 存 分 に 返済 きれ ん 。 決 し て 不当 に 
遇 せら る る こと な し 。 


も し 彼 等 和平 に 傾 か ば 、 流 も また それ に 傾 
け 、( 注 42) 面 し て アッ ラー を 信頼 せよ 。 
彼 こ を は すべ て を 聴き 、 す べ て を 深く 知り 
給 う 御方 に まし ます 。 
た と を え を 彼 等 が 流 を 堪 か ん と する も 、 ア ッ 
ラー いま す 眼 9 流 は 力 全 な り 。 彼 こ を は そ 
の 助 【 け に より 、 月 っ 多 て の 信者 に よっ て 液 
の 地歩 を 世 め だ たり し 御方 な る ぞ 。 


ビア アリ る レン シン 
の は の 08 に る 


プラ 2 クー 2 か 
OO ここ 


ルイ ピン ナコ ッ タ クッ る 
才 の ジン の 1 すす MS 
イリ レイ ンタ ン ン 5 る タン タク クッ ン 
)5UAg AOg 人 も の 


ラダ イッ 


の (の YO レ 作 の 


38 ま 5 
@o%A59 


イン る 


人 あ 


っ で SASN る 0 と 3 


21 っ っ る 9 

の 六 
っ T『 MC イッ タダ SWH ラダ タタ ラ ィ ノン 
今 狐 MeUPF2ICHRU ooo 
し アナ 】 44 ダ Pt 
23 人 8 


負う 


注 41 


こと は な いと いう 意味 で ある 。 


し に 奇襲 する こと は 許さ きれ な い 。「 公 平 に 」 ほ は 平等 な 立場 で 、 つ まり 、 


両 軍 革 知 っ た 上 で 、 各 々 吊 約 の 義務 を 


この 節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 に 、 戦 欠 を 回 避 す る 最 普 の 方 法 は 十分 な 準備 を し て お く こ と だ と いう こと 


が 述べ られ て いじる 。 国内 に 十分 な 軍隊 を 持つ だ け て なく 、 


知恵 


で あろ う 。 
向 告 E 預 言 も 含ん で いる よう で ある 。 
来 、 彼 ら を 攻撃 し て くる 民族 が 、 
指し 、 


と 誠実 と 気力 を 持っ て 自ら を 律 す れ ば 、 
また 、 


戦場 か ら 反 


その 預言 と 


聖なる 預言 者 の 死後 問 も な く 、 


の で ある 。 


年 42 この 節 は 、 和平 休 約 を 結ぶ に 当っ て の 、 重要 な 原則 を 基体 的 に 述べ て いる だ け で な く 、 
戦争 の 性 格 に つい て も 典 味 深い 指摘 を し て いる 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 

訴 を た の で は な く 、 平 和 を 確立 し 、 継 持 す る た め に 戦争 を し た と いう の で ある 。 

争 で も 、 相手 が 和 め て くれ ば 、 イ スラ ム 救 徒 は 、 

彼ら を 誠 き 、 時 を で た め の 和 平 で あっ て も で ある 。 この こと は 、 イ スラ ム が 、 

め に 、 ど れ は ほど の こと を する か を 示し て いる 。 
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国境 に も 分 な 軍隊 を 配 半 
政 く 離れ た 敵 $、 
戦う 時 に は 、 人 金銭 を 惜しみ な 使う こと も 大 切 だ と も 述べ られ て いる 。 更 に 、 
は 、 弄 教徒 の アラ ブ 人 だ けが 彼ら の 英 な の で は な く 、 
他 に いる と いう の で ある 。 こ れ は 、 ビ ザン チン 帝国 ほ ペ ル シ ャ 帝国 の こ 
イス ラッ ゥ 教徒 は この 国々 と 戦わ な けれ ば な ら な く な る で あろ うと いう も 


すべ き で ある 。 そし て 、 
イス ラム 教徒 し 賊 うこ と を あき ら め る 
信徒 たち へ の 
近い 持 
と を 


イス ラム 教 の 
イス ラム 教 や 受け 入れ きせ る だ め に 戦争 に 
た と え 相 平 が 仕掛 け て きた だ 戦 


これ を 拒ん で は な ら な いと 定め ゆ て いた 。 た と え そ れ が 、 


国家 間 の 人 を 確 立 する た 


er 


第 和 齋 アン ファ ー ル 


64. また 彼 は 、 信 者 の 心 を ー つ に 結集 し 給 う た ンー 2 の クー ュー レン 22 の 2 ンマ アー タタ レッ ン ンマ ン ン 
り テ い LOL4 EA す 円 
御 カ な 9。 たとえ 流 が 地上 に 在 る すべ て の まみ の 9 じ G 記 2 電 C9 の 
も の を 違 や す と も 、 信 者 等 の や を 一 つ に な 拓く 2 6 了 の 休 3616 
の 紹 ] (% 
す 代 りら ず 、 し か る に 、 ア ッ ラー は 彼 等 を お oa cd 


の 
つ に 結集 せり 。 げ に 、 彼 は 僅 大 に し て 、 臣 ACG 
白 に まし ます 。 
第 人 


65. 預言 者 よ 、 流 は アッ ラー と 液 に 従う 信者 あ と し * MI 人 MP 生物 問 
れ ば 十分 な り 。 の の 光 で ク 2 “ 


66. 預言 者 よ 、 戦 い に 際 し て は 信者 た ち を 激 奮 。* 客 2 II 
せよ 。 お 前 た ちの うち 二 上 人 ( 注 43) の 忠 リン ルン 0 

麗 不 抜 の 者 あら ば 、 能 く 二 百 の 敵 を 打ち 破 9132 CD 所 委 の oO 52 

も し 前 た ちの 一 百 あ ら ば 、 一 午 の 前 の PO シー と 

ども を 打ち 披 ら ん 。 な ん ト な れ ば 、 AUGIIMG を GLKtE だ 1 

彼 等 は 事 の な ん た る か を 解せ ざる 人々 故 。 og 1 
049 うろ シン 


( 注 49 


67. いま アッ ラー は お 前 た ち に 弱気 ある を 知 クラン タン 全 フイ ィ レン リ と 
人 上 
り 。 お 前 た ちの 負担 を 軽減 せり 。 き され ば 、 5298L2e22Kz る IGE の 


前 た ちの うち 一 百 の 堅 妨 不 抜 の 者 あら 。 3 2 
2 う の 
ば 、 能 く 二 百 の 敵 を 打ち 破 ら ん 。 ま た も し 0 
一 千 あ ら ば 、 ア ッ ラ ー の 支配 力 の 話 に ニキ の の Ma のぶ lo3b IO 
( 生 45) を 打ち 破 ら ん 。 ア ッ ラ ター は 率 妨 不 
抜 の 人 々 と 倍 に まし ます 。 
68. 正規 の 戦い で 打ち 負かし た 敵 に 井 ざ れ ば 、 635 eS 敵 5 eS 


捕 諾 と する は 頒 言 者 に は 相応 し か ら ず 。 シカ の レレレ ルック ュー シッ 
( 注 46) ぉ 前 た ち は 現 世 の 幸 せ を 望め ど 叶 AyAGWCOIO6 っ 3385 


RE 


注 43 この 節 は 、 一 層 剛 部隊 の 最小 限 の 人 数 を 20 人 と 言っ て いる よう で ある 。 
注 44 な ぜ な ら 、 人 彼ら は 必 い 兵 で あり 、 自 分 疾 の 戦い の 目的 が 正当 か どう か ヵ 理 侵し て は いな いし 、 そ れ に 異 
味 も 持っ て いな いか 6 で ある 。 それ と も 、 彼 ら は 、 自 ら 追 求 し 、 身 を 献 け る よう な 、 よ り 高 沿 な 理想 な ど 持 ち 
合わ せ て いな いと 言っ て いる の か も し れ な い 。 
注 45 この 節 を 、 前 節 を 破棄 する も の と 理解 すべ き で は な い 。 二 つの 節 は 各々 、 イ スラ ッ 教 徒 社会 の 二 っ つの 
異 っ た 状況 の 時 の こと を 述べ て いる の で ある 。 飼 めのう ち 、 役 ら は 、 届 少 で 、 装 備 も 不 十 分 で あり 、 戦 う 技術 
る 十 分身 に つけ て いな か っ だ 。 し か し 、 時 が 経つ に つれ て 、 多 般 的 な 状況 、 戦 争 経験 、 兵 力 は 大 い に 向上 し 、 
彼ら は 十 僅 の 疫 も 打ち 負かす こと が で きる よう に な っ だ た の で ある 。 バ ドル 、 オ ハ ド 、 堀 の 戦い と 、 両 軍 の 兵力 
の 差 は ます ます 広がっ て いっ た 。 し か し 、 イ スラ メッ 教 徒 は 自分 達 の 勢力 を 見 事 に 守り 、 と うとう ヤル ムー ク の 
戦い で は 、 た っ た 六 万 の イス ラム 教徒 が 百 万 以上 の 敵 を 破っ た の で ある 。 
注 46 この 節 で は 、 戦 い が 正規 戦 で に 制圧 し た 場合 以外 に は 、 敵 を 捕 虜 に し て は な ら な い 
と いう 原則 を 定め て いる 。 これ は 、 奴隷 制度 を 廃止 する 原則 で ある 。 イ スラ ム 教 を 減 ぼ す た だ め に 戦 争 
そし て 負け た $ の の み が 、 抽 護 と な る と いう の で ある (47 意 5 箇 参照 )。 
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に 1 の 3 


第 和音 


アン ファ ー ル 


も 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち に 米 世 を 望む 。 ア ッ 
ラー は 停 大 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 


を と 


69. すでに 発令 きれ し アッ ラー の 控 な か り せ 3534 Cs 27 kd 怒 2 遇 人 
ば 、( 注 47) 5 前 だ も は を の 取り し も の 攻 “* ジン 
に 大 な る 人 稚 上 に 表 わ れ た 管 。 ( 注 48) @ 色 5 の Cc 
70. 前 た ち は 戦 利 品 の 中 より 合法 に し て 清 電 6 ン 1 衝 < ッッ ィ ルン 
1 dk 
な る も の を 食し 、 ア ッ ラ ー を 思 れ 散 ぇ 。 げ ーー OU に 2 の 
に 、 ア ッ ラ ー は 究 大 に し て 、 北 電 深 て まし 5 を 
ます 。 
第 十 項 
71. 預言 者 よ 、 お 前 の 手中 に ある 捕虜 に 云え 、 . と っ イラ タ ィ 
「$ し アッ ラー 前 た ちの 心中 に 何 ん ら か の 2 の 513 ら 3 2 2 
の 良き も の 在 る を 知ら ば 、 お 前 た ち が 礁 わ <? 作 コタン) と 衝 クン 
> 11 くう 
れ し も の より 優る 5 の を お 前 だ ち に 与え 、 MC の Rb 
と て ュー)a sr)ー チア 計 タン ョ ラン を 。 
( 注 49) 且つ 容 散 せん 。 アッ ラー は 守 大 に SPP を 
し て 、 慈 悲 深く まし ます 」 よ 。 
72. され ど 彼 等 も し 液 を 裏切ら ん と 意図 する な GE 人 BCUICSPWED 
ETCC0W LOJD 
ら ば 、 彼 等 は すでに アッ ラー を 衰 切り し 者 あの る の 
な れ ば 、 ア ッ ラ テー は 液 に 彼 等 を 制す る 力 を っ を と を 2 24866 
与え た だり 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 皿 哲 
に まし ます 。 . レー 
さ プッ 4 ラ タ ラ フィン ョ ラタン KEN 
743. 信 作 を 受け 千 れ 、 家 卿 を 楽 て 、 時 二 5 生 命 34902U5AGh う 5 を (52 の NG) 
を も な げ う っ て アッ ラー の た だ た め に 和 略 闘 努 力 ラン レッ タッ ン 
せる 者 、 並び に 彼 等 に 住 計 援助 を え し 32aldi 和 
和信 々 ーー これ 等 は 互 に 入間 な り 。 されど 、 ノラ タン エン ッ 放 テテ ナメ アア 
問 1 idos5 の 12 に だ 
信仰 を 受け 人 と 、 家 才 を 出 で ざ る 人 々 を 、 0 _ 
= RE トー プン ち っ ーー ブイ 
彼 等 が 家 卿 を 出 で ざる 限り 、 お 前 た ち は 彼 IP 
等 を 保護 する 真 務 を し 。 き れ ど 、 彼 等 が 宗 骨 と の 3 ラッ 
教 上 の 間 是 で 前 た ち に 援助 を 諸 わ ば 、 彼 KCGPAUP の 4 
注 47 この 言葉 は 、 握 助 に つい て の 神 の 約束 を 指し て いる 。 
注 48 身代金 を と っ て 、 捕虜 を 釈放 する こと は 、 既 に 、 よ く 行 われ て いた こと で あっ だ た 。 こ こ で 強調 し て い 


る こと は 、 正 規 戦 以外 で は 、 相 手 を 捕虜 に し て は いけ な いと いう こと で ある 


注 49 
言 者 の も と に や っ て 来 た 。 そ し て 、 神 は 捕 虜 に は 身代金 以上 の も の を 与え る と この 節 に # 
自分 の 場合 、、 こ の 約束 を 実行 し て 欲し いと 叔父 アバ ー ス は 頼ん だ 。 坦 な る 預言 洗 は 、 彼 の 妥 求 を きき 入れ だ 


の で ある arir, ※, 


押 音 者 の 叔父 アバ ー ス が 、 


31) 。 


ー285 一 


バド ル で 敵 の 捕 磨 し な っ た 。 そ の 後 、 彼 は イス ラム 教 に 改宗 し 、 聖なる 頂 


束 き れ て いる 様 に 、 


ゃ 6 


第 狼 意 アン ファ ー ル 


等 を 葬 く る は お 前 た ちの 義務 な り 。 但 し お 


M タン イッ と オレ 4 

5 レタ Ks ッ タ KA チイ 
前 た ちょ 協定 の ある 民 に 敵対 する 場合 は 除 2002 SS 2 AT 
て く 。( 注 50) アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 2 タッ レン タン セレ 
時 ッ ラ 前 所 業 ictC 


74. 信 ぜ ぎる 者 ども 等 も 石神 問 を 9。 身 逢 2 275Y の 
き に 1 QAU3 
も しゃ 前 た ち 命 や られ た る こと を 導き ざれ プン bo 


の 2 タレ s 生 
ば 、 地 上 に 秋 害 と 大 混乱 が 到来 せん 。( 注 人 ぎ 


51) 
75. 信仰 を 受 容れ 、 家 卿 を 楽 て 、 ア ッ ラ ー の 2 
た め に 審 闘 奉 力 する 者 、 並 びに 彼 等 に 住居 る 


る ノン ッ ク タタ ラテ ステ ョ ブタ ンス 
と 援 胞 を 与え し 人 々 ーー これ 等 の 人 々 こと Veoygoul の 
黄 の 信者 な り 。 容 数 と 給 開 は 彼 等 の な め に の 23 
こ を あり 。 ジジ う ちら < 


76、 後 れ て 信仰 を 受け 容れ 、 家 卿 を 棄て 、 ア ッ ルン 陳 際 の 前 リン ラー 
te GUM 
ラー の た め に おぉ 前 た ち ょ 一 緒 に 審 開 努力 せ 0g う ちゆ う の * 3 * 
し 者 一 一 これ 等 は お 前 た ちの 入間 な り 。 な 本 ITNRDSPCWP 
れ ぼ 、 ア ッ ラ ー の 経典 に よれ ば 、 血 吉 者 は 凍り の の 。 し 
彼 等 より も 更に 相 い 近 し 。( 注 52) げに @Scyz (と ああ 人 151550c9 
テッ ラー は 万 事 を 深 知 し 給 う 。 


注 50 この 節 は 、 同 国内 、 同 じ 政 府 の 下 に 住む イス ラッ 教徒 達 は 、 移 民 で あろ う が 、 も と も と の 市 民 で あろ 
2 が 、 お い 必要 な 時 に は 助け 合わ な けれ ば な ら な いと 定め て いる 。 し か し 、 イ スラ ム 教 国 に 移住 し な 数 徒 
達 は 、 世 俗 的 な こと で は イス ラム 教 の 同 か 6、 援 助 を 求め ゆる こと は で き な い 。 も 5 し 宗教 上 の 理由 で 追 害さ れれ 
ば 、 を の 星 は 、 イ スラ ム 教 国 の 人 々 は 、 彼 ら を 巧 け な けれ ば な ら な い 。 し か し な が ら 、 も し 、 彼 ら が 奈 イ スラ 
ム 教 国 で も る 、 イ スラ ム と 和平 祭 約 を 結ん で いる 国 に 住ん を で いる の で あれ ば 、 た と を 宗教 上 の 問題 で も 、 援 助 は 
で き な い 。 こ の 場合 の イス ラッ 教徒 が と れる 唯一 の 方 法 は 、 非 イス ラム 救国 か 6 移民 し て くる こと で ある 


注 51 イス ラム 教徒 が も し 、 こ の 原則 を 守ら な けれ ば 、 国 内 に は 、 圧 制 と 禁 虐 と 混乱 が 起き る で あろ 2。 


注 52 73 節 で 、 すべて の イス ラム 教徒 は お 互い に 兄弟 で ある と は っ きり 述べ て いる と いう こと と 、 避 な る 預 
言 者 が メジ ナ で 、 亡 命 才 と 救援 者 達 の 間 に 上 兄弟 の 関係 を 結ば せ た と いう こと か ら 、 財 産ま で が 相続 きれ る と 誤 
解 さ れ た か も し れ な い 。 こ こ で は 、 血 縁 関係 の み が 相 続 の 資格 が あり 、 他 の 教徒 達 は 信仰 上 の み の 兄 弟 で ある 
と 明言 し て いる の で ある 。 
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(メデ ィ ナ 邊 示 ) 


. これ は アッ ラー 並び に その 使徒 より 、 ぉ 前 
た ち が 協 約 を 結び し 多神教 徒 に 対す る 義務 
の 免除 の 宮 言 な がり 。 ( 注 1) 


. され ば 、 四 ヵ月 間 は 自由 に 地上 を 往来 せよ 。 
お 前 た な ち は アッ ラー の 計画 を 挫折 さき し 得 
ず 、( 注 2) また アッ ラー が 不信 心 者 に 屈辱 
を 与 う る 者 な る こと を 知れ 。 

. アッ ラー 並び に を の 使徒 より 大 巡礼 の 日 に 
人 人 々 に 発せ られ る 布告 は 次 の 如 し 、( 注 3) 
「 ア ッ ラ ー は 多神教 徒 と は 何 ん の 関係 も な 
し 。 そ の 使徒 も また 同じ な り 。 き され ば 、 も 
し お 前 た ち 改 以 す る な ら 、 そ は お 前 た ちの 
た め に 幸い な らん 。 な れ ど 、 も し き 去ら 
ば 、 ア ッ ラ ー の 計画 を 挫折 し 得 ざ る こと を 
知れ ] 曽 し て 、 信 ぜ ざる 者 ども に 靖 凡 を 通 
告 せよ 。 

. 但し お 前 た ち が 壇 定 を 結び し 多 信教 徒 で を 
の 後 破 約 せ ず 、 また お 前 た ち に 敵対 する 
価 人 を も 提 助 せ ぎ ざり し 人 々 は 除く 。( 注 4) 


イッテ リン トン タイ の ラッ ンー ュー レン ョ あの の 

YO2UP1PEO6 そ 0 すれ 
に タク タタ 
の ひら | 

ンー タタ フラ ラッ クン  。 

5 EASTo め 9 区 3 


あん アオ 


og 閣 2 6 も 30 し っ か 必 人 


イン ン ゃ の ン ン ノ 


どり io あら Ale5980 
AV2 も 191 を AI て AL 
人 ダッ を を ダン ン タッ っ タ 
AH トッ の 15 2 2 が ぐら う 
1 レン 


ba | の 多 2 科 る | 
@23iol る 


る 


人 bio フュ ざ 交 当 
(OR 交 CI 2 の り 3 


て 来る と 
立 ほ と いう 
カ の 人 人 々 の 同様 の 駆 い を 成就 する だ ため に も この 斑 な る 預言 は 完全 ( 


与え を 、 を その間! 
と 思え ば 国 中 F こ へ も 行く こと が で きた 。 彼 等 は 、 


で ある 。 この 節 は こう いう 人 人 々 に つい て 束 べ られ て いる 。 


この 徐 で は 、 イ スラ ム と 型 な る 項 言 者 の 正当 性 が メッ カ の 陥 秒 に よっ て 完全 に 証明 る れ だ と 宮 言 きれ 


28 立 86 節 参 


は 賞金 付き の お 穫 ね 者 と な っ て きび し く メ ッ カ を 追放 きれ た か 
ここ に メッ カ の 除 番 
っ の 預 和 が 成就 きれ た 。 こ の よう に メッ カ は 預言 者 の も の で ある と いう 需 言 を 果たす た め 、 ま だ メッ 


が 、 彼 は 再び 栄光 と 勝利 を 得 て 帰 っ 
ア に お ける イス ラム 琉 律 の 樹 


そし て アラ 


こ に 正しい と 立証 きれ た 。 


メッ カ 次 次 と フナ イン の 戦い に お ける ハ ワ ズ ィ ン の 到 北 を 通し て イス ラム の 戒律 と 権威 が 礁 立 まれ 


を 捨て 回 教徒 た ちと 和平 を 結ん だ 地方 も あり 、 
られ て いる こと が 鈴 か で ある の に 、 
圭 ば な い 地方 も あり 、 
L を 認め も し な けれ ば 、 回 教徒 
行動 は し ら な か っ た の で 、 


大 


和平 は 完全 
止 式 な 和平 へ の 提示 もぉ し な けれ 
こう いう 人 入 々 は イス ラム 教徒 に 敵意 を 示し た 。 結 果 的 に は 彼ら は 減 
平和 に 暮らそ うと も し な か っ た だ 。 四 ヶ月 の 
彼ら は も うこ れ 以 上 の 抵抗 は 無 意 味 と 思っ て いた の で 、 
その 時 降 服 する こと も で きれ ば 和平 を 結ぶ こと も で きた だ の 


守ら 5 れ た 。 し か し 、 平 和 が 続き 、 法 と 衝 
F、 武 器 も 捨て ず 、 ま た イス ラム 教 


期間 を 
行こ う 


イス ラム 教徒 の 指導 の も と に 最初 に 行わ れ た だ 異 数 徒 の 移動 で あっ た の で 、 大 巡礼 と 呼ば れ た 。 


これ ら の 部 族 は パ ヌ ー・ ク ザー、 バ ヌー・ ム ドリ ュ ジ ュ 、 


バス ー・ バ クル 、 バ ヌー・ ダ ムラ ー、 バ メー・ 
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第 九 音 デル ・ タ ウ バ 


期限 が 満了 する まで 彼 等 と の 協定 が チタ ルル る (p ッ ュー る クッ タ シン 
び r4K そ 3 1 1 
を 全う せよ 。 アッラー は 公正 な る 者 を 愛し の OMAIGEabIOL な の de OO と 
給 う 。 


5 茜 計 の 月 骨 ぎ な ば 、 注 5) 何 移 な り と 多利 教 る 4 の IGG の AMUa231 15G 
徒 ( 注 6) は 見 つけ 次 第 これ を 殺し 、 兵 謙 


オナ の ンス を 合っ あら 

と な し 、 包 団 し 、 い た る と ころ に 伏兵 を 置 0 あう 20s2 る と 

いて 待 伏せ よ 。 な れ ど 、6 し 彼 等 が 改 接し 、 人 PNMHRPIEU も グン 

礼拝 を 半 学 し 、 喜 を 払う な ら 、 を の 時 は 。 めじ 20LA6bSO6 っ 2 の 
。 に アッ ラー は 規 大 に の る の タ ィ ルル プイ ッ ン も リン 
放せ よ 。( 注 7) げに アッ ラー は 交 大 に し MY る 8 と 員 DI 


て 、 慈 悲 藻 くま し ます 。 
6. も し 誰か 多神教 徒 が 流 に 


フン イ ュ ン タッ そ 央 | ーッ 


隊 護 を 診 ゎ ば 、 之 な ss つ o つみ 


を 保護 し て アッ ラー の 言葉 を 聞か し め ゅ 、 し スロ アン シン 2 8 
か る に 後に 彼 を 安全 な 場所 に 送り 届け ょ 。 2 お Ao も 054656 ASS の MA 


( 注 8) そ は 彼 等 が 無知 の 民 な る が 故 な り 。 ミレ ジィ ン 


otCAC4 を 


スレ ー ム の 一 族 で ある 。 こ の 委 は イス ラム が 愛 を も っ て 和平 や 合意 を し た の で 、 計 ら ず も イス ラム の 神聖 る を 
表わし て いる 。 


注 5 「 築 正 の 月 ] と いう の は ズル ・ ガ ー ダ 、 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ ー、 モ ハッ ラム 、 ゲ ャ ブ の 四 ヶ 月 間 を 指し 
て いる 。 最初 の 三 ヶ 月 は 大 巡礼 の 期間 で あっ て 、 最 後 の ー ヶ 月 に アラ ブ 人 は 一 般 的 に 小 巡 礼 ま た は ウム ラー を 
行なう (2 斉 195 節 、2 218 節 参照 )。 ア シホ ルル ・ ホ ロム と いう 語 は [聖なる 月 ] を あら わす の で は な く 、 
上 記 の 9 竜 2 節 の 戦闘 の 「 禁 目 の 期間 ] の 四 ヶ 月 間 を 意味 し て いる 。 こ の 期間 に は 、 異 教徒 は 国 中 を 安全 
に 旅 す る こと を 許さ きれ だ た の で 、 イ スラ ム が 勝利 を 納め て いる か どう か 、 軍 の 言葉 が 成 奈 き れ て いる か どう か を 
自分 の 目 で 確か め る こと が で きた 。 

この 期間 中 は 敵意 を も た な いこ と に な っ て いる が 、 こ の 期間 が 終る と 、 公 然し イス ラム に 敵対 する も の と 戦 
争 に する こと も で それ は 彼ら が 敵意 を が し 、 繰 り 返 し 深い を 破っ た か ら で あ る 。 この 青い の 最後 の 条件 
に 対す る 判断 が 9 章 8 節 一 13 節 に 記さ れ て いる 。 不 誠実 や うら ぎり の 罪 の な い 尋 教 徒 は 保護 きれ て いた (9 意 
4 節 7 節 参照) 。 


注 6 イス ラム 教徒 と 則 っ て いる が まだ 和平 が 結ば れ て いな い 多 神 教徒 の こと 。 


注 7 イス ラム 教徒 に 愛 う べき 摂 失 も 与え を た これ ら イ スラ ム の 敵 で あっ て も 悔い 改め 、 自 ら の 交 志 で イス ラ 
ム を 受け 入れ だ な ら ば 計 き れる べき で ある 。 実 は 、 暴 教徒 の 中 に は 心 の 底 か ら イ スラ ム が 英理 で ある こと を 確 
信 し て いる 人 が だ た くる ん いた が 、 目 間 心 や 迫 富 きれ は し まい か と いう 恐れ や 足 弱 か ら 、 信仰 告 貼 を 控え て いた 。 
この 館 で は た と え 戦 争 中 で あろ うと も 、 イ スラ ム の 信仰 を 青白 する 人 が いれ ば 、 そ の 苦 自 は 決し て 徐 普 
逃れ と は 考え な いと いう 事 を 保障 し て いる 。 


注 8 異教 徒 と の 戦争 は イス ラム の 信仰 を 別 い る た め の も の で は な か っ た 。 了 戦争 中 で もち 尋 教徒 が イス ラム の 
真理 を 確か め だ い と 皿 え ば 、 キ ャ ンプ や 本 部 へ 入る こと が 許さ れ て いる 。 そ を そこ で イス ラム の 真理 を 説 か れ 、 役 
6 は イス ラム の 教 外 れ る 事 が で きた 。 し か し 、 も し 新た 仰 す る 気 に な ら な い 場 合 で も 、 も と の 安全 な 
場所 に 戻さ きれ た 。 こ の よう な すばらし い 教 えん が ある の に 、 雅 苫 の いら 真理 を 導 手 に と っ だり 懸 我 し た り し 
て イス ラム を 非難 する 事 は 不正 の 極み で あり 、 す な わ ち それ は 教 徒 の 及 イ スラ ム の 宮 伝 館 動 な の で ある 。 
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第 九 意 デル ・ タ ウス 


第 二 項 
2 内 1 フレッ ン タッ クジ 

7 前 た ち が 宮 護 に お いて 捧 結 せ し 者 を 除い 仙 2222A00 6 と 5 と 
て 、 こ むれ 等 多神教 衝 が アッ ラー 並び に を の レッ ーッ 4。。 ラ スン 
全 徒 と 協定 を 結ぶ よう か ? され ば 、 彼 等 4 ジ boed125 0 の SD 

が お 前 た ち に 誠実 で ある 限り 、 お 前 た ち も も る ライ タッ ュー シッ て の ンタ レン ンタ 

る 本 4 る と 
縮め 4。GE9) リヒ テッ ラー は AE な で 多 2018 り の 区 BA 対 必 
る 者 を 愛し 給 う 。 OH 
8. と うし て 彼 等 と 協定 な ど 結べ よう か ( 涼 る ちの シン ン シレ ラン を ラ ュ ンー っ 2 

レッ 3 

10) ? 彼 等 6 し 前 た ち ま り 第 位 に 立た きよ OO の OILYYY 
ば 、 如 何 な る 血 緑 も 碧 約 も 願 み ぎる べし 。 で 2 NE まず Re も 1 
AB て は ゃ 困 た ち を ば ゃ と 0、。 の 5d52262L 2 ラフ 

・ ュ で ミ ャ レッ タ トッ タク 
の 実 心 で は 拒絶 す る 。 彼 等 の 多く は 二 GO85 人 放 う 
ある 徒 加 な り 。 ーー 

H の 人 1 
9. 彼 等 は わずか な 代価 で アッ ラー の 押 光 を 売 。 作 AcoPbuos5MSE3 Ac も DI 


1 クロ ン 


り 、 人 々 を アッ ラー の 道 か ら 背 か し せ 。 彼 レタ レシ ラシン シン の 

等 の 行 狗 は 邪悪 な る 吉 。 の の 5 お ぼら 2 8931 

みる 9 タタ スヤ タン を ンー ン ン 各 タタ ッ 。 ン 29 ク ンー 

10. 彼 等 は 血 続 も 契 約 も 、 信 考 の 場合 に は 願 み CD へ 322 うり ル 292 GO えり 
ず 。 ( 注 11) 彼 等 こそ は 卓 人 な り 。 ルン ッッ 

〇 の OS 


きれ ぼ 、 も し 彼 梅 司 、 各 振 を 違 守 し 、 ルー ニレ リュ レレ レッ ンー 
音符 を 払う な ら 、 役 等 と て お 前 た ちの 信 促 6 NGD 寺 部 
に むけ る 兄弟 な り 。 わ れ ら は 事 理 を 解す る ンー 
人 々 に 神 光 を 明示 す 。 の ら Os あり の Jl いひ ep うき 


12. され ど 、 故 約 の 後 を の 右 い を 破り 、 お 前 た タン ン ッ ポラン 2 の て ッ タ ィ レシ クウ 多 ニラ ェ ン 
、 3 1 2 AD の 2 っ の し SS ら り 
ちの 穴 教 を 誹謗 する が 如き こと あら ば 、 を SUd と ひ ク の し 5 る 5 


往 9 この 節 で は 大 事 な 机 平 を 繰り 返し 破 華 し た り 、 イ スラ ム 赤 徒 を 裏切っ て 攻撃 し た りす る 非 イ スラ ム 教 
徒 に 対し て だ け 戦 うこ と が 許さ きれ て いる と べ て いる 。 更に 、 和 平 を 結ん で いる 人 々 に 対し て 、 イ スラ ッ 教 徒 
は 、 彼 ら E に 守っ て いる か どう か を 見 守ら な けれ ば いけ な いと 述べ て いる 。 9 意 4 節 に も 
同様 の こと が 書か れ て いる 。 クル アー ン に は 、 繰 9 返し 和平 に 誠実 で あれ と 熱心 に 説 か れ て いる 。 


注 10 イス ラム に 対し て 一 度 な ら ず 敵対 し た 不信 心 者 や 、 利 ギ を 締結 する こと に 一 際 関 選 を 示さ な い 不 誠実 
な 青 切 り 者 に 対し て に の み 、 戦 争 を 行う こと を 命じ る 、 と この 節 に 詳し く 記 され て いる 。 


注 11 8、9、10 節 で は な ぜ イ スラ ムッ 教 徒 が こう いう 偶像 水 拝 者 に 対し て 戦争 を 行う こと を 命じ られ る か と 
いう 理由 が 記さ れ て いる (9 章 5 節 参照 )。 そ の 理由 は 、Q① 役 ら は 不誠実 な 裏 切 者 で あり 、 彼 ら は イス ラッ 教徒 
と 友人 で ある と 公言 し な が ら 、 す で 中 傷 する 機会 を ね らい 、 約 東 を 破り 、 イ スラ ム 教 徒 の 信頼 を 裏切っ て きた 。 
⑫) 彼 ら は 親族 関係 の 絆 きえ 無視 し 、 親 族 の 者 が イス ラム を た だ け で 殺し て し まっ た (9 章 8 節 参照 )。 3 直 
ら が 織 争 を する 目的 は イス ラム を 信仰 きせ な いよ うに する だ めで あっ た (9 章 9 委 参照)。4) 彼 ら が 最初 に イス 
ラム 教徒 を 攻撃 し た の で ある (9 章 13 館 参 照 )。 
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リ よ うし ゆう 
の 時 は 不信 心 者 の 領 袖 ら 戦え ( 注 120 シレ クス 導 クッ タタ ンー を 。 
os RG 


19 の し AN 
ーー に 、 彼 等 は 月 ら の い を 尊重 せ ず 42 2 ウラ 
ーー すれ ば 彼 等 の 方 か 6 ら 止め る や も 知ら の まそ 41 
ず 。 


13. 前 た ち 、 己 れ の 合 約 を 破り 、 使 を 放 研 [2228 し ii 6 
せん と 條 て 、( 注 19) 最初 に お 前 た ち を 攻 on 025 5 
繋 せ し 者 ども ( 注 14) と 戦わ ざる 気 か ? イプ と さじ (40 あて 人 
お 前 た ち 彼 等 を 恐る る か ? 否 、 お 前 た ち の も 
信者 な ら ば 、 惑 る る に 最 3 相応 し い 御方 は 238 絡 
アッ ラー な る ぞ 。 

14. 役 等 と 戦 を 。 し か ら ば アッ ラー は ゎぉ 前 た ち 2 と タン 4 っ クッ 
の 手 で 彼 等 を 千 ら し め 、 役 等 を 狩 しめ 、 お 2 のり Ne 25 


前 た ち を 助け て 彼 等 に 勝た し ゅ 、 信 ずる の 人 放っ っ 折る 
信 々 の 心 を 和らげ の Gi ラ タク タ の ひろ 9 る うら 
15. 了 つ 心中 の 慎 り を 運び 去ら ん 。 ア ッ ラ ー は っ 8 > Cgo3 
御 心 に か な う 者 は 恵み を 垂れ 給 う 3。 ア ッ 
テー は すべ て を 深 知 し 、 皿 哲 に まし ます 。 oy 


16. お 前 た ちの うち アッ ラー の た だめ に 奮闘 努力 ッ タン イン イプ クラ タッ フッ タッ ン 
する 者 、 並 びに アッ ラー た を の 使徒 と 信者 PC PPE1CIVSRP と 1 
の 外 は 何者 も 親しい 友 と せ ぎ る 者 を 、( 注 の も の 
15) アッ ラー が 知ら ぎる まま に 放置 する と モン シレ の っ リカー ン ャ 
で も 思う の か ? アッ ラー は お ぉ 前 だ ちの 所 の CT の な の 529 を 


業 H し 給 う 。 
第 三 項 
ッ ラ ー の 聖 県 守 生 K る ラン ンタ 
17. アッ ラー の 殿 典 を 保守 管理 する は 、 自 ら 不 2 の Ao.65 


信 を 立証 する 多神教 徒 に 非 ず 。( 注 16) 彼 


注 12 * 不 信仰 の 指導 者 回 と いう 言葉 は ここ で は 少数 の 個人 の 指導 者 を 指す の で は な く 、 戦 うこ と を 命じ 
だ すべ て の 人 人 々 9 きま 040 スラ ッ 教 徒 上 衝突 し た の で 、 他 の 者 達 に 男気 を 与え る 結果 と な っ 
た 為 、* 指 導 者 *' と 呼ば れる よう に な っ た だ た 。 ま た だ 、 彼 ら の イス ラム に 対す る は 根強く 、 執 念 深 いも の で あっ 
た の で まる で 、 政 魔 を の も の で ちっ た と いる 


注 13 聖なる 預言 者 が タプ グー ク へ 避 征 し た と き 、 メ ジ ナ 周辺 の 部 族 は アラ ビア の きま ざま か 部 族 を 堀 動 し て 
彼 を 渋 ぎ を うと だ くら ん だ 。 

注 14 これ ら 6 の 言葉 は 、 メ ッ カ 人 の 異教 徒 を 指す の で は な い 。 こ れ は メジ ナ お よび その 周辺 に 住む 異教 徒 を 
指し て いる 。 同時 の 状況 を 考察 する と イス ラム は 枝 害 者 で あっ て こそ あれ 、 加 害 者 で ある と いう の は 見当 違い 
も は な は だ し い 。 

注 15 イス ラム 教徒 の 歩む べき 送 は まだ 続き 、 も っ と 愛 う べき 危機 に 直面 する だ ろう と この 盆 で 暗示 され て 
いる 。 

注 16 この 節 は 偶像 崇拝 者 の 巡礼 に 関す る も の で あり 、 下 記 の 9 意 28 節 に ある 告知 の 訟 文 に あ だ っ て いる 。 
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18. アッラー を 信じ 、 玉 日 を 信じ , 礼拝 を 送 ぎ 9 し 多 5h0621 ジ いて CC 


し 、 毒 捨 を 払い 、 ア ッ ラ ター 以外 に は 何人 も 4 錠 叶 0 
懲 れ 只 者 、( 注 17) そう いう 者 の み が ア ッ も 村 生 AAM 
ラー の 陳 農 を 管理 すべ し 。 彼 等 は 正しく 導 PIG 
か れん 。 ⑯C9ceJ1S ラ GE 


19. お 前 た ち は 、 巡 社 者 に ホ を 与え 、 得 典 を 等 idoeh る る し 2 を Ei レン ン イ 
理 する 者 を 、 ア ッ ラ ー と 米 日 を 信じ 、 ア ッ の を セタ 1 
ラー の 者 の た め に 春 且 努力 する 者 回 じ な kwG06 う 2956 し の 0 の 
り と 考え る か ? アッ ラー の 見 地 か ら 6 すれ 2 フラ 2 ッッ クン 8 し ェ は - 
ば 、 彼 等 は 到底 比較 に な ら ず 。( 注 18) な 3 GTCKD10| 
アッ ラー は 不正 な る 人 々 や 導き 絵 わ ぬ 。 ノッ El * 


還 と 4 内 アン ァ タ 1 ン ぅ る っ 
20. 信仰 を 受け 容れ 、 神 の た め に 家 卿 を 抹 て 、 いり db か 


ン 


財産 と 生 命 を アッ ラー の だめ に 献 び て 絡 閲 3 独 < 

努力 する 首 は 、 ア ッ ラ ー の 見 地 に おい て 鼓 は 和 3 れ ダ 1 22 

上 偽 た る べし 。 彼 等 こ を は 勝利 を 倫 ん 。 oo 4 
※ つ 


の タン タッ コラ ョ ン ブシ レッ チョク 


21. 主 は 彼 等 に 慈 庄 と 吾 避 の 報 を 賜 い 、 ま た 韻 5ois ら う 45 え ご ッ 
ジ アン 
到 福 に 満ち た る 楽 周 も 彼 等 の % の な / の 
る で し 。 の へ め 2 3 
1 2。 アク 
MNO 


ひ 


22. 彼 等 は 永 各 に を こ に 住ま ん 。 げ に 、 ア ッ ラ ー  @ ゅ 用 CAP44 る 
・ 令 等 は 水 吉 に そこ に * ザ ずい ⑨245 ょ | 19UI 
の 御 許 に は 大 な る 報奨 あり 。 


これ 以後 アリ ー が へ ジュ ラ 朋 9 年 の 大 巡礼 の 時 に 告知 し た よう に 、 者 像 水 拝 者 は 誰 も カー バ に 近づく こと 
きれ な か っ た 。 その 禁止 の 理由 が この 節 に 述べ られ て いる 。 カ ー バ は 貴 一 の 神 を 礼 手 す る た め きれ た 寺 
院 で あり 、 机 像 達 は 唯一 の 神 の 敵 で ある こと を 宮 言 し 、 神 を 非難 し て いる と 自ら 6 告 暫 し て いる の で ある 
か ら 、 彼 等 は まる 降 が な い の で ある 。 


注 17 聖なる モス ク ま だ た は カー バ は 志 界 中 の モス ク を 代表 する イス ラム の 中 心 伯 モ スク で ある 泡 、 ア ッ ラ ー 
の モス ク と いう 語句 は 19 節 の 型 な る モス ク を 指し て いる 。 


注 18 カー バ を 外面 的 に 形 の 上 か ら 礼 排 す る こと は 、 そ れ ね 自体 価値 ある こと で ある 。 し か し 真 の イス ラム 数 
j い 得る 精神 な 礼 捧 と 比べ る べき も な い 事 で ある 。 イ スラ ム は 僚 式 の 形式 より も を その も と と な る 精神 
な も の を 重んじ る の で ある 。 そし て 信 侍 の 生活 は カー バ よ り も っ と 神 可 で ある 、 と 聖なる 丘 言 者 は 述べ た と 記 
きれ て いる (MATAH)。 
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第 九 章 アル ・ タ ウッ 
23. 液 等 信ずる 者 よ 、 も し お 前 た ちの 父 や 兄弟 の 2 


が 信仰 より も 不信 を 選ば ば 、 友 と する な か 
れ 。( 注 19) お 前 た ちの う ち 彼 等 を 友 と す 
る 者 あら ば 、 そ れこ る 不 装 の 徒 湊 な る ぞ 。 


宅 ブタ る < ン ッ シュ ン > る 
の IRC は TK2fRN 
CN2Cy1M2TIK 時 | 

の MM で 


24. 云え 、「 6 し 前 た ちの 親 、 子 供 、 兄弟 、 表 、 多 仙 鐘 ン の %SEic と 
親戚 、 を それから 前 た ち が 手 に 入れ た 財産 プ ポ 人 gi 
や 不況 を 恐れ る 商売 、 意 に か な っ た 住 評 な で 5 の 導電 る 
の が る し ゆ ゃ >51 dP: AE う 
ど が 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 並び に アッ ラー レ 
| 上 フィ イン スタン タン レン レン 
の 信 の た め た ( 泌 20) 礁 脱 努 力 する より 2 2292 yo つっ は > 
お 前 た ち に と っ て 大 事 な ら ば 、 よ ろ し い 、 レセ ミン 23 沼 フラン ン 
テッ ラー の 坊 及 が 降る まで 待つ が よい 。 Yi 人 と 62> う 9 の う 
アッ ラー は 不 従順 な 人 は 導き 給 わ 和 」 と 。 レン 多 の チッ 
2 
第 四 項 
25. ケッ ラー は これ まで に 弟 多 の 相場 で ぉ 前 た 222 の 6 る を の する し 3 
ち を 角 せり 、 フ ナイ ン の 合戦 の sb 庄 デ ン テ フ ゾウ の 9 の 
り 。 あ の 時 前 た も は 多勢 を た の ん で 得意 3 る KC 
に な り た だ れ ぼ 、 そ れ は な 前 た ち に な ん の 役 ッッ スレ ン を シン 
に も 立た ず 、 基 っ て 広大 な 大 地 が ち ぉ 前 た ち 。 つい 2 ろう 856 oO の 9 ES 
全体 の せい で 狭く な り 、 遂 に お 前 た ち は 退 で ンス 
苔 せ り 。 ⑮ い 2 ひ 3 
26. を こ で アッ ラー は 、 彼 の 使徒 と 信者 等 の 上 多 放 る 作ら 多 j 当 
沈着 き を 話し 、 ま た お 前 た ち に 見 え ぎ り eK の ツー 
ン < ン る ノン プ 2 っ イズ. 
し 軍勢 を 壮 わ し て 不信 心 者 ず も を 欠 ら し ゅ 55 coOo の 2 が er 
た り 。 こ れこ そ は 不信 心 者 ども の 応報 な 。 レレ カン ,。 
@ の 5653 
27. この 後 ア ッ ラ ー は 意 に か な う 者 に は 憐れみ 多 22 ラク ラン は 2 ン ッ 、 ァ ッ タンス 
5322 る 2 人 0 の 安 る 
に yo も 給 う 。 アッラー は 宮 大 に し て 、 bo2dPGbos62 1 人 
基 悲 深く まし ます 。 の 33 
28. 液 等 信ずる 者 よ ょ 、 多 神 教徒 は 真 に 不 塗 な り 。 る を うら っ CNGMUIWSHG 
Usloo055 
履 に 本 年 以降 彼 等 が 聖典 に 近づく こと を 禁 みき PHA 
注 19 この 節 は 、 イ スラ ム に 正面 か ら 敵 対し 激しく 戦い 、 イ スラ ム を 必殺 し に し よう と する 木 信徒 な もち に つ 


いて 書か が れ て いる 。 


注 20 


親類 や 友人 と の 愛 の 許 や を の 他 世 間 体 、 財 産 、 商 
接 牲 に すべ き と 判 断 し た と き に は 、 
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富 な ど は より 資 い 詳 、 よ り 5 高潔 な 理由 の た め に 


そう きれ て し か る でき で ある 。 


円 
る 
" 


第 九 章 アル ・ タ ウメ 


ず 。 前 た ち 困 卿 が 心配 な 6、( 注 20 288。 45 ンク ン 
の 12 AA 262 Io 
アッ ラー の 癌 に か な えば 、 その 賜物 に よっ ! 2 


て 前 た ち を 生ま きん 。 ア ッ ラ ー は すべ て GU し も 3 人 る 
2 エー 
を 知り 、 賢 白 に まし ます 。 陸 タレ 2 ある 
2 スス の 2 
29. 経典 の 民 で あり な が 6、 プ アッラー も 灯 日 も の 本家 1 
内 > 33 う gb 
信 ぎ ず 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 が 禁じ た る も っ 9 クラ 55 う う 2 oyouhbb6 
の を 守ら ず 、 刺身 理 の 宗教 を 奉 ざ ぎる 者 の 委 25 


に 対し て 、 彼 等 が 眠 し て 、 自 ら 進 ん で 均 税 し 。 ァ ッッ ッッ 
を 差し 出す まで 戦え 。 ( 生 22) 胃 中 2 


第 五 項 

30. ユダ ヤ 教 徒 は エズ ラ を (23) アッ ラー 史 me の 1 ん 

5 WU 
の 子 な り ま 去 い 、 キ リス ト 部 徒 は メシ テ を で ジン oo テ 
テッ ラー の 子 な り と 云う 。 こ れ 彼 等 の 日 よ KAKGG の 
り 出 る 言葉 な り 。 彼 等 は それ 以前 の 不信 必 イェ 2 クン 1 し 
者 ども の 言葉 を 真似 る に 過ぎ ず 。 彼 等 に 時 才 史 CA 
テッ ラー の 呪い あれ ! な ん 迷 誤 せる も 
の ども よ ょ ! 

31. 彼 等 は アッ ラー の 他 に 、 法 学者 や 人 と 1C1C0 2 の 21 の 306024U6CH1 
己 む の 主 と な せり 。 また マリ ア の 手 メシア ン プリー 。 
も 狼 り 。 彼 等 は た だ 唯一 な る 神 を 上 挟 する BOO の CO る 95 閣 
こと の み を 命ぜ られ た だ た り 。 役 の 外 に 神 な し 。 


- | 
yeN 


昌 


往 21 メッ カ は 商 薬 の 一 大 中 心地 で あっ た の で 、 包 礼 の 季節 に な る と 大 変 参 わっ だ 。 だ か ら メ ッ カ 人 は と て 

4 に 潤っ て ぉ おり 、 こ の 禁令 は 経済 的 豊か き が か えっ て 悪影響 を 及ぼ す の で は な いか と 上 念 し て 出 き れ だ 
で ある 。 

注 22 この 委 は アラ ビア に 住ん で いる 契約 し た 人 々 に 関す る も の で 、 彼 た ち は 、 偶像 涯 拝 者 の よう に あか ら 

きま に イス ラム に 敵対 し 、 イ スラ ム を 減 ぼ そう と 企 て 、 人 策略 を めぐ らし て きた 。 そ の た め 、 イ スラ ムッ ム 教徒 は 彼 

リ 上 や か な 僕 し な ら な いか ぎり 、 戦 わ ぎ る を 得 な か っ だ た の で ある 。 ジ ズ ヤ と は これ ら 非 イス ラム 教徒 


多 と で あり 、 彼 ら は 税金 を 払う 事 で 喘 由 に 安全 に イス ラム 教 還 の 眉 民 と し て 生活 で きる の で ある 。 
非 イ スラ ム 教 徒 に 課せ られ た 税 ジ ズ ヤ より も っ と 重い 税 ず カー ト が 、 イ スラ ム 教 徒 に 課せ られ て いた こと は 特 
記す べき こと で ある 。 そ の! 上 、 非 イス ラム 教徒 に は 免除 きれ て いた 和 扶 の 義務 も イス ラム 教徒 に は 課せ られ て 
いた だ 。 こ の よう に 非 イ スラ ッ ム 教 徒 の は う 安い 税金 を 払い 、 微 兵 義務 も な く 、 こ で は 楽 な 暮らし を し 
て いた の で ある 。「 屈 服 ] と いう 諸 は 彼ら が 政治 央 に は 下位 の 立場 に ある こと を 表わし て お り 、 そ を の 他 は イス ラ 
ム っ 教徒 と 同等 の 社会 的 権利 を 有 し て いた の で ある 。 ア ラビ ア の 偶像 掌 拝 者 や を の 近隣 に 住 サ ユダ 人 、 キ リス ト 
教徒 は イス ラム の 宿 英 で あっ た 。 


注 23 "ウデ イル ま た は エズ ラ は 紀元 前 五 世紀 の 人 で 、 彼 は セラ イヤ と い 3 う 高 僧 の 子 係 で 僧 偽 階 級 に 属し 、 僧 
エズ ラ と し て 知ら れ て い だ 。 
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第 志 章 


役 に 季 入 を 配 する と は な ん と 明和 多 いこ と 
か: ! 


の 8 ン ン の グ の ! 413 人 39 


32、 彼 等 は その 日 に よっ て アッ ラー の 光 を 消 き し シレ っ ンタ タッ ラン ン ャ タタ 
ん と 欲す 。 き れ ど 不 信心 者 と 8 が 之 を 巡 う 更 37 の NEO リグ 
とも 、 ア ッ ラ ー は を の 光 を 完璧 な らし め る た の あの 人 

ら 1 旨 
っ る @ の 46 が 2 の 9 91 

93. 彼 こ t ば 午 導 の 末 半 も を もたせ て を 0 し 2 
便 能 を 造 わし 給 いし 御方 な り 。 た と い 多 信 ブシ タン ン ン フッ シッ ニン 
教 作 が 娠 と も 、 彼 は 之 を 以 っ て 方 の 宗教 @ ら の うす 2 00 
より 侯 れ る も の と な す 。 

交 0E 了 _ タ っ の っ 
34. 潜 等 信ずる 者 よ 、 げ に 、 理 職 者 〒〒、 修 道 二 ouCa9b SN MI28UIH 
の 多く は 、 他 っ て 人 々 の 財産 を 食 り 、 ア ッ し 陳 
ラー の 道 よ り 人 々 を 背 か し む 。 ま た 金銀 を OPC らち ECo6hnd 聞 < あ 人 0 
条 ゅ 込み 、 輝 を アッ ラー の 造 の た め に 使 お レン ン を タン ンス ント ッ ン 
うぅ と せめ 徒 還 一 一 彼 等 に 独 刑 ある を 知 6 せ AG01G3 PAN 

o 4 る タフ 
* eS 3 の 
@29 

35. を の 日 、 地 獄 の 火 の 中 で 財宝 は 知 熱 せら 2 タ 衝 イ と) 4 
れ 、 そ れ が 彼 等 の 額 や 脇 上 や 背中 に 焼 序 を Ws ・ Seo 放 CO eo 
押し 、( 注 24) 「 こ れ は 前 た だ ち が 己 れ の 89 22028 
た め に 管 め た る も の な り 。 き ら ば 己 れ の 連 レク 2 セ 。 25e と 
め た る も の を 味わえ 上 上 云わ れん 。 @ ら % め う の 

36. アッラー の 布告 に よれ ば 、 ア ッ ラ テー が 天地 6 才 ACG1P ht ら 作 部 3 
を 信和 せ し 以来 、 月 の 族 は 二 な り 。 (クタ g と ラン ン フス 
25) を の うち 思 み 月 が 社 杏 月 な り 。 を れ が IO の 9 けら MP の 
正しい 信 経 を り 。 さ れ ば この 期間 中 は ぉ 前 コン タッ ュー 
た もち 互 に 害し 合う な か れ 。 だ が 多神教 従 が の POEDAITAIOF 

一 緒 に な っ て お 前 た ちと 肖 う 如く 、 お 前 る 朝 を 4 人 る ンク る レッ ン 25 イラン 
た ち も 皆 一 緒 に な っ て 彼 等 戦え 。 耐 し て 、 6B2S955 y okotND 
テッ ラー は 主 を 思 れ 散 う 者 と 層 に ある こ @6s 衝 多 8PM5 
を 知れ 。 て 

潤 24 これ は 比 只 的 な 表現 で ある 。 ひ と り の 人 金持ち が 強欲 ほ 高 怪 か ら 賀 し い 人 人 々 を 助け よう と し な か っ た だ 

叶 、 彼 の 額 は 鞭 り 、 そ し て 目 を や そむけ 、 つ い に は 軽 蔵 の 色 を あら わし 、 助 け を 求め る 男 に 背 を 向け て 行っ て し 

まっ た 。 額 、 両 脇 、 背 が その 場 の 状況 や 心 の 動き を 印象 的 に 物語 っ て いる 。 

注 25 玉 陰 歴 で も 太陽 歴 で も 十 ニ ヶ月 で ある 。 
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37. 神聖 月 の 延期 は た だ 不信 を 増す だ け な り 。 ーー 
( 注 26) 信 \ ざ る 人 々 は これ に よっ て 飛 入 AG ら G の AU 届 
に 導 か れる 。 彼 等 或 る 年 は これ を 犯し 、 決 レレ < ゃ リッ 多 の タン クマ エッ レン 二 ア 
Jl | 1 タ 4 
の 年 に は これ を 守り 、 ア ッ ラ ー が 神 加 し 定 放 ン 3 
め ゅ 給 う た 月 数 に 符合 させ 、 か 《 し て アッ 和光 ン 科 6 の 2 し 史 放 2 
ラー が 禁じ 給 う た こと を 合法 と な す 。 彼 等 の: レッ ュ 
その 己 が 政 行 を 自ら は 正しい と 思う 。 さ きれ 0125 人 9 eo る 59 区 あり UI を 
と テッ ラー は 信 ぜ ざる も の ども を 導き 給 わ - 
A。 
第 六 項 
38。 流 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラー の 道 の た め に 出 1: 2 タ NO5 人 9 移し 必 loMW 人 6 MO 
陣 せ きよ と 云 われ る と 、 地 べた に 重く 身 を 洗 の ICE 8 
ゆる と は 、 一 体 如 何 な る こと ぞ ? ( 注 27) It の の の DGP 
お 前 だ ち 来 世 よ り も 現世 に 満足 する か ? ュ ュ ン ンス 4 
きれ ビ 、 来 世に 較 ぶ れ ば 現世 の 享楽 は 無き 9 OK 
TT 90983 PEPS1 
39. も し な 前 た ち が 出 陣 せ ぬ ね の な ら 、 ア ブッ ラ テー 7 の 2g う [クッ 020C 
は 施 測 を も っ て お 前 た ち を 簿 ら し め 、 前 y5640 チ KUIOD ウ SC4D4 で 1 
た ちの 代り に 他 の 民 を 選ば ん 。 さ れ ビ 前 な 欠 る プレ 絢 2 人 225 を (4 
# |) 
た ち ア ッ ラ ー を 害する 能 わ ず 。 テ ッ ラ テー は 9733 の ブル 
万 事 に 全能 な り 。 
40. だ とい お 前 た ち 彼 を 助け ず と も 、 彼 が 不信 アン 2 タン ン に タン ンス 2 る ププ ウタ タ タン 
心 者 ども に た っ た 一 人 の 同僚 と と も に 追い OURPNI の に] 
タン ッ < シレ 。 
詰め られ し 時 、 ア ッ ラ ー 彼 を 助け し こと を 2 の が 
知れ 。 そ の 時 彼 等 は 二 人 で 洞窟 に ひそ み 、 CC イク セン フン ニッ ラシン 
彼 は 同僚 に 向っ て 云え 9、「 圧 し りな か れ 、 44 52 人 081855559 
アッ ラー! 我 等 と 僅 に あぁ 5] と 。 す る と 、 と 4 イン レ 14 レン ん て 0 
ケッ ラー は 第 に 安心 を 隆 し 肢 い 、 台 前 た ち 396 と 36 アク 25OSl う 
に は 見 え ぎる 軍勢 を 以 て 彼 を 列 加 し 、 信 ぎ co な あの 
) gt1 33 | 
ぎる も の ども の 言葉 を 川 し め 、 党 し て テッ ー プ 光 2 みあ 上 89 も 
ラー の 言葉 こそ の み 玉 高 と な す 。 ア ッ ラ ー oe 
は 僅 大 に し て 、 覧 哲 に まし ます 。( 注 28) 
注 26 この節 で は アラ ブ の 長年 の 習 損 に 言及 し て お り 、 ズ ル ・ カ ー タ 、 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ ー・ ム ハラ ム の 回 な 
る 三 ヶ 月 岡 は 肉食 を 断つ に は 藤 過 ぎる 為 で 時 々 敬 通 の 月 上 入れ 替え る こと が あっ た 。 
注 27 こ 和 れ は タプ ブー ク へ の 遠征 の 事 に つい て で あり 、 こ の 町 は メジ ナ と ダマ スカ ス の ちょ うど 中 間 に あ る 。 
ロー マ 人 と し て 一 般 に 知ら れ て いる 東 ロ ー マ で 帝国 の ギリ シャ 人 達 が シリ マヤ 国境 に 集まっ て いる と いう 報せ が 居 
き 田 猛 な 軍隊 、 を の 数 お よそ 三 万 、 ヒ ジラ ルル 年 に 可 な る 屯 言 者 は メジ ナ を 後に し た 。 大 き な 苦 難 の 末 、 イ スラ 


ム 教 徒 の 軍隊 は 長く つら むい 行進 を 続け た 人 為 、 後 に この 遠征 は 苦 黄 の 行軍 と 言 われ た 。 
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第 九 草 ル ・ タ ウ バ 
. 或いは 経 く 或いは 重く 備え て 出陣 せよ 。p 4 和 の 有 
前 た ちの 財産 や 生命 を ケ ッ ラ ー の た め に 南 0 bc39336Gs 9 
げ て 奮 関 却 力 せよ 。 も し お 前 た ち 逐 を 解き 6 AE UK 3 向 J228 
ば 、 お 前 た ちの だ め に は それ が 最善 な り 。 

9。 和 間 上 前 に あり 、 し か も 旅 弓 か けれ ば 、 oko 3 も Co63 
彼 等 も また 次 に 従え り 。 き されど 苦し い 旅 は し イッ ン ル 
彼 等 に は 余り に も 造 し と 映 ず 。 し か も 役 各 開 とる 4433 の 56 
は アッ ラー に か け て 故 っ て 云う 、「 出 来 得 た の レイ ラン クレ ッ ン ノン 
な ら ば 、 我 等 も 諸 若 と と も に 出庫 せ し も の 6 12 
を 」 と 。 彼 等 は 自ら を 減 ぼ す 者 な り 。 ア ッ ーッ ライン 多 

ー は 彼 等 が 貴 つ き な る を 知る 。 @SyoNU el 2 全 ら 
第 七 項 
43. アッ ラー は 液 の 心配 事 を 取り 除き 給 う 。 何 ブタ クン きま ンタ クイ フラ イン を イ 2 ンマ ン 
履 に 液 は 、 真 突 を 告げ る は 誰 で 、 嘘 を つて あらし ラ 2 
アタ . る 
は 共 か を 知る 前 に 彼 等 に 後 に ま る こと @S の 23352 る で 委 
を 許し だ る か ? 
44. アッラー と 末日 を 信ずる 者 は 、 期 産 と 生命 呈し 6 る ダス 介 382E39 
6 EPROCTOAUIOH1CK) 
を 献 げ て 奮戦 する こと を 発 除き れん と し て 「」 < 0 ーー 昌 
流 に 許し を 請 い は せ ぬ 。 ア ッ テ ラー は 主 に 対 各 履 元 け 2228 > る 1 肌 6 ら ( 
する 義務 を 果たす 者 を 深 知 し 給 う 。 フリン 
@o32b 
45. ブッ ラー と 末日 を 信 ぜ ぎる 者 の み 液 に 免除 っ の レン る 
595 00 6025 りす OuNlg5E5 
の 許し を 革 わ ん 。 彼 等 の 心 は 疑 雇 に 充ち 、 2 2 3 届 
間 ーー 凶 プン スシ ラー ラン 5 タプ タイ タタ アア タッ レレ 。 ンー 2 
疑 の 中 に れ 動 て 。 0 タタ ETCWCNP に | 
46. も し 彼 等 黄 に 出生 する 気持 あり た れ ば 、 を て の > る る クイ し ダン ダク 
き 1 
の た め の 準備 を な せ し 符 。 き れ ぜ アッ ラー Pe 50e9b 5 の 
は 信 等 の 出陣 に 反対 きり 。 八 に 役 は 、 化 等 28231 2 名 235 る ) 仙 
背後 に 留め 置き 、[ 泊 等 居残り 者 と 一 緒 に 
家 に 居 残 れ ] と 仰せ られ た り 。 @ の al 

往 28 この 節 で は 聖なる 預言 用 は アグ ブー・ バ タル を 伴っ て メッ カ か ら メ ジ ナ へ 移動 し た こと を 丸 べ て いる 。 

その 時 聖なる MM 時 0 H 

高い 状態 を 強調 し て な ぉ り 、 彼 は 神 と 共 、 神 と 恐れ を 分 か ちあ う 者 達 “ 二 入 の 内 の - ・ と 説明 きれ て い 

る 。 記録 に 依 れ ば 、 洞窟 の 中 で アブ ー・ ピン に 生ま 光る 者 が な しく の か 間 く と 、 ア ブー・ 


バク ル は 「 私 は 自分 の 命 が 惜 し く て 注い て いる の で は あり ませ ん 。 
死ん で も それ は 単に 私 個人 の 問題 で すす 。 で も も し あな た が 


すべ て の イス ラム 社会 滅亡 を 意味 し ます 。| 言っ た と 伝え られ て いる 。 


ああ 、 神 の # 
亡くな り に な っ た だ たら ・ 


で あら れる お 方 よ 、 私 が 
・ を それ は イス ラム そし て 、 
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48. 


49. 


50. 


51. 


52 . 


53. 


54. 


. も し 彼 等 お 前 た ちと と も に 出陣 せ ば 、 


いた 
ずら に 難儀 を 増す ば か り 。 お 前 た ちの 間 を 
あちこち 走り 廻っ て 5 長 動 を 導 き 起こ を う ヒ 
謀 6 ん 。 きす れ ば お 前 た ちの 中 に は 役 等 に 
耳 を 傾け る 者 も 出 て こ よう 。 き され ど ア ッ 
ラー は 不義 な す 徒 全 を 深 知 し 給 5 。 


彼 等 は 以前 に も 台 動 を 起 し 、 流 を 隙 れ ん と 


企み し が 、 . 真 理 が 到来 し て アッ ラー の 御 意 
志 が 打ち 勝 り た りき 、 も つと も 彼 等 それ を 
好ま ぎり し が 。 


彼 等 の 中 に は 「 背 後に 留まる こと を 許せ 、 
我 を 試練 に 店 めし せる を 1 に う あ り 
彼 等 は すでに 試練 に 史 に け 》 。 地 鍼 は 不信 
心 者 を 包囲 せん 。 

も し 流 福 を 得 れ ば それ は 役人 等 を 悩ま し 、 笑 
難 降 りか か れ ば 、「 息 等 は 以前 よ 5 警戒 せ 
り 」 と 彼 等 は 交 う 。 彼 等 欲 喜 し て 背 き 去る 。 


云 を 「 ア ッ ラ テラー が 我 等 に 定め た る こと の 外 
は 、 何 事 $ 我 等 に 降り か か る こと な か る で 
し 。 アッラー は 我 等 の 守護 者 な 9 り 。 さ れ ば 
信者 た る も の その 信頼 を アッ ラー に 寄せ る 
べき な り | と 。 

云え 、「s 前 た ち は 我 等 に 、 二 つ の 光栄 の 一 
つっ 以外 に 何事 も 期待 する 能 わ ず 。 我 等 は 、 

アッ ラー 御 自ら 又は 我 等 の 手 を 通じ て お 
前 た ち を 懲らしめ ん こと を 期待 す 。 き れ ば 
待て 、 我 等 も また お ぉ お 前 た ちと と も に 待た ん 」 
と 。 


云え 、「 た よい 進ん で 寄付 し ょ よう が 、 出 し し 
ぶろ う が 、 お 前 た ちか ら の も の は 御 斉 納 せ 
られ ざる で し 。 お 前 だ たち は 実に 不 従順 な 人 
間 な り 」 と 。 


彼 等 の 寄付 が 御 納 され ぎる は 、 偏 に 役 等 


人 部 を え ンタ 

25 35 5 ほな る 
笑っ タジン 

る 痢 る 22 4 EE を IA し 

oo: 多 


ラン イッ 欠 マク タン 。 ッ タン 2 ター タン シッ 
@ の 6450 の 233 贅 区 


9 スタ 


2。 2 s る っ クタ 5 ン 
23 導 あ 5681d 導 483 
の 2 坊 ン る 1 ン テン を 
4 2 35 NFCCR 


@9 の の 


し の 4 


3 る 5 


Cs 


MCP4GPOIeCC 


っ タク る クン イン フタ 


oeoe1 IE ダグ U4 出 

59 タン 。 あッ 
Ci 
の 央 イク ある スグ gm( ノ 
の 2 1 


5A5? Co3U 人 fo 


タ る の イブ タッ クン 


とい の っ のり う 
> る る 2 クイ クッ ンタ 2 ン て の 
テ 36 和 0r(41 間 
奈生 ウル ルル ノン 

の O う あ くり 


イン る タタ ロン ン ラッ タッ 富 | 1122 じ 3 
の 1 が の 1 
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が アッ ラー 並び に その 使徒 を 信 ぜ ぎる が 故 


な り 。 ま た 、 役 等 は 礼拝 を 怠り 、 し ぶし ぶ 
寄付 する が 数 な り 。 
こと もら 2 る | 3⑳ ッ タ タ イッ 
65. され は ば 彼 等 の 寅 や 子 区 を 義 剖 する な か れ 。 0WzCDD ク 209 る al らき 
アッ ラー は を それに よっ て 現世 で 彼 等 を 問 ラン ネン ンタ ニコン シュ イ ンー ラタン ョ ンク タ 
し 、 ま た 不信 心 者 し て 死な し ゅ ん と 意図 "ツジ ラ SO は っ は 委 委 
する の み 。 タレ ララ タク タン 
@ 〇 つめ お 2 > る | 
56. 彼 等 アッ ラー の 御名 に か け て お 前 た ちの 味 363625 21 62285 
カ な 的 いし も 、 味 方 に 非 ず 、 た だ 肝 病 フラン ッ 
者 な り 。 の の の の の 
し 之 う 
57. も し 彼 等 避難 所 や 洞窟 、 ま た は 潜り 込む さ 15 た お ORZK1 4 人 
き 欠 て すら ある を 知れ は を こ へ 箇 っ て 一 フラ レン ーッ ァ デン 
目 散 に 造 げ 去 らん 。 の らら we っ. う 3 
58- 彼 等 の 中 に は 者 挫 の こと に 関し て 流 を 非難 15Sl OUSsA3G3 63 24853 
する 者 あり 。 で 作れ た る 才 は クイ クン ア ッッ る 。 っ 2 
与 を られ ぎる 者 は 、 見 よ 、 彼 等 は 慣 る 。 CN デジ 36 も 
59. 彼 等 も し アッ ラー 並び に その 使徒 が 与え し R ? RA セン 8 尼 」 ラタン うる ノン ン 
も の に 満足 し て 、「 我 等 は アッ ラー さえ まし B う 人 あ 295 ey ee 9 
ます れ ば 十分 な り 。 ア ッ ラ ー は その 恵み を 2 の の OLE だ お LC 
我 等 に 垂れ ん 、 同 様 に 便 午 も また 。 我 等 は レッ ェ ュ ラッ 。 
テッ ラー に 嘆 用 し 奉る 」 と 云い た れ ば 、 彼 の を 
等 の た め に は よ か り し も の を 。 
第 入 項 フタ トコ シン タ r0 フン ンク クー タレ ンー [る 
60. 吉 捨 の 用 途 は 、( 注 29) 貸 者 に 困 郷 者 、 走 EC 9 の 22 
捨 の 業務 に 携 ある 人 、 心 を 和らげ る 人 々 、 02 EL 者 ス じ 移 
妹 の 身 の 代金 、 負 何者 の 救 診 、 ア ッ テ ー ウラ ジ の 2 02 
- る - 
の 道 、 並 びに 旅人 の た め に あり 一 一 これ PO 4 gm005Z93 
アッ ラー の 搾 な り の 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知 の 
* ン ダシ ンタ 
り 、 覧 析 に まし ます 。 の を を じ 交 5 
注 29 この 節 で は ザ カ ー ト が 施 る きれ る 人 と 物 に つい て 規定 し て いる 。(1) フ カラ ー ( 和 近 し き や 病 で 打ち ひし が 
れ だ 人 々 の 意 。) ⑫) マ サー キー ン (働く 能力 が ある の に を その 法 を 知ら な い 人 々 の 人 意 ) (3) が カー ト を 集め ゅ た り 、 
教え た 9、 そ の 他 こ れ に 類する 仕事 を する 人 々 。 (4 新しく 政 款 し た 、 ぢ 金 に 還っ て いる 人 々 。 5) 巡 隷 、 捕 虜 、 


その 他 自 由 に な る た め に 保 語 
派 な 理由 が ある 場合 


た め 


を や 要求 きれ だ た 人々 。 


に 旅 し て いる 人 。 


⑯ 人 税金 を 払え なく な っ た 人々 や 事業 に 失敗 し た 人 々 。 


(⑧ 旅 の 途中 で お 金 が な て な っ た 人 、 知 識 を 求め て 旅 を し て いる 人 、 社 会 的 関係 を 広げ る 


(⑦ 
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て いる 人 の 事 を 指し て いる 。 


注 31 
は も た な 
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に は 信 普 者 は 、 亜 な る 限 言 者 を 神 の 妊 示 を 受け た 者 と 信じ て いな か っ だ の で 、 を る の よう な 謗 れ の 金 
: か っ た 。 こ の 衛 で は 侯 普 首 の 冗談 や 咽 笑 の 皮 上 内 な 面 を 示し て いる 。 


第 九 章 ル ・ タ ウ バ 
61. 彼 等 の 中 に は 預言 者 を 篤 ら せん と て 「 彼 は タンタン ル ンタ レン と そし ンク タタ タンク 。 る ニタ ラテン 
耳 に 過ぎ ず 」 し う 者 あり 。 云え 「 ぉ 前 た の 3bAc 9 っ Oc GXLS4 タ ッ 
ちの た め に な る 良い こと を 聴く 耳 な り 。( タン を ッ ン クタ 9 る る 
ea35 ら ン ル ( 1 
注 30) 役 は アッ ラー を 信じ 、 信 者 の 信 閉 を ンプ の 2 りあ 委 だ di 
タン ン ダテ ラタン フク 。 き m し 
信じ 、 且 つ 信 者 へ の 息 抱 を 信ずる 者 な り ] 2 AN 9 
と 。 ア ッ ラ ー の 使徒 を 怒ら せる 者 は いずれ て 
痛 同 を 受け ん 。 の る de 約 
62. 役 等 は な 前 た ち を 喜ば し ゅ ん と し て アッ PMP タタ 衝 エレ ンタ ン 
ラー の 御名 に か け て 宜 枚 す 。 き され ど 、 も し に oo っ 
彼 等 信者 な ら ば 、 ア ッ ラ ー 並 びに その 使徒 4 は 6 
23 ゅ ら U ち っ 
を 喜ば し せる こと こ を 正しけれ 。 @ 6CU ちら と | * 
63. 誰 で あれ アッ ラー 並び に その 使徒 に 反抗 す ン / イ ラタン ン 8 る ン ン クタ ッッ ンジ 
る 者 は 、 を こ に 永 遂に 留め 置か る る 地獄 の 86 CFOYCPEIC わ 2 1 | 
』 5 RI ュ 、 タル クタ グ タ 2 1 レタ し 人 と の 4 
業火 ある を 、 彼 等 知ら ぎる か ? を は 大 RTRGOI シン ン が の 
な る 屈辱 な り 。 " 
人 還 由 に 秘 ws クッ 人 ラン ン 2 の 099 タタ ッ ン 
64. 修 信者 は 胸中 に 秘め る も の を あ ば き 出 き れ 人 t の の ed 訪 CPIO 
る 一 意 が 修 示 きれ は し な いか ょ 鈴 る ( 注 し 
ーー の 
31) 云 ぇ 、[ 泊 等 唱 笑 せ よ ! アッ ラー は ぉ 。 で 22 208! 120 の けい 
前 た ち が 恐 る る も の を 明る み に 出 きん 」 と 。 レッ タ スッ ン ィ ン 
MY 
65. 流 も し 彼 等 に 問わ ば 、 彼 等 必ず 坪 わ ん [ 艇 も セ 2 セ っ が 科 8 1 イン 
語 を し て ふ ぎ ざけ て いる の み ] の リ ンコ 2 
ーッ ー ト >aar っ 。 キ うさ ーッ ュ ュ ラー @63 タン る 7 4 タン エエ ェ ン 
に 公 た 、[p 前 た ち が 其 笑 せ る は 、 ア ッ ラ の の 5 90 め う 役 2 
や を の 神 兆 、 並 びに 使徒 に 非 ら ぎる か ? 
ント い 訓 い > 本 か 一 虐 圧 第 タン 2p アプ アニ ラル ルン ン 32 2 
66. 底 い 訳 は する な 。 お 衣 た ち は 度 信じ た 後 M 先 6 9 の の 
また 不信 心 者 に 戻り 。 た と いわ れ ら 5 が お し 
an ょ 内 ン フィック る (し っ タタ タン A 
前 た ちの 一 部 は 散 せ ども 、 他 の 一 部 は 懲 ら は の る 始 を と 
し めん 。 な ん と な れ ば 邊 等 の 犯 せ し 罪 散 に ] 2 
と 。 3 
第 九 項 々 
67. 偽 信 者 ども は 、 男 も 女 も 白 同じ よう な も の 。 フッ クシ フィ タン チッ タク タッ ン ア 1 イタ 衝 フン ッ を 9 
CS 
彼 等 は 悪 を 勧め 、 善 を 妨げ 、 ア ッ ラ ー の 道 (の 4 の プス HP 
注 30 オゾン (意味 は 「 陸 」) は 他人 か ら 義 い た こと を 何で も 信じ る 人 の 意味 で あり 、 加 な る 預言 者 中傷 す 
る 信 々 が 、 者 を 軽 茂 し 、 見 く び っ て 話す の を 聞き その 話 が 正しい と すぐ 信じ 、 単 に 閉 く だ け の 道具 と 化し 


第 九 誤 ル ・ タ ウ バ 
の た め に 避 す こと に を の 手 を 閉 づ 。 彼 等 タル レ アレッ タ タン タル 6 ニラ シッ ン 邊 の 
テッ ラー を 忘れ た る が 夏 に アッ ラー も また 位 92Cloeo 6 入 
彼 等 を 無視 せり 。( 注 32) ば に 偽 信者 は @G% リタ タル ター 1 ラク タン イレ コー タク 
凡 示 ⑮ol ss 8) EN 
発 入 な り 。 Ma ee 

68、 ア ッ ラ テー は 信 信 者 の 男女 並び に 不信 者 に 科 E 6 は TCP 

1 YMCK 
火 を 約束 し 役 等 を を こ に 水 各 に 留め ん 。 フー 
業火 は 彼 等 に は 十分 な 9 り 。 その 上 アッ ラー 隔 2 2 の 3 の は 
は 彼 等 を 呪 語 せ 9。 彼 等 は 永 示 の 加 を 受 ュ の 4 2 ン 
けん 、 AA 502 

69. お 前 た ち 以 前 の 民 の 如く 。 彼 等 は 力 に ちぃ る 2 を る ン ン タレ スン 。 ライン 
て 前 た ち に 優 り 、 肝 産 と 子女 に お いて も GREEN 
より 抄 か な りき 。 彼 等 は 己 が 定 命 を し ば し OCR を DC GT クン ン ン ラノ 

1 
の 且 楽 し め り 、 お 閉 た ちる また お 月 だ ち 以 イマ ジジ 4 
前 の これ 等 の 民 が 楽し ん だ 如く 己 が 定 谷 を Ao る 着 人 2 SoIK の や の 
楽し ゆり 。 ま た お 前 だ ち は 彼 等 が 無駄 語 に レン 入っ 
科 語 に うつ つ を 抜か せ 5 。 WCSfGgzdb 2 dg 信 話 
彼 等 の 所 業 は 現世 に お いて も 来世 に な いて の ズン 。 ター 
5 無 問 に 族 き ん 。 彼 乏 こ を は 拓 到 才 な 5。 3 は 395 Cg 
70. 彼 等 以前 の 人 々 ーー ノア の 民 、 テ アー ド 、 サ イッ レイ 
> 6 15 AA 
ムー ド 、 ア ブラ ハム の 民 、 ミ ディ アン の 住 ep 92GH ンジ 
ルク ダウ タイ フレッ ピア ルン ミイ 
評 、 並び に 辻 せ を 比 の 呈 の 靖 が 計 6 2 うお 983 
- 達 せ ざ り し か ?( 注 33) 役 等 の 許 に アッ 多 ン の (4 し 21 
は それ を れ の 合作 た ちか 唱 息 を 携え て 玉 れ ジス OTC 
り 。 き る れ ば アッ ラー 彼 等 を 虐待 する に 非 ず 、 ナン 
- 彼 等 自ら 巴 れ を 虐待 せ 9 。 の の 5 482 の 3 
71. の 人 は 同士 助け ょ な る 仲間 な 人 し 拉 92305 
。 彼 等 は 療 を 勧め 、 悪 を 槍 じ 、 礼 拝 を 門 
ノン プラ タン タン レラ タッ ンク 形 人 46640 
守 し 、 療 捨 を 払い 月 つ アッ ラー 並び に その の ら め 29 
使徒 に 従う 。 ア ッ ラ ー は 新 か る 人 々 に 慈悲 っ ンタ タン タル ンー ンク 。。 
を 悼 れ 給 わん 。 げ に アッ ラー は 停 大 た し て 、 PO 9 1 ゆう RMO 
覧 折 に まし ます 。 る 。 ンス る タカ フッ ン ン の ああ 7 イッ タ ン ン 
4 PO WW か りう 
の の 
@ を ら 
ニス ヤー ン の 一 般 的 は 「 忘 れる こと ] で ある が 、 に は 人 や 物 に 関し て 考え る こと を 止め た 


は 、 


注 32 


EE 培 し て いな か っ だり だ っ た だ たり 、 


この 詩 葉 は 人 間 に 削 を 与え て 神 と の 寺 係 を 絶っ た り 、 


め る 意味 と な る 


注 33 


ツ ド ム と ゴモラ ( 借 世 記 19:24、25) の 事 。 


物事 の 処理 が の あい こと を 意味 する 。 軍 に 関し て 用 いら れる と き 


神 が 愛 と 思い や り の 選 で 人 間 の こと を 考え る の を 止 
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で きい 9 
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ル ・ タ ウ バ 


72. アッ ラー は 男女 の 信者 に 、 永 造 に 住む べき 
河川 流 る る 楽園 と 、 ま だ 永 款 の 園 の 中 に 栄 
し い 住 居 と を 約束 せ り 。 きれ ど 一 番 素 晴 ら 
し い ゅ の は 、 ア ッ ラー の 的 筑 億 。 を は 末 よ 上 


第 十 項 
73. 預言 者 よ 、 不 信心 者 ども や 稚 信 者 と 戦え 。( 
注 34) 彼 等 に 対し て 茂 し く あ れ 。 彼 等 の 住 
居 は 地獄 に し て 、 行 きつ 〈 先 の 大 凶 な る か 
な 。 
74、 役 等 は アッ ラー の 御名 に か け て 何 も 悪 いこ 
と は 詞 わ ず と 次 いし も 、 事 実は 確か に 玉 当 
た りな 言葉 を 吐き 、 一 時 イス ラー ム に 族 依 
し た 後 ま た 不信 心 者 た なれ り 。 また 彼 等 は 
達成 し 得 ぎ る こと を 企 。 役 等 が 信者 に 恨 
み を 抱く て の は 、 だ だ アッ ラー 並び に その 使 
徒 が を の 恵み に よっ て 信者 た ち を 高き し め 
だ た が だ た め な り 。( 注 35) され ど 彼 等 も し 改 
父 す る な ら 6 ば 、 そ れ は 役 等 の た め に 大 い に 
結構 な こと 。 さ る れ ど 役 等 も し 背 き 志 ら ば 、 
アッ ラー は 役 等 を 現世 に お い て も 来世 に お 
いて も 猪 刑 を も っ て 筐 らし ゆん 。 地 上 に 
いて 彼 等 は 如何 な る 友 も 救い 手 も な か る で 
し 。 
75. 彼 等 の 中 に は アッ ラー と 契約 を 結び し 者 あ 
り て 、 云 えり 、「$ も し アッ ラー が その 恵み を 
我 ほれ 給 わ ば 、 我 等 は 必ず 施し を 行い 、 
業 人 と な らん と 。 
76. と ころ が アッ ラー が 彼 等 に 恵み を 牌 る る 
や 、 賜 われ る も の を 惜 み 、 嫌 っ て 背 き 去る 。 


と も 独 36s 交 独 の 
と 22 2 


1 
( 巡 
らく う ビン 


8 衝 


い 
旨 
: と っ 
い に 

さ 
に っ N 
代 訟 H 
る 0 る 


RB CH 2 
を の 


Lo282 ン 


ン う ラミ ン ン ダン 


ho も 3 う 2 た See み じ ッ 


PIERG 失 HI プ い 
PPIGMICOECY の の 導 の 


レラ ア アラ] タン タグ イラ タ ンス 
導入 と は DTU 


1 タウ ッ ョ ルク る ン ン る 29 る 放 才 ラク 2 タブ 
OGKTROUOASIICWRYOH 
の 2295CAho iz 


@ ル ん おう 3 の c タ 


タイ シレ コト タイ ント レレ ュ うる タッ タ タン 
AS US eo2E3le 2 2 と に っ る ウタ 
フュ ュー ン ン ルン 

@oek2llo2 の 3 


ノック ッ スタ 8 


@cpo の の あの 


痛め あ みあ NG 


注 34 珈 言 者 は ど 
こ に も 晋 いて いな い 


よう 


注 35 


に 偽 居 者 相手 に 戦う の か の 記載 は な い が 、 
貧 言 者 は 偽 秋 者 に 戦い を し か ける よう な こと は な か っ た の で ある 。 


現 な る 預言 首 が メデ ィ ナ に 来 て か ら 町 は 賑わい 、 


少な く と も 式 融 を 取っ て 戦う こと は ど 


商売 は 繁盛 し 、 市 民 は 豊か に な っ だ た の で あ ち 。 
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77. そこ で アッ ラー は 、 彼 等 が アッ ラー と 会 うぅ クレ タン 4 
日 まで 彼 等 の 心 の 中 に 信 普 を 抱か し め た 3065OP3 
人 生 ア ラッ ラー る 2 タク 。 2 タン ノン 
)。 な ん ほな れ ば 、 役 等 が アッ ラー と の 約 8 OCT 
求 を 鍼 9、 嘘 を や つい た 報い な る が 故に 
78. 彼 等 は 、 ア ッ ラ テー が 彼 等 の 秘 害 も 密談 も 、 2 呆 ント や > 
こ と っ の ot 4 の | lg 
いな 、 見 る 能 わ きる 5 の まで まく 逢 存 衝 ン ー フアン 
る こと を 知 6 ぎ る か ? @oy30U29k 20| 
79。 進ん で 書 捨 を 行う 信者 淀 びに 己 れ の ダ カ で に 用 フッ ッシュ g 才 る セン 
人 た も の 以外 に 意 捨 する も の を 母 た さる 信 ラジ 2Mlo み Cs 二 lo お | 
者 を 非難 し 、( 注 36) 画 笑 する 者 ども あ の は < # ィ る 
639292002e8 ス SM 
り 。 ア ッ ラ ー は その 喘 笑 を 彼 等 に 返 報せ ん 。 の プン ^ 
- は 冶 和 あ る べし 。 672MVW の IM は 和 1E っ 月 
80. 流 、 彼 等 の た め に - 表 し を 請う が 請う まい > プッ ルッ タ フッ タン | 
1 
が 、 た とい セト 北 彼 等 の た め に 救 し を 靖 う "デー りら に さがみ 
と も 、( 注 37) アッ ラー は 決し て 彼 等 を 散 12 の 給 び 用 の と 
き ぎ ざる べし 。 こ れ 彼 等 が アッ ラー と を の 使 ラン 
徒 を 信 ず ざ り し が 逆 を り 。 ア ッ ラ テー は 不実 の の ジレ | 吉 
な 人 間 を 導き 給 わ め 。 
第 十 一 項 
81. 残留 組 の 人 々 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 出陣 し Jd 衝 gd イン と 29 レ ター ンス 
1 と Pt AS て OK 
た る 後 、 家 に 半 せ る を 寄 び て 、 己 が 叶 導 と 39g し ルン 
生命 を アッ ラー の 遺 の た め に 献 び て 戦 うこ Je の も 
と を 嫌い た り 。 役 等 は 云え り 、「 移 暑 の 時 に タン ネン タレ 
出陣 する な 」 と 。 云え 、「 地 狂 の 火 は 更に 強 市 人 26d8s2313 00251 
烈 な る ぞ 」 と 。 彼 等 これ し きのこ と が 理 解 っ 
し 得 ぎ る か ! の oss > 
82. 役 等 は 匠 く の 間 笑 い 、 し か る 後 沢山 立て が し る 352 
いい 。( 注 38) これ 役 等 が 稼ぎ し も の に 対 
2 の 4 
する 応報 な り 。 og 
注 36 息 し い イ スラ ム ゥ 教徒 アブ ー・ ア キー ル は 、 一 日 の 稼ぎ すべ て を 神 に 捧げ た が 、 そ の 人 額 が 、 少 な か っ だ 


の で 信 交 者 に あざ けり を 受 


けた 。 


減 びる こよ が 運命 づけ られ て いる よう な 偽善 者 は 、 何 度 


潤 か な けれ ば な ら な い 


注 37 「 廿 と いう 数 に は 特別 な 意味 は な い が 、 

3 に 許し を 請う て も 決し て 許 き る れ な いこ と を 強調 する 為 に 使わ れ て いる 。 

注 38 この 節 で は 命令 的 な 味 が な いこ と は 明らか で ある 。 た が だ 偽善 者 は 吉 か ら ず 、 
HH が 来る と 舌 苫 し て いる だ け で ある 。 


ー302 一 


SG 


第 九 章 


アル ・ タ ウ バ 


アッ ラー が 溢 を 彼 等 の 一 味 の と ころ へ 狐 旗 


上 GPC まり 2 に PMS 
ュ = つの 
きせ る ほ 、 役 等 は 液 に 出陣 の 許可 を 腺 い 出 リ ン ン びび し 
ん 、 きれ ば 芯 え 、 [お 前 だ ち は 決 し て 我 共 了 朗 語 9( (508 
に 出陣 する こと 叶わ ず 、 ま た 決し て 我 と 雲 フ 人 し と と 
に 敵 と 戦う こと 叶わ ず 。 最 初 に お 前 た ち は 。 お る 中 ya た Ap) 12150 く 
居残り を 選び た れ ば 、 今 回 も 残留 組 と 共に AT 
楽 せ ] と 。 @ ら ol の As 
84. また 第 等 の うち 誰か が 多 す た も 、 浴 決し て 5899661oG 282 2odE ひ 3 る 
祈る な か れ 、 ま た 課 に 敵 で る な か れ 。 彼 等 ブイ は トン タン グイ 
は アッ ラー 並び に その 便 佑 を 信 ゼ ず 不 従順 る 051 g 安 Up ば Je 
の うち に 召し た る が 故に 。 ンタ タク キッ タ 
の Os っ 
85. 液 、 役 等 の 財産 や 子女 に 好奇 心 を を を る な AP で Pe 
か れ 。 ア ッ ラ ー は た だ これ に よっ て 現世 で ララ タン フン ラン ンス ンジ シシ ラン 
彼 等 を 六 し 、 彼 等 が 不 に を eSAoCdl (2 み SO 
の 殊 を 陸 れ 去ら し めん と レッ レッ 
@ の 23 
86. 「 ア ッ ラ ー を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 道 の た め に ど boe に > らら る 
5 ウ 2 1ol あ めで 5 疹 
修一 緒 に 欠 戦 ょ よ 」 ょ の 一 補 が 下 示 8 ーッ 
れる や 、 彼 等 の う ちの 生 裕 な る 者 は 光 に 誕 BS 敵 226 ち 生 MIUAIO 2OHOVEIE 
可 を 願い 出 て 、 云 う 、「 我 等 に 家 に 入 せ る 者 フー ロン ィ ッ 
と 共に 居 ら れる こと を 許せ 」 と 。( 注 39) の の こい IIC 
7. 令 等 は 女 ども は 共に 悦 ま る こと を 好む 。 引導 移 お 2 ば 委 介 いち 
プン ジ ツウ ) 
等 の 心 は 封 ぜ られ た り 。( 注 40) され ば 役 陣 に で ラン ション ッ シン 
等 理解 し 難し 。 の 95445 8 
98. され ど 、 全休 党 びに 後 と 共に 信ずる 者 は 、 ML34k の < 9 
アッ ラー の 道 の た め に 己 が 時 産 と 生命 を 献 ノン の クィ 3 
げ て 春 戦 す 。 こ れ 等 の 者 は きま ざま な る 幸 299 CKCM 26 っ 8 
福 を 得 ん 。 こ れ ね 等 の 者 は 成就 者 た らん 。 ラク 
@ ら 9 る タス 1 
89. ケッ ター は 彼 等 に 河川 流 る る 楽園 を 用 意 せ 孝 Ms < 2 
。 彼 等 役 移 に 水 造 に 住ま ん 。 そ は 下 高 の 4 ーー 
な の 
注 39 この 言葉 が 必ず し ゅ ぁ 実際 に 偽善 者 に よっ て 話 る れ だ た よ と る 必要 は な く 、 た だ 色々 な 言い 訳 け を し て 拓 


言 者 の も と へ な か な か 来 な い 様子 を 到 わ す 為 に 使わ れ た だ け で ある 。 


注 49 


2 意 8 委 を 参照 の 事 。 
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ーー ッ タ イ プク タタ 7 タッ ン ン 

第 十 二 頂 eo3 負 blo2 ら 8A2 ジ 3 

90. 沙漠 の 民 の 中 に も 種々 な る 弁解 も し て 、( ノッ アン ッッ ン ン 6 
注 1) 免除 を 順 い 出 て 来 た る 者 あり 。 彼 等 は 40RA954421WIFORYGAN 


は アッ ラー 並び その 使徒 に 路 を や つき 家 に 居 
残り た り 。 不 信心 者 の あの 者 ども に や が て 
導 刑 が 降 き れん 。 

91. 弱き 者 、 病 め る 者 、 並 びに 費 す も の を 持た 
ざる 者 は 、 役 等 が アッ ラー 並び に その 使徒 
に 誠実 で あり な ば 、 罪 は な し 。 秋 事 を 行う 
者 に 非難 の 理由 な し 。 デ アッ ラー は 宮 大 に し 
て 、 慈 悲 深 て まし ます 。 


92. また 液 の と ころ へ 来 て 、 流 に 乗る も の を 求 
め た る 者 に 、 液 が 「 我 は 前 たち に 乗せ て 
や る も の を 都合 出来 ず ] と 云う と 、 彼 等 
目 か 6 涙 を こぼし て 、 自 分 た ち が 南 献 し 得 
ざる こと を 悲し みて 去り 行く 。 こ れ 等 の 者 
も また 罪 な し 。( 注 42) 

93. 責め ゆら れる べ でき は 、 容 福 に も か か わら ず 免 
際 を 願い 出 て くる 者 ども の み 。 彼 等 は 女 ど 
も と 拉 に 残る を 喜ぶ 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 心 
を 封じ た れ ば 、 彼 等 は も の の 道理 を 知ら ず 。 


94. お 前 たち が 彼 等 の と ころ へ 帰還 する や 、 役 
等 は る ま ざ ま な 弁解 を な 前 た ち に な さん 。 
云え 、「 弁 解 は 止め よ 。 彼 等 は 断じて お 前 だ 
ち を 信 ぜ ず 。 ア ッ ラ ー は すでに お 前 た ちの 

実態 を 彼 等 に 教え たり 。 ア ッ ラー は 前 た 

ちの 行状 を 監視 せん 。 使徒 $ ま た 然 り 。 殺 

る 後に お 前 た ち は 見 え ぎ る も の 見 える も 

の を 知る 御方 の 話 に 台 {し 寄せ られ 、 そ こ で 

お 前 た ち は 己 が 為 せ し こと を すべ て 告げ 6 


ノッ タッ 


らら と 


338 称 
の タレ レン ラタン 


と 4 る 2 
02 くら タ ンタ 。 6I 隊 YIOYW い 


リタ クッ スク タン 
の 3 う 28 を 部 | 


3 全 AOKIARYZ61 証 
CA る ce 


GO2 の 213 9 が PCI べく WI 


ob3oo(6 た 人 


スン タク 


OTRC3k で の Ah の 
2 な ン ン EMI ラタン の 死 
ot セク ンタ 馬 人 2 


タタ ン ン レレ ラタン タク 

8 2 31DKOUIGLETSVO 生 

(4 ノン フ を ラン ッッ レフ シン る 
ES 佑 の お の の 5 
ブス の ラン クン ルン フン ン ン テア 
2 の Jy ツ う | の の 
い CEvHtVHDYWctU 
と テア 

@⑲o5 


れん 」 と 。( 注 43) 
注 41 要する に 、 こ の 言葉 は 義 ふり 、 実 際 を うす る 事 が 出来 な か っ た 理由 も な い の に 、 言 い 訳 を する 人 
を 指し て いる 。 
注 42 この節 に 普 か れ て いる こと は 誰 に で も あて は まる こと で ある が 、 こ こ で は 特に 人 稚 し い 七 入 の イス ラム 


教徒 に つい て 述べ られ て いる 。 彼ら は と て も ジ ハ ー ト へ 行き た が っ て いた の で ある が 望み を 達成 する 手段 も 次 


力も な か っ た の で ある 。 
往 43 この 盆 は 斑 な る 疾 言 者 が タ 


タプ ブー ク へ の 遠征 へ 行っ て まだ メデ ィ ナ に 戻っ て いな か っ た 時 器 示 き 衝 た 。 
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95. お 前 だ た ち が 彼 等 の と ころ へ 帰還 する や 、 彼 た 作 ん も だ 1 とる シン まそ アア 
等 は 、 お 前 た ち が 彼 等 を 無視 する こと を 上 2 移り RGMNPO'P 


アッ ラー に か け て 警 言 せん 。 さ きれ ば は 彼 等 を Ag < 
すし Se ly ら 
無視 せよ 。 げ に 、 彼 等 は 不 滞 な り 、 彼 等 の の 


の レ 4 イン ン と クレ レ 

翌 住 は 地獄 な りーー こ れ 彼 等 が 稼ぎ し も の 44 と 
に 対す る ふき わし き 報 いな り 。( 注 49 

ン ラ タロ ラン 

GSM 


2 に 03 る る タ . タ る 
96. 彼 等 は 前 た も を 座 ば せ ょ う 上 管 言 せん 。 ce の 0 の を 4633 和 


の 
、 て マウ ジジ 

きれ ど た と い お 前 た ち が 彼 等 に 満足 し よう ーー 

と 、 ア ッ ラ ー は 外 悪 な 民 は 喜ば ず 。 ⑬ の は ッッ 9 の (の ら ァ 

97. 砂 漢 の 民 の 不信 と 偽善 た る や 更に 甚だ し ブイ (3 タク? を を る ンタ ィ ン ッ グン 

WI 3 

く 、 テ ッ ラ テー が 便 徒 に 秒 示 せ し 探 を 知 の ろう  ! ECD 

と 和 欲 せ ず 。 き れ ど アッ ラー は すべ て を 聴き 、 AO 2 介 衝 イン 人 セン ッッ タ 

切 折 に まし ます 。 人 M455 CIERG 


98. また 砂漠 の 民 の 中 に は アッ ラー の 道 の た め は 誠 の J2os5 


と 46 
8 
LC 
G で ヾ 


に 費 す こと を 、 削 金 と で も 考え ん 、 お 前 た ち プン ュ ン レタ ラン 
に 和 難 が 隆 りか か らん こと を 期待 する 者 お 3012 5920082132 セン 
9。 されど 不 六 は 彼 等 の 上 に こそ 降り か か 症 クレ 
らん 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ て を = 


知り 給 う 。 

99. され ど 砂 漠 の 民 の 中 に も アッ ラー と 末日 を 2 し 
信じ 、( 人 49) 自分 の 差し 直す 5 の ヒュ っ ググ 2 
て アッ ラー に 近づき 、 是 つ 季 言 者 の 祝福 に ンド 4 
ちか る 手 旋 と きえ て いる 者 あり 。 氏 て リロ を 人 放 衝 
り 9 1 そ は 確か に 彼 等 に と り て 神 に 近づく て, に 2 の しい 4 はい らら も WEB 


手段 な り 。 アッラー は や が て 彼 等 を を の 恩 仙 色 る の 2 タン 0 『 
飼 に 浴 せ し めん 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に ee うつ ッ AE IO) を 


し て 、 慈 深 《 ま し ます 。 
第 十 三 項 
100. 信 才 の 一 番 先 に 位 を 占 る 者 は 、 最 初 の 
避 を 光 び に 簡 、 太 び 入信 っ て 詳 つう DObpAjlG269816 必 3 


い 振舞 を し た 者 な り 。 ブ ッ ラ ー は 役 等 を 者 22 セ 50o5 の 3L 2 
eet と 4U1(22 う 〇 sa ら 1 (2 
び 、 彼 等 も また アッ ラー を 夫 ぶ 。( 注 46) の か つう 


注 44 これ 6 | 信仰 に 析 れ を と る 者 」 は 軸 っ た 概念 に 属す る の で 、 彼 ら は 別に 扱わ れる 。 
注 45 クル アー ン は 決し て 無 差 別に すべ て の 人 人々 を 人 非 区 し は し な い 。 この 節 で は 砂漠 に 住む せ ア ラブ 人 は すべ 
て 悪人 びあ る に いう 避 解 を と り 除 こ うと し て いる 。 


注 46 この 節 で は 型 な る 頃 言 者 の 最初 の 3 代 の 後継 者 や 彼 の だ っ た 仲間 を 非難 し て いる シー ア 派 に つい 
て 触れ て いる 。 彼 等 に 対し て は 、 強 行 な 論 江 が な きれ て いる 。 こ の シー プア 派 と いう の は イス ラッ ム 教 の 二 大 分 派 
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アッ ー は 彼 等 の だ め に 河川 流 る る 楽園 を ン フ ラン ラス ッ ク タイ て フン ン タッ ン コッタ ンク 
因 せ り 。 彼 は あ 半 に を こと 住ま 4。。 SS 5 が と 2 っ 4 の うう 


こ トン ロブ タッ 」 ! ち クン ンチ っ 。 3_ 

ぞ 下 高 の 幸 福 な り 。 EE と 入 

101. お前 た ちの まわ り の 砂 漢 の 民 の 中 に ぁ 作 IT とう 
人 者 あり 、( 注 47) また メデ ィ ナ の 往 民 の ょ の ィ c。 ネー ン 。 

中 に 6 本 り 。 邊 等 は 信 革 に 同 雪 す 。 流 筆 と 人 UB9G 側 92 の OR 月 P| 


れ を 知る まい が 、 わ れ ら は それ を 知る 。 ンタ ンー ラン フン ッ タク ョ タン アタ イッ c タッ ッ 
っ わ が ll ロ [の 5 3 


れ ら は 彼 等 を 抽 度 憩 らし め 、 然 る 後に 提 og 

に 知 せ ん 。( 注 48) OK 
102、 また その他 に 、 自 ら の 罪 を 認め た る も の 1 

い EE ゃ 9 人 

あり 。 彼 等 の 所 は 革 邊 肖 C り た 9。( 注 > に NO 2 テウ 

49) か か る 人 々 に は 准 ら く ア ッ ラ ー は 堆 れ 時 陸 約 PC064H 

み の 顔 を 向け 給 う 。 げ に アッ ラー は 寛大 に の る ダラ 

し て 、 慈 悲 深 ( ま し ます 。 うう 28 る 


103、 彼 等 の 財産 か ら 音 捨 を きせ 、 之 に よっ て スン (5 
彼 等 を 清め 是 つ 浄化 せよ 。 ま た 彼 等 ちら 65 325 


1 そる ク 
に 祈 れ 。 次 の 中 は 第 等 の た め に 安 6 ぎの 人 55206 に あら る acztb 


源泉 な り 。 アッラー は すべ て を 聴き 、 す べ の レタ ッ ン 

て を 知り 給 う 。 シオン 
し も べ 

104.. 役 等 は 、 ア ッ ラ ー が その 僕 の 改 惨 を 容認 レノ GU を 4R POUIPAM を れい 

し 、 る の 大 捨 を 受 納 し 、 ま た 栖 度 も 憐れみ フウ 00 の Ob の 

に 立ち 戻り 、 花 間 深 《 ま し ます こと を 、 知 OM っ 敵 人 る 人 085ci23685 


ら ざ る か? 
105. 云え 、「 働 き 続 け ょ 。 ア ッ ラ ー は 必ず ぉ 前 タン ン タン 移 ライン る 1 > 
- 、 MFI と 2 
た ちの 所 業 を 監視 せん 、 便 信 並 びに 信者 タウ ツウ 
の 一 派 で 、 モ ハッ マ ド の の アリ を 正統 の 後部 者 と し て 初 三代 の カリ フ を 教 王 と 認め ず 、 ス ン ナ を 正統 と 認め 
な い 一 派 の こと 。 


だ た 。 メジ ナ の 近く の 砂漠 に 住 
= 言及 し て いる (Khaldun, ii 


注 47 聖なる 預言 者 の 死後 入ら の 種族 の 中 の 信和 美 者 が 結集 し て 、 メ ジ ナ る 民 
む エ つ の 種族 -- ジ ュ ヘ ナ 、 ム ゼナ 、 ア シ ジ ャ 、 ア スラ ム 、 ゲ フェ ル に つい て 特 
66)。 

注 48 「 二 回 ] は 並 の 方 式 を 意味 し て いる の で は な て く 、(9 :16 に 説 棚 
る 。 和 偽善 者 は 一 年 に 二 回 の 5 せら れる な ら 一 年 の 、 又 、 一 年 に 一 回 の 間 
に 、 一 年 か 6 二 年 の 期間 に 渡っ て 罰せ られ る こと を 意味 し て いる 。 

注 49 クタ バ ー の モス ク の こと で 、 こ こ は 層 な る 預言 者 が メッ カ か ら メ デイ ナ に 行く と き に 立ち 寄っ た 所 で 、 
そこ に 建て られ た モス ク で ある 。 
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第 九 斉 


アル ・ タ ウス 


また 希 り 。 や が て お 前 た ち は 見 え ぎ る も の 
と 見 える も の と を 知 知 し 給 う 御 方 の 許 に 如 
し 寄せ られ 、 し か る 後に お 前 た ち が 為 せる 
こと を 告げ られ ん 」 と 。 

106. この 他 に 、 ア ッ ラ ー の 表 定 が 延期 きれ た 
者 あり 。 彼 等 は 前 せら れる の か 、 は だ また 
花井 の 顔 を 向け て も 5 える も の や ら 6。 ア ッ 

ー は すべ て を 知 9、 覧 折 に まし ます 。 


107. 億 善 者 ぼる も の 中 に は 、 イ スラ ー ム の 妨害 
と 不信 心 を 葬 け る た だ ため に 、 ま た 信者 の 仲 を 
離反 る せる だ め に 、 並 びに 以前 アッ ラー と 
その 使徒 に 戦っ た 人 の 待 伏 の 場所 た らし め 
ん が だめ に 礼拝 堂 を 建立 し た る 人 々 あり 。 
箇 し て 役 等 は 必ず 碧 っ て 云う 、「 我 等 は た だ 
敬 事 を 行う の み ] と 。 る れ ど アッ ラー は 断 
固 と し て その 虚偽 な る こと を 立証 す 。 

108. 断じて を の よう な 場所 で 礼 拓 す る な か 
れ 。 最 初 の 日 より 閣 諾 に 基づい て 建立 きれ 
た る 礼拝 堂 こ そ を 、 そ の 中 で 液 が 礼 捧 する に 
どれ ほど ふる わし いこ と か 。 あ すこ に は 、 
身 を 済め る こと を 好む 人 々 あり 。 ブ アッ ラー 
は 自ら を 清め る 者 を 愛し 給 う 。 


109. アッ ラー を 異 れ 、 且 つ 喜 ば し むる た め に 
建物 の 躍 を 定め た 者 と 、 水 に 侵 触 きれ て 謙 
れ 沙 ちる 断崖 の 縁 に 門 物 の 離 を 定め 、 建物 
と も ども 地獄 の 火 中 に 転落 し た 者 と 、 果 し 
て い ず " れ が 勝 れ る か ? アッ ラー は 不義 な 
す 従 を 導き 給 わ ず 。 


110、 彼 等 の 作れ る 建物 は 、 を の 心 千 々 に 引き 
召 か れ な い 限 り 、 い つま で も 心 の 不安 の 竹 
と な らん 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 胃 哲 
に まし ます 。 

第 | 四 項 

111、 まこ と に 、 ア ッ ラ ー は 楽園 と 前 換え に 、 
信者 た ちの 生命 と 財産 を 購 え り 。 彼 等 は 
アッ ラー の 道 の た め に 戦い 、 殺 し 殺 る きれ る 
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を 々 2 る 
AEKFPVEITSCROUENYCO 
を レタ ノン る 3 多 


の フック タマ OS 色 すさ ー 2 ンー シッ ン ッ タン 9 フン 
の DK 0 し 2 りら らら G ゅ テ う 


ee 9 


る の マン 


PPMAHCGTTOAU 


2 29 ンタ 


月 二 95 で be381G、 
し 02 スピ レ スタ ロッ フン る > 
EPIAK2KUIHUSOCAbY4K た の 


ンタ タ 、 て る 


oyo 


( 鐘 383 
3 


7 15 ャ タタ MKGMWP の ッ タ ン 
の en の 2198 55y 
4 時 の ラン 


も タッ ン ン 2 
0 みい ES 
@e 2 RC 才 3 


ンス イン 2 る の 
JGR 2 人 
oo る 9 あ 06082636 


es 
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の WU) 


タタ タレ レン フン ラン の 和 を 


の RE 822935 きのう 


り 2 ッ タ ンタ タン レ る 
ゆめ beecbIGos200G2 312608 


タタ ッ ン ン 1 


eS ob 人 55288L 


> 


Es3 
ぎ 
人 
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112 . 


ーー これ は アッ ラー ー が 律 筆 法 、 福音 、( 注 50) 
並び に クル アー ン に お いて 選 れ 自身 に 義務 
と し て か か る 約束 な り 。 誰 が アッ ラー より 
約 東 に 忠実 な る も の が あろ うか 7? され ば 
お 前 たち アッ ラー と 結び し 契約 を 喜べ 。 こ 
れ ぞ 至高 の 幸福 成就 な り 。 

彼 等 は 、 悔 い 改め る 者 、 ア ッ ラ ー を 迷 数 
する 者 、 護 美 する 者 、 断 食す る 著 、 。 神 前 に 
上 て 者 、 ひれ 伏し て 祈る 者 、 療 を 勧め 悪 を 
許 き 紀 者 、 ア ッ ラ ー の 制限 を 守る 者 を など な 
り 。 こ れ 等 の 信者 に 期 報 を 伝え よ 。 


クッ ス 語 ン タン ラタン 
logs O 刀 5 
タン ノ 本 


が CPPFP で TI 


フタ タッ ンタ ンタ の みん し ン 2. る クタ る 
2 IA の 560 
ンタ クタ ュー ンタ が 


の IKE2 ら sd suu WI 
12I6 の 2 の ail 
レル アク 


の CUKIMP(PYCSTONFIIPW 


PD は すい 


I チ ks とう 


| OM 


113. 人 和 の な めい た と い 血 緑 の 者 た り ESEBgBfaBeW 
、 地 猿 に 陥 も ある こと が 明 自 と な れる 後 まし 
要 の 放し を うう よ うな こと は 、 傾 言 者 Sd の あ 
並び に 信者 の 為す べき こと に 非 ず 。 アレッ タロ 
IE 
ドラ ハム が 5 自 ラ ェ ュ こ 寺 ェ ン 2 イラ ン る 2 介 2? 
114. アブ ラバ + ヵ 自分 の 父 の た め に 敷 し を 請 Se て > の 1 45【? 
える は 、 人 と な せ し 約束 の た め な り 。( 注 ゲン レル ュ 人 和 人 イン レン シイ 
51) され ど 、 父 が アッ ラー の 敵 な る こと が AoU035 53060oSMS BI 
明 邊 な る に 及び 、 彼 は 父 と 絶縁 せり 。 げに 、 ee と 
アブ プラ ハム は 心 優し く 、 寛 容 な りき 。 52 りあ MI 
ーー ニ ラダ タ 1 ン っ 
115、 アッ ラー は 、 役 等 が 守る べき こと を 明示 QA LA 人 る に 5O( を っ じ 5 
せめ 限り 、 一 席 閣 い だ 人 々 を 迷わ し むる こ 内 65924 衝 ン タン タン セ メイ スク 
2 多 る タン シ は し ョ ンタ ゃ 
ょ な し 。 げ に アッ ラー は 高 事 を 深 知 し 給 @ey の いみ 2 8.oo 2 だ 
う 。 
フェ 2 徹 ち ュ ラン タン っ の っ 
116、 げに 、 突 務 の 主権 は ケッ ラー に 属す 。 生  ( 才 09292 の 2 っ 4 2808) 
を サケ 、 死 を 賜 う 和 方 。 ぉ 前 た ち 、 ア ッ ラ ーー 。  」 ー レ 。 ュ 。 ッ ルス ッッ 
g と の タン 
の 他 に ほ 味 方 も な けれ ば 、 救 防 者 も な し 。 。 @② プ lp25 らら 3 と いう 
4 
@ た の 9 93 
117. アッ 員 言 者 並び に ? 苦難 な 時 代 に 第 イイ シレン ッ 192 レ フッタ スー イン 2 る ッッ ン 
は ュー 
に 合っ た 藤 了 と 最 訪 者 に の 導 を my ナー リウ Cl ママ で BS 
給え り 、 一 部 の 者 の 心 は は と ん ど 本 分 を 貴 の 3 MOI いし W 1 の い 有 
み は ず し か け て いた が 。 それ で も な お 慈悲 - ー 
注 50 律 法 ( 申 命 記 6:3 一 5) と 福 北 書 (マタ イ 19 : 21, 27 一 29)。 


注 51 


19 前 48 節 を 参照 の 事 。 
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第 元 聞 デル ・ タ ウー 


る ン る の っ >、 ラン タタ の カッ 
の 問 を 向け 給え 9。 に テッ ラー は 、 役 等 RCE24 の うら 5 だ 2 
に は 同情 的 で 慈悲 深く まし ます 。 クッ - 


RS 


118. 後に 居残り し 三 人 の 者 に も ( 注 52) レー タク タイ ンタ レン 3 レル 20 タ レッ る の る イン ン 
和 3 し っ | 人 半生 1 も の い き 
テッ ラー は また 交 奄 の 導 を 箇 り た り 。 広大 0200PG2 還 NHBI5 


な 大 地 が 彼 等 に は 狂 き も の と な り 、 後 等 の て し 生 4 ES っ ンタ 
殊 $ ま た 光 に よっ て 苦し め ら れ 、 沙 に アッ op 人 つい 
ニ 、 っ ーー 。 ユア の イレ ング ネ ン 
ー に 救い を 求め る 以外 に 、 ア ッ ラ テー か ら 30515 EAAEGE 3 !9U am 
道 れる すべ な き を 描 れ り 。 す る と ブッ ラー と テ 
ター る | クタ 123 
は 惹 悲 の 剖 を 彼 等 に 向け 、 彼 等 が アッ ラ の らら 3 
に 頼れ る よう に 取り は か らい 給 う 2。 げ に 
テッ ラー は 、 幾 た びと な く 攻 し 給 い 、 
深 《 ま し ます 。 
第 十 五 項 

119. 激 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラー を 長 む 、 実 を oeso の 71 痢 族 e(SK 

説く 人 と 行 を 借 に せよ 。 7 后 


120.、 メデ ィ ナ の 住民 や を の 周辺 の 砂漠 の 民 So の と の 2 あの 用 J39 6 
ミ アミ スク ュー の ン に か 2 プン マ 
が 、 ア ッ ラ ー の 使徒 の 後に 居 残 っ て 、 役 の アッシ ラン し クン コク タン 
生命 より 己 れ 等 の 命 を 重 ず る の は 正 し か ら CoPeesoobiy9 っ ah1O ッ 5 EL | 
ず 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 は ブッ ラー の 道 に レッ タン ン ン 物 レ ッッ ク タータン ックス 1 ュ うる 
や い て 、 則 に 6 義 れ に 8 餅 も に も 道 ち ず 、 we う 3U52eeegi り ob dl も 
不信 心 者 ども を 立腹 させ る 年 烏 も 時 まず 、 の る 介 の の キン な レン タン 
、 Co ぶら ! 
また 雪 に な ん の 提 客 も 生 ぜ せ し め ず 、 に 6 クッ 2 "9 の 
ンー 内 レレ レン 
か か わら ず 彼 等 の た め に 状 f る 099S ko 人 EY2 6% 
いる 所 以 な り 。 ア ッ ラ ー は 状 行 者 へ の 報 拉 を 


ブフ タプ 92、 タ フトン お る 


ッッ っ リン ュー 
を 洪 浅 を ず 。 @CCee 和 のり 40810 ら で と 


アテ 


アナ ルン ン ン る クン 名 ン ンク レッ タッ 


121- 彼 等 は 多かれ 少な か れ 加 何 な る 全額 吉 Ob55SA りう 9255 438 の 5 
る ず 、 ま た 一 つの 谷 も 越 き ず よ た も 、 ア ッ ラ ー  。 ルー クタ ルッ シンク と ィ ルン 
は 人 彼 等 が 作 せ る 行為 に 対し て 最 療 の 報 装 を 9G6<S1At| っ こい 
与え ん と 記録 せら れ た だ り 。 イン ン 


年 52 カー ビン ・ マ ー リ ク , ヒラ ー ル ・ ビ ン ・ オ マイ ヤ 。 ムラ ター ン ・ ラ ビー や ヤ (9 : 106) 
こと で ある 。 彼ら 1 ぃ な イス ラム 教徒 で あっ だ た が 、 タ ブー ク の 行 加 し を びれ た 為 、 聖 な る 預言 者 が メ 
ディ ナ に 和正 っ だ 時 、 共役 旗 的 な 社会 追放 を うけ た 。 を の 得 彼 6 は 雪上 別居 し な けれ ば な ら ず 、 こ の よう な 


と な 自ら の 罪 を 告白 し 、 言 し いこ と は 言わ ず 
ら 深 て 受け 入れ た 。 大 地 は こん な に も 広大 な の に 、 そ の 時 の 彼ら に と っ て は 、 こ の 世 は 息 の つ まる は ど 狭 く 感 . 
じ ら 6 られ た ほど 、 彼 ら は 心痛 の た め や つ れ 果 て た の で ある ( ブ ハ リ ・ マ ガー ズ ィ { 書 )。 
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CO き 


ル ・ 婦 ウ バ 


122. 信者 全員 は 一 斉 に 出陣 すべ き に 非 ず 。 各 
団 の 一 部 を 出陣 か 6 外し 、 そ の 者 た ち に 宗 
教 上 の 知識 ( 注 53) に 習 部 せ し め 、 み な が 
帰 可 し た る 時 役 等 に 訓 戒 を 与え 、 悪 か ら 身 


を 守れ る よう に し て や る で き で は な い 
か ? 
第 十 六 項 


123 波 等 信ずる 者 よ 、 前 た ちの 傍 近 くに い 
る 不信 心 者 も と 戦え 。( 注 54) 役 等 に 
前 た ち が 手 強い 相 子 で ある こと を 悟ら し め 
ょ 。 アッラー は 閉 し い 者 と 倍 に ある こと を 
知れ 。 

124. 啓示 が 隆 る 度 に 、 彼 等 の 中 に は 「 こ の 音 
に よっ て 信 選 を 深め る の か ?」 と 到 う 者 あ 
り 。 よる 信仰 する 者 は 之 に ょ っ て 信心 を 
深め 、 是 つ 寺 ぶ 。 


125. きれ ど 心 に 病 あ る 者 は 、 装 れ の 上 に き 
に 生 れ が 加わ り 、 送 に 不信 心 者 の まま 學 


126. 彼 等 は 毎年 一 度 や 二 度 試 み ら れ て いる こ 
と を 悟ら ぎる か ? る れ ど 彼 等 は 改 接 する 
こと も な く 、 ま た 留意 する こと も な し 。 


127. 計る 誠に 誠 み て 5 う 、 
と 


ラン ンー ッ ン レッ タラ ン 
の 2595 36 な 3 で 06? 
(11 もの を 
ラタン クッ ニタ アン 2 タタ レン タラ の 231 
UI2 う 3442 3 

と レッ タス ラン [o 


@ ら の osu を 


Y 
ジジ / 者 ヒ 41 の アオ ン ンダ 
PE の の の INGEK 21 多 
レル イル アン ワン 2 ラン シン レー 
O5CUZNIKH ITYZ146 Me る 


お T RG MK 0 あ メル タレ ッッ ッ イ ダン 
お 2 


の So る 56 ちら の ら 85 
6 IKEBCGCCTFTW 


ッ タ ラン ン ン の ン ン ラー ン ッ と Mi 
AO te 人 ESAUI1 
5823 あじ 26 と も 


人 


233 る じ っ 』 ブラ タン タタ ゥ の る ン レッ ン ン アン 
っ プ g 3 の ま べ め な) の と 
ノン ラッ タ ッ タ ン ンプ ンタ ッ る ンク 


っ 52K 2 タン 
ae2 り 56 りお 


・ YO タタ タッ ンク の を レッ クッ イ ラタン 


LA る っ の eJC 9 
テ 4 


ィ メ る 3 名 1 タラ ン ン 
内 1 る し (3 っ 


を 章 きか し た る は 等 が 理解 せ ぎ る 徒 @C 2 る 
OseR J ae oe し 

な る が 故 な り 。 
注 53 " き な い の は 真 の 知識 が 欠如 し て いる 事 が 原因 で あり 、 この節 で は こう いっ た 朋 る 
を 取り 除く て いる 。 砂漠 に 住む せ ア ラビ ア 人 は イス ラム の 教義 に は 全く 無知 で あっ た 為 (9 : 


97)、 彼 ら を 指導 


する 際 の 実際 的 な 方 法 を ここ で は 論じ て いる 。 


注 54 イス ラメ 教徒 の 中 に あり 、 共 に 暮らし て いた 偽 敬 首 科 の 事 に つい て の 言及 で ある 。 イ スラ ムッ ム 教徒 は 、 


彼ら 個人 に 対し て で は な く 、 
的 な 行為 を 訴え 出る 事 で 、 


偽 療 者 と いう 磨 級 に 
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対し 戦う よう 命ぜ られ 、 避 な 
彼ら に 対抗 する 事 が 課せ られ て いた 。 


る 貧 言 者 に 彼ら の 悪 習 や 、 偽 療 


第 九 導 ル ・ タ ウ バ 
128. いま お 前 た ちの 中 か ら 一 人 の 使徒 が 前 PO と みる ルッ ンク 
た ちの と ころ へ 壮 わ る れ だ り 。 彼 は お 前 た 癌 


129. 


ち が 炎 次 に 遭 え ば 心 を 色 め 、 熱 心 に お 前 だ 
ちの 諦 宜 を 応 い 、 信 者 に 対し て 情け 深 


慈 圧 深 C。 


きれ ども し 役 等 痛 き 去 ら ば 、 云 え 、「 我 は 
アッ ラー いま せ ば 充分 な り 。 彼 の 他 に 神 な 
し 。 彼 こ を は 我 が 頼り 、 偉 大 な る 玉座 の 主 
な り 」 と 。 


4 フッ 6 イン の 
了 生 半 
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(メッ カ 各 示 ) 


1. 悲 深 て 、 恵 志 《 ア ッ ラ ー の 御名 に あい OTCIPT ま Sh 
て 。 エ 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。( 注 1) これ こ を は SIEIRYPI1 
知恵 に 満ち た 経典 の 諸 節 な り 。 ( 注 2) ーー _ 
タン タタ 3 ロロ タン ロー イン ッ ン 5 フラ ン ィ クン ン 。 レレ ン 
3. われ ら が 彼 等 の う ちの 一 人 啓示 し て 、[ 。 Olee2uo の CSoU を っ 0 og 


類 に 警告 せよ 。 ま た 信ずる 者 に は 、 彼 等 が 
主 の ぉ 傍 で 名 准 あ る 地位 を 得 さ し と の 其 報 
を 伝え よ 」 と 云 を る こと が 、 人 々 に は 不 思 


用 


ッ タ イン ンタ レン > て 


03 っ の の IO うと ID 


し 
69162 全 22As Ao 


議 な こと な る か ? 不信 選者 ども は 云う 、 っ 
[に は 明らか に 魔術 な 9」 ほ 。( 注 3) oe 
4. げに 、 お 前 た ちの 主 は 六 日 の うち に ( 注 4) シー レン ャ イン る 2 し 9 シレ 
# に 、 刀 は No く 0 
和信 を 信 造 9 給 い 、 狼 る 後に 玉 庫 登り 合 。 2 の OB ッ ye ら パタ ジロ 
と と 4 ュ ッ ンク イン と EC 生 肌 Cd 
ぇ し アッ ラー な り 。 彼 は 一 切 を 統治 し 給 う 5。 py ui の SU お 本 (人 っ 
( 注 5) 彼 の 許し を 得 た 後 で な けれ ば 何者 4 ッシュ ュー る 
。 宙 凌 送 た る を 得 ず 。 これ が テッ ラ に シル (KHRPVH SGPKNI ま RY 
も 促 坊 者 た る を 得 ず 。 こ れ が アッ ラー、 お 寺 2 導 > us 2 | ey い ク 
前 た ちの 主 な り 。 さ きれ ば 彼 を 崇拝 せよ 。 お フッ 之 和 ンク 5 クッ タ クレ 
前 た ち ま だ 日 が きめ ぎる か ? 10CEHE7RWG 
注 1 「 ア リフ ・ ラ ム ・ ラ ー」 2 意 2 節 を 参照 
注 2 「 知 恵 に 満ち た ] と いう 言葉 は クル アー ン の 三 つ の 顕 苦 な 特質 を 毒 わ し て いる 。 外 も クルアーン は 、 


@⑱ あ 6 ゆる 精神 的 知識 の 土台 を 包含 し 、 全 て の 真実 
に 、 そ の 教え は あら ゆる 場合 や 、 あ ら ゆ る 環境 に 適合 する よう に 表わさ れ て いる 。 で) を し て そ 


を 教え 込ん で いる 故に 、 知 恵 に 満 あ て いる の で ある 。 (5 次 


れ は 、 全 て の 寺 


教 上 の 信 い に 正しい 判断 を 下 し て くれ る の で ある 。 


注 3 この 節 は 決 の 様 な 重要 な 事実 を 明らか に する 。 即ち 、 道 徳 的 に 随 秋 し 、 自 分 を 大 切 に し た り 自 信 を 持 
つと いう あら ゆる 感 党 を や 失 く し て し まっ て いる 人 達 、 つ まり ここ で は 不信 仰 者 六 の こと で ある が 、 あ まり に も 
堕落 し て いる 為 に 、 彼 ら の 中 か ら 誰 か が 現れ て 、 彼 ら が 落ち 込ん で し まっ て いる 堕落 の 泥沼 の 中 か ら 彼 ら る 助 
ける こと が 出来 る な ど と は 想像 $ 出 来 な か っ た 。 だ た だ 、 外 部 か らら 現れ た 誰か に し か 彼ら の 境 遇 を 改善 する こと 
は 出来 な いと 思っ て いた 。 


注 4 7 章 55 節 参 照 。 
往 5 「 彼 は 一 切 を 統治 し 給 う 」 と いう 言葉 は 、 宇 宙 の 働き と 、 神 が 神 の 命令 を 果たし 神 の 意 記 を 明示 する 


の に 使う 手段 と を 表わし て いる の で ある 。 
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第 二 意 ョ ナ 


イン の る を る は ニン レッ ン ルレ ラッ ンク フュ 

MM BU と % 
\ る 後に 之 を 復 起き 直っ hG 2 人 鐘 
# を 行え る 者 を 公平 


5. お 前 た ち 皆 と も に アッ ラー の お 傍 に 帰る な 
り 。 ア ッ ラ ー の お お 約束 は 


し か 


彼 は 創造 の 源 を 超 し 、 
せ 給 う 、 こ れ 信 じ て 普 


に 賞 せん が た め な り 。 括 れ と も 、 不 信者 OOb32 が 58 の 間 60 の ERRW| 

も に 対し て は 煮え だ ぎる 熱湯 と 冶 刑 ある ベ 2 0 

し 、 な ん まな れ ば 彼 等 信 ギ ざる が 散 に 。 ( 注 oxAA Doe3 と 

6) 

きん らん た り * デ ン 

6. 役 こそ は 天職 区 た る 古き た らし ゅ 、 月 3 め お の 83 移ら は ある 

を 反射 の 明 鍼 た らし め 、 年 数 時 刻 の 計算 。 」 et ・ 

を お 前 た ち に わか らし せる た ゅ に ( ま 7) Oo じ 205 の 2 人 0 ああ 

を の 生 伏 た る 導 を 応 め た る 御方 な 9。 az ッッ る シン 

テッ ラー が : 光 を 創造 せる は た だ 真理 の た ゅ 軍 2 ME 992 人 

に 他 な ら ず 。 役 は 理解 する 人 々 の た め に きる ノッ タン 


の 7 ご ) 


ま ざ ま な る 神 光 を 詳 近 し 給 う 。 
7. まこ と 、 婦 儲 の 変 符 の 中 に 、 また アッ ラー PURECC3G の ECIEYCE 
が 和 天地 の 間 に 令 造 れる すべ て の も の の うち ン 
に 、 神 を 異 れ る 人 々 へ の さま ぎ ま な 視 沈 あ OPECE 95 | 
り 。( 注 8) 


生 6 現世 で の 行動 に 審判 が 下さ れ 、 報 いら れ 、 新 し い 人 生 が ケ た られ る の は 死後 だ け で は な いと いえ る 
現 必 も 駐 、-- つ の 世代 と いう の は 決 の 世代 へ と 引き 継が れ て いく 前 世代 の 人 々 の 長い 行い と い 2 1 の は 押 
駄 に は な ら な いし 、 次 世代 の 人 々 に ほり 有人 益 と な りう る 。 ま だ 、 サ リハ ー ト は 、 正 し く 高 
他 に 、 特 丈 な 場合 と 環境 で 緊急 事態 の 為 に な され た 所 業 を も 意味 し て いる 


注 7 この 節 は 、 非 常に 賢明 な 自然 の 法則 を 指摘 し て いる 。 我々 は 一 つの 天体 が 横切っ た 宇宙 の 大 きき を 知 

の に 、 他 の 天体 と の 位置 の 変化 の 関係 に よっ て 判断 出来 る 、 神 は 、 我 々 が 歳 月 の 計算 を する こと が で きる よ 
うに あら か じ め 太 陽 月 の 巡行 を 定め られ だ た の で ある 。 云い か えれ ば 神 は これ ら の 天体 に 動き を サ ぇ 、 そ の 近 
行 を 定め られ だ の で 、 その 動き を 観察 する こと に よっ て 我々 は 一 定 の 歳 月 が 流れ 、 元 の 位置 か ら 勤 き 続け た こ 
と を 知る こと が で きる の で ある 。 あ ら ゆ る 計算 と あら ゆる 歴 は 、 太 陽 と 月 の 動き に だ た よっ て いる 。 月 は 地球 の 
回 り を 同 る の で 、 我 々 は 月 と いう 尺度 を 知る こと が で きる 。 地 球 は 地軸 上 を 回 転 し な が ら 太 陽 の 回 り を 回 っ て 
いる の で 、 我 々 は 日 と 年 を 計る こと が 出来 る の で ある 。 


注 8 この 節 の 中 の 「 神 を 思 れ る 人 々 」 と いう 言葉 は 、 前 第 の 「 理 解す る 人 々 」 と いう 表現 の か わり に 用 い 
られ て いる 。 な ぜ な ら 信 夜 の 交替 と いう 自然 現象 は 、 無 知 な 人 で る え 知 っ て いた が 、 神 へ の 明 散 の み が 般 けん 
な 研究 か ら 、 真 の 精神 的 思 恵 を 生み 出す か ら で あ る 。 ま た 、 先 の 節 し た 月 と 太陽 の きま ざま な 運行 の 定 
め と いう の は 、 一 個人 や あら ゆる 人 が 感知 し 理解 で きる ほど 容易 な こと で は な か っ た 。 それ 故 、 知 識 を 授かっ 
た 入 々 の み が 、 そ れ に よっ て 思 恵 や こう むる こと が で きた 。 そ の 上 、 呈 夜 が 交 特 する 現象 は 、 民 旋 の 典 世 に 似 
通っ て いる 。 栄 秦 繁 の 昼 の 後に は 疲 退 と 牙 紗 の 衣 が 来る 。 永 中 の 栄 大 を 満喫 し た 民 は 一 つも な か っ た し 、 朋 

と 堕落 の 暗 間 の 中 で 永 移 に も が き 手 探り し 続け た 民 も な か っ た 。 あ る 民 は 、 繁 栄 の を 長 て 、 遂 の 夜 を 短 
《 す る こと が 出来 よう 。 そ れ に 夜 が 来る を 遅らせ る の も 、 彼 ら の 力 の うち に ある 。 
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第 十 章 ョ ナ 
98. われ ら と の 会 見 を 待ち 望ま ず 、 現 草 の 生 活 Cy 人 022620 oy うど 光 8 
に 満足 し 、 に 安 ん ずる 者 、 並 びに われ ら ラン て レ 

の 押 兆 を 軽視 する 考 ( ま 9) 一 一 6 の SGWR う WGANL4PRIR1OI 

9. 彼 等 の 住居 は 楽 火 な り 、 巳 が 稼ぎ し 報い 牙 ッ 12VWIEINCRGON 


に 。 


タレ ッ ッ 


RM 


NIINN う 0 RIEI 


10. きれ ど 信 じ て 善行 に 勤しむ 者 は 一 彼 等 の 2 
信仰 の 故 を も っ て 主 が 之 を 正しく 導 か ん 。 レッ イッ 
ーー に 2 ラグ 2 る て 
詩 福 の 岡 に お いて 、 河 川 彼 等 の 脚下 を 流 6 。 3 や < ツジ ST も 
に ッ ン 
で さ し 。 1O た そい 

11. 彼 処 に て 彼 等 は 、「 な お な お 、 ア ッ ラ ー に え あ ン っ . 楽 人 AI MC の 5。 ラウ リック 

ー ニュ た 
れ !」 祈り 、 王 に 「 平 放 あれ 」 た 失 拶 を 9 eS 
交わ す 。 面 し て 析 季 の 結び は 、「 万 物 の 詩 た ル 。 うる el le らら 
る テッ ラー に 詩 美 あれ 」 と な る べし 。 ( 注 
10) 
第 二 項 
12. も し アッ ラー が 、 人 々 が 宮 の 獲得 に 狂信 す 2 代 2A4CasztE 知 WM あの 
IGG4 間 Me 

る 如く 彼 等 の 上 に 代 厄 を 急ぎ 早め な ば 、 彼 の ao 電 3 
等 の 命 到 は すでに 終ら きれ た る べし 。 きれ 69 の 委 いり おら 6021 4e3 2 癌 
ど わ れ ら は 、 わ れ ら と の 会 見 を 待ち 望ま 員 アン ッ レラ 
者 ども を 放置 し . を の 迷 了 の 中 に 狂人 の よ の 62% る 24e 滑 き 
うに 午 伯 ざき し な 。 ( 注 11) 

注 9 は 穫 の よ うな 重要 な 事実 を 明らか に する 。 即ち 、 全 て の 人 問 の 進歩 は 、 希 望 と 、 異 散 と 


いう 本 能 に 密接 に 結び つい て いる と いう こと で ある 。 我々 の 最高 の 勢 力 は 、 
きれ て いる 。 うる 人 々 の 光 角 ira、 
る 。 この節 で は 、 
者 、 


注 10 


こと を 理解 する と 、 彼 ら は 本 能 的 自発 的 に 、 
た 、 信 ずる 者 舟 の 行き つ 《 先 は 、 い つも 府 補 で ある こと を 示し て いる 。 


懲 れ る 着 」 の 意味 で ある (Lane) 。 


利益 権力 増大 と いう ぅ 希望 6 
これ 6 の 二 つ の 階級 の 人 々 に 「 ラ ジャ ー| と い 


この 二 つ の 本 能 の ども 6 か に 鼓 吹 
で あり 、 他 の 人 々 の 作業 は 記 れ の 為 で あ 
言葉 で 訴え を て いる 。「 ラ ジャ ー] と は 、「 密 


神 を 掌 振 する こと は 、 自 発 的 で あり 本 能 に よる も の で ある と いえ る 。 なぜなら 、 天 上 で は 物事 の 真実 
が 人 間 を 導く も の に となり 、 人 々 は あら ゆる 神 の 所 業 は 深い 欲 知 に 基づい て いた こと る を 理解 する 事 と な る 。 こ の 


の 喜び を 表現 する の で ある 。 


注 1 れ 1 
ゆっ 


不信 仰 者 達 の 行為 は 、 舞 が 


うぅ の 昔 に 減 び て し まっ て いた こと で あろ う 。 も し 、「 ハ イ 


意味 に と る な ら 、 


だ た で あろ うに 。 
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「 ア ッ ラ ター に 楽 


と ら に より か か っ て 
くり 罰せ られ る 。 も し 神 が 不 信仰 者 達 の 行為 が 受け る に 値する 大 
ー ル 」 と いう 単語 
この 節 は 次 の 様 な 意味 に な る と 思わ れる 。 も し 提 が 不信 仰 者 達 を 、 
呈す る の を 、 神 が 善 を 授け る の と 同じ 程 の 早 き で な さき 


られ] と 唱え る よう に な る の で ある 。 この節 は まき 
彼ら は 神 の 栄光 を 喘 え を る こと で 、 彼 ら 


くる の を 求め て いる よう な も の で ある 。 し か し 神 は 
ヽ で 彼ら を 還 し て いた な ら 
を 、 避 句 の 中 に ある よう に 「 療 の 
彼ら の 悪い 行い の ゆえ に 
れる な ら 、 不 信仰 者 達 は 、 と っ て くに 減 記し て し まっ て い 


、 邊 6 は と 


ェ 人 なー 


第 十 宰 ョ ナ 


19. 人 は 秋 台 に 造 え ば 、 或 い は 側 玖 し 、 或いは DA DSIGI2 を KUR 
説い 或いは 起立 し て われ ら に 祈る 。 さき eo 
ef われ ら が を の 抽 雅 を 彼 よ り 取り 除く Pdo6 ち お る GEEG6EG3 

や 、 俗 も 秋 難 に 際 し て われ ら に 祈 ら きり し あ レ レス っ 6 フス リン レン ーッ 
如く 、* た ロ れ の 首 を 行く 。 この ょ うに PA の 5 人 2 衝 び の 


出 を 越え だ る 者 は 己 れ の 所 楽 を 正しい と 感 レシ ン 
わし め ら る 。 の ouss 


4 半 わ 入ら は 、 お お 前 た ちょ り 前 に 後 多 の 世代 BOA 6 ダ 多 KATOS2 
を 減 ぼ し た り 。 使徒 た ち が | 胃 証 を 携え て 彼 
人 開 - 3 2 大 6 sa 2 ラッ タク タタラ タタ 
等 の と ころ へ 行け ども 、 等 を 信 t ぎ に の) Cl と 2 こう 


し が 数 な り 。 この 』 に ちい らい 角 人 し 和 - 了 前 
ゆ 。 ( 注 12) @oC の 4298 
15. 釣る 後に われ ら は お 前 た ち を し て 役 各 の 後 RPMK の つい IRC 2 合 
に 地上 を 継が し め た り 、 こ れ お 前 た ち が 如 ラン 
何 に すか を 見 ん が た め な り 。 2 
16. 若き むれ る や 、 わ れ 。 。 ィ ウン ン ン トン 
・ ら 1 杉 e 1 
ら 上 会 見 を 待ち 望ま 者 ど $ は 、 去 うに 。 の ト CONSS と 52 
れ と 税 っ た クル アー ン を 持ち 来 t、 き も な の た し 所 5 スト 人 季 
か に 区 | 
くば < な を ょ 1 法 え 、「 季 は 自分 6 お 0 と 
勝手 に 攻 候 する を 得 ず 。 我 は た だ 己 れ に 雄 WCFOIGIGP あ 8 
示 き され た る りう の み 。6 し 特に 背 がい M 
1l 


アン スン コ ュ レン ョ ョ レン っ ーッ 
か ば 、 蘭 大 な 日 の 刑 前 を 我 は 恐る る 」 と 。 9 ル メ oOe う で KO! 3G1 8 
( 注 13) 
17. 云え 、 「$ し テ アッ ラー 欲し た り せ ば 、 我 は お 門 い Y32 CGC 
ニル PF し 52 
前 た ち に 之 を 語 せ ず 、 まだ ア ッ タ ー は 用 を で 2 は か 
お 前 た ち に 教え ざり し な り 。 こ の 啓示 が 降 


注 12 筐 軸 は 二 種 類 あ る 。 人 1) 自 杖 の 法則 に 依 反 する 緒 果 で ある 胃 、(⑫)「 シ ャ リヤ 」 の 探 が 佑 司 され る 時 
に 生ずる 懲罰 と で ある 。 後 者 の 6 を 送っ て いる 時 、 又 は 、 役 ら の 中 か ら 預 言 者 が 現れ 
る の に 入 々 は 役 を 拒み 、 彼 の 前 に あら ゆる 種類 の 妨害 を な す 時 、 一 民族 の 上 に ふり か か る 。 この 種 の 


ある 種 の 特徴 に よっ て 解り 、 他 の 角 劉 の 方 は 、 た と えば 、 民 族 の 筐 亡 の 様 な も の で ある が 、 こ れ ら 6 は 自然 の 通 
常 の 法則 に 対す る 違反 行為 の 結果 と し て 生ずる の で ある 。 

洲 13 「 革 厳 な 日 の 刑 是 」 は 、-- 国 家 の 炎 宰 を 暗示 し て いる 。 

注 14 この 節 は 、 項 言 者 の 地位 を 主張 する 者 の 真実 性 を 調べ る 為 の 確実 な 基準 を 具体 的 に 表わし て いる 。 
当然 の こと な が ら 、 あ る 行為 の 中 で 、 習 憶 や 気質 を 通し て た 人 間 が 、 基 か 悪 か の どちら か に 大 きく 変化 
い 時 間 が か か る 。 それで は イス ラム の 預言 者 は 啓示 を 受け る 前 、 全 く 公 正 な 人 問 で あっ た 
の に 、 い か に し て 突然 さて ん 師 に 変わ る こと が で きた の で あろ うか 。 そ ん な 事 は あり えな い の で ある 。 
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る 以前 に 我 は お 前 た ちと 僅 た 通 ご し た 5。 CT 
5 14AS 

お 前 た ち ま だ 理解 せ ざ る か ?」 と 。 ( 注 OGK や DDI 3C ひ ひめ 

14) 


1 ンタ 


18. アッ ラー に 反対 し て 劇 人 を 作り 出し 、 世 い 絶 。 NE の ! 琵 ER 
0 Ao と の OLo AT の 
は を の 枯 光 を 誠仁 な り と する 者 まり 傘 する 


ノン タタ 0 HG 


不義 な る 者 が あろ うか ? げに 罪人 は 決し OFF4 の まい | 
て 栄え を ざる で し 。 ( 注 15) 
19. 彼 等 は アッ ラー の 代り に 、 害 に も 益 に も な ムシ イン ッ タ タタ ン レン 1 たま と だ ナオ メア 
9 DIP 
6 ぎる も の を 拝み 、 敵 し て 云う 、「 こ この 2eo の ai >o ク Cg う 


ン 22。 フ 2 タン て 學 クン る 交 多 イッ タン 


神々 は アッ ラー に 対す る 我 等 の 弁護 者 な の 2 人生 0t 6 3 
9」E。 を 、 前 た も は 突 地 に 在 る アッ ニー と し 。。 開 
ラー の 知ら ぎる 何者 か を アッ ラー に 告げ ん ooSld は 92 ら Al3 2 りら 信 
ほす る か ?] 上 。 杜 な る か な 、 デ ブッ ラ ー は (と 
彼 等 が アッ ラー と 併せ 祀 る 神々 の 上 に 高く OO う 
いま し 給 う 2。 ( 注 16) 

20. 人 類 は 初め … つ の 生活 共同 体 を 9 し が 、 166H 衝 る 仙 ( る る 化 3 
( 注 17) を の 後 自 ら の 間 で 互 に 意見 を 時 に 
きり 5。 も し 以前 に 汰 の 主 ょ より る od ぶら タ EE 
葉 な か り せ ば 、 彼 等 の 争論 は すでに 判決 さき 


フン ン 

か て いた て あろ う 。 ( 注 18) foCTOE 
引 1. 彼 等 は 云う 、[ 何 族 に 主 より 光 が 役 に 陸 さ 全休 ン が を 
る か? と 。 云え 人 可 秀 な 6 の は た の の oO あき 3 


らし 出し て いる 。 ⑱ 神 に つい て 嘘 を 作り 9. 上 げた り 、 神 の 使者 達 を 排 
か ら 決 し て 逃れ る こと は 出来 な い 。 (5) べ て ん 師 や 催 り の 預言 者 達 は 、 


牌 15 この 節 は 、 二 つの 永遠 の 真実 
訂 し た り 反 対し た りす る 者 達 は 、 神 の 
彼 6 の 令 成功 する こと は 出来 な い 。 


注 16 偶像 崇拝 の 真 の 原因 は 、 彼 ら の 全 り 出し た 偶像 の 日 的 を 間違え て 理解 し て し まっ た 所 に ある 。 偶像 巡 
拓 者 は 、 人 人間 と 神 の 美徳 駐 、 彼 自身 の 生ま れ な が ら に し て 神 か ら 6 授かっ た 人 筆 大 な 収容 力 綿 と 間 信 っ た 概念 
を 持っ て いる 。 彼 は 、 仲 介 物 の 助け な し で は 神 へ の 道 が な い 、 と か 、 押 は 、 す で に 神 に 近づい た 者 の 仲介 を 通 
し て で な けれ ば 人 間 の 所 に 降り た も うこ と は な い 、 と いう 加 か な 信金 を や いだい て いる の で ある 。 イ スラ ム 教 は 
これ ら の 視 念 に 両方 と も 極度 に 反対 する も の で ある 。 


注 17 彼ら は よこ し まな 考え で 、 神 の 疾 言 者 達 に 反対 し て 一 下 団 若 し た の で あっ た (2 音 214 節 


注 18 この 言葉 は 、 次 の 意味 の う ちの - - つ ある い は 全て を 示す 可能 性 が ある 。 即ち 、(3) 押 は 、 正 し い 道 を 見 
つけ る 能力 も 人 に 与え 、 啓 が きれ た 指導 を 遂 し て そこ へ の 方 向 を 示 き れ た が 、 彼 ら は その 道 を 捨て 、 計 っ た 方 
向 に 落ち こん で し まっ た 。 ⑮ 人 は 、 神 の 使者 轄 を 通し て 正しい 道 ぎ いつ 5 示さ れ て いる の だ が 、 人 間 達 の 中 で 、 
続け て いる の で ある 。( ぐ 神 よ り の 使者 達 に 反対 し て 、 不 信仰 者 傍 は いつ も 同 邊 を た どり 、 こ う 
し て 一 つの 共同 体 を 形成 する の で ある 。 古来 ずっ と 、 彼 ら は 神 より の 使者 達 に 反対 し 、 忘 見 や 殿 に し て いた の 
で ある 。(2 章 214 節 参 昭 ) 
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だ ケッ テー に の み 属 す 。 さ れ ぜ 等 で 、 我 も まっ 。 ェ cpm ン 昌和 
> 前 た ちと と も に 待っ 者 な 5」 ほ 。 (語ら の BS 228 cd 
19) 


第 三 項 
22. 災難 に 造 いた る 後に われ ら が 人 々 に 放電 を 人 2 う の る 
Pt 0 こっ と 1 
味 わ し せる と 、 彼 等 は 却って われ ら の 神 交 SEAUICRIDO 
に 対し て よ か ら 企み を な す 。( 生 20 去る し 聞く 08 
を 、 テッ ラー ー の 方 が 策 護 に お いて は より 2 シッ レン クセ ン 
選 達 な 9」 。 と 。 げ に われ ら の 使徒 だ ち は お ee28 人 の 


前 た ちの 企み を すべ て 記録 す 。 
23. 彼 こ を は も 前 た ち を 陵 に 海 に 旅 せ し せ お 方 2 と や ンタ 
和 開 天 52019 る 入る きら 
な り 。 お 前 た ち 船 に 乗る や 、 和 風 彼 等 を 運 | 9 の 時 
び 、 彼 等 之 を 吉 ぶ 。 鉄 れ ど 5 馬 必 怒 ち 船 を 0 


製 い 、 波 浪 四 方 より 追 り 来 た れ ば も は や こ る ンコ 
ん 4 ウッ は の 
れれ まで と 地 い 、 彼 等 は 自ら の 宗孝 を 交 化 し みる MC3&eE&58 移 


て アッ ラー に 折っ て 云う 、[ 流 も し 我 等 を 6 クタ スイ と 
DP cm U5 og 


より 救 わ ば 、 我 等 必ず 感謝 を 捧げ る 者 た ら る 
ん 」 と 。 ( 注 21) KG の SC イィ と 3 1 
es | 


24. 搬 れ ども 彼 等 数 い 出 きれ る や 、 見 よ 、 彼 等 5 用 て 6 完 22 の 24 攻 
ご と 
は 地上 に お いて 不法 に 不 行 跡 を 行う 。 次 サー 


等 ょ く 閉 け 、 衣 た ちの 不 行路 は 現 是 の 主 2 生 ン ) 人 
楽 を 求め て 己 れ 自身 を 害する に 刀 ぎ ず 。 多 。 。 ァ っ ぁ リッ ン レッ 
る 後に 前 た ち は わ れ ら が 話 に 帰る 。 を の くも で きい 3 De 
時 われ ら は 前 た ち に 、 お 前 た ちの 為 せ し @S45 
こと を 語り 開か せん 。 9 


注 19 この 節 は 、 不 信仰 者 達 が 、 早 く 懲 劉 が 来 な い の か と 要求 する の に 対し て の 効果 ある 回 答 を 含ん で いる 。 
モハ ッ マ ドド 預言 考 は 、 彼 ら に 次 の り よ うに 云う よう に お 告げ を 受け た 。 英 る べき 懲罰 の 到 米 が 遅れ て いる こと に 
普 立 つべ き は 、 彼 ら で は な く 、 モ ハッ マ ド 区 言 者 目 身 で ある 。 と いう の は 、 こ の 遅れ に よっ て あざ けり に きら 
きれ て いる の は モバ ッ マ ド 括 言 者 で あっ て 、. モ ハッ マ ド 他 言 者 が 神 の 命令 を 辛抱 強く 待っ て いる の に 、 彼 ら 6 が 
待て な いと いう の は 、 い か な る こと か と 。 


注 20 慈悲 は 神 か ら も だ らき れ る が 、 不 骨 は 己 れ の 邪悪 な 行為 の 結果 で ある 。 
注 21 地 長 い 風 が 時 に 激しい 絢 風 ほな っ て 、 広 範囲 の 下 圭 を 担 て よう に 、 不 信 全 者 矯 に 許 きれ て いる 一 時 


の 休息 は 、 彼 ら の 破壊 へ の 前 奏 貼 と な る か も し れ な い 。 この 白 な 真 実 を 不信 仰 者 達 に 痛感 きせ る 為 に 、 航 海 
の 安楽 と 危険 に 彼ら の 注意 を 引く の で ある 
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25. 等 うれ ば 、 わ れ ら 6 が 天上 mg で KK ( CAC1 
四 あ 
ょ り 放す 肌 の 因 し 。 和 や 家 喜 が 食す る 地上 上 の ブー "0 嘱 ン 
産物 は 雨 も よく 混 り 、 大 地 が その 装飾 を 身 際 7 CSeGeES 4H 
に まとい 美しく 壮 い を こら す や 、 を こと 住 2 ュ 
ュー ろ ク 
む 人 間 は 大 地 を 支配 せり と 思う 。 然 れ ぼ も に 22 持つ)I に TIE に] 
われ ら の 命令 が 恒 夜 の 別 な く -- た び 下 れ レン ラッ トッ クタ クレ ラッ イン タン クン る 
ば 、 昨 日 まで の も の は な き が 名 (刈り 入 ん Eo2 は っ 人 235 っ SS 
2 。 。 株 W 導 4 クラン 人 レン クス て NB 包 
EK eo 
ッ こめ に 5 中 兆 そ 説き を コン ぅ 38 
あか す 。 ( 定 22) の 1) 和 kf215tfe 
26。 ア ッ ラー は 交 の 任 選 に 間 し 給 い 、s 気 に 所 半 ら の G の 822E0 UI グ 7 多 
9 の 2 UEOJ ab13 
各 す も の を 正しき 道 に 導き 給 2 。 時 
の AE に 2 
27、 知行 を 放せ る 者 に は 、 こ ょ な き 報 龍 た 、 こ プア 人 2 ウ シシ ン ン 4 も の 1 ラ ラ ィ ン 
ー SO 00 は 1 
れ に 加 う る に 宮 福 ある べし 。 彼 等 の 面 に は 谷 つめ ウッ で ンー 5 
と F』 ン 六 ン 
も な し 。 彼 等 こ を は 楽園 の 人 スム な SPP 所 
佳 入 、 を の 中 に 永 造 に 住ま ん 。 
@c 630 は 
な ea プン 
28. 然 私 に 悪事 を 郊 せ る 者 に は 、 そ の 坦 事 に 見 が は 8 紫 作 区 eS の 3? 
EGR 梓 わ れる べし 。 葵 人 テク リシン 
本 * レ ィ 
も アッ ラー の 郊 り か ら 彼 等 を 守ら ざる ペ Ci の MC の 7 
し 。 られ ば 邊 和 の 軍 は な が ら 夜 の 呈 間 に レン シッ 遇 1 
放 わ れ た る 如 《 な る べし 。 彼 等 こ を は 業火 BR MM 委 2 の を うう と 
レナ 3 タ . 
2 せん その 中 に 永 直 に 留まら ん 。 ( 和 e の 坦 引 る 25Ieg 4 
29. われ ら が 第 等 を 示 と も に 集め ん その 日 を 忘 の 3 2 スタ タン ン シ ン 
れ ま い ぞ 、 わ れ ら は を こ で 拓 に 入 捧 を 本 し MA Re 2 タ う 
た る 視 護 に わ ん 、 [が 場所 に 栓 ep れ は ッッ 作 2 
p 前 た ち 並 びに 他 神 た ち は 」 と 。 宗 る 後に 9 0 
ル 】 ヒア 
われ ら は 両者 の 聞 を 隔 つ べし 。 す る と 衝角 ogi26 MSA 
た ち は 云 わん 、「 お 前 た ち が 拝 せ し は 我 侍 
に 俳 ら ぎり し か ? 
往 22- た と え ぇ 話 の 中 の 教 証 で は 、 民 族 が お ご り 、 空 と な り 、 命 を 軽々 し く 取 る よう に な る と 、 彼 ら の 衰退 は 
始ま り 、 ち ゅ う 落 し て ゆく の で ある 。 
注 23 この 節 は いく つか の 重要 な 真実 を 表わし て いる 。(8) 善 の 報い は いろ いろ ある (前 の 節 参 照 ) が 、 悪 の 
報い は 、 悪 と 似通っ なぁ の だ け で ある 。(⑪) 神 の 控 を 破る 者 達 は 、 高 理想 と 高 湊 な 野心 に 鼓 吹 きれ る こと が な 
く な り 、 あ ら ゆ る 指導 力 を 失 く し 、 決 し て 指導 着 に な る こと を 望ま ず 、 単 に 他人 の 模 餅 者 と な る の で ある 。(c) 
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30. 我 等 と お 前 た ちの 関係 は アッ ラー の 御 


ッ ン る を っ 移 と < シーク ッ る FT の 

で 充分 な り 。 我 等 は 前 た ちの 虐 拝 を 窓 も の SMAS2ES Te の 
気づか ぎり き 」] と 。 @Q 0 も Cr 
31. そこ に て 各 人 は 先 に 経験 せ し 行為 の 何 ん た 則 化 旭 ッ ン アッ ン ィ ン タッ ン ン ロレ タ 
る か を 悟ら ん 。 曽 し て 彼 等 の 真正 の 主 た る BOOMDDVERWM (G8 ば 抽 rdUCa 


アッ ラー の 話 に 引 戻 きれ 、 彼 等 が 提 入 せ る あら 2 AE 32 的 4 ら 
すべ て は 消 減 せ な ん 。 ( 注 24) 


第 四 項 


れい 「e 間 た ちの た ら に 人 た は) 人 れる る シタ シン ラン の 
燈 す る は 座 ぞ ? また 、 誰 が 耳 や 目 に 権 Eo あう 2 306 ASy 


ヽ 


ョ に の ンク の ッシュ ン レン ッ 
と 伯 うた る 7 死 か ら 生 を 典 し 、 生 evNCa SA と 誠 の 2 し 2 の 92 だ 


に 死 を も た ら す 者 は 誰 ぞ ? 方 物 を 撲 理 す カン っ タ ンタ レン と 4 ン タク ター タタ 
る は 誰 ぞ ? 彼 等 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー な つつ ひら の の うい NO2 CI と りう 
きら ば 云え 「 お 前 た ち ア ッ ラ ター の ンプ インフ ン シン g ル ルーン タタ ン ン 
保護 を 請 わ ざる 気 か ?」 上 。 OCRIPTOTOUS 


39. この ょ うな 御方 こる お p 前 た ちの 真正 の 主 3065 
テッ ラー な り 。 真 理 を 捨て だ る 後に 残る も 
迷 語 に 非 ず し て 何 ざ ? 然るに お ぉ 前 た @G5 uo 5 で LA 
ち は 何故 に 真理 か ら 顔 を 玲 け る の か ? 


生生 ンス レッ て て スス ン レ ンタ ング ラッ 信 H2 
84. か くし て 、 反 送 の 徒 酸 は 信 ぜ ぎる べし ょ 評 4<3 30 じ る 5 9 
える 主 の 言葉 は 真実 と な れ り 。 ピナ 1 


Oo お 


35. 云え 、「 聞 た ちの 偶像 入 の 単 で 、 誰 が 合 タン る レ 
を 起 し 、 伏 る 後に 之 を 繁殖 させ 得 る か ? 1 OU ZONE 


と 。 寺 ん 「 創 寺 を 起 し 、 然 後に 之 を 生前 OB3A 13383 ン 多 る 
させ 得る は 、 た だ アッ ラー の み 。 然 る に シッ 
前 た ち 何 故に 背 き 去る の か ?」 と 。 ( 注 @S 層 全 


25) 


この 様 に 皆 沙 し 、 神 の 抑 り を 招い て し まう 上 、 彼 ら は 神 の 救い を 失 く し て し まう 。(⑬ 悪 事 を 行う 者 達 の 不正 行 
為 と 罪 は 、 長 て 隠し て く こと は で き な い し 、 遅 か れ 早 か れ あ ば か れる の で ある 。 

注 24 この 人 世 で 、 完 全 に 物 の 衣 実 を 理解 し 、 悟 る こと は 人 に は 与 た られ て いな い 。 あ ら ゆ る 物 か ら お お お おい が 
完全 に 取り 除 か れ 、 そ の 物 の 真 の 姿 が 明らか に きれ る の は 、 決 の 世に お いて の み で ある 。 

注 25 創造 王 の 真 の 試練 は 、 神 が すでに 作り た も うた 物 を 、 再 び 作る こと が で きる 能力 で ある 。 る も な くば 
批 回 は 重大 な 反対 と なり 、 ど ん な べ て ん 六 に も する こと が で き て し まう 。 こ の 神 性 の 試練 を 規定 し た 後 で 、 こ 
の 節 は 偶像 水 拝 者 達 に 尋ね る 。 彼ら が 神 と 呼ん で いる 省 達 の 中 で 、 誰 が この 創造 し 、 こ の 世 の 初 めか ら 働き 統 
け て いる 再生 の シス テム の 創り 主 で ある の か 上 。 
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36. 云え 、「 な 前 た ちの 偶像 神 の 中 で 、 誰 が 真理 ro クィ ッッ シッ シン レシ イン 7 
に 導く か ?」 と 。 云 え 、「 真 理 に 導く 者 は アッ ぴざ oe 
ラー な り 。 然 ら ば 真理 に 導き 給 う 御 方 の 方 3 sch 1 る っ タッ プル a ン バ 
人 SU 
が 湯 汗 うに 伴 する の か 、 を れ と 6 己 れ 自身 つ プー 0 
が 導 か れず ば 道 を 知ら ざる 者 追従 うさ べき SSC8z る 避 
な の か ? どう し た の か ? 液 等 如何 に 判 凍 の 
断 す る や ?」 と 。 oo 
37. 彼 等 の 多く は た だ 層 測 に 従う の み 。 真理 の 
肌 に は 億 油 は 断じて 何 ん の 役 に も 立た ず 。 
げに アッ ラー は 彼 等 の 所 業 を 知 基 し 給 う 。 
(年 26) 
38. この クル アー ン は アッ ラー 以外 の 汗 に よっ 弟 ラン 280 ンー 
し は 0 と ア Mk む 1 5 し 14OWC 
て 案 出 され た る も の に 非 ず 。 そ れ ど ころ か 、 9 ーー 
プン 3 る スレ コッ クラッ ン 。 る あー ンー ラン の 
それ 以前 に 在り し 雇 の 不足 を 満た し 、 完 Lo5 う も 0 ou NL uo 695 
全 な る 法 の 開明 な り 。 そ は 疑う 余地 な きち 1 ン ン 
の を 。 方 物 の 主 より 下 し 賜 わ れ る も の な り 。 @ ol 5 こう 
39. 彼 等 が 「 役 之 を 提 造 し た る か ?」 ま 云 うな 940 才 に シン オッ タ ション 
の > 司 め 5 BR 選 軸 
らん [区 5 こ に 逢 す る ー ま を 作 ピ ジ め め ら ID) 
り 、 ア ッ ラー 外 に 前 た も が 光 だ し 和 OCN の 0 と が CC( 
る 者 に 助け を 求め よ 、 も し 前 だ ちの 言葉 
が 真実 な ら ば ] と 。 ( 注 27) 
40. いや 彼 等 は 、 自 分 た ち が 理解 し 得 ざり し も 5 も 衣 3 の BY 
の 、 並び に 未だ 
履 を も っ て 提 吾 けた り 。 だ が 見 よ 不 閉 者 の の 
末路 が 如何 な る も の な り し か を ! の 
@SuM4s 
2 2 2 ンタ る ラタン ター 2 る 2 る ラタン 
人 役 等 の 下 の 茂る 者 は を 信じ 、 ま た 他 の 者 物 の 2639O20622 人 もら 2 人 5 うら る ウラ 
は 逐 を 信 ぜ すず 、 る れ ど 主 は ば 寄 悪 を な せる 者 を レッ 人 タウン ン ラ ン ン 
を 熟知 し 給 う 。 ⑨CAeyy cl うう 
第 五 項 
42. も し 彼 等 が 流 を 路 つ きよ ょ ば わり する な ら 6 タク を 4 レッ ン d 員 スク る っ 
ば 、 云え 、 「 我 が 所 楽 は 我 が た め 、 お 前 た ち 2 と ゆ と 9Op goo 
注 26 アッ ラー 功 外 の 神々 を 信じ る 者 達 が 持つ 信念 見解 は 、 単 に 空想 と 推測 か ら 生じ た も の で ある 。 彼ら 
が いわ ゆる 神 と 上 よん で いる 者 達 は 、 役 ら に 何ら 6 指針 を 明示 し た こと が な か っ だ から で ある 。 
注 27 “この節 は 、 不 信仰 者 達 に 挑戦 し て いる 。 ク ルアー ン が 持っ て いる よう な 優秀 ぁ を 備え を だ 本 が 、 も し 人 


が 揚 造 で きる よう な 物 で ある な ら ば 、 
時 代 に ある 


(44 も 参照 )。 


な ぜ 彼 ら は 自分 達 で 同様 の も ゎ の を 作成 し な い の か 。 この 挑戦 は あら ゆる 
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の 所 業 は お 前 た ちの た だ ため 。 お 前 だ たち は 我 が 
所 楽に 関係 な く 、 我 は 前 た ちの 所 業 に 


AWK レン ン プン 
MI の HI 9 


( 


関係 な し 」 と 。 


3 彼 等 の 中 に は 流 に 耳 を 休 け る 者 あり 。 探れ る 銘 eoW 0 る 5 282 
ど 5 理解 し 得 員 部 者 を し て 聴か し めん と す 
る か ? ら G3GYy ゆ 9 
44. また 、 彼 等 の 中 に は 流 に 目 を 向け る 者 あり 。 24 ee る 8 2 2 2 
然 れ ども よし ゃ や 彼 等 見 え ず と も 、 その 音 を 助 の Y り 
け 導 か ん と する か ? eee2yeE あ 


5. げに アッ ラー は 決し て 人 を 害 ぉ ず 、 害 する 
は 、 人 己 れ 自ら な り 。 


EROEEK 失 PIA や も PRE 


プラ 2 ブ ゥ タン タラ の 


の の る 1 

46. ブッ ラ ー が 彼 等 を 召し 寄せ 給 う 日 、 役 等 は と 245 ン シ セン 
・ | ES 

た だ 折 恒 の 一 刻 を 曹 穴 の 中 で 待ち た る か の アン oo ろう 


若く 思わ ん 。 彼 等 は 互 に 相 い めん 。 ア ッ 


レニ ラン タン ンタ レレ ン ン [2 
B See 


ラー と の 会 見 を 否定 し 、 従 ち ざり し 2 
者 は 確か に 失敗 者 な り 。 ( 注 28) uxeel26 し う 6 

47. われ ら が 彼 等 に 威 跡 せ る こと の 此 つ か の 履 レン ンタ クン ッ タタ ン 。 そ ニン シン コン タン 
行 を 液 の 生涯 の うち に 見 せよ うと も 、 ま た 人 303 る の 2 2 は 1 
見 せる 前 に 液 を われ ら が 許 に 台 し 寄せ よう タン シン レタ ッ ラ の 。 学 


が 1 人 ラン 
が 、 ど の みち 彼 等 は われ ら が と ころ へ 帰る の OOE AU スク 


な り 。 され ば 液 、 来 世に お いて も 予言 の 履 
行 を 知る さ し 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 為 せ る す 
で て に つい て 立証 す 。 ( 注 29) 


48. どの 民族 に も 一 人 の 使徒 あり 。 さ れ ば 使徒 
が 現れ 出れ ば 彼 等 は 公正 に 裁 か れ 、 不 当 に ファラン 
山 せ られ る こと な し 。 ( 注 30) @ ら wsY 


注 28 不信 仰 者 達 の こと は 、 タ ルアー ン の 中 で 、 た だ 全 剛 の 一 半 間 だ けけ こ の 世界 に い だ を 何 回 も 述べ られ て 
きた 。 それら の 節 の 中 で は 全て 、 そ の 事 は 文字 通り この 世に 実際 F 間 の こと で は な く (、 賭 村 の うち に 

め ら れ て いる 世俗 的 な 用 事 や けた 仕事 に 費やし た 時 間 の こ と て ある 彼ら は 仕事 を 生け て 人 生 を 無 内 に 使っ 
た の で 、 た と え 彼 ら が 実際 は 何 年 も 生き た と し て も 、 彼 ら 6 は この 世に だ た っ た 一 日 し か 生き て いな か っ た と いわ 
れる の は 正当 で あろ う 。 

注 29 この節 は 、 重 要 な 原則 を 定め て いる 。 近 り 来 る 秒 林 に つい て の お ど し と 警告 か ら 成 っ て いる 預言 は 、 
取り 消 き れる こと が ある 。 一 方 、 一 般 的 な 特性 を 持っ だ 約束 を 含ん で いる 預言 で 、 特 定 の 預言 者 に 依頼 する の 
で は な く 、 全 て の 預言 者 達 に 依頼 する 一 般 的 控 を 長 体 化し て いる 預言 は 、 取 り 消 きれ だ たり 無 っ た り し な 
い 。 この節 は 、 更 に 、 全 て の 項 言 が 実現 きれ る まで に 時 間 制 限 が 必要 の な いこ と を 示唆 する の で ある 。 

注 30 この 節 は 律 法 を 定め る 預言 者 に 関係 し て いる 上 考 た られ る 。 な ぜ な ら 、 全 て の 款 教 上 の 律 法 は 、 律 法 
を 制定 する 聞 言 者 が 災 を 築い て いる か ら で あ る 。 


で 移 5 ターン クック 


りゅう 4 3 
る る 553 


フーン シン 


2 タン シン る 22 タッ タン シン 
eso ジ ey 5 
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49. 彼 等 は 云う 、「 お 前 た ちの 言葉 が 真実 な ら 2 10 ユン ンタ ッ タン 
どら Oc の | 
ば 、 この 上 は 人 時 行 きれ ん や 7 」 ょ 。 By 9 Os 品 ら 83 
50. 云え ん 、「 ア ッ ラ ー 欲 せ すぎ ざれ ば 、 表 は 巴 れ の 利 多 人 ECDC533 角 2 RA 務 
害 を 掌 揮 す る カ を 有 せ ず 。 ( 注 31) それ ぞ うち うろ ざ 
ン ッ 2 と キア アア ダー ンタ ュ タ 
れ の 民 に 定め られ だ 期 眼 あり 。 その 基 限 到 33 の 人 HMAEU 全 
れ ば 、 彼 等 暗 時 た り ょ も 遅 ら す こ ょ 能 ゎ ず 、 ラシン ング 
また 早め る こと も 態 わ ず 」 と 。 の の ES り 5 と し 
51. 去 え 、「 我 に 教え よ 、 も し 彼 の 懲罰 が 束 の fdeE 人 ある コン イ 
Le 
夜 に 、 或 い は 恒 に 急 親 され た る よき 、 因 HOYCRIGKCVN の の] の 
は を それから 如何 に し て 逃げ 出 き ん ? ( 注 82 Et as 
32) 
52. それ が お 前 た ち に 降り か か る に 及 ん で 初め iC の ン シ 
て 前 た ち は 之 を 信 ぎ ん と する か ? 何事 ASIC あじ 2 は | 
ぞ 、 今 に な っ て 信ずる と よ は ! お 前 だ ち は ンー る 
以前 、 を の 到 米 の 刀 め な らん こと を 愛 求 し ⑨ い oo 
た で は な いか ?」E。 
59、 そ の 時 不正 を 為 し た る 者 ども は 、[ 氷 到 の 利 2S08OGZ3W5 る 各 あ 5 
前 を 味わえ 。 お 前 た ち は 自 ら 稼 ぎし も の に 対 - タク 
5 っ 2 必 う る の デア ネ ア / 
し て の み 返 報 きれ る に 欧 ず や 」 と 云わ れん 。 GCCKG1CADE プ 1 
54. 彼 等 は 流 に 問わ ん 、「 を は 長 実 な る か ? 」 と 。 6 ネン ファ を ィ イン ン 
計 た 、「 狼 り 、 主 に か けり て! これ は 真実 な ゆす GL9 う 9 ば まる と 1 おう 
お 前 だ た ち は か ら 逃 ぐる ッッ ー ク タン 
り 。 な 前 た もち は そ れ か ら 逃 で 能 わ ず 」E。 @ び の > っ 
( 注 33) 
第 太 項 
55. も し 不義 不正 を 行う 者 が 地上 の 一 切 の も の ッ ン ン s と 4 ャ クン ン 
を 所 有 し た な ら 、 必 ず を れ を 以 て 首 を 庄 ちこ の うけ o590G も あら ざめ おう タ 
ン イン 2 タン ノ ン ン レ 
ん と せん 。 ま だ 刑 姜 を 日 の あ だ 5 に すれ ば 、 2252 く 2 Da 9 
良心 の 革 次 を 表明 せん 。 な れ ど 審判 は 公正 
、 、 ン ッ タイ 2 は 2 [3 る 
に 下さ れ 、 彼 等 は 決し て 不当 に 遇 せら れる @osdy243523L っ 
こと な か る で し 。 
注 31 この 節 は 、 不 信仰 者 達 の (前 の 節 で 述べ た ) 懲罰 に つい て の 要求 に 対す る 同 答 を 表わし て いる 。 モ ハッ 
マ ド は 、 彼 ら に 次 の 様 に 質問 する 様 命 じ ら れ る 。 役 が 、 役 自身 に 並 を な し た り 、 彼 か ら 緒 悪 を を らし た りす る 


力 を 一 切 持 た な い 時 に 、 


この 奥 は 、 不 信仰 者 達 に 対す る 非 次 に な っ て いる 。 
彼ら の 人 生 に 健全 な 変化 や 与え を る こと に よっ て 、 を その 懲罰 か ら 逃 れる 


注 32 
ど 、 無 駄 な 議論 に ふけ る べき で は な く 、 


様 努 力 す べき で ある 。 


注 33 


あな た 達 は 、 そ れ か ら 逃 れる こと は 出来 な い 。 


どの よう に し て 彼ら の 結 前 の 要求 を 満た すこ と が 出来 る の か と 。 


彼ら は 、 懲 剛 が いつ 来る の か と か 、 ど ん な 形 か な 


と の 忘 味 。 
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フシ マンシ ェ ュ ン ーッ ン 
56. 流 等 知れ 、 お よ を 天地 の 開 に 存在 する も の ediOeD UI ある 1 
は アッ ラー の 所 有 な 5 。 アッ ラー の 約束 は ンク を 」 
真実 な る こと を 知れ ! 然るに 大 多数 の 者 AS(893 ま 孝 
は 之 を 知ら ず 。 
57. 生 を すえ 死 を 坦 う 者 は 往 し て 、 ぉ 前 だ ち ン ッ タン タク 2 タッ タン フタ ンタ 
むつ 
苦い ずれ は 彼 の 許 に 館 れ 戻る れ ん 。 ンー ング ンド ルーテル 
内 ンス っ と ン る し 
58. お お 人 々 よ ! 主 より ちな 前 た ち に 訓 戒 が 陵 な らら 2 人 AE 全 8 代 0 符 4BILIO 
れ り 、 ま た 心中 の 尊い を 癒す 良 薬 と 、 信 者 9 レン < 4 
へ の 簡 泊 と 衝 起 し が 。 EE 653 わ 入 Sm6 は 9522 
2 クタ を 
の る 
59. 云え 、「 偏 に アッ ラー の 思 恵 と を の Fe Ce の を ( 和 2 日 
yuS 3 2 ろう 51 は 5 
ょ り て 。 そ こ に 、 そ れ に よっ て 、 彼 等 を 喜 の 
フラ シン クダン 
ば し め よ ょ 。 それ は 彼 等 が 秘蔵 し た も の より の oo ES 
優る 4」 と 。 
60. 云 ん アッ ラー が お 前 た ち に ド し 賜 え だ る ワオ アア イシ ーッ ッッ ン ン 
! 
食物 の う ち 、 お 前 た ち は 或 る も の を 禁じ 、 の PPVRDIEP の 人 
成る も の を 合法 と な せり 、 こ の こと を お 前 の 0 プ 者 は 3 に お : 
た ち も 考 えた こと が ある の か ? 」 と 。 云え 、 プラ タン タン 
「 ア ッ ラ ー が お 前 だ た ち に それ を 許し 給 う OOPPS) 
や 、 そ れ と も アッ ラー に 対し て 席 偽 を 唱え 
る 気 か ? 」 と 。 ( 注 34) 
61. アッ ラー に 対し て 虚偽 を 唱え る 攻 ど も は 復 の 二 の 
活 の 日 を 如何 に 皿 案 する や ? アッ ラー は リッ シ ン 」。 
央 0 の 。 
人 間 に 対 し て 聞 直 深く まし きす 、 持 る に 後 Se 22006U 守 
等 の 大 多数 は 感謝 せ ず 。 KG や 
第 七 項 
62. 流 が が 何 か に 携わり 、 タ ルアー ン の い ず こ か < っ ワオ ウチ 和 と せま ン オウ の 
を 計 し 、 ま た 前 た ち が ど ん な 仕事 を し よ os EC3o8o3 じ > 
う と 、 お 前 た ち が を れ に 夢中 に な っ て いる 035 人 NDA AEY9Idz 6 53 
こと を われ ら は 監察 す 。 ま だ 地 に 在り 、 天 の 
2 の タン セン 3 
に 存 る も ぁ の は 、 た とい 化 座 の 重き で も 流 の Jo りう 
の 日 は 9 逃れ る こと 能 わ ず 。 そ れ よ り も 
注 34 飲食 は 入間 が 第 一 に 必要 と する 物 で あり 、 こ の 点 で 人 を 導く こと は 宗教 の 最初 の 義務 で ある 。 し か し 
な が ら 、 あ る 物 は 律 法 に か な い 、 他 の 物 は 律 法 に みか な わな いよ 宮 言 する の に は 、 医 学 的 、 道 徳 的 、 宗 教 的 な 根 
拠 が 当然 で ある 。 イ スラ ム 教 は この 点 必 要 な 教訓 を 規定 し て いる の で ある 。 
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小 な る も の も 、 或いは 大 な る 5 の 8 輝 れ 5 0 の 978050 の る し 
jpU19 っ 605 Cl993 
れず 、 惹 て 載せ て 明 典 の 中 に あり 。 ( 注 BOA っ ・ 935 
35) の AS 5 は 
63. 見 よ 、 ア ッ ラ ー が 愛護 する 者 は 、 事 怖 も な 芝 225 ン の RE 
の は た の 04 和 ARGUD 
けれ ば 衣 芝 も な か らん ーー (年 36) 9 0 の か PACUOI 


64. 信仰 する 者 並び に 正義 を 守る 者 は 一 一 SAKIOAU 


65. 彼 等 に は 、 現 世に お いて も 来世 に お いて も 95 Ed( 計 全 あん バル 人 を 46 
あぁ gysdli | 
其 報 あり 。 ア デッラ テー のち 堂 葉 に は 変更 な し 。 62092CAlpsl gi028 


そ は 大 成功 で か し 。 @2030 も 4 35 交 

66. 彼 3 4 タッ ン ラッ タッ ン ン し 
5 so 6 

能 栄 実は 問 く アッ ラー 所 有 な り 。 彼 は すべ eyebao う 5 

て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。( 注 37) 


の 言葉 に 流 心 を 閣 め る こと な か れ 。 権 の 22i5 


りら 


67. 見 よ 、 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 
ヌー の 所 有 な り 。 アッ ラー 以外 に 和 8 の 笠 々 
を 祈る 者 は 、 実 に 併せ 祀り 時 を うに 
非 ず 。 彼 等 は た だ 憶測 に 従う に 過ぎ ず 、 推 
測 す る の み 。 


68. 彼 こ を は お 前 だ ちの 体 息 の た め に 夜 を 設 ン CA < 3 6 と と 秋 る ンタ 
ち 


下 事 する た め の 光 り 郊 〈 慣 


粗 由 生生 ま を 人 ナ 1 
設 け 給 うた 御方 な り 。 此 の 中 に は 神託 に [OGKCTPIUHTLC1I プ = 
耳 を 傾け る 人 々 へ の まま ざま な る 神 光 あ 
り 。 ( 注 38) 
注 35 ある 物 は 、 小 きい が ゆえ に 尻 和 れ む まま に な っ て いる 一 方 、 大 きい 為 に 、 一 部 分 が 隠れ て いる よう かな 物 
も ある 。 神 の 視力 は 、 刀 鋭 て 見 抜く 為 に 、 ど ん な 物 も 、 い か に 小 き く よ とも 、 神 か て いる こと は 出来 


な いし 、 神 の 視力 は 非常 に 理解 力 が ある 人 為 に 、 大 きい 物 で あっ て も 、 そ の 物 の 一 部 分 た り と も 神 の 視野 か ら 逃 
れる こと は 出来 な い の で ある 。 


注 36 「 就 れ ] は 人 の 未来 の 行動 に 、[ 庄 し み 〕 は 人 の 過去 の 行動 に 関連 し て いる の で ある 。 
注 37 6 分 で は 神 の 友 は 決し て 悲し まき な いよ 上 ム わ れ だ が 、 こ こ で は モハ ッ マ ド は 剖 し まな いよ う 命 ぜ ら れ て 


いる 。 事 実 、 モ ハッ マ ド の 悲し み は 、 自 分 の 為 で は な く 、 他 の 人 の 為 で あっ た 。 披 は 悲し み の 声 を あげ た の 5 
浜 を 流し だ の も 人 類 の 衝 で あっ た (18 章 7 節 参 照 )。 


注 38 夜 は 、 人 の 疲れ きっ た 身体 が 回 復 す る の に 必要 な 時 間 で あり 、 決 の 日 の 仕事 に 備え る だ め の も の で あ 
る の と 同様 に 、 民 族 の 生活 の 中 で 、 気 で 集 淀 し て いる 期間 ほ い う の は 、 彼 ら の 体 息 と 回 復 の 為 の 時 間 と な 
り 、 人 々 は 気持 ち を 新た に し 、 新 た な 活力 を 吹き 込む こと に よっ て 未来 の 仕事 の 準備 を 整え る の で ある 。 
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69. 彼 等 は 云う 、「 ア ッ ラ ター は 子 を 生み 給 うた] トン と イブ イン タル と ターク イン タリー タグ る タン 
と 。 科 に 識 え あれ 1 後 は 邊 滑走 5 給 ラウ ピ ンー OPCIIPU 


う 。 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 惹く アッ て 記せ 2 あら 1 
ラー に 過す 。 前 た ち は こ の 件 に 関し て し な 2 ブリ クウ 9 ゅ つう 
ん の 権 成 も 有 せ ず 。 お 前 た ち 知ら ざる くせ GA59 宛 とら SA 


に 、 ア ブッ ラー に つい て 語る 気 か ? ( 注 39) 


いっ あり か たか きた ンー ンー ュ ン ーッ イン シッ タン タン レッ 人 る 
70. 云え 、「 ア ッ ラ ー に つい て 詞 偽 を 案 出 す 者 ざら NN あ 6 CfGAUTG 
も は 、 断 じ て 幸 いな か る ざし 」 と 。 レー 
@ ら 
71. 役人 等 は 此 の 世 で 束の間 の 享楽 に 浴 き ん 。 な ダク スン タラ タタ ーッ ン レ る も し うう と 
1 26 和 b0 う る 9 を っ し) ちら 
帰る 。 その 時 われ の eoD の Old て Es 


れ ど る の 後 われ ら 
ら は 彼 等 に 須 刑 本 本 を 味 わ し ゆん 、 信 ぜ ぎ 
り し が に 。 


@6 族 の アン 


1 s い っ NONEEIRAKI 


弟 人 項 
72. 彼 等 に ノア の 物語 を 詳 ん で 閉 か せよ 。 す な っ 光 も クセ レン 。 イン タッ ン 
2 の 3 了 
わ ち 彼 が その 民 に 向っ て 芸 えり 、「 お お 役 が PPGPORIEC と っ 2 おら 


民 よ 、 も し も わし が 神 上 と も に いる こと が Seaaafe 
気 に き わる な ら 、 ま た アッ ラー の 神 光 に 基 アン ーー」 
づい て お 前 た ち に 義務 を 喚起 する こと が 移 CUSD22 ン 32 03183 も 6 ば 
に きち る な らち し は アッ ラー ビー を ン コブ タク シン ン 
任せ る 前 た ちる の 科せ 字 e 。 の の OM の 人 EAC と 
押 々 と と も に に を の 諾 を 奪い 起こ せ 。 お 前 
た ちの 行動 を 記 路 する な か れ 。 わ し に 対し 
て お 前 た ちの 陰 読 を 断行 し 、 猫 予 を を る 
な か れ 。 ( 注 4⑩) 
73. た と いち 前 た ち が 普 を 向け る とも 、 わ し は の の 生生 
前 た ちか ら 料 枝 を 請う 者 に 闇 ず 。 我 が 幸 est)io2AC SAS 
本 は アッ ラー の 許 に あり 。 面 し て 我 は アッ 


注 39 (9) 神 は 、 衰 えと 死 と いう 法則 を 免れ て いる 。 それ 故 、 神 の 仕事 を 引き 継ぐ べき 息子 を 必要 と し な い の 
で ある 。(⑪) 神 は 、 自 ら 満 ち 足り た お 方 で ある 故に 、 神 が 宇宙 の 事柄 を な す 時 の 助け た な る 各 子 を 必要 と し な い 
の で ある 。(<) “アッ ラー は 子 を 生み 給 う た "と いう 教義 は 、 い か な る 確証 に も も と づい て いな いし 、 意 か な 特 
学 的 推量 や 拭 紀 は る か に 越え る る の で も な い 。 


注 40 あと の 節 で 述べ られ る ノア と モー ゼ と ヨナ の 三 頂 言 才 達 の 直 述 を 探 く 精読 する と 、 彼 ら の 人 生 の 
話 は モハ ッ マ ド の 人 生 に 集約 きれ て いる こと が わか る 。 モ ハッ マ ド は メッ カ で ノア の 、 ま だ メディ ナ で モー ゼ 
の 、 そ し て 再び 戻っ た メッ カ で は ヨナ の 役 を 勤め た の で ある 。 こ の こと は 、 ク ルアー ン で 述べ られ て いる 預言 
者 達 の 記述 が 単なる 物語 で は な く 、 モ ハッ マ ド の 人 生 に 起こ る 予定 で あっ た 重大 な 出来 事 に つい て の 佑 大 な 預 
言 と な っ て いる こと を 十分 に 表わし て いる 。 
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ラー に 身 を 任せ る 者 た る べき こと を 命ぜ ら @G っ っ シン ッッ タン リュ ン ン 
Il 時 3 
れ むだ り 」 と 。 ( 生 4D) の 5 の YIO 
ロン レン 1272 ンカ ロン ン ンタ を 
74. 肝 る に 役 等 は 役 を 拒み し 改 に 、 われ ら 6 は 彼 0 ン 8 


教 い た り 。 W5 レン 
の 相続 者 た ら WI AN うい は 


と 、 彼 と 令 に ある 人 々 を 箱 : 
われ ら は 役人 等 を われ ら が 


し め 、 らい ら の を し た 者 ども は 比 スッ の チー 
溢れ し め ゅ た り 。 さ れ ば 見 生れ た る っ ago 
者 の 末路 が 如何 に 反 た る か を 

75、 痢 く て 彼 の 後に 、 わ れ ら は を れ を れ の 民 に 22302s98 ab 人 お 


全 催 た ち を 造 わ し 、 彼 等 に 明 証 を 者 せり 。 ーー 
金 れ と も 彼 各 は 以前 に それ を 拒 入 し た が 政 08G の ae し 人 CS ck 


に 、 そ れ を 信じ よう と 欲 せ ぎ りき 。 か く の ショコ ンス 
如く われ ら は 因 入 の 心 を 府 く 閉 き ぎす 。 ( 注 eS 
42 


76. 麻 く て われ ら は 彼 千 の 後に 、 そ モー セヨ レン ッ ーッ レン 
アロ ン に われ ら の 神 光 を 託し て ファ ラオ 普 0528>oo2oa9yO2y 
びに を の 長老 た ちの ところ へ 遺し た り 。 326 Ss2 う 
獲れ と も 彼 等 間 大 に 振舞 いた り 。 彼 等 は 罪 ブイ 
深い 民 な りき 。 

. 昌和 > する 届 人 え の の 

77. われ ら よ 真理 が 彼 等 に 下る や 、 彼 等 は 坪 家 3859Ko 382 先 芝 
うこ は 胃 白 な る 魔術 な 9] と 。 ( 往 43) 63 


78. モー ゼ は 計 を えり 、「 真 理 が お 前 た ち に 至る IN | ン イ ョ ノン 95 ン ンマ 
や 、 か て の 加 き 言葉 を 云う か ? 腐 術 と 22CEY ち 1 


な ? 魔術 師 は 栄え ぎる べし ] 上 。 @S あ 55 


注 41 神 の 預言 者 送 に 対し て 、 い つも 出 き れる 意義 は 、 彼 ら は 、 自 分 義 の 指導 権 の 下 に 新しい 政治 制度 を 確 
立 し よう と 、 す で に 存在 し て いる 政治 制度 に 対す る 反逆 の 基準 を 引き 上 げ 、 彼 ら の 同胞 を 支配 し よう と も くろ 
むと いう も の で ある 。 こ の 根 換 の な いと が め は 、 こ の 人 節 の 中 で 反 ば くさ る れ て いる 。 神 の 子 言 莉 達 は 決し て 自己 
の 権力 増大 を 求め ゆき は しない 。 それ どこ ろか 、 苦 し み と 氷 住 の 道 を 選ぶ の で ある 。 


注 42 。 神 は 、 独 断 的 に 不信 仰 者 達 の 必 を 封印 し だ た り は な る ら な い 。 が ん こ で 不正 に 神 の 言葉 に 耳 を 価 け る こ 
と ょ を 拒ん で 、 真 実 を 見 て 受け 入れ る 能力 を 捨て 雲 る の は 不信 仰 者 達 自 生 で ある 。 彼ら は 自分 自身 で 邪 刀 の 運命 
を 作り 上 げ て いる の で ある 。 


注 43 明 折 な る 魔術 (シイ フル と ム ピ ー ン ) と いう 二 つ の 科 単 な 単語 の 中 に は 、 神 の 預言 者 達 の 敵 が 、 彼 ら を 
敗北 きせ 、 く じ か せ る の に 使う 、 殆 ん ど 全 て の 策略 と 陰謀 が 隠さ る れ て いる 。 真実 の 敵 迷 は 、 宗 教 旋 の 篤い 人 々 
に 新しい 教え は を の 土地 の 宏 教 を 腐敗 きせ る よう な 魔術 や ご ま か し 以外 の 何 も の で も な いと 云う 。 一 方 心 の 府 
で は 国 の 物質 的 利益 を 求め る と 告白 す る 愛国 者 達 に は 、 新 し い 教 え を 受け 入れ る と 、 国 の 中 の 上 農 な る 共同 体 の 
関 で 紛争 や 不 協 和 が 生じ 、 国 の 団結 に 致命 的 な 打撃 を 与え る と 云う の で 、 彼 ら は 恐れ て 新しい 教え か ら 逃 げ 去 
る の で ある 。 
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. 彼 等 は 云え り 、「 流 が 来 た る は 、 我 等 の 父祖 
の 泰 ぜ し 信 爺 か ら 我 等 を 背 きか し めん が だ め 
な る か 、 員 し て 前 た ち 見 弟 は こ の 国 を 支 
配 せ ん と 欲す る か ? されど 我 等 は お 前 た ち 


ESO4C3CTE MKCAIRI 
CIMGUIKYW* 


両 名 を 信じ は せ ぬ 」 に 。 @Q の 5 
80. ファ ラオ は 寺 え り 、[ 座 術 の 達人 た ち を 背 我 ッ レン アシ ンー イレ ピン 
が 前 に 連れ 来れ 」 と 。 あめ 1 の 
81. 廃 箱 師 た ち が 来 る や 、 モ ー ぞ は 彼 等 に 向っ CU 和 W の 4 が 52 和 届 
て 云え 9 、「 液 等 投げ た いも の を 投げ よ 」 と 。 レッ 
OO 
82. 彼 等 投げ る や 、 モ ー や は 云え り 、「 お 前 た ち し レン セン 
せる も の は 、 単 な る 魔法 に 過ぎ ず 。 ア ッ 48 尺 2 の y 人 KTIEG 
ー は を それ を 無力 に せん 。 ア ッ ラ ー は 悪事 OU LOG 人 018 を 
を な せる 者 の 性 衝 を 条 き 了 。 
99. た まい 悪人 だ も が る れ を 伴う た も 、 アッ ーー を 
ー は 自ら の 言葉 に よっ て 真理 を 確証 す 」 @ ら が を 箇所 ウ ヴ VI268 う 
ょ 。 ( 入 4⑭ 
第 九 項 
84. され ど 、 モ ー で の 民 の 中 の 少数 の 若者 た ち 。 2 イレ 」 っ ィ ッッ タン ラプ るー イッ シン ンス 
を 除い て 、 キ ー ゼ に 人 う 者 ほな か りき 、 フ ァ ー ラ デ 導 も ば o2 655JiosdoeIUs 
ラオ 並び に 長吉 た ちの 迫害 を 惑 る る が 故 の の お る 0 っ 8 1 る イス ッ ン ッ ェ > ゃ 
の 失明 %2385 
に 。 げ に ファ ラオ は 地上 に お ける 甘 若 に し ウラ 「 和 ッッ アン 
て 、 罪 人 な りき 。 Ga 負 pl dM 
り 
85. モー ゼ は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 も し お "前 だ も 3 才 WI 誠 6 っ ンー ュ ラス レレ 
テッ ラー を 信ずる な ら ば 、 面 し て 神 の 御 和 OO 
に 服従 する な ら ば 、 お 前 た ちの 信頼 を アッ っ もっ るる クン と 
ラー に 置き 楽 れ | と 。 @o ウ 中 2 の 
86. 役 等 は 云え り 、「 我 等 は 信頼 を アッ ラー に 置 。 ぁ 5 cyEYSE ン 6 を 9 
を 我 等 の 主 よ 、 我 等 と し て 不義 な す コレ ュ 
の 人 部 に 得 わ し むる な か れ 。 明 
87. お 慈 起 も て 、 我 等 を か の 不信 心 の 民 の 有 殿 虐 @ 32 ラン し ょ る 
CCY 1 PCE 
より 示 い 出し 給え ] と 。 20 ッ 0 
注 44 正義 は 、 その 普及 の 恵 に 正しく ない 手段 に よる 支援 を 必要 と し な い 。 「 終 り は 手段 を 正当 化す 


と いう 言葉 は 、 神 の 預言 者 傍 と 彼ら の 真 の 後継 者 達 の 説法 で は な か っ た 。 


っ て 広まり 、 勝 利 を 収め る の で あっ て 、 眠 偽 に よる の で は な い 。 
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真実 は 、 そ れ 自 体 が 持つ 列 る に よ 


二 意 ョ ナ 


88. そこ で われ ら は モー ゼ と その 上 兄弟 に 示 し ョ プン ン ッ ン ンー 12 タ ig 
C を も EE UI 
て 、 去り 、 [等 両 名 、 お 前 た ち が 失 いる 9ByolASI2obedUESD 


F の な め 、 草 中 に 住ま い を 起 め 、( 汗 45) IKE AOPEEGEIVK あ 2 
家 も 同じ 方 向 に 面 し て 建て 、 礼 拝 を 道 


計れ から 信 才 た ち も に 利 拉 を か えよ 」 間 失 
と 。 ( 注 46 
89. する と 、 そ モー ゼ は 云え り 、「 我 等 の 主 よ 、 湊 人 ン ンコ と ラ クス 
内 * う っ の ゅ と うう ご っ 1 いら 1 
は ファ ラオ ほそ の 長老 た ち に 現 性 の 水 ょ ブー 3 ンジ ? 
タ ア ンク ラン ッ 


富 財 を 時 え り 。 主 よ 、 そ れ 災 に 彼 等 は 人 々 RG3 IGR CIEASI 139e3 453 
を 流 の 壮 か ら 迷 わし む 。 主 よ 、 彼 等 宮 財 クシ レッ ョ レン ーッ レン を ッッ 
を 消 江 し 、 を の 心 を 疾 加 に な し 給え 一 を くら 


= 計 ほ / 0 レ ョ 
を 目 の 当 り に せ ぬ 戻り 信ずる 気 に を 69 om 22 te 半 


ょ うに 」 と 。 
90. 後 は た り 、「 お 面 た ちの 打 隊 は 得 き 符 れ 6 cYSsyaCscCScS Sg 人 
る 。 き れ ば 滋 等 両 名 帯 妨 不 抜 た れ 、 無 知 な ダ デ 
る 者 ども の 道 に 従う な か れ 」 と 。 IoIOAN も RGAUITNt 
91. か くし て われ 6 は イス ラ エ ル の 子 ら を し て ッッ 2 る) ッ 
1 ( 2 
当 を 門 ら し ゆ た だ り 。 フ ァ ラ オ ほ を の 軍 有 は ソン ン Idypulos5 う 
ー 問 ュー ュ ミ au 全 1 ン て シッ ンス クン タッ タタ ン 
こ ぞ と ば か り 果 敢 に 追跡 せ し が 、 江 死 そ PRIE コ F6121 21 


の 身 に 襲い か か る に 及 ん で 、 ファ ラオ は 去 ン 
えり 、「 イ スラ エル の 子 ら が 信ずる お お 方 の 外 AM を EPRIEIUDEGE 


に 神 畠 き を 信 ず 。 我 は 彼 に 服従 する 人 々 の フー レロ 
ー 人 な り 1 と 。 (※ の @euu2itoet5 


ほぞ を 、 今 と な っ て ! 以前 流 は 服従 せ ず 、 の EHP オン あし 
き し ゃ あら 多 9 ン mr 
條 者 の 一 人 な り し に 介 ず や 。 yloeC2JSSor OS 2 


注 45 時 に 住め と いう 命令 は 、 イ スラ エル 人 が を の 前 に 荒野 に 住ん で いた だ ゆえ 出 き れ た と いう こと で は な 
い 。 この 節 は 、 だ だ 、 文 其 化 し た 共同 生活 の 必要 性 と 和 有益 性 を 強調 し て いる に すぎ な い 。 明 い 少数 派 社会 の 人 々 
は 、 大 都会 で は 集団 生活 を する と いう 一 般 的 な 傾向 が ある の で ある 。 


92. 


注 4⑯ 「 ど の 家 も 同じ 方 向 に 面 し て 建て る 」 と いう 言葉 は 次 の こと を 意味 する 。 (1) イ スラ エル 人 は 、 必 
時 に お 互い に 助け 合え る よう に 非常 に 近 (《 に 一 緒 に 住む よう 命じ られ だ た 。 と いう の は 、 こ の 日 的 は 人 々 が 家 ? 
近く か 又は お 互い 向かい 合っ て 下 て る 時 に の み 達 成 き され る か ら で あ る 。(⑫) 彼 ら は 全員 家 を 一 方 に 向け て 建て な 
けれ ば な ら な い 。 そ の こと は 、 比 ゆ 的 に 、 彼 ら が 共通 の 目的 又は 理想 を 持た ね ば な ら な いこ と を 意味 し て いる 。 
(3) 全 て の 家 は 同じ よう に っ て いな けれ ば な ら な い 。 そこで は 富 者 と 貧者 と の 問 に 真 の 同胞 3 毎 ら れる の で 
皆 が 一 つ の 集団 た し て 協力 する と いう こと が 暑 示 され て いる 。 なぜ な ら 、 一 祉 会 の ある 者 は 宮 左 の 様 な 住宅 に 
住み 、 あ る 者 は ひど いあ ば ら 6 家 に 住む しい う よ う な と ころ に は 、 真 の 同胞 愛 は 存在 する こと が で き な い か ら で 
ある 。 


注 47 これ ら の 言葉 は 、 誇 り 高 い フ ァ ラ オ の 失 堕 の 深き を 物語 っ て いる 。 
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93. きれ ど 今 日 われ ら は 流 を その 肉体 と 共に 救 。 攻 コン レシ ラ ュ ン を と 半生 
わん 。 を は 流 を し て 液 の 後に 来る 人 々 へ の 381aso う o39 50 うろ sd 


レレ ロッ ーー の 
神 兆 た らち し めん が た め な り 。 き れ ど まこ と CK 午 9EUKCHG 人 KEI 
に 多く の 人 々 が われ ら の 神 光 を 軽視 す 。 
( 注 48) 
第 順 コン レル 
94. われ ら は イス ラ エル の 子 ら に 専 派 な 住ま い っ 3 公 
を 当て が い 、 い ろ い ろ と 傘 物 を 与え た 9。 あ 2 る 移 PE: Sa 


面 し て 知恵 づく まで は 彼 等 互 に 相 い 争う こ 

ュー ーッ スン クッ っ シス ン 

則 な か り き 。 げに は 、 件 凌 の H に お いて 、 際 時 ババ コン 。 し を 5 
役 等 が 争い し 事柄 に 関し て 彼 等 を 審判 せ 

プッ タン ュ ン 

ん 。 ⑥os9CSo 


3 


95. も し 光 わ れ ら の 詳 せ し ゃ の に 疑い あら ば 、 ど MIdS3 AEMCS8CYSE 


湊 以 前 に 経典 を 読め る 人 々 に 尋ね よ 。 真理 。 シ ゃ スン シッ ン と っ レッ シシ 
が 主 より 流 に 来 た れ り 、 き ね は 断 と て 疑う > CPUd2eOD Se の 6 る 

ーー な る な かれ 。 注 る 2 名 イイ 。 る 
者 の 一 人 と な る な か 選 ( 注 49) @⑯Cy 2 る 26@5) 


し る し ジン 。 1 る の 
96. また アッ ラー の 神 兆 を 拒否 する な か れ 。 さ CCP CI ho る 38 う 3 
も な くば 、 液 内 央 者 の つづ 人 と な ら 4。 ノ 。 
@GoelLS2 


97. げに 主 の 前 が 決定 きれ た 者 は 、 信 ぜ ざ る で GS の る 
し OSIOG ペ チン:P 和 AT 
98. た と い 諸 々 の 神 人 兆 が 彼 等 に 皇 る と も 、 癒 刑 っ 6 レゴ 


を 目のあたり 見 限り は 。 


注 43 あら ゆる 春 典 と 歴史 の 本 の 中 で タル アー ン だ げ が この 事実 を 述べ て いる の は 注目 すべ きこ と で ある 。 
可 半 は この こと に つい て ふれ て いな いし 、 ど ん な 歴史 書 も そう で ある 。 し か し 、 神 の 言葉 は 何と し いう すばらし 
い 手 法 で 長 実 を 証明 きれ だ た こと か 。3000 年 以上 の 経過 の 後に 、 フ ァ ラ オ の 道 体 は 発見 され 、 現 在 カ イロ の 博物 
館 に 保存 きれ て いる 。 ミ イラ は 、 フ ァ ラ オ が 怒り と 起 か る を うか が わせ る 顔つき を し た 、 や せ た 背 の 低い 男 で あっ 
た こと を 示し て いる 。 モ ー ゼ は ラメ ス 2 世 (Rameses 1!) の 時 代 に 生ま れ 、 彼 に 育て られ た ( 出 エ ジ プ ト 記 2 
の 2 一 10)。 し か し 、 モ ー ゼ が 拓 言 攻 と し て の 使命 を 託 き れ だ の は 、 ラ メス 2 世 の 息 子 の メ ネ プ タ (Meneptah) 
の 治世 の 時 で あっ た Jew.Enc. 9 巻 P 500 と 、Enc. Bib.「* ロ 」 と 「 エ ジ プ ト 」 の 個所 )。 


注 49 この 演説 は 、 モ ハッ マ ド に 対し て で は な く 、 ク ルアー ン の あら ゆる 読者 に 対し て の も の で ある 。 を その 
事 に つい て は 、「 流 われ ら が 降 せ し 」 と いう 言葉 も また 、 こ の 話 が モハ ッ マ ド に きれ て いな いこ と を 示し て いる 。 
と いう の は 、 ク ルアー ン の 数 個所 で 、 そ れ は 全て の 民 に 示さ れ た と 述べ られ て いる か ら で あ る (2 の 137、21 
の 11)。 ま さき に 次 の 節 が 、 こ の 見 方 を 支持 し て いる 。 何 故 な ら ば 、 マ ホメ ッ ト は どう あっ て も 「 ア ラー の み し る 
し を 疑う 」 人 々 の うち の 一 人 で は あり 得 な いか ら で あ る 。 
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系 上 普 ョ ナ 
99、 ョ ヨナ の 民 を 除い て 、 信 仰 に 入り 、 を の 信仰 ン zz る し セタ ーッ ン バ ダ の g ン ッ ン 
の な か け を 被 む り た る 邑 ( 注 50) な か り 仙 9CGUGSe24 る 69 
し は 何故 だ ? ヨナ の 氏 が 信仰 に 入り た る P IRM と 04 0 人 還 RG 
時 、 わ れ ら は 彼 等 か ら こ の 世に お ける 恥辱 2 2 し 
の 定 を 除き 、 し ば し の 給 差 を 三 を た だり 。( 注 OO りあ 22 じ AM 
時 
00. も し 主 が 欲し た り せ ば 、 地 . 上 の すべ て の 4 る ya の の 9 移す 5 
人 々 は 皆 も に 信者 と な らん 。 流 は 人 々 に 央 ウタ 
只 妥 し て 信者 た らし めん と する か ? ( 往 は 2 あど Ge 光 人 
52) 
01. 何人 も ぁ ア ッ ラー の 語 林 な くし て 信和 に 242 の 志 剖 68 WC? 
る 能 わ ず 。 曽 し て 理解 で ざる 者 ども に は 天 バン 
前 を 加え 給 う 。 ( 注 53) @6353yoohe る ポ 
02. 寺 、「 和 好 に 生ずる も の を よく 考え て み OPTP2IEIRREHRC 
よ 」 と 。 釣れ ども 、 押 光 も 登 告 信 ぜ ざる 誠 
人 々 に は 役立た ず 。 ( 注 54) OCND1MTCA 
03. 彼 等 は 、 彼 等 以前 に 逝け る 者 が 被っ た 懲  。 アン の る セン の シレ 
剖 の IM 欠 C、 何 を 打 生 し 介 ぁ か 1 > の SMEidBD 6 
え 、「 待 て 。 わ し も お 前 た ちと と も に 待つ 者 ECW2HBFCACOHE 拉 RC ずい 
@C の JIS2 3 MS 人 
な り 」 と 。 の うう 2 ぞ 
04. その 時 われ ら な は 使徒 た ち 並び に 信者 た ち EK Cg 1 う イイ タタ ッ ャ イク る 
i 
を 救う べし 。 か く の 如 く 信 者 を 救う は われ 9 " 字 ブ 
ら が 義務 な り 。 の Ca31AS 主 
8 @* 8 
注 30 町 に 住む 人 々 の 事 。 
注 51 (4 章 164 節 、6 意 87 節 、21 剖 88 節 、37 


自分 の 民 の 所 に つか わき る れ だ と な っ て いる 。 彼 は イス ラ エ ル 人 人 で も な けれ ば 、 
く 、 た が だ 彼 旨 身 の 民 の 区 域 に 行っ た だ け で あっ た 。 


5、68 音 49 節 ) の 中 で は 、 


さ に 行き を そこ 


い の で ある 。 


注 52 
いき さか の 双 い も な く 明 6 か と な っ て いる 


往 53 


注 54 


単に 日 先 で 、 あ る 教義 を 述べ る だ け で 、 真 の 


ヨナ に つい て は 、 ク ルアー ン の 6 個所 で 述べ られ て お り 、 
彼 は "イスラエル の 預言 者 
h べ の 人 々 に の ろ い を か ける よう 命じ られ だ 。 そこ で 、 


この 節 に より 、 イ スラ ム 教 は その 布教 の 為 に 武力 の 行使 る 許し た り 到 持 し た り 
(2 章 257 節 も 参照 。)。 


「 天 地 に 生ずる も の を よく 考え て みよ | と いう 言葉 は 次 の ょ ぅ な 意 


述べ られ て いる (2 列 王 紀 、14 意 25 笛 )。 
クル アー ン に よる と 、 彼 は 
ニ ネ ホ べ に つか わき れ た の で も な 


翌 書 研究 者 達 自 ら も ヨナ の こと を イス ラ エ ル 人 は 認め な 


し な いと いう こと が 、 


言 仰 を 得る こと は 不可 能 で ある 。 


で ある 。 モ ハッ マッ ド の 主張 を 
ら 6 か で ある 。 それ で 、 そ の 主 苦 


成功 と 繁栄 に 導く よう 運命 ブ づけ て いる 数 々 の 因 は 、 天 と 地 の 両 方 で す で 
は それ 自体 の 美しい 教訓 の 力 で 築 栄 し て いく の で 、 そ の 主 湖 を 助け る の に と ん な 強制 も 必要 と し な い の で ある 。 
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105. 


106. 


107. 


108、 


109. 


110 、 


第 十 一 項 
云え 、「 流 等 人 々 よ 、 た よい お 前 た ち が 我 
が 宗教 に 駐 い を 抱 て と よ も 、 我 は お 前 た ち が 
アッ ラー 以外 に 拝 する も の を 排 す 。 我 は 
お 前 た ち に 死 を 賜 う アッ ラー の み を 拝 す 。 
げに 我 は 信者 た る さき こと を 命ぜ られ た 
9。 


また 我 は 神 の 言い つけ を ぉ 前 た ち に 伝達 
する こし と も 命ぜ られ だり 、『 常 に 神 に 心 を 向 
ける 者 と し て 宗教 に 専念 し 、 ア ッ ラ ー に 


あ だ し が 


季 神 を 便 を 祀る 者 どの 一 人 と な る な か 


アッ ラー の 外 に 、 流 を 益 する こと も 損 な 
うこ こと も な し 得 ぎ る 者 に 、 祈 る な か れ 。 も 

し 液 之 を 多き ば ば 、 液 は 必ず 不義 者 の 一 人 と 
な らん | と 。 

も し アッ ラー が 揃い に よっ て 液 を 菩 し め 
な は ば 、 彼 以 外 に 符 人 た り と 5 逐 を 除く こ こと 
態 わ ず 。 ま だ も し 幸い を 授け よ うと 』 思え ば 、 
筒 人 6 その 軸 笹 を 陽 む こ こ と 能 ゎ ず 。 後 は 僕 
等 の 中 か ら 御 心 に か な う 者 に それ を 施し 給 
う 。 彼 は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 


記 を 、「 流 等 人 々 よ 、 今 、 主 より 真理 が お 
前 た ち に 来れ り 。 その # に ee wo だ 
巳 れ の 利益 の た め に 導 か れ 、 誤 る 者 は た だ 

巳 れ を 摂 な うた め に 誤る 。 我 は お 前 た ちの 
付き 添い 人 に 非 ず ] と 。 


ざ 詩 


液 に 啓示 きれ た る ぁ の に 従い 、 ア ブッ ラ ー 
が 審判 する まで 耐え 忍 べ 。 彼 は 最も 優れ だ 
る 審判 者 な り 。 


M 8 


@ccsG2 
の る 交 DPMIGtEYS の YE を 


ライン タン ッ ン 


) 入 の dy ヒ 純 の の Cs 
GRY2NEGE 


守 


タイ イン タク ち 


@⑨2e り 完 2 し ら 


の 名 生生 
(653 と DS 
@u る ee 


2 イー イッ テレ ーッ 信 し 
と 0K と ob9D IE ぎら 
モン ッ の ィ ァ ン 
@SA 先 
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。 アリ フ ・ ラ ー ム ・ 


。 今 彼 等 


ラー。( 注 1) こ は そ の 諸 
節 が 礁 定 せ られ 、 欠 陥 が な 〈、 細 部 に わた っ 
て 説明 きれ だ る 経典 な り 。( 注 2) 
.。 そ は お 前 だ た ち に 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 何者 を も 
崇拝 すさ か ら ず と 教え 給 う 。 我 は 警告 者 普 
びに 期 報 伝達 者 し し て アッ ラー より わ き 
れ た る 者 な り 。 
.。 お 前 だ ち 主 の 落し を 求め て 、 
すれ ば 定め の 時 至る まで 、 主 は お前 た ち に 
沢山 の 給 状 を 与え を ん 。 ま た 功績 の ある 者 に 
は 四 恵 を 授け ん 。 されど 、 も し お 前 た ち 背 
き 去 ら ば 、 我 は お 前 た ちの た め に あの 机 ろ 
し い 日 の 懲罰 を 巡る 。( 注 3) 


4 帰り 着く と ころ は アッ ラー な 
s 肖 し て 彼 は 葛 事 に お いて 全 な り 。 

は 彼 に 見 られ まい と し て 、 を の 胸 を 

折り だ たたむ 。 役 等 を の 衣 で 体 を すっ か り 包 

み 尻 る ん | し て も 、 彼 は 彼 等 が 何 を 航 し 、 
また 何 を 串 す か を 知り 給 う 3。 げ に 彼 は 、 役 

等 の 胸 穫 に 抱く も の を 深 知 し 給 う 。( 注 4) 


lo 基 ら つう 


ラッ タ る 。 る 侍 タロ ーッ 

Go0 す 6 っ で FCUEGK1 MEN 
マッ レン 
のみ あっ 2 に 
の タッ る シュー る クタ gr ン 
2320042 和 9 の ) 600 

ッッ ーー タ ョ ンタ 1 MK タン > 
5 KM 0DCEC24GIE 

る っ 。 人 る アデン テン ン 

の 2 の ぞ ま か り に 
軸 2 2 区 人 イン 全う イア タン 
NR 
Ok る 1 


ラマ ン クー ト 

0 2 レル スレ 
@8 を 255 うう 私 各 あ ( 
ンタ ッ 2 タッ ラッ ント に 2 タレ ラッ タ ダテ ンタ ング イン 
日 SE 。 あ 50uo と | 
(っ? ンク タレ タイ コッ タン レレ ンタ イタ ンタ ン フッ 
OAD る の CN た IO ュー コ 


OPPRWGI PPP 


が ある 。 


示し て いる 。 給 養 は 過去 の 罪 に よる 外 
る 行動 の こと で ある 


われ は 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。 


イス ラム 教 の 根 木 と な る 教え に は 反論 の 余地 が 全く な い の で 、 そ れ ら 
し か し イス ラッ 数 に つい て の あら ゆる 真実 を 知る 為 
細目 ょ り 優先 すべ き で ある 。 


それ で も 、 根 本 の も の を 
は 、 人 の 精神 の 発達 


。 神 に 近づく の に 、 


を 受け 入れ る の を 妨げ て いる 理由 は 、 
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こ は 、 根 本 と な る 雪 え と 、 
は 、 給 養 の 段階 が 、 ざ ん げ の あと に 氷 て 
凌 に 対し て 神 の 保護 を 原 い 求 ゆ た あと 、 誠 3 
これ 以上 の どん な 良い 手段 を 想像 する こと が 山 来 る で あろ うか 。 


達 は 、 疑惑 と 反対 の 念 を 心 に 隠し 持っ て お り 、 
彼ら が 心 の 内 を 開き 、 


議 を 中 し 立て る の は 暴 し い 。 
を それら の 調 日 の 二 方 を 学ぶ 必要 


、 そ れれ より も 価値 カ 


を それら を あら お わ に 出 き な いし 、 取 りり 除い だ り 
医 い を 時 5 ら す の を 彼ら 自生 で 


第 一 章 フー ド 


7 地上 に お ける 生き と し 生け る も 5 の 、 み な を 人 セ 科 て Sn ss っ レス ュ 
の 食物 を アッ ラー に 頼ら ぎる も の は な し 。 2 UopJl9 玩 bo2 じ 5 3 
彼 は を の し ば し の 党 在 場所 も 、 常 住所 も 知 こき 2 そ ラ ス 42 62 
! 符 ・ 泊 事 は 昔 せ て 胃 快 な る 経典 に あ 有 M 

。( 注 5) 〇 み づ 

8. 玉座 が 水上 に 在り し 頃 、 六 H の 間 で ( 注 6) 6 の 92oUSISE る 角 人 る 
天地 を 剣 造 し た る は 彼 な り 。 こ れ は 役 が 、 ー。 2 の て の の の - ぅ 
お 前 た ちの うち 誰が 一 立派 な 振 的 い を す っ 512 人 移 3 ル 0 あ 4 だ 6 の 5 2 


か 試さ ん が た め な り 。 されど 流 も し [お シッ ンタ クン シー ンタ ラス ン ラ レッ レン 
前 た だ ち は 死後 必ず 時 ら し ゅ 5 れん 」 と 坪 。 9OPO35RS251GNoM 2 ら ので 
わ ば 、 信 ぜ ぎ る 者 ども は 必ず 云わ ん 、「 こ れ 


タッ す ルレ に 
1 1 て g ラン 。 
は 明らか に 記し 以外 の 何 6 の に 6 更 ず 」 タン ル DO ゆめ ga 
と 。( 注 7 の 2 を 
( 注 7) 2 
9. まだ われ ら が も し 彼 等 の 懲罰 を 一 定時 期 延 ン ッ タッ る する 7 補 ン イ ンタ タッ ン 3 イン 
ば せ ば 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、 「 何 が を それ を 制 0 2oOleer ジ う 


よ す る の か 1」 と 。 還 役 等 に 下る H ほ 、 を 5 守 2O3 as 0 の 161E ス 
4e 光 DER 

れ を 導ける 術 $ なく 、 日 順 喘 笑 し て た も の 拓 *Y の っ 

に 彼 等 は 包 因 され ん 。 の も Ge に 32 
第 二 頂 

10. も し われ ら が 人 人 間 を し て われ ら の 慈 圧 を 味 志 ン 1 の の る レッ ン っ 
わし ゅ 、 然 後に これ を 彼 か ら 取 り 上 げた ンタ もつ EooIGStoH2 
な ら 、 彼 は 絶望 し 、 思 を 忘 る 。 の の 詩人 


往 3 押 は 、 神 の あら ゆる 創造 物 の 為 に 、 食 物 を 用 意 な る れ た だ 。 地 の 底 深 《 に 住む 虫 や は 串 類 の 為 に 、 生 活 
の 手段 を 与 を きえ し た の で ある 。 人 間 の 理性 は 、 こ の 様 に 地上 や 地下 の 無制限 に 存在 する 中 や 昆 遇 : 3 
様 に 、 ど こ か ら 食物 を 得る の か を 知っ て 当 る 。 人 間 は 宝 宙 の 神秘 を 解明 し た 上 考え て いる が 、 自 分 達 が 食 
で さて いる いろ いろ な 種類 の 食物 は 言う に 及ば ず 、 全て の 生命 体 を まだ 完全 に 知り つく し た 訳 で は な い 。 し か 
神 は それ ら 全 て の も の に 対し て 十分 な な され た だ た 。 この節 は 、 神 が 剣 造 物 の 中 で も 最も 卑しい 物 を 
上 の 必要 性 か ら 供給 きれ た 様 に 、 追 徳 的 精神 的 な 必要 物 と し て 同様 の 供給 あす る の を 確か る こと が 出来 な 
か っ た し 、 そ れ が 人 間 で あり 、 押 の 制 造物 の 本 数 で ある こと を 示し て いる 。 この 人 招 は 、 あ ら ゆ る 生き 物 の 一 時 
的 永久 的 すみ か だ け で は な く 、 そ の 力 が 発展 する こと が 出来 る 最大 の 限 独 に つい て も 依 べ て いる 。 

注 6 7 章 55 節 委 暑 。 

注 7 水 の こ と は 全て の 生命 の 源 と し て クル アー ン の 中 で 繰り 返し 述 ぐ られ て きた (21 章 31 節 、25 章 55 第 、 
77 意 21 節 、86 章 7 節 )。「 玉 座 が 水上 に 在り し] と いう 言葉 は 、 僅 大 な る の 表示 は 生き 物 、 と り わ け 全 人 
造物 の 中 で 最高 の も の で ある 人 間 を 通し て 見 られ る こと を 表し て いる 。 こ の 言葉 は 又 、 神 の 美徳 は 思 恵 の 表示 
の 麹 に 、 ク ルアー ン の 数 箇所 で 水 に た と えら れ て きた 神 の 啓示 の こと を 世 味 し て いる の か も し れ な い 。「 お まえ 
た ち は 死 後 、 必 ず 時 らし られ ん 。」 と いう 言葉 に は 次 の こと が 示 き れ て いる 。 この 創造 の シス テム 自体 、 人 は 
死後 生命 を 持つ こと を 表わし て いる 。 と いう の は 、 意 志 と 独立 心 を 持っ だ 生物 が その 中 で 生き な けれ ば な ら 6 な 
いこ の 広大 な 宇宙 とい う 創 造物 は 、 そ の 生物 の 創造 が 僅 大 な る 目的 に か な う きれ て いる こと を 明らか に 
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11. だ が も し 和 災難 に み ま わ れ た 後 、 わ れ ら が 彼 4 殺 2 人 2 攻 3 Rd 衝 負 3 は ティノ 
に 幸福 を 味 わ せ て や や る 上 、 彼 は 自信 を も っ Ozone SO う 
て 云わ ん 、 | 不幸 は 匠 よ り 去 れ り と 。 見 よ 、 8 163 ンス る 

) の も) の と の に 3 て か う 
役 は 大 者 び し て 自慢 す の 
ルコ タタ ンプ 2 る 

12. 厨 え 忍び 差 い 行い を な す 者 は 別 と し て 。 abL2Bo 和 名 
彼 等 に は 赦し と 素晴らし い 報 美 が 与 えら れ の の の 13 る っ < 
ん 。 の 9 全う 52 

13. 笑 ら (て 液 は 、 液 に 啓示 る れ だ る も の の 一 部 。 シン 。 包 人 セ イイン ン 
を 放 乗 し た い 和 持 ち に な り 、 る の た め と に 己 6L5293h お Co CURE 
内 1 内 胃 則 7 由 ノ イス 2 ウッ クン タッ タマ ラン 
が 胸 を 苦し め ら れる 。 を は 彼 等 カ 「 価 故に 人 3 地 多 EDEIHPSRYR3IGYA 
室 物 が 彼 に 降る きれ ぎる か 、 ま た 何故 に 天使 ダン の 
が 彼 と 共に 玉 6 ざ る か ? | 云う が た め な な ひら まあ っ oeilUBL SA 
り 。 液 は た だ 警告 者 に 財 ぎ ず 、 高 事 の 監視 ょ ノン 
者 は アッ ラー な り 。 @%9 

14. 彼 等 は 云う 、「 役 が これ を 偽造 し た の で は な ュー ンタ ンス 225 oo ンション 
いか 7 1 と 。 を 、「 も し 前 た ちの 言葉 が アー たび OU 
真実 な ら 、 然 ら ば これ に 類する 意 稚 を 十 ほ 人 64 EC CER 

aM 62 Eo21 う の 8o 

ど 作 っ て 示せ 。 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 た ち が イー の デリ ラッ 
し うるう 

頼れ る 神 に お 願い し て みる が いい 」 と 。 了 

5. も し 彼 等 神々 が お お 前 た ちの 挑 職 に 応え られ さこ スー イン シン プッ RG え 
の な ら 、 を は アッ ラー の 御 因 臣 に て 導 示 人 ゆ ON PR 当 の 
る れ むだ る も の に し て 、 彼 の 他 に 神 な きこ と 61901 間 の の 

) ol Ue5 4 ら ! う 
を 知れ 。 き れ ば お 前 た ち 服 従 す る や ? ^ 

6- で あれ 現世 の 邊 造 と を の 米 間 を 補 む 者 に っ ら Co タ 2 
は 、 彼 等 の 行い に 対し て 、 わ れ ら は 現世 に CD ON oo 
な いて 到 分 に 者 め べ し 。 決 し て 不当 に 道 せ OCZ 多 2S229G9280 じ ST 
ら る る こと な し 。 

7. きれ どこ れ 等 の 者 ども は 、 来 世に お いて 火 タイ イン る ニシ ッ 

! 8 at 
衣 の 外 に 何 も を き 者 を り 、 彼 欠か と > CEOS の 59( は 2 | 
こ 無 と ヵ で 舞い は ンタ ンタ ィ の ッッ タン ン 
そる と は 無 と な り 、 す べ て の 振舞 い は 徒 @68 RIUNY1 の HI 64 Ez2 
労 に 帰 きん 。 ダ ダ 
9. より の 明 自 な 証 半 に 差 づい て 、 主 の 神 先 お し 恒 0902S く 9 
の 真理 な る を 証言 する 彼 に 従い 、 し か も 重 衣 2 
滴 導 に し て 慈 直 を な る モー ぞ の 経典 に よっ 835 1 を Cg 3 
する の で ある 。 し か し この 世界 で の 導 命 は 短く 、 試 し と 試練 の 一 時 的 存在 で ある この 試し と 試練 の 一 時 


の すみ か の 後 、 人 間 は 報酬 の 永 統 的 な 永遠 の すみ か に 進ま な けれ ば な ら な い 2 て の る 
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て 予言 され て いた 者 が だ うし て 諸 歌 師 で あ 1 る 
べき か ? これ を 信ずる 人 々 は 、 次 の 信者 な 5! の も 六 
5。 廊 し て これ を 信 ぜ ず 反 対す る 徒 各 は 、 338 は あちき 550 る 
火 獄 が 約束 の 地 ほ も な らん 。 きれ ば 、 液 これ ッッ ン 


を 疑 2 な か れ 。 ま こと に これ は 、 流 の 主 よ 


り の 真理 な り 。 き れ ど 、 人 々 の 多く は 之 を 
信 ぎ ず 。 ( 注 8) 
19. アッ ラー に 対し て 央 竹 を 案 池 て る 者 より 更 GO TOK oo 5( の 5 
に 大 な る 不義 者 は あろ うか ? か か る 者 も プッ ーッ ション が レッ マン ョ レン ラン 
は 主 の 御前 に 引き 立て られ 、 首 人 た ち に 、 4 (CNT セ ば と うと らら っ 
「 こ 等 の 者 は 走 に 対し て 大 働 を な し た ンー 
! 
り 」 去 わ れん 。 を れ 、 ア ッ ラー の 皿 湯 不 ひそ 引 (CS 斉 93 co 
義 な す 若 の 上 に 陸 ぁ 。 ( 生 9) @SuMhi 
ち と 1 デン ュ 
20. 彼 等 は アッ ラー の 六 か ら 人 々 を 背 か し ゅ 、 セン 7 を ク ス (OS と の る ちる 前 
光 を 曲げ ん と 謀る 。 その . 上 、 来 世 を 信 ぜ ね 。 
者 な り 。 の の 282 482 
ェ か レレ レン る ・ 4 
21. か か る 答 伏 は 、 地 上 に お いて 神 の 計画 を 控 2 や 2 
0 わ ず 、 ま ッ ラ ター 以外 に 如何 な ラテ ィ タン ルッ 5 きめ 完 j% ラタン 
愛 談 者 も 持っ 壱 わ じ 。 彼 等 の 刑 剖 は 倍加 つい は aa HP や ンプ 
に 当 能 > ピア アア 0 5? っ | マッ ン 29 人 ン 
時 彼 等 は 聴く 角 わ ず 、 まだ た 兄 る 能 わ DWS16 タ 315 らら EAI 
ビ 。 ( 注 10) 
デ ッ う 29 
⑥ 〇 Aa 
いな る ラタン 人 イ スン ョ タン ルン の タン レッ タン ンー 
22. 彼 等 は 己 が 身 を 減 ぼ せり 、 凍 し て 彼 等 が 案 Aa が euU ろ 346515 663 
出せ る 神々 は 役 等 を 見 捨て る べし 。 ジン 
oO 
注 8 この 節 で は モハ ッ マ ド を 支 持 し て 三 つ の 主張 が 言葉 で 示 る れ だ 。 (8 ) 「 彼 は 、 主 か ら 下 され た 明らか 


な み し る し の 上 に し っ か り と 立っ て いる 者 で あり 」(Db) 


を 証明 する 失 に ] を し て 、 
し る し 」』 ほ た いう の は 、 モハ ッ マ ド が 、 
こ 。 そし て 、 


ゼ の 経典 に よっ て 予言 る され て いた 】 と し 


彼 の 真 容 性 を 証明 する 証人 達し いう の は 、 


た 。 一 段 と 秀 で た 証人 と いう の は 、 


この 証人 達 は 、 神 の 子 言 者 傍 の こと で ある 
不信 凶 に 導い た 指導 者 達 は 、 彼 ら 自 身 の 罪 と 、 


「 役 
(c ) 「 モ ー ぞ の 聖書 に 彼 の 出現 は 子 
牙 落 し 追 廃し た 入 々 の 生活 6 
彼 の る 
達 は 教訓 と 慣 接 に ょ っ て 時 f 
きれ だ た メシ デブ アア ハマ ディ ア 運動 の 創立 者 で あっ た 。 
ほ は 、 旧 約 班 革 


よう に 主 か 6 下 る れ た 証人 が 真 で ある こと 
れ て いた だ 」 と 。「 主 か ら 下 きれ た 明 ら 6 かなみ 
| き 起 こし た 僅 大 な 道徳 的 革命 の こと で あっ 
達 の 中 か ら 現 われ た 神 に 支持 きれ た る 指導 
通し て イス ラム 教 の 真理 し クル アー ン を 確立 し 
次 の 、「 モ ー 
の 中 に 見 い 出 され る モハ ッ マ ド に つい て の 数 々 の 


と いえ る 。 
彼ら が 誤 


っ て 導い た 者 産 の 罪 と の 両方 の 為 に 加 せ られ 
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23. 彼 等 こ を は 、 疑 いも な て (、 来 世に お いて 最 レン 
大 の 失敗 者 な り 。 と 52 32928225 


妊 さ ュー 芋 行 を > 人 を ロイ アル アカ クア PP 
24. 然し な が ら 、 信 じ て 状 行 を 狗 し 、 主 の 御前 1 且 au 3 11| 
" 議 虚 る 者 一 これ 等 は 楽園 の 住人 に し て 、 トレ ーッ ショ ーッ タラン 3 や ー 
を の 申 に 永吉 に 滞在 せん 。 ( 注 1) @G%0E ASS SE21 こ ap13U MSe ジ 


25. 両者 を 避 う れ ば 、 生 て 坦 と 、 日 も 見 えれ ば 。 っ スー し 攻 2 SM。 の 多 
2 >292 9 の 
耳 も 閉 え る 者 と の 培い の 如 し 。 両 者 の 状 下 2 ・ 
等 し か らん や 7? これ で も まだ お 前 た ち 理 余人 あら GOES US が 
た JNI JO4 2 
せ ぎ る か ? ( 注 12) や 3 


第 三 項 
タバ ン ラッ ンタ イ ンタ と レッ ン ラン ン ン 
26. われ ら は ノア を を の 民 に 造 ち し て 、 二 わし 5 と 6) る ESECLAS5 
め た 、「 実 に 匠 は お 前 だ ちの た め の 、 平 凡 な 9 ? 
一 介 の 警告 者 に 過ぎ ず 。 ⑨⑳ 〇 ら ? 
27. お 前 だ ち は ア ッ ラ ー の 外 に 何者 を も 消 拝 すら 記 を き E18L0UDAS 
ル 35050bos 


る な か れ 。 げ に 我 は 、 お 前 だ た ちの だ め に 、 月 
悲惨 な 日 の 刑 還 を 恐る 」 と 。 ( 注 19) の 2 多 
28. その 民 の うち の 信 ぜ ぎる 長老 たち は ぶん 2 イ 
WI 【 
り 、「 我 等 は 液 を 見 る に 、 我 等 白身 と 同じ 人 NPD じ あ あら 2 0 WUUS 
間 に す ぎ ず 。 ま だ "見 る に 、 た だ 等 ちっ SL 3031 2Cts タイン 


の 中 で 最も 卑しい ぃ 連中 が 考 を た ん な し に 液 に 。 レッ 
2 シフ の ーー レレ ン で ンー レレ ネイ ュ ブス 
従っ な に すぎ ず 。 ま た 我 等 は 、 お 前 が 我 等 LosoeCieA0ey じ 3 


ょ り 何 も 優れ て いる と は 思わ れず 。 を それ ど oo の 科 

ころ か 、 前 は 嘘つき だ と 我 等 は 信 ず ] ほ 。 CH 
29、 ノア は 去 え り 、「 我 が 区 よ 、 我 に 告げ よ 。 も の っ 人 

し 我 、 寺 の 明 証 に 基づい て 、 主 の 御 許 か ら あの の CI 


慈 門 を 賜わり て も る 、 そ れ が ちな 豚 た ち に 解 し こと ルン Ps 55 
が た い の な ら 、 之 を 狂 悪 うお 前 た ち に 、 我 2 人 1 じじ 
等 之 を 強い 得 べ けん や ? eo 人 


注 11 精神 的 発展 で より 高い 授 財 に 上 る 為 に は 、 正 し い 信仰 と 普 な る 所 業 に 加え て 、 神 へ の 完全 な 確信 と 服 
従 、 を し て 神 に 対す る 完全 な 信仰 が 不可 欠 で ある 


注 12 ここ で は 、 E 不信 爺 と の 間 が 美しい 対比 で 示 ぉ れ て いる 。 信仰 者 は 視覚 と を 完全 に 所 有する 
者 と し て 表 わ る れ 、 不 信仰 者 の こと は 、 め くら 6 で つん ば ぼ の 人 間 に た と えら れ て いる の で ある 。 


注 13 IE 


と 「 悲 惨 な 日 の 銘 制 ] は 異な ぁ る も る の で ある 。 後 者 の 表現 は 、 よ り 大 き な 激烈 き を 暗示 
し て いる 。 あ る 種 は 非常 な も の で ある 。 し か し 、 何 百年 経過 し た あと で きえ 、 を の 日 々 の 記憶 
絶え ず 付 きま と ぃ を 与え 続け る 様 な 「 特 定 の 日 々 ]」 が ある 。 現実 の 「 懲 太 ] は 、 そ れ が 降り か か る 人 々 
に だ け 苦 獲 を 与え る の だ が 、 の 日 々 ] の 記憶 は それ 以後 の 人 々 を さえ た おび えき せる も の で ある 。 
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30. 我 が 民 よ 、 我 は その 報酬 と し て 、 前 だ ち 1 ニタ ン シ ィ ン 2 る 
に 如何 な る 財 貰 も 求む る に 非 ず 。 我 が lo ICSC ドク 3 
は アッ ラー か 6 の みな り 。 面 し て 我 は これ 225024 ン 2 トキ ッ 
* 2 louo0b 6 11 
等 信ずる 者 を 追い 払う 気 は な し 。 彼 等 は 必 間 AUPDCAOI の PR 
ず 主 に 見 えん 。 さ れ と 我 は 、 お 前 た ち が 無 @6333 の の ス る 5 
知 な る 民 だ と 考え る 。 
由 タッ 
31. 我 が 民 よ 、 我 も し 邊 等 信 者 を 造 あ ば 、 テ アッー lesb の Ao26A 光 の 8 る 
ラー の 舌 り に 対し て 我 を 助 て る は 誰 す ? な レン 
前 た ちこ れ で も まだ 気がつか ぬ の か ?7 の の 
32. 我 は お 前 た ち に 、『 我 が 手 に アッ ラー の 室 あ 。 ィ ン ン ノン ょ タッ タン 
り 』 上 か 、「 不 可 相 な も の を 知る 』 と か 、 00FMI に CT 0 あべ KID 
た 『 我 は 天使 な り 』 と も 云わ ず 。 ま た だ 我 は 、 ン マン タン イン ン ン 6 
1 1 CS 
お 前 た ち が 冶 丁 し て いる 人 々 に 関し て ed23P8J35 
ー ュ 1 ら ン 9 上 g テン 】 5? ン 
[アッ ター が 彼 等 に 如何 な る 率 全 も 探り ぎの し とい を うお の うこ ンジ 
る べし 』 と も 云わ ず 一 彼 等 の 胸中 に 何 が あ レラ ンー ョ ーッ シン 
る か を 一 番 衝 存 知 な の は 、 ア ッ ラ ー な り 。 @ouABNC3 GUSSIG ら 
それ 等 を 款 いし 場合 は 、 了 は 不義 者 の 列 に 
加わ 5 ん] と 。 
33. 彼 等 は 云え り 、「 ノ ア よ 、 流 は 特等 と 論争 せ アレ レイ ンー ンス セレ ション ュ タカ 
り 、 し か も 、 し ば し ば 長き に 綱 り 。 も し 液 eS KGCSe 8 で 遇 
の 言葉 が 真実 を 語る な ら 、 流 が 特に 成 際 ン ン 
する こと を 今 ここ に 宿 せ 」 と 。 っ AB 
34. ノア は 云え り 、 「$ し アッ ラー 欲し な ば 、 お タタ イセ レレ ラプ イッ 98 を. し る イ ( る 
前 た ち に それ を 族 す は 彼 の み 、 面 し て 前 2 2CO1 人 0 Ed6 
た ちせ は 神 の 御 意志 を 妨げ ける こと 前 わ ず 。 @o の be 
( 注 14) 2 ズバ 
FR 内 内 タン レン ラン タッ ン っ シン 
95. ぁ し 7 ッ タ ー が 前 だ も を 流 ぼ きん と 鈴 約 で の lo ああ ジィ 5 イタ 
な ば 、 た と い 我 お 凍 た ち に 也 告 せん よ 欲し 2 フリ ルン ーッ ッッ 
て も 、 我 が 忠告 は お 前 た ち を 益 せ ぎる で し 。 うる の 2 る の (KT 
お 前 た ちの 主 に し て 、 お 前 た ちや が て チア 
彼 の 件 許 に 召し 客 せ られ ん 1 E。 ( 注 15) @O 計 3 
往 14 この 人 節 は 、 句 呈 の 予言 に つい て 次 の 三 つ の 重要 な 規則 を 具体 化し て いる 。 ( ぉ ) 答 罰 が 現実 に いつ 起き 


る か と いう こと は 、 一 般 に は 明らか に されない 。 
取り 消 き れ だ た り し 得る も の で ある 。 


(b) 予 言 は 条件 付き で あり 、 神 が 欲す る まま に 延期 きれ た り 
(< ) 欠 六 の 予言 に 関し て 、 ど ん な 変更 が 起き よう と も 、 押 の 不変 の 日 的 は 


決し て 変わ る こと は な い 。 なぜなら 、 不 信仰 者 遂に は 「 視 の 日 的 を ( じ か せ る こと が 出来 な い 〕] か ら で あ る 。 
この 節 は 、 ノ ア が 、 彼 の 民 が 彼 を 信じ な か っ た 為 に 非常 に 低 り 、 彼 ら の 江 亡 の 閣 に 析 っ た (71 章 27 節 、 


注 15 
28 節 ) と いう 一 般 に 持た れ て いな 話 っ た だ 稚 念 を 取り 去る も の で ある 。 
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36. 彼 等 は 人 うか 、「 役 が 之 を 創作 し た る か ? ol る ああ シ 
9 
ほ 。 到 え 、「 我 る し を 名作 せり ょ すれ ば 、」 PCOROPDNEDOKOP 作 の 


と Mu ュ ン イン 
罪 は 我 に あり 。 装 れ ども 、 我 は お 前 た ち が @923562 62 15 8 
犯罪 に は 関 りな し 」 と 。 " 
系 四 項 


37. ノア に か 《 合 示 き れき 、 U す で こ 
し 者 以外 は 、 液 の 民 の 条 入 も 
履 に 彼 等 が 行動 に つい て 、 液 毅 
(年 16) 

38、 きれ ば 流 、 わ れ ら が 辿 祝 の も と に 、 砂 示 に 5059252225 を し 8 員 5 

パン う 
徒 っ て 者 を 造れ 。 悪行 を な せ 者 どの ラウ ラウ フッ ン っ 
こと で われ に 交 了 疹 する な か れ 。 彼 等 は 清 れ @< ぷ 25 5165 の 癌 
死 定 め を なり 」 と 。 

39、 か く て ノア は 方 穫 を 造り 。 を の 民 の 長老 ee 生 は 4 の PGIROECG0 
た ち を ば を 通則 ぎる 毎 に 、 彼 を 遇 弄り 。 と ラン リ ンク ーー と - 
彼 は 云え り 、「 今 前 た ち 我 等 を 呆 り 笑う 上 PCOCCIHGCRDC9 り 6 

いま りな お 前 た ち が 今 棚 り 笑 ぅ 如 ーッ 
我 等 は お前 た だ ち を 笑う べし 。 の Oak 


と な 5 る レー ュ る 。 レ ッ イ の マク 
oe び 5 gd16 


た お 。 モン ルン シネ を マ ン ン トッ ン ッ ン 
2 る な か れ 。 @9955MCuCES95oel5 の 


ッ プ リン タタ イタ ンー シッ ンス 


た 。 2 る の イク [で 
40. を の 時 お 前 た ち は 、 誰 が 上 に 了 衝 の 刑 が 、 0 pl 3 


永 元 の 刑 が 降る か を 知る べし] と 。 4 ンー ラン 
ら Oe 2 Os っ 


41 . 遂に われ ら の 命令 は 下り 、 大 地 さ 9 諸 長 ほ クッ る ンタ ッ ン テン ン 
ば し り 測る 時 、( 和 17) われ 5 は edy らら っ 3 


プン ーッ フン スイ タン レ ニー タン ター タン タク ヤシ 。 
、「 各 種類 の 番 、 雄 と 時 、 並び に の 上 る っ み 刺 LNA2 otoAe の 


N 


と の 舟 に 乗り 込ま せよ 。 但 し 、 すでに 堂 刑 
が 隆 き れ た 者 を 除き 、 信 者 も 乗せ ょ 」 と 。 


民 の 減 亡 を 神 に 祈っ た の で は な く 、 神 自ら が 役 に を うき せる こよ を 望ま れ た か ら で あ っ た こと を 示す か ら で あ 
る 。 

注 16 71 意 27 節 、28 節 に 関す る 祈り は 、 こ の 人 節 が 明示 きれ た あと に 、 唱 えら れ だ も の と 思わ れる 。 この 節 
に よる と 、 ノ ア は 彼 の 民 の 中 か ら 誰 も 彼 を 信ずる 者 が 出 な いで あろ うと いう 神 の 決定 を 知ら きれ て いた 。 それ 
逆 ノ テ の 折り (71 間 27 節 、28 節 ) は 、 神 の 意志 と 定め に 対す る 眼 従 以 上 の 何 ち の で も な か っ た 。 その 祈り が 
意味 し た こと は 全て 、 ノ ア の 民 の 減 亡 に つい て の 神 の 定め を 神 が 実行 し て も よい と いう こと で あっ た 。 


注 17 ノア の 洪水 は 、 た だ 単に 泉 か ら 水 が 湧き 出 た 
それ の 本 当 の 原因 は 、 に わか に 大 雨 が 降り 出し た と と で あっ た 。 雨 は 降っ て 激流 と な り 、 下 る 所 水 び だ た 
し と な り 、 概 し て 大 本 の 時 み ら れ る 様 に 、 水 も 又 、 地 球 の 深部 か ら わ き 上 が り 始 め た 。 そ し て 泉 と いう 上 泉 は わ 
き 上 が り 始 め 、 こ の 様 に し て 、 水 は 天 か ら と 地 か ら の 両方 で 、 全 で の 土地 に 洪水 を も た らし た の で あっ た 。 ノ 
ア は 、 泉 が 非常 に 沢山 発見 きれ た 帆 の 多い 目地 に 住ん で いた の で ある 。 


だ け で は な かっ た 。54 意 12 節 一 13 節 で 明 6 か な 様 に 、 
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きれ ど 、 借 少 を 、 彼 と 共 ? Ce の 1 20 イラ 
An 1 
は な か りき 。 1 デ oto の 0 
42. ノア は 云え り 、「 こ の 中 に 乗り 込め 。 航行 も 2 うし こる ャ 2 トン 2 の ス 
っ つう os gl 5 (5 9 
人 泊 も アッ ラー の 御名 に ぉ いて な せ 。 我 が で ーー 4 PO 
主 は 実に 濾 大 に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 」 Se うう 3 3 う ) 
ょ 。 
43. か くし て 方 舟 は 彼 等 を 乗せ 、 山 の 如き 波浪 EC2 る 284 の な 5 あう 
の 中 へ 進め 行け 9。 ノ ア は 郊 れ て 立て る 我 レック ンー レン 
内 2 27 ッ アレ ] る 
が 子 に 向っ て 呼び か けり 、[ 多 、 玉 Us な Sv の 96348 し で 
等 ほ 僅 に 船 に 乗れ 、 不 信心 者 と 僅 に いる な の ニレ ラン シッ シン 
か し ら Gal ど の 9 
44. する と 息子 は 答え り 、「 我 は 山 に 逃げ て 代 難 4 シレ ーッ 5 タン ョ ディ レー ィ ン 
せん 」 ま 。 ノ ア は 云え り 、「 今 日 いう 日 は 、 Io ysdod5 
テッ ラー が 悲 を 垂れ る 著 以 外 は 、 何 入 も CK 人 WI の (RA の オペ 
ら c2) b し Sc 1 M 
アッ ラー の 神座 か ら 無 事 で いら れる 者 は な リン ツル lo 
し は 。 そ の 時 、 波 浪 二 人 の 間 に 寄せ 未 り 、 @O52lo2 6 の AS 
遂 た 息子 は 濁 死 者 の 一 人 と な れ り 。 ( 注 
19) 
45. や が て 声 あ り て 、 云 えり 、「 大 地 よ 、 流 の 水 。 2 ンタ レー テン ライ 。 タ イン イー ン 
を 吸い 込め 。 大 宅 よ 、 証 降ら すこ と を E ゥ あう 1 多 る 22 Ao26 
よ 」 と 。 す る ま 洪 水 は 引き 、 事 態 は 治まり 、 あッ レン 作っ 人 う ン 7 
ほれ の | 1 
人 は ッ ュー ディ ーIb の 上 に 枯 者 9。 す の CM の TO コ プ PIPK う 了 
る 上 まだ た 声 あり て 、「 小 記せ よ 、 悪 人 ども 」 @Cu 還 し 58 5 人 
云え り 。 ( 注 20) 
注 18 「 各 種類 の ] と いう 言葉 は 、 こ こ で は あら ゆる 動物 た ちの こと で は な く 、 ノ ア が 必要 と し た 全 て の 動 
物 の こと 味 す る の で ある 。 確か に 、 箱 肛 は 世界 中 に いる 全 の 動物 の つが い を 運ぶ の に 十分 な 大 きる で 


は な か っ た 。 


「 つ が い 


の 動物 が 取り 上 げ ら れ だ た こと を 示す の で ある 。 


注 19 この 節 は 、 ノ ア が 住ん で いた 場所 が 山々 に 囲ま れ て し 
ジャ パル ( 山 ) と いう 単語 は 、 一 加 の 山々 が あっ た よい う 
ノア の 息子 は 避難 所 を 求め た の か も る しれ な い 。 


この 様 な 場所 は 、 大 陣 の 時 すぐ に 消 
注 20 
一 連 の 山々 で ある 。 サ ッ レ に よれ ば 「 ア ル ・ 
ん で いた 
ルド ツウ よい う 名 を と っ た の だ が 、 ギ リ シ ャ 人 が それ を Gordyoei と 変 
これ ら の 山の上 に 止ま っ た と 断言 し て いる 言 伝え は 、 か な り 丘 代 の も の で あっ た に 
れ は キャ ルディ ー ン 自身 の 言 伝え を だ ご から で あ る (Berosusapud Joseph.Antiq… 


ギヤ クー トゥ ル 、 ハ ムウ ィ に よる と 、 


アッ シリ ア の 地方 と か 6 分 け 


(各種 類 2 つの み )」 と いう 言 茶 を つけ 加え て いる こと も 、 


アル ・ ジ ュ デ ィ 山 は 、 
ジュ ディ は 、 南 側 の アル メー ニア を 、 メ ソン ポタ ミア と カー ド 人 が 住 
る 山々 の うち の … つ で ある 。 を の 山 は 、 カ ー ド 人 か 6 


駐 絶 対 に 必要 で あっ た だ 数 だ け 


に こと を 示し て いる 。 普通 名 詞 と し て 使わ れる 


実 を 表わし て いる 。 を し て を の 山 の う ちの 一 つ に 、 
その 場所 は 高い 山々 で 囲ま れれ た 谷 で あっ た と 思わ れる 。 
小 に な っ て し まう いう こと は 向く さき こと で は な い 。 


モ サ ル 地 方 の チ グ リ ス 河 の 東側 に ある 長い 


ら カ ルド ウメ は 、 が 
を て し まっ た の で ある ……。 ノ ア の 箱 が 
を ほ い な い 。 と いう の は 、 そ 
ノア の 釘 氏 の 名 残り は 、 
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46。 ノア は を の 主 を 呼び て 、 云 えり 、「 科 が まま 、 oo 1 4 NE 
息子 は 我が家 族 の 一 員 な り 。 溢 の 約束 は 真 ウタ ウ や 9 つて の の うう 


実 で あり 、 液 は 審判 者 の 中 で 最も 公明 正大 6 は 所 KK CE41 2313 

な る 御方 に まし ます 」 上 。 

モリ ュー ェ 邊 き 党 の 実話 品 タン アゴ オイ ラン / る て タッ 
47. 主 は 云 た り 、「 ノ ア よ 、 彼 は 流 の 家族 の 一 員 2 MSGIK の OY 81 そ 品 代 


つ EUe 
に た 非 ず 。 彼 は 不 行 跡 な 人 間 な り 。 され ば 液 ン の Mi レン 
が 知ら ぎる こと に つい て 、 わ れ に 求め を 請 つづ し Ma あ NIRE 2 
3 無知 な る 者 


うな か れ 。 わ れ は 警告 す 、 液 ノッ | いい ッ と ルン テア 

の 一 人 と なら ぬ よ う 」] と 。 ( 注 21) @C ひ 人 の IS26 仙 Ga 

プリ キテ ラ に > ュ 才 5 クッ イ る クッ アラ ン タタ ン デ の の 

48. ノア は 云え り 、「 主 ま 、 液 の お 加 9 3 し 4 の Io の 7 


し て 、 我 、 自 ら 知ら ぎる こと を 溢 に リン テー 
め ざ ら ん こと を 。 液 が 我 を 赦し 、 休 悲 を 重 の の 3 は 人 人 S 導 3 の し 
れ 給 わざ れ ば 、 は 失敗 者 の 列 に 加わ らん 」 ^- し 
と 。 ( 生 22 @c 
49. 声 あ り て 、 広 え り 、[ ノ ア よ 、 わ れ ら が 場 う ュ ク 2< イッ 
平安 上 際 せ ま 。 液 並び に 液 と 和幸 に あ 2 に っ 2 か 5 
まれ る 民族 に 祝 祝 あれ 。 し ば 2 シレ と は で と の | 
し の 関する 民族 も ある みう 然 る 後 ラッ ンク ルン 
に 彼 等 に は われ ら の 猪 刑 が 隆 きれ ん 」 と 。 0 
e2 の 


吾 


双 、 エ ピ フ ァ ニア ス の 時 氏 に こ こ で 見 られ た の で あっ た …… そ し て 、 ヘ ラク シス 王 は タマ ニー ン 町 か ら ア ル ・ 
ジュ ディ に 登っ て 行き 、 ノ ア の 箱 表 の 場所 を 見 た と い われ て いる 。X、 以 前 に は 、“ ノ ア の 箱 玉 修道 院 " と 呼 
ば れ た 有名 な 修道 院 が あっ た 。 ネ スト リア 人 は 、 こ れ ら の 山々 の 上 の ノア の 釘 舟 が 止ま っ た と みな きれ た 場所 
で 、 祝 祭日 を 祝っ た も の で あっ た 。 し か し 、 西 礎 776 年 に その 修 は 、 い な ず ま に よっ て 破壊 きれ た の で あっ 
た 」 (サン Sele P 179。 180) …… ・ ジュ ディ (Djudi) は 、 ジ ャ ズ ィ ラ ・ イ ブン ・ オ マル の 北西 約 25 マイ ル 、 
凝 7 度 30 分 、 プ タン 地方 の を び ぇ 立つ 山 の 一 群 で ある ……。 ジュディ の 名 声 は メッ 泌 タ ミア の 言 伝 ん を よ 
5 ど ころ に し て いる 。 言 伝え は 、 ノ ア の 箱 身 が 止ま っ だ 山 は 、 ア ララ ッ ト 山 で は な く 、 ジ ュ デ ィ で ある こ 
と を 確証 する の で ある 。 十 い 聖 娠 の 注釈 書 は 、 現 在 ジ ェ デ ィ と 呼ば れ て いる 山 を それ よみ な し 、 あ る い は 
キリ スト 教 当局 に よれ ば 、Gordyene の 山 が ノア の 避難 所 に きれ た とい うこ と で ある (Bnc. of slam, 1 座 P 
1059)。 バビロニア の 言 伝え も 双 、 ア ル メ ニア の アル ・ ジ ュ デ ィ 山 を その 場所 と し (Jew. Enc.“Ararat" 参 照 )、 

旧約 弄 は 、 バ ビ ロ ン が ノア の 子 角 の 住ん だ 場所 で ある こと を 認め る の で ある ( 全 世 紀 11 交 9 節 )。 


注 21 この 節 に よれ ば 、 こ れ ら の 人 々 だ けが ノア の 家族 の 一 員 ほ と みな され 、 彼 を 通じ て 、 神 と 真実 の 関係 を 
確立 し た の で あっ た 。 

注 22 フフ ア は 、 彼 の 息子 が 第 の 家 族 の 中 に 合 ま れ て いた で は な いか と 言っ た こと は 、 修 で は な か っ だ 。 を それ 
は 晶 に 人 問 ら し い 誤っ だ 判断 どっ た の で ある 。 し か も 彼 は ざん げ を し た 。 そ の こと は 、 ざ ん げ を する こと が 、 
必ず し も 人 の 発 深き こと の 征 胃 と は な ら な いこ と を 示す の で ある 。 ざん げ は 又 、 人 間 の 弱き か 6 くる 悪 や 、 誤 っ 
た 判断 の 結果 に よる 悪 か ら 自分 を 守っ て くれ る こと も ある の だ 。 

注 23 この 和 館 は 、 ノ ア の 子 双 と は 切り 離し て 、 ノ ア の 箱 舟 で 彼 と 一 緒 に し 仰 者 達 の 子孫 ふち 、 ノ ア の 洪水 
か ら 救 われ 、 し 、 増 加 し だ こと を 示す も の で ある 。 現在 、 学 者 達 は 、 信 地上 に 住ん で いる 者 の 殆 ぼ が ノア 
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50. これ は われ ら が 液 に 啓示 する 、 知 られ ぎる で トン > ント アッ ン 。 っ ッ 
消息 な り 。 以 前 は 流 之 を 知ら ず 、 液 も 流 の CS SICSt 


民 $ ま た 。 き され ば 液 、 妨 面 せよ 。 状 果 は 神 は WU PWM 
を 罰 れ 衝 う 人 々 の 5 の な 5。 ( 生 29 Je の 


人 な [2 る 
第 五 項 は ら か ちら ek Ta 9 
51. われ ら は アー ド の 民 に 、 そ の 同胞 フ クー ド を 1 


タク タタ ゥ タン ン レコ リン 
道 わせ り 。 彼 は 云え り 、「 匠 が 展 よ 、 唯 アッ SGS 


ラー を 宗 拝 せ よ 。 お 前 た ち は ア ッ ラ ー 以 外 2 1 ] に 
に 科 を 有 せ ず 。 彼 に 配 し た る 他 神 は 、 前 9 六 め MDD3 AUo2 和 0 


た ち が 作 り 出 し た も ゃ の に すぎ ず 。 ( 注 25) 


の 子 係 で ある と の 兄 方 に 圭 成 する の で ある 。 

ノア の 洪水 の 話 は 、 る さまざま な 国 の 言 伝え と 文学 の 中 に 見 る こと が 出来 、 を それ ら は 少し ずつ 刀 な っ て いる 
(Enc. Rel. & Eth: Enc. Bib & Enc. Brit. "Deluge" 参 照 )。 こ の 劇 の 結末 は 、 人 類 の 文明 が 起こ り 始 め た 
所 どこ か で 起こ っ た と E 較 的 文化 と 文 胃 一 民 族 が 、 あ る 国 に 定住 する よう に な る 時 は ば 、 
民 j 、 邊 ら を 非常 に 弱体 化 き せ た か の ど ち 
ら か で あっ だ こと は 、 麻 史 的 に まく 知 6 和 れ で ある 。 こ の 様 に 人 類 文 明 の 幕 明け 役 で あっ た ノア の 子 拘 と 
彼 の 仲間 達 は 、 他 の 土地 に 散ら ば っ て 行っ な の で ある 。 と いう の は 、 彼 ら は すでに その 土地 に 住ん で いた 展 府 
より 強力 で あっ た 為 に 、 そ の 民族 を 減 ぼ し て し まっ た か 、 自 分 達 の 中 に 吸収 し て し まっ だ か で あっ だ 。 こ の 様 
に し て 、 役 6 は 征服 し て 全て の 国 に 彼ら 月 身 の 伝統 と 習慣 を と より 入 れ て いっ 違い な い の で ある 。 を し て を 
の 結果 、 ノ ア の 箱 東 に つい て の 言 伝え ちゃ 駐 、 他 の 土地 に 紹介 きれ て いっ た に 違い な い 。 し か し 、 時 の 経過 と 共 
に 、 移 住 者 達 は 、 元 の 寺地 ほ と の つなが り を 持 だ なく な り 、 そ の 結 沙 、 悲 劇 の 結末 は どこ か の 土地 で の 出来 
みな され る 様 に な り 、 人 や や 場所 の を の 地方 で の 呼び 方 が 、 元 の 名 前 に た っ て か わる 様 に な っ た の で あっ た 。 ノ 
ア の 洪水 は 全 人 類 へ の 天 剛 と いう こと で も な か っ だ た し 、 い ろ い ろ な 土地 の 種々 の 言 伝え が 別 の 洪水 の こと を 指 
す と と られ て いた 訳 で も な か っ だ の で ある 。 


注 24 いる いろ な 予言 者 達 に つい て の クル アー ン の 説明 は 、 単 な る 物語 し し て 、 も くろ まれ て いる の で は な 
い 。 を れ ら の 話 は クル アー ン の 中 に 与え られ て いる が 、 を の 理由 は 、 を それら が 、 モ ハッ マ ド 暫 身 の 人 生 に 起こ 
る 子 定 で あっ だ 似通っ た 出来 求 に つい て の 予言 釣 賠 示 を 含ん を で いる か ら で あ る 。 


注 25 "いくら か の ヨー ロッ パ の 批評 家達 は アー ド 人 その も の の 存在 を 否定 し た 。 今 迄 アラ ビア で 発見 きれ た 
碑文 の 中 で 、 ア ー ド が その 国 の ある 民族 の 名 前 だ と 述べ て いる も の は 一 つ も な いと 彼ら は 言う 。 そ れ で 、 ク グル 
アー ン は マ ホ メ ッ ト の 時 代 に 、 ア ラブ 人 の 聞 に 広く いき わな っ て いた だ 人気 の ある 伝説 の 中 の -- つ を 引用 し た に 
すぎ な か っ た の だ と 主張 する の で ある 。 この 反論 は 誤解 の 上 に 成り 立っ て いる 。 事 実 、 人 種 の 区 分 に は 、 二 通 
0 ある こと が 一 般 に 知ら れ て いる 。 一 つ は 人 種 全体 を 表わす 名 前 で あり 、 も う 一 つ は 、 そ の 人 種 の う ちの ある 
特定 の グル ー プ を 表わす も る の で ある 。 ア ー ド は 単 一 種族 の 名 で は な く 、 幾 つか の 種族 の 集まり の 名 で あり 、 そ 
れ ら の 中 の 異な る 種族 が 時 を 変え て 権力 を ふる る っ た の で あっ た 。 彼ら は 、 特 定 の 集まり の 名 を 携え る 否 文 を 後 
に 残し た の で あっ た 。 し か し 彼ら は 全て 、 中 心 と な る アー ド 族 に 属し て いた 。 こ の 名 が 、 古 代 の 地理 の 本 の 中 
に ある 、 と いう 事実 も また アー ド と いう 名 の 民族 が 確か に 住ん で いた こと も 示す の で ある 。 クル アー ン の 中 で 
述べ られ て いる アー ド 種 族 は 、 イ ラー ム と 呼ば れ て いた 。 ア ー ド の 中 の この イラ ー ム 派 は 、 紀 元 前 500 年 迄 統 
いた 強大 な 王国 を 築い て いた 。 彼ら の 言語 は アラ ミ 語 で 、 ヘ へ ブ ライ 語 と 同族 で ある 。 ア ラム 王国 は 、 モ ム 
の 減 亡 後 築 か れ 、 そ の 載 界 の 中 に 、 メ ソン ポタ ミア 、 パ パレ スチ ナ 、 シ サ ア 、 カ ルディ イア の 全て を 合 ん で いた 。 考 
古 学 の 調査 で 、 こ の 王 國 の 幅 が 発見 され だ の で ある 。 

アー ド 種 族 は 、 ノ ア の 民 の すぐ で あと に 生活 し て いた (7 章 70 節 )。 彼 ら は 高い 場所 に 記念 物 を 築い た (26 章 
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52. 我 お 民 よ 、 我 は 之 が た め に 如何 な る 報 醐 8 と 7 ン 
時 ーー 。 1 1)! 役名 

前 た だ ち に 求め ず 。 我 が 報酬 は 、 我 を 創 ) ば と! で 6 み 員 
給 う た 彼 の 御 許 に の みあ り 。 こ れ で も お 前 @698398UG 寺 5 な 
た ち 理 解 し 得 ざ る か ? 
53. 我 が 民 よ 、 お 前 た ちの 主 に 毅 し を 請 み : ん (の 38 る 
すがり すれ ば 、 彼 は お 前 た ちの 上 2 だ の 
り 、 浦 希 た る 雨 を 降ら し 、 お 前 32 0 し 
更に 力 を 加 う で し 。 き まれ ば 不信 心 
て 、 彼 か ら 顔 を を むけ る こと な か れ ] と 。 の の の 導 す 3 
( 入 26) 
54. 彼 等 は を り 、 「 フ ー ド よ ょ 、 液 は 我 等 に 如何 を 2 し ンス ッ ン ョ ン (ンス み 2P1 
を る 衣 誕 sus。 sp 克 ま C、 和み ZooUS25cCSSC3 競 
の 言葉 だ け で は 、 彼 等 の 神々 を 棄て る 気 は 有人 セッ ン セン 
な し 。 ま た を 信ずる 気 も な し 。 GE 
55. 我 等 は 唯 、 我 等 の 神々 の 式 る 者 が 液 に 稀 を は 1 計 き 2 ド 2 
SS 1 I 
を せり 、 ま 二 う 得る の み 」 5。 ラード ge 逢 の 0 5 の 5 YA ON 
ぇ て 、 去 えり 、「 秋 は アッ ラー に 立証 を 了 大 う 、 Go 人 3 1 の fo921IRVRITP 人 1] 
きれ は ば 液 等 も また 、 我 は 彼 以外 に 、 流 等 の 
神々 に 関 りな きこ と せま 。 
56. され ば お 前 た ち み な で 、 我 に 刃 向 か う 計 画 2 ラッ ン バッ 2 人 クック 
や) 
を 工夫 せま 。 我 に 多 子 を ん る な か れ 。 OM の 
57. げに 我 は 、 我 が 主 に し て お 前 た ちの 王 な る タン レタ し レン レッ ャ エー イン の る ン ャ 
テッ ラー を 信 導 し まる 。 生 き と し 生け る 者 、 5 32939 E ダル 
ー と し て アッ ラー が その 前 圧 を 捕え ぎ レン セロ レン レ る レラ 
< の 前 時 を 捕え ざる は zoAE826PKooE Gt おる 
な し 。( 証 27) げに 二 は 、 彼 を 頓 る 人 々 を 導 生 邊 
救う べく 、 正 道 の 上 に 立ち 給 う 。 @ の が っ 
129 節 )。 ア ラビ ア に は 、 今 も 測 、 大 建造 物 の 遺跡 が 残っ て いる 。 こ れ ら の 民 の 歴史 は 今 、 毒 暗がり に お われ 


て し まい 、 只 、 
アフ カー フ (46 音 22 節 ) と 呼ば れ て いる 
する が 、 
て 北ア フカ ー フ と 呼ば れ て いる 。 
ある 為 に 、 
これ も の が 出来 上 が っ た の か も し れ な い 。 
の 主要 都市 や 山 の よ うな 砂 と 鹿 の 下 に 理 ゆ つく し て いっ た の で あっ た (69 立 7、 


注 26 彼ら 6 の 十 地 に は 井戸 も 


アラ ビア の 二 つ の 場所 に 与え られ た 名 で ある 。 


漢 の 砂 が 風 で 積み 上 げ ら れ て 、 


アー ド の 信 々 の 主要 な 職業 は 農業 で あり 、 


は 雨水 に だ な よっ て い だ と 思わ れる の で ある 。 


往 27 


前 敵 を 捕 を る と いう の は 、 ア ラブ 人 の 古い 習 翌 に 関係 し て いる 。 
の 前 に 連れ て 来 ら れ た 時 、 征 服 者 は 彼 の 前 胡 を し っ か り と 捕え て いた か 、 


た の で あっ た 。 
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いて くら か の 建物 の 導 了 が 見 られ る だ け で ある (46 立 26 節 )。 こ れ ら の 民 が | 
。 それ は 、 文 字 上 は 、 
一 つ は 南部 で 、 
これ ら の 広大 な 地域 は よく 肥え だ た 地 で ある が 、 
を こ に 砂丘 を 作り 上 げ る 。 
彼ら の 減 亡 は 吹き つけ る 激しい 風 に よっ て 引き 起 こ る れ 、 彼 ら 


キ ん で いた 他 
ゆる や か に 曲がり くね っ た Z 学 形 の 玉 丘 を 詞 味 
者 アフ カー フ と し て 知ら れ て お り 、 も 
落 漠 の 近く で 
アー ド が 砂嵐 に よっ て 六 せ られ た だ 叶 、 


8 節 )。 
瀧 葉 用 水 も な か っ た 慈 、 耕作 の 人 為 に 


征服 る れ た 民族 が 捕 失 と し て 征服 者 
勝利 の し る し に 彼ら の 前 圧 を を 6 せ 


第 | 一 癌 


フー ド 


58. 


59. 


60. 


61. 


62. 


63. 


64. 


狼 れ ども な お 、 た し い お 前 た ち 背 き 赤 る と 
も 、 我 は すでに 我 が 使命 を 前 た ち に 倒 寺 
せり 。 主 は お 前 た ちの 代り に 、 他 の 民 で 潮 
き 替 えん 。 お 前 だ ちば 彼 を 革 も 害する 本 わ 
ず 。 ば に 主 は 、 一 切 を 監視 し 給 う ] と 。 


か 《 く て われ ら の 命令 が 下る や 、 わ れ ら は 
フー ド 並 びに 彼 と 共に 信 ぜ し 人 々 を 救え 
り 。 われ ら な 功 唱 謙 呈 か ら 彼 等 を 救助 せり 。 


アー ド と は この よう な 者 な りき 。 彼 等 は そ 
の 主 の 微 を 拒否 し 、 その 使徒 た ち に 背 き 、 
真理 の 敵 の 短 慢 な 命令 に 従え 9。 


か て て 彼 等 は 、 こ の 世に お いて 、 ま た 復活 
の 日 に お いて 、 呪 い の 言葉 に つき ま と わ れ 
た り 。 見 よ 、 ア ー ド の 手合 い は その 主 に 対 
し て 思 知 ら ず な 振舞 を な せり 。 見 よ 、 フ ー 


ド の 民 ア ー ド は 遠く へ 放送 る れ た で は な い 
か 1 

第 大 項 了 了 
また われ 6 ら は 、 サ ムー ド 族 に は を の 同胞 の 


サー リフ を 進 わ し た り 。 役 は 云え り 、「 我 が 
民 よ 、 ア ッ ラ ー を 崇拝 せ よ 。 お 前 だ ち は 彼 
以外 に 神 を 有 せ ず 。 彼 は お 前 た ち を 地 よ り 
納 し 、 そこ に お 前 た ち を 住ま し ゅ 給 う た 。 
きれ ば 彼 に 粗 し を 請 い 、 帰依 し まつ れ 。 ま 
こと 我 が 主 は い と 近く に まし まし て 、 祈 願 
に 店 え 給 う 。 


彼 等 は 云 た り 、「 サ ー リ フ よ 、 液 は 我 等 の 時 
で 希望 の 的 な りき 。 液 は 我 等 が 父 福 が 拝み 
し も の を 、 我 等 に 拝む な と 云う か ? な れ ど 、 
湊 が 勧め る 教え に つい て 、 我 等 は 許し み 茎 
うぅ 」 と 。 

サー リフ は 評 え り 、「 我 が 民 よ 、 云 っ て みよ 、 
も し 我 主 よ り の 明 証 の 上 に 立ち 、 じ きじ き 
に 特別 な る 慈 門 を 賜 わ っ て いな が ら 、 も し 
我 主 に 普 か ば 、 * 我 を アッ ラー か ら 科 る 
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の 1 人 (KONWCRKE1H 
3595 矯 2 AV 85 4 3 
2 と 
221OOD3 作 SW 
@ 明 っ と ィ ン の 人 3 セン 

仙 | 際 半 拓 放 22c3 ッ 
ピン の に ぴの 区 3 
2 EKICKIPNYYcK1 
6 た 須 GIKNIATOKGRI ス 1 


で い 


ヽ 


eSnp 


1595 も の 22 法 92 
の の 43 各 の 

KIRK ラン (イト ンタ 。 イン 骨 
UE CWC 


> % て る 

の Se) 

0 電 EE クン ィ ン ッ 。 ン ラク 1 
O づ 謗 2 る 5 

る 。 ュ イ (2 る 64 レン 1 プク 9 タン 
Ca CN ai 
イタ タック 


っ au 
の ES 5 


・ タ 5 る ッ ン る クレ ラン ダッ 


Ag 8 もら 地 


ロロ セパ 
G う ら う 


ッ 
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第 二 ー 章 フー ド 
を 得 べ さけ ん や ? され ば お 前 た ち は 、 た だ 我 クー ラス フタ の ョ 。 ク タク テン レレ の アラ ッ ン ン 
が 破滅 を 促 き ん と する 5 の な り 。 の eo を の ター や yo= 
65. 我 が 民 よ 、 こ れ な る は ほ ア ッ ラ テー が 『 お 前 だ ち 2 人 8 多 % 2 レン 
301 3255 8 
の 敏 と し て 腸 あ れる 紗 交 衣 を り 。 さ きれ ば ーー RCEOPP り で 5 う 
彼女 を アッ ラー の 大 地 に 放牧 し 、 身 近 な 多 っ 6239241o58 
名 を 校 ら ぬ よう に 之 に 危害 を 加 た る こと な ルス 
か れ 」 と 。 @\w 
66. 然るに 後 等 は その 路 の 六 を 切れ り 。 を ーー に 人 才 35 
で サー リフ は 云え り 、[ 三 日 の 間 お 前 た ち は 。 CD5GSSJS3 
人 。、 と ル 4 タン の 
自分 の 家 で 楽し r が よい 。 こ れ は 人 着 う こ と @ ゅ レン 
な き 約 束 な る ぞ ] と 。 ( 注 28) 
67. か く て われ ら の 命令 が 下る や 、 わ れ ら は 特 ff の 系 区 
別 な 北門 に よっ て 、 サ ー リ フ 並 びに 役 と 共 人 症 還 
か タク の クノ る あく ーー タク の 。 っ る 2 ン 
に 信 ざ し 人 々 を 救い 、 ま た 談 の に お ける 2AG5DO1Oo2 の の 少 の 2 う E2 た と ッ 
也 璧 か ら も 救い だ たり 。 げ に 波 の 主 は 、 強 力 タン 6 と クン > 
に し て 億 大 な る 者 に まし ます 。 の りあ 史 | 
タン 3 インタ ラッ ンー クイ ン ッ ペン シン 
68. 般 同 が 不義 を 行い し 者 ども に 始 い か か る 仙 58 必 26 4 4 ん AB の AUG 5 
や 、 彼 等 は 家 の 中 で 伏し 横たわる 、 ラン 
の ピッ ン ェ ad 
69. き な が ら 彼 等 は を の 中 に 芝 て 住ま な か っ た 2 タン る タン イイ 
6 191AA81 yo6 
者 の 如く て 。 見 よ 、 サ ムー ド は を その 壮 に 対し 人 3609 | 還 
て 思 知 ら ず な 振舞 を な せり 。 見 よ 、 サ ムー Lt1 
ド は 遠く へ 放逐 き れ だ で は な いか 1 ( 注 
29) 
第 七 項 
70. われ ら の 使徒 た ち ( 注 30) . は 彰 報 を 携え ( 抽 ら 2 
て アブラハム に 吾 れ り 。. 彼 等 が [平安 あれ ] 比 部 > だ HIG dE 
注 28 三 日 の 疾 子 と いう の は 多分 、 後 悔 の 為 の 最後 の チャ ンス と し て の 意味 が あっ た の で あろ う が 、 不運 な 


民 は それ を 利用 し な か っ た の で ある 。 


注 29 61 節 で は 、「 フ ー ド の 民 」 と いう 言葉 が 、 
い だ 。 と いう の は 、 実 際 ア ー ド は 、 二 つの 種族 の 名 前 、 
て 「 フ ー ド の 民 」 と いう 言 っ け 加 えら れ て い だ の は 、 
あっ て 、 2 番目 の 方 で は な を 示す 人 為 で あっ た 。 


「 務 言 者 す と の 民 ] と いう 


わな か っ た で あろ うか ら 
入 30 [使徒 療 ] が 誰 で あっ た か に 関し て は 、 異 な っ た 意 兄 が ある 。 ある 首 は 、 彼 ら を 人 間 と 考え 、 あ る 莉 
は 彼ら は 天使 だ と 考え る 。 


ら で あ る 。 


前 者 の 見 方 は 、 真 実現 
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歴史 上 の 理由 の 為 に 、 
1 番 日 の アー ド 人 と 2 番目 の アー ド 人 と が ある 。 
を こ で 意味 し て いる の が 1 番目 の アー ド 人 の こと で 
し か し 、 タ ムー ド は 、 
ミ は 省略 きれ いて だ 。 理 由 は 、 そ れ を つけ 加え て も 、 


アー ド と いう 昔 語 に つけ 加え られ て 
を し 


一 種族 の み の 名 前 で あっ た の で 、 


どん な 有 答 な 日 的 に ふか な 


近い と 思わ れる 。 ア ブラ ハム と ロト の 二 人 は 、 そ 


第 一 章 N フー ド 


骨 記 ュー ュ ッッ ー タン ラン イィ ルン の レー ィ イレ 
と 挨拶 する と 、 あれ 」 よ 褒 た @d が の CCI 6 


た だ ち に 列 い た 邊 を 供し た り 。 
71. 然るに 、 ア プラ ハム は 彼 等 の 子 が 彼 に 触れ 2 AU 6o55G5 

ざる の を 見 て 、 彼 之 を 伴 し み 、 彼 等 に 術 れ ルン ーッ ンタ レタ レン コッ 
を 抱き た り 。 す る と 邊 等 は 基 え 9、「 居 れる 31 還 半 や も IEGCY3c 二 どか 
な か れ 、 我 等 は ロト の 民 へ 信 わ きれ だ 者 な ょ 2 
91 ょ と 。 ( 生 32) 92 ダ ブタ 


72. その 時 、 彼 の 妻 を ば に 居合 わせ た れ ば 、 彼 。 ノ 、zt2[ (ント ュ タン ラク っ ンク を し と タン 
る 晴 1 
雪 も また 次 怖 を 覚え だ り 。 そこで 、 ゎ れ ら つう 0 の CC の ZED 
は 彼女 に イサ ク と 、 イ サク の 後に ヤ ュ ブ が の っ る 
っ 5 のり 

産ま れる 朗報 を 伝え だり 。 デ 


73. 彼女 は 云え り 、「 情 け な や 、 要 は すでに いた 本 02 る ダッ と EE2 2 
くい 、 我 が 夫 も 老人 な る に 、 我 如何 に し て CBO2 の B 
て 子 を 産む べ け ん や ? これ は まこ と に 不 思 @eiE 
誠 な こと な り 」 よ と 。 


74. する ミ 彼 等 は 云え り 、[ 液 は アッ ラー の 御 決 レン ェ レッ ラン タレ 
定 を 不思議 に 思う か? アッ ラー の 慈悲 と 祝 の の 5 essi 


福 が この 家 の 入 々 の 上 に あれ か し 。 げ に 彼 @S 52 る 0 と 5 と IS 

は 、 護 美 と 栄光 を 受け 給 う べき 御方 な り 」 時 

と 。 ( 注 33) 
の 土地 は 初め て で あっ だ と ころ か ら 、 提 が その 地方 の 信心 深い 人 々 に 命じ て 、 天 測 が 実際 に 彼 の 民 に 細 い か か 
る 前 に 、 ロ 下 を 安全 な 場所 に 連れ て 行く よう 命じ られ だ 、 と いう 可能 性 が か な りあ る 。 ロト の 民 は すでに 懲罰 
に お どき され て いた だ 15 章 65 節 )。「 使 徒 吉 ]} は 、 た だ 彼 に 約束 きれ た 恐る べき 懲 岬 の 時 が 来 た こ と を 知ら せる 狗 
に の み 来 た の で あっ た 。 
注 31 アブラハム の 本 当 の 名 前 は アプ ラム で あっ た だ 。 イ シュ マエ ル の 誕生 の 後 、 神 御 自 号 の 命令 に よっ て 、 
彼 は 『 民 族 の 父 ] と か 「 多 く の 民 族 の 父 ] を 意味 する アプ ブラ ハム と 呼ば れる 様 に な っ た 。 彼 の 子孫 の 一 派 ス 
ラ エ ル 人 は カナ ン に 住み 、 他 の 一 派 は イシ ュ マ エル の 民 で 、 ア ラビ ア に 住ん で いた 。 
注 32 アプ ラ ハ ム は 最初 、「 使 徒 達 } を 普通 の 旅人 と 思っ て いた が 、 彼 ら が 焼い た 子 邊 を 食べ る の を 控え た 時 、 
彼 は 彼ら が 特別 の 使命 や 帯び て いる の に 気がつい た の で あっ だ た 。 そ れ を 彼 は 理解 する こと が 出来 な か っ た の で 
あっ た 。「 彼 等 に 頂 れ を 抱き た り 」 と いう 言葉 は 、 ア プラ ハム が 見 知ら ぬ 旅 人 を 恐れ る と いう 芝 味 で は な く 、 彼 
ら 6 が その 食物 を 口 に し な か っ た だ 時 、 彼 は も て な し の 作法 に 反する こと を 何 か し た の で は な いか と 恐れ た の で 
あっ た 。 客 は アブラ ハム の 和沙 ち 着 か な い 表 情 か ら 彼 の 心 の 不安 な 】 読み 取っ だ と 思わ れる 。 それ で 、 役 ら 
は すでに アブ ラ ハ ム に 、 自 分 達 は 気分 も 害し て いる 訳 で は 全く な く 、 食 べ 物 を ごち を うに な ら な い 理 由 は 、 自 
分 達 の 如 ろ し い 使 命 が 食べ る 気 を な (る せ て いる の だ 、 と 言っ て 、 彼 の 心配 を 取り 除い た の で あっ た 。 客 は こ 
の 返答 も また 、 彼 ら が 天使 で は な か っ た こと を 表わし て いる 。 も し 彼ら が 天使 で あっ た な ら 、 役 ら は 自分 達 は 
人 間 で は な いか ら 食 べ 物 に 手 を つけ る こと が 出来 な い の だ と 言っ た こと で あろ う 。 ロ ト は 、 ハ ラン の 息子 、 テ 
ラー フ の 孫 で あり 、 パ レス チ ナ 人 、 モ アー ブ と アン モー ン の 福 先 で あっ た 。 彼 は アプ ラ ハ ム の お いで あり 、 カ 
ナン で アブ プラ ハム に 加わ っ た の で ある 。 
往 33 この 節 で は 、「 こ の 家 の 人 人 々 ] と いう 言葉 は 、 明 ら か に アブ ラバ ハム の 妻 に 当て は まる の で ある 。 理由 は 
彼女 は 子供 を 一 人 も 産ん で は いな か っ た か ら で あ る 。 吾 実 、 世 言 者 a Prophet に 関し て クル アー ン の 中 で 家 
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第 十 ー 菩 . ラー ド 


人 ⑯。 アブ ラバ ム か ら 共 が まり 、 月 が 令 佐 om レン 924p を ご る 3 
えら れる と 、 彼 は ロト の 人 々 の た め に われ 向 A と うと うう | ou と いみ うに 
タ 


ら に 対し て 弁護 せり 。 ( 注 34 ュー カッ タッ レタ 

すし て 弁護 せり 。 ( 注 34) @ 兄 p 8 必 

76. げ に アブ ラ ハ ム は 、 温 厚 で 心 優し く 、 帝 た を あの の っ リン イラッ ーシュ る 
びと な く 改 惨 せ り 。 @⑨ で us Bo ろか あし の) 

アァ プラ ハ 時 し くど て の 人 EL 介し と 人族 作 と ちん 衣 才 E】/ 
77.「 ア プラ ハム よ 、 思 いと ど ま れ 。 主 の 御 決 5 あと る AU 


定 は すでに 下り 、 避 け 難 き 懲 凡 が 彼 等 の 上 
に 来 り つつ あり 」 


78. われ ら の 使徒 等 が ロト に 至る や 、 彼 は 彼 等 レッ る ファ ラック と 5? 
の た め に 心 を 閣 め 、 彼 等 の た め に 無力 な る 99 の > つの ょ ら 
を 感じ 、「 こ は 苦 暴 な る か か 云 ぇ ある っ > ンタ ッ クッ ィ 
を 感じ 「 こ は 苦難 の 日 な る か な 」 と 云え 9。 @ の AE タ 0 


79. 人 々 は あわ て ふた だ めい て 役 に 来 た れ り 。 ラタン る 004E < イブ エン 
1 4 
は 25) 彼 等 は これ 以前 に $ 下 事 を 重ね た 。 802 う 和 oo の 6 2 きのう 


| 


き 。 役 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 こ こ に 我 が る 人 525 1 
た ちり 彼女 等 は 、 お 前 た ち に は 潔 き の の の 人 作 6 sae が 
に 師 ぎ る 。 され ば アッ ラー を 頁 れ 、 我 2 1 
人 た ちの 前 で 我 を 情 し むる な か れ 。 お 前 だ ge タン 
ちの 中 に は 一 人 5 正義 の 心 の 者 が 在 ら ぎる お さめ 
か ?」 と 。 ( 往 36) 


の 人 々 と いう 表現 が 使わ れ て いる 時 、 要 し て それ は 、 役 の 妻 又は 奏 達 を 指し て いる の で ある (28 吾 13 節 、33 章 
34 節 )。 

往 34 創世 紀 18 章 21 節 一 33 節 参 照 。 

注 35 ソドム と ゴモラ の 二 つ の 町 の 住人 は 、 街 道 で 旅人 達 か ら 金 品 を 略 稚 し た も の で あっ た 。 (Jew. Enc. 
“Sodom" 参 照 )。 当 然 彼ら は 常に 報復 を 恐れ て いた 。 特に ソドム の 住人 は 、 実 際 陸 国 と 戦争 状 通 に あっ た (創世 
紀 14 章 )。 彼 ら は よる を 者 が 町 に 入る こと を 歓迎 し な か っ た の で ある 。 ロト は 、 神 の 全て の 予 中 、 
狼 に 旅人 の 世話 を し 、 も て な し た も の で あっ た (15 剖 71 節 )。 彼 の 民 は 、 い つ ふ 不安 が っ て 、 線 り 返 し 彼 に を 
慣 を 捨て る よう 等 告 し て いた の で 、 彼 が 旅人 で ある 「 使 徒 達 ] を 家 に 招き 入れ た 時 、 彼 ら は 激 稀 し 、 怒 っ 
た 顔つき で 彼 の 家 に と ん で 来 た 。 な ぜ な ら 、 彼 ら 6 が 何 度 も 抗議 し て いる の を 無視 し て 彼 が よそ 者 に 宿 を か す 革 
に 、 全 度 こ を 彼 を 罰する 良い 機会 を 得 た と 思っ た の で あっ た (15 斉 68 節 一 71 委 ) 。 


注 36 ロト は 、 彼 ら の 今 迄 の 回 い 行い か ら 考 えて 、 何 か 悪い こと を し て 客 の 前 で 彼 を は ず か し ゆめ は し な いか 
3 この 人 節 は 表わし て いる 。 こ こ で は を その 悪 い が ど ん な も の か に つい て は 特 及 し て いな 
。 彼 ら ば 邪 な 民 で あっ た の で 、 ロ ト は 彼ら が 彼 に 何 か 審 を 与え る か も し れ な いこ と を 、 当 然 理解 し て いた 。 
て 科 は 説 らし 、 も し 彼ら が 本 当 に 彼 が よそ 者 結託 し て 彼ら に 害 を な すか も し れ な いと 恐れ る の な ら 、 彼 
の 娘 達 を 拘留 し 彼女 達 を 呈す る こと に よっ て 彼 へ の 瑞 り を ぶち まけ る こと が で きる で あろ う 、 と 言っ な 。 それ 
は 彼ら 6 が 取り 上 げ る の に 、 よ り 良 く よ り 清浄 な 道 で あっ た 。 なぜなら 、 を その 方 法 な ら 、 彼 ら は 彼 の 客人 辱 す 
る と いう 恥ず べき 行動 や 避け る こと も し だ で あろ うか ら で あ る 。 あ る い は 、 その 意味 は 次 の 様 で ある か も し れ 
な い 。 ロ ト は 町 の 尊 友 べき 高齢 者 と し て 人 民 自 身 の 表 立 の こと を 我 が 娘 達 た 呼ん だ の か も し れ な い 。 彼女 達 は 
その 町 の 人 た ち に と っ て 清浄 だ 上 言っ た 。 
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第 本間 ラード 


80. 彼 等 は 答え 9、「 液 は 、 我 等 が 流 の 如 た ち に 。 ァ ン 
対し て 何 も 求 め る こと な きこ と を 知り 、 
as 内 と は き タッ タン タン 
た 我 等 が 何 を 欲す る か を 知る 」 と 。( 注 @ い の アン 四 
37) 

81. 彼 は 云え り 、「 我 に お 前 だ ち を 処理 する 力 あ ンタ ント と タイ ンス 
らん こ 上 を 、 或 い は 、 我 を 擁護 し て くれ る bdU の Bi 放 836 
強力 な 支え を を 得 ん こと を ] と 。 ( 注 38) 

82. する と 使徒 た ち は 云 4 えり 、「 ロ ト よ 、 我 等 は イイ イー スッ イン ロッ タタ タル と 1 

BMI 中 本 3 上 下 1 
湊 の 主 の 使 佑 な り 。( 注 39) 條 等 は 決し て UIILES) AM PU 


潜 を 害する 血 わ ず 。 さ れ ば 夜間 に 流 の 家 21 20920 づら 3 和 
族 共 に 立ち 示 れ 。 前 し て ぉ 前 た ち 家 族 の 8 


ラン ン 


フッ ンプ 2 タ レブ ッ 2 (る 0 の 
何人 を も 後 を 振り 向 か し め る な 、 人 し 流 の 25 の 邊 24054W6GIOII 


妻 は 除く 。 彼 等 の 身 に 降り か か る こと が 、 っ ン を る 
彼女 に も 起 ら ん 。 彼 箋 の 定め の 刻 眼 は 朝 な の と の の 1O9 


り 。 朝 は すでに 近 き に 非 ず や ?」 と 。 


89. か く て われ ら の 命令 が 下る や 、 わ れ ら は を 外 人 52 CGI 氏 英 


の を 転用 し 、 泥 石 を その 上 に 雨 と 注ぎ 本 ッッ ン ン 
ら せ た だり 、 ( 注 40) の po AD 5c。 CC 


ャ ンク レア ピア ラフ 】 


84. 流 の 主 の 決定 を 印 し た 泥 石 を 。 か か る 刑 前 販 寺 WOBfCOEV 
は 今日 の 不義 者 を 隔て る こと 遠から ざる も ~ の 
の な り 。 @② み ひっ 2 ら 9 


第 入 項 


85. それ か ら ま た “イィ アン の 民 に われ ら は を 人 区 放 ク 2 ン を う タ [< イク フラン トン 
be し め JW* CS 2 99 | 
の 間 騙 シュ アイ プ を 進 わ し た り 。 彼 は 云え を りり eo りう 


ーー 82 を e み SEGES 貞 


注 37 ロト が 町 で すでに 結婚 し て いる 彼 の 娘 達 (創世紀 19 将 15 第) を 人 質 と し て 提案 し た 時 、 彼 の 民 は 女 
性 を 人 質 と し て と る こと は 彼ら 6 の 習慣 に 反する の で 、 と その 提案 を 受け る の を 拒否 し た (Enc. Brit.)。「 我 等 が 溢 
の 娘 た ち に 対し て 何 も 求 め る こと な き 」 と い 衝 は 、 彼 ら が 多く の 注解 者 が いっ て いる 様 な 娘 達 の せい だ と 
する 動機 を 持っ て や っ て 来 た の で は な か っ た だ こと を 示し て いる 。 と いう の は 、 ロ ト の 民 の 様 に 道徳 的 に 堕 北 し 、 
腐敗 し た 民 は 、 和 際 欲 の 情熱 を 満足 させ る こと に 関し て 、 権 利 が ある と か な いと か 、 正 し いと か 正しく な いと か 
いう 様 な 疑問 は い だ か な いも の で ある か ら 6 で あっ た 。“ 匠 等 が 何 を 欲す る か を 知る " と いう 言葉 は 、「 我 々 の 望 
み は 、 よ る 者 を 我々 に 引き 渡す こと だ と お 前 は 知っ て いる は ず ] 上 いう こと を 意味 する の で ある 。 


注 38 お 前 達 は 、 私 が 客 を 追い 払う べき だ と 主張 し て 、 私 の 上 に 屈辱 が ふり か か る の を 望ん で いる が 、 私 は 
その 屈辱 か ら 救 われ る 栓 神 に 祈る で あろ う 。 

往 39 [使徒 達 】 は 、 ロ ト に 警告 を 所 えん 、 ど こ へ 行く か を 導く よう 神 か ら 命令 きれ て いた 隣国 の 高潔 な 人 達 
で あっ た 。 


注 40 ロト の 民 は 恐ろし い 地 震 に よっ て 減 記し た と 思わ れる 。 激しい 地 訓 は 、 し ば し ば 地 天 の ある 部 分 を 上 
下 に ひっ くり 9 返し 、 土 の 破片 が 空中 に 吹き 飛び 、 を し て 落ち る の で ある 。 
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フー ド 


り 、「 我 が 氏 よ 、 ア ッ ラ ー を 泉 皇 せよ 。 お 前 
た ち は 彼 以外 に 神 を 有 せ ず 。 度 基 衡 を 不足 
する な か れ 。 お 前 た ち は 第 栄 し て い る よう 
で ある が 、 我 は お 前 た ちの た め に 減 亡 の 日 
の を その 刑罰 を 恐る 。 ( 注 41) 


アタ を タン と ンタ ッ ン 


MIKWi まま た 中 の 付 Eh 
KG チチ 


@ だ あの 


a と の うー フュ ンク 生 ン レン タッ ン っ の ト 
86。 季 が 民 よ 、 誠 下 和 は 公正 に 二 信 に 放 を 他 人 お し の CfP 才 3 
の も の を 詐取 する な か れ 、 不 正 を 行っ て 地 タン る 
l3 も 66 SS 
上 に 取 乱 を 引き 起す な か れ 。 の 5 は 82 と 
レッ 
@ の Ju 
87. アッ ラー が 前 た ちの 手許 に 造 す も の の ほ 人 化 zs タン ュー シン ン 
う が 曽 た ちの た め に は 一 胡 ょ い 、 も し ちゃ PP28o ン 人 1 人 人 
前 た ち 信 省 な ら ば 。 き れ ど 我 は お 前 た ちの な ンー の 
監守 者 た る 身 に 琲 ず 」 と 。 人 人 
88. 彼 等 は 云え り 、「 シ ュ ア イブ よ 、 流 の 教え は 、 し 3 衝 の 3 ジ 5 421 AG29RIG 
我 等 が 父 福 の 崇め し ゃ の を 捨 つる べし し 命 ーッ シン アン ュ ッ ン 
じ 、 且 つ 我 等 の 時 産 を 己 が 意 の まま に すべ の 
か ら ず と 命ずる の か ? 液 は ほん と に 、 自 分 コン ッッ ンク る 
が 聡明 で あり 、 條 正 な 者 だ と 思い 込ん で い US 
る 者 よ 」 と 。 
89. 彼 は な えり 、「 我 が 民 よ 、 我 に 告げ け よ 、 も し ルレ より KS の 3 
の oO PS 
我 、 主 か 6 わい 4 拓 定 の 上 に 月 っ ソレ ン ブー 尺 
レッ 。 ン ン 化 3 カ ッ ティ イン ン る 
主 は 我 に 手厚い 給 養 を じき じき に 賜 わ れ 2 と る ECAPDJPTYGH1 
り 、 前 た ち 芝 を 主 に 何と を ん ? 我 は ッッ ュ ョ シン ンタ 
前 だ ち に 禁じ た る こと を 、 か げ で を 行 OOlO リ ue 計 多 の 51 Cd 
わん と 欲 せ ず 。 我 は 出来 得る 限り 世の中 の 。 す [る 2 セレ ラジ ョ ッ 
WI 
物事 を 正しく せん と 願う の み 。 ア ッ ラ ー に 和 Ab し LC ば ビッ 26o 
よる 以外 に は 、 我 は 何事 も 成し遂げ る 力 を @Mki 32 と 6 
有る ず 。 我 は 役 を 頼り 、 曽 し て 彼 の お 傍 に ~ 
帰 5 行 く 。 ( 注 4⑫) 
入村 マデ ィ ア ン は 、 テプラ ハム の : 番 日 の 妻 ケト ラ の 忠 子 で あっ た 。 (創世 紀 25 斉 1 節 、2 節 )。 彼 の 子孫 
は 匠 マデ ィ ア ン と 呼ば れ た 。 彼ら の 首都 も を た マデ ィ ア ン と 呼ば れ た 。 こ の 町 は アラ ビア 海岸 上 、 海 か ら 10 キ 


ロ 入 5 込ん だ ア 
ある 。 モ ー ゼ が ファ ラオ か ら 避 難 す る 麹 に 逃げ た の は ここ で あっ た し 、 


ク バ 湾 に あっ た 。 マ ディ アン の 子 


へ ジャ ー ズ の 北 に 住み 、 彼 ら が この 町 を 作り 上 げた の で 


彼 が 紅海 あわ た っ だ あと 、 イ スラ エル 


和信 と 共に いた の は マデ ィ ア ン の 近く で あっ た 。 7 章 86 節 も 参照 。 


注 42 


シュ エー ブ に 友 対 する 者 達 は 、 


る と 惨 っ た の で ある 。 
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彼 は 彼ら が 証 欺 を 働く の を 押 き えて 、 


自分 の 仕事 を 進め よう と し て い 


第 一 唱 ラー ド 


90. 我 が 民 よ 、 我 に 反抗 し て 、 ノ ア の 民 や フー シン > あッ ンーs( を ラン 
ド の 民 、 ま た サー リフ の 民 が 遂 骨 し た 如き ar os うう 


運命 に 自分 自身 を 導き 行か し むる な 。 特 に て クッ る タン ラン 2 タン 2 ッ ン ン ン 
っ め 2 作 | At 
ロト の 民 は 前 た ちょ 際 た る こと 蛋 か ら ア う で 
ず 。 ( 注 43) ⑨ み 2 % ちあ うろ 45 (2 う 
ゆる 
91. きれ ば お 前 た ちの 主 に 赦し を 請 い 、 誠 の とし カラン > 
1 4 2 さる ン 
も っ て お すがり せ よ 。 主 は まこ と に 半 起 深 P の ウツ 2 2 
く 、 愛 に 満ち た お 方 で いら せら れる | と 。 233 


92. 彼 等 は 云 ん り 、「 シ ュ ア イブ よ 、 我 等 、 液 の 光 タン タン レン タッ ンタ [ 
1 1 AS お 
云う こと を 解せ ず 、 我 等 は 溢 が 我 等 の 中 の MC CACHE 


上 者 と 見 た り 。 流 の 一 族 の た め なら ざり せ GUKGNfGU4 99 る es 各 
ば 、 我 等 は 液 を 石 に て 打 た ん 。 流 は 我 等 レア レン 
中 で 中 か の 権威 も 有 せ ず 」。 の 2555 の 


93. 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 お 前 だ ち は ア ッ ー フタ 放 2 2 の 時 
ー よ り も 我 が 一 族 を 重視 する の か ? 粗 暗 MM 92 IO 
に に 前 た ちの 後 に 彼 を 投 け 捨て り 。 げ GPS 2 sb クン 
【 ど ] ラ 
に 我 が 王 は お 前 た ちの 所 業 を 刀 くみ を な は ジー ププ が 
し 給 う 。 
94. 我 が 民 よ 、 和 分 が 思う が まま に 振舞 え 、 我 レンタ レポ ュ ル ン ッ 
も 思う まま に 行わ ん 。 お 前 た ち は 程なく ( 思 OCG 2 の 2 
馬 


^ 知 る べし 、 誰 が 上 に 恥ず べき 刑 剛 が 下る の 2 5 導 MV を BCT 
"用 アッ プア マン PA へ SH 
⑯ ご っ 9 


玉 も また お 前 た ちょ 共に 待た ん ] と 。( 注 ら の os 28115 あ 2 
4 
る ン 


95. われ ら の 命令 が 実施 きれ る に 及 ん で 、 わ れ ECMK2I4UIAGKICCIC の 4 42 
ら は シュ アイ ブ 並 びに 彼 と 共に 信じ 


嘘つき で ある か を 。 さ れ ば 待て 、 


時 に J 、 人 タダ タプ タス イン タッ くる アン イン (る 。 パ レッ ン 
人 々 を 特別 な 慈悲 に よっ て 救い た 。 PO は IFAU4G lo た 2 
に 、 懲 加 は 正人 ども を 捕え だ れ ば 、 彼 等 レン 
皆 自 分 の 家 の 中 で 休 れ 伏 す 、 @Cu る あき 


注 43 この 盆 は 次 の こと を 示す 。 シ ュ エ ー ブ は ノア 、 フ ー ド 、 サ ー レ 、 ロ ト 、 ア プラ ハム の 後に 現れ た の で 
ある が 、 モ ー ゼ の 時 代 よ り は 前 で あっ た 。 だ か ら モ ー ゼ と その 氏 は 、 ま き に シュ エー ブ の 民 の 区 城内 に 住ん で 
いた に も か か わら ず 、 彼 は ここ で モー ゼ の 民 に つい て ふれ て いな いか ら で あ る 。 


に 療 か れ て 働 
誰が 神 の 目的 


注 44 彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 知識 と 計画 に 応じ て 、 働 き 続け ね ば な ら ず 、 彼 は 彼 の 信仰 (Faitb) 
いた こと を 、 こ の 節 も 泰 あ し て いる と いえ よう 。 その 結果 は 、 誰 が 神 の 記 志 に 従っ て 働い た か 、 
に 逆らっ て 失敗 きせ よう と 企 て て い だ か を 示し だ た の で あっ た 。 
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96. き 


な が ら 役 等 は 絶 を て その 家 に 住め る こと 


OO6 の て (ICM の GA 


な か り し 如く な りき 。 減 亡 サ せよ ミディ アン 、 デメ シ 
か つて サム ー ド が 減 び し 如 く 。 と る る 
っ 
第 九 項 アデ 
97. わ れ ら は また だ 、 数 々 の 神 光明 央 な る 権能 @ 3 M ン 人 ei の W 億 9 
を 授け て モー ゼ を 、 00 Jl99 
98. ファ ラオ まる の 族長 た ちの も よ に 進 わし た と フッ ンタ セク プン る 」S ン ンー 
り 。 将 る に 、 彼 等 は ファ ラオ の 命 信徒 ん 。 ご うら と あう la お っ O め る 
り 。 き れ ど を の 命令 は ラン ュ タタ 
内 命令 は 全く 正しい も の に 非 6 
99. 復活 の H に は 、 フ ァ ラ オ は 人 民 を 挙 い 、 彼 ろ ン ル 1 る くく 作 4 ブタ ンタ プル 
等 を 火 導 の 中 へ 癌 き 行 か ん 、 愉 8 家 衣 が OU2355 ECBIPY 9 2 ひ 
水 負 場 に 導 か れる 如く 。 行 き 着け る 水 飼 場 4 を 
っ 1 
こそ 拉 な る か な 。 2 人 
100. 彼 等 は 現世 で 中 誠 に つき ま と わ れ 、 復 洛 88C も 502934230 AA8 詳 3 
の 日 に 訟 て 、 昌 わ る も の は 補 な り 。 ( 注 45) 
タッ タッ ンタ 
OO 
101. これ は 、 わ れ ら が 液 に 語る 、 減 亡 せ し 邑 々 
タ イン する る < 2 っ 
の 消息 な り 。 式 る も の は 今 も 立っ て いる が 、 仁 も 8 BWS1 が IGP 
中 に は すでに 刈り 入れ 時 の 如く な ぎ 倒 され る 。 とる 
た る も む の も あり 。 〇 se ウ 
102、 われ ら は 彼 等 を 害 せ ぎり き 、 和 審 せ し は 己 ご < SA (4 
れ 自ら な り 。 ア ッ ラ ー 以 外 に 彼 等 が 祈り し 」 Me) * 
、 _ > さき っ 日 と ま 】 
る 主 の 命令 が 実施 きれ る に 及 ん で 、 My 2482 
5 彼 等 を 益 す る こと な か りき 。 い た ずら ラン ンタ ンジ る 
に 各 の 中 を 税 し た に すぎ ず 。 (まま 46) oe や 1 5Dbeb う | 先 記 
」 - ag まち 族 ン タン 
103。 か く の 各 き は 、 主 が 悪事 を な せる 色々 を Eee 和 DGG 3 
捕 を る 、 そ の 掴み 方 な り 。 げ に 、 そ の 掴み と て 
方 は 、 痛 烈 に し て 藻 酷 な 5 。 CV も CJP 
年 45 この 節 は 、 次 の こよ を 示す 。 フ ァ ラ オォ は 、 役 の 民 か ら 神 に 逆らう 彼ら の きき えと みな きれ て いた の だ 
が 、 復 活 の 日 に 、 彼 は 彼ら に と っ て 摘 の る る え で あっ た こと を 証明 する こと に な ろう 。 と いう の は 、 彼 は 彼ら 


を 地 狂 へ つき 落と す だ け で な く 、 
注 46 
と いう 事実 を クル アー ン は 繰り 返し 強調 する の で ある 。 そ の こと は 、 運 命 と か 、 
と いう 理論 を 否定 する る の で ある 。 神 は 公正 さと か 真 の 理由 も な し に 独断 的 に 民族 の 商 亡 を 作り 上 
そう いう 訳 で 、 懲 凡 の こと を 述べ る 箇所 で は どこ で も 、 


き で ある 、 


げ る 


彼 自身 彼ら と 共に を こ へ 入っ て 行く で あろ うか ら で あ る 。 


神 は 決し て 不正 に 民 を 員 す る こと は な いし 、 彼 ら の 上 に 懲罰 を も た ら す の は 、 彼 ら 自 身 の 悪事 で ある 、 


と いう 見 解 を も 否定 する の で ある 。 


人 は 先 の 解ら 6 な い 街 命 の え じ 


懲 凡 と か 報復 


は 入間 自身 の 行い の 結果 で ある こと を 付け 加え ず に は お け な い の で ある 。 
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04. げに その 中 に は 、 来 世 の 懲 研 を 身 れ る 者 ee アス ン ン レ ーッ ン 5 を レレ レー ロッ: る 
S ら 8) 7 ) H = 

この 拓 和 ( 注 49 あり 。 を の こる 人 類 す obcOEo う も 58 ら 6! 

で て が 全集 せら れ 、 一 訪 生 に を の 処分 が oe23322052 2 

OO bsoL ゅ る 
目 系 きれ ん H な り 。 ( 注 4⑱) 2 
ミ ち レア ジップ 
05. われ ら は 之 を 、 一 定期 限 だ け 算 期 する に の の 族 じ 3 


すぎ ず 。 ( 注 49) 
テン アン 


るる ックス 0 ン レ 
06. その 日 来れ ば 、 何人 も の 許し な し に 発 2526C2 を 和信 8 る の りら 243 
言 する 能 わ ず 。 面 し て 或 る 者 は 不幸 に 、 ま 


ダ 。 ン る 
た 或 る 者 は 幸福 を 得 ん 。 Gaae う 
っ ュー を うた ー ュ の タン タイ タス レッ 才 ン ン 
07. 不幸 に な らん 休 90 A れ 5 3 人 5 6 あ 計 3 の 前 索 
れ 、 そ こ に て 嘆き 、 浜 に むせ ぶ ば か りな る 
りす うる 
べし 。 〇 の 
了 2 タン レタ ョ ン 還 
08. 王 の 思 し 召 し が な けれ ば 、 天 地 が 存続 すら Joey2 ら 3to25KGS OU は 
る 限り を こ に 住み ほど ま らん 。 げ に 流 の 宇 しゃ 人 移 アン シン ンー る 
は 、 欲 する こと を 成し遂げ 給 う 。( 注 50) CUTECG1OLCOO め 2 
し 


09. 挫 る に 、 幸 福 に な る べき 者 は 抄 国 に 入り 、 し so は お 邊 290 


主 の 思 し 如 し が な けれ ば 、 天地 が 宮 続 する ょ る ノレ 季 じ 和み 2 いっ 

限り を こ に 住み と ほど ま らん ーー つま 5 紹 p る の 5 と AA IM らら 0 し 215 

こと な き 息 賞 を 。 ( 注 51) es ン 写 所 レン 
み い っ 


注 47 ここ で の 「 神 兆 」 と は 、「 戒 め 」 を 意味 する 。 


注 48 人 は 完全 に 独立 し て いる 訳 で は な い 。 人 人 は 、 環 境 と 教育 と 遺伝 に 影響 きれ て いる 。 そ れ で 人 の 特別 な 
行動 を 正しく 判定 する 為 に は 、 そ の 行動 を 導き 影響 を 与え を る まわ り の 全て の 状況 と 環境 を 考 護 に 入れ る 必要 が 
ある 。 


注 49 猫 予 でき る 「 時 期 】 と は 、 す で に わか っ て いる 範囲 の 中 で 勤 く の で あり 、 そ れ は を の 範囲 の 中 で 環境 
に よっ て 容易 に 変わ る の で ある 。 た と えば 、 人 の 款 命 に は ある 限界 が ある 。 つ まり 、 そ れ は 、 を その 限 災 の 中 で 
短く な っ だ り 藤 く な っ た り 出 来る の で ある 。 し か し 廃棄 され る こと が 出来 ず 、 取 り 消し も 出来 な に この 「 時 期 」 
と は 、 全 て の 民 の 減 亡 に 関係 する の で ある 。 


注 50 クル アー ン の この 表現 は 、 非 常に 延長 きれ だ 叶 期 を 表わす 慣用 語句 で ある 。 ク ルアー ン は 、 地獄 の 懲 
六 が 氷 遠 に 続く も の で は な いこ と を 啓示 する の で ある 。 


注 51 ヒン ズー 教 に まれ ば 、 天 国 も 地獄 も ( 凶 ち 、 報 微 と 徐 六 ) 期間 が 限ら ち れ て いる 。 そし て 箇 凡 を 受け た 
5、 彼 の 行い の 報償 を 受け た 後 、 入 は 再び この 世に 送り 返る れる の で ある 。 モ ム 族 の 宗教 の うち ユダ ヤ 教 は 、 
ユダ ヤ 人 を 地 笑 の 払 問 か ら 殆 ん ど 解 放し て いる 一 方 、 ユ ダ や 人 以外 に は 楽園 を 否定 する も の で ある 。 キ リス ト 
教 に よれ ば 、 そ の 数 派 の る の は 、 天 国 は 最終 的 に は 結末 を 迎 た る (Fafsir Kabir) と いう 信念 を 持っ て いる け 
れ ど 、 天 国 も 地 狭 も 永 可 で ある 。 イ スラ ム 教 は 、 こ の 点 に つい て は これ ら 全 て の 宗教 は 根 に 異な る も の 
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110. され ば 彼 等 が 巡 拝 する も の に っ い て 思い CA 9 ン ッ 8 閣 % 
類 う こと な か れ 。 役 等 は た だ 以前 父祖 が 柴 あ 
拝 し た 如く 、 笛 拝 し て いる に 過ぎ ず 。 わ れ ょ 995 


ら は 彼 等 に 、 を の 取り 分 を 減ら すこ と な タン クン ファ 
ん ⑥⑯C ッ XP る vc2 
第 十 頃 


111. 昔 、 わ れれ ら は モー ゼ に 経典 を 与え し が 、 2 5 2 フン ンタ ルン 2 る 1 2 の イ ノン 
Pe3K4TCY1 と ACG 
これ に 関し て 殿 論 生じ た り 。 も し 波 の ま ょ 。 ー ラ フラ 1 ひ W う 


9 すでに 発せ られ た る 言葉 な か り せ ば 、 較 22822 が KGo8 7 時 36 
是 は 遼 い 以前 に 彼 等 の 間 で すでに 解決 済 な 


タタ クー 知る 
箸 。 軸 と つい て 今 だ に 不安 の の も 58 
な る 獲 を 抱く 。 ( 注 52) - 
居 ンダ ラク 和 フッ イン (ダン ッ タ る ブ ョ ンタ ン と る 全く 
112. wo は 彼 等 の 所 朱 に 応 に て 、 十 分 に 報 oO あう 
い 給 う 。 げ に 彼 は 、 彼 等 の な せる こ と を 知 江 タン レイン ン 
し 給 う 。 @ テ OL 


ち 


113. $ れ ば 、 流 閉 び に 流 と 共に 神 に し た KN AD フイ イン ン 。 ンタ イス 
いう 
者 は 、 命 られ た 通り 真直 に 進み 行け 。 ま heQ6oel CsE26 


タレ > 

た 潜 等 則 を 越 ん る な か れ 、 介 和 6 彼 CTGHIWGIMM 
は お 前 た ちの な せる こと を みそ な わし 給 う - 

が 故に 。 ( 注 53) 
で ある 。 それ に よる と 、 天 国 は 水 遠 氷 却 で ある 。… 方 、 地 稀 は 一 時 的 で あり 、 期 間 に 限り が ある 。 イ マム ・ ア 
ハマ ド ・ ビ ン ・ ハ ン バ ル は 、 を の 影 響 に つい て アプ ドウ ラ ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ア ル ・ ア ー ス に よっ て 報告 
きれ て いる と し て 、 モ ハッ マ ド の 言葉 を 引用 する 。 即ち 、 [地獄 の 上 に は その よろ い 戸 が お 互い つか り 合 
で あろ う H が 来 て 、 そ の 中 に は 何 $ 残 ら な いで あろ う 。 それ は 、 地 獄 の 仲間 達 が 何 世 た 
起こ る で あみ う 。」 (Musnad)。 こ の 言 伝 え に よ れ ば 、 地 獄 に 関し て 使わ れ て いる ハリ ディ ー ン (永続 的 ) と い 
うぅ 単語 は 、「 滋 世紀 も の 間 続 く ] と いう こと を 意味 し て いる だ け で ある 。 ア ブ ド ッ ラ ・ ビ ン ・ ウ マル ジャ ピル 
は 、 イ マム ・ ハ ン バ ル の 意見 に 供 成 し て いる 。 ア プ ブ ・ サ イド ・ ア ルフ ドッ サリ も 同様 の ハデ ィ ー ス ( プ ブ ハリ) を 
引用 し て いる 。 し か し な が ら 6、 い くら か の 著名 な 宗教 権威 者 達 一 その 中 で も イブ ン ・ テ ミヤ と イブ ン ・ カ イエ 
ム は 次 の 様 に 王 張 する 。 邪 まな 不信 仲 者 達 は 、 地 獄 に 永久 に と ど め られ て し か る べき 者 で ある が 、 地 獄 そ の も 
の が 、 あ る 日 、 神 の 御 慈 半 に よっ て 消滅 する で あろ うし 、 地 獄 が な く な っ た 時 に は 当然 地獄 の 中 の 住人 は いな 
て な る で あろ うと (Faith)。 ク ルアー ン は 、 天 国 に つい て は 、 地 獄 に 関し て 使っ た 様 な 表現 で は な く 、 決 し て 
終る こと の な い 報 償 (41 章 9 節 、84 将 26 節 、95 章 ? 節 ) と いう 言葉 を 使っ た 。 誠に 101 章 10 節 一 12 第 の 中 
で は 、 地 獄 は 母 に な と えた られ 、 胎 児 は 子供 の 体 が 膨 作 られ 、 き ま ぎ ま な 器官 が 完成 する 迄 母親 の 子守 の 中 に 劉 
まる と 逮 べら れ て いる 。 同じ 様 に 、 地 獄 に 落と きれ て いて よう な 不 辻 な 人 々 は 、 彼 ら の 諸 器 家 の 機能 
発達 を 遂げ て 、 主 の 美しい 御 顔 を 見 る こと が 出来 る 様 に な る 迄 そこ に 留まる で あろ う 。 
注 52 人間 の 罪 は あま り に も ひど か っ た の で 、 も し も 、 人 類 は 精神 的 に 発達 し て い ( よう 作ら れ て 、 そ の 結 
条 、 神 の 御 慈 悪 まう ける 者 に な る で あろ うと いう 前 も ちっ て 定め ゆら れ た 命令 が な か っ だ な ら 、 人 人間 は と っ く の 昔 
に 減 亡 きせ られ て し まっ て いた で あろ う (7 意 157 節 、L 章 120 節 、51 章 57 節 参 照 )。 
注 53 モハ ッ マ ド だ け は 、 神 の 意志 に 従っ て 、 彼 自生 の 人 生 を 形作る よう 要求 きれ て は いな か っ だ 。 彼 は 彼 
を 信ずる 全て の 人 達 $、 彼 の 例 に な ら う の を 見 な けれ ば な ら な か っ た 。 それ は この 癒 重 な 二 重 の 次 任 を 理解 す 
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とう が 


114。 勃 火 を 免れ ん と する な ら ば 、 悪 事 を する 
者 ども に 心 を 傾け る な か れ 。 前 た ち は 、 
テッ ラー の 外 に 、 も な く 、 ま た 助け 
る 者 と て な か る べし 。 ( 注 54) 


る も る レーク タン < ニン レン ーー 
115. 是 財 の 両 沸 に 、 普 びに 入 に 近い 衣 の 話 九 Jlo2 う II の ある Le3I2 
に 、 礼 拝 を 遵守 せよ 。 げ に 芋 行 1 意 を 有 有 


1 ター ュ 
す 。 こ れ は 主 を 念 ず る 人 々 へ の 各 戒 な 9。 っ 5 っ ko SA OMSo eesdl 


116. 液 、 議 抱 強 (あれ 。 げ に アッ ラー な は 義 人 の ーー を 3 る ス 

へ の 報 疾 瀧 湖 す る に 玉 び 難し 。 @CSyS 46036215 
前 だ 前 の 世代 こ ェ ン イッ を CE っ ク タタ クン クイ 

117. お 前 た ちの 前 の 諾 代 の 填 の 中 に は 、 われ 巡る 電 8 の の の 912OWy 
5 が 救い た る 僅か な 者 を 除い て 、 何 故に 地 ラン クッ タン で に の ラー ュー ェ エン クラ ーー ルーン ッ ンタ 
上 に お ける 狐 廃 行為 を 然 ず る 思 あ る 者 な 。 つづ J59LO の MG っ 0 と の > 
か り し か ? 不義 を 行う 着 ど も は 安 逸 を 追い の 2 ダイン ッ タン フレ る レン 売 っ で ッ アッ [レッ ンタ ン 
求め て 、 逆 人 と な れ り 。 55 OAI 13 2 を e Eso 

4 

ピー 


3 
@ ら 穫 b2 タ 


タン デン ン レ 


19. また 、 も し 主 欲 し 給 わ ば 、 役 は 全 人 類 を WAS 22 CO 8 24535 
一 つの 民族 と な す 。 さ きれ と 彼 等 は 常に 争い 3 
ea タ 3 


細 M 2 だ 人 々 て そ AE ア < イッ ン る 


SED ジン つ す 8 


科 も で 入 を 税 た 3 ん ント 6 の の 
は 、 履 行き れん 。 ブー 


21. われ ら が 液 に 使徒 た ちの 重要 な 消息 を 物 4 の の イン 24 と 
語る の は 、 そ れ に よっ て 流 の 信念 を 貴 固 た GOOIRZCK ま 1 


Ei 


に 


る こと で あり 、 そ の こと は 、 人 彼 を 早く 老い こま せ た 程 に 、 彼 の 上 に あま り に も 重く の し か か っ て いた の で あっ 
た (Baihaqui) 。 


注 54 人 は まわ り の 環境 に 影響 る きれる の で 、 も し 彼 の まわ り が 堕 族 し て いれ ば 、 そ の 堕落 は 遅かれ 早かれ 彼 


に 影響 を 与え る の は 確か で ある 。 そ れ で 、 こ の 節 で は 、 信仰 省 達 は 、 た た を た を それ が 彼ら の 友人 人 緑 省 で あっ て も 、 
邪 ま で 正しく て ない 人 々 と の 全て の つなが り を 断ち 切る よう 命じ る の で ある 。 
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6 し めん が ため な り 。 衣 し て この 中 に 真理 生 る レン ンー こし っ セン セス クダ 

の 3 に EET 

並び に 信者 へ の 訓 戒 と 注意 が 液 に 授け られ グー の うら ラ マ クシ 2 クッ 

グン 2 

た り 。 ⑩GSs る 9 

然し な が ら 、 信 ゼ ぜ ね 者 ども に は 云え お ラン 012 入 ュー シフ タラ フュ スッ イン 

思う が まま に 振舞 え 、 我 等 も 包 う ま oONPCE の PKGfO の 人 
に 行わ ん 。 ( 注 55) 


122. 


Ss 上 っ トッ クト て る 
123. 液 等 待っ て ぉ れ 、 我 等 $ 待 た ん 」 と 。 @G CM 
124. 天地 の 秘 事 は 】 アデ テッ ラー に 属し 、 高 事 放 め タタ の 2 9 の 92 イィ ンー 。2 の タン ーー ロ ンー タラン は 
2 ! タル 

は 彼 に 褒 し 率 る 。 き れ ば 彼 を 類 捧 し 、 流 の >9PJpo ら DoeSlc み の 


フフ ラタン /。 っ 
信頼 を た だ 彼 の み に 置 き 浴 れ 。 主 は ぉ 前 た @9333 作 は あ 5 ン ル る cE 
ちの 所 業 を 困 却 せ ず 。 クー 


注 55 この 節 は 次 の こと を お 教 の 最終 的 な 勝利 と 、 不 信仰 者 達 の 下北 と 挫折 に つい て 、 こ 
の 章 の 中 で 述べ られ た 代 大 な 就 不可 能 で 信じ られ な いこ と の 様 に 見 を る が 、 神 に ちい て 不 
可能 な こと は 何 も な く 、 こ れ ら の 巴 言 は 、 必 ず 実 現す る で あろ う 。 
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っ 全て 


ユー ス フ 
(メッ カ 啓 示 ) 
1. 落 悲 深く 、 了 み 選 く アッ ラー の 御名 に ぞい Oo の ー と TE* | 避 WT 
て 。 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。 ( 注 1) これ は 功 須 
な 経典 の 諸 節 な り 。 


3. わ れ ら は お 前 だ ち に 理解 せしめ ゆん が だ め に 、 3 と うる BE 
クル アー ン を アラ ビア 語 で 右 示 し た り 。( 注 CI の NGILOR 3 


2 ) 
4. われ ら は この クル ア ン を 液 に 啓示 する に IM の 2 作 ん 6 る 8 
あたり 、 以 前 液 が に し て いた 最も プン ーー て の と Po 
・ い 物語 を 語り 聞か せよ う ぞ 。( 生 3) PICS の 1 ぎっ Al PWM 


OO 
5 ヨセフ ( 注 4) が を の 父 に か 云え る 時 を ACT を 01 必 6 人 0EI 
泡 え 。 [ 我 が 父 よ 、 我 は 一 の 昨 と 大 陽 と 月 フン ンカ ン レン 
が 、 我 に 拝 貸 する を 夢見 た 9] (年 5) の @CA ダ Os っ 9 3 


注 1 2 章 2 人 を 参照 の 事 。 


注 2 数 を きれ な い 可 多量 で 多様 な 意味 の 語源 を 持ち 、 言 語 朋 体 が 功 快 、 雄 弁 、 を し て わか や すい アラ ビ 


ア 語 は 「 ア ラビ ー」 と 呼ば れ 、 豊 か 、 全 体 的 、 明 確 と いう 芝 味 を 表わし て いる 。 ア ラビ 宮 な 語句 は 、 
徹 に わた る 思想 を 充分 に 表現 し 、 な お か つ 、 微 妙 な 言 外 の 意味 も 伝え る 事 が 出 米 他 の 二 放 を よせ つけ な い 
加 宙 さき で 以 っ て あら ゆ ぁ 内容 の 畑 本 材 を 論ずる 事 が る 。 当 ー ロ ッ プ パ の 言 『 は 、 ア ラビ ア 語 は 根 


言語 で ある 事 を 認め ぎる を 符 ず 、 そ の 聖 か な 何 十 万 も の 諸 源 か ら 6 は 、 大 な 合 種類 も の 派生 語 が 


生じ て いる 。 


注 3 ヨセフ の 話 が 聖なる 聞 言 者 に か くも 詳細 に 渡っ て 啓示 き 和 れれ て いる の は 、 そ の 話 の 内 容 に 銀 言 者 自身 の 
生 深 に 項 言 的 な 喧 示 と な る 部 分 が 多く ある か ら で あ る 。 


注 4 ョ ヨセフ は 、 イ スラ エル と し て も 知ら れる 痕 言 者 ヤコブ の 12 人 の 怠 子 の 一 人 で ある 。 ヨ ャ フ は ラケル の 
人 の 皿 子 の 長男 の 方 で ある 。 彼 の 名 前 は 「 加 える 」 即 わ ち 、「 神 は 私 に も う 一 入 皿 子 を お 加え に な る 」 よい う 
意味 を 表わし て いる ( 令 世 紀 30 音 24 節 )。 


注 5 [ 我 に 拝 賀 する を 引 に みた 5] 聖書 で は 、 大 陽 と 月 を 最初 に 、 そ れ か ら 11 個 の 時 の 記述 が 後に 続い て い 
る が ( 全 世 紀 37 章 9 節 )、 こ の ヨセフ に 拝 賀 する 者 達 の 順序 が 、 ク ルアー ン で は 好 に な っ て いる 。 こ 和 れ は クル 

アー ン の 方 が 加 実 で あり 、 ま すず 最初 に ヨ モ フ に 出会い 振 賀 し た の は 彼 の 5 (11 個 の 星 ) それ か ら 山 親 
の 順 ば で あっ た か ら で あ る 。 この節 は ヨセフ の 両親 と 兄弟 達 が 彼 に 帰 合 し た 3 : 味 し て いる 。 
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. 彼 は 云え り 、「 か わい い 我 が 息子 よ 、 流 が 上 


弟 に その 夢 の 話 を 語る な か れ 、 液 に 敵対 す 
る 斉 を 企 た せ ね た め に も 5。 ば に 悪魔 は 人 間 


に と っ て 公然 の 敵 な り 。 


・ 改 が か か る 夢 を 見 た の で あれ ば 、 主 は 液 を 


選び 諸事 の 解釈 を 教え 、 液 の 二 旧 一 ア ブ ラ 


ハム と イサ ク に 届 窟 を 完 う し た 如く 、 之 を 
流 と ヤ コ プ 一家 ( 和 6) に 完 う せん 。 げ に 


液 の 主 は 、 すべ て を 知り 、 臣 折 に まし ます 。 


ユー ス フ 
3 ター ラテ タス る イン ンタ 


GE ay 6 
oN の 1441 RON 
VNC BMT い 生 GVCEGRGIR(0 
仙人 MC を で 2 符 1 
edo321E (SICY 


8 を と と 2 生 7 る 」 
る cue ぃ けら) 


第 二 頃 
8. げ に ヨセフ と その 上 兄弟 の 物語 の 中 に 1 、 訟 イン タッ レン (シラ ンク 
1 
索 好き な 徒 へ の いろ い ろ な 時 あり OCN 
9. 時 に 彼 等 は 云え り 、 「 確 か に 、 艇 に お いて 優 OR 2 タイ ンタ タッ タイ 2 2 
1 こと 1 | REI| 
る 我 等 より も 、 我 等 の 多 は ヨセフ と る の 第 。 PE は ) 
を 我 等 より 節 愛す 。 父 は 明らか に 誤 れ 5。 Se る の ES 入ら 5 
( 往 7) ーー 
10、 ミセ フ を 殺せ (まま 8)、 束 は 、 ま こ か 遠い ちく GRI 証 MHC 
う BE 11 > 1 
国 に 追い 払え 、 さ れ ば 父 の 顔 は も っ ぱら お 6d EE 
前 た ち に 向け られ ん 。 希 る 後に 壮 し い 人 と OOo 放っ 
な る を 得 べ し 」 と 。( 注 9) 
ー 。 タラ タタ タ ラン プラ タク ン ン ン 
11. する と を の 中 の 一 人 が 云え り 、「 ヨ セ フ を 殺 ちと まう 056 
す な か れ 。 や む な く ば 、 役 を 深い 井戸 の 底 カッ シリア ンー 。 ラッ レン 凡 
に 置き 去り に せよ 。 誰 か 旅 入 が 彼 を 拾い 去 に CUG 隊 E0f3(K4ITG3 
6 ん JE。 の 
〇 od 
注 6 型 書 で は 、 こ の 名 前 (ヤコブ) は 「 取 っ て 代わ る 者 ] と の 説明 が ある (創世 紀 27 斉 36 侵 )。「 ヤ ュ プ ブ ] 
と は 「 神 が 後ろ に お わし ます 」、 或 い は 「 神 が 報い を サ え られ る 」 と いっ た 様 な 交 味 合い の 「 ヤ ー ユ ベル] が 短 
科 る きれ て 作ら 6 れ た 名 前 だ と た いう の が 、 一 般 釣 な 拓 誠 見 で ある 。 ヤ ュ ブ は イサ クレ ベッ カ の 息子 で 、 


アプ ラ ハ ム の 揉 に あたり イス ラ エ ル 人 の 祖先 E る され て お り 、 


ルアー ン は メッ カ と タイ フ の 町 の 僅 大 な 者 達 の 中 の 誰か 
何故 な ら 、 彼 等 は 、 聖 な る 預言 者 は 、 預 言 者 し いう 高い 地位 に 選ば れる に は 値 し な い 存在 で ある 
だ た か ら で あ る 。 
注 8 ヨセフ を 灯 を うほ と 計 画 し た ヨセフ の 見 弟 達 の 様 に クラ イシ ュ の 人 人々 も 亜 な る 預言 者 を 条 
(8 意 31 第 ) 
注 9 ル ペ ベン (創世 紀 37 章 22 節 ) 参照 。 


達 の 方 が あら ゆる 上 恵 で ずっ と 優れ て いる と 思 
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! っ て いる の に 、 
その 関心 の 的 と な っ た ヨ モ フ に 立腹 し た ヨセフ の 上 晃 弟 達 の 様 に 、 


第 三 の 族 長 と し て 知ら れれ て いる (Enc. Bib. Jew. 


打 分 遂に 取っ て か わっ て 父親 の 3 
クラ イシ ュ の 指導 者 達 $、 


に 啓示 きれ る さき で あっ た と 主 苦 し た (43 埋 32 第 ) 。 


と みな し て い 


う と 企 て た 。 


第 上 二 意 


ユー スク フ 


2 後 等 は 云え り 、「 攻 等 の 父 よ 、 我 等 は ヨ モ フ も 12 AS 36 は ク UMAWMEB 
の 幸い を 祈る 者 だ と い うに 、 流 は 何 誠に ョ レッ レン 
も セ フ を 我 等 に 信託 ぎる か ? ⑤ 〇 ge2 3 
3. 明日 、 彼 を 我 等 と 共に 行か し ゆめ よ 、 き すれ 2 ンー イ 
ば 邊 は 自ら 楽し み 遊 び 、 我 等 は 必ず 彼 を 訟 の DPt の 
らん ] と 。 
4. ヤコブ は 云え り 、「 お 前 た ち が 役 を 連れ 去る ライ タレ ラン クー ラシン ンダ タ タッ ンス セ 
! 
の は 、 我 を 深 て 起 し ませ る 。p 削 た ちがう っ 。 の 1 OCS 
か り し て いる 間 に 、 狼 が 役 を 取り 食い は し @ ! ME の 2 タタ クレ 
3 | 25 
な いか と 我 は 和 悪 る ] と 。 ( 注 10) ンプ 48 
5 彼 等 は 当たり 、「 我 等 は 大 勢い る と いう の (の あて 
、 、 Co の っ つう て つり 15 
に 、 狼 が 彼 を 取り 食らう よう で あれ ば 、 我 ealldflog6 
等 紛れ も な く 身 の 破 減 な り ] 上 。 @6 を 記 
6. か く て 彼 等 は 彼 を 連れ 去り 、 深 い 井 戸 の 底 ンー アイン シッコ シッ ラン セン 
に 彼 を 置き 去り に すべ く 朱 議 一 致し 、 ま き EE に EROC6 
に その 意地 悪い 企 て を な きん と する や 、 わ ラッ タ っ タク 14 
AKKOPCIIC 
れ ら は ヨセフ に 勲 示 し て 、 云 えり 、[ 液 は 条 35102a UK 
時 か この 事 を 彼 等 に 語り 告げ ん 、 然 れ ど も ③ 6451 
の の 8 
彼 等 は その 時 、 流 を 職 ら ざる べし 」 と 。 3 
17. 日 が 暮れ て 、 邊 等 は 泣き な が ら を の 父 の し OS (3 っ 
回 UI 
ころ へ 帰り た り 。 0 
18. 「 我 等 の 父 よ 、 我 等 は 互 に 競走 し て いて の な る EACECGMC | 1 
ョ モ フ を 我 等 の 荷物 と 一 緒 に 残し 置き た る プ う 朋 字 ! 8 WU6 
ょ ころ 、 独 来 り て 彼 を 食らう 。 我 等 真実 を 全 に の PICK 財 3I 
語る と も 、 液 は 我 等 を 信じ ぎる べし ] と 彼 こ 
等 は 云え 5。 ( 注 11) oe 
19. 令 等 は ヨセフ の 下着 に 偽り の 年 を つけ て 持 24<z > シィ 
ち 来 た れ り 9。 ヤコブ は 云 えり 、「 そ う で は あ とび 06 クウ 4e あ 
る まい 、 お 前 だ ちの 日 に は これ し きのこ と の Z 全 人 % 交 ら て の の る 1 の まあ ( 5 名 
と 思え し が 、 己 れ 自身 に 重大 な 事 を な し た 
る な り 。 ( 注 12) きれ ど 今 は 、 耐え 妨 ぶ こ 
注 10 この 節 の 叙述 か ら 、 ヤ コブ は 、 兄弟 達 が ヨ モ フ を 殺 そ うと し て いる た くら み に つ いて 神 よ り 既 に 知ら 
きれ て いた 事 が わか る 。 そ の 為 あ た か も 告発 する が 如く に 、 彼 等 が 自分 達 の 凶悪 な 犯罪 を 重量 し て も ら う 為 に 、 
後に な っ て 合う 事 に な る の と 同一 の 語句 を 使っ た の で あ る 。 
注 11 この 言葉 は 、 兄 第 佑 の 必 の イラ イラ を 表わし 、 自 分 達 の 罪 の 意識 を 桑 中 し て いる 。 
注 12 これ ら の 言葉 は 、 ヤ ュ ブ が 息子 達 の 報告 を 作り 話 ほ た 考え て いた 事 を 示し て いる 。 
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第 十 二 章 


エース ラフ 


と こそ を 我 が た め な り 。 お 前 た ち が 主 吾 する 
こと に 対し て 、 我 は 偽 に アッ ラー に 助け を 
求め ん 」 と 。 


@ の 叶 g5( に 


20、 や が て 隊商 が 通り か か り 、 水 流 サ 者 が 戸 レレ ョ 2 セッ タン レレ イン 
に 進 わ きれ た 9。 男 釣 有 を 井戸 に 下ろ す 2936 叶 Eo う 
や 、 叫び た り 、「 吉 な る か な 1 ここ に 童子 あ 6 (イン の は 940 隔 (の 
、 5 う 8 う さぁ Ao 
り !」 そこ て で 邊 等 は この 詞 子 を 盗り も の に ペラ uecoSx 0 
し ょ うと 思い 、 ひ を か に 隠し た り 。( 注 13) oOFVGLGM2 
きれ ど ア ッ ラ ー は 、 彼 等 の な せる こと を 熟 本 
知 せ 9。 
タン, ン ッ タ ェ ブ る 。 タッ ン る ノレ 
21. 彼 等 は ヨ モ フ を 、 欲 し が り ざ り し か は ば 、 僅 12 め め 5032 2 か 53 Oo て の の っ う 
か な 銀貨 で 役 を 売り 払え り 。 
@6ua5os 時 
あ が な 第 三 項 、 2 クン ルッ と っ 。 ター イセ て る スレ し 
22. ョ ャ フ を 購 い た る は 括 及 人 ( 注 14) に し の 1212 9 02 go dB2 
て 、 男 その 妻 に 云え り 、[ 有 器 に 人 せよ 。 彼 ラン クン イン 人 < ンジ ン ン シッ ン ン 
が 彼 等 を 倫 す る こと ある や も し ね すず 、 ま た 2 so ジ STi も あ 
彼 を 我 等 の 養子 し する も よし ] よ 。 か く て (時 室 え ルイン 
P02 は ヨセフ を を の 国 に 落ち 着 か せ 、 き 43 4029205998 る 9 多 
ざま な 事象 の 解 選 を 数 た だ り 。 ア ッ ラ ー 2 人 562p2(EE 導 255C3 
は を の 人 証し た る も の は 必ず 完 2 し 給 う 、 フル ン 
され ど 世 人 の 多く は 用 を 知ら ず 。 @ ら ss 人 il 
23. さて 、 彼 が 成人 に 達し た 時 、 ゎ われ ら は 役 に GO と KCS る 75 ッ 
識見 と 知識 を 授け た り 。 か く の 如く われ CN CSI さき 6: 
ら は 正しい 行い を な す 者 に 報 ゆ 。 @ の bell ex35 
24. ヨセフ が 直 居 せる 家 の 妻 、 彼 の 意志 に 反し レン シュッ 
て 彼 を 誘 意 さ ん と 談 る 。 彼 女 は だ を 閉じ て 、 RYC り ILt レ 0 
云 を えり 、「 き あ 、 来れ 」 ほ 。 ヨセフ は 志 を り 、 人 ピン W ょ の フン ョ ン ブン ッ 
KOK 185I 
「 革 は アッラー に 保 計 を 求む 。 役 は 表 。 フク 3 6 う le ツ 
主 な り 。 ( 注 15) 彼 が あな た が た に 、 oc CDETTOIC す の くち 
我 や 狂 に 骨 さ し め ゅ たり 。 げ に 、 亜 事 を な せ 
る 者 は 決し て 栄え を ず 」 と 。 
注 13 隊商 の 面々 は 、 ヨ モ フ を よい も うけ の 対象 と 考え て いた 。 
注 14 ヨセフ を 買い 取っ た エジプト 人 は 、 ユ ダ ヤ の 文字 で は 、 ポ テバ パル で ある と きれ て いる (Enc. Bib. 及 


び 合 世紀 39 音節 )。 彼 は 古代 エジプト で は 高官 と され た 、 近 f 隊長 で あっ た 。 
千 15 この 委 で は 、 婦人 が ヨセフ を 誘 惑 し を こない 、 ヨ セ フ が この 葉 を 逃れ た 事 が 述べ られ て いる 。 [ 彼 は 我 
が 主 な り 」 と は 神 の 事 で ある 。 一 部 評 紀 者 が 「 主 人 ] 解 寂 し て いる の は 誤り で ある 。 こ こ は ヨ セ フ の エ ジ プ 
ト 人 の 主人 を き し て いる わけ で は な い 。 神 を 表わし て いる の で ある 。 
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第 十 ご 章 ーー スッ 


25. 彼女 は 彼 を 謎 剖 せ ん と 思 た ども 、 彼 は 誘惑 も ィ レグ 122 イ <Y イ し スィ イン 人 9 メッ ンタ 
に 負け じ と 決 癌 せり 。 ( 和 16) も し 彼 主 の oOD3329 も Ss 
潜 17) を 見 ざり せ ば 、 か か る 決心 を 2205 は < 0 
示す こ ほ 衣 わ じ 。 か く 《 の 如く 、 わ れ ら は 彼 


て 2 クタ 2 
より 錯 悪 と 陳 行 も を 操 ざ けた り 。 げ に 彼 は 、 ee 
われ ら の 選ば れ た 僕 の 一 人 な りき 。 ( 注 
18) 


26. そこ で 彼 等 は と も に だ 日 に 走り 、 は 背後 > つ 3 EKKENAIIEYCM 
より コモ フ の 上 着 を 引き 裂け り 、 し て 彼 レン 
等 は 口 に て 彼女 の 大 に 造 いた り 。 彼 女 な be 直 AKI ド や tedied 
芸 えり 、「 湊 の 要 に 悪 東 を な きん と し た 者 フン を 5 
は 、 投 す る か 痛 到 の 外 に 、 そ の 人 如 何 (272INN 人 KC IN 
に せん ?」 と 。 。 

97 ヨ ョ モ フ は 交え り 、「 役 の 方 が 季 が 衣 走 に 館  @20AU5QeS 3 軸 5b@ び 

と (の 9 り 
ら っ て 我 を 誘惑 せん と 護る] と 。 時 に 家人 タイン ン スク 旬 4 スレ 
の 中 の 一 目 机 者 証言 し て 、 云 う 、「 も し 彼 の 2 の 人 8226 
上 着 が 前 か ら 裂 け て いる な ら ば 、 彼 女 の 普 . 
葉 は 真実 で 、 嘘 つき は 役 な り 。 (ONTW 
と か > 、 2 ジス 人 ら タタ ター る る と タク ュ スレ ント クラ ョ ン 
28. 的 し な が ら 6、 そ の 上 着 が 後ろ か ら 裂 け て い 。 ?99euA ao208 42 す 5O3 


る な ら ば 、 役 女 は 嘘つき で 、 役 の 言葉 は 真 


実 な 9] と 。 ⑤ こ ゆ A2 タ 
29. そこ で 、 彼 女 の 夫 は 上 着 が 公 後 か ら 引 き 有 105 のみ 3 4 の 385 
か れ て いる の を 見 て 、 な えり 、「 こ れ は お 前 ~ タク レン 

た ち 女 ど 6 の 企み な り 。 実 に お前 た ちの 企 @ 和 531 


み は 浴 る べし 。 ( 注 19) 


注 16 ヨ モ フ の 主人 の 妻 は 、 ヨ モ フ に 関し て ある 事 一 男女 の 交 合 一 を や 企 て た 。 
て ある 考え を 持っ た 。 即ち 彼女 の 邪悪 な 目的 に 抗 する 事 で ある 。 ヨ モ フ が 何ら や まし い 
前 節 か ら せ 了 明確 で あり 、 彼 は た だ 、 彼 女 を を の 邪悪 な 目的 か ら 思 い 止 ま ら せよ うと し た 


、 ヨ モ フ も る 彼女 に つい 
を 持 だ な か っ た 事 は 
け で あっ た 。 


注 17 「 王 の 其 証 ] と は 、 ョ ヨセフ が 既に 目のあたり に 見 た 井戸 に 投げ こま れ だ けた 示 で ある 彼 の 将 
米 を 預言 し た 末 晴 らし い 受 を る す 。 この 時 の 夢 で は 、 彼 の 後々 の 卓越 任 や 栄光 ( 当 剖 16 節 ) 及び 、 投げ こ 
まれ だ 井戸 か ら 無 事 に 助け だ きれ る 事 も 指摘 きれ て いた 。 


注 18 丁度 ヨセフ が 自分 の 交 度 き と 隊 直 る の 人 道 を ふみ は ず す 様 に 誘惑 きれ た の と 同様 に 、 聖なる 預言 者 
メッ カ の 偶像 味 拝 者 達 に 、 神 の 唯一 いて 説教 する の を 止め れ ば 、 役 等 の 王 に する と か 、 大 な 富 を 与 
る 、 或 い は アラ ビア で いち ば ん 美しい 欠 位 と 結 きせ る と 請 座る れ た 。 当然 な が らら 聖なる 預言 者 は 、 この し 
出 を 退け た が 、 拒 絶 の 際 の 「 私 の 右手 に 太陽 を や 、 そ し て 左手 に 月 を 置い た た し て も 、 私 が 唯一 な る 神 に つい て 
の 説教 を 止め る 事 は 有り 得 な い 」 と の 返答 は 歴史 に 残る 言葉 で ある 。 


告 19 出来 る 限り 雪 を か ば お うと し た ポテ パル は 、 ず る か し こく 、 よ こし まな る 全て の 女性 を 紅 弾 し て いる 。 
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第 十 二 間 ユー タフ 


30. ヨセフ ょ 、 こ の 危害 を 見 の が し て や れれ 。 し 衝 條 人 
か し 、 委 よ 、 液 は を の 卓 の 式 し を 笛 え 。 流 ィング の ーー の POP 


は 間違い な く 罪 を 犯 せ し 者 な る ぞ ] と 。 @CAbA0IG2 8 
第 皿 項 。 グイ W 
31. と ころ で 、 市 井 の 婦 人 た ち は 評 せり 、[ ア RCI の ECW 


ズィー ズ ( ま 20) の 妻 が 従 儀 の 意 に 反し 1 イイ レン クッ レレ ンク フー ラン を 2 や ラン ュ ス 
て 誠 せ ん よ す 。 征 隊 が 奥方 を 恋 に 巡 ゎ し WGPGE2 0 Soe( る う 
め た り 。( 注 21) 我 等 は 明らか に 興 方 の 過 タン 
も な る を 知る 」 と 。 @okg dLS 3 


32. 奥方 は 彼女 だ ちの 陰口 を 義 く と 、 人 を 追わ Sb69 WI 3 ec( 笛 
し て 彼女 た ち を 要 き 、 究 を 設け て を の 一 人 ウタ 


、 内 2 ンス る タス タン 
一 人 に ナイ フ を 与え た 後 、 ヨ モ フ を 呼ん で 、 人 る 82 ob SG 


云え りう 、「 こ こ に 来 て 、 役 女 だ ちの 前 に 出 よ 」 ン の 7 CU あ d 半 
と 。 持 る に 、 帰 人 た も 彼 を 見 る な り 、 余 程 220 


高貴 な 纏 方 に 居 い な いと 思い 、( 注 22) 驚 。 必 > エン る ・ ン る ラン ラン 
1 (あと く 
診 の 余り その を 傷つけ て 、( 征 29) ※ ぇ ObSIOA Pr の 
り 、「 ア ッ ラ ー に 議 美 あれ ! こ は 人 間 に 非 と 伯 き 
ず 、 こ は 頁 き 天使 に 井 ず し て 何ぞ 」 と 。 
ー ェ 1 ナチ > ンタ イン る クタ 。 る ンス レッ イ (es 
39. 奥方 は 云え り 、「 管 様 が を 非 名 し た 、 を の SDSDB > ya MI 
相手 ほ 上 いう の が この 者 な り 。 姿 は 彼 の 意 に 
反し て 誘 豆 さん と せ し が 、 彼 は 罪 よ り 己 れ 
を 机 り た り 。 され と 、 今度 委 の 命ずる こと 
き げ ず し し 全量 還 り プッ クィ の イン イブン タン 
に 従わ ず ば 、 溢 は 彼 を 投 用 し 、 彼 は 茂 ま る 症 折 P 
和 れる 身 と な らん | と 。 
34. を こ で 、 ヨ モ フ は 祈り て 云え り 、「 我 が 主 よ 、 GSGsse76 
我 は 彼女 た ちの 読 い に 従う より は 年 奥 を 選 
クノ イー タタ る る し 
ぶ 。 されど 、 液 、 彼 女 だ ちの 集 申 を 取り 除 5 
か ず ば 、 我 が 心 彼女 た ち に 傾き て 遂に 痴 人 コーン 
の 一 人 ほな らん 」 と 。 @ oNesdl 23 
往 20 「 ア ル ・ ア ズィー ズ 」 と は ポテ パル の 事 を 指す 。 彼 は 王 の 警 設 に 当る 兵 の 明 長 で あっ た が 、 亜 な る 預 
言 者 の 時 代 に は 、 エ ジ プ ト の 長 や 高位 に ある 者 達 は 「 ア ル ・ ア ズィー ズ 」 の 称号 で 呼ば れ て いた 。 
往 21 「 恋 に 迷わ せ む だり | と いう デラ ビア 的 表現 は 、 彼 女 の ヨ セ フ に 対す る 愛 は 彼女 の 心 の 奥底 まで 入り こ 
ん だ 、 或 じ は 、 彼 へ の 愛 が 役 女 を は げ し くう っ た 、 又 は 、 役 女 の 心 が 稚 われ た と いう 意味 合い で ある 。 
注 22 彼女 た ち は 彼 の 事 を 気 高 い 存 在 ほ 感じ た の で ある 。 
注 23 「 手 を 傷つけ た 」 と いう 表現 は 、 女 性 達 が ヨセフ を 見 た 時 、 そ の あま り の 気高く 、 美 し い 容 ぼう に 心 
を 奪わ れ 、 駒 わ ず 手 に し て いた ナイ フ で 自分 達 の 手 を 傷つけ て し まっ た 程 で あっ た 事 を 意味 し て いる 。 或いは 、 


彼女 等 の 筐 き と 稀 嘆 を 比 際 的 に 表わし た も の と も 考え られ る 。「 指 先 を か む 」 よ いう アラ ビア 語 の 表現 は 、 稀 き 
を が ポ す 時 に 使わ れる 。 その 一 部 を 表わす 際 、 そ れ の 含ま れる 全体 を 表わす 言葉 が 時 々 使わ れる の で 、 こ の 場合 
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久 あす 2 2 と 移 26 


第 一 秋 ユー ス フ ブラ 


35. を 和む の ぇ 、 主 は 役 の 補 順 に 応え 、 ョ キネ フ か SSA0AE 2 266 
ら 彼 友だち の 策 路 を 払い の けた り 。 げ に 彼 - 。 。 
は 、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 し 給 う 。 IS 


96. 然るに 長老 た もち は 、 ヨ セ フ の 源 邊 の 証拠 を を シイ は ライ イン 
FEATII 
見 な た に も か か わら ず 、 自 分 た ちの 名 望 を 維 bbCos に アコ 


持 せ ん が た め に 、 役 を 暫く 投入 せ し むる こ ひい > ミン 
ほ に せり 9。 ( 入 29) we と 6 
第 五 項 
37. その 時 、 二 人 の 若者 が ヨセフ と は 1 タン プン 人 (る と リス ス ンタ 1 る イィ フン 
り 9 。 を の 一 人 は 云え り 、「 は 族 に 机 Ve の Somellteo こう 2 
る を 見 た だり 」 と 。 す る と 、 も う 一 人 が 云え IA 8 な 2 の 21 
り 、 「 我 は 夢 に 、 自分 の 頭 の 上 に パン を の せ 内 


2 セン 
て 遥 び つつ ある と 、 生 来 り 9 て 之 を 表 せ を 和 0 才 み 68 
た り 。( 注 25) 我 等 に 教え 給え を 、 こ 。 ンー ロン [Z 
解 心 を 。 お 見 か けし た と ころ 、 液 は 義 し い @ouzeJloa2 


人 な りほ 思う 」 と 。 
」 隊 レレ シン る ピュッ レン 
38. ョ モ フ は 答え り 、「 お 前 た ち に 支給 され る 食 9 隊 の 2 2 


事 は 無く な る べし 、 打 れ ど も 我 は そう な る 

前 に を の 意味 を 告げ 知ら せん 。 こ れ は 我 が ヅ は を さ うぅ 

王 が 我 に 教え を たる が 故 な り 。 我 は アッ ラー ラッ ター クン ポッ テ ン 内 ン ラク る 

を 信 ゼ ぜ ず 且つ 来世 を 信 ぜ ざる 人 々 の 宗教 を 2 っ | 2 32 
放 丘 せり 。 の の 3 


39. 語 し て 我 は 、 我 が 父 福 、 ア ブラ ハム 、 イ ナー 6 衝 523 の 2 る 符 ら 
及び ヤコブ の 宗教 を 率 ず 。 我 等 は 何者 コー を レン レフ 
アッ ラー ミ 併 き 礼 る こと 衣 わ ず 。 こ れこ を の 2 の の AA し 3 全 9 CfoWC 


我 等 の みな ら ず 、 全 人 類 に 賜り た る アッ レイ ンチ イオ る ャ ーッ ン 
ラー の 固 証 扶 。」-」 - に 計 ) す 感 ョ PNISH EMI2CC KW AbL ら 2 
ラー の 思 恵 な り 、 然 る に 世 人 の 大 半 は 感謝 < と シフ 
の 念 を 知ら ず 。 ンタ を 7 
@ ら * 
も 、 手 が 指先 の 代 お り に 使わ れ た と も 考え られ る 。 タ ルム ー ド に 依 れ ば 、 客 の 女性 寺 に は オレ ンジ が 出 きれ 
て お り 、 彼 女 達 は ヨ モ フ を ー 目 みて 心 を 奪わ れ た だ 為 、 う っ か り 手 を 切っ て し まっ だ た と いう 解 羽 に な る (Jew.Enc. 
と タル ムー ド )。 
注 24 。 ポテ パル の 変 の 悪い 噂 が ひろ まっ た 為 、 彼 女 の ま わり の 者 達 は 、 ス キャ ンダ ル の も み け し に は 、 ョ セ モ 
フ を 投 用 す れ ば 、 世 間 が 彼 の 方 が 悪い 事 を し か けた の だ と 思い 、 人 々 の 非難 が 彼 に むけ られ る で あろ うと 考え 
た 。 
注 25 吾 使い 頭 ほ パン 職人 の 夢 に つい て は 、 創 世紀 の 第 40 章 を 参照 の 事 。 
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第 一 草 
40, 我 が 同 因 の 両 名 よ ょ 、 異 っ た 神々 か 、 そ れ と ィ の タン ンク イン る Mg 日 レ 。 
える 還 
8 唯一 全能 の 主 か 、 い ずれ が 優る や ? 2 の 
2 作 人 、 タ Pl 
ODMKIIA 
41. アッ ラー の 外 に お前 たち が 崇拝 する も の シック シン ギフ ルン て イッ クッ ニン ラッ タ タン 
ンー で 
は 、 お 8 前 た ちゃ や 父祖 た ち が 名 づけ た る 名 稀 スー と 1 の の マビ 
に すぎ ず 、 ア ッ ラ ー は を れ 等 に Me PCIEU ま (Py 
gle5so 交 629 人 | 
成 $ 降 し 晃 わ ぎる な り 。 決定 は 争 り アッー プイ ィ ンー 2 
ラー 次 第 な り 。 彼 は 前 た ち に 、 邊 以外 に 9 の AA 
何者 も 涯 拝 する な か れ と 命じ に た り 。 こ れこ っ 人 2 ンー のか 。 
を 正しき 教え な り 、 鉄 る に 世 人 の 大 半 は 之 GII の P IO 
を 知ら ず 。 
インポ エル ン イ み ン 2 
42. 我 が 岡 因 の 両 名 よ 、 お 前 た ちの 一 人 に つい の < の Alee 
て は 、 を の 主人 の た め に 酒 を 的 ぐ 身 と な ら Sn 
ん 。 他 の 一 人 は 、 了 け に きれ 、 数 多 の 鳥 が ンプ oOS COLS3 NT2 
その 頭 を 明 む な べし 。 お 前 た も が ね し 事 は ッッ 
すでに 決定 を みた る な り ] と 。 @ost3 み DIG め 
43. 語 し て ヨ モ フ は 、 両 名 の 躍 放 せら る ざし の 0 Cpe5S Yoo Jn 
と 思っ た 方 に 、 法 えり 、「 我 が 主人 に 我 が レン / 
ょ を 告げ よ 」 上 。 狼 る に 悪 麻 が 電 に を 忘 。 o09G8 や と 語 456IEMAIESGC 
れ せ し め た れ ば 、 ヨ モン は な お 数 年 定 尾 に スク 
繋が れ た だ り 9。 さら 
第 頂 ノル 
ビー ぁ 曽 デ 本 > う > る ロン フッ ンー レタ 、 クロ ンク スピン 
44. FE 去 えり 、「 余 は 夢 で 、 七 頭 の 肥え た 牝 ee る で の 8L31d63 
唄 の 痩せ た の に 食わ れ 、 ま だ た 七 つ の フン ララ ラシン る し タン 
音 穂 と つの 枯 れ 徳 を 見 た り 。 流 等 長老 た CN デリ テート て つい ゆで 
ちょ 、 も し 夢 判断 が 出来 る な ら 、 余 の 謎 の の 2 と ビッ s 
意味 を 解け 」 と 。 KG の 21D3A1P2921 も なり 
イラン ッッ レー タッ の レン と マイ アック ワン の 
465. 彼 等 は 答え り 、「 雑 な り 、 我 等 は な か か る 答 っ i び お 必 導 221 る 86 導 
上 を 解く 術 を 知 6 ず 」 と 。 ブー ー 骨 還 
@ の 
46、 ょ ころ で 、 例 の 両 名 の 申 札 放さ きれ だ た 男 が 、 の oof ン を レ レッ ーッ 人 イ セン 
その後 し ば らく し て 想 超 し 、 云え り 、「 我 32I0 ッ 235 し 2 は 516 
の 解説 を 御 一 同 に 告げ 知ら せん 、 故 に 才 を eegi 発 直志 
派遣 し 給え ] と 。 人 4 
47. 「 ヨ ネフ よ 、 誠 実 な る 人 よ 、 七 頭 の 肥え た 


牝 生 が 七 頭 の 痩せ た の に 食わ れ 、 ま だ た 七 つ 
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いよ 3 


普 


の 青 穂 と つの 牛 れ 穂 の 夢 の 意 味 を 我 等 の 
た め に 解け 。 我 は 帰り て 人 々 に 之 を 知 6 さ 
ん 」 


ユー ス ブ 
フイ タン ーー タチ 2 ぁ と る Pe タン 4 
3 2 と この うら ほる "66 


* 


イタ ッッ の ュ 
プ 


アッ クイ タン ラグ セン ン し ろ ッ 
2 全 っ に ら 


49。 ヨ キ フ は 等 えり 、「 お 前 た ち 年 間 信 ま で 館 9 寺 シン レ e セ レス の フッ ン 4 E 
) 衝 を 播き 、 重 箇 に 働 け 。 病 し て 自分 た ちゆ VfOeete 2 で "のめり 
が 食べ る 少量 を 除い て 、 刈 り 入 れ だ る も の Id すく ア 由 
の 11458 
は 穂 の まま 蓄え よ 。 @ の 8) 人 
49. す る と 、 を その 後 、 七 年 に 音 っ て 苦し いと き 。 レレ ン < 衝 る っ タン スー ラン バレイ 
来 り 、 お 前 た ち が 喧 其 す る 少量 を 除い て 、 し oBVSO タ ee の oy6295 お 
隊 め 秋 害 に 備 を て おき し も の まで すべ て を の 63 SS 23 
joeo じろう LO 62e05 
食い 尽く きん 。 ( 注 26 2 
リー Ba 、 る タル ィ ン イトー シン の sy[ レ の る 
50. その 後に 来る 一 年 は 、 慈 雨 を 得 て 、 果汁 を El の Ego お 
搾 る べし 」 と 。 レン 
OO 
第 七 項 ー 
51. 王 は 云え 9、「 を の 者 を 連れ て 参 れ ]E。 然 人 2 atCWet MEGIWI 了 2 
る に 使者 が ヨセフ の と ころ へ 来る と 、 ヨ セ 2) 9 * 
の ラン ノ 
フ は 去 え 》 、「 帰 9 て 流 の 主人 に 護 ね よ 、 を の 21RI4YTGKf2G も 23 
の 手 を 傷つけ し 女 ど も は どう する の か と 。 ジン 
我 が 主 は 彼女 等 の 諸 計 を よく 知り 給 2 の を ao の 285go 
ま 。 ( 生 27 
52、 王 は 婦人 た ち に 誠 ね り 、「 お 前 た ち が ヨ セ フ ア 学 の チア の の ナン の 
sg < 
の 意 に 反し て 診 束 を し 時 、 と うぅ で あっ た 。 つの 選び の ゆ 1 KW 
8 彼女 た ち は 答 ぇ 彼 は アッ ラー イタ ーー イ 2 タク 
が 者 NM ッ ラ els6 けん 4 EE あじ 
を 恐れ 、 罪 に 近寄ら ぎり き 一 私 だ たち は 、 彼 レン 
が いき きか も 悪 な き を 知り ぬ ] と 。 ア ズィー Do と 455 Oluea 8 し グン 
ズ の 妻 公 え り 、「 こ れ で 、 事 実 が 明らか に な ルン 
れ り 。 彼 を 誘惑 な し は 和 姜 な れ ど 、 彼 は まこ @CsuaGJ 35 
ょ に 誠 審 な る 者 な り ! と 。 ( 注 28) 
邊 26 型 な る 需 言 者 の 時 代 に 、 ア ラビ ア は 七 年 に も 渡る 錠 き ん に 襲わ れ 、 そ の 大 負 き ん の すさ る まじき は 、 信 々 


が 腐 肉 で も 日 に せ ぎ る を 得 な か っ た 程 で あっ た と いう 


千 27 


ヨセフ が 並々 な ら 選 人間 で ある 事 を 知っ た 王 は 、 
疑い の 源 を は っ きり 証明 する 査 | 


そし て 


あっ た と の 印象 を 持ち 続け て 鈴 し いな か っ た か ら で あ る 。 


注 28 


この 節 の 語句 か ら 、 
ら で あ る 。 


後 や 釈放 し よう よし た が 、 
問 が 終わ ら な いう ち は 宮 放 され る 事 を 拒ん だ 。 ヨ セ フ が 
は 二 つ あ っ た 。-- つ は 、 王 に 後々 に な っ て 人 彼 を 閉じ こめ だ 信達 の 邪悪 な 目的 


彼 の 無実 を し っ か り は らし た か っ も うつ に は 彼 の 思 人 で ある 


女 達 が 手 を 傷つけ た と いう の は 実際 に 起こ っ た 
ば 、 ヨ モ フ が その 事 に 言及 は し な いか ら 


( プ ハ リ )。 


ヨセフ が 自分 


も な けれ 
向 嘆 か ら か 会 話 に 波頭 し た か の いづ れ か の 理由 で 、 何 人 か の 
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で ある ヨ 


が わか る 。 さき 


= ゃ 


第 士 一斉 


53. 


54. 


on 
に 


60. 


. ヨセフ 


- か く の 吉 く 、 


ヨセフ は 云え り 、「 こ れ は 我 が 主 人 に 、 彼 が 
不在 中 、 我 備 を 裏切る 者 に 非 ず 、 ま た アッ 
ラー は 不貞 な 女 の ける も の に 大 
ら ぎ ざる こと を 知ら し ゆめ る ため な り 。 

然 れ ども 、 人 間 の 心 は 悪 に 傾き や すい も の 
で ある が 故に 、 主 が 慈悲 を 垂れ る 考 を 除い 
て 、 我 は 自ら 涯 白 な り と は 考え ず 。 げ に 我 
が 主 は 寛大 に し て 、 悲 深 ( ま し ます ] と 。 
王 は 云 えり 、「 そ の 填 を 連れ て 参 れ 。 余 は る 
の 者 を 格別 に 取り 立て ん ]」 と 。 王 は ヨセフ 
と 語り て 、 云 えり 、 「 今 日 より 流 は 地位 と 信 
任 を 撲 けら れ て 、 衝 等 と 倍 に 居る べし と 。 
は 区 え り 、[ 我 を この 国 の 葵 の 管理 
者 に 任命 きれ よ 、 我 有 能 な る 管理 者 な る ヵ 
履 に ]」 と 。 ( 生 29) 

われ ら は ヨセフ に この 国 に な 
いて 地位 を 与え 、 彼 の 好 ひ と ころ に 何処 な 
り に 住む こ と を 得 せ し め た り 。 わ れ ら は わ 
れ ら の 欲す る 者 に 候 恵 を 垂れ 、 義 し い 人 の 
報 半 は 決し て 空しく せ ず 。 


. 神 を 信じ 神 を 罰 れ る 者 に は 、 来 世 の 報 肖 こ 
を 勝 り た る は な し 。 
第 入 項 
. ヨセフ の 兄たち 来 た り て 、 ヨ セ フ に 日 通り 
せり 。 ヨセフ は 兄 た ち を 認め だれ ど 、 彼 等 


は ヨセフ を 認め ぎり き 。 

ヨセフ は 兄たち に 食料 を 供給 し て 、 法 えり 、 
「 お 前 た ちの 用 遅い の 弟 を 連れ て 参 れ 。 
( 注 30) ぉ 前 た ち 、 我 充分 に 節目 を 満 す を 
見 ず や 、 我 は 最 療 の 招 客 者 に 非 ぎ ざる か ? 


ユー ス フ 

2 2 アン し アオ ア ラッ タプ ラグ 計 イ イップ 」 
29 人 06boAlb お 人 HAKEN 
ei 
フレ ンプ シッ る ーー ラン ター ンタ ィ イン ルン 
2 し る 9 08 ey る うぅ 
ラー ン の タン っ ポン る レン レレ る 
ee の あ る の 3325 し 
イイ で ックス タタ 2 る ラン 。> う 2 の 2 フッ スレ ン 
CB で 0 6 のみ 宙 の 


2 


@ の UI 


人 ン 


@AMEsz OL OoggeGSI3V 


セッ タン クン る コッ 5 、 ン タッ タン タン フュ ン 
は SS OS 8 


イッ タダ が Med テ ンス タッ ン (の 
の CE の 


レフ シ ンー タッ クル ン ン 
se 


と レン 2 タン ノッ > の タン ーッ ン 1 み ACT 


@658 の oloU を の 


タン レン MI 


ッ っ タ ンタ クス ンプ ン ン 
っ あう e22 9 EEOIA8 の 1 ン る 
どう 2 タ 46 

⑨c の > 本 


2 の 人 
COTE ep 
8 


婦人 が 気づか ず に 手 を 傷つけ た の で ある 。 或いは 、 ヨ セ フ に 、 
即ち 、 自 分 達 を 虚偽 の 立場 に 紗 と し こん だ よい う 
" 手 を 切っ た 


彼 は 土 の の 実 更 に 深く か か わる 部 綿 の 責任 を 持つ と いう 強い 


な けれ ば な ら な か っ た 、 
は 何 も ぉ お こら な か っ た の だ と すれ ば 、 ヨ モ フ が 
注 29 
願い か ら 、 
注 30 


ヨセフ は 、 財務 係 と な る 事 を 請 ん だ 。 
… 途 に 望ん だ も の と 思わ れる 。 


耕 発行 な っ た 事 で 、 手 を 作 つ け 
味 と も 考え られ る 。 し か し 実際 に 
に つい て 言 太 する は ず が な い の で あぁ る 。 


実 で は な い 


ヤ ュ ブ に は 12 人 の 息子 が いた 。 ヨ セ フ と ベニ ヤミ ン は 委 ラ ケル の 子 で 、 残 り の 10 人 は 他 の 朗 達 の 子 
供 で あっ た 。 
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第 十 二 章 ユー ス フ 

61. 欠 し を が ら 、 そ の 弟 を 我 が 前 に 連れ 人 れ お ちな use 2 と 0 IE 当 55 

euse 6 YS も 8956 

の な 6、 お 前 た ち は わ し か ら 帝 物 を 量 っ て ^ 6 ao 

ン 

も ら え を まい 。 ま た わし に 近づく こも きせ の e975 
ね] と 。 ^ 

62. 彼 等 は 答え り 、「 彼 を 手放す よう 、 我 等 は 人 35 2PO 生 用 RI 

UE 1 

を 説き 伏せ ん 。 我 等 必ず 乏 を な さん] と 。 CPIO の 2 

63. ヨ エフ は る の 家 僕 等 に 命じ たり 、「 仙 等 の みろ CO EZ と RE 
條 種 を を の 撤 仙 の 中 に 入れ て あけ 、 き すれ pg ン シン 2 
ば 家 に 帰り て これ を 認め 、 多 分 また 帰り 来 PUTIHIPTE1 
だ らん | と 。 の 

] ン ン ン 
了 

64。 彼 等 を の 父 の 許 に 帰る 々 や 、 基 えり 、「 我 等 の 内 PR 
多 よ 、 表 等 は 人 後 物 の 上 売 を 拒 如 an た OA も 6GG96e の SR 
》。 きれ ば 売っ て 抽 う た め に 、 弟 を 我 等 の スン ン 生 レレ タン っ 作 
千 に 違わ る れ よ 。 区 等 は 必ず を 保護 せん 」 の ロ 史 あり 4 克 W ら も 
と 。 

65. ヤコブ は 款 えり 、「 あ の 子 を お 前 た ち に は 碧 コン 婦 タン クン ーー イン の イィ スン 
けら れ ね 。 先 に あの 子 の 兄 を お 前 た ち に 傾 の eS)23 2iJ406 
けた 時 と 同じ 結果 も な らん > され と 一 意 の 2 の 2 人 192Z 9 4 る > 
保護 者 は アッ ラー に し て 、 oe の 5 6 ? で 
垂れ 給 う 者 の 中 で 最 ぅ 慈 
ます 」 と 。 

66. と ころ で 、 彼 等 を の 荷 を 解く と 、 彼 等 の 金子 3 と 6 も 42 の 2 が RS? 
が 返還 され て ある を 見 た り 。 彼 等 は 云え 、 ブン し 
「 我 等 の 父 よ 、 我 等 は この 上 に 何 を 望む べ ぐ Gb ua55C NR 9 
き や ? 我 等 の 金子 は 返 違 き っ あ し 1 4 YKP 
り 。 此 の 分 な ら 家 族 の 食料 $ 貢 え 答 ペ 3526 避 2 旬 
また 弟 を 謎 り 、 更 に 叉 膨 か もの も 47 
て 帰る べし 。 そ れ て らい わけ も な く 得 られ ジン メタ 
る な り 」 E。 ( 注 3) 

67. ヤ ュ ブ は 云え 5 、「 お 前 た ち が 遊 け 難い 陣 害 シン 22 守 コー シン レイ イッ クッ イス 
に まり 半 ま れ た 場合 に 非 ぎ れ ば 、 必 ず 彼 を 22 の ああ A2240olOW 
人 評 る と アッ ラー の 御名 に か けり て 故 わ ね 作付 96 MP ルン 

ol9L も (の 3 Ab 
、 我 は 彼 を お 前 た ちと 憎 に 行か し め 6 2 交 
遇 | い か て て 彼 等 が ヤコブ に 故 い し 時 、 

往 31 「5 て だ 一 頭 分 の 荷物 ] と は 必ず し も ゃ 、 ら くだ の 昔 に 殻 せる 荷物 を 指す の で は な く 、 た と え 、 ろ ば に 

積ん で も 、 ら て だ が 普通 遥 ぶ 分 の 荷物 の 時 を 表わす 。 
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エー ス フ 


68. 


69. 


70. 


71 . 


ヤコブ は 云え り 、「 ア ッ ラ ー は 我 等 が 誓 いし 


こと を 監視 し 給 う 」 と 。 

更に ヤコブ は 云え り 、「 我 が 息子 た ちょ 、 
つの 門 よ り 入 る な か れ 、 必 ず 別 々 の 門 より 
入れ 。 され ど 我 は アッラー に 対し て 無力 な 
5) を は 独り テッ ラー 次 第 な り 。 我 は アッ 
ラー を 信頼 し る 。 信頼 は 独り アッ ラー に 
置き 楽 れ 」 と 。 


彼 等 は 父 の 言葉 に 従い て 入り た れ ど 、 アッ 
ラー の 定め た る 何事 を 5 回 避 す る 毅 わ じ 、 

た だ ヤ ュ ブ の 気持 を 満足 させ た る の み 。 わ 
れ ら は 彼 に 教え た れ ば 、 彼 は 博識 な れ ど 、 


世 人 の 大 半 は を 知ら ず 。 ( 注 32) 
第 九 項 
彼 等 が ヨセフ を 訪ね る と 、 ヨ セ モ フ は を の 弟 


を 自分 の 誠に 泊 ら せり 。 し て ヨセフ は 去 
えり 、「 我 は 流 の 見 な り 。 され ど 役 等 の な し 
た る こと に 、 悲 し むせ なかれ 」 と 。 
ヨセフ は 役 等 に 食料 を 供給 し た る 時 、 弟 の 
鞍 装 の 中 に 器 を し の ば せ た だ っ 出発 し て ま 

も な く 、 大 声 で 喚 び か ける 者 の 声 あり 、「 法 
等 旅行 考 よ 、 前 た ち は 盗 賊 な り ] と 。( 注 
33) 


タ の タッ 2 タン 
CKYAKI レ も 1 に 
タッ プン 


ラッ の 。 
BMWoE 記 お JGR 063 
ュー レッ シラ レッ タク タン レッ ン の フン 
卿 63221C225933OT 
2 を ho どら 


デ 
タン ンタ 2 クレ ルン 


CU 
タン レイン 2 タン ンタ タレ レン 
0 ケン CE 


ピエ エア 4 


の 90 の の ング 2 放 


9 


計 仙 を だ 2 


ッ ンタ る イン コイン ン 。 。 レ ンー ラタン タン ロン 
2 の 59 1 の の 68 3 
ンタ る ン ダッ ンタ ング 本 

@e9 5 交 を UMCKH え 1 


72、 役 等 は 振り 返っ て 訳 ね り 、「 お 前 た ち が 欠 え ンタ る 
〇 QAsS 3 倫 多 机 」 MI 
る 物 は 何ぞ?」 と 。 oo0351 
注 32 ヤコブ は 、 押 の 啓示 で 既に 知ら きれ る か し て エジプト に いる 男 が ヨセフ だ と 気がつい て いた 。 を の 為 、 


ヨセフ が 実 の 第 で ある ベニ ヤミ ン に 二 人 だ け で 会 える 接 、 


注 33 


の 事 で あっ だ 。 
賜 き を ば ぼ え 水 を 持っ て くる 様 に 頼ん だ 。 水 は の 
器 と し て も 使わ れ て いた の で ある 。 喉 の 提 き を いや し た 後 、 ヨ セ フ は 、 
座 も 気づか ず に 史 の せい で 荷物 に ま 
これ は ベニヤ ミン を 拘束 する 為 の 神 自身 の 計 両 だ と 気づき 、 
* 出 て いっ て し まう まで 、 分 別 を も っ て 何 も 言 わ ず に お いた の で ある 。 


物 の 中 に 置い て し まい 


ヨセフ 自身 が 器 を 第 の 袋 に 入れ る 事 を 最初 に 命令 
誤っ た 解 局 で ある 。 彼 の 成 蔵 か ら 考 えて 、 そ の 様 な こと た を する こと は あり 得 な い の で ある 。 実 
れる 様 に ヨセフ が 命令 し た の は セカ ヤ ( 水 を 飲む 器 ) で あり 、 
兄弟 達 の 役 政 の 準備 の 典 鶴 の た め と 、 区 べ 
の 器 


計 


し て この 剛直 い が 起こ っ た の か 気づい た 


息 子 遂に 列 々 に 町 に 入る 様 、 頼 ん だ の で ある 。 


し 、 そ の 後 で 彼 を 、 科 次 の 罪 で 告発 し た と いう の は 


第 の 袋 に 入 
舌 く な っ た だ 干 の 器 と いう の は スワ ー ( 計 呈 の 器 ) 
ミン と の 名 れ が 近づい た た だ め 、 ヨ ヨセフ は の どの 
入っ て 館 ば れ て きた 。 当 時 は 、 : の 起 は 飲む 
うっ か り と その 器 を ベニ ヤミ ン の 持ち 
ぎれ こん で し まっ だ の で ある 。 ヨ セ モ フ は すでに 、 
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23. 上 の の 人 たち は 法 え り 、[ 国 王 の を 失 え スス 5 タタ る に 
ひ Os> も ちら 25 と 12268 が 1 
。 誰 で あれ 、 そ れ を 届け 出る 者 に は 、 一 2 か ルン て > 
上 の も 表 ら せん 、 我 そ の 保証 人 た ら CE ま と 


ん | と 。 
74. 彼 等 は 答 を り 、「 ア ッ ラ ー に か け て 、 あ な た 1 作 


20 もし レラ 
方 まく 御存知 の よ うに 、 等 は この 国 で 怠 GO A6 量 


事 を 人 角 ( だ め に 来 た だ に 非 ず 、 表 等 は 次 に es 移る 
非 ず 」 と 。 ンジ 

75. する と 、 追 手 の 人 た ち は 光 えり 9、「 な ら ば 、 ンス 
も し お 前 た ち が 嘘 を つい た こと が 判っ た な 届 め AS) BEANG 


ら 、 そ の 処 賠 は 如何 が せん ? 」 と 。 


76. 彼 等 は 答え を り 、「 そ の 六 は 、 器 が 誰か の 鞍 袋 か クン タク エッ ン ラッ ェ ンー ん ッ ン (ダウン 
の 中 に 在り た る 場合 、 そ の 鞍 袋 の 持 主 を を NE2 ウ も 2 


凍 金 上 す 。 か く の 如 く 必 等 は 間 事 を 行う @6& 間 le58 


の 同 
才 を 剖 す ] と 。 ( 注 34) 

77.、 そこ で 彼 ( 注 35) は 弟 の 袋 の 前 に 、 彼 等 の ンク ィ と レイ ラン と 
計 て 計 へ 、 汰 後生 もめ の 委 よ りり h/ の NE 31 
せり 。 ( 注 36) か くわ れ ら は ヨセフ の た め 6 の 
に 策 し た 9。( 生 37 アッ ラー の 思 し 吾 し ょ 」」 イン ンー イー 
が な か り せ ば 、 国 王 の 法律 の 下 び 、 ョ ヨセフ OSDU IIB2TE1G RCI 
は その 第 を 取り 上 げ る こと 叶わ ぎる が 故 な 人 っ る こ ルン 作る 
り 。 わ れ ら は 欲す る まま に その 者 の 位 を 六 の ひら ちる る 2 の 3 ら っ 8 お 
高 む 。 面 し て 一 切 の 知識 ある 者 の 上 に 、 独 あっ | ロン 
ーー な る 最高 の 識者 あ 5 。 ⑨23 ア 

78. 徴 等 は 云え り 、「 彼 が 盗み た る か 、 以 前 彼 の と 生生 ム イア チア ア 計 アン: 身 
兄 も 座 み た る こと あり き ] と 。 ( 注 38) き 02 人 G 穫 II 


注 34 系 きる あ わ て ふた めい た ヨセフ の 兄弟 達 は 、 袋 か ら 器 の 見 つか っ た 者 は 自分 上 産 自身 で 拘束 きれ 身 の 証 を 
だ た て る べき だ と 提 楽 し た 。 その 為 、 自 分 の 第 以 外 の 残り の 兄弟 は 、 補 次 の 明 を きせ られ ず に 、 弟 だ け を 残さ きせ 
て お く 事 が で きだ の で ある 。 

注 35 。 器 が な く な っ た と 公表 し た 役人 。 

注 36 これ は ヨ モ フ が ベニ ヤミ ン に 示し た 特別 の 配 感 か ら で あ る 。 

注 37 全て の 事 は 神 の 思 し 吾 し で あっ た 。 即ち ヨ モ フ は 、 何 も 壮 を 出さ な か っ た の で ある 。 ヨ モ フ は 水飲み 
用 に 使っ た 王 の 計量 の 器 を 全く 気付 か ず に ベニ ヤミ ン の 荷物 に 入れ て し まい 、 偶 然 に 見 第 達 が ニヤ ミン を ヨ 
セ フ の と ころ に 残す 様 に する 意見 を 述べ た 。 その た め ゆめ 、 ヨ セ フ は 満足 の ゆく 幸 軍 を 手 に し た の で ある 。 


注 38 一 つの 罪 は ふう 一 つの 罪 を 呼 玉 。 ヨ セ フ の 兄弟 達 は 、 最 初 は 彼 を 死に 追い や ろう と し 、 今 や 、 恥 る 知 
ら ず に 、 彼 の 事 を 次 っ 人 呼ば わり し た の で あぁ る 。 
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第 二 二 音 ユー ス フ 


人 せ ョ モ フ は それ を 心 に 秘め 、 を 彼 等 に 8 8358 を 
崩さ ざ りき 。 ヨセフ は た だ 云え り 、「 お 前 た アン レン 26 っ タン 
主軸 し ルス 4 *1 ン る 用 * タ ウ 
ち は 酷 状態 に な る べし 。 ア ッ ラ テー は お 前 @Go% ゅ CM 2066 ec 
た ち が 申 し 立て る こと を 最も よく 知り 給 
う 」 と 。 
79. 彼 等 は 云え 9、「 侯 に 申し 上 げ る 、 彼 に は 年 932 贅 6 人 2 訂 KIMHIORRI 
老い た る 父 あ り 。 ( 注 39) され ば 彼 の 代り 9059Neis 


に 我 等 の 中 か ら 一 人 を 選び 給 、 液 を 優し SE 玉 る の 
い お 方 と お 見 うけ いた す が 敵 に 」 と 。 ^ 


80. ヨセフ は 答え り 、「 ア ッ ラ ー は 、 我 等 の 財 物 CAIS 人 ッ ン ジジ 93 度 司 作 26 


を 所 持 せ し 者 以外 は 、 価 人 も 捕え る こと を マン 
禁じ た り 。 之 を な さば 、 我 等 不義 者 と な ら oO EAC 
ん | と 。 ン 

第 | 項 


81. 彼 等 は 弟 を 諦め 、 人 退き て 、 嘱 議 せ り 。 一 同 POSAIII WAR 【 肌 MG24 4GC20 (3 
? CI 


の 指導 者 .( 注 40) は 云え り 、 リリ ッ 
ラー の 御名 に ちい て 賊 腐 な る 誓約 を 父 と 変 人 人 
の 8 3 を CA 抽 1 
せ し こ と 、 並び に 以前 ョ モ フ に つい て も 自 ' の の ンー Cers 
ら の 取 分 を 喜 っ た こと を 忘れ た る か 73 れ OOo の 2 あじ 
ば 、 我 が 父 が 我 を 許す か 、 或 に は アッ ラー レン 6 
が 判決 を 下す まで は 、 我 は この 地 を 部 れ ま 02De2 の PE 交 
ビ 。 彼 こそ を は 最 る 優れ た る 審判 者 な 。 
82. の 六 に りす て きま 、 等 の 合  5 の 4S 必 5 3 
、 洲 の 息子 は 盗み を し た り 。 攻 等 は た だ レン 
レジ 
な た ちな 見 た こも を 各 し まこ る に を ご os も の CEC16643 
ず 。 な れ ど 、 見 え ぎ る こと に 対し て は 、 臣 開 
視 者 た る 上 態 わ じ 。 2 


注 39 べ ベニヤ ミン に 盗み の 罪 を 着せ た だ け で な て 、 彼 を 見 放し 、 そ の 上 、「 彼 に は 年 考 い た る 父 あり ] と 言っ 
て 自分 述 の 弟 で ある 事 を 認め 様 と し な か っ た 。 


注 40 可 普 に よれ ば 、 ベ ニヤ ミン を 置き 去り に し て 父 ヤ コブ の 元 に は 話 れ な いと 言っ な の は 長男 の シル ベ ン で 

は な く 、 四 番 ゆ の 見 の エダ で あっ だ た 。 ク ルアー ン に 用 いら れ て いる 「 カ ロー ル ] は 「 大 きい ] と か 「 年 上 の 

と いう 記 味 を 表わし 、「 年 長 の ] よい う 意 味 を 持つ 「 ア ク バ ル 」 は 使わ れ て いな い 。 ヤ コブ の 四 番 ゆ の 外 了 で あ 

る ユダ は 、 ヨ セ フ よ り 年 上 の 上 兄 の 人 で ある 。 又 更に 、「 カ ビー ル 」 は 単に [大 きい 」、「 年 上 ] で ある だ け で は 

な く 、「 宜 定 、 地 位 、 尊 成 に 訟 いて 偉大 で ある] 或いは [統率 者 ] の 点 味 を も 併せ 持ち 、 こ こ で は むし ろ そ の 意 

味 で 使わ れ て ぉ おり 、 双 を うい う 志 味 で あれ ば ル ペ ベン より は ユダ に あて は まる 。 ユ ダ は ヤコブ に と っ て は ル ベ ン 
り る 重要 な 存在 で あっ た (創世紀 43 章 8 一 10 節 )。 
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第 十 二 難 ユー ス フ 


83. 我 等 が 在 9 し 萬 の 人 々 ね 給 え 、 双 は 我 E 員 が AIR の SE 人 IRO 


等 と 倍 に 帰 》 た る 隊商 に 訳 ね 給え 。 我 等 の 

言葉 は 真実 な 9」] と 。 CVWIUL や 0 
84. ヤコブ は 云え り 、「 を う で は ある ま た っ 1 っ 

た ち は 自 分 た ちの た め に よ か ら の 事 人 と IE.74 


色 し た り 。 な れ ど 、 今 の 我 は 耐え 忍ぶ こと セッ ン K バネ 44 ンタ ッ ン ス 
こる を 和 絵 を り 。 計ら 6 く 、 テ アッラー が の の の (あの 25 6 0 


た ち を すべ て ( 注 41) 我 に 返し 給 わ ん 。 彼 の ES 
こそ は すべ て を 知り 、 臣 桂 に まし ます が 故 ー - 
に 」] と 。 
85. ヤコブ は 彼 等 か ら 願 を を むけ て 、 云え り 、 の イン イクッ タ (6 と 
3 っ | ン ン 
[ああ 、 ョ コモ フ を 思い て 我 が 心 録 き 友 し ! Ri5Gydaeb dE ds 
と 。 彼 の 目 は 不 史 の た め に 涙 で 満た きれ 、 の の っ 沿 (os も と 


胸 は 類 問 で 縮め つ ! # ら れ た だ た り 。 ( 注 42) 
86. 彼 等 は 云 た ん り [アッ ラー に か!【 け て 申し 上 げ ン 4 人 タン ッ ン 
うば SHE 


る 、 流 ヨ モ フ に つい て 語る を 止め ず は 、 衰 が 6 OSS 
絆 する か 、 果て は 亡き 人 の 中 に 入ら ん ] ほ 。 ee&MNee6 尼 
( 注 43) 

87. ヤ ュ ブ は 答え を り 、「 我 は た だ 生 が 類 問 し レタ ン クオ イス ラン ュ シ ショ ピン C る っ 
ざ ュ 2 協 ン 68 Re 
堂 記 を アッ ラー に 新 ぇ る の み 。 市 し て 、 表 の 2eeo 介 IOPO テ 2 198 
は 、 お 前 た ち が 知ら ぎる こ ほ を 、 ア ッ ラ テー oOMK も iC 
より 午 き 知る 者 な 9。 ( 生 4⑩ 

88. 我 が 息 子 た ちよ 、 行 き て 、 ヨ モッ 並 びに を 26523 621 Sb 
の 第 を 探す の だ 。 アッ ラー の 草 放 に 絶 アセ る SE 
する な か む 、 人 o 外 6 用人 0 テッ の の OK りり 向 の joe 

ー の 慈悲 に 絶望 せ すず ] と 。 ( 注 45) @9326M 1 


往 4 れ 1 ヨセフ と ベニ ギヤ ギ ミ ン と ユダ の こと 。 
注 42 この 節 に は ヤ ュ ブ の 目 に は 草 し み の 涙 が 浴 れ 日 の 前 が まっ 暗 に な っ た と いう 事 が 述べ られ て いる 。 


注 43 「 衰 弱 ] と は 、 肉 体 及 び 知 性 の 堕落 し た 、 心 の 多大 な 不安 と 病 に 悩 、 虚弱 や 疲労 で 死に か け て いる 、 
葉 い は 、 過 度 の 悲し みや 愛情 で や せ 誤 え 前 壌 し て し まっ た 人間 を 世 味 し て いる 。 

注 4 ヤコブ が 、 神 に より 、 ヨ セ フ と ベニ ヤミ ン を そし て ユダ が 生き て いる 事 を 知ら きれ て いる 事 を 暗示 し て 
いる 。 

注 45 この節 も 、 ヤ コブ が 、 ヨ セ エフ と ベニ ヤミ ン と ユダ が エジプト で 生き て いる 事 を 確信 し て いた 事 を 示し 
て いる 。 


ー369 一 


第 上 二 剖 ユー ス フ 


89. 彼 等 は 再び ヨセフ の 前 に 来 て 、 云 49、「 侯 9 06AI 和 MR W 称 イン 競 ? イン 
よ 、 我 等 壮 び に 我が家 族 は 炎 難 に 見 掴 われ に OoMeisByBE2E 
a に . - か と に 還 る g 
た れ ば 、 玖 ち 来 る 金 少し な れ ど 、 2 ktSEE 
十分 な 桂 目 を 我 等 に 与え 、 慈 善 と し て 施し タン ルン シン ッッ ノ 
給え 。 必 ず や アッ ラー は 、 弟 間 深 いち 方 を @OMA2SJIe 導 00684232 
賞 し 給 う 。 ( 注 46) 
90. ヨセフ は 云え り 、「 お 前 た ち が 遇 味 で あり し 1 985 LCA 人 3 324d 四 
時 、 ョ ヨセフ 並び に その 弟 に 、 何 を 行い た る 1 9 


ヶ 
か わか っ て お る の か 7? と 。 ( 注 47) ⑤QAee 1 


91. 彼 等 は 云 た り 、「 や や っ 、 液 ヨ モ フ ほな 1 7 イン トレ タタ タタ レク イ ( る ちる ぁ 2 ダン ラン の る 
ョ モ フ は 云え り 、[ き よう 、 我 は ョ モッ 、 こ Daveeb106 ey 届 2 付 


レ -。 


は 我 が 弟 な り 。 ア ッ ラ ー は 我 等 に 慈悲 深 て タニ ッッ ン . る る タン の 条 ン イン ルーン の 2 ンプ 
あら せら れ た り 。 衣 で あれ 、 ア ッ ラ ー を 長 ダフ ゆ oO" や LaeNlGe 5 の 
れ 吉 い 、 是 つ 耐え 怒 者 で ある な ら ば の oo.94185 
ー テ アッラー は 決し て 区 行 者 へ の 報 半 を 空 
し ゅ う は せ ず 」| と 。 
ーー ニュ 了 、 る イン 6 ンタ トッ クン コレ タレ 
92. 彼 等 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー に か け て 、 げ に 。 世 と OTDGI0GRI 
テッ ラー は 、 才 を 和 各 の 上 と 選べ る な り 。 ーー 
我 等 は 確か に 罪人 に て あり き 」 と 。 @CAb 紀 


93. ヨセフ は 云え り 、 NN レジン 2 内 の シン スン 
を 非難 すま い 。( 注 48) 区 ら てく アッラー5 1252 人 Ko 
り 間 た ち を 改 し 失う 。 人 者 の て 、 の 6 る 
悲 深い 御方 に まし ます が 覆 に 。 


次 


は 、 自 分 達 の 現在 の エジプト へ の 旅 の 真 の 目的 
余り に も 追 徳 的 に 低 次 元 と な っ て し まい 、 


注 46 この 場合 の ヨ モ フ の 爺 弟 達 の 行動 は 説 胃 し 難い 。 《 
で ある ヨセフ と ベニ ヤミ ン ヒ ユダ を 捜し 出す と た いう こと を 人 無 祝 し 、 
食物 の 施し を を う 様 に な っ た 。 

注 47 自分 の 児 弟 が 身 を 和 落と し て ゆく の を 、 こ れ 以上 見 る に 耐え な く な っ た ヨセフ は 、 導 分 が ヨ モ フ で ある 
こと を 役人 等 に 言っ な 。 し か し 庄 の 内 容 に つい て は 間接 的 に 持ち 出し た 。 


注 48 ヨセフ は 兄弟 に 疑念 を 持た せ ず 、 即座 に 自分 の 放免 は 腹 蔵 の な い 無制限 な も の で ある と 告げ 、 彼 等 の 
乱 置 に つい て の 負 弟 の 恐怖 と 愛 虐 を 取り 除い て や っ た 。 この 見 弟 を 許し た 心 の 広 き 、 富 大 き が 、 聖 な る 拓 言 者 
に 最も 類 人 し て いる 点 で ある 。 聖なる 貧 も ヨセフ の 様 に 脱出 と 追放 の 中 に : あ っ て 、 名 葵 と 力 を 勝ち 待 、 何 
年 $ の 流刑 の 後 、 生 まれ 故郷 に 征服 者 と し て 一 万 人 の 六 持 者 の 統率 着 と し て 名 衣 し た メッ カ は 彼 の 足許 
に ひれ 伏し 、 頻 言 者 は 彼 等 に どの 様 な 措置 を 望む か 尋ね た 。「 ヨ モ フ が 自分 の 兄弟 達 に 取っ た を 」 と 彼 等 は 
答え た 。 弄 な る 頂 苫 者 は 即座 に 「 を それで は 今日 お 前 逢 に は 何 の と が めも な い 事 と し よう 」 と 答 えん だ た 。 メ ッ カ の 
クラ イシ ュ は この 聖なる 預言 者 の 死 を 計る 為 に 、 そ し て イス ラム を 根絶 する 為 に は 、 何 も の を も 辞 き な か っ だ 
紋 前 の 血 に 負え だ 疫 で あっ た 。 を それ に も か か わら ず こ の タラ イシ ュ に 対し て 聖なる 預言 者 の と っ た この 気 高 い " 
処置 は 人 聞 の 歴史 の 全 記録 中 に 普 ぶ も の が な い 程 、 宮 大 で あっ た 。 
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ユー ス フ 


95. 


96. 


97. 


98. 


99. 


100. 


.・ きれ ば 我 が 上 着 を 持ち 帰り て 、 我 が 父 の 前 


に 横 た な を よ 。 き すれ ば 彼 一 部 始終 を 了解 せ 
ん 。 然 後に お 前 た ち 、 全 家 を 挙げ て 我 を 
訪ね よ ] と 。 

第 十 一 項 
彼 等 の 衣 商 が 出発 し た 頃 、 を の 父 は 云え り 、 
「 お 前 た ち 我 を 老 基 せ 9 と 思う だ ろう が 、 
我 は ヨ モ フ の 匂い を 感 ず ] と 。 ( 注 49) 


第 等 皆 云 えり 、「 ア ッ ラ ー に か け て 、 を は い 
つも な が ら の 老い の 便 誤 な り 」 と 。 

きれ ど 、 須 報 の 伝達 者 来 り て 、 ヨ セ フ の 上 
着 を ヤコブ の 前 に 横 た を る と 、 ヤ コブ は 啓 
発 き れ た だ り 。( 注 50) そこ で 、 ヤ ュ ブ は 云 
えり 、[ 我 は お 前 た ち に 、 お 前 だ ち が 知 ら ざ 
る こと を アッ ラー より 聴き 知っ て お る と 云 
わ ぎ ざり し か ?」 上 。 

投 等 は 太り 、「 我 等 の 父 よ 、 我 等 の 罪 の 
敷 免 を 請 い 給 え 。 我 等 は 紛れ も な く 琲 深い 
者 な りき 」 と 。 

ヤ ュ ブ は 云え り 、「 我 は 、 我 が 主 に 間違い な 


《 お前 た ちの 才 し を 請 わ ん 。 げ に 彼 は 、 吉 
大 に し て 慈悲 深く まし ます 」 と 。 


「 ア リラ ー も し 観 し を ば 、 安 ビ て 了 欠 に 入 
れ 」 と 。 


の 


14 41 (@2< め も 人 


8 1902 の 


@ と 582 AIPE スイ る (3 


る 】 


る 人 の CIM の 0IC 


し の 8 
作る MM IOM4G4 


8 る 5! 85 


2 


@SA59 
EK 
EC RT 

@⑱A ぁ zi 


RG の VCEPUP2K0 が RC 


和 人 


注 49 兄弟 直 の 隊商 が 帰宅 する 以前 に 、 ヤ コブ は 家内 の 人 々 に 、「 あ ら め ゆる 状況 は それ に 反し た 様相 を 呈し て 


いる に も か か わら ず 、 ヨ セ フ に 間もなく 会 える 
「 ヨ セ フ に 会 う 事 は 不可 能 だ と 皆 は 思っ て いる だ 


う 語句 で 表わし て いる 。 


注 50 


いる 


ョ ヨセフ の シャ ツ が ヤ ュ ブ の 日 の 前 に 置か れ だ 時 、 信仰 に 根ざし た 啓示 に 過 
と いう 確信 が 事実 と し て 、 把 所 きれ た の で ある 。 これが 、 


う 」 と 述べ て いる 。 こ の 確信 
ろう が 、 夢 で 


も な けれ ば 、 年 寄り の 思い 


「 族 発 き れ だ 」 ほ いう 言葉 の 意味 する と こ 


を 強調 する 人 為 、 マ コブ は 、 


入れ で も な い 。] と い 


ぎ な か っ だ ヨセフ が 生き て 


で あ 


る 。 ク ルアー ン で は 、 ヤ コブ が 青 に な っ た と いう 解 想 は 全然 取っ て いな い の で ある 。 盲 に な っ た と いう 事 が 、 
彼 の 僅 大 な 神 の 預言 者 で ある と い 23 
叙 


注 51 
て も 、 
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臓 と 一 致し な いし 、 そ の 他 の 数 節 に も 
が み ら れ る 。 ヤ ギュ ブ に 手渡 る れ だ シャツ は 、 ヨ セン が 井戸 に 投げ 込ま れ た だ 

ヨセフ の 実 の 母親 で ある ラケル は 既に 死ん で お り 、 
その 人 の 実 の 親 と し て の 愛 と 靖 向 に 値する 事 を 示し て いる 。 


この 節 の 「 商 親 ] ほ いう 語 の 使 


再 に な っ た と いう 見 解 に は 反する 
だ た シャツ と 思わ れる 。 


用 法 は 、 間 母 で あっ 


に 


ユー スラ 


101 


102. 


103. 


104. 


調 し て ョ モ フ ! は 両親 を 玉座 ( 注 52) に 
登ら し め ゅ た れ ば 、 彼 等 一 同 地 に 備 供 し て 神 
同和 ( 注 53) ヨセフ は 云 

を り 、 「 我 が 父 これ は 意 、 我 が 見 し 夢 の 
成 % [なり 。 か 二 は を 守 現 せしめ た 5 。 
相 魔 が 我 と 我 が 見 弟 と の 問 に 仲たがい を 引 
き 起 こき せ た だ る 叶 、 後 で 我 を 年 獄 より 出し 、 


E ょ う 


( 注 54) また あな た 方 を 砂 江 よ り 連 れ 米 る 
は 、 我 に 襲え る アッ ラ の 思 芳 な り 。 ば げに 、 


我 が 主 は 、 お 気 に 召 し た る 者 に は 慈悲 深く 


まし ます 。 彼 は すべ て を 知り 、 覧 哲 に まし 
ます 。 
お お 、 主 よ 、 流 は 我 に 権能 を 授け 、 夢 の 


解 羽 を 施 を た たり 。 お お 、 天 地 の 創 造 者 ょ 、 
液 は 現世 に お いて も 来世 に お いて も 我 が 守 
護 者 な ゅ < 願わ 6 ば 救 を 、 の 


た し ん ネ つ さ 


人 々 の 列 に 加え 給え を 】 と 。 

これ は 、 わ れ ら が 液 に 飼 示 する 季 典 な る 
消息 な り 。 液 は 、 ヨセフ の 負 し 弟 だ ちか 
を な さん と せ し 時 、 彼 等 と 備 に 選 き 
( 注 55) 

。 だ た と い 液 が 熱望 する と も 、 
ン を 信 ぜ ぎ る で し 。 

流 は この た め に 如何 な る 報 本 も 役 等 に 求 
め ず 。 そ は た だ 全 人 類 の た め の 訓 波 に 過ぎ 
ず 。 


りき 。 


世 人 の 多く は 


eo あの 
65 らし NG IAAe 則 


レティ ア 】 ジア アア アル シン 人 衝 レ 
の の 022(85(k8 1913 


イイ を 2 ンー タン 


の glas sd の も 22 
あ : 給 光 | 
Petuie< 4" 0 


28) 82 CCC 


2 ュ ク 2 ビッ ン 


の の R 才 902GS3ISS 1 
を 8 GO AS もじ 用 


? 1 と 久 3 ン る る 
Ge 選 5 は 5155 


と WOUI @9U4 WC 人 の 4 
史 フッ タン ラン ブタン ッッ ッッッ ン ン 
1 の まとい 16dE ち 2 
III 


イィ タタ ン ン [レン 


GU 2 人 Q ら いり 2 


9 ン 2 くす メイ 


@Oce39 ら る 


往 52 
受け 、 


「 玉 庫 」 の 意味 は 、 ヨ セ フ が 両親 や 王 に ひき あわ せ だ た 
- 邊 ら せ た 事 を 意味 し て いる 。 証 代 に 於 いて は 、 王 の 大 区 や 代理 和信 は 、 王 と 同様 に 自分 の 玉 


自分 の 玉座 


座 を 持っ て いた の で ある 。 


往 53 


(創世 紀 47 間 2 節 、? 節 )、 或 い は 王 の 許可 を 


ヨセフ の 兄弟 と 両親 は 、 ヨ セ モ フ が こん な に も 高い 地位 に つか せ て 頂け た 事 を 、 ひ れ 伏 し て 神 に 感謝 し 


だ た の で ある 。 ヨセフ に ひ ぎ ま づ いて 拝 し た の で は な く 、 


注 54 
に は 和 触 れ な か っ た 。 これ は 見 弟 達 に 分 達 の 行為 を 恥じ きせ た く な か っ た か 


注 55 


ヨセフ の 事 で 上 拝 し た の で ある 。 


ヨセフ は 、 神 の 恩恵 に つい て は 、 年 的 か ら 解 放し て も ら っ た 事 だ け を 橋 べ 、 井 戸 か ら 助け 出 きれ た 事 


* ら で ある 。 


この ヨセフ の 次 弟 は 単なる 話 で は な く 、 曹 な る 預言 者 と イス ラム の 将来 に つい て の 力強い 預言 の 核 を 
な し て いる 。 
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oe な で や = 


110. 


111 . 


112 . 


06. 


07. 


08、 


09. 


第 十 二 
天地 開 に は の あり 、 され ど 役 等 
は 逐 を 見 過 し 、 通 りす ぐ 。( 注 56) 


あな し が み あわ 


彼 等 の 多く (は 、 ア ッ ラ ー に 他 神 を 併せ 
ら ず ば 、 ア ッ ラ ー を 信 ぜ ず 。 

な ら ば 彼 等 は 、 抵 抗 し 難 ゐ アッ ラー の 懲 
加 か ら 、 ま だ 知ら ぬ 問 に 突然 到 米 する 死期 
か ら 安 全 で いら れる と で も 思っ て いる の 
か ? 

去 え [これぞ 我 が 道 な 9。 我 と 我 に 従う 
者 は 、 確 実 な る 証拠 に 甚 い て 、 ア ッ ラ ー に 
坪 び か ける 。 アッ ラー に 区 栄 あれ 、 我 は アッ 
ラー に 他 神 を 配 する 者 に 非 ず ] と 。( 注 
57) 


われ ら 6 が 流 以 前 に 使徒 ほし て 違 わし だ 者 
は 、 すべ て 邑 の 仁 民 の 中 か ら 選 び て こ . れ に 
啓示 を 与え し 者 ば か り 。 彼 等 地上 を 中 く 旅 
し て 、 彼 等 以前 の 人 々 の 末路 が 如何 な る も 
の な り し か を 見 ざ 5 し か NM 
に と っ て は 、 来世 の 儲 居 こ そ 最 上 な り 。 
前 た ちこ れ で も 理 角 ざ る か ? 

使徒 た ち が 不 信心 者 ども に 絶望 し 、 世 間 
か ら 嘘 つき 呼ば わ MM る れ だ る 時 、 わ れ ら の 
助け が 使徒 たち に 降り 、 ゎ れ ら が 欲す る 者 
を 救い た 9。 る れ ど 、 如 人 だ も は 、 わ れ ら 
の 徐 叶 同 か ら 免 れ 得 ず 。 

確 か に 、 こ れ 等 の 物語 の 中 に は 理性 ある 
人 々 へ の 教訓 あり 。 そ は 作り 医 に 非 ず 、 以 
前 に 在り し も の の 証明 で あり 、 謝 ヨ 細 
な 解説 で あり 、 是 つま た だ 信仰 する 徒 3 
維 導 に し て 、 慈 悲 な り 。 


ユー ス フ 
イッ プッ クタ タン 。 2 フス る トッ 2 クン 
oO お やっ の 232 は IO2o 才 っ 


プク ター タタ イン 2 フッ タン 
⑥Ooas と 293 


の は 9 あし 只 の る 24 


ッ ク アユ 2 し と アア) ツノ 
アウ ご Il52 8 6o 9 
PE や PP 沿 の 2 1 

ォ の 52 レー イン レン タタ ン ル 。 
半 の 1 の 1 5 導 いら 2 BI 


25 ル 6 っ 2 タン 人 4 1 と 
の うり) 人 DXW す AGfOCIRY 
っ 
ACE 6W 
る Wi アナ ルイ 


[OOCPSMCI |loo り 


MR の CCP 


移 め 635 


se 


446 人 の g ク の 5 も 作る ろ 生 
の OM 人 導 の 


0 9 ee OL 


品 っ 


ずり 2 の う 人 03 
ンク 2 も ze 
⑩ 〇 239 ク 9 
往 56 この 向 で は 、 信 者 と 不信 者 の 根本 的 な 惑 度 の 着い が 指摘 きれ て いる 。 信 ずる 省 は 、 心 の 目 を 且 き 、 少 
し で も 押 よ り の 手がかり が あれ ば 、 つ か も うと 心 の 準備 が な され て いる が 、 不 信者 達 は 、 明 確 な 究極 の 神 光 が 


現れ て いる 際 も 思 中 を うけ る 事 を 拒否 する 家 の 人 間 の 様 に ふる まう 。 


注 57 


健やか な 理由 と 確固 た 


芝 味 を も 持 た な い の で ある 。 


信念 を 持た な い 宮 目 的 で 虚 の な い 信仰 は 、 神 の 日 に は 届い た と し て も 何 の 
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あま ね 


1. 慈 中 深く 、 恵 み 過 (アッ ラー の 御名 に お い Oo しき 


て 。 
2、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ラ ー。( 注 1) こ ia 
0 ン ! 1 SU 
は 完全 無欠 な る 経典 の 諸侯 な り 。 流 の 主 よ / MICNPISNUIENCOIESTI 
あん の 半 フ イ ンチ イン & ン 
り 流 に 隆 し 記 あ り た る も の は 真理 な り 、 き fo7GR 人 7 っ CSUG ご 1 
れ ど 世 人 の 多 て は 之 を 信 ゼ ず 。 _ 
還 モカ みろ の いる 人 り ョ シン 
3、 前 た ち に 見 得る 柱 な く し て 大 空 を 高 ( 挙 の と CFM MM 史 


げた る は アッ ラー な り 。 (年 2) 然 る 後 、 役 
は 王座 に 登れ り 。( 注 3 ) 彼 は まだ 日 月 を る ンタ シッ 


の 任務 に 服 せ し ゅ 給え ば 、 両 者 は 定め の 時 と レッ 。。 ッッ ノッ 
まで を その 則 遺 を 到 行 す 。 役 は 黄 事 を 総連 す 。 ds の 2583 
お 前 た ち に 主 に = 移 え ん こ を 確信 せ し ゅ ん ンタ っ 2 科 し 
が た め 、 彼 は きま ざま 六 兆 を 明 に し 給 う 。 の いみ どら う 


4 . 大 地 を 拡げ 、 山 々 や 河川 を を こ に 配 し た る 々 ス 55 イン プン 202 る の 
較 SU うる 123 
は 彼 な り 。 商 し て 彼 は 、 一 切 の 果実 を 雌 座 の 2 
も な せり 。( 生 4) 役 は また を を し て cho の Oro 
を 竹 わ せ 給 う 。 ま こと に この 中 に は 、 思 案 プン 全音 
する 人 々 へ の きま ざき な る 神 光 あり 。 の 3DIGIHEIOIMVtU DI 
注 ] われ は 一 切 を 知り 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。10、11、12 恋 は アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー よ いう 名 で は じ ま っ 
て いる が 、 順 番 で いう と 13 番目 当 屯 は アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ラ ー と いう 人 句 で は じ ま っ て いる 。 こ の まう に 
. 短縮 彩 で 異な っ て いる の は 、 の 主 順 が 10、11、 12 意 と は 少し 違っ て いる と いう 事 で ある 。 こ の 4 語 か ら 成 
る 短縮 殺 の 芯 味 は 、「 我 は アッ ラー で あり 、 全 知 の 神 、 一 切 を 知り 一切 を 見 る 神 で ある 」 よい うこ と で ある 。 


トド は 、1) 天 は 柱 が な く て も 落ち な い 事 が 分 か る 。(2) 大 は 目 に は 見 えな い 柱 の 上 に ある 、 印 
ち も 天 に は 支え が ある それ を 見 る こと が で き な い 。 この 節 の 意味 を 文字 通り に 取れ ば 、 天 は 柱 の 支え を な し で 
存在 し て いる と いう 意味 で ある 。 比 的 に は 、 天 は 、 実 | ぇ え の 上 に ある の だ が 、 人 間 の 目 に は この 支 
え は 見 えな いと いう の で ある 。 こ れ は 、 た と えば 、 今 に 科学 に よっ て 発見 され た 目 に は 見 えな い 重 力 、 磁 
力 、 惑 星 の 動き な ど や 、 持 来 発 見 され ぁ る だ ろう 5 の ご と で ある 。 


注 3 「 玉 庫 ] と いう 語 は クル アー ン で は 、 和 精神 的 、 肉 体 的 法則 の 完成 を も た ら す こと を 意味 する ため に 使 
われ て いる 。 この 表現 の 使い 方 は 、 世 界 の 君主 の な ら わ し に 似 て いる 。 


注 2 この 文 の ぷ 


注 4 この 節 で は 果物 の こと に だ け 触 れ て いる けれ だ も 、 ク ルアー ン の 他 の 個所 で は 、 神 が すべ て の も の に 
ー 対 一 雄 と 雌 一 を 作ら れ だ と 述 べ て いる (36 音 37 和 侵 、51 童 50 飾 )。 こ れ は 実に 、 す べ て の 宗教 的 加 典 の 中 で 
クル アー ン が 最初 に 言い 出し た こと で ある 。 科 学者 は 、 無 機 物 の 中 に すら 「 対 」 を 発見 し よう と し 始め た 。 こ 
の 節 で は すべ て の も の は 対 に な っ て いる と いう 法則 が 人 人 間 の 知性 に も 応用 で きる こと に 注意 を 向け て いる 。 天 
の 光 が 知 性 を 時 らき る な けれ ば 、 人 は 神 の 邊 示 を 人 間 の 理性 の 結合 か ら 生ま れる 真 の 知識 を 得る こと は で き な い 。 
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第 十 三 章 プル ・ ラ アド 


5. 地上 に は 、 相 い 接 し て 、 尋 っ た 区 域 あり 。 る ンス の とる の ュ コ ン を 9 レーー ンタ 
御 訂 の 園 、 尊 物 の 畑 、 或 い は 一 つの 根 よ 9 SBC の id 


に 靖 時 4 


一 緒 に 育っ た 衝 子 の 樹 $ あれ ば 、 独 9 立 <. 2 
つも の も あり 。 それ 等 は 皆 同 じ 水 を 港 が れ 全員 コレ ョ レレ ラシン 
『 5、 わ れ ら が 或 る 果物 を 特に 他 より 6 iQ ら VlGo25 交 58238 
慈 味 な らし ゅ た り 。 この 中 に は 、 理 性 ある ンタ タン ーッ と レー 
人 人 々 へ の さま ざま な 神 光 あり 。( ま 5) っ 5 お 
6 も し 流 筑 くべ き こよ あら ば 、 彼 等 の 言 華 こ 3 守ら 
を 有 整 くべ きこ と な り 、[ 何 ん と な ! 彼 等 キ と 乏 プッ の wao ずら 
化し た る 後 、 再 び 新 し い 食 造 の 状態 に きせ 6 内 の 3 5 と 
られ る と た な? 云う 。 こ れ 等 の 者 は を の ノン 和 
幸 を 信 ぜ ざる 者 ども な り 。 彼 等 は その 了 に 谷 め 9 dee sdMS 


牧 を か けら れ 、( 生 6 ) 火 稀 の 住人 た な っ て 、 の 」 
水 芝 に 役 処 に 留まら ん 。 〇 ozJ み 
7. 過去 に お いて 、 る ま ざ ま な みせ し め が 起 ラッ イン タイン プ れ イイ る に の アア 
っ て いる に も か か わら ず 、 役 等 は 流 に 補う 和 た ひさ だ dbo 


り も 褐 い の 速 や か な らん こと を 求む 。 げ 
に 主 は 、 そ を の 悪行 に も か か わら ず 、 人 開 に 
寛大 で あり 、 同 時 に 懲 研 に も 央 格 に まし ま 


ざる 者 ども は 法 う 、「 何 故に 主 よ り 奇 時 >: EK の IEEIYCE41 4 あ っ 


) が 彼 に 降ら ざり し か ?」 と 。 液 は の | の 1 リタ By cfJ1O 約 
だ だ 警告 者 に すぎ ず 。 それぞれ 各 良 族 と も 、 に EC996 PES0D4GICTE 
ー 人 の 龍 閣 者 あ 9 。 うる クジ ビジ うつ 9 ら 
第 二 項 
9. アッ ラー は それ ぞ れ の 女性 が 身 ご も る こと oo を を タッ レラ イン ョ レ 
を 知 、 ま た 位 好 期限 の 堪 減 を 知る 。 一 切 6yuagCzetBdsSC2 
の も の は 、 ア ッ ラ ー の 御手 許 で 正しく 計量 の JA) 6 衣 め 。 1 


る れる 。( 注 8) 


注 5 この 表現 の は 、 木 々 に 同じ に ホ を や っ て も 剖 う 、 そ れ な ら 、 何 衣 
預言 者 が 同じ 町 、 同 じ 民 族 の 中 に 住ん を で いて ぅ 、 彼 紗 と いう 税 われ て いて 、 彼 の 中 が サメ > の 
保護 の 下 で 育て られ て いる な ら 、 彼 - 人 抜き ん で て いな いわ けが あり 香 よ うか と いう 意味 で ある 。 


往 6 間違っ た 信仰 ほ 悪 行 し いう か せ 足 か せ 。 
注 7 「 奇 践 】 ほ と い う の は 、 他 の 意味 が 示 ぉ れ て いな い 時 は 、 い つ で も 「 こ らし め の 奇 踏 ] の 意味 で ある 。 


牌 8 4 節 で 宇宙 の すべ て の 物 は 対 に な っ て いる と 語ら れ た が 、 霊 的 世界 で も 男 の よ うに 振る まう 人 も あれ 
ば 女 の よ 2 に - 振 る まう 人 も いる 。 前 省 は 影響 与え 、 後 者 は 影響 を 受け る 。 この節 で は 型 な る 預言 者 の 人 格 に 
お いて は 、 は 影 姓 を 与え る 男 で あっ て も 、 だ れ も 役 の 刻印 を 受け な けれ ば 、 回 的 な 身分 を 得る 事 が 出来 
な い 、 と いう 事 が 指摘 きれ て いる 。 更 に 、 神 は 聖なる 預言 者 の 時 代 の 人 々 の 生ま れつ き の 才 能 や 末 質 を よく 知っ 
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10. 條 は 見 え ざ る 世界 も 、 見 える 世界 も 知 吉 し 、 OAICGOKERVIETSGIPAM 
比 燥 な い 俺 大 者 、 算 高 者 な 9。 フー クイ ダー 

1 前 た ちの 中 で 、 そ の 言葉 を を っ と 胸 に し スシ シン ルン ンー クン 120 る > 梨 。 ン 
まっ て お く 者 6、 ま た 之 を あか らき ま に 吹 ピス の な の つい 9 人 
聴 する 者 も 、 ア ッ ラ ー に と り て は 同じ な り 。 IONVEUKT CSJ GE 
まだ 聞 に 身 を 隠す 者 も 月 基 堂々 と 開 歩 す 
る 者 も また 狼 り 。( 注 9) 

12、 使者 の 前 後に は 緒 天 使 ( 注 10) が 隙 隼 し 、 Zzz フラ スン ちち < ミン チイ 

お つい いう ma 

アッ ラー の 命 を 奉じ て 彼 を 謎 術 す 。 ア ッ ー パー プン TO 
ラー は 、 人 人 々 が 己 れ の 心中 に ある も の を 安 前 2 2 の 2 し 2 
え ぬ 限り 、 決 し て 人 々 の 境 骨 を 交 え る こと アン ンー。 ュ の 
な し 。 靖 し て 、 ア ッ ラ ー 人 々 を 褒 ら し ゅ ん IP 時 ee 
と 欲 き ば 、 何 人 も 有 之 を 払い の ける こと 衣 ン レ 
ず 、 ま た 人 々 は アッ ラー 以外 に 如何 な る 守 @Jbo ンチ 
護 者 も 有 せ ず 。 

13. 彼 こ を は 稲 案 を 見 せ て 、 お 幣 た ち に 希望 と CCCGESSESS 0 H 
恐怖 を 抱か し ゅ 、 ま た 重い 囲 雲 を 起 し 給 う 。 So 
( 注 1) @ 

1 寺内 と どろ いて を の 栄光 を 調 た れ ば 、 諸 天 っ 人 > KS の 

: 内 こう 

使役 を 異 れ て また 独り 。 彼 は 年 吟 を 放ち 、 て タラ 9 こ Oo で 
彼 等 が アッ ラー に つい て 論争 し て いる 間 2 5 次 の る CN し と 
に 、 を も っ て その 欲す る 者 を 可 ち 給 う 、 。 レッ 。 
褒 し て 、 再 する に 区 し くま し ます 。 @Jc AO る 396 あ に 2 


15. 正当 な 祈り と は た だ 役 に の み 祈 る こと な の ウ 29 ッ ー ン ラッ タタ ンク っ ま ョ ンタ フッ クン 
り 。( 注 12) 彼 等 が アッ ラー 以外 に 祈る ドン OAI ぱり cu 4 


て ち おら れ 、 神 の 影響 を 受け 和信 れ よう ょ 悪魔 の 影響 を 受け 入れ よう と に 関係 な く 、 ど ちら が 楽 え 、 ど ちら が 誠 退 
する か は 神 に と っ て は わか りき っ た だ 事 な の で ある 。 聖なる 預言 者 受け 入れ 、 彼 の 刻 凶 も 受け る 者 は 、 成長 し 、 
力 ・ 彫 響 方 ・ 数 も 増し 、 彼 の 敵 は 衰 師 し 浅 少 する の で ある 。 

注 9 加 な る 貧 言 者 の 敵 の 、 あ か ら る まな 、 下 い は 秘密 の 計画 は 、 神 の 日 に は 見 通る れ て いる し 、 そ の 神 が 
可 な る 預言 者 の 助力 者 で あり 保護 者 で ある 為 、 成 功 す る は ず が な い の で ある 。 

注 10 「 諸 天使 ] ま ここ で 言わ れ て いる の は 、 天国 に 住む 天使 と も 取れ る し 、 命 を か け て 避 な る 頂 言 者 を 守っ 
た 献 自 的 な 仲間 の こと と も 理解 で きる 。 

注 1 1 埋 は 、 恐 拓 と 項 望 と を 想起 させ る 。 電 が 私 怖 を 息 起 きせ る の は 、 人 人 が その た だ め に 死ん だ り 、 慌 旧 や あ 
る 種 の 植物 は 悪い 影響 を 受け た りす る か ら で あ る 。 又 、 雷 は 希望 や を も も た ら す 。 な ぜ な ら 6、 電 は 加 か な 再訪 
れ や 人 告げ 、 色 々 な 病原 菌 を 破壊 し て 、 伝 染 病 を お きえ る 役割 村人 る 。 

注 12 NN うに 解釈 で きる 。 1) 視 ど だ けが 礼拝 に 値する 。⑫) 人 間 に 役に立ち 利益 に な る の は 、 神 
に 祈る こと だ け で ある 。 (3 神 の 声 だ けが 真実 を 支持 する も の で ある 。(⑭⑫⑰ 神 の 声 こ を 、 何 も の に も 勝 り 優先 きれ 
な けれ ば な ら な い 。 
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神々 は 、 何 ん の 克 ぇ も 与え は せ ず 。 紅 族 う れ 
ば 、 口 に 水 が 達せ ん こと を 大 っ て 、 両 手 を 
水 に き し 仲 べし が 、 水 は 決し て 達せ ざる が 


人 ンー 
SEC る 5558 


い コ 


し 。 ( 往 13) 不信 心 者 ども の 祈り は 、 無 な る 
釣 骨 折り に すぎ ず 。 内 2! 
人 ニュー プー ー 。 る トク ンー ・ う る 2 いる rr と 2 ブタ タッ クン 上 
16. ル を 天 に 誠 る 5 の 地 に 在 る も の は 、 好 むと 29 日 5 
好ま ぎる に か か わら 6 ず 、 ア ッ ラ ー に 服 徒 す 、 ターン ノ 
それ 等 の 叉 が 朝 な 夕 な 地 に 中 う 吉 く 。( 注 @JSi35 SIUb3CY 
19 
ーー ょ ちろ つも 本 7 ーー っ カタ プー ョ ンー 
17. 云え 、 「 天 地 の 王 は 誰 ぎ ? と 。 二 「 ア ッ いる 1 間 け た か EGRA H 5 の 2 お 
ー な り 」E。 云え 、「 然 ら ば ち 前 た ち 何 故 ッ ン 
に アッ ラー の 代り に 、 自 分 自身 で すら 益 す DC 5o2 の 6 
る る も 種 す る も な し 得 ざ る 著 を 救い 手 し し た J。 っ ュ ン > レン 
る か ? 」 と 。 云 え 、「 家 と 目 あき は 同等 な り 2 os 人 
や ? また 、 吐 闇 と 光 が 同 等 と 兄 な さる べき アア デメ ゴア ンタ イン 
癌 員 < Eee 
や ? 或いは 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ テー の 創造 する の | め 光 0 
四 み トト ョ か 則 タモ コー 242 人 人 セイ 2 
の 上 似 た よう な も の を 創造 し た 神々 を 彼 に 人 CS aa 
配 し た れ ば 、 両 者 の 剣 造 が 彼 等 に は 相似 た アン ッッ 
も の と 思わ れる か ? 1 と 。 評 ん 、「[ ア ッ ラ ー OMVHIRRRIM 5 ば 開 誠 
こ を 高 物 の 創造 主 、 痢 一 に し て 至高 者 な り 」 
E。 
イン タレ ラン プン そ ン ン シン 
18. 後 、 空 より 雨 を 降ら せ 給 を ば 、 水 は その 容 CO e0C2 る MC1EPTSR1 
量 に 語 せ て 谷 々 を 半 れ トリ 発 流 は 泡 涼 を 。 ン ぅ 5 ンク 1 る クン イイ ラン イン フッ 
浮 べ て 和信 び 行く 。 身 具 や 吾 所 道具 を 造る GSG う 6 5 33iGSG 
た め に 火 に 溶 か き れ た 金属 か ら も 、 ま た 同 5 を) 生 。 
た 同和 8 う Ds 
様 な 泡 を 生 ず 。 ア ッ ラ ー NAM 隊 と Sd 
を し 給 う 。 泡 泳 は 釣 ち に 消え 去れ ども に 9 2) GL 
摘 全 涼 前 え 2623 和 aa 
注 13 人 生 て 成功 する 正しい 方 法 は 、 す べ て の も の を それ に ふるわ し い 場 所 に 皿 て こと で ある 。 即ち 、 神 に 
は 神 が あ っ て 然るべき 地位 を 与え 、 剣 造物 は 、 を そう あ る べ でき 位置 を 与え る 。 こ れこ を そ 、 成 功 し 真 に 幸福 に な る 
方 法 で ある 。 
注 14 この 節 は 偉大 な 長 実 を 具体 的 に 述べ て いる 。 鞭 ち 、 す べ て の 創造 物 は 、 い や で も 応 で も 神 が つ くら 6 られ 
た 自然 法 に 従う 義務 が ある 。 碧 は 味覚 を 司 ら ね ば な ら な いし 、 耳 は 聴か ざる を 得 な い 。 こ の 自 伏 法 へ の 此 従 が 


強制 に 呼ば れる 。 し か し 、 人 は ある 程度 行動 の 自由 が 与 を られ て いて 、 人 は 自由 意志 を 働か せ 自分 で 判断 する 
が 、 自 由 を 与え を られ て いる と 思わ れる 分 野 で の 行動 に お な いて すら 、 一 定量 の 義務 が ある 。 又 、 好 むと 好ま ざる 
と に か か わら ず 、 何 を する に し て も る 神 の 法則 に 従わ か な けれ ば な ら な い 。「 好 むと 好ま ざる と に か か わら ず 」 と い 
う 語 は 、 喜 ん で 神 に 服従 する 信徒 ほ 不 承 不 承 神 の 法 に 従っ て いる 不信 徒 の 二 種 類 の 人 々 に つい て も あて は まる 。 
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こ 袖 立 - 天 ュ 2 ンス ニン プン ィ イ ン で / ン 
人 間 に 役 立つ も の は 地上 に 残る 。 か く の 如 3 て 3 Z 軸 iRCGD 53 プス S3 
く ア ッ ラ ー は きま ぎ ま な 比 隊 で 説き か し 
給 う 。 (15) @di 向 ら 記 る 2 SI は 
19. の ぁ 泊 に 応ずる 人 々 に は 水 吉 の 幸福 あ フッ ー は っ タタ スッ ニン > る 
スーaui | < 
9。 然 し な が ら を の 名 省 に 応え ね 者 ども は 、 上 9 クウ fes 
べ テ スン の 4 て (クッ ン と 
た と よい 地上 に ある すべ て の も の mod 
93 た こ イガ kr を) ン ン タン 
な く 之 を 投げ 出し て 罪 を 農 わ ん と する に 至 socadl 有 2 の CUl BS 
らん 。 そ れ ら の 者 ども は 普 酷 な 凡 を 受け ん 。 ウン 
その 住居 は 地 伏 な り 。 な ん と 此 眉 な る 死な @ 人 ob う 先 
る か な ! 
第 三 項 
20. 主 ま ょ り 液 に 啓示 ほれ だ た る も の が 真理 な る こ ッ ン ンク IM ーー イダ イン ンタ る 9 る ラン ン 
ほ を 知る 者 を 、 家 上 同一 提 で きよ うか ? き "Bee GEOICSIASo 
* 還 に s 征 埋 す サー レッ タク タタ ラン ン ン ェ る う 
れ ど 思 記 あ る 人 々 だ けが 注意 する 。 IGRKMKCAIPI4 
21. を は アッ ラー ほ の 約束 を 履行 し 、 右 約 を 成 62 補 レレ ンタ ウン る 
6 ざる 人 々 な り 。 Oo5s り 2 be の あび | 
22. また だ アッ ラー が 結合 きれ ん こと を 命じ 給 う 。 レス レッ る ッ 206 クッ ・ の 
た 者 と 結ば れ 、 主 を 思 般 し 、 あ の 酷 な 昼 う ひ る めい | EDP 2 し 6 四 
SS ツン ラン ッ る ン ン ッ ク タン 
を 恐れ る 人 々 。 ( 注 16) @ukat 122463 60 3 
23. また 主 の 愛 願 を 求め て 耐え 忍び 、 礼 捧 を 癌 。 b433 42632 る 4 る 宙 ら 1 を の 2 
守 し 、 わ れ ら が 施し た も の の 中 か ら 、 公 私 レク ンー ブン 
に 古っ て 興 捨 を 行い 、 療 を 以 て 量 を 叔 通 す 人 2 人 
る 人 々 。 こ れ 等 の 人 々 に ほ 終 の 侍 処 の 半 果 ンタ 2 タン MES ィ イン ン ンタ トン ッ シッ 
ある ベレ し ーー ( 注 17) ビリ ウン AI boso03 
@A 逢 
注 15 この 節 に は 、2 つの 非常 に 適切 な 比 座 が 使わ れ て いる 。 一 つ は 、 真理 は 水 に た と えら れ 、 庶 偽 は 泡 に 
だ と えら 和 れ て いる 。 、 は じ め 真 理 や おおい よう に 互 わ れる が 、 最 終了 向 に は 、 ゴ ミ が 強力 な 水流 に 流 
きれ る よう に 、 真 理 に よっ て 近 し 流 きれ て し まう 。 二 番 日 の 比 降 で は は 金 又 は 銀 に 例え られ る 。 何故 な 


6 金 や や 銀 は 溶 か き る れ だ と き 、 
深く 神 に 対す る 義務 を 栄 す 事 で 、 信徒 は 神 の 創造 物 で ある 事 に 対す る 義務 を まっ と うす る 。 こ の 
二 つ の 義務 を 守る こと が 、 
信者 は 、 串 を 絶 浅 す る の に 最も ふ きわ し い 道 に 従う 
に 頼る し 、 赦 し が 望ま し い ぁ 


注 16 


注 17 


不純 物 を 捨て 去り 、 


仰 の 土 公 と な る の で ある 。 


泥 じ り け の な い 純 粋 で 輝 


結果 を も だ ら す 場合 な ら 、 赦 し に 作 。 簡単 


《 金属 だけ を 残す か ら で あ る 。 


立つ 目的 の 役割 や 果す な ら 、 罰 
な ら ば 、 信者 は 環 更 に 褒 じ て と 


。 信 者 は 還 が ? 


の 方 法 で あれ 最も 適切 な 方 法 を 使っ て 部 の 根源 その も の を 切り 捨て る の で ある 。 
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く て 2 


1 ちち 彼 等 は 彼 処 に 入る 、 


他 イイ ンー ラン ント ブタ クタ タン ーッ ンタ ルレ 

24. ジン 0 と ン に の 29eg で 

父 揚 、 を の 委 女 、 そ の 子孫 ( 生 18) の 史 7 ク テン 提 
うち の 1 は 法 9 前 し て 諸 玲 使 は Po IM 9523 
各 門 より 入り て 彼 等 を 迎え 、 ( 注 19) 
ーー ag 

25. 「 お 前 た ち 耐え 礼 び た る が 導 に 平安 を 得 カ タン フィック タラン ン シン 外し 
り 。 見 よ 、 こ の 終 の 住 衝 の 疲 賞 の な ん と 素 DU に ププ 
晴 し いこ と よ 1」 と 云う 。 

26.、 し か る に 、 ア ッ ラー に 生 約 し た 後 、 地 を 破 dio 人 06 計る 
り 、 ア ッ ラ ー が 結合 すべ く 命じ 給 う た 者 と 0 アン イン フッ レン 
絶 練 し 、 地 上 に いて 肝 業 を 犯す 者 ども の 化 る 3 

ーー これ 等 の 者 は アッ ラー ー の 呪い が 降り 、 著 タラ タイ クタ ンター タタ イン ゆー テマ 、 ョ フッ ・ 
酷 を 住処 に 入る べし 。 @JAM 2398 
27. アッ ラー は を の 欲す る 者 に 、 そ の 給 状 を 或 PE と EGOPEYPUI2 の 2 
1 スタ 4 4 
い は 虹 か に 、 束 い は 之 し く 授 け 給 う 。 彼 等 いう 3o タ at 
は 現世 を 害 ん で いる が 、 米 る べき 生活 に 比 UEAAUFACAIIV ICO 
すれ ば 、 こ れ た だ 束の間 の 曹 楽に すぎ ず 。 間 旨 遇 生 朋 
@8 ら 
第 四 頂 
28. 信 ぜ ぎる 者 どる は 云う 、「 何 故に より 庁 中 っ 342142 レ ICOIG41 の LR 
3 199 め 8 
が 彼 に 降ら ぎり し か ?」 と 。 云 え 「 ア ッ ラ ー の ュー か 2 
は その 欲す る 者 を 迷わ し め 、 邊 に 頼る 者 を 4eoe2LS oeU 4890J5 3 
お 傍 に 導き 給 う 。 ( 邊 20) 寺 ラ レン 
@o6i の 
29. 信ずる 黄 は 、 ア ッ ラ ー ー を 唱 念 し て 必 安 5 ら か 人 人 人 EK の PA 
YO る 
な り 。 魚 9! や に 安らぎ を 得る に は 、 ア ッ 紹 の 2 らら 2yelg| 
ラー を 喝 念 する に 如 か ず 。 ( 注 21) ORIPCWS ま 区 
往 18 この 節 で は 重要 な 原理 が 述べ られ て いる 。 大 の 行う 警 行 は 、: し だ た も の で あろ うと な か ろう と 、 親 


虫 緑 首 の 一 け や 協力 が あっ て 為 き れる 。 


か る べき な の で ある 。 
信者 の 為 し た 善行 の 種々 の 範 噂 は 、 来 る べき 世に お いて 、 天 国 の 数 多く の 門 し し て 表わさ きれ る 。 


注 19 


注 20 


神 が 、 神 の 方 に 向う 者 を 導き 、 神 か ら 6 背 


れる と いう の は 、 神 の 不変 の 法 で ある 。 


神 を 探究 する の は 、 人 間 の 物 の 心から の 販 望 で あっ て 、 人 生 の 真 の 日 人 的 で ある 。 そ の 目的 が 達成 きれ 
る 上 、 人 は 丁度 まる で 神 の ひざ の 上 で 安らか に 眠っ て いる 様 な 心 の や すら ぎ を 得る の で ある 。 


注 21 


だ か ら 、 人 の 勝ち と る ほう び は 、 親 届 緑 者 すべ て が 、 


いて 神 の 導き を 拒む 者 が 道 を 述 っ て も 、 


その 援 い に あず 


その まま に し て お か 
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30. 信 佑 に 入り 、 敬 行 に いそ し ち 者 は 一 宰 福 を > 知 PekuLZ2ztesH 
手 に し 、 素 晴 し い 処 に 誕 り 告 か ん 」 上 。 りう か 16 
っ レッ 


語 み 半 か せん が た め に 、 普 工 多 の 民放 が ので Po タロ 

減 び 去っ た こと の ある の 中 に 法 を 造 わ あせ 5 人 信 yGUHUECS 
等 は 若 悲 深い 神 を 信 ぎ ず 。 一 人 

え 、「 彼 は 我 が 主 な り 。 役 の 外 に 神 な し 。 我 6 の 和 e ML 作 8 うめ 

は 彼 に 昭 り 、 彼 に 帰る 上 。 


31. か く て われ ら は 、 法 に 啓示 し た こと を 彼 等 94 化 セッ ー ラ イン RE の の 


に に ン うき 回 4 ラン タン ノン 
32. も し ここ に クル アーン が あっ て 、 それ に * は 5 CSIEUNE ン 54655 13? 
よっ て 山 が 動か され 、( 注 22) 大 地 が 製 か 」 し 。 

29 1 。 ち タッグ ウッ グラ 
れ 、( 注 29) 死者 が 物 云 うと し て も 、( 注 (2 久 G29 伏 ちあ 
24) 彼 等 は を れ を 信じ は すま い 。 否 、 物事 
は すべ て アッ ラー し だ いな り 。 ア ッ ラ ー も emope 
し 欲し た り せ ば 、 全 人 類 を 必ず 千 き 得 た 等 、 し ュ ュ ちる て の ビン 
信者 た る も の これ に 気がつか ね か ? な れ に YIO が PE325) 


に て に ュー 回 ュー の レッ > の タン ン 
と ど 、 信 ぜ ぎ ざる 者 ども に は 、 その 所 業 ゆ え に 、 see 5 oO ら ) KA 
炎 難 が つき まとい 、 或 い は 家 の 近く に 居 レタ 2 クン ルン の 3 
崖 っ て 、( 注 25) アッ ラー の 約 来 が 実現 き RAIRG じ も (FPP2T41 
れる まで は 絶え る こと な か らん 。 ア ッ ラ ー 
は 必ず その 約束 を 守り 給 う 。 
第 岳 項 

33. 使 矯 た ち は 流 以前 に も 咽 笑 き れ り 。 し か し ラン セス クセ 
われ ら は 信 ぜ ね 者 ども に 疾 子 を 与え た り 。 UMCKC 
鉄 る に ム に 前 う 3 - タブ スン イ < る 
4 に 全う 、 わが 和 還 の 反 何 に 本 OCG 


注 22 「 を それに よっ て 山 が 動か あき れる 」 と いう の は 、 ク グル アー ン は 人 に よ ふり か か る すべ て の 紫 問 を すべ て 解 
決する 、 破 いじ は 、 タ ルアー ン が 古い 規則 を 廃止 し て 人 間 の 直面 する 種々 の 問題 へ の 新しい 解決 法 を 教え 込む 、 
と い 表わし て いる 。 


注 23 「 大 地 が 死 か れ 」 と いう の は 、 ク ル テ アー ン は 地球 全 地 に すみ や か に 広がる だ ちろ うと いう 吉 で あり 、 文 
宇 通 り に 解 息 すれ ば 、 土 地 の 一 部 が 敵 の 領土 か ら 切り 離さ れ 、 信 徒 の 所 有 地 に な っ て いく 事 を 意味 し て いる 。 


注 24 「 死 者 が も の 云う と し て も | と いう の は 、 タ ルアー ン に よっ て 、 鼓 的 に 死ん で いる 人 人々 が 、 新 し い 先 
活 に ゆ ぎ め る だ け で な く 、 歓 因 あ る 言葉 を 語 し 、 世 界 に クル アー ン の メッ キー ジ を 説く 様 に な る と いう こと で 
ある 。 

注 25 「 秋 見 が つき まとい 、 己 い は 岳 く に た 居座っ て 」 と いう の は 、 不 信者 の 上 に 災害 が 次 か ら 次 へ と 隆 り 続 
サ 、 不 夢 の 波 に 見 舞 わ れ 統 け と と な り 、 然 る 後 、 役 ら の 権力 の 完全 な 破滅 に 関す る 預言 が 成就 し て 、 彼 ら 
の 都 で あり 主要 諸 で も ある メッ カ が 月 講 す る こと を 示し て いる 。 
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34. 各 人 の 上 に 在り て 、 息 入 す る 者 は 誰か 2 扶 ま 40 作る の 
る に 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー に 比 す べき 神々 を 作 ライ ラン ーー レン クタ ョ ン プン 。 
る 。 云 え 、「 彼 等 の 名 を 挙げ よ 」( 注 26) と 。 CE 1 ちら ち 4 5 2 
前 た ち は ア ッ ラ ー の 知ら ぎる こと を ブッ ー レシ シュ zo 。 し 。 
ラー に 教え ん と する か ? それ と も 、 だ た o0 DU ちり 別 16 あ yaU5 件 の | 
空しい 名 稀 な りや 7 そ ぅ で は な い 、 タル すら 220 る る 2 
者 の 目 に は 、 自 分 た ちの 全 み が 立派 な も の 0 が 21ACSIP コ 2 の 
に 喘 じ 、( 注 27) た め に 邊 等 は 正しい 道 か @ の 3 8 
ら 閉 ゆ 出 きれ て いる な り 。 ア デッラ ー が 狐 首 ^ 
に 陥 し 入れ た 者 に は 、 名 何 な る 導き も な か 
る で し 。 


35、 か か る 者 ども は 現世 で 劉 を 受け る が 、 来 世 96333 5) HH 才 1 
の 劉 は 更に 本 く 、 何 信 も アッ ラー の 天 り に OAI グー 


ーッ ま ュ レッ ッ ス レ イン 
対し て 彼 等 を 護っ て くれ は せめ 。 @9 の 60622 しら 

36. 散 諾 な る 信者 に 約束 $ れ た る 楽園 を た と う を っ タタ ルッ タ る 9 ター ンタ 。 先 ら ン イン 
れ ば 、 か く の 知 し 。 河 川 を の 中 を 流れ て 、 の の StORo 
4 有 | 剛 回 ンタ る 35( る の タタ タ 912 ンタ 
常時 果物 が 実り 、( 注 28) され ば 宿 下 に H 8 NM 2 
座 あ り 。 こ は 正義 者 へ の 褒 沿 な り 、 さ れ ど レン 
信 ぜ ぎる 者 ども へ の 応 一 は 、 業 火 な り 。 の 委 の 


37. われ ら が 経典 を 授け た だ た 入 々 は 、 液 に 啓示 き スス 、 イ ダン ニン ラタン 320 し 4 の 」 タタ 12 ン リン フッ ・ る | 
こと を 宙 。 き いと を く の 朱 っ な OO の CSI 
の 中 に は を の 一 部 を 認 する 者 あり 。 云 え 、 る 呈し SUS 2 この 5 
「 我 は だ だ アッ ラー を 貯 捧 せ ょ 、 何 物 も 彼 し タラ フト ラン ン 
に 億 せ 祀 る さ で から ず 、 と 命 ざ や られ て る の み 。 51 92006 泊 8 


我 は 彼 に 析 り 、 彼 に 誕 る ] と 。 - 0 
@u 


注 26 偶像 演 振 者 は 、 彼 ら の 神 が どん な 儀 工 を 司 っ て いた か を 述べ る よう に 天 求 きれ て いる 。 こ の 節 で 使わ 
れる 「 名 を 挙げ よ ] は いう 語 は 、 個 人 の 名 前 で は な (特性 を 表わす 名 前 の こと で ある 。 な ぜ な ら 神 々 の 個人 拘 
な 名 の うち の いく つか は 、 ク ルアー ン 自 体 の 中 に 述べ られ て いる か ら で あ る (71 意 24 節 )。「 役 等 の 名 を 挙げ ょ 」 
と いう 意味 は 軽 歳 の 意味 で も あり 得る 。 即ち 、 不 信 の 舗 の 神々 は あま り に も 価値 が な い の で 、 そ の 名 を 日 に す 
る だ け で 恥 し い 事 と な る 。 


注 27 人 が 利益 を 得る た め に 、 誕 欺 や 炊 障 を 働く 時 、 自 分 の 行う 誕 欺 行 物 が だ ん だ ん 野 力 的 に 思わ れ て き て 、 
自分 が 貝 牲 に な る と いう こと は よく ある こと で ある 。 


往 28 「 党 時 昌 物 が 実り ] の 意味 は 天上 の 果実 に は 秋 は な く 、 腐 る 傘 節 や 休止 期 も な いと いう 事 で 、 天 国 の 
恩恵 や 祝福 は 絶え る 事 が な い 事 を 意味 し て いる 。「 果 物 ] と 「 日 貢 ] は それ ぞ れ 内 的 な 祝福 と 外 的 な 祝福 を 表 わ 
し て いて 、 信 徒 は 天国 に お いて 、 内 的 に も 外 的 に も すべ て の 種類 の 祝福 を 受け る で あろ うと いう 意味 で ある 。 
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38. 従っ て 、 わ れ ら は それ を 詳細 な 、 判 断 の 基 カシ レン ンス レレ ンク カン ン ン ラン 
源 と し て 硝 示 し た り 。 され ば 次 に 知識 が で AlGSlo ジ ラン 久 Y2 
放っ た 後 、 彼 等 の 邪 蛋 鈴鹿 に 流し 税 う ue っ っ 人 レル ン コン セレン ン 

5 oeab0229 じ 38 先 
な ら ば 、 流 を アッ ラー の 把 り か ら 助け る 者 ダァ 2 02 の 2 
も 防ぐ 者 も な か る べし 。 @g595 
才 


第 六 項 
39、 げ に われ ら は 光 以 前 に も 幾多 の 使徒 を 遣わ 12GKAGGSY2IG SCCYOS2 
し 、 答 子 を 彼 等 に 与え た りう 。 な れ ど 、 ア ッ 
ラー の 許し な 《 ば 、 如 何 な る 使徒 も 奇 味 を 。 W1 


メ 


1 レキ / 。 タ 
し dae6 8 


シン 


現 わ す こと を 得 ず 。 各 時 代 ご と に 一 つの 北 レン ッ タ ュー 
示 半 あ り 。 @ ら eat、 和 め 多 lo 人 
40. アッ ラー は を の 欲す る も の を 取り 消し 、 1 ブン ッ ン 村 の 9 レイ タン レク タッ ロク ッ ン 
ま 29) は た これ を 制す すべ て の 承 和 OPCAOC1CY1E4 
の 損 り 所 は アッ ラー の 御 許 に あり 。( 生 
30) 
41. われ ら が 彼 等 に 威 貴 す る こと の 一 部 を 実現 3 る 計 スッ ン の ダン タ 
し て 液 に 見 せよ う が 、 ま た は 液 を 死な し ゅ ee0geol ポ プ ビ oi5 
よう ょ 、 そ れ は 問題 に な ら ず 。 な ん と な れ @ ゅ 4 に cd1C 2 を 1 BMW 


ば 、 流 の 役目 は た だ 神託 の 伝 舌 に し て 、 清 
算 は われ ら の 務め な り 。 


42. 彼 等 は われ ら が を その 地 を 組 っ て 、 端 か ら を レク タン っ っ ッ ン 
の 地 を 深 第 に 裏 え きせ つつ ある を 見 ざる ART 


か ? ( 注 31) アッ ラー が 判定 を 下 せ ば 、 2 と るり 補 レ 兄 

2) と 25 
人 人 。 を の 半 定 を 覆し 待 ず 。 前 し て 彼 は 六 ンジ ビ や 9 
算 す る に 迅速 な り 


3. 負 和 以 前 の 者 『 む も いろ いろ 企み を 読 Acc ス 1 二 催 GeoUL2 あ る 
る 。 きれ どー 一切 の 有効 な 企み は アッ ラー に 0 


注 29 この 節 で は 、 神 の 銅 に す る 二 つ の 搾 を 述べ て いる 。 8) 神 が 副 を 取消 る れる の は 、 企 体 か 一 部 か の 
いづ れ か で ある 。b) 神 は 加 を 命ぜ や られ た まま に し て お か れる 。 


注 30 3) 神 だ けが すべ て の 戒律 や を の 基 に な っ て いる 堆 香 の 根源 を 知っ て お られ る 。 b) 律 世 の すべ て の 
成 律 は 神 の 志 恵 に 基づい て いる 為 、 筆 法 の 根源 は 神 と 共に ある 。 [拠り 所 」 と は 源 、 基 在 、 起 源 、 あ る い は 洛 、 
支持 を 意味 する 。 


往 31 この 舌 は 、「 適 から その 地 を 次 第 に 哀 を きせ つつ ある を 見 ざる か ? 」 と いう の は 払 下 の 様 な 意味 で ある 
こと を 示し て いる 。 イ スラ ム は アラ ビア 中 に 広がり 、 す べ て の 家 、 す な わ ち 身分 の 高い 人 に も 低い 人 に も 、 人 金 
持ち に も 貧者 に も 、 下 隷 に も 主人 に も 、 社 会 の すべ て の 機関 に 食い 込ん で いる と いう こと で ある 。 
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=Ems 


第 十 三 意 


アル ・ ラ アド 


属す 。 彼 は 各 人 が 稼ぎ し ゃ の を 知る 。 前 し CZ 2 2 し 
て 不信 心 者 も は 、 終 の 住居 の 褒賞 が 何人 の の AN AP 
の も の な る か を ほど な 〈 知 らん ( 注 32) 。 


ee 
44, 信 ぜ ぎる 者 ども は 云う 、「 流 は 使徒 に 非 ず 」 1 レッ タッ イ リッ クィ グン ッ る タッ タン 
ほ 。 云え [アッラー は 我 と ち 前 たち の 証人 85O35CG GMO 史 う 


た る に 分 な り 。 し て 経典 の 知識 を 有 す の Lo ラン Ts の 
る 者 6 また 然 り ] と 。 ( 注 33) ー 


注 32 イス ラム の すべ て の 敵 の 意図 は 、 神 に 知ら て れ て いる の で 、 そ の ぼん な 詩 も 戦略 も 神 の 日 的 一 イス ラ 
の 究極 の 勝利 一 を 邪 麻 す る こと は で き な い 。 


注 33 「 区 典 の 知識 ] ほ いう 語 の 葉 味 は 、 天 田 か ら の 鮮 胃 な 、 神 光 、 型 な る 預言 者 に 関し て の 以前 か ら あ 
る 経典 の 預言 の 事 を 指す 。 
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Jo 


イプ ラ セ ヒー ム 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 


1. 慈悲 深く 、 恵み 選 く アッ ラー の 御名 に お い Q ヶ 2 IP いま 3 
2.、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。( 注 1) これ は われ NM ンー ンク の の タン 2 ン が ンー て 
ュ 、 ら e 1 BMZUSMI Ys 
6 が 液 に 啓示 し た 経典 な り 。 流 が 、 主 の 命 ゅ 半 ) eo8 CVE の 
こ 3 に 晴 サーッ プン ・2.Z 人 て am 2 人 9 才 
に よっ て 、 人 類 を 喧 黒 の 中 か ら 光 串 へ 、 僅 の ング 062o 地 あ 多 の 
大 に し て 、 讃 美 きれ る べき 御方 の 道 に 導く 
だ め に 一 
の っ ち 人 の ラン ン ま 。2 の 9 ュ レ の 。 る ユエ 
3. アッ ラー、 を の 御方 に 天地 に あぁ 6 の 一 切 Mop9lG oxSl つき 貼 紹 
は 属す 。 き れ ば 秋 い な る か な 不信 心 者 と 5、 に と 本 レア 
恐ろし い 刑 同 を 受け ね ば な ら の 。 @ み oe ec クッ 


4 彼 等 は 米代 より る 現 廿 を 秋 し 、 人 々 を アッ 訟 29I9ECSNSLOIG あ 5 の 委 


ラー の 道 か ら 妨 げ 、 之 を 條 曲 さ ん 上 読 る 。 レン シン 1 内 
これ 等 は 甚だ し く 迷 える 者 な り 。 301UAK GEG5O55 う 
と アー 4 
CPSYCCW 


5. われ ら は 未だ か つて 、 を の 民 の 言 華 ( 和 ま 2) za J レ US っ レレ セン 
、 、 、 0 D 1 折 < し る 

て zeW 困 な る 信和 記し た こと と foCb り )gs5o2EC ビ 2 

7 タク 9 る タイ 29 て 


し 。 それ は 人 々 に 解る よう に 説明 きせ ん が 中 は 人 の 3 5 ・ タ イ 

人 3 Aa っ 2 4 し Ma.5 
た め な り 。 然 る 後 、 ア ッ ラ ー は 己 れ の 狗 す ~ ダ ッッ 
る 者 を 迷 ゎ し め 、 ま だれ の 欲す る 者 を 薄 OASIS 
き 給 う 。 彼 は 僅 大 に し て 、 覧 白 に まし ます 。 


注 1 われ は 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。 


注 2 この 節 は 、 加 な る 項 言 者 の 御 告 げ が アラ ブ 民 族 の み に 宛 て られ て いる と いう 事 し て いる の で は 
な い 。 その 欄 な 考え は 、 聖 な る 預言 者 が は っ きり に 自分 は 金 世 界 に 、 つ か わる れ だ 宙 よ り の 使者 で ある よ 合 言 
し て いる クル アー ン 中 の 他 の 節 で も (7 : 159:34:290) と が め ら れ て お り 、 タ ルアナ ー ン が 斑 な る 預言 者 の 全 
世界 へ の 使命 を 説く の みな ら ず 、 話 言 者 自身 も 人 類 全 て に と いう 意味 で “私 は 黒い 人 に も 赤い 入 に も 、 つ か わ 
きれ た (Binan) 、 を し て 私 は 全て の 人 類 の 為 に 選ば れ た (Buphan)” と 語っ だ 上 伝え られ て いる 。 タル デー ン 
は アラ ブ 民 族 が 最初 の 受け 取り 手 で あっ た 為 に アラ ビア 語 で 放 示 $ れ (そし て 又 、 ア ラビ ア 語 が 、 最 も 胃 据 で 
雄弁 且つ 意味 の 広い 言 英 で ある 為 、 タ ルアー ン の 御 告げ を 伝達 する の に は 最も 卓越 し て 適切 な 手段 で ある 為 ) 、 
アラ ビア 語 を 通し て 、 全 世界 へ 説 か れる 事 に な っ て いた の で あり 、 神 より の 御 告げ が アラ ブ 民 族 の み に あ て ら 
れ て いた と いう 訳 で は な い 。 
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第 二 四 音 イブ ラ ヒ ー ム 
6 音 わ れ ら は 、 モ ー ゼ に きま ざま な 神 光 を 持 で 2gGIOUGU eb2CCYTS あ 2 
た せ て 追わ し た 時 、[ 流 の 民 を 時 潮 の 中 か らち 
光明 へ 導き 、 ア ッ ラ ー 8020。U 28935 8 知 BI 
起き せよ 」 上 志 え り 。 げ に る その 中 に は 、 耐 の の 者 2 
ぇ 怒 び 皿 に 感ずる 者 へ の さま ざま な 神 兆 あ の の So め ら 


5 。 


。 モー ゼ が その 民 に か く 詞 いた る 時 を 念 え 。 


「 フ ァ ラ オ の 民 が お 前 た ち に 残酷 な 刑罰 を 
加え を 、 お 前 だ ちの 男児 を 殺し て 女子 の み を 
容 散 し た 時 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ち を 救い 出 
し た その 思 願 を 写 れ まい ぞ 。 そ は 主 の 下 し 


給 う 錬 な りき 」 
第 二 項 
その 時 、 主 は 宣言 せり 、「 お 前 た ちち し 有 難 


だ く 思 うな ら 、 わ れ は 必ず お 前 た ち へ の 恵 
み を 増 さ ん 。 狼 れ と も 、 お 前 た ち も し 思 に 
感 ぜ で ず ば 、 わ 前 は 実に 恐ろし い ぞ と 。 
( 注 3) 


: 更に モー ゼ は 志 え り 、「 た と い お 前 た ち が 信 


ぜ ず と も 、 い や 地上 の 尽く の 人 々 が 信 ぜ ず 
と も 、 神 は お 前 た ち に 損なわ れる こと な し 。 


イン トリ イン の 1 の 
ES ら 仙 0 人 633 
2 の ff や 3: 誠 | らい の 
s 多 ャ ン 222 ア ラン ンク ンー ンタ る 
SH が CEC Eo 導 % 


と 


6 所 と る 8923 
スン る スー0 イ ラク の 2 靖 WtG 
AS SG 92523 る め ら 3 


se 


ーッ イタ ょ 5 の 5 宙 銘 eg) ン ィ 
の rrz 


⑤ ひ ん みのり 


げに アッ ラー は 自ら 満ち 足り て 、 詩 美 に 修 
し 給 う 。 

10. お 前 た ち 以前 の 人 人 々 、 ノ ア や テー ド や す の の の 8o の 4 AN 放 和 導 2 
ムー ド の 尋 、 並 びに 彼 等 以後 の 民 の 消 星 を 上 ィ リッ ンー ニク ネン トン 
伝え 開か ぎり し か ? 以後 の 民 に つい て は 、 P ぬり し を 595ao5oeGuls る っ 9 

テッ ラー 以外 何人 も 知らず 。 便 徒 た ちか る et ダッ 
を れ の 民 に 証 を 携え て 米 た むれ ども 、 MIR めのう 2 は 
注 3 「 有 難く 思う 」 と いう の は 、 三 種類 あり 、 そ れ ら 6 は 、(1) 心 基 い は 精神 に より 、 受 けた 恩恵 が どん な も 


の で ある か を 正しく 理解 する 「 感 謝 」 
を 使い 、 


後 、 
感謝 する こと が で きる の で ある 。 


その 功績 ・ 価 値 に 従 


けた 思 恵 に 報じ る 


と は 、 
当 希 彼 に 、 


ー385 一 


対し 思 人 を 賞 替 す る 事 
きめ 方 法 で その 恩恵 を 使わ な い 、 と いう 五 つ の 基本 で ある 。 こ れ が 人間 の 側 か ら の 感 
人 を 許し 、 受 け 入 れ 、 或 い は 安らぎ を 与え 


(⑫ 舌 (言葉 ) を 使っ て 、 恩 人 を 賞 護 、 推 奨 する 「 感 謝 ]」 そし て ⑬ 手 足 


で ある 。 ま た 


に は 五 つの 基本 が ある 。 即ち 、 

(b) 思 人 へ の 愛 (Cc) 受 
(e) 彼 ( 思 を 与 を て くれ だ 人 }) の 宮 
で ある 。 神 の 側 か ら 
1 恵 や も っ て 和信 を 王 ぶ と 、 を し て 親 る 


、 及び 


等 吉 と 』 


応じ る 或いは 親 い る と いう 事 で ある 。 人 は 、 人 が 神 よ り 昌 わ っ た 物 を 正しく 使う 時 の み 、 神 に 


第 十 四 剖 イブ ラ ヒ ー ム 


人 々 は その 手 を 己 が 日 に 当て ( 征 4)、 評 を (as 明 対 CI1 イン セッ クレ し タレ 
り 、「 我 等 は お 前 た ち が 造 わき れ た 使命 を 信 9 ゆか つの 3 
ぜ ず 、 ま た お 前 た ち が 我 等 を 招く 教え に つ 4 
いて も 不安 な る 妖 い を 持つ ] と 。 ダイ 777 E 

11. 彼 等 の 使徒 た ち も は 云え 9、「 お 前 た ち 天 地 の 半 っ 5 イタ タラス Ez 
生ま 5)、 ッ ラー に 疑 を 抱く か り イー の 」 29oo6 
彼 が が お 前 た ち を 召し 給 う は 、 お 前 た ちの 罪 2 8 の 負 9 多 く 2 シン 
を 表し 、 定 め られ た 期限 まで 前 た ち に 縛 メン レッ ィ ター リン 。 アウ 
予 を 与 を ん が た め な り 」 と 。 す る に と 、 彼 等 ング ilE 
は 云え り 、[ 前 た ち は 我 等 同様 た だ の 人 間 (ちる 2 人 
に すぎ ず 。 お 前 た ち は 我 等 の 父祖 が 上 拝 し ラク NGK だ 1C3tfN 
て いた だ も の か ら 、 我 等 を 背 か し めん と な す 。 

な ら ば 、 胃 確 な る 証拠 を 我 等 に 示せ 」 と 。 

12. 使徒 た ち は 云 え り 、「 我 等 1 は 確か に MM ち ん くも ょ ダイン る タッ る 旬 の の タン 8 代 

同様 た だ だ の 人 問 な り 、( 注 6) 然 れ も 0 の 68 の 


ィ KC28Cs と の 2 所 の 8 0 
PO て as 


本 


ッ ー は く の 失 半 の か 人 し 給 う 者 
を 施し 給 う 。 ア ッ ラ ー の 命 に 非 ぎ れ ば 、 
等 は お 前 た ち に 証拠 を 示す 立場 に 非 ず 。 
者 た ち は た だ アッ ラー に の みそ の 信頼 


ンタ タタ 2 レン 

すべ き な り 。 @ ら 156 
19. アッラー が 我 等 に 歩む べき 道 を 閣 き 給 シッ シュン シン ミー イン クン ンー。 

ほ い うに 、 何 故に 我 等 は 自ら の 信頼 アッ 際 0205 和 6 EIC3 
ラ EE る ざる か ? され ば 、 我 等 は 必ず し 0 1 EC ンク る レー クン イン 
NEPT の ) 3 いら 9 う 

前 た ち が 我 等 に 加え る 迫害 を 耐え 妨 ば ん 。 タマ 6 導 
きれ ば 、 頼 る 者 を し て 、 ア ッ ラ ー に 頼ら し @ ら 張 光 る 


め 給 え を 」 と 。 


注 4 「 手 を 己 が 日 に 当て ] と いう の は 、 信 仲 な き 者 達 は 、 預 言 者 達 の 高らか な 主張 に 、 驚 き の あ まり 自分 
達 の 手 で を ふる で 、 或 い は 、 強 い 把 り の 為 預 言 者 の 苫 っ だ 事 に 対し 、 自 分 達 の 手 を か ぜ と の 意味 を 表わし て 
いる 。 或いは も う 一 つの 解 釈 と し て は 、 不信 者 達 は 、 預言 者 送 を だ ま ら せ 、 そ の 主 を 話す 事 を 止め きせ る 為 、 
預言 者 達 の 口 に 手 を 店 く と の 意味 に も ゃ よれ る 。 


注 5 頂 言 者 に 与え られ た 御 教 え は 神 を 源泉 と し て いる 事 を 年 只 す る 作 に 天 と 地 の 創 造 が 引用 きれ て いる 。 
神 は 、 天 地 の 創 造 主 で 、 人 を 造り 賜 う た の で ある か ら 、 神 が その 被 造物 で ある 人 間 に 何 の 導き も 与え た られ な い 
と 考え る の は 、 理 に か な っ て いな い の で ある 。 それ と 同等 に 、 神 は 天地 を 創造 する 事 に よっ て 、 人 問 の 進歩 と 
物質 的 筐 深 の 為 に 豊富 な 準備 を 更 き っ た の で ある か ら 、 人 の 精神 的 繁栄 へ の 準備 も 怠 た られ る 訳 が な い の で あ 
る 。 


往 6 人 を 導く 為 に 又 、 人 の 模 郊 と な る 泡 、 つ か わき れる 神 より の 使 考 は 、 人 間 送 自身 に 似 た 人 で な く て は 
な ら な い 。 何故 な ら 、 彼 等 自身 に 似 た 人 間 で な くし て は 模範 な は な りえ た ない から で あ る 。 
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芝 十 臣 章 イブ ラ ヒ ー ム 
第 三 項 。 
14. 言 心 者 ども は 使徒 た ち に 向っ て は 3 2 く えさ 44 2 97 2 1 
た ち が 我 等 の 宗教 に 戻ら ず フン プイ (Aub S9 う 
ば 、 我 待 は 必ず お 前 た ち を 追放 せん 」 上 。 De36E2LG 3362 Ei 
そこ で 主 は 便 午 た ち に 刻 示 し 給 2 。1 わ れ ら ラフ 。 レン ッ シン 
は 必ず 悪人 ども を 絶 江 せ ん 。 @< 和 36 約 
と か 2 ae っ コー スイ 1 スッ 2 ン 2 タル タン 
5. 面 し て 、 を その後 、 必 ず お 前 だ た ち を この 国 に ら の 9g の KG ス 
1 うけ うみ OS OO の 9 し 5393 
住ま わし めん 。 こ は わが 審 判 を 異 れ 、 わ が 、 ーー 史 
生 千 を 奴 れ る 者 の た め な り 」。( ま 7) @92 GE2 9 多 3s 
6. 使徒 た ち が 勝利 を 禄 る と 、 を の ゎ 共 で 、 真 トン 2 の 
飛 2 
理 に 対す る すべ て の 仙人 j な 敵 の 野望 は 水泡 9 人 ば っ 2 時 
に 州 せ り 。 
7 彼 の 前 に は 地獄 あ り 、 衣 し て 彼 は 煮え た ぎ っ の 9 24 as 
る 湯 を 飲ま きれ ょ う 。 2 
8. 役 は 煮え 湯 を 昌一 乏 含 めど も 、 忠 み 下す 能 GO2 あ 329128 ら るり 929832 
わ ず 。 面 し て 、 死 四方 より 追 る $、( 生 8) 。 。 タ フン シッ 。 ファラ クッ 識 
死す る 能 わ ず 。 を の 他 に も 、 芋 酷 な 刑 前 あ mluetD3o23obs eo ゆび 
る べし 。 の ン 
oN 
19、 巳 が 主 を 信 ず ぎ る 者 と ども の 有 様 は 、(9) レン と ーッ 和 に イッ ンク と る スン 
3 うつ ょ の ウタ 1 1 
風吹 きす き ぶ 諏 の 日 の 灰 半 に きも 似 た り 。 の の AUO 
彼 等 は 己 が 稼ぎ し も の を 得 ず 。 こ 22 2 る 3 も の 2 も 
0 ピロ 除き し ぁゃ の 支配 し 得 ず は 6 8 引 あ 5 交 
実に 甚だ し き 迷 誤 な り 。 MM ま の 痢 作り 
GAL の と 4 
20. 流 は アッ ター が 真理 に 基づい て 、 突 地 を 便  」。 レ トニ ン ルン 
り 給 いた る こと を 知ら ぎる か ? ブ ッ ラ ー も 96 と 3 2 
し 欲し な ば 、 和 は め 前 た ち を 除き 、 新 2 ン を 1 る > 
た な 創造 を 以 て 乏 に 代える こと 可能 な り 。 Me 33 
注 7 クル アー ン で は 、 最 高 の 存在 に 対し て 代名詞 を 使う 場合 、 旦 数 形 と 複数 形 の 閑 方 を 用 いて いる 。 神 の 


力 と 韻 茂 を 表わす 場合 


の イ 


の 律令 


注 8 
て い 


注 9 


に は 複数 形 が 、 そ し て 自足 性 と 独 
スラ ム 教 徒 の 神学 者 の 説 に よる と 、 天 使 を 通し て 、 
(命令 ) で 事 を 為す 場合 


『 四方 か ら 死 が 人 辿る" と 


る 。 と いう 意味 で ある 。 


この 「 有 様 ]」 と は 、 神 の 頂 言 者 に 背 


立 
s 


結 


に は 単数 形 が あて られ る と の 事 で ある 。 


性 を 表わす 場合 に は 車 数 形 が 用 いら れる 。 又 、 一 部 
涼 や ち た ら す 場合 に は 複数 が 、 そ し て ある 特別 な 神 
現行 の 節 で は 西方 使用 きれ て いる 。 


は 、 信 仰 を 持た ぬ 着 産 の 多く の 罪 和 や 諸 下 に は 、 色 々 な 形態 で の 死 が 待ち うけ 


いて 為 し た 行為 を 指す 。 
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ュー コー 、 ・ 1 っ 1 
21. を は 、 ア ッ ラ ー に は いと 易 $ こ と な り 。 AES 
彼 等 に だ っ て アッ ラー の 御前 に まかり 出る の 本 フン ルン 
時 、( 入 10) 半 者 ほ 見 な きれ て いた 才 は 近 PO306AIOScz 3 る 
捉 な り し 人 々 に 和 耐 っ て 到 わ ん 、「 げ に 我 等 は っ っ も る の 8 5: る 9 
ュー 、 、 前 間 ご 
お 前 た ちの 追 耳 者 な り 。 き れ ば 、 む 前 た ち ン 4 ゆら IOe AOG4G 
は アッ ラー の 衝 軸 に 対し て 何 か 栽 等 の た め 3 狗 6 で ea 
に な し 得る か ? 」 と 。 彼 等 は 答え ん 、[ ア ッ SC の Ez 
の 7 の アコ 
ー$ し 我 等 を 導き た り せ ば 、 救 等 必ず お ae 4 
前 た ち を 導き し な り 。 き れ ぼ 、 今 と な り て 
は 、 忍耐 する も せ ず と も 、 我 等 が だ た ゆめ に は 
同じ こ と 、 和 革 れる 衝 は を な し] は 。 (年 1D) 
し か 第 四 頂 サタ ン 
23. 凍 し て 、 事 決 せら れる や 、 章 庭 は 云わ ん 、 シン スッ コッ っ ACE 
「 ア ッ ラ テー は 真実 の 約束 を 前 た ちょ 結び 59 22000251『 の HfASRURIG1 
た れ ど 、 わ し は お 前 た ち を 次 きた だり 。 わ し 9 タン レン コン 5 ンク 
こ 。 る 36 旨 1 
は や 前 た ちの 上 に 如何 な る 権能 も 有 せ ず 、 ン ラウ ぱ ざ | ひ 
ただ 滑 た を 計 DE の 人 のみ 
従い た る な り 。 さ れ ば 、 わ し を 南 め ゆる な か 前 ラン 0 
れ 、 云 ゆる は 選 れ 自身 な る ぞ 。 わ し は 前 の 2 
た ち を 助 く る 散 わ ず 。 お 前 た ち も る ま た わし 1 の 人 31P ま 11 
を 助 く る 能 ゎ わ ず 。 鐘 前 た ち は わ し を 神 と 笠 の EN の 21 
せ 祀 り た り し が 、 わ し は すでに その こと ほぼ 0 佑 の PCE 
あ 多 っ UL OO つう 
認め ざり き 。 悪 人 ども は 必ず 酷 右 に 人造 ん] の 0 * の 3 と 
は 。 
ョ タッ タン ン > 人 
24. れい 信仰 に 入り 、 藻 行 に いそ し ちり 者 計 cgeAbSiLss 有 の 委 4e 
、 河 川 流 る る 楽園 に 入る を 許さ きれ 、 王 の ルン 2 も ョ ン (レッ 。 2 レン っ 
る にょ っ て を こ に 末永 く 住 せ さ し 。 を こ 人 生 の os の oe の 9IKSS の 2 
で の おぉ 王 い の 挨拶 は 「 平 安 あ れ 」 な 。 の 
25. 液 は アッ ラー が 如何 に 適当 な 営 葉 で 璧 え を 放 多 スク クン あき レン ン 
2 
述べ られ て いる か を 解ら ざる か ? を れ は 答 EGR っ る 区 
注 10 弱る の 表 わ れ と し て の 工 落 を も た ら す の は 、 人 々 が 実際 に と っ た 間違っ た 行動 ば か り が 原因 と は いえ 
な い 。 日 分 達 の 弱き が 人 日 に きら きれ る よ 、 業 績 以上 に 成功 の 頼み の 綱 で ある 評判 と 威信 が 致命 的 な 打上 英 を うぅ 
け 、 敵 対す る 社会 で の 自分 達 の 評価 が 下がり 、 は っ きり と 哀 退 と 追 廃 を 感じ きせ られ る の で ある 。 こ れ が 「 彼 
等 こぞって アッ ラー の 御前 に まかり 出る 時 ] と いう 節 の 各 味 する と ころ で ある 。 


牌 1 


「 胎 れる 術 は な し ] と いう の は 、 潤 ぶ 運 命 


い 状 態 に 既に 革 ん を じ て い る の で ある 。 
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に ある 者 達 は 、 絶 望 に うち ひし が れ 、 


自分 達 の な か れる 低 


1 


第 十 胃 意 イブ ラ セ ヒー ム 


も 英樹 の 如く 、 根 は し っ か り と し て 、 校 @ 紫 3 は GL まあ 
を 落 容 に 伸 す 。 ( 注 12) - 


. 主 の 命 に E 夏 秋冬 実 を 結ぶ 。 は タン アレ ョ ン レイ タタ 
26. 主 の 命 に よっ て 春 夏 秋冬 を その実 を 結ぶ 衝 あ 237 ら 3 Ce ば 人 (38 


チッ ラー は 人 々 に 反省 も うな が す た だ ため に 比 ク 2 者 220 
只 を 用 う 。 99906 EIC 
27. 然 れ ども 、 悪 言 は 帯 半 の 如く 、 根 は 大 地 か 。 7 っ 822 ・ 
ら 根 こ を ぎ に さ る れ 、 堅 固 き を 欠く 。( 注 クー 
る っ [ブイ ンー トック 2ー ュ ッ ン 
19) 和幸 
28. る 言葉 を 以 て 、 信 仰 する Pe の る タン タ 
B 120L い 5 
と 、 現 選 普 びに 来世 に ちい て 5 9 に GA | 呈 
も 強固 な らし も 。 き れ ど 、 聖 人 ども は 迷わ 分 因 し 民 OO IKU 
し め る 。 ア ッ ラ テー は 己 れ の 欲す る こと を な ー の 
し 給 う 。 8(5 和 ある き 
29. 液 は 忘 過 を 以 て アッ ラー の 選 恵 に 報い 、 る ラシャ 四 
ROW 1 
の R を 大 壮大 へ と 際 と し ゅ たる を は の 導 (S MAO 
きり し ギー @J し 5 2 
30. すなわち 地獄 に ? 彼 等 は その 中 で 焼 か れる 本 も に ステ 
べし 。 憐 れ な る か な 彼 等 の 住居 や 。 OR 2 


31. 彼 等 は アッ ラー の 道 か ら 人 々 を 迷わ せる た っ ぅ 欠 る ? を ルアン ンコ 1 
め に 、 ア ッ ラ ー に 対す る 同位 者 等 を 立て り 。 Bd を う 
T 匠 時 楽し め 、 し だ が 、 お 前 た ちの 行先 は oe ン 

業火 な り 」 の ua で う 


注 12 。 神 の 言葉 は 、 か れ ら 6 の 節 で は 以下 の 4 つの 基本 的 持 質 を 有する 木 に な ぞ ら えら れ て いる 。 を その 木 の 4 
つの 人 性質 と は (4) それ は 療 で ある 、 即 もち 、 絶 対 に 人 間 の 理 手 下 良心 、 明 い は 人 間 的 感 捕 や 感受 性 を 害する 事 
が な い 救 えた で ある 、 と いう 意味 で あり 、(b) ま る で 良好 な 根 の 深 の た くる ん な る 木 の 様 に 、 強 く 安定 し 
た 土台 を 持ち 、 を の 源 か ら 新 解 な 生命 と 受け 取り 、 強 い 木 の 如く 、 反 対 や それ を 認め な い 批 判 の 一 撃 に あっ 
て も 折れ 曲がる 事 な が く 、 あ ら ゆ る 上 嵐 に 年 えて し っ か り と 立っ て いる 特質 で ある 。 その 本 は 、 唯 一 の 源 よ り 生命 
と 組 を 得 て い る 為 、 そ の 原 天上 教 た に は 、 不 調和 や 放 楽 が な い の で ある 。(c) その 技 は 天 に 5 届き 、 即 ち 、 を 
れ に 従っ て 行動 すれ ば 、 人 は 精神 的 卓 絡 の 項 上 を も 極め られ る 事 を 意味 し 、(d) それ が 生み だ す 事 実は 一 年 を 
通じ 豊 宮 で ある と いう 特質 で 、 こ れ は 、 そ の 思 恵 は いつ も み ら れ 、 い つの 時 も 生み だ され 続け 、 そ の 教え に 従 
て 行動 する 人 々 は 神 上 変わ る 事 が 出来 、 高 潔 さと 行動 の 純粋 で 、 同 時 代 の 人 々 の 上 
る と の 意味 で ある 。 クル テー ン は これ ら の 特質 を 隅 々 まで 有 し て いる の で ある 。 


に 高く を び え 


注 13 若い 木 と は 達 っ て 、 ね つ 造 者 達 の 作り 出し た 本 は 、 悪 い 木 の 様 な も の で ある 。 そ の 教え は 、 理 知 に も 
『 に も 肥え た ら 5 れ て お ら ず 、 批 判 に 耐える 事 も 出来 ず 、 そ の 原則 と し て 理想 は 人 間 の 条件 や 環境 が 変わ る と 、 
ころ ころ 変わ っ て し まう の で ある 。 叉 を の 教え は 、 神 と 真実 の 関係 を 持ち えた と 主張 で きる 人 達 を 生み だ す 
が で き な い 。 押 の 源泉 か ら 新 鮮 な 生命 を 得る 事 の 出来 な い 教 え は 、 衰 退 と 退化 を 免れ る 事 が で き な い の で ある 。 
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32. 信ずる わが 僕 等 に 告げ ょ 、 取 り 引 きも 友情 世 GHCGKEt1 CUCEI 
6 後 立た 日 が 色 来 する 前 に 、 礼 拝 を 遂 守 和信 0 AUC 
PT 、 こ イッ ン 12 る 12. 
し 、 わ れ ら が 葛 え し る の の 中 か ら 、 こ っ を 6 OS 3525 
と 、 或 い は 公然 と 施し を 行え 。 2 ンク 
@ 和 の 史 人 2 分 
33. アッ ラー、 彼 こ を は 舌 地 を 創造 し 、 園 か ら 0513 る 2 人 いる (1 
[20893 PC に 11 
還 を 時 ら せ 、 に よっ て 沿 た ちの 会 た 。 20592u2188e 導 
る 果実 を 成 熱 せ 給 う た お 方 な り 。 ま た だ 、 船 凌 め 人 る le6 法 先 交 0 
毅 に 命じ 、 大 洋 を 渡っ て お 前 だ ちの 月 に 服 で 2 ルン クー 。 レ ラン ン 2200 タン る 
せしめ 、 河 川 を も お 前 た ちの 用 に 服 せしめ TOIRIENEE4 25 
だ たり 。 に 21 タタ する る 
34。 まだ 彼 は 、 絶 ん ず を の 役 日 を 時 だす 日 月 を ンタ ンー セン シン 2 の 和 ン ャ 
前 た ちの 用 に 服 せ し ゅ た り 。 し て 彼 は 、 ブラ 2 っ 5 3 
夜 も 廿 も お 前 た ちの 用 に 服 せしめ たり 。 る 22 
35、 彼 は 、 お 前 た ち が 彼 に 請 い 願う $ の は 、( 注 ノン 。。 1 0 レッ ョ シロ 
14) すべ て 与え 答 う 。 た と いち 前 た ちがっ 2b OCT 
アッ ラー の 幾多 の 恩恵 を 数 を 上 げ ょ うし と 和 欲 6 名 セイ 444 レス : 
KR) 
する も 、 数 うる 能 わ じ 。 け に 人 間 ほ いう 1 る 遇 ら Gysib seoO ぎ | を 
の は 、 不 義 不 正 に し て 、 恩 知らず で ある こ 
は よ 。 
第 六 項 
36. ア ブラ ハム が か く な える 時 を 思い 超 せ 。[ 主 1 イン フッ ュ ン ラッ 
ト 基 わ くば こ の 條 Rb し の 和 き を OGAe OS 的 
で イタ アロ アス 4 
、 我 と 我 が 子 銘 を 便 像 上 捧 か ら 適 @ 人 2 OSSS 
な ( 注 15) 
37. 主 よ ょ 、 彼 等 は すでに 北 多 の 人 々 を 迷わ し め と 4 MM クン ン 3 フッ ン ンタ る 
だり 。 きれ ビ の zo9oo boM266)55 
か に 我 が 仲間 で あり 、 我 に 従わ ざる 者 は So Ya ce 7326 
ー い や 、 今 は 云う まい 。 液 は まこ と に 赴 大 
に し て 、 悲 深く まし ます 。 
注 14 「 お 前 た ち が 彼 に 請 い 願う も の 」 と いう の は 、 全 て か な えら れ て きた 人 問 の 本 質 的 な 、 要 求 の 事 を さき 
す 。 神 は 含ま で 入間 が 本 盗 的 に 切望 し 婦 求 する 全て を 満足 きせ こ 完 全 な 準備 を し て 下さ っ だ た の で ある 。 
法 15 。 この 第 で の アプ ラ ハ ム の 祝 り な 、 位 像 水 捧 が メッ カ や その 周辺 の 国々 に 、 い つか 広がり 


く 《 で あろ う 事 を 知っ て いた 事 を 示し て いる 。 何 年 も 前 に 祈り が きき げ ば られ た 時 の 、 子 球 達 を 偶像 栄 拝 か 
答え と いう 危 損 が 示さ る れ て いる の で ある 。 
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88. の キト 我 は 、 我 が 也 採 等 の 一 部 を 液 の の ああ) 衣 の 
理工 の 近く の 不 所 の 谷間 に 住ま わせ た 9 て レレ ッッ 

陶 16) 一 一 彼 等 に 礼 捧 を 遵守 き し ゅ OS の 5 タ 

+。( ま 1 の きれ ば 、 人 々 の 必修 等 に 税 し ーッ シーシー と 2 を フォ タ スシ 

け き せ 、 ま た 彼 等 に 巣 実 を 供給 し 給え 、( 往 ツク 22 の ゅ MLSoEUL OB oO 

18) きす れ ば 、 彼 等 和 ら (感謝 せん 。 YK で CPK 

99. 表 等 の よ 、 流 は 等 が 悦 す こと 6 も 、 あ りら Lc 侵し 
ち に する こと も 知り 給 う 。 旬 る 天 に ある 6 ば ら op の 5 * 
の 地 に ある も の 、 何 一 つと し て アッ ラー よ る 4 利 

り 隠れ た る は 無し 。 9 タ go 


40. 老齢 に も か か わら ず 、 我 に イ パイ > iL る UP タック タン 


や 
N 
へ 
き 
1 
まま 。 
\ 
記 
N 
W 


サク を 授け 給え し アッ ラー に 謀 美 あれ 。 クウ ロン 
シン ター タク ンク ae 。 

に た 主 は 祈 珠 を よ く お 聴 きよ と どけ 下さ らら @ 交 | > わる いる 1 
に まし ます 。 ァ 

41、 計 ま 、 常に 我 を し て 礼拝 を 守ら し ゆめ よ 、 我 し の 生 y0 ッ フュ る ンー 
が 。 主 よ 、 流 の 基 門 を 。 パプ 2 の 2 うお LAIL2N52 とう 
に E リン タン クン ン 
我 に 垂れ 、 我 が 祈り に 応え を 給え 。 @ 中 2 ES う 


9 皇 よ 、 潜 算 を 受け る 日 、 我 と 衝 が 両 並 びろ 所 2 の 5e203830020 3 
に 信者 た ち を 散 し 給え 」 ( 注 19) っ 
第 七 項 @Qke 
43. アッ ラー が 悪人 ども る の 所 業 を うか つ に 見 過 は タレ ン 
す ほ 思う な か れ 。 彼 は だ だ 、 彼 等 が 恐 括 の GNUNMWCAIEIMW だ で 
余り 訓 目 する まで 、 暫 し 役 等 に 弟子 を 与 の PD 入 で 2 の の 
えて いる の み 。 @L29y135 5 0 


注 16 ここ で 述べ られ て いる の は 、 ア ラビ ア の 芳野 で の 、 我 が 子 イシ ュ マ エル と 委 ハ が ガル に つい て の アプ 
タラ ハム の 決心 で ある 。 

注 17 この アブラハム の 祈り は 可 な る 預言 者 に 訟 いて 完全 に 成 競 き れ た 。 何 故 な ら 預 言 者 以前 は 、 神前 に 供 
物 を 捧げ る 為 メ ッ カ を 該 れ た の は アラ ブ 人 達 だ け で あっ た が 、 頂 言 者 モハ ッ マ ド の 出現 の 後 は 、 全 世界 か ら あ 
ら ゆ る 信 々 が 訪れ る 事 ほ な っ た か ら で あ る 。 


注 18 この 祈り は 、 メ ッ カ の まわ り に 芝 の 葉 一 枚 兄 られ な か っ だ 時に 捧げ られ だ た も の で あっ た が 、 預言 が 画 
期 的 に 成 款 し 、 メ ッ カ で は 晶 も 望ま し い 果 実 が 一 年 を 通じ 手 に 入る 様 に な っ た の で ある 。 


生 19 自分 杉 が サタ ン か ら 守 られ て いる に 5 か か わら ず 、 神 の 括 言 者 送 が 神 に 到 し を を う 祈 り を る きる げ る の 
は 、 預 言 者 が 、 神 の 韻 茂 と 神吉 きる を 、 そ し て 自分 達 の 弱 $ を 知っ て いる か ら で あ る 。 自 分 達 の 自我 や 私 欲 が 、 
史 で いき られ 、 神 と 完全 に 併合 で きる 事 を 願い 神 が 彼 等 を 神 の 慈悲 と 慈愛 で 碧 っ て 下る る 様 神 に 譲 庶 に 祈り を 
きる げき せる の は 、 こ の 層 さ の 認識 に 他 な ら な い の で ある 。 


ー391 一 


第 十 四 難 イブ ラ ヒ ー ム 


44. その 日 彼 等 は 、 区 刊 の 余り 頭 を 振り 立て て けん 人 2 ッ ン 2 タク ッ 。 タ る クン 2 。 ゃ の 
走り 加 り 、 眼 は 転じ 鞭 み 、 心 は 空 み な り 。 fP23)05 3 メ め を りあ だ Ceb の 5 


( 注 20) 時 


45. 約束 の 租 本 が 隆 る の こと を 人 々 に 警告 せ 2 スタ ョ クン 用 タレ ンー ン ( 
よ 。 時 に 悪人 ども は 云わ ん 、 「 主 ょ 、 暫し 我 ee 9 
等 に 猫 子 を 与え 給え 。 我 等 は 必ず 溢 の 呼び 5 も Js の 6 は 介 U 際 
か け に 応え 、 使 徒 に 従わ ん] と 。「 お 前 た ち レシ ラシン 。 ョ ン 内 
は 以前 、 自 ら 弧 わ ぎり し か 、 自 分 た ち に は 0e52 癌 


決し て 没 次 な し と ? サリン 。。 し 62 。。 
昌 前 


46. お 前 た ち は 、 自 ら を 減 ぼ ぼ せ る 者 ども が 任 寺 2306g 9 
eco CuJlc 8 人 ペ 
し た 跡 に 住み 、 曽 し て 、 わ れ ら が 如何 に 彼 し ン 

等 を 処遇 し た る か を お 前 た ち に 明示 せ 9 。 @d55 Et 


また 多く の 警 え 話 を 述べ だ た る な り ] 


47、 彼 等 は すでに 企み を 謀 れ り 。 な れ ど 、 を その 
企み は アッ ラー の 手許 に あり 5。( 注 21) を 


ほか 


と 
5 
ぁ 衣 
wM 
生ま 
に 
『 \ 
いせ に 1】 
WM 
SS 
1 
we 
民 
1 


の 企み が た と い 山 を も 動か す 如 きも の で @ PP イイ 
あっ て も 。 

48. され ば 、 ア ッ ラ ー が その 使徒 に な きれ た 約  』 < タタ ーッ ンス ロタ ント スン シッ 
素 を 、 記 る な ど と 思う な か れ 。 げ に テッ ラー 4604 の 09251622955 
は 強大 に し て 、 応 報 の 主 な る ぞ 。 3 あッ っ 

応報 GE の 2 人 る 。 

49. 大 地変 じ て 他 の 地 に 変わ り 、 天 また 変じ て 9 | の そる ク レッ ン 
他 の 天 に 変わる その 日 、( 注 22) 人 は 皆 、 Go の 98 の め う 1 0032 
2 高 な る アッ ラー ー の 御前 に 出 で 来 6 @ ge 愉 絡 

50. 液 は を の 日 、 悪 人 ども が 争 で 一 緒 に 柚 が れ SC けり (| 
て いる の を 見 る べし . @wo り | は Ob82 9 CAS ジッ 

51. 彼 等 の 着物 は 、 倫 も 漆 青 の 如く に し て 、 火 クッ 2 を る レン | る EK( ッ 
は 彼 等 の 類 直 を 包む 。 @ つ BL242 う きっ ob う 2 

注 20 この節 と 前 飾 に は 、3 に し な か っ た だ … 万 の 精鋭 軍 を 連れ た 型 な る 斑 言 者 の メッ カ の 門 へ の 突 釣 の 


吊 現 に 対す る 、 メ ッ カ の 人 人 々 の 当 感 と 驚 倒 が 、 すさ 提 写 も いて いる 

注 21 神 は 彼 等 の 邪悪 な 計画 を 全て 御存知 で 彼 等 の 計 両 を 徒労 に 終ら せら れる の で ある 。 

注 22 メッ カ の 陥落 し アラ ビア に 座 い て の イス ラム の 褐 立 は 、 周 あわ ば 、 新しい 宇宙 か 新天地 に 出現 し た 様 な 
も の で あっ た 。 古い 秩 訟 は 一 掃き れ 、 全 く 以 前 と は 異な っ た 新しい 秩序 が を それら に 取 っ て か わっ た の で ある 。 
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52. 


53. 


これ アッ ラー が 各 人 和信 の な せる こと に 応じ て 
報い 給 う と ころ な り 。 げ に アッ ラー は 、 清 
算 す る に 迅速 な り 

こ は 世 人 へ の 訓 天 な り 。 之 に よっ て 彼 等 が 
皿 恵 に 浴 し 、 和 警戒 し 、 彼 こそ 唯一 な る 神 で 
ある こと を 司 り 、 思 感 ある 人 々 に 注意 せ し 
めん が た め に 。 
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ジル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 、 恵 み 過 て アッ ラー の 御名 に な い Os 人 0 っ 外 あし >- 
2、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。 (GE1) これ 等 は 経 本 は た 生 くく 全 江 P( RIvr 
た きら OPTEW 

典 の 諸 巡 に し て 、 事 理 を 解 朋 する クル アー の の の louleb 


ン の 諸 節 な り 。 


3、 信 \ ぎ る 者 ども は 尊 度 も 符 が わん 、 才 侍 OGLE の 和 i 人 233 
スリ ム で あり た れ ば 、 よ と 。( 注 2) て き 


4 徹 等 を し て 好き な よう に 会 で 日 つ 染 し ませ る と 5 1 っ 9 25 半鐘 25 
5 9 多 E る 8 
て ちく が よい 。 ま た 室 し い 希 望 を 抱い て 自 388 っ の 


ら 上 欺 か し め よ ょ 。 や や が て 彼 等 は 思い 知ら ん 。 @6 多 5 


( ま 3) 
. われ ら は 決し て 、 如 何 な る 双 も 一 定期 眼 ( ほ の 253 の EVO29IK す eS と う 
4) を 置か ず に 、( 生 5) 江 記 せしめ た る こ 


m 


と な し 。 
6. 如何 な る 民 も 己 れ の 加 命 の 期限 を 早め る 能 GS 張 2E2 し 2 Pe 
ン 


わ ず 、 ま た 之 を 延期 する 能 わ ず 。 
7. 彼 等 は 芯 え り 、「 汐 、 訓 拒 を 降 き れ た る 者 ょ 、 2 者 1 ン 
げに 流 は 狂人 な り 。 @9 引 9 ル び 5 
8. も し 流 の 言葉 黄 理 し あら ば 、 休 攻 各 に 諸 cs CCUE レ イ 
角 ah 
天使 を 連れ 米 ら ざる か が? と 。 の 392 テ の 
往 1 われ は 一 切 を 知る アッ ラー な 5 


注 2 この よう な 望み は 、 型 な る 聞 言 者 の 時 代 に 実際 に 不信 者 に よっ て 表現 きれ た と 記録 に ある 。 


注 3 この 節 の 意味 は 、 節 の 最後 で 述べ られ て いる 不信 の 徒 の 望み ーー イス ラム 教徒 で あっ た な ら ば よかっ 
だ の に 一 一 と いう 望み は か な えら れ な い 望 み び で ある と いう 事 で ある 。 即ち 、 そ れ は 単なる 一 時 的 な 望み で あっ 
て 彼ら 6 の 長 の 欲望 は 世間 的 な 楽し み と 物 質 の 獲得 で ある 。 


注 4 ここ で 言わ あれ て いる 「 一 定期 限 」 と は 、 預 言 
と で ある 。 


が 預言 し た よう に 瑞 が 破 減 す べく 定め られ た 時 機 の こ 


注 5 「 昌 」 と は 預言 者 が つか わる れ た 人 人々 を 象徴 し て いる 。 型 な る 頂 言 著 モ ハッ マ ド の 「 邑 】 は 、 ク ルアー 
ン (6 :93) で 「 披 な る 避 | と 呼ば れ て きた 。 
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第 


れれ 草 


ヒジ ル 


。 われ ら は 正義 の 必要 の た ゅ 以外 は 天使 を 降 


し は せ ぬ が 、 降 し た る 時 は 、 不 信心 者 ども 
は 猫 子 せら れ ざ る で し 。( 注 6) 

げに 訓 玉 を 降 せ し は われ ら 自 ら な り 、 耐 し 
て 、 わ れ ら は その 等 護 者 と な らん 。( 注 7) 


われ ら は 流 以 前 に も 、 吉 の 民 の きま ざま な 


集団 に 幾多 の 使徒 を 人造 わせ り 。 


の る る 


OR 2 02CCAIOS 


肖 交 6 アタ 分 
Je。 WPGE 


ッ ク 。 ラ ンク タレ で ん 
2. 多 れ ども 、 合 等 徒 等 に 玉 る や 、 一 人 と し の の 226 の ら も 5 りり 2 の プ の 1 5 
て 彼 等 の た め に 喘 笑 せら れ ぎ ざる は な か り 
き 。 
3. か く の 如 (て 、 わ れ ら は 罪深い 者 の 心中 に 、 アス 生計 /[ き ン あ ン と と 
この 咽 り の 習 殺 を 忍ばせ 9 。 lo358 903 
本 だ めし ゃ ょ 4 タン ンー 
4. 政 に 彼 等 は 、 共 の 人 々 の 光 例 が あり た れ ど 、 ooUi 2 CE 82 6 る る ぎ 
0929) 2 らら 5 5 も の 9 
この クル アー ン を 信 ぜ ず 。 “ う タク 
5. また 、 た と いわ れ ら が 彼 等 の た め に 天門 を ンク ッ ーッ レン ャ ン Moss イン イン ンタ アン 
- の 21o2t 人 ? 
開き 、 自 由 に 登ら し めん ょ す る 5。( 生 8) 6 交 導 Ele6 feet 
16. 彼 等 は 必ず 云わ ん 、「 た だ 我 等 の 日 が 財 問 きち ンタ ク る 9222 る 1 ESfeS NF 
遇 間 MFI 
れ た に 通 ぎ ず 。 害 な 、 我 等 は 席 法 に か り 。 の み co Cafe に 
れ た り 」 と 。( 注 9) 
注 6 ここ で 不信 者 は 、 次 の よう に 告げ られ る 。 真理 、 正 義 、 知 恵 の 必要 に 従っ て 、 彼 ら は 神 の 罰 を 受け る 


事 に な る だ ろう 。 


往 7 


で きる か の よう に みえ た 。 
神 自 ら が その 保護 者 で ある か ら 、 
的 な も の で あっ て 、 敵 が 強く 、 
れ さ れず に 残っ た 。 
な る 書 
は 決 の ょ うに 
いと は ほとんど 確 信 し て も よい 。 
成文 と 同じ も の で ある 上 保証 で きる 。 ・ 
た な い 者 を 比較 する こと で ある 。] (「 モ ハッ マ ド の 生涯 」 の 序論 )。 
普 は 次 の ょ う ! 


注 8 


で 、 物 質 的 繁栄 や 楽し み を 得る の に 一 


天使 が 彼ら の 上 に 降り て き て 一 刻 の 鐘 予 も 


くれ な い だ ろ う 。 


この 節 で な され た タル アー ン の 保護 と 保存 に 関す る 約束 が 見 事 に 達成 きれ た の で 、 他 に 証拠 が な か っ 


ご け で これ が 神 か ら の も の で ある と 

と その 信奉 者 の 命 は 深刻 な 危険 に き 
し か し 、 を その 時 、 不 信 
不信 者 の 計画 を 善 し 
本 


そし て それ 


信 
ん 


RE 我々 が 、 


純粋 な ク 


すべ て の 納 の 中 で クル アー ン だ けが 、 全 く 壮 き 


この 人 節 は 、 も し 神 が 神 の あわ れ み の 門 を 開け て 前 を 与え な 
生 懸 命 に な る で あろ うと の 意味 で ある 。 
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は る の 拓 し い 信 爺 を 破壊 する よう 挑 まれ た 。 
と され な い 利 
圭 茶 な 事 を し か け て き に も か か わら ず 、 ク ルアー ン は 改悪 きま れず 、 書 き 人 
3 等 られ きだ 。 クルアーン 

貞 意 を 持つ こと で 名 高い 批評 家 ウ イリ テム 
べ て いる 。「 ク ルアー シ の すべ て の 大 が モハ ッ ー ド 自 邊 の に よる も の て を く え られ て いな 


間 間 する こ 充 分 で ある 。 当 意 は メッ カ で 啓示 る れ た 。 

きれ て いて 、 敵 は 簡単 に 新しい 信仰 を つぶ す 事 が 
そし て 神 は 、 
登 告 きれ だ 。 神 か ら の 挑戦 は 明白 で 絶 訂 


特質 は 、 ど の ょ うな 避 


・ ミ ュ ア 卿 


*、 手 に し て いる クル アー ン は 、 完 全 に モハ ッ マ ド 自 身 が 使っ だ 
ルアー ン と 、 


他 の 経典 を 比較 する こと は 、 共 通 点 を 持 
ドイ ツ の 停 大 な 東洋 学者 で ある ノル デ ク 教 


に 書い て いる 。「 ク ルアー ン に 後世 の 壮 き 込 み が あ る と 証 叫 し よう よし た ヨー ロッ パ の 学者 の 試み 
は 失敗 し た (Enc. Brit) 。 二 、 三 年 後 、 ク グル アーン の 純粋 性 に 誤り を 見 出す 事 に 完全 に 失敗 し / 
反対 に 、 


込み も 改変 も る れ て いな いと いう 主 天 を 


不信 者 は 、 神 の 方 に 向 か な い 


第 上 五 恋 


と ジル 
第 二 項 M 人 イン 0 イン 5 
17. ゎ れ ら は 天上 に 時 座 を 謎 け 、 仰 ぎ 見 る 者 の @68 MO 3g 
た め に 之 を 飾 り 装 え 9。 ( 注 10) 
18. 背 し て われ ら は 、 且 も て 追わ れ た る すべ て ③ 5 Rd 6 の 
の 間 鹿 か ら 学 を 其 り た り 。 ( 注 1) ルン W 
19. 作 み 聞き し 、 之 を 容 晶 する 者 あ 6 ば 、( ほ oO83863 人 0623 も の 


12) その 者 は 流星 に 追い か けら れる 。 


20. また 、 わ れれ ら は 大 地 を 伸 べ 広げ 、( 主 1 CS512 の の 2 て 
12 1 い 
そこ に 揺 が ざる 山々 を 据え 、 を こ で すべ て 3 の BEATteSK、9 


の も の を 相応 な 割合 の も と に 生 ぜ し め た Io0 の 9 る の 直り の の 

9。 ( 往 12) 
21. われ ら は を そこ で 、 お 前 た ちの た め に 生活 の 。 アタ イク ンス ンー ラク レッ ン ン ン 
首 を 呈 え 、 お 前 た ち が 扶 差 せ ぎ る も の に も AKO タ ベ IGC 
之 を 与え た 5 。 の のび あら 
ジウ 


注 9 不信 の 徒 は 、 精 神 的 な 事柄 か ら あ まり に も か け 護 れ て し まっ て いる の で 、 た と た え 型 な る 頂 言 
し た 有吉 的 体験 や 、 色 
術 の 犠 特に な っ た 


が 経験 
串 し た 霊 的 視野 が 多少 な り と も 得 ら れ た と し て も 、 不 信 の 徒 は これ を 信 ぜ ず 魔 法 や 多 
言っ な こと で あろ う 。 


0 ここ で 述べ られ て いる の は 、 夜空 の 部 星 や 恒星 の 美しき だ け で は な い 。 を それら が 便 造 され だ 俸 大 な る 
目的 が 16 : 17 や 67: 6 同じ 様 に 以下 の 節 で も 述べ られ て なり 、 是 の 美しき は その 像 大 な 目的 の 成 不 に ある 
の で ある 。 


沖 


注 11 この 節 で は 、 物 理 的 世界 で は 、 悪 意 を 持ち が ちな 人 が ある 種 の 影響 力 や カカ を 行使 し て 他人 を ある 程度 
楊 つ ける こと は で き て も 、 天 の 祝福 、 即 ち 、 旦 の 佑 人 な 多 和 る 完全 に 稚 う こと は で き な い と 玉 べ て いる 。 同様 
に 、 圭 的 世界 に お いて 「 サ タン 』 は や 他 の 信夫 者 を 支配 す る 事 が で き な い の で ある ( 当 草 43 節 )。 こ の 
人 節 で 述べ られ る 「 サ タン ] と は 、 預 言 者 か ら 史 れ て 神 と 連結 し よう と する よう な か 不信 の 徒 の こと で ある 4 一 
16 節 )。 こ の よう な 人 に 対し て 、 鼓 的 天界 は 真 に 守ら れ て いて 、 天 国 の 門 は 閉じ られ て いる 。 


注 12 「 盗 み 問 き し] と は 、 預 言 省 の 教え ん を 自分 の 教え ん の ふり を し て 提言 する よう な サギ 行為 の こと で ある 。 
彼ら は 、 預 言 者 の 教え に 何ら 新しい も の は な て (、 役 ら 6 自身 が 預言 者 の 持っ て いる 知識 へ の 入口 や 知っ て いる と 
人 々 を 信じ きせ る よう に する こと で 人 を 頑 く の で ある 。 又 、 当 節 で は 、 彼 ら が 一 文脈 か ら 一 節 や むし り 取 っ て 、 
間 達 っ た 解説 や つけ て 、 そ の 送 味 を 曲解 する こと で 玉村 な 民 徐 を 類 こ うと し て いる と いう 意味 で も ある 。 ま た だ 
「 之 を 外 曲 する 著 ] と い ほか ら 、17 節 の 「 天 上 ] と は 圭 的 秩序 を 代表 し て いる の で あっ て 物理 的 な 天上 を 
指し て いる 訳 で は な い 事 が は っ きり わが る 。 


N 


注 13 二 つ の 意味 が ここ で は 考え られ る 。 即 ち 、 神 は 地球 を 非常 に 大 きく 食 ら れ だ の で 、 地 球 が 丸い の に 人 々 
は その 丸 き に 不 自 由 を 感じ な い 、 と いう 事 。 又 、 神 は 肥料 で 土 を 肥 を た る きせ た 、 の 芝 味 で ある 。 天 文学 の 研究 
ら 、 地 球 は 陣 石 や 限 石 の か けら と し て 地球 に ふり そそ を で 星 の か けら か ら 新 し い 力 と 肥料 を 得 続け て いる と いう 
事 が 明らか に な っ て いる 。 


注 14 地球 は 食物 を 育て る の に 充分 な 水 を 必要 と し て いる 。 こ の 日 的 の た め に 神 は 水 の 貯 蔵 庫 と し て の Ll 
創造 きれ て 、 寄 の 形 で 水 を 貯え 、 河 の 形 で 地上 に 水 を 分 配 き れ た 。 
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22. われ ら の 手許 に は 、 無 限 の 財宝 の 如く 、 テレ レン タン スレ イン ッ る が る 。e ラ ョ ン 

いる の と て な し 。 病 し て われ ら は 、 ター 0 じ 3 es の の 92 
タッ ンー ニン ンー る 

定 の 分 量 ず つ 授 け 与 う 。 ( 注 15) @29530 る 5 %( 

23. われ ら は 雨雲 を 芝 ん だ 風 を 送り 、 午 か 5 雨 レッ イン スーン 2 衝 と ャ イン at (イブ イン 

を 降ら せ 、 如 前 た ち に 之 を 飲ま し む 。 お 前 SoC8 JICIW っ う 
1 ンプ 229 ン ンタ クタ イッ ン て 

た ち は そ の 水 の 貯 蔵 者 に 非 ず 。 @ の 必 4C25 1 四 
24. 生 を 与え 、 死 を 生 ぜ し むる は げに われ ら な タッ ン ン タッ タレ ーッ ター タッ ン イ [と 

OGAYCV セ YE く 計 だく (| 313 


り 。 太 し て われ ら は 、 高 物 の 唯一 な る 相続 
者 な り 。 ( 注 16) 

25. われ ら は お 前 た ちの 中 て 率先 三箇 する 者 を レッ ララ イン レッ ニラ ンタ 衝 レ シン ン ン レ 
知り 、 ま た 誰が 次 後者 か を も 知る 。 タ CA GAS と いう 


26. 流 の 主 は 、 い ずれ 彼 等 を 一 斉 に 召喚 せん 。 を タン タッ の る 222 々 フク スマ ン る 
の っ ンタ る ン る ィ ン 
げに 彼 は 覧 哲 こ し て 、 一 切 を 知 ろ し めし 給 の 2 タタ 品 う 82 


う 。 
第 三 項 
27、 わ れ ら は 、 黒 泥 で 珍 ど っ た 乾 け る 陶土 で 人 Co JC 向 も 2 3ME 記 る 2 ン 
間 を 創れ り 。 ( 注 17) ー 


で の うる 
の の ッ ツタ 
注 15 。 神 は すべ て の も の 限 に 所 有 さ る れ て いる 。 し か し 神 は 限り な 心 で 、 人 が 真 に を の 物 を 求め 


る 時 に だ け 特 定 の 物 に 心 を 向け きせ る よう に きれ た 。 物質 的 な 宇宙 と 同様 に 、 ク タル アーン は 霊 的 宇宙 で あっ て 、 


その 中 に 時 の 要求 に 従っ て あら われ て くる 登 的 知識 の 隠さ れ た 宝庫 が ある 。 


注 16 大 き な 改革 が クル アー ン の 教え を 遂 し て も だ らき れる 。 古い 規律 が 死に 、 真 の 信徒 が 地 を 継ぐ 事 と な 
る の で ある 。 


注 17 「 間 け る 陶土 ] か ら 人 が 創造 きれ だ と い の 意味 は 、 人 が 言語 の 資質 と 恩恵 が ひそ ん で いる 物質 か 
ら 剣 造 き れ た と いう 事 で ある 。 この 事 は 、 人 は 天 の 声 に 応答 する 力 を 与え られ て いる と いう 事 で も ある 。 し か 
し 、 乾 ける 陶土 は 、 異 質 の 何 か に 打 た れ た 時 に だ け 音 を 発する の で 、 こ の 藻 の 癌 味 は 人 が 応答 する 力 は 、 神 の 
呼び か け を 受け る こと を 条件 に し て いる 事 を が し て いる 。 こ の 資質 が 人間 を すべ て の 剣 造物 の うち で 最も 優れ 
た 存在 に し て いる 。 暴 泥 と いう 許 は 、 人 が 黒い 泥 叩 ち 、 土 上 水 か が ら 創 られ だ よい う 事 を 意味 する 。 土 は 身体 の 
源 で あり 、 水 は 魂 の 源 で ある 。 他 の 場所 で クル アー ン は 、 土 と 水 を 別々 に 、 人 が 創造 きれ た 物質 と し て 述べ て 
いる (3 :60:21:31)。 「 乾 ける 陶土 」 と いう 語 と 「 黒 泥 」 と いう 語 を 連結 する こと で 、 タル テー ン は 、 他 の 
生物 が : 即ち 土 と 水 だ け か ら 全 ら れ た (を それら も 未開 発 の 魂 を 持っ て いる の で ) の に 対し 、 人 は 乾い だ 
土 、 即 言語 の 賜物 と 結合 し 泥 か ら 創 られ て い を 指摘 し て いる 。 人間 は 又 完全 な 形 に 「 形 どら れ ] 
て いる (95: 5)。 当 節 の 意味 は 神 が 士 に 候 を 吹き か けら れ だ 時 、 土 が すぐ きま 生き る 物質 に な っ た と いう 事 で 
は な い 。 ク ルアー ン が 繰り 返し て 未 べ て いる の は 、 宇 宙 の 創造 は ゆっ くり ょ 行わ れ だ と いう 事 で ある 。 この節 


で は 、 人間 の 創造 の 第 一 段階 や 述べ て いる だ け で あり 、 人 間 の 拓 造 の 他 の 段階 は 30 : 21、 35 : 12、 22 :6 、 23 :15、 
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まそ の 前 に き : ら 妖 寺 を の RE チ 学 表 位 生 し 1kS と 生 の 
28. し た が その 前 に 、 燃 え を き か る 補 か ら 妖 圭 を US oe 3 も る に 2 


負 れ り 。 ( 注 18) ^ 


29. 湊 の 主 が 諸 天使 に か く 云 える 時 を 思い 超 dLe る 人 る GE 1 37 代 玉 
せ 。『 わ れ は 黒 泥 で 形 ど っ た 乾 け る 陶土 び 人 。 ク の と 9 ^ 


韻 を 側 ら ん と す 。 @o222 じ < る 3 
30. きれ ば 、 わ れ 之 を 完成 し 、 わが 和宏 を 彼 に 吹 と と 45 人 に 5 
き 込 みた らん 時 、 溢 等 地 に 平伏 し て 彼 を 振 
せよ の 〇 の ひ 有 
31. され ば 諸 天使 、 す な わ ち 一 次 に 中 鉛 せ 9 。 3424 て の 


32. し か る に 、 イプ リー ス だ け は な る ざり き 。 
彼 は 明 者 の 伸 問 に 加わ る こと を 拒み た 
り 。 ( 注 19) 

93. 神 は 革 え り 、「 イ プリー ス よ 、 皆 と 笛 に 中 oe の の 作 人 (3 4 

ue oO Ab O 
せ ぬ と は 吉 何 な る こと ぞ ?] と 。 ( 注 20) 人 2 983 

34. イブ リー ス は 管 えり 、「 我 は 、 時 泥 で 形 ど っ 6 9 く を 9 
た 乾 ける 陶土 で 創 られ し 人 間 知 き に 平伏 し 9 yo 
て 拝 する 気持 ちな し 」 と 。 eo 3 


es と < 光 8 3 と ab 


40: 68 に 述べ ぐら れ て いる 。 人間 が 土 か ら 創 ら れ だ よい う ク ルアー ン の 説明 は (この 事 は 、 人 間 創 造 の 長い 
過程 は よ か ら 始ま っ た と いう 忘 味 で ある )、 現在 で も 人 の 食物 が 土 か ら 直 接 に 、 間接 に 生み 出 き れる と いう 事実 
か ら も 確証 され る 。 こ の 事 は 土 に 合 ま れる 物 候 が 入 の も と を 形成 し て いる 事 や 示し て いる 。 何故 か ら 、 こ の よ 
うな 事 が 起こ ら な か っ た な ら ば 、 人 は 土 か ら 栄 状 を 取る こと が な か っ だ で あろ うか ら で あ る 。 それ は 、 生 物 を 
形成 し て いる も の だ けが 栄養 を 与 を る こと が で きる か ら で 、 そ の 他 の も の で は 消費 し た 分 を 補給 する 事 は で き 
な い 。 


注 18 同じ よう な クル アー ン の 表現 で ある 、「 人 は あわ た だ し き (性 急 き ) か 6 剣 ら れ て いる ] (21: 38) ヵ 

実際 に 人 が 性 急 き か ら で き て いる わけ で は な いこ と を 示し て いる の と 同様 に 、 こ の 節 で も 笑 の ょ うな 性 
質 を 持っ て いる が 、 移 で で き て いる わけ で は な いこ と を 示し て いる 。 こ の よう に の 創造 、 あ る い 
は 笑 か ら の 創造 と いう の は 比 孔 で あっ て 、 それ ぞ れ に 、 お と な し く て 従順 な 性 質 、 烈 し て て 換え た きか る 気質 を 
表し て いる 。 

注 19 。 神 が サタ ン を 測 せ られ た だ ( 当 章 35、36 彼 ) の は 、 天 使 に だ け 命 じ ら れ た 命令 を 突 行 し な が か っ た か ら ( 当 
章 29、30 節 ) で あり 、 天 使 に 与 も られ た 命令 は 、 自 動 的 に 天使 の 権 左 に 服 す る すべ て の 被 造物 に 適用 きれ る か ら 

で ある 。 クルアーン の 他 の 箇所 で 、 天 使 た もち へ の 命令 が イプ リー ス に も 適用 きれ る ヨ 昔 き れ て いる (7 
12、13)。 


注 20 "アラ ビア 語 の 表現 で は 次 の 味 に 取る こと も で きる 。「 何 を 迷っ て いる の か 。]「 な ぜ 、 従わ な い の か 。] 
『 い っ だ た い ど うし た と いう の か 。」 


ー398 一 


第 十 五 可 


ヒジ ル 


より 出 で ま れ 。 げ 


つ H の こと で あり 、 
注 23 


当 節 で は 、 入 の 人 性質 


ーー ょ ーー サタ ヶ ? 】 5 
35. 神 は 去り 、「 さ れ は ば ここ @Aoe5EK も 
に 液 は 拒否 きれ た り 
36. きれ ば わが 呪い を 、 流 は 最後 の 審判 の 日 ま eelM5dU453 条 g a 和 る 3 
夷 負 わき れん 」 と 。 
97. イプ リー ス は 丈 え り 、「 主 よ 、 な ら ば 我 を CK 人 FI 
(ご) 3 お 56 ら 
人 々 が 難 らき れる 日 まで 鍛 隊 し た まえ と 。 oo%sedl の 6 
(21) 
38、 神 は 云え り 、「 流 は 錯 耶 を 与え を られ た 人 々 の の 0 も の 6W 
中 に 加え ら る 。 < 
に > 還 > アア ルン 還 アメ 】 
39. そり も た 時 大 の を の 日 まで と 。( 注 た GE の | 
.40. イ プリ ー ス は 答え り 、「 主 よ 、 液 は 我 を 迷わ 人 し ュ ン (る 
SI N 1 ら 人 
せ た が 散 に 、 我 は 必ず 地上 に お いて 、 正 導 291 を 20 の 5 9 
か ら 踏 み は ず す こと を 人 間 の 目 に 美しく 喘 っ 
ゼ ぜ し め ゅ 、 く 彼 等 を わ し ゆめ ん 。 
41. 人 々 の 中 か ら 湊 が 特に 選び た る @eugiz AS 3 る 癌 
て 」E。 
42. 神 は 云 た り 、「 こ は われ に 庄 る 正しき 間 な タッ タイン レ コス トイ 
了 ー @⑯&sz2o dbyo lu ぁ dB 
43、 溢 は 、 に 従う こと を 選び た る 英 を 誤 れ る る アッ イン フン フッ て 
NHL 
DO は 、 ち 仙人 の 上 に 二 を 有 ゃ す 」 ツ  UCPe 仙 dloWeiLe6) 
と 。 ( 注 23) @ の MLS2 BK 
44. げに 地獄 は 、 彼 等 一 同 へ の 約束 の 場所 な 5 。 < の 322 32 
45. 地獄 に は 七 つ の 門 あり 。 その 各々 に 割当 202 2 k イカ ラッ ン [クイ と 
1] 二 ) 
て られ た 役 等 の 一 部 あり 。 ( 注 24 の 人 っ ko の ot る 
注 2 1 「 人 々 が 睦 ら る れる 日 まで 」 と いう 文 の 意味 は 、 神 の 安らぎ を 体得 し た 状態 に 達し た 時 、 人 が 吉 的 に 
生ま れ か わる 事 を 指す 。 そ の 時 に は 、 人 は サタ ン の 誘 嘱 や 霊 的 堕落 か ら 6 まぬがれ る 。 神 と サタ ン の 間 の この 会 
話 は 、 こ こ で 示 $ れ て いる よう に 、 比 明 に すぎ な い 。 
往 22 [定め られ た 時 限 ]」 と は 、37 節 で 説明 され て いる よう に 、 頂 言 者 と その 信 挫 者 が 最終 的 に 敵 に 打ち 勝 


虚言 と を の 虚言 に 従う 者 が つい に 打ち 注 を れる 叶 の こと で ある 。 
は 本 質 的 に 純粋 で ある 事 を 早 示し て いる よう で ある 。 


自分 四 身 の 性 費 を 向 し サタ 


ン に 従う こと を 選ん だ 者 だ けが 正しい 道 を 見 失う 。 こ の 考え は 91: 11 で より 深く 説明 きれ て いる 。 
注 24 アラ ビア 語 で は 、70 と 同様 7 と いう 数 字 は 特定 の 数 で は な て 、 完 全 さる や 豊 宮 き を 表わす た め に 用 いら 
れる 事 が 多い 。 この節 は 、 地 獄門 の 数 は 、 罪 を 犯し た 者 の 罪 の 数 や 竹 類 に 対応 する だ け あ る と いう 意味 で あ 
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第 四 項 
46. きれ ど 、 公 正 な る 人 は 、 花 園 や 泉 の ある と っ ョ る AS 
ころ に 住ま ん 。 Ge 党 99 (8 
心 安らか に 、 安 心 こ 入 注 レレ イタ ッ タ 
47. 「 心 安らか に 、 安 心して その 中 に 入れ ] ( 注 @ 避 っ (5 和 


25) 
ン ン 


ら は 彼 等 SN 郊 得 ャ 人 レト ・ 2 っ 、 2 タタ 28 イン (ブウ イイ ン 
48. われ ら は 彼 等 の 拘 中 より すべ て の 匂 慌 を と 間際 明和 の 511 
り 除 か ん 。 き すれ ば 、 役 等 は 兄弟 の 如く な この 
り て 、( 注 26) 科 に 相対 し て 員 に 重き 4。 


49. 彼 等 は を こ で 如何 な る 労苦 も 知ら ず 、 ま ただ 
そこ を 追わ れる こと も な か る で し 。( 注 
27) 


50. 聞 言 者 よ 、 わ が 僕 等 に 告げ よ 、 わ れ は 実に ESIGote 万 
@》 
究 大 に し て 、 基 深い 者 な る こと を 。 2 ME の 
51. また 、 わ が 稀 員 は 実に 痛烈 で ある こと も 。 GPUIRARIV SI 
52. し て 、 彼 等 に アブ ラ ハ ム の 寅 客 に つい て の の りら も 


諸 れ 。 


53. 客 た ち 彼 を 訪れ て 云え り 、「 平 安 あ れ ] と 。 > を 。> UGCCNHIGPEIPK 
ゲラ 云 ぇ H 2 マッ ン で つう 


アプ ブラ ハム は 云え り 、「 我 等 は 貴方 が た を 状 


ヨコ ン っ 

る ] と 。 ( 注 28) @O9e う 

彼 等 は 云え り 、「 恋 る る な か れ 、 我 等 は 流 に > じ 居間 KEI 
54. 彼 等 は 云え り 、「 欠 る る な か れ 、 我 等 は 流 ee 759 部 


賢 き 男 子 の 嬉し い 知 ら せ を も だ ら 6 せり 」 と 。 


る 。 7 と いう 数 は 外 作 に 対応 する 7 つの 感 党 、 即 ち 、 視 覚 、 聴 覚 、 喘 党 、 味 党 、 触 党 、 そ し て 導 み を 感じ る 感 
覚 と 気 旨 を 感じ る 感覚 の こと で も ある 。 それ に よっ て 人 は 人 外界 を 感受 する 。 


注 25 「 心 安らか に 」 安全 に 入れ と いう こ を は 、 を それぞれ 人 人 の 心 の 中 に 食い 込む 内 的 忌 配 か ら の 自由 、 外 的 
苦痛 と 思 か ら の 自由 と いう 事 を 表わす 。 


注 26 下 に 天国 の 生活 を 楽し ん で いる と 言え る 人 は 、 を の 心 の 中 に 兄弟 に 対す る 敵意 や 悪 * 
け で ある 。 


* 全 く な い 者 だ 


注 27 この 節 は 、 天 国 と は 絶え ず 働 き 続 ける 場所 で ある 事 を 意味 し て いる 。 し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 
信徒 は 激しい 仕事 に つき も の の 疲れ を 全く 感 ぜ ず 、 従 っ て 疲れ の 結 昌 生 ずる 消耗 や や 豆 弱 $ な い の で ある 。 


注 28 使い の 者 達 は 差し 峰 っ た 大 惨事 の 報せ を も た ら 6 で 旋 人 は っ きり 上 表情 に 表 わ れ て 
いた の で あろ う 。 ア ブラ ハム は 彼ら の 困惑 し た 表情 か ら 、 又 、 彼 6 が 甘 きれ た 食事 を 口 に する 事 を 把 再 し 
た 事 か ら それ を 悟っ た の で ある 11 : 71)。 
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55. 彼 は 云え り 、|[ 我 栓 す で に 老い た る に も か ンク 8 クシ ンダ の でる ラン イイン ッッ タク リネン ン っ 
か ちら す 、 税 し い 知 ら ゃ を 層 に すう 4 か 7 PC が oo GebA「 JE 
価 故 貴方 が た は か か る 知ら せ を 我 に 与 うる 
か ?」 E。 
56. 彼 等 は 芯 え り 、「 我 生 に 本 当 に 流 に 嬉し い 知 ンチ 
ら y を たら せり 。 sa 科学 っ の - 人 。 OSoGE5 め し 3553 可 
ょ な る な か れれ | と 。 
57. 彼 は 云え り 、「 迷 える 者 に 非 ず ば 、 誰 が 主 の シシ ッ セッ ン ン ィ と 
落 悲 を 諦め 得 よ うか ?」 と 。 200DIG を CS 人 5 人 
58. 更に 語 を つい で 、「 と ころ で 、 使 者 た ちよ 、 と グイ 人 k ン 代 ア メン グイ 
深 方 が た の 使命 と は を も 如何 な る も の eodiGlA9ESUSJW 
ぞ ? | と 誤 け ば 
k 仁 は 罪 深い こ 途中 る @ る タ RI 
59.「 我 等 は 罪深い 民 の と ころ へ 赴 《 途 中 な り 。 の ua ss CU 6 
60. 但し 、 ロ ト の 一 家 は 除く 。 我 等 は あの 一 家 ダン ッ シッ イッ カラ ブタ イ エン 」 の ン リ る 
は 全員 救 わ ん と 欲す れ ど 、 CN み cc Jl 
61. p ト の 妻 だ け は 例外 な り 。 我 等 は 、 彼 女 が を コン イレ タッ ジャン ン ン ン ッ る 
ー- CE F は 31 
後に 居 残 る 者 ども の 仲間 に 加わ らん こと を の oo LO5 33 っ 1 
定め た り 」 と 彼 等 は 云え り 。 
第 五 項 
者 た もち が ロト の 家 を リン イン 2 トカ ツン ン ン 
62. 使者 た ち が ロ ト の 家 を 訪ね る や 、 OOOAIBYAIAPCE 
63. ロト は 云え り 、|[ 真 方 が た は 見 な れ ぬ 人 だ たち も ンタ の る タン 錠 14 
じゃ 」 と 。 ( 注 29) ジン アン | 
64. 彼 等 は 云 を た り 、『 き ょ う 、 し か し 我 等 は 人 々 ン ッ タマ ッ ン 5、 の イッ 生 慈 
が 疑い を 抱 て こと に 関し て 、 天 同 の 知 6 せ oo 
を 流 に 持ち 米 た る な り 。 
65. 我 等 は 洲 に 確実 な 知ら せ を も た ら 6 せり 。 我 レレ 
等 の 言葉 は 真実 な 9 。 eogugsebdi 
66. され ば 、 夜 の 明け ぬ 開 に 、 家 族 ほ 共に 出 で 378 4 人 ーー 
立ち 、 法 は 家族 の 最後 尾 に 従え 。 和 前 た ち ダウ っ MbdDg 2opbCle 
の うち 誰 も 後ろ を 振り 向 か せ ず 、( 注 30) の 9 8 の 
た だ 命ぜ られ だ 方 向 に 進め ] と 。 

注 29 ロト は この 人 人 だ ち は 単 な る 旅人 で 、 た また まそ の 場所 を 訪ね た に すぎ な いよ と 思っ た 。 

注 30 「 誰 $ 後 ろ を 振り 向 か せ ず ] と いう 言葉 は 比 際 的 に 使わ れ て いて 、 後 に 残る され た 人 々 に 気 を と られ ず 、 


前 生き に 進ん を で いく よう に と いう 忘 味 で ある 。 
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67. か くし て われ ら は 、 こ の 民 が 朝 ま で に 根絶 - タ 39 物 25 る イン ンー イン ッ ン ン 
MIrsl a21 CO 
され ん こと を 、 そ の 決定 を ロト に は っ きり か bo US53 
と 伝え た り 。 の GA 
嘉 汗 っ 。 ラ フュ ン タ Y ン 
68. し て 集まり 米 た れ り 。( 注 @6%> タル ラズ と OMI 肌 罰 こう 
69. ロト は 云え り 、「 こ れ な る 方 々 は 我 が 客 人 な Jas 2 交 多 606 
り 。 さ れ ば 我 に 恥 を か か せる な か れ 。 “< 
- アッ ラー を 思 れ よ 、 我 を 傷 辱 する な か れ 』 
70 作 休 を 罰 れ よ 、 我 を 傷 辱 する な 」 oO も PIG 
71. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 流 に 如何なる 民 も ラン レン ンタ 
ば WM cd25 
飲 街 すこ と を 禁じ た る に 非 ぎ る か 71 と 。 ⑨ どの 8 
72. ロト は 応え り 、「 お 前 た ち が 走 非 と いう な ッッ タッ タン ーー グリ レレ ャ クタ イス ン 
て rt 人 貞 知り RF る 
6、 こ こ に 十分 な る 保 陵 、 我 が 娘 ら あり ] の CU ぁ Yo (29 只 
は 。 ( 涼 32) 
73. 慕っ て 云 う 、 彼 等 は 狂乱 し て 進 誤 の 中 に の 68z 2 を が 824 
従軍 す 。 
74. か く て 、 役 等 は 毅 吸 に 大同 に 見 無 わ れ た り 。 の の 2 IL 凍 夫 
、。 て を 、 Je 、 間 ラン レイ ン ン ン 
75. われ ら は の 都 を 上 折 し 、 住 民 の 上 に 焼い 5562 4 Sc 6Ys ン 
だ 瓦 石 を 雨 と 降らせ たり 。 」 
の 
76. げに この 中 に は 、 物 ヨ = 関す る 人 々 へ の き た 計 ン プ 2 全 トレ オブ 生か 
5 は 8) 
ま ぎ ざ まな 神 光 あり 。 oe りら) 
77. し か も 、 こ の 都 の 跡 は 、 今 な お を の まま 路 ュー イ (プン 
傍 に 横 た わ れ り 。 ( 注 33) ルド 
78、 げ に この 中 に は 、 信 ずる 者 へ の 一 種 の 天 艇 @c の 51 88 
あり 。 
注 31 ロト は 人 々 か ら 、 見 知ら 和信 を 町 に 人 れる な と 言わ れ て いた の で 、 ロ ト の も と へ お客 が 来 た と たき 、 ロ 


ト が 彼ら の 敬 千 に も か か わら 6 ず ち 客 を もてなし て いる の を 非 共 X し て や ろう と 思っ て 、 人 々 は 吾 ん で 集まっ て き 
た 。 


年 32 1 章 79 節 


注 33 ここ で 言及 され て いる 進 、 財 ち 、 ア ラビ アシ リア を 結ぶ 道 は 今 な お 使わ れ て いる 。 こ の 凍 は 死海 に 
治っ て 通じ て いて 、 地 方 の 人 たち に ロト の 海 (The Sea of Lot) と し て 知ら れ て いる 。 
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し か 


本 し て 、 森 に 住む 民 も また 不義 な す 従 江 な 


ブッ て 。 の フッ ーッ ョ ライン ェ ラ っ 
0 OOS い GFVODIPV や OL 
80. され ば 、 わ れ ら は 披 等 を 銘 ら し め た り 。 こ に 重要 1 の 410 上 C 
れ 等 の 二 都 市 の 跡 は 、 今 な ぉ 天下 の 公道 沿 の み ジ 2PU CO ら 65CSE 
い に 在 0 り 。 ( 注 34) 
第 太 項 
81. セ ジル ( 注 35) の 住民 も 使徒 た ち を らち f90V4c( ま NM タキ タイ ク その ラン ン レ 
成 半 家 ほ し て 過 せ り 。 ら り ae es21oSG85 
82. われ ら が 数 々 の 神 光 を 隆 し た る も 、 彼 等 は と ルプ 2 ン ン タレ ノレ 区 遇 名 ノロ 
・ の いら CSIAKS13 
光 に 注意 を 向け ぎり き @ Me だ 
83. 和 和 は 人 石 を 滞っ て 家 と な し 、 章 し て 洒 断 ecdlf 有 し 4 の 35 アン 
きり 9。 ( 注 36) Gal6gJEoeo あ どう 
84. 然るに 或 る 朝 、 彼 等 は 天 本 に 見 舞 わ れ た り 。 4 3 3 多 で 
( 注 37) 
85. 請 し て 、 彼 等 が 今 まで 築け し $ の は 、 彼 等 ペン ッッ ン 2 は 人 
(の OTN 
の た め に な ん の 役 に も 立た ぎり き 。 9 だ IO 
86. われ ら は 天 も 地 も 、 そ の 間 に あ る 一 切 の も II ンス ッ る シッ イン 
TL D し っ 
の を 長 理 に 基づか ぎる 以外 は 創造 せ ぎ り 時 
き 。 げ に 審判 の 時 刻 は 近づけ り 。 きれ ば 、 Guk 1 る る る 2335 を 
流 寛大 な 心 を も っ て 容赦 せよ 。 ( 注 38) ぞ Do 
注 34 ロト の 町 の 場合 、 街 壮 は 「 信 な お を その まま 路傍 に 酎 た われ り 。」 と 記 き れ て いる ( 当 吉 77 節 )。 こ れ は 


未来 も 存在 し 続け る だ ろう と いう 預言 を 意味 し て いる 。 
道 は 「 開 か れ た 道 ] と 呼ば れ て いた 。 


「 森 の 人 」 (The People.of the Wood) の 儲 居 の 場合 、 
アジ ア と エジプト を 結ぶ 古い 道 は (「 開 か れ た ] と いう 語 


は 、 を その 道 が 隊 


商 に よっ て 使わ れ な く な っ た 今 で も な お 存在 し て いる こと を 含 著 し て いる 。) 最 近 、 隊 商 に は 使わ れ な く な っ た 。 


注 35 ヒジ ル ( 石 の 意 ) は タブー ク と メデ ィ ナ の 間 に あ 
える 省 と し て サレ ー が 人 遺 わき れ た 。 
呼ば れる 様 に な っ た 。 


注 36 


れる 時 で きえ も 、 


その 町 は 大 き な 石 造り の 町 、 石 の 壁 と 城壁 で 囲ま れ て いた 為 、 


常に 発達 し て いた こと が 、 示 され て いる 。 
注 37 この 節 で 言及 され て いる 大 挫 事 は 地震 で あっ た ヨ 
注 38 


存在 に 限定 きれ て は お ら 6 ず 、 僅 大 な 目的 を 有 し て お り 、 
し を それから 永 各 に 死す る だ め に 創造 きれ だ 訳 で は な いと いう 


5、 こ こ に 住ん で いた タム ー ド 族 に 彼ら に 克 告 を 与 


この 名 前 で 


この 節 で は タム ー ド 族 は 文明 化 きれ た 強力 で 拾 福 な 集団 で あっ だ 事 を 示し て いる 。 彼ら は 夏 と 冬 に 
別々 の 保養 地 を 持ち 、 安 全 で 快適 な 生活 を 送っ て いた 。 夏 、 


原 に 保革 転 地 の た め に 出かけ て 冬 の 住居 を 離 


他 の 地区 の 住民 か ら 攻 撃 き れる と いう 心配 は 全く な か っ た 。 この節 で は 又 、 役 ら の 建築 が 非 


が 7・79 に 明らか に きれ て いる 。 


宇宙 の 創造 と を こ に 行き 渡っ て いる 素晴らし い 設 計 と 秩序 は 、 人 人 生 が この 地上 だ け の か り そ め の 短い 
人 は だ だ ほん の し ば ら 【( の 間食 べ て 飲ん で 楽し 〈 敵 ご 


、 紛 れ も な い 結 論 へ と 導い て ゆく 。 
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87. げに 流 の 主 こそ 吾 韻 者 、 全 知 者 な り 。 12 
上 CAUIV を 8 7 
88. われ ら は 液 に 不断 に 繰り 返し て 唱え る べき 1 導 21EWT 14 UI 
AI ィ 
上 つの 鉛 と 、 伸 大 な る ク ァ テ ー ン を すでに 28lo 合 560o2E 削 383 
拉 けた り 。 
89。 流 、 わ れ ら が 或 る 類 い の 者 に 授け た る か り 3 ちる 3 ardME と 635 
そめ の 楽し み に 、 目 を 見 張り 、 ま た 彼 等 の 間際 員 
コタ クッ ュ イン ラン シン 
た め に 心 を 悩ま す な か れ 。 そ れ よ り ち 液 の 2 ube 
癌 章 の 現 を 信徒 た ち に 低く 垂れ よ 。( 注 
39) 
し か ーー. 本 っ タタ タレ 
20. 閉 し て れ 「 和 は 和 う 地 時 な @8 民 OS681d53 
91. な ん と な れ ば 、 わ れ ら は 液 に 覆っ て 幾つ も 5 の 本 内 は CTC の 
1 
の 集団 に 分 れ た 者 ども に 員 を 科せ ん 決意 ce 2 
せり 。 ( 生 40 
92. 彼 等 は 、 ク ルアー ン に は 朋 多 の 虚偽 あり と ンー ンタ レン ン > 
き り 。 @CAe OS 
93. きれ ば 敬 っ て 云う 、 わ れ ら は 必ず 役 等 一 同 6 っ 1 クタ の アッ ン ン | 2 
を 圭 明 を ん 、 レロ の MPTCH 
94. 彼 等 が 現世 で 何 を し て いた か と 。 タン シタ シィ ン ン 
MM の os を さ 
95. きれ ば 液 は 、 伝 達 を 命ぜ られ た こと を 宣 揚 タ セルタ し イン 6 
し 、 多 神 教徒 ども か ら 遠 ざか れ 。 の の 2 測 あら と ラッ タダ し Aa 
96. われ ら は 必ず 咽 笑 す る 者 ども に 対し 流 を 満 マン ーッ ンタ イフ 
足 きせ ん 。 ⑯CY を > IPSKYYIE 
97. 彼 等 は アッ ラー ト 千 に 他 の 拓 々 を 普 べ 立て ば と < 人 絡 償 どら 2 0 
る が 、 そ を の うち 必ず 思い し らき れん 。 フン 
toIONAK 
98. われ ら は 、 液 の 胸 が 彼 等 の 云う こと の た だめ @83 タン 負っ タッ イプ タク クラン 
に 難儀 きせ られ て いる こと を 知る 。( 注 移ら 28 dl uioS 
4 れ ) 
注 39 この 節 で 真 に 重要 な こと は 、 王 な る 頂 言 者 が 次 の よう に 告げ られ た と いう 事 で ある 。 
即ち 、 不 信 の 徒 が 間もなく 罰 せら 5 れ て 、 彼 ら が 誇っ て いた すべ て の 冨 、 繁 迷 、 栄 光 は 彼ら に 款 の な いも の に な 


る と いう 事実 を 嘆き 甘 し せこ と の な いよ うに と 。 


往 40 


メッ カ の 住民 は 、 数 組 の 集団 を 形成 し て いて 加 な る 据 言 者 を 妨害 し て 邪魔 を する た ゆめ の 様々 な 任務 を 
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モジ ル 
99. 主 の 設 美 を 菊 え 、 主 の 御前 に 平伏 者 の 仲間 る oasis の 2 る る 
た れ 。 "フン ン と スン 
100. 庫 し て 死 が 液 に 到来 する まで 、 主 を 紫 拓 6RGCAIGO ま Gt き 
し 続け ょ 。 ( 注 42) " 3 


それ ぞ れ に 負っ て いた 。 又 、 そ の 集団 は 了 な る 項 言 者 を 殺す こと に 決め ゅ た 時 、 種 々 の 役割 を 割り 当て られ た 。 
「 壮 つ も の 集団 に 分 れ た 者 ]」 と いう の は 「 お 互い に 種々 の 義務 を 割り 当て た 人 人 々 」 の 意味 で も ある 。 


注 村 聖なる 預言 者 が 嘆い た の は 、 不 信者 が 、 彼 を あざ 笑っ た か ら で は な てく 、 彼 ら が アッ ラー の 神 と 他 の 神々 
と を 結び つけ た か ら で あ る 。 預言 者 の 嘆き は 一 方 で は 神 へ の ね た まし い 程 の 愛 で あ り 、 又 、 他 方 で は 彼 の 同胞 
に 対し て の や か ら の 心配 で あっ た 。 


注 42 この 節 で は 、 型 な る 預言 者 の 使命 の 主 な 目的 、 即 ち 、 神 の 調和 を 確立 する こと 、 に 関す る 限り 、 そ れ 
は 成就 まれ つつ あ る 上 いう こと を 主張 し て いる 。 役 は 喜び に 満ち て 感謝 し な が ら 、 神 を 着 ゆ た た え 、 神 に 心 か 
ら の 柚 租 を る る げ ば て ひれ 伏 す の で ある 。 
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(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 運 く ア ッ ラー の 御名 に あし とる 
て 。 
2. ブッ ラー の 仰せ られ し こ ほ と は 近い 将来 に 必 人 CU クズ Ez + 
ず る べし ( ま 1) る れ は を ago ON (あの 2 
型 な る か な 、 彼 こそ < と 
る な か れ 。 聖なる か な 、 彼 こ を は 人 々 が 役 OGK 


ほ 伴 せ 訪 る 神々 の 上 に 高く まし ます 。 

3 彼 は 僕ら の 中 で 逆 し た る 者 に 、 彼 が 命じ た HE あの ラー ルン の CICIMRG 
天 全 6 を 造 わ し 、「 わ れ の 外 に 宰 な し 。 きれ の や 2 
ば ぱた だ われ の み を 、 主 工 者 と 喧 め よ と 人 々 @ RG OKOUPEEUD6t 人 Ce 62 
に 警告 せよ 」 仰せ られ 給 う 。 

4. 彼 は 真理 に 基づい て 天地 を 食 造り 。( ま [2 る 5 も 20GE 
2) 彼 こ を は 人 々 が 彼 と 併せ 祀る 神々 の 上 - レレ テー 
に 高く まし ます 。 @ ら 2 っ > 


5. 人 は ー 科 の 洒 9 人 間 を 創造 せり 。 然 る 2 あわ 
- 見 よ 、 人 間 は 公然 た る 反抗 者 な る か な 1  (@CX の te の 3 J1 Ga 


5) 
る 
し か ンク ラー ンー の イン イス ン 【 ン 58 
6. 凍 し て 、 彼 また 家 吉 創造 せり 。 お 前 た ちい 9422 Ce2 て ちっ いる (823 
が 之 に 依っ て 毅 か い 着 物 と 便宜 を 得る の み マン 人 作 
な ら ず 、 を の 内 を 食す る た め に 。 @9 
7. タ に 家斉 ら を 小屋 ! = 連れ 帰る と き 、 又 割 に マレ タ タン タン ッ ニン レン ッ タタ アン ッ 人 物 ン の 
(の) の ら う の oedE リル 
才 才 へ 間 い 行く とき 、 家 埼 ら の な ん た る 和美 グン の 2 で 
し きま 。 
注 1 この 文 の 世 味 は 、 不 信者 を 罰する 時 期 、 即 ち 新しい 時 代 の 到来 を 告げ る 時 期 が 既に 来 て いる と いう 事 
で ある 。 


注 2 [真理 に 基づい て 」 と いう 意味 は 、 人 間 が 填 的 に 改心 する 時 、 天 と 地 は 鬼 力 し て 望ま し い 結 果 を 生み 
出す よう に 、 を それぞれ 決ま っ た 役割 を 持っ て いる と 考え て も いい し 、 又 は 神 が 天 地 を 創っ た の は 人 間 の 関心 を 
神 の 方 に 向け る よう に 働か みせ る た めで あり 、 人 間 に 神 を な いて 完全 な も の は 何 も な い 事 を 知ら せる だ ゆで あぁ る - 
と 考え て も いい 。 


注 3 神 は 明確 な 法則 に 従っ て 天地 を 割 造 きれ た 後に 人 人間 を 創り 、 そ の 導き 手 と し て の 嘱 示 を 下る ふれ た 。 神 
は ほる に 足ら な いも の か ら 人 間 を 創造 きれ だ に ふか か わら ず 、 人 間 に 最高 の 資質 を 与 た られ た が 、 人 間 は 神 か 
ら 賜 っ た 導き に よっ て 行動 し な いで 、 神 の 力 や 権力 を 疑い 始め た 。 
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8 応え 、 お 前 た ち が 苦労 せ ず に 達し 香 ぬ 遠い PIN プ 1RU 人 を CN 
所 に いて 家 た ちの 下地 ぶ り cp 前 の 2 ブルン 
だ た ちの 主 は 憐 半 に し て 、 慈 悲 深 ( ま し ます 。 の の ある) の 8 


月 
9. また 、 彼 は 遇 、 5、 馬 詞 を ぉ 前 た ちの 乗 イン 2222 で 独 る 

ん 05 JA5 て 
用 に 、 そ れ か ら 飾 り と な す た め に と 合 給 9 人 シー * 
えり 。 ( 注 4) き 6 に 彼 は 、 お 前 た ちがい 3 @S&A59C 
だ 知ら ぎる も の を 割 造 せ ん 。( 注 5) 


10. よし い 道 を 示す は デア ッ ラー 次 第 な り 。 逸 肛 ギィ イン ダレ レッ >042 る 1 2 
する 造 $ あ り 。 釣 し な が ら 、 も し アッ ラー 外人 る 5 っ ひ ue5 6 


も / 
欲し た り せ ば 、 前 た ち すべ て を 導き 得 た See 人 57 
り し 警 。 あさ I み 
第 二 項 
日 - 彼 こ を は 千 か ら 水 を 降ら せ 給 える 御方 。p 人 9 の と 玩 政 る 委 人 る 
前 た ち は そ れ を 鉄 み 、 ま た お 前 た ち が 家斉 ディ KAP4 の デ 
を 育て る 慰 も 乏 に ょ っ て 成育 す 。 和夫 


ー 8 あん らん た なっ の ゃ し レラ 人 生 
12. この 雨 に よっ て 、 彼 は 帝 物 、 欄 概 、 MM の 和 衝 HI 還 の り し 人 
征 答 な ど 種々 の 果実 を 生 ぜ し む 。 げに 、 こ 


し る け を 4 
の "に な ひも の こる 、 記 深い この 拉 K ク 人 ン 99088 とみ 
な り 。( 注 6) 


13 また 和 は ま 守 も を 部 た ちの た に 役 ン 0 レン 人 衝 ン う 
たせ し ゅ 、 大隅 も 月 も 群 時 まま た 彼 の 人 る OH2 の 9 ら O3 


令 に よっ て な 前 た ち に 役立た せしめ た だり 。 ei 88!? の | 7 の PP 


げに この 中 に 含む も の こる 殖 解 ある 者 へ の ーー 
きま ざま な 醒 光 な 。 了 の 8 


14. また 彼 が 地上 に 創り けし る ま ざ ま な 色 含 い 

らち 前 た ちの た ゅ に 役 補 た を し も 。( 生 7) の LDLMoe| 8 胸 人 
注 4 。 神 は 人 間 に 必 要 な 物資 を 与え られ る 時 、 い つ で も 精神 的 に 必要 な も の に も 心 を 配っ て お られ る 。 
注 5 この 文 は 、 神 は 人 間 に ま だ 知ら れ て いな い 新しい 交通 機関 や も だ らき れる と いう 意味 で ある 。 こ の 所 
言 は 鉄道 、 革 気 船 、 由 動車 、 飛 行 機 と いう 形 で 実現 きれ た 。 神 だ けが これ か ら 先 に 発明 きれ る 交通 手段 を 知っ 
て お られ る 。 
注 6 植物 を 成長 きせ る エネ ホル ギー は 土 の 中 に 隠れ て いる の か も 知れ な い が 、 土 が 天 か ら 水 を も ら わ な けれ 
ば その エネ ルギー は 働く こと が で き な い 。 人間 $ 周 様 に すばらし い 案 質 を 受け 継い いて も 神 の 啓 が の 助け な 
し に は 向上 で き な い 。 人間 の 精神 的 向上 の 基礎 を 知性 だ け に 置く こと は 、 土 が 水 の 甚 けなし に 植物 を 成長 ふせ 
る こと が で きる と 言う の に 等 し い 。 
注 7 押 の 合造 で 最も すばらし い 事 の 1 つ は 、 2 つの 物 あ る い は 人 で 全く 同じ も の が な いと いう 事 で ある 。 
この 多様 性 が な か っ だ なら ば 世界 中 で 数 え 切 れ な い 程 の 混乱 が 起き た で あろ う 。 1 つの も の を 別 の も の と 区 別 
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げに この 中 に 含む も の は 、 注 意志 か い 人 へ ン s 多 2 クレ ルル > 
Wa 
の 控 兆 な り 。( 注 8) @ ら ぅ 0 @ 全 和 EVO 
15. し て 


海 を 且 前 た も に 肥 従 是 レン イタ ッ > 才 」 フッ ンプ タン ーッ ・ 人 タン 
海 を お 有 前 た ち に 服従 せ し ゅ 、 お 前 介し コキ SU 


た ち が 海 か ら 新 災 な 魚 を 本 て 食し 、 ま た 身 “アパ ア ンス 。 
に 付け る 装飾 を 得 さ しゅ 給 う た は 彼 な り 9。 みつ 時 了 和 6 
流 は 見 た り 、 波 を 蹴 立 て て 進み 行く 舟 の 次 3 の の IP 
を 。 こ は ぢ 前 た ち に 、 旅 行 を 可 な らし め 、 る 2 2 なら K 訓 
且つ 主 の 四 恵 を 求め 、 以 て 感 勿 を 捧げ し め ンタ シッ 
ん が た め な り 。( 注 9) @c ぁ 
16. また 大 地 が 凍 た ちと まる に 振 動か ぎる ルン 。 ピ イッ スッ イィ ンー ン ン 
よう 、 彼 は 地上 に 甲 園 な る 山 銚 を 握 え たり 。 人 43 の の の め 引 8 お 
( 注 10) 面 し て お 前 た ち が 正 し く 進 め る よ サン ッ ル と 2 る 丸和 る る タン 
0 673 
うぅ 、 河 川 や 道路 を 設け た 9。 ( 注 1) ⑨ ga の の * 
17. その ほか に も ュ 道生 を 設置 せり 。 そ れ ら に @93855 編 EUC MV 


よっ て 、 また 昨 5 に よっ て 、 人 人々 は 正しい 

方 角 を 知る 。 ( 注 12) 
し た り 、 1 人 の 人 を 別 の 人 人 上 見 分 ける の が 難し か っ だ こと だ ろう 。 同 様 に 、 人 間 は 気質 や 体質 が 多様 な の で 、 
色んな 性 質 の 人 に 同じ よう に ぴっ だ りす る 教え を 工夫 する こと は 人 間 の 能力 を 超え て いる 。 自然 現に 存在 する 
相違 点 を 全部 知っ て いる 人 は だ れ も い な い 。 神 だ けが この きま ぎ ざ ま な 違い を 把握 きれ て いて 、 そ れ 故 に 、 神 だ 
けが すべ で て の 信 を 満足 きせ 、 す べ て の 人 に 有 共 な 教え を 与え を る こと が で きる 。 


深い 者 (12 節 )、 理 解 ある 莉 (13 節 ) 、 か い 者 (14 節 ) と い 王 は それ ぞ れ の 押 の 終わ り 
に 別々 に 記さ きれ て いて 、 を 使わ れ て いる 筒 の 主題 に 特に 適切 で ある 考え られ る 。 又 この 3 つの 人 節 で き 
と まり と し て 扱わ れ て いる 主題 に も 応用 で きる と 考え られ る 。 ど の 語 を どの 場所 で 使う か は その 語 の 重要 $ の 


度 信 に よっ て 決め ら れ て いる 。「 思 庶 ] と いう 語 が 最初 に 使わ れ て いる の は 、 に 改心 する 
程 で 最初 に 行う こと で あり 、 又 すべ て の 追 の 析 抽 の 中 で 摂 初 品 め る も 。「 思 


な れ ば 、「 理 解 力 ] が 増し 理 拍 を 使う よう る 。 第 二 段 階 で 人 は 的 改革 を 遂げ る 。 を の 次 に 来る 
で は 診 強 は 完全 に 克服 され 道徳 的 六 藤 は 演 え 、[ 計 か て 自戒 し 普 行 を 行う こと は 自分 の 性 質 の 一 部 な る 。 


注 9 海 は 人 間 の 益 に な る と て も 重要 な も の で ある 。 それ は 水 の 宝 庫 で あり を そこ か ら 大 陽 は 我々 に 還 を 与え 
る 。 海 は 又 、 旅 行 や 質 易 通路 で あり 、 人 問 に 食物 姿 源 や 与え て いる 。 


注 10 地質 学 で は 山脈 が 地 雲 の 時 に 地面 を 守る の に 大 い に 役 立っ て いる 事実 を 立証 し た 。 
注 11 ここ で 使わ あれ て いる 「 道 路 ] と いう 語 は 人 間 の 手 に よっ て 人 為 的 に 作ら れ た 人 道 で は な く 大 普 か ら 公 道 
と し て 使わ れ て きた 自然 に で きた 山 造 、 川 道 、 谷 道 の こ と で ある 。 


に な ら ば 人 が ある 場所 か ら 
て い る 。 地球 の 表面 に ある 
役立っ て いる 。 旬 も 陸 や 海 


注 12 この 節 は 、 地球 が 、 谷 も 山 も 川 も な いで こ ぼ こ の な い 平 ら な 表面 を し て 
他 の 場所 へ 行く 道 を 見 つけ る こと が ほとん ど 不 可能 で あっ た ろう と いう 事 を 物 
物理 的 な 特徴 が 道 を 探す の に 役立っ て いる 。 全日 で も こう いう 日 柄 が 空路 で 非 
を 旅 す る 人 の 役に立っ て いる 。 
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18. きれ ば 、 萬 物 を 創造 せ し 者 を 、 何 一 つ 創造 多 ラン ンタ タッ ン ーッ ン ン ン 


せ ざ る 者 と 同一 祝 で きよ うか ? お 前 だ ち ま 
だ 気がつか ぬか ? 


た と いい アッラー の 思 員 を 数 え あ 


oo 


19. お 前 だ ち 、 に 4 イ さ ラ ェ ン 
VC 65 8 
ん 移す る もい 表 う で か ら ず 。 拓 か 0! 2 の OS のち 
アッ ラー は まこ と に お や さる しく 、 皿 恵 きわ の と 語 
まり な き お 方 に まし ます を ぞ 。 
20. し か も アッ ラー は 、 お 前 た ち が 何 を 隠し 、 ンク る レン の 2 る レタ イン 
QA 25 郊 う 
何 を 表わす か を 知り 慈 し 給 2。 Oo op 
し か < タッ クン ン は 由 ラン ン っ る 
21. 多 る に 、 彼 等 が アッ ラー の 他 に 拝 する 神々 区 56 絢 芝 9 0 の GTCYfGANI 
は 、 何 一 つ 創造 せ ず 、 却 っ て 自ら 創 られ た ョ フシ ウラ 
9 。 ⑥⑩ い GE っ ふう 
22. 後 等 は 死 物 に し て 、 生 合せ し 。 きれ ば 、 い の 半 S12 す 
つっ 悪 ら きれ る の か 、 そ の 時 を 知ら ず 。 MoWo25Cs る 
第 三 項 
レッ 4 
9 前 た ちの 神 は 撤 - な る 神 な 9。 きれ どら 。 sg ooY る 23 知る 
来 己 を 信 ぜ ざる 徒 華 は 、 その 心 が 真理 に 筑 果 ラン タン の ッ タク スタ 
まず 、 條 て 仙 慢 な 者 ども な り 。 es 生 ら お 人 く 095 
っ Ah た ッ ラ ー は 彼 等 が ルン ッ タッ 2 イッ ン ノ 5 
24. 邊 う 余地 な 《、 テ アッラー! ] * 彼 等 が 何 を 妥 し 、 間 61 CC 4 の 人 229 
何 を 表わす か を 知り 給 う 3。 げ に 彼 は 、 高 慢 
な る 者 を 愛 で 給 わ ず 。 of0829 紹 
に ラン タレ ポタ タッ ン と 
26. 邊 等 に 向っ て 「 主 が 流 等 に Wet MNONEIKGOMIES く 2 
は 何ぞ や ? 」 と 閉 わ ば 、 彼 美 は 云う 、[ 古 人 ラン ラン 
の 語 語 な り 」 と 。 @ の 9 
26. 復活 の 日 握ら ば 、 己 が 荷 を すべ て 背負 い 、 1 。 ン サイン (274 
午 人 命 が の 条 和 p ぇ に 有 ※ ら し ゅ た 6 の 2622 称し 252.6 0 2 
所 きる ウタ ン 
者 の 重荷 の 一 て GS 3 べし あか @62%t の 内 283268 を 
きか ! 
第 四 項 デア 4 る ング 
27. 令 等 以前 に も 悪巧み を 集 て た る 従 ウー の dao 
然 れ せ も 、 ア ッ ラ ー 化 等 の 建物 を 土 如 
a し 、 その 尾根 邊 等 の 頭上 に 番 下 し 、 陣 ed2 和 oe 
も よら 上 ころ か ら 徐 還 を 蒙 り ね 。( 注 ラク シン タッ る 
13) oe 絡 DRC 
注 13 過去 の 預言 者 達 に 反対 する 者 達 に より か か っ た の は 通常 の 破壊 で は な か っ た 。 彼 ら は 根こそぎ 破壊 き 


れ 、 彼 ら が 建て た 建物 の 上 右 や その 上 の 箕 や 屋根 は 彼ら の 上 に 倒れ か か っ だ た だ 。 す な わ ち 対立 し た 者 達 の 指導 者 
も 追従 者 も 容 炎 き れ な か っ た だ の で ある 。 
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28. きら に また 、 


復活 の 日 至ら ば 、 彼 は 彼 等 を 

克 し め て 云わ ん 、「 お 前 た ち が 預 言 者 に 反抗 

し て 、 わ ゎ れ に 併せ 祀 り し 神々 は 果して 何処 

に あり や ?1 と 。 本 され だ 和信 々 は 

で 「 げ に 今 、 恥 辱 と 災難 が 不信 
者 募 の 上 に Ta て) と 。 


アン ナハ ル 
と を イン ン て 3 。 PC 
の 00252 っ 912 


了 夫 0 46 
@ る 疾 と 2505203sh32Uh 


29. 己 れ の 魂 を 自ら を こ な っ て いる 間 に 天使 ら 。 pq ・ ンタ キン シン < 
1 iM CEAIP の 2 1 
に 如き れ た だ る 者 は 、 そ こ で 初め て 服従 を 申 内 し の こる ルン デ 
し 出 、「 我 等 は 如何 な る 悪事 行わ ず 」 と 去 を 38052 の CK 
わん 。 ( 注 14) 否 な 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち レタ ョ レン ラ 52 
の 所 業 を 知洋 し 給 5 。 Sa 
PH 補 っ ュ HH た 和仁 言 g 角 ンク か っ 。 ンー 
30. きれ ば 地獄 の 門 を 入り 、 その 中 に 住め 。 高 の 2 2 3 CAU 4 (IRC 
慢 な る 者 の 住居 は 袖 な る か な 。 ノ 
ラン 
1oI94G4) 
31. 獲 ん と も 、 主 を 連 和 奉り し 者 は 新 間 わ れん 、 ER の 衝 HERTESPLNTEC 
「 主 が 啓示 る ぁ れ た る も の を 潜 等 いか に 思う 40 OBIGGISNe GOO35 
や ? 」 と 。 彼 等 は 云う 、 最上 な り 」 と 。 療 4 ン ン CS フタ イン 
IAEA AU PTCG ou 
事 を な す 者 は この 現世 で 報 装 あ り 。 し か も る  / 則 
来世 の 住居 は 更に 良し 。 げ に 主 を 思 れ 奉る as 02 の よめ 2 
者 の 住居 は 素晴らし きか な 一 
ACE タタ ッ ン ーッ タン が レ 
92. を は 河川 流 る る ※※ 違 の 楽園 な 9。 役 等 が 欲 っ JIM 学 eS の Sg0ec そ 
する も の は すべ て を そこ に あり 。( 注 15) か は ラーン いい ょ ノッ デン ン っ タタ プ 
。 っ 2 
の 如 く 、 ア ッ ラ ー は 己 れ を 長 れ 奉る 者 に 0 際 mt 
報い 給 う 。 fP 
や の ち て 
33. 彼 等 は 滞 れ な きま ま に 天 使 ら が 命 を 台 リン わ シ ッ ッ ーー ン る の シレン ン ッ る 
げた 者 。 天使 ら は 、「 あ な た が た クン ン Ao 
さ 内 由 し ほとん / マン | を 】 
か し ! あな た が た が な し た る こと の 賞 な れ WC 2 2 
ば 、 い ぎ 楽 園 に 入れ か し 」 と 云う 。 
34. これ に 反し て 、 不 信心 者 ども は 天使 が 第 1 
等 に 際 ま ん と する を 待つ か 、 或 い は 流 の 主 SC Gi お 9 JA 
往 14 不信 者 は 、 朋 分 達 の し た 事 は 良い 意図 と 純粋 な 動機 に 基 い て お り 、 神 の 美徳 念 を 集中 る せる 為 、 


に せ の 神々 を 礼拝 し た に すぎ な いと 抗 議 する 。 


注 15 


正しく 、 敬 けん な 可 志 の 望む 事 は 神 の 意志 


よう に 骸 け ん な る 者 は 願う の で ある 。 
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と 一 致す る 。 そ れ 故 、 神 の 意図 する る も の だ けが 与え られ る 


第 | 六 芝 アン ナハ ル 
の 命 が 下る を 待つ 以外 に 、 何 を か 期待 せ 2 多 化 作 2 At 府 代 和 (3 の 
に eS ジン 
ん ? ( 往 16) 義 く 振舞 いた る 著 は 、 第 等 クー 時 タプ 
前 に も 存 し た り 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 害し た 時 了 半 28C51 5 人 0 
に 非 ず 、 害 た る は 彼 等 自ら な り 。 
コ ュ 、 る 1 コタ ント ンス イン 
35. か くし て 、 な せる 悪事 は 自ら に 遇 ね 返り 、 boSC2BLEE ら SA WAR 
( 注 17) か っ て 咽 笑 せ し も の に 彼 等 は 包 関 < レン 
され た だ り 。 @⑨G ア の て 3 も 
第 五 項 
36. 多 灯 教 任せ も は 云う 「 ア ッ ラ ー も し 信 し た っ にし 作っ 
り せ ば 、 我 待 も 、 我 等 の 父 福 も 、 彼 以外 ン の を 人 6222fehd 
EE コ IMGGAG シック 2 る る 2 
何 物 を も 栄 捧 き ざり し も の を 。 ま た 我 等 は 663 0 靖 直 
の 命令 な くし て 、 何 物 も 禁 ぜ ざり き 」 と 。 5 の ュ ノ 
タッ 、 ク 2 多 る っ 55 
着く 云う は 、 彼 等 以前 の 者 も 双 郊 り 。 し か と の 4 08 みる 
れ ど も 、 使徒 の 豆 務 は 神託 を 明瞭 に 宣 達 す ルク の る 
る 以外 、 他 事なき に 非 ず や ? の か 
37. わ れ ら は を それぞれ の 氏 の 中 か 6 ら 一 人 の 便 徒 0 2 スプ る 人 7 の 
MV う To) あ 
を 選び 、 読 か し め ゅ た り 、[ ア ッ ラ ー を 崇拝 し 、 bg 交 ES282 
邪神 を 避 け よ 」 と 。 彼 等 の 或 る 者 を ブッ ラー je へ る の る 居 人 0431H1RCC4 
は 導き 給 い 、 駐 他 の 者 を 迷 う が まま に 任 し の フッ ンク 。 
た り 。 きれ ば 各地 を 経 巡 り て 、 頂 言 者 た ち  oP み U 多 02MUIP て に 生 が 
を 牧 る 者 と 過 し た 徒 拳 の 末路 や 各 何 ん 、 と 。 ッ ク 2 タ レレ レラ ラン ロン 
光る が よい 1 ek set28 
38. た と い 液 が 彼 等 を 導 か ん と 切望 し て も 、 知 82 93948066 24864 1 し 1 
る が よい 、 ア ッ ラ ー は 迷 ゎ し めん と し た 者 2 5 
は 断じて 導 か ず 。 あ の 者 ども は 如何 な る 表 @ の gg み 沈 Ez 
け 手 も な し 。 
39. 彼 等 は アッ ラー の 御名 に か け て 、[ ア ッ ラ ー ゆっ ろ 郊 92 く 高 6 
は 一 た び 死 し た る 者 を 難 ら せ 給 わ ず 」 と 臣 クン と 前 
( き 否 、 ア ッ ラ ー は 必ず 死者 を 革 ら せ 。 ツ じ 陳 kk うい こみ の 
こ は 彼 自 ら を 征 り た る 約束 な り 。 き れ ッッ ッッ ン 
と 世 人 の 大 半 は 光 を 知ら ず 。 ⑨9* 
注 16 * 天使 を 待つ : は 個人 の 不信 仰 者 の 破壊 を 交 味 し 、「 主 の 命 が 下 る を 待つ ] は 国家 の 減 亡 を 世 味 し て い 
る 。 
注 17 回 行 が 錯 せ られ る と いう 事 は 、 外 か ら 発生 する の で は な く 、 そ の 行為 その も の の 中 然 の 結果 で あり 、 


その 行為 の 度合 い に 応 じ に ただ も の で ある 。 
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. 彼 等 の 論争 の 問題 を 役 等 に 明示 し 、 且 つ 信 
ぜ ぎ る 者 に 自分 た ち が 嘘つき な る を 思い 知 
5 しゅ ん が だ め に 、 彼 は 死者 を 聴 ら せん 。 
( 注 18) 


CO3456 交 フッ タン シン MCAKGC り 
afp 


ラシー ビィ ンク る レン 
1 せら 何事 か を 近 す る と き は 、 だ IMRIEOKO1MAO 0 
と 云う の み 。 語 し て 、 急 ち 存 す 。 @6 多 3 
和 太 融 ッ 
42. アッ ラー の 道 の た め 政 に 迫 客 を 芝 り 家 損 を 紹 eoejdbzogl 2 者 5 
近 わ れ た る 者 は 、 彼 等 は 知る さく も ない が 、 ーッ クン る ラン 
われ ら は 彼 等 に 現世 で 必ず 佳 い 住居 を 与 前 陸 の 町 の 2 
え 、 来 世に お いて も ぅ 更に 大 な る 報 状 を 与 を ッ ン タン シン 
メー 
43. すなわち 彼 等 は 瞳 忍 不 抜 に し て 、 る その 主 を の 8 閉 363 の 身 
ーー ) タン 63 う う ウ mo AN 
信ずる 者 な り 。 3 ぴ う 
44. われ ら は 、 啓 示 を 授け た る 人 々 を 除い て 、 スン る し ン 
PE 1 SN Nb 1M 
何者 を も 流 以 前 に 造 わ し た 9 は せ ビ 。 流 之 上 59 うら)9SoeEC3 
サン タン プッ クッ ク ラン 
は 警告 の 聖 黄 を 持て る 民 に を @⑭osts59 85 和 内 
ええ 。 
4⑮. われ ら は 明 証 と 経典 を 授け て 使 作ら を 追わ 2 P 和 の 
し た り 。 わ れ ら が 光 に 警告 の 典 を 授け た MP っ うら し 
る は 、 今 迄 に 降 き れ た 1 も の を 人 人 々 に 解明 せ る 3 を クン ン っ 旬間 は 北 IN 
ん が た め 、 き すれ ば 彼 等 も 熱 研 せん 。 1 の や りう ジジ 
46. 可 事 を た くら ぜ あ の 者 ども 、 ア ッ ラ ー の 怒 。 。 叶 レッ 
っ 1 和 
り に 触れ て 大 地 に 府 み こま れ た り 、 又 は 思 る 8 ele KC の 
い が け な いこ と で 大 前 を 或 る こと な ど な し マン ラタン ン oo 
〇 %| DC 生 と I Yo 
ほ 確 信 す る や ? @oe OAI 
47、 或いは 、 あ ちこ ち 動 きま わっ て いる 際 に 、 。 有 レッ 
半生 00041 イン ルッ タ シャン 
神 の お 考え を 遅く べき 途 な き と き に 、 彼 等 ② の の 3 の 2 し 5 2e455 ③ 9Oeb 
を や アッ ラー は 捉え 給 わ じ と 信ずる や ? ( 注 
20) 
注 18 復活 の 日 に 悟る 真理 が な 為 、 不 信者 は 復活 を 否定 し た 事 は 馴 か で あっ た と 認め る 事 
と な る 。 ま こと に 復活 の 日 の 真実 の 実現 は 沈 全 無欠 な の で ある 。 
注 19 「 在 れ ] と いう 語 は 、 神 が 既に 存在 し て いる も の に 対し 、 命 令 を 下す と いう 意味 で は な い 。 それは 単 
に 望み に つい て の 表現 に すぎ ず 、 神 が 望み を 表明 すれ ば 直ちに それ は 成 式 きれ る 事 を 意味 す る 。 
注 20 不信 の 徒 が 、 度 々 の 旅行 や 、 そ の 活動 が 自由 で 制限 きれ て いな い 事 か ら 、 彼 ら の 力 は 無敵 で 栄光 が 常 
に 彼ら と 共に ある の だ と 、 信 仰 を 持つ 者 が 考え て は な ら な い 。 問 も な く こ うい う 活 動 は を の 政治 力 の 破 減 を 折 
くだ ろう 。 
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48. は だ たま た 、 少 し ずつ 消耗 きせ て 破 減 に 導く すう る ダッ タン 56KX タン イン 
前 な し と 信ずる や ? と も か く 、 お 前 た ちの @2A の のり の デ と で > 


主 は 実に ちゃ や き し く 、 弟 
ます 。 ( 注 21 
49. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が 創り 給 いし すべ て の も Ab 科 の 乱発 5 
、 か し こま っ て アッ ラー に 平伏 し な が 
テー プット トッ タ ン は の る 2 CA 人 に < 
ら 、 右 か ら 左 に その 影 を 移動 する を 観 ぎり  @⑳O222222 ぅ 91ASOMA Outo 


深き お 方 に まし 


し か ? 
80. 天 に 在 る も の 、 地 に 在 る 6 の 、 徐 8 の の 9 じらし 08 53 
ラー に 額 づ く 。 諸 天 使 $ また 然 り 。 後 和 
高 優 に 俳 ず 。 


51、 す な わ ち 、 彼 等 は 避 れ ら の 上 に 和寿 す 主 を 長 
れ 、 そ の 命 補 ら れ た る こと を 行う 。 


Re 


第 七 項 
52. アッ ラー は 云え り 、「 二 神 を 拝む な か れ 。 神 
6 され ば 、 わ れ ら の み 長 れ 散 
を | と 。 ( 注 22) 


53. 天 に を る も の 、 地 に 在 る も の 、 すべ て は アッ 
ラ ラー の 所 属 に し て 、 彼 に こ を 永久 に 服従 す 。 
然るに 、 お 前 た ち ア ッ ラ テー 以外 に 何者 を 明 
る る か ? 

54. すべ て の 恩恵 は アッ ラー 時 
な れ ど 、 お 前 た ち 秋 難 に 造 えば 、 k 
を 求め て 嘆願 す 。 


95 遂 て 、 彼 は お前 た ちか ら を の 科 台 を 取り 欠 て 92322ob5B 2 3338 
ける と 、 な ん と 、 お 前 た ちの 或 る 者 は 主 に レル 
億 を 祀る 者 を 配 し て 、 の 


注 21 "この節 は 、 不 信 の 徒 の カカ は し だ い に 弱 く な る と いう こと で 、 信仰 を 持た ぬ 者 は 徹底 的 に 打倒 さ れる 前 
に 、 イ スラ ム の 力 が 時 大 し 続け て 最終 的 に は 勝利 を 収 ゆ る と いう 到 李 に と りつ か れる 事 と な る と いう 意味 で あ 
る 。 
注 22 宇宙 の し 〈 み を 研究 すれ ば 、 宇 宙 に 存在 する その 素晴らし い 一 紀 性 が 明らか に な る 。 も し 提 が 一 人 で 
な か っ だ た なら 6 ば 、 こ の 鉄 上 て し まっ た で あろ うし 、 そ の 上 、 も し 二 人 の 神 が い た ら 命 令 を 実行 する た 必 
一 人 の 押 は も うぅ 一 人 の E わ な けれ ば な ら 5 な か っ た ろう 。 こ の 場合 、 二 人 の うち 一 人 の 神 は 不 必要 で 
あっ た ろう 。 も し 二 人 共 、 同等 で あっ た な ら ば を それぞれ が 影響 を 及ば し 統制 する 宇宙 を 持っ て いた こと と な る 。 
そん な な れ ば 、 ぢ お 太い の 問 で きっ と 意見 の 相 邊 が で た こと で あろ う 。 し か し その 様 な 仮定 は 不条理 で ある 。 
それ 故に 、 全 宇宙 を 創造 し た の は 唯一 の 神 で な けれ ば な ら な い の で ある 。 
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56. わ れ ら が 彼 等 に 型 れ た る 恩恵 を 格 定 す 。 き タン 
れい ば 、 し ば し 化し む な が ょ い 。 ゃ が て p 衣 た の GOASG23 SEug 夫 の 
ち 思 い 知 らん 。 

57. 彼 等 は 、 われ ら が 授 けし も の の 一 部 を 偽り 4 らら 人 3 うう 1 2 の の て る 姜 っ 
の 神々 の た め に 月 CO の に) Be 
云う 、 ぉ 前 た ち ! を の 指導 し た か ぼ に より 52 と 6 AE 
必ず 組 明 せら る る べし 。 

58. それ ば か りか 、 彼 等 は アッ ラー に 娘 ら あり ンタ ン ンタ グッ ンタ ニコッ トレ タレ レン 
ほ 共 う 一 臭 れ 多き か な 1 一 と ころ が 、 自 ら 。 の ら 央 3 っ Co 0 O9RSO う 
は 所 望 す る も の を 欲し が る 。 ( 注 23) 

ら レア ナメ 人 ッ ン レッ ゃ タン 

59 現に 、 彼 等 の だ れ 5 が 区 生 の 幸せ を 遼 BZ248 つ はまら り 陳 くも SH 

け ば 、 多 ち 失 意 落胆 の 余り その 顔 は くぅ 8。 0 の と 


もら み 
60. 彼 は その 算 い 報せ の た め に 人 目 を 避け 「 和 る 包皮 と の 
を 恵 ん で 之 を 育つ べき か 、 そ れ と も 土 中 に ン 。 
フト ン ニン ン 2 る 、 ょ の イッ ンー 2 の ュ ラ 
埋め る べき か ] と 思い 意 う 。( 注 24) げに 、 に と の EECKYK 人 の 


彼 等 の 判 所 た る や 政 悪 な 9 。 ee 交 。 
1 来 記 を 信 ぜ ぎる 年 の 地位 は 本 まな り 、 こ 25393 は も 9065 の 3 
れ に 反し て 、 す べ て の 高尚 な 属性 は アッ ラン も が フッ ッッ 
ラー に 属す 。 る は 雄 犬 に し て 、 覧 哲 に まし IOYAIMIY を の 1REAI 
ます 。 
第 信 項 


62. も し 仮に 、 ア ッ ラ ー が その 蛋 業 故に 入 を 劉 の た 
き ば 、 彼 は 地上 に 一 個 の 生類 も と り 残 すま 作る リー 
じ 。( 注 25) 然 れ ども 、 彼 は 定め られ だ る ゆで の JAM22 な る 85 8 


往 23 この 節 で は 、 信 仰 を 持た 史 者 の つま ず き の も と は 、( 上 息子 で は な く ) 女 の 出生 が 神 の せい だ と する こと 
に ある 上 言っ て いる 訳 で は な い 。 しかしながら クル デー ン で は 息子 の 出生 を 神 の せい に する 事 も 、 強 く 非 黄 し 
て いる Q9 将 91、92 節 )。 当 節 で は 単に 、 不 信者 が 娘 の 出生 に より 面目 が つぶ れる と 信じ こん で いる の で 、 神 
の せい に し て し まう 彼ら 6 の 超 か る に つい て 述 べ られ て いる 。 

注 24 ここ で 言及 され て いる の は ある アラ ブ の 種族 で 流行 し て いた 女児 を 生き 埋 ゆ に する 野 密 な 習 に つ 
いて で ある 。 彼 ら は 女性 に 対し て 非常 に 低い 認識 し か 持っ て ぉ ら ず 、 を の 社会 で 極端 に 低い 地位 し か 与え て い 
な か っ だ た 。 ク ルアー ン は 女性 の 名 誉 を 強く 支持 し 、 す べ て の 合法 的 な 権利 を 認め て きだ 。 こ の 点 で クル アー ン 
は 世界 中 の 罰 典 の 中 で 独特 な も の と いえ る 。 

注 25 神 に よっ て すべ て の 罪 が 一 度 に 罰せ られ だ た と し た ら 、 世 の 終り が 米 て 地上 の 生物 が すべ て 死に 絶え て 
し まう 八 、 罰 の 下さ れる 時 が 遅 ら き れ て いる の で ある 。 人 は 罪 の 結果 し し て 減 ぼ きれ 、 信 の 減 亡 後 は 動物 や 高 
な ど は 生存 する 缶 の 目的 が な く な る 。 動物 等 は 、 人 間 の 役に立ち 、 人 間 の 利益 に な る た め に 創 ら れ た の だ か ら 、 
人 間 と 共に 減 び る の で ある 。 
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フィ ラン シン ン を 人 レン マタ タン ン て 


期限 まで 役 等 を 痢 父 す 。 し て 、 そ の 時 当 

oeusco】 5 に CoO2EGY 0 届 人 
ちば 、 彼 等 之 を 時 6 怒 し 、 双 早め る こと の oy うう テー ッッ el> 
仙 も ず 。 

63、 獲 し な が 6、 彼 等 は 己 れ の 好ま ぎる 6 の を 。 つ G ROSE た ACT 
アッ ラー に 振り 当て 、 し か も 、 最 上 な も 6 の リン ルン モッ シン 
は 自分 た ちの た め に ある べし と 人 ぬり を 述べ の 822BA る OU の Ss な っ 02 が る 1 
る 。 惨 い も な く 、 楽 火 は 彼 等 の ぁ の 、 そ の eg 導 
中 に 彼 等 は 見 捨て られ ん 。 は 

64. 神 か け て 云う が 、 わ れ ら は 流 以 前 に も 計 リン の IGRGP 
の 民 に 使徒 ら を 遺 わ せり 。 媒 る に 、 悪 ッッ ラシン 
それ ら の 氏 を し て 己 れ の 所 業 を 正しい と 92220252 う 8 が CT の 
わし め だ た 5。 きる れ ば 、 日後 等 の 序 護 者 は 1 
悪 鹿 な れ ど 、 何 れ 彼 等 6 痛 同 を 賑 らん 。 @%9 

65. もち が に 計る か 波 に 、 役 待 生生 宣 る す 5 

GEINOUTGNIIGMORIPT 
論争 する 問題 に つい て 彼 等 に 、 解 明 せ し ng ダッ 
- レッ ン ンー クタ ン ツ 
めん た め 、 ま た 信ずる 者 へ の 和 導 並 びに 619 ア SPYGeK で も 
慈英 た な らし ゅ ん が 覆 な り 。 

66. アッ ラー は 天 ょ り 水 を 隆 し 、 之 に よっ て 先 ASME 2 洗 苔 5 
せる 大 地 を 避 ら し む 。 げ に この 中 に は 二 作 ラン ンー も ーー 
ける 者 へ の 神 兆 あ 2 。 69 和 3 の 969958863 

第 九 項 

67. また 、 家 畜 の 場合 に も 、 お 前 た ち へ の 教え 用 る CN シン 
あり 。 あ われ ら は 、 役 等 の 腹 中 に ある 6 の 、 層 財 3 9 の の INS 
すなわち 排 浴 物 と 液 中間 に ある 清らか IGEtEMe9eA 
な も の 、 飲 む 者 を し て 棒 き を 得 き し むる 乳 olGEGEGCS の Ao 
を お 前 た ち に 与 う 。 

3 コ 学 ラー ン ッ た る ンー 人 ン クズ うる る 。 ン 

68. また 、 吾 衝 子 と 箇条 の 集 実 、 お 前 た ち は だ の 68 oey SO の 5 
に て 酒 や 体 に よい 食べ 物 を 得る 。( 注 26) レン 。 コ レシ ーッ レン 
この 中 に 含ま れる も の は 、 近 理 を わき まえ 6 の WE UEUEWSGS ま 1 で 
た 者 へ の 確か な 神 光 な り 。 

69. また 、 液 の 主 は 密 蜂 に 甘 示 し て (2 の stgid2sI3 ed 和 
「 丘 や 覆 問 や 、 又 は 人 が 作り し 棚 に 、 お 前 リン レレ ン レッ 
た ちの 柴 を 営め 。 の ot23 

注 26 神 に よっ て 創造 きれ た も の が 自然 で 純粋 な 形 の まま で あれ ば 、 純 で 健全 で 活力 の も と と な る 食物 に な 

る 。 し か し 人 が それ ら を 自然 の まま 用 いな い の で あれ ば 、 損 われ て し まう 。 同じ 様 に 神 の 教え 6 完全 な まま で 


ある 限り 、 精 神 的 に 非常 に 有益 な $ る の と な る が 、 
注 27 
の 節 に は 、 全 宇 


その 完全 き が 損 わ れれ ば 全く 役に立た 


な く な る 。 


ここ で の 阜 示 は 、 神 が すべ て の 割 造物 に 生ま れつ き の 本 能 を 与え られ た よい う 事 を 意味 し て いる 。 こ 


二 は 、 


明らか で あっ だ り 隠 きれ て いた りす る 北 示 (直観 ) に よっ て 円 滑 に 首尾 よく 動い て いる 


ー 邊 5 一 


る 
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70. 


71. 


72. 


73. 


74、 


- きれ ば 、 


前 し て 、 あ ら ゆ る 果実 を 食し 、 玉 に よっ て 
教え られ た 分 り 易 い 道 を と っ て 族 巣 せよ 」 
仰せ られ 給 う 。 か く て 購 貴 の 体内 か ら 多 
様 な る 色彩 の 薬効 ある 飲物 出 づ 。 こ の 中 に 
含ま れる も の は 、 思 次 する 者 た ち へ の 確か 
な 神 兆 な り 。 

テッ ラー は お 果 た ち を 側 9、 い つか また 死 
な し む 。 市 し て 、 お 前 た ちの 或 る 者 を 、 知 
り だ た る こと を こと ご と 忘れ 果て る まで 長 
生き せ し む 。 げ に アッ ラー は 、 全 知 全 
まし ます 。 


能 に 


第 十 順 
まだ 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ちの 成る 者 を 富 徐 
な らし め ゅ だり 。 釣る に 、 こ れ ら 6 の 加 恵 を 施 
きれ だ る 者 、 己 れ の 店 手 が 所 有 す 者 に を その 
財産 を 天 ち て 、 デ を 等 し て 配分 する こと を 
せ ず 。 鉄 ゅ は 、 彼 等 は チッ ラ ー の 恩 思 を 非 
認 せ ん と する か ?7 
また 、 ア ッ ラ ー は 、 前 た ちの 中 か ら お 前 
だ た ち に 配偶 者 を 与 ん 、 そ の 配偶 者 か ら お 前 
た ち に 子供 や 孫 を 拉 け 、 耳 つい ろ い ろ と 結 
構 な も の を 供給 し 給 う 。( 注 28) 然るに 、 
彼 等 は くだ ら 6 ぬ ね も の を 信じ て 、 ア ッ ラ ー の 
恩 皿 を 認め ざる か ? 
アッ ラー を る し 拓 い て 彼 等 が 迷 め る 如き も 
の は 、 天地 か ら 加 何 な る 央 物 も 彼 逢 与え 
ず 、 の みな ら ず か か る 能力 を 所 有 せ ず 。 
アッ ラー に 類似 せる も の を 造り 出 
す な か れ 。 げ に アッ ラー は 知り 給 う が 、 お 
前 た ち は 知 ら ず 。 ( 注 29) 


レナ 


な ea 92 の 


ッ 
5 衝 っ る の ポン ンプ レイン 


や や の ろ し の る ゆ 
AM メア チコ ター ング 

人 38 る id 
と の 2 る 

os 


クス て そ ゃ く ーー タン ルン ピラ ッ ン イタ ンス 
CS は os ASS 2 
レン ンク ィング の 痢 て 年 あ を ャ の 生ま 生 F 
ee る 32 直史 る 導 


クッ タフ ラン バン ン ン 


の の Okeo 際 0EEYWGPMP の の 


イン ノン ラン 。 (導く 
寺 光る 部 5 
クマ ンズ る フン フン 


と を 大 
マン > フー レン 200 し TL 
So 中 ーー 


イタ ラク っ アッ ニン ラ タ ッ ラン 
は ま る る U59 し Ao の 5083 
61GKAPOK も HHY を つの 1 人 PMOI い 1 
シ 


55 信 POUNIGOIPIK 人 る 
@6255 


2 イィ タ 


\ 記 


と いう ほのめかし が 隠さ きれ て いる 。 言 
ご け を の も の が 存在 する 日 的 に か な っ て いる 


行動 する 時 1 。 
り は 裸 限 に よっ て も 見 る こと が で きる の で 素人 の 観察 者 を も 感動 き 


な ぜ な ら ば 蜜蜂 の すばらし い 組 織 と 仕 


せる 事 が で きる か ら で あ る 。 
この 節 は 神 の 唯一 性 を 、 支 持 す る 論点 と し て 、 私 有 の 本 衣 に つい て 述べ て いち 。 


注 28 
告 29 


入間 は 神 の 信 大 で 限り な い 力 に つい て 何 も 知 ら な い の に 、 


は 、 厚 か まし い 眼 り で ある 。 


換えれ ば 、 す べ て の 創造 物 は 天 弁 の 本 能 と 


生ま れつ き の 末 質 に 従っ て 


と いう 事 で ある 。 穴 星 ヵ た 例 と し て 條 ば 


神 に 関す る 法則 を 考察 する な ど と いう の 
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7⑥.。 アッラー は 、 半 の 持ち ゃ の に し て 自 6 は 和志 60233 を 多 ど る 
名 な る 力も 5 た の 俊 款 を 、( 生 30) われ 5 し の の の の の の 
が 詐 か ら 佳 き 供給 物 を 賜わり た る 者 が 、 ひ yoGIECGD。 55 の 3 
を か に 、 双 公然 と を れ ら を 施し に 使う 自由 ラク シュ シシ イン シッ ンス 
人 と を 比較 し 給 う 。( 注 31) この 両者 果 し 。 \ っ 2 5425 かう ひみ 333 
て 同等 な る か? アッ ラー に 美 あ れ 「 る れ ンタ イッ ン 
ど 、 彼 等 の 大 半 は 交 を 知ら ず 。 ノ Os 

ッ ンー ン プン ンー ライ ク る クン ン タン ンマ ン 

7. また 、 ア ッ ラ ー は 、 二 人 の 男 の 比 座 を 説く 。 0592R じ GOTo023 52 つる 5 
一 人 は 聴 に し て 、 何事 も な わ ず 、 何 処 イセ ンタ ) ンタ レン Ii ッ ン ョ タイ ウズ 
に 汗 っ て 役に立た ず 、 主 人 の 電 知 な な る 00422 し 22E の 3 


ば か り 。 か か る 者 が 、 正 義 を 勧め 、 直 き 造 mL し 2 k ラン 2 の 
を 踏む 者 と 同等 し な り 得 べき や ? っ 2 う osb う 2 の る 542 
の AS か いう を 


あめ つ ち 第 上 一 項 4 ちょ ラプ ラ る 1 タウ る 
78. 天池 の 邊 徐 .( 注 32) は アッ ラー の 名 ) 谷 EIC MO]r 人 EUV 名 


うほ ころ 、 前 し て 、 約 束 の 時 起 を は また た る 侯 ン ス ンス イン 
て 間 に 人 だ り 。 耕 、 を れ より 6 加 や か な り 。 20ROICPPP ス IE 


狼 5、 アッ ラー は 高 事 に 菅 っ て 力 を 有 す 。 @ の ちっ 


の > ッ ラ ー は お 前 た ち に 感 ンタ イン プン ンタ ラ ョ ッ ン U 
79. まだ 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち に 感謝 せしめ ゆん も 8559 っ lo35 2 3 生 [人 ? 


が だ た め に 、 お お 前 だ ち を 母 の 胎内 か ら 何 も る 解 


セラ ラン シッ フー ルン ンス 
ら ぎ ざる うち に 取り 出だし 、 号 と 日 と と を 072 93CI く IS < 
与え 給 を 9。 ( 注 33) レッ ルン 
⑨c5 
80. 人 大 伴 ア ッ ラー ビ 碑 う 飛 放 ぎる ララ ンク 
か ? アッラー に 非 ず し て 誰が 飛島 を 制す る 2 らら AU 
* ン る 


用 
- この H 、 プラタ ッ る ーッ 2 1 は アス くる 5 も イタ ク 
ぞ 。 (3 の 礁 か に 、 こ の 中 に 合 ま れ て し OTN た か に DEIETETSUENDUGYSN 
る も の は 、 信 仰 す る 人 々 へ の る ま ぎ ざま な 
神 光 な 5。 
注 30 不信 心 な 者 は まる で 意志 と 行 動 の 自由 を 失っ て 、 自分 の 低い 欲望 と 快楽 の 隷 に な っ た 者 の よう で あ 
る 。 
注 31 ここ て 湖 考 た きれ て いる の は 斑 な る 預言 者 一 神 の 最高 の し ゃ べ の 事 と 思わ れる 。 (①) 織 は ( 夜 に 人 畑 の 
た め に 祈る こと に より ) 人 に 知ら れる 事 な く 人 類 に 仕え ん 、 又 ( 目 に 見 える 奉仕 活動 に よっ て ) 常々 と 人類 の 為 
に 尽く し た 。(2) 彼 は 信 夜 絶え 間 な く 人 人 類 の 人 為 に つく し た 。 
注 32 「 天 地 の 典 秘 】 と は 即ち 、 信 じ な い 者 の 最終 的 な 敗北 上 当惑 、 を れ に イス ラム の 勝利 を 各 味 する 。 
注 33 聞い た 5 り 見 た 9 理解 し た りす る 能力 は 、 こ の 順序 で 人 が 知識 を 得る の を 甚 け て きた 。 生 まれ だ ば か り 
の 子供 は まず 、 聴 力 を 使う 。 祝 力 が 次 に 発 朋 し 、 そ し て 成長 の 最 絵 段階 し し て 理解 が 発達 する 。 
島 を 近づけ な いと い 


は 鳥 が 勝 軍 の 後 


注 34 この節 で は 間もなく メッ カ の 不信 の 徒 に ふり か か る 多 に つい て だ け 述 べ て いる 
う 意味 は 、 信 じ な い 者 の た め に 用 意 し て ある 呈 を 保 劉 し て いる と いう 事 で ある 。 ア ラブ の 詩 に 
ーH7 一 
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81. 


82. 


83. 


84. 


85、 


86. 


87. 


まだ た 、 ア ッ ラ ー は 、 ぉ ゎぉ 有 前 たち に 安息 の 場所 
ほし て 家 を 与え 、 ま た 家 畜 の 友 革 に よっ て 
天草 を 与え 、 旅 路 に あっ て も 、 宿 党 に 際 し 
て も 、 を その 軽便 き を お 前 た ち に 分 らし め た 
り 。 ま た 役 は 、 家 畜 か ら と れる 羊毛 や 据 皮 
ゃ 獣 毛 で 世 道 具 や 時 期 に 応じ た 必需 品 を 
お 前 た ち に 与え だ り 。 

また 、 ア ッ ラ ー は 、 創 造 せる 操 木 で な 前 た 
ち に 日 陰 を 作り 、 山 中 に 謗 難所 を 設け 、 甘 
失 を 防 て 束 務 戦場 て を の 貞 を 胡 2 和 
と を 与え だり 。 か く の 吉 く 、 彼 は お 前 た ち 
を 服従 帰 低 き せん が た め に 、 を の 恵み を 全 
うす 。 


きれ ど 、 も し 彼 等 音 を 向け な ば 、 液 は た だ 
神託 を 伝え よ 。 
邊 等 は アッ ラー の 恵み を 認め つつ も 、 ジ を 


耕 認 す 。 世 人 の 大 半 
者 品 な り 。 


は 活 り 固 


まっ た 不信 心 


第 十 二 項 
われ ら が それ ぞ れ の 民 よ り 一 人 の 証人 を 立 
て る その 日 を 師 れ まい ぞ 。( 注 35) を の 日 
不信 心 者 ども は 犯し た 行為 の 修正 は 許 き れ 
ず 、 ま た 痢 解 も 許 き れ ぎ ざる べし 。 
非行 を 為 せ る 者 ども が 和 記 を 目のあたり に 
見 ん と 時 は 、 そ は 彼 等 の た め に 軽減 せら れず 、 
また 鎖 子 せら れ ぎ る べし 。 
アッラー に 福神 を 併せ 祀り し 彼 等 が 、 
季 神 を 見 て 、 云わ ん 、「 わ れ ら の 主 よ 、 


その 
彼 等 


CNS AE Ra 
の の の る 2 59 
CB 2 

@gedG23G 


ジーン 


ク 


(SO 


衝 人 と 3<3EG3fJEi 

CA の の まで 5 昌 

oo 

の 

人 2 和合 alc る る る 
@os350 1 を 


ン ラ 
タイ て う る スタ タフ タン ラッ フン 


63 お 83 ED びっ 52 の う 
@52K3 23935280 の 巡 
2 の NGIHRAIT の UI の 
@62 2293 


ば 1 あま 024HF33AIU 


に つい て 行っ て 戦場 で 側 き れ た まま に な っ て いる 敵 の 死体 を つい ば むこ と が 述べ られ て いる も の が 沢山 ある 。 


アラ ブ の 誠に よれ ば 鳥 が 空中 を 舞う と いう 半 
神 は イス ラ 


ん 戦 


許可 が 全 


ん で いる 鳥 に 食わ れる と ころ と な る の で ある 


注 35 


この 人 節 で は 軍 よ り の 使者 が 世界 の すべ て の 民族 国々 に 送ら れ た ヨ 


革 は 、 部 族 の 下北 と 破壊 を 象 谷 し て いる (67:20 
、 教 徒 が 信仰 を 持た 省 に 対し て 戦い を 挑む 事 を 差し 控え る せ た と 言明 し て いる 。 し か し 、 
えら れる や 否や 、 不 信 の 徒 は 、 打 ち 負 か きれ 破 減 き せら れ 、 信 仰 を 持た 史 者 達 の 死体 は 空 を 飛 


の 節 で は 、 
いっ た 


が 述べ られ て いる 。 この 主張 は す 


べ で て の 経典 の 中 で クル アー ン に だ け 述 べら れ て いる も の で ある 。 を そし て クル アー ン に よっ て 約 1400 年 前 に 明 ら 


か に きれ た この 主張 の 真理 が 、 


今や 人 類 の 上 を 照ら し 始め た の で ある 。 
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こそ は 、 等 が 日 頃 主 の 代り に 栄 め た る で KS E 老 * ンマ 
939 ば AN 
各 革 希 な り ] 上 。 す る と 、 役 等 は 臣 ち に 反 3 の の 
駿 せ ん 、「 お 前 た ちこ そ 成 言 者 な り 」 と 。( 注 oO 間 ま SUUtI 
36) 
99. その H 彼 等 初め て アッ テー に 素 順 を 申 貞 6eE3522GL be 
し 出 で ん 。 前 し て 、 彼 等 が 揚 局 せ し 抽 々 は レッ ルン 
彼 等 を 見捨て ん 。 の cu 
89. 自ら 不信 選者 に し て 、 人 を アッ ラ か 
ら 背 か し め る 者 に は 、 を その 密 審 牙 に 、 負 の フレ ニン 
の 上 に 更に 針 仙 を 加え ん 。 @959S ゆ CoA32 
90. われ ら が それぞれ の 民 の うち に 同族 の 一 人 リィ コタ フン フッ ン 
の 証人 を 召し 出し 、 役 等 に 対す る な 2 ば らら の の 
せる 日 を 、 記 れ ま い ぞ 。 衣 し て 、 わ れ ら 5 は の ccC は 02 の CH 仙 3 
液 を この 確 誌 に 対す る 証人 た だ る べし 上 す 。 計 本 レン 
きれ ば こそ を 、 わ れ ら は 一 切 を 解明 する 弥 典 お 2o233 放 Mt 
を 拡 に 放し 、 神 に 和 必 順 最 する 者 へ の 
打 導 と 慈 間 と 前 報 た らし め た る な り 。 
第 十 三 項 
91. げに アッ ラー は 、 表し 半生 び に 導 に sb に sbJ58 4 死人 9 
紋 す る 剛 ケ を 命じ 給 い 、 松 行 し も 避 普 びに 。 ュ レン レル gs 
間 送 を 筑 じ 給 う 。 か く 誠 め 論 2 は 、* 前 た ゆる ぞい 0 と 2 は 向 


ち に 留意 せしめ ん が た め な り 。 フン シン ン タン 
@S%8 KONG 


92. 前 た ち ア ッ ラ ー ト 約束 し た な ら ば 、 を の ン t ン ン 
ペ 341 
約束 を 全う せよ ょ 。 容 約 を 確認 し 、( ま 37) 還 90 プチ 0039PORNKT 


ECCSG の At11 


っ ちゃ びと 36398 CN1 


テッ ラー を 証人 と し た る 後に 之 を 破る こと Ns の 40 2E26825 っ 2 信人 5 
クア オ アテ アア ア チ 1 
に 知り 給 う 。 @6 あ お 2 人 58 
5 合 グン シ 
れ 。 いか に 一 方 の 集団 が 他方 よ 2 優勢 に 骨 
な っ だ か ら と いっ て 、 約 を 策 路 の 手段 〇 ご 
注 36 偽り の 神 と を の 信夫 者 と の 間 の 論 委 が 、 示 唆 し て いる 事 は 、 罪 と 、 真 理 の 机 定 に 基 て 友情 は 決し て 長 
続き し な いと いう 事 で ある 。 
う 語 で 表 わ る れ て いる 。 
注 38 この 節 と 次 の 節 で は 、 ど ん な 事 を し て も 守ら な けれ ば な ら な い 奪 い の 死 守 に つい て 最大 級 の 強調 が な 


な か れ 。 ア ッ ラ ー は お 前 だ ちの 行為 を 確実 
っ < 
. せっ か く 紡 い だ 糸 を 人 角 9 な た る な か レン ささ プイ クック イン を 
93. せっ か く 紡 い だ 和 を 解す 女 の 如 く な る な か 589 っ 96 の ら 85 
ラン レン ラン レラ タ る 6 
MG:2 人 dl 93 お 
使う な か れ 。( 注 38) アッ ラー は 逐 に ょ っ 
注 37 信徒 が 神 に 負っ て いる 風 豚 は アッ ラー の 約束 と いう 語 で 宜 わ きれ 、 仲間 に 負っ て いる 義務 は 奉 約 と い 
きれ て いる 。 
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て 前 た ち を 試み ん と す 。 さ きれ ば 復活 の H る る MOE S | る 
に 記 て 、 彼 は 前 た ち が 意 見 を 秋 に する 事 。 デン ル VPSEDP 


本 を 必ず 前 た ち に 切 確 に せん 。 5 人員 緑 2 層 

94. アッ ラー も し 飲 し た り せ ば 、 彼 は 必ず お 前 和え み 。Gz< セン スン 
2 5 1 ャ て イグ 
た ち を 一 団 し な し 得 た 符 。 き れ ど 、 彼 は る 8 9 ( 電 あ 
の 欲す る 者 を 述 れ しめ 、 ま た 、 欲 する 者 を 。〔 く 8 La の 
導き 給 う 。 弁 し て 、 お 前 た ちはる その 為 せる 。 了 
こと に つい て 必ず や 訳 問 き れん 。 KOIOHWDACG 


55 前 た ち 、 近 約 を お 二 い の 間 の 案 手 役 1518 科 と AGU 
に 使う こと な か れ 。 ( 注 39) 氏 ら ず ば 、 中 ODN は 


ろ し め た 脚 は 洪 り 、 人 々 を ア ッ ラ ー の 遺 か の 5083 SYS 
ら 6 背 か し ゆめ だ た る こと の だ め に 、 不運 を 営め 了 の 
きせ られ 、 時 つ 重 刑 を 受け ん 。 @Ae と の 83995 


96. アッ ラー の 契約 を わ づ か な 代価 で 売る な か ュー の ンク の ま 。 ラン 3 
PO の MC2P0P ど 1 GA 
れ 。 お 前 た 共有 する だら テッ ラー 2 2 ン ID 


の 語 に ある も の こそ 前 た ち に より て 最も oOPWKYCK 人 EN 
科 れ る を 知 6 ん ( 注 40) ~ 
97. お 5 前 た ちの 有する も の は 消 渋 すれ と ど 、 ア ッ 6 っ 之 う 82b1G3s し 38582008e し 
ラー の 詐 に ある も の は 永 存 す 。 病 し て 、 臣 ー 
E】 ッ ラタン ライ ラッ ン ン ン 
巡 不 汰 な 者 に は 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 が 為 ぐ Ip と っ > < へ し る elbX っ の 
る 最 療 の 1 為 に 対し て 報 半 を ケ え ん 。 @g 妨 の 


98. 男 で 5 女 で も 、( 革 41) 信者 に し て 義 し い ンク あの 2 に と と ン 


中 


行い を する 者 は 、 わ れ ら 必ず 清らか な 人 生 の の { ッ タ る ン 。 ラン イン ュー る ンー ウタ イン 

を 授 《。 ま た われ ら は 、 彼 等 が 為 せ る 最 基 Pao 2 ウー 
行為 に 丸 必ず 3 持 な ッ 

の 行為 に 対し て 、 必 ず や 報奨 を 授け ん 。 ooo 


99. 液 ク ル ア ー ン を 読 輔 する 時 は 、 排 床 き れ た だ る 和 く | ュ ン レ 
ら よ る 8 CO1 b5b 

悪魔 に 対し て アッ ラー の 加 議 を 求め ま 。 ら タ IO 
CO アー 


注 39 その よう な 行い は 、 出 分 の 力 や め る 事 に な る 。 

注 40 人 々 は カカ を 持つ よう に な る と 、 大 体 ! て 、 色 々 な 誘 に か られ て し まう 。 故に 彼ら の 敵 は 人 々 の 
中 か ら ス パイ や 情報 提供 者 を 雇い 、 そ の 国家 の 秘密 を 知る だ め に 多 閣 の ワイ ロ を 哨 る 。 イ スラ ム 教 徒 達 は 次 の 
よう な 言葉 で 、 こ の よう な 読 癌 に 負け な いよ うに 警 告 き れ て いる 。「 ブ アッ ラー の 契約 を わずか な 代価 で 売る な か 
れ 。」 

注 41 この節 で は 男女 同 権 が 認め られ 、 神 の 思 恵 は 男女 に 等 し く 分 け 与 を られ る 市 が 約 東 きれ て いる 。 
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100. 悪 麻 は 、 信 に て を の 主 に 頼る 者 に 対し て の ES 鉛 
何 ん の 支配 力も 持た ず 。 ー- し 
⑥8 導 名 
101. 彼 の カ は 彼 を 味方 と する 者 並び に タン イン イッ シン イ ン と 0 プイ る 
テッ テー に 他人 疾 を 作 yp 人 放 の 上 に の ピタ の うり と もら 
み 及 ぶ 。 @6 の お 
第 生還 項 
102. われ ら が 或 る 御 告 を 他 の 御 告 に 代え る 時 に っ が 5 処 ) ME Ei 有 
ー テ アッ ラー こそ は 最も その 紗 示 する も の を 
知り 給 う に 一 彼 等 は な う 、「 液 は た だ 提 人 CC めこ > EDG 
に すぎ ず 」 と 。 然 ら ず 、 彼 等 の 大 半 は 知識 開 了 の 
を 有 せ ぎる な り 。 @ ら wus 9 
103. 云え 、「 主 より 帯 器 が 液 に 、 真 理 を 携え て 放 の go NE: 全 に 
降 せ る は 、 信 者 の 信念 を 唆 固 な らし ゅ 、 且 デジ ウタ ゆい 中 で っ ア 
つ ム スリ ム へ の 秩 導 半 び に 朗報 た らし め OM.2232 324 


104. 


106. 


107. 


ん が だ め な り 」 と 。 
われ ら は 彼 等 が 、「 彼 ム ハ マ ン ド に 教え る 
は 、 だ だ の 人 間 に す ぎ ず ]」 と な う を 知る 。 


続 れ ど も 、 役 等 が ほのめかす 
な り 。 これ に 反し 、 こ は 平易 明 須 な る 
ケラ ピナ 語 な り 。 


に 4 


等 こそ 嘘つき な 


を 提 造 し て る に すぎ ず 、 役 等 
り 。 


誰 で あれ … 是 アッ ラー を 信じ た 後 、 再 び 
工 っ た 者 一 但し 無理 じい きれ て や む な く 不 
信 を 表明 し た 者 で 、( 注 42) その 心 が 全く 
平安 な る 者 は 除く が 一 自ら の 移 を 不信 仰 に 
向っ て 開け る 者 は 、 ア ッ ラ ー の 激怒 を の 上 
に 隆 る 。 きれ ば 、 彼 等 は 音 醒 な 前 を 受 1 けん 。 


UGC ッ ン イレ 
る レッ ッ 
NCPEPUNYYMIWCSNKIC 

る ンー 


の 8 きき 
Pc の 81 
@ を と が 
し の 405PBC の 1 
ok305 あ 3 
1 の SC AS クラ Ab う 5 る 2 


AS 45 


いう 者 に つい て の 最後 の 審判 は 保 欠 ふ きれ て い 
事 が 述べ られ て いる 。 


いう 


この 節 で は 、 心 の 中 で は イス ラム の 教え に 満 中 し て いる けれ ども 、 
言葉 を 述べ て し まっ た 人 が 神 か ら ど の よう に 扱わ れる か に つい て は 述べ られ て いな い 。 
て 、 今 後 の 行 動 に よっ て 神 が ど の よう に 扱わ れる か を 決定 する と 


の ンタ ン 。 は レッ っ 作 フ ィ ュ ク 
3 交 e3 る る cg53 に 
厳し い 取 調べ に 会 っ て 不信 爺 を 素 
この 事 は 、 こ う 
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08. こ は 彼 等 が 来世 より も 現世 を 愛し た が た 2 宗 scE4 も 
の そう) 人 UE4URCS20 st 
め 、 を た アッ ラー が 不信 心 者 F 6 を 導 か ぎ ゆ の AN 2 
る が 履 な り 。 oS が いら 0 eAS29 人 0 
09. これ 等 は アッ ラー が を その 心 と 耳 と 日 を 寺 うこ な る 交 0 衝 (0CTGAUTOMT 
じ た る 徒 な り 。 不 注意 な 人 間 と は 彼 等 の タ 
こと な り 。 oO 42 Lo) 
彼 貸 は 来 央 に 掃 て 必ず 失敗 者 た る ン ラ ょ ェ っ タ る ン レ ン 
10. 彼 等 は 来世 に 府 て 必ず 失敗 者 た る べし 。 ⑩68 る 5 AI 9 2 < ゞ 
11. され と ど 、 潜 の 主 は 一 迫害 を 受け て 家 閣 を っ ee を は る 人 35731 人 
捨て 、 そ れ で も な お 苦 開 普 剛 し 、 且 つ 耐 え し シー 有 
イイ | 55 る 23502 人 4 人 
奴 び し 着 に は ( 注 49) 一 これ か ら は 移 大 22oSGG5 う UI2Co う 506 を 29 
に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 を の 。 っ 
1O ま と う ) 
第 十 五 項 
112。 各自 が 自分 自身 を 草 護 す 日 宝 れ ば 、 誰 32 と ES は 計る ンジ 
も が 己 れ の 所 業 に 応じ て 報い られ 、 決 し て フッ シタ ッッ ラン ッッ を 
不当 に 刀 せ られ る こ ほ 上 な か る べし 。 @o の AU VA2 CUE 5 の 
っ っ る < ぅ 名 フュ ンク レン レン 
113. アッ ラー は 一 比 只 を 説く 。 平 NR ま 4 と と EE 人 WM 1 
る 最 あ り 。 四 方 か 豊か に 物質 ae っ ラン レシ レ 
が 、 ア ッ ラ テー の 恵み を 感 調 で ぎる に より 、 Ge5 oe あっ 30 わ 5 We 
彼 は 仙 依 と 交 居 の 長 胡 を 披 せ 、 以 て 彼 等 が レレ ュー ピン は 
あせ る 悪事 の 陣 い を 叶わ せり 。 GE40 ピア 2e 計 と は PICORCPNI ま SS 
@6 守 5 章夫 
114. 同族 か ら 選 ば れ し 使徒 が 彼 等 に 記 わ きれ タ ィ セク を 邊 ラク ッッ ッッ ン ッ タイン 6 シン 
た り 。 されど 、 役 等 は を の 者 を 政 つ き 呼 oe 82 が 3 ちっ 2 っ 8 っ 
わり し だ た れ ば 、 、 彼 等 が 不義 を 行い つつ ある ァ も る る タ 
625.23 3 
と き 天 呈 之 に 陸 り た り 。 @ 
注 43 109 節 、 110 節 で は 、 信仰 か ら は な れ 、 不 信仰 を 支持 し 、 イ スラ ム の 敵 に 加わ る 者 に つい て 、 語 5 れ 
て いる が 、 こ の 節 で は 審判 が 保留 きれ て いる 者 に つい て 述べ られ て いる 。 この 場合 に 下さ きれ る 審判 は 、 次 の 遂 
5 り で ある 。 も し 彼ら 6 が 家 を 離 れ 、 神 の た め に 関 い 、 イ スラ ム へ の 途上 で ふり か か る すべ て の 苦し み を 耐え 及ぶ 
な ら ば 、 神 は 、 そ を の 時 に な っ て は じ め て 過 二 の 罪 を 赦 き され る 事 と な ろう 。 又 、 当 節 は 、 メ ッ カ に 啓示 され だ も 
の で 、 こ の 人 節 で 述べ られ て いる ジハード ( 亜 戦 ) は 、 剣 で 戦う こと で は な く 、 イ スラ ム の 理 起 を 実現 する だ め 


に 勢 ゆ る と いう だ け の 意味 で ある 。 


注 44 


「 邑 一 メッ カ の こと 、「 抽 餅 」 


一 恐ろし い 負 きん が 七 年 も の 間 メ ッ カ を 襲っ た (44 章 1 節 


昧 )。 


「 麗 需 の 長 衣 ] 一 メッ カ 市 民 が イス ラム 教徒 に 巻き 込ま れ て 敗れ た 戦争 の 恐 価 の 事 を 意味 し て いる 。 彼ら は 戦 


争 の 恐怖 が すっ か り 彼 ら を も お お っ て いる か の よう に 非常 な 緊張 の 中 で 、 生活 し て 
漁 の 様 な 良く 知ら れ た アラ ブ の 詩 が ある 。 
長い 上 衣 と シャ ツ を 料理 し て 下る いと 私 が 答え た 。 


ぅ 」 


を 料理 し て あげ まし ょ うか と 言わ れ だ か ら 、 


と いう 語 は し ば し ば 「 長 衣 』 と し て 使わ れ 、 


アラ ブ の 計 で は 、「 味 わ 
あな だ た の だ め に 何 
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テン ナハ ル 


115. アッ ラー が お 前 た ち に 賜わり た る 合法 に 
し て 且つ っ 清 潔 な る も の を 食し 、 ア ッ ラ ー を 
上 振 する な ら 、 ア ッ ラ ー の 上 み に 感謝 せよ 。 
( 注 45) 

アッ ラー が お 前 た ち に 禁じ 給 う た も の 
は 、 死 肉 と 血液 と 腔 の 肉 、 並 びに アッ ラー 
以外 の 名 を 唱え られ た る も の な り 。 然 し な 
が ら 、 不 服従 する に 非 ず 、 搾 に を むく に 大 
ず 、 や な く 食 わき れ た 場合 は 、 ア ッ ラ ー 
は 害 大 に 赦し 給 う 。 

お 前 た ち 、 日 か ら 出 まかせ に 上 肉 偽 を 云う 
な か れ ー 十 こ は 合 法 、 を は 禁 ぜ られ て いる 」 
な ど よ 。 こ れ 等 の 者 は アッラー に 対し 奉り 
虚偽 を 企てる 者 な り 。 テッ ラ ー に 対し 奉り 
上 衝 を 企てる 閉 は 決し て 楽 え ず 。 

比 の 世 は し ば し の 堂 楽 な れ ど 、 や が て 彼 
等 は 悲惨 な 加 を 受 くべ し 。 

ユダ ヤ 教 徒 に ち 、 わ れ ら は 先 に 流 に 告げ 
た る 如く 、 多 く の 物 を 禁じ たり 。 さ れ ど 、 
われ ら は 彼 等 に 不当 な こと を し た に 非 ず 、 
彼 等 自ら 己 れ を 害 え る な り 。 


116 . 


117. 


118. 


119. 


120. 液 の 主 は 一 無知 故に 悪事 を 行い 、 後 に 改 
し て 身 を 修 ゆ る 者 に は 一 寛大 に し て 、 慈 


悲 深 (まし ます 。 


第 十 六 項 
121. ザビ アブ ae メッ ア ッ ラ ター 
忌 実 で 、 まく 、 ア デッラ ー に 他 神 
を 便 8 基 に 更 で りき 。 
122. 常に を の 恵み に 感謝 の 念 を 抱き し 故に 、 


アッ ラー は 彼 を 選び て 正しい 道 に 導き 給え 
り 。 


163C い GCC 
898 し ya 


か 1 2 ターン ッ ン クン ン フン る 


2304ESLK を 2 


38 5 っ 完 旬 oe8 和 も タ AU し 


党 


る タッ る イル ル る レン 

っ 53 95* 

PVYCNOGS 博 (5 重 1C1RRKSDI 
リン ッ ン ュ ン の 


と Jem 科 宮 と 人 2 
な ンタ ン を 3 ン 2 タス ッ ン シッ る 
PEPS 


レ 
タイ フラ ッ ン る 


oyCUNKORI グ AV 
EEE2SCCIE は の > 
ワオ 46 2(。 3 計 公 2 タイ 2 っ 
311NP オ ANPPIBYt 
God る 1 5ahysezig 


タッ ニン の 2 タンス la 


@⑥ Se とう き 


ら ア ア ] 2 し 
⑨cA ち と 162 
人 RY もそ 94 に WCONK1 
タッ トク 5 和 
の の] 


注 45 2 章 169 節 、 


120 節 、 146 節 参 照 
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第 | 六 章 


123. 


124. 


われ ら は 彼 に 現世 に 珍 け る 間 幸福 を 与え 、 
米 世 に 於 て も 義 し き 人 々 の 仲 上 員 に 入れ ん 。 


請 し て 今 、 わ れ ら は 液 に 啓示 を 隆 し て 去 
えり 、[ 常 に ア ッ ラ ー に 心 を 捧げ まつ る アブ 
ラ ハ ム の 流儀 に 息 え 、 彼 は アッ ラー じ 他 神 
を 併せ 訪 る 者 に 非 ぎ りき] と 。 

突 各 日 は 、( 注 40) それ に つい て 意見 を 
穫 に する 者 ども に 対し て 定め られ た もの に 
すぎ ず 。 尊し て 、 復 江 の に は 、 液 の 主 は 
必ず 彼 等 が 論争 し た こと に 対し て 判 泌 を 下 
すべ し 。 

知恵 と 熱心 な 勧め に よっ て 人 々 を 主 の 遺 
に 招き 、 最 善 な 方 法 で 人々 を 説得 せよ 。 主 
は 、 道 を 遇 み は ず し た 者 、 ま だ 正しく 攻 か 
れる 者 を 最も よく 知り 給 う 


アン ナハ ル 

イー スン は 2 とる タレ シン レク タキ ッ ン 1 
PCSUE だ ICE CWUUEC が VI 
5 本 る ! 
1 っ 人 る RM リア アン ダイ 4 
eco も 93 


9!2 ント プー 

Ab 92dSZd16| 

MM 急 356K つ の 
@@938 


の 


27. ゎぉ 前 だ ち 所 寄 者 を 懲 し めん と 欲す る な MGC うり AS 交 多 81 う 
ら 、 富 っ た 援 害 と 同じ 程度 に 輝 を な せ 。 然 リン ルン 
っ ュ ラ ンタ ッッ ン ン 
し な が ら 、 も し 堪 妃 し うる な ら 、 才 す る の の 338 co oN 
に し く は な し 。 
28. 預言 者 よ 、 液 、 我 慢 強 く あ れ 。 さ れ ど 、 マン ラク イン さい ら し 3 る ッ ョ フン 
。 13 
波 の 忍 宙 は アッ ラー の 加護 に て の み 可 能 な 人 O う 220 9 ? 
grSE の OO こと を 非 1 お なか = プク タタ シン ン ェ エン 。 ラス 5 ょ タン ン 
9。 邊 等 の こよ を 悲し む な ヵ れ 、 ま た 役 等 ら * 45sa88 33 
心 を 痛め ゆる る な か れ 。 2 
29 げに ア は 、 美しい 攻 善行 を 積む レッ る 
- ッ ラ ー - 、 午 行 を 策 む 4 Cd (OsoJi 191 
者 と 傘 に いま し 給 2。 。 
ンタ タ % 
0⑳ 〇 タッ る 
注 46 ユダ や 人 は 、 自 国 の 哀 遂 と 意 眉 は 、 安 記 日 を 軒 演 し た か ら だ と 信じ て いた 。 し が か し 彼ら は 今 、 安 忠昌 
を 守る こと で は な く イ スラ ム を 受け 入れ れる こと で 失わ れ た 栄光 を 取り 戻す こと が で きる と 教え られ る の で あ 
る 。 


ー424 一 


| 


に の 、 


第 二宮 イス ラ エ ル 


イス ラ エ ル 
(メッ カ 啓 年 ) 
1. 交 悲 深 《、 恵 ろ過 く アッ ラー の 御名 に お い Oo で Ao 


ェ 科 m 区 かじ っ に AS ラク ノロ る ィ ラン ッ イ ダー る < UP24 
じ て 、 その 僕 を 暴 か ら 、 わ れ ら か PPT ン CECY で 7M &SNi 4 
辺り を 光 め し 作 か 避 き 聖典 に 館 び た る 彼 に 


楽 光 あ れ 。 こ は われ ら の 拓 光 の いく っ か を 3 多 る Cooa23t3 し kN 
後 ム ハン マッ ド に 見 せん が だめ な り 。 げ に ラン の の il レラ 
全て を 聴き 、 全 て を 見 退 す 者 は 、 彼 の み に Ole064 5UCSLoa も 9 


まし ます 。( 注 1) 


1 この 悪 な る 預言 者 の 啓示 と し て の 幻 に つい て 語っ て い る 節 は 多く の クル アー ン 注 者 に は ミラ ー ジ 
(人 拉 20 と 解釈 きれ て いる が 当番 で は 、 こ れ は 草 な る 預言 者 の メッ カ か ら エ ル サ レ ム へ の 幻 の 中 で の イス 
ラ ( 坦 な る 夜 問 飛 行 ) で ある と 解 息 し て いる 。 理 な る 預言 者 の ミラ ー つい て は 、 か な り の 行間 を るい て 53 
章 で 語ら れ て いる 。 53 剖 で (8 一 18 節 ) 語 られ て いる 全て の 出現 の 5 年 後 の ラ ジ ヤ ブ の 月 に 起 っ 
た ア ア へ の 移動 に 引き 読 き 直 も に 夏 示 きれ た の で ある が 、 こ れ は 避 な る 傾 言 省 の ミラ ー ジ に つい て の 伝 
承 中 で 詳細 に 渡っ て 述べ られ て いる 。 この 侵 で 述べ られ て いる 加 な る 預言 者 の メッ カ か ら エ ル サ レ ム へ の 党 的 
` は イス ラ は 、 ズ ルカ ー ニ に 依 れ ば 預言 者 出現 の 11 年 後 に 起 っ た 事 で あり 、 ミ ョ ー ル や 数 人 の キリ 
の 意見 で は 預言 者 出現 の 12 年 後 と いう 事 に な っ て いる 。 し か し メル ダ べ と 、 イ ブ ネ ・ サ ー ド の 説 
ラ に ーー 年 先立つ ラビ ウル ・ ア ウ ヴ ァ ー ル の 月 の 17 日 に 起 っ た と きれ て いる (AI 一 Khasais, Al 一 
ー キ も イスラ は ヒジ ラ の 一 年 か 半年 前 に 起 っ た と し て いる 。 この 様 に 全て の 伝承 か ら 解 る 事 は 預言 
者 出現 の 12 年 後に あたる ヒジ ラ の 一 年 か 半年 前 に イ 0 と い 者 出現 の 10 年 デ 
ジャ が 亡くな っ た 後 、 型 な る 預言 者 が 、 彼 の 従姉 で ある ウン ム ・ ハ ニ 上 昔 し て いた の が ヒジ ラ の 時 で ある 。 し 
か し 大 勢 を 占め る 学術 的 意見 で は 、 ミ ラー ジ は 第 5 番 ゆ の 年 に っ て て る の で ある 。 かく の 如く この 二 っ の 事 
作 は 、6 一 7 年 の 間隔 の あい だ 全て 別個 の 事件 で あり 、 同 一 の ちら の で は な い の で ある 。 各 々 の 事件 は 企 く 別個 
で ある と 考え な けれ ば な ら な い 。 そし て 悪 な る 預言 者 の ミラ ー ジ で 起 っ た よさ れる 言い 伝え の な か の 色々 な 事 
柄 は 、 イ スラ で の 事 森 た は 、 全 て 1# る も の な の で ある 。 叙 六 中 に は 、 こ れ ら 二 つ の 事件 は 、 精 宰 的 
現象 で あっ だ に すぎ ず 聖 な る 預言 者 が 物理 的 に 界 天 し た り 、 エ ル サ レ ム ま で 旅 し た 訳 で は な いと も 述べ られ て 
いる 。 [歴史 的 に 強力 な 事実 の 他 に も 、 そ の 他 の 関連 状況 が この 二 つ の 事件 は 全く 別個 の 物 で ある 事 を 主張 する 
助け と な る 。 即ち (クル アー ン で は 聖なる 類 言 者 の ミラ ー ジ ( 二 的 昇天 ) に つい て は 53 意 で 癌 明 が ある が 、 イ 
スラ に つい て は 何 の 言及 $ る れ て いな い ( エ ル サ レ ム の 夜 問 税 行 )。 を そし て 当 立 で は 、 イ スラ に つい て は 述べ ちら 
れ て いて も ミラ ー ジ へ の 引 除 は な い 。⑤ イ スラ が 起 っ た 時 、 思 な る 預言 者 が 宿泊 先 に し て いた 彼 の 従姉 で ある 
ウン ム ・ ハ ニ は 、 蛋 な る 預言 者 が エル サレ ム へ 旅 し た 事 に つい て は 語っ て いる が 、 天 へ 旅 し た 事 に つい て は 何 
も 語っ て いな い 。 彼 女 こそ 型 な る 季 言 者 が 、 エ ル サ レ ム へ の 夜 問 飛 行 し た 、 初 め て の 人 で あり 、 彼 女 か ら 
の 報告 や うけ て 、 そ の 事件 を 書き と め た 四 名 の 違っ た 報告 者 の 権威 に 基づき 、 少 な く と も 、 数 人 の 伝承 語 の 収 
集 者 が 、 彼 女 の 話 を 裏づけ て いる 。 四 人 の 報告 者 全員 が 、 環 な る 預言 者 が エル サン ム に 行き 、 同 じ 夜 に メッ カ 
へ 帰っ て きだ た と いう 雇 見 を 同じ くし て いる 。 双 聖なる 預 が 昇天 の 事 を も ウン ニ ・ ハ ニ に 話し て いた な ら 、 
彼女 が を その 事 を 書き も ら 6 す は ず が な い の で ある 。 し か し 彼女 が そう し て いな い 事 か ら 考え 合せ 、 結 果 的 に は 、 
問題 の 夜 に 、 聖 な る 燃 言 省 は エル サレ ム へ の 夜 問 飛行 茂 い は イス ラ を 行なっ た の み で 、 そ の 時 に 昇天 の ミラ ー 
ジ は 超 ら な か っ た の で ある 。 伝承 話 を 編さん する 人 達 が イス ラ ト た ミ ラー ジ を 混同 し て し まっ た 様 に 思わ れる 。 
この 混乱 は イス ラ (夜間 飛行 ) と いう 言葉 が イス ラ と ミラ ー ジ の 両方 の 意味 で 使わ れれ た 事 に 起因 する 様 で ある 。 
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第 十 七 章 イス ラ エ ル 


3. われ ら 6 は モー ゼ に 経典 を 与え 、 こ れ を 以 て 。 ン 2 フレン の 。 レラ レッ レン 
イメ ラ エ ル の 子 ら へ の 次 苦 た ら し め て 云 の の いち 0 ンク で 
えり 、「 入 等 、 わ れ を 措 い て 他 に 守 工 者 を つ @5028% 5 は 
て る な か れ 。 

4。 ノ アミ 共に 方 : 
げに 彼 は 震 思 の 念 則 き 僕 な りき 

5. また 、 わ れ ら は 経典 の 中 で イス ラ エ ル の 子 。 る 々 ぁ 寄 5 イン 

DTI あい | 玉 中 いじ 
ら に 「 お 前 た ち は 必ず 二 度 地上 に 用 て 還 gdipgais 
を 犯し 、 面 し て 非常 に 横柄 な 態度 に 出 づ ] 0252 の 3 
ほ 言 明 す 。( 注 2 ) 

6. 二 っ の うち 最初 の 和束 告 が 実現 きれ る や 、 わ 化 EZ 2 先 衣 
れ ら は 、 わ れ ら の 僕 の 中 で 悪 ろ し い 腕 力 を に < 


に 乗せ た る 者 の 子 乏 よ 」 ょ 。 @ 交 4 の 3 の 


グ ジン 


備え た る 者 た ち を お 前 た ち に 信 わ し た り 。 MAO の NECSSoE Kg 
彼 等 は お 前 た も の 家 の 最 典 部 まで 6 座 笛 し グン リン 
た れ ば 、 警 告 は か く し て 全う され り 。( 注 3) ①Jas2 


そし て 、 イ スラ と ミラ ー ジ の 説明 中 の 、 幾 つか の 詳細 の 類似 性 が 、 こ の 混乱 を 大 きく し 定 弟 さ きせ て し まっ た 。(⑯ 先 
ず 最 初 に 、 加 な る 預言 者 が エル サレ ム へ 行き 、 そ の 後 エ ル サ レ ム か ら 天 へ 昇っ だ と 言わ れる 言い 伝え で は 、 エ 
ル サ レ ム で 聖なる 預言 者 は 彼 以 前 の アダ ム 、 ア プラ ハム 、 モ ー ゼ 、 を し て イエ ス ・ キ リス ト と いう 頂 言 者 回 に 
出会い 、 を し て 天 で も 、 再 び 同 一 の 者 培 に あっ た の に 、 聖 な る 預言 者 は 、 彼 等 だ ま は わか ら な か っ だ た と も 
述べ られ て いる 。 し か し 枝 な る 預言 者 が エル サレ ム で 会 っ た 項 言 者 達 は どう や っ て 彼 に 行っ た の で あ 
ろう 。 そ し て 何故 、 同 夜 の 夜間 飛行 中 に 、 ほ ん の 少し 前 に 出会っ た 彼 等 に 、 聖 な る 拓 苫 者 が 気づか な か っ た の 
で あろ う 。 そ ん な 事 は 考え を られ な いで ある 。 み し ろ し “ 各 隔 の モス ク (礼拝 堂 )"” と は エル サレ ム に ある 預 
言 者 ウロ モン の 神 殴 を きす 。 


注 2 モー ゼ の 経典 中 に 述べ られ て いる ユダ や 人 達 の 二 つ の 約 東信 反 が 、 こ の 節 で 言及 きれ て いる (中 命 記 28 
童 15 節 、49 一 53 節 、63 節 、64 第 、30 章 15 飾 ) イス ラ エ ル の 民 の 中 か ら 不 信者 に な っ だ た 人達 に 、 ダ ビデ 上 イ 
エス ・ キ リス ト に より の ろ い が 2 度 与え られ (5 斉 79 節 ) 彼ら は 2 度 も 罰せ られ た 。 


征 3 ダビ デ の 死後 神 よ 9 第 一 の 前 が 、 そ し て イエ ス ・ キ リス ト の 死後 第 二 の 罰 が ユダ ヤ 人 達 に 下さ れ た 。 
聖書 に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 、 モ ー ゼ 以後 強大 な 民族 と た な り 、 ダ ビデ の 時 代 に 強力 な 王国 の 土 吾 を 築き 、 ダ ビ 
デ の 死後 、 し ば らく の 問 、 そ の 繁栄 を 保ち 続け た と ある 。 その後 、 衰 退 の 一 途 を た どり 、 紀 元 前 733 年 頃 に 、 
サマ リア は アッ シリ ア 人 に 占領 され 、 イ スラ ム 全 土 は 、 ジ エズ リー ル の 北部 に 併 信 き れ て し まっ た 。 弓 元 前 608 
年 に は ネコ ・ フ ァ ラ オ 引 きい る エジプト 軍 が パレ スチ ナ を 侵攻 し 、 イ スラ エル 人 は エジプト 人 の 支配 する 所 と 
な っ た (Jew. Enc. 浴 〒 665)。 し か し 一 時 の 権力 の 消失 と 破壊 、 荒 廃 と いっ た 事 が 彼 等 の 生活 様式 を 変 た る 事 
は な か っ た 。 ユダヤ 人 達 は 以前 の まま の 那 悪 な 生 E の まま で 、 預 言 者 エレ ミア が 、 彼 等 の 悪し き 生活 方 法 
を 止め た いと 神 の 色 り が 下る れる と 注意 し て も 、 ユダ ヤ や 人達 は ー ざ つも くれ な か っ た 。 ジホ ヤー キン の 在 位 時 、 
バビ ロニ ア の ネ ホブ カド ネ ザ ル は パレ スチ ナ へ の 第 一 決 侵攻 を 行ない 、 神 殿 の 器 を 持ち 去っ た が 、 街 を 間 本 に 名 
囲 する 事 は な か っ だ た 。 し か し 、 ゼ デキ ア の 反乱 が 紀元 前 87 年 に ネ ホブ カド ネ ザ ル に 第 2 次 マレ スチ ナ 侵 攻 を 許す 
所 と な り 、 一 年 半 の 包囲 の 後 、 街 は 嵐 で 落ち て し まい 、 街 か ら 逃 げ だ し た ア 王 は と ら わ れ の 身 と な っ た 。 
王 の 息子 達 は 志 殺 る され 、 王 の 目 は くり ぬ か れ 、 足 か せ を は め ら 6 れ て 、 バ ビ ロ ン へ と 連れ 寺 ら れ た 。 神 典 や や 王宮 、 
その 他 の 停 大 な 建築 物 は 焼き うち され 、 大 司祭 や 指導 者 達 は 殺 る れ 、 多 く の 人 々 が 捕 府 し な っ て 加 れ られ て いっ 
た (Jew. Enc. 第 6 巻 P 665、 第 7 巻 P 122、"Jerusalem" 参 照 )。 
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7 その後 、 わ れ ら は お 前 た ち に 彼 等 を 打ち 負 JP を の > の 合 
か す 力 を 与え 、 加 えて 、 宮 と 子 室 て 前 た 。 リデル oopAAc ALSO 
ち を 助け 、 以 前 より も ぁ 信 か に 優勢 な らし め 半生 1 セン 2 の る 
た り 5。 ウス 

8. と ころ で 、 も し 前 た ち 状 事 を 行わ ば 、 を ルイ セッ る っ ラン 
は 選 が 身 の た め と な らん 。 ま た 、 も し 悪事 OS 2 っ eS で は 
を 行わ ば 、 そ は 己 れ の 損 と な らん 。 き て 、 前 の の 883 先 
後者 の 英 告 その 実現 の 時 到 る や 、 わ れ ら 6 は 人 導 る ・ 
お 前 だ ちの 放 を 苦 導 で 季 う べく 敵 究 を 差し 玩 BL3 35288oUfGoo) 
向け り 。 彼 等 は 最初 の 時 の 如く 型 典 に 踏み 
入り 、 分 捕っ た 全て の も の を 破壊 せん 。( 注 6 以 
4) 


9. 或いは 、 主 も お 前 た ちの 上 に あわ れ み を 思 ビレ ブン ピオ セン ン ン 
避 す や も し 6 ず 。 き され ど 、 お 前 た ち 再 が 695 
以前 の 状態 に 送る だ りす る な ら 、 わ れ ら も @ 上 と る < 
必ず 返 報せ ん 。 きれ ば 、 わ れ ら は 地 欠 を 、 
不信 心 者 撃 の 年 導 し て 設け た だり 。 
プッ クッ 


に 本 イタ ンタ の: 
10. げに この クル アー ン は 人 を 最も 正しい 人 道 に う 朗 35 の 80 る 9 閣 (ぬる 
導き 、 ま た 、 敬 行 を 積む 信徒 は 大 いな る 報 2 8 < 
と さく YOKO 
奨 を 授け ら る べし と の 半 報 を 伝 う 。( 注 5) SeeyaloS OADSce| 
クッ ン 
3 る どの | 

この 第 は ユダ や ヤ 人達 の 第 2 の 邪 宗 へ の 帰 佐 に よる 邪悪 な 生活 よ 、 そ の 結果 と し て 彼 等 に も ち た らき れ た だ 
前 に つい て 語っ て い ぁ る 。 彼 等 は イエ ス ・ キ リス ト を 追 害し 、 彼 を 字 架 に は りつ け て 殺 を うと し 、 又 、 彼 の 目 
的 を 、 は ば も うと し た 。 そ れ 故 、 神 は ユダ ヤ 人 達 に 負 の 普 し み と し て 、 西暦 70 年 に 、 タ イタ ス 率 いる と ころ の 
ロー マ で 軍 を 侵攻 きせ て 国 を 破壊 きせ た 。 を し て 比べ よう の な い 怒 怖 の 中 で 、 エ ル サ レ ム は 破壊 きれ 、 ツ ロモ ン 
の 神 典 は 焼き つて きれ た の で ある 。 (Enc. Bib. "Jerusalem” 参 照 ) この 大 き な 不 率 は 、 イ エス ・ キ リス ト が カ 
シミ ー ル で まだ 生存 し て いた 時 に 起こ っ た 。 は 、 モ ー ゼ に よっ て 預言 きれ た こと で ある 。( 申 命 記 32 益 18 
節 一 26 節 ) ここ で は 、 第 2 の 加 に つい て の 質 計 が 選書 で は 、 第 1 の 還 に つい て の 喚 言 の 後に 述べ られ て いる 京 
に 注目 すべ き で あろ る ろう (店 命 記 28 斉 )。 ユダヤ 人達 が 再び エル サレ ム と いう 預言 の 後に も この 預言 
きれ て いる (中 命 記 30 章 1 一 5 節 )。 こ の 事 か ら わ か る の は この 預言 (中 命 記 32 章 18 一 26 節 ) が 、 タ ルアー 
ン で は 、 “お 前 達 は 必ず や 二 度 地上 に 診 て 悪事 を 犯す と の 言及 の ある 、 第 2 の 凛 を 指し て いる "と いう 事 で ある 。 
この 節 は イス ラッ 表 徒 に 対し て も 、 ユ ダ ヤ や 人達 接 に 邪 を 止め な サ れ ば ー 別 せ られ る で あろ うと の 千 
告 の 意味 を 持っ て いる 。 最初 の 罰 は 西暦 1258 年 に ー ド が 侵攻 きれ た だ 叶 、 下 きれ た 。 野 刻 な 遊牧 民 で あ 
る ハラ ク が 、 完 璧 な カカ を 誇り 、 か つ 知識 に 宮 む 町 を うち の めし 、 180 万 も の イス ラッ 教徒 の 弟 を は ね た と 言わ 
れ て いる 。 し か し イス ラム は この 帝 る べき ちょ う 落 か ら 交 し く 立 ち 直 り 、 ハ ラク の 珠 と 多く の モン ゴル 人 を し 
て 、 タ タル 人 も イス ラム を 受け 入れ た の で ある 。 第 2 の 凡 は 、 末 日 に 下る れる べく 琴 に より 定め られ る 。 
5 クル アー ン が 信 示 者 達 の 為 に 設定 する 究極 の 日 標 は クル アー ン 以 前 の 人 々 の 目標 に 比 し 、 よ り 高 昌 で 
で ある 。 を し て 護 の 信奉 者 に は 、 精 神 的 且つ 現世 の 祝福 を 約束 し て いる 。 故に 和信 々 は 、 そ の 祝福 を 得 ん が 
大 な 努力 を し 、 だ らし な く 規 律 の ゆる ん だ 生活 に 湊 ち いら ぬ 様 身 を 守り 、 あ ら ゆ る 場合 に 訟 て 、 約 束 き 
れ だ 神 の 恩恵 に 価 い する 者 で あり 待 な けれ ば な ら な い 。 
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11. また 、 来 世 を 信 ぜ ぎる 徒 器 に 、 わ れ ら が 酷 124 3 し < ンタ タン レッ る マン 
52 らち 9 ooJl8I 
時 を 用 意 し て いる こと を 警告 す 。 MO プク 93 
foke 
第 一 項 ルン クッ る 2 っ 
12. 人 間 は 幸福 の た め に 祈る べき な の に 、 不 束  8G9OAbj GO 
を も 祈る 。 人間 と は 軽 は ずみ な り 。 ンー 
ぐ ⑯9 欠 > 
19. われ ら は 夜 と 視 を 二 つ の 息 と し て 設け 、 次 IF 作 ン 3 92 っ 
に 夜 の 微 を 遇 くし 、 基 の 微 を 胃 る くせ り 。 し 
こ は お 前 た ち を し て 主 の 了 恵み を 求め し め ゅ 、 6 Ez 
また 年 の 計算 を 知り 、 計 算 の 方 法 を わき ま る 包 る と レン ルッ レシ ン 
えせ し めん が だめ な り 。 わ れ ら は すべ て の cooo21206A う 4 ジ 
こと を 詳細 に 説き 明か せり 。 ( 注 6) e 移 絡 人 35 
14. われ ら は それ ぞ れ の 人 間 の 巡 命 を を の 者 の 9 タレ タコ ッッ ン ーッ 久 し 
痕 に 結び た り 。 病 し て 、 復 活 の H に 、 ゎ われ そめ や 2 疫 II 2 
に 大 き こ ロ 中 示せ ん 。( 注 クタ フン 9 パン ラン 
2 大 きく 開い た 上 待 を 提示 せん 。( 注 半 Lich25 
15. [ 流 の 帳 息 を 読む が よい 。 今 日 こそ 液 、 自 の 14 23303。 有 る cf 
分 自身 に 十分 な る 清算 者 た れ ] 
16. 正造 を 守る 者 は た だ 己 れ 自 身 を 人 益 す る 0 生 の て Ass 
に 守り 、 送 う 者 は た だ 己 れ 自身 が と する レー6 レ レッ ンク ン レン ん レン 
の み 。GE 8) また 重 条 を 珍 負 う は 、 他 人 の と うっ 223552 の 5 全 り 2 人 1 っ Ce 
重荷 を 背負 うに 琲 ず 。 ( 生 9) われ ら は 使徒 イン シレ ンー の 
を 派遣 せ ず し て 、 蘭 する こと な し 。( 生 10) の の Ss を SbO の Cs 
注 6 夜 も 恒 $ 共 に 人 間 に 益 を も だ 6 す 。 し か し 夜 の も た ら す 益 が 微妙 で 隠れ て いる の に 対し 、 馬 の 益 は は っ 


きり と 胃 自 で ある 。・ 
事 が 述べ られ て いる 。 


7 


を 意味 し 、 タ ー イ ル ( 島 ) 
や り 直 す 事 は 出来 ず 、 を 
けら 5 れ だ まる まで 拭い 去 


往き 


酸 は 、 療 で あろ うと 加 で あろ うと 、 
革 で は 人 は 運命 を 創り 出し 米 了 凡 で 、 


往 9 


人 に は 何 の 利益 に も 
告 10 


この 現象 が 、 
人 聞 の 館 命 を その 委 に 


『 学 
結び た り と いう 事 は 、 


は 出来 な い の で ある 。 
筐 軒 は 外部 か ら 来 る も の で は な く 、 


いわ ば 、 


誰 も が 自分 自身 の 十 守 
な ら な い 。 


合 台 者 を 派遣 する こと に な っ て いる の だ 。 
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験 し 、 人 間 の 生活 は 藻 酷 な も の で あっ だ 。 こ れ ら の 攻 害 や 破局 が 地球 を お そう 以前 に 、 


この 第 で は メ 、 恒 と 夜 の 人 替 する 事 の 自然 現象 が 一 年 の 日 附 を 決め 、 暦 を 作る 助け た な る 
と 数 学 の 発達 発展 に も 寄与 し た の で ある 

行動 努力 は 入 が 生き て いる 限り 永 
と は 鳥 で 吉凶 を 占う アラ ブ の 古い 習慣 を 表わし て いる 。 人 は 、 
行動 は し て つも な い 効 力 を 持ち 、 人 の 日 に は 見 え ず と 


こつ いて まわ る 事 
ーー た ん 為 し た 行為 を 
も 、 行 為 を 為 し た 才 の 首 に つ 


人 自身 の 中 より 生ま れる も の で ある 。 実際 に 天 と 地獄 の 懲 還 と 報 
人 が 現世 で 狗 し た 行為 を 形態 化し 、 代 炊 す る る の な の で ある 。 こ の 様 に 現 
目 分 自身 の 報 醐 を 或いは 罰 も うけ る 者 な の で ある 。 

回 を 昔 負 わな けれ ば な ら な いし 、 ま た 誰か が 代わ っ て 様 竹 に な っ て くれ て も 本 
この 節 は 騒 看 の 原則 の 根本 を 取り 去る も の で ある 。 
近 界 は 、 か つて な い 程 の 左 し き と 比 べ よ う の な い 強 大 き の 悪 病 ( ペ スト )、 
の 人 秋 害 を 次 々 に 


負 鮮 、 戦 争 、 地 震 や その他 
神 が 


和 


第 


上 革 章 
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上 1 も ー ビ > レノ アル と 2 アア 
17. われ ら 或 る 呈 を 減 ぼる ん と 欲す る や 、 ます 2 お る 5 る 2 ECO 22363 人 っ 
* の の 半 す る 信 命令 を 下す 。 状 る レラ わる Cs 3 レレ 
、 彼 等 は な ちら 華 を 犯す が 夏 に 、 用 に 対 OOoOAIGC SS 医 5 
Cr 当然 の 処刑 を な し 、 わ れ ら その 双 を 
挨 滅 す 。 
上 アフ 3982 クッ 
18、 ノ ア 以 後 われ ら は 如何 に 多 (の 世代 を で ば よら うち 2oSOzolos 3 
し た る こと か ! 流 の 主 は 、 を の 便 等 の 因 業 01 に 人 須 し 生生 
を 知 半 し 、 且 つ 余 す 所 な くみ を な わし 給 う 。 の の た oO っ 人 あ タ 
19. 誰 で あれ 、 束 の 間 の 現世 を 望む も の に は 、 hG4GV3 を log 
われ ら は 気 の 向く まま に 、 気 の 向い だ 者 に 、 4 ラン ェ ン と レン レッ ンプ る る る 
を 急 が す 。 面 る 後 、 わ れ ら は 彼 OO 49 5 
に 地 狂 を 指定 す 。 そこで 彼 は 焼 か れ 、 呪 わ クッ タタ る 
れ 、 拒 否 き れる べし 。 ⑨b ゅ JA$ 
20. NM 来世 を 痛み 、 を の た の っ 2 の 36503 伯 の 3 
め と 努 る 者 一 か く の 吉 き 者 の 奉 力 は 、 
- 3 る ラ タ タ タン ャ イン 
神 に 高 納 せら れん 。 Io まま 60 9%33 3 
21. わ むら ほす べ て の 者 に 一 この 者 に も 、 ま た レレ レッ ラン る る 
AN 所) 
あの 者 に 1ー あ まねく 逢 物 を 誕 反 く ェ ー ピタ 5 2 の の 28 さ ば 
の 授け も の に は 限界 な し 。 ( 注 員 ) @5 誠 2 ⑳32Uz6 6g 
22. 見 よ ょ 、 如 何 に われ ら が 現世 で 或 る 者 を 他 の る コレ ンー 10 員 
者 より 出世 きせ た か を 。 き れ ぼ 、 来 世に 有 PLP コ ルオ 
て は 、 に 優る 地位 と 栄 准 あ り 。 の 33 らら 
23. 液 辱 し ゅ られ 、 暴 捨 て られ る こ と な きよ う 、 クッ タネ ン レラ レバ シン 人 そし し 
テッ ラー に 他 述 を 併 @ 祀 る な か れ 。 らら goo 
レナ 3 
第 三 項 る @ う 508 る 
24. 流 の は 命じ た り 、[ 和 以外 に 何者 を も 骨 提 っ Ob285TMU53 党 争 ! る 
OAD (8 
する な か れ 。 ま た 両親 に 孝 状 を つく せ 。 片 の リッ 2 = わら の の う 
親 、 或 は 両親 と も 光 の と ころ で 年 才 い た 多 に る PE MAMI 
場合 、 い や み を 云っ た り 、 非 難 す る こと な ルン シン の シン 
く 、 丁 寧 な 言葉 で 請 す が ょ い 。 (まあ 45936 0 間 Kg 
@ の る っ 3 
注 11 神 の 賜物 に は 二 種 類 あ る 。 (1) イ スラ ム 教 徒 、 ユ ス ダ や 人 、 ヒ ンズ ー 教 徒 、 を の 他 を 問わ ず 、 あ ら ゆ る 種 
類 の 人 々 の 善行 と 努力 が 、 そ の 程度 に 応じ 身 を 結ぶ 結果 し し て の 一 般 的 な 賜物 、②⑫) 精 神 的 事 岳 の み に 限 られ 、 


神 の 真実 の 下僕 の み に 与え られ 、 不 信者 に は 与え られ る 
行動 の 原則 の 説明 が 始ま る 。 人 は この 行動 の 原則 を 遮 守 す る 事 で 、 
革 が 出来 る 。 神 の 単 一 性 を 信 
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注 12 
が 出来 、 衰 退 と 分 紳 か 6 組織 を 安全 に 守る 事 


この 節 よ り 、 


ま の な い 特 別 の 慈愛 と 救い 。 


中 分 達 の 組織 の 保全 
ずる 事 が 全て の 美徳 が 芽生 える 種 と な 


1 


第 十 七 音 イス ラ エ ル 


25. 前 し て 、 艇 愛 の 情 を こめ 、 和 柔 順 の 現 を 低く > の 41 訂 キ 3 
至れ 、 か く 到 え 、「 主 ょ 、 彼 等 に 恋 悲 を 下 れ 362JAIGCSCP、a 

給え 、 幼 い 時 彼 等 が 我 を 共 し み 家 て た 如 の し) 

(H と 。 ( 注 13) 


内 スン ル 2 発っ 、 タイ ンク を る 
26. も し ち ぉ 前 た ち 装 し か ら ば 、 主 は お 前 た ちの (23MAPC 88 し ら う 


心中 を 熱 知 し 給 う 。 げ に 彼 は 、 悔 い 改 め て クッ タプ > レレ イタ レ 

se (95U に いで 1 

帰順 する 者 に は 寛大 に まし ます 。 @ 仙 Gu55 585 

27. それ か ら 、 親 族 に は や る べき も 6 の は や る さ AA 人 I の 65 伯 d 交 ol3 
し 、 ま た 候 者 や 旅人 に も 。 但 し むやみ に 注 者 
旨 する な か れ 。 @1dSO9Y3 
28. 浪費 家 は 中 放 の 同和 な り 。 吉 度 は 主 に 対し QOL っ 3 OAIGIZUBG め 9391 
思 知 ら ず な り 。 ( 注 19) る 


村 29628 
29. な れ ど 、 皇 の 恵み を 潜 が 求む る が 故に 、 波 。 る リュ レン シシ 2 る る 放 
が も し 彼 等 か ら 顔 を を むけ ざる を 得 な い 場 2 こう 2 > らら 


合 で も 、 少 く と も 侯 し い 言葉 で 彼 等 に 語れ 。 際 時 叶 HP 
( 注 15) Ob ME 


り 、 そ の 信心 が な けれ ば 、 全 て の 罪 が は び こ る 。 神 の 唯 … 性 を 信じ る こと は 、 信 仰 の 中 心 で あり 、 ま だ た シルク 
( 唯 - の 神 以 外 に 他 の も の を する こと ) を 非 難 する こと も 、 信 仰 の 中 心 し な っ て いる 。 なぜなら ば 、 唯 一 
性 を る こと は 全て の 短 の も と に な り 、 シ ルク は 全て の 罪 の 根 で ある か ら で あ る 。 この 原則 は 、 自 然 の 法則 
と 律 法 の 法則 両者 の 基盤 と 婦 ほ なる 。 ま だ た 、 律 法 の 全て の 法則 が 神 の 唯一 性 へ の 信仰 を 基 ほ と し て いる と いう 現 
舌 は あま り に も 明 向 な の で 、 説 明 も 必要 と し な い が 、 自 然 界 の 法則 や 全て の 科学 の 発達 も $、 全 て この 信念 に 起 
因 し て いる 。 何故 な ら 、 も し 神 が 複 数 で 存在 する の な ら 、 自 然 の 法則 も 一 つ で は な く な る か 6 で ある 。 全 て の 
科学 上 の 発明 や 発見 は 、 秩 庄 あ る 一 定 の 変わ の な い シ ステ ム が 全 支配 する と いう 信念 に 従っ て いる 
為 、 一 つの 一 定 で 一 泰 乱れ 自然 界 の 法則 が 欠 除 し て いて は 、 全 て の : 発展 が 灯 結 し て し まう の で ある 。 
この 節 の 表わす 第 2 の 鼻 要 な 政 律 は 、 人 間 の 道徳 行動 に 関し て で ある 。 つ まり 、 人 間 の 自分 の 親 に 対し て の 義 
聞 が 道徳 際 行 為 の 最も 重要 な 部 分 を 形成 する る の で あり 、 こ れ は 何故 な ら 自 分 の 神 へ の 関心 を 一 番 最 初 に 向け 
きせ て くれ る の が 両親 で あり 、 両 親 が 鏡 と な っ て 神 の 美術 を うつ し て 〈 和 れる か ら で あ る 。 神 の 美徳 を 具体 的 に 
人 間 の 例 を 出し て 説明 し よう と する な ら 、 耐 親 の 例 が 一 番 ふ る わし いで あろ う 。 し か し 、 神 に 関す る 部 度 に は 、 
不可 能 で あっ て も 、 両 親 の 場合 は 可能 で ある こと が ある 。 た と えば 、 神 の 思 恵 に お 返し を する 事 は 不可 能 で あ 
る か ら 、 人 は 少な く と も シル ク か ら 遠 ざか る 事 を 心がけ る で き で ある と 教え られ る が 、 末 親 の 場合 は 、 与 えて 
くれ た 愛 と 思い や り に 報じ いる こと が ほとん ど 可 能 な の で ある 。 
注 13 美しい 直 只 を 用 いて この 委 で は 、 両 豚 へ の 思い や り が 教え こま れ て いる 。 症 の 愛 は 報い る 事 の 出来 員 
程 深 いち ぁ の で ある 為 、 こ の 返せ ぬ 分 は 祈り が 補 な っ て くれ る 。 祈り に は 、 年 老い た 両親 は 、 自 分 達 が 子供 の 時 、 
親 に し て も ら っ た の と 同 C 様 に 、 心 を 配っ て 愛情 豊か に 接する 様 上 の 思い が こ ゅ られ て いる 。 
注 14 神 か ら 与 を られ た 賜物 を 正しく 使わ な い 入 間 は 神 か ら う と まれ る 。 そ し て 自分 の 富 を 浪費 し 、 正 し く 
富 を 使わ ね ば な ら な いと いう 均 任 を る け よ うと する 者 も 同様 で ある 。 
注 15 見 た 所 は 慈悲 を 与え た 方 が 良き そう に みえ た る と も それ を 与え る と 逆 効果 と な る 場合 も ある 。 例え ば 、 
を 食 を 職 上 療 し し た り 、 金 を よく な い 使い 道 に 牙 や す 悪い 習慣 か ら ぬ けら れ な い 著 達 が そう で ある 。 を うい っ た 
人 人 た だ たち に は 人 金 を 与え る より も は げ ま し の 言葉 を か ける 方 が 救い と な る の だ 。 
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30. 流 の まま を 己 れ の 頸 に 縛り つけ る な か れ 。 さき ンタ 42 1 ンク 
り と て 金 く 手 を 差し 伸 べ 放 題 に する な か EC 22995 


れ 、 非 台 き れ た あげ て 無 一 文 に な ら ぬ だ め SKI 半 
に $。 ( 生 16) - 
っ 4 ぅ 5 ン ン レン ン 
31. 主 は 己 れ の 欲す る 者 に を の 給 義 を 筐 か に 553329959UES 7 
し 、 ま た 己 れ の 欲す る 者 に 芝 を 制限 す 。 ザ 


交 っ 移っ の 
に 彼 は 己 れ の 人 等 を 知 黄 し 、 すっ か り 見 衝 6 区 人 を sEp eg 

し 給 う 。 

第 四 頂 
32. 身 困 を 恐れ て 自分 の 務 次 を 殺す な か れ 。 2 あれ る 2 の 5 2 る 人 

TOCGX3 っ 9 KS595 
(1 の 3 た る も 前 た ちち 、 開 う は ゎ ドブ 。 の * 
れ ら な り 。 げ に 子女 を 殺す は 大 罪 な り 。( 注 eX oN 


8) 
か ん つう し り そ 

33. また だ 、 通 を 庁 け よ 。 そ は 酸 悪 な り 、 罪 

な 5。 ( 注 19) 


34 . 曽 し て 、 正当 な 理 な し に アッ ラー が 甘 じ の 人 放 る ノン フッ と 全 エン 
当 人 62 の > ご 絢 炭 99 


4 の Ri2 靖 UP 


た る 者 を 栽 す な か れ 。 荷 和 に せよ 不当 に 天 ン 
害さ きれ だ る 場合 は 、 そ の 相続 人 に われ 6 は き AE 8 も 起 2 3 
報復 の 権利 を 認め た り 。 狼 れ ど も 、 を その 報 シマ ルッ Sha: _ 0 テ 
復 殺 害 は 規定 きれ た 限度 を 越 を る な か れ 、 @ 少 5226 50CESI3 


な ん と な れ ば 、 法 に よっ て 擁護 きれ る が 故 
に 。 


注 16 真 の 必要 が あっ て の 施し を 惜しん だ り 、 無 分 別に 浪費 し て は な ら な い 。 富沢 旨 し て し まっ た 結 玉 、 
本 当 に 寄 際 が 必要 と な る 時 に 施し が で き な く 《 な っ て し まう か ら だ 。 


注 17 子供 に 対し 適切 な 教育 や 食事 を し て 衣類 を ケ を えむ し みっ た れ だ ( 欲 深 な ) 親 達 は 、 実 質 的 に は 子 僕達 
に 肉体 的 且つ 精神 的 な 死 を 与え て いる に 等 し い 。 心 の こも っ た 教育 や 、 内 MHR な る 機会 を 与え 6 
れ た ら 、 社 会 の 有用 な 構成 員 に な り 得 る 一 罪 $ も な い 子 供 達 を “まっ 殺し て し まう " の 節 で は 強く 非 難し 
て いる 。 務 供 を 殺す 事 よ は 又 、 近 頃 世 間 で 押 隠 きれ て いる 、 不 必要 で 問題 の 多い 、 受 脱 調節 の 事 を も 意味 し て い 
る 。 


注 18 "ここ で は 大 罪 を 用 い 、 子 供 を 尊 す と い 、 人 間 の 本 質 が 不 拓 を 感じ 、 ひ る み を お ば ぼ え 、 人 間 の 感 
情 を 持た 紀 者 どけ が 出来 う る 事 で ある と いう 事 を 主張 し て いる 


注 19 子供 を 役 す 事 を 禁じ た 戒律 に 続く の は 、 そ れ と 同じ 位 重 い 涯 に つい て の 戒告 で ある 。 豪 淫 は 、 色 々 
な 形 で 数 えき れ め 程 の 本 供 を 死な せ て し まう と いう 意味 に 診 て 、 重 要 な 律 な の で ある 。 聖 書 の “ 液 、 畜 演 す 
る な か れ " 上達 い 、 ク ルアー ン で は も っ と は っ きり と 効果 的 で わか りや すい 表現 で “ 通 や 庁 け よ ” と 言っ て 
いる 。 ク ルアー ン で は 、 豪 洋 の 具体 的 行為 を 禁じ に 、 と が め る の みな ら ず 、 女 淫 に 通じ る 道 を 全て 閉じ よう と し 
て いる の で ある 。 
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35. 拡 免 が 成年 に 達する まで は 、 そ の 財産 を 殖 iz 8 あがい) 更 4 し あ 誠 する 
や す の で な けれ は 、 デ に 手 を 態 れ る な か れ 。 ら の の) 2 の JC やう う 
うり ッッ ラン テ ャ レイ ア 
前 し て 契約 を 全う せよ 。 契約 は 必ず 引導 せ 2 099sbiM 耳 2 
5 る る ベ し 。 (年 20 
還 あゆ ンタ ン ろ 
36. 前 だ ち 生 る 場合 は 、 村 目 を 十分 に ちえ 、 みあ estDs 0O 知 2 
また 正確 い 天 笠 を 以 て 量 れ 。 その 方 が 立派 る セ シッ ンタ 
で あり 、 結 遍 は 得 と な る ぁ 。 ( 注 21 っ cf 科 5 
37. 己 れ の 知ら ぎる こと に 従う な か れ 。 げ に 芽 、 を 1 05 る し ぁゃ 3 じ る GS93 
心 一 皆 こ れ 等 は 必ず 駅 明 を 求め ら る る シン と 
べし 。 (まめ @92 ら ECW 全 1 
38. 人 0 に 地 々 か な か か な ん と な れ ば 、 流 4 は 2893 
大 地 を 引き 奉 く 邊 ず 、 ま だ 山 の 高き に も も と 
達する 能 ゎ ず 。 2 @358 dl 巡 き 3 
39. これ 等 すべ て は 、 液 の 主 か ら 見 れ ば 、 憎 む タウ と ロッ マッ を レン レン 6! る 
べき 晃 悪 な り 。 は 252 EZONE 
40. こ は 主 が 液 に 啓示 せる 知恵 の 一 部 な り 。 き % ら 補い 
LO 避 BMM Ao GU う 
れ ば 、 如何 な る 他 神 も アッラー ょ 税 に 祀る 錠 の 2 2 
な か れ 、 然 ら ず ば 、 現 われ 、 拒否 きれ て 、 Gb 守 培 交 < 98 人 る 0 る 
流 地 銘 に 投 ぜ られ ん 。 遇 
41. な ん と な 「! 王 は 男子 を お 前 た ち に 授け 給 RIO ン 63 2 EX で だ 2 RM ンス 
1 に 
い 、 自 ら は 天使 等 の 中 よ 9 女子 を 採れ りほ: の GA 
全う か ? 前 た ち は まこ と に じ 項 深い こと を Aa の 容 如 ) 5 
云 %。 - 
注 20 結果 的 に は 、 殺人 者 と 殺さ る れ た 者 と の 二 つ の 家族 に 孤児 を 残し て し ま う 攻 人 の 罪 に 関す る 法 を 、 定め 


り 、 


事 で の 何 の 思 恵 も 


た 後 で 、 ク ルアー ン で は 孤児 達 の 枚 利 に つい て 指示 を 与え て いる 。 最 も 重要 な 点 は 、 
ここ で は 義務 と いう 3 8 約 
な い が 、 誠 実に を し て 十分 に 履行 すべ き 豆 任 で あり 義務 で ある 事 を 強く 訴え る 為 6 


て いる 。 


注 21 
往 22 


第 い が 、 
る 事 で ある 。 人 は 他人 の 行動 を 見 て 話 解 し 、 
の 結果 や 、 勝 手 な 解釈 を し た 他 の 人 の 行動 が 原因 で は な く 、 


で ある 。 (前 述 の 節 で 言及 $ れ て いる ) 神 加 に し て 犯す べ か 
神聖 に し て 衝 す べ で か ら ざ る も の で あり 、 こ れ を 攻撃 する 半 
注 23 自分 の 業績 を 自慢 し た り 、 


痛 を 生じ きせ る 。 何故 な ら 、 


商売 を 順調 に 運び 、 
順序 で ゆけ ば 、“ 耳 " 
生じ る の は 先ず 耳 を 通し て で ある 。 


そう し 


の 人 の 道徳 的 向上 の 妨げ に な る だ け で ある 。 


富 を 形成 する 秘訣 は 、 商 売上 の 取引 き に が 
* 昌 " を し て "や" た 
芝 地 の 悪い 告げ ロ や 噂 で 攻 い が 生じ る の で ある 。 
その 動機 意図 を 疑っ た りす る 。 し か し 一 番 記 むべ き は 、 悪 い 只 


第 等 の 財産 
革 は 、 


こつ いて で あ 
そう する 
=、 使 われ 


が 陣 児 達 の 財産 の 世話 を する と い 


、 公 正 且 つつ 誠実 ど ある 事 で ある 。 
源 を この 人 節 で は 非難 し て いる 。 人 人 の 心 に 
その 決 が 是 束 す 


よる い 


病 ん だ 胃 分 日 身 の 心 が 作 りあ げ ば て し まう 疑い の 念 
ら ざ る 人 間 の 生命 や 財産 の み で な く 、 人 間 の 名 準 $、 
も 斑 任 を 持っ て 向かわ ね ば な ら な い 。 


見 せ が ら か し だ りす る 事 は 、 埋 毒 き を 吹聴 する の みな ら ず 、 道 徳 的 に $ 和 欠 
態度 は 、 既 に 自分 の 達成 し た 楽 績 に 滴 足 を 党 を る の み で 、 結 果 的 に は を 
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第 五 項 
42. われ ら は 役 等 を 論 さ ん と し て 、 ク グル アーン AFA タレ 2 し) っ 123 と プッ ン イ レ 
2W を いろ いろ な iege っ 。 PoP2odloD3NGAGESSoS3 
され ど 、 そ は た だ 役 等 の 嫌悪 を 増し た る に 夫人 8 包 
すぎ ず 。 ( 注 2 か) 
も だ し が み ンス 4 る る 
43. 計 え 、 役 等 が 云う 知 く 、 彼 と 科 に 他 導 KK を レン 2 


あっ た な ら ば 、 偶 人 上 拝 者 ども は 必ず 玉座 る 
の 主 に 抗 する 道 を 捜し 求め ん 。 @362 は 1 
44. 清 津 な る か な 、 彼 は 彼 等 が 云う が 如き も の AS の 
と は 較べ も の に な ら ぬ 進 か 高み に やわ しま の PHO 
す 。 


ッ ラ フン 2 の タッ る 


45. 上 つの 天 も 大 地 6、 ま た を その 中 に ある すべ ら e382250295 る の SI る 3 鐘 で の 
て の も の で 、 彼 の 光 を 讃え ざる は な し 。 リラ ラン 
シン ダッ 
然し な が ら 、 ち 前 た ち は そ れ 等 の 讃 美 の 意 の SYOYu2 る 6 うみ 5 


味 を 解せ ず 。 げ に 條 は 怒 本 独 く 、 寛 大 に ま ンク レッ レッ ン 作っ 

し ます 。 ( 生 25) etego 40 
46. 流 ク ルアー ン を 読 座 す る と き 、 ゎ れ ら は 流 alO52 人 KK の 閣 ら ば 2 

と 、 来 世 を 信 ぜ ね 者 と の 聞 に 見 た ざる 幕 を っ oga 。。 

乗ら す 。 906 る 


47. 並び に われ ら 6 は 、 彼 等 に クル アーン を 理解 還 ン アクタ る る ッ ン ング 。 ン ア る 
RI GA 1 
きせ な いよ うに 、 を その 心 に 覆い を か け 、 芽 人 2 の * 遇 「e 准 g6 とう 
っ ー、 の 5 る る P2 
6 間 け な くす 。 さ きれ ば 、 波 が クル アー シン の 1030 の 生化 
中 で 主 の こと の み 語 れ ば 、 彼 等 之 を 嫌い 府 四 
を 向け る な り 。 ( 注 26) @5 計 還 中 


48. われ ら は 彼 等 が 流 に 耳 傾 ける 時 、 彼 等 が と フス イン 2 る る ッ 60285) る し イッ ンタ 
5 彼 等 が 流 に 耳 傾 店 彼 『 が と OO る 9 を | 
ん な こと を 聞く の か 、 ま た 、 役 等 が 内 証 で 
癌 + ュ 苦 チ ェ ュ ナ サテ レス ん スク 1 あみ 2 タ ンタ 
協議 する 時 、 正 人 ども は 「 お 前 だ た ち は た だ の 5225 ae 1 お 鐘 員 
歳 か れ た 男 に 従っ て いる に すぎ ず 」 と 云う 
を 吉 知 す 。 
注 24 重要 な 事柄 全て を 論じ な けれ ば な 6 な い 経 典 で は 、 時 に 応じ 、 主題 に か か れる 要点 に 立ち 戻る 事 は 、 
極 く 当り 前 で あり 必要 で も ある 。 何 度 も 言及 する の は 、 を 柄 に つき 、 新 し い 角 度 か ら と ら え て みた り 、 新 
し い 反 論 を 論破 し た りす る 泡 で あり 、 そ の 目的 で 反復 する と ュ 神経 を 有する 教養 ある 人 な ら そ れ に 対し 異 
議 を 唱え る 事 は で き な い の で ある 。 
注 25 「 つ の 天 と 大 地 も まだ た その 中 に ある すべ て の も の は 、 神 を 讃 た る | と いう 語句 は 、 全 宇宙 が 神 の 唯 
一 性 に 関わ り を 持つ と いう 事 を 、 双 「 神 の 楽 光 を 説 を ざる は な し ] の 語 包 は 、 企 て の 事物 は 神 の 存在 の 宮 大 き 
に 、 そ れ ぞ れ 各 々 に 係り 合い が ある と いう 事 を 誤 味 し て いる 。 
注 26 。 心 の い と は 、 や ね だ た み 、 ま ちがっ た 優越 感 や 人 種 的 偏見 、 社 会 的 地 笠 や 収入 の 褒 失 に 対し て 心 
を 被 う 事 、 或 い は 、 不 信者 が 真実 を 受け 入れ る の を 拒む 為 に 、 強 く 都 合 よ く 信 じ て き た 十 い 習慣 や 信仰 へ の 心 
の 覆い を 指す 。 4 
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の 6 病 
49. 見 よ 、 彼 等 が 如何 に 数 々 の え を 液 に 向 つ KG NG 章 1 の 0 
て 並べ 立て る か を 。 し か し 、 半 局 輝 え る な 
り 。 さ れ ば 、 道 を 見 出す こ ょ 散 あ すず 。 @95z 
30. 後 和 ほう 、[ 扶 が 世 と な り 、 衝 の 補 子 5241z6B23EUEeGE1 
ク ゅ AIR 
ほな り 果 て た 後 、 ま た 新しく 生ま れ か える ^ sz 
と な ?」 と 。 OBMH 
> に し る テ F 
51. 云え 、「 流 等 石 な り と も 鉄 な り と も の 
52. は だ また 、 お 前 だ ち が 思 う 一 番 記 い 如何 な (EE 
る 物質 に な ろう と も 、 お 前 だ た ち は 虹 ら し め 3 2 NMe 
4 で に MM は 、 彼 笛 は 問わ ん 、「 役 Rd 
等 を 生き 返ら す は 誰 ぞ ? 」 と 。 え 、「 そ を は 。 
お 前 た ち を 最初 に 剣 9 給 うた 御方 な り 」 と 。 円 MT 
彼 等 頭 を 振り て 更に 問わ ん 、「 を それは 休 時 起 レー ルッ 
る や 7] と 。 云え [殴ら て 、 近 か らん 、( 往 le を うめ 
27 
53. 彼 が お 前 た ち を 喚 び 出し 、p 前 た ち が を れ の の 人生 あ る セ ン < 
の! の %Ou 
に 応え て 彼 を 計 美 し 率 る を の 日 は 。 面 し て 、 OO の 
も 前 た ち は 、 共 中 に と どまり だ る は 暫し の っ 31 
間 に す ぎ ず と 思う らむ 」 と 。 
、。 第 六 項 る ち タ フッ シン 作る タン 
54. わが 僕 般 に 告げ よ 、 芝 に 本宮 に 請 り か け よ 。 JGIE76 り IMI 折 人 
た し か に 、 正 魔 と いう も の は 人 人々 の 問 に 便 語る レ ン 和 る ココ シン シシ 
JAeoUS OO 当る 
た が い を 扇動 す 。 げ に 悪 麻 は 入間 に と っ て 。 7 OCT 守 
公然 の 敵 な り 。 ex 
55. お 前 た ち を 一 下 よ (御存知 な の は 、 前 た 1 ス < ュ コッ シン ン 人 2 と 
ちの な 。 彼 6 し 税 し な ば 、 革 謎 を p 曽 ご OMISGcLS 回 穫 き WAG Be 
た だ ち に 眉 れ 、 3 まだ 欲し な ば 、 お 前 た ち を 太 @ 免 5 の じ 2 も 2 KR 
し も る しょう 。 普 し て 、 われ ら は あの 者 ども 
の 番 人 た る べく 流 を 違わ し た に 非 。 
年 27 この 節 は 二 通 り に 解 駅 で き る 。 先 ず 不 に 対し 、 彼 等 の 心 が 鉄 や 石 、 或 い は その他 の 似 た 様 な 物質 
の 如く て か た 《 な に な ろう と も 、 神 は 聖なる 預 を 通し て も だ ら そ うと な さっ た だ 、 全 体 的 な 変革 を 彼 等 に も 、 
も だ ら そ うと 思っ て いら っ し ゃ る と いう 解釈 。 を し て も う 一 つ は 、 前 節 で 述べ られ た 、 復 活 に つい て の 彼 等 の 
疑い に 対し て 答え る と いう 形 で 、 彼 等 が 、 鉄 や 石 、 或 い は その他 の 物質 に 形 を 変 た て も 、 神 の 懲 町 は 免れ 得 な 


いと 語っ て いる と いう 解 息 で ある 。 
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96. 流 の 斑 は 、 天 地 剛 の すべ て の も の を よく 吉 3 負っ ayuGG る (8 
2 09 らく 6? 
り 給 う 。 ま だ われ ら は 折 計 者 の 下る 者 を 他 プン クラ ウッ elei う 3 
より も 賞 揚 し 、 ダビ デ に 詩 往 を 授け た り 。 っ 人 22 Gu る GS 
@ り 9 
57. 云え 、[ ア ッ タ ラー 以外 に 前 た ち が 神 々 と 信 アン ラン 
ビ て いる 者 に 訴え よ 。 きれ ば 、 前 た ち は 、 696335 和 も 2 たつ 7OANIIKS( 
彼 等 が お 前 た ちの 笑 難 を 除き 、 ま た それ を し 全 ちと 
ーー ロ 【 * 
転ずる 力も な いこ と を 思い 知ら ん 」 と 。 の の ル た で う た 
58. 彼 等 が 拝ん で いる 者 ども 自身 、 主 に 近づか MP YK の PE 
se COCOo OFO CyuJl 3 
ん こと を 憧 む 一 た よい お 個所 ( 個 科 し て いと レーン レン の 
る 者 た ち で すら 一 アッ ラー の 惹 悪 を 期待 oo 
し 、 そ の 和 鉛 凡 を 恐る 。 げ に 恐る べき は 、 商 と イィ 
の 主 の 筐 呈 な り 。 ( 入 28) 半生 あの 
59. 吉 何 な る 都 で も 、 わ れ ら は 復活 の 日 の 来る 系 六 3132 る 3 5 の 8 
前 に 学 を 渋 ぼ し 、 また は 厳し い 向 罰 を 加え 
ヨ ョ GL IO も 2 シレ スッ クギ レタ ッ ン 
ん 。 此 の 事 は 経典 の 中 に 銘 記せ ら る 。( 注 MIGebOW OSA ytyio いる 
29) 
の 
60. 奇 早 を 蜂 す に われ ら の 妨げ # と な る も の は 答 ンタ ン ッ ング る ネン セン ン 
も な い 。 た だ いし 、 入 寺 の 民 が 学 を 朗 ゅ きり Da GiES23 
き 。 まれ ど 、 此 の 事 は 妨害 た し は な ら ず 。 わ 0 238N22SCSEz と 
8 っ っ の 6 95 い KS 
れ ら 6 は サム ー ド の 民 に 明白 な 宰 光 と し て 和 ン So955) 
麻 著 を サ ぇ た り 、 し か る に 彼 等 は 不当 に @ あ 史 5 9 し もう 2 じ っ 9 
之 を 目 げ た り 。 わ れ ら は 警告 の た め に の ぁ 
考 辻 を 降 す 。 ( 淫 30) 
61. あれ ら が か つて 、 流 に 向っ て 、「 げ に 、 主 E 多 じっと 04 80308 
る 038 
は 人 間 を と り 囲み 給 う 上 云い し 時 の こ フ ヴ の りき ^ う 
と を 思い 起 せ 。 わ れ ら が 流 に 見 せ た る 幻 は 、 2 FVSIIGM gM 0 の 
クル アー ン に 記さ れ た あの 更 わ れ た 和樹 と 同 っ 
365 レス 25 タタ 。 8 鹿 EGG 
ビ (、 人 間 を 試 き ん が た め な り 。 わ れ ら は ン 2955o001G 和 や 族 
注 28 この 節 は 、 或 る み 人 々 が 押 と し て 礼 捧 す る 天使 、 預 言 者 そし て 聖人 吉 に つい て 言及 し て いる 
注 29 神 の 預言 者 傍 や クル アー ン が 予言 し た 宇宙 釣 な 惨 袖 と 一 連 の 災害 の 前 兆 と な る 秒 凡 の 事 に つい て の 
言及 で ある 。 
注 30 以下 の 様 に も 解 彼 出来 う る 。 則 ち 、 以 前 の 和信 々 が 、 預 苫 者 達 の 言 を 嘘 だ と いっ た 事 が 原因 で 、 こ れ 以 


上 神 の し る し を 送ら れ な いよ いう よう な こと が あろ うか 、 
な りえ な いと いう 解 羽 と な る 。 


つま り 、 そ れ が 、 天 より の し る し を 与え 理由 に は 
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t 続 し て 警告 せん と する 6、 を は 倍 き 抱 < 多 る EAT 8 
に 彼 等 に 大 因 を 増 き し め ゆる ば か りな り 。 8 
(3 
第 七 項 


に ! 


62. われ ら が 、 大使 た ち に 、「 ア ダム に 対し て ン シレ も っ 
R (@ レセ ラン 
伏せ よ 」 と 命じ た 吐 の こと を 思い 起 せ 。 イ 9295042| EUCB35 


ブリ サー ス の 外 は 役 等 みな 平八 せり 。 イ ブ @M る 引 加 MAKCOMIE ご 381 
ー ス は 「 液 が 泥 に て 創れ し も の に 対し て 、 
我 いか で 拝 全 す べき や ? 」 上 云え り 。 

68. 更に 彼 は 、[ 流 が 区 より 上 の 者 ほし て 礼 過 し っ る 20 と ン 
た る は 此 の 者 な る か ? 近 も し 作 の Hg ォ て ジウ ゆ と GGSIAa ESIO6 
我 を 首 子 し た ま を ば 、 表 は 必ず この 者 の チ GPS SCS OPCOBiICK の り 
孫 を 、 わずか の 者 を 除き 、 我 が 双 配 下 に す 」 - 
云え り 。 ( 注 32) 

64. アッ ラー は 云え り 、[ 立 去れ 1 何 入 に せよ 半 多 68625 
液 に 従う 者 は 、 必 ず 地 鍼 を 返 報 し よう を 2 
一 返 報 を だ っ ぷり と な 。 OU) 

65. し て 、 彼 等 の 仲 で 著 で も いい か ら 液 を の ご SG らち CE レッ 
声 で 誘 黄 し 、 溢 の 歩 共 や 騎兵 を 以 て 彼 等 を 訂 ? 
攻め た て よ 。 ま た 、 財 室 と 子 娘 た ち を 頒 ち ポジ 9c 3 
て 、 役 等 約束 を 結べ 」 と 。 さ れ ど 、 悪 席 の 人 レタ 1 
の 的 系 は 、 た だ 邊 等 を 医 く の み 。 ( ま 3) PeOio5a EK asAOg う 2959 う 


66.、 され ど 、 わ が し て は 、 げ に 液 は 役 No ぎっ 5 NG 
等 の 上 に 如何 な る 支配 力も $ 有 せ ず 。 彼 等 の 


YE 


守護 は の 主 の み で こと 足り る 。 ( 注 34 @E5 


注 31 これ は 当 亭 の 第 節 で 述べ られ た 幻 の 事 を 言っ て いる 。 こ の 幻 の 中 で 、 型 な る 預言 者 は 、 ユ ダ ヤ 人 達 
の キ ブ ラ (祈り の 方 向 ) で ある エル サレ ム の 神殿 で 、 他 の 全て の 聞 言 者 舌 を 率い て 析 る 自分 中 身 を 見 た 。 こ の 
多 は 、 い つか 将来 に 訟 て 、 こ れ ら の 預言 者 達 の 達 も イス ラム の 輪 に 加わ る で あろ う 示 
これ が ' 主 は すべ て の 人 問 を と りか こみ た だ た もう" の 語 句 の 意味 する 事 な の で ある 。 そし て 、 イ スラ ム が 全体 に 浸 衝 
する の は 、59 節 に 述べ られ た 厄 袖 が 世界 的 に 始ま り だ し た 後 な の で ある 。 

注 32 "復活 "と いう 言葉 は ここ で は 信者 の 信仰 が 完全 な も の と な り サ タン が 、 を の 信者 に 対し 何 の 彫 響 も 
太 ぼ せな く な っ た 時 に 、 信 者 の 誰 で も が 経験 する 辻 的 復活 を 指し て いる 。 

注 33 この 役 で は 、 問 魔 の 仲間 達 が 、 人 に 正しい 道 あ ふみ は ずる せる の に 使う 三 つ の 方 法 を 説明 し て いる 。 
損し い 人 間 や や 弱い 人 間 を 彼 等 に 対す る 桑 力 の 恐怖 を 持続 きせ る 事 で 威 貴 す る 。(2) 詩 葉 で の 酸 力 へ の 惑 怖 に 貞 
け な い 者 達 に 対し 徒党 を 組み 、 更 に あく どい や り 方 で 双対 画 的 な 攻撃 を し か け 、 あ ら 6 ゆる 方 法 で 、 追 害 、 弾 圧 
を 行なう 。 3) 真実 の 大 義 を 守る 事 を 止め ゆみ えす れ ば 、 指 導 者 に し て や る と 言っ て 、 力 強く 、 影 郷 力 の ある 者 達 
を 誘 剖 する 。 

注 34 人 は 、 病 神 向 に “復活 " し 、 信 爺 が 礁 か な $ の と なら な い 限 り 、 サ タン の 誘惑 に 影響 きれ る 。 
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67. 前 た ちの 主 は 、 ち お 角 た ちの だ め 2 争 シラ ッッ 6 
船 で 航行 きせ 、 ち 前 だ ち に 彼 の 皿 p 8 3 紀 30 


きせ ん と する お 方 な 9。 げ に 彼 は お 前 た も オプ ECIK 家 

つの > の 45140。 ら 5 
に 慈悲 深 《 まし ます 。 5 92 
68. お 前 た ち 海 で 火 難 に 追う や 、 日 頃 お 前 た ちる フタ イッ ン イン ラク ェ ラ る を 、 シ レレ 
が 拝む 神々 は みな 靖 え 、 独 り ア ッ ラ ー い を DK た EC 


す の み 。 振る に 、 彼 が 如 前 た ち を 無事 能 に っ ( そ の 5 ン 1 マ ( 1 妥 Gtdl 
届け て や れ ば 、 お 前 た ち は 急 ち ょ る を 向 。 EDION ES 


人 人 間 と いう は まこ と に 思 知 ら ず な 者 な UI 
5。 ( 注 35) 胃 

69. お前 た ち 、 役 が 、 溶 に な いて 、 前 た こら ュ ン ンタ っ る 0 ぅ 
前 た ち 、 彼 が 、 潜 いて 前 だ た ち を NT ん る 4 


沈め る と か 、 物 凄い 砂 刷 を 見 舞 わ せる こと 
な し 、 よ と 安心 し 得る か ? そう な っ て は 、 お お @K ら 交 05938CEc 
前 た ち 加 何 な る 守護 者 も 見 つか り は せ ぬ 

内 


70. それ と も 、 役 が 抽 び お 前 た ち を 海 に 連れ 戻 タン を っ も ッッ る ッッ ン 
し 、 突 風 を 見 舞っ て 、 お 前 た ち を その 不信 ウン PO の | 
仰 の た め に 汰 れき せる こと な し 、 と 安心 し の を 4 16 
得る か ? そう な り だ る 時 は 、 お 前 た ちの た ラッ レン RE 
め に 、 わ れ ら に 刃 向っ て 助け て や ろう と い KERR 
う 者 な ど 見 つか り は せ ぬ 。 


71. げに われ ら は 、 ブ ダム の 子 敬 を 優遇 し 、 2%5 1 の の OKA 
う 2221 /( 史 MSU ろ 
( 注 36) 役 等 を 陸 や 海 に 箇 び 、( 注 37) い み 前 


いろ 策 村 な 品々 を すえ 、 更 に 、 わ れ ら が 全 で 96 eco る 計 語 る 
り し 多く の 人 々 の 上 に 彼 等 の 身分 を 高め た ッッ ン レ タン 
9。 ( 注 38) 8 


注 35 苦悩 と 困 導 の 中 に いる 時 、 庶 に な り 神 に 祈り 慎み 深い 生活 を 送る 様 に と 碧 う の が 人 間 の 本 皿 で あ 
る 。 
注 36 。 神 は アダ ム の 子 等 全て に 同等 に ほ は まれ を 与え られ 特定 の 民族 中 竹 族 の み に 特 権 を な えた られ た 訳 で は 


な い 。 更 に 、 発 展 と 繁栄 へ の 着 は 誰 に で も 平等 に ひら か れ て お り 、 海 の み で な く 陸 に も 同様 に 遥 ば れる の で あ 
る 。 


注 37 "クル アー ン 中 に 海 に 重点 が お か れ て いる の は 珍 し い 。 クル アー ン が アラ ブ 人 達 に 与え られ た 経典 で あ 
り 、 生 涯 を 通し て 航海 に よる 旅 を 経験 し の な い 全 て の アラ ブ 人 や 聖なる が 、 海 路 の 旅路 を 強調 する 
事 は まず 有り 得 な い ら ク ルアー ン が 型 な る 預言 者 が 書い た も の で は な い 詳 る 。 型 な る 預言 者 は 、 海 略 
の 航海 の 多大 な 利点 に つい て は 知り 得 な か っ だ の で ある 。 

注 38 人 間 で ある と いう 人 等級 は 、 地 上 に 訟 ける 神 の 代理 者 と いう 記 味 で 他 の 全て の 創造 物 に 、 ま る っ て いる 
の で ある 。 
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第 入 項 
72. 或 る 、 わ れ ら は すべ で て の 信 間 を その 2 ンス で っ け あ ア 計 の 
衣 閉 共 に 台 集 せん 、 を の こと を 忘れ ま ジウ ひだ 2 CW プ P 
い ぞ 。 その 日 、 右 手 に 己 れ の 記録 を 流さ れ 6 
る 者 は 一 その 記録 を 熱心 に 読み 、 是 つい き 6 " ク 


きか も 不当 に 過 せ ら る る こと な か る べし 。 
( 生 39) 

73. 然し を ながら 、 此 の 人 世に 放 て 盲目 な る 者 は dss5l8 多 188623 
来世 に 放 い て も 盲目 な る べし 。 商 し て 、 ま 。 
すま す 正 道 か ら 迷 い 去 らん 。 ( 生 40) @%z 


74. 人 われ ら が 波 に 啓示 し た こ 1 の たら 4 イセ シイ ン スル 
1 1 
に ひ を いし う 1 を し (0 に し LEeGJord あ 53 
時 < 対抗 し て 砂 示 し た 1 の と は 別 1 の o ら WE 32033 明 る の EC の 8 
を 提 汗 せしめ ゆん と せり 。 も し を うな り た る ッッ 
場合 、 彼 等 は 液 を 親友 よし て 過 し た る べし 。 
( 注 41) 

25 も し われ ら が クル アー ン を 以 て 流 を 共 加 た 区 393 
らし め ざ り せ ば 、 流 は いき さか 彼 等 に 傾 か 。 ュー ン ラ 
ん と し た る な 5。 ( 注 4⑫) @358 

76. その 場合 は 、 わ れ ら は 液 に 紀 の 世 で 重 刑 を 、 ンー レレ ッッ 。 コレ ュー ン 。 22 る 
また 死後 に 記 て も 重 有 を 味 わ る せん と す 。 つが ら に Use め s0us ら 3 
も し を うな り た る 場合 、 液 の た め に 、 わ 札 3 弄る う 
ら に 刃 向っ て 助け て や ろう な ど と いう 者 は OS ァ 
何処 に も 見 つか り は せめ ぬ 。 


注 39 左 隆 は 血 凡 の 、 を し て 友 手 は 祝福 の 象徴 で ある 。 を し て 又 、 人 の 身体 の 右 半 分 は 、 左 に 比べ 筋力 が 強い 
為 、 或 る 種 の 優越 性 を 帯び て いる 。 この 節 で 述べ られ る 人 の 行い の 記録 と は 区 い 方 の 祝福 る れ た 記録 を 意味 す 
る 。 布 手 は ここ で も 強 る と 力 を 意味 し て な り (69 章 46 節 )、 右 手 に 信 省 佑 が 各々 の 記録 を 持つ と は 、 力 と 決意 
を も つて 美徳 を 有する 事 を 表わし 、 不 信者 達 が 左手 に 記録 を 持つ と いう 事 は 、 必 要 と され る 強 き と 熱意 を 持っ 
て 美徳 へ の 努力 を し な か っ た 事 を 表わし て いる 。 


注 40 現世 で 心 の (精神 の ) 眼 を 開い て 物 を 見 な い 者 は 、 来 世 で も 精神 的 に 物 む みる 日 を 持た な いま まで あ 
る 。 クルアーン で は 神 の み 印 や よく 考え ず 、 そ れ を 役立て な い 者 は “ 紀 目 "で ある と し て いる 。 こ うい う 人 々 
は 来世 で も 精神 的 に “青田 " な の で ある 。 
注 41 不信 者 達 は 聖 な る 預言 者 を 彼 に 啓示 ぉ ふれ た 教義 が 原因 で 、 彼 に 強制 約 に それ を 変え きせ だ り 、 ク ル 
アー ン て 体現 きれ て いる 教 装 以外 を 教義 と し よう と し た り し て 、 悪 な る 預言 者 を 非常 な 苦 と し 入れ よう 
と し だ 。 これら の 不信 者 の 邪悪 な 計画 や 、 そ れ を 実行 し た 事 が 、 彼 等 の 全く の 失敗 で あっ た 事 に つい て この 節 
で は 言及 し て いる の で ある 。 
注 42 預言 者 の 根本 的 性 質 は 余り に も 純粋 で あっ た 為 、 ク シン アー ン が 彼 に 啓示 ふれ て いな か っ だ と し て も 、 
そし て 、 神 が 彼 に 関し て 意図 し 給 う た 事 を 知ら な か っ だ と し て も 、 預 言 首 は シル ク ( 喉 一 の 神 以 外 の も の を 澤 
拝 する こと ) を 行なう 事 に 必 す る 事 は は と ん ぼ ど あ りえ な か っ た の で ある 。。 
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77. げに 彼 等 は 、 液 を 国外 に 放逐 せん と し 、 液 スッ ッ タタ ジョン の を イイ ラタン ラ 1 ン 
を この 地 よ り 正 に 追い 払わ ん と せり 。 し か JoeDlo2eboS5d36O ら 
し 、 を も 


場合 人 和 が 後 る ン イ 、 スン! タン シマ タン トク ッ 
の 場合 は 、 役 等 と て 流 が 去れ る 後 、 OMWC も GUESGCA2RI る も 


上 の こ 流 以 前 に s 使 徒 た イン 2 トレイ レッ イ タイ ッ ン る る 
78. 以上 の こと は 、 潜 以前 に われ ら が 使徒 な ち LSV2EL2SeUB も CS の 2 る 
と 共に 隆 せ し わ れ ら の 造り か た な り 。 き れ 。 


R 、 rr を の ラン イレ る 
ば 流 、 わ れ ら の 信 り 方 に は 如何 な る 変更 も @ 品 区 9 を 
な きこ と を 悦 る べし 。 _ * 

第 九 項 


79. 太陽 が 傾き 、 攻 中 く な っ た ころ か ら 6 夜 の 吐 ンー し スン 
前 に 室 る まで 礼 天 を 行い 、 市 し て 、 変 に フタ で は dloeBlg 設 
クル アー ン を 読 語 せ よ 。 げ に 諸 明 の クタ ルー GO5 史 OS SR68 
アー ン 締 語 は 、 と り わ け 神 に 御 功 納 あ ら せ ^ 
られ 給 う 。 ( 注 4 

80. また 、 流 、 液 に は 規定 外 ( 注 45) の 勤 和 に 5 を アテ 衝 和 レス タッ ン 2 人 
し て クル アー ン の 読 諭 の た め に 、 深 夜 に 起 9 301 
きよ 。 恐らく 主 は 、 液 を 光栄 ある 地位 に 登 ofCSSt3 和 2 
らし めん 。 ( 注 46) - 


ー > 、 に 、 トト プラタ イク ニッ ーー イク タタ ッ 1、 ッ て 。 ニ イラ タン 
ーー 策 に よ し い 信 う カ て 5 せ 、 の の O05 5 
正しい 出 方 で 出し 給え を 。 面 し て 、 我 に な に っ 

どぉ 手 ず か ら お 手助け の 力 を 授け 給え 」 @ の ee KTdASISS0o 


と 。( 注 47) 
注 43 加 な る 預言 者 の 敵 達 は 、 彼 が その 信者 達 の 間 の 尊 茂 を 失 な っ て し まう 様 に 、 法 的 追放 の 河 情 に まみ 
れき せよ うと し た 。 し か し 社 自身 が 、 彼 に メッ カ を 志 る 様 に と 命ぜ られ た 泡 、 メ ッ カ の 市 民権 を 失う 事 舎 
た 洛 情 か ら 、 聖 な る 預言 者 は 数 われ た の で ある 。 
注 44 この節 で は 、 イ スラ ム の 5 回 の 日 々 の 析 り の 時 間 に つい て 説明 し て いる 。' 太 陽 が 傾き "と は 年 後 の 祈 
5 、 夕 方 の 祈り 、 そ し て 日 没 の 祈り つの 意味 を 持つ 、* 夜 の 喧 開 "た いう 表現 に は 日 流 時 の 祈り も 含ま れる が 、 
特に 夜 の 祈り を 意味 し 、" 徐 明 の "と いう 語句 は 、 少 の 祈り の 時 間 を 示し て いる 。 
注 45 本 文中 に 与え られ た 意味 に 加え ナ ・ フ ィ ラ ト は 特別 の 思 吊 と の 意 味 を 持ち 、 新 り は 肉体 に 負担 を かけ 
る も の で は な く 、 神 か ら の 特典 と 特別 の 思 恵 で ある 事 を 教え て いる 。 
注 46 イス ラム の 聖なる 項 言 者 程 、 ひど ぼ い そし り を うけ 得 日 も に じ わ れ た 人 は お そら て 〈 他 に 類 と を みな いで あろ 
ぅ し 、 彼 各 、 神 の 殴 対 を うけ 、 多 て の 神 の 近 福 と 思 恵 の 対象 し な っ だ た 人 も いな いい える 。 夜 の 静 け き の 中 で 
は 、 タ ハッ ジュ ー ド の 祈り が 信ずる 者 の 精神 的 な 意気 の 高まり に 最 る 似合い 、 創 造 王 ほ と 基 に た だ - - 人 で 、 神 と 
の 特別 な 二 的 変わ り を か わす の で ある 。 
注 47 祈り と 嘆願 が か な えら れ な る 預言 首 は この 節 で 聖なる 礼 拓 堂 か ら 遠 隔 の 礼拝 堂 ま で 夜 の 問 に 、 そ の 
僕 を 連れ て 旅 し た も うた お 方 ( れ (17 章 2 節 ) の 語句 で 為 き れ た 孤 詩 の 成 競 と し て 、 メ ディ ナ へ 連れ て 
いか れる 福音 を 授け られ だ た 。 この 預言 の 成就 を 予期 し 、 彼 は 今 住ん を で いる メッ カ か ら の 脱出 し メデ ィ ナ へ の 入 
場 が まぎれ も な く 祝 福 る れ だ た も の で ある 事 を 祈る よう 命ぜ られ た 。 
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82. せ ょ 、「 頁 理 は 降り 、 庶 作 は 条 OUbUhSUOBOLS22 に ある 
げに 天 偽 は 清 減 する 定め な り 」 と 。 リン 

ol 
83. われ ら が 少し ずっ 謗 す クシ テー ン は 、 信 者 と の 人 2 ACBeJ3 
に と っ て は 治療 で あり 慈 直 な れ ど 、 そ は た ッッ 
だ 不義 な す 徒 湊 の 損 を 増す ば か りな り 。 っ Ku 光 う 5 Ooe を 


84. われ ら 人 に 思 朗 を 施す や 、 彼 は 顔 を を むけ お 8 全 e02((RP 
か ウル う て ッ 1 

て 遠ざかり 、 面 し て 災難 に 見 掴 われ れ ば 生 ウ CI DD の 
彼 は 急 ち 絶望 す 。 の 4 る 2 
85. 雲 え 、「 人 は だ れ で も 己 が 流儀 に 従っ て 行動 1 る (24kE ME 3 る の 
す 。 き れ ぼ 、 主 は 、 一 番 正 し く 導 か れ た る etS2egGE び SM 


EC 


用 は 謀 、 あ 導 3A ち を る の 
者 は 誰 な る ヵ MM と 。 Gy5tP1W 
86. 彼 等 は 湊 に 、 二 に つい て 問う 。 な えれ 「 二 ン 0 の 
・ SL SL Bt 
主 の 命 に より 制 ら れ り 。 お 前 た ち が こ の 件 21C タ の ぴの co と Gi 2 
ン 0 の か で と た ノブ 


に 関し て 授かり し 知識 は 、 紫 少な る ぁ の に す DUEIN と が の OR 
ぎ ず 」 と 。 ( 注 48) 


97. も し われ ら 欲 き ば 、 わ れ ら は 光 に 邊 示せ し レネ レス シンシン ン る レン ッシュ ュ イン 
も の を 取り 去る こと も 8 可能 な り 。 然 る 時 は づつ MUSICSNUSeAES GO9 ラ 
液 、 流 の だ ため に われ ら に 刃 箇 う 如何 な る 守 の 43 
護 者 も 見 出せ まい を 、 ( 生 49) ら 22 CT ーー 


88、 た だ 主 が ま を 垂れ る 場合 を 除い て 。 実 に 、 WC 
流 に 対す る 主 の 皿 ' 宮 は 広大 無辺 な 5 。 


注 48 ユダ や ヤ 人 達 の 精神 的 奏 朋 と 退廃 の 時 期 に は 、 多 く の 近 代 の 心 党 主 義 者 や 見 神 論者 、 そ し て ヒン ズー 教 
の ョ ガ 行 者 の 搬 に オカ ルト が 流行 し た 。 聖 な る 預言 者 の 時 代 の メデ イナ に いた ユダ や 人 産 の 中 に も この 種 の 事 
を する 者 達 が むり 、 メ ッ カ の 偶 像 演 拓 者 達 が 型 な る 預言 者 を 論 膝 する 導 オ カル ト 信 奉 者 達 に 助力 を 求め た 叶 、 
彼 等 は 、 型 な る 預言 者 に 人 間 の 魂 に つい て 質問 する 様 、 メ ッ カ の 偶像 水 拝 者 達 や を その か し た 。 クル アー ン で 
は 、 魂 は 神 の 命令 に より その 力 を 得る の で あり 、 魔 術 や 心 貼 後 式 で 得 た と る れる 神 の 命令 以外 の 物 は 、 全 て ま 
や か し で ある と たい 節 で この 問い か け に て いる 。 人間 の 魂 の 本 質 に 関す る 質問 を 最初 に メッ 
カ で 型 な る 預言 は クラ イシ ュ 族 で アブ トウ ラ ・ ビ ン ・ マ スー ド に よる と メデ ィ ナ で も 、 周 様 
の 質問 や ユダ ヤ 人 達 に る れ た と 言う こと で ある 。 魂 は ここ で は 、 神 の 直接 の 命令 に よっ て 創 ら れ た も の と 説明 
きれ て いる 。 クル アー ン で は 、 全 て の 創造 は 、 以 下 に 述べ る 二 つ の カテ ゴリ サー に 分 けら れる 。(1) 先 に 全 造 きれ 
た 物質 や 事柄 の 助け も 全 く 借 り ず 、 直 接 も た らき れ だ た 合造 ⑫) 出 1 に 創造 きれ て いる 方 法 や 事物 の 助け を か り て 、 
第 二 次 的 に 生じ た 創造 。 前 者 の 種類 の 信 造 は アム ル (2 章 118 節 参照 ) の カテゴリー に 属し 、 後 者 は ハル グ 
(創造 ) (命令 ) と し て 知ら れ て いる 。 人 間 の 魂 は 第 一 の カテ ゴリ ー に 砲 す る 。 
注 49 この 委 で は 地上 か ら ク ルアー ン の 教え が 消え 去る 時 が 来る と いう 預言 を 暗示 し て いる 様 に 思わ れる 。 
クル アー ン の 精神 や 李 心 が 地上 上 より 次 し 、 そ の 他 の 教義 の 、 ユ ダ ヤ を 原型 と する 、 超 自然 の 力 を 持つ 、 そ を 
ス フ ィ と いわ れ だ いわ ゆる 秘法 な ど は 、 関 係 者 の 努力 で 全部 が 全部 消 減 し て し まう 訳 で は な い が 、 
どちら に し て も を そう いっ た 時 が 来る で あろ うと いう 構 な る 項 言 痢 の 似通っ た 貧 言 が 伝え られ て いる 。 
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89. 去 た 、「 た よい 人 間 妖 赴 が カ を 合わ ゃ Ju5SE の BJNie2 人 gg 
に 助け 合っ て 、 此 の クル アー ン に 似 だ 6$ の シア ォ ラン ラン レタ シン シッ っ 
を 作ら 5 ん と し て も 、 彼 等 は 断じて 之 に 類 す 9oSO6930ka 99oLJINA 
る も の を 作る を 得 ず 」 上 。 ( 注 50) レラ 
ゅ bb 
90. げに われ ら は 此 の クル ナー ン の 申 で 、 一 と PA 人 区 委 う 
の M 只 を あり 、 い ろ いろ な 店 りか た で A 和 ぴぴ のり ンプ プン 
ーー. と イ アデ リン シ 

に 解明 し た けれ ど 、 大 多数 の 人 間 は 信仰 の 8 EIDRTd6 

め ぇ に 一 切 を 拒否 せり 。 ( 注 51) 前 
し か ーッ ラン イン レン を と ルン 
91. し て 、 彼 等 は 云う 、「 屯 等 は 流 が 大 地 よ ょ り oc ぢ 9192 る 5 を る 828 が 時 3 
泉 を 中 き 出る せ て 見 せ て くれ る まで は 、 絶 の 科 
対流 を 信 ぜ ず 。 0 
っ ゅ ゃ ャ レーン うる る と ンチ の 
92. 落 い は 、 潜 が 押 衝 子 園 や 作 園 持 ち 、 を フェ 28 Coo も と 65 
の 中 に 幾 すじ も の 豊か に 流れ る 川 を 生じ せ ーー タク シン フレ ョ っ 
し め る まで は 。 ( 注 52) ep tle う の | 
93. 或いは 液 が 主張 する 如く 、 液 が 大 空 を ば ら の セイン イン イレ シン レン ロレ あッ 
ICE る SE 
ば ら に し て 我 等 の 頭上 に 落し て 見 せる まで は DA ッ Se ーー 店 ジア 
は 。 それ と も 、 ブ アッラー 天使 た ち を 我 人 @98 人 AU 
が 面前 に 伴い 来る まで は 。 間 * 
94. 或いは 湊 が 功 金 の 家 を 持つ か 、 政 天 し て 見 レン 』 も oo の 。。 の レラ イレ ジン 
(10 2 * い 2 う 内 | TA 
せる まで は 。 我 等 は 、 衝 等 が 読み 得る よう つつ OAD 
ほっ て 隆 る に 章 き れ ば 、 に て 徹 
な 経典 を 持っ て 降る に 非 ぎれ ば 、 断 て 湊 入る の 2 だ dk の お 5 
の 昇天 を 信 ぜ ず 」 と 。 云え 、「 我 が 主 に 讃え レッ レレ ラ ラシン 病 昌 
あれ ! 我 は た だ 使者 よし て 造 わ きれ た 一 個 @9553591o6 め OCR 

の 人 間 に す ぎ ぎ る に 非 ず や 」 と 。 ( 注 59) ] - 

注 50 ここ で は 、 そ の 土 能 力 を 得る 対象 で ある 、 や み に 隠 れ た 起 を 呼び 出し 、 助 力 を 願う と いう オカ ルト 供 


式 に ふけ る 者 達 に 対す る 挑 


定 す る 全て の 人 々 に 対し 、 泡 きれ て いる の で ある 。 


注 51 


注 52 


注 53 


る と の 答 が 出さ れ 、 第 一 の カテ ゴリ ー の 要求 は 、 そ の 條 格 に 訟 て 軽 光 
ば ぬ 所 に まし ます の で 論外 で あり 、 型 な る 預言 者 に 関し て の 芝 


含 きれ て いる 。 挑戦 は 表 な る クル アー ン の 神 の 起源 (origin) (聖なる 源 ) を 否 


人 間 の 能力 に は 限り が ある 人 為 、 人 は 、 ど ん な に が ん ば っ て も 、 限 られ た 数 の 問題 し か 解決 で き な い 。 
し か し クタ クルアーン は 人 間 の 閣 徳 や 精 押 的 発展 に 関す る あら ゆる 事柄 を 今 まで に 処理 し て き て いる の で ある 。 


メッ カ の 人 々 が 、 自 分 達 の 質問 中 反対 に 対し て クル アー ン の 答え 問 っ た 時 、 彼 等 は 要 な る 預言 者 
に 向き 直り 、' も し クル アー ン が 全て の 知識 に 精通 し て いる の な ら 、 聖 な る 預言 者 は 地 か ら 泉 を か せ だ たち)、 
園 を 造り 出し た り 、 自 分 者 に 金 で 出来 た 家 を 建て る と いっ た 奇跡 が 行 ん る は ず だ 。' と つめ よ ょ っ た 。 


不信 者 逢 の 思 感 分 別 の な い 要 求 に 対し これ ら の 要求 は 神 或いは 預 昔 者 の いずれ か に つい て の 事 で あ 


で あり 、 神 は を そう いっ た 法 外 き の 入 
つい て は 、 彼 は 人 間 で ある 玩 能 力 は 限ら れ 


て お り 、 一 方 神 の 預 昔 者 で ある と いう 使命 を 有する 為 、 相 矛盾 し て し まう と いう 事 に な る 。 
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十 一 融 


とう 1 ラン セ る 衝 イン ング 
95、 簡 導 が 彼 等 に 隆 さ れ た 時 、「 ア ッ ラ ー は 合 6260 に コロ ー 
者 と し て 我 等 と 同じ 人 間 を 壮 わ し た る か @9 あ 多 知 る 4 


? | 上 彼 等 が 云 に し こと を 除け ば 、 人 々 に 
信仰 を 妨げ る も の は 何 も な か りき 。 

の アル 2 シッ 。 っ 

96. 云え 、「 も し 地上 を 悠々 と し て 歩き 電 っ て い CO の 2 設 4 な 2o55086 3 

る の が 天使 た ちな ら 、 わ れ ら は 確か に 天 か 


の 。 セ の 攻 
ら 6 天使 を 使者 し し て 遣わ せり 」 と 。( 注 3 10061 22ee 


54) 

97、 云え 、「 我 と お 前 た ちの こと は 、 ア ッ ラ ー の og4 ち 1 守 ss6 IMK る 区 【 ぎ ば 
証言 で 十分 な り 。 げに アッ ラー は その 僕 等 衝 レン 
を 知り 尽く し 、 よ くみ を な わし 給 2」 と 。 の De oy 


98. アッ ラー が 導く 者 の み が 、 正 し い 道 を 辿る 。 MMF 和 ET 5 用 > る ラン ン 
ゅ Ne 2 
きれ ビア ッ ラ ー が 迷わ し むる 者 は 、 液 は oe 6 20196 の 
アッ ラー 以外 に その 者 ども に は 助け 隆 が な 832 も 8 の 移 多 が る る 
いこ と を 知る べし 。 語 し て 、 復活 の 日 に 、 テン セン 
> っ 
われ ら は 彼 等 を うつ 伏せ に し 、 定 に し 、 中 ek 3 の 3 テテ 39 生 GH1 
に し 、 乾 に し て 召し 寄せ ん 。 彼 等 の 住 大 は リッ ン カン ンー 
え る だ びに 、 わ れ ら は AB る レ 4 


地獄 な り 。 火 勢 が 
彼 等 の た め に 火炎 を 加 う で し 。 ( 注 55) 

99. こ は 、 後 等 5 われ ら の 神 光 を 把 否 し 、 「 何 ん 93PU 人 ピン トウ 
と な! 我 等 が 死ん で 骨 と 隆 境 に 帰し た る 


と ファン ン ン ぁ 
後 、 再 び 新た な 炉 造 物 と し て 生き 返る 上 療 本 る あと BE 7 
うか ?] な ど と 云い し が 故 の 報い な り 。( 往 
56) 


ッ ン ン 


100. 彼 等 は 、 容 地 を 信 造 し 給 うた アッ ラー が 、 1 
か つの 1 SA 
また 彼 等 の 加 き 者 を 創る 方 を 有する こと を レン の と の の 


地 ら ぎり し か りき れ ば 、 彼 は 、 役 等 の た めす 946900<2 5383 ある 


に 疑う べから ぎる 期限 を 定め た り 。 然 れ ど 


注 54 この 節 に は 以下 の 二 つ の 意味 が 考え られ る 。 (3 天使 達 は 天使 の 様 な 人 間 の 上 に 降臨 し 、 役 等 に 反対 す 
る 首 達 に は 降 了 し な い 。 そ し て 肥 対 する 者 達 も 生活 面 で 天使 の 様 に な れ ば 、 天 使 が 降 由 す る 。(⑪b) 同 種類 の 生き 
者 の み が 、 互 い の 損 範 た し な りう ぁ る 。 故に 、 人 間 捧 外 は 、 他 の 人 間 の ひな 型 た は な り 得 唆 為 、 人 類 に 対す る 神 の 
伝言 を 帯び る 者 は 人 間 で し か あり 得 な い 。 


注 55 長い 凍 、 焼 か れ て 不信 者 達 の 意識 
茂 し く 焼 か れる 菩 臣 じ きせ る の で ある 。 
注 56 来世 を 否定 し だ た 結果 が 、 = は 、 信 仰 と 真実 の 拒否 と な る の で ある 。 そ し て この 事 が 、 ク ルアー ン 
が 多大 な 重点 を 死後 の 世界 に お き 、 全 て の 重 当 な 問題 点 を 何 度 も 折 に ふれ 、 死 後 の 世 界 に 帰す る の で ある 。 


れる と 、 神 は 再び 役 等 の 意識 を 日 党 め る せ 以 前 と 同じ 位 、 
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も 、 不 凌 な す 従 璧 は 一 切 を 拒 省 し 
つの ら せ る ば か りな り 。 
101. 扉 え 、「 た と い ぉ 前 た ち 、 主 の 無限 の 財宝 
を 計 中 に し て も 、 前 た ち は 費 すこ と を 間 
れ て 之 を 隠さ ん 。 人 間 と は 著 音 な り 」 と 。 
第 十 二 項 
102. 実は われ ら は 、 モ ー ゼ に 九 つ の 因 証 を 授 
けた り 。 き れ ば 、 イ スラ エル の 子孫 に この 
事 を 問 を 。 モ ー ゼ が 彼 等 に 来る や 、 フ ァ ラ 
オ は 彼 に 対し て 云え た り 、「 モ ー ゼ よ 、 我 は 湊 
を 湖 か れ た 者 と みな す 」 と 。 ( 注 57) 
108. モー ぞ は 云え り 、[ こ れ 等 の 奇 購 を 明 証 と 
し て 降 し た る は 、 外 で も な い 、 矢 鞍 の 主 を 
る こと は 液 $ よ (知る こと ろ 。 フ ァ ラ オ よ 、 
思う に 、 液 は 減 びる 運命 た る べし 」 と 。 
104.。 を こ で 、 フ ァ ラ オ は 、 役 等 を 国外 に 追放 
せん ほ せ り 。 き れ ぼ だ 、 わ れ ら は 、 フ ァ ラ オ 
並び に 彼 の 仲間 を 蒸 て 湧 れ し ゅ た り 。 


f し て 、 そ の 後 、 わ れ ら は イス ラ エ ル の 
云え り 、| 液 等 この 地 に 住め 。 き れ ど 、 
後世 に な っ て 、 約 束 の 叶 至れ ば 、 わ れ ら は 
お 前 た ち す べ て を きま ぎ ざ ま な る 民族 か ら 連 
れ 戻 きん ] と 。 ( 注 58) 
106. われ ら は こ ね を 真理 を 以 て 降 し た れ ば 、 
陸生 ょ っ て 隆 れ り 。 苗 し て 、 われ 
が 液 を 邊 わ し だ る は 、 た だ 朗報 を 伝え 、 
生生 を どく る た らし ナミ マテ. 


韻 信 を 


105. 


5 の 625NG6 9 
レ リ アァ ィ イク て て レ ・ っ ン み ョ クン て メリ 
ARC0 0 あ の 3027 


タッ 


656GVo の 96 を 2 を 


に と に と と し 

の 当 5 93d 1 じ ら る Ed 
タル タン イン ダレン 2 

の 1 伏 人 の MHR うっ oo593 

タイ プン る イッ 


ラン 外 2 ン 3 伯 ン シ レ ーッ タ る ンタ ッ ン 
の の Eo の 5 05 が 2 の 1 


@ 2 る 


の EDG4so362W5 
WM 
PBUAIIVY4P を 1 23 を 久 的 3 


15・ イマ る スク る ンク 


の 932 


て とい 


@3 


注 57 クル アー ン の 他 の 箇所 で ふれ られ て いる 
章 109 節 )、 
か える の 群れ 、 を し て (⑪ 血 の 懲 昭 で ある (7 立 134 節 )。 
注 58 この 節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 に 
の 火 地 は ハラ ク ・ カ ー ン の い る 


、 こ 和 れ ら 九 つ の 神 兆 と は @ 特 (7 章 108 節 )、 
("、(G) ひ で り 及び 果物 が 王 に 入ら な く な る 事 (7 章 13 節 )、 


も 、 ユ ダ ヤ 人 の 様 に 、 


タタ ル 人 の 手 に バグダッド が 秒 ち た 時 に 訪れ た 。 そ 


⑯ 白 い 手 ( 


(@ 韻 、() い な ご 、(5 し ら 6 み の 妖 れ 、(b) 


2 財 の 大 炎 厄 が 衣 れる ボ が 味 示 され て いる 。 第 一 


を し て 第 2 の 押 の 誤 凡 は 末 


日 に 訪れ る 事 が ここ で は 語ら れ て いる 。 丁度 エダ ヤ 人 寺 が 第 一 番目 の 救世 主 で も ちる イエ ス ・ キ リス ト の 較 に 神 
蘭 を 受け だ 如く 、 約 束 $ れ た メシ ア の 時 代 の 末日 に 診 て イス ラム 教徒 は 神前 も や うけ る の で ある 。 そ し て “ 示 ロ 
の 約束 " の する この 第 二 の 神 前 で 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 所 界 の 各地 か ら 聖 な る 地 に 戻 きれ る 事 に な っ て い 
の き は パル フォ アテ ユダ や ヤ 人達 が パレ スチ ナ に ちどり 、 イ スラ ム と 呼ば れる 国 を 建設 し た 事 
て 明白 に 成就 きれ て いる の で ある 。 “末日 の 約束 ” は 約束 きれ た メシ ヤ の 時 代 に あて は め ら れる の だ 。 
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測 し て 、 わ れ ら が クル アーン を ば ら ば ら 
に 族 示 せる は 、 液 が を それ を 人 々 に 折々 に 読 
み 開 か せる だめ な り 。 さ れ ば 、 わ れ ら は 之 
を 断片 的 に 紗 示 せり 。 

計 え 、「 ぉ 前 た ち 之 を 信ずる 6、 ま た 信 ぜ 
ざる も 、 こ ね 以前 に 知識 を 授け られ だ 者 は 
その 読 清 きれ る を 聞く や 、 そ の 商 を 伏し て 

拝 す 」 と 。 


107. 


108. 


語 し て 共 う 、「 深 浄 な る か な 主 よ 。 つ い に 
主 の 約束 は 果 た る れ た だり 」 と 。 

彼 等 は その 顔 を 地 に 伏し て 泣き ね 。 そ は 
彼 等 や を ます ます 謙虚 な らし む 。 ( 注 59) 

云え を 、「 ア ッ ラ ー に 祈 線 、 ま だ は ラフ マー 
ン に 祈 れ 。 お 前 た ち が 役 に 祈る 御名 は 、 ど 
ちら を 唱え て も 、 つ まり 最高 の 美 称 は 彼 の 
も の な り 」 と 。 礼 拓 は 声高 く な る な か むれ 、 
さり と て 低く 過ぎ て も な ら ぬ 。 その 中 頃 に 
道 を 求め よ 。 

前 し て 云え 、 「 対 を あれ 、 ア ッ ラ ー。 子 を 
持た ぎる 御方 、 を の 王権 を 共に 分 つ 者 と て 
な 《、 ま だ その 欠 陥 の 故に 援 二 才 を 必要 と 
する こ と な き 御方 」 と 。 その 偉大 を 身 揚 
し 、 彼 を 護 美 し 奉 れ 。 


109. 


110. 


111. 


112. 


NE 09423 


プッ 2 ンプ タウ イン ン 
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ラン タン ッ タン 
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BMTGGIWOIKS1PIPTIP( 
ey 
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de ん 22098.3 
@ 人 旧作 録 ち 


注 59 この 節 で は 、 平伏 する 吐 に 、 神 の 僅 大 き を を て て の 抽 を は っ きり 認識 する 事 が 人 人間 の 精神 


を 鎌 虚 に する と いう イス ラム 教 侍 の 心 の 状態 を 表わし て い 


。 信 者 は 平伏 の 姿勢 で ひれ 伏 す と いう 命 が 包 括る 


れ て いる これ ら の 筋 を 郊 じ た 後 で ひれ 伏 き な けれ ば な ら な がい 
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第 入間 


アル ・ カ ハフ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 惹 悲 深 く 、 恵 み 選 て 、 ア ッ ラ ー の 御名 に Oo し ター 


2.。 すべ て の 党 護 は アッ ラー の も の 、 役 こ を は の 30o を あの 届 は 向 あ 8 
その 僕 に 経典 を 降 し 、 い きき か も る の 中 に 2 レン 
不正 を 入れ ぎり き 。( 生 1) @ し ss 4 dsao 

3. 彼 は 継 黄 を 以 っ て 度 視 者 と な し 、 を れ に ンス 折 っ 2 る レス OTs 

5 3 50o2I0ous っ Oc US 
まっ て 御 ず か ら 間 本 な 漠 腹 を 加え 給 う に ーー クレ 
ほ を 候 千 きせ 、 ま た 善行 を 積む 信徒 た もち は ふ 全 loeaOMS の AG 


や が て 結構 な 報奨 ある べし と の 央 報 を 伝え 還 レン リ レン 
給え り 、 oi 
4. 彼 等 を を の 中 で 未 永く 住 まわ せん と の 。 @62 イッ 8(( る 
5. また 、「[ ア ッ ラ ー は 御子 を も ち 給 うと 云う ATKCHNMIGAN PR 


徒 識 に も 千 結 し 給 う 。( 注 2) 
内 リー に の スト 。 ュー ッ ン タン 由 1 る ィ 
6. 彼 等 並び に 彼 等 の 父祖 た ち は こ の 事 に つい らっし 5 5 と 2 


て 各 何 な る 知識 も 持た ず 。 彼 等 の 日 よ 9 出 ッッ ラシン る 
づる この 言葉 は 実に 重大 な り 。 化 等 の 云う 1O9s OSeab31 oe の eo 4 
こと は 歳 僧 以 外 の 何 も の に も 非 ず 。 

あん ん 


7 彼 等 も し この 説 表 を 信 ざ ず ば 、 部 らく 彼 は 1 
彼 等 の た め に 心 を 導 め 、 己 れ の 身 を 漆 す に - ーー 
至ら ん 。( 生 9) INWA 


注 | 監視 者 と し て 、 ク ルアー ン は 2 つの 役 日 を 果たす 。 クル アー ン は 、 以 前 の 聖典 に 見 受け ら * 
訂正 し 、 消 志す る と いう 意味 に お いて 、 を そう いっ た 以前 の 経典 の 監視 者 た な る 。 そ し て また 、 来 る べき 世代 の 
人 人々 の 精神 的 教育 の 責任 を 担い 、 人 間 生 活 な 日 的 の 実現 へ と 至ら し め る 道のり に 彼ら を 導く こと に より 、 
クル アー ン は 彼ら に 対す る 監視 者 で も ある 。 

注 2 クルアーン は 最初 、" 告 や 与え る も の ' と し て 、 を し て を その 決 に は 、' 宮 ば し きた より を 与え る も の (3 
節 )、 を し て 再び 本 節 に 見 られ る よう に "警告 も 与え る も の ' と し て 語ら れ て いる 。 不信 汗 は 、 2 度 生 告 を 受け 、 

その 2 度 に わた る 贅 告 の 問 に 、 信 者 は 、 実 ば し きた より を 与 た られ て きた の で ある 。 イ スラ メッ 教徒 に と っ て の 
喜ば し きた より が 間 に 入る 形 と な っ て の 2 重 の 管 告 は 、 3 つの 預言 を 暗示 し て いた 。 (1) 加 な る 預言 者 の 時 代 に 
お ける 昼 な る 預言 者 の 反対 者 の 敢 北 、 破 減 (2)1 ス ラム 教徒 に よる 驚異 的 な 権力 と 栄光 の 獲得 (3⑬ イ スラ ム 教 
徒 の 栄光 の の ち 、" ア ッ ラ ー ( 宰 ) は 御池 を も ち 給 う " と 主張 する キリ スト 教 国家 に ふり か か らん と する 前 

注 3 本 節 で は 、 己 の 人 々 の 精神 的 幸福 に 対す る 陳 な る 預言 者 の 不安 と 愛 記 が 大 い に 証 き れ て いる 。 表 な る 
預言 者 は 、 神 の お 告げ の 狂 否 や 反対 を 深 《 悲し か あま り 、 す ん で の と ころ で 亡くな っ て し まう と ころ で あっ た 。 
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第 十 入 立 テル ・ カ ハフ 


9. げに われ ら は 、 地 上 に ある すべ て の も の を 。 
地 の 飾 り と し て 設け た り 、 役 等 の うぅ 


セア 5 ルッ イ 


WCOGY ま うい )B! 和え MI 


1 


最も 立派 な 行状 を 示す か を 試さ ん が た ゆめ ez 12 
に 。( 注 4) 

9. きれ だ 、 わ れ ら は 、 地 上 に ある すべ て の も 2 レン レン イレ 
の を 濃 減 し 、 不 毛 の 荒野 に 帰せ し ゅ ん 。( 注 @ 移 (ooG 815 
5) 


る イン ラーン * ン 


10. 流 は 思う や 、 あ の 洞 密 の 人 だ ちと る の 重文 5 の の 3920 くし 


の こと を 、 わ れ ら の 振 光 の 中 で 5 特に 不 思 レレ ルッ ー」 
議 な は な し だ と ? ( 注 6) 1O】 ま SCIK の 


押 の 使者 、 を し て 神 の 項 言 者 た ち は 、 生 まれ な が ら の 信博 の 深き に あふ れ て いる 。 彼ら は 、 人 類 の た め に 叫び 、 
浜 を 流し 、 深 く 甘 し む な の で ある 。 し か し な が ら 、 人 問 と は 央 知 ら ず の も の で 、 人 彼ら 6 が 深く 同情 の 気持 ち を 向け 
て いる 、 ま る に その 人 々 が 彼ら を 処刑 し 、 殺 害し よう と する の で ある 。 
注 4 神 が 創 造 し た 数 を きれ な い 全 て の も の の 中 に は 、 特 定 の 用 途 が な いと か 、 利 益 に 欠け る と いっ た よう 
な も の は だ だ ひと つと し て 存在 し な い 。 そ れ ら 全て が 、 人 間 生 活 の 美 を 高め て いる の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 
常に これ ら の 簡単 な 言葉 の 根底 に ある 億 大 な る 英 実 を 心 に 留め むき 、 自 舌 の 僚 大 な る 神秘 を 探究 し 、 ま た 自然 
力 の 限り な き 特 性 を 調査 する た め 、 そ の 時 間 と 労力 を 捧げ る よう 命じ に られ て きた の だ っ た 。 
往 本 節 は 、 西 洋 の キリ スト 教 国家 か 権力 、 支配 を 狂 香 し 、 佑 大 な る 発見 、 発 明 を 成し遂げ た の ち 、 
で 述べ られ て いる よう に 、 神 の 地上 を 罪 と 邪 下 で みた し て し まう で あろ 5 と いう 預言 を 暗示 し て いる 。 神 
hdN 提 約 、 お よび 新約 理 書 、 ク ルアー ン 、 ハ ディ イス の 神 の 偉大 な る 撤 言 者 の 口 か ら 出 きれ 
、 広 範囲 に わた る 秋 召 が 地 」 り 、 彼 ら し 遂げ る で あろ う 全 て の 進歩 、 全 て の 作品 、 高 
商 か つ # か 土地 の 美しき 、 全 て の は な や か さ 、 栄 光 、 そ し て 壮大 き は 完全 に 壊 され る こと で あろ 
う 。 
注 6 本節 で は 、 は ほら 5 穴 の 住人 が な ん ら 不 可 解 な ちら の で は な か っ た こと が 、 断 言 き まれ て いる 。 普 遂 の 自然 法 
か ら の 逸脱 と 見 人 さ れる も の は 、 後 ら に 関し て は 価 も な か っ ・ だ が 、 不思議 な 、 多 く の 風 変わ り 
な 伝説 が 、 彼 ら を 中 心 に し て 作り 上 げ ら れ て きた の だ 。 ギ らら の“ ロー 帝国 の 中 率 と 流 を 秒 “の 中 で 
語っ た よう に 、 記 憶 す べき 物語 "7 人 の 過 れ る 者 た らち "が 、 は ら の せ 人 た ち を 取り 巻く 神秘 の 解決 へ の 秋 大 
な 手がかり を 提供 し て いる 。 ン は 次 の よぅ “ キ ウ ス 呈 帝 が キリ スト 教徒 を 処刑 し た 際 、 エ 
フェ ソス の 7 人 の 高 黄 な 若者 は 、 隣 の 山 有 の 広々 ほし た 洞 癒 に 潜伏 し た 。 彼 ら は 、 攻 に より 減 びる 運命 だ っ 
た の だ 。 装 用 は 、 洞窟 の 入り 口 を 巨大 な 石 を 積み 策 ね て し っ か り 閉 ざす よう 命令 し た 。 初期 の キリ スト 数 徒 が 、 
神 の 唯一 性 を 信じ て いた だ ため 、 偶 像 栄 捧 者 で ある ロー マ 呈 帝 の 手 に よる 数 を きれ な い ほ どの 処刑 を 受け ね ば な 
6 な か っ た と いう こと は 、 今 や 有名 な 膝 史 的 事実 で ある 。 この 和 刑 は . ロー マ に 火 を つけ た と 言わ れる 悪名 高 
き ネ ロ 旦 帝 の 時 代 に 早く も 、 始 まっ だ の だ 。 僅 大 な る 学問 お よび 文 胃 の 府 を えた だ 際 に 、 彼 は ぶら ぶら し て い 
た の で ある 。 こ の 処刑 は 、 約 40 年間 の 短い 休止 期間 の 後 まで 断続 的 に 続い た の ち 、 古代 ロー マ の 宗教 組織 を 
復活 きせ た いと 願っ た デモ ウス 帝 の も と で 新た な る 朱 り と 共に 再開 され ただ 。 そ し て 、 こ の 目的 を 考 應 し 、 キ 
リス ト 教 徒 の 系 統 的 粘 減 を 始め た の だ 。 し か し な が ら 、 全 て の 反 キ リス ト 教 徒 法案 を し の い ぃ だ の は 、 机 歴 角 年 
の ディ オク レ チ ティア ヌス の 布告 で あっ た 。 こ れ ら の 布告 に より 、 帝 国 の 全 地 方 の キリ スト 教 教会 は 破壊 きれ 、 
彼ら の 神 加 な る 書物 は 公 に 燃やさ れ 、 教 会 の 所 有 物 は 没収 きれ 、 キ リス ト 雪 徒 は 、 土 地 の 保護 か ら 除 外 き れ て 
し まっ だ の だ 。" (キボン 著 ロ ー マ 帝 国 , Enc. Brit, Story of Rome) 。 こ の 残酷 で 非 人 間 的 な 処刑 か ら の が れる 
だ め 、 無 力 な 犠 竹 者 た ち は 、 ロ ー マ その カタ コン へ 逃げ 込み 、 隠 れ た の だ っ た 。 こ の よう な 目的 の た なめ に 、 こ 
れ ら の カタ コン では 、 迷 路 の ょ うな 通り 道 の 複雑 き 、 員 や み の 中 で も 追跡 着 に 発見 きれ な い 上 思わ れる 多く の 
小 部 屋 、 い ろ ん な 高き に ある 隠れ 場所 に より 、 み ご と に 改造 きれ た 。 カ タコ ュ ン べ の 墓石 上 の 碑 稀 か ら 、 初 期 の 
キリ スト 教徒 は 大 格 な 一 神 教 信者 で あっ だ こと が うか が われ る 。 イ エス は 、 羊 飼い 、 ま た だ は 神 の 預言 者 と し て 
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第 十 入 評 アル ・ カ ハフ 


1. あの 若者 た ち が 洞 窟 の 中 に 逃れ て 、 云 えり 、 
「 詩 ょ 、 御 手 ず か ら 我 等 に 慈悲 を 垂れ 、 我 


GEU 香 YYIPIEC 和 IP の 


等 の 仕事 に 正しい 導き を 授け 給え] と 。 ONCA の た の 6234 CAGT2UN 8 


2. か て て われ ら は 、 洞 窒 の 中 で 、 長 年 に わた 3 タ ン 2 る 3 
の ye 3 える 
人 役 等 の 下 を 持て た り 。 ( 生 7) NE だ OHP 


ュ ッ ンク る ロ っ は る 合 
3. 然 る 後 、 わ れ ら よ 彼 等 を 喚 び 覚まし 、 両 者 es godi な SC 8 る 


の と ちら が よく 役 等 の 滞在 期間 を 計算 する を 和 の P 
か を 知ら ん ませ り 5。( 注 8) (GPC! 
第 二 項 
4. われ ら 真 実 や 以 て 、 役 等 の 話 を 液 に 諾 ら KEO っ 2 る 5L ら MA の 1462M し た 
彼 等 は 主 を 信ずる 若者 た ちな ら ば 、 の ) レッ ュ の 
われ ら ぁ 彼 等 の 導き を 倍加 せり 。 ②③ ば 04 ム の うう で の る Ki 


の み 言 太 さ れ て きた し 、 彼 の 母 マ リア も 、 信 心 深い 女性 と し て 言及 ぬれ て いる の み で ある 。 ま た 、 カ タコ ン ベ 
に 居 上 台 し た キリ スト 教徒 は 、 見 知ら ぬ 人 の 接近 を ほえ 声 で 知ら せ て くれ る 犬 を 入り 日 に 置い て いた よう に 思わ 
れる 。 こ の よう に 、 ほ ら 穴 の 住人 の 説明 は 実際 初期 の キリ スト 教徒 の 歴史 を 表す も の で あり 、 彼 ら が 、 神 の 中 
性 を 信じ て いる が た め に 、 い か に 多く の 処刑 を 受け な けれ ば な ら な か っ た か を 示す も の で ある 。 は ほら 実 の 場 
所 と 描写 は 、18 節 で 見 られ る よう に 弟 2 次 的 に 重要 な も の な の だ 。 そ し て を その 場所 と 描写 は 、 他 の どの 場所 よ 
り も 完全 に 、 よ り 細 か な 詳細 、 正 確 き に お いて ロー マ その カタ コン べ に 当て は まる の で ある 。 

は ほら 容 の 住人 の 物語 は まだ 、 ア リ ミ テ ィ ヤ の ヨセフ や 彼 の 仲間 当て は まる と 考え られ 得る 。 ア ー ム 
ズ ベ リー の ウィ イリ ナム に よれ ば 、 ヨ ヨセフ は 、 選 どり リボ に より イギリス に 派遣 され 、 サ マー モッ トシ ャ ー の 小さき 
な 島 を サ を られ 、 を そし て を そこ に 、 よ じ れ た 小 械 で イギリス で 初め て の キリ スト 教 教会 を 古 設 し た が 、 そ の 教会 
は の ち に 、 グ ラン スト ン ベ ペリー の 修道 院 し な っ た とい うこ と で ある 。 ま た 別 の 説明 に よる と 、 ヨ セン は 折 歴 63 
年 に イギリス に さま よい 込ん だ と いう こと に な っ て いる 。 伝説 に よれ ば 、 ンー の 本 
型 ビ リポ に より 、 ガ リア か ら イ ギリ ス へ と 派遣 きれ だ 12 使徒 の 指導 者 で ある アリ ミチ ィ ヤ の ヨセフ が 姓 設 し 
編み 校 で つく 6 れ た 小 き な 建物 で あっ た らし い (Bnc. Brit, 第 10 版 、13 版 " ア プリ ミ テ ィ ヤ の ヨセフ "お よび " グ 
ラス トン ペリー" 参照 )。 最 新 の 理論 $ ま た 、" 死 海 文書 " の 研究 か ら 疾 力 な 支持 が 得 ら れる の だ が 、 そ の 理論 
で は 、 初 期 の キリ スト 教徒 が 、 記 難し 自ら の 信念 や 教訓 を 書き つけ た ほら 容 の 場所 を 死海 付近 の 谷 だ よし て い 

"は 6" に “ 秘 銘 " が 、 キ リス ト 救 徒 の 信仰 の 2 つの 最も 頭 若 な 側面 を 夫 し て いる 。 す な わ ち 、 キ リス ト 
教 は 、 指 絶 の 宗教 、 世 界 か ら 身 を ひそ ゆめ る 宗教 と し て 始ま り 、 最 後に は 世の中 の 事 岳 に 完全 に 潰 する 宗教 、 
普 作 や 種 鉛 の 世界 に お いて は ビジ ネス お よび 気 易 の 宗教 し な る に 玉 っ だ た と いう こと な の だ 。 


注 7 文字 どおり 、 本 節 は 我々 は 、 い か な る 音 で あれ 、 彼 ら の 耳 に 入り 込ま せ は し な か っ だ た ' と いう こと を 意 
味 す る 。 す な わ ち 、 長 年 に わた り 、 彼 ら は 外界 の 出来 事 か ら は 完全 に 孤立 し た まま で 、 外 界 で 何 が 起こ っ て い 
る か な ど 、 知 る よし も な か っ た の だ 。 


注 8 初期 の キリ スト 教徒 の 聞 に は 、 派 が 2 つ 存 在 し た よう で あっ た 。(1) し ら ば くれ た だ た り 傍 り 隠し 
こと を いや が り 、 不 入 爺 や 偶像 栄 拝 と 妥 了 脇 する すべ も 知ら な い 人 たち は 自ら の 信仰 の た め 、 妃 耐 強く 
て 、 追 審 を 受け た 。 こ の 人 た ち は 、 ほら 穴 へ 逃げ 込ま ね ば な ら な か っ た 。(2) 思 砲 分 別 も 勇気 の 重要 な 一 部 で あ 
る と 考え た 人 た ち は 、 自 ら の 信仰 を 隠し 、 人 迫害 か ら の が れ た 。" 2 派 " と いう ほ は また 、 人 迫害 者 と 迫害 され だ 
る 者 を も 指す 。 

注 り 9 本 節 は 、 多 て の 異様 な 話 が 、 避 な る 字 言 者 の 時 代 に ほら 穴 の 住人 に 関し て 流 き れ て いた こと を 示し て 
いる 。 し か し な が ら 、 役 ら は 自ら の 主 の た め に 全て を 投げ うち 、 自 ら の 信仰 ゆえ た に 着実 に 迫 寄 へ の 途 を た どっ 
(な ふる まい の 持ち 主たる 若者 どっ た と いう と ころ が 、 彼 ら に 関す る 真実 な の で ある 。 
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る な ど と いう こと は あり 5 得 な か っ た 。 神 は 、 役 ら の 心 を 強固 な ぁ る の に し 、 
に より 人 所 
個人 個人 が 離れ 離れ に な っ て いる の で は な く 、 
ば 私 生活 に お いて 題 を 合わ す よ うな 組 織 化 が きれ 、 統 制 さ れ た 宗教 社会 の 一 部 も し な っ て いる の だ と いう 
明る み に 出る れ て いる 。 これら の 若者 た ち が 、 
留め て いた と いう こと を 、 本 節 は 示し て いる 。 こ の ほら 穴 は 、 
の と 思わ れる 。 


往 12 


た 折 に 、 


ほら 容 の 住 入 は 、 偶 像 水 捧 を し て いた ロー マ 人 
本 節 で は 、 一 神 教 の 若者 た ち は 、 


避難 場所 と し て 常に 使用 し て いた も 


語 は 、 彼 ら が すでに 茂 し い 社 会 的 排 の 犠牲 者 と な り 、 
うこ と を 物語 っ て いる 。 


注 13 


和 れる 。 


ほら 穴 は 、 北 西 き に 位置 し て い だ と 思わ れる 。 
通過 する か ら で あ る 。 広 々 と し # 
現存 する ロー マ の カタ コン べ が 、 
kn) に まで も 及ぶ と 推定 され て きた (Enc. Brit) 。 
骨 れ 場所 と し て の 役割 を 昌 た す よ うに つく られ た 。 


と い 


また 、 
ほら 実は 、 


ほら 穴 に 騰 難 する こと を 話す 際 に 、 


15. 尊し て 、 わ れ ら 、 彼 等 の 心 を 貴 岡 らし ゅ 2 お 届 負 6 導 314g 半 史 GP 
る や 、( 10) 役 等 起ち て 、 云 えり 、「 ウリ DC 
の 主 は 、 共 地 の 主 な 5 。 我 等 断じて 彼 の 外 る : 22 の の 0 
に 如何 な る 神 も 祈 ら ず 。 も し 折ら ば 、 途 方 ッ ン と 
も な いこ と を 日 に し た こと な り 。 RM2ERCI 
ee 骨 ン 
16. これ 等 入 が 民 は 、 ア ッ ラ ー 外 に 他 神 を 水 9 2A あ 32 22 BAGS1E28 史 
、、 りり pueSl Ce め 9 
拝 す 。( 注 11) 休 故 彼 等 は 、 一 つの 明 証 だ アン 角間 」 和 
に 無き に も か か わら ず 、 準 する や 7 テッ 5c の Pe om 
ラー に つい て 入 り を 提 造 する 著 よ り も 正 逆 の 1 g 
な 者 が 果たし て あろ うか ? @\ あっ 知 | 
17. と ころ で 、 お 前 だ ち 、 彼 等 や 彼 等 が テッ ラー の 62025 じ 3 2 1 
以外 に 拝め る 者 か ら 身 を 退 い た な ら 、 洞 痛 ン 3 ン 
へ 詳 雌 せよ 。 ( 注 12) 主 は その 慈 意 を ぉ 前 4 と 5 あく 2 のみ 
た ち に 広げ 、 こ の お ぉ 前 た ちの 事態 を 敬 処せ 人 を > 。 ゃ 
ん 」 と 。 ら 計 ラ あ 2( 居 
18. 液 は 、 日 が を の 拓 る 時 は 洞窟 の 右 方 に 移動 sosof と あら 51 eg 
し 、 そ の 没 す る 時 は 役 等 か ら 左 に 放 ぎ か り レレ ッッ シン シン 
け く 〈 を 見 だり 。 彼 等 は 洞 中 の 広場 に 居 た り 。 SA を の > の いら し 2go3tS13 
( 洲 19) これ 、 ア ッ ラ ー の 神 兆 の 一 っ つ なり 。 レン ニッ 
テッ ラー が 導き 給 う 者 の み 正 し い 遺 を 向 れ PMTC 355 きっ 3J に 交 
ども 、 迷 う に まかせ た 者 に は 、 液 、 各 何 な 2 氏 1 3 入 ュ ン クン を の 25 フタ る 2 タッ ン 11 
代 S 1 1 0! 
る 助手 も な いこ と を 知る べし 。 の つの の りお 
を 引 08 内 
Oo うろ ? WI 
注 10 人 人 々 は 、 彼 ら に 反対 し 、 冷 酷 に も 彼ら を 迫 寄 し た が 、 は ほら 容 の 住人 は 、 お どる れ 、 自 ら の 款 教 を 捨て 


彼ら に 望 固 た 
割る れ て いた 。 


る 信仰 を 授け た 。 


その 構成 員 が し ば し 
う 事実 が 、 
彼ら は 特定 の ほら 6 究 を 心 に 
の 残酷 な 主人 か Me 
や とい 


ロー マ の 巡 隷 が ロ 
“を そし て 、 な ん じ ら は 彼ら か ら 逃 れ た 今 


自ら の 別個 の 集団 で び 入 々 か ら 雌 れ て 生活 し て いた 隊 い 


と いう の も 、 大 陽 が 、 北 向き の 場所 を 有 有 から 左 へ と 


ド す よう に 、 ほ ら 容 は 、 広 い 領域 に わた っ て いた よう で あっ た 。 
この 説 を 確証 し て いる 。 カ タコ ユン べ は 広い 領域 お 陣 う が 、 
カタ コン べ に は ほとん ど 光 は 入ら な か っ だ よう に 思わ 


80 マイ ル ( 約 1400 


聖 ジ ェ ロ ー ふ は 、 4 世紀 に カタ コン べ で を 
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19. 液 、 彼 等 が 目 党 め て いる と 思う だ ろう が 、 SN R 3 
うす っ の ム る すう 5UD WO う 
( 注 14) き に あら ず 、 過 りお る 。 わ れ ら は 彼 の ^ 


等 に 、 右 と 左 に 寝返り を 打 た せ 、( 津 15 。 反 E23 2EBlO63oudtS5 
大 も を の AH て 前 馬 を 作 ば し 内 ( 注 イン レシ ン 記 
16) 人 も し 令 等 を 見 な ば 、 仰 天 し て 役 等 か PC CTUEKGLG 
才 も 休 を 抽 れ る れ に 敵 き 1 @ れ 8 4M64 
( 滞 17) わり の 


20. か く て われ ら は 、 彼 等 を 月 覚め きせ る と 、 レル ルレ ショ イン 83 
邊 等 互 に 相 い 穫 ね た り 。 中 の 一 人 が 「p 曽 25O6ee SI GII 
た ち ど れ ほど ここ に と どまり し か ? | と 開 ルッ ク ステ る ミイ っ の る タタ 
CO 
を り 。 彼 等 は 答え り 、「 我 等 が 居 た の は 一 日 oe Pa リン 
か 、 い は 数 刻 な り 」 と 。 他 の 者 は 去 え 9、 21656 2 2 
「 ぼ れ ほ ぼ 居 た の か 、 最 も 良く 知る 者 は 王 レレ シコ 
な り 。 と も か く 、 誰 か に 、 こ の 銀 筑 を 持た iMS 選 多 の を 
せ て 町 に 造 5、 最も 清潔 な る 食物 を ( 注 シッ 。 の 
19 売る 住民 を 探さ せ て 、 設 に を こ か 6 人 て CI3 4 ACEE 
糧 を 之 ば せよ 。 彼 に 慎重 に 振 失 わ きせ 、 注 19) 


訪れ た が この よう に 語っ て いる 。“ ま っ くら な の で 、 ダ 者 の “生け る まま 地獄 に 下 ら ん こと を " (詩篇 
55 章 15 節 ) と いう 言葉 が 昌 た きれ を う で と 。" ほん の 時 折 、 薄 吐 が り の 恐 休 も 和らげ る べく 、 兆 が 入れ られ る 
が 、 そ れ も 窓 を 通し て と いう より は 、 容 を 通し て な の で ある (Enc. Brit., 第 11 版 よ り の 引用 ) 。 


注 14 北方 の キリ スト 教 国家 は 、 体 止 状 態 に ある だ 、 ま も な く 何 選 紀 に も 及ぶ 深い 眠り か ら 目 覚め 、 世 界 じ ゅ 
うに 分 散 し 、 世界 を 支配 する よう に な る で あろ うと 、 聖 な る 預言 者 の 時 代 に 、 イ スラ ム 教 徒 た ち は 頑 告 きれ た 。 


注 15 “我々 は 彼ら を し て 、 右 に 左 に 寝返り を 打 た せる " と いう 語 は 、 彼 ら が 世界 を 歩き 回 り 、 新 た な 市 坦 
を 求め て あら ゆる 方 向 に 分 散 し 、 新 た な 征服 を 成し遂げ る こと を きる し て い る よう に 思わ れる 。 


注 16 この 語 は 、 西 洋 の キリ スト 教 国家 で は 大 が この 上 な く 好 まれ だ た と いう こと を 示す の に 加 を ん 、 マ ル モ ラ 
海 の 両 側 で ヨー ロッ パ を 向 戒 し 、 そ の 姿 が 、 大 が 前 肢 を 前 方 に 伸ばし て 、 両 側 を 見 張っ て いる よう な 様相 の ビ 
ず ン チン 帝国 を る ぉ し て いる と も と れる 。 


注 17 この 語 は 、 西 涯 の キリ スト 炒 国 家 が 、 強 大 な 政治 権力 を 獲得 さん と する 時 代 を き し て いる 。 ク ルアー 
ン で は 、 キ リス ト 教 国家 が まだ 何 世紀 に も 基 未 深い 過 り に 陥り め 、 い か に 想像 力 を 駆使 し よう と も 、 彼 6 が 
の 後手 に し た 推力 や 栄光 を 予知 する こと は 不可 能 に 思わ れ た 何 百年 を 預 昔 し て いた の 
節 で は 、『 旧家 の 東方 、 南 方 の 上 地 に 及ぶ 支配 の 特徴 的 な 像 、 彼 ら 特 友 の 生活 様式 、 彼 ら が そう いっ た 
の 人 々 の 間 に 引 き 超 こし た 次 頂 と 虹 区 の 念 、 す べ て が 述べ られ て いる 。 


注 18 はら 究 の 住人 は 、 自 分 た ち へ の 迫害 の 波 が 和らい だ の を 見 、 食 料 を 買い 、 由 分 た ち に 対す る 状況 を 把 
探す る た め 、 仲 間 の ひと り に 古い コイ ン を 何 枚 か 持た せ て 、 町 に 向かわ せ た 。 こ こ で の 「 食 品 ] は 、 小 麦 、 大 
、 き び 、 な つめ や し 等 の 食料 品 を 意味 する ぁ 。 こ の こと は 、 西 洋 国 家 に よる 世界 の あら ゆる 地域 へ の 黄泉 的 譜 
征 に 言及 し て いる の で ある 。 
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了 凍 
る 等 を ド 前 レル ルル テ 3 ゥ デ ン タン う 
還 とせ も に を 2 人 の に PKG の の 0 2 
2 dgtapeGgii 


コー る 」 2 イイ イン ば [ンタ トン る 
ラー の 約 東 な る こ こと を に もい CO っ SC 29 GE 人 EE 
め 、 朋 っ つ 談 の 時 に つい て 、 妖 いな きこ と を っ ッ ん 

ラク タ シ レキ レイ SS 信 プライ ラタン シン 
知ら し めん が た め な りき 。 思 い 起 せ 、 そ の Eee 00 240 


時 彼 等 は 旭 に 論争 し て 、「 彼 等 の 上 に 一 堂 を し の 2 
尋 て ん 」 と 云い し こと を 。 主 は 彼 等 を 最も ルン 0 うば GA 本 誠 
良く 知り 給 う 。 こ の 答 釧 に 勝利 せる 人 々 は スー タマン ラ 気 の 
な えり 、「 我 等 は 必ず 彼 等 の 上 に 礼拝 堂 を 建 の More 
立 せん 」 と 。 

23. 下る 者 は 云う 、「 彼 等 は 三 人 な りき 、 四 番 日 作る 
は 犬 な 9」 と 。 ま た 、 他 の 者 は 当て 推 景 で た の ルー 
「 後 等 ほ 五 人 な りき 、 六 番 日 は 犬 な り ] 上 gz し る ンス 
云う 。 硬 し て 、 に 他 の 者 は 云う 、 1 ye っ の イン ーッ クタ ロラン タラ シ ン 寺 
人 な りき 、 人 番 日 は 犬 な 9」 上 。 去 え 21502 ちる 652 の 放 
「 我 が 主 が 最も 良く その 数 を 知る 。 代 か な レッ ン ン 5 の > 


の あ タタ イン エ oc 。 < 
者 を 除い て 、 彼 等 を 知る 者 は な し 」 ょ 。 き 。 QB SUA5 ioeu5 GA の Ag 
れ ば 、 彼 等 に つい て 、 反 了 し 得 ざる 論議 以 0 衝 と す で ま の 


外 は 、 議 論 す る な か れ 。 ま た 、 彼 等 の 誰 に 2 ン 
も 、 こ れ に つい て 問う な か れ 。 ( 注 21) 612214883 
第 四 項 
人 、 、 ッ 上 ヵ ーー @ 向 久 ) 多 2 【 9 イン 
24. 9 [ 我 を れ を 明日 な きん ] ほ 云 356G を の の 53 
うな が かれ 、 


注 19 "ヨー ロッ パ の 商売 人 は 、 商 楽 取引 に お いて 、 穏 や か る や 礼 儀 正しき を 保つ 特別 な こつ を 身 に つけ て い 
る 。 こ の 彼ら の 特質 に つい て は 、 こ こ で の 表現 を を 礼儀 正しく させ て お け ” と 解 息 す る に 

言及 きれ て いる こと が わか る 。 そ し て 、 こ の 家 現 は ' 彼 に 
注 20 「 共 に $ 我 等 の こと は 気づか せる な 」 と いう 語 は 東洋 に お いて 西洋 の 影響 が 、 静 か に そっ と 浸 遊 し て 

いく こと を 意味 し て いる 。 

注 21 これ 6 の 推測 は 、 カ タコ ュ ン べ の 小 部 屋 の 避 の 碑 銘 に 基づい て いる よう で ある 。 し か し 、 各 々 の 理 銘 は 
特定 の 家族 、 派 、 集 団 に つい て の み の 言 及 が ある に すぎ な い 。 る ま ざ ま な 折り に 、 カ タ ュ ン べ に 林 難 し た 人 々 
の 総数 は 、 知 られ て いな い 。 百 銘 か ら 、 犬 が 常に 、 訂 難民 の 一 派 に 同伴 し た と 思わ れる 。 


いふ る まい を きせ よし と い 
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SN 


25. も し アッ ラー の 思 し 召 し な ら ば 、 と 阿 加 せ レン イィ っ 
ず し て 。 流 も し これ を 忘れ だ る 時 は 、 主 を MGWIRIGOIRPP0EGE) 


と て た まま 固く は を これ まり OGAo ろ 39 お oe 
も 正しい 道 に 近づけ た まえ 』 と 。 ン イー リン 
アプ ブッ 。 ライ ンク 
26. き て 、 彼 等 が 洞窟 の 中 に 居 た の は 、 三 百年 2 の ラッ あ し る 2e8 の る 層 り 3 
と 、 更 に 加え て 九 年 な り 。 ( 注 22) @31 2 
27. 云 ん 「 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 如何 に 長く 勤 在 し ラン の ey タン レ 


タッ ン が 0 る 
た か 最も 良く 知 9 給 う 」 上 。( 注 23) 天地 beMCIRAKW 人 KICMARPGP 
べ ヵ る ュ PR4 イレ イン シン 

の 神 季 は 、 す て 彼 に 属す 。 で ん と 邊 は す フッ 3 32 も くじ 12% 


り 
べ で て を 見 穫 し 、 肌 っ 開 こ し めす こと よ ょ ! を レレ レッ 5 
( 注 20 彼 等 は ブッ ラー 以外 に 如何 な る ol 8595 


け 手 も 持た ず 、 ま た 彼 は 、 和 何人 に 5 その 審 
判 を 分 担 き せる こと な し 。 

28. 波 に 啓示 され た る 王 の 経典 を 読 語 ぜ ょ 。 0 の が or 88 レ 2【3 
何人 を 変え る 能 わ ず 。 ま た 、 注 CEA 


何人 も ぉ その 


は 、 彼 以外 に 人 遊 難所 を 見 出せ ぎる べし 。 @193 の の の 20 み の う 和 の 


29. 朝 な 夕 な 、 主 に 祈る 人 た ち に な ら っ て 、 液 # 2 る グ て る 前 る スッ る 1 る 
と ょ こ こ う 

此 を 求め 続け よ 。 現 世 の 栄 共 を 求 TOO の で 

か ら 目 を を ら す な か れ 。 また 、 


われ ら が 、 を その に われ ら を 念 ず る こと を レッ ッッ ン レッ 
ンタ 1 る を し ュ ン ュ タッ 
軽視 $ せ た 者 、 並 びに 下劣 な 欲望 を 追い 来 の つろ と の うう 5 (5ANIsed IE うら) 
間 = 従う な か れ 。 か か る 者 は 、 搾 に を 4 人 し , と 5 の 248 レン シン 43 
ウ る とみ タイン 
oe3i と ie6s 


注 22 初期 の キリ スト 数 徒 が 師 受け 、 し ば し ば 、 は ほら 6 究 や 他 の 隠れ 場所 に 人 台 し て いた 期間 は 、 お よる 
間 年 に も 及び 、 歴 史 的 資料 に より 、 こ の 数 字 は 確証 きれ て きた 。 一 般 じ ら れ て いる よう に 、 キ リス ト 教 合 
の 追 寄 は 、 机 礎 28 年 の イエ ス の は りつ け に 始ま り 、 約 負 年 を 経た 西暦 前 年 に に コン スタ ンチ ヌス 大 帝 が キリ 
スト 教 に 改 赤 し た こと に より 幕 を 閉じ た の で あっ た だ 。(Enc. Bri) コ ンス タン チヌ ス 大 帝 が 、 改 款 し た の は 西 麻 
337 年 で は な 〈、 西暦 多年 で あっ た 。 は 9 っ り の 。 を 、 一 般 に 信じ 5 れ て いる より も 28 年 な を く お こっ 
た の だ (Chronologh: Archbishop Ushers 閉 と Daily Bible IHustrations: Dr. Kitto 著 )。 


注 23 初期 の キリ スト 教徒 は 、 い ろ ん な 時 代 に 多く の 場所 、 た と えば ロー マ 、 ア レク サン ドリ ア 等 で 、 迫 守 
きれ て きた だ 。 彼ら は 、 き ま ぎ ざま な 時 に 、 る ま ざ ま な 期間 に わた り 、 ほ ら 容 や カタ コン に 議 難 する こと を 余儀 
な くさ れ た だ た 。 カ タコ ン べ に お ける 彼ら の 滞在 が 、 唯 一 の 不断 の エピ ソー ド だ と いう わけ で は な か っ た だ た 。 そ の よ 
うな 滞在 の 期間 全て の 正確 な 長き は 、 ア ッ ラ ー の み が 知 を と ころ で ある 。 


注 24 この 語 は また 次 の よう な 詞 味 を る つ 。" 神 の 視界 は 、 よ ょ ど み な く 、 神 の 聴 千 は 鋭い "つま り 、 神 は 全て 
を 見 、 全 て を 開く の で ある "と いう こと な の だ 。 
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30. 云え 、「 真 理 は 主 ま より 来 た る 。 され ば 、 信 ず 6 前 
る も 、 信 ぜ ざ る も 、 その 者 の 意志 な りほ 。 258 2 で う 5 あ 約 3 


げに われ ら は 、 暑 人 ども に 、 燃 えき か る 天 VGP 2 の 3 
甘 に 障 ま れる べく 火 を 用 意 せ り 。 彼 人 等 助け リフ ッッ 

を 求め て 叫 が れ ば 、 ど ろ と ぼろ に 溶け た 鉛 が AGES 
浴び せら れ 、 を の 顔 を 旗 か ん 。 な ん と 惑 ろ 。 ッ 移 ンタ レ 


の 


ン る ルッ る は うぅ 
し き か な その 飲物 た る や 、 な ん 不幸 な る MO の) Je を 
か な 火 獄 の 休み 処 よ ! @ 例 ら 
31. 信じ て 善行 を 杭 む 者 に は 一 われ ら は 善行 だ る 9BteayalAE26E(GAh8L 
積む 者 の 報 楽 は 決し て 忘れ は せ ぬ 。 アン レッ 
@9C6 ら < の 6 5 
32. = の は た の あり て 、 河 川 を 。 ァ 用 の らら ィ ン es が 


に 在り て 黄金 の 胃 


の 下 を 流 る 。 矯 等 を を 


狗 弓 で 館 ら れ 、 WM の 人 よい 、 23 2 うじ 6 Ge 鐘 発 の 
旨 

人 08 と か な 、 と ん 指す 3oe と Se 

2 の Da 2 

Goro 


第 五 項 
33、 彼 等 に 二 人 の 男 の 比 隊 を 芝 べ よ 。( 注 25) CEA 9 つる 15 
われ ら は を の 一 て 人 に 、 箇条 園 を 与え 、 そ の レシ ン ン ンタ リタン ン る 
まわ り に 無 部 子 を 千 え ゅ ぐら し 、 る その間 に 3 めし 433 ET eS 
帝 物 の 州 を 設け た り 。 @3Egy 
りう し を 
り デ . 
34. 両 団 と も 豊か な 果実 を 産 し 、 い きき か る 欠 人 4 EEEAIY 2 CEATIG2 
する こと な か りき 。 語 し て 、 わ れ ら は 両 


@ プス ラン ィ 353 

園 の 間 に 川 6 流し た り 。 ( 注 26) 5 AL 285 
35. きれ ば 、 彼 は 豊か な 収穫 を 導 た り 。 或 る 日 、 タン タン セン の る イン レ ィ 
・ め 5 人 る 54et2JUS 53 4Jo3 


彼 は 自慢 し て 、 友 に 向っ て 云え り 、「 我 は 液 


注 25 本 節 は 、 た と え 話 の 形 で 、 2 種類 の 人 々 ーー キリ スト 救 守 ま イス ラム 教徒 の 状態 を 語っ て いる が 、2 

信 の 男 "“ と いう の は 、 こ れ ら 2 種類 の 人 間 を 表し 、“ 2 つの 庭 " は キリ スト 教徒 国家 油 栄 の 2 時 代 を 表し て いる 。 

最初 の 時 代 は 、 イ スラ ム 教 の 出現 に 先立ち 、 2 度目 の 時 代 は 、 ョ ヨー ロッ パパ の キリ スト 教 国家 が 、 大 い に 進 歩 を 

遂げ 、19 世紀 に 頂点 に 達し た 先例 の な い 権 力 と 名 声 を 獲得 し 始め た 西 歴 17 世紀 の 墓 あ け と と と も に 始ま っ た 

の だ 。 

注 26 川 の 流れ は 、 聖 な る 預言 者 の 時代 を 表し て いる 。 環 な る 預言 者 を 通し て 、 モ ー ゼ や イエ ス の 真 の 教訓 
一 部 が 、 保 存 き れ た 。 
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き 


と り 和 聞 し て 閑 族 も 流 よ り 多 数 な り ] e を 593 
っ 邊 


36. 役 は 邪心 を 抱い て 己 が 園 に 入れ り 。 彼 は 去 し 3 9 (52 2 9353 
えり 、「 我 は この 園 が いつ か 荒廃 に 帰す べし - - 


VN 
そ ミ 


と は 思わ ず 。 ( 注 28) @IooltsO ぁ 0sS | 31 


計時 が 米 る べし と 6 思わ so03 信 06 SEISMCS 
3 か れる と も 、 我 クイ ン ッ タカ る 0 ン ン 
は 必ず これ に 優る 久 い 場所 を 得 ん 」 と 。 eS2 2 と 80s5 

じ 


38. その 友 、 彼 に 抗 し て 云え り 、 「 液 は 、 最初 土 0 る ン ッ ン る 4 の の 4 3 


し か 
37. 前 し て 、 ま た 、 


る 


ゅ 


より 液 を 創り 、 次 いで 一 満 の 精液 より 、 更 う ン る 
こ ム 2 シシ 前 る る 。 スン イン 
に 完全 な 人 間 の 形 に 仕上 げ 給 う た 件 方 を 信 。 guyw2AD oO づい ウツ 2 GS は 
ぜ ぎ る か ? ュ ラ ン 
@2p 
39. な れ ど 、 我 に 関す る か ぎり で は 、 ア ッ ラ ー タン タレ ーッ ン タ 
の ろ み が 我 が 主 な り 。 さ る れ ば 、 我 、 主 と 借 に @bel 9 の みゆ り 9582 25b ゅ 69 


箇 何 な る 者 5 科せ 訪 ら ず 。 

40. 六 が 、 ビバ の 上 に 人 3 し 時 MR け は) 都 CGUE に る ら 3 
べ て は アッ ラー の 御 意 志 の ま ま 。 権 能 は た ラス 。 タ ルレ 。 ンー リュス レン 
だ アッ ラー に 存 す 。 と 交 ち ざり し か ? た と bedsdGt の 委 6Y 倫 
い 流 、 我 を 財力 と 子 陀 と に 診 て 、 液 より 劣 
る と 上 見 る と し て も 。 


41. 莉 らく 主 は 、 我 に 何時 か 湊 の 園 に 優る 何 わ yo 中 EG2 AE 9 6182 oe 
を 撲 け 絵 わ ん 。( 注 29) 六 し て 、 六 の 園 に コン リン リッ レン 
は 天 か ら 党 を 投じ 、 不 毛 の 荒野 に 帰せ し め は Co CAC 
ん 。 30 ラン 


1O に つり ) 
注 27 強力 で 高 捨 な キリ スト 教 国家 は 、 貧 し く 力 の な い イ スラ ム 教 徒 を 、 人 自国 、 お よび 、 物 質 資 源 の 欠乏 の 
た だ ため に 、 軽 相 し 、 あ ざけ っ た 。 
注 28 自ら の 物質 的 進歩 に 誇り や 抱き 、 西 洋 キ リス ト 教 国家 は 、 楽 で ぜ い た 《 な 生活 に ふけ っ て いる の で あ 
る 。 そし て 、 う ぬ ば ぼれ と 横柄 る か ら 、 自 分 だ ちの 権力 、 進 歩 、 繁 栄 が 永久 に 続く の だ と 誤解 し て いる 。 ま た 、 
だ まさ きれ て 、 安 心 、 自 己 満足 し て いる た め 、 役 ら は 罪 と 邪悪 の 生活 に 全く 迷い 込ん で し まう こと に な る の で あ 
る 。 
注 29 本 節 お よび 36、40 節 で は 2 つの 廃 (33 節 ) の うち 、 1 つ は イス ラム 以前 に 実際 、 消 減 し た た め 、 ひ 
と つの 必 の み に つ いて 述べ られ て いる 。 キリ スト 教徒 に と っ て 最大 の 誇り の 湖 よ なっ た だ 庭 は 、 イ スラ ム 後 に 栄 
ぇ だ 彼 ら の 現在 の 大 いな る 物質 的 進歩 ほ 推 力 な の で ある 。 
注 30 天 か ら 6" と いう 語 は 、 い か な る 地上 の 力も 、 西洋 の キリ スト 教 国家 の 還 事 力 に 実際 上 、 抵抗 し 戦う こと 
が で き な い こと を 示し て いる 。 神 丘 が 、 彼 ら の 破滅 を 引き 起こ す よ な を 抽 す の て の 』」 
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42. 或いは 、 園 内 の 水 が 地 面 深 て 浸 延 し る る し る コイ 
(21) 地下 水 を 見 出し 香 ぎ る べし 」 は 。 陳 0 Oi の 
43, 果 せ る か な 、 役 の 果実 は 絶滅 せり 。 役 は 攻 っ 補 226 の 
了 剛 し 旋 の 6 らら Eo 


箇 園 に つぎ 込ん を だ ども の を 想い 、 両 手 を 堅く 


撮っ て 嘆き 門 し め り 。 導 故 国 は 箇 匠 李 も ろ 1 CE の Ks 
か 0 男 し て 、 租 は ぇ レレ シ 。 。 
、「 我 も し 我 が 主 と 僅 に 、 何者 を も 配 せ ぎ @loel9 ろ し 9 

。 し な ば !」E。 ーー 
っ クン る タン シュン 
44. 彼 に は アッ ラー に 逆 っ て 助け て くれ る 衆 と Co あ 63222 1566 95 
て な く 、 ま だ ただ 己 れ 自 身 も 座り 得 ざ りき ュ ク レッ ン レン 
@IKeto O5 
5. か か る 場合 に 診 け る 加 識 は 、 才 ア ッ る の ン | すす タレ レレ ッ ンー ンタ 
ー か ら の み 未 る 。 彼 は 最良 の 報 胡 者 に し 3o は 2 入 つのり 92 
て 、 朱 の 各 を 放し @ 人 2 


第 アレン 1 ライ 
46.、 まだ た 、 彼 等 に 、 現 世 の 生 活 を 警 え 話 て 述べ 4PCGGU RSS らら 15 
よ 。 を は 、 わ れ ら が 空 か ら 降 す 水 の 如 し 。 レン セッ 
の 還 玉 を れ を 混 て する も 、 ゃ で 6 8eeke JE6 Sioe 


が て 履 に 吹き 散ら され ん 本 れ 章 の 破 休ま な 1 ら ( 向う 98205 xs3 
る 。 ( 注 33) げに アッ ラー は 、 万 事 を 支配 ^ ウ 


ンク うる 多 る 

す 。 ⑥!5OZ 放 る 

7 定 や 務 は この 世 の 生活 の 飾 りな り 。 な れる レン 
と 、 永 続 する 療 行 こそ を 、 ア ッ ラ ー の 目 に は 、 2 時 2 
即 具 の 補 半 の 族 に 、 ま た 持 来 の 希望 が 或 に 02g 多 ば de 移 AL 
遂 か に 優る な 5。 

48. われ ら が 群 山 を 動か みす 日 を よく 考え ん よ 。 液 の レラ ッ ン シーン レンス 症 
は きま ざま な 民族 が 世に 前 た 進む を 見 ん 。 人 っ Eo の DI dE お 3 49 


"何者 $、 彼 ら と 戦う 力 は な いで あろ う 「 (ムスリム ダ ジ ャ ー ル 午 ) と 述べ た と 伝え られ 、 柚 な る 預言 者 が 言 
及 し た の は 、 キ リス ト 教 の 物質 的 栄光 を 象徴 する ゴ グ ヒマ ゴ グ の この 挑 抗 不 可能 な カカ で ある 。 
注 31 タル アー ン の 言葉 で は 、 彼 ら の 監 を 新鮮 で 緑 に 保つ と 表現 きれ て いる 、 彼 ら の 偉大 な 平 腕 や や 知 的 才能 
の 源 は 、 こ れ ま で 彼ら の 物質 的 進歩 を 支 を て きた が 、 や が て 上 がり 、 役 ら の 全 に 荒 魔 し て し まう 
こと に な る だ ろう 。 と この 節 は が し て いる 。 役 ら の 精神 的 な 新 魚 る の 源 も また 同 寺 が っ て し まう だ ろう 5。 
注 32 物質 的 富 捨 を 維持 し よ ょ うと する キリ スト 教徒 た も の 全て の 努力 は 、 煙 の ご と く 消 え 権力 や 名 声 は 、 ま 
に た だく 半 に 令 く で あろ う 。 つ いで な が ら 、 本 節 で は 、 圏 は 李 も ろ よ も “倒れ る "と れ て ある が 現実 
に は を うい うこ と は な いた だ め 、 こ れ ら の 節 で 使わ れ て いる “ 園 " と いう 語 は 、 文 字 通 り の 京 昧 で 使わ れ た の で 
は な いこ と を 示し て いる 
注 33 な ん と 、 適 切 で 力強い 、 世 俗 生活 の は か な る の 表現 な の だ ろう か ! 
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胡 し て 、 われ ら は 彼 等 を 集め 、( 注 90 た だ 2 還 多 
の 一 人 だ に 残し は せ ぬ 。 
49. 彼 等 普 ん で 主 の 御 境 に 拝 記 る せら れん 。「 い RG1RC 電 レレ レタ ラン 
まお 前 た ち は 、 わ れ ら が 最初 創り し 癌 て 、 前 CO うる 
( 注 35) われ ら が 前 に 来 た れ り 。 な れ ど 、 お っ を 
前 た ち は 、 わ れ ら が お 前 た ち に 対す る 約束 
を 履行 する と は 思わ ざり き 」 と 彼 等 は 云わ 
れん 。 
50. 痛 し て 、 行 状 の 記録 が 記 き れ た 眼科 が 後 等 Kec 
の 前 に 携 示さ れ 、 流 は 、 悪 人 ども が を の 中 レン 
全て 委 れ あの の て 半 を 2 届 め の 向う 9 


っ al des ちち 


見 ん 。 面 し て 、 彼 等 は 云わ ん 、「 あ あ 、 こ フロ タン ン の ブレ ョ ッ ン る 名 ノッ クン ン ノ > 
な ん た る 帳 憩 を | 大 醒 も 3 ず 記 寺 し て 、 いら bB っ DU AD の っ 
全 す D を クン スタ レタ ョ ン ン ンタ 3 

とこ ろ な し 」 上 。 前 し て 、 彼 等 は 、 己 8 Bt AH3 


9 せる 所 泉 の すべ て を 顔 前 に 突き つけ ら 
れん 。 きれ ば 主 は 、 信久 も 不 公 さ 平 に は 処 過 
せ ず 。 
第 七 項 
51. われ ら が 諸 天 使 に 向っ て 、「 ア ダム に 対し て 。 3 タン ンス フン ラク タ の この レッ レッ タッ し 
平 信 せ ょ 」 ! テ LR の ょ を 軸 い 起 せ 。 Y56223 use3239 Boees 94FtKVIIGC ES33 
』 グ タ | 


イプ リー ぇ を 従 等 は みな 従え り ノン 1 
・ * や と の 1| 
イブ リー ス は ま fmW と し て の の P の Io と やら lo を 3 お 
こる ン イ ンス 5 る ン ン ン 


に 背 き た り 。 多 る に 、 如 前 た ち 、 イ ブリー 2? 5 電 3 
ス や その 子 附 を お 前 た ちの 敵 だ と いう に 、 レ あえ 
わし の 代り に 仲間 と せん と する か ? 不義 着 eeun る と 北 


アン 
ども 、 その 変換 は 笑い ゝ な る ぞ 。 
と 2 ん を アス アア 


52。 われ は 天 他 の 創造 並 びに 彼 等 上 身 の 創造 に GEOz っ 2 GTGE 錠 601 の 
、 役 等 を 参与 せ し ゆ ざり き 。( 肖 36) ま か ら の re リー 

た 、 わ れ は 、 人 々 を 迷わ せる 徒 誠 の 且 け は 。 の Ia oeiQ み ee4 人 も ? ププ 
僅 り は せ ぬ 。 

注 34 本節 で は 、 翠 潮 の 言葉 に より 、" 国 家 が 国家 に 反抗 し て 立ち 上 が り 、 王 国 が 王国 に 反抗 し て 立 上 が 5、 

きま ざま な 場所 で 負 鮮 、 油 病 、 地 震 が 起こ る と き (マタ イ 24 意 7 節 )、 の 生 電 べた の す な わ 

ち ゴ グミ マ ゴ グ の 完全 な る 太 減 に 関す る 預言 た さる れる で あろ うと いう こと が 示 き れ て いる 。「 彼 ら を 集め 」 

と いう 表現 は 、 彼 ら が お 互い に 和 面 き あ っ て 、 翌 闘 了 示 形 を と っ て 集まり 、 あ くま で 戦う を て いる 。 

注 35 この 言 茶 は 、 彼 ら が 全て の 枚 旋 、 権 戚 を 准 わ 和 れ 、 以 前 の ごとく 昌 従 と 了 恨 の 状態 こと を 余儀 な 

くき され て し まう こと を 意味 し て いる 。 

注 36 本節 は 、 そ の と き 世 界 の 悟 久 的 平和 と 調和 の 時 代 を 布告 する 新た な 世界 秩序 に つい て 、 一 般 に ら れ 、 

いわ ゆる 政治 的 、 社 会 的 思考 の 指導 者 た ち は 、 そ の 確立 を 求め 、 主 張 す る が 、 神 が 、 この 吾 高 な る 任務 の 成就 

を 自ら の 仕事 と し た た め 、 彼 ら は 、 勢 力 を 実ら せる こと は で き な い で あろ うこ と を 意味 し て いる 。 


Ca 
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第 二 八 章 アル ・ カ ハフ 


53. 「 前 た ち が わ し の 合 位 者 と 考え し 神々 を る ンプ ン も 人 ン シン 
内 で は キ が わん 、 を の を 話 え 。 を の デポ で の OO 0 史 2 う 
H、 彼 等 、 い くら 神々 を 喚 べ ども 、 神 々 は @ い は 2 Cs の 146wH 
彼 等 に 応え を ぎる べし 、 わ れ ら が 両者 の 問 に 四 ーー 
障 避 を 置い た が た め に 。 ( 注 37) ララ シン レン レッ 
こう か トッ タタ タイ イン (る の タク ッ 97 アン 
54. 罪 を 犯 せ し 基 は 業火 を 見 、 を の 中 に 投 I ら PT チン UIDUOKPESIMI 


れん こと を 悟る も 、 を こ か ら 逃 れ 去る 術 な を クッ レッ ンタ フッ る < 
きこ と を 知る べし 。 (38 の ec50 あ 2 を 
第 八 項 
55. げ に われ ら は 、 人 間 た 良かれ か し と 、 こ の 人 ッ rm 鐘 2 し 226 ブ タン ッ 
タル アー ン の 中 で 、 き ま ぎ ま に 、 あ ら 50 る プ ら タ の EU obDIUOeGC8 和 09 う 
璧 を 引い て 詳 返 せり 。 ( 注 39) 然るに 、 人 @9 と が 人 82Ciyie 65 
間 と は 、 な ん と 議論 好き な こと よ 。 ^ 2 


56. 今 簡 用 彼 等 に 至れ 0 。 往 吉 の 民 が 被り ライ ン (E1 2 る レ 
2 に り ee が olZUUUS2 じ 3 
し 寺 例 が 彼 等 の 生起 る を 望 な か 、 そ れ と OAI に JI 


も 、 委 の 全 に 直 面 する を 記せ に 半 ず ば 、 CUE 05 の 933 
何 若 も 、 人 々 が 信仰 し 、 主 の 衝 燃 を 求め る 2 。 ン シシ 
こと を 妨げ る を 得 ず 。 @98 GOaL2635 


を ッッ 2 タフ ンク の て レン タロ ン タタ 0 イー ッ タ ェ レ レ 
の ooo の 1 AO1 Us う じ う 
2 の ダ ア 
Sn ニテ ば ョ ム 、 本 けり メガ アン ン プア 
信 ぜ ざる 者 ども は 庶 偽 を 以 て 論争 し 、 真 理 4bAzulJbCCUS galdA553 
を し り ぞ けん と す 。 耐 し て 彼 等 は 、 わ が 神 区 ルク タウン コー シス ン ン 
と 彼 等 へ の 警告 を 咽 笑 す 。 の 5 の AibOa5 ら ざり 
58. その 主 の 独 光 を 気づか せら れ な が 65、 之 に (と る 2455 る 人 2 ィ て 
うら うう 5 2 な] 
音 き 、 ま た 己 が 手 が 先 に 送り し も の を 忘れ ツテ の も の う 
る より も 更に 直 し き 者 ある や ? げ に われ ら 3852 BU G203 じ 6 の う 3 
済 ボ イコ ッ ト を な 
し て いる と も と れ 


57、 わ れ ら は 、 期 報 伝達 者 と し て 、 また 警告 


注 37 本節 は 、 こ れ ら の 国家 が 高い 関税 陵 野 、 鍼 の カー テン を 張り ゆめ ぐら せ 、 お お 王 い に 経 
すこ と を 意味 し て いる 。 ま た は 、 彼 ら が 破滅 に 市 る 致命 和 な 戦争 に まき こま れる こと を 
る 。 

注 38 西洋 の 不信 仰 国家 は 、 多 大 な 硫 壊 力 を 誇る 戦争 の 接近 に 演 遇 する で あろ う 。 彼ら は 、 あ ら ゆ る 手段 に 
斉 を て 、 そ れ を 避け よう と と する が 、 そ を の た め の 彼 ら 計画 や 努力 は 全て 、 む だ に な る で あろ う 。 西 洋 は す で 
に 、 昌 界 に お ける 李 洋 の 政治 的 支配 、 名 声 を 破壊 きれ る と ころ で あり 、 ま た 西洋 文明 を その 基 朋 ま で ゆる が し 
た 2 度 に わた る 最も 破 書 的 な 戦争 の きび し い 試練 を くぐり抜け て を きた の だ 。 第 3 の 大 虐殺 が 西洋 を 、 い や お を 
らく は 全 世 界 の ぞ き 込ん で 入る 。 

注 39 本 飾 は 、 以 下 の こと を 交 味 する 。(1) 全 て の 神 の 合造 物 の 中 で 、 人 間 は 、 理 性 と 知 的 能力 を 授け られ て 
きた 。 し か し な が 6 銭 念 な こと に 、 人 聞 は 、 そ の 其 実 を 拒否 し 、 他 の 政 悪 な 目的 を 遂行 する だ ゆめ に 使っ て いる 
の だ 。(⑳ ま た 、 入 間 は 、 慢 性 的 な 不安 と 疑い の 欄 牲 者 で あり 、 め っ た に 満足 する こと が な い そし て 、 常 に 
い 深 いた め 、 最 も 確信 の も て る 識 に お いて きえ 、 逃 げ 追 を 見 つけ だ を うと する と いう 意味 だ ど とも と れる 。 
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第 十 信吉 


アル ・ カ ハフ 


、, 彼 等 の 心 に 覆い を か けた だれ ば 、 彼 等 は 
池 m 二 を その 耳 も つん ぼ な り 。 き 
れ ば 、 笠寺 PA を 導 の た め に 呼び 


2 225193 485 6 45 


@ ら 000GDbo が oeeu 4 を 


か ける と も 、f 
と 。 ほめ 
59. 然るに 、 流 の 主 は 寛 大 に し て 、 情 け 深 御方 し る の 信 3 82 
d ン うぅ 
に まし ます 。 彼 も し 彼 等 の 積め し 所 華 を 以 プー リン 
3 っ 9 る の ン ィ アン 】 
て 計 せ ん と 欲 き ば 、 彼 等 は た ち ど こ ろ に 劉 293Gh2gr7 
せら れる で し 。 然し な が ら 6、 彼 等 に は 定め PH の 5 
られ た 一 期 あり て 、 そ れ よ り 逃 れ 得る 進 @ ル と ね ob0 メ の 
所 を 見 出 き ざる べし 。 
60. これ 寺 の 旬 ダ を われ もら は 徹 等 外 己 を 移っ zo 朗 ET の 交 生 っ 
し だ た が だ め に 減 ぼ せり 。 し か し 、 を その 減 亡 
を 。 で 。 
- は 、 珠 め を の 時 を 定め た り 。 1 の と ます の) 
第 乾 項 
61. モー で が る を の 従者 に 向っ て 「 わ し は 二 つ の < イキ 。 ン ミー シン ンタ レー の ぁ 
江 が 出会う と ころ に 行き つく まで 、 何 年 > で で | の て 9 53 
か ろう に と 旅 を 止め る 気 は な し | と 云い し 時 る 221 独 221 で 
を 思い 超 せ 。 ts 
62. 然るに 、 彼 等 ご つの 振出 会 いし し ころ に AVY4 ロ 0 の 246 
た どり つて や 、 携 を 来 た り し 彼 等 の 角 の こ 6 E 
と を 忘れ た れ ば 、 魚 は ( 注 41) 速やか に 海 ez ld FI 
中 へ と 逃げ 去り 
63. 前 し て 、 役 等 更に 旅 を 続け 、 ま た モー や 、 WEILI9dWB 學 芝 
従者 に 云え り 。「 半 科 を ( 注 42) これ へ 持 レル 、 
レアル /3 さき 2 タグ 
て 。 い や は や この 旅 に は 疲れ た り 」 eS AA 
生 40 不信 爺 者 は 、 六 理 を 理解 し 、 神 か ら 投 けら れ た 能力 を 活用 する の を し つこ 《 拍 否 する 。 そ の 結果 、 を 
の 能力 や 才能 は きび つき 、 腐 し 、 彼 ら は 罪 と 邪 臣 の 中 で 、 も が きつ づけ る の で ある 。 
注 41 フー ト ( 魚 ) は 、 幻 と な っ て 見 られ る と 、 正 し き 人 々 の 水 拝 の 家 を 示す 。 こ の 語 の この 意味 に な いて 、 


"2 つの 海 が 出会う 場所 に 彼ら が 到達 する 上 、 彼 ら は 魚の こと は 忘れ て し まっ た " 


スラ ム の 扱 理 が 出 、 す な わ ち 、 モ ー ゼ の 摂理 が その 機能 を 停止 させ 、 イ スラ ム の 扱 理 が 効力 を 発生 す 


2 うと き 


と いう 表現 は 、 モ ー ゼ と イ 


と き 、 真 の 正 閉 が モー と イエ ス の 従者 た も の 商 よ り 出 で 、 を の とき より 、 新 た な 摂理 の 従者 た ちの 特別 な 


邑 も な る の で ある 。 (48 章 30 節 ) 商 
注 42 


前 節 ( 当 音 61 節 ) 


紀 で 「 朝 秋 ( 朝 の 食事 、 朝 食 を 頼む こと )」 は 、 疲 労 を 表す 。 そ し て 本 節 で は 、 
を 過ぎ 、 藤 い 痢 、 を それ ぞ れ の 旅 に 出 、 な な し ( 約 
理 18 節 ) モ ー ゼ と 彼 の 若き 仲間 は 、 預 言 者 は 既に 現れ た の だ : 


東 さ きれ た る 


の 詳し い 説明 は 英 版 参照 の こと 。 


"2 つの 海 の つ な が 95” 
言 者 を 待つ こと に あき あき し た の ち も (中 命 記 18 
、 自 分 た ち が 彼 に 気づか な か っ た か も し れ な い 


ほ と い わん と し て いる 。 本 節 で は 、 モ ー ゼ と 彼 の 落 き 仲間 (イエ ス ) は 、 そ れ ぞ れ ユ ダ ヤ 教 と キリ スト 教 を 象徴 
し て いる 。 
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第 十 入 癌 ル ・ カ ハブ 
64. 従者 は 答え を り 、「 流 見 ざり し か 、 我 等 娠 の 上 シラ る フン ン イン 
に て 体 めし 時 前 各 の こし を js たり CROSS PT CI 
ーー この 事 を 液 に 樹 げ る こと を 忘れ る せ た る のみ シッ イタ 0 RY4 
1 RM の 
は 、 悪魔 に 非 ず し て 誰 ぞ 一 魚 は 海流 ぎ 去 Sieta に 委 る 
れ り 、 不 思 議 な こと も ある も の な り 5?] ほ 。 CC も に 4I MI 3 
( 注 43) 
65、 そ ー で は 云え り 、「 そ れこ そ 我 等 が 求め た る Eo EGGS 光 補 3 eeehd 


も の な り 」 と 。 か く て 、 彼 等 は を の 足跡 を 


フン 


クン る 。 


た どり 、 も と 来 た 道 を 引き 返せ り 。 
と か し 4 っ e ク レッ ンタ ロン 1 ン ン っ ae ョ ンー ン ン 
66. 相 し て 、 役 等 は 、 われ ら 悲 2 っ 4 3 Ei eo216 こ IA 
等 の ( 注 44) 一 人 に 会 え その 人 後に は ゎ リン 陣 
いし しさ し と に 生得 り た り 。 oOAI も 疹 36 
67. モー ぞ で は 彼 に 和 面 っ て 法 え り 、[ 液 が 教え られ ン イ ンタ ラン イン PP 1 ンー ロッ 2 と スイ 
た る 閣 の いく つか を 教え て て れる な ら 6、 。 アイ gl\es5t04 ess4 05 
ラタン 5 エン 
我 波 に 倍 う さき や ?」 と 。 ( 往 45) の 2e 光 
68. 彼 は 答え たり 、「 液 は 我 と 共に 忍耐 する を 得 の の アンテ 
ず ー の 2 ンジ 55 9 1JV 
69. 液 、 そ の 意味 を 解せ 事柄 に つい て 、 ど う クタ っ タイ ィ レ イン タッ タンク ッ ン 
し て 半 抱 し きれ よう ぞ ?」 E。 @D と も 2 し 3 85 う 
? は 云え ッ ラ ー 谷 4 る < 人 タイ ンス し 
70. モー ゼ は 云え り 、[ も し アッ ラー 谷 し な ば 、 5 らく 交 0802 
流 、 我 が 耐え 忍ぶ を 見 ん 。 面 し て 、 我 は 流 デー 
の 如何 な る 命令 に ち も 背 くま ビ ] と 。 @ 5 
71、 彼 は 光 え り 、[ な ら ば 、 我 に 従う と も 、 我 を イシ ンジ シッ ンタ 人 2 休 KC 
、 _ 。 の ul 5 を (AS cd ob 6 
の 意味 を 液 に 云う まで は 、 何 事 も 我 に 回 > アデ の er ・ 9 すり 
クタ ラー プイ 
な か れ 」| と 。 8 時 8 
第 十 項 
72. か く て 、 彼 等 と も に 出発 し 、 や が て 船 に 乗 る が な はじ る シン イン ッ 人 z 
り 込む や 、 彼 その 般 に 所 を 堂 ち た り 。 モ ー 6 2 38C2 を 5) 
ゼ ぜ は 云え り 、「 船 に 所 を 発ち た る は 、 乗 客 を 
注 43 ここ で 表し て いる こと は 、 真 の 信心 神 の 裳 捧 は 、 こ の よう な 人 々 の も と を 離れ る の だ と いう こと で 
ある 。 
注 絆 この " 神 の し も べ " (アブ ド ) と は 誰 な の だ ろう か 。 神 は 誰 に 慈 門 を 授け た の で あろ うか 。 押 は 誰 に 知 


譜 を 与え を た の で あろ うか 、 
うか 、 誰 が 全て の 話 の 中 心 人 物 で あり 、 


モー ゼ は 誰 や 


め て 、 神 の 命令 
英雄 で ある の だ ろう か 。 


を 履行 し 、 あ の よう な 長い 困難 な 旅 に 出 た の で あろ 


聖なる 預言 者 モハ ッ マ ド 以 外 に は 考 た られ な 


い の だ 。 役 の 魂 は 、 モ ー ゼ の 幻 に お いて 、 肉 体 を 与 えら れ だ た の で ある 。 
モー で は 、 避 な る 天 言 者 が 成し遂げ だ 最高 の 精神 的 知 蔵 を 与え られ な か っ た 。 


告 45 
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Ge で 


第 上 入 章 


濁 れ る せん と する 気 か ? 流 は ほん と に 罪 な 


こと を な せる か な 1「」] と 。 
73. する と 、 彼 は 答え り 、「 我 は 液 に 、 
礼 面 し 得る 者 に 非 ず 、 
と 。 ( 注 46) 
2474. モー ゼ は 寺 え 5、 
か れ 、 まだ し くじ ら す べく 、 
い 目 に 週 せる な か れ 」 と 。 


75. か く て 、 役 等 は と も に 旅 を し 、 や が て 一 人 
の 若者 に 出会う や 、 彼 を の 洪 者 を 灯 し た り 。 
モー ゼ は 云え り 、「 流 は 、 誰 $ 殺 き 丸 罪 な き 
者 を 殺し た り 。 液 、 な ん だ る 恐ろし いこ と 
を な せる や !] と 。 ( 注 47) 

2476. 彼 は 云え り 、「 我 は 湊 に 、 我 と 共に は 忍 


耐 し 得る 者 に 非 ず 、 

77. モー ゼ は 云え り 、「 我 も し 、 
を 液 に 問わ ば 、 我 を 伴う な か れ 。 
が 諸 び を 容れ よ 」 と 。 


78. か く て 、 
と どり つき 、 
然 ぁ に 、 


伯 侍 は 更に - 旅 を 続 


崩れ か か り し 壁 あ る を 見 て 、 
り 。 モー ゼ は 云え り 、 
に 対す る 報酬 を 得 た り し も の を 」 と 。 


79. 役 は 云え り 、[ こ れ で 、 液 と 別 す 。 今 我 は 、 


我 と 共に 
と 云わ ぎり し か ? 


「 我 が 失念 を 資 め る な 
我 を むせ ず か し 


と 誠 わ ざり し か ? 1 と 。 
この 後 、 何 事 か 
いま は 我 


#、 或 る 茹 に た 

この 苔 入 に 人 を いた 5 。 
詩 の 人 々 は 役 を を 客 と し て も て な 
す を 拒み た り 。 ( 注 48) と こ ろ が 、 を こ に 
彼 之 を 修理 せ 
「 流 も し 欲し な ば 、 之 


Wi ン アイ ッ ン る 2 タ 当 


1 ポリ 


ろ 1 


@ 上 2 ある の 81 ddW 


@ の SG も 


ュ る タク フレ タッ ス 7 和信 スレ 
の の 9 CGU 明 す 作 
レナ し 
@Ds さ | 

アテ アア ア う ず 


3 SB SB 0 


イズ 1 


oy J WW 
3 の 8 と 3 ゅ 36 
IOWI2KKVCNKIGGTR あ SG0416 


タッ カク 。 スィ クタ ラタン タッ ンー の 
ae so2 じ 65 の 


う ァ ン レン ル レイ る ン ラ る 
スイ 7d6 4266 3 る ウィ 


ュ テ で ン 。 ン ヒデ レア コ 1 る 
旨 全 シテ の ババ 


VC た 


液 が 忍耐 し 得 ざ り し 事柄 の 、 そ の 理由 を 告 
げん 。 

注 46 公正 な る モー ゼ の 幻 に お ける “ 神 の し も 

の で 、 そ れ ゆ え に 、 彼 (モー ゼ ) は 、 彼 に 同 作 で き な い 、 


べ で "(聖なる 疾 言 者 ) は 、 
すなわち モー で の 信者 た ち は 彼 ( 可 な る 項 言 者 ) を 


2 者 の 問 に は 大 き な 達 い が 存在 し た 


受け 入れ な いで あろ うと 、 モ ー ゼ に 述べ た と し て ここ に 表 き れ て いる 。 


注 47 。 幻 の 言葉 の 中 で 、 若 者 は と り わ け 、 無 知 、 
し き “ 神 の し ちゃ べ で" 
求 す る の だ と いう こと を 意味 し た 。 
征 48 
両者 に 拒 ま れる と いう こと を 示し て いる 。 
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に よる を の 青年 の 殺害 は 、 イ スラ ム 教 で は 、 そ の 従者 に 、 肉 欲 、 


本 節 は 、 モ ー ゼ と 聖なる 項 言 者 が 神 の た め に ユダ マヤ 教徒 上 キリ スト 教徒 の 拐 力 を 求め る が 、 


強 き る 、 そ し て 、 野 性 的 衡 動 を 示す 。 モ ー ゼ の 4 に お ける 正 


情欲 を 真 に 絶つ こと を 要 


それ は 、 


Ja 


80. 先 づ 船 の こと だ が 、 あ れ は 海 で 働く 仙 し い ラン ンス フン ンコ ン | っ ンク スン ム UL( る 
人 々 の も の 。( 注 49) それ を 我 壊さ ん と し 重り レン 。 の 

た る は 、 彼 等 の 背後 に すべ て の 船 を 強制 徴 REPIY3 の る 2 人 

用 せん と す 国 王 ある が 故 な り 。 ーー レレレ 
OO 
81. 次 に 、 若者 の ( 注 50) 場合 は 、 を の 若者 の 4 セス 3 2 6 人 
了 衝 は 信者 な れ せ 、 彼 が 音 氏 不 人 を 以 て oeAS or selO65 AI SI う 
描 を 両親 に 及ば きん こと を 我 は 恐れ た が 6 AA4Vt る 
た め な り 。 プス 


82、 され ば 、 我 等 は 主 に 、 役 より 6 清純 且つ 赴 COMC4te4W5OHGRG 
の つう Cd 2 は 66 
学生 な 息子 を 取 交 て くだ し 學 あ らん こと を ーー の 奉り 


人 えり 。 (の クン 6 
83. き て 、 あの 壁 の こと だ が 、 あれ は も と も と Ye 回 

言 に 住む 二 人 の 押 児 の ( 注 51) 所 有 な り 。 EE 凍 の の の 
を の 中 に は 二 人 の た め の 財 宝 あ 9。 庫 し て 、 eKIUoC3 の の < 

後 等 の 父 は 義 し い 人 な りき 。 さ きれ ば 、 彼 等 ET 
が 成 入 し た あか つき に 、 王 まり の お 旧 み と BANK04IOIEOO0TGU を 1 
し て 逐 を 取り 出 きん こと を 望み た り 9。 きれ ュ ュ の 35 
ば 、 修 理 を し た る は 、 我 が 意向 た 非 ず 。 外人 も oe AS うう の も ら 


52) 以上 が 、 流 が 忍耐 し 得 ざ り し 事 岳 の 説 1 と HE イレ も を た 
明 な り 」 と 。 ( 注 53) 8 時 大 976 

注 49 * 筑 し き 人 々 "と いう 語 は 、 こ こ で は 、“" イ スラ ッ 教 徒 " を 表し て いる と 思わ れる 。 ボ ー ト に 穴 を あけ 

る と は 、 イ スラ ム で は 、 イ スラ ム 教 徒 に アッ ラー の た め に 、 ザ カー ト 、 施 し と し て 自ら の お 金 を 使う よう 勧め 

られ て いる こと を 意味 し た 。 こ れ は 、 強 き 、 真 の 繁栄 し いう より は むし ろ 、 経 済 的 弱き の より どこ ろ で ある よ 

われ る が 、 実 際 は 、 そ を う で は な い の で ある 。 イ スラ ム の 暴君 の 最たる も の は 、 ビ ザン ティ ン お よび イラ 

で あり 、 ア ラビ ア が 彼ら に 質 し く 不 毛 の 土地 で 、 わ ぎわ ぎ 征 服 する 価値 は な いと 思わ 和 れ て いな か っ だ と 

し た ら 、 そ れ ら の 帝国 が アラ ビア を 吸い 上 げ て し まっ た で あろ う 。 そ うい うわ け で 、 こ の 地 は 、 聖 な る 傾 言 者 

の た め に その まま の 形 で 保 た れ だ の だ 。 

注 50 グラ ー ム ( 若 省 ) は 、 上 記 に 述べ られ だ た よう に 、 夢 や 幻 の 中 で は 、 

本 節 で の “ 彼 の 両親 " と は 、 人 間 の 体 と 魂 で ある 。 と いう の は 、 全 て の 人 造 

イス ラム 教 で 教え られ る よう に 人 間 は 本 米 、 巻 を 好む だ た め 、 こ こ で は “ 信 

結合 だ か ら な の で ある 。 こ れ ら の "信者" は “ 符 者 " と 称 き れる 衝動 に より 意 

教 は 、 こ れ ら の 衝動 を 根絶 し 、 人 間 、 つ まり 結合 し た 人 間 の 体 と 区 を 、 鷲 善 心 

人 間 生 活 の 高い 日 的 を 達成 きせ る の で ある 。 

注 51 陶 児 は 、 モ ー ゼ と イエ ス で あり 、 公 正 な る 父 は アプ ラ ハ ム で ある 。 役 ら の 宝物 は 、 彼 ら に より 人 々 に 

残 き れ た 真 の 教訓 で ある 。 その 救 訓 は 、 人 人 々 の 不信 心 に より 失わ れ て し まう 危険 性 が あっ た の で は ある が 。 こ 

の 室 物 の 、 人 々 が 、 ク ルアー ン の 教訓 の 真央 の 悟り に 目覚 め ゆる と き に は 、 そ れ を 受け 入れ る だ ろう と いう 日 的 

で 、 ク ルアー ン の 中 で 守ら 5 れ た の だ 。 

注 52 "それ は 神 の 命令 の も と に な され た 。 

注 39 イス ラム 教 の 教え は 、 根 本 的 に モー で の 筆 法 の 原理 の あぁ も の と は 典 な る 法律 や 原理 に 差 づい て い だ 

た ゆめ 、 ユ ダマ 教徒 し と イス ラム 教 徳 の 真実 で あり 本 物 の 協力 は 不可 能 で あっ だ た とい うぅ 事実 を モー ゼ の 幻 は 指摘 し 
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知 、 強 る 、 野 性 的 箇 動 を 示す 。 
B 湧き 上 が る 源 (両親 ) は 
~ と し て 表 る れる 人 則 の 体 と 魂 の 
に 引き 込ま れる の だ 。 イ スラ ム 
方向 に 発 倍 き せ 、 ま た 、 


第 八 和 テル ・ カ ハフ 


第 十 一 項 
84. 彼 等 は ブル ・ ク テル ナイ ン に ( 注 54) つい IP な 1 陸 と 1 
て 液 に 問わ ん 。 云え 、 「 我 は 彼 の 物語 の いく " テ 


つか を お 前 た ち に 語り 開か せん ] と 。 @ 夫 放 
95. ゎ れ ら は 彼 の 権 を 地上 に 確立 し 、 す べ て 全 0 を 5 3 蓄 色 
を 成し遂げ る 方途 を 彼 に 与え た り 。 っ 
で 
し か レア アテ ノナン の 
86. 然 る 後 、 彼 は 或 る 追 を 進め り 、 GR ASG 
9 太陽 が 没 する 国 に ま る まで 。 彼 は を こ で 、 の (スィ ンー っ 知っ シセ 呈 玩 
いう Il 1 
大 陽 が 申 県 の 水 に 沈む を 見 、 ま た 海辺 に 民 Yoo こり と 
レッ し ュ 
の 住む を 見 た り 。 われ ら は 云え り 、「 ズ ル ・ 1 に 58C58Se 02 う 3 < 
クア ァ ルナ イン よ 、 役 等 を 懲らしめ る も よし 、 レレ ラン 骨 リー ンー っ 
また 優し て し て や る も ぁ よ し 」 に と 。 2 o1 GU GT OU 
ラッ タ 
@ 


88. 彼 は えり 、 「 不 義 な す 者 は 、 先ず 


る タン る の リタ ーション ク フイ ブー ョ ン ェ エン スレ 
W1 加 っ 
ず 六 し 、 振 る 後 、 主 の 御 許 に 連行 か れ 、 G OO (idW 


2 うつ 8Ooo cb AU5 os | 


基 ろ し い 盛 前 を 味 わ き れん 」 と 。 っ 次 62 4 


89. 6 し な が ら 、 信男 短く 、 著 生 を 秋 む 者 は 、 は 9 WOzo と 6 


ヽ 得 る こと を 命ぜ ん 。 ( 注 55) @ 人 8 ラン 32 2 
決 いで 彼 は 他 の 道 を 進め り 、 リー 
90. 次 いで 彼 は 他 の 道 を 進 oe と 人 


注 54 ズル ・ ク ルナ イン は ダニ エル の 有名 な 夢 の 雄 千 の 2 本 の 角 を 象徴 する メド ・ ペル シテ 帝国 を 創立 し た 
王 だ ま 思 われ る 。 “私 は 、 雄 邊 が 西方 、 北 方 、 を し て 南方 に 前 進 す る の を 見 た 。 だ か ら 6 ど ん な 動物 も 雄 和牛 の 前 に 
は 立つ こと が で き な い で あろ うし 、 雄 和牛 の 手 か ら 解 放 き れる も の も な か っ た の で ある 。 し か し 、 雄 邊 は 、 叫 の 
演 志 て 行動 し 、 僚 大 に な っ た の だ "(ダニ エル 革 8 剤 4 第 、20 節 、21 節 ) ダニ エル の 夢 の こ の 部 分 と 完全 に 調 
和 し て 、 ク ルアー ン は ズル ・ ク ルナ イン (87、91、94 節 ) の 3 つの 旅 に 言及 し て いる 。 こ の 電 実 は 、 ズ ル ・ ク 
ルナ イル が メデ ィ ア と ペル シテ の 王 の 記述 的 な 名 前 だ と いう 推論 に 対す る 大 き な 根 拠 と な る 。 メ ディ ア と ペル 
シテ の 全て の 王 の 中 で 、 タ ルアー ン に お いて 与え られ た 記述 が 蝶 も よく あて は まる の は サイ ラス で ある 。 クル 
アー ン は 、 ズ ル ・ ク ルナ イン の 4 つの 特有 の 人 性質 し た 。 踊 は 力強い 君主 で あり 、 親 切 で 公正 な 統治 者 
で あっ た (85 節 、89 第)。(2) 彼 は 、 神 の 有人 徳 を し も "あり 、 神 の 啓示 を うけ た (92 節 、99 節 )。(3) 邊 は 西方 
に 向かっ て 行進 し 、 い わ ば 、 北 い 水 の 海 に 太陽 が 沈む の に 気がつい た と ころ に 至る まで 、 征 服 を 続け た 。 を し 
て その 後 、 束 方 に 向かい 、 広 大 な 領土 を 征服 し 鎮圧 し た (87 節 、88 節 )。(④ 彼 は 、 野 倫 な 人 た ち が 住 み 、 ゴ グ 
と マ ゴ グ が 島 路 を し た 中 ほど の 地域 へ 行っ た 、 そ し て を の 侵略 を 押さ きえ る た め に 、 右 を 築い た (94 一 98 節 ) 十 
代 の 億 大 な 統治 者 、 有 名 な 陸軍 大 尉 の 中 で 、 サ イラ ス 上 記 の 4 つの 特性 を 大 部 分 、 所 有 し て いる の だ 。 それ ゆ 
う 科 キク ンチ テー ン の ズル ・ クル ナイ ン だ と 見 も な され る 価値 が 当 5 の る (7 ず で 午 和 5 守 エズ ラ 書 1 、 


※55 イザ ヤ 青 5 束 13 誠 、 区 時 第 2 参 96 束 ー ー23 節 参 昭 
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第 十 入 意 テル ・ カ ハフ 
91. 太陽 が 昇る 国 に 至る まで 。 ( 注 56) 役 は を ン ン 3 シ 多 5 
る 2 
こ で 、 な ん の 日 紳 い を 持た ね 住民 の 上 に 林 と Go CI \ 腕 
陽 が 昇り 来る を 見 た り 。 @ ド 須 られ 人 た 人 ジー る 
92. 事実 は か く の 如 し 。 げ に われ ら は 、 役 が 持 し の 重 (2 の 
て る も の の すべ て を 熱 知 せり 。 eb CCASI dy 9 
93. 次 いで 彼 は 更に 他 の 道 を 進め り 、( 注 57) CS133 
な オン レ ・ 了 の ッ ン フン ン M 
94. 遂に 二 峯 が 任 え 立っ 山科 に ( 注 58) 入り クタ レミ タタ ーッ ーー プン クン ラセン トブ クス の イー ョ の 
2 っ c2oes の uto) 生 
来る まで 。 見 れ ば 殴 に 住民 あり て 、 役 等 は ^ リー クレ レン さら 
三 ミ 2 プッ タマ 2 ン タ る 
一 言 も 解せ ざり き 。 ( 注 59) ⑯9 Oyeeb 区 り 
95. 彼 等 は 云 た ん り 、「 ズ ル ・ ク ァ ル ナイ ン よ 、 ゴ ブー の ッ 2 22 ン 2 ノ フク フ 291 ラン ランタ と 
の 0Lio と みい 1 1651 
の (60) この 地 を 発 す 。 我 等 ンジ 2 で alo 1 あい 65 
は 液 に 概 蝶 を 納め る 散 、 我 等 と 化 等 の 問 に 光史 し と 前 Jo 0 58 
防壁 を 築き た ま を ?」 と 。 了 の ^ 
る タン シレ 
の 2 35 
96. 合せ る 能力 は 、 3 3 し 
Usely 和 き と あめ 882( 
和 より 更に 勝る れ ど 、 お 前 だ ち クラ ジッ ズン テ " d' 
支 め て 我 に 手 を 貸 せ 。 Ne お 前 語 の 2 
た ちょ 彼 等 の 間 に 防 壁 を 委 か ん 。 * 
注 56 本 節 は 、 太陽 が 芝 し く 環 りつ ける 憧 木 の な い 不 衝 地 帯 で わる アフ ガニ スタ ン や バル チ ス タン と いっ た 


東方 へ の サイ ラス の 所 
ズ タ ブ の 北方 まで 何 皇 マイ ル も 広がっ た 平野 に 巻 ら す 人 々 に も あて は まる 


往 57 本 節 は 、 カ スピ 海 と コー カサ ス 山 賑 の 問 の 領 、 ペ リシア 北方 まで の す イ ラス の 3 度 


し て いる 。 


往 58 


は 、 2 つの 障 葉 を 


"2 つの 山 " 癌 睦 す る 。 


方 の 側が コー カサ ス 山 脈 に 接し て いた 。 これら 2 つが 、 


言及 し て いる 。 ま た シー スタ ン や ヘラ ト の 東方 まで 、 そ 


し て メジ シェ ド ま で つづ く ド ゥ 
の で ある 。 


度 め の 遠征 に 言及 


能 が 築 か れ た デル ベン ト の 追 は 、 片 作 が カス ピ 海 、 も 5 一 
2 つの 障 豆 の 役目 を 果 た し て いた 。 


注 59 こう いっ た 地域 の 人 々 は 、 サ イラ ス と は な る 言葉 を 話し た 。 し か し ペル シテ の すぐ 近 時 に 住み 、 ペ 
ル シ ァ 人 や メデ ィ ア 人 と 、 常 に 接し て いた た だめ 、 彼 ら は 、 非 常に 不 二 分 で あり 、 ま た 非常 な 困難 を 
彼ら の 言葉 を 理解 し 、 話せ る よう に な っ た の が 築 か れ た 地域 は 、 ペ ルシア ァ に 隣接 し 、 の ち に は 、 ペ ル シ テ 


の 一 部 と な っ た 。 
告 60 
は それ は 燃え 立つ 火 た な っ た と いう 意味 の 
(Enc. Brit. 届 Jewish Ency. 
エ ザ キ エ ル 38 斉 2 一 6 節 、39 意 6 仙 )。 西洋 の キリ スト 救 
こう いっ た も の の 正しく 非常 に 広範 囲 に わた る 使用 の なお かげ 
に も あて は まる の で ある 。 ま だ は 、 こ 9 
いら いら し て 見 張り の 体制 を くず きぬ ゆえ 、 


まだ 、 
で ある ゆえ ぇ に 、 
家 が 新た な 征服 を 試み る た め 常 に 、 


し か し 今 で は 、 


ヤジ ュー ジュ と マジ ュー ジュ (ゴク と マ ゴ グ ) と いう 訪 葉 は 共 
源 ア ッ ジ ャ に 由 米 し 、 最 も 吉 い 束 方 の スキ タイ 人 に 関連 が ある 
Historians' History of the world 第 2 巻 9 ペー ジ 、 


" ゴ グ "と ド マ ゴ ダグ" 


E 歩 、 偉 大 な 発見 や 発明 は 、 
ミ は 西洋 の キリ スト 教 国家 
せ か せ か 、 


彼ら の 物質 的 
この 言 


行動 を 含 著 し て いる と も 考え られ る 。 


ロシア 傾 土 に 含ま れ て し まっ て いる 。 


役 ま だ 


、 彼 は ペー ス が は や か っ た 、 


も 、 燃 える 火 や 、 落 え 湯 を 大 い に 利用 する し 、 


、 こ れ ら の 国 
その 落ち着か な い 
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第 十 入 斉 


97. 我 に 沢山 の 鉄 塊 を 運び 来 た れ よ 」 と 。 や が 
て 、 両 山腹 の 問 の 訟 地 が 鉄 地 で 洒 た され る 
や 、 彼 は 「 今 だ 、 較 に て を 吹け ] 命じ 
た り 。 彼 等 を れ を 火 の 如 く 熱 し て く な る 
まで 吹く と 、 役 は 云え り 、「 溶 か し た 鋼 を こ 
れ へ 持て 。 我 それ を この 上 に 注 が ん 」 と 。 

4 よき 

、 交 を 窪 つこ と も し 得 ざり き 


99、 を そこで 、 彼 は 云え り 、「 こ れ 我 が 主 の 慈悲 な 
る ぞ 。 な れ ど 、 主 の 約束 が 実現 せら る る 時 、 
彼 : ょ 之 を 微 達 に 打ち 砕 か ん 。 主 の 約 東 は 必 
ず や 間違い な し | と 。 


00. その 日 、 わ れ ら は 、 押し 寄せ る 波 の 知 く 
彼 等 を 相打ち 砕 か し ゅ ん 。 滑 し て 、 嗣 が 
吹き 鳴ら きれ 、 わ れ ら すべ で て の 人 々 を 喚 び 
集め ん 。 

01. その 日 、 わ れ ら は 不信 心 者 ども に 地獄 を 
目のあたり に 表示 せん ーー 

02. その 日 を 本 われ て わが 各 告 に 気づか ず 、 
聴く こと さえ も 能 わ ぎり し 者 ども に 。 

第 十 二 項 

者 ども は 、 わ し を き し お いて 、 わ 

が 僕 等 を 等 者 と な し 得 べ し と する か ? ば 

に われ ら は 、 不 信心 者 せ で も ゃ も も て な す た め 

に と 地 銘 を 備え た り 。 


03. 


104. 云え 、「 を の 所 業 故 に 誰が 一 番 損 する か 
を 、 わ れ ら 6 は お 前 た ち に 教え よう か ? 一 

105. つま り 、 自 分 で は 善行 を し て いる つも 5 
が 、 現 世 の 生 活 を 追う 余り その 努力 が すべ 
て 徒労 に 帰し た る 者 ども な り 」 と 。 

106. 彼 等 は 、 王 の 神 兆 も 、 主 と の 会 見 も 信 \ 
ぎる 者 ども な り 。 さ きれ ば 、 彼 等 の 努力 は 無 
に 帰し 、 復 活 の 日 に は 、 わ れ ら 彼 等 に な ん 
ら の 重み も 与 を ぎる べし 。 
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デル ・ カ ハフ 
esse DFSG 軸 
3 2 の 25 タレス アア 2 の 2 ャ 
EGRIGEIC4 コ 1 和 

@! 
IF'4U241 し も を の さ た TAG4L1 
8 と の 生ま 2 Ad6 

る ュ ン イン ノン 


? 
スン コラ クッ チ 2 タ る 7 タン ビ の 7。 


の きす リア 3 
9 クタ < 202223 213 


ジア ン ン る 


@Uz る 員 Os EEE 
レン ルン ッ シッ レン て 【 チ ナリ ン ア テア 

MP2 の あと 2 る の 交 
4 KS 2 時 
6 

の の Ce byoli の C23 
ター ン る レラ ッ ン 2 ン 補 ジア ショ ンズ > ッ 
aa 3 を (CA 1651 2 3 


9 

@》2 

@9 じ re あ 8 
デ 


み 2 の タッ 。 そ ン 


53 人 に に 2 
の 5 と 

ッ ン ッ ョ ン タン クン る スン 
eaU り ラテ ee2 ob 5 > EATIKGWP 
ECOHI シ を 1 2 タイ 95 58428C2T = と <3 


レン 
QD ぅ 


第 十 八 誤 アル ・ カ ハフ 


07. こ は 彼 等 の 応報 な りー すなわち 地獄 こ 081 し 5 前 
を 。 信 仰 を 拒み 、 わ が 神 兆 と わが 佑 傘 た ち “< 
を 員 笑 し た る が 夏 に 。 の 82 


っ ーー イラ ンク 1 も ュ イレ レッ る ン 
08. 信じ て 甘 行 を 横 む 者 は 、 か な ら ず や 振 福 ふ 計 CVeaLllULE32 の 委 る 
の 略 に 入居 せん 。 


う 2 タク ッッ クー タ 


95 プ 人 IRC3 
09. 彼 等 を の 神 に 永遠 に 住み 、 決 し て 他 に 移 9 の 和 


る こと を 稚 せ ぎる で し 。 

10. 云え 、「 た と い 大 海 が 主 の 御 斉 葉 の た め に  QLs383 CR 1 8 
時 な り と も 、 主 の 御 言葉 が 乗 て る 前 に 、 海 。 。 」 ンー の 」 
水 必ず 潤 れ ん 、 た と いわ れ ら 珂 じ も の を 6 9 03 ASS OS 
た らし 錠 を 条 う と 6$」 と 。 ( ま 61) レッ 

@542 4B 


11. 云え 、「 我 は お 前 た ち 同 様 だ だ の 人 間 に す 多 れ の II 1 計 Xe 錠 4 
ぎ ず 。 な れ ど 我 は 、p 前 た ちの 神 が 唯 一 な 9 1 2 お Nd 
る 神 な る こと を 啓示 され た り 。 さ れ ば 、 を も ZZ5a ら 22 移 KW の 66 全日 


1J8 


の 主 に 会 わん こと を 望む 者 に は 、 善 行 を 策 プ 
まし め よ 。 ま た 、 彼 を し て を の 主 ょ 共に 何 AZ14 ら 3 2 6 8 


者 を も 拝 せ し むる な か れ ] と 。 ( 注 62) 


注 61 西洋 の キリ スト 教 国家 は 、 由 分 た ちの 停 大 な 発明 や 科学 的 発見 を 、 誇 り に し 、 割 造物 自体 の 神秘 を 見 
抜く こと に 成功 し た と いう 思 い の も と で 、 替 力 を し て いる よう に 思わ れる 。 こ れ は 、 空 庶 な お ご り に すぎ 
な い 。 神 の 神秘 は 、 無 尽 蔵 で 底 知 れ な いた だ ゆめ 、 こ れ ら の 人 間 が 発見 し な こと や 、 今 後 あ ら ゆ る 努力 を し て 発見 
する で あろ うこ と は 、 大 洋 の 中 の 水滴 1 滴 に も 及ば な い の で ある 。 


往 62 この 章 の 最初 と 最後 の 10 節 の 其 唱 を すれ ば 、 ダ ッ ジ ャ ー ル の 精神 的 銘 攻 撃 か 6 守ら れる と 惑 な 3 閣 
言 者 が 述べ だ と 伝え られ て いる 。 こ の こと は 、 婦 グ が 1 つの も の で あり 、 


ーー 一軸 洋 の キリ スト 教 国家 の 人 間 で ある こと を 示し て いる 。 ダッ ジャ ー ル が 、 イ スラ トム 教 に 対す る 有害 
布教 を 表し 、 ゴ グ ほ マ ゴ グ は 、 彼 ら の 物質 的 、 政 治 的 権力 と 攻 配 を 表す の で ある 。 
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マリ ヤム 


3. こ は 液 の 主 が その 俊 ず カリ ヤ に 斑 れ た る 慈 
悲 の 語 し な り 。 
4. ず カ リヤ 宙 か に その 主 を 喚 ぴ て 、 


評 え 9、「 主 よ 、 我 が 体 の 骨 は 簡 ま り 、 頭 は 

着 の 如く きら めき 輝 《。 狼 れ と ども 、 我 が 主 

よ 、 我 は 法 に 折り て 未だ 祝福 きれ ぎる こし 

は な か りき 。 

6. され ど 、 我 が は 女 な むれ ば 、 我 が 亡き後 
の 弥 者 た ち を 心配 す 。 さ きれ ば な に と ぞ で 我 に 
後継 ぎ を 授け 給え 。( 注 2) 

7. 我 が 後 を 継ぎ 、 マブ の ま を 雑 て を 
し て その 者 を 、 液 の 意 に 適う 者 た らし め 
ょ 。」 上 。 

8. 神 は 云 を た を り 、「 ザ カリ ヤ よ 、 わ れ ら は 、 そ の 

名 を ヤ フ ヤ ー と 呼ぶ 島 子 の 凍 報 を 液 に 伝 う 。 

われ ら は これ まで 何人 に も この 名 を 与え ぎ 

りき 」 よ 。 


cn 


9. ず カ リヤ は 云え り 、「 我 が 答 は 砂 女 に し て 、 
我 も また 老齢 に 達 す 、 い か で 子 を 持て る 
や ?」 と 。( 生 3) 


で lOo \ 
テイ ンス 人 タン ? 、 ュ ンス イン 
22 8530622 382W 

SE OS 
アウ 
ュ ア テン る ター の ト J 
の 2 と 21FITT 才 41 
マク ュ ン る 2 タ 9 る 2 し ーッ ン スク 
OBAGAK ま TGC 
ュ ン イン ュ ン ザン タン リッ タン ンタ たる 
の 43 > Os JO2 の 2 の の 史 
GL め 
タイ 964 タタ 0 ター スタ ジン ニー 
II 
レイ ん 。 の 
〇 OS 0 ば oz 
2 ッッ クッ @ デ 円 前 と 1 
人 7 寺 アン 


注 1 流 は すべ て を 満た す 真 の 導き 手 、 す べ て を 銘 L り 給 う 真 の 神 。 


注 2 ず カ リヤ の 折り は 、 祈 り が 必要 と する すべ て の 青 素 を 兼ね 備え て いた 。 
サガ リヤ の 折り は これ 6 すべ て の 条件 を 満た し て い だ 。 


虚 に 心から の 熱情 を こめ て 祈 ら な けれ ば な ら な い 。 


注 3 この 節 で は 、 ザ カリ ヤ が 軍 か ら 息 子 が 授け られ れる と いう 
ず カ リヤ と 同様 、 突 自 こ の よ うな 知ら せ を 受け た な なら ば 自然 に 整 き を 示す は ず で ある 。 


だ れ で あっ て も 、 


神 に きき 届け られ る に は 、 謙 


< 純 粋 に 驚い て いる 様子 が 示さ れ て いる 。 
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党 


- 刀 章 


、 ザ カリ ヤ は 云え 9、「 主 よ 


. 啓示 を 伝達 せる 天使 は 云え り 、「 き も あり な 


ん 。 きれ ど 、 液 の 主 は 云え り 、『 わ れ は 以前 、 
流 が 無 で あり し 時 に 液 を 仙 造 せり 。 き れ ば 
いと 易 き こと な り 』」 よ 。 


の 
拠 を 示し た まえ ] と 。 神 は 、「 そ を の 
証拠 は 、 液 に 三 入 夜 の 間 誰 と | 
と 。 ( 注 4) 


。 か く て 彼 は 典 よ 9 その 民 の と ころ へ 出 で 


来 た り 、 そ れ と な く 生 振り で 、 朝 な 
を 讃え を 夫 る こと を 彼 等 に 頼み た り 。 


夕 な 神 


- 神 は 云え り 、 「 ヤ フ ヤ ー よ 、 経 典 を 遵守 せ ょ 」 


と 。 前 し て 、 われ ら は 未だ 幼い な が 6 も 彼 
に 知恵 を 授け 、 


6 人 3JS)esdW 
@Bz JC38 と Wi 
人 3 引 ば る 5 oilo2 AE の 


ラン ン イラン 

@ ら 523 は KG 

(64 12 ン ロレ ョ ッ ン 才 2 内 
4 E ー ST シ らら Jl os 人 し 


14. また われ ら 手 ず か ら 蓄 愛 と 無垢 の ・ を 授け コン ンク ンク レン タタ 。。 セレ ン 
た れ ば 、 後 は 謀 に し て 、 の oo4 ES 
の 時 に | 区 - 寺 る アッ タ の 
5. 父母 に 首 、 徴 慢 か つ 反 抗 的 に 非 ざ りき 。 4 の 96025 
の に ュ ー JE ー 殺 乏 タンタン ぁ タレ ョ ンー イノ タ ! 
6. 彼 の 生ま れれ し H に 、 手 き し 日 に 、 ま た 復 活 Gt スタ 1 2 レッ 
らん 日 に 平安 役 の 上 に あれ か し 。 
も ィ ク ン 
第 一 項 ⑨⑮ ゞ 
> 色 曲 で 言 ・ ー ル ち 物 還 の 4 る 35 1 の 7 ュ クタ 
7. また 、 齋 内 で 言及 し た マ リ 7 の こ と を 物 容 VI と ET は 2 0 35 
れ 。 そ の 時 彼女 は 、 家 人 を 避け て 東 の 方 へ と て 
引 芳 》、 KEI と の 
8. 彼 等 の 目 か ら 己 れ を 蔽 い 隠 し た る 時 、 わ れ 鐘 人 ラン 
(に し 。 
ら 天 合 を 彼女 の も と へ 造 わ し た れ ば 、 天 合 HU も テス の 2 う 〇 2 の 
は 完 殿 き 人 間 の 形 を 以 て 彼女 の 前 に 出現 せ @BZ 多 ESE< 
9 り 。 ( 注 5) 
年 4 ず カ リヤ は 、 日 を きか ず 、 た だ 神 を 起 い 、 貸 美 す る こと に 専心 する よう に と いう 命令 を 中 し 渡る れ だ 
が 、 こ れ は 才 い た ず ザ カ リヤ の 体力 を 回 復 き せる た め に 考 記 き れ た 、 方 策 な の で ある 。 福音 吾 で は 、 彼 が お 
し に な っ た の は 神 の 言葉 を 信じ な か っ た ゆえ に 与え られ な の だ と きれ て いる が 、 正 し く な い 。( ル カー 1 : 
20 一 21) 
注 5 偉大 な る 息子 の 許 生 と いう 喜ば し い お 告 げ が マリ ヤ に 伝え られ だ た の だ が 、 そ の お 告げ は 、 直 接 そ マリ ヤ 


に 閉 き た れる よう に 音声 と し て 語ら れ た の で は な い 。 
に 現れ た 天使 は 、 健康 な 男子 の 姿 を し て なり 、 役 女 に 息 
それ ゆえ 、 聖 活 が 彼女 の 体 に 入り 込む こと な ど あ り 得 ず 、 


使 が 男性 の 姿 で 現れ た よい うこ と で ある 。 


入 二 と いう 形 を と っ て 伝 産 る きれ だ の で ある 。 散 の 中 


まれ る と いう 押 か ら の お 告げ を 伝え た た の で ある 。 
こ で 示 き れ て いる の は 単に 彼女 の ゆめ の 中 に 大 天 
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19. マリ ア は 云え り 、「 我 、 流 より 誰 れ て 隊 和 
い 神 の 御 許 に 逃れ た り 、 液 し 神 
な ば 」 と 。 

20. 彼 は 答え り 、「 我 は た だ 液 に 、 純 着 な る 男 の 
子 を 授け ん が た め に 来 し 使者 に すぎ ず 」 と 。 


21. マリ ア は 圭 た り 、[ 男 未だ 我 に 触れ ぎれ ば 、 る の る トッ ン シ ラ イ る の 9 と キョン ン 
と 41 人 1U 

し か も 、 不 身 持ち で な い 身 が 、 加 何 に し て ウラ タラ O 多 は 
子供 を 持ち 得 よ う ぞ ?」 と 。 9 釘 弘 


2 役 は 答え 9、「 さ も あり な ん 。 な れ ど 、 潜 の so1 ca る と YE 
主 は 云う 、『 こ れ わ れ に は 寄 易 し 。 われ ら が Ha ラ 359632 わ 5SMYdE 


か くす る は 、 そ の 子 を 以 て 人 間 へ の 神 区 と @Es 放 ef< て シー < 
な し 、 わ れ ら か ら の 族 門 た らし ゆん が た め や beio2cE3 2 うう oEJ 


な り 。 こ は 命 定 さ きれ だ た こと な り 51] と 。 
23. か く て 彼女 は その子 を 茎 み 、 @t を eo タッ イン ン ン 


と 共に 遠隔 の と ころ へ 引 籠 れ 
年 6 マリ ア が 夫 と の 交わ り も な くし て どの よう に イエ ス を 厨 ご も っ た の か 、 と いう こと は 、 現 在 の と ころ 
人 人 間 の 知性 で は 押し 渕 る こと の で き な い 神 の 押 衝 で ある と みな る れ て いる 。 こ の 謎 は 、 今 の 我々 の 知力 の 及ぶ 
範囲 内 で の ま を 超越 し た も の な の で ある 。 今 の 我々 は 知ら じ ず と も この先 解明 で きる よう に な る で あろ う 、 
な ど と は 言え まい 。 人 間 の 知識 に は 、 所 せん 限り が あり 、 神 の 神秘 を すべ て 解き 明か すこ と な ど 、 と う て い 無 
理 な こと で ある 。 自 然 の 神秘 で 、 人 間 が いま だ 解明 で き な い も の は 山上 あ る し 、 多 分 を それら は これ か ら も わか 
ら ぬ まま 謎 と し て 残っ て いく の で は な いか と 思わ れる 。 解き 明か せな い 神 入 の 一 つが 、 父 を 介 き な い イ エス の 
話 生 に つい て で ある 。 神 が お で き に な る こと は 際 眼 が な く 、 一 方 、 人 間 の 力 に は 限り が ある 。 彼 は “ 存 れ "と 
一 計っ し ゃ っ て この 宇宙 を 創造 き れ だ 方 な の で 、 我 々 に は 起こ り 得 な いよ うに 思わ れる 事 も すべ て お 出 
な る の だ と いう こと は 明らか で ある 。 ま た 医学 的 に も る 、 女 性 -- 人 で 子供 を は らむ と いう 可能 性 を 完全 に 排除 す 
る こと が で き な い 。 生物 学 的 見 地 か ら 宗 教 き に WeN ほす る と 、 処 女 生 猫 ( 単 為 生 将 一 一 すなわち 、 
男性 と の 関係 む 持 だ た ず し て 子供 を つく る と いう こと ) が 、 何 ら か の 条件 下 で は 起こ り 得 る と 考え られ て いる 。 
女性 の 骨盤 、 下 腹部 に し し ば 光 6 れ る ある 揚 の が" こ の よう な 下台 衣 に し 得る と 見 て いる 医学 関 
係 者 が いる 。 こ の 種 聞 は 男性 化 細胞 種 靖 と し て 知ら れ 、 男 性 の 精子 や つく る こと が で きる 。 も し 、 女 性 の 体内 
で 、 男 性 化 細胞 種 瘍 に より 生存 振子 が 製造 で きる と すれ ば 、 女 性 の 単 為 生殖 の 可能 性 、 さ ら に 言え ば 処女 生殖 
の 可能 性 は 耕 定 で きま い 。 すなわち 、 女 性 自身 の 体内 に 玉 い て 男性 が 彼女 の 体内 に 通常 の 方 法 で も し く は 外科 
的 処置 に より 精子 を 送り 込ん だ と 同 接 の 結果 を 生み 出す こと が 可能 で あろ うと いう こと で ある 。 最近 に な っ て 
ヨーロッパ で 、 あ る 婦人 科 グ ルー プ が 、 男 性 と の 接触 な く 出産 し た 女性 の 例 を 公表 し た (ラン セッ ト )。 イエ 
ス の 誕生 は 、 父 を 介 き な か っ た と いう 点 に お いて 全く 他 に 例 を 見 な い も の と きれ て きた が 、 こ うな っ て (る と 
そう と も 言い きれ な いよ ょ う で ある (Enc. Brit 引用 に つい て 詳し く は 共 販 も し これ ら の すべ て の 可能 性 
を 完全 に 耕 定 する と イエ ス は 私 生 児 と し て うま れ た な ど と と ん で も な い 】 し て し まう か も し れ な 
キリ スト 教 、 ス ダ ヤ 教 と も イエ ス の 誠 生 は 、 通 常 、 人 が 生ま れる の と は 違っ た 特殊 性 を 有する と いう 点 

合 斉 し て いる も の の 、 キ リス ト 教 で は それ を 超自然 し し て 受け と ゆめ て いる の に 対し ユダ ヤ 教 は イエ ス が 私 生 喝 
な の だ と 解釈 し て いる (Jew Enc)。 実 際 、 戸 籍 息 に も イエ ス を 私 生 児 と し て 記載 し て いる (タル ム ド )。 マリ 
テア の 夫 、 ヨ モ フ は 、 イ エス が 生ま れる まで マリ ア ヒ 上 夫婦 関係 を 持た な か っ だ 由利 この 
事実 の み が イ エス の 首 生 の 特 尋 性 を 成 し て いる (マタ イ 1 : 25)。 こ の 「 彼 女 は その 子 を 卒 み 」 と いう 表現 に 
は 、 マ リア が 男性 を 介 き ず に を うな っ だ と いう 特別 の 概念 を 含む 。 
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24. 分 絢 の 普 痛 の 余り 、 彼 多 は 案 押 子 の 幹 に 取 US SS de AE WE 
りす が り た り 。 彼 女 は 志ん り 、「 お お ! 我 か IO 


な る 久 前 に 死に 、 忘 れ 去 られ し 者 な 9 せ  @SSE 信 の (WWNCGE 時 0 
ば !」k。 

25. する と 、 下 か ら 彼 女 を 呼ぶ 者 あり て 、 云 う 、 届く ン CH IE コン 。 ィ ン 
「 起 しむ な か れ 。 流 の 主 は 、 液 の 足もと に 95oJUe55oe5 


一 般 の 小川 を 備え た り 。 @5 っ の 
26. 素子 の 電 を 自分 の 方 に 地 り 動か な ゃ 。 ミ ナ dcbsg 30eO る @0633 
れ むれ ば 、 部 むれ た 新鮮 な 実 が 液 の 上 に 盗 ちん 。 え 

( 生 7) @⑥ じ Es 
27、 さ れ ば 、 食 い 且 つ 飲 み 、 流 の 日 を 杯 め 器 。 と は 72 。 才 
記し て 、 6 LM か と な pr kp OSE の あめ っ 


る 神 に 六 基 を 凌い た り 。 さ れ ば 、 屯 どなた 281 2 っ だ 0 の OS 86153] 
と も 今日 は 物 云 を ず 』 と 云え ] と 。( 注 8) - 


28、 か て て 、 彼 女 は 、 興 児 を 抱い て 一 族 の も と ゅ を 交わ 8 5 馬入 3 8 
に 帰り 来 た れ り 。 彼 等 は 云え り 、「 マ リア よ 、 員 
流 は まこ と に けし か ら ぬ こと を な せり 。 @ の 3 


注 7 この 記述 に よる と 上 、 イ エス の 誕生 は 、 ナ ツメ ヤシ が ユダ や 地方 で 新た に 実る 季節 の で き 事 と わか る 。 
ナツ メ ヤ シ の 生 節 と いう と 、 挫 れ も な 《8 月 か ら 9 月 で ある 。 一般 に キリ スト 教徒 に 受け と られ て いる 見 解 で 
は 、 イ エス は 12 月 25 日生 まれ と きれ て お り 、 毎 年 、 キ リス ト あ "は この H を クリ スマ ス と し て 熱情 的 に 神 っ 
て いる 。 し か し 、 こ の 12 月 25 日 生ま むれ と いう 見 解 は クル アー ン の 記述 矛盾 する だ け で な て く 、 歴 史 的 に も 反 
する し 、 さ きら に は 新約 聖 苦 の 記述 に も 合致 せ ず 矛 盾 し て し まっ て いる 。 イ エス 誕生 に つい て 、 ル カ に よる 福音 
購 で は 「 こ の 地方 で (ユダヤ 地方 ) で 羊 倒 いた ち が 、 夜 、 野 宿 し な が ら 羊 の 群れ の 番 を し て いた (ルカ 2 : 
7 8 参照 )、 と ある 。 こ の ルカ の 記述 に つい て キリ スト 教 の 司教 で ある パー ンズ 氏 も [The Rise of Chris- 
Hanity] と いう 有名 な 本 の 79 ペー ジ う 述 べ て いる 。「12 月 25H が イエ ス の 実際 の 誕生 の 日 で ある と いう こ 
と は 何 の 根 換 も な いこ と で ある 。 も し 、 イ エス の 誕生 に まつ わる ルカ の 福音 を 信じ る と する と を こ に は ベッ ン 
へ ム る 近 て 羊 飼い が 野宿 し て いた と ある 。 イ エス の お 生ま れ に な っ た ベツ レ ヘ へ ム 周 辺 で 冬 と いう と 夜 の 気温 は 
た い べ ん 低く 、 ユ ダ や 地方 の 山 企 地 域 で は 、、 二 も 珍し て ない 。 どう や ら 6 西 礎 0 年 ご ろ の 、 あ れこ れ 議論 の 末 、 イ 
エス の 難 生 日 を 話し 合い の 上 で 決定 し た よう で ある 。 バー ンス 司教 の 見 解 に つい て 以下 に 少し 引用 す る 。 (8 用 
文献 に つい て は 英 版 参照 。) 

キリ スト の 生年 月 日 は 今 だ 明白 に な っ て は いな い 。 し か し 、 西 歴 絢 年 に 教会 の 神父 が キリ スト 誠 生 を 祝う 日 
と し て 、 あ る 一 日 を 選ん だ 際 、 彼 ら は 賢く も 冬至 を 選ん だ よい えよ う 。 冬至 で あれ ば 人 々 は し っ か り 頭 に 入れ 、 
最も 大 切な 祝祭 日 た し て 留め ゆめ る こと が で きる か ら で あ る 。 も ちろ ん 、 人 間 が つく っ た 歴 の 膨 式 の ずれ に よ 
り 、 キ リス ト 生 誕 の 日 づけ も 冬 王 を 2 一 3 日 前 後 す る と いう こと は ある 。(Enc. Brit15 版 5 巻 F 6)…… 中 
早 …… 第 2 に 、 冬 至 は 、 そ の 当時 太陽 の 誕生 し た HH と みな きれ て お り 、 ロ ー マ 歴 12 月 25 日 は 多 押 教 徒 に と 9 
太陽 神 生誕 の 祝日 し な っ て いた 。 キリ スト 教会 は この 一 般 に 広まっ て いた 祝日 を 踏み に じ る こと が で きず 、 を 
の 捉 日 を キリ スト の 生誕 の 日 た し て 精神 的 近 味 を な を た の で ある (Ch. Enc.) 。 
注 8 マリ ア が 無駄 な 話 を し な いよ う 命ぜ られ た の は 、 一 つ に は 彼女 の 体力 を 保持 する た ゆめ に で あり 、 も 5 
ー つ に は 彼女 が 心 を 集中 きせ て 神 を 想い 、 神 に 祈る 時 間 も よ り 多 てく と れる よう に と いう 御 は か らい な の で あっ 


た 。 
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29. アデ ロン の 姉 よ 、 


溢 の 父 は 悪人 に 非 ず 、 母 も 
また 淫ら な 女 に 非 ざ り し に !」 と 。 


が の BPI egC6 


30. す る と 、 マ リア は 己 カ 子 を 指 き せり 。 彼 等 する (を の タッ クタ ン る FM ラン (2 イス 
は 去 え り 、「 衝 等 、 提 艇 の 中 な る 負 児 と 如何 “ ちの MESUEOC 
に し て 語り 得る か ?」 と 。 る ンタ 
昌 ⑥ So ひみ ed 
31. する と 、 を その子 は 云え り 、「 我 は アッ ラー の イン ン ン 1 タタ ンス 
僕 9 。 彼 経典 を 我 に 授け 、 我 を 務 言 者 と の 合っ Ge31 和 0 を 6 
な せり 。 
ッッ ツク ッ ク ッ ン イン っ 
32. 前 し て 、 彼 は 、 い ず こ に 居 よ うと も 祝福 AIN Dc し の 2 223 
し 葛 い 、 我 が 生 あ る 限り 礼拝 と 慈 状 を 門 ら 名 ラウ レ ュ 衝 
ぬ ぬ よう 命じ だ り 。 し あ 向 2 
33. また 、 坪 に 才 養 を つく すこ と を 命じ た 5。 タン レン タイ ブラ ェ ント ロン 6 る の と 
証し て 、 を 役 に し て 、 fe6 才 た o の 9 つのり ゆう 
し め ぎ ざり き 。 
に ュ ーー 、 プッ イン クタ イレ ョ ンプ タタ ラン 2 ング イン ポレ 
34、 我 が 生ま れ し 日 に 我 が 上 に 平 客 あり し が 、 0 うら 2 の うっ ゆ 32 CE 1 る 2 
我 が 死 な ん 日 に 、 ま た 、 再 び 吾 らん 日 に も - ンー 
我 が 上 に 平安 あら ん 」 と 。 @z 8 
35. これ が マリ ア の 子 ( 注 9) イ エス な がり 。 人 ター A 2 ョ と で ン イッ ン 
、 入 25 AI 
が 疑心 を 抱く と ころ の 真相 と は 、 こ れ な り 。 MM OZ 8 
@9 が 5 
36. アッ ラー に 子 が ある は ず な ど だ と は 、( 注 イィ レコ タリン ン 。 の レミ レレレ 
10) テッ ラー の 成 蔵 に ふさ わし か ら ず 。 彼 Gb) CB いひ GA5 05 5 
に 庄 え あれ 。 彼 こと を 決し て 「 在 れ | と 去 ルン スッ を 多 1 
を ば 、 す な わ ち 、 存 す 。 998 ば 4 2 
注 9 「 イ プン ・ マ リヤ ム 」] (マリ ア の 息子 ) と いう 表現 は イエ ス を 指し 示す 名 前 で も ある 。 こ れ は 、 人 を 介 き 


な い 誕 生 で ある (を そのため 低 の 名 前 を 入れ られ な い ) 


こと を 暗示 する も の で ある 。 を それ と 同時 に クル アー ン の 


この 箇所 で 「 マ リア の 息子 」 と 表現 きれ だ た もう 一 つ の 理由 は 、 他 の 者 と の 混合 を 進 け る こと が で きる と い 0 


に ある 。 


の こ 


と で ある みか 一 目 央 然 に わか る の で 粉 わ し きる の な いこ 


の 息子 ] と 称し て いる 。 


往 10 


キリ スト 教 の 人 々 は 、 イ エス を 神 の 息子 と 信じ て いる 。 
御子 」 と 称 き れ て いる こと に ある の だ が 、 
ス の み が 「 神 の 御子 ] と し て 他 の 人 人 々 と 区 別して 呼ば れ だ わけ で は な い の で 、 
ち で な い の と 同様 、 イ エス も 押 の 実 の 息子 で は な い の で ある (ルカ 20:36: 
6 : 


9: ヨハ ネ 8:41: エ ペ ッ ツー4:6)。 


福音 革 で は イエ ス の 通称 と し て 「 人 人 の 子 (イエ ス )| (アラ ビア 語 で 「 イ プン ・ ア ダム 」) を 用 いて い 
が 、「 人 の 子 」 と い 2 表現 は 聖書 の 中 で 他 の 人 々 を 指し 示す の に も 使わ れ て いる 。「 マ リサ リア 
の 表現 を 用 いて クル アー ン は ここ で イエ ス を 「 マ リア 


の 息子 」 ょ ん 


その 根 換 と し て は 、 己 書 中 で イエ ス が 「 神 の 


下 書 で は 他 の 人 々 に 対し て も 「 神 の 御子 」 と 呼び か け て いる 。 イ エ 


これ ら の 人 々 が 神 の 実 の 息子 た 
エレ ミヤ 31:9: マタ イ 
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37. イ エス は 云え り 、「 げ に アッ ラー は 我 が 主 な スル ラララ タク タッ [ ィ KC イン る 1 っ 
り 。 衣 し て 、 お 前 た ちの 主 な り 。 さ きれ ば 、 の 5 CYSD りら 329)3251913 
彼 の み を 奈 め よ 。 こ は 正しき 道 な り 1 と 。 の っ て 2 

み で ラン ン ン 2 ニン イクッ 

38. 譜 派 は イエ ス に 関し て 五 に 北 争 620 2 22 の IVISSG 
す 。 信 ぎる 者 ども は 補い な る か な 、 宣 大 2- ピン 
な 日 に 臨む が 故に 。 ⑨ の もの 5 ひる 2 62 

39. 彼 等 が われ ら の 前 に まかり 出 づる 日 、 彼 等 < レッ ッッッ タイ 

34 委 0 2 29 と 1 
は な ん よく 聞こ え 、 よ く 見 える こと よ ! 2 で 
まる に 、 現 世 で は 、 不 義 者 ども は 明らか に @etdlS 329 
送 誤 の 中 に あり 。 

っ ブッ ンタ ラン 1 っ の ラッ ェ ラン 

40. 一 切 が 決定 きれ ん 嘆き の を の 日 に つ いて 、 2 る うる S 2 2 めのう 
彼 等 に 警告 せよ 。 な れ ど 、 今 は の ん 気 に か 4528 
まえ て いる の で 、 彼 等 は 信 ず 。 の Ge 
ュ > ーー 時 3 ィ イー フフ ニュ ンク タン 

41. この 大 地 、 並 びに を の 上 に 在 る すべ て の OAM 移る る 633 
人 々 を 邊 統 す る は われ ら な り 。 き れ ば 、 彼 井上 

間 ュ 、」 プ 2 タン ラ っ タ 
等 は 皆 わ れ ら が 許 に 連れ 戻 きれ ん 。( 詩 2 の 
11) 
第 三 項 を 
る > y ジン 生計 アト 生け 作る 

経典 の 中 で アプ ラッ ハム の 物語 を 話せ 。 設 は お uo og 582oM0oO 35 

誠実 な 男 で あり 、 了 傾 直 者 な りき 。 とる 

@ じ 3 

玩 レア オナ アア の イン イン ンー ラン 5 

43. 信人 多 に 向かっ て 云い し 時 の こと を 全 え ぇ 。 29 し 0 の の 9 Wi 

「 我 が 父 よ 、 休 故 流 は 、 閉 きも $ せ ず 見 も せ レレ ラリ フラン 

ず 、 ま た 少し 8 役立た ぬ $ の を 朱 拝 する ro 
か ? 

44. 我 が 多 よ 、 湊 が 拉 か り し こよ な き 知 識 が 人 CUE 
我 に 降れ り 。 き され ば 、 我 に 従え 。 我 は 湊 を ョ ング タレ 
正しい 道 に 導 か ん 。 og RG 

テッ ン ッッ ン 1 テク ンチ UE: を を リル チト ん の 

45. 我 が 父 よ 、 吉 許 を 挫 む な か れ 。 げ に 府 は PO6oB2B0515BS31oO5 りら 

悲 な る 神 に 逆らう 反逆 者 な 9。 eg ン 
3 
注 11 この 節 は 、 次 の 2 つの 話 言 を 表し て いる 。 1) キリスト 教 の 人 々 が 、 


界 中 で 優勢 を ふる い 、 世 界 を 支配 する で あろ う 。 


⑫ し か し 、 彼 ら は 真 の 神 を 信じ な か っ た が 故に 、 支 配 権 を 列 礁 


きれ 、 それは 究極 的 に は イス ラム の 人 人 々 の 手 に 与え られ る で あろ う 。 
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46. 


47. 


48、 


49. 


50. 


52. 


55. 


・ われ ら は 山 の 右側 よ 


。 六 し て 、 わ れ ら は 恩恵 に よっ て 、 


我 が 父 よ 、 我 は 慈 卓 な る 神 の 別 が 流 に 陸 り 
は すま いか 、 ま た 液 が 悪 了 の 仲間 た らん こ 
と を る 」 

父 は 答え た り 、「 ア ブラ ハム よ 、 液 は 我 が 神 々 
を 拒否 する か ? も し 思 いと だま ら ず ば 、 

流 と の 一 切 の 関係 を 断ち 切ら ん 。 暫く 我 よ 
5 遠 ざ か れ | と 。 

アブ プラ ハム は 云え 0、 「 流 の 上 に 平安 あれ 。 
我 は 湊 の た め に 我 が 主 に 赦し を 請 わ ん 。 彼 
は 我 に 実に 悲 深 ( ま し ます 。 

され ば 、 我 は 、 あ な た が た 並び に あな た 方 
が アッ ラー 以外 に 祈る 者 か ら 衣 れ て 計り 行 
か ん 。 面 し て 、 我 が 主 の み に 祈 らん 。 我 が 
主 に 祈 ら ば 、 我 は 失望 きせ られ ざる べ で し] 
ほ 。 

か て て 彼 が 、 彼 等 並び に 彼 等 が アッ ラー 以 
外 に 崇拝 せる 神々 か ら 別 れ た れ ば 、 わ れ ら 
は 彼 に イサ ク ほ と ヤコブ を 授け 、 彼 等 各々 を 
預言 者 た らし め た り 。 


。 前 し て 、 わ れ ら は 彼 等 に 恵み を 与え 、 ま た 


まこ と の 名 声 を 授け た り 。 

開 第 四 項 

面 し て 、 こ の 経典 の 中 で 、 モ ー で ゼ の 物語 を 
述べ よ 。 役 は 特に 選ば れ た 者 で 、 使 者 で あ 
り 、 預 言 者 な りき 


り 彼 に 呼び か の け 、 直 的 
交渉 の た め に 傍 近 くに 彼 を 招き 寄せ り 。 


彼 の 兄 ア 
ロン を 順 言 者 と し て 彼 に 授け た り 。 

また 、 
を 述べ よ 。 役 は 実に 
で あり 、 項 言 者 な りき 。 


この 経典 の 中 で 、 イ スマ エル の 物語 
に 厚い 男 で 、 使 徒 


タン ンタ ン の 


の 狗 る) CIK 0 TI 
@E 854 GEC4CEG 


5121 


由 で ちゅ ン ン ンタ 2 イレ スイ ンタ! 
IPIZIYGIPYONCACGV 多 VIG 


@Es< 


2 ウタ クン さき 


タッ ンク LT 
js! 26| ら お の 2 6 た 0 23 交 3 


@2 Pe 


る ン イン な 


吉光 


2 
4 名 1 
4CC43 
@⑥3 


シン 


ろ FOM 


blo ダ る 265 


イイ マン Ke2 ち ン 5 タッ ン ン の) 


し 1 2 


で る 2 う 


0 し ぼら 8 人 NE 


ンプ タンク タ ョ ラン 


235 so439 し 8oE 825 3 


アン を あて 人 
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56. 彼 は 常に 、 を の 民 に 礼拝 と 慈善 を 命 に だ たれ た Og う 883| (多久 ダレン レレ っ 
うめ AU いい の 
ば 、 王 に いた く 燃 を られ た り 。 9 * 
3 らら) 
57. まだ 、 こ の 経典 の 中 で 、 イ ドリ ー ス の 物語 ち し 2 レン レ 人 ラン っ 1 ュ 0 ン 
2 の 8. 人 な 明 て 、 大 な っ s。 の 革 人 eo5SLO の 3 は 935 
58. され ば 、 わ れ ら は 彼 を 、 高 き 地位 に 人 ら し 1 と 1 
め た り 。 ye もう 
59. 以上 の 人 々 は 、 ア ッ ラ ー が 特に 祝 を 与え ラル 6 る レッ ラッコ ィ ノ ウン ンチ ンー) 
し 撤 言 者 に し て 、 ア ダム の 後 凝 に し て 、 ゎ 02 | 
むら が ノア は 共に 方 舟運 が し 者 た ちの 子 5 る っ て お て 
、 1 2 ひつ っ 2 っ | 4 うう 
錠 で 、 ア プラ ハム トイ スラ エル の 子 係 な り 。 パク 9 で フク 223 
彼 等 は 、 わ れ ら が 導き 選び 出し た 者 ば か り AI2 の KA4I す | 
な 。 慈 寺 な る 神 の 邊 が 彼 等 に 縛る レレ レン レー 
や 、 彼 等 は 神 の 御前 に 平伏 し て 叩 豆 し 、 MC 
際 りき と と も る タバ ィ の 3 ン 06 
60. 然るに 、 彼 等 の 後 を つい だ 子 擦 たち は 、 礼 人 TAKI1F3WG NE 学 の PE 
拝 を 怠り 、 私 鈴 に 胸 けり た り 。 さ きれ ば 、 彼 を ン ッ タレ ラン ィ ー ロン る 
等 は や が て 破 減 に 休 通 せん 、 Sg 旋 rk 
61. 改 愉し 、 信 爺 に 入り 、 善 行 を 積む 者 を 除い gbBY3UKEAo UE の 5 | 
て 。 それ 等 の 人 々 は 楽 賠 に 入り 、 砦 か も 不 人 間 有 の 衣 春 ン ン 2 の 
当 に 過 せ ら る る こと な か る ペ し 一 ICMUHWE の | 
62. すなわち 慈悲 な る 神 が 、 目 に 見 え ぬ も の を に 3 es300 ら 8 cs 
人 た その 公 等 に 約束 せ し エ デン の 園 な 和義 _ 
。 彼 の 約束 は 必ず 和 や 果 た きれ ん 。 @ 多 ES の 6g 8 
を ント ふさ あか て ュ 52 の 5 1 る クタ ン エ レッ 。 ン ラタン タン ン 
63. 彼 等 は そこ で 一 切 く だ ら な ぬこ と は 開 ae タッ セ UMGLOd 4 
ず 、 た だ 「 平 放 あれ 」 云う を 閉 く 。 面 し リン 
て 、 彰 な 夕 な 食物 を 与え を られ ん 。 @ の 2 
(クー ラン レレ し 全 を 人 ル 08 
64. か く の 各 き が 楽園 に し て 、 わ れ ら は 、 藤 し らら の うう 145cdf 
いわ れ ら の 僕 等 に 之 を 継が せしめ ん 。 @3 
65. 諾 天使 は 彼 等 に 去 わ ん 、「 我 等 は 流 の 主 の 合 


に 非 ず ば 、 天 よさ 9 降 6 ず 。 我 等 以前 の も の 、 

我 等 以後 の も の 、 普 びに を その間 に ある ぁ の 、 

テー の 統 べ 給 う と ころ 。 林 し 
て 、 液 の 主 は 決し て 忘却 せ ず 」 と 。 


る セン レン ? っ 


ICM io ョ ン 2 
@395o 2 oeESE 


CI 


ー472 一 


第 志 マリ ヤム 
あめ つ ち と で アア 】 ゥ ブウ 
66. 彼 は 天地 ほ 、 を の 間 に あ ぁ 一 切 の 6 ゃ の の キモ 第 2 2ooS は らら っ 
な り 。 され ば 、 彼 に 仕え て 、 翌 寺 不 抜 な 


SEz 253 bk も 


公 を せよ 。 法 は 彼 の 外 に 、 比 肩 し 得る 者 あ 
る を 知る や ? 
第 所 項 
67、 人 人 は 云う 、「 な ん と な 1! 我 死 し た る 後 、 再び ( GE る レ 3Syi を 
、 と な | CBL2oUGyI 
部 ら せら れる ほな 7」 に 。 の の 83 
か 前 ン ラン スタ タ シ ル シン ン 
68. 人 は 、 わ れ ら が 曽 っ て 彼 が 無 で あり し 時 、 52308 人 諾 世 IP あ 
彼 を 合造 し た る 事実 を 、 忘 れ だ たる か ? レー 
@ 思 
69. な ら ば 、 流 の 主 に か け て 一 う 、「 わ れ ら は 邊 ブタ ーッ インフラ クタ ンタ ッ ピア ン (。 ン ン < 
3 3) の 2 
等 並び に 悪 麻 も も 一 緒 に 、 必 ず 有 集 ゃ ん 。 ("プー の りう 
鉄 を ブタン ン る 
る 後 、 彼 等 を 噛 か せ 、 地獄 の まわ り を 虹 @。 を 
き 畑 きん 。 本 
70. 次 いで 、 わ れ ら は 各 宗派 の 中 か ら 、 慈 門 な on イン タッ スン フル ンス 
pu 【 プッ * の 
る 提 に 反逆 する 上 和洋 eu か っ し ゃ を の の 2 osoe3593 
必ず や 選び 出 きん 。 6 
71. げに われ ら 6 は 、 誰 が を そこ で 焼 か れる に 最も AG IN 本 4 の 
ふき わし いか を 燥 す 。 ( 注 12) tedbk4e fe 
22 前 た ちの 一 人 し し て 、 を れ が 引 ら ぎる は (2 称 に 1 RM 
な し 。 こ れ 主 の 決定 済み の 判決 な り 。 Mai ニン 
陣 隊 2 間 昌 還 に どど TE 
73. われ ら は 角 し い 者 を 救い 、 不 義 者 ども ば 9 っ RU653 6 の 着脱 人 
か せ た ま きま 地獄 に 放置 せん 。 と 。 
74. 語 し て 、 われ ら の 哨 自 な ぁ 竹 が ( 往 19) 役 5 放 逢 Eee 衝 衝 
等 に 読 語 さ れる と 、 不 信者 共 は 信者 に レッ ッッ コッ シュッ 
向っ て 計 う [両派 の いずれ が 地位 に 於 て 優 の BU な ASA 
り 、 ま た 付き 合う 仲間 も より 印象 的 な る か レー 
を 云っ て みよ 」 上 。 @So5 
注 12 「 焼 か れる に ふき わし い 」 が 意味 し て いる の は (1 威 っ て お か れる より も 火 の 中 へ 入れ られ た だ 方 が よい 
人 人 々 の こと 。(⑫) 他 の 人 々 と 比較 し た 際 、 他 の 人 々 より も 火 の 中 に 入れ られ る 必要 が ある 人 人 々 。(3) 他 の 手段 を 用 


いる より は 、 火 を 用 いて 罰せ られ だ 方 が よい 人 人々 。 


往 13 


単に 「 し る し ] と いう と 何 か に まつ わる 証拠 で ある と か 、 論 


損 の ある 請 の こと を 意味 する 。 あ る も 


の の 存在 、 目 的 を 示し 、 そ れ を 確立 する こと の で きる 論理 、 知 性 ある い は 経 油 に 基づい て いれ ば 、 を それは 「 敏 ] 


で ある 。 一 方 、 本 文中 に ある よう な 「 明 折 な る 徴 」 と 言う と 、 


に 留まら ず 、 今 、 直 面 し 、 解 決し よう と し て いる 問題 や を の 状況 に 応じ た 適切 な 主張 や 論理 の こと を 示す 。 そ 


これ は 、 単 に その 存在 を 示し 、 証 只 す る と いう 
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75. われ ら は 役 等 以前 に 如何 に 多く の 世代 を 破 B 困 タン シイ クシ っ る る EG s ィ ッ ン ン 
お と し 1c に ンプ) 1 
減じ 陥 いれ た こと か 、 富 に 訟 て も 見 か け に 2 の グ 3 
刻 て も 彼 等 に 優る 徒 幹 な り し 者 を ! @ ら 3 
76. 云え 、「 炎 な る 神 は 、 迷 誤 の 中 に いる 者 に c る レッ ッッ イッ タン 4 
1 LO1P/ り 
人 a し の 独 了 を りう 。 代役 各 sn た こと の 9 半 8 役 は oe 
に 出会う まで 一 天 前 か 、 を れ と も 寺 当 の 時 多 CEDOIGONGIG2 は DD 
室 り て 一 を の 時 彼 等 は 、 状態 に 訟 いて よう galoGJHooee5D 人 
如く 、 力 に 放 て より 届き も の は 誰 な る か を OCSSE2 262 
知ら ん 。 
と か - ー きま うう 20cm ン ち クタ 52 る 3 イッ レン シン 
77. 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 閉 導 に 従う 者 に は を の DTIPGKW* 
の 指導 を 増し 給 う 。 末永 く 残る 善行 は 、 潜 っ 多 2 
の 王 の 目 に は 、 報 に 放 て 勝 り 、 ま た 終局 os 区 お 85 
に 於 て も 勝る 。] と 。 、 
クエ レ マン レッ タン イン どの 凶 
78. 光 は 、 お れ ら の 神 光 を 信 ぜ ず 、「 我 は 必ず 富 UVS 人 (UKOM 
と 子女 に 恵まれ ん 」 も 球 う 者 を 見 た る か ? シン 
@| MM 3 
79. 彼 は 見 る 能 ゎ ざる も の の 知識 を 得 た る か 、 ッッ ン | AI 
の 4 {23 1 
ti、 な る 補 と 的 を 引 こ る か 2 の Oo そう MISshd 
80. 断じて 然 ら ず ! ゎ れ ら は 彼 の 言 葉 を 記録 @ の otoe93 Af 和 KS いう 
し 、 前 し て 、 そ の 徐 車 を 古 長 せん 。 
トカ お 白 1 ト で ベイ 電 結 せ クッ プク 名 タン とる 
81. われ ら 、 彼 が 自慢 する も の を す 3 て 相続 せ @byE 科 5 bs し 3 3 ジラ 
ん 、 さ きれ ば 、 彼 は 独り われ ら の 前 に 出 で 来 
らん 。 
82. 彼 等 は アッ ター 以外 に も 神々 を 立て 、 之 を 。 gg @ 基 gg oe5038 は 
力 の より どこ ろ と し て 拝 す 。 . 
83. 的 6 ず ! を の 神々 は 彼 等 の 栄 拝 を 担 み 、 か 。 と たる. ァ セン る を の CO 
必 と アニー の 
えっ て 役 等 の 敵 と な らん 。 @ 2 の の 
第 太 項 
84.。 われ ら は あの 不信 者 ど も に 迄 行 計 を 記 2633 Ad2 GbBIECNI タ 放 
動 せ ん が た め に 政 旋 ども を 遣わ し た り 。 流 、 ン 
之 を 知ら ず や ? @⑭! と 「! 
85. 故に 液 は 、 彼 等 に 関し て 性 急 に な る な か れ 。 So イレ る 、 ュ ッッ イッ ン 
われ ら が 詳し く 彼 等 の 慈 行 を 記録 す 。 の DRC1Y5COI の GO あい 
86. ゎ れ ら が し い 信 々 を 名 堂 あ る 客 と し て 誠 つの 


悲 な る 神 の 御前 に 召集 せん 、 そ の 日 を 類 メ え 。 


の 微 に より 私 た ち は 、 何 が 正しい の か 、 
る 彼 」 の み が 持 て る 高 貢 で 澤 高 


その 場 に 必要 な 解答 を 得る こと が で きる 。 ち る ら に を それ は その 「 明 中 な 
な 目的 を 有 し て いる と いう 点 で 普通 の 徴 と は 異な る 。 
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・ 尊し て 、 因 人 を ば 、 当 し た 式 味 の 群 の 如く 、 6 の な AS233 
われ ら 之 を 地 鍼 に 妥 % た て ん 。 


フッ ー クタ クー ン る タレ ルン る ターン タン 
98. 著 非 な る 神 よ 契 約 を 結び た る 者 の 外 は 、 っ は CeGloe314S31G 和 US 
何人 も 教 り 成す 力 を 有 せ ぎる べし 。 - 


と レン 
の 1 マコ 
. 彼 等 は 云う 、「 慈 中 な る 神 は 子 を 設け た り よ 』 クイ ノ タコ ッ ス 
89 で 「 な る 神 は 子 を 設け た り ] 1 る 6220623U06 ぅ 
90. まこ と に お 前 だ ち は 和 恐ろし いこ と を 口 に し 9 作ら 6 WW 
だ も の よ 「 


ッ ンタ る フン ョ ン レ 


91. た め に 天 は 紛 け 、 大 地 は ちり ちり に 割れ 、、 うろ CSL3ES 
山々 る 粉々 に 崩れ 落ち ん 。 ( 注 19 


3 も 2 0 人 WE 


ッ 科 ノ カレ レッ タン 
@ldsJCAJU555 


92. 彼 等 が 慈 美 な る 神 に 子 あ り と 云い し が た め 45oE3922 
な り 。 
93. 子 あ りな と は 、 慈 起 な る 神 の 身 に は ふき 証人 


わし か ら ず 。 

94. 天 に ある も の 、 地 に ある もの 、 一 人 し て od の 92 enS る ぎの 
慈悲 な る 神 の 許 に 像 し て 聞 り 出 で ざる 者 ュ レ ン 
は な し 。 ( 注 15) IMAg 

95. げに 役 は その 知恵 に よっ て 彼 等 を 理解 し る を レッ タネ ン ン タタ 」 ッ ニラ ラン 

1 Nd | 
すべ て 完全 に 数 を たり ⑲J 2 tel 

96. 畜 し て 、 和 叶 の に は 、 みな それ ぞ む 単独 る スン リン ンー ブス 

⑩> め 59128 叶 | 
て 彼 の 御前 に 見 り 出 で ん 。 9 の ジン 


注 14 イエス が 神 の 実子 で ある と いう 教義 は だ たい へ ん に 尽 む べき も の で ある の で 、 山 も 地 も ご う 埋 を 罰 か せ 
て 粉々 に 百 け 散る で あろ うと いう の で ある 。 神 の 忠 子 で ある と 信じ る 教義 は 、「 天 」 一 天 の 理 ほ 矛 盾 する 。 な 
ぜ な ら 、 神 が 息子 や を も つと いう の は 神 の 属性 に 反する か ら で あ る 。 同 時 に その 教義 は 「 大 地 」 に 住む 人 の 拉 理 
に も ぉ を むく も の で ある 。 な ぜ な ら そ れ は 人 間 の 本 性 の 命ずる と ころ で は な く 、 自然 ば 、 人 間 の 知性 も 
、 そ れ を 受け 入れ よう と は し な い は ず で ある 。 高貴 で 崇高 な 人 々 、 す な わ ち 型 な る 預言 者 
や 神 に 達 ば れ た 人 々 ー「 山 」 も また 、 それ を 耕 定 し て いる 。 なぜ な ら 、 人 が 自ら の 救済 の た め に 、 誰 か を 身 代 
わり と し て の 代償 的 受難 者 が 必要 で ある と いう こと は お か し いし 、 道 徳 的 に 高い 地位 に 自ら を お てく こと が で き 
る か どう か は 自ら の 精神 的 努力 、 経 験 の 帰結 し し て 決め られ る こと な の だ か ら 。 


注 15 
は あり 得 な い 。 な ぜ な ら 神 は 天地 稲造 の 神 で あら 開 第 の 下 聞 宙 すべ て に 導 、 人 間 ほ すべ て 、 を の の 
し も で で あり 、 イ エス も 我々 同様 に 神 の し も ゃ べ な の で ある か ら 。 
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第 十 九 章 マリ ヤム 


97. 信じ て 善行 を 穂 む 人 々 に は 一 六 悲 な る 神 は に SIMCNEIKKS え KK 
慈しみ を 葛 わ らん 。 ( 注 16) 


る の 
KJPD 
98. か く の 如 く 、 わ れ ら が クル アー ン を 液 の 言 OfGGEAEWGGTGM レ HH 


薬 で 容易 な らし め た は 、 光 を し て 義 し い 者 ^ ザン 
に 半 報 を 伝え 、 論 争 好 き な 徒 器 に は 舗 告 を @ の eg 
与え し めん が た め な り 。 

99. 彼 等 より 以前 に 、 わ れ ら は 如何 に 多く の 世 っ 00 を イン と セッ ッッ イン レク ッッ 
代 を 打ち 減 ば し た る こと か ! 波 は いま 彼 答 32506 ら うう OSENG1 9 
の う ちの た だ の 一 人 で 5 残存 する を 見 る クラ タタ セッ イン ンー 

つつ 3 
か 、 ま た は を の 成 き すら 際 く か ? ( 注 17 ジス の の の うみ elo ラ 


注 16 。 この節 は 、 次 の 3 通り に 解釈 で きる 。 (1) 神 は 、 御 白身 の 愛 を キリ スト の 心 の 中 に 託 き れる で あろ う 。 
(⑫) 視 は 、 キ リス ト を 深く 愛さ れる で あろ う 。⑬) 神 は 、 キ リス ト の 心 の 中 に 人 々 へ の 深い 愛 を 与え られ る で あみ 
うぅ 。⑭ 神 は 、 人 人 々 の 心 の 中 に キリ スト へ の 深い 愛 を 育ま れる で あろ う 。 


ヽ 警 告 が この 節 で 示さ れ て いる 。 も し 彼ら が 自分 た ちの 誤っ 
し な い の で あれ ば 、 彼 ら の 上 に 英 ろ し い 運 命 が ふ りか 
か る こと に な る と い 『 で ある 。 彼ら は 今 、 物 綿 り 、 物 換 的 な ちる の を 抱 9 り どこ ろ と し 、 世 界 的 な 
発展 を と げた と 誇り に し て いる が 、 も し この まま 誤っ た 信仰 を 持ち 、 罪 深 き 生活 を 悔 い 改 ゆな いな ら ば 、 
計る 他 、 道 は な いと いう 胃 白 な : に 気がつい て いな い の で ある 。 


注 17 西洋 の キリ スト 教 店 国家 に 対す る きび し 
た 考え を 捨て て 、 真 実 や 受け 入れ る と いう こと を 


破 : 
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っ 合っ 


Co う 1 


(メッ カ 和 啓示 ) 


1. 慈 引 深 (、 恵 み 祝 て アッ ラー の 御名 に お い Oo 4 し ey 

て 。 人 
2. ター・ ハ ー。( 生 1) CC 
3. われ ら が 流 に クル アー ン を 隆 し た る は 、 波 イン レン 
・ 6 SaldECIG 

を 普 し ゆん が た め に 麺 ず 、 @ いざ ィ 
4 神 を 扱 れる 者 この 市 工 と し て な り 。 @ の の 53 的 
5. そ は 、 大 地 と 頻 高 な る 諸 天 と を 全 9 給 う レレレ 。 

御 太 の 示 な 。 ea 移ら 395 記 
6. 彼 は 玉座 に 勿 し 給 う 慈悲 な る 神 な り 。 の まる 
7、 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 を の 問 に あ 


レッ 1 ブタ ブン エン ルー 2 の 7 > 了 の て コレ 
る も の 、 並 びに 湿っ た 底 廿 の 下 に ある も の 、 っ UK)| を じ 3oiSl9 し 6 


すべ て は 彼 が 統 べ 給 う 。 の っ ! 和 3 る 
8. も し 撤 が 才 商 に 物 云う と も 、 ま た 低い 才 で ーッ ンー タン oz 2 ッッ ョ ラン 
きき やこ うま 、 彼 は 差 邊 なく 了 ぁ た ょ い 、 の 全 ら Leth 59 り 2 % 計 o ラ 


人 間 の 秘め だ た る 思案 や 、 更 に 隠さ きれ た こと 
も 知り 給 う 。 


9. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 最 も 美しい 種 IM も UN 
号 は 彼 の も ぁ の な り 。 @e 2 プ 

10. と ころ で 、 モ ー ゼ の 物語 は 流 の 耳 に 達し た クタ タッ ン の は イイ スン 

Gu dtAS 

りや ? 2 の ン 2 

1 彼 、 火 を 見 て 、 家族 に 云え り 、[ 洲 等 ここ に の ら 313 お SA294 人 飲も 


ほぼ まれ 、 我 は 火 を 認め た り 。 我 、 お 前 た イー アラ ラー シレ ュー シュ ン シ る 
ちの だ た め に 後 処 か ら 燃 えさ し を 持ち か えら の JJS Aero 1 
ん 。 或いは 、 あ の 火 で 正しい 道 に 導 か れる 

か も 知ら ね 」 上 。( 注 2) 


則夫 


注 1 我 、 愛 し きしも で よ 。 完 全 な 人 間 、 理 想 的 な 人 物 よ 。 

生 2 この 節 に は 、 モ ー で の 2 種類 の 幻影 に つい て 吾 か れ て いる 。(1) こ の 様 な る の が 、 預 言 者 に し か 見 た な 
い 場 合 。 こ の よう な 状況 で は 、 預 言 者 し か 神 の 出現 を 見 る こと は で き な い 。(2) 預 言 者 の 子弟 た ち も 、 神 の 吊 更 
を 見 る こと が で きる 場合 。 こ こ で 、 モ ー ゼ で: 『 う と し た の は 、 役 が 見 た 光景 が 後 著 の よう な 出現 で ある な ら 
ば 、 子 弟 た ち に 新しい シャ リヤ が 与え られ る だ ろう が 、 も し 前 者 で ある な ら ば 、 自 分 自身 の 精神 の 向上 の た め 
の 導き と 受け る で ある ろう 。 
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2. き て 、 彼 が 火 の 傍 に 来る と 、 声 あり て 、 去 イカ ンー タレ レセ 

うぅ 、「 モ ー ゼ よ 、 の eee の 5 31 GS 

る イン タン アン っ イレ イジ レレ イラ 

3. げに われ は 溢 の 主 な り 。 さ れ ば 、 液 の 区 を udS2aDUBSLeKG AGESGT8) 
脱げ 。 液 は 今 、 ト ッ ワ ー の 斑 な る 谷 に あり 。 


ちこ クタ 

(往き ) @ 
4. われ は 液 を 選び た り 。 き れ ば 、 紀 示さ れる イッ クレ ュー ッ タッ に の の 2。 人 セイン 
こと に 耳 を 傾け よ 。 IO の 4 まや OS4IG 
5. げに われ は アッ ラー な り 。 わ れ の 外 に 神 な AREIIEPIGIC 
うう はい の の 

し 。 きれ ば 、 わ れ に 仕え 、 わ れ を 金 と て で 礼 ブー う 4 開 
拝 を 遵守 せよ 。 ⑨⑬ は 59831 

3 る なみ 15 ラン 9 コン 


6. げに 該 の 時 は 近づけ り 。 お あれ 之 を 前 きん と SAS 
する は 、 各 人 が を の 努力 に 応じ て 返 報 き れ - 


ん が た め な う 。 @e“ の 
還 ン ン る ユラ ラン [タープ 衝 マラン て Z 

7. され ば 、 之 を 信 ゼ ず 、 己 れ の 下劣 な 八鹿 に AI oe タ 2 どら 2 ee dao 
従う 者 に 妨げ られ 、 液 を れ よ り 背 を 向け な GE も 2 
ば 、 流 減 亡 せん 。 の eo もら 
8. よこ ろ で 、 モ ー ゼ よ 、 の 右手 に ある も の の の 8 も る 部 じ う 


、 そ は 何ぞ や ?」 と 。 。 


19.、 モー や は 等 えり 、[ こ れ は 杖 な り 。 我 これ に USC ECe の 
先 れ 、 ま だ 我 が 羊 の た め に 木の葉 を 打 沙 し 、 


ラク クト レ レタ フキ フラ ンズ ロン 

その 他 い ろ い ろ 利用 す 」 と 。 @ ら es 95 eS あ 
20. M は 云え り 、「 そ モーゼ よ 、 る その 挑 を 投げ よ 」 @ 有 を 員 fd6 
と イイ トノ ラセン 

21. そこ で 、 モ ー ゼ が 枕 を 投げ る と 、 見 よ 、 そ の を の み EG8E 


は 蛇 に 変じ た り 。( 注 4) 開 。 
っ ンス ズン ッ > タッ タン あッ イス マレ イフィ クー イス 
22. 神 は 云え た り 、「 それ を 近 め 、 怖 が る な か れ 。 (の る っ 69o 536ua J5 


4 び 4 
われ ら は それ を も と の 形 に 戻 きん 。 @ ゆ 5%! 
注 3 上 述 し た よう に 、 こ れ は モー ゼ が 見 た 光景 で ある 。 こ こ で 「 パ つ 」 は 、 謙 、 子 供 、 友 人 な ど 世 俗 の 関 


係 を 表し て いる 。「 液 の くつ を 脱げ ] と いう の は 、 家 族 と の 関係 と 地域 と の 関係 を 意味 し て いる 。 従っ て 、 神 と 
の 圭 的 交 感 の 時 モー ゼ は 、 姜 、 子 供 や 他 の 世俗 的 関係 に つい て この 考え を 払い の け な け れ ば いけ な か っ た だ た 。 こ 


の 節 を 文字 通り 解 生 す れ ば 、 モ ー ゼ は 型 な る 場所 に いる の で 、 く つ を 脱ぐ よう に 命令 きれ た と いう こと に な る 
で あろ う 。 


注 4 棒 が 実際 に へ びに な っ た の で は な く 、 単 に へ び の よう に 見 えた だ だ け で ある の で 、 自 然 の 法則 と な ん ら 
巴 盾 する こと は 無い 。 こ の 客 跡 は 、 モ ー で を 肥 持 する 強力 な 証拠 で ある ば か り で な 《、 人 人 々 が 永遠 に 偶像 振 
記 他 の 邪 氏 な 習慣 て いた りす る 訳 で は な いと 、 モ ー ゼ を な で る め る も の で ある 。 モー で の 席 護 を 受け た 
瞬間 に 、 人 人 々 は 善良 で 神 を 異 散 する 仲間 と な る の で ある 。 7 章 108 節 も 参照 の こと 。 
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第 二 十 剖 ター・ ハ ー 


23. 今度 は 流 の 手 を ( 注 5) 深 の 下 に き し 込め 。 で っ 所 2 の 人 85136C 5812 
病気 に 非 ざ る に その 手 は 提 く だ らん 一 つま 。 人 
9 第 二 の 奇 貴 な り 。 CBC 
24. か く の 妃 き は 、 わ れ ら が 液 に 更に 大 な る で 2 衝 レ コリ 。 イン タ 
天 論 の いく っ か を 示 $ ん が た め な り 。( 注 @ coe 交 
6) 
【3 ン 
25. 流 フ ァ ラ オ の と ころ へ 行け 。 彼 は あら ゆる @ 寺 951 625 <231 
面 で 搾 を 破り た 9] と 。 - 
第 二 項 ブタ ーッ タル 5 ラフ シー ュ ン 介 
26. モー で ゼ は 云え り 、「 王 よ 、 我 が 胸 を 拡 び 給 え 。 @ の 2A ら CI の のり 
27. 我 が 仕事 を 容易 な らし め 給 え 。 @64858 
28. 我 が 震 の 結び 目 を 解き 、 @8E2 信 Es 
29. 彼 等 に 我 が 言葉 を 理解 せしめ 給え 。 @⑨99 8 
30. まだ た 、 我 が 家族 より 我 に 一 人 の 補佐 を 与え 3 の 232212 
LC2 つう は Oss 
給え 一 ( ま 7) の IO みう ぱい キラ 
91. すなわち 、 我 が 元 、 ア ロン を 。 @ ゅ (6 


32. 彼 に よっ て 我 が 力 を 増大 し 、 @ 
33. 彼 を し て 我 が 仕 事 を 分 担 せしめ ゅ 給え 、 @ ゅ 18 おち 
34. 攻 等 大 い に 光 を 讃 美 し 奉 9 、 @ 


35. また 大 い に 液 を 念じ 奉る ほど に 。 の 3 の 53 
36. げに 液 は 、 我 等 を 常に 見 守り 給 う 」 と 。 @ 必 3 も で を 3 


注 5 ヤ ド ( 竹 ) は 、 地 域 ・ 入 々 も 意味 する の で 、 こ の 銘 の 表現 は 、 モ ー ゼ が 人 人 々 を 旗 護 し な けれ ば いけ な 
いよ いう 命令 を 意味 し て いる 。 も し を うす れ ば 、 モ ー で は 精 軍 的 な 光 を 放つ 高 湊 な 人 と な り 、 世 界 に は 、 首 牙 
的 く な る で あろ う 。 ヤ ドバイ ダ (白い 千 ) は 明確 で 強力 な 議論 も 意味 する 。 モー ゼ は 骨 ら を 証明 する 
強固 な 革 論 を 授かっ て いた 。 

注 6 。 校 は 、 モ ー ゼ に 与 えら れ た 醒 兆 の うち で も 最も 便 大 な 5 の の 1 つ で ある 。 そ ー ゼ が 、 預 言 者 と な っ だ 
時 に も 、 枯 の 神 兆 が 現れ た (20 交 19 節 )。 モ ー ゼ が ファ ラオ ( 王 ) に 語 教 を し に 行っ 、 フ ァ ラ オミ 麻 
法 使い た もち に 、 枕 の 奇跡 が 示 き れ た (20 次 70 節 -74 節 )。 イ スラ エル 人 だ ち が 、 水 を 和 欲し が っ た 叶 、 モ ー ゼ は 、 
央 を 枕 で た た く 様 命じ に られ だ (2 章 61 節 ) また だ た 、 モ ー ゼ が 光 を 濾 ろ うと し た 時 、 神 は モー ゼ に 対し 、 光 を 枯 
で た た いく 様 命じ た 。 

注 ? モー ゼ は 、 自 分 に 与 えら れ た 僅 大 な 仕事 を 遂行 する の に は 、 旋 不足 で ある と 考え 、 援 助 者 に 助け を 求 
め た 。 聖なる 頂 言 者 に は 、 も っ と 邊 大 な 資 任 の 仕事 が 任 き れ て いた が 、 決 し て 援 量 を 求め た り は し な か っ た 。 
彼 は 、 首 舘 的 返 廃 の 深 光 か ら 、 精 神 陰 栄光 の 頂点 へ と 人 人 々 を 高め る と いう 次 任 を 、 独 力 で 、 全 く 持 助け も 無し 
で 、 完 全 に 遂行 し た 。 
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37. 


38. 


39. 


40. 


41. 


. きれ ど 、 優 し い 言 葉 で 彼 に 語れ 。 


. 両 名 は 答え り 、「 主 ょ 、 


神 は 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 液 の 願い ご と を 承 
諾 す 。 
われ ら は 以前 に も 液 に 思 恵 を 施せ り 。 


その 時 、 わ れ ら は 、 液 の 
つい て 上 黙示 し て 、 云 えり 、 
[この 子 を 親 舟 に 入れ て 、 川 に 投 ! か 込め 。 

然 ら ば 後に 、 川 が 之 を 岸 に 打上 げん 。 硝 し 
て 、 わ が 敵 で あり 、 そ の 子 の 敵 で も ある 者 
が 役 を 拾い 上 げん 」 と 。 わ れ は 手 ず か ら 愛 
を こめ て 液 を 包み た り 。 わ れこ れ を な せる 
は 、 わ が 目 の 前 に て 液 が 育て あげ られ ん が 
だ め な り 。 

流 の 姉 が 歩き 加 っ た 示 、「 あ な た 方 を この 子 
を 世話 する 者 の と ころ へ 案内 すべ きか ? 
と 云い だ る 時 。 き れ ば 、 わ れ ら は 液 を 母 の 
と ころ へ 戻し た り 、 を は 液 の 母 を 安心 きせ 、 
圧 し み を 消 る きる ん が た め な り 。 また だ 、 液 が 人 
を 殺し た 叶 6、 われ ら は 液 を 徐 地 よ 5 救え 
り 。 こ の 外 に も 、 わ れ ら は 液 あ を いろ いろ な 
方 法 で 試み だ )。 液 は 数 年 間 マ ドゥ ヤン の 
民 の 中 に と どまり た り 。 を その後 、 湊 は われ 
ら の 命 に よっ て ここ に 来 た より ぬ 、 モ ー ゼ よ 。 
「 わ れ は 、 わ が た だ ため に - 液 を 傍 び た 5 。 


に 重要 な 啓示 に 


- 波多 と 共に 、 わ が 礎 踊 を た ず き え て 行 け 。 


前 し て 、 わ れ を 念 ず る こ と を 怠る な か れ 。 


- お 前 た ち 両 名 ファ ラオ の と ころ へ 行け 、 彼 


は すべ て の 則 を 越え て 罪 を 犯し た れ ば 。 
きす れ ば 
彼 気 が つき 、 神 を 長 れ る か も 知ら ぬ ] 
彼 が 我 等 に 対し て 乱 


共 せ ね か 、 ま た 禁 店 な らん こと を 恐る ] と 。 


- 神 は 云え り 、 「 恐 る る な か れ 。 われ は ちち 前 た 


ち 両 名 と 伴 に あり 。 われ は 開き 、 見 守ら ん 。 
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48. まれ ば 、 液 各 両 名 彼 の と ころ へ 行き て 、 坪 stL2 AS32433 セ > 
OS 1 
え 、「 我 等 は 湊 の 主 の 使徒 な り 。 きれ ば 、 救 2 グッ 2 ピーン 
等 と 共に イス ラ エ ル の 子 ら を 去ら し ゆめ よ 。 oo 
邊 等 を 昔 し ゅ る こと な か れ 。 今 我 等 は 主 よ 
5 奇 中 を 液 に も た ら せ り 。 この 稀 導 に 従う 
着 に 平安 あれ か し ン 
ンタ グッ ンコ レ ンス イシ イイ 和 ン スーン 2 チッ イィ 
49. を は 特 等 に 臨 示 る れ た だり 。 輝 を 拒否 し 、 こざ の あの AISUC0 SS) 
を 向け る 者 に 天 呈 陸 ら ん こと を 」 と 。 レン 
@⑬d ぢ 3 
50. ファ ラオ は 云え り 、「 な ら ば 、 モ ー ゼ よ 、 お 2 ビ 生 る ンス 
の so ゅ OU6 
前 ら 両 名 の 主 と は 誰 で や ?」E。 の の う % けら 
51. モー ゼ は 均 え り 、 「 表 等 の 主 と は 、 す で て の イロ ッ ィ ダレ る フス 
も の に 正しい 形 を 与え 、 然 る 後に を の 本 来 の Goes OIL 
の 目的 に 導き 給 う た 御方 な り 」 と 。 
52、 フ ァ ラ オ は 云え り 、「 然 ら ば 、 前 代 の 者 の 成 egoh3EGdW 
9 り 行き や 如何 に ? 」 と 。( 注 8) 。 - - 
53. モー ゼ は 法 え り 、「[ を それに 関す る 知識 は 、 記 3220us 9 て ご 5 89 と Q3 Sd6 
録 き れ て 主 の 許 に あり 。 我 が 主 は 誤る こと _ レレ 
な く 、 ま た 忘 る る こと も な し ] と 。( 注 9) @eS9 
54. 貴方 だ た の た ゆめ に 大 地 を 搬 藩 と な し た る は 。 宅 す に ee し 
彼 に し て 、 を の 中 に 北 多 の 道 を 敷き 回 ね た レ し イン マレ ・ 
り 。 滞 し て 、 天 より 抽 を 放し 、 を それ に ょ っ ES6 し 30 oOH392GS 
て われ ら は きま ざま な る 雌雄 の 植物 を 生 ぜ ービス 
し む 。 eo KR 
、 これ 昌和 、 タ 。 リン ンー と る ょ を ンタ イリ ッ ン ラッ 
55. 浴 等 之 を 食い 、 家 二 を 放牧 せよ 。 げに この Je 982 RE 
中 に は 、 思 大 あ る 者 へ の 幾多 の 神 兆 あり 。 と ie 
1 の: さり 
第 三 項 
タッ スタ トノ > ン ッ 
56. わ れ ら は 、 大 地 よ りお 前 た ち を 信 り 、 し 拉 あ 546C3Gs2 区 向 
て 、 に 帰ら し ゅ 、 再 びそ れ よ りお 前 た ち 6 
を 琴 らせん 。 @c め 
注 8 ファ ラオ の 問 に 対す る モー ゼ の 返答 に 、 フ ァ ラ オ は 了 困 し 、 自 ら の 史 問 を 太 け 、 モ ー ゼ に 別 の 質問 を 


し た 。 す な わ ち 、 
無し で 、 以 前 の 世代 の 人 々 は 、 ど の よう に や っ て いた の か と 明らか に し ょ うと し た 。 
て 、 神 の 負 を 受け て 然るべき で ある と モー ゼ に 遠回し に 言わ せる こと に より 、 
巧妙 に 仕組 を だ の で あっ だ た 。 


神 の 導き が 無 
が モー ゼ に 対し 反 砲 を 抱く よう に 、 
注 9 
ォ に 対し 、 担 先 の こと は 気 に か け な い と 言っ た 。 


も う 死 ん で し まっ た 以前 の 世代 に つい て 、 モ ー ゼ の 神 は 知っ て いる か と 詩 ね 、 モ ー で の 導き 


すなわち 彼ら の 祖先 は 、 
ファ ラオ は 、 人 人 々 


モー ゼ は 、 フ ァ ラ オ の 資 任 の が れ 的 な 策略 に 対し 、 相 手 を てこ ます よう な 答 を し て いる 。 役 は ファ ラ 


神 は 彼ら の こと を すべ て 知り 、 


彼ら に 関す る 詳細 は 神 の 記憶 
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57. 


58. 


59. 


60. 


61. 


62. 


63. 


64. 


われ ら は ファ ラオ に きま ざま な る 神 光 を 見 
せ た だ たれ ど 、 そ れ 等 を 彼 は 認め ず 、 信 ずる こ 
ょ を 拒否 し た り 。 

ファ ラオ は 云え り 、「 モ ー ぞ よ 、 。 液 は 妖術 を 
以 て 我 等 を この 国土 か ら 追 い 、 測 すべ く 来 た 
る が か? ( 注 10) 
な ら ば 我 等 $、 同 じ 妖 術 を 以 て 液 に 対抗 せ 
ん 。 る れ ば 、 我 等 と 湊 と 約束 結び 、 双方 
に 都合 の いい 場所 で 、 必ず 約束 に 店 わざ ぎれ 、 
我 等 $ 流 も 」 と 。 


モー ゼ は 云え り 、「 そ の 約束 は 祭り の 日 と 定 
めん 。 日 が 空 高 く 昇 る 頃 、 ( 注 11) 人 々 を 
呼び 集め よ ] と 。 


を こ で 、 ファ ラオ は 退き と り 、 
然 る 後 約束 の 場 に 現れ た 9 
モー ゼ は 人 々 に 云え 5、 [ 摘 な る か な お 前 
た ち 。 ア ッ ラ ー に 対し 奉り 偽り を 云う な か 
2 靖 を う け て 減 ぼ きれ ぬ ぬ だ た め に 。 げ に 
役 は 、 偽 る 者 ! は 必ず 滅ぼさ ん と 。 ( 注 12) 
そこ で 、 彼 等 と 計 に つい て 互い に 論 
し 、 ま だ ひそ か に 壇 識 せり 。 
彼 等 は 云え り 、「 こ の 両 名 は 確か に 妖術 使い 
に し て 、 そ の 妖術 を 使っ て お 前 た ち を その 
国 上 上 か ら 放 逐 し 、 も っ て お 前 た ちの 優れ た 
伝統 を 減 ぼ きん と する 者 な り 。 


計画 を 嫁 り 、 


edi こ 38 GBS2385 う 


EeesT 
9 
る ンー フッ ン て アレー タラン どる し 2 
と 
⑨ っ 2 
アン の う タ と 1 ッ ン タタ っ 

ば 55 邊 38202dW 
4 
の た っ と 】 
ング と レック レン ンス ラッ ン ラ ュ d 多 
SS と の se の de 
& 仙 の 2 各 KS の > タッ タイ の 上 
2 人 5 りす AD2 oe 


っ 23 5 っ も Ko 58 (1 


ルル の あう アン スン 区 区 人 S 


の gb 2 21 1 計 


タタ ば 


信義 too の み O 8! 租 


ラー マブ 


半 bG047 れ の 
(BSGCY4 To 


の 中 に 甘え られ て お り 、 
で あろ うぅ 、 
注 10 

ー ゼ は 、 覧 い 策 員 に より 、 


モ 


注 1 
コン テス ト が ズ ハ ー (午前 中 ) に 行なわ れ た の に 対し 、 


と 答え た の で ある 。 


モー ゼ と 型 な る 傾 言 者 と の 問 に は 、 


復活 の 日 に は 、 神 が 彼ら の 状況 、 環 境 を 考 成 に 入れ 、 


曽 白 い 類似 点 が ある 様 だ 。 
届 な る 頂 言 者 が 征服 者 と し 


彼ら の 行ない に 従っ て 、 報 いる 


この 第 は 、 フ ァ ラ オ の 外 猫 な た くら み に つ いて 言及 し て いる よう で ある 。 エ ジブ プ ト で は 外人 で ある 
エジプト 正 朝 を を うと し て いる 、 と ファ ラオ は 人 々 に 述べ た 。 


十分 に 準備 きれ た モー ゼ と 座 術 師 と の 
て 、 メ ッ カ 入り し た の も 、 


アラ ビア に お ける 不信 仰 と 多神教 の 敗 明 を 示す ズ ハ ー の 時 で あっ た 。 


注 12 


て うそ を つく 者 は 、 つ か の 問 役 栄 す る か も し れ な い が 、 


れれ は 、 


この 人 節 に は 提 の 紗 示 の 要求 者 の 真 信 を 試す た め の 
究極 近 
すべ て の 宗教 の 歴史 の ペー ジ に 大 きく 書か れ て いる 真理 で ある 。 


な 基準 が 定 ゆ られ て いる 。 すなわち 、 神 に 対し 
は 減 び 、 み じ め な 終り を と げ る で あろ う 。 こ 
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65. 


きれ ば 、 お 的 た ちの を し 食 せ 、 勢 ぞ 
ろ い し て 進み 出 で よ 。 全日 勝利 を 得 た 


2 人 ct 


者 は 必ず 栄え ん 」 E。 @ASS1 ンス 
骨 ーー ュ 内 うう 3 生 リー ス ア ンタ 軸 it 
66. 彼 千 は 公 え り 、[ モ ー ゼ よ 、 液 が 先 に 投げ る 1 半 OWO1 鏡 ら (の BE 
ォ それ と も 我 等 が 先 に な そう か 」 と 。 了 
@ び (82 
67. モー ゼ は 云え り 、「 い や 、 流 等 先 に 投げ よ 」 ィ ス テッ を ン IP 電 HCIH レス イレ 
4 史 ( び の 届 
は 。 (1 する は 、 見 』! 和 の 弓 * 衝 = ひで ee タ ラッ te bB b3I の り 
遇 こ ルン ン 
は 、 を の 府 術 に よっ て 、 モ ー ゼ に は 、 き な Ve 
が ら 夫 り 回 る が 如く に 見 を だ り 。 ( 注 14) ^ 

68. され ば 、 モ ー ゼ は 心中 に 怖 れ を い だ け ) の 8 と 徐 
( 注 15) 

69. われ ら は 云え り 、「 怖 る る な か れ 、 液 必ず 勝 っ 3 診 う 6 
を 得 ん 。 

70. 流 の 右手 に ある も の を 投げ よ 。 さ すれ ば を 2zMEEoC du28 し の * 
れ は 、 彼 等 が 造れ る も の を 佑 み 込ま ん 、 彼 リー 
等 が 造り し 物 は た だ の 魔術 師 の ご ま か し に NFCSUEOHb) 04 ダ 
すぎ ぬ 改 。 魔術 師 な ど 、 何 を も くろ も うと 、 
決し て 栄え ず 」 と 。 

の AN フィ ンス レク スタ ネン ンス s[ ィ 

7 れ . か て て 、 度 箱 陣 た ち は 届 眼 し 、 平 伏せ り 。 GO2Aoytol US OS 8 
彼 等 は 云え り 、「 我 等 は アロ ン と モー ぞ の 主 の eg 
を 信 ず 」 と 。 ダウ 

29. ファ ラオ は 評 え り 前 た ち は 余計 可 な 25 5 中條 
し に 彼 を 1 言 ずる か ? 彼 は お 前 た ち に 魔術 を っ レレ ノン 
教え た 普 邊 だ っ た 筐 。 き れ ば 、 余 は お 前 た つい っ の 
ちの 両手 両足 を 互い 違い に 切 落 し 、 必 ず トッ ッ ィ 
和 衝 子 の 埋 に 前 た ち を 礎 け に し て くれ と な ウタ 2 の つ 

、 ルッ イン ウ RC る タイ 2 ン イレ うつ 12 る る 
、 い ずれ の 凛 が 散 し @@136G bu Osdl 
く 、 いつ も を ぅ 永続 きす る か 、 思い 知ら きれ 
ん 」 と 。 

注 13 。 神 の 頃 言 者 た ち は 、 決 し て 自ら 攻撃 を し か ける こと は な か っ た 。 攻 撃 き れ て 始め て 、 防 術 し た 。 

注 14 モー ゼ に は 麻 術 師 の 縄 と 棒 は 、 動 き 軸 っ て いる か の 様 に 見 えた 。 悪 の 力 は 、 は じ め 、 短 い 間 勝利 を 得 

る 様 に みた る が 、 す ぐに 減 び る の だ 。 

すり モー で ゼ は 、 麻 術 骨 の 縄 や 桂 を 黄 れ た り は し な か っ た 。 神 の 預言 者 た もち は 、 確 固 た る ぁ 着 の 上 に 立っ て お 
、 何 $ の を も 恐れ な か っ た 。 唯 -- モ ー ゼ が 攻 れ た の は 、 人 々 が 腐 術 師 の 奇妙 な 行動 に 共 わ きる れる の で は な い 


か いい うこ と だ け で あっ た 。 
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73. 彼 等 は 答え り 、 「 我 等 1 は 流 よ り 、 我 等 に 示 き 
れ た る 胃 白 な る 捧 兆 、 並 びに 我 等 を 合造 
る 彼 の 方 を 人 選ぶ べし 。 さ きれ ば 、 流 欲す る が 
まま に 判決 せよ 。 流 は た だ 現世 の 命 の み 決 
定 し 得る に すぎ ず 。 
74. げに 我 等 が 主 を 信ずる は 、 我 等 が 外 せ し 因 
の 落 し を 請 い 、 ま た 液 が 我 等 に 強要 し た 魔 
術 の 赦し を 請 わ ん が た め な り 。 な ん と な れ 
ば 、 ア ッ ラ ー は 液 よ り も は る か に 優 り て 、 
最も 長続き し 給 う 」 と 。 。 
る ン ン マイ トッ 2 タン る タン イン 
75. 因 人 と し て 主 の 前 に 出る 者 に は 一 地 須 coUse45yoG の 5 
り 。 彼 は を の 中 で 死に も せ ず 、 ま た 生き も リン ラリ レー ラッ シル 
せ ぎ らん 。 ( 注 16) ei 
っ 定 作 ンタ + ッ グ 
76. され ビ 、 差 行 を 務 み し 信者 し て 彼 の 前 に GUbGeauaOES し 8 め 
出る 者 、 か か る 者 に は 最上 の 位 盾 あり 一 ー ラテ ェ ン アァ ン 
@ ひ 9 る SL46 
77- すなわち 、 下 に 加川 流 る る 永吉 の 楽園 な り 9。 2 は 3 9 の 和 8 で 
彼 等 は を こ に 永久 に 住み つか ん 。 を は を の 
身 を 潔 (保つ 者 へ の 報 開 な り 。 @ 衝 と 遇 2353s W 
第 本 項 。 
間 だ PL て 2 ぅ イップ っ 6 ッ ク タン レ 
78. われ ら は モー ゼ に 北 示 を 降 し 、「 夜 に 乗じ て リキ ol09 う 
* 僕 等 を 連れ 出し 、 海 中 に 彼 等 の た め に リッ レシ 
シマ セン 時 の 
珠 いた 遺 を 打ち 開け 。 汐 造 いつ か れる こと 3 55 DK を (EGR 
を 衝 れ る な か れ 、 ま だ た 何 も 頂 が る こと な か ョ ン 
れ 」 と 命 ず 。 @ い や り 
ニ ュー 、 ンマ ラッ タン ッ タ ター タッ クラ 。 ラ クン フラ イン 
79. ファ ラオ は その 軍勢 を 率い て 人 々 を 追跡 し 1 の 5 GAS 386 
が 、 海 水 は 彼 等 を 完全 に 共 み 沈め た り 。 前 隊 
の se な じ 
80. ファ ラオ は その 民 を 外 息 に 導き 、 之 を 正 し oe 325 3343 
く 導 か ぎり し が 族 な 9。 
81.「 イ スラ エル の 子 ら よ 、 わ れ ら は お 前 だ ち 1 CK を 4 人 RE 提 中 /4 
を その 敵 か ら 救 い 出し 、 あ の 山 の 右 側 で ち 自由 
注 16 死に より 、 人 は 苦し みか ら 解 き 放 きれ る 。 そ の た め 、 罪 人 は 地獄 で は 死な ず 、 苦し み に 革 ま る れる で 
あろ う 。 ま た 、 罪 人 は 地獄 で 生き る こと も で き な い 。 長 実 の 生 と は 、 神 の 思 箇 に より 成り 立つ も の で あり 、 役 
に は それ が 与え られ な い の だ 。 あ る い は 、 こ の 節 ます る も の は 、 罪 人 か ら は すべ て の 式 め 、 詩 福 が 窒 ぇ 
て お り 、 こ の 様 な 状況 は 、 死 より も つら い 、 と いう こと か も し れ な い 。 
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うず ら る リン アア 】 あ っ 
前 た ちと 約束 を 結び 、 生 し て 、 マ ン ナ ェ 次 ACGTGSO HI し 9 い 4 
を お 前 た ち に 陸 し た り 。 レレ > 
@e 約 
82、 わ れ ら が お 前 た ちの た め に 用 誠 し た る 仁 物 っ 35 も cy 胡 
を 食 せ ょ 、 な れ ど 、 度 を 追 ご すこ と な か れ 、 3ag ラッ ン ン ョ ン シン 
も し わが 激 私 が お 前 た ちの 上 に 降る を 玖 れ GE adA5S とう の らち 2 
な ば 。 わ が 激 即 に 触れ だ る 者 は 、 必 ず や 洲 了 
びら 6 ん 4。 の 2 
9 されど 、 悔 い 改め て 信仰 に 入り 、 登 行 を 績 SI に 22227 の 3 入 客 3 
み 、 そ の 上 、 指 導 に 忠実 な る 者 に は 、 げ に ^- 
アタ 
われ は 寛大 な り 。 @ マ uva 
84.、 と ころ で 、 モ ー ゼ よ 、 流 を を の 民 か ら 急 ぎ 4 288 し 2 ダッ て MI 
離れ きせ た る は 、 何 ぞ や ? ] 9 の - 
95、 モ ー ぎ は 符 え り 、「[ み な 和 が 和 を 茂 客 に 所 っ と OUE2G 外 まあ 93 
うぅ 。 耐 し て 我 、 湊 詩 の 許 に 急ぎ な る は 、 た 。 ロン 
だ 流 を 喜ば せん が た め な り 」 と 。 @ っ 半 
86. 神 は 云え り 、「 わ れ ら 、 光 の 不在 の 衣 に 入 々 AD3ogozd2SES SE 
を 試し た る に 、 ミリ ー が ( 注 17) 此 を み 
邪道 に 導き ぬ 」 と 。 76 
87. され ば 、 モ ー ゼ は 怒り か つ 悲 し みつ つ 己 が リー も まる 3 
民 の も と に 帰り て 、 云 えり 、「 お 前 た ちの 主 4 と 
は 有難 い 約 梨 を 前 た ちょ 結ば ぎり 9 し か 9 UI 邦人 37e 雪 
その 約束 の 期限 が な 前 た ち は 長 す ぎる と で 5 の 
も 云う の か 、 そ れ と も 、 天 前 が 己 が 身 に 降 Ss GL3yT6JUSCE 
りか か らん こと を 望み て 、 我 と の 約束 を 破 Je8 入 計る as 
りか に RS あら の 
88. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 自ら 進ん で 六 と の 約 GU ュ る LC 2 昭和 
束 を 破れ る に 非 ず 。 な れ ど 、 我 等 は 人 々 の ンー クレ ッッ ンー。 の 
装 節 品 の 重荷 を 背負わ きれ た の で 、 逐 を 打 < 史 1 BI 0 人] うら 25 
も 捨 て り 、 あ の サー ミリ ー 人 が 投げ た る 即 ) ぁ 
@@pM 
く 」E。 り 
注 17 サー ミリ ー と は 、 サ ー マ リ ヤ (サマ リア 人 ) の 形容 詞 で ある 。 サ マリ ア 人 は 、 イ スラ エル の 子供 の 種 
族 の 一 つ で あり 、 ユ ダ ヤ 教 の 一 宗派 で ある が 、 彼 ら と は 、 慣 習 が 異な っ て いた 。 正確 に いえ ば 、 サ マリ ア 人 と 


は 、 す サマ リア の 住民 で ある 。 こ の サマ リア 人 と は 、 


現在 、 ナ ブラ ス に 住み 、 自 ら を ベネ ー・ 


イェ スラ エル と 呼 


ぶ 小 部 族 の こと を 指す 。 彼 ら の 地域 と し て の 膝 史 は 紀元 前 72 年 に デ ッ シ リア 人 が サマ リア を 丘 拠 し た 時 に 始ま 
る (Jew. Enc.)。 
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89. か く て す ー ミ リー 人 は 彼 等 に 、 年 の 形 を し 名 (8 ラン シン ッ セ 
た 、 史 える 物 を 造り た り 。 す る と 、 彼 憩 は ROUNDARI の (IVC も じ 沙 2 
云え り 、「 こ は お前 だ ちの 神 に し て 、 モ ー ゼ タン イイ ン 
(みみ 5 【 
の 宰 な り し が 、 彼 は それ を 忘れ た る な り ] @oeeol: 
と 。 
_ グイ タッ クン ン ツ サン 。 と タッ ラン る レレ ラッ ン ラン 
90. 役 等 は それ が 一 言 $ 答 え ず 、 ま た 毒 に も 薬 me5295 ex ら の 5 
に も な ら ぬ も の だ と いう こと が 解ら ぎり し モレ シン ンス ル 
か ? う 25b2 を 
系 五 項 
3 1 み イア タン イレ 
91. これ 以前 に 、 す で に アロ ン が 人 々 に 云え り 、 CIM の の 2 の 5 
「 我 が 民 よ 、 お 前 た ちば 征 像 に よっ て 試 き リッ リッ 
れ た る に する きず 。 な れ ど だ 、 げ に お 前 た ちの 。 Bb82 32 2232282 2 
深い 神 な り 。 さ れ ば 、 我 に 従い 、 っ 
我 が 命 に 服 せ 」 と 。 ら ゆ の 
92. 彼 等 は 符 え り 、[ 我 等 は モー で が 改 符 に 違 る KC そう: きも EPRIE 
まで は 、 決 し て 之 を 涯 捧 す る こと を 止め ず ] リッ 
ほ 。 OCT 
98. モー で は 尋ね り 、「 ア ロン よ 、 彼 等 が 送 う の 38 6 
ae ト J ら め の り 
を 見 た る 叶 、 何 が 流 を 妨げ た る か 、 の 以 み ee 
94. 我 に 従う こと か ら ? 法 、 何 故に 我 が 命 に 背 KRC 
きた る や 7?」 と 。 ^- この 
95. ア ロン は 符 え り 、「 我 が ほ の 了 よ 、 我 が 多 や 1 eb93Gsb AEy 8 守 代 
胡 の 毛 を 掴む な か れ 。 我 は 流 が 『 イ スラ エ ーー ブン の クー 
ロン ラ ィ ラッ ブン タン プシ ァ ッ タン れ タッ 
ル の 子 ら を 分 有 裂 せな し ゅ 、 我 が 言葉 を 守ら ざ 。 CO5 示 る し (の OO CS US OI CE 
りき 』 と 云い は すま いか と 恐れ た る な り 」 フン テッ ン 。 
と 。 oe 3 すり 3 
96. モー や は 云え 》 [ 狼 ら ば 、 サ ー ミ リー 人 よ 、 @2Ei MEW 
流 の 存 念 や 如何 に ? 」 と 。 
97。 彼 は 云え り 、「 我 は 彼 等 が 気づか ぎる も の を 2888 も BZ る 6 
気づけ 5 。 我 は 使徒 が 教え し こと の 一 部 を 、 

3 ン ン ンプ レイ 2 
折っ た に すぎ ず 。 し か し 、 を それ すら も 打ち 280cydu0to 63323 
捨て り 。 か くし た る は 、 我 が 心 が 我 に 命じ 
た る が 杉 な り 」 と 。 ( 注 18) 

注 18 この 言葉 に は 、「 私 た ちの 理解 力 は 、 イ スラ エル 人 より も すぐ で れ て いる 。] と いう 意味 も ある か も し れ 
な い 。 サ ー ミ リー が 言 お うと し た の は 、 宮 目的 に モー で の 教え を 信じ た の で は な く 、 モ ー ゼ に 従い 、 教 え を 理 
解 し て 信 、 と いう こと で ある 。 し か し 、 モ ー ゼ が シナ イ 山 に 行っ だ 時 、 彼 は 便宜 の 仮面 取り 去り 、 今 ま 
で 受け 入れ て きた 教え ( 先 担 か ら 受け 継が れ て きた 知識 ) を すべ て 捨て て し まっ だ た 。 こ れ が 、 彼 の 心 の 中 か ら 


の 行動 で ある 。 
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98. モー ゼ は 云え り 、「 き れ ば 、 立 ち 去 れ ! こ Sg (4 
EC 2 は 9 いら ぬう 
世に ある 眼 り 、 六 は 誰 に 6『 我 に 4 0 ン うー 
」E ( 注 19) 云わ し ゅ られ 4。 向 し て 、 うじ eS 9 間 ⑧2 シン 
いずれ は 輝 れ 難 き 第 可 の 約束 あり 。 さ お 、 内 衝 の 人 レーン レン ュー 
液 が 近 拝 せ し 神 を 見 よ 。 我 等 は 必ず 之 を 笑 の ut ed 
き 灰 と 化し 、 釣 る 後に 之 を 海中 に 搬 き 散ら の の 重り プア 
きん - の 3 2 は 者 
99. おぉ 前 た ちの 神 は 、 狼 9 アッ ラー に し て 、 を る 9431 4IYS0%L は LCLI 
れ 以 外 に は 神 な し 。 彼 は を の 御 知識 で 一 切 - リン 
を 包含 す 」 と 。 @Ek の 
『 シテ ルー 人 時 ー ンク フー タン ェ ン シラ タン 。 の コン ラルク 
00. か く の 各 てく 、 わ れ ら は 流 に 前 に 起り し SOS し Ao EE @⑱ 
こと の 消息 を 語り 閉 か す 。 面 し て 、 わ れ ら 生 ー レ ッッ 
は 流 に われ ら が も と より 注意 を 与え だ り 。 6@ り らら 56 の eSIOS3 
01. 光 に 痛い た る 者 は 、 復 活 の 日 に 訟 て 、 必 レン る 2 
リク % 品 人 に CIFS し 
y を 背負 わき れ 、 @) の > CTS 
02. その 下 に 甘 ん ぜ ん 。 復活 の 日 に 徐 け る 彼 @% RI リプ の の の に 345 の 
等 に と り て 、 を の 宣 論 は 補い な る べし 、 遇 交 前 
9: と 2 イン 9 *・ みる 2) る 
03. 遇 中 が 吹き 喝 ら る れん その 日 。 そ の 日 こ uuA め O DES は で 逐 学 
そ 、 わ れ ら な 燃 眼 の 罪 ぶ か い 者 ども を ( 注 < ス 
20) 一 人 の こら ず 吾 集 せん 。 ば うう 
04. は 互い に 声 を ひそ を め て 、 き る や か ん る 人 CK 
oO すら し Se2u の 
[な 前 た ちの 滞在 は 、 ほ ん の 十 日 程 に ( 注 と 
21) し か すぎ ざり き ] 一 
- 名 フッ イン フッ ン ン っ タン クー ンタ ッ カ タン ライ ッ イ タッ ク 
こ 熟 9 上 和伸 に 9 時 ン 4 の 
05. われ ら は 彼 等 が 到 わ ん と する こと を 誤 知 EN 1 ゥ 1 こっ り 
す ー す な ちち 、 彼 等 の 中 で 最も 世 友 に た 1 と シン スッ イッ 
た 者 は 云わ ん 、「 お 前 た ち は 、 だ っ た 一 上 し @Ps9USJaV を 
か 滞在 せな ん だ | と 。 
往 19 この “ 我 に 触る な か れ ”" と いう 言葉 の 意味 ほし て 、 次 の 3 つが 考え られ る 。 1 サー ミリ ー は 、 イ スラ 


エル 人 を 和牛 信仰 へ 導い た た め 、 社 会 か ら 拒絶 きれ 、 久 せき れ た 。 
彼 と の 接触 を 揚 ん だ 。(3) 彼 は 、 心 気 症 に か か り 、 


注 20 この 比較 は 、 青 い 日 を 持ち 、 精 神 的 に 音 目 で 、 
国 を 指し て いる 様 で ある 
注 21 ここ で の 「10H 間 ] 上 は 、 


全部 で 1000 年 間 を 意味 し て いる 。 


⑫ 彼 は 皮膚 の 伝染 病 に か か っ だ の で 、 人 人 々 は 


人 々 を 誤 けた 。 


常に イス ラム へ の 悩み を 持っ て いる 西洋 キリ スト 教 族 


ジラ 後 、 ヨ ー ロ ッ プ \ 諸 国 が 休 詞 し て 


いた 10 世紀 (1000 年 間 ) の こと を 指し て いる 。 型 な る 硫 言 著 が 紀元 7 世紀 初頭 に 説教 を 始め た 1000 年 後 の 17 


必 紀 始め に 、 


ョ ヨー ロッ 諸国 は 冬眠 か ら 日 ぎゅ 、 


征服 の た め に 世界 中 へ と 広がっ て いっ た 。 
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第 六 項 ダウ ラン レッ ーッ ンタ タン る スィ 
06. 人 等 は 山 に つい て ( 入 22) 法 に 問 ゎ ん 。 @5 み も SB JEodlog 貞昌 


云え 、「 我 が 主 逐 を 粉々 に 打ち 砕き 、 篤 の 


吉 く 四散 せん 。 
し か これ フィン タン [る イン タイ ンマ 
07. 衣 し て 、 之 を 平井 な る 不毛 の 荒野 と な し 、 @M&zioKG3A3 
08. 液 は を こ に 、 何 ん の 徐 み も 突起 する よこ Os 3 のり 


ろ も 見 る さ べし] と 。 ( 生 23) 


09. を の 日 彼 等 は 、 黄 直 に 行く 吾 集 者 に ( ま wa 負う 委 6 の 29 る 16 衝 和 5 25 


ピロ 2 
24) 従い 、 そ 和 れ か ら 逸 脱し 得 ざ る べし 。 蓄 レン イル スッ を ロン 。 
悲 深い 神 の 御前 で は すべ て の 声 は 静 ま 5 、 AKTIO こつ ン ル PO 


か を け き 足音 の 外 、 液 な に も 聴か ぎる べし 。 


る 人 る ンマ る 
0. その H、 慈 悲 深い 神 が 許 本 を ちえ 、 誠 突 人 19sfoo9126U3B| を 符 の 25 
な る その 言葉 が 部 納 せ られ る 者 の 外 は 、 誰 ラン と - 
の 執 成 も 益 せ ざる べし 。 ⑥⑯95 4 (225 うら を 條 
1. ブッ ラー は 、 彼 等 の 前 に ある も の 後ろ に w ン フッ タス 1 タイン ララ タク タイン ラン レラ イッ ン 
ある も の 、( 注 25) その すべ て を 知り 給 っ じみ の 員 ら 2 
う 。 されど 、 披 等 は を の 知識 を 以 て 輝 を 理 [14 OH 


解 し 得 ざ ぁ な り 。 


、 イブ タン トイ タタ ンク 2 タン 0 。 ン テク 2 タタ 5 レレレ 
2. すべ て の は 、 永 生 者 、 自 存 者 の 御前 で Woeol2 032 2 に 釣ら な う 
離 らん 。 太 し て 、 邪悪 の 重荷 を 音 負っ た 者 レ ョ ッ 


11 ょ 
は 、 必 ず ゃ 減ら ん 。 (ol 


3. され ど 、 信 者 に し て 、 美 行 を 積む 者 は 、 記 衝 の 850oeU 全 の 2 
不当 に 遂 せ られ る 心配 も な けれ ば 、 ま た 損 _ レレレ レレ ェ 
害 を 受け る 心 札 も な か る べし 。 eKMB 


で アル ・ ジ バー ル ( 山 ) と いう の は 、 強 力 な 西洋 キリ スト 教 諸国 の こと で ある 。 この節 の 預言 は 、 
国 を 完 衣 な きま で に 破 馬 す る と いう こと で ある 。 西洋 の 次 人 角 は も うす で に 始ま っ て いる 。2 つの 大 戦 が 、 
西洋 を 大 い に 科 体 化 き せ だ た 。18 意 9 節 も 参照 の こと 。 


注 23 これ は 、 停 大 で 強力 な 帝国 が 減 び 、 人 間 祉 会 の 様々 な 分 野 に お ける 社会 的 経済 的 地位 が 向上 する で あ 
ろう 時 に 、 社 会 主義 と 民主 主義 が 典 隆 する こと を 示し て いる 。 


注 24 王 な る 預言 者 の こと 。 
注 25 「 後 み の に ある $ る の] と いう 言 茶 は 、 す で に 成し遂げ た 停 業 を 指し 、「 前 に ある も の 」 と は 、 将 来 、 成 し 


遂げ ょ うと し て いる 侍 業 を 示す 。 
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第 二 ト 癌 ター・ ハ ー 


114、 か く の 如 く 、 わ れ ら は アラ ピア 語 で クル ーー ン oe っ を は お 15 
2 55 4 と 2 
テー ン を 陸 し 、 そ の 中 で きま ぎ ま な る 警告 ング っ o35 4 っ 
明示 こ 内 内 ラク と ラタン タ PS ッ タ タン ン 
を 明示 せり 、 こ は 彼 等 を し て 神 を 長 れ せ し @! 309 ら 入ら も) ひら 
め 、 ま だ た だ 神 を 思い 出 き しめ る 原因 を 生 ぜ し 
めん が だ め な り 。 
の と 4 ア 4 
115. 涯 高 な る か な 、 ア ッ ラ ー、 真 の 王者 な 9! g1 3 しく KEIP2IWIPI BE 
ワ 
流 へ の 嘱 示 が 完了 せ ぬ 前 に クル アー ン の 読 2 


て で 半 を : 才 し アセ ルル dr すう あと 
放 を 催促 する こと な か れ 。 むし ろ 云 え 、「 モ 2 の 508334 を 0 の (た の 
よ 、 我 に 知識 を ( 注 26) 増し 給え 1 と 。 el。 
116. 普 、 わ れ ら は 、 ア ダム を 約束 を 千 び し が 、 ッ イン ン スィ ン , ッ ン ン 
A う Cu 
衝 は 学 を 忘れ た り 。 き れ と われ ら は 、 彼 に テン ラウ > 5O き oe ぜ 
不服 従 の 決心 あり と た は 思わ ぎり き 。( 注 9 
27) 四 
第 七 項 
7。 われ ら が 、 天 使 た ち に 向かっ て アダ ム に 眼 セロ 和 る タタ ンコ ュ ッ タク ーー レッ ジョ 
同和 の SPYOESCIU の 
な れ ど だ 、 イ ブリ ー ス は 服 さ ぎり き 。 彼 は 所 ed 
みた り 。 * 
8. を こ で 、 わ れ ら は 款 えり 、「 ア ダム よ 、 こ @s 塊 5 多め る 2 
の 者 は 、 流 並 びに 流 の 妻 の 逆 な り 。 され ば 、 リン っ 、 
お 前 た ち 両 人 、 こ の 者 に 楽園 か ら 逐 い 出 き oO io 52 
れ て 失敗 せ ぬ よう 気 を つけ よ 。 ( 注 28) 
9. 此 の 園 で は 、 流 は 負え ず 、 ま た 押 な ら ず 。 GS2 96 aa 
20. 濁 き を 覚え ず 、 ま た 陽 に きら きれ る こと @ み お作り 剖 5 


も な か らん ] と 。 ( 注 29) 
注 26 型 な る 預言 者 は 、「 知 識 は 中 国 の 様 な 吉 い 国 に ある 。 され ど 、 知 識 を 求め よ ょ 。」 と 言 っ た 伝え ら て い 
る 。 グル アー ン の 他 の 箇所 で も 、 知 識 は 「 神 の 僅 大 な る 思 功 ] ほ と さ れ て いる (2 章 光 節 、4 章 直 節 参 照 ) 知識 
に は 2 種類 ある 。 (1 啓示 に よっ て 与え を られ る 知識 。 タ ルアー ン に は 、 完 全 な 頭 示 と し て 書か れ て いる 。(2) 人 間 
が 、 自 ら 替 力 し て 習得 する ぉ の 。 
注 27 この節 に は 、 ア ダム の 過失 は 、 判 断 の 過ち で あっ た こと が 示 き れ て いる 。 そ を それは うか つ に 心 な ら ず も 
し た こと で あり 、 意 識 的 、 故 意 に し た こと で は な か っ た 。 過ち を 犯す の は 、 人 の 常 で ある 。 
注 28 も し 、 ア ダム が イプ リース の 慎 惑 る れ 、 役 の 忠告 を 受け 入れ だ なら ば 、 ジ ャ ン ナ 、 す な わ ち 、 今 
まで 革 愛 し て きた 「 楽 園 ] に いる よう な 至 精神 的 満足 を 失う で あろ う 、 と 符 告 きれ た 。 
注 29 当 節 と 前 侵 は 、 文 明 社 会 の 快適 き 、 き に つい て 言及 し て いる も の と 思わ れる 。 こ の 2 つの 節 が : 
し て い る の は 、 生 活 に - 革 に 90 食 ・ 信和 を 全 給 する こ と が 明和 天 府 の 第 一 の 義務 て あ り 、 入会 


一 方 放 を た めこ 人 々 が い る 、 と い ) 科 な 涼平 無く な ら な い 人 類 は 社会 の 混 
し み 続 け 、 人 間 社 会 の 道徳 は 向上 し な いで あろ う 。 こ こ で て アダ ム は 、 す べ て の 住民 に 、 生 活 の 快 造 き と 必 需 品 
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121. 


122. 


123. 


124. 


29 


25. 


26. 


27. 


28. 


然るに 、 悪 麻 は アダ ム に 教 吹 し て 、 云 を 
り 、「 ア ダム よ 、 我 は 湊 に 永 達 の 樹 ほ 不滅 の 
王権 ほ を 教え よう か ?」 と 。 ( 注 30) 

か て て 、 彼 等 周 人 を 和 れ を 食し た れ ば 、 自 
分 た も が 宮 な る こと に 気づき 、 楽 彫 の 木 の 
葉 を 級 り て その 身 を 菩 い 始め た り 。 か く て 、 
アダ ム は 主 の 命 に 背 き た れ ば 、 を の 生涯 は 
みじめ な も の と な り の 。 

その 後 主 は 、 慈 唱 め え に 再 び 彼 を 選び 、 
信 を 容赦 し て 正道 こま 等 きたり 

神 は 云え り 、 。「 お 前 た ち 、 午 に ここ か 6 変 
ち て 行け 、 相互 に 敵 と な り て 。 新 し て 、 も 
し ぉ 前 た ち に 5 ほ あ ら ば 、 2 


に 従う 者 は 迷う こと な 《、 ま た 災難 に 遭 
ぎる べし 。 
る れ ど 、 わ が 訓 戒 に 背く 者 は 、 そ の 生涯 


は 難儀 させ られ 、 ま た 復活 の 日 に は 、 わ れ 
ら 広 を 盲 者 と し て 難 6 さ きん] と 。 

彼 は 云わ ん 、「 主 よ 、 流 何 夏 に 我 を 弄 者 と 
し て 避 ら し め た る か 、 我 以前 視力 を 持ち た 
る も の を 7? と 。 

神 は 云え り 、 [われ ら の 神 光 が 流 に 隆 し 
時 、 液 は 之 を な お ぎり に せり 。 今 日 は 、 同 
様 に 液 が な お ざり に きれ る 日 な り 」 と 。 

われ ら は この よう に し て 、 規 則 に 違 犯 し 、 
その 主 の 神 光 を 信 ぜ ぎる 者 に 報 ゆ 。 な れ ど 、 
来世 の 鐘 凡 は 更に 厳しく 、 更 に 長 し 。 


. わ れ ら が 彼 等 以前 に 如何 に 多く の 世代 を 減 


ぼ し た る か 、 今後 等 は それ 等 の 府 媒 を 住 き 
来 し な が ら 、 之 に よっ て 導 か れる こと な き 
か ? げに この 中 に は 、 理 性 を 備 を た 者 へ の 
きま ぎ ま な る 神 光 あ り 。 


ター・ ハ ー 
タン る 


6 介 和 IGEIPE1 計 2796 
@ 和 2 AE の 
R 陸 二 RPMV タッ eb も 


1 プン フタ ン 


の 完 jieoeCek 


IN( 


の ンタ コン ッ 


@eA52 4 に ご 攻 人 37 4) 補 (3 


KcaldW 
少 93g046 3 

@d5Y タ 0 る 
90208B@ の 5 その T の うる 


フッ の の っ タ る 


の ai12 が の 55 3 


@ 炊 ら ン 62 ウン ノン TE く ン ュ ン イイ < 
989el eb の 5 


を 


II を MO3KCGGIGEGIOINI 
4 

@… 

も テッ イン ラン フッ ィ ッ ン > 1 ン 
oo 3 の の 665 


ルッ イク スズ 


めじ き 2IAG33 


遇 BECKGCYGR だ 20 
yod95 す 8Ife を 835 
6 


が 十分 に 与え られ て いる 場所 に 住む びあ ろう 、 


で も 


発展 の 時 代 の 先がけ と な る 王国 の 基盤 を 築 か れる 、 
注 30 


(2 章 36 節 ) が ボ ぶる れ て いる 。 この節 は 、 ま た 、 


と 告げ られ て いる 。 こ の よう な 状態 は 、 ク ルアー ン の 他 の 部 分 
アダ ム に よっ て 、 新 し い 社 会 秩序 が 始ま り 、 
と いう こと も 示し て いる 。 


人 間 の 社会 的 


141 節 一 19 節 ま で に つい て の 説明 は 2 普 36 節 一 39 節 参 照 。 
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第 二 十 宮 ター・ ハ ー 
第 和 項 。 

130。 も し すでに 主 か ら 発布 \ ら れ た る 言葉 BUG GR 9 

( 生 31) な か り せ ば 、 痕 し て 期限 が 定め ら - 7 

れ だ る に 非 ぎ り せ ば 、 即 禄 は 避け 得 ざり し @ ゆ あざ 


131. 


132. 


33. 


34. 


35. 


な り 。 
彼 等 が 何 ん と いおう と も 耐え 忍び 、 日 の 
軸 前 、 日 没 前 に 主 の 栄光 を 讃え まつ れ 。 ま 
た 夜 間 の 一 陸 、 一 日 の 二 回 の 極 に 訟 て も 有 之 
を な せ 。 る すれ ば 液 本 当 の 議 福 を 見 い だ す 
や も 知れ ね 。 


われ ら が 彼 等 の 或 る 種 の 者 に 、 束 の 間 の 
楽し み ー す な わ ち 現世 の 栄 豆 一 を 与 を たこ 
と に 液 目 を みはる な か れ 一 あれ は 要する 
に 、 を それ に よっ て 役 等 を 試さ きん が た め な り 。 
( 注 32) 

流 の 家族 に 礼拝 を 命じ 、 且 つ そ れ を 絶え 
ず 続 ける きせ よ 。 わ れ ら は 液 に 養 わ れん こと 
を 求め ず 、 液 を 養う は われ ら な り 。 果 報 は 

罪 如 に 抗 し て 身 を 護る 者 に あり 。 

彼 等 は 云う 、「 何 族 彼 は 主 か ら 奇 早 を 我 等 
に も だ ら る ざる か ? ] と 。 先 の 諸 経 典 の 中 
に ある 明白 な 証 換 が 、 い ま 役 等 に 来 よ れる 
に 非 ぎ る か ? 

も し われ ら 6 が 、 使 徒 の 到来 以前 に 天 員 に 
よっ て 彼 等 を 減 ぼ し た れ ば 、 彼 等 は 必ず 去 
わん 、「 何 故 湊 は 我 等 に 使徒 を 遺 わ る ぎり 
き ? さす れ ば 、 我 等 は 、 卑 し ゆら れ 、 辱 し 
め ら れる 前 に 流 の 戒律 に 従 O な り し も の 
を 」 と 。 


タッ タン 


So る 26 
83 て Be 志 


oiJeB13 ゆ ける 

2 電 人 IGECD3S283333 
23 わ 25 EGRPCUEREAIE 
@ の 813 

9E GPS9 6 AGIWOIK AO の 


CSECIYOOK 和 た 2 
LE 
@d の al し を 
は IGRCTEISC で ん NGKIEDI 
本 た IO9 ま も YKANECUPGI1DFI 


@555 5 J55 | 


ーッ 応 な 待 き 1 ニコ の 内 3 省 を 気 っ 
136. ニ え 、『「 落 も み な 待つ 。 る れ は ば 、 流 等 も 待 C NYA ズン る MA そ 25 

て 。 や が て 前 だ ち は 、 正 道 を 進む は 誰か 、 

また 正しい 和泊 導 に 従う は 誰か 、 を それ を 知る oy 8 

で し | と 。 
注 31 これ は 、7 章 137 節 の 神 の 言葉 に つい て 言及 し て いる 。 これ か らち も 神 の 慈 圧 が 、 他 の 特性 より 優る で あ 
ろう 、 と 神 は 全 割 に お いて 定め た 。 
注 32 戦争 、 を し て ひい て は 人 間 の 悲惨 ・ 流 血 に つなが る 国家 問 の ね た み ・ 対 立 は 、 人 間 が 物質 的 豊 き ・ 快 
適さ を 食欲 に 求め た こと に よる 直接 的 ・ 癌 接 的 な 結果 で ある 。 イ スラ ム 教 信 基 は 、 他 人 の 富 を うら や ん で は い 
けけ ない 。 
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アル ・ ア ン ビ マヤ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1 北大 深く 、 恵 み て アッ ラー の 御名 に お い Os 半角 5 し っ 
て 。 
癌 っ で ラ ェ ッ タラ ラッ タ ア エレ クン る 2 
2. 自分 た ちの 清算 が 近づい て いる に も か か ゎ 名 SEG2 2 に oo 
ら ず 、 人 々 は 無 台 着 に 願 みぎ る な り 。 る ンタ 
1O1C だ の 


タッ る 


内 うち を っ eo っ ge っ ッッ タレ 
3. 主 ま より 隆 る 新た な 警告 を ば 、( 注 1) 彼 等 は を ら Oo ろう 022 se し 
いずれ も 、 ば か に し て 聞き 流す ば か り 。 タン ッ シ レ ラタン 
の @ ら ぁ Sb 253 
4 役 千 の や は 意 り が ちな り 。 面 し て 、 不 義 を 8 の 2 つ 2288 を 9 
行う 者 じ も は 密か に 相 語 り て 云う [この 男 2 ルー しろ シン ョ シッ 2 シィ ーー ュ ン 
は 、 我 等 同様 だ だ の 人 韻 に 非 ぎる か 人生 2) AND 人 SOS AS 1 ISA US 


お 前 た ち を の 目 を 開い て いな が ら 、 府 術 に 日 
従う の か ?」 と 。 ⑩Ggyee 
5. 乏 に 容 ぇ て AI 


. を に 頒 言 者 は 云え り 、「 我 が 主 は 、 人 36595 希 8 3 和 あ 人 
天地 の 間 で 語ら れる こと は すべ て 知り 給 リフ 
うぅ 。 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 し 給 1O ル 0 の 
ぅ 」 と 。( 注 3) 
往 1 モハ ッ マ ド 者 が も たら す 啓 示 は 、 人 人 々 に 初め て 伝え られ る 新しい 文句 や 新鮮 な 形 で 提示 きれ て い 
る が 、 伝 達 す べ き 内 容 、 そ の 本 質 は 既存 の 秒 示 と 変わ ら ぬ も の で ある 。 そ の こと は 、 ク ルアナ ー ン の 中 で モハ ッ 
マ ド 預 言 者 自身 が 、 卸 自 自 の こと を 、 新 た な 啓示 を も た ら す 使者 で は な いと 自 述 し て いる こ と か ら わ か る 。 (46 : 
10) 


注 2 答え の 預 堂 者 に 対し 不信 者 が 反 ば く の 対象 と し て いつ で も 言及 する こと は 、“ お 前 だ っ て 我々 と 変わ ら 
内 人 間 で あり 、 我 々 同様 いつ か は 死 妨 巡 命 に ある で は な いか "、 に いう 点 で ある (14 : 11、23 ! 25、34、26 : 155 、 
36:16、64 7 )。 この こと に 対し て は 北 度 も 答え が 与え られ て いる (12 : 110 、14 :12、16 : 44 と 45、 17 96)。 
ここ で は 8 節 で 符 え が 述べ られ て いる 。 それ は 、 涼 信者 た ち が 一 方 で は 表 言 者 の こと を 闘 通 の 人 ほ 何ら 変わ り 
は な いと 言い つつ も 、 そ の 一 方 で 彼 が 魔術 師 で ある と 言う こと に よ ち モ ハッ マッ ド 言 者 が 人 並み で な い 知力 を 
有用 し て いる こと を 認め て いる と ころ に ある 。 型 な る 預言 者 は 、 聞 き 手 に 、 不思議 な 影響 を 及ぼ し た が ゆえ に 不 
信者 た ち に 魔術 師 と 呼ば れ た の で ある 。 を し て この 節 で は 、 ク ルアー ン の 有する 力 は 、 す ば らし く 、 人 を 引き 
つけ る も の で ある か ら 、 個 見 の な い 公平 な 判断 力 を 持つ 人 で あれ ば 、 だ れ で も 、 ク ルアナ ー ン を 受け 入れ ず に は 
いら 6 られ な い の だ と いう こと に 言及 し て いる 。 


注 3 神 は 不信 者 が 1 イスラム に し か ける すべ て の 悪 だ くみ や 彼ら の 秘密 を 御存知 な の で ある 。 神 は 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 や 神 に 選ば れ た し も べた ちの 祝 り を 聞き と どけ られ 、 不 信者 た ちの すべ て の 亜 だ くみ を くじ て の で 
ある 。 
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KssT 


- 今 われ ら は 前 だ ち に 、 


- われ ら は 加 何 に 多く 罪 深 


. 彼 等 は われ ら の 徐 罰 


彼 光 を 提 着 せり 。 否 、 彼 は 誠人 に すぎ ず 。 
な ら ば 、 昔 の 預言 者 た ちり 計 お きれ 本 4 
の 如く 、 彼 に も 我 等 に 者 昧 を も た らき 

ょ 」 と 。 

彼 等 以前 に われ ら が 減 ぼ せ し の 住民 は 、 
いずれ る 信仰 せ ぎ りき 。 さ きれ ば 、 彼 等 は 信 
ず べ きか ? 


。 流 以前 に われ ら が 使徒 と し て 信 あ し た る 者 


は すべ て 、 われ ら が 刻 示 を 降 せ し た だ の 人 
間 に す ぎ ず 。 お 前 た ち 芝 を 知ら ず ば 、 警 告 
を 受け た 民 に 之 を 問 を 。 


。 われ ら は 使徒 た ち を 食物 を 摂ら ざる 鉢 に 造 


生 く さき 身 で も な 


65 ず 、 ま た 役 等 は 永遠 に 


か りき 。 
。 か く て 、 わ れ ら は 約束 を 全う し 、 落 せ し 者 
た ち を 表 い 、 紗 人 ども を 減 ぼ せり 。 


その 品位 の 編 と な 
る 経典 を 降 し た り 。 ち 前 た ち を れ が 解 6 ざ 
る か ? ( 注 4) 

第 二 項 
深き 邑 の 住民 を 減 ぼ 
し 、 を の 後に 別 の 民 を 興し た り ぞ や ! 


に 気づく や 、 見 よ 、 を 
こ か ら 逃 げ 出 し 始め り 。 

を そこ で 、 わ れ ら は 云え り 、「 逃 れる な か れ 、 お 
前 た ち が 楽 し ゅ し 枢 楽 の 場 、 お 前 た ちの 住 
着 へ 帰れ 。 お 前 た ち は そ の 行状 に つい て 
針 間 せら る べし と 。 


. 彼 等 は 云え り 、「 甘 し いか な 、 げに 我 等 は 不 


義 者 な りき 」 と 。 


第 ニオ ー テル ・ ア テン ビ ヤ 
6、 否 、 後 等 は え り 、 電 すぎ ず 。 耕 、 


52005idCtEf 胡 さ 
っ LE LEY 


フッ 29 レレ 


OO MCE た が COCO の 


えん ク 


イン スッ イイ 作る レー る スン ンション シシ 
MONP ら 24 も 1K3DITSICHHWN1CI 
2 タイ タン シン 2 を 
の Os43 ダ 9 らち Ji 
ィ イタ シレ る スク レン っ レン ン 
5 る 8 くじ 5 


IOIOUK2 


ピン 


の 5 刀 te gs と re 
トー] 


ジ こ や 
9 So 5? 
ラン ルル 件 紹 
ae 0IICEIPG 
CB の G 信 2 っ 2 の 
ec 0 お PPT 
@S PJ ンタ ョ イン 


RIG4GK246OI 


au 
っ 2 


フタ 1 マシ ンー イイン 
(OOSHVANIICEI 


注 4 


に 従う も の は 発展 し 、 繁 栄 や 遂げ 、 は し ご 段 の 一 番 下 か ら 、 
この 事実 か ら 、 ク ルアー ン が 作り ご と や 誠 人 の た わせ れ で な く 、 
葉 の 集大成 で ある と わか る 。 


あろ うと いう こと で ある 。 
集成 で も な く 、 


この 節 で 意味 し て いる こと は 、 タ ル ア デー ン を 拒否 する も の は 深い 悲し み の 淵 に 沙 ち 入り 、 


まる に 真 の 神 、 天 地 の 創造 主 の 言 


クル アー ン 
精神 的 栄光 を 得る で 
混乱 し た 謎 物語 の 


いよ 高き 所 に 昇り 、 物 質 的 、 
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第 ー ト ー 座 


ルー アン ゼ ヤ 


ンタ リン ッ 


6. 曽 し て 、 邊 等 の 党 き 声 は 、 われ ら が な ぎ 例 記 as 生 た とく 1PSYGIGAI 3 

せ し 畑 の 如く 絶 減 な し むる まで は 止ま ぎ 5 

き 。 @ ぐ J み 
7.、 わ れ ら は 天 と 地 、 並 びに その 間 に あ る すべ Az 2 和 ル 基 E 衣 ヒ ィ っ 

て の も の を 、 に Wa ます 、(5) Ss あっ 氏名 E 衣 3 
8. も し 気 晴 し を 見 出さ きん と 欲し な ば 、 わ れ ら 6 潮 才 8 は 138E 1 

は を 自ら の 内 に 移出 きん 。 ゎ rp は 所 に の の GS8 サ MPPSNOIIGT 

て その ょ うな こと は せ じ 。( 注 6) 0 
9. 否 、 あ れ ら 、 真 理 を 眠 叙 に 鐘 ぜ っ けれ ば 、 13B 人 23AbIE 3585 

を は その 頭 を 砕き 、 見 よ 、 消 渋 す 。 補 な る ンコ ン 

か な 、 お 前 た ち が 神 の せい に し た る こと が 。 [oO が 152 和 MR うみ リン 
20. 天 に ある も の 地 に ある も の 、 す べ て は アッ の っ 2ekl は の 43 

ラー に 属す 。 語 し て 、 彼 の お 傍 に ある 者 だ 間 し と 2 

ち は 、 役 に 仕え て 区 ら ず 、 ま た 俺 み も せ ね 。 OOoGZ リ 3 6 の 9 
21. 彼 等 は 夜 も 耳 も 彼 を 計 美 し 奉り 、 た ゆ む こ 


と な し 。( 注 7) 


ラフ メオ アレ アフ アア 4 レラ タン 
っ の 901 


22. 役 等 は 死者 を 各 ら し 得る 神々 を 地上 で 取り 2 の 250 2 る oe63 4 
得 た る や ? ( 注 8) 

29、 5 し 天地 の 間 に テ ッ タ ー 以 外 に 神々 が あり の てる 癌 の PO る 9 
ほす れ ば 、 天 地 は 必ず 発 廃 せん 。(9)8 “ 。 
れ ば 、 彼 等 が 唱え る も の の 上 に いや きか に の Oo 271 ら 7 
栄え ます 王座 の 主 アッ ラー を 護 美 し 奉 れ 。 ー 


単なる ぁ る な で きみ に 創造 きれ た の で な く 、 を その 創造 に は 、 神 の 僅 大 な る 知性 が 秘め られ て いる と 
いう こと を 考え れ ば 、 神 が 創造 物 の 核 上 し て 創 給 うだ 人 間 は 、 壮 大 j な 目的 に 仕 を る べく 創 ら 6 れ だ た こと 
は 了 ら か で ある 。 この 節 で は 、 信 間 は 地球 上 に 神 の 代理 人 よし て 造 わ きれ 、 人 間 は 神 の 美徳 を 映し 出す 中 と し 
て 仕 を を べく 剣 ら れ て いる と いう こと が 示 る れ て いる 。(2 :31 

注 6 も し 、 神 が 何 の 壮 大 な 目的 も な く 単 な る な で きみ に この 宇宙 を 合造 きれ た と し た ら 6、 
や や 栄 知 に 才 盾 する こと で ある 。 

注 7 。 この節 で は 、 神 の 真 の し も さと は いか な る も の か が 述べ られ て いる 。 
に た 仕 を て いる の で ある 。 

彼ら は 一 且 神 の 真理 を 受け 入れ れ ば 、 ど ん な 状況 に あろ うと それ を 捨て る こと は な い 。 彼ら の 、 真 理 に 仕 を よ 
うと する 熱意 は 、 衰 える こと が な い 。 神 を 礼拝 する こと は 彼ら の 者 び の 源 で あり 、 そ れ に より 彼ら は 不安 や 悩 
みか ら 解 き 放 だ れ 、 心 の 安らぎ を お ば える の で ある 。 (13 : 29)9 モハ ッ マ ド 質 言 者 は 「 私 の 日 の 輝き は 祈り の 
中 に 存 る 」 と 述べ た と きれ て いる 。 

注 8 使者 を 台 ら せる こと は 、 神 の み が 成 し 得る こと で ある 。 イ エス に し ろ 他 の 人 に し ろ 、 こ の 神 の み が も 
つ カ は 持ち 得 な い 。 こ の 神 の 属性 に 言及 する こと で イエ ス の 神 性 を 論破 する の が この 人 節 と その 前 後 を 通じ て の 
大 切な 主題 し な っ て いる 。 

注 9 この 節 で は 、 多 神 論者 に 対す る 効果 的 で 得 い の いく 議論 が な きれ て いる 。 諭 者 で あろ うと も この 
全 宇 宙 に 行き わた っ て いる 完全 な 秩序 を 否定 する こと は で きま い 。 こ の すばらし い 秩 序 を 見 れ ば 、 唯 一 の 法 に 
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それ は 神 の 普 有 


彼ら は た ゆ む こと な く 神 や 人 類 


24. 彼 は を の な すこ と に つい て 問わ れる こと な ン ガ ンタ ラタン イフ ン ィ ン ン カン ッ タン 
@6 玩 3283 5 GE3235 


し 、 開 われ る は 彼 等 な る べし 。 
25. 彼 等 は アッ ラー 以外 に 神々 あり と する か ? KOF ーー 生 ジイ の ん 作 じん 作 けり 4 
95 お 068 52BA1 
評 え 、「 な ら ば その 証拠 を 示せ 。 こ は 、 我 に 6 フッ - や 0 クッ! 
従う 者 た ち 並 びに 我 が 以 前 の 者 た ち へ の 経 0 の くり うう (2 の ろう 3 10 あ 
和典 な り 」 と 。 向 、 役 等 の 多 ( は 真理 を 知ら 
ず 、 敢 に 彼 等 は 之 を 選 避 す 。 ⑲ Oo る se5 1 の ws サ 


ゃ 


26. わ れ ら は 「 わ れ 以 外 に 神 な し 、 さ きれ ば 、 ゎ 4500 あ eS タタ 
れ の み を 崇 拓 きよ 」 上 啓示 する こと な く 、 クセ ルン シン 
流 以 前 に 使徒 を 造 わ き ぎり き 。 toCVRYGOETEIIDEU 


2 レズ ア ま うじ 


@ み 4 2 る 」 ン 
27. 彼 等 は 云う 、「 北 深 い 神 は 子 を 設け 給え Coo 頑 胸 (415Z 3153 
り 」 と 。 ア ッ ラ ー に 讃 え あ れ 。 否 、 彼 等 は サレ ッ シレ シッ 
、 し も べら アッ タン の る 
た だ 名 誉 ある 僕 等 な り 。 ((O1 ン トム 
28. 彼 等 は アッ ラー より 先 に 物 云 わ ず 、 た だ HG プ 計時 ん を 信 FR 人 CK 人 | 
(TV 585 ツ 
アッ ラー の 命 を 奉じ て 行う 。 @⑯ の OS わっ 02259 し 42538.9 
ケッ ラー は 、 彼 等 以前 に ある も の 並び に 彼 と 2 スス フッ タス ト マレ ッッ イン [ンプ イシ 
owa se し る 631 oOO し 5 
等 以後 に ある も の を 知る 。 役 等 は 、 ア ッ ラ ー プク O * 
が 満足 の 意 を 表せ ざる 者 は 執り 成 さ ず 。 彼 
等 は アッ ラー に 長 れ て 岩 え 戦 く 。 


29. 


80. 彼 等 天使 の 中 に 「 我 は 彼 と は 別 の 神 な り 」 48 ある る 多 222 も 1 殺っ ろく 
と 云う 者 あ 6 ば 、( 征 10 われ 5 は を の 者 ブン シー ワウ 
に 地獄 を 以 て 報い ん 。 わ れ ら は か て の 如く @9uBgS 86 の 


従っ て それ が 形成 きれ て いる と いう 事実 は 明らか で ある 。 そし て 法 が 唯一 ど あ る と いう こと か ら 
の 創造 主 で あり 監 究 省 で あら れる 押 の 唯一 性 が 証明 で きる 。 もし 神 が 複 数 存在 する と し た ら 、 
6 宇 守 を 制御 し て いる 法 も 複数 存在 する こと に な る 。 

な ぜ な ら 一 つの 押 に それ ぞ れ 、 宇 宙 を 創る 々 だ ため に 個 有 の 法 が 必要 ほ に きれ る か ら で あ る 。 それ ゆえ に 、 も し 複数 
の 神 が 存 在 す る と すれ ば 当然 、 泥 乱 が 生じ ぁゃ の は 避け られ ず 、 宇 宙 は ぶつかり 合っ て 粉々 に 寿 け 散っ て し まう 
こと で あろ う 。 以上 の こと か ら 、 す べ て の 点 で 同等 の 3 人 の 神 が 存 在 し 、 共 に 宇宙 を 創り 、 制 御 し て いる な ど 
と いう の は 全く ば か げた あり 得 な い 話 だ と わか る 。 


注 10 神 性 を 芝 求 する 者 が 、 を の 話 っ た 要求 ゆえ 前 せら れる の は 、 来 世に お いて の み で ある が 、 不実 に も 預 
性 を 主張 する 詐称 者 、 い か る ま 師 は まる に この 世 で 、 副 せら れる の で ある 。 彼ら は 、 死 、 残 過 し 、 
彼ら の 組織 は 全て 、 ま る に この 世 で むだ に な っ て し まう の だ (69 章 45 一 48 節 )。 こ の よ ょ うな 2 種類 の 詐称 者 の 
扱い う の は 、 神 性 を する こと の 思 か き は 有 自 明 で ある と いう 事実 ゆ を で あり 、 そ の よう な こと を 主 天 す 
る 者 は 、 あ えて この 所 で 呈 せ られ る に は お よ ば な いか ら で あ る 。 し か し な が ら 、 預 言 者 性 を 不実 に も 主張 する 
者 は 、6 し 無 因 放 免 を 認め られ た と し た な ら ば 、 罪 な き 人 々 を だ まし て 、 己 の 虚偽 な る 主 基 を 受け 入れ る せる 
こと に 成功 する 可能 性 も あり える 。 そ れ ゆ え に 、 そ の よう な 者 は まき る に この 世 で 、 最 終 向 に 、 敗 北 、 到 走 、 破 
壊 を 経験 きせ られ 、 長 生き は 許 き れず 、 又 、 そ の 使命 が 果 た ぁ れる こと も 許さ れ な い の で ある 。 
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ュ 人 "て 
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第 三 項 


者 研 は 、 天 と 地 が 相 い 寄り た る 一 個 多 る 5 っ 81 by の 
の 団 才 な り し を われ ら が 之 を 二 っ に 分 けた 


31. 


る こと を 、 解 ら ぎ る か ? 衣 し て 、 ゎ れ 6 は 、 さび ば 1oaKA 
水 よ りす べ て の 生物 を 全 造 せり 。 を れ で も プラッテ ン ン 
彼 等 は 信 ぜ ぎる か ? ( 注 1) の OS 


ウン クン ウー ン ョ る > 


32. また 、 わ れ ら は 、 大 地 に 共 岡 な る 山々 を 握 っ 信 Oogol oelyopyldC 2 くる 
ぇ 、 以 て 大 地 が 揺れ 動か の ぎる よう に し 、 を の 
上 、 彼 等 が 正しく 導 か れん が た め に そこ MC ろり 044 Es 
に 広い 道 を 造り た 5。 ~ 
33. 更に われ ら は 、 天 を も っ て 、 し っ か り し 凛 いす 7 も 3 411C St っ 
ぇ 酸 る 屋根 と な し め 。 殺 る に 彼 等 は 、 を の 
神 光 を 願 み ず 。 ( 注 12) @6 あ ei 


34. 彼 こ を は 、 逢 夜 を 創り 、 そ の 軌道 に 治っ て うと HK 03138 は j283 
包 に 直る 太陽 と 月 と を 創り 給え し 伯 み な 


5。 ( 注 19) 人生 d ca 


35. われ ら は 流 以 前 の 何人 に も 、 不 死 の 命 を 授 る s 61 3 2 レ ン 人 レン 
けた る こと な し 。 それ で は 、 流 は 死す も 6 も 、 "タク 0 


1 1 、 僅 大 な る 科学 的 黄 実 を 指摘 し て いる 。 宇宙 の 前 物質 的 段階 に 言及 し 、 全 宇 宙 、 特に 太陽 系 が 、 
非 結 吉 質 、 集団 か ら 発達 し た た いう こと を 皇 痕 し て いる よう に 皿 わ れる 。 神 は 、 神 自身 の 手 に より 動か 
し め ゅ た だ 前 応じ 、 物質 の 固まり を 分 裂き す た 。 そ の まばら と な っ た 小片 が 、 大 際 が 徐 の 単位 し な っ た の で ある 。 
(Harold Richards 著 "The Universe Surveyed” 及 び Fred Hoyle 著 “The Nature of Universe”) その 後 、 
神 は 水 が ら 全て の 生命 を 創造 し た 。 物質 的 宇宙 と 同様 に 、 精神 的 宇宙 も また 、 混 乱 し た 考え 、 吉 か な 信念 と いっ 
形 か ら 発 達する の だ と 、 本 節 は 合 し て いる よ うに 思わ れる 。 神 が 、 神 の 絶対 的 に 確実 な 知恵 を 駆 


、 し 、 物 質 の 岡 まり を 分 裂き せ 、 そ の 結果 こ な ご な と な っ た 小片 が 太陽 系 の 単位 と な っ 
た の と 同 欄 の 方 法 て 。 押 は 混乱 し た 考え の 窮地 に 浸っ た 世界 に 新しい 精神 的 条 も たらす の で ある 。 人 類 が 、 
道徳 的 曜 冶 の まっ 暗 や み に 陥り 、 精 神 的 ふん 陳 気 が 濃厚 か つ 圧 追 的 に な る と 、 神 は 、-- 面 に 広がる 精神 的 暗 や 
み を 揺 き ぶる 天 の 使者 を 違わ し て 御 和 出身 の 美徳 を 表 き れる た め に 、 光 を 起こ す の だ 。 す る と 、 こ の 混乱 し 、 生 
舎 の な い 道 徳 的 了 落 と 精神 的 退 庭 の 回 まり か ら 、 精 軍人 的 宇宙 が ま れる の で ある 。 を の 精神 的 宇宙 は 、 中 央 か 
ら 広 が り 始 め 、 最 終 的 に は 全 地 球 を 包 合 し 、 そ の 刺激 か ら 生 命 お よび 進む べき 方 向 を 受け 入れ る の だ 。 


計画 に 


注 12 太陽 、 月 、 右 星 、 星 を 


系 は 、 何 百 万 年 も の 間 存 在 し 続け た 秩 訟 の と れ 、 よ 統制 きれ た 組織 

で あり 、 こ れ ら 組織 体 の 動き 【 な ん ら の 無 秋 訂 、 逸 腕 も 和 験 し た この が な い の で あっ た 。 これら 

の 天 の 組織 体 は 、 人 非常 に 有益 な 影響 を 与え る の で ある 。 屋根 が 、 家 の 住民 に 対し て 、 雨 、 

案 き 、 暑 きか ら の 保護 手段 で ある と 同様 に 、 天 は 、 刀 球 に 対し て の 保護 の 役割 を 果たし 、 天 体 は 、 人 類 に 有益 
な 影響 を 及ぼ す の で ある 。 


注 13 夜 と 革 、 林 陽 と 月 は 全て 、 神 に よっ て 合造 きれ 、 を それ ら 全 て が 人 間 の 必要 性 を 満た す の で あり 、 地球 
上 で の 人 癌 の 存在 に と っ て は 不可 欠 な も の で ある 。 
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彼 等 は 永 邊 に この 世 で 生き る と 云う か ? @658 Ji 
( 注 14) ー 
86. 人 は みな 死 を 味 わ き れん 。 わ れ ら は 袖 福 の HU 23 IE は 生 う 
試練 を 用 いて 、 お 前 た ち を 試す な り 。 面 し ッッ 。。 
て 、 前 た ち 、 必ず わが 許 に 連れ 戻 まれ ん 。 CRE 
に っ 半 ミ > 内 > ュ 用 っ る る る ラ スネア の 
人 PooRDePdm 
0 生生 DB * ムン 全 衝 スシ ュー スレ 
し 様 に 云う は 、 こ の 者 な る か ?」 と 。 基 門 の 6。 る CSUO 
深い 神 の 訓 戒 を 拒否 する 者 、 そ な は 彼 等 自身 フー レッ 
な り 。 ⑨c5 ら は 
38、 人 間 と いう も の は せっ か ち に 出来 て いる 。 りき) も Uz と CD 人 
わが 神 光 を 必ず お 前 だ ち に 見 せ て や る か 間 。 
ら 、 わ れ を せき 立て る こと な か れ 。 の ooSS 
39. する と 、 彼 等 は 云う 、「 お 前 の 言葉 が 本 当 な @G5u ら 7 還 爺 7 
こ の IA ぁ あら う 
ら 、 を の 約 東 は 何時 家 行 きれ る か ?」 と 。 に ッ PE 
2 タン イフ ッ ー ュ タン の レッ て ? イ フッ ン の 
40. 6 し 不信 心 者 だ も が 、 を の 顔 や 背 を 業火 か 4 が の eb の AS 3 
6 (15) 防ぎ 得 ず 、 ま た 救 わ れ ぎ らん こ フアン アラン レッ ーッ ョ ンコ シン と 
と を 知る な ら ば ! @ い の 移る 2 うるめ o と うう うっ 
41. 否 、 を は 彼 等 を 不意 に 襲い 、 驚 き う ろだ た え 4 2 作る CR 区 さ 
せ し せ べし 。 さ れ ば 、 彼 等 は 之 を 押し 戻す も 
こ と 能 わ ず 、 ま た 鑑 務 せら る こよ も な か る の 
さ し 。 ( 注 16) て 
42. げに 液 以前 の 使徒 た ち は 員 弄 せら れ た り 。 CZAMU 0 
され と 、 彼 等 を 昌 売 せ し 者 せ も は 、 そ の 喘 を レッ 5 ェ ン シン の 
発し た も の で 包囲 きれ 5。 @ の 56 と 9 5 の つも ゆら 4 
往 14 加 な る 根 言 者 以前 の る さま ざま な : ド 教 的 組織 は 全て 、 精神 的 府 敗 、 破 減 に 吾 る 遅 命 だ どっ た の だ 。 


時 の 某 て まで 生き 延び る の は 、 
こと は 、 


遠 ・ 永 久 と は 神 自身 の み に 見 られ る 特性 な の だ 。 


注 15 
燃え 尽き て し まっ た 。 彼ら は イス ラム 教 に 向かっ て 、 剣 を 抜き 、 
自分 な ちの 前 で 目 に する こと に な る 呈 を 意味 する 。 す な わ ち を の き ぎ ざし が 、 
「 を の 背 を ] も いう の は 、 そ の 上 凛 が 彼ら に 突 2》 
きら に は 、 そ の 六 は 彼ら 全て 一 指導 者 だ ち 、 そ し て 一 般 の 人 間 一 を 圧 


顔 や ] と いう の は 、 役 ら が 、 
か に 判然 と する だ ろう と いう こと で ある 。 
る で あろ うと いう こと を 帝 味 し て いる 。 


「 業 火 ] と は ここ で は “戦争 の 炊 " 


例 す る こと に な る で あろ う 。 


注 16 


た 際 の メッ カ の 陥 族 に つい て の こと で あろ う 。 


思 な る 預言 者 の 法律 - イ スラ ム 
いか な る 人 間 も 、 腐 敗 や や 死 か ら 免れ な いし 、 聖 な る 預言 者 で すら 6 る 同様 で ある と いう こと で ある 。 氷 


を 意味 する 。 不信 者 だ ち は 、 火 を つけ 、 


含意 し て いる 


律 ま の み で あっ た 。 本節 が また 


自分 た ち 自 身 が その 中 で 、 
その 剣 に よっ て 、 減 び て し まっ た の だ 。「 そ の 
期 ら 
だ し ぬけ に 襲い か か 


本 節 で の 言及 は 、 お を そら 6 く は 、 ク ライ シュ が 完全 に 不意 打ち を 食わ きゃ れ 、 す っ か りう ろだ た えて し まっ 
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第 四 項 
ず 、 | 2) アッ ン > d 
43. 云え 、 「 尽 夜 を た わ ! ら う 05 導 の ン っ 
対し て お 前 た ち を 護る 者 は 座 を ?」 と 。 括 ッッ 3 
る に 役 等 は 、 そ の 主 を 念 ず る こと を 願 み ず 。 oo あ っ 2 あの K 
44、 を れれ と も 彼 等 は 、 わ れ ら 以外 に 、 自 分 を 護 ンタ ョ ン ン o も ッッ ョ タク る 2 
》 得る 押 々 を 有する や ? それ 等 の 神々 は Ce りら おら ろり 2 
己 れ 自身 を も 護る こ 能 わ ず 、 ま た われ ら イッ の 
⑥⑯ の su) 3 2 りう うろ る を > の | の の 
の 攻撃 を 防ぐ こと 能 わ ず 。 
45. 否 、 わ れ ら は びに 、 を の 父祖 た AA 値 計 うま は 交 多 134 
ち に この 世 の 命 を 永 か ら *J 2 
na ミー ランス 2 て イマン ン ュ タタ 92 
し め た り 。 彼 等 は 、 われ ら 5 が この 地 を 訪れ 、 【22833 ue/3 ee 
外 郡 か ら 縮 小 し つつ ある を 見 ざる か ? ( 往 RC レン 
17) 彼 等 は 果して 勝利 者 た り 得 る や ? @⑱O%MUA ShBfo 
46. 云え 、[ 我 は た だ 天 導 に 倍 っ て お前 だ ち に 警 アン セン 
きす る の 1 は 。 されど 、 避 者 は 、 半 3 し の IRO03 
れ て も を の 呼び か け の 声 が 聞け ず 。 96GRA 
し か る 22 ンー ン レン 2 イッ テッ タク る っ 
47. 扶 し な が ら 、 主 の 姜 の 気配 すら 感じ だ だ け 3 351O と の 3 AD 3 の りう 
で 、 彼 等 は 必ず 草 喝 を 上 げ る 。 「 あ お 、 情 け レー ュ ラ ルン ン ン 
な や ! げに 我 等 は 不義 者 な りき @Oulb VI CE る 
48. われ ら は 公正 に し て 正 疹 な る 衝 を 最後 の 審 


判 の 日 の た め に 設け ん 、 きれ ば 飼 人 6 不当 
に 過 せ ら る る こと な し 。 た ほ い 双子 薬 の 衝 
子 の 一 粒 の 重き な り と も 、 われ ら は 之 を 功 
ら か に せん 。 わ れ ら は 清算 者 と し て 万 全 な 
り 。 


和合 ク ェ ーー ラー 。 ンタ ョ ュ ン ンタ タク る し 
の 250 の 22 つの 
プイ っ ら イイ ンー イイン ター レレ ラッ ュ ン イク る の 
の の 8 OGs 6 55 の どり 

の oe お 31 


月 内 ここ 回 せる 2 タリ ンー 2 タイ ンタ ント タッ ン ン ル 
49. われ ら は モー ゼ で と アロ ン に 、 義 し い 者 に ら 5 〇 1 らち ゆう (geo CST AS う 
ほ と っ て は 識別 と も 光明 と も 、 ま た 訓 戒 と も ラン ラン 
な る も の を 号 え た 5。 20PEM1 

50. 彼 等 は 密か に を の 主 を 芯 れ 、 審 判 の 叶 を 憶 AS 凡 全 2 2 スン 
SIICZ っ 26 移る 

いて 恐れ お の の く 者 だ た ちな り 。 を 2 ッッ 

ン ッ 

の 959852 
注 17 "ある 国民 の 国家 の 系 栄 の 時 代 が 長く な る と 、 を の 国民 は 、 白 分 ら の 繁栄 や 進歩 が 状 を る こと は な いで 


あろ うと の 誤っ 
栄 時 代 が 長 びく こと が 、 


に 認識 を する よう に な り 、 


その 結果 、 横 柄 に な り 、 
没落 の 原因 ほな る の で ある 。 本 節 で は 、 不 信者 た ち に 、 
と いう 物欲 し げ な 考え 、 上 偽 の 自己 満 足 を 特に 持 だ ね よう 稀 告 し 、 神 は 徐々 に で は ある が 人 確実 に 、 
向 か ら を の 土地 を 減ら し 、 縮 小 し つつ ある の だ 、 つ まり 、 
悦 に 侵入 し て いく の だ と いう ヨ 


心 は か だ た く な に な る の で ある 。 従 っ て 、 繁 
進歩 繁栄 が 無限 に 続 て の だ 
あら ゆる 方 


イス ラム 教 は 、 あ ら ゆ る 家 、 全 て の 社会 内地 域 や 階 
革 突 に 日 を 閉じ て いま わな いよ うに と 言っ て いる の だ 。 
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第 トー 章 


アル ・ ア ン ビ ヤギ 


上 か 回 、 4 だ っ 生 の ア イ サ ン ン チ の まま エア ナ ア ル 3 タ あ シー レン 
51. 面 し て 、 こ の クル アー ン は 、 ゎ むら が 隊 し OAI AA3 
⑨o5y GO の 2 うう 1O ふ 
た る 有難 い 調 天 な り 。 然 る に お 前 た ち 、 な 9 『 9 
之 を 拒む か ? 
に ee シレ シン ーッ シラ ラーン ッ ント ピッ タン ノレ 
52. を の 、 わ れ ら は アプ ラ ハ ム を 指導 せり 、 ビ J う 0 の 2sOAo Aa UCS う 
彼 が を の 替 で ある を 知り だ たれ ば こそ る 。 を 
@ の めも 
53. 彼 が を の 父 並 びに を の 民 に 向っ て 、「 條 方 が GAJi CA 83525 間 
た が か 程 彦 中 に な る 、 こ れ 等 の 偶像 は 何者 レッ ン レン 
ぞ を ?」 と 滞 を し 時 、 @ の 6 
54. 彼 等 は 符 た り 、「 我 等 は 、 先 福 た ち が 破 等 を eeue の ti る 商 
濡 委 する を 見 た り 」 と 。 ゾー ーー 
55. アブ ラ ハ ム は 云え り 、「 黄 方 が た 自身 並び に な 4 020 リン タタ うそ ッ シッ ン ンー 
@eeeJA23 9 人 22 邊 
足 方 が た の 先祖 だ ち 6 功 ら か に 誤 れ 91 と も 。 ダァ ィ SEONE 
56. 彼 等 は 云え り 、「 流 は 本 当 に 我 等 に 真理 を も 2 放 'T と 生 スン アア 21 邊 と 放す 
た らし た る か 、 を れ と も 元 語 を まう の か 7」 PesoslGNbESsti 
と 。 
57. アプ ラ ハ ム は 答え り 、「 吾 、 食 方 が だ の キ は る 骨 os295 AS 人 3 ば 代 
天地 の 主 、 そ れ を 剣 9 給 うた 衝 方 な り 。 耐 フフ に シル リ レル ーー 
ンタ タン と の 7 と を 2 ル 2 
し て 、 我 は 、 を の 証人 の 一 人 な り 。 ( 注 18) @ ら の ue の 4052 8555 
の ィ レ ッ ン っ フッ ン ン ン ン ン ュ レ ン 
58. アッ ラー に 碧 っ て 評 う 、 黄 方 が た が 背 を 向 3961Oy AA2E2SGuoY465 
け て 示 り し 後 、 我 は 必ず 油 方 が だ の 偶像 に っ 、 
対し て 策 を 施 き ん 」 と 。 @ ぴ アァ ひる 
59. を こ で 彼 は 、 巨 像 一 体 、 役 等 帰り て 尋 ぬ べ ブタ テン クック 2 の タク イン を 
し と 思い 、 を 残し 、 他 の 息 く 打ち 砕き た 2o0 USIUe Cg 
》 。 
は 1 レン レ み 
60. 彼 等 は 云え り 、「 区 等 の 神々 に 対し て 誰が oNO32Exd も 8 の 里 
を な し た る か ? げ に を の 者 こる 不義 者 な 生前 
9] と 。 
61. 他 の 者 は 法 え り 、「 我 等 は 、 ア ブラ ハム と m ーー R 和 6E 多 KK 2 
6 Deal J CPM 
ば れる 藻 者 が 、 神 々 を 章 し 様 に 評 う を 閉 け < Mr 2 
9」 と 。 
注 18 本節 で は 、 神 の 使者 たち は 、 神 に つい て 語る 際 に は 、 個 人 的 経験 か ら 話 す の だ と いう 至高 の 真実 を 指 


岳 し て いる 。 神 の 使者 た ち は 、 単 に 、 人 間 の 理性 が 神 の 存在 を 信じ る こと を 要求 する だ め に 人 人間 を 神 の も と に 


招 て の で は な く 、 


|- 分 な 確信 と 、 確 固 た る 信念 を も っ て 、 人 間 を 神 の も と に 招く の で ある 。 12 章 109 節 ) 
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62、 彼 等 は 云え り 、「 き れ ば 彼 を 公衆 の 面前 に 曳 の の 碗 ン 還 誠 ( 革 還 る 7 の 
き 出せ 、 (まま 1 基く 和 が 首 人 と な 6 OseloRlewl 5 6 


ん 」 と 。 

63. 彼 等 は アブラ ハム に 向っ て 評 え り 、「 お お 、 6 人 5 0838 人 8 山 
アプ ラ ハ ム よ 、 我 等 の 神々 に 逐 を 狗 せる は 2 8 
液 な る か ?1 と 。 

と 3 


64. ァ デ ラ ハ ム は 答え り 、 「 禁 9、 確か に 何者 か 1 る 」 く トラクタ 5 
し 2332 お 1 はぁ US 2 か 入 3 
が 光 を な せり 。 ここ に 偶像 等 の 頭 あり 。 6 ク J 


し 條 像 等 物 云わ ば 、 乏 を 偶像 等 に 問 え 」 ほ 。 oi 
ま 20 


65. か く て 彼 等 は 自ら 願 み て 、 云 えり 、「 調 り し スン る の re ッ タン 1 
12 5 NII 
は 、 げ に 我 等 自身 な | と 。 oy の 
66. し か る に 、 彼 等 は や が て 、 邪 悪 な 以前 の 状 区 多く ら 32 る 
郊 に た ち 返 り て 、 云 えり 、「 液 これ 等 の 神々 ッッ 
が 物 云 わ ぬ こと を 確か に 知り ね | と 。 @⑨ ら 2 


67. ア ブラ ハム は 云 ん り 「 な ら 6 ば 貴方 が た は 、 ルッ アン し の い 2 タッ ーー ン ラッ タタ ッ ン シン 
(79 lg 
アッ ラー の 代り に 、 少 し も 妊 に も 某 に も な Algsso2oXCSSd6 


ら 史 神々 を 党 め 奉る か ? @2%5y53 

68、 い や は や 、 情 け な や 真 方 が だ た 、 並 びに アッ ー W る る 。 間 ィ タ ッ 、 の ラタン を 1 
の 2 うこ 

ラー の 代り に 貴 方 が た が 涯 め る 神々 は 。 こ っ Seeso2osus 32 ! 

れ で も 貴方 が た まだ 理解 し 得 ね か ?」 と 。 @6 人 5 


69. 彼 等 は 云え り 、「 彼 を 火災 り に し 、 我 等 の 倍 紀 ) 2 の の 
神々 を 救え ん 、 い や し くも 何事 め を な さん 2 と PIT の FE 


する な ら 6」 と 。 
ェ ー" に キン ラッ し > テー ・ ツン ぅ イィ クシ ェ ク 

70、 を そこで 、 わ れ ら は 云え り 、「[ 火 よ 、 倫 た く な @29 US 1 人 MAO 

れ 、 ア プラ ハム は 安泰 な むれ 」 と 上 。 ( 注 2⑪1 
年 19 アプ ラ ハ ム が 、 大 失 の 前 に 召喚 る きれ た 理由 は 、 全 が 個 像 を 電 能 する の を 関 いた 者 が 彼 に 不利 な 放言 を 
する た めか 、 役 に 不利 な 証拠 を 還 に し 、 ど ん な 拓 を 彼 に 与え る べき か を 決定 する た めか 、X は 、 彼 に 課 き る こ 
と に な っ て いる 員 を 、 彼 ら が 日 撃 す る た ゆか の どれ か で ある 。 
注 20 本文 で な え の 他 に 、 こ の アラ ビア 語 の 表現 は 、 ア ブラ ハム が 偶像 崇拝 者 た ちと 話 を する 際 
に 、 習 慣 と し て 皮肉 的 に 話 き れ て きだ も の で も ある 。 こ の 場合 、 こ の 語 の 意味 は 、 次 の よ う で ある 。 "な ぜ 私 が 
これ を 泡 し て し まう べき だ っ た の で あろ うか 。 人 彼ら の 支配 才 か を 治し た か も しれ な い の に "これ に よっ て 、 
事実 が あま り に 明らか で ある の で 、 私 が これ を 為 し た こと を 余地 ちな けれ ば な ん ら の 説明 も 必要 な い の だ 
と いう こと を 意味 し て いる 、 ア ブラ ハム は 、 ま ず 偶 像 を 破壊 し 、 を し て も し も 話せ る の な ら ば 、 偶 像 NN 
偶像 を 破壊 し た i『 げ る よう 尻 求 せよ と 信者 に い ど むこ と に より 、 人 々 を 光 難 し 、 彼 の 価 條 捧 の 條 習 
成 き を し み じ み と 訴え た よう で ある 。 
注 21 火 が いか に し て お きま っ だ か に つい て は 、 語 られ て いな い 。 折 よい 両 、 ま た は 激しい ハリケーン に よっ 
て 、 消 まれ だ た の か も しれ な い 。 い ずれ に せよ 、 神 が 、 ア プラ ハム の 解放 に 玉 っ た 状況 を ひき 起こ し た こと に 変 
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71. 彼 等 は アメ ブラ ハム に 危害 を 加え ん と 謀 り し 


72. 


73. 


74. 


76. 


77、 


78. 


- まだ た ロト に は 、 


が 、 わ れ ら は 彼 等 を 最悪 の 失敗 者 た らし め 
だ た り 。 

凛 し て 、 ち われ ら は アブ ラ ハ ム と ロト を 救い 、 
われ ら が 万 恨 の た め に 祝福 せ し 土地 へ 彼 等 
を 導き た り 。 


硬 し て 、 ゎ れ ら は 彼 に イサ ク を 授け 、 ま た 
探 と し て ヤ ュ プ ブ 5 授け 、 彼 等 を 皆 殺 し い 人 
ょ な せり 。 

本 し て 、 わ れ ら は 彼 等 を し て 、 わ れ ら が 命 
を 奉じ て 人 々 を 導く 指導 者 た らし め 、 ま た 


啓示 を 陸 し て 、 壮 行 を 積み 、 礼拝 を 遵守 し 、 
施し を 惜しま ぬこ と を 彼 等 に 命じ た り 。 き 
れ ば 、 彼 等 は 、 わ れ ら の み を 祭 拝 せり 。 


われ ら は 知恵 と 知 識 と を る 与 
を えり 。 曽 し て 、 われ ら は 忌 ま わ し い 行 為 に 
よ ふけ る あの 序 か ら 、 彼 を 救出 せり 。 げ に 彼 
等 は 邪 台 に し て 、 反 逆 的 民 な りき 。 


な れ ど 、 わ れ ら は ロト を われ ら が 慈悲 の 中 
に 入る を 許し た り 、 役 が 本 当 に 義 し い ぃ 人間 


な り し が 故に 。 
第 六 項 
昔 、 ノ クア が 、 声 を あげ て われ ら を 喚 び し 時 


の こと を 思い 起 せ 。 わ れ ら は その 祈り を 聞 
きた れ ば 、 大 炎 害 か ら 彼 と その 家族 と を 救 
出せ り 。 

衣 し て 、 ち われ ら は 、 わ れ ら の 神 光 を 耕 朗 せ 
る 者 ども に 対抗 し 、 彼 を 助け り 。 。 げ に 彼 等 
は 邪悪 な 民 な り し 履 、 わ れ ら は 之 を 背 光 
せしめ た り 。 


@9 ルル 2928 に 3 る の 


の の 8248383 
@GtA 
LE525 
eee 
0 2 を 2 う 
飽 ! 202 ちゅ はら 
ッ P 
% 導 > 1 ラタン る Ace し SCE GS 
ンー 


を クン 
DPYIBG 


@g 


リノ > 


⑨ 〇 ゆめ 
を スコ エレ 1 プラン クッ ン レ 
eballo246US の る 


Ac 2 の ge55 83 
本 


Asu し 5 0 レ 29I ee 33 


タク プク る Me 
の CA う 2 る oe っ の ゆっ の う 


プター クタ ク 2 2 


re とみ 


わり は な い 。 天 の 奇跡 に は 、 常 に 神 秒 的 要 央 が 存在 する 。 


アプ ブラ ハム が 火 か 6 救い 出さ れ た その 方 法 も 、 本 当 


に すばらし き 奇 跡 で あっ だ 。 ア ブラ ハム が 火 の 中 に 投げ 込ま れ た こと は 、 ユ ダ ヤ 人 の みな ら ず 、 東 方 の キリ ス 


ト 教 徒 に ぁ 信 じ 
る (Hyde De Rel. Vet Pers., P73)。 ま た 、 


ら る て いる 。 1 月 25 日 は 、 この 事件 を 記念 し て 、 シ リア カレ ンダ ー で 特別 扱い の 日 と きれ て い 
Madr. Rabbah on Gen. Par. 17, Schalacheleth Hakabala 2, 


第 二 


アル ・ ア ン ビ や 


79.、 ま だ た 、 ダ ビデ と ツ ロ モン が 、 或 る 者 の 羊 が 還 41 Ac) 4 AAL タイン 
癌 選 い 出 て 作物 を 荒し た る 時 、 (\) ラウ lc りう ジジ 3 
それ ぞ れ 独自 の 裁き を な し た る こと を 思い ああ 衝 多 w9MS3 2 5e35 
起 せ 。 わ れ ら は その 誤 判 の 証人 な りき 。 ~ 

80. われ ら は ソロ モン に 、 を の 事件 に 対す る 正 る 2 し る の bk 
し い 知 力 を 与 を た たり 。 わ れ ら は 両 名 の を れ 。 Eat 
ぐれ に 知恵 と 知識 と を を ぇ た り 。 特に ダビ 2O2OCo3U305 る 放っ 
デ に は 、 わ れ ら 山 々 と 鳥 だ ち を 従わ せしめ 、 " 
われ ら の 誤 美 に ダビ デ と 稔 に 協 科 せしめ ゅ た @ 〇 Js5 
り 。 こ は すべ て われ ら が な せる 接 な り 。 


81.、 ま た 、 わ れ ら は 、 お 前 た ちの た め に 氏 を 追 (うろ KC 失 絢 導 ら 1 スン 4322 作物 っ 
る 術 を 彼 に 教え たり 、 ( 注 23) そ は 人 々 に 


ミナ アア ア 胡 
お お互い の 禁 力 か ら その 身 を 防ぎ 衛 ら し めん 導 了 の の 8 
が た め な り 。 こ れ で も お 前 た も 感謝 の 念 が 
湧か ね ぬか? 
円 | ba ヽ ヽ で P 4 デ 
82. また 、 わ ゎ れ ら は 、 銘 風 を ( 注 20) ソロ モン 移る る 人 @3 く 負 り 3 


に 従わ せしめ た り 。 風 は ツ ソロ モン の 意 の ま ツン し 。 
ま に 、 わ れ ら が 祝福 し た る 国 に 向い て 喘 き が ひら 6 28 う 1 
つけ り 。 わ ゎ れ ら は すべ て の こと を 知る 者 な 請 間 
9 。 @C の の 


83. まだ た 、 わ れ ら は 、 彼 の た め に 洪水 し 、 か な 63 KK の の 用 ッ ラン 
・ SI 
わら 他 の 仕事 $ な す 潜水 夫 を 彼 に 従わ せ し oe の うう 


LE 多 ン ン | 0 の ルン 


め た り 。 耐 し て 、 彼 等 を 見 明る は 、 わ れ ら 7 OS 6 と 
な り 5。 ^ 


注 22 表現 の 美しき を 増す た め に 、 本 節 お よび 後続 の 数 飾 に お いて 、 隙 が 用 いら れ た 。「 作 物 ] は 、 
ソロ モン の 国 を 意味 し 、「 或 る 者 の 羊 は 、 ソ ロモ ン の 国 に 攻め 入っ た 野性 的 で 、 略奪 に よっ て 生き て いる 近 陸 の 
部 族 の こと を 表す 。 こ こ で は 、 ダ ビデ ヒ ツ ソロ モン が 、 を うい っ た 野 彼 な 部 族 の 腐敗 を 一 掃 し 、 打 もち 砕く だ た め に 
採っ た 政策 に つい て の 言及 が な る され て いる 。 ダ ビデ は 、 偉 大 な る 戦士 びわ あっ た た め 、 強 硬 な 政策 を と る こと を 
支持 し た 。 し か し な が ら 、 ツ ロモ ン は 、 穏 供 な 政策 を 追求 し 、 そ れ ら 部 族 と 友好 条約 を 結ぶ こと に より 、 味 方 
に ひき 入れ だ いよ 考え た 。 

注 23 本 人 節 で は また 、 ダ ビデ 軍事 力 お よび 彼 の 戦闘 道具 、 く さり か た びら を つく る 技術 の すばらし き に つい 
て 、 言 太 き れ て いる 。 ダビ デ は 、 借 大 な 征服 を 成し遂げ て きた 手段 に より 、 き ま ざ ま な よろ いか ぶ ぷと を 発明 し 
発展 を せ た だ 。 彼 の 代 に お いて 、 イ スラ エル 王国 は 、 そ の 権力 の 頂点 に 達し た 。 そ れ は 、 イ スラ エル の 歴史 に お 
する 黄金 時 代 だ っ た 。 

注 24 ツ ロ モン の 船 は 、 ペ ル シ ァ 湾 、 紅 海 、 地 中 海 を 往復 し 、 を そし て 、 定 期 的 な 貿易 が 、 パ レス チ ナ と ペル 
シ ァ 溶 、 お よび これ ら 2 北 の ま わり に 位置 する 国 と の 問 で 行わ も て いた よう だ ( 多 王 紀 第 1 巻 、10 章 27 一 29 節 )。 


SS 記 


“チェロ ス の ヒラ ム と 協力 し 、 後 は 、 一 定 の 問 隔 やむ いて 地中海 の 港 で 貿易 を 行い 、 金 、 銀 、 休 牙 、 き る 、〈 
じゃ て を 持ち 込む 外洋 航行 の 船団 を 維持 し た の だ ( 絢 王 紀 第 1 巻 10 吉 22 節 、10 音 27 一 29 委 、 歴代 史 貼 第 2 巻 
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第 ご 十 一 章 アル ・ ア ナン ビ や 


64. まだ 、 ヨ プ が 、 声 を あげ て を の 主 を 喚 び 、 イン 8 スィ ンコ イン レッ レタ ン 
「 季 は 作 苑 に み ま わ れ た り 、 族 は 基 直 を 中 レプ leO De ふら * フ 
れ 給 う 者 の 中 で 最 間 深き 方 に まし ま gs 


す 」 と 評 い し 時 の こし を 思い 起 せ 。 
85. われ ら は 彼 の 祈り を 聞き た れ ば 、 身 に ふり MM の も CRG EEG 
か か り た る 炎 難 を 除き 、 を の 家族 を も と に 半 衣 0 

民 し た の みか 、 奉 族 を 借 加 し て 之 を 彼 に 且 952ooeo2 和 5 2 人 2 知ら う 


わり だ たり 。 す な わ ち 、 こ は われ ら よ り の 交 レッ ョ ュ 
悲 に し て 、 是 つ 崇 拝 者 た ち へ の 訓 戒 な り 。 6 


86. イス マエ ル 、 イ ドリ ス 、 ズ ー ル ・ キ フル た だ 2 3 8 3 の 3 うに 19 
ち ( 注 25) を 思い 起 せ 。 皆 訪 刀 不 抜 の 者 な 間 - 


りき 。 OO の と | 

87. され ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 、 わ れ ら が 慈 圧 の レック ク る キン RG 人 
る の ei< 1 

中 に 入る を 許し た り 。 げ に 彼 等 は 著しい 者 つ ウ ay の Io を) 95 
な りき 。 ー 

88. また 、 ズ ル ・ メ ヌーン が 立腹 し て 出 で 去り し 人 6 朗 EZ2 く 33 UE 
時 を 思い 起 せ 。 ( 注 26) 役 は 、 わ れ ら が 決 レレ ンー ュー レン 
し て 彼 を 苦し ませ な いと 考え 、 暗 黒 の 最 下 当 め 40WoleMBiaedsa 
に 在り て 、 声 を あげ て 云う 、 「 液 の 外 に 神 な と の タッ シシ 。 ゃ と っ リン コタ 
し 。 液 に 栄光 あれ 。 げ に 我 は 誤 れ り 」 と 。 8cuo ce GUY 


89. われ ら 彼 の 祈り を 聞き た れ ば 、 そ の 不 議 か る 52 Ass Ge34 
5 彼 を 数 いた り 。 か て の 如 《、 わ れ 6 は 信 。 2 
促す る 者 を 救い だ す 。 @ の っ 1 


シフ ァ ( 列 し い ) で ある 
こと は 、 風 は 、 申 く 史 い 


8 齋 18 節 、Enc. Brit "ソロ モン " 参 で は 風 に つい て 使わ れ て いる 形容 』 
の に 反し て 、38 章 37 節 で は 、 ル カー (穏やか な ) と いう 形容 詞 が 使わ れ て いる 。 こ 
が 、 租 や か で 、 ツ ロモ ン の 船 に は な ん ら 損 害 を 加え な か っ た こと を 示し て いる 


注 25 ズー ル ・ キ フル の 正体 は 、 不 確定 き に 包ま れ て いる 。 イス ラム 教 の クル ー ア ン 注 息 者 は 、 彼 を 数 人 の 
人 物 、 詩 に 束 書 の 預 演者 た ちと 同一 捉 し て いる 。 し か し な が 6、 こ の 名 前 で 知ら れる 預言 省 は 、 ア ラブ 人 
ル ・ キ フル と 呼ば れ て いる エ ゼ キ エ ル で ある と 思わ れる 。 ズー ル ・ キ フル と エズ キ エ ル と いう 語 は 、 形 に 

も 、 意味 に お いて も 非常 に 類似 し て いる よう で ある 。 前 者 の 語 は 、" 豊 富 な 分 け 前 を 所 有 し て いる " と い 
味 を 持ち 、 後 者 は “ 神 は 力 を 与え る " と いう 意味 を 持つ 。 


注 26 本 節 で は 、 ズル ・ ヌ ー ン の 抵 り の 原因 は 細か に 記さ れ て いな い 。 町 ら か に 彼 は 、 押 に 対し て 腹 を た て 
は し な か っ た し 、 腹 を た て る は ず も な か っ た の だ 。 彼 を 立腹 きせ た メ ッ モ セー ジ を 受け 入れ る こと は 、 人 々 が か 
た く な に 拒否 し て きた に ちがい な い 。 なぜなら ば 頂 言 者 が * 拉 に 対し て 燃 り を 抱 て な ど と は 、 思 いも よら ぬこ と 
だ か ら な の だ 。 神 の 選民 は 神 の 命令 が 写 た られ る まで は 、 話 し す 65 し な けれ ば 、 行 動 も し な い の で ある (21 
童 28 節 )。「 役 は われ ら が 決し て 彼 を 苦し まき な い ほ を 考え J と いう の は 、“ 我 々 は 、 彼 を 普 し め ゅ は し な い だ ろ う " 
また は “我々 は 、 彼 に いか な る 悩み を も 与え る こと は な いで あろ う " と いう 意味 で ある 。 
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母 


90. また 、 ザ カリ ヤ が を その 主 に 声 を あげ て 「 主 2 クッ うる タッ イス る て ュ ン ルン 
ょ 、 表 を 独り で 捨て 証 き 給 う な 、 法 な 最 。。 "つの うら) 8 う 65 5 ある 
優れ た 相続 者 に まし ます も の を 」 上 云い し oo 当 移 8 
時 を 思い 超 せ 。 

91. も ゎ れ ら 彼 の 祈り を 開き た れ ば 、 ョ ハネ を 授 JCaAS1s 用 の 9CS26 
け 、 ま た だ 彼 の た め に を の 妻 の 不妊 症 を 治療 レー ラン ター ュ ン レッ ーッ る 
し た り 。 彼 等 は 互い に 名 っ て 警 行 を 積み 、 の 


と を 以 て われ ら に 祈り 、 わ れ ら CKI2192 し 3CDEZ 


と か の の ロナ ェ ジ リボ K、 4 と イイ アア テア 代り の た 0 
92. 面 し て 、 彼 女 その 純 源 を 守り た れ ば 、 わ れ CS CE で 
ら は 彼女 の 体内 に 福音 を 吹き 入れ 、 彼 女 と 


イ ゃ る し の イヤ < スィ 
その 息子 を 高 民 へ の 神 光 と な せり 5。( 注 @ の ul 43 15 3 
27) 
93. げに お 前 た ちの この 宗派 は 、 一 つの 宗 泊 な 261 と 1 AA る 
泊 は 、 一 つの 派 な 8350431 22515 ゅ る) 
り 。 曽 し て 、 われ は お 前 だ た ちの 主 な れ ば 、 
われ を 妹 め ょ 。 ( 注 28) 25OAg 
じ う シン ン 
94. 釣る に 、 彼 等 は 、 月 分 た ちの 事 倍 で の の あら 1 衣 2 
製 せ り 。 き れれ ど 、 背 いずれ は われ ら の 辞 に ダダ 
帰る べし 。 ( 注 29) 
第 七 頂 


由 壮行 を 知 か イン の クタ ンタ ン 今 の 
95. る れ ど 、 甘 行 を 積み 是 つ 信者 な れ ば 、 何 人 882oAUD(O タ US 
で あれ 、 そ の 努力 は 決し て な お ざり に せら 了 
る る こと な し 。 わ れ ら は それ を 必ず 記録 せ の 65870 85 
ん 。 

注 27 本 節 で は 、 ユ ダ ヤ 人 が マリ ア に 向け た 中 鼻 的 な 非難 に 反 駿 し て いる 。 本 人 節 は また 、 公 正 か つ 正 直 な 生 
活 を 営む せ 人 に な ら 誰 に で も 、 当 て は まる も の で ある 。 66 章 13 節 で は 、 あ る 層 の 有 徳 な 信者 た ち は 、 マ リア に た 
と えた られ て いる 。 を その よう な 有人 徳 な 信者 は 全て 、 言 わ ちば 、 マ リア な の で ある 。 そし て 、 宙 が 信者 に 神 の 精神 を 
吹き 込む と 、 その 信者 は "マリ ア の 怠 子 " と な る の で ある 。 す な わ ち 、 彼 は イエ ス が y 有 す る 神 の 特質 を 獲得 

する の で ある 。 


注 28 寺 行 の 数 矯 に お いて 、 神 の 括 言 者 数 人 と 、 他 の 有 徳 な る 人 物 数 人 に つい て が 同時 に 述べ られ て きた 。 

これ は ば 単なる 偶然 で は な い 。 これら の 預言 者 に つい て 同時 に 述べ られ る と いう こと は 、 あ る 明確 な 目的 に か な 
う 2 ので ある 。 役 ら は 全て 、 あ る 事 岳 を 共有 し て いた の だ 。 彼 ら は 皆 、 な ん ら か の 形 の 困難 、 災 難 を 経験 し 、 そ 
の 厳し い 試 練 の も と で 人 彼ら は 、 最高 の 立派 な 妃 耐 、 我 乙 も 示し た の だ 。 彼ら は また 、 全 て の 宗教 の 基本 的 司 天 、 
つま り 提 の 貴一 性 を 教 を た の で ある 。 


注 29 ある 階 居 の 人 々 、 す な わ ち 神 の 有 徳 な る し も べた だ たち に つい て は 、 先 行 の 数 節 で 述べ られ て きた 。 本節 
で は 、 も う ひ と つの 階層 、 つ まり 、 神 の 預言 首 を 拒否 し 、 そ の 結果 、 自 分 な ちの 間 で の 不 和 、 論争 の 犠 牲 ほし な っ 
て し まい 、 お 互い に 、 相 いれ な い 信 念 や 教義 を 持つ に 至る 人 だ ちの こと に 、 言 及 し て いる 。 
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96. われ ら が 絶滅 な し の 住民 に は 臣 し が た いろ る ク の IKE が ラコ 1 
禁 名 あり 、 す な わ ち 、 彼 等 世に 戻る こと な 人 
か る べし 、 ( 生 30) 


97。 ゴ グミ マ ゴ グ が ( 計 31) 胡 き 放 た れ て 、 語 ぼる 2283 で の に 3 と る し で 協和 を 
丘 より 葬り 下り 来る を の 時 まで は 。( 注 レタ ョ ン 
32) め ら SS の の 2 


ンタ し 1 9 上 アノ と オ 』 
98. 面 し て 、 そ の 問 違い な い 約 素 が 近づく ょ 、 1 し 0 が 
( 注 39) 見 よ 、 不 信心 者 せ も は 中 目 し て ラン レン リッ ラン ン 
( 注 3) 云わ ん 、「 不 し いか な ! げ に 我 等 は BC の 2 67 る 7941 
この 事 を 軽 祝 せ 9。 否 、 我 等 は 誤り た り ] 


隊 LBP 


99.「 げ に お 前 た ち 、 並 びに お 前 た ち が ア ッ ラ ー 移る 2 の 2 クセ レン 
5 と 7GTYK1V て を (1 
の 外 に 貯め る も の は 、 地 獄 の 閑 な り 。 そ の gc ルン 
アラ 2 ター1 


地 豆 に 、 お 前 た ち は 紗 ち 行か ん ] toIG3 の 1 


本 ュー に 免 タ と 4 

100. お 前 た ち が 云 いり 紀 る 如く 、 も し 彼 等 が 8 ざ ぎ 1 1446 し し レレ 
3 人 1 32535 る を 

神々 な ら ば 、 彼 等 は 地 狼 に は 落ち ぎる べし 。 の を の う 

氏 る に 、 彼 等 は 皆 を の 中 に 永久 に 住ま ん 。 @ osQ 


101. その 中 で う ご め き 若 し む こと は 、 彼 等 の の 62%<5Y5S 3293Ks 銘 
まめ か の ey うる.9 う つう 
れ ど も 、 彼 等 は その 中 で 9 


何事 も 開か ざる で し 。 ( 注 85) 


注 30 死者 は 、2 度 と この 世に 送り 変え ん され る こと は な いと いう こと は 、 犯 し が た い 神 の 法 で ある 。 

注 31 18 章 95 節 参照 

往 32 先 の 数 節 に 洋 連 し て 読む と 、 こ の 人 節 で は 、 成 成 と 栄光 の 全盛 の の もち 、 ひ と た だ たび 、 死 や 破滅 の 我 牲 と な 

れ ば 、 再 度 、 欠 われ だ 栄光 を 取り 戻す こと が で き な い と いう 具合 に 、 自 然 法 は 作用 する E 言 わん と し て いる 。 

ゴ グ と マ ゴ グ で すら 、 そ の 俺 大 な る 物質 栄光 に も か か わら ず 、 同 じ 法 の 犠牲 と な る こと で あろ う 。 彼 

らち は 雇 退 し 、 再 び 茶 を ね ぁ こ と は な い だ ろ う 。 ゴ ク と マ ゴ ク 、 つ まり 西洋 の キリ スト 救国 家 の 民 は すでに 、 政 治 

的 権力 の 全て の 高み に 昇り 、 世 界 C ゅ うに 広がっ た の だ 。 クル アー ン の 表現 は 、 彼 ら が 全て の 利 な 点 を 独占 

し 、 全 世界 を 支配 する だ ろう と いう こと を 意味 し て いる 。 

千 33 ゴ グ と マ ゴ グ の 支配 の の ち に は 、 和 破滅 的 な で き ご と が 世界 に 起こ る で あろ う 。 そ し て その 結果 、 最 終 

的 に は イス ラム の 勝利 が 到来 し 、 ゴ グ ヒ マ ゴ グ に より 代表 る れ た 虚偽 の 力 、 物 換 主 義 の 敗北 に 終わ る こと で あ 

ろう 。 

注 34 ゴ グ と マ ゴ グ の 完全 な る 破滅 の の ち 、 イ スラ ム が 、 以 前 の 佑 大 き 、 栄 光 を 再び 取り 戻す も き は 、 イ ス 
の 再生 の 望み を 全 《 欠 し て し まっ て いた 人 だ ち は 、 自 分 の 日 が 信じ られ な いこ と で あろ う 。 

注 35 彼ら は 、 貴 め や 安 楽 を 与え を て て れる よう な も の を 耳 に する こと は な いで あろ う 。 つ まり 、 地獄 で は 、 

叫び 声 、 悲 鳴 、 泣 き 叫ぶ 声 の 壮絶 き ゆ え を に 、 そ こ に 収容 る され た 人 人 だ たち は 、 お 互い の 声 を 開く て こと は な いで あろ 

うと いう こと で ある 。 
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02. 然 E も 、 す で に われ ら か ら 良 い 論 美 を MPAA 4 は がい 94 RE 
賜り た る 者 は 、 地 臓 か ら 病 か 速く へ 移さ れ コレ ッッ ラッ ツ 
ん 。 5222 

03. 後 等 は 地 鍼 か ら の か すか な 物音 すら 聴か CK31G 8482 へ そら 計り 
ぎる べし 。 ( 往 36) 凍 し て 、 みた も の リク リュ ラテ 2 
が 念願 する と ころ に 、 永 久 に 留まら ん 。 @ ら 500 は 44 ご 9 

04、 季 大 な 融 も 彼 等 を 悩ま る ざる べし 、 曽 和 タ ョ ン GIF の DS 
し て 、 天 使 た ち は 彼 千 を 出 凶 えて 云わ ん 、 タ と 2 02 
「 こ は 約束 せら れ だ る 、 お 前 た ちの 日 な り 」 陸 が (の 1 
ほ 。 


05. 走り 書き し た 巻物 を 巻き 上 げ る 如 《、 し と さよ 20 ム ao 


( 注 37) われ ら 諸 天 を 巻き 上 げ る その H を リン 。 
思え 。 わ れ ら 最初 創造 を な し た 知 く 、 ゎ 1 NG WW KCKfEK 和 IO WW 


むら は 再び 之 を 繰り 返る きん 一 ( 注 38) ゎ し ュ 
れ ら が 履行 すべ き 約 束 を 。 わ れ ら は 必ず 之 ⑬o ひ あめ 
を 果 きん 。 


106、 われ ら は すでに 、 副 戒 を 与 を た る 後 、 矢 と っ Ua 8 の 3 83 
編 の 中 に か て 記せ り 、「 ち が 装 し い 僕 等 は 必 ュー レレ ョ フラ ンション 
ず や その 地 を ( 注 39) 継が ん ] と 。 oOC4PAIFCAVS oO の の | 


注 36 本節 お よび 次 人 節 で は 、 神 の 有 徳 な ぁ し も べ が 、 地 獄 か ら 所 ざけ られ 、 な ん ら そ の 音 を 耳 に する こと も 
な く 、 ま し て や 、19 音 72 委 か ら 一 般 に 遇 解き れ て いる よう に 、 地 名 へ 入る な ど と いう こと は 決し て な いこ と を 
示し て いる 。 

注 37 「 乱 物 を 巻き あげ る | と は 、 倍 大 な る 帝国 が 一 挿 き れ 、 強 大 な 国家 が 破壊 きれ 、 別 の 民 が 、 そ の 代わ 
り に 、 勢 力 を 得る よう に な る こと を 意味 する 。 ま た 、 昼 な る 要 言 者 を 通じ て 、 大 いな る 変遷 が も だ らき れ 、 古 
い 天 が 巻き 上 げ 6 れ 、 そ の 代わ り に 新しい 天 、 新 し い 地 上 が 仙 造 きれ る で あろ うと い 2 意 味 ほ し も と れる 。 古き 
秩序 が くず れ 、 そ の 代わ り に 、 新 し き 、 よ り 良 き 秩序 が 生ま れる の だ 。 了 な る 括 言 者 の 時 代 に お ける ほど の 完 
全 な る 変化 を 、 か つて 世界 は 、 目 の あ だ り に し た こと は な か っ た の だ 。 

注 38 「 我 々 は 再び これ を 繰り 返さ ん ] と いう 表現 は 、 聖 な る 預言 者 に より 生み 出 き れ た 秩序 が 、 不 信心 で 
機械 主義 の 杭 洋 文明 に より 創造 きれ だ イス ラメ 教徒 の 生活 に 対す る 物質 的 な 見 方 を 通じ て 、 妨 げ を 受け る で あ 
ろう こと る を 合意 し て いる 。 し か し 、 こ の 妨げ は 一 時 的 な も の で あり 、 イ スラ ム は 、 新 し い 和 精神 的 日 覚め を 経験 
し 、 再 び 勝 ち も 誇 っ て 現れ る の で ある 。 

注 39 “を の 地 " よ は 、 パ レス チ ナ を 意味 する 。 その 地 は 、 我 々 の 時 代 に 、 い わ ゆ る 民主 主義 キリ スト 教 強 
国 の 各 の も て くろ み に よ り 、 パ レス チ ナ と いう 名 の 国 が 、 存 在 を や ゆめ 、 そ の 荒れ 跡 に 、 イ スラ エル 共和 国 が 築 か 
れる まで 、 十 字 軍 に その 所 有 権 が 移っ た .92 年 の 短い 期間 を 除い て 、 約 1350 年 間 、 イ スラ ム の 所 有 の も ほ よ に あっ 
た の だ 。 ユ ダ ヤ 信 は 、 約 2000 年 間 、 荒 れ 地 を きま よっ た の ち に 、 本 領 を 発 押す る よう に な っ だ の だ 。 し か し 、 
この 大 き な 歴 史 的 で き ご と も 、 ク ルアー ン の 畠 言 の 成 就 と し て 、 起 こっ た もの な の で ある (17 意 105 節 )。 し 
か し な が ら 、 こ れ は 単なる 一 時 的 な 形勢 に すぎ な い の だ 。 イスラム 教徒 が 、 勝 利 を 奪回 する 夢 命 と な っ て いる 
の で ある 。 遅 か れ 早 か れ 一 洋 か れ と いう より は むし ろ 早 か れ 一 パレ スチ ナ は 、 イ スラ ム の 手中 に 戻る こと で あ 
ろう 。 こ れ は 神 の 天命 で あり 、 誰 $ 軍 命 を 変え た る こと は で き な い の で ある 。 
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07. げに この 中 に は 、 神 を 依 拝 する 者 へ の 御 2 る や [レイ る 1 2 くる 
RW 0 
凍り @ の 8 9 CAA88) 
08. われ ら は た だ 万 民 へ の 惹 悲 と し て 流 を 仁 euAi4 PENIEU 
ゎ し た る の み 。 ( 和 ま 40) つう て うう) つじ 3 
09. 云え 、「 衝 に 族 示 きれ た る は 、 前 た ちの で Oo 5 1 AUC5TOU22CSI 
神 は 独 一 な る 神 な り と いう こと 。 然 ら ば 、 レッ クッ ラシン 
お 前 た ち 帰 依 し 失 る か が? と 。 の WM が 1 仙 V 


10. 持 し な が ら 、 も し 彼 等 音 を 向け な ば 、 去 
え 、「 我 は お 前 た ち す べ て に 等 し く 称 知 し た 
れ ど も 、 お 前 だ た ち が 約 束 き れ し こ と が 、 果 
し て 近 き に ある か 、 遠 き に ある か 、 我 それ 
を 知ら ず 。 (入れ ) 

げに 神 は 、 声 高 に 糸 う こと も 、 前 た ち 
が 宿 に 隠す こと も 知り 給 う 。 

また 、 我 は 、 こ の 猫 子 が お 前 た ち へ の 試練 
な の か 、 た だ 束の間 の 享楽 に 過ぎ ぬ の か 、 
それ を 知ら ず 」 と 。 


111. 


112、 


聞 斉 者 は 更に 詞 え り 、「 主 よ 、 太 理 を 以 て 
半 き 給え 。 我 等 の 主 は 應 悲 の 神 な り 、 ぉ 前 
た ち が 主 張 す る こと に 対し て 、p 助 けが 期 
待 で きる 」 と 。 


113. 


ュー の タタ ッ ン 1 タタ ン る レン ン 
の 55295 っ あ 31JS 6 
CK も ん と ンス 


⑤ い 〇 2Oe の 3 ひ cp 1 


0oe24 5 
d! を E232 1 お 作る の ら 


レン 2 っ る ンー ュー 
CNSUICDYYCSI ます 4 に つじ 
@S 公 9 し 


注 40 
恵み だ っ だ の だ 。 彼 を 通じ て 、 世 界 の 国家 が 、 
注 41 


れる べき 場合 と 時 を 最も よく 心得 て いる の で ある 。 


加 な る 騙 言 者 は 、 そ の メッ セー ジ が 特定 の 国人 間 に 眼 定 き れ て いな い が ゆ え に 人 類 全体 に た っ て の 
か つて な か っ た は どの 祝福 を 与え られ て きだ の で ある 。 


神 は 、 を の 約束 の 成就 の た め 、 日 第 、 星 間 毎 に 東 績 きれ て いる わけ で は な い 。 神 は ある 預言 が 成就 き 
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1. 天 灰 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラー の 御名 に お い たと 1 
て 。 > テツ le の し ター の 
2. 人 々 よ 、 主 を 異 れ よ 。 審判 の 日 の 地震 は げ 2N20 3 61218 24 
ゆら 1 2 
に 惑 み し きか な ーー PICTO) くう 1 の 9 
トン 2 
o 久 を 3 
ッ ク グン (人 2 ン イン タン 2 プイ ンス ッ ンク る レッ 
3. ば 、 す で て の 和え た ご 2 先 ら y 人 の 2 人 の 竹 g 


女 は その 靖 聞 を 忘れ 、 す べ て の 妊婦 は その セス 2 

和 を 早産 せ ん 。 ま た 、 液 は 、 人 々 が 腔 うに の 生れ 

非 ぎる に 、 酔 える が 如 く な る を 見 ん 。 を は 。 5 フラン 。 
人 っ 39 と 2 


アッ ラー の 懲罰 が 汰 烈 な れ ば こそ を 。( 注 1) 


e633 

4. 人 々 の 中 に は 、 知 識 も な し に 、] る し 入 8d 竣 No の 
る PS 

5 悪 廃 に 親しく な る 者 は 、( ま 2 邪道 に 導 か の 06 計ら 8 
れ 、 以 て 業火 の 刑 に 謗 われ ん 。 も 


6. お お 、 人 々 よ 、 復 活 に つい て 双 う な ら ば 、 侵 e2423 2 0 3oudl 
て われ ら は お 前 た ち を 上 か ら 創 し ー 内 。 シン 
、 次 に 一 滴 の 精液 、 次 に 北 結 し た 血 、 次 の 2 き の 合っ | 人 1 る 
に ウレ B 形 を を し た も の 、 また 少し も 形 を レー 
rm タマ ッ ン る 
みき 内 況 まり 人 し )。 こ は お 前 た も に わ 6EOC 2823a53 


ンク 


注 1 この 節 で は 前 和 館 で 示 ぉ れ た だ た 「 審 刊 の 日 の 地震]」 が いか に 厳し いも の で ある か を 3 つの 比 蜂 を 用 い て 表 
し て いる 。 母親 に と っ て 自分 の 乳 を 吸う 赤ん坊 ほど か わい いも の は な い 。 それ だ け に 母親 が 乳 飲み を 見 拾 て 
る ほど の 恐ろし きた と いう の が いか に する まじ いも の か は 、 想像 を 絶する ほど で ある 。 こ の 究極 の 恐る し る が 、 

あま り に も 容赦 な く 人 々 に 降り か か る だ め に 、 乳 飲み 児 を 狗 に 抱い た 母 は その 子 を 捨て 、 妊 婦 は を の 荷 
を 早産 し 、 人 は 恐ろし る の あま り 、 泥 本 し て いる か の ご で とく 、 自 分 を 見 失い 、 何 を し て いる の か わか ら な い 乱 
PO な っ て し まう と 述べ 6 れ て いる 。 

注 4 これ は 、 サ タン ヒ 村 し て な 5、 そ れ に 従っ て し まっ た た だめ に 、 正 し い 道 を 踏み は ず し た 人 々 の こと の 
み を 指す 。 ク ルアー ン の 他 の 箇所 で 述べ られ て いる よう に 、 サ タン は 、 高 源 な 人 々 に 対し て は 無力 で ある 。 サ タ 
ン が 暑 否 きせ る こと が で きる の は 、 役 の 邪悪 の 読 い に 自ら 応じ る 人 々 の みな の で ある (16 : 100 一 101 、17 :66)。 
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能 を 証明 せん が た め な り 。 病 し て 、 
われ ら は 、 , 欲 する 者 を 或 る 期 上 則 胎 内 に 留 ま 
らし め 、 銘 る 後 、 電 と し て お 前 た ち を 出 
生 せ し め ゅ 、 次 いで 成年 に 達する まで 養育 す 。 
され ど 、 お 前 た ちの 中 に は 天白 する 者 も あ 
れ ば 、 ま た 或 る 考 は 、 知 り だ る こと を 鍛 く 
忘却 する ほど に 年 老い る まで 留め お か れる 
者 も ある 。 また 、 液 、 机 賜 し た 大 地 を 見 よ 。 
きれ じ 、 わ れ ら が 一 た び 水 を 隆 り 注 げ ば 、 

大 地 は 急 ち 生き 返り 、 膨 張 み て 、 あら ゆる 
種類 の 美しい 草木 が 直 ぇ 出 づ る 。 


に し て 、 死 者 を 誤 征 


を 3Js(S 9 多 
0 PKG っ を 人 全 
人 疹 を し 2 人 2 
る の 9 人 64 ン イ シン 
ECYOYEMNVIBK2 By 


7. こ は 、 ア ッ ラ ー が 真 3 3 や CYP3IWGIR 
ら せ 、 万 物 の 上 に 権 衣 を 持ち 給 う が 夏 な り 。 ギン ミン ロロ ピピ 
6225 (の の と AS 
1 ンタ 
8. を は 、 ま た 、 審判 の が い の 余地 な く 必 4b1812yE ち の うく 3 人 L(S9 
来る べき 夏 な り 。 を は 、 また 、 革 中 の 従 和 レレ ョ ン 
を 覚醒 きせ 給 う が 散 な り 。 91 の 2 
- 半 ラン 
9 然るに 、 人 々 の 中 に は 、 知 識 も な けれ ば 寄 eg 人 619 の 5 の oo の 3 
も な (、 ま た 光明 を 投 ず る 経典 も 持た ず し ッッ シュ の ンー タン 
て 、 ア ッ ラ ー に つい て 反 双 し 、 ジジ SC 5 う で Aa う 
10. 苦 大 に を の 朋 朋 を 向け 、 人 々 を アッ ラー の ま 人 0 雪 luo2G2O2 の asge 6 
造 か ら 迷 わし めん と する 著 あ り 。 を の よう こっ ン 
イタ の フック の あう ょ タン の ッ 。 レ っ る 
な 者 は 、 現 世に 訟 て 屈 友 あ り 。 病 し て 、 復 Clog 4 22 506 3 e 久 EAN 
活 の 日 に 訟 て は 、 ゎ れ ら に 火炎 9 の 刑 を ーッ 
営め させ ん 。( 注 3) の 9! 
ンー プイ 6 る イン スコ ン ラン セン の 4 
11. に は 湊 の が 先導 し も に 村 す る 人 の Na6be に CACWOIH 
に し て 、 ア ッ ラ ー は を の 僕 共 を 不当 間 プ 
する 者 に 非 ず 。 ⑤ ゅ As 
第 二 項 きか いみ U 
12. また 、 人 人 々 の 中 に は 、 い わ ば 瑞 で アッ ラー の 
に 仕 た る 者 あり 。( 注 4 幸運 来れ ば 滴 足 し 、 ぁ ノ 。。 ン 
ッッ フェン ン っ タッ ン 
試練 に 人 遺 遇 すれ ば 元 の 流儀 に 戻る 。 こ の よ CGCLAK SE Go 
注 3 真実 を 拒む 人 々 に は 、 2 種類 の 信 が 用 意 き れ て いる 。 一 つ は 、 現 世に お ける 敗北 、 挫 折 、 を そし て も うぅ 


ー つ は 、 来 世に お ぉ ける 了 情 、 


不 名 準 で ある 。 


こと と な る 。 


現世 に お いて 還 を 受け る 者 は 、 来 世に お いて も 確実 に 信 を 受け る 
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う な 者 は 現世 来世 も 失う 者 な り 。 そ は 明 CI ZI59W3 < き 和 es CS 
邊 な る 損失 な り 。 


CIOWMIEOIWCIY CI 
19、 こ の よう な 者 は 、 ア ッ ラー の 外 に 、 圭 に 6 ダ ら うじ o2 9 
楽に も な ら の 者 を 祈る 。 そ は 碁 だ し き 送 誤 IP 

な り 。 @ Jusdi 2 5 283 と 
14. この よう な 者 は 、 己 れ を 利 する より も 、 ロ CS の の 2 る の 層 
れ を 寄せ ん と する 者 を 祈る 。 げ に 悪し き 底 表 ンス 
護 考 な り 、 げ に 悪し き 仲間 な り 。( 注 5) @541 9241 


ッ タ バトン る タタ ンタ る 


15。 信 他 し 、 閉 行 を 積 な 者 ほ 、 ア ッ ラー ば を 河 ラル lbLE25OLSAOsS 人 516 


川 流 る る 楽園 に 入ら し めん 。 げ に アッ ラー イル る の ニー タン 、 っ ラ 
AI っ ご 
は 欲す る こと を 為 し 給 う 。 OASIS の の 6 


IoPW の AM 


っ 


理 に - ッ ラ 折 を イシ を レン 
16. 現世 に 放 て も 来 性 に 誰 て も 、 ア ッ ラ ー は 大 ろ ( ン 2818268 び 055o 攻 2 


者 を 助 1 7 ぎる べし た 皿 う 著 あ ら ば 、 その ライ ン る ンー コッ ラン っ 
を し て 天 ま で 綱 を 政 ら し め 、 落し て 、 錠 。 起 計 3 多 dLexo30228 2 
断ち 切ら し ゆ よ 。 衣 し て 、 巴 れ の 計画 が 、 ラン の 
自分 を 多 ら し て いる も の を 除 赤 し 得る か ど OCG で 
うか 、 そ の 者 に 見 せしめ よ 。( 注 6) 
注 4 「 境 目 で アッ ラー に 仕 を る 」 と いう 表現 で 示さ れ て いる の は 、 神 に 仕え て いな が ら 宗 教 心 が 簿 く 、 敵 
陣 の 場末 に いる よう に 、 気 持ち が で ら で ら し て いる 人 人 の こと で ある 。 戦 っ て いて 勝ち を うだ と 確信 する と そこ 
に 居 す わり 、 負 け を うだ と 思う と 克 げ て し まう 入 の よう だ と だ た と えて いる 。 こ の 「 境 目 で ア > に 仕え る 1 
と いう 表現 は す で あ と の E 来 れ ば 満足 し 、 試 練 に 遵 遇 すれ ば 元 の 流 位 に 戻る ] と いう 表現 で 説明 ふれ て い 
る 。 ま た この 表現 は 、 信 仰 が 落 い 和信 が いつ も 疑心 を 捨て られ な い 状 態 に ある と いう こと を 象徴 し て いる 。 真 の 
神 を 受け 入れ る こと で 物質 的 過 恵 に あず か る こと が で きる と 軸 っ て いる 時 に は 信者 と し て 行動 し 、 一 旦 、 何 ら 
か の 試練 を 与え られ る と くる り と きび す を か え し て 信仰 を 捨て て し まう と いう 人 人 々 の こと で ある 。 
注 5 偽り の 神 を あがめ る 信夫 者 た ち は 、 時 を 経 ず し て 明らか に 四 沙 し て いき 、 自 分 自身 の 普 大 と 出 信 を ひ 
どく 害し て し まう こと に な る 。 彼 ら は 自分 の 信仰 か ら 恩 恵 を 受け た いと 望ん で いる が 、 そ の 信仰 が 偽り の 神 に 
対す る も の で ある り 、 無 理 な 望み で ある 。 
注 6 この 表現 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 省 に 対し て で きる 上 限り の 悪行 を し か ける 不信 者 に 挑み か ける も の で ある 。 
モハ ッ マ ド 預 言 者 は 常に 、 神 に 助け られ て いる し 、 今 後 も 変わ る こと な く 救 われ る も る の で ある 。 それ を 不信 者 
で ある お 前 た ち が 妨 げ る こと な ど で き る も の か 。 イ スラ ム が 着実 に 発展 し 続け る と いう こと は 神 よ り 定 め ら れ 
て いる 紛れ も な い 天 意 で あり 、 な ん びと も る 押 の 命 を 変え ん る こと は で き な い 。 イ スラ ム の ゆめ ぬぎ ざま し い 発 展 を 目 に 
する 不信 者 た ち は 白 ら を 恥じ 、 つ らい 思い に る いな まれ る で あろ う が 、 死 より 他 に 彼ら を この つら きか ら 光 が 
れる せ て くれ る も の は な い 。 
「 天 まで 綱 を 】 の 「 天 ] と いう 語 を 「 屋 根 」 あ る い は 「 天 井 」 と 解 収 する 上 と 、 こ の 節 は 次 の よう な 意味 に と れ 
る 。 その 場合 「 も し 、 そ モハ ッ マ ド 和 預言 者 に 敵対 する 不信 者 た ち が 、 役 の 使命 が 果 た き る れ て イス ラム が 繁栄 
いく の を 目 に し て 激しく 怒っ て いる の な ら 、 彼 を 天井 に 綱 で つる し 、 そ の あと で 綱 を 切っ て 見 よ 。 そ ん な 時 も 


「 避 束 
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17. 故に われ ら は 、 明 百 な 神 光 も し て クル テー 22 20 ETGC4CIPHMO 


ン を 用 し た り 。 前 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 己 れ タデ リッ 
の 欲す る 者 を 必ず 導き 給 う 。 OCS7 
」 っ 


18. 信ずる 人 々 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 サ ー ビ 教徒 、 キ 3Oueg35 は の 和 568(S 和 る 
リ メ ト 教徒 、 拝 教徒 、 並 びと 偶像 人 振 者 。。 ンー シン < レッ ショ 」 ュ 
た ち に つい て は 、 復 洛 の 日 に 訟 て 、 テ アッ ター 2816 技 GOOMJI う euoS 


Ne し 。 げ に アッ 人 る 人 30 25 1 記 


一 切 を み を な わし 給 う 。 2 < 
る 。 ス ちる 
ca っ eLA 3 る る TU の 95818 (2 
19. 液 、 天 に ある も の 地 に ある も の 、 日 月 量 展 、 うっ 有 うい の ダ co/ 
税 山 、 欄 木内 壮 びに 沢山 の 人 間 が 、 テ ッ ー 4 ヒ 2 が し を 交 2 1 
陳 421 の 1 
ラー に 対し て 服従 する を 見 ざり しか? 然 れ ゾラ ジ プ ー ン ン 9 
ぼ も 、 褒 呈 に 値する 者 も まだ 多 し 。 商 し て 、 2 8592 を 人 2 
アッラー が 朋 め 給 う 者 は 、 仙 人 人 も 乏 を 章 骸 プレン 夫人 を レ ラル アラ フシ イレ シノ 
し 得 ず 。 ( 注 7) げ に アッ ラー は 己 れ の 欲す 24 し 5 Al の ooIoS ME 


る こと を 更 し 給 う 。 ウン タフ タン ノリ ン ちる 
6 人 CC5206Ue 
ダン グン っ コン ッ ュ リッ タン ン 2 1 アコ は ュ 
20. これ 等 は 、 主 に つい て 争う 二 派 の ( 往 8) 2 の 0 の チト に EE 
すり 。 Ye る うら ッ う 
論争 者 た ちな り 。 信 ぜ ぎ る 者 ども に は 業火 コス ラン クト の クレ ーッ タイ ラン 
の 衣 箕 が 仕立 て られ 、 そ の 頭上 に は 活 え 披 ば 2 うら う 2 る Ed2 
を 29 シン 2 9 ヒラ ナメ 
ルン 1 
彼 は 必ず 神 に より 助け られ る の だ 。| と いう 意味 に な る 。 


る 湯 が 浴び せら れん 。 
3 韻 120 節 で も 、 不信 者 た ち は 次 の よう に けん 次 きれ て いる 。「 把 り の うち も に 滅び よ 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は すべ て 
流 ら の 胸中 を 知り 給 ふ 。」 
注 7 神 は 、 自然界 の る ま ぎ ざま な 法 を 定め られ た お 方 で あり 、 神 に より 創造 きれ た だ 森 胃 万 旬 の ぁ の 、 すべ て 
生物 で あれ 無生物 で あれ 、 そ の 法 に 従わ ね ば な ら な い 。 大 、 何 一 つた り と も 法 に 従わ ず し て 存在 する こと 
は で き な い 。 す べ て の 秩序 を 定め て いる この 根 洒 的 な : R を 、 神 が 人 々 を 導く も の と し て 顕示 る れ た 法 一 シャ 
リヤ ( 不 律 ) が 存在 する 。 人 は この 法 一 戒律 に 徒 う こと も を そ む く こと も で きる 。( こ の 点 が 上 記 の 法 と 異な る 。) 


し か し 、 天 律 に 従わ な けれ ば 自 で 、 そ の 報い を 受け 、 苦 し むこ と と な る 。 この節 は 、 き ら に 偶像 
崇拝 者 た ち に 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 自然 物 を 浪 拝 信仰 の 対象 > し て いる こと が いか に サザ な し て 愚か な こと で ある 


か を は っ きり 悟ら せる も の で ある 。 ここ て で て 信 べ られ て いる よう に 、 万 物 は 、 皆 、 ま る に その 存在 自体 を 神 に 依 
存 し て いる の で ある 。 す べ て は 神 が 、 万 物 、 万 民 の だめ に 定め られ だ 法 に 従っ て 存在 し 、 機 能 し て いる の で あ 
9 り 、 一 時 だり と も 神 な く し て は 存在 すら し 得 な い の で ある 。 

それ ゆえ に 、 神 が 定め られ た 法 に 従う こと に より 初め て 存在 し 得る も の を 貯 拝 の 対象 と する こと は 、 加 か で 浅 
は か な こと な の で ある 。 


注 8 この 「『 二 派 ]」 が 示し て いる の は 、 信 者 と 不信 若 と いう 2 つ に 分 類 き れ て いる 人 々 の こと で ある 。 
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テア ル ハッ ジ 


シー 6 本 タタ 前 円 
21. それ に よっ て 膝 脱 も 皮膚 も 溶かさ れん 。 oe4Ig 998C も %2 タ 
22. 更に 彼 等 は 、 鉄 也 を み ま わ れん 。 ⑥g0u と 222G3 2 の う 
アオ 9 語 ング ( 作 
29. 著 問 より 逃れ ん と する 度 に 、 ま だ も や 火 の RA 2 層 8 の WCW 
中 に 突き 落 き れ 、「 液 等 火炎 り の 名 を 味 わ レレ タッ レレ ィ 
1」 上 半 わ れん 。 6 つの 323 き 
第 三 項 _ gs 
24. きれ アッラー は 、 信 じ て 菩 行 を 積む 人 々 ら 和 LE22 2 ISdsa6 
に は 河川 流 る る 楽 圏 に 入ら し ゅ ん 。 彼 等 は RC 。 
こ で 、 頁 金 の 久 球 や 真珠 で 号 を 朗 ら れ 、 し SO の 3 92 の 33 
紅 の 次 美 を ま と わ ゎ ん 。 レッ ンー 」 
eo 
タッ レン 
⑯ メ メ 
こっ 、、 _ 0 と 
25. 彼 等 は 純 源 な 言葉 に 導 か れ 、 謀 美 し 夫 る 神 1bAA2 MLO タ oN5JUBAA う 
の 道 に 導 か れん 。 ンタ 
AAsjl lo 
」 
26. 人 々 を アッ ラー の 追 か ら 誘 惑 し 、 を この 居 6 と oo ち の 31 331 
住 者 た る と 秘 渡 か ら の 来訪 者 た る と を 問わ シレ レラ ュ ン 。 そ ニレ ルス 、 シン 
ず 、 わ れ ら が 菌 人 の た め に 設け た る 連山 に PPP 生え の CI に どう 
議 に 来る 人 を 妨害 する 者 、 ま た 再 典 内 で [レン 和 人 コッ 5 ョ ン ン まし レラ ョ ュ ス の レ 1 
正しい 道 か ら 不 法 に 狗 せ ん と する 不 休 必 も 9322 
者 どぉ に つい て は 一 われ ら は 必 ら ず 之 に 閣 UKt あ パコ 
2 あり! ン 
刑 を 温め きせ ん 。 スン レン 
第 四 項 
27. われ ら が アプ ラ ハ ム に 避 農 の 作 居 を 進 定 SA SCIS 3 
し 、( 注 9) かく 法 いた る 時 の こと を 思い 起 内 人 うう 
せ 。「 何 者 も われ に 配 す る な か れ 。 証し て 、 Cuati12 只 の 3 
巡 周 する 者 、 ( 注 10) 立 礼 する 者 、 群 科 す 
注 9 この 節 か ら わ か る よう に 、 カ ー バ は アブ プラハ ム の 時 代 よ り ず っ と 以前 に すでに 存在 し て いた の で ある 。 
事実 、 カ ー バ は アダ ム に より 建設 きれ た 。 3 意 97 節 に ある よう に 、 そ ね れ は 看 史 初 の 型 な る 神 喚 で あっ た 。 アブ 
ラ ハ ム の 時 代 ま で に 、 崩 座 し て し まっ て いた が 、 神 の お 告げ に より アプ ラ ハ ム は 、 を その 避 典 の 位置 を 知り 、 モ 


ハッ マ ド 聞 苫 


者 の 僅 大 な る 担 先 で ある 彼 (アブラハム) 


の で ある 。 2 意 128 節 参 照 。 


注 10 


この 節 は 、 


と を の 息子 の イシ ュ マ エル が 、 


カー ズバ 神殿 を 再 残し た 


当 章 (第 22 章 ) の 中 心 と な る 主 症 一 巡礼 に つい て の 導入 部 を 成 し て いる 。 聖なる モス ク 
(カー バ 神 殿 ) の まわ り を 吉 る こと が 巡礼 の 儀式 で の 一 番 の 要 で ある 。 


その た め 、 カ ー バ 神 殴 の 神 台 き 、 韻 左 


性 を 科 潔 に 述べ ぐる こと は 、 メ ッ カ 巡礼 (ハジ ) の 主題 へ の ふる わし い 導 入部 と な り 符 る 。 
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る 者 、 平 伏 す 者 の た め に 、 わ が 型 典 を 常に @ の 誠二 
塗 め よ 。( 注 11) 


28. 帝 し て 、 人 々 に 向っ て 選 礼 を 宣言 せよ 。( 注 AES9Eyd3 じ SNS ら 3 
12) 彼 等 は 流 の と こ ろ へ 歩い て 来る も あ 。 ・ ン バン レ 2 前 ン テッ 
り 、 ま た だ それぞれ 送 路 更 せ た 暑 能 に 乗っ て の ゆみ と る 5 らら OO し 5 
来る も あり 、 - - 


29. こ は 役 等 の な め に を の 功徳 を 体得 きせ 、 定 。 き 。A1 と 2 もう 46 8E262K 
め ら れ だ 日 数 の 間 、 授 サ 坦 9 た る 四 足 浅 の 2 まっ 3。 
上 に アッ ラー の 御名 を 唱え きせ ん が た め な CI PP と のび 人 


5 。 然 る 後 、 液 等 は を れ を 食い 、 且 つ 困 突 コン レッ > 
者 並 びに 貸 者 を 養 え 。 NN 
ポン ンジ ルキ ポイ 】 タイ イン ラク 誰 全 
20. 次々 後 、 彼 等 に を の 欠く さか ら ぎ る 交 化 の 陣 328503 2 半 る 2 お 
行為 を 終ら し め 、 そ の 奪い を 全う ちせ 、 面 コー 前 月 
し て この 帳 古い 障 典 を 錠 周 せしめ ゅ ょ 」 OKXCCURRCIT 
昌 れ 。 シラン ン シン 
31. こ は 神 の 搾 な 9 め 。 ア ッ ラ ー の 神 班 な る 儀礼 NCP と の の うう 


を 章 宣 する 者 は 、 主 の 見 る と ころ で は 高 し シッ レ ーッ 。 。 
と せら れん 。 ク ルアー ン の 中 て 、 前 た も の 補 に の の 290ATa1 53 


2 


に すでに 等 ば げ られ だ も の を 除い て 、 家電 の る レ 3 1 1 を 5 
肉 を 食す る は 人 法 な り 。 さ れ ば 偶像 神 の 幾 SBoG59loe と Sb 


れ を 避け 、 貴 倫 の 語 葉 を 遊 け よ 。 @ っ 538 
32. お 前 た ちの 崇拝 と 服従 を アッ ラー に 捧げ ま d。 当 和 く フン クラ タン ルイ る トッ ブタ 
つり 、 彼 に 和 何 な る も の も 配 す る な か れ 。 の 2 も いち や っ と の 


ー ュ 純 』A ンタ タ レッ ン シン ン る イイ (る イン イ る 
アッ ラー と 僧 に = 人 入 を 合せ 入る 者 は 、。 愉 も 。 列 人 MCM ン IWAUPO と あこ 3 2 る AA し 
高き よ り 秒 下 せる 者 の 如 し 。 』 輝 を 拡 め 去 
る か 、 ま た 風 輝 を さら っ て 提 か 彼方 へ 吹き ンプ 

い の 〇 ゅ ゆ ウ ツウ は で の の 9 の っ 
飛ば す 。 ( 注 13) 

注 11 「 わ が 型 唆 を 常に 浄 め よ ] と いう の は 、 命 令 と 預言 の 両方 を 切 備え て いる 。 命令 た し て は 、 カ ー バ 

神殿 は 唯一 の 真 の 神 を 崇拝 す る べく 建立 され た の で 、 偶 像 栄 拝 に より 河 し て は な ら な い 、 と いう も の 。 据 言 と 

し て は 、 こ の 命 が 無 祝 る れ て 型 な る 神 典 が 偶像 栄 拝 の 館 と 化す る こと が あろ う が 、 そ れ ら は 結局 の と ころ 、 す 3 

で て 一 掃き れる で あろ う 、 と いう も の で ある 。 

注 12 錠 礼 の 習慣 が 設け られ だ の は アプ ラ ハ ム 損 言 者 の 時 で あり 、「 人 々 に 錠 礼 する よう 告げ よ 」 と いう 言 業 

で 示 ぉ れ た 。 巡 礼 は 、 決し て 偶像 上 拝 的 な も の で は な い 。 キリ スト 教 の 若者 の 中 に は 、 偶 像 頻 振 を 習慣 と し て 

いた アラ ブ 人 を 慎 朱 す る た め に モハ ッ マ ド 稀 言 者 が イス ラム に 組み 入れ だ も の だ と いう よう に 考え て いる 者 が 

それは 明らか に 放っ て いる 。 ア プラ ハム 預言 著 の 時 代 か ら 、 錠 礼 は 休み な く 今 日 まで 続け られ て いる 。 

遠隔 の 地 か 6 も おびただしい 数 の ムスリム が 毎年 メッ カ 巡 礼 の た め に 集まっ て き て いる と いう 事実 は この 預言 が 

成就 きれ て いる と いう 反 ば く 不 可能 な 証 と な っ て いる 。 

注 13 人 は 、 地 も 高 黄 な 神 の 制 造物 で ある 。 宇 宙 、 全 世界 に 存在 する すべ て の も の 一 大 陽 ・ 月 ・ 呈 ・ 地 球 ・ 

大 洋 ・ 山 々 な ど は 皆 、 人 間 に 役 立つ ょ う 、 人 人 間 の た め に 存在 し て いる 。 人 間 は 、 神 の 履 性 を 自ら に 反映 で きる 
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多 二 アル ハッ ジ 
33. 事実 は か く の 如 し アッ ラー の 可 な る 本 2 3 
1 ー ンー 守っ oe ろり の 2 うう 
但 重 する と いう こ 要する に 、 心 の 有 

貸し きか CiWa も の な りり ( 注 14) @ ゅ 2 


34、 お 前 た ち は 定 め ら 6 れ た 期限 まで 、 こ れ 6 の の し っ 3 の 人 多 Es 多 
3 で る Aal 用 Ks 
家 吉 か ら 開 多 の 利益 を 受け 、 然 る 後 、 令 等 タダ 


家畜 は 由緒 古い 聖典 に 犠牲 た し て 供え ら @S2zleS3A 
る 。 ( 注 15) 


第 項 


35。 われ ら ほ 、 人 々 に 授 サ た る 邊 拓 際 の 上 に 、 sl 22 は EE< 役人 め る 
アッ ラー の 御名 を 唱 ん を きせ ん が た め 、 す で 
て の 人 々 に 、 牲 の 儀礼 を 定め た り 。( 注 Gego228 ち じ 
16) な 前 た ちの 押 は 痢 一 な る 神 な り 。( 注 2 
17) きれ ば 、 汐 千 み な 彼 に 帰依 し 奉 れ 。 光 @c ら あし お う 0 人 ( 
は 謙 庶 な 徒 に 問 笠 を 伝え よ 。 


は ほど に 道徳 的 、 精 神 的 に 向上 する こと が で きる 。 も し 、 人 間 が 、 生 命 な きも の を 水 拝 の 対象 と し て し まう は ほ 
を きせ る な ら 、 膨 し た 生 の 語る か ら 、 所 に 和 有野 の か へ まつ フォ か ま に 沙 ち て 
し まう よう な も の で ある 。 
注 14 イス ラム 教 で 、 心 の 正しき や 清らか る を 人 々 に 教え こむ た ゆめ に 定め られ て いる きま りや 恒例 の 儀式 が 
も つ 目 的 に つい て 、 こ の 節 で 述べ られ て いる 。 イ スラ ム の 儀式 や 礼拝 の きま り は それ 自生 が “目的” な の で は 
な く 、 正 し 清らか な 心 を 鍛練 する た ゆめ の “ 種 段 " に すぎ な い 。 
注 15 "メッカ に 捧げ 物 を し て 持ち 込ま れる 動物 は 、 献 上 きれ る まで に 、 荷 を 夢 搬 し た り 、 さ て 《 乳 し た りす る 
の に 用 いて も よい 。 その 他 に も いろ ん な 形 で 人 間 の た め に 役立て る こと が で きれ ば 、 挫 げ る 前 に 利用 する こし 
が 許 き れ て いる 。 
注 16 この 節 か ら 、 捧 げ も の に 関し て の 幸 題 に 移る 。 それ は 、 ハ ジ ( 有 礼 ) と ジハード ( 王 則 ) と 普 び 、 こ 
の 章 の 3 つの 重要 な テー マ を 成 し て いる 。 この節 で は さら に 、 献 上 が 定め られ て いる の は イス ラム に 眼 っ た こ 
と で は な い 、 と 述べ られ て いる 。 す べ て の 宗教 は 、 さ か の ぼれ ば 皆 同 じ 神 に 端 を 発し て いる の で 、 こ の よう な 
共通 部 分 を 有 し て いる の で ある 。 ま た 、 こ の 節 で 示 き れれ て いる よう に 、 も と も と 、 捧 げ 者 と し て 信者 に 中 し つ 
けら れ た の は 、" 動 物 " ( 四 足 獣 ) な の で あり 、 人 問 を や いけ に え に す る な ど と いう 残酷 な 行為 は 決し て 定め られ 
て い は いな い 。 そう いう 残 唐 行為 は 、 後に な っ て 改変 きれ て イス ラム 以外 の 宗教 で 勝手 に 行わ れ た も の で ある 。 
[ 冬 牲 」 の 語源 と な っ て いる アラ ビア 語 の ナ サ カ に は 、 い くつ か の 貢 味 が ある こと か ら 、 真 の 上 は 次 の 3 つ 
を 本 質 的 特質 と し て 有 し て いる よい える 。 、。 
(1) 自発 的 に 行わ れる も の で ある こよ 。(2 純 粋 な 動 欄 か らき る げ ら れる も の で ある こと 。⑬ 物 質 的 角 凍 か ら 、 
きき げ ば られ る も の で は な いこ と 。 
注 17 この節 は 、2 重 に 重 要 な 意味 を 持つ 。 1) 宗教 に に よっ て その 場所 や 時 は 大 きく 異な る も の の 、 す べ て の 
全 の PSN と いう 儀式 が 存在 し て いる と いう こと は 、 も と も と すべ て の 宗教 が 、 同 じ 神 か 
端 を 発し て お り 、 ど 家 に お いて も 、 実 は 神 は 唯一 な の で ある と いう こと を 示し て いる 。(⑫ 油 上 の も つ 目 
了 人 が 自分 の 大 志 、 願 望 、 す べ て の 考え や 理想 、 を し て 命 も 誇り も 、 神 の だ ゆめ に ぉ る き げ る こと に より 、 神 
の 玲 一 竹 を 公然 と 示す 、 と いう こと で ある 。 イ スラ ム に お いて 柚 上 の 枕 念 は 、 他 の 宗教 に 見 られ る よう に 、 舞っ 
て いる 神 を な だ め る と か 、 自 分 の 罪 の 償い と し て 行う と いう も の で は な く 、 自 分 の 有する すべ て を 神 に ゆだね 
る と いう 概念 な の で ある 。 
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第 一 二 章 


アル ハッ ジ 


36. 後 等 の 心 は アッ ラー ー の 名 を 耳 に する や 、 


37. 


38. 


思 頂 に 満 つ 。 語 し て 、 彼 等 は 価 が 起こ ろう 
と 耐え 妨 び 、 礼 拝 を 導 守 し 、 わ れ ら が 授け 
し も の を 惜しみ な 〈 く 費やす 。 


われ ら は 特に 、 ア ッ ラ ー の 聖なる 神 兆 と し 
て 、 お 前 た ち に 板 牲 の 路上 を 定め た 5。 役 
等 は お 前 た ち に 多大 の 利益 に な る も の な 
り 。 さ る れ ば 、 並び 立て る 時 に 、 彼 等 の 上 に 
アッラー の 御名 を 唱え よ 。 前 し て 、 彼 等 が 
横 に 鉛 れ た な ら ば 、 こ れ を 食い 、 ま た 筑 了 
者 な が ら 満 足し て る 者 や 、 哀 願 す る 者 に も 
食わ し め よ 。 ( 注 18) か く の 如 く 、 わ ゎ われ ら 
が 役 千 を お 前 た ちの 用 に 供 せ し は 、 前 だ 
の 気持 を 抱か せしめ ゅ ん が た め な 


それ ら の 内 は アッ テー に 達せ ず 、 そ の 血 も 
り 。 き されど 、 お 前 た テッ 
E せ ん 。 ( 注 19) か く の 如 く 、 を 

前 た も の 用 に 価 を し は 、* 肖 だ も に 、 
を の 稚 攻 に 対し て 、 ア ッ ラ ー を 讃 美 せ し ゅ 
ん が た め な り 。 さ る れ ば 、 状 行 を 積む せ 人 々 に 
期 報 を 伝え よ 。 
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微 し た の に すぎ な い 。 


分 の 創造 で あ り で か. 2 0 の た ら に 上 分 の 命 を 5 ド 
献上 の 究極 的 な 目的 は 、 そ こ に あり 、 
で ある 。 多 礼 者 は 、 動 物 が 誠 殺 され る 時 、 献 身 の 大 切 $ ぉ を 思い 、 


ほげ うつ つも り で ある も いう 5 を 、 象 
この 節 に 示 き れ て いる 他 の 目的 は 、 付 随 的 な ぁゃ の 
心 に 刻む な の で ある 。 ま だ た この節 で は 、 居 殺さ 


れ た 動物 の 肉 は 無 礁 に し て は な 65 ず 、 正 し 配分 され ね ば な ら な いと 述べ られ て いる 。 


年 19 
うわ べ で は な く 、 
神 に は 超 届か な い 。 
すべ て 、 


夜 り 、 


それ を 献上 する よ : 2 
そし て 命 を の も の 。 実 際 、 


この 委 で は 、 献 上 の 本 質 、 真 の 日 的 に 光 を 浴び せ か け て いる 。 神 が 喜ば れる の は 、 献上 と いう 行為 の 
その 献上 を 行う 人 の 動機 や 献上 を する 時 の 心 の 中 味 な の で ある 。 必殺 る れる 動物 の 肉 や や 血 は 、 
し か し 、 献 上 者 の 心 の 内 は 神 に 受け と られ る の で ある 。 我々 に と っ て 身近 で 大 切な も の 
に 要 水 きれ 、 神 は その すべ て を お 受け と り に な る 。 物質 的 所 有 物 、 
神 が 要求 し て いる の は 、 動 物 の 了 血 や 内 で なく 、 
る 。 し か し 、 重 要 な の は 心 で あり 、 外 部 か ら 見 る こと の で きる 献上 と いう 行 郊 で は な い の だ か ら 
上 が 重要 で な いと いう 誤解 を し て は な ら な い 。 
る 肖 の よう な も の で あり 、 


理想 、 
それ を 献じ る 人 の 心 な の で あ 
ら と いっ て 、 献 


献上 の 行為 は 、 精 神 と いう 本 綿 で ある 中 味 を と りか こん で い 
貢 上 する 人 の 心 と いう 本 質 ほ 共に 


で ある 献上 の 行為 も 大 切な も の な の で ある 。 肉 


体 な くし て 精神 は 宿る こと が で き な い の と 同様 、 深 な くし て 中 味 が 存在 する こと は で き な い か ら で あ る 。 
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39. げに アッ ラー は 信じ る 人 々 を 守護 し 給 う 。 る 43 ント 和 を な あめ 人 バ 


に OTD の 1oE 03 2618 

( 注 20) げに アッ ラー は 息 知 6 ず の 衰 切 り で ツン ンー ン 

者 を 愛 で 給 わ ず 。 @ っ 8 ら ゼ 
第 六 項 , クー る 


いく き mp る ャ ンー の 5。 2 る イレ タレ ュ 

40. 職 を 仕掛 けた 者 へ の 江 い は 許可 す 。 (年 移 人 6812820 し OGAU 
21) な ん と な れ ば 、 彼 等 の 方 が 測 違 っ て い ・ 衣 
る 一 げに アッ ラー は 役 等 を 助け る カ あ り 一 (⑯ ひな あと の 


41. 「 我 等 の 主 は アッ ラー な り 」 と 云い し が 故 ラッ ンー ョ ンタ ス じ 41 と と 
3 : の SA 
に 不当 に も 家 導 を 遂 も われ た 人 々 を も し 181 ジウ クキ と | の 


ッ ラ ー カ jm タレ ラン ン (Z は の ンプ アン ン ョ 計 レタ ンー クタ る 
アッ ラー が 或 る 人 々 を 用 いて 他 の 者 ど 5 を eo 身 当 お う あ る いや 
葉 館 せ ざれ ば 、 修 逆 院 、 キ リス ト 教 会 、 猫 太 ンタ レタ 。 ルー ある 

リー る レン に っ いさ 
教会 、 並 に イス ラー ム の 礼拝 堂 な ど 、 不 町 3 つっ ・ の うう で の らら oO つみ 
に を そこ で アッ ラー の 御名 が 唱 念 きれ て いる 
KAKI レン 
と ころ は 、 必 ず や 系 く 破 議 きれ だり 。 ア ッ の ンジ 人 1 あら 

ー は 必ず 、 御 自分 に 手伝う 者 を 助 け 給 う 。 る の る 5/ の タラ る ラン 表 
( 注 22) げに アッ ラー は 強大 に し て 、 俊 大 52325ETGE が の fo? 2 
に まし ます 一 - 

注 20 この 節 か ら ジ ハー ド 江 ) に つい て 導入 きれ る 。 献上 に つい て 語ら れ た の は この 非常 
に 入る だ め の 訂 奏 と し て まこ と に ふき わし いこ と で ある 。 ま ず 、 前 節 ま で で 、 ム スリ ム は 、 
を 許 李 きれ る 前 に 献身 の 大 切る を 教え られ た 。 
6 れ て いる 。 ジ ハー ド と いう の は この 節 で 
ム は 自ら 攻撃 を し か け て は な ら な い 。 し か し 、 帳 分 の 末 盛 、 仰 を 守る た めで あれ ば 、 敵 徳 と きれ る 。 
人 人 は 最も 高 芝 な 神 の 創造 物 で ある 。 人 人 は 神 の 合造 の 頂点 に 位置 し 、 神 は すべ て を 入 の た め に 創 ら れ た 。 人 は 、 
地球 に な いて 神 の 代理 人 ほし て の 役 わ り を 年 き れ 、 す べ て の 押 の 創造 物 に た っ て の 王 ほ きれ た (2 :31)。 こ 
れ が 、 人 は 宇宙 の 中 で 高き 所 に 存在 する と いう イス ラム の 概念 な の で ある 。 


る 


に 重要 な 主 串 
を する こと 
そし て 今 こ の 節 で は イス ラム の ジハード と いう 枢 念 に 光 が あ て 
を 守る た め の 戦 い の こ と で ある 。 イ スラ 


注 21 学者 た ちの 意見 が - 一 致し て いる と ころ で は 、 こ の 節 が 紗 示 きれ て 初め て 、 ム スリ ム は 自衛 の た め に 武 
器 や と る こと が 許 き れる よう に な っ た の だ と いう こと で ある 。 次 節 に 6 続い て いく が 、 武 器 も 持た ず に メッ カ 
で の 迫害 に 耐え 、 自 ら を 守る べく 戦っ て いた 一 握り の ムスリム に 武 叶 を と る こと が 許 き れ た 理由 も $ あ わせ て 述 
で られ て いる 。 まず 最初 の 理由 ・ 前 提 た し て ムスリム が 不当 に 取り 扱わ れ て いた と いう こと が あげ られ て いる 。 


注 22 ムスリム が 武器 を 手 に し て も よい と いう 理由 を 述べ られ だ あと 、 当 節 で イス ラム の 戦い の 日 的 が 述べ さ 

られ て いる 。 それ は 決し て 他人 の 家 や 所 有 物 を 杖 う こと で は な い 。 また 彼ら の の 朋 由 を 奪い 、 他 国 の 支 
門 下 に 服従 る せる と いう も の で も な い 。 ま た 本 洋 の 大 国 が し て いる よう に 、 そ の 国 を 新た な 市 場 と し て 利用 し 
た り 根 民 地 花 す る こと で も な い 。 それは 、 自 術 の なめ に 、 イ スラ ム を 撲滅 か ら 救 うた め に 、 そ し て 良心 の 自由 
と 思想 の 自由 を 確立 する た め に 戦わ れる も る の な の で ある 。 ま た 、 他 の 宗教 に 属す る 祈り の 場 、 教 会 や 寺 な ど は 
守ら れ な けれ ば な ら な い 。 た と え 了 戦っ て いる 疫 で あっ て も その 人 た だ ちの 宗教 の 自由 を 妨げ て は な ら な いこ と に 
な っ て いる 。 相 手 の 祈 り の 場 を 尊重 し 、 決 し て 破 且 し た り 攻 山 し た り し な いと いう こと は 他 の 宗教 に 見 る 戦い 
と は 異な り 、 特 に ジハード に お いて み ら れ る イス ラム の 特長 で ある 。 他国 の 礼拝 堂 で あっ て も 、 イ スラ ッ ム 教徒 
は それ を 守る の で ある (2 ・194 、2 :257 、8 :40、8 :73)。 イ スラ ム の 戦い の 最も 重要 な 日 的 は 、 信 仰 と 
礼拝 の 自由 を 確立 する こと で あり 、 国 や 誇り や 自由 不当 な 攻 繋 か ら 守 る こと に ある 。 これ に 俊 る 戦い の 理由 
な ど 存 在 す る で あろ うか 。 
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42. これ ら の 人 々 は 、 も し われ ら が 彼 等 に この っ ンタ ン 
AL 佑 と 2 1 の 
国 に 安住 せ し む る と 、 礼拝 を 衣 守 し 、 拉 Pi ン の 
を 惜しま ず 、 正 し く あ る こと を 命じ に 、 草 し こと 82 の 80 し 2 全 御 う 
(ある こと を 禁 ぜ ん 。 ( 注 23) 何事 に よら リカ メン と ァ 
ず 、 最 後 の 断 は アッ ラー 次 第 な り 。 っ 0 人 E あ る ! 
2 ささ 人 ミー AETTii タッ タッ クイ る ッ ク る クッ ンス 
3. 彼 等 は 流 を 嘘つき と 非難 する が 、 彼 等 以前 あめ ろ 32453 Cd EGRAUGEIM 
に も 、 ノ ア の 民 も 、 ア ー ド 並び に サム ー ド コン レン 
族 も 、 を の 預言 者 た ち を 嘘つき と 乾 難 せ り 。 @ っ うっ と う 
、 か イタ タラ イン ンク jet 92 る 
44. ア ブラ ハム の 民 や 、 ロ ト の 氏 も また 秋 り 。 の ちり ろう 25 の 2 
か の タン て 多 アッ ッッ ン 
45。 マ ドキ ヤン の 住民 も 凌 り 。 モー ぞ の 民 も また の GUSe め らら が Cp13 
扶 り 。 さ れ ど 、 わ れ は 不信 心 者 も に 多 子 重く つ の 04 も 
を 与え 、 然 る 後 、 彼 等 を 襲い た な り 。 わ れ を ⑯Co OB eS5 の の の > 2 
否定 すれ ば 、 そ の 結果 や 事 ろ し を か し ! 
_ 和 ーー レン ンス エン ブン 1 て クッ イコ ン ッ る 。 = ュ ラッ ョ イク ク る 
46. われ 6 は 如何 に 多く の 邑 を 、 悪 事 を な せる  ( ぅ 5 人 SI 2 の 55 
問 に 滅 ぼ せ る こと か 。 そ は 屋根 の 上 に 落ち 内 の 
期 れ た り 。 ま た 、 見 捨て られ し 井戸 、 廃 つう 525 あう de し 
と 化 せ る 高楼 の 数 々 ! の 
⑥ り ムタ 
47. 物 が わか る 心 と 聴く 耳 を 持つ べく 、 役 等 は ラッ タ イン ルン ンス へ | ッッ クン の 
9 ら * o591 31 oe 
語 国 を 道 難 せ ぎ り し か ? 和 な る は その に "ンー 2 プー 2 
非 ず 、 を の 胸 に ある 心 な り 。 ( 注 24 3 09iteel 
る タタ プッ ララ る 
み - ( 付 1 に 305 2LS9125 
2 る 
《@ っ swual 
9. それ に 、 彼 等 は 流 に 答 半 を 多 が す 。 テ アッー キン ルー も っ 0 ンー 41 の の 
ラー は その 約束 を 決し て 破り は せ ぬ 。 だ だ 、 ME で の oo も PS 
時 に は 、 主 の 一 日 は お 前 た ちの 勘定 で 千年 EAC と gk 262 655 
に も 相当 す 。 ( 和 25) の OO ウジ 
注 23 。 この節 で 示 き れ て いる よう に 、 ム スリ ム は 武力 や 手 に し て も $、 そ れ を 利己 的 な 目的 に 用 いる べき で は 
な いと きれ て いる 。 邊 し い 人 人々 や 踏み に ビ ら れ て いる 人 々 の 状況 を 改善 し た り 、 所 領 の 平和 安全 を 確立 し た 
り 、 礼 拝 の 場 を 尊 箇 し 、 守 る た め に 用 いら れる べき で ある 。 


注 24 
精 軍 釣 に 死ん で いる 人 、 見 えな い 人 、 閉 こ 
注 25 

その 後 、 


モハ ッ マ ド 預 言 著 は 次 の よう に 芝 
誤っ た 考え が 広まる だ め に 、 


『 げ た と 
暗黒 時 代 に 入り 、 


この 系 か ら 、 ク ルアー ン の この 箇所 及び 他 の 箇所 で 述べ られ て いる 死人 、 
えな い 人 、 話 せな い 人 の こと を 指し て いる と いう こと は 明らか で ある 。 
記録 きれ て いる 。 今 
それ は 千年 に も 及ぶ で あろ 5 。 この 長い 喧 黒 時 代 は 一 


意 人 、 ろ うお 者 と いう の は 、 


後 の 3 世紀 は 、 イ スラ ム の 最 期 で あり 、 
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49、 わ れ は どれ は ほど 多く の 了 事 に 狂 放 する 呈 を 3320U (の 3 さあ 生 レ っ 
アシ クマ いと の 
第 子 し た こ ょ か 。 然 る 後 、 わ れれ を 急 に "て で の の の 3 
貸 い た れ ば 、 帰 する よこ ろ は わが 許 な り 。 ee 
第 七 項 
50. 云 を ん 、「 人 々 よ 、 我 は た だ お 前 た ちの 公然 た の 3 の 回 区 ン が ( 二 
る 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 の SI 
。 陳 2 ッッ リン セレ 
51. 信じ て 半 行 を 徹 む 人 々 に は 、 和 妨 と 光栄 あ OO KN 
る 給 養 あ 5 。 9。 を る? 
⑨2 ば づり 
、 し る し 」 克 全 の も を 0 還 生 は ZTN に テア アラ ジテ て 人 8 
52. な れ ど 、 わ れ ら の 神 兆 に 逆らっ て 、 ゎ われ ら eelGulyl ogaeC81 935 
の 目的 を 挫折 せん と 謎 る 者 ども は 一 薬 火 の ー っ 
住人 た らん 。 GO アベ ンコ 1 
53. 液 以前 に われ ら が 倍 わ し た 使徒 や 頂 言 者 Si 93 0 の 6 3 も っ 
が 、 何 か を 得 ま う 欲す る と 、 押 二 は 役 レデ フフ の 25o2 ブフ 
欲し が る も の で 妨害 せり 。 き れ ど アッ ラー La を 9 0 
は 、 電 詳 が 妨 寄 せ る 5 の を 取り 除 (。 その 半生 M 
を し タタ 1 2 で ラウ 説 
上 、 ア ッ ラ ー は 己 が 神 光 を 府 財 に す 。 ア ッ ー 客 Ac ある 
ラー は すべ て を 知り 、 覧 白 に まし ます 。 ァ ン 
の 
54. これ アッ ラー が 悪 廃 に 妨害 きせ て 、 を の 心 を 63 60 只 剖 閲 し な 83 
に 病 あ る 者 、 ( 注 26) 並び に その 心 が 意 因 リレー っ タタ タレ スッ 
な 者 を 試 き ん が た ゆめ な り 。 げ に 不義 な る ee コッ PH 
か に 半 ュ ン る 。 ラン 
従 諸 は 反抗 し て 苑 か 遠 に 際 た り 存 す 。 ) 49 
55. す で に 知識 を 賜り た る 者 は 、 こ は 主 より の 555z38)6502 人 (ARE 
真理 な る こと を 知り 、 以 て 逐 を 信じ 、 を の  ” クタ ン ン ー 
る レフ ルク ググ ルン e を ん し あえ 2 
心 を 詩 庶 なら しゅん 。 げ に アッ ラー は 、 信 OLO1 う タ g 更 Ca もり 人 
ずる 人 々 を 正しい 道 に 導き 給 う 。 ン 。 う 
AE 3 も od RA 2 
日 に た と えら れ て いる (32: 6)。 こ の 時 代 に 、 昔 い 目 の 和信 々 が 環 隆 し 、 世 界 中 に 広がる で あろ うぅ 0 : 103 一 


104)。 物 換 的 筐 栄 と 政 注力 に う ね まれ 、 横 べ へ い に な っ て いる これ ら の 青い 目 の 人 々 の こと が 、 
者 へ の 挑戦 、 ヘ ムスリム の 人 々 へ の 試練 と し て 描か われ て いる が 、 


栄 が 到来 する で あろ う 。 


注 26 


この 節 で まだ 


モハ ッ マ ド 預 言 
約束 の 時 が くれ ば 、 彼 ら は 倒さ きれ イス ラム の 筐 


我々 が 前 節 で 施し た 解釈 が 支持 きれ て いる 。 無知 な 注釈 者 が この 節 に 加え た 根拠 の な 


い 話 は 取る に 足ら な い 。 この 人 節 が 意味 し て いる の は 、 不 信者 た ち が モ ハッ マ ド 凶 言 者 の 使命 が 普及 し 果たさ れ 
て いこ うと する に 対し 、 あ り と あら ゆる 陳 害 を 設け て 妨げ よう と し て いる 、 と いう こと で ある 。 彼ら は 、「 そ の 


心 に 病 ある 者 ] が 誤っ た 方 向 へ 導 か れ て 行く よう に 、 
の よう な 悪 ど くみ を な す の で ある 。 し か し 神 は その よう な 障害 を すべ て 攻 り 除い て 下さ り 、 


ある い は 、 イ スラ ム の 発展 が 遅 ら き れる よう に 望ん で こ 


真実 は 一 時 仮 を め 


に 妨げ られ 勢い や を が れる か の ご と く 見 えて も 、 か な ら ず や 発展 の 途 を る た どる の だ と 主張 きれ て いる 。 
ー518 一 


ュ ム 


第 二 十 二 章 テル ハッ ジ 
56. 然るに 、 信 ぜ ぎ る 従 其 は 、 _ 判 の 日 が 突如 2 2 DC 
23923e8! 9 ID お 
ょ し て 彼 等 を 襲う か 、 減 の 日 の 名 が そ の 。 プッ 5 
身 に 降り か か る まで は 、 を それ に つい て 疑う 導 G0226 し う AUS 
こと を 止め ざる べし 。 リー 
57. を の 日 、 ( 注 27) 大 権 は アッラー の 党 中 に リア 】 2 を と な 2 タタ タン 
1 ケ 
あり 。 邊 は 邊 等 の 間 を 靖 き 給 わん 。 され ば 、 MA の 和 
全 MMMMN 吾 福 の 園 に 入る ベ HE ーッ ン 9 ら 間 も 1 と う 
内 _ MM レン ? 
58。 然 れ と も 、 不 信心 者 に し て 、 ゎ れ ら の 灯光 6 diktutg 93b る 5 
こい 
を 拒否 する 者 は 、 恥 ず べき 玉 を 受け ん 。 の 8 5. イン 
第 人 項 。。 @ あ みあ 
59. また 、 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 家 郷 を 捨て 、 約 MK 内 HAY の っ 
その 後 敵 に 殺 る きれ た り 、 又 は 死ん だ 者 は 、 うつ プン - 2 の 
(年 28) アッ ラー 必ず 之 に 立派 な 給 源 を 央 3242 ン も の 
ちら ん 4. びに アッ ラー は 最上 の 給 半 者 な り 。 2 ウラ 0eeS 
フュ 
2 
60. アッラー は 必ず 彼 等 が 喜ぶ 上 ころ に 彼 等 を 所 る 30328 人 人 656 
9146 全品 
入ら し めん 。 げ に アッ ラー は すべ て を 知り 、 多 4 4 
寛容 に まし ます 。 を 
61. を は 必ず か く の 如 《 あ る べし 。 誰 で あれ 自 レタ 衝 し ラ レー ほ ニン ラン レ ラン ン シン 
分 が 科せ むり た る も の と 同 楼 の 欄 復 を し た の ゆ そ も CU CE 2 の 多 0 
に 、 規 則 違 犯さ れ た 場合 に は 、 ア ッ ラ ー は の 2 の タン ルル て は タレ タッ ンー スレ 
必ず その 者 を 助 サ 給 わ ん 。 ( 注 29) げに っ と 0) dbIOL 201 5 Cc) SM 
アッ ラー は 敷 免 者 に し て 、 宮 大 な り 。 
注 27 「 そ の 日 ] が 意味 する の は 、 イ スラ ム の 最後 の 勝利 の こと で ある 。 それは また 同時 に 不信 者 の クラ イ 
シュ 族 の 勢力 が つい に 完全 に 図 き れる メッ カ 随 落 を も 言及 し て いる 。 メッカ 陥落 の 時 、 タ ライ シュ は ムスリム 


の 軍隊 が まさ に すぐ で 近く へ 攻め 入っ て くる まで 、 全 くそ れ に 気づい て いな か っ た の だ 。 


千 28 


自分 の 心 、 


家 、 を し て 大 切 に し て いる すべ て の も の を 神 に きき さげ ば 、 神 の た め に 一 
いっ だ 者 は 、 神 の た め に 実際 に 了 戦 っ て 命 を 品 と し た 者 た ちと 同様 に 分 類 き れる に 価 す 


生 を 費やし 、 死ん で 
る 。 なぜなら ば 、 彼 6 の 


神 へ の 喜 身 は 、 実 際 の 狗 教 者 の 献身 と 同様 に 億 大 な もの で ある か ら で あ る 。 


ここ で の 「 死 ん だ 者 ] は 、 神 へ の 献身 に 一 
注 29 


れ 、 投 害 を うけ て き て い 
害 を 及ぼ し て は な ら な いと され て いる 。 後者 の 区 | 
その 時 で も 受け た 以上 の 害 を 与え て は な ら ず 、 き ら に 下 容 に も 、 神 が 次 門 と 許し と いう 美徳 を 備え て 
ムスリム が 敵 の 和信 々 を 許し 、 謝 罪 し て あげ る こと が より 良い こと で ある と 告げ られ て い 


ろう が 、 
いら っ し ゃ る よう に 、 
る 。 


生 を 捧げ て いっ た 価値 ある 人 た ち を 指す 。 
この 節 は 2 重 に 重要 福 を 有する 。… つ は 、 ム スリ ム が 救 わ れる と いう 
究極 的 に は 勝利 を お る め 繁 栄 する と いう 人 拓 言 が 含 著 き れ て いる 。 前 者 の 意味 
こと が 明白 で あり 、 枝 害 に 対し 報復 が 許さ きれ て いる が 、 
味 に お いて 、 


和束 、 も う 一 つ は 、 ム スリ ム が 
> いて 、 実 際 ム スリ ム が 圧迫 き 
自分 の 受け だ 以上 に 相手 に 
瑞 を 自分 の 支配 下 に お きめ る で あ 


ムスリム は 、 
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62. を は アッ ラー が 、 夜 を 基 の 中 に 入ら し め 、 チリ ラタン ピュ クス 入 あッ クル 」 と 

』 た 恒 を 夜中 に 入ら し ゅ る が 政 な 9。 の 290I お 計 2016 し お 
グン” 


( 注 30) な ん と な れ ば 、 ア ッ ラ ー は すべ て 
を 聴き 、 す べ て を み を な わし 給 う が 故 な り 。 


3 宙 内 由 の レン 
69. を は アッ ラー が 真理 に し て 、 彼 等 が アッ ー の ob る 2 3 508 し 33 
ラー 以外 に 祈る も の は 偽り の 神 な る が 導 、 の クア フレッ っ 
イク の タレ 」 る タイン 2 
アッ ラー は 事 尊 者 、 到 大 者 に まし ます 胡 な の 8 し (950bCJ 人 あ ポ 
5 。 
64. 流 、 ア ッ ラ ー が 天 か ら 水 を 降 せ ば 大 地 が 銭 ん 252 レイ る ロン 。 イ 7 61 2 て の て 
Co ウッ 引 に ji 25081 
ほな る を 、 ( 入 80 見 ぎる か ? げ に アッ ーー プー アク lo2 り や プイ 
間 ーッ ュ 内 で タン イ イン 1 る る る 2 9 2 ッッ 
ラー は 細か に 気 を 配り 、 す べ て を 承知 し 給 。 ③ う 0 を て 5) 451 OSA5 ス うつ 
2。 
65. 天 に ある も の 地 に ある も の 、 一 切 は アッ ーー 252 ちっ 伯 ョ レン nom し の 
M 085 Co きら IM 
ラー に 属す 。 げ に アッ ラー は 自立 自 存 し 、 2 。 リフ る 
っ ンタ ? ン 
庶 美 に 値する 御方 なり 。 CIS る 
第 九 項 
66. 法 、 ア ッ ラ ー が 地上 に ある すべ て の も の を 2 の 9jG 3 近作 っ 58 定 
お前 た ち に 従属 させ だ る を 見 ざる か 、 ま た レーン ーー ュー. 
ュ 癌 ok グ し 』 と 
ケッ ラー の 命 に 使っ て 海流 る 鈴 を 見 ざる ol も 2 し 攻め る 5 
か ? 齋 に 彼 は 、 天 を 引き 止め 、 己 が 許し な メッ ルー ンー しょ 』 ョ ン - 
_ - 。 、 。 ーー IOKEVS4 る レー 。 ッ ンタ ニー アノ 
し に 地上 に 秒 ち ぎら し め ゅ 給 う 。 げ に テッ ー ウ puyWV20IOI 人 も うっ WU og の 1 
ラー は 人 間 に 哀 れ み 深く 、 情 け 深 て まし ま る 。 っ 
⑨22 る 
す 。 とべ で) 
67. 両 し て 、 前 た ち に 生命 を 与 を 、 次 いで 下 和合 導 らき 衝 C) る 衝 才 る 
な せ 、 再び 午 ら し むる は 邊 な り 9。 (39 フレ ディ 
まこ と に 、 人 間 と いう も の は 思 知 ら ず の 最 8 と 4 6 に 318 
た る も の な り 。 - の タウ 
注 30 この 節 で は 、 前節 で ほ の ゆ か きれ て いる 事実 が 比 際 を 用 いて 示 き れ て いる 。 ム スリ ム が 寂 惨 な 状況 で 


圧政 下 に ある 長い 期間 は 「 夜 ] に な た と えら れ 、 を それ が 今や 終わ り を 告げ 、 ム スリ ム の 栄光 の 日 々 で ある 「 征 ] 
が 訪れ よう と し て いる こと が 示 る れ て いる 。 


注 31 
は 見 


水 の 恵 み を 与え る の を 。 そし て 新しい 生命 が 


この 節 は 不信 者 た ちの 注 聞 
を ない の か ? 神 が 天 か ら 還 を 降ら せ 、 


ト を 彼ら の 日 の 前 で 展開 きれ る 自然 現象 に 向け よう と し て いる ぁ る 。 お 前 た ち に 
と し だ 不毛 の 地 、 精 神 的 に 死ん だ 状 
え 、 新 紹 が あたり いっ ぱい に 広がる の を 。 を そし て 全 志 界 が 精 


ほ に ある アラ ブ の 土地 に 


神 向 に 目 営め 、 イ スラ ム が 深く 根 を お みろ し て いく の を 。 以上 の こと が この 節 で 述べ られ て いる 。 


注 32 


生 と 死 の 現象 は 同時 に 起こ る も の で ある 。 死す る た びに 新しい 生命 が 望ま れる 。 バド ル の 戦い や ウ ハ 
ド の 戦い の 戦場 で 殺 る れ た ムスリム は 、 ア ラブ 全土 に 精神 的 復 典 を る た らし た の で ある 。 
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68. われ ら は すべ て の 人 々 に その 守る べき 儀礼 イタ 29. レタ マン クル タク ジレ ルン ニュ ン タク 
RONL き ん ん 者 は イン ン 衝 Pe の 
を 定め た り 。 ( 注 33) きれ ば 、 彼 等 に イス ESE205 5 Fest 2210 め 9 
テー 間 M0N て 液 に 反 馬 せしめ る な る 
oe Je5U GE2 1 を 313 2 
。 唯 だ 邊 等 を 流 の 二 に 握り 。 げ に 拡 は Tee59! だ 2 の 19 
や いい 提 衝 の 上 に ぁ り 。 @ ら As る 
69. も し 彼 等 が 光 に 論争 を 起 し な ば 、 云 ぇ 、 ンタ セレ イン 0 ロン スタ ン 、 レレ 
[アッ ラー は 前 た ち が な せる こと を 最も OPRO 390 9) う 
よく 知り 給 う 。 
み 
70. 復活 の 日 に は 、 お 前 た ち が 意 見 を 異 に し た ECOAPeEAG1DT9 2 326 閣 
こと に つい て 、 ア ッ ラ ー は ぢ 前 た ち を 審判 ファ レン 
すべ し 」 と 。 @ ら osSSO 
71. アッラー が 天地 間 の 一 切 を 知り 給 う こと < 狗 0 AM CM 
Ci 8 884 ほ 交 
を 、 流 知ら ぎる か ? を は 、 す べ て 記帳 き れ と 
・ ッ ラ ー に @ ざ 和える まま イン ンク 11 る 
て 存 す 。 ま た 、 を は 、 ア ッ ラ ー に より 9 て 和 3 sas 
易 な り 。 ッ ッ 
72、 彼 等 は 、 ブ ッ ラ ー が 如何 な る 権 成 も 降 し た deg WC 
まわ ぎる 者 、 ま た これ に つい て 如何 な る 知 前 2 ッッ 2 
識 6 有 せ の 者 を 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 抄 交 す 。 @4gGuUL ら e セ も の っ 3 
折れ と も ま を 伯 ら く 従 佐 に は 、 助 け 手 
は な し 。 - 司 39 
あう と る し し - 2 タタ ッッ クラ ンー ニコ ョ レタ 4 軸 
73. われ ら の 明 朋 な 拓 光 が 彼 等 に 読 語る れる jsS5G ら おら 5 COW るり 23 う 
"ざる 者 ども の 顔 宙 に 拒 2 ンタ ン og 
か ぶ を 認め ん 。 彼 等 は 、 わ れ ら AUb 陳 Ne so 区 う Ch 
の 控 此 を 衣 え る 者 に 向っ て 、 攻 撃 を 加え ん レレ イン 
る 2 レア 
ほす 。 云え 、「 我 は p 前 た ち に 、 こ れ よ り ら う うう BA MEL2eG 的 
更に 意 し きこ こと を 告げ け よ うか ? を は 業火 な フン ピョン ン ン る スタ 
りう 85 て 
り ! テ ッ ラー は 信 \ ぎ る 者 ども に を れ を 約 クウ の JIS IVC 3 人 
束 せ り 。 そ は 恥ず べき 行き 先 な る か な !] 
ほ 。 
注 33 神 へ の 礼 捧 は 、 す べ て の 国家 や その 国民 の うち に いろ ん な 形 て 見 うけ られ る 。 こ の こと か ら 、 イ スラ 


ム が あら ゆる 宗教 の 中 で 最も 早く に 、 


ろう と 宣言 し た こと が 俺 大 な 事実 で ある と わか る 。 


邊 。 
に 各 計 を すん て れ を 了 8 め ゅ て いる も の は 何一つ と し て な い 。 
を 示す の が 当然 で あり 、 偶 像 崇 拝 者 た ち は 偶 f 
を する こと が 全く で き な い 。(3) 


偶像 近 拝 者 と 信 
に 神 の 門 示 、 


人 々 の うち に 神 の 使者 が 降り 、 


E を 支持 す る 個人 的 経験 や 考察 に 基づく よう な ま ヒ も 
が 反日 し あっ て いた 時 代 に 、 
人 間 の 理性 、 勝 利 を 定め た 礎 史上 の 評決 、 す べ て が 昼 像 乏 拝 は 正しく て な いと し て いる 。 


入 々 に いろ ん な 形 ま 


の 礼拝 を 教え る で あ 


こ で は 偶像 栄 拝 に 対し 3 つの 議論 が 提示 きれ て いる 。(1) 今 ま で に 著 き れ だ 神 の 本 の 中 で 偶像 深 
(2) 人 間 の 理性 や 良心 に 従え を ば 、 偶 像 党 拝 に は 畠 抗 


中 論 
言 者 は 大 勝利 を 得 た 。 以 上 の 
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第 十 項 。 _ 
ーー 誤る で 2 2 る 2 に と 2 どれ 
74. 人 人々 よ 、 一 つの 違 を 述べ る が 故に 、 之 を 聞 DA スマ Us つっ うさ IIG 夫 
け 。 お 前 た ち が ア ッ ラ ー の 代わ り に 拝 する プン ッッ , ラレー ン 
者 ども は 、 よ し や その 目的 の た め に 相 衝 9 ES Sho の 2Og す の 
協力 し ょ うと も 、 螺 一 匹 だ に 創造 し 得 ず 。 し ア 生 コン マン 
また 、 を の 押上 る 人 を 大 いま る 区 3 の 242 の 
、 彼 等 は 之 を 取り 戻す 能 わ ず 。 る 者 も 、 HP も と 上 
人 ee ああ 無力 な る か な 。( 注  @ ら 光り ro 
35) 
75. 彼 等 は アッ ラー の 槍 能 に つい て 正しい 概念 ンタ イル る も ラン そ ン ン も タン イン 
の 2 1G! ぁ ADV 
を 形 波 し 得 ず 。 (は 30) アッ ラー は 強 カ に ジイ デ ば 8Ml 09 0 の 
し て 、 僅 大 に まし ます 。 
っ 軸 うち ち (と ラタン クー レー ラコ ン タン プン 
76. アッ ラー は 、 諸 天使 並び に 人 間 の 中 より 使 (uoO230OD3 し 11 (0 
徒 を 選ぶ 。 げ に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 る 2 ンタ 。 ラ ント ィ 
すべ て を みそ な わし 給  。 で の 0 いら 1 
77. 彼 は 皆 の 前 た ある も の を 知り 、 ま た る の 後 hl322883C3eeol ok AS 
に ある も の を 知る 。 衣 し て 、 万 事 は アッ ラー 骨 陸 叶 
の 決定 に 帰 震 す 。 @ っ ゅ | 
っ < 2 円 52 内 フリ レ ッ 
78. 泊 等 信ずる 者 よ 、 礼拝 に 族 て は 頭 を な れ 、 IE 0 15 PIGANIVSIH 
町 頭 し て 主 を 崇め まつ り 、 栄 えん た め に 美 8 ッシュ ラン ュー 科 。 
行 を 積め 。 計っ 8 人 D の ば 
79. お 前 た ち 、 ア デッラ ー の 道 の な め に 、 本 分 を uzxs Ts スレ < 
て - eo 5 AAl boag 
尽 し て 戦え 。 彼 は お 前 た ち を 選び だ れ ど 、 の いら ペコ ) うう ひ ダ で 
宗教 に 関し て は 、 お 前 た ち に 如何 な る 晶 苦 Lo と を OczA1322o くじ う 
も 課せ ざり き 。 き れ ば 、 お 前 だ ちの 父祖 ア シュッ シ 月 を 
ラー マン 2 520 2 の コレ ンタ シッ ro 2 の ス 4 
プラ ハム の 信仰 に 従え 。 彼 は 以前 に 6$、 ま 。 の 22oo に AA て 2 Aa コル | 
た この 経典 の 中 で も 、 ( 注 87) お 前 た ち を 
注 35 この 節 は 不信 者 た ち に 彼ら が 完全 に 無力 で あり 、 決 し て 彼ら の 偽り の 神 に よっ て は 末 い は 得 ら れ な い 
と いう こと 、 そ し て 、 彼 ら が 偽り の 神 を 崇拝 し て いる こと は いか に 趣 か な こと で ある か を 明示 し て いる 。 
注 36 信 像 崇拝 者 が 、 木 や 石 で 作ら 5 れ た 神 を 偶像 と し て 拝む は ど 自 ら を 沙 と し て し まう と いう 事実 か ら 、 


真 の 神 の 江 性 に 関す る 彼ら の 概念 の 抽 因 さき が う か が われ る 。 
偶像 掌 拝 者 が 偶像 を 拝ん だ りす る の は 、 


彼ら が 、 


実 、 多 神 教徒 が あれ これ 複数 の 神 を 拝ん だ り 、 


長 の 神 の 御 力 に 限り が あり その 属性 が 人 間 の も の の よう に 不 


完全 だ と 老 え て いる 、 そ の 概念 の 質 困 き に 起因 し て いる の で ある 。 


注 37 


「 こ の 経典 の 中 で 」 と いう 表現 は 、 暗 に 、 


の めか し て いる (2 音 129 節 参照 )。 


クル アー ン こ の 中 で 引用 きれ て いる アブ ラ ハ ム の 折り を は 
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第 圭二 杏 アル ハッ ジ 


ムスリム 【 独 づけ た り 。 ( 生 39) これ 信 衝 と トッ と 
を し て お 前 た ちの 証人 だら し め 、 お 前 たち eo の 135 
を し て 人 類 の 証人 た らし ゅ ん が ため な り 。 SS とっ 8 語 和 を っ 
故に 、 礼 捧 を 韻 守 し 、 夫 捨 を 惜しま ず 、 し っ ・ 


2 と ュー レ 4 
か りほ アッ テー に お り 申せ 。 彼 こ を は お の 2SーJ2 ら 2 の 約 U Ao っ UN 
前 た ちの 用 者 な り 。 な ん と 素晴らし い 旋 22 を 
護 者 、 な ん と 素晴らし い 援助 者 に まし ます @xe3<S3d4 
か な 1 


注 38 「 彼 は 以前 に も 、 ま た この 経典 の 中 で も お 前 た ち を ムスリム と 名 づけ た り 」 と いう の は 、 イ ザヤ の 務 
昔 に ふれ た 表現 で ある (イザ ヤ 災 62: 2 、65: 15 参照) 。 
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1 信者 た ち ルー メメ ー ン 


2 と | ジー 


アル ・ モ ー メ ヌー ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈 砺 深く 、 叫 (アッ ラー の 御名 に お い oe っ ご 届 
て 。 アテ ンコ リタ ーー 
2、 情 者 た ち は 必 ず 幸 運 を 得る 。( 注 1) 3 る 委 人 8S8 
て 9 くだ イン ラッ タレ トッ ーー トン ーッ ターン 2 や 
3. 彼 等 は 、 礼 拝 の 時 は 謙 り 、( 注 2) ⑩ 〇 % ら うら る OUo づ ょ ら yaJl 
4. 下 ら ぬ こと は 一 切 避 け 、( 注 3) お OOAU 
5. 進ん で 喜 捨 を 行い 、( 注 4) 86: "が AN 
6. 貞 節 を 守る GO と る る > 0 る XY NII 
7. 但し 、 そ の 委 た ち 並 びに その 右手 み CGC の 間 
る も の は 除く 。 その 場合 は 罪 な し 。( 注 5) を クッ 
の oe 
8. な れれ と 、 こ れ ら 5 を 超え て 何 か を 求め る 者 は ofG6CUPMYOWPGGUH2 人 ECO 
9. 69 め 52 るる 99 
10. 礼拝 を 厳守 する 者 。 ( 注 6) 0 つら に っ 85 


注 1 この 節 で は 、 高 い 精神 力 を 備え た 信 省 に つい て 述べ られ て お り 、 そ の 特 質 は 後 飾 に 災 か れ て ある 。 こ 
の 様 な 信者 た ち は 神 の 救い の みな ら ず 、 幸 運 を 得る で あろ う が 、 そ れ は 鹿 述 を 得る こと が 救い を 得る こと より 
も 進 か に 高い 精神 過程 の も ゃ の だ か ら で あ る 。 

注 2 人 生 で 成功 を 治め 、 人 間 を 創り 賜 う た 神 の 楽 高 な 御 意志 を 成就 し た こい と 朗 う な ら 、 信 者 は まず 様々 な 
条件 を 満た さき なけ れ ば な ら ず 、 そ れ に つい て の 記述 が この 節 よ り 始 まる 。 この 茶 件 と は 、 幾 重 に も 重なる 人 間 
の 精神 的 発達 段階 の 事 で あろ う 。 第 一 に 、 信 者 は 要 い 改め 、 謙 虚 な 気持 ち で 神 を 崇め な けれ ば な ら な い 。 

注 3 第 二 に 、 全 て の 無駄 な 言葉 ・ 思 考 ・ 行 動 を 悦 ま を な けれ ば な ら な い 。 人 生 は 蔵 し いも ゃ の で あり 、 信 者 は 
上 記 の 教え を 守ら ね ば な ら な い 。 常 に 人生 を 看 芝 義 に 過 し 、 無 用 な こと を 避け ね ば な ら な い の で ある 。 

注 4 内 捨 の 目的 は 、 普 し み を 取り 除き 、 あ る い は 社会 の 貸 民 層 を 救い し 上げる の みな ら ず 、 金 鍼 と 物質 を 連 
ぇ 、 そ を それ を 盛ん に 牡 環 る きせ る 事 で 、 健 全 な 経済 調整 を 計る も の で ある 。 

注 5 4 童 4 節 参照 

年 6 この 人 節 で は 、 信 者 の 精神 的 に 最 成長 し た # こつ いて 如 べ られ て いる 。 神 の 記憶 は 信者 に と り 弟 二 
の 天性 ほな り 、 我 身 の 一 部 と 化し 、 魂 の 朱 い と た な る 。 この 段階 に 至れ ば 、 信 者 は 集団 へ の 帰属 心 が 強 まり 、 個 
より 地域 ・ 国 家 の 利益 を 重んじ る 為 集 団 で の 礼拝 を 特に 心掛け る 様 に な る 。 
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| 


第 圭三 音 


テル ・ モ ー メ ヌー ン 


> か こ ッ 1 2 タ の 9 
1. か か る 人 人 々 こる 相続 人 、 9 
と こし え っ ・ る と 253 ンス レン る 
2. 楽 較 を 継ぐ 者 な 9 。 彼 等 は を そこ に 永久 に 住  @G50 ス 5 226O550 68 OO 
み 留 ま ら ん 。 ( 往 7) 
3. われ ら は 況 の 精 粋 か ら 人 間 を 剣 り の) 2 eoGCSE る る 
4. 次 いで われ ら は 之 を 一 滴 の 精液 し て 安全 @g の の KU てき 
な 保管 所 に お きめ だり 5。 
5. 次 いで われ ら は 、 を の 本 液 から 選 生 を 仙 り 、 隊 る 了 66 
次 いで その 肖 血 か ら 無形 の 塊 を 促 り 、 を の 
境 か ら 由 を 割り 、 更 に を その 計 に 内 を ま と わ 。 22US HK SEILGA6 
せ 、 括る 後に われ ら は 之 を 新た な 創造 物 に 
発達 きせ り 。 き れ ば 、 最 も 優れ た 剣 造 主 ア ッ @9sMdi ら f MG 
ー を 詩 美 し 奉 れ 。 
6. こ 5 し て を その後 、 お 前 た ち は 必 ず 朽 ち 果 て dB る 競作 
ん 。 ( 生 8) OOCIOFRt 
上 な の こ に ンク タフ タッ ーー と ンプ 4 
7. 庫 し て 、 簡 活 の 日 に 、 再 び 各 ら し め ら る 。 の GS 可 5 
( 注 9) 
8. われ ら は お 前 た ちの 頭上 に 上 上 必 の 天 を 証 れ し を GU も Os AS2CSE 5 う 
9。 ( 往 10) 語 し て 、 ゎ れ ら は 、 そ の 創造 骨 
を 芋 開 に は せ ず 。 凍 
ここ 2 ン 
9. また われ ら は 、 條 邊 の 水 を 空 か ら 降 し 、 を CpDiG4250 も 究 上 人 osCI22 
れ を 地 中 に 留まら し ゅ り 一 われ ら は また ョ レッ ン 
? タ コン 」 アー レン ロン 15 ロレ 
その 水 を 遥 び 才 る カ も 有 す 一 ( 注 1 ⑨6 の 8 る もら 65 あ は 
注 7 前 節 に 述べ た 信者 達 は あら ゆる 徳 を 身 に 付け 、 野 に ある 物 全 て を 備え た 楽園 に 住む 様 に な る 。 死 を 応 
め ば 、 む し ろ 神 より 永遠 の 命 を 昌 わ り 、 望 み は 全 て か な えら れる で あろ 3 う (50 36) 。 
注 8 人 は 成長 を 終え た 後 、 哀 え 死に 致 る 。 生き と し 生け る も の 全て が 死 を 迎 た る の は 、 不変 の 摂理 で ある 。 
神 の み が 不 減 な の で ある 。 
注 9 死後 人 が 時 る の は 、 魂 の 成長 を 続け 永 加 を 知る 為 で ある 。 現 世に お ける 歩み は を の 前 段階 で あり 、 言 
わ ば 母親 の 星 内 に 容 る 赤子 の 様 な も の で ある 。 死後 に 新た な 世に 生ま れ 変わ り 、 終 りな き 成 長 を 始め る の で あ 
る 。 
注 10 この 意 の 初め 10 節 で 述べ た 6 段階 の 精 押 前 成長 は 、 天 国 ( 当 雇 12 節 参照 ) も 含め る と 7 段階 と な る 。 
同様 に 、 精 子 形成 の 前 段階 (13 節 ) を 胎児 成長 過程 に 加え れ ば 、? 段階 し な る 。 こ の 様 に 、 こ の 章 で 述べ て 来 


た 精神 的 成長 の 7 向 階 た いう 数 は 、13 節 一 15 節 で 述べ た 人 間 の 肉体 的 成長 の 7 段階 た 奇しくも 一 致す る 。 


往 11 


2 精神 的 恵 無く し て は 存在 し 得 な い 。 


この 節 で は 、 信 が 肉体 的 、 精 神 的 に 要する 物 を 如何 に 神 よ り 賜 わっ た か 、 
全て の 命 は 、 雨 ・ 雪 ・ 彼 と し て 空 か ら 降り 落ち る 水 無 く し て は 生存 で き な い 。 同じ く 、 


その 一例 が 示 き れ て いる 。 
殊 も 又 、 神 の 啓示 と い 


ー525 一 


第 二 十 三 章 アル ・ モ ー メ ヌー ン 


水 で 前 た ちの た め に 淫 者 Con 才 っ ES っ s こ レ ゃ EE 
20. われ ら は その 水 で お 前 た ちの だめ に 東 竹 子 5 の ES UES5 2 と だ も ESE 
や 御 庫 を 設 い た り 。 関 内 に は 沢山 の 尋 物 シーン タニ ラン 

ン 衝 を レ ュ る タン 
あり て 、 前 た ち を れ を 食す 。 TV を の を 1 


21. また 、 シ ナイ 出 中 に 生 を る 一 樹 あり 。 宙 を ao 和 SS 先 に っ 有 の る 移る 3 
産 し 、 食 者 の た め に 調味 料 に も な る 。 ( 注 - "の ュー 
12) の CS が 2 

22. 硬 し て 、 家畜 に 訟 て も また 、 前 た ち へ (6 沈 Es る Cg 区 85 
の 教 証 あ り 。 わ れ ら は 役 等 の 腹の中 の も の 靖 導 只 前 _。 。 し て 。 
を お 前 た ち に 飲ま し め 、 お 前 だ た ち は 多 (の 。 GoGo 3 らち 8O CA7 
利益 を 彼 等 か ら 得る 上 に 、 そ の 肉 を も 食す 。 


( 注 13) 
. お 前 た ち は 彼 等 の 背 に 乗っ て 、 ま た だ 船 に を ンタ 2 ター 2 シー イン レレ ン 1 
ー て 肖 肖 @o 外 5 員 1 し 523 半 


第 二 項 
24. わ れ ら は ノア を その 民 に 避 あ し た り 。 役 は 02 拓 dB ん る IE し YS2 
云え り 、「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー に 仕え まつ れ 。 ^ セレン の 。 」 シー 
アッ ラー 以外 に 神 な し 。 お 前 た ち 、 テ アッ ラー の 685 の じ 人 
の 加護 を 求め ぎる か ?」 と 。 


言 他 な き 長 老 た PT ん イス あん の 1 
25. する と で の 民 の 中 の 信介 な き 長老 た ち は MA の 時 KOKUNEWIRIE 
計 え り 、「 彼 は 我 等 同様 だ だ の 人 間 に す ぎー て プーレ ョ シン ラン リッ ュ 2 の 
ず 。 彼 は 我 等 が 上 に 立た ん と す 。 も し アッ の AEGIS AN 
ラー 欲し な ば 、 彼 と 共に 必ず 天使 ら を 造 わ で ンー レン ュー スー ンク クン 
きん 。 我 等 は いま だ か つて 、 代 い 先 短 に か め 。  @CN29IECGISNC2 攻 2 
《 の 如き こと あり し を 聞か ず 。 ( 注 14) 
』 マン ン ン タラ レラ る 
26. 役 は た だ 狂気 に 病 ん で いる に すぎ ず 。 き れ @ee ま る 員 史 人 も も 0 ら ある 
ば 、 待 て し ば し 、 彼 に 関し て は ]」 と 。 ? 


往 12 シナ イ 山 中 と 言う 言葉 か ら 、 我々 は 聖書 の 偉大 な 預言 を 思い 起こ す 。 「 主 は シナ イ か ら 来 られ 、 セ イル 
か ら 彼 等 を 懇 ら し 、 フ パラ ン の 山 か ら 光 を 放ち 、 一 万 の 眉 者 ら と と も に 来 ら れ だ 。 を の 医 手 か ら は 、 彼 等 に 稲 天 
が きら めい て い だ ( 申 命 記 33 章 2 節 )。H.F. プレ スコ ッ ト に よる “Once to Sinai” も 参照 の 事 。 


入 13 「 無 知 か ら 知 へ と 人 を 刻 え る 証し ] よい う 意 味 を や も つ 、「 教 訓 】 は 、 動 物 の 内 蔵 で 牧草 が ミル ク に 変わ 
る 微妙 な 過程 を 暗示 し て いる 。 この 事 を 深く 掘り 下げ て 考え れ ば 、 神 の 代 大 な る 力 及 び 神 の 啓示 の 為 き れる そ 
の 巧み な 方 法 に 、 人 は 気付 て の で ある 。 


注 14 不信 者 達 は 優越 感 に 捕われ 、「 我 々 同様 だ だ の 人 間 に す ぎ 」 な い 指 導 者 を 受け 入れ る 訳 に は いか な いと 
いう 理由 で 、 神 の 使者 を 拒む 。 天 使 の 存在 が 大 昔 か ら 信じ られ て 来 た 束 を 、 こ の 節 は 偶然 に も 示し て いる 。 衝 
か 遡る ノア の 時 代 に 、 彼 に 思 向 か う 着 達 は 、 天 使 が 自分 た も の も と へ 降り て 来る の を 見 た いと 願っ た 。 
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アル ・ モ ー メ ヌー ン 


. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ ょ 、 助 け 給 え 、 彼 等 は 


@eA ち 8 


我 を 嘘つき 見なす] と 。 Je 5d5 
28. きれ ば 、 わ れ ら は 啓示 に よっ て 彼 に 命じ た に 2 Sta gjgi AE と 第 
り 。「 わ れ ら の 啓示 に 従っ て 、 わ れ ら の 眼前  * * ンプ 
で 箱 舟 を 造れ 。 わ れ ら が 命 下り て 地 中 か ら 9 の 2 sd つう 多 知人 65 狗 先 胡 
沢山 の 衣 が 噴出 する 時 、 あ ら ゆ る 生き も の アリ レン フル 
を 雄 雌 一 益 ず つ 、 並 びに 法 の 家族 を その 角 と と る 34 人 5hes ぎ 
の 中 に 乗り 込ま きせ よ 、 但 し すでに 裁断 が 下 
し か 2 の 1 イレ を ッ タ ッ 5 っ 2 
され た 者 ども は 除く 。 前 し て 、 不 義 を な せ PA EAC と アタ 1 
る 者 ども の こと で 、 わ れ に 請 串 す る な か れ 。 の 人 
彼 等 は 必ず 湖 死 せん 。 ( 往 15) の や 
凍 し て : ヵ 液 並び に 流 と 一 は 主 II イン 323 ラン ン ンタ フン ラン ンタ ェ ロロ ント る 
29. 証し て 泊 、 すなわち 、 潜 並び に 波 と 昔 り J 2 と 28( る 2 
時 人 ども か ら 表 を 、 給 うた アッ og So る あの 
ラン ニア ィ ン ン (ブタ クタ タッ イラ ンー る イタ 
30. また 云え 、「 皇 ょ 、 也 まれ た 地点 に 上 陵 る せる 213 529X2 (Pl で ひき う 
給え 、 液 ほど 最善 に 上 際 さ せ 給 うお 方 は あ レッ し は タッ 
6 ぎる ほど に ] と 。 oO 
31. げに この 中 に は 種々 な 神 兆 あり 。 わ れ ら は OGAEG2ScS8588 
ノア の 民 を 試み た る な り 。 デー ダー て 
了 リュ ララ レン 
32. 然 る 後 、 彼 等 の 後に 、 わ れ ら は 列 の 一 族 を 6 の 3163 oo582( 多 人 5 
筐 し た り 9。 ( 注 16) 
38. 面 し て 、 わ れ ら は 彼 等 の 中 より 選べ る 一 人 能 blo お 92 の ae に 
の 使徒 を 微 等 に 入 わ し 、 区 わ し め た り 、 リンク レレ フー 
「 テ アッ ラー に 仕え を ま つれ 。 ア ッ ラ ー 以 外 に SN を り 計 の 
神 な し 。 前 た ち 神 を 異 散 せ ぎ る か ?」 と 。 
第 三 項 アン タン ン 
34. する と 、 を その 民 の 長老 で 、 信 爺 を 6 た ず 、 人 3 人 OAIE 7 と WP 
表 億 の 対 間 を 宇 征 い ちか タン る ン コレ も うろ ロ フン 。 
今 生 で 安楽 を 与え た る 者 が 云え り 、「 こ れ DNC EAA た CO は 1 
な る 者 は 、 我 等 同様 た な だ の 人 崩 00 イラン タン ンタ シッ シッ 
e 我 が 人 を こる も の を 人 へ 、 人 か pb の を 2 っ 66EeE 和 5 
ラン ラタン 3 る 
飲む 。 あ 5g28 
年 15 11 章 41 節 参 照 
注 16 「 列 の 一 族 】 アー ド 族 、 つ まり フー ド の 一 族 を 指す 。 そ れ は この 人 節 及 び 次 の 数 節 に 番 か れ た だ “次 の 世 


代 " の 置か れる 状況 が 、 


7 66 一 70 節 の アー ド 族 に 関す る 記述 と 実に 良く 似通っ て いる か ら で あ る 。 
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第 一 上 三 章 アル ・ モ ー メ ヌー ン 


5 * 衣 だ ち 、 自 分身 同じ 人 間 に 位 わ ば 、 ラン ーッ 1 を 
前 た ち 必ず 損 央 者 と な らん 。 @csesd LASLSNS SAIG9 う 


36. 彼 は お 前 た ち が 死ん で 土 上 骨 に な り た る 区 (5 る 2 EARRS 1 


後 、 お 前 た ち は 再 び 難 らし め ら る 、 と 云う 


か ? に 4 
37. ば か ば か し い 、 お お 前 た ち が 約 束 き れ た こと き o き レッ ン レレ ン 
は 真実 か ら ほど 遠い ⑨ の Oo ジン tes 
38. 我 等 に は た だ 現世 の 生活 ある の み 。 我 等 は 2 る 2 
死に 、 我 等 は 生 く 。 き れ ど 、 我 等 は 断じて テッ 
再び 時 ら し め ら る こと な か る べし 。 OTC こ ナ の 
っ そう タ 入 人 ン レン 2 イタ ンク る レ ぁ 
39. 役 は アッ ラー に 対し て 嘘 を 揚 造 する た だ の 26502 k っ 和 密 る 3 
人 間 に す ぎ ず 。 き れ ば 、 我 等 は 彼 を 信じ た ンー ラタン ン 
り は せ ぬ | と 。 @oO ら 2 0 
40. 彼 は 交え り 、「 主 よ 、 我 を 助け 給え 。 彼 等 は @g8C8 誠 es 6 
我 を 嘘つき と 見 な す ] と 。 ピ 
る る で フタ ーー キンタ っ 人 才 1 ( ン ン イレ 
41. 人 か 、 、「 や が て 、 彼 等 は 必ず 後悔 せん 」 6ous 2 EEd6 
42. まる に を の 時 、 天 剖 が 下り 、 ゎ われ ら は 彼 等 。 タ 【 え CE NCSAUSSGa2862K 
を 激流 に 肖 ぶ 浮き か す の 和 如く な し た り 。 不 レン 
義 な す 従 韻 よ 態 りあ れ 【 @6u 千 し 千 | IOas 
か し ヘー 昌 し チア PP ゴン オメ タン ンタ 
43. 然 る 後 、 わ れ ら は 彼 等 の 後に 別 の 多く の 世 の た 1 ます NKK の IGT 


代 を 答 し た り 。 
を の 備 テン レン 
44. 名 何 な る 民 ち 、 を の 定め の 閉 限 を 早め る 蓄 eo あじ s (と る 3 に 
ちず 、 ま た 遅 ら す 能 ゎ ず 。 ( 注 1 の ツ みあ 
5。 狂 る 後 、 わ れ ら は 使徒 等 を あい つい で 造 わ に る レレ レイ 
の の 42 91 SECYS 
し た り 。 な れ ど 、 い ずれ の 民 1 彼 等 の 使 5 凍 凍 の て ン 
が 登場 する や や 、 彼 等 は 使徒 を 嘘つき と し て 3 7 855 人 タツ マン 
骨 し た り 。 。 る れ ば 、 われ ら は 次 々 に 彼 等 


* ラク タタ ラン クッ 
減 亡 へ と 当 ら せ 、 以 て すべ て を 伝説 た らし oma MG 
め だ り 。 信 ぜ ぎる 従 問 ょ 、 壮 りあ れ !( 往 
18) 


注 17 放ち 神 の 定め られ た 運命 を 変え る 事 は で き な い 。 神 の 預言 者 を 拒 め ば 、 必 ず や 六 せ られ る 。 神 を 信じ 
な い 者 に つい て どの 様 な 形 で 剖 を 御 サ え に な る か は 、 提 御 自 身 が ち 濯 め に な る 。 


注 18 彼 等 は 寺 減 し た 為 、 後 生 の 人 々 は 、 彼 等 を 、 か つて この 世に あっ た が 、 今 や その 存在 の 跡形 無い 人 々 
と 表現 し た 。 
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46. 振る 後 、 わ れ ら は モー ゼ と を の 兄 を 、 数々 ExuL3o25 5 もち みる じ じ め 2 谷 


の われ ら の 者 計 と 明白 な る 権 馬 と 共に 造 わ - > ッッ 
し た り 、 〇 ウー* の > ラ 


47.。 ファ ラオ と を の 長 深 た ちの と ころ へ 。 交 る SO3050226 922 GE お 
に 令 等 は 横柄 な 民 な れ ば 、 幕 大 に 振舞 いた 呈 
9。 9 


48. 役 等 は 云え り 、「 我 等 と 等 し いた だ の 人 間 二 人 じ レタ ク 2 ン (< 55) シン シン 
は CC お 8 みち お 11 
人 を 、 我 等 に 信 ぜ よ と な 、 面 も 彼 等 の 同 覆 ID 


そ ン 2 タ 2 1 


は 我 等 の 奴隷 に 非 ぎ る か ?」 と 。 の ⑨ ウ ツテ 
49. そこ で 、 彼 等 は 二 人 を 嘘つき 呼ば わり し た リラ 46 

れ ば 、 彼 等 $ ま た 滅ぼさ きれ た 者 ども の 仲間 eo EE 

に 入り た り 。 


50. 請 し て われ ら は 、 モ ー ぞ に 役 等 を 導 か し め DOORI の 38 
ょ 、 経典 を 接 けた り 。 
51 ちら は また 、 マ リア の 子 と を の 母 を ーー 人 11 どの Ez っ 
の 旨 EL を し ー 人 の 人 を の た ゅ の 9 て の け 4143 ゼン ICES う 
と し て 、 泉 が 湧き 出る 緑 の 谷 問 の 小高 いと 2 し 5 あう 
ころ を 、 与 えた だ り 。 ( 注 19) 


re 


注 19 イエ ス ・ キ リス ト の 死 は 、 彼 の 出生 と 同様 に 論議 の 的 と な っ て いる 。 彼 が 亡くな られ る 頃 、 ど こ で す 
ご し た か 、 今 まで も 論じ られ て きた 。 ク ルアー ン や 惑 潮 は 歴史 的 な 確か な 裏付け を 持ち 、 イ エス ・ キ リス ト は 
十字 抹 に よっ て な 《 な られ た の で は な いこ と を 明らか に する 。 この 論点 を 支持 する 学説 を 以下 に 記す 。 

(1) 1877 年 ころ 中 束 を 旅 し だ た ロシア の 旅行 家 ニ コラ ス ・ ノ トピ ッ チ は 、 著書 「 イ エス の 知ら れ ぎ ざる 生活 ] の 
中 で 、「 イ エス は カシ ミー ル と アフ ガニ スタ ン を 訪れ た 。] と 書い て いる 。 ニ コラ ス ・ ノ トピ ビッ チ が カシ 

を 訪れ た 当時 、 カ シミ ー ル の マハ ラジ ャ 宮 典 に 起 居 し て いた イギリス 人 サー・ フ ラン シス ・ ヤ ング ハズ バン ド 
は 、 ゾ ジラ 吐 近 く で ノ ト ピッ チ ヒ と 会 っ た 。 イ エス の 東洋 へ の 旅 に 関す る 最近 の 研究 は ノ ト ビッ チ の 著作 を 強力 
に 裏付け て いる 。「 イ エス に よる 東洋 訪問 と いう 珍し い 語 を スリ ナガ ー ル に 見 つけ た の は 我々 が 初め て だ 。」 と 、 
ニコ ラス ・ ロ ー リ ッ チ 博士 は 著書 「Heart of Asia (アジ ア の 履 )] に 普 い て いる 。 ロー リ ッ チ 博 士 は 更に 続け 
る 「 イ エス が 、 イ ンド 、 ラ ダッ ク 、 中 央 アジ ア に ま て 足跡 を 残し て いる 事 を 我々 は 後に 知っ だ 。 カシ 
ラダ ッ ク 、 チ ベッ ト 、 更 に その 北部 地域 も 含め 、 中 央 アジ ア 全 域 て 、 イ エス は 未だ 信じ られ て いる 。] (Jawa- 
har Lai Nehru 著 "Giimpses of World History”) 
填 の 中 に は 、 ノ トビ ッ チ の 作品 に ある あい まい な 曽 所 を 指し て 、 イ エス が 神 の 傾 言 者 に な る 前 に イン ド を 
訪れ た と する 説 に 異 を 器 え る 者 も ある 。 イ エス が イン ド を 訪れ だ と 言わ れ て いる の は 彼 が まだ 13 才 か 14 才 の 
豆 で あり 、 遠 隔 地 こ の 長く 苦し い 旅 、 し か も 道中 我 身 を 死 の 危険 に (は さら すか も しれ な い 旅 を を の 様 な 浴 者 が 考 
えた は ず が な い 。 で は 、 何 が 若き H の イエ ス を イン ド へ 駆り 立て た の か ? も し イエ ス が 当時 イン ド を 訪れ た 
と すれ ば 何 政 イ ンド や カシ ミー ル の 人 人 々 が 13 才 か 14 才 の 少年 の 行動 も わざ わざ 記録 に 残し た の で あす ろう 
か ? 史実 で は 、 ユ ダ ヤ 人 に 追わ れ 、 パ レス チ ナ で の 鞭 し も 危な く な っ た だ イエス は 、 パ レス チ ナ を 示 り 、 “イス 
ラ エ ル の 失わ れ た 10 支族 "の 為 に 、 旧 約 型 書 に 書か れ た 預言 成 吉 を 求め て 旅 に 出 た 。 を し て 兵 《 危険 な 旅 の 後 
イン ド 及 び カ シミ ー ル に 着き 、 を の 地 で 120 才 の 高齢 に ま る まで 波 油 に 満ち た 人 生 を 送っ た イエ ス の 行動 が 記 
きれ て いる の は を こま で で ある (Kanzal-Umnna1, 6 記 参照 )。 アッシリア 人 や バビ ロニ ア 人 に 追わ れ だ “イス ラ 
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第 十 三 章 アル ・ モ ー メ ヌー ン 


第 三 項 


52. 泊 等 便 衝 た ちょ 清 療 な も の を 例 し 、 療 行 を 2 っ RE 66 
レル ン 
な せ 。 け に われ は 前 た ちの 所 美 を 吾 知 す 。 時 ぽう MI 
2 3 の 1 
@e 和 6 PE 


し か 
53 面 し て 、 お 前 た ちの 教団 同一 ニ に し て 、 る どき 4531 2932 
われ は 前 だ ちの 主 な る こと を 知れ 。 され 2 る レ 
ば 、 わ れ を お 前 た ちの 守護 者 と し て 災 え 。 @o55 
( 注 20) 
エル の 失わ れ だ 支族 " は 、 イ ラン 及び イラ タク に 住み 着い た 。 後 に 、 ダ リウ ス 、 サ イラ ス の 元 に イラ ン 入 が アフ 
ガニ スタ ン や イン ド ま て 領土 を 拡大 し た 時 、 こ れ 等 の 支族 は 共に イン ド 、 ア フ ガ ニス タン に 入植 し た の で あっ 
た 。 (2 ) カシ ミー ル 人 、 ア フ ガ ニス タン 人 は “イスラエル の 失わ れ た 支族 " の 未 次 で ある 。 こ の 事 は 両 種族 の 
習慣 ・ 聖 史 ・ 記 録 か ら も 明らか で ある 。 町 名 ・ 種 族 名 ・ 習 慣 ・ 生 活 様式 ・ 服 装 ・ 身 体 的 特徴 等 あら ゆる 、 
カシ ミー ル 人 ・ テ アフ ガニ スタ ン 人 は イス ラ エ ル 人 し に 各 は し て い る > 古代 の 碑文 も 又 、 そ れ も 示 し て いる 。 両 竹 
- こ は イ スラ エル の 話 が 多く 合 ま れる 。 カ シミ ー ル と いう 名 それ 自体 、 実 は “シリア の 様 な "と いう 旋 
ー ル に 由来 し て いる 。 又 、 ノ ア の 孫 で ある カッ シュ ある い は クッ シュ に ちな ん で 名 付け られ た 
と も 考え られ る 。 こ れ ら の 事実 か の ら す れ ば 、 ア フ ガ ニス タン 信 及 び カ シミ ー ル 人 が “イスラエル の 失わ ゎ れ た 支 
族 ” の 末 座 で ある と いう 見 解 は 間違い な い 。 (3) イエス が カシ ミー ル に 来 た 事 、 カ シミ ー ル 人 が “イスラエル 
の 失わ れ た 10 支族 "の 末 育 で ある は 上 記 の 事実 で 上 分 に 証明 し て いる が 、 イ エス が ー ル を 訪れ 、 彼 の 
地 で 暮し 、 没 し た 事柄 の 最大 の 証し は 、 カ シミ ー ル 地方 に ある スリ ナガ ー ル 市 カン ヤー ル 町 に 現存 する イエ ス 
の 甘 で ある 。 ラ ウザ バル と 呼ば れる この に 発 ら れ て いる 信 物 た と し て は 、 ユ ー ズ ・ ア シフ 、 ナ ビー・ サ ヘ プ 、 
シャ ハ ザ ー ダ ー・ ナ ビー、 イ サー・ サ ー ヘ へ 々 な 名 が 挙 っ て いる 。 信 頼 で き 得る 歴史 的 記述 に よれ ば 、 ユ ー 
ズ * ア シフ は 1900 年 余り 前 に カシ ミー ル に 米 て 、 柱 埋 娠 に 並 か れ た 比 肖 を 多く 用 いて 説教 し た らし い 。 歴史 普 
で は 、 ユ ー ズ ・ ア シフ は 、 ナ ビー (大 言 省 ) と 記 $ れ て いる 。 一 方 柚 難 に は “人 を 集め る 人 "を 忘 味 す る ヤス ー 
と いう 名 で 記さ れ て いる が 、 こ の ヤス ー は イエ ス の 記述 名 で ある 。 イ エス の 使者 が イス ラ エ ル の 失わ れ た 十 交 
族 を 主 の 囲い に 集 時 、 イ エス 自身 が こう 語っ た 。「 私 に は まだ た 、 こ の 了 囲い に 感 き な い 他 の 壮 が あり ます 。 私 
は それ も 導 か な けれ ば な り ま せん 。 彼 等 は 私 の 声 に 聞き 従い 、 一 入 の 牧 者 、 一 つの 鐘 れ と な る の で す 。] ( ョ ハ 
ネ 10 章 6 節 ) 

次 の 史実 も この 問題 を ある 程度 解明 し て いる 。 その 甘 は ある 預言 者 の も の と し て 良く 知ら れ て いる 。 彼 は 皇 
子 で あり 外国 か ら カ シミ ー ル に 来 て 、 カ シミ ー ル の 人 々 に 説教 を 閉 か せ た 。 そ の 名 を ユー ズ ・ ア シフ と 言っ た 。 
(Tarikh Azami, pp82- 85)。 ユ ー ズ ・ ア シフ は カシ ミー ル と 呼ば れる 国 に 来る まで 直 つ か の 地 を 初 筆 っ た 。 を 
し て 件 か 遠い 彼 の 地 を 訪れ 、 死 内 まで を こ で 過ごし た 。(Ikmat al-Din, pp358-359)。 前 述 の 如く 、 カ シミ ー ル 
伝説 に は ある 頂 言 者 を 語っ た 件 り が ある 。 彼 は カ ル に 住み 、 イ エス の 様 に 比 職 、 小 話 を 用 いて 人 人々 に 説 
いて 聞か せ た 。 それ 等 の 比 際 小話 は 今 も カシ ミー ル に 伝わっ て いる (John Noel's article in Asia, Oct. 1930)。 
だ か ら 、 イ エス が イン ド に 行き スリ ナガ ー ル で 没 し た の は 合理 的 、 歴 史 的 観点 か らし て 真実 と 見 て 間違い ある 
まい 。 

この 時 題 を 更に 詳し て 調べ る に は 、 救 世 主 アハ マ ド に よる 書 "Masih Hindustan Main で (イン ド の イエ ス )" 
を 繕 て の が 良い 。 又 、"Nazarene Gospel Restored" も 湖 考 に な ろう 。 こ の 書 の 著者 達 は 、 西 歴 30 年 に 十字 架 
に か けら れ だ イエ ス が 復活 後 数 年 生存 し た と 王 張 し て いる 。 一 字 名 か ら 救出 きれ た 後 、 イ エス は どこ で 志 と 
共に 平穏 に 暮し 、 永遠 の 眠り に 就 い た の か 。 を それ に 関す る 最も 詳し い 記述 は クル アー ン に 見 られ る 。 「 緑 と 谷 と 
長 の ある 高地 ] これ は 美しい カシ ミー バル 渓谷 を 語っ た もの で ある 。 ニ コラ ス ・ ノ トピ ッ チ は カシ ミー ル を “ 未 
遠 の 楽園 の 谷 " と 呼 ん だ 。 

注 20 神 の 使 攻 は 、 人 々 ぞ 同 一 不 二 と 成 し た 。 を れ は 、 彼 等 が 同じ 神 を 栄 め 、 同 じ 教 え に 従 い 、 こ の 世に 意 
愛 に 満ち だ 軍 の 国 を 造る と いう 同じ 目的 を 以 て いた か ら で あ る 。 
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gy 。 昌和 ンド 直 
54. 然るに 、 人 々 は 自 ら の 都合 て 分 伸 し 、 " ろ OSG 5 2412 
いろ な る 宗派 を 剣 り て それ ぞ れ 自分 の 奉 ず 


る も の に 玲 春 す 。 ( 注 21) @6) 
有 こ ッ 生 ーッ ーッ ンプ 5 ミラ タラ イン 
55. 還 暫 ら く 、 彼 笑 を 混乱 の まま に 捨て @ ら ee まっ の 32338 


ポレ ッ レン 1 。 」 タタ る タレ マン フュ 
56. 彼 等 は 、 富 と 子 宣 を われ ら が 授け る た め に 、 GOOUWo2 AO5(51 oe 


ク 


57、 わ れ ら が 進ん で 彼 等 に 好い こと を な す と で MEI まう 計 ち 

も 考え て いる の か ? 然 6 ず 、 る れ ど 、 彼 等 ら oi25S び も の ぐら 

は 之 を 悟ら ず 。 ( 注 22) 

58. げに 主 を 長 れ て 尊 艇 する 者 、 6 人 3 わら 1 2 
、 、 し CsL ーー っ あ っ タン > る し 
59. 主 の きま ぎ ま な る 神 光 を 信ずる 者 、 の ⑨ の る 導 わ AO 
あぁ だし が み まっ サン シタ タン ラッ セレ ーッ ダン ラセン 
60. 主 と な ら べ て 如何 な る 他 神 も 祀 ら ぬ 者 、 OTC だ 2 ジル らら の JJ う 
3 ラク タ ン の ンー レッ 9 2 タン ピリ ンー 2 タレ る し 
61. 主 の 許 に 諾 る べき こと を 想う て を の 胸 を 景 の 120ebe6955191 (oO お る 2 
散 に 満た し 、 施 すべ きも の は 惜しみ な く 施 コレ ッッ ュ ッ ョ ン ュ 
す 者 、 ーー 2d! 
62、 こ れ 等 の 者 こそ 進ん で 善行 を い 、 そ の 先 oO 1 タ 電 GWT| 


頭 を 多 う 者 な り 。 

63. あれ ら は 如何 な る 者 に も る の 能 カ 以上 に 仙 る っ 生 の CC る 良 3 
担 を 課せ ず 。 ( 注 23) また われ ら の 許 に 間 
契 実 を 語る 帳 穫 ある な れ ば 、( 注 24) 人 々 Go うぷ 0 し 
は 不当 に 過 せ られ る こと な か る で し 。 

ン ッ る トッ レ ン フッタ 5 トラ タク イタ ニタ 

64. な れ ど 、 彼 等 の 心 は この 帳 修 に 全く う か つ MICGR2AN の その を 当 び 


な れ ば 、 そ の 所 楽 は 如 事 ば か りな り 。 アー。 
@GLkK3 2 る 3) ふら の ら 2 う ら 2 


注 21 すべ て の 預言 者 の 死後 、 彼 の 弟子 達 は 分 像 し 、 を れ ぞ れ に 自ら こ を 契 の 後継 者 で ある と 主張 し 、 他 者 
を 真実 を 持た ざる 者 と 非難 する 。 

注 22 何 を も っ て 成功 し た に 見 な し 、 又 何 を も っ て 押 の 御 愛 を 得 た と 見 な す の か 。 人 は それ を 冨 ・ 権 力 ・ 
名 声 で 量 ろ うと する が 、 こ れ は 誰 も が 犯し 易い 計り で あり 、 前 節 及び この 節 で は この 誤り を 正す 拉 求 め て いる 。 
注 23 人 の 道徳 的 精神 的 成長 の 為 に 神 が ク ルアー ン に 示 き れ た 律 法 は 、 力 の 及ぶ 範囲 で これ に 従わ ね ば な ら 
な い 。 その 律 法 は どの 税 な 状況 に も 、 メ どの 様 な 気質 の 人 々 に も 人 適 し た も の で ある 。 

注 24 クル ブー ン に 示 き れ た 教え は 英知 に 基づく も の で あり 、 あ ら 6 ゆる 状況 、 あ ら ゆ る 人 人 々 に 適し て お り 、 

正義 ・ 公 正 ・ 英 知 の 求め に 応じ て いる 。 こ の 事 が 「 長 実 を 語る 岩 短 } と い ほ の 意味 する 処 で ある 。 
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65. われ ら 彼 等 の 中 の 賭 り に ふけ る 者 を 秒 ら し so し sss WO 
めん と 捕え る と 、 見 よ 、 彼 等 は を の 時 に な っ 。 
プン 2 タイ ラン 
て 、 助 け を 求め て 泣き 叫ぶ 。 @o3 を と 
66. 「 今 と な っ て 、 泣 き 叫 ぶな 。 お 前 た ち 断 じ CE た KGS RC 
の 5 の ら う づり le っ yy 
て わが 助け を 受け ぎる べし 。 9 op も 6 
な ワン) レノ う 5 
67. 数 々 の ゎ が 神 光 は すでに お 剛 を Aa 節電 EE 
れ た る も の を 、 る の 都度 前 た ち は 男 を っ 
6 し て 去り 、 5346 
68. 骨 電 に も 、 ク ルアー ン を 控 も な い 夜 語 し の の の と の 
種 と な せり ] ( 注 25) 2 
69. 彼 等 は 神 の 言葉 を と く ほ 思案 せ ぎ る か 、 を こし 9B 放 セク 人 
デー 5 
れ と も 、 拓 の 祖先 に 起 ら ざり し も の が 彼 等 本 
に は 生じ た と で も いう の か ? る 03 多才 区 
Sm 大 と まま デ 、 テン ラタン の 9 タイ タタ イッ タン 2 タッ シッ アッ プク 
70. 攻 い は 、 己 が 使徒 を 悟ら ず 、 之 を 揚 む や 7 OO2G240 482 の 85 2 所 
( 肖 26) 
71. は た また 、 彼 は 狂人 な り 上 云う の か ? 釣ら 仙 委 る に ば もの 3 も 
ず 、 修 は 信 々 に 不 理 を 携え た り 。 な れ ど 、 世 レッ レン 
人 の 多く は 真理 を 名 避 す 。 @627 8 9 
2 も し 式 理 が 邊 等 の み 通り に 従っ だ な な ら Moo2 負 る 8ISU3 
う 
ば 、 天 も 地 6、 ま た を の 問 に ある も の は 濾 了 の の マタ 
く 哨 落 せ り 。 釣 ら ず 、 わ れ ら は 彼 等 に 訓 の の 2 SUS の 9 
を も た らし た れ ど 、 彼 等 は を れ か ら 脇 へ を ルッ 
れ た り 。 の る 全 お と 
タン ンタ る 」 人 グ ン ン ッッ タタ ン ン プ 
73. それ と も 、 流 は 彼 等 に 報 義 を 求む る か ? 法 ぬう Ac deS4 < あの の 
の 主 の 報酬 こ を 最上 な り 。 彼 こ を は 最上 の 
供給 者 な り 。 ( 注 27) @CS 唱 
注 25 化 介 ほ と いう 語 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 意 志 の 弦 い 加 か な 者 に と り 、 ク グル アーン の 啓示 が 余り に も 倍 大 
過ぎ る と 不信 心 者 は 考え る 。 又 、 彼 等 は 、 ク ルアー ン 甚 唱 を 了 了 に すれ ば 、 箇 慢 な 態度 で その 場 を 立ち 去る 。 
注 26 この 第 で は 、 モ ハッ マ ド の 良 と 、 彼 に 英 対 する 者 直 の 無 分 別 が 示 る れ て 来 た 。 モ ハッ マ ド 人 振 


言 者 の 生活 は 彼 等 の 前 に 開か MM 本 の 様 な る の で あ 9、 
それ は 非の打ち所 の 無い 
ず 、 彼 等 は 預言 
注 27 モハ ッ マ ド 預 言 才 の 行い は 全て の 
求め ゆな か っ だ が 、 


1 言 者 の 誠実 で 高尚 な 人 と 成り を 熟知 し て いる 
り 有 りら と 衣 い 眼 る 10 章 17 節 参照 ) 。 

に 基づく も の で 、 自 ら の 無 私 無欲 の 奉仕 活動 に 如何 な る 報 半 を も 
それ を 端的 に 示す 融 柄 が ある 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 心 優し い 伯 父 ア ブ ・ タ リブ に 、 偶 像 江 


の 生活 が 如何 な る 物 か 良く 心得 て いる 。 
に も か か わら 


捧 者 へ の 説教 諦め て 彼 等 と 妥協 し て は どう か と 和 勧め られ た 時 、 次 の 様 に 答え た 。「 も し 彼 等 が 私 の 有 に 太陽 を 
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74、 


75. 


76. 


77. 


78. 


79. 


80. 


81. 


82 . 


確か に 、 液 は 役 等 を 正しい 道 に 導く 。 
きれ ど 、 来 世 を 信 ぜ ぎる 者 ども は 、 そ の 道 
か ら 逸 脱 す 。 


だ と いわ れ ら が 彼 等 に 慈悲 を 垂れ 、 
炎 将 を 取り 除く と も 、 彼 等 は 
よい 、 な お 罪 を 重ね ん 。 


彼 等 の 
青 目 的 に きま 


われ ら す で に 彼 等 に 罰 を 加え し も 、 彼 等 は 
その 主 の 御前 で へ りく 《 く だ る こと な く 、 ま た 
謙虚 に 哀 晴 す る こと も な か りき 。 


きれ ぼ ど 、 わ れ ら が 恐ろし い 避 の 扉 を 彼 等 の 
前 に 開く て とき 、 見 よ 、 彼 等 は その 時 初め て 
絶 望 す 。 ( 注 28) 

第 五 項 
修 こ を は お 前 た ち に 、 耳 や 眼 や 心 を 創り 給 
うた お 方 な り 。 然 る に 、 お 前 た ち は 殆 ど 感 
調 ざ ず 。 ( 注 29) 
また 。 前 た ち を 地上 に 殖やし 給 うた 方 
は 、 彼 な り 。 前 し て 、 前 た ちい ずれ は 彼 
の 話 へ 召し 寄せ られ ん 。 
生死 を うる 1 彼 な り 。 芽 容 の 交 絆 を 支配 
する も また 彼 な り 。 お 前 た ち ま だ わか ら ぎ 
る か ? ( 注 30) 
ほる に 、 彼 等 は 昔 の 人 々 が 云え る と 同じ こ 
ょ を 支 う 。 


アル ・ モ ー メ ヌー ン 
の うち 323T 3 
は っ 19SK 人 や AP 
@6555 
2 入ら る 28 の 5 う 3 
@COAS EC ぴき 
93 OO 46313855 
os 

ゅ eSol2SC MA AGE 
@ ら る は 3 
人 2 と SI 交 人 は 雪 和 1 タタ 
oo 
の 放っ 5 る 邊 ゴ ッ 
PCHMPC と 2 の で 


る 
@6 遇 き % MI 5 
タン ンタ 


eS339(dWGG 毅 お 


左 に 月 を 置い て 、 偶 像 崇拝 者 へ の 説教 を 諦める 様 促し た と し て も 、 


応じ な い 。 ある い は 使命 の た め に 人 生 を る きる げ て 終わ る か どちら か だ 。」] こ の 項 言 者 の 言葉 は 


使命 を 果たす か 、 


忘れ て は な ら な い (Taloari, 巻 )。 


注 28 


為 の 末 不 幸 な 


注 29 


を 迎え だ 時 、 人 は 絶望 に 陥る 。 


謝 ] と いう 詰 の 持つ 意味 の 一 つ に 贈り 物 の 正しい 使い 方 と いう も の が ある が (14: 8)、 


私 は 使命 を 果たす まで は 決し て その 要求 に 


* 順 調 に 運ん で いる 時 、 人 の 気持 ち は 四方 に 散ら 、 悪 事 に ふけ る 様 に な る 。 し か し 自ら 6 の 加 か な 行 


この 節 で 


は 神 か 6 の 中 り 物 に つい て 述べ られ て ある 。 我々 は 神 よ り 授け られ た 目 、 耳 、 心 を 正しく 用 いて 、 征 体 的 、 精 


宰 的 に 


往 30 


軍 の し る し を 見 、 神 の 言葉 に 耳 を 傾け 
この 餅 で は 国家 の 栄 柄 盛 


結果 変 退 し 、 死 に 至る の で ある 。 


、 そ れ に つい て 探 《( 考 え ね ば な ら な い 。 
衰 が 早 示さ れ て いる 。 一 度 梅 力 の 座 に 付き 栄華 を 極め た 人 々 は 、 を の 悪 業 の 
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83. 彼 等 は 云え り 、「 な ん ほな! 我 等 死ん で 、 土 ン 
と 骨 と に 帰し た る 後 、 再 び 難 らし め ら れる 2 1 BI 
ほな ? 4 3 
84. 以前 に も 教 等 や 我 等 が 父 担 た ち が 約 束 き れ 人 壱 5 ラック レイ タタ クセ 
1] * 
た る こま は 、 こ れ な り 。 こ ば 逢 の 伝説 に す PO 09 
ぎ ず 」k。 @cA59 多 間 
85。 云え 大地 ほ を こ に あぁ 一切 は 誰 の 所 有 有 な 4KDSK 1 て 全う | の 前 日 
る か 、 お 前 た ち 之 を 知る や ?」 上 。 OS UE っ oloy 
86. 役 等 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー な り 」 と 。 云え 、 ンタ と 5 スン イン 
「 ち 前 た ち ま だ 留意 せ ぎ る か ?」 ま 。 cm051J5 人 5 ああ 
87、 云え 、「 つ の 天 の 主 、 借 大 な る 玉座 の 主 は に の を と 21 に 生 ン 表 
* TOK の 
誰 を 」 と 。 っ 
@ ぁ 必 直 
88. 彼 等 は 云わ ん 、「 を は アッ ラー な りほ 。 去 プン イタ ョ ま レタ ッ タン 
[お 前 た ち そ れ で も 彼 を 自分 た ちの 等 衣 らら 半 き 51 び の 0 
者 と 艇 う ざる か ?」 と 。 
89. 云え 、「 一 切 の 支配 権 を 朱 控 し 、 他 を 庶 護 す ンス の る を 3 タ っ 人 く っ 62 
5 (つめ よさ に 
れ ど 、 自 ら は 底 謗 きれ ぎる 者 は 誰 ぞ 、 ち 前 ? 2 ば リュ シン 
っ タッ タッ タン 。 イン 
た ち 之 を 知る や ?」 と 。 OYKW ま 0 と MM 
の ンー タ っ 5 
90. 彼 等 は 云わ ん 、「 す べ て は アッ テー の 所 有 な 4341 生 (1 す 6 
り 」 と 。 云え 、「 な ら ば 、 何 故に お 前 た ち は て 
惑わ きれ る か が か? と 。 
91. それ ビ こ ろか 、 わ れ ら は 彼 等 に 真理 を も た WC と |4f6 
1 
らし た れ ど 、 彼 等 は 確か に 嘘つき な 。 oo る bs8( 
92. アッ ラー は 子 を 設け ず 、 ま た 役 の 外 に 如何 ンタ 13 っ 人 ンタ ン 
な る 神 ち な し 。 も し を の よう な 場合 は 、 そ 9 ら 
間 由 ee っ タタ タン 7 完 ン る ク 
れ ぞ れ の 提 か 己 が 代り し も の を 運び まり 、 GS) 移ら 多 ス 338 9U 
その 疎 る 者 は 必ず 他 の 者 を 支配 ん 。 彼 等 、 
ェ > 果 プラ タ エック タル 。 タン ロス 
が 主張 する も の より 衝 か 高く まし ます アッ の (あし OO る もっ ル 
ラー に 護 え あれ ! ( 注 31) 
注 31 イエ ス が 神 の 子 で ある と いう キリ スト 教義 が 働 り で ある 事 を や 、 こ の 人 節 で 論証 し て いる 。 人 が 事 を 成就 


する 具 息 子 の 手 助 を 必要 と する が 、 神 は 天地 の 創造 主 で あり 、 
息子 の 巧 力 は 不要 で ある 。 又 、 全 宇宙 は 一 定 の 法則 に 支配 され て お り 、 


信 宇 宙 の 唯一 の 支配 者 で ある 。 神 に 、 他 の 者 や 
宇宙 の 創造 ・ 日 的 ・ 支 配 の 統一 は 創造 


主 と 支 配 者 の 一 致 を 示し て いる 。 支配 の 二 元 性 は 混乱 を 無秩序 を 示す も の で ある 。 
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93. 見 え を ざる も の も 、 見 える も の も 知り 給 う あい ッ ン 。 
方 ! 故に 彼 は 、 彼 等 が 人 に 本 する 者 の 上 @ ら Ss VHDL まり は 
高く いま し 給 う 。 


第 六 項 
94. 云え 、 [キキ ょ 、 潜 我 に 、 彼 等 が 約束 きれ た こ ot2t4C す 7 て 1 っ 5 4 
と を 、 示 し 給 う な ら ば 。 ー- ^ 

95. 主 ょ 、 我 を 不義 者 の 仲間 に 加え 給 うな ] と 。 PT ジイ 人 有 と と 
ー 委 遇 明 遇 @ouUBI も 9 は cao あら 
96. げに われ ら は 、 役 等 に 約束 せ し こ と を 液 に の? クリン 2 タタ ン ME ミン 
1 1 

示す 角 方 あり 。 @oyu9 Op らら 5 
97. 普 行 で 門 を 汰 明 せ よ 。 わ れ ら は 、 役 等 の IOS AS で | 

張 す る こと を 再 知 す 。 ( 注 33) > ピ ー 
ンー ン 
⑲ い Ce 


タタ ン 


98. 面 し て 、 云え 、「 主 よ 、 悪 沈 ど も の そそ の か eb T 
し に 乗せ られ の よう 、 我 を 設 り 給え 。 ( 生 sao の po の 


34 
99. 彼 等 が 近づか ぬ よ う 、 液 、 我 が 主 よ 、 我 を ees3 
設 給 4」 と 。 と 


100. 死 が 邊 等 の 一 人 に 申せ 時 、 を の 者 は 如 原 。 ーー タッ ン 人 タン ンス テレ ミン 
ey る 4 [ 
し て 云う 、「 主 よ 、 我 を 選 ら しめ ゅ よ 、 0 


101. 正しい 行 折 を する た め に 、 暫 き 去り し 我 4 邊 Es 
が 命 に ] と 。 決 し て 猿 ら 6 ず 。 そ は 日 先 だ け りり 2 リー 
の 出 ま か せ に すぎ ず 。 彼 等 の 背後 に は 、 聞 且 うみ る 3 ルン すら ラ タラ ASUG22 


び 時 らし め ゅ られ る まで 障 灯 が 立ち 岩 で 。 ンタ ン 29 
(35) OO や Ss 
注 32 クラ イシ ュ は そ モ 


この 章 は メッ カ 時 代 米 期 に 現れ た 。 モ ハッ マ ド 天 言 者 ほ メ ッ カ を 去 ろ うと し て いた 
ハッ マ ド 項 言 者 を 、 メ ズッカ より 追放 し た 為 、 1 
マ ド 拓 言 者 は メッ カ 退 去 の 許し を 得る 為 神 に 祈る 様 雪 え 


の 下る 時 モハ ッ 


# て いる 。 


注 33 メッ カ て 不信 心 者 と 共に 有る 眼 り 、 あ ら ゆ る 人 迫害 に 前 え 、 悪 に 番 で 報い な けれ ば な ら な いと 、 モ ハッ 


マ ド 項 言 者 は 此処 で 中 し 渡る れ て いる 。 


注 34 [悪党 ど も ] は 、 モ ハッ マ ド 秋 に 敵対 する 者 の 内 、 指 導 的 役割 を 果たす 者 を 指す 。「 を その か し 」 
と は 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 を 中 得 し 、 そ の 実像 を 歪め て 伝え る 事 に より 、 人 々 の 間 に 傾 言 者 へ の 反感 を 育む 動き 
の 事 で ある 。 


注 35 「 降 璧 」 と は 二 者 問 の 障害 物 と いう 意味 を 持つ が 、 教 は 死亡 し た 日 か ら 復活 し た 日 まで の 中 間 期 
間 を 指す 。 天国 へ いけ る の か 地 鍼 に 落ち て 軸受 ける の か か まっ て な い 状 態 を 表わす 。 ク ルアー ン で は 
これ を 未 発達 の 状態 と し 、 一 方 復活 を 完全 に 発達 し た 魂 の 誕生 と 位置 付け て いる 。 
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第 二 二 三 間 テル ・ そ を ー メ ヌーン 


02. 散 し て を の 暴 が 吹き 喝 ら きれ れ ば 、 29 の し 3 3 と と SlG 681SE 
レン 
人 等 の 還 の 血 弥 の 絆 は 絶た れ 、 互 に 安 和 き を 2 ンー 9696 


賠 う こと も な か る べし 。 ( 注 36) @ の GS33 

は か うう ン 」 と と 内 プー タイ タイ ー ラ タン る 

03. その 叶 、 称 》 午 い 入 々 ー こ れ 等 は 栄え ん 。 64BMIPZ9MR と 作っ 
04. きれ と 、 粧 軽い 者 ども は 、 を の 匠 は 減じ と る の る の 人 0 の UID で ES どう 
び 、 地 稀 が 彼 等 の 住居 し な らん 。 (0 学 
@ ら 2 は きゃ る こら 1 

05. 談 は 役 等 の 面 を 焦がし 、 そ の 中 で 着 回 の っ 2 し る る 5022322 人 5 


に 歯 や むき 出さ ん 。 


06. 「 わ が 神 兆 は 前 た ち に 、 読 語 せ られ ざ ーー と Oki 


り し か 、 曽 し て 前 だ ち 之 を 誠 人 な り ト レッ 。 
者 艇 き ざ り し か ?」 eo353 


07. する も 、 彼 等 は 云わ ん 、 「 主 ょ 、 悲 凶 に 我 2 も (CosEC で 2 


等 は 打ち の め る れ り 。 我 等 は 迷 誤 の 民 な り 


き 。 @CJ 
08. 我 等 の 主 よ 、 こ こ か ら 我 等 を 出し 給え 。 ンタ いと っ タ ラッ ッッ シセ ン ン 
も し 再び 途 犯 を 続 り 返さ ば 、 を の 時 こそ 本 oosbGGoeo6oCb ID 

当 の 悪人 だ る で し 」] と 。 
2 イト こ > タル タン ウォ ィ コッ クン スル レン 
09. 神 は 云わ ん 、「 火 の 中 へ 立ち 潜 れ 。 われ に ⑨ の 3 人 79553 M 1 315 


物 云 うこ と な か れ 。 ( 注 37) 

10. わが 僕 難 の 中 に ほ 、「 主 ょ 、 我 圭 は 信 ず 。 っ っ 5 の Ce の 26g 人 
故に 、 我 等 の 罪 を 融 し 給え 。 面 し て 、 我 等 党 っ ガン フラ イレ ッッ ョ レイ 23 
に 浴 直 を 垂れ 給え 。 液 は いと 慈 正 深き 御方 。 Ooue2 和 EGO の OB 鐘 5s 


に よし ます 故に 』 と 云い し 一 団 あ り 。 


し か ーー 、 うう タタ タン る 
1 半 4 に 前 た ち は 彼 等 を あ ぎ 笑 い 、 遇 me 3 計 村 天 CGIE 
笑 し 続け て る 間 に わ れ を 人 金 ずる こと を 宮 っ 
た り 。 ( 注 38) Hi 


注 36 ある 人 物 に 罰 が 下さ れる 時 、 彼 の 家系 ・ 家 本 は 全く 考慮 され な い 。 裁き の 日 評価 きれ る の は ほそ の 人 物 の 
善行 で あっ て 、 血 線 及 び 変 友 関 係 は 何 の 役 に $ 立 だ な い 。 

注 37 神 の 使者 を 見 下 し 、 和 否定 する 者 は 、 裁 き の 日 に 地獄 へ 落ち 、 憎 し み と 軽 工 を 受け る 。 生 前 の 遥 事 に 対 
する 電解 は 許さ れ な い 。 神 は 全て を 御存知 な の だ か ら 。 

注 38 この 節 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 信心 者 は 貸し く 憶 い の で 、 不 信心 者 は 信者 の 意 に か か わら ず 彼 等 を 雇 
い 、 搾 取 し 、 報 酬 無し に 演 働 を 強要 する 。 
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テル ・ モ ー メ ヌー ン 


2. われ は 今日 、 役 等 が 耐え 忍び し こと に 対 ンタ イン ッ タタ 2 る て と ラ ジン 人 ン ンタ クタ タッ ン ン 
が 。 < ン 2 
し 旨い た 9。 を 成 衣 々 る は 、 リ に 彼 入 PONTAT ト 2 クリ eeS 信 0 


な り ] と 。 
3. 神 は 問わ ん 、「 お 前 た ち 、 地上 に 何 年 留 ま で うま まま 月 日 


5 だ た る か 7 と 。 

4. 彼 等 は 答え ん 、「 一 日 か 、 否 、 そ の 何 分 の 2 る 。 ッ プス タン と ウン レ タイ 

ツア 31 とう 導 9 VsE 

ー か に すぎ ず 。 ( 注 39) な れ ど 、 数 えて い eSlU う ezoes3E り 
た 者 に 之 を 問い 給え | と 。 

5. 神 は 云わ ん 、「 ぉ 前 た ち が 地 上 に 留まり だ の の 雪 8 4 
る は 、 僅 か な り 。 も し お 前 た ち 此 の 意 を 知 ORSOPPVS)ESDO 
6 ば 


6. な 6 ば お 前 た ち 、 わ れ ら は 意味 も な てく お マレ イッ クィ る (クン ン イン レ る イッ タッ ニン プン 
UPSK し 殺 有る < 
前 た ち を 創れ り と 思え を る か ? まだ 、 わ れ ら AG う で CU 


襲 


が 許 に 連れ 戻る れる こと な か る べし 、 と 思 @ ら 6 
える か ?」 と 。 ( 注 40) 


に イ 『 ン る 


2 タッ は 
(WP に 


る セー リン ンタ クッ 
! 


な りら 真 実 の 王者 アッ ラー。 栄光 の 玉 5 ので 2 れい 所 
に だ この りり め 
座 の 主たる 彼 以外 に 神 な し 。 の りう の ツ 2 


ン ン 


、 の ッッ ン は アッ ン ラン っ 

8. な ん の 証明 もぉ な し に アッ ラー と 共に 2o 殺 OZ93 光 ( 届 の あの 5 
他 神 を 祈る 者 を 、 主 は いずれ 必ず 清算 せ レレ ッッ タン / を と 

タタ 22 て と を ッ レン ター の タン ーー レン ピ 

ん 。 げ に 不信 者 『6 は 栄え ぎる べし 。  @osAJUA59 61os SCe ES 


9. 云え 、「 主 よ 、 敷 し 給え 。 慈 看 を 垂 れ 給 え 。 レッ 82 フィン ラシン 60 に る 
液 は 最上 の 慈悲 者 なり 」 と 。 @ ら eoze ら うら の ゆめ の の 


往 39 楽 な 生活 と いう も の は 、 後 に 罰 を 受け た 時 、 そ れ が 如何 に 短く 、 文 、 悔 恨 と 無念 を 作 う も の で ある 
か が 胃 ら か に な る 。 人生 の 快楽 し は むなしく 短命 で ある こと が 、 不 信心 考 を 例 に よれ ば 良 て 分 か る 。 


注 40 人 間 は 、 神 の 属性 を 自ら に 育み 、 再 現す る と いう 偉大 な 日 的 成就 の 為 に 創り 出 き れ た 。 神 の 特性 を 授 
けら れ 、 全 創造 物 少 な て と も この 宇宙 に 存在 する 創造 物 の 中 心 的 役割 を 担っ て いる 。 神 の を 旋 就 する と 
いう 偉大 な 目 様 を 授け られ て いる 為 、 人 間 の 一 生 は 、 こ の 世 を 雌 れ 、 魂 が 肉体 を 見 れ て も 終わ る 事 は な いで あ 
ろう 。 人 間 の 魂 は 、 新 た な 世界 へ 新た な 形 を 取り 、 新 た な 向 体 へ と 永遠 の 旅 を 続け る で あろ う 。 肉 体 が 滅び れ 
ば 魂 $ 共 に 滅び る と いう 考え 方 は 、 宇 宙 創 造 に な ける 神 の 栄 知 ・ 御 計画 ・ 日 的 に 反する も の で ある 。 
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アル ・ ヌ ー ル 
(メデ ィ ナ 厨 和 示 ) 


る まね 


1. 米 悲 深 (、 恵 み 思 アッ ラー の 件 名 に お 3) 
て 。 ン 2 2 学 ロ 
内 sf ッ ン ッ ン タン ンタ タレ ッ > 
2. こ は わ れ ら が 陸 せ る 一 和 壮 に し て 、 義 務 と し II 1 の 出 軸 は 00 の 4 
て 課せ られ た 探 な り 。( 注 1) わ れ ら 6 は お 前 レッ タン 衝 る 
た ち に 注意 しん が た め に 、 を の 中 に 明 自 〇 Oo びび か 


な る 戒律 を 降 し たり 。( 注 2) 


の 22 う 
3。 洋 婦 普 びに 姦 夫 に は 、 各 自 吾 回 の 番 皇 を 科 BbU83ge ゅ bbSs ID 
せ 。 ア ッ ラ ー の 坊 き を 執行 する に 当り 、y 。 ッッ っ シタ セン ンタ 
前 た ち 、 も し アッ ラー と 客 判 の 日 を 信ずる lg 5 ヒ も の 0 を うう 


な ら 6 ば 、 両 名 に 対し て 藤 れ み を か ける は 不 2 1 2 中 る ーッ 2 る うる 
し っ 
用 な り 。 前 し て 、 数 名 の 信者 に その 仕置 き アル PP の 


ッ し 旨 時 
に 立 合 せ よ 。( 注 3) の Gba30163 
注 1 この 節 で 「 義 務 と し て 課せ られ た 近 ] と 示 き れ て そい る よう に 、 こ こ で は 、 こ の 意 の 戒律 の 重 9 
調 し て いる 。 そ れ は 、 ク ルアー ン 全 章 が 神 に より 啓示 き を そこ に 示 き る れ だ 臣 任 は 全て 守る 事 を 負 務 付け られ 


て いる か ら で あ る 。 


往 2 遺 昼 な が ら 
、 こ の 音 の 現 律 に 
注 3 イス ラム 法典 に お いて 、 男 女 天 の 貞和 人 節 は 、 徳 日 と し て 非常 に 重要 な ぁ も の で ある 。 この 章 で は 、 貞 節 を 
守る 為 の 広 礼 に 渡る 戒律 が 定め られ て いる 。 イ スラ ム 教 は この 法 を 犯す 事 を 固く 茜 じ て いる 。 イ スラ ム 教 の 貞 
分 に 関す る 厳し き は 、 決 に 述べ る 謙 通 ・ 姦 淫 に 対す る 前 則 に 良く 表 わ れ て いる 。 還 と し て 『 各 自 百 珂 の 傘 
が 料 され て お り 、 罪 を 犯し た 男女 共に 上 既婚 か 未婚 か 、 あ る い は 方 婚 で 他方 が 木 等 、 様 々 な 場合 が 
で きる が 、 そ れ に より 徐 罰 に 差異 が 加 を た られ る 訳 で は な い 。 この 委 で は 、 答 測 を 用 いる と な っ て お り 、 護 錠 
嘉 淫 や 他 の 重罪 に 対し て 投石 に する 死刑 を 行なう とし は クル アー ン で は 定 ゆ られ て いな い 。 人 通 罪 よ 9 違 か に 板 
換 非 道 な 殺人 和 罪 、 強 館 罪 、 反 逆 罪 、 あ る い は 治安 を 乱す 琲 に 対し て すら 6、 イ スラ ム 教 で は 死刑 を 規定 し て いな 
い 。 これ 等 の 罪 に 科す 極刑 は 死刑 で ある が 、 第 一 級 犯 罪 (2 ・ 179) に 対し て は 商 支 払 に が 、 を の 他 の 犯 
罪 (5 :33 一 34) けし て は 人 筑 固 ・ 流 刑 が 定め られ て いる 。 既 婚 の 奴隷 女 が : E し た 場合 クル アー ン の 
別 の 章 (4 : 26) かれ て ある 様 に 、 自 由 な 身分 の 既婚 女性 と 比べ る と 、 部 泌 を れる 。 投 石 の よう に 死 
に 吾 ら せる よう な 刑 は どう や っ て 半分 に で きよ うか ? だから 、 不 貞 節 の 凡 は 死刑 で は あり 得 な い の だ 。 

クル アー ン は 、 各 遂 罪 に 対し て 傘 刑 を 課 月 記さ れ て お り 、 そ の 適用 は 罪人 の 既婚 ・ 未 婚 を 問わ な か っ 
た 。 叉 、 こ の 人 節 及 び 他 の 関連 する 節 に は 、 モ ハッ マ ド 貧 言 者 の 高 漆 な 配 価 者 アイ シャ に 関し て 彼女 自身 既婚 で 
あっ た に も か か わら ず 、 突 われ 無き 中 傷 の 在 っ た 事 も 記 る れ て いる 。 これ 等 の 事 笑 に も か か わら ず 、 イ スラ ム 
教 の 神学 の 学派 の 中 に は 正当 な 理由 無く 、 言 語学 者 の 手 を 経 ず し て 、「 こ の 節 で は 、 如 遂 罪 に 対す る 六 則 と し て 、 
末 嬉 者 に は 答 刑 や 、 既 婚 者 に は 投石 に よる 死刑 を 規定 し て いる 。] と いう 誤っ た だ 解 息 を 数 を て いる 所 も ある 。 こ 
は 、 既 の 女 通 罪 者 が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 命 に より 投石 に よる 死刑 を 科せ られ だ と 書か が れ だ ハデ ィ ス に 
ある 二 ・ 三 の 例 を 拠り 所 と し て いる 様 で ある 。 こ の 内 の 一 例 は 、 ユ ダ ヤ 人 男女 に 関す る $ の で 、 彼 等 は モー ゼ 


悪 か に ち 他 教徒 の 慣習 を 模 人 秀 し て 、 イ スラ ム 教 徒 は クル アー ン の 他 の 並 に ある 規律 以上 
て きた 。 
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普 


ー 十 四 草 アル ・ ヌ ー ル 


4. 女 浴 は 、 淫 婦 か 多神教 徒 の 女 以外 結婚 し て る し と ンク レン る ラン シン と 
T EE の (人生 2 に 21 PAGO)1E 
は な ら ぬ 。 淫 委 $、 夫 か 多 視 教 作 の 男 以 "プラ の EDIESOD の 1 


ヶ 直 れ > の こ 計 考 に 区 トン フッ タン で の に 3 タッ ンー コン る センタ の ンー 
MR この こと は 信者 に 訪 2 の 1 
人 款 ぜ 5 ー 


292. 
@Gcas 

本 し レッ イン を コレラ タ 60 ン ッ タン クッ . 
5. 上 な る を 傷も 還る EBIMPtK つ 91 の 91 

げ 得 ぎる 者 に は 、 入 十 回 の 答 打 を 科せ 。( 注 ルル ン ン クラ ォ ル レン 。 そ ッ タッ ン 

CC 3 タッ 2 シン ン % 
4) 今後 を の よう な 者 の 証言 は 決し て 受け 1 條 93 5002 OS AA2OAGr 條 6 
入れ る な か れ 。 彼 等 は 達 犯 者 な り 。 タン レック  12 gy シッ ンタ て クン クン レレ ンス > タプ 
- ③⑤ の 史 み 0122 GU lool 5 る る る 


の 律 法 に 基づき 投 生 刑 を 受け た ( プ ハ リ )。 モ ハッ マ ド 預 言 著 の 行い は 不変 で あり 、 新 し い 戒 律 が 砂 示 され る ま 
で は 、I 約 吾 普 に 基づき 罪 を 裁 い た 。 投石 刑 の 科せ られ だ 『ー・ 二 ある が 、 そ の 罪 の 犯 ま れ だ の が 


記 3 


に 起こ る れ だ も の と 誤記 され て いる 可能 注 も ある 。 ハ ディ ス に は る その 様 な 
ある い は 当時 、 世 の 中 が 深刻 な 状況 で 、 そ の 介 モ ハッ マ ド 項 言 者 が 通 罪人 以外 
者 が その 状況 を 考 眠 し 損 ビ た の か も し れ な い 。 き も な けれ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 明確 な 神 の 戒律 に 背 
不可 解 で ある 。 

姦通 罪 に 対す る 玉 則 の 誤解 を 生み 出す 事 と な っ だ もう ・- つ の 原因 は 、 モ ハッ マ ド 
リー に ある と 言え る 。 オ マル は 次 の 様 に 語っ た 


1 言 者 の 後継 者 オマ ル と ア 
きれ て いる 。「 律 法 に は 、 投石 刑 に つい て の 一 節 が あっ た 。 
我々 は それ を 読み 、 理解 し 、 覚 。 モハ ッ マ ド は 女 通 罪 者 に 投石 刑 を 科 し 、 我々 も 双 彼 に 従っ た 。 人 々 
が 律 法 に 豆 か れ て な い 事 を 付け 加え だ の は オマ ル だ と 言っ て いる で は な いか 。] (Kashf al-Ghummah、 2 汰 、 
P・111 ) ハデ ィ ス は 全て の 偽 文書 か 、 衣 てく て も オマ ル の 言葉 を 誤解 し た も の と 思わ れる 。 オ マル が クル アー 
ン の 一 部 で ある と 言っ て いる も の 忘れ る こと な ど あ り 得 な い 、 そ し て 、 オ マル | し いこ と を する の に 
人 人 々 を 、 お を それ て それ を し な か っ だ とい うこ と は 考え ん られ な い 。 も し オマ ル が 本 当 に 言っ な の な ら ク ルアー ン 
に 必ず 書き 入れ る は ず で ある 。 ズ ズ 、 交 通 罪 を 犯し た 女性 を 答 打 っ だ 後 投石 死に 追い や っ た アリ ー は 、 商 

記 き れ て いる 。「 私 は 戒律 に 基き 彼女 を 答 打 ち 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 行い に 徒 い 彼女 に 投 1 
た 。] ( ブ ハ リ ) これ 等 の 言葉 か ら 、 二 つの 推論 が 導き 出る れる 。(1) 通 者 を 間 す る 際 、 モ ハッ マ ド 作 ヽ 
クル アー ン に 規 $ れ た 神 の 戒律 に 反する 漠 を 科 し た 。 し か し これ は 有り 得 な い 。(2) 一 方 、 ウ マー ル は 、 女 通 填 
に 投 行 刑 を 科す べし と いう 葉 律 が ある 。| と 語っ て いる 。 メア リー は 「 そ の 様 な 戒律 は 無い が 、 モ ハッ マ ド 言 
者 に 習い 、 私 も 姦通 者 に 投石 刑 や を 科 し た 。」 述べ て いる 。 両者 の 言 は 相 巴 所 する の みな ら ず 、 神 の 戒律 に 背く 
も の で あり 、 そ れ 貼 、 偽 造 か 、 よ し ん ば 誤っ て 伝え られ た も る の と し て 否定 せ ざ る を 得 な い 。 


語っ だ 


注 す 大 通 罪 に 次 で 社会 赴 は 、 深 白 な 人 に 対す る 誹謗 行為 で ある 。 文明 化 き れ だ いわ ゆる 近代 社会 で よく 見 ら 
れる この 計 謗 行為 を 1 スラ ム 教 は 戒め 、 畑 容 の 人 を 中 傷 する 者 に 対し て 厳 同 を 持っ て 処す る 。 加 則 に は 3 種類 
の も の が ある 。⑬⑳ 体 則 (b)6 閣 印 を 押す 事 に より 、 証 言 の 法 的 効力 を 失 く する 。( ぐ 罪人 と し て 扱う 
事 で 精神 的 孔 克 を サ ぇ る 。 告訴 内 容 が 真実 か 大 か と いう 点 は 、 こ こ で は 独 れ られ て いな い 。 告 発 者 は 必要 な 証 
拠 を 提出 し な い 限 り 偽 証 才 しみ な $ れ 、 規 定 の 劉 則 を 科せ られ る 。 通 罪 で 告発 きれ だ 女性 も 、 事 実は どう で 
あれ 、 十 摂 が 捕 わ な けれ ば 無罪 と な る 。 法 の 意図 する 所 は 名 堂 肖 損 行為 防止 で ある 。「 貞 人 節 な る 女 ] と いう 語 が 
用 いら れ て は いる が 、 こ の 節 の 戒律 は 男女 双方 を 対象 とし た も の で ある 。 ア ラビ ア 語 で は 、 男 女 両性 に 等 し く 
関わ る 事柄 を 述べ る 時 、 男 性 の 性 だ が 用 いら れる 。 し か し 男性 より むし ろ 女 性 に 関す る 事 岳 の 場合 は 女性 の 性 が 
用 いら れる 。 こ こ に 革 か れ た 戒律 は 名 誉 届 舞 に 対す る 罰則 に 関す る も の で 、 技 害 者 は 男女 向 作 で ある と は 言う 
も の の 、 女 性 の 方 が 一 般 的 に より は 大 きい の で " 貞 節 な る 女 " と いう 語 や 用 いて いる の で ある 。 同じく [中 
傷 」 す る 者 " という 語 は アラ ビア 語 本 文 で は 男性 語 で は ある が 、 男 女 両 性 に 適用 きれ る 。 
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6. 但し 、 を の 後 、 悔 培 し て 行状 を 改め た る 者 4 テン ンー る 
HP4WKITGEWKT5YSKIGGVKNID 
は 除く て 。 げ に アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 38 2 Po 
> R の 2 る の 。 タ ン 
深く まし ます 。( 注 5) で うう 人 8 を 
7 自分 の 節 を 中 但し 、 し か も 自分 以外 証人 を AKA 12.28<1 162 
挙げ 得 ぎる 者 に は 、 ア ッ ラ ー に 折 っ で 己 れ 
で タン ラプ る くう タタ ン の 
が 真実 な る こと を 外 度 堆 ゎ しゅ ょ 。 po&38 お 24292123 26281 
( 注 6) レン cg 38 
⑨osya0o4! 5 
Ye うー ュ ラ イン まる ンタ ン セン 2 エン っ 
8. は 、 も し 自分 が 嘘つき な CeoWoUA ス 2 AG S4ceEN2 
ら 、 ア ッ ラ ー の 呪 直 を 受け ん 、 と 次 わし め ン 
よ 。 の osa 
、 、 内 AS ン ッ ンー ラン タン 
9. 男 が 嘘つき な る こと を 、 女 が アッ ラー に 碧 っ 90Ge) 仙 0 の お の 
呈す る な ら 、 彼 女 は 刑 前 を 免れ ん 。 8 レン 
eo3 私 郊 
10. 面 し て 、 五 度目 の 替 い は 、( 注 7) 8 し 邊 の 2 昌 間 の 
言葉 が 真実 な ら ば 、 ア ブッ ラー の 把 り 我 が 上 レン 」 
に 降ら ん こと を と 碧 わ し め よ 。 の os 
マン レム タン っ 
11. 恩恵 と 慈悲 な か り せ ば 、 然 61512 4 を の EE 9955 
ほ ミ は あわ れ み 深く 賢明 な り 、 お 前 だ を 9 選 @ ) 
ち は 導 中 に 半 え 9。 6 さぼ 加 
6 な くら の を え っ る 
12. の 偽り を 提 湊 せ し 者 は 、 ( 注 8) ぉ 9 8 
前 た ちの 中 の 一 部 の 者 ども な り 。 こ の 事件 レン > 33 命 る る 人 委 先 2 て 胸中 
注 5 名 誉 身 所 の 場合 、 琶 で 近 み れ ば 負 衣 の 和 座 むち り 知 る っ の 作 語 で 較 し で は 、 有罪 が 確定 次 
第 施行 きれ る の で 列 と し て 、 後 の 二 つ の 祝 則 は 罪人 の 此 度 如何 で 免除 も ある 。 
注 6 夫 女 間 に 医 紀 が 生じ 、 家 族 関係 が こじ れる 事 も ある の で 、 を その 様 な 場合 に 備え た 特別 の 規定 が ある 。 
注 7 妻 が 夫 に 告訴 され た 時 、 4 人 の 証人 か と 認め れ ば 、 残 る 一 人 の 証人 が 夫 や 持 し て ぅ 、 事 は 
無罪 と な り 、 又 夫 も 妻 を 告発 し た 廉 で 裁 か れる 事 は な い 。 し か し 、 婦 仲 が この 様 に こじ れ て し まえ ば 最早 継 


り を 戻す 事 $ で きず 、 天 婦 関 係 は 維持 で き な い で あろ う 。 


党 8 
スタ 


の 討伐 の 旅 に 、 モ ハッ マ ド 
た 時 、 


人 か 


この 箇 に 述べ られ て いる 獲 ま し い 出来 事 が 起き た の は 、 ヒ ジラ 有 礎 5 年 モハ ッ マ ド 季 言 
イス ラム 事 は メデ ィ ナ の 近く 
そ を 侍 っ て いた 。 
に 気付 いた 。 


リク 討 供 を 終え た 帰路 の 最 中 で あっ た 。 


1 言 者 は 覧 夫人 アイ 
彼女 は どこ か に ネ ホック レス を 落し て 来 
ら の 倍 り 物 だ っ た の で 、 


彼女 は を それ を 捜し に 再び 
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者 が バニ ー・ ム 
に 夜 営 し な けれ ば な ら な か っ た だ 。 こ 
アイ シャ は 用 足し に キャ ンプ を 本 れ ヵ 
ッ ク レ ス 自 体 は 高価 な 物 で は な か っ た が 、 


友 


けた 。 戻っ て みる と 、 軍 隊 は 、 を それ まで 彼女 の 乗っ 
て いた だ ラ クダ と 共に 立ち 去っ た 後 だ っ た 。 彼女 は 当時 まだ 藻 


く 、 体 重 も 軽かっ なの で 、 吾 使い 達 は 彼女 が 笹 に 


第 二 十 四 章 アル ・ メ ヌー ル 


を 自分 た ち へ の 補い 上 思う な か れ 。 首 、 を の 2 人 04823 は ds SS2 
は お 前 た ちの た め に 幸い な り 。 彼 等 各自 、 の 
自ら が 稼い だ 罪 の 責め を 負う 。 中 で も 、 棚 @ 
本 人 は 重 刑 に 処せ ら 5 る べし 。( 注 9) 


3. おぉ 前 た ち そ れ を 開い た 時 、 何 故 信者 の 男 も る は! 0558 RI タッ 9 の > ン yg 


た ンプ トナ こ ここ ニン ンコ 
また 女 も 自分 た ち 仲間 に 対し て 善意 に 推測 ンー 
し 、「 こ は 明 各 な る 虚偽 な り 」 よ 云わ ぎり し の SS dBUOA53 426o5 し 
か 2 

4. 何 誠に 彼 等 は 之 を 立証 すべ く 加 人 の 証人 を RGMPKV43 ez 移 8 
挙げ ぎり し か 7 彼 等 が 必要 な る 区 人 を 立て プン ーッ 


タン タタ コン レッ アセ ャ ンプ 
得 ぎり し 以上 、 ア ッ ラ ー の 目 に 彼 等 は 確か ゅ SS るる POECCROMRKMKWS 
に 嘘つき な り 。( 注 10) 
5. も し お 前 た ち に アッ ラー の 恩 吊 と 、 現 世 普 3C38 EC とれ 5 る と て 
1 585 
びに 来世 に 訟 ける 彼 の 惹 甘 が な か り せ ば 、 。 ” Il ゅ 等 うう 
お 前 た ち は 、 そ の 没入 し た 中傷 の た め に 、 82bzg&Sfs 多 ME)| 
重 刑 を 科せ られ た り 。 
6. お 前 だ ち は 世 に 吉光 で を れ を 知り 、 ロ れ の て 62 の 5 っ も 5 頃 
知ら ぎる こし を 日 か ら 出 ま か せ に 語 和 9。  」 レレ シン の 
六 し て 、 ア ッ ラ ー の 目 に は 重大 な る こと を 、 Q0LOCgsA3$ じ っ 34 


軽視 せり 。 の 1。 ン 
oe 


17. お 前 た ち 、 そ れ を 聞い た 時 、 何 故に 云わ ぎ る ッ ン 1 2 クタ 922 の 2 ンタ 
り し か 、「 こ は 我 等 の 口 に すべ きこ と に 非 の 31GA の CCP 


すず 。 お お 、 神 よ 、 徹 に 護 え あれ 、 こ は 意 し @ 名 bs AS 194 
むべ き 中 傷 な り 9!」 と 。 * 


拉 り 込ん で いる も の よ 天 っ て いた 。 人 彼女 は な す 術 も 無く 座り 込み 泣き 、 や が て 眠り に 落ち た 。 後 か ら 来 た 難 民 
の サフ ワー ン が 彼女 を 見 つけ た だ た 。 ま だ ペール を つけ る こと が 規定 され る 以前 に サフ ウー ン は 彼女 を 目 に し た 事 
が あっ た の で 、 一 目 で アイ シャ で ある と わか り 、 サ フワ ー ン は 彼女 を 自分 の ラク ダ に 乗せ 、 自 ら は ラク ダ の 後 
ろ を 徒歩 で メデ ィ ナ へ 行っ た ( ブ ハ リ : ニ カー 等 参照 )。、 ア ブドウ ッ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ ・ ビ ン ・ サ ルー ル を 首領 
する メデ ィ ナ の 偽善 者 達 は この 出来 事 を 利用 し ょ うと 企み 、 ア イシ ャ に 対し て の ある 醸 聞 を 郷 れ 回 っ た 。 

残念 な が ら 、 イ スラ ムッ ム 教徒 の 中 に この 企み に 加わ る 者 も あっ だ 。 し か し アイ シャ の 無実 は 神 の 啓示 に よ 9 証明 
きれ た 。 流 言 を 広め だ 者 達 は 呈 せ られ 、 以 後 こ の 様 な 醒 半 を 禁じ る 雇 示 が 与 を られ た 。 

注 9 [張本人 ] と は メデ ィ ナ の 偽 療 者 達 の 首謀 者 で ある アブ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ を 指し て し る 。 彼 こそ 
が 例 の 虚言 を 思い 付き 、 人 々 に 態 れ 回 っ た 中 本 人 で ある 。 彼 は イス ラム 教 に 刃 向かい 、 メ ディ ナ の 上 に な る 野 
望 を 抱い て いた が 、 志 を 遂げ けず し て 不 名 准 な 死 を 迎え だ 。 

注 10 イス ラッ 教徒 の 男女 を 姦通 罪 で 革 訴 する 者 は 、 四 人 の 証人 の 裏付け を 必要 と する 。 姦通 の 目 没 者 を 3 
人 人 まで し か 集め られ な けれ ば 、 告 発 者 は イス ラム 法 に 基づき 首 と し て 扱わ れる 。 他 人 の 姦通 現場 を 日 撃 し 
だ た か ら と いっ て 、 を の 酸 聞 を 触れ 回 る 事 は 許さ きれ な い 。 
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18. アッ ラー は お 前 た ち に 、 信 者 な ら ば 、 決 し クン ンー っ タッ タン 名 タル 
償う liool AEU53 3 とく 
て 再び この よう な こと を 謎 り 返 すべ か ら li ジラ ざい 
ず 、 と 戒め 給 う 。 の cs 


19. アッ ラー は 、 ぢ お 前 た ち に 戒 律 を 解き あか し @ を と 多 > と 発 」 IST 25 
給 う 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 皿 哲 に ま 員 
し ます 。 
20. 醒 半 が 信徒 の 間 に 広まる こと を 喜ぶ 者 は 、 。 ン HER 
軸 ・ プ 和 AU 3、(3i < OOo2GjIS 1 
現世 に 訟 て も 来世 に 訟 て も 痛 刑 を 受け ん 。 "< 9 ML 1 スラ ー 
( 注 1) 前 た ちほ は 知 6 ぎる 5、 ア ッ ラ ー 部 58595GS0 ジ AS MI 学 41K の 1 
は 知り 給 う 。 


KK も 9 ラク タイ ン タイ ッ ン 


@ ouS マ と 5 る AS 
21. も し お 前 た ちの 上 に アッ ラー の 便 門 と 落雪 きめ 人 95922 タ 大 絡 (は お 
な か り せ ば 、 し か し 事実 は あわ れ み 深く を > 
悲 深く まし ます 、 お 前 た ち は 減 亡 きせ られ ⑩2A2 ウ 
た り 。 
り テテ る 4 セン シュ フタ イー 
22.: ほう な ol Ni CSTKOTG 155 
と 4 ン 時 2 る 
生玉 事 を 表 い る こも を 知る べし GE 和光 交 5 EBI 生ま 
12) も し 前 た ちの 上 に アッ ラー の 恩恵 と 1 2 を レン タッ クセ イン 
惹 悲 な か り せ ば 、 お 前 た ちの 一 人 と し て 清 JCSy5 
浄 な る は な か り し な り 。 き されど 、 テ アッ ター 2 レル 71 8 の 1 ? る 4 
M の 2451 (G5 ら 2 PR 
は 、 を の 須 す る 者 を 清め 給 う 。 ア ッ ラ テー は う タ ⑳3i65 
すべ て を 聴き 、 知 知 し 給 う 。 oc 
23. s 前 た ちの 中 の 挫 福 な 次 産 家 に 、 親 類 款 者 、 ン 。 1 


多才 並び に アッ ラー の 着 の た ら に 宮 を 技 つき JabedeIos 


て だ 人 々 の た だ ため に 、 今 後 一 切な に も や ら 6 ぬ 。 規 っ ンタ フッ フッ 
Pe る 交 
区 あ し むる な か れ 。( 生 19) 人 を 玉 し 2 と Oba2GS っ ちっ | 


注 11 イス ラム 教 は 、 女 通 罪 に 関す る 偽証 の 流布 を 厳し く 戒め て 米 た 。 切通 を 犯し た 者 だ け で な く 、 を その 醒 
聞 を 広め た 者 も 前 せら れ だ が 、 む し ろ 後 者 の 方 が より 重い 刑 を 科せ 6 れ だ 。 散 発 的 に 起こ る 女 通 より も 、 世 の 
中 に 性 的 不道徳 の 間 姓 す る 方 が 遂に 深刻 な 問題 を 引き 起こ すか 6 で ある 。 も し 真人 の 定か で な い 酸 聞 の 流布 
を や 見 過ごせ ば 、 地 域 社会 の 不 徳行 為 に も 薄れ 、 や が て は 不 徳行 交 が は び こ る 様 に な る で あろ う 。 

未 米 に 対す る 悲観 論 が 世 まり 、 道 徳 基盤 は 根底 か ら 覆 きる れる で ある ろう 。 

邊 12 人 人間 は 、 明 ら 6 か いと 分 か る 事 に は 手 や 出さ な いし 、 又 それ を 嬢 ら う 。 そ を そこ で 如 魔 は いき な り 不 徳 
な 行い を する 様 に 人 間 を を その か す の で は な (て 、 た わい 無い 事 か ら 始 め て 徐々 に 人 間 の 道 値 観 を 麻 き せ て 行 
《。 初 め 悪 日 を 言い ふら すず 程度 どっ た 汗 が 次 第 に それ を 他人 に 押し 付け る 様 に な り 、 結 局 は 大 罪 を 犯す 事 と な る 
注 13 これ は アブ ー・ バ クル の 事 を 指す 。 役 は 人 し い 親族 の ミス ター に 小 造 い を 与え て いた が 、 ミ スタ ー が 
不 析 に も アイ シャ 誹謗 の 件 に 巻き 込ま れ て し まっ だ た 為 、 そ れ を 打ち 切っ て し まっ た 。 
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革 二 十 四 立 


アル ・ ヌ ー ル 


て 、 を その 遅 多 を 見 の が し て や れ 。 お 前 た ち 
は 、 ア ッ ラ ー が お 前 だ ち を 赦 す こと を 五 ま 
ざる か ? アッラー は 覚 大 に し て 、 慈 悲 深 
まし ます 。 


ンタ ルン 2 ッ イ ンタ クタ ン ン セッ タレ 。 レ ッッ タン し 
50o 和 2220825 
の > る の 2 タン タッ レ 

の Aa うつ SE aul 3 


、 、 麗 タク クー 1 リッコ レッ タン ラタン ン っ の ン 
24. 軽率 な れ ど 、 貞 節 な る 純真 な 信者 の 評 を cie る cdsSluo2IO め | る 
(14) 中 傷 す る 者 は 、 現世 に 於 て も 来世 に  。 ラノ 。 ッ ン っ 、 
タ ュ スン タタ と 1 シュ より ば 胡 4 
診 て も 児 衣 せら る 。 彼 等 に は 厳 名 あり 。 ploe ろ 375 っ 92CAlg 
うと 
⑩ SM あと 
を ー _ 、 ックス タッ イレ ラー マン ラウ タン イン イイ タン タマン る 
25. 自分 が 為 し た る 所 に 対し て 、 己 が 香 や 手 re うみ es03b ee ふい Ao AA お 2 お 
や 足 が 不利 な る 証言 を する 日 、 ( 注 15) 野球 隊 
@GAsZC 
くら る イン ッ タウン レン る し う 1 門 
26. その 日 アッ ラー は 、 彼 等 が 受 く べき 応報 を GIOS っ UK h( 人 3 よし 
存 分 に 支払 わん 。 され ば 、 彼 等 は 、 ア テッ ラー 月 
こそ が 明白 な る 真理 な る こと を 悟ら ん 。( 注 oO ば そ 0 
16) 
を っ 季 つう タッ ンタ シン ラッ ーッ ンタ ルッ ンタ 
27. 剖 いこ と は 悪い 性 格 の 人 の た め に あり て 、 oO の SS 
悪人 の 心 は 悪事 に 傾く 。 ま だ た 、 状 いこ と は 間 
状 い 條 格 の 人 の た め に あり て 、 藻 人 の 心 は oO 計 装う Co 
善 事 に 傾き 、 彼 等 は 人 々 の 中 し 立て る すべ タ っ > 3 交 も る る ンタ ンタ 
て の 中 傷 か ら 無 堪 な る 者 な り 。 容 康 と 栄 立 フ フク シラ の つて 2 うつ で 
ある 給 佐 は 、 彼 等 の な め に あり 。 ( 注 17) @ 多 らち 
第 四 項 。 リン 
っ タタ フッ ンタ 9」 ダ タラ ンプ op コン 。 イク イレ 
28. 六 等 信徒 た ちょ 、 主 可 を 求め ず 、 家 人 に 挨 2o2 因 也 5955608 (856 
拶 も せ ず し て 、 己 れ の 家 以 外 に 入る こと な 衝 の 。 と に レッ シー eo コシ っ と し 
DP 3 ト 4RAKKE 
往 14 テイ シャ 誹謗 の 件 で 「 純 真 ] とい う 語 が 使わ あれ て いる の は これ は 彼女 の 潔 下 を 示す も る の で ある 。 人 徳 を 
備え た 人 は 、 誤 ち を 犯す 等 、 考 えも し な いも の で ある 。 
注 15 近年 の 科学 釣 研究 に ょ りこ の 衛 が 真実 で ある と 征 胃 きれ た 。 様々 な 機械 が 開発 きれ 、 を それ を 設置 すれ 
ば 、 話 声 は も ちろ ん の 事 、 人 の 手 ・ 足 や 内 臓 の 動く 音 ま で 保存 で きる 。 こ の 機械 は 、 球 察 が 犯人 を 逮捕 し 取り 


届 


葉 や 行動 は 現場 に 導 跡 を 残す こと が 


る 上 で 非常 に 役立っ て いる 。 機械 を 通じ て 捕 を られ た 犯人 の 証 ・ 
の 力 で 立証 きれ て いる 。 ク ルアー ン に よれ ば 、 こ れ 等 の 六 跡 は 必ず 具 


耳 ・ 中 の 動き は 、 有 罪 の 証 換 と な る 。 


体 化す る も る の で あり 、 良 し に つけ 惣 し き に つけ 人 の 為 し た 行い は 後に 手足 の 動き と な っ て 現れ 、 そ の 人 の 過去 
の 動か ぬ 証 換 と な る 。 
真実 は 全て 相対 的 な ちの で ある 。 ある 稚 点 めか ら す れ ば 正 実 で ある 事柄 も 兄 方 を 変え れ ば 偽り と な る 。 
総 対 の 真実 は 神 の み で ある 。 


注 16 


注 17 


「 悪 事 ] と いう 語 は 不 徳 な 行為 ・ 不 ! 


状 な 発言 を 意味 し て お り 
言葉 を 発し 、 如 口 を 言い 触ら す と 主 娠 し て いる 。 一 方 、 普 人 は 行い 発言 


この 第 で は 、 悪 人 は 悪事 を 行い 不快 な 
に 正しい と ぅ 述べ て いる 。 
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か れ 。 ( 注 18) その 方 が お 前 た ちの た め に レン ルン 
人 
は 良く 、 そ の 中 お を ら 6 く それ を 悟ら ん 。 @926 23 
29. 家 に 人 な き 時 は 、 許 し が ある まで は 中 に 入 CCO 0A1C4 や を 8 
る こと な か れ 。 ま た も し 、「 帰 っ て くれ ] と 
加 ウタ ーッ 3 クタ っ 
ba た る 時 は 、 訂 る よう に 。 を の カ p 2 る SR 人 1 
前 た ちの た あめ に は より 潔 し 。 げ に アッ ラー レー シッ レー 
は お お 前 た ちの 行為 を の 2 と らし あら 
30. お 前 た ちの 品物 が ある 無人 の 家 に 入る こと PT 人 226 ウイ タッ CK イン ンタ て 
DIES いい 
は 、 罪 な し 。 ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ち が 表 お 「ー の 0 と - o\ 
すこ と も 隠す こと る 知り 給 う 。 ⑨ 世 じ zo28 ビ 5 AR 2 Es 
31. 男 の 信者 た も に 、 を の 眼 を 抑え 、 ( 注 19)  p2gzs。 (ST ルン 32 珍 
了 良 2 gal 
際 都 を 謎 れん 。 そ の 方 が 役 等 の た ゅ に ドジ 叶 只 うめ み B25ose20 
より 兆し 。 げ に アッ ラー は 彼 等 の 行為 を 映 (off た ERPYEUN ほ II 
知 し 給 う 。 ~ 
32. 女 の 信 者 た ち に 、 そ の 眼 を 抑え 、 陰 部 を 座 ご 品 < 38 ンタ シム ・ る 移 共 っ 
co の Mo の 2 の らら 9 こら ちり 05 > 
5 り 、 や を 得 ず 外 に 句 わ れ た る と ころ 以外 の リフ レン し 
は その 美しき や 飾り 物 を 人 日 に 触れ させ て 2 あじ 8 7 る 54 
は な ら ぬ と 云え 。 前 し て 、 その ヴェ ー ル を レ 。 ぁ ン 299 1 ッッ クレ 
胸 ま て 飛 れ 、 己 れ の 天 、 メ は 父 、 ス は 大 の 36 計る eo okS タ 
父 、 又 は 己 れ の 子供 た ち 、 又 は 夫 の 子供 た 只 人 PIGP6GERZ 
ち 、 又 は 兄弟 、 駐 は 兄弟 姉妹 の 子供 た ち 3 た が 2 
2 本 世 RE 玉 あ お 『 ィ マッ 99 テン デュ ン 
は 行 科 正 し い 欠 た ち 、 又 は 己 れ の 右 キ が 218ey り 893 計 肖 REO 
所 有する 奴 、 又 は 性 欲 な き 子 供 の 下僕 
又は 女 の 恥 部 に 関心 を 持た め 効 児 を 除き 、 1 ン IKE 3 の 
その 美しき や 飾り 物 を 人 目 に 角 れ きせ る こ レッ 
ょ な か れ 。 ま た 、 彼 女 た ち の 隠れ た る 飾り 80d ル dj88Cfete 
物 を 人 目 に 釣れ る ほど に 、 そ の 郊 を 色 象 プー messer 和 Eh 伯 引 と 
上 NB Eat82 
ける な か れ 。 流 等 人 人 た ちょ 、 相 い 集い て あり PE sos 
アッ ラー に お 弧 り 申せ 、 栄 えん が た め に 。 As し 2 AU 35 
( 注 20) ^ 
っ の 29 タ 44 
4 人 が UIRRDSE は たち 
注 18 職場 や 家庭 で の 会 兄 を 申し 込む 際 、 家 手 が 受 け 入 れ て くれ る か どう か を 知る に は 、 名 刺 や 紹介 状 を 取 
り 次 ぎ に 出 す の が 良い し 、 こ れ は 先 に 連 ざ べ だ クル アー ン の 教え に も 添っ た だ た やり方 で ある 。 
注 19 先 に 示さ れ だ 通り 、 ク ルアー ン は 物事 を 外見 で 判断 する の で は な く 、 本 質 に 迫る べき だ と 説い て いる 。 
机 計 0 その 本 質 に よっ て 決ま る 。 良い 性 軟 は 育て て 行く さき で あり 、 悪 い 人 は 机 絡 し を り れ ほな ら な 


*。 邪 まな 考え は 目 を 通し て 心 に 入り 込む 。 


それ 故 、 


を て 来 た 。 


この 人 節 で は イス ラム 信者 の 男女 が 唱 会 


う 際 視線 を 交え る 
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第 二 十 四 テル ・ ス ヌール 


AE と ご AG 
33. お 前 た ちの 中 で 、 独 り 身 の 女 、 及 び 男 の 奴 。 ラン 
閑 並 びに 女 の 奴 隷 で 結婚 に 科 す る 者 は 、 結 leo 2 と うう 


婚 る せよ 。 ( 注 21) 役 等 も し 仙 し く あ ら 本 舟 55 1 て レト 
ば 、 ア ッ ラ ー は その 下 み を 以 て 邊 等 を 富 PER UE 
まさ ん 。 ア ッ ラ ー は 慈悲 深 《 、 す べ て を 知 基 の を と あじ 多 5 
し 給 う 。 

注 20 イス ラム 教 に お ける ヴェ ー ル の 持つ 意味 に 関し て は 、 イ スラ ム 信 者 の 間 に も 基 だ し い 誤解 が あり 、 詳 

し い 説 明 が 必要 で ある 。 此処 に ヴェ ー ル に 関す る 節 を 全て 記す 。(1) イ スラ ム 教 の 女性 信者 は 顔 や 記 を 露 わ に 

せ ず 、 装 飾品 を 除き 自ら の 美しき を 表 に 出 き ず 、 胸 まで 只 う ヴェ ー ル を まとう 。( 当 商 24、32 節 参 天 ) (2 ) 太 

褒 者 よ 、 貴 人 方 の 妻 、 娘 、 女 性 の 信 告げ ょ 。「 ゆ っ だ た だり し た 長 衣 を 身 に 付け な きい 。 を そう すれ ば 見 分 けが 付 
、 不 快 な 言葉 を か け 6 れ る 事 も な い 。] (33:60) この 節 (33:60) で 使わ れ て いる アラ ビア 諸 は ジャ ラビ ー 

プ 、 単 数 形 が ジル バー ブ で 長く ゆる や か な 外 衣 と いう 世 味 を 持つ 。(3 ) 頂 言 者 の 系 達 よ 、 商 女 方 潔 で あれ 

ば 並 の 女 と 同じ で は な い 。「 甘 い 言葉 で る る や いて は いけ な い W (33 並 33 一 4 節 参照 ) (4 ) 信者 達 よ 、 

既婚 者 も 未成 年 者 も 、 日 に 三 度 許 し を 請 い な きい 。 朝 の 祈り の 前 、 夏 の 正午 に 衣 を 脱ぐ 叶 、 そ し て 夜 の 祈り の 


上 記 の 四 つ の 節 か ら 以 下 の 推論 が な され る 。(4) イ スラ ム 教 の 女性 は 外出 時 に ジル バー ブ と いう 長 放 を まとい 、 
それ は 頭 か ら 腕 ま で 因 う も の で な けれ ば な ら な い 。 これ は 番 要 な 市 で クル アー ン 33 章 60 節 に 記 き れ て いる 。 
藤 衣 を まとう の は 、 イ スラ ム の 女性 が 所 用 で 外出 する 際 、 い か が わし い 人 々 に よる 擬 祝 や みだら な 言葉 に 苦し 
め ら れ な い 人 為 で ある 。(⑪) イ スラ ム の 男女 は 出会っ た 際 太 い に 顔 を 見 つゆ る の を 人 遅 ける 。 (< 第 三 の 戒律 は 明らか 
に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 妻 達 科せ られ だ た も の で ある が 、 ク ルアー ン の 教え と し て 、 他 の イス ラム 女性 に も 適用 
され る 。「 家 に 留 ま れ | (33 : 34) と いう 語 は 所 用 で 外出 する 場合 も 含ん で むり 、 イ スラ ム 女 性 の 主 な 行動 千 陸 
は 家中 内 で ある 。(⑬) 三 つの 時 間 帯 に は 、 子 供 達 す 6 両 親 の 部 恒 へ 入る 事 は 許さ れ な いし 、 吾 使い や 女 妹 は 王 
人 の 寝室 に 入っ て は な ら な い 。 第 一 の 戒律 は 女性 が 外出 する 際 守 ら な けれ ば な ら な いも の で ある 。 彼女 等 は 全 
邊 を 覆う 長 衣 を 身 に 付け ね ば な ら な い 。 第 二 の 戒 律 は ヴェ ー ル に 関す る も の で 、 主 に 家庭 内 で 、 頻 
盟 性 の 近親 者 と 同席 す る 際 着 用 する 。 こ の 時 、 男 女 世 い に 頭 を 合わ す 事 を 禁じ て いる が 、 女 性 は 更に 
を し て 衣服 や 装 節 品 の 美しき を 表 に 出る ない 様 気 牌 わな けれ ば な ら な い 。 近 親 者 が 時 和樹 わ ず 頻 繁 に 訪ね て 米 る 
度 に 長 衣 を 着用 する の は 大 変 で 実行 し 多 い の で これ は 不要 で ある 。 家族 内 で ヴェ ー ル を 誠 用 する の は 同席 者 が 
近親 者 だ け の 場合 で ある が 、 そ れ 以 外 に 、 行 儀 正しい 女 た ち 、 年 老い た 避 使 い 、 女 奴隷 、 未 成年 の 男子 (思春 
期 を 迎え て いな い 協 の 子 ) も その 範 ちゅ うに 入 い る と 推論 きれ る 。 第 一 の 戒律 は 尾 外 で ヴェ ー ル を 若 用 する 場 
合 、 第 の 疲 律 は 屋内 で ヴェ ー ル を 着用 する 場合 で ある が 、 関 連 す る 節 33 将 60 節 お よび この 節 に は 2 種類 の 
ペール の 表現 が ある 。33 音 60 節 に は 、 女 性 は 外出 時 長 衣 を 家庭 内 で 親族 と 同席 する 際 は 頭 部 を 覆う ヴェ ー ル を 
着用 すべ し と ある 。 更 に 30 意 60 節 に 外出 時 の 長 衣着 用 を 定め て いる (これ ら の 衣服 に つい て の 詳細 は 33 : 60 
参照 )。 この節 で は 頭 部 を 覆う ヴェ ー ル を 胸 ま で 若 用 する 様 定め て ある 。 前 者 の 場合 、 長 衣 は 頭 ・ 顔 ・ 胸 全て を 
敢 っ て いる が 、 後 者 の 場合 は 頭 と 胸 の み で 顔 は 出し て も 良い 。 女 性 が 外出 時 に 療 用 する 長 衣 の 形 は 、 慣 習 ・ 社 
会 的 地位 ・ 家 忠 の 伝統 ・ イ スラ ム 社 会 の 階級 等 に より 様々 で ある 。 家 庭 内 で 着用 する ヴェ ー ル も 又 、 女 性 が イ 
スラ ム ゥ 社会 の どの 階級 に 属し 、 ど の 様 な 仕事 を 持つ か に より 形 が 変わ る 。 家庭 本 で は 顔 を 織 う 必要 は な い 。 唯 、 
協 性 の 近親 者 が 訪ね て 来る 時 だ け 、 衣 や 装飾 品 を 覆 え ば 良い の で ある 。 第 三 の 戒 律 は 見 知ら 男性 に 話し か け 
る 時 、 威 蔵 ある 菊 度 で 臨む 様 女性 に 求め て いる 。 双 家事 ・ 育 児 ・ 一 族 の 問題 等 女性 し し て の 役 日 を | 分 に 果 た 
す 接 求め て いる 。 第 皿 の 葉 律 は 、 天 婦 に 出来 る 限り 家族 の 他 の 者 吉 と 離れ て 寝 案 を 持つ 様 に 、 又 効 児 で すら 6 脚 
て 先 に 述べ た ( 当 音 59 節 ) 時 間 帯 に は 寝室 に 入れ て は な ら な いと 命じ て いる 
注 21 室 娠 や 未婚 震 に も ぁ 、 イ スラ ム 教 で は 結婚 を 強く 勧め て いる 。 イ スラ ム 教 は 未婚 を 良し と せ ず 、 結 婚 こ 
を 正常 で 自然 な 状態 と みな す 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 次 の 様 に 語っ た と 伝え られ て いる 。「 結 婚 は 私 の スン ナ ( 慣 
習 ) で あり 、 私 の スン ナ を 発 難 し 持て る 者 は 私 に 属 き な い 。」 (ムスリム : ニ カー 午 ) 
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結婚 の 手だて が 見 つか ら ぬ 首 は 、 ア ッ ラ ー 2 を 26t そ で 2 が (の 
が その 悪 み を 以 て 富 ま せる まで 、 純 源 を 保 を の ASYGONogE3 う 
つべ き な り 。 ま だ 、 お 前 た ちの 合 手 の 所 有 と NN 
、 - の ら Sp CI 8 の る 
に か か る 者 で 、 1 人 ララ ^ 2 
5 ば の 了 8 es 523 放 基 9 
こ 1? デ ヒ し w LE 
が 前 た も に 好ま る 常 の 一 部 を サ ぇ よ 。 ま NG の 


な 9 
た 、 お 前 た ちの 奴 旭 が 手 諾 し く 生 きよ まう た コー ラン roT を る と シセ 
望む な ら 、 現 世 の 利得 を 求め て 淫行 を 彼女 は 人 3KCONES3OOI 2 


だ ただちに 強い る な か れ る クーン ロ る ビン て る 2 で の ラン レン ュ レ る 
・ Saoe3185888 昌 CA 
無理 章 い し た 場合 は 、 KK 2olo8 oe 


を 攻 し 、 率 韻 を 垂れ 給 わん 。 の 39 党 

る し ン ッ タン ッ ク ン ン ン ーッ ンク コン ン ア シッ レッ ン ン レ 

5. われ ら は すでに 数 々 の 匠 な る 神 光 を お 前 ae 127 は 多 5 
た ち に 了 し 、 前 だ ち 以 前 に 迄 ける 人 々 の フッ る を レニ ョ ンー 
例 ほ 、 神 を 媒 れ る 者 へ の 訓 戒 を 物語 9 た り 。 作ら と 3 あみ を 


。 第 所 項 


36. アッラー は 天地 の 光明 な り 。 を の 光り を 和 1 た OLK 
うれ ば 、 休 p 和 の し 。 灯火 は 基 


璃 の 中 に あり 。 残 瑞 は る 星 の 如 し 。 人 cCcC38 3 と CC2 そ 2 

その 輝き は 型 な る 一 樹 よ り 射す 。 す な わ ち し 2 タン 4 エン タッ とる 

和 机 国産 に 非 ず 、 ま た 西 困 の 5 8 st 20355 の うう 

の 産 に 非 ず 。 その 洒 は 、 火 が を とれ に 触れ ず 42 ン 5 6 を (2 て ライ る 
も 、 燃 え 出 きん ば か りな り 。 交 の 上 に 光 6: 2 

を 加 う る な り ! プ ブッ ラー は 、 己 れ の 斉 み す 纏 滞 22 沈 8 

る も の を その 光明 へ 導き 給 う 。 か く の 若 く 、 ンー レー 」 

アッ ラー は 数 々 の 比 了 を 人 々 の た め に 明示 @"ug2012CEudENAG53 

し 給 う 。 ( 注 23) アッ ラー は 一 切 を 深 知 し 内 


クラ レ 
給 う 。 @ る 沈 


上 


sE 


注 22 奴隷 の [解放 証明 書 ] よ は 一 種 の 契 % `、 こ れ に よう 、 到 球 達 か か わら ず 、 働 いて 自由 の 英 
に な る こと が で きる 。 契約 書 に は 到 直 の 解放 に 必要 な 金額 ある い は 労働 が 書か れ て ある 。 

注 23 . この 節 は 美しい 比 際 で 、 胃 か り ・ ガ ラス 球 ・ 召 含 龍 の 話 で ある 。 神 の 光 が だが 届く の は この 三品 に 限 9、 

この 三品 が 結び 付く 事 で 明か り は 完成 する 。 明 か り は 光源 。 が ラス 球 は 風 で 消え 丸 様 明か り を 履い 、 明 る る を 
増す 。 壁 合 龍 は 明か り を 守る 。 直 随 法 で 電気 ラン プ を 語れ ば 、 電 線 が 交 源 、 電 球 が 光 を 守り 、 符 が 光 を 広げ 方 
向 付け る 。 し か し 、 明 か り ・ ガ ラス 球 ・ 合 龍 は 、 宗 教 用 語 た し て それ ぞ れ 押 の 光 ・ 押 の 預言 者 を 指す と 言え 
よう 。 神 の 預言 者 は 光 が 消え ぬ 様 に 守り 、 明 る る を 増す 。 束 に カリ ファ ー ( 拓 言 者 の 後 礁 者 ) は 神 の 光 を 広げ 、 
方 向 付け 、 世 の 人 々 の 人 啓 穴 に 努め る 。 又 、 こ の 箇 で は 、 明 か り に 使う 油 は 純度 、 炎 を 付け な 《 よ も 燃 え 
上 が る 程 、 引 火 拍 の 強い も る の で な けれ ば な ら な いと 枯 べ られ て いる 。 そ の 油 は 、 束 の 国 に も 西 の 国 に も 属 き ず 、 
特定 の 人 の 有利 に も 不利 に も な る 事 の な い 一 本 の 木 より 抽出 きれ た も の で ある 。 この節 に は も う 一 つの 解 息 が 
ある 。 この節 で 述べ られ る 光 は クル アー ン に 述べ られ て いる 様 に 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 を 指す と も 言え る 。 こ の 
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97. この 地 火 は 、 ア ッ ラー の 命 に よっ て 算 て 5 2 28 きる 5 人 0 Ge 雪 8 
れ 、 そ の 曹 名 が 唱 念 せら る る 御堂 の 中 に 条 リン 
る 。 そこ に 人 人 々 は 、 彰 な 夕 な アッ ラー を 讃 @dL29p IRC 
美 し 夫 る 、 ( 注 24 
し と の ンー る 箇 。 
36. 商売 や 交易 ひ り た め に アッ ラー を 培う こよ を 。 吉 25C と 語 う 38Es ea 2 すし 
宮 っ た り 、 礼拝 や 療 捨 を な すこ と を 忘れ た フレッ ンー ン と 
りす る こよ な て 。 彼 等 は も 日 も 基 問 盾 区 の の 負 し EPRIPBI 
きれ る べき 日 を 神 る 。 ( 注 25) PGIECS 
39. アッ ラー は 彼 等 の 行為 の 中 の 最 半 が こと に 80275 (ve 9 
対し て 報い 、 且 つ 恵 み に より 報 握 を 加増 し 員 較 ら ポッ 7 
給 う 。 ア ッ ラ ー は 己 れ が 症 し 給 う 者 に は 限 oNIP 
りな て 賜 給 し 給 う 。 
に PP PS っ る フン クッ タタ レッ ン ラ シク 
40. 然 む ぼる 、 押 信 爺 の 徒 章 に 放 て は 、 その 行 3 しら g ヒ af1 の 3 
す べ て 砂 潤 の 拭 気 楼 の 如 し 。 温 し た る 者 。 レレ リィ 
水 と 思い 、 行 き て を こ に 到 れ ば 何 $ 見 い だ 8 は 47EB を 完 
し 得 ず 。 か わり に 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 修 近 《 > ッッ シレ ンク 。 
に あり 、 己 が 動 定 を すっ か 9 項 直 き せら れ og に 8 の 人 42( に っ 5 が | 
ん こと を 知る 。 アッラー ば 清算 の 時 は 巡 や 
か な り 。 
ん BE 2 き 5 ク ュ ン 
41. メ は 、 彼 等 の 行為 は 、 大 海原 の 縮 い 水 の 中 のみ 人 45 5 e 補 


の 時 痢 の 如 し 。 浪 の 上 に 浪 た ち き わ ぎ 、 暗 
党 を の 上 を い 、 聞 また 開 と 居 を な す 。 隆 
を き し 伸 ぶ れ ば 、 そ の 手 ぅ も 見 え 居 程 。 ア ッ 
ラー が 光明 を 与 を ぎる 者 に は 、 加 何 な る 光 


イン フン フタ ン ン 5 。 ッ ン セッ ク レンタ 1 と 


5eelS1C29 GS CA も の 


Ge oz 移り 


明 も な し 。 を るー ン 

⑨ っ うめ 2 

場合 壁 合 龍 は モハ ッ マ ド 頃 言 者 の や 、 明 か り は 最上 の 備え た 彼 の 潔 刀 な 特 折 、 が ラス は 役 の 特性 に 備 わ 
* モ ハッ マ ド 舞 言 首 の 特性 の 光 の 上 に 


る 神 の 光 の 遊 胃 感 ほ 明る る を 表し て いる 。 天 の 啓示 の 
上 に 光 を 加 う る な り 」 と 記 き れ て いる 様 に 、 
明る て 安定 し て お り 、 
中 ら す 。 モ ハッ マ ド 天 言 者 の 心 は 溢 み 、 彼 の 
* ら 、 彼 は 僅 大 な 使命 を 与え られ る 相応 し い 人 物 
これ は 次 の 言葉 に 示 ぉ れ て いる 。「 そ の 油 は 火 が それ に 触れ ず と も 、 燃 え 出 きん 


クル デー ン に 


本 か ら 提 出さ れ た 油 で 燈 さ れ て いる 為 、 


注 24 この 節 に は 立証 E 頂 言 が 書か れ て ある 。 ク ルアー ン に 書か 
む 人 人 々 は 常に 神 を 堆 え る と この 節 は 振 言 し て いる 。 こ れ は る 

汗 25 ロ 

問 で あり 、 


か し な が ら 傘 の 雑事 の 中 に あっ て も 


PP し て 神 と 他人 人 へ の 才 め を 怠ら な い 。 


降り て 栄 る 時 、 
者 の 光 は 神 
よ と いう 語 が 
素晴らし 
あっ た 。 


輝き は 倍加 する 。 モ ハッ マ 
氷 剖 き 続 ける 。([ 加 な る 一 


ば か りな 5。] 


堺 6 さ きれ だ 家々 は え 、 そ こ に 住 
きれ た 事 を 立証 する も の で ある 


時 生き れ て い "る < 人 和 は と E 胃 か ら 成 る 人 


隠者 で も な い 。 し 
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第 六 項 
42. 湊 、 天 地 の す べ て の も の 2 が テッ ー の 05eeRStG 6 の 20 机 3 
で の ァ s 
ラー を 詩 美 し 、 鳥 たち で さえ ( 注 27) を の 3 スン の ュ 0 
環 を 拡 ア て また 譜 えま つる を 見 きる か ? 和 ム 人 の 52622 じ 3 3226 らら AB11 う 


それ ぞ れ に 礼拝 と 誠 美 の すべ を 知る 。 市 し オレン っ 1 移っ 
て 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 為 せ る こと を 熟知 し OO 0 ロ 
給 う 。 


43. 突 務 の 災 倫 は アッ ラー の 学 中 に あり て 、 韻 Xakid2 の FTTHMCCIPI6 伯 
物 は アッ ラー に 帰り 行か ん 。 


流 、 ア ッ ラ ー が 雲 を 駄 り 、 次 いて BR12G1GK を 1 

44. 液 、 ア ッ ラ ー が 雲 を 駆り 、 次 いて を 集め 、 分 42 と 3 IP 

その 中 か ら 二 が 降り 出す よう に 更に 交 導 有 の 中 4 

みろ 重ね る を 見 ざる か ? 面 し て 、 彼 は 、 うろ し とっ 全 

じ り の 山 な す 党 ほ を 天 よ り 降 し 、 と とら の チン の 
イン の sda CS 

その 稲 委 の きら めき は 日 も くら む ば か りな に 作 2 の 

り 。 ( 注 28) oO - の > ば 

@259 も さあ 

45. アッ ラー は 夜 と 書 を 変 正 し 給 う 。 げ ば に その クター イン る タン の 5 ンタ 
IWGPYMIPTTC 

中 に は 、 見 る 日 持つ 者 へ の 教訓 あり 5。( 注 ら で ee 

の @xSig 半 


宙 っ る 2 2 "イン ー ン タン イン 

46. ま だ 、 ブ ッ ラー は 水 よ りあ らら る 動物 を 側 2 光 o82853 ら 5o2255 ぴ 3E 癌 5 
り 給 えり 。 そ の 或 る も の は 腹 に て 歩み 、 を ッッ レン ョ ン 
の 或 る も の は 二 脚 で 立ち 、 そ の 或 る る の は 半生 叩 ヨ 


四 つ 足 で 歩む b。 ア ッ ラ ー は 望み の も の を 創 タタ ンカ ン ッ ン 23 
り 給 う 。 ( 注 30) げ に アッ ラー は 全能 な 9 。 agoio5 
@ の 88 5 の 


注 26 天使 ( 天 に ある も の )、 人 間 ・ 動 物 ・ 捕 物 ・ 銚 物 等 、 地 上 の 生物 ・ 無 生物 ( 地 に ある も の ) 
注 27 空 飛 ぶ 島 。 精神 世界 = ない て 三 つ の 意味 を 持つ 。 ⑫⑳ 精 神 的 也 位 に ある 人 物 。 ⑪) 物 質 獲得 
に 全身 全 圭 を か け 、 精 神 的 向上 に 全く 関 選 な い 俗人 。(⑯ 精 神 的 状況 が 上 記 二 者 の 中 間 に 位置 する 人 物 。 
注 28 この 人 節 に は 、 律 法 が 、 あ る 者 に と っ て は 利益 を も たら す 悪 み の 二 で あり 、 又 別 の 者 に と り 破 壊 を 招く 
嵐 と な る と 書か が れ て ある 。 
注 29 この 委 に は 次 の 事 が 述べ られ て いる 。 前 節 で 述べ られ た 人間 の 精神 的 発達 は 、 必 ず し も 一 様 に 、 し ヵ 
も 災 統 的 に 為 き れる 訳 で は な い 。 時 に は 速く 、 時 に は 遅く て 、 を し て 又 時 に は 停止 する 事 も ある 。 こ の 人 間 の 精 
神 的 発達 に お ける 後退 ・ 進 歩 は 、 宗 教 用 語 で 夜 基 に 例え られ る 。 世 の 全て の 物 は 加速 と 遅滞 の 法 財 に 支配 
れ て お り 、 人 間 の 精神 的 発達 も 例外 で は な い 。 
注 30 柄 神 的 に きす ら う 省 が 目標 に 合い どの 様 に 発 直 を 遂げ る か が この 節 に 記さ れ て ある 。 ある 者 は 非常 に 
ゆっ くり 進歩 す る 。 彼 等 は 目標 に 向 か ぃ て 進む 。 あ る 者 は 二 足 動物 の 様 に より 未 く 進む 。 更 に ある 者 は 叫 
足 動 物 の 様 に より 一 飛 速 く 進 む 。 此 処 ( きれ て いる の は 速 る で あっ て 、 進 み 方 で は な い 。 一 般 に 四 足 動物 
は 、 二 足 動物 や 記 行 動物 より 速く 進む 。 同 じ 事 は 精神 的 旅人 に も 当て は まる 。 
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二 「 四 毒 


ら ラン タラ ンタ ロロ ン チョッ ター 1 ジッ ン タン 
47. 事実 、 わ れ ら は 、 明 貞 な る さま ぎ まな る 神 兆 MR 人 ECS 人 り 1 は 還 
を 降 し た り 。 ア ッ ラー は 己 が す る 者 を 正 
し い 遺 に 導き 給 2。 @⑨ As うち し っ 
ン ィ イ さ T アン け の 
48. 條 等 は 交 う 、 「 表 等 は アッ ラー ト 便 を 信 d 盆 3CAJ 54 し 3855 っ 
じ 、 光 に 服従 す 」 と 。 然るに その 後 、 彼 等 っ 
の 或 る 者 ども は 背 き 沙 れ り 。 か か る 徒 準 は og Js622283 
信者 に 非 ず 。 
6 を < ララ ク ンク シン レン ン 
49. 革 し て 、 邊 等 は 、 を ちら が 正しい か 裁き を 9 補 名 dU8 仙 
受け る た め ア ッ ラ ー と 使 午 の 前 に 介 喚 せら 6 7 
る や 、 見 よ 、 彼 等 の 一 部 は 之 を 訪 遊 す 。 ⑨ の om る 2 
| や レッ > 32 る を る ンタ YY る 2 
50. も し 正義 自分 の 側 に あり と 思わ ば 、 彼 等 は ね 20 し KEI の EE 
央 ん で 彼 の 御前 に 走り 来る な り 。 
51. 彼 等 の 心 に は 病気 で も ある の か 、 そ れ と も スッ マラ ッ マ ン 4 タッ メン 
ESNIEIAIP | 
鞍 心 を 抱く か 、 或 い は アッ ラー と を の 使徒 4 0 
が 不 公 平 に 自 分 な ち を 数 か ん こと を 訟 る る ⑤G25 3 の KA 
か ? 然 6 ず 、 彼 等 こ を 不義 者 な り 。( 注 
31) 
第 セ 項 
52. ぼ ちら が 正しい か 数 き を 受け る だ め ア ッ 2 の RC 
ラー と を その 使徒 の 前 に 召喚 きれ だ 時 、 信 者 の リン ニッ ン ン シ 
イッ 5 イッ ラタン え ラタン ッ ン 
の 応答 は た だ 「 我 等 は 聴き 、 是 つ 眼 従 す WFC 5 Us を 
広 う の み 。 彼 等 こ を 栄え る 者 な り 。( 往 の 
32) 時 
53. アッ ラー と る その 使徒 に 限 従 し 、 テッ ラー を MM 1 イラ イン イイ ラタン フレ ルー る ラン ン 
4 っ し たら っ の ァ の っ う 25(a52 ら る 
異 れ 胡 い 、 守 談 者 と め る 者 、 こ れ 等 は 必 ン 
ず 好 結果 を 得る 者 な り 。 @ ら OUA 
54。 液 6 し 命 を 下 き ば 、 我 等 だ ただちに 測 で 年 か 23TOGS 故 LE ン 3 
ん と 彼 等 は アッ ラー に か け て その 強 回 な る の 5 タン 0 ジー っ 
し いい テッ ち . 必 レ タラン レロ る タン 5 っ っ 2 2 タ 
結い を 立て る 。 去 え 、「 夫 う な か れ 。 必要 な の 61351 6223 人 kb235 訂 條 6 
の は 道理 に か な っ た 服従 な り 。 げ に アッ 
ラー は お 前 た ちの 更 す こと を 熟知 し 給 う 」 @S85 
ょ 。 
注 31 この 節 で は 以下 の 事 が 書か が れ て ある 。 不信 心 者 は 三 つ の 粘 神 的 病 の 一 つ あ る い は 全て に 苦し む 。 あ る 


者 は ある 病 に 、 他 の 者 は 他 の 病 に 苦し む 。 人 の 精神 的 


注 32 


状 は 人 間 の 生活 全て に 及ぶ 。 


達 ぎ は ば む 三 つの 物 は 、 疑 い 


・ 和 恐れ ・ 婦 み で ある 。 


この 節 及 び 次 の 乏 で は 、 イス ラム 教 の 原理 が 示さ れ て いる 。 イ スラ ム 法 典 は 完全 無欠 で あり 、 を の 教 
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モハ ッ マ ド 預 言 者 は イス ラッ ム 教 徒 の 生活 に 係わる 條 て の 事 柄 の 最高 竹 威 で ある 。 


系 


下草 


アル ・ ヌ ー ル 


55、 云え 、「 ア ッ ラ ー の 命 を 伯楽 し 、 使 徒 に 従 還 マッ 2 4 人 26 し 4 貞昌 
を 」 と 。 獲れ と も 、 あ 前 た ち も し 背 き お り OOUUSOEEYIO 
た る は 、 彼 は 彼 の 次 任 を 負い 、 お 前 た ち 3 Paper 
は お 前 た ちの 次 任 を 負う 。 されど 、 お 前 た ラロ セレ セ 3 
着 わ ば 、 あ 前 た ち は 正 し く 導 か MIE PO 
れん 。 使 徒 は た だ 褐 を 伝達 する が 務め な 
9 。 
回 ar ュ ャ 三 4 に ュ と っ ン 
56. アッラー は 、 お 前 た ちの うち 信仰 に 入り 癌 内 の 
事 を 移す 者 に 、 彼 前 の 者 に 継が し め た タン 
る 各 く 必ず 地 を 菊 が し 、 彼 等 の た め に 自分 の GCC の Vi 2 
びる も の を 近 和 の 守 取 も な 1、 全 ま クライ ジン 
で の 不安 麗 術 の 代り に 平安 と 無事 を 与え 時 2 
ん 、 と 約束 せり 。 彼 等 は われ め 、 わ れ し 852 2 23 3 ば 0 2 は 2 双 内 
に 何者 を も 配 せ ざら ん 。 き れ ど 、 を その後 、 
不信 心 者 に な る 者 は 、 反逆 者 な り 。( 注 25a Socksgsdi 
33) 
@6 > 4 
、 、 、 イラ タン ロ 1 の 人 2 る 1 クイン 
57. 前 た ち 項 庄 に 浴 せ ん が た め に 、 礼拝 を 進  dso 旨 8 負 (58L 313 
守 し 、 施 し を な し 、 使 徒 に 伴 え 。 ブシ ッ セン 
@ い ァ テ アム 
58. 液 、 不 信 選 者 ども が 地上 で われ ら の 計画 を る 2 る インス る 
波 、 つら うっ っ > の JNI OoO う 
人 し 仙 る 、 時 うな か 4 和信 和 の は の らら ^ 
地獄 な り 。 叫 り 所 な り 。 らち 2950 の 1% あ じ ぅ 
39 半 和 信任 た ちょ 、 貢 だ ちの 右 了 が 所 各 す っ と イン ン の 利多 
1 る 2 ンク ! T 
並び に 思春 期 に 達せ ざる 者 と いえ ど CUG > の 員 
も 、 次 の 三 っ の 場合 は 、 入 室 に 際 し 、 彼 等 "る は 0 る 郊 RA 
に お 前 た ちの 許可 を 求め させ よ 。 す な わ ち 、 且 、 
早朝 の 礼拝 の 前 、 暑 き の た め に お 前 た ち が oz ER] ンク 
注 33 この 人 節 は カラ ファ ト ( 頂 言 者 の 後継 者 の 地位 ) を 記す 序文 と し て 、 節 5 55 節 ま で に アッ ラー 


神 の 合 才 に 従う 様 繰り 返し 強調 きれ て いる 。 こ れ は イス ラム 教 に お ける カリ ファ ー ( 項 言 者 の 後継 者 ) の 


時 が する も の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 が 現 耳 
E この 約 求 は 全て の イス ラム 民族 に 対し 為 き れ だ も の で ある 
り 、 カ ラフ ァ ト の 法 は 明 百 な 形 を 取る で あろ う 。 カ ラフ ァ ト 制定 の 約束 は 明 各 で ある 

彼 の カラ ファ ト は この 世 の 終わ り ま で 拉 々 な 形 や 取り つつ 
これ は 、 モ ハッ マ ド | 


存在 し 統 
言 者 ・ 使 者 より 優れ て いる 事 を 示す も の で ある 。 


カリ 


この 精神 陰 指導 者 で あり 、 


ファ ー を 見 出し て き て いる 。 
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いて 宗教 的 指導 


け る で あろ う 。 他 の カラ ファ ト は 全て 消 減 する 。 
我々 の 世代 は 、 


約束 が この 節 に 
を し て セッ っ 


者 の 地位 を な えら 和 れる と い 
が 、 彼 等 の 指導 者 


言 者 が 、 他 の いか な る 神 の 預 
アハ マデ ィ ー や 運動 の 創始 者 に 最高 の 宗教 的 


伸和 


弟 二 十 四 音 


60. 


61. 


62. 


お 錬 ど き 着物 を 脱い で いる と き 、 及 び 夜 の 
礼拝 以後 な り 。 こ れ 等 は お 前 た ちの 三 度 の 
私 事 な り 。 それ 以外 な ら 、 必 要 に 応じ て 互 
に 自由 に 往き 来 し て も 、 お 前 たち に も 彼 等 
に も 罪 な し 。 か 《 の 如く 《、 ア デア ッ ラー は お ぢ 前 
た ち に 神 光 を 解明 し 給 5 、 すべて を 知り 
白 に まし ます が 故に 。 


前 し て 、 前 た ちの 子供 た ち が 思 春期 に 人 
し た な ら ば 、 彼 等 以前 の 年 上 の 者 が 許可 を 
求め た 如く 、 入 室 に 際 し 許可 を 求め せしめ 
よ 。 か く の 如 く 、 ア ッ ラ ー は その 戒律 も お 
前 た ち に 明 瞭 に 述べ 給 う 。 ア ッ ラ ー は すべ で 
て を 知り 、 賢 哲 に まし ます 。 

も は や 結婚 を 願わ ぎ る 年 連 の 女 の 場 合 は 、 
その 美 を 見 せ び ぴら か す の で な けれ ば 、 外 衣 
を 脱ぐ こと も 罪 に は な ら ね 。 されど 、 そ れ 
きえ も 慎む こと は 、 彼 女 等 の た め に 更に 好 
し 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知 


3 


り 給 う 。 


育 で も 、 類 で も 、 
身 で も 、 自 分 の 家 、 


病人 で も 、 久 計 前 た ち 自 
は 父 の 家 、 駐 は 母 の 
家 、 又 は 見 弟 の 家 、 は 姉妹 の 家 、 又 は 父 
方 の 叔父 疲 母 の 家 、 駐 は 母方 の 下 父 波 母 の 
家 、 又 は お 前 た ち が そ の 鍵 を 持っ て いる 家 
又は お 前 た ちの 友達 の 家 で する こと は 
差し 赦 を な し 。 一 緒 に 食べ よう が 、 別 々 に 
食べ よう が 、 共 し 支 を な し 。 然 れ ど も 、 家 
に 入る に 際 し て は 、 主 より の 抗 福 き れ た 清 
常 な 挨拶 を 述べ よ 。 か く の 如 く 、 ア ッ ラ ー 
は その 戒律 や お 前 た ち に 解ら せしめ ん と & 明 
瞭 に 述べ 給 う 。 


アル ・ ヌ ー ル 
1 ョ ッ ンク レン 


> さび 下記 2g 65 お Eo3 
526ee ち 4 
タッ クン 際 の の 
の フュ ーー 
半生 人 58 し 5 交 
レン シン タイ リク を PS て 
JO ああ 
タン 1 っ > 。 ン 2 合っ 和 セ > 
40 GODG3Ea 
ョ ンタ ョ ロン ル 
の 2 


AKI 
完 る ば 2 の 2433 8( 如 える PA 


半 半 ザ ンズ 】 


ラン 
を が る 知る 
9 と ば お まあ 閣 あ 
2 間 6oD ん 寺 93 る co と 
7 当 
たつ っ っ) 妥 
所 2 を の 引 
人 の 入っ 5 dy 
凍 の Ga ML24 


Ao と を jireie 


CC2 


の ライ ンタ ッッ プン る ライン ルウ フッ 。 
OTC りう た と 


ンタ 2 4 


Joke 
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第 二 十 四 章 アル ・ ヌ ー ル 
まこ と 第 九 項 

69. 実 の 信者 と は 、 ア ッ ラ ー と る の 便 使 を 信じ 、 6 RG で の KWO21GK 全 111 
公共 の 用 件 で 人 々 が 集 っ て 使徒 共に ある ン - 


ン レ ーッ ン シ 
時 、 使 徒 の 許可 な し に 立ち 去ら ぎる 者 、 こ 99 54 8 
れ 等 の 者 の みな り 。 ば げに 液 に 許可 を 求 r る ノレ 。 ぁ 馬 上 E る アタ 1 ン ? る る 
者 こ を は 、 真 に アッ ラー と を の 使徒 を 信 ず つど ウ OWNIGGSHCK に ん JE 
る 者 な り 。 き され ば 、 彼 等 が 自分 の 有事 で 流 4 了 1 タン ン 
に 衝 可 を 求め た 場合 は 、 光 旭 衣 い と 思っ た 『 プ て 33 人 2 
者 に は 許可 を 与え 、 更 に を の 者 の た め に の 人 32313 28 は と 生 89838 
アッ ラー の 定 容 を 祈 れ 。 げ に アッ ラー は 寛 の る の ぁ 

大 に し て 、 慈 直 深 て まし ます 。 ( 注 34) の 


64、 使 徒 の 召喚 を な 前 た ち 相 互 の 召喚 同一 視 も sk sg PIARUESE1 
する な か れ 。 ( 注 35) アッ ラー は お 前 た ち っ 0 和 を ai る 
の 中 で 、 こ っ そり 抜け 出る 者 を 知り 給 う 。 HDS ME 


きれ ば 、 命 令 に 従わ ざる 者 に 、 炎 難 が | 降り ンタ シッ タダ ブン ッ タラ ン ン ンク イラン シラ タリ ンク ン ッ ド マ 
か か ら ぬ よう 、 ま た 恐ろし い 天 凍 に 人 も p 2eesv 94crg30R Ai 


ーー ユ 
AE 
に 
\ 
4 
ON 


を 6 


区 


よう 用 心 きせ よ 。 @ を の MY 錠 と 
あめ っ ち タン シブ ッ タン ラン ョ ン ン 
65. 潜 徐 を 傾 り ょ ! 突 迎 の 一 幼 は アッ ラー に 敵 KASOO59 う ol3Y あ 9 導 


帰属 す 。 彼 は 、 お 前 た ち が 如 何 な る 状 


3 史 イン トン 2 の 2 ・ プッ タン ラタン タン ク ち イレ 
ある か を 知り 給 う 。 面 し て 、 彼 等 が 彼 の 許 2 の の 2 
に 連れ 戻 きれ る 日 、 彼 は 彼 等 に 彼 等 の し た ュ レ る 
こと を 告げ 知ら きん 。 ア ッ ラ ー は あら ゆる 9 たと 明 


こと に 造 附 し 給 う 。 


注 34 前記 の 数 飾 に な いて 、 イ スラ ム 教 徒 が 社会 の 重 な 問題 に 対し て 如何 に 身 を 処す べき か 、 を の 指針 が 
示さ れ て あっ た 。 この節 で は 国家 の 重要 性 を 論じ て いる 。 国 家 の 重 要 な 問題 に 携わる モハ ッ マ ド 預 言 活 と 共に 
ある 限り 、 イ スラ ム 教 徒 は 彼 の 許可 無く し て 集団 を 離れ る ! 来 な い 。 又 、 国 家 や 社会 全体 に 信 
お いて 、 彼 等 が 別個 に 行動 する 事 を 圭 じ て いる 。 モ ハッ マ ド 聞 言 者 、 あ る い は 彼 の 後 學 者 か 彼 の 推す 指導 省 の 
指導 の 下 に 半 か れ た イス ラム の 会 合 で の 決定 に 、 イ スラ ム 教 徒 は 従わ ね ば な ら な い 。 


注 35 六 言 者 や 指導 者 の 声 は 、 軽 ん ずら れ て は な ら な い 。 常に 重要 事 に 関わ ある の で 、 ふ きわ し い 尊 成 を 有 し 
て いな く て は な ら な い 。 モ ハッ マ ド 者 や カリ ファ ー の プラ イバシー を 侵害 し て は な ら な い 。 貴重 な 叶 間 に 
不 必要 な 要求 あし て は な ら な い 。 彼ら と 話す と き は 、 彼 ら の 地位 を ふま え 、 意 散 の 念 を 持っ て 接する こと 。 
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es 


. 惑 深く 、 


あめ っ つ ち 
、 天地 の 主権 は 彼 に 属す 


.。 それ に も $ か か わら ず 、 


. 信 ぜ ぎる 徒 大 


立 別 


アル ・ 
(メッ カ 啓 示 ) 


串 み 追 く アッ ラー の 御名 に ちい 
て 。 


- 万 民 へ の 警告 者 た らし めん と し て 、 その 僕 


に 職 別 を 降 し 給 う た 方 に 祝福 あれ 。 


ナ 給 


ーu を 


。 彼 は 御子 を 設 
わ ず 、 主 権 を 分 担 す る 者 と て な く 、 
信 造 し 、 芋 つ 規 則 正 し く 定 め 給 う 。 


彼 等 は 彼 以 外 に 神々 
を 祭 拝 す 、 己 れ 月 生 が 創 ら れ た 者 に し て 、 
自ら は な に も 創造 せ ず 、 己 れ の 利害 を 左右 
する 力 を 有 せ ず 、 生 も 死 も 審判 の 日 の 復活 
を も 左右 する 力 を 持た ぬ 者 を 。( 注 1) 


信 は 云う 、「 こ は 彼 が 所 党 せる 偽 
》 に 過ぎ ず 。 他 の 人 々 が 彼 を 助け た り 」 と 。 

だ が し か し 、 彼 等 こそ が 不正 と 虚偽 を 犯し 
だ り 。 


も の が た だり 


. また 人 彼 等 は 示 う 、「 往 古 の 伝説 な 9 。 朝 な 夕 


な 口 授 せ られ た る を 、 
9 と 。 


彼 が 書き 取り た る な 


。 云え 、「 迷 れ を 降 し 給え た る は 、 天地 の 秘密 


に 通 暁 せる お お 方 な り 。 げ に 彼 は 害 大 に し て 、 
慈 甘 深 (くま し ます 」 と 。 


フル カン 


の ター の に あし っ - う 


NEW タオ CH1 半 ロ が 23113 


イン スイ 1 2 


@ ル し あめ 
Q 5 あ bussseuadPs AI 
BE イ る クン フン MM と ン ン 全 レ し 
な JSB 人.34 あ 33 
ee 当 
タタ マク タン ッ タタ ンス クレ ュー と の 。 っ タン る 
53Oa す 4914555 62 050515 


po 


19} 
ッ ン イィ メ 4 了 リ 


る 88 で らし る 


。 ン 6 


を クッ タ 


②③ り め 


oieM39LeCi 3 


財 
ド 
の 
ぶ 


注 1 


性 ある 生 


全て の 物 は 三 


邊 階 の 発達 を 遂げ ね ば な ら 6 な い 。 1) 
(3) 現実 の 生 全て の 生 の 創造 主 ・ 神 は この 全 自 階 を 完 


不 存 ( 無 ) ⑫) 成長 の 特性 ・ 力 を 授け られ た 可能 
全 に 支配 され る 。 
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8. また 、 彼 等 は 云う 、「 何 た る こと ぞ 、( 注 2) 。 ぁ ょ シン レレ レシ カン 
1 し 1 
全 作 た る 者 が 信 物 を 振り 、 是 年来 を 散策 CO WW ゆう loa di 
する と は? 何故 に 天使 が 彼 に 隆 され て 、 彼 の PE SI は 
と 共に 警告 者 に な ら ぎ ざる か ? 
人 いら 
@ は 5 
9. また 財宝 が 彼 に 投げ 与え られ た り 、 食 うべ < クッ ン タッ ンー ンー ブッ ラン 
き 果 告 園 を 持た ざり しか] と 。 世に 、 不 義 は 4 この > CE5U 計 NN 
カ 和 > 前 | た > ば 人 笑 条 に っ タッ ン 則 
な す 徒 後 すう 、「 お 前 た ち は た だ 記 術 人 に @③5 M 3 の 6 ROD 4 62 
従っ て いる に 過ぎ ず 」 と 。 ] * 
10. 見 よ 、 彼 等 は 如何 に 多く の 生 まえ を 造り だ す < 光 AE 用 ICOUIR 人 2 生 ぶ は 
レン 】 
こと か ! 政 に 迷 誤 し 、 道 を 見 出す こと 能 PS 
ず 。( 往 3) $ 和 と 
第 二 項 。 
11. 彼 も し 欲し な ば 、 そ れ よ り も は る か に 佳 き 鉛 38* う 350 て 和 B ら 2019 
も の を 流 に 賜 う 彼 を 祝福 せよ 。 す な わ ち を コレ ラン カタ シロ レレ ッッ 。 
は 河川 流 る る 楽園 な 9、 ま た 守屋 な 9。 中 aeJIS23 の の や 
クッ タタ 
⑤ り も ょ っ うぅ 
12. それ どこ ろか 、 彼 等 は 審 料 の 時 を 導 定 す 。 3 そ と 。 っ 52 PIN 8 
われ ら は 、 審 判 の 時 を 耕 定 する 徒 著 の た め - ノー 
に 、 燃 えき か る 火 秋 を 用 意 せ り 。( 注 4) @ ら As> SU 
13. 火 は 徐 か く か ら 彼 等 を 見 とめる や 、 発 れ (ES を っ OSO3 2 うく 8 らら) 
狂い 、 員 叶 せ ん 。( 注 5) レンス 
@ の 53 
か ンタ ンス 2 る ク タッ シン 
14、 請 し て 、 彼 等 ひ ほ とまと ゅ に 旨 ら れ 、 狭 いと 0EADOOuCSGsS6Es SI302 
ころ に 投げ こま れる と 、 彼 等 は を こ で ひと 3 
思い に 減 な ん こと を 問 王 せん 。 @5 記 
注 2 この 使者 に 何 が 起こ っ た の か 。 
往き 3 不信 心 者 は 生命 の 真価 に 対す 識 が 拉 い 。 彼 等 は 独自 の 方 法 で 神 の 真理 を 起 と うと する 為 、 真 理 に 
近付け ず 、 い つま で も 、 疑 惑 と 不信 心 の 暗 閣 を 科 筆 う 。 
注 4 信者 に は 高位 名誉 が 授け られ る 一 方 、 不信 は 恐ろし い 別 が 用 意 る れ て ある 。 裁き は 差し 追 り 、 


門 ロ まで 近付い て いる 。 し か し 彼 等 は それ に 気付 か ず 、 信 じ よ うと は し な い 。 
当 節 及び 決 節 で は 裁き が 真 に 下さ れ よ うと し て いる と 述べ られ て いる 。 不 信心 者 の 苦し み と 屈 辱 惑 を 


注 5 
増し 、 


それ を 徹底 する 為 、 彼 


よう と 死 を 望 せ で あろ う 。 


等 の 日 ・ 耳 は それ を 知覚 きす せら れる で あろ 3。 彼 等 は 苔 し み に 厨 え 兼 ね て 、 


逃れ 
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Ce 


第 二 填 五 談 アル ・ フ ルカ ン 
5. 「 今 に な っ て ひと 思い に 死な ん と する な か し トン タン シュ < 
3533el5 1 昌 
れ 、 宜 敷く 万 死 を 縛 え | OPDEDSDKCL9IPS や 
と 9 る 1 ン レ ラン の ッ ン ン t4 
6. 云え 、「 こ の 火 角 が いい か 、 それ と 6 著しい ONO230003OiaE< GR 
人 に 約束 きれ た 永 千 の 楽園 が いい か ? を は クッ ニン ンプ クン レッ タ ラン 
彼 等 の 報奨 に し て 、 行 き 着く と ころ と な ら ⑥bue2 う 人 っ 9 の 
ん 」 と 。 
7. 彼 等 は 永 太 に そこ に 住み 、 望 む $ の は 何 な 0 みはる の 52 る る 5 M 
ん り 5 と 得 べ し 。 を は 、 常に 玉 わ る る 流 の 下 
の 約束 な り 。( 注 6) の 3 を 3 
8. 最後 の 審判 の 日 、 彼 は 彼 等 並び に 彼 人 等 が あ le 5 人 5 の の 
内 CO ラー の > の つり の の ラ 
アッ ラー 以外 に 敵 め し 神々 を 召し 寄せ 、 か デー す 
く 問 わん 、「 わ が 僕ら を 遂 わ し ゆめ た る は 、 お 届 剖 oOSEO 
前 た ちか ? それ と も 、 彼 等 自ら 道 を 踏み 外 。 
し た る か 2? 1 と 。 @ ひ 3 
19. 彼 等 は 云わ ん 、[ 液 に 讃え あれ 1 玖 等 は 液 以 OO og し の MMP 
外 に 守護 者 を 求む る 者 に 旧 ず 。 然 れ ど も 6 
流 は 、 彼 等 並び に 彼 千 の 父 福 に 液 の 訓 天 を 0 
忘れ る ほど に 現世 の 快楽 を 授け た れ ば 、 の 2 も 4 レッ 2 
彼 等 は 浴 落 の 民 と な りか ] と 。 ⑨b ゅ じき ゆ 3233 もう 
20. そこ で 、 わ れ ら は 偶像 崇拝 者 ども に 向っ て 4 CGIKSIC ラン 
ち ん 、「 人 、 科 等 は 、 ち 前 た ちの 言葉 を 上 を ORPKOB 
偽 な り よ 立 証 せり 。 き れ ば 、 束 前 たち は 答 (10o 4505 入 2 2 22 お 
則 を 先 れ 、 助 け を 得る 能 わ ず ] と 。 わ れ ら ーー 
は 、 お 前 た ちの う も 誰 で あれ 罪 を 犯す 者 に oied 
は 、 薄 みろ し い 久 を 味 わ し めん 。 
21. われ ら が 流 以 前 に 追わ し た る 使徒 た ち は 、 フン クシ ンー スイ マレ イン アン 
抽 な の 1) り OAI BE 
ーー 人 と し て 食物 を 拉 ら ざ る は な く 、 ま た 街 ロタ ツタ BDP3 
略 を 往き 来 せ ずる は な か りき 。 わ れ ら は お SWEIOII ほ CAME 
前 た ちの 或 る 者 を し て 、 他 の も の へ の 試練 の 。 シ レッ っ 
た らし め だ たり 。 さ る れ ば 、 お 前 た ち 耐 え 鍋 ペ OPC* CE いる 
る が か? 湊 の 主 は 一 切 を 脂 覧 し 給 。 を クッ レンタ 
の 2 52 
22. われ ら と の 会 見 を 若 待 せ ね 徒 准 は 云う [ 何 。 う 19 も 2 すら) 
数 に 天使 が 我 等 に 隆 きれ ぎる か ? 又は 何故 ^ 
注 6 信者 が 来世 に 望む も の は 、 神 の 意志 と 一 体 化す る 事 で ある 。 それ 四 こ の 望み は 適 え を られ る で あろ う 。 
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23. 


24. 


26. 


27. 


- 天国 の 住み 人 た もち は 、 を の 日 、 


に 坊 等 の 主 は その 姿 を 見 せ ず る の か ? と 。 
げに 彼 等 は 骨 り 史 り 、 基 だ し て を の 則 を 越 
え だ り 。( 注 7) 


彼 等 は 、 天 使 6 と 会 見 する 審 判 の 日 に は 
を の 犯 せ し 罪 数 に 、 如 何 な る 其 鍵 も な き 日 
と な らん 。 邊 等 は 嘆い て 、 叫 ば ん 、「 項 まな 
障壁 あれ !」 と 。 

われ ら は 彼 等 の 所 業 を 調べ 、 上 共 の 名 四 
散 せ し ゅ ん 。( 注 8) 


その 住居 と 


休息 の 場所 ゆえ に 、 一 層 安 楽し な らん 


その 日 、 天 は 雲 と 共に ちり ぢ お り に 引き 製 か 
れ 、 天 使 の 大 軍 が 降 際 せ し ゅ られ ん 。 


その 日 こ を 、 ( 注 9) 真 の 主権 は 慈 意 深 き 
神 に 属し 、 不 信心 者 ど ぁ は 多 尋 な 日 と な ら 
ん 。 


その 日 、 不 状 な す 徒 は 己 が 手 を 噛み 、 か 


ヤナ 44 


6 SG ち PE ャ ン 
の DE が だ う ag 19 
Pao 


じじ 世 < 


の 
6 タン 1 
の っ 多 6 あ 
ンカ レター ロレ ーッ イン レ ョ レッ 
と MLuEuo 
@5 ま ら 
ンタ イン ン 2 の ラ シュ ニン ラン 。 ィ 
ら て BS うり 2 2 こえ る 
之 
⑨9Css 
とこ る レッ る 
1 ル 33 死 し 20 385 さま 525 2 
@ 記 


イン トク ラン ン リ ラン ょ 1 っ て る し 7 PIG 
7 
@ 際 < の 3 


レン ラン ン 


La つの や の ゆう 


28. ESCNNK3 
ー 人 衝 市 衝 
(ん あか も し 我 便 徒 し 共に 同じ 道 ezJ あ と 
29. ああ 、 情 け な や ! か か る 者 を 仲間 に せ ぎ り @EgS SS 5 
せ ば 「 
30. 誰が 我 に 送 し た る 後 、 彼 は 我 を 人 ※ ゎ し ゅ OU っ 3 6 多 36S 260。 際 の 
・ 亜麻 を 必要 と する 時 
いっ AE て の な り っ 。 oy JEyek < 
注 7 
注 8 彼 等 の 第 一 の 要求 は 適 え られ ず 、 役 等 の 働き は 全て 無効 も なり 、 彼 等 は 破壊 きれ 、 ち り 片 の 様 に 空気 


の 導い 地 に 追い や られ る だ ろう 。 


注 9 


シュ は 自ら の 下北 と 屈 蜂 を 悟っ た の で ある 。 


バド ル 戦 の 日 は 不信 心 者 に と り 最 も 苦し い 一 日 と な っ た 。 を 


その 日 イス ラム が 合 設 きれ 、 ク ライ 
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31. 使徒 は 云わ ん 、「 主 ま ょ 、 我 が 民 は この クル ラタン 0 人 ッ タ ンー フリ スレ ン 
ナー ン を 廃 楽し も の と 見 な せ り 」 ま 。( 生 Pb“ol0ebOB ば Io 
10) 

> 記 池 うー シッ の ス ュ イ や クラン ン 」 

32. る れれ ば われ ら は それぞれ の 預言 者 た ち に Co 2 が < る 
罪人 の 中 か ら 、 英 を 作り た り 。 面 し て 主 は 、 プッ ラン 
暫 導 者 、 援 助 者 と し て 不足 な し 。 の 336 
トー ラビ ュー = レン ュ タ る > の > る シィ 

33. 信 ぜ ぎ ざる 者 ども は まだ 云う 、「 何 故 、 ク ル のめり 9b55 ? る 問 4 う 
テー ン は 彼 に 全部 一 度 に 啓示 きれ ざり き 
か ?] と 。 わ れ ら が か く な し た る は 、 液 の HOGEETCIEGUNK つ 6 
心 を 徐々 に 欧 園 な らし めん が だ た め な り 。 ふさ フン 
れ ば 、 わ れ ら は 、 そ れ を 最善 な 形 で 整え た @%5 
9。 

34. た ほえ 彼 符 が 凶 何 な る 此 放 を て 徐 計 せら 22 し 仙 た 才 J 和 も 抽 き 3 
と も 、 わ れ ら は 液 に 、 真 理 と 進 か に 勝る 解 ラッ ーッ ン 
釈 と を 与 う 。 ( 注 11) ⑨PA み 人 

35、 先 省 と 共に 地 搬 に 引き 立て られ 4 者 と 中 人 り 2 OS は AN 
ゅ 、 彼 等 こ を 最悪 の 境 半 に 置か れ 、 正 し い 。 ゲ レフ リン 

道 か ら 最 も 各 く へ 送出 で ん 。 SB 
第 四 項 や 

36. われ ら は モー や に 経典 を 援 サ 、 彼 た 表 に を Oo1 の の と 23 名 5 

の 兄 ア ロン を 捕 佐 ほし て 任命 せり 。 5 
②③2 う 3 

由 > 赤 る の る 1 29 る る ッ ン ター の イン ーッ ニレ レッ タン 

37. 尊し て 、 われ ら は 命じ だり 、 「 お 前 た ち 両 名 、 背 多い 1 sigNIGCSa 2 
われ ら の 捧 光 を 指 み だ る 民 の と ころ へ 邊 間 
サ 」 と 。 を の 後 、 わ れ ら は 徹底 し て 彼 等 を @!aoS 
将 減 きり 。 

38. また 。 ノ ア の 民 が を の 使 舗 ら を 拒み た る 時 、 PICKY ま IMGILNGE ンタ フラ タン 
ちら は を 凍死 きせ 、 も っ て 人 拓 へ の 称 「 で イアー ひ う PO 3 
らし ゅ と な せり 。 わ れ ら は 不義 な す 徒 岩 に MG Me 3 luEU 
は 恐ろし い 稀 凡 を 用 意 せ り 。 

この 節 は 、 い わ ゆ る イス ラム 教徒 が クル アー ン を 廃棄 し た 人 々 に け た も の と 言え る 。 人 過去 14 世紀 に 


注 10 


クル アー ン は イス ラム 教徒 に 無視 きれ て 米 た だ が 、 


現在 は 更に ひど い 


る 。 これ に 関し て モハ ッ マ ド 


項 言 者 の 言葉 が ある 。「 イ スラ ムッ ム 教徒 に ある 時 代 が 来る 。 を の 時 イス ラム 教 は 消え 失せ 名 ば か り と な り 、 ク ルアー 


ン も その 名 と 言葉 の み 残る で あろ う 。] (Baihagui・Shuab al-fyan) 今 、 真 に 


注 11 数 ある 黙示 録 の 中 に あっ て 唯一 クル アー ン に 見 られ る 特質 が ある 。 
の 始ま り 、 そ の 他 宗 教 上 の 諸 問題 全て 事実 で ある と クル アー ン は え 、 


に 十分 な 論 抗 を 提示 し て いる 。 


その 時 を 迎 た て いる 。 
神 の 存在 、 イ スラム 教 の 真理 、 神 
他 の 力 を 借 ち る 事 な て それ を 実証 する 
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に な ぞ ら えて 表現 し て いる 。 太 陽 が 物 に 隠れ て いる 時 、 影 が 長く 伸び る 。 同様 に 、 


人 々 の 力 は 強まる 。 神 が イス ラム の 普 後 に いる 時 、 神 の 影 は 、 地 球 の 瑞 々 に まで 広がり 続け 、 世 の 人 々 は 神 


第 二 十 五 意 バル 「 フ ルカ タン 
39. まだ われ ら は 、 テ ー ド 、 す ムー ド 、 ラ スグ の ンー イン っ 発っ 
う 2 | 【 

住民 も びに その 半 の 和 多 の 世代 を 競 証 プッ ジア う の PMP 

せり 。 ( 注 12) US 

40. そ の それ ぞ れ に 、 わ れ ら は 実例 を 以 て 戒め クッ ラン アイン タン トス エン ン ッ の イション 3 る 

RC 
た り 。 面 し て 、 そ れ ぞ れ を 、 わ れ ら は 徴 底 PAS っ >UGSDI9 
し て 組 滅 き 5 。 

41. これ 等 不信 心 者 ぼ も は 、 秋 宏 の 果 が 降 9 注 ルン シィ イン レッ 
ぎし あの 語 を 訪れ た に 相 入 な し 。 そ の 時 、 PGI 
邊 等 は 、 そ れ が わか ら ざ り し か ? 病 6 ず 、 の 2 還 の の 人 4 系 HH 

ら % ァ 9 も 3 レ 02 Py 
等 は 復 清 きせ られ る こと を 期待 せき る な ンプ う ^ 
9。 

42. 役 等 流 を 見 る 時 は 、 た だ 六 を 物 笑い の 種 に GNUGSP2 6 の 0 
する ば か 2。 前 し て 大 う 、 「 ア ッ ラ ー が 使徒 3 る る 
と し て 人 計 わ し た る は 、 こ の 者 な る か ? @⑯ う の 

、 ュ 、 内 シン 99E の 内 

43. くし っ か り し て を 信 牽 せ ぎ り せ Ide4 の 99 の U 当 沈 
ば 、 我 等 は あや うく 彼 に よっ て 我 等 の 神々 メレ レー レレ フィレ フレ ンー 
を 楽 て ん と す 」 と 。 さ れ ど 、 彼 等 、 や が て 1 33 
刑 凍 を 目のあたり に 見 れ ば 、 正 し い 追 か ら < し 
最も 外れ し 者 は 商 な る か を 知ら ん 。 @ 

4 流 、 己 む の 匠 な 所 を以て 神 も する 者 る 25 42 の の 2 
を 、 見 た る か ? 流 は その よう な 者 の 守 誠 者 た - ン 
らん ほす る か ? @SC7592 

人 5 液 は 、 彼 等 の 大 部分 の 者 が 半 き 内 つ 物 が わ OO っ 作っ 

、 @! HE MO ッ | ECS 
か る と で も 思う か ? 彼 等 は た だ 家斉 の 加 0 間 。 
し 。 否 、 彼 等 の 行状 は 家 大 に も 劣る な り 。 8 3 し CVE あら る を 
第 擬 項 
46. 流 は 、 主 が 如何 に 影 を 伸ばす か を 見 ざ ずり し イッ 人 プ 拓 
ン オ 1 
か ? 主 も し 欲し な ば 、 を の 彫 を 静止 する $ 33IKO の の | 
本能 な り 。 ( 往 1) な れ ど 、 わ れ ら は 玉生 42 っ R ン 3 
を 以 て その 案内 人 と な す 。( 注 14) 

注 12 ラス は タム ー ド 族 の -- 部 が 住ん を で いた ヤマ ー マ の 町 で ある と みな す 注 釈 者 も いる 。 又 、 他 の 注 秋 者 は 

ラス と は タム ー ド 族 の 一 部 を 指す と 考え る 。 それ は 彼 等 が 傾 言 者 を 井戸 に 投げ 込ん だ か ら で あ る 。 彼 等 は タム ー 

ド の 残存 者 で あっ た 。 

年 13 この 節 で は 比 際 的 表現 を 用 いて 、 イ スラ ム 教 の 発生 ・ 並 及 ・ 支 配 が 述べ られ て お り 、 これ を 自然 現象 


神 が 人 々 の 普 後 に いる 時 、 


を 求め 、 神 の 下 で 団 め と 安楽 を 見 い だ す 。 この 節 に お ける 太陽 と は 、 イ スラ ム 教 駐 は モハ ッ マ ド 預 言 者 を 指す 。 


往 14 


林 陽 の 位置 は 、 影 の 大 きき る を 左右 す る 。 
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47. 続 る 後 、 わ れ ら は 徐々 に 影 を われ ら の 方 に @ に 23 か だ 538 
引き 寄 す 。 (15) ~ 
48. 前 た ちの た め に 、 夜 を 衣 と な し 、 眼 9 を EZ285 BORNC 才 え 1e 
休息 し な し 、 革 は 超 き て 働く 時 と 定め た る レッ ンー フリ 
は 彼 な り 。 ( 注 16) @b う JAS う 
49、 ま だ 、 そ の 取 み を 垂れ る 前 に 、 骨 組 と し て oy は 33 
風 を 送る は 彼 な り 。 し て 、 わ れ ら は 清 ら レッ ン 
か な 水 を 天 か ら 隆 し 、 6 る 多 3 
50. これ に よっ て 机 死 せる 土地 に 生命 を ちえ 、 UMSE。4s る 53 に る 3 も る うけ 
われ ら が 創り し も の 、 す な わ ち 、 家 青 多 リン レン 
く の 人 間 に 光 を 飲料 と し て ケ う 。 OPCIEWR 
51. われ ら は 彼 等 に 注意 させ ん にし て 、 き まま ぎ 人 入 と イ OE テ の る お 人 る 
まな る 方 法 で を 説 用 せり 。 括 れ と も 、 世 "ター 凍 
人 の 多く は すべ て を 硝 雪 し 、 信 ざ ぎ る な り 。 の 5 の 計 
まち 
52、 も し われ ら を その 気 に な かり た れ ば 、 各 邑 に 一 の 全 a25 Z td3 
の た あぁ ゆき sat も 
人 ずつ の 警告 者 を 造 し 得 だ 答 。 - 才 
F 不信 半 に 従 > _、 ク クラ レレ ッッ タッ の タン 
59. きれ ば 、 不信 者 に 従わ ず 、 ク ルアー ン を 用 人 Bs も 2 に 2 の 向 (5 
い 、 全 力 を 尽く し て 彼 等 と 戦え 。 ン 
54. 彼 こ を は 二 つ の 海 を 流れ きせ だ る 者 、 こ ちる も る Ao を る の 2 る 5 
ら a さ ぬ ! 
ら は 革 く し て 5 まく 、 あちら は 戯 く し て 普 クン ン レ シシ スン リッ イク 
し 。 衣 し て 、 彼 は 、 両 者 り 間 に 越え 牙 き 陸 eo も うし を Os う で を 138 
璧 を 寺 けり 。 ( 往 1 の ララ 
@b り pa 
注 15 この 節 で は 、 全 夏 を 極め た 後 の イ スラ ム 教 の 衰退 に ふれ て いる 。 前節 で は 影 は 隆盛 を 意味 し た が 当 委 
で は 袋 追 の 意味 で 用 いら れ て いる 。 
注 16 この 節 に ある 夜 は 、 神 か ら の 使者 が 出現 する 以前 の 精神 的 略 散 の 時 代 を 指し て いる 。 そ し て 年 は 使者 


の 出現 に よる 精神 的 噌 を 示す 。 


往 17 
ある イス ラム 教 と 、 そ の 他 の 下落 し 
者 は 不毛 で 苦く 、 
いと 感ずる 限り 、 
それ も 叉 芋 く な る 。 


は 、 


神 の 底 護 の 下 「 イ スラ ッ 教 
耐 者 の 間 に 


真 の 宗教 と 偽り の 宗教 を 表わす の に 、 
教 は 全 


続け 、 
吉 何 な る 成層 
前 者 は 塩辛 く 、 苦 く 


感じ 5 れる 。 
この 二 つ の 水 は 混ざり 合わ な い 眼 り 、 
真 の 宗教 の 教義 混ざり 合え ば 、 そ の 甘 る を 失い 、 
は 、 偽 り 
は 越え る 事 の 出来 な い 壁 が ある 。 


の 節 で は “ 二 つ の 水 " と いう 言葉 を 用 いて いる 。 
前 者 は 甘い 
も た らき な い 。 こ の 二 つ の 水 は 海 の 水 と 川 の 水 を 示し て も いる 。 
し か し 川 の 耳 い 水 が 海 に 
それ ぞ れ 別 の 味 を 持つ 。 
役に立た な く な る 。 し か し 軍 は こう お 決め ゆ に な っ だ 。 
教 と 陸 り 合わ せ て いて も 、 


黄 の 宗教 で 
果実 た な り 魂 の 旅人 の 渦 き を 油 す が 、 後 
後者 を 二 
注ぎ 込み 、 塩 考 い 水上 混 っ た 時 、 

同様 に 、 偽 り の 宗教 の 教義 


その 甘 る を 失わ な いで あろ う 。」 (⑪5: 10) 
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55. まだ 、 水 より 人 間 を 創り 、 を その 者 の なめ に 1 生生 IE あと C 
放電 に よる 下 放 也 作 を 作り た る 間 て azElo2GE は 直人 3 
4 リー と ェ リー クゥ し トク ま オ ンチ ロン る 
は 、 彼 な り 。 げに 液 の 主 は 全能 に まし ます 。 @ ど os る うら る 1 る ら う 
時 ニ ー ョ ュー 人 4 2 タタ ン 5 ン ご 2 タッ の タタ タッ ンー 
56. 然るに 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー の 外 に 寺 に も ぁ 薬 9 う 9 に Ao の っ 50 へ 2 う 
に も な ら ぎ ざる 者 を 柴 拝 す 。 不 信心 者 は 、 を コン アレ ュ レレ ョ ッ タタ タン 
の に 敵対 する 悪 麻 に 味方 する 者 な 9 。 @Ug 2 06 の 3885 
57. われ ら は 液 を 、 だ だ 衣 報 の 伝達 者 と し て 、 移る レロ シン ン ン レ 
上 且つ 警 符 者 し し て 進 わし た に 過ぎ ず 。 ok が DSCCS 
58. 云え 、「 誰 $ が を の 主 へ の 道 を と らん こと を TE 人 セ も 
人 の 2a2 約 拓 じ 
者 ぅ 外 、 我 は この た め に ぉ 前 た ちか ら 報 ピー 5 
酸 を 求め ず ] と 。 ( 往 18) @0Z73 有 
59. 流 、 永 生 に し て 不死 な る 御方 を 信 額 し 、 ひ  2 2 
た すら 護 美 せよ 。 彼 は その 僕 等 の 店 々 の 罪 シラ イー レー 2 を ニュ ン 
を 承知 する 者 と し て 十分 な り 。 @I 以 テ 2 つめ も 
っ ッッ レア ショ ン ン そう 。 る 
60. 彼 は 大 日 で 、 突 地 ほそ の 間 に ある 一 切 を 創 9 woh は は 届 
造 し 、 然 る 後 、 自 ら 玉座 に 人 鎮座 せ り 。 旬 悲 レイ テロ スイ を ュ ッ ン 1 フッ ン ン 
深き 神 よ 「 きれ ば 流 、 彼 に 関し て 、 知 る 者 “ひつ oe の CI: の まう 1 
に 穫 ね よ 。 ( 注 19) @ 史 3 
61. 微 等 に 向っ て 「 慈 脂 深 き 神 に 服従 せよ 」 と 685 308 を 2 
法 う と 、 彼 等 は 云う 、「 慈悲 深い 神 と は … 体 ッッ ラン の 
誰 ぞ ? 我 等 は 流 が 命ずる 者 に 服従 すべ き と 0 の AKAK 
な ? 」 と 。 衣 し て 、 ま すま すそ の 嫌悪 の 情 
を つの ら せ る ば か りな り 。 
第 六 項 レン 。 AF4 の ブン 
62. 大 に 十 二 宮 を 造り 、 を の 中 に 、 灯 火 た 史 々 SO 4 が 側 AO 多 CS 
た る 月 を 演 き 給 う 御方 に 詩 美 あれ 。( 征 ノン 
20) の 5 も 336 
注 18 "イス ラッ ム 教 が 教義 並 及 の 人 為 に 力 の 行使 を 禁じ て ある 事 が 、 こ の 節 に 胃 示 る れ て いる 。 
注 19 、 ロ ) 押 、(⑫ モ ハッ マ ド 頂 言 者 
注 20 この 節 で は 、 天 及び 大 を 照 し 出す 太陽 ・ 月 ・ 呈 の 創造 を 語る 事 で 、 宗 教 上 の 天国 を 喚起 し て い 


る 。 を そこで の 夫 陽 は 救世 主 モ ハッ マ ド 傾 言 者 で あり 月 及び 星 は 彼 の 友 を 指す 。 


この 友人 人達 に 関し て モハ ッ マ ド 


預言 者 は 次 の 様 に 語っ て いる 。「 我 友 は 数 ある 星 の 様 で あり 、 彼 等 に 従う 者 は 正しく 導 か れる で あろ う 。J(Razin) 
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63. また 。 主 を 念じ た い 者 や や 、 感 放 の 例 を 地 き ーー て < s 委 る 
・ - ミ っ | と ! PGI RIRS | 
た い 者 の た め に 、 草 夜 を 設け 、 之 を 特 環 し ウッ 也 
レシ タレ レン ンタ 
むる は 彼 な り 。 ( 注 21) oN 的 2 る 3 る ぶ 
64. 務 悲 深い 神 の 真 の 全 た ちと は 、 道 を 歩く に sy OSSGAh oo と 3 多 。 う 
- 振 舞い 、 無 知 な る 者 に 話し か けら し ュ レタ ュ ッ ラ オ ン ッッ 
れ て 6 「 平 安 あ れ !」 よ 一 う 者 な 5。( 往 @K と 上 dLASEES3 
22) 
、 こる まま られ よ ココ レレ 。 る クン タッ レン 29 ッ ン ン っ て 
65. まけ 主 の 御前 に 平八 し 、 且 つ 超 立 し て 夜 の US5 0 2996 誠 05 
を 過ごす 者 、 
を 
66.「 主 よ 、 区 凍 よ り 我 等 を 免れ ん し め よ 。 前半 の 4 
あの 懲罰 ld 即 の 拉 問 な 5 。 レレ レレレ シン ン 
EoEGoo る 8 
67.、 そ は 実に 悪し き 体 息 の 場 、 閣 し き 住 己 な り 。 る る 
均 う 者 。 
、 ューN レ 内 財 る ラッ イレ 2 タラ イッ タン タン 本 NM 
68. また 、 金 を 使う に 当り 、 吉 百 せ ず 、 き り し 0KG め IEENAWNIICS11RE が 1 
て 物 惜 し みす る で な く 、 能 く 申 唐 を 保つ 者 。 レレ レン ェ ーー 
@C 5 65 
69. また 、 ア ッ ラ ー の 外 に 如何 な る 神 も 丘 め ず 、 の 吉 5 り 2 人 あの GSG 
正当 な 現 由 に 非 ぎ 入 ば 、 ア ッ ラ ー の 葉 を レー と セリ レン る っ c 
破っ て 人 を 殺さ ず 、 不 義 密通 を 行わ れ ざ る る た さり PP [OUTSI 
首 、 こ れ 等 の 者 た ちな り 。 疾 むと 5、 之 を ブン レン ンク ンス い ネン る ラン ラ 
犯す 者 は 、 必 ず 罪 の 報い を 受 く べし 。( 注 @CGG5 5058 め の う 
23) 
ラー こ ga 上 。 タッ レン レッ タッ ン ッッ プー ラン ュ 
70. 復活 の 日 に は 、 そ の 鍛 還 は 信 加 せら れ 、 地 500322325sl Oz 府 
獄 に 褒 て 屈辱 の 日 を 過 ご き ん 。 * き リ 
ご | グン タ 
② じ AS 
注 21 物質 界 に お いて 夜 の 後 視 が 訪れ る 様 に 、 精神 界 に お いて も 、 開 が 世 を 只 う 時 神 は 世 を 照 ら す べく 使者 
を 使わ す 。 
注 22 天国 に な お ける 太陽 ・ モ ハッ マ ド 預 言 者 の 出現 に より 為 き れ た 信 大 な る 道徳 改革 に 関す る 記述 が この 委 
より 始ま る 。 人 人 々 は 導 の 子 か ら 定 大 で 慈 乾 深 き 下僕 へ と 変わ っ た 。 この 節 及 び 決 節 に お いて 、 起 大 な る 神 の 下 
僕 の 特質 が 述べ られ て ある が 、 そ れ は モハ ッ マ ドド 預言 者 と 共に ある 人 々 を 苦し ゅ て 米 だ 悪徳 の 対極 と な る 。 
注 23 念 像 掌 捧 ・ 殺 害 ・ 姦 通 は 三 大 履 で あり 、 個 々 の 悪 業 及び 社会 的 性 的 不 徳 の 根源 で ある 。 タル アー ン は 


これ ら の 因 に 繰り 返し 言及 し て 来 た 。 
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71. 但し 、 改 以 し て 、 ( 注 24) 信仰 に 入り 、 善 
行 『 を 積む 者 は 険 か れる 。 アッ ラー は 彼 等 の 
アッ 


72. 履 居 し 、 凍 し て 、 状 行 を 積む 者 は 、 本 当 に 
後 必 し て アッ ラー に ヒ 許 依 し 奉る 者 な り 。 


73. まだ 、 庶 偽 を せ ず 、《 だ ら 6 ぬこ と に 
人 過 ぇ ば を の 傍 を 威 滅 を 以 っ て 通り 週 ぎる 
者 。 

74. 主 の 神 光 の 話 が 出る と 、 龍 か 
和 れれ ざる 者 。( 注 25) 


管 の ょ うに 倒 


75. 「 主 よ 、 我 等 に 日 を 楽し ませ る 子 を 授け 
た まえ を 。 我 等 を 義 し い 人 の 模範 た らし ゅ よ ] 
と 支 う 者 。 


76、 こ れ 等 の 者 は 、 そ の 層 忍 不 抜き 故に 、 天 国 
に 疫 て 壮 高 な る 場所 を 場 わ り 、 そ こ に て 的 
迎 と 平安 と を 受け ん 、 


77. 永久 に 。 を は 素晴らし き 体 息 処 な り 、 素 晴 
らし き 住 居 な り 。 

78、 不 信心 者 に 向っ て 云え 、「 前 た ち 、 我 が 王 
に 新 ら ず は ば 、 . 主 は お 前 だ ちの こと を 考慮 せ 
ぎる べし 。 然るに 、 今 お 前 た ち は 、 財 
族 を 担 み た り 、 天 還 お 前 た ち を 必ず 断ち 視 
65 ん 」 と 。 


ir セ ら っ くす < ン イン | ブン 人 (マッ ン る 
APPCICS 和 3 っ の be oe 紀 


ンー 


ャ アク 


和 6 も kg に っ < 和 の は 2 
oes3 
CERI 
ol4 

INREUTRY も も 1 
@Eesg 多 

RE まう 人 IIKERIY6p 
ECASE ろ 
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ok25 ISAC4Pc Co 


6596 


@C96 昌 っ 生 


注 24 「 改 惨 ] と は 、 全 て の 如 を 避け 若 行 を 為す 為 に 、 周 い 


決意 を 持っ て 過去 の 不 徳 を 真実 悔い 改め 、 更 に 、 


被害 者 に 対し て 供 う 事 で ある 。 過 去 を 省みる 事 で 、 人 生 は 大 いな る 変革 を 送 げ る こと が で きる 。 


注 25 彼 等 は 日 を 見 開き 神 の 言葉 に 耳 を 傾け る 。 彼 等 の 信仰 は 風聞 で は な く 〈 確 信 に 基づく も の で ある 。 
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す 
G 


と 


ュ 
補 


アル ショ アラ ー 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 恵み 如く アッ ラー の 御名 に お い 
2. ター・ ス ィ ー ン ・ ミ ー ム ※  ( 注 1) 


※ 恵 み 深 《、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 知る 神 1 
3. これ は 明 了 な る 経典 の 諸 節 な り 。 


4. 彼 等 信ずる を 皆 ん ぜ ぬ ぬ が 故に 、 恐 らく 流 は 
を 痛め 己 が 身 を 殺す に 至ら ん 。( 生 2) 

5 も し われ ら 欲し な ば 、 わ れ ら は 彼 等 の 音 を 
その 前 に ぬか ず か し せる 奇跡 を 天 よ り 降 す 
べし 。( 注 3) 


2 


6、 然 る に 、 彼 等 は 、 
戒 が 下る た びに 、 
ける な り 。 

彼 等 は 、 それ を 虚偽 し て 過 せ 9 。 
きれ ぼ 、 や が て その 瑞 り し 5 の の 到来 を 竹 
げ る 知らせ が 彼 等 に 到 ら ん 。 

8. 彼 等 は 大 地 を 眺め ざる か 、 わ れ ら は そこ で 
如何 に 多く の 立派 な 種 を 発生 せしめ た る か 
を ? 


悲 深 き 神 より 新しき 訓 
( 注 4) を れ よ り 顔 を を む 


0 だ IE SGP 3 


スー 


oO た き 和 5 
oOSWMIESSXIENIOI 


失 和 了 0 
KUR を 3FC ナ た SPECE で 


@ 二 2 人 に < 
IKEN で 4 6 
0 


ンタ ク ラン ッ ン ド ンス 2 そる ッ ン ン 
4 RI と の じ ろ lp JS3 


ュ ン マラ プッ ンプ っ 0 イン ン 
の ば の eS か プチ テ 4 


oi 


注 1 この 凍 及 び 次 剤 は 、 タ ー・ 
る 。 これ 等 は ほぼ ば 同 
この 省略 され た 文字 が シナ イ 
(シナ イ 山 ) を 、 ミ ー ム は 、 モ ー ゼ を 表わす 。 


スィ ー ン ・ 


注 2 18 章 7 節 参照 


注 3 モハ ッ マ ド 拓 言 者 の 苦悩 か 
下 き れる で あろ う 。 それ は 役 等 の 指 


往 4 「 新 し き 」 と いう 語 は 、 此 処 で は 「 新 し い 表 現 で ] ある い は 「 新 た 
いら れ て いる 。 事実 、 神 の 律 法 は 全て 、 基 本 的 教義 は 似通っ た な も の で ある 。 
時 代 の 要求 ・ 考 え 方 に 見 合っ た 形 に 変え て 啓示 され る 。 


こ で 、 新 し い 律 法 は 、 
穫 う 者 、 倍 の 筆 法 た 


う 者 様々 で ある 。 


広 に 終わ る 事 は な い 。 
者 を 屋 ゆ る 事 と な る 。「 御 | は 指導 


人 人々 は 、 


ミー ム 群 と し て 知ら れる 特典 な 将 で 、 両 者 の 主題 は 酷似 し て い 
期 に メッ カ で 啓示 ふれ た 。 この 音 和 群 は モー ぞ の 生涯 を か な り 詳し く 取 り 上 げ て お り 、 
山 及 び モ ー ゼ を 表わし て いる 上 みな す 注 釈 者 も 居る 。 ター・ 


スイ ー ン は トゥ ー ル 


彼 に 対す る 妨害 を 止め な けれ ば 、 裁 き を 
導 者 を 意味 する 。 

組 な 記述 で ] と いう 問 味 で 用 
ミ は 細部 に の み 見 られ る 。 を 
達 も 、 こ の 新しい 律 法 に 
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第 二 十 六 章 アル ・ シ ョ アラ ー 


9. げに この 中 に は 神 兆 あ り 。 然 れ ども 、 彼 各 の css と ・ 
の 大 半 は 逐 を 信じ た が ら ず 。 の クン aoP DD9 
0. げに 、 流 の 主 、 彼 は 僚 力 者 、 災 章 者 に ま し ACIDEOCYYEU 
ます 。( 注 5) 
1. 主 が モー ゼ を 呼び て 、 か て 宮 い し こと を 思 RUE 1 人 人 た HE 
WE 1 lole5 も 21 を 
い 起 せ 。「 不 震 を 伯 く 民 染 の と ころ へ 行け 。 lole 


2. すなわち 、 フ ァ ラ オ の 民 の と ころ へ 。 彼 等 の 3 ン ン ンタ ン ラー ン と 
は 神 を 異 れ ぎ る か ? 」 > 1 つと ラジ 


6! 


3. 彼 は 答え り 、「 主 よ 、 我 は *、 我 を 嘘 つ と っ 2 有人 _ 
き と 他 す を 部 る 。 @e3 1 あ ぷう 5 

4. 加 を て 、 我 が 胸 は せ ば まり 、 舌 も 滑ら か な mW! 間 シイ 2 
ら ず 。 ( 注 6) きれ ば 、 ア ロン に も 御 言葉 は ひめ の Js う ( の う Juo (SS の 2 う 
を 隆 し 給え 。 @32 

5. また 栽 は 、 彼 等 に し が め ら れる こと を な し 交 り と まま ンプ: シィ と テキ 

⑮c っ OH 

た れ ば 、 彼 等 が 我 を 析 き ん こと を 准 る 」 と 。 ⑯o 天 SoleE5G> ま ょ る う 
( 注 7) 


6. 補 は 云え り 、「 断 じ て 振 ら ず 。 お 前 た ち 両 名 EoGAUCSSG る 。 必 
われ ら の 吾 跡 を 携え て 行け 。 われ ら は お 前 明 
た も と 倍 に あり て 、 を の 折り を 団 き 入れ ん 。 


7. きれ ば 、 フ ァ ラ オ の と ころ へ 行き て 、 云 え 、 ge る 4 1 
『 科 等 は 万 物 の より の 使徒 な り 、 " > 
8. イ スラ エル の 子 ら を 我 等 と 共に 去ら し め 
ょ 】 と 。 
9. する と 、 フ ァ ラ オ は 云え り 、「 液 が 幼少 の 時 、 
ここ で 育て た る は 我 等 で な か り し か ? し か 
も 、 液 は 長年 我 等 の 中 で 生活 を 過 $ ぎ ざり し 
か 。 
注 $ まこ と に 波 の 主 、 彼 は 僅 大 者 、 慈 半 者 に まし ます 」 と い 3 言葉 
で 述べ られ る 預言 者 達 の も の と 類似 し て いる 事 を 示す 。 し か し 、 他 の 項 言 省 の 敵 を 捕らえ 減 し た 強大 な る 押 が 、 
モハ ッ マ ド 根 言 革 に な いて は 彼 を 騰 利 と 緊 栄 に 導き を の 力 を 示す の みな ら ず 、 役 の 一 族 【 ま を 与え る で あろ 
ぅ う 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 一 族 に お いて 減 び る の は わずか で あり 、 大 多数 の 者 は 神 の 許し と 慈悲 を 授け られ 、 遂 
に は 神 の お 告げ を 受け る で あろ う 。 
6 。 モー ゼ は 、 生 ね られ た 佑 大 な る 事業 を 成し遂げ られ る か と 案じ て いた 欄 だ 。 季 言 者 と し て の 任 は 事実 
非常 に 重い 。 モ ハッ マ ド 舌 言 者 も 又 、 最 初 の 徐 示 を 受け だ 時 、 不 安 に 駅 られ た だ 。 
往 7 この 話 は 、 フ ァ ラ オ の 人 々 が モー ぞ ゼ を 、 エ ト 人 表 害 の 苦 で 告発 し た 事 を 示し て いる 。 こ の 出来 事 
は 、 出 エジプト 記 2 : 1ー15 及び クル ブー ン 28 : 1621 に 記 き れ て いる が 、 を そこ に は この 殺害 が 政 意 の も の で 
は な か っ た と 午 か れ て ある 。 モ ー ゼ は 、 エ ジ プ ト 人 に 打 た れ て い だ イ スラ エル 人 を 助け ょ うと し た の で あり 、 
その 争い の 最 中 、 エ ジ プ ト 人 は 亡くな っ だ の で ある 。 
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第 二 十 六 次 テル ・ シ ョ アラ ー 
20. 然るに 、 液 が 為 し た る こと は 何 ん た る こと 2 バ 33 
M 94 1 bc ぅ eS で 5 
を 、 流 は 全く 皿 を 知ら ぎる 者 な 9」 ほ 。( 。 ン 0 
8) 
21.、 モー ゼ は 云え り 、「 我 、 そ を れ を 為 せる は 、 い の レゴ スス 
69 (53 
まだ 我 可 える 者 で あり し 時 な り 。( 注 9) cdLiozCf3) 

22.、 きれ ば 、 我 は お 前 た ち を 挫 れ て 逃げ 去れ り 9。 [> ち 計れ く お 
きれ ど 、 我 が 主 は 正しい 判断 力 を 我 に 授け あり <9 志貴 らら 
し か も 使徒 の 列 に 加え だ り 。 ( 注 10) @ 〇 と 届 MP 

23. イ スラ エル の 子 5 を 故 隷 に し て お き な が フイ タン ーッ ン イン を ダ レニ レッ ーー 
ら 、 銀 少 時 の 時 順 を 以 て 我 を な せる か 2」 PO9 ゆ る UKSS 53 
と 。 ( 注 11 

っ ニ ーー 有 き F ょ レン ッ イズ ンタ ュ ン > 

24. ファ ラオ は えり 、 「 万 物 の 主 ほ は 何者 oOWHITTYOS 且 
か ?] と 。 ( 注 12) 

25、 モ ー や は 去 えり 、[ 天 地 普 びに 天地 閥 の 一 切 GMCECCSo5SBeSSl 7 
の も の の 主 な り 、 ( 注 13) も し 前 た ち 信 昌和 前 前 
ずる な ら ば 」 と 。 ⑨ ひら 559 

26. ファ ラオ は 側近 に 向っ て 云え り 、「 お 前 た @ 1 に 1(E 

MEGA 四 
ち 、 義 きた る か ?」 上 。 ( 注 19 Yo 
注 8 この 節 で は 、 そ モーゼ に より 死に 至ら し め ら れ た だ エジプト 人 人 の 事 み れ て いる 。 フ ァ ラ オ は 自ら を 、 


そし て エジプト 人 を イス ラ エ ル 信 の 思 人 と 自負 し て お り 
難し て いる 。 


イス ラ エ ル 人 が エジプト 人 から 逃れ よう と モー で に 二 け を 求め た 時 、 彼 は 為す 術 を 知ら な か っ た が 、 


注 9 


貧し く 憶 い イ スラ エル 人 を 救 な うと よし て モー で セ が 挙 を 振り 下ろす と 、 運 : 
一 打 で 人 の 命 を 奪う 事 は 常識 的 に 有り 得 ず 、 
だ た 人々 に た いす る 愛 直 に 、 


、 エ ジ プ ト 人 を 


この 死 は 事故 で あっ た 。 
彼 は イス ラ エ ル 人 を 助け よう と し て エジプト 人 に 一 般 を 見 舞い 、 


し だ た 事 で 、 モ ー ゼ を 軸 知 ら ず と 提 


員 く エジプト 人 は 亡くな っ て し まっ た 。 
双 、 見 方 を 変え れ ば 、 モ ー ゼ の 抑圧 きれ 
その 命 を 奪う 事 と 


な っ た の で ある 。 モー ゼ は その 結末 を 子 期 せ ず し て 行動 し た と 言え よう 。 


注 10 


子 期 せ ね も る の で あっ た 


ファ ラオ (エジプト の EE) は モー ゼ 族 (イスラエル 人 ) を 何 代 に 
活力 を 圧 っ て 米 た に も 拘ら ず 、 自 ら の 行為 を 療 行 で ある と 述 ] 


注 11 
成 、? 


を 、 モ ー ゼ は 恥ず べき も の と 語っ だ 


注 12 


注 13 


注 14 


人 人 に 
入 の 、 


モー ゼ が エジプト 人 を 和 殺害 


の 証し と いえ よう 。 


過 断 力 、 


事 が 記さ れ て いる 。 


し 、 逃亡 し た 後に 神 が 自 ら 6 彼 を 預言 者 に 儲 じ た の は モー ゼ の 行為 が 瞬時 の 


度 り 奴 隷 と し て 拘束 し 、 役 等 の 尊 
で た 。 こ の ファ ラオ の 慎み 無き 言葉 


前 節 に 書か れ だ た モーゼ の ファ ラオ に 対す る 返答 は ファ ラオ を 困 意 き せ た 様 で ある 、 上衣 ち に ファ ラオ は 
話題 を 変え 、 神 の 存在 、 提 性 に 関す る 難解 な 問題 を モー ゼ に 突き 付け た 。 

「 天 地 間 の 一 切 の も の | と いう 語 は 、 神 の 支配 の 及ぶ 範囲 が 如何 に 広大 で ある か を 示し て いる 。 
この 節 に は 、 フ ァ ラ オ が エジプト 人 を 刻 動 し 、 モ ー ゼ に 刃 向かう 様 、 し 向け た 事 が 書か が れ て いる 。 モー 
で は 、 天 地 創 造 は アッ テー の 為 せ る 業 で ある と 主張 し た 。 全 宇宙 は HI ら の 神 の 支配 下 に ある と 信ずる エジプト 


と り 、 
モー ゼ に 対す る 敵 悔 心 を や 扇 っ た の で ある 
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の モー ぞ の 主張 は エジプト の 神々 に 対す る 人 矯 辱 で び は な いか 。 


この 様 に 語っ て ファ ラオ は エジプト 


第 二 征 六 敬 


27. 


28、 


29. 


30. 


31. 


32. 


33. 


34. 


35. 


36. 


37. 


モー ゼ は 云え り 、「 を は お 出 だ ち の 主 に し 
て 、 ま た お ぉ 前 た ちの 父祖 の 主 な る ぞ ] と 。 
( 注 15) 

ファ ラオ は 云え り 、「 お 前 た ち に 違わ る れ た だ 
この 使徒 は 、 開 四 い な 〈 狂 人 な り 」 と 。( 注 
16) 

モー ゼ は 甘え り 、「 そ は 東西 並び に を その間 に 
ある 一 切 の 主 な り 、 ( 注 17) お 前 た ち 思 應 
が ある な ら 6 解る の だ が | と 。 


ファ ラオ は 云え り 、「 液 、 ぁ し 我 以外 に 神 を 
信 ず れ ば 、 我 は 必ず 湊 を 獄 に 投げ 込ま ん ] 
と 。 


モー で ゼ は 云え り 、[ 何 と な 、 我 だ と え 明白 な 
る 証拠 を 流 に 携え た と し て も か !」| と 。 
ファ ラオ は 云え 9 り 、[ 液 の 云う こと が 本 当 な 
ら 、 直 ち に それ を 出し て みよ | と 。 
きれ ば 、 モー ゼ は を その 枕 を 投げ た り 。 見 ょ 、 
を は 吸 ら か な 蛇 と な れ り 。 
次 いで 、 を の 考 を 懐か ら 引 き 出 せ ば 、 見 よ 、 
誰 の 目 に も を は 百 く 映 じ た り 。 ( 注 18) 
第 三 項 
ファ ラオ は 側近 の 長老 た ち に 均 え り 、「 こ の 
者 は 卓越 し た 妖術 師 な り 。 
彼 は お 前 た ち を 、 そ の 學術 に よっ て 、 国 外 
に 追い 出る ん と 謀る な り 。 き て 、 お 前 た ち 
の 見 解 や 如何 に ? 」 と 。 


彼 等 は 答え り 、 。! 菅 56《 彼 と を の 見 を 待た 
せ 、 を の 間 に 吐 々 に 吾 喚 者 を 往 わし 、 


oy レ UK 
OCSKO[EERIPYN0 NE 


ッッ シ と 。 


ご ! 上 KC っ 35dE 


@o9s5 
2 95195Sy 06 
@ ら oss 


EAC NO > 


の の eloec% ら ) 1 もら sdg 


66 


の TRI ス 香 1 


の 4zSC36 
し あ 3 の 


うす の 
@S555 


タン ター ュー クン ンク クー ニラ ンー ンタ [フイ ンタ ーー アイ タン 
612 の たき SNWUEENPY4CkE55EI 


示 ぉ る れ て いる 。 


第 25 節 で は 、 神 の 支配 団 の 広大 る を モー ゼ は 述べ て いる が 、 当 節 に な いて は 、 神 の 支配 が 時 に ちゃち 及ぶ 


注 16 ファ ラオ は モー ゼ が 他人 の 言葉 に 耳 を 傾け ず 、 己 の 主張 を 繰り 返す 

え 、 そ の 思い を 語っ た 。 

注 17 この節 で は 、 押 の 正 国 が あら ゆる 方 位 に 広がっ て いる 事 を 示し て いる 。 
注 18 7 交 109 第 参 照 
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ば か り で まる で 狂人 の 様 だ と 考 


ィ ン ン ン ン ン る ャ 
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第 ご 十 太 交 アル ・ シ ョ アラ ー 
38. 国 中 の 卓越 し た 附 術 飼 を ぉ を ば に 召し 給 同和 
J BT 

ぇ 」 と 。 2 の 
39. か く て 、 定 め ら れ た 日 の 定め られ た 時刻 に 、 @ 2 Cs 。 EHPOAE ES 
クコ し oe た 

多 て の 魔術 師 た ち は 集 め ら れ り 。 ン で 

40. また 、 民 楽に 向っ て 云え り 、「 お 前 た ちち 参 る 38 還 た 生生 
集 せ ぬ ね か が 7? と 。 

4 れ 1. 「 も し 魔術 師 た ち が 勝た ば 、 我 等 は 彼 等 に ラン レー ライン ェ る 
「 も し 誰 師 た ち が 憎 等 は 役 等 CRE RC 
従わ ん 」 

人 2、 き て 、 訂 箱 師 た ち は 来 着 す る や 、 ( 生 19 2 2 人 71 っ と ン < 

8 コ UCS2IWEAG 
ファ ラオ に 去り 、「 我 等 $ し 勝た ば 、 客 質 2Go ら 9 
を 得 べ き や 知 何 ん ?」 と 。 @ ら Sou 5Y 

43. ファ ラオ は 云え り 、「 よ ろ し い 、 も し 勝た ば 、 @oui NIR 328 8 
お 前 た ち を 我 が 側近 の うち に 加え ん ] と 。 

44. モー ゼ は 魔術 師 た ち に 云 を り 、「 る て 、 光 等 、 ジル 1 て て っ タイ (< 

@ 〇 CN Bs 
投げ た いも の を 投げ よ 」 と 。 OPC 

45. を こ で 、 府 術 師 た な ち は その 縄 や 枯 を 投げ て 、 2 お 52 ス 作 os 了 US 
云え り 、「 フ ァ ラ オ の 御成 光 に より 、 勝 利 を - コン 
得る は 我 等 な り ] と 。 oORUPURCSLE 

46. 次 いで 、 モ ー ゼ が を の 朱 を 授 げ る や 、 見 よ 、 そこ < を EL る 45 穫 < と の 

35 
を は 役 等 の まや か し を 企み 込め 9。 全 。 ワ 2 マダ 
20) る 
> は ッ ン > 45 
47. 肉 っ て 、 術 師 た ち 地 に 平 人 @Cus と 56 
と PAM 4 ン 

48. り 、「 我 等 は 万 物 の 王 、 @ouAho spEa96 

49. モー 並び に アロ ン の 主 を 、 信 じ 夫 る 」 と 。 ②⑨ ら 25 3 ee で う 

50。 ファ ラオ は 云え り 、「j ぉ 前 た ち は 、 我 が 許し 8 名 人 5 odT8 
な し に 、 モ ー ゼ を 信じ た り 。 役 こ を は お 前 レ ュ ン ュ シュン レッ ン ン と 。 
た ち に 魔術 を 教え し 張本人 な り 。 お 前 た ち 、 598OA ば っ と 522 セ は 委 

注 19 麻 術 師 と は 職業 と し て 呪術 を 行う 者 で 、 そ の 追 徳 性 は 非常 に 低 じ ぁゃ の で あっ た 。 

注 20 モー で ぞ の 枯 が 飲み 込ん だ の は 魔術 師 の 杖 や へ ヘビ で は な く 、 彼 等 の 作り 上 げた 物 全 て で あっ た 。 モ ー ゼ 


の 村 が 彼 等 の 類 満 を 役 底 英 に 打ち 砕い た と この 節 に は 明示 し て ある 。 識 術 師 に 癌 わき る れ 


て 、 見 物 人 が 本 物 の へ 


ば と 思い 込ん で いた 物 を 粉々 に 砕く 事 で 、 魔 術 師 の 虚構 を 茜 い た の は この モー で ゼ の 杖 で あっ た 。 
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いずれ 必ず 思い 知ら せん 。 お 前 た ちの 王 足 イン を くく 、 は SRA4P の と の 

を た が いち が い に 功 り 落 し 、 一 回 本 (人 に ンク ンプ の Sa 

で ピエ アコ 

処す | と 。 OS で 1 
2 半 病 

51. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 を 害する 能 わ ず 、 我 等 @ KAE AU る の ゞ 玩 


主 の 許 に 帰り 行く なれ ば 。 ( 注 21) 


52. た だ 我 人 等 が 願わ ん こと は 、 我 ら が 最初 の 信 イス KU43 し て SGAGP kd コ 
(らぶ っ 3 Se 1 
者 を な れ ば 、 主 が 我 等 の 数 々 の 罪 を 表し 給 わ ^ olcpE 


ん こと を 」 よ と 。 1 
第 四 項 
53. か く て 、 わ れ ら は モー ゼ に 記 示 し て 、 命 ず 、 ブン る タン テマ イッ ュ ン ュー ニン 


「 ゎ が 簡 6 を 連れ 、 夜 除 に 乗じ て 立ち 示 れ 。 の Os23 5051 の しゅ AE と や 
お 前 た ち 必 ず 追 跡 せ られ る べし ] と 。 


54. ファ ラ ネ は 急 使 を 語 々 に 信 わ し 、 云 わし め の oOS OS よ 入 
た り 、 - 
か し ょ う 。 コタ ンタ っ 技 レン Lc2 ん 2 
55. 「 彼 等 は 区 少 な れ ど 、 @ 〇 SB 4 の > 釣 郊 ⑧ 
56. 我 等 に 怒り 、 恨 み を 抱く 。 ( 注 22) @658SG1 4 
57. 然 れ ど も 、 救 等 は 油断 な く 防 備 整い た る 大 36 が SUB 
軍 な り 」L。 
1 ら は 彼 等 を 層間 並び に 』 タタ る ンタ ッッ タッフ 2 
58. が て われ ら は 彼 等 を 、 果 樹 彫 並び に 東 @ ッ 呈 3 MCE 
59、 財 室 並 びに 名 準 あ る 地位 か ら も 、 追 い 立 て ェ ン ンダ を る 
呈 - ーー の す 
ヵ ヵ イセ シン ラッ ンス フッ ン ン ジン 
60. を は か く な る 次 第 な りき 。 し て 、 わ れ ら @ KO4CKMTOUa 


は 逐 を イ スラ エル の 子 ら に 遺産 と し て 与え 
た り 。 ( 注 23) 


61. さき て 、 追 跡 せ る ファ ラオ の 軍勢 は 、 日 出 づ < ュ る る 482 人 
33 っ さ の い 
る ころ 役 等 に 追い つけ り 。 


注 21 つい 先程 まで 悪 銭 を 得 よ うと 策 略 を めぐ らし て いた 魔術 師 達 が 、 信 仰 を 得 、 死 を 恐れ な く な っ た 。 


注 22 神 の 預言 者 の 出現 は 、 彼 の 言葉 を 受け 入れ 、 彼 に 従う 者 に 輝け る 未来 を 約束 する も の で ある 。 預言 者 
は 人 々 に 新 だ な 生命 を 与え 、 人 生 観 を 変え る 新しい 希望 と 確信 を 彼 等 の 内 に 生じ る せる 。 モーゼ や 出現 の 後 、 イ 
スラ エル 人 の 間 に 大 き な 変 化 の 起き た 事 を ファ ラオ は 感じ 、 こ れ は 役 の 感情 を 著しく 宮 し た 。 

注 23 "ファ ラオ や エジプト 人 の 朱 ・ 寿 園 ・ 財 宝 が イス ラ エ ル 人 に 与え られ た の で は な い 。 イ スラ エル 人 は エ 
ジ プ ト を 去り 、 ミ ルク ヒ 蜂 密 の 流れ る 約束 の 地 カ ナン へ 向かっ た 。 その 地 で 新た に 彼 等 は 泉 ・ 庭 園 ・ 財 滞る 与 
えら れ だ の で ある 。 事 実 、 パ レス チ ナ は 、 奉 彫 と 泉 の 豊富 な 点 で エジプト に 似 て いる 。 
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0 た る 時 、 モ ー ゼ の 同志 ら は 云え 


62. 所 (に 邊 作 0 ロン シン レン 
OSh294IE の の 406 導い 
、「『 つ い に 捕まり た る か 」 と 。 ( 注 23) 人 
63. モー ゼ は 云え り 、 「 断 じ て 然 6 ず 、 その よう タン ッッ ン ン る クィ ン 
6 が 、 teN 
な こと を 云う な か れ ! 王 は 半 と 伴 に あり 。 の 29c わら kc95JE 
主 は 我 を 無事 に 導 か ん 」 と 。 
64. を の 時 、 われ ら モ ー ゼ に 牙 示 し て 、 命 ず J 湊 と 113L2oraltoledE と 人 
の 杖 で 海 を 打 て 」 と 。 ( 生 25) する と 、 海 レン 
移 ち 分 れ 、 両 側 は き な が ら 敗 えた る 山 天 の の 253。JBWSsS 356 
茹 く な り 8。 
65. 前 し て 、 わ れ ら は 所 手 の 軍 有 勢 を を こ に 読 き @ ら oy 
寄せ り 。 
66. か くし て 、 わ れ ら は モー で ゼ で 並び に 彼 と 共に に と だ テア シン アテ の ン ブ ッ ラン ン 
・ Os 3653 4Cxai 
あり し 人 々 を 数 いた り 。 O ら est oo Es 
67. 釣れ ども 、 そ の 他 の 者 ど 5 は 簿 く 江 死 し の の た も 
め た だ り 。 - 
68. げに この 中 に は 、 一 つの 宰 兆 あり 。 然 れ ど @③ び > 多 すさ G(1 Sg じ ? る 338 
も 、 彼 等 の 多く は 信 ぜ ざる な り 。 二 全 
69. に の まい 僅 大 に し て 、 素 悲 深 ま し RI MIECTGIMM 
第 五 項 
70. アプ ラバ ハム の 物語 を 彼 侍 GapCeE 2 
71. すなわち 、 ア ブラ ハム が その 父 と その 一 族 OS レン 
に 向っ て 、「 次 方 が た 何 を 振 す か ? 」 と 誠 ね OS っ 和 YU6 
し 時 の こと を 。 ( 注 26) 
72. 彼 等 は 答え り 、「 我 等 は 偶像 を 拝 す 。 これ か RI CGC 
慎 1] 
ら も その た め に 専心 せん 」 と 。 ek ty CNN 
73.、 ア ブ ラ ハ ム は 云え り 、「 貴 方 が だ が 折る 時 、 シッ アラン 9 ロッ ジョ ッシュ ン 
1 
偶像 能 て 貴方 が た に 耳 を 貸す か ? の oO 5J56 
74. 或いは 、 吐 方 が た を 益 する な り 害 する な り 3 を タン て と チン ョ ン 
、 る 2 を 
な し 得る が?」 と 。 の 
往 24 {モー ゼ の 同志 ら 」 は 信仰 心 が 弱 か っ た 様 で ある 。 こ れ は 5 22 一 23、 7 :149 、20: 87 一 92 に 示 き 
れ て ある 。 
注 25 この 言葉 は 「 民 を 海 へ 導 け 」 と いう 意味 も 持つ 。 
注 26 アブラハム が 反 念 像 崇拝 を 訴え 続け た 事 が クル アー ン 全 編 に 示さ れ て いる 。 彼 は 、 避 像 破壊 者 し し て 


史上 に 残る 最初 の 人 物 で ある 。 
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75. 後 等 は 云え り 、「 否 、 き れ ど 、 我 等 は 父祖 た フン ラン 
ち が か く の 如 なす を 見 た 9」 上 。 @ の oga 
76. ア プラ ハム は 云え り 、「 流 等 考え ぎる か 、 貴 OYK っ 1 俳 
方 が た が これ まで 崇め し も の を 、 つや 
77. すなわち 貴方 が た 並び に 貴方 が た の 先 福 ッ タン ッ ンタ タ ンタ ッ ン 
が 。 8 る 2233945E 人 zz 
78. それ 等 の 偶像 は すべ て 我 が 仙 項 な り 、 但 し ば KATK 和 OM 作る 644 
NIKONOIM 時 1 
物 の 半 を 除い て 。 ⑨ っ 9 je se 
79. 我 を 創り 、 前 し て 、 導 き 給 うち お 方 は 、 主 な Sa 28E は 
9。 出生 2 
80. 我 に 食物 並び に 飲 水 を 授 り 給 う 方 。 @c ee 
81. 我 病 め ば 、 逐 を 銘 す は 主 な り 。 ( 注 27) @。 
82、 我 を 死な し め 、 再 び 難 らし め る お 方 。( 注 > コン > 。 る 
28 @ み ss GyJJ13 
83. 審判 の 日 に 、 我 、 我 が 罪 を 散 し 給 わ ん こと フン セラ ン シ ン テ 
| ィ 
を を い 大 う 方 。 GS が 28 と EEIS ラ 
84. 王 よ 、 我 に 知恵 を 授け 、 装 し き 人 々 の 列 に の osk も GCC は 3 
加え 給え 。 - 間 肖 2 
85. 後 の 世 まで 、 真 実 不変 の 名 声 を 我 に 授け 給 @ の 333 6 に ロ 4 ロ 
ぇ 。 ( 注 29) > を 38ue ら 8 ひら 
0 短 の ) 半 を 放し の の ーー ュ イー タス "マッ イ レン タラ ンター 
86. 我 を し て 論 福 の 園 を 継ぐ 者 の 一 人 た らし め の た 1 電光 RG 
よ 。 ^ 
87、 ま た 、 我 が 父 を 落し 給え 、 調 れる 者 の 一 人 GO og 619 si 
な れ ば 。 " プー 
88. 人 々 が 難 ら さき れる 日 、 ( 注 30) 我 が 面目 を の も ブタン ン 
いか ろ め っ る 
治す な か れ 。 OO 
注 27 アブラ ハム は 、 病 の 原因 は 自ら に あり 、 治 癒 は 神 の お か げ と 考え て いる 事 が この 節 に 革 か れ て ある 。 


入 28 


も の で も 避け る も の で も な い 。 


、 人 に 降り 悪 か る 
ある の で ある 
アプ ラ ハ ム は 病 の 太 因 は 邊 ら に ある と し て いる が 、 
事実 、 死 は 入 生 の 自然 に し て 必要 な る 区 わ り で あり 、 


秋 い は 


4 章 80 節 


偉大 な る 更 物 で ある 。 


注 29 


、 人 が 自 猪 の 法 に 触れ た 為 に 起き た の で あり 、 


アテ アブラハム は その 良き 名 を 後世 に 残し た 。 後 の 世 の 三 大 宗教 、 ユ ダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 


それ 店 、 そ の 者 自身 に 資 任 が 


一 方 、 死 を 神 の 思 恵 た 捕らえ を て いる 。 死 は 恐れ る 
それ は 生命 と 共に 、 神 の 


、 イ スラ ム 教 は 


アプ ラ ハ ム を 偉大 な る 先祖 、 精 神 の 揚 と 仰ぎ 、 崇 ゆめ て いる 。 
注 30 死後 に 入 が 新しく より 良い 権利 を 授け られ 、 精 神 的 に 成長 する 道 が 開か れれ て いる こと 。 
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89.、 そ の 日 、 宮 も 子女 も 何ら 助け と な ら ぎ らん 。 の oO に 25 
90. た だ 備 全 な 真心 を アッ ラー に 捧げ まつ る 者 呈 折ら 
の み 救 われ ん 」 と 。 昌和 人 8 
91. 楽園 は 謎 し き 者 の 近く に も た らき れん 。 EEOE4IER4 
( 注 31) ブー ^ 
マン 。 いら っ 
92. 迷 え る 者 ども に は 、 地 鍼 が 開か れん 。 ⑥ oeaee うう 
93. 写し て 、 彼 等 ほ 間 われ ん 、「 お 前 た ち が ブ アッ oo0S 半 人 CC28 353 
ラー 以外 に 澤 め し ちの は 、 今 何 盛 に 在 る ぞ 
ゃ ? 
94. 彼 等 はむ 前 た ち を 助け 得る か 、 或 い は 自ら 4 人 YWP 人 
を 助け 得る か ?」 と 。 
95. か く の 如 くに し て 、 を の 者 ども は 地獄 に マン 342 ン っ ・ 
まっ きか さま に 投げ 込ま れん 、 彼 等 並び に ou >2s5S 
遂 い た る 者 ども 、 
、 、 ーー リー 9 ら 5) は (et: 
96. 及び イプ リー ス の 軍勢 も 、 皆 同時 に 。 の OTs う 
コン ラッ ター マッ ント ン トッ タン 
97. 彼 等 は 其 庶 で 世 い に 争い て 、 云 わん 、 @ の GESEs 2 
98. 「 ア ッ ラテ ー に 蜂 っ て 云う 、 我 等 は 明白 な る @ み ぎり AS 3 1455 
迷 誤 な りき 、 
の ん っ と 
99. 我 等 が ち 前 た ち を 万 物 の 主 に 比肩 し た る @⑨Ouu こ ちら 
は 。 ーー 
ラル と ン ラ 9 ン ィ イン 
100. 我 等 を 迷 ゎ し ゅ た る 者 は 、 た だ 発信 の み @G2sYE 
4 な し て サン ター (イー。 [イイ ンス 
101. 散 し て 、 全 、 我 等 に は 如何 な る 恋 遼 者 の osB あ は は 
な く 、 
102. また 、 同 情 を 寄せ る 友 も な し 。 < の いら 5 
103。 我 等 現代 に 戻り 得る な ら 、 必 ず 信 者 と な 2 は GE 
る べき も の を !| と 。 
104.. げに この 中 に は 畠 光 あり 。 鈴 れ ど も 、 彼 ag og9383) 
等 の 大 半 は 信 ぜ ざる な り 。 - 
注 31 正毅 な る 省 は 天国 に 入 い る 新た な より 良い 槍 利 や 与え られ る と ここ に 革 か れ て ある 。 
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05. げに 液 の 主 、 す な わ ち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 ORIGP 


1 
基 悲 深 ( ま し ます 。 5 守る 
第 六 項 
06. ノア の 一 族 も 使徒 な ち を 噛 つ きよし て 過 し テッ ンク 
し た り - CA とり 5 
07. 役 等 の 見 第 ノア が 彼 等 に 向っ て 、 か く 去 マン の タッ タッ タイ っ の ンス レ ュ 
| { 際 
いし 時 。「 お 前 た ち 神 を 異 れ ぎ る か ? co 2 が 0P 人 RI 
08. げに 我 は 、 お 前 だ ち へ 造 わき る れ た る 直実 0 
こ ! 
な る 使徒 な 。 OCR の ウタ の! 
09. きれ ば 、 ア ッ ラ ー を 圭 み 挫 り 、 し て 、 NEPNIKH 
我 に 従え 。 ( 注 32) 
0.. 我 は この 3 に 如何 な る 絆 本 も 前 た もち に の TOLeeT eaz 入 KC ィ 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報酬 は た だ 万 物 の 主 の 許 - うそ セレ 
に あり 。 ⑫⑩ouMtes? 
1 され ば 、 ア ッ テ ー を 加 み 率 り 、 情 し て 、 og 多 中 65386 
我 に 従え 」 
2. 彼 等 は 去 え 》、[ 液 に 従う は 車 隊 最たる 閉 タッ ン っ ルコ 
っ IS 測る 8 
の みな の に 、 我 等 に を 信 ぜ よ と な 1 と 。 DJPCECR の 3 
3. ノア は 云え り 、「 我 、 彼 等 が し て 来 た こと っ レセ 攻 ヒ 。 > 1 ヒン 1 
に つい て 、 何 の 知る と ころ あら ん や ? oe じ >d 
4. 彼 等 の 勘定 は た だ 主 の 話 に 在り 。 も し の 8 生 す 83 だ 2 に > 
前 だ たち が 理解 する な ら 6 ば ! ( 注 33) " 
5. と も あれ 、 我 は 信仰 する 首 た ち を 追い 払 を と 5 先 コー レッ ンー 
わん と する 者 に 琲 ず 。( 往 3) @osslo EE> 
6. 我 は た だ 一 介 の 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 の の ASME(a 
7. 第 等 は 云え た り 、「 ノ ア よ 、 液 や め 刀 な ら 、 2 の PE 
流 は 必ず 石 を 以 て 打 た る る 身 と な らん 1 ほ 。 eg lo268 て 選 9 の 096 
8. ノア は 云え 9 、「 計 ま 、 我 が 民 は 我 を 中 つ (の 人 
きよ し て 週 し た り 。 ⑲⑩ の 900 ああ OL で うり 


往 32 「 ア ッ ラ ヌー 団 み 奉り 、 し て 、 我 に 従え 。] と いう 言葉 は 、 こ の 章 で 全て の 舞 言 者 が 人 々 に 昔 げ て 来 た 

も の で ある が 、 こ れ は 、 神 の 啓示 に ある 一 般 的 な 戒律 と は 別に 、 を その 時 々 の 預言 者 の 教え に 従う 様 人 々 に 示さ 

れれ だ た も の で ある 。 

注 33 クル デー ン は 、 異 な る 地域 で 五 つの 異な る 語 に 訳 る され 、 内 容 も それぞれ の 地域 の 特殊 性 に 溢 い 、 理 解 
れ 易 い 様 に 書か れ て 来 た 。 そ れ 等 は 基本 的 に は 同じ ゃ の だ が 、 意 味 の 細い 点 に 邊 い が ある 。 

注 34 神 の 預言 者 と 一 般 の 人 々 で は 、 人 生 の 価値 判断 の 基準 が 異な る 。 前 者 は 和信 を その 行い で 、 叉 後者 は 財 

産 及 び 社 会 的 地 域 で 判断 する 。 
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第 二 アル ー シ ョ ア ラー 
119、 きれ ば 、 洲 、 我 と 彼 等 の 問 に 断固 た る て の 
還 と だ で 3 
上 き を 下 し 給 を 。 曽 し て 、 我 普 び に 我 と 催 の うめ 
に ある 信者 た ち を 救い 給え | と 。 eg 
120、 を こ で われ ら は 、 ノ ア 政 びに 彼 と 僧 に あ 


る 者 た もち を みな 箱 舟 に 積み 込ん で 表 い た 
5。 


22、 げに この 中 に は 糧 光 あり 。 殺 れ と も 、 彼 
等 の 大 半 は 信 ざ ざる な り 。 
23. げに 液 の 主 、 す な わ ゎ ち 彼 は 、 偉大 に し て 、 
北都 深 ( ま し ます 。 
第 七 項 
24. テー ド 族 も 使徒 た ち を 拒み た り 、 


25. 彼 等 の 見 弟 フ ー ド が 彼 等 に 向っ て 、 か く 
去 い し 時 。「 お 前 だ ち 神 を 思 れ ざる か 7 

26. まこ と に 我 は 、 お 前 た ち へ 六 わ きれ だ る 
名 実 な る 信徒 な り 。 

アッ ラー 


を 思 み 奉り 、 面 し て 、 


28. 我 は この 為 に 名 何 な る 報 醐 $ お 前 た ち に 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報酬 は 万 物 の 主 の 許 に あ 
り 。 


0 十 2 ちあ ら ゆ る 高 処 に 記念 痺 を 建つ る 
炭 し い 栄 研 を 求め ゆ て か 、 


30。 また 謗 大 な 爺 を 朱 い て 、 永 久 に 生 て る つ 
も りか ( 注 35) 


@ ゅ PP32NUTEIUTECS の 22? を と 
@S sss 洛 


っ 2 っ? 9522 ンク フィン 
@CM2 め ょ る AA SCsx2 っ ご 


スン 


65 る 5 


58 


の 9 分 過 


党 。 ッ ン る ン 
@⑳GAcoE ら 


る ンタ る フン ン 作っ 2 っ の っ 9 て ッ タ イス イン 
ag 


@o 計 5 > 導 っ A テ の 


@ ぶ っ 2 タン > 


osid め 18 
aet の 


る レッ ィ ィ 。 イン > と タン スイ 
を oto) 員 じ 3 


タン ラッ イロ マッ ン 
(⑫cAoA91 こう 


ブン レッ タン レッ ンク る 


@⑯ 〇 255 421 e う あ Be 


3 る ? タ る 538 


⑨ の ぅ oJ ら oO 


ン レン ンズ 


IP 


注 35 
る 。 彼 等 は 当時 科学 を 非常 に 進歩 させ た 。 泰 ・ 

所 を 所 有 し た 。 建 設 技術 は 特に 優れ て いた 。 新 革 
日 の 西側 諸国 の 様 に 、 最 進 技術 を 駆使 し た あら ゆる 
遂げ た が 、 
も た らき れる の で ある 。 彼 等 は 道徳 


宮 農 ・ 


し か し 歴史 の 最大 の 教訓 を 記 れ て いた 。 国 家 の 真 の 強 る は 物質 に よる の で は な く 、 
・ 征 神 的 に 退廃 し 、 行い を 改め る 


後 の 節 に は 、 ア ー ド の 人 々 が 強力 で し か も 高い 文化 を 備え だ 氏族 で あっ だ たと 記さ きれ て あ 
大 規模 な 財 水 也 を 建設 し た 。 
戦法 を 編み 出し 、 巨 大 な 記念 香 を 建造 し た 。 
設備 を 所 有 し て いた 。 彼 等 は 学問 に お いて 大 


有 避暑 地 ・ 工 場 ・ 機 械 製作 
つま り 5、 今 
ヽ な る 進歩 を 
高い 特性 に ょ り 
告げ る 預言 者 の 辻 告 に 耳 を 貨 あな か っ 


た た 人為 、 神 の 称 告 を 無相 する 者 の 逃 が れ 得 な い 恐 し い 運 命 に 彼 等 も 叉 陥 っ た の で ある 。 11 章 51 節 も 参照 の こと 。 


ー573 一 


Se< 


第 一 上 導 音 


31. 玩 に 、 謗 か を 説 う と な る と 、 茜 唐 者 の 知 
〈 之 を 腸 う 。 

32. され ば 、 ア ッ ツラ ー を 明 み 夫 り 、 毅 し て 、 
我 に 従え 。 

39。 お 前 だ ち 知っ て の 通り 、 さ ま ぎ ま な る も 
の を 授け 給 う た お 方 を 長 み 夫 れ 

34. 入 pT た も に 家 き し と を 拉 け 

35. また 、 果 樹 園 ょ 非 泉 も 撲 ひだ た り 。 

36. げに 我 は お前 た ちの た め に 、 麗 み し い 晶 
の 懲 古 を 恐る 」 

37. 彼 等 は 云え り 、「 液 が 我 人 等 に 向 千 する も 5 せ 
ぎる も 、 そ は 我 等 に は 同 ド こと な り 。 

38. そ は 往 古 の 作り 話 に すぎ ず 。 

39. 我 等 は 還 せ られ ぎる べし ] と 。 

40、 か く て 、 彼 等 は フー ド を 拒み た れ ば 、 ゎ 


れ ら は 役 等 を 減 ぼ し た り 。 げに この 中 に は 
祥 光 あり 。 然 れ と も も 、 役 等 の 大 半 は 信 ぜ ぎ 
る な り 。 


41. げに 流 の 主 、 すなわち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 


第 入 項 
42. サム ー ト 族 も 諸 使 徒 を 拒み た り 、 
43. 役 等 の 見 弟 サ ー リ フ が 役 等 に 向っ て 、 か 


く 云 いし 時 。「 お 前 た ち 邪 悪 に 対し て その 身 
を 守ら ざる か ? 

げに 我 は 、 お 前 た ち へ 遣わ きれ た る 由実 
な 使徒 な り 。 

きれ ば 、 ア ッ ラ ー を 異 み 替 り 、 
我 に 徒 え 。 

我 は この 為 に 如何 な る 報酬 も お 前 だ ち に 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報 酸 は 万 物 の 主 の 許 に あ 
5。 


44. 


し か 
45. 林 し て 、 


46. 
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ライ 人 ン レッ タン ン 2 る タン 
の AS SEES1S13 
OSKAPYIESIH 


ECOCSUISE 


そし 。 ン る 


ント ラシン レン 
@oe っ ao も ざく 1 


OX 香り の お CE4YCCIGMPT RI 
プン ン ター タタ あぁ の 

@9939 間 る 人 lOAAG1 

を ンク タレ ッッ レレ 

Oo らら う くう 

SWCzeyds す 812 も が 3 

フッ > 2 ンク 

⑯O ら 5 


タッ る 1 スシ ロン タンニン ンマ 
の eo あお 285 


っ っ あら 59 イ ーッ ン る ク 


OMIPTK 基 称 (4 
@G5 了 2 dj 


ツタ る 。 ン を と 


@ouslJ め 2 8 
@o 移 bt230086 


第 一 上 状 章 アル ・ シ ョ アラ ー 
47. 前 だ た ち は 、 こ こ に 持っ て る も の の 間 で 、 リン ッ ー さ セ クッ シン 
永安 泰 なり 得 べし と 考え る か 、 @osslEas8e 交 

うー っ みっ 
48. すなわち 虹 樹 半 や 弄 、 @⑯ の うら 8 
な つゆ や で に ン ラン っ MM る 
49. 右 や 技 6 も たわわ に 実 を つけ る 宛 の の eveeKAEJ853 の 55 
間 で ? 
- ーー。。 で ンー! クタ る エン ター レー レッ タン 
bu まだ 、 巧 み に 山 を 切開 いて 家 を 人 造 る と @ oe Jo の 5 
51. され ば 、 ア ッ ラ ー を 梁 み り 、 前 し て 我 @e 銘 P2 銘 計 代 
た 従え 。 ぅ 
52、 則 を 越え る 考 の 命令 に 従う な か ね 。 @ の Cs1ES る 
53. 希 等 は 地上 に 騒動 を 引き ぉ こ し 、 改善 の OAM5093OpyIG ら AU の 向 
ぎる 者 な り 」 ^ * ^ 
54、 彼 等 は 云え り 、「 液 は た だ 池 か れ だ る 者 に の の っ 外 ら KANANRIE 
すぎ ず 。 
56. 法 は 我 等 同様 た だ の 人 開 に すぎ ず 。 も し で 3 ES 3 325 
液 の こ と ば が 真実 な ら 、 一 つの 奇 上 を 現 出 
せよ 」 上 。 IO で SW3IP の 
の すら くだ タン タッ ョ スク る の っ タン レン 
56。 サー リフ は 云え り 、「 こ こ に 一 頭 の 物語 2 る の 60035 お SS5sosd65 
あり 。 詳 腔 も な 前 た ちゃ も 、 そ れ ぞ れ 定 め ら で ラン 
れ た 日 に 水 を 飲む べし 。 入ら 
57. 章 し て 、 恐 ろ し い 日 の 前 を 彼ら ぬ よ う 、 4 の ze3363 SU の る 人 NGK 
路 陀 を 寄 す る な か れ 。 
58. 然るに 、 破 等 は を の 剛 を 切断 を り 。 學 る uec を ae 
後 、 彼 等 は 後悔 せ 5 。 
39。 短 呈 3 _ の コッ ラン ラン ンク 
99。 電 和 等 を 押え る か が 世 な り 。 7 ヒ に の 中 GEO299DG81GG3 み 26 
に は 神 光 あり 。 然 れ と る 、 役 千 の 大 は 信 2 アセ 
way ⑯Cus8 1 
と っ っ う イク の ン る 
(97265JCTIPAIOO の 
第 刀 項 ャ ーー ゴ に 3 4 ン る ン 
61. ロト の 民 も 諸 便 徒 を 拒み た り 、 の 6207 
62. 彼 等 の 見 弟 ロ ト が 彼 等 に 向っ て 、 か く 云 を ンタ と つと の タッ タイ っ タイ イロ c 2 
いし 時 。「 お 前 た ち 神 を 暴れ ぎる か ? ⑨O み ら り |5 め se※| eS 
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163、 


164. 


165. 


66. 


67. 


68. 


69. 


70. 


71. 


72. 


73. 


74. 


75. 


76. 


77. 
78. 


げに 我 は 、 お 前 た ち へ 候 わ る れ た る 貼 実 
な る 便 徒 な り 。 

きれ ば 、 ア ッ ラ ー を 葉 み 替り 、 面 し て 、 
我 に 従え 。 

我 は この 為 に 如何 な る 報酬 も お 前 た ち に 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報酬 は 万 物 の 主 の 許 に あ 
5。 


お 前 た ち 、 男 に の み 近 づい て 、 


が お 前 た ちの た め に 全 り た まい し を 
捨て 置く か が ? いや 、 全 く お 前 た ち は 則 を 越 
を だ た る 人 人 々 な り 。] 

彼 等 は 云え 4 り 、「 ロ ト よ 、 溢 や め ぬ な ら 、 
液 は 必ず 追放 せら る で し 」 と 。 

ロト は 云え 9、「 我 は 心から お 前 た ちの 行 
状 を 憎 ぜ 

主 ょ 、 我 と 我が家 族 を 彼 等 の 所 業 よ り 救 
い 給え を | と 。 

か く て 、 わ れ ら は ロト 並び に その 家族 の 
すべ て を 救い た り 、 

あと に 残れ る 者 の 中 に 入り た る 一 老女 を 
除い て 。 

然 る 後 、 わ れ ら は その 残 徐 者 を みな 減 ぼ 
せり 。 

河 し て 、 わ れ ら は 役 等 の 上 に 雨 を 降ら せ 
た り 。 警告 を 受け た る 者 ども に 降り か か り 
し その 南 や 、 背 酷 な りき 。 

げに この 中 に は 振 光 あり 。 
等 の 大 半 は 信 ぜ ざる な り 。 

げに 液 の 主 、 す な わ ち 役 は 、 偉大 に し て 、 
慈悲 深く まし ます 。 

第 十 項 

森 に 住む 人々 も 諸 使 徒 を 拒み た り 、 

シュ アイ ブ が 彼 等 に 向っ て 、 か く 云 いし 
時 。「 お 前 た ち 神 を 長 れ ざる か ? 


と か 
然 れ ども 


3 
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第 十 大幸 


79. げに 我 は 、 お 前 た ち へ 門 わき れ た る 忠実 
な る 使徒 な 9。 

80. され ば 、 ア ッ ラ ー を 左 み 夫 り 、 
我 に 従え 。 

81.、 我 は この 為 に 如何 な る 報 本 $ も お 前 た ち に 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報酬 は 万 物 の 王 の 許 に あ 
9。 


し て 、 


82、 村 目 は 十分 に た 、 ご ま か す 者 と な る な 
か れ 。 

83. 正 陰 な 種 を 以 て 計量 し 、 

84. 他人 の 物 を 減少 し 、 不 正 を な し て 地上 を 
捜 乱 する な か れ 。 


85. 六 し て 、 お 前 た ち 並び に 前 代 の 閉 民 疾 を 
剣 れる 彼 を 思 み 奉 れ 」 


は 云え り 、「 湊 は だ 


二 か れ た る 者 に 


うみ っ (N41 

@eulO 記 お 

CHI 3 
PR っ OAI 
の た Co の Es 


6 円 jj 

を レッ タタ 50 レー うる ルン コン スクー カッ ン 
の 5 っ 1 2 8 
RG 本 し ZI 


の スラン 、 ン 


は 計 922 化 所 本 UI ーッ 3 


語っ 
所 9 人 341 NG1I0 CS 


87. 私 等 同様 な だ の 人 間 に すぎ ず 。 我 等 は 流 OS レシ 
0) OH の 
を 嘘つき と 條 仙 す 。 698obESS YS 
95. も し 流 の 言葉 が 真実 な ら ば 、 天 の 断片 を <。 3 もし Ste 5 
我 等 の 上 に 落下 せしめ ょ 」 と 。 
フュ 
@ の うぃ ゅ る 
89. シュ アイ ブ は 云え り 、「 我 が 主 は 、 ぉ 前 た フン ロレ レイン 
ちの な せる こと を 最も よく 知り 給 う ] と 。 @oWSE 2K195 5 
(・ 3 
と ぁ ィ ン ラ タプ イン インク クィ の 
90. が く て 、 彼 等 は シュ アイ ブ を 嘘つき と し SA し CA の 6 朗 
て 管 し た り 。 さ れ ば 、 際 惨 な 是 の 欠 疲 等 
を 環 え り 。 そ は まこ と に 牙 ろ し い 角 割 の 日 KN 
な りき 。 
注 36 自ら に 科せ られ る 革 き を 取り 論 こ うと する 人 々 の 優 慢 な 区 度 に 対し 、 シ ュ ア イブ 要 言 者 は 次 の 様 に 答 


えた 。 不 完全 な 知識 し か 持ち 合わ せな い 者 が 、 裁 き を 科す べき か 耕 か 、 


メ 裁 き が いつ 科せ られ る べき で ある か 


決め る 事 は で き な い 。 を れ が で きる の は 天地 創造 の 神 の み で ある 。 彼 等 の 行い を 全て 麗 知 され た 軍 の み が 、 各 々 


に ふき わし い 六 き を 下る され る の で ある 。 
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第 二 十 六 癌 テ ン ュ アラ 
第 一作 間 アル ・ シ ョ アラ ー 


91. げに この 中 に は 神 兆 あ り 。 然 れ だ も 、 彼 ⑩ 00og し 588 
Os28。A01O6 くう 32 り @ 51 
等 の 大 半 は 信 ぜ ざる な り 。 5 りら 8 
92. げに 湊 の 主 、 す な わ ち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 7 る 
の る B 
聞 悲 深く て まし ます 。 @ be 9 の る 
刈 十 一 項 
93. まこ と に これ は 、 ガ 物 の よ り の 啓示 な @eLAeoO 5 
5。 ( 注 37 
うり ビス 】 
94. か の 忠誠 な る 理 霊 之 を 携え て Gi の 3 び ば 
95. 液 の 心 に 降り た る は 、 液 を し て 登 告 者 た @ObA0oeo5 まま 
らし めん が だめ な り 、 ( 注 38) 

い 5] ー Er を さ ン レン 
関し て 明快 な る プラ ビア 語 に お い の ea と ob 
7 この 事 は すでに 、 昔 の 和信 々 の 経典 の 中 で @CA5U お め 釣る 

言及 す 。 ( 注 39) 
こき マイ プラ フー ラブ み る イノ 
98. イス ラニ ル の 子 牧 の 学者 が を 知る は 、 CS を 
彼 等 に と り て 明 証 に 非 ぎ る か ? ェ ン ンー 
(OXSCPIS4I 
99. もし ち れ ら を アラ ブ 以 外 の 者 に 降 し 、 @ouSEYo ああ 
200. その 者 が アラ ブ の 彼 等 に 読 還 する と も 、 OR と 2 


彼 等 は それ を 信 ぜ ざる べし 。 


201. 故に われ ら は 、 錯 深い 者 の 心 に 不信 を 植 タン 522 2 あッ く タ クー レー ュ ン 
Ce sdl ・ 
ぇ 付け 9。 ( 注 40) oe さっ 


往 37 寺 に 述べ た 預言 者 の お 告げ と 同じ く 、 ク ルアー ン の お 告げ も 又 神 に より 啓示 ふれ だ も の で ある 。 唯 、 

違い は 、 先 の 言 者 達 が 一 族 の 長 で ある 人 々 に 使わ きれ た の に 対し 、 グ ルアー ン は 世界 中 の 人 々 に 記 示 され だ 
も の で ある 。 こ れ は 次 の 一 文 か ら 明 ら か で ある 。「 ま こと に これ は 、 万 物 の 主 より の 啓示 な り 。」 

注 38 [ 液 の 心 」 と いう 語 は 次 の 事 を 示し て いる 。 ク ルアー ン の お 告げ は モハ ッ マ ド 硫 言 者 が 、 授 けら れ だ 
枯 示 を 自ら の 言葉 で 表現 し た も の で は な 《、 カ ブリ エル を 通し て モハ ッ マ ド 拓 言 者 の 心 に 下 き れ た 神 御 自身 の 
言葉 で あっ た 。 

注 39 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 出現 及び クル アー ン の 比 示 の 子 樹 が それ 以前 の 諸 経 典 に 記 る れ て いる 。 あ ら ゆ る 
宗教 の 経典 に 見 られ る が 、 特 に が クル アー ン 前 に 、 よ く 知 られ 、 読 まれ て いた 経典 で あっ だ の で 、 そ の 中 
に モハ ッ マ ド 和 預言 者 の 出現 に つい て の 部 分 が ある の で 示す (中 命 記 18 章 18 一 33 節 イ ザヤ 21 音 13 一 17 第 誠信 
1 斉 5・6 節 、 ハ ブ ワ ー ク 3 意 3 一 5 節 、 マ タイ 21 章 42 一 45 節 、 ヨ ハネ 16 章 12 一 }4 節 ) 。 

注 40 不信 者 の 悪 習 は 自ら の 心 に 根差し 、 悪事 に ふけ る 中 で 生じ る も の で あり 、 外 か ら 入 っ て 来る 5 の で は 
な い 。 事実 この 節 で ある 一 般 的 な 真 られ て いる 。 人 が 悪事 に は 鈍り 、 や が て は 亜 
事 を 好 ゆ 様 に すら な る 。 こ の 様 に 、 悪 は 入 の 心 を 角 ん で 行く の で ある 。 
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に はい 


アル ・ シ ョ アラ ー 
202. 彼 等 は 痛 刑 を 日 の 当たり に 見 る まで は 、 ン ラン ミン ュ ンタ タタ 
半 JI 
を 信 ぜ ぎる べし 。 <390oGBZ 丘 も 6 あ 85 
203. 然 和 れ ど も 、 刑 還 は 、 彼 等 が 気付 か ね 間 に 、 の OB 6 
突然 襲わ ん 。 
204、 する と 、 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は 鍛 子 を 号 内 7 全 た 本 FR 
えら れ ぎ る か ?1 と 。 の の 昭 
205. な ん と な 「! 彼 等 は われ ら の 鍛 仙 を 急ぎ 求 ン イ ラン レ ュ ィ ン ン 
めん と な 1 直利 昌 
206. 流 は 如何 に 思う か ? た と いわ れ ら が 彼 等 ュー ロン 。 レッ ン ン ン ン 
を この 世 で 長年 楽し ませ よう と も 、 GLO 
207. 約束 きれ た だ 筐 賠 に 見 狂わ れ な ば 、 GO 2 に 侍 
208. 楽し ゆる こと は 、 役 等 に と り て 、 益 する ンク る タン ro タタ ッ ン 1 ライン 
の ゆば ピ 
ほこ ろ 何 $ な し 。 eo eee ee 
209. され ど 、 わ れ ら 6 は 、 和 警告 者 を 竹 わ きず し 時 タラ ィ ンス GS ン レ 
て 、 い まだ か っ て 如何 な 6 品 も 小 き きり 9 61 の PP の ECW 
き 。 (4⑪ 
210. こ は 登 告 な り 。 わ れ ら は 不当 に 処 加 を 施 RUI 
CN っ と つの 
す 者 に 非 ず 。 の OO 
211. 悪 慶 は 、 そ れ を 携え て 隆 り た る こと な し 。 の 8 の Bb の 千 じ 3 
212. 彼 等 は を の 任 に ふる わし か ら ず 、 ま た か OKA5YKtV て まく 1 
か る 能力 も な し 。 ( 注 42) ーー 
213. 彼 等 は 、 天 上 の 話 を 聴く を 茜 じ られ て い 時 
1 
る な り 。 @o あ うず と co と の 1 
214。 きれ ば 、 処 問 き れ ぎ ざる よう に 、 テ デッラ ー に ンー 衝 ン ン っ 
うだ し が な PKGTEGIM 4 
以外 に 如何 な る 季 福 5 祈る な か れ 。 (まこ やや の o 半 | あど 5 3 
43) 
注 41 この 節 に は 、 押 の 啓示 の 一 つが 示 $ れ て いる 。 預言 者 が 造 わ きれ た 時 、 彼 を 拍 否 する 事 で 裁き を 逃 が 


れ 様 


注 43 


様 に 


と し な けれ ば 、 半 き が 下さ れる 事 は な い 。 


含ま れ て いる 。 


クル アー ン か 
只 一 神 に 重き を 置く 事 は 有り 香 な い 。 
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17 普 16 節 、28 剖 60 節 、35 意 38 節 
クル テー ン 製 作 に あ だ り サタ ン は 如何 な る 働き も で き な か っ た と する 主 苦 を 提 
(⑱⑲ タ ルアー ン の 教え は 、 サ タン の 表わす 物 全 
記し て いる 。 


度 の 成せ る 業 で ある は ず が な い 。 悪 度 の 手 に な る 物 で あれ ば 、 ク ルアー ン に 


中 の こと 


て を 断固 と し て 非難 する 。(b) ク ル ア 
@e) ク ルナ ー ン に は 、 イ スラ ム 教 の 2 和夫 
、 苦言 を 行う 旋 が な い 。 
見 られ る 


第 二 十 六 前 


215. 耕し て 、 一 番 身 近 な 同族 の 者 に 殖 告 せま 。 
( 注 43) 

216、 また 、 液 に 従う 信者 た ち に 慈 
《 垂れ よ 。 

217. も し 彼 等 流 に 背 か ば 、 その 時 は 云え 、「 我 
は 前 た ちの 為す こと に 一 切 関 り な し ] と 。 
( 注 45) 

218. 液 の 信頼 を 、 僅 力 者 、 率 悲 者 に 託 せ 。 


5 章 の 要 を 低 


219、 彼 は が 礼 捧 に 立つ を 見 、 

220、 また 、 ア ッ ラ ー の 前 て 平 供 す 者 た ちの 中 
に ある 潜 の 動作 を みそ な は し 給 う 。 

221. げに 彼 は 、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 知り 
給 う 。 

222. 誰が 上 に 拐 麻 た ち が 降 る か を 、 わ れ ぉ 前 
た ち に 教え よう か ? 

223 彼 等 は 、 あ ら ゆ る 大 嘘つき ほ 犯 軸 者 ども 
の 上 に 降る 。 

224. 役 等 は その 聴き た る 


こと を 復 曲 すれ ど 、 


彼 等 の 大 半 は 陸 つ き な り 。 
225. 面 し て 、 誌 人 だ ち は ど うか よ 均 えば 、 彼 


等 に 従う は 誤る 者 の み 。 
226. 液 は 役 等 が 、 い た る と ころ の 谷間 で 、 取 
り 乱 し きま よう 姿 を 、 


227、 また 己 れ の や り も せ ぬ こと を 云う の を 上 兄 
ぎる か ? ( 注 46) 


マン ュー ン ラ ン ラ ニース ン ラー ラン ン 


@os っ JEAEEDOS う 


を レッ 299 レー ラン る ニシ シレ レン ュー ュ ン 
9 OS っ De に ES OS1 う 


タン \ 


@o38G 308 ass SU 


3 


es あじ 全う 


ン 


らい あり 
@Geahd 誠 の さら Ads 
ef あま \d 短 


ーッ ター レッ タク セラ ニー ニン ン ュ ン 
@S お の が た ct1UPGNU 


タク る ン シン る の 


@65t s 外 = 


リン ッッ る 


oO な が) 所 


リン タレ ッ ン 


⑯oAas 


タッ タン イン 


し くめ うる 13 


千 44 記録 に よれ ば 、 
名 を 呼び F、 モ ハッ マ ド 


この 節 が 啓示 され た 


注 45 私 は 紅 人 か ら 自 由 だ 。 人 貴 入 の 行い と は 無関係 だ 。 條 信 の 行為 に 対し て 一 


注 46 この 節 に は 、 モ ハッ マ ド 
と は 次 の 様 な も の で ある 。 ( 
尚 な 考え と 高い 徳 性 を 持つ 。 
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言 者 が 詩人 で ある と いう 非 欠 に 対す る 反論 が 普 か れ て ある 。 を 
者 は 高い 徳 性 を 備 を て は いな い が 、 モ ハ > 
(⑫ 詩 和信 は 人 生 に 対す る 確固 た る 考え や 


\、 モ ハッ マ ド 話 言 才 は サフ ァ ー に 立ち 、 全 て の クラ イシ ュ 族 の 
者 の 言葉 を 受け 入れ 悪 菜 を 断 た ね ば 神 の 才 き が 下る と 彼 等 に 警告 し た 。( プ ハリ ) 


切 商 任 を 負わ な い 。 


「 言 者 に 従う 者 は 高 
言わ ば 、 あ て ど な く 谷 を 


計画 を 持 だ な い 。 


228. 


: て 義 し い 行 い に い を し み 、 大 紹 る 3 うら 1 KO NIR 

い に ア ッ ラ ー を 念じ 、 不 当 な 取り 扱い を き ECR 
れ た る 時 の み 報 御 す る 者 は 除 れ れる 。 面 し 22ZsA5CA Ge ラク 215 人 の 
て 、 不 義 な す 徒 疾 は 、 や が て 如何 な る と こ カフ ンー イン タン の の セン ン ッ る 
ろ に 帰り 行く か を 知る に 至ら ん 。 oOM'NED 人 THA CAI 


で = 


きま よう 様 な ちの で ある 。 し か し 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 僅 大 で 革 高 な る 人 生 の 使命 を 持つ 。(3③ 詩 人 は 自ら の 言 
葉 を 行為 に 移 き な い 。 し か し モハ ッ マ ド 聞 言 者 は 最高 の 説教 者 で ある と共に 、 最 高 の 実 行者 で あり 、 栓 範 で あ 
る 。 
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礼拝 を 焦 守 し 、 


。 来世 を 信 ぜ ぎる 徒 人 


デル ・ ナ マル 


アル ・ ナ マル 
(メッ カ 啓 示 ) 


アテ アッ ラー の 御名 に お い 


ター・ ス ィ ー ン 。( 注 1) こ は クル アー ン に 
し て 、 人 々 を 啓発 する 経典 の 諸 節 、 


仰 する 入 々 へ の 溢 導 と 鞭 報 な り 、 


喜 捨 あな し 、 来 世に つい ぃ て 
数 然 た る 信念 を 持つ 者 へ の 。 


つい て は 、 わ れ ら 彼 
等 を し て ご れ の 所 業 を た 派 な こと と 思わ し 


IP と] 


め た れ ば 、 彼 等 は 到 い きま ょ う 。( 往 2) の ⑨ の っ る * や な で 
6. 慈 ろ し い 走 昔 を 愛 く る は 彼 等 に し て 、 来 世 3# YIOIPR ゲ 3 4 
に 炊 て は 最も 大 な る 押 失 者 た らん 。 レコ リン ラン ッッ 
① の っ いら し 2 
7. げに 液 は 、 こ の クル アー ン を 、 夏 折 に し て ンー フタ タッ ン 1522 る ンク レン し 
深 知 な る 御方 より 授け られ た る 者 な 9。G 生 Os eo 抽 38) 
3) 
8. モー 生玉 析 め る 大 を 朗 ッ っ あ 5 2 リン キン 22 (と 
ー CICANCN 142yCe ド 拓 
め だ り 。( 注 4) 我 行き て 、 其処 より 消 乱 マー! 2 デリ 
注 1 恵み 深 《、 す べ て を 聴く 神 ! 
注 2 人 に 悪行 を を その か す サ タン が 人 の 目 に 美しく 映る 事 が 6 : 44 太 び 8 :49 に 明示 きれ て いる 。 し か し 
当 節 で は 、 不 信心 者 の 行為 が 当 人 に 良く 見 える 様 神 が 仕向 けら れ て いる と 革 か れ て ある 。 人 が 、 自 ら の 行為 に 


責任 を 感じ な いま ま 旭 の 道 を 進む 時 、 
誤っ た 考え に 捕らわれ る 本 に な る の で ある 。 こ れ は 、 実 の 所 彼 自 身 の 行 為 の 所 


は そ 


に 浴 っ た 出来 事 で あり 、 神 に 起因 する も の で ある 。 


注 3 


それ を 功 確 に 否定 し て いる 。 更に 、 
モー で が 日 に し た の は 現実 の 火 で は な い 。 も し そう で あれ ば 「 我 脆 ゆ る 火 を 認め 


告 4 


せ ず に 「 我 、 を の 燃 ゆ る 火 を 認め だ り 。] 上 言っ た で あろ う 。 タル アー ン 
の 多く は 、 物 質 四 で 現 夫 に 超 き た 事 で は な く 、 
と し て の 意味 を 持つ 。 ク ルアー ン に は 、 枕 に 関す る 幻 以外 に も 重要 な 例 が 挙げ られ て お り 、 


モハ ッ マ ド 預 言 者 が 由 ら の 言葉 を 書き 繊 っ た 本 を クル デー ン ヒ 名 付け た と いう 非難 に 対 
り 直 接 に クル アー ン を 摂 け られ だ と 明示 し て いる 。 


彼 が 全 智 全能 の 神 よ 


で ある 。 


彼 が その 行為 や 正しく 適切 だ と 思い 始め る の は 当然 で あり 、 


モー で ぞ の 精神 的 発達 途上 に お ける 出来 事 を 象徴 し て お り 、 


こう し て 彼 
う より は 、 神 の 法 


し 、 こ の 節 は 


9 り 。】 と いう 表現 を 
か れ た モー で に 関す る 主 な 出来 
預言 
当 節 も $ 駐 その 一 つ 
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第 十 上 間 アテ ルー ナ ュ ル 
も た らき ん 。 或いは 、 燃え き し を 持ち 人 0 らし る っ ASS 
ん 、 の MM ち 明 を 得 べ し 」 上 到 え 2 人 人 あ 仙 
ンタ デ 
る 時 を 会 1OIGP 4 る 
9. 彼 を こ に 到 る や 、 声 あり て 、 仰 せら れ り 9、 レー (eo、 ミ ラン 226 イレ レッ ピレン 
、 D 1 の ・ 5 
[大 を 求め る 者 並び に を の 崩 還 に ぁ る 者 に つの go ao GES 
祝 描 あれ 。 ( 注 5 ) 万 物 の 主 、 ア ッ ラ ー に 謀 07 の WIROMP1 2 タン ュ た ら 2 
え あ れ 。 ーー テバ 
10. モー ゼ よ 、 げ に われ こそ は 僅 大 に し て 、 賢 コッ ッ の 2 セスク <」 
| i 
哲 な る アッ ラー な り 。 POIOERO 
11. 流 の 棒 を 投げ よ ] と 。 モ ー で 投げ た る 杖 が 人 2 ス っ < イン (マイ クル Lczg 
巡 の 如く 動く を 見 る や 、( 注 6) 背 を 向 り て の eX る DGG 
あと を も 見 ず に 逃げ だ せり 。「 モ ー ゼ よ 、 基 SS の て もの する る 
ECO が IE 還 遇 gi Hi め 
れる な か れ 。 わ れ 流 と 倍 に あり 。 使 徒 た る ? ャ の ズ 
も の は 、 わ が 前 で 恐れ る 必要 な し 。 EVO 
12. 罪 を 犯 せ し 者 で も 、 その後 、 若 を 以 て 部 と いう 265 セン 
束 え た る 省 に は 、 わ れ ま こと に : 
の 2 る の 2 タダ 
大 な り 。 の と の うる 
13. 液 の 手 を 尼 中 に 入れ よ 。 を は 病 に 非 ぎる に 、 Ge 包 2 9 プチ 263HOK で PE 
日 く な り て 出 で ん 。 こ は ファ ラオ ほそ の 民  。。。 ンー の 
に 示す 刀 竹 の 奇 跡 の 一 つ な 5 。 役 等 は 実に 2o325 Ole38 う 多 
罪 深 き 徒 器 な り 」 ( 注 ?7) ユン レン 
@⑯CAss じ あじ ぼ 
14、 然るに 、 わ れ ら の 明 明 な る きま ざま な 可 跡 ん 9 タッ タ シン トン トン 
2 人 和 の 曽 て 生じ で い 役 等 は 「 こ は 明正 OCR 
る 閉 術 な り 」 よ 去 えり 。 
15 彼 等 は 心 の 神 で は それ が 真実 な る を 慣れ と 1 Cg 3255 と こう 
も 、 そ の 無理 講 届 を 以 て 逐 を 認め ざり き 。 
的 と も 、 こ れ 等 表 落 せ し 徒 午 の 末路 が 如 1 は 503 と CHIR 
何 に 不 率 な り し か を 見 よ 
注 5 き 葉 は 次 の 様 な 齋 味 を 持つ 。(a) 火 を 捧 し 求め 、 そ れ に 近付く 者 。 OK の に る 人 、 ある い は 火 
に 入ろう と し て いる 者 。 処 所 で の 火 は 、 神 の 愛 の 火 、 又 は 災難 の 火 を 象徴 し て いる 。 この節 に 書か れ た 火 と は 
神 の 事 で は な く 、 文 火 の 中 に 神 が 居 られ だ の で も ない 。 それ は 唯 、 韻 ち の も の て に た を 抽 か り る 提 の 店 
で あっ た 。 
注 6 7 誤 108 節 参 照 
注 7 [ 九 種 の 奇跡 !】 に つい て は 17・102 参照 


fo 


革 


第 ご 二宮 テア ルーナ マル 


タラ ンス 放 人 ン トク ビーン ェ 5 イラ タン ン ロ ン トン ッ ン トラ ンク ン 
16. また われ ら は 、 ダ ビデ 並び に ツ ロ モン に 知 sd1362eC し OSA3M2ESS335 
識 を 授け た れ ば 、( 注 8 ) 彼 等 は 云え り 、「 彼 レン スタン る 
を 信ずる 多く の 短 ら に 彼 り て 、 我 等 を 高め 22ceo3 AS CS3 な 央 品 
だ た る アッ ラー に 講 を あれ] と 。 


ん 
EAI 


@oos 8 


17. ツ ロモ ン は ダビ デ の 総 承 者 な りき 。 彼 は 坪 ECC Ss の 3 る も)23 
えり 、『 湊 等 人 々 よ 、 我 等 は 伺 の 言葉 を 教え 8 " 

る と 。 人 レイン っ 1 の 1 スレ ラン 

られ 、( 注 9) 且つ すべ て の も の を 探り られ n 2AuaGPGS あ es Ab2 

り 。 こ れこ を 神 の 明 白 な る 因 範 な り | と 。 の えッ ンス 

COWWITS SC 


ジン っ 3 了 ィ コン 
18. 疾 起 と 人 間 ( 生 10) 鳥類 ( 注 1) か 6 な oO9D の Mo の の 衝 り と ほう 

る 軍勢 が ソロ モン の も と に 集め られ 、 そ れ フッタ ンタ ッ タク ン ンー 

ぞ れ の 部 隊 に 編成 きれ て 、 ( 注 12) ⑨ の yg る 5 AR]15 
注 8 ダビ デ は 條 れ だ 武人 で あり 、 又 強力 に し て 覧 明 な 政治 家 で も あっ た 。 彼 は ユダ ヤ 王 朝 の 創設 者 で あり 、 
ヘ へ プラ イ 王 国 の 真 の 建国 者 ど で あ っ た 。 ダ ン か ら ビ ー ル シェ バ に 至る まで 、 イ スラ エル の 例 支 族 は 彼 の 下 に 統一 
し 、 ユ ー フ ラテ ス か ら ナ イル に 至る 広大 な 地域 を 支配 する 強力 な 正 国 を 築き 上 げた 。 父 の ダビ デ の 後 を 婚 い だ 
シロ モ ン は 、 こ の 王国 を より 強力 な も の に し た 。 彼 も 又 、 優 れ た 君主 で あっ た 。 役 は 自国 の 商業 を 大 い に 発展 
きせ た 。 彼 は イス ラ エ ル の 王 の 中 の 王 で あり 、 エ ル サ レ ム に 有名 な 寺院 を 建て た 事 で 良く 知ら れ て いる 。 エ ル 
サレ ム は 後に 、 イ スラ エル の 撤 り の 方 角 と な っ た 。 
注 9 と は 、 を 表わす 音声 と 文字 の こと で ある 。 それ は 外 有 的 に は 口語 、 内 的 に は 理解 と した な る 。 又 トゥ 
と いう 語 は 動物 や 鳥 が 抽象 的 な 記 味 で 扱わ れる 時 に も $ 用 いら れる 。 鳥 や 昆虫 は 独自 の 意志 伝達 手段 を 持つ 。 
渡り 己 は 季節 の 移り 変わ り と 共に 地域 か ら 地域 へ と 移動 する 。 役 等 は 詳 れ を な し て 問 飛ぶ 。 同 じ 様 
は 共同 体 の 中 で 生活 し 、 蜂 は 統 仙 る れ た 支配 系 統 を 持つ 。 役 等 の 間 に 惜 手段 が な けれ ば 、 こ の 様 な 
不可 能 で ある 。 こ の 伝達 手段 は 、 役 等 言え る で あろ う 。 人 頂 言 者 ダビ デ 及 び ソ ロモ ン の 言葉 を : 
だ と ここ に 書か れ て ある が 、 そ れ は 、 彼 等 
の に 馬 る 利用 する 方 法 は ウロ モン が 考え 出し た も る の で 、 こ の 方 法 を 多用 し て 広大 な 国 を 統治 し た の で ある 。 
注 10 ジン は 此 の 節 で は 、 山 は 未開 の 部 族 を 指す 。 当 節 は 21 : 83, 34 : 13, 38 : 38 と 併 読 すれ ば 良い 。 処 々 
で は 、 ソ ロモ ン の 軍勢 の 統率 者 に つい て 述べ られ て いる 。 ジン, インス 、 タ ェ エル この 三 つ の 言葉 は 、 役 の 軍隊 
の 三 部 門 を 示す 。 当 節 及 び 34 : 13 に ある ジン は 軍隊 の 特殊 部 隊 を 示し て いる が 、21 : 83. 38:38 で は シャ ヤー 
ティ ー ン が 同様 に 使わ れ て いる 。 ツ ロモ ン は 木 開 部 族 を 征服 し ジン と シャ ヤー ティ ー ン は は ば 同じ 意味 
で 使わ あれ て お り 、 軍 の 中 枢 部 隊 を 形成 し 、 ソ ロモ ン の 閣 に 様々 な 難 事 業 を 為 し た 者 達 を 指し て いる 。 和 足 の 速い 
得 と いう 意味 の 語 タ ェ ル ( 島 ) は 、 ソ ロモ ン の 騎兵 隊 を 示し て いる 。 こ れ は 38 : 32・34 で 昔 付 けら れ て お り 、 
そこ に は 、 ソ ロモ ン を 非常 に 可愛 が っ て いた と 壮 か れ て ある 。 以 上 の 通り 、 ジン ( 選 良 ) と イン ス (府民 ) 


ン 
ン 


は ソロ モン の 歩兵 隊 の 二 部 門 を 指し 、 タ ェ ル は 騎馬 隊 を 指す 。 し か し 、 も し タ ェ ル を 実際 の 鳥 と いう こと 
る な ら 、 ツ ロモ ン が 通信 に 使っ た 鳥 を 指す だ ろう 。 こ の 様 に 彼 等 は ツ ロ モン の 軍隊 9 、 無 く て は な ら な い 


存在 で あっ た 。 ま た 、 こ の 呈 除 的 に 解 邊 すれ ば 、 を それ ぞ れ 「 高 位 の 人 」「 俗 人 」「 大] を 指す 。 

注 11 。 タ ェ ル は 、 鳥 と い 味 の 他 に 、 馬 の 様 に 足 の 速い 動物 も 指す 。 タ ェ ル の 弥 京 珍 で ある タ ヤ ー ル は 、 
機 で 足 の 速い 馬 を 指し 、 走 る 速度 が 非常 に 速く 、 ま る で 飛ん で いる 様 に 見 える の で ある 。 

注 12 この 表現 は 1) 役 等 が 二 つ の 隊 を 形成 し て いた こと を 表わす 。 (⑫) 彼 等 は 秩序 ある 軍隊 の 様 に 行進 し た 。 
(3 先頭 部 隊 が 停止 し た の で 、 後 継 部 隊 は 追い 付け た の か も し れ な い 。 こ の 文 か ら 分 か る 様 に 、 ソ ロモ ン の 軍隊 
は よく 訓練 きれ 規則 正 し 《、 数 部 隊 に 分 か れ て いた 。 
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第 二 半 七 章 アル ・ ナ マル 


欄 の 谷 に に し か か る と 、( 注 13) 一 MO 2 イー タイ (る リッ る レオ 
人 の 農 族 の 女 が [ 貴 族 よ 、 自 分 の 住居 に 入 (86336 ああ W 人 人 
れ 、 ツ ロモ ン の 率い る 軍勢 が 、 そ れ と は 知 EGG 2 る RPM 
ら ず 、 お 前 た ち を 踏み つぶ き ね よう に 」 と プッ ラン ッッ 
云え 9。 ( 注 19 ⑨ の = Yo う 2 8 の Sh う 


の 5 ば 2 2558 

ン (4 ッッ ン 人 そ 、 ン リン ンジ ッ ン ュ っ 

我 斑 びに 我 が 父 持 に 例 れ 給 う た 介 電 22 
すべ て 、 百 直し 給え 。 衣 し て 、 外 


うし イフ タイ ライン 
起 に より て 、 溢 の 導 し 給 2 苦い 行い に 和 うう り 全 IO lob 


素 
いも 3 


を 導き 給 わ ん こと を 。 我 を 法 の 装 し い 蛋 @GsualdEe き 8 
の 中 に 加わ らし め 給 え 」 と 。 

21. き て 、 ソ モン は 鳥 た ち を 闇 し て 、 云え り 、 ei の dd 
「 フ ド フ ド が 見 た ざる は 価 胡 ぞ ? 後 は 准 意 
に 参加 せ ぎ る か ? ( 注 16) ⑥Csa GooGg 


19. 


し 


20. を こ で ツ ロ モン は 、 彼 女 の 言 
ら 、 微笑 ん で 云え り 、( 注 15) 「 主 ま ょ 、 液 が 


7 ク タン アン フミ ンタ ン 


22. 我 は 必ず 蔵 し い 筐 還 を 以 て 彼 を 処 出 せん 。 人 くく LOG い る WO) 


或いは 、 彼 が を の 不在 の 明日 な る 釈明 を も " 
た ら す に 非 ず ば 、 我 必ず 彼 を 殺 る ん ] と 。 @ek 光ら あら >( イ 
( 注 17) ? プッ 


注 13 [ナマ ル の 谷 」 の 代 名 剤 ナマ ル は 一 般 に 誤解 され て いる 様 な 嫌 の 谷 と いう 意味 で は な く 。 ナ マル と い 
ぅ 名 の 支族 の 住ん だ 谷 を 指す 。 

注 14 ツ ロ モン の 兵士 達 の 信心 深き は 普 く 知ら れ て いた 様 だ 。 彼 等 が 故意 に 人 を 傷付け る 事 は な か っ た 。 こ 
れ は 、「 そ れ よ は 知ら ず ] よい う 文 が が し て お り 、 決 節 で 明示 され て いる 様 に 、 を れ は ソロ モン を 天 ば せ た 。 
注 15 "ソロ モン や 彼 の 軍隊 の 力 、 信 仲 心 を 称え た ナマ ル の 人 々 の 言葉 に 、 ソ ロモ ン が 感 喉 し た と 、 こ の 節 に 
書か が れ て ある 。 

注 16 『 隊 と 、 国 の 高官 ・ お そら は 将軍 で あっ だ た フ ド フ ド が 、 緊 急 時 に 不在 で あっ だ 
再 検 討 し た 様 だ っ た 。 

注 17 フ ド フ ド は 、 伝説 上 一 般 に 信じ られ て いる 様 な 、 ツ ロモ ン が 通信 に 使っ た 上島 で は な か っ た その 根拠 上 
し て 次 の 様 な ば げ ばら れる 。 (3) 僅 大 な 王 で あり 軍 の 預言 者 で ある ソロ モン の 高潔 きか らし て 、 彼 が 一 羽 の 小 
鳥 に 蛋 を 立て 、 斐 同 を 下 し 、 あ る い は 死に 宇 ら し め た と は 考え られ な い 。(⑪⑮) フ ド フ ド は 国 の 探 に 詳し く 、 神 の 
准 一 性 に 精通 し て いた 様 で (25 一 26 節 ) 、 "は そう は な ら な い 。 (CO 波 9 ま "が 長い 距 本 を 飛べ る 
訳 は な く 、 シ ェ バ (また は サバ ) まで の 往復 飛行 に 使わ れ た は ず は な い (23 節 )。 らし て フ ド フ ド 
は 鳥 で は な 人間 で あり 、 し か も 国 の 高宮 ある い は 将軍 で 、 ツ ロモ ン よ り 和 要 な 使命 を 受け シェ バ の 女王 の 元 
へ 赴 い た の で ある 。 使 者 の 変換 は 、 ソ ロモ ン の 時 代 に ょ く (行わ れ て いた 様 で ある 。 又 、 人 が 鳥 や 動物 に 因 ん で 
名 付け られ る の は 知ら れ だ 事 だ 。 フ ド フ ド は ソロ モン の 国民 に よく ある 名 前 だ っ た 。 翌 書 に ある 名 前 フ ダ ー ド 
の アラ ビア 形 が フ ド フ ド の 様 だ 。 数 人 の エド ム の 王 の 名 が フ ド フ ド で 、 イ シュ マエ ル の 息子 も そう で め ある 。 又 、 
ヤコブ の 庶 殺 を 恐れ て エジプト へ 逃 が れ た エド ム の 皇子 も 同じ 名 を 持っ て いた ( 列 王 上 11 : 14)。 この 名 は 一 般 
的 で 、 旧 約 も 度々 値 わ れ て いる の で 、 限 定 語 が 付い て いな い 限 り 、 エ ドム 家 の 男 を 意味 する 事 と な っ て 
いる 。(Jew. Enc) フ ド フ ド は ヌ 、 シ ェ バ の 女 正 ビル キー ス の 父 の 名 で も ある (Muntaha al-Irab)。 


実 を 、 ジ ロモ ン は 
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待 ほぼ まもなく 、 “ フ ド が 飛来 し 3 ンス スト < ン 、 ッ フン フ シン < を 3 
待つ ほど も な は 飛来 る 1 IGRYAO i 全 


て 、 去 えり 、「 我 は 、 液 が 知ら ぬこ と を 知り 


得 た り 。 確 実 な る 消息 を 持つ て サバ より 飛 ec 96 人 ン ン 量 55 
び 来 た り ぬ 。( 注 18) 2 
24. 我 は 、 を の 国 を 治め る は 女性 な る を 見 た り 。 侯 >。 あ >。 3 ッ ク を ンー クン レ 由 
: SOWKG | 
彼 克 は すべ て の も の を 内 わり て 、 嫌 導 た 4 プリ クン で の う っ 05 あ 
ン 信 43 イィ と 
玉座 を 有 せ り 。 ( 注 19) oo 6 2 5 65 


ラ に 5 に 、 玉 陽 ッ ク ッ プン タン レン ッッ レト 2 を っ レレ 
25. 彼 友 も を の 民 も 、 ブ アッ ラー の 代り に 、 太陽 o5o2ueoM ら 0 に 2 演じ 53 さと る 


を 虎 拝 する を 見 な り 。 ( 注 20) 面 し て 、 23 2 人 リラ 
魔 、 彼 等 を し て その 所 業 を 立派 な り と 思 PEAAos RGEI チ 4446 
わし め 、 正 し い 導 を 歩 ま ね よう 彼 等 を 妨げ レッ タン ラン 

た れ ば 、 彼 等 は 正しく 導 か れ て い ず 。 ⑨GyOS YA63 SS 


26. これ は つま り 、 完 地 の 邊 季 を 光明 に 持ち 包 FEGC31 に と る (PIN 
し 、 入 が 隠す こ と も 頭 すこ と も すべ て 知る っ の 才 放 し 
テッ ラー を 拝 す な か れ 、 と 泡 廃 役 等 に 命 OUSC2OSS し 2553 55583 
じ た る が 故 な り 。 


27. アッ ラー「 彼 の 外 に 神 な く 、 葵 蔵 な る ヨ 
の 主 な り 」] と 。 


28. そこ で 、 ツ ロモ ン は 記 えり 、「 我 筆 は 見 ん 、 ンス ンー 1 
ッ yo0J1 ら う で | ! 4 
法 果 し て 長 実 を 語り た る か 、 或 は 午 る つつ 32MIO タ で KC5Ouo ds 


一 人 な る か を 。 ( 注 21) 


ッ ン そ ン ン ン る 
29. 我 が 乏 を 持ち 往き 、 之 を 彼 等 の 前 に 投じ 、 と CUP 
然 る 後退 き て 役 等 の 返答 を 見 よ ] と 。( 注 
プン ラ タ 1 ィ イン 12 
22) ⑨⑬ 〇 > CC 
注 18 " フ ド フ ド が 国 の 重要 な 使者 し し て 、 派 候 さ きれ 、 ツ ロモ ン の 代理 て 基 を ん 7 と の 節 か ら 分 
か る 。 サ バ と は 、 型 書 に ズバ の 事 で あろ うぅ ( 列 王 上 10 章 ) それ は イエ メン に ある 都市 で サナ ア の 町 か 
ら 三 日 程 か か り シ ェ バ の 女王 の 行政 府 の 所 在 地 で あっ た 。 又 、 サ バ は カタ ー ニ 族 の 有名 な -- 族 で も ある 。 
注 19 シェバ の 女王 が 治め た 人 々 は 非常 に 符 措 で あり 、 高 い 文 喉 を 備 た て いた 。 女 王 は 、 強 力 な 岩 主 と 成 る 
に 必要 な 物 全 て を 所 有 し て いた 。 
注 20 サバ の 人 々 は 太陽 ・ 呈 を 崇 捧 し て いた 。 お を そら く こ の 宗教 は 、 海 や ペル シャ 湾 を 疾 繁 に 往き 来 し て い 
だ イエ メン 人 に より 、 イ ラク か ら イ エメ ン へ も た ら さ れ た の で あろ う 。 サ バ の 人 々 を 2 :63, 5 : 70。 22:18 
で 述べ だ サービ だ ちよ 混合 し て は な ら な い 。 サ ー ゼ た も ち に 関し て は 様々 な 記述 が ある 。(1) イ ラク 在住 の 足 を 崇 
拝 する 人 々 。(② ユ ダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 、 ゲ ロア スタ ー 教 を 取り 混ぜ た 様 な を 信じ る 人 々 。(3) イ ラク の ュー 
す ル 近く に 住み 、 唯 一 神 を 信じ る が 、 何 の 律 法 も 持た な い 人 々 。(4⑳ イ ラク 周辺 に 住み 、 全 て の 神 の 預言 者 を 信 
じ る 大 々 。 


注 21 鳥 が 真実 を 語る か 、 成 言 を 吐く か は 全く (分 か ら な い 。 し か し 、 こ の 人 節 で も 、 フ ド フ ド が 鳥 で な て ュ ツ 
ロモ ン 政府 の 高 記 で あっ た 事 を 示す も うー つの 根拠 が 挙げ られ て いる 。 


注 22 。 たとえ ダビ デ ト た ソロ モン が 鳥 の 言葉 を 理解 する と し て も 、 シ ェ バ の 女王 も を そう で し っ た と いう 記述 は 
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32. 


34 、 


35. 


36. 


37 . 


。 女王 FE は 云え り 、「 液 等 族長 た ちよ ょ 、 窒 に 貴 い 


書 輸 が 投 ぜ られ た 0 。 


・ を は ソロ モン より 寄せ られ た も の に し て 、 


か て 謗 め ら れ り 、 北竜 深 《、 恵み 運 く ア ッ 
ラー の 御名 に ぉ いて 。 
我 に 散 乙 に も 抗 せ ず 、 服 従 悦 服 し て 我 に 来 
だ れ 」 と 。 

第 三 項 
女王 は 伝え り 、[ 光 等 族長 た ちょ 、 こ の 件 に 
肉 し て に 看護 せよ 。 お 前 た ちの 名言 を 得 
る まで は 、 科 は 何事 も 決 せ ぎ る べし ] と 。 


族長 た ち は 答 た り 、「 科 等 は 力量 $ あ り 、 
戦場 に て は 勇 徒 な れ ど 、 命 を 下す は 法 の 務 
め な り 。 され ば 、 命ぜ ん こと を 欠 成 され よ 」 
ほ 。 ( 注 23) 

女王 は 壇 え り 、「 諸 王 が 都 府 を 陥れ た る 時 
は 、 之 れ を 抜 准 し 、 を の 民 の 長 を 卑 農 な 
る 者 と な す を 電 と す 。 彼 等 の な すこ と は 和 常 
に かく の 吉 し 。 

釣れ ども 、 守 は 彼 等 に 
て 、 使 節 が 如何なる 
る つも りな り ] と 。 


し か 


物 を 送ら ん 。 枯 し 
を 持ち 帰る か を 見 


か く て 、 女 王 の 使節 ツ ソロ モン の 藤 に 到 る や 、 
ソロ モン は 云え り 、「 お 前 た ち は 、 その 財 室 
を 以 て 、 我 を 二 【 けん と する か ? 氏 し な が ら 
アッ ラー が 我 に 瘍 わり た る も の は 、 おぉ 前 た 
あ が 賜 わ わり た る も の より は る か に 優る 。 党 、 
然るに 、 お 前 た ち は そ の 贈物 を 誇る 。 ( 注 
24) 


34 


eo 


プイ ンタ タン タン レ 。 381 人 


っ いぬ sOu[ 9 


SSiCs9 
の 6 の 2 


の GO 


タン ラテ ェ ン レタ 
0 


る ン 


の の 362 


RNNVMWSG 


フッ ン 


5 


の と と と 2 を あす 
aheo 
ンー シ 12212 エイ 1 2 る 
寺 RK1CHPbIIOOT 
イース グプタ 5 るー っ イン 
35l diCLSU SS 

ンー るる ン イク る る フィ タ 


を ン レン 


あう 


SW の 旬 生 区 
oi IE3 人 閣 


クル アー ン の どこ に も 示 ぉ れ て いな い 。 


女王 に 渡し 、 更 に ソロ モン の 代理 た し て 彼女 と 会 見 する 様 命ぜ られ た の で ある 


に も ぉ ふか か わら 6 ず 、 フ ド フ ド は 、 使 者 上 し て ソロ モン の 王 紙 を シェ バ の 


生 23 シェ バ の 女王 は 強力 な 若 主 で あり 、 多 て の 物 を 所 有 し 、 国 民 の 愛情 ・ 衣 カ ・ 自 発 的 な 服従 を 得 、 彼 等 
の 箇 命 の 裁定 者 で あっ た 。 サバ の 棒 力 と 栄光 は 、 紀元前 1100 年 ご ろ に 揺 っ た 。 女王 の 治世 は 紀元 前 950 年 まで 


続い た 。 この 年 に 、 彼女 は ソロ モン に 王位 を 議 っ た 
た も の で あっ た 。「 シェバ (あるいは サバ ) の 王 達 は 走 
上 の 占 度 に 、 
わずか な 贈り 物 が な きれ た だ け で あっ た 。 


注 24 


と 捕え た 。 彼 が 女王 の 降 服 を 求め て いた の に 対し 、 


ツ ロ モン は 、 彼 に 咽 り 物 を 送っ て 寄 越 し た 
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と 伝え られ て いる 。 彼女 の 手 譲 は 次 の 悦 な 聖書 の 言葉 に 従っ 
を 納め よう 。| (詩篇 72 : 10) 
明 6 か に 腹 を 立て た 様 だ 。 彼 は それ を 人 矯 避 
サバ の 人 人 々 は 当 


系 二 十 上 並 テル ・ ナ マル 


38、 急ぎ 帰れ 。 我 等 は 必ず 抗 し 難い 大 軍 を 以 て 1 53 表 。 IGG 
の を の 1 の 3 
彼 等 に 忠 み 、 彼 等 を は ず か し め て 国外 に 放 lc に 3) 


乏 し 、 挿 農 な る 状態 に 陥ら し めん 」 と 。 PP ナン る 

99。 ソロ モン は 云え り 、「 族 長 た ちょ 、 前 た ち GIOSSo GS CK 
の うち 、 先 方 が 屈服 し て 我 に 来る 前 に 、 彼 者 絡 者 生 M 
女 の 玉座 を 我 に も た ら す 者 は 果たし て 議 @CuMS 92 
か 7?] と 。 ( 往 25) 

40. する は 、 括 塞 の 仲間 に 延 な る 音 閣 あり て 、 CGIET seh 3 る 代 
評 え 9、「 我 、 流 が 町 営 地 を 引き 払う 前 に 、 アー 2 2 - 
それ を 流 に も た ら さ ん 。 げ に 我 は よく その (O0 び を CWC の の 


衣 力 を 圭 つ 者 な を れ ば 、 信 頼 きれ る に 足る る 者 
な り 」 と 。 ( 注 26) 


人 また 、 経典 の 知 科 あ る 者 あり て 、 去 えり 、 る TDIo32 23e は 各 36 
「 我 、 一通 の 間 に 、 を れ を 液 に ちら きら ん 」 EE と と っ 呈 旨 昌 
ほ 。 面 し て 、 の 座 が を の 前 と 填  Osls229bGGGBPGA413S23 
か れる を 見 て 、 区 えり 、「 こ は 我 が 主 の お 恵 
え けち か せ ぎ る か を 


月 身 の 素 租 の た の に 時 す 。 大 族 せ ぎる 者 
あり て 5、 我 が 主 は 自ら 足り て 、 定 大 な 5] 
と 。 


42 シロ モン は 現に 云え り 、[ 女 の 下 庫 を 彼 婦 の MC 
い は 3121 NT 
識別 し 得 な いよ うに 改め ま 。 拓 し て 、 彼 | Pd 


女 が 見 分 けが つく か つか ね か 試し て みよ の の 5 る の Io 

ぅ 」 と 。 ブー 
43. 女王 が 到着 する や 、 ツ ロモ ン は 護 ね り 、「 流 6 セン っ っ 

の 玉座 は か く の 知 きも の な りや ?」1 と 。 女 CeS SEIAA(JssE ES 


主 は 答え り 、 [同じ 様 に 思う 。 我 等 は これ よ 


初 ツ ロモ ン の 領 十 を 攻撃 し た り 、 そ こ て で 不安 を か き 立 て 様 と し た 。 だ か ら 6 こ を そ 、 ソ ロモ ン は 女 正 が 周り 物 を 寄 
越し た 事 に 腹 を 立て た の で ある 。 平常 な ら ば 彼 は 寄 ん で 贈り 物 を 受け た は ず で ある 

注 25 一団 の 王 が 他国 の 王 を 訪れ る 時 、 国 寅 の 歓迎 会 に 干 護 ける 事 が 当時 流行 っ て いた 様 で ある 。 ソ ロ 
モン も 5 ヌ 、 女 王 歓 迎 の 席 に 王 庫 を 作る 様 命じ た 。 それ は 彼女 の 為 に 特別 に 作ら れ た 物 な の で 、「 彼 女 の 王 座 」 と 
呼ば れ て いる 。 この 言葉 に は 又 「 彼 女 の 王 座 に ふき わし い 人 」 と いう 意味 も ある 。 

注 26 上 上述 の 「 盟 獲 な る 音 領 」 (イフリート ) は 巨大 な 権力 を 振る 高官 で あり 、 それ 由 、 定 め ゆら れ た | 
で 守 の 命 を 主 の -]| 分 に 満足 で きる 様 に 遂行 で きる と 確信 し て いた 。「 信 頼 き れる に 足る ] と は この 
て いる 。「 野 営 地 ] は 、 ソ ロモ ン が サバ へ 向う 途中 留まっ た 所 で 、 シェ バ の 女王 の 返 書 を 携え て 戻る 使 首 を 、 
は 処 所 で 待っ て いた 。 
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り 以 前 に 知識 を 授かり 、 ( 注 27) すでに 服 の SARS 2U1CS5395 

ピン ンク フー の ラッ みう 「 う 

従 帰 佑 し た 者 な り ] と 。 ンタ 

44. されど 、 彼 婦 が アッ ラー 以外 に 捧 し た る 


1 
P っ 


1 01 KW に 4 


お 


神々 が 、 彼 女 の 信 心 を 明 害 せり 。 な ん と な 
れ ば 、 彼 女 の 出 自 は 不信 の 民 な る が 故に 。 ee 


45。 女 皇 は 「 官 内 に 入れ ] t 全 け 5 な だ 狼 で で は 035 


る に 、 女 な る 水 9< ン 5 の 5 と 23 
面 と 思い て 科 を まく っ て 放電 に ぅ 。 ちさ の っ SL06GSCo 


( 注 28) ソロ モン は 詞 え り 、「 こ は 瑞 只 板 に kW イン ⑧ 2 傾 8 る 5 3 。。 
て 敷き つゆ た 宮 典 な り 」 と 。 女王 は 云え り 、 ウジ と クン タテ 人 
「 ま ょ VC 実り 天 シ ョ キン @ の Guy 人 で 2 
に 万 物 の 王 な る アッ ラー に 服従 帰 人 湖 す 」 と 。 - 


第 四 項 
46. 先 に われ ら は 、 サ ムー ド の 氏 に その 上 喝 弟 
サー リフ を 進 わ し 「 ア ッ ラ ー を 水 振 
と 云え り 。 狼 る に 、 見 よ 、 彼 等 
和 れ て 争 を えり 。 


47. サー リフ は 云え り 、「 我 が 民 ょ 、 何故 お 前 だ や 2 する L っ 用 婦 ン )a dg 
ち は 並 を き し 挿 いて 亜 を 急ぎ 求め る か ? 何 Oo の も 
故に アッ ラー の 宿 起 を 求め て 、 を の 慈 
浴 せ ん と せ ぎ る か ?」 と 。 


と 
48. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 液 と 流 と 借 に ある 著 CTO 2 325 353 上 
を ト 上 示 い た る に 、 四 と 出 た な り 」 と 。 彼 は 。 

去り 、「 お 前 た ちの 不幸 の 真 の 原因 は 、 Ja 

アッ ラー の 許 に あり 。 それ どこ ろか 、 お 前 

た ち は 試 み ら れ て いる 民 な り 」 と 。 
注 27 「 我 等 は これ より 以前 に 知 戴 を 授 が り ] と いう の は 、 女 王 が 婚 に ソロ モン の 停 大 な 権力 と 高 に 精通 し 、 
彼 に 皿 蔵 を 尽く す 決心 を し て いた 事 を 表わす 。 
注 28 ソロ モン は 、 女 王 が 偶像 捧 を 止め 、 真 の 信仰 を 受け 入れ る 様 望ん だ 。 そ の 為 、 役 は この 高 黄 で 賢明 
な 女人 に 、 自 6 の 誤り を 悟ら せ 様 と し し た 。 ソ ロモ ン が 彼女 用 に 作成 きせ だ 王座 は 、 こ の 目的 の 為 で あっ だ 。 を 
れ は 後 女 が 誇る 彼女 自身 の 王座 より か に 美 し (、 あ ら ゆ る 点 で 優れ て いた 。 ソ ロモ ン が そう し た の は 、 彼 が 
神 の 志 児 で あり 、 彼 女 よ り も 物質 的 ・ 精 神 的 に 人 遥か に 多く の も の を 与 を た られ て いる 事 を 、 彼 婦 に 悟ら せる 狂 で 
あっ た 。 当 人 節 に ある 宮 典 も 駐 、 同 じ 日 的 で 建て られ た 。 本 文 に ある 通り 、 宮 賊 の 入口 に は 厚い ガラ ス 板 が 敷 か 
れ 、 そ を の 下 に は 遊 き 通っ た 水 が 流 れ て いた 。 女 正 が 宮殿 に 走 を 踏み 入れ だ 時 、 衝 明 な ガラ ス を 水上 思い 、 脚 を 
串 わ に し た 。 し か し 、 す で に 間違い で ある よ と わかり 、 戸 息 っ て し まっ た 。 ツ ロモ ン は この 羨 軒 を 用 いて 息女 が 
ガラ ス を 水 と 取り 遅 えた と 同 彼女 の 財 め る 大 陽 や 他 の 神 避 な る 物 が 真 の 光源 で は な い 事 を 気付 か せ た 。 
それ 等 は 単に 光 を 放つ が 、 生 命 の 無い 物 で ある 。 それ 等 の 放つ 光 を 与え て いる の は 全能 の 神 で ある 。 この 様 に 
し て ツ ロ モン は 演 を 遂げ た 。 こ の 高 條 な 女性 は 自ら の 誤 ち を 告白 し 、 木 や 右 の 信 像 栄 拝 を 了 れ 、 唯 一 箇 の 熱心 
な 信者 と な っ た の で ある 。 


WGPE PE4WGWEUI に に 333 
ンタ マタ ンー は 2 そ っ 2 


派 に 分 か CE ます HE 


プッ タン 2 


@5 計 Gt 9 久 率 3 3 
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49. き て 、 こ の 草 に 九 太 の 一 味 あり て 、 国 中 に 3650 682 FORMIE に る 
笑い を 及ぼ せり 。 前 し て 、 履 心 する こと な 


し 。 4 MAS os5S 


50. 彼 等 は 握 を り 、「 ブ チッ ラ ー に 玖 っ て 約束 す 、 マス ッ タ ンク 所内 (る ノン タン MeAHE G 
放す 氷 て 統 近 計れ の OPD ッ 


ん 。 語 し て 、 そ の 後 、 枝 害 者 の 門 族 に 結 げ 2(dM26JS 2 の 


ん 、『 季 等 は 彼 の 家族 の 上 夫 を 日光 で ぎり 
き 、 げ に 我 等 の 言葉 は 真実 な り j と 。 

51. か て て 、 彼 等 は 一 計 を 案じ たれ ば 、 5 43 と 5 移 必 
も 策 せ すり 。 然 れ と 5、 彼 等 を の こ ほ に 気 づ 


か ぎり き 。 ( 注 29) 
ぎ 4 の る カバ - 不 圭 な 店 タク ルッ マン 2 リッ シン レレ 
52. 見 る が いい 、 役 等 の 企み が 如何 に 不幸 な 結 462I2 タ KC 32555E 
米 に な り し か を ! げに われ ら 6 は 、 彼 等 並び レン 
に その 民 を 同時 に 共 く 減 ぼ せり 。 の CA 222 おう 


53. あれ な る は 、 を の 不義 の た め に 例 革 せ る 彼 5 EGOUIIAUHCEMR る あめ BUCH 
等 の 家 な り 。 げ に この 中 に は 、 道理 を ぇ て 


だ た 人 々 へ の 神 兆 あ り 。 @o2G3 4 と Y 
54. 机 し て 、 ゎ われ ら は 、 神 を 信じ 且つ 媒 れ 散 い ンタ ン ッシュ ン ッッ レッ ン ョ フン 
1 
た る 人 々 を 救い た り 。 PO を 240 sb 
55、 まだ われ ら は 、p ト を 使徒 し し て 迄 わし た 。 ァ 。 ン レッ シン 
り 。 時 に 彼 は 、 己 が 一 族 に ふり 、「 ち 硬 ん ADSNIOSI も 083 
ち 、 そ れ を 悪い と 知り な が ら 、 蛋 て 酸 行 を 1 
@⑯⑲9 の 
犯す や ? フ の 3 


56. 何だ る こと ぞ ! お 前 た ち 女 より も むし ろ 男 E】 823 
> 條 < 16 
に 人 鈴 情 を 抱い て 近づく と は ? お 前 た ち は 本 I ウ > be Oclo が 


当 に 無知 な る 徒 輩 な り 」 と 。 半生 
57. 拓 る に 、 修 の 一 族 の 替え は 「p ト ー 家 を こ 112 ラン レ ェ エン 
居り M 1 5 の と ELS 
の 茹 か ら 放送 せよ 。 信 等 は 高 泊る 一 門 な 世 D 
り 」 と だ け 云 えり 。 4 タ (の っ s の 


注 29 。 モハ ッ マ ド 疾 言 者 は メッ カ か ら 逃 れ た が 、 結 局 クラ イ シュ の 軍勢 は 全滅 し た 。 PP モハ ッ マ ド 質 
言 者 を メッ カ か ら 追 放す る 事 が 自ら の 小 亡 に つなが ろう と は 思い も し な か っ だ の で ある 。 

注 30 モー ゼ 、 ダ ビデ 、 ソ ロモ ン 、 サ ー レ 、 ロ トト に 関す る 話 は こ の 節 で 終わ る 。 こ こ に は 神 の 平和 へ の 願い 、 
人 類 に 世 の 全て の 若 徳 に お いて 恩恵 を 与え る 神 の 痕 言 者 及び 選民 へ の 祝福 が 述べ ら れ て あっ だ た 。 こ の 後 の 章 は 
神 の 存在 ・ 神 の 僅 大 な る 方 と 唯一 性 を 示す 主 二 へ と 移る 。 
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58. か く て われ ら は 、 ロ ト の 妻 を 除き 、 ロ ト に と の ンス 4 イン の KEI 
と の 家族 を 表 い た り 。 ゎ れ ら は 役 女 を 後に bo2505 GL2IDLAa2 536 
残る 者 の 中 に 加え だ た り 。 
59. 氷 し て われ ら は 、 彼 等 の 上 に 或 る 竹 の 症 を gyGO 2 旬 SPESeG 0 名 
計ら し た り 。 そ の 耳 は 、 警 告 を 受け た る 徒 人 
ば 稲 な りき 。 
第 五 項 
60. 云え 、「 ア ッ ラ ー に 設え を あ れ 、 その 館 び 給 う 半生 写 どけ 導 
sg く 
た 僕ら に 平安 あれ 。 優 位 な る は アッ ラー の テン ピラ 9 
隊 ー レシ ジィ ン スタ 87 
りや 、 は た また 彼 等 『 が ブッ ラ 作 昌 の oeG1 3 仙 
神々 な りや ?」 と 。 ( 注 30) 
61. 天地 を 創造 し 、 お 前 た ちの た め に 水 を 大 空 も KCIPRTOUCIET1 
〇 る Lo59 うか ・ 
か ら 際 し 、 ( 注 94) 以 て 美しい 巣 層 剛 を 繁 ーー oO2| 
ッッ ンー 」 レシ ライ る ピエ 
医 き せる は 誰 ぞ ? それ 等 の 科 木 を 成育 きせ io 移 Sh 
る は 、 前 た ちの 能 て する と ころ に 非 ず 。 リュ レレ 
ょ すれ レン ィ る 多 926 ッ タウ タッ ィ を クレ 
アッ ラー に 此 肩 し 得る 神 奉り や ? 耕 、 後 等 6 人 DAS gc 
は 正しい 道 か ら 逸 れ 行 くば か り 。 4 3 
の oo 8 
62. 大 地 を 安息 所 と な し 、 河 川 を その 中 に 引き 、 PR apa250s 
不動 な る 山々 を を の 上 に 置き 、 二 つの 海 の レン シン ョ レン 
問 に 隔壁 を 設け た る は 座 を ? ( 注 32) EN 
アッ ラー に 紫 記 し 得る 神 在 りや ? 和 彼 等 る て も る 人 レ 
の 大 半 は 知ら ぎる な り 。 OX の 9 
63. 困 突 せる 者 の 祈り に 応え て その 不幸 を 取り の る 4 の 3 て 
うぅ ル と 3 っ ぷり 
除き 、 あ 前 た も を し て 地 を 衣 し ゅ る 者 は 座 デリ の の 
クー レン る の! ン ィ フラ ン レ 
を ? ( 注 39) アッ ラー に 此 肩 し 得る 神 在 PC の 3 1 向う 
りや ? お 前 た ち は 殆 ど 乏 を 名 成 せ す 。 - ュー ルン 
@6 労 3 
64. 陸 海 の 購 旭 の 中 で 前 た ち を 導き 、 ま だ た 、 入る アン シシ 2 る 2 る る 
の 先 識 し し て 間 の 上 を る は 年 を 2 22Mle5 ら So 
テッ ラー に 此 局 し 得る 神 在り や ? ア ッ ラ テー ルン る る 負 し し ち レ ッ ン シン ン ラン セク タン 
0 12 ASA う の OS co 1 1 
は 、 後 等 が アッ ラー に 億 を 字 る 者 ょ 9 反 か 全う GOpoab つ コタ 
還 MA 28 
高く に お わし ます 。 @6 を (を 紹 
注 31 MM 主題 に 沿い 、 ま ず は 自然 に 関す る 話題 か ら 始 さる 。 を それは 、 天 地 の 創 造 、 不 毛 の 地 に 降 
り る 耳 と 生命 そし て 由 と 川 。 
注 32 削 館 に 始ま る 主題 は 、 処 所 で 更に 深 て 広く な る 。 
注 33 神 の 倖 大 な る 力 は 自然 の 法則 らし きる に 表 る れ て お り 、 人 人 が 苦し み の 中 で 神 に 救い を 求め 、 押 が 


その 声 を お 聞き に な られ た 時 、 そ れ は 人 の 心 に 表 き れる 。 
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| タス の ラッ レン を レッ っ ラン ュ ン 
65. 始原 の 制 造 を な し 、 希 る 後 輝 を 生殖 せ し ゅ 、 532 の 65935 5834533 る 名 
E34) 天 と 地 か ら お 前 た ち を 所 差 する は し ーッ レン ッ 。 
誰 ぞ だ? アッ ラー に 比肩 し 得る 神 在 りや ? 評 < PO 520 AEO5yB 北 13 
ぇ 、「 も し お 前 た ちの 言葉 が 真実 な ら ば 、 - っ シッ と 
の 十 拠 を 出し て みよ 」 と 。 ⑨CS み ひら 
66. 云え 、「 拓 地 の 剛 、 ア ッ ラー の 外 に は 答 入 Cello59bo% 外 き の 全便 
電界 を 知ら ず 。 ま た 、 彼 等 は 、 時 らし め ら ルアン レレ ュ ョ シン 
れる その 時 を 知ら ず 」 と 。 oOPGC4IVWIR 
67. 耕 、 来 世に 関す る 役 等 の 知識 に は 限界 あり 。 5946 等 si らし 2 の 5 5 (お 
ほ と い う よ り 、 彼 等 は を れ に つい て 疑い を 抱 8 る の 。 
く 。 い や 、 を それどころ か 、 官 な り 。 ES AA 693 
第 六 項 
68. 不信 者 ども は 云う 、「 な ん と な ! 穫 等 表 1C 多 5 は Piz IN 語 
傘 の 祖先 が 上 に 帰し た る 後 、 本 当 に 再び 里 。 AEDHDSCOUNE 
らし ゆら れる と いう の か ? の 2%) 
69. 我 等 は 、 つ まり 、 我 等 ぁ 父祖 も 以前 この 事 SL 22 6 多 2S8AE 339 
を 約束 せら れ だ り 。 き れ ど 、 こ は 、 住 古 の ン 
物語 に すぎ ず 」 と 。 ee lda 
20. ぶん [性 を 覆 各 て きり っ Fe の 牛 ゅ な EGG65836oyNS ら 
末 族 如何 な る も る の な り し か を 見 よ 」 上 。 前 
@ 〇 ossl! 
71. 液 、 彼 等 の た め に 哀 せ な か れ 、 又 彼 等 の 策 OZ さる 8 ンタ ュ イン ッッ マン 
謀 の 故に 心 を 痛め る な か れ 。 の ウラ の の 2 と oeo3 
72、 役 等 は 云う 、「 も し お 前 の 言葉 が 真実 な ら 
ば 、 を の 約束 が 履行 きれ る の は 何時 な る -Pamins 3 
か ?」] と 。 
73、 云 を ん 、「 お 前 だ た ち が 催 促す る こと の 一 部 は 、 
お 前 た ちの すぐ 後に 接近 し て いる や も 知れ 前 
| 。 oe 
74.。 げに 流 の 主 は 、 信 々 で 対 探 て まし ーッ タン を < 2 フン ピン る 
ます 。 然るに 、 彼 等 の 大 金 な し 。 ば 首 89soEn を dg 導 3 9 つの ら 
eo%% ン 
OS 
注 34 創造 と 出産 を 表わす 。 
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75. げに 流 の 主 は 、 人 々 の 胸 に 税 め た る こと も 、 GO る 人 ビッ GT ン 
っ の ) 
また 謝 わ すこ ほ も 知 9 給 う 。 2 め AS ? 
76. まで 秘密 な る も の は 一 つよ し て な いう pos913 基 < 人 19 だ gg ヒ ッ 
、 す べ て 明 腔 な る 継 典 に 記さ きれ て いる な 。 アー ーッ 
か 2 
77. げに この クル デー ン は 、 イス ラ エ ル の 騙 つう 
の た め に 、 彼 等 が 相 争 う 大 概 の 事柄 を 明示 
する も の な り 。 ( 注 35) 
78. げに こ は 、 信 佳 た ち に と り 次 導 で あり 、 ロン ッ ン る クライ る 
起 な り 。 @Sss5 6 殺人 ら 
79. げに 流 の は 、 自 ら の 判断 に よっ て 後 等 の 202 っ ce が て の ちる 
33 う の CEYOCTOUN 
問 を 披 て べし 全能 、 全 知 に まし ます が 覆 ター クン 3 の 
に 。 ua 
80. きれ ば 流 、 ア ッ ラ ー を 信頼 せよ 。 液 は 確か 1 了 E| 誤 し 4 BPIW 隊 イン 2 
OM 癌 | 
に 、 功 百 な る 真理 の 上 に 立つ 故に 。 CPKSIN REO 
81. げに 液 は 、 死 者 を ( 注 36) 聴か し せ ぁ 能 ゎ 。 向 和 和 2 人 3 
5 | WI Me 
ず 、 ま た だ 背 を 向け て 選 < 才 に 流 の 呼ぶ 声 を GSI を 6 お M5d5) @“ う 0 
聴か し むる 能 ゎ ず 。 1Q) bsd 
82. また 流 は 、 定 を 誤 か ら 衝 能 わ ず 。 流 は 352e313 IROOIC 
た だ われ ら が 神 光 を 信ずる 者 に 聴か し ゅ 得 の 2 タレ ェ 
る の み 。 き すれ ば 彼 等 は 服従 帰 依 す 。 (CIGYWWW ま 6Y1K い IE た の 
之 . メン 
83. だ が 、 判 決 が 彼 等 に 下さ れる 時 は 、 わ れ ら た OAICG 2 プ 。 128 21313 
ウン と テ で も 13 
じみ 下 を 入 の を 人 等 に も たら し ュ ーッ 内 リッ 
ん 。 ( 征 37) を は 邊 等 を 寄 す べ い な ん と CSU らち て 
な れ ば 、 わ れ ら の 神 兆 を 信 ぜ ざり し が 医 に 。 フーン 
@6 央 29 
注 35 この 節 で は ソロ モン の 事 が 述べ られ て いる 。 ユダ や 人 達 は 、 ソ ロモ ン が シェ バ の 女王 の 心 を 圧 う 為 に 


偶像 水 拝 を 利用 し た 、 と 役 を 非難 し た 。 女王 に 対す る ソロ モン の 態度 を 巡っ て は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 に 意 見 の 相 借 
が あっ だ た の で 、 ク ルアー ン は この 不明 須 な 出来 事 の 真相 明か し た の で ある 。 

注 36 当 節 の 「 死 者 ] と は 精神 的 に 死ん だ 者 で あり 、 同 じ く 決 委 の 「 宜 ] と は 精神 的 家人 の こと で ある 。 
往 37 これ は 、 米 日 に ペスト が 発生 する こと を 預言 し た も る の で ある 。 当 節 は モハ ッ マ ド 預 言 者 自ら が 解釈 し 
だ た 。 し か し 、 も し ここ に 示 き れ て いる よう な 「 ば い 軸 ( 是 )] を 現世 の 富 ・ 物 質 失 安楽 を の み 追 い 求 め る 超 唯 物 


論者 と 解す る な 6 (34・15), 当 節 に お ける 「 彼 等 ] と 上 いう の は 、 現 世に 関わ りあ る 物 の み を 求め 続け る 西洋 の 
唯物 論者 を 指す 事 に な る (18: 105)。 
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84. その 日 、 わ れ ら は 、 そ を れ ぞ れ の 世 か ら わ れ EL ク 1 を に 人: ラダ ッ ン シン ン 
ら の 軍 光 を 拒否 せる 徒 溢 を ひと まとめ に 集 ブシ ーー つう や ウス ポ っ 
め ゅ 、 之 を 別個 の -- 団 と な きん 。 IP 
85. 彼 等 御前 に 至る を や 、 ア ッ ラ ー は 云わ ん 、「 お E ネイ ンタ で 
前 た ち 浅 洛 な 知識 を 以 て 、 わ れ ら の 神 光 を KO (ONI ほ B 生 
拒み た る か ? お 前 た ちの 為 し た る こと は 何 うわ (< 
束 を ?」 ょ 。 @o ル SAS 
86. かく て 、 自 ら の 悪行 ゆえ に 、 判 決 は 役 等 の 。 っ PGI し 。 や レセ ン ン 
た ( つ AU 
上 に 下る べし 。 然 る に 、 彼 等 弁明 する 能 わ やつ > の 2 どう う 
ず 。 ( 注 38) 
87. 役 等 僅 ら ざる か 、 わ れ ら が 彼 等 の 休息 の た ンー 2ー122 ン レー る レラ レレ ェ ン ン ン ン 
NpEMOIOC 且 RIIGESEIIHK 多 
こみ を 判り 、 光 を り ィ 皿 ら すぐ く gm ー つ S02 先 EDJIEKS SB 
9 た る こと を ? げ に この 中 に は 、 信 ずる KK)CIEYE TE 
人 々 へ の きま ざま な る 往 兆 あり 。 
電 > 。 こい っ る ・ 久 の 2 タレ ョ ン ン 
88. 陣 吹 が 吹き 鳴ら きれ る その 日 、 ( 注 39) 3 の の の 5 5 っ.9 で ろう 
アッ ラー が 路 し 給 う 者 の 外 は 、 天 に ある 者 、 ーッ ン % あ ちい ピン 
地 に ある 者 、 部 く 恐怖 に お の の か ん 。 硬 し ea 0PK お つり) が 
て 、 謙 5 り て アッ ラー の 前 に 出 で ん 。 
9. 潜 は 連なる 山々 を 見 て 、 (40) を れ が うっ 93 の 3 人 5 の II つう 
し っ か り ょ た ゆる が ぎる も の と 赴 う を むだ を 、、 
を は 午 の 飛び 去る 如く 消え う せ ん 。 こ は 万 所 5168O5OBIGO AI で 2 も に 
物 きす る アッ ラー の 折 業 な り 。 彼 は お ルン 
前 た ちの 所 業 を 剖 く 知 ろ し ゅ し 給 。 の CM ぉ いら 
90. 誰 で あれ 善 事 を 行え る 者 は 、 そ れ より 更に 。<< 。 ョ ラン ェ レ ッ (の ッ ン 
優 4 変 所 を 賜わり 、 か か る 者 は その H の 台 どの "の 2 8 も 先 の 
怖 に 動じ ぎる べし 。 @ る 6 は 3 
注 38 役 等 は 己 れ の 罪 を 弁解 で き な い だ ろう 。 彼 等 に 対す る 告発 は 事実 明日 で 、 穫 す 事 は で きず 、 有 有罪 の 判 


決 が 彼 等 に 下る れる で あろ う 。 


入 39 
《、 
往 40 


様 に 、 
治め た イス ラッ ゥ 軍 を 前 に 


モハ ッ マ ド 項 言 者 に 


山 の ご と く 深 根付 いて いた だ と 思え る 士 【 
溶け 、 


「 ら 5 っ ぱ が 吹き 鳴ら きれ る その 日 ] と いう の は キリ スト の 復活 を 指す 他 、 
ょ まり 導 か れ た 新た な 秩 庁 を 示す 。 


消え 去っ た 。「 山 々 ] と は 強大 な ロー マ 及 び ペ ル シ ャ 帝国 を 指す が 、 
し て 、 も み 毅 の 様 に 四散 きせ られ た 。 


トラ ン ペ ッ ト の 吹奏 の ご と 


* 理 倒 記 法 は 、 そ モハ ッ マ ド 預 言 才 の 出現 と 共に 流れ る 


この 両 固 $、 圧 信 的 な 勝利 を 
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- 十 革 音 アル ・ ナ マル 
91. な れ ど 、 悪 事 を 行え る 者 は 、 業 火 の 中 に 送 1<krgr 、 玲 YKPGSd 先 有 と 5 
は 人 邊 も 
欄 に 授 げ 込ま れん 。「p 前 た も は 昌 ら の 行なう リウ 94 タロ 
由 呈し イン ガン タン ラ タ ッ る ニレ ラン ッ 
に 対し て 賞 還 き され ざる か ? 1 @⑥53 (1 きら 8358 
92. 云え ん 、「 我 は た だ 、 主 が 誤 域 し な され し この ッ 人 トン ン ン の ンタ ンタ ョ タン レン 
る こ 1 a1 
町 の 主 に 仕え よ よ 命ぜ られ て いる の み 。 の Pe 釣る で の の らい 
( 注 41) 万物 は 彼 の 学 中 に あり 。 曽 し て 、 和 の Eo っ 生生 2 と 
は 、 神 に 甘 心 服従 する 者 の 一 人 た る べし と 
命ぜ ぜ ら る 。 
- 回 る ラン トン る (し 2 タッ ニー フタ ラン ョ ク 
93. また 、 ク ルアー ン を 読 語 す る こと も 」 上 。 U へ の 36 colo3 Oi 串 3 
きれ ば 、 誰 で あれ 水 導 に 従う 者 は 、 己 れ 自 レー レレ セン シィ ン し 隊 
上 の 六 を り 、 淫 操 する 者 に は 「 我 の 2 い に 1C5L US ひる の 2c4 と 33 
一 千 告 者 に すぎ ず ] と 云え 。 AI 
ウ ウ ーッ 
94. 面 し て 云 を 「 ア ッ ラ ー に 識 え あれ 。 彼 は お 2 中 フ ィ ッ クッ ンプ (FC ッ ン イ 、 の 
FC レ 】 っ デ 
前 た ち に を その さま ざま な る 神 光 を や が て 示 CDO ONI 
すべ し 。 前 し て 、 前 た ち は 之 を めん 」 zu 35 
と 。 流 の 主 は 、 ぉ 前 た ちの 所 を 閑 時 せ ず 。 
注 41 條 像 員 拝 が アラ ビア か ら 無く な れ ば 、 カ ー バ 神 唆 は を の 電 要 性 を 欠い 、 そ れ と 共に 自ら の 保管 者 と し 


て の 威信 も 欠 わ れる の で は な いか と メッ カ の 人 々 は 恐れ た 。 
の 人 々 に より 偶像 が 祭 ら れ て いた だ ) この 節 で は 、 
に 向け ら 6 れ た 神託 の 中 心地 ほし て 、 メ ッ カ は その 重要 性 を 失う 事 な く 、 


まで 祭 め られ る と 説い て いる 


彼ら の 誤っ た 考え を 正 し 、 世 界 の 活力 の 中 心 で あり 、 


(カー バ 神 典 に は 、 イ スラ ム 教 以前 の 当時 に メッ カ 
全 人 類 


むし ろ そ の 大 信 は 深まり 、 終 わり の 時 
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で さい 


アル ・ カ サス 
(メッ カ 秘 示 ) 


る まね 


1. 慈 間 深 く 、 み 思 く アッ ラー の 御名 に お い 0 た If まま (まき 
て 。 
ここ ュ 
2. ター・ ス イー ン ・ ミ ー ム 。( 邊 1) の る ー ち 
3. こ は 明 朋 な る 経典 の 諸 節 な 5 。 CBTSKNIENGI 
4.。 われ ら は 信ずる 人 々 の た め に EIC の た の MI 
に ファ ラオ の 正確 な 語 を 液 に - レッ 2 
CUOPC の 3 
5、 げ に ファ ラオ は か の 国 に お いて 横柄 に 振舞 BKAALOSS Oo291 33 じ ら と うる 1 
い 、 る その 民 を 幾多 の 党派 に 分 ち た り 。 彼 は レッ ン Ao 
民 の 一 部 を 計 げ ば 、 を の 息子 ち を 符 し 、 妖 女 ぱと 
人 赦 せ ん と 5 れ り 。( 注 2) 役 は イイ ラッ タン 。 
容 ) 鐘 ( 注 2 ) 役 は 雑 @ ざ 8 3 を 人 5 1 


に 離間 者 な りき 


全 昌 は 0 3 
6. われ ら は か の 国 に お いて 抑圧 きれ た 人 々 に o59ISSK JNI 1 る 


恵み を 与え 、 彼 等 を 指導 者 と なし 、 わ れ ら 


7 彼 等 の 勢 廊 を か の 国 に 確立 し 、 フ ァ ラ オォ ほ ヒ の 259! は 2 が 


ハー マン と その 軍勢 に その 危 恨 せ る こ こと を 


内 っ る 中 5 タ イン ズ 
[の 後継 者 し な すべ く 、 1oGCDUPCIES を CI 


は の 
ウー" う 


スジ スン 」 る ッッ イン タン ラク タン 
示 き ん と 欲し た り 。( 注 3) 〇 の の OS も し 4253 う 


注 1 恵み 深く 、 す べ て を 聴き 、 す べ て や 知る 神 1 


注 2 20 世紀 に お いて 、 西 洋 の 捕 民 地 化 政策 に よる 分 断 と 統治 が 行なわ れ た が 、 フ ァ ラ オ も 同じ 政策 を と り 、 


成功 を 治め て いた 材 


"ある 。 役 は エジプト 人 を 分 割 し 、 そ の 間 に 不 公平 な 差別 を 作っ た 。 引 立て られ る 者 も あ 


れ ば 、 搾取 され 抑 庄 き れる 者 6 あっ た 。 モ ー ゼ 一 族 は 後者 の 不 率 な 人 々 だ っ た 。 「 そ の 息子 を 萩 し 、 婦女 子 の み 


ん と いう 言葉 は 、 イ スラ エル 人 支配 の 為 、 フ ァ ラ オ が その 男 達 を 末 し 、 女 の み 生 か し 続 
見 的 に 示し て いる が 、 今 一 つの 意味 を 
男 達 の 力 を 大 い 、 女 の 様 な 腔 病 者 に し た 。 


まけ た 


事 を 外 


この 庄 は 持つ 。 フ ァ ラ オ は 、 搾 取 と 冷酷 な 抑圧 を 持っ て 、 イ スラ エル の 


注 3 エジプト に お ける イス ラ エ ル の 民 の 刀 廃 は 絶望 的 と な り 、 フ ァ ラ オ と エジプト 人 の 非道 ぶり は 最 部 の 


も の で あっ た 。 全 智 の 神 は 、 抑 圧 者 を 研 し 、 抜 抑 左 者 を 解放 する 様 命じ 
だ 。 全て の 神 の 使者 の 時 代 に 起き た この 出来 事 は 、 イ スラ ム の モハ ッ マ ド 頂 
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の と き 神 は モー ゼ を お 選び に な っ 
者 の 時 に 全て 明らか に され た 。 


第 二 十 久 誤 アル カサ る 
8. か く 《 て 、 わ れ ら は 、 モ ー ゼ の に 環 示 を 以 モン ッッ イン 
> so IOUEE5 


て 、 云え り 、「 彼 に 乳 を 飲ま せよ 。 箇 児 の 生 
に 危険 を 感じ た 5、 た だ ち に 彼 を 河 に 捨て 
よ 、 可 し て 、 案 じ 悲 し な な か れ 。 な ん と な 
れ ば 、 わ れ ら は 彼 を 流 に つれ 戻し 、 面 し て 、 
使徒 の 一 人 だ らし めん 」| と 。 


8 は 2203 尼 才 


ン ン 


KS 
フン 2 レー クオ イン ン eo つ クウ 
OFGVOCIK ま OFS て OWEN 


タグ 


9. ファラオ の 家人 人 は 、 後 日 選 れ ら の 瑞 と な り 、 (る < て る 2 タン ラク インレー ンター アン の ッ ルレ 
ーー ね みどり ご 9 15Ug CI 1 1 
図 し な る べき 舞 況 を 拾い あげ た り 。 OO 
、 レ 】 M ンタ ンタ アン ン 
げに ファ ラオ と ハー マン 並び に を の 軍勢 は OOUASECSS う の (42 の 2 る | 
罪深い 徒 遺 な りき 。 二 明 
10、 フ ァ ラ オ の 盾 は 云え 9、「 こ の 子 は 、 と 流 ME 29oE Sol oe05 う 
の 限 の 喜び と な らん 。 和 す な か れ 。 多分 持 ッ EEC が EE 
来 、 我 等 の た ゅ に 役に立つ や も 知れ ぬ 。 う Os 
或いは 、 養 子 と する もぉ よし] と 。 彼 等 は を ST4443T 
の うっ 
の 成り 行き に 気づか ざり き 。 ( 注 4) の きけ 
1. モー の 母 の 心 は 不安 を 免れ だ り 。 も しわ ラタン ラン ッ ュ 信 1 2 タタ タン チン フォ イン 
~ せん WT EDP 3 < 
れ ら が 役 の 心 を 列 田 な らし ゅ 、 製 な たっ 220oaPok も seee2 っ で らら 
信者 た らし ゅ ざり せ ば 、 彼 女 は 危う くそ の % 誠 OM ん Ye 
oo ACE 1 9 も 
大 相 を 叫 6 か に する まこ ろ な りき 。 (Eb) タン OBEGSoT yi も 
12. 持 は モー ゼ の 姉 に 向っ て 広 えり 、「 彼 の 後 を ラン シタ 
追え 」 と 。 姉 は 吉 く より モー ゼ を 見 守り し - > 
が 、 彼 等 は それ に 気づか ぎり き 。 @ ら の 359 
13. われ ら は モー ゼ に あら か じ め 、 す べ て の 乳 レン ン レレ ッ ン ンター レレ ラン ン 
母 を 握 む べく 定め た り 。 を こ で 、 病 来 た 5 て PoUec0GsUSoe ea し 0laECS と う 
な えり 、「 あ な た が だ に 代わ っ て この 子 を 育 ンー トン アッ タン イン ィ ンタ タン ーッ ーッ ィ イン 
て 、 こ の の た めい を 福 6 人 た らん し の O 多 の 2 千 和 5kJi[ 
な る 家政 婦 一 家 を 教え まし ょ うか ?」 と 。 
14、 か くし て われ ら は 、 モ ー ゼ を その 母 に 返し 、 イィ ン ン ィ る マ レン タン イン < ッ グ アカ ョ ッ ン | 
を イ て IM 便 PUNCeed 
彼女 の 眼 を 震 ば し め 、 を の 北 し み を 除い て 、 の SNECIRULSOS 
アッ ラー の 約束 が 下 実 な る こと を 知ら し め 。 あっ 5 する 86 に は の 
oe eAO 1 ら の 95 と の 1 
た り 。 きれ ど 、 彼 等 の 多く は 知ら ぎる な り 。 501393 テ AGoS 
注 4 計り 知れ な い 。 ファラ オ に 深く 愛さ れ て いた 子 が 、 あ る 日 神 の 手 で ファ ラオ 


を 裁く も の と な ろう と は 、 役 が 気付 (は ず も な か っ た 。 こ の 裁き は 、 フ ァ ラ オ が 神 の 戒律 を 否定 し 、 長 い 問 イ 


スラ エル の 民 を 抑 庄 し 、 虐 げ ば て 来 た 為 に 下 $ き れ た の で ある 。 
つっ て きだ と き 、 何 と 喜ん だ 事 で あろ う 。 余り の 喜び に 、 彼 
い 息 子 を 川 に 入れ 


注 5 


女 は 全て の 事 、 彼 女 が 神 の 啓示 を 受け 、 


モー で ゼ の 二 親 は 自分 の 手もと に モー ゼ 


に 話し て し まう 所 だ っ た 。 


、 を 人 々 


IE 


や い 


第 二 


十 入 章 


アル ・ カ サス 


第 二 項 


15. 面 し て 、 モ ー ゼ が 成人 し て 、 分 別 盛り に 達 』f 欠 3 と の 5 イン ラン で る カイ スイ ン ェ ン フ 
yo Ci WE4 
し た る を 機会 に 、 わ れ ら は 彼 に 知恵 と 知識 CCSASgcDSS SB* 
を 与 を だ た り 。 か く の 如 く 《、 わ れ ら は 善 事 を fo9 で 1 た STCGU の 
行う 人 々 に 絆 。 “ー 二 引 
16. 或 る 時 、 モ ー ゼ は 、 住 民 が うっ か り し て いっ 2 セス ン 
3 5 る 3208 と ce Je SA は 5 
た 隙 に 町 に 入り た り 。 を こ で 、 役 は ニ 人 の フープ ク 2 So テッ 
男 が 狂う の を 見 た り 。 一 人 は 役 の 仲間 で 5035elOaYO2SS AG 32 
9 、 他 方 は 敵 な りき 。 修 の 仲間 は 彼 に 助 勢 ッッ 
を 求め た り 。 さ れ ば 、 そ モー ぞ は 握り こぶ し RC2eoJ GSSOS AO とら 2 10 
に て 敵 を 強打 せり 。( 注 6) よ っ て 、 そ の 男 を スレ コン の を ター シン 。 。 る ン 
は 死す 。 モー は 壇 ん り 、「 こ は 悪 鹿 の 仕業 oe 光 と の ら タ ゆ J 
な り 。 びに 役 は 入 を 迷わ せる 明白 な る 数 な GO 人 と も 人 し ば > 
Me Ed 

ぅ 」 と 。( 注 7) gue2iue losaldFos0ad 
17、 更に 云え り 、「 主 よ 、 我 、 己 が 玩 を 舞 な を ん り 9。 スン ンタ ッッ ター と 
願わ (は 税 を 束 し 給え ] ほ 。( 征 9) され ば 、 つっ 45dgz6Gebe05 は いら 06 
主 は 彼 を 散 し た り 。 主 は 寛大 に し て 、 慈 悲 9 て 人 4 2 

ッ 5 
深く まし ます 。 ウン ロ 
18、 更 に 言葉 を 続け 、「 玉 ょ 、 潜 は 我 に 北 慈 を 会 | 欠 5 っ 2 を (3 と とら 3. 代 
Aa5 ら そ =1 ら 5 50 5 

和 れ 給 を し 故に 、 我 は 決し て 罪 を 犯す 者 の 味 ^ W 人 靖 
方 も な 6 ぎる べし 」 と 。( 注 9) @ の us 
注 6 高い 特性 を 備え 、 高 度 な 理念 を 抱い て いた だ の で 、 モ ー で は 常に 明 く 虐げ られ た 者 に 対す る 助力 を 心 持 


け て いた 。 その 衝 、 和 貧し い イ スラ エル 人 が 令 慢 で 残酷 な エジプト 人 か 6 雪 っ て くれ る 様 頼 ん だ 時 、 モ ー ぞ は 直 


ち に 
注 7 


に 来 な けれ ば な ら な か っ た が 、 悪 い 


雪 出 に 向かっ た 。 


こ は サ タン の 仕業 な り ] と は 、 テ ラブ の 成句 に よれ ば 、 悪 い 事 
「 サ タン が … 人 の エジプト 人 と イス ラ エ ル の 民 の 一 人 と を 戦わ せ た の で 、 私 は 虐 
緑 (相手 の 死 ) し な っ て し まっ た 。」 の で ある 。 又 、 還 頭 の 言葉 は 亡くな っ 
だ エジプト 人 に 向け られ だ も の とも 言え る 。「 こ れ は 、 お 前 の 胃 度 の 様 な 行 
「 お 前 の 死 は 、 その 問 行 ・ 犯 罪 に 端 を 発する ぁ も の で ある 。] モー ゼ が ] 
茶 を 振る っ た と いう 事実 は 、 エ ジ プ ト 人 の 死 が 事故 で あっ た 事 を 示 
の 節 で 述べ て いる エジプト 人 の 章 
強い た と いう 記録 が ある 。 それ 由 に 、 


有史 は な か っ だ 。 クル アー ン は 、 モ ー 
の エジプト 人 が 、 イ スラ エル 女性 ( 


然 、 モ ー ゼ に 彼 
に つい て は 触れ て いな 
この 節 に ある 和 汗 い 


が 起き 、 モ ー ゼ に よる 王 渉 、 を し て エジプト 人 の 死 と な っ た 事 は 明白 で ある 。 
貸し い イ スラ エル 人 を 助け よう と し て 、 モ ー ゼ は エジプト 人 を 殺し て し まい 、 我 身 を 危険 に きら し 、 


注 8 


縄 負 いき れ な い 重 荷 を 自ら に 科 し て し まっ た と モー で ゼ は 悟っ た 。 
で 起き る で あろ う 秋 いじ から 我 生 を 守り 賜 え と 神 に 析 っ た (Jew. Enc. Moses 参 照 ) 。 
この 節 で は 、 モ ー ゼ が 神 に 語り か け て いる 。『 王 よ 
謝 し て 、 私 は 約束 致し ます 。 私 は あの 時 と 同じ く 、 常 に 抑圧 され る 者 を 助け まし ょ う 。 そし て 決 


そこ て 後 は 、 支 配 階 級 の 者 を 殺し て し まっ た 


あな た は 常に 宮 大 で あら れ ま す 。 そ れ 出 、 貴 人 


し て 抑圧 する 側 に は 立た な な いで し ょ う 。] ある い は 次 の 様 な 意味 に も と れる 。「 神 よ 、 貴 人 は 常に 私 に 寛大 で あ 
られ ます 。 で すか ら 、 抑 圧する 者 に 味方 する 等 この 私 に F う し て で きま し ょ うか ?] 
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19. 翌 萌 、 モ ー ゼ 町 中 に 在り て 、 恐 れ を 抱き つる レン ィ ンク 2 と 人 セ シ ッ ン シュ ン ン っ 邊 
っ 警戒 する と 、 見 ょ 、 草 日 に 肥 け を 求め CUIDESEVNCECRIR の 
し 男 が 、 再 び 彼 に 援助 を ちえ り 。 モ ー ゼ は 2 (は 3 と の 
22 4 の ら と きっ の の び い sa っ) 
男 に 向っ て 云え り 、「 流 は 明らか に りか と 導出 
を の ラン ン 
れ し や つ な り ] と 。( 注 10) ⑨ の さら 51 


20. 共同 の 敵 た る 男 ( 注 11) を 制 せ ん と し た も ? る 9 る っ ラン ラン ラン イン イン 

時 、 を その 男 は 芸 ん えり 、「[ モ ー ゼ よ 、 液 は 昨日 3 3 店 の SS 

人 を 殺し た 如く 、 理 を 殺 き ん と 人 徐 する や 7 し SE し 生き ある 届 人 邊 
GOO5 | 

流 は この 国友 て た だ 甘 若 た らん 欲し 、 ン * り 

促 者 た る こと を 欲 せ ざる か ?」 よ 。 IE きく MD 

ター タタ セン レッ 

っ uz の 6 INSCIV 


時 
も 38 41 


了 の 才 4 。 9 
21. 折 し も 、 一 人 の 男 が 町 の 外 よ 9 走り 来 た り て 、 必 史 53 IO の は る 全う 
去り 、「 モ ー ゼ よ 、 実 は 、 長老 た ち が 流 を 。 


2 タッ え タ ラッ 。 プラ タス [ンマ マン ラマ 
殺 る ん と 血 議 中 な 9 り 。 き れ ば 、 多 げ ょ 。 げ IP2SHGH ば WC 計 0695 
- 我 は 、 溢 の た め を 選 2 者 2 。 っ mz 
に 我 は 、 流 の た め を 思う 者 な がり] と の aus っ 


22. か く て 彼 は 、 用 心 有 つ 警 戚 し な が ら 町 を 後 62 み 85 ご 向 GE 22 る うち 
カ 

者 M 本 人 4 @<uB し 

23. az の を < ド ャ ン の カ に は 、 去 ら 5 8 と 5226542252 3 

り 、「 主 は 我 を 正しき 半 に 導 か ん ] と 。 @ ら JE 人 


し か 
面 場 を ょ を ンタ レイ ンプ プン タン ン ン ン 
24. 遇 し て 、 マ ド ャ ヤン の 水 場 に 来 て みる と 、 を る 36 の の 2 移 555 
= 羊 の 群 に 氷 錠 い する 一 団 の 男 等 あり 。 
- ロ レン 5 る っ る 
人 の 女 あ り て 、 自 分 た ちの 壮 cASb2l る eb.2 っ 222 Oo 
を えさ ゝ 彼 は 見 た 4 
の 析 を 近 え させ て る を 彼 は 見 だり 。 彼 は CGCkC Su 
間 ぇ えり 、「 何 事 や や ?」 と 。 ( 注 12) 彼女 た きま と あう 9 TO 9 ウ > の 5 
注 10 モー ゼ は 、 披 に 助 け を 求め た イス ラ エ ル 人 を 答 め た 様 で ある 。「 お 前 は 思 か 
事態 を 招 て の か に 思い 及ば ず し て 、 委 ちの 内 に 炎 難 に 巻き 込ま れ て し まっ た 。] こ の 
いる が 、 モ ー で は その 男 を 犯 因 者 た みな し た 訳 で は な い 。 
注 11 「 共 同 の 立た る 男 ] と いう 言葉 か ら 男 は エジプト 人 だ っ た 事 が 分 か る 。 避 
スラ エル 人 人 な ら 6、 彼 は エジプト 人 達 と 結託 し 、 先 日 の 一 件 を 当局 に 通報 し た は ず だ 。 
ゼ や モー ゼ に 助け を 求 ゆ だ た イスラエル 人 に とり 共通 の 南 だ っ た だ の で ある 。 
注 12 何 を お 困り で すか ? 


菓 は 一 般 的 に 誤解 きれ て 


に ある 様 に 、 も し 彼 が ガイ 
、 彼 は 、 そ モー 
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ち は 答 えり 、「 衝 宣 た ち が 羊 を 連れ 末 る まで リン も レッ と 
は 、 衝 穫 の 群 水 鍋 い する を 得 ず 。 そ は 匠 の を Eo る 

等 の 父 甘 だ EE い だれ ば な り 」 と 。 

25. され ば 、 そ モー で は 彼 廊 等 の た め に 、 を の 群 イー = レン レル 
に 飼い を し た り 。 然 る 後 、 樹 陰 に 人 い て DJdd2 は ICP 
計 え り 、「 主 よ 、 我 何で あれ 我 に 陸 し 妥 え 全て で ン 

②) RE 
る 療 き も の を 必要 とし て 愛 く る 」 と 。 92 あ だら 9) こ 

26. 彼女 等 の 一 人 湊 し げに モー ぞ の ょ ころ へ 3⑧ ECCSWF 和 5CK1CCRRECEMCH 

勿 み 寄り て 大 えり 、「 季 等 の た め に 羊 の 群 に - 
座 錠 いた る こと に 対し 、 我 が 父 が 液 を 招き SSCIGAL ヒ はら PP 
用 に j 礼 を な きん と す 」 と 。 さ きれ ば 、 モ ー レス レン っ: レル レデ 
で は 老人 の 所 へ 行き 、 己 が 身の上 を 語 ら B2 く OKCzcauz5s 3 
老人 は 支え り 、 「 刺 る る な か れ 。 と に プッ en 22 
1 
不義 な る 徒 音 よ 9 免れ た り 」 よ 。 DoeeAO タ 

27. 二 人 の 女 の う ち 一 人 が 「 我 が 父 よ 、 彼 を 雇 そろ らじお っ Eol 6 oOs1216 
い 給え 。 光 の た め に 最適 な る 仕 用 人 は 、 頑 
代 に し て 信用 の お ける 者 な 9」 ま 欧 えり 9。 @eIG 品 こと に っ 

28. 老人 は モー に 区 えり 、[ 流 も し わし の た め  。 5 1 
に 年 間 働 か ば 、 わ し は 二 人 の 娘 の だ ちら の ES GS SlydkTG) PURE 
か を 流 と 委 わ きん と 欲す 。 も し 期限 を 十 年 ラン っ シン シ 

て Se る 
ほ せ ん と 飲 し な ば 、 こ れ ま た 溢 の 奄 に ま か 3 を の 5 
ae 。 、 EE っ 7 人 セレ タン ーッ レン 
そん 。 わ し は 法 に 台 儀 を す る つも りな し 。 1 Dc | 3 RWCGRYC 寺 Me 
も し アッ ラー 欲し な ば 、 洲 は わし が 公正 な 
人 間 な る こ ほ を 知る べし 」 と 。 @Csusllo2 3512 

29。 モー ゼ は 云え り 、「[ こ れ 流 騙 と の 出 の 取り ノン cs 人 
決め な り 。 我 二 つ の 期 妥 の いづ れ を 族 千 す ef IoCYCU 人 1 
る と も 、 我 に 非 は な し 。 ア ッ ラー は 我 等 が 2 と 
える こと を 見 器 す 」 と 。 3 導き 13XPObO 

第 四 項 コッ レン 
30. が て 、 モー は を その 期限 を 満了 し 、 家 族 EVMGIOI ま 人 た 
共に 旅立ち 、 山 の 此 方 に 一 つの 火 を 認め こっ レン 
た り 。 役 は 家人 に 云え り 、「 こ こ に て 待て 、 BB ah 
我 は 燃 ゆ る 火 を 認め た り 。 我 行き て 其処 よ た 2 上 作 (まで 間 な ER は 四 1 
9 消 師 を も た らき ん 。 牙 は 、 燃 えき し を ICPCCE ま DC 
持ち 帰ら ん 。 き すれ ば お 前 た ち 唆 を 得 べ し 」 eo 生き 3 
と 。 ( 注 13) 
注 13 販 息 や 神 と の 霊 的 交わ り に は 、 独居 が 必要 で ある 。 モー ゼ は 神 と の 吉 的 交流 を 授かる 為 、 家族 と 離 れ 、 


世俗 の 英 が り を 一 切断 っ た 。 モ ー ゼ は 神 加 な る 殊 の 谷 の 絹 に 立っ な だ だけ で あっ た が 、 


モハ ッ マ ド 預 言 者 は 実際 
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科 2 メト ノレ レン 

31. 彼 火 の 偽 に 室 る と 、 谷 問 の 右側 の 憧 な る と %% 間 Soe9s 邊 は は oe の が (8 
ころ に ある 本 か ら 治 あ り て 、 呼 び か けち れ ュー セカ シュ ンー コン 」 
た り 、「 モ ー ゼ よ 、 ゎ れこ を は 万物 の 主 ア ッ ー 5406IGIMSSoIS30C っ 6) 
ラー な る ぞ 」 に 。 ッ ン イィ 

⑨CAAAU 

32. 面 し て 、 まで えり [4 の 人 を 朱 り ま は 。 の レッ g レ レン イン ショ レー 
その 株 が 旨 の 町 く 動く を 見 た れ ば 、 包 OOSURXSb SLe eidb 
て 逃れ 、 後 ろ る を 振り 向 か ぎ ざり ぎ 。 ュー で 2 は 。 ミン タッ イ る 」 ク タタ 

sl トマ ・。 WT 1 
と 声 あ り て 、 仰 せら れ 5、「 も を っ と 科 う 、 2 つり al の みあ うり っ 
懲 る る な か れ 。 げ に 液 は 無事 な る 者 の 一 人 @CsVIGs 
な り 。 
よ と ころ ゃ まい タラ ッッ ピン シン ラン ラロ ッ ン イラ 

33. の 手 を を の 信 に 入れ よ 。 そ は 病 に 電 ぎ る 522 し 57 の 59 WC 
に 、 自 く な り て 出 で ん 。 液 の 恐 頂 を 静め る コレ と 、 レ イイ レン ッッ 
だ め に 液 の 腕 を 自分 の 方 に 引っ 込め ょ 。 こ 。 づ 導 08og0ozdoES の 2155 
れ 等 は 、 フ ァ ラ オ と その 長老 た もち に 主 か ら 6 アニ ラジ る シン レン シッ 
示さ れ た つの 客 味 な り 。 げ に 彼 和 は 外 馬 5 ょ ol も JO ぷう OU 
な 民 な り 」 と 。 

34. モー ぞ は 交え り 、[ 王 よ 、 我 は か つて 彼 等 の Gt 5 
ー 人 を 殺し た 》 。 故 に 我 は 、 彼 等 が 玖 を 灯 
きん こま を 誤 る 。 ( 注 14) 

85. また 、 我 が 兄 ア ロン ー 彼 は 我 より も 言葉 巧 H 馬 HH2KP け イプ 
みな れ ば 、 真 容 の 証人 と な る た め ゅ に 役 を 捕 の Ao8GCJG2 で be の 5 
佐 と し て 我 と 共に 違わ し 給え 。 我 は 、 彼 等 E133 5 る て ン を る っ 

こ (GE 52 りり 
が 我 を 嘘つき と 天 難 さん こと を 区 る 」 と 。 eg GPS2S セ 
36. 神 は 云え 》、「 わ 和 れ ら は 流 の 兄 の 助け を 用 い mc を ショ ン _ を 
て 、 浴 の 也 を 《 せ ん 。 ま た 、 あ 前 た ち KRC 594 を AE AvJG 
名 に 権能 を える が 衣 に 、 伝 等 は お 前 た ち し os2CS( ES Lo る 記 
に 危害 を 加え 得 ぎ る べし 。 わ れ ら の 奇跡 を で 
携え て 行け 。 刀 前 た ち 両 名 並び に お前 た ち KWH 
に 従う 者 は 勝利 者 た らん 」 と 。 
37. か て て 、 ミー で が われ ちの 間 を る を OCGo eKGG 


携え て 彼 等 に 至る や 、 役 等 は 云え り 、「 こ 
た だ の 考案 せる 魔術 に すぎ ず 。 凌 2WN 


ント レン ッ ント ンタ クス 2 を る 。。 る 
CGIG Ns こっ 計っ 


谷 べ 入っ て いっ た 。 (53 : 14。 15)。 モ ー ゼ は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 取っ て お か れ た 様 な 神 の ぉ 側近 (の 所 まで 
行く 事 は で どき なか っ た 。 


注 14 


モー ゼ は 、 


こと は 認め て は いな い 。 


誤っ て 殺し て し まっ だ 男 の 事 に 少し 触れ て いる が 、 故 笑 の 殺人 と 間違え られ て 有罪 に な る 
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祖 の 物語 り の 中 で 、 こ れ に 似 た こと を 聞い @CUsyI 
だ た だ めし な し | と 。 

98. モー は 云え り 、[ 主 は 誰 に その 懲 導 き を ケ as 移ら 24052 63 
え 給 う た か 、 ま た 誰が 終 の 住処 の 思 江 を 得 呈 ^ 
べき か を 一 番 よ (知り 給 う 。 げ に 、 悪 人 は CBOEENtIECGIM(P<5 と Pt 
決し て 栄え ず 」 と 。 ッッ は 

@o* 遇 | 
こ ーー ょ > チ よ > aa ト ンク タッ レー ュ る アン ン ラン タイ レー 5 っ と 。。 ス イレ レン 

99。 ファ ラオ は 去り 、 [長吉 た ちょ 、 和 は 我 以 3 co る と ちっ 

外 に お 豚 た ちの た め に 神 ある を 知ら ず 。 き 旨 

に er ィ 1 トイ リラ トイ っ 人 2 で の コー 
れ ば 、 ハ ー マ ー ン よ 、 我 が た め に 泥 で 交 志 day る の igds 1 
を 焼き 、 全 し て 剛 を 築け 。 然 す れ ば 、 我 、 と 
モー や の 神 を の ぞ き 見 ん 。 な ん と な れ ば 、 583 る 85UC 誠 を き 
艇 は 彼 を 嘘つき 上 考え る 故に 」 と 。 ee 才 

40. か く て 、 フ ァ ラ オ ヒ を の 軍勢 は 、 そ の に 2 る 325 
有 ぬ て 、 サ や みや た ら よ と 松 圧 を 極め た り 。 彼 レレ イー タン 
等 は 、 わ れ ら の 許 に つれ 戻 きれ る こと な ど Io7GHGSOICCI WI 
断じて ある べき 管 な し と 思え たり 。 

41. きれ ば 、 わ れ ら は ファ ラオ 並び に を の 電 替 ERed19 28235 っ お も 
を 捕え 、 彼 等 を 海中 に 投じ た り 。 見よ 、 各 - リュ ター レー レー 
人 ども の 末路 が 如何 に 悲惨 な り し か を 1 @Gu Eo の 

ご うか 。 いき な の 内 イ プッ クタ 3 る 名 ンー っ タウ ン ン レレ 
42. われ ら は 彼 等 を 、 業 火 に 論 う 先達 し な せり 。 112523E0UdUUOeO3 LasS 3 
復 滞 の 日 に は 、 彼 等 は 助け られ ぎる べし 。 の の 
ン 
48、 彼 等 は 現世 に 訟 て は 、 わ れ ら が 可 語 で 追い PB の EEHICK と の 
と し と | ol G 246315 
加 き れ 、 厨 し て 復活 の 日 に は 、 す べ で て の 蓄 の ズ と 
悲 を 拒 ま れる 者 と な らん 。 @os 交 163 
いにしえ 第 五 項 レア コ 1 の イル ュ ア プー 

44、 わ れ ら は 吉 の 世代 を 次 々 滅ぼし た る 後 、 CAUCGSIEOSGe CGI と Ed 
人 押 の ため 記 発 の より どこ ろ と し て 、 ま レン レン っ 

ご 簡 骨 並び に 六 門 し し て 、 モ ー で に 却 典 を 介 紹 253352oE2 ら の 
計り た り 、 彼 等 に 反省 きせ ん が た め に 。 eo 3 と 
いみ 

45. 流 は 、 普 われ ら が モー ぞ に 命令 を 降 せ し 時 、 


シナ イ 山 の 西側 に 居 ら ず 、 ま た 目 机 者 の 一 


る 2 EKeSei3hoke 
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員 で も 非 ぎり き 。 ( 注 15) @CAeBloe cc の 

46. 然 れ と も 、 わ れ ら は モー で の 後に 幾多 の 世 4225 GS % ぅ 
te 誠 い 役 等 の な め に その 生命 を 長 Y せ レレ ィ 

。 流 は また マ ド ヤ ン の 民 共 に 住み 、 わ MOCOIHROGA の JA(GE 間 と を 

の を 人生 い 物語 り し 者 に 非 ぎり ン 。 
き 。 されど 、 諸 便 人 を 造 わし た な る は 、 わ れ @CA ら GS? 
6 な り 。 ( 注 16) 

47 また 液 は 、 わ れ ら が モー に 呼び か けし 時 る っ acE 引 1 e セ ラッ 
も 、 シ ナイ 山 の 山 腹 に は 自ら ざり き 。 導 る 2 ls ビタ 
に 、 わ れ ら が 液 を 、 の 基 と し て 遣わ し のち 34 る 人 色 も あ RCCULO れ の ュ 5 
た は 、 ( 注 17) 未だ か つて 一 度 る 稀 告 者 到 レン シン 
りり し 民 に 、 半 せしめ ん た め に し て 、 @S と Tag 
第 等 に も 反省 せ すし めん が た め な り 。 

48. も し を う せ ぎれ ば 、 彼 等 の 手 が 先 に 送 9 し が 28 の 1935 
行い の た め に 、 衝 区 が * 彼 等 の 身 に 降り か か し 
る 時 、 彼 等 は 寺 わ ん 、「 主 よ 、 何 故に 湊 は 我 の (の 届 計 
等 に 使徒 を 造 わ る ざり し か ? 我 等 は 流 の ノ 。 ノレ 
神 光 に 従い 、 信 者 と な り し も の を 」 に 。 coo 

49. 狼 る に 、 今 、 真 理 が われ ら の 誕 よ り 彼 等 に は 約 PIPE る 先 
至る と 、 等 は 誠 ま 9、 「 何 故 彼 に 、 モ ー ゼ ッ ン 
に 与え た る 如き 吉 跡 を 、 与 を ぎり しかり] g63CoAC TA2 3 
と 。 彼 等 は 以前 、 モ ー ゼ に 与え を だ る も の を ァ 8 ン レ 。 
信 せ ぎり し に 非 ず や 2 條 等 は 坪 を 9、 2 人 w 人 5 の を 5 の 
1 都 法 も クル アー ン も 、 両者 と 5 互 に 助け ンー 
合う 庄 術 に すぎ ず 」 と 。 更 に 彼 等 は 「 救 等 @GO3 
は 両者 と も 信 ず ず 」 と 大 えり 。 

50. 云え 、「 な ら ば 、 お 前 た ちの 千葉 が 真 天 な 5 人 ヒ お oloe 提 く ed 
ば 、 両者 ( 生 18) に 勝る 導き の 経典 を アッ < 
ラー の 許 よ り 6 た らし て みよ 、 然 ら ば 我 を 間 2 人 4 
れ に 従わ ん 」 と 。 

注 15- この 節 は 、 モ ー ぜ に よる モハ ッ マ ド 聞 言 者 出現 の 預言 が 明らか に 成就 きれ た と 示し て いる 。 更 に 、 モ ー 


で が 言 : を 行なう 時 傍ら に モハ ッ マ ド 預 言 者 その 人 が 居 た の で ある 
1 言 者 と モー ゼ の 似 点 を 速 べ て いる 。 モー ゼ は マ ド ヤ ン の 見 知ら 人々 の 中 


も メデ ィ ナ に 10 年 住ん だ 後 、 メ ッ カ を 支配 し に 戻っ た 。 


注 17 


項 言 者 が 自分 自身 に 関す る 項 言 を ( 申 命 記 18 : 183) モー ゼ に 強い 、 


この 節 は 示し て いる 。 


年 18 


「 両 者 ] ほ は クル アー ン と トー ラ の こと 。 


後 、 フ ァ ラ オ の 圧政 に 苦し な イス ラ エ ル 人 を 救う 為 エ ジ プ ト に 戻っ た 。 


(中 命 記 18 童 18 第 ) 。 


同様 に モハ ッ マ ド 預 褒 首 


その 成就 を 求め た 等 有り 得 な いと 
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第 一 上 入 童 アル ・ カ サス 
51. 然るに 、 彼 等 も し 流 の 要求 に 応じ 得 ぎる 場 っ る スレ セイ て っ 
( 1 
合 は 、 彼 等 は た だ 自分 の 論 想 に 従っ て いる ED 5 9 
に すぎ ぬこ と を 知れ 。 ア ッ ラ ー の お 導き な OZ る 和 あ も らく 1 作ろ 3 
ed 2 う 9 
くし て 自分 の 妻 想 に 従う 者 に も 増し て 身 を ら ど し し 
誤る 者 は 誰 ぞ ? げに アッ ラー は 、 悪 を な せ @ の SINeo す 人 3 
る 人 々 を 導き 給 わ ず 。 
第 大 項 
52. われ ら 6 は 彼 等 に 次 々 と 啓示 を 降 し た り 、 を イン ッ タ フフ フッ ン ター 2 イン ラン レッ ン フン 
は 邊 等 に 訓 水 を 受け 入れ きせ ん が た め に 。 OX UCS2G355 
53. わ れ ら が クル アー ン 以 前 に 経典 ( 注 19) 7 衝 に ン くま CRPOAt 
を 号 え た る 者 は 、 ク ルアー ン を 信 ず 。 @os22 や で oeUeerslooll 
54. その 役人 等 に 向っ . せら る る や 、 役 等 は 区 < 。$ 1 RUE ま と も PE 
云う 、「 我 等 は を 信 ず 。 げに 、 Sa ES 1 当 2 
の 真理 な り 。 げ に 我 等 は 、 そ れ が 交 る 以前 ン ク 32 Yi 
か ら す で に 神 に 甘 心 服従 の 者 な りき 」 と 。 の ooo - 
55. 六 Pf Ke イプ る ッ タ ンク イ て ラタン 
し 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 は よく 耐え 婦 の ンチ OM 
善 を 以 っ て 守 を 計り 、 あれ が 枯 り し も の が の 85 の Sm 放 負 る みる 
OS らち っ 2 い の う の Ju 
を 惜しみ な (他人 に 施し 与 を た る が 夏 に 。 の ク 
56. また 彼 等 は 、 く だ ら 5 ぬ 話 を 耳 に する と 、 を ンタ エン 殺 衝 イラッ ン ッ クタ フラン ン 
・ 1 じ : 0 ! 
れ か ら 顔 を そむけ て いう 、「 我 等 に は 我 等 の ICHIGODIEEGK 和 SPIE 
仕事 あり 、 お 前 た ち に は 前 だ ちの 仕事 あ 2 フ シイ ン の ンク ュ レ ン シ 。 
@GAedIG う 2 2 
り 。 い ざき ら ば 。 我 等 は 悪人 に 関心 を も た の の の か う 
ず 」 と 。 
57. げに 法 は 、 自 分 の 好み の まま に 座 で も 導く ラッコ シン と の スン シタ ラン とい 2 を て 
こと を 得 ず 。 括る に 、 ア ッッ ー は 、 証 て あど CM DS っ Sefo2 8! 
れ そ の 欲す る 者 を 導き 給 う 。 ア ッ ラ ー は 、 の の og 42 肌 多 
導き を 受け 入れ る 者 を 誰 よ り も よく 知り 給 - - 
う 。 
88. 彼 等 は 云う 、[ も し 我 等 が 流 と 共に 簡 竹 に の ウ RE 人 AEIM 御 AIP 


従わ ば 、 我 等 は この 地 よ り 叩 き 出 きれ ん ]」 

と 。 わ れ ら は 彼 等 の た め に 安全 な る 加 城 を 

確立 し 、 革 処 に 、 わ れ ら か ら の 給 差 と し て 

NM し むる に 非 ず や ? 然 る 
、 彼 等 の 大 半 は 之 を 知ら ず 。 


KW 1 と の 8 
Ac VRE 9 


KR る ャ マタ 


NM 5( ど ば 


注 19 


ここ で いう 「 経 典 ] は 、 ト ー ラ を 指す 。 
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第 二 填 入間 ル ・ カ サス 
59. ゎ われ ら は 如何 に 多く の 栄 固 を 誇れる 邑 を 減 


ぼ せ し こと か ! こ 選 等 は 彼 等 の 居住 地 な 
り し が 、 彼 等 の 後に 殆ど 住む 者 と て な し 。 


EEC の 2923 oeCSs ち 
5 SUsao3G2 522 


( 注 20) 夏 に 、 そ の 相続 者 に 成り た る 者 は 時 
われ ら な り 。 @ の の 光 あ 5 を 

60. 然 れ ど も 、 主 は 、 を の 秒 示 を 人 々 に 六 み 間 08GZ 和 を と 史 l22 93766 じ 3 
か すべ て その 首都 に 使徒 を 挙げ ず し て 、 決 っ 。 イン タッ シン 
し て 如何 な る 首都 $ 減 ぽ せ る こと な し 。 ま AL IS 導 村 し 3s KN ま IRO 
た われ ら は 、 そ の 住民 が 不義 不正 に 非 ず ば 、 CAU 
如 何 な る 首都 $ 減 きせ る こと な し 。 os a 

61. お 前 た ち が 今生 を られ て いる も の すべ て レレ レッ タコ シラ クン 作っ ラク ーッ ラタン 
は 、 た ん に 東 の 間 の 現世 の 楽し み で あり 、 っ SA es 
それ を 人 稼 る もの に すぎ ず 。 然 し な が 6、 ア ッ oht き AL の 1 
ラー の 話 に ある も の は 、 は る か に 勝 り て 、 
不変 な り 。 を それ で も お 前 だ た ち わ か ら ぎ る 
か ? 

第 七 項 

62- われ ら が 嬉 美 な る 約束 を な し 、 や が て を る の れ 09 6 ンス の 803 
1 
約束 が 実現 きれ る 者 と 、 わ れ ら が 現世 に Sh Oo 50g5o マ 
て の み 箇 朱 を 芋 受 る せ た 後 、 復 活 の 量 に 神 の 人 22 

の 前 に 曳き 出し て 紀 将 する 考 と 、 同一 な り 

ゃ ? 

の に Em アド 前 た プッ レッ > レッ ン ン 

63. を の 日 神 は 、 彼 等 を 呼び て 問わ ん 、「p 前 た の OLG ッ < る 465 253 
ち が 主 張 せ る われ に 匹敵 する 神々 は 、 い ま 
何処 に あり や ?」 と 。 の GA 

64. する と 、 天 浪 の 宣告 通り に な り た だ る 彼 等 は の 26 の 前 (人 

eee と の JI 
云わ ん 、「 主 よ 、 我 等 が 誘 強 せる 者 ども は 、 フレン シン 
これ 等 な り 。 我 等 は 己 れ 自身 が 迷っ た 如く し GUNG135 EC の 2 
彼 等 を 淫 わ せり 。 我 等 は いま 彼 等 と は 関係 リラ シン ンー ラン 
な て 、 液 を 頼る 。 彼 等 が 上 め し は 、 玖 等 に @ ゅ ossGG113W 
非 ぎ りき 」E。 

65. また 、 か く 到 わ れん [前 た ちか 和信 を 0 
礼 り た る 神々 に 祈 れ ] と 。 さ れ ば 、 彼 等 は rO ッ ン の 
神々 に 祈 ら ん 。 猿 れ だ も 、 神 々 は 応え ぎる 

注 20 以前 住ん を で いた だ 人々 は 、 力 も あり 、 優 秀 な 文明 を 誇っ て いた だ に も か か わら ず 、 神 の 真理 を 否定 し た こ 


と に よっ て 地上 の 上 か ら 払 い 志 ら れ だ 。 


弱い も の と 思わ れ て いた 人 々 が 、 


彼ら に と っ て か わっ て や っ て きた 。 
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っ fm 


ル ・ カ サス 


し 。 彼 等 は た だ 和 信 を 見 る の み 、 市 し て 、 
= 従っ て いた な ら ば 、 と 思う 1 


1 イセ ン ンス M5? っ タプ 


2 の OOab も 6 


ラタン ッ ン 


CIOPWKC 了 


66、 そ の 日 神 は 、 彼 等 を 呼び て 問わ ん 、「 な 前 た COAVO4 1 座 WRP 介 ウタ ンプ ラッ レク ラン 
ち は 使徒 ら に 如何 に 答え だ た のか? 」 と 。 だ ROSE 2 CS っ 
67. その 日 、 す べ て の 消 各 は 彼 等 に 不明 朋 な eS 27 訪 イン ラーン 
0) と を Ve 
り 、 地 い に 誤 く こと を すら か な わ ぎ る べし 。 ID) 
68. 銭 F も 、 必 徐 し て 信仰 し 、 半 義 を 行う 者 の 慈 2 の に て と 7 と し K ジ 骨 
は 、 成功 者 の 仲間 に 加え られ ん 。 ( 注 2D ー 
oeus41C2 
69. 流 の 主 は 、 己 れ の 欲す る こと を 創造 し 、 巳 タン ッッ シラ レー アン レガ シッ 
1 を 2 
れ の 欲す る 者 を 選び 給 う 。 き されど 、 徹 等 は CD 5377C ビ 4 5 
選択 する こと を 得 ず 。 ア ッ ラ ー を 護 え よ 。 と 44 ヒル Fr の の は 2 
* oO 人 4 ける は を 1 
彼 こ を は 、 彼 に 併せ 祀る 神々 の 上 に 高く い 9 旬 語 7e 
まし 給 う 。 
70。 し て 、 液 の 主 は 、 彼 等 が 胸 に 秘め る も の 、 OO を WS 人 GAKEH ち 
また 、 外 に わ す も の を 知り 給 う 。 
箱 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー な り 。 人 の 外 に な の 人 7 ン と 0 いら 
8 1 3 の 
世 閥 びに 来世 の 一 の 工 半 は 、 彼 に 届 す 。 225dyI は の SUSU543) 9 弘 
守 導 は 彼 の 学 所 する と こ うに し て 、 前 だ OKC KIMI 
ちば 彼 の 放 
2 一 、「 我 に 各 げ ょ 、 も し アッ ラー が 復活 の タン ュ ン ス 人 KGS7 生 に 
日 まで ぉ 前 た ちの 上 に 永続 的 に 夜 を 拡げ な ee Id* MY 
は 、 前 だ ち に 光明 を も だ ら す 者 は 、 アッー Es 守 北 沿 管 作 の gg 
ラー に 非 ず し て 如何 な る 神 で ? 前 た ち 。 "の ソレ ン 
耳 を 傾け ぎる つも 9 か ?」 と 。 IOIOEAGIPI 
73. 云え 、「 我 に 告げ ょ 、 も し アッ ラー が 復活 の タフ ッ ン フレ る 」 る 穫 郊 | イン ン ッッ タッ ン ン ン 2 タ 
- Vue | 1 よ ae) ld 
日 まで な 前 た ちの 上 に 氷 続 的 に 征 を 近 げ な ! Mi | 
ば 、 わ 前 た ち に 休 和 めす べき 夜 を も た 6 す 者 OK 北 ば 交 の 20 し ちい 
は 、 ア ッ ラ ー に 非 ず し て 各 何 な る 神 ぞ ? 前 隔 上 
@85 し すし 
お 前 た ちこ れ で も わか ら ぎ る か ?」E。( 往 の Os 25 
22) 
往 21 イス ラム 教 で は 、 悔 い 改 め た 者 に 対し 扉 は 常に 開か れ て いる 。 罪人 が 今 は の きわ に 必 い 改め る 事 き え 
許 き れる 。 救 われ な い 者 は 無い 。 た だ し 、 神 を あく まで も 否定 する 省 は 、 自ら 悔 根 の 話 を 閉ざす 事 と な る 。 
邊 22 不断 の 労働 、 不 断 の 休息 は 人 の 身体 を 触 む 。 夜 岡 の 休息 と 昼間 の 労働 、 こ れ は 神 の 大 いな る 東 み で あ 


る 。 夜 、 療 れ た 四 支 は 休め られ 、 層 日 の 労働 へ の 新た な 活力 が 湧 く 。 を し て 是 問 動き 、 生 活 の 数 を 得る 。 こ の 
繰り 返し が 神 の 和 意 み で ある 。 
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第 二 十 入 章 


アル ・ カ サス 


開 
74. 彼 が が 、 を の 慈 草 に よっ て 、 芋 夜 を 設け た る 2 し イン ンス 5 っ 
は 、 お 前 た だ ち を 休息 きせ 、 且 つ お 前 た ち に 4953BiA0J 2 の の タラ 
を の 恩恵 を 求め せしめ ん が た だめ 、 並 びに お @G25 1 555 SS 3 
前 た ち に 感謝 の 気持 ち を 抱か せしめ ゅ ん が た 遇 還 
め な り 。 
^ 、 イン ンタ フラ ブタ 5 タン ン っ ーッ ー レ レタ ブッ ン 
75、 を の 日 、 彼 は 、 彼 等 を 呼び て 問わ ん 、「 ぉ 前 SG ldS う る の 2 う 
た もち が 主 張 せ る 、 わ れ に 匹敵 する 神々 は い レラ タッ ン 
ま 何 知 に あり や ?」 と 。 @⑯ 〇 と ジ 
76. 相 し て 、 わ れ ら は それ ぞ れ の 民 か ら 一 人 の ORIGGH イッ タック クック 。 レッ クン 
証人 を 水 げ て 、 問わ ん 、「 お 前 た ちの 証拠 を YEe ロ 2IPo2Eo う 
持ち 来れ よ ] と 。 す る と 、 彼 等 は 、 真 理 は OO MV・ イィ ン 人 ン イィ ラカン < 
。 6 ひ s2 人 5 の io 
テッ ラー に 必 す る こと を 悟ら ん 。 し て 、 員 
彼 等 が 提 造 せる 神々 は 、 み な 彼 等 を 捨て て 
志 ら 4。 
第 入 項 
77. げに クア ー ル ー ン は 、 ( 注 23) モー ゼ の 民 2 入 作っ る る 2 る 
は さら S と (用 め (9y の の うつ ク の き の めき らら 1 
の 一 人 な り し が 、 彼 は を の 氏 に 対し て 折 緒 て Dee の 
し て 振 無い た り 。 わ れ ら が 彼 に お び た だ し doLY42G28G ぶら ce 
い 財 堂 を 与え だ れ ば 、 そ の 宇 座 の 鍵 は 一 妖 。。。」 レ ニッ セラ の ッ シン ラン ミン 
の 大 力 な る 男 た ち に も な お 拓 い 媒 き ほど な で る ダ 20031 で 645841 UE 3 8 
りき 。 そ の 民 は 彼 に 向っ て 云え り 、「 有 項 天 レ 。 っ 
に な る な か れ 。 げ に アッ ラー は 、 有 頂 天 に 9oysy 
な る 者 を 愛 で 給 わ ぬ 
まい 1 る マフ タン 62 レン 5 ! イ ンタ 、・ る ラン 
78. アッラー が 潜 に 援 け し も の で 来世 の 在 居 を ひら 92 め 29 因 癌 GESS2 
求め よ 。 こ の 世に 炒 け る 液 の 取り 分 を 忘却 、 レ レル ンー と の レラ 
する な か れ 。 テ アッラー が 流 に よく し た 如く 、 Ao に ちち gebGAIo2 9 
液 も 他人 人 に よい こと を せよ 。 前 し て 、 こ の ああ マス < 』。 コ 226 ニレ レン 5 ーッ フン ニン 
こみ NN ロ い H MM 
世 で 悪 を 為 きん と 謀る な か れ 。 げ に アッ で 081o の 9 うじ 3| YeH 
ラー は 、 悪 を 為す 徒 傾 を 愛 で 給 わ ぬ 」 と 。 の oi 下 
79. 彼 は 云え り 、「 我 、 こ れ を 授かり た る は 、 航 て 人 タイ イク ュー ンタ 代 < うと 
が 持て る 知識 の せい な り 」 上 。 彼 は 、 ア ッ POR 
ラー が 引 よ り 力も 富 も あり し 役 よ り 前 の 多 OH2AOeO タ 誠 2242322AI 委 
OO タ っ 955O2UalO5 人 1 
て の 世代 を 減 ぽ せる こと を 、 知 ら ぎ 9 し の の Io ラ 仙 Po2ela 
往 23 クア デー ルー ン は 非常 に 捨 宜 で あっ た 。 役 は ファ ラオ に 高く 引き 立て られ 、 フ ァ ラ オ の 財政 管理 者 の 様 


な 立場 に あっ た 。 彼 は ファ ラオ の 金鉱 を 管理 する 役人 で 、 金 採掘 技術 者 で あっ た 様 だ 。 南 エジプト の カル ー の 


領地 は 、 良 質 の 金 狼 が ある こと で 有名 だ っ た 


彼 は イス ラ エ ル の 民 の 一 人 で あり 、 


モー 


われ て いる 。 し か し ファ ラオ の 引き を 得 ん が 為 、 彼 は 同胞 を 虐げ 、 彼 等 に 徴 慢 に 振る 舞っ た 。 その 為 天 草 が 
り 、 彼 は 死ん だ 。 
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第 上 久 意 アル ・ カ サス 
か ? お よる を 罪 を 犯 せ し 者 は 、 自 分 の 立場 アウ の ッ ン タン クシ ンク ンタ タッ 
2 cr! 
を 謎 する 機会 を 与 た られ ぎる べし 。( 征 ey る 人 E に 5 生島 た 。 
2 @⑨Gysll 


80. 


81. 


83. 


84. 


、 か がく て 、 


クア ー ル ー ン は 、 あ らん 限り きら びやかに 
節 り 立て て 、 SR に 出 で 行き ぬ 。 現 
世 の 生 活 に 執心 す る 徒 問 は 伝え り 、「 あ ぁ 、 
我 等 も クア テー ルー ン が 授かり た る 如き も の 
が いた だけ だ な ら ば ! げに 彼 こ そ は 、 素 晴 
し い 幸 福 者 よ ]」 と 。 

然 れ ども 、 真 の 知識 を 授け られ た る 者 は 

云え り 、「 情 け な や 、 信仰 し て 善行 を 積む 者 
に と っ て は 、 ア ッ ラ ー の 谷 賞 こ を 最 勝 な り 。 
人 し 、 耐 え 妨 ぶ 者 の み が そ れ を 与え られ ん ] 
と 。 


われ ら は 大 地 に 、 役 と その 屋敷 と 
を 呑み 込ま し ゅ り 。 役 に は アッ ラー に 抗 し 
て 助け て くれ る 味方 と て な く 、 ま た 自ら 6 防 
衛 し 得る 力も 非 ざ りき 。 

前 日 まで 、 邊 の 身分 を 切望 せ し 徒 溝 は 
い 始め り 「 ア ッ ラ ー は 自分 の 欲す る 僕 等 に 
給 養 を 賜 い 、 臣 る 者 に は 之 を 増し 、 或 る 者 
に は を 減ずる な り 。 も し 我 等 に アッ ラー 
の 御 聞 意 な か り せ ば 、 我 等 も $ ま た だ 大地 に 脊 


中 


み 込 まれ だ る べし 。 あ あ 、 忘 思 の 舗 は 決し 
て 栄え ず 」 ま 。 

第 九 順 これ 
こ は 、 来 世 の 住居 な り 。 わ れ ら は 之 を 、 こ 


の 世 で 高慢 な る こと を 欲 せ ず 、 ま た 了 盗 を 
欲 せ ぎ る 者 に 与 う 。 上 は 、 義 し い 入 の た 
め に 存 す 。 


。 善行 を 為す 者 は 、 協 徳 に 勝る 報 美 を 受け ん 。 


きれ ど 、 悪事 を 為 せる 者 は 、 その 行為 に 応 
じ て を それなり の 報い を 項 載せ ん 。 ( 注 25) 


MOE 


と な アオ 人 メア 


時 的 間 ROAIIEH 
IO は GUICRIICIC 和 は Al 


包 3 


アス 


の ンク る 語 8 


5 o6U5 Oo めい O。 う 


②③ の 75 の っ タタ の 2 る 


OOo53 弘 ら あ の 5353 


ei 


ショッ ン イン ン ン ライ 
9 の 623 EL24FHWYOAIKGR 
タラ ン 


つい ぬう の ACEDU2K の T 


5 の ンス る ッ ン シン 
の EE 4CEA2 の 8 


3231 


タッ タッ タイ レン ッ や イン タン の タレ クッ と 
De 83 凍 


4 仙 3 ャ ノン ン 2 和 セ ち 


ン ッ タン 


@ 負 し 9ota 上 LE が 姓 人 5 


PS つの 


注 25 
きも の より 減ら され 、 悪 て と ふる その 罪 


24 


不信 心 者 の 有罪 は 明らか で あり 、 


神 の 報酬 の 控 は 次 の 様 で ある 。 


これ 以上 の 吟味 は 不要 だ 。 あ る い は 光 の 様 な 
告 きれ た 者 は その 罪 が 明白 で あり 、 弁 明 の 機会 や 与 えら れ な いで あろ う 。 
対す る 報酬 は 后 倍 ! 
の も の で ある 。 


各 味 に も と れる 。 罪 


こも な り 、 悪 行 に 対す る 同 は 、 当 然 受 ける べ 


ー608 一 


ニニ 丸 意 


由 アル ・ カ サス 
86. クル アー ン の 教え を 流 に 授け 給 う た 役 は ら レ < TOAUTERI ピン 近 0 
3 OM 1 
必ず 液 を 帰る べき 偽 婚 に 連れ 戻る ん 。 云 を 、 poAIeN Pe) 
「 匠 が 王 は 、 質 導 を も た らし た る は 知 か 、 る る 23260 し の 人 あび 
また 迷 誤 に ある は 誰か を 熟知 し 給 う ] と 。 - リッ 
の ゆば よっ 
897. 経 穫 が 液 に 間 示 せら れる よ は 、 全 て 抜 の 移ら UESWMUEST25GY 
期 せ ぎ ざり し こと に し て 、 を な は 備え に 圭 の 比 ンプ ビン レン シ ン リラ 
閉 に よる 。 きれ ば 、 断 じ て 不 信者 を 手 功 時 の の DEYO は 5 の 
け す る 者 と な る な か れ 。 
88. アッラー ー の の 2 に 陸 を れ た る か Ole ちり 2 
ら に は 、 を それ か ら 顔 を を むけ る こと な か れ 。 を 
和信 々 を の 御 許 に せよ 。 放し て 、 ま Go 敵 の の 502 お 5 
に 節 神 を 配 する 徒 員 の 市 に 加わ る な か れ 。 
89. アッ ラー 以外 に 如何 な る 神 も 祈る な か れ 。 MG CE し 11 の テッ キネ 
ッ ラ ー 以 外 に 如何 な る 神 も 析 る な 3! 5 作 部 | 95 
彼 の 外 に 神 を し 。 す べ て の も の は 、 彼 を 除 。 ンー シッ レシ レラ ンタ リン 
いて 、 み な 消滅 す 。 零 判 は 役 の 学 揚 し 給 う Ooe42 包 銀 42s5L3 


と ころ に し て 、 お 前 だ ち は 彼 の 攻 に 連れ 戻 
きれ ん 。 
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アデル ・ 


テン カブ ー ト 


(メッ カ 柳 示 ) 


あま ね 


1. 次 奄 深 《、 恵 み 週 (アッ ラー の 御名 に お い うと 1 いと | 
て 。 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 往 1) AI 
、 トーリ ュー テト ッ s る ロイ タッ タマ ーッ ン イタ 人 る レーン ン 
3. 人 は た だ 、「 季 等 信 ず 」 ほ 云う だ け で 、 読 き IHSTEEC( 陸 LUCK 
れる こと な か る で し 、 と 考え ん る か ? ラタン タン 
〇 ら つめ っ 
4. われ ら は 、 役 等 以前 の 者 も 試し た り 。 な ん と 2 フレン ュ ン 
1 る ン < ・ ン レ 
な は 、 ナ ッ ラー は 寺家 なる 基 は 証 な る ヵ 、 4 CoANESO82 
また 虚言 者 は 誰 な る か を 必ず 識別 せん 。( 注 の RTHGWNKRTR ろ 0 
2) Oc 
の が で ウン ンタ ンー ラプ 
5. それ と も 、 悪 事 を 行う 者 は 、 ゎ れ ら か 6 逃 堪 09 信 ENCRUT 1 の 委 こ っ 多 
れ ら れ 得る と で も 思う か ? 袖 な る か な を 骨 
の 判断 。 OYKCAV 
こい ね が が リン す ー ン ン ラ ン ェ ン さき ワン アデ オン テア 4 
6. アッ ラー の 会 見 を 希 う 者 に は 、 ア ッ ラ ー み ( 10218%25 らら 2 
の 定め られ だ 時 が 必ず 来る さき こと を 準備 メン プッ 
きせ よ 。 役 は 全 聴 者 、 全 知 者 に まし ます 。 OF 
ュ 和 の に 注 ュ ナ マエ る クル は ィ | 2 る 
7 信 伯 の た め に 替 力 する 者 は 、( 生 3) た だ ロ な 人 2508! し 認 Ag ば 6 の 2 ほ ジジ 
れ 自 身 の た め に 葵 力 す る な り 。 げ に アッ - 
ラー は 一 切 の 衆 生 を 頼む こと な く 、 独 9 自 @ の Ng 
ら 存 す 。 
8. 信じ て 善行 を 積む 者 は 、 われ ら は 必ず 伝 等 に 1 WIIPW る 1 
の 諸々 の 罪 を 帳消し に し て 、 前 し て 、 彼 等 レッ ッッ ラン 
の 最 療 な る 行い に 対し て 変 賞 を サ え ん 。 っ 8 g 玩 っ 
注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な り (2 章 2 節 を 参照 )。 
往 2 信 洛 は 普 難 ・ 窮 之 を 経験 し な けれ ば な ら ず 、 彼 等 の 信仰 は 成 し く 試 き れる 。 彼 等 が 真実 神 の 下 科 と 


る の は 、 茂 し い 試練 に 面 えた 後 で ある 。 


注 3 


この 第 で は 、 ム ジャ ヒド 


(「 信 仰 の た め に 支 力 する 者 ]) 
際 の 行動 に 移す べき 高い 理 起 と 不変 の 勢力 を イス ラム 用 語 で ジ ハ ー ト と 言う 。 そ し て 、 
それ を 実現 する 人 物 が 、 真 の 意味 で の ムジ ャ ヒド で ある 。 


に つい て 短く も 適切 な 説明 が きれ て ある 。 実 
この 高い 理想 を 持ち 、 


ー610 一 


第 二 十 九 ル ・ ア ンカ ブー ト 
9. 人 た る 8 の 父 坪 に 孝 佐 を 落す べく われ ら レレ Ga クラ 41 つの レ SIE 
は 命じ た り 。 き れ ど 、 も し 多 革 が 流 の 知ら eo SooCSIS 
義昌 俳 せ 礼 れ と 強い る な 56、 役 1 Cau3 和 gi 外 2 し aa 4 
等 に 従う な か れ 。 お 前 た ち は 皆 われ に 帰る 。 の の ご 7 ゆー ツ 
その 時 われ は 、 お 前 た ちの 行い し こと を 語 OH の 5 の 
り 知ら せん 。 
間 人 。 、 な な ェ クア マズ アス 
10. 信じ て 善行 を 積む 者 は 、 ゎ れ ら 必ず 美しき あみ 6eleoesual 和 Le の 癌 2 
者 の 中 に 加え ん 。 。 
〇 Os 
11. 入 々 の 中 に は 「 我 等 アッ ラー を 信 ず 」 : 去 ュー ュ ッ ウン 0U シッ ン 
いな が ら 、 一 た び ケッ ラー が 放 還 で 苦 能 に 5649 内 の Ne5 
遵 遇 する と 、 人 為 の 追 害 を 性 も 天宮 の 如く > 2200S て UK 才 
若 人 役 す も の あり 。 狼 る に 、 も し 助け が 王 か タ と 。 
5 至る な ば 、 役 等 は 必ず 云う 、「 救 等 な 催 か 多 | の 2433 み 
に お 前 だ ちと 一 緒 な りき | と 。 高 が 移 中 同人 の 
に 抱く も の を 一 番 良 く 知る は 、 ア ッ ラ ー に っ tm ag 包 
発 ざる か ? ( 注 4) 
12. 然 》、 ア ッ ラー は 誰が 信者 か を 確実 に 知り 、 OGAC4 和 EIGA50SL43 
誰が 偽善 者 な る か を 確実 に 知り 給 う 。 ブー 
13. 不信 者 ども は 信者 等 に な う 、「 表 等 の 教え (25ce る Io 
を 奉 ぜ ょ 。 我 等 必ず 前 た ちの 罪 を 負わ ん 1 レル シュ ュー ッ ン 
ほ 。( 生 5) さ れ ど 、 役 等 は 、 己 が 台 す ら も 5 つる 5 えら 2 の し う 13 
負う 能 わ ず 。 げ に 彼 等 は 嘘つき な り 。 の 823 
(@OgoOJ っ の の * 
14. され だ 、 い ずれ 役 等 も 己 れ 自身 の 重荷 を 負 を 2 レン 
い 、 加 うる に 、 月 ら の 重荷 と 共に 他 和 の 重 NG Mi ご 人 2285(G 
荷 まで 藻 負 わせ られ ん 。 布 し て 、 復 清 の 日 で ンタ ッ ン (3 の ブタン 
> 58 9 PCG 
に は 、 そ の 短 計 せる こと に つい て 特 問 せら ⑨ ら の 届 ば の 
ぁ る べし 。 
注 4 初期 の イス ラム 教徒 は 、 茂 し い 試 練 の 下 で 不動 の 信仰 を 示し た し 、 又 真 の 信者 も 常に を う で あっ た 。 


これ と は 対 早 的 に 信仰 心 の 骨 い 
信仰 を 捨て よう と する 。 
後 等 


注 5 
低い 者 を 諾 っ た だ 方面 
宗教 を 拒む 事 で 彼ら が こう むる 損失 に 


ズー 方 で 、 神 の 救い が 信者 
は 信者 の 輪 に 加わ ろう と する 。 


偽善 者 と は 別に 、』 ゆ 


背 が 、 い つの 世に も いる 。 彼 等 
- も だ らき れれ 、 押 の 日 的 が 進む の を 目の当たり に すれ ば 、 


心 者 の 攻 没 的 な 指導 者 が いる 。 
と する 。 役 ら は 自分 むち の 指導 を 受け 入れ る よう 
は 自分 た ち が 哀 任 を 持つ と 主張 する 。 


は 並み の 試練 に うろ だ た え 、 苦 し み に 耐 えら れず 


彼 等 は を の 高い 社会 的 地位 を 利用 し て 、 了 地位 の 
張 し 、 同 時 に 新しい (K の ) 
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第 二 頃 
15. われ ら は 昔 、 ノ ア を を の 民 に 造 わ し た り 。 1 2 2G8 も は JUES で に は 9? 
彼 を の 民 の 中 に と ど ま る こと 、 千 蔵 より 五 リン _- 
年 を 除く 。 そ の 民 悪 事 に ふけ る 最 中 に 、 2 生 406G GE の っ 
突如 洪水 襲い た り 。( 注 6 ) ンタ 
1OIOPAC デ テン) 
16. われ ら は 、 ノ アト よる の 方 舟 に 乗り た る 人 々 UEGIOIES や CETUR う を BC 
を 救い た り 。 訂 し て 、 わ れ ら は 之 を 高 人 へ yy 
の 敏 と な せり 5。 
17. まだ た 、 ア ブラ ハム が 村 か く 去 い だ る タッ タレ レン も し に タタ ッ 1 
iCATLTW3EP1 和 IEE4WNMP 
時 を 念 え 。「 ア ッ ラ ー を 崇め 、 且つ 僅 こみ 率 2 9 り ン ズブ 
Re。 を は を 間 な ちの 邊 の た めし な らん (31MNECSH 
も し お 前 た ち 思 雇 分 別 が ある な ら ば 」 
18. お 前 た ち は ア ッ ラ ー を さき し お いて 、 偶 父 の Cs (bo8 6 Ke 
ろ を 拝み 、 且 つ 庶 偽 を 撮 送 す 。 お 前 た ち が レシ 
アッ ラー を き し お いて 振 す る 押 々 は 、 前 eg のみ 6 の 8 CU 
た ち に 日 々 の 組 を 供給 する 能力 な し 。 き れろ ッッ リッ レン 2 シレ クィーン 
ば 、 ア ッ ラ ー に 第 を 請 い 求め 、 彼 を 染め 、 COAT は お POPYGIKS 
彼 * せよ 。 お 前 たち 皆 、 い ずれ は 彼 の ーッ タン うる (2 
1 ぅ 
話 に 連れ 戻 きれ ん ] IGG9 チ CAD か 
19. ぉ し も 前 『 こ の 胡 理 を 認め ぬ の な ら っ る gs22 っ 8% る シェ ンス 6CSNRKK 科 っ 
ら 、 今 まで に も 信用 せ ぎ ざり し 民 は 多 か り き oO あっ っ ひい ウ ウ 
きも あれ ば あれ 、 使 徒 の 次 務 は 、 た だ 神 記 交 の 
JI AI が 導 
を 明確 に 伝え る の み 。 @osl AD Je 
20. 條 等 は 見 ざる や 、 ア デッラ ー が 如何 に 側 造 を っ すく する (21 欠 
PdFCM れ 9 
起 い 再 び 之 を 結 り 返し 給 う か を ? を は 、 ダウ 吉 の ッ 
アッ ラー に と り て まこ と に 容易 な り 。( 注 @ 和 3 居る 
?) ーー 
注 6 ノア の 叶 代 は 950 年 間 続 いた と 処 々 に 書か れ て ある 。 型 剖 で は それ を 952 年 間 と し て いる 。 ノ ア 、 フ ー 
ド 、 サー レ 等 、 古 代 の 預言 者 が 時 代 や 、 基 間 に つい て 、 正 確 な 数 字 を 挙げ る の は 難し い 。 「 彼 等 


を 知る 者 は 、 神 の 他 , 
生存 期間 で は な く 、 
は アブ プラ ハム の 所 
時 へ と 移る 。 事 実 、 聞 
示す の に 、 


注 7 この 招 に は 、 神 の 創造 と 再生 の f 
者 を 通し て 、 古 き 者 が 滅び た 後に 、 新 た 


の 妃 廃 が 始ま り 、 


誰 一 人 いな い 。」 と クル ア 
彼 の 律 法 が 行わ れ た 時 f 
叶 の 流れ の 始ま 7 
者 の 年 令 ょ は 、 
サナ ー と アー ム と いう 二 


持つ 」 よ いう 意味 で 


後 の 一 族 は 次 第 に 道徳 的 に 墜落 し て 行 


ン は 述べ て いる (14 : 10)。 
指す の で あろ う 。 
に まき える (7 80。 移 に ヨセフ の 時 が 来 、 を し て モー ぞ ゼ の 


『 用 いら れ て いる 。 前 は 本 来 
ノア の 律 法 の 初め の 50 年 間 は 、 和 精神 的 成長 に 還 記 の 時 で あっ た 。 


5 どの 様 に 行なわ れる か 
々 と 、 新 た な 秩 庁 を 創造 


950 年 よい う 期 間 は 、 ノ ア 個 人 の 
アプ グラハム が ノア の 木 座 で ある 事 か 6、 こ れ 
。 ノア の 年 令 の 区 切り を 
つ 」 E い 味 で 、 後 者 は 「 基 
その 後に 道徳 


この 事態 は 900 年 の 間 続 いた 。 
る れ て いる 。 神 は 、 モ ハッ マ ド 丹 言 


れる で あろ う 。 


Se 
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21- 去 え 、「 国 々 を 馬 歴 せよ 。 西 し て 、 テ ッ ラ ー GTG6 CB 衣 人 
・ あう IE 人 
が 如何 に 最初 の 創造 を 起 し た る か を 見 よ 。 の ンス 由 ば 
光 い で 、 ア ッ ラ ー は 第 二 の 創造 を 生じ きせ 内 の 韻 PP (3 
ん 」 と 。( 注 8) げに アッ ラー は 高 能 に まし で の ンジ る 
ます 。 OO の 
22. 彼 は 、 欲 する 者 を 前 し 、 また 、 欲す る 者 に ンター フレ レン ラン タン シン 所 2 ラン あき 3 
人 を 垂 給 う 。( 語 9) 証し て 、 ぁ 前 た っ Os 人 Eo っ 95 
皆 、 い ずれ は 彼 の 許 に 引き 戻 きれ ん 。 
本 回 回 テア ルレ 、 ン し > ッ 。 っ の ーッ 22 ン バン 
23. お 前 た ち は 、 天 に 座 て も 地 に 訟 て も 、 ア ッ ー う SO? | 2 
ラー の 意図 を 揉 折 せ し む る 能 わ ず 。 ま た お 。 レー 」 
ュー に EEYy 家 学 の Ft 才 みそ (も 1 
前 た ち に は 、 ア ッ ラ ー の 外 に 如何 な る 味方 。 ⑮⑯ 和 の 3 の Ole 23 ら 
も 、 助 け 手 ち なし 。 ( 注 10) - 
スイ タン < ン スン ン 。 る 
2 を. ub ちい 030 obbA ち の 65 
の 」 人 ネン ラ う タ ィ ン 、 定 タン ラッ トン ラン っ っ 
り 。 彼 等 は 導 食 を 受け ん 。 の 0V チ LOWP1T の Se] 
@25) 
_ を フッ クタ タタ 9 ro ッ ン る ンー レレ レン っ 
25. 1 の の 符 を は た だ か く の 如 き な り まき 。 あり 9 市 So1VL 2 の の を る WS 
「 彼 を 殺せ 、 き も な くば 火 炎 り に せよ ょ 」。 狼 
貼 うる や け て を 19. を 人 全 きま コ る ン タタ 1 1? 役 
れ ど アフ ラー ド 彼 を 大 中 より 払い な 9。 9 ら うお 89DENLo2 014Ls65 
この 中 に は 、 信 ずる 人 々 へ の 磨 然 た る 神 兆 ンタ タタ 
あり 。 の oe 人 
26. アブラハム は 支え り 、「 げ に お 前 た ち は 、 2 の 地 放 3 メタ ク ッ マテ ラタン も の ンス レン 
アッ ラー の 外 に 介 像 を 率 ず れ と も 、 sp に の 05jabl2so あ 0351C51J53 
ちと 入 々 は た だ 現世 に 於 ける よし み に よ っ AI25 1125 人 人 SMWs ュ ン 
み に ・ CI sh と 
て 結ば れる の み 。 ( 注 11) され ば 、 復 活 の 
注 8 この 言葉 は 、 ク ルアー ン に 何 度 か 取り 上 げ ら れ て お り (6 :12, 12 : 10. DI 


を の ほし と ん どの 箇所 に は 、「 一 つの 国家 が 減 び 、 新 た な 国家 が 生ま れる 
いて 述べ られ て いる 。 


神 は 根拠 無く し て 削 せ られ る 訳 で は な く 、 


の 復活 で は な く 、 


告 9 


唯 、 国 の 栄 相 盛 * 
クル アー ン の 数 ケ所 で 述べ られ て いる 通り 、 


し て 下 き れる 。 この 節 は 唯一 この 事 を 強調 し て いる 。 


注 10 
い 巡 命 を 逃 が れ る 事 は で き な い 。 
注 11 
の 理想 や 行為 に 基づく も の で ある 。 

9、 偶 像 時 


神意 が 現れ 、 


「 ょ し み 」 と いう 言葉 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。( 


笠 の 一 致 に より 、 


イス ラム 教 が 広まり 勝利 を 得る 時 、 不 信 
不信 心 者 は この 様 に 成 し 《 警告 きれ て いる 。 
1) 粗 思 相 愛 の 関係 や 、 
(⑫ 資 入 方 は 、 偶 像 栄 捧 の 理想 や 行為 や 互い の 愛 の 基盤 ほ と し て し まっ た 。 つ 
社会 の 均質 性 を 保 ほ うと し た の で ある 。 


10, 35 : 45, 40 : 83), 
く 。 当 鍵 で は 、 死 後 


裁き は 罪 に 比 


舎 心 者 は 神 の 御 計画 を 妨げ た り 、 定 め 6 れ た 麗し 


それ を 望む 気持 ち は 、 偶 像 拝 
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日 に 訟 て は 、 互 に 償 記 し 、 。 互 に 呪い あう で 


すま い 


し 。 お 前 た ちの 住居 は 業火 な る べし 。 曽 し 
て 、 お 前 た ち を 救う 者 な か る ざし | と 。 


27. ロト は アブ ラ ハ ム を 信じ た り きれ ば 、 ア 4 る 2 リン tt 人 の ンク タン レン ント 
IX5 dE23)d63 ン 
プラ ハム は 云え り 、「 我 、 二 の 許 へ 避難 せん 。 ここ ン 2 デビ 3o6 
まこ と に 彼 は 、 僅 大 に し て 覧 替 に まし ます 」 の 人 %3023 
と 。 - 
28、 わ れ ら は アプ ラ ハ ム に 、 イ サク と ヤ ュ ブ を レン 2 デン 2 レン 
た 、 大 堂 者 も し て の 人 能力 を 授け 、 彼 の 子 抄 2GCCe2 の AG を 0 に 233 
に 経典 を 授け た り 。 ま た だ 、 彼 に は 、 現 世に リレー レク タク 、 ュ イ ンタ ン タッ ピリ ン の 1 の ュー ン ンタ の 
有 て 幸人 も 人 サ を だ り 。 彼 は 来世 に め て 、 必 ウラ や りう CANgys DS 多 和 
ず や 義 し き 人 々 の 仲間 に 加え られ ん 。 OO とら 
29. われ ら は また ロト を 追わ し た が 、 時 に 彼 は の 生 時 の 
を の 民 に か く 去 えり 、「* 前 た ち は 、 ぁ 前 た ooo 1 も 放 dW3U593 
ち 以 前 の 如何 な る 民 も 行わ ぎり し 誠 ま わし イセ ンマ レン レー。 科 ン 
い 行 約 を 犯す 。 oNoseclosl 2 
30. な ん た る こと ぞ ! 男 に 色情 を 抱い て 近 づ <3 も 30 の 2E 癌 7 4 Oi AA 
団 2 CC OS 5 1 
、 大 道 で 旅人 を 懇 い 、 集 会 の 席 で すら 避 。。 「 ンジ で タ 
ょ らし い 行 ぬ を する の か ? 1 は 。 年 1 の 和 も 作ら SB 多 4CE88 生 
然るに 、 その 民 は か 〈 答 えた る の み 、「 も し ょ % 
法 の 言葉 が 真実 な 6、 ア ッ ラ ー の 史 と ゃ 6 62 で 83 lstsSUMG さ 9 
ここ に も だ ら せ 」] と 。 ンー 
@⑥ck3gu1 
31. ロト は 祈り た り 、「 主 よ 、 こ の 邪悪 な 民 か ら の 生 5 と まり 
1 a な 
とり 褒 2| と 2 の (RI と 21 つ 人 
第 四 項 
32. か く て 、 わ れ ら の 使者 た ち は 肢 報 を 携え て 色 昌 35 和み あく WI ん る 先 革 3 
ァ ブ ラ ハ ム に 来 だ た り て 、 云 えり 、 「 我 等 は この 。 て っ 
ン ッ タン る テス 
の 住民 を 減 ぼ きん 上 す 。 1 げに この 盆 の 住 4 syo ゅ AS062 
民 は 、 不 義 な す 徒 侍 な り 」 と 。 テレ, 
@⑯C4 
33. アプ ラ ハ ム は 去り 、[ き れ ど 、 品 に ロト あ ROCKHHI 馬 ICU 間 
4 『 
5 」 ほ 。 使 者 た ち は 云 えり 、「 我 等 は 、 そ こ GE sd 
に 住む 者 を 熟知 す 。 我 等 は 必ず 、 後 に 残る 4 。 3 そっ 8 EPIA は SG も 
注 12 三 つ の 悪徳 は 、 こ の 節 の ロト ー 族 に よる も の で 、 そ れ は 決 の 様 な も の で ある 。 1 小 悪 な 犯罪 ②⑫ 喘 上 


強盗 ③ 公 衆 の 面前 で 恥 も な く 罪 を 犯す 事 
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者 の 仲間 に 入る ロト の 妻 を 除い て 、 ロ ト と @ ら る Al 
その 家族 を 救 わ ん 」 と 。 ー 
0 ぅ イタ タッ ンー ッッ ン ン 

34. 苗 し て 、 わ れ ら の 便 者 た ち も が g ト の ょ ころ GL52teGe6Oa 移 き 錠 
に 到 る と 、 彼 は 人 々 の た め に 自分 の 無力 き ラン レン レー ラン ン 、 レン レン 
を 感じ 、 心 を 痛め た り 。 ( 注 13) sa ば 、 Mb Mg 
使者 た ち は 云 えり 、「 悪 れる な か れ 、 悲 し か 7 生 11 際 アピ ピア: 
な か れ 。 我 等 は 必ず 、 後 に 残る 者 の 仲間 に OSICG の 1) 
入る 湊 の 妻 を 除き 、 液 と の 家族 を 救 わん 。 

トク 2 作 

35. 我 等 は この 量 の 住民 に 、 役 等 の 不 き ゎ ま 区 0 多 各 銘 ly ゅ JE6 慰 5 

る 振舞 い 故 に 、 天 六 を 隆 き ん と す 」 よ 。 ッッ ンコ っ 
OCT Gr 

36. わ れ ら は 軸 万 ある 人 々 の た め に 、 明 自 な る の っ 有人 ラン 
般 t し て 、 を れ を 今 に 忠 し た り 。 ES お ICPCC ポ G 

37. また 、 わ れ ら は 、 マ ドッ ヤン の 民 に その 旧 も 2 人 人 IKeCH6 タタ レン イン クッ ン 

和 
弟 シ ュ ア イブ を 進 わし た 5。 彼 は 云え り 、 URIRICOIK2CKSVIIG4V 
「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー を 崇め 、 最後 の を @ ざ い | Ni る 2 
DoooJldS55D 5 お 
忘れ ず 、 地 上 を 乱す 邪悪 を 犯す な か れ ] ほ 。 『 

38. 然るに 、 、 彼 等 は 、 シ ュ ア イブ を 距 つ き と 呼 se58 り 2 GE 63 化 了 
ペリ 。 因 っ て 、 激 央 彼 等 を 肛 い 、 彼 等 忌 が ノレ 。 
家 の 下敷 き と な れ り 。 AE 

39.、 われ ら は また 、 ア ー ド 並び に サム ー ド の 民 プン <z クン 2 ダッ イン 0 ン 29 セ マク レン 

人 条 の 9 | 
を 小 ぼ せり 。 そ は 、 彼 等 の 廃 に よっ て 、 フト co22Nohd52byo う 2 
5 章 た ち に は ナオ て に 有 和 な 較 は 役 等 うっ Jo3toS 3323 28 じい 
、 己 が 所 業 を 立派 な る の だ と 思わ し め た し 。 
内 彼 等 胡 妥 な を れ じ 、 正 し き 道 より 訂 反 ⑨ ウ es 
せり 。 ( 注 14) 

40、 ま た われ ら は 、 ク ァ ー ル ー ン と ファ ラオ と ちっ タ テン ーッ ン イン シュ イン プン ッ ンー ン ン 22 
ハー マー ン を 減 ぼ せ り 。 モー ぞ が を その 使命 て が っ うら わら の 6 タ 
の 種 を 持っ て 彼 等 に 至り し も 、 地 上 に 訟 て ENT 信 つり IE KG MK 
2 きれ ど 、 彼 等 は 、 わ れ ら 6 昌 

弟 し 得 ぎ りき 。 
注 13 使者 が どの 様 な 人 物 か は この 節 に 述べ られ て お り 、 彼 等 の 使命 に 関し て は 11 : 70 一 71, 15 : 68 一 72 に 


壮 か れ て ある 。 彼 等 の 訪問 は ロト 預言 者 を 悲し ませ た 。 見 知ら ぬ 者 が 街 へ 来る の を 嫌い 、 
入れ な い 様 祭 じ て いた 。 彼 は 一 族 の 者 達 が 客 の 前 で 彼 に 恥 を か か せる の で は な いか と 恐れ た 。 
注 14 
⑫ 彼 等 は 、 ど の 様 な 結末 を 迎え る か 知り つつ も る 、 


ロト に よる を 者 を 受け 


この クタ ルアー ン の 言葉 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。(1) 彼 等 は 、 自 ら 選 ん だ 道 が 誤り で あっ た 事 に 気付 いた 。 


故意 に 一 つの 道 を 選ん だ 。 
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41. 


42. 


43. 


44. 


45. 


46. 


要する に 、 わ れ ら は 、 彼 等 の 各々 を を の 罪 
に て らし て 削 し た だり 。 牙 る 者 に は 石 混 じ 9 
の 嵐 を 送り 、 疎 る 者 は 色 号 を 似 て 之 を 興 い 、 
或 る 者 は 大 地 に 呑み 込ま し め 、 下 る 者 は 洪 
死 せ な しめ ゅ た り 。 ア ッ ラ ー が 彼 等 を 虐待 し 
に 非 ず 、 唐 待 し た る は 彼 等 自ら な り 。 


テッ ラー 以外 に 守護 者 を 米 む る 者 は 、 警 う 
れ ば 、 巳 い の 家 を 造る 狗 味 の 如 し 。 すべ て 
の 家 の 中 で 、 最も 秀 肛 な も の は 、 味 の 家 
な り 、 彼 等 この 事 を 知り だ たり せ ば ! ( 往 
15) 


ば げに アッ ラー は 、 役 等 が アッ ラー 以外 に 折 
る も の は 、 何 で あれ 、 知 り 給 う 。 彼 は 偉大 
に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 


これ 等 は 、 わ れ ら が 人 商 の た め に 示し だ た る 
比 只 な れ ど も 、 知識 を 持て る 者 以外 は 芝 を 
理解 で ね な り 。 


テッ ラー は 直 理 を 以 て 、 天 地 を 創造 し 給え 
り 。 げ に この 中 に 在 る も の は 、 信 者 へ の 神 兆 
な り 。 


第 jj 項 
流 に 啓示 きれ た る 経典 を 読 語 し 、 礼 捧 を 
作 守 せ ょ 。 げに 礼 拝 は 、 人 を みだら な 行為 
か ら 防 止 す 。 し て 、 最 も 肝 炎 な こ 
* は 、 アッ ラー を 喘 念 す る こと な り 。 アッ 


ー は お 前 た ちの 所 を 知 江 し 給 う 。 


ン ン ュ ン っ る っ 92 る で ウーン ラン ン を タ ン 
EEC ジ の AOOSDIR 
メア アア デア で 


は の 生け 月 EN 31 GAS) ら る 6 う 


名 W じ 3 用 は を 1 うい 
6 ナス 4 iA2 の キッ の 


ュー 


CA の 2 を 
ESWCFAIRCYIGIM CO ca 
OAIOTDAGRI 

の の 285 22OX じ 94 
CS 
JIC3OGMGSS SS 53 
@G%8 


人 0 っ AO の 3 らら が Sb0G は 


う タ が 


815 5 BLU 309 じ に 1 ・ 


ンコ タン と 1 


KUN 、KAN 
oOSW1VA も 7 イー 


47. 立派 な 問 度 を 以 て する に 非 ず ば 、 経 典 の 民 る る ッッ ィ ン 5 し 1 インプ レタ ち ン ノ 
ゞ le Ua ば 
と 論争 する な か れ 。 さ る れ ど 、 不 義 な す 徒 人 90)ocmie う d9N の 9 
呈 の 、 2 導 アア の また 
の 場合 は 別 な り 。 語 し て 云え 、「 我 等 は 、 我 23 AI 症 鐘 AG9355 2 2 も 
等 並び に お 前 た ち に 啓示 され だ も の を 信 < < ァ 
ず 。 我 等 の 神 $、 お 前 た ちの 神 $、 一 つ な 
注 15 "イス ラム 教 の 主 悪 で ある 神 の 不変 性 に つい て は この 節 で 灯 わ る 、 処 々 で は 美しい 除 喧 が 用 いら れ て 、 


偶像 崇拝 の 思 か き 、 


で き な い 。 


調 り を 多 神 論者 に 痛感 させ て いる 。 それ ら は 病 味 の 巣 の 様 に も ろく 、 


知 的 な 批判 に は 対抗 
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9。 され ば 、 我 等 は を の 神 に 有人 人 し 衝 OGA234 じ 2 

る 」 と 。 ( 注 16) 
48. われ ら は 流 に も 同じ よう に 和 典 を 降 し た の 98icoNSStd3EAS5 
り 。 さ れ ば 、 わ れ ら が 宙 実 の 知識 な る 即 典 が アー 
を 授け た る 者 は 、 ク ルアー ン を 信 ず 。 また 、 
メッ カ 人 の 中 に も クル アー ン を 信ずる 人 人 々 時 ン 
9 。 不 信心 者 の 外 は 符 久 も ゎ れ ら の 神 光 @S553 上 E 志 
を 拒 ま ず 。 
49. 液 は クル デーン を 場 わる 前 に 、 如 何 な る 経 9、 5 HKGC4 
典 も 計 部 せ ず 、 た 抜 の 右 了 で 如何 な ぁ Eo ビタ 


タン 2 ズ ラク 9 


3 2 ポン 2 


の を 1 豆 か ぎり き 。 も し そう で あっ た と す CCYUSWIRAG 2 
れ ば 、 路 つき ども は 疑心 を 抱い た に 相 眉 な 
し 。 (まま 17 
50. 然 ら ず 、 を は 知識 を 賜 わ る 者 の 心 の 中 に 放 1 は NN LASKKAIg 
2 いび っ 28 ご い ぎ 
ける 明 上 な る 神 光 な り 。 不 義 な す 侍 僚 の 2 EAN アデ 
は 、 荷 入 ぁ われ ら の 神 光 を 把 ま ず 。 ( 往 っ gy 
18) 
くだ ンス 、 うろ こく > 4 スン イラ ンー レン 
51. 彼 等 は 云え り 、[ 何 故 主 より 奇 邊 が 彼 に 隆 ぁ BUB ょ 65393 ら EE 6055 
れ ぎ る か ? 」 と 。 云え 、「 奇 跡 は アッラー の の っ る セン すい 


9 


許 に あり 。 我 は だ た だ の 警 告 才 に すぎ ず ] と 。 
52. われ ら が 彼 に 経典 を 降 せ し は 、 役 等 に 謗 み に う 寺 BCNIGM 内 HE まり を | 


義 か せん が だ め 、 彼 等 を れ で も 走れ り と 思 ・ ーー 

、 5 タッ を っ 3922 イ 8 る 
わ ぎ ざる か ? げに この 中 に は 、 信 ずる 人 々 5 を 58 る 
へ の 菊間 と 証 戒 あり 。 ( 注 19) 


注 16 自分 の 宗教 を 他 の 人 々 に 説く 際 の 適切 な 法則 が この 節 に 示さ れ て いる 。 我々 は まず 、 自 分 と 相手 が 共 
遂 点 の ある 信仰 を 持つ と いう 点 を 強調 する % 教 を 始 ゆ る べき だ 。 例 えば 、「 経 典 の 葉 ] に つい て 語る 時 は 、 
永 抑 な る 神 と 神 の 啓示 と い の 基本 的 教義 を 基 に し な けれ ば な ら な いと 我々 は 教え られ て いる 。 


人 と の 接触 も な く 《、 お そら く 他 の 黙示 録 に 


注 17 読み 書き の 出来 な い 一 人 の 男 が ある 国 に 生ま れ 育 ち 、 
関し て 何 の 知識 も 無かっ た で あろ 5 。 を の 男 に クル アー ン を 作 
は 永遠 に 価値 ある も の 全て を 備え た だ け で な く 、 人 類 ヵ 
られ て いる の で ある 。 これ 等 の 事 岳 は 、 ク ルアー ン が 神 に 啓示 
え を 伝え る 郁 で ある 事 を 確証 する 。 

注 18 前 餅 で は 、 ク ルアー ン が 神 の 啓示 で あ ドミ す 外 的 証拠 に 言及 し て いる が 、 当 節 で は 、 ク ルアー ン 
に 精通 する 者 の 心から 神 の 光 が き 出る と いう 内 的 証拠 を 挙げ びている 

注 19 還 の 押 区 を 求め る 不信 心 者 に 対し (前 節 参 照 )、 こ の 第 は 衣 れ み を 込め て 答え て いる 。 神 は 既に クル 
デー ン を 通し て 慈 圧 の 銘 を お 与 を に な っ て お り 、 ク ルアー ン に た 人 従え ば 高位 を 得 、 世 の 人 々 に 敬 わ れる で あろ うぅ 
に 。 に も か か わら ず 、 な ぜ 員 の 印 を 求め る の か 、 と 答え て いる 。 
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第 六 項 
53. 云え 、「 我 と お 朋 た ちと の 間 の こと は 、 ブ ッ 本 6 5 る 有人 
ラー お 独り の 証言 で こと 足り る 。 彼 は 舌 地 ッ s 
に 通 暁 す 。 る れ ば 、 雇 誠 を 信じ て テッ ラー 2JaMU1 KOKOAUPA つ 人 EMI 
を 信 ぜ ぎる 者 、 新 か る 者 は 内 敗 着 な り 」 と 。 レッ ッッ ン ーッ 
YSIP* で CN 


54. 彼 等 は 液 た 筐 前 を 催促 す 。 も し 定め 6 れ た だ タン ン レ る の し スプ パッ マン 
た づつ al) つい も Pt 
る 時 期 を な かり せ ば 、 た ちと どこ ろ に 和久 は 降っ 『 と 2 だ M 
< くそ クラッ ン 59 セレ クル ンー ょ 』。 ラン 
だ に 相違 な し 。 げ に 紗 困 は 、 役 等 の 気づか の の すか 35 503L 
央 中 に 、 突 然 襲 いか か る で し 。 ( 注 20) 


55. 邊 等 流 に 欠 半 を 催促 する が 、 地 祭 は す で の 8LAKS3SS3 も 33 3 


に 、 不 信心 者 も を 取り 囲 め り 。 ( 注 21) 

56. 竹 軸 が 彼 等 の 頭上 か ら 足 の 下 ま で 埋め つく イン 2 コッ ン レ ラッ フラ 
す (年 2 の を の 日 、 ま は 云わ ん 、「 撤 等 の 才 ー の で ポス 
業 の 報い を 味わえ 」 と 。 og DTMF 


57. ああ 、 信 ずる わが 僕ら ょ ! わが 大 地 は 広 gs の 51 る KOKSAUTO の し 
大 な り 、 さ きれ ば 、 わ れ の み を 上 め よ 。 


@g500g' 
58. 人 は 管 死す る 者 な り 。 然 る 後 、 前 た ち は レラ ンタ レイ ンク 
われ ら に 速 れ 戻 きれ ん 。 PC3CCUDKScfNE3 い 守っ 


59. 信仰 し 、 正しい 行い を する 者 に は 、 わ れ ら あの ュ ン タン ラン キン ッ リン 
3 NHNK タ 4CKYOAI 
は 必ず 楽 較 の 高 に 宿 らせん 。 そ の 下 に は PCANU レ 


河川 流れ 漂う 。 彼 等 は を こ に 永久 に 住み 劉 ag JMA まつ 85 336 る 役 1 
ま ら ん 。 普 いこ と に 精 を 出せ し 者 の 報 拉 は 


実に 素晴らし い 。 ( 注 23) Li ML 
60. よく 耐え 災 ん だ 者 た ちや 、 信 頼 を その 主 に 2 の AF の 
@6 凌 名 『 MA 


置き 牽 り し 者 た ち も ま た 。 


注 20 この 盆 は 、 不 信心 者 の 間 の 採光 を 求め る の に 対し 、 決 の 様 に 率直 に 答え て いる 。 クル アー ン を 遂 ビ 
て 与え られ た だ 慈 半 の 印 に 恵まれ る より 、 こ の 不 吾 な 者 達 は あく まで 前 ゆめ て いる 。 それ 出 、 彼 等 は この 印 を 
得 、 突 然 思 い 掛 な い 所 で 彼 等 に 思 が 下る で あろ う 。 し か し 彼 等 は 定め られ た 時 まで 待た ね ば な ら な い 。 

注 21 前節 に 述べ られ た 久 と は 、 現 世 で 不信 心 者 に 下さ きれ る も の で ある 。 この節 に ある 開 は 、 来世 に 彼 等 に 
科せ 5 れ る も の で ある 。 

注 22 神 の 賠 が 下る 時 、 そ れ は 突然 ・ 急 激 に 、 潤 の 様 に 四方 か ら 彼 等 を う 。 

注 23 信者 は ここ で 、 明確 な 言葉 で 約束 きれ て いる 。 心 の 拠り 所 を 神 の 候 に 置く 省 は 、 信 仰 が 播 が ず 、 行 い 
が 正しい 為 、 神 の 為 に 失う も の より 須 か に 多く の 報酬 を や 与え られ る で あろ う 。 
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61. 己 が 食 杉 を ま か な ん ざる 動物 が 如何 に 沢山 petz as 人 入 了 
本 
いる こと か 1! アッ ラー は を それ 等 を 甘い 、 Pe の 2 
また お 前 た ち を 装い 給 う 。 ( 注 24) 彼 は す OS 3 25 光 る 13 
べ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 
あめ つ ち 
62. 5 し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 天 地 を 創造 し 、 礎 計 <Z 2 の 43 じ め 
人 人 た の っ 8 
陽 し 月 と を 抑え て 役立た し め た る は 座 oe Co 
か ?」 と 問わ ば 、 ( 往 25) 後 等 は 必ず や 谷 。 ⑤ ら 88 ンー 
えん 、「 ア ッ ラ テー を なり 」 と 。 釣ら ば 、 何 故 彼 
等 は 真理 か ら 離 反し て いる の か ? 
63. アッ ラー は 、 を その 人 短 ら の 中 で 、 欲 する 者 に 守れ に は 人! 
燈 状 を 増し 、 飲 する 者 に 給 差 を 江 ず る 。 げ ラン レン 
に アッ ラー は 、 事 を 深 知 し 給 う 。 の 2 G と 25 らし 
64. も し 欧 、 彼 等 に 向っ て 「 天 か ら 水 を 降 し 、 ( 衝 移 光生 る 放 抵 
それ に よっ て 枯れ 死 ん だ 大 地 に 生 を 与え る クト ーー 9t ダ の ビル 
者 は 誰か ?」 と 問わ ば 、 彼 等 は 必ず 答え ん 、 5 251 の 2 きみ 
[アッラー な り 」 と 。 云え 、「 す べ て の 賞 識 1 
は アッ ラー に 属す 」 ト 。 きれ ビ 、 彼 等 の 大 @ 〇 saX ら っ | 05 の 
半 は 解 6 ぎる な り 。 
65. 今生 は 、 気 晴らし か 団 み に し か すぎ ず 。 81 
( 注 26) 浴 世 の 安 所 こそ を 貞 の 生活 な り 、 レッ クン ラタン ンタ 
役 等 この 事 を 知り た り せ ば @C 2 79 bj 29LG 
66、 船 の 中 で は 、 彼 等 は 誠 突 遇 つ ひ た 向き に mu 2 人 PURE 
5 1 135 導 飲 
テッ ラー を 祈る 。 然るに 、 ア ッ ラー が 第 生 (200MIG5401CTPIHIEIRO1 
ッ タ クノ ライ ィ エン ンク 
を 無事 上 陸 る さて や る ト 、 見 よ 、 條 等 は アッ の 人: 清 0HkAUE(K だ CH 
ラー に 再び 他 細 を 億 せ 礼 る 、 
67. われ ら が 破 等 に : 援 けた る も の を 忘れ て 。 面 の ン ィ ン 6 シン の 22 イン ア 
し て 、 彼 等 は 当座 の 剖 楽 に よ ふけ る 。 き れ ぼ 、 (Oopkgde う 2 うろ | も 史 w 
彼 等 は や が て 己 が 行状 の 結果 を 知る べし 。 
68. その 周辺 で 双 奪 が ほし いま ま に 行 われ て いっ クイ マク クン レレ ン T ッ クン イイ 
Ca 届 IA 
2 rs、 あ もら が 役 千 の た ゅ に メッ カ の 謙 OB CEGSEI ス も 
注 24 動物 や 鳥 で すら 6 食物 に 患 ま れ て いる 時 に 、 神 の 最も 優れ た 剣 造物 で あり 、 頂 上 を 人 昼 ゆ る 人 開 が 負え る 
事 な ど あろ う は ず が な い 。 
注 25 神 は 生命 ある 全て の 創造 物 及 び 自 然 現象 を 人 間 の 役に立つ よう に 、 与 えら れ だ 。 
年 26 崇高 な 日 的 の 為 に 生じ る 銀 難 考 苦 や 、 神 の 為 に 面 を る 犠牲 の 無い 人 人 生 は 哉 楽 と 同じ く 無 益 な る の で あ 
る 。 
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全 な 聖域 を 設け た る こと を 、 役 等 は 見 ざり プン し ュー ャ クッ 、 ン ン ッ クタ タタ 


し か ? それ で $ 役 等 は 虚 誠 を 信じ て 、 


アッ ラー の 恩恵 を 拒否 する つも りか ? 


POLY dbCIUS の 4 


69. アッ ラー に つい て 偽り を 提 佑 する 者 或 い 3 1 の 1 学 入 際 プ (1 > の 


は 真理 が 来れ る 時 に を 否 # 


する 者 以上 の 


不義 才 は 議 か ? 他 合 に は 不信 者 せ 6 の の 3 の 人 先攻 放 


住居 は 非 ぎ る か 7 


70. き 和 れ だ た め に 注 27 ュ ウタ タン ーッ ン ン ラタン > て 
れ ど 、 わ れ ら の 励む 者 は 、 ) 仙 5 5 人 タン Js522 に のど 剖 3 


われ ら は 之 を われ ら の 造 に 導 か ん 。 


げに 


アッ ラー は 、 淀 に 療 人 と 僧 # に あり 。 の 1 イ 
⑨OSeO - ど と を 
注 27 イス ラム 教 に 定め られ た ジハード と は 、 殺害 の 加 寄 者 及び 被害 者 に な る 事 で は な く 、 神 の 御 意 志 に 沿 


う 様 努力 する 事 に ある 。 
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あま ね な 


1. 放電 深く 、 恵 み 司 て アッ ラー の 御名 に お い Oo ま 外 あみ うき 
て 。 
ネー スー 
2、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) @4! 
ツタ > 4 
3 散 島 人 は 破れ た り 、 OU に ペ う 


由 we RE 回 と か イプ 2 5 フフ タ トイ ンー ラン と 。 ャ ラク ンー て ラッ の テン ッ ンク 
4、 この 国 に 隣接 する 地 ( 注 2) に 於 て 。 然 し @ ら 5 %) ひる の 2 も 0 の l313 
な が ら 、 役 等 は いずれ 勝利 せん 、 


6. 数 年 の み に ビ ー 前 の 贅 北 も 後 の 勝利 い テ アッ 35638 の 9 作 46coe59 
ラー の 御 意志 な り 一 を の 日 、 信 者 た ち は 志 レル ッッ シン ュ ラ ン 
ば ん 、( ま 3) @⑨oee30 の 8 りう 


往 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な り (2 節 2 音 


注 2 パレ スチ ナ 


往き 当 役 及び 前 二 節 の 趣 利 を 十分 理解 する 為 に は 、 イ スラ ム 教 の モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 出現 牌 前 に 、 ア ラビ 
ア に 領土 を 持っ ご 、 ペ ル シ ャ 及 び ロ ー マ の 政治 状況 が どの 様 で あっ た か 、 そ の 概略 を 知る 必要 が ある 。 

は 変 戦中 で あっ た 。 初 めさん シャ が 勝利 あ も の に し た 。 ペル シャ に よる 征服 の 始ま り は 西 歴 602 年 で 、 こ 
の 年 、 フ ォ ー カ ス に 殺害 きれ た 思 人 モー リス の 信 討 ちの 為 、 チ ョ スロ ス 二 世 は ロー マミ と 開戦 し た 。20 年 後 ー 
マ 灰 国 は ペル シャ 軍 に 敗れ た が 、 こ れ は か つて な い 事 で あっ た 。 ペ ル シ ャ は シリ ア や アジ ア の 小国 を 奪い 、 西 
術 608 年 に は チャ ル セ ド ン に 進攻 し た 。 ダマ スカ ス が 613 年 に 陥 否 し た 。 建国 以来 ペル シャ 人 が 足 を 踏み 込 れ 
な い 周 辺 諸 、 こ と ご と く 訪 廃し た 。 614 年 6 月 、 エ ル サ レ ム も 又 落 ち た 。 キ リス ト 教 徒 は 皆 、 ペ ル シ ャ 人 
が 総 大 司教 と 共に キリ スト の 十 学 各 を 取り 払っ た 上 聞 き 、 有 えた 。 キ リス ト 教 は 梅 威 を 失っ た 。 ペ ル シ ャ 人 に 
さる 征服 は 、 エ ル サ レ ム 訓 領 で は 終わ ら な か っ だ 。 次 に エジプト が を し て アジ ア の 小国 が 再び 征服 きれ 、 ペ ル 
シャ 軍 は コン スタ ンチ ノー プル の すぐ で 側 ま で 近付い た な 。 ロ ー マ は 抵抗 する 事 も 5 で きた の だ が 、 内 紛 が 笑い し 、 

それ を 行わ な か っ だ た 。 ヘ ラク レス は 徹底 的 に 屈 妖 を 受け た 。 チ ョ スロ ス は 、 針 で 貞 が れ 王座 の 足元 に 引き 立て 
られ た へ ラク レス に 会 い 、 ヘ ラク レス が 十字 架 に か けら れ た 彼 の 神 を 捨て 、 太 陽 栄 拝 を 受け 入れ る まで 、 彼 を 放 
免 し よう と し な か っ た (Historians History of the World, 7 巻 P159: 8 巻 PP 94 一 95、Enc. Brit. 
“ChosroesII”" と “Heractius" 参 照 ) この 事 は イス ラム 教徒 を 甘 し ませ た 。 それ は 彼 等 が ロー マ 人 と 同 
じ く 経典 の 民 だ っ た か ら で あ る 。 メ ッ カ の クラ イシ ュ は 、 ペ ル シ ャ 人 の 様 に 偶像 近 拝 者 で あり 、 キ リス ト 吉 徒 


軍 の 敗北 に 、 イ スラ ム 教 打 介 の 契機 と 考え 、 喜 ん だ 。 こ の ロー マ 軍 脂 壮 の 直後 、 西 歴 616 年 に モハ ッ マ ド 傾 言 
者 に 神 の 啓示 が 為 き れ た が 、 当 節 及 び 前 二 節 で は これ が 主題 し な っ て いる 。 こ の 三節 に は 、 重 要 な 事 が 二 つ 述 
べら れ て いる 。 狼 ・ 九 年 の 短期 問 に 形勢 は 逆転 し (3 一 9 年 を 表す 。) か つて 勝利 を 治め た ペル シャ 軍 が 、 当 時 


徹底 


痛め つけ られ だ ロー マ 人 の 手 で 、 今度 は 完敗 に 追い や られ る で あろ う と 、 当 時 思い も よら な い 預 言 が 、 
きれ て ある 。 この 様 な 短期 間 に イ スラ ム 教 が 勝利 を 治め 、 不 信心 者 の 敗北 が 決定 的 と な る 所 に こ 
の 稀 言 の 重 愛 性 が ある 。 この 預 昔 は 、 人 聞 の 子 測 を 越え て 現 容 の も の と な っ た 。 ペ ル シ ャ が 勝利 を 治め て いる 
最 中 、 モ ハッ ッ ド 預言 者 は 、 ロ ー マ 人 は 再び 勝利 を 得る と 何 年 も 先 の 事 を あえ て 頒 言 し た 。 こ の 預言 が 為 きれ 
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6. 
け 給 う 。 役 は 偉大 に し て 、 慈 悲 深 くま し 
ます 。 
7. こ は デ アッラー の 約束 な り 。 ア ッ ラ ー は その 
約束 を 破 6 ず 。( (4) 然 る に 、 世 人 の 多く 
は 之 を 知ら ず 。 
_8. 彼 等 は た だ 今 ? 生 の 外観 を 知る も 、 来 世に つ 


いて は 人 金 く 意 に 介 き ず 。( 注 5) 


。 彼 等 は を の 心 の 中 に 、 ア ッ ラ テー が 突 地 並 び 
に その 間 に 在 る すべ て の も の を 真理 を 以 
て 、 且 つっ 一 定 の 期間 を 定め て 創造 し 給 う 7 
こと を 、 考 え ぎ ざり し か ? ( 注 6) 然るに 、 
人 々 の 多 て は 、 主 と の 対面 を 信 ギ ず 。 


10. 彼 等 は 各地 を 遍歴 し て 、 彼 等 より 前 の 者 、 
その 末路 た る や 如何 ば か りな り し か を 見 ざ 
る や ? 苦 の 人 人 は 、 そ の 旋 に おい て 、 こ の 者 
た ちよ り も 強 《、 地 を 耕し 、 評 つこ の 者 た 
ちよ り も 繁栄 せり 。 語 し て 、 使 徒 た ち は き 
ま ぎ ざま な る 明 証 を 携え て 邊 等 の と ころ へ 至 
り し な り 。 ア ッ ラ ー が 彼 等 を 害する に 非 ず 、 
害する は 彼 等 自身 な 。 


きれ ば 、 如 事 を 働く 者 の 末路 は 


き は 


な ん と な れ ば 、 アッ ラー 0 の 
画 固 し た る が 敵 に 。 


11. 


テッ ラー の 助け を 。 役 は 己 れ の 欲す る 者 を 


DA る る ッ ン タタ ラン ちら 


26035 365 の る 人 ko 


の CIDP69TPTD も な 

fo 

の プ く 32IEAEIRE IGT 

GE 8 多 

ゅ 作る 2 
ょ る る ンタ フィン ョ フタ 


oss3bCKCZ9 
ee onlo25s 
Ed 和 人 W れ 64K 人 う CITEGKW4 
0 の 
1 人 1 
前 WGP 
の o 和 2 人 る ルン 68 
dE 6W 全 
(るる 


バ 


93 ラッ ン っ し 
⑩ い うち る こう y 


グ 


だ と きれ る 当時 、 ヘ ラク レス の 治世 当初 12 年 は ロー マ 帝 


就き れ な か っ た (ギボン 著 、Rise, Deciine 到 Fall of the Roman Empire, 


英 版 の 脚注 参照 
注 4 この 約束 は 8 : 43 に 並 か れ て いる 。 
往 5 "者 の 知識 で は 、 物 事 を 表面 的 に 理解 する ヨ 


の 困 は 、 物 的 面 で は な く 、 を の 神 面 に あっ た 。 
注 6 
世に お ける 生 が 人 の 全 で は な いと 悟っ な で あろ う 。 更 に 、 


も し 不信 心 者 が 、 現 世に お ける 人 の 章 命 が 限ら れ た もの で ある 事 に 思い 及 ん で いれ ば 、 彼 等 は 、 


多 | 
国 が 崩壊 に 向かう と いう 貧 言 以降 、 如何 な る 預 音 も 成 
25 浴 、P 74)。 さらに 詳し く は 、 


し か で き な い が 、 ペ ル シ ャ 人 及び クラ イシ ュ の 敗北 
この 


死後 に より 良い 生 が あり 、 を そこ に お いて 人 の 精神 的 


発達 は 止ま る 事 は な い の で あり 現世 は 来世 の 前 段階 に 過ぎ な い 事 に 気付 いた で あろ う 。 
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第 二 項 
12. アッ ラー は 創造 を 起 し 、 次 いで 、 そ れ を 反 の タン っ (て る タン ラン タン 
( 12O2 23 1 
節 し 給 う 。 然 る 後 、 ア ッ ラ ー の 詳 に 前 た の グ ジ 2 ざ SUBos 
ち は 連 れ 戻 きれ ん 。 
13. 審判 の 時 が 到来 する 日 、 罪 を 犯 せ し 者 は 絶 oOK そ 1 衣 4 交 り ESD 
やう 
望 に 角 わ れん 。 っ の 2 
14. 彼 等 は 、 ア ッ ラー と 便 せ 玉 9 し 神々 の うち 、 すす ちっ 2 E お 5 ああ の 
一 人 上 し て 、 彼 等 の た め に 執 成 し て くれ る 。 上 
者 し な る べき 者 な き を 知る べし 。 ま た 彼 等 og の 
も 、 ア ッ ラ ー に 併せ 祀り し 神々 を 否認 すべ 
し 。 
5. 審判 の 時 が 到来 する 日 、 そ の 日 こ を 彼 等 は @6 銘 説 A よる の USN 2 る レン ン 
ご) に 
相互 に 分 離せ ら る べし 。 プア ブ デ ジテ う 
6. る の 時 、 信 じ て 閉 行 を 積み た る 着 は 、 礼 滞 22365okbglLz2ghE 
2 の 5 の dLGE 
きれ 、 楽 園 に 訟 て 幸せ を 得 さ し 。( 注 7) き ダ デ 。 
(OO 
7. きれ ぼ 、 信 \ ず し て 、 わ れ ら の 提 人 並び に か 
来世 の 対面 を 否認 せ し 者 、 こ れ 等 は 負 闘 に - - 
処せ ら る べし 。 OCTSINCIECKRG 
8. きれ ば 、 朝 な 夕 な アッ ラー を 護 美 せよ 。 OO oe2 ら の 2 さ フス の eS 
あめ つ ち 問 ュー ez 51 る ィ ャ コン ・ みっ ン ラ 
9. 天地 の 一 切 の 賞状 は アッ ラー に 属す 。 さ きれ So の うう の 1 3ouN 
ば 、 午 後に 、 ま た 日 が 傾く 項 、 ア ッ ラ ー を ッッ る 
説 美 せよ 。( 注 8) の ⑨ ら > ど 
20. アッ ラー は 、 死 者 か 6 生 者 を 生じ 、 生 者 か ュ ン ャ プン る プイ 、 2 3 
ssi Ce 1 と っ 
多才 を 生子 。 ま た 、 彼 は 、 相 死 を る 大 地 ピク る eo っ JI で 
を 虫 ら せ 給 う 。 か く の 如 く 、 お 前 た ち も 問 開放 
より 曳き 出さ し ゆら る る な り 。 - を レッ アラ 
[の OF プー 
注 7 アラ ブ 人 が 、 イ スラ ム 教 を 通し て 、 如 何 に し て 追 廃 の 深淵 より 精神 向 物 的 最高 峰 に 登り 至っ だ か は 、 


更 上 に 明記 きれ て ある 。 


注 8 
廃 か ら 立ち 直り 、 精 神 的 最高 蜂 に 至っ た 入 々 に 


人 人 が 、 人 間食 造 の 日 的 に 思い 及び 、 


あれ 。] 


更に モハ ッ マ ド 頒 言 莉 に 従っ た アラ ブ 人 の 様 に 、 
思い 至る 時 、 彼 は 自ら 叫ぶ 。「 全 て を 有する 天地 創造 の 神 に 栄光 


道徳 的 追 
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21。 後 の 軍 光 の 一 、 ピコ 。 を ラン レッ ン ン 

21. 徒 の 神 兆 の 一 つ は か く の 如 し 、 す な わ ち 、 用 人 分 お ら ウ め うら 22 
征 は お 前 た ち を 土 より 創造 し たり き 。 さ れ レン 
ば 、 前 た ち 人 人 間 と な り て 、 地 上 に 拡散 す 。 の OS とら 
(・9) 

> 用 と ーー Y 内 と イ CH 中 AT 
22. まだ 、 役 の 神 兆 の 一 つ は か く の 如 し 、 す な 【212:1 2 お と GE 培 ら 23 


わ ち 彼 が お 前 た ちの た め に 、 前 た ちの 中 レン ン 

6 和 、 て y 凍 だ も に ら を 入 ド も CO: 22 23 SA 
せしめ 、 且 つ お 前 た ち 相 互 に 愛 茶 の 情 を 

せしめ だ る こと な り 5。 げに この 中 に 
感 する 人 々 へ の きま ぎ ま な る 神 光 あ り 。 
( 注 10) 

23. を の 神 兆 の 中 に は 、 突 地 の 創造 殖 び に ぉ 朋 32 っ 8 の 52 と ら JSI6E IO23 
た ちの 言語 や 肌色 の 多様 性 あり 。 げ に この ーー ンク フュ コニー ュ ォ シラン ーシュ ン と 

中 に は 、 知 識 あ る 者 へ の きま ざま な る 料 光 (5uujeye596 は CO Si 
あり 。 (11) 

24. また その 拓 光 の 中 に は 、 ぁ 前 た ち が 家 5 大 衝 コ ント fn ン 人 T ッ レ レ リ っ 
も 眠れ る こと 、 皇 の 思 恵 を 求め られ る と い P2Sb2ehBJ3 も Eo "の ク 3 
うこ と が ある 。 げ に この 中 に は 、 耳 を 傾け 64PFIC か OKEE1 1 

る 人 々 へ の さま ざま な る 神 光 あり 。 

25、 ま た 彼 の 神 兆 の 一 つ は か く の 却 し 、 す な ゎ と 36g る 0 し ocllees 
ち 、 彼 は 恐れ も 希望 の 涯 た る 雷電 を ち 前 た レレ ン 。 リン ルン 
ち に 示し 、 天 か ら 水 を 陸 し て 枯死 せる 大 地 Ace 2902 IE の 


注 9 この 節 に は 「 彼 は 、 お 前 た ち を 上 上 (トゥ ラー グ ブ ) より 還 造 し た りき 。] と ある が 他所 に は 人 は 粘土 (ティ 
ン ) か ら 作 られ だ と ある (6 13, 17:62, 23:13, 32: 8 37 :12, 38 : 72)。 土 つま り 乾 操 し た 上 か ら 作ら 
れ だ 人 間 は 、 粘 土 か ら 作 られ だ た 人間 に 先 立つ 訳 で 、 換え れ ば 、 こ れ は 人 間 の 糧 と な る 食物 が 土 か ら 作ら れ 
た 事 を 示す 6 の で ある 。 当館 に は 、 神 の 存在 を 示す 三 つ の 論拠 が 挙げ られ て いる 。 (1) 神 は 、 生 命 と 何ら 係り 
の な い 、 生 命 を 生み 出す 問 圭 だ な い 所 の 二 よ り 人 間 を 作り に な っ た 。 (2 ) 神 は 入間 に 鋭い 感情 を 授け ら 
れ 、 向 上 心 を その 特質 に 加え られ 、 目 標 達 成 の 能力 を お 与 を に な っ た 。 (3 ) 神 は 人 間 に 勢 力 拡大 と 世界 支配 の 
鈴 望 を 植え 付け られ 、 こ の 欲望 達成 に 必要 な 力 を お 与え に な っ た 。 


注 10 男女 の 愛 は 出産 に 繋が り 、 地 .[- に お いて 人 類 は 生き 続け る 事 と な る 。 これ は 、 背 後に ある 計 了 岡 が あり 、 
計画 者 が 存在 し 、X、 来 世に より 良き 生 の ある 事 を 示し て いる 。 


注 11 人間 の 進歩 は 、 言 語 や 人 問 の 多様 性 と 密接 な 係り を 持つ 。 こ の 多様 化 も 、 あ る 計画 と その 計画 者 の 存 
在 や が し て いる 。 こ の 計画 者 と は 天地 創造 の 神 で あら れる 。 人 種 の 多様 作 に ょ り 生 ま タ な 文明 の 中 
に あり な が ら も 、 人 類 と し て の まとまり が ある 。 こ の 人 畑 の 統一 性 は 、 必 然 的 に その 創造 主 が 御 一 人 で あら れ 
る 事 を 示す 。 
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26. 


27、 


28. 


29. 


を 難 ら し むる こと な り 。 げ に この 中 に は 、 に る ya535 
思 席 ある 人 々 へ の きま ざま な る 灯光 あり 。 eo3 誠 obdBS) 
(12) 


919 
ち 、 突 地 は 主 の 命 に よっ て 凡 立 する こと な の 
アス ンス ぐみ レズ ア 放す / 
5。 ( 注 18) 括る 後 、 主 一 声 前 た ち に 呼 23TSUSOSW 1 で きす 3 なっ じ く 1 
び か ける や 、 見 よ 、p 前 た ち は 、 大 地 か ら 


更に を の 神 死 の 一 つ は か く の 多 し 、 す な わる 5 知多 の 生 2 
由 


プン 2292 つ 
出現 せん 。 ⑩ ら ょ ぷう 
科 他 に 診 け る 一 切 は 、 彼 に 属す 。 管 く 彼 陸生 ミック 
と 従う 。 0 ⑨o す Po りう は 


上 生 を 最初 に 生起 し 、 次 いで 之 を 反復 する 8 Be 

者 、 を は 彼 な り 。 彼 に と り て 、 を は いと 昌 

し 。 矢 地 に 放 け る 至高 の 地位 は 、 彼 の も の cnd EE 

な り 。 彼 は 佑 大 に し て 、 覧 白 に まし ます 。 ッ ン ラッ 
第 四 項 6 りら 5 

彼 は 、 お 前 た ち 自 身 に 関す る 一 つの 比較 を 


ィ 。。 衝 ルル 13 クレ レレ 
示し 給 う 。 前 た ち は 、 お 前 た ちの 右手 が あら る 012 05122 KG 
所 有する 者 の 中 で 、 を の 誰か を 、 わ れ ら が シッ ン レー ュ ン ン 
前 た ち に 生え し も の を 同等 に 分配 し 、 ぉ 6 人 ET 際 90 の 2 
前 た ち お 互い 同士 が 気 信 う 如 く を の 者 に 気 しい を を し sr < の 殺 ン ン as ・ 
ね せ ね ば な ら ぬ 仲間 と し て 付き 合う か ? 3 2 po 


か く の 如 く 、 わ れ ら は 思 記 あ る 人 々 に さま ルン 
し る し ⑲C の Nf (1 
ぎ ま な る 神 光 を 説き 明か す 。 ( 注 15) 仙人 の りら の 


注 12 。 光 は 、 明 浜 を も た ら 6 す 雨 を 子 告 する だ け で な く 、 様 々 な 病原 貢 を 殺し 、 穀物 を 荒らす 害虫 を 駆除 する 。 
この 様 に 、 光 は 思 怖 の 念 を 引き 起こ す と 共に 、 人 間 に 様々 な 思 恵 を 与え て て れる も の で ある 。 自 殺 の あら ゆる 


要素 


神 の 御 計画 の 中 に 定め られ だ 役割 を 果たす の で ある 。 以 上 の 事柄 は 、 神 の 存在 、 神 の 併 大 な る 知恵 を 


し て の 証 と な っ て いる 。 


注 13 礎 陽 系 が で き て 以来 長い 時 が 経っ た 


持 で 


、 微 上 用 も 狂い は 生じ て いな い 。 旋 星 が 何 の 支 た も な く 軌 遺 を 維 
きる の は 、 そ れ が 神 の 業 に よる も の だ か ら で あ る 。 


注 14 大 宇宙 が いつ 杏 生 し た か の 推測 は 、 人 間 の 理解 力 の 及ば な い 所 の も の で ある 。 知ら 和 さ る 過去 の 時 か 
ら 、 大 陽 は 惑星 や 天体 と 共に 、 一 定 の 軌 着 を 逸れ る 事 な く 規則 正 し 《 動 いて きだ 。 何 百 方 と いう 衛星 が あり な 


が ら 、 


で 表 
注 15 


の 唯一 
、 す べ て の 支配 を 司 ど っ て いる の で ある 。 


唯一 


それ 等 が 衝突 する 事 も な い 。 完全 な る 法 と 秩 庁 が 宇宙 全体 を 支配 し て いる の で ある 。 この 事 は 次 の 言葉 
る れ て いる 。「 皆 自 く 彼 に 従う 。] 

主 と 隷 は 共に 人 人間 で あり な が りら 平等 で な (、 主 は 宮 を 奴隷 に 分 け 与え よう と し な い の に 、 全 て の 物 
創造 主 で あり 支配 者 で ある 神 が 、 宇 宙 の 支配 を 他 の 者 に 分 け 与 える 事 な ど どう し て 出来 よう か ? 神 は 、 
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30. 琉 、 鈴 6 ず 。 不 状 の 徒 溢 は 、 知 識 な くし て 。 > ろ る FAR 
己 れ の 低級 な 欲望 に 従う の み 。 ア ッ ラ ー が の 先 品 っ の 2 Peeld 
迷わ し め た 者 を 、 誰 が 末 き 得る や ? 役 等 に らし う PC 
は 燥 何 な る 教 助 者 ちな か る べし 。 

31、 され ば 、 潜 の 顔 を ひたすら 宗教 に 向 け よ 。 H タン フン っ 
アッ ラー に よっ て 創 られ た 本 性 、 す な わ ち MPP っ 2 rd BH 
人 間 を 創り 給 う た 未 疾 の 次 に 芽 え 。 ア ッ 以 PUIGIRPHUDEPWVS い 4 
ラー の 創造 に 変更 な し 。 を は 正しき 宗教 な タ ノ ララ し 。 
り 。 され ど 、 世 人 の 多 ( は デ を 知ら 6 ず 。 (GOGTAMG 和 GIIIRKECRI 
( 注 16) 

32. お 前 た ちの 顔 を 神 に 向け 、 李 惜 し 、 神 を 虹 上 導 3220 の る 殺っ LGA 

て か うら 512 531 2 4 
れ 、 礼 捧 を 信 守 せよ 。 注 17) 面 し て 、 -。 
他 神 を 押 と 併せ 祀る 徒 傾 の 一 人 と な る な 8 と 
か れ 。 

33. その 宗教 を 分 像 きせ て 、 各 宗派 を 成 し た て 科 ( ン 2 レン っ 、 

航 は 、 己 れ の 宗派 に の み 登 満足 す Vo 
( ま 16) @ め うじ > 

34. 人 は 不幸 に 見 舞 わ れる と 、 必 人 3 る て CS 
に 向き 直り 、 嘆 遥 す 。 き れ ど 、 の を シス ンク ラン タッ ョ ラジ る 
浴 せ し ゅ る と 、 見 よ 、 等 の 下る 者 は に phCVCCYt た EE る 
他 近 を 配 し 、 あ 昌 

35. と が 援 け し も の を 否定 し 始め 人 生 CA ii じ 。 

る 。 な ら ば 門 く 楽し め 、 い ま に 思 い 知る べ ox ceSIo DA 
し 。 

36. われ ら は 彼 等 に 、 神 と 合せ 祀る こと に 符 成 し oe uecgg 
する 何等 か の 権 感 を 降 し た と で も 云う の 際 電 
か ? ( 注 19) @⑥ ら の 

注 16 神 は 一 つ 、 信 類 も ヌー つ で ある 。 こ れ が アッ ラー に よっ て 伸 ら れ た だ 天性 つま り 、 人 問 の 本 質 に 根 差 す 

宗教 で あり 、 信 間 は 本 能 的 に これ に 従う 。 人 間 は 生ま れ た 時 この 信仰 の 中 に ある が 、 岩 つ 環 境 や 、 親 の 考え 、 

信仰 、 親 か ら 6 受け た 教育 等 が 、 彼 を ユダ ヤ 教 徒 や 、 腐 衛 師 、 キ リス ト 教 徒 に 変 た て し まう の で ある ( プ ハ リ )。 

注 17 唯一 全能 な る 神 を 信じ る 事 は 真 の 宗教 の 基本 的 原理 で は ある が 、 を れ だ け で は 不 十 分 で ある 。 東 の 款 


教 は 一 定 の 下 律 を 備え た えな けれ ば な ら な い 。 その 中 で も 最も 重要 な 戒 符 は 礼拝 する こと で ある 。 


当 節 及び 次 の 三節 で は シル ク 、 


往 18 過去 に お いて 、 真 の 宗教 か 6 逸 脱し た 者 達 は 分 製 し て 対立 し 、 争 い を 起こ し た 。 
注 19 前 数 節 で は 、 全 宗教 の 基本 原理 で ある 唯一 神 に つい て 述べ て 米 た が 、 
つま り 、 傍 軍 を アッ ラー に 結び つけ る 事 に つい て 午 か れ て ある 。 多神教 徒 は 、 そ の 他 り の 宗教 を 支え る 物 全 て 


に 論拠 を 持た な い 。 


人 問 の 本 性 、 理 性 、 良 赤 は 全て 、 偶 像 昧 拝 を 娠 悪 する 。 
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37、 わ れ ら 人 々 を 基 庄 に 浴 せ し むれ ば 、 彼 等 は 6 の ッ ン ン コン レン 
Gt うたう 0 


学 を 喜ぶ 。 然るに 、 彼 等 の 手 が 先 に 送れ る て つの 
1 の の ため に 、 和 馬 が 時 りか か る 見よ 、 の 凍 の Cs 


彼 等 は た ち ま ち 絶 望 す 。 

38. アッ ラー は 誰 で あれ 、 そ の 欲す る も の に 給 し 狂っ | 
養 を 増し 、 或 い は 減ずる こと を 、 彼 等 は 見 プ ァ ー や ウッ 
ざる か ? げに この 中 に は 、 信 ずる 人 々 へ 9 K1CAUREIECKTUIg 人 ET 
の さま ざま な る 神 区 あり 。 W 89 

39、 さ れ ば 、 親 舌 緒 に 相当 な も の を えよ 、 Cu C 139 計 の 
また 招 し い 者 や 旅人 に も 。 そ は アッ ラー の “^^ の スン < 
恩 扇 を 求め る 者 の た め に は 、 最 も よし 。 か OMPICOEESTYKYEYA1 うる 
か る 者 は 、 必 ず 栄 える べし 。 - 


ou 
40. 他 信 の 時 産 で 香 と ろう 上 て 、 利 候 を て 食  98EdIS2 委 の 信じ 3 
付け し て も 、 ア ッ ラ ー の 見 館 か ら す むれ ば 、 
そ は 殖 え る に 非 ず 。 希 る に 、 ア デッラ ー の 思 3 あら うら る な 11 の 2 で 
癒 を 求め て 害 捨 し た 者 、 こ れ 等 の 者 こそ を an 
の 富 は 倍加 きれ ん 。 @⑥G 〇 2 2 48 jl83 


41. 前 た ち を 創造 し 、 之 を 養い 、 次 いで を て する る る も ん 
lt 
死な し め 、 前 し て 輝 を 芋 らし むる は アッ る 2 OMAKOCW と UP 


ー な り 。 お 前 た ちの 神々 の うち 、 誰 が こ PA 
yo- つ で $ 坦 くす る 者 ある か 7 識 


1335 ン 


、 彼 と 俳 せ 祀る 神々 と は 比較 に な ら ぬ 高 の の SSC 3 
れい まし 給 う 役 を 。 ( 注 20) 
第 5 項 


42 人間 の 手 が 行 いし こと の た め に 、 陸 に 6 海 Ao] EGG で IRO 
に も 次 到 生 じ た り 。 こ は 彼 等 を し て を の 所 し 。 
業 の 報い を 鐘 分 か 味 わ し あん た め 、 き すれ で SL と 1 つろ 9 20559 ozUSN 
ば 彼 等 も $ 悪 より 立ち 直る か も し れ め ぬ 。 フラ タッ ン 
( 注 2D) の ら テ 


注 20 。 神 は 我々 の 創造 主 に し て 、 維 持 省 ・ 
重要 な 特 欄 を 備え られ て いる 。 そ れ は 、 我 々 の 


者 で も あら れる 。 神 は 生死 を 完全 に 支配 きれ 、 前 述 の 三 つ の 
崇 捧 を 求め られ る 最 高 の 御方 に 有する も の で ある 。 


注 21 前節 の 主題 は 、 全 生命 を 創造 し 、 管 理 し 、 豊か れる 全能 の 神 へ の 信仰 心 を 人 間 に 教 え 込む 事 に あっ た 。 
当 節 で は 、 「 開 が 地表 を 呈 い 、 入 が 押 を 忘れ 、 自 ら 作 り 出 し た 神 を め る 時 、 神 は 、 罪 深い 群れ より 神 の 元 へ 引 
き 戻 す 為 、 預 言 者 を お 胡 い に な る 。」 と 述べ られ て いる 。 詳 しく は 、 英 版 脚 注 を 参照 の 事 。 
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云え 、「 地 上 を 所 く 旅 し て 、 前 た ち 以 前 の 


ジテ 
43. EVO に KA に 全 つ の] 時 1 時 
者 ども の 末路 が 知 何 に 惨 な り し か を 電 よ ! 2 と 
】 2 タ T る 
彼 等 の 多く は 多 炊 教徒 な りき 」 と 。 の 24 らら yi 
44. きれ ば 、 放 け 難 き その 日 が アッ ラー より 来 3 25 人 5 
さき GU お の の 5 1242 35 
る 前 に 、 流 の 顔 を 正しい 教え に 向け よ 。 そ 了 
う ラン ュ ン も ピア イア に 9 と 2 
の 日 、 人 間 は 二 群 に 分 けら れる べし 。 @⑯SXO239L2S 22 3 と 2 と 
5- 不信 者 と も は を の 不信 の 毅 生 を 抽 3 で も 8 て 3366 っ 
し 。 ま た 、 正 し い 行 導 を する 者 は 、 自 ら の 。!< リッ し 
後生 安楽 を 準備 す 。 CA る 
た だ し き も うる 。 も タル > っ っ ン 
46. こ は 主 が 衣 を 以 て 、 信 じ て 正 閉 を 行い た 人 AbaJLS う 2 Gy る の 
る 者 を 賞 せん が た め な り 。 げ と 彼 は 、 不 信 0 58 
心 者 ども を 愛 で 給 わ ぬ 。 ドン を り | 
2 ン し し 1 
47. 半 の 神 光 の 一 つ は 、 久幸 の 伝達 者 と し て 風 Pe 4 の) も PC りー 
を 送り 、 お 前 た ち に その 惹 門 を 味 わ せ 、 そ の 2 
の 命令 に よっ て 船 を 毅 赴 らき せ 、 お 前 た ち oe 
を し て 主 の 四朗 を 求め し ゅ 、 以 っ て 破 謝 の の < っ た ネン イン ィ ロッ ン 
気持 を 抱か せしめ ん が た め な り 。( 注 22) @ ら NG あつ 
48、 げ に われ ら は 、 湾 以前 に る 朋 多 の 使徒 を を 。 っ 1 の 
の 民 に 、 明 証 を 携え て 、 造 ゎ し た り 。 括 る の 30 あり えら 9MsoE 
後 、 わ れ ら は 因 を 下 せ し 者 を 思 し た り 。 な 。【3z ら te SEctU 
れ ど 、 信 ずる 者 を 助け る は 、 わ れ ら の 務め 前 
な り 。 @Cos29(2S 琵 
49. 概 を わき 起 ら せる た め に 風 を 送り た る は ッッ ルン ョ ンス 
アッ ラー な り 。 決 いで 彼 は , 千 を 思う が ま ES 1) 人 和 (1 
ま に 大 空 に うち 拡げ 、 を 閉局 に も 積み 重 の ブン 外 ス くっ と イン 
KSM の CV 2 
ね 給 う 。 さ れ ば 流 は 見 ん 、 を の 買 征 より 放 際 フィ ちの は 
5 下る 雨 を 。 彼 、 を の 化 P の 人 する の もら CISW 2 の 5 
の 上 に を 降り 注 が し むと 、 見 よ 、 彼 全 レッ リー 
5 CC と EAC 
注 22 この 言葉 は 、 神 の 律 法 が 、 精 神 界 の みな ら ず 物質 界 に あい て も 行わ れる 事 を 示し て い る 。 二 が 降る 前 
に それ を 知ら せる 原 が 吹く 様 に 、 神 の 預言 者 が 出現 する に 先立ち 、 彼 の 教え が 広まる に 適し た 状況 が 作ら れ 、 
その 善良 な る 人 々 が 現れ 、 地 を 固め 、 彼 の 為 に 長 直 ぐ な 道 や つけ る の で ある 。 
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50.、 を れ 以前 、 雨 が 後 等 に 降り 注ぐ 前 まで は 絶 as oo TE っ 8 ら に 
望 に う も ひし が れ て いた こ 上 も 記 れ て 。 人 9 っ 20 と OXSol ひ oo 
51. され ば 見 よ 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 の 勤 を 、 如 何 ぶる 、 め 30cgo Cl BCG 人 ERUNORN 
に し て 枯死 せる 大 地 を 生き 返ら し むる か  。 ^ 
る タル レン タン て シッ プロ ょ 
を 。 死 者 を 時 らし むる は 彼 な 9、 な ん と な の ゆあ 人 2G501e の 385 の 
れ ば 、 ば げに 彼 は 全能 に まし ます 故に 。 る 2 る 
( 注 23) ⑨ ァ ゅ う 
し か ンク マッ タタ クフフ と の 
52. 然し な が ら 、 わ れ ら 風 を 送り て 収穫 物 が 黄 Gi luaseibs 芝 ッ |o8 う 
ば み で も せ ば 、 以 後 彼 等 は 必ず 、 わ れ ら の ンク 
恩 思 を 認め ぎる 者 と な らん 。 め C> 
2 レミ ュ の 4 し の 
53. 液 は 死者 に 聴か し せる 能 わ ず 、 ま た 背 を 見 交 う 移 和 る る 本 あす)F2G 
さて げ ま を 箇 に 私 の 叶 び を 昌 か し 3 
能 ゎ ず 。 
54. また 、 守 を 巡 語 より 導き 出す こと 普 わ ず 。 0 の dO) ee 負 る の 
液 は た だ われ ら の 神 光 を 信じ て 帰依 する 者 と 
に 聴か し ゅ 得る の み 。 ( 往 24 ⑨ 〇 に づら 65 
第 六 項 し 
レア ゴア 1] ンタ と 
55. ア ッ ラ ー は 初め に お 前 た ち を 盟 く 創り 、 狼 の ひ キ で そ も 人 負 る 前 交 
る 後 之 を 強健 に し 、 強 健 の 後に 宴 え 老い の ポ ピ ピン 
を 生やし む 。 彼 は を の 欲す る 者 を 創造 し 給 233 2 と 3 お み ら 
うぅ 。 彼 は 全 知 全能 に お わし ます 。 SLz CE 
56. 復活 の 時 が 到来 する 日 、 ( 注 25) 罪 を 犯 せ 1 レッ スク 6 レレ bn タン レッ レン 
し 者 は 、 間 中 に 在り た る は 一 刻 に すぎ ず 、 ブタ 1 の AI2 仙 25253 
と 断言 せん 。 か て の 如く 、 彼 等 は 正道 か ら SCIOUGEVW 
背 き 去れ り 。 
注 23 感 し い 日 照り の 後に 恵み の 責 が 降り 、 干 か ら び た 地面 に 新しい 生命 が 宿る 。 前 二 節 に は 上 記 の 自然 現 


象 が 書か れ て あっ た か 


『、 当 節 で は 、 


的 に 明 廃 し た 者 達 の 魂 の 復活 に も 同じ 様 な 処 法 が と られ る と 述べ られ 


て ある 。 死 人 同然 の 者 は 、 神 の 畠 言 者 を 通じ 、 新 た な 生命 を 与え られ る の で ある 。 


注 24 


運命 の 良し 悪し は 、 品 自身 に 依る 。 入 が 下 実 


に 耳 を 領 け な い 限り 、 預 言 も 神 の 刻 示 も その 者 を 神 に 導 


き は し な い 。 自ら が 一 歩 前 へ 踏み 出せ ば 、 神 も 駐 近 付い て 米 ら れる 。 


往 25 


イス ラム の 勝利 の 時 。 
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7 ン MC ッ っ タレ ッ 
57. 鐵 し な が ら 、 知 識 と 信仰 も を 賜 わ れ る 人 た IPAEUIKTGGINI 
ち は 云 わん 、「 お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 経典 に 
ラッ ンタ ラテン クラ 、 
従っ て 、 復 活 の 日 まで 留 ま れ 5。 し て 、 BS 
今日 が 復活 の 日 な り 。 ( 注 26) され ど 、 お ラン ラッ シン 
前 た ち は を それ を 知 ろ うと も 思わ ぎり き 」 は 。 @ofy32S 
59、 さ れ ば 、 を の 日 、 悪 人 ども の 云 訳 は を の 3 の 2 ro の 223 
身 を 欠 す る と ころ な か らん 。 ま た 、 枚 be ドク ENGESO258 
ん と す れ ど も 許さ きれ ざ る べし 。 ( 注 27) (GO7GRCtSOA1 
ーー 、 、 多 5 の 5 4 ル っ る は 人 フラ ン ン タン ズ 
59. げに われ ら は 、 クッ テ ェ ン の で A 々 の ば eg IASoe0o2 る 3 
た め に きま ざま な る 比較 を 明示 せり 。 な れ し 
則 2 タン の ン ッ る て イ 2 るる レレ トッ タン ス イレ ュ ロ イノ 
『、 た と い 次 が 神 光 を 携え 行く と も 、 信 ず boOAIOA3 大 る 30 は 
ざる 者 ども は 必ず 云わ ん 、「 お 前 た ち は 嘘 っ ンク タン 
和 れ ウ 。 
き に すぎ ず 」 に 。 ウ らら うし 1! 
60. アッ ラー は 知識 な き 者 ども の 心 を か く の 吉 ノッ タイ YA ロン 5 シセ ンス ミン 
Ag 1 B 
(封じ 給 う 。 ( 注 28) @9 と の ン を 人 ) 
61. きれ ば 、 液 、 耐 え 妨 べ で 。 ア ッ ラ ー の 約束 は レッ スス < レン シン 作 ラッ ン ン 」。。 
ーッ < 衝 / る 1 っ っ 
必ず 実現 す 。 堅 き 信仰 を 持た ね 者 ども を し JleEs う 3056ba65 
て 液 を 軽 ん ビ せ し め る な か れ 。 の 9985 
注 26 「 復 活 の H] と は 、 処 々 で は 死後 の 復活 を 指す の で は な く 、 人 人 々 が 魂 の 復活 に より 立ち 上 が っ た 時 、 
新た な 神 の 指導 者 が 現れ る 事 を 示す 。 
注 27 本 文 に な る アラ 語 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 (1) 彼 等 は 神 の 入口 に 近 付く 事 を 認め られ な いで あろ 
う 。 (2 ) 彼 等 は 犯し た 罪 い を 許さ きれ な いで あろ う 。 (3) 彼 等 が 弁論 の 中 で どの 様 な 言い 逃れ も を し よう と 
も 、 そ れ は 容れ られ な いで あろ う 。(4) 邊 等 が 神 の 引き 立て を 得る 事 は な いで あろ う 。 
注 28 神 の 指導 者 を 通し て も だ た らき れる 神 の 知識 を 拒否 する 者 は 、 そ の 心 を 密 く 閉ざさ きれ る 。 不信 心 者 の 心 


が 閉ざさ きれ る の は 、 彼 等 が 神 の 知識 を 受け 入れ る こと を 拒ん だ 
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釣 の 成り 行き で ある 。 


っ fez 


ルク マー ン 
(メッ カカ 啓示) 


1. 慈悲 深 (、 患 み 入 (アッ ラー の 御名 に ぉ い の (っ あう 
て 。 
を ンー 
2、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) 1Oj そ | 
3. こ は 知 恵 に 満ち た る 経典 の 諸 節 に し て 、 OO に IRM 
_ まさよ う どう ラフ ュー 2 タラン 
4 . 善行 に いそ し む 人 々 へ の 答 導 と 慈悲 な り 、 @CuoeU 4 の うと か 
。 と ニオ アテ っ 
5 、 礼拝 を 導 守 し 、 走 め の 春 捨 を 納め 、 来 世 を ろか う 90O め る 928 計 包 う 記 放 和 
貴 く 信じ 率 る 者 へ の 。 了 
@⑨6 あ 25525 し 
6. そ は 主 の 導き に 使う 者 、 率 いあ る べし 。 る 4 うっ ey 


アテ E よ と 】 


〇 AaJ1 
ニル 0E 計 1 


きき 半 え に は 5 な た oe っ う 
も な い くせ に 、 


Aa 


7、 然 れ と ども 、 世 の 中 に は お 閣 
くだ ら ぬ 物語 を 信じ 、 知 


人 々 を アッ ラー の 造 か ら 耶 導き 、 を あし は AE 
か ら が かう 者 あり 。( 注 2) か か る 者 に は 恥ず る る スン 
べき 懲 六 下 る べし 。 1O ゆ MI Je の 39 


EMI 才 CIRIM 


8. か か る 者 に われ ら の 押 を 語 み 癌 か す と 、 と ME っ 3 区 
彼 は き な が ら 聴か ぎる 如く 、 ま た 阿 二 が 症 提 ルン 
計 動 ら か ぎる 若く 、 優 医 た る 度 で よ を を OoDS SNTPD2 13 
向 《。 さ れ ば 彼 に 痛 還 を 告知 せよ 。 


9. げに 信じ て 甘 行 を 積む 人 々 ーー 彼 等 は 歓 春 32411 AO 
の 御園 に 入り 、 ーー 


注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な 9 (2 章 2 節 参照 )。 


往 2 生命 は 非常 に 大 切な も の で ある 。 人 間 は 高 に し て 笛 高 な る 日 的 を 果たす 旋 に 作ら れ だ た 。 し か し 心 の 
輝 付 いて し まっ た 者 は 、 超 か な 鎧 晴らし に 貴重 な 時 と 労力 を 費やし て し まう の で ある 。(23 : 116 )。 
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10. を の 中 に 来 長 《 住み 留 ま ら ん 。 ア ッ ラ テー の の 1WY 人 E ノ ェ ン ッ 
半 到 は 確実 な り 。 役人 大 に し て 、 替 に 2 デ 102 は 
まし ます 。 

11、 彼 は 目 に 見 得る 柱 な くし て 諸 天 を 創り 、 ま DI 人 HTC 
だ 地上 に 年 固 た る 山々 を 配 し て それ が お 前 5 
た ちと 半 に 揺れ 動か の ざら し め ゅ 、 を の 上 に き 5 ひら eo の る の を の 


ま ぎ ざま な る 生物 を 描き 散ら し 給え り 。 ま た 24 世 ・ CSC 人 041 
われ ら 6 は 雲 より 水 を 際 り 下 し 、 各 種 の す ば の ぎ ッ SS56 多 Bio 


ら 6 し い 種 類 を 生 ぜ し ゅ 給え り 。 @。 ざ 
12. こ は ア ッ ラ ー の 創造 な り 。 き て 、 ア ッ ラ ー eeGO003E 8 半生 先 ぬ 
以外 の 者 で 、 創 迄 し た る も の あら ば 、 4 ^ 
れ に 見 せよ 。 知 、 不 義 な す 草 は 明らか に 迷 6 So 
詩 の 中 に あり 。 
第 二 項 


13. われ ら は ルク マー ン に 知恵 を 授け て 「 ア ッ の ィ そ < (2 る 3 
ラー に 感 絡 きま | 云え り 。 誰 で あれ の タッ Ao 
する 者 は 、 ひ た すら 己 れ 自身 の た め に 感 妊 て ま Ah18B 2 SS 

する な り 。 然るに 、 恩 知ら ず は 、 ま ま よ 、 る 。 ン 

アッ ラー は 満ち 足り 給 う 御 方 、 護 美 きれ る ⑯ つ へ ふ 

べき 御方 な 5。 


14. また ルク マー ン が ( 注 3) を の 忠 : H 人 3 2 
し て 、 か く な いし 時 を ト え 。 「 我 が 愛 する 邊 の Gb po 
子 ょ 、 アッ ラー ミ 他 入ら を 併せ 祀る な か の 2 うる 515b し 
れ 。 神 と 他 入 を 併せ 妨 る は 、 重大 な る 不正 * 
な り 」| ( 注 4) 


15. われ ら は 人 間 に 、 そ の 父母 に 対し て 考 差 を agas142CAOGUOC5NUCS 75 
つく すべ く 命 じ た だ り ( 注 5) 一 一 特に 坪 は 、 
弱り 5 や つれ て 子供 を 産み 、 更 に 離 孔 きせ る AU 
まで 二 年 を 要する ( 注 6) 一 [われ 並び に 「 
注 ルク マー ン は アラ ブ 人 で は な い 人 、 お そら く は エジプト 人 人 を 指す の だ ろう 。 彼 は エジプト か スピ ビア に 
従う 様 命 どら れ て いる 。 又 、 彼 が ギリ シア 人 人 の イツ ッ プ だ と いう 説 も ある 。 当 節 及び 次 の 二 節 に ある 様 に 、 ル ん 
クマ ー ン が 息子 に 語る 立派 な 道徳 的 教訓 か ら 前 断 す れ ば 、 彼 が 神 の 項 言 者 で ある 事 が 分 か る 。 
注 4 全て の 宗教 の 基本 的 な 教義 は 、 唯 一 神 に ある 。 全て の 高尚 な る 原理 は 、 こ の 教義 に 基 付 く 。 軍 以 外 の 
る の を 崇め たり 、 神 を 離れ る 事 で 、 人 人 はら を 卑 め 、 そ の 人 格 を 損なう の で ある 。 
注 5 この 委 及 び 次 節 は 挿入 節 で 、 神 へ の 義務 に 次 ぎ 息 補 な 人 間 の 聞 め を 説い て いる 。 それ は 、 両 親 及 び 同 
餅 に 対す る 義務 で ある 。 
注 6 この 文 と 46 : 16 の 間 の 串 ら か な 矛盾 は 、 子供 達 の 中 に は 他 よ り 早 《 生 まれ だ 為 、 体 質 が 弱く 、 離乳 に 
時 間 が か か る も の も ある と いう 上 恵 か ら 生じ て いる 。 
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第 一 トー 意 


ルク マー ン 


液 の 父母 に 感謝 せよ 。 わ が 放 へ 攻 の 帰 堪 あ 
り 。 


3 ン ン 


⑨%e919! 


169. されど 、 も し 父母 が の 知ら ざる 者 を われ 前 
ほ 併 せ 祀 る べく 強い な ば 、 彼 等 に 従う な か - ・ 凍 前 
れ 。 き まれ ど 、 俗 事 に 上 て は 、 優し くい た ゎ きめ Paris 2 
り の 気持 で 変わ れ 。( 洲 7 ) 吊 し て 、 宗 教 上 リュ ン ン レン を 。 
の 事柄 は 、 わ れ に 頼る 者 の 道 に 従え 。 い ず らら 90262GEzc 
れ お 前 だ ちの 放 趣 ! は わが 評 と な る 。 その 時 レア の だ と レー センセ 
われ は 前 た ち が 党 々 行い た る こと を 語り 25 
開か せん 。 
に ゃ 、 ラッ タ ジン ャ アザ 4 
サ 7 務 が 愛す る 息子 よ 、 た もい それ が 人 チ の お で 比 手 の も 5 
種子 の 一 粒 の 重 る な り と 8、 或 い は 衣 の 中 ーー 
に 在 ろ うほ も 、 ま た は 天 に 在 ろ うと も 地 に IROEIR 1 あっ 
在 ろ うと も 、 ア ッ ラ ー は 必ず それ を 持ち タレ ェ 。 
し 給 う 。( 肖 8) ザ に テッ ラー は 妙 知 者 、 知 舌 の Xe 5) 515) 
者 な 9。 
18. 我 が 愛す る 息子 よ 、 礼 拝 を 短 守 し 、 他 人 に だ 外 テ 45 4 
天 を 勧め 、 悪 を 禁じ 、 身 に 隆 りか か る も の _ - 
は 根気 よく 耐え 妃 べ 。 こ は 喚 な る 決意 が の の PCITOWI21CM い 39 
要求 され る 事柄 な 。 
19. 務 し て 、 液 、 他 人 に 対し て 生意気 な 態度 を の) くれ KC 間 二 1O っ 4 の 
- ug oo9 う >EU 3 は の 5 
取る な か れ 、 ま だ 地上 を 我 が 物 顔 に 歩く な 日 前 おま 員 上 
か れ 。 げ に ブッ ラー は 横柄 な う ね ぼ れ や を ⑲ ぁ odEs 54292h18) 
愛 で 給 わ ぬ 。 
20. 穏やか な 歩調 で 歩め 、 流 の 斉 声 を 低く 元 9 い 員 soaeE け も きっ 3 っ 
よ 。 最 も 不 答 兵 な 声 は 騎 島 の 呆 き な り 」 レッ - 
第 三 項 る ん らら COIRG] 
21. 前 た ち 、 ア ブッ ラ ー が 天 に ある も の 地 に あ ンー いる イプ タン ン ュ る イラ イク 
る も の すべ て を お 前 た ち に 利用 せしめ 、 ま は stdB 沿 >20862 
だ 見 える も の 見 え ぎ る も の 両 つ な が ら そ の を レン ・ を の イン スイ フス 
13 1 
因 芝 を お 前 た ち に 浴 せ し ゆ た だ る こと を 、 知 2 人 ET もの) 
注 7 も し 両親 に 対す る 義務 が 神 へ の 義務 と 対立 する 場合 は 、 自 ら の 創造 主 で あら れる 神 へ の 皿 誠 を 優先 き 


せな けれ ば な ら な い 。 
に 振舞 っ て は な ら ず 、 
注 8 


し か し 、 神 へ の 加 
彼 等 に 
良き に つけ 悪し き に つけ 、 


は 50:19 で も 述べ られ て いる 。 


に 相反 する 命令 


行動 は 無 膝 で は な い 。 


や 要求 を 両親 が し た 時 、 そ れ を 無視 し て 両親 に 柄 打 
、 徐 わ ら 6 礼儀 と 愛 ・ 優 し き を 示し 続け る べき で ある 。 


それ は 永遠 の 痕跡 を 残す 。 こ の 倍 大 な 真 突 に つい て 
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ら ぎ り し か ? ( 生 9) 然るに 、 人 々 の 中 に 99 生 品 (は d ほら と So2 
は 、 知 識 も 導き も な てく 、 交 明 を 投 ず る 経 和 二 遇 
8 有 せ ず 、 ア ッ ラ ー に つい て 府 貞 す る 者 あ Do95 
5。 ( 注 10) 

の か か る 従 傘 に 「 ア ッ ラ ター が 政 示 せ し 6 の に SS の 半 仙 員 じ 4 
従え 1 と 評 を ば 、 彼 等 は 法 う 、「 否 、 我 等 は 2 とう 
我 等 の 先 福 が 奉じ た る 教え に 従わ ん 」 と 了 RSEULEILCMIGPC'N 
( 注 11) な ん と な ! 悪 廃 が 彼 等 を 火 3 ッッ ス と まま すし の 

入 x ウ 1 
》 の 刑 に 謗 ふと も か ? リン oda 
23. アッ ラー に すべ て を 任せ て お すがり する 生ま の まま の 
よい | 1 2 し は 

汗 、 し て 類 を な す 者 は 、 恒 定 な る 把 っ 手 。 プ ンド ン 

を ひし と 撮る 者 な り 。 導 事 ぉ ちっ つく とこ 反っ 5 ab(313688 IMGVAC 

ろ は アッ ラー に 帰着 す 。 ( 注 12) 直前 ぞ 了 

⑯ っ ぁゃ 3! 

24. 信 ぜ ぎる 者 の 不信 に つい て 流 悩 わな か れ 。 アタ 。 人 EGOHEStWK 人 の 
等 は われ ら が 許 へ 帰る 。 を の 時 、 わ れ ら で テ 届 党 5 あの 
は 彼 等 の 所 業 を 語り 聞か せん 。 げ に アッ ee を 015 まい 
ラー は 胸 に 秘め た る も の を 部 知 し 給 う 。 

し か 4 クー ブタ 

25. われ ら は 徹 等 を し ば し 楽し ませ ん 。 導 る 後 、 @ ま っ OO の 移っ 
章 区 劉 へ と 駆り 立て 4。 2 の 才 

26. も し 液 、 彼 等 に 「 誰 が 天地 を 創造 し た る 0 
か ? 」 と 開 わ ば 、 彼 等 は 必ず 「 ア ッ ラ ー な クン ラッ シシ ショッ 
9 上 答え ん 。 ( 生 18) 諸 え 、「 す べ て の 華 @ ら ss ダバ な 人 5jO5 5 
美 は アッ ラー の 帰属 な り 」 と 。 然 れ ど も 
彼 等 の 大 半 は 知ら ぎる な り 。 

注 9 この 言葉 は 、 内 体 的 、 精 神 的 、 物 質 的 、 知 的 、 即 知 、 未 知 如何 に か か わら ず 、 人 間 の 必要 ほす る 物 人 


て を 指し て いる 。 


注 10 
注 11 
6 受 けた 不断 の 妨害 と は 、 後 者 が 先祖 代々 の 慣習 や 信 
「 知 識 も 導き も な く 、 


光明 を 投 ず る 経典 も $ 有 せ ず 」 


古い 考え や 信仰 を 捨て よ と 言わ れ て も 、 人 問 は 容易 に は それ に 応じ な い 。 
爺 を どう し て も 手 放 を うと し な か っ た 事 で ある 。 
味 する 所 で ある 。 


人 聞 の 理性 、 叶 味 、 神 の 啓示 この 三 つ が 合わ きれ ば 、 多 神 教 の 思 か る が 証明 きれ る 。 


神 の 預言 者 達 が 不信 心 者 か 
これ が 、 


注 12 結果 を 生み 出す すべ て の 行動 は 神 の み が ひ き お こす 。 
注 13 宇宙 の 剣 造 及び 宇宙 の 構造 と 理 法 を 知 的 に 研究 し て みれ ば 、 こ の 宇宙 に は 制 浩 主 が お られ る と いう 推 
論 に 必然 釣 に 居 す る 。 ラ ー ヤ クー ラン ナ と いう 言葉 は 、 不 信心 者 が 、 望 まず と $ 


認め ぎる を 得 な い 事 を 示し て いる 。 


、 宇 守 の 創造 主 が 神 で ある と 
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あめ っ ぁ 由 
27. 天地 に お ける 一 切 は 濡 げ て アッ ラー に 訓 属 な 3312 8UU2yB BI3 じ ああ 
ャ げに アッラー は 自主 自足 に し て 、 護 美 ーー ュ 
すべ き 御方 に まし ます 。 OS 
28. た まい 地上 の 樹 を すべ て 華 と な し 、 海 が 理 タン 0 の る る っ 8 に 3 
、 の に と つ うり) FE1VTSIE 
汁 で 、 を こ へ 更に 七つの海 を 増し 加え た と 2 ププ タ ジ 0 
ミ ッ ラ ー の お 言葉 を 圭 き 大 タロ クー ラン そし て 22 な レッ 2 ク ーー を タン 
eo 
敵 s - ブ アッ フー は 人 避 天 に ヽ 析 【ー 9 レン 8 ュ 
まし ます 。 ②%2. MP 
29. お 前 た ちの 製造 復活 は 、 一 個 の 殊 の 創造 イン 
< 4 EE を 1 
と 復 消 に 相 人 た り 。 問 5) げに アッ ラー 人 66 2 9 
べ べ て を みそ ヵ 給 う 。 の ンタ ッ レン 
は す * て を 聴き 、 す て を みそ な わし 給 う ⑨ 和 2 
に に ず ッ ラ ー - 恋 * 29 イン る ん 
30、 流 は 知ら ず や 、 ア ッ ラ ー は 夜 を 昼 に 変え MOMUCIESI タイ MOE だ II 
挟 を 夜 に 変え 、 ま た 森 陽 と 月 と を それ ぞ れ 
定め られ た 期限 まで その 軌道 を 走る べく 服 人 訂 SF 信 の の 4 3d38 
従 せしめ ゅ た る こよ を 、 ( 注 16) 並び に アッ ー eo に レレ ラッ 
ー は 前 た ちの 所 業 に 過 距 し 給 う こと SS 685 を 
を ? 
31. これ すなわち 、 ブ ッ ラ テー こ を が 走 の 神 な る 3592O テ CS る 835 
が 数 、 そ れ 以 外 に 役 等 が 祈る も の は すべ て 内 。 ココ 
偽物 、 庁 し て アッ ラー の み が 素 高 者 、 無 比 esh22 85 dbf 
な る 王 大 者 な る が 敵 な り 。 
第 四 項 
32. 液 、 ア ッ ラ ー の 恵み に より て 船 が 海上 を 紙 時 
Am III 1 
行 する を 見 ぎる か ? ( 注 1 こ は 役 が お SGUIoMT 
と TE ます 
前 た ち に その 神 兆 を 示さ ん が た め な 5 。 NR PE 
に この 中 に は 落 草 の 任 こ の = ょ 3 な 
る 神 兆 あり 。 
注 14 7 や 70 と いう 数 は 、 ア ラビ ア 語 で 大 き な 数 を 示し 、 通常 の 7 や 70 と いう 数 字 を その も の を 指し て は い 
な い 。 
注 15 の 節 は 、 人 間 は 全て 同じ 自然 の 法則 の 下 に ある 宝 を 示し て いる 。 双 、 こ の 同じ 自然 の 法則 の 下 で 、 
人 が 進歩 ・ 後 退 する 様 に 、 国 や 社会 $ 栄 枯 盛 齋 を 旨 り 返す た も 書か れ て ある 。 
注 16 夜 の 後に 征 が 、 は 苦 の 後に 夜 が 来る と いう 自然 の 法則 は 、 個 人 の みな ら ず 、 国家 の 運命 も 左右 す 
る 。 
年 17 損 海 は 偉大 な る 神 の 恵み で ある 。 人類 の 緊 栄 の 多く が 航海 に よっ て も た らき れる 。 拠 し て 、 最 大 の 海 
層 力 を 持つ 国 が 、 世 界 で 最大 の 宮 と 力 を 誇る 
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ルク マー ン 


33. 屋根 の 如き 大 浪 に の み 込 まれ ん と す る 時 に 06 タッ セラ ランス 
は 、 彼 等 も ブッ ラー に 対し りり 全 く 衣 表 な SN も 328222 
き ム 、」 ょ 人 ュー の 。 9 っ ュ ン と 
き が 如く 念じ 祈る 。 然るに 、 区 等 を 押 > eS けい 
陸 せ し せれ ば 、 た ち ま ち 、 中 唐 の 道 を 歩む の 前 
1 Pd る [2 ド タ レッ ン レン 
は を の 中 の 価 か ば か り よ な る な り 。( 注 では 香 人 (IOWYS 3 
18) 益 し て 、 わ れ ら が 神 光 を 耕 定 する 者 は 、 
二 や ある 忘 思 者 に 外 な ら ず 。 
34. 人 々 よ 、 主 に 亡 護 を 求め よ 、 し て 、 父 は な ESg 克 931 電 4 MM 
子 の た め に 、 子 は 父 の た め に 何事 $ な し 得 レレ ンー レ クタ シ ラン 。 
ぎる その 日 を 恐れ よ 。 げ に アッ ラー の 約束 9905 本 の 
は 必ず 現す 。 き れ ば 、 現 世 の 生活 に 双 か し zo 
れる な か れ 、 ま た ケッ ラー の こと て 証 誠 件 CONo3 も 生 導 02 
に 欺 われ る な か れ 。 ジッ ティー 1 シン シュ 
の 3 
35、 げ に アッ ラー の み が 審 判 の 時 を 知り 給 う 。 NOO2 2L AE 38051 
彼 ? は 十 を 隆 ら せ 、 . 脱 内 に 宿る も の を 知り 給 。 、 - 
うぅ 。 狼 れ ビ も 、 何 入 も 明日 何 刀 想 を か 、 ま Gas 和 63 
だ い ず こ の 地 で 死す る か を 知ら ず 。 げに し 2 シア まき イン し 7 る 3 て ーー レン ェ エン ン 
テッ ラー は 深 知 者 、 通 暁 首 な り 。 AO ol し し あの っ 3 じ う 
と あう ン 
注 18 この 節 に は 、 ム シュ リク (多神教 徒 ) に 共通 の 特徴 が 挙げ られ て いる 。 多神教 徒 は 信仰 が 弱 《、 非 党 
に 迷信 深い 。 役 の 信仰 は 、 偽 り の 峰 且 や 迷信 の 混じっ た も の な の で 、 避 細 な 不 辛 に すら 動じ て し まう の で ある 。 


ー636 一 
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(メッカ 啓示 ) 


まま 
慈悲 深 て 、 恵 みろ 届 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
て 。 

アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) 


この 経典 の 啓示 は 、 疑 いも な く 、 力 物 の 主 


より 降る 。 


。 彼 等 は 、「 彼 が を れ を 作 作 せり 1 とう か? 


耕 、 こ は 液 を し て 、 液 下 前 に いま だ か つて 

警告 者 米 ら ざり し 民 に 向っ て 警告 を ちえ 、 

彼 等 を 導 か し めん が た め に 主 より 陸 き れ た 
る 真理 な り 。 


・ 天地 と を の 間 の すべ て も の を 六 日 の うぅ ち に 


( 往 2 ) 件 造 せる は アッ ラー に し て 、 然 る 
後 を の 玉座 に 全 り 具 す 。 お 前 た ち に 、 アッ 
ラー 以外 、 他 に 助け る 者 も 執り 成す 者 も な 
し 。 お 前 た ち 、 そ れ で も 反省 せ ぎ る か ? 


・ 内 より 地 に 守る まで 、 テッ ター は 一 切 を 弥 


だ た も う 。 桂 ぁ 後 、 そ は 一 日 に し て 彼 の 許 へ 
目 り 行く が 、 そ の 一 日 は お 前 た ち が 数 える 
ー 千 年 に 相当 す 。( 注 3) 


イッ タン 


NIS 


エア ノ 


@GAtoSoA5o2V 


カ と プラ タン ッ ン 


る 

2 ン に ge ッ ショ ンタ 

LOE23 も と た 1 ETGT び CT 
6626 0 css 


る 


8 oh( 発 き 和 紹 
MMP MSPIGPE 


シン ン ン ン は っ ・ 


068 を の 323 っ 
ルッ 2 タタ クン る ロラン ッ > イヤ る m ン フタ 
2 1 の っ ある つい] 月 RI の IA 


ン ン ニン ッ ン イタ 


フッ る タン トン 。 ラー ンク 
oO70 で うそ PIE る 


と テー sy > の レス ン テ キ 
7. ェ の 御方 こ を 見 え ざ る も の と 元 え る も の を 人 が IA 315 っ 05 
知 共 し 、 偉 大 に し て 慈悲 深く まし ます 。 ー- 
注 1 われ は テッ ラー、 全 知 者 な 9 (2 章 2 館 季 照 )。 
注 2 6: 194 参 照 
年 3 この 節 で は 、 イ スラ ム 教 の 波乱 に 富ん だ 歴史 の 中 で 、 起 こる と 定め られ た 深刻 な 危機 に つい て 未 べ ら 


れ て いる 。 イ スラ ム 教 は 、 接 め の 
者 は 、 
最良 の 時 で ある (テル マデ ィ .。 
は 衰退 を 始め た 。 こ の 褒 退 は その 後 千年 の 間 続 いた 。 当館 後半 は 、 こ の 千年 間 を 示し た も の で ある 。 
マ ド 拓 言 者 は 次 の 様 に 語っ た と も 記 る れ て いる 。 イ スラ ッ 教 閉 が プレ ア 
が それ を 地上 に 戻す で あろ う ( プ ブ ハ リ ー タ フシ ー ル 書 )。 ヒ ジラ 14 世 
可 授 は 止め られ 、 イ スラ ム 教 の 復活 が 始ま っ た の で ある 。 


この 事実 に つい て 次 の 様 
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拉 紀 の 章 不 断 の 前 進 と 役 栄 の 時 を 迎え る 事 よ な っ て いた 。 モ ハッ マ ド 預 言 
語っ だ と 記さ れ て いる 。 「 私 の 生き て いる 今 得 紀 、 を し て それ に 続く 二 世 紀 が 
プ ハ リー シャ ハ ダ ー ト 書 )。] 最初 の 三世 紀 に 不断 の 勝利 を 得 た 後 、 イ スラ ム 教 


又 、 モ ハッ 
時 団 に 登り 、 ペ ル シ ャ の 末 益 の 男 
的 束 き れ た メシ マヤ ( 下 世 主 ) が 現れ 、 


第 二 二 ご 章 アル ・ サ ジュ ダ 
8. 彼 は 、 その 合造 せ する すべ て の も の を 完 壁 な CSIIOKC も HE ダイ タン フッ て 
ら Io3 4 に こう 1 
らし ゅ た る 者 な り 。 宙 し て 彼 は 、 土塊 を 以 9 うな マツ 
て 人 間 の 創造 に 着手 せり 。 の eb 32 
9. 釣る 後 、 彼 は 、 わ ず か な 流体 の 精 粋 か ら 子 9 の 2 の 5 に 
人 を 造り 、 - 
0. を 胸 を サ ぇ 、 己 が を 傘 き 迄 みた り 。 5 の 3 ONS の 25683 も と 全 
、 耳 や 目 中 心 を 前 た ち に 与 を た り 。 然 
る に 前 た る 、 ほん の わずか し か 感謝 せ ORG SD 
と は 。 
1. 後 等 は 区 う 、「 な ん と な ! 我 等 地 四 に 洋 和 タラ ンー セン ーッ ン イ 
4 SSESBL21 介 る 
た た 人 太り 新た な 析 な り て 中 る が 2 あり ンー 
な?」 と 。 否 、 彼 等 は 主 よ の 対面 を 信 ぜ の 
らち っ ンー 
ぎる も の ども な り 5。 38 
2. 云え 、「 お 前 た ち 担 当 の 死 の 天使 お 、 前 た る ネッ て 全て と レン 
る TE いま 
ちか ら 命 を 取り 地 ら ん 。 然 る 後 、 前 た ち ルン ルン 
は 主 の 許 へ 連れ 戻 き れん 」 と 。 を 
第 二 項 デン 
3. 罪 を 犯 せ し 者 が 主 の 前 で 頭 を 垂れ 、「 主 42 っ 3 人 2 ち 
り VM Ce つり fe を 4 うと 
よ 、 我 等 は 見 た り 、 鞭 きも せり 、 了 わ く は 2 - 
3Es。 ション ァ ン ン 区 
我 等 を 生 に 帰し 給え 。 き すれ ば 必ず 閉 行 を SUSCS OS 0 
為 さん 、 真 実 を 悟ら きれ た が 導 に ] よう レタ 
様 を 液 自 賭 し 得 な ば 。 ⑤ ら 2 め 
14、 わ れ ら も し 歌 て 欲し な ば 、 す べ て の 人 間 に 。 gm る 12 
その 答 導 を 与え 得 さ べし 。 る れ ど 、「 妖 寺 と 人 oO ゆあ 
間 一 緒 に し て 地 喜 を 満た きん ] ( ま 4) よ わ oilo2 Cy き 
el Alo2 otee Pe 82 
が 日 か ら 出 で し 言葉 は 、 必 ず 実 現す 。 マツ 
15. され ば 、 前 た ちの 政行 の 報い を 味わえ 、 こ る タン 
の 日 の 対面 を お 前 た ち が 忘れ た が 了 に 。 わ 負 遇 が 人 3 らい め 
れ ら も お 前 た ち を 忘れ た り 。 る れ ば 、 前 EK イン ピン 
HK 3 
た も が 重ね た る 亜 行 ゆ た に 永 壇 の 列 を 味 EGO 
わ え 。 
クイ タリ コタン ター フッ 信人 レ リタ ジン る 
6 ちから の 電光 を 本 当 に 信ずる 者 と いう は 、 富有 人 の 5 ob CU 
その 話 が 出る と 地 に ひれ 伏し て 主 を 識 美 し ジレ 科 ュ イッ タン 1 ンタ 
率 り 、 交 り た か ぶら ね 者 の み 。 の 2 から 光ら とう 
注 4 この 文 は 、 15 章 43 節 及 び 44 節 と 同様 に 罪深い 者 の み が 地 獄 へ 落ち る 事 を 示し て いる 。 疾 吉 は 時 は 幕 、 


人 間 は 庶民 を 表わし て いる 。 
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17. 彼 等 を の 唄 所 より 離れ る や 、 長 れ と 願い を 7 も の g プラ クタ ア ッ タ タク He 
の チ wu uo loF edy 
地 い て を の 主 に 折り 、 わ れ ら が 授け し も の ドー クン 了 和 6 (WI 9 
ッッ タッ タラン レフ イク イイ ン 
を 惜しみ な く 碧 す 。 ⑥ OM eS うう いち う 
な ん げ と _ ーー クン で の イェン クタ 。。 ッ タイ ンタ イッ (3 の 2 ンタ イッ ン イレ 
18. 何人 も 、 を の 敬 行 の 報 渡 と し て 、 目 を 喜ば 人 oy Co ょ の ( 計 1 は OS 55 
す も の が ひ を か に 用 意 る きれ て ある を 知ら ルッ レレ 
す 。 ら の ok3P5C。 
19. きれ ば 、 信 者 は 罪 を 犯す 者 と 類 だ り 上 見 OPC 人 け に 人 0 人 
な きれ る べき か ? も と より 両者 は 等 し か 
ら ず 。 
20. 信じ て 療 行 を 積む 者 に は 永遠 の 宿 の 楽 因 EE ん YOEWIITW ス KYLIE1 
あり 、 そ は 彼 等 が な せる こと に 対す る 衝 店 シン レコ: 
と し て 。 oe いい 
21. 上 を す 計 に は 、 を の 潜り は 業火 た る で OPCESIU DL MRAUII1 
し 。 彼 等 は を こよ り 出 で ん ほす る 度 に 、 を 。 し ァ ッ 2 
の 中 に 突き 戻 きれ 、 か く 到 わ れん 、 前 た eSa の OS2U69 Ooel ec bo 
ち が 常に 否定 せる 楽 火 の 刑 を 味わえ 」 と 。 2 人 っ ちっ と 。 る と 
テ っ の 
22. われ ら は この 大 利 凍 の 前 に 、 手 近 な 同 を 彼 iMO35d59loSo1o2 SS55 
等 に 味 わ し めん 、( 汗 5 ) そ は 彼 等 悔い 必 リッ シン 
め 、 誠に 同 旗 す た め に 。 @ ら る 85 
間隔 タン スン タイ 4 3 
23. 主 の 神 区 に ょ っ て 戚 め ら れ な が ら 6、 後 に ロレ の の eb 3 っ ち の 3 
に 背 き 去る より 大 な る 罪 あ る べき か ? ゎ ルッ 」 
れ ら は 必ず その 罪 を 犯 せる 者 に 報復 す 。 @< OS Al 
第 三 項 
24. われ ら は か つて 、 モ ー ゼ に 経典 を 授け だ たり 。 > ぅ s。 ン > マン 1 の ン っ タ Gi2 
「、 DENG 定 4 
きれ ば 、 流 も 経典 を 受け る こと を 預 う な か 9o83 ン 
れ 。 わ れ ら は を れ を 、 イ スラ エル の 子 ら へ @ あ > レ 63e33 2 る る も 軸 
の 科 導 と せり 。 
25. ゎ れ ら は 彼 等 の 中 か ら 、 な も が 命令 に 物 ル rc イン ッッ る を ィ ラ ッッ トン 
bo し * 9CC 
よっ て 人 々 を 姓 く 導 箇 を 任命 きり 。 な ん も 20A ue 人 しょ る 
アタ の 
な れ ば 、 彼 等 は よ * 鍋 え 妨 び 、 られ ちの 擬 @9252C8L 5 
を 了 芝 く 信じ る が 数 な り 。 
年 5 「 大 刑 還 」 と 平吉 な 還 」 は 光 の 様 な 意味 を 持つ 。 (1 現世 に な ける 苦悩 と 来世 に お ける 若 悩 。② バ ド 


ル の 戦い に お ける クラ イシ ュ の 敗北 し メッ カ の 隙 秒 。(③) 小 さき な 不 率 、 そ し て 決定 的 な 残 減 を 叫 告 きれ な が ら を 


れ に 


耳 を 貸 そ うと し な い 者 に 起こ る 不 宰 。 
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26. 


げに 液 の 主 は 、 彼 等 が 互 に 争う こと に つい 
て 、 復 活 の 日 に 彼 等 の 闘 を 審判 すべ し 。 


12 ダラ スシ 


5 9 PP PU Ke る 58 


ラタン ッ ン 


Go 5 


927. われ ら が 條 等 入 前 幾多 の 世代 を 減 ぼ せ る oy 員 み 2 あっ っ 31 の 60 っ 2 ダイ 
こと 、 そ は 彼 等 を 導 か ぎる か ? 今日 人 人々 敵 半 
の 358 る ちる CKectd 
は その 廃 堪 に 帰し た る 住居 跡 を 往来 す 。 げ ら aY と 1 
に この 中 に は る ま ざ ま な る 神 兆 あり 。 それ ラン ン 
で も 彼 等 は 敢 て 聴か ぎる か ? OO 
か お に の アタ イー ・ う シン パピ レラ タ 22 イィ ン クン ッ ング ラン ン ン 
28. 役 等 いま だ 見 ざる か 、 ゎ れ ら 束 紅 け る 大 地 Ro め JEGR TB | 
に 水 を 隔 り 、 乏 に よっ て 家 者 並び に 彼 等 上 クタ 62 イン ラク の 。 ラッ ン っ タス 
蜂 が 金 す る 帝 物 を 生育 せ し む る を ? を れ Pbreesl も 6 の 6 も _- 
で も 彼 等 は 敢 て 見 ざる か ? の 8 が 区 当 
29. 彼 等 は 云う 、「 お 前 の 言 某 が OOCWNN1E ス UN や と 1K1 
勝利 と や ら は 何時 来る か ?」 ま 。 
30. 云え 、「 勝 利 の を の 日 に は 、( ま 6) 人 せき 5 し 3 の eS5 し と 5 
5 の NE yos 
る 者 ま も の 信 作 は 役立た ず 、 ま た 親子 も る 「 ・ CAC 
れ ざ る べし ] と 。 リュ 
91. され ば 液 、 彼 等 を 願 み る な 。 面 し て 、 待て 。 の 6 る 2525 3 23L 2 に ち 提 
彼 等 も また 待つ 。 2 
注 6 バド ル の 戦い の 日 (8 :42)。 
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1. 慈 起 浴 《、 恵 み 週 く ア ッ テ ラー の 御名 に ぉ い OCSOIPit ま 1 
て 。 

2. 浴 、 舞 計 莉 よ 、 ア ッ ラー に 加 直 を 求め よ ょ 。 ちち レン 同志 

ーッ - 1 1 あ 3 

信者 並び に 人 信者 の 表 に 人 を うな ol の 53810G3IGSE 
れ 。 げ に アッ ラー は すべ て を 知り 、 覧 白 に の を と を に 62418 
し ュ オ 2 Cs 

3、 主 が 液 に 硝 示 きれ た る ほこ ろ に 従え 。 げ に 6g 35) 
アッ ラー は お ぉ 前 た ちの 所 業 を 知 符 し 給 う 。 


っ 2 ば 


クッ ンー ン イ フッ < 
@ 共 る る 
4. アッ ラー を 信頼 せよ 。 ア ッ ラ テー は 守 座 者 た @ の 3 の 弥 AM %35 


る に 足る 。 
5・ アッ ラー は 如何 な る 人 に も 、 を の 胸 の 中 に イン 06 の 13< ヒ 

つの 心 を 件 ら ず 。 また 坪 と 呼ん で 散 別 す と 量 し テッ シン 

る 妻 が お 前 た ちの 生 坪 に は な ら ぬ 。 ま た お usb 2165 8 d 1 

前 た もち が 養子 と せる も の を お 前 た ちの 実子 

と せ ず 。 こ れ は た だ お 有 前 た ちの 日 より 出 づ の 0 3 2 人 4 あ aY 


6 言葉 に すぎ ず 。( 注 1) 然 る に 、 ア ッ ラ ー レレ アラ ネン あと 
の 言葉 は 真実 で あり 、 正 し い 門 に 導き 給 う 。 @JAAe co お 公 5340d 約 


6. 実父 の 名 に よっ て 彼 等 を 呼べ 。、 そ の 方 が 、 テイ イー コン 9 ノッ インタ タタ クッ タッ タク 
プッ ッ ー の 日 に は 一層 公平 な 9。 た と い ゅ JohloW3A ay2223| 
前 た ち 彼 等 の 父 を 知ら ず と も 、 彼 等 は 信秀 oss 126 482E 和 RA 
に お いて 前 た ちと は 兄弟 で あり 且つ 友 な 
り 。 し て 、 族 意 に を な す に 非 ぎ れ ば 、 (Se93 和 も る (esK と を の 5 
この 仲 に 関す る 誤り は 上 罪 な し 。 的 し な が ら 、 フン 
お 前 た ちの 心 に 意図 ある 場合 は その 資 任 を ou3 衝 生 85 人 人 83383 
問う 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 六 悲 深く きま 
し ます 。 


兄 


注 1 この 節 で は 、 モ ハッ マ ド 問 言 者 の 時 代 に 広 笑 に 、 し か る 深く 根付 に いて いた だ 二 つ の 慣習 の 廃止 を 求め た 。 
この 二 つ の 内 、 よ り 醒 悪 な の は 、 ズ ィ ハ ー ル の も の で あっ た 。 大 は 腹 を 立て る E 委 や 母 と 呼ん だ 。 衣 れ な 事 は 
婚 商 権 を 取り 上 げ ら れ て お り 、 夫 に 末 還 きれ る まま で 、 他 の 男 と 結婚 する 事 も で き な か っ た 。 イ スラ ム 教 は 女 
作 の 権利 を 擁護 する も の で あり 、 こ の 接 に 残酷 な 償 習 を 許容 びき な か っ た 。 信 一 つの 慣習 と は 、 他 人 の 皿 子 を 
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7 預言 者 は 信者 自身 より も 信者 に 近 《、 を の ダァ ォ ン ンー プイ も る と 
美 た ち は 信者 ら の 引 の 知 し 。 ま た アッ ラー で 3 2 Sesdloai 


の 経典 に よれ ば 、 血 者 は 信者 並び に メッ > 347 に じ ) 3 2 タッ ン 
みか ら の 移住 者 より も その 間 岳 は 近 し 、 但 ら ゆ eb122 が 4 


し お 前 た ち が 友 に 見 せる 親切 は この 限り に leo 3 
非 ず 。 こ れ ま た 経 護 の 中 に 示 き る 。( 小 29 レラ コレ フュ レッ レシ ッッ シー ラン ニレ シン 
本 EGGCAO42SSOIMUIFGS 

6) 放 ラッ ン 


8. また 思い 直せ 、 わ れ ら が 杭 言 者 た ちから 、 Go2 届 人 っ GEO2508132 
流 か ら 、 ノ ア か ら 、 ア ブラ ハム 、 モ ー や 普 っ 
びに マリ ア の 子 イエ ス か ら 管 約 を 取り し 時 ろう 2 うう ある る 


の こと を 。 わ れ ら は 彼 等 か ら 実に 厳 葉 な る ッ ェ クラ アァ ピュン 
警 約 を 取れ り 。 の UE Ga 45SS15 


の 


イン 2 ン 


9. こ は 主 が 談 実 な る 者 に 、 を の 誠 ん の 520 と の so だ 
が た め な り 。 語 し て 、 生 は 、 不 信者 ども ブン タン 
の た め に 痢 列 を 準備 せ 9 。 OAION2 

第 二 項 

10. 液 等 信徒 た ちょ 、 アッ ラー が お 前 だ ち に 垂 > っ 名 と シン 2 ンタ イ 
れ た る 恩 中 を 人 え 。 お 前 た ち に 大 軍 が 攻め ンー と AI の 
寄せ て 米 た 時 、( 往 3) われ ら は 邊 等 に 対し の 23 っ る 負 吉 

> 
て 烈風 と お前 た ち に は 見 え ぎ る 大 軍 を 送 0 プ デ 二 


和 


養子 に する 事 ど っ た 。 こ の 桂 習 は 、 血 緑 に 混乱 を も た ら す 事 は 別 と し て も 、 洲 導 な 事 で あっ た だ 。 こ れ 等 の 慣習 


廃止 の 理由 は 次 の 文 に 示さ れ て いる 。 [アッラー は 如何 な る 人 に も 、 そ の 胸 の 中 に 二 つ の 心 を 全 ら 6 ず 」 人 人 拘 の 心 
は 感情 の 中 枢 と 考え を られ て いる 。 心 は 一 度 に 一 つの 感情 し か 抱け な い 。 つ まり 、 様 々 な 尋 情 が 同時 に 心 を 店 め 
る 事 は 有り 得 な い の で ある 。 更 に 、 人 間 関 係 が 変わ れ ば 感情 も 変わ る 。 単 に 妻 を 母 と 、 あ る い は 他人 を 忠 子 と 
呼ん だ から よ 言っ て 、 人 の 気持 ち ヵ に 対応 で きる 訳 で は な い 。 は 決し て 母 と は 成り 得 な いし 、 他 人 人 が 思 
子 に 成る 事 も で き な い 。 口 か ら 出 た E が 、 そ の 発言 者 の 心 を 変え られ る 訳 で は な 《、 又 血縁 と いう 歳 然 た る 
事実 を 変え る 事 も で き な い の で ある 。 

注 2 精神 上 の 人 稀 ほ し て の モハ ッ マ ド 傾 言 者 を 務 し て 生じ る イス ラム の 兄弟 関係 は 誤解 きれ 、 イ オスラム 教 侍 
は 互い の 資産 を 相続 で きる 上 受け 取ら れ て 来 た 。 この節 で は 、 こ の 誤解 を 解く 為 に 、 次 の 様 に 述べ て いる 。 相 
続 で きる の は 血縁 者 で あり 、 し か も 信 省 の み で ある 。 不信 心 者 は 、 肉親 の 信者 か ら 相 続 を 受け る 事 は で き な い 。 
更に この 節 に は 、 メ ッ カ か ら の 移住 者 と 、 條 等 が メデ ィ ナ に 著 い た 時 に 手助け し た 者 達 の 問 に 結ば れ だ 兄弟 関 
係 を 廃し た と ある 。 こ の 関係 が 続け ば 、 移 住 者 は 支援 者 の 残し た 財産 まで 相 統 し た で あろ う 。 こ の 兄弟 関係 


は 、 し か し 的 な 措置 で 、 メ ッ カ か ら の 移民 の 更生 を 目的 と し て 結ば れ た 頂 線 関係 で 、 単 な る "は な か っ 
た が 、 相 お 定 同 様 の 際 し 、 決 定 的 な 細 因 ほな っ て いた 。 し か し 、 イ スラ ム の この 広い 記 味 で の 兄 


第 関係 は 存続 し 、 イ スラ ムッ 教徒 は 王 い 


ミ の 兄弟 の 様 に 接する 事 を 求め られ た の で ある 。 

往 3 この 和 飲 か 6「 堀 り の 戦い 」 の 話 が 始ま る 。 こ れ は 、 ヒ ジラ 5 年 に 起こ り 、 イス ラッ 教徒 が 遠征 し た 最 
アラ ビア 全体 が 一 団 と な り イ スラ ム に 対し た 。 メ ッ カ の クラ イシ ュ 、 そ の 同盟 国 で ある 
ガト ファ ー ン 。 アシ ュ ジ ャ , ムッ ラ 。 ファ ラー ラ , スラ イム ,。 バ スー サー ド , バ メア サド 中 央 アラ ビア の 砂 漢 
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11. 


12. 


13. 


14. 


た り 。 ( 生 4) ア ッ ラ ー は 前 だ た ち が 旋 せる 
こと を みそ な わし 給 う 。 


を の 時 彼 等 は 、 上 方 か ら も 下方 か ら も お 前 
た ち を 襲い 、 前 た ちの 限 は 有 問 乱 し 、 そ の 
心臓 は 喉 も と まで 上 り 、 お 前 だ ち は ア ッ 
ラー に つい て きま ざま な る 代 測 を な せり 。 
( 注 5) 


か て て 信者 は 和 烈 な 試練 を 受け 、 役 等 は 激 
し て ゆす ぶら れ た り 。 
を の 時 、 節 信者 F も 並び に 心 に 病 の ある 
は 云う 、「 ア ッ ラ ー と を その 使徒 の 約束 は 
惑わ し な りき か ] と 。 


時 に 彼 等 の 中 の 一 部 の 者 は 云 を り 「 ヤ スリ 
プ ( 注 6) の 衆 よ 、 お 前 た ち は 敵 に 抵抗 し 
得 ぎ れ ば 、 す みや か に 引き 返せ 」 と 。 ( 注 7) 
面 し て 、 彼 等 の 惑 る 者 た ち は 「 我 等 の 家 は 
無防備 な り | と 云い 、 預 埋 者 に 許可 すら 求 
め た り 。 実 は 、 無 防備 に 非 ぎ りき 。 彼 等 は 
た だ 離 如 遂 走 を 謀 り た り 。 


で クー レン レタ フッ そ ィ レン 2 は キン タン 
OONW1V2U KT 
4 と 
4 0 の の 4 イ と 4 rr rv 
の SNE IESOAK2OIEH 

ンク る 1 
IO】2HP0 

クッ る る 


2 ル タイ ン ッ タッ 9 スタ スレ 
looe 95 の! ATSC PU 
ンタ ン 
まれ UTUIOAUIPTOHI 人 1 


ブイ シッ ンプ 2 


@ ら by ょ 9L yo っ 4505O52 


生生 
063 っ 54 SE 632 
ンタ る タタ タッ アレッ ンク ーッ ィ イ 
22 な 3oE31 発 入 包 


プン タッ っ シュ レン: の ラッ レン タタ る 
の Oo の らら の しか らら 8 


りら ポ 


の 民族 、 胡 切 者 ユダ ヤ 教 徒 に 盛 動 きれ た 者 達 、 メ ディ ナ の 裏 切 者 の 偽 交 者 傍 
マ ド 質 斉 者 に 向かっ た 。 一 万 か ら 6 一 万 の 強力 な 軍隊 が わずか 1200 ( 
供 を 含め て 3000 人 の イス ラッ 教 第 
ディ ナ の 包囲 攻 撃 は 15 日 か 64 週間 も 


・ た と きれ る 。) ば か り の 準備 不足 の イス ラム 教徒 ! 


左記 の 者 達 が 徒党 を 組ん で モハ ッ 
は 、 堀 を 作る の 事 し た 女性 ・ 子 
派遣 きれ た 。 メ 


いた 。 イ スラ ム 教 徒 は この 胡 し い 試 鍼 を 境 に 、 次 第 に 強く な っ て 行き 、 


クラ イシ ュ に 不審 を 抱く 者 遠 は 、 二 度 ヒ イス ラム 教徒 に 軍隊 を 向け る 事 は な か っ た 。 


時 、 夜 に な り 、 


者 を 挫 き 、 彼 等 の 戦意 
陥 し 込 れ 、 イ スラ ム 教 
。「 え さる は 手 に 入ら ず 


浴 た 激しい 風雨 が 無防備 の キャ ンプ を 無 


毛 っ た の は 、 恵 ・ 風 ・ 寒 る という 大 自然 の 力 ど っ だ 。 こ の 言 # 
を ぞ 細 気付 けた 天使 達 
連 え は 減っ て 行き 、 ラ クダ や 司 が 日 何 頭 も 死ん で 行っ た 。 戦意 の 弱まっ た 
『 に 打っ た 。 嵐 は ハリ ケー ン と な っ た 。 火 は 消え 、 


表し て も いる 。 ウ ィ イリ アム シュ ー ア は 次 の 様 に 


テン ト は 飛ば ぉ れ 、 料 理 道内 や 他 の 用 具 も 吹き 飛ば きれ た ("Life of Mohammed”)。 


注 6 


注 7 


不 ミイ スラ ム 教 徒 の 前 に 、 あ ら ゆ る 方 向 か ら 、 メ ディ イナ 
当 節 最 後 の 言葉 は 偽善 者 達 に 向け られ た も の で 、 誠 実 で 不変 の 1 スラ ム 教 徒 に 対す る も の で は な い 。 


高 促 から も 平原 か ら も 現れ た 。 


これ は ヒジ ラ (移住 ) の 前 に 使わ れ た メデ ィ ナ の 名 前 だ っ た 。 


この 言葉 は 次 の 様 な 忘 味 で ある 。「 占 い 宗 教 に 戻れ ] 又は 、「 家 へ 帰れ 。] 
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19. 


20. 


2 


5. 


も し 敵 が 四方 か ら 苔 に 入り 、 彼 等 が 状 逆 す 
る べ て 要求 され な ば 、 彼 等 は 必ず 之 に 応え 
た だり し な り 。 彼 等 は 殆 ん ど 之 を 勝 諸 せ ぎ り 
し な ら 6 ん 。( 生 8) 
。 凍 も 彼 等 は すでに アッ ラー に 、 断 じ て 背 を 
見 せ じ と 問い た り 。 ア ッ ラ ー と の 約束 は 必 


ず 紐 間 せ ら る で し 。 


云え 、「 人 逃走 は 、 た と い 戦 死 や 虐殺 か ら 発 れ 
だ と し て も 、 お 前 たち を 益 せ ぎる で し 。 を 
は た だ 析 叶 の 楽し み に すぎ ず 」 と 。 


。 均 を ん 、「 ア ッ ラ ー が お 前 だ た ち に 袖 を 下 き ん と 


し た 場合 、 ま た 悲 を 垂れ ん と し た 場合 、 

一 体 誰 が それ を 妨げ 得る も の ぞ ?」 と 。 彼 
等 は アッ ラー 以外 に 、 知 何 な る 味方 $ 
杉 助 填 も 見 出し 得 ぎる べし 。 

げに アッ ラー は お 前 た ちの 中 の 邪魔 び て す 
る 者 や 、 仲 間 に 向 っ て 「 我 等 の と ころ へ 来 
れ 」 云い な が ら 、 自ら は 戦い に 加わ ら ぎ 
る 徒 右 を よ 《 知 り 給 う 。 


後 等 の 前 た ち へ の 助力 は 僅少 な り 。 す な 
わ ち 、 危 険 に 懇 わ れれ ば 、 液 は 役 等 が 池 
を で る で る まわ し て 液 を 淫 
然るに 、 疫 怖 過 ぎ 去 れ ば 
鋭い 知 先 で 戦利 品 を 含 らん ほ もし て お 前 に 
喰っ て か か る 。 こ れ 等 の は 信仰 な ど せ 
ぎり き 。 きれ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 仕業 を 
申 圧 な か らし め た り 。 そ は アッ ラー に は 容 
見 を なこ となり 。 


の 人 の 如く 目玉 
視 す る を 見 


江 


る 。 


彼 等 は 陵 合 軍 が 敗退 せ ざ る こと を 希望 し 、 
陵 合 軍 再 び 米 る こと あら ば 、 砂 漠 の 遊牧 民 
の 中 に 在り て 、 お 前 だ ちの 消 秋 を 問わ ん こ 
と を 望む 。 また 、 た だ とい 彼 等 
替 に あり と いえ ども 、 殆 ん ど 戦 い に 加 わら 
ぎる で し 。 
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る フッ うん タン エレ 1 あみ そし 4 
OSG fe こう 3 


ODM 


に の タス 。 ノロ イレ ルン ラク ン 
っ うろ US 61bAAK SA 3 
る 2 タッ 由 人 4 


3 みっ AIAEOW5 ウッ 


ET 


0 人 全 


の 2 WESGDOP1PAC で G 


@gnckio 交 5053 


2 の フッ イン ラッ ン 1 ク レア 

(AR (の (6 

2 クッ て うー エナ 4 を 2 レ 

た に が CTP PT0.9 
っ 2、 ン ンス ? 


陳 生 作 人 ら 59152 學 じ 


が と 41 


@ 和 3 多 
っ ill2b5 SI9% 
0 を E1DT 


EE が 


4 


を 


22. げに アッ ラー の 聞 、 ア ッ ラ ー と の 対 タッ と 虹 8 帝 sW8 
面 と 審判 の 日 を 切望 し 、 不 断 に アッ ラー を ^ . 
念 ず る 者 に り 、 立 派 な 携 絶 な り 。 3 る 2 節 区 と 


23. 信徒 た ち が 障 合 軍 を 見 た る 時 、 彼 等 は 云え 6222 ツン リン プラ ニン ッ ク 3 イン ン ン 
り 「 こ は アッ ラー 並び に その 使徒 が 我 等 に cd 人 ICP22UDNCP 


約束 せる も の を きれ ば 、 テ ッ ラ ー 普 び 255 し 0 和 め 2 多 3 ス 63 94557 爺 

りら 3 の め う 人 45SAo3 4 りう 公 1 
に を の 使徒 は 真実 を 語れ り 」 よ 。 を は た だ の 敵 リン ン 
等 の 全休 の 全 を 深め た る の みな り @KL33 CyY 51 
き 。 


24. 信徒 た ちの 中 に は アッ ラー と 結べ る 約束 に ンス っ る フン 1 っ 
恵 実 な る 者 あり 。 を の 或 る 者 は すでに その テン 2 0 


緒 い を 全う し 、 ま た 成る 者 は 今 も 待機 す 。 し の 知ら 2624 の 25 53283 
彼 等 は いき きか も その 地変 え ざ りき 。 クン 


@J3905 


25. アッラー は 、 信 義 ある 者 に は その 信義 に 報 で な 閣 の Sa る 
い 、 ま た 御 心 の まま に を 久 し 、 或 い 。 

セン シィ 5 っ 

は 思い 直し て 容赦 す 。 げ に アッ ラー は 宮 大 3EOU そ っ 48081 seo 


に し て 、 慈 者 深 くま し ます 。 レ ュ ン 
@E ら 5 


26. ブッ ター は 不信 心 者 6 ゃ を し て その 億 大 の AIAS13Ez 7 の る 655 る 
うち に 徹 退 せしめ た り 。 ( 注 9 ) 彼 等 は 何 の し レレ 
利益 $ 得 ざ ぎり し な り 。 こ の 障 い に 放 て 、 デ ッ ほ 。 22196 う UGC 的 あの 
ラー は 信徒 た ち を 満足 すし ゅ た り 。 ア プッ る っ 。 ラ 
ラー は 力 到 く 、 僚 大 な り 。 ⑥ と 


っ て うっ う タ ラタン 4 


27. アッ ラー は 肝 合 告 を 助け た る 経典 の 民 を 。 ら su8JMg あ 2 る 50820O 当 2 


と よう きい 


城 案 より 姓 ら し ゅ 、 そ の 心中 に 興 居 を 投じ アレン ン 

た り 。 お 前 た ち は を の 或 る 者 を 殺し 、 ま た (3 で 仙 ら GO saks 

他 の 者 を 存 謀 な せり 。 3 っ セッ ン 
93 こ 


注 き 8 も し 責 が 一 人 唱 の 方 か ら メ ディ ナ に 入り 込み 、 彼 と 協力 し て イス ラム 教 戦 う 様 求め られ れ ば 、 偽善 
者 片 は 喜ん で 従う だ ろう し 、 又 奴 に そう し て いる 。 以上 の 事 が この 館 に 書か れ て いる 。 

注 9 神 は 速 合 軍 の 攻撃 を 防い だ 。 彼 等 は 包囲 を 解 か な けれ ば な ら ず 、 自 ら の 邪悪 な 企 て を 果たせ な か っ た 
事 に 腹 を 立て た 余り 、 家 に 戻り 、 二 度 と メデ ィ ナ を 攻撃 し に は 来 な か っ た 。 以降 、 主 導 権 は イス ラム 教徒 の 手 
に 移っ た の で ある 。 堀 の 戦い は 、 イ スラ ム 喝 上 の 分 岐 点 と な っ た 。 弱く 、 常 に 侵 路 る れ て 来 た イ スラ ム 教 が 、 
アラ ビア の 一 大 勢力 と な っ た の で ある 。 
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アル ・ ア フ ザ ー プ ブ 


し か 


28. 曽 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 彼 等 の 土地 、 家 屋 、 2312 AU212238 作 2 48677 
うら ょ ebol めい うう 2 
財産 、 並 びに お 前 た ち が 未 だ 足 を 踏み 入れ の 


の この る レ 。 る 
ぎり し 土地 まで も お 前 た ち に 可 水 し ゅ た 。  @PS5tPMAo の 導き 
り 。 ア ッ ラ ー は 万 事 を 支配 し 給 う 。 

第 四 項 


セン フラ タン > フク ス ルン ラク タン ニー レン タイ ー 
29、 舌 言 者 よ 、 流 の 表 た ち に 云え 、「 ぉ 前 た 5、 05 が SOU い 3959 る RC 人 
現世 の 暮らし と を の 栄 畔 と を 望ま ば 、 来 れ 。 1 レン シレ スレ シレ ン 
我 は な 前 た ち に 物 を 贈っ て 、 立 派 に 離別 せ 1 ぅ 人 嘱 oUCS SC 


ん 。 ( 注 10) @ ふ の レン 
ブー で テテ や 


30.、 されど 、 お 前 た ちゃ も し アッ ラー と その 使徒 922353228 ン ッ る 32 く シッ 
壮 び に 来世 の 住居 を 望む な ら ば 、j 前 た ピラ ンプ ウツ ウッ ウ ラ 491O ア で らら 


ちの う ち 登 事 を 行う 者 に は テッ ラー が 立派 ekbs 区 人 る 負 と 兄 本 多 36 
な 報 装 を 備え 給え た り 」 と 。 敵 


31. 李 言 者 の 毒 た ちょ 、 前 た ちの 中 で 明白 な 2233。 (53 し Jam 
2 の の の の 2 の 9C2 


2 (年 11) を 犯し た る 者 は 、 を の 前 は し 
スリ レン と を 1 133 ン ィ ラント 
倍加 せら れん 。 を は テッ ラー に と 9 て 容易 上 あ 員 ON の OSN6 ss 
な り 。 クッ ン は 
⑨ 上 交 仏 
32. 括 F 6、 ア ッ ラ ー と を の 使徒 を 生 案 し 、 2 6 の SS の 5 
状 行 を 積む 者 に は 、 わ れ ら は 報 装 を 倍加 し 、 クラ レン レッ ンタ ッ ン ショ レン アセ ンー 才 
光 楽 ある 給 状 を 備え た り 。 9 0 0 3 


33. 預言 者 の 妻たち ょ 、 ゎ 前 だ た ち は 世 間 一 
子女 と は 同じ か ら ず 、 も し 、 お 前 た ち 義 し ンー レー と と 
く あ り た し と 思う な ら ば 。 き れ ば 、 心 に 病 の 0 の Be 
ある 者 を 挑発 せ ぬ よう 、 甘 い 言 葉 で 暑く な 
か れ 。 た だ 上 品 に 物 法 を 。 ( 注 12) @6 の ウ 


2 タン 3 7 タメ 


うら 55 


注 10 "モハ ッ マ ド 季 言 者 の 表 達 は 、 を の 上 品行 に お いて 世 の 手 本 も な る べき だ と され て いる の で 、 彼女 達 は 無 
私 の 模 維 し な る に ふき わし い 人 物 だ っ た 。 彼 女 達 は お 金 を 使っ た り 楽 し く 問 ら す 事 を 全く 袋 じ ら れ て いた 訳 で 
は な い が 、 高 度 な 献身 を 求め られ て い 当 節 及び 決 の 数 節 ( れ て いる の は 、 物 引 的 な 
や 紅 か で 安楽 な 生活 を 衣 制 する この 茂 し 規範 に つい て で ある 。 モ ハッ マ ド 項 言 者 と 変わ る に は この 勿 牧 | 
為 が 必要 と きれ 、 彼 の 姜 達 は 安楽 な 六 ら し ょ モハ ッ マ ド 預 言 者 と の 交わ り の だ ち ら か 一 方 を 選ぶ 様 命じ られ た 。 
注 11 高い 信仰 に 送 し 得 な い 行為 の こと で 、 物 質 的 に 満た され る 事 で あり も し 彼女 舌 が これ を 望む 様 で あれ 
ば 、 悪 い 見 本 を 示す 事 と な る 。 そ し て 、 モ ハッ マ ド の 妻 と し て 他 の 女性 の 手 本 で ある べき 立場 に ある の 
で 、 彼 女 達 は 非常 に 重大 な 真 任 を 負う 事 と な 9、 そ の 上 罪 は 倍加 する で あろ う 。 他 方 、 も し 彼女 達 が 神 と 神 の 使 
者 に 身 を 捧げ 、 他 の 者 の 換 答 と な る べく 無 私 の 気 高 い 例 を 示す な ら 、 を の 拉 い も 双 倍 加 し ょ う 。 

注 12 モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 天 達 は 、 男 性 と 話す 時 、 自 ら の 高位 に ふさ わし い 成 源 を 保ち 、 十 分 に 礼儀 を 弁 え 
て 振る 舞う 事 を 処 々 に 命じ に ら れ て いる 。 イ スラ ム 教 徒 の 女性 た ももこ れ に 準ずる 。 


人 述べ ら 
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SQws 


rr al 


アル ・ ア フ ザ ー プ 


35. 


36. 


37. 


とか 
. 面 し て 、 汰 や か > に 家 に お れ 。 


( 注 13) か っ 
て 無明 時 代 の よ ょ うに 分 り た て て 、 お 前 た ち 
の 美しき を 見 せよ びら か す な か れ むれ 。 昼 し て 、 
礼拝 を 遵守 し 、 定め の 喜 捨 を な し 、 アッ ラー 
と を の 使徒 の 命 を 選 率 せ よ 。 家事 を 司る 者 
た も よ ょ 、 ア ッ ラ ー は 前 た ちか ら 不 浄 を 藤 
い 、 徹 底 し て 浄 め ん と 鉄 す 。 
お 前 た ちの 家 で 読 瀬 せら る る アッ ラー の 
神 区 と 知恵 を 銘 記 せよ 。 げに アッ ラー は 
第 感 に し て 、 す べ て に 通 距 し 給 う 。 

第 五 項 
神 に 州 偽 し た 男 と 女 、 信 心 深 い 男 と 女 、 忠 
順 な 男 と 女 、 誠 実 な 男 と 女 、 信 仰 に 訟 て 耐 
え 妨 ぶ 男 と 女 、 控 え 目 な 男 と 女 、 鷲 善 を 惜 
し まめ ぬ 男 と 女 、 断 食 を 守る 男 と 女 、 上 員 節 な 
男 と 女 、 断 えた ず ア ッ ラ ー を 念 ず る 男 と 女 、 
これ 等 の 者 の た な め に アッ ラー は 素晴らし ぃ 
褒賞 を 用 意 せ り 。 


アッ ラー 並び に その 使徒 が すでに 事 を 決し 

た る 時 、 自 分 勝手 に 事 を 行なわ ん と する は 、 

男女 の 信者 の な すべ きこ と に 非 ず 。 ( 注 19 

アッ ラー と を その 使徒 の 命 に 背く て 者 は 、 明 ら 6 
こ 迷 誤 の 中 に きま よう 者 な り 。 


間 


ンー ラン 


ンタ ン ン シッ ン ン ン ンタ 。 
2 た latAIGPos559565 記 お ら あ 
LGS5 負 の OGK 


タネ る 2 クン ン ン 8 
5 を と ゅ 9 し 0 43 | 

@ 尼 クタ ンー ラン 5 フッ ンー ノレ 
Me 3 S っ AOI っ る 9 


和 和 alo 多 a 3 あじ ob 
@ 和 人 og 人 る 1 


ー ン 


5715 
48 DA 


スン ス 


0 りら al 


ャ ンプ ンタ レン ッ ー ッ ンー 


ゅ al2ouSesto222 cs 
06202 は OB お 
邊 3 


12S13 2 で の 2 ei の 
@ に SE: 
イイ ラタン ン 多 、 ンス 


ンー ラカン ション 
FIPOYP0P う RPC の の ら の ぎじ 3 
5 ッ ン プン ち 守 シ 和 


の Io プル 発癌 交 
@3232089 


ルピア ブス 
BPIP2tY0 


入 13 


いた が 
に 訪れ . 
適 店 する 。 イ スラ ム 教 で は 、 そ モハ > 
みな る れる 。 同様 に 、 


男性 と 診 


教 上 の 重要 な 問題 で 彼女 達 に 教え を 


ある 訳 で ある 。 


注 14 
と 強く 望ん だ 際 、 ザ イナ ブ が それ を た め ら っ た 事 に ある 。 自ら の 3 


この 言葉 は 、 女 性 の 主 な 活動 範囲 が 家庭 に ある こと を 示し て いる が 、 女性 に 外出 が 認め られ な い 訳 で 
は な い 。 理 に か な っ た 用 向き の 為 で あれ ば 、 必 要 な だ け 何 度 で も 出 か け て 構わ な い s 
業 の 者 の 集まり に 加わ っ た り 、 ロ 

ラム の 有る べき 女性 の 造 め ら は ずれ る 事 と な る 。 
それ は 、 信 徒 の た る 高位 の 尊厳 が これ を 要求 し て いた か ら で あ り 、 
うた か ら で あ る 。 
され だ 挨拶 は 、 同 時 に 全 イ スラ ッ 教 徒 ! 
モハ ッ マ ド 預 言 者 の 妻 達 に 科せ られ た 臣 律 は 、 又 全 イ スラ ム 女 性 に 向け られ だ も の で も 


や 並べ た り 、 外 出す る 
モハ ッ マ ド 預 言 


き の 記 達 は 、 特 に 家 に 留 る 嫌 に 容 め られ て 
スイ スラ ムッ 教徒 が し ば し ば 挨 拉 
この 戒律 は イス ラム 教徒 の 全 女 性 に 等 し 
こ 向 けら れ だ も の と 


この 節 が 砂 示 きれ た 直接 の 震央 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が ザイ ナブ を 條 の 解放 奴隷 ザイ ド に 松 わ せ た だ い 


意 忘 に 反し 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 望み 通り に 
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38. アッ ラー が 財 願 を 垂れ 、 流 6 目 を か けた 男 レン 人 KG お と 
に 、 流 が 、[ 委 を 流 の 許 に 留め きけ 、 記 し て 、 ebieb 5 
テッ ター を 異 れ よ 」 上 球 い し 時 を 変え 。 曽 WS 
し て 液 は アッ ラー ー が 迫 か ん と する こよ を リウ 
中 に 季 し 、 他 人 の 只 を れ た り 。 液 EE 8&5i2 
べき は アッ ラー の 等 。 きれ ば 、 ザイ ド が 隊 る Cft33 Zs も ュ ン 


血 に 必要 な 手続 を 芽 え た る 時 ( 注 15) ゎ 3 ひつ 

れ ら は 彼女 を 液 に 実 せ り 。 こ は 、 使 徒 は 、 LeY ラー: 52 シン シン 
le Oo 

上 子 の 妹 で も 村 知 の 手続 が 了 を て いる な 2 を と os 雪 あら) 

か 之 を 庄 れ る こと な り 。 る れ ば 、 ア ッ ラ ー  @⑥9 2 5 人 5 色 


命令 は 履行 き れ ね ば な ら ぬ 。 ( 注 16) 

の と る イン レン レレ 

39. 預言 者 が アッ ラー の 命じ だ る こと を 行う に 22500 じゃ で テ の の eS6G 
( 注 17) 、 何 ん の 障害 ある べき や 。 を は 過ぎ と 

MP を CPK 
ず ザイ ナブ が ず ボイド と 結婚 し た の は 立派 な 事 で ある 。 モ ハッ マ ド 橋 言 才 は 、 ザ イド を 夫 と し て 受け 入れ る 枚 に 彼 
女 に 強い た 訳 で は な い 。 彼女 が 自発 的 に モハ ッ マ ド 頂 言 者 の い に 従っ た の で ある 。 
注 15 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 放 奴 雪 が イド ・ ど ビン ・ ハ ー リ ス を 指す 。 養 縁組 が 1 スラ ム 教 で 不法 行 准 
と 示 き れる まで モハ ッ マ ド 、 頂 言 者 は 彼 を 伏 子 と し て いた 。 
注 16 ザイ ナブ は モハ ッ マ ド 預 言 者 の お ば の 廊 で あっ た の で 、 生 枯 の アラ ブ 女 性 で 、 そ の 家柄 や 高い 社会 的 
地位 を 誇り と し て いた 。 イ スラ ム 教 は 、 階 級 制 ・ 磨 級 の 世襲 ・ 時 渡 の 無い 文明 を 世に も だ らし た いと 目指 
し て いた 。 神 の 前 に 、 人 は 皆 自 由 で 平等 で あっ た 。 モ ハッ マ ド 六 斉 者 は 、 イ スラ ム 教 の この 高尚 な 理 起 の 実現 
を 、 ま ず 自 ら の 家庭 に お いて 始め よう と し た 。 彼 は ザイ ナブ に ザイ ド よ 結婚 する 事 を 望ん ず ザイ ド は モハ ッ 
の 手 で 自由 の 自ら な っ だ と は いえ 、 あ る 人 人 々 の 心 に は 、 ま だ ン 役 を 奴 杯 と みな 工 が 根強く 残っ て 
いた 。 奴隷 の 閣 即 よ 上 いう 、 自 由 入 と 公 隷 と の 間 の 不全 平 な り 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 は ザイ ナブ を ザイ ド 
に 近 す 事 で 、 こ れ を 取り 除 こ うと し た の で ある 。 モハ ッ マ ド 1 、 この 中 し 入れ を 
受け な 。 モ ハッ マ ド 凶 言 者 の 也 い は 適 えら れ だ た 。 こ の 粘 婚 は 、 基 本 的 な 麻 雪 技 を 徹 廃 きせ る 事 と な っ た 。 し 
か し 残 】 き 婚 自体 は 失敗 に 終わ っ た 。 ザ イナ プ と ザイ ド の 礎 級 の 途 い 1 K の 好み の 不一致 を る だ らし 、 
ず ザイ ド は 劣等 威 に きい な まれ た の で ある 。 こ の 粘 婚 の 矢 敗 は 当然 モハ ッ マ ド 押 言 者 を :。 し か し 同時 
に 良い 結果 を も 生み 出し た 。 当 節 の 後半 に 述べ られ て いる 様 に 、 が 目 ら ザイ 
ナブ と 結婚 する こと て 養子 の 事 を 上 る の は 神 へ の 悟 演 ど た と する 、 ア ラブ に 深く 根付 いた 不 据 な 慣習 を 根絶 で き 
た の で ある 。 きま は 廃止 きれ 、 そ れ と 共に 、 こ の 超 か な 考え も 亡 く さ れ だ た 。 こ の 様 に 、 ザ イナ ブ ほ と ザ イド 
の 結婚 は 、 一 つの 高尚 な 日 的 の 為 に な きる れ 、 そ の 拓 政 も 、 メ ー つ の 日 的 を 適 え を だ の で ある 。「 ア ッ ラ ー を 提 れ 」 
と は 、 ザ イド が ザイ ナブ と 別れ た が っ だ 還 。 イ スラ ム 教 で は 評 婚 は 神 の 目 に 非常 に 不快 な も の 写り 、 
モハ ッ マ 者 は ザイ ド に 思い 直す に 説い た 。「 流 が 恐れ る さき は アッ ラー」 と いう 箇 所 は ザイ ド 、 モ 
ハッ マ ド 預 言 者 双方 に 向け られ だ も の と 言 陣 う 。 ザ イド の 場合 、 彼 ナブ と の 別離 の 原因 が 明る み に 出 
る の を 望ま な か っ た 事 を 意味 し よう 。 そ れ は 、「 ア ッ ラ ー を 長 れ 」 の 言葉 が 示す 様 に 、 非 が ザイ ナブ ょ 9 彼 自 自 
に 多く あっ た か ら で あ る 。 し か し 先述 の 文 が モハ ッ マ ド 預 言 者 に 適用 きれ る 時 、 ず イド ト ザ イナ ブ の 結婚 が モ 
ハッ マ ド 預 言 者 の 忘 を 流 ん で 行なわ れ た の で 、 当 希 彼 が 離婚 を 望ま な か っ た 事 を 示す も の と 言え よう 。 の 文 
は 次 の 事 も 示し て いる 。 こ の 結婚 の 破綻 は 、 イ スラ ム の 同胞 愛 に な ける 試み が 明らか に 矢 敗 に 終わ っ 
避 味 し 、 こ れ に より 、 信 仰 の 弱い 者 進 に 不安 と 混乱 が 起こ る の で は な いか と モハ ッ マ ド 預 言 者 は 宮 れ た 
柳 念 は そ ハ ッ マ ド 預 言 者 の 心 に 重く の し か か っ た 。「 他 人 の 噂 を 恐れ …] と いう 言葉 が 彼 の この 不安 を 言 
て いる ょ うだ 。 
往 17 この 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 が ザイ ナブ と 結婚 し た 事 を 示し て いる 。 又 、 彼 の 結婚 が 神 の 命 に 従っ 
た も の で あっ た 事 も 表し て いる 。 


表し 
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DJ ゃ 
逝く 人 々 に 対 せ る アッ ラー の や り 方 な り フッター 
つう ASS 

き 。 アッラー の 命令 は 不動 の 控 な り 。 9 
40. 彼 等 は アッ ラー の 御 告げ を 伝え 、 ア ッ ラ ー ET を 人 を (IHS 
を 思 れ 、 そ れ 以外 の 何者 も 忌 れ ざり き 。 ア ッ ーー ュ ン ュ レ に レー 
間 トー クラ ンー *[ 【 の 2 に < て ニー タ クン 
ラー は 清算 者 も し て 十分 な り 。 の SA ぎ う 3 


久 ムハンマド は お 前 だ ちの 中 の 誰 の 父 に もち 非 


4 の ク シレ 。。。 イセ タン ンタ レレ 
- ey sadC(433 og し 
ず 。 然 し アッ ラー の 使徒 で あり 、 ^ 


の 印 征 な り 。 ( 注 18) フッ ラー は 両 事 を の Cy が ああ 6 の る 人 93 
知 感 し 給 う 。 - 
第 六 項 
42. 流 等 使徒 た ちょ 、 不 断 に アッ ラー を 唱 念 せ PCGKEUYT KICM 


よ 。 


注 18 カー タム は 「 鹿 車 す る 」 と いう 意味 の 語 カ タマ に 由来 する 。 この 語 の 第 一 義 は 上 記し た が 
し て は 次 の 様 な も の が 挙げ られ る 。 (1) 物 事 を 終え る 。 ⑫) 物 を 疲 2。(⑬ 粘 土 に 刻印 を 押し た り 、 他 の ブフ 
を し て 書類 を 保護 する 。 カ ー タ ム は 、 印 の 付い た 指輪 の 事 で あ 5 、 つま り は 物事 の 結末 を 意味 する 。 こ の 語 に 
は 装 節 品 と いう 意味 も あり 、 言 い 換え れ ば 最上 ・ 完全 を 表わす 。 カ ー テ イム 、 カ トゥ ム 。 カー タム , は ほぼ 同 
末 語 と 言え る 。 この 点 か らし て 、 カ ー タ ムル ・ ナ ビ イ ー ン は 、 和 預言 者 達 の 印 、 つ ま 9 は 頂 言 者 の 中 で 最高 
て 完全 な る 大物 を 指す 。 双 第 二 義 多 
メッ カ で モハ ッ マ ド | 
な せっ た 。 役 の 跡 


が 初期 の イス ラム 教徒 に 
思 子 が 授かり 、 そ の 子 は 立 
派 に 成人 する で あろ うと いう も の だ っ た 。 モ ハッ マ ド 言 者 は 過去 ・ 現 在 お いて 成人 に 至る 息子 の 父 
と は な れ な いと する 誤解 が あっ た 当 節 は それ を 取り 払っ た 。 当 節 は 、 
ド 拓 言 者 で は な く 、 彼 の 敵 で ある と 記す スー ラ カ ウ サル と 対立 し て いる 様 に 見 を る が 際 は 、 こ の 外見 上 の 
矛盾 を 解決 し よう と 試み て いる の で ある 。 モ ハッ マ ド 季 言 上 省 は ラ スー ルッ ラー ( 神 の 使徒 ) で あり 、 又 カー タ 
ムル ・ ナビ ピ イ ー ン ( 玉 言 者 吉 の 精神 的 な 父 ) で ある と 当 節 は 述べ て いる 。 彼 が 企 使 徒 及 び 預 言 者 の 父 で ある な 
ら 5、 何 故 彼 は アブ タル (子孫 無き 者 ) 言わ れ 得 よう 7? 又 、 も し この の 意味 を 「 彼 は 最後 の 預言 者 で あ 
り 、 役 の 後に 現れ る 預言 者 は いな い 。」 と 捕らえ る な ら 6、 当 節 は その 内 一 致 せ ず 何 ら 関連 な っ て し ま 
う 。 そ し て 、 モ ハッ マ ド 言 者 は 子孫 に 恵まれ な いと する 不信 心 者 の 孔 罪 に 反 駿 する 所 か 、 それ を 認め る 事 と 
な っ て し まう 。 

上 記さ れ た カー タム の 意味 か ら 推 祭 し て 、 カ ー タ ムル ・ ナビ イー ン に は 四 つ の 意味 が 考え られ る 。(1) モ ハッ 
マ ド 預 詩 者 は 、 傾 言 者 達 の 封印 で あっ た 。 つ まり 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 印 良 の 預言 者 と は 認め ら 
れ な い 。 モ ハッ マ ド 有 前 の 預言 才 は だ れ で も その 地位 を モハ きれ な けれ ば な ら ず 、 
ズ 彼 以降 の 疾 言 者 は モハ ッ マ ド 預 言 者 の 弟子 に な ら な けれ ば 、 預 言 者 の 地位 を 得る 事 は で き な い 。(② モ ハッ マ 
ド 頂 言 者 は 預言 者 の 中 で 最も 優れ た 完全 な る 人 物 で あ り 。 括 言 者 達 で も あっ た (Zurqani, Sharah 
Mawahib al-Ladunniyyah)。(3) モ ハッ マ て ド 預 言 才 は 啓示 を 受け た 最後 の 預言 者 で あっ た 。 この 解 局 は 、 イ ブ 
ン ・ ア ラビ ー, シャ ワリ ー ウ ッ ラ ー, イマ ー ム ・ ア サー・ カ ー リ ー。 ムジ ャ ディ ッ ド ・ ア リフ ・ サ ー ニ ー 等 の 
着 名 な イス ラム 教 の 理論 家 、 加 徒 、 学 者 に 受け 入れ られ て 来 た な 。 こ れ 等 の 偉大 な 学者 や や 聖人 に よれ ば 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 の 教義 を 廃 する 者 、 彼 の 教団 (ウン マ ) に 属さ な い 者 の 中 に は 、 モ ハッ マ ド j の 後 を 継 け 
言 者 は 居 な い 。(FutuhatTafhimat, Maktubat を Yawaqit wai Jawahir)。 モ ハッ ツマ | 
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ro 


43. 朝 な な アッ ラー を 讃え 奉 れ 。 @yAe8 83 
44. お 前 た ち を 暗 昧 か ら 光 明 へ 導き 出 き ん と し きめ きる CGI 2 イク イン タッ る 
回 ーー 回 プリ NO 1 
て 、 天 使 ら と 同乗 お 前 た ち を 祝福 する は 彼 う で CU 
な り 。 彼 は 信ずる 人 々 に は 慈悲 深 ( ま し ま し 2 うし Sg の タ HEIRIP ( 衝 
す 。 - 
45. 彼 等 が アッ ラー に 会 い 奉 る H の 挨拶 は 、[ 平 * し YY う 4 2 が 3 幅 
安 あ れ | の 一 征 な る べし 。 面 し て 、 ブ ッ ラ ター - 
は 、 彼 等 の た め に 光栄 ある 報奨 を 準備 せり 。 @ い の る 5 
46。 預言 者 よ 、 げ に われ ら は 液 を 証人 た し て 、 3252306 タ は 届い (WI る (GS 
朗報 の 伝達 者 し し て 、 警 告 者 と し て 遣わ し っ レー 
の 
たり 。 @! デ と 
47. また アッ ラー の 命 を 泰 に て 人 々 を アッ ラー @E と 全う 
bs の 36 も 和 Es 
の 話 へ 妊 喚 す る 者 と し て 、 光 明 を 与え る ジッ テラ セッ 01 の Se3 
和 央 と し て 。 ( 注 19) 
48. され ば 、 信 者 た ち に 向っ て 、 ア ッ ラ ー か ら クッ ク \ ク 2 ン ) ニル ッッ タ ンプ で 92 ョ フフ 
1 ら ぅ 2 じ 
補 晴 らし い 肢 物 を た な ま わ る べし と の 義幸 eSaoe0o も oe し お っ 
伝え よ 。 
49. 衣 し て 、 不 信心 閉 晋 びに 人 信者 の 徒 生年 委 の お 打 の 79 の 紀 す 
5! Ass 1 うみ 5) 9 
う な か れ 。 彼 天 の 衣 ぎ は を の まま に 欠 て p (て の の 
由 PJ まう 
き 、 ひ た すら アッ ラー に 上 れ 、 守 綾 者 と し @⑨ 0 4b 3 多 ( あ 
て 十分 な る が 故に 。 
ニ JR 2 生ん せん イッ レッ る クイン 
80、 洲 和 信徒 た ちょ 、 女 の 信者 結婚 し 、 体 に CaASbZoy LISA 5 
午 れ ぎる 前 に 之 を 離婚 する 場合 は 、 前 た 
レン ッッ シッ ン 
ち は 彼 女 に 規定 の 期限 を 待た せる 槽 利 を 有 1 と 6 89283 まる の 
は 次 の 様 に 語 モハ ッ マ ド 預 言 首 ) は カー タム ルナ ビ イ ー ン で ある と 言い な きい 、 し 
か し 彼 の 後に 続く 舞 言 eo な い 」 (4] 頂 言 首 し し て の 特性 を 全て 、 そ の 身 に 完全 に 表し 
て いた だ とい て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 最後 の 字 言 者 で あっ た 。 カー タム は 優秀 る を 表 わす 地 高 言 
人 葉 ほ し て 一 般 的 に 使わ れる 。 又 、 ク ルアー ン は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 省 の 後に 預言 者 が 現れ る ょ 明示 し て いる (7 : 
36)。 モ ハッ マ ド 者 自身 、 彼 の 後に も 預言 者 の 職 分 は 続 て も る の と 心 に 刻ん で いた 。 彼 は 次 の 様 に 語っ た と 記 
きれ て いる 。「 も し イブ ラー ヒム ( 彼 の 』 が 生き て p れ ば 、 彼 は 頒 言 者 し な っ た で あろ う (マジ ャ ーー アル 


ジャ ナイ ズ 書 )。」 又 紗 下 の 様 に も 述べ た 。「 ア プー・ バ クル は 、 私 の 後に 現れ る 者 た ちの うち 、 預言 者 を 除け ば 
最初 の 人 物 で ある 。] 
太陽 が 物質 界 の 中 心 に 位置 する 様 に 、 モ ハッ マ ド 頒 言 者 は 精神 見 の 実 で あ る 。 彼 は 天空 の 太陽 で あり 、 
他 の 預言 者 、 神 の 指導 者 達 は 星 や 月 の 様 に を の 回 9 を 回 り 、 彼 か ら 光 を 与え た られ る 。 彼 は 次 の 様 に 語っ た と き 


往 19 


れる 。「 私 の 弟子 は 数 ある 星 の 様 で あり 、 
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その 後に 従う 者 は 正しく 導 か れる で あろ う 。] 


第 三 H| 三 党 


ル ・ ア フ ザ ー プ 


せ ず 。 さ きれ ば 、 彼 女 に な に が し か の 品物 を 
与え を 、 き れい に 暇 を 出す べし 。 ( 注 20) 


クイ クマ て タッ クッ ン ン ンタ ッ ク ッ フェー 


oO あめ っ の うら の ps 


MA 


@ 衝 苔 


51. 預 斉 者 よ 、 わ れ ら が 液 に 奏 と し て 許し た 者 フッ ン ! 2 と イン コク 2 ンス イ シン イン ん る レタ イプ 
る 1 7 し RIEAIEIOEEAUIPEHD 
は 、 法 が 映 資 を 払っ た 者 、 戦 利 品 と し て アッ で 和 和 5 
ラー が 流 に 与え だ る もの の うち 流 の 右 手 が 避 穫 各 人 E。dA4 7555 必 
所 有する 者 、 流 の 父方 の 疲 父 の 娘 と 父方 の レン リラ レン 」 
叔母 の 娘 、 坪 方 の 叔 多 の 娘 と 母方 の 叔母 の 者 の 
女 で 流 と 共に 移住 し 来 た る 者 、 並 びに 女 の 2 と シン タン ラン 
信者 で 自ら その 身 を 預言 者 に 捧げ ん と 釣 OL 588535 GSC 
し 、 項 者 も 彼女 と の 結婚 を 望む 場合 な り 。 レン スッ ン クィ es 
但し 、 こ は 流 の み に 許さ れ た 特権 に し て 、 GMCUODPDC 
他 の 信徒 た ち に は 許 き れ ぬ 。 わ れ 6 は す で [し ン セ 浅 IO 
ー こ リン の の も 2E 
に 信人 千 た ち に 、 信 者 の 変 や を の 右手 が 所 有 ノン > 
する 者 に 関す る われ ら の 命じ た こと を 知ら 2 メ es519 eKE32 
せ た り 、 溢 が 信徒 た ち に その 規定 を 説明 す と 
る 上 に 支隊 な か らし ゅ ん が だめ に 。 ァ ッ ー ⑨ 加 5 EE る て Eo 
ラー は 守 大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 
52、 流 は 論 た ちの うち 欲す る も の を 退け 、 人 す AO ラン 
る 者 を 迎え 入れ る を 香 べ し 。 ま た 、 流 は 、 テ はめ っ うら を 92UG oe 
退け し 者 の うち 、 液 の 欲す る 者 を 連れ 戻す HGRI チ GRRA4 1 和 0 
さっ 1 
ほ も 差し 到 え な し 。 を の 方 が 彼女 た ちの 気 “ーー リン ウッ 
持 は 落ち つき 、 悲 し まず 、 液 が 彼女 た ち に る 5 人 間 光 8 
号 えた る も の で 皆 満 足す る で あろ うか ら 6 よ レン 2 レル 
り 一層 妥当 な り 。 ( 注 20) アッ ラー は ぁ ぉ 前 。 OB32 て 83 じ 45 人 Cd 
た ち が 心 に 抱く も の を 知り 給 う 。 ア ッ ラ ー シレ レレ 
は 企 知 者 、 寛 容 者 に まし ます 。 out と 
59、 な れ ど 流 は 、 今 後 他 の 女 を 軌 る こと を 許 き イス ン ョ と ルン リン 
れず 、 ま た た とい を の 美貌 が 湊 を 上 将 す る と 9JAWoY30A82 多 MY 
も 、 他 の 女 を 以 て 現在 の 美 に 替え る こと も YO) あの 
許 き れず 、 但 し 液 の 右手 が 所 有する 者 は 除 ^ 
往 20 「 き れい に 忠 を 出す べし 。」 は 、 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 (1 離婚 し た 女性 を 次 ゆめ て は いけ な い 。(2 離 婚 女 


性 は 通常 規定 の 多 盗 以上 の も の を 支払 われ る べき だ 。 03 離婚 後 、 女 性 の 行動 の 自由 を 東 績 し て は な ら な い 。 


注 21 
選択 権 を な えた られ だ 一 方 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 
た 。 音 才 は 即座 ? 
いや り が あっ た 。 彼女 達 営 を 選ぶ と 示し た 。 モ ッ ツ マ ド 
達 に 与え た も の て 彼女 た ち は 皆 、 南 ん だ ,」 と いう 意 の こと が 文中 に も 


モハ ッ マ ド 和 預言 者 の 妻 達 が 、 


彼 と 添い 遂げ る か 、 物 質 的 に 聖 か な 生活 つま り 世 人 答 の ぁ の を 選ぶ か を の 
いずれ の 妻 と 添い 遂げ 、 又 、 別 れる か の 選択 権 を 与え を ら れ て 
ま は 人 彼 と 運命 を 共に する 方 を 選ん だ 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 全て に 等 し 〈 思 
者 の 決意 は 彼女 達 を 大 変 喜 ば せ た 。「 あ な た が 彼女 


示さ ぉ れ て いる 。 
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。 ( 注 22) アッ ラー は 事 を 監視 し 給 らい CS が ば と SR2 8 


と 


yy へ 
ユ 


第 項 

54. 法 等 人 作 た ちよ 、 許 し な くば 、 食 事 の 支度 EAI 
が 整う まで 待て ず に 預言 省 の 家 に 入る な か ーッ 
れ 。 し か し 、 招 か れ だ た 事 が の 83451865 っ ekgA 交 MOB 
すめ ば 無駄 話 に 長居 する こと な く 、 記 ち に _ 2 ンタ ター タン 
詳 せ よ 。 ( 注 23) 預言 者 は 長居 ぉ れ て 送 2 AE es 


避 す る も 、 お 前 た ち に 帰れ と も 到 い 出し か ミッ ン 
及 。 
わる が た め な り 。 さ きれ だ アッラー は 、 冥 実 づ 222 て eg 約 の CE2 ツ 


を 告げ る に 遠 應 せ ず 。 ま た 、 間 M ち が 、 

預言 者 の 妻たち に 何 か を 頼む 場合 は 、 昌 の Io 48 2 
背後 か の ら そ れ を 疾 め 。( ま 2) か くす る いら レン の 6 の に 82 
は 、 お 前 た ちの 心 の た め に も 、 また 彼女 だ ラン 
ちの 心 の た め に も 汚れ る こと な し 。 面 し て 、 < 6C348 飲 : MI 

お 前 た ち 、 ア ッ ラー の 便 徒 に 導 間 を か ける 。 。 ノ レッ の 2 
よう な こと を する な か れ 。 た PA 2 めき ざ 


ご \ 


タッ ブン JH っ イッ クン 


その 委 た ちと 結婚 すべ か 6 ず 。 ( 注 25) ! (の クン ーッ ン 

に を は アッ ラー の 目 に は 大 罪 な り 。 @ Pe は 

っ 凍 た ち 、 事 を 家 に 或 い る ラン は る 2 ん る っ 
55. ぢ 前 た ち 、 事 を 表 に 現 わ す と も 、 或いは を の 202 1 あめ 由 (366 さら 

れ を 隠 そ うに た も 、 ア ッ ラ テー は 一 切 葛 事 を 深 

知 し 給 う 。 1 の CA 


カカ か も が ヴェ ー - ュー シン ン ィ ー セン クン ンー 下 い 守る イフ ン (タン 
56. 彼女 た ち が ヴ ェ し に 短 し て し 2 る 50325eE13S9K そ CXy 
な い 相 手 は 、 自 分 の 父 、 息 子 、 兄 弟 、 兄 弟 シレ シン シン ラン 
に 、 家 の 女 だ ち 、 並 びに Do PONCYE1 


の 学 等 、 姉 妹 の 子 

彼女 た ちの 大 手 が 所 有する 者 た ちな り 。 疾 し ラン 

言 者 の 妻たち ょ よ 、 ア ッ ラ ー を 異 れ 迷 を 。 ば Soc 95695 

に アッ ラー は 高 事 を 検証 し 給 。 ジス ュー ン メル 5 
デー POCP 了 PP 


注 22 この節 が ヒジ ラ 7 年 に 放 示 され モハ ッ マ ド 頒 言 者 は これ 以上 、 結 婚 し な いこ と が 定め られ だ 。 彼 は メ 、 
当時 の 委 の いずれ と も 離婚 し て は な ら な いと きれ て いた 。 それは お を らく 、 信 徒 の 母 た る 彼女 達 の 韻 成 を 重 ん 
隊 妹 中 り 、 叉 、 彼 女 達 が 世俗 の 快楽 より も 、 そ モハ へ: 預言 者 の 家庭 に お ける 厳し きる を 選ん だ か ら で あ 
。 神 は 彼女 達 の 犠牲 的 行為 を 認め られ 、 モ ハッ マ ド 、 を それ 以上 の 結婚 よ 当 時 の 妻 達 と の 雌 婚 を 共 
に 4 れ た 。 
注 23 招 か われ ざる 家 を 訪れ て は な ら な い 。 招 か れ た 時 は 約束 の 時 間 を 守ら ね ば な ら な い 。 遅れ る の は 早 過 ぎ 
る の と 同じ く 良 く な い 食後 は 無駄 語 に 、 目 ら の を し て 他人 の 時 を 浪 臣 する 、 辞 表す べし 。 
注 24 この 式 律 は 、 異 任 間 の 包 度 の 親 を 戒め た も の で ある 。 これ は 、 全 て の 女性 に 向け られ て いる 。 
注 25 モハ ッ マ ド 預 言 者 に 婚 き れ だ た 球 如 その 備 如 は 重罪 で ある と 、 こ の 節 に 示 き れ て いた 。 モ ハッ マ ド 預 言 
者 の 妻 で ある が 故 の 信徒 の 母 と いう 立場 上 、 宗 教 上 の 息子 が 彼女 類 と 結婚 する の は 、 彼 女 達 の 宗教 上 の 尊大 を 
犯す 事 ほ と な ぁ る か 6 で あっ た 。 
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57. アッ ラー と を の 天使 た ち は 聞 言 者 を 祝福 多 っ 人 のち (の ヤン ン ン は 
す 。 流 等 信徒 た ちよ 、 お 前 た ち も 彼 を 祝福 20 0 く の 2 296 
し 、 平 安 の 言葉 を 以 て 挨拶 せよ 。 CICAKJRtC 前売 夫 
58. げ に アッ ラー と その 使徒 を 非 油 す る 者 、 みす 5 を 422260638 の 向 る 
CE フル PITOTN 1 
( 注 26) アッ ラー は 彼 等 に 現世 に て も 来世 ュ * Go 
に て も 児 い を か け 、 取 ブ ベ き 銘 史 を 有意 せ Es6cAdCz29EG 知 
り 。 
59. 作 な くし て 信徒 の 男女 を 非 泡 する 者 は 、 中 2A る PGI533393 
傷 と 明白 な 罪 に 対す る 喜 め を 負う べし 。 Cg ン 
(oOU4631 lo と 
第 信 項 OCG 
60. 預言 者 よ 、 溢 の 妻たち 及び 娘 た ち 、 並 びに Cd に OCTIV4I 
9 dy26LI 1 
偽作 の 婦 だ ち に ゅ っ た ぅ し た 長 衣 を まん ぇ タッ POM ed 
告げ び よ 。 ( 注 27) か くす れ ば 識別 され 易 di の eS の 2SeE の っ 
く 、 ま た か ら か われ ず に すむ 。 ア ッ ラ ー は タン っ 
っ 兄 そる イィ ン ラ ミン 
癌 大 に し て 、 意 意 深 くま し ます 。 の 3 の 8 あの 8 の 5 
61. 者 や 、 心 に 病 の ある 者 、 並 びに 92 て 。 4 あッ 。 レ 。 タ レン ッ 2 トー ンタ ンプ 
人 語 を 流し て 人 心 を 動 務 ぁゃ る 0 ゲ ア 人 お Goo oz1 た SM が 
その 行為 を や め ぬ の な ら 6、 わ れ ら と 当 5 
ヒ 4 し に と う 
は 必ず 液 を 激励 し て 彼 等 ほ 戦 わせ し や べ ( 0 ラマ ダテ 
、 ュー 二 る ッ ン る 衝 。、 ス フッ タレ 
し ( 和 ま 29 さす れ ば 彼 等 が 流 の 隣人 と し の 359 あめ 愛 
て 邑 に 住 せ の は 、 た だ 習 時 の 間 し な る べし 。 
の 1 る る ン ラ ラダ る 
62. 彼 等 は 呪 わ れる べし 。 D8 て も 役 等 は 見 OM 32bOa1AS AS し TS 
つけ らむ 次 第 提 え られ 、 減 きれ ん 。( 生 
29) 
往 26 「 ア ッ ラ ー を 非難 する 」 と は 神 の 目的 遂行 を 妨げ る 事 で あり 「 使 徒 を 非難 する 」 ょ は 神 の 使徒 に 対す 
る 誹謗 を 意味 する 。 
注 27 イス ラム 教 の ベー ル に は 二 つ の 目的 が ある 。 そ れ は 困 肩 を 命じ 、 礼 僕 を わき まえ 、 成 蔵 あ る 振舞 を 勧 
め る も の て ある < 女性 は むやみ に 男性 と 出会う 事 を 許 き れず 、 外 出 時 の 服装 に 関す る 規定 に 従う 様 求 め ら れ て 
いる 。 ベール に つい て の 詳細 は 、24 章 32 節 の 鞭 注 参照 の 事 。 
注 28 メデ ィ ナ の 徹 善 者 及び ユダ マヤ 教徒 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対し て あ 6 ゆ る 妨害 を 行っ た が 、 役 等 の 主 な や 
9 方 は 、 イ スラ ム 教 に 関す る 偽り の 話 を 広め る 事 で あっ た 。 し か し 彼 等 の 権力 と 威信 が 矢 わ れ た 時 、 こ の 悪 誤 


は 完全 に 敗北 を 喫し た 。「 必 ず 液 を 激励 し て ] と いう の は 次 の 様 な 意味 で も ある 。 


「 我 々 は 必ず や 貴方 を し て 彼 


等 を 押え きせ る で あろ う 。 き も な くば 彼 等 の 上 に 看 臨 する 権限 を 授け よう 。] 


注 29 


設立 し た の は 一 時 的 な 局面 で し か な い 様 だ 。 


不幸 な エダ ヤ 人 達 は 代々 屈辱 感 に きい な まれ て 来 た 。 彼 等 が パレ スチ ナ に 帰 司 し 、 イ スラ エル 国家 を 
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63. 過ぎ 去り し 人 々 に 寺 せ る テッ ラー の 流儀 は フタ 直 誠 2 
か { 机 せき * 
か て の 如く な りき 。 調 し て 、 液 は 、 ア ッ ラ ター た AUS 9 
の 流儀 に 決し て 変更 な きこ と を 知ら ん 。 @M5o5 
64. 人 は 最期 に つい て 光 と 問う 。 云え 、「 を は 独 MI te 人 4 
9 アッ ラー の みぞ 知る 」 と よ 。 面 し て 、 を の リョ ッ ピ ンコ 
最期 が 近く か 涯 か を 誰が 流 に 語り 得る か? 393 Oi 電 efGR じ ぅ 多 
65. げに アッ ラー は 不信 心 者 ども を 呪 衣 し 、 彼 クッ レック < 
1 1 3 
等 の た め に 燃え 太 る 火 を 用 意 せり 。 2 JO) 
66. 彼 等 は 氷 協 に を の 中 に 住み 留まら ん 。 そ こ MHC AGS の 
で は 味方 も な けれ ば 助け 手 も な し 。 ーー ァ 
67. 彼 等 の 顔 が 火 の 中 で で る で る き れる 日 、 人 2 イ 。 ンタ ン クン (を 、 コック クッ クチ 0 る タ レッ ン 
< イン 町 AB 
彼 等 は 初め て 去 わ ん 、「 あ あ 、 我 等 も アッ OUIG ee め タッ 0 お 2 
ラー の 命 に 従い 、 そ の 預言 者 の 命 に 従い た GoJ2SUE ち 人 6E 誠 人 
りゃ ば 1 E。 
や ン ン と テル ン ン アア 衣 : 
68. 庫 し て 、 更に 天 わ ん 、「 玉 ょ IP の MAGAEONENIS 和 RIE 
1 て を 信 ら カ ビ 順 え り 。 然 る に た 正 
追 より 我 等 を 邪道 に 導 け り 。 ( 注 30) @*l 
69. 主 ょ 、 彼 等 に 二 重 の 創 を 加え 、 重 き 呪 い を 6 レン 
以 て 彼 等 を 呪い た まえ ] と 。 5 っ Oha 
第 九 項 クン 
ぅ bo と っ 
70. 液 等 信徒 た な ちょ 、 モ ー で を 誹謗 せる 佐 の 如 
《 な る な か れ 。( 往 31) 殺 し な が 6、 ア ッ ー ふっ の FR イッ タン ラン を 
e- Io DIRKGATIVMI 
ー は 、 彼 等 の モー ぜ に つい て 語れ る 攻 い ダッ 4 の 
を 遇 ら し た り 。 モ ー ゼ は アッ ラー に 大 い に G sb1Oeo2 IGE 時 4G 
重き れ た 者 な りき 。 
71. 液 等 信徒 た ちょ 、 ア ッ ラ ー を 長 れ 、 正 直 に 


フラッ レン タタ レン ルー クター タフ ッ ン っ (ンー 
WEBPEYPICGIRTSSUIPI 


ー は お E レオン ン を 4 4 内 っ を 
72. る すれ ば アッ ラー は 前 た ちの 所 業 を 徐 2: っ 5 Ci あみ 
し 、 を の も ろ も ろ の 罪 を 震 吉 せ ん 。 測 し て 、 ン し 
ク ラン ン 
アッ ラー ト その 使徒 の 命 を 導 泰 する 者 は 、 og 生 和 8 82 人 了 
必ず や 素晴らし い 幸 運 や も の に せん 。 
注 30 前節 の 言葉 は 者 吉 の 指導 者 に 向け られ だ も の で あっ た 。 当 節 で は 粗野 で 導 導 な 人 物 に つい て 久 
べ で て ある 。 他 人 に 対す る 悪行 の 長め か ら 地 れ 兵 と する の は 人 間 の 性 で ある 。 
注 31 モーゼ は 様々 な 中 傷 を 受け た が 、 を それ に は 次 の 拉 な も の も あっ た 。(1) ク アー ルー ン (コラ ) と いう 男 
は 、 あ る 女性 に 、 彼 女 と の 召 通 の 罪 で 彼 を 告発 する 様 説い た 。(2) ア ー ロ ン が 民 義 の 信望 を 集め る 様 に な っ た 事 


に 競 如 し 、 モ ー ゼ は 彼 を 殺害 し よう と し た 。 
の か ど で 千 発し た 。 


⑬ 引 は ハン モン 病 と 梅 尊 
5) 彼 の 妹 は 彼 に いわ れ 無き 非難 を 浴び せ た 。 


を 病 ん で いた 。(4) す ムリ は 彼 を 偶像 水 拝 
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73. ゎ れ ら は 初め 、 譜 天 よ 大 地 も 山々 に この 神 ン 。a ン ーー い スロ 人 ン 科 に 和 m セ ュ ン セ 
吾 な 探 の 保管 を 求め た り 。 持 る に 彼 等 は 2o の りら ゅ ゃ 6CJIES と も) 


を 担う こと を 辞退 し 、 且つ を 交 きれ だり 。 イン ン 他 ッ ンプ ミイ フレ ンス スラン 

の < 3 1 
舌 る に 、 余 は 之 を 拓 え り 然し な が 6 人 用 7 の ofckiJEg 
は 店 て 不義 を な し 、 且 つ 昌 味 な り 。 ( 生 9 を Egg の 23 
32) 


74、 この 故に 、 ア ッ ラ ー は 偽 信者 並び に 多神教 SM は MT MO 
人 に 、 男 の 史 な く 剤 入 を 科 き ん 。 きれ と 、 グー 


と 1 を 4 アア 
アッ ラー は 、 信 仰 する 者 に は 、 男 玄 の 別 な 35 部 人 Io 放ち と 22 
く れ み を 垂れ 給 う 。 ア ッ ラ ー は 邊 大 に し る カリン 3 
て 、 六 悲 深 くま し ます 。 の 3 の 放 委 6 の き 


注 32 人 間 は 、 神 の 特性 を 習 符 し 、 創 造 王 の 姿 に 似る 為 に 、 大 いな る 天性 の 力 を 授け られ て いる (2 : 31)。 
これ は 事実 番 大 な 義務 で あり 、 全 宇宙 に あっ て 人 間 の み が 遂 行 で きる と 知ら され た だ た 。 他 は 、 天 使 ・ 天 ・ 地 ・ 山 
全て その 能力 を 持た な い 。 を れ 等 は その 義務 の 負担 を 拒ん だ 。 人 間 が この 義務 を 受け 入れ だ の は 、 科 WMM 
で きる の が 人 間 し か 無かっ だ か ら で あ る 。 人間 撤 外 の 生物 は 全て この 義務 に そ む く 事 を 拒ん だ 。 つ まり 役人 等 
皆 課 せら れ た 全て の 法 を 実 に 尻 行 し た の で ある (16 : 50, 51) 。 決断 力 を 持つ 人 問 の み 、 自 は の 電 和 を 辻 みす 
神 の 律 法 に を むい た 。 当 節 の この 解釈 は 41 : 12 で 衣 付 ける きれ て いる 。 
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第 三 十 四 サバ パー 


サバ ー 
(メッ カ 紀 示 ) 


1、 慈 中 深 《、 恵 み 運 く ア ッ ラー の 御名 に ない OTs A し うき 
て 。 
- 失 池 の 一 の を 攻 べ 符 う アッ テー に 護 え あれ 。 SD32oASl 3 し りら 雪 あ AT 
来世 の 計 美 また 供 の 所 有 な り 。 役 は 中 Gu223 晴 

に し て 、 す べ て に 通 距 し 給 う 。 OPC41Y OIL 


3. 役 は 大 地 に 入る も の 並 びに それ より 出 づる が っ uo ち 5 は AA 
も の を 知り 、 天 より 陸 る も の 並び に を こ へ 


タン トン レッ 。 る ラン 

立ち の ぼる も の を 知り 給 う 。 耐 し て 、 慈 間 2 っ 5 で の 3 光 0o20 選 
深 て 、 寛 大 に まし ます 。 の っ 
@⑤ う 誠 


4. 信 ぜ ぎる 徒 法 は 云う 、「 審 判 の 如き は 、 我 等 < 9 スレ ン 

決し て 出会う ぎる べし ] と 。 云え を 、「 断 じ て SNES6Y 60 

き に あら ず 。 見 た ざる も の を 知り 給 う 我 が ea と 。 8 

王 に か け て 、 そ は 必ず お 前 だ ちゃ オイ ~ 

わん 。 穴 地 に 刻 け る 一 徴 肉 の 重き で も 、 ま 。 ら づ 2 人 51 oy は 93o ら 8 893 

た それ より 小 な る 5 の 5 大 な る 6 の 5、 一 リッ ュー る 

つ ほ し て 役 よ り 免 れる は な し 。 そ は 電 せ て ルン あり 
すべ て 明快 な る 経典 に あり 。( 注 1) 

ンタ 1 レッ 


5. こ は 信じ て 半 行 を 積む 者 を 計 が 党 せ ん が た SKI RIKK ス KOAIR こ 2 


め な り 。 彼 等 は 内 息 を 則 り 、 量 つ 光 栄 ある 2 

給 開 6 賜る ざし] ょ 。 の の ば の の うう 

6. 然 れ ども $、 わ れ ら の 粗 光 に 反抗 し 、 そ の aaa2Eal8 と の 
画 を 妨げ ん と する 者 は 、 上 茂 し い 鍛 呈 た 得 遇 2 0 フウ ウラ ラマ ワウ 

2 人 イ 。 っ ye 

せん 。 OU に うた の 

7. 知識 を 賜 れ る 者 は 、 圭 より 流 に 啓示 され だ 56G 仙人 1 生 TK4 ル FT ピコ 

ピン 1Jslgdli DMCANIe グ 5 

る も の は 哀 細 で あり 、 佑 大 に し て 讃 美 きれ IOgrbllbbl Ole 


Be 3 


注 1 前 節 の 主 症 は 、 当 節 で 更に 詳し く 述べ られ て お り 。 舌 悪 に 係わら ず 行 動 を 伴わ な けれ ば 報い も 得 5 れ 
な いと 示 S ぉ れ て いる 。 イ スラ ム 教 に 敵対 し 、 イ スラ ム 教 徒 を 迫害 すれ ば 必ず や 太 を 受け る で あろ うと 、 不 信心 
者 は 警告 きれ て いる 。 
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る べき 御方 へ の 道 に 導く も の な る こと を 知 。 ン ッ 

る 。 OS I 

8. され ど 、 信 ぜ ぎ る 者 ども は 云う 、「 我 等 は お 4 と 2 (ショ レッ シ ラ ルン ネス ンー 
前 た ち に 、 お 前 た ち が 粉 々 に 砕け た 後 、 再 マウ 66J8 JJ63 
び 新 た な 割 造物 た し て 難 ら きれ ん と 説く 者 時 生ま あと アピ 

呈 6 OPC の OO あけ 


、 役 は アッ ラー の 御 


を 、 教 えよ うか ? 


に 反対 し て 嘘 を つき 
だ る か 、 E れ だ る か ?」 と 。 
釣ら ず 、 艦 斬 を 彼 り 且つ 人 詩 の 中 に 譜 の く 
は 、 来 世 を 信 ぜ ぎる 彼 等 な り 。 


ンプ タッ タン レ 。 る 


の AUC の 1P 


プ 


OPC2IPI5II の で 1 


1 マン 


< 


ッ 9 タフ ウン 人 2 フン ッ ン ッ ン ン 


10. 役 等 は 、 天 務 に 放り る 己 が 前 後に ある 6 の 人 の の EC2eIGKL う 0 
に よっ て 加 何 に 取り 囲ま れ て いる か を 、 知 レラ レン 
ら ざ る か ? も し われ ら 欲 し な ば 、 大 地 を し AI Sad CSdIC5 タ 
て 彼 等 を 谷 み 込ま し め 、 或 い は 天 の 一 角 を レク ルン ュ ント ン シン 
彼 等 の 上 C 交 せしめ ゅ 得 さ し 。( 注 2) げ に ww ebGoBC2O3 3 
この 中 に は 、 要 い 改め る こと ご と く の 僕 へ を MG 
の 林 光 あり 。 〇 ウッ 
第 二 項 
11. われ ら は 、 ダ ビデ に 買 箇 を 蛋 れ て 、 云え 9、 ラン ンス スン 1 人 o フロ レレ ラン 
、 本 
MM ( ま 3) ダビ デ ト 共 に アッ ーー の 9 le ひる 5ESI は 3 
ー 2 ッ ン ッ ン ン ン レラ ュ ン 
の 謀 美 の 歌 を 歌え 、( 注 4 法 等 鳥 た ち AIPOUIEH 
拉 と 。 弄 し て 、 わ れ ら は ダビ デ の た め に 
鉄 を 軟 か に し て 、( 注 5) 
12. 云え り 、「 鎧 を 作れ 、 身 動き を 考え その 鎖 肉 di た 電 t 
子 の 箇 を 小 (整え よ 。 北 し て 、 半生 に eb bl まう 053oAk Elio 
そし め 。 げ に われ は お 前 た ちの する こと を @ 提 こく ECW21 
照 覧 す ] と 。 員 ぞ 
13. また われ ら は ツ ロ モン に 風 を 服従 \ し ゅ た て WC れ の 3 多い 1 る IOUKIE4 ロ 
yeS OL で OR 
うぅ 、 制 の ひま 吹き で 一 箇月 の 汗 程 を 旅 し 、 。 3 に の 
夕 の ひと 吹き で 1 箇月 の 道 租 を 旅 する 出 の OS の 25sGe25E 放 SE 
注 2  「 大 地 を し て 彼 等 を 春 み 込ま し め ゅ ] と いう 入所 は 、 地 上 の し る し を 逮 べ て お り 、[ 天 の 一 角 を 彼 等 の 上 


に 墜落 せしめ ] は 、 天 の し る し に 言及 し た も の で ある 。 


注 3 
注 4 


注 5 


山 証 民 族 の 事 。12 : 83 に も 類似 表現 が ある 。 


21 : 80 参照 。 


「 鉄 を 軟 か に し て ] は 、 


て いる 様 に 彼 は その 技術 を 応用 し て よろ い を 作り 上 げた 。 


湊 の 事 を 指す 。 鉄 製 兵 器 製造 技術 が ダビ デ に より 開発 きれ 、 


決 節 に 述べ られ 
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を 。( 注 6) ま た な われ ら は 、 ソ ロモ ン の た だ ため 部 ンタ ン ッ ン タタ ラー 3 の ョ ン ン PHE te 
に 溶鋼 の 泉 を 湧き 出せ し ゅ た り 。 ま た 妖 3 ゆ ザ lp と e を 2 と の りら 人 の 8 
の 或 る 者 に は 、 主 の 命 を 奉じ て ツ ロ モン の の Oz。 

、 JAa2 OOZ22 
も と で 働か きせ り 。 主 し て 、 われ ら は 彼 等 2 
に 云え り 、 。 わ れ ら が 命令 に 背く 者 あら ば 、 
その 者 に 火 千 の 向 出 を 味 わ し ゅ ん *。 
14. か て て 彼 等 は 、 ソ ロモ ン の 欲す る も の 、 宮 イイ タン シット ピタ ラン ンプ (インパ イン シ 
・ SS 人 5 CO 
殿 や 財 像 や 貯水 凶 の 如き 殺 や 回 定 し た 天外 ラク の 92 ら MHD 
凌 内 いこ ュー ュ し と る レン ィ の コッ クタ ンー レン イク 
を 作り 5 たり 。( 注 7) 面 し て 、 わ れ ら は 云え 。 』 3 や 1 所 IO > りみ 0 うど 
り 、「 湊 等 ダビ デ の 家の子 ら ょ 、 に 満ち し 
て 働け 」 と 。 き れ ど 、 わ が 僕ら の 中 に は 、 人 > 282 
感謝 する も の は 僅か な り 。 
隊 
15. 軍 し て 、 わ れ ら が ツ ソロ モン の 死 を 定め た る 2 じ ら る 3 MAVeEIR 
ーー) 
計 、 一 臣 の 地点 が ソロ ネン の 枕 を 噛め る こ 9 り メ sdese わ boo 
。 間 の ン ィ レタ ラン タ 
と を 除 サ ば 、 そ の 死 を が する の は 何 も を な か cGK ら 多 CT4S し も 6 の SI6512 
りき 。 ソ ロモ ン が 地 に 倒れる に 及 ん で 、 妖 野 久吉 1 の KCl 
た ち は 、 不 可 祝 な る も の を 知り た り せ ば と は し IO 
この 恥ず べき 苦 役 に 長く 服 し は せ ぎ ざり し も ッ っ 
の を 、 と 癒 切 に 指 り た り 。( 注 8) @ み eio 
Ca し 
16. 昔 サ バ の た め に 、 を の 故国 に 神 兆 あり 。 す ラン ンジ イッ ント ンション レ 
ウー は と の C* で 人 DAeA ら (CC 
な わ ち 二 っ の 果樹 屈 が 、 一 つ は 右 に 、 一 っ の ぴ ウ 2 め ら つり 
は 左 に あり て 、 わ れ ら は 彼 等 に 云え り 、「 お 40 1 < 
間 、 うめ 1 
前 ちの 主 が 科 け た る 食物 を 食し 、 主 5 あめ 詳 と に ジラ 
勅 ウタ ンー ウフ て ルン ョ レ 
し まれ 。 国 雇 し く 、 主 は 慈 深く まし ます ]」 GSE の 3 仙 
と 。( 注 9) 

注 6 ソロ モン の 領土 は シリ ア 北 部 か ら 、 地 四海 東岸 治 い ! に お よび 、 ア ラビ ゼア 海 に 沿っ て ペル シャ 竣 

に まで 拡大 し た 。 ソロ モン の 時 代 に 、 イ スラ エルメ 王国 は 富 と 権勢 は 絶頂 に あっ た 。 当 冬 に ある 「 風 | と 

いう 語 は 、 権 勢 と い 5 意味 を 持つ 。 又 、 ソ ロモ ン は 商 隊 を 保有 し ( 列 王 上 : 9 音 26 一 28 第 、Jew.Enc. 11 状 . 

P 437 ) 彼 の 下 に 産業 と 技能 は 作造 し 、 彼 は 野 寂 で 反抗 的 な 山 病 民族 を 征 劇 し 配下 に 入れ た と 示 き れ て 

も いる ( 林 代 志 略 下 2 章 18 節 及 び 4 間 1、2 節 )。 

注 7 栄 只 を 極め 、 権 力 と 教 差 を 備え た 苦 主 で ある と 隔 叶 に 、 ソ ロモ ン は イス ラ エ メル 建国 者 の 子 曲 で も あっ 

た 。 役 は 古 築 に 、 殊 の 他 、 関 心 を 持ち 、 彼 の 下 で 殖 委 技術 は 大 杜 に 向上 し た 。 イ スラ エル の 守 院 は 、 彼 の 建築 

に お ける 趣味 の 良き を 良く 表し て いる 。 

注 8 ソロ モン の 無能 な 忠 子 で 後継 者 で も あっ た レ ハ ベ アム の 支配 力 は 弱く (、 ソ ロモ ン が 作り 上 げた 強大 な 

王国 は 分 裂 し て し まっ た ( 別 王 上 : 12, 13, 14 将 LJewish. Enc. “Rehoboam")。 

注 9 27 : 23 で 述べ られ だ す バ は 、 サ ナー 又は マデ アー リブ と も 呼ば れる 地 か ら 旅 程 に し て 三 日 か か る イエ メ 

ン の 町 で あっ た 。 こ の 町 の 名 は 旧約 帯 書 、 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ 、 ア ラビ ア 文 学 、 特 に 南ア ラビ ア の 碑文 に よく 兄 

られ る 。 サ バ の 住民 は 聖 か で 教養 も 高く 、 に より 人 生 の あら ゆる 快 造 さき を ふん だ ん に 与え られ て いた 。 国 全 

体 が ダム と 條 に より 豊 仁 で 、 そ こ に は 庭園 や 小川 が 見 られ だ 。 防 壁 や ダム の 様 な 度 業 宏典 の ぬ の 公共 設 

備 が 施 き れ て あっ た が 、 中 で も マ ア ー リ ブ の ダム は 最も 素晴らし いも の で あっ た (Enc. of lslam 巻 。P 6)。 


ー658 一 


第 三 二 四 間 サバ ー 
17. 扶 る に 彼 等 到 き だれ ば 、 わ れ ら は 彼 等 に す タバ セン ぁ 3) CA CK 
9 つう 形 JA 6 
きま じい 洪水 を 浴 せ た 5。 ( 注 10) 沸 し いや ・ ク 
て 、 あ われ ら は 、 を の 素晴らし ぃ い 二 つ の 人 g に 香り 衝 の し コ 
い 間 剛昌 88 
剛 の 代わ り に 普 い 実 を 結ぶ 御 と 少し 
か り の ハマ ナツ メ の 二 園 を 与え た り 。 9 よび 
18. か く の 吉 くわ れ ら が 彼 等 に 報 役 し た る は 、 ンク と る て イン ン や タン の し レー ニッカ ラン クン 
3iyi る っ 
を の 記 委 な る が 枝 な 9。 わ れ ら が か がく の 和 OAD:8 の AI きめ 
報復 する は 、 た だ 斉 思 者 だ け な り 。 

19. また われ ら は 、 サ バ と われ ら が 祝福 な る (2 と っ ク の 1E1 の の プン 94 
営 々 と の 間 に 目 に つき や すい 林 つ か の 語 を 

と 3 人 2 ブッ ンコ レッ る < そ クレ 1 ンー の る 
設け 、 を れ ら の 間 に 楽 な 旅 各 を 定め て 云え うじ クン 0 5 マラ 
》、「 こ れ ら の 品々 を 通っ て 、 恒 夜 を も わ ず Ez 
安心 し て 旅 せ よ ] と 。 ( 洋 C55dS 

20. 振る に 、 サ バ 人 は 神 に 建 話す る 代り に 坪 を ー ス タ 5 人 GS は の 引 
り 、「 よ 、 表 等 の 旅程 を 更に (な し 知 ル | ター の OiowQab 

て ンク る タッ 3 スン ン ン っ っ う タ リリ ンプ 
と 。 (年 12) か く て 、 彼 等 自ら その 生 を 語る 1 つと っ の 0 の の 
り た れ ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 徹底 し て 粉砕 分 。 
人 0 
散 し 、 後 の 世 の 語 り 章 と な せり 。 げ に この eS CGI 
中 に は 、 堅 吉 不 拡 に し て 感謝 の 念 あつ き - 
人 々 へ の さま ぎ ま な る 社 光 あり 。 

21. 太 し て 、 イ プリ サー ス は 、 一 部 の 真 の 信者 を 18 が 35 7 4) se se2332J83 
除い て 、 彼 等 が 自分 に 従え る が 故に 、 役 等 ーッ ラッ 
に 対す る 自分 の 判断 が 正確 な り し こと を 知 の の の 1 の ら 
る 。 ( 注 13) 

注 10 サッ E 民 達 の 宮 を 守っ て いた マ ア 洪水 で 決 寺 し 、 全 土 が 水 に 注 か り 、 禄 害 は 広範 

囲 に 及 ん だ し い 鹿 賠 、 小 川 、 鞭 術 作品 も た 国王 は 魔 坦 と 化し て し まっ た 。 ダ ム は お よそ を 長き 2 マイ ル 、 

高き 120 フィ ー ト あっ た 。 それ は 西 歴 一 志紀 あ る い は 二 世 紀 に 破 の 目 に あっ た 。 

注 11 「 視 術 せ る 邑 々 ] と は 、 ソ ロモ ン 王 国 の 中 心地 で ある パレ スチ ナ の 町 を 指し て いる 。 サ バ の 住民 は ン 


ロモ ン 王 国 と 盛ん に 
の 町 た いう 意味 で ある 。 駐 、 主 要 な 町 と い 
《 使わ れ 、 安 全 で 好ま れ て い 
マウ ト か ら マ イラ ー ま で に 70 の 宿 が あっ た だ 」 


た 。 
注 12 


失わ れ た 。 サ バ の 住民 は 絶 減 し 、 


注 13 


ン が 、 


貿易 を 行っ て い だ た 。 
K も あり 、 


示す 。 


この 革 葉 は す バ の 住民 の 語っ た も の と きれ て いる が 


「 還 に つき や すい 幾つ か の 綴 ] と は 、 互 い に す ぐ 見 える 程 近 接し た つっ 
イエ メン か ら パ レス チ ナ 臣 び シリ アム へ 抜け る 道 が よ 
ュー ル に よれ ば 、 イ エメ ン か ら シ リア へ 向かう 街道 沿い の ハ ダ ル 
。 この 道 は 和 錠 り が 多く 安全 で あり 、 両 側 に は 並木 が 捕え を られ て い 


実 、 神 の 戒律 に 従わ な い 為 久地 に 了 脂 っ た 当時 


5 きれ て いる 。 人 通り が 多 て 栄え た 街 措 は る びれ て し まっ た 。「 我 等 が 旅程 を 更に 長く な し 給え 」 
『 葉 は 次 の 事 を 示す 。 街道 拾い の 町 の 多く が る びれ て し まい 、 

その 痕 勲 は 何 も 留め られ な か っ た 。 
サタ ン は 、 サ バ の 住民 達 を うま く 堕 沙 る せら れる だ ろう と 見 て いた が 、 
ン の 思惑 は 当たる 事 と な っ た 。 この 悪人 達 や を の 悪 市 に 対す る サタ ン の 判断 は 17 : 63 


宿 か ら 宿 へ の 距離 が 長く な り 。 安全 性 も 
彼 等 は 唯 、 語 9 継が れる の み と な っ た 。 
彼 等 の 悪 叶 に より 、 こ の サタ 
で られ て お り 、 サ タダ 


アダ ム の 子 老 を や わずか な 例 を 除い て 減 ぼ す と 語っ た と を そこ に 壮 か れ て ある 。 
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22. きれ ど イ プリ ー ス は 、 彼 等 を 支配 せ ぎ か し し 科 ンス 生 っ を (23 
な り 。 ( 注 1) た だ われ ら は 、 来世 を 信 ず ウツ emo2aetcdlo6 ピ タ 
る 者 と 、 之 を 導 う 者 と を 識別 せん が た め な ちら 2 う SU も 5 2 っ も 80 
り 。 流 の 主 は 難 事 を 監視 し 給 2 。 - 月 電 

第 三 項 6 計る 相 

23. 云え 、「 お 前 た ち が ア ッ ラ ー 以 外 に 神々 あり PP 
よ 壮 世 せ る 者 に 導 え よ 。 ( 注 15) 人 逢 は 2C4KS)O0 2>PSWSfAUUIESN 
天地 に 族 け る 一 微 堅 の 重き さだ に 左 誠 する 吉 タタ イィ レン っ eo マッ ロス mr ミュ e< イイ ーッ 

ン ヽ くっ いる 【 剛 3 
ちず 、 ま た 舌 人 の 創造 に 訟 て 如何 な ぁ 役 制 プロ ウー 9 りり 
も 果たさ る ず 、 ま だ た アッ ラー は 彼 等 の 中 に 如 くう 3 
何 な る 補佐 も 有 せ ず 」 と 。 テ 
24. アッ ラー が 許せ る 者 ( 注 16) を 除い て 、 ど シシ ょ っ ン イン る 2 の 
記 ・ 」 凡 
ん な 幸 り 成 し も アッ ラー に 対し て 無 交 な ICOCA は 
5。 や が て 彼 等 の 心 ( 注 17 か ら 商 愉 が 消 タッ ン ンド シン 
* 1 1 
えた 時 、 彼 等 ( 注 18) は 関わ ん 、「 主 は 何 ん MPPG2RGD う 2 
と 言い た る か ? 」 と 。 使徒 た ち ( 注 19) は GO) ORIG 
答え ん 、[ 真 理 な り 」 と 。 半 は 系 高 に し て 、 
僚 大 な る 御方 に まし ます 。 

25 云え 、[ 天 地 か ら お 前 た ち に 食物 を を る は 80 の 33 の 2 
誰 ぞ ? 」 と 。 云え 、「 ア ッ ラ ー な 5。 我 等 か 、 ン 
前 た ちか 、 を の どちら か が 正造 の 上 に あ uk2JU58oo293 EBI2 
り 、 ぼ ちら か が 明白 な る 迷 誤 の 中 に ある な - 

り 」 と 。 ( 注 20) 

26. 云え 、「 お 前 た ち は 我 等 の 因 に つい て 問わ れ イン レッ クイ (ンー ン イ ン る てく 
ず 、 我 等 も また 前 た ちの 行 郊 に つい て 回 ROCK プ の 0 
われ ぎる べし ] と 。 

注 14 サタ ン は 人 間 に 対 し て 如何 な る 推 威 も 持ち 合わ せ て いな い 。 人間 が 精神 的 に 随 縮 する の は 、 自 6 の 


誤っ た 信仰 や 、 悪 事 に よる も の で ある 。 


邊 15 


いと 告げ られ て いる 。 


不信 心 者 は 、 彼 等 の 他 り の 神 に イス ラム 発展 の 引 止 を 求め て みよ と 排 まれ 、 偽 の 神 に 
事実 、 こ の 世 の 如 何 な る 力 を 持っ て し て も 、 


は を それ が で きま な 
胡 容 が 広まる の を 疎 止 する 事 は で き な い の 


この 言葉 は ヌ 、 拠り 成 し が を の 者 の 有利 に な る 様 行わ れ て も 良い と 神 の 認め る 人 人 


で ある 。 

注 16 モハ ッ マ ド 傾 言 者 。 

物 を 指す 。 

注 17 幸 り 成 し 手 の 心 。 

注 18 裁 か れる 鋳 深 き 人 々 。 

注 19 執り 成 し 陸 又は 神 の 使徒 。 

注 20 確か に 我々 (信者) は 正しく 、 切 方 達 (不信 心 者 ) は 謀っ て いる 。 
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27. 云え 、「 生 は 我 等 を 皆 同 時 に 名 し 給 い 、 多 村 210G0 の の 01 れい ラン ラン 1 る 
後 、 事 実に 基 い て 審判 し 給 う 。 ア ッ ラ ー こ 2 で や いう 
を は 最も 有 了 能 な 義 判 記 、 能 く 吾 事 を 知り 給 @ を iC 


うぅ う 」 と 。 ( 注 21) 


還 _ ンー _ 
28、 云え 、「 お 前 た ち が 、 周 佑 と し て 彼 と 倍 き 導 25 も レ 衝 る 6 48 多 
0 b eSalC うつ 1 
し 神々 を 共に 示せ 。 癌 、 お 前 た ち は 示 し ゲッ JI し 
得 ず 。 な ん と な れ ば 、 彼 は 備 大 に し て 、 緊 @ を 暫 ( 全 誠 閣 
哲 な 3 ア ッ ラ ー な り 」 と 。 
29. われ ら が 流 を 全 人 上 用 に 伺わ し た は 、 た だ 期 る の て る ec ヒ ュ 
Ao 5【 wit 1] ら 
幸信 達者 並び に 千 告 者 と し て の み 。 然 る に 、 ピン も 1 う 
世 人 の 大 半 き は 之 を 知ら ず 。 ( 注 2 の ) @⑨6545 2 作 3 
30. 彼 等 は 云う 、「 も し お 前 の 党 葉 が 事実 な ら 、 スー の タッ ント セロ ュー ン あッ ジン 
+ 3 1 < 
る の 約束 が 実現 きら る る は いっ の ロ を ?」 の CB み e で Ooey ろ の の 介 う 
ほ 。 
31. 云え ん 、「 お 前 た ち は 或 る 日 を 以 て 約束 きれ て 人 2 し お くっ 8 ち E33 移ら 半 
いる が 、 そ の 日 を ば 前 た ち は 一 瞬 た り ょ 


も 音速 し 得 ぎ る な り 】 と 。 ( 征 29) ofZYEb 
第 皿 項 

32. 信 ぜ ざ る 者 ども は 云う 、「 我 等 は この クル 1106 科 2 1 NE 2 山 d65 
アー ン ほ これ に 先 だ っ 経 典 も 信じ は せ ぬ ] ラン アン 

と 。 流 も し 不義 者 が 主 の 御 に 連行 せら ね れ 、 O99%O2ABDGlc 2 66 で る 6 

互 に 罪 を な すり 合っ て いる と ころ を 見 得る 。z < コラ チョッ クン 店 ュー ョ レン っ 

な ら ば 。 現 世 で 選者 見 な され し 者 が 、 由 
踏 健 # な り し 者 に 向っ て 云わ ん 、「 も し お 前 2 IGT タッ レッ 

た ちな か り せ ば 、 我 等 は 必ず 信者 た り し も 閲 9 OSUUMCPSIONURI 


の を 」 と 。 ( 往 24 の 4 


由 


注 21 この節 は メッ カ の 陥落 に つい て 述べ た も の と 一 般 的 に 受け 取ら れ て いる 。 イス ラム 示 徒 た 不信 央 い ず 
れ が 正しく いずれ が 誤り で ある か 、 疑問 の 影 は この 時 払わ れ だ 。 こ の 後 、 イ スラム 教 徒 上 英 の 心 は 一 つ に な り 、 
大 いな る 勝利 が も ぁ た だ たら きれ た 。 

注 22 モハ ッ マ ド 畠 言 者 が 、 こ の 世 の 終 わり まで 全 人 類 に 神 の 使 首 と し て 誤 わ きれ たと 、 ク ルアー ン に 繰り 
返し 述べ られ て 来 た 。 21: 108 及び 25: 2 も 参照 の 事 。 イス ラム 教 の お 告げ は 王 明 的 で あり 、 ク ルアー ン は 完 
極 の 啓示 書 と し て 決定 的 な も の で ある と 主張 し て 来 た 。 

注 23 バド ル の 戦い の H、 又 は 32・ 6 に 述べ られ た 日 。 こ の 時 より 一 千年 は 同じ 状態 が 続き 、 そ の 後 、 イ ス 
ラム 教 が 世界 的 な 宗教 と し て 受け 入れ られ る 時 代 が 始ま る で あろ う 。 

注 24 罪人 が 裁き を 前 に し て 、 自 分 の 罪 を 他人 に な すり つけ て 避 を 逃れ よう と する の は 人 間 の 性 で あ る 。 当 
節 及 び 次 の 二 節 に は この 人 間 の 習性 が 述べ られ て いる 。 
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33. 


34. 


35. 


36. 


する E、 賭 盆 な り し 者 は 螺 者 と 見 な きれ し 
者 に 向っ て 云わ ん 、「 導 き が お 前 た ち に 達し 
た る 後 、 お 前 た ち を を の 導き か ら 了 邪魔 だ て 
し た る は 我 等 だ と いう の か ? 釣ら ず 、 基 
を 犯 せ し 者 は 、 お 前 た ち 邊 身なり] と 。 


弱者 と 見 な され し 者 再び 参 乙 まな 5 り し 者 に 
向っ て 云わ ん 、 「 然 6 ず 、 ぞ 前 た ちこ る 日夜 
除 護 を めぐ らし 、 我 等 に アッ ラー を 信 ぜ ず 、 
アッ ラー に 同位 者 を 配 せ よ と 命じ た り 」 と 。 
彼 等 は 刑 凡 を 日 の あたり に し て 初め て 自 資 
の 念 を 表明 せん 。 わ れ ら は 不信 心 者 ども の 
音 に 弟 柳 を か けん 。 彼 等 は た だ その な せる 
こと の た め に 員 せ られ ん 。 


われ ら が い "ずれ か の 卓 に 克 告 者 を 造 わす た 


び い を の 計 の 稚 福 な 者 た ち は 到 え 9、「 我 
等 は ぉ 前 の 使命 を 信 ダ ぜ ず 」 と 。 ( 注 25) 
彼 等 は 云う 、「 我 等 は 富 と 子 より 恵まれ 


て ゎぉ り 、 ま た 第 六 に も 造 わ ぎる べし 」 と 。 


あど ん すり 


あ A51 層 半 AKOANUIINCCGIG Sd5 
の | アラン 
2 5 と AIR うい 


アッ レル 
の だ テア ] 


・ ッ スン 


トー 


MRIC 人 の Pf o 
3 は Gi ef PMSY4YRIG 
の GIOSTEMSIIOC3 


み 


フッ タレ ィ ラ る 
@ SsW じ % 


の 57. て タプ レーン 

@ の 3 も 2 

っ セン る る ン 特 ラク セン 
553 REIEIM 


9 
37. 云え 、「 げ に 我 が 主 は 衝 心 の まま に 、 或 る 者 323 多 選 % あ る ぴ 
に は その 給 差 を 殖やし 、 ま た 或 る 者 に は 之 コル レン レタ ュ 
を 減ら し 給 う 。 さ きれ と 、 世 人 の 大 半 は 之 を AKO 
知ら ぎる な り 」| と 。 
第 所 項 ター る タク ンク タ 
3 の た PC フイ イイ レン 
38. お 前 た ち を われ ら に 近づけ せ し む る は 、 お 9 あの 55202 (Es 
前 た ちの 富子 生 に 非 ず 。 猿 れ ど も 、 信 仲 ッッ シン ンク は 
し 、 若 行 を 積む 者 は 、 ご れ の 生 交 の た め に 9 eo 
二 倍 の 報奨 を 賜 わ る べし 。 六 し て 、 安らか タリ 2 ュー タタ ライ ント ンー と と ロ ョ ク 
1 EC af 負え 
き 高 摘 の 住居 が 保証 きれ ん 。 ( 注 26) の PORTCIRCP 
39. 猿 れ ども 、 わ れ ら の 神 兆 の 目的 を 挫折 させ に 潤 GMDEG45 GMCHC4c す で At 
ん と し て 的 抗 する 者 は 、 必 ず 刑 前 に 服 せ し レッ 
め ら れん 。 ( 注 27 @G22 っ 6 
注 25 神 の 大 言 者 達 は 、 虐げ られ だ 人 々 を 桂 会 の 正当 な 地位 まで 引き 上 げ 、 彼 等 に 当 5 拓 の 覆 利 を 戻す 道 わ ・ 


きれ る 。 それ は 、 つ い の 世 に も 、 神 の お 告げ に 背 
注 26 


く の が 富 と 権力 ある 者 達 
富 と 権力 が 宰 に 近付く 手段 び で は な い 。 む し ろ 、 そ れ が 和信 を 神 か ら 遠 


ら 5 で あ る 。 
ぎ け る 傾向 が ある 。 正しい 信 仲 と 


善行 こ を が 人 を 真 に 展 か に し 、 神 の 救い と 寄 び を もたらす の で ある 。 
神 の 大 義 が ひろ まる の を 疎 止 し 、 神 の 目的 を 妨害 し よう と 不信 心 者 達 が 陰謀 を 企 て て も 、 そ れ は 無駄 


注 27 
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40、 法 た 、「 げ に 我 が 詩 は 御 選 の まま に 、 る の 後 Eee の の 82UZ85 る ご 
ら の 表 る 者 に | は 給 差 を 依 や し 、 ま た 或 る 者 アフ アス ー ュ シンシン ルン 。 

= は 之 を 減ら し 給 う 。 醒 し て 、 何 で あれ あう 信じ 2 る 

た ち が 帝 せ し 分 は 、 主 は 必ず 埋め 合わ す ーッ リン フッ 
べし 。 主 は 無 上 の 修 給 者 な 9 。 の oO の うらみ 

41. 主 が 同時 に 彼 等 を 召し 寄せ る 日 、 主 は 天使 AE AO 人 人 衝 ン ン シン 

いい やり クタ う 
た ち に 向っ て 誠 ね ん 、「 こ れ 等 の 者 は ぉ 背 た ディ の 二 ぞ 
を 消 枠 し た る か ?」 ま 。 og 

42. 天使 た ち は 答え ん 、[ 汐 に 栄光 あれ 。 救 等 の 3 じ ゃ 5961KAIYOTOEYHIE 
守 護 者 は 流 に わ お ゎ し ます 。 否 、 彼 等 は 妖 邊 の gg 
を 拝み 、 そ の 多く は 妖 震 を 信じ た り 」 と 。 @G 純 2 Te らら 5 

43. 不 信心 者 ども は か くわ れん 、 [きれ ば 、 こ 請う する (2 は 生え の KKIW @592246 
の 日 、 前 た ち は 万 に 仙 手 を 若 す る こと も みあ る ルッ ュー 内 間 
害する こと も な し 得 ぎ る べし 1 と 。 市 し て 、 66 EIDTYMKHAI は 1 
われ ら は 名 を 犯 せ し 者 ども に 云わ ん 、「 お 前 n6 
た ち が 定 せる 楽 火 の 較 を 味わえ 」 と 。 @owoS( 

44. われ ら の 明白 な る 零 光 が 彼 等 に 9290CJesifCe 大 う 
時 、 彼 等 は 云う 「 こ の 男 は 、 お 前 た ち を し バン 
て 、 お 前 だ ちの 父祖 が 栄 め し も の か ら 背 か う で Ei の OO5% 
し めん と 謎 る 者 に すぎ ず ] と 。 六 し て また クラ ・ ン ェ クン 5 8 レレ と 
云う 、「 こ は 提 造 せる 偽り に すぎ ず 」。 捕 GAUNISYS HIME 
し て 不信 心 者 ども は 、 自 分 た ち に 来れ る 真 る の は と に イイ ュー( 

JIIO ゅ 
時に つい て 、[ こ は 大 以外 の 条 t の に 5 キ PCPSOUuoL222E は あり 
ず 」 と 云う 。 

45. われ ら は 彼 等 に 、 研 究 き せる べく 経典 を ち AMEUS 2 SIC3 
え ざ りき 、 ま た 液 よ り 先 に 如何 な る 警 和 者 エン 
人造 わ き ざ り き 。 っ の OS 

46、 彼 等 に 先 だ つ 者 も 真理 を 拒み た る が 、 こ れ る ニレ ィ ク 


等 の 者 は われ ら が 彼 等 に 与 を た る も の の 十 
分 の 一 に も 及ば ぎ る に 、 わ が 使徒 た ち を 嘘 
つき と し て 選 し た り 。 さ きれ ば 、 彼 等 は や が 
て 知る さ し 、 わ れ を 否定 せる 結 玉 が 如何 に 
敵 ろ し いこ と か を 。 


は 6 倍 じ の 傘 計 の COAUIRR 2 
oe 99524 


な 事 で あり 、 必 ず や 彼ら は 報い を 受け る 。 
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第 三間 す サバ ー 


第 太 項 
47. 云え 、「 我 は 一 言 が 1 け お 前 た ち に 勧告 す 。 な リタ ン 1 っ タタ 6 ラン シン イ ン ンタ 
前 た ち 二 人 ず つ 、 ま た は 疾 り で アッ ラー の いや bo 2 AB し 9 


前 に 立ち 、 と く と 考え ん よ 。 さ すれ ば お 前 た 内 と の CC くま 7 の 3 人 3 


ちの 仲間 が 狂気 に 非 ぎ ざる こと を 惜 ら ん 。 を ブン 多め と っ 
の 伸 間 は た だ 軍師 し た 蔵 刑 に つい て 前 た 半 生 2 あう 
ち に 警告 する 者 に すぎ ず ] と 。 ( 注 28) 

48、 云え 、「 我 は お 前 た ち に 如何 な る 報 醐 を も 求 ンー ライ シス クン タタ 6 2 ィ = 生 補 [レン 穫 
云え 、「 我 は お 前 だ たち に 如何 な る 報 本 を も 求 まい し 


1 る 5 


め ず 、 そ は お 前 た ちの も の な り 。 わ が 報酬 ご < グ 
は た だ る ッ ラ ー の 誹 に あり 。 ア ッ ラ ー は 高 ee が セタ 科 
事 を 隊 覧 し 給 う ] 上 。 “< ン * 
っ 22 の イン ーッ ント ニタ トラ フッ ャ 4 
PRSPON 
50. 交え 、「 真 理 は 来 ぅ お 、 さ れ ば 天谷 は 何 も 多 の ひる sbCISS2C36 紹 移 
ら ず 、 ま だ その 復活 も な る まじ ] と 。( 注 ~ " 
29) 


51. 云え 、「 我 も し 癌 ら ば 、 誤 9 て 我 自 身 を 寄 す 8 て EMIe 和 人 
る の み 。 我 も し 正しく 導 か る る 上 すれ ば 、 
を は 我 が 主 の 啓示 の お 共 な り 。 げ に 主 は す の の あと の 619 
べ て を 能 く 聴き 、 身 近 に まし ます 」 と 。 


の の クイ ッッ ネー タン シラ クイン ッッ マッ ーー クン イ 
52、 流 も し 彼 等 の 玲 れ 江 て る ま を 見 る な ら ば 、 QOS obO を うら の め め に 中 と の 5 
逃れ る を すべ な く 〈、 近 い 場 所 に て 失わ る る 彼 リッ ーッ る 

等 を 。 の ジッ 
ノ フ タン る と 半 碑 フン 
53. 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は を れ を 信 ず 」 と 。 病 9 OCS 比 江 お 
れ ど 5、 彼 等 如何 に し て 境 き 場所 か ら 信仰 レン 

を 受容 し 得 ん や ? ( 注 30) @ 只 ダ 


注 28 この 委 は 、 モ ハッ マ ド 季 言 者 の 主張 を 、 客 鈴 的 か つ 公平 に 検討 し て みる 様 勧め て いる 。 不 信心 者 は 、 
モハ ッ マ ド 人 預言 者 が 精神 異常 で あっ た か 否 か 、 先 入 観 や 世間 的 考え 方 に 捕らわれ る 事 な く 考察 し て みる 様 提言 
きれ て いる 。 


注 29 「 何 も 食 5 ず 」 と いう 言葉 は 、 偶 像 水 拝 が アラ ビア に 根付 く 事 は 無い と 強く 預言 する も の で ある 。 信 
像 崇拝 は 永 加 に その 国 か ら 姿 を 消す で あろ う 。 


注 30 「 衝 き 場所 」 は 死後 を 意味 し 、 不 信心 者 は 必ず や 死後 自ら の 誤 ち を 悦 る と この 節 は 示し て いる 。 和 扱 等 
は 、 モ ハッ マ ド 預 言 痢 の 使命 が 更 実 と は 部 け 離 れ だ も の で 、 その実 態 は 根拠 の 無い ゃ の だ と 事 か な 憶測 を めで 
らし て いる 。 
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5 科 等 は 前 、 避 方 より 不可 家 な る も の に つ 。 。。 8683 
いて きま ざま な る 展 測 に ふけ れ ど も 、 そ れ Cp OS の も 593 
を 信 ぜ ぎり き 。 eu 


55. 昔 の 彼 等 の 同類 が な る れ た 如く 、 彼 等 役 3 PKGPWGY と 前 
等 の 熱望 する も る の と の 間 に は 障害 が 握 え ら  。 リッ ッッ 
れる べし 。 げ に 彼 等 は 不安 な る 疑 宮 の 中 に あの 
あり し な り 。 ( 注 31) 


注 31 イス ラム 教 に 敵対 する 者 は 、 往 時 の 預言 者 に 対抗 し た 者 同じく 、 自 ら 6 の 魂 の 叫び に 気付 く 事 な く 。 
モハ ッ マ ド 預 言 者 の 使命 を 正しく 理解 で き な い で あろ う 。 
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デル ・ フ ファー ティル 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 


、 上 恵み 冊 く アッ ラー の 御名 に あい の ター しま 多 癌 | 3 


て 


2. 対 美 は すさ て アッ ラー の も の 、 そ は 穴 地 の 6 ed 


創造 主 に し て 、 二 功 、 三 腔 、 皿 肖 の 天使 を エッ ラン 332 GOO 

使者 と し て 用 う 。( 注 1) 前 し て 、 彼 は を の So Io RA 

創れ る 者 に 己 れ の 欲す る も の を 増す 。 げ に ぎざぎざ | ME 、 ン 
3819 し 1 き 9 ら ) 

テッ ラー は すべ て の 事 に 権能 を 持 も 給 う 。 ツタ OU 

@2 る 

@?295 

8. アッ ラー が 人 間 に 授与 する 基 夏 は 、( 和 ま 2) セレ ィ イラ マンシ ッッ 。 cg 玉 、 ン シレ 

何人 も 交 を 抑止 する 旭 E わ ず 。 な れ ぼ 、 ア ッ es5 た お Ds し 

ラー が 抑止 する も の は 、 人 後に を 敵 ン 
の う us に 40 Oo う 5 で し 

用 する 能 わ ず 。 げ に アッ ラー は 借 大 に し て 、 ラク クタ ロク ラプ ローン う 

昌 持 に まし ます 。 @ を 1 


4 人々 よ 、 お 前 た ち に 援 与 せる アッ ラー の 引 レン ュ 和 の も ロ こ る レン 
の ) SE ICs ! U う U 
恵 を 念 え 。 アッ ラー 以外 に 、 容 地 か ら お前 介 MHR2I 8【 

ょ の 


た ち に 必要 物 を 供給 する 創造 主 ま し ます ング の の 
や ? アッ ラー 以外 に 崇拝 す る に 足る 者 は 6 ン 
な し 。 然 お 前 た ち 何 処 へ 顔 を を そむけ 5 る 肖 4 
る や? 


5. た だ たい 役 等 が 流 を 拒む と も 、 げ に 液 以前 に し スッ 。 例 ラ ァ ッ ン * シ ッッ ン ン タッ を っ ュ ン 
6 神 の 使 侍 た ち は ま れ た だり 。 な れ ど 、 物 39 は 9 ので DSOKRWTOP 


事 は すべ て 、 裁 決 の た め ゆめ に アッ ラー の 許 へ タッ クタ ラー タ ンタ 
『 あ ! 
戻 きる る な り 。 o22 ど の 


注 1 天使 達 は 物質 界 に お ける 諸事 の 扱い を 任 き れ て いる (79: 6)。 こ れ は 彼 等 に 課せ られ た 任務 の 一 つ で 
ある 。 こ れ よ り 更 に 重要 な 任務 は 、 神 の 御 意志 を 神 の 使者 に 伝え 褒 示 を 携え た 天使 達 は 、 一 度 に 二 つ 
か ら 四 つの 神 の 判 し 、 又 を それ 以上 の 特性 を 伝え る 者 $ あ る 。 ヽ は 力 の 象徴 で あり 、 天 使 は それ ぞ 
れ 託 きれ た 任務 の 重要 性 に 応じ た カカ を 持つ 事 が この 人 節 に 示さ きれ て いる 。 最 高位 の 天使 が ガ グ リエ ル は 天使 達 の 長 
で あり 、 神 の 便 著 に 啓示 を 伝授 する 任務 の 中 で も 最も 重要 な も の を 託さ きれ 、 そ れ は 彼 の 指揮 の 下 で 、 成 い 遂 げ 
られ る の で ある 。 

注 2 前 節 に お いて 、 神 が 天地 を 剣 造 き れ 、 人 間 の 物質 
る が 、 当 人 節 で は 、 ク ルアー ン の 啓示 を 通し て 、 神 が 人 間 に 


、 精 神 的 要求 に 万 全 の 備え を を る れ た と 書か れ て あ 
を 授け る と 定め られ た だ 事 が 示さ きれ て いる 。 
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第 三 盾 五 斉 


アル ・ フ ァ ー テ ィ ル 


・ 放 等 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー の 約束 は 必ず 実現 す 。 
きれ ば 、 現世 に 区 か れる な か れ 、 ま だ た アッ 
ラー に つい て 上 障 者 に 甘 か れ る な か れ 。 


げに 悪 計 は お 前 た ちの 敵 な り 。 され ば 、 敵 
と し て 之 を 扱え 。 如 謀 は 、 彼 等 を し て 燃え 


和銅 る 火 の 住人 こら し めん が た め に の み 己 が 
信 率 者 を 


.。 信 ぜ ぎ る 人 征 開 に は 茂 し い 凍 あ り 。 か 
信じ て 療 行 を 積む 者 に は 、 容 矯 素晴らし 


い 幸 半 あ り 。 
第 二 項 


。 己 れ の 悪事 が 粉 館 き れ 、 その た め に 迷 を 療 


事 と 考え る 者 が 、 信 じ て 問 行 を 積む 者 と 同 
じ で あり 得る や ? げに アデ アッラー は 己 れ の 
欲す る 者 を 迷わ し 、 ま た 欲す る 者 を 導き 給 
う 。 き れ ば 、 役 等 の た め に 嘆い て 、 液 の 心 
を すり へ ら す な か れ 。 げに アッ ラー は 彼 等 
の 社 勤 を 知り 給 う 。 ( 注 3) 


ンタ ィ ン ン を ラン と の ルプ 
3 る 5 3 2 時 4EI1VI0 
PO も CE が 1 
3 CMV 時 あく OSG 
OR EE 
ン ょ の > 


タン リン > ケン 風 の 

KRCAUItWWeAIY41 5 
ルイ ジン アル と を すり ュ ン ン 』 
OF と ゆら 2 りら AalLES 8 
クン ン タリ ロン イン ン の タタ の アレック ーッ クィ ン 
1 る Sb KEIW 演 付 4 の うら 
ッ EE フッ ーッ ラン ンタ ン ィ ュ 。? 
AS は の Ga82 63 の よる 


Ge の 3 お ee た の が EL 5 


イフ ッッ ンダ る 


10. ケッ ラー こ を は 風 を 吹き 送り 、 実 を 超 し 給 中 記 3 全 る 9 JioNa5 
5 御方 。 硬 し て 、 ゎ れ ら は 之 を 相 死 せる 地 凍り 
厳 へ と 双 り 、 を れ に よっ て 死 せ る 大 地 を 生 AS2ASO り 耳 223 
き 返 らし む 。 復 清 も また か く の 如 し 。( 注 4) 5 る 
oe 
1 栄 符 を 沙 う 者 は 、 3 が アッ ラー PALMC た 年 1PI(EY ま PE 
属す る こと を 知れ 。 善 言 は 登り て アッ ラー っ ラフ 」 時 
に 達し 、 革 し い 行い は アッ ラー 之 を 賞 揚 す 。 23 GSz8US い goa る 233 
きれ ど 、 悪 謀る 従 還 役 等 に は 茂 し い 4 2 の < の 
RA ンタ タイ オフ ル ング 
剤 講 あり 。 き れ ば 、 か か る た くら み は 空 無 1N 学 EE 3 た 
に 帰る ん 。 ラシン タイ アテ ッ ン 
OB TOWPKCO 
往 3 モハ ッ マ ド 預 斉 者 は 、 人 人 々 が 精神 的 幸福 を 得 ら れる 様 に 願い 、 彼 等 が 真理 に 丸 向かえ ば 深く て 電 し と 、 


この 節 は 雄弁 に 表し て いる 。18 : 


往 4 


が 生気 を 取り 戻す 様 に 、 


7 も 参照 の 事 。 


此処 に ある 復活 た は 、 和 が 精神 的 に 随 紗 し た 


述べ て いる 。 


* ら 立ち 直る 事 を 示し て お り 、 十 が 振 和 れ ば 酒 れ た 地 


悪 に 染まり 道徳 的 に 退廃 し た 人 も 、 提 の 秘 志 と いう 天 か ら の 水 に より 診る と この 節 は 
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第 三 十 秘 斉 アル ・ フ ァ ー テ ィ ル 


12. ア ッ ラ ー は お 前 た ち を 王 よ り 創 り 、 次 ヒー ンス ネー を と 半 あ の 
潤 の 稽 波 よ り 、 次 に 前 た ち を 天 婦 と な せ 00 の し を 1 


り 。 如何 な る 女 も アッ ラー に 知ら れず し て ン シ 
の ye ば じ 2 
妊娠 し 、 ま た 子供 を 分 寺 す る こと な し 。 De の 3 の 3) 
る タン スタ フン 


へ F 世 っ ー っ マイ ニス ン る 。 タマ ンタ ィ ン 
命 を 延 ば きれ て 長生 きす る 者 も 、 ま た 命 を の 1 
縮め あら れる 者 も 、 一 人 と し て 天 の 帳 低 に 記 レッ クレ レレ ュ リ レ 。 
戦 せ られ ざる は な し 。 を は 実に アッ ラー に る あの し 99 
は た や すき こと な り 。( 注 5) 
13. 二 つ の 海 は 等 し か ら ず 。 一 つ は 甘く て 味 が る > 8 る 1 セス イン ン 
の MY4SY や で 1 た) し 3 
ょ て 、 株 ん で 気持 よし 。 も 一 は 鐘 く て マツ アタ ン デー 
苦し 。 前 し て 、 前 た ち は 、 そ の 両方 より 96 の ア を 15 は AA2 48 じ 3 
新鮮 な 魚 を 食し 、 且 つ 身 に つけ る 装 節 品 を リル タン ッッ ッ シレ ニン ーー 
折る 。 ま た 法 は 、 角 が 波 を 切っ て 海上 を 走 2 05 Ce PaS 5 も 5 
る を 見 る 。 を は アッ ラー の 思 恵 を お 前 た がち し コタ スン 。 ラジ ション と 
に 求め させ る た めで あり 、 併 せ て 感謝 の 信 2 の ge 
を 起き せる だ め な り 。( 注 6) PCYKGE コ 0 


14. アッ ラー は 衣 を 儲 に 溶け 込ま せ 、 昼 を 夜 に に た の U1EGK6 人 PIERIESP1 
溶け 込ま せ 給 う 。 凍 し て 、 彼 は 、 太 陽 と 月 テ 


を 服従 きせ て 働か せ し む 、 各 々 定め きれ た 期 いぶ まく 提 タ ポ の IF 侍 AI ME 人 1 
間 に を の 軌道 を 走る べ 《。 か 《 な す は お 前 レッ リタ タッ ロッ 
た ちの 王 ア ッ ラ ー な り 。 す な わ ち 、 主 権 は る ば づ 


彼 の も の な り 。 き れ ば 、s 前 だ ち が ア ッ ラ ー っ セ ュ ラー ン 和 シシ レッ 
以外 に 祈る もの は 、 一 敏 應 だ に 左 友 する @ ん の 26 お 


な し 。 


15. た と い S 前 た ち が 役 等 に 祈願 する と も 、 彼 と ァ ン シャ シラン 、 と ッッ 
1 
等 は お 前 た ちの 願い を 聴か ぎる さ し 。 よ し 了 に の べ が 9 も チン 


や 聡 く と も 、 お 前 た ちの 願い に 応ずる こと 多 の 6 寺 gi 252 人 RI 
を 得 ず 。 前 し て 、 復 活 の 日 に は 、 彼 等 は 、 レレ タッ ニョ ラン 
お 前 た ち が 彼 等 を アッ ラー と 併せ 祀り し こ は も の のち 


と を 洛 すべ し 。 流 に か 告げ 得る 者 は 、 

一 切 を 知 直 す 独 一 な る 御方 ある の み 。 
注 5 小 る な 精子 か ら 均 整 が と れ た 完全 な 人 間 が 肥 つ 様 に 、 地 位 が 低く 貧し い イ スラ ム 教 従 達 ゅ いつ か 強力 
な 社会 を 作り 上げる で あろ う 。 こ の 税 に 当 節 は 預言 し て いる 。 女 性 が 何 を 宿 し 、 産 む の か が 、 双 男性 の 生命 の 長 
短 に つい て 書か れ て ある が 、 こ れ は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 に 対抗 する 者 の 子孫 は 減り ゆ 、 イ スラ ム 教 徒 の 子孫 は 増 
えて 行く と 預言 する も の で ある 。「 天 の 帳簿 に 記載 せら れ ] と 文中 に 訳 る れ た だ 言葉 は 「 そ れ は 神 の 律 法 に 潤っ だ 
も の で ある 。] と いう 意味 で も ある 。 
注 6 二 つ っ の 海 よ は 、 真 の 宗教 と 偽り の 宗教 を 象 懲 し て いる 。 隠 只 の 続く この 節 で は 、 海 水 は 飲 み 水 や 港 折 
に は 適し て いな い が 、 他 の 用 法 が ある と 述べ て いる 。 海 か ら は 、 魚 具 類 や 装 侯 品 が 探れ る 。 同様 に 、 現 在 イ ス 
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系 三 士 章 アル ・ フ ァ ー チ ティル 


第 三 項 量 
6. 流 等 和 人々 よ 、p 前 た ち は ア ッ ラ ー の 御 心 次 
第 な り 、 き れ ど アッ ラー は 自ら 満ち 足り て 、 
護 美 きれ る べき 御方 に まし ます 。 


7 も し 彼 谷 し な ば 、 前 た ち を 接 滅 し 、 之 に 
代 っ て 新 ら し い 莉 を 創造 せん 。 
8. そ は アッ ラー に と り て いき る か も 難し か ら 
ず 。( 注 7 ) 
9. 荷 を 償 負 える 者 は 他 信 の 荷 を 背負 うこ と 角 ジン 25 
わ ず 。 な まい 重荷 を 背負 う 者 が 、 を の 二条 z レ ーー ン ジス ッッ ショ リン 
ゆえ に 他人 を 呼ぶ と 6、 才 を 拍 う こと 得 ざ G25o93ey CM 中 
る べし 、 親 戚 緑 痢 たり と いえ ども 。 流 は た レコ スレ レフ スシ の 間 
だ 、 寄 か に 主 を 呉れ 、 礼 拝 を 導 守 する 者 の っ 2 の MC 
み を 警告 し 得る に すぎ ず 。 次 し て 、 身 を 消 レン 
電 に も 9 多 MI 失 人 6 全 


め る 者 は 、 己 れ の 利益 の た め に 清め る な り 。 ロウ の 
いずれ 行き 着く 先 は 、 ア ッ ラ ー の 許 な る ベ の 3 35 
し 。 
20. 家人 と 目 明 き と は 同じ か ら ず 、 OheS じ 5 
うる 比 人 4 
21. 問 と 光 も 、 の UI93 
22. H 陰 と 科 熱 も 、 (of 13IbPWIDY 


ラタン と 


23. 諭し て 、 、 生 と 死 も また 。( 征 8) げに テッ ラー 0 
は その 薬 する 者 に 聴か し せる も 、 液 は 功 中 


に ある 衣 に 聴か せる こと 表 ち ず 。( ま 9) の AG2eo2GiC2 


ラム 教 に 刃 向かう 者 は 、 海 水 の ご と く 《 落 て 役に立た な い 。 し か し 彼 等 の 子孫 の 中 で 、 熱 心 に 神 の 葉 菜 を 伝え る 
者 も 出 て 来る だ ろう 。25 章 54 節 参 照 。 


注 7 神 は モハ ッ マ ド 太 言 者 を 通じ て 新た な 世界 と 秩序 の 誕生 を 命じ られ だ 。 神 に と っ て は これ を 実現 する 
事 は 決し て 困難 で は な い 。 


注 8 信者 が 「 生 ] き て いる 人 と 呼ば れ て いる の は 、 彼 等 が 真実 を 受け 入れ る 事 で 新た な 生 を 得る か ら で あ 
る 。 一 方 、 不 信心 者 が 「 死 」] ん で いる 人 と 呼ば れる の は 、 永 遠 の 命 を も た ら す 真実 を 拒む 事 で 、 精 神 的 な 死 を 
我 身 に も た ら す か ら で あ る 。 


注 9 神 の 預言 者 が 、 故 意 に 自ら の 心 や 耳 を 寒 ぎ 、 神 の お 告げ を 避け る 事 は で き な い 。 その 様 な 人 物 は 、 萬 
の 下 に 眠る 死人 同じく 残 の 死ん だ 者 で ある 。 
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@ ち 5 ン ュ ン ュ 
24. 流 は た だ 一 介 の 雅 告 者 な り 。 @ ち 5 


25. げに われ ら は 、 液 を 朗報 伝達 者 と 上 し て 、 ま UM クッ ュ ン コン ャ ン ン イン 1 
た 乏 千 者 し し て 真理 ほ 共 に 造 わあ し た り 。 如 ンー 3 


何 な る 民 も 、 警 告 者 が 造 わ る きれ ぎ ざり し 民 は OASIS 
な し 。 (10) 
26. た と い 伝 等 が 潜 を 由 つ き と 呼 ぶよ も 、 彼 等 AUSoeododOS 2 (1 


以前 の 従 中 も また その 使徒 た ち を 雇 言 者 し 、。 。。 。 人 
し て 扱い た り 、 明 証 と 、 聖 典 と 、 光 明 を 投 AgiL2262ob: 8 
ずる 経典 を 携え て 彼 等 に 至れ る 使徒 た ち _ 


を 。 @ 史 
27. され ば 、 わ れ は これ 等 の 不信 心 者 ども を 突 9 衝 S Wi 2 1 
然 ひっ 捕 を だ り 。 わ れ を 容 定 する 結果 の 何 AIPNSIS 


ん と 麗 ろ し きこ と か な 1 
第 中 項 
28. 潜 は 見 ざる か 、 ア ッ ラ ー が 空 か : ら 水 を 陸 し 、 FNC 6? と laia9 
学 に よっ て 色とりどり の 実 を 生 ら せる こと 2 。 
っ 9 ンタ イシ ンス 人 
を 。 ま た 、 山 々 は 、 由 や 赤 や を の 他 真 っ 時 us32eJCodl Se うっ 45 
と きま ざま な 色合い の 縛 機 様 が ある こよ 


っ クー の クロン イン トク ンク タロ の 2 タク る 
を 。 ( 注 11) 67446 の RI 3 
29 人間 も 飲 5 家 吉 も 同 楼 多種 鐘 なり 9。 2 コン 
IVE 
ケッ ラー の 僕 等 の ち 、 た だ 知識 ある 者 の ゃ AGNS2 う 
み ア ッ ラ ー を 思 れ 奉る 。 ( 生 12) げに ビデ アッ ーー SC 1 
G! BAJl os ジア OTC 
ー は 人 大 に し て 、 党 大 に まし ます 。 タク OO 


タッ タン の ッ ン ン ル 


CO デ | 


注 10 "この節 で は 、 あ る 倍 大 な ぁ る 真理 が 述べ られ て いる 。 そ の 長 理 は 、 ク ルアー ン が 示す まで 世に は 知ら れ 
て いな か っ た 。 言 い 換 えれ ば 、 こ の の お 告げ を 伝え る 為 に 、 あ る 神 の 伝導 者 が 世に 條 わ きる れ た の で ある 。 
この 高 高 な 原理 は 、 あ ら 6 ゆる 款 教 の 源 た る 神 、 を し て 神 の 使者 た る それぞれ の 宗教 の 創始 者 へ の 信仰 に 結び 付 
くも の で ある 。 そ れ は 、 イ スラ ム 教 徒 に より 、 信 じ 栄 め ゆな けれ ば な ら な い 教 牙 の 一 つ で ある 。 こ の 上 崇高 な る 左 
理 を 世に 広め る 事 で 、 イ スラ ム 教 は 、 異 な る 款 教 聞 に 友好 関係 を 作り 出す と 共に 、 世 界 中 の 凌 教 徒 問 の 関係 を 
悪化 きせ て 来 た 英 意 を 取り 除 こ うと 勢 め て 来 た 。 


注 11 了 雨 が 乾い た 大 地 に 降れ ば 、 和 様々 な 色 ・ 味 ・ 形 ・ 種 類 の 穀物 ・ 花 ・ 果 実 が 育つ と この 人 節 で は 語っ て いる 。 
し か し 、 柄 は 同じ で も 、 育 つっ 穀物 ・ 花 ・ 果 実は を それぞれ 非常 に 異な る 。 こ の 遅い が 、 土 壌 や 竹 子 の 質 に ょ る の 
は 明らか だ 。 同 様 に 、 神 の クル アー ン を 通じ て 、 水 の 検 に 様々 な 地 で 人 々 に 届く が 、 受 ける 人 の 心 の 状 
敵 や 、 そ の 受け 取り 方 で 効果 も 直 っ て 米 る 。 


注 12 前節 に の さら れ た だ 形 ・ 色 ・ 種 類 の 多様 き は 、 花 ・ 果 実 ・ 石 に 限ら ず 、 人 人 ・ 獣 ・ 家 間 に も 見 られ る 。 ア 


ン ナ ー ス (人) テッ ダヴ ァ ー ブ ( 獣 )、 アル ・ ア ン ア ー ム (家畜) は メ 、 能 力 ・ 地 | 態 の 異な る 人 物 を 表 
し て も いる 。 [アッ ラー の 僕 の うぅ ち 、 た だ “知識 ある 者 の み ア ッ ラ ー を 長 れ 率 る 。] 先述 の 三 話 が 三種 の 人 物 を 指 
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30. 


31. 


32. 


33. 


34 . 


35. 


36. 


げに アッ ラー の 経典 に 従い 、 礼 挟 を 遵守 し 、 
われ ら が 賜 え る も の を ひそ か に 、 ま た 公 に 
施す 者 は 、 決し て 大 民 せ ぎる 取り 引き を 期 


待 す る 者 な り 。 ( 注 13) 


アッ ラー は 役 等 に 分 分 な る 報奨 を 与え た 
上 、 更 に その 軸 み を 加増 せん 。1 げに 役 は 寄 超 
者 に し て 、 鎖 次 者 な り 。 


われ ら が 液 に 啓示 せる 経 』 
絆 典 を 確証 する 真理 な り 。 
を の 第 等 を 堆 知 し 、 且 つ 照 覧 


供 は 、 そ を れ 以前 の 
げに アッ ラー は 
し 給 う 。 


その 後 、 わ れ ら は 、 選び し 儀 等 に この 経典 
を 継が し め ゅ た り 。 面 し て 、 彼 等 の 中 に は 自 
分 自身 を 破滅 する 者 あり 、 ま た 中 唐 を 守る 
者 あり 、 ま た 或 る 者 は アッラー の 許し の も 
と に 痴 行 に 座 て 他 を ぬ ね きん で る 者 あり 。 
( 注 14) こ は ア ッ ラ ー よ り の 大 な る 恩恵 な 
5 。 

彼 等 の 報 装 は 永 造 の 楽園 な る べし 。 役 等 は 
そこ に 入り 、 黄 金 と 真珠 の 腕 環 に 飾ら れ 、 
その 衣 有 は 絹 な る べし 。 


前 し て 、 彼 等 は 雲 わん 、「 我 等 か ら 秋 を 取 
げに 我 
頒 店 者 な り 。 


等 の 六 は 、 内 問 者 に し て 、 


その 恩恵 に よっ て 、 我 等 は 苦労 も な けれ ば 
疲労 も 覚え ざる 永遠 の 住居 に 住ま わし め ら 


38 し JE220(C7o BEE 


アレ ンク 


の 3 し 5 
@ 46 


So2dUESSSI 
es る sa0318Y 切 
Est 6 FCAUNANT 73 
タッ ニン と の ニン ッ タ ラッ ラッ 2 訂 


OS 2 うし 2 8 
Shi< 


ョ タン 


490aoLeiL 
@% 


し た た ヨ アグ で] レ ン 
0 2 っ 3 


る 5 


8 


ン ン タン 


3111P aj KNIEY 


タタ ルン 多 紹 アン ン 
@ つ 3 の 


る 


2G3 ら 2 う PIAATE AI) 


し 、 そ の 内 正しい 知識 を 持つ 者 の み 神 を 胃 れ 散 う と 強調 し て いる 。 
自然 の 法 に 関す る も の で ある 。 自然 と を の 法則 を 謙虚 に 学べ ば 、 自 ず と 神 の 人 大 な る 力 を 司 


航 の 念 を 持つ 様 に な る 。 


注 13 
注 14 


向かい 一 定 の 速い 速度 で 進ん で 行く 。 


この 場合 の 知識 と は 宗教 上 の も の で は な く 〈、 
り 5、 補 に 対し て 塁 


この 節 は 、 先 節 に 述べ られ た ウル マー (知識 を 授かっ た 人 ) に つい て 記述 し て いる 。 


信者 は 、 胡 し い 精 神 的 修養 の 様々 な 段階 を 経て 行く 。 初 に 、 
成 し い 自制 を 実践 する 。 その 後 徐々 に 


彼 は 自ら の 低俗 な 欲望 と 区 


目標 に 近付き 、 遂 に は 精神 的 に 完全 な 発達 を 遂げ 、 そ の 党 高 な る 日 竹 に 
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ぁ ] ま 。 ( ま 15) の の CsE2G35923 Cs 
37. され ど 、 不 信心 者 ども に 対し て は 、 地 獄 の 和え ン 85Yez< 2 ッ ライ 1 43 人 OAI 
5 び So 93535 の 
大 あり 。 役 等 に は 死 は 許さ れず 、 ま た 刑 凍 ^ ン 2 
を 軽く せら れ ぎ る べし 。 こ の よう に 、 わ れ uc EC 
ら は すべ て の 記 思 者 に 返 報 す 。 クィ シッ 
(の 詩作 2 
38. 彼 等 は 火 の 中 で 泣き 叫ば ん 、「 主 よ 、 我 等 を CGC の か 
出し 給え 、 き すれ ば 、 こ れ ま で な し た る よ の 
うな こ の 必ず 義 し い 社 動 を な きん 1 の と は レン ンー の 9 
と 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 に 云わ ん 、「 わ れ ら は お 遇 の ョ ロト 6 
前 た だ ち に 、 直 虐 あ る 者 な ら 友 省 し 得 た 十分 央 0 に 235 る 
な る 弄 命 を 与 を ぎり し か ? その 上 、 警 告 し 
者 まで 人 造 わせ り 。 さ れ ば 六 等 、 刑 全 を 味 わ ol 
え 。 不 普 な す 徒 呈 に は 数 助 者 は な し ] と 。 
第 也 項 
39. げに アッ ラー は 、 半生 に 診 け る 肝 あ れ た る (EHIMEKICIELIGIFEV 王 4 
げに チッタ い AO SCE Ak 19 
こ ょ の すべ て を 知り 給 う 。 げ に テッ ラー は 、 ッッ ーー 
人 が 心 に 宿る ちの を 束 知 し 給 2 。 ぐっ ou デ ッ 
40. 彼 こ を は 前 た ち を 、 過 ぎ 逝 ける 人 々 の 地 う 多 362 Cg FC NII 
上 に 診 け る 代理 者 た らし ゆ た だり 。 きれ ば ぼ 、 し. 2 リン の ラン 
信 ぜ ざる 者 は 、 そ の 不信 の 結果 を 甘受 すべ の og oeNloop う タタ 5 
し 。 不 信 は 彼 等 に 、 主 の 深 し み の 増加 以外 
な に も も た らき ず 、 た だ 自ら の 損失 を 増す 2 Lo 
の みな る で し 。 @% じ る 
41. 云え ん 、「 お 前 た ち は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 、 ア テッ っ フッ タラン ン クッ タン の 2 4 上 族 4 
6 1 
ンー 1 作る 入 々 を 見 た こし が ある の の ジー の 
か ? な ら ば 、 神 々 が 地上 で 創造 せる も の っ イ 守 ヒ ェ 
本 つい RE ル 22(0 操 
を 我 に 示せ 。 を れ と も 、 神 々 は 天 の 創造 に = 6 し 章 
加わ り だ る や ? また われ ら は 、 振 々 に 経 Soco AA! つり 
典 を 与え 、 そ れ に よっ て 彼 等 を 立証 せしめ P の イレ レタ シン グ は テン 
た る か ? 」 と 。 然 ら ず 、 不 義 者 は た だ 爽 く の の 作 JUUSS ae OAIRSKOR 
た め に 互 に 約束 す 。 
注 15 "あら ゆる 奴 怖 や 苦悩 か ら 完 全 に 解き 放 た れ 、 神 の を 作 う 心 の 平安 魂 の 充足 を 得る 事 は 、 大 国 に お 


ける 最高 の 段階 で あり 、 


当 節 及び K ド し て ある 通り 


至福 が 接 け られ る と 約 東 し て いる 。 


、 ク ルアー ン は 、 


これ を 信じ 来世 を 信じ る 者 に 、 こ の 
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ュ プイ? タダ っ アー そ ュ ンプ? 22 ン ルッ の 
42. げに アッ ラー ー は 失地 を し ぁ と 抑え て 、 之 を 2 の ooy5 Sg 0 2 人 6! 
動か る せ じ 。 も し 失地 が 動き な ば 、 ア ッ ラ ー 。 
ん ro ヶ ン ィ ンク 
を 尼 い て 一 体 誰が 天地 を 抑え 得 よ う ぞ 。 2649 CsIEN50 


( 注 16) げに アッ ラー は 邊 厚 に し て 、 大 ラタン レン 
に まし ます 。 @5E し に SW 


43。 役 等 は 、 敬 守 者 が 米 た りな ば 、 他 の 女 何 な 所 282 に To 区 3 
る 民 に 勝 り て 御 指導 に 従い 奉る 、 上 ブッ あせ 


と 
ラー の 御名 に か け て 堅く 次 い た り 。 然 る に 、 2 光 Gez2hetueeedi8 の 3 
警告 者 来 た る や 、 彼 等 は だ だ 嬢 悪 を 増す ば MCA 
か りな り 、 の 55822 


44. 地上 に 診 て 徴 乙 を 事 と し 、】 


事 を 生計 する 35092 A2022 い ジ 9i91 錠 
た め に 。 されど 、 悪事 の 策 誌 は 、 だ だ その うと ラッ 
案 庶 の 張本人 を 際 い れる に すぎ ず 。 さ れ ば 2 人 0 の IT の KC 
彼 等 は 、 皆 の 人 々 の 慌 御 以外 に 何 を 期待 し レッ レン oZ。 っ ンー ンー 
得る か ? 流 は アッ ラー の 民 例 に 如何 な る 症 0A の 00 


る 


変更 も 見 ざ せる べし 。 ま た アッ ラー ー の 慣例 に ラク し る 
Ye に 
は 如何 な る 変 替 も 見 ざる べし 。 @ 光 叶 多 le 


へ め て お うこ 2 ラン 。 ラ 2 の ウ 3 
5 彼 等 は 国々 を 親和 9 て 、 和 の 民 の 未 陸 が 3 の 92 失 る 2 


如何 に 悪 眉 な り し か を 見 ざり し か ? を れ レレ タッ シタ 1 
等 の 人 々 は 、 彼 等 より 栄え だ りき 。 ア ッ ラ ー 2 人 放 の 
は 、 矢 地 に ある 何 か に よっ て 、 その 考え を 』 入 ン いる っ 9 

こと ! 
めげ も も る 者 に 非 。 (1 の げ モ アッー 2 は 語 5 6W 
ラー は 全 知 全能 に まし ます 。 0 の g 史 LO の 9! 


46. も し アッ ラー が 人 々 を を その 所 楽に よっ て 罰 ィ ン ライ し @! クイン 
5 

し を ば 、 こ の 地上 に は 一 人 の 人 間 も と う 残 を ゆら の DO 

きれ ぎる べし 。 き れ ど 、 ア ッ ラ ー は 、 一 定 3 5 22 ゆ > 

の 期限 まで 人 間 を 猫 予 し 給 う 。 だ が 、 を の レレ リョ レン > レフ 

定め の 時 到 ら ば 、 後 等 は 知る ぐし 、 ア ッ ラ ー og be5 AS KG6S に 3 


が その 御前 に すべ て の 僕 等 を 名 し 寄せ る を の 
こと を 。 (18) の 2 


注 16 。 天 *・ 地 の 機構 は 、 一 定 の 進路 を それ る 事 な 〈、 完 全 な る 調和 を も っ て 作動 を 続け て いる 。 
北 後 に 聡明 に し て 全能 な る 存在 の ある 事 を 示し て いる 。 こ の 最高 の を し て 知 考 あ る 存在 と は 、 我 々 の 朱 挟 を 
求め に な られ る 神 で ある 。 

注 17 "モハ ッ マ ド 預 言 者 を 亡き 者 に し よう と する 不信 心 者 透 の 企み は 全て 失敗 に 終わ り イ スラ ム の 大 閉 が 
勝利 を 得る 事 は 、 不 変 の 神意 で ある 。 

注 18 き 神 は 容易 に は 罰 を 下 き れ な い 。 邪 問 で 反抗 的 な 者 に 対し て 、 そ の 部 度 を 改め きす 郊 に 、 神 は 
箕 子 を お 与え を に な る 。 も し 神 が 時 を 経 ず し て 恒 を 下さ れる な ら 、 罪 人 人達 は 即刻 減 び 、 世 の 終わ り を 迎え を 、 地 上 
の 全 生 命 は 絶 減 す る で あろ う 。 そ れ は 、 人 類 絶滅 の 後 、 動 物 ・ 鳥 類 等 が 生存 すべ き 理 由 が 無い から で ある 。 ズ 、 
この 節 は 、 神 が 、 こ の 世 の 愛 まわ し い 虫 けら 共 、 つ まり 不信 心 者 に 対す る 裁き を 大 わ れ な いと も 区 味 し て いる 。 
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[3 


ヤー・ ス ィ イー ン 
(メッ カ 管 示 ) 


1. 北 悲 深 《、 吉 み 思 く アッ ラー の 御名 に お い の ター ッ らら 6 し > つう 
て 。 
で ャ ン ! 
2. ヤー・ ス ィ ー ン 。( 注 1) 【O79 こ 】 
3. 知恵 に 満ち あたる クル アー ン に か け て 癌 う 、 oe 
4 . 液 は 確か に 使徒 の 一 人 な り 、 @g tvd641KSUOI 
5. 正しき 道 を 守る 者 。( 注 2) の app 
6、 こ は に し て 慈悲 深き 主 啓示 な り 、 に し (まとも と 
僅 大 深き 主 よ り の 啓示 な り の 
7. 父祖 か らい まだ 警告 きれ た こと が な く 、 664 78 
直 座 な る 人 々 を 液 が 警告 する た め の 。 oO POIEICT ツウ 
8. げに 、 す で に 、 彼 等 信 ず ぜ ざ る が 故に 、 役 等 22 フッ クスッ る の 1 1 タレ 多 
の 大 部 分 に 衝 言 業 は 実証 きれ た 9 。 od 
9、 ち れ ら は 、 束 まで と ぼく 普 語 ( ま 3) を 彼 ogB39h0GBSEUASCIGK く Wi 
等 の 音 に 取 め た れ ば 、 彼 等 は 頭 を 上 向け ぎ 。 「" Pe レラ ンタ シン 
る を 得 ず 。( 注 4) の O ら ue 


彼 仁 の 前 後に 障壁 を 誤 14 る 衝 ッ プ アー タン の ンタ ン 
10. われ ら せ 彼 等 の 前 後に 陣 右 を 設け 、 耳 つ 杉 31 は る 2? obG2 22 く う 
い だ れ ば 、 彼 等 は 何 も 見 る こと を 得 ず 。( 注 し 
2 タタ イッ タ ィ 29 る る 
5) OSA ASEIS 1 いっ 
注 1 お お 、 完 全 な る 指導 者 
注 2 モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 和 は 、 信 や や 神 の 下 に 藤 が る 唯一 の 正しい 着 で ある 。 この節 は 、 聞 言 者 と 哲学 者 の 
差異 を 明確 に 述べ て いる 。 哲 学者 は 真理 を 見 い 出す の に 長い 時 を 必要 と し 、 追 求 最 申 に 迷う 事 も 度々 ある 。 し 
か し 、 神 の 天 言 著 は 、 最 少 の 時 で 、 最 短 距 離 を 経て 真理 に 到達 する 。 絡 学者 の 様 に 抽象 稚 で 難解 な 思考 に さま 
よう 事 も な く 、 預 言 者 は 押 の 啓示 に 導 か れ て 直接 胡 理 に 到達 する の で ある 。 
往 3 倶 習 、 し きだ た り 、 偏 見 に 捕らわれ る 事 。 不 信心 者 は これ に 東 縛 きれ 、 真 理 の 受け 入れ を 阻ま れ 、 改心 
の 努力 を 無 に きれ る の で ある 。 
注 4 人 が 知性 を 働か あせ 、 慣 習 の 東 縛 か ら 逃 が れ よ うと 努力 する 時 で すら 6、 彼 は あら ゆる 方 面 か ら の 圧力 を 
受け 、 正 し く 洞 察する 事 は ほとんど で き な い 。 
生 5 し きた り 、 備 見 、 う 内 ぼれ が 災い し 、 イ スラ ッ ム 教 を 受け 入れ れ ば 得 ら れ た で あろ う 交 ける 北大 な 未来 
人 舌 は 予期 する 事 が で き な か っ た 。 駐 、 理 を 拒み 、 神 に 凡 せ られ た 過去 の 人 々 の 歴史 を 振り 返る 
事 も し な か っ た 。 
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第 王 ト 六 章 ヤー・ ス ネス ィ ー ン 
1. 液 、 彼 等 に 警告 する も せ ぎ る も 、 彼 等 に は っ タッ 2 の っ イッ ピラ タ る 2 ブッ ン 。 。 9 ン ン ン 
同じ な り 。 すなわち 、 彼 等 は 信 ざ ざる べし 。 ダス 953 の 4 る DO と MP 
( 注 6 ) 間 
2. 液 が 警告 し 得る の は 、 訓 戒 に 従い 、 二 か に の ロン に ンタ の タレ る 
深き 補 を 手 む る 者 の み 。 き れ ば 、 そ の OPDG ま SePloTUS) 
者 に 、 央 穏 と 案 晴らし い 報 洗 の 期 報 を 伝え Co た 3 シン 5 
よ 。 
ッ タ ノ タイ イレ リッ ンク ーー タク クッ 
3. げに われ ら の み が 死 者 を 著 ら せ 、 彼 等 が 前 252 し C2 GS 
に 送る も の も 後に 造 す も の も 記録 す 。 われ 了 了 の 
レン 
ら は 一 切 を 明瞭 な る 原 徳 に 記録 す 。 @ み 2 CS 3 
第 二 項 デ 1| る フッ る る ゥ プク レン 
4。 便 餅 た ち が 昌 に 来 た れ る 時 、 そ の 記 の 人 々 (は 2 じ 31 移 沿 Im ES が らら 
の 例 を 彼 等 に 述べ よ 。 6 先 区 
5. 初め われ ら は 、 彼 等 に 二 人 の 使徒 ( 注 ?) る 2 る イレ タタ る 人 ーッ ンタ 
と 波 わ し た し ころ 、 全 は と の 本 を を 拓 な 2353 に 49085 2 ) 
た なり 。 さ れ ば 、 わ れ ら は 更に 一 人 を 加え て @ 0 
】 UEUP 
を 到 め た り 。( 注 8) 軍 し て 、 彼 等 便 徒 た 9 の 
ち は 計 た えり 、「 げ に われ ら は 使徒 し し て お 前 
た ちの と ころ へ 造 わ きれ だ る 者 な り | と 。 
16. する は 、 人 等 は 答え り 、「 お 前 た ち は 衝 等 22004 測 Cs25 和 人 
同じ 人 間 に す ぎ ず 、 ま た 慈悲 深き 神 は 何ら li MS 
フン る ーッ タッ ン っ うち る っ 
を 計 お 前 た ち は た だ 偽る の み 」 (oORStCD) り あの 衝 の の の 
17. 彼 等 使徒 た もち は 云 えり 、「 主 は 、 我 等 が 確か ンタ と イン タイ シレ ルン [< 
・ KAKGGRE 
に お 前 た ち に 追わ きれ た る 者 な る こと を 、 の らら り 9 595 
知る 。 
し 井 の 季 めき た だ IA て 。 み カン そ ン ンー 
18. 衝 守 の 務め は 、 た だ 明日 な る 神 庄 を 倒す OYK10IDIICCIACS4 
る こと の み 」 と 。 
注 6 2 豆 7 節 参照 
注 7 モー ゼ と イエ ス 、 又 は アプ ブラ ハム と イシ ュ マ エル 。 
注 8 モハ ッ マ ド 頂 店 者 は 、 モ ー ゼ と イエ ス が 珈 言 し た 彼 の 到来 を 実現 する 事 で この 二 人 を 力 づけ た (中 命 


記 18 : 18 及び マタ イ 21・33 一 46)。 更 に 2 
も っ て 成就 する 事 で 、 


129 一 130 に 
この 二 人 を 力 づ けた の で ある 。 
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べら 6 られ た アプ ブラ ハム と イシ ュ マ エル の 祈り を 引 を 


第 三 十 六 音 ギー・ ス イー ン 
19. 不信 心 者 せ も は 云え り 、「 ぉ 前 た ち は 、 我 等 の ッッ クン 2 そる と レレ ンタ 
に と より て は 凶 兆 な り 。 お 前 た ち 、 も し 止め ISA 
ず ば 、 到 等 必ず 石 も て お 前 た ち を 撃た ん 。 FOM タン イ 
我 等 の 手 で 必ず ぢ 前 た ちの 身 に 痛 串 を 隆 き ン 2 ^* 
4」 と 。 
20. 彼 等 便 値 は 答え り 、「 お 前 た ちの 凶 区 は 、 2 て ンジ イレ 
上 331 23 展 
れ 自 身 の せ いな り 。 お 前 た ち は 訓 厳 きれ た デー ぱ ま ク っ 
の で 、 か く 云 うか? 窒 、 お 前 た ち は 控 を の 58、 人 3 
問 〈 違 犯す る 民 な り 」 と 。 ー- 
21. 時 に 、 草 の 中 よ り ( 生 9) 走り 来 た る (まぁ 26JB eS 3 の 史 J20(C5i 欧 > 
10) 一 人 の 男 あり 。 田 は 云え り 、[ 高 の 人 々 フン an 
よ ょ 、 こ の 使徒 た ち に 従え 。 [COCCO の] 【 
22. お 前 だ ち に 報酬 を 求め ゆず 、 正 し き 道 を 歩む ルン ラン ーッ る 
この 方 々 に 従え 。 ⑨G5Oe3 っ っ う >| AS YO 
23. 何故 に 我 は 、 我 を 剣 り し 御方 を 栄 め ゆ ぎ ざる べ ベ プ の 2 タブ 5 タレル レ ュ ルナ スン チノ ミア アノ 
に 
ミ ゃ ? る の 御 カ の 許 っ ぉ 前 た ちゃ いす も PCesy 人 0 26pgolosi り 05 
連れ 戻る れん 。 
みだし が み ラン る レ く 
24. 我 は 彼 以 外 に 他 交 を 振 す べり ん や 7? 夫 の Sc IEGIEY 先 WE 
( 往 11) も し 北 直 深き 神 が 我 に 鶴 を 下さ ん ルカ ン ン シン クン シィ コン タス 
ほ 思 わ ば 、 彼 等 他 宰 た ちの 教 り 成 し は 何 ん AUS CM eeteee (2 と らき 
の 役 に も 立た ず 、 ま だ 末 を 救う こと 能 ゎ ず 。 
25. 然 る 時 は 、 我 は 紛れ も な い 明 白 な る 迷 誤 攻 和 と 人 1 
中 に あり 。 ー- ⑨ び ID 
26. 我 は お 前 た ちの 主 を 信じ 率 る 。 きれ ば 、 お ぁ っ 反 く ブッ ン 1 の な 
に | 
前 た ち 、 我 に 耳 傾 け よ ] と 。 @g ラタン | お 
27. する と 声 あ り て 、 去 えり 、「 液 、 楽園 に 入れ 」 2 の る る ン ャ 
の RGMN に ば | 
と 。 男 は 云え り 、「 あ あ 、 我 が 民 が 知り たれ OGAC が URICECAIRR 
ば 、 
28. あり が た くも 王 が 我 が 罪 を 落し 、 栄 準 あ る 2 
者 の うち に 我 を 入れ 給 う た こと を !」 上 。 eic の わ Oa 
注 9 [ 邑 の 端 」 と は 、 イ スラ ム 教 の 本 山 か ら 最も 離れ た 地 を 指す 。 
往 10 [走り 来 た る 』 の 同義 語 は 、 モ ハッ マ ド 頒 言 者 が 約束 さ れ た 救世主 に つい て 語る 時 に も 用 いら れ た 。 
その 言 共 の 中 で 、 彼 は イス ラム の 前 進 の 為 に 圭 抱 強く 賢明 に 務め た と 述べ て いる 。 
の 神 、 物 質 的 権力 、 偽 り の 政治 哲学 、 実 現 


を 崇め る で あろ う 。 


約 素 る きれ だ メシ ヤ (救世 主 ) の 時 代 に 様々 な 神 一 品 
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ャ rat 


第 三 十 六 京 ヤー・ ス ィ ー ン 


29. 耐 し て 、 男 の 死後 、 わ れ ら は その 民 に 対し 2282 も る と 当る 
て 天 か ら 軍 勢 を 差し 向け ざり き 。 ま だ その イー 


よう な こと は 一 切 せ ぎり き 。 @S 凡 鐘 じ 3 兆 3 

30. た だ 一 陣 の 突風 の み 。 見 よ 、 彼 等 は 消 減 Os 
せり 。 ( 注 12) 

31. ああ 、 悲 し いか な わが 僕たち ! 使 催 が 彼 1 022 っ 26 CC に る 

0 の 5 ope AE 

等 に 米 る た びに 、 彼 等 は 之 を 咽 笑 す 。( 注 ^ 「 “ 

ラッ タラン ョ ン ッ タ レレ 

13) の 5e と の も | ぼ 

32. 彼 等 は 、 わ れ ら が 令 等 より ぁ 前 の 義 多 の 性 の 2 っ 2 TNG (た 

代 を 打ち 減 ば し た る こと 、 然 も 減 ぼ きれ た 


ンク レン ッ シン る 


ンタ ン と る ラン 
Ana IN 人 JP 6 
る 


タン ッ タ ーッ ンプ 


人 々 は 二 度 上 帰ら ぎる こと を 、 見 ざる か ? @ の 2 と ee 

(まめ 
33. 彼 等 は 皆 、 一 緒 に 集め られ て 、 わ れ ら の 前 2 すら 
(Ceee oOJ な 当 ! 


に 必ず 直 れ て 来 ら れん 。 
第 三 順 
34.f 後 等 へ の 一 つの 神 兆 は 、 死 せ る 大 地 な り 。 293VBCGC チ (31 了 | 2 
われ ら は 学 を 生き 返ら せ 、 よ 5 殺 物 を 生 jo し 2 * 
しめ 、 彼 等 は それ を 食す 。 @9 多 お 作ら 


民 


35. また 、 bb そこ に 和 聞 子 と 物 着 の 加 3oEG よ 5 の czESEZ う 
と を 設け 、 泉 水 を 濁 き 出せ し せ 、 ( 注 15) ツー クタ レレ a 
dh の 


こ ょ ッッ ーッ ーッ プア っ 1 アン る 
36. 彼 等 に を の 果実 を 食 せ る よう に 。 さ きれ どる を Mi 2e39S142UE し うち づら の 2 っ 培 
れ は 彼 等 の 手 で 育て た も の に 非 ず 。 こ れ で レラ シン 
も 彼 等 は 感謝 させ ざる か ? CTO まこ 


注 12 この 言葉 は 、 礼 弾 、 焼 爽 弾 、 子 爆弾 が 爆 斉 と 共に 秒 下 する 時 の 撲 様 を 指し て いる 様 だ 。 召 弾 が 落下 、 
考 須 し 、 辺 9 の 生命 ある 者 は 全て 死に 絶え を 秋 が 全て を 焼き 尽く す 。 ク ルアー ン は 18 意 9 節 は じゅ 、 到 る 所 で こ 
の 軸 に つい て 述べ て いる 。 

注 13 この節 の 言葉 は - 満 あて いる 。 全 能 の 神 暫 ら 、 モ ハッ マ ド 預 革 者 が 人 々 に 拒 ま れ 哨 笑 さ れる 事 に 
深く 悲し まれ て いる 様 だ 。 モ ハッ マ ド 項 言 者 は 人々 の 為 に 悲し ん だ が 、 彼 等 は 悔 上 と 笑 を も っ て し て それ に 
答え た 。 


注 14 この 言葉 は 万 物 に ふる わし い 神 の 罰 に つい て 述べ て いる 様 だ 。 


注 15 前 入 の 陰 随 は 此処 で も 続い て いる 。 ア ラビ ア の 渦 いた 大 地 か ら 精 神 的 知識 の 泉 が わき 出 て 、 精 神 的 果 
実 を 付け だ 木々 が 当たり 一 面 に 育つ で あろ 3 と 当 委 は 述べ て いる 。 
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- 彼 を 織 え よ 、 大 地 に 育つ も の 、 人 間 も 5、 を は ラン 3 イッ セレ ュ ッ タ 
れ か ら 人 間 が 知ら ね も の も 、 対 に し て 創 こら IGEeiok 


し 給 う だ 御方 を 。 ( 注 16) っ ft 
も 。 タ る イッ る ao タス 多 

38. 夜 を の ぉ の も 5 また 彼 等 へ の 神 光 な り 。 わ れ OR EE3WKE 才 し ゆ の 
ら が それ か ら 入 を 閉 ぎ 取る と 、 見 よ 、 彼 等 レッ 凍 
は 嗜 瞳 の 中 に と り 残 きれ る 。 @S2A53 
39. また 、 森 陽 は 、 を の 定め られ た 軌 壮 を 走る 。 る 2 5 の は し 生 ン タ ト シ ラン の 2 そ ロン 
M 3 

こ は 全 知 全能 な る 神 の 定め る と ころ な り 。 クー ググ 


@e5 あ 区 
ーー ーーー 、 う タ ラッ タ イィ ン ンー イレ レン 21 ゥ セン クン ンタ 2 

40. 月 に 対し て は 、 われ ら が 各 術 号 を 定め だれ CC うく | に ゴ 3OVECT 2 
ば 、 再 び 干 か ら び た 杭 子 の 細 枝 の 如く な り 。 フッ 

て 戻る 。 @ ら sa91 


41、 大 陽 は 月 に 追い つく わけ に は 行か ず 、 夜 も 311GIPKR1 が 4 ?5l9 
また 第 を 追い 越す 能 わ ず 。 それ 等 皆 札 閣 の 


上 を 浮遊 す 。 (17) の 6 MCEICTUI 


42. われ ら が 彼 等 の 子 近 を 満載 し た 舟 に oe RGC4GAI Po 
る こし も 、 ま た 彼 等 べ の 補 兆 な 9。 


43. われ ら は また 、 彼 等 の た め に 、 そ の 上 に 乗 @65 和 74 及 634289 記 う 
れる 有 舟 に 似 た も の を 造れ り 。 ( 注 18) 


注 16 村 物 界 や 無生物 を も 含む 全て の 物 に は 対 が あ る と いう 事実 を 、 科学 は 発見 し た "いわ ゆる 元 表 で すか 
ら 、 個 々 で は 成り 立た ない 。 それら も 又 、 存 在 を 維持 する 為 に 相互 依存 し て いる 。 こ の 科学 の 真理 は 人 間 の 知 
性 に も 当て は まる 。 天 の 光 が 降り て 来る まで は 、 押 の 下 示 と 人 間 の 知 竹 が 結び 付い て 生ま れる 真 の 知識 を 人 間 
は 手 に する 事 が で き な い 。 


注 17 。 当 飾 は 宇宙 空間 を 天体 が 肖 う 様 に 能 れ て い る 。 宇宙 の 椅 造 は 固定 化 さ きれ て いる と 兵 ら 6〈 考 えら れ て 来 
た 概念 を クル アー ン は は っ きり と 否定 し た 。 クル アー ン の 特徴 は 、 ネ 哲学 に お ける 誤っ た 考え を 耕 定 する 
だ け で な く 、 新 し い 発 見 を 予測 する 事 に ある 。 当 節 で は 更に 、 全 宇 市 の 優れ た 構造 と 理 法 に つい て も 言及 し て 
いる 。 天体 は 全て 、 互 い の 領域 を 侵害 す な く 、 規 則 正 し く 、 正 確 に 任務 を 遂げ る 。 太陽 は 何 億 と いう 天 
体系 の 一 つ で ある が 、 中 に は 太陽 系 と は 比較 に な ら な い 程 大 きい も の も ある 。 し か し 、 果 て な い 空 間 に 散 6 ば 
る 膨大 な 数 の 太陽 や 時 は 、 互 に 安全 を 保ち 、 天 る 処 調 和 と 美 を 作り出す 様 に 配 盛 き れ て いる 。 天体 は それ ぞ 
れ 互 い の 軌道 に 影 手 を 及ぼ し つつ も 、 一 定 の 門 筋 を 無事 に 進み 、 全 体 と し て 構造 と 層 行 の みごと な 調和 を 形作っ 
て いる 


注 18 タル アー ン は 、 神 が 新 た な 輸送 土 段 を 作り 出る れる 、 と ずっ と 以前 に 預言 し て いた 。 蒸気 船 、 大 型 毅 、 
飛行 船 、 飛 行 機 等 今日 多用 る れ て いる 物 は 、 ク ルアー ン の 括 言 が 成就 し た 事 を は っ きり と 示し て いる 。 
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廊 し て 、 も れ ら も し 欲し な ば 、 彼 等 を 治 れ 


る 2 4 ッッ ン る 


g 


44. タッ クン ンー 2 タイ スラ 
> の Sp 3 はら 
させ 得る な り 。 き すれ ば 、 誰 も 彼 等 を 助け ラッ ので 。 "9 
る 者 6 も なく 、 彼 等 は 救 われ ビ じ 、 4 
45. ゎ れ ら の 多 看 に よっ て 暫 く 楽し む 以 外 。 @ce QUEG22W2 補 ちあ 
46. 「 物 り に よっ て 前 た ちの 前 に ある も の 、 放 z 2 ライ ン 3 ン 31 
RG CR 
( 入 19) 並び に 尼 司 に よっ て 前 た ちの 後 の 
ー ほ 香 は 入 ピ ー アッ タン クウ 2 を ノン 
に ある も の ( 注 20) を 警戒 せよ 、 お 刻 悲 に @⑨⑥ 〇 と ぷら 
あず か る た め に 」 と 告 で る も 、 彼 等 は を 
意 に 介 せ ず 。 _ 。 
47. の 捧 区 が 彼 等 に 米 る 毎 に 、 彼 等 は ー っ ょ Eiee32ollo み 82164e25 じ う 
し て 之 に 背 を 向け ぎ る は な し 。 タタ [ジッ ン 
@oups 
48. 彼 等 に 向っ て . 「 ア ッ ラ テラー が お 前 た ち に 授け 9 AS ん バイ の 
| 幅 1 昌 
た る も の を 多 し 手 を よ 」 上 云え ば 、 不 信 選 6.4235。 中 計 が 55 
者 ども は 信ずる 人 々 に 向かっ て 云う 、[ ア ッ (を 4 の 0KTGAUIHG1 1 の 
ラー も し 欲し な ば 、 自ら 之 を 差 い 給 う も の 。 ラレー 
を 、 何 を 衝 等 が 之 を 装う べき や ? お 前 た @ あ 489 補 fG ぎ を 35 部 
ち 、 心得 邊 いも は な は だ し い ] と 。 
49. 吊 し て 、 彼 等 は 云う 、「 も し お 前 た ちの 言葉 ムン 2。 1 る? を 。 タッ ン ッ 
が 湯 な ら 、 審 判 の 約束 が 果たさ れる は いっ 89o IPI156 テ キト 
な る ぞ ?1 と 。 
50. 彼 等 は な だ 、 了 互い に 論争 し て いる 問 に 突 癌 る の 2 の 2 侍 く 
YO Aa の 引 ら じ 
典 い 米 る 釧 離 を 待つ に すぎ ず 。 ( 注 2D っ ? の 1 
の 6 
51. を の 時 條 等 は 、 道 言 も な し 得 ず 、 家 に る さら メン 2 US の L2 5 
こよ すら 失う まじ 。 oe と 0PI の DSePG 光 MD 
注 19 貴人 方 が 今後 履 す で あろ う 悪事 に より も る た 6 され る 悪い 結 玉 。 
注 20 過去 に 貴方 が 為 し た 悪事 の 結末 。 
往 21 此処 に 述べ られ た 凡 は 、 空 か ら 落 ちる 稲 奏 の 様 な も の で あろ う 。 それ は 余り に も 突然 に 下さ れる の で 、 


次 節 に 書か が れ て ある 様 に 、 


往 22 


生き 返っ て ) 神 の 呼び か け を 聴き に 集まり 、 


罪人 は 遺 


言 を 残す 事 す ら で き な い の で あろ う 。 


「 ら っ ぱ 吹 き 鳴 れ ば ] と いう 言葉 は 、 痕 き の ロ に トラ ン ペ ッ ト が 吹き 鳴ら きれ る 他 、 僚 大 な る 神 の 指 
導 者 が 現れ 、 ク ラリ オン を 吹く 事 を 示し て いる 。 魂 の 死ん だ 者 達 は この 音 に 呼び 覚まさ る れ 、 斉 か ら 出 て 。 ( 殊 が 


それ に 応じ る の で ある 。 / 
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第 四 項 
52. 簿 し て 、 劇 吹き れ ば 、 見 よ 役 等 、 意 場 tdlloeSio222 5 は る 2 
か ら あ わ て ふた めき 主 の 終 へ 急ぎ 行 め ん 。 レッ シン 
( 注 22) @o9uA 


53. 彼 等 は 云わ ん 、「 あ あ 、 摘 な る か な ! 下 等 IOA テ boS は ot の 633 
を 似 処 より 喚起 し た る は 誰 を ? こ は し 


っ タウ イン タウ る 
た り 、 慈 悲 漆 き 神 が 約束 し た 通り な り 。 使 の 6 も 842331225 
徒 た ち は 真実 を 5 。 
へ きれ き アク る 2 る レ 』 
54、 息 訂 起 ら ば 、 ( 注 23) 見 よ 、 彼 等 は 一斉 に 名 56 OB 2 区) 
われ ら の 前 に 吾 し 寄せ られ ん 。 レン ラッ タ 


69 〇 5 の 2 
ん びと Ns 


55. こ の HH、 何 人 ぁ 美 み だ に 不当 に 過 ゃ ら る 6 (91 523 ま を 933 525M2245 
こと な し 。 た だ お 前 た ち が な せる こと に 対 


タラ ョ ン 5 みみ 
し て 、 応 報 あ る の み 。 や 

56. げに 楽園 の 住み 人 人 たち は 、 を の 日 、 己 が 仁 @5 閣 8 63 コッ ン 
事 を 楽し まん 。 ( 注 2 SCIEEIC 人 RI 


57. 彼 等 は 要 と も ども 、 涼 し い 木 次 の 下 で 衝 符 の G き 釣 Jas スン スタ 
も た と 6 フッ グ し る に 
子 に 先 れ 、 身 を 横 た え ん 。 ( ま 25) < 2 


58. 彼 等 は を こ で 、 き ま ざ ま な る 果実 を 食し 、 全 ン タン ro ダイン 先 レ イル レッカ 
且つ を の 塵 む も の を 北 く 旗 ん 。 @oyOsBg 46483 の 
59. [平安 あれ | こ は 半 深き 主 より の お 言葉 こる > クレ 
り 多 の の の 62 ダス に 

な り 9。 ( 生 26) ダテ 
60. 神 は 云わ ん 、「 撤 等 競 人 よ 、 今 日 は 義 し い 人 の GU3123413E22 


レン な 
た ちか ら 離 れ て 控え よ 。 
る る イン ノン 2 アプ 2 グ 
61. 流 等 アダ ム の 子 区 よ 、 われ は お 前 た ち に 申 NM 
し つけ ぎり し か 、 悪 麻 を 拝む で な い 、 あの 3 ラン シン 
者 は お 前 た ち に と り て 信 堪 な り 。 39e 的 名) 


注 23 数 節 の 中 で 線 り 返し 述べ られ る 「 群 胡 ] と いう 語 に つい て 、 当 章 で は 神 の 則 が 一 陣 の 風 と な っ て 下 き 
れる 時 の 事 だ と 示し て いる 。 こ の 語 は 、 一 瞬 に し て 町 全体 を 破 寺 す る 原子 爆弾 投下 を 指し て いる の か も $ し れ な 
い 。 

注 24 来世 に お ける 生 と は 、 一 般 に 知ら れ て いる 様 な 無為 の も の で は な く 、 絶えず 精神 的 に 成長 し 続け て 行 
くも の で ある 。 

注 25 。 召 び や 幸せ は 、 愛 する 者 と 分 か も 合う 程 に 大 きく な る 。 

注 26 天国 に お ける 様々 な 軸 み 、 神 と 共に ある 平安 、 自 ら の 安らぎ つま り 心 の 平穏 、 こ れ ら 全て を 当 節 で は 
平安 (サラ ー ム ) の 一 宮 に 要約 し て いる 。 
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EMI の 2 衣 作 Galgf5 
本 陸 2 ーー ュー RC OCS 1 HB 
63. 然るに 悪魔 は 、s 前 た ちの 大 勢 を 迷わ し 行 ROW FSS 、 を 4 名 
きぬ 。 そ れ な の に 、 お 前 た ちな ぜ 悦 ら ざ り 。 し 
し か ? GO) 際 隊 
64. こ は お 前 た ち に 約束 せら れ だ る 地獄 な り 。 @62828 補 向 史 。 は 5 
お IP し Gy 8 あゆ 
65. 今日 こそ そこ に 入れ 、 お 前 た ち 信 ぜ ぎり し 4 に 。 2 * 
の ) 
が 故に | と 。 @ 2 ジン so) 
66. を の 日 われ ら は 、 彼 等 の 日 に 封印 を 抑 き ん 。 ンー 5 の 
きれ ど 、 彼 等 の 手 は われ ら に 物 雲 い 、 そ の 
ン 2 タ 2 ど 」。 ッ タ 2 
足 は 為 せ る こと を 証言 せん 。 ( 注 27) OO 6 JIQA お 9 う 
67. 庫 し て 、 我 6 も し 欲し な ば 、 彼 等 の 視力 を bis (3 2 ビン 生生 5 
消し 得る な り 。 そ を うな れ ば 、 道 を 見 出 きん 2 HG 
ほ 焦 り 急 で と も 、 彼 等 如何 に し て 見 る を 得 @82 交 
べき か ? ( 注 28) 
68. また 、 わ ゎ れ ら 欲 し な ば 、 彼 等 を その 場 に く 214W16 を の サン 邊 EKE2'G を 0 
と せり すく を の 形 を 秋 と を こと し le 人 t 外 59 
り 。 ( 注 29) を うな れ ば 、 彼 等 は 進退 時 PP 
て も る 稀 う まじ 。 ^ 
第 五 項 
69. また 、 わ れ ら は 、 長 圭 を 授け る 者 に は 、 そ ンー ント る RC の 
の 者 を 昔 の 能 い 状態 に 逆行 せ し む 。( 注 ら G9gsO6| NIR りう 
30) これ で も 彼 等 悟ら ざる か ? 
注 27 不信 心 者 の 有罪 が 彼 等 が 第 く 程 完全 に 証明 きれ る 時 、 彼 等 の 口 は 閉じ られ 、 一 言 も 抗 者 する 事 が で き 


ず 、 入 間 が 行 勤 する 際 の 主要 部 分 で ある 手足 は 彼 等 の 佑 悪 る 示 
を 使っ て 正確 に 再生 きれ 、 テ レビ に より 遠く 離れ た 画面 に 写し 出さ れる 事 が で きる 。 これ は 、 


す 。 今や 人 間 の 発言 や 行動 は 、 テ ー プ レ ュ ー ダ ー 
この 世に お いて 


人 間 の 舌 や 手足 が 如 何 に し て その 者 の 有罪 、 無 罪 の 決め 手 と な り 始 め た の か を 示し て いる 。 


注 28 


人 間 は 自由 葉 志 を 授け られ て いる の で 、 


自ら の 行動 に は 責任 も 負わ れ な けれ ば な ら か な い 。 不信 心 者 達 


は 真実 に 日 を 向け る 事 を 頑強 に 拒ん だ 為 、 そ れ を 見 極め る 力 を 取り 上 げ ば られ て し まっ た 。 これ は 前 節 の 「 彼 ら 
の 口 に 封印 を 施 き ん 。」 の 意味 で も ある 。 


注 29 
な り 、 叉 、 ハサン に よれ ば 、「 彼 等 の 体力 、 知力 は 全て 失わ れ た で あろ う 。] と いう 記 味 に な る 。 
は 彼 等 に 山 疾 を 与え た で あろ う 。」 
注 30 


イブ プン ・ ア バー ス に よれ ば 、 


生命 ある 物 は 全て 誤 え て 行く 。 


家 も 又 、 成 長 し 、 成 熟し た 後 、 爪 え 減 びる 。 


と いう 意味 に も と れる 。 
この 法則 は 個々 人 の みな ら ず 国家 に も 当て は まる 。 人 間 と 同じ く 、 


この 言葉 は 、「 我 々 は 家 に 居る 彼 等 を 滅ぼし た で あろ う 。] と いう 記 味 と 


ある い は 、「 我 々 
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エバ マッド 了 の 


70. われ ら は 人 彼 に 詩 を 教え た 覚え な し 、 そ は KEY ENGMGe FDKCAV: 
彼 に 相応 し か ら ず 。 ( 注 31) こ は 訓 戒 に > の を 9 し に 6 
し て 、 物 事 を 明 自 に し 、 耳 つ 詳 細 に 説く ク 〇 OU5 5 う 5 
ルアー ン に 外 な ら め 8、 
ここ ろ あ 

邊 や 有る 者 の すべ て を 琉 め 、( 和 32 不全 も Go る 

の AN 

者 に 対す る アッ ラー の 宣告 が 実現 きれ る こ 6 Ge2Gr oo つが 
と を 説く 。 
。 て 。」、 ュ エエ モー れい Mi タス ッ タ イン ラン ン 軸 ラン フン クン 

72. 修 等 は 情 ら ざる か 、 わ れ ら が て 形 造 り し KT ge の C&C Ba 8 
も の の 中 か ら 彼 等 の た め に 家畜 を 創り 、 そ レレ ラシン ン 
れ を 後 等 に 所 有 し め ゅ た こと を ? ( 注 89) 9oMetBCC 


73. 前 し て 、 わ れ ら は 逐 を 後 等 に 服従 せしめ だ 201 た 1ICONE 
れ ば こそ 、 彼 等 の 或 る 者 は 乗る た め に 利用 CD 2 


し 、 ま た 牙 る 者 は 食用 と な す 。 

74. また その ほか に も さま ざま な る 用 途 が あ ンク シン マン タイ スン レン トレ っ ッッ 
り 、 飲 み も の も また 取 和 れる な り 。 こ れ で きも 、 oO KS 
彼 等 は 感謝 せ ぎ る か ? 

75. 然るに 、 第 等 は 、 アッ ラー 了 以外 に 福神 b を の の RE 1 は 99 っ と の 

os 1 65( ら め ら 2 bd 学 り 
選び 、 之 に 考 い を 求め ん と す 。 の グ 
76. 著 神 と も は 彼 等 を 助け る こ と 能 ゎ ず 、 @22% き 4 1 PE 
彼 等 の 方 が 邪神 ども を 護る 軍勢 と し の Or 『 ツ 
ん 前 に 如 し 出 き れん 。 


る え に 9 25 2 


77. きれ ば 、 彼 等 の 言う こと に 流 の 心 を 悩ま す 22 て っ うら 届 記 肖 
な か れ 。 げに われ は 、 彼 等 が 胸 に 隠す こと 、 タッ 
また 明か すこ と も 知る 者 な り 。 [の )GYC1 

78. Am は 、 わ れ ら が 一 滴 の 精液 か ら 彼 を 割 造 ME 第 時 034 3 グイ 
せる こと を 、 知 ら ざ る か ? 然るに 、 見 よ 、 < の 生 し 
人 99WWOIITRI と は ! 2 の よら 


注 31 詩人 は た いて い 夢 や 空想 に 了 沈 っ て いる も の な の で 、 神 の 預言 用 は 詩人 に 直 い な いと いう 考え は 、 彼 の 
韻 厳 に 相反 する 。 神 の 人 言 者 に は 非常 に 崇高 な 日 的 が ある 。 し か し 、 こ の 飾 は 、 全 て の 詩 は 有害 で あり 、 詩 人 
は 全て 夢想 家 で ある と 述べ て いる 訳 で は な く 、 神 の 預言 者 は 、 単 に 詩人 た する に は 余り に も 崇高 な 精神 の 持ち 
主 で ある と 語っ て いる 。 

注 32 「 心 有 ち 者 」 と い ほ き は 、 魂 の 減 び て いな い 人 と いう 
け 入 れる 事 が 出来 、 神 命 に 応 ど られ る 素 蔵 の ある 人 を 指す 。 
注 33 。 神 が 人 間 の 物質 的 欲望 を 満た され る な ら 、 そ の 精神 的 要望 に は 応じ られ な いと いう 訳 で は な い 。 当 節 
及び 次 節 に お いて 、 人 間 が 日常 蔽 も 必要 と する 事柄 に つい て 述べ て ある 。 


味 で ある 。 言い換え れ ば 、 神 の お 告げ を 受 
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第 三 


十 友 埋 


ヤー・ ス ィ ー ン 


。 
7⑳. まだ 人 人 間 は 、 わ れ ら と 相 い 似 た も の を 感 村人 っ る 
了 うら うり 5 28 (ee 50Eo つう 
し 、 自分 の 全 逢 を 失念 す 。 人 人間 は 云う 、「 朽 。 プ " の 
生き NE と 叶 但 る な ン ン 、 ン プロ 7 
ち 果 て た る 和 骨 に 誰が 生き 返ら せ 得 る を ? 2 の ゆっ 2U5 引 | 
E。 
な タ ュ ン ン イン の ン ン ンタ ンー エン は 4 
80. 云え 、「 最 初 に 後 等 を 割 む る 者 が 邊 等 を 生き 直 2292O SUICA の 
返ら せん 。 な ん と な れ ば 、 彼 は 一 切 の 拉 造 ラカン イレ 
物 を 知 句 し 給 5。 NEO 
タ や ンー の 2 と る レレ る っ 
81. 彼 は ち ぉ 前 た ちの た ゅ に 生 の 本 よ り 火 を 生 5 吉 59< 逢 8 を ぁ 婦 
じ 、 見 よ 、 お 前 た ち を の お か げ で 火 を 燃 や ター タタ ッ ー ラ クン 
す な り 。 ( 注 33) Oo5OSy 3 
あめ っ ち 開 間 了 EE 、 ルー る ッ の る イン 2 信 。 ン ン ン 
92 天地 創造 さる 者 が そ に 類する 6 の を 創造 Ob りら ASEM 
する 能力 を 持た ざる こと あり ゃ ? 拓 り 、 リッ シュ ラン ミン ラン ッ ン イク 
彼 は 最高 の 創 迄 者 に し て 、 一 切 を 知る 者 な ⑨8500902 み あみ 2GSG ol る 
9 。 
83. げに を の 支配 力 は 、 何 事 か を 欲し 給 う 時 、 イセ ライ クス ンダ タン イン る 
、 93 で OCNU2LW| 
た だ 「 在 と 仰せ に な れ ば 、 す な ゎ ち 、 SORAEGIODIDDICU 
その も の は 存 す 。 ( 征 35) 
84. され ば 、 彼 の 栄光 を 座 え まつ れ 、 を の 御手 。 和 1 を 委 2 ル ンス 。 ン と る フュ ッッ 
し か ンク う て 6 ツ こ すき uAo 1 よ 
の 中 に 商 物 を 統 べ 給 5 大 覆 あり 。 凍 し て 、 “ 2 4 
彼 の 許 へ 、 お 前 た ち 皆 いずれ 連れ 戻る れん 。 @ の とら 
注 34 「 生 の 木 」 と は 、 風 に よる 摩擦 で 枝 に 火 の 付 易い 樹脂 性 の 木 を 指す 様 だ 。 枝 の 擦 で 火事 が 起こ る し 
いう 事 言 外 に 次 の 様 な 事 を 示し て いる 。 信 仰 心 の 導い 者 が 神 の 預言 者 や 神 の 指導 者 と 接する 時 、 彼 等 の 魂 


は 新た に 菊 る の で ある 。 


往 35 
る れれ る 
る 道徳 的 、 


れ だ た と も 述べ て いる 。 
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「 何 事 か 欲し 給 う 時 、 た だ 「 在 れ 」 と 仰せ に な れ ば すなわち 、 を の も の は 存 す 。 が 、 ク ルアー ン に 表 
常に 次 の 記 味 を 示す も る の で ある 。 非 常に 重大 な 出来 事 が 起き 、 特 に 、 神 の 指導 者 を 通し て 重大 な 
教 的 改革 が 実現 する で あろ う 。 当 節 で は 更に 、 モ ハッ マ ド 


言 者 の 手 で 大 いな る 変革 が $ だ らき 


(メッ カ 啓 示 ) 


1、 慈 大 深 て 、 上 本 (アッ ラー の 御名 に お い REIP ま まき 
て 。 
ッ ( を レー デン 
2 . 列 を 詰め て 整列 する 者 た ち に か け て 、( 注 1) る は 2 とも いら 
3. ま た 勢い よく 敵 を 加 退 する 者 た ち に か け て 、 2 家 際 1 
OPC フェリ 
( 注 2) ラ 
4. きび に 前 旋 の クル ナー シ を 二天 する 者 だ ち @ 少 AI 
* け て 次 う 、( 注 3) 二 
タン 
5、 げ に お 前 た ちの 神 は 唯一 に し て 、( 注 4) 6PGR ぐ UE 


ゅ っ ター テン (ンタ ンタ ン (フン ん PRETEE 人 2 
6 天 電 の 主 。 並び に 天地 の 間 の 高 物 の 主 、 5 プ マ 


公 昌 5 - 大 の 地 の 主 な り 。 ( 注 5) 2 
OK 


注 1 (1) ワ オォ と いう 3 言葉 は 、 当 館 及 び 決 の 一節 で は 、[ 一 に より 」 「 私 は 贅 
意味 で 使わ れ て いる 。 クル アー ン に お いて 、 近 は ある 人 物 や 物 の 宮 、 
通常 人 人 が 神 の 名 の 下 に 宮 震 れ は 、 証 拠 の 不足 を 補う 介 で あり 、 役 の 証言 に 信 
る 。 こ うす る 事 で 、 他 に 彼 る 人 物 が いな い 時 、 そ の 発言 の 正しき を 神 
ある 。 し か し クル アー ン の も の で は な い 。 クル ブーン は 、 陳 久 の 黄 実 性 を 年 期す る に は 、 単 な 
る 主眼 で は な て (、 確 回 た る # し て いる 。 時 に は 、 等 の 官 浴 は 明白 な 自然 の 法則 を 指し て いる 
事 $ あ り 、 貼 に 、 明 白 な も の ヵ りな も の 、 つ まり 精神 的 ヵ 邊 芝 を 喚起 する る の で ある 。 クル アーン 
の 官 秦 の 今一つ の 日 的 は 、 預 言 ある 。 当 人 節 は これ に 当て は まる 。 

(2 ) 戦い に 加わ る イス ラム 教徒 騰 は 、 指 揮 者 の 背後 で 一 日 れ 回 の 礼拝 を 続け て いた 。 


注 2 イス ラッ ム 教 の 南 E 過 鷲 な 戦い を え 、 彼 等 を 撃 刀 する 事 。 


うぅ 」「 私 は 証人 と た し て 召喚 する 。]」 
人 人 と し て 召喚 し た 。 

性 を 加え る 為 で あ 
を 頂 こ うと する の で 


注 3 クル アー ン の 凌 読 者 。 


注 4 2ー5 分 に は 項 言 事実 が 共に 書か が れ て ある 。 事 実 と は 次 の 様 な な の で ある 。 い つの 世に も 数 多大 る 
中 に 、 高 源 に し て 神 を 異 和 れる 人 々 が お り 、 彼 等 は 言葉 や 行動 で 、 神 は 一 つ で ある と いう 真理 を 証明 する 。 双 預 
言 と は 次 の 様 な も の で あぁ る 。 現在 アラ ビア 全 士 は 偶像 栄 拝 と 道徳 の 師 廃 に 陥っ て いる が 、 や が て 信心 深い 社会 
が 生ま れ 、 を こ で は 人 々 は 神 を 崇め ゆ 、 神 へ の 筐 美 を 歌い 国 中 に 人 人 々 の 供 美 の 声 が 括 き 渡り 9、 更 に は を の 地 に 神 
の 唯一 性 を 維持 す が で きる で あろ う 。 それ 故 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 達 は 、 そ の 特徴 が 少し この 節 に 述 
べら れ て いる が 、 神 の 唯一 件 の 赴 人 よし て 台 喚 きれ る の で ある 。 し か し この 節 0 も し 、 様 々 
な 宗教 の 賢人 の 集う 代表 者 会 譜 が 平和 裏 に 催 き れ 、 法 と 秩序 の 元 、 共 本 敵 教義 が 冷 欧 に し て 公明 正大 に 討議 き 
れる な ら 、 そ の 当然 の 帰結 も し て 、 神 は 一 つと いう ぅ 教義 を 確認 する 事 ほ な ろう 。 


往 5 この 言葉 は 、 イ スラ ッ ム 教 が 初め に 東方 諸 国 に 、 次 いで 世界 中 に 広まっ た 事 を 示す 。 
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第 二 七 剖 アッ サー・ フ ァ ー ト 


7 われれ ら は 量 展 を 以 て 下 央 を 第 り 、( 和 6) の (KUIEGPIVMIMVGIGS 
8. あら ゆる 背 送 の 悪 許 に 対す る 守り と せり 。 Out oE38 
( 往 7) 


ュー グッ タン ラタン ン ッ 4360 
9. | は 高 商 な る 天使 ら の 会 議 を 次 み 得 きす 2O2O82 UI SE る 
る 能 わ ず 。 す な わ ち 八方 より 給 を 浴 せ られ 、 し 
- 和 


う ゥ イン タタ ンプ グラ 9 ゅ 
0. 区 道 され 、 肌 つ 永 協 の 刑 本 を 受け ん 。 oO で 4 
1. て も し ひる か に 9 きす る 者 あら OcE2AC3ESGES1 3b2 の 
き 刺 す 火 始 が 之 を 追う 。( 注 8) * 
2. に 彼 等 が 造れ る も の と 、 わ れ ら PR 者 
が 仙 れ る ほか の も の と 、 い ずれ が 優 り て I の 
滋 年 な る か 、 と 。 わ れ ら は 用 の 強い 箱 土 を の っ 2 あの 4 
以 て を ね 等 を 剣 9 た り 。 
3. 法 は 釧 き 異 し ひも 、 彼 等 は 9 笑 う 。 ( 往 oNOY9C9k を 4 人 8 
9) リリ 
4. 訓 落 き れる と も 、 介 に 介 せ ず 。 @ ら ぷり ら 5)312 
Sa コレ ュ こっ る 先 クレ ュ ュ ン ン 
5. 要 光 を 目のあたり に 見 て $、 有 を り 笑う 。 ⑨ ら め え ぷう bb 513 
剛 間 還 間 ams 2 と 2 < 
6. 面 し て 、 彼 等 は 云う 、「 寺 $ な い 、 こ は 急 術 6 の SUGV Re 
に すぎ ず 。 


注 6 この 節 は 、 身 心 普 行 論 に つい て 述べ て いる 。 つ まり 、 物 理 的 な 空 が 盛 呈 や 星 に 支え られ る 様 に 、 精 神 
的 な 天 垂 は 預言 者 や 神 の 指導 者 と い 5 精神 的 な 存在 に より 支え られ る の で ある 。 向 者 は それ ぞ れ 、 和 精神 的 天空 
に 光 条 を 添え 、 そ れ は 丁度 、 星 や 剖 星 が 物理 的 な 空 を 館 る の と 同じ で ある 。 


注 7 す タ ン は 二 租 類 に 分 か れる 。 (1 ) 偽善 者 の 様 に 、 イ スラ ム 杜 会 に 内 在 する 敵 。 当 節 で は 彼 等 を “ 背 逆 
の す サタン" と 呼ぶ 。(2 ) 外敵 つま り 不 信心 者 。 彼 等 は “ 拒 胃 ね れ だ サタン" と 呼ば れ て いる (15 吉 18 第 )。 


注 8 神 の 世 が が 天 に 在 る 限り 、 協 盗 、 絢 春 等 の 妨害 を 受け る 事 も な く 安 全 で ある 。 し か し それ が 拓 言 者 に 刻 
示さ れれ は ば は 、 サ タン や 神 の 天 の 英 共 は 、jj 誤っ た 引用 を きせ て みた り 、 啓 示 か ら 一 節 を 抜き 去っ た 
り 、 啓 示 に 多く の 偽り を 加え る 事 で 、 啓 示 が 許 り 伝え られ る 欄 画 策 す る 。 あ る い は 、 也 の 教え を 我 が 物 と 
し て 伝え よう と すら 試み る 。 し か し 彼 等 の 燃 暑 は 、 神 の 指導 者 の 手 で 族 示 の 長 の 姿 が 伝え られ る 時 、 又 か れる 
の で ある 。 


千 9 モハ ッ マ ド 預 言 者 、 及 び ア ラビ ア に 強く 根付 に た イス ラム 教 を 通し て 、 真 に 高 害 に し て 軍 を 思 れ る 人 々 
が 中 れ た 事 は 、 実 際 モ ハッ マ ド 拓 言 者 回 身 に も っ て も 銘 嘆 すべ き 事 柄 で ある 。 
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第 三 十 上 草 


アッ サー・ フ ァ ー ト 


17. 何 ん と な ! 我 等 は 死ん で 、 土 上 骨 と に 化 の ct セレ ( テ [ビラ の (と し ュー イン 
・ | レロ 1 マン 5 は RI 
し た る 時 、 再 び 時 らき れる と いう か う ACECUE256 は CE も 2 
て ンプ ン ン > ンタ イン ュ ン ラ 
18. いにしえ の 父 宜 た ちゃ また 左 様 と な ?」E。 IOWOPEOLVOWII 
ニュ 「 狂 に ュー ュ と ュ 、 は 子 屋 を こう K ま デミ 2 ん ルプ アン 人 4 
19. 云え 、「 然 り 。 その 時 お 前 た ち は 和 恥辱 を こう の 5 人 52312 25 5 
むら ん 」 上 。 
20、 そ を は た だ 一 賜 な り 。 面 し て 見 ょ 、 彼 等 た も の の の る EoEE 
な 7 の め ら ye の iA あめ ゃ う (あじ 5 
まち 盟 目 せん 。 っ Se の つゆ の 
21. 面 し て 、 寺 わん 、「 あ あ 、 情け な や ! こ は RUE4CTMD 1 スィ 
POUR 
審判 の な る ぞ 」 と 。 ( 注 10) ⑨ ツク aUe cueP65 
22. アッ ラー は 云わ ん 、「 こ れこ そ 、 お 前 た もち が を ンタ の タッ シュ る トッ ン シ ッ ッ と 、 
? っ 56 る AL2 争 
否認 し 続け た 最後 の 判決 の 日 な り 」 と 。 OOPAVGE2 ぱ み iL 2210 み 
第 二 項 
23. 天使 た ち は 命ぜ られ ん 、「 和 悪い こと を し た 病人 る 
45 、 ゆ eb う 5s も と SN と 
者 、 を の 僚 価 も と も 、 並 びと 彼 等 が アッ イー 
っ タク 92 ン 
ラー 以外 に 稼 め て いた も の 、 @ い GO 
24. これ 等 を 集め て 、 地 獄 へ 導 け 。 の うじ っ 42326 Al ら る 
ま ラン の 2 ター っ あう の っ 
25. ま て 、 彼 等 を も ど め よ 、 彼 等 に 恋 な たき 供 の 作っ 
あり 。 - 
26. お 前 た ち 、 互 に 相 い 助け ぎる は 何故 を? 」 OGACDKSIC 
の ゅ っ っ の いて ツリ 
と 。 ( 注 11) 
に 2 っ と ヽ ye っ 2 2 る 2 の レッ ンス タタ イン 
27. 否 、 こ の 日 、 向 等 は な だ 孤 科 する 以外 に 途 ②⑨ ら ゅ ル R 2251 2 ふら 
な き な り 。 ( 注 12) 
彼 等 の に うべ と イン タス る ュ ュ フロ ンタ タタ ラン ブフ ラン レ 
28. 條 等 の 或 る 者 は 、 互 に 誤 ね 合う べく 他 の 者 ⑨⑮o32 3 つろ うだ es ひら 
に 話し か けん 。 ー 
29. 一 方 は 云わ ん 、「 お 前 たち は 常に 右側 か ら 我 @ ぶ れる EE 全 衝 fs 
⑨ ッ て の いと いり 信 3 51 
等 に 来 た り た り 」 上 。 ( 和 ま 19 SEA 
注 10 お を 6《 く メッカ 陥落 の 日 を 指す の で あろ う 。 
注 11 罪 深 き 人 々 が 互い に 助け 合う 力 が 無い と 皆 れ ば 、 彼 等 は 家 へ 戻る で あろ う 。 
注 12 罪人 は 、 互い の 尋 護 を 中 し 出る 事 は な く 、 唯 非 難 し 合う ば か り で あり 、 こ は 次 節 に 示 き れ て いる 。 
注 13 “右側 "と は 宗教 を 指し 、 当 節 は 次 の 事 を 意味 する 。 [貴人 方 は 、 宗 教 の 名 を 借り て 、 我 々 を 意 わ そう ぅ 
と 偽り を 語っ た 。] ある い は 、“ 大 側 "は 力 を 表し て お り 、「 貴 人 方 は 力 を 持っ て し て 我々 に 近付い た 。| と いう 


送 味 に も と れる 。 双 、「 貴 人 方 は 、 正 し い 者 だ と 航 い つつ 我々 に 近付い た 。] と も 解 局 で き る 。 
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第 三 十 七 音 


アッ サー・ フ ァ ー ト 


ター ュ 鉄 上 ポー も 前 た もこ ァ 太 で レッ タタ タン る フレ 
30. 他方 は 答え ん 、 振ら ず 、 お 前 た ちこ を 信者 の PF まあ RE 
に 非 ざり き 。 
4 うっ コテ 。 1 2 る 2 ら 間 リク う ゃ て イン トイ し 
31. し か も 、 我 等 は な 前 た ち を 自 に し 得る 者 人 と 5 1 すっ し 
に 非 ざ りき 。 要 する に お 前 た ち 自 身 が 則 を 
逸 腕 た る 民 な りき 。 の も 5 
32. 今 、 主 の お 言葉 が 事実 と な り て 、 我 等 に ホ の 4E 補 3 
り 9 か か れ り 。 さ きれ ば 和 等 、 天 所 を 味 わ ね ば ecssoJBUYC う JC 
な る まい 。 

33. 確か に 我 等 は お 前 た ち を 迷わ せり 。 し た が 、 ン ュ っ ちっ ン 3 イイ 
我 等 と て 迷い し な れ ば 」 と 。 @oCYLAG22E 
34. か く て を その 日 、 彼 等 みな 等 町 六 を 受 < 3 と た 42 

がく を 彼 等 みな 等 し く 刑 前 を 受け ee KG 
同 るみ びと ン > っ タ アテ 
35. げに われ われ は 、 か (の 如く 、 人 罪人 を 処 呈 @oos SW 
す 。 - 
うす る レレ 
36、 な ん と な れれ ば 、 彼 等 [アッ ラー の 外 に 神 な 。 和 hYLALY2 和 0 ひ 2313 Ce 
し 」 と 告げ られ だ る 時 、 尊 大 に も 、 リン ッッ 
1②】 つ と と 
97 云え り 、[ 抽 千 の 神々 を この 作詩 人 の た よっ 
め に 捨て よ と な ] と 。 @oS めで IO3 史 う 
38. 然 ら ず 、 彼 は 真理 を も た らし 、 信 わ きれ た ecc33238 謝 先 
る すべ て の 使徒 の 事実 を 証明 する 者 な り 。 
で っ ブッ スー トン ン ノ ンス 
39、 お 前 た ち 、 江 刑 酷 同 を 味 わ せ て や る ぞ 。 2 パ eS AOI 
40. お 前 た ち は 自分 が 為 せ る こと に 対し て の み @5 タフ イッ タッ タク の 32 
返 報 き れる べし 、 AED 
。 っ 
41. 但し 、 ア ッ ラ ー に 選ば れ た 僕 等 は 除く 。 tn 
リタ 9 タッ ン の > コラン 
42. を れ 等 の 者 は 特別 な る 給 状 を 賜 わ る べし 。 @252 お と 9 GU 
43. すなわち 、 き ま ざ ま な る 果物 ( 注 14) を 。 を Ci 
加え て 、 栄 准 を 与え られ ん 、 @ ら め 
サリ うる パ 
44、 至福 の 園 に て 、 @⑯ み AN と 全 
っ スー トク タテ ョ ン 
45. 互 に 相 い 対し て 糧 東 に 半 す 。 CUE うっ 和 
注 14 信者 が 受け る で ある うぅ 思 恵 は 、 彼 等 の 信仰 善行 の 賜物 で ある 。 
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第 三 1 も 意 


アッ サ ー・ フ ァ ー ト 


46. 湧き 出る 泉 か ら 流 め る 座 は 一 同 に ゆ ぐ り 、 


47. その 碧 き 泡立ち 、 飲 むと 実に 旨 し 、 
48. を の 中 に は 了 落 町 する も の を 舎 まず 、 体 を 疲 
れる きす も の 6 な し 。 

49、 彼 等 の を ば に は 、 境 す ず や か に し て 騰 た 1 
た 竣 必 ら 償 ま し く 侍 る さ し 、 ( 注 15) 
50. き な が ら 日 射 し を 長 ぅ 卵 の 知 き そ の 美 し 

き 。 
51. や が て 、 彼 等 は 互 に 語 し か け 、 訳 ね 合う 。 


52. 中 に 一 人 の 発言 者 あり て 、 云 う 、「 我 一 人 の 
友 あ りき 

53. を の 彼 い つも 日 卿 の よう に 「『 お 前 まで それ 
が 下 信 ずる 類 な る か ? 

54. 我 等 死に 、 土 と 骨 と に 帰し た る 後 、 我 等 は 
必ず 返 報せ ら る る 上 な 7. と 云い なり と 。 

55. 更に 彼 の 発言 者 は 左右 を 見 まわ し て 、 云わ 
ん 、「 皆 の 衆 、 を の 男 を 見 て 御覧 に ろ ?」 と 。 
( 注 16) 

56. 彼 は 下 を 見 て 、 地 獄 の 火 の 中 に その 友 を 説 
めん 。 

57。 彼 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 御名 に か け て 、 流 
は 我 を 危う く 減 ば きん と せり 0。 

58、 も し 我 が 主 の 恩恵 な か り せ ば 、 我 は 必ず 地 
多 に 引き 立て られ る 者 の 一 人 な り し な ら 
ん 」 と 。 


@S み AS 
ECI 
タン フラ ンタ クン タン 
@o あ Sg 2293 JE 


ッ 9 の ぅ シラ タン ラッ 


@⑥O の se 届 ら 5 2 おこ と 


タッ タク ンー あッ ン ンタ イン レ 
の oO の や を 
と チア ルン を アン ルイ スゴ 
の の ル し で 2 56 
う の ッ て レイン し ラク ッ ェ 
@ の めき 6953 し 285 6 5 


ンー タラ 95 る 


@O3 は 2 ELJ 記 


レッ フン 人 の と じまい 1 ン 
@5%uAI 人 の 72313Lz 


7 か を 4 1 


@ ゅ au 8J3 


AI 


の こき 


ン イネ ラッ 5 ュ 


@ ら 2J12 お 3 5993 


注 15 "イス ラッ 教徒 が 、 前 節 に 書か れ た 恩恵 を 全て 昌 っ だ た 事 は 、 歴史 が 証し て いる 。 役 等 は 楽園 を 手 に 


彼 等 は 王座 に 座り 、 権 力 を 亭 受 し だ 。 人生 の 汚れ 無き 楽し み 
て この 上 更に 「 神 は 彼 等 を 御 気 に 嬉し 、 彼 等 は 神 に 喜び を 感じ 
た 。 


を 全て 味わっ た 。 美しく RE を 0 
た だ 」 (58 意 23 委 )。 こ れ は 披 等 の 最大 の 僅 楽 で あっ 


注 16 話し 年 は 52 節 で 述べ られ た 天国 の 人 の 事 で ある 。 彼 は 、 天国 の 他 の 人 々 に 、 役 の 以前 の 不信 者 仲間 を 


見 た いか と 叶 ね る で あろ う 。 
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第 上 E 章 


アッ サー・ フ ァ ー ト 


59. 「 我 等 は 再び 死な ぎる か 、 @oS22 し 
に に 本 あっ な タム ンマ フッ ン 
90 光 の 死別 と し て 、 調 し て 型 還 を 受け ぎる oo あじ 9572 
か ? ( 注 17) 
61. げに こ は 最上 の 歓 窒 な り 。 ( 注 18) OILPGINETSI 
62. され ば 、 和 却 力 する 者 に は 、 か く の 和 如き こと レン 
@6Jid2SG 
の た め に 努力 せしめ ゅ ょ ] e 9 
63. この よう に 歓待 きれ る が いい か 、 そ れ と も アア ア 計 アル メイ 
ザッ クー ム の 本 か ? ( 生 19) から りか CGC 
64. げに われ ら 6 は 悪人 ども を 試み ん が だ た め に こ る レ フイ イン ン 
の 樹 を 創れ り 。 ( 注 20) @ouM SA 
65. げに そ を は 地獄 の 底 に 生 を る 樹 な り 。 ( 注 3 ターン ぅ ッ ン の タタ タン タレ レン ン る 
21) 9eAesJtuLe13 る 35 9 っ 1 
66. 語 し て 、 そ の 果実 は 愉 も 始 の 頭 の 如 し 。 ogaipo で We 
彼 そ を きれ て 、 は 満 だ た され る 4 2 
67. 財 員 れ を 食わ きれ 腹 は 満 SciNeb6 Goo3 あ 9 
っ の 3 ュ ッ ン ン の 5 
68.、 そ の 上 更に 煮え た ぎる 汁 を 然 ま きれ ん 。 DEE りす 
0 生得 ee 。 ター ンター イ 6 ロン 。 ッ ンー ラン ンタ 
69. 2 、 役 等 は 地 余 に 必ず や 帰 避 る せら れ ⑨ AcdtA と 3 
・ 8g 時 の となえ ん 
70. 彼 等 は 遂 癌 する 先 舞 を 見 て 、 SN 放 向 と 
人 1. 自分 た た その 足跡 を 急ぎ 追い 行け シン ッ っ ンス 
自分 な ち も ま 足跡 を 急ぎ 造 い 行 9 
5 り 。 ( 注 22 
注 17 天国 の 信 才 は 、 人 間 の 大 いな る 箇 命 、 邑 ち そ の 永吉 な る 生命 に 言及 し て いる と 此処 に 述べ られ て いる 。 
人 間 は 、 こ の 世 を 部 れ た 後に は 死 を 迎え る 事 は な いで あろ うと 、 役 は 語る 。 永 癌 へ の 彼 の 殊 の きす らい は 、 縦 


わり 無き も ぁ の で あろ う 。 


注 18 人 問 に より 最高 の 運命 成就 は 、 水 速 の 生命 を 享 
注 19 それ を 、 死に 到 ら し め る 和 有害 な 食物 と いう 竜 ! 


べ で れ ば 、 精 神 的 な 死 を 授 る ] と い 


注 20 不信 心 者 の 有害 な 木 は 、 常 に 人 々 に 宮 を 与え て 来 た 。 
注 21 不信 心 者 の 木 か ら 食 物 を 得る 者 は 地獄 の 底 へ 落ち る 。 
年 22 人 は 古い 慣習 に 捕らわれ が ち で ある 。 


入れ る 際 の 最大 の 障害 は 、 ク ルアー ン に 繰り 返 


- な る 。 


る 。 
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証 臭い 考え 下 偽 見 は 容易 に は 無く な 6 な い 。 
し 述べ られ て いる 様 に 、 


受 し 、 絶 え ず 精神 的 発達 を 遂げ て 行く 事 に ある 。 
味 に と れ ば 、 当 節 は 、 「 不 信心 者 の 呪 わ れ た 木 の 条 実 を 食 


人 々 が 真 実 を 受け 
新しい 考え を 拒む 役 等 自身 の 姿勢 に あ 


第 三 十 上 章 


アッ サ ー・ フ ァ ー ト 


72. 彼 等 以前 の 昔 の 人 々 も 大 方 は 罪 を 犯し た RE 用 を 生 
剛 ー @cA39US eS 335) 

73. され ば 、 わ れ ら は 役 等 に 警告 者 を 造 わせ り 。 の の Be 

ケ 」 人 由 ミ - 斐 栓 ルレ アズ 0 し る えん 2P 本 の ランク ジレ 

74. 人 MM 如何 に 悲惨 な @GbdiAI 43 じ マ 4 

75. アッ テー に 選ば れ た 僕ら を 除い て 。 @cuee2n 和 3 

第 三 項 

76. 昔 、 ノ ア が われ ら に 救い を 求め た 時 、 わ れ る っ ラシン ョ イィ ン HOW 
ら は 彼 の 嘆 題 の すばらし き 際 取 者 な りき 。 902 2 の fi 

77. われ ら 6 は 彼 と を の 家族 を 大 難 か ら 救い 、 3 EET と FIYI で 1 の ン 

78、 を の 子 拘 を 唯一 の 生存 者 た らし ゅ た り 。 に 2 2 と ッ 
年 23) の AES3 

79. 更に われ ら は 、 後 の 世代 の 入 々 に まで 、 彼 学 レ フッ ウ 、 イレ シン ン し 
を 説 えせ し め た り 、 @o の 2 は EC らら 3 

80、 す な わ ち 、[ 諸 民族 の うち 特に ノア の 上 に 平 ン > の 
安 あ れ ] と @cout は Ge おう いい 

81. か く の 如 く 、 わ れ ら は 登 行 を 積む 者 を 近 す 。 の Gb 535 0 

- 5 の 一 
82. リヒ は 管 信 を な る ゎ れ ら の 僕ら の 一 人 ec 2 
83. 面 し て 、 わ れ ら は 、 を の 他 の 者 ども を ば 湖 ンタ レン ラン シィ ン る 
、 JIE3S > 

死 せしめ た り 。 @opeOIS12 
に ラス ュ Es 本 記 ブン ッ ュ 5 ュ ラッ ー スィ ン 

84. リビア ブラ ム も また ノア と 同じ 信仰 を 有 の 0 る 2 

85. アプ ブラ ハム が 純粋 な 心 を 以 て その 主 の 許 に ョ リン ダン イン 2 
来 た り し 時 を 思え 。 の うっ な う ) 

86. アブ ラ ハ ム は その 父 並 びに を の 民 に 向っ て で レッ タタ 5 と M3 ンス (と ュ 
云え り 、「 お 前 た ち が 拝む ちる の 、 そ は 何 を eesocoS じ 4 っ 29 9 
や ゃ ? 

注 23 ノア は 人 類 の 文明 の 礁 を 築い た 。 文 明 が 発達 する 一 族 は その 人 人 口 も 増え その 逆 に 、 文 明 の 後退 する 社 


会 で は 、 そ の 周辺 域 に お いて まで 人 口 は 減っ て 行く 傾向 に ある 。 
を 及 し て い だ 狼 、 他 城 へ 領土 を 拡大 し 、 文 明 の 低い 人 々 を 支配 し た 様 で ある 。 


ノア の 子孫 に 吸収 きれ 、 果 て は 減 び て し まっ た 。 
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ノア の 未 竣 は 、 高 い 文 明 を 備え 、 専 富 な 資源 


低 文明 の 人 人 々 は 時 の 流れ と 共に 


< 碗 て 


第 三 十 党 テッ サー・ フ ァ ー ト 


87. お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー の 外 に 虚妄 の 神々 を 求 ルレ ッ タッ を コン ッッ クレ ョ ラン 
むる か ? ( 注 23) @os ァ alos> JI Es 
88. な ら ば 万 物 の 主 を 、 お 前 た ちな ん と 考え る GANe る KBW 


か ?1 と 。 
89. アブ ラ ハ ム は 天 を 促 ぎ て 星 展 を 眺め 、 ( 注 


の @PeG5 再 3 


面 し て 、 云 えり 、「 気 分 が すぐ で れ ぬ 」 と 。 ( 注 の シュ ンー ミト イト る ス 
90. 0 云え り 、[ 気 分 が すぐ で れ ぬ 」E。 ( 注 foy46 81dUS 
91. 故に 彼 等 は アブ プラハ ム に 背 を 向け て 、 去 れれ ィ ク タッ ン タン 

彼 等 フ 背 を 向 の Co 55 
92. を そこで 、 ア ブラ ハム 宙 か に 彼 等 の 神々 の と を ン イン く て ン スレ レン ッ トレ レ リア スス 

地 の od AI 
ころ に 行き て 、 云 たり 、「 お 前 た ち 食 員 か ? AINK2Z2RUIOD 
まし た 、 何 吉 去 ? 注 4 イン の 
93. し た 、 価 閉 も の 云わ ぬ ?」 と 。( 注 @ ら AI 


94、 ア プラ ハム は 神々 に 飛び か か り 、 右 手 を 以 
て 光 を 打 て り 。 ( 注 28) 

95. そこ で 、 人 々 は 急い で アプ ブラ ハム の と ころ 
へ 来 だ た れ り 。 

注 24 人 は 人 人 間 の 次 を し た 偽り の 神 を 栄 め 易い も の で ある 。 彼 は 、 神 の 力 、 大腸 、 月 、 星 等 自然 の 物体 、 神々 


が 木 や や 石 か ら 切 り 出 し た 無生物 、 更 に は 彼 自身 の 古臭い 習慣 、 偏 見 、 迷 信 、 原 望 、 等 が 、 を の 偽り の 神 に 
起因 する と 考え る 。 


ecokAtCs se 


注 25 アブラハム と 彼 の 附 康 の 間 で 行なわ れ た 論争 は 、 夜 更け まで 続 き 、 こ の 話し 合い が 無益 だ 見 た アブ 
ラ ハ ム は 、 そ れ を 早く 打ち 切り た いと 願っ て いた だ た 様 だ 。 そこで 、 話 し 合い が 夜 まで 長引き 、 も 潮時 で ある と 
合せ る 抱 に 、 彼 は 星 に 一 覧 を て ぐれ だ の で ある 。 


注 26 話し 合い が 無駄 で ある と 考え た アブ ラ ハ ム は 、 気分 が すぐ で れ な い の で 一 人 に し て くれ な いか と 人 々 に 
告げ な 。 又 、「 気 分 が す で れ ぬ ] は 次 の 様 な が ある 。(1) 壮 人達 が 偽り の 神 を 崇拝 する 為 、 私 の 気分 は す で れ 
な い 。(②⑫ 芝 人 達 が 偽り の 神 を 財 め る の で 、 私 は 非常 に 悲し い 思 い を し て いる 。 683) 私 は 資 人 達 の 偽り の 神 崇 拝 を 
嫌う 。 


注 27 生け る 近 の 最大 の 特 作 よ は 、 宰 が その お 選び に な っ た 下位 に 語り か けら れ 、 叉 彼 等 の 祈り に 了 を 傾け 
られ 、 そ し て それ に お 答え に な る 水 で ある 。 信 者 に 語り か けた だ り 、 そ の 声 に 耳 を 傾け 、 そ の 祈り を 受け る 力 が 
無けれ ば 、 そ むれ は 死ん だ 神 で ある 。 


注 28 右手 は 力 上 強 る を 介 敏 し て おり 、 ア ブラ ハム が 全力 を 持っ て 偶像 を 打ち 、 粉 々 に 砕い て し まっ だ と 、 
この 節 は 示し て いる 。 又 、 右 と は 授 い を 意味 し て いる の で 、 当 節 は 、「 ア プラ ハム が 自ら の 朱 い を 果たす る 
像 を 打ち 砕い た ] こよ を 表し て いる と も いえ よう (21 恋 58 節 )。 
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。 
96. ア プラハ ム は 云え り 、[5 前 た ち は 己 れ が 刻 @e% Co 人 
ん だ も の を 拝 する か 、 プン いい e 
97。 前 た ち を 人 制 9、 ま た お 前 た ち が こ し ら え シン レレ シン 

た もの も 本 来 提 造 せる お 方 は 、 ア ッ ラ ー に の OS SE 15 


非 ぎ る か ?」 と 。 ( 注 29) 
98. 彼 等 は 云え り 、「 彼 の た め に 小屋 を 建て 、 を @> (6 RUIRGR1NKAIN 
の 火 の 中 に 彼 を 投げ 込め ] 。 


99. か く の 如 く 、 彼 等 は アブ プラハ ム に 悪 だ 
を 策 し た れ ば 、 わ れ ら は 役 等 を 痛 ? 
め だ り 。 ( 注 30) 


100. アプ ラ ハ ム は 云え り 、「 我 は 主 の 呑 に 行か 〇 み を < め 385 あう 
ん 。 主 は 必ず や 我 を 導 か ん ] と 。 デ 


101. し て 、 彼 祈り て 云え り 、「 モ よ 、 葉 に 装 


EERCOKYC 


OCS Cd て あら う 


し い 息子 を 授け だ まえ 」 と 。 マズ ン 
102. 故に われ ら は 、 寛 容 な る 一 男児 の 朗報 を ッッ ン 12 2 っ る ン ン 
AS 2 
アブ プラ ハム に 伝え た だり 。 ⑨ 全 みみ っ パウ 


199 を て 、 を の 子 が 、 ア ブラ ハム は 美 ま り rone 公知 シン 移 RE 
廻 れる 年 弓 に 成長 し た 時 、 ア ブラ ハム は 去 を の GL ICRPYM ーー 
えり 、「 愛 する 息子 よ 、 我 は 光 を 幸 牲 に 供え 。 る ぁ と 15 し GS 4 

た 】 
る こと を 夢 に 見 た り 。 き れ ば 、 流 、 乏 を ど 9 ー HGCERP 
う 思 うか? 」 と 。 息子 は 答え て 、 云 えり 、 。 負 0 る つら 1034 31v 衝 VA 人 で 
[ 移 上 よ 、 命 ざら れ だ 如く な し た まえ 。 ア ッ 


ラー の 思 し 召 し な ら 、 我 よく 耐え 忍ぶ 者 な ob 
る こと を 父上 に 証明 せん と 。 ( 注 81) 
> 意 に 従い が ラフ ハム 了 k 全 る (9 り ンマ イッ ン イ ン ノ 
104. 凡 * て 、 山名 は 神意 に 信 、 ア ブラ ハッ EIC 《 代 放 
が 息子 の 額 を 地 に 伏せ し 時 、 
105、 われ ら は アブ ラ ハ ム に 声 か け て 、 云 えり 、 タッ ーー 1z 人 6 っ イタ リッ ン ン ンク 
[アプ ラ ハ ム よ 、 の ee 5565 


注 29 次 人 方 の 道具 ほ と な る 手 、 足 
注 30 アブラハム の 敵 達 は 、 彼 に 刃 向 か っ た 為 に その 計画 を 妨 宮 き れ 、 深 い 局 辱 を や 味わっ た 。 
注 31 アプ ラ ハ ム が 、 神 の 命令 に 従い 、 二 人 の 息子 イシ ュ マ エル と イサ ク の どちら を 生け に え に た 捧げ だ か と 


いう 京 で 、 ク ルアー ン と 表 書 は 意見 を 異 に し て いる 。 聖書 は イサ ク で あっ だ 上述 べ (創世 記 22 章 2 節 ) 一 方 
クル アー ン は イシ ュ マ エル で あっ た と 明記 し て いる 。 (詳細 は 英語 版 参 照 の こと ) 
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06. 流 は すでに その 氷 の 約束 を 履行 せり 」 と 。 
か く の 如 く 、 わ れ ら は 善吉 を な す も の を 党 
す 。 

07. げに こ は 明 ら か な 試 績 な りき 。 


08. われ ら は すばらし い 機 牡 を 以 て 彼 の 息子 
を 周 い た り 。 ( 注 32) 

09. 面 し て 晶 に 、 わ れ ら は 後 の 世 代 の 人 々 に 
まで 彼 を 護 え せしめ た り 、 ( 注 33) 

10.、 すなわち 、「 ア ブラ ハム の 上 に 平安 あれ ] 
と 。 

11. か く の 如 く 、 わ れ ら は 痺 行 を 積む 者 を 党 
す 。 

scr 凍 

12. げに アブ プラ ハム は 、 穫 代 な る われ ら の 僕 
の 一 人 な りき 。 

13. また われ ら は 、 ア ブラ ハム に 、 北 し い 人 
間 の 一 人 だ る 預言 者 イサ ク の 誠 報 を 伝え た 
り 。 


14. その 上 ゎ れ ら ! 、 ア ブラ ハム と イサ ク を 
祝福 せり 。 然 れ ども 、 彼 等 の 子孫 の 中 に は 
善行 者 も あれ ば 罪人 も あり 。 ( 注 34 

第 四 項 

15. げに われ ら は 、 モ ー ゼ と アロ ン に 恩恵 を 

施し た 59。 


16、 すなわち 、 わ れ ら は 、 彼 等 両 名 ほそ の 民 
を 大 難 よ ょ り 雪 い 出 し た り 。 


5 多い 1 の < レッ セン ーッ ン 
0 も ES342 8 


eo が AA 8 
タロ ョ ン 。 うき テア ア 
OB のみ CO 3 


マッ 


ンプ 
アラ 
RI し あり 2| 
の 62 あめ らく 
@Gbesdlo8 0 


IOIGP2UNYC 寺 FE 


学 レッ 12 0 。 ニー フレ レレ 
@os3913 し 


Lt で E 際 PL1KK21 半生 
OOC3PIPJEKI 
を ターン ント ラ 1 コン ンコ イン レシ ジュ 
錠 と うら 25 0 2 の 3 
と タッ クー タン キタ 人 [る 2 ウタ 
の 53 る っ え 。 


ッッ トン 


を 2 マン ン ニッ ン ン ン 
⑨O の Aose ES A 鐘 2 


る IP の IHS 


注 32 
スラ ム の 生け に を の 法 に 従 


イシ ュ マ エル を 生け に えと し て 捧げ る 為 の アブ ラ ハ ム の 準備 は 、 ハ ジ (巡礼 ) の 磯 式 に 欠か せな い イ 
われ た 。 この 節 で は 、 ア プラ ハム の 時 代 に 流行 っ て いた 人 間 の 生け に え を 廃し 、 


代わ り に 動物 の 生け に え を 捧げ た と 暗示 し て いる の で あろ う 。 


注 33 


に と り 誇 り と な っ て いる 。 


注 34 


アブラハム を し て 後世 に 名 を 残せ し ゆ ゅ た の は 、 三 
の 弟子 達 より も 、 選 か に 偉大 な 教訓 を 授け られ だ たから で あり 、 


氷 教 で ある イス ラム 教 、 キ リス ト 部 、 ユ ダ ヤ や 教 、 
この 事 は 、 こ の 偉大 な る 創始 者 を 先祖 ょ 仰ぐ 人 々 


“われ ら は 、 ア プラ ハム と イサ ク を 祝福 せり 。" こ の 言葉 は 、 神 が イシ ュ マ エル を 通し て 、 ア ブラ ハム 


の 子孫 に お 与え に な っ た 祝福 を 示し て いる 。 イ サク は 、 別 に 、 そ の 名 前 で 書か れ て ある 。 
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17. 諭し て 、 わ れ ら は 彼 等 を 援 け 、 勝 利 者 た 
らし め だ り 。 


18、 その 上 わら れ は 、 事 理 を 明らか に する 経 
典 を 彼 等 に 授け た り 。 


19、 疹 し て 、 彼 等 を 正しい 道 に 導 け り 


20. 笛 し て 更に 、 われ ら は 後 の 世 代 の 人 々 に 
まで 彼 等 を 話 え せしめ た 9、 


21. すなわち 、[ モ ー ゼ ほ と ア ロン の 上 に 平安 あ 
れ !] ま 。 
22. か て の 如く 、 

す 。 

23. げに 彼 等 両 名 上 も 第 信 な る われ ら の 僕 な 
りき 。 

24、 次 に エリ ア も また 確か に 、 
りき 。 ( 生 35) 

25. エリ ア は を その 民 に 向っ て 云え り 、「 お 前 だ 
ち 神 を 長 れ ざる か が? 

26. パー ル を 畠 ん で 、 最高 の 合造 者 、( 注 
36) 

27、 すなわち 、 お 前 た ちの 主 で あり 、 祖 先 の 
主たる アッ ラー を 捨て る 気 か ?] と 。 

28. 然るに 、 彼 等 、 エ リア を 嘘つき と し て 過 し 
に れ ば 、 を の な せる こ と の 申し 開き の だ た め 、 
いずれ 神 の 御前 に 曳き 出 き れん 、 

29. 但し アッ ラー に 送 ばれ た 僕ら は 除く 。 

30. 前 し て 、 わ れ ら は 、 後 の 世代 の 人 々 に ま 
で 彼 を 計 え せしめ た り 、 


われ ら は 療 事 あな す 者 を 党 


使徒 の 一 人 な 


に イッ クリ ラン スン 
@cuM923 2 あの 2 の 3 
@ い ンタ WTC 2 
9⑨2 と CMzIESSS43 
サレ コッ ーー レレ イン レン 


プッ タ トン 12 タ 1 


9 〇 うう ぬう (の "2 


4 
@cssiess 3 や ) 


4 


@Gs6C 3) 


@S02 雪 3 と Ei 
アス ナル 


e3 多 9d65 
GOOMICBV DA 
OGK 
の その 1 た AG 
eo 人 9 
ssldAEEO2 


注 35 エリ ヤ は 紀元 前 900 年 頃 存在 し た 。 彼 は ヨル ダン の 東岸 


上 :17 章 1 節 ) 


に ある ギリ ー ド で 生ま れ た 。(ew. Enc. 列 王 


注 36 パール は 、 痕 言 者 エリ ヤ の 聴 押 の 崇拝 する ひと つの 偶像 の 名 で あっ た 。 こ の 人 々 は 太陽 を 2 


ル は 大 陽 神 で あり シリ ア の ある 町 の 入 々 は 、 そ れ を 崇め て いた 又 、 そ の 町 は 、 現在 は シリ ア に あり パー 


ク と 呼ば れる 。 
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31. すなわち 、「 エ リア と その 民 の 上 に 平安 あ フレ イン 人 
< 内 う 414 
lk。 @ou dl あく 
32、 か く の 如 く 、 わ れ ら は 交 事 を な す 者 を 党 @@ (TIE 
す 。 Cellso GOO も! 
3 
883. げに 彼 は 簿 信 を る われ ら の 僕ら の 一 人 な 4 の アシ 
つや 2 の オン ン た だい )) 
りき 。 の Oos る GoCg 22 も 
34. 次 に 、 ロ ト も また 確か に 、 使 徒 の 一 人 な te する 1 っ 
りき 。 @ ひ > 間 23\ 985 
。 ラン ッ > レッ プラン ン タキ グン イタ 
35. われ ら は ロト と を の 家族 を 救い た り 、 @⑯oes 1Als SS 3) 
36. 但し 後に 残れ る 連中 の 中 に 入り し 一 老女 クタ る 
31 1 
を 際 い て 。 @C も 3 EE 
37. る 後に 、 わ れ ら は 他 の 者 を 惹く 渡せ @ の 365238 
9 り 。 
と 2 性 が も 1 ッ タ タン プ 
38. げに ぉ 前 だ ちはる の 廃 表 の を ば を 、 朝 な 、 @O の eo 人 AO328 る 15 
39. 夕 な に 、 往 き 来 す 。 こ れ で も 、 な ぜ お 前 を レオ ラン シン よる (し 
た ち わ ゎ か ら ぎ る か ? ( 注 39 @653951 0 もう 
第 五 項 
40. 次 に 、 ヨ ナ も まだ た 確か に 、 使 徒 の 一 人 な の の の る る る 5 
りき 。 ( 注 38) 
41. 彼 貨物 を 満載 せる 船 に 逃れ し 時 、( 注 ) @o 先 ig 
) 
<E 3 セン レッ 。 ンタ ディ クイ ン ン (ンス 
42、 水夫 と 共に 鐘 を 抽 き 、 負 けた 9。 @Cus<AU1O2O55 24 じ 3 
43. 自 資 の 念 に か られ て いる 時 、 一 魚 あり て @ 和 を の 作 生 41 に SI 


彼 を 呑め り 。 


注 37 ph ト が 伝 造 に 歩い た 町 ツ ド ム を し て ゴモラ は 、 ア ラブ の 糸 商 が 太 夜 通っ た 、 シ リア か ら ア ラビ アム 撤 
ける 街道 沿い に あっ た 。 クル アー ン の 他 の 拉 所 で は 、 これ 等 の 町 は 、 今 で も 存在 し て いる 道 に ある (15 意 77 節 ) 
上記 き れ て いる 。 


注 38 ヨナ は イス ラ エ ル の 聞 言 者 で 、 ジ ェ ロ ボム 二 世 、 又 は ジェ ホ ハ ズ の 治世 で あっ た 上 世紀 に 存在 し た 。6 
章 87 節 及び 88 委 5 参照 


注 39 班 書 に よれ ば 、 ョ ナ は 神 ま リ ニ ネ で に 呪い を か ける 様 命 ぜ どら れ た に も か か わら ず 役 は 神 の 意 わ ず 
タル シー シ へ 多 れ た (ヨナ 書 ・ 1 章 3 節 )。 ク ルアー ン は 、 こ の 聖 革 の 記述 は 神 の 預言 者 を 非難 する も の だ と し 
議 を 唱え て いる 。 しろ 、 クル テー ン は ョ ナ の 人 々 に 対し 既 り を 表し て お り 、 彼 等 が 神 の お 告げ を 拒ん 
-、 ヨ ナ は 彼 等 か ら 逃 れ た の で ある 。 
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44. 彼 も し 神 を 護 た る 者 な ら ぎ ざり せ は ば 、 


145. 必ず や 審判 の 日 まで 魚 腹 の 中 に 居 た り し 
な らん 。 

46. 錯 る に 、 わ れ ら は 、 彼 を 荒涼 だ る 岸辺 に 
打ち 上 げた り 。 前 し て 、 彼 病み の 。 

47. され ば 、 わ れ ら は 、 彼 の 上 に 衝 の 木 を 繁 
ら せ り 。 


48. 前 し て 、 わ れ ら は 、 役 を 使徒 上 し て 、 十 
万 人 、 い や を れ 以 上 の 人 人 々 の と ころ へ 造 わ 
し た り 。 

49. 六 し て 、 彼 等 みな 信じ た れ ば 、 わ れ ら は 
彼 等 に 匠 叶 生 を 楽し せこ と を 許し た り 。 
50. 彼 等 ( 注 40) に 箕 ね よ 、 彼 等 の 主 は 各 を 
有 し 、 彼 等 は 息子 を 有 す ほ 云う か と 。( 注 

4 れ 1) 

51. また 、 わ れ ら は 天使 た ち を 女性 に 創り 9 し 
か 、 彼 等 之 を 目撃 し た と 云う か と 。 

52. 彼 等 の 云う と ころ は 、 歴 然 た る 作り ご と 
な り 、 

53. 「 ア ッ ラ ー が 子 を 生 め り 」 と は 。 彼 等 は 
間違い な (嘘つき な り 。 

54. アッ ラー は 息子 より も やしろ 娘 を 選び た 
る か ? 

55、 如何 が し た ? 


液 等 どう 判断 する か ? 


56. お 前 た ち ま だ 反省 せ ぎ ざる か ? 


ツン > 


9 の の 


ンク 


@O2 タダ 生き 


の も 


4 ウ 2 。 の の 5 少 3 も 8 


1 タン ンス 
22 


で ンタ タッ 。 ン ラップ 2 シャ ン あと ン 
(OOYCOCH IP の TyICHV61 


ク 


oe 


4 タッ シャ ン 
ls 


マン ラル ンタ アテ 
@ の 6 が 2 る COLdb2(se26 


と 


oe 233GCL SOC 記 


る シノ 


マン タラ タン 。 
So 


2 クタ ェ 


の めい 


ンタ 1 
a の 15 603 


@C ン っ 
@6 導 る 騎 


3 の @ ぅ る T 
57. それ と も 、 明 ら か な 証拠 で も ある の か ? SS くま 
58. も し 前 た ちの 言葉 が 本 当 な ら 、 前 た ーッ シッ 
びら いいっ 1 1 ご 
も の 経典 を 出し て 見 せよ 。 @Gsos eo 
注 40 不信 心 者 の メッ カ の 人 々 。 


往 和 4 れ 
像 叶 拝 と し て 非 難 きれ て いる 。 
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アラ ブ の 人 々 は 、 神 の 力 を 天使 の 為 せる 業 と し 、 天 使 達 が 神 の で ある と 信じ た 。 


この 事 が 此 所 で 偶 


第 三 ト じ 章 テッ サー・ フ ァ ー ト 
59. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー と 妖 起 と の 間 に 血 線 あ とし GMO 816626 と < 
り と 主張 す 。 然るに 、 妖 電 は 審判 の た め 神 
の 御前 に 曳き 出さ れる 身 な る こと を 承知 そま 1 EET 
す 。 
60. な る か な アッ ラー、 彼 等 が 彼 の せい に ュー レン 
する も の か ら 超 越す る 御方 。 5 Ss あら 
61、 な れ ど 、 ア ッ ラ ー に 選ば れ た 僕ら は 、 か ンタ 
く の 如 きこ と は な きず 。 te 。 PO 
62. お 前 た ち 、 並 びに お 前 た ち が 岩 捧 す る も コン ッ タ < イン ン ん る し 
の は 、 久 
63. アッ ラー に 途 ら っ て 何人 も 輝 わ すこ と を 4 セ 4 て 
得 ず 、 @C レン 1 
64. 地 鍛 の 火 で 焼 か れる 者 を 除い て 。 っ dc とう 
65. 天使 た ち は 云 2 、[ 我 等 の う ち 一 人 と し て る 人 22 7 作 レン 
定め され た 部 斬 を 持た ざる 者 は な し 。( 注 @ 32249E5Cs 
42) 
で る デレ 円 
66. 我 等 は 列 を な し て 整列 し 、 @6 あ し 2 83615 
67. アッ ラー の 栄光 を 護 え 牽 る 」 と 。 @6 移 208 CSI 
68. 彼 等 は 常々 か 〈 寺 え 5、 Go 
69. 「 も し 我 等 が 古代 の 人 々 の まう に 聖典 を @OA39io25S っ 82 8 
有 し た な ら ば 、 ^ 
70. 我 等 は 稚 か に アッ ラー の 選ば れ た 僕 に な 3 し に ほる 
り し 6 の を ] よ 。 EAIPOPCGY 
7.。 と ころ が 、 。 ぎ ざ ク ルアー ン が 彼 等 に 降 ぇ プン 2 タイ ラン シッ ンス イン 2 
ほ 、 彼 等 は 之 を 信 ぜ ず 。 さ れ ど 、 彼 等 は や OO ぁ め 38 
が て 思い 知ら ん 。 
72。 げに われ ら の 言葉 は すでに 使 矯 た る われ に ンタ ロク ラン ン ン 335 
ら の 後 ら に 告げ 知ら せ た り 、 @ の oeICEJESGS2 
ア AT 
73. 便 午 たち が 救援 きれ る の は 確か な り 、 @68 品 当 の 
注 42 この 言葉 は 、 あ る 人 々 の 言う 様 に 、 天 使 を 指す の か も し れ な い 。 他 の 人 々 に よれ ば 、 そ れ は 信者 に つ 


いて 述べ て いる 事 に な る 。 
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第 三間 テッ サー・ フ ァ ー ト 
74. また 勝利 する は われ ら の 軍勢 な り と 。 @ の 600286S は 85 
ミッ ラン セン ン 
75. きれ ば 、 流 、 し ば らく 彼 等 を 願 み る な 。 Gee を る Ed 人 
し か _- _ イッ ター タタ ン ッ ンク ラス タイ 
76. 宣 し て 、 彼 等 を 見 守れ 、 役 等 に 己 が 末路 OO G23 4 
を 見 せしめ ん が だ め に 。 
77. な ん と 、 彼 等 は われ ら が 刑 呈 を 併 促す る @Cc PGW NM 
か ? 
78. され ど 、 い ざ そ を れ が 彼 等 の 中 尾 に 降る 時 、 SeCz 交 3 LC 
を は 警告 され た 人 々 に は 祖 な る 朝 な る で 
し 。 (※43) 
」 
79. きれ ば 、 液 、 し ば らく 彼 等 を 呈 み る な 。 @es あ 432 
80. 大 し て 、 見 守れ 、 彼 等 に が 末路 を 見 せ @635 クイ ッ ンタ ッ スイ る 
19 みう う 
し ゅ ん が た め に 。 ププ 守 
81. 聖なる か な 流 の 主 、 楽 光 の 計 、 彼 等 が 主 で ン ッ タレ イン ン に 生 ンク ョ レン シュッ ク 
張 する も の の 上 に 超 在 す 。 @o98e お 引 の 


で の ッ レッ タ る 
82. 使 後 た ちの 上 に 平安 あれ ! ( 注 4⑭ IOIGtVO6()P ら AM 
と アッ イェ 2 し 】 
83. 議 を あれ アッ ラー、 人 万物 の 主 。 の ou es2 あ 5 ASS を 
注 43 この 言葉 は メッ カ の 人 々 に と り 最 悪 の 日 と な っ た 、 メ ッ カ 落 の 日 を 指し て いる 様 だ 。 こ の 時 、 総勢 


一 方 の イス ラム 軍 が メッ カ の 郊外 に 押し 寄せ た 。 
信者 の 側 に 煙 か し い 勝 利 が も た ら る れ だ た 為 、 


注 44 
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メッ カ の 人 人 々 に よる 反 イ スラ ム の 企 て は 共 く 失敗 に 終わ り 、 
彼 等 の 屈辱 の 器 は 溢れ ん ば か り に な っ た 。・ 


この 若葉 は 、 企 預言 者 及び 神 の 使者 を 代表 する モハ ッ マ ド 聞 言 者 を 指し て いる 様 だ 。 


(メッ カ 秋 


あき ね 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 退 く ア ッ ラ ー ー の 御名 に お い 

て 。 

2. サー ド 。※ 訓 戒 に 満ち あたる クル アー ン に か 
- け て 玖 う 、 そ は われ ら が 啓示 の 言葉 な り 。 

※ 宮 の 神 

3. 信 ぜ ぎる 者 ども は 間違っ た うぬぼれ と 憎 し 
み に 深く 染まる 。 

4. 彼 等 以前 に 、 わ れ ら は 如何 に 多く の 世代 を 
滅ぼし た こと か ! 彼 等 は 落 悲 を 嘆願 し た 
けれ ど 、 す で に 遅く 、 逃 れる 間 な か りき 。 


5. 彼 等 は 自分 た ちの 中 か ら 敬 告 者 が 登場 せる 
こと を 驚き 怪し む 。 し て 、 不信 心 者 ど も 
は 云え り 、「 こ は 大 山師 の 妖術 つか いな り 。 


6. あの 男 は 諸々 の 押 々 を 、 唯 一 の 神 と な す と 
な 7 こ は ま こと に 奇怪 な こ ほ なり 」 と 。 


7. 役 等 の 長老 た ち は 触 れ 歩け り 、 「 住 け 、 お 前 
だ ちの 神々 を あ ( ま で も 護持 せよ 。 こ は 金 
まれ だ た る こと な り 。 


8. 我 等 は 今 まで の 宗教 に 、 か く の 如 きこ と あ 
る を 開か ぎる な り 。 こ は だ だ の 作り 話 に す 
ぎ ず 。 


9. 我 等 の うち あの 男 に の み 訓 戒 が 降り た る 
か 」 よ 。、 役 等 は わか を う 。 彼 
等 は まだ わが 笑 硬 を 味 わ ざ る が 胡 に 。 


10. 僅 力 者 、 厚 施 者 た る 流 の 主 、 そ の 訂 井 の 宝 
庫 は 彼 等 の も ゎ の な る か ? 
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示 ) 


1 重い まい 1 


AO る くっ ロッ っ レル 1 人 る 
SCS eS ら 63505 


2 タ 。 2 る タ の の 
の 25 和 35 層 sz 


KG 


イイ る 1 


GA を IA DUAS99GS) 


し アナ ルル 2 
25BEslo に 913 
導 る 2 スル る を 2 


の っ ら も 9 lo を 
KNNENg EC 


第 三 十 八 意 


す ー ド 


4 の っ 5 
1. また 、 天 地 ほ その 間 に あ ぁ 一切 の 大 権 は 彼 を シン スィー の し いる 放 導 25 
EK ITOYeT ら 
等 の も の な る か ? 果して 然 ら ば 、 彼 等 を ブイ ーー ィ 1 
し て 勝手 に 手 ど て を きせ て 、 登 らし め よ 。 ooCg) 刀 
( ほ 1) - ~ 
2. 彼 等 は 、 そ こ に て 敗退 せん 同盟 軍 な り 。( 注 2 ンク ルレ ュ の タタ ッ ン グマ タ トン の 2 タ 
eo 9EAGSS 
3、 彼 等 以前 に ち 、 ノ ア の 民 、 ア ー ド 並び に 貴 タッ ン ッ < タレ る ーッ を タッ セッ タイ と ッ ン そ / 
大 を る ファ ラオ の 民 が 便 全 たち を 偽り 者 。 2 お 32C3 る ジラ ウタ ば Cy 
ュ 。 ツー レッ ン > タタ 
し て 過 し た り 。 @ 時 当る 
4. まだ サム ー ド 族 や ロト の 民 、 並 びに 森 の 住 < 和合 yol る 4 ンク 2 る し 
1 1 こい 15 と っ 
人 た も 、 こ れ ら 6 は みな 使徒 た ち に 敵対 せる 。 2 タ / ン で フン ウツ う 
ッ ン 
同盟 者 な りき 。 oO 
る 
5. 彼 等 は 皆 、 使 徒 た ち を 偽り 者 と し て 過 し た は US 5 で 知 ンタ ク る る の 
) AU NL Sc 
れ ば 、 わ が 科 還 は 当然 彼 等 に 襲い か か り た JP 
5。 
ー 第 二 項 
> あわ 筐 の 風 ど ュ ナー 講和 ーッ スン の 名 ブッ ン の ーー ンク タタ ンー 
6. 共 し て 、 こ れ 等 の 填 と 6 は た だ 一 二 を 合っ oooB4 る 9 る 多 人 5 
ば か り 、 も は や 一 上 の 償 子 も あり は せめ 。 ク 
7. 彼 等 は 云う 、「 主 よ 、 清 算 の 日 に 先立ち て 、 に ES ec (で の 所 2 ン 
ご 3G ン 
我 等 の 頂 翼 する 分 を 急い て 下 し た ま ぇ 』 ほ 。 ウ ヒラ zJSESEO ま の 5 
っ ー。 ょ > 、 で の ッ フレ 7 ン フン ッ ン > る アタ 内 
8 役 等 が 何 を 云 お うと 耐え べ 、 曽 し て 、 わ JNISS5bCc335 35 らら 
れ ら の 僕 、 実 力 者 ダビ デ を 憶 い 起 せ 。 げ に ィ ン シ 
彼 は 常に 神 に 顔 り た り 。 OSIHED)| 
9. ゎ れ ら は 山々 を ダビ デ に 従わ ちせ し む 。 す な うみ し CA422 EE 多 ! 
わ ち 、 山 々 は ダビ デ ト 共 に 、 朝 な 夕 な 神 の 二 和 和 昌 っ 
計 美 を 賀 し 率 り た り 。 ⑨9S| 
20.、 また 、 鳥 た ちち も 呼び 集め て ダビ デ に 従わ せ ンプ る 免 る ン タ タッ ン ン ラロ セロ ン 
し むれ ば 、 北 群れ 来 た り て 、 神 に 頼り 9 たり 。 OCR の 
注 1 不信 心 者 義 が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 逆らう た め ゆ 財 産 を 集め て 増やし て も 無駄 で ある 。 
注 2 この 千 に は 、 預言 と 挑戦 が 同時 に 示 る 和 れ て いる 。 挑戦 と は 意 の 勢力 に 向け られ だ もの で ある 。 彼 等 は 、 


イス ラム 軍 の 豚 進 を 阻 も うと 、 宮 を か き 集 め 、 強 力 な 連合 軍 を 作っ た 。 又 、 聞 言 と は 次 の 様 な も る の で ある 。 も 
し 不信 心 者 の 連合 軍 が イス ラム 軍 を 存 止 する な ら 、 不 名 誉 な 完敗 を 喚 す で あみ ろう 。 こ の 明 百 な 聞 苫 は 、 堀 り の 
戦い で 文字 館 り 成就 きれ た 。 
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第 三 十 久間 テー ド 
21. 更に われ ら は 、 ダ ビデ の 王権 を 強化 し 、 知 232 全く と SE る 
貞 と 断固 た る 判断 と を 与え だり 。 
@ 台 | 
22. 液 は 、 論 争 者 が ダビ デ の 私 室 の 胡 を 乗り 越 イッ ラ ッッ ネン 
ら て 入り 涼 た ね る 物 衝 を 、 前 きた る こと ち の ご 人 b83362488 HIJ2 
る か ? 
29、 ダ ビデ は 彼 等 が 入り 来 た る を 見 て 第 けり 。 2 2 が の 5293 軸 も 5 
oe とら うう 5 っ 
人吉 は 云え り 、「 必 本 めき さる な 。 救 等 両 名 は 9 2 2 と うう 
語 訟 の 当事者 な り 。 い ずれ か が 相手 に 不 下 CSAG eS る る お らら 
を な し た れ ば 、 我 等 の 問 を 公正 に 六 き た ま し 本 洛 シ 1 
ん 、 不 公平 な きま よう 、 我 等 正造 導き 給  @ 呈 0 少 2dLA2 史 おおき ゅ db 
え 。 
こ 我 が 2 赴 の 4 ン タス 2 こく の っ ゃ イン 1 
EL AtHolor と 3NSeoo38549Cuo の 
手 を 所 有 す 。 伏 る に 、 我 が 牝 拳 は た だ の 一 る ンー ンク イレ テン スレ ン ン に タン < る る 
頭 な り 。 に $ か か わら ず 、 兄 は 『 を の 慈 半 の う テ うい oo OS > 4 
を 我 に 委ね よ 】 と 横 車 を 押せ り 」 に 。 ーー、 
@oU5adl9 
25、 ダ ビデ は 云え り 、「 自 分 の 牝 半 に 流 の 牝 羊 を dd yeLUED US 
併せ 加え ん と する 彼 の 要求 は 、 確 か に 不当 レン クタ レア ルッ 。 ク クン 
な り 。 げ に 共同 で 仕事 する 者 の 多く は 、 互 ( ゆ SOEesC あ AEHIO3PS る 1 う 
に 赤 を な す 。 た だ 神 を 信じ て 療 行 を 横 せ 者 。 ァ レー 人 す 
を 除い て 。 書 る に 、 そ の ょ うな 者 は 実に 少 2 PSWIINKS4KOYGAD1 
し 」 と 。 時 に 、 ダ ビデ は われ ら が * 彼 を 試み EE 72322 # 代 る ンス 2 る と の 
gs 
た る こよ に 気づき 、 半 に 内 邊 を 語 い 、 入 押 ファッ ウシ CID59 
に ひれ 伏し 、 主 に お り せり 。 @c じ 5 
か の 召 柱 間 > タッ タン 179 アァ レン 5 イグ ン レ レ ュ ンー ン ラン プン 
26、 き れ ば 、 わ れ ら は 彼 の 師 慢 を 散 し た り 。 げ 29)Eoio 52 負う 65858 
に 役 は われ ら の 側近 く の 高い 傍 階 と 索 晴 ら - 1 
し い 帰 短 を 得 た り 。( 注 3) @s 
27. か く て われ ら は ダビ デ に 云え り 0、「 ダ ビデ 6 KGUS << GUAEI HKW 
よ 、 わ れ ら は 液 を 、 地 上 に 診 け る われ 5 の 。 ラン 
デー 台 と 
代理 者 と な せり 。 き れ ば 、 人 と 人 の 間 を 公 oe のち Sboo 
平 に 裁判 し アッラー の 遺 を 踏み は ず き ぬ 6 レン 
よう くだ ら ぬ 欲望 に 従う なかれ] と 。 げ に 3W2494k tJSZG 
注 3 この 言葉 は 、 ダ ビデ に は 道徳 上 の 欠 点 や 精神 的 弱る $ の な か っ た 事 を 示し て お り 、 型 壮 が 彼 に 負わ せ だ 
間 通 の 罪 を 事実 上 否定 し て いる (サム エル 書 下 、11 章 4 節 、 5 節 )。 
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第 人 誠 サード 
アッ ラー の 遭 を 端 み は ず す 者 は 、 清 算 の 日 イン シッ レ 夏 。 る 2 」 

ー 人 CBIMt 軸 いる の 6 

を 計れ た が 艇 に 、 必 講じ 癌 を 従 64。 ら g に ybbOo あ 1022 の 癌 を 


っ 。 三 項 ams 4 ク っ ラン 
28. われ ら は 笑 地 と を の 間 に 在 る 一 切 を 、 徒 に CC&SC2O5312 和 SE 科 じ 5 
創造 し た に 非 ず 。 そ は 不信 心 者 ど も の 考え っ 9 クン. て 。 の MM 】 
な り 。 軍 な る か な 不信 心 者 ども 、 楽 火 の 部 tfAN 8 の 0 


砂 に 。 
@XEMe2 


29. われ ら が 、 信 じ て 問 行 を 積む 者 と この 世 で * ぅ 3 12461GA 四 2 
1 WI gid は > 1 
不正 を 働く 者 し を 、 同 じょう に 通す る と 思 ッッ に 
うか ? 開 し い 人 を 、 邪 如 な 者 と 同じ よう DE3129Ct30 PE あり )P1 
に 過す る と 思う か ? ーー 


30. こ は 湊 に 啓示 せる 経典 な り 、 祝 福 に 満ち て 、 NMGRO2C :Z 
う AU ! 1| 
人 々 を し て その 諸 節 を 原 起 せしめ 、 ま た 理 ROOTERNS 
解 力 を 時 与 せら れ た 人 々 を し て 之 に 心 を 留 PE 
めし ゅ ん が だ た め の 。( 注 4) 


31. わ むら 6 は ソロ モン を ダビ デ に ラサ えた だり 。 優 SUOCI る 3250 EC35 
れ た る 僕 な りき 。 彼 は 常に われ ら に 粗 る 。 


@ ざ 史 
32. 或 る 日 の まで れ 、 駿 馬 が ソロ モン に 献上 ら る タ 3 
せら れ た る 時 、 CRY の) チビ 
33. 算 は 云え り 、「 我 は 主 を 思う が 故に 、 馬 を 好 > ンタ ラッ ンタ ン 
1 
む 」 と 。 彼 を れ ら の 馬 に 夢中 に な り た だ れ ば 、 つれ つづ ぶる あ OS 
馬 が 垂 幕 の 背後 に 隠れ た る 時 、 云 えり 、( 注 @ こ に まあ メン 


5 ) ・ ン マシ 


34. 「 馬 を 連れ 戻せ ] と 。 か く て 、 ツ ロモ ン は AG2U222 < 2 
験 馬 の 脚 や 盟 を 撫で 始め た り 。( 注 6) OCG 33555 kt 5 


35. まだ 、 わ れ ら は ソロ モン を 試み て 、 を その 王 ュー っ を クイン フュ イタ (ロン 2 インノ 
岩見 せ か り の 内 儲 を 押え た り 。 ゃ が て 、 あう ED ESO9 う 
注 4 クル アー ン に は 、 全 宗教 の 基本 的 、 普 遍 的 教 藤 、 及 び 永遠 不滅 の 教え が 表 き れ て お り 、 人 間 の 必要 と 
する も の を 十 二 分 に 備え て いる 。 

注 5 神 は ソロ モン に 力 と 宮 を 授け られ た 。 役 は 広大 な 王国 を 支配 し 、 そ の 為 踊 力 な 軍隊 を 持 だ ね ば な ら 6 な 
か っ た 。 騎兵 隊 が 彼 の 軍 の 主力 だ っ た の で 、 当然 彼 は 血統 の 良い 馬 を 愛好 し た 。 ソ ロモ ン の 台 を 愛す る 気持 は 、 
競 島 の 愛好 者 や や 馬 の 繁殖 の プロ の それ と は 違っ た 。 種 の 大 毅 の 戦い に 島 は 用 いら れ だ の で あり 、 そ れ は 貴 創 造 
主 へ の 彼 の 愛 か ら 生 じ る も の で あっ た 。 

注 6 ッ ロ モン は の 行進 を 眺め 、 馬 を ほめ る た め 、 自 分 の 愚 の 首 や 足 あ さわ っ た 様 だ 。 
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ツ ロ モン は 表 し を 求め て 神 に お 郊 り せり 。 @ の 1 33 る っ < 
( 往 7) 

36. ツ ロモ ン は 評 え り 、「 我 が 主 よ 、 我 を 表 し 給 ン 
ぇ 、 前 し て 、 後 世 の 何 入 も 有 ち 得 ぎ る 王国 う 
を 我 に 授け 給え 。 げ ば に 液 は 素晴らし い @ 
施 写 填 に まし ます 」 上 。( 注 8) 


37. きれ ば 、 わ れ ら は 風 を ツ ソロ モン に 従わ せしめ タッ ン 玩 う 。 多 2 る る 1699 


に と コ 
た れ ば 、 風 は ソロ モン の 命ずる まま 、 そ の ーー プ デ プ 
欲す る と ころ へ 静か に 吹き 行く 。 @ つ 1 
38. また 巨人 た ち を 従 ち せ し ゆ た れ ば 、 を の 中 タン フイ タン ッ | る 
に は 各種 の 生 築 家 や 潜水 夫 た もち 、 @oe う Eo OAI 
39. その 他 足 か せ を か けら 6 れ た 者 6 あり き 。( 注 る 。 る セタ ン ッ スリ 
9) @ 状 29Goo 包 る 3 お 
40.「 こ は われ ら の 針 物 、 大 ま か に 振舞 う 6 も よ  G し に 。 2 る EE 箱 ンス 
し 控え 日 に する 6 よし 、 液 の 奄 た 4 ラタン SoeUlovSE3UEIOa 
し] 
衝 、 かく し て 、 ツ ロモ ン の 位 購 は われ ら の 側近 こ に ン ッ クン と 
(に 上 直 め て 、 素 晴らし い 帰 処 を 得 た り 。 っ Eo の 2 63s 43 
第 4 項 
42. われ ら の 僕 ヨ プ が 王 に 向っ て 「 悪 詳 。 は 我 を 2Z。 る <252 ア ン て 閣 【 人 セッ ン 
を ん なん し ん (の や | だ NE 1 
銀 難 幸 間 に よっ て 悩ま せり | と 話 え だ る 時 OO の CE 
を 思え 。 @o23o 和 る 1 


43. われ ら は ョ ヨプ に 命じ た り 、「 流 の 司 5 を 流 の 足 の 233 る じ レタ レン ックス ュ セン 2 る 
て 中 り せ て 、 すみ や か に 出発 せよ 。 狼 6 ば の ob っ OSselo ぁ de os 人 5 


後 処 に 、 身 を 浄 め 、 飲 め る 清涼 な 水 あ り ] 
と 。 

注 7 34 意 15 節 で は 、“ 一 匹 の 地目" よい う 語 が 使わ れれ て いる 。 こ の 語 は 、 ソ ロモ ン の 忠 子 で ) 後 熊 者 の 
レ ハ ベ アム ある い は 婦 族 に 反旗 を 模 し た 無能 な 家 炒 ジェ ロボ アム を 指し て いる 様 だ 。 ソ ロモ ン は 、 自 分 
の 死後 、 を の 正 国 が 無能 な 者 の 下 で は 、 そ の 領土 を 維持 で き な い で あろ うと 信 っ た 。 そこ で 、 彼 は 神 に 向 
か い 白 っ だ 。 こ の 白 り は 次 節 に 述べ られ て いる 。 列 王 上 : 12 章 28 節 参照 の こ と 。 

注 8 ツ ロ モン の つか の 間 の 王国 も 、 彼 の 死後 、 息子 の 無能 さき に より 崩壊 する で あろ うと 彼 が 予知 し た 事 は 、 
肝 委 に 示さ れ て お り 、 そ こ で 役 は 、 押 が 彼 の 一 旋 に 授け られ 殊 の 王国 が 続く 様 に と 祈っ た 。 “な ん びと も 持ち 
得 ぎる 有る 王国 を 我 に 援 け 給 え " この 言葉 を 文字 通り の 帝 味 に 取る な ら 、 ソ ロモ ン の 祈り は 、「 彼 の 死後 、 彼 
の 権力 と 栄光 を 継ぐ 王国 は イス ラ エ ル の 日 に で き ない 。] と 解釈 きれ た で あろ う 。 

注 9 21 章 83 節 、34 斉 13 節 14 節 に 区 べら れ た 様 に 、 ツ ロモ ン は 、 和 領土 内 の 未開 人 、 野 刻 人 や 反 : 抗 的 な 山 
合 民 族 を 支配 下 に 治め た 。 彼 は 彼 等 を 入隊 きせ 、 彼 の 様々 な 働き を きせ た 。 前 節 の 巨人 、 34 章 13 人 節 の ジン 


(所 良 ) は 、 こ の 人 々 を 指し 、 彼 等 が ソロ モン に な えら れ た 仕事 も 同種 の ちの で あっ た (歴代 志 申 下 2 音 1 節 、2 節 ) 。 
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44. 面 し て 、 わ れ ら は 慈 看 に よっ て 、 ま た 思 應 Es2 0 も 4 半 包 マッ マン ン 
Ao os2 っ 全う う 
ある 信 々 へ の 訓 戒 た らし むる た め 、 ヨ プ に CS 
家族 と 多 て の 籍 族 と を 授け た り @oJMe85 
45. 六 し て 、 わ むれ ら は ヨプ に 命じ た り 、[ ひ ょ っ で 23928 ら >56G は gdA る っ 
か み の 乾 いた 小枝 を 撮り 、 そ を それに て 打 て 。 ウェ ラン 
流 の 約束 を 破る な か れ 」 と 。 わ れ ら は 彼 が @ ざ 別 人 % 5 負っ お と 6) 
到 耐 強く 立派 な 僕 な る を 知れ り 。 げ に 彼 は 
常に 神 に 頼り た り 。 ( 注 10) 
46. また 、 実 力 と 蔵 見 を 有する 人 々 、 わ れ ら の (お の SG の 1224 2 旋 5 
僕たち も アプ ブラ ハム と イサ クト ヤ ュ ブ を 選 レッ 
ラン クレ っ ラン > 
え 。 @JL229 じ ga 
47. わ れ ら は 特別 な る 目的 の た め に 彼 等 を 選び IP の FAN 924AIE 
に り 、 す な わ ち 、 来 世 の 住居 の 人 々 を 連想 ク < 
る せる だ め に 。 
48. ま こと に 彼 等 は 、 わ れ ら の 日 か 6 見 て も $、 @ じ 3 ンス 2 っ 
AR る ーー 
信良 旦 つ 最 良 の 従 類 な り 。 oO ee 
盆 。 
全 また イス マイ ルト キリ テテ 生 11) と 35 MIKU Ep 
5 MK 735 
ズー・ ・ キ フル の こ と を 思え 。 彼 等 は み の 2 と や 」 
と 遇 の 科 を りき 。 9 
50、 こ は 訓 戒 な り 。 毅 し い 人 は 必ず や 素晴らし 462 半 
い 帰 処 を 得 べし 。 
51. すなわち 、 氷 遠 の 御園 な り 。 諸 門 は 彼 等 の の 人 委 oz 
た めし 開か 
52. を の 中 で ゆっ た り と 身 を も た せ て 、 沢 山 の 35o テ so 
果物 や 飲物 を 望み の まま に 注文 せん 。 - レ る る 
@ ウ のり マ う 
注 10 「 液 の 約束 を 破る ゐる なかれ] が 意味 する 語 は 、 偽 り を 受け 入れ な い 、 つ まり 、 偶 像 崇拝 や 多神教 妥協 


する 事 な く 、 確 固 と し て 唯一 神 を 


を の 


千 11 
章 87 節 も 参照 の 事 。 


い を 洒 た き な け れ ば な ら な い 。 


エリ シア は エリ ヤ の 弟子 で あり 後継 者 で あっ た 。 


続け る よう に と いう こと で ある 。 この 言葉 が 、「 い を 破っ て は な ら な い 」 
と いう 意味 な ら 、 こ の 人 節 は 、「 ヨ ブ は 一 族 の 者 達 の 意 慢 が 元 で 彼 等 と 補 を 分 か っ だ の で 、 彼 等 に 合流 し た 後に は 、 

怠慢 を 罰する と 区 っ た 。] 事 を 示す も の と な る 。 し か し 、 
の 様 な 神 の 命 を 受け た 。 喜 びと 違 謝 の 時 に 彼 等 を 厳し く 宮 し て は な ら ず 、 


彼 は 、 


彼 等 に 合流 し た 時 、 当 節 に 示 き れ て いる 通 
彼 等 の 苦し み が 最 少 で 済む 様 


彼 は 紀元 前 938 年 か ら 828 年 まで 存在 し た 。 6 
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ルッ アン ター ン 


53. 前 し て 、 彼 等 の を ば に は 、 同 じ 年 頃 の 伏 月 @ の 放っ 人 りら oO な 2 


が ちな 乙女 ら 6 侍 ら ん 。 
54. こ は 清 算 の 日 の た め に 、 お 前 た ち に 約束 せ ゅ oo し の 4 
ら る る も の な り 。 ( 注 12) シン グ つ : 
55.、 げ に こ は 尽 きる こと な きわ れ ら の 給 蔵 な (は の 
5 。 プ メ 
56 、 信 “る 人 々 は か く の 如 し 。 さ れ ど 、 夏 寺 な 9 る 82 は 
徒 三 に 1 は 悪し き 帰 処 あ り 。 ラ リン ン 
57. すなわち 、 地 獄 な り 。 邊 等 は を の 中 に て 焼 @KJl と 3 所 ョ ン 4 


か れる べし 。 あ あ 、 な ん と 無 徐 な 唄 処 か な 「 
58. 人 な 信和 # る も の は 、 か く の 如 し 。 さき 
ば 、 彼 等 は これ を 味わえ ん 、 す な わ ち 煮え 
に ミ る 液体 と 狂 烈 に 浴 な い 悪 頻 を 放 つ 飲 物 
を 。 ( 注 13) 


59. その他 に も 、 こ れ に 類する きま ざま な る @6b 263 2 
と 
芝 あ り 。 GE1 の で の | 邊 その 2 

22 る 


か し ゅ っ イラ フッ ンク イー シン ン の る 3 も の 2 る ュ 

60. 不信 者 ども の 普 領 は 告げ られ ん 、[ こ はお ょ の 1 で Eco すら 282 1 ひみ 
前 た ちょ と共に 無鉄砲 に 突き 進め る 一 軍 な 軍 
り 」 上 。 彼 等 は 歓迎 せら 6 る べく も な し 。 役 OPTI 
等 は 業火 に 焼 か れる べし 。 ( 注 15) 

61. 役 等 は 首領 た ち に 向っ て 共 わ ん 、「 お 肖 


@8G33 人 < タッ タン 9 


ない 22Ou IOA 


クッ タッ イブ ュ タッ クン フッ プン 2222 
UCSe8 び 員 
こ を 歓迎 せら れ ぎ る 者 な り 。 我 等 を 邪 造 に リン 。 
導き 、 こ れ を 準備 ざる は お 前 た ちな り 。 な @5391 CA 1 
ん に 無惨 な 克 処 か な !」 と 。 ( 邊 16) 


注 12 全て の 人 々 が 、 を その 5 
は 、 こ の 世 の 全 人 人 類 、 社 会 、 国 人 


注 13 地獄 に ある 人 々 は 、 熱 湯 か 冷水 を 飲む 事 に な ろう 。 彼 等 は 、 神 よ り 接 か っ た 能力 を 適度 に 用 いる 事 な 
*、 和 極端 に 走り 、 中 座 を 重んじ な か っ か た 衝 、 極 度 ` 水 が 、 き も な くば 冷た い 水 を 飲む 志 に な る の で ある 。 


注 14 本文 に 示さ れ た 意味 以外 に 、 当 館 に は 次 の も ある 。「 役 等 と 同じ 経歴 を 持つ 人 人々 が いる で あろ う 。」 
注 15 不信 心 者 の 指導 者 達 は 、 従 者 の 一 団 が 地獄 に 落ち て 米 る の を 見 る 時 大 勢 の 従者 が 彼 等 と 共に 火 の 中 


報 醐 や 賜る か 、 き も な くば 華 を 下さ れる か が 決め られ る 日 。 判決 の 日 
れる 。 


に 入る と 告げ られ る で あろ う 。 箇 日 的 に 指導 者 に 従っ た 者 大 は 、 真 実 を 拒ん だ 海 、 ま っ きか さま に 地獄 へ 立ち 
る の で ある 。 


『 心 者 の 指導 者 に 従っ た 者 達 は 、 そ れ ぞ れ の 言葉 で 指導 者 を 児 で あろ うぅ 。 指導 者 、 従 者 相方 互い 
: と な る 。 人 は 自ら の 行い が 招く 惑 い 結末 に 直面 する 時 、 その 非 を 他人 に 転嫁 し ょ うと する の は 、 
人 人 間 の 挫 で あぁ る 。 こ れ は 、 罪 深 き 者 が 、 を の 運行 の 恐る べき 結末 に 直面 し た 時 に と る 行動 を の も の で ある 。 
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62. 彼 等 は 更に 云わ ん 、[ 主 我 等 の た ゆめ に こ そ ッ し 35510 イイ ブフ る ラン レン の える 
。 > っ 5lO ゅ 32 らら し 
の 事 を 準備 せる 者 に 、 泉 火 の 刑 を 倍加 し 給 Oc so2EbG 
・ 、 ンー. 
え 」 と 。 ( 注 17) ⑲) 19 
63. 地獄 の 住人 だ ち ( 注 18) は また 云わ ん 、 で づ 3 NKKICSYPC 3 CICB3 
[ 我 等 が 常々 亜 5: 和 の 類 し みな せる 者 を 、 こ レ し 3 
こ で 見 ざる と は 、 一 体 知 何 が し た ? @ の | 
64. 我 等 が 不当 に も 彼 等 を 括 いぶき に し た た だめ @ ル る タタ 2 プー タグ 67 トッ ンス ン 
か 、 を とれ とら 、 我 等 が 見 次 し し た の で は ぁ の Je を と で = サジ で の OS 
る まい か 」 と 。 ( 生 39 
と うか を 2 ルイ ンク 2 
65. げに 、 こ は 真相 な り 、 つ まり 、 業 火 に 陥 ち @NL USAL2G5 さり 3561 
た 連中 の 互 に 相 い 争う 姿 な り 。 
第 5 項 。 _ 
66. 二 え 、「 折 は 一 介 の 党 和 者 に すぎ ず 。 只 2 も 1 0O っ し 3 ぎ ooUS1 
う ざ っ ゆこ 1 
事 高 の アッ ター 以外 に 神 な し 。 CN) の 2 」 
501RWSIAI 
67. を は 舌 地 と を の 間 の 高 物 の 主 、 借 力 者 、 あじ CAS う o2 YIO 
宏 穏 者 に まし ます 」 と 。 - っ 
3 
ブタ シリ 、 ン 放 ン タ 
68. 云え 、[ こ は 重要 な 声 功 な る ぞ 。 ( 注 20) の 2 と ちゃ 2 
69. 然るに 、 お 前 た ち は 逐 を 選 遊 す ⑨925 5 382 2 当 
720. 我 は 、 天 上 の 入会 議 で 第 請 さ れる 事柄 に 722231SNU 96g に 
つい て は 、 何 も 知ら ぎり まき 。 
>a に の っ ュー ェ と 融 示 の > も の た イレ イイ の る < で 放っ 
71. た だ 我 は 、 公 然 の 警告 者 だ る こと を 妙 示 き 2 テア ! 1910! どら ! 
れ た る 者 な り 」 と 。 
往 17 不信 心 者 の 指導 者 に 従う 著 は 、 か つて の 指導 に 天 冊 の 下る 事 を 願う で あろ う 。 
注 18 此 所 で の “住人 だ たち" は 、 信 者 を 指す 。 
注 19 地獄 の 人 々 は 、 こ の 様 に 言葉 を や か わす で あろ う 。「 現 世に お いて 、 取 る に 足り な い 者 と 我々 が みな し て 


いた 人 々 が 此 所 に いな いと は 、 ど 
と も 、 彼 等 も 駐 地 獄 に 落ち た が 、 


往 20 


し た 事 か 。 彼 等 


は 員 笑 に 値する 人 物 で は な く 、 
玲 我 々 が を の 姿見 か け な い だ け な の か '。] 


真 の 信者 だ っ だ の か 、 そ れ 


“重要 な 声明 " は クル アー ン の 阜 示 と いう 僚 大 な 出来 事 、 又 は 、 モ ハッ マ ド 凶 言 者 の 出現 を 所 し て い 


る 様 だ 。 
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に に 3 


第 三 十 入 章 


サー ド 


つ ち く れ 


72. 流 の 主 が 天使 た ち に 向っ て 「 わ れ は 土塊 を 3? UE お PU 寺 和 ん 代 ) 
ウ こ メシ ルー ゴキ ルル OMYAIEET 
以 て 人 間 を 創 らん と す 。 沈 MoLAOE の みり ン 

- よっ か ンタ クン の ed 

73. 完成 せ し 暁 に 、 わが 井 志 を 沈 に 吹き 込ま ば 、 1 4 レラ も と と あう eyso55 
激 等 地 に 供し て に 服従 せよ 」 芯 い た る 。 
時 を 思え 。 ( 注 21) OO 

ゴン > RAN タン シッ 

74. され ば 、 天使 た ち は 張 従 き り 。 ( 注 22) @o と Ne 4102 の 3 

7 然 4 に 、 イ ブリー ス は を ぎり き 。 役 は 高欄 。 の CU 

IO2 〇 2 
に 振舞 い 、 信 ざる 手合 いと な り 。 So ^ 
⑯. は 誤 ね り 、「4 プ リー ス ょ 、 ち 6 が に の 双 は JAS dE2C Ao 
手 で 創り し も の に 、 汐 は 何故 従わ ぎる か ? ンプ rd 
を は 増長 心 の な せる 業 か 、 そ れ と も 、 液 は INIO ジ ら ACG さっ 
ほん と に わが 使 を 無 太 する 気 か ? 1 と 。( 注 ッ 
23) 

77. イ プリ ー ス は 答え り 、「 我 な 彼 より 優る 。 光 42323 PE を も を 293 加 
は 火 を 以 て 和 を 全 り 、 雪 を 以 て 邊 を 人 フタ 記 
9」 上 。 ( ま 29 @ebo ぁ 

か ゴン を 】 内 っ 

78. 神 は 云え り 、「 猿 6 ば 、 こ こ か ら 測 て 行け 9 の 3356 も WE 
液 は 追放 な り 。 

79. きれ ば 、 客 判 の 日 まで 、 液 、 わ が 枯 議 を 仙 の edUGO AS 
ぅ さ し 」 は 。 

80. イプ リー ス は 云え り 、「 主 よ 、 な ら ば せめ て ンタ タッ ン ar 202 し て 2 ス と 
皆 が 喚 び 起き れる その 日 まで 、 我 に 笑子 を Geegd!G 示 50 
与え 給 を ] と 。 ( 注 25) 

注 21 預 言 者 が 世に 現れ る 時 、 天 使 達 は 彼 の 目的 が 進め られ る 様 導 援 し 、 敵 の 陰謀 を 全て 取り 除く 竹 命じ ら 

れる 。 

往 22 天使 、 又 は 天使 の 拉 な 人 々 。 

注 23 “われ ら が この 双 手 で " と は 「 私 は 、 神 の 全て の 美徳 を 表す 様 に 入間 を 作っ た 。| と いう 意味 で ある 。 


に 刃 向かう 者 は 、 帝 


を 尽く す 事 は 、 彼 等 の 誇 


人 間 の 芽 の 再生 。" 民 の 安らぎ "の 段階 に 至れ ば 、 入 は 精神 的 認 沙 か ら 


淀 に 権力 と 威信 を も っ て 彼 の 優位 に 立 ほ まう と する 。 同 等 か 、 
きり を 傷付け る 事 と な る 。 


る も な くば 下 等 


逃 が れ られ る 。15 交 37 第 も 参 
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第 三 上 入 章 サー ド 
81. 神 は 云え り 、[ 湊 は 確か に 爺 平 き れ た る 者 の dee dEdE 
うち に 加え ら る 、 CERIO ン bd 
82、 定め の 時 の を の 日 まで ] と 。( 注 26) 6 ア チ PRIEKTIP 人 1 
83. イブ リー ス は 云え り 、[ 法 の 避 光 に か け て 礁 YA53 (1 
と OCNae ee と d 
わん 、 必 ず や 筑 く 夢 い 意 わ きん 、 9 ビン 
84. 彼 等 の 中 の 液 に 選ば れ た 僕 等 を 除い て 」 @GMe も 3 人 。3 
と 。 
85、 神 は 云え り 、「 そ は 真実 な 9、 わ れ は 真実 の 4 の 3E 
や か ら デ デ タ る , ン ミン 
96. わ れ は 湊 よ 法 に 従う すべ て の 徒 状 を 選 て 、 2 っ 36 っ 3 を の 53 
必ず 地 余 を 満た さん こと を 」 と 。 ( 注 27) - 
Ga 
87. 云え 、「 我 は こ の だ め に 如何 な る 報酬 $ お 前 の 8 ン ] 2 
た ち に 求め ず 、 ま た 科 は 短 節 者 に も キ ず 。 この 1 ER 
88. クル アー ン は すべ て の 信 々 へ の 訓 戒 に 外 な @Su45 1 る > 
ら の 5 沈 の こつ 
6 を > 2 
89、 請 し て 、 午 くす れ ば 、 お 前 た ち 必 ず を の 真 拉 陸 の NEO 
実 な る を 知ら ん ] と 。 ( 注 28) 
注 26 真実 が 偽り を 凌 掲 し 、 信 り を 追い 求め る 者 が 制圧 きれ る 時 。 
往 27 神 た サタ ン の 問答 は 、 現 実 の 出来 事 に 触れ て いる の で は な く 、 預 言 者 出現 時 の 状況 に つい て 、 誰 喉 的 


に 表 る れ て いる 。 72 節 に 述べ られ た 男 は 、 各 時 代 の 預言 者 を 指し て お り 、 


又 、 イ ブー リス と は 、 彼 に 刃 向かい 、 


その 使命 の 推進 を 田 も うと する 、 悪 意 ある 者 達 を 表し て いる 。 


注 28 


モハ ッ マ ド 預 言 者 は 、 不 信心 者 達 に 対し 、 


が 、 此 所 に 示 き れ て いる 。 


彼 の 布教 が 真実 で ある と 彼 等 が 遠から ず 惜 る と 告げ た こと 


ー708 一 


独 れ を な し て テル ・ 


アル ・ 


2 か っ 
慈 圧 深 く 、 恵 み 全 てく アッ ラ 


・ この 紅 の 啓示 は 、 僅 大 に し て 賢 折 な る アッ 
ヌー か ら 降 る 。 

. すべ て の 真理 を 包 合 する この 経典 を 液 に 啓 
示せ る な は 、 確 か に われ ら 5 な り 。 き され ば 、 ア ッ 

ー を 崇め 、 誠 を 尽 し て 役 を 導 泰 せよ 。 


ー の 御名 に な い 


漠 


。 王 誠 の 遵 夫 は 、 た だ アッ ラー に 対し て の み 
われ る べき も の な り 。 アッ ラー 以外 に 
守護 者 を 求め る 者 は 、 云 う 、「 我 等 が 彼 等 に 
仕 を る は 、 彼 等 が 我 等 を アッ ラー の そば 
近く に 導い て くれ る か も 知れ ぬ 、 と 思う か 
ら な り 」 と 。( 注 1) アッ ラー は 必ず 、 彼 等 
が 意見 を 異 に する こと に 関し て 、 彼 人 等 


の 間 
を 審判 すべ ぐし 。 げ に アッ ラー は 忘 思 の 嘘 つ 


・ も し アッ ラー 子 を 持た ん と 欲し な ば 、 叫 れ 
が 創り し も の の 中 か ら 好 き な 者 を 選ぶ こと 
可 な り 。 回 な る か な ! 彼 は アッ ラー、 唯一 、 
至高 な る 御方 に まし ます 。 

・ 彼 は 真理 を 以 て 天地 を 創造 せり 。 彼 は 便 を 
覆う た め に 夜 を 造り 、 夜 を 覆う た め に 昼 を 
造る 。 ま た 彼 は 、 日 月 を 服従 きせ 、 定 め ら 
れれ だ 時 期 ま で を の 軌道 を それ ぞ れれ 運行 せ し 
む 。 聞 け 、 俸 力 者 、 害 般 者 な る は は 、 役 の み 
な る ぞ 。 


・ パ は 一 個 の 存在 か ら お 前 た ち を 創り 、 次 い 
で それ より その 妻たち を 創れ り 。 面 し て 、 


ズ マ ロ 
(メッ カ 妙 示 ) 


72 る 


うり 
IP Jec い 9 人 
OGA0Pi 
も CHPCRtI な IPIT2 の 50 


ライ プー タク 


223 い 4 ラク タク タ タン る 5 じ 移 う ECE 
84468 65 32238 


の ャ レー ンタ ラン クッ ンダ ノ 


GA らら 2 の ひ を 92018 


4 イダ ン ン イン ン ピ る 3 

スン の 9 

2 の 
fo 


錠 ンク イン 


140 の 593 人 6 と 


注 1 
等 を 崇め る 傾向 に あり 、 


人 間 は 、 聖 者 の ざ ご とき 自ら の 想像 の 産物 で ある 偽り の 提 々 、 
これ 等 を 通し て 神 を 情 る こ 上 が で きる と 信じ て いる 様 に 


富 、 権 力 、 情 感 、 父 福 伝 来 の 信仰 と 慣習 
に 装う 。 
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普 


由 


三 十 九 章 


ズ マ ロ 


アル ・ 


10. 


。 だ と い お 前 た ち が 


彼 は 包 頭 の 家畜 を 、 答 し し て 隆 し 給 り 。( 注 
の 入間 を の に 人 
そ は 三重 の 暗 間 た 訟 ける 創造 に つ で 創造 

り 。( 注 3) か く な せる 御方 が 、 ょ 前 た ら の 
主 ア ッ ラ ー な り 。 大 権 は チッ ラー の 有 な り 。 
彼 の 外 に 神 な し 。 猪 る に 前 た ち 、 い ず こ 
へ 願 を そむけ る か ? 

k 謝 せ ず と も 、 ア ッ ラ ー 
は お 前 た ちの 世話 に を ら ず 、 自 ら 是 り る 。 

な れ 、 矯 は を の 僕 侍 の 上 を 害 喜び 給 わ ず 。 
し か し 、 も し お 前 た ち 感 謝 す る な 54 ば 、 彼 
は お 前 た も を 沙 し 給 う 。 曽 し て 、 荷 を 負え 
る 者 は 、 他 人 の 荷 を 負う 能 わ ず 。 前 た ち 
の 帰り 行く 先 は 主 な り 。 そ の 時 彼 は 、 お 前 


人 げ 
は 胸中 に 秘 す る こと も 惑 知 し 給 う 。 

HPHNNINI 主 に 祈り 、 属 司 

し て 之 に 続 る 。 き れ ど 、 一 た び 思 世 を 施す 


や 、 人 人 は 先 に 祈り し こと を 忘れ 、 同 位 者 を 
アッ ラー に 配 し て 人 々 を アッ ラー の 道 か ら 
読 い 基 わ る ん ほす 。 云え 、 「 東 の 聞 の 不信 心 
な 生活 を 楽し ゅ 。 流 等 は 確実 に 業火 の 住人 
な り 」 と 。 


衣 問 も 、 或 い は 叩 豆 し 或いは 立ち て 一 心 に 
神 に 祈り 、 玉 世 を 恐れ 主 の 慈悲 を 請 い 原 う 
者 が 、 者 と 還 に で ある べき か ? な 
え 、「 も の の 分 っ た 人 間 と 、 わ か ら 員 人 間 ほ と 
が 同じ で ある で きか? ば に 加 感 ある 人 間 
の み が 注 意 せん 。 


ER を 8590o2 人 の 多 2 
を すら Pod 2 


24 


de 


さま 46181 の 


1 ブン の 5 多 


の 


5 タン KC 名 
の り ダ め と 95< 
る 。 マ クマ 6 る ぁ けん 
COKK お を 1 の 7 の 0 

2 タタ は プン 
Oo SE ら KK1】 


マン ター タマ タグ 


イン レク レー 
OCEANVIMIPISGP 
っ 3 っ 338 
る レヒ テ アンアン の ウン シッ 
CACIGKKKGGXNHTOCKY の 1 


ecGi が 


注 2 


) 「 入 頭 の 守 替 と は 、 山 閥 、 羊 、 能 、 


及び 6 : 


144 一 145 で 述べ られ た 年 の つが い を 指し て お り 、 


導 で 特に 記し て い る の は 、 そ れ 等 が 人 間 に と り 日 々 役立つ 動物 どか ら で あ る 。 


注 3 


(一 魂 の 肉 ) を 指し て いる 様 だ 。 


( イ ) 「 三 重 の 暗 開 」 は 、 了 児 成長 の 三 | 
ある い は 、86:7ー8、 


段階 ` ス ヌス トゥ ファ (精子 の 宮 ) 、 
3: 


アラ カ ( 血 の 男 まり )、 
7 、16 : 79 に 述べ られ だ 三 つ の 状態 、 


ム ド ゥ み ガ 
メ ヌ は 妊娠 


期間 中 の 三 つ の 重要 な 時 期 を 表し て いる と も 言え る 。 この 妊娠 期間 中 の 時 期 と は 具体 的 に は 、 次 の 銘 り で ある 。 


⑱ 妊 娠 2 ケ月 か ら 3 月 目 


(3 ヶ月 か 65 月 目 


ある 。 


<)8 ヶ月 日 の 初め 。 妊 娠 中 この 三 時 期 に 流産 し 易い の で 
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En 


第 三 十 九 意 


アル ・ ズ マロ 


第 二 項 
11. 云え 「 溢 等 信ずる わが 僕 等 よ 、 お 前 た ちの タン ンタ る ッ ン ン るる タン 1 ッッ し 
主 を 異 れ 散 え 。 こ の 世 で 普 を な す 者 に は 、 CMDRS ICRPCD * 
幸い あり 。 ア ッ ラ ー の 大 地 は 広大 な り 。 げ と 電 tYETe Cso 
に 府 妨 不 抜 な る 者 は 、 限 りな く 質 せら れん ] 」 人 
ッ タ クッ イ さ く 
了 ( 注 4) Sao 
2. 云え 、「 げ に 我 は 信仰 に 診 て 、 一 心 不 乱 に の の イタ イッ ンタ ッ 2 1 
ILF4KYKV く DK 
アッ ラー を 涯 捧 せ よ 、 と 命ぜ られ だ り 。 @ “ ク OrlololGO 
時 イン 
9. 員 し て 、 ア ッ ラ ー に 帰依 する 者 た ちの 秀 た っ She 69 らち 
れ と 命ぜ られ た り 」 と 。 
ーー ュ 5 フュ スン 5 ッ ンク っ タン の タ 、 2 タ 
4 甘え 、 「 も し 我 、 主 に 背 か ば 、 大 変 な 日 の 刑 ク 學 の IAS G う AS gid 818 
劉 を 癌 る 」 と 。 
の 2 る 
5. 云え 、『 我 が 信仰 に 診 て 、 一 心 不 乱 に 崇拝 す 8 人 9 ME 演 640U 
る は 、 ア ッ ラ ー な り 。 ーー - 
6. 前 た ち は ア ッ ラ ー 恥 外 に 好き な も の を 媒 ay 52 822 お 55 
拝 せよ 」 上 。 云え ん 、「 げ に 真 の 失 到 者 と は 、 ンス ンー る 
復活 の 日 に 自分 も 家族 も 破 浅 す る 者 な り ] yt 人 
と 。 用 心 せ よ ! げに そ は 明 ら か な 失敗 な レン 1 
り 。 @cA ら 11931IPYOt も 1 
7. 役 等 の 頭上 に は 火 の 天井 あり 、 邊 下 に $ ぁ 同 eg (人 < 30 ッッ 
5 と 〇 タ な る いう 
ビ 床 あら ん 。 ア ッ ラ ター は か く の 知 くそ の 還 の の 
半生 す 。[ ゎ が 作 侍 よき れ ば ゎ れ 56iskee 導 5 人 5 
を お 前 た ちの 守護 護 者 と 座れ 
8. きれ と 、 多 神 を 昧 め る こと を 誤 け 、 改 挨 し 貞 り AS WIHNNPACYTA 
て り の テ PAC 
て アッ ラー ー の 時 へ 億 る 導 - 科 上 は 間 報 あ っ プー 
り 。 さ れ ば 、 わ ゎ が 僕 等 に 期 報 を 伝え よ 、 ON くい 7) 
9. 神託 に 耳 を 傾け 、 そ の 最善 な る っ 5 シン ッ ィ ン 2 タイ イン と て フラ タン ッ プ ンタ ェ る 
『 を 休 最善 な る と ころ に 従 IASIO Su 19 Oo 
う 人 々 に 。( 注 5) ア ッ ラ ー が 導く は 役 等 な ララァ ン クタ ェ ン 
り 、 彼 等 は 思 感 ある 人 々 な り 。 @ ゅ oe 335 もめ ad 笑 
注 4# 信者 は 苦難 に 会 い 、 神 の 人 為 に 自ら の 家庭 を すら も 去ら ね ば な ら な いで あろ うと 、 こ の 節 は 警告 し て い 
る 。 彼 等 は 療 し い 試練 に 適 遇 し た 時 、 全 世界 が 彼 等 に ほり 如 何 に 広大 で ある か を 知り 、 神 より 、 過 ぎ だ る は う 


び を 賜 れ る で あろ う 。 


注 5 


信者 の 前 に 、 等 


し 許さ きれ た 二 本 の 道 が ある 時 、 彼 は 、 最 上 の 結果 を も た ら す 方 を 選ぶ 。 
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20. きれ ど 、 す で に 天 略 の 宣告 が な きれ た 者 を 、 所.22 Cd ルス ンク スン 人 イッ クダ 
の A_ 
名 何と ムハンマド と いえ ども 救え まい ? ※ や で Ilaa CO w ゃ ポ 
2 長 で [< アメ 
流 は 業火 の 中 に 居る 者 を 救い 出し 得る か ? @8ng ジ 
21. され ど 、 主 を 早 れ る 人 々 の た め に は 、 相 い 33。 タン を ッ タ イッ タ る ン | 6 
* の づち と る 02 うい の 
重なり を そびえ 立つ 高楼 あり て 、 河 川 脚下 を 「」 ちと の 
流 る 。( 生 6) これ アッ ラー の 約束 な り 。 ア ッ ン 2 PGWtPO3 
ラー は を その 約束 を 破 ら ず 。 し 」 
コッ タン ョ 1 
OAIEOR1CS も Pl 
22. 流 は 見 ざる か 、 ア ッ ラ ー が 天 か ら 氷 を 隆 5 名 タン イン 
せ 、 そ れ を 大 地 に 浸 み 込ま せ て 泉 ま な し 、 っ 0 JOE 
それ に よっ て 色とりどり の 作物 を 萌え 出さ 2 1 
せ 給 うこ と を ? や が て 本 れれ な ば 、 を は 貢 レン ョ ラ 才 全 9idek “ 
色 に 変 ず 。 決 いで アッ ラー は 、 こ れ を 薬 く 4 タ 人 8 0 TI 
ず と な し 給 う 。 げ に この 中 に は 、 思 成 ある る 
者 た ち へ の 訓 戒 あり 。 @uGidye 58 3 kNCI24 
第 三 項 
23. アッ ラー が その 胸 を 開か し め て イ スラ ー て プター ライ タダ 
受け 容れ させ 、 た め に を の 御 光 を 受け た の 28252 | の うら 
者 ま 、( 往 7) 不 信介 の 合間 で 模索 する 者 と も bl 43 近 を 661 チ AKG 人 GUWUMK と 
同一 捉 す べき か ? 炎 い な る か な 、 そ の 心 ツ 人 ^ 
が ッ タ メン リン ッ 
当 較 に し て アッ ラー を 移 わ ざる 者 ! 彼 等 eeLs dL289i 
は 明らか に 迷 誤 の 中 に あり 。 ーー * 
24. アッ ラー は 経典 の 形式 で 最上 の 説教 を 医 し 人 KUESSCAO0O ン 5 閣 
グ の シン ン ッ グン 
た り 。 その 経典 の 諸 館 は 相互 に 交 を あい 、 ンタ yg レフ タッ フッ 5 アタ ッ テン シン 
きま ざま な る 形 を 反 衝 す 。( 注 8) 主 を 長 る CD の の OoCOU うっ と 
る 者 は その 朗 唱 に 総 毛 立ち 、 然 る 後 、 肌 も ンタ ン ル 5 ちと ラク タイ タン た) 
心 も る アッ ラー の 億 い に 和 ら ぐ で 。 テ アッラー の co 多い る 6222 っ 
摘 導 は か く の 吉 し 。 ア ッ ラ ー は 逐 を 以 っ て 元 を ラン ン 5T る る ラス コー シュッ ピ 1 
4 ご ! 
つの 欲す る 者 を 如き 給 う 。 sn テッ ーー クー ンー 2 の み 色 
ラー が 丸 わ し むる 者 に は 、 鉛 何 な る 衝 導 者 @26 229 は 3 
も な か る べし 。 
注 6 天国 に お ける 信者 の 位 の 相違 は 、 各 々 の 働き に 培い の ある 事 を 表し て お り 、 こ れ は 、 来 世 が 非 活動 的 


で 物 胡 い る の で は な く 、 


注 7 


絶え ず 勢 力 と 向上 の 統 
イス ラム の 教義 は 非常 に 奥深 く 広 大 で あり 、 


くも の で ある 事 
信者 の 心 を 開き 、 神 の 知恵 と 愛 で 満 た す 。 そ れ は 、 必 ず 


を 嗜 が し て いる 。 


や 、 思 率 、 知 識 、 真 実 の 新た に し て 永遠 の 大 望 を 阻 く で あろ う 。 
神 の 啓示 は クル アー ン に お いて 最も 完 全 な 彩 と な っ た 。 当 節 で は 、 ク ルアー ン を 「 相 互 に 支え あう 経 


往き 


典 の 諸 節 | と 表し て いる が 、 


これ は 、 ク ルアー ン が 相 子 盾 する 事 な く 、 


互い に 補完 し 合う 異な る 解釈 を 受け 入 
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25. 復活 の 日 に 、 恐 ろ し い 刑 誤 を その 顔 で 防 が も る ラッ コイン タタ 」 ノン 25 と ラン ン 
ね ば な らら よう な 者 が 、( 注 9) 全 (で 記 な MayuolOll2e es の (の | 
い 者 と 同一 視 せら る べき か ? 不評 な す ンタ を ンタ ト レセ も タン 2 は イッ ニン 

溢 a (cp rem っ be いて PoouAEM OS 
いた も の の 報い を 味わえ | と 。 

26. 條 等 以前 の 者 ども も また われ ら の 神 証 を 揚 1 る 8 索 の の の ANULWKG 
みた れ ば 、 税 留 が 彼 等 を 不意 に 舞い た り 。 の 


Fr、 テ アッ ラー は 役人 等 に 現世 で も 屈 太 を 2 ュ ュ ン ター ミン? 40 28 タク る クィ 

27、 き れ ば 、 ア ッ ラ は 彼 等 に 現世 で も 屈辱 を 529 は の 和 り 人 5 29 い 5 
味 わ せ 給 う が 、 来 世 の 罰 は 更に 酷 な る べ ルッ ンタ レッ 2 っ 。 ラン 

し 。 と 云っ た と て 、 彼 等 に は わか る まい が 1 の な 中 6 


役人 等 に 注 資 かめ に 円 。 リタ 2ー スィ) っ ょ る ビッ ンス タン イス 
28. わ れ ら は 彼 等 に 注意 せしめ ん が た め に 、 る 5 っ oOI0UOA GoWMEZS さ 3 
ま ぎ ざま な る 比較 を 明らか に せり 。 ( 注 10) 


kd ん ルレ ラン ラ タ イ る アノ ー ョ タク 
OGANC 沈 37 


29. われ ら は 彼 等 を 装 し い 人 に な る ん と し て 、 ンタ る ンク る る ニン ーシュ クタ ン ン 下る 
座る アッ ピア 諸 と クル テー シ を 放っ 
示せ り 。 

30. アッ ラー は ここ に ーー 比較 を 時 ら か に す 。 つ ーー ンク ン も コッ イク る ダン は 」 ン ン ン 

の 247 の 。 
まり 、 多 て の 仲間 いれ ぼ 互 に 仲 た が い ば で ーッ うう つう bl つら 
か りす る よう な 者 と 、 た だ 一 人 に 完全 に 価 4 022( し る ら 5 う 

5 08 Os りう 
全 す る 者 。 こ の 両者 の 事情 は 同じ か る べき クレ ファ レー レッ 
か ? (1) 座 美 の 調 は 拳 げ て アッ ラー oN も と きつ 


の も の な り 。 然 れ だ も 、 大 半 の 者 は デ を 知 
ら ず 。 


れ だ 神 の 書 で ある 事 を 示し て いる 。 クル アー ン の どの 箇所 に も 矛盾 は 見 られ な い 。 こ れ が 、 ク ルアー ン の 無比 
の 美 点 の 一 つと な っ て いる 。 クル アー ン の 今一つ の 長所 は 、 比 較 を 用 いて いる 事 で ある 。 これ は 、 文 体 に 優美 
き と 貴 品 を 添え 、 最 少 限 の 言葉 で 広大 な 事柄 を 表す 。 又 、 ク ルアー ン は [反復 する 」 諸 節 と も 呼ば れ て いる 。 
これ は 、 ク ルナ ー ン が 、 基 本 理念 の 重 妥 性 、 目 的 を 強調 する 為 に 、 様 々 な 形 で それ を 繰り 返し 述べ て いる 事 を 
表し て いる 。 こ の 言葉 は 又 、 ク ルアー ン の 教義 に は 、 他 の 啓示 革 と 類似 する も の ぉ あれ ば 、 そ の 優 雅 き に ない 
て 新しく 比類 無い ぁゃ の も ある 事 を 示し て いる 。 

注 9 。 この 言葉 は 、 数 き の 日 に 不信 心 者 に 下 き れる の 舟 き を 示し て いる 。 彼 等 は 虐 罰 に うろ た える 計り 、 
体 の 最も 敏感 な 部 分 で ある 顔 を 可 い も ぜ ず に 、 面 を 忠 に する で あろ う 。 

注 10 24 人 節 に お いて 、 ク ルアー ン は 人 類 に ほとり 最上 の 啓示 書 で あり 、 人 問 の 精神 的 向上 に 深く 係わる 全て の 
教義 、 ズ 人 生 を 有意 義 で 喜び ある も の に する 主題 全て を 包括 的 に 論じ て いる 。 タル アー ン は 、 信 仰 ほ 行 動 に 指 
針 を 与え を て いる 。 

注 11 多神教 徒 上 は 、 互 い に 
に 哀れ で ある 。 彼 等 が 、 唯 一 神 ア 


対立 する 幾つ か の 主 に 仕え 、 悪 質 で 短気 な た 人 で ある 。 こ の 様 な 人 々 は 実 
ー に 仕え 、 気 に 入ら れる 真 の 信者 に な れる だ ろう か 。 
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か フン 2 タ て 2 人 る る の ング ンマ 

31. げに 流 は いずれ 死す 、 彼 等 と て また 然 り 。 ⑨ 〇 の ) う や 2 は 1 
とか こい 間 間 、 を ンク ンタ クン レン ッッ ンス る ィ 

32. 面 し て 、 復 活 の 日 に 、 お 前 た ち は そ の 主 の ⑩Oei 用 CO ちあ 居 2 る 1 3 
前 で 互 に 論争 すべ し 。 

第 四 項 
ノン 2 3 

33. プア ッ ラー に つい て 偽り を 述べ 、 真 理 が 角 れ GA る 2 人 6 らら も 
ば 之 を 拒否 する 者 に 優る 不義 者 は あろ う 4 レン 
か ? 不信 選者 ども の 住居 は 地 猿 に な し と 3 428G 仙 an 
な ? 隊 前 と 人 

@ ら ごみ ば 
タン 0 て スイ る る FT イ ン っ て 

34. され ど 、 真 理 を も だ らし 、 之 を 証明 する 者 、 MbGAo3Sugl 人 605 

か か る 人 々 は 義 し い 者 な 5。 そ ^ 
ンク る る 2 
GOES 
人 瑞 ー 2 レン (いよ ター ョ ンク ター ン ラ 9 欠 イ ント る ッ タ ダイ 

35. それ 等 の 者 は 、 主 の 許 で 、 己 れ の 欲す る も 3 うそ いう 505 OL の 
の を 得 ん 。 を は 敬 行 を 積む 者 へ の 報 獣 な り 。 - 間 /。 

@o> 
は ら ン ン アナ カン 

36. きれ ば 、 ア ッ ラー は 彼 等 が な せる 義 時 を 其 42 衝 2L を Gb を 3 
い 浄 め 、 を の 所 楽 NN 『 な る も の に 進 じ て タレ ラッ シラ 。 放 レッ イラ タン 
幸美 を 与え ん 。 ( 注 1 め ) IoIGEVEP に 2UIS 
し も _ 昌  A っ 人 。 ンク タク ンタ レル と ン ラ ンー ニュ ィ グー っ 

97. 僕 等 は ブッ ラー で は 滴 足 し 答 ぎ る か ? CNbGDS 紹 う 50 と は 人 あら 8 
彼 等 は アッ ラー 以外 の 神々 を 以 て 液 を 脅 き 。 。 則 

_ ンタ イイ (レス 9 2 ラン ン あ に 。 う 2 っ 
ん ます 。 ア ッ ラ ー が 送 訓 の まま に 見 捨て 6 2 の 20C5 4 の 2 う も うら 
者 に は 、 如 何 な る 導き も な し 。 

38. 前 し て 、 ア ッ ラー が 導く 者 は 、 価 入 も を oo っ 4 いち 人 1928 の 5 
読 い 牙 めし むる 能 ゎ ず 。 ア ッ ラ ー は 俸 力 者 、 レッ 1 
応報 の 主 に 非 ざる か ? @2I 5 光 あ 人 

あめ うち プア イン うる クン ン 

39. 液 彼 等 に 「 天 地 を 剣 造 せ る は 誰か ? | と 問 OCT 3 2 し 3 
わ ば 、 彼 等 は 必ず 「 ア ッ ラ ー な り 」 ほ 答え クッ レン ン 2 も トン ち シ ン 
ん 。( 生 1 到 た 、「 も し アッ ラー が この 条 。 G2392G あ 818 抽 ( の 8 

注 12 神 は 信者 の 次 行 に 、 そ の 程度 に 係わら ず 報 いら れる 。 神 は それ ぞ れ の 最 癌 の 行い に 報じ られ る の で あ 

る か ら 。 

注 13 偶像 崇拝 者 は 、 迷 信 や 伝統 的 な 愛着 か ら 、 偽 り の 神 を 崇め る が 、 も し この 点 を 彼 等 に 納得 きせ る な ら 、 


彼 等 は 、 神 が 天地 創造 主 で あら れ 、 真 の 力 は 全て 神 に 属す る 


事 を 、 和 常に 認め な けれ ば な ら な い 。 
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を 傷つけ ん と 欲し な ば 、 セ 前 た ち が ア ッ タキ に レー アク イン 。 タ 多 レレ レン ン ッ 。 も 
ラー 以外 に 拝 する 神々 は その 秋 苑 を 除き 得 こみ m ら りき ら る 2813DfoLa 


ニ ミ ょ ン 2 タレ 
*?7 * ッ ラ ー が 慈悲 た の 6 る 2 ンタ ン { ン 
る か ? まだ た 、 ア デッラ ー が 我 に 慈悲 を 垂れ 23 > イン る 


ly 
ん と 欲し な ば 、 彼 等 神々 それ を 阻止 し 得る PP 便所 りり 
や 7? 」 と 。 記 え 、「 我 は アッ ラー の み に て 満 クッ クル 2 の 2 
邊 な り 。 頼る 者 は 、 ア ッ ラ ー の み を 頓 る ]」 
と 。 


40. 去 え 、「 我 が 民 よ 、 ち 前 た ち 最 普 を つて せ 。 328E あ 区 医 訪 me38 


我 も つて す 。 や が て 、 お 前 だ ち 思 い 知 る べ 


し 、 ( 生 19 ゴン 

41. 取 ず べ き 刑 前 が 何者 に 科せ られ 、 永 雷 の 厩 36 選 5 の PO 
が 何者 に 下る か を ] と 。 の っ る 
(CO プク) 


ッ ン グー ンク 


42. げに われ ら は 人 類 の 幸福 の た め に 、 す べ て BEEUKCCNIFGUO NE 
の 真理 か らら 成る 経典 を 流 に 隆 し た り 。 さ きれ 
ば 、 議 導 に 従う 者 は 己 れ を 敬 し 、 邪道 際 PC 26 2 
る 者 は 己 れ を 舞 な う の み 。 曽 し て 、 流 は 彼 アレ レン シン ン 
等 の 保護 者 に 非 ず 。 ( 注 15) 6J の EC> 
第 5 項 


43. アッ ラー は 人 間 の 死に 臨ん で 、 そ の 殊 を 召 2 イッ スレ ェ ッ クン シー ン 計 の 5 ネン ンカ ン 
ご oo TAI つ ッ い 
し 寄せ 給 う 。 ま た 、 い まだ 死な ざる 者 6、 の 222 oe SI8 各 人 


を の 陣 眼 の 問 に 。 語 し て 、 ア ッ テ ー が 死 を る 233 oss 75 etE28 
決定 せる 者 の 殊 は を を 抑留 し 、 ら ぎ ざる 者 レ ュ 
較 _- も の る 1 は イタ アン 
2 の の 痕 ま て そ を 半 5 に こ DS! 学生 460 
の 中 に は 、 反 省 す る 人 々 へ の きま ざま な る る 
じゃ し ンク る 2 コン 
神 兆 あ り 。 ( 注 16) @6 災 仙 人 あり cs ツ 
44. 彼 等 は アッ ラー 以外 に 執り 成す 者 を 求め る イン クタ ル シン ターu ッ ラタン 
こ ィ ・ 1 時 香 H 
か ? 云え 、「 郊 神 ど も は な ん の 権限 も な く 、 FEG 人 ale5 の DO2GL 
な に も ぉ わから な く て も 、 そ れ で も いい の ⑳8 99 1 
か ?」 上 。 ( 生 17 
注 14 当 節 は 、 イ スラ ム 教 を 倒す 為 に 持て る 力 、 富 を 全て 使っ て 最悪 の 行い を する 様 に 、 不信 心 者 達 に 挑ん 
で いる が 、 役 等 の 邪悪 な 企 て は 決し て 成功 し な い だ ろ う 。 イ スラ ム 教 は 人 類 究極 の 希望 で あり 芝 命 な の で 、 そ 
の 大 義 は 必ず や 勝利 を 治め る の で ある 。 
注 15 人 間 は 、 良 き に つけ 悪し まき に つけ 、 自 ら そ の 運命 を 作り 出す 。 
往 16 死 を 迎え て も 、 人 の 魂 は 死滅 する 事 な く 、 肉 体 を 離れ 、 生 前 の 行為 を 順 を 追っ て 説明 する 意 に 、 別 の 
所 で 生き 続け る 。 
注 17 魂 は 不滅 で あり 、 そ れ を 洛 す 様 な 行い を し て は な ら な いと 人 間 は 教え られ て いる 。 最 世 の 行為 は 自分 
を 神 と 同等 だ と 主 す る 事 で ある 。 


ーE そ 
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よる も の と 考え る の が 常 


『 で ある 。 


45. 云 た すべ て 執り 成 し は 、 アッ ラー 次 第 な 。 レー ュ ョ < イ ,[ ク ッ ン 時 
り 。 天地 の 大 権 は アッ ラー に 属す 。 いずれ 、 う テ OUGEESIPIR 
前 た ち は ア ッ ラ ー の 御 許 へ 召し 寄せ られ @ る あの 8 YY( 

91 

ん 」 と 。 ( 生 18 りう 
46. アッラー の 独 一 な る こと を 囲 く と 、 来 世 を の 人 8 の な らら 人 Hp 
ee う 1 

信 ぜ ざる 者 ども の 心 は 嫌悪 に 縮み あがる 。 プン 98 『 28 の 

逢 る で 彼 筆 は 、 ア ッ ラー 以外 の 邪神 も の 350 の 082296 555 

名 を 聞く や 、 見 よ 、 大 然 た り 。 フリン ッッ 
OO FT 

7. 云え 「pp、 ア ッ ラ ー1 補 信 の 創造 主 よ 、 て SLOy 3 Le 8 
目 に 見 え ぎ る 世界 上 目 に 見 える 世界 を た も ME ン と りか " 
に 知 舌 し 給 3 御方 、 流 は を の 僕 等 の 問 で 論 BEGdCLGO AS 52 記 5 
争 す る こと に つい て 、 審 判 を 下す べし ほ 。 ラッ タン ン 

の の に る 65 

48. 悪事 を 働く 従 器 が 、 た ほえ 地 上 の あら ゆる ee5lGCIEG 6835 
も の を 、 更 に それ に 加 う る も の を 所 有 し た あぁ ピン ュ イ る デ フッ ラン ン ン 
ほ て 、 復 肖 の 日 の ろ し い 鐘 を 免れ ん と て 、 和 ayologllg2 ら ロク も OS89 452 
必ず 之 を 以 て 中 わ ん と す べし 。 さ れ ど を その の 6 る 移 レラ クン ラン ン 
時 、 ア ッ ラ ー の 御 許 か ら 、 彼 等 が いま だ か ee lo ぅ 
つて 考え 及ば ざる こと が 示 る れん 。 

る う 、、 る レフ 5 タン クト ンー タイ 。 ン ーッ プイ 」 ン フン 

49. 己 れ 玩 際 ぎ し 悪事 の 数 々 が 彼 等 に 見 えて 来る 64GESbCG ら 2 2 の 1 の 2 

今 ま で ! こと に 色 囲 タッ アタ 。 タ ンク 

まで 喘 笑 せる こと に 彼 等 は 包囲 きれ @ く 5 1 
50. 人 は 炎 将 に 造 う と 、 わ れ ら に 祈る 。 きれ だ 、 92025 EC を Cy 仙人 
EOID っ うら OU 159 

一 た び 思 卓 を 施す と 、「 こ れ 我 が 知識 に て 得 プリ っ レッ る 
た り 」 云う 。 然 ら ず 、 そ は 一 種 の 席 な の て 82s9CSIO6 ゆう 

り 。 され ビ 、 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。( 注 ンタ る ン ァ 
19 @Gwls9 531393 もう 

51. 彼 等 以前 の 者 も 、 同 じ こ ま を 云え 9。 き れ (52 1 で ea の 人 E 代 
と 、 各 等 の 棚 \ し もの は 、 彼 款 に 壮 す る を つの と は と CB る AO タ の 5 
ころ な し 。 6 

注 18 2 音 49 節 参 照 

年 19 人 は 人 境 に 在 る 時 神 に 祈る が 、 順 境 に お いて は 押 を 忘れ 、 人 人 生 に お ける 成功 は 全て 自ら の 力 と 知恵 に 
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52 . き れ ば 、 彼 等 は 、 己 が 稼ぎ し 悪事 の 数 々 に カン レッ る ルッ シス レッ シン 
朋 い か か られ だり 。 さ れ ば 、 こ れ 千 不 信心 2lM5C 2KUIKAIC や 4 5 に っ る LoG 
閉 の 不義 を 行う 者 も また 、 己 が で 悪事 の ct 5 44K( 人 1P と 95 
@ の 
数 々 に 襲わ れん 。 彼 等 は 逃れ る こと 能 わ ず 。 肢 視 りら ! 2b 人 OSNe と の 人 
53、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー - が を の 選 す る 者 に 給 養 を 境 肖 ラン | る タ 。 ロ ra タタ ラッ ンプ ブス で 5 の ノンノ 
we 【 w, み 
増し 、 ま た を の 剃 する も の に デ を 制限 し 給 po9SSA6Ie 
うこ ほ を 、 知 ら ざ る か ? げに この 中 に は 、 4 作 く 全 3 全 UNHCU ちり 放 : 
の ら の の あり ら のり の 5 の きま 
信ずる 人 々 へ の きま ぎ ま な る 神 兆 あり 。 ルン 
第 六 項 Cu の の 
ーー 。 。 ーー ラニ は 0 る 人 ン >・ タ レク 4 
54. 云え 、「 己 れ 自 身 に 不 行 跡 を な し た る わが 僕 中 だ 0fGOUFCOV 衣 
等 よ 、 ア ッ ラ ー の 世 悲 を 諦め ゆる な か れ 。( 注 。 レ 。 レ ンタ テン アク 3 
20) 事 々 の 罪 を 落し 給 う 。 な oN VOPOE で の 
げに アッ ラー は 、 党 大 に し て 慈 砺 深く ま し タッ る CI て 
ュ す . @252202859 
が タン セリ レー ン 
55. 潜 等 角 同 が 下る 前 に 、 主 に お 本 り し 、 を の 半生 
え 。 耐 が 下る 時 は 、 助 か ら ぎ る べし レッ ル 科 ン 
( 注 21) @ の の 9 MG 
で だ 53 ロ フラン う の る 
56. 主 より お 前 た ち に 啓示 ふれ た る 最善 の 教え 33 31 10 ッ 1 の 1( に 
に 従え 、 思 い が け ぬ 懲 軸 が 突然 降り か か る 前 2 る に 放 タン レン ュ ス る 
前 に 」E。 AKKO 
_ 内 タプ フラ タン ラン 
57.「 あ あ 、 情け な や 、 我 義務 を 忘れ て アッ ラー と Be あら 
を な お ざり に せり 1 ば げに 我 は 喘 者 一 人 ッッ 
< の カン で 
な りき 。 @ObOJ の 655 喘 
ュ テッ ラー を 人 。 か に ) ャ 基 け の タッ を ジ 。 リー グン ンプ プッ タン 。 
58. も し 7 ッ ラ ー 我 を 導き た 0 せ ば 、 我 は 交 諾 @OSI2 729 24016908 
な 信者 た り し も の を ] 
59. また . 向 凡 を 目のあたり に し て 、「 も し 我 再 6 ンク 2 の 、< イ イン る 5 
び 世 に 戻り 得る な ら ば 、 我 は 必ず 善い 行い ソ 5 MIETOWIR プ 4 の > 
を ヵ 一 だ 1 ぬ だ た め に > う 多 | 
を な す 者 の 人 人 だ た らん] と 悔やま ね だ め ! @⑨ で So 162 
示 え 。 
注 20 この 節 は 、 罪 人 に 希望 と 励まし の 言葉 を 与え て いる 。 物 事 を 楽観 視 する 様 に 勧め 、 悲 観 的 な 考え を 否 
定 する 。 人生 に お ける 大 部 分 の 罪 や 犯 ちの 根底 に は 慈 観 論 が 在 5 、 当 節 は これ を 非難 し て いる 。 ク ルアー ン は 、 
重ね て 神 の 落 悲 、 許 し の 約束 を 与 を て お り (6 :55、7 ・ 157、12: 88、15・57、18 : 59)、 悲 し み に 慕 れ 、 重 
荷 を 負っ た 者 に より 、 こ の おぉ 告げ は 何 に も 勝る 慰め と な ろう 。 
注 21 前 節 は 罪人 に 希望 と 太 ま し を 与え た が 、 当 節 は 、 神 の 法 に 従う 事 で 自ら の 命 を 切り 開い て 行か な け 


れ ば な ら な いと 彼 等 に 警告 し て いる 。 
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60. 神 は 答え ん 、「 疾 9、 ゎ が 神 光 が 湊 に 至れ る 0 記 銘 あ 133 多 
時 、 流 は これ 等 を 虚偽 な り と し 、 人 居 優 に も * 
不信 者 の 仲間 と な れ り 」 と 。 ( 往 22) @@u gae3 ち 

61、 流 は 、 復 語 の 日 に 、 テ アッラー に 対し て 偽り 28 の ED の っ all237 る 

ニ 23KUIC ど に als5 
を 云い た る 者 ども の 顔 が 吐く な る を 見 ん 。 (の ラシン シン プ < 2 
地獄 に は 賭 償 な る 者 の 住 せ さき ところ な し OO あい 2 欠 2 衝 0 
と 均 う か ? 
62. され ど 、 散 謀 な る 者 は 、 ア ッ ラ ー が 諸々 の 22 る 6 る HP 2 、 さ フタ ン 
ょ る るり 5 1【C/ HP ad)@ 
災難 か ら 守り 給 い 、 幸運 を 授 り る べし 。 彼 2 2 
等 は 補 に 遣う こと な く 、 悪 し み も な か る の 5352 5 
し 。 M 

63. アッ ラー は 万 物 の 創造 主 に し て 、 を の すべ で の どる タロ ンス で うる て る (し スィ 
て を 管理 し 給 う 。 1 の 0 プ キ 9.A り 0 
ピン fP デュ 22 ノン よら ッッ 

64. 天地 の 鍵 は を の 導 中 に あり 。 され ば 、 ア ッ ー A ら 5 ウ 3 wt は 52 人 6 
ラー の 福光 を 信 ざ ざる 者 は 、 必 ず 失 敗者 を レッ ラッ スシ ッッ 。 
な らん 。 TI テ YOWEPO【CJ0 

第 七 項 
65. 云え [この 我 に アッ ラー 以外 の 政 神 ども も を イター ュ ッ レレ る ンタ タッ ンク ゲタ タン シー 1 フッ イィ ンタ 
24 に 表 
朱 め ょ し な 、 区 和 知 な る 年 ょ 」 ょ 。 の OILOHG の 25 史 SS 
66. 液 に は 、 流 以前 の 人 々 に 啓示 せる 如 《「 も POUKCNW と 2 8 入 KU 1 
こ ナオ )5 つ 5】 
し 流 が アッ ラー に 他 裕 を 配 し な は 、 流 の 所 ン ン の の イン 2 
業 は 必ず 無 に 帰し 、 徐 者 の 上 類 い た ならん] @9e00028 (0 あと 
ほ 確 か に 啓示 せり 。 

67. 左 様 、 ア ッ ラー を 崇 艇 し 、 調 思 の 念 厚 き 倒 ら CASl2 る 9235 RM 
た れ 。 

68. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー の 権能 に つい て 、 正 確 な クッ ン OIL タン タン レ 5 ト ュ タフ 2 トン フ 

3K3 めい 5 lb508 い 

計 人 を 形成 し 得 ぎ る な り 。 復活 の ロ c は 、 で ソフ つう Or 0 め D05 こう 
この 広大 な 大 地 は 完全 に アッ ラー の 支配 ooEig2 ら SAS2ZESS 
ほな り 、 諸 天 は 彼 の 右手 に て 挫 か る べし 。 レン 
あり が た や 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 配 する 季 押 人 00 る 4 
と は 比較 に な ら 8 高 み に ま し ます 。( 注 
23) 

注 22 悪 に 染まっ た 者 に 、 数 々 の 再生 の 機会 が 与え られ て いる 。 し か し 、 織 9 り 返 し 神 を 拒み 、 悪 事 を 働い て 


法 を 犯し 、 裁 き が 下る され る 時 に な っ て 、 最 早 悔い 改め て も 無駄 ど あ る 。 
当 節 で は 、 神 の 偉大 な る 力 と 草 厳 に 触れ 、 木 や 石 で で きた 偶像 や 悪 か な 人 間 を 甘 め る 事 は 、 何 に も ぁ 増 


入 23 
し て 神 の 偉大 な る 妨 


性 を 手付 ける と 述べ て いる 。 
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69. 


70. 


71. 


72. 


73. 


74. 


75. 


錠 し て 、 晶 中 一 た び 鳴り 流れ ば 、 ア ッ ラ ー 
が 容 放 せん と 欲す る 者 を 除き 、 天 に らく 
地 に ある 者 みな 医 《 卒倒 せん 。 次 いで 二 

目 に 鳴る 時 は 、 見 よ 、 彼 等 起き 上 り 、 則 
を 待ち 受け る 。 


大 地 は 主 の 卿 光 に ょ っ て 光り 押 き 、 天 の 帳 
等 が 彼 等 の 前 に 開き 般 か れ 、 預 斉 者 た ちゃ や 
狂人 たち が 召喚 きれ 、 公 平 な 容 判 が な され 、 
決し て 不当 に は 刀 せら れ ぎ る べし 。 


各 人 と も その な せる こと に 対し て 存 分 に 報 
いら 6 れる で し 。 主 は 彼 等 が な せる こと を 熱 
知 し 給 う 。 

系 項 
区 し て 、 不信 心 者 ば も は 群 を な し て 地獄 に 
駆り 立て 65n、 そこ に 到着 する や 、 諸 門 た 
ち ま ち 開 か れ 、 門 番 が 彼 等 に 向っ て 云わ ん 、 
「 前 だ ちの 中 か ら 出 で だ る 使徒 が 来 て 、 
主 の 神 兆 を お 前 た ち に 読 語 せ ざり し か ? 
また 、 全 日 の この 対面 を お 前 た ち に 加 
ぎり し か ?」 ほ 。 彼 等 は 答え ん 、「 疾 9、 き 
れ ど 不信 心 者 に 対す る 刑罰 の 宣告 は 、 す で 
に な きれ だ たり 」 に と 。 
か く 雲 われ ん 、[ 流 等 地 感 の 門 を 入り て 、 そ を 
の 中 に 永 効 に 住め 。 袖 な る か な 騎 乙 な る 者 
の 住居 は 」 と 


主 を 評 れ る 人 々 は 、 群 を な し て 楽 岡 へ と 案 
内 きれ ん 。 し て 、 楽 園 に 着け ば 、 叙 ち 諸 
門 は 開か れ 、 門 番 が 彼 等 に 向っ て 「 お 前 た 
ち に 平安 あれ ! 光 等 に 宰 福 あれ 、 中 に 入 


り て 永 造 に 住め ] 云う 。 


彼 等 は 云わ ん 、 「 質 識 は 挙 げ て アッ ラー の も 
の 、 彼 は 我 等 と の 約束 を 果 た し た り 。 彼 は 
我 等 に 大 地 を 継が せ 、 楽 園 の 何処 な 9 と 我 
等 の 好き な と ころ に 住ま し せ 」 と 。 正義 に 


ょ ・ ゥ グン ニー ンス タタ ィ スラ レ 


8 doaahd92 


る ン ち ちる る る 円 
の を 人 向 才 と の 98 
@6 誠 2 ICEH 

オン 


98 の 8 る 
ポジ イッ ン ン , を レン ン 衝 レン 。 る る し 。 

2 パプ SNPHPGK114 
@622 


edize 人 ed を 
衝 2 て MHCS7ON 


MI digiGs 
2 の 


ジ 


99610 と る 2 58 


る スプ 5 


@9 の の 


2 3 本 dB 
GO)90 マ 中 0C 1e 


4223 3 拓 あ 2 衝 2 5 


装 G2G02S2936 売 め 
oO4UKVCNMEXY(GI は 4C4C4 


2 ッ ン トン タッ ン タロス レレ 
ASAco ぁ 3 


ンー シシ ンス タン レン ン 


で CTCOKtC4f ダ EK 


アキ ン ン 』 


らち | 
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精進 せる 者 の 報奨 は な ん と 素晴らし きか 


な 1 


76. 面 し て 、 液 は 、 嗜 天使 
栄光 を 庄 する を 見 ん 。 


@@ の 所 
を 間 か 半 の 


の ンタ シー ンク っ ItGN プレ 
cec あり テ 26SE か 3 


か れん 。 し て 、「 党 護 は 源 げ て 万 物 の 主 、 っ < 
シラ (の 


アッ ラー の も の な り ] 上 唱え られ ん 。( 注 


24) 


で ゆり うる ビー クト こり 


と ンタ イイ の スッ ンタ 4 ス 
@⑨ouJt 2 0 92JI を や 


注 24 軍 の 属性 は 、 裁 き の 日 に 最も 


ズ 当 節 は 次 の 様 な 意味 を 持つ と も 言 


天 の 天使 と 共に 神 を 替 美 する で あろ う 。 


完全 な 形 で 表 さ れ 、 天 使 達 が 神 へ の 貸 美 歌合 唱 の 勤め を 果たす で ある ろう 。 
る 。 神 の 唯一 性 は アラ ビア に 5 だ ら さ れ 、 地 上 に お ける 真 の 神 の 下僕 が 
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1. 慈悲 深く 、 恵 み 選 て アッ ラー の 御名 に ない | の 
て 。 レコ ヒエ レノ 2 デ と っ と う 
る と ュ 
2. ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) 〇 っ る テ 
3. この 経典 の 脊 示 は 、 ア ッ ラ ー ょ 5 区 る 。 を IE 3 edG 党 
は 偉大 に し て 全 知 全能 ー 0 
4. 固 を 数 し 、 改 後 を 容れ 、 劉 する に 乱 し 《、 MMS 所 3 
賜物 の 所 有 主 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 最 後 。 スイ し 
に 族 り 着く と ころ は 、 彼 な 9。 kedi52D49 の ls 
5 不信 者 以外 は 、 何 久 も アッ ラー の 軍 光 に RYANTIPIICMIE 有 CH 
つい て 反 股 せ ず 。 さ れ ば 、 溢 は 、 不 信者 “ リンク 2 る 
ぼ も の 内 歩 する を 見 て 巡 か れる な か れ 。( 注 Op ビラ ンド 
2) 
6. 彼 等 以前 に も 、 ノ ア の 民 普 び に を の 他 の 宗 0 る 
派 の 者 が 、 使 衣 だ ち を 捕え ん と 全て 、 仙 9 ンー 2 
の 証明 に よっ て 頁 理 を 論破 せん と な せり 。 105jpue 20229 で 和 
され ば 、 わ れ は 彼 等 を 捕 を た り 。 わ が 徐 罰 COt な fl ? の る 
の 如何 に 麗 ろ し か り し こと ょ か! い EPR ら AJb 416 
Qoog 
7 か (の 如く 、 不 信 選 者 ども に 対す る 主 の な クン ンー ンク 2 っ し を 
ロ ピコ 21 
言葉 は 履行 きれ り 。 す な わ ち 、 彼 等 は 業火 6 アー き っ 
の 住 な 5 。 の MSG 
8. 玉座 を 担う 諸 天 使 ( 注 3) 並び に それ を 下 ン 多 の イッ フッ ン ン っ を の る 生 
大作 た ち は 、 主 の 近江 え 、 ま を COCO O 
注 1 賞状 すべ き 栄 療 
注 2 信者 達 は 、 物 力 は 月 日 が 経て ば 必ず 失わ れる も の で ある か ら 、 不 信心 者 の それ に 惑わ きれ て は な ら な 


いと 命じ られ て いる 。 


注 3 


「 王 座 ] は 神 の 属性 を 忘 味 し て おり (7 音 55 節 及び 10 剖 4 節 参照)、 


「 玉 座 を 担う 諸 天 使 ] と は 、 そ の 


身 を 通じ て 神 の 属性 を 表す 人 を 指す 。 自 然 の 法 は 天使 を 通し て 作用 し 、 季 叶 者 は 神 の お 告げ が 人 々 に 6 た らき 


れる 媒介 の 役割 を 果たす 為 、 


この 「 玉 呈 


E と 担う 諸 天 使 ] と は 天使 と 神 の 使者 双方 を 指 し 、「 そ れ を 取り まく 天使 
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信じ 、 信 ずる 人 々 の だ め に 赦し を 求め て 、 < る ンタ 38225 もら クア の 
云う 、「 主 よ 、 流 は 慈悲 と 知識 を 以 て 高 物 を osx2 て 1 ウロ ラク うる 9 
名 合 す 。 きれ ば 、 履 悟 し 、 潜 の 道 に 従う 人 々 スー る あと 61 
を 数 し 給え 。 面 し て 、 彼 等 を 地獄 の 刑 か ら ラス トン る っ 
守り 替え 。 9 の 3 3 る 8 のち 仙 

ス 
前 
9. 主 よ 、 か ね て 流 が 約束 せる 未 科 の 楽園 に 彼 22 とっ gd6 と と 5 る 5 
等 を 入ら せ 給 え 、 彼 等 の 父 や 妻 や 子供 ら の の 
喜 靖 な 考 か Te ュー 8 ae タラ イィ ン 2 
中 の 高 源 な 者 た ちゃ 同じ まう に 。( 入 4) げ 補う 2 2 
に 流 は 條 大 に し て 覧 哲 な 9 。 時 
41 PtCIRGifGCI 
か 【 [ > 1 ゃ 

10. 昼 し て 、 役 等 を 諸悪 より 談 り 給え 。 か の 日 jcekg ン 2 
の た め に 、 溢 が 諾 悪 より 譲っ て や る 者 、 げ もの タッ ンタ ント レモ と ン 。 ンス 
に その 者 は 流 の 著 草 に 浴 し た る な 9。 を は 。 Oo 52 うい 
素晴らし い 大 成功 な り 」 と 。 

第 二 項 _ 
ト 信 心 著 ど 年 うと > 前 た ち が タク を イル 、 タン て タ 4 人 る 

1 不信 心 者 ども は 告げ られ ん 、「 お 前 た ち が 自 と 5(2Ml eg CCA ダダ Co 
分 自身 を 憎悪 する より も 、 お 前 た ち が 信 仰 ーッ 。 ショ ン シ 
を 手 め られ て を 拒ん だ 時 の アッ ラー の 憎  OCODOIO な 5 人 し Ko 62 
悪 は は る か に 激 し か り き 」 と 。( 注 5) の アイ フィ ンプ 1 

OO 

12. 第 等 は 云わ ん 、「 主 よ 、 流 は 我 等 を 二 度 死な 。 AS5 OAI も IGRRI 
せ 、 一 謀 生 命 を 与え 答え り 。( 注 6) 我 等 は 。 

g 292 レン し る (人 3 [る 

己 が が 罪 の 数 々 を 認 サ 。 き れ ば 、 提 げ る すべ ミラ を 66 NOTC だ HE 
な きか ?」 と 。 フン 
@ い ゆめ 


た ち 」 と いう は 、 
る 預言 填 の 真 の 弟子 を 示す 


注 4 


主 に 
る 
注 5 


言え よう 。 7 章 55 節 3 
この 人 節 に は 重要 な 原理 が 述べ られ て ある 。 


両親 ・ 妻 ・ 子 供 達 で ある 。 それ 由 、 
も れる て の ろう う 。 


自ら の 悪行 が 招い た 不幸 な 結末 を 突き 付け られ だ 時 、 我 身 を 呪い 始め る の が 人 の 常 で ある 。 不 
達 は 、 還 が 下さ きれ る 時 我 身 を 嫌悪 する と 告げ られ て いる 。 


し か し 


地上 の 諸事 を 取り 仕切 る 首位 の 天使 を 補佐 する 下位 の 天使 、 あ る い は 、 頂 言 首 の 教え を 広め 
参照 の 事 。 

この 世 の 何 人 た だり と も 独力 で 事 を 成す こと た は で き な い 。 記 
蔵 する 二 に か か わら ず 、 他 信 の 助力 を 得 て い る も の で ある 。 この 意識 的 ある い は 無 3 
ほ 績 を 成 し た 嗣 に 信者 に 援 け られ る 天 恵 


R の 内 の 援助 者 と は 、 
これ 等 の 親族 療 $ 浴 す 


彼 等 が 神 の お 告げ を 拒み 、 


柴 き 神 は 、 


神 の 使者 を 追 富 し た 時 、 彼 等 に 対し 信 か に 強い 嫌 悪 の 情 を 抱か れ た 。 


注 6 


芽生 以前 の 状態 は 一 種 の 死 で あり 、 


の 生 で ある 。 


この 世に お ける 生 の 終わ り は 第 二 の 死 で ある 。 誕生 と 復 少 は ニ つ 
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13. 彼 等 は 告げ られ ん 、 [お 前 た ち は 、 ア ッ ラ ー 2 あッ ィ の ニッ ン ルン シィ 72 イシ 
が 貴一 な る も の と 宮下 さき れる ょ 、 之 を 信 \ グー 前 53) も 人 
ず 、 季 神 ら を アッ ラー に 配 する 時 は 之 を 信 464U 時 3 7 物 う レン 
じ た る が 故 な り 。 裁 定 は アッ ラー 次 第 な り 、 PP めも っ 
そ は な 吾 高 者 、 比 類 な き 吾 大 者 な り 」 ト 。 @x 8 
14. きま ざま な る 神 光 を 前 た ち に 示し 、 お 前 フッ ッ シ ス タン る 
た ちの た め に 天 か ら 滋 養 を 陸 す は アッ ラー ン ア ーー CU PU 
な り 。( 注 7) 然 る に 、 神 に り する 者 以 クッ ン る 移 を アレ ン イキ クッ レン 
の 人 い 
外 は 、 特 人 も 逐 に 留意 せ す 。 MDD 
かこ さ . 4 に 4 は 4 
15. きれ ば 潜 等 、 不 信者 も が 如何 に 婦 喜 す の 企 2204Oue 疹 人 5835 
る と も 、 ア ッ ラ ー に 祈願 し て 随 順 の 設 を 尽 。 ア ^ レッ 
> 
せ 。 ⑨o の 5 
16. アッラー は 宮部 者 な 9、 主 座 の 主 な り 。(l 20 2 で 2 あら 
こ 3 の の 1 うら sd 
は 衝 ま の うち る の 欲す る 者 に か の ツ を ^ 2 ロー 
Mn ャ ua デア | ン レ 』 
の を 寺 すべ て 件 言葉 を 降 し 給 う 。 名 2082UyaCeo タ 3 のち 所 
こる 
@gSUI 
う ュ 人 ra っ リー ニン レ 15 クン タ 
17. だ れ も 大 御 前 に まかり 出る 日 、 何 事 も アッー 380 し る り 352 ある 25 
1 と ( ず 今 ウフ る 信 ろ 9 
ラー か ら 隠 すこ と 能 わ ざる べし 。「 を の 日 、 リン 。 の リュ シ ッッ クッ る 
大 権 を 所 る は 何者 で ?」 を は テッ ラー、 礁  ⑥J5gloeU あの 
ー に し て 至高 な る 御方 。 
3 3 る 久 
1 その H、 各 人 は 己 れ の 稼ぎ 高 に 応じ た 組 い 2B9C4 の CLOS ば し 5 る 2 
を 受け ん 。 如何 な る 不 公平 も 行わ れず 。 ぴ ッ コリン リュス 
に アッ ラー の 清算 は 迅速 な り @ ら olo る 人 多 8 グ 38 
プイ タク タッ る 。 
19. 辿り 来る その 日 の こと を 彼 等 に 警告 せよ 。 の AI 
その 時 彼 等 の 心臓 は 導 島 の 余り 、 喉 元 ま で ョ し 。 
上 っ て 息 を 止め ん 。 不 義 な す 介 は 一 人 だ に 6 A の 
忠実 な 友 も な く 、 ま た 聞い て 貰え る 執り 成 
し 手 も な か らん 。 @&3 3 お りう 
20. アッラー は 上 の 上 隔 (まり) を 看 戚 し 、 交 62 31 人 eeDISSE 所 
中 に 秘め る も の を 洞穴 す 
注 7 肉体 的 の みな ら ず 精神 的 に も 、 生 を 支え る 物 は 、 全 て 天 よ り 下 きれ る 。 全 生命 の 拠り 所 で ある 水 (21 
31) は 天 よ り 降 り 、 人 の 魂 の 拠り 所 と な る 神 の 啓示 も 同じ 大 より 授け られ る 。 
注 8 「 玉 座 の 主 」 は 、 慈 悲 の 主 ほ 同様 、「 王 座 ] が 物質 的 な ちの で ある と いう 悲 の 誤解 に 反論 する も の で あ 
る 。 
注 9 怒り ・ 茂 み ・ 稚 望 の 眼差し 。 
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21. アッ ラー は 真 理 を 以 て 審判 すれ ど 、 ア ッ > コッタ 4| 呈 太 和え ン 
ラー の 他 に 役 等 が 祈る 者 は 、 何 事 も 趣き 得 タウ ゲロ 5 Vo Ah 
ず 。 げ に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て る る 2 あの る 5 
なら" の KO Oo も りう 
を 知る 御方 で おわし ます 。 ^ ャ っ っ 
第 三 項 OO あー 
22. 彼 等 は 各地 を 選 歴 》 て 、 彼 等 以前 の 人 々 の 2 と っ ば 超 沈 ISM5 5 
示 路 が 如何 が な り た る か を 見 ざり し か 7 あし し し し アタ レー タレ シィ シフ 
の 者 ども は 彼 等 より も 力 あり て 、 現 に 地上 OSIaAS6eASGO226OJNLE SW 
に 彼 等 の 造 中 を 残す 。 然 れ ども 、 ア ッ ラ ー ナ 生 1 ほ ナ アク 0 の の の 
は 彼 筆 の 諾 時 放 に を 捕え た る な り 。 彼 等 人 90y0 UOe6oeDNGbGB 紗 we 
は アッ ラー に 対す る 防 謎 者 を 持た だ ざり き て > ュー ニン w タタ イレ ェ ン [ノノ 
@⑨95@ の 2 中 22。9O6 い 
23. そ は 、 彼 等 の 使徒 が ME る 衝 光 を 携え て 6 PIA と の 0 31 
彼 等 に 来 た り し 時 、 を 信 ぜ ざり し が 人 ンー ルス 
認 に 、 ア ッ ラ ー 彼 和 PP 9。 げ に アッ ら oO は る GL 22AdeV 
ー は 力 独 く 、 制 する に 昔 佑 な り 。 
24. わ むれ ら は モー ゼ を 、 わ むれ ら の 神 兆 と 明らか eucobl 26 の 2CCYG る 3 
な 権能 を え て 追わ し た り 、 ダン ラ 
25. ファ ラオ E ハ ー マ ー ジ と クタ アー ルー ン の と の 者 の 2 ンク 人 セ ィ (スイ イタ 2 1 
ころ へ 。 釣る に 、 彼 等 は 甘え り 、「 こ の 男 は 60 少 5o の Bo45 258 の 
大 距 つ き の 妖 術 師 な り 」 と 。 ー 
か トニ アア テン て 明和 あの ョ っ ング 
26. 前 し て 、 モ ー や が われ ら か ら の 左 理 を 彼 等 DS 42C GS 
に も たら す や 、 第 等 は 云え り 、「 モ ー ゼ と 共 ノ あ 2 1 
に 信ずる 者 た ちの 息子 等 を 殺し 、 姫 女 了 の AS2 っ 人 A に MGS 人 EE CV4K の AI 
み を 生か し て お け 」 と 。 さ れ ど 、 不 信心 者 人 の 
2 
も の 策 談 は いつ も 必ず 失敗 す 。 ed は 
27. ファ ラオ は 云え り 、[ モ ー ゼ を 殺す の は 余 に 3 GR9 の 3 35? 
まかせ よ 。 モー ゼ に 、 自 分 の 主 に 祈 ら せよ 。 前 ナッ カン ンー と と 
、 > の ィ 5 ン 
余 は モー ぜ が ち た ちの 計数 を 補え 、 こ の 22365O093 6 AG0C5 
園 を 挫 乱 せん こと を 溢 る 」 と 。 - の 
@U3op り | は 
28. モー で は 云え り 、[ 我 は 清算 の 日 を 信 ぜ ぬ す 8 シェン タイ クス 5 3 
べ て の 簡 慢 な る 者 か ら 、 我 が 主 に し て 是 つ ら う さろ うら Je GL ららら う 
お 前 だ た ちの 主 な る アッ ラー ー の 許 へ 人 難 す 」 ンタ 
1 2 いまい 
E。 *10 2 
注 10 押 は 、 預 言 者 の 選民 の 究極 の 拠り 所 で ある 。 彼 等 は 周り を 開 に 環 ま れ 、 彼 等 の 説く 真理 を 意 の 勢力 カ 
根絶 し よう と 企む 時 、 神 の 許 を だ だく 。 
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29. ファ ラオ の 一 旋 の 中 で 、 容 か に 信仰 する 者 シッ タク フッ クッ ia 語 の る を の ラン イン ン 
あり て 、 ( 注 11) 云え り 、「 あ な た 方 は 『 我 6 りう び lo タ “oO26 0 の りら > 
が 主 は アッ ラー な り 』 と 評 う だ け で 、 人 を ピレス タン ンス 作る ッッ レレ オン 


殺す か ? その 方 が あな た 方 の 主 より 和 白 な 


アノ タ 
る 証 抱 を も た らし 来 た る と いう に 。 も し 彼 AU23 衝 凍ら ら 人 55 622 し 
が 嘘つき な ら ば 、 を の 偽り の 罪 は 彼 の 身 に レー ブル ン テグ 
ンー る 人 克 イラ ュ ン と の ェ の 
降り か か らん 。 さ れ ど 、 も し 後 の 父 うこ と GMO Ao っ 8S78o 
が 束 実 な ら ば 、 役 が あな た 方 に 刺 告 する いみ レン テ ラン を コン ン ルス を る ン レ 
マン る 
(つか は 、 必 ず や あな た 方 の 身 に 降り か か つの の " ら ひ は 250 の し の ひい 誠 
らん 。 げ に アデ ッ ラー は 則 を 越え る 者 や 嘘 つ タ (人 
⑲ 届 ! 
き を 導き 給 わ ね 。 @eloy 
30. みな の 擬 、 今 主権 は あな た 方 の も の 、 あ な フッ ッ タク トン ッ ー ロ ンタ ッ ン と 29 タ を を 2 の 
JI8OLsb MAS 
た 方 は この 国 で 優 父 を 占め る 6$、 も し アッ アン ツウ oy だ の 江 
っ 人 に 人 リー 8 生 た うつ や デー テ ェ ん と イ ど あり さ アデ 生生 レグナ ル ア 全 アン 
ラー の 前 が 我 等 に 大 ら ば 、 え に 対し て 等 1G GO に りら 9 
を 護る 者 は 、 果 し て 誰か ?」 と 。 フ ァ ラ オ  。 ンション 
4 で る ・ 
は 云え り 、[ 余 は 自分 が 宮 得 する こと を ぉ 前 5oA1 ら 3 人 じ り )2( に ら 589 
の 
た ち に 指示 する の み 。 余 が お 前 た ち を 導く レン レレ レス 
道 こ を が 、 正 確 な 閣 な り 」 と 。 OPD 
31. 信者 は 云え たり 、「 み な の 東 、 我 は 、 過 去 45。 を イン 18 ンス を 利和 代 る 
の 1 2 < ン る 
の 高度 な 民族 が 減 亡 し た あの 日 の よう な こ PC 9 敢 史 の 21S9ld 
き よ サ レア エー 
と が 、 あ な た 方 に 起り は せ ぬ か と 心配 す 。 っ 1 
| ⑨529 り 見 
32. ノア や アー ド や サム ー ド の 民 、 並 びに 彼 等 "* 2 る 2 導 る じ 3 2 タ る セー タン イ 
wuJ15 っ 89 5 っ と 5 所 [1 KS この) 
以後 の 者 ちの 場合 ほ 同 に よう に 。 の うっ ツタ 2 の 
イク タタ よ ょ レア ゴン 】 
CPIOP 人 2 ば タチ の 
33. みな の 、 我 は あな だ 方 の た ゆ に 、 人 々 が イレ る レッ ンタ ンー タン ン 2 ラン ョ レ 
助け を 求め て 互 に 呼び 合う その 日 を 心配 6 2 361GUP8 う 
す 。 ( 注 12) 
と で ょ 
34. を その 日 あな た 方 は 、 薄 を 向け て 和 遺 走 せ ん し 人 作 2 タ 
、 - * り 9 20 ら タ つの 2 いつ の の 9 A 
ケッ ラー の 激怒 か ら あ な た 方 を 設 る 者 は な ソソ ク の 耳 
、 ッ ラ テー コ 35ー 着 へ 各 か 4 レン 4 タグ アン で ン 
か る べし 。 ア ッ ラ ー が 一 た び 邪 造 へ 導 か ん @22229 人 1JM53O22 を らし 
と し た 者 に は 、 如 何 な る 科 導 者 も な か る で 
し 。 
注 11 この 信者 は 、 ふ きわ し い 時 に 表明 し よう と 思い 、 そ の 信仰 を 隠し 続け た 。 彼 が 自ら の 信仰 を 表し 、 フ ァ 
ラオ の 臣下 に 語り か けた その 男気 ある 態度 は 、 そ れ ま で 信仰 を 隠し て 来 た の が 錠 れ の 為 で は あか っ た 事 を 衣 付 
け て いる 。 
注 12 人々 が 四散 する 日 、 叉 は 彼 等 が 互い に 反目 し 合い 分 裂 す る 日 、 あ る い は 、 彼 等 が 互い に 助け を 求め る 日 。 
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35.、 か つて ョ モ フ が 明 証 を も た らし 来る 時 6 PUJEo> っ クッ ジ くう 
5、 あ な た 方 は 役 の も た らし た も の に つい , の 了 
て 疑い 続け 、 彼 が 死す る に 及 ん で 、『 彼 の 後 3 員 2 多 の も え 完 g 2 が 3 EE 
に は アッ ラー も 使徒 を 人 造 わ き ざ る で し ] と ヶ ン ショ RE416P アア テア 
云 た り 。 ア ッ ラ ー は か く の 如 く 、 則 を 越え 918 MO PON 
る 者 ども や 懐 妖 者 を 迷わ し む 。 ( 注 13) ダダ 5 了 ラン タッ ン 欠 
⑲ の の うと ら あら 2 2 
36. これ 等 の 者 せ も は 、 ア ッ ラ テー より 如何 な る 07222 ei 3 5 ランタ 間 
て と 10 ご HCSGPEP 琶 OU 
権威 も すえ られ て お らら て に 、 ア ッ ラ ー イッ デジ し 2 
アト アナ 0 コン ラッ [クラ ン ン タク の 
02| AILGGe2 05sU 
計 徒 た ち に と っ て 、 WU レン ッ シラン ョ シン 
(人 4 て 余り ある 者 散 に アッ ラー は 、 す OS AS OS 
べ て の 講 恨 な る 者 の , を 時季 し 給 う 1 ょ 。 
37. する も 、 フ ァ ラ オ は 云え り 、[「 ハ ー マ ー ン ょ 、 AN る 22 0 622 065 
我 が た め に 高 肌 を 築け 、 接 近 す る 途 を 得 ん コレ レレ ッ ンタ タッ ン 
た め に 、 @oCCSIASI 
ュ る 5 し コ 昌和 隔 ん UTEK と 人 AM 
38. すなわち 、 天 に 税 近 する 途 を 得 て 、 そ モー ゼ 812 み 2%0 AIG os 
の 神 と や ら を 熱 視 せん 。 ま 、 嘘 に 違い な か ン レッ フュ ンー シル と お ぁ ン 
イン あ タ ラッ ーッ コブ ョ タン ロエン シュ エク > る 1 
ろう が | と 。 か く の 和 如く 、 フ ァ ラ オ に は 己 学 ど ら 1UOYGUNK WS 
れ の 亜 業 が 立派 に 見 え 、 正 し い 道 か ら 閉 め sg ラン ッ ェ クレ ン ョ 5 タン 
出 き れ た り 。 面 し て 、 フ ァ ラ オ の 策謀 は 減 io らち デ ぱい 2 
ド 去 り ね 。 ( 注 14 (6 
び 去 ( ) @ ウ ン 
第 五 項 イッ レッ タ 2 る っ る レン キダ 放 。 イ レ マ ク 
39. WV る 者 は え 9 ( 生 15) [人 々 ょ 、 我 Oo2oaloASl58 で el な Std6 
= 従え 。 我 は お 前 た も を 清 剛 な 道 に 導 か ん 。 で レン 
の WI 
由 ed HL 半 ー と ソナ アア ョ レル よ 人 人 <1 る タ る 1 
40. 人 々 よ 、 こ の 世 の 生 活 は 東 の 間 の 快楽 に す %8 8 有 3441IB KAIERW 18 
げに 来世 こそ 永遠 の 住ま いな 5。 ラン 
a ピノ 
@ ル 5 ゆあ 
注 13 預言 者 は 先 喝 時代 か ら こ の 世に 存在 し た が 、 信 間 ほ は 頑固 な も の で 、 新た な 預言 者 が 現れ れ ば 必ず 彼 
を 拒み 、 彼 の 死後 彼 を 信じ た 人 々 は 、 も うぅ 預言 者 が 出現 する 事 は 無く 、 啓示 の 誹 は 氷 遠 に 閉じ 5 れ だ 語っ た 。 
注 14 ファ ラオ は 、 モ ー モ の 神 を 盗み 見 る 為 天 国 に に 上 9 た いも の だ と 皮肉 混じり に 語っ た が 、 神 は 海 の 底 で 


彼 に を の 力 を お 示し に な っ た 。 


注 15 
等 に あら ゆる 困難 壮 苦 を 甘受 きせ る 事 が 可能 な の は 、 


[ 信 伽 せる 者 」 と いう 


葉 は 、 真 の 信者 が その 大 儀 の 正しき を 
この 岩 の 様 に 固い 信仰 の 成せ る 楽 で ある 。 


事 を 示す も の で ある 。 役 
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・ 部 で あれ 悪事 を 行う 者 は 、 そ 相応 に 返 報 レン レイ 6 る イッ タン る ンー ン 
され よう ぞ 。 然 れ ど も 、 を 行う 者 は デラ W ウ 


信者 な れ ば 、 男 女 の 別 な く 楽園 に 入り 、 を 8 放 の 8 る 多く て 
こ に て 眼 ) な い 給 美 を 有 わ らん 。 ( 滞 16) 。 ダ PO 


KS 


9 


49。 人 々 よ 、 衝 お 前 た ち を 救い に 呼び か ける に 、 9 おう 開 ド Ep25 383 
> 前 た ち は 我 を 楽 火 に 舞 か あん と する は 不 上 " 人 Pe 


の と 4 

議 な り 。 @ 交 の 

43. お 前 た ち を 、 倍 力 者 者 者 に 灯 く ( 時 、 じゃ 2 25 

お 前 た ち は 我 に アッ ラー を 抹 て きせ 、 移 に 、 るー < を クン シン 22 っ 

我 が 知ら ぎる 者 を アッ ラー に 配 せ し ゅ ん と す 。 の | 3 2 もら 

44. お 前 た ち が 我 に 勧め る 神々 は 、 現 世に て も は 信 2 ン の の ンク セレ イン 

ンー 8 9 4 し 9 1 ナー 

玉 に て も 条 ん の 尼 他 も 有 せ ぎる 者 な 9。 フー go 

( 征 17) 我 等 の 帰 所 は 必ず テッ ラー に し 85ghdUG52 55212. り 5 

て 、 罪 入 が 業火 の 住人 だ た らん こと も また 韻 ンー 

問い な か る べし 。 と TO 

45. きれ ば 、 お 前 だ ち 、 我 が 云い し こと を そる の イタ ンタ ン ン ンタ シ シン ンス 
中 思い 出さ ん 。 笠 は 、 表 が こと を アッ シー バク legbJOgIGoa 


す 」 と 。 


46. か く て アッ ラー は 、 和 等 が 策 護 せ る 邪悪 の 5 6 HK の G ーッ 22 まる 
らら ウ ゆ ラウ CA 614L5 

数 々 か し な を 直 ) た り 。 病 し て 、 フ ァ ラ オ ンジ ^ プ 

の 民 を 厳 刑 で 包囲 せり 、 @olAodESA 


に 秋 。 げ に アッ ラー は を の 僕 等 を 妥 覧 @6 人 る 618! 元 
1 


47. すなわち 、 華 大 な り 。 彼 憩 は 朝 な 夕 な 抹 火 る 72cg 全 86 殺 665 移 
に きら きれ ん 。 ( 注 18) し て 、 審判 の 時 る ニン レッ ン ッ る 2 る る 
王 れ ば 、「 フ ァ ラ オ の 民 を 極 別 に 投 ギ よ 」。 。 CMS1OKSdSsAELSIL 6 
云わ れん 。 3 

@o の IA 


注 16 不信 選者 の 悪行 の 報い が その 行い に 比 し て 与え られ る 一 方 、 信者 の 閣 行 に 対す る ほう び は 際限 の 無い 
も の で ある 。 こ れ が 、 イ スラ ム 教 に お ける 天国 と 地獄 の 概念 で ある 。 


注 17 求め られ る に ふさ わし いな い 。 求め られ る べき で な い 。 求め られ る 資格 が な い 。 


注 18 「 彰 な 夕 な 業火 に きら きれ ん 。] と いう 言葉 は 、 不 信心 者 が 、 茸 し み と 喜 び を 判別 で き な い 中 間 の 状 
で ある バル ザ フ に あっ て 苦し む 呈 を 指し て いる 様 だ 。 天 国 か 地 狂 の 判定 は 玉 き の 日 に 下さ きれ る の で あろ う 。 
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5. 彼 等 は 楽 火 の 中 で 日 論 し 、 現 性 で 琴 く あり で 生生 に 竹生 多 
し 者 が 詳 慢 な り し 者 に 向っ て 云わ ん 、「 我 EMRCEDGIECPIE 


等 は お 前 た ち に 従い た り 。 き れ ば お 前 た ち 、 1 伏 1CSAKIGGEIH MG 
我 等 の た め に 、 多 少な り と も 楽 火 を 軽減 


た まえ | と 。 @Jllo2CL3Gg 

きよ うま ん ピア レッ る ラン 
49. 騎 選 な り し 者 ども は 云わ ん 、「 我 等 は 今 、 み 2892DS ば BA06219ANO5 

な 火 の 中 に 奉り 、 ア ッ ラ ター すでに る の 供 等 レン レン 

を 地 き たり | と 。 @ ル os 
50。 業火 の 中 の 填 ど も は 、 地 銘 の 番 人 に 友 わ ん 、 15 を 351284 く 6 3IIETOAU (人 2 

「 我 等 の た な め に 、 な に と ぞ 主 に 、 せ め て 一 ッッ 

日 その 刑 を 軽減 な ん こよ を 請 いた まえ 」 と 。 oh 本 は 妥 如 3 


51. 番 人 た ち は 云 わん 、「 使 待た ち が 明 6 か な 導 (Sesdt 6 ある 6 交 


神 光 を 携え て お 前 た ちの と ころ に 来 た 6 ぎ 3 


り し か ?」 は 。 彼 等 な 答え ん 「 然 9」 5。 る Ob 93C 全 人 86 測 
番 人 た ち は 去 わん 、 [振ら ば 、 祈 れ 」 と 。 き を 
れ ど 、 不 信心 者 の 祈り は 効 な し 。 ( 注 19) 79 
第 六 頂 1 プイ ブッ ァ タ 1 
52、 ゎ れ ら は 必ず 、 わ れ ら の 使徒 並び に 信ずる 280EACIEHCOFOKNUO0602 PIE 
人 々 を 、 現世 に 正 て も 、 ま た 証人 た ち が 立 8 ネン ク あっ タン ラン 
ち 上 る 日 に 訟 て も 之 を 佑 坊 せん 。 ( 注 20) る 25 の 2 めのう 
58. を の 日 、 政 事 を な せる 者 の 云い 訳 は 何 ん の 記 交 22 示 信 RU 2% 
は の つい > っ 25 
役 に も 立た ず 、 彼 等 は 呪 き れ 、 だ だ お ぞ 7 
まし き 住 まい ある べし 。 2 
54. われ ら は モー や と 簡 敗 を サ た 、 イ スラ ェ ル の 2 と CS 
の 子 ら を 経典 の 相続 者 た らし ゅ た り 、 ュー レン 。 ン 
'@ < 1 
55、 す な わ ち 、 界 ある 人 々 へ の 浴 導 と 表 攻 の @o ロ IDeo る 
だ た め に 。 


56. され ば 、 流 6 耐え 宮 。 ケッ ラー の 約束 は 38209 5E23 ま 導い 026 る LC26 
真実 な り 。 流 の 過失 の 赦し を 請 い 、 朝 な 夕 レッ ン 
な 、 モ の 栄光 を 識 え よ 。 @ の 55 し 35295 で の 


注 19 神 の 預言 省 は 刃 向かう 不信 心 者 の 努力 や 祈り は 適 い は し な い が 、 そ の 様 な 祈り が 受け 入れ られ な い 訳 
で は な い 。 信 著 ・ 不 信心 者 に か か わら ず 、 苦 し む 者 が 神 を 求め あれ ば 、 神 は その 祈り に 答え られ る (27 : 63)。 
注 20 この 節 は 、 神 の 使者 と その 弟子 達 に 向け られ て お り 、 神 の 握 助 は 常に 彼 等 の 側 に あり 、 例え 不信 心 者 
が 彼 等 に 刃 向 か う 企 み を 起こ そう と も それ は 無 に 帰す と いう 強い 約束 が 示 き る れ て いる 。 
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57. 


58. 


60. 


61. 


62. 


63. 


64. 


65. 


名 何 な る 権威 も 与え られ て いな い くせ に 、 

テッ ラー の 敏 を あれ こ れ と 論ずる 徒 開 、 彼 
等 の 胸中 に ある も の は 、 自 分 自身 で も 手 の 
届か ぬ 程 の 大 野心 以外 の な に も の に も 非 
ず 。 き る れ ば 、 ア デッラ ー の 加護 を 求め よ 。 ば げ 
に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を みそ を 
な は し 給 う 。 
げに 笑 地 の 創 造 
り 。 き れ ど 、 


谷 は 人 間 の 創造 より 倍 大 な 
世 信 の 多く ! は 乏 を 知ら ず 。 


- 午 と 目 明 き は 同じ か ら ず 。 同様 に 、 信 多 し 、 


壮行 を 積む 人 々 悪事 を な す 征 軸 は 同じ に 
非 ず 。 之 を 鍵 眠 す る 者 の 如何 に 少 き こと か 。 


げに 終 玉 の 時 は 近づけ り 。 そ は 疑う さく も 
な し 。 き れ ど 、 世 人 の 多 ( は 之 を 信 ぜ ず 。 


し て 、 き 前 た ちの 主 は 云う 、 [われ を 崇 

よ 。 禁 ら ば 、 われ お 前 た ち に 訪 え ん 。 昌 
と 、 購 乙 の 余り われ を 崇め ざ る 者 ども は 、 
必ず 辱 し め ら れ て 地獄 に 陥 ん 」 と 。 

第 七 項 

お 前 た ちの 休憩 の た め に 夜 を 、 ま た 見 る た 
め に 尽 を 設 け だ る は アッ ラー な り 。 
アッ ラー は 人 間 に 若 北 
振る に 、 世 人 の 多く ! 


感謝 せ ぎ る な り 。 


こ は ア ッ ラ ー、 前 た ちの 主 、 万 物 の 創造 
者 な り 。 役 以外 に 神 な し 。 探る に 、 ぉ 前 た 
ち 顔 を そむけ る と は 如何 な る こと を ? 

アッ ラー の 徴 を 把 む 徒 躍 は 、 か く の 如 く 公 
きま らし め ら る ち 。 


アッ ラー こ を 1 は 前 た ちの た め に 大 地 を 休 
義 所 と な し 、 徐 容 を 天 甘 と な し 、 お 前 た ち 


る 


レレ 。 ッッ トコ ジレ 
99 はめ 凍 者 
3 分 多 ) 


ッ EldEo2fopyoSI) 
oO 人 NEI 宗 8 ッ 1> 
と あま と 4 


622222g90 gsC3 
6 も WAC IE 


⑨6 ぅ 6 

2 892 cy SUS) 
と えん 

6 お YE 


ルル イッ ンタ っ アウ っ ン イン 
[oz CS 26 
も の を とる 2 


Pa 人 eo 


33 2 1 


Pl る ij 


AN 


392 


ッッ る ラン 
区 の る 時 
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に 形 を 与え て 之 を 美 事 に 形 進 %、 さ ま ぎ ま 
な る 佳 き も の を 以 て お 前 だ ち を 扶 庄 する 者 
な り 。 お 暗 た ちの 主 、 ア ッ ラ ー と は か く の 
如き 御方 。 き れ ば 、 万 物 の 主 、 ア ッ ラ ー に 
感謝 せよ 。 


全 ろ 4 と 系 3 
ウル の タン 
と 22 

a 


/ ) みあ 
トク イブ ンス Ag2 て ク タン タッ 1 ter 
46135 そ し 当 Sog 

タン 


66. 彼 は 永生 者 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 き され ば OLaE ろ 2 が 3 る が 24 
* こっ 2 5 らら 5591 4119 台 J 
彼 に 祈り 、 信 爺 一 筋 の 誠 を つく せ 。 謀 美 は デ ィ つの 
半 げ て 万 物 の 主 ア ッ ラー に 放 属す 。 oOWICSP い WSITGCS 
67. 云え 、「 我 は お 前 た ち が ア テッ ラー 以外 に 生 す 2 の 衝 生 る 人 あき し 人 
CVIO/1T い 3 TO きす を 
る 者 を 朱 拝 る を 侍 ぜ ら る 、 主 より 数 々 の ーッ プン シッ の 
る っ ュ ン ルン ェ < ン ン 
明 証 が 我 に 陸 さ きれ た る 上 は 。 凍 し て 、 方 物 pbGDO2 ed1G2C あら 
の 主 に 剛 従 帰依 する こと を 命ぜ られ た り 」 ^ リラ 」 
ら ISWUITP の GA 
2 EE で ュ 。 ト 先 ・ > 先 人 イン ーッ 
68. 彼 こ を は 前 た ち を 土 か ら 、 決 いで 一 滴 の 522 の の 2 あ 2 4 UIG4 
精液 か ら 、 次 いで 擬 血 から 創り 給 い 、 次 い クッ タク クン タテ ョ ンク フタ 
で 敵 児 と し て 生れ 出 で せ し め た 御方 な 。 9 
次 に 彼 は 、 ぢ お 前 た ち に 人 前 力 を 得 きす べく 成 リグ か の 2 fi ィ 5 シ る タン 
長 せ し め 、 次 いで 苦い せしめ 、 或 る 者 は を d 傘 8 491 ッ ンス いひ 
の 前 に 死ぬ る も 、 定 ゆら れ た 寿 命 に お 前 だ > ぅ ぁ 1 る の 人 ラン 
ち を 達せ し むる は 彼 な り 、 お 前 た ち が そ の SbAA5 
知恵 を 学 た め に 。 了 
2 ュー ァ ルル を 丘 . と っ る nm 3 で タッ っ タッ の ンタ 
69. 彼 こ を は 生 を た 、 死 を 肢 う 御方 。 彼 、 避 CMW 36 で の 2 Sd 
る 事 を 決定 する や 、 た だ 「 在 れ 1」 ま 云 え ィ と ラル シン ョ シ 
ば 、 そ は 在 る な 9。 ( ま 21 ⑨o の 5 の 85 
第 入 項 し る し 厨 1 と 2 る ニー アレ ンー ンク 
70. 潜 は 見 ざり し か 、 ブ アッラー の 後に つい て あ dis5le863 館 の ) 生 ) す 1 
げっ ろう 徒 涯 を ? 彼 等 如何 に 真理 より 間 東レ ラン 
き 去 り た る か ! ② い め た 2 
和 シ イン グチ 0 
休 、 こ れ 等 の 者 は 、 経 帳 と われ ら が 合作 た ち に 。 放 CC oSU5Sg 吉 
ン み マシ し 
失 え きせ た も の を 耕 5 する 徒 療 な り 。 き れ コー 
ン 2 イッ ンー る タク へ 
と や が て 、 彼 等 は 思い 知ら ん 、 IO7CPCCII TO 
注 21 死者 と 同様 に 導 徳 的 ・ 精 神 陰 に 普 退 し て いた アラ ブ 民 族 は 、 今 や モハ ッ マ ド 環 言 者 を 通し て 新た に 生 


まれ 変わ る べき で ある 。 こ れ が 生 と 死 を 司る 神 の 御 意志 で あり 、 


で き な い 。 


何人 た り と も アッ ラー の 御 意 志 を 妨げ る 
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72. 鉄 の 首輪 を その 頸 に か けら れ 、 鎖 に つなが ダフ ルッ ンク 
つら 2 し LA い 

れる 時 。 彼 等 は 引き ずり 込ま れん 、 @OsAROoLMAe5 じ 引 31 

73. 湊 え た ぎる 湯 の 中 に 。 肖 いで 業火 が 彼 等 を OS DEUC は 電 (0 
焼 か ん 

74. その 時 、 彼 等 は か (問わ れん 、「 お 前 た ちの @8 多 お し お づら 合 
神々 は 、 い ま 何 學 に あり ゃ や 、 

75. アッ ラー に 配 せる 神々 は ? 彼 等 は 答え 2 UE OY 

319 っ 
ん 、「 彼 等 消え ん 去り ぬ 。 否 、 我 等 は 以前 、 ア ッ 7 二 
ラー の 外 に 何 も 拝 て ざ りき 」 と 。 か く の 如 MOI えす の: 須 に 2 
く 、 ア ッ ラ ー は 不信 心 者 ども を 困 宮 せ し む 。 レレ 
1 
う P】 多 

76.「 を は 前 た ち が 地 上 に 診 て 不当 に 講 慢 な Oo る 2 3 
り し が 故 な り 、 ま た 横柄 に 振舞 い た る レア ンタ ェ ン 
な り 。 ICSC @ り 

77. 潜 等 地 括 の 門 を 入り 、 中 に 住め 。 謗 乙 な 6 OSKSO の uo っ 03( 人 M 
者 の 住ま い は 補い な る か な ] アン 

の la る 

78. きれ ば 、 液 も 耐え 妨 べ 。 ア ッ ラ ー の 約束 は ラン クイ ンタ し 和 イッ クイ ロラ ラマ 
必ず 間違い な し 。 わ れ ら が 彼 等 に 約束 せ し SCOOCID を 3 の りみ 5 
こと の 一 敵 を 液 に 見 せ する に せよ 、 ま た その @6 守 2 の 3 472 る 
。 ⑨G: dB852 1 
前 に 液 を 死な し せる と も 、 い ずれ に し て も 、 CE の 9 
役 等 は われ ら の 許 に 連れ 戻る きれ る で し 。 

(・22) 

79. われ ら は 流 前 に 朋 の 便 任 を 追わ し た 22328225 8 PCG 
り 。 そ の 政 る 者 に つい て は すでに 流 に 語 、 マタ の っ て | ーー 
或 る 者 に つい て は いま だ 次 に 告げ ず 。 き れ OL る 5 導 る 2 も 39 玩 
ど 、 如何 な る 使 午 と い を ど 、 ア ッ ラ ー の 放 > ル ノレ d 
し な し に 神 兆 を も だ たらす こと 索 わ ず 。 き れ 生 人 O 和 08 委 (MI 
ど 、 ア デッラ ー の 大 命 一 た な び 下 れ ば 、 こと は ? ラン ョ ン 和 レン る プン 
公正 に 栽 か れ 、 虚 妻 な りほ 区 いし 確執 は 消 fA1OIG4N 2 あし る CfnI24 
小 す 。 

往 22 この 節 に は 二 つ の 教義 が 合 ま れ て いる 。 (1) 下 実は 長い 時 を 経て 広まっ て 行く が 、 勝利 が 神 の 民 に も だ 

らき れる まで 、 ンー 入 の 科 に 敵 ね ば な ら ず 、 彼 等 の 信仰 は 試 きれ 、 基 準 に 達し て いる と 証明 きれ な 


けれ ば な ら な い っ 


の 不全 


に それ に 応 


者 に 向け られ た 処 軸 の 称 告 を 合 む 預言 は 、 
加 飼 の 意味 合 を 持つ 預言 全て が 実行 きれ る 訳 で は な い 事 を 示し て いる 。 そ れ 
じ て 変 わる も の で ある 。 


延期 、 又 は 取り 消し まで も 考 庶 きれ て い 
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ュー ュー ま ーー 前 ン フン レッ ュ タ グッ ン 3 ン 2 9 イン ン っ 2 

80. 前 た ちの た め に 家斉 を 創り 、 そ れ に ぉ 前 区 釣 2 と 9*@9i | 
た ち を 乗せ 、 ま た それ を 食わ し せる は アッ 
ラー な り 。 @93 せ 

81. この ほか 、 お お 前 た ちはる さま ざま な る 利益 を 49 2 る 2 し ン 2 レ 2 WC を CM ンタ < 婦 3 
彼 等 より 得る 。 す な わ ち 、 彼 等 を 用 いて ・ PA タッ クビ 2 
お 前 た も が 胸 に 宿す み を か な える こと も 3 ちち 3 
可能 な り 。 船 に 乗る 如く 彼 等 の 背 に 乗っ て 、 

前 た ち は 運ば れる 。 

82. アッ ラー は る ま ぎ ざま な る 微 を お お 前 た ち に 見 の の 2 1 は る 和 を どい っ を タン 
せ て いる の に 、 お 前 だ ち は 一 体 アッ ラー の ⑨ の * が PE CO 
と の 徴 を 耕 定 せ ん と する か ? 

83. 彼 等 は 国々 を 過 歴 9 て 、 彼 等 前 の 者 の 末 oe ちあ 99D34 
暑 が 如 何 な る も の な る か を 見 ざり し か 7 スン リョ クジ ラン の 
役 等 は これ 等 の 者 より を の 数 は る か に USA の 201 IM の GA SE 
後 り 、 且 つ 有 力 な る 者 に し て 、 地 上 に 壮大 人 の 3 タン 
な る 午 中 を 所 す 。 さ れ ど 、 彼 等 が 条 い だ す ゆ efdiG oi996 欠 
べ で て の も の は 、 彼 等 の た ゆめ に は 無益 な りき 。 6 ン 

84. 彼 等 の 使徒 が 明らか な 神 兆 を 携え て 彼 の P を 生ん 6 
来 た 9 し 時 、 彼 等 は 持て る 浅 な 知識 に 大 2 プチッ % 先 

りき 。 さ きれ ビ 、 彼 等 の 兄 笑 せる こと 疹 
Ob 0 了 1 
が 、 送 に 彼 等 を 取り 男 み ね 。 b5KbbEeeSC2eulio み 
85. は われ ちの 補 を ある に みん て し 1 作 北 鐘 攻 
aa5C ぴ もじ 
、「 救 等 は た だ アッ ラー を 信じ 、 今 まで アフ イー PCD 5 
アッ ラー に 配 し た る 神々 の すべ て を 耕 認 @ ひ の 55 も 
す 」 と 。 ーー バ 
86. 半 われ ら の 筐 罰 を 目 の 当 り に し て な AtCCL き と 4 すり 全 4 
1 
約 は 、 彼 等 を 益 せ ぎり き 。 こ は アッ ROD bo ya ay っ 
対す る 、 彼 の 尼 例 な り 。 きれ ? と る 2 G ら 2 RCIG4 
ば 、 不 信 の 全 は 滑 濾 を り 。 (29 ブー と 
@63336(3054 8 a 
注 23 不信 心 者 の 速 の 器 が 満 つ る 時 、 彼 等 は 処 呈 きれ る べき だ と の 神 の 命 は 施行 きれ 、 彼 等 が 如何 に 信仰 を 


告白 し よう とも それ は 効 を 奏 せ ず 、 悔 尻 は 遅 き に 失 す る の で ある 。 
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(メッ カ 紀 示 ) 


1 
1. 間 深く 、 恵 み 定 く ア ッ ラー の 御名 に お い で っ 外人 あ し > る 
て 。 と 
2. ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) の っ テ 
8. こ は 導 悲 深く 、 恵 み 選 て アッ ラー の 示 に すら 3 に YAM 
し て 、 " 還 
4. 知識 ある 人 々 の だ め に 、 話 細 に 説明 され た KOPIKEKI 44KLHIKAYe 
諸 餅 、 明 快 呈 っ 感銘 的 な 言葉 で 表 言 きれ た 
経典 、 す な わ ち 、 グ クルアーン な り 5。 
る 284 4 1 
5. 朗報 と 警告 を 伝え 4 も の な り 。 き されど 、 彼 Ve 
等 の 大 半 は 顔 を そむけ て 、 之 を 各 か ず 。 半 二 2 
(し 
6. 曽 し て 、 彼 等 は 天 う 、「 才 等 の 必 は 液 が 下 求 CSGs 公 人 63 区 放 商 3 
する こと に 対し て 拒否 する 可 い に お お わ し 。 る 926。 本 
れ 、 二 も 開 こ え ず 、 我 等 と 流 の 間 に は 仕切 の 2623555j| 23183 
りあ り 。 さ れ ば 、 液 すき な よう に せよ 。 我 レタ ュ レ ンタ レン 
も また すき に せん ] と 。 oGiukE5)ACKE 
7. 云え 、『 我 は 前 た ち 同 様 た だ の 人 人間 な り 。 2 は 22535 
され ど 我 は 、 お 前 た ちの 神 が 独 一 な る 神 な 0 YO 5 
る こと を 啓示 せら れ だ たり 。 き され ば 、 よ そ を み 532 る PAS2E SS 交 
うう めい As Jo 0e41 
を せ ず に 、 主 に 向っ て 真直 に 進み 、 毅 し を ? リン 
請 え 」 と 。 袖 な る か な 偶像 崇 拝 考 ど も 、 So 
8 役 等 は 豆 捨 を 行わ ず 、 来 世 を 否定 する 従 oo At 
な り 。 
っ 7 タタ イ 2 タン ル ンク 放 の 
9. きれ と 、 信 仰 し て 状 行 を 積む 者 は 、 必 ず や 二 2oAMabLSS1 19! 
つき る こと な き 報 所 あ り 。 ーッ タ ン 
第 二 項 〇 の we 
10. 云 ん 、「 げ に お 前 た ちば 、 二 日 の 間 で ( 注 2 ) 人 イラン 3 アイン し < 2 スィ 
大 地 を 剣 れる 彼 を 信 ぜ ぎる か ? 球 え 、 彼 OOIIC4KYT Sd 
注 1 質 缶 すべ き 楽 並 の 主 
注 2 fj 二 日 の 間 ] の 長き を 推測 する 事 は で き な い 。 それ は 数 千年 を 上 まわ る か も し れ な い 。 ク ルアー ン で 


は 、 ヤ ウム (一 日 ) は 所 年 22 : 48) ある い は 五 千年 70: 5) 


に 匹敵 し て 述べ られ て いる 。. 地球 が 二 日 間 で 
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に 同位 者 を 配 す る か ? 彼 の 御方 こ を 、 万 る の タイ タス 2 イン イン 作 ンー ネン タプ 
と 回 ょ 1 1 * 
物 の 主 な る ぞ 」 と 。 PICK まつ 


プラ イロ 


⑨cx 和 y 


11. 彼 は 大 地 の 上 に 堅 圏 な る 山々 を 置き 、 そ を れ 人 9 35 22 の 5 る < う 
を 祝福 し 、 る ら に 、 四 日 の 間 で いろ いろ な ン シン イィ レー の と ン 
食物 を 適当 に 設け 、( 注 3) 求 め る 者 すべ て 3 タク 545 COOVUETUVCSNtI 
に を 等 し 供給 せり 。( 注 4) 2 

ofd の We 


ルン 


12. 娠 る 後 、 彼 は 、 い まだ 気 体 に すぎ ぎ 95 し (JOSE の 2 ck 全 
天 に 向っ て 、 ま た 大 地 に 向っ て 去り 、[ 好 レシ シン レッ 
サ と 好ま ざる と を よわ ず 、 流 等 両 名 夫 た れ ] SIGUEHV で HU413G31 ま つい 
ほ 。 天地 は 云え り 、「 折 等 喜ん で 参上 す 」 と 。 
( ま 5) @ciis 


13. を こ て 彼 は 、 二 日 の 半 に 之 を 七 層 の 天 と な 。 と 33 の 2 の シー 
し 、 各 天 に その 役割 9 を 黙示 せり 。 曽 し て 、 。 。』 と し クン 
われ ら は 、 最 下 居 の 天 を 妥 明 と 守 設 の た め 先攻 CC ざき 


に 濾 必 で 飾り た 5。 こ は 僅 力 者 、 全 知 者 の ., レン 
定 む る と ころ な り 。 者 いる 9 ぎ YK 


2 タン 


14. な れ ど 、 も し 彼 等 背 を 向け な ば 、 云 え 「 ア ーー 2s 和 人 る > 抽 464 
ME OH ASS 5 ち el OM 
ド や サム ー ド が 視 れ る 吉 き 破 填 的 懲 賠 を お つい 


前 た ち に 警告 す ] と 。 4 光 2> 


作ら れ た と いう 表現 は 、 地 球 が 冷却 ・ 北 縮 し た 後 、 無 形 か ら 徐 々 に 形作ら れ た 過程 を 暗示 する も の と 言え る 。 
注 3 「 二 日 の 問 ] つま り 、 前 節 に 述べ られ た 地球 が 現在 の 形 に 至る まで の 形成 過程 は 、 当 節 に 記 き れ て い 
る 「 四 日 の 問 ] に 合 ま れる 。 追加 きれ た 「 二 日 の 間 ] は 、 地 表 に 山河 等 が で き 、 動 補 物 の 育つ 二 段 階 を 指す 。 
13 節 も 万 陸 の 事 。「 い ろ い ろ な 食物 を 適当 に 設け ] と いう の は 、 地 球 が 、 を こ に 生存 する 全 生 物 を 十分 賭 える 食 
物 を 現在 及び 未 米 に あい て 供給 し 続け る 事 が 可能 だ 上 示し て いる 。 
注 4 「 求 め る 者 すべ て に 等 し く 」 と いう 言葉 は 、 神 が 地 」 
を 求め る 者 に 等 し く 分 け 与 えら れる 事 を 示し て いる 。 又 言葉 は 地球 で 採れ る 食物 に 関し て は 、 人 間 の 
必要 全て 満た きれ る と いう 意味 び で も ある 。 それ 故 、 地 球 が 潤 来 、 急 激 な 人 日 増加 の 為 に 、 十 分 な 食 紋 供給 が で 
き な 《 な る の で は な いか と いう 不安 は 、 根拠 の 無い ちの で ある 。 地球 は 、 現在 の 世界 の 人 口 の 6 倍 に 相当 する 
280 億 人 を 賭 え る だ け の 食糧 ・ 繊 維 ・ を その 他 の 農産 物 の 供給 が 可能 で ある 。( オ ックス フォ ー ド 大 学 農 業 経済 研 
究 所 所 長 、 コ リン ・ ク ラー ク 教 授 に よる ) 

ご ざく 最近 、 国 連 食 糧 農 薬 機関 が 「1959 年 度 食 綿 農 藤 状 況 ] に 掲載 し た 報告 に よれ ば 、 世 界 の 食糧 供給 は 人 日 
増加 の 二 倍 の 速度 で 増え て いる と いう 事 で ある 。 
注 5 当 節 は 、 宇 宙 の 方 物 が 一 定 の 法則 に 支配 され て いる 事 を 示し て いる 。 此 所 に 選択 の 余地 は 無い 。 神 の 
律 法 に 従う か 否 か の 意志 を 授け られ た 貴一 の 存在 は 、 人 間 で ある 。 こ の 事 は 33 : 73 に も 述べ られ て いる 。 


た だら きれ た 食物 は 、 自 然 の 摂理 に 従い を れ 
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15. 使徒 た ち が 、 彼 等 の 前 後 よ り 来 た り 、「 テ ッ 
ラー 以外 に 何者 も 上 め る な か れ ] と 寺 い た 
る 時 、 彼 等 は 云え り 、 「 も し 我 等 の 主 鈴 し な 
ば 、 天 使 等 を 降 せ る も の を 。 故 に 我 等 は 
お 前 た ち が 違 わ きれ だ その 使命 仙 を 信 ぜ すず ] 
E。 


レル ア 2 


の edolou ら | っ 2 る 82 
30 RIE 20 DNC も まい 
(CGCYS1WHICIGKYNSICYSES1 


16. アー ド の ご と き は 、 何 ん の 理由 も な し に 地 3UAD 99 DCCAG 
上 で 角 慢 に 振舞 い 、「 我 より 力 唆 き 者 は 誰 ンタ 
を ?」 と 云え 9 。 自 分 た ち を 仙 9 給 うた アッ ー 420852 58e 8 負 21 
ラー の 方 が は る か に 旋 優 れる こと を わか ら ラッ ラン ンタ ラタン 
ぎる か 彼 凌 は 癌 に われ ら が 反 を 知 科 5 の 
す 。 @ の の 34235 PP 
17. か く て われ ら は 、 第 等 に 色 り 狂う 風 を 吹き レス クッ ン 4 じす ン Eo 
っ 18 ss 6 
つり 、 不 吉 な ロ 々 を 和 ら \、 現 革 に め て 性 マク マラ イイ ンク " 
千 の 刑 前 を 味 め し ゅ た り 。 き むと 、 来 世 の し:tllssjldgssdlo2 5835 
畿 賠 は 更に 本 な り 、 し か も 助け られ ぎる べ リッ レラ タン ラン 
し 。 ⑥ 2 395 
18、 ま だ た サム ー ド に つい て 云え ば 、 わ れ ら な は 彼 zojlUR<z2E 0 の の 0 
等 に 滴 導 を ケ え た れ ど 、 彼 等 は 佑 き より も リッ の クタ 
無知 育 目 を 選び た り 。 さ れ ば 、 己 が 稼い だ の oO 25 こっ 9 4 
行い の た め に 、 屈 展 の 刑 闘 の 淡 難 が 彼 等 を で レッ ジッ 2 レ 
襲い た り 。 ⑨ ら 史上 > 
19. されど 、 わ れ ら は 、 信 仰 深く 呈 っ 義 し く 行 本 る 6 の の が ICE 
5 の TOAUI 
動 せる 者 を 珠 い た り 。 ッッ 
第 三 項 と うか ラッ タス る イー ルー テン タン 9 と 2 の レラ タン 
20. ブッ ラー の 敵 が 数 中 つ な ぎ に な っ て 業火 へ る 265 の SA1 OO だ らら の め う 
ほ 追 い 幸 て られ 、 普 し め ゅ られ ん を の 日 を 、 ブラン 
彼 等 に 警 宇 せよ 。 ②⑨ の ゅ りう % 
2 役 符 和 和 に 到 着 す る 【、 等 の 本日 や 民 3 る cao 人 Oo 4 
が 、 朋 分 自 自 に を むい て 、 自 分 が な せる こ クル タタ ーッ 
と を 証言 せん 。( 潤 6) は 衝 ら る し oi 
注 6 罪人 の と 目 は 、 三 つの 形態 を 取り 、 不 信心 者 に 不利 な 証拠 を 提供 する 。Q) 引 等 の 草 行 は 、 結 果 と し 
て 身体 上 に 表れ る で あろ うぅ 。 0⑫) 彼 等 の 生体 各所 は 刀 用 の 客 、 震 えて お り 、 そ の 震え は 彼 等 に 不利 な 証拠 と な る 
で あろ う 。⑬ 彼 等 の 身体 全体 の 動き は 保存 きれ て お り 、 玉 き の 日 に 再生 きれ る で あろ う 。 
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22. 彼 等 は 自分 の 肌 に 向っ て 云わ ん 、( 注 7)「 何 5 ン _ 
は 我 等 に 不利 な る 証言 を する か ?」 の 訂 の Ala35B3 
・ 仙 圭 の 肌 な 云わ ん 、「 万 物 を 語ら し むる 239 を 3 秘 3 ン ン レシ 
1 14MCiby 
ラッ ラー は 、 我 等 に も 語ら し り 。 彼 こ を は MP 久 
最初 に 前 た ち を 割り た る 御方 。 き れ ば IoIGKYSC た PU 
お 前 だ ち は 彼 の 話 に 連れ 戻 き れ だ り 。 
23、 お 前 た ち は 現世 で 罪 を 犯 せ を し 時 、 己 が 耳 や PC 0251YCCEK 人 1 
目 や 肌 が 自分 に 不利 な 証 党 を する と は 思わ eo - 
ざり けり 。 否 、 お 前 た ち は 、 自 分 た ちの し AO 0 生 の 2Co3 195 


て いる こと を アッ ラー は よく 知る まい 、 と クン 
すら 6 考え た り 。 @ 6KSGs 5559 36) 

24. 己 が 主 に お 前 た ち が 抱 いた 考え が 、 身 を 減 人: > る と ビッ NAS ン 
ぱし た り 。 き れ ば 今 、 お 前 た ち は 失 者 し 「 フイ タク SUSE め 35 
な れ り 」 よ 。(8) 昌和 

25. 今 ほ な っ て は 、 彼 等 如何 に 壮 抱 する 6 、 RG と の だ (EZ 


夫人 を いなり 」 また 、 た 2 ば > 
と え 放 し を 請う と も 、 恩 毅 に 浴 す る 者 の う レン 
ち に 入れ られ ぎる べし 。( 注 9) oes くじ 5 


26. われ ら は 役 等 に 、 自 分 の 前 の こと や 後 の こ の っ (る 41KtG を CE す 11 3 る 
と を 艇 感 的 に 思わ し め る 仲間 を 当て が いた " 

る ン ン > HKS ター ラン 

り 。 ( 注 10) 過ぎ た 昔 の 學 起 や 人 問 ど も に ds8e 放 く デン 38 
下 し た る 宣告 が 事実 と な っ て 証明 る れ た ラン ラン ッ 

ーー の 2 と ッ 、 の 8 2 

り 。 ば に 彼 等 は 失 典 者 な りき 。 9 2 で ゆ 05 1G 


ュ ラッ タ レン > タ る 
は 


友 膚 は 最も 重要 な 役割 を 果たす 。 それ は 、 扱 党 の みな ら ず あら ゆる 感覚 を 保持 
進 き れる が 、 皮 膚 の 罪人 は 身体 の 全 機能 を 制限 きれ る 。 


注 7 人 間 が 行動 する 際 に 
する 。 日 や 耳 の 罪人 は 視覚 ・ 


注 8 事実 、 あ ら ゆ る 罪 は 信仰 の 欠如 が も だ たら す 。 


注 9 不信 心 者 の 罪 は 実 
事 も な いで あろ う 。 又 、 不 


まわ し きも の で あり 、 役 等 は 神 の 思 恵 を 授かる 事 も 、 再 びそ の 恩恵 に よく する 
者 は 神 の 慈 寺 を 求め て 神 の 座 の お 側 に 近付く 事 す 6 許 され な いで あろ う 。 


事 を が そう と し て 、 を の 行為 を 讃え る 。 


し 2 詩 葉 は 、 彼 等 が 如 の 仲間 と 共 府 し て 犯し た 行為 、 及 び 祖 先 の 悪 業 を 真似 た 
者 達 を 指す 。 妖 芝 は 選 良 、 人 間 は 席 民 を 表わし て いる 。 
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27- 不信 心 者 ども ゃ は 云う 「 ク ル テ ー ン に 耳 休 けい ラン 訂 半 1 の 
る なかれ 。 読 放 中 に 態 ぎ た て よ 、 き すれ ば 2 トマ ARCSYGuhd63 
圧倒 で きょう 」 と 。 ( 注 11) の 8 
28. な ら ば われ ら は 、 不 信 の 徒 開 に 溢 し い 刑 を 103o_5MCB2SISSd5 
味 わ し め 、 彼 等 が 行え る 最 回 な こと に 対し レル レン 
ー ブン スン ッ イン ノッ イラ タ る ンー タン ン 
て 報復 きん 。 oO ま の 
290. アッラー に : 入 な す 者 の 褒美 は こ れ な り 、 す 4 の し 生 ん ょ ユアン ッ ン ミン 
な わ ち 抹 火 な り 。 そ の 中 が 彼 等 の 所信 の > 922 ダウ OPD 
まい な る べし 。 わ れ ら の 神 兆 を 常に 窒 定 し 202ccteb 
た 報い と し て 。 、 
80. 不信 者 ども は 云わ ん 、「 下 よ 、 妖 填 と 人 間 16 NIIGNIG63 イ の 03 
の 中 で 、 ( 往 12) 我 等 を 邪 造 に 迷 ゎ し め た と し 
者 も に 会 わせ 給 を 。 足 で 冶 な つけ 、 搬 し lO と と し 83502 
め て や り と う ご ざ いま す 」 と 。 PP ティ 
oiee63 
31. 時 の 主 は アッ ラー な り 」 上 云っ て 、 酔 21 AKKOLI 1 
忍 ん で 来 た 者 に は 、 天 使 た ち そ の 上 に 降 VEGE お GS) 
か か く 安 心 きせ る 。 ( 注 13) [恐れ る 6 な 52 お OCRIEV 34 し etc 
か れ 、 悲 し むせ な か れ 。 お 前 た ち に 約束 き 和 フッ ッ シッ とる 。 
て いた 楽園 の 其 報 を 喜ぶ が よい 。 ②⑨ の Ogg AA ゆ kt の 16 
32. 我 人 は 現世 で も 来世 で も 前 た も の 友だち きら の 導 62 は る 向 る 55 
な り 。 役 衝 で は 、 お 前 た ち が 欲 する も の は ソー シッ の マラ レン シン 
すべ て 得 ら れ 、 請 う も の は すべ て 叶え られ 60265 し 33 
ん 。 に チュ フル ンス 
@@ 
33.、 こ は 内 起 者 、 蓄 悲 者 より の も て な し な り 』 の の の っ 人 89595 
第 五 項 し + し 4 アア ン 
94. 人 々 を アッ ラー へ 上 読 い 、 並 事 を な し 、「 ザ の 0 の Te の 5 
に 我 は 帰依 者 の 一 人 な り 」 と 云う 人 の 言葉 を スン 
に 優る 芋 革 ある か ? @Guy2g あり dL2 
生 11 闘 の 信幸 者 は 常に 叫び を 上 げ て 神 の 声 を 消 を うと し 、 あ ら ゆ る 企み を 用 いて 人 々 の 心 を 意 わ を うと し 
て 来 た 。 
注 12 2 種類 の 人 々 。 一 方 は 、 ジ ン ( 選 良 ) で あり 、 他 方 は 普通 の 人 間 で ある 。 
注 13 信者 が 厳し い 試練 の 具 中 で 努力 を 続け る 時 、 こ の 現実 の 世に お いて 天使 は 、 彼 等 を 処 め ゆる 狗 に 隆 り て 
来る 。 
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35. 普 時 は 一 律 に 琲 ず 。 舌 を 以 て 部 を 撃退 せよ 。 623 2P8zs スィ ンス <339 
1 EK od と 
し か ら ば 、 を ら 、 対 立 する 回 柄 で も 起 友 : (ツル ピン ーー ジ う 2 
な る に 符 ら ん 。 ( 征 19) PKGKGYGG PR の 
@ 多 > と 93 8 を 
> イン エン ン 1 ッ タ 

36、 されど 、 之 を 授かる 者 は 時 不 抜 な 者 の み 記し"8 多 2 g 人 3 培 63 
か 、 式 い は 大 へ ん 幸 軍 な 者 の みな り 。 - - 

Oak b は 1 

37. 衣 し て 、 も し 癌 麻 か ら 0 dsc oe 本 名 
り だ た て な ば 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 求め ゆめ ょ 。 げ ンタ ッ ン る 1 
に 彼 は すべ て を 陸 き 、 す べ て を 知り 給  。 @ 451 な 多分 AL 

98. 全 夜 日 月 、 こ ね 等 は アッ ラー ー の 拉 k の 一 っ 人 2 UILCIRP 
な り 。 日 月 の 前 で 叩 頭 く な か れ 。 5 し 本 当 る タク 合 
に 拝む 気持 が ある な ら 、 を れ 等 を 列 れ る 避け 95 っ SUB6853 
アッ ラー を 旧 め よ 。 OOHWCI2CI 2 レ 。 と タン 

UEC 

9 た は 信和 が 人 衝 に も 線 を を むり 4 と も 、 22576 の Ro 
を は 彼 等 自身 の 名 失 、 王 と 悦 に 在 る 者 た だ ち wsR55OeJIB 099 
は 夜 も 慎 も 彼 の 栄光 を 讃え まつ り 、 傘 むこ きら 先生 は MI6 
と な し 。 の * 

40. 彼 の 神 光 の 中 に は か く な る 6 の も あり 、 す 2 85 
な わ ち 、 大 地 が し お れ か か っ て いる 時 、 わ レー ララ し 1 ン 
れ むれ ら が を の 上 に 遇 も 降ら せ ば 、 大 地 は 多 ち KSTSA06U22 KA CE 
生気 を 得 て 、 動 き 且 つ ふ くれ る 。 げ に 大 地 タン 
を 悪 ら せる 者 は 、 死者 を 徳 ら せる こと 5 可 の 95 の あと IS yl 区 
な り 。 げ に 彼 は 万 事 を 能 て す 。 

4 われ ら の 枯 天 を 曲 好 す る 徒 護 は 、 あれ 6 か zOS13920 ポ の 委 
ら 問 れる こと を 得 す 。 き れ ば 、 業火 に 投 アー ンー レタ ン ンー セッ ン 
られ る 者 が よい か 、 る れ と る 安心 し て われ 2162 生 809( の 5 
ら の 許 に 出 づる を 望む か ? 前 た ちの 好 の レン タン ァ レ 条 叶 レバ る 1 
き に せよ ょ 。 げ に アッ ラー は 前 た ちの 所 業 9 入 多 らし 6 し 2EIEU 守 9 
を みそ な は し 給 う 。 

往 14 伝道 は 伝道 者 に 苦難 もたらす 為 、 当 節 は 彼 に 毅然 と し て 苦難 に 耐え 、 迫 害 者 に よる 悪行 に も 善行 で 


応じ よ と すら 5 命じ て い ぁ 。 
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42. 訓 戒 宮 れ る 時 、 ( 注 15) を 信 ぜ ね 徒 開 の の 02 仙 お 
は 、 失 敗者 な り 。 げ に を そ は 偉大 な る 経典 な 。 ' “< 2 スッ 


うる 5 と 

り 。 @ う 9 

これ し 】 クア 

43. 虚偽 は 前 か ら も 後 か ら も 之 に 近づく こと を 5600ooG2 OhAo3 
得 ず 、 を は 骨 白 に し て 、 談 美 すべ き 御方 よ 2 人 ラン 
》 の 啓示 な り 。 ( 和 16) @ の と の の 
44. 流 に 対し て 去 わ れる こと は 、 す て 決 以 前 KS ou2200sG8C9L3d 層 に 
GS の ゆう 805CJUJSE 

2 人 だ タ が 云わ れ た こと な り 。 流 の 主 は ブー 0 リッ レン ン 
- 害 大 で は ある が 、 ま た 成 量 の キ な る を ぞ 。 の zz 52320 の 5 

Ed ン ンク る ク ッ 

45. わ むれ らち し を 筐 囲 の 言葉 の クル アー ント | 65 測 2 92 


な し な ば 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、 [何故 その 諸 0 
節 を 明り よう に せ ぎ ざる か ? 何 ん た に 、 ア ラッ の OAI221OOU 907Gp う 1 
ブ の 聞 言 者 に 外国 語 と は ? 」 と 。 云 えん 、「 を 24 クッ 。 る | 欠 
は 信ずる 者 に は 導き で あり 立 や し な り 」:。 っ ちろ は 1 
きれ と 信 ぜ ざる 徒 会 は 、 そ の 耳 が 半 こ え ず 、 MK の 627 る る 


且つ 彼 等 に を れ が 見 え ざ る な り 。 ( 注 17) タ と 
彼 等 は 、 い わ ば 、 人 如く か ら 呼 ば れる 者 の @ ゅ っ 
如 し 。 ( 注 18) 

第 大 項 


46. わ れ ら は か つて モー ぞ に 経典 を 返り けた よこ 9298 い CURE て 交 と 85 
ろ 、 光 に 関し て 論争 生じ た り 。 も し 前 に 発 40 ラン ン 介し 
せら れ た る 主 の 言葉 ( 注 19) な か り せ ば 、 で 2252 る らら を 653 る の うら っ 

事 は すでに 決 せら れ た だ り 。 な れ ど 事実 は 、 


あん を 本 4 
彼 等 は 今 も それ を 和 疑い 動 押す 。 @⑨ の 35 の 


往 15 クル アー ン は 、 ズ ィ ク タル ( 訓 戒 ) と 呼ば れ て きた が 、 そ の 理由 と し て 次 の 三 つ が 挙げ られ る 。(1) ク 
ケ ケ ー ン は その 孝義 を 人 々 に 覚え を る せる 作 に 、 様 々 な 表現 を 用 いて 繰り 返し 述べ て いる 。(2) クル アー ン は 、 
それ 以前 の 啓示 蘭 な 教義 を 施し た 人 物 を 思い 出 き せる 。( 3) その 教義 に 従う 事 に より 、 人 々 は 
精神 を 高め る 事 が で きる の で ある 。( ズ ィ クル に は 和 名簿 も ある 。) 

注 16 。 クル テー ン は 非常 に 優れ た 神 の 書 で あり 、 そ こ に 述べ られ だ 偉大 な る 其 実 、 教 閉 ・ 規 箇 の ぼれ と し て 
考古 学 や 近代 科学 と 孝 盾 する も の は な い 。 

注 17 クルアーン の 内 容 は 彼 等 に と り 不 明 了 で 、 そ の 教義 の 素 晴 し き 、 有 効 性 が 彼 等 に は 見 えな い 。 


注 18 「 各 く か ら 呼 ば れる 者 の 如 し 。] と いう 言葉 は 次 の 事 を 示し て いる 。 哉 き の 日 に 、 不 信心 者 は 全能 の 神 
の 御座 に 近付く 事 を 許さ きれ ず 、 そ の 悪事 の 店 し 開き を せよ と 移 か 彼方 より 呼ば れる で あろ う 5。 又 、 次 の 様 に も 
解 息 で き る 。 不 信心 者 は クル アー ン の 教え に 耳 を 貸 き ず 、 そ れ に つい て 北 考 する 市 を 拒ん だ 為 、 そ れ は 彼 等 に 
と り 、 遠 く か ら 閉 こえ る 不明 瞭 な 声 の 様 に 理解 で き な い も の と な っ た 。 


告 19 7 章 157 節 に ある 、「 私 の 慈 半 は 、 す べ て を 包括 する 。] と いう 神 の 言葉 を 指し て いる 。 
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凌 行 を 策 うな 悪事 イイ ンス デン ンタ ラク 
47. 立 行 を 積む 者 、 を は 己 れ 自 身 を 人 益 す 。 悪 * (8 55 2 < oe54 SE MG と ら 2 


を な す 者 、 そ を は 己 が 重荷 た な らん 。 面 し て 、 


主 は を の 僕 等 に 対し て いき きか も 公平 を ee, ちち 
欠 て こと な し 。 
48. 審判 の 日 の こと は 、 ひ と り 彼 の みぞ 知る 。 イン スッ クタ 2 ン エラ レン る ンタ ち 
me 2 { d 
( 注 20) 彼 が 知ら ず し て 、 一 個 の 果実 も を eee や じ Cy EAI 回 
の 花 菅 より 出 で ず 、 ま だ 一 人 の 女 も 懐胎 し 9 し ? Cg2 2 
ンー う 
分 区 する こよ な し 。 を その 日 彼 は 、 彼 等 に 向っ に スン 。。 ッッ 
て 云わ ん 、「 わ が 同 還 と や ら 、 今 何処 に 在り RI 82 まそ 4253 導 
や ? 」 と 。 和 破 等 は 答え ん 、「 我 等 は 断言 す ノン 、 
我 等 の 中 で あの 神々 の 証人 と な る 者 は 一 人 @ み iso2 3 
も なし] と 。 
49. か く て 、 彼 等 が か つて 拝み た る 神々 は 後 等 RB ん 3O2OPOS BS 2 に さる 3 
を 捨て 示 り 、 彼 等 は 江 び 場 の な いこ と を 中 ーー」 
い 悟ら ん 。 @ oe なほ の あ る が し 
50. 人間 と な は 学 迄 を 求め て 俺 むこ と な し 。 る れ 全 OL2E3 2 の GyU22y 
ぼ ー た び 層 難 に 造 え ば 、 綴 ち 絶 望 し て すべ タッ 
て の 望み を 断念 す 。 の 55 ひら の 9 
51. し か も 、 角 儀 の 後に われ ら が 情け を か け な を 浅 る EE の 
ば 、 人 は 必ず 云わ ん 、[ こ うな る は 当然 な り 。 レタ を し 、 
審判 の 日 な ぞ 決 し て 来る も の か 。 た 上 い 主 9 氏 り ge ei87 
の 誕 に 召し 戻 きれ る と も 、 我 は 主 の お を ば て ンタ ンー ラッ ッッ し と 2 ュー タ ュ 
て 幸い を 介 ん 1 と 。 (2 st ば 、 も oO りら 
ら な は 必 ず 不 信心 者 も に その 行い すべ て 2 了 の 
を 語り 聞か せ 、 厳 し い 刑 を 味 ち し ゅ ん 。 アン ヴ の 6 Ai) の 
82、 わ 礼 ら 人 間 に 思 恵 を 施せ ば 、 人 急 ち よそ を の 人 
ら 0 引 1) 
向い て 立ち 赤 る 。 き れ ど 、 一 た び 和 災難 に 遭 2oeelo の lo El 
を ば 、 こ は 如何 に 、 長 々 と 祈る 。 の og 克 2206504 ン 5 
注 20 モハ ッ マ ド 預 言 者 が アラ ブ の 地 に 嘩 い た 種 が 如何 に 育ち 、 ど の 繁 な 実 を 千 ぶ か は 神 の み が 御 存 知 で あ 


る 。 を その実 が 腐れ ば 破棄 きれ 、 美 味 で あれ ば 大 事 に 保 だ れる で あろ う 。 


注 21 


敬 境 に ある 時 絶望 し 、 順 境 に お いて は 人 民 の 権化 と な り 、 茸 悩 の 欠け 5 も 無い か の ご と く 振 る 舞い 、 
成功 は 全て 自ら の 努力 と 能力 に よる も の し うぬぼれ 始め る の が 人 の 往 で ある 。 
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53. 云え 、「 こ れ が アッ ラー より 陸 き れ た る も の 入る Ao っ の っ | ン イ 
に し て 、 硬 も 之 を 前 た ち 信 ず ず と すれ ば 、 lyreeGPL 生 は 
真理 より は る か 修 方 渡 流 させ られ た 者 よ ge2A あ 32 め COSI の も 
り 6 更に 館 う 者 は 誰か 、 云 っ て みよ 1 と 。 

54. われ ら は 、 わ れ ら の 宰 光 が 護 理 な る こと が る EE ラタン 
彼 等 に わか る まで 、 誤 隔 の 地 に 診 て も 、 ま プン の の の りー 
た 彼 等 自身 の 中 に 於 で も 、 壮 に を 役 等 に 150o 25 し 2 鐘 る 名 


示 き ん 。 液 、 液 の 主 が 万 物 の 立証 者 な る こ ダッ スジ る タン 

と 、 を それで も 不足 な る か ? ( 注 22) @OAe* の "の 

55、 彼 等 は な おぉ 主 と の 対面 を 茎 う か 。 げ に アッ 作る 2 ャ ッッ ロン っ ラク を ラン 
ラー は 一 切 を 包 剛 し 給 5 。 ンプ 0 ク な けっ る | 

を タッ タ ジ る ゃ タク 

の の プシ 


注 22 イス ラム 教 は アラ ブ の 地 の み な ら ず 、 地上 の 最果て まで 広まる で あろ う と 、 当 節 は 明確 に し て 強い 語 
調 で 預言 し て いる 。 


ー741 一 


・ かく の 如く 、 


アル ・ 


シュ ー ラ 


(メッ カ 刻 示 ) 


あま ね 


恵み く アッ ラー の 御名 に お お い 


・ ミ ー ム 。( 注 1) 


アイ ン ・ ス イン ・ カ ー フ 。( 注 2) 


4. か く の 如 〈 人 大 に し て 覧 哲 な る アッ ラー は 、 
流 に 先 だ つ 人 人々 に 啓示 し だ 加 く 、 今 こ こ に 


液 に 巡 示 を 降 す 。 


。 すべ て 天 に 在 る も の 好 に 在 る も の は 悪 て 
アッ ラー の 有 な り 。 彼 は 革 高 く 、 素 大 な る 
者 に まし ます 。 


-・ 諸 天 は その 上 空 より 割れ 像 けん ば か り 。 天 


使 6 は その 主 の 詩 美 を 喝 え 、 地 上 上 の 人 々 の 
だ め に 赦し を 2。( 注 3) あ ぁ 、 リッ 
ラー こそ を は 脱 大 に し て 、 侍 逢 な る 者 に 
ます 。 
.。 アッ ラー 以外 に 守 謎 者 を 求め る 

て は 、 ア デッラ ー 之 を 監視 す 。 き れ ば 、 液 は 
彼 徒 の 七 祝 者 に 非 ず 。( 注 4 ) 


われ ら が アラ ビア 語 で 液 に ク 
ル デ ー ン を 示 せる は 、 液 を し て すべ て の 
品 の 三 並 びに その 周辺 の 人 々 に 称 告 せしめ 
ん が だ た め 、 ま た 疑念 の 余地 な きか の 集合 の 


〇 タテ 人 oe も Le 
@ ら 
oe 


リッ て ーッ ター ンタ 訪 。 イ ン スゲ タタ クス ェ ミク 
US の 9192 Us 0 
っ タタ 。 ン 人 
IP 
295o の 986382035 全 


@ 名 | 
オス プイ ンタ ョ る 
4 る 626 
レア ス りら 3 な Ca 3 に 24 
で 8 うう ひっ う の 
タク タグ クス 


3 る 人 63 
半日 JO25 


0211 の 7 
MOVETGCUIGCS 人 IM 


の 72 ME こ の 3g 絢 | 


神 の 慈悲 と 、 人 間 を 許す 様 に 
の 猫 子 を 授け られ て いる の で ある 。 


邊 時 すべ き 栄 普 の 主 。 
全 知 人 能 者 。 


人 間 の 罪 は 大 きい が 、 神 の 慈 圧 は それ に も 増し て 大 きく 、 
と の 天使 の 願い が 一 つ に な り 、 


これ は 神 の 全て の 属性 を 超え た も の で ある 


役 は 宛 の 罰 か ら 示 わ れ た の で あり 、 必 改める 為 


神 は 人 間 の 不 散 や 不信 仰 を 見 つゆ ぶ 、 そ れ を 記録 し て お られ 、 も し 役 等 が 必 い 改め な けれ ば 処 加 きれ る 


で あろ う 。 
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アル ・ シ ュー ラ 
日 を 人 々 に 管 告 せ し ゆん が だ た め な り 、 或 る し っ | の > スン こる レタ 6 ・ の > よし 。 
者 た ち は 楽園 に 入り 、 ま た 下る 者 た ち は 燃 oe は Ob 先 aMl は GO 2 
えさ る か る 業火 に 陥 ちん を の 日 を 。 
クン タ ュ タイ リー タレ 
9. ケッ ラー も し 欲し た り せ ば 、 彼 等 を つの 259 380oB 48U5623 1 代 5 2 
民族 に な し 得 た だ り 9。 さ れ ぎ 彼 は 、 己 れ の 欲 ZOO 
する 者 の みそ の 率 悲 の うち に 招き 入れ 給 osME2 補 PC と 
う 。 面 し て 、 悪 を な す 徒 器 に は 、 守 訟 者 も ラン ッッ ィ 。。 
な けれ ば 助け 手 $ な か る べし 。 唐人 の 
10. 役 等 は アッ ラー 以外 に 守護 者 を 求め た る 人 1 信人 6 っ る 
PID らき 25065 
か ? きれ ぼ 、 ア ッ ラ ー こ を 真 の 守 牙 者 な ッッ も 925 ウラ 
る ルン フタ ンス 。 ン ター タタ ンタ 
役 は 死者 を 睦 ら せ 、 全 能 に まし ます 御 (上 5 (ゆら の leo うぅ 
第 二 項 
11. 何事 に よら ず 、 お 前 た ち に 争論 ある 時 、 そ を ょ も (228 る 2・ 2 タイ ンタ エレ ン 
UE 人 と と まじ た | 
の 最後 の 裁き を つけ る 者 アッラー な り 。 ぞ 0 ・ の ワン ジー ぅ 
雲 え 、[ こ は ア - 我 は た だ 彼 OCS けし とっ 5 
を 信頼 し 、 常 に を 向け る 」 ~ 者 4 
と 。 
タン タン ッッ シラ ンー ル ュ ンタ 
12. 修 は 内 地 の 制 始 者 な り 。 彼 は 名 前 だ ちの た の 6009 ub 
め に お 前 た ち 自 身 の 中 か ら 委 衣 を 創り ま Ms ッッ レン 
た 家斉 に も 明 雄 を 信 り 、 芝 に ょ っ て 前 た 9 Pe 3 
ち を 猫 し 給 う 。( 注 5) 彼 の 如き 御方 は ほか アッー ン 3 1 る っ を ーッ ン フ ラッ 
に な し 。 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て を みそ @ ら 3 2 の 3 
な は し 給 う 。 
ut 12292 で 。 ゥ て ウ る タラ イン ン と ク 
13. 舌 地 の 諸侯 は 彼 の 有 な り 。 彼 は 己 れ の 欲す OU 31 09 
る 者 に 給 養 を 拡げ 、 ま た 欲す る 者 に 之 を ひ ンプ 720 ウー シン 折る る ラッ ン 
き 締 め 給 う 。 げ に 彼 は 一 切 を 熱 知 し 給 う 。 @⑨2y あの 和 255335 9 
14. 彼 が お 前 た ち に 規定 せる 教え は 、 か つて ノ を 生ま ント レン ze ロン ェ ル タン る 
16 レル 生 由 M ッ 
ア に 申し つけ た る 6 の 。 わ れ ら 今 流 に 之 を 。 う Dee の すら っ 
啓示 せり 。 こ は アブ ラ ハ ム や モー ゼ や イエ ど 2852 Ke じ ? BU 
ス に 命 に だ る も の な り 、 す な わ ち 、「 信 全 を ッッ ン リー 
牙 守 し 、 宗派 に 分 像 する な か れ 。 潜 が 人 々 20595Y ク ONUASTSTAz う 
に 呼び か け の は 偶像 此 拝 者 せ も ファ アン 
に は 素 難 な り 。 ア ッ ラ テー は 欲す る 者 を 選 れ 人 親 史 じ 38 VO 人 8 月 
の た め ゅ に 選び 抽 格 Lc を my る 者 クコ フ リン 
を 己 れ の 道 に 導き 給 う 」 と 。 ⑨cS OS 60 る 3 短 と 向 ) 
注 5 神 は 夫婦 の 結び 付き に より 信 類 の 子孫 を 増 や る れる 。 


ー743 一 


第 四 十 二 章 テル ・ シ ュー ラテ 

15. 然るに 彼 等 は 、 知 蔵 が 降り た る 後 、 互 に 婚 は 完 じ gy NG1 と と 
み 合 い 、 分 用 き り 。 も し 定め られ だ た 時限 に 2 " 3 ンプ う 
関 し 計 の お 言葉 な か り せ ば 、 事 は すでに 決 5 と と 22 ご 8 こも 93 の 
済 せり 。 な れ ど 、 彼 等 の 後に 経典 を 受け 角 ツィ レ コシ ンー ン っ 導 
い だ 者 た ち は 、 今 も 之 に 関し て 疑心 を 抱き IIG)5y そ 26 あの 
動揺 す 。 っ る と 

の 9 こ 1 

16. きれ ば 波 は 、 人 々 を この え に 各 せ 。 が あ レツ く 
命ぜ られ た 吉 く 回 才 不 抜 で あれ 。 彼 う | の らむ 398 
薄 に 乗せ られ る な 。 請 し て 、 云 ぇ 、 [は アッ Pa ルル 

を せる 経 央 を 信 ず 。 我 は 公平 に お前 と レッ 255552 
た も を 裁断 する こと を 命ぜ られ た り 9。 ブ ッ 65 導 層 YO あら 5 
ラー は 我 等 の 主 に し て 、 且 つ お 前 だ ちの 主 レン の ンタ レー ィ 
な り 。 我 等 の する こと は 我 等 の 責任 、p 前 3 生 M0CC1A2GIET 
た ちの する こと は お 前 た ちの 次 任 な り 。 我 (3 す ラシン 
等 と お 前 た ちの 間 に は 何 も 論 争 す る こと な ue02s 0 
し 。 い ずれ 皆 ア ッ ラ ー に 召集 きれ 、 彼 の 話 
へ 帰る べし ] と 。( 注 6) 

17、 き れ ど 、 テ チッ ラー の 呼び か け に 応え た 後 、 CN1 の 62AGoRg < 二 和 1 
アッ ラー を あげ つら う 者 、 彼 等 の 論議 は レー リリ フレ 。 半 と 
テッ ラー か ら 見 れ ば 無 区 な り 。 ( 注 7) 天 前 ME2e る は も に 5 と 44 人 4 
f - 茸 9 て 厳し い 同 を 受け ん 。 ン っ タイマ 

3 

18. アッ ラー こ を は 衣 政 を以て 経典 を 降 し 、 40 kT た 3 

1 も 4(O 
生 抽 り 給 を る 御 か を り 。 生 し て 、 革 末 の ウ ス う は IRMIEXUP 
の 日 の 近づけ る こと を 液 に 知ら し ゅ る は 誰 IOMREINGTGKGR 
カ : 7 
る で う イア と と 
19. 終 の 日 を 信 ぜ め 徒 は 之 を 催 介 する が 、 の 803 66 あお ysS5 


"る 人 々 は を の 必ず 来る こと を 知る が 履 
に 心配 す 。 油 断 す る な ! 終末 の 日 を あげ 


ょ レタ WC1rYAK そ 4 タン ッッ タン 


8 Los 3 選 216 マ KK] 


注 


所 に 命じ 6 


汗 
中 


の 恐怖 の 日 に 自ら の 行為 に 中 し 開き を し な けれ ば な ら な いと 知っ て お り 、 常 


6 モハ ッ マ ド 預 言 者 は 


、 彼 が 現れ る 前 の 全店 示 壮 に 記 き れ た 中 で 、 
れ て いる 。 それ 故 、 他 の 預言 者 が 彼 と 反目 する いわ れ は 全く な い 。 


彼 の 信じ る 聞 言 者 の 弟子 と な る 様 処 


7 イス ラム 教 が 起こ きれ 、 多 てく の 人 々 が 信者 と なり 始め た 為 、 不 信心 者 が イス ラム の 神 の 由来 に 異議 を 


ぇ 続け て も 、 
8 不信 


それ は 無駄 な 事 で ある 。 


が 訪れ る の を 臣 れ て いる 。 


者 は 裁き の 日 を 信じ な い の で 、 そ れ を 興 れ ず 、 を の 日 が 早く 来る 様 求め ゆる 。 し か し 、 


信者 は そ 
、 そ の H 


等 その 日 に 備え る と 共 
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テル ・ シ ュー ラ 
つら う 者 は は な は だ し き 迷 品 の 中 に あり 。 前 ュ ン ョ ラ レ 
1 
(8) AS892US 186 あ 8 の (8 る | 


独 2 ス ラン タッ ン 


20. アッ ラー は る の 僕 等 に 対し て 優し くま し 3 る 26 2 63 ot 部 
まれ . 彼 は その 欲す る 者 を 養う 。 彼 は 呈 只 と 2。 ノッ タン 
、 侍 僅 大 な り 。 届 
。 。 
らら テテ タイ ュ ン 2 レン ョ ン あっ ク ュー 
21. 来世 の 収穫 を 希 う 者 に は 、 わ れ ら は その 収 きら OO 
衝 を 増 きん 。 現 世 の 収穫 を 希 う 者 に も われ ーッ 。 
ら は それ を 与え ん 。 されど 、 来世 に 誰 て は 、 3 2o6 ち CAS 05 ら 2625 
を の 者 の 分 け ま え は な か る べし 。( 注 9) > る 。 ニン ュ ン ロ レ 
⑨ と w の の 539133 じ 
22. に は アッ ラー の 周 位 者 あり て 、 ア ッ ニー クィ シイ レレ ーッ ュー ニン ャ ラッ クイック タン 交 と る っ クイ 
シセ イレ 3 
ラー が 生き ぎり し 教え を 彼 主 本 し た る で DEEg2o3 あ 2 がら る あっ 
か ? され ど 、 わ れ らち の 最後 の 決定 の 言葉 32 が の 9 1230IA2L ち りす 5 郊 | 
な か り せ ば 、 事 は すでに 片 づ き た 9 し な り 。 内 の の 凍 時 
不義 者 は 必ず 茜 暗 な 信 を 被 らん 。 IA 学び の い 1 
ュ 交 ノッ っ ュー プン 
23. 溢 は 自分 で 稼ぎ だ ため た も の の た め に 悪 果 が 必 の OS OAI の 
その 身 に 隆 り か か り 、 隊 選 する 不義 者 5 ご ヶ 
を 見 ん 。 さ きれ ど 、 信 じ て 告 行 を 積む 者 は 、 2 の 0 は IGT 
楽園 の 草原 に 住ま ん 。 彼 等 は 主 の 御 許 で 、 be ョ ン ン ッッ っ イン 
が 欲す る も の を 得 さ し 。 こ は い ょ 5 大 な 26905feOceo85E 放 も) 
る アッ ラー の 賜物 な り 。 タッ ンク 
@& る IS 急 
っ ュ Lee を っ る きま ン タッ る の 1 
24. こ は 信じ て 普 行 を 積む 僕 等 に た る アッ PA IANIH4 ie 交 じ 記 る う ゝ 
ラー の 期 報 な り 。 云え 、」 我 は お 前 た ち へ の レレ ルル タラン レレ シン 
夫 儲 の た め に 如何 な る 吉本 も ポ ゅ ず 。 た だ 8329PSTa2c 21 YO 
近親 を 愛す る が 故に お 前 た ち を 神 へ 導く ] 人 ン 。。2 人 る 名 レラ レー タタ る 2 る タッ ・ 
と 。 ( 注 10) 誰 で あれ 敬 行 を 積む 者 に は 、 34 か も こら AS の う SOID 
われ ら は それ に 対し て 千 福 を 増 き ん 。 げ に る し タ 
うぶ っ OPCU 
テッ ラー は 寛大 に し て 、 す ぐ 感 紅 な きる 御 2 の 
方 に まし ます 。 
注 9 この 選 の は か な い 物 を 手 に 入れ る 事 に の み 努 ゆめ る 人 は 、 米 世に お ける 永遠 の 命 の 上 恵み を 与え られ は し 
な い 。 し か し 、 来 世に 備え を る 人 は 、 過 分 な 神 の 恵み を 授かる で あろ う 。 
注 10 この 言 共 は 又 次 の 様 な 斉 味 に も な る 。 (1 私 は 信 人 を 神 の 法 の 下 へ 呼び 寄せ た 事 で 、 父 人 か ら 報 醐 を 得 


る つも り は な い 。 


喉 、 親 族 と し て 、 


貴人 が 精神 向 安 ら ぎ を 得 て い な い の で は な いか と 案 ずる 余り 、 


そう する の 
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26. 


27. 


28. 


29. 


30. 


31、 


。 彼 等 は T 邊 っ ムハンマド が ア ッ ラ ー に つい て 
炭 偽 を 揚 造 せり ] と 云う わか? も し アッ 
ラー 欲し な ば 、 湊 の 敵 の 心 を 閉じ た る 如く 〈、 
義村 可 な り 。 き れ ど 、 ア ッ 

ー は 、 液 の 唱 を 通し て 虚 作 を 吸い 取り 、 
の 穫 を 以 て 英理 鐘 了 け 。 げに 主 は 、 
人 が 胸 中 に 抱く こと を 知 し 給 う 。 
僕 等 か ら の 履 悟 を 容れ 、 も ろ 6 ろ の 罪 を 族 
す は 役 な り 。 前 し て 、 彼 は お 用 た ちの 所 業 
を 知 松 し 給 う 。 


彼 は 信じ て 善行 を 積む せ 人 々 の 祈 頼 に 応え 、 
邊 等 に を の 慈 看 を 加増 す 。 き れ ど 、 不 信心 
者 ども に は 、 厳 し い 宙 を 下 し 給 う 。 


も し アッ ラー ー が を の 人 等 に 対す る 給 差 を 
交 し 過ぎ な ば 、 彼 等 は 地上 に 於 て ほし いま 
ま に 振 押 あ ん 。 き れ と 、 主 は 、 欲 する 時 、 
ジ を ! ほど ほど に 下 し 給 う 。 げ に 彼 は を の 僕 
等 を 熱 知 し 、 之 を 監視 し 給 う 。 


と か 
曽 し て 、 


彼 等 が 絶望 せる 時 、 雨 を 降ら せ て 
『 を 展開 する は 依 な り 。 役 は 守護 者 


彼 の 柱 光 の 中 に は 、 天 地 の 創 造 と を こ に 彼 
が 描き 散ら し た 生き し 生け り る も の あり 。 
計ら 彼 は 、 そ の 欲す る 時 に 彼 等 を 召集 
角 力 あり 。 


第 四 項 
お 前 た ち に ふり か か る 不 幸 は 、 お 前 た ちの 
手 が 稼 い だ こ s る れ ど 、 彼 は 、 お 前 た ち 
の 数 々 の 罪 を 寄 起 し 給 う 。 


LE 人 の い 凍 IGT る 守 
3 CI の 308 25 
(CDPYWGIRORYyAEUECN 4 


和 ) 


際 5 う 1 fe 


タン ッ ン 


@o 


MEI GA 
AS3o 31 


ワン レズ 】 


レン 2 
04 AIUNKS1KEOAITMPA 
@diu3 ら は 2 が 62 


セア アス 


の 9> MCUOyJP 知 絡 あ 


を py gd 2 id MO 
@ 和 3 

に 2jVefEPTGIRKUP 
@Gcha22 ンタ ン 32022 作る 

Co の 9 AG0GE AS2 う 
る 2 
@293 


ラン ッッ クレ ント 。 ル 名 
RUNECC も ば の で 二 い の PAIV 
ち っ. クッ ン 
@ 9 の と 


レア メア アコ 


8 5 


で ある 。(⑫ 私 は 、 
族 と し て の 身 の 処し 方 を 知る べき だ 。 
論 す る な ら 、 
本 を も 求め な い が 、 
は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 次 の 様 に 語っ た と 記 $ る れ て いる 。『 我 は お 前 た ち へ の 幸 仕 の に め に ……。 


真人 の 精神 に 利 する 様 に と 私 が 為 し た 大 事業 の 報 本 を 貴人 に 求 ゆ は し な い 。 
③ 私 の 長 人 に 対す る 気 造 いや 愛 に 報い て 欲し い の で は な い 。 
少な く と も 私 が 貴人 に 示す 様 な 親族 と し て の 心配 を 貸 人 も する べき だ 。(④ 私 は 條 人 に 如何 な ぁ 報 
唯 、 神 に 近付き た いと 也 う べき で ある 。 こ の 最後 の 内 容 は 、25・ 58 一 致し 、 そ の 箇所 に 


唯 、 催 人 は 、 起 
唯 、 私 に 反 


(文中 )] 


ー746 一 


に て 


[こと 1 


第 四 十 二 章 アル ・ シ ュー ラ 


32. お 前 だ ち は 、 地 上 に 放 て 神 の 計画 を 挫折 すっ と イレ っ て IGG 1 ら う 
る こと 能 わ ず 、 ( 注 11) また アッ ラー 以外 22Yo の Jl は Os 1 
に 如何 な る 友 も 助け 手 $ な し 。 


39. また 、 山 の 如 き 巨 船 が 海 を 渡る の も 、 彼 の 
神 兆 の ー つ な り 。 ( 注 12) 

34. 彼 も し 鈴 き ば 、 財 を 止め て 船 を 海面 停止 
せしめ る こと も 可 な り 。 げ 
きれ る こと は 、 耐 を 忍び 』 
神 光 な り 。 

35. 革 は 彼 は 、 彼 等 人 膨 が 楼 い だ こ と の た だめ 

、 懇 を 沈め る こ と も 可 な り 。 きれ ど 、 彼 
彼 等 の 罪 の 数 々 を 者 邊 し 給 う 。 

36. され ど 、 ア ッ ラ ー の 神 光 を あ ! げ つ ら う 者 は 、 

自分 な ち に は 造 び 場 の な いこ と を 思い 知ら 


ュ 。 + レ 二 いま ん す 才 ルル ンク 4 
37. 512212 BEAA221 が の と の 
の 享楽 こ あ る も の 
ュ 本 アル 
そ を な お 勝て 未読 す 、 何 じ て を の 主 を 束 の る 24008 じ う 
る 者 に も っ て は 、 ププ 
②⑬o 多 守る る 


38、 大罪 や 酸 行 を 避 け る 者 に とっ て は 、 慣 犯 を の 
RE 3 = SU 
元 え て 税 多 す る 者 に と っ て は 、 ( 生 1 の 3 の 


@63 の タタ に レ 
39. 主 に 耳 を 領 け 礼拝 を 作 守 する 者 に と っ て タン 学 時 近 和 の 
は 、 互 に 相談 し て 事 を 笛 う 者 に と っ て は 、 を Ale51 32 99 ゆば 3503 
( 往 14) われ ら が 授け た も の を 惜しみ な く の 陸 7 ン ン ルン 」 
施す 者 に と っ て は OCS うう る 


年 11 イス ラム 教 が 勝利 を 得 、 不 信心 者 は 神 の 命 に を むく 事 は で きず 、 イ スラ ム の 前 進 を 遊 る 如何 な る 妨害 
も 許さ きれ な い 。 不信 心 首 は 、 神 が この 様 に 命じ られ だ と 告げ られ て いる 。 

注 12 。 当 節 及 び 他 の 数 節 に お いて 、 ク ルアー ン は 、 船 が 国際 恋 流 に お いて 重要 な 役割 を 巣 た す と 指摘 し て い 
る 。1400 年 前 に 砂 削 に 住む 子孫 に 啓示 る され た この 長 実は 、 ク ルアー ン が 神 に 由来 する も の で ある 事 を 十分 に 証 
明 し て いる 。 

注 13 "この 言葉 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 罪 、 道 徳 上 の 過ち に 言及 し た も の だ が 、 個 々 の 罪 に つい て は 引 り が 引き 
金 と な っ て いる 。 舌 り が 眼 度 を 超え る 時 、 様々 な 鋳 が 犯 き れる の で ある か ら 。 

入 14 この 人 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 国事 を 司る 際 の 指針 し し て 、 シ ュー ラ ( 相 刻 協 議 ) に つい て 述べ て ある 。 
この 一 語 は 、 西 側 諸国 の 誇る 政府 の 代表 制 の 本 綿 を 表し て いる 。 イ スラ > 国家 の 指導 者 て ある カ サフ は 、 国 の 
重要 問題 に つい て 決断 を 下す 時 、 国 民 の 代表 と 協 議 す る 事 を 義務 付け られ て いる 。 4 章 59 人 節 も 参照 の 事 。 
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40. 追 害 きれ だ た 時 を の 身 を 護る 者 に と っ て は 。 


殺 . 危害 に 対す る 報復 は 、 それ と 同じ 危 書 な り 。 

きれ ど と 、 寂 し て 和解 する 者 に は 、 ア ッ ラ ー 

若 に 報 賞 あり 。 げ に アッ ラー は 不義 者 を 

愛 で 給 わ ぬ 。 ( 注 15) 

42. 迫害 きれ だ 時 、 防御 する 
16) 


み 


WS 


は 、 罪 に 非 ず 。( 注 


43. 凍 せ ら る べき は 、 人 を 迫害 し 、 地 上 に 訟 て 
不当 に 則 を 越え る 者 ども の み 。 


44. され ど 、 耐 え を 玩 び 、 赦 し て や る な ら 、 そ は 
此 高 な 裁断 な り 。 
第 五 項 
45. テッ ラー が 夏 道 に 導 こ うと し だ 者 に は 、 以 
後 如何 な る 守護 者 も な し 。 市 し て 、 流 は 
不義 者 ども が 刑 六 を 目の当たり に し て 、「 ょ 
こ か に 引 返 す 道 な きか ? ] と 叫ぶ を 見 ん 。 


46. 液 は 、 彼 等 が 業火 の 前 に 連れ て 来 ら れる と 、 
陳 て うな だ れ 、 盗 み 見 する を 見 ん 。 ( 往 17) 
曽 し て 、 信徒 た ち は 云 わん 、「 復 活 の 日 に 、 
家族 も ろ ほ も 我が身 を 破 涼 する 者 は 、 本 当 
の 失敗 者 な り 」 と 。 見 よ 、 不 義 者 ども は 氷 朱 
の 徐 罰 の 中 に 留まら ん 。 


タン 3 ブッ 9 55 ンタ タン ュ る 
の SL 22 2 


ES も SB 
" 49505 

ょ 
OS462GIKOE2KIPPRIKOIeH 


ン 
AMMKGS| 


の EMI 
る | プイ イラン イン フー 2 グイ の 
の が 9I ら 3 っ らい se うっ ue 3 を 
io うり 22 (人 5 の タ 
の 了 の 
@ ぴ と の まわ 2 の 
0 イイ フラ タン タタ ラッ タ る 
MANo2oNs> 喧 0 


タン 


1 ああ 
2 2 2 
@eoizGSuBD1S)W PCI 


注 15 


この 節 は 、 イ スラ ム の 刑法 の 根幹 を な し て いる 。 イ スラ ム 教 義 に 


# く 罪人 の 処 還 の 真 の 目的 は 、 罪 


人 の 道徳 的 更生 に ある 。 も し 許す 事 で その 者 が 幾 分 な りほ も 道徳 的 に 向 |- す る な ら 、 彼 は 許さ きれ る べき で ある 


し か し 、 処 員 が 彼 を 更生 に 向かわ せる な ら 、 
り 重 いち も の で あっ て は な ら な い 。 イ スラ ム 教 は 、 
ダ ヤ 教 の 教義 いずれ を も 信じ ず 、 
注 16 


と し て 、 イ スラ ム 教 は 、 法 


は 自己 防衛 を 信者 の 道徳 上 の 義務 た みな す 。 モ ハッ マ ド 聞 言 者 は 、 
準 を 守る べく し て 命 を 落と す 者 は 狗 教 着 で ある ( ブ ハ リ 、 


こそ こそ し だ 日 付き は 、 犯 罪 の 為 召喚 きれ 、 判 決 が 下さ れる の を 待つ 罪 入 の も の で ある 。 


注 17 


彼 は 前 せら れ な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 そ の 拓 は 、 犯 し た 罪 よ 
も う 一 方 の 類 を 出す と いう 炭 し い 教え や 、「 目 に は 目 を 」 の ユ 
向 に その 中 唐 を 串 ん じ て い る 。 

処罰 に 関す る イス ラム 教義 は 、 非 現実 的 理想 主義 者 の 心 に は 響 か な いか も し れ な い が 、 
経済 ・ 道 徳 の 諸 問題 に 最も 有益 に し て 現実 的 な 解決 策 を 定め て いる 。 イ スラ メ 教 


現実 的 な 款 教 


次 の 様 に 語っ た よ と 記さ る れ て いる 。 財産 と 名 


マザー リム ・ ワ ル ・ ガ サブ グ 潮 ) 。 
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47。 テッ ラー 以外 邊 等 を 助け る 守護 者 な し 。 2 の 1 の た 
アッ ラー が 外 道 に 等 こう と し た 者 に は 、6 の OPC うい の loo 6 ピッ 
は や 指導 の 方 途 な し 。 @5262 引 人 G 部 際 4 2 う 6 
人. 溢 和 避け 難い 日 が アッ ラー より 来る 前 に 、 72295 (ss2A62ee PC 
王 に 耳 を 令 け ょ 。 そ の 日 お 前 た ち は 通れ る ラリ ラフ 
も ころ な く 、 窒 認 す る 機会 も な し 。 の NOSK 2 知ら 
る 5a 
@ 送 る 
49、 き され ど 、 た と い 彼 等 顔 を を むけ る と も 、 わ 全 ち > 所 CSS2656 


れ ら は 潜 を 彼 等 の 守護 者 と し て 造 わ し た に 
非 ず 。 流 の 務め は た だ 神託 の 伝達 の み 。 見 oo 2C 多 伯 人 II 
よ 、 人 間 は 、 わ れ ら が 恩恵 を 味 わ せ て や る レレレ 8 っ 

ょ 大 喜び する が 、 己 が 手 が 先 に 送れ る も の み eeolCaO8(orAxoAy の の ! う 


の た め に 淡 難 に 遭う と 、 銘 ち 恩 を 忘 る 。 人 カン レレ タタ 


KN 


較 
で 

[ 
お 
en 
\e さ 


50.、 突 地 の 大 権 は アッ ラー の も の な り 。 彼 は 己 * 負 3 
が 欲す る も の を 合造 す 。 彼 は 己 が 欲す る 者 。 と / 

る タン イイ コン イン ん 

に 女児 を 与え 、 ま た 巳 が 欲す る 者 に 男児 を 2 の て 636G) 代 


で 
%: 
ご 
失 
宮 
中:- 


い 


与え 給 う 。 サン ルク 
@ っ AU 
51. 或いは 、 ア ッ ラ テー は 、 女 児 、 男 児 、 共 に 与 GHZC を ん ル 416 
こ っ! う | 
く 答 。 牙 い は 子 補 の 到 み を すえ 給 わ す 。 ピク ラス 
- の 2 ン の ラン ラッ ュ ン 
げに 、 ア ッ ラ ー は 、 万 事 を 知り 、 万 ヨ を 能 @ の zo5 2 95 


《 す 。 ( 生 18) 


52. アッ ラー は 秘 示 に よる か 、 忠 の 皆 後 か ら 、 (CGUPRE ス 2 所 0 
基 い は 便 徒 を 造ら し て 己 れ の 欲す る こと を ブッ COM 02 の 
秋 示 する 以外 は 、 人 問 に 直 接 串 りか け 給 わ 。 453U 2 ダイ ウイ 和 
紗 、 に 抽 うら TO りつ @53 
ず 。 ( 注 19) げに 彼 は 至高 く 、 店 哲 に まし 
ます 。 4 と 4 涼 HGC 
注 18 当 節 及び 前 節 に お いて 、 不 信心 者 は 神 が 次 の 様 な 命令 を 下る され だ と 告げ られ て いる 。 イ スラ ム 教 徒 が 
その 数 を 増す 一 方 、 不 信心 者 は 減り 、 彼 等 の 子孫 が イス ラム 教 と な る 為 、 絶 を て し まう で あろ う 。 
注 19 当 節 は 、 神 が 下僕 に 語り か け 、 啓示 を 表す 三 通 り の 方 法 に つい て 述べ て ある 。 (1 ) 神 は 媒介 を 通る きず 、 
直接 彼 等 に 語り か けら れる 。(2) 神 は 彼 等 に 幻想 を お 見 せ に な る が 、 そ れ が 理解 され る か 堂 か は 定か で な い 。 
文 、 時 に は 目 め た 状態 の 時 に 彼 等 に 声 あ ぉ お 閉 か せ に な られ る が 、 その 時 役 等 に は 語り か ける お 訟 が 見 えな 
い 。 これが 「 苑 の 音 後 」 と いう 語 の 意味 する 所 で ある 。 (3 ) 押 は 使者 、 す な わ ち 神 の お 告げ を 夢 ぶ 天使 を ぉ 遣 
し に な る 。 


NM 
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弟 四 二 番 アル ・ シ ュー 


53. か くわ れ ら は 、 わ れ ら の 命 に よっ て 液 に 神 フッ を レセ 人 WEC42CICRG1 と 
の 言葉 を 啓示 せり 。 流 は 経 内 が 如何 な る も eV5> 9 9 人 GUN 
の か を 知ら ず 、 ま た 信仰 が 如何 な る も の か Py 元 God 
も 知ら ざり き 。 きれ ビ 、 わ れ ら は 、 に ょ っ 半生 る ーー プー 
て の も が 拉 する 岳人 を 和 ( 問 し な を BOO と CS 
。 ば げに 液 は 人 間 を 正しい 追 へ 導く 。 


アッ ラー の 道 へ 。 ( 生 20) 見 よ ょ ! 思 物 は モラ ラク タッ 


54. すなわち 、 拓 地 に 在 る も の 一 切 を 続 べ 給 2 Cp9IG ゆ 13C 3 
る さき 
滞 く アッ ラー の 御 許 へ 帰り 行く 。 ( 注 2D) @ っ AS5 


注 20 イス ラム 教 は 、 人 間 を 神 の も と へ 導き 、 人 間 の 信 造 の 僚 大 に し て 媒 高 な る 目的 を 惜 ら せる 生命 ・ 光 ・ 
道 で ある 。 


往 21 全て の 物 の 始ま り と 終わ り は 、 ア ッ ラ ー の 手 に 委ね られ て いる 。 
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第 四 十 三 章 黄金 の 装 秘 アル ・ ゲ フロ ッ 


アル ・ ゾ フロ フ 
(メッ カ 稼 示 ) 


1、 慈悲 深く 、 也 み 司 く ア ッ ラ ー の 御名 に な い の ーー は 放し 

て 。 ー- 

問 ュ ュ | 

2. ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) @44 
3. われ ら は この 明 膝 な る 経典 を 証拠 し し て 引 ラテ 5 

ウ 0 @ の wie 

証 す 。 All 
4. われ ら は それ を 、 お 前 た ち が 理解 し 得る よ ーッ Gt と HG 

2 、 消 源 量 っ 感銘 釣 な 生葉 の クル アー ン ょ (GRASSIEHt ッ 

な せり 。 


5. 端 し て 、 そ の 内 容 は 、 わ れ 6 が ぁ 
高 に し て 知恵 に 満ち た る 引 典 の 中 に 記 き れ 
た も の な り 。( 注 2) 


@2 を 99 


6. 前 た ち が 放 放 な る が 履 に 、 わ れ ら この 訓 @G& 4 CK60PG プ PE 
江 を お 前 た ちか ら 取 り 上 げ る べき か ? ( 注 22AUGEO 
3) 

7. われ ら は 名 何 に 多く の 預言 者 を 昔 の 民 へ 條 5Ig 本 ed 
わし た こと か 1 1O/G の OPD も (1 

8. 然るに 、 預 言 者 が 現れ れる た び 、 彼 等 は 之 の 63525 っ や っ レビン 

ちる あぶ 1 
を 再 笑 せり 。 の の 2pe253 


9. それ 故に 、 わ れ ら は この 者 ども より カカ 優 る の に 23 人 G 44 し SC 
民 を 打 滅 ば し ぬ 。 吉 人 の 先例 すでに あり 。 2 


10. も し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 突 を 創造 せる 者 ラッテ イン 
0 の ! OU 3 は 2 る ee いし 
は 誰か ? | と 問わ ば 、 彼 等 は 必ず 答え ん 、 の 2 う 


う 2 タッ シラ レン ン ラッ タ ンク 
「 能 全 知 な る 神 これ ら 両 者 を 創造 せ 5 OO6CIKKAT 寺 6 
と 。 


注 1 賞 謀 す べき 栄和 の 主 
往 2 厳 律 の 原理 と いう 味 の 語 、 母 典 は 、 ク ルアー ン が 神 の 栄 知 に よる $ の で あり 、 律 法 (シャ リヤ ) の 
原型 た な る 事 を 示し て いる 。 ヌ 、 ク ルアー ン が 究極 の 神 の 律 法 の 根本 原理 ほな ぁ る 欄 、 永 遠 の 御 命令 が 下 き れ だ 
と 意味 し て いる と も いえ る 。 
注 3 この 言葉 の 意味 は 次 の 様 で ある 。「 邊 人 か ら 、 符 告 ( 神 か ら の 忠 知 ) を 取り あげ 、 次 人 に 背 を 向け て 、 何 
の 導き も 与え ぬ ま ま 人 か ら 離 むれ て 行っ て し まう と で も 思っ て いる の か 。」 

押 の し る し の 形 を と る 天 の 向 告 は 途絶 える 事 は な い 。 天 の し る し を 拒む 最も な 理由 が あっ た な ら 、 初 め の 預 
言 者 に 続い て 他 の 預言 者 が 出現 する 事 は な か っ た だ ろう 。 し か し 、 預 言 者 は 現れ 続け た の で ある 。 

ー751 一 


第 四 十 三 章 


アル ・ ゾ フロ フ 


。 彼 は 大 地 を お 前 た ちの た め に 映 所 と な し 、 


テン アア チカ ラン の ラン シタ ルン ン ノ る 
1 2 02 oO の 9 し 3 な は 交 
お 前 た ち が 迷 わ ず 歩 ける よう に その 中 に レッ ルッ る 0 
入 を 開き 給え り 。 @6 yg 
2. 2 竹 く 介 の 間 を 以 て 格 員 (654 る る 多 天 の EAI 
死 せ る 大 地 を 吾 6 し せ 。 お 前 た ち も そ の よ ラレコ クラ 
2 タ アス クッ クレ ゆ 
うに し て 各 ら し ゅ られ ん 。( 注 4) OGK9CTGIWGM IS 
ロ 
3、 ま た 彼 は 、 万 物 の 末 雄 を 刈り 、* 前 た ちあ が の 3 2 も 402226 タ る 5 者 仙 
5 っ の 2 
乗る 船 や 家 音 と を 創れ り 。 ec で ^ 
ECD g 殿 計 
4. こ は お 前 だ ち を を の 背 に あせ し めん が た 2 3 
っ 4 1 OS の の 
め な り 。 お 前 た ち が そ の 昔 に 乗る だ びに 、 262 の に 3 
主 の 恩恵 を 億 い 超 し て 「 こ いき の も の を 我 YUK と 1 MALEK て 0 2 公 2 の 
等 に 従わ し め 給 を る 彼 に 栄光 あれ 。 我 等 自 @@ 2 レス ュ レン 
身 で は 出来 得 ぎ 9 し こと な り 。 Cu 用 YaG) 
5. は 人 り 行 か ん 」 と 云う gg 791513 
こめ な り 。 < 
し な る < テ = の る の レレ タッ ンー あの タタ ンタ 
6. 持 る に 彼 矯 は 、 彼 の 僕 の 下る 者 を 御子 と 000CMIOUSS se 01 代 う 
張 す 。( 生 5) げ に 人 間 は 明らか に 意 因 な り 。 の 5 
第 二 項 。 OO 
7. アッ ラー は を の 創れ る も の か 6 雪 抑 を 取 フラノ ャ ラン ンコ ン タ ア ッ ン レン る 
り 、* 章 た ち に は 表 史 の 名 失 を 9 り ぇ 6。 OCG5MbavisGobGS 333 
な ? 
内 店 カ リー 且 四 あお 、 9 る ンス タタ ンス 
8. 彼 等 の 誰か に 娘 が 生ま れ た と 聞く と 、 を の MO っ らら る し 28022 お 人 遇 2 
男 の 顔 は 若 白 し な り 、 激 把 す る 。 シレ ッ クッ 
ン ンタ ラン 
Io た 391 FPW 25 
JE R Se ラク アタ レ ルク ター 。 タン タク ョ レン ン 
9 装 遇 内 の 回 で 育て られ は し て も 、 議論 を 明 た な (olG 09221 は 党 の 
確 に 表 明 し 得 ぎる 者 を 、 ア ッ ラ テー に 近 し つ 
ける の か 7 ( 注 6) 
注 4 爾 が 降れ ば 乾い た 大 地 に 新た な 生命 が 生じ る 様 に 、 天 の 死 入 も 神 の 培 が を 通し て 貴 る と 、 こ 
所 し て いる 。 
注 5 言葉 は 、 イ エス が 神 の 子 ど と する キリ スト 教 の 教義 を 指す 。 
注 6 この 言葉 は 、 装 貧 品 で 飾り 立て た 偽 像 を 指し て いる よう だ 。 当 節 は 、 偶 像 近 を 厳し く 非 難 し て い 
る 。 彼 等 は 、 語 りか けた だ り 彼 等 の 祈り に 答え る 事 が で きず 、 誠 の 攻撃 か 6 彼 等 や 守る 事 も で き な い 偶像 を 崇め 
て いる 。 
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策 四 十 三 凍 


アル ・ ゾ フロ フ 


20. 役 等 は 佐 末 い 近 の 位 な る 天 便 を 女性 考 1u, ge 雪 2 Sn 

える 。 令 等 は その 創造 に 立ち 合い た る か 1 クー 2268 

イプ ネイ ラン る 7 ン 
役 等 の 証言 は 記 作 せ られ 、 必 ず 計 間 ぁ れ 69632 和 oe 8E 65 
ん 。 

21. 彼 等 は な わん 、「 も し 項 間 了 き 神 欲し た り せ > 多 じ 2 CAE 人 KOIMt す HH 
ば 、 我 等 は 天使 等 を 県 ゆめ ゆ は せ ぎ りき 」 と 。 ウツ ge 
彼 等 は この 事 に つい て 何 ん の 知識 $ な し 。 @822 委 る の の 0 
彼 等 は た だ 磁 油 する の み 。 2 ーッ 

22 クル アー ン よ り 以 前 、 わ れ ら は 彼 等 に 経典 ( 2 る 2 人 5 っ 内 ウッ 人 
だ 
?) 

っ 人 筐 は 人 補 た も み in ラン レン と マタ レン ーッ 

293. 合 彼 等 は 去 う 、「 反 等 は 父 た ちか 成る 教 co 中 IEEUS2SIEE 光 ICU 放 
を を 夫 ず る を 見 て 、 我 等 は その 足跡 に 導 か し 
れる 」 上 。 @66528 

24. 流 以前 に 、 わ れ ら が 符 告 者 を 邑 に 造 わ すたっ 522 攻 

デ の の を 3895oeCC3 じ お 
びに 、 を の 語 の よこ し まな 有力 者 も は 坪 ダー/ 6 GL 
えり 、「 我 等 は 父祖 た ち が 或 る 数 た を 夫 ずる 351JeE ン | 22PC あ 妥 全 負 
を 見 て 、 栽 も その 足跡 を 辿る の み ] と 。 。 

9 2 あめ) 

25. 警告 者 は 云え り 、「 何 と な ! お 前 た ちの 人 多 2633422G も geA 和 う 釣る 
祖 が 泰 じ た る も の より 優る 導き を 65 たら 5 す ~ > 
と も か ?」 と 。 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 断 じ OO の を ほ い 1 ほ 2 多 Ei 
て お 前 の 使命 を 信 ザ ず 」 と 。 

26. 履 に われ ら は 、 彼 等 を 前 せり 。 見よ 、 預 言 sc て 【 と っ 、 対 完 汗 (CESG 
者 を 拒否 せる 徒 革 の 末路 が 如何 な る も の な - 2 ュ ン レル 。 
りう し か を ! @CuSI 8 

王 正 
テラ 人 生生 すき ベイ と 

27. ア プラ ハム が 父 と を の 一 族 に か く 志 える 時 る 5 254 の 5 49y 人 ぁ 81 813 
の こと を 人 金 え 。「 我 は お 前 た ち が 栄 め る も の タレ ラテ ァ ン レ 
ほ 全 く 係わり な し 、 ⑨oOxS 3 

28. 我 を 創り 給 い 且つ 必ず 我 を 導 か ん 御方 を 除 の od の EE は る 導 交 
いて | ee やめ りら ざり 

注 7 偶像 拝 者 は 、 そ の 不 合理 な 教養 を 支え る 論拠 を 持た な い ば か りか 、 自 ら の 教義 を 支え る 経典 すら 提 


示 で き な い で いる 。 
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委 田 十 = 芝 アル ・ ゾ ゲ フ ロ フ 


29. 請 し て 、 ア プラ ハム は 、 芝 を その子 人 
代 存続 の 遺 定 と な し 、 彼 等 を 神 に 頼ら し め 
ん と せる な り 。( 注 8S) 

30. 否 、 わ れ は 、 彼 等 並び に を の 父祖 に 、 真 理 IP る 和 を 光昭 222 人 セ 
と を の 神託 を 明らか に する 使徒 が 来る ま プン OPEN 


5 腕 ACE SC 北 を の くう 


昌 - っ ある 
で 、 導 し の 楽し み を 許し た 9。 の 8944d 放 3 


し ーッ LA る < 灯っ る し? 
31. 然るに 、 そ の 真理 彼 等 に 米 た る や 、 彼 等 は du (513 名 。OA 5 るる 生 革 2 
云え り 、「 こ は 妖術 な れ ば 、 我 等 之 を 信 ぜ ず 」 
@6535 


の の スタ フン 穫 


32. 更に 彼 等 は 云う 、「 何 故 こ の クル アー ン は 二 30 WW 才 EMMIHI 
都 の ち 借 方 に 降ら ざり し か ?」 と 。( 注 9) 2 や アク 
oe 


33. 主 の 目 み を 頒布 する 者 、 を は 彼 等 な 9 や 2 eeSO や 2 の も っ 
( 巡 10) 役 等 の 関 現 世 の 生活 の 次 を 吐 ッッ 。 ラッ 
下る 者 に 他 の 震 を 使え る ょ うに を の 地 を っ CO 


位 を 高 か ら し め る は われ ら な り 。 液 の 主 の 間 誠 タッ イッ ブタ タ ッッ ンズ 、 る ルン ン ーッ ラン る クズ 
て ステ > 

患 み は 、 彼 等 が だ 閉 時 する も の より は る か に タタ も WICEOYY い CT 

優る 。 @6 完 5 人 ゲ 仙 3 る 275 


3 全 人 問 が みな 種類 の 人 団 を を る を れ な で EE 誠人 IG 弟 9 
か り せ ば 、 わ れ ら は 門間 深い 神 を 信 ぜ ぎる レッ ンー 。 この 靖 

の で る 。 っ et る マク ーッ ーー 2 る ん る 

従 凌 の た ゅ に 、 住 む 家 の 尾根 を 銀 板 で 弄 き 、 の bz の 2 いる の と りら と の 3 


その 登る 訂 段 を 銀 造 り と な し 、 シモン イ ン 
@9 雪 kk 
と うし 


85. IRM 玲 す る に は 銀 の 換 昧 を 与 2642 21 チア 


え だ 


36. 黄金 の 装 節 を ほど こ せる 。 きれ ど 、 こ れ 等 ンコ ュ ンタ タレ ン ン エン マン ロリ ん KC4 
只 バ 内 
は ろ みな この 世 の 修 い 楽し み に す ぎ ず 。 ( 注 PUTSI2C2PC IS で の けつ づり 
11) 主 の 話 に 府 け る 素 世 の 案 こそ 、 敬 詳 @cS 0302G8 の 5 
な 信者 の た め に あり 。 ーー 


注 き アブ プラ ハム は 貴一 神 を 天 く 信じ 、 そ れ を 烹 意 と 忍耐 や も っ て 子孫 に 説い な 為 、 こ の 信仰 は 未 長く 彼 等 

の 間 に 広 まっ た 。 

注 9 この 「 二 都 」 は メッ カ と タイ フ を 指す と 一 般 に 考え られ て いる 。 それ 等 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 時 代 

に 、 ア ラブ の 社会 的 ・ 政 治 的 に 重要 な 二 大 都市 ど あ っ た 。 

注 10 この節 は 、 決 の 様 に 不信 心 者 を 厳し 〈 非 難し て いる 。「 役 等 は 、 自 ら を 神 の 慈 甘 を 伝え る 役割 を 担う 者 

と 称し て いる が 、 そ れ は いつ か ら な の か ? 又 、 誰 に その 様 な 決定 を 下す 権利 お ある 上 言う の か ?」 
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37. 然し な が ら 、 其 臣 深 き 神 を 金 ずる こと を な 計 E1 る ーッ ン ン 

"うに する 者 に は 、 わ れ ら 各 庭 を つけ て 、 びあ 9 ッ GR 
親密 な る 友 た らし めん 。 @ の 4588 
38. これ 等 の 友 は 彼 等 を 神 の 造 より 妨げ る も の イ 人 TI PV の 6 かど 51 
の う 作 NIID プ の の 1 う 
彼 等 は 正しく 導 か れ て いる E 考 える 。 遇 
アッ 
0 
39. 六 し て 、 か く の 如 き 者 われ ら が 許 に 来る に る 1 94 人 の Gi 介 2 も 6 
、 い しま 
及 ん で 、 を の 友 に 向っ て 去 わ ん 、「 我 と 現 等 還 アウ テー 
の 間 に 束 西 程 の 距 り が あら ん こと を 1」 ほ 。 @ の も 3 の 5 1 
な ん た る 悪し き 友 な る か な ! ( 注 12) 
40. 面 し て 、 第 等 は 云わ れん 、「 を は 、 か の H に SH 身 MURA 
っ まり ey 
府 て は ぉ 前 た ち に 何 に 8 役立つ と ころ な か シー ン 
らん 、 お 前 た ち が 不 義 な 9 し が 故に 。 お 前 OGK 
た ち は 刑 賠 を と も に 味わう 者 な り 」 と 。 

41. な れ ば 流 は 孝 を 賠 こ を る まう に し 、 貝 pm OGAooSE あお 
邊 な る 迷 誤 の 中 に ある 者 を 導く こと 可能 な 0 の 
5 や ? ( 往 19) ⑨c の AS は 

42. た と いわ れ ら 液 を 吾 し 上 げ る と も 、 わ れ ら ブレ テン スラ タ シセ レント セン 
は 必ず 彼 等 に 報復 さん 。 二 間 生 6 

43. 或いは 、 わ れ ら が 役 等 に 約束 すし こと を KO 3 2 スン タン 
われ ら は 液 に 証明 せん 。 な ん と な むれ ば 、 わ 0 NGahd5 の | 
れ ら は 彼 等 を 完全 に 支配 する が 故に 。 

44.、 き れ ば 、 液 は 、 記さ れ た る も の を 設 せ NIKON 時 WM 
よ 。 流 正しき 道 を 辿る が 故に 。 症 間 当 間 本 

の 

45、 げ に クル アー ン は 液 と その 民 の ため に 気品 タン * シ ン 

し を 1 イプ 信 し を アナ ッ る 
の より どこ ろ な り 。 ( 生 14) 議 し て 、 ぉ 前 @⑯O 旬 33 の うっ 史 TOUKGGEI 
だ ち は に 関し て 穫 ね られ ん 。 
往 11 [地位 」 の 差異 く な っ て いれ ば 、 人 は 全て 似 通 い 、 人 人 間 社 会 は 機能 し な く な っ て いた で あ 
ろう 。 神 は 、 金 製 の 扉 と 階段 の 付い た 銀製 の 家 を 不信 心 者 に 与え た 事 で あろ う 。 こ れ 等 の 物 は 神 の 日 か な ら す れ 


ば 何 の 価値 も な いる の で ある か ら 。 
人 は 、 自 ら の 悪行 の 結果 を 突き 付け られ る 時 、IH 友 を 避け 、 知 ら な い 振り を する 。 


往 12 

往 193 不信 心 者 が 故意 に 目 と 本 を 寒 ぎ 神 の 言葉 を 拒む 時 、 彼 等 の 罪 は 深まり 、 
う の で ある 。 

注 14 ズ ィ イタル (人 (気品) は 、 高 位 を 意味 する 語 で あり 、 


子 達 が 高位 と 名声 を 手 に す 


る で あろ う 、 


遂に 彼 等 は 完全 に 滅び て し ま 


クル アー ン を 通し て 、 モ ハッ マ ド 指 


者 と その 弟 


節 は 述べ て いる 。 
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46. 液 以 前 に われ ら が 候 わ し た 使徒 た ち に 尋ね ドレン イ ンク る ラン | を ッッ ン 
CS036 
よ 、「 わ れ ら は 剖 奄 深き 神 以外 に 、 め る の も CCOYO1R2C 
き 他 の 神々 を 定め た る か ?」 と 。 @8383 le Eo 2 る 
第 五 項 
47. わ れ ら は か つて 、 モ ー ゼ を 、 フ ァ ラ オ と を 35 だ NOU の が 41Gt 生 の 
と ー つ 
の 族長 た ちの と ころ へ われ ら の 神 光 を 携え た OPC 
て 人造 わし た り 。 前 し て 、 モ ー ぞ は 云え り 、 @ouuod あ ああ 
「 我 は 正しく 万 物 の 主 の 使徒 な り 」 と 。 ヴー イダ - 
48. モー ゼ が られ ら の 生計 を 近 た 人 @6 多 2 AKI (OO 中 あ 守 る < 
1 と 3 
ろ へ 米 た る も 、 見 よ 、 彼 等 は 之 を 瑞 笑 せ 5 。 ンプ タン 
49. 時 佑 跡 は 、 を れ に 先 立 の し 1 の 81 の 9! [22 で 3 る し っ 
か ヴー う 
っ つ 奇跡 より は る か に 見 事 な り き 。 曽 し て 、 間 導 「 ダ 」 
と うと よ 】 ン ンタ トー っ 3 ンス 
われ ら は 、 役 等 を われ ら に 頼ら し ゅ ん が た @⑨Oa ea oO の 8 
め に 、 刑 前 を 以 て 彼 等 を 答 ら し ゅ た り 。 - 
50. する ま 、 彼 等 は 云え り 、「 流 妖術 使い よ 、 王 <a2 5063CTGG AN RICWOWEIE 
が 流 と 結び し 約束 に 従っ て 、 我 等 の た め に っ De フー 
. ー」 ュ 。 イタ タン ルン ロ 
主 に 祈願 せよ 。 も し 主 が 我 等 か ら 補 を そら OTCTRAICRI 
し 得る な ら 、 そ の 時 は 、 我 等 は 必ず 導き に 
従わ ん 」 と 。 
し か の [ンタ ンク ェ ン の 
51. 40 われ ら が 破 等 か ら 六 を 取り 除  ⑨ の AL2813O6 CR 
《 や 、 見 よ 、 彼 等 は 色 ち その 下 約 を 破る 。 
52. て ファ ラオ は を の 民 に 布告 し て 、 坪 ひひ CSIPS ES8 の css 
、』 我 が * 民 よ 、 エ ジ プ ト の 国 : 上 並び に 余 交 あ ば PE 二 と を ん ルン 4 生ま 1 
間 を 放 es これ 等 の 人 は 水 げ て 全 le デ の 2u5e9 う やり 釣 22ro タ 
の 有 に 非 ざ る か ? お 前 た ち わ か ら ぎ る タレ ッッ ク 
か? めのう の の 5 
53. 余 は 、 こ の 挿し く 、 し か も 何 を 云っ て いる 2 所 ンク そし っ ゅ の シレ ィ ッッ 
6CAe の dll AA | 
の か 定か に わか ら な い 莉 より は る か に 優れ の 
の 
5。 @ ら = 
54. 黄金 の 腕 環 が 何故 に 彼 に 授け られ ぎり し 4 スン 和 っ 3 内 ad じ Oz 
か 、 ま た 一 群 の 天使 た ち が 彼 に 付き 添っ て 23 っ ゆり 
同行 せ ぎ ぎ 0 し か ?1 よ 。 の Cos CI 
55. か く の 如 く 、 フ ァ ラ オ は 己 が 民 を 軽 は ずみ る る っ 


に 鼓舞 し た れ ば 、 氏 は ファ ラオ に 従い 
げに 彼 等 は 攻 悪 な 人 々 な りき 。 


@d の eZ GSG 
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56. か く の 如 く 、 披 等 が われ ら を 怒 ら せ た だ れ ば 、 ブン ッッ ン 外 2 ス 2 レッ タッ レン ッッ ン ッ トン ッ タン 1 クイン 
われ ら は 役 待 に 報 役 し 、 彼 等 の すべ て を 滞 。 CSIPSSEBTeeC Ga 
死 せ し め ゅ だり 。 

7 か 年 を 後 る イン ュ カ ジス 

57. か 《 て われ ら は 、 役 等 を 後世 の 人 人々 へ の 見 @ の の 29523 4 き 
せしめ と な せり 。 

太 頂 


クン 
プイ ンプ ラフ ッ ン タタ 


58. マリ ア の 外 子 が 一 例 た し て 水 げ られ る と 、 CCPT1I い ピタ 1 と 人 人 さ 
見 よ 、 次 の 民 は 声 を 上 げ て 笑い た り 。 月 

@oxLs5 

59. 曽 し て 、 彼 等 は 云え り 、「 我 革 の 神々 が 侯 る 箇 Id02 る の 62 能 > 
8 1 

、 そ れ と も イエ ス が 優る か ?」 と 。 彼 符 2 な に 


が 光 に 之 を 云う は 、 た / 谷 省 の た め の み 。 @6es 926 再 
然 り 、 は 聞き な 生計 を)。 


60、 イ エス は 、 わ れ ら が 過 部 を 授け な われ ら の 03 を に < タス に 38 5 
し ン 
ン 


き 


僕 に すぎ ず 。 芝 し て 、 われ ら は 、 イ エス を 
イス メラ エル の 子 珠 へ の 鎧 と な せり 。( 注 OB 
15) 
ュ ン 2 ラー 。 ン ン ャ ン り Red ン 
61、 も し われ ら そ の 気 に な れ ば 、 地 上 に 放 て 後 oe 知多 LEE る 5 
継 者 と な る べき 天使 等 を お 前 た ちの 間 に 生 ー ノラ シン 
じき せる こと も 可 な り 。 ( 注 16) OO 


62. げに イエ ス は 、 そ の 狂 機 の 前 区 な り 。 き れ 6 POMKIPEdIM4KPI 
ば 、 学 に つい て 疑心 を 抱か ず 、 ( 注 17) ゎ 


の ニン あし 
れ に 従え 。 こ れこ を 正しい 道 な る ぞ 。 陸生 
とか オタ シ 箇 タン / そ て oe る 52 レン ン 
63. 表し て 、 お 前 た ち 、 悪 麻 に 束 れ し ゆら れる @ る & KCUDEASCRU KK を ん 
OOe 人 の) 6Lo 55 の りう 
な か れ 。 け と 正座 は 、 お 前 た ちの 公然 の 敵 ” 2 


な り 。 


邊 15 メシ ア の 到来 し は 、 ユ ダマ 民 族 が 屈辱 を 受け 、 永 遠 に 預言 者 と し て の 地位 を 容 わ れる 束 を 示す も の で 

・「 反 は 他 臣 貢 する 物 を 味 し (6 : 39)、 当 節 は 本 文 の 意味 の 他 、 次 の 事 を 示し て いる と も いえ る 。 
、 彼 等 を 菊 ら せ 、 失 われ だ 魂 の 忠 み を 戻す 為 に 彼 等 の 中 か ら 起 こき れる が 、 彼 等 は この 古 
ト 条 号 を 上 げ ば る の だ 。 当 人 節 は 、 こ の 様 に イエ ス の 再来 を 語っ た な も の と も 言え る 。 


注 16 天使 は 人 間 の 手 本 も は な り 得 な か っ た の で 、 神 は 常に 、 神 の 御 意志 を 人 間 に 伝え 人 間 の 模 維 と な る 事 
を 、 人 間 自 身 に 託 き れ た だ 。 

注 17  「 を の 時 機 」 と は モー ゼ の 狂 代 の 終末 を 表す 。 文 中 「 学 」 よい う の は 、 イ エス ある い は クル ナー ン を 
指す 。 当 節 は 、 イ エス の 後 イ スラ エル の 民 は 預言 者 の 職 を を られ な いと 述べ て いる 。 又 、 ク ルアー ン の 時 が 
モー ぞ ゼ の 時 に 取っ て 変わ る 事 を 示し て いる と も 言え る 。 
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64. イエ ス は きま ぎ ま な る 胃 十 を 5 た らし て 、 た レン 
ぶ え り 、「 我 は 前 た も に 知恵 を 6 た らし 2 RGeesbols 外 ED 
の 。 語 し て 、 お 前 た ち が 意 見 を 異 に する 6 で の ョ の る と る と & 紹 スッ ルン ョ シン 

で 9 の SSCSO 1Oe う 

の の いて つか を 解明 せん 。 き れ ば 、 ア ッ ラ ー ララ 

を 表れ 、 我 に 従え 。 間際 四 

65. げに アッ ラー こる を は 我 が 主 に し て 、 ゎ 前 た の 避 8 タレ ンタ フン タン ルス 

らい ぬる の う 5 は 51 

も の 主 な り 。 き れ ば 、 彼 を 侍 皇 せよ 。 こ れ 2 つう 馬 

こる を 正しき 着 な る ぞ 」 ほ 。 の Rs223 
生音 > い ーッ の の ラン ン を 2 。 ウン AM イイ ン ッ 

66. 然るに 、 庄 派 あ り て 、 意 見 を 美 に し 、 相 争 お ゆで Ao2 obs9I SE 
いぬ 。 哀れ な る か な 不 衣 な す 者 ども 、 悲 し ラン 
むべ き 日 の その 刑 前 の え に 。 の U 導 oy 

67. 彼 等 は 、 知 ら ね 聞 に 突如 襲い か か る 最後 の ct ッ ラ ンス 3 {1 ンタ ラン 
・ PKKIWOPA: 
客 判 、 を れ 以外 待つ べき も の な し 。 で ? DIOYS 和 0 

シネ よ ナル レル 4 
の 659 
間 還 の 間 還 時 クッ クー シッ クルッ ン セ 6 生 キ DP 

65. その 日 に は 、 義 し い 人 人 々 を 除い て 、 友 と い 1 3Op 0 りな る ろう ひっ 名 49 

えど も 臣 に 敵 と な らん 。 ( 注 18) パー 
第 E 項 8 放 き 

69. 「 わ が 僕たち ょ 、 こ の 日 ぉ 前 た ち は 、 何 も ンー タン ラン レッ タン 6 の 2 ン 
恐れ る こと な し 、 ま た 前 た ち を 悲し い 日 OPCI240PCI の の < 
に 避 わ せ は せ ぬ 。 

セレン ッ 」 5 タ ワレ ア アナ 
70、 わ れ ら の 福光 を 信じ 、 服 従 し な お 前 た ち 、 OTR1CWREIGAI 
71. い ぎ 楽 園 に 入れ 、 お 前 た ち 並 びに を の 代 代 の の る 64EEHITKG1 
GDP へ で PP チ 1 に ば と 
も 、 衣 狼 し し て 」 
了 了 と ュ ン ンス オイ ンタ 

22 つぎ つぎ 金 の 時 や 称 が 等 に 押さ れ 、 1233 し 23 3 ゅ 14 
し か も を こ に は 、 欲 し いち の や 且 を 楽し ま ,。 

ラン セタ ジッ クッ カン ンタ タタ の 2 。 ンク イン トン タン 

せる も の が すべ て ある べし 。 お 前 た ち 、 そ boy2IG2OeIkeSs3 
こ に て 永久 に 住ま ん 。 セン カリ イン 
@ose 9 

73. 「 こ は 、 お 前 た ち が な せる こと の だ め に 、 ee 落し G 交 3 2 アダ る づる クッ ーー 
お 前 た ち に 継が し ゅ た 楽 園 な り 。 99 | Cal955 

注 18 著 境 に お いて 友情 は 忘れ 去ら れる 。 友 は 互い を 見 攻 し 、 敵 に 回 る 事 さ まえ ある 。 クル アー ン は 他 の 箇所 

で 、 罪 人 が を の 恵 業 の 結末 を 突き 付け られ だ 時 の 状況 を 鮮やか に 描い て いる 。 (70: 11 一 15、80・ 35 一 38) 
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74. そこ に は 、 お 前 た ちの た だ ため に 果物 が 豊富 に 


レシ タレ シレ と 
ある な れ ば 、 食 べ る が よい ] eo 人 Ks ポ 


75. を 死 せ し 者 は 、 地 銘 の 交 基 が 氷 久 の 任 放 ざっ 340 ょ 262< alE き 6 者 8 
な り 。 レコ リン ンジ ・ ン 
76. 刑 前 は 彼 等 の た め に 軽減 され ず 、 き る れ ば 彼 で ンタ ラッ タコ ラー タタ レッ クッ ン 2 フタ ェ 
等 は その 中 で 絶望 せん 。 の の た 2 5 あう Sete スリ 
77. われ ら が 彼 等 に 不当 な 仕打ち を し た に 大 2 ク 計っ て っ イレ レン 
ず 、 彼 等 自身 が 不義 者 な 。 ルル な (3 の 


78. 破 等 は 上 L ば ん 、「 看 守 き ま ! 光 の 主 に お 願っ の 条 衝 シシ レッ タリン 
いし て 、 我 等 の 命 を 駒 ら し ゅ 欠 え 」 も 。 看 EC( 邊 キタ た IM 


守 は 云わ ん 、「 お 前 た ちこ こ に 留まら ね ば な 
ら 婦 」 と 。 


79. 神 は 云わ ん 、「 げ に われ ら は お 前 た ち に 真理 ン ッ 5 レル を ce シュン 
を も た ら せ り 。 然 る に 、 お 前 た ちの 大 半 は ob 人 も 8 
真理 を 忌避 せり 」 上 。 


」 、 | _ 
80. 役 等 は また も 正 だ くみ を し 始め た か 2 然 G58AWE クス て タク フッ ン ッ ン 
oseAe 5 Dj yepl 41 

ら ば 、 ゎ れ ら も また 彼 等 の 減 亡 を 決定 せん 。 2 
81. 彼 等 は 、 わ れ ら が 役 等 の 秘密 や 密談 を 聴か か の クタ タン 2 イニ レン ンー ッ タッ アッ ンク 
M 9 だ ーー と ナー トー MCNTOKWG あ | 

ず 、 と 考え る か ? 然 ら ず 、 わ れ ら の 使者 の 2 で ごう ウー ジン 

た ち は 役 等 の そば に あり て 、 一 切 を 記録 す 。 @o58S 4282) 民 の 9 
SNMMNMMM 証 20PETGTYORSO 

プン ン ク 


アリ ッッ ク クー の 内 
ネ 座 の ま 、 (らら ゆり あう の 
彼 に 帰す る も る の より 超絶 し 給 う 。 eS23stc 


83. 


後 等 が 


84. され ば 、 約 束 さ きれ た その 日 に 役 等 が 直面 する グン ンタ ラン イレ レロ ッ タッ タ ラン 
る まで 、 役 等 を 共 な 誤 論 宮 琶 に ふり ぇ の PbAb 和 ES うら 導 295 
に まかせ よ 。 @63068 


注 19 当 第 は 次 の 様 に 解 屋 き れる 。 (1 ) も し 寛大 な る 神 が 御 子 を 持た れ た の な ら 、 私 が 初め に 彼 ( 神 の 子 ) 
を 崇め た で あろ 2 。 私 は 神 の 最も 由実 な る 下僕 で あり 、 彼 ( 神 の 子 ) に 対し 義務 を 息 る 事 は な い 。(2) も し 之 
大 な る 押 が 御子 を お 持ち に な れ た と する な ら 、 私 こそ 、 そ の 地位 に ふき わし い 。 私 は 誰 よ り も 神 を め 、 神 に 
お 仕 を た し て 米 た の で ある か ら 。(3 ) 克 大 な る 神 は 御子 を お 持ち で な い 。 神 の 堂 拝 者 は 十 人 で ある か ら 、 私 が 初 
め に この 事実 を 証 胃 する 。 (4 ) 宮 大 する 神 は 御子 を お 持ち で は な てく 、 神 に 御子 が いら っ し ゃ る と いう 主張 を 私 
が 初め て 否定 する 。 
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。 彼 こ を は 天 に まし ます 神 に し て 、 ま た 地 に 人 。 っ oe < の し P セ ン 。 。。 る ラン 
まし ます 神 な り 。 彼 は 賢 析 に し て 、 す べ て う 1e ン を りお LU 
を 谷 う 。 IEA ス 1P 

知 各 し 給 うぅ @⑨ る 2 hl を 1 る 

86. 容 通 の 大 衝 並び に を その間 の 万物 を 癒 ( 続 さ 3 cwyPTe PRNIGK 
給 う 御方 を 提 柱 せよ 。 最 後 の 寒 判 の 時 の 知 と し の 
識 は 彼 の 御 許 に あり 、 前 た ち は 必ず 彼 の GU 時 ft し る に 
御 詩 へ 連 れ 戻 され ん 。 

87. アッラー 以外 に 和 修 等 が 祈る ぁ の は 、 執 り 成 (3 3 お 63222 らく 

2 う Ox NEGIWG 
し する 力 な し 。 但 し 真理 の 証人 と な る 莉 oy 
人 コ 和 プラ クイ 2 クン ッ タ フン ム 
穫 0 は 除く 。 彼 等 は この 事 を よく 承知 oOYWC を 4 を の 
88. 5 し 溢 彼 等 に 「p 前 た ち を 創れ る 者 は 対す イィ クリ 262 タイ ラタン の っ る ックス 

1 4 

か ?」 と 問わ ば 、 彼 等 は 必ず 評 わ ん 、「 ア ブッ と は 多 ee は に 31 

ーー ゴン シタ タ 

ラー な り ] と 。 猿 ら ば 、 彼 等 が 顔 を そむけ に 934 
て ば か り い る は 何 夏 ぞ ? 

89. われ ら は 玉 言 者 が 再三 再 四 「 主 よ 、 こ れ 等 ペンタ 32 で 希 る ュー ルル ャ ミン 
は 信 ぜ ぎる 民 な り 1 上 云う を 見 る 。( 注 GO タリ 2 2 の み 仙 53 
21) 

90. され ば 、 液 は 彼 等 を よ け て 、 [平安 あれ 」 に と フッ タン ニッ ンス ち ンク ア ラン ライ ッ 
挨 朱 せ よ 。 彼 等 も や が て 己 が 上 を 思い 知ら CA EC け チ ンコ ン 2 と で &26 を 
ん 。 ( 注 22) 

注 20 モハ ッ マ ド 頂 言 者 。 

注 21 モハ ッ マ ド 預 言 潮 が 一 族 の 魂 の 平安 を 安 じ て いる 事 は 、 神 の 御 言葉 が 何より の 証し と な っ だ た 。 モ ハッ 

マ ド 括 言 者 は -- 族 の 拒絶 を 吉 し む 余 り 、 危 く 命 を 失う 所 で あっ た 。(18: 7) 


注 22 


ら る れる の が だ 、 


我々 は 念 は 迫害 きれ て いる が 、 問 も 


な く 敵 は 下北 し 、 イ スラ ム 教 が アラ ビア 全土 に 広まり 平和 が も だ 
と モハ ッ マ ド 預 言 者 は 励ま る れ て いる 。 その 時 が 来 た れ ば 、 役 は 疫 を 許す で あろ う 。 
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(メッ カ 啓 示 ) 


お を タ 1 > 

1. 北 貴 深く 、 志 み 選 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い IP と 1 

て 。 
きこ, 
2. ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) の っ る テ 
3. この 明快 な 経典 に か け て 。 @eAle 交 5 


4、 


=a 
に に 4 各 短 さ ュ ル ビラ を 王 示 ャ スタ レン と ュ ク る ュ ン ンー タロ ラン ンー ン 
げに われ ら は 祝福 され た 夜 に 之 を 啓示 せり 。 @C の 9 (8 加 ク ) ME IE 


。 流 の 主 よ り の : 


( 注 2) げに われ 6 は 邪悪 に 対し て 絶え ず 
碧 告 せ 5。 
その 夜 は 、 す べ て の 物事 が 知恵 $ て 決定 き の > の 生 移 を っ 
4 OSIY YO 
れる 、( 注 3) の テリ ゆ AS 
d フ 
・ われ ら よ り 出 づる 命令 に よっ て 。 げ に われ @ 避 ES 25 1227 
Ops 6 っ 35 
ら は 絶え 使者 を 造 わす 、 の 


、 。 
と し て 。 げ に 彼 は すべ て OPCSIFeOIIYYKUIOVt あ ん の 1 

が の 2 9esD 
を 聞こ し 召し 、 且 つ す べ て を 知り 、 ブン で の の 2 


あめ つっ ち ぅ タ る ょ の ン 
・ 大 地 も その間 の 方 物 の に まし ます 、 も し 20 の Pile 


ぢ 前 た ち 信 仰 心 を 持ち きえ すれ ば 。 


プッ 、 こう る 
OO ンチ 

・ 位 の 外 に 神 な し 。 彼 は 生 条 区 の 権 を 本 9 ンタ ンタ 1 る 
、 て 1 うら う aop っ (eo 2 

給 う 。 修 は お 前 た ちの 主 に し て 、 且 つ ぉ 前 クタ うめ バン 
プク インタ 

だ ちの 父祖 の 主 な り 。 に みか 

こ a きき ーッ ルン の m ン て 2 ェ ラッ タイ 

に 、 彼 等 は を 疑っ て 載 剛 す 。 の os も 8 23 5 


けん ぜん J 


され ば 、 大 空 が 題 凌 た る 煙 を 生 戸 みる っ る タン ント ュ レ ンタ ン っ ょ と っ 人 と 
1 され ば 、 大 空 が 誤 然 た る 煙 を 生 ぜ ん その 日 の ossoe の SGE27 く 5 寺 
を 見 守れ 。 うこ 
注 1 賞 放す べき 栄 佑 の 主 
注 2 クル アー ン の 他 の 蘭 所 で 、 そ れ は 「 避 命 の 衣 ] 呼ば れ て いる (97: 2)。 モ ハッ マ ド 預 店 者 の 確か な 


伝 了 系 に よれ て は 、「 運 命 の 夜 」 は 通例 ラマ ダー ン の 最後 の 十 夜 に 当たる 。 クル テー ン は ラ マダ ー ン の 皆 二 十 四 夜 


に 、 


入 3 


その 存在 を 現し 始め た 。 
運命 の 夜 、 つ まり 僚 大 な 神 の 使者 到来 の 時 は 人 類 の 未来 が 定まる 新た な 時 代 、 新 た な 株 座 を 子 告 する 。 


クル アー ン が 夏 示 きれ だ 時 と は 、 その 後 の 人 類 の 巡 命 の 基礎 が 築 か れ た 用 で あり 、 人 類 に と 9 最高 の 運命 の 夜 
と な っ た 。 
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2. そ は 人 人 々 を 融 い 包ま ん 。 こせ は 獅 烈 な る 天罰 @> スズ 1 ちっ る 5 る 
な り 。 @% We 本 MI 

3. その 時 、 人 々 は 叫ん で 云わ ん 、「 我 等 の 主 ょ 、 ある 4 & RI マン Ei? 

3j い 交 
この 支間 を 衝 等 か ら 取 り 除 き 給え 。 げ に 我 ジジ し 』 
等 は 信者 な り 」 と 。 

4. か つて 使徒 が 彼 等 に 来 た り て 、 も の 事 を 明 ゅ 6 Me464 も の ッ ン ン タタ イ きく 

2 る 1 
りょう に 説明 し た 時 、 知 何 に を の 警告 は 彼 Po うば お は 
等 を 益 し た りや ? 

5. 彼 等 は すなわち 、 使 徒 め ら 顔 を そむけ て 去 タタ っ て 9 ネン タン (ペン イン る 

2 っ 人 82 
た り 、「 概 退 は 狂人 な り 、 始 か れ た だ る 者 な り 」 らら 2 122 人 
ょ 。 
6. われ ら が 盤 岡 を 暫し で も 取り 除 か ば 、 お 前 。 プン ァ ァ の の 
し 1 tt に 3 | 
た ち は 必 ず 不 信 に 遂 戻 9 せん 。( 注 4) otNG い OM PEDIA 
7. われ ら が 猛攻 撃 で お 前 た ち を 急襲 する 日 、 @6 攻 ンタ タン Pd の 2 
1 AE る 
( 注 5) われ ら は 間違い な く 茂 正 に 報復 ゥ 2 2 
ん 。 
8. われ ら は 彼 等 以前 に 、 フ ァ ラ オ の 民 を 試み 角 W ク に CSECYE1UC 皇 を 
ウ 】 の. っ 025 じ いう 
た だり 。 を の 時 、 一 人 の 立派 な 使徒 が 彼 等 に つつ ウデ ウタ > 陳 
来 た り て 、 @ る と 
9. り 、「 ア ッ ラ ー の 僕 等 を 我 に 引き 渡せ 8 あ 人 人 4e( 多 (2 レ そる て イ 
、 13Ce QMSto) 
ば に 我 は お 前 た ち へ の 豆 実 な る 使者 な り 。 OossldyoAN OAI2Ke Ob 

20. アッ ラー に 遡っ て 微 載 な る な か れ 。 げ に 我 で っ 2 の Sh 人 ASS 
は 胃 自 な る 析 能 を 授かり て 前 た ち に 来 。 Oosgo2o2c21GUS0 と AsYo 
れ り 。 

21. お 前 た ち が 我 を 石 も て 打 た ざる よう 、 我 は 、 同音 お 62 人 衝 4 
我 が 主 に し て 前 た ちの 主 に 、 加 談 を 請 い の の プア ウ の の っ は みや Oe 2 
願う 。 

22. お 前 た ちち も し 我 を 信 ぜ ず ば 、 我 に 近づく な 」 えッ ンー の の うる を っ 

ーッ 3052 お すら 55 
隊 . ⑨o30E6 Ob2 お の 

23. か く て 、 モーゼ は 主 に 祈り 、「 こ の 者 ども は ン ラ 2 ぅ タ の 2 て 当 
実に 罪深い 民 な り 」 ほ 云 えり 。 21EG1CG 

注 4 信頼 で きる 伝承 に よれ ば 、 モ ハッ マ ド 稀 言 莉 が 折り 、 こ の 負 鐘 は 終っ た 。 し か し クラ イシ ュ は それ に 


より 利 を 得 た 訳 で は な く 、 モ ハッ マ ド 了 言 者 に 刃 向い 続け た 。 


注 5 「 猛 攻撃 ] ほ は 、 バ ドル の 戦い に お ける クラ イシ ュ の 敗北 又は メッ カ の 也 沙 を 指す の で あろ う 。 
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抽 

24. アッ ラー は 云 ん り 、「 夜 陰 に 乗じ て わが 僕 @6 之 の 1 C。 し 
等 を 較 れ 去れ 。 な ん と な れ ば 、 お 前 た ち は OM DC 6 
追跡 せら る で し 。 


25. 液 、 割れ た 海 を その まま に うち 捨て 、 行 け 。 GPC PL 
げに 彼 等 は 痛 死 すべ き 箇 勢 な り 。 (6) dl 220 つ 25 
ゅ 
こ ほ 楠 賠 後に 遺し 彼 等 マー タタ ター さ ン > 
26. 箱 何 に 多く の 昌樹 半 や 泉 を 後に 信 し 彼 等 折 oo 補 ec を 
きだ る こと か ! 時 胃 
\ っ ッ タ ァ ン 
27. 沢山 の 直立 派 な 住居 を ! の 43 の 55 
ご リン 。 〆 ン ラ 。 2 殺 レ フッ プン 
28. を の 中 で 交 り 吉 べ る 数 々 の 安楽 を 6 ! @ の CSG3E 折 だ 53 
9e ら の 64 
と か ント クト の 3 クイ ュ 
29. そ は か く の 吉 し 。 面 し て われ ら は 、 他 の 民 CPUGS ES55 RUKG 
を し て これ 等 を 継が し ゅ だ たり 5。 
30、 天 も 地 も 役 等 の た め に 嘆き 悲し まず 、 の み 1 人 と 2 所 くる と を 
な ら ず 彼 等 は 猫 子 も 与え られ ぎり き 。( 注 レコ 
?) @ Ob5S 
第 二 項 


っ イエ トル 員 大 の 甘 ッッ 5p そ ク シレ イッ ンー デン フレン ィ ラン ン 
31. われ ら は イ スラ エル の 了 ら を 屈辱 の 苦痛 よ @⑨cedioG20 人 の さ 93 
5 り 下 えり 、 ダイン < 
32. ファ ラオ に よっ て 課せ られ だ る 。 彼 ファ ラ 
オ は 、 放 縦 な 者 の 中 で も とび ぬけ て 人 慢 な 


りき 。 
33. われ ら は 承知 の 上 で 、 イ スラ エル の 子 ら を oO 1 4 a 2 お 1 Ai 
当時 の 諸氏 族 の 上 に 選び た り 。( 和 8) Id22 の ol 3 
34、 面 し て 、 役 等 に 、 を の 中 に 明 折 な る 試練 が @83 MM RE エル アス 
て っ 
合 む 数 々 の 奇跡 を 与 を た り 。 81oe 
35、 き て 、 こ の 者 ども は 云う 、 @638 計 居 3 


36. 「 我 等 に は た だ 一 度 の 死 あ る の み 。 再び 生 
返る 筐 な し 。 


T 


プッ イズ 5 タ タン クション る ニン 


679 た 19 Ss あら) 


注 6 モー ゼ と イス ラ エ ル の 民 が 紅海 の 北端 に 着い た 妊 、 潮 が 引き 始 ゆ た 。 水 が 後退 し て 、 徐 々 に 徐 了 が 現 
れ 、 海 の 中 に 窪地 が で きた 。 その 時 イ スラ エル 人 は 渡っ た 。20 : 78 も 参 虹 の 事 。 

往 7 彼 等 は 、 涙 を 流 き れる 事 も 胡 意 を 表 る れる 事 も そし て 歌 を 只 わ れる 事 も な く 、 屈 辱 の 中 で 減 び た 。 人 
慢 に も 自ら を 神 と 呼ん だ 不幸 な 王 は 、「 イ スラ エル の 子 承 が 信じ る 神 以外 に この 世に 神 は 無い と 私 は 信じ る 」 こ 
の 様 な 注目 すべ き 言 葉 を 残し 、 海 の 中 へ 入っ て 行っ た 10: 91)。 

注 8 神 は その 6 : お いて 、 神 の 使命 を 果たす に は 当時 の イス ラ エ ル 人 が 最も ふる わし いと 御 気付 き に 
な り 、 彼 等 を 選ば れ た 。 
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37. お 前 た ちの 言葉 が 事実 な 6、 我 等 の 父祖 を ーッ 
死 よ 連れ 戻せ 」 と 。 @Coe eoOCLUISG 
ロア 失っ エリ ンチ アワ ピア 
38. 彼 等 は トッ パ ア の 世代 等 以 前 の 者 ども ょ Rf] 94 りこ あと 学 | 
5 優れ る 者 た ちか ? 役 等 は 罪 深 き 者 ども の ーッ クタ クタ る 
夏 に 、 わ れ ら は 之 を 減 ぼ せり 。 cvso 95 ce も 
ら は 突 地 及 が すべ Il に お イン イッ 1 る t( 2 人 エ ン ン 
39. われ ら は 地 及 びす べ て を の 癌 に ぉ ける も  @GMgeso59isiE 放 2 
の を 戯 に 名 造 し た る に 非 ず 。( 注 9) 
開 ッ レン 
40. われ ら は 之 を 永吉 の 真理 の だ め に 創れ ど ミン を (< (レン 
で を の wl 選 | WM 
も 、 彼 等 の 大 平 は を 理 鍵 し 得 き る な 9。 PO SGS AA 
41. げに 判決 の 日 こ を 、 彼 等 の すべ て に 定め ら コン ッッ イッ クン タス レッ フン る 
ン と 48 
れ た る 凌 限 な り 。 ( 注 10) 〇 os キン で Coo) 
42. その 日 、 友 は を の 友 の た め に 少し も 役立た ヌ る ラン イッ ンタ 。 2 タフ レン 
子 、 ま た 彼 等 は 誰か ら も 助け られ ぎる で し 、 PO2 が りり 多 ら と ひめ ポス 
43. 助け りら る る は アッ ラー が 慈恵 を 垂れ 給 わ ん て キュン る うく る 
1 31201 っ 2 
人 々 の ろ み 。 げ に アッ ラー は 僚 力 者 、 意 者 の 2 り 0 に め め 
に まし ます 。 
第 三 項 マツ る ーッ ンク の 
リー ポラ テー ュ テ CI 計 生 交 まあ コ 
44. げ に ポッ クー ム の 本 こそ は 、 の の 作ら 
間 っ っ 
45. 罪深い 者 の 食物 。 @ っ 5725 
の この る し クシ 
46. を は 溶 銅 の 如く 腹の中 で 沸 勝 し 、 @g5501g dx ひ e9P 
ッ ン イス る 
47. 愉 も 熱湯 の 煮え だ ぎる が 如 し 。 @ sd 
48、 わ れ ら は 天使 等 に 命 ど ん 、「 役 を 捕え 、 燃 え 生 て ーー ン ュ ン アン 2 の 
ミ う か し Ao り ら と 5 95 い いみ 
きか る 葉 火 の 宙 只 中 に 眼 き ずり 込め 。 ⑯2 み bBP9 - 
な ッ ー イン っ て ルイ パレ イニ 
49. し て 、 熱 湯 の 次 童 を 彼 の 頭 に 次 せよ 。 @AdluO2 2 DO る 5 
50. と く と 味わえ ! 潜 は 僅 力 者 、 高 黄 な 者 と EAIGGPIEE 提 
AUTOTTOUE を | 
見 な きれ た 9 き 。 ( 注 1 2 < 
注 9 人 人 生 に は 妥協 の な い 目 的 と 大 いな る 使命 が ある 。 人 間 の 優秀 な 能力 と 天性 の 了 能 は 、 人 生 が 見 せ か け 


で は な く 単 な も の で ある 事 を 示し て いる 。 天 地 仙 造 が 私 々 の 注意 を 強く 引き つけ る の は 、 こ の 偉大 な 原理 の 
由 で ある 。 


注 10 


世に お いて 全て の | 


注 11 


未知 の 秘密 が 全て 明る み に 出 きれ 、 人 の 行 
者 の 時 代 に は 、 政 実 が 勝利 を 治め 、 
この 言葉 は 反語 法 を 用 いて 述べ られ て いる 。 


最終 的 判定 の 下 ぉ れる 吉 後 の 戒 き の 日 以外 に も 、 こ の 
り が 減 び る 数 決 の 日 が ある 。 
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51. これ こそ お 前 た ち が 疑 いた り し も の な り ] ン 2 の る 」 うるう っ 
と 。 の Oo CSA81 
か た だ ge フッ で 

52. 然るに 装 し い 人 は 、 安 全 な 場所 に 符 ら 4、 @esizGc 和 9 る 

お きみ を 2 タタ イー ルン っ s 
53. 花園 と 噴 計 の 問 で の の eP う らら は 
\ 

ェ /。 、 ーー 、 ム 1 ンタ ン 0 る クッ タ と か メア ルカ 

54. 絹 や 錦 を まとい 、 互 に 相 向 い 合っ て 。 @oubS eS 2 て の 2 の 5ey 

55. を は か く の 如 し 。 わ れ ら は 彼 等 に つぶ ら な ラー フッ 外 っ ooo5 ス キン 
懇 の 朴 し き 成 女 等 を 宏 せ ん 。 @ み sg22 を や > 

56. 彼 等 は を そこ で 、 如 何 な る 種類 の 果物 で も 安 ッッ フッ クック 
ん じ て 訪 の まま に 得 べ し 。 sbdl2 人 588 

57. 役 等 は そこ で 、 最 初 の 死 以 外 は 、 再 び 死 を 025 の 30Es 用 CE 
味わう こと な か る べし 。 ( 注 12) 神 は 、 燃 う 
えき か る 業火 より 役 等 を 数 わん 、 ウン の 22835 

58. こ は 液 の 王 よ り の 恩恵 な り 。 ( 注 19) 至上 PTI fi pss。 33 
の 八 有 の 成就 な り 。 の ら 299 

59. われ ら は クル アー ン を 液 の 言葉 で わか りや @8 ダ タン ン る フン る ン る 
すく 制定 せり 、 彼 等 を し て 留意 せしめ ん が 638 099 し oO 
だ め に 

60. され ば 液 、 し ば らく 様子 を 見 よ 。 後 等 も 様 dt18 少 TE 
子 を 見 つつ あり 。 < 

注 12 来世 に お ける 生 は 永 加 で 、 絶 え ず 前 進 し 、 な も の で は な い 事 を 当 節 は 明示 し て いる 。 

注 13 炒 い は 神 の 恵み で ある 。 
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あき ね 


1. 慈悲 深 て 、 恵 ろ過 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 1 いい 
て 。 由 
2. ハー・ ミ ー ム ( 注 1) oO 
こ D み は 大 に プッ の YE 
3. の が 計 全 大 し て 臣 暫 な る ブッ の AA162 8 お 
一 1 


4. げに 和 天地 に は 、 信 ずる 人 々 へ の 数 々 の 神 光 @Sse200c5 の egg3) 
あり 。 ^ 全 ^ 


5. また 、 お 前 た ち 自 身 の 食 や 後 が 地上 に まっ 33 る 385 を 2 率 放 すう 
\ 艇 らし た 一 切 の 生物 の 申 に 、 信 心 財 固 な ^ - レッ る 
人 々 へ の 数 々 の 神 兆 あり 。 ⑨②O ッ うら っ 
6. 、 夜 と 慎 の 交替 に も 、 ア ッ ラ ー が 天 か PICO る 


了 し 給 う 概 に よっ て 死 る 大 地 を 時 ら せ レレ レレ 
こよ に も 、 に 風向 き の 変人 に も 、 思 才 22szo oleCE os る 
ちる 人 る へ の 旋 く の 提 あ り 。 ( ま 2) 


22y つい 


1 〇 だ 本 
導 IM 


7. これ 等 は 、 われ ら が 真理 に よっ て 流 に 
する ブッ ラー の 神 光 の 数 々 な り 。 然るに 、 


アッ ラー の 舎 葉 と その 神 兆 を し り ぞ け て 、 時 全 
彼 等 は 如何 な る 言葉 を 信 ぎ ん と する か ? 
rd る ン ゅ の 
8、 娠 深き 嘘つき ども に 補 あ れ 、 ed 


9. アッ ラー の 神 光 を 閣 ん で 開か せ て も 、 愉 も クシ ッ タタ ラン シス 
2 め の 3 4902 
問 か ぎる が 如く 依 結 と し て 彼 慢 に を の 不 人 og か 


心 を 固執 する 従 踊 よ 。 る れ ば 、 そ の よう な O た UE イン が re 
ンー ひる る 
者 に は 閣 刑 を 脊 知 せよ 。 2 eo 
クタ タロ ン ツン ン 人 る 


CPM 誠 衝 あ と う の ] 
10. 主 し て 、 を の よう な 者 は 、 わ れ ら の 神 光 の EICP4KGICGCNK の HI 
いく つか を 知る と 、 色 ち 之 を 器 い も の と な 前 
ウッ ー タ の スノー ッ ク タイ 
す 。 か か る 者 に は 恥ず べき 答 三 あ 5 。 OO ETIOY グ ベリ 
注 1 賞 護 すべ き 栄 堂 の 主 。 
注 2 導 の 後 、 光 が 訪れ る 様 に 、 精 神 の 開 が 地上 を 覆う 時 、 神 は 預言 者 又は 神 の 使者 よい う 新 た な 光 を お 作 
り に な り 、 彼 等 を 通し て 御 自身 を 表 き れる 。 そ し て 雄 の 木 か ら 雌 の 木 へ 風 が 花粉 を 運び 変 配 き せる の と 同様 、 
神 の 使者 か ら 6 出 た 精神 的 に 高い 思想 は 、 信 者 の 心 に 根付 き 、 彼 等 に 精神 上 の 変革 や もたらす 。 
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1 彼 等 の 行く 手 に は 、 地獄 ある の み 。 西 し て 、 の 222 の 2222 る えり 
W 、 _ 2234e3D5 
人 和 が 了 い だ も の は 、 彼 等 に 少し 6 役立た ペー ンー 2 
で 
す 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 彼 等 が 守護 者 と 信じ た 6 光 o 了 和 0 
も の も また 然 り 。 し て 、 彼 等 は 恐ろし い 
懲罰 を うけ ん 。 ⑨ 公 js MK 
12. こ は 真 の 竹 導 な り 。 主 の 神 光 を 信 ぜ ざる 者 。 Go 683cL 152 0 も 5 Da 
に は 、 痢 刑 の 資 め 茸 あり 。 ir 
第 二 項 23 
13. 海 を お 前 た ち に 従わ し め だ る は アッ ラー な 
の 
り 。 を は ブッ ラー の 命令 に よっ て 、 般 舶 を し 58 To PP 
海上 に 走ら し め 、 お 前 た ち に アッ ラー の 恩 ーッ 3 3 2G > 
串 を 求め し め 、 以 て お 前 た ち を 感謝 せしめ (OO 2 402 
ん が た め な り 。 
14. 彼 は また 、 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 1 人 くう 
G% ftS い 3 YE 
その すべ て を お 前 た ち に 従属 きせ り 。( 注 Cy は ピッ 
3) こ は す べ て アッ ラー より 出 づ 。 げ に こ 2 cyA588) 83 
の 中 に は 、 熱 應 ある 人 々 へ の きま ぎ ま な る - - ^ 
神 光 あり 。 
5. 信ずる 者 に 、 信 ずる 者 を 追 容 し テッ ラー の OCR 2 の 生 届 
! lo を る OO eS IO 
日 を 稔 れ 者 ども を 落 せ 、 と 告げ ょ 。 こ は 、 ズバ し 
テッ ラー が 彼 等 の 稼ぎ に 応じ て 返 報 を 行わ の MCE る 4 
ん が だ め な り 。 
6. 義 し いこ し を する 者 は 己 れ を 利 し 、 悪 いこ 343 2E4 の 58 と の 
ょ を する 者 は 己 れ を 室 す 。 い ずれ に し て も 、 凍 間 
p 前 た ち は み な 主 の 御 許 へ 連れ 戻る れん 。 昌義 
> 、 っ ーー ンタ レレ シュン レッ 
7. か つて われ ら は 、 イ スラ エル の 子 ら に 経典 多く 6( 贅 は 
と 主権: 傾 言 の 能力 を 授け た り 。 ま た われ る ッッ ンコ ュ ンー リン 
ら は 、 き ま ぎ ざま な る 佳 きも の て 彼 等 を 養い 、 導電 の 
当時 の 諸 民 族 の 上 に 彼 等 を 選び た り 。 
_- 、 ーー 陸生 り CE きる ク ュ ン うっ の 
8. 3 は 1 に 央 し て 上 昌 を 人 0 0 
彼 え だ り 。 訂 し て 、 スン ン 2 4 ジラ ン 
に り で 人 に 和み 合う まで E う 6 MUSE Co 
見 を 典 に する こと な か りき 。( 注 4) 
注 3 全 宇 宙 は 人 人 間 の 人為 に 作ら れ た 。 こ れ は 、 人 間 に 成 就 す べき 偉大 な 使命 が 課せ られ て いる 事 を 示す 。 
注 4 文頭 の 「 こ の 事 ] と は モハ ッ マ ド 頂 言 填 到来 の 事 を 指し 、 当 節 は 次 の 事 を 示し て いる 。 モー で の 律 法 


に モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 到来 の 預言 が 数 多く 記 $ き れ て お り 、 


イス ラ エ テル 人 が 邊 を 把 ま な か っ だ の は 、 彼 の 主張 を 
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ば げに 液 の 主 は 、 復 活 の 日 に お いて 、 彼 等 が 
論争 し た こと に 関し て 彼 等 に 審判 を 下す べ で 
し 。 


イップ 5 の 2 タン っ と の 


時 自ら し ちゃ 玩 史 25 69 


レッ タン ラン 


⑳ ら 


プー マ 


19. を こ で われ ら は 、 宗 教 の 大 道 を 流 に 委ね た て?3G 53 3 MC AA て 人 
うう 9152 9 の > 
り 。 き れ ば 次 この 道 を 地 れ 。 何 も 知ら ざる 6 っ ンク ウー ダ 
も る 、、 プン 2 タイ タン プン 2 ン ッ ンー うる ンー 
者 ども の 衣 し ぃ 欲望 に 従う な か れ 。( 生 5) @owksyedl2baie の 9 
前 
20. げに 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー に 遂 ら っ て は 、 液 の ZANSU2E2 る を しん (倒し きす ん 
、 UDGA だ ITO と 
た め に 少し も 役立た ぎる べし 。 不 義 な す て ーー ン の 
徒 各 は 互 に 他 の 友 な れ ど 、 義 し い 者 の 友 は ら eE31G う あら 0a 下る 5 
アッ ラー な り 9。 
こ 晴 へ 放 で ゝ 信 sw ウレ ラッ ン る ク 。 クタ ンー イー タ T レ レン 
21、 こ の 経典 は 、 人 類 へ の 明 征 で あり 、 固 い 信 計る えつ 9539 661 
仰 を 持つ 人 々 へ の 稚 導 で あり 慈 章 な り 。 人 間 
IOIOP ニ の 
22. 悪事 を 働く 者 は 、 わ れ ら が 、 信 じ て 善 行 を 詩人 KRKGGIIKGC RA っ 
積む 者 と 彼 等 を 同等 に 過 し 、 そ の 生死 を 等 リレー っ 間 ー フル ロレ る 
し か らし むる し 、 考 えん る か ? 悪し きか な 22 し 多 っ と auAlbUE SE2ICSW 
彼 等 の 判断 は 。 ラシン ーー タタ r レ レラ 
Oo とる の じ 2 ぅ 
第 三 項 リー ャ レン 
ニ 音 理 リー EC SE 1 い 2 ク レーン ョ 1 ろ ッ ンス コスタ トー イイ イン 
23. イッ ラー は 和 電 に よっ て を ADICTCTVK コ PIPE 
各 人 は を の 楼 ぎ に 応じ て 報 僚 され 、 何 人 も リン ラン ッッ ラン ン 9 
浜 し て 不当 に 通せ ら る る こと な いし 。 @o2A55 22 5 と と すし の ば 
24.、 流 は 、 己 が 空想 に 従っ て 神 を 考え る 者 、 ア ッ 2 も 2 3205234 み の 2 
ラー が 胡 意 に 独 道 に 導き 、 を の 耳 ほ 心 を 持 前 
じ 、 を その 日 を 夏 い た る 者 の こと を 、 ど う 考 (Wa うう Ao ぴる とみ el だ 
える か ? アッ ラー に 見 捨て られ た 後 、 一 。』 に ア 
体 座 が を の 者 を 導 か ん ? これ で も まだ jp OO で o プ ひっ の の の つら 3 
前 た ち 諾 と 受入 れ ぎ ざる か ? ーッ タ シー スン シン 
前 た ち 訓 戒 を 受 @ ら 3 を 3 駒 
ーー 、 ュ トー に へ 年 > ンス ンク タタ ィ ト レク ター レタ レン ン る ント ン イレ ン ン 
25. 彼 等 は 云う [ある も の は た だ この 性 の 年 ECSUIG0S ス 1 PIE 
の み 。 我 等 は そこ で 生き 、 面 し て 死す 。 我 ッッ 。 < シシ 
等 を 流す も の は 時 間 あ る の み ] と 。 き され 。 G290A AG5SS3UUES あ じ 3 
齋 付 ける 論 換 ( 節 言 ) が あっ た か ら で は な て 、「 存 いじ 始 み 合う 」] すなわち 、 モ ハッ マ ド 笑 店 者 が イス ラ エ ル 人 人 
で は な いと いう 考え を 好ま な か っ た か ら で あ る 。 
注 5 前 節 に 述べ られ た 「 こ の 事 』. よ は 、 モ ハッ マ ド 項 店 者 の 到来 及び クル アー ン の 啓示 を 指す と 当 節 は 示 
し て いる 。 
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と ど 、 彼 等 は この こと に つい て 如何 な る 知識 
も 有 せ ず 。 彼 等 は た だ 憶測 する の み 。( 注 6 ) 


26. 前 し て 、 わ れ ら の 明 品 な る 神 兆 を 彼 等 に 
み 閉 か せる と 、 彼 等 の 逃げ ロ 上 は 、 「 お 前 た 
ちの 汗 葉 が 本 当 な ら 、 我 等 の 先祖 を 連れ 戻 
せ 」 上 な うに すぎ ず 。 

27. 云え 、「p 前 た ち に 生命 を 与え 、 決 いで 之 を 
名 し 上 げ 給 う 御方 、 を は アッ ラー な り 。 面 
し て 、 復 省 の 日 、 ア ッ ラ ー は ゎぉ 前 た ち を 召 
集 せん 。 こ は 疑 うべ で から ざる こと な り 。 き 
れ ど 、 世 入 の 多く は 逐 を 知ら ず 」 と 。 
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28. 天地 の 大 権 は アメ テッ ラー の も の な り 。 面 し て 、 
審判 の 叶 来 りな ば 、 成 実に 従う 者 は 失敗 者 
ほな らん 。 

29. 流 は あら ゆる 民 が 疫 村 する を 見 ん 。 あ ら ゆ 
る 民 は 己 が | 記録 の 前 に 召 換 きれ ん 。( 注 7) 
曽 し て 、 彼 等 は 云わ れん 、「 今 日 お 前 た ち は 、 
自分 が な せる こと に 対す る 報い を 受け ん 。 

30. これ が われ ら の 帳簿 な り 。( 注 8) こ は お 前 
だ ただちに 反し て 長 実 を 語る 。 わ れ ら は お ぢ 前 だ 
ちの 所 業 を すべ て 残ら ず 記 録 せ り 」 と 。 


31. き て 、 信 じ に て 善行 を 積み た る 者 、 主 は 役 等 
を その 慈 門 の 中 に 入れ ん 。 こ は 明らか な る 


ンタ ン 
@o253L23 05 し 


oe 時 本 2 
@Gsas SG 0 DO 3 


3 綴 演 叶 5 巡ら き 3 タン る 


IE 65 ジ 3 居 し 


と エナ エア ンコ 


COM4etE1 


っ 


タン ンク 9 タビ レッ ンク 』。 
ES っ O の 92 ら ら 30 い 2 あう 


@e 旭 3 に 5 5 


イッ ター ョ ュ ンタ 移る 全 ュ ン 9 る タ 


と! まい ら 2 AA1Ue ら 3 
@o 多 詩人 多 3535 Wi % ら 5 
AE SIESS 
@ SS AG 
WNW BA G 


団 


レナ メ 4 


RW 


925 2 

幸福 の 成 吉 な り 。 7 か WBII* CIECDYC 85 

32. され ど 、 不 者 ども は 云わ れん 、 「 お 前 だ クッ AMG 
6 KC の 5 G 1 11 
ち 、 わ が 神 光 を 読 施せ られ ぎり し か ? 希 CC CAUICIP 
内 P】 タン 

る に 、 お 前 た ち は 仙 慢 に し て 、 因 悪 の 還 と @ ら GS ちる 30826 

な れ り 。 
注 6 来世 に お いて 、 神 の 前 で 自ら の 行為 の 中 し 開き を し な けれ ば な ら な いと 告げ られ る 時 、 不 信心 省 は 米 
世 の 存 在 容 認 を 拒否 する と 、 当 人 節 は 述べ る 。 む し ろ 彼 等 は 、 あ る 民族 が 減 び れ ば 他 の 民族 が を それ に 取っ て 変わ 
る と 主張 し 、 こ の 事態 は 、 時 の 移ろい と 共に 全て が 小 び る まで 続く 。 こ れ は 人 類 に と り 最 一次 な 事 で 、 こ の 
先 如何 な る 生命 も 存在 し えな い 。 
注 7 「 あ 6 ゆ る 民 は 己 が 記録 の 前 に 召喚 きれ ん 。」 と いう 言葉 は 、 前 節 に 述べ られ た 「 審 判 の 時 ] が 、 こ の 


世に お ける 裁き の 時 を 到 し て いる こと を 示す 。 そ れ は 、 
て 前 や ほう び を 与え られ る か ら で あ る 。 
注 8 


前 人 節 に ある 「 己 が 記録 」 が 当 節 で 「 わ れ ら の 帳 乱 』 に 


この 所 に お いて も 人 は を その 行為 で 痕 か れ 、 そ れ に 応じ 


置き 換え られ だ た の は 、 国 家 及 び 個人 の 行動 が 神 


に 記憶 きれ 、 を れ に 応じ た 裁決 が 神 よ り 下 きれ る か ら で あ る 。 
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アル ・ ジ ャ ー シ ャ 
33. まだ 、『 ア ッ ラ ー の 約束 は 必ず 履行 きれ る 。 の 2 CEN5 8 2 
0 5 | 1J55131 
衝 判 到来 は 盛 うさ くも な し 1 も 去 わ れ し で ぶ 作 の 
時 、 お 前 だ た ち 『 我 等 審判 の 何 ん た る か を 知 Rn AH 
5 ず 、 を は 徹 測 に すぎ ず 思 う 。 故 に 我 等 リン 
は 納得 せ ず 」 答え た り 」 と 。 6 OCS 5 
34. か く て 彼 等 は 、 選 が 諸悪 を 目の当たり に せ IS tgkz 41 (の 3 
ん 。 六 し て 、 彼 等 は 、 日 可 m 炎 4 も の に 「 を ウ 
包囲 きれ ん 。 の 24 
35. 前 し て 、 彼 等 は 云わ れん 、「 お 前 た ち も が か つっ Ii の の 93 を 5 20353 
て 、 お 前 た ちの この 日 を 忘れ た る 如く 〈、( 往 才 M 
9) 信昌 は われ ら が お 前 た ち を 忘 入る 番 な 人 生 IIK の の 
る べし 。 お 前 た ちの 落ち 行く 欧 は 業火 に し 
て 、 如 何 な る 助け 手 も な か る べし 。 」 
し る る る る 2 を 2 る 人 T を! 
36. これ お 前 た ち が テ ッ ラ ー の 神 光 を 咽 笑 し 、 Ab323623 bi し 2 CK 
現世 の 生活 に 静 か れ た が 故 な り 」 と 。 か く シン レッ ンタ フン っ 。 
し て 、 彼 等 る こよ り 出 づる を 得 ず 、 ま た モー ろ る 2 し oo の 329 26 CASsh 
の 恩恵 の 中 に 連れ 戻 きれ ぎる べし 。 っ SE 
37. 『、 諸 天 の 主 、 大 地 の 主 、 方 物 の 主 アッ 7 の 9 いら う 5 AP 
ラー に 詩 え あれ 。 
っ gd 
38. 天地 の 章 茂 は 彼 の ぁ の な り 。 彼 は 僅 大 に し 1 はい IM 
て 、 賢 板 に まし ます 。 ブー 
@2Ai 8 
邊 す 約束 る れ た 処遇 の 日 。 


ー770 一 


h 


m 


あま ね みな 


、 上 恵み 遇 く アッ ラー の 御名 に お い 


スー ・ 


ミー ム 。( 注 1) 


この 経典 は 、 佑 大 に し て 臣 哲 な る テッ ラー 
より 降る 。 


. われ ら は 芯 理 に 基づか ず 、 且つ 一 定 の 期限 


を 定め る こと な く 、 天 地 普 びに 天地 の 間 の 
謝 物 を 創 造 せ ぎ りき 。 されど 、 信 ぜ ぎ る 者 
ども は 、 稀 告 せ られ だ た る こと を 忌避 す 。( 注 
2) 


. 彼 等 に 広 え ん 、「 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 た ち が 水 


め る も の 、 そ の な ん だ る か を 知る か ? こ 
の 大 地 に 彼 奴ら が 信和 れる も の が ある な ら 、 
見 せ て みよ 。( 注 3) は た また 役 奴ら 諸 天 の 
創 j > 与 し た と で も いう か 2 お 前 だ ち 
が 本 当 な ら 、 こ の クル アー ン よ り 以 
前 に 紗 示 きれ だ る 経典 か 、 そ の 亜 因 の 遺 れ 
る も の を われ に 示せ 」 と 。( 注 4) 

アッ ラー の 代わ ゎ り に 、 最 後 の 審 判 の 日 まで 
応 を た ず 、 且 つ 役 等 の 祈願 に 気づか ぎる も の 
を 栄 め る これ 等 より な お 罪 深 き 者 
ども 、 そ は 何人 か ? ( 注 5) 


ーー 
の あ 0 あか 62 Sd 
CyCo59s ゅ AICiEC 


メン ュ ク る を ン ん ンス フレ ョ ン ※ 
DSGGAUL の CI 
スー ュ タ 
TOP 


ポラ クン ルー フタ ンタ クタ ン ( イ タッ ン ン フ は 4 
G め の 10 の SO2 の OF05 の 1U5 
TP ミア クレア 
AG が 外 っ 2 の 92 5RE 35 

* っ の の 


っ の 0AS の の 5 
アッ レー ュー タッ シ 。 
②⑨OSeo の びら! 


タン さ 2 クッ 2 クタ て 2 る や ンー ョ ン し 
の る 人 01 の っ ら 2 coO3 42 Lo1C の う 
之 ぁ ッ ン っ ら セン る 


に NG も の リセ 崩さ ) 


の の 


注 4 


注 5 


実在 の 神 に 拝 認 き れる (2 : 


質 調 すべ き 栄 の 主 。 


宇 市 は 散 生 し た が 、 双 終わ り の 時 を 迎え る の で あろ う 。55 音 27、28 和 


英 拝 を 命じ に 、 宇 宙 の 創造 主として 我々 の 人 命 を 左右 きれ る が 故に 崇 め られ る の は 、 神 の み で ある 。 を 
れ に 反し 、 偽 像 詩 拝 者 の 常 め る 偽り の 神 は 、 何一つ 造り 出 き な い ば か りか 、 そ れ 自 身 存在 し な いも の で あっ た 。 
(25: 4) 


事実 、 神 の 啓示 書 を 除く 如何 な る 典拠 、 及 び 人 間 の 科学 ・ 理 性 信仰 の 臣 非 を 決め 兼ね る 。 
イス ラム 教 は 、 信 者 の 祝 り を 受け 入れ る 事 で その 存在 を 現し 、 若 琉 に ある 信者 に 尉 ゆめ の 言葉 を か ける 


187) 
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と / 


シ ・ ア ハク ァ ー フ 


10. 


11 . 


12 . 


13. 


. われ ら の 共 向 な る 啓示 が 役人 等 に 


。 彼 等 は 人 間 が 復活 きせ られ だ とき 、 人 間 の 


机 と な り 、 崇 あめ られ だ る こと を 否認 せん 。 


読 語 せら れ 
た る と き 、 信 ぜ ぎ る 者 ども は その 真理 に つ 
いて うう 、「 こ は 明らか に 妖術 な り 」] と 。 


。 また 彼 等 は 云 う 、「 彼 、 こ れ を 押 造 せり と 。 


云え 、「 も し 我 こ れ を つく りな ば 、 0 
の カ で は 、 ア チッ ラー の 久 か ら 我 護る 
角 わ ず 。 アッ ラー は お 前 だ ちの 、 レル テー 
ン に つい て 語る くだ 6 ぬ は な し を 、 よ く 知 
岳人 我 と お 前 た ちの こと は 、 ア ッ ラ ー 
で 充分 な り 。 ア ッ ラ ー は 寛 大 に し て 、 
くま し ます | と 。 
云え 、「 我 は 新奇 な 使徒 に 非 ず 、 ま た 自分 に 
こち に 何 が 起 る か を 知 6 ぎ 
る 者 な り 。 我 は た 、 啓 示 き ぁ れ た る こと に 
従う の み 。 面 し て 我 は 、 た だ 一 介 の 警告 者 
に すぎ ぬ 」 と 。 


坪 %、 「 も し この クル アー ン が アッ ラー より 
降 き れ だ る も の な る も 、 お 前 た ち は : 光信 
ぜ ず 、 講 し て 、 イス ラ エ ル の 子孫 の 中 か ら 
$ 証 人 あり て 、 自 分 に 似 た 名 の 到来 を 証言 
し 、 信 ずる も 、 お 前 たち が 揚 に も 信 ぜ ず 
と は 何事 か ? ] と 。 げ に アッ ラー は ば 、 不 義 
な す 徒 凍 を 導き 給 わ ず 。 
第 二 項 
MM 信ずる 人 々 に つい て 療 
、「 も し クル アデ アーン に 良き こ と あり な ば 、 
が それ を 我 等 に 先んじ て 得る 連 な し 」 
と 。 前 し て 、 彼 等 は それ に よっ て 導 か ヵ られ 
ぎる が 政 に 、 か く 到 わ ん 、「 こ は 吉 の 記 
り 」 と 。 
クル アー ン 以 前 に も 、 科 必 に し て 且つ 剖 悲 
な る モー で ゼ の 経典 あり 。 こ の アラ ビア 語 の 
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、 先 の 諸 預 言 を 実 坪 し 、 悪 事 を 行う NR ャ ン る 狗 
人 っ る ュ ン 
に 『 し 、 普 人 に は 靖 報 を 伝え 6 の 29992 KEIS は 23 
0 
リー FE の ュー て ュー た ー ュ 、 了 科 0 見 05 
14。 ザビ 「 季 等 の 議 は アッ テー な り 」 上 云い 、 3 DOES PGIEOAIO) 
し か る 鋭意 精進 する 者 に は 、 な ん の 控 れ も 、 
ー 央 ンク タン タン クタ ン 
大 い $ な か らん 。 ( 注 6) と 4 
15、 こ れ 等 は 楽 周 の 住人 に し て 、 永久 に 住 ら 哲 5 し so は 必 CJP 
ま ら ん 。 こ は 彼 等 が 所 業 に 対す る 報 党 なり 。 ン ラ ガン レン 
IIGH VS 
16、 わ れ ら は 人 間 に 、 父 母 に 圭 状 を つく きん ころ バン CWCKE4 を ITOUKOIH そ 
と を 命じ だ り 。 計 な る も の 、 信 胎 に 昔 し み 、 。 ウラ ウー ウ 。 
且つ 分 多 に 昔 し む 。 胎 に 子 を 宿 し て か ら 乳 520c2G92626G す | 
離れ る せる まで 、 実 に 三 士 カ月 を 上 す 。( ま レッ レン ン ン レン タン コレ ラッ る 
7) 秦 し て 分 別 盛り と な り 、 宜 皿 十 に も 6189 ト S4KYS す GAIZO 
する 頃 と な れ ば 、「 主 よ 、 給 自分 並び に 。 る 。 フ ロン フッ ルン レッ ンタ > っ 肖 ン 
表 が 人 玉生 れ た る 法 の 加重 に 、me し 0195O Ge う dW 
め よ 。 液 を 剖 ば すべ て 、 我 に 療 行 を な き し CCO と 8 
E 0 
め 給え 。 し て 我 が た め に 、 我 が 子孫 を 装 ^ めど びら 3 
2 ダ = る 8 8 っ 
し き 者 し な し 給え 。 我 は 潜 に 刈 誠 す 。 げ に GBSGGS の 8882 じん ら 
我 は 、 液 に 任 概 虐 す る 者 の 一 人 な 9」 ヒー レン 
う 。 Ono 
EE ee っ ン イス タン イン ン ン ン ッ る 
17. これ 等 の 者 は 、 わ れ ら その 所 業 の 最善 な る QAvPEAK ぅ EE が II 
もの を け 容れ 、 を の 話 時 を 大 日 に 見 者 了 レジ ウン 
た ちな り 。 彼 等 は 楽 剛 の 住 和信 と な らん 。 こ 0QE3 Row13 る 6 4 
は 役 等 に な し た る 真実 の 約束 の 履行 な 9 。 生生 
⑨ 〇 5065 ON CS 
18. 然るに 、 父母 に 向っ て 、 | 笑止 か な 1 ッ ィ グ 。 る 1 
レ 1 も QA 13 
多 坪 よ 、 この の 抽 し ゅ られ る と 舞 擬 す CREUICNRHKIPI2RCI 
る か 。 我 が 所 に 北 多 の 世代 逝き て 再び 帰ら に 4 の los 3 る 
ざる に 排 ず や ? 」 と 云う 者 あり 。 両 親 は アッ 
ラー に 助け を 求め て 、 云 う 、[ 流 な きけ な 25 
注 6 全 宇 宙 の 神 ア ッ ラ ー に 支持 きれ 、 ゆ る ぎ な い 信仰 を 持つ 長 の 信者 は 、 如 何 に 過酷 な 試練 の も と で も 、 
黄 れ や 悲し み で 心 の 平安 を 乱 さ れる 事 は な い 。 
注 7 31 : 15 で 赤子 の 乳 離 れ に は 二 年 か か る と 述べ られ て いる が 、 当 節 で は 、 妊 娠 と 授乳 の 期間 と し て 三 
十 ヶ 月 、 を その 内 六 ヶ 月 を 民 胎 期間 た し て いる 。 それ は 、 妊婦 が 妊娠 を 負担 に 感じ る 時 期 を 示し て いる 様 で 、 四 ヶ 


月 目 か ら そ う 感 じ 始 め る か ら 6 で あ る 。 
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や 1 信 ぜ よ 。 ア ッ ラ ー の 約束 は 真実 な り 」 る トン ンク 、 ヒ レッ タン 
。 獲る に 彼 は 云 う 、「 を は 人 本 の 物 角 に す @ ら oe あ CiYUlosG OS 
ぎ ず 」 と 。 
19. これ 等 の 者 は 、 彼 圭 以 前 に 所 り し 財 電 や 人 3 ょ 213Ail あぶ の 9 
開 ど も 上 緒 で 、 天 証 を 察 る の が 当たり 前 。 っ 
な 従 主 な 。 彼 等 は 紛れ も な い 失 敗者 な 9。 人 スル UM の soO ろ Se25 2 は 
ッ ) の 
3 
20. 凍 し て 、 人 は みな その 所 業 に 応じ て 、 位 隊 39 人 Es ある 上 あ 
に 條 いあ り 。 そ は アッ ラー ヵ カ の 所 業 に 応 レン フク ッ 
ビ て 報 装 せ ん が た め な り 。 ま た 何人 も 決し 半 あ ぅ 
て 不当 に 過 せ ら る る こと な し 。( 注 8) 
内 か あッ ンタ ビン ンタ レッ ン ン 
21. 前 し て 、 信 ぜ ぎ る 者 6 が 楽 火 に きら きれ ADEUI 1 あの 253 
日 、 第 等 は 云わ れん 、 [お 前 た ち は 現 世に を タン 。 ea ug 
お いて 店 逢 な も の を 攻 尽 し 、 存 分 に 楽し ゅ co < BUS 8 
り 。 さ きれ ば 人 日 前 た ち は 、 こ の 世 で 天理 品 史 始 タン ン 人 
を 無視 し て 居 恨 是 つ 放 錠 た な し こと の た め AM so3oOeos826 
に 、 取 ず べ き 后 割 を 以 て 報い られ ん ] と 。 あら 放 党 CNUSo の 99 
( 注 9) 
第 三 項 
22. アー ド の 同 多 に つい で 話し て や れ 。 フー ドー っ sg2 る 人 と ン ッ を ブン シル レレ ルン 
リー ーー ーー し 3 sss エン BPSGEEP 
が 砂丘 の あたり で を その 民 に か ( 殖 告 し た 時 「。 人 の 
て る と まし チア 2 ン 1 イス タ る 
後 前 に も 以後 に も OOOoS の 2 っ oe は 33 
来る ーー「 テ アッ ラー 以外 に 何者 も 県 め る な スン インタ レン の ン ) る ラタン セン 
か れ 。 前 た ち が あ の 重大 の 日 に 如何 な る で 1 GS) 00YU5965 着 
前 を うけ る か 、 我 それ を 恐る 」 の 3 る 
クー ラン クコ 
23. 彼 等 は 云え り 「 液 は 我 等 を 、 神 々 か ら 背 か 1 ン そ レスタ ン 租 
し ゅ ん が た め に 来 た り し や 1 な ら ば 、 液 の CC CS ーッ 
云う こ ょ が 真実 な ら 、 我 等 を 司 喝 する も の @CW5 12 タ と 3 1&S 
を 、 い ま 起 し て みよ と 。 て 7 
注 8 裁き が 下さ きれ る 前 に 、 人 の 行 提 は 全て 厳密 に 審査 きれ 、 そ の 時 々 状況 が 央 庶 きれ る で あろ う 。 良 い 行 


い に 対す ぁ は ほう び は 、 行 為 自体 の 何 倍 に も 増やさ れ 、 王 業 へ の 処 銘 は その 罪 に 応じ た も の で ある 。 神 の 鐘 酬 の 


法 は 、 
注 9 
撲 けら れ た 贈り 物 を つま ら 
為 、 彼 等 は 、 そ の 悪事 の 報い と し て 屈 如 を 被る で あろ うか ら 、 


この 拉 に し て 施行 きれ る 。 
数 き の 日 に 、 


自ら 5 犯し た 悪 業 を 突き 付け られ て 、 不 信心 者 達 は 次 の 様 に 言い 渡る れる で あろ う 。 神 が 
な い 事 で 沢 費 し 、 良 い 目 的 の 施 で は な く 、 


自ら の 卑しい 包み を 適 え る 事 に 利用 し だ 
含 か ら そ の 心 積 り を し て お か な けれ ば な ら な い 。 
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の 。 


第 四 十 六 意 アル ・ ア ハク ァ ー フ 
24. フー ド は 云え り 、「 そ の 知識 は 、 ア ッ ラー の 2 を ee も ス 2 Per 1 
み 有 を 有 す 。 我 は た だ 、 託 され た る こと を 0 前 の 本 
前 た ち に 伝え る の み 。 そ れ に し て も お 前 っ 3 る 
こ 0 
た ち 、 な ん た る 無知 な る 氏 ぞ 」 と 。 (10) @ KG921 
25. その 時 時 寺 肖 き 起り て 、 彼 等 の いる 谷 問 に 13405 2ezy し 1 3 DS 
流れ 迫り た り 。 を 見 て 彼 等 は 云え り 、「 あ 2 ス ャ も 
雨 《 る ぞ 」 と 。[ 然 ら ず 、 こ れ お 前 は 全 CI さ be 
た ち が 催 促 せ の も の に し て 、 そ れ に 伴う 凌 の て の タン イン >、 
用 こ を 恐ろし き 天 己 な り 。 IO だ 
26. を は 主 の 命 を 奉 ビ て 一 切 を 演 減 なん] 3 人 と 和 委 3 らち 
アー) 2 いう 
彼 等 の 住居 以外 な に も 残ら ぎり き 。 わ れ ら の い リン 
か て の 如く 罪深い 者 ども を 茹 す 。 の 2 55 0 っ 
27、 わ れ ら は お 前 だ た ち に 与え ぎり し を 彼 等 に と この シィ ーッ ーッ 250 と ニュ ェ ン ン 
る da 2 で で る 1 バン ス 
備え を る せ 、 耳 、 日 、 心 を 与え たり 。 然るに 、 2 9 
彼 等 が アッ ラー の 扶 光 を 認め ざり し が 故 2 コ HH 
に 、 を の 芋 上 日 と は 彼 等 の た め に 役立た 7 2 
ざり き 。 訂 し て 彼 等 は 、 そ の 昌 笑 せる も の の づ PO31 5 めし LM So 
だ 旬 囲 きれ だ り 。 只 骨 シッ タン レッズ 2 
半 欠 >3 に 2 約 at ら 2021 お 
第 四 @⑨632 作 る 
28. げに われ ら は 、 お 前 だ ちの 周辺 放 才 市 を 小 シン ルレ PO レレ 
ぼ し た り 。 凍 し て 、 わ れ ら は 、 彼 等 を われ 963 の 0 で る 入 ETGS3 
ら に 頼 ち し ゆん が た め に 、 る ま ざ ま な る 手 ンタ ター ラン タタ る レン 
段 で 神 区 を 明 せ 5 。 @o あ と 079 
29. だ が を の 時 、 ア ッ ラ ー に 近づか ん と し て 語っ 2 の 介 252 の 3 
0 ら ゅ 21 SL 
テッ テー の 他 に 彼 等 が 常々 湖 め し 神々 は 、 クー ー 由 
何故 彼 等 を 助け ざり し か ? 釣り 、 神 々 は RYO も dj 
彼 等 を 見 栓 て た り 。 を は すべ て 、 彼 等 の 度 ルン 
言 と 揚 造 せる の に すぎ ざり し が 故 な り 。 OTCPP で 
30、 ク ルアー ン に ヒ に 耳 傾け ん と 思う 妖 起 た ち を 、 ンジ を TBL の | 
の 51 94 っ 
( 注 11) われ ら が 液 の と ころ へ 赴 か し め た io 
降 の こと を 四 い 起こ せ 。 彼 符 読 放 の 場 に 隔 (91192 人 GS ee 
む や 、 互 に 「 座 聴 」 と えり 。 その 終る や 、 
注 10 普 悪 に か か わら ず 、 人 が 行動 する 時 の 背 景 に つい て は 神 御 一 人 が 御存知 で あり 、 そ れ 夏 、 人 が 処 呈 き 


れる か 耕 か は 神 の み が 知 っ て お られ る 。、 処 同時 、 


た な お 告げ を 伝え た 。 


当 委 に 並 か われ た 「 選 和良 た も] は 、 ナ シー 
う 説 も ある 。 メ ッ カ の 人 人 々 の 敵意 を 芝 れ て 、16 
耳 を 傾け た 後 、 役 等 
(Bayan、 8 巻 ) 72 ・ 


形態 に つい て も 御存知 で ある 。 
ン の ユダ ヤ 人 達 を 指し 、X、 イ ラク 
等 は 夜 モ ハッ マ ド 預 言 者 会 
は イス ラム 教 に 改宗 し 、 進 ん で イス ラム 教 を 受け 入れ た 人 々 に この 新 
2 も 参照 の 事 。 


の ムー サル か ニ ネ ペ 
っ た が 、 ク ルアー ン や モハ ッ 
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き 
ゃ 


第 四 征 六 亭 


ル ・ ア ハク テー フ 


克 告 を 伝え ん が た め に ころ へ 帰 
を 伝え ん が た め に 仲間 の と ころ へ 帰り の の 2 も 学 了 時 
31. 彼 等 は 云え り 、「 伸 間 た ちょ 、 我 等 は モー ゼ 。 必 め oo2 EzO 芝 WE 
の 後に 院 さ れ た る 経典 を 聴 閉 せ 9。 を は 以 。 レン 
1 さ 1 諸 レア の OS CO 1 まう 4 
前 の 経典 を 確証 し 、 真 理 ほ 正道 に 導く ぁ の Geeldleog お cu 
な 9。 ( 注 12) ンー ュ レ 
ou あお 

32. 仲間 た ちょ 、 ア ッ ラ ー の 召喚 者 に 応 た て 、 TEU (Z 況 
アッ ラー を 信 ぜ よ 。 ア ッ ラ ー は お前 た ちの 
も ろ も ろ の 罪 を 落し 、 お 前 た ち を 閣 刑 より ez2lol 265 の 2 2 (を い 
救 わん 。 

33. されど 、 ア ッ ラ ー の 台 喚 者 に 応え ぎる 者 は 、 PT の て ン の 3 
この 世 で アッ ラー の 軸 か ら の が れ ら れず 、 」 ン ラ の 
また アッ ラー の 外 に 即 何 な る 守 者 も も た ら 2J299M 325 

ざる べし 。 か か る 者 は 明らか に 邪道 に は ま 
り た り 」 と 。 
凍 プイ フン イッ る し も の イリ ッ ン フ ッ ン ン 

34. 彼 等 は 見 ざる か 、 天 耶 を 合造 し 、 し か も る yahoeGol POICU ア アリ 
の こと に 疲れ を 知ら ぬ ね アッ ラー が 、 2 呈 ディル の (の ブタ イッ 

て 57 を ら 8y う 
杏 ら せる 力 あ る こと を ? ( 肖 13) 狼 り 、 っ OU 9 は ラ アル 
ー デ テッ ラー は 会 主 タ の と くる や ルン 7 1 
に アッ ラー は 全能 な り 。 KO ば 仙 
35、 信 ぜ ぎ る 者 ども が 業火 に 晒さ れる 日 、 彼 等 プイ ンー イ ロッ タン の シッ る メン ウレ ッッ ン 
1 1 
は ちり 4、「 こ な 1 衣 ※ に キチ と ムッ Pao CURO ォ グセ 
る レッ を 2 タン w 
か 6 彼 等 遇 は ん 、[ 窒 、 人 (IRC PFId CA 
主 の 御名 に か け て 主 は 云わ ん ら 
っ タタ す ? 多 
ば 不信 に 対す る 懲 岡 を 味わえ 」 と 。 @o58 人 C 

36. さ れ ば 、 諸 便 人 が 疫 然 と し て 耐え 亡 び だ る タタ ラン レン 。 っ 人 セ 
如く 、 流 6 仙 え 妃 べ 。 彼 等 に 対す る 科 出 を ひみ の 1 2 DP ンー 
傘 人 する な か れ 。 彼 票 そ の 側 介 きれ し こし 。 シブ プレン シン ラン ラク を ンジ 
を 日 の 当たり に する 日 、 後 等 は 想わ ん 、 の タク 
の 世に 留まり た る こと 一 刻 に し か すぎ ず gd MI の レコ 
と 。 ( 注 14) この 警告 は すでに 伝え られ だ モン の の 客 $ ャ ユ 
り 。 減 ぼ き れる 者 は た だ 不 徒 須 な も の ども OO 19!@ る の 
の み 。 

注 12 前説 に 述べ られ た 「 選 良 た ち ] は 、 彼 等 が クル アー ン を 「 モ ー で の 後に 降 さ る れ た だ 経典] と 呼ん で いる 

所 か ら 、 ユ エダ や 人 だ 上 当 節 は 示し て いる 

注 13 新た な 天地 創造 の 過程 は 、 ま っ て は いな い 。 そ れ は 確証 な き 主 張 で は な い 。 僅 大 な る 神 の 使者 の 

到 米 と 共に 、 語 い 秩 座 は 月 れ 、 新た な も の が それ に 取っ て 換わる 。 これ は 新た な 天地 の 創造 を 示す も の で ある 。 

注 14 不信 心 者 に 対す る 神 の 削 は 余り に 誠 し く 突 然 で あり 、 そ れ に 比べ れ ば 安楽 で あっ た 一 生 が 、 彼 等 に は 


一刻 に し か すぎ ず 」 と 思 


える で あろ う 5。 
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B 四 上 上 章 


あま ね 


み 道 (アッ ラー の 御名 に 


意 深く 、 


CN 


て 。 


以 


。 信 仰せ ず 、 人 々 を アッ ラー の 道 より か し 


むる 者 は 、 ア ッ ラ ー が その 所 業 を 空 無 に 帰 
せしめ ん 。( 注 1) 


て か 


ee aa らき 


タン クン る スン 


caJi 


の >9CSf 


スス ン 1 タン 


ひろ] Ab いよ と Ob っ 5 


3 然 tmE も 、 信 じ て 閉 し き を 行い 、 ム ハン シマー O 史 CoalAZSIG5 
ド に 啓示 きれ だ る も の を 主 より の 真理 し ィ 
会 ッ タ ッ ン ンマ の る レシ ンタ ンー ニン ン タロ 
て 信ずる 者 は 、 ア プッ ラ ー に よっ て その も ろ 人 な と 9 っ ee5 シン ンー 
も ろ の 罪 を 払拭 きれ 、 そ の 境 過 を 改 基 き れ シン 
ん 。 ee 2 2eE< 
4. を は 信 ゼ ぜ ぎ ざる 者 は 虚妄 に 従い 、 信 ずる 者 は CallSbdbS の SL33 
その 主 の 真理 に 従う が 故 な り 。 か く の 如 く 、 
タン ンク ン 
アッ ラー は きま ざま な る 比 輸 を 以 て 人 々 を 0 の RC あら 任 PKG1 
戒め 給 う 。 e22 代 骨 
2164 全 9E 
ン 
5 3 て 前 た か 不信 心 者 寿 と 合戦 する と たき ス ま と EE ア イン AMG 
・ 131 まる CO 内 WI に 
は 、 彼 等 の 首 を 斬り 盗 せ 。 大 殺傷 に ょ 9 彼 アッ 2 1 の っ 
4 ラッ ン パク レン レ ブン ィ マンマ ンタ ッッ ン 
等 に 打ち 勝っ た と き は 、 そ の 半 寺 を 強固 に こら 6 5 | 交 
せよ 。 し か る 後 、 情 を か け て 放免 する も よ 
MT ぁ GO きら 2 人 S 包 
し 、 生 の し ろ 金 を 取る も よし 、 戦 い が を の 。 0 っ を ゆめ boat と の 全 
荷 を や おろす まで 。 こ は 探 な る ぞ 。( 注 2) も 
注 1 不信 心 者 は 、 イ スラ ッ ム 教徒 の 前 進 を 阻 も うと する 彼 等 の 試み が 、 何 の 成果 も . 上 げ ず 、 む な し いも の だ 


と 告げ られ て いる 。 


注 2 当 節 に は 、 一 言 

付 隊 的 に 、 奴 隷 制 度 に 冶 知 な - 人 てい を 3 
⑬⑪ イ スラ 時 その 信仰 ・ 

(8 :1317)。 

40)。 


て も る 、 
見 返り を 求め な い 、 
て 扱っ て は な ら な い 。 


バニ ー・ 


モハ ッ マ ド 貧 言 者 は 、 
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⑬) 電導 用 る こと が 許 き れ て いる の は 、 徹 底 的 に 戦う 正規 の 合戦 の た と きのみ で ある 。 
に 、 正 規 の 戦い に に お いて は 捕 載 を 捕る 事 
人 か ら 自 由 を 槍 う 事 は で き な い 。 (3) 戦い が 終 れ ば 搬 房 は 解放 る れ な けれ ば な ら な い 。 
身代金 た 引き 換え 、 互 い の 捕虜 区 換 の 三 通 り が ある 。 
ム ス タ リ サー ク の 百 家族 を 、 メ ハ ワ ー ズ ィ ン の 数 千 人 に 及 


許さ きれ る と 明言 きれ て いる が 、 


言え を ば 、 戦 省 の 倫理 と 実戦 時 の 行 衝 に 関す る 重要 な 原則 が いく つか 述べ られ て お り 、 
りす る と 次 の 様 に な る 。 

・ 財産 を 守る 正規 の 戦い に 加わ る 時 、 陣 に 戦う 様 命じ に られ て いる 
ー 凸 、 戦 が 89 平和 か 立 nh、 自由 が 確保 きれ る まで 、 そ れ は 続く で べき で ある (8 : 


この 様 
それ 以外 も 茹 何 な る 理由 を も っ て し 
その 方 法 と し て は 、 
彼 等 を 永 加 に 拘束 し た り 、 公 隷 と し 


第 四 


「 七 帯 


ムハンマド 


し アッ ラー 欲し な ば 、 彼 は 自ら 役 等 を 前 す 


5 


こと 可 な り 。 きれ ど 邊 は 、 お 前 た ちの 或 る 

者 を 以 て 他 の 者 を 武 みん と 欲す 。( 注 3) 閣 @28CT る っ シン ンタ 
105 て MRH 10 CTOI 

し て 、 ア ッ ラ ー の 道 に 死 せ る 者 は 、 決 し て 了 ジン の) 


その 所 業 を 空しい せら る る こと な か る で 
し 。( 注 4) 


は それ 等 の 人 々 を 導き 、 そ の 境 仙 


6. アッ ラー 230 ラン 
を 改善 し 、 94%5 っ の ひ 6s 

7 . 常々 告げ お きた る 朱 園 に 入ら し むべ し 。 ( 往 ②③ Lc 朋 了 
5) 

回 タク タタ ン ン は 5 タン リン > タイ し 

8. 汐 等 信徒 た ちよ 、 も し アッ ラー を 助け な ば 、 2 ae 
アッ ラー5 また 前 た ち を 号 け り 、 そ の 地 沙 シフ 

ウイ ラッ イタ 
を 隊 半 な らし めん 。 OGK 
9. され ど 信 ぜ ぎ る 者 ども に は 、 た だ 破滅 あ る OAI 仙人 の 1 ラン ィ リッ タン ン ン 。 る 
49 じ 55 1 
の み 。 を の 所 業 は 空 無 に 帰 きん 。( 注 6) pelCeldsb 3 0 
10. そ は 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー が 啓示 さる も の を 嬢 (4 < レ 日 議 
知り di し あの 0 
悪し た る が 夏 な り 。 よ っ て アッ ラー は 、 彼 oO プッ の 
等 の 所 薬 を 徒労 に 終わ らし め た 9 。 

11. 後 等 は 国々 を 選 腰 》 て 、 彼 等 以前 に 栄え し 0 全う ID49 く 1 
人 々 の 未 路 が 如何 な る も の に な り し か を 見 2 iz 
ぎり し か ? アッ ラー は 彼 等 挨 渡 きり 。 ラブ Ao 223Gs 4 
の ト 信 こも 同じ こと 超 6A。( 注 アイ ンク ェ の 
も 同じ こと 超 ら ん 。( 寺 OVER1KG b 

ぶ 捕 應 を 、 両 種族 が 戦い で 自 敗 し た 後 解放 し た 。 バ ドル の 戦い の 後 、 搬 府 か ら 賠償 が 支払 われ た 。 彼 等 は 金銭 

で 賠償 で き な か っ た が 、 教 養 あ る 人 々 だ っ た 為 、 イ スラ ム 教 徒 に 読み 書き を 教え る 市 で 償 っ た 。 こ の 様 に 、 当 

節 は 奴隷 制度 を 事実 上 根絶 し 、 永 久 に この 世 か ら 取 り 除 いた 。 


注 3 


し た 敵 を 処 角 する 際 、 


信者 の 普 性 が 表 き れ 、 不 信心 者 の 』 
モハ ッ マ ド 頂 言 者 側 の 道徳 . 


『 李 か れる 様 に と 、 


アッ ラー は 脂 者 と 後者 と 戦 あ る れ た 。 敗 北 


ト の 卓越 は 、 何 に も 増し て 明らか に され た 。 


戦死 し た イス ラム 教徒 の 税 牲 的 行為 は 、 無駄 に は は され な いで あろ う 。 市 実 、 役 等 の 自習 が あれ ば こる を 、 


に イス ラッ 教 が 天 く 根付 いた の で ある 。 
語 心 者 は 、 


現世 に お いて 、 天 国 の ゆで み を 味 っ て し まっ た 。 つ まり 、 
れ て ある 精神 的 号 み を 全て 役 等 は 物質 的 に 享 薬 し て し まっ た の で ある 。、 別 の 解 羽 と し て は 、 


来世 に 約束 きれ だ も の に クル 


クル アー ン に 記さ れ た 天国 に つい て の 約束 が この 世 て 成就 きれ る の を その 目 で 確か め た 為 、 不 信心 者 は 「 楽 園 」 
を 精神 的 に 早まっ て 、 味 わっ て し まっ た だ の で ある 。 


注 6 不信 心 者 の 「 所 業 は 空 無 に 帰 き ん 」 と いう 言葉 は 、 先 尋 の 数 節 で 三 度 述べ られ て いる 。 こ れ は 、 不 信 
心 者 が 、 イ スラ ッ ム 教 の 衣 壊 た いう 彼 等 の 究極 の 目 禁 成す る 1 を 示し て いる 。 し か し 、 


イス ラム 教 は 勝利 を 治め た 。 イ スラ ム 教 は 租 栄 し 、 s 
注 7 モハ ッ マ ド 言 じ な い 者 は 、 世 界 中 を 歩い て 、 か っ て の 預言 者 を 拒ん だ 填 が 迎え た 惨 な 最期 
を その 月 て 確か め よ と 、 ク ルアー ン に 15 回 も 告げ られ て いる 。 
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12. を は アッ ラー が 信ずる 者 の 守護 者 に し て 、 8 CPM 0 本 軸 電 CE 
こ 3 _ ら 1 の Ad いく 
不信 心 者 難 に は 如何 な る 守護 者 も なき が 履 っ" 。 や ob 

れ 32 イフ ョ ッ ク と 

な り 。 ーー Ado ダ を 

第 二 項 _ 
13. げに アッ ラー は 、 信 ビ て 閣 行 を 積む 者 に は 、 < ンタ る 
PIN YS GUNENNOAHK 
灯 陰 河川 流 る 介入 ら し ゅ 給 う 。 き タ 
ッ タ ンク ショ RIt1 CE の / の 

れ ど 、 不 信じ 者 華 に は 、 現 世 の 生 活 を 楽し ゆ は UP と と 7 し CTC4 

ませ 、 人 の (会 しゅ 、 ( 注 8) し か る 後 レッ レレ フッ シン ン 

地獄 の 火 を 彼 等 の 儲 多 も な きん 。 MOGDIRW コ HFC 

3 ラン 
⑨ sd みう 3 
4. 流 を 追放 せる あの 昌 よ り も は る か に 栄え し GL2 っ 28 の 2 の ぼっ 

諸 都市 の 住民 を 、 ゎ れ ら は 如何 に 多 て 減 ぽ 。 リョン ンタ タン シース 

し た か ! され ど を そこ に は 、 誰 一 人 彼 等 を CWC FCI 

助 て る 者 な か りき 。( 注 9) 

ュ - まじ ナミ ーー 4 6 35 PP ン ン ン 
5. を の 主 より 埋 き し 明らか な 証 抱 の 上 に 幸 て 6 の の 人 2 史 635 

る 者 と 、 月 分 の よ か ら 行い を 圧し 思い 

て その 事 性 に 従う 者 と 、 こ れ 同 じ な りや ? の 補 3 KS)kEIW3 

な だ る コタン レッ 、 タ レタ マタ っ 人 。 る レッ タン 
6. 義 し き 者 に 約束 せる 楽園 の 情 幸 を 述べ る な 2 oe291O2 12 

6、 て に に は 策 も ら の あか 、 味 の 突 る セン ン タン 6 。 カ シレ ャ コラン シン 。。 

ら 乱 の 川 あり 、 い と 利 き 美 濁 の 川 あり 、 SO りう oo 中 の う 

済 (光ら る 勧 の 吊り 。 彼 等 を こ に て 各種 の 2 イレ セン クー を pe で 2 っ o の ラン その タタ ン 

の 果物 と 、 主 か ら の 衝 皿 ? 場 わ らん 。 か か っ の OU と 2 っ や As 

る 至福 を 享受 する 者 が 、 衣 二 の 業火 の 中 に ルン 導 40 の の ン ン ラッ 

の 2 る に ら 2 

住み 、 考 えた ぎる 熱湯 を 飲ま 強め られ 、 服 リー タ 

受 を 引き 裂 か れる 者 と 、 こ れ 韻 じ と な りや 2 JEJG NG の で る 25 ら 2 5 の わっ 

の っ る タン 

G ア や 4 に SCGA4 EZ7 

17. 彼 等 の 中 に は 流 に 耳 頒 ける 者 ある も 、 流 の ン 人 ま EC 
タデ テル を で 8 US 28 ら う 

前 より きれ ば 、 知 識 を 授け られ た る 者 た ち 1 - 

に 向っ て 、「 彼 が いま 語り し こと は 何 か ?」 5C 2 の AA KURIETONG 
往き 8 信者 は 神 や 人 間 に 仕え る 為 に 生き よう よし て 食べ る が 、 不 信心 者 は 食べ る 為 に 生き 、 何 等 高 庫 な 日 的 
を 持た ない 。 彼 等 は 人 生 を 全く 唯物 論 的 に 捕え て お り 、 を の 記 味 で 「 獣 〕 変わ ら な い 。 

注 9 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 問 賞 金 を か けら れ て 愛す る 地 メ ッ カ を 追わ れ 、 メ ディ ナ へ 向う 途中 啓示 
すれ だ た 。 メデ イナ は 遠く 、 辺 地 に は 、 彼 を 殺す か 生け 捕り に し て 塵 み の 懸 賞金 も 手 に し た いと 願う 山 館 が 妊 が っ 
て いた 為 、 彼 は 捕まり は し な いか と 絶え ず 狗 えて いた 。 モ ハッ マ ド # は 安全 な 旅 を 神 よ り 約 束 き され た だ 。 
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と 誠 ね る 者 あり 。 彼 等 は アッ ラー が その や 2 プレ る ン 」 ャ 
2 る 99 郊 」 は IRON 
を 封じ た る 者 に し て 、 た だ 己 が 悪性 に 従 9 は ひと 多く 2 
の み 。 @ っ 4334f 
、 ー ュ ビ ・ タ リン 9 っ タ ッ ン ン ヶ 
18. され ど 教 え を 守る 者 に は 、 主 は 更に 指導 を ム 例 313eAAA355 CGI 
増し 、 異 交 の 念 を 高め 給 う 。 リアン 
CO アベ ルコ 
19. 不信 心 者 ども は 、 突 如 開 う 審判 の 時 を 待つ ば 攻 ィ ジッ タム oe 1 シン 2 る 
遇 ・ に ら の 5 
か りか 。 を の 前 光 は すでに 現れ た だ り 。( 注 の (AIS1G の BU 
sf 日 補う - 百 っ ー ュ コミ ュ ェ ンー > の = テン し 革 
10) それ が 現実 に 自分 の 身 に 起き て か 6 で A552(2 035eABC 導 先 G 
は 、 登 告 を 容れ ん と し て も すでに 眉 し リッ 
⑨ タ の の 3 
20. きれ ば 液 、 ア ッ ラ ー の 外 に 杭 な き を 知れ 。 2 2 CNIEIDEIG 
も ろ も ろ の 表 罪 を を い 泰 れ 、 哲 し て 男 と 女 シン ラン 。 
ン ン っ タタ 9 
の 信者 の 包 ち の た め に も 、 ブ アッラー は お 前 ACTT つ チ と 3913 く と り 
た ちの 直 世 の 場所 $、 米 世 の 場所 も 知り 給 を シュン 
第 三須 で る タン を 
・ EE 財 イン トン タフ タタ ーッ ク g BN っ タッ タン レ 
21. DE 2 5 ぎる 5 は PHIKYTGAIRR 
が? 」 上 。 然るに 、 断 還 た る レン タレ ン ! る 
ュー る ご タタ ーッ スク ラク 
融 戦 に 及ぶ や 、 心 の 病める 屋 Sd 353 1 め ゃ とり | 
に に みた る 如く 昼 必 し て 液 を 見 uiO。 な ん も ニン レッ クン グン コノ っ 、 
情け な や 1 人 32 の 委 8 る 2 
2 ラン 」 CE 
2 の 9 光ら 902 RA 
。 引 さ と ュー 三 る スィ タレ 
22.、 望む らく は 眼 従 と 叶 管 に か な っ た 言葉 な の イイ ン 3 0 る 15322 
+ モ た 】 もう 
り ・ 間 し で 、 事 … た び 決 し な ば 、 ア ッ ラ テー DO) の ン リリ 」 の う 
加 設 な る こと が 彼 等 の た め に 諭 いな り 。 82 人 3 の 銘 2 
き お わき ぎ ライ クタ セレン 。。 タタ ッ ン ン る 
28 お前 た ち 、 こ の 命 人 に 背 い て 地上 に 上 乳 を 29IGBOSolAS ら と 8 
ひろ め 、 血 緑 の 絆 を 断 た ん と ね が う レッ ブル ュ 2 タン 
ある まい な ? (1) の TS 
24. か か る 填 は 、 ア ッ ラ ー の 呪 証 に より 、 を の て 05252 で 5 は な イン 39 
の と | うら る や っ 4 3 RI 
耳 は 観 、 そ の 目 は を な る 。 呈 
se っ LoY 
注 10 「 前 光 』 よい う 言 葉 は 、 モ ハッ マ ド 環 言 者 の メッ カ か ら の 逃亡 を 示し て いる 様 だ 。 
注 11 も し 、 不 信心 省 達 の 勢力 が 例 さ きれ て いな けれ ば 、 役 等 は 地 直 - に 混乱 を 引き 起こ し 、 あ ら ゆ る 血族 を 分 
断 し 、 正 義 の 主張 を 周 み に じ っ て いた 事 で あろ う 。 そ れ 故 、 イ スラ ム 教 徒 は 戦い を 許 き れ た の で あっ た 。 
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_- し あん セ 、 タレ ラッ ンー タタ 92 タッ ーッ タン シン ノン 名 
25. 彼 等 は クル アー ン を 思案 熱 考 せん と せ ぎる IE が : 才 IINKAI 
か ? それ た も 彼 等 の 心 は 、 鍵 か けら れ た だ ろ 


きれ た る 後 、 選 載 す る 者 は 、 いら 06 ゆい PHIKYAIIE 
許 か し 、 幻 想 を 抱か せ た る 者 な ロッ イ ち 


GRECO1 チ 26 


タイ 


⑯ sgj 

27. る は 彼 等 が 、 ア ッ ラー が 放し 星 え る 6 の を Ah055( っ afc096 5WGR 
嫌う 者 ども に 「 事 の 次 第 NM ち に 徒 ン 1 シッ 

り 4J ほん る が 衝 な り 。 され ァ ッ ラー の L5 聞 ら る 29lo9 235 人 5 


人 の 秘 宙 を 
彼 等 の 秘密 を 知り 給 う 。 の @233 し 1 


28. 時 持 り 、 諸 天使 に 死に 召し 寄せ られ 、 を の ダス ワタ ンタ 8 ン て 密 12283 ィ 
"の うい の RE 
疾 や 背 を 強打 きれ な ば 、 役 等 如何 に 成り 行 人 リタ いき 44 28 
っ 。 
1 @535533 
等 が 、 ア ッ ラ ー を 怒ら すこ と に 従い 、 ルー ルッ 2 リタ っ 
5 人 る UE224C1 3 
MM きれ ば あら 2854 Le の も 


26. 懲 


29. 


ー は 、 彼 等 の 所 業 を 効 な か らし め 給 @48 CfPet 523) 
第 四 項 フッ も センタ る クタ リー レン 。 ン 
30. や に 疾 を 宿す 者 は 、 ア ッ ラー が 彼 等 の 希 民 と の Ole 人 8 きく と 
を 明る み に 持 ち 出し 給 わ か と 起 う か ? ララ ロラ ッ 
@A の Ga 6! 
31、 わ れ ら も し 欲し な ば 、 わ れ ら 彼 等 を 液 に 示 0 生 す SCI 
っ も な っ うれ ら 6 役 等 を 液 に 示 っ 2 ) 58738 33 気 滞 3 


し 、 液 は その 特徴 に よ 5 彼 等 を 知香 べし 。 “ 

また 流 は 、 彼 等 の 曖昧 な る 表現 に よっ て 必 人 82808 5 当 
ず を 蔽 別 せ ん 。 ( 注 13) アッ ラー は ぉ 前 

だ た ちの な すこ と は すべ て 知り 9 給 う 。 


32. われ ら は 、 お 前 た ちの う も 誰が 神 の た め に < と の Aa02 人 5 所 GEGO 
いひ esvJ 
勢力 し 、 誰 が 耐え 刀 び た る か を 見 極め る ま ー- ッッ 
で 、 お 前 た ち を 試み ん 。 ま た だ われ ら は 、 お っ 41RW Cal 


前 た ちの 行状 を も た し か めん 。 


注 12 メデ ィ ア の 偽善 者 は 公然 と 不信 心 者 の 味方 を し た 訳 で は な い 。 偽善 者 と いう 者 は 亜 覧 く 、 素 の 庫 を 
し いた り は し な い 。 彼 は 双方 に 等 し く 顔 を 向け る 。 

往 13 偽善 者 ほ い う 者 は 、 決 し て 真意 を 露 わ に は し な い 。 彼 は 、 あ る 者 に は ある 考え を 述べ 、 別 の 者 に は を 
れ と 異な る 考え を 述べ 、 明 味 な 表 度 を 取る 。 この 偽善 者 の 不正 な 言動 に つい て は 、 2 ・105 に も 記さ れ て 
いる 。 
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33. WV すし 人 々 を アッ ラー の 人 遺 より 背 か 。 ン と の る と 
1 31 ・ る 1 
箇 導 す で に 明示 され た る 後に 使徒 355lseEb3o3b37) 
> あま 、 ー リツ 1 タタ 5 る タン ン る ン ン レイ イア 2 還 れ ー 
する 衝 者 、 役 等 は は いき きか も アッ ラー を 時 あの 
害さ き ぎ る さ し 。 き れ ど アッ ラー は 、 彼 等 の の も し 
所 業 を 無 に 帰せ し めん 。 ト 補 信 323 も 25 
9 ザー ーッ ニ ュー リーaz と の 使 スク 6m1 レラ シ PH 
34. 洲 等 信徒 た ちよ ょ 、 ア チッ ラー に 従い 、 そ の 使 et し io 
徒 に 従い 、 己 が 志 業 を 完 ほし うす る な か れ 。 の 請 
@%%Cq 1BUSY2 
35. げ に 信 ぜ ず し て 、 人 々 を アッ ラー の 道 より さ 2 
_ 合 届 JE と BL22 は 
並 かしめ 、 不 信心 者 ほし て 死ぬ る 者 は 、 デ アッ る 
一 断じて 光 を 攻 き ぎる べし 。 25 の 介 ち 32 
36. され ば 層 気 を 起す な か れ 、 和 平 を 求め る な る 4 半生 
OS 198 
か れ 。 お 前 た ち は 必 ず 勝利 さん 。 ア ッ ラ ー ECRUP ま SD 
の 4 ン 名 
は お 前 た ちと 伴 に あり て 、 を その 労 に 対す る @26CT2 22 放ち 
報 装 を 拒み 給 わ 只 。 ( 注 19 
37. 現世 の 暮らし は 、 娯 楽 か 気晴らし に すぎ め ぬ 。 2 の 2 っ ゆ ? て 1 
、 ちら 1 る 5 C | 
な れ ど 、 信 じ て る の 身 思 し か れい ば. テッ ラー ン 5403o い ゆ ! 
は お 前 た ち に 報 凌 を あ た を 、 お 前 た ちの 財 PHKYG も Pk が の 4 に GE 
産 の すべ て を 求め ざる べし 。 ( 壮 15) 
38. も し アッ ラー が 之 を 求め て 強要 し な ば 、 ぉ る っ 所 23 CS 
前 た ち は 客 組 と な り 、 ま た お 前 た だ ち に 恨み 
を 惹起 きせ る に 至ら ん 。 ( 注 16) [OK 
和 ン ラッ ター ンション 2 タタ イマ 
39. 見 よ 前 た だ ち は 、 ア ッ ラ ー の 道 の た ゅ に 交 3512ACGUSE9 oO5 別 和 計 
や すこ と を 求め られ た 者 な り 。 然 る に 、 の 作ら と 。 ルン と 
前 た ちの 中 に は 、 答 者 な る 者 あり 。 傘 き を COSAUB6 の 2 ば の 
注 14 戦 い が 一 度 始 まれ ば 、 そ れ が 知 何 な る 展開 を 繰り 広げ 様 と も 、 平穏 を 求め て は な ら な いと 、 イ スラ ム 
教徒 は 命じ られ て いる 。 彼 等 は 勝利 を 得る か る も な て く ば 狗 教 者 と な る 運命 に ある 。 彼 等 に は 、 他 に 揉 る べき 道 
は な い 。 
注 15 "イズ ラメ 教徒 は アッ ラー の 為 に 戦う 様 命 や られ て お り 、 戦 の 接 牡 を 払わ ね ば な ら ず 、 又 この 目的 の 為 


に 金銭 の 負担 も 払わ ね ば な ら な いと 、 当 侵 は 示し て いる 。 し か し 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 金銭 を 必要 と は し な い 。 


命 や 金銭 や 捧げ る 様 求め られ る の は 、 そ れ 無 
真 の 信者 は 、 


注 16 


この 崇 


な 教え を 理解 し な けれ ば な ら な い 。 


この 節 は 、 特 に 偽善 者 に 向け られ た も の で ある 。 
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に 勝利 は 得 ら れ な いか 


ら で あ り 、 そ れ は 彼 等 自身 の 利 と な る 。 


第 四 十 七 斉 


ムハンマド 
者 は 、 自 分 自身 が 根 を する の み 。 ( 注 17) タン ッ スタン 26 2 シ イン る. っ る 
アッ ラー は 独り 満ち 足り て まし ます が 、 催 北 2 


し き は 前 た ちな り 。 曽 し て 、 た まえ お 前 語り まう 
た ち が 育 き 志 る と も 、 デ アッラー は 他 の 民 を 較 


以 て お 前 た ち に 代え を ん 。 る すれ ば 役 等 は 
お 前 た ちの 如き 者 に 活 ざ る べし 。 ( 注 18) 


>e ネ 


注 17 けち な 心 は 、 人 を 仙 む 致命 的 な 病 い で ある 。 ク グル アー ン は 他 の 箇所 で その 様 な 人 々 を 強く 非 区 し て い 
る 。(9 :35) 
注 18 「 他 の 民 を 以 て お 前 た ち に 代え ん 。] よい う 言 葉 は 、 誰 に 向け られ た も の な の か と モハ ッ マ ド 


告 ね られ だ 時 、 彼 は こう 答え だ た 上記 き れ て いる 。「 も し 、 信仰 が プレ アデ ス に 届く な ら 6、 ペル シア の 男 
地上 に 戻す で あろ う 。] 
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(メデ イナ 登 示 ) 


の 御名 に ぉ い 


1. 慈悲 深く 、 思 み 違 て ア ッ ラ ター っ は 95 し > 
て 。 
2. げ に われ ら は 胃 確 な る 勝利 を 液 に 与え だ り 。 OSK 
3. を は アッ ラー が 、 法 の 過去 と 将 米 生 1) 3 花 じ っ 8 を ンー 
5 ら 2205 じ 人 jl > 
の 仙 ち ( 注 2) を 攻 し 、 光 へ の 四季 を 全う プー ーー 9 了 2 
し 、 溢 を 正道 に 導き 給 わ ん が た め な り 。 KEI 届 22 SS 
4. また アッ ラー が 力 独 い 撲 助 を も っ て 、 液 を gz3 和 3 る 
佑 助 せん が た め な り 。( 注 3) PAd の 5 
5. 信仰 心 を 更に 増 き し ゆる た め に 、 信 者 た ち Ss 折っ 8 人 xnd 害 る 4 ンタ 
の 心 安 郊 を 降 せ る 者 は アッ ラー な り 。 な . ン レン 
ん と な れ ば 、 テ ッ ラ ー は 、 天 地 の 全 軍 を 導 92 る 632gCLS CB36 入 
率 し 、 す べ て を 知り 、 引 析 に まし ます 数 に 。 。 ッ ロ 。 。 _ 
@ ら を Caue62C ぁ oy 
6. こ は 信 ずる ぁ 男 と 信 ず る 女 を 河川 流れ る 楽園 ンプ?、 3 
ご 93 ocs 多 
に 入ら せ 、 を の 中 に 永久 に 住ま し ゅ 、 彼 等 は 5 290 ら PIN 
の も ろ も ろ の 明 業 を 取り 除き 給 わ ん と せん の の 2 が アパ 8 
が ため な り 。 そ は 、 プ アッ ラー の 目 に は 、 大 ラ ^ っ 
ウッ ブ 3 る っ ml ン 
勝利 な り 。 SGeP52 の を 9 9C> 
7. こ は ア ッ ラ ー が 、 邊 分 に 対し て 邪心 を 抱く <2 と る 交 る で 78 記 od る 83 
に 何者 の 男 や と 8、 半 び じ 信教 作 の フウ oz うら 
往 1 か っ て モハ ッ マ ド 頂 言 者 は クラ イシ ュ に 提 難 $ れ た が 、 人 後 彼 が を の 敵 に 非 肉 きれ 、 追 われ 、 モハ ッ マー 


マ ド 頂 言 者 の 名 谷 は 完全 に 回 役 さ れる で あろ う 。 


入 2 
えた 人 物 が 
ザン ブ 
と な る 性 格 の 弱 $ き を が す も の で ある 。 
ハッ マ ド 預 言 者 を 守ら れる 。 それ は 、 辻 に 多く の 人 々 が イス ラム 教徒 と な り 、 
に 達し な いか ら で あ る 。 


注 3 
マ ド 頂 言 者 は 独立 国 の 指導 


単 劣 の 極み に まで 落ち た 人 、 
彼 を 中 傷 す る 者 カ 
の 「 過 ち 」) は 、 彼 を 誹 


謗 する の に 使わ れ た 


以上 の 事 を 当 節 は 志 し て いる 。 


全て の 精神 を 最高 位 
KK し よう と し た 人 道徳 上 の 過失 で 有罪 に 
の 語 は 、 人 間 の 本 
きれ た 勝利 の 後に 起こ る 悪い 出来 事 か ら 、 


こま で 高め た 、 


「 過 去 と 将来 」 は 以上 の 事 を 示し て いる 。 


備 


す 話 


モハ ッ マ 
な る は ず 


問 言 者 の 棚 な 放 
な か っ た 。 無 緒 気 を 
抽 で あり 、 数 々 の 誤り を 犯す 元 
神 は モ 
教 教育 が 望み の 水準 


彼 等 の 


款 


フ ダ イヤ 協 定 が 粘 ば れ た 後 、 神 は イス ラム 教 が アラ ビア に 急速 に 広まる 様 に を 添え られ 、 モ ハッ 


者 に 承認 きれ た 。 
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男 や 女 ど も を 肖 せ ん が だ め な り 。 ア デッラ ー 
激 即 し 給え ば 、 彼 等 の 上 に 必ず 悲惨 な 袖 が 
降り か か らん 。 ア ッ ラ ー は 役 等 を 呪い 、 彼 
等 の た め に 地獄 を 準備 せ り 。 を は 舞 な る 話 


2 6 史 委 誠人 や Sc と 計 
ッ タイ バン ッ タ ンク 


8325 5 4 和 衝 | 義人 


の < 
所 な り 。 o 衝 らら も 
あめ っ ち ロ 本 2 3 
8. アッ ラー は 失地 の 全 補 を 純 率 し 、 侍 大 に し 65228O6O592 の 見 る 
て 、 覧 哲 に まし ます 。 レラ 
1 の] 
9. われ ら が 液 を 証人 と し て 、 朗 報 伝達 者 と し クーン ンク 8 クィ マク トイ リン ッ セ 
・ る 25 の る ga 
て 、 ま た 登 告 者 と し て 違わ し た る は 、 の MelogEekMSIGI 
10. お 前 た ち に 、 ア デッラ ー を 信じ 、 そ の 全 侍 を て 生 の 和 信和 
グッ ウジ ッ 5900 うり の 5 3 も もら 9 
信じ 、 ム ハン マ ド を 助け 、 尊 表 し 、 以 て 朝 タージ ンク 
な 夕 な アッ ラー を 議 た し ゆん が た め な り 。 oeo5 る 8 認 
91 う どの うり 
11. まこ と に 、 流 に 選 談 を 谷 う 者 は 、 す な わ ち PIG2OEG 人 4 人 れ の MCOAUWGI 
アッ ラー に 貼 誠 を 次 う 者 な り 。 ア ッ ラ ー の ラン レン リン 0 
る 前 
すけ 机 和 9 上 ビ あり 。 さ きれ ば 、 巳 が 要約 6 る る の ee 1 
を (4) 破る 者 は 、 自 分 自身 を 損なう の ジン ンコ タン 用 前 
み 。 き れ ぼ 、 ブ ッ ラ ー よ の 約束 を 展 行 する 8328|43 に 0 
者 は 、 ア ッ ラ ー を の 者 に 素晴らし い 報 差 を 5 
馬 え ん 。 @ 
第 二 項 
12. 後に 拓 残 る こと を 策 せ し ペド ウィ ン ま も セス 3 る Ia る が 60 
い 5 
流 に 芯 わ ん 、「 我 仁 は 肝 産 や 家族 の こと 放 の 世 
殺せ られ た り 。 さ れ ば 騙 等 の た め に 、 時 3 ok53AfsEf2( 
赦免 を と を ぇ | 上 。 彼 等 は 心 に 在 ら ざる こと 3 の だ さ ス 
を その 知 を 以 て 云う 。 去 え 、「6 し アッ ラー PO の SO 483 大 1 
が お 前 た ち を 害 き ん よ 欲 し 、 ま た 福 な らし の 3 e 
めん と 欲し な ば 、 何 人 が アッ ラー の 御 写 向 ポ 人 0 全 fee ら 
を 阻止 し 得 ほる や ? 然 り 、 アッ ラー は お 前 た 1 
ちの 所 業 を 独自 し 給 う 。 @% 9W 
る レダ タク 2 る 2 介 タフ ッ タッ 
13. 否 、 お 前 た ちな は 使徒 並び に 信者 た ち が 再び 4 1? 提 NGURA < AM る 5 補 5 
実 族 の 許 へ 科 きら ぎる べし と 考え 、 そ の 心 に レッシー 2 タレ フッ ン ラン クン 。 
を 圭 べ り 。 お 前 た ち は 邪 念 を 抱き の 。 お ポン 4 ae 
前 た ち は 浴 攻 の 民 な る ぞ 」 と 。 」 4 る タッ 
@ の 5 8 3085 る 5 
注 4 この 語 は 、 フ ダイ ビ や の 木の下 で モハ ッ マ ド 預 言 者 に 向け られ た 信 風 の 百 い を 指す 。 


ー785 一 


弟 四 十 入 章 アル ・ フ ァ タ 
14. アッ ラー と る の 使徒 を 信 ざ ざる 者 ども 、 こ レス c24 人 2 は 1 ラン ン し re 9 ッッ フン 
等 不信 心 汰 に は 、 ゎ われ ら す で に 燃え 盛る ID アウ 
列 火 を 調え お きめ 。 と る 記 
裂 火 を 調え S き の 2 の あり 
し か の っ ち の ゴン る っ る る ! 
15、 し て 、 笑 態 の 大 権 は アッ ラー の 者 な 5。 60239 oh ある 
彼 は 飲 す る 者 を 赦し 、 欠 する 者 を 呈し 給 2 。 つの 。 
>o ラプ タマ ンタ レン 
テッ ラー は 宮 大 に し て 、 悲 深 ( ま し ます 。 @K5 受 6 5 の の 85 
16. 後に 居残り を 策 し た 者 ども も 、 お 前 だ た ち が レス タッ ン 02 イン 5 カッ タン ン 
CBTNHPGERK(3 
出 で 往き て 戦利 品 を 得る や も 知れ の と な れ 222 9 1 
ば 、「 我 等 に も 供 き せよ 」 ほ 去 わ ん 。 役 侍 は 61 の けい 23 
アッ ラー の 探 を 変え ん と す 。 云え 、「 2 。 
ち は 米 て は な ら ぬ 。 ア ッ ラ ー す で に か く の も 人 ご の の 委 5 
た まえ り 」 と 。 す る 上 彼 等 は 云わ ん [を う スレ レレ ファ 
タタ な タン ンス WM > さ 
で は ある まい 、 お 前 た ち は 我 等 を 群 む 」 は 。 28 3 び fe 83 SO2 2 
き に 非 ず 、 彼 等 は 殆 ん 理解 し 得 ざ る な り 。 いる ンプ 
寺 守 @ さ る な @ 必 8 当ら ン の 2 タン ど 2 
17、 後 に 居残り 0 た る ベト ウィ ン に 云え 、「 お 前 た し た と 4 (人 
ち は い ずれ 、 強 壮 臣 な る 民 と 戦う た め に seo の 20628 
泊 集 きれ ん 。 ア ッ ラ テー は お 前 だ ち に 、 瑞 が の 6 
降参 する まで 戦わ し めん 。 を の 時 、 も し 命 
に 従わ ば 、 ア ッ ラ ー は 素晴らし い 拉 美 を の 56 
前 た ち に 与え ん 。 き れ ど 以前 の 如く 命 に 背 シン を 31248 3 人 人 4 ン , 作る 
か ば 、 ブ アッ ラー は 痛 刑 を 以 て お 前 た ち を 徐 2DCNe REO 
らし め ゅ ん] と 。 @f 
ー 
18. 人 や 魚や 病人 は 、 戦 い に 出征 せ ず と も を と の 50295 と id 
罪 な し 。 重大 で あれ アッ ラー と を の 便 全 の フン 』 タ し 
命 に 従う 者 は 、 アッ ラー る 同人 3 251e53625 る と oO93 
園 に 入ら し めん 。 鉄 れ ど ぁ 、 そ の 痛 を 向け トレ コッ 2 ッッ を ッッ タン 
る 者 は 、 ア レッ ー 衝 着 と て を と ue 5 RY 0 9 の 
ん 。 と Ed スン クッ タ る レン プン ン 2 2 フッ La 
了 GO の 2 うら とり | 8 
19. げに 信者 た ち が あ の 和樹 の 下 で 流 に 忠誠 を 六 イク レク タク タ 、 ュー 
党 e テ 届 史 1W IO 4 の Pt 
いし 時 、( 生 5) ア ッ テ ラー は 大 い に 之 を 書 べ 人 レン 
り 。 改 に 、 ア ッ テ ー は 和 の や 中 を 知り て 、 人 3026 28 はら 28 
注 5 神 が イ スラ ッ ム 教 徒 に 平安 を 授け られ た 事 の 何より の 証し が ある 。 イ スラ ム 教 徒 は 絶 わずか ント 


避 故郷 を 見 れ 、 寄 る べ 無 く 凛 に 取り 囲ま れ 、 要 活 で 固め られ た 強力 な 敵 ほ 向い 合っ て いた が 


入れ ず 戦 い に 備え だ 。 


、 和 解 案 を 受 
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妥 藤 を 降 し 、 更 に 手近 な 勝利 を 以 て 光 に 報 OS 2 の 53 
い だ り 。( 注 6) 

20. 衣 し て 信者 た ち は 、 毅 し い 戦 利 品 を 得 た り 。 多少 62 
アッ ラー は 億 大 に し て 、 賢 折 に まし ます 。 


( 注 ?) @ し と 


デン 


21. アッ ラー は 前 た ち に 、 敬 し い 戦利 品 を 手 RI AoE2 5 662 
に する こと を 約束 し 、 は や ば や ょ を な え 、 っ 
上 つ 前 た ち に 敵対 する 着 ど も の 手 を 抑え の WW 
た り 。( 往 8) を は 、 輝 を以て 信者 だ ち へ の タッ ッッ カレン ルン ン レン 2 生 る 
角 た らし め 、 且 前 た ち を 正しい 遺 に 竹 時 や 
か ん が た め な うり 。 


22. アッ ラー は 他 に も 、 お 前 た ちがい まだ 手 に 2 2 の AS っ は 5 
せ ぎ ざる 勝利 を 約 し な る が 、( 注 9) を は アッ 


MS る 才 る き 多 』 ンマ (> 
ラー が ず で に 囲い に 込み た り 。 ア ッ ラ ー は 全 @Po5 も 28 公 135 
能 に まし ます 。 
23. も し あの 時 、 不 信心 者 ども が 前 た ちと 只 多 GOANCSC も の 
や 1 1 し を 4 
戦っ た と た し て も 、 彼 等 は 必ず 敗北 せり 。 を IPUBGCCA うう 
の 時 彼 等 に は 、 加 何 な る 守護 者 も 援助 者 6 の の 9302 56204 


な か り し 故に 。 

24、 これ が 、 は 04 の 4 き AS に VMT イィ koWaA < っ 
れ ば 液 は 、 ア ッ ラ ー の 慣例 に いき さか の 変 ン 2 ィ 
も を きこ し を 知ら 4. @5 っ 3 語 ii2 


タ ィ ーッ ン る ン 


25. まだ た 、 メ ッ カ の 谷 に お いて 、 お 前 た ち を 彼 いい に 
等 に 勝た し め ゅ た る 後 、 お 前 た ち も 役 等 る 抑 リン 


ち コノ > し 人 ア 2 アプ ラン ーッ タ タク 
え 、 互 に 手 を 引か せ た る は アッ ラー な り 。 5 SE 2 と 


注 6 「 和 手近 な 勝利 ] は ハイ バル に お ける 勝利 を 示し て いる 。 フ ダイ ビ ヤ か ら の 帰路 、 モ ハッ マ ド 頒 言 者 は 、 
フ ダ イ ビ ヤ で 彼 と 行動 5 共に し た イス ラム 教徒 共に 、 ハ イ バ ル (ユダ ヤ 人 に よる 陰謀 の 一 大 温床 地 ) の ユダ 
や ヤ 人 層 征 を 行っ た 。 


注 7 「 お び た だ し い 戦利 品 ] と は 、 前 節 に 約束 きれ た 「 手 近 な 勝利 」 の 結果 、 イ スラ ム 教 徒 が 手 に し た し 
大 き な 利 益 を 指す よう だ 。 


年 8 当 節 に 述べ られ だ 「 戦 利 品 ] は 、 ア ラビ ア の 時 国 ペイ バル で 勝利 を 治め た 後 、 イ スラ ゥ 教徒 が 手 に し 
た 戦利 品 を 指し て いる よう し か し 、「 は や ば や と これ を 与え 」 と いう 言 工 は 、 明 ら か に ハイ バル で 手 に 入れ 
た 職 利 品 を 指し て いる 。「 英 対す る 填 ど も の 手 を 抑え た り 。] と いう 語 は 、 フ ダイ ビ ど や 協定 が 、 イ スラ ッ 教 徒 に 
平和 の 時 代 の 到来 を 告げ ぁ も の で ある 事 を 示し て いる 。 
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アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 の すべ て を みそ @% ッ ン 玩 レレ アン 
な は し 給 う 。 ( 生 10) @Ps CS じ 。 多 65 


26. 彼 等 は 不信 心 者 に し て 、 お 前 た ちの 避 典 湖 ンー ン 2 て ンタ る 
| こ Mo う も DI| 

議 を 骨 み た る ば か りか 、 供 物 が 入所 に 玉 oe ーー の の 64 

する を 妨げ た る 者 な り 。 メ ッ カ の 中 に 5、 りら の 0 ol6A2G0405 


お 前 だ たち が 知 ら ぬ あま た だ の 男女 の 信者 あ っ タッ シン ッ ン る る 1 る 


ュー ヒナ 
9。 お 前 た ち が そ れ 等 信者 を 踏み に じ っ て 、 ee 欠 先 ああ 
知ら ね ま に 罪 を 犯す お それ な か り せ ば を すん の を ん 4 
る の 
( 往 1) アッ ラー は 前 だ ち に 戦い を 許可 の だ の と 


せり 。 き され ど ア ッ ラ ー は 、 提 分 の 欲す る 莉 て 245 伴う 228 (0s の 
に を の 談 悲 を 算 れ ん が た め 、 お 前 た ち を 抑 が 得 の 59 
を たり 。 も し 彼 等 が 明らか に 不信 心 者 ども 2 461 
ょ 分 れ て 住み た れ ば 、 わ れ ら は 彼 等 不信 心 - ー 

者 難 を 冶 刑 を 以 て 鉛 5 し ゅ た り 。 


27. 不 信心 者 も が その 心 に 騰 鞭 を 、 すなわち 人 2 が 192 色 
無道 時 代 の 慎 色 を 宿 せ し 呂 、 ア チア ッ ラ ター は を ンー 


ご っ 


2 第 と 信者 だ ちの 上 に 安 委 を 放し 。 役 全う 入ら だ 6 る PONt を WI 
が を を 受 の る に 価 し 、 ま た も に 有る 90 Kay 拓 
が 厩 な り 。 イッ ラード 9 給 う 。 @z を ば 0 の た | 
昌 9 
My 


圧 を 短く 刈り て 、 悪 れ る こ と な (2 安全 に 晶  GAs 夫 で 
典 に 入る を 得 ん 」 と の 夢 を 実現 せり 5。( 注 。 "リッ 
、 イレ レー クル ある スウ ン る の タク 
12) すなわち アッ ラー は お 前 た ち が 知 6 ぎ 。 が 245 の 5 際 人 8 
る こと を 知る 。 ア ッ ラ ー は この 、 タッ ニシン ン の イ 守 
こ 間 る ぁ 人 0 いら うら 2 

前 た ちの た め に 王 近 な 勝利 を 定め た り 。 の の いら め G2OsaS As 
証 9 当 飾 は イス ラム 閉 徒 が ハイ バル で の 騰 利 に 次 いで 信 一 つ 勝利 を 治め る 上 撤 言 し て いる 。 
注 10 イス ラム 才 徒 が 当時 置か れ て いた 状況 、 胡 び 広 範 に 渡る 成果 を 考 應 すれ ば 、 フ ダイ ビ ヤ 撫 定 は 実に 大 
き な 勝 利 で あっ た 。 こ の 言葉 は 駐 、 イ スラ ム 教 徒 が フ ダ イ で ヤ に 米 る 前 、 神 が 彼 等 に 授け られ た 人 様 々 を 勝利 を 
も 指す も いた る 。 つ まり 、 パ ドル に お ける 勝利 。 難局 に あっ た モハ ッ マ ド 預 党 者 と イス ラム 教 徳 が 、 オ ハ ド か 
6 メディ ア に 無事 帰 避 し た 事 。" 堀 の 戦い "で 大 打 松 を 受け は 、 イ スラ ム 教徒 を 崩 載 し よう と する メッ カ 人 の 陰謀 
が (に か れ た 事 等 。 あ る 蘭 味 で 、 こ れ 等 は 全て 不信 心 者 に 対す る 信者 の 勝利 で あっ た 。 
年 11 メッ カ は イス ラッ 教徒 の 中 心地 で あり 、 も し 不 亡 が 起き て いれ ば 、 イ スラ ム 箇 は 、 知ら ず に 信 首 仲間 
を 萩 し 、 そ れ に より 彼 等 自身 の 大 儀 を 傷つけ 、 非 見 を 浴び て いた で あろ う 。 
池 12 。 当 節 は 、 そ ハッ マ ド 頂 言 者 が 仲間 共に カー バ の 錠 加 を 行なう 自ら の 
る 。 彼 は 小 巡 礼 (ツムラ ) の 為 、 約 1500 の 仲間 も と メッカ へ 向っ た 。 モ ハッ マ ド 背 告 
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見 た 幻想 に つい て 述べ て い 
省 の 幻想 は 真実 で あり 、 イ 
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アル ・ フ ァ タ 


29. 


30. 


# 


テッ ラー こそ は 舌 導 と 真実 の 教え を 持た 
せ て その 使 午 を 造 わ し た る 御方 、 こ は すべ 
て の 宗教 の 上 に 輝 を 勝利 る せん が た だ た め な 
り 。 ( 注 13) アッ ラー は 証人 と し て 、 万 全 
な り 。 

彼 と 供 
不信 心 者 に 対し て は 容赦 
な く 、 信 者 同 志 で は 、 優 し く 親 切な り 。( 注 
14) 流 は 、 . 彼 等 が 平 身 低 頭 し 、 ア ッ 
思 節 と 納 と を 求め る を 見 ん 。 . 彼 等 の 印 は 
その 画 上 に あり 。 を は 印 頭 の 炉 
に ける 彼 等 の 描写 な り 。 ま た 福音 に お け 
る 抽 写 も 、 新 工 が 代 吹 き 、 力 を 増し 、 基 天 
な 革 に 成長 し 、 種 まく 人 を 寄 ば せる 一 
種 の 成育 の 如 し と ある 。 種 まく 人 々 の 喜ぶ 
あり さま が 、 ま た 不信 心 者 ども の 使 妖 の 
席 因 と な らん 。 ア ッ ラー は 信じ て 敗 行 を 策 
む 人 々 に 、 震 事 と 素 時 らし い 報 奨 と を 約束 
せり 。 


ムハンマド は アッ ラー の 使徒 な り 。 
に ある 者 た ち は 、 


gase0A5 人 6 5 は 
222 后 22 り 


ンプ ン ッ 2 ュー る 5 の る の アンタ 


PCERRPSAI1 PITAIODC 
も OS レオ イイ 4 0 る タッ タク の が を 多 2 


26 叶う 22 に し 19 先 才 の 22 
ラッ クン レコ ュ ッ ン ン 
EYE 


本 4 | eS MsI9 


ント ン 


21 Eo 
タダ タン 1 レッ 2 、 ラン ン を 
sbLE26S 剖 向 の 266 


らし 、 ノ 1 る < くる テ 】 


コザ デー] 


ea 


スラ ッ ム 教 徒 は 必ず カー バ に 入り 、 小 避 礼 の 儀式 を 執り 行なう で あろ うぅ と 当 斉 に 
る 事 を 拒 ま れ た 。 モ ハッ マ ド 預 
時 に 、 


モハ ッ マ ド 
な 目的 あか な を る だ け で な く 、 
た 。 

注 13 


往 14 
5 :55) に 、 


カー バル 


言 者 は クラ イシ ュ に 、 


イス ラム 教 が 最終 的 


当 節 は 、 


これ は 、 世 に その 足跡 を 残 を うと する 、 


偉大 な 神 の 預言 者 で すら 、 


に 他 の 全て の 宗教 


胃 示 きれ て いる に も か か わら ず 、 
の 旅 は 、 革 述 の 他 の 実質 的 
その 7 想 の 解 択 を 誤る 事 の 重大 な 前 例 と な っ 


に 勝っ な た と は っ きり と 預言 する 。 


進歩 的 で 挫 福 な 人 の 二 つ の 本 抱 で ある 。 ク ルアー ン の 他所 
イス ラム 教徒 は 信者 に 優し く 議 虚 で あり 、 不 信心 者 に 滴 し く 決 然 と 振る 舞う と 記さ きれ て いる 。 
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第 四 十 九 章 私 室 テル ・ フ ジュ ラー ト 


アル ・ フ ジュ ラー ト 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


). 、 硬 み 選 て アッ ラー の 御名 に あい っ っ っ 3 しょう 
・ ッ ラ ー と を の 使 人 と と] タレ リン レッ る イン タイ ンー 
2. ちよ 、 アッ ラー と を の 仁和 の 面 tr っ OCS333 ば lo 


- 騰 な 抜 舞 を する な か れ 。( 生 1) ア ッ ・ 
ラー を 計 れ よ 。 げ に アッ ラー は すべ て を 聴 oe を っ 人 (8L200 癌 5 人 0 あう 


き 、 す べ て を 知り 給 う 。 
タイ 2 タン ッ ン クン 22 


3. 流 等 信徒 た ちよ 、 お 前 た も が 互 に 声高 に 喋 38 系.12211 1 の 紅 
G OK が に の TOY 
る 如く 、 お 前 た ちの 声 を 随 言 者 の 志 よ り 高 デ の レー 


(揚げ る な か れ 、 お 前 た ちの 所 挟 が 知ら な 3 OS す 43392@30co3 ら 
ま に 無 に 帰せ ずる だ ため に 。( 注 2) 1 っ レッ イン スッ ン 
? 0 っ CI 史 8 0 


デラ タタ 

の の 5 遇 生 9 

4. げに アッ ラー の 使徒 の 前 で その 声 を 低め る RUN PP 141ONEG は IT 
者 は 、( 生 3) アッ ラー が を の 者 の 心 を 正 し 錠 の の いい なる の jo つら 


プン スッ MT を 4 


0 に は 者 し 未 情 し い 科 と 1380 32 半 多 OSG 
半 あ り 。 
タッ イン の の る っ の 
94 r13 8ua22 っ の 


5. 六 が 室内 に いる 時 、 外 か ら 大 声 で 流 を 呼ぶ いる の 1 っ 癌 多 リウ 
者 、 を の よう な 者 は 概ね 思 護 な き 者 な り 。 ^ 


タマ る クッ クタ 
( 生 4) OK 
2 とき ロ ーー 束 こっ > の 、 イー ンタ クン レコ ラ タン ン 2 ア 信 イイ 
6. 潜 が 出 で 来る まで じ っ ま 等 つ な ら 、 を の 方 て 【 る 3 2 2 の 5 生 Co の うう 
が 彼 等 の なめ に は る か に 良し 。 さ きれ ど アッ 2 ンタ の プク 
ぃ コピ に 2 る タ kd ョ ャ ン ち 4 
ラー は 、 実 大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 632 


注 1 信 省 は そ ハ ッ マ ド 人 振 昔 者 に 敬意 を 払い 、 彼 に 全面 的 に 従い 、 彼 の 命令 を 先取 り し た り 己 れ の 欲望 を 彼 
志 よ り も 人 秋 先 さ きせ た だり し て は な ら な いと 合 ぜ られ て いる 。 

2 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 最大 の 般 意 を 払う 様 に 強調 し て いる 。 イ スラ ム 救 徒 は 、 モ ハッ マ ド 傾 言 
者 の 前 で 大 声 で 話し た り 、 彼 に 声高 話し か け て は な ら な い 。 この 様 な 物 有 は 単に 不作 法 な だ け で な く 、 指 導 
者 に 航 意 を 払わ な いと いっ た 相手 の 品位 を 偽 付 ける 行為 と みな きれ る 。 

注 3 モハ ッ マ ド 預 言 莉 の 前 で の 物 交 か な 語り は 、 彼 へ の 拘 意 や 自分 日 身 の 譜 虚 る を 表し 、 声 高 な 話し 声 
は 仙 慢 を 示す 。 

注 モハ ッ マ ド 預 言 者 に 屋外 より 大 声 で 呼び か ける 事 は 、 彼 の 私 生活 に 立ち 入る 事 と な り 、 彼 折 息 や を の 
貴重 な 時 を 尊重 し な い 表 れ で ある 。 唯 不作 法 な 者 の み が 、 そ の 様 な 加 か な 振る 銘 い を する 。 
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1 
に 


第 四 - 


「 九 章 


。 液 ら 信徒 な ちよ 、 よ こ 


ち に 何 か 情 報 を も た 
を 充分 に 確か め よ 。 
に 或 る 民 を 害し 、 
な いよ うに 。( 注 5) 


。 お 前 だ ちの 中 に 、 ア 


を 知れ 。 彼 ムハンマド 


後 で 己 が 行為 を 1 


し まな 人 間 が お 前 だ 
らし た な ら 6、 を その 真 偽 
そ を は お 前 た ち が 知 ら ず 
企む こと 


ッ ラ ー の 使徒 ある こと 
も し 多く の 事柄 に な 


ン ィ ルッ ダ レッ ン アミ の 
Gus 


ヒラノ と イア アフ タッ ニー ター ッ ン つの 52 ン ン ンス 
1 の HAPTIC 


oo 員 
2 ッ る 人 錦 
ント ポテ jo SEO 


内 癌 ー 人 と た る テ ュ > は ス アマ ンク 仙 ロン 28 WI ェ ク 
いて お 前 だ ちの 党 包 に 1 従う な ら は ば 、 お 前 た 3 し し ご っ 2 っ) 9 の 
ち も は 必ず めん どう な 事 に な る 。( 注 6) ア ッ レン っ 
呈 了 -」 ・ ア フン フッ 
ラー は お 法 た ちと 信 爺 を 状 わ せ 、 気 に 入ら Ag 8943335CSy 
す 、 革 つ 無 信人 と 閣 晶 と 不 従順 を 憎 ま し り 。 」 もじ a3 2 
か く な す 者 が 正しい 門 を 歩む 莉 、 6 oOC う か 9 う 
9. アッ ラー の 慈悲 と 恩 錠 に より て 。 ア ッ ラ ー レン あま で アド の た まく 4 
" gl っ 9 1522 
は すべ て を 知り 、 賢 特に まし ます 。 全う Io 
10. も し 信者 同志 が 二 派 に 分 れ て 争わ ば 、 液 、 MIE 人 導 ん の NO の 4P 
ASK2Oce1 ら 2 cuU56 
人吉 の 間 に 入っ て 促 門 せま 。 凍る 後 、 彼 等 デン 2 の 1O2 の は 
る 有 
の 一 方 が 違反 する 場合 は Z ッ ラ テー の 命令 人 | iC る 。 ozLG る 955 ray 
に た ち 帰 る まで 悦 反 者 と 戦え を 。 も し 役 等 が 
た ち 訂 ん ら ば 、 公 明正 大 に 両者 の 仲 を 調合 (つの 人 あら は LT 導 を 
せよ 。( 注 7) げ に アッ ラー は 正しい 行い を 。 ェ ン ノッ テレ シン 
愛す 。 WLC 綴 六 な 
OMIR4 
に 含 考 ほな た 見 弟 な 『 F。、 お 前 た 00 ダフ ター レッ タラ タタ イン 
11 . げに 信者 は み な 兄弟 な 5 。 され ば 、 お 前 た に 4 15K 角 AUC 
ち 慈 意 に 浴 せ ん が だ た め に 、 上 兄弟 融和 し て < 
注 5 メッ カ 陥 秒 後 、 ア ラビ ア の ほぼ 全域 が イス ラム の 配 ド に ド っ た が 、 中 に は 未だ この 条 し い 秩 座 を 受け 
入れ ず 、 断 固 と イス ラッ 教 徳 L 戦 い 、# 末 を 迎え だ 者 達 も あっ た 。 又 、 隣 本 する ビザ ンチ ン ・ イ ラン 両 
帝国 も 、 彼 等 の 権力 ・ 成 信 に 対す る 玉 0 イス ラッ ム 教 と の 
戦い が 避け られ な いと 考え だ た 。 それ 履 、 こ の 命令 は 必要 で あっ た 。 了 戦争 が 迫り 、 英 軍 の 動き に 対し 、 機 散 な 行 
動 が 必要 と きれ る 時 で すら 、 戦 時 下 に は び こ る 流言 を 信じ て は な ら な いと 、 1 スラム 人 命じ られ て いる 。 
彼 等 は | 分 に 試さ れ 、 行 動 が 起こ きれ る 前 に 、 彼 等 の 正しき が 確か め ら れ な けれ ば な ら な い 。 
注 6 モハ ッ マ ド 預 言 者 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 関す る 諸 問 是 の 助言 を 求め て いる 様 だ が 、 必 ず し らち 、 神 の 御 指 
導 を 受け る 時 の 様 に 、 を の 助言 に 従う 必要 は な い 。 それ は 、 彼 が 最終 的 な 責任 を 錦 っ て いる か ら で あ る 。 イ ス 
ラム 教徒 は 処 所 に 、 以 上 の 事 を 苦 げ られ て いる 。 
注 7 イス ラム 国家 の 団結 に より 大 き な 脅 感 と な る の は 、 イ スラ ッ み 救 徒 間 に 生じ る 論 人 当 で ある 。 当 節 は 、 そ 
の 様 な 論 欠 を 調 僚 す る 効果 的 な 方 策 が 示さ る れ て いる 。 それ は 元 来 イス ラム 団体 則 の 紛争 処理 を 扱っ て だ も の で 
、 国 家 及 び 国 際 組 織 が 同盟 を 結ぶ 際 の 原則 た も な り 香 る 。 当 節 は 、 1! 維持 に 関し 、 適 切な 原則 を 
提示 し て いる 。 
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アル ・ フ ジュ ラー ト 


アッラー を 世 れ 敵 を 。( 生 8) 


を レッ タン 5 タ 5 2 マン ん 


[OIGC プ グー] 人 0 誤っ 


MM イン 2 ダッ シュ レッ る エン る イン 
12. 泊 等 信徒 た ちょ 、 他 人 を 唄 る な か れ 。 相 手 ジング の DIG の 
側が 優る か も 知れ ぬ 。 女 の 場合 に も ぁ 、 ほ か 。 且 
- た E 3 人 胡 る か も 内 才 K 2 免 393 22 
の を 間 る を か 相手 側が 優る か も 知れ ちゅ いう 32263 は 多 
4 ぬ 。 ま た 、 互 に 中 傷 す る な か れ 。 信 名 で 呼 。 で る 2 レセ 
の 9 れ 。 信 仰 を 告 身 し た 後 の 悪評 は 、 SD ら 9 う ちと らき ol 
ラン し 2 ンー ち う 
人 を 。 生 し て を 悔い 改め ぎる 徒 華 は 、 っ 0 内 
加入 な り 。 
の 7270 (4 レッ 
の 9 人 4 た の 2 る O じ 3Jl 
えい しさ や 2 プッ ン ォ ンタ ンタ イン 
13. 流 等 信徒 な ちよ 、 や た らし 猪 弘 す る な か れ 。 $GBIO3 前 の PIGANULVSH 
も 場合 に よっ て は 罪 な り 。 ま た 、 互 に レン シラ レラ ン ン 62 の レー 
探 9 合い 、 陰 日 を き 《 こ ほな か れ 。 お 前 た こい AS りう こう 3 11 OS 
ちの うち 誰が 死 せ る 兄弟 の 肉 を 食す る を 鈴 フッ ィ ス 2C っ イッ クン イタ クィ イタ クッ ン っ る 
マラ イッ 2 [タッ っ る 
ナ や 2 前 た ち は 必ず を 品 み 巡 っ >。 つり GolSSTSaLLSS 入ら 
アッ ラー を 長 れ 散 え 。 げ に アッ ラー は 二 た る る ジッタ タッ そる (クッ ン コッ 
0 410 し 0113 seeA あ 5 つろ) 
びと な く 蛋 れ み に 勤 り 、 基 想 深 くま し ます 。 Sb お ちら ビン 
の うる の と 
⑯ eo っ の 
14、 人 びと よ 、 われ ら は 一 - 人 の 男 と 一 人 の 女 か 15 タ る る る ッッ イン 
ら お 前 た ち を 制 り 、 六 し て 之 を 部 族 ょ 支 変 = つ マ 1 ラ タ ッ KO) ICH 
と に 分 ち た り 。 こ れ お 前 だ たち を し て に 認 る FRAC0 NH イレ レン 
ェ * う 
散 せ し めん が た め な り 。 ブッ ター の 日 に 最 ンー ッ 2 プー 内 記 
9 商 黄 な る 者 は 、 最 も 條 正 な 者 な 9。 げ に 222 も 080 入 着 0 08 人 K ら 2 
テッ ラー は すべ て を 知 漁 し 、 あ ら ゆ る こ ほ 員 ^ 骨 
に 通 暁 し 給 う 。 OSS 
15. 砂漠 の ベト ウィ ン た ち は う 、「 我 等 は 信 ず 人 1 ウ rete6 
る 1 と 。 ん 、「 お 前 た ち は 未 だ 信 ぜ ず 。 イ りら 1 JO イン っ 
スラ ー ム を 受け 入れ は し た が 、 真 の 信仰 は 868Eyi は G 内 KW RG 
未だ その 心 に 浸 み わた ら ぎ る な り 」 上 。 き レレ ラン 
れ ど お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー と を の 使徒 に 従う c 62272 261 雪 計る 5 
な ら ば 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ちの 努力 を い 
注 8 この 節 は 、 イス ラム 数 徒 の 規 交 に つい て 特に べ て いる 。 も し 、 二 入 の イス ラメ 教徒 、 ある い は ご っ 


の イス ラム 団体 に 争い が 生じ た だ た 叶 、 
る 。 イ スラ ム の 真 の 強 る は 、 諾 級 ・ 人 種 ・ 国 の 違い を 越え た 、 


他 の 信者 は 、 


毅 者 の 調 僚 の 為 、 直 ち に 行動 せ ね ば な ら な いと 命じ 


られ て い 
この 兄弟 肖 の 理想 に ある 。 
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ル ・ フ ジュ ラー ト 


ざる べ で し 。 げ に アッ ラー は 覚 (の) 8。 > どう 25183 


R 甘 深く まし ます 。( 注 9) 


16、 信 者 ほ 上 は 、 た だ "ブッ ラー と その 使徒 を 信じ 、 る ロッタ フン ト リラ タン リン ッ る シッ クッ タラ レン ン 
浴 し て 属す 時 産 と 生命 を 控 っ て アッ が の 009KCGAUK 共 CH 


ー の 壮 の た め に 奮闘 する 者 な が り 。 か か る は 2052 も 5 スス ルッ 賠 ど イ 
者 こ を 抽 の 休 吉 な り 。 うら 拓 の 
6 生 PROC 


14 

17. 云え [前 た ち は 己 れ の 宗教 を アッ ラー に あし (っ うる は 09 雪 衝 人 
シー の AA 263 が 2 3605 

教え ん と する か 、 天 地 関 の 一 功 を 知り 9、 あ し 。 ュ て 。 。 フッ デ 

ら ゆ る こと に 通 暁 せる 御方 に ?」 と 。 (の 人 13 みみ し うら 


18. 邊 等 は イス ラー ム を 信夫 し た こと で 、 液 に 96t2 人 PAR s 
P NN 国 | PaeO 
四 を 施し た る 知 く 思 う 。 云え ん 、「 イ スラ ー ム YE 
一 . ライ る デ MI 
を 信奉 し た か ら と いっ て 、 思 に きせ る な か 。 ゆ oO AA RON 隊 際 
れ 。 お 前 だ ち に 思 を 施せ る は 、 む し ろ ア ッ っ 
ュ ラ 

ラー な り 。 ぉ 前 た ち を 真 の 信仰 に 導き た る OTN いい 
が 故に 、 も し お 前 た ち が 正 直 な 者 な ら 」 と 。 


19. げに テッ ラー は 天地 の 苑 奥 を 知る 。 ア ッ 63 も 29oCE PO 
ー は お前 た ちの 所 業 を みそ な は し 給 う 。 間 4 
672HE1COW 


注 9 イス ラム 教徒 は 人 金 て 、 イ スラ ム 同 胞 主義 の 中 心 的 役割 を 果 な す 。 イ スラ ム 教 は 、 都 市 部 の 文明 人 に 対 
さと と 同じ く 、 砂 漢 の 非 文明 人 に 対し て も 同等 の 権利 を 与え る 。 唯 、 後 者 は 、 イ スラ ム 教 閉 を 学び 、 を それ を 生 
年 に 取り 入れ る 為 に は 、 一 選 の 努力 を 要する と 告げ られ て いる 。 
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ュ ・ 


ク ァ ー フ 


(メッ カ 啓 


、 恵 み 過 てく アッ ラー の 御名 に あい 


示 ) 


13 る 


て 。 マ 
2. カー フ 。( 注 1) 栄 光 あ る クル アー ン に か け oe > < 
て 交 う 。 9DAoYG 
人 ュ 呈 名 皇 計上 れれ 来 ンタ イブ ク ラッ タ 2o の ・2 タ っ 移 2 
3. 彼 等 は 、 自 分 た ちの 中 か ら 警 告 者 が 現れ 来 で US 32 5262 あ っ ひこ 422 と に び 
だ た こと に 光 く 。 不信 心 者 ども は 云う 、「 こ は - 時 の 
寄 怪 な る か な 1 ⑤ ご て 圭 lda 
4. な ん と な ! 死 し て 土 に 化し た ぁ 後 、 我 人 oe ウッ ンス s%3 Cs 1 る 
息 る べし ほな? を は な す 能 わざ る 選 鞍 な OECD 
る 復 放 な り ] と 。 
か なら タッ クッ し 4 っ 
5、 われ ら は 大 地 が どれ ほど 彼 等 の 農 を 減ら す Oie う ee8o Oo Oos as CS5 
か を 知る 。 わ れ ら が 許 に すべ て を 記録 する の 。/ a 
帳 科 あ り 。 OK 
。 ャ ン ュ ノ タン 
6. 後 等 は 真理 が 下 まれ だ 時 、 用 を 起 み た れ ば 、 拓 8282 移 あま 0 
いま 更 乱 の 状態 に ある な り 。 - 。 っ 
9 の めど 
7、 彼 等 は 頭上 の 天 を 仰ぎ 見 て 思わ ぎる か 、 わ (の で 2823 NN が UM の 
etnfi に を い を 抽 )、 入 り 立て た か 、 で ジウ ッ ン ポ 
ィ は 3 
まだ を こ に 毛 ほど の きず も な いこ と を ? ee26G3 いひ うう 
8. また 大 地 を 、 も われ ら 用 を うち 撤 げ て 、 を の 322302 55913 
上 に ゆる ぎ な い 山々 を 揺 えん 、 ぁ ろ も ろ の 美 コタ ュー レッ 
し き 章 木 を 成長 せしめ たり 、 の で ゆで うず の 25 
3 さ A 放 鞭 並 7 に ター ラン 1 で る る ノッ る 
9. を は 神 に 頼る すべ て の 僕 等 この 啓蒙 並び に ⑤ て AS 9 と ルーツ うう 5 の 
訓 玉 と し て 。( 注 2) 
注 1 方 能 の 主 。 
注 2 自然 界 の 存在 理由 を 仮定 する 事 は 、 理 に 適っ て いる 。 神 が 万 物 の 創造 王 で あら れる と の 概念 は 、 起 源 


ぁ 死 す と いう 概念 は 、 神 の 計 


解き 明か す 。 間 明 


ある と いう こと は 、 死 後に 生 の ある 記 を 示す 
・ 英 知 及び 宇宙 創造 に ぢ ける 神 の 目的 に 反する も の だ か 6 で ある 。 


。 肉体 減 び れ ば 殊 
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ク テ ァ ー フ 


た けた か 


に 
し 


2. われ ら 6 が 僕 


の 統 と し て 。 きれ! 


《 の 雪 し 。( 注 3) 
3. 彼 等 以前 に 、 


※ ア ラブ の 古い 部 疾 


4. アー ド 、 


れ ら は 、 人 人間 の 魂 が 彼 に 路 く こと を 知る 。 テク 
肖 に 近 


われ ら は 人 間 の 預 藤 脈 よ り も を の 人 | 
し 。 


18. 二天 使 が 諾 有 用 に 上 邊 し て 人 の 行為 を 記録 する 


時 、 


19. 役 は -- 言 も 発せ ざる に 、 彼 の 傍 に は すでに 
記録 せん と 準備 を 整え た る 監 相 の 大 


それ を 
合 あ り 。 


1. また 鈴 生 り の 実 を つけ た 天 芝 き 裏 都 子 の 樹 
。 


ド わ れ ら は 
死 せ る 大 地 を 生き 返ら し む 。 復 活 も また か 


ノア の 民 は 真理 を 拒み た り 。 
ラッ ス の 民 ※ や サム ー ド 族 も また 然 り 。 

_ ゃ か ら 
ファ ラオ 、 並 びに ロト の 徒 病 も 。 


5. 森 の 住人 ども や トッ パ バア の 民 も 。 彼 等 は い 
ずれ も 己 が 使徒 を 拒み た る が 克 に 、 わ れ ら 


0. まだ われ ら は 、 天 より 祝福 を 以 て 水 を 降ら レーン (を る レ イン スン 2 る ン 
せ 、 こ れ に よう て 昌 科 団 給 ゅ 多き 殺 物 。 SA 532o SO2 や る 
を 育成 す 。 @ の 92s201825 

レル ロ 


* る の 0 レ ェ 和 A る 
@928%5 2 2 2 


ャ ラオ ラン クノ > の イン フレ ッッ ジッ 
ONCEATOCCPPCU け 人 
アク 2 タク タタ 

Or あま 


け 7 4 イイ 2 タ 25 イ っ の イッ ン ー ョ ン 和 る 


の 作 aa 多 22 る $ る 
@。9%oA で で の 82 し 5 いつ 

ブー タラ レン タッ ンタ くる の イン レン 
の の 2 の とめ うう し う 


包み あくあ ラッ ン レ 


282 9IGde15 


ー。 、 4 

の 成 了 貴 せる 遼 が その 身 に ふり か か り た り 。 ⑨922 う (ゆら 

6. 最初 制 造 で われ ら 俸 み 疲れ た る や ? 然 530c98285O59IgSDL KA 

ら ず 、 さ れ ど と 彼 等 は 新 らし き 創 造 に つい て グー ーー と リラ シレ 

難 態 を 抱く 。( 注 4) woe 
第 項 

ら は 確か に 人 ) ド る ンタ イン CHE 半 31 

7. われ ら は 確か に 人 韻 を 割 造 せり 。 され ば ゎ aa し 526CASW 衣 全 


ョ ンク 人 る アン ノッ 


る 。 っ 
oOPWe 


注 3 
実 を お 育て に な る 。 
注 4 これ 等 の 第 に ある 「 全 造 ] は 、 文 字 通り 
め を 示す 。 


神 は 、 天 より 証 を 降ら せ 、 乾 い だ た 地 を 肥やし 、 新 た な 息吹 き を も た らし 、 
、 神 は 、 死 後 の 入 間 に 新 た な 生命 を お 与え を に な る ヨ 


可 味 の 他 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 人 々 に も た らし た 魂 の 日 覚 


地上 に あら ゆる 種類 の 花 や 
で き 、 を うな る る で あろ う 。 
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20. 


21. 


22. 


23. 


28. 


29. 


30. 


31. 


前 し て を の うぅ ち 、 死 の 傾 浴 に 臨む は 必定 な 
り 。「 こ は お 前 た ち が 常 々 遅 けん と 欲し た る 
こと な り ]」 


や ゃ が て 咽 史 が 吹き 鳴ら る れん 。「 こ は 約束 の 
日 な り 」 

どの 殊 も 逐 を 駆り 、 且 つ 立 証する 天使 に 伴 
われ て 米 た り 進 まん 。 

を こ で われ ら は 云わ ん 、「 流 は この 事 を 双 祝 
せり 。 きれ ぼ 今 、 わ れ ら 流 の 目隠し を は ず 
し た れ ば 、 今 日 決 の 視力 は 鋭 し 」 と 。 


. 宙 し て 、 彼 の 同伴 者 の 天使 は 、 云わ ん 、 「 こ 


の 通り 記録 は すでに 整え り | と 。 


. われ ら は 彼 の 二 人 の 天使 に 云わ ん 、[ 液 等 丁 


名 、 真 理 に 敵対 し だ すべ て の 記 四 の 徒 を 地 
獄 に 投 ぜ よ 、 


、 美 を 阻む 者 、 罪 と が を 犯す 者 、 真 理 に 疑 


を 抱け る 者 、 


並び に アッ ラー の 他 に 季 皇 を 失 ず る 者 を 。 


液 等 岡 名 に て を の 者 を ば 、 あ の ちの 湊 い 表 
苦 の 中 に 投げ 込め | と 。 

彼 の 仲間 の 悪魔 は 云わ ん 、「 主 よ 、 彼 を 背 か 
し め ゅ た る は 我 に 非 ず 、 彼 自身 が 勝手 に どこ 
まで も 迷い だ た り 」 と 。( 注 5) 


神 は 云わ ん 、「 わ が 面前 で 云い 争う な か れ 。 
われ ら は あら か じ め お 前 た ち に 警告 せり 。 


っ が 宣言 は 不変 な り 。 本 し て われ は 、 わ が 

決し て 公平 な る 者 に 非 ず 」 と 。 
第 三 項 

その 日 、 わ れ ら は 地獄 に 問わ ん 、「 充 満 せ る 

か ? 1 と 。( 注 6) する と 、 地 且 は 答え ん 、 


> ざり いら 
@ ひ 5 45 
OPC た を 3 
03 っ 和 セッ 


アー の 
この る NH の ュー レン イン 。 る 
US KOCK2) を VI こ J6C34.01 
る 
@gigl 
っ タラン ン ンジ ルン と タッ る スレ 
8 らち 5222 凝 (GBD 
1 
ァ ン る 
の ンー 
> を 4e23 35583 計 アナ ナイ IE 
と と 
ラン 人 生 ノ レラ イン ン る ン イ タック 5 タマ レ エン 
ロッ ング 1 う ざ 1J っ 


タン タン ポタ レン 


SE1dA 49 0 党 2 


注 5 
だ 。 こ の 不信 
注 6 


+ を 働く 者 が を の 行 


結末 を 突き 付け られ た 時 、 責 任 を 他人 に 転 辺 し よう と する の は 、 人 間 の 企 
者 の 心 の 有り様 が 当 節 に 述べ られ て いる 。 彼 は 、 品 れ の 罪 を サ す タ ン の せい だ と 思う だ ろう 。 


この 対話 は 比 際 で ある 。 地獄 は 処 所 で 擬人 化 き れ 、 そ の を 通し て 自ら の 状況 を 表し て いる が 、 実 際 
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fo 
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「 ま だ 米 る 者 ある か ?」 と 。( 注 7) ⑥o ら の 2 
32. 一 方 、 義 し い 者 に は 楽園 が 近く に も だ らき @ PtS4UCEAICRN 

れ 、 も は や 速 か ら ず 。( 注 8) 

し か ー EE で 、。 ピン と アニ 4 
33. 耐 し て 、 云 われ ん 、「 こ は お 前 だ ち に 約束 き @ ら と 5 必 ら おら 1O あ 


れ だ る も の な り 。 す な わ ち 、 章 日頃 神 に 頼 
り 、 慎 重 な 行い を 旨 と し 、 
と タ 


ッ 
34. 密か に 慈悲 な る 神 を 異 散 し 、 悔 悟 の 心 5 て @ の oi 光 ご og の と 
神前 に 出 で た る 者 た ちの た め に 。 うい ol と っ 


35. 液 等 安 じ で て ここ に 入れ 。 こ は 永遠 の H な り ] @ っ 8 婦 05 レ 01S ) 
と 。( 注 9) 

36. 彼 等 は を こ で 、 も ろ も ろ の 欲す る も の を 得 @&。 ンド クイ レッ ーー ン ラ 灯る マッ アタ ィ 
ん 。 わ れ ら が 許 に は 更に 第 等 へ の 加増 あり 。 ジン 20004CTY タ の 
( 注 10) 


37.、 われ ら は 彼 等 以前 に 、 彼 等 より 強大 な る 地 の あ ン うき 2 で < レッ て っ ク る 
る ラウ 05L 2 あの 注 ら うっ も し 5 に Sai の 
何 に 多 て の 任 代 を 減 放せ し て こと か 。 天 訓 テア ぅ 


党 れ ん は 益 め た り 。 希 も ども 、 の ⑥og 先 2U2 の MG2 鐘 訂 

何 短 に 避 各 所 あり た る か ? ( 注 11) " 

る タイ ラン 衝 タ ン / ン レ ル レッ ン 究 イ ンタ る 

8. げに この 中 に は 、 心 ある 者 や 耳 傾 け て 前 中  , 計 引 CB ogode 51958 和 
する 者 へ の 訓 葉 あり 。 と 。 


話せ る の で あろ う (擬人 法 は 、 4 : 12 に も 使わ れ て い 
記さ れ て いる 。 擬 人 法 は 、 ア ラビ ア 語 の 特色 で あり 美 


に 語っ て いる 訳 で は な い 。 あ る い は 、 そ の 事 に 関し て 
る 。)。 そこ に は 、 天 地 が 進ん で 神 の 法 に 従う と 述べ だ 
点 の ー つ で ある 。 当 章 57 部 及 び 18 章 78 節 も 参照 の 事 。 


注 7 この 言葉 は 、 入 間 に は 際限 な く 罪 を 犯す 可能 性 が あり 、 駐 現世 の 快楽 に 対す る 飽 ん な き 鉱 望 を 有する 
と 示し て いる 。 こ の 為 、 人 は 地獄 に 落ち る の で ある 。 


注 8 心 の 病 い を 除く 、 全 後 増 々 多く の 人 が 地獄 へ 落と る れる と 前 節 で 述べ られ た が 、 当 節 は 、 天 国 が 
正義 ある 者 ・ 人 を 抽 れ る 才 し よ く 近 く な る と 告げ て いる 。 


注 9 クル アー ン に よれ ば 、 江 が 如何 に 就 み し いも の で あろ うと も 、 了 地獄 は 一 時 の 仙 治 の 場 、 そ れ に 引き 換 
え 、 天 国 は 永遠 の 住み 処 、 そ の 祝福 は 終り 無き も の で ある 1: 109)。 


注 10 高 源 な 人 々 は 天国 に お いて 、 そ の 心 を 滴 た る れる で あろ う 5。 し か し 、 人 の 望み は 限ら れ て お り 、 求 め 
る 以上 の 、 ま た 値する より 衝 か に 多く の も の を 与え を られ る で あろ う 。 


注 11 本文 の 言葉 は 文字 通り 解 息 す れ ば 、「 身 を 守る 為 に 地下 に 潜っ た 」 と な る が 、 爆撃 を 進 け る 為 の 現代 の 
地下 幸 を 指し て も いる 様 だ 。 
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39、 げ に われ ら は 、 天 地 並 びに その 問 に ある す Cee 盾 放 交 3 
で て の も の を 六 日 の うち に ( 注 12) 合造 せ 


ン ン ン プン ャ クン 
る も 、 い きる か の 疲労 も 覚え ぎり き 。( 注 @。 計 ES2C3 の 9 人 PE 人 
19 


アン り 
40. きれ ば 液 、 彼 等 に な ん と いわ れ よ うほ とも 耐 ICEHWV2 うい HH 
え ぇ 妨 び 、 日 の 出前 と 日 没 前 に 主 の 栄 光 を 讃 2 イプ イン 


美 せよ 。 ONS 全 ( 


ュ こ 補 > EE の) 後に ギ ッ プ アダ シイ ンク ラー ンス 12 と 凡 
41. 0 定め られ た 礼拝 の 後に 王 を @ ぁ wl1 う 5315 4 ン と 2 


人 2。 商 し て 耳 価 り よ 、 台 集 者 が ( ま 14) 近い も の oo 放っ の 2 る 3 
ジア の 59 の 2 っ Uyl っ の で どの 3 
ころ か ら 6 ( 注 15) 呼ぶ を の 時 に 。 ダグ イタ 
43. を の 日 彼 等 は 、 実 際 に 一 声 の 響く を 閉 か ん 。 送る 3 
、 @ 名 ッ い CSFG1 
( 注 16) を は 基 よ り 出 で 来る 日 な り 。 @〆 の 


44. げに われ ら こ そ は 生 を 与え 、 人 し め る 者 の 1232 人 妥 色 
りみ 5UMC4AY 伯 046 1 
な り 。 語 し て われ と の 導 、 区 の 帰 所 な ^- 
5 。 


= 人 3 硬 内 の ララァ ン タッ ンタ る ン ン 
65. 彼 等 の 上 で 大 地 が 割れ 製 ける その 日 、 役 等 人 2 Py は YO 肖 全 22 
は あわ て ふた だ めき て 、 出 で 米 た らん 。( 注 ン 

17) こ は わ れ ら に と り て は いと 易 き 召集 な ⑥⑯ ス っ 


9。 敵 
46. われ ら は 役 等 の いう こと を よく 承知 す 。 の る る 4 CPP 2 タッ 
ェ ら S De 3 の <】 
も あれ 液 は 、 彼 等 に 強い る 立場 に 非 ず 。 OM ら 只 
れ ば 、 わ が 警告 を 恐れ る 者 に 、 ラッテ ーッ @J Js うる は の ob 2365 

に よっ て 訓 式 せよ 。 


注 12 41:10 一 13 参 照 。 

注 13 聖 吾 で 負わ せら れ た 不 送 徳 の 汚名 を 、 神 の 高 言 な 預言 者 がら 取 り 診 くだ け で な て く 、 神 の 尊厳 ・ 神 聖 と 
相 巴 盾 する 欠点 を 神 よ り 切 り 離 し て いる の が 、 ク ルアー ン の 特徴 で ある 。 殿 は 、「 神 は 第 七 昌 日 
て いた 全て の 業 を 休ま れ た 」 (創世 記 2 : 2) と ある が 、 ク ルアー ン に 、 神 が お 疲れ に な っ た た いう 記述 は 何処 
に も な い 。 

注 14 「 召 集 者 ] と は モハ ッ マ ド 預 言 者 の 事 を 指し て いる よう だ 。 次 の 数 節 に は 、 彼 の 指図 の まま に 、 い わ 
ば その 攻 場 より 出 で だ た 人 々 に 、 彼 の 手 で 魂 の 再生 が も だ た ら さ れ た だ と 壮 か れ て あり 、 こ の 内 容 は 、 前 記 の 推測 を 
裏付け て いる 。 

注 15  「 近 いと た ころ か ら 」] と は 又 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 声 が 荒野 や 交 中 の 地 に は まだ 届い て いな い が 、 や が 
て は 受け 入れ られ る 市 を 示し て いる 。 

注 16 「 一 声 」 ほ 上 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 首 に よる 大 き な 声 で 呼び か け と いう 意味 で も ある 。 

注 17 。 当 意 に 書か れ た 再生 は 、 ク ルアー ン が も た らし て いる も の で ある 。 
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まき 散ら す 風 アル ・ 


アル ・ ザ ー リ ヤー ト 


(メッ カ 示 ) 


1. 慈 基 深 《、 恵 み 所 て アッ ラー の 御名 に ちい IP と | 
て 。 
2. 種 を まき 散ら す 風 に か け て 、( 和 1) oNtI ロ 
3. 荷 を 運ぶ 雲 に か け て 、 AI 
4、 静 か に 流れ る 川 に か け て 、 @ ゅ ead6 
5 われ ら の 命 を 水 ド て 之 を 頒 大 する 諸 天 使 6 の CE 
か け て 、( 生 2) の レレ レレ ッッ シン タレ る 
6. げ に 事前 た ち が 約束 きれ る こと は 真実 な り 。 od oOo タ し 3 
7. 客 判 の 日 は 必ず 超 る べし 。 GSczdIS 
8. また 多 の 皿 週 を 有 す 天 に か け て 響 う 、( 注 3) Oi 光 S 


タ 


9. 全て お 前 た ちの いう こと は ポ 一 致 な り 。( 注 4) テア 
の まり きめ 51 


注 1 
注 2 希 
非常 っ て いる 。 四 つの 語 「 ま き 散 ら す 」「 運 ぶ 」「 流 れる 」「 頻 布 する 」 を 自然 現象 に 当て は め て みた 場合 、 
風 を 指す の で あろ う 。 風 は 海 か ら 立 ち 昇 る 水落 気 を 四方 へ 仙 らし 。 還 堂 を 錦 び 、 穏 や か に 吹き 、 和 干からび た 地 
に 耳 を 降ら せる 。 を し て その 地 を 、 草 木 ・ 甘 し い 花 ・ 甘 い 果 実 の あふ れる 畔 か な も の に 


言 者 か ら 6 出 る 魂 
| %、 ア ラブ の 健 地 へ 、 そ の 後 、 
き 隅 の 地 へ 赴き 、 役 等 の 操 福 きれ た 荷 を 運び 、 多 宣教 徒 や 不道徳 な 人 の 群がる 国々 で 神 の 衝 示 を 広め た 。 


東 
彼 等 は 刻 や 手 に する 事 な く 、 愛 と 平和 を も っ て 説い て 回 っ た 。 それ は 」 度 、 優 し く 吹 き 、 枯 れれ た 地 に 訂 を も た 
ら す 風 の 様 で あっ た 。 

年 3 北 多 の 軌 道 と は 、 天空 に 散ら ば る 意 星 ・ 琴 星 ・ 垣 星 の 軌道 を 指す 。 こ れ 等 の 天体 は 、 割 り 当 て られ た 役 


割 を 寸分 違わ ず 巣 た し な が ら 、 各 々 の 軌道 上 を 8 
素晴らし い 調 和 を 形作る 。 天 宰 が その 様 な 雇 星 
り 、 当 時 空 は 固定 し た も の と 信じ られ て いた 。 
注 4 前 節 に 示さ れ た 大 大 な 天 学 的 事実 は 、 ク ルアー ン が 神 の 夏 示 革 で あり 、 神 の 為 せる 楽に 目的 と 調和 
の - 黄 性 の ある 事 を 示す も の で ある 。 し か し 、 唯物 論 社 は 無理 な 理論 を 作り 出し 、 根 換 の 条 弱 な 推測 に あがき 、 
神 の 卸 言葉 や モハ ッ マ ド 聞 言 者 を 信じ よ ょ うと は し な い 。 


。 互い の 領域 を 侵す 事 な 《、 全 て が 一 致し て 構造 と 運動 の 
i 呈 の 軌道 に 満ち て いる と 世に 知ら せ だ の は クル アー ン で あ 
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テル ・ ザ ー リ ヤー ト 


0. 背 き る る べく 定め られ た 者 の み が 、 
長 理 か ら 背 き 去 る な り 。 


( 注 5) 


1、 呪 われ よ 、 嘘 つき ども 、 


2. 無知 の 深み で 真理 を 意 に 介 せめ 徒党 


3. 彼 等 は 誠 く 、「 蜜 判 の H は いつ な る か ? 」 と 。 


4. を は 彼 等 が 、 火 多 に お ける 受難 の 日 な り 。 


5. 面 し て 彼 等 は 云わ れん 、「 液 等 、 選 が 
と て と 味 わ を ん 。 こ れ お 前 た ち が 供 促さ せる も 
の な り 」 と 。 

ほし き 信 々 は 花彫 と 泉 の 間 に 住 ま 


7. が 彼 等 に 賜 わ ん も の を 拝受 し な が ら 。 現 
世に て 善行 を 積み た る が 故に 。 


8. 役 等 は 日 匿 夜 も 余り 過 6 ず 、 


9. 毅 明 に は 赦し を 請 い 求め た り 。 


20. 役 等 の 富 は 、 助 ! } を 求め し 者 と 之 を 求め ざ 
り し 者 に ( 注 6) 争 催 きれ た り 。 

21. また 地上 に は 、 信 心 深い 者 た もち へ の る ま ぎ 
まな 押 兆 あり 。 

22、 お 前 だ ち 自 身 の 中 に も また 導 り 。 
を それ が わか ら ぎ ざる か ? 

23. 凍 し て 天上 に は 、 お 前 た ちの 編 と お 前 た ち 
に 約束 せら れ だ た る も の あり 。( 注 7) 


お 前 た ち 


dakge983 
ゴン ッ タ は フッ タ る 
6 の 48C 
AAUI 
fs る Bd 

の アル ラタン ッ ン 

@ ら 6 人 あ 2 

タッ ン る 」 タッ 多 。 ン ンタ 、 タッ 
OGAGCORT 


リン ッ タ アス 
⑳G 交 の め ま ら 


P 間 時 2 ナル とけ て ん 

⑨⑩ の 〇 ゅ ら う に テラ CNS 

3g っ タ ん メメ フッ 
の あの 作 の 281C の oa| 
タレ 。 っ 5 ン 

の Ad 


プッ タン 5 ン [ ン の 
Io くう 24 と 電 GiK- も MT *” 
IoYGECK の ぅ 
NEW と oo83 
イフ 52 の の ロー コン ターン 
の ⑥ い Se Clo ら d き う 

み イィ ント タッ ン ビス 


12 の 
ブラ タン クタ を ン ン 
@ 〇 OOC Ez 苑 8 


@ ら 9 


注 5 この 言葉 は 、「 上 豆 に 背 を 向け る 人 ] と い 
注 6 イス ラム 教 に よれ ば 、 富 裕 な 信者 の 財 は 、 
理由 が あれ ば 分 け 号 た られ る 。 こ の 様 に イス ラム 救 
る 。 それ 敵 、 彼 が 同胞 の 必要 を 満た す 時 、 
果たす 事 に な る 。「 助 け を 求め ざり し 省 ] と いう 語 は 、 
(2 | 274 と いう 吉 に お いて 貸し い 者 を 指し 、 


注 7 信者 に 向け られ た 勝利 と 此 栄 の 約束 、 


徒 の 財産 は 、 抽 し き 者 に も 与 を 5 れ 
それ は 好意 か ら 出 た も 
言 外 の 意味 も し て 、 自 \ 
今一つ 、 唱 の きけ な い 動 物 と い 
で は 、 病 弱 等 の 理由 で 働け な い 人 を 指す の に 使わ れ て いる 。 

及び 不信 者 に 対す る 生 否 


】 "も ある 。 
それ を 鈴 し が る 者 に も 


も 、 そ れ を や 言え な いも の 同様 、 正 当 な 
れる 手当 を 貼 う 義務 
唯 、 宜 手 に 対し て 負っ 
世 じ る 小 施 し を 3 
も ある 。 こ の 言葉 は 此 所 


の で は な てく 、 
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あめ っ つ ち 


ィ ッ の ン ル ン 


24. 天地 の 主 に か け て 登 う 、 を は 真実 な り 。 ぉ 25 化 Cg 651os5 っ 
い 」 lo595 ON 
前 た ちの 言葉 が 事実 で ある 如く ( 注 8) ペ 0 導 26 
ンー ュ 
@6 計 yy 
4 
第 二 項 
25. 流 、 プ プラ ハム の 次 客 の 物証 を 開か ざり し 6⑤Ge222 電 3 る od5 
か ? 
26. その 容 だ ち ア プラ ハム の 話 に 来 た り て 、 到 ACE し 届 3ac 1 
% り 、「 平 安 あ れ ] ほ 。 ア ブラ ハム は 彼 等 が | し ヴ の ゃ 
末 知 の 人 々 思い な が ら も 、 答 えて 云え り 、 6523 
[あな た が た の 上 に 平安 あれ ] と 。( 注 9 
27、 ア ブラ ハム は 静か に 立っ て 和典 に 入り 、 肥 え ッ ン ン 
た 仁 邊 を 持ち 来 だり 、 の Ai み 寺 2 ER 
28. 客人 の 前 に を れ を 置き 、 云 えり 、「 吾 し 上 ら 6 ラン レン ンス レ 。 イリ アン ン ン 
ぎる か ?」 は 。 @o%GIJSA9) 
29. アブ ラ ハ ム は 役 等 に 対し て 虹 頂 の 念 を 折り な 作 Z4206 コラ ターン ンジ 
4 で IE2CYS 和 4 
9。 す る と 彼 等 は 、 評 えり 、[ 入 れる な か ね] 9g の 6 
ほ 。 靖 し て 、 眉 い 男子 が 生ま れる た いう @ 2 も 
報 を アブ ラ ハ ム に 伝え たり 。 ( 注 10) . 二 
30. する と を こ へ 、 ア ブラ ハム の 奏 出 で 来 た り ラン ン ッ ン ンス ニン っ 2 
て 叫び 、 ( 注 11) その 顔 を 打ち て 云え り 、 つ oto5326845D2o36 
「 表 は 石 婦 の 導 凌 な の に !」 と 。 の を る 代 
31. 客人 だ たち は 云え り 、「 た と いそ う で あろ うと タッ ァ ン エコ タラ ィ ン ョ ンタ ェ 
も 、 こ は 主 の 思 し 各 し な り 。 け に は 臣 符 2502 451AA52d6t06 の 5 
に し て 、 す べ て を 知り 給 う ] と 。 
@4sJai 
32. アプ ブラ ハム は 云え り 、「 と ころ で 、 次 等 使徒 て の 人 万 (< イ 
〇 KW Ed 
た ちよ ょ 、 あ な た 方 の 用 向き や 如何 ん ? 」 と 。 oooNs び # 
往き 8 胃 に 出来 事 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 願望 で も な けれ ば 、 役 の 息 像 の 産物 で も ない 。 それ 


は 、「 お 前 た ちの 実 で ある 様 に 、 
テー ン が 正真正銘 神 の 啓示 剖 で ある と 示し て いる 


紛れ も な い 事実 で ある 。 双 、 当 節 は 、 あ な た たち 
と も いえ る 。 


よう に クル 


注 9 。 1:20-7 

注 10 15:54 同 様 、 当 節 に お いて も 、 約 束 $ れ た 息子 は 、『 覧 い 男子 」 と し て 記さ れ て いる 。 一 方 37: 102 
で は 「 寛 容 な 候 了 子 ] と 呼ば 和 所 て いる 。 前 節 の 記述 は イサ ク を 、 後 節 は イシ ュ マ エル を 指す も の で ある 。 

往 L この 節 に ある 「 叫 び ] と いう の は 、 最 も 激しい 叶 び 、 激 し い 悲 し み ・ 怒 り ・ 苦 悩 ・ 嫌 量 や 現 縛 に 顔面 


が 引き つる 事 、 引 き 付 け 等 を 意味 する 。 
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36. 


37. 


38. 


39. 


40、 


41. 


43. 


44. 


と か 
. 然るに 彼 等 は 主 の 命 


伯 遣 きま れ だ る は 、 そ の 罪人 ども を 
飛 傑 も て 打ち すえ ん が だ め な り 。 


。 主 貞 ら その 者 ども の 不 行 蹴 を 即 せ し 飛 模 に 


より て 」 と 。 

われ ら そ こと 住む 信者 を 救出 せん と せ し 
も 、 

その 草 で 信者 た 9 し 者 は た だ の 一 家 あ る に 
過ぎ ぎり き 。 

され ば われ ら は 、 を こ に 、 天 呈 を 身 和 れる 人 々 
の た め に 、 確 か な 跡 を 残し た り 。 

われ ら は モー や に も 、 有 明白 な る 権 成 を 与え 


て ファ ラオ の と ころ へ 仁 わ し た 時 、 奇 跡 を 
授け た り 。 


釣る に ファ ラオ は 、 己 が 妨 勢 を 悟 評 す る 余 
り 、 ( 注 12) モー ゼ に 向っ て 「 妖 術 使い か 、 
或 は 狂 入 な り ] と 款 えり 。 

る れ ば われ ら は 、 フ ァ ラ オ と を その 軍勢 を 
ひっ 捕え 、 海中 に 投じ に た り 。 そ は みな 身 か 
ら 出 た 籍 な り 。 


アー ド 族 に も また 然 め 。 そ の 時 われ ら は 甘 
風 を 彼 等 に 吹き つけ だり 。 

その 襲い か か る や 、 何 も の も 残る きず 、 す べ 
て を ば ぼろ ば ぼろ の 骨 の 如く に な せり 。 


す ム ー ド 族 に 8 また 然 り 。 そ の 時 彼 等 は 千 
げ ば られ た り 、「 東 の 間 を 楽し む な が よい | と 。 


導 ら い だ り 。 


弥 き 見 つめ ゅ る 問 に 、 澤 彼 等 を い た れ ば 、 


され ば 


サリン ラー 


2 CU 
@e の る Eu。 se の 
@os ds 4 る 2 

k プ ] 2 ルレ し た て 0 ゴン ン 和 0 に ア と と ン 
ecss0loeKo 2 の S 
@ 避 LO oo AUG と アス IM 


あ 、 アッー ンク ノノ > ク 尼 シン 
ooS の 貞 ses6 


プン が 


オア た イラ タ ネン 
OS EL の る 85 
タ 


内 ミッ クト ランラン タン 多 アア 

うぶ 3 3 52 え う jusS 
に 

4 

の 


@ る : HH 1 63 CRACK る 死 き 3 


2 ラン ン あう る 


Coo し 4E 063 の の 0 し 


2 タイ て HE443 


@ge を り 発 多 5 っ 9 


アタ タン ン イ ラン コン ン と 
う AS で | の loo 
@ ら 5 


を も 


の に も 対 は ある 。 天地 きえ も 対 に な っ て いる 。 


ここ で の 「 成 勢 」 は 、 支 え 又 は 扱 助 、 権 力 と 抵抗 、 親 族 ・ 仲 間 、 援 助力 を 与 


る 人 、 高 貰 な 人 等 の 


神 は 万 物 を 対 に し て お 作り に な っ た 。 こ の 対 は 動物 だ ご け で な く 、 丁 物 や 無生物 に も 存在 する 。 双 精神 的 
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46. 彼 等 起 っ 能 わ ず 、 ま た その 身 を 守り 得 ぎり 5ECSLUSS UEUS 
き 。 クビ 
7 算 吾 の ノア の 民 も また 皇 り 。 彼 等 は 大 の 3252 
に ンー と ダグ 299 う 
な 民 な りき 。 ツ @《 ! 
第 三 項 
48、 わ れ ら は 僅 力 を 以 て 天 を 創り た り 。 げ に わ の os MMIC を ン 
PeNVSNCOPeGI 
れ ら は 広大 な る 力 を 有 す 。 の * 
49、 わ れ ら は まだ 大 地 を うち 広げ た り 。 そ の な fe) 32353 る 
⑨os* os ら らら 
ん た る 素晴らし きよ ! p 
50. わ 和 れ ら は また お 前 た ち に 部 記 せ し めん が た の の 銘 3: 科 ン 2 人 EE 記 倍 。 内 
め に 、 す べ て の も の を 雌雄 の 甘 に 創造 せり 。 2 ご 23 
( 注 13) 
由 ー に ド で の > ん の 2 ンタ ッッ タン シタ ょ Mn ニー ン タン 
51. され ば 液 等 、 ア ッ ラ ー に 加護 を め ょ 。 ぜ の の の 5 32 の OU 
に 表 は アッ ラー』 り の 員 な る 警告 者 な 
り 。 
あ だ し が みる ほう 、 の 2 、 ノ タッ っ き 1 エク トー し タン と 
52. アッラー 以外 に 季 鏡 を 奉 商 す る な か ね 。 け の 2 の 3P2(Dh の 作り 5 
に 我 は アッ ラー より の 明白 な る 警 な る の > る 
り 。 ⑯ oto 
PR AE まっ る 25 る っ ンー クイン ニコ クン 
53. 彼 等 以 造 わ る れ た 使徒 も 、 一 人 と し て 、 Oo32A5562 OAIGUS 員 
「 妖 術 合い 、 さ も な くば 狂人 ] よ と 均 わ れ で の ち ン ンタ し イ レン 
ざる 者 は な か りき 。 @o5 ま に 
54. 彼 千 は この 態度 を 世 々 継承 し た る か ? 狼 3G03 い タチ 先 1 
彼 等 は みな 不正 不 送 な 民 な り 。( 注 14 ーー 
き っ 3 
55、 さ れ ば 彼 等 を 願 み る な 。 液 は 役 等 の 所 泉 に @ 准 ら 2 2 3 
足 任 な し 。 
56. た だ 訓 珠 し 続け よ 。 げ に 訓 戒 は 信ずる 人 々 @@ の 0 2560 び 3 
の た め に を る 。 ^ 
っ ター ブッ イン 
57、 わ れれ 、 妖 起 と 人 問 を 創り し は 、 わ れ を 柴 和 oo2022 和 の 92890GE9 
せしめ ゅ ん が た め な り 。 ( 注 15) 
注 14 いつ の 世に も 、 神 の 使者 に 向け られ る 非難 は 似 台 っ て り 、 ある 代 の 不信 者 が 、 同 じ 非 難 を 繰り 返 


す 様 に 、 次 の 世代 に 貼 し 送っ て いる の で は 上 思わ きれ る 程 で ある 。 


全 に -- 休 と な る 中 で 、 持 て る 力 を 最大 限 に 発揮 し 、 いい 宗 


ここ で 妖 埋 、 人 間 は 診 民 を 表わし て い 


」 と いう 語 の 第 一 義 は 、 神 の 戒律 に 従い 、 そ れ 
教 の 規律 を 従う 事 で ある 。 その 日 的 は 、 神 の 
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58. われ は 役 等 に を 求め ず 、 わ れ を 差 わ ん この 生え 
め の!IJylo うつ うう いろ ょ る 2 ひつ いる 
ょ を 求め ず 。( 注 16) 2 うう うら る 42 ひめ 
59. げに アッ ラー 御 自身 こ を 借 大 な 伏 い 手 、 カ の Ag 紹 る る 
ロ ト に 『 
と 戚 力 の 主 な り 。 は 41 
60. 今 よ か ら ぬ こと を な す 従 差 は 、 革 、 彼 等 の 。 > ES 
ろ ee21 > あう b 
仲間 が な めし 悲 遥 と 同じ 運命 と 租 成ら ん 。 2 50 > の o0 fJMGO 
され ば 彼 等 を し て 、 わ れ に 懲罰 を 催促 せ し @u 35 
むる な か れ 。 ク 
61. 秋 い な る か な 不信 、 そ を は 役人 等 に 約束 ピタ ィ ア ビル 】 も の っ と 党員 門 
せら れ た る を の 日 が ある が 数 に 。 4 た の OAI AV 3 を 


影響 を 受け 、 我 身 に 神 の 必 性 を 表す 事 で ある 。 これ は 、 当 衛 に 述べ られ て いる 授 ち 、 人 間 が 作り 出さ れ た 偉大 
こし 商 な 日 的 で あり 、 こ れ を 成し遂げ る 事 が 左 の 神 へ の 崇拝 と な る 。 神 を 求め る 様 自 ら を 駆り 立て 、 神 の 
完全 に 従い た いよ いう 高尚 な 昭 望 を を の 生 に 超 こ の で きる 能力 こそ 、 神 より 授 っ た 力 の 内 最 ぅ 高 
度 な $ ぁ の で あり 、 人 間 は 外 了 的 内 的 才能 を 駆使 すれ ば 、 こ の 事 を 理解 で きる 。 


注 16 も し 魂 の 旅人 が 、 自 ら の 入 生 の 高い 日 的 に 向い 忍 届 強 く 歩 み を 人 廷 め る な ら 、 彼 の 行為 は 神 や や 他 の 如何 
な る 人 の 半 で も な く 、 唯 、 彼 自身 に 潤い 、 望 み を 達成 する 事 と な る 。 
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1. 落 門 深 《、 友 み 條 て アッ ラー の 御名 に お い 0 た 放 1 1IP( まい 1 
て 。 
ッ 
2. か の 山 に か け て 。( 注 1) ⑨98J15 
ルン 
3. 書か れ だ る 継 典 に より て ( 往 2) @ ジッ う 
ョ で る ルー フー ラタン ロン 
4. う も 広げ られ た る 半 皮 紙 に 。 ⑨ ど の 2 ③ ど 9 
2 

5. 和 況 を きわ め る 避 典 に か け て 。( 注 3) の 多 20o3 
で ん が いら タッ ンク 2 マキン 
6. 高々 と 持ち 上 げ ら れ だ る 天蓋 に か け て 。 の 855luss 対 う 
陸 ブラ タッ ンー ラン あし 
7. 着る 海 に か け て 。( 注 4) @ っ eb 
の の s イイ フロン ンタ ノ る 
8. 主 の 悠 同 は 必ず 起こ る 。 @@U95SGloe 6! 
を び を これ た ウー ショ レッ の る 
9. 仙人 も を 避け る こと 衣 ゎ ず 。 ③@3 の 2 4 は 

、 ッッッ 所 タク る 
10. その 日 天 は 2 も 謀 を 、( ま 5) GND 人 8 
さる うる る 
11、 帆 々 は で ら で ら と 手動 あん 。( 定 6) OCR33 


宮 束 


の 質 学 及び 重要 性 に つい て は 37・ 2 を 参照 の 市 。 
クル アー ン X は 、 モ ー で の 律 法 を 指す が 、 お そら 《 クルアーン の 事 で あろ う 。 
エル サレ ム の 者 、 又は いずれ か の 礼拝 堂 、 こ は クル アー ン の 中 で 、 人 の 集まる 所 (2 : 126)、 
B 3)、 型 な る 寺院 (7: 2)、 由 緒 ある 所 (22:30)、 安 全 な 街 (95: 4) と 記さ れ だ た カー バ 神 尋 を 指 
す も の で あろ う 2。 
往 4 「 み な ぎる 海 ] と は 、 フ ァ ラ オミ と 彼 の 強力 な 軍 が イス ラム 人 を 飼 跡 中 に 沈ん だ 
の 全て の 指導 者 が 殺害 きれ た 、 ア ル ・ バ ハル ( 海 ) と し て 知ら れ て いる 、 バ ドル の 戦場 を 指し て いる よう だ 。 
注 5 その 日 、 天 の 軍勢 は 拉 っ て モハ ッ マ ド 損 言 者 の 味方 と な る で あろ みう 。 そ し て 、 バ ドル の 日 に 、 そ れ は 
実現 し た 。 

神 の 審判 の 下 ふ れる 日 、 不 信心 者 の 指導 者 達 は 恐 し い 結 末 を 迎 を る で あろ う 。 彼 等 は 括 の 前 の も み 背 
- 吹 き 飛ば る れる 。 あ る い は 当 節 は 、 当 時 の 大 帝国 が 衣 壊 する と 述べ て いる と も いえ る 。 当 節 及び 胡 節 は 、 
吾 く 古 落 し た 制度 が 一 揺 き れる 前 に 、 新 た な 秩序 まれ る 事 を 暗示 し て いる 。 これら の 節 は 、 裁 き の 日 を 指 
す と も 受け 取れ る 。 
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ラン "の ュー ン る る 2 ンタ 

2. その 日 、 真 理 を 揚 否 せる 者 ども に 秋 い あれ 、 OGKCIRWVP 

から っ 。 こっ クン > る 

3. くだ ら ぬ 議論 を 事 と せる 征 江 ょ 。 OS e ま 8228 吉 
ラク る レレ 放 

14. その H 彼 等 は 、 地 銘 の 火 の 中 に 容 吉 な く 突 2 9UO ま びる 8 


き 落 きれ ん 。( 注 ?) 
5.「 こ は お 前 た ち が 、 日 張 庶 B 偽 な り と せる 


KKIYPMKK を CIRCIETW 


な り 。 
6. こ は 妖 術 か の 、 そ れ と も お 前 た ちこ れ が 見 レタ の 2 タッ ン 
こっ か っ 遇 0 66222S く 沈 41 いひ yl 


17. 流 等 この 火 で 笑 か れ よ 。 お 前 だ たち が え を 怒ら の の や 2 MY 72 人 44RYt1 3 
お も 忍 ば ぎ る も 、 そ は 同じ な り 。 お 前 た ち " 35 


ノッ ン タッ タック 
は た だ その な し きた る こと の 報い を 受け る ok の 公 6! 
の み ]」 

ラン っ 


し い 者 は 、 花 園 と 室 福 の 店 に 住み 、 の 3esG6SRAUS1 


18. 


し か レル ん 1 タユ エン ン る ググ 衝 レー っ タ 1 内 
19. 王 が 算 等 に 則 た る も の を 楽し まん 。 恒 し て 28 の うる 3252 る の 81Cy Sa 
主 は 、 業 火 の 資 昔 か ら 彼 等 を 救 わん 。 レター レン 


た ジン 
20.「 こ は お前 た ちの 神 交 に 対す る 報い な れ ば は 、 の oo 條 282 1 層 


食い か つ 飲 め 、 

21. 導 べ られ た る 損 束 に 身 を 積 た た ながら] わっ 22235225586 と 
れ ら は 彼 等 に 、 硫 し き 騰 も ゆ 処 を め あわ 
せん 。( 注 $) IO 


注 7 当 節 は 、 不 信心 者 の 罪 が 確定 し 、 悔 恨 の 時 が 過ぎ た 後 の 彼 等 の 状況 を 描い て いる 。 


注 8 ここ で の 「 め あわ せる と いう 誠 に 対応 する アラ ビ は 、「 彼 は ある 物 を 別 の 物 と 組み 合わ せ た 。」 
ズ メ は 「 彼 は それ を 同種 の 物 に 結び 付け た 。」 と いう 意味 で ある 。 フ ー ル (処女 ) は 晶 日 の 部 分 が あく まで 身 く 、 
更 晶 が あく (まで 暴く 、 身 体 の 他 の 部 分 も 非 口 く 美 し い 入 を 指す 。 

死後 の 生活 と は 、 現 在 の 生活 を その まま 表し た に 過ぎ ず 、 3 お ける 報酬 や 
る 。 天国 や 地獄 は 、 別 の 新た な 物質 界 を 意味 する の で は な い 。 きる の は 事実 な の で 、 を そう し た けれ ば 、 
それ 等 を 物質 的 な も の と 称し て も 構わ な 、 そ れ 等 は 、 現 世に お ける 精神 的 事 体 化 し た だ け で ある 。 
この 世 で の 係わり が 米 紅 に は 足かせ と 写る で あろ う 。 現世 の 鱗 始 は 秋 と な っ て 鮮やか に 見 え 、 信 者 が 神 に 捧げ 

る 愛 は 来世 で ワイ ン と な っ て 表わさ きれ る 。 こ の 様 に 、 天 国 に は 、 府 ・ 小 川 ・ ミ ルク ・ 睦 密 ・ 誤 の 肉 ・ ワ イン ・ 
果実 ・ 玉 座 ・ 仲 間 を の 他 色 々 な 物 が ある が 、 そ れ 等 は この 世に ある の と 同じ 物 で は な く 、 現 世 の 生活 に お ける 
本 神 面 を 表し た も の で ある 。 上 記さ れ た 「 め あわ せる 」、[ 処 女 」「 暗 ] は 、 天 国 で 、 神 の 高 党 な る 下僕 が 、 顔 が 
まばゆい 程 の 心 の 美しき で 泊 く 清らか な 友 と に 共 せ る よう に な る と 示し て いる 。 又 、 彼 等 は 美しい 娘 、 つ まり 妻 
を 得る と いう 記 味 で も ある 。 


名 は 、 現 世 の 行為 の 反映 で あ 
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22. 信仰 する 者 、 並 びに を の 先 宙 の 信仰 を 継承 っ 2 2 を 

は 、 わ れ ら 輝 を 楽園 で 一 徐 に きせ EKOIGAUM 
ん 。 ( 注 9) ま た われ ら は 、 彼 等 の 功労 を い の EE の > ょ at 
きる か も 減ら き ざ る べし 。 人 は みな 巳 が な AM 


アン 。 る る っ 

せる こと に 対し て 資 め を 負う 。 ( 注 10) EE 

23.、 わ れ ら は 彼 等 に 、 彼 等 の 望む 果物 や 肉 を 与 @ の OGs gs 30958 似 移 と tt 
えん 。 


24. 役 等 は を こ で 互 に 益 の や りほ とり を すれ ど OCGET1M の CD ラ レ レ レッ クィ レン 
6、 誠 角 角 系 な し 。 GS 14261 
25. 章子 5 行き 光り て 彼 等 に 給仕 せん 、 を の 久 名 の の 22 る CC イン タッ と 
6 ee の 
無 才 な る こと 秘 雇 され だ る 真珠 の 如 し 。 コン の 
時 


ン ラ デン レン ン 内 ッ ン イン タン ノレ 
26. 彼 等 相 い 寄 5 て 、 誠 ね 合う 。 の oO9 代 35 os 0 と 863 
27. 後 等 は 云わ ん 、「 以 前 、 我 等 家族 し 共に あり Ass cf83 MCSEIE 


し 時 、 ア ッ ラ ー の 審判 を 恐れ た だり 。( 注 11) 


28. 然るに アッ ラー は 我 等 に 恋 悲 を 垂れ 、 替 風 @ の 220C62 人 形 郊 (83 


岡 よ り 我 等 を 救い た り 。 6OS 


29. そ は 以前 、 我 等 が ケッ ラー を 祈り だ れ ば こ を の る シス 全 め ラッ ッッ と 。 レン 
⑨ と 1 SM[ 1 532 5 ぁ 
を 。 げ に アッ ラー は 恵み 深く 、 博 け 深 件 OAI る 


方 に まし ます 」 と 。 


死後 の 世に お ける 報 動 や や 前 の 本 質 を 理解 する に は 、 来 世 が 現世 に 続く 5 の で ある 赴 を 心 に 前 め て お か ね ば な 
らち ない 。 人 の 発 が 肉 体 を 光 れ る 下 新 た な 身体 が 授け られ る 。 を れ は 、 身体 無く し て 魂 は 向上 せ ず 、 宇 補 を 受け 
られ ず 、 叉 疾 み を 感ずる 事 も で き な い か ら で あ る 。 新 た な 身 体 は 、 こ の 世 の 革 の ご と く 優 れ て 美しい も の で あ 
る 。 新しい 身体 の 形 特 偶 は 、 現世 の 我々 の も の と は 全く 異な る の で 、 来世 に お ける 報酬 や 郵 山 の 本 質 も 、 我々 
の 想像 を 越え る も の で ある 。 この 事 や クル アー ン は 32 次 18 侵 で 述べ て いる (82 : 18)。 又 、 モハ ッ マ ド 預 言 者 
は 次 の 様 に 語っ た と きれ る 。 如何 な る 目 6 天 の 赴 を 見 た 事 は な く 、 如 何 な る 耳 6 それ を 問い た 事 は な く 、 駐 
知 何 な る 人 の 心 も それ を 感ずる 事 は で き な い ( ブ ハ リ )。 天国 に は 、 罪 、 衝 率 で な 会 話 、 又 我々 の 知る 肉 
価 の 換 染 た ト い う も の は な い が 、 平安 上 押 の 喜び に 満ち て お り 、 こ の 事 が 、 ク ルアー ン に より 正義 ある 者 に こ 伝 え 、 
約 東 きれ だ 通り 、 天 国 を 光り 輝 か せ る の で ある 。32 章 18 節 8 参 照 の 事 。 

注 9 前節 に お いて 、 高 潔 な る 者 に 純潔 に し て 美しい 妻 が 授け られ る と 述べ られ て いる が 、 当 委 で は 、 役 等 
供 が 授け られ 、 を それに より 算 等 の 宮 び は 完全 な 6 もの と な る し 書 か れ て いる 。 

注 10 正 識 ある 者 に 係る 事実 は 、 不 信心 首 に は 全く 当て は ゆら れ な い 。 自 ら の 敬 行 が あっ て こそ 、 
その 場所 を 得る 事 が で きる の で ある 。 

注 11 。 本 分 の 意味 の 他 、 当 節 は 次 の 様 な 事 も 示し て いる 。 「 敵 に 包 半 きれ れ ば 、 相手 の 有 し が 時 上 し て 我々 を 
色 か す 事 も あろ う 。 し か し 、 今 我々 は 、 ゆ る ぎ な い 平 安 を 得 て い ぁ 。] 


! 
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第 二 項 
お ん た ちよ う 
30. され ば き と し て や れ 。 主 の 皿 和 に より て 、 @ る ク le ン フッ 、 の クン ン 。 ら ニン 
まく ] まり 5 4 DNC 導く 一 邊 ] 
流 は ト 千 者 に 非 ず 、 ま た 狂人 に 上 ず 。 IE 


31. 彼 等 は 云う 、「 彼 は 詩人 な 0。 我 等 は 、 時 が 人 介 フッ ン タタ 2 の あと 
て 
彼 に 8 だ ら す 秋 難 を 待た ん 」 と 。 OIL まま kT 
32. 云え ん 、「 な ら ば 潜 等 待つ が よい 。 匠 ま だ お 前 9 の < 5 ルン ン 5 
た ちと 共に 待た ん ] と 。 ( 生 12) @⑯CLe1O の 人 2856233 お 


を 命 3 思 盛 の れ タ ? ろ と を と / ゥ ン 
33. 役 等 に じじ だ る は 、 己 感 の な せる お PR 22 を る 


業 か 、 は た また 彼 等 は 各 曲 の 民 か ? ( 注 13) ー 
2 

@o ら sz 

34. 彼 等 は 云う 、「 彼 を れ を 揚 造 せり 」 と 。 然 6 KDE 


ず 、 彼 等 は 信仰 を も た ぎる な り 。 
35. も し 彼 等 の いう こ 上 が 真 な ら 、 徹 等 を し て 92pwPai9ge み 
か く の 如 き お 告げ ば を も だ ら 5 る し め よ 。 " < の 


36. 彼 等 は 無 に 剣 ら れ だ た る か 、 そ れ と も 役 る 1 ッッ イ る イッ タン を 
等 自身 が 創造 者 な る か 1 66 多 222 が だ の 


7、 彼 等 は 天地 を 全 造 せる か ? 和 、 彼 等 は 創 スン.226.42 ゃ の 2 く 

37 彼 等 は 天地 を 信和 生き の OO 
作者 を 信 ず ず 。 

348. 彼 等 は 主 の 宇 を 所 持 する か 、 を れ も 6、 を る の の b 委 02 独 SO を 465 
の 守護 者 な る か ? 

39. 彼 等 に は 内 に 登る 柳 子 が あり 、 る それで を っ 242 cas og23 5 2 


て 神 の 言葉 を 補 み 聴き し 得る と いう が か? < ツウ 
然 6 ば 、 を の 聴取 者 に 確か な 証拠 を も た ら @og よら 
き し め ゅ ょ 。 ( 注 13) タイ 
40. アッ ラー は 娘 で 、 お 前 た ち は 息子 が いる と dtK つ 0 イン はい) タン 0PPi 


な ? ( 注 15) 


注 12 不信 心 者 は モハ ッ マ ド 押 言 者 を 、 未 来 に 関し て 空 起 
込む 占い 師 、 あ る い は 大 ぼら 吹き と 呼び 
審判 の を 迎 を る まで 、 そ の 期待 が 無駄 で ある 6 う 。 叶 の 流れ の み が 、 彼 等 と モハ ッ マ ド 
預言 者 の 問 の 問題 を 解決 し 得る の で ある 。 以 上 上 の 事 を 当 節 は 吐 太 し て いる 。 

注 13 : 生 が 追 を 誤っ だり 、 自 制 を 失い そら 6 言 に ふけ っ た り 、 神 の 御 言 葉 を 拒ん で 全て の 法 に を むい だ の は 、 
人 自生 に 答 あ が ある の だ ろう か ・ 
往 14 も し 4 

彼 等 の 主張 を 立証 きせ て みよ う で ' は な い が か 。 

注 15 神 が 息 子 を お 持ち だ と いう 事 で すら 唯一 神 に 池 盾 する と 当 節 は 述べ て いる が 、 不 
の 娘 を 存在 する と し て 特定 化す る 。 彼 等 は 、 娘 の 出生 を 、 不 名 準 の 閣 還 た みな し て いる か ら で あ る 。 


ふけ る 詩 入 、 無 邪気 な た 人 の だ まさ 衝 易 き に つけ 
える と 期待 し て いる 。 し か し 役 等 は 最後 の 
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4 れ 1. 幸 還 を 水 め る あま り 、 人 彼 等 は ュー タン ンタ イッ タン 
E 荷 で が ち ひ し が れ た る か ? (10) の Oo2Y bB 24 

の つっ ち これ ち ア と 】 
42. 彼 等 は 天地 の 秘 人 に 良く 通じ 、 邦 を 書き 記 の 6 守 多 の 86 


る 


43. 彼 等 は 策謀 せん と する か ? きれ ど 、 そ の 人 ぬっ 2 ンタ ッッ クン ッ < 介し レキ クン シン ッ クッ タッ クン 
、、 こ 1 0 OL 
策 に めか る も の は 、 信 せ ぎ る 彼 等 自身 な 。 eoGA6 Go33 が 4 


44. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 を 奉 ず る か ? シン も ンタ (ラン 人 2 タイ 
彼 等 が アッ ラー と 共に 合 妨 せ ん と する 著 の の CE Ab 6 6 し 8 名 
る ブッ ラー に 栄光 あれ 1 


45. 彼 等 は た よい 天 の 一 角 が 基 沙 する を 見 る た の の 生 人 る 1 る っ レン 
COWMAGIK16R4UE) 

も い 、「 に は た だ の 宙 千 な り 」 と ちん 。( ま 1 の イー クジ ーー 

の 。 ち て 

⑲2938 


財 に と る >2【 4 4 
震 に ュ を まで の 彼 筐 タブ クタ っ 。 2 や グ タ の タブ ラグ 0 ター ッッ タン 
6. NM 二 に 打 だ た れる を の 日 まで 彼 等 を す 5 くすい US る 1 5 (ある るる 


47. 彼 等 の 策謀 が すこ し も 彼 等 に 役立た ず 、 是 を レッ タン タタ < ンク ラン っ 22 レン 
@⑨cCsres の 9 
つ 助 けら れ ぎ る を の 日 まで 。 の だ れ の に ee [の ニア アバ 


お スン ジン アポ) 円 る 
生徒 共に は 、 こ の 外 に も 、 地 枯 お 全 全 62665 085 
り 。 されど 、 彼 等 の 大 半 は 之 を 知ら ず 。 


ゃ か 


人 9 され は 液 、 私 び て 王 の 審 を 待て 。 六 は ま 。 必 252 し 956 の) 2 
さして われ ら の 眼前 に あり 。 上 り か ら 醒 め シ 


た 時 、 主 の 光 を 称揚 し 夫 れ 。 ( 注 18) @255 の > 避 う 
と か ュー っ 問 、 トコ 半 ナ 4 ョ ンス る 

50. 面 し て 夜半 に も $、 ま た 是 落 つる 時 に も 、 流 @ の 0 85J00223 る 
テッ ラー を 詩 美 し 率 れ 。 

注 16 等 の 道徳 的 ・ 策 神 的 幸福 を 心から 願っ て 、 モ ハッ マ ャ ド 預 言 者 が 彼 等 


を 正義 の 道 に 招 じ に 、 し か も を の 労 
いて いる 。 


何ら 見 返り を 求め な いで いる 時 、 何 故 彼 等 は 彼 を 受け 入れ な い の か と 問 


注 17 不信 心 者 は 、 例 え 自 ら の 顕 - に 空 が 次 ち て 下る の を 事実 日 の 当たり に し て も 、 そ れ を 「5 
し だ 神 の 恵 己 れ に 都合 の 良い 解 邊 を する で あろ う 。 それ程 まで に 不 注 門 で 油断 し て いる 彼 等 の 事 
の 時 機 も 得 た 登 合 を 得る と ころ も な い の で ある 。 


の 形 を 
6、 神 


注 18 我々 の 保護 の 下 (5 :68)。 
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(メッ カ 啓 示 ) 


1 慈悲 深 《、 邊 み 祝 く アッ ラー の 御名 に お い 1 半 CO)P い 
剛 ポン リン! 
う ン る 
2. 沈み 行く 星 に か け て 、( 注 1) @ の 46 し ss 
3. お 前 た ちの 仲間 は 誤 ら ず 、 ま だ 記 う こと な 6eiC3I。 ら る に 
し 。( 注 2) ブー 


ち ン イ デ ラン トス テ 
4. また 思惑 で 語る に 琲 ず 。 @ の か SBs タ る 


5. を は 神 よ り 啓 示さ ふれ た る お 告げ に 外 な ら ぬ 。 うん タッ ン さ レッ 
- @ ゆ お すう 51 
( 注 3) 
了 ます プッ 3 ブー る 0 タッ スイ スレ 
6. 俸 力 の 主 が 彼 に 教え 授け た り 。( 注 4) ③⑤ っ 5S01Ous 445 


7 を は 乱数 に す で れ た る 御方 な り 。 さ れ ば 
主 は 、 一 急 を 支配 す 。 

8. その 時 、 主 は 、 地 平 線 の 高き よこ ろ に 立ち 1 計 1 了 E み 人 
て 、 妙 示せ り 。( ま 5) ンド ルン 


M Mr ッ タ 
〇 ウーS すう 2 うぅ 


9. 次 いで 聞 言 者 は アッ ラー の そば 近く 引き 寄 


9583 2 る 
せら 5 れ 、 ア ッ ラ ー い よい よ 近 づき て 米 際 し CO 6> る 5 
た まい 、( 注 6) 


注 1 アナ ジュ ム は 例 星 又は 茎 の 無い 植物 た いう 意味 で ある 。 し か し 岡 有名 鹿 と し て 用 いら れる 時 は 、 プ ン 
イア デス 星団 を 指す 。 

注 2 モハ ッ マ ド 括 言 者 の 語る 理想 や 原理 は 間違っ て むら ず ( 彼 は これ まで に も 間 逢 い を 犯し た 
又 、 彼 は それ 等 の 原理 の ら そ れ た だ 事 も な い 。 こ の 様 に 、 彼 の 高尚 な 理想 及び その 実現 方 法 に 関し て 、? 

を 身 を も っ て 表し た 確か な 指導 者 で ある 。 

往 3 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 啓示 が 神 か ら 出 だ も の で ある 上 吉 べ て いる が 、 先 の 二 節 で は 、 彼 の 落 示 
が 、 決 し て 狂っ た 心 に 生じ る 幻 及 や 、 人 の 欲望 及び 息 意 の を そそ の か し に よっ て 生じ る 考え で は な いと いう こと 
を 暗示 し て いる 。 

注 4 クル アー ン は 強力 な 巡 が 書 で あり 、 そ れ 以 前 の 啓示 革 は 全て タル アー ン を 前 に し て を の 重要 性 は 薄 ら 6 
で 。 

注 5 神 が 、 栄 光 と 尊大 を も ちっ て 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 を 店 わ し た 吐 、 彼 の 精神 は 和 だ た 。 あ る い は 
当 節 は 、 イ スラ ム 教 の 光 が 、 全 世界 を 妥 ら す 事 が で きる 様 に 非常 に 高い 所 に 上 上げ られ だ た と 述べ て いる と も いえ 
る 。10 節 も 参照 の 事 。 

注 6 「 米 了 ] と いう の は 、[ 彼 、 叉 は それ が 降り て 来 た ]] ある い は 「 彼 に 近付い た 」 を 意味 する 。 当 節 は 、 
モハ ッ マ ド 預 言 著 が 神 に 近付き 、 神 が 彼 の 方 へ 身 を か が め ら れ だ と 示し て いる 。 又 、 モ ハッ マ ド 人 預言 者 は 神 の 
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第 五 十 三 意 テル ・ ナ ジム 


0. を の 隔 た る こと わ お ず か に 弓 の 弦 二 つ 。 ぃ いや 1 ッッ クー ゥ レラ る シン ン レ る 
1 
を れ よ り も 6 近 き と ころ な り 。 ほ 77 @dlokeSG66 
1. フート を の 撲 に 向っ て 、 旨 示 EN イン PU 
suAe 
皆 を 降 し 授け た り 。 の al ge Ode 雪 
し 、 ー ュ ッ 1 タタ 
2. fo 己 れ の 見 た も の を 偽 6 ぎ り oebE 4 放 o3% 
き 。( 注 8) 
3、 お 前 た ち は 預 言 者 が 見 な る こと に つい て 、 @c2 じ 喝 5 94E1 
彼 と 論争 せん と する か ? 
が 4 の 
4. 前 し て 、 彼 は 再度 半 を 見 た り 、( 注 9) @e 叶 仙 宮 5 
リン 229 0 コク タ っ 
15. 條 か な る シド ラ 貫 の を ば 近く に 。( 注 10) (O7 で : と まり 35 
つい か な わ ち っ タン 
6. を は 訂 の 住居 の 楽園 の 化 ら な 5。 IIUCAr( 


ご て お 側 へ 行き 、 神 の 精神 的 知識 の 泉 で 多く 飲ん だ 後 、 を の 知識 を 人 々 に 伝え る 為 に 降り て 米 た と いう 意味 も 
当 節 に は あぁ る 。 


注 7 アラ ブ の 格言 に ある 「 和 | 


我々 に ー つ の か ら 矢 を た] と いう の は 、 彼 等 
し た と いう 意味 で ある 。 この 様 に 、 こ の 言葉 は 完全 な る 。「 弦 ] の 意味 カ 
「 ロ つの 弦 ] は 密接 に あわ きっ た 二 つ の 弓 の 弦 の よぅ まい 結び 付き を 示す 。 モ ハッ マ ド 

が 精神 的 な 上 を 続け 、 押 の お 側 に 近 | 、 神 と の 了 條 り が 失せ ん 彼 は いわ ば 「 二 つの 弓 」 を 合わ せ 
を 表し て い る 先進 の 格言 、 証 人 氏 ア ラブ の 習慣 を 我々 に 互 
い 起こ きせ る 。 、 人 の 人 間 固い 友情 - つ で ある 事 を 示す 為 に 互い の 旧 
を 結び 付け 、 そ の * び 介 りら ん は 5 一 本 の 矢 を 放つ 。 わ ば 一 人 の 人 間 と な り 、 一 方 へ 
の 攻撃 は も う 一 方 へ の 攻撃 と な る 事 を 示し た 。 も し 「 来 臣 」 と いう 話 が 神 に つい て 使わ れ て いる の な ら 、 モ ハッ 
天 言 着 が 神 に 近付き 、 入 は 彼 の 元 へ 降り て 米 ら れ 、 両 者 は 一 人 の 人 間 の よう に 結び 付い た と 、 当 節 は 示す 
事 に な る 。 し か し 、 こ に は 今一つ の 美しく 神秘 的 な 意味 が ある 。 す な わ ち 、 片 や モハ ッ マ ド 頒 言 才 が 神 
に 完全 に 吸収 きれ た 為 、 彼 は 神 の 生き 写し ょ なり 、 又 ー 方 で 、 彼 は 人 々 の 下 へ 降り て 行き 、 彼 等 へ の 愛 ・ 同 捕 ・ 
心配 に 心 を 占め られ て いた だ の で 、 神 性 と 人 間 性 が 彼 の 中 で 結び 付き 、 の 計 の 
点 と な っ だ の で ある 。「 い や それ より 近 き と ころ 」 よ 上 は 、 モ ハッ マ ド 季 言 者 と 神 の 関係 が 想像 で き な い 程 楽 密 に 
な っ だ た 事 を 示し て い る 。 


注 8 見 な の で あり 、 そ れ は ヨコ 想像 の 産物 で は な い ょ 示し て いる 。 
注 9 言 者 の 見 た 幻想 は 、 二 重 の 意味 を 持ち 精神 的 経験 で あっ た 。 


注 10 精神 の 高まり の 中 で 、 モハ ッ マ ド 預 言 著 は 人 の 想像 を 上 まわ る 程 に 神 の お 側近 くま で 登っ て 行っ た 。 
ネ メ 、 シ ドラ 舎 は 海 と いう 誤 味 の 庄 根 か ら 派生 し た も の な の で 、 を の 段階 で 、 神 の 知識 の 系 て し な い 海 と 氷 遠 の 
下 実 が 彼 の 前 に 広がっ だ た 】 と 、 こ の 人 節 は 示し て いる の か も し れ な い 。 あ る い は 、 当 第 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 
授け られ た 神 の 知識 が 、 シ ドラ 樹 の 様 に 、 殊 の 旅人 の 疲れ た 四肢 に 安らぎ の 場 を 与え る 事 を 、 象 微 人 
いる と も 対 え 届 葉 は 死人 の 腐敗 を 防 で 効能 が ある の で 、 当 和 館 は 、 モ ハッ マ ド 撤 言 者 に 族 示 き 
* 落 する の を 防ぐ で 力 が ある と 味 し て いる の だ ろう 。 
言 者 の 友 が 旧 誠 の 誓い を 手 に し た の は この 木の下 で あっ た と い 


れ だ 教 装 は 、 そ れ 自 体 に 免疫 が ある だ け で な く 、 人 か 


文 、 フ ダイ ビ や の 信昌 協定 の 時 、 モ ハッ マ ド 
う 括 言 $ 当 節 に は 合 ま れ て いる 。 
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17.、 シ ドラ 樹 の 葉 あ かげ が こん も り と 茂 れ る 時 な @ じ Sm 谷 
り 。 ( 注 1 プン 
3 [ゴツ コ 
18. 預言 者 の 目 は を こ に すい つけ 6 れ た だ り 。 @ 直 じ 3 5 に 
19。 げに 彼 は の 役 の 至高 な る も の を 見 た り 。 opeiehig 
20. さて 、 ラ ー ト ※ と ウッ ザー※ に つい て 告げ KW 
っ FOM 
よ 、 ※ メ ッ カ の クラ イシ ュ 族 の 偶像 。 @$ 5935 
21. また 第 三 番目 の 女神 マナ ー ト ※ に つい て 222 と スコ ン ン 
ICU 
も 。 ※ メ ッ カ の クラ イシ ュ 族 の 信 像 。 りゅう 1 っ う 
1 る タン ッ 
22. な ん と な 、 お 前 た ち は 男 の 子 を 持ち な が ら 、 @ る 585 
アッ ラー に は 女の子 と いう か ! 
ッッ 。 る フッ 
23. げに こ は 不 和平 な る 分 配 な り 。 @2 多 5 2253D 
24. これ 等 は 、 お 前 た ちや を の 父祖 が つけ し 名 2 徐 2 2 ン ッ ン 人 
内 3 
前 に すぎ の 。 アッ ラー は 彼 等 に 知 何 な る 主 骨 1 
可 降 さき ざ りき 。 すでに 主 ま り の 徳 導 が 彼 LOS&S3 (る る 1 
等 に 至れ り ょ と いう に 、 彼 等 は た だ 避 が 空 し ーッ ン の レレ 
い 科 測 や 好む と ころ に 従う の み 。 ( 注 12) Creze の 25Ie うお じ 36 和 8 
ゅ es) 
アン 
25. 人 間 は 、 を の 望む も の を 得 ら る べき や ? る Co3 因 
シレ タン.Ae キン 
26. 否 、 来 世 る 現 財 も アッ ラー の も の な り 。 ⑨QO5VD 5405 を 
一 
タク タン トン る ン ン 
27. 天上 に 如何 に 多 て の 天 便 あ り と いえ ど 5、 EK プル 
の 衝 り 洲 し は 特定 た “る べし 、 ブ アッー レシ ン る ラン < 人 ラ レーン 
ラー 思 し 召 し 月 つ 雇 し た も の に 許可 を 与 CO IGR らら ゃ の 3 
ぇ ぎ 2 限 りほ 。 ( 注 1) っ は 
往 11 「 こ ん も り と た 茂 乱 る ] と いう 言葉 は 、 神 の 出現 を 指す 。 
注 12 上 真 の 信者 は 、 傘 か な 知識 に 


周 じ く 、 


こよ る 権威 も 有 し な い 。 
当 節 $ 駐 、 折 れ # 
本 文中 の 意味 の 他 、 


いて いる が 、 偶 像 崇 捧 者 は 、 そ の 偽り の 信仰 及び 教 閉 に 論理 的 根拠 も 
は 推 洪 や 迷信 と いう 救い の な 
に の 上 に 立つ 偶像 叶 振 者 の 不 客 定 な 状況 を 述 
この 言葉 は 、[ ア ッ ラ ー の 御 


次 り 、 自 ら の 欲望 の 奴隷 と な る 。29 節 と 
で て いる 。 
に 穫 う 者 ほ と 、 ア ッ ラ ー 自 征 が 認め た 者 を 除い て 」 
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sm っ 学 に ょ ば 誠二 舘 に み イン 2 ン ラタン タイ る 
28. 来世 を 信 ぜ ざる 者 ども は 、 諸 天使 に 女性 の 20 OCGEZSUTG 久 TP 
名 を 付 し て 呼ぶ 。 前 

②⑨ め 3 
29、 と っ いて 何 4 の 21O 和 生み も る 8 じ っ 
s = 従う の み 。 る 3 ン 
は 抽 吾 に よっ て 代 る こと 衣 ち す 。 @ 人 8 お oeG985S 
30. きれ ば 液 、 わ れ ら が 調 厳 に 音 を 向け 、 現 記 24256 88623 23 2 とら 
リフ クタ ウロ デラ こ ン 

の 生活 の み を 帝 ぅ 者 を 、 願 み る な 。 OO 
@E 人 ki 


31. 彼 等 の 知識 の 限界 は 、 現 民 の 内 な り 。 げ に As28 2 Oo 6 多 身 246 
主 は 誰が 正道 を 量 み は ず し 、 誰が 綿 導 に 倍 


うか を 最も 良く 知り 給 う 。 oe 科す 33 る る 
32. 天 に ある も の 地 に ある も の 、 挙 げ て アッ 2 っ もめ う 953SE あ 2 

ラー の らち 故に アッ ラー ば 、 悪 事 を ン 内 

Eb を Oz2 2 し Ce 幸い Ke4A NPG る HK CAg 雪 

は その 最善 な る も の を 以 て 報 @3 い 


33. 重大 な 罪 環 や ふし だ ら な 勲 を 避け る な ら 2 gsY 
微 罪 を 犯す と た も 、 ( 注 14) 主 の 炒 央 

大 な り 。 主 は お 前 た ち を 土 より 創れ Ah 5782 

る 時 より 、 ま た 持 の 用 内 に あり し 時 より 、 


し は 次 


0 ei 5o の 0o24 と 5 
2 2610REDE MM 
@8lo9 を 
か > 本 もり 、 @d3 交 OS 
35. 施す も の は 倍 少 、 を それ 不 承 不 承 出す 者 を ee 衣 1 


見 ざる か ? ( 注 15) 


を 追 ず り 外 を 残さ 瞬時 の 悪 計 女性 に 
対す る 偶然 の 一 般 、 等 ある 。 不定 期 、 何気ない 行為 と い 味 が ある 。 
沖 「 不 折 不 承 出す ]」 に いう 語 が 鉱物 に つい て 使わ れる 時 、「[ ダ イヤ モン ド や 室 石 を 出す の を 把 ん だ 。」 と 
、 琉 夫 に 用 いら れる 時 、「 採 掘 の 途中 で 右 い 岩 床 に 出くわし 、 彼 は を それ 以上 堀 り 進 め な か っ た ] 


牌 14 「 役 罪 」 の 癌 
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36. そう いう 者 は 、 見 え ざ る も の に つい て 知識 1 ンタ < 2 て ター イス 2 イ 
と 和 て | へ Lc yu 
を 有 し 、 散 に 見 香る か ? Oo ンタ 5 
37. を うい う 者 は モー ゼ の 書 の 中 に ある 話 を 聞 3 72 6 
か る れ た だ こと が な い の か 、 こっ BI 
ッ す ー 。 る フレッ シャン 
38. また 、 ア ブラ ハム が 命令 を 履行 し た 話 を ? ⑫⑯9 う 陸 全 
39. 重荷 を 負う 者 は 、 決 し て 他人 の 重荷 を 負わ ンタ 千 レタ イィ る 
、 ^ ⑬( の と 3 お)15 う 
ぎる べし 。 (年 16) @ の クジ ウッ ダリ 
間 8 メッ レン る っ ン 生 っ 0 
40. 人 間 は た だ 己 れ が 努力 し た こと の み を 得 @ な CS1 BA 515 
し 。 ( 注 17) 
) タ ーッ ン ロン ラン マン ン 
41、 曽 し て その 成果 は 、 や が て 必ず 認め られ ん 。 @ と > yo ss の 15 
ラン っ 4 22 ンタ 
42. を の 時 、 に 対し て 十分 に 報い られ る べし 。 @d 絢 | 31 る も 流 33 
ミ す っ 還 @ 1 SH 
43、 液 の 主 は 、 万 物 の 帰 超 な り 。 ( 注 18) WMld55 dLS) 
44. 人 を 笑わ せ 、 ま た 泣か し むる は 彼 な り 。 生生 の 
リル レレ ッ イン シェ ンプ rd 
45. 死な し ゅ 、 生 まし むる 5 彼 な り 。 KAIIV や En 
ツリ パラ タタ アン 
46. 彼 は 男女 両性 を 創 9 給 う 、 @ ぢ 5 33Mez 絢 | 9s 
の 邊 
47.、 ほ と ば し り 出 た 一 滴 の 精液 より 。 6 は SL283 5 
還 は る プン イ > イン る 
48. 二 度目 の 創造 を 生む の も 、 彼 な り 。 の ISUEtI2242SS 
ラミン ミョン タ 5 
49. 人 を 生ま し め ゅ 且つ 油 足 させ る の ぅ 、 役 な り 。 @⑨ りり 5 ゅ 515 
シリ タス ラタン ンタ る イレ 
50. 役 こ を は 狼 星 の 主 な り 。 ( 生 19) ら の ー= う 8 うめ 1 う 
注 16 人 は 皆 己 れ の 十字 旬 を 普 負い 、 重 区 に 絶え れ ね ば な ら な いで あろ うぅ 。 
注 17 語 い 理 息 と 教義 を 伴う 不断 の 努力 の 後に 、 人 は その 日 的 を 達成 する 事 が で きる 。 当 節 は 、 人 が 額 に 汗 


し 


注 


法 は 全 宇 宙 に 広まっ て いる 。 それ 


因 


注 


て 生計 を 香る さき だ と も 示し て いる ぁ る 。 


18 あら 6 め ゆる 因果 関 係 は 神 に 帰す る 。 神 は 、 全 て の 原因 の 源 、 つ まり 造物 主 で あら れる 。 因果 の 帳 然 の 理 


し 、 こ の 過程 が 続く の で ある 。 


19 。 アラ ブ 人 は シリ ウス が * 彼 等 の 信 谷 を 左右 する と 考え 、 
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始ま り で は な い 原 因 は 全て 他 の 原因 に 起因 し 、 


これ は 駿 別 の も の に 起 


それ を 崇 拓 し た 。 
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トー 、、 ダー ラッ タ ラー ニー レ ェ レニ シン アン ン 
51. を の 半 、 ア ー ド を 減 ぼ し 、 (20) @ SUSCE 仙人 3 
52. また サム ー ド を 一 人 だ に 容赦 せ ず 減 ぼ し た @81C3 も > 


は 、 彼 な り 。 
ュ ュ レン 22 る 2 カン 。。 


63. 彼 等 前 の ノア の 長 を 小 ぼ せる も 、 邊 なり 。 あわ 5 の きる 5 
げに 彼 等 は 徹 逆 痕 戻 を 極め た 。 


ほす マー ニュ ッ ンプ ィ 22 
54. 昌和 @ese1 の お ゆ 
ki と 者 の さ ン ン 
55. 政 に 抵抗 し 難い 稀 還 が 彼 等 を 事 い た り 。 らし 35 
56. きれ ば 主 の 思 也 の いづ れ に つい て 、 人 は 流 の 32355 gt 
に 反 湊 する か ? ( 注 21) * ^ 
57、 こ の 者 は 、 往 古 の 等 告 者 た ちと 同じ 千 告 者 @d9Aro% 3a 
な り 。 
っ 
58. 審判 の 日 は 近づけ り 。 ( 注 22) @3! 3 
59. アッラー に 非 ず ば 、 倍 人 も を れ を そら すこ @34362ho8 み の の 
ほ 能 ちず 。 
レッ タン ッ 1 > 3f 
60. お 前 た ちこ の 言葉 に 称 く か ? の の 守 あ の o241AA る 3 
61. 笑っ て 、 泣 め ぎ る か ? 9 Cyso So5 5 
、。 、 . 間 
62. いつ まで も 浮か れ 遊 ぶ か ? KCIGTWWMNCH 1 う 
63. アッラー の 折 前 に ひれ 伏し て 、 崇 め 未 れ 。 ' さ be5。 N 46626 を 


( 注 23) 


注 20 人 間 が まだ 取る に 足り な い 存 在 で あっ た 始ま り の 項 か ら 、 貴 一 神 を 支持 する 論議 が 為 き れ て 来 た が 、 
当 癌 は 、 当 節 よ り 、 こ の 命題 立証 の 歴史 を 紹介 し 始め て いる 。 
注 21 _ モハ ッ マ ド 者 の 主 苦 を 支持 し 立 託 する 論拠 や 神 の し る し が 、 数 多く 明示 きれ て 来 た 後 、 当 節 で は 、 
皮肉 泥 じ ゅ の れ み の 唱 調 で 、「 い つま で 契 実 を 否定 し 、 不 信心 の 荒野 を 科 竹 い 続け る の か 」 と 、 剖 捕 な 不信 
著 達 に 桂 げ て いる 。 
、 モ ハッ マ ド 貧 言 者 の 任期 の ご 初期 、 神 命 が 下 ふれ た 五 年 日 に 啓示 され だ 。 こ の 時 、 喘 笑 ・ 
中 で 、 イ スラ ム 教 は 重大 な 局 両 に 直面 し て いた 。 その 時 、 こ の 章 の 中 で 、 ク ライ シュ 族 の 力 を 排 
れ 、 決 人 節 に は より 強い 日 再 で を れ が 述べ られ て いる (854 : 46)。 
年 23 イス ラム 教徒 不信 心 者 の 混在 する 前 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 当 音 を 暗 則 し 終え 、 従 者 と 共に 地面 に 
ひれ 伏し た の で 、 不 信心 者 達 も 又 、 神 の 普 藤 と 沙 光 の みな ら ず タル アー ン 暗 唱 の 茂 し る に 深 て 打 た れ 、 平 伏し 
た か も し れ な い 。 以上 の 事 理 葉 は 表 隊 ど だ 。 これ は 、 彼 等 が 神 を 至高 者 を そし て 創造 主 と み な し 、 
邊 等 の 神 は 神 へ の 仲介 者 に 過ぎ な いと 考え と も 言え る (10:19)9。 こ の も っ と も らし く 思 える は 、 し 
か し 、20 一 22 節 で 、 ね つ 造 者 に より 作り 9.1 れ だ た 根拠 の 無い 言い 伝え と 同じ く 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 中 傷 す 
る 人 人々 が 、 そ の 出来 事 の 中 に モハ ッ マ ド 季 言 者 の 過 矢 を 見 つけ 出せ る と 勝手 に 信じ て 米 た も の で ある 。 
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1. 問 悲 湊 く 、 恵 み 過 く ア ッ ラ ー の 御名 に あい PIN チ き い 1 
則 > JP どい 
前 旨 
2. を の 叶 は 近づけ り 、 月 も 裂け た り 。( 注 1) HKHRtLCMKAIPG 和 で 1 
3. され ど 、 彼 等 寺跡 を 見 て も 、 靖 を を むけ て 2 トン る 2 ョ oo と コッ 
1 1 
云う 、「 相 変わ ら ず の 妖術 か 」 上 。 3 "92 
剛昌 
うう 


4 彼 等 は 真理 を 拒否 し 、 己 れ の 幻想 に 従う 。 。 の ェ 
然し な が ら 、 神 の 決定 は すべ て 必ず 実現 す 。 の AP 223 の 
・ 2) 


注 ! 月 の 分 像 が 肉眼 で 見 える か 否 か が いずれ に し て ち も 、 そ れ は あら ゆる 自 独 の 法則 に 反する 。 こ の 出 
関し て 確固 た る 歴史 上 の 宛 証 は な いと する 話 見 を 耕 定 する の は 難し い 。 他 方 、 神 の 神 各 を 全て 推し 測っ た り 、 
完全 に 埋 角 で きる 者 は な い 。 地 球 の か な り の 了 好 域 に ま が 、 世 界 の 天文 友 で 
、 克 喝 区 に 記 $ れ な か っ た と は 考え られ な い 。 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 
滞り 論 が れ 、 イ ブン ・ 
ある 友人 に 記録 きれ て いる の で 、 並 は ずれ て 重大 な 自然 現象 が つ か 
を 示す $ の で ある 。 ラ ズィー を 合 む クル アー ン の 注釈 者 達 は 、 こ の 測 来 事 
は 月 食 だ た し て 難問 を 解決 し よう と 試み た 。 イ マー ム ・ ガ ザー リ 、 シ ャ ー・ ワ リウ ッ ラ ー5、 月 は 実際 に 分 
し た の で は な く 、 神 が 見 物 人 に その 様 に 見 える 様 計 られ た と いう 見 解 を や と っ た 。 イ ブン ・ プ バー ス 、 シ 
アプ トゥ ル ア ズ ィ ー ズ に よれ ば 、 そ を それは ある 褐 の 月 食し な っ て いる 。 し か し クル アー ン に 述べ られ た 力強い 言 


業 K す れ ば 、 こ の 出 米 事 は 単なる 月 食 以 上 の も の の 様 で ある 。 不 信心 者 に 執 押 に 刻 求 きれ た 時 、 モ ハッ マ 
ド 素晴らし い 奇 跡 を 行っ て みせ だ の は 事 容 だ ( プ ハ リ と ムスリム 参照 )。 へ せ に 変っ た 枕 が 呪術 信 に 向 


この 出来 事 は 、 友 人 人 や 不信 心 者 に 向け られ だ た モハ ッ マ ド 預 言 者 の 婦 
を 使っ て 海水 を 打つ 事 で 、 音 跡 と は 如何 な る ぉ の か を 示し 
兄 え る 時 、 神 が モハ ッ マ ド 預 言 者 に 月 

% ) 


けら れ た モー や の 妃 ぅ 
まう で ある 。 あ る い は 、 引 き 測 と 同時 に モー で ゼ 
た 様 に 、 い ずれ か の 天体 が 月 の っ て 、 見 物 人 に は 月 が 視 れ た 交 
割る 言 跡見 せる 様 に お 命じ に に な っ だ の か も し れ な い 。 し か し 深い 
は 、 太 陽 が ペル シャ 人 の 国 の 象徴 で ある 様 に 、 月 は アラ ブ 同 家 の : あり 、 そ の 政治 力 の 象 微 
も ある 。 カ イ バ ル の ユダ ヤ の 指導 者 ホイ ヤ ビ ン ・ ア クタ ブ の 引 す フィ ヤ が 月 が ひ ぎ の 上 に 落ち て 

と 多 親 に 告げ た 時 、 彼 は 、「 お 打 は 、 ア ラブ の 指導 者 と 9 、 
を 打っ た 。 カイ バル 男 落 の 後 、 す サフ ィ ヤ が モハ ッ マ ド 拓 言 者 に 災 い だ 時 、 彼 女 の 夢 は 実現 し た 。 后 じ く 、 ア イ 
の 月 が 彼女 の 部 屋 に 落ち る 夢 を 見 た が 、 こ れ は 、 モ ハッ マ テア ブー バク ル ・ オ マル が 次 々 
られ た 時 に 成 半 し た 。 カ マル (月 ) の この 依 後 的 な 旧 味 か ら す れ ば 、53 : 58 で 不信 心 の アラ ブ 人 が 
用 いた を の 政治 力 が 、 既 に 衣 壊 の 時 を 迎え て いた と 、 当 飾 は 示し て いる 事 に な る 。 この 場合 の 「 そ の 時 
と いう 語 は 、 ク ライ シュ の 指導 者 の 大 方 が 死に 、 彼 等 の 勢力 撲滅 の きっ か け と な っ た バト ル の 戦 を 指し て いる 
の だ ろう 。 こ の 人 様 に 当 宮 告 後 人 PE て 児 事実 現し た 強力 な 傾 苫 が 収め られ て いる 。 更に 数 人 の 作 
家 の 言 を 僅 り れ ば 、「 月 7 51 と いう アラ ビア 語 は 、「 そ の 出来 事 は 明らか に な っ た 」 と 記 味 する の で あ 


る 。 こ の 意味 か ら す れ ば 、「 ク ライ ン = の カ の 旋 の 時 。 モ ハッ マ ド 聞 言 者 が 其 の 神 の 使者 で ある 事 が 
萌 日 な ろう ] と いう こと を 当 節 を 表し て いる 事 に な る 。 7 : 108 も 参照 の 事 。 
年 2 タラ イシ ュ の 政治 力 夫 堪 は 神 に より 命じ に られ だ も の で あり 、 神 の 命 は 実現 す る に 違 いない 。 
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5. その 中 に 警告 を 含め る きま ざま な 消息 は 、 アテ オ ) 攻 いす ン ッ ン ン 
すでに 彼 等 に 伝え られ た り 。 ⑨ 信 やう 多 5 も JIO う くに さっ 
6. を は 完全 無欠 の 智恵 な り 。 さ れ と ど 、 を の 称 925.8 た 
意 な り 。 、 そ の 党 AL 33 WI 
告 は 彼 等 を 普 せ ず 。 Go5lom 
7 され ば 液 、 役 等 を 鹿 み る な 。 前 し て 待て 、 〇 5658SUYe2AE OS 
召喚 者 が 彼 等 を いや な と ころ へ 呼び 出す を 
の 日 まで 。 
だ いな ご タイ ンー ンプ トレ タタ 2 ン 0 っ タタ [ レ ュ ィ [クラ マタ 
8. その 日 彼 等 は 、 項 憩 れ 日 を 伏せ 、 論 の 飛 よ WOSNIO2O 先 AUS は 
散る 帯 よ て (3) とる 
の 〇 >SSS っ も テ 
9. 召喚 者 の 許 へ 急ぎ 行か ん 。 「 こ は 押 難 の ロ な IAbO228cd 守 0 の 5 
り 」 嘆き な が ら 6。( 注 4) ッッ 
CO アニ ンー と アー 
0. 彼 等 切 前 に も 、 ノ ア の 民 が 真理 を 拒否 し た の の CR 
6 慈 | 
り 。 括り 、 彼 等 は われ ら の 僕 を 認め ず 、[ OCSGESCI 
人 な り 」 と 第 り て 、 排 訂 せ り 。 人 
1. 故に 役 は その 主 に 「 我 は 敗れ だり 。 液 、 来 Ox ーッ シン ダン レン ン 
て 我 を 助 り た まえ 」 と 新 り た り NERN(ECYOG 
2 放 に ちら た だ も に 天 の 水門 を 導き た 滞る RA ンション ン ン 
1 ご こ 綿 
ば 、 水 は 滝 の 如く 蜂 9 り 下り たり 。 OS PIN 
3. われ ら ま た 地上 の いた る と ころ に 突然 泉 を っ る 晴 1c 所 う EE を っ 2 SA5 3 る 
っ ろう | 
噴出 きせ た り 。 き れ ば っ の 水 は 命 ざ や られ OS 。 。 
た 目的 の た め に 合流 せり 。 (@J5 ひ 5 
4. われ ら は ノア を 、 板 と 釘 も て 造れ る も の の 敵 ちと 
っ RS 
上 に 乗 すれ ば 、 @ う 3 で り 
5. その 般 は われ ら の 限 下 に 洋 び た り 。 こ は み @ ッッ と 
死 CN PS1 
な か ら 排 圧 ら れ た 者 へ の 報 半 な 5 。 2GEG 人 3 
6. われ ら 之 を 後 の 世 の 人 々 の た め に 、 ー つ の @ ぢ らく クレ ュ ン ッッ ン ン 
33 い 
棚 放 し て 六 し た れ ど 、 果 た し て この 竹 の NGIKOCORGD 
警告 を 填 ん じ て 受 くる 者 あり や ? 
注 3 此 所 に ある 「 京 」 は 不信 心 者 の 家 を 指す 。 不 信心 者 は 精神 的 な 生活 を 全く 欠い て いる の で 、 ク ルアー 


ン の 数 科 所 に お いて 、 彼 等 は 死人 に 例え られ て 来 た (27: 81、35 : 23)。 
注 クライ シュ が ほん の 二 FE 前 に メッ カ か ら 追 放し 、 そ の 首 に 懸賞 金 か けた 吾 喚 者 (モハ ッ マ ド 預 


言 者 ) を 、 彼 等 の 首都 の 門前 に 見 た 時 、 彼 等 が 系 き うろ た えた 様子 を 、 当 節 及 び 前 一 節 は 、 鮮 や か に 描い て い 
る 。 
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17、 あ の 時 の わが 系 剖 の も の 凄 さ よ 、 わ が 称 告 2 レッ コイ レン レン と 
の 確か る よ 1 ー @xS う dlAeog 5 

18.、 げに われ ら は 、 ク ルアー ン を 理解 し 易く 旦 レン ラン 
っ 記 億 し 易い よう に つく り た だ り 。 さ きれ ど 、 の 95 eo の WO 
この 信 告 に 留意 する 者 果たし て あり や ? 

19. アー ド 族 も 真理 を 指 否 せり 。 あ の 吐 の わが 4 チー の イン ラン の 狗 ラ そ ク 

33GIOe GE は 3 

身 古 の も の 凌 き さよ 、 わ が 称 告 の 確か きよ 「 ⑨2 う De の PtG 


20. うち も 続く 炎 地 の 日 に 、 わ れ ら は 荒れ 狂う 禁 クン タンク 2 トン て 
っ デラ ゃ の) AE! 
風 を 彼 等 に 吹き つけ れ ば 、( 注 5) ーー の 内 
@ ぅ と 
21. 根 こ を ぎ に さ きれ た だ 艇 子 の 幹 の 如く 、 人 々 を 2 タレ タイ タタ クッ ン ro クラン 
引き 裂け 2 。 ⑨ ぁ 2 を AE っ の CGN の 
詩 き 位 上 1 ト 、 わ が 称 笛 レア オン あす 
22、 あ の 時 の わが 六 姜 の も の 潜 き よ 、 わ が 御 の 626 
の 確か きよ !} ク ン で 
23. げに われ ら は 、 ク ルケ ー シ を 理 殺 し 昌 く 上 Ce 。 1 は 
っ 記憶 し 易い ょ よう に つく り た り 。 さ きれ ぼ 、 e95o2JU63 3 399bAD 
この 稀 告 に 留意 する 者 果たし て あり や ? 
第 一 項 ラン る 2 
24. サム ー ド も 警 告 者 を 握 め り 。( 注 6 ) @⑯ っ 6 5 きら 


25. 彼 等 は 父 を えり 、「 何 ん と 、 我 等 の 中 の 一 人 の スク ーー イス ンプ (e< 
男 に 、 そ れ も だ ただ の 人 凍 の 云う こと に 従え DEE 
ほな ! を は 明らか な 誤り な り 、 狂 気 の 沙 の 43 ひる 
汰 な り 。 本間 

26. 我 等 の 中 で 彼 に の み 訓 戒 が 話 示 きれ た と い SG < 器 
うか ? 否 、 彼 は 大 嘘つき な り ] と 。 ーー タン 

⑥> 居 


彼 等 用 | ュ カン 人 るー ン IE4N6 

27. MM 誰が 大 嘘つき な る か を 知る 1 の IA 
28. われ ら は 彼 等 を 試み ん が た め に 牝 用 諸 を 送る が お と 20 3 しら 
5 ん 。 き れ ば サー リフ よ 、 ビ っ と 堪え て 彼 > っ 。 
等 を 監視 せよ 。 ②⑯ ぇ Pa15 


注 $ 当 節 は 、 好 夢 ・ 不 運 と いう 特定 の 時 が ある と 意味 し て いる の で は な く 、 ア ー ド 族 に と り そ の 日 は 不 息 
で あっ た ょ 示し て いる の で ある 。 
征 6 全て の 傾 言 者 は 神 に 任じ られ 、 彼 等 の 誠 示 は 神 より 生じ 、 類 似 し た 永遠 の 基本 的 真実 を 含ん で いる の 
で 、 一 人 の 預言 者 を 拒 め ば 、 預 言 者 全て を 拒絶 する 事 と な る 。 ノア の 一 族 ア ー ド 、 ロ ト の 一 族 タ ムー ド は 、 実 
際 は を それぞれ の 頂 言 者 の み を 拒ん だ だ け で あっ た が 、 全 て の 預言 者 を 排 し た と 当 節 に 書か れ て ある の は 、 上 記 
の 理由 か ら で あ る 。 
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29. 六 し て 彼 等 に 、 水 は 人 間 と 路 肝 で 共通 に 使 
用 し 、 そ れ ぞ 交 丈 に 飲め と 告げ よ ] 


30. 殺 る に 彼 等 ! は 仲間 を 呼び よせ た れ ば 、 その 
男 1 は 刀 を 以 て 中 路 の 喘 を 切 9 逐 を 不具 と な 


す 。 
31. あの 時 の わが 答 軸 の も の 凄 る よ 、 わ が 警告 
の 確か きよ ! 


32. われ ら 彼 等 に 一 声 の 穫 音 を 送れ ば 、 役 等 は 


いけ が き を 作る 枯 洒 の 如く な り 打 て り 。( 注 ?) 


33. げに われ ら は 、 ク ルアー ン を 理解 し 易く 、 
識 し 易い よう に つく り だ た り 。 き れ ど 、 
この 警告 に 留意 する 者 果して あり や ? 


34. ロト の 氏 ぅ 警告 者 を 拒 め り 。 


れい めい 


35. され ば われ ら は 、 彼 等 に 石 の 出 を 送り 、 太 明 
に ロト の 家族 の み を 救い や り ぬ 、 


36. われ ら が 思 世 に より て 。 わ れ ら は か く の 如 
く 、 感 許す る 者 に 報 ゆ 。 

37. 彼 は 確か に われ ら の 懲罰 を 彼 等 に 警告 せ 
り 。 き れ ど 彼 等 は その 警告 を 疑 えり 。 

38、 そ れ ど ころ か 、 彼 等 は 策略 を 用 いて 、 彼 を 
その 資 客 か ら 引 き 離 る さん と 謀 り ね 。 る れ ば 
われ ら は 、 彼 等 の 目 を つ ボ し 、「 わ が 秒 生 と 
人 警 告 を 、 と く と 味わえ ] と 告げ た り 。( 注 8) 

39. 背 し て 、 有 翌朝 早く 、 彼 等 の 上 に や むこ と な 
き 箇 還 が 下り た り 。 


1 る 


っ お あら な CK たれ (RA ゃ て 


四 シ 


タス ス 


2 CS ラッ タン 2 っ (くっ 1 <3 
を レッ ラ ラン ン の 
@Ao5Glue は 


ed86Mob5IDSS5s 


@S 員 呈 の 6 td 


導 兄 う ij )CdcrAicECu 


SG 導 do 3 5 
@98 DSC 45613 志 ) 3 


ぅ MGC ンコ ルン ッシュ ン の ッ タフ ロン ラン ン 
る 人.253 As らら 999D いう 
飼 ラタン 


@,05 5 う Ge 2205 


SaL3 イメ インプ ナメ ナカ 当る 
⑨ (らら ら loe : 5 る うぅ 


注 7 不信 心 者 は 完全 に 
し つぶ る れ 、 集 め ら れ た 枯 


注 8 ロト の - - 族 は 彼 の 客 を 抽 ら えよ うと し た が 、 
いで 、 ロ トー 旋 の 注意 は 彼 等 か ら そ れ た と 偶 味 する 。 
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鍋 必 きれ た 。 あ る い は 、 生 け 后 や つく る 際 、 職 人 の で 削り 落と きれ 、 光 株 を 押 
木 の 様 に 、 彼 等 は 神 の 目 に は 価値 の 無い ちの と な っ た 。 


客 は 己 れ て 見 つけ られ な か っ た よう だ 。 又は 、 神 の お 計 


第 世 十 四 齋 プル ・ ク ァ マ ル | 
40.[ 等 、 わ が 艇 闘 警告 を 、 よ (と 味わえ] @053 00 ン 563 
41. げに われ ら は 、 ク ルアー ン を 理解 し 易く を ん ュー キス ヤドン 1220 レッ ンク 5 ン て 。 し 

ひろ 95 5 る 
映っ 培 し 易い ょ うに つく 9 た 9。 き れ と を 、 ア の OzO0OL25S 0 を 
この 贅 告 に 留意 する 者 、 果 し て あり や ? 
第 三 項 
42. げに 警告 者 は 、 フ ァ ラ オ の 民 に も 来 た れ ! Sa 11 2 
。 ァ ラ こも り 。 MOI 人 ( MG 
2 に 。 ャ で と で イコ 山 の と ます 2 林 っ 2 る 
43. 第 等 は 、 わ れ ら の 神 兆 を すべ て 虹 め ぎり き 。 os12e の Oo ANN 代 K6 
きれ ば われ ら は 、 強 力 な 全能 の 神 の 税 5 し 
め 方 で 役 等 を 襲い た り 。( 注 9) 
44. お前 だ ち 不 信心 者 ども 、 あ の も の ども ょ 5 ょ ジュ 8 (で 
1 の る が た の と AG 
優れ る と よい うか ? を それ と も 、 お 前 た ち だ * 
け は 免除 きれ る と 経典 に 記さ る れ て いる と で @ ど 多 
も いう か ? ( 注 10) _ 
。 の ンタ タッ ンー タッ ンー ンズ ッ クション 
45. は た また だ 「 我 等 は 常勝 軍 な り 」 と いう か ? ⑨⑯/g む 3 な の つっ 〇 ぷっ 
46. いま に 見 て お れ 、 彼 の 軍勢 は 必ず 江 江 し 、 0o 多 52023 を 
必 走 せ ん 。 ( 注 11) 
47. 狼 5、 審 判 の 日 こ を 彼 等 の 約束 きれ た 期限 @? イン (る くじ 
2 USN2A30c 232US ジ 
な り 。 を の 時 こる 交 烈 音 汗 を 味わわ ん 。 2 の ASIA デ 
つみ ぇ なび タタ ょ 39 
48. げに 罪 入 F も は 、 迷 訓 と 狂 妥 の 中 に あり 。 @5J286 の の SIG 
うっ な こと うか 。 人 O4 みみ バア ミン と 
49. その 日 彼 等 は 、 翌 き て 業 炎 へ と 引きずら れ 、 9393 イイ かつ |UK TGCT 
[地獄 の 感触 を 味わえ 」 云わ れん 。 レン ン 
⑨ う きら < 
注 9 ファ ラオ は 非常 に 強力 な 君主 びあ っ た 。 彼 は 自ら ダイ スラ エル の 香 主 ほ 上 みな し た だ た (79: 25)。 そ の 
為 、 モ ー ゼ と アロ ン の 神 ・ 全 能 の 神 の 力 が この 自称 岩 主 に 振る われ 、 彼 は 5 減 ぼ きれ た 。 


当館 は 、 形 る 変え て 偶像 持 押 首 ク ライ シュ へ の 警告 


「 刻 示 理 に 記 き れ た 神 の 約 東 を 受け 入れ る な ら 、 お 前 た ち は 、 
いで ある ろう 。』 
和 汗 11 


イス ラム 教徒 は 全く 劣勢 だ っ た の で 、 戦 い が 始ま っ た 時 、 公 
苦悩 の 中 に 、 次 の 位 に 注目 すべ き 言 葉 で 神 に 祈っ た 。 「 神 よ 、 
ム 教 徒 の 小隊 が 全 減 すれ ば 、 こ の 世に 二度と 神 を 崇 ゆ る 者 は 生じ ます まい 


マ ド 項 言 者 は テン ト か ら 出 、 戦 場 に 河 い て 当 節 を 期 喝 し た 
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巨 ん だ 者 より 、 お 前 た ち は 幾 分 な がり と も ま し な の か 」 


返し て いる 。「 ノ ア 、 フ ー ド 、 ロ トト あ る い は 
に 尋ね て いる 。 又は 次 の 様 に 述べ て いる 。 
預言 者 モハ ッ マ ド を 措 む 事 で 前 せら れる 束 は な 


当 節 に 合 ま れる 強い 預言 は 、 メ ッ カ の 軍隊 が バド ル の 戦い で 喫し た 徹 的 な 北 に 関す る も の で ある 。 


モハ ッ マ ド は 自分 の テン ト の 中 で 、 謙 を ん と 
と うか 御 約束 が 成就 きれ ます よう この イス ラ 
。] ( プ ハ リ ) 祈り 終え た 後 、 モ ハッ 


50. げに われ ら 6 は 、 一 - 切 を 、 限 定 き れ た 規 塗 の も スン 12 イン ある る タン 
に 創 たり 。 ( 入 12) @20 を eo) 


_ ーー - 

51. し か も われ ら の 命令 は た だ 一 言 に し て 、 明 ご しら スネ スー ロン オタ イイン ン 
)aJ っ の つ うら #oel DU9 | 

き の 知 し 。 ( 証 19) ン ダブ イブ ーー 


52 げに われ らち は 、 か っ て お 前 た ちょ 回 と 生生 oe208 ECHIEG3fdiz 
を 減 ぼ せり 。 る きれ ビ 、 こ の 警告 に 留 革 す る ダリ ーー “ 2 


者 果して あり や ? 


53. 彼 等 の 所 業 は すべ て 要 邊 に 記 表 せら る は 83 を 和 セ < 
* @⑯ と 19 ょ 
GE1) の の 9 ゆら の っ 


3 タン レン っ の < > 、。 クレ 
54. 大 小 一 切 の こと 、 燃 く 記載 せら ぁ 。 の 3 うら 5 っ 


m 


を 人 と ます チイ 

55. げに 義 し い 者 は 、 花 圏 ほ 河川 上 の 癌 に 住み 、 @> の うつ CAEJIO1 
ヘー 人 、 を ーー ンタ タレ リョン ン ッ 。 ぅ フラ タン 5・。 
56. 全能 の 王者 の 御前 で 永遠 且つ 栄 巻 の 住居 を @⑳JCB2 GUUS OX Ua ga 3 


昌 わ らん 。 


注 12 何事 に も 断 岡 た る 基準 が ある 。 それ に は 定め られ た 時 と 場所 が 含ま れる 。 


注 13 パドル の 層 場 に むけ る メッ カ 人 の 敗北 は 青天 の 召 串 で あっ た 交 、 を それ は 季 し よう の な いも の で あっ 
た 。 敵 の 力 は 、 ま た た だ たく 問 に 失せ た 。 


演 14 大 の 最小 限 の 行為 は 、 良 き に つけ 天 し き に つけ 、 因 果 関 係 に よる 不可 避 の 結果 を 生み 出し 、 消 す 事 の 
再来 な い 印象 を 跡 に 残す 。 
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デル ・ ラ フ マ ー ン 
(メッ カ 登 示 ) 


1. 北大 深 《、 忠 み 過 く アッ ラー の 御名 に い 0 生ま 

TO ッッ ョ ッ ン ン 
2. 慈悲 深き 神 な り 、 OO 
5 1 う タ タウ レン 

3. クル アー ン を 教え たる は 。 @ 〇 り ! る 
リン レラ イイ ズ 
4. 彼 は 人 聞 を 創造 し 、( 注 1) @oCo う IO 
5. 逐 に 言葉 を 教え た り 。 @oC&2z 
ユニ に し タプ や と 95 る ン 
6. 日 月 は 一 定 の 計算 に 従い その 四 道 を 走る 。 0 うー リー 


ティア キル ス 00 の た し 


7. 章 木 は 神 の 御 軍 に 落 順 す 。( 注 2 ) ② ら Ooeodl cet5 
サン ン ッ 2、 レ スン ント ン ン ンプ アイ スロン 
を 握 え た る は 、( 注 8) の ob 235 13 


9. おぉ 前 た ち が 簡 笠 を 不正 に 扱う こと な か らし oo は 人 導 
めん が た め な り 。( 注 4) 二 間 


8. 彼 琴 を 高く 場 げ 、4 


10. きれ ば 、 公 明正 大 に 計量 し 、 決 し て 少く 計 ンタ 
る を か れ 。 ー OPEC 

1 彼 は 大 地 を その 拉 造 物 の た め に 備え たれ osS5C222 の 52 
ば 、 ーー 


注 1 「 人 人 間 ] と いう 語 は 、 一 般 的 な 意味 以外 に 、 此 所 で は 完全 な る 人 、 モ ハッ マ ド 背 言 者 を 指す 。 彼 の 身 
、 神 の 属性 が 最 ら 完全 な 形 で 表 を れ て いる 。 この 様 に 、 人 間 が 魂 の 向上 の 項 点 に 達し 、 そ の 身 に 神 の 届 性 
を 表す 様 、 神 の 慈悲 で 人 間 を お 作り に な っ た と 、 当 節 は 示し て いる 。 

注 2 前 和 と 沈ま れる 当 節 は 、 最 大 の 天体 か ら 最 小 の 某 の な い 丁 物 に 至る まで 、 方 物 は 一 定 の 法則 に 支 
配 さ きれ 、 士 分 達 わ むず を の 役割 を 果たす と 示し て いる 。 無 数 に ある 天体 系 の - - つ 、 ビ 大 な 太陽 系 に お いて 、 全 て 
の 犬 体 は 定め られ た 軌道 を 安全 に 夢 行 し 、 を そこ か ら は ずれ る 事 は 決し て な い 。 

注 3 全 宝 宙 は 一 定 の 法則 に 支配 され 、 そ れ を 構成 する 各部 は 、 午 造 と 動き の みごと な 調和 を 遂げ 一 つ に 結 
び つ いて いる 。 この 異物 間 の 調和 と 均衡 が 少し な り と も 乱れ れ ば 、 金 宇 市 は ば ら ば ら に な っ て し まう で あろ 2。 
し か し 神 は 、 人 人間 の 及ば ぬ 、 唯 一 神 の 支配 の 下 で 、 所 界 を 統制 する 法 、 全 て を 維持 きれ て 来 られ た 。 

注 4 全 宇 宙 に 、 全て る 包括 する 調和 が ある よう に 、 万 物 の 起 長 で ある 人 間 も ま た 、 均 街 を 保ち 、 す べ て 
の 人 を 公平 に 扱い 、 極端 を 避け 、 割 造 主 へ の 義務 を 果たし て 中 古 を 重んじ る 様 命 じ ら れ て いる 。 
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第 五 十 所 章 アル ・ ラ フ マ ャ ー ン 


2. を こ に は る ま ざ ま な 果物 あり 、 茨 か ぶる ああ 5 人 Gy 


埋 者 子 あ り 、 


k く い で タラップ レー。 ラプ て m る タン シレ 
3. 尊 か ぶる 帝 物 あり 、 ed @ の Eo 3 る 直る 13 
4 的 ら ば jp 前 た ち 両 者 、 人 間 と 妖 起 ど も 、 主 euc3 避 は 
の 人 祥 の いずれ を 耕 せ か ? ( 注 5) こと 
5. 彼 は 人 間 を 陶器 を 焼く が 名 き 粘土 より 人造 の ンス ュ ン イン 
- し GE 還 ゅ AALAI2 96 
6. 妖 二 を ば 秋 よ り 人 視 造 せり 。( 注 7) 5 は Ge SENGE> 
3 本 1 ネ リュ テ レン 
7. 籍 6 ば お 前 た もち 両者 、 主 の 思 館 の いずれ を [の PKG1 =2 91@ は 
窒 む か ? ^- 四 ー 
8. 役 は 二 っ の 東 の 主 、 二 つの 西 の 主 な り 。( 注 8) で 陸 人 KA で 人 で 信 0 
19. 鈴 6 ば 前 た ち 両 者 、 王 の 加 和 の いずれ を 6AKAW 5 前 ( は は 
着 り か ? クシ 


注 5 「 法 む 」 の 主語 は 、 席 民 と 妖 品 の 両 者 で ある が 、 こ の 「 両 者 ]」 は 、X、 二 種類 の 人 、 信 者 不信 
、 党 め る 者 と 貧し き 者 、 幅 人 と 有人 色 人 を 指す の か も し 和 れ な い 。 (アラ の 「 否 む ] は 、 放 
形 と いう 2 つの 主語 を と る 形 で 、 番 が かれ て お り そ れ は 々 な 節 に 合 ま れる 不 律 の 成 蔵 を 示す 為 、 を それ を 強 漠 
する の に 用 いら れ だ と も いえ る 。 こ の 様 な 両 数 末 は アラ 話 で よく 使わ れる 。)50・25 も 参 
ド 基 言 着 は 、 当 節 が 啓示 きれ る 時 、 居合 わせ た 信者 が 次 の に する 事 で 返答 すべ きた 
「 王 よ 、 我 々 は 、 あ な た の いか な る 恩 元 も 否 わ こと な どい た し ませ ん 。] と 。 


雇 べ た と きれ る 。 


和 王 6 天空 の 合造 と 太陽 ・ 月 の 配置 、 そ し て 地球 と そこ に 吾 つ 縛 物 の 成長 に つい て 諸 っ た 後 、 当 前 は 、 当 節 
に お いて 、 人 聞 の 事 に 触れ て いる 。 間 い て 衣 の する 上 か ら 人 間 が 作ら れ た と いう 事 は 、 人 韻 が 会 話 の 能力 を 浴 
在 的 に 持つ も の か ら 作ら れ だ と 示し て いる の か も し れれ な い 。[ 粘 土 」 は 虹 質 な 物 で 打 た れ た 時 に の み 音 を 出す の 
で 、 こ の 言葉 は 、 人 問 の 応答 力 に は 神 命 を 受け られ る 事 が 必要 だ と 、 処 所 で 使わ れ て いる 。 クル デー 
ン で は 、 人 人 間 の 創造 及び 精神 発達 の 異な る 段階 を 示す の 葉 が 使わ れ て 米 た 。 第 一 段階 は 「 ち りか 

つく られ だ 」 (3 60)、 第 二 臣 階 は 『 粘 土 な ら つ くら れ だ 」 (6 : 3)、 こ れ は 、 神 の 言葉 を 愛 け た 後 、 信 間 
は 蘭 別 力 を 得 、 こ れ に よら 普 きる 様 に な っ た と 意味 する も の で ある 。 第 三 段 階 は 「 際 器 」 の 自 
階 と 呼ば れ 、 人 間 は 試さ きれ 、 試 独 の 妖 を くぐり抜け る 様 定め られ て いる の で ある 。 あ ら ゆ る 試 拓 に 耐え 、 落 の 
成 吾 が 完全 の 域 に 達し て 初 ゆ て 、 人 人 は 神 に 受け 入れ られ る の で ある 。 


注 7 15 : 28 参照 。 
注 8 。 地 二 の ど の 地点 を 取っ て みて も 、 他 の 地点 と の 関連 で 言え ば 東上 西 で ある 。 こ の 事 は 、「 二 つの 束 ] と 
「 二 っ の 西 」 よ し て 和書 かれ て ある 。 双 、 地 球 は 丸い の で 、 東 半球 の 東 は 了 西 半 奈 の 西 で あり 、 MM す な 
わ ち 東 半球 の 西 で ある 。 こ の 為 、 二 つの 東 と 一 つの 西 が 存在 する の で ある 。 現 代 の 政治 用 語 で は 、 二 つの 東 は 
中 近東 と 和宏 東 を 、 つ の 西 は ヨー ロッ パ と アメ リカ を 指し て いる 。 全 世界 の 主 は 神 で あ られ る 、 クル アデ アーン 
の 光 は まず 東 に 広まり 、 次 いで 西 を す 。 こ の 様 に し て 39 音 70 節 に 記さ れ て いる 「 全 地球 が 、 神 の 光 で 項 
らき れる で あろ う 」| と いう 頂 言 が 
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第 事 寺 拭 章 アル ・ ラ フ マ ー ン 


20. 役 は 二 - つ の 海 を 流れ きせ り 。 二 つ の 海 は い ュ ン と ン ン ン 
つの 日 か 相 い 見 を ん 。( 注 9) @o ダー Noe で ? 


6 の 2 を と 


21. いま 二 つ の 海 の 間 に は 隔 司 あり て 、 互 に 浸 
食す る こと を 得 ず 。 


22. 電 家 の いずれ を oNKUC も IA 
ド ち も ちら の 海 か 6 も 真珠 と )。( 注 で の ャ レッ レシ ン 2 を し し 25 タタ 
23. だ ちら の 海 か ら も 真珠 と 珈 形 出 づ 。( 注 10) だ CYSUUVt 生 と 
24. 然 ら ば 前 た ち 両 者 、 王 の 志 師 の いずれ を ees%( 尼 (3 交 e 


央 むか? 


25. 山 の 如 海 に 休 え 立つ 燥 も 、 ま た 彼 の 者 NO の スイ TGC 
な り 9。 笠 の ECO 


。 ュ ン レッ ぁ > 
26. 失 ら は 前 た ち 両 者 、 主 の 急 箇 の いずれ を の の Cs 
短 む か ? 4 ジ ン アン TY 
第 二 項 
27. この 世に ある も の は すべ て 消 減 す 。( 注 12) 光 レレ イフ ッ ン る 
ge 
28. 独 9 基 茂 か つ 栄誉 の 主 の み 永 造 に 存在 す 。 Pe EC 本 
Gt13) @ じ を ysdkd5G を 2 お 3 
ば 前 だ ち 両 者 、 主 の 息 箇 の いずれ を いる レビ ラマ ュ っ 
@eo8CGsjI い 
注 9 [つの 海 ]」 と は 画 洋 と 太平洋 られ る が 、 特 5 を 指し て いる よう 
だ 。 当 節 に は 倖 大 な 玉 言 これ は スエ ズ と ナマ 両 層 河 の 建設 に より 成 吉 き れ だ 。 前 者 は 紅 


海 と 地中海 を 、 後 者 は 大 西 学 と 太平 洋 を 結び 付け た 。 世界 は こ の 成就 を 見 る 為 に 、 13 信 紀 も の 間 
ね ば な ら な か っ た 。 あ る い は 、[ 2 つの 海 ] は 、 自 然 科 学 ド し て いる の か も し れ な い 。 又 、 相 反 す 
る と 誤認 され た 自然 の 法 と 神 の 啓示 は 、 片 や 神 の 業 で あり 、 他 方 が 神 の 言葉 で ある の で 、 与 い に 確 証し 合う も 
の で ある 。 


注 10 不思議 な 事 に 、 真 珠 $ 珈 表 も スエ ズ ・ パ ナマ 両 和 運河 に 見 ら 和 れる 。 


潤 11 この 言葉 は 、I と 同じ く 海 を 支配 する 、 現 人 氏 の レビ 族 の 人 を 指し て いる 様 だ 。 当 章 は 、 貿 易 拡大 に 海 
路 を 利 朋 し て 手 に し た 、 西 扶 諸 国 の 進 】 言及 し て いる の か も し れ な い 。 


注 12 全 宇 宙 は 哀 遂 と 死 を 遅 ける 事 は で きず 、 い つか は 誠 び る 命 に ある 。 神 の み が と ど ま れ る で あろ う 。 
それ は 神 が 独 自 に 存在 し 、 何 に 頼る こと ぅ な く 有 きる 存在 だ か 6 で ある 。 


注 13 地球 、 天 体 、 物 質 界 は 全て 無 に 帰す 事 し な っ て いる の で 、 な お さる ら 人 人 間 の 理性 は 不死 身 の 存 在 を 求め 
る 。 そ を それ は 、 人 金 宇宙 を 信 造 きれ 、 万 物 の 始ま り で あり 、 終 わり で も ある 、 神 で ある 。 当 員 
に 働く 二 つ の 不変 の 法則 を 示し て いる 。 (1) 万 物 は 減 び 死に 行く 運命 に ある 。(2) 神 の 法 に 従え ば 、 生 


保証 きれ る 。 


、 同 叶 
命 の 継続 は 
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アル ・ ラ フフ マー ン 

oo ーー ーー ラッ ュ ンタ ラン る まっ コン タレ ンー ュー の ラン 
30. 大 地 に ある すべ て の も の は 、 彼 に 話 え 請う 。 G う 2。 OBo の Al の 2 

日々 彼 は 異な る 状態 で 自ら を 表わす 。 タク 。 っ 

@ 

31. 然 ら ば 前 た ち 両 者 、 の 坊 窟 の いずれ を の os%CG3 

省 む か ? ーー 
32. や が て われ ら は お 前 だ ち を 審判 すべ 時 を @oI431 3 ちっ 

つて らん 、 流 等 二 つ の 重 ま よ ! ( 注 14) _ 

と か 3 - の レタ ンー て ン 
39. 然 ら ば 前 た も 両者 、 主 の 号 窟 の いずれ を AWK 
34. よ 、 天 季 の 限界 を 越え 得る 、 ち (区 慈 S3lolo392 ら 9 じ 作 の 

な ら ば 、 越 えて みよ 。 る れ ど 主 の 権能 の 助 IRC7 の スラン 

けなし に は 、 お 前 た ち 之 を 越え る 能 ゎ も ず 。 で 58659 人 SLSebOSS 


鈴 ら ば ち 前 た ち 両 者 、 主 の 了 密 の いずれ を 
否 む か ? 


@esDo5 記 3 


を レン レン イレ 
(CPANE 人 DK3 


36、 火 始 と 溶鋼 が お 前 た ち に 浴び せら れん 。 お 史 っ る 538 作 を イン 9 
Or やじ RI みる 

前 だ たち は 自ら を 守り 得 ぎ る べし 。 ( 生 15) の うら タ 
ンタ 2 ン 
8 2 
ヽ De ダン シー キン 
37. ば お 前 た だ ち 両 者 、 エ の 希 1 吉 の ずれ を @ ら eu の 1 
否 せ か ? * > 
054 に で レノ プター の 
38. 天 が 裂け 鋼 れ て 、 赤 皮 の 如く 赤く な る と き て る タン ンク を 人 ン るい 0250 12 
ミ が 割れ て 、 赤 度 の 如く 赤く な @ ら og 多 0e38 人 

あら 6 ん 。 ( 注 16) 

39. 狼 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 徐 密 の いずれ を eckS5 CC 291Us 
否 む か ? ジン ンー ン と 
年 14 つの 重要 な 物 を 記 味 する 「 二 つの 重荷 ] は 、 本 文 が 示す 通り 、 人 と ジン を 指す と 言え よう 。 又 次 の 
様 な 解 彼 も ある 。 ア ラブ 人 と 非 ア ラブ 人 。 現 代 政 治 用 語 に 言 う 二 大 王 要 圏 、 つ まり 一 ツ 連 ・ 中 国 ほ その 
同 咽 国 、 も うぅ 一 方 が アメ リカ 合 軍 国 と を の 同盟 国 。 資 本 磨 級 と 労働 者 階級 。 こ れ 等 二 が 行動 する や り 9 方 
で は 、 彼 等 ! こ 追 徳 的 な 争い か ら 抜 け 出る 事 が で きず 、 笠 学 技術 開発 分 野 で 何 っ て 積み 上 げ ら れれ 


合 が 含ま て いる 


注 15 


だ 。 


当 節 は 、 二 つの 対立 する 陣営 に ふり か か る 


打ち 壊し 、 地 上 の 生命 を ほぼ 絶 減る きせ て し まう か も しれ な い 。 


節 に は 、 こ の 事 へ の 殖 


、 聖 も 破 寺 的 で 恐 み し い 同 を 示し て いる 。 全 人 類 の 文明 を 


焼き 太 く す 直 れ の ある 、 恐 みろ しい 大 火 に 世界 は 泊 し て いる 様 だ 。 


注 16 
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鞭 み し い 罰 を 如何 に あり あり と 描い て いる 事 か 。 


第 五 -| 五 間 アル ・ ラ フ マ ー ン 


9 シン 2 る 
40. を の 日 、 人 間 も 妖 壮 も その 罪 に つい て 問わ の の し OGA る OL213 
の 9 すい al っ と に め Y り LSy 
いる こと な か らん 。 ( 征 1 の 2 の の YO 2 


4 。 。 の ンタ ーー ント て エン 
41. 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 界 の いずれ を eco%Cozyt&U 

洛 む か ? - - 
、 本 ター る ト ネン タ る に 。 ンタ クタ 2 タン ッ 
42. 罪 を 犯し 者 は を の 重 で わか り 、 南 圧 と 回 2 Ge Os ら 
赴 を 捕え られ ん 。 3 
. 535 
43、 挫 6 ば 前 た ち 両 者 、 の 恩人 の いずれ を oo 
者 むか ? タク ター シー ブシ 
プン タタラ タ 5 トレー の 9 写る タレ ンー い 
44. こ は 罪 を 犯 せ し 者 が 認め ざり し 地獄 な り 。 た (1KKC な IL4C す る 
者 を た きる 替 湯 きま を トー。 レラ ッッ レレ ブン ン あッ ラン 
45. 彼 等 は 落 え た ぎる 熱湯 の 中 を ゆめ ぐり きま ょ @! 内 2 68852 
と UEC の 0 8 くき 
遇 ego5Ccs の IS し 
47. きれ ぼ 、 主 の 御前 に 立つ こと を 奨 れ る 者 に の 22 3 は 6 う 3 
こい ン 3 ン の 

は 、 二 つの 楽園 あり 。 ( 注 18) 

4 狼 と ビット ナ ッ と の 同窓 の いずれ を ッ 1 各 ン Ke 
8. 准 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 四 租 の いずれ を @cO93 っ? 29(C な し 3 
耕 むか? ダー ァ こ ン 
. を そこ に は 3 う 5 る 樹木 あり 。( 注 1 で TZ2 イ 人 レッ ン ス 
49. を は うっ そう と 茂 れ る 樹 本 あり 。( 注 19) ⑨⑬ US 


に 3 


ェ 全 


注 17 犯罪 者 の 門 事 は 、 彼 
クル アーン の 他所 31 : 21) で 示 き れ て いる 通り 、 不 何 心 者 の 身体 の 諸 品 
で あろ う 。 


) そ の 行為 を 犯し た か 否 か 聞か れ な いう ち に 、 そ の 顔 に 大 書き され る で あろ う 。 
"すら 、 彼 等 に 不利 な 証言 を 


の 和楽 彫 ] と は 決 の 様 の 事 を 意味 する 。 (1) 甘 良 な る 人 生 の も た ら す 心 の 
求め る 大 生 る 苦し みか ら の 解放 。 楽園 』 は 、 現世 で 神 @ ら の 人 鈴 望 を 捨て 去る 事 で あり 、 今一つ は 、 
来世 で 神 の 喜び を 与え られ る 事 で ある 。 真 の 信 著 は 絶え ず 現世 に お いて 神 の 恩恵 に 浴 し 、 苦 し なみ に か き 乱 れる 
事 も な い 。 こ れ は 地 」- の 楽園 で あり 、 神 を 異 れ る 者 に 援 け られ 、 彼 ! う の で ある 。 来世 に 約 東 
きれ た 天国 と は 、 現 世 の 楽 園 の 映像 で し か な く 、 現 世 で その 様 な 人 が 享受 する 精神 的 現 化 し た も の で あ 
る 。 ク ルアー ン が 10 : 65 及び 41 : 32 で 述べ て いる の は 、 真 tf の この 楽園 に いる 様 な 状態 で ある 。 「 二 つの 
楽園 ] は 駐 、 二 本 の 川 か ら の 澤 泊 で 土壌 豊か な こつ の 谷 、 ジ ャ イハ ー ン と サイ ハー ン を 指し て も い ょ う 。 フラ ー 
ト と ナイ ル は 、 ハ ディ ス に よれ ば 天国 の 川 し な っ て いる (ムスリム )。 こ の 二 つ の 谷 は オマ ル の 時 に イス ラム 数 
徒 の 手 に 陥 た 。 


注 19 現世 に お いて 、 真 の 信 省 は 神 の 為 に 様々 な 辛苦 に 耐え 、 あ ら ゆ る 整 行 を 行う の で 、 来 世 で 、 そ の 試 錬 
や 癌 行 は 、 様 々 な 色 ・ 味 を 持つ 花 や 果 実に 形 を 変え る で あろ う 。 


ー826 一 


第 五 五 章 


半 ば お ョ クア ムル を ント ョ イン 

50. 向っ ば 前 た ち 両 者 、 主 の 皿 飼 の いずれ を eS CS35ie 3 

ッッ イレ 

51. 両 半 に は 二 つ の 流 泉 あり 。 ( 注 20) @⑥ObPO の te Ne 

52. 振ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 意 錠 の いずれ を outecGs 哨 と は 

わ か ? シバ 
53. を こ に は あら ゆる 種類 の 果物 が 二 種 あり 。 で 1 ッ 2 ス オス 

年 2D の ot ジ 305 まっ Cs 

54、 殺 ら ば 前 た 両者 、 主 の 四 訪 の いずれ を eo っ は は 


否 む か ? 


eta あと う 
55. 彼 等 は 、 敷 物 の 上 の 錦 の 衰 つ けた る 麗 得 に 3k52221 5 し も ht ンタ 3 4 
5 中 楊 うろ に めい] ? 55 と て 


身 を 横 た え ん 。 両 園 


し れ た 果実 は 手 の 屈 


くま こ ろ に あら 64。 ( 注 22) ok32hEs 
る 
56. 、 半 の 過 の いずれ を SN RE 
で る る スン 
57. EC いま だ か つて 人 間 妖 直る 触れ る OCS の 3 5e33 es 
ぎり し 座 著 の 処女 あら ん 。 ( 注 23) その 
8 學 あ 
58、 然 6 ば 前 た だ ち 両 者 、 主 の 乱 衣 の いずれ を @gS6C の 3 
箕 か う の 3 
っ * レタ ん ルレ の 
59. 彼女 ら は 紅玉 や 真珠 の 如 し 。 ( 注 24) eo ける 人 CNSS 
注 20 「 一 つの 流 泉 ] ほ と は 、 ホ クー クッ ラー ( 神 へ の 義務 ) や ホク ー ク ル エ バー ド (イス ラッ み 教 徒 の 同胞 へ 


の 義務 ) の 柄 神 の 
の 義務 の 履行 が 、 来 
泉 は 流れ 続け る も の 


具象 化 で あろ う 。 イ スラ ムッ 教徒 は 現世 で これ 等 を 完全 に 昌 だ な せな けれ ば な ら な い 。 こ の 二 つ 


時 で 二 つ の 朱 ほ 形 を 変え 0 る の で あろ う 。 真 の 信者 は 、 絶え ず こ の 義務 を 遂行 し 続け る 
と し て 描か れ た の で ある 。 


注 21 再び 書か れ て いる 「 二 種 」 は 陰 除 的 に 信者 の 二 種 類 の 普 行 を 表し て いる 様 だ 。(1 彼 等 帳 身 の 精神 的 向 


上 の 為 の ぁ の 。 0⑫) 彼 | 
注 22 「 二 つの # 
は 現世 に お いて も 恨 
往 23 「 婚 差 の 処 
王 で あり 食 造 王 で あ 


楽 彫 ] は 、 こ の 章 ( 


等 の 同胞 の 為 に 玉 く する もの 。 

度 用 いら れ て いる 。 こ れ は 、 来 世 の 楽 園 に お ける 吾 福 と は 別に 
き 物 を 全て 手 に する と 強調 し て いる の で ある 。 

女 よ と いう の は 、 差 恥 必 の ある 女性 を 指し 、 彼 女 等 意 は 全て 神 に 向け られ 、 彼 女 等 は 
6 れる 御方 以外 に 何 物 に も 日 を 向け る 事 す ら な いと 示す も る の で ある 。 イ スラ ム 教 の 概念 で 


者 


は 、 大 国 の 恵み は 地上 の 生活 に な ける 豆 び と 似 て い ぁ 事 : 


川 ・ 木 ・ 果 実 ・ 妻 ・ 
は 、 正 義 あ る 者 が こ 
注 24 37 節 に は 、 
き に 扱 れ て いる 。 


ここ で 再び 述べ られ て いる 。 天 国 に は 、 宮殿 ・ 盛 ・ 
了 ・ 友 ・ 等 が あり 、 唯 これ 等 の 性 質 は 、 現 世 の $ ぁ の の それ と は 信 う の で ある 。 事実 それ 等 
の 世 で 衝 す 普 行 の 精神 的 描 王 な の で ある 。 


央 国 に お ける 信者 伸 間 の 心 の 清らか き が 述 


られ て あっ た が 、 当 節 は 、 彼 等 の 姿 形 の 美 し 
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60. 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 恩 窟 の いずれ を KG で と RT ま の 各 1 
否 む か ? ン ン 9 の 3 
タイ ィ ン 。2 る ッッ テン ン ラン 
61. 並 の 報い は 、 状 に 非 ず し て 何ぞ や ? TOYSUMGSIbIISIPC つ UE 
62. 振 6 ば 前 た ち 両 者 、 王 の 思 衝 の いずれ を oo て ze 
63. これ 等 つの 楽園 の 外 に 、 他 の 二 っ の 楽園 @ ぷ に っ 3 823 
あり 。 ( 注 25) 
64. 鈴 ら ば 前 た ち 両 者 、 主 の 軸 笹 の いずれ を 
容 む か ? 


65. そこ は 緑 し た た る ば か りな り 。 ( 注 26) 


66. 振ら ば 前 た ち 両 者 、 半 の 由 芝 の いずれ を 
否 む か ? 

67. そこ に も 二 つ の ほほ と ば し り 洒 き 出る 泉 あ 

9。 ( 生 27) 


し か 


68. ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 恩 箇 の いずれ を 
* む か? 
69. と ち 6 に 6 さま ざま な る 果物 あり 、 和 格子 


、 笑 答 $ あ り 。 
70. 狂 ら ば おぉ 前 た ち 両 者 、 モ の 皿 秀 の いずれ を 
否 む か ? 


注 25 47 節 で 述べ られ た 「 一 つの 楽園 ] は 天国 の 廃 で あり 
イス ラム 教徒 は 米 志 の 廃 を 約束 きれ て お り 、 こ の 神 の 約 東 が 
束 き れ だ 。 それ は 、 彼 
47 節 に ある 「 二 つの 
し て いる 。47 人 


s 彫 が 約束 きれ た 信者 は 、 


+ 述 べら れ て いる 。 


注 26 
の が ある 事 を 示し て いる 。 
を 示す もの で ある 。 
当 節 及び 連 の 51 全 
は 、 型 か に 絶 
より 精 # 


エジプト 上 イラ ク の 導 委 な 谷 を 征服 し た 吐 
の 描写 は 当 節 の も の 上 と は な る 。 これ は 、 こ 
の 府 を 約束 きれ た 
を よく 吟味 し て みれ ば 、 こ の 事 は 明らか に な る 。 この 信者 の 二階 級 は 、 決 の 56 調 の 11 節 ・28 滞 


先 の 49 節 の 楽園 に は 様々 な 木々 が ある 上 書か れ て いる が 、 こ れ は 約束 され 
ー 方 、 当 節 の 薬 園 は 「 縁 し た た る | と 書か れ て あり 、 こ れ は 、 


て 、 彼 等 は この 取 の 放 を ぅ 約 
等 の も の と な っ た だ 。 し か し 、 

細 類 の 信 汗 が 描か れ て いる 事 
、 本 神 的 な 位 が 高い よう 


\ 行 に 色々 な も 
者 の 行い が 非常 に 


束 る れ た 所 に つい て 、 二 つの 異な る 拉 写 が な る れ て いる 。51 節 
座れ る と 書か れれ て いる 。 これ は 、 
- あ る 事 を 示し て いる 。 それ は 、 前 者 が 報 わ れる 事 を 


が 、 当 節 の 朱 
ず し て 准 に 他 


その 節 の 泉 を 約束 され 


省 に 募 行 を 施す の に 対し 、 後 者 は 自然 の 衝動 か ら 藻 行 を 為す が 、 そ の 行為 が 主 に 自身 の 事 に 限ら れ て いる か ら 


で ある 。 
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71、 を こ に は 脚 し き 美女 あま た あり 。( 入 28) @8 に 。 Es 
@$ 2 の 信 
し か ょ ュー ュ 電 > 
。 狼 ら ば お 前 た ち 両 者 、 玉 の 思 箇 の いずれ を @gS8 し ) < se 
書 む か ? 
そ で し 1 テ 
73. 美しい 昌 い 障 の 乙女 等 は 、 天 曹 の 自 に の は る る 設 
こも り て 侍 す 。 ( 注 29) 
2. 角 6 ば 前 た ち 両 者 、 主 の 思 宛 の いずれ を の os 交 は (3 
2 細 Jo の L の U 
25. 彼女 等 は いま だ 人 間 も 妖 土手 を 触れ ぎり Sc)8857 
し 乙女 等 な り 。 遇 導 間 当 
と ュ ッ ク イィ 
76、 振ら ば 前 た ち 両 者 、 王 の 軸 能 の いずれ を SeieU3 
省 な か ? ー- 
77. 緑 の 卑 美しい 習 物 の 上 に 身 を 横 た える な Gocco の 2 
5。 (年 30) 人 う 
由 ュ 還 旨 を の セレ る ) に イ っ 
78. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 玉 の 四 作 の いずれ を の ceo いら っ (は は 


和 天 む か ? ( 注 31) 


ン 


79. 注 厳 に し て 栄光 に みつ る 流 が 主 こ を 祝福 し (AE ルン 
つの LSETTGU の る 15 
夫 る べき も の な る か な 。 グッ クタ ぱ - 


ぶ 


往 28 当 節 で 少女 に 関し て 使わ れる 「 朗 しき 美 女 ] と いう 語 は 一 般 的 な 癌 味 し か 持ち 合わ きゃ な い が 、 こ れ と 
比べ る と 、59 人 節 の 「 ル ビー や 真珠 の ご と く 」 に は 特別 の 意味 が あり 、 特 "た 美しき を 表し て いる 。 


注 29 57 節 の 「 敵 碁 の ] は 、 当 節 の 「 天 幕 の 典 に ひき こち 0 て 」 よ り も 、 明 ら か に 進 か に 上 品 な 様 を 表し て 
いる 。 


注 30 信者 に 関し て 55 節 に 前 述 き れ た 言葉 は 、 彼 等 が 当 節 の 人 人 々 より 成 茂 ・ 敬 意 ・ 権 威 を 持つ 事 を 示し て い 
る 。 当 節 と共に 、 次 の 56 章 に お いて 、 この 二 種 類 の 信者 の 比較 が 特に 述べ られ て いる 。「 先 頭 の 人 人々 」 ⑮6 : 11) 、 
「 右 手 の 人 々 」(56 : 28) 


注 31 当 節 が この 意 で 31 回 に も 工 っ て 用 いら れ て 米 た と いう 事 は 
に 、 神 が 人 間 に 授け られ た 素晴らし い 思 恵 に つい て 述べ て いる よう の 多種 多様 な 皿 恵 を 考え れ ば 、 当 節 
が 繰り 返し 用 いら れ て た の は と 実に 適切 な 事 に 思え る 。 し か し 同時 に この 童 は 、 も し 人 間 が 悔い 改め 甘 度 を 変 
えな けれ ば 、 核 職 多 の 様 の 形 で 空前 の 破壊 的 な 神 の 前 が 人 問 に 科せ られ る と 語っ て いる 。 こ の 基 し 人 迫っ た 危機 
の 克 千 も 又 、 姿 を 変え た 思 恵 で ある 。 


味 の 無 い 事 で は あい 。 こ の 意 で は 特 
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(メッ カ 秘 示 ) 


1. 門 深 (、 恵 ろ過 く ア ッ ラ ー の 御名 に ない の な 者 冶 し かき 
て 。 
レン タン 
2 不可 遅 な る こと 起 る 時 、( 注 1) focCPIKCEEPIHI 
3. 答 人 も を の 到来 を 嘘 な り と 云う 能 わ ず 。 の 59 
べ ん を こう うさ ょ う っ の 1 
4. すなわち 、 或 る 者 は 財 降 され 、 あ る 者 は 賞 揚 CME 
きれ ん 。( 注 2 
抽 較 ソー フン シン ッ ルー ニッ レ 
5. 大 地 が 激しく 震 す る 時 、( 注 3) ⑨ ら > Col os 
タイ クン タレ ター ンタ 
"6. 山々 は こ な ご な に な り 、 ・ GCCaheS3 
と ん あい う クタ ルン ン ララ ェ ィ ク ィ 
7 棚 の 如く な り て 四散 せん 。 る Es 多 3 避 
呈 ー - よる パッ レ レレ タン クタ 
8. その 時 お 前 た ち は 、 三 つの 組み に 分 けら れ PGIATR (人 d 
ん 。 " 
9. 最初 に 右手 の 人 々 、 彼 等 は な ん と 幸せ な る お PtG1E が (Eee 
か な ! ( 注 4) ーー 販 
10. 次 に 左手 の 人 々 、 彼 等 は な ん と 不 詩 な る か の CICS は Sgg5 


な ! ( 注 5) 


往 1 1) 万 人 の 復活 (の H)。(2②) ア ラビ ア に お ける 偶像 栄 拝 の 絶 減 と 偶 徐 叶 拝 省 で ある タラ イシ ュ の 完敗 。(3) 
億 大 な る 宗教 改革 著 、 そ ハッ マ ド 垢 言 者 の 出現 


入 2 2 節 の 「 不 可 避 な る こと | は 、 人 生 に 大 いな る 変革 を も ぉ た ら 
う 。 高位 に し て 権力 ある 著 は 地 に 落ち 、 虐 げ ら れ 踏 み に じ られ た 者 


す で あ ろう 。 新 た な 世界 が 生じ る で あろ 
高め られ る で あろ う 。 


往 3 アラ ビア 全土 は 、 そ の 基質 ま で 揺らぐ で あろ う 。 天 い 信仰 、 概 念 、 道 徳 基準 、 習 慣 、 生 活 様式 
本 か ら 変 わる の で あろ う 。 つ まり 吉 い 秩序 は 絶え 、 全 (新しい も の に 取っ て 代わ お られ る の で ある 。 前 
と 共に 、 当 節 は 死後 の 再生 に 当て は まる も の で ある 。 

注 4 他所 (75: 3) で 、 ク ルアー ン は この 不信 心 省 た ち を 表す の に 「 自 豆 の 念 ] と いう 語 を 用 いて いる 。 


注 5 悪 に 向かい 易い 魂 (12 59。 
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第 五 十 六 将 アル ・ ワ ウー クィ ア 
ゞ 
先頭 の 人 々 は 、 一 番 義 し か り し 信者 た ち 。 に 人 電 中 半 ULP4 
1 先頭 の の os oe 
( 注 6 ) 
ko 441 ンタ 
2. 彼 等 は 神 の を ば 近く に 席 を 占め ん 。 IOTOTS17OTOWT1 
っ る さっ 
3. 彼 等 は 至 握 の 楽園 に 住ま ん 。 eS 
4. そ は 初期 の ムスリム に 多く 、 @CN59IC2 6 
15 し 旧 ッ ン ン 
5. 後世 の 者 は 少く 2 yeo4 
と うし L+ う ロン ラッ ア ォ ョ ブン 
6. 金 や 室 石 を ちり ば め た 失 味 の 上 に 、 9PKH 24 っ 
、 プン タレ イン フッ て を る 
7. 相対 し て 傍 應 す 。 CA KS 
2 イン タジン 
8. 年 と ら ぬ 少年 た ち が 給 任 に まわ る 、( 往 7) 8 生き 6 
かっき こ 。 フッ シッ レンサ セッ ィ イン レッ で 
9. 高久 や 水差し や 深 か ら 撤 み た て の 邊 を SG ゅ os322ug2235C3 っ 
き ば て 。 ァ タン 
前 ぅ し 
20. 彼 等 之 を 飲む と も 頭痛 せ ず 、 ま た 泥酔 する EIC も も も 。 
こと な く 、 ーー 
サ クン ノノ 
21. 果物 は お 好み 次 第 、 OCG は も 人 
の 2 人 で ラレー タイ 
22. 種々 の 詞 向 も み の まま 。 HRC まじ 午 4 ロ 
。 」 まとめ う タ 5 。 の ぅ タン 
23. また 目 6 と すず や か な 美しい 処女 ら は @o の Me うう 
k 間 ンス ル 衝 ンス 
24. 愉 も 秘蔵 の 真珠 の 如 し 。 KOIOCG1EE 間 IP4 
内 ンー アチャ ナ ア 癌 導 と 
25. こ は 彼 等 の 善行 の 報い な り 。 OS いじ うる > 
ュ ュ う る ンク て と ン と 
26. 後 等 は ふる は や 無益 な 話 も 、 罪 つく りな 話 も @⑥ う 3 1 EK) 
開か ぎる で し 。 " 
注 6 先頭 の 人 々 (この の 11 一 27 節 に 述べ られ た 、 特 に 神 の お 側 に 近付く 忌 施 き れ た 好 尋 な 信者 吉 ) 
に 施 き れ た だ ける 皿 電 は 、55 章 の 47 一 か れ た 神 の 贈り 物 と ま 愉 て いる 。 こ れ は 、55 可 
7 一 62 節 の 信者 達 が 、 こ の の 先頭 の 人 々 (特に 神 の お 側 に 行く 事 を 許さ れ た 者 ) と 同じ 位 に ある 事 を 示し て 
いる 。 
注 7 当 節 は 、 信 者 に 仕 を える 召し 使い の 無邪気 さき と 変わ る 事 の な い 初 々 し さき を 示し て いる 。 
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27. た だ 「 平 安 、 平 安 」 と 云う を 開く 。 の MV 


28. 右 方 の 人 々 は と いえ ば 、 彼 等 は な ん と 幸せ ラス イン リッ プン ロッ イン 
の と いえ ば 、 役 等 は な ん と 詩 @ の ge 2h の s 
な る か な 1! alc 2 colkp 
3 。 3 っ を 2 る 4 ss 
29. 彼 等 は 、 刺 な し の 海 木 の 間 、 ⑲> ゅ 22 つい y は 
リー タラ ンー イン る 
30. 枝 も たわわ な バナ ナ 、 うる る る 相 
も な バナナ の >: で う 
8 ーッ タラ る に る 
31. うっ を うた る 税 、 @ ぁ oo ゆう 
2 、 マー の ん る 
32、 深々 だ る 清 果 の は ほとり に 住ま ん 。 @ ゅ 3 
リー レッ 、 クッ レン る 
39. 専 富 な 果実 は @j2e08 5 
フー タッ ン ン ンー ッッ タン る 
94. 断 える こと な く 、( 和 ま 8) @% と < う 3 多少 め \ 
As _ ペン ッ タッ るー ュ タ タ る 
35. を の 上 高 頁 な 伴 信 を 得 ん 。( 生 9) ⑲ る いみ あう 
ッ ー っ 
36. こ は われ ら が 特に 彼 等 の だ め に 創造 せる CE 電 4 
: 特に 彼 等 ! 造 せる oOEWKUE 
ジック クイ る の 叶 ン フン 
37。 み な 処女 ば か り 、 @D631OeJaSS 
ゴン アルコ タ 
38、 か れん に し て 年 8 頃合 い 、 ( 注 10) oO 
3 ン * ラン 
39. 右 方 の 人 々 と は 。 guiCeeY 
ーー の lo の サ 
第 ュ フレッ イン ン 。 の る る 
40. を は 初期 の ムスリム に 多く 、 @CQ5DIG2 35 
内 タタ る タ 
41. 後世 の 者 $ ま た 多 し 。 olo3 6 


注 8 タル アー ン の この 吾 及 び 他 の 埋 で 天 央 の 作 
れ 等 は あり 余る 各 の も の で あろ う 。(2) 容 易 に 手 に する 
尽き る 事 も な い 。 (3 不快 感 や 疾病 を 起こ す も の で は な い 。 


注 9 心 の 平安 を 送 げ る 為 に 、 信 者 は 高 商 な 家柄 で 品位 の 高い 純 源 に し て 美しい 配偶 者 を 伴 価 と し て 持つ の 
で あろ うぅ 。 


注 10 美しく 、 貞 波 に し て 信心 深い 雪 は 、 夫 と 同じ 人 生 観 を 持ち 、 人 が 受け る 事 の で きる 最大 の 神 の 息 
ある 。 天国 に は 高潔 な 男性 が いる 様 に 、 駐 、 徳 の 高い 女性 が に る いと 、 ク グル アーン は 述べ て いる 。 人 生 を 
で 完全 な る も の に する の は 、 良 き 交 わり で ある 。 
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ょ ーー 
42. 方 の 人 々 は と いえ ば 、 彼 等 は な ん @JEAGAC 2 EAIO 史 3 
と 不 補 な る か な 1 . 2 
3 ンマ ンタ ェ 
43. 熱風 と 沸 湯 の 問 、 ( 注 1) @ タ とう 58 
ブー っ 5 っ ン 凍 ン 
44. 更 の 共 、 @ か や 6 づ 3 3 
45. 涼 な ら ず 快 な ら ぎ る まこ ろ に 住ま ん 。 5 
46. 想 えば 彼 等 は 、 現 世 で 牙 署 に 股 り 、 @cs 受 る SS 
47. 大罪 を 事 と せり 。 SysuiEoci 
GA1 も ミノ 欠 
49。 し か も 向 々 か く 云 えり 、『 何 ん も な ! 穫 EE も 0 6 あっ 
死 し て 土 と 育ま に 化し た る 後 、 再 び 時 ら し ラン ョ ラン レラ ーッ 
め ら る と いう か 、 ( 注 19) @oyssy > じ U5s 
ン カン ンタ レデ アン ュ ン 
49. 我 等 の 太い 先祖 も また 然 り と な ?」 と 。 @o あ SE 
し か ブル コラ レ インタ ンタ 
50. 雲 え 、「 導 9、 間 の 人 も 、 今 の 入 も の Os29D の AS!d5 
51. 定め られ た る 日 の 決め られ た る 時 刻 に 必ず eS 35g う 
召集 せら る で し 。 
52. き は 浴 等 、 迷 える 者 、 真 理 を 揚 否 せる CE 
52 迷 え る 者 理 を @S ら goo3USDIUSI 
9 放っ ッ ょ ンス 。 レイ ガー コン 
53. 必ず や ザッ クー ム の 木 を 食わ され 、 の あめ の の ※ き うら 
で ニッ > ソリ う 22 
54. 以 て 満腹 に きせ られ 、 @oPAG OKS 
どす ラノ ョ ラン 
55. 更に 熱湯 を の dl 2 
ちく だ PP 
56. 俗 も 湯 き に 只 で 路 能 の 如く 飲ま きれん] と 。 @。2gl の は る る 
( 注 13) ーー 


度 0 感情 の 席 と な る 不信 心 者 は 、、 あ ら ゆ る 亜 
形 を と る で あろ う 。 

往 12 復活 や 来世 の 人 否 定 は 、 そ れ 表 き れる も の で あれ 、 世 の あら ゆる 罪 の 根 
源 と な る 。 死後 の 生 に お け ぁ る 真 の 信人 むむ 事 は で き な い 。 

年 13 当 節 及び 前 人 節 は 、 米 世 で 罪人 に 科せ られ る 員 を 、 現 世に お ける 彼 等 の 鋳 の 非道 き に 見 合っ た 言葉 で 述 
で て いる 。 彼 等 は 、 他人 額 に 汗 し て 得 た 物 を むる ぼり 、 り 如 か れ 、 手 段 を 問わ ず 財 を 甘 積 し 、 そ れ 
を 誇り 、 を し て 神 の 言葉 を 拍 ん だ 。 開 よし て 、 彼 等 は ザッ クー ム の 木 を 食用 と し て 宛て が われ る が 、 そ れ は 役 


に 身 を 任せ る 。 感 情 の 級 し る は 、 湯 や 焼け つく よう な 熱い 
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60. 


61. 


62. 


63、 


64. 


65. 


66. 


67. 


68、 


69. 


70. 


こ は 審 判 の H の 役 等 へ の 畠 応 な 5 。 


われ ら は お 前 た ち を 創造 せり 。 疾 る に 何故 
妹 


真理 を 


- 液 等 、 己 れ の 射精 する も の に つい て 、 何 と 


考え る か ? 

それ を 創れ る は お 前 た ちか 、 
者 は われ ら な る か? 

われ ら は お 前 た ち す べ て に 死 を 定め たり 。 
前 し て 芝 は 血 【 げ ら れ じ 、 

お 前 た ち を 換え る に お 前 た ち 固 類 を 以 て 
し 、 今 お 前 た ち が 知 ら ぎ る も の に お 前 た ち 
を 改造 する こと は 。 ( 注 14) 

お 前 た ち に も 最初 の 創造 は わか る 。 氏 る に 
何故 熱 考 せ ぎ る か ? 

お 前 た ち 、 竹 護 き に つい て 考 ん た る か ? 
( 注 15) 

育 て る の は お 前 だ ちか 、 
る が か ? 

も し われ ら 和 欲し な ば 、 わ れ ら は それ を 枯れ 
た 刈 株 な らし むる を 得 べ し 。 その 時 お 前 た 
ち は 喚 き 悲 し み 続け ん 。 


それ と も 創造 


それ と も われ ら な 


「 我 等 は 負債 者 し な れ り ! 
否 、 す べ て を 奮 われ た だり]」 
お 前 た ち 、 飲 む 水 に つい て 考え た る か ? 


填 か ら そ れ を 降ら す は お前 た ちか 、 
も われ ら な る か? 


それ と 


フラン ウタ タタ ン ョ 


@ @ み Wi ンジ Aa 


っ 63 は づ 7 タン あ 3 
づる 


29 ラン ング ン 


ち レ ラク タタ 
@OXS US の 2 


と 町 PE 0 の 


OTDESI RE EC 1P2 

上 ブン アス ン ン らら 8 YS タッ イプ 
し 8 GMC た 
ン 22 イ 2 ン ン 


OO も 2 
DEDXKON の IPIKMG ロ 


5 


フタ ッ ン ン ン ン 


ン あの レイン 
の 2 2 


タス 6 ラタン ン 


@6 め co を 4 ンプ りう 
e る 2 絡 23 4 の 区 0 を GIIG 


@③ ら EAT 
MIE 


の 2 タラ タラ 2 ンー タラン と 
の 6 の 5685 


よ レッ タン 3 る る 


つめ > 3 SI いと 


る 27909 る の 多 定 が の 


@63M に 用 1 Io2 5 


レッ 0 


等 の 体内 で 火 を 吹く で ある う 。 更 に 渦 き を 癒す に は 熱 江 し か な く 、 病 


まで も 満た され な いで いる だ ろう 。 


注 14 人 人 間 の 肉体 の 衣 寺 は 、 命 の 将 者 

離れ た 後 、 人 の 魂 は も う 一 つの 身体 を 与え られ る 。 
と る 。 

往 15 64 一 72 節 で は 、 


と は 、 食 物 ・ 水 ・ 


火 で ある 。 
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意味 する も の で は な い 。 死 は 、 
それ は 成長 発達 し 、 人 が 知る 事 も 駐 想 像 すら 出来 な い 形 を 


ん で 喉 の 賜 い た 千 忠 の 様 に 、 彼 等 は いつ 


唯 、 形 を 変 を る だ け で ある 。 了 肉体 を 


この 世 で 人 の 全 命 の 拠り 所 と な る 物 が 、 簡 潔 に 述べ られ て いる 。 る の 三 つ の 芋 要 な 物 


第 上 


章 


71. も し われ ら 傘 し な ば 、 そ の 水 を 普 く な らし ンク イン レレ トン タタ ロラン デン 
むる を 得 べ し 。 然 る に 何故 前 だ ち は 感 調 oo IGT 3 
せ ぎ る か ? 
了 四 > ぁ ぁ 
トッ こ 燃 炎 に つい に る か 7 ンタ る っ 人 る ン タタ アン ン 
2. お前 た ち は 燃 や す 火 て 考え た ot46 け の UMOUIC 
( 注 16) 
73. 燃やす 木 を 生 ぜ し むる は 前 た ちか 、 そ れ っ イレ る を KG ン 
の RM LA 多 
と も われ ら な る か ? @ 5 2 
74、 わ れ ら は 之 を も っ て 訓 戒 と な し 、 且 つ 秒 漢 @@ RM CE 代 Z の る 
の 旅人 の た め な らし め ゅ た り 。 ( 注 17) 
な と 。 
由 ら ゃ 依 大 な る 和 モ の 御 多 を 欠 美 し 泰 21 う ョ ンス シ 
75. され ば 、 僅 大 な る 主 の 御名 を 讃 美 し 奉 れ 。 eg と Ye | 
第 三 項 っ ン 
人 ブー の 入 し ュ レ タク 時 人 KG 
76. 我 大 時 の 落 つ る を 指し て 巡 う 。 プン 
77. も し お 前 た ち 知 識 あ ら ば 、 げ に そ は 4 MAKI の レン ン と と 
< 
78. こ は 誠に 曹 き クル アー ン な り 、 345 
マツ 2 て ャ < 
79. を は 赦 せ て 税 療 の 天 の 折 管 の 中 に あり 。 計 夫 3 9 
の 
80. 注 め られ だ る 者 に 非 ず ば 、 何 人 も 有 之 に 触れ 3 
る べから ず 。 ( 注 19) の obED23 
る っ 
81. を は 万 物 の 主 より の 秘 示 な り 。 OO や CI 人 の) 0 
ブン 5 ター 2 55 ン っ | る イン ン 
82. お 前 た ち 、 こ の 神 の 講話 を 拒否 する か ? @ い ゅ らい つ us lu 
、 9 タレ 。 
83. また 拒否 する こと で 、 日 々 の 生業 と する @S356 1 の 5? 
か ? ( 注 19) 
注 16 火 は 、 人 間 の 生 江 の 中 で 、 最 $ 。 人 の 生活 を 快適 に する の に 、 多 く を 火 に 頼っ て 
* < 有益 な る の で ある が 、 を 誤 れ ば 破壊 を も ゃ たらす も る の で も ある 。 工 染 ・ 商 業 ・ 
蛍 輸 、 そ れ 無 し に は 成り 立た な い 。 
牌 17 貸し く 飲 えた 人々 。 償 削 の 底 人 、 あ る い は 荒れ 昌 て た 地 に 隆 り 立っ た 人 人々 。 
年 18 正しい 生活 を 送る 事 で 心 が 光 ゆら れる 好色 な 人 人 のみ が 、 ク ルアー ン の 工 意 を 理 終 し 、 不 汰 な 心 を 持つ 
者 が 受入 を 所 む 、 近 の 知識 の 午 神 的 神秘 を 明か きれ る 。 加え て 言う な れ ば 、 肉 体 が 汚れ た 者 は 、 ク ルアー ン に 
外れ る 事 も 読む 事 も すさ き で は な い 。 
不信 心 者 は 、 真 実 を 受 まわ れる の で は な いか と 枯れ る 。 それ 故 、 不 正利 得 


彼 等 ! 
K ド し て いる かも 


は 神 の 言葉 を 拒む の で ある 。 ズ X は 、 
し れ な い 。 


設 等 


け 入 れる 事 で 生計 の 手段 を 


彼 等 は 、 ど う あ っ て も を 


拒否 する こと を 生き が い に し て し まっ た と 、 当 


れ を 受け 入 入 な いで あろ う 。 
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第 所 十 六 喜 アル ・ ワ ー ク イィ イア 
84. 然 ら ば 、 少 区 の 人 の 発 が 、 そ の 咽喉 も と ま OUBGGRKH 
で 上 5 来 る 時 、 @。 プッ ン 
ー _- コン 2 欠 25 ン 0 。 と 。 2 タラ ン 
85. その 時 お 前 だ ち は 見 守っ て いな が ら 、 @ ら OUA 1 
86. われ ら が お 前 た ちよ り も その 人 の 近く に い プク る 7 も スーラ ン 3 ン タラン ン 
〇 2 の 23 8C > 
る の に 、 お 前 た ち に は それ が 見 え ぎ る を)。 の ウ 6 2 つめ loO う 
87、 も し お 前 た ち が 責 任 を 問わ れ ざ る 身 な れ リン ン ンク c うと イン 
了 ー @oMiooe の ざら! 
88. 面 し て お 前 た ちの 言 が 本 当 な ら 、 何 故 を の ッッ ーー ッッ 多 。 イ ンス ラッ ター ッッ 
殊 を 連れ 戻し 筐 ぎる か ? @oS ら っ ら の テア 
89、 る て 、 そ の 者 が アッ ラー の 側近 くに 召 き れ リン の レー ラク ライ スン セ 
る べき 人 々 の 一 人 な ら ば 、 ら Jlo2 oo 
彼 は 安楽 よ ョ 詩 s 福 の 内 園 2 ター タイン る ツ の [レッ ン る の ラン ン 
90. 人 は 安 深 と 幸せ の 芳 理 と 宇 福 の 楽園 と を も ⑨ As タ = っ 5352)5 の 
の に せん 。 
し か ルル 、、」 、、、 ツー ラッ ニー ン あみ ッ ン エン 5 」 イ クン 
91. 面 し て 、 そ の 者 が 右 方 の 角 の 一 人 な ら ば 、 Ao)O2O ぽ SUS15 
92. 「 液 の 上 に 平安 あれ ] と 右 方 の 仲間 か ら 挨 シュ ュ ン 。 とる の! レン 
拶 せ られ ん 。 @ okalusP 2 d0 23 
3 レン YT る レッ マン ニー レン レ イィ イン 
03. きれ ぼ 、 真 理 を 把 洛 し 、 迷 える 者 な 6 ば 、  ⑯COL&ICuS2Io2 BN タ 
も そ な し し コ 
94. 煮え た ぎる 熱湯 の 響 応 を 受け 、 
95. 地 鍼 で 米 か れん 。 
96. げに こ は 韻 人 千 いな い 事 実 な り 。 っ 5 
る と > イン ョ ン ラッ クタ ザヤ 
97. され ば 、 僅 大 な る 主 の 御名 ob 35 う くし で る 芝 
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デル ・ ハ ディ ー ド 
(メデ ィ ナ 秒 示 ) 


1. 慈悲 深 《、 恵 み 選 く ア ッ ラ テー の 御名 に お い は あー う ) 
回 と プル の ーー リ レ シ 


2 人 か 地 に ある も の 、 す べ て は アッ っ て 2 3 ュ ン る ン 
- 2 02 の 5 らい うじ の で の 
ー を 護 美 し 奉る 。 彼 は 僅 大 に し て 、 則 哲 ンー ク 


ンー 
に ょ し ます 。( 注 1) @ る 23 


9、 彼 は 天地 の 大 権 を 活 握 し 給 う 。 彼 は 生 を 人 ケ < ラッ 人 LMKGIYOI 
え 、 死 を 生 ぜ し む 。 彼 は 高 事 を 支配 し し 答 う 。 晴香 

> の 8 る 2 
( 注 2) っ の 5 (の う 
2 北 は 科 農 に し て GE3) 取 後 な り 、( ま 4) 2 の し に しろ ( 必 2 な 2 人 23 
六 ato (5) 苔 zs oo、(mo) 着 プク oeCboyN0 ら 92 ン デ 

ジジ る ャ 
し て 黄 事 を 熟知 し 給 う 。 @ を 2 に 

な 2 
5. 天地 を 大 日 間 で 合造 し 、 然 る 後 座 に 参り 4 し 。 8 Oo95 AS0 GE る 敵 洲 


給 う だ は 、 彼 な り 。 彼 は 地 に 入る も の 、 地 4 レ リン ッ 
より 出 づ る も の を 知り 、 天 より 陸 る も の 、 導 じ 2 op 02K2LS 
天 に 昇る も の を 知り 給 う 。 前 し て 彼 は 、 お ン ッ タタ ラン 
前 た ち が 何 処 に ある と も 、 常 に お 前 た ちと の bb る po め 9|g 
倍 に まし ます 。 き れ ば ブッ ラー は 前 た ち 2 人 22334 ECW 
の 所 業 の すべ て を みそ な は し 給 う 。( 注 7) っ 6 陣 2 

2 き ws デ 

リン DOM 1 AKG 


つの 3 


注 1 宇宙 の 万 物 は 、 定 め ゆら れ だ た 後 仙 を 規則 正 し く 《 実 行 し 、 神 よ うり 接 け られ た 能力 を 駆使 し て 、 見 事 な 様式 
その 創造 の 目的 を 果たし て いる 。 その 為 、 真 に 強力 で 覧 明 で あら れる と いう 
-、 人 は 償 応 な 《 導 か れる の で ある 。 xx 3 半 物 は 個々 に 、 そ れ ぞ れ の 定め られ た 領 
成 に お いて 、 神 の 業 に は 全く 欠け る 所 が 無い と いう 紛れ も な い 了 真 実 の 証し と な っ て いる 。 以上 の 事 を 当 節 は 示 
し て い タ 。 


建設 と 破壊 の 包 程 は 、 宇 宙 の 方 物 に 常 放 平行 に 行わ れ て いる 。 

3 門 は 万 物 の 始ま り で ある 

注 4 神 は ガ 物 の 帰す る 所 で ある 。 

注 5 神 は 何より もち 神 の 業 に 御 自 身 を 表 き れる 。 

注 6 補 か ら 隠 きれ る 物 は な い 。 又 は 、 神 は 全て を 理解 な きる が 、 神 促 自 身 は 理解 きれ 得 な い 。 

注 7 ある 特定 の 神 の 教義 が ある 人 々 に いつ 必要 と な る か 。 それ を (1) 天 に 戻す べき か 、 つ まり 廃 すべ きか 。 
その 教 浅 が 、 授 けら れ た 人 々 の 魂 の 必要 を 満た な さき な く な る の は いつ か 。 こ の 事 を 御存知 な の は 神 の み で ある と 
示し て いる 。 そし て 、 神 の み が 、 新 た な 教 諸 の 雇 示 の 時 を 知っ て お いで に な る 。 
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第 捉 十 上 次 


6. 彼 は 天地 の 大 権 を 学 所 し 給 う 。 さ れ ば 謝 事 
は アッ ラー に 帰 起す 。 


7. 彼 は 夜 を 恒 に 変え き し め 、 居 を 夜 に 変え さ 
し せ 。 役 は 胸中 に 秘め た る も の を 熱 知 し 給 
う 。 

8. アッ ラー と を の 使徒 を 信じ 、 ア ッ ラ ー が お 


前 だ たち に 継が し ゅ たる も の の 中 か ら 6 アッ 
ラー の 道 の だ ため に 施し を せよ 。 お 前 た ちの 
うち 信じ て 施し を する 者 は 、 い ずれ 
し い 報 溢 を 手 に 入れ ん 。 

9 . 使徒 が 主 を 信ずる よう 稔 め て いる と いう に 、 
何故 な 前 た ち は 信 ぜ ざる か ? も し お 前 だ 
ち が 真 の 信者 な ら 、 主 は すでに お 前 た ちと 
契約 を 結び た り 。( 注 8) 


10. ょ 9 光明 へ 閣 か ん と て 明白 


な る 神 兆 を 己 が 僕 に 降 せ る は 、 彼 な り 。 ア ッ 
ラー は 前 だ ち に 実に 親切 、 且 つ 情 け 深く 
まし ます 。 


11. 天地 の 相続 椎 は アッ ラー の 所 内 だ と いう 
に 、 何 故 前 た ち テ アッ ラー の 章 に 叶 を 惜 し 
むか ? ( 注 9) 前 た ちの うち 、 勝 利 の 前 
に 献金 し 戦っ た 者 は 、 後 か ら を それ を な し た 
者 と 同列 に 非 ず 。 彼 等 は 勝利 の 後に 寄与 せ 
る 者 より 高位 を 占 む 。 ア ッ ラ ー は 、 ど ちら 
に も 、 す べ て の 者 に 善 貸 を 約束 せり 。( 注 10) 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 。 


2 
給 


テル ・ ハ ディ ー ト 
っ タ ス っ イッ し る 02 と る 
Ad の うと 1 30 
クッ 9 クタ 
@⑤ っ ゅ パ 


と の 0 8933 は 0 和 h の 
OMYYWICIYM へ 740] 


っ タタ インノ っ の タン タン ン は ュ タ 
3HEPUCTPR2 


ッッ ンタ ーッ タン ) も っ 。 ン ター スン うる る 
の の に の た 52 ぴ め と づ 
の を の 2 イ 2 タイ 
の 入る の 


レセ 4 ン > 2 率 ク レン 
0 し o 衝 お V26 じ 3 


タク タッフ タラ タン 
3 


アッ し 。 タイ ン ン ッ ン プ る ッ ク タタ 
PROG 
ッ 、 る 

⑨ cs が 

ン 計 2 講和 2 二 トス 人 け も だ Et1P24 
に の CC 
ルス レイ M 
つり 206 つっ 負 1dUcdMB 62 
っ る 

⑥ 55 う 


トー ンー る ンタ ん 
る % 人 050d285S 和 省 半 3 


イン シッ タッ と 。 。 ン ラッ ン ン ェ ュ 2 る 
EEOK で YKUTP つ の IL で CT 
ンス ルイ (を て る の 人 放 ん 且 ン 生 
oyeBeld OS う で 1 きら 2 
1 レン ン を みち っ タン タン っ る 
695 肖 う 1 の 


ゴス ュ ユン タッ ン 。 タン 
CS5 ひ 8O2 LR で 


を る っ と 1 時 3 
2 えい AhY で お 


注 る 当 節 の 「 契 約 」 は 、 

表し て いる 。 

注 9 人 は 、 物 引 的 所 有 物 を 全て 、 そ れ は 本 来 神 に 帰す る 
注 10 メッ カ 陥 落 、 あ る い は フ ダ イ ビ や 協定 。 
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人 間 の 本 質 に 植え 入 け られ だ 押 へ の 信仰 と 、 神 の ぉ 側 へ 近付き だ いと いう 願い を 


も の で あり 、 現 世に 残る き ね ば な ら な いで あろ う 。 


弟 五 十 ] 


E 音 


アル ・ ハ ディ イード 


12. 


第 二 項 
アッ ラー に 立派 な 貸付 を する 者 は 誰 ぞ ? 
アッ ラー は その 者 の なめ に それ を 倍加 し 、 
且つ 沢山 の 報奨 を 与え ん 。 


ン 香 31E64KS 人 あ 沿 GONI6 


その イイ の ン 生 


@ 生 。 な 1954 


18. を の 日 注 は 、 男 や 女 の 信 者 の 前 や 右側 に 区 2147 1 5 
ーー 5 
が 走る を 見 ん 。 硬 し て 彼 等 は か く 云わ れん 、 いつ 2 。 ー 
「 今 日 は 前 た ち へ 姜 報 あり 。 お 前 た ち は 、 2 2 Lt32gf et 
河川 流 る る 楽園 に 、 永 造 に 住ま ん 。 を は 大 : ン 
3d 9 こく PO 人 
成功 な 9」E。 ee 
@s233 絢 全 3 お 
14. を の 昌信 信者 ど も の 協 や 女 は 、 信 者 に OODGa2 Os お 訂 タ タ 
向っ て 云わ ん 、「 し ば し 和 持 た れ よ 。 我 等 に も ンジ 
あな た 方 の 明り を 貸し て くだ き 5a が に は っ ンジ S も 2 
( 注 11) 彼 等 は 云わ れん 、[ 引 き 返 し て 、 明 ッッ シン テン っ の 
り を 求め よ 、 も し 可能 な ら 6] と 。 放し て 2 の 2 才 ら 
ち ま ち 、 信 者 と 似 圧 信者 E の 間 に 羽 の 付い 尼 っ 33 kk 人 
8 中 
た 壁 が 立ち は だ か る べし 。 ( 注 12) 話 の 内 示 み 5 っ 2954MVS 3 
側 は 慈悲 、 外 側 は 懲 導 あ る べし 。 @ ら SH 
15 公 非 人 者 は 信者 に 向っ て 叫ば ん 、「 我 等 は か 設 NEOHIENC の 4 
つて あな た 方 上 符 に あら ざる か ?」 と 。 信 レン 陸 フッ シン ーション 
者 た ち は 答 えん 、「 然 り 、 き れ ど お 前 た ち は 、 類家 | DK アタ 4 の 
自分 を 謗 交 に 陥れ 、 た め ら い 、 疑 い 、 己 れ 。 ァ み ? 状 レッ 
の 容 想 に 出る きれ て いる うち に 、 ア ッ ラ ー の (92 UP し 先 を 8S 
大 命 が 降り たり 。 ( 注 13) 天 際 者 が 、 ア ッ 
ラー に つい て お 前 た ち を 頑 き ぬ 。 
ン ぅ ン ン ダレ 内 の タン ラタン ー ュ の 
16. きれ ば お 前 た ち 、 今 に な り て は 最早 の 罪 で 2 93 58 的 っ oe ちる 92245 
を 諸 い 得 ざ る べし 。 不信 者 また 然 5。 。 。 ぁ ) ン 
お 前 た ちの 終 の 住居 は 業火 な 5。 を は * 前 。O2209 あ ち E (KN 3G 
だ ちの 仲間 な り 。 ( 注 14) げに を は 悪し き ター 
行き 先 な り ] 上 。 eo! 
注 11 「 あ な た 方 の 明り 」 と は 、 真 人 の 信仰 と 普 行 の 光 、 又 は 、 神 を 悟り 、 現 世 で 神 の 喜び を 求め それ を 手 


に で きる 能力 の 光 。 


往 


注 


12 


壁 の 形 を 取る で あろ う 。 
天 届 


14 「 を は 


ここ で の 「 堅 ] は 、 イ スラ ム 教 、 又 は クル アー ン の 壁 を 指す 。 不 信心 者 は この 豆 の 外 に 止ま る 為 、 彼 
等 の この 行為 は 来世 に 
:13 神 の 前 、 
お 前 た ちの 仲間 な り 。」 この 言葉 は 反語 的 に 用 いら れ た よう だ 。 


え メ 、 決 の 事 を 示し て いる の か も 
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第 生音 


テア ル ・ ハ ディ ー ド 


タク タタ ン ン ッ ン 。 


17. 生ずる が その 心 を 請う っ て アッ ラー を 金 2 に る 際 0 
、 降 し 賜わり た る 真理 を 順 奉 する 時 は 、 リン 、 
2 さか 彼 等 以前 に 経典 を 授け IGE の 竹 362 3 gw 
て いた だ き な が ら 、 ア ッ ラ ー の 北 間 の 衣 。 。 ン ィ c ルン cm ァ と 3 衝 
を 延期 さま れ た だ め に 、 を の 心 が か だく な に ご て 53 eyi ec 隊 
な り 、 多 く の 者 が 背 迎 者 と な り 果 て り 。 あ ンタ ーー 2 
の 者 ども の 剛 を 貼 ま ざら し むる 時 は 、 玉 だ 6 和 2 うう も 
到 ら ぎる か ? 

18. アッ ラー が 能 く を の 死 き る 大 地 を 足ら し む OS SAOSJSylS 人 (SI2I 
る こと を 知れ 。 わ れ ら は お 前 た ち を 悟ら し レン シン > ジャン 
めん が た め に 、 き ま ざ ま な る 神 兆 を 示 せ og 
り 。 

19. 培 捨 を 行う 男女 、 並 びに アッ ラー に 立派 な 1 の 25 さ IMA1EYG Si8) 
供 付 を する 者 は 、 そ れ を 倍加 きれ 、 是 つ 光 ッッ ラン タン ロレ 
栄 ある 報奨 を 受け 4。 チト 4 ます の 作 そ HKeC4K す に 

20. アッ ラー と る を の 使徒 を 信ずる 者 、 彼 等 は PU46 の KM 

8 GMT 0 ONIE 
和 者 な り 、 の 眼 衣 に お いて 証人 だ る べき の # グラ 
者 な り 。 彼 等 は 報 茨 光明 と を も の に せん 。 ンー 
きれ ど 、 不 信心 填 並 びに われ ら の 押 光 を 所 cue の 
耕す る 者 、 彼 等 は 地 銘 の 住人 な 。 CM KT 
と 】 ンタ T 

21. 現世 の 生活 は 、 た だ の 和 団 み 、 多 呈 ら し 、 虚 守る 2 人 3 CA ンジ ウイ 
錦 、 過 壇 れ 、 二 と 子女 を 首 や すこ と の 読 争 "ラフ に IGE 
に すぎ ぬこ た を 知れ 。 現代 と は 、 鍵 う れ ば 5 2 2 EAI 
慈 軸 の 如 し 。 作物 は 生長 し 、 耕 作者 を 喜ば を ss 侍 
し む 。 次 いで それ は 枯れ 、 色 括 せ 、 終 で 3 86 所 て eg まそ 
紅 尾 の 折れ は し と な る を 流 は 見 @。 凍 し て レッ シン 3 イン ッッ タン 
來 選 で は 、 不 閉 者 に は アッ ラー の 厳し い 千 ee 
呈 あ り 。 装 し い 者 に は 彼 の 容 短 訪 沿 あ り 。 ン ンジ レッ ン る 62 る の (イン 

わ Quo の 
まこ 上 に 現世 の 生活 は 、 来 の 問 の 許 5 の 楽 2 あう lo みう oe 
し みう に すぎ す 914 ピ 120 

22. され ば 、 主 の 衝 邊 と 、 天 地 ほ 同じ 広 き の あ 2 UI もい 
る 楽園 を 求め て 互 に 競い 合え を 。 を は アッ 

し れ な い 。[ 地 狂 の 挫 の み が 、 現 世に 不信 心 者 の 外 し た 罪 の 汚れ を 取り 除き 、 彼 等 を 現 の 向上 に 敵 南 し た 者 に 


この 様 に し て 彼 等 の 友 と な る で あろ う 5。」 
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24. 


26. 


27. 


28. 


- か か る 億 


ラー と を その 使徒 を 信ずる 人 々 の だ め に 設け 
られ だ た り 。 こ は アッ ラー の 思 殴 な り 。 ア ッ 


ラー は 叫 れ の 欲す る 者 に それ を 授 【 Me 
アッ ラー は 限り な き 思 苑 の 主 に まし ます 。 
、 この 世に 起 る いか な る 炎 厄 も $、 ま た だ お 前 た 


ちの 生 に 降り か か る 災難 も 、 わ れ ら が それ 
を 生 ぜ し むる 前 に 、 す で に 経典 の 中 に 記 き 
れ ぎ る は な し 。 そ は アッ ラー に は いと 易 き 
こと な り 。 


そ は お 前 た ち を し て 、 失 える が 故に 悲し ま 
ず 、 与 を られ た が 故に 大 得意 に する こと な 
か らし めん が だ た だ ため な り 。 ア ッ ラ ー は うば ぼ 
和 れ 強 い ほ ら 吹 き を 変 し 給 わ ぬ 。 

は 自ら 答 益 に し て 、 他 人 に も 
番 を 勧 p。 た と い 柳 が 晋 を 向け よう と 
も 、 ア ッ ラ ー は 自足 者 な り 、 讃 美 せ ら る る 
作り 。 


げに われ ら は 、 明 ら か な 神 光 を 授け て 使徒 
を 造 わ し 、 ま た 人 々 が 正しく 振舞 うた め に 
使徒 上 共 に 経典 と 正 邪 の 権 稀 を 隆 し た 5 。 
われ ら は また 鉄 を 授け た り 。 そ は 猛 列 な る 
カカ あり 、 ま だ 人 間 の た め に いろ いろ と 便利 
を 供 す 。 こ は アッ ラー が 密か に 、 御 白 分 と 
を その 使徒 を 助け る 者 を 知ら ん が た め な り 。 
げに アッ ラー は 強大 に し て 、 借 大 な り 。 
第 四 項 
また われ ら は 、 ノ アア プラ ハム を 道 わ し 


だ り 。 黄 し て 邊 等 の 子 徐 の 中 に 。 項 営 者 と 
経典 と を 授 1 }) だ り 。 さ れ ば 役人 等 の 中 に は 、 
答 導 に 従い た る 者 も あれ ば 、 背 逆 せ る 者 も 


多 か り き 。 


その 後 も われ ら は 次 々 と 使徒 を 伺 わ し た 
り 。 更に われ ら は 、 マリ ア の 子 イ エス を 六 
ゎ し 、 テ に 福音 を 与え を だり 。 硬 し て われ ら 
は 、 イ エス を 受け 容れ し 人 々 の 心 に 親切 と 
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[OAIURTT 65ESN デ ピ 
3 の 2 OMVETGUY10 

@ ME 
SG の SG を yes oeSL3C 
CONCG 人 1 半 の 


ヽ 


966 ヒ と ル 
の 5 JE する る 5 各 5 

の 仙 cGo2 あ zo 錠 の 
ecsilG0225136d 多 


タタ レン る Cf 人 2 と BZ 2 名 ッッ ンス 
ELodbOEI29 0 ズ WI 


レン 9。 ン ン 
NEO 0 の 36 


1 タン で の の ター タン タ 5 ュ ブイ ッ ン 

MC URIVG ま が の ンジ UEAI 
を の っ ンタ その 

⑨ と と きめ 201 

EAC その のり JR1GIRGI 
で とう を っ タッ ンク ルレ ンプ く 。 タ る 
う ひっ 3 の の ら 

ン ッ ター 1 P 

eS 人 


ン 235 3 


EE EE > 4 
らし 232 Cy WP の 


っ sfGP そ 


第 五 十 世 


アル ・ ハ ディ ー ド 


慈悲 と を 宿 ら し め た り 。 きれ ど 、 禁欲 的 修 
道生 活 は 、 ア ッ ラ ー の 玄 仙 を 求め て 役 晶 
身 が 編み 出せ る $ の 。 そ は われ ら 6 が 命じ た 
る も の に 非 ぎ る な り 。 前 8 彼 等 は 之 を 正 し 


Py レク ンプ が ッッ る 


に CEGF た TIE 
前 HKC0PLCTKCYI 


ラン レー レン る レ 3 ンス 
( 租 守 せ ぎ りき 。 わ れ ら は 彼 等 の 中 の 信 ぜ 36 ゆら と GS Aos め 
し 者 に 当然 の 報奨 を 与え た れ ど 、 彼 等 の 多 の ン テッ タン シイ アタ レン 5 
く は 背 逆 着 な り 。 人 266 っ 53 の a Lo を 9 eslcyoJl 
た た 4 1 
OCT 
レッ 
29. 流 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ テー を 長 和 れ 芝 い 、 を 08351 を 32506 KAKAKU 人 
の 人 全 を 信 ぜ ょ 。 さ すれ ば アッ ラー は jp 前 シン 2 の M 凡 PA ei 
た ち に 、 二 倍 の 北門 を 抄 れ 、 延 許 を 照ら す の AUO る 
光 吸 を 賜 い 、 呈 つ 容 類 せん 。 げに アッ ラー を 3 る 多 2 らら 5 ララ 
は 寛大 に し て 、 慈 門 深く まし ます 。 POP っ うり 
を る 。 る 
⑨⑮ 2 とう 
30、 経 内 の 民 は すべ か らく 知る べし 、 彼 等 に も るり ラチ 2 の ペン 08 NNE 
、 (の JOg らら ゅ REIIG lu ゅ ea 
アッラー の 思 訪 は いる きか も 左右 し 得 ぎる 2 
症 の 記 っ テグ は 由 0 ます 
こと を 。 その 恩 元 は た だ だ アッ ラー の 御手 の に OPDID っ OS12 人 IJA 2 
うち に あり て 、 己 が 欲す る 者 に 与え 給 う 。 た ン 外 科 ン と 
アッ ラー は 限り な き 皿 管 の 主 な り 。( 注 15) ら る 21 Us 仏 BR れ 2 
注 15 神 の 思 恵 は キリ スト 数 徒 だ け に 与 た られ る と いう 彼 等 の 誤り も 正 し 、 今 や 神 は 別 の 人 々 、 イ スラ ッ 教 


徒 に を れ を 移 き れ た と 知ら し め よ 。 
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第 人 間 


EE 呈 と タン を シャ ント 
間 え 、 な ぉ 区 35e386 を 1J3 351 くく OS 
言 を 聴き た り 。 ン 


っ 
を デッラ ー に する 女 の 、 ルレ ッッ ン 1 ュー レシ ション 
ン 。 る トン シン レセ タン ッ ン タン aga ピン 
まだ アッ ラー は 、 お 前 た ち 両 人 の 対話 も 馳 AIOUOD2E eea bbS2bLI KS 
きた り 。 げ に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す を ラン っ 
べ て を み を な は し 給 う 。( 入 1) の で > 


吉本 の いま 2 を 1 で お た で あじ パピ 

3. お 前 た ちの 中 に は 事 を 自 分 の 生 と 呼び 、 故 Go っ Ga 近 
に その 妻 に 近づか ぬ 者 あり 。 母 と は 自分 を ン イン 5 2 ラッ 、 

生み た る 者 の み 。 さ れ ば 役 等 の 云う こと は 。 うろ emO0 う ISL SRea1 の し Seo る | 


細 ら か に 獲 且 つっ 政 し か ら ず 。 きれ ビブ ッ ンー ュー ン 1 人 っ の ちっ お を イッ 
5 の つろ るみ 本 名 1 
ラー は 赦免 者 に し て 、 覚 容 者 に を し ます 。 ツラ 2 うら と 


の ラタン の タン ン る 1 ン 
の 2 多 3 人 あ 18! 
4. 朗 を 母上 呼び 、 後 で を の 言 を 拉 思 せん と す の 062 まれ は 9 どら OAI 


る 者 は 、( 注 2 ) 盛 に 肌 を 触れ 合う 前 に 、 奴 レ アッ ラン ン ルン 9 
隷 を 一 人 開放 せ ね ば な ら ね 。 こ は お 前 た ち 1 の 2 人 の Sg を の る 2 計 ッ 


へ の 訓 形 な り 。 アッラー は お 前 た ちの 所 業 oo と を は 
を 弟 知 し 給 う 。 OS も 6 


5. きれ ど 、 一 人 の 妖 隷 も 5 た ぎる 者 は 、 肌 を Ao の の 63 2 3 っ っ 
角 れ 合う 前 に 、 二 カ月 秋 読 し て 断食 き ょ 。 の ヴ 


注 1 ケア ウス ピン サー ミッ ト の 誠 で あり 、 タ ラバ の 娘 ハ ウラ は 、 大 が 役 女 を 「 母 | と 呼ん だ 為 、 彼 か ら 雌 き 
れれ て し ト ま っ が 正確 に は 、 彼 は 次 の 様 に 語っ た 。「 あ な た の 疹 は こと っ て 母 の 背 の よう だ 。] (だ か ら 、 も は 
は で き な い 。 )m いり アラ ブ の 民 習 て は 、 の 様 に し て 大 婦 関 係 は 街 止 さ れ た の 哀れ な 女性 は 


する 事 も で きず 、 中 途 半 引 な 状態 に お か れ 、 面 倒 を 見 


役 は モハ ッ ラ ド 預 言 も と に 行き 、 彼 女 の 置 か れ だ 困っ た 状況 を 1 え 、 こ の 事 で 
彼 の 助言 と 助け を 求め た 。 彼 は 、 啓 示 か れ な けれ ば この 種 の 問題 に は 決定 を 『 き な し に し て い だ の で 
役 に 何 か し て あげ る 有力 が 自分 に な いと 認め た 。 示 が 下り 、 こ の 5 明る れ た 。 
入 2 「 そ の 言 華 を 撤回 せん ]」 と いう の は 、 妻 を 「 母 」 と 呼 「 関係 を 取り 戻し た い 


と 願っ て いる 事 を 示し て いる よう だ 。 又 、 一 度 妻 を 「 結 ] と 呼ん た 
後者 の 意味 に と れ ば 、 を それ は ふし し た は ずみ の 言葉 で は な く 、 故 
は を れ に より 、 当 分 及び 次 節 に 定め られ た 加 を 負わ ね ば な ら な い 。 


り 返 し だ と も と れる 。 
返し た も の で 、 発 言 者 
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沿 五 十 狼 意 


アル ・ ム ジャ ー デ イラ 


を 能 く せ ぎ る 者 は 大 人 の 作者 に 食 を 


9。 これ 等 き は ア > っ て 規定 きれ た 
搾 な り 。 病 し て に は 痛 還 あり 。 
( 注 3) 

. ブ アッラー と その 使徒 に 逆 う 者 は 、 彼 等 以前 
PMS 必ず 早め られ 


。 われ ら は す で に 明 四 な る 種々 の 神 光 を 


放 きれ ば 不 人 因 は 屈 万 的 な 懲 六 
を 受け ん 。( 注 4) 

アッ ラー は 、 役 等 を 一 緒 に 医 ら し めん その 
上 等 に 告げ ん 、 役 等 の な せる 所 業 を 。 
彼 等 は を れ を すでに 忘れ た れ ど 、 


は それ を 記録 せ り 。 ア ッ ラ ー は 万 吾 
し 給 う 。 


見 ぎ る か ? 直し 相 れ ば 、 矯 は 
第 四 者 な り 。 五 人 で 語れ ば 、 第 六 者 な り 。 

それ より 多く と も 少な く と も 、 條 等 の 在 る 
と ころ に は 何処 に 6 彼 は 彼 等 と 僅 に 和 し 給 
う 。 2 和 、 復活 の 日 に 、 役 は 彼 等 の 所 業 
を 告知 せん 。 げ に アッ ラー は 一 切 を 熟知 し 
給 う 。 


可 や られ た る 人 徒 涯 が 
20 使徒 に 対し て 、 因 上 、 違 孝 
し か 彼 等 は 、 


5 201S2Oe の いら ぅ 


て ーー の タン タン る る 

UECOPI ど OTTO 

IEDS oe 

に Cr と た いる 

QoteS の IAe ON う 

イレ レッ クタ ンタ セッ ン 5 る レン スッ 
の PCCYM を 6 


ノッ タタ ン 2 


イン ブッ イン 


17EIYM4KW 1 学 計 

23 ? 人 8 交 計 8 ee し 

ee 28 じ る 交 た る 

る ター っ タン トン ンタ イ っ ラン ン ンタ る レン シベ ク し 

2 し の 2 を 2 う 249 し 993 
、 


る 独 つ 1 レッ ブン | ン クッ クタ ゅ ンタ 

に 00 と の CHC うき 光 の 4 

の ンタ る 

の 62 

の ンー っ の ーー ンタ ター レッ 人 。 ス ュ ン ン ライ ン 

speedloEbe で Mid っ 1 
フタ トレン レン タッ ン ロタ る 

gP い Al し 6 の 52 う 

レ ラン そつ 9 レン ロイ ャ ンク フ 12 9 の 0 ニン ニタ ン ン 

ORECS3FL 513 の と 21 CKa32 う 


人 5 2 結い に 


ある 。 ユダヤ 人 及び 壇 普 者 に よる 


これ 等 の 細 に 述べ られ た 昌 
- 交 く 、 軽 く あ し ら う 事 は で き な い 。 
妻 を 「 母 」 と 呼ん で 、 天 婦 


則 を 「 母 | と 呼ぶ 事 が 大 罪 だ と 示す も 


係 を あい まい に する こ 
の 瑞 対 と いう 圭 題 が 、 


の で ある 。 母 と の 結び 付き は 


は 神 に 背く に 等 し い 、 そ の 罪 は 憎む べき も の で 


節 で 適切 に 導入 る れ て いる 。 
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・ ム ジャ ー デ ィ 


ラ 


人 ビ テ ッ ー は 我 等 の 言 辞 に 対し 
六 を 聞 せ ぎる か ?」 と 。 彼 等 に は 地 
馬 0 ん り 。 彼 等 その 中 に て 燃 か れん 。 


タン 


トチ こり は 90 じ TOK の を 
ONC4 タタ 


シス イィ ンス 


の 人 く 2 く 2 ダ タッ ン 


袖 な る か な を の 落ち 行く 先 は ! ( 当 5) クン ョ テン 
⑤ 叉 g41OAAS 
10. 流 等 信徒 た ちょ 、 OMMNNNR 対 BC の ICH 
する 罪 や 、 連 犯 や 、 不 明 従 を 了 lg 
を する な か れ 。 馬連 友 す る こよ 1 の キン 
3obOsl3 リ 
に つい て 相談 し 、 二 し て ッ ラ ー を 刀 れ 炎 eo 1 5 
を 。 お 前 た ち は 彼 の 誠 へ 吾 し 寄せ られ ん 。 靖 PUFSIIYCFEI を | 
( 注 6) プ グ て 
11. 邪悪 を 目的 と する MA 
まし めん と する 張っ 。 時 4 リレー し こ 
ラー の 許し な し に は 、 多 あ っ 多 o 和 92eaL 
害する 能 わ ず 。 る れ 1 フュ ッ ン 
を アッ ラー に 放す べし 。 の の 2 作 : だ 36 
12. 浴 等 信 竹 た ちょ 、 集会 の 申 い 広く 場所 を あみ - 52 る dSGEigt 才 
け よ 」 と 去 われ な ば 、 た だ ち に 広く 場所 を て 
と まい ンタ さ タン 3 ン 
あけ よ 。 ア ッ ラ ー は お 前 たち の た め に 広い RI あつ 2 時 RS41 
場所 を 設け ん 。 また 「 趣 て 」 ほ 云わ れ な ば 、 ター ラン レッ る 22 を 4 
も に 起 て 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 中 の 0 I940PC た 2 DNSESH 
W\ び に 知識 を 授 りら れ た る 者 を 、 高い ネン ン ン ピロ ン 
CS 
位 科 に 登ら し め ゅ 給 う 、 ア ッ ラ ー は 前 た ち 2 だ OPECAID 
の 所 業 を 数 知 し 給  。 @ 和 2 
13. 流 等 信人 た ちょ 、 使 徒 に 私 的 な こよ で 相談 | 凌 腔 2 多 KAC41ICCfG 168C 
する 時 は 、 を それに 先 だ ち 幸 拾 を せよ 。 を は と 。 ッ B - 
ーー ス っ る の クン ン い 1 人 ちる フン ラン ラン ン ン タン 
前 た ちの た め に な り 、 清 座 な り 。 き されど みう な 人 05235 の 5505 て 2 
施す も の 持た ぎる 場合 は 、 ア ッ ラ ー は 大 4。 レッ ィ 
ジン と あくま で 3 ライン 
深 て まし ます 。 の 2 つ AEd6O5bA ま が の 52 
注 5 この 人 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対す る 、 ユ ダ ヤ 人 及び メデ ィ ナ の 偽 普 省 の 陰 護 に 触れ 、 披 
て いる 。 ユダ や の ! 族 の メデ ィ ナ か ら の 追放 は 、 彼 等 が イス ラム 教 に 対し て 、 又 モハ ッ マ ド 預 


謀 を 繰り 返し た 為 で ある 。 


注 6 


当 入 及び 決 の 節 で は 
信者 は 、 正 長 を 推し 進め る 為 に 、 


の 会 合 を 催す 事 は 許さ 
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会 合 が 非 難 々 れ て いる ヵ 


の 答 め 


る の で は な い 。 


め は 制限 な く 行 われ て いる 


れ て い 


第 五 十 久 章 


アル ・ ム ジャ ー デ ィ ラ 


14. 吾 前 た ち 、 相 談 す る 前 に 肉 拾 を 行う こと を 作 ら 0 の 0 tt2 の CE の 
1 
搬 る か ? 前 た ち 字 を な さと も プッ 5 ロー 
ラー が お 前 た ち に 寛大 な る 時 は 、 礼 拝 を 人 遊 る 彰 紹 っ っ 5? 1 志和 才 発 3 ス る 
守 し 、 定 め の 喜 拾 を な し 、 ブ アッ ラー と その 」 レレ ラン チー 
使 催 に 従え 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 所 美 を ろ 2451L ら の ISLAI23 
熟知 し 給 う 。 フレ の > っ 移 ノブ タン 
ー @6 上 3 し 。 品 る 代え 2 2 の 6 
弟 三 項 、 
15. 流 は 見 ざる か 、 か の アッ ラー の 怒り に ふれ 8 04 る の ! 考 匠 
2 に 2 CeE oid123 
た る 者 ども を 友 と する 従 湊 を ? 彼 等 は クッ 
前 た ちの 仲間 に 非 ず 、 ま た 彼 等 の 仲間 に 非 ご oN ら 6 22 299 さる る 人 
ず 。 彼 等 は を れ と 知り つつ 虚偽 の 交 言 を な 2 
す 。 [oIGKWE を 4 3 
16. アッラー は 役人 等 の た め に 厳し い 谷 凍 を す で 。 っ 気 っ 2160o32 Mt 
に 用 意 せり 。 彼 等 が 日 項 な せる こと は 実に - 遇 列 
邪悪 な り 。 eS 紀和 
17. 彼 等 は 悪行 を 朋 き ん が た め に 伯 い を 立て OO 生え リー 還 
( 注 ー の 道 よ り 人 々 を 背 か し む 、 2 リン 
それ 故に 彼 等 は 屈 的 な 身 同 を 受け ん 。 @ ら GA る あ 38.298 紹 
の と ずみ と る シノ ヒル う , すう 
18. その 財 も 子女 も 、 ア ッ ラ ー に 対し て は いき の 6993 骨 表 交際 
きか も 役に立た 2 こい 彼 等 は 泉 火 の 住 し 。 ュ ン 
人 、 そ の 中 に 永 寺 に 留まら ん 。 ⑨)A み 人 0 ACID 4 ル 
19. アッ ラー が 役 守 を 一 斉 に 召集 する 日 、 彼 等 し そっ の 入 22Ec し 5 
は 今 お 前 た ち ヽ を 立 る 如く アッラー に し し の 
ンプ り っ る ン ッ グン プン ッ スロ ッ 
傘 い を 立て 、 以 て 何事 か を 得 ん 上 四 ゎ ん 。 SI ek 2 ピン の 2 
彼 等 こ を は げに 嘘つき ぼ 6 な り 。( 注 8) レッ っ 
⑨⑲ 〇 め 9 
人 。 82 る 36 2 信 も 34 
20. 悪魔 が 彼 等 を 支配 し 、 彼 等 に アッ ラー を 念 Pt う kcg 
ずる こと を 忘れ る し め た り 。 彼 等 は いま ルン 
部 了 諾 の 全 間 な り 。 悪 廃 の 仲間 こそ は げに 和 失 の ちる 導 あ 負っ 村 3 
敗者 な り 。 1 
@6 ジ っ 対し 
注 7 偽善 、 宮 響 に より 、 を その 信 爺 が 真実 で ある と 大 声 で 言明 し 、 そ の 偽り の 准 い を 隠 そう と する 。 


注 き 


人 が 常習 的 な うそ つき に な っ た 時 、 


御 阿 に あっ て きえ 、 無 実 を 主張 する で あろ う 。 
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彼 に は その うそ が 真実 に 思え て くる 。 偽 華 省 は 基 き の 日 に 、 


神 の 


芝 アル ・ ム ジャ ー デ イラ 
21. アッ ラー と を の 使 人 に 送ら う 者 は 、 最 も 時 っ oz レッ ッ ン レン ン ます レッ 条 テン る る 
騰 な る 類 い と な らん 。 の 1 9 ビラ 4btooSeo ouNlo【 
@<MJSSi 
22. アッ ラー は 、「 最 後 の 勝利 は われ と 使徒 た ち 。 る る ムン ョ ET 外 1 ン < る 
< | 1 
の も の な り 1 と を め 給 た 9。 げに テッ ラー マデ 691 ぴり 3EISPy LC 
は 強力 に し て 、 偉 大 な 9。( 注 9) 章 6 
23. 法 は 、 ア ッ テ ー ト 未 旧 を 信ずる 人 々 が 、 SI 2 る 
ラー と を の 使徒 に 癌 6 う 科 夫人 良く する ブ ラン ン 
2 > カン 
を 見 きる べし 。 た と い 家 手 が 父 で あり 、 子 池 Bb 人 どる 9 
で あり 、 多 弟 又は 箱 族 で あろ う と も 。 ア ッ 22 っ でも る 1 2231< | 22 今 移 人 
ー は これ 等 の 入 々 の 心 に 真 の 信男 を 刻み “の なの と の テ ら し っ 4 る 
つけ 、 御 自ら 蛋 起 を 以 て 之 を 強め た り 。 曽 92 23 66C5yLAo8 8 
ら sl5 〇 ププ 旬 ③ い の 
し て アッ ラー は 、 役 等 を 河 用 続 を る 楽園 に の シタ 2 
入ら しゅ 給 わ ん 。 彼 等 を こ に 水 肖 に 住む さ ぐ (る 22G の っ の 8 と と は 2 の 2 
し 。 アッ ラー は 彼 等 に 滴 公 し 、 役 等 も アッ ーー タレ レッ ァ ン ロン 
っ ュー の 科 1 多い る 26 ou 55 
ラー に 満 慌 す 。 彼 アッ ラー の 党 の 者 ゆう な db の の Cr を >6( 
な る か な ! 本 順 成 就 す る は 、 ア ッ ラ ー の タ 8 っ に る 委 と 
し > の UN ce 
党 の 者 な り 。 ( 注 10) で 免 CJP 2 
ンク 2922 
85 移 絡 き 
注 9 最後 に は を 打ち 負かす ボ は 、 燃 更に も 大 書き れ て いる 。 
注 10 舎 者 と 不信 心 者 の 問 に 、 人 長 の 友情 も 愛 捕 も り 得 な い 事 は 明らか で ある 。 両 者 の 概念 ・ 主 義 ・ 信 仰 は 
相反 し 、 真 に 親しい 関係 に 不可 欠 な 利益 の 共有 が 無い 為 、 信 者 は 不信 心 者 と 親交 を 結ば な い 様 め あられ て い 
る 。 信 仰 の 絆 は 全て の 結び 付き に 優 り 、 血 線 を $ し の で ぐ 。 当 節 は 一 般 に 当て は まる も の で ある か 
っ 教 徒 ほ 争 う 不 信心 者 に 向け られ て いる 。 
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アル ・ ハ シュ ル 
(メデ ィ ナ 示 ) 
北 非 : AR 5 る リック き 内 
1 若 下 深く 、 恵 み 略 て アッ ラー の 御名 に お い Oo 60 っ こく 
そ と 


て 。 


タン で 2 


ン 


2. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 す べ て は アッ レイ 5 つ の 710 sl ほじ ある る 
ラー の 栄光 を 讃え 率 る 。 アッラー は 僅 大 に 二 - 
て 、 路 折 に まし ます 。 の を 8 1 


3. 最初 の 追放 の 時 、 経 典 の 民 の 中 の 不信 心 者 clJata1 5 PAUI1 


ぼ も を を の 住居 より 追い 出し た の は 、 ア ッ re 

ラー な り 。 前 たち は 、 彼 等 が 出 て 行く に 【 交 2oSS5 は 2IJ 和 9 2a ル らら 
は 邊 わざ ぎり き 。 ( 往 1) 彼 等 に し て も 、 を の 放 あと ブス ッッ クシ ウィ 
〈 く アッ テー の 攻撃 に 対し て 耐え で W Io る pe っ 居 5 


得 さ べし と 思い た り 。 然るに アッ ラー は 、 了 テー の 5。 ン スン ン ざ 本 る 。 
還 を さり し ころ 5 り 攻撃 し 、 彼 等 の 心中 るみ 人 5GG0 め BS @ ラ 交 


地 を 拉 ビ だ り 。 か て て 彼 等 は 信者 た ち oOA1 る 2 22 の の 錠 ンタ 
いう 60OU ムタ > 穫 【 
* 家 を 破 凍 せり 。( 注 2) アル 0O た 2 


きれ ば 流 等 谷 あ る 者 よ 、 之 を 教訓 ほ せよ 。 MMS 2 
4.、 も し アッ ラー が 彼 等 に 対し て 追放 を 銃 ぜ ず 8 導 人 2 の 12365P の 
ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 実 を 他 の 手段 で 、 必 ず (で JISS ao の 
イト る を) る 内 
世 き 。 前 し て 来世 で も 、 彼 等 は 半 和 光史 人 
を 受け ん 。( 注 3) 
5. これ 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー と を の 使 任 に 送ら う 8 科 の 0 ッ 人 4 2 3 
GS oe27e っ 5 HK る 
が 履 な り 。 居 で あれ アッ ラー に 迎 ら わ ば 、 ルビ っ の し 03 
アッラー の 応報 は 蔵 柳 な り 。 @ oto 2 る 
ptOo り じ 


注 1 メデ ィ ナ の ユダ や 入 の 物 力 及び 政治 同 思 を 三 虐 す れ ば 、 両 軍 の 人 命 の 冬 牧 無く し て 
に メデ ダディ ナ か ら 6 追放 きれ る と は 、 イ スラ ムッ ム 教徒 に は 考え られ な か っ た 。 

往 2 メデ ィ ナ を 本 れ る 前 に 、 パ ヌー・ ナ ズィー ル は イス ラム 教徒 の 面前 で 、 彼 等 の 家 和 や 動産 を 自ら の 手 で 
壊し た 。 モ ハッ 、 思 い 通 り に 物事 の 始末 が で きる 様 に と 、 彼 等 に 10 日 問 を 
二 決 世界 大 戦 で ロン アテ が 採択 し 区 紀 も 前 に 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 が 初め て 作 二 を 
注 3 バス ヌー・ ナ ズィー ル の メデ ィ ナ 追放 は 、 非 常に 軽い 呈 で あっ た 。 彼 等 は も 
然 で も り 、 も し 條 | 追放 きれ て いな けれ ば 、 い つの HH か - 処 きれ て い 
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第 五 二 巡 アル ・ ハ シュ ル 


6. お 前 た ち が 彼 等 の 楽 閣 子 の 木 を 伐 朱 せ る こ II の EEEYYvtKE (あり 2 4 2 ほじ 
ょ も 、 ま た を その 根 の 上 に 立た せ て お いた こ 
と も 、 そ は アッ ラー が 罪 を 犯 せ し 者 を 屋 め の 
ん と し て 、 ア ッ ラ ー の 許し に よっ て な きれ 
た る こと な り 。( 注 4) 

7. ナッ ター が を その 使徒 に 彼 等 か ら の 曽 閥 中 と 2 ちの 呈 高 1 坊 う 
し て 与え し も の は 、 前 た ち が 語 店 臣 を 


タタ タ 


っ て る 1 の に 甘 き ぎる な 9。 ァ ッ ー 時 信人 9 
ー は を の 翼 す 靖 使徒 の 権能 を 授け の > る bs 外 ン < 1 
給 う 。 テッ ラー は 一 切 を 交配 し 給 う 。 26 の の 8 (OM の 
8. アッ ラー が る の 使 衝 に 、 諸 色 の 住民 か ら の 。 1!< PGI と 
和仁 と し て すえ し も の は 、 アッ ラー 普 び 2 とう MOI OOIP 


1299 タン 


に を の 使徒 、 近 親 、 阪 児 、 供 者 及び 旅人 の ふ 1011IENETNIA 光る 
も の な り 。 そ は お 前 た ちの 中 の 富める 者 の 2 ンタ イン 
手 に 入ら ぎら し めん が た め な り 。 何で あれ 交 移 YK も 倫 CI 5 


便 徒 が 与え る 1 の は : を 取り 、 使 徒 が 禁ず イプ の の % HIC ロ 
る も の は 之 を 放 。 げ に アッ ラー の 応報 BC きめ J の 


タ る さ ルル ん 4 レア デコ 
ば 泡 了 な り 。 @ 人 MG 5 も 20 人 3 1 紹 5 4 と 
ンプ ーー グ 


ちか もの アト 、 、 ンー ター クタ タタ レッ タン ッ フー 1 クー キン ン 96 
9 . 直 度 品 は また 貸し い 稼 作 な ちの 5 の な り 。 2 交 IO 0 
彼 等 は アッ ラー の 恩 苑 と 畜 賞 を 求め る 余 イン レッ タン 。 コン 


シノ し 』 』 と まけ 
り 、 家 導 を 追わ れ 財産 を 央 いた り 。 きれ ら 22 ン 35 612255 66 公 ら ま g2215 


タ 


アッ テー とる その 使徒 を 防 け た 9。 こ れ 等 の を ター コーラン ロン 寺 ア ッ ラン は ンタ タン ン 

者 の 信仰 は 、 設 実 な り 。 ICAOIDEIEOICOIO ジ に 

まち 2 を 作 が FC を デレ ルレ マリ し イイ ンチ ザン 

10. 移住 者 以前 に すでに この 計 に 家 を 持ち 、 和 GO55 系 (Ao2OCDD う つき が 史 う 
信 せ る 者 で 、 秒 住 者 を 愛し 、 移 住 者 分配 。 。。 ょ ッッ ラッ ンコ ン 。 カン レン 
きれ る も の に つい て 心 に 如何 な る 欲望 3 拓 。 ろ 多 2UCeG ら 2 る が う 429 い ふゆ る る 


か ず 、 た と い 邊 6 催す る と も 自 2 分 の こよ イン ラッ レン タタ タン 2 タタ ンー を し 
< Es 

5 移住 者 を 気 造 う 者 、 前 し て を の 心から 6 食 学 6 ら * と 

欲 を 取り 除く 者 は 、 い ずれ 必ず 成功 せん 。 yo の G 記 2 の 2 る の の sz 2 の の レ 


注 4 この 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 質 言 者 の 命 に より 、 バ ヌー・ ナ ズィー ル の ヤシ の 木 を 切り 倒し た 事 を 指し て 
いる 。 3 節 に 述べ られ た だ 通り 、 パ ヌー・ ナ ズィー ル は 要 索 ! り 、 明 け 渡 す 様 に とい う モ ハッ マ ド 預 言 者 の 
命令 を 無視 し た 。 名 囲 攻 撃 が 数 日 続い た 後 、 モ ハッ ッ ド 疾 言 者 は 彼 等 を 降 服 させ る 為 、 彼 等 の な つめ ゅ や し を 切 
り 倒す 様 命じ た 。 ほ ん の 数 本 が 切ら れ た 後 、 彼 等 は 降 服 し た 。 モ ハッ マ ド 頒 言 着 の 命令 は 、 近 代 戦 争 の 法 に の 
っ と り 、 光 常 に 軽く 肛 大 な 6 の で あっ た 。 
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第 拭 二 音 アル ・ ハ シュ ル 
11. 移住 者 と 援助 者 より 後に 入信 せる 者 は 、( 注 5) ぅ . 46 の 人 1 全 の WK プ まあ ん 
いひ sy 19 
云え り 、 「 主 よ 、 我 等 並び に 下 等 以前 に チン ンプ 0 の 
入信 せる 兄弟 だ ち を し 、 信 者 た ち に 対す 9 eS gty2 
る 如何 な る 細 恨 も 我 等 が 心 に 許す こと な か レッ イセ go 
、 の ン の PO 
れ 。 主 よ 、 げ に 液 は 沸 剛 に し て 、 慈 oNCONIC 5 も 発 kS 
まし ます 」 と 。 ミッ スッ ン 
の SAD いう っ う な 
第 二 項 M 
12. 法 は か の 似非 信者 せ も を 見 ざり し か ? 彼 90 12 EE GU 演 害 
ー 2PoIOEENPEHYOAUEUCI 
等 は 経典 の 民 の 中 の 信 ぜ ざる 兄弟 ども に 嘉 M っ 9 
タン イク タイ っ ーッ タグ 
えり 、「 も し jp 前 た ち が メ ディナ よ り 追 放さ 2 も RPTECJD の 3 
れ な ば 、 我 等 も お 前 た ちょ 共に 去ら ん 。 ま 。 %% ぁ た る 
た 午 は 、 も 前 た ち に 南 する 者 は 、 陣 還 で 93103(A21 丈 65992 
従わ ね 。 お 前 た ち が 攻 撃 せ られ な ば 、 我 等 @ ゅ 68 タイ アッ クタ 1 名 部 3 る 放 2 ンタ て 
は 必ず お 前 た ち を 援助 せん ] と 。 き れ ど アッ Oo の LA 
ラー は 、 彼 等 が 働 つ き な る こと を 立証 す 。 
( 注 6) 
し 仙人 】 3 タッ ョ ター タダ 
13 彼 等 が 追わ れる ほる 、 彼 等 は 共に ま り は せ 1 は の 0322O 多 入り 発し 9 
。 攻撃 され る と も 、 援 助 な ど せ じ 。 た と る っ プン 人 3 
い 援 助 する と も 、 必 ず 背 を 見 せ て 政 走 せ ん 。 PMSJ ee の CM りう の の mes 
その 時 彼 等 は 誰 の 援助 $ 得 ぎる べし 。 フッ シン 2 グマ 
@5 記 5 お 
14. 実は 彼 等 の 心 の 中 は 、 ア ッ ラ ー よ り も お 前 6 あみ 222 時 2 
た ち を より 一 必 興 れる な り 。 そ は 彼 等 が な 入 多 の め あ 入る きも めい 3 し 
ラ ァ シン イク タ る 
に も わか ら ぬ 民 な る が 表 な り 。 の 3 ルプ の し 
15. 彼 等 は 強力 に 肪 筆 る れ た 苔 又 は 城 克 の 背後 ME そう も 44 才 HG 
ょ りな ら で は 、 一 団 [ な っ て 、 吉 前 た ち し クー ペン の 2 の * 
戦わ ずる べし 。 彼 等 同士 の 蛋 い は 爆烈 な り 。 22252 
流 は 彼 等 が 団結 し て いる と 思え ども 、 彼 等 。 。 」 
- て イタ ラン る の の 22 る 0 の いる 5 る ララ タタ タイ シッ 
の や な は 四 分 五 下 な り 。 を は 役 等 が 思 底 な き 592528p6U 2 る 人 5 3 らく 
民 な る が 故 な り 。( 注 7) 
注 5 この 言葉 は 、 メ ディ ナ に 後 か ら や っ て 来 た 遊 難民 、 又 は イス ラム 教 徒 の 新しい 世代 全体 を 指す よう だ 。 
年 6 偽善 者 朋 は 、 モ ハッ マ ド 頒 言 者 を 揚 み 、 必 要 な 時 に 手 が 差し 伸 べ られ る と 偽り の 約束 を し た と し て 彼 


と の 契約 を 破る 様 に 、 
み 、 彼 に 向い 進撃 し た 時 、 


注 7 者 、 特 に ユダ ヤ 人 よ メ ディ ナ の 信和 韻 者 は 、 
共通 の 動機 が 無く 、 利 央 も 異な る の で 、 彼 等 の 問 に 真 の 団結 
は 、 イ スラ ム 国 家 に 対抗 し て 


メデ ィ ナ の ユダ ヤ 人 を 煽っ た 
彼 等 は ユダヤ 人 を 兄 捨て た 。 


反 イ スラ ム で 結び 付い て いる 様 に 見 える 


彼 等 の 言葉 を 信じ て 、 ユ ダ ヤ 人 が モハ ッ マ ド 預 言 者 を 拒 


が 、 戦 い の 


は 有り 得 な い ほ 、 当 節 は 示し て いる 。 ア ラビ ア に 


結 し て いる 様 に 見 える 三 つ の 勢力 、 ユ ダ ヤ 人 、 メ ディ ナ の 人 徐 療 者 、 メ ッ カ の 偶 
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第 五 二 九 章 アル ・ ハ シュ ル 


6. 役 等 は 、 役 等 より 少し 前 の 者 ども 、 己 が 所 の タイ 則 IW 2 っ レッ る ンク ン 
| ン 

業 放 に 悪 を 筑 め させ られ た 従 華 と 、 相 い IJA JS 
似 た り 。 し て 、 彼 等 に は 導 前 あり 。 (8) の 


7 そ は 人 に 向っ て 「 信 促 を 秦 て よ 」 ほ 云う 穫 放 。 沼 ( 飲 ら 殺 CDd6 Eh 
に 似 た り 。 を その 人 不信 心 者 と な れ ば 、 悪 受 Go 和 
は 、「 我 は 湊 と 関 あ りな し 。 我 は 万物 の GoalG5281GGIGL3E3 で 8106 
主 ア ッ ラー を 辺 散 し 率 る 」 と 。 

8. され ば 、 彼 等 両者 の 未 路 は 業火 の 中 た な り 、 GOSYt 二 EIEIMATICECGI の の 
未 長く を こ に 住み 留まら ん 。 不 義 才 へ の ^ 


と レッ 5 タン ン 
応報 は か く の 加 し 。 の Gu は を 


第 
9. 光 待 信徒 た ちよ 、 ア ッ ラ ー を れ 才 え 。 市 2631 Fable 
し て 各 人 に 、 明 日 に を な えて 伺 を な すか を 
折 意 せしめ ゅ よ 。 ブッ ラー を 壮 む 却 た え 。 げ に 639 し る 23081 人 6 遇 褒 59 衝 
アッ ラー は お ぉ 前 た ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 。 


20、 アッラー を 忘れ だ る が 故に 、 ア ッ ラ ー が 役 タン 20 1 > 全 の る の レ 
に 7O を し せしめ だ る 者 、 か か る CS 人 5895 
徒 貴 に な る な か れ 。 邪悪 な る 者 と は 、 彼 等 ーー 
な り 。 

21. 徐 火 の 体 人 抄 購 の それ と は 等 し か ら ず 。 [の IT 


EE 呈 


勝利 者 と は 、 楽 園 の 住人 な り 。 


ンー ラッ る マン 
Eh 叶 バ 


22. も し われ ら こ の クル アー ン を 山の上 に 隆 し 2G の の IIRYYE すき 
た り せ ば 、 流 は 、 山 が 異 ま り 、 ア ッ ラ ー を 


掌 拝 者 ク ライ シュ が いる 。 ク ライシュ は 、 イ スラ ム 勢 力 の 高まり に 、 彼 等 の 筑 権 に 対す る 危機 を 読み 取り 、 
2 達 (アプ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ が その 指導 者 で あっ た ) は メデ ィ ナ の 導 配 を 、 を し て ユダ ヤ 人 は 役 街 
の 目的 が な い の で 、 彼 等 の 上 - 辺 の 団結 は 確 韻 た る 基 


と 民族 の 後 越 を それ ぞ れ 名 か され る と 考え 
時 た ず 、 危 機 に 泊 す れ ば 実現 し な いで あろ う 。 

は 、 バ ドル で 不 名 誉 な 敗北 を 史 し た メッ カ の クラ イシ ュ あ る い は 、 バ ドル の 後 課 只 の か ど で 
前 せら れ た バス ネス ー・ カ イヌ カ の こと を 示す よう だ 。 後 " ル の 戦い の 一 ヶ月 後 、 て スラ エル の 三 部 族 の 
中 で 最初 に メデ ィ ナ より 追放 きれ だ た が 、 そ れ は 彼 等 が モハ ッ マ ド 傾 言 者 と の 谷 約 を 破っ た か ら で あ っ た 。 最終 
的 に 彼 等 は シリ アム へ 沙 ち 着い た 。 

注 9 ィ スラ ム 教 以前 の 教義 は い ずれ も 
引き 離す 事 が で きず 、 彼 等 は 宣 い 岩 の 様 に 
に 冶 わ きれ て いた が 、 ム 
が は ほとばしる で あろ う 。 節 は 以上 6 


基 な 恩 教 徒 で ある アラ ブ 人 か ら 多 神 教 信仰 及び 偶像 近 拝 行為 を 
ゥ ウィ ン の 慣習 に 同封 し 、 隣 打 す る キリ スト 教文 明 の 華やか き 
告げ の 前 に へ こり くだ り 、 か っ て の か たく な な 心から は 、 知 識 の 泉 
し て いる 。 
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第 五 九 意 


アル ・ ハ シュ ル 


24. 


25. 


、 彼 は アッ ラー 


恐れ て 粉砕 四散 する を 見 ん 。 わ れ ら が これ 
等 の 比較 を 述べ る は 、 人 間 に 反 省 を 促さ ん 
が た め な り 。( 注 9) 


な り 、 
見 を える も の 5 知 江 し 給 
慈悲 者 な り 。 


彼 の 外 に 神 な し 、 見 を 
ぎる も の も 、 う 。 彼 


は 仁 北 者 、 


彼 は アッ ラー な り 、 
者 な り 、 天 主 な り 、 
授与 者 な り 、 守 護 者 な り 、 併 力 著 な り 、 

服 者 な り 、 骨 り 。 神 曹 な る か な アッ 
ラー、 人 々 が 第 と 億 せ 訪 る 神々 と は 比較 に 
な ら め ぬ 高 み に ま し ます 御方 。 

彼 は アッ ラー な り 、 和 創造 者 な ゅ 、 造形 者 な 
り 。 最 高 の 美 名 は 挙 す て 彼 の 有 な り 。 天 に 
ある も の 、 地 に ある も の 、 挙 げ て 彼 を 議 美 
し 奉る 。 彼 は 偉大 に し て 、 賢 折 に まし ます 。 


役 の 外 に 神 な し 、 再 高 
平安 の 源 な り 、 の 
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ICE 
@6 KC 2 クタ 7uM 人 3 


る / レ る 4 クタ タイタン る タル レン 
By SAYI40Y30 人 6024 
eu222302 


本 6 を IOUMIETY ス ID 生 

0 2 520 2312 314K St 
っ 3 * 

eo の Sc Ao 


HATEYY2(K 和 IKUIEIPTP 


及 人 EDITCTNOIE1 や 11 
@ 計 軸 ) 


アル ・ ム ムタ ヘナ 
(メデ ィ ナ 示 


融 
・、 演 
て 


あま 3 
悲 深 く 、 叫 み 伯 く ア ッ ラ ー の 御名 に あい 


。 液 等 信徒 た ちよ 、 わ が 敵 に し て 且つ ぉ 前 た 
ちの 敵 た る 者 を 友 と する な か れ 。 お 前 た ち 
は 、 お 前 た ち に 降 き れ た る 真理 を 信 ぜ ず 、 
お 前 た ち が 主 アッ ラー を 信ずる と いう だ け 
で 使徒 並び に お 前 た ぁ を 家 郷 か ら 追 
い 出し なる あの 者 ども に 、 友 語 を 示 き ん と 
する か ? た と い お 前 た ち が わ が た め に 出 で 
奮戦 し 、 を 得 ん と 欲し て も 、 心 ひそ か 
に あの 者 ども に 好意 を 寄せ て いて は 、 わ れ 
和 旨 0 しき 交 員 す こ と も よく 承 
知 し て いる 故 、 彼 等 を 友よ と する な か れ 。 
5 凍り の う も と あれ る の ょ うん こし を 
な さき ば 、 正 し い 道 を 踏み は ず し た こと に な 
ろう ぞ 。( 注 1) 
。 も し 邊 等 が お 前 た ちよ り 優 位 に 立た ば 、 科 
等 は 必ず お ぉ 前 た ちの 敵 と な らん 。 面 し て 彼 
等 は 悪意 を 以 て 、 そ の 手 と その 舌 を お 前 た 
ち に 差し 伸 べ 、 お 前 た ち が 不 信心 者 に な ら 
ん こと を 熱 密 す 。 


。 族 の 絆 も 、 子 女 も 、 復 活 の 日 に は な ん の 
役 に も 立 だ ざる で し 。 アッラー は お 前 た ち 
] 決 を 下す べし 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 
所 業 を みそ な は し 給 う 。 

。 お 前 た ちの た だ ため に 、 ア プラ ハム と 彼 に 従い 
た る 人 々 の よい 手 本 あり 。 役 等 は その 民 に 


タ 


に ンダ ナク ン 


0: bfAtUIP 
59828 し る の 衣 先 拓 
Road 
AV プ PS ッ ン と > 全う 名 9 人 CUKCGYP0 

coilrne 2 
2 人 ASSTE AKI6 ち 832 
OAIdIP Cf ま 16 が 1C も と 


ERIKWEOHDI*C ス CPK 
HIS1CP1LDAOC 


る イン ンプ 引 レ タッ 


OAD 8 きっ Sd3 


や イス ラム 
な る 近 親 省 と の 縁 に 配慮 し な く と も 良い と いう 事 も 、 
准 で あれ 、 神 の 貞 で ある 。 


この 禁止 令 は 非常 に 厳し いも ゃ の で ある 。 イ スラ ッ ム 教徒 は 、 神 の 南 と 公言 する 者 、 そ の 家庭 か ら 預 言 者 


教徒 を 追い 払い 、 
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イス ラム 教 を 減 ぼ を うと する 者 と 親交 を も っ て は な ら な い 。 イ スラ ム 教 の 妨げ に 
この 禁止 令 に 含ま れ て いる 。 イ スラ ム 教 の 責 は 、 


それ が 


第 次 十 次 アル ・ ム ムタ ヘナ 
向っ て な えり 、「 表 等 は 、 お 前 た ち 並び に お 25 プア 241IRIEEAIC 
前 た ち が ア ッ ラ ー 以 外 に 水 め る 神々 と 何 ん ン 。 レン 開 
の 関わ り も な し 。 衝 等 は お 前 た 02 く 1 は の の St5 ジ 4 
神々 の すべ て を 信 ぜ ず 。 お 前 た ち が ア ッ スン ショ ンタ ンー シン 
ラー の み を 信 ず ゆ 5 を PIAIIKG で 
た ちの 間 に 憎悪 が に プイ レッ レ 
引 ま 。 但 し 、 ア ブラ ハム は を の 父 に 向っ の 99 お ia 

な えり 、「 我 は 流 の た め ゆ に アッラー を 説き 2 の uoe diAE タ る 
は け 衣 7 を 1 ざれ ど 、 必 ず 流 の だ ゆめ に 。。 
容 興 を 請 わん 」 と 。 後 等 は 神 に 箇 っ て 折り o っ 1 340515 EZ3 


て 、 均 えり 、「 主 よ 、 我 等 は ひ た すら 流 に こ お 
続 り し 、 液 に 悔い 改め 、 液 に 帰 超す 。 ( 注 ?) 


6. 主 よ 、 我 等 を 以 て 信 ざ ぎる 者 ども へ の 試 馬 E( み ci22 る イン ッッ クビ レン 
し か 、 3 の GA 
と する な か れ 、 突 し て 我 等 を 赦し 給え 、 主 0 の 32 \ め 
よ 。. 佑 大 に し て 賢 特に まし ます は 、 た だ 液 の CAE ECITGGYGE 2 
独り と 。 
7. お 前 た ち 、 こ れこ そよ い 導 本 に 非 ぎ る か 、 ラン 信 イ ン ン 多 フ タタ っ っ 3 富 
ーー 。 ー こ 守っ を し 8 = う 2 
テッ ラー に 拝 誤 す る 最後 の 審判 に 望み を 旗 9 らら る 
」 ュ ン ン ン ン 
し て いる 者 た ち に と り て は 。 き れ ど た と え 0086 人 の 2 ルン セン 
顔 を を むけ る 者 ある と も 、 ア ッ ラ ター は 自足 レシ フシ ンタ 
ラン を 
し 給 う 御方 、 す べ て の 護 美 に 価 する 御方 な OO の ま 4 
り 。 
第 二 項 
8.、 アッラー は お 前 たち と 、 今 お 前 だ ち が 英 と ンー ジョー イン タイ 5 リン ン 
し も Cy 1 4 て 4 
する 者 ど も と の 聞 に 、 好 意 の 悟 を 生 \ せ し 「"ー マゲ VA? と 0 
る こと あら ん 。 アッ ラー ド 全 能 を 9、 6 は 0 も UP 
し て 克 大 に し て 慈悲 深く まし ます 。( 注 3) 
9. アッ ラー は 、 宗 教 上 の こと で p 前 た も と 戦 を に の 7 る 人 5 て 
・ う 。 と っ oi 2 2 
わ ぎ り し 者 、 ま た お 前 た ち を 家 卿 より 族 わ 。 フイ イン 。 
タタ ラフ っ る 
ぎり し 者 に お 前 た ち が 親切 公正 を は て 次 6 92 oh 
わる こと を 禁じ 給 わ ぬ 。 げ に アッ ラー は 公 
の 2 を アタル レ エ る ター ョ ッ ン 
正 な る 者 を 愛 で 給 う 。 の eb る 66 上 A の 明 っ 8 る 
注 2 ある 者 又は 人 々 が 真実 意 それ を 根絶 し よう と する の が 分 か れ ば 、 彼 等 の 親 変 は 断 
ち 切 られ る 事 と な る 。 ア ブラ ハム の 折 は 、 こ の 事 を 強調 する 掲 に 、 処 所 で 述べ られ た 。 
往 3 当 節 は 預言 を 含む 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 は 、 彼 等 の 信仰 の 英 が 例え 近親 者 で あれ 、 そ の 者 と の 親 
変 を 断ち 切る 様 命 じ に ら れ た が 、 こ の 禁止 令 は ご く 短 命 に 終わ る 運命 だ と 告げ られ た 。 か っ て の 敵 が カ 愛 
る 友 と な る 日 は 今 速 に 近付き つつ あっ トド す 遂 り 、 こ の 到 律 は 、 イ スラ ム 教 徒 ほ 戦 う 不 信心 者 に 対し 


て の み 適 用 きれ る 。 イ スラ ム 教 徒 で な 


通 の 人 々 と の 友好 は 禁じ 


ち れ て いる わけ で は な い 。 
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10、 ア ッ ラ ー が お 前 だ ち に 禁ず る は 、 宗 雪 上 の 8 の oe ント ネ 
et OUTG 0 失 半 P0 1 
こと で 前 た ちと 戦い 、 な 前 た ち を を の 家 グズ "ププ 史紀 
卿 か ら 導 い 出 し た 者 並び に を の 放 誠 に を CD の 5 づ 人 5 
貸し た 者 と 友 語 を 結 お こと の みな り 。 符 和 ラッ 22 
で あれ 彼 等 を 友 と する 者 、 を は 罪人 な り 。 GPX の 光ら の の 87 
11. 信徒 た ちょ 、 女 性 の 信者 が お前 た ちの 許 へ  、」 只 る 1 暫 KK の HUIVHG 
逃げ て 米 だ 時 は 、 ま ず よ て 調べ よ 。 ア ッ ラ ー 2 ンク PS ( 二 
内 」 内 ンタ 1 ン 』 ン る ラッ 
は 彼女 た ちの 信仰 の 度 含 い を よく 知り 給 Se じ CSL 彰 45f 52265 
う 。 訂 し て 、 彼 女 た ち が 真 の 信者 な り よ わ 2 フラッ シン 」 
か れ ば 、 不 信心 者 の 許 へ 帰す な か れ 。 彼女 414 ント 
だ た ち が 不信 心 者 の 厩 た る こと は 合法 に 非 メイ ババ イナ ミネ アール ン 
ず 、 ま た 不信 心 者 が 邊 女 た ちの 犬 た る こと Pe っ 衝 衝 
る 合法 に 非 ず 。 但 し 、 婚 資 と し て 器 せ る も SI EK32A6A (RC 
の は 、 を の 不信 心 者 の 天 に 返 避 せよ 。 し 6 
て 、 お 前 た ち が 彼女 た ち に 妖 次 を 与 う れ は 、 関 二 の 生 ポ $ ダ の る 1 
彼女 た ちと 結婚 する も 罪 に 非 ず 。 不 信心 者 2 台 放 人 
の 女 と の 絆 を 、 固 持 す る な か れ 。 き れ ど 、 KA RS 半 の る 紹 
お 前 た ち が 避 せ る も の の 返 選 を 求め 、 不 信 内 2 ジッ ンタ シン 
の の の し に ィ ラセン 6 
心 者 に も を の 費 せ る も の の 返 思 を 求め し ゅ oe 
よ 。 こ れ ア ッ ラ ー の 審判 な り 。 ア ッ ラ ー は 
お 前 だ ち を 客 判 す 、 ア ッ ラ ー は すべ て を 知 
り 、 賢 督 に まし ます 。( 注 4) 

12. も し な 前 だ ちの 妻 た ちの うち 、 お 前 た ち を る ン と ッッ の る ルン レッ 
楽 て て 不信 や 者 の 許 へ 走り 、 お 前 だ ち が 報 PIA と CGCIECU 
復 し て 、 不 信心 者 ども か ら 南 獲 品 を 獲 た 場 2 am 36 人 3C3 っ 

4 全う | CA ぬう l 
合 は 、 そ の 中 か ら 委 に 逃げ られ た 男 に 、 る ^ アシ ハマ 
注 4 イス ラム 救 徒 が 激しく 追 害 きれ 、 メッ カ る も 示 り メデ ィ ナ の イス ラム 社会 に 加わ る も 危う い 時 で は 
あっ た が 、 まま で 、 メ ディ ナ に 殺到 し 


き に 加わ る 時 自動 的 
る 、 と 太 べ て いる 。(①) 彼 は 、 彼 
用 意 し 、 
儀 な 背 教導 の 女性 者 と 結婚 する な ら 、 イ スラ ム 教 名 


られ る で あろ う 。 


理 で は 、 提 当 攻 の 角 


ら な い 。 


信者 の 絶え を 間 な い 流 れ は 、 メ ッ カ に 近親 者 を 残し た ま た 

だ は その 接 な 雌 民 の イス ラム 女性 に つい て 語っ て 
* の も の で あ り 9、 
、 如 何 な る 女性 $ イ スラ ッ 全会 へ 


< 女 の 急 に 使っ た 乾 用 を 払い 戻さ ね ば な ら な い 。 
凛 払 わな けれ ば な ら な い 。 イ スラ ム 教 値 し イス ラ 教 を 捨て だ 妻 と の 描 細 も 同様 に 続か わ ず 、 ぉ し を の 


この 邊 庁 鬼 定 は 、 個 人 間 の 章 題 だ け で な く 、 
と し て 国 に より 実施 きれ る も の で ある 。 個 々 の 信者 と 不信 


者 間 の 社会 的 関係 は 


いる 。 メッカ か ら 
に た 不純 な も の の 和 無 
入れ られ な い 。 記 所 に 
の 夫 の 婚 如 関 係 は 、 彼 
彼女 と の 結婚 が 認め られ 
(⑫ 彼 は 彼女 の 婚 資 も 


イス ラム 教 を 受け 入 + 


満た な せ ば 、 


難民 の 女性 信者 と 滞 
これ 等 


する 時 と 同じ 手続 き が と 
取り 上 げ る 戦時 の 慣例 
し 得 な いし 、 し て は な 


ー855 一 


第 六 十 アル ・ ム ムタ へ ナチ 


の 者 が 婚 資 に 費 せ る も の と 同額 の も ゃ の を 与 フッ 283 ンク る レセ ッ タン ッ ン デ 
えよ 。 前 し て 、 お 前 た ち が 信ずる アッ ラー の 人 IOO POISMR IS 


を 景 散 せ ょ 。( 注 5) 


13. 預言 者 よ 、 女 性 の 信徒 が 液 に 米 た り て 、 ア ッ CCt 時 3 PR る る ン る と 
ラー ト と 倍 に 条 者 も 科せ 祀 ら ず 、 - 傘 まず 、 姦 3 う ツ ー ク 13P 1 6 
通せ ず 、 耳 女 を 役 き ず 、 自 ら 提 若 きる 嘘 を Qu Geo も 9353 し o も Si 
法 い ふら きず 、 正 し いこ と に お いて 液 に 背 の 2 [スタ クタ レッ 。 ン る の の ン ンタ タン 
か ず 、 と 奪わ ば 、 彼 女 た ちの 屯 蔵 の 苦い を 6 竹 Me TOTE 
納 れ て 、 彼 女 た ち の た め に アッ ラー の 窒 短 タン フェ | ッッ レッ ン 
を 請 え を 。 げ に アッ ラー は 定 大 に し て 、 雪 起 ツジ Go 39 じ GETS 
2E 2 タン ン タン っ タイ ンス 
深 《 ま し ます 。 MM 人 056 35 256 

る 2 る 
1C チ と と う 
14. 3 


ちょ 、 ア ッ ラ ー の 経 り を 宇和 れる 22 リン ピン 
を 友 と する な か れ 。 彼 等 は 、 不 信 必 者 4 95MKOIGAIIK 
5 中 の 者 に 弓 する 如く 、 来 世に 絶  @ 沿 に KO の 920 の 9558 
望 する 者 な り 。( 入 6) 2 還 上 


>R で て 


因 


往 5 
彼女 
ラム 


不 中 


な る 。 


要 な 


注 6 


の 交 り を こう むれ る 」] と いう 言葉 


者 ] 


も し 、 イ スラ ム 救 徒 の 委 が 者 の も と へ 走り 、 
が 不信 心 首 達 か ら 逃 れ て イス ラ 会 へ 加わ る な ら 
社会 へ 入っ た 不信 心 者 の 夫 へ 払う 人 金額 が 同じ 場合 、 
が ある と すれ ば 、 信 者 達 が それ を 朱 う か 、 あ る い は 、 他 の 説 に よる ょ 、 戦利 癌 で 埋め 合わ きる いた事 に 
不信 心 者 が 、 算 の も と へ 走っ た 女性 に その 夫 が 支払 っ た 婚 資 の 返還 を 拒む で あろ うか ら 、 こ の 協定 は 必 
も の で あっ た 。 


最後 の 文 は 、 彼 等 は 死 が いつ か 生 に 訪れ る 上 信じ な い 様 に 、 来 世 も 信じ な い 事 を 示し て いる 。「 ア ッ ラ ー 
トク ルアー ン の 数 節 で ユダ ヤ 人 に 関し て 使わ れ て いる の で 、 こ こ で の 「 人 不信 


は 特に ユダ ヤ 人 を 指し て いる よう だ 。 
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アル ・ サ ッ フ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


1. 慈悲 深く 、 患 み 祝 て く ア ッ ラ ー の 御名 に お い の IP まい 


2. 大 に ある も の 、 地 に ある も の 、 挙 て アッ ラー っ る 3 JIGC2oE3 し あの の 
を 講 美 し 率 る 。 彼 は 僅 大 に し て 、 覧 哲 に ま - ラン 
し ます 。 の sdD な | 


3. 液 等 信徒 た ちよ 、 何 故に 行わ ぎる こと を 口 マレー ラタン キンタ る ン 
に する の か ? ( 注 1) eKSYCo3 放 31KOAULIO 


行 ざる こし を ー ッ ラ ー が 『 フタ ンー レタ 2 タン ラン 1 ッ クタ ッッ タグ の 
4 行わ ぎる こと を 口 に する の は 、 ア ッ ラ ー ヵ @63 DIGEPI0PCt6 


最も 憎む べき こと な り 。 


5. げに アッ ラー は 、 忠 岡 な る 建物 の 如く 、 隊 作っ >86 HOAIIR 多 る 
と 8 e 用 018) 
人 を 組ん で アッ ラー の 道 の た ゅ に 隊 う 者 を 2 MG ン 。 了 
愛 で 給 う 。( 注 2) ②Cos ら OCS 2 の 

6. モー ゼ で が その 民 に 向っ て か 〈 く 云い だ た る 時 を タン ン スイ 5 タ ダッ 5 うる 。 1 5 の し 3 
4 す の 41 の 8 3 


合え 。 「 和 が 殿 よ 、 何 故に お 前 た ち は 我 を 中 

介する か ? お 前 た ち 、 我 が お 前 た ち に 着 わ る EDB 11 ある 
0 つい 60 めき 〇 

され た 使徒 な る こと を 知り な が ら 」 さ れ ど 、 と DU の レン 

彼 等 が 正貴 を 逸脱 し た れ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 の の 2 cu れい | 

等 の 心 を 交 きせ た り 、 ア ッ ラ ー は 邪悪 な 

入 々 を 導 か ぎる が 故に 。( 注 3) 


注 1 イス ラム 教徒 の 行い は 発言 た 一 致し て いな けれ ば な ら な い 。 自慢 や 実質 の 無 言葉 は 何 の 役 に も 立た 
な い 。 行 釣り 伴わ な い 口先 だ け の 発言 は 、 偽 善 ほ 不実 の 色 合 を 帯び る 。 


注 9 。 イス ラム 教徒 は 、 彼 等 が 無茶 件 に 従わ ね ば な ら な い 指導 者 の 指 押 の ド 、 基 の 勢力 に 対し 堅 岡 を 前 線 と 
な る 様 期待 きれ て いる 。 し か し 一 つ に 独 て 結び 付く 社会 を 求め る 人 々 は 、 生 活 規準 、 概 信 、 目 的 、 目 提 達 成 の 
為 の 家伝 活動 を 一 つ に し な けれ ば な ら な い 。 


注 3 モー ゼ 穏 に 従者 の 手 で 精神 的 普 痛 も 味 あわ きれ た 神 の 交 斉 者 は 、 お そら くい まい 。 モー ゼ の 一 族 は 、 
目 の 前 で ファ ラオ の 強力 な 軍隊 が お ば ぼれ て 行く の を 見 た が 、f 導 を 渡り 切る と た ち ま ち 偶 像 崇拝 に 戻 み う 
と し 、 誰 か が 偶像 を 上 め る の を 見 て 、 自 分 達 に も その 様 な 偶像 を 作る よ うに モー ゼ に 頼ん だ (⑰ 139 )。 神 が 彼 
等 に 与え る と 約束 され た 地 カ ナン へ 行 《 様 求め られ た 時 、 彼 等 は キー ゼ に 、 モ ー や が る を れ 程 まで に 信じ る 彼 の 
神 と 行け ば 良い で は な いか 、 自 分 達 は 、 放ち 着い た この 場所 か ら 一 サ だ たり と も 動く つも り は な いと 、 恥 知ら ず 
に も ば か に し た 様 な 日 調 た (5 25)。 この 様 に 、 モ ー ゼ は 、 彼 が フォ ラオ の 厳し い 束縛 か ら 解 き 放 し て や っ 
だ た 人々 か ら 何 度 も 作 辱 され 、 彼 等 を 偶像 水 拝 から 立ち 直ら せよ う と する 却 力 を 踏み に じ ら れ た 。 役 等 は モー ゼ 
を 誹謗 すら し た 。 
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7 まだ マリ ア の チイ キス が か く い た る 時 を Op セ 18 和 8 のど 
AMGMI 了 ス の 
秋 え イス ラ ェ ル の 手 六 ょ 。 多 は な 前 た ゎ ウル マタ bo で わ っ の cd 


に: 造る れ た る 便 人 な り 。 表 は 、 表 前 に YKP 
降 ぁ れ た る 律 決 を 克 証 し 、 我 が 後に 来る " ー "イン 
人 の 便 徒 の 朗報 を 伝え に 米 た 者 。 その 使徒 
の 名 は 、 ア フィ ド な る べし 釣 る に 、 イ エ 
ス が 種々 の 明 証 を 携え て 彼 等 に 来る と 、 彼 
、「 こ れ 明 ら か に 妖術 な 9」 と 。 


8. 誰が 、 イ スラ ー ム に 刻 佐 する こと を 勧め ら CoW 癌 あの PKG 28 の の 23 
れ な が ら 、 アッ ラー に 員 て 嘘 を 提 造 する 


者 に も まし て 回 を 犯し 得 よ うか ? アッ ラー の 人 89 引 220CIGLS 
は 罪人 ぼる を 導き 給 二 ( 注 5) の 民 | 


注 4 精 難 の 到来 い に 関す る イエ ス の 板 昔 は 、 ヨ ハネ の 手 
その 内 容 か ら は 、 次 の 上 が 推論 され る 。(1)5 し イエ ス が こ 


12 183、14 : 16 一 17、15 : 26、16 : 7 を 参照 
の 世 を 夫 ら な い 限 り 、 安 ら ぎ を 与え る 、 斉 の 


は 現れ る は ず が な か っ た 。(2) 役 は 永 速 に この 世 、 イ エス 自身 が 語れ な か っ だ た 多 て の 吾 を 述べ る は 
ず で あっ た 。 それ は 、 当 時 世界 の 人 人 々 が それ 等 に 、 能力 を 持ち あわ せ て いな か っ た の で 多 ( は 語ら れ 


な か っ た 。(3) 彼 は あら ゆる 正実 へ の 導き 手 で あろ うと し た 。⑬) 彼 は 自生 の 事 
そう と し た 。(5) 彼 は イエ ス を 波 え 、 役 の 実 を 証 そ を うと し た 。 こ の 麗 党 に 関す る 記述 は 、 ク ルアー ン に 与え 
られ だ モハ ッ マ 者 の 地位 や 使命 ほ 完全 に 致す る 。 モ ハッ マ ド は 、 イ エス が この 志 を 去っ 
現れ た 。 彼 は 記 示 を 伝え る 最後 の 預言 者 で あり 、 ク ルアー ン は 、 終り の 時 まで 全 人 人 類 に 向け られ た 神 の 待 法 を 、 
最後 に 縮 示し た (5 9。 モ ハッ マ ド は 自ら の 事 に は 触れ な か っ た が 、 神 に 土 げ られ た 事 は 全て 話し た (53 
3 。 邊 は イエ ス わ を 遍 え た (2 254、3 56)。 ヨ ハネ の 福音 書 に ある 上 記 の 預 、 ア ハマ ド と いう 名 が パラ ク グ 
レー ト と な っ て いる 他 は 、 当 節 の 預言 と 酷似 し て いる 。 キリ スト 救 徒 の f 、 書 た クルアーン に - 致す 
る 特質 を 無視 し て 、 二 つの 名 の 逢い を 根拠 に 、 タ ルアー ン の 正当 う 。 事 実 、 イ エス は アラ ム 語 、 へ ブラ 
語 の 両方 を 話し た 。 葉 で あり 、 へ ブラ イ 語 は 彼 の 宗教 用 語 で あっ た 。 現 存 @ 
及び へ ブラ 翻訳 で は 、 当 然 、 元 の 内 容 の 甘 し る を 完全 
それ を 話す 人 に も 当て は まる 。 彼 等 の 眼 界 は 、 そ の 作品 
テラ ビア 語 の アハ マ ド に よ く 侯 た 間 味 の ペリ サク ルー トス ヒ い う 語 が ある 。 高 名 な 
キリ スト 教 の 神学 者 Jack Fingan は 、 そ の 作品 'The Archacology of World Religions' の 中 で 次 の 拉 に 述べ で 
いる 。「 ギ リ シ ャ 語 で パラ クレ ー ト ス ( 弄 設 ) は ペリ クル ー ト ス ( 高 名 な ) と 非常 に 似 て な り 、 後 者 は デハ マ ド 
や ムハマド ヒ い う 名 を 意味 する 。」 

当 節 の 聞 言 は そ ハ ッ マ ド 預 言 者 に 適用 きれ る が 、 必 然 的 まさ れ た 救世 主 、 ア ハマ ディ ー ア 協会 の 創始 者 
に も 当て は まる 。 その 理由 は 、 彼 が 神 の 啓示 の 中 で アハ マ ド と 呼ば れ だ た から で あり (バラ ヒー ン 
ヤ )、 そ の 号 に モハ ッ マ ド 預 の 出 現 又 は 再来 が 起き た か ら で あ る 。 この モハ ッ マ ド の 第 二 の 出 
現に 関し て は 、62 音 3 節 が 明確 に 述べ て いる 。 モ ハッ マ ド 疾 言 者 に つい て の 預言 は バル ナ バ の 福音 苦 に も 了 示 
きれ て い 『、 加 えて 述べ られ て いる ぁ 様 だ 。 この 福音 書 は 、 キ リス ト 部 に 、 に せ 物 と し て 扱わ れ て いる が 、 
四 つ の 福音 書 ほ 同じ く 本 物 と 認め られ る べき だ と 主張 し て いる 。 

注 5 当 節 は 不信 心 者 の 事 を 述べ て いる 。 時 MM 人 それ は 彼 が 凶 待 主 
で あり 、 彼 等 が 招待 客 だ っ だ たから で あ る (20: 109、33 : 47)。 駐 、 彼 等 は タル アーン の 中 で 、 神 に 対し 虚偽 を 
提 造 する 者 と 始 印 を 押 き れ て いる (6 138、141)。 し か し この 打 言 が 約束 きれ た メシ ヤ に 適用 きれ る と すれ ば 、 


ら な い が 、 耳 に する 事 は 全て 


・ ア ハマ ディ ー 
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アル ・ サ ッ フ 


10. 


11. 


12. 


13. 


14. 


. 彼 等 は 息 を 吹き か け て アッ ラー の 光明 を 吹 


き 消 さん ほす 。( 注 6) き れ ど 、 不 信心 者 
も が いか に 強く 嫌悪 する と も 、 ア ッ ラ ー は 
その 光明 を 完 う せん 。 
アッ ラー こそ は を の 使徒 に 、 家 の 宗教 と 
箇 導 を も た せ て 壮 わ し た 御方 な り 。 神 と 共 
に 他 神 を 併せ 忙 る 徒 帯 が いか に 嫌悪 する 
と も 、 彼 は すべ て の 宗教 の 上 に 真 の 宗教 を 
普及 きせ ん 。( 注 7 ) 

第 二 項 
液 等 信徒 た ちよ 、 お 前 た ち が 痛 凛 か ら 救 わ 
れる 取引 を 、 わ れ は お 前 た ち に 伝授 し よう 
か 7? ( 往 8) 


そ は アッ ラー と 使徒 を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 御 
為 に 生命 も 財 浴 も な げ う っ て 戦う こ と な 
り 。 も し お 前 た ち 之 を 知ら ば 、 そ は 前 た 
ちの だめ に 最善 な り 。 


きれ ば アッ ラー は お前 た ちの 諸悪 を 赦し 、 

お 前 た ち を 河川 流 る る 楽園 に 入ら し め 、 エ 
デン の 楽園 の 汚れ な い 楽 し い 家 に 住ま し め 
ん 。 そ は 最高 の 議 福 な り 。 


アッ ラー は また 、 お た ち が 好 き な 他 の 還 
恵 を 賜 う べし 。 す な わ ち 、 ア ッ ラ ー の 佑 助 
と 月 前 の 勝利 な り 。 さ れ ば 液 、 信 者 た ち に 
この 基 報 を 伝え よ 。 


# 


本 


9。 ン っ あの 2 2 タッ スッ 
の 02 て 9353 し 6D の 2246206 き 


【 内 4 イン ンダ He 


ョ と 7。 タ LE みん 1 
ee00 も 4 の UI) 


を と レ ィ タ 3 95 レン ン イン レン 2 
BK 人 2 久 ク 1 っ は 
ol の 2 oN を 6 時 きす 


RG6CHR と ウロ 


は ンタ ョ ンタ アタ イラン M も 攻 オ 4 
人 ZSoOe ば 2 人 0 の う % し る 2 


ッッ シッ ン ント ラタン タッ ン レ っ る そ 
の YY くつ 
マン ッ イッ る 
OGA 


ター タン タン と タタ シン ン 
と っ SO とび たく みる の の 3 


M レス トル と を と 4 
テン 28 フェ レ ンプ の 3 クン 
テー を あく C2 の の 6 導 ら 2 


スー タタ レン る ロ 
@ ら る kJ3530195 も 
13 


っ 2 ルレ の ッ ス 5 レン その タク ン 
どう 和 633655 徹 o ち 
ンタ 。 スクー ミン ン 

の Oo し 8 う 


「 イ スラ ム へ 招 か れる ] と い 2 う 言 葉 は 次 の 事 を 示す 。 約 束 き れ た メシ ヤ が 、 い わ ゆ る えせ の イス ラム の 守護 者 


稀 よ 
注 6 
17、 

往 7 
て 、 

注 8 
は 語 


悔い 改め 、 彼 等 の 様 な あい まい な イス ラメ 教 衝 に な る よう に 、 に と 招 か れる と いう こと で ある 。 


モハ ッ マ ド 殴 言 者 は 、 ク ルアー ン の 中 で 、 繰 返し 「 ア ッ ラ ー の 光明 」 と 声 を あげ た (4 : 175、5 : 


り 、 
64: 9)。 

クル アー ン の ほとん どの 注 節 は 、 当 節 が : 
彼 の 時 が 来れ ば 、 全 て の 宗教 が 現れ 、 そ れ 等 


求 き れ だ た メシ ヤ に 適用 きれ る と 認め て いる 。 その 理由 と し 
対し イス ラム 教 の 優位 が 確立 きれ る か ら で あ る 。 


質 易 や 商業 が 栄 え 、 非 常に 有利 な 取引 を 求め て 暴 常 な 状態 た な る 、 約 東 き れれ た メシ ヤ の 時 代 を 、 当 第 


っ て いる 様 だ 。 
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第 太一 章 


アル ・ サ ッ プ 


15. 溢 等 信徒 た ちよ 、 ア 


ッ ラ ー を 助け る 者 た れ 。 
マリ ア の 子 イエ ス が その 弟子 た ち に 向っ て 
「 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 我 を 巧 け る 者 は 誰 
か ?」] と な える 時 、「 我 等 アッ ラー を 助け る 
者 た らん 」 ほ 第 子 た ち は 答 ぇ た り 。 背 し て 、 
イス ラ エ ル の 子 駒 の 一 部 は 信じ 、 一 部 は 
を 信 ぜ ざり き 。 きる れ ば われ ら は 信じ た る 者 
を 佑 助 けり て を の 敵 に 抗 せしめ 、 勝 利得 せ 
し め た だ た り 。 
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IWAGTRR 人 OILCHU 


の oo も 2 とみ lec 
る る 6 者 


2 
< スン 旬 シン レ 


内 あら 2 331 が 03 435 
16 と くう EDU SG 


アル ・ ジ ュ ム ア 


1. 類 悲 深く 、 貞 み 宮 く アッ ラー の 御名 に ぉ い ee っ 外 te 
て 。 
2. 央 に ある も の 、 也 に ある も の 、 準 げ て アッ 昌 し WSE5 HE し の てこ 1 
ー を 特 美 し 灰 る 、 素 高 な る か な 、 避 な る 。 
イン に 2。 ン ん 
か な 、 儲 大 な る か な 、 皿 暫 な る か な 。 ( 注 1 1 の も 1 


家 味 な 民 に 、( 往 2 ) その 同族 か ら 合 人 PO が 298 る る 8 CUE 


を 伺 し 、 彼 等 に きま ざま な る 神 光 を 鞭 み 半 ルル ルーシ ン 。 
か せ 、 彼 等 を 浄 め 、 且つ 経典 と 知恵 を 教え 3 る 3234Lae 生 


し むる 者 は アッ ラー な り 。 役 等 それ まで 明 し っ 3 の 346 1 
ラ ン ビデ ロ ング の * で 


ら か に 迷 詩 の 中 に あり し 者 な れ ど 。( 注 3) 


4. まだ アッ ラー は 、 ま だ 彼 等 の 仲間 入り せ ぬ 1 ジア PITAGG 2 が うる 1 
入 々 に まで 。 ア ッ ラ ー は 僅 大 に し て 、 費 哲 - ブー ^ ^ 


に まし ます 。( 往 4) @ あ の 


注 1 この 四 つ の 神 の 特性 は 、 決 


邊 2 3 76、7 158 参照 


下さ きれ た 神 の 使 舎 は 、 当 節 に 書か れ た だ 四 つ の 宗教 ト の 義務 を 果 た す 事 か ら 成 る 。 
な 任務 で あっ た 。 そ れ は 、 ア ブラ ハム 預言 と カー バ の 基盤 を 起 
痢 っ た か 無知 の アラ ブ 人 の 中 か ら モ ハッ マ ド 預 言 の っ たか ら で あ る (2 

実 、 吉 何 な る 神 の 使者 も 、 自 6 高尚 で 注い 手 本 も な り 、 誠 実 で 献身 的 を な 弟子 達 の 社会 を 準 
な けれ ば 、 そ の 使命 を 真 に 果たす 事 は で き な い の で ある 。 彼 は まず 弟子 達 に 、 の MNT その 
原理 ほ 息 要 性 を 教え 、 そ の 後 こ の お 告げ を 他 の 久々 に 説く 為 に 彼 等 を 海外 へ 出す 。 役 が 弟子 達 に 与え る 訓 
練 は 彼 等 の 知性 を 研 き 、 彼 の 教養 の 白 学 が 彼 等 に 信仰 の 確信 を も た らし 、 彼 の 高 な 手 本 は 彼 等 の 内 に 心 の 純 
化 を 生じ る せる 。 当 節 が 語る の は 、 宗 教 の この 基本 要素 で ある 


者 の ぉ 告げ は 、 彼 が その 中 か ら 立 ち 上 が っ た アラブ 人 だ け で な く 、 非 アラ ブ 人 に も 向 
け で な く 、 終 り 9 の 時 が 来る まで 幾 世代 に も 渡っ て 引き 継が れる も 
彼 の 最初 の 弟子 達 に まで 加わ っ て いな い 季 の 人 々 の 中 か ら 立 た 
せる 、 と 当 節 は 示し て いる の か も し れれ ない 。 葉 は 、 モ ハッ マ ド 家 言 者 の 有名 な 言葉 に も 出 て 来る 
も の で 、 後 日 約束 の メシ ヤ の 身 に モハ ッ マ ド 預 言 者 が 再度 現れ る 事 を 示し て いる ・ フ ライ ラ は 次 の 様 
に 語っ て いる 。「 あ る 日 我々 が モハ ッ マ 者 と 座っ て いる と 、 ア ル ・ ジ ュ モ ア ( 当 章 ) が 啓示 され た だ 。 取 は 
モハ ッ マ ド 人 質 言 者 か がら ね られ た 「 こ の 言葉 に 向け られ て いる の か 。 述べ て みよ 』 ペル シア 人 の サル マー 
ン が 匠 々 の 中 に 局 た 。 私 が 同 本 を 彼 は 繰り 返す と 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 は その 手 を サル マー ン の . 上 に 岩 き 、 


往 4 モハ ッ マ ド 
けら れ た も の で あり 、 又 彼 と 同時 代 の 人 々 だ 
の で あっ だ た 。 あ る い は 、 モ ハッ マ ド 預 言 
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恩 科 な り 。 役 は その 欲す る 2 も る 婦 ン め ア (3 ッ タク コー タッ ン ン | 
3 人 の 
者 に 之 を 与 ぇ 給 う 。 ア ッ ラ ー は 限り な き 時 COXG ポ プン 5 


龍 の 主 な り 。 @s 志 人 る 
。 生還 どの アン: ィ ョ ン 
の 水 入 の 義務 を 人 わき れ 、 し か も る 之 を (2 おり 和 si 名 
軸 え べ ざる 者 は 、 癌 うれ ば 経典 の 重荷 を タレ レレ し レッ ーー レ レ し レレ し 。 。 、。 レン 
地 ぶ 馬 島 の 如 し 。 ア ッ ラ ー の 神 光 を 担 生け ES 262 EIJI 


また 災い な る か な 。 デ アッラー は 不 < と レ ェ ル iT タタ クン る っ 
義 の 確 休 を 導き 給 わ ね 。 Gy 5lcb oo 


@ ら os 同 1269 


7 え 、[ 衝 千 キダ ヤ エ 教徒 よ 、 ち 前 た ち は 、 他 証 fo の 人 る 8 
の すべ て の 民 を 超え て アッ ラー の お 気 に 入 て ーー CAUICK 


り だ (二天 する な ら は . 苗 し て を の 言 本 当 oO 人 CIICCC 祖 OIISTt 人 の 
6 ば 、 た だ ち に 死 を 希 え 」 と 。( 注 5) 


8. し か し 役 等 は 、 己 が 手 が 先 に 送り し こと の 


決し て 多 を 落ち ざる べし 。 ア ッ ラー デ " 、 
ほな す 徒 璧 を 圭 知 し 給  。 @S と 届 し を 放 | 
9.1 バ え 、「 お 前 だ ち が 死 か ら 逃 れん と し て も ラッ ラーン ラッ 四 
死 は 必ず 前 た ち に 追い 付か ん 。 し て KC 652DGJiL ら OS) 


前 だ ち は 、 不 可 神 な る 世界 も 可 祝 な る 世 罰 鬼 436Bso< し は 6232 分 
も 知る 主 に 帰ら ん 。 を の 時 主 は 、 前 た ち 半生 
が 日 項 な せる こと を 前 た ち に 語り 告 げ RGMCOC 
ん | と 。 
第 二 項 
10. 溢 等 信徒 な ち よ 、 金 曜日 の 礼拝 に 召 き れる EN 21LVHO 
と っ 55Ue2 XeicyuMl 

We、 テ ッッ ー を る ずる こ cas、 テー 2 る Go Pog 


語っ た 。『 も し 信仰 が アレ イア デス 星団 に 届く も の な ら サル マー ン の 故 卿 (ペル シャ) の 人 の うち 、 だ れ か が 、 
必ず それ を 取り 戻す で あろ う 。』 こ の モハ ッ マ ド 預 言 者 の 言葉 は 、 当 館 『 ペ ル シ ヤ 人 の 男 に 向け られ だ も の で あ 
る 事 を 示し て いる 。 ア ハマ ディ ー プ アブ 教会 の 創立 者 は 、 ペ ル シ ヤ の 子孫 で あり 、 約 東 き れ た メシ ヤ だ と 主張 し て 
いる 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 別 の 言葉 は メシ ヤ の 到来 を 述べ だ も の で 、 そ の 時 、 ク ルアー ン は 残ら な い が そ の 言 
葉 が 、 イ スラ ム で は な く 、 そ の 名 が 残る の で ある 。 つ まり 、 イ スラ ム 教 義 の 真 の 精 神 は 失わ れる の で ある 。 
この 人 様 に クル アー ン と ハデ ィ ス は 共に 、 当 節 が 約束 きれ た メシ ア の 身 に 起こ る モハ ッ マ ド 預 言 者 の 再来 に 触れ 
て いる 事 を 認め て いる 。 

注 5 約束 きれ た メシ ナブ は 、 い わ ゆ る イス ラメ 教徒 (偽り の イス ラム 教学 者 ) に 朱 む が 、 彼 は ム バ ハラー の 
交 求 を 揚 む で あろ う 。 こ の ム バ ハラ ー は 折り を 角 い 合う も の で 、 こ れ に より 、 神 に 対し 骨 偽 を 担 造 する 者 に 神 
の の ろ い が か けら れる (3 : 62)。 
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第 六 十 二 章 テル ・ ジ ュ ム ア 


て の 仕事 を や ゆ よ ょ 。 お 了 懇 た ち わ か りさ えす 1 クィ ン も ッッ セ イン タタ 
れ ば 、 そ の 方 が 前 た ちの た め に は 卓 衣 な の 2yP0PJU EC 


5。( 注 6) oo 


っ 2 る 22 の 22 る りく て ロン 
11. 礼拝 が 終ら ば 方 々 に 散り 、 ア ッ ラ ー の 思 門 0 タ と うみ BSB Lal| 
を 求め 、 自 分 た ち が 和 染 え る よう た 不 斬 に クン ルル ュ 2 レ 
テッ ラー を 唱 念 せ よ 。( 注 7) MIPRE の りや 


の 多 ス タ ュ フ タク ッ イレ ルン ェ っ ン 
12. 鉄 る に 彼 等 は 、 儲 け 融 や 財 楽 を 見 る と 、 集 RMA UaS1 65 の 1302 


礼 を 解散 し 、 浴 独り を 残し て 去る 。 交え ンー レン リン 
[アッ ラ 3 の と CGU 
商売 より は る か に 優る 。 曽 し て アッ ラー は と とっ の 内 

12 ン > 
最上 の 修 給 者 な り 」 と 。 の の あし 多 あら お a 

注 6 前 数 飾 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 拒み 、 4 を 活用 し 、 ひ いて は 神 の 不 和 を 招く 事 と な っ た ユ 

ダダ ヤ 人 達 の 事 が 述べ られ て いる 。 し か し 当 節 で は 、 イ スラ 教徒 は 義務 的 な 金曜 礼拝 に 注意 する よう 命じ 


ム 
られ て いる 。 人 人 に は 皆 安 息 晶 が あり 、 イ スラ ム 教 徒 の 安息 日 は 金曜 H け で ある 。 こ の 交 は 
の 事 を 取り [上げ て いる の で 、 人 金曜 礼拝 に 対す る 要求 は 、 イス ラム 教徒 が 彼 の 告 
に と 彼 が 、 ら っ ぱ の ご と く 呼 び か け て いる 事 を 示し て も いる よう だ 。 


束 き れ た メシ ヤ 
に 耳 を 傾け る よう 


注 7 ユダ マヤ 教徒 や キリ スト 教徒 の 安 皿 日 と は 異な り 、 イ スラ ムッ ム 教徒 の 安 皿 日 は 休日 で は な い 。 人 金曜 礼拝 の 
前 後に 、 イ スラ ム 教 徒 は いつ も 通り に 日 常 業 務 に 携 っ て 構わ な い 。「 ア ッ ラ ー の 恩恵 」 ほ は 、 一 般 的 に 、「 働 事 
を し 生計 を 立て る 」 と いう 意味 に 解る きれ て いる 。 
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アル ・ ム ナー フィ クー・> 


(メデ ィ ナ 世 示 


1. 門 深 《、 恵 み 宮 く ア ッ ラー の 御名 に い OS と (まき) 
2. 伯 未 信者 F 5 が 液 に 来 て 云う 、「 我 等 は 、 流 0 の De5deo 宙 2 人 


アッ ラー の 使 供 な る こと を 証言 す ] フュ ン 2 ン 委 3 
と 。 き され と アッラー は 、 流 が 確か に 使徒 な 。 XS2513 2 435UAS 51 261 
る こと を 知り 、 ま た 似非 信者 は 間違い な く KK os 

嘘つき な る こと を 証言 す 。( 注 1) の Q% 


3 彼 等 は その 級 い を 隠れ な の と な し 、 人 々 を 、 セ ンス ネン 多 る ッッ クィ レン の っ る 
M (ECOE も とら 5 志 こ っ の し っ 1 uso1 
テッ ラー の 道 か ら 妨げ る 。 彼 等 の な し た る フン ゆ 


悪 な り 。 CGIG4IG APW の 1 


っ 
4. そ は 、 彼 等 一 昌 は 信じ た れ ど 、 後 に を 案 RTK の PA 
て た る が 履 な り 。 さ れ ば 彼 等 の 必 は 封 に ら に AO 


れ 、 そ れ 故 に 役 等 は 理解 し 得 ざ る な り 。( 注 2) の の 568 わる 


こと は げに 罪 


5. 液 、 彼 等 を 見 る 叶 、 彼 短 の 風 集 が 液 を 1 に た アン 
きせ る 。 ま た 彼 等 も の 云え ば 、 液 は 彼 等 の ンク ッッ - 
言葉 に 傾 ける 。 彼 等 は 性 6 支え られ て 立 GOO る て と s 
つ 本 の 知 し 。 彼 符 は 、 そ れ ぞ れ の 叫び が リッ ン ュー 2 セン 
自分 に 対 する 5 の の 各 く 思う 。( 生 3) 疫 。 つ 20263 入 3123292 人 2 
等 こ を 敵 な れ ば 用 心 せよ 。 アッラー の 呪 衣 クタ キン 1 

「 
が 彼 等 の 上 に あれ ! な ん と 彼 等 の 真理 か ら os PO 
雌 反 せる こと を! 

6. 彼 等 に 向っ て 「 い き 来 むれ 、 デッラ ー の 使徒 交 (95852 補 ぁ ュ ン ッ ン ECOefRIG ま の 用 RI 

が 前 た ちの た め に 風 類 を 請 わ ん 」 云え 


入 1 信仰 を 大 声 で 告 口 し 、 心 中 の 背信 を 隠 を うと する の が 、 偽 立 者 の 特性 で ある 。 


注 2 ご ま か し や 生 先 だ け の 話し で 、 ア ッ ラ ー や アッ ラー の 作 言 者 を だ ませ る と いう 問 解 に あえ ぎ 、 偽 若者 
達 は 理性 分 列 を 全て 失っ て し まっ た よう だ 。 


注 3 偽善 者 は 抽 信 が な い 。 人 彼 は いつ も 頼る 者 を 求め て いる 。 は 、 当 人 節 は 、 彼 の 内 面 が 外 兄 と 一 致し な い 
と 示し て いる の か も し れ な い 。 彼 は 外 に 向かっ て は 、 理 性 と 威厳 が あり 、 ょ 人 に 史 え る 様 に 振る 舞う が 、 
その 内 面 は うつ ろ で 、 心 まで 腐っ て いる 。 口先 だ け の 言葉 で 人 を 喜ば そう と する が 、 騰 病 で 、 全 て を 薄 っ て か 
か る 。 
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/ 


彼 等 は わき を 向く 。 液 は 彼 等 が 人 短 然 と 25585 タン 2 タン イン アナタ フッ ッッ ョ タン プ 
う 〇 ゅ いし ろう た 
て 背 を 向け る を 見 ⑳。 フク から ゆめ 
foOGLM 近 タ 電 
ンス イン 
! 


請う も 請 わ ざる も 5、 82532 et 9 っ 


. 液 、 彼 等 \『 の た め に 鶴 1 


そる は 同じ な り 。 ア ッ ラ ー は 断じて 彼 等 を NCP コス 
容 。 げに アッ ラー は 邪 亜人 8 ぎ 4008 め が あの き の る 
og の 
8. EMI 提 ONtG 2 っ ME 8y る インタ 
只 ONIGSU 
れ 。 彼 等 は い すれ スシ イド を 明る 胃 ぱら . OO ク と 
る 履 に 」 と 法 う 者 は 、 役 等 な り 。 天 地 の の 
も ナー て テッ ラー この 夫 な か され と 似非 っ 2 全 す る 
信者 に は それ が わか ら ぬ 。( 注 4) Jo る 
9. 彼 等 は 云う 、「 も し 才 等 メデ ィ ナ に 帰ら ば 、 1 尼 23 寺 
あめ 3 の 6 
身分 の 高い 者 が 必ず 蜂 し い 者 を 邑 か ら 放 送 果 有 
せん 」 E。( 注 5) 狼 る に 真 の 4 営 テッ CC りう at 
ラー に あり 、 そ の 使 合 に あり 、 - ョ レッ ラー ンー 
あり 。 き され ど 似 非 信 者 に は それ が わか ら ③ 〇 し る りり RI 
第 二 項 
10. 溢 等 信徒 な ちょ 、 お 前 だ ちの 財産 


を と られ て アッ ラー を 念 ず る こと を 
ろ を そ か に する な か れ 。 か ぐ な る さん 者 は 、 必 
ず 失 敗者 と な 6 ん 


MIR の yg Mi 


GRG 衝 3 の 絢 あ を 
@592 > 


11. 前 た ちの 各自 を 不意 に 襲う 前 に 、 ゎ 各 Cai ポ イク 
陳 和 NN ・ dol か 2 は 18515 

れ ら が お 前 た ち に 賜 え る 6 の の うち か ら 穴 fo25 は 0 
注 4 自信 が 不誠実 な の で 、 信 区 者 は 他人 も 分 た 同じ だ と 博 を える 。 メ ディ ナ の 仙 善 者 遅 は 、 モ ハッ マ ド 


集まる の は 、 物 的 利益 を 求め て の 事 
と 偽 普 者 達 は 考え た 。 時 に は 、 
注 5 
が モハ ッ マ ド 


間 (な を らく は バス ー・ 
言 者 の 到 米 で 挫 か れ て し まっ た 、 


者 を 指す 事 に な る 


め る まで 中 に 入ら せな か っ た だ 。 この 様 に 


。 アブ ドッ ゥ の 息子 は 、 父 親 の この 夏 | 
に 到着 し た 時 、 剣 を 抜き 、 父 親 こ そ を が メデ ィ ナ の 住民 の 中 で 最も 時 し く 、 
し て 、 彼 の 自慢 は を の 身 に 絆 い を も た らし た 。 


彼 等 の 一 人 よがり で むなしい 期待 を 完全 に 裏切っ た 。 


ム ス タ リ ー ク に 対す る も の ) の 最 中 、 メ ディ ナ の 主 に な り た いと いう 期待 
メデ ィ ナ の 偽 
メデ ィ ナ に 戻る 途中 次 の 様 に 語っ た と され る 。 住民 の 中 で 「 最 5 
し い 著 と は モハ ッ マ ド 預 言 
が メデ ィ ア 
高潔 で ある と 認 


達 の 指導 者 アフ リド ゅ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ は 、 
それ 故 最 8 卑 
、 軍 隊 


な 者 ] は 彼 自 身 で あり 、 
愉 据 な 自 居 を 耳 


モハ ッ マ ド 最 
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第 六 上 三 章 


捨 を せよ ょ 。 そ は 、[ 王 よ ょ 、 匠 し の 氏子 を お 号 
ぇ (だ きる な ら 、 我 は 喜 捨 を 行 必ず 業 し 


kr イエ アシル ンチ ティ スッ タン ィ タッ の 


11( だ きま 9397 の 483 る と 


ョ ラッ シン イン ンス 


い 人 聞 と な らん 」 ほ わざ らん が た だめ な り 。 OOoLal1O ろ らち (533 る 2 も と 3 
と 2 
0 シン イイ ンコ (クス 多 ュ ン ッ る を っ 
12. きれ ど 、 定 め ら れ た る 時 至れ ば 、( 注 6) ア ッ 012SMES ADS3oD 
2 クー は も 猫 子 を 好 え ぎる で し 。 ア ッ ンタ フン 10 ャ 
ー は お 前 た ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 。 @6 多 5 っ 入 デ を 
往 6 良い 目的 の 為 に 働く て と いう 、 神 か ら 与 えら れ た だ 機会 を 逸 する 時 。 
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2 


。 昔 の 信 ぜ ぎり し 者 ども の 消息 が 、 


テル ・ 


タ ガ ー ブ ン 


(メデ ィ ナ 准 示 ) 


、 恵 み 選 (アッ ラー の 御名 に お い 


て 。 
. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 挙 て アッ ラー 


UM 


を 讃 美 し 奉 る 。( 注 1 ) 大 権 を 党 握 し 、 護 美 
を 一 身 に 集め る 彼 は 、 高 事 を 支配 し 給 う 。 


。 お 前 た ち を 創造 し た る は 彼 な り 。 然 る に 


前 た ちの 中 に は 、 信 者 も ゃ あれ ば 、 不 信者 も 
あり 。( 注 2) ア デッラ ー は お 前 た ちの 所 業 を 
みそ な は し 給 う 。 


、 彼 は 真理 に 肉 っ て 天地 を 創造 し 、 お 前 た ち 


を 造形 する に あたっ て 美しい 次 
り 。 曽 し て 、 最 後 の 帰 りこ ろ は 、 
な り 。( 注 3) 

彼 は 天 に ある も の 、 地 に ある も の 一 切 を 知 
り 、 お 抽 た ち が 隠 すこ と も 名 わ すこ と も 知 
う 。 ア ッ ラ ー は 人 人々 が 胸 に 掲 く こ こと ま 
」 し 給 う 5。( 注 4) 


を 与え だ 
彼 の 話 


お 前 だ ち 
に 達せ ざり し か ? 役人 等 は 己 が 行状 の 悪 果 を 


2 


プー 


ログ 


Cd【 の の 

PRS 
あす 人 っ か る 
らら 35 


と 2 し の 9 人 


の el42002 る 多 る 


2 タイ タン 


イッ タ アン と る 
4024 て 全う も]YCTNGIPEV タ く 
PAWITERWK の 11 
イン 7 タン っ > 
OCEANIIE ス IWA 


る 


味わい 、 六 を 蒙 り 9 たり 。 04 AO 
定 」 暫 ま 、 守 あら お た 任務 を 克則 正しく 各行 し 、 ぇ の 古 知 の 的 を だす 事 で 月 ら の 欠 恵 を 補い 、 邊 人 


の 主 ・ 創 造 主 ・ 支 配 者 と な る と 神 に 古 げ る 。 


注 2 
人 人 間 の 中 に : 
に 用 い 、 神 の 


注 3 
と し 


ば な ら 


注 4 


ず 、 特 に 
を 受け る 者 も いる 。 


これ が 


宇宙 は 一 
= 揚 え られ 、 そ れ に 
な いで あろ う 。 


これ が 「 庄 美 ] の 大 


けら れ 、 道 1 


「 不 信者 」 と 「 信 


定 の 自然 法 に 支配 され 、 人 間 が 作 然 の 拉 牲 し な る 事 は な い 。 


神 は 宇宙 の 創造 主 に し て 支配 者 で あら れ 、 神 が 御 気付 き に な られ な い 事 は な い 。 


遂げ る 機会 や ね 与 * 
知る の 『 者 ちい れ ば 、 
」 の 意味 する 所 で ある 。 


胞 の 得 


むし ろ 、 地 上 に お ける 神 の 代理 


ふき わし い 力 を 援 け られ て いる 。 人 人 間 は 神 に 自ら の 行 把 の 中 し 開 ま を し な けれ 


それ 故 、 人 間 が 自ら 


の 行為 の 長 任 を 取ら な く と も 良い と 考え る の は 無 意 味 で ある 。 
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7. を は 使徒 た ちか 明らか な 神 光 を 携え て 6 
に 来る だ びに 、 彼 等 は 、「 た だ の 人 間 が 我 侍 
を 衝 か ん と する か ? 」 云い 、 信 ぜ ず 、 背 
き し が 政 な り 。 さ れ ど アッ ラー は 彼 等 を 交 
要 と せ ざ りき 。 アッラー は 自足 し て 、 
きれ る べき 御方 な り 。 

8. 不信 心 者 ども は 復活 は あり 得 さ か ら ず と 断 
言 す 。 云 え 、「 主 に か け て 云う 、 そ は あり 。 
お 前 た ち は 必 ず 難 らし ゅ ら る べし 。 そ の 時 、 
お 前 た ち は そ の な せる こと を 告知 きれ ん 。 
を は アッ ラー に は いと 易 きこ と な 51 と 。 

9. る れ ば ア ッ ラ ー 並 びに その 使徒 し 、 わ れ ら 


2 必 い る 光明 と を 信 ぜ よ 。 ( 注 5) アッ 
ー は 前 た ちの 所 業 を 知 区 し 給 う 。 


10. アッ ラー が お 前 た ち を 集合 日 に 集め 給 う 
時 、 そ は 相互 の 損得 明示 の 日 と た な る で し 。 
( 注 6) アッ ラー を 信じ 、 葬 行 を な す 者 だ 
けが 、 そ の 諸々 の 罪 を 汐 め られ 、 河 川 流 る 
る 楽園 に 入ら し め ら れ 、 そ の 中 に 永遠 に 住 
まし め ら れん 。 を は 最高 の 大 成功 な り 。 


1 されど 、 不 倍 や 者 に し て われ ら の 神 兆 を 拒 
耕す る 者 は 、 業 火 の 住人 に し て 、 4 の WE 
水 迄 に 住み 留まら ん 。 行き 着く 先 の 炎 い 
る か な 「! 


第 二 項 
12. 如何 な る 災難 も 、 ア ッ ラ ー の 許し な く 生 ず 


ッ タ タク ed 

33 し タ 夫人 es258 BE っ H 
レア チア アン ン 皇 イン ナミ シン 時 IN ンス 
315 つ 5531 95 5948 MS3 
タ アデ る 

tolwW3 計 包 和 委 33 ス 
39 2 ち タ タン 2 タク セッ ン レン ンス 
52 り 和 CNG PP ら ) 
スス ニ タ 人 GOKC 
d そ 0} 4 CC すき CC 
@63 交 
ーー セック ング る ン っ ァ レ 
PC ECIEW を (06 利久 


e 所 えら 記 きじ 
9 多 了 の 0 人 
了 の 2 の 科 ら だ し ol と 
ofkd32003B POIC2CNI 
PEKAGEKIIGURK 91 GO 


92 に もう KS は 8 


応 


の 
る こと な し 。( 注 7) 面 し て アッ ラー を 信 ず 

注 5  「 光 明 」 は モハ ッ マ ド 傾 言 者 が 特に 賜っ た 、 

す 。 

淫 6  「 揚 得 明 示 の 日 」 と いう 言葉 に 


者 は 手 に し た 物 を 知り 、 不 信心 者 は 失っ ヵ 2 に 気付 く 陸 。 
間 に 対す る 自身 の 義務 を 如何 に 


注 神 は 一 定 の 法則 に より 
れる 。 し か し 神 は 全て の 自然 の 法則 の 処 造 キ で あり 、 
ー つ に く 為 で あり 、 困 難 は 神 か ら 発 する か 、 


砂 示 ・ 知 恵 ・ 


、 光 の 様 な 様々 MM きれ る 。 


殊 の 抄 発 ・ 洞 穴 ・ 神 の 知識 と 認 蔵 の 光 を 指 

ロ ) 若 欠 と 獲得 の H。 つ まり 5、 信 

れる 日 。 を の 日 、 不 信心 者 は 、 神 と 人 
* 彼 等 に 示 る れる の で あろ う 。 (3 不信 

える 日 。 

たま の いずれ か を 犯す 叶 、 

中 は これ 等 の 法 の いずれ か に 、 


⑫ 吾 失 が 示 


邊 は 炎 難 に 巻き 込ま 
文 は 神 の 特命 の 


あめ あるいは 神 の 認知 の も と に 生じ る も の で ある 。 
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第 六 寺 骨 剖 


る 者 は 、 彼 を の 人 の 心 を 正しく 導く 。 ア ッ 
ラー は 高 事 を 熟知 し 給 う 。 


13. され ば アッ ラー に と 従え 、 使 徒 に 従 を 。 き れ 7 人 っ 
1 放 ルル 】 と 
ぼ た ほ まい お前 た ち が 背 き 広 る と も 6、 わ れ ら SOPOI Pb2nbbD 
の 使徒 は だ だ 明 操 に 神託 を 伝達 する の が 務 の CA LAI 有 IM0 條 
め な り 。 
14. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 きれ は 何者 た oo 征 
多 
も を アッ ラー に 類 ら し め よ 。 2200520 hid 5424 
15 等 信徒 た ちよ 、 げ に ち お 前 た ちの 敵 は 、 を Gaia 
PEFCAIO2UIPSIU 
の 姜 女 や 子女 の 中 に も あり 。 され ば 彼 等 に スル 4 に で 
1] 心 せよ 。 さ れ ど お 前 だ ち が を 者 骨 し 、 522328 る 32553c 人 3 
散 免 し 、 覚 血 す る な ら 6、 釣 ら ば アッ ラー も 2 < の 2 コラ ラン 
移 大 に し て 、 慈 悲 藻 (まし ます 。 2 
16. お 前 た ちの 財産 や 子女 は 、 . だ ん な る イン レッ 2 ッ イ ン と 24 
gz OM 1 el 
し か 過ぎ ず 。 ア ッ ラ ー の 竹 話 に の み 受 大 な 。 “ 0 SS At 
る 報 装 あ 9 。 obz 多 1 
17. きれ ば 全力 を 避 し て アッ ラー を 異 散 し 、 聴 うろ B 千 35 を 3| PIE HR 
き 、 従 い 、 天 捨 を せよ 。 そ は お 前 た ちの た 人 
ゅ と な らん 。 ま た 己 れ の 食欲 を 除き 去る 者 、 人 と の の GSoo52 5 
か か る 者 は 必ず 栄 @ べ し 。 う タ (229 タグ 0 
eS 
8. MM し お 前 だ ち ア ッ ラ ー に 普 き 貸付 け を 行 を <? を イイ 3 1 る 多 ン ン 228 
プー 人 ERNST お 011 3 
、 彼 は 逐 を お 前 た ちの た め に 倍加 し 、 且 リー ンー クン 
の ンー の ンス ュー ン ラ て イク トス 
っ か ち を 内 乱 せ ん 。( 生 8) ア ッ テ ラー は 馬入 
癌 に し て 、 大 度 者 、 
9. 不可視 な る 世界 と 可視 な る 世界 の ( 注 9) 5 キル 2 
| 1 1z YS d 
能 知 者 、 俸 大 に し て 緊 哲 に まし ます 。 95JD55 Ho リン 
注 8 軍 の 為 に 財 を 習 や す 事 は 、 守 大 で 御 理解 ある 神 に いわ ば 貸し を 作る 事 で あり 、 神 は 様々 な 形 で それ を 
払い 戻さ れる 。 


注 9 


見 え ぎ る 物 と 見 える 物 。 
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デル ・ タ ラー ク 
(メデ ィ ナ 砂 示 ) 
1. 交 意 深 《、 恵 み 選 て アッ ラー の 御名 に ぉ い 了 


2. 預 和 者 よ 、 ち 前 た ち が 容 を 座 別 する 拓 合 は 、 401PCRIRCCUIVH 
( 生 1) 定め られ た 期間 が 過ぎ て か ら を し ーー 
離別 し 、 そ の 期間 を よく 数 え 、( 注 2) ア ッ 1902 
ラー を 長 れ 散 え 。 明 ら か に 醒 行 を 犯し た 坦 陸生 

合 は 別して 、 彼 衣 た ち を 家 か ら 追 い 出し PD やつ 36 

た り 、 出 で 行か なせ た りす る な か れ 。 こ は アッ うと タッ クタ タン リン ンタ パイン ー レ ルン Cs 
ラー に よっ て 課さ れ た る 控 な り 。 誰 で あれ 多 59253 33E>Sost 
アッ ラー の 控 を 破る 者 は 、 必 ずれ 自生 を 2 る ン の セ ラン 

の の ざ 9 っ 5 び の 26155ue 0 

そこ な う 。 液 は 知ら ね ども 、 ア ッ ラ ー が 後 . 。 の 
で 何 か 新しい 事態 を 惹き 起す や も 知れ ね 。 UIGIHt 人 E 衝 も 2 の 

8. 定め られ た 期間 が 過ぎ な ば 、 親 切 を 以 て 彼 に 82 る 4 s 緒 EE 
女 た ち を 家 に 留め る か 、 了 本 別 せよ 。 前 し て oN 

前 た ちの 中 か ら 二 名 の 公正 な 証人 を 立 JA は 2 100 

て 、 ア ッ ラ ー に 向っ て 正しく 証言 せしめ ゅ ょ くし ッシュ ョ ン シ 
こ は 、 アッ ラー と 末日 を 信ずる 者 へ の 訓 戒 を 昌夫 WEGOS を 6 
な を り 。 苗 し て アッ ラー を 破れ 違う 者 に は 、 スレ 

、( 租 9) 0 
EC 用 し ジア アス 

注 1 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 者 に 向け られ た 様 で いて 実は 信者 に 発せ られ た 言葉 を 含む ょ クル デー ン の (数 ) 


節 の 一 つ で ある 。 モ ハッ マ ド 預 斉 者 は 、 い ずれ の 央 と も 離 婚 す 


令 は 明らか に 彼 に 従う 者 に 適用 され る 。 


る 事 を 禁じ られ て いた の で (833 : 53)、 こ の 侍 止 


汗 2 離婚 の 伺 言 は 二 度 の 月 経 期間 を 紹 た 後 な きれ る べき で 、 そ の 問 大 と 委 は 関係 を 持っ て は な ら 6 な い 。 こ 
れ に より 、 離 婚 の 決定 は 怒り や その 他 一 時 『 な され は な く 、 冷 静 ・ 慎 重 な 思 雇 の 後 下 され る の 
で ある 。、 離 し た 妻 は イッ ダ (待機 期間 ) が 切れ る まで 、 尋 家 に 留まる 事 に な っ て いる 。 離婚 の この 過程 


H 


信 た が いし て 


『 機 期間 中 に 不 和 の 原因 が 徐々 に な く な り 、 
きれ て いる の で ある 。 


往 3 も し 大 と 妻 の 不 和 が 夫 の 質 し き に よる も の で あり 、 
努力 を し て いれ ば 、 神 は 彼 に 思い が け な い 所 か ら 宮 を お 三 


較 
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いた 夫婦 の 問 に 和解 が 成立 する 事 も ある の で 、 


が 神 を 長 れ 、 こ の 困難 な 状況 を 乗り 切る 誠実 な 
に な る で あろ う 。 


第 六 十 也 剖 


4 . 予期 せ ざる と ころ より 給 養 を 賜 わ ら ん 。 ア ッ 
ラー に その 信頼 を 託す 者 は 、 ア ッ ラ ー の み 
で 満ち 足り る 。 アッラー は 必ず その 目的 を 
成し遂げ ん 。 ア ッ ラ ー は すべ て の も の に 限 
度 を 定め た り 。 


5. お 前 た っ の きのう っ 月 科 の 潮 み な き 者 を 隊 
別 せ ん と する 場 も し 前 た ち 疑 心 を 拘 
か ば 、 8 を の る べき 有 ロニ ヵ月 と 
定 む 。 未 だ "月 経 な き 者 も また 然 り 。 まだ 女 
が 妊娠 し て いる 場合 は 、 そ の 期間 は 、 憎 の 
荷 を 産み 落す まで と 定 む 。 誰 で あれ アッ 
は 、 アッ ラー は を その 者 
の 事情 を 容易 な らし むべ し 。 

6、 こ は アッ ラー が お 前 だ ら に 計る 如 な りか 
前 し て アッ ター を 明 れ 散 う 者 に 1 は 、( 注 5) 
ア ッ ラ ー そ の 回 を 払 筑 し 、 その 報 渡 を 加増 
せん 。 


7. お 前 た ち そ の 資力 に 応じ て 、 享 別 せ る 
自分 の 家 に 規定 きれ だ 期間 住ま し め よ 。 
(年 0) きれ を 令 交 を 半 哲 に 陥 い れ て 、 苦 し め 

る な か れ 。 も し 彼女 が 妊娠 中 な ら ば 、 そ の 

重荷 を 産み お と すま で 面倒 と を みて や れ 。 ま 
だ 、 彼 女 が を の 子 の た め に 授乳 する 場合 は 、 
彼女 その 報 醐 を 与え を よ 。 お 互 に 好意 を 以 
て 庁 量 せよ 。 さ きれ じ 語 が まとまら 場合 
は 、 を その子 の 授乳 は 他 の 女 に きせ よ 。 

8. 資産 の 裕福 な 者 に は 、 容 福 な り に 費 や き せ 
よ 。 † が 苦し い 者 に は 、 ア ッ ラ ー が その 
者 に 則 え ん し も の の 中 より 費 や き せよ 。 ア ッ 


を ん びと 


朗 を 


ラー は 何人 に も 、 賜 え し も の 以上 の 負担 を 
課 し 給 わ ず 。 ア ッ ラ ー は 昔 の 後に 必ず 安楽 
を 与え ん 。 


イラ ッ ン と ち スッ ンズ 
ああ 才 の 3598 52 の 


人 23 二 
@b3 6 的 

DK の た の 1 と 1 

っ 26344 2548SD65 


る る ラン フロ ン ア イッ ニレ ラッ ン る ラン ン レッ 
未 289corsg4JcS 


(る タン 


@P つ lo 9 CZ る 


GE 


oe 名 あう 365 に < お < 


っ を っ ちっ ョ ッ カ ッ ク ニラ ョ ン 。 ンタ ッ 


プン ル SSC と 6 
ゅ 9 2 VS 611 
0 こ ら 355 生 も 
CATEYE 
タン タッ ラタン ッ タ テラ ッ ン 


@ 1 の 3 と 12 く けら 2 


ろ 


いっ 223 イン っ w イン ン 2 2 2 タク 


つっ の ュー 
の JPEIIC2 和 EPC 


の 


の iC ょ 


年 4 「 疑 心 を 抱か が ば 」 と いう 言葉 は 、 更 年 期 が 坊 れ て も いな い の に 、 


きる 事 も あり 、 付 け 加え られ た 。 


注 5 先 の 五 節 で 不信 者 は 神 を 長 れ る 様 に と 繰り 返し 命じ られ て いる 。 
彼女 達 の 権利 を 礁 な うと する 事 を 示し て いる 
自 還 に 生き 方 を 選べ る 様 に な る まで は 、 夫 の 最善 の 努力 に より 、 
大 に 甘 わ れる 事 と な る 。 


妻 を 不 公平 に 扱い 、 
年 6 離婚 し た 女性 は 、 始 家 を 出 、 
の 主 入 で あっ た 時 と 全て 同じ 状況 の 下 、 


その イッ ダ の 了 間 、 
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か その 他 の 原因 で 閉経 が 起 


これ は 、 


離婚 の 際 、 一 般 的 に 男性 は 


その 家 


第 六 十 五 章 アル ・ タ ラー ク 
第 一 項 まち 
9. 神 と を の 合 侍 の 命 に 晋 ける 呈 が どれ ほど あ 4323 とら Ss 


り し こと か ! る れ ば われ ら は 成 し い 計算 を 


久々 リク タッ ニース ( ク フッ ン ピタ 
ICPO6AHIGtGW1PASORC4C 


以 て 清算 し 、 恐 ろ し い 刑 加 を 以 て 拘ら し め 
たり 5。( 注 7) 
10. され ば を の 仙 状 の 悪 果 を 味 い 最後 は 破滅 【4、2( ASC OUG= っ 2262G3068 
な りき 。 2 
1o リ こと 
11. アッ ラー は 彼 等 の た め に 毅 し い 身 倒 を 用 意 NONCGGKWWKWM あの 
せり 。 を れ ば アッ ラー を 表れ 削 え 、 液 等 還 レレ レレ レン 
褒 あ る 者 よ 、 信 仰 す る 者 よ 。 げ に アッ ター 2 れ 絡 | 5 taK pm 
は お 前 た ち に 一 つの 注意 を 降 し た り 、 8 中 
3 
12。 を ほす な わ ち 、 信 じ て 普 行 を 積む 人 々 を 時 と ME 0 (HE 
半 か ら 光 胃 へ 放 か し めん ヒ 、 ナ ッ ラ ー の 明 骨 ン 
ら か な 神 光 を 前 た ち に 詞 み 聞か す 一 人 の ebeaehLz2 本 lg AU 
便 徒 な り 。 ア ブッ ラー を 信じ 、 閣 行 を 積む 者 。 ッッ レン 
は 、 ア ッ ラ ー ジ を 河川 流れ る 楽 岡 に 入ら し 493 2 し 52 人 8 の うう 
め 、 そ の 中 で 永遠 に 住ま し ゆん 。 ア ッ ラ ー ウン レン 。 ・ の 3 マティ ン ター シレ 
: < ダ ら と 
は る の 者 の た め に 表 晴 らしい 給 養 を 準 催 せ ol 
* は 人 IFIS 
13. 上 居 の 天 を 創り 、( 注 8) また それ に 相似 す 28 ・%%6 る 衝 才 
NOo9O29 の ONIPG 
る 地 を 創造 せる は アッ ラー な り 。 神 命 は Co ジー の PO シン 
類 務 の 問 に 陸 る 。 を はち 前 た ち を し て テッ ー ひら AE250SUSS る 6 綴 は 友 
ラー が 高 物 を 支 直し を の 知恵 の 中 に 高 物 ジィ レイ ラン レル ンク る ツタ の 2 2 と 
を 包み 込む こと を 知ら し めん が た め な り 。 6KU が MP lo5 40L9U 2 GS を 
注 7 前 節 に 取り 上 げ ら れ た 離婚 の 主 上 か ら 、 当 節 は 神 の 戒律 に 対す る 挑戦 へ と 移っ て いる 。 それ は 、 神 の 


戒 往 に 反抗 する 者 は 神 の 恩恵 か ら 我 を 切り 離す 事 に な る か ら で あ る 。 


往 8 


「 七 居 の 地 」 と は 、 ク ルアー ン の 他 の 人 箇所 (23 : 18) に 述べ られ て いる 様 に 、 
時 と その 軌道 を 指す 。 又 上 上層 の 天 」 の 宗教 的 な 高 味 は 、 人 の 夷 の 七 つ の 発達 段階 で あり 、 


の 発達 の 七 段階 を 指す 。 


林 陽 系 の 七 つ の 二 な 意 
「 七 層 の 地 」 は 肉体 
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ル ・ タ フリ ー ム 


(メデ ィ ナ 落 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 滞 く ア ッ ラ テー の 御名 に お い の se! 3 は 3 放 。 
て 。 リン ウニ ウリ ルリ ンー ピ ) 

2. 預言 者 よ 、 何 故に 流 は アッ ラー が 合法 ほな SS の 0194 ら MK る る 1 

せる こと を 禁止 し て 、 抽 条 ち を 悦 ば き 2 クッ ラッ ** 

る の 2 る ン イィ ン ッ ン 

ん ほす る が ? (年 1) アッ ター は 夷 大 に し Ogg と 


て 、 慈 看 深 く ょ し ます 


3. アッ ラー は お 前 た ち に 、 そ の 堆 い を 解消 す セッ ルーン 5 セレ イン る ルーン ス と 
・ 3g 冶 2 人 | 
放り 失 0AOIPDIE く PO 


前 た ちの 味方 な り 。 役 は すべ て を 知り 、 臣 ら を AI る 5 
哲 に まし ます 。 


4. 預言 者 が 妻 た ちの 一 人 人 に 秘 客 を 打ち 明 ! け だ と を る し > 1 < 和 132 
る 時 、 彼 女 は 之 を 漏らし た り 。 ア ッ ラ テー と eioaN の GA 

を 傾 言 者 に 知ら し ゅ た れ ば 、 区 言 者 は 彼女 2 セカ と No 

その 一 部 を 告げ 、 他 は 苦 げ ざり き 。 預 言 。 し シレ ルリ レレ レン 

者 が この 事 を 彼女 に 告げ た る 時 、 彼 女 は 問 計 ン RON KC 特 | 


えり 、「 誰 が その 事 を 液 に 告げ た る る か ?」 ほ 。 


ッ ン GII8I 因 PIH 
( 注 3 ) 聞 言 者 は 答え り 、[ 深 知 に し て 、 知 多 OOIPACI GE に ag 
する 拓 が 之 を 我 に 告げ た 5」 と 。 


Go 


注 1 ある 日 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 妻 の 一 人 が 、 役 の 好物 らし い 、 蜂 密か ら 作 られ た 飲み 物 を 彼 に ぇ た と 意 
か れ て いる 。 他 の 雪 の 何人 か は 、 腹 立ち か ら 、 役 の 息 は マダ フィ ー ル の 臭い が する と 言っ な 。 こ の マガ フィ ー 
ル と は 、 里 蜜 と は 似 て いる が 悪臭 を 放つ 飲み 物 の 事 で ある 。 モ ハッ マ 1 いや りあ る 人 だ っ だ の で 、 
以後 二度と 蜂 窒 も 食べ な いと 約 求 し た 。 当 節 は 、… 般 的 に は 、 こ の で き れ て いる と 解 し て よい 。 


し か し 、 嘘 、 雪 ある い は 朗 達 の 怒り を 静め る 目的 で 、 ク タル アー ン に 「 病 に 効く 」 (16 : 70)、 と 革 か れ た 正当 な 
物 の 使用 を 、 自 6 る 様 な 思い 切っ た 手段 を モハ ッ マ ド 畠 言 者 が 採る 等 有り 得 な い 。 あ る 伝 折 に よ 


れ ば 、 モ ハッ マ ド から 蜂 密 を 取っ た 時 、 ア イシ ャ ヒエ ハ フサ は 彼 に 前 述 の 約束 を きせ た と 
ある 。 叉 列伝 未 で は 、 モハ ッ マ ド 玉 詩 者 は ハフ サ の 家 で 蜂蜜 を 振る 押 わ れ 、 そ れ に 反対 し た 妻 が アイ シャ 、 

ザイ ナブ 、 サ フィ ヤ で あっ た 事 に な っ て いる 。 こ の 剖 来 事 り 手 は 、 幾 つか の 、 と より わけ 
上 記 の 伝 基 の くい 人 達 い に 苦し ん だ 事 が 示 き れ て いる 。 

注 2 モハ ッ マ ド 頂 言 者 は 、 生 活 を 楽し みか だい と いう 和朗 達 の 願い に ひど く 苦 し み 、 役 の 非 
人 為 、 一 ヶ月 間 彼 女 知 か ら 離 れる と 碑 っ だ た 。 法 で 認め られ た 所 有 物 は 、 そ れ を 使わ な い 上 宮 言 し た だ け 
の 権限 が 無効 と な る 訳 で は な い 、 と 当 人 節 は 述べ て いる 。 こ の 様 な 不慮 の 出来 事 に 除 し て は 、 破 られ た 奪 い 

だ けが 求め られ る の で ある 。 

注 3 当 節 が 述べ る 出 玉 事 が 、 事 実 如何 に 特典 な も の か を 伝え る の は 商 し い 。 文脈 か ら 判 断 す れ ば 、 ア イシ ャ 
自身 が 語っ た 出来 事 を 指す よ う で あり 、 内 容 は 決 の 様 な な も の で ある 。33 : 29 が 啓示 きれ た 時 、 快 楽 を 求め る 凌 
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素 太 大 章 テル ・ タ フリ ー 


今 も し お 前 だ たち 両 名 ( 注 4) 悔い 改め アッ 
ラー に 頼み る な ば 、 す な わ ち も 一度 は 心 が 傾き 
た る が 故 、 を れ に 越し た 事 を なか る べし 。 き 2 500232k186 
れ ど 、 屯 に 助け 合い 項 店 者 に 抗 する 場合 は 、 レー ノー ンー ニン シ 。 っ の 
アッ ラー が 李 言 者 の 味方 な り 、 ガ ブリ エル @2eBelbOs Pb OS31e0L2 
や 正基 の 信徒 た ち ぁ また 釣り 。 更 に 、 他 の - 上 

諸 天 使 も 凶 言 者 の 味方 な 。 

6 季 言 者 も し ぉ 前 た ち を 了 別 し な ば 、 主 は セ る の SS 5 
0 計 介 EK ーー 
ん 。 そ は 従順 に し て 、 信 忠 深 く 、 者 諾 に し Sbeu 2 


は | 


て 、 常 々 神 に お 繕 り し 、 に 専 多 し 断 2 
食 を する 者 に し て 、 肥 婚 者 ちあ れ ば 、 処 女 Ob うら ダラ を" 
も あら ん 

7 法 待 信徒 た ちょ 、 IKEJKPDAUIVH 


る 業火 か ら 、 お 前 だ ち 自 身 と お 前 た ちの 家 &cCrC 員 
族 を 護 れ 。 業火 の 上 に は 感 格 に し て 猛烈 な tcs DUG595 
る 諸 天使 が 番 を し 、 彼 等 は アッ ラー の 命 に レ ォ レシ ッッ ン ン レレ ッ ンス 

背 か ず 、 た だ 命ぜ られ た 通り に 行う 。 9 テン]ICM20KYA で DP: 


ラタン ラダ エ ン 
の Oo555(2 


れ 。 お 前 た ち は そ の な せる こと の た め に 報 
86 贅 5 タン ッ ン ッッ ク 
いら れる 。 Lu の と ( 
第 一 須 ラク 名 プッ タタ ント レッ マ セレ ンタ で 
た ちょ 、 心 か ら 尼 い 改め て アッ ラー 区 CE 


の 


位 り せよ 。 圭 は お 前 た ちの 諸々 の 罪 を いく 


8. 流 寺 不信 心 者 ども よ 、 今 日 は 放 角 する な か に も 250559 585 9 1 
< 


に い 


吉 の 要求 に 答え る 中 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 彼 と 共に いる か 彼 か ら 離 れる か の 選択 を 彼女 達 に せま り 、 彼 は 
まず アイ シャ の 件 を 切り 出し た ( ブ ハ リ 、 マ ザー リム ・ ワ ル ・ ガ サブ 圭 )。 モ ハッ マ ド 預 言 者 が この 様 な 手段 
を と っ た の は 、 ア イシ ャ が ハフ サ と 共に 要求 の H 火 を 切っ だか ら で あ り 、 ハッ マ ド 頒 言 者 の 秘密 
の 語 を ハフ サ に 伝え た 事 が 考え られ る か ら で あ る 。 この 件 の ヨ 女 密 を も らし て は な ら な いと 
制限 きれ た 人 の 義務 を 当 節 は 強調 し て いる 。 が 夫妻 で 、 秘密 内 の 個人 的 な 事 に 関 
更に 、 神 の 預言 者 と その 弟子 の 一 人 の あい 富 が あげ られ る 
注 4 「 お 前 た ち 両 名 と は 、 家 旋 生 活 する 世俗 向 快適 を し て 求め た マイ シャ と ハ フサ を 指し て い 
る よう だ 。 し か し モハ ッ マ ド 預 言 者 の 他 の 妻 達 は 、 彼 の 同僚 の 間 で 最も 尊 散 され る 二 人 、 
ル ん それぞれ の 女 だ 先導 役 は アイ シャ 、 ハフ サ の 二 f 
当 節 に 述べ られ ヵ は 非常 に 重大 な も の で は ある が 、 才 の 家 か ら 蜂 蜜 を 取る 事 は 、 モ ハッ 
月 間 妻 達 め 6 引き 離す 基 な も の で は な い 。、 ア ッ ラ ー、 ガ ブリ エル 、 基 び 正 義 の 
ド 子 言 者 の 味方 と な る と いう 訳 が この 人 節 の 終わ り に ある が 、 こ れ も 医 宗 の こと に し て は 重 す ぎる 表現 で あり 、 
その こと を 示す の で は な いと わか る 。 
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第 六 十 六 章 


ル ・ タ フリ ー ム 


そ 


者 並び に 彼 と 信仰 を 


区 拭 し 、 河 川 済 る る 楽園 に 入ら し めん 。 
の 日 ア ッ ラ ー は 、 


っ 9 23 ) 35 の の の の 3 に 


リッ ンタ タタ ッ タ ニー セン レン 2 タン イン っ 


共に せ し 人 々 を し ゆ ざ る べし 。 役 等 EAI 
区 は を の 前 方 に 乳 せ 、 また を の 右 方 に | ラン レン 
ん 。 彼 等 は 云わ ん 、 「 主 ょ 、 符 の た めこ こ e1693 も TO チチ 1 うう 2 の al OS 
の 光明 を 完 う し 給え 。( 注 5) 我 等 を 落し 給 の ッ そ ち 和 人 て 2 
M ag1553 
ぇ 。( 生 6) げ に 次 は 万物 を 支 記 し 給 >」 し 。 95 MO 
10. 頂 言 者 よ 、 不 "者 や 似非 信者 と は 断固 2 260og 8 US5 15 
い 、(7) 手 胡 し く 輝 を 門 ら し ゅ ょ 。 役 等 Hg 
の 住居 は 地獄 な り 。 を の 行く 着く 先 の 夏 GO 移 gdCN 3 と 265 じ 2 
きか な 1 
1. アッ ラー は 不信 心 者 ども の た め に 、 ノ ア の < 4 多 レン ー 
雪 並 びに ロト の 奏 の 例 を 示し 給 う 。( 注 8) 2 の 2425 い bCP1K223 
彼女 等 は われ ら の 正しき 二 人 の 後 の ぉ 上 な に eef0 AE AE25 あきる 人 2 2 
り し が 、 そ の 両 共に 背 き た り 。 さ きれ ば 本 大 。 。 レン 0 。 
は アッ ラー に 移し て 、。 を の ME 避 売 Ce 
ウ に 何 も な し j る 
ee の る 旬 356 区 
われ た だ り 5。 
注 5 「 ょ 、 我 等 の た ゆめ に この 光明 を 完 う し 給え 4] と い - 表 きれ る 、 大 国 の 信者 の 完全 を 求め て 止 


まな い 朋 い と は 、 天 国 に お ける 生 が 不動 の も ゃ の で 
所 を 知ら な いで あろ う 。 それ は 、 信 
に 俊 れ た 相 階 が ある の を 兄 て 、 自 分 が 
無く 突き 進ん で 行く か ら で あ る 。 


ある 掃 階 の 優秀 な 特 
達し た 段 果 


が 最高 公 


ない 事 や 示し て いる 。 む し ろ 、 天 


位 で は な い ボ を 知り 、 


国 で の 精神 的 発走 は 止ま る 
も を そこ で 止ま る 事 な く 、 そ の 前 に 更 
駐 打 進 を 続け り 、 こ の 様 に 終り 


得 を 衝 得 し て 


往 6 内 国 に 入っ た 後 、 信 者 は 「 球 し 〕 を 請う 。 役 等 は 神 の 光 の 中 に 完全 に 浸 き れる 様 に 祈り 続け 、 よ う 高 
い 者 と 比べ て 己 れ の 半 ら な きる を 知り 望み の 高き まま で 上 上 上 り 続 け 、 よ り 高 い 段階 に 到達 し た い に 、 短 所 の 必 ペ 


い を 神 に 祈る の で ある 。 こ れ が イス ティ グフ ァ ー ル の 真意 だ が 、 


う 事 } で ある 。 


注 7 不信 選者 や 偽 ま 
命 な る 努力 ] と いう 

し て いる 。 
で の ジ ハ ー 
スラ ム 教 佑 み 


所 
トド の 語 で ある 
か れ て いる 「 戦 じい] と いう の は 剣 え 
偽善 才 する の で ある 。 又 、 偽 善 者 達 
る 普 莉 と 合戦 うこ と は 許さ きれ て いな い 。 


邊 8 高 党 な 人 と の 変わ り は 、 押 の 李 言 寺 と の もぉ ぁ の で あっ 
いと 示す 目的 で 、 不 信心 者 は クア や ロト の 妻 達 と 比較 きれ て 
ラオ に 象徴 ふれ る 悪 の 勢力 と 離れ られ ず 、 自 度 釣 に な 5、 時 
表し て いる 。 イエ ス の 母 マ リア (13 節 ) は 、 罪 の 道 を 断ち 、 
よし き 下 僕 を 表す 。 
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け な け れ ば 、 イ スラ ッ 教 佑 が 戦う こと は あり 得 な い 。 
ジハード (全文 中 で は 「 昌 い 」 と いう 言葉 で 書か れ て いる ) の 真 記 を 説明 


この 話 の 文字 通り の 意味 は 「 過 失 の 許し を 芋 


当 節 は 、 付随 し て 「 懸 


る と いう 意 で は な い 。 イスラム 教徒 は 、 広 い 意 味 
は 、 表 面 上 ト 、 イ スラ ッ ム 教徒 し みな きれ て いて 、 イ 


て も 、 た を 拒む 悪 に 染 っ た 者 の た め に は な ら 6 な 


いる か ら 逃 れ た いと 可 命 に い 祈る が 、 フ ァ 
に 選 が く ビ ける 信 者 を 、 フ ァ ラ オ の 竣 (12 第 ) は 
神 と 和解 し た 為 に 、 神 の 党 感 を や 与 を られ た だ た 、 宰 の 


第 六 十 大草 


12. アッ ラー は また 信ずる 人 々 の だ め に 、 二 4 プション 2。 ン ン ノッ ン ン ン イン 
し に 給 う 85 の 2 人 6 和 和 ら に の] 


yoyte 2 は Sd0isdglse6 3 
に を 建て 給え 。 閉 し て 、 我 を ン 

る 2x る ンコ ョ ング ン ン 
ファ ラオ よそ の 所 業 り 救い 給え を 。 ま た 不 人 oe の 史 39 じ 8 36 の 7 の 


義 を 行 徒 右 か ら 救い 給え ] と 。 > 1 


13. まだ イム ラー ン の 怒 マ リア の 例 を 示し 給 し 2 る 全 の oo CZ2 ジ 2 
5。 す な わ ち 彼女 は その 貞 提 を 守り た れ ば 
われ ら は 彼女 に 弄 穫 を 吹き 入れ た り 。 役 女 eo の 2 入 as 人 3 人 
は 経典 に 盛 ら れ た 王 の 言葉 を 実 征 せ 9 。 彼 2 朋 旨 タ 
女 は 仙 度 な る 僕 の 一 人 な りき @ce8loeG の 6 が 5 
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テル ・ ム ルク 
(メッ カ 砂 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 也 み 追 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 1 た 
て 。 
2. 大 権 を 堂 揮 し 給 う 御 神 を 護 美 せよ 。 彼 は 万 スン 2 三須 
CALLJt Oo 1g 
物 を 支配 し 給 う 。 の 0 かけ YOIIPYC97UTGPO 
6 


3. 彼 は お 前 た ち を 試み ん が だ ゆめ に 、 す な わ ち 。 、 レ タレ レン 
お 前 た ちの うち 誰が 一 番 立 派 な 振 凶 い を す の Po GSG 

る か 試さ ん が だ め に 死 と を 創造 せ 5 タ ュ ンタ 7 ン 

g ヽ s 1 124 ター2 

( 注 1) 彼 は 借 力 者 、 究 容 者 に まし ます 。 @ の 交 1 ラッテ 


4 調和 する 茶 り 大 を 合造 ぎる は 、 疲 な り 。 お っ 5 ら 才 し しら と こと は G 


流 は 慈悲 深 き 神 の 創造 に いる る か の 不調 。 。 耳 前 
和 も 見 る 能 わ ず 。 改 め て 観察 せよ 。 液 、 な に 2 けど SI 


ん ら か の 欠陥 を 見 る か ? FR 人 】 の 
と イ ゾ コ ャ ブ リ 


85, 然 り 、 改 め て と く ほ 見 な お し て みよ 、 き ら ICONITCTPCD の 1 
に 再び 。 液 の 視力 は 困 北 し 疲れ は て 、 た だ っ 25 
己 れ に 帰る の みな る べし 。( 注 2) DC 


6. 両 し て われ ら は 、 夫 明 を 以 て 最 下 居 の 大 を 2 Po 区 wa 
飾り 、 を 以 て 意 廃 を 追い 払う 流星 と な せ レレ ーー 
り 。 わ れ ら は 彼 等 の た め に 火 疾 の 刑 を 乃 OSN の 的 和 0 
せり 。 


r9 ss 


注 1 時 E の 法則 は 全 宇 宙 で 作用 する 。 方 物 は 衰え 死す 事 に な っ て いる 。 死 は 2 29 及 び 53:45 に も 番 か 


れ て い 述べ られ て いる 。 これ は 、 死 又は 非 実 在 が 生 の 前 段階 で ある 為 の 様 だ が 、 あぁ る 
い は る そ を は らく 、 、 水 遠 の 生命 と 終わ り 押 き 殊 の 向上 に 向かう 入口 を 半 き 、 他 方 この 世 の 生 は 一 時 釣 


な も の で 、 死 後 の 氷 譜 の 生命 を ひか えた 前 段階 で し か な 〈、 死 が 生 より 疾 か に 重要 な 意味 を 持つ か ら か も し れ 
な い 。 

注 2 神 の 剤 造 は まこ と に 素 晴 し いも の で ある 。 小 さ な 一 員 に し か 過ぎ な い 我 地球 が 属す る 太 了 昌 系 は 、 広 大 
に 豊 み 整然 し し て いる が 、 こ の 太陽 系 も 又 、 何 億 と ある 天体 系 の 一 つ に 過ぎ ず 、 そ の 中 に は 太陽 系 と は 
な ら な い 程 大 き な も の も ある 。 し か し 無数 の 太陽 や 星 は 、 い た る 所 で 調和 を か も し 出す 様 に 、 互 
まく 位置 付け られ て いる 。 宇宙 に 広がる 秩 度 は 、 普 通 の 肉眼 で も 明らか で 、 科 学 技術 が 生み 出し た 器具 を 
功 員 し て 観測 で きる 視界 の 入 か か な だ たま で 広がっ て いる 。 
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10. 


. か くし て 彼 等 は 


、 お 前 た ち 窒 か に 云う も 


る 者 ども に は 地獄 の 刑 前 あり 。 
き 行 先 か な 「 


その 中 に 投げ 込ま れる や 、 倫 
ぎる が 如き 交 号 を 聴か ん 。 

そ は 慎 怒 の 余り まる に 破 製 せん と す 。 
心 者 ず も が その 中 に 投げ 込ま れる だ びに 、 


も 煮え だ 


看守 等 は 「 お 前 だ た ちの と ころ へ 和 告 者 が 行 


か ぎり し か ?」 と 彼 等 に 問わ ん 。 


彼 等 は 答え ん 、 「 殺 ゅ 、 。 確 か に 一 人 の 等 告 者 
米 た れ ど も 、 我 等 は 之 を 嘘つき 拉 し 、 


『 グ アッラー は 何 も 啓 示せ ず 。 お 前 た ち は は 

な は だ し き 迷 誤 の 中 に あり 』 と 我 等 は え 
5 と 。 

. 彼 等 は まだ 云わ ん 、「 我 等 $ し 聞く 耳 を 持 


ち 、 良 心 に だ た れ ば 、( 注 3 ) 我 等 火 准 の 
住人 ども の 仲間 に 加わ ら ぎ ざり し も の を 」 と 。 


、 諸 々 の ロ が 罪 を 認め ん 。 
る れ ど 火 獄 の 住人 だ も は 、 神 の 容赦 か ら へ 
だ た る こと は る か な り 。 

げに 密か に その 主 を 異 れ 散 う 人 々 に は 、 容 
落と 素晴らし き 報 奨 あり 。 


、 ま た 声高 
主 は お 前 た ち が 胸 に 抱け る こと を 薄 知 し 給 


2。 


. 役 、 己 が 創 9 し ゃ の を 知ら ぎ らん や ? 彼 は 


すべ て の 寺 妙 を 知る 者 、 知 濾 者 な り 。 
第 二 項 


ン も レセ ンー ァ ンカ 
いひ う Pe て うと どろ りう 8 cn り ゅ 
クー 
⑨ っ ge 


2 クン レン ェ ク ッ ンー K 語 
SPIE も MOE 


の 2 
2 の 


BEA6222ES あ 中 


よる みす 10 た と 
9 まず 

- 紀 守 ARG こう ス すう (を 多 第 _ 
の Aa 


の Aa Sh っ は 3 30。 は 


タン の 


| 形 0 の の 
みあ ら 3 うら OAIG! 
ンコ ララ ンー イス クッ の を ラン 
MD ] ッ 
OM5 り も っ egLoJ も ちち 


タク ン うと レ サン プイ ンー ニュ ン の クッ ンク クン 
@xsllub12A う TS 225 JI を 


6. お 前 た ちの た め に 大 地 を 平坦 な らし め た る a に を 0 
| * (RS PC4 
は 彼 な り 9。 さ れ ば お 前 た ち を の 諸 地 域 を 旅 すら ご 6 595 
の: 家 い 有 る こい 3 る し レ も 4 
し 、( 注 4) 彼 の 給 義 を 食 せ ょ 。 若 し て 、 彼 GE は も 1 もつ ト に 2 
復活 せら る べし 。 
注 3 も し 我々 が シャ リャ ( 律 法 ) か 良心 の 命令 に 従っ て いた な ら 。 
注 。 クル アー ン で は 選 界 を 旅 する 様 、 繰 り 返 し 推 め て いる 。 そ れ は 、 家 を 本 れ 他国 へ 旅行 する 事 が 、 人 の 


知識 や 経験 を 増やす 為 、 大 い に 役立つ か ら で あ る 。 
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第 六 十 七 剖 


7. 


- 彼 等 以前 に も ゎ 


お 前 た ち 、 天 上 に まし ます 御方 が ( 注 5) 
大 地 を し て お 前 た ち を 褒 み 込ま し むる こと 
な し 、 と 安心 し 得る か ? 見 よ 、 そ を は 振動 し 
出す 。 


- お 前 た ち 、 天 上 に まし ます 御方 が ぉ 前 た ち 


に 激しい 砂 同 を 送る こと な し 、 
る か ? いま に 思い 知ら ん 、 
し きよ 。 


と 安心 し 得 
わが 警告 の 葵 ろ 


人 徒 を 拒否 せる 者 ども あ 


の 9 人 


アア アコ ラ もう ュー ュ クッ 
ec CE っ の 代 
@zs 5 KC 2 と の る 


KS っ 


り 。 あ の 時 の わが 答 罰 の 如何 に 凌 惨 な り し 
こと か! 
20. 等 は 頭上 に 齋 を 撤 け 、 ま た それ を つ ぽ めも ち 7 押 っ 者 E0h5Z2 
に 1 1 8 
て 導 物 に 殺 い 降り る 鳥 た もち を 見 ぎる か ? 0 の - UPP 
芝 神 に 玩 ず し て 、 北島 た ち を 空中 に の 4 攻 92 と っ し 
保持 し 得 ま よう ぞ 。( 注 6) び に 彼 は すべ て を 
みそ な は し 給 う 。 
21. 慈悲 深 2 の タック る の 2 クン タク っ る アイコ 
21. 状 下 深き 以外 に 、 誰 が お 前 た ち に 味方 3601ASe 
て 軍兵 た らん ? 不信 心 者 ど も は 自己 央 障 の 時 
租 牲 者 に すぎ ず 。 sg 
22. 彼 も し を の 給 状 を 止む むれ ば 、( ま 7) 凍 た 人 計 し 1 スン YS 宮 
ご り ァ ぱり JIIAS 1 
ち を 閉 う 者 は 果して 甚 ぐ ? 狂 る に 彼 等 は 、 29 つ fo っ 
反抗 と 芯 遊 を 周 封 す 。 の 計ら 東 
23. な に 、 そ の 顔 を 倍 き な だら 歩く 者 は 、 真 直 の Af あっ 
で な 道 を 正直 に 歩く 者 より 胡 く 導 か れる と 則 ーー 
な ? ( ま 8) @ 色 rg。 
24. 全 え 、「 お 前 た ち を 生み 、 是 と 目 た 心 と を 介し 4 の 32 を (5 は 5 
れる は 彼 な り 。 狂 る に お 前 た ち は 兄 ん ビ レラ 多 る ー の ッッ ンー ョ ン ッ レー 
謝 せ ず 」 と 。 eo 0573953295 
注 5 当 節 及 び 決 節 に 神 は 大 に お られ る と 記 $ る れ て ある の は 、 ク ルアー ン で 一 般 に 劉 は 天 よ り 下 きれ る と 告 
げ ば られ て いる か ら で あ る 。 字 は 、 ど こ に で も お わし ます 。 
注 6 も し 不 人 舌 が 神 に 反抗 し 続け る な ら 、 彼 等 は 角 本 、 地 震 、 特 に 戦争 に よ り 滅 ぼ き れ 、 空 の 鳥 達 が 


彼 等 の 死体 を つい ば む で あろ うう 。 


邊 7 


* る 様 だ 。 この 抽 健 は 、 メ ッ カ 人 が 、 そ の 


苦し みか ら 人 逃れ られ る 様 に 祈っ て まで 続い た 。 
注 8 不信 者 は 、 音 を 悼 れ 、 鞍 いと 不信 の 間 ょ 、 他 方 、 信 者 は 信仰 の 確信 の 中 で 、 
貧 を 上 げ 、 神 の 道 を 突き 進ん で 行く 。 この 半 が 平等 で あり 香る だ ろう か 2 
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- 直 両 す る と 、 極 度 の 提 折 感 に 捕われ る 。 こ れ が 
注 10 。 神 の 特性 アル ・ ラ フ ャ ー ン ( 
た が 、 そ を それ は 、 そ こ に 革 か れ た 神 の 恩恵 多 
神 の 藻 悲 深き に よる か ら で あ る 。 


穴 き 


注 11 全 生 命 は 、 際 体 ・ 精 神 の 別 無く 


) は 、 ク ルアー ン 他 所 と 同じ く 、 
て が 、 人 の 生体 維持 に 係わる ヵ 


水 に 題 っ て いる 。 
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半 者 は 刺 水 で あり 、 


の 特徴 で ある 。 


^ その 精神 向上 に 係わる か を 問わ ず 、 


後者 は 神 の 座 が の 水 で ある 。 


第 六 上 斉 アル ・ ム リク 
25. 交え 、 「 大 地 に お 前 た ち を 繁 嬉 る せ た る は 彼 の ず LPTXtrt 二 キク 作 
つこ を 1 性 
な り 。 前 し て お 前 た ち は 役 の 話 に 召し 寄せ 。 PC を Ao ろり! を 30 お 
られ ん ] と 。 
26 彼 等 は 云う [も し お 前 た ちの 言葉 が 事実 な CSAoAGIOG2O ゅ よる ら 多 3 
ら 、 を の 約束 は 何時 実現 せん ?」 と 。 ~ 
27. ぶ 、「 チ を 知る は ケッ テー の み 。 我 ただ 05CSh22800 も 25 
一 條 の 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 2 
@ い CA 
28. され ど 、 彼 等 を の 近づく を 見 る に 及 ん で 、 ララ タ ィ クレ ウッ クタ ッ ク る スタ タイ [< 
不信 心 者 ども の 顔 は 嘆 に くも らん 。( 注 9) 2 が を 4Y で OKTINGG 
町 し て 彼 等 は 云わ れん 、「 こ は 芝 々 前 た es2 ダ を 3227 ッ GO35 
ち が 求 めし こと な り 」 と 。 
29. べ を 、「 も し アッ ラー が 並 びに 我 に 従う 者 1 の 2 人 ッ ン 0 の ODN 
を 減 ぼ ます に せよ 、 ま た 慈悲 を 垂れ る に せよ 、 た ンタ 
不信 心 者 も を 痛 刑 か ら 護る は 誰か 、 我 に eoo の の 委 は 
告げ ょ 」 と 。 
30. 云え ん 、「 彼 は 慈悲 深き 神 な り 。( 注 10) 我 等 ん 時 の 3 る 
< Ia 
は 彼 を 信じ 、 彼 に 頼る 。 や が て お 前 た ちょ は 3 2 
誰が 明らか に 迷 誤 の 中 に いる か を 知ら ん ] 内 績 際 衣 2 
と 。 デン 
31. 云え ん 「 も し 水 が す べ て 地下 深く 演 え 去り な 46 く 1 と つく 拘 1 スイ 肌 
の ! 1 
ば 、 お 前 た ちの た め に 水 を 湖 き 出さ きゃ て くつ やっ デス 3 31R 。 
れる は 誰か 、 我 に 告げ ょ 」 と 。 ( 注 11) . ON 
上 ee 守る 
注 9 前 が 下さ れ な い 限 り 、 不 信心 者 は 目 公 し 、 信 者 に あ ぎ けり や や からかい の 玉 工 を 投げ 付け る が 、 い ぎ 思 


吉 で も 繰り 返し 述べ られ て 来 


アル ・ ク テラ ム 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 息 アッ ラー の 御名 に ない OO) 21P い いい 

2 びに 彼 等 が 書く も の に よっ て 交 う 。 @53B52203 
3. 主 の 皿 員 に より て 、 液 は 狂人 に 非 ず 。 ( 注 2 ) @e AL GT 
4. 液 に は 必ず 尽き せ の 報 茨 あり 。( 法 3) @ ゅ % る 腕 80615 
5. げに 液 は 、 崇 高 な る 美徳 を 有 す 。( 注 4) ag 居 癌 。 
6. や が て は 見 る べし 、 彼 等 も また 見 る べ い 、 2 うう 
7、 前 た ちの いずれ が 狂信 な の か 。( 注 5) oe て 


注 1 当 節 で 、 現 、 溝 、 全 て の 第 記 用 具 は 、 次 の 三節 の 記述 を 実証 す る 証拠 と し て 引用 きれ て いる 。 


注 2 モハ ッ マ ド 人 頂 言 省 の 主張 が 如何 な る 知識 を も っ て 試さ れ た と し て も 、 彼 は 、 不 信 世 
じみ て いる こと は な く 、 最 ち 良 識 と 知恵 の 備 っ た 人 人物 だ と 確認 きれ る で あろ う 。 当 節 は 以 
メ 、 商 委 に は 、 こ の 非難 が 事実 無根 で ある だ け で な く 、 最 か 
る 。 


ヽ る 。 


とり と め な いも の だ と いう 吾 の 理由 を 挙げ て い 


注 3 次 節 と 共に 当 節 は 、 狂 気 の 非難 の 不 合理 や 、 非 常に 効果 的 に 疫 外 し て いる 。 狂 人 の 行為 は 不変 で 有益 
某 を 何 も 生 み 出 き な い が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 押 の 使命 の 目的 を 末 た し 、 堕 落し た 人 々 の 生命 に 
革 を も だ た ら す 事 に 成功 し つつ ある ほ 表 明 し て いる 。 こ の 変革 は 彼 の 死 で 終わ る ぉ の で は な い 。 
達 が 正しい 道 か ら そ れる 事 が あれ ば 、 必ず 神 は 、 彼 等 を 再生 きせ 、 邊 等 に 新た な 生命 を 吹き 込む 神 の 使者 を 、 
の 間 に 起 こる れる で あろ う 。 を し て 、 こ の 過程 は 終り の 時 まで 統 く の で ある 。 


往 ま 当 節 は 、 "者 と し て モハ ッ マ ド 括 言 莉 に あび せら れ た 狂気 の 非難 に つい て 、 よ り 雑 弁 な 注釈 を 与え 
て いる 。 モ ハッ マ ド 疾 言 者 は 狂人 で は な てく 最 も 高 源 な 人 物 で あり 、 あ ら ゆ る 道徳 1- の 美 点 を 十 二 分 に 備え 、 を 
れ に より 彼 の 依 造 主 の 完全 像 を その 身 に 表わす こと が で きる 、 と 当 第 は 述べ て いる 。 彼 は 入間 が 持ち 得る 全て 
の 道徳 上 の 長所 の 完全 な る 化 自 で ある 。 高 尚 な 和徳 的 特質 全て が 彼 の 内 で 完全 に 調和 し て 総体 し な っ て いる 。 

モハ ッ マ ド 預 言 者 の 有 能 な 配偶 者 アイ シャ が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 道徳 を 解明 する 様 か つて 求め られ た 時 、 彼 
女 は こ 2 答え た 。 「 彼 は 、 神 の 真 の 下僕 の 特質 し て クル アー ン に 述べ られ た 道 値 上 の 美 点 を 全て 備え た て いた 。] 


往 5 当館 は 、 モ ハッ マ ド 傾 言 者 を 非 台 す る 考 達 に 対し 形 聞 を 一 変 し 、 挑 発 的 な 口調 で 彼 等 に 次 の 事 を 人 告 
て いる 。 狂 和音 し む の は モハ ッ マ ド 預 言 莉 か それ と も 彼 等 か 、 神 の 使者 で あ る と いう 彼 の 主張 は 興 故 か 6 思 
わ ず 出 て 来 た も の な の か 、 彼 等 自身 は 時 の し る し を 示す も の を 読み 取れ な い 程 に 、 気 が ふれ て いた の で モハ ッ 
マ ド 季 言 者 を 信じ る 事 を 拒ん だ の か 、 こ れ 等 の 問い に 対す る 答え は 時 が 示す で あろ う 。 
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8. げに 主 は 己 が 道 より 迷う 人 々 を 衣 く 知り 、 
また 激 導 に 従う 入 々 を 良く 知り 給 う 。 


9. きれ ば 、 真 理 を 拒否 する 者 ども の 願望 に 応 
ずる な か れ 。 

0. 彼 等 は 液 が 妥 慢 せん こと を 也 み 、 さ すれ ば 
彼 等 $ 液 と 妥協 せん こと を 望む 。( 注 6) 


1. 液 、 昌 劣 な 


『 者 に 屈服 する な か れ 、 


2. 陰口 を た た 〈 者 、 悪 口 に 狂 弄 する 者 、( 注 7 ) 


3. 閣 事 を 妨げ る 者 、 搾 に 背 く 円 深い 者 、 
14. 不作 法 で し か も 率 性 の いか が わし い 者 に 。 


5. こ は そ の 者 が 符 舞 で 子女 に 怠 ま れ て いる が 
履 な り 。( 生 8) 

6. その よう な 者 に われ ら の 神 光 を 譜 み 聞か す 
ほ 、 彼 は う 、「 前 入 の 故事 な りほ 。 

7. われ ら は 必ず を の 者 の 鼻 の 上 に 冶 印 を 押さ き 
ん 。( 注 9) 

8. げに われ ら は 果 千 園 の 持 王 を 試し た 如く 、 
彼 等 を も 試す さ し 。 す な わ ち 、 そ の 時 昌 村 

園 の 持 十 は 翌朝 すべ て の 果 実 を 摘 ま ん と 約 

来 せ し が 、( 注 10) 


アタ クー タタ ンタ 2 クッ の ィ の 
〇 のめる 0u3 の あ の も 35 
イタ る ン 

< る て に 
@ の の ら う 2 あう 5 


ッ ャ ッ ン 


の 
て で 人 まる [マク 
@ ら 2 し 2 つ C4 


スタ アン ロト フッ ン ァ ササ る 


@ み 3 うる 人 


@t23dEBoWi 
OU 人 ICPRI2E1 
3 

に 2tC4P9MOUEIGK を 131 


oe 


と 2 


全て を 語っ た も の と 言え る 。 


を その 不動 の 日 的 か ら を 6 す 介 、 メ ッ カ の クラ イシ ュ が 彼 に し た 申し 出 に 、 
“よく く 、 他 方 偽り は 足場 を 持た ず 、 圧 力 や 誘惑 に 屈し 、 常 に 妥協 


往き 神 に 対す る 罪 ・ 不 徳 ・ 拉 光 は 全て 、 慢 心から 生じ 、 い か が わし い 手 段 が 巨万 の 宮 を 貯え 、 膨 大 な 権 方 


を 得 よ うと 上 する 者 の 道徳 上 の 病 い で ある 。 あ る い は 、 是 し き 者 は 、 唯 宮 と 権力 を 手 に し 


に と いう だ け で 数 意 を 


表 き れる べき で は な い 、 と 当 節 は 意味 し て いる と も いえ よう 。 
注 9 「 異 の 上 に 冶 即 を 押 き ん ] と は 、 人 に 恥 を か か せる 事 の 比 連 で ある 。 


注 10 此 所 で は 、 時 し く 強欲 で 思い 上 っ た 不信 心 者 が 、 あ る 果樹 園 の 所 有 者 に 例え られ て いる 。 彼 は そこ で 
採れ る 果実 全て や むる ぼり 食い 、 そ を れ を 汗水 流し て 育て た 者 と 分 か ち 合わ ず 、 役 等 の 昌 実 に 対す る 権利 を 容 っ 
て し まう の で ある 。 
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第 六 十 入 意 


デル ・ ク ァ ラ ム 


も 欲し な ば 系 前 を つけ 加え ぎ ざ プン ュー トン 
19. 「 も し 客 飲 し な ば 」 と 保 廊 を つけ 加え ざり @ ら 5 マジ う 
き 。 ( 注 11) 
20. それ 故 役 等 が 上 限れ る 開 に 、 主 の 災い が 果樹 (イン 
周 を 胡 い た 5 。 oo ab5o2uuPNEGUS 
yrE ロ リー 内 ュ ュ ゞ ュー デ ラン フラ ウイ 
21. され ば 朝 に は 、 そ れ は ば 刈り 取ら れ だ 如く な 1O ア こ 引 区 > Co な 
れ り 。 
_ 、 オン ッッ タン レン ン 
22. 彼 等 は 朝 早 く 婦 に 呼び 合い て 、 @Oeuz22055E: 
の る っ っ 
23. 云う [収穫 せ ん と せ ば 、 急 ぎ 畑 に 出 で 行け CE UGC も PB 
。 う 、「 収 穫 せ ん ぎ 州 に 出 で 行け 」 の ら み ラウ ァ ク ゃ ! ら と びあ bugl っ ! 
サンク タン ン メ クッ 2 スパ の 
24. 半 す が ら 、 彼 人 声 を 低め て 相 い 毅 り て 、 ら o の の 30540555 
25. 云う 、「 今 日 は 一 人 の 貧者 も 丈 等 の 早 園 に と MK ンー ン 
ンタ ラー JI は の ずい 
入ら 6 せまい ぞ を 」 と 。 ( 注 12) 2 * ら 
26. 彼 等 か 決心 し て 早朝 に 家出 だり し が 、 ed5 っ だ OS 
( 注 13) ー- 
判 半 を 見 え 1 等 は 道 に 迷い た ッ エン カン イン る 
27. 和 見 て 、 去 えり 、「 我 等 は 道 に 輝い IoIGHIWAICIHIGM で NE 
28. 耕 な 、 き に 非 ず 、 我 等 は 果実 を みな わ れ の 0228 の 5 
たり] と 。 
29. 役 等 の うち 最も 心掛け の 良い 者 は 云え り 、 3 すす 導 イ ラ ピン 
| 13J1 4052 
「 我 は お 前 た ち に 、 何 故 抽 を 誠 美 せ ぎ る か 、 3 9d6 
云わ ぎり し か ?」 と 。 
30. そこ で 直ちに 役 等 は 云え り 、「 我 等 の 主 epEYEi7 PA RI 
・ プッ TO 
えた あれ 。 ば げに 我 等 は 不義 者 な りき 」 と 。 ン 
。 か 人 ュ > ロ に 詩 め 舌 D 寺 ンク タン シン イー 。 ッ ン 1 の 9 タイン の フッ イレ 
31. は MM を か え 、 巨 に 詰め 寄り 走 め oO と 3 
注 11 この 果 悦 団 の 持ち 殖 達 は 、 他 入 の 手 で 育て られ だ 欲 深 く 奪 い 取 り 、 ま と 分 か ち 合 う 事 な く 、 
一 人 占め に 食べ た 。 彼 等 は 、 自分 達 の 努力 が 実り 、 災害 $ な く 高 い 収穫 を 確信 し て いた の で 、 押 を 忘れ 、「 も し 、 
神 欲 し な ば 、 と 言葉 に 出し て 神 の 保護 を 求め る 事 も し な か っ た 。 
注 12 この 比 除 に ある 果 周 園 の 金持ち の 所 有 若 は 、 利 己 的 で に 例え られ て いる 。 彼 等 は 他 
人 の 労働 を 食い 物 に する 他 、 非 常に けち で 、 気 し い 者 の 必要 を 満 正 に 得 た 物 を 使 お うと は 決 
し て し な い 。 
邊 13 他 者 の 労 竹 の 搾取 者 は 、 彼 等 だ け で 一 つの 麻 級 を 成す 。 彼 等 は 、 額 に 汗 し て か せ で 者 が 当 に すべ 


き 利 益 か ら 後 者 を 締め 出す 。 役 等 は 届 を 


の で ある 。 
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し 、 他 方 その 店 し き 同 胞 は 、 彼 等 の 眼前 で 、 汚 れ の 中 を 


い 進 む 


第 六 寺 入 音 アル ・ ク テラ ム 


32. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 災い な る か な ! げ に 


ント ン シイ < セイ イン 

我 等 は 背 逆 者 な りき 。 AIGDH 

33. 主 は 之 に 代 る より 良き 彫 を 教 等 に 賜 わ る や 52 dEUGS MG9 全 3 
も 知れ ぬ ね 。 さ れ ば 我 等 は 、 謙 席 に 主 に 嘆願 。 

す 」 と 。 @ ら > 


。 ンク こ イン ン ン あぁ 13 ! み 
34. か く の 如 き は 現世 の 削 な り 。 耐 し て 来世 の FEY iD つ 633 AIRIPOIRS 


劉 は 更に 重 し 。 ( 注 14) 彼 等 之 を 知ら ば 。 に レン 
@ っ 5 
た だ 第 中 - 
35. 義 し き 者 に は 、 必 ず 主 と 御 一 緒 で きる 至福 の tc と る る わく の る 
の 園 あ り 。 ー 
36. われ ら 爆 依 者 を 思 す る こよ 、 罪 人 を 遂 する の 21 
如く ある べき か ? 
で ンマ 2 タン < レン ンタ 
37. 吉 何 が し た ? 液 等 ば う 判 断 する や ? 6oA 人 25035 
38. お 前 た ち 学 べき 経典 を 有 し 、 た KK そい 還 和 0 
39. を の 中 で 前 た ち が 選 ぶち も の を 必ず 親 ら れ KC1K チ 1 
る の か ? "人 


40. それ と も お 前 だ ち 、 復 活 の 日 まで われ ら を の の アン ルン の 
724 JAEEzS ES 
拘束 する 容 約 を われ ら か ら 手 に 入れ だ と で 。 の 2 0) イィ 


も いう か 、 自 分 が 欲す る も の は 必ず すべ て AWK 
獲 ら れん その 碧 約 を ? ( 注 15) 


41. 彼 等 に 問 ぇ 、 彼 等 の うち 之 を 保証 する は 誠 の 3 いる の しら に 
半 ュー 
42. それ と も 役 等 は 、 神 に 仲間 が ある と い タン ーッ セン を atog ラク イッ 
らら ee62 あ めし 9 区 1 
6、 そ の 伸 間 を 提示 せよ 、 と の ア 2 タン 
な る 証拠 に 。 @⑯CAS み こっ 
43. 真 家 が 審 に な る 日 、 彼 等 は 呈 平作 せよ と を 26 し とき 作 2 
上 > 間 00G デ So 2 
妥 求 め ら れる も 、 輝 を し 得 ぎ る で し 。( 注 16) 


フン タタ ンタ の 


注 14 遅かれ 早かれ 天 還 が この 搾取 者 に 下り 、 他 者 か ら そ の 労働 に よる 果実 を 
の 邪悪 な 日 的 を 達成 し な い 。 
注 15 当 節 は 不 3 彼 等 は 望み 通り の 生き 方 の 選択 
か ら 人 逃れ られ る と 、 い ずれ か の 呈 ? め ら れ て いる の か ? ある い は 、 
の 物 全 て を 手 に 入れ 、 応 む 事 を 全て 為 し 、 し か も その 行為 の 結果 に 苦し む 事 も 
か ? 


うと いう 役 等 の 計略 は 、 そ 


きれ 、 
は 揃っ て 裁き 
いと 神 か ら 約 東 き れ て い る の 
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第 六 十 入間 テル ・ ク ァ ラ ム 


邊 等 は その 日 を 伏せ 、 山 選 が 彼 等 を 才 わ ん 。 eg 和 クタ < ッ テッ タ トン ッッ 
で に 】 1 トン そい 1 し まう コ し 4 
< は 仙 生 が 事 な る 陸 選 平伏 を 雄 ま ゥ 。 5927292et4 う Loi 5 は 


れ し が 、 逐 に 従わ ざり し が 故 な り 。 の の 負 16 


45、 さ れ ば 、 わ れ ら の 言葉 を 拒否 する 者 ども お 元 シッ イン も の の ラン レッ 
ば 、 ち に 全 ね よ 。 各 等 の めか る を る とこ PJ2IA あ o 役 の 2 の 3 


ろか ら 、 わ れ ら は 彼 等 を 減 亡 に 近づけ ん 。 SO 2 
( ま 17 
46. われ は 彼 等 に 当分 猫 子 を 与え ん 、 わ が 計 瑞 の 2 (る 12 好 2 
の 確か き 麗 に 。 83 る 2 が 25 
47. 洲 、 を の 負担 に 彼 等 が 打ち ひし が れる 程 の の 228 じ 6833 
報酬 を 役 等 に 求め る か ? らち 
48. それと ら 、 彼 等 不可 祝 な る 世界 の 知識 を 持 の っ の 委 っ 62736 の ちっ スッ 
つこ っ 51 の ug 1 
つが 八 に 、 そ れ を 記録 し 得る か 1 0 の 
49. 冒し て 、 の 信者 れる を 235 0 26 


の 如く を る な か ね 。 @2 考 を 233g 区 3 
S0、 も し 主 の 思 恵 が あの 者 に 達せ ざり せ ば 、 あ や 2 3 る っ > の 、 と ショ レッ ンク 
らい SO 5 の う 1 

の 者 は その 民 に 俳 を 質 わ きれ 、 不 毛 の 今野 タッ ピク 205 の うす 


こい ュ ュ + ウラ タッ ルン 
に 追放 きれ た り 。 ( 注 18) ⑨459O 223 
E 用 あわ 倫 」 ョ 0 イン 人 る 人 22 オ ュ ン ッ 人 
51. きれ ど 、 主 は あの 者 を 選び て 、 義 し き 人 の の ooo 4 55 455 


中 に 加え た り 。 
82. 不 信心 者 ども は 害 戒 を 聞く だ びに 、 も の 湊 AOB43M 036 OU 公 5615 


い 行 相 で 液 を 追い 払う 。( 注 19) 廊 し て 去 


の シッ ン ン シン ンタ 

うぅ 、「 役 は 確か に 狂人 な り 」 と 。 @82 2 る あッ n 介 
53. 大 、 こ の 各 戒 こ を 、 世 界 中 の 人 々 の 節 義 の 5 っ 4 じ 3 が 
より に ころ な り 。 @oo5 2 らら ゃ 29 じ 5 8 


千 16 当 節 は 、 復 活 の 日 の 茂 し き に 触れ 、 又 、 全 て の 神秘 の ベー ル を は が し 、 裁 き の 日 の 秘密 を 明る み に 出 
し て いる 。27 立 48 節 も 参照 の 事 。 

注 17 。 神 の 呈 は 徐々 に 不信 者 に 下 $ れ る 為 、 彼 等 に は 、 ク ルアー ン の お 告げ を 受け 入れ る 事 で 悔い 改め る 機 
会 が 数 多く ある 。 


注 18 。 当 節 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の メディ ナ へ の ヒジ ラ (移住 ) を 功 み に 吐 示 し て いる 。 


注 19 不信 心 者 は 、 衣 力 の 無い 莉 を 色 し て その 使命 を 放 茎 きせ る の で は な いか と 、 モ ハッ マ ド 六 言 着 に 厳し 
い 見 方 を する が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に は 伝え ん る べき 神 の お 告げ が あり 、 役 等 に おび える こと は な く 、 お だ て ら 
れ だ り 、 買 収 き れ た り し て 、 そ の 様 な 圧力 陽 術 に 刷 す る こと は 有り 香 な いこ と だ 。 
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アル 
(メッ カ 啓 が) 


・ ハ ー ク テ 


1. 基 意 深く 、 虐 み 局 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い の っ UMkー 
て 。 
陸 、 ヌィ シン 
2. 必然 の 運命 。( 注 1) の 286d1 
3. 必然 の 運命 と は 何 ぐ や? @43 ウ 6 
4、 必然 の 軍 命 の 何たる か を 流 に 知ら し め る も 683ChC 3 
の は 何 か ? 
5. サム ー ド 並び に アー ド の 手合 い は 、 突 然 襲 @2565LAE3328 く る 
2 災難 を 庶 仙 な りほ せり 。 
6. きれ ば サム ー ド は 邊 烈 な 突風 に より 滅 ぎ さき CCUUWKG(E 人 AR 
れ り 。 らい の 
レレ あ 
7. アー ド 5 ま た 荒れ 狂う 篤 風 に より 減 ぼ きれ レー ニッ ンー を の レ (< マン 
、 @AE の る RW っ wis 
4 守 給 っ CC 35 IM を 4 
8. 主 は 七夜 凡 日 組 を まな く 彼 等 に 吹き つけ 給 ンー の を 
えば 、 彼 等 は 倫 5 倒れ た 表 格 子 樹 の 如く 地 1 
に 倒れ た り 。 2 コン の 
8 
9. 溢 元 得 る や 、 何 か 彼 等 の 遺物 を ? @236C229 7 
10. また ファ ラオ 及び ファ ラオ 以前 の 人 々 、 普 @ 0W 85323 ラク タン 2 に 3 
ウ う cly と っ 
びに 転 梓 せ る 苔 々 の 住民 も 、 常 に 罪 を 犯し 9 ジッ パタ ? 
た り 。 
注 1 既定 の 遅 けら れ な い 事 柄 。 必 ず や 起こ る 不幸 。 不 信心 者 の 最終 的 打倒 。 


注 


注 


だ た 。 そ れ は ば 、 


2 当 節 は ノア の 大 洪水 に 触れ て いる 。 


3 モハ ッ マ MR ッ カ で の 


、 正 し き 者 ・ 悪 
る た ゆめ 立た ね ば な ら な いで あろ う 。 
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は 素早 く か つ 突 然 で あっ た 為 、 メ ッ カ 人 達 は 完全 
で あっ だ 。 当 節 は ヌ 、 復 活 の 日 に も 当て は まる 様 
き 者 双方 は 、 神 の 偉大 な る 裁判 席 の 前 に 、 


その 日 、 ら っ 
自ら の 行為 の 申し 開き を す 


第 症 九 章 テル ・ ハ ー ク テ 


1 彼 等 は 詩 の 使徒 に 従わ ざれ ば 、 主 は 彼 等 を 
厳し く 角 ら し ゅ た 5 TTY 


2. げに 洪水 が 起 時 、 ら が お 前 だ た ち を ウェ ャ ン 7 ッ ン ン 
に) 水 が 超 り し 時 、 わ れ ら か お 前 た ち を な 141 た 4 死 NG 


骨 に 乗せ だ る は 、 ( 注 2) 


委 ウン の 
8. 多 を 以 て 前 た ち へ の 大 少し な し 、 ま た 折ら 4 っ 1 も NT CS 
* AS 
意 す る 本 に 之 を 記 悦 せしめ ん が た め な り 2 フツ 遇 


攻 人 9 MS 


き 。 
っ ん 3 っ の 
4. 麗 ひと た び 鳴 り ひ びき 、( 注 3) @%0e5 っ 1G 891 信 
5- 大 必 と 山々 は 際 息 し (4) 箇 し て 徐々 に 85435 の 
8 2u の iA う 
昌和 @o5 025005dCD2 あめ 5 
トト 生 ックス 
6. その 日 こそ 一 大 事 が 起 る べし 。 oO1PIC は や や て 
7. その 日 天 は 和 弱 と な り 、 ば ら ば ら に 割れ SA9o2 の 2acSEe 
隊 ピル ル ンー っ 3 紀 


8. 天使 た ち は 天 の 工 に 立た ん 。 曽 し て を の 日 、 4 buugs 9KS 
の 玉座 を 頭上 に 捧げ まつ る は 八大 使 な 
5。 @32 2 
その 日 お 砂 た で 控 は マ ウン 2 

) Yo soWELWs sou つっ 和み 導 35 あ らき 
な か る で ご し 。( 注 5) 

20. を の 時 、 己 が 記録 を を の 手 に 波 る れる 者 。 隊 名 2 ooo42S28 
は 、 ( 注 6) 云わ ん 、「 来 た り て 、 我 が 記録 


を 読め 。 9S 必 


さめ 
21. げに 我 は 、 必 ず 我 が 清算 に 満足 きせ られ ん LE え CH 
POH 
と た り ] と 。 ら " 
22. され ば 彼 は 楽し い 生活 を すご きん 、 @ 多 5 だ あめ 
23. 高尚 な 楽園 の 中 で 。 @E 交 8 
カル Ep ロジ 2 


まや 一 般 民 衆 は 、 イ スラ ム 教 の 邊 


注 4 アラ ビア 全土 は 大 き ( 播 れ 動 に てい に た 。 ア ラブ 
ム に 。「 大 地 」 は 民 押 を 「 出 々 ] は 人 


服 、 及 び イ スラ ム 示 が 彼 等 の 生活 に も た らし た 激しい 変 
の 指導 者 を 、 を それぞれ 指す 。 

注 5 本 文 の 文字 通り の 意味 以外 に 、 メ ッ カ 族 落 の 日 に 、 偶 像 拝 信仰 の 偽り 及び メッ カ 人 の 行状 が 完全 に 
外 か れる と 当 節 は 示し て いる 。 

注 6 「 己 が 記 鍼 を その 右手 に 渡る れる 者 ] と は 、 試 練 を 無事 くぐり 抜け る 者 と いう 味 の 、 ク ルアー ン の 
比 座 で ある 。 
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第 六 十 九 章 


アル ・ ハ ー ク テ 


24 、 


25. 


26. 


Ko 
1 


28. 


29. 


30. 


31. 


32. 


38. 


34. 


35. 


36. 


そ を は 鈴なり の 果実 が だ や すく 手 の 届 く と こ 
ろ な り 。 
満悦 し て 食い 陸 つ 飲 め 。 
巳 が 善行 の 報い な り 」 


これ 過ぎ し 日 の 


きれ ど そ の 左手 に 選 が 記録 を 渡さ きれ た 者 
は 、( 注 7 ) 云わ ん 、「 我 この 記録 を 波 き れ 
ぎり せ ば ! 


- 我 が 清算 の 如何 な る $ も の な る か を 知ら ざり 


き ! 


死 が すべ て の 終り な り せ ば ! ( 注 8) 


我 が 高 は つい に 役立た だ ざり き 。 


我 が 成 勢 は 渦 え 去 しか] と 。 

天使 た ち は 命ぜ られ ん 、「 條 を 抽 え て 締り 、 
地 鍼 に 投 ぜ よ 

然 る 後 十 尺 の 人 で 彼 を 直 れ 。 ( 注 9) 
げに 彼 は 至 尊 者 アッ ラー を 信 ぜ ず 、 
また 進ん で 貧者 を 疾 わ ざり き 。 


きれ ば 今日 、 彼 は ここ に 如何 な る 友 と て な 
く 、 


ラ 2 PC レジン 0 


@ 多 GAN 
0 9 2 
『』 
で テ 5 らら 引 23 


5kioCpb 
54sa(Si6 CN 


@4JC< 計 人 じ 


@ と し (< 


サタ 4 9 
@⑤3 ぅ 59 い ァ 


9 sa! 

SHECSGC ル し aa 

の し る YS 5 
eucg あ 用 用 

@ AkC8220 2 


注 き 
い の で 、 死 を 勿 う で あろ う 。 


注 9 
べ で られ て 米 た 。 当 節 で は 、 
が かれ だ た だ 鎮 は 、 
鎖 と し て が る き 
期 を 含め て お よそ 
R 相 す る 。 役 は 和 肉欲 の 隷属 か ら 逃 れ よ うと は し な い 作 、70 年 間 叶 
つ は 一 年 を 表し 、 悪 者 は これ に より つなが れる で あろ う 。 


ュー 


に 汰 
の 鏡 と な っ て 表 わ き る れる で あろ う 。 この 争 


「 諾 手 に 己 が 記録 を 泌 
不信 選者 は 、 全 て を 終え る に 当たり 、 


死後 の 生命 は 新た な な も の で は な て く 、 嘘 、 


70 年 で ある 。 この 70 年 を 、 


コー っ 一 
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f+] は 、 ク ルアー ン の 半 門 用 語 で 


他 の 生命 $、 叉 神 の 前 で の 目 ら の 行為 の 申し 開き を し た 《 く は な 


現世 の 事実 の 象徴 1 
現世 に お ける 魂 の 苦悩 が 来世 で の 体 硬 も し て 表 き れ て いる 。 例 えば 


「、 吉 練 に 奇 えら れ な い 者 を 示す 。 


タル アー ン に 繰り 返し 述 
の 回 9 に 巻 


『 な い 事 が 、 


この 世 の 稚 望 を 素 し 、 こ の 願望 が 米 世 で 足 人 の 形 を 取る で あろ 2。 同様 に 、 現 世 の 人 愛 問題 も 足 
れる で あろ う 。、 こ の 世 の 羽 み は 秋 と な っ て 免れ る で あろ う 。 信 の 3 お) 寿 命 は 、 幼 児 期 ・ 老 秀 


不 徳 な 不信 心 者 は 、 恋 愛 問 題 や 世俗 の 係わり や 肉欲 を 満た す ボ 


ほし て 来 た こ の 一 連 の 肉欲 は 、 来世 に 70 尺 


第 六 十 九 普 


アル ・ ハ ー タ ァ 


フラ 1 ゥ 。 っ ノブ る 
@oCs 2055 


37. 水 を 混ぜ た 血 の 外 に 食物 も な く 、 
38、 之 を 食す る は た だ 罪人 の み 」 と 。 の レ ュ ス の レン 
一 20 か 3 る 
39. われ は お 前 た ちの 目 に 見 を る も の すべ て に サッ ッ タ タタ 
の 前 目 に 見 を る も の す @oe5 し まえ 
か け て 折 う 、 の 
40. また だ お 前 た ちの 日 に 見 え ぬ も の すべ て に か の 3 し 3 
け て 。 ( 注 10) 
41. る ーッ ショ ラタン ラッ ン ン アン 
の つの の 9 8) 
42. そ は 詩人 の 言葉 に 非 ず 、 されど お 前 た ち は も 2 る ンタ レレ る 
ほとん どる れ を 信 ぜ ず 。 の 5 のり 史 し 
43. を は 占い 帥 の 言葉 に も 非 ず 。 る れ ど おぉ 前 た 29(KYRE い 付い と 
ち は ほ と ん ど そ れ を 注意 せ ず 。 eo が GEOOSCa6g 和 あめ 
し を 2 の を 放す 
44. を は 万 物 の 圭 ま より の 秒 示 な り 。 @ouOtoy23 の 
45. も し 使徒 が われ ら に 関し て 虚偽 の 言 を 弄 し ツ 1 に く Y 325( l の る る 
5 も 使 f > ら に 関 虚 偽 を 胡 @ 徹 多 の 4 削 あ 
た り と すれ ば 、 デ ダ マソ 
リッ スカッ ピョン ン 2 
46. われ ら は 必ず 使徒 の 右手 を 捕え 、 @i2 し 5685 
47. 曽 し て を の 貧 動脈 を 切断 せん 。 る oo 外 だ 2E が 癌 2 
48. さす れ ば お 前 た ち 誰 一 人 われ ら の 懲罰 か ら の 
彼 を 守り 得 ぎる べし ( 注 1 の be だ oc1o2 5 
こ を 当 。 ィ 。2。 ラッ ンク / る 
を EE しき へ の 語 カ プク て タッ シン の 3 クス 7 る 」 ン 
49.、 げ に を は 義 し き 入 々 へ の 秋成 な 5 。 @ の OS 90 人 53 
50. われ ら は 知る な り 、 お 前 た ちの うち われ ら レッ ンー ッッ ン レン 
生ん オ ピ 
の 拓 兆 を 所 否 す る 者 ある こと を 。 7 の 16CPTGIMAKIM 
51. げに を は 不信 心 者 ども の 梅 恨 の 央 た る で イン の レッ ン ライ と 
esNldE 65 
ュー タチ ン ン イン 
52. げに そ は 完全 無欠 な る 真理 な り 。 @o241 3 85 
53. きれ ば 調 尊 者 た る 流 の 芋 の 御名 を 談 え 奉 PP 
開 @ ぁ ALGB う ッッ ル でき 
注 10 我々 が 物質 界 で 作用 する の を 日 遇 で きる 物 。 つ まり 、 我 々 の 視界 か ら 隠 きれ た 生物 ・ 無 生物 の 明白 な 


事実 。 すなわち 、 ク ルアー ン の 提 の 由来 を 確証 する も の と し て 、39 と 40 節 


ハッ マ ド 


彼 の 忠 を 捕え 、 披 は 
三節 は 王 娠 する 。 当 節 の この 言葉 は 、 表 書 の 申 命 記 18 : 20 を 、 そ の まま 再現 し た も の の 様 で ある 。 
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言 者 の 時 代 に 不信 心 閉 が その 日 で 確か め め だ 


R な 預言 者 モハ ッ マ 
当 節 は この 


を が し て いる と も 言え る 。 
で も な けれ ば 、 上 十 い 師 の 開 の 徒 個 で も な 
言 者 が 偽り の 提 人 造 者 で あれ ば 、 偽 9 の 預言 者 が た どる 介 命 通り に 、 神 の 力強い 腕 が 
や 苦し み 抜い て 死に 到 り 、 彼 の 業 及び 使命 は 全て 崩壊 する は ず で ある 、 と 当 節 及び 前 


述べ られ だ 人 間 の 理 福 と 分 別 。 モ 
を 待ち 受け る イス ラム 教 の 交 け 
表し た 神 御 自身 の 世界 で ある と 
が 取り 上 げ て いる の 


アル ・ マ アー リ ジ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 


1、 若 正 深 て 、 上 み 逝く アッ ラー の 御名 に ちい [1 
て 。 - 

2、 員 ね る 者 あり て 、( 注 1) 隆 りか か る 天 還 に @g5odsO セ に 
つい て 問う 、 シン アァ 

3. 不 信心 者 ども の 遇 に そ は 何人 5 加 遊 する @ 多 2 する ay 
能 わ ず 。 

4 天 剖 は 飼 草 の キ アッ テー より 缶 づ 。( 生 2) eigae 


5. 諸 天 使 並び に 聖 


5 高 年 相 OUGo 5820 で 2305.3 IS 
当 す る -- 日 で 、 。 


リン ンー の? イル テー ラン の と > 
だ っ OL2 の いも 


6. きれ ば 液 、 立 派 な 忍 面 を も っ て 忍 奈 せ よ 。 @Eg 区 26 
7. 彼 等 は 天 較 を 渡 層 と 見 な す が 、 @I8 名 多 る 
8. ゎ われ ら は 之 を 近 し と 見 る 。 @3453 
9. 著 容 が 浴 鋼 の 如く な る 日 、 @ り 9 死人 8 吉 2 
10. 山々 が 半 毛 の 如く 飛び 散る 日 、 (4) Cahe 導 3 
11. 親しい 友 と て 友 の 安 否 を 問わ ざる べし 、 た うに 


数 人 の 注 夕 


求め た か ら で あ る (8・ 


邊 1 当 節 の 「 理 ね る 者 ] は 、 ナ ザル ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス 又 は アブ ・ ジ ャ 0 る 
者 が 用 いて いる 。 し か し この 詩 は 特定 の 人 物 に 当て は め る 必要 は な (、 : 
れ は 、 役 等 が 、 そ の 身 に 下さ れる 衝 し い 軸 を 減じ る 様 、 り 千 し エッ ッ ト 
33、21: 39、27 72、32 : 29、34 : 30、36 : 49、67 : 26)。 

注 2 神 は 人 受け られ る 。 

注 3 当館 は 、 神 の 御 計 画 が 成 吉 き れる に は 、 何 千年 と いう 月 H が か か る 、 と 示し て いる 。 あ る い は 、 特 に 
大 き な 変 化 が 起き る と 定め られ た 、 五 方 年 と いう 一 定 の 周期 を 指す と る 昔 える 。 それ は 、 神 の 預言 が 成就 きれ 
る の に 一 定 の 期間 も す る か ら で あ る 

注 4 原水 媒 が 存在 する 現代 は 、 羊 毛 の 様 に 山 が 吹き 飛ぶ 事 は 大 い に 有 り 5 得る 。 


に 高い 好 


ー890 一 


第 七 十 


アル ・ マ アー リ ジ 


ュ ゝ - 顔 会 > 当 し 4 て 1 る ン ン も お 
2. た と い 互 に 峰 を 見 合せ た と て 。 排 を 犯 せ し ッ ル 2 5 2 おん 
者 は 、 此 の 日 の 凡 を 免れ ん が た め に 、 選 が > 
子 を 、 @4252.OL タ 2 
3. 忌 が 妻 を 、 己 が 兄弟 を 、 6 うぅ 
4. 旗 譲 し て くれ た 親戚 も 、 @ お 人 き 9EK33 
な タン タッ ンー 220 ュ ラ ン 
5. 和 に 地上 の 人 間 す べ て を 拳 出し て 購 わ ん と 2 (る 59 の ジ っ 
倫 す 、 も し それ で 己 れ を 救い 得 な ば 。 (5 ) 
6. され ど 能 わ ず 。 げ に 地 狂 の 和 は 、 @ 占 6 
7. 体 の 末端 の 友 ま で 制 ぎ と る な り 。 る g 鐘 旬 | 
8. 地獄 の 秋 は 、 否 を 見 せ て 背 き 涼 り し 者 を 呼 rg 
ぶ べ し 、 
、 = @e 発 おう 
9. 富 を 貯え 之 を 出し 決 る 者 を 。 @}9 
2 用 る レレ 2o る 
20. 人 間 は 性 急 且 っ 欲 張 創れ た 9。( 注 6) 6 の 6 も 658 
クラ タン シア ルプ の 
21. 災 懸 に 見 塁 われ れ ば 嘆 き 門 し み 、 の の BNC2 仙 
2 クン タラ ロタ ンク 
22. その 身 が 幸せ に な れ ば 人 は 稿 普 と る 。 @ め 0142213 
23、 きれ ど 礼 捧 す る 人 々 は 然 ら ず 、 軸 
24. すなわち 常に 礼 捧 を 選 守 し 、 き 22 あら あの) 
25. 正当 と 認め られ だ る 己 が 財産 すら 、( 注 7) og 
剛 アガ デレ 
26. を い 求め る 者 並び に 藩 な て と わざ ぎる 者 の た ンジ 2 JCS9 
め に 施す 者 は 。 
注 5 れ 等 の 節 に 描か れ た 六 き の 日 の 描写 の 、 何 と すき まで じい 事 で あろ うか 。 人 は 不 准 に 直面 し た 時 、 も 


し そう する 事 で 自身 が 助かる な ら 、 全 て を 、 そ し て 最愛 の 肉親 を すら 切り 捨て る 覚 庁 が ある 。 


注 6 入間 と は 、 本 来 、 忍 面 に 欠け 、 讐 深い も の で ある 。「 人 性 急 ] の この 意味 に 関し て は 、21 : 38、30 55 を 
参照 の 事 。 
注 7 宇宙 の 万 物 は 全 人 類 の 共有 財産 で あり 、 誰 も その 絶対 の 所 有 権 を 授け られ て は いな い 。 貧し き 者 は 、 


権利 と し て 、 富 め る 者 の 財 の 分 け 前 を 与 を られ る 。 
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第 十 意 アル ・ マ アー リ ジ 


27. また 審判 の 日 を 賠 く 信じ て 疑わ ず 、( 注 8) る 20063208 ひ 558003 

28、 主 の 比 同 を 恐れ る 者 一 6O 診 63 つ 2 220 

29. げに 何人 も モ の 筐 罰 を 免れ て 安全 無事 な る Oo8 じ 2e5 ら っ は 2 
者 な し 一 


し 2 ゴメ. 2 の 2 
30. 貞 源 を 守る 者 一 @ ら 則 ら の りら る 9)5 


31. 人 し 表 普 びに を の 右手 の 所 有する 者 と 僅 な が BCSG62 じ る es の 
る 場合 は 罪 な し 。 


で レッ イン の 2 る 


121G ン ルン タッ 
32.、 され ビ こ れ を 越え て 求め る 者 は 、 罪 人 な りゃ ノッ no2 イン 内 
ー @ ら 59419 
ビ シテ 4 2 1 
93. また 信託 や 約束 に 人 3 坪 な る 者 一 6 の eo を 3 人 ASY22 6 
84. 証言 に 際 し て は 正しく する 者 、 る 6 eo の る 6 の 5 
レッ 6 
35, 礼拝 を 哀 格 に 信 守 する 者 。 @o38U 936 25 05 
36. か く の 如き 人 々 は 栄 答 を 得 て 、 楽 園 の 中 に @52X ec を る 4 あ 
住ま ん 昌和 旨 二 
第 二天 
37. 不信 心 者 ども が 流 の 方 へ 急ぎ 馳せ 来る は ど @G の sb 8 528 究 (0 し 3 


うし た わけ か 、 


38. 右 か ら も 左 か ら も 、 さ きま ざま に 異な る 集団 @Ogg JE og 5 、 こと 
が ? ( 注 9) ーー "ーー 
= いな 3 のり 22 っ て 2 92 ち レッ 
39. 彼 等 は 皆 朱 福 の 園 に 入る こと を 希 う か ? @⑤622OSOO 総 も た gi 
40. 断じて な し 和伸 ず 。 わ れ ら は 、 彼 等 が 知れ る 4 は の HI 


も の に て 彼 等 を 創れ り 。 


注 8 来世 を 真 に 信じ ず し て 、 自 の 義 季 
二 番 紳 に 重要 な イス ラム 教 の 信仰 で ある 。 

注 9 当 節 及び 前 飼 は 、 来 た る さき イス ラム 教 の 勝利 の 列 言 を 記し て いる 。 その 時 、 ア ラブ の 異教 徒 達 は 、 

イス ラッ 教徒 に 加わ り た いと 願い つつ 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 の 代理 を 待ち 受け る 設 、 全 土 よ り 急 ぎ 集 まっ た 。 あ 
る い は 、 モ ハッ 者 は クラ イ シュ の 偶像 を 非 苑 する 説教 を 止め て は どう か と いう 叶 す る クラ イシ ュ 
の 指導 者 の 読 い に 、 当 節 は 触れ て いる の か も し れ な い 。 し か し 、 さ る 権 戚 租 に 合 は 、 形 や 方 向 を 変 
えて 、 英 対 者 に より モハ ッ マ ド 預 言 者 に 加え られ た 條 険 な 攻 英 を 指す と 受け 止め られ て いる 。 


ちろ う は ず が な い 。 この 確信 は 、 神 の 存在 に 対す る 信仰 に 次 ぎ 、 
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第 七 十 宰 アル ・ マ アー サリ ジ 


< べ 給 の 人 0YYE 陸 7 た rE 生 けん 
41. 人 われ ら が 純 う 東西 の 主 に IE つた を CI を 1 
42. 彼 等 よ 5 優る も の を 以 て 彼 等 に 代え る こ こと ンク タッ ン 、 タ 欠 アス 92 の 2。 の ンー スン ーッ ン イ ヤン 
の の 9 の し 1 0 本 
を 。 軍 し て 、 わ れ ら は 才 を 妨げ られ る こと ルコ 
な し 。 ( 注 10) 
F* 各 本 ょ る を そ 『 来 中 還 放 2 タテ 331 いみ (あま セン 2 ろ ダン 2 タッ タク 
43、 る きれ ば 約束 きれ だ る その 日 が 来る まで 、 彼 な 92 の っ 1 (の うら 内 っ で の の 5 
等 や を むだ 話し に ふけ ら せ し め よ 。 


フレッ アン クタ っ 
@95Oe8 GU 
ン 2 の の 2 フラッ フク 


44. を の 日 彼 等 は 、 的 に 向っ て 半 い 合う 吉 《、 Wi 
be の eSIC26 多 の 
急ぎ あわ て て を の 薩 より 出 で 来 る べし 、 で ざ 員 


リン ッ タ 。 


@ 〇 ゅ ら 553 らら の 


タン > タ く < 。 2 ダッ レン ッッ を 
45. を の 目 を 揃 け 、 取 ず か し て も 窟 れ 入っ て 。 了 k 和 22423 も 
か く の 吉 き が 、 す な わ ち 役 等 が 約束 せら れ レッ タン 
だ る HH な り 。 ( 注 11 @⑨93025312G2) 


4 


注 10 モハ ッ マ ド 預 斉 著 に 刃 向う 考 達 は 、 古 い 秩 度 が 失せ 、 そ を こ に 新た に より 長い 秩序 が 生ま れ 、 他 の 人 々 
に よっ て を その 地位 を と っ て 替え られ る と 和樹 げ ば られ て いる 。 


ま 1 当 委 及び 煎 節 に は 、 メ ッ カ 陥落 後 の ク ライ シュ の 指導 者 培 が 生々 し て 描か れ て いる 。 そ の 時 、 役 等 は 
完 な に 気 浴 もち し て モハ ッ マ ドド 傾 言 者 の 所 へ や っ て 来 た が 、 彼 等 は 目 を 伏せ 、 和 失望 ほ 罪 坦 感 が 顔面 に 広がっ て い 
た 。 
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cn 


- われ ら は ノア を その 民 に : 


。 ノ ア は 云え り 、「 我 が 民 よ 


. 下 役 等 


ヌー フ 


(メッ カ 簿 示 ) 


の 


深く 、 恵 み 志 てく アッ ラー の 御名 に お い 
造 わ し 、「 導 衝 な る 
和 凡 が 降る 前 に 湊 の 民 を 警 め ょ 」 と 命じ た 
5。 
、 ば げに 我 は お 前 た 
な る 登 告 者 な り 。 


ち に 信 わ きれ た る 明白 


お 前 た ち は ア ッ ラ ー に 仕え 、 逐 を 思 れ 、 我 


に 従え 。 


、 き すれ ば アッ ラー は お 前 た ちの 諸々 の 罪 を 


毅 し 、 定 め の 期 限 ま で お 前 たち を 猫 地 せん 。 
げに アッ ラー に よっ て 定め られ た る 期限 
は 、 一度 来 すれ ば 、 引 延 すこ と 能 わ ず 。 
( 汗 1) 前 た ち 之 を 知る こと こる を 望ま し 
けれ 」 と 。 


。 ノ ア は 云え り 、「 圭 ま 、 我 は 日夜 我 が 民 に 喚 


び か けた り 。 


。 され ど 喚 べ ば 喚 ぶ は ほど 役 等 は 我 よ り 逃 れ 志 


る ば か りな り 。 

ま を 嘆 び て 、 液 が 彼 等 を 赦 き ん と 告 

る ご と に 、 彼 等 は 己 が 旨 を て を の を 
ぎ 、 且 つ そ の 心 を 閉じ 、( 注 2) 邪悪 に 固執 


し 、 役 岸 濾 な りき 。 


. きれ ば 我 は 声 を 大 に し て 、 彼 等 に 公正 たれ 


と 喚 び か け だ り 、 


DGPDIEPE な UNvTHVA1EI 
の OSE aru 


6 の.568e 誠 6 


き の 
@g 多 12882 250560agf 


は 
ッ タン インライン 2 フク シッ ン ン (グラ 
NM 62 4 が 1 
ee CTM 0 る の | i8 


@2ECS 
SU の ルコ 


注 1 


注 2 


天命 が 実施 きれ る を の 時 に 至っ て は 、 全く 後悔 は 役に立た な い 。 


「 指 を 以 て その 耳 を 款 ぎ ]」 と いう の は 、 比 で 、「 彼 等 は 神 の お 告げ に 耳 を 令 け る の を 拒ん だ 事 を 示 


す 。 彼 等 は 神 の お 告げ に 対し 、 全 《 心 を 閉じ て し まっ だ の で ある 
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ネー フ 


語り か けた り 密 に 説教 し た り し て 。 


E3) 


. また 我 は 云え り 、『 主 の 赦し を 請 い まつ れ 、 


主 は 寛大 な る 衝 方 な れ ば 。 


、 主 は 前 た ちの た め に 沿 妖 と 環 を 降ら せ 


ん 。 


また お 前 だ ち に 富 や 務 女 に よっ て 勢力 を 増 


まし め 、 珈 を 与え 、 河 川 を 流れ し めん 。 


- お 前 た ち 何 故に 僅 大 き と 知 識 を アッ ラー よ 


り 摘ん と 望ま ざる か ? 


. アッ ラー は る さまざま な る 形 と 状態 に お 前 だ 


ち を 創り 給え 0。 ( 注 4) 


. お 前 た ち は 見 ざる か 、 ア ッ ラ ー が 七 居 の 天 


を 完全 な 調和 を を以て 創造 せ する か を 、 


を 据え て 明り と な し 、 礎 陽 を 据え 
と な し 給え を し こと を ? 


また アッ ラー は 草木 の 生え る 如く 、 お 前 た 
ち を 土 よ り 生 ぜ し め た り 。 


、 証し て 再び 土 に 帰ら し め 、 然 る 後 新た に お 


前 た ち を 生 ぜ し めん 。 


クン ッッ タン タ ュー ョ イアー ュ タク クラ イッ ン つき 


ot あの た は て 
くだり IAO1 WE 
@5kg 放 区 Su 
CIx 須 は う 3 

06 あら ey ぎ 
55 33 
oe と GE 6 
@ あ 此 5 


EE 25 が 4 人 


20. また アッ ラー は お 前 だ た ちの た め に 大 地 を うほ にゃ っ の 生 イン 多 15 
広々 も 履 げ 給え り 、 9 9MNJ 和 な 
21. お 前 た ち に そ タ に 人 道 を 往 米 の まっ っ <y 4 
1 前 だ ち - の 広々 た し た 追 を 往 米 せしめ 4 も 1 ン ャ (83 を 

ん が だめ に 』」 と 。 0 
第 二 項 。 
22. ノア は また 云え り 、「 王 よ 、 伝 等 は 玉音 き 、 て と 2 を 
とも 2 いた や 上 otosoly は ye op6 の いう で の 
その 富子 女 も 徒 ら 6 に 身 の 破 滅 を まね くば 。 ンター 
か り の 者 に 従え 9 。 @2 じ CSY8005546832 
往 3 ノア は 、 あ ら ゆ る 手 を 尽 し て 、 一 族 の 者 が 神 の お 告げ に 耳 を 傾け る 様 試 みた 。 し か し 、 彼 等 は 比 断 


出 と し て を れ を ん だ 。 


注 4 
負っ て いる 。 宰 は 、 形 
作 5 れ だ た 。 こ の 市 を 当 


神 は 、 人 それ ぞ れ に 


は 示し て いる 。 
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ょ っ た 能力 を 授け られ 、 人 間 社 会 の 存続 ・ 発 展 は 、 こ の 能力 及び 体調 の 相 妃 に 
の 異な る 人 人 々 を お 刈り に な っ た 。 


又は 、 押 は 段階 に 応じ て 形 や や 性 賢 の 異な る 人 を 


第 セ 十 一 剖 


23. 


24. 


25. 


26. 


27. ノア 


28. 


29. 


側 し て 彼 等 は 重大 な る 策 庶 を 企 だ て た 5 。 


彼 等 は 互 に 云え り 、『「 お 前 た ち 、 断 じ て お 前 
た ちの 神 を 棄て る な か れ 。 ワ ッ ド や スワ ー、 
ヤグ ー ス や ヤ ウ ー ク や ナス ル を 棄て る な か 
れ 』】 と 。 ( 注 5) 

人 を 千 ち し め た り 。 きれ ば 悪 
人 ども に は 、 迷 誤 以 外 に 何 $ も 加え 給 う な か 
れ 」 、 


披 等 は その 数 々 の 罪 め え に 清 死 さき せ られ 、 

次 いで 業火 に 投 ぜ られ だ たり 。 前 し て 彼 等 は 、 
デッラ ー 以 外 に 如何 な る 救援 者 も 見 つけ ぎ 
りき 。 


は 云え り 、「 主 よ 、 地上 に 一 人 の 不信 心 
者 も 残し 給 う な 。 


も し 残 き ば 、 彼 等 は 必ず 液 の 僕 等 を 迷わ し 
め 、 だ だ 岩 人 と 不信 心 者 の み を 産ま ん 。 


ちち は は 


主 よ ょ 、 我 を 散 し 給 い 、 我 が 父母 を し 給 い 、 
信者 と し て 我が家 に 入る 者 を 落し 給 い 、 男 
女 の 別 な くす べ て の 信者 を 。 調 し て 悪人 ぼ 
も に は 破滅 以外 に 何 も 加 え 給 うな か れ ] と 。 
( 注 6) 


IIEAPCDWC 
IEONtS:2RI 拓 


2 作る っ が ちる HPAM デ 


の 323 客 う いら so " 3 


ラス ウス クン クラ 


31358505 952 


1 て 多 ( け 10GPPS1HKW4 に こい 


PO ンコ) 


0) 拓 す 5 
lo 

3 弥 計 22638L35L 
@ 所 銘 を 


往 5 


注 6 


尊 


最も 衣 れ み : 
その 対抗 者 に 対す る 
大 量 に 出 地 し た が 、 
血 だ で ら け に し だ 人々 を 、 し か し 彼 は 神 の も 上 へ 呼び 寄せ る 。 


の 、 


いずれ も アラ ブ の 偶像 神 。 


神 の 項 言 者 は 、 人 の 後 し き に 満ち て いる 。 ノア の 折り は 、 
こう と する ぁ る 彼 の 努力 が 全て 人 無 に 帰し 、 彼 に 従う 
茸 し め 、 悪 宝 に ふけ っ て 


* 入 が 、 一 


は 、 非 常に 走 昭 
その 時 彼 の ロ を 突い て 出 


者 が 増え る 可能 性 は 無く 、 
バ し て いる 。 
の 者 の 不利 に な る 祈り を 強い られ だ の で ある 。 同 じ 状 況 の 下 で 、 モ ハッ マ 
内 で ある 。 オ ハ ド の 戦い 
壮 業 は 次 の 拉 で あっ た 。 「 罪 も 無い 
鳴 々 、 


彼 に 対す る 抵抗 が 続き 
彼 に 刃 向う 者 
う 2 で あっ た か ら こ を 。 ノア 


で 、 彼 は 二 本 の 歯 を 折り 5、 大 怪我 を し 、 
言 者 を 傷付け 、 そ の 顔面 を 
如何 に すれ ば 彼 等 は 政 わ れる の だ ろう か 。 


神 よ 、 我 民 を 救い 昌 え 。 彼 等 は 為す べき 事 を 知ら な い の で す 。] 
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あま ね 


恵み 逝 て アッ ラー の 御名 に お い Oo4301 0 し > 


2. 云 ん 、「 我 は か 〈 の 如く 啓示 き れ だ り 。 一 群 っ 5 10 け 4 
の 


た ち が ( 注 1) 是 を 誤 て て 聴き 入り 、 で の し 
か て 云え 9、『 我 等 が 自 け る も の は 、 向 くべ CMSOIESAM 


き ク ルアー ン な り 。 


っ フン 


本 きき 道 に 休 役人 ンー ノン) 2 テッ イレ bcc 2 の デー 

9. を は 直 き 道 に 導く も の な り 。 され ば 我 等 は 9 595 uhOLGu き 
それ を 信じ 、 何 者 を も 我 等 が 主 に 配 せ ざる レン 
で し 。 (2) @335 


4 表 は 信 ず 、 朱 高 な る の 御大 ょ 。 は ULOAoLSS 人 EE 9 衝 
妻 も な けれ ば 、 子 も な し 。 

5. 我 等 の 中 の 愚か な 者 は 、 ア ッ ラ ー に つい て 、 クン る と トイ (タッ ェ ン あう タン [ムン と 

1 の いり は 計 

途方 も な い 嘘 を 款 いふ らし な る こと は @ < “ 1 


シッ イン の グラ タン っ る ュ イ イレ リン ンク 

6. 衝 等 は 、 一 毅 褒 民 と 妖 吉 は ブッ ラー に つい 0 たら dB91US の oE 和 あ 
て 決し て 路 を 云う まい と 思い た りき 。 。 

決 二 う m る 

7 確か に 、 砲 民 の 中 に は 、( 注 3) 妖 和 Jo 次 20 の og 

者 た ち に 常々 施 護 を 求め 、 逐 が た め に 學 生 2 テン 

た ち に を その 人 慢 さき を 還 長 せしめ ゅ たり 。 @N リア マト UCS 


注 1 46 章 30 節 
この 言葉 は 、 ナ スィー ビー ン の ユダ ヤー 旋 を 指し て いる 様 だ 。 彼 等 は アラ ブ 人 で は な く 、 他 人 と いう 意味 の 語 
「 ジ ン 」 と 呼ば れ た 四部 人 で あっ た 。 当 節 の 出来 事 は 、40 : 30 一 33 に 述べ られ た 事 と 異な る 様 に 思え る が 、 当 
人 節 の 「 一 群 の 選 良 た ち 」 の 言葉 と 、46: 30 一 33 の 「 選 人 良 た ち ] の 言葉 が 、 一 見 し た 所 似 て いる の で 、 当 節 は 46 : 
30 一 33 に 言及 し た も の と 取る 向き も ある 。 

注 2 「 一 群 の 選 良 た ち ] は 、 ユ ニテ リア ン 派 の キリ スト 教徒 か 、 彼 等 と 結び 付き の 深い ユダ ヤ 教 徒 、 あ る 
い は 彼 等 の 影響 受け て いる 者 、 更 に は キリ スト 教 に 詳し い 者 。 当 節 か ら 、 こ れ 等 の 事 が 推察 きれ る 。 

注 3 リ ジ ャ ー ル (府民 ) と いう 語 は 人 間 に 関し て の み 使 われ る の で 、 当 節 及 び 46 恋 の 「 一 群 の 選 良 た ち ] 
は 人 間 以 外 の も の で は な い 、 と 当 節 は 示し て いる 。 此 所 に ある アラ ビア 語 の ジン は 、 地 位 が 高く 有力 な 者 を 指 
し 、 イ ンス は 、 前 者 に 従い を の 保護 を 求め る 事 で 慢心 を 深め る 低い 位 の 卑しい 者 を 表し て いる 。 
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第 上 1 一 症 テル ー ジ > 


8. 人 彼 等 は 、 お 前 た ち が 考え る 如く 、 ア ッ ラ ー 920 が 且 322273 チ 1 
(5 4 
は 如何 な る 使 侍 も 悪 らし せる こと な し ょ 中 POeiS SoDC ら る 
を り 。( ま 4 
9. 我 等 は 天上 に 達せ ん と 謀る 。 されど 、 絢 力 と el 9 日 
な 護衛 と 流 時 が 天 に 満 つる を 見 た り 。( 注 5) も る タッ る 
ES 30Go ろ 


0. 救 等 は 交 み 聴き する た め に 、 天 上 の 政 に 年  。29 
する を 和 常 と せり 。 さ れ ど 盗み 聴き する 者 は 


0 あ ル AYAC 和 HG 


信 、( 注 6) 條 を 待ち 構え る 流星 ある を 見 ん 。 @oo534uge9 
内 る セッ ーッ ン ン 
1. きれ ば 、 圭 が 地上 の 者 ど も に 災い を 加え ん 2 の 
POW 2 の りら る の 5 AdooYE13 
と する の か 、 を tt も 病 剛 を 反 け ん と する イグ * 日 2 
の か 、 我 等 は 逐 を 知ら ぎる な 9。 OO 2 うな 


2. 我 健 の 中 に は 氏 し き 者 あり 、 ま た 探 6 ぎ る SE 6382oRMgIEE'S 
者 あり 、 す な わ も それ ぞ れ 別れ て 入っ た 導 


サリ クン 
を 灰 ず 。 @o8 
3. 我 符 は 、 地 上 に お いて 、 ア ッ ラ ー の 計画 を 全う OIEYUE ま IE 7? 
失敗 きせ る こと 棚 わ ず 、 ま た アッ ラー より 」 
包 避 する こと 能 わ ざる を 知る 。 @ ら 2 
4 きれ ば 我 等 は 、 浴 姓 の 呼び か け を 聴く や 、 らち と 明寺 
を 信じ た り 。 主 を 信ずる 者 は 、 指 失 の タン ン る 
> 
配 な (、 他 人 に 不当 に 過 せ られ る こと も な 273 る きめ る 
し 。 


5. 我 等 の 中 に は 、 捧 に 帰 條 する 者 も あれ ば 、 3 も 認 ho WMI AB 
正道 か ら 逸 腕 せ る 者 も あり 1 と 。 耐 し て 神 フレ レーs 
に 帰依 する 者 、 を は 正しい 道 を も とめる 者 oo6958 弥 
な り 。 


注 4 ユダ や ヤ 人 は 、 後 に 続く 神 の 使 逢 が また 現れ な い 、 丘 言 首 ヨセフ の 時 代 に 、 既に 信仰 を 捨て 去っ た (40 
35) 。 

注 5 「 央 上 に 達せ ん ] と は 、「 未 知 の 秘 矯 を 喚 ぎ 取 ろ うと する ] を 意味 する 。 提 の 使徒 が この 世 
よう と する 時 、 時 の 異常 な 動き が 起き る 。 当 節 に 述べ られ て いる の は 、 こ の 予期 せ ぬ 自然 現象 で ある 。 

往 6 神 の 重 徒 が 現れ る 前 に 超自然 現象 を 子 告 す る 者 は 、 そ の いか が わし い 技 で 未知 の 神秘 に 穫 付 ける ふり 
を し 、 を の 巧み な 詐欺 の 稀 を 使っ て 、 民 衆 を だ まそ うと し 、 彼 等 の 単純 る に う まく 付け 入る 。 し か し 神 の 使者 
が 出現 すれ ば 、 彼 等 の う を は 禁 か れ 、 そ の 未知 に 対す る 偽り の 知識 は 、 占 星 術 の 上 辺 だ け の 不 完全 な も の に 骨 
ぎ な いと 琶 器 され る 。「 今 ] と いう 語 は 、 此 所 で は 特に モハ ッ マ ド 押 言 者 の 時 代 に 関し て 用 いら れ て いる が 、 同 

時 に 、 全 て の 僚 大 な 神 の 使徒 の 時 代 を も 示し て いる と 言え る 。37: 7ー10 る 参 


超 れ 


ー898 一 


第 セー 間 テル ーッ ン 
旬 の tt の 全 HU 
16. されど 正 凌 か 6 旬 脱 す る 者 ども 6 は 、 地 獄 の 2 の っ 居 和 h( 
新 と な らん 。 つっ %9 
17. も し 邊 等 が 正 党 を ぎら ば 、 わ れ ら は 必ず 短 22OA3 の ME EDSS 
ら 
等 に 豊か な 飲料 水 を 供給 し 、 ( 生 7) 人 8 5 yo8 
e33 
18. 之 に よっ て 彼 等 を 試 きん 。 さ れ ど 主 を 念 ず いれ の レバ ダ と 
る こと を 証 み な い 者 は 、 主 は を の 者 を ば 抗 っ 
クン ン レイ 
し 難い 著 酷 な 刑 に 追い や らん 。 @! 
19. すべ て の 礼拝 堂 は アッ ラー の 有 な り 。 さ れ 他人 6 の TK 
251Ae68S85 5 ae 
ば アッ ラー の 外 に 如何 な る 者 も 祈る な か に デン の 2 タウ う 
れ 。 ( 注 8) し 。 
由 イン ダイク アク アッ っ て て る 
20. テッ ラー の 僕 が 礼拝 の た ゅ に 起 て る 族 、 。 OSA5 ん 人 の KW う 41 い CN 
注 9 ) 役 等 は 僕 に 押し 人 窒息 計 ラ ノー テッ 。 
(9) 彼 等 は 1 に 押し 寄せ て 、 窒 息 き せる KC と MV 4 
ほど な りき 。 bp 
第 二 項 
1 ニュ 「 各 コ ュー ンス プチ も ダマ ン 5 っ の ッッ ドン と 。 1 
21. 天 え 、「 我 は 主 の み を 祈り 、 何 者 を も 主 に 配 0 4 CPPAU2E 
せ ず 」 と 。 
。 雲 え 、「 我 は お前 た ち を 害し 、 ま た は 益 する の は 5 あ AtY の 8 間 も 
5 - うぅ ちら \91、 
角 力 を 有 せ ず ] と 。 
23、 去 え 、「 げ に 何 入 も ぁ ア ッ ラ ー に 抗 し て 才 QA1 了 62823 の 8 
る 能 わ ず 、 ま た 我 は アッ ラー の 外 に 何処 に - レッ 。 
る 避難 所 を 見 い だ す 能 わ ず 。 GA も る ら 2 
24. 我 が 表 務 は 、 た だ アッ ラー より 季 に 隆 る 音 2010022 2 sh52 じ 導 
示 並 びに 神託 を 伝達 する に あり | と 。 耐 し ょ ラン レラ レン / 
て ケッ ラー ほる の 全 人 に 従わ ざる 者 も に ONSoo あ 5 生 寺 人 人 の 5 
は 、 地 獄 の 火 あ り て 、 そ の 中 に 永 勃 に 住み 
胃 ま らん 4。 
汗 7 命 の 根源 で あり 、「 思 か な 飲料 ] と は 、 末 産 や を の 他 物 的 所 有 の 豊富 さき を 示し て いる 。 
注 8 は 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 出現 と 大 に 、 奏 一 神 確 立 ま いう 神 の 御 計 画 が 示 き れ た と 書か れ て いる 。 


当 節 は 、 イ スラ ム 教 寺院 (モス ク ) が 以後 中 心 と な り 、 


注 9 
いる の だ が 、 


「 ア ッ ラ ー の 僕 」 と いう 別称 は 、 モ ハッ マ ド 
同 話 に 、 神 の 使徒 例 て を 指し て も いる 
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を こ か ら 神 の 区 が 全 世 界 へ 広 が 


が 一 段 と 優れ た 神 の 下僕 で ある 為 に 、 


よう だ 。 


る 、 と 述べ て いる 。 


彼 を 示し て 


第 モ 二 二 章 アル ・ ジ ン 
25, 彼 等 は を の 約束 きれ だ る も の を 目のあたり ターン 。 ン イラン ン ス レラ ア ラッ クエ ーッ イン て 
2 ば ご ン < FE 
に する まで 信 ざ ぎる べし 。 曽 し て その 時 に つの oueP 2 生 
及 ん で 、 彼 等 初 ゆ て 助力 に お いて 時 く 、 し @56 3 を 5 当 
か も 数 に お いて 少 き は 誰 な る か を 知る ベ 
し 。 
ーー。 3 、。 こ = と ファ ラタン クン の っ クア ョ て っ 
26. 支え 、「 お 前 た ち に 約束 きれ た る こま は 、 近 折衝 OOo の あの 件 31 うい 8 
く 起 きる の か 、 を それ と も 主 が それ を 傍 い 先 前 
の こと に 定め た る か 、 我 は それ を 知ら ず ] @ Mcl92 
と 。 
27. 主 は 不可 相 な る も の を 知る 者 な り 。 き れ ど テン さと 介し で ECIPEAL 
主 は 、 を の 秘密 を 何人 に も 漏らさ る ず 、 IScleed の 9 Le 
28. 己 れ ヵ 


と か 1 
べ る 使徒 の 外 に は 。 面 し て を の 場 OSG 5 っ (eo55 中 っ 2 ず 
便 使 の 2 PIE 得 り ン 1I ン 
合 は 、 使 徒 の 前 後 を 諸 天 使 に 計 衛 せ し む 。 デン ジー ュー テッ 
( ま 10) @ い の AU 5 つく 
29、 を は 、 便 待た ち が 主 の お 告げ を 伝え だ か 大 Lu ECf3 633 ALT 
か を 知ら ん が た め な り 。 主 は 使 午 た ちと 共 も クン レア る テコ ッ スッ 」 ュ ン ン ィ 
に ある すべ て を 取り 半 み 、 す べ て を 数 え 給 @bue の "ee うろ 9) を 
ぅ 5。 (年 11 


注 10 神 の 使徒 に 府 示 され る 未 知 の 神秘 の 本 質 及び 領域 と 、 他 の 高潔 な 信者 に 示さ れる も の と を 区 別 す る 胃 
自 な 基準 が 、 当 節 に 含ま れる 。 こ の 差異 は 次 の 様 な も の で ある 。 神 の 使徒 療 は 、 他 の 正しき 人 人 々 に 示さ れる 未 
知 の 神秘 より 化 位 に 立つ 。 更 に 、 神 の 使徒 に 授け られ る 啓示 は 、 神 の 特別 な 保護 の も と に ある の で 、 邪 悪 な も 
の が これ に 手 を 付け る 事 は で き な い が 、 他 の 高 漆 な 人 々 に 示 き れる 神秘 は 、 必 ず し ちる 保護 きれ て は いな い 。 


注 11 神 の 使 待 へ の 啓 示 は 、 不 正 な 十 渉 か 6 守ら れ て いる が 、 を それ は 、 彼 等 が 成就 すべ き 神 の 俺 大 な 使命 を 
帯び 、 伝 える べき 神 の 人 大 な お 告げ を 場 っ て いる か ら で あ る 。 
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外 倫 を まとう 者 


アル ・ ム ッ ザ ム ミ ル 
(メッ カ 秘 示 ) 


1. 北 悲 深く 、 忠 みみ 過 てく アッ ラー の 御名 に ちい の っ 
て 。 
。 いい トレ 本 オア 72 
2. 液 外 奏 を まとう 者 よ ょ 、( 注 1) の OO16 世 
エ っ で トー プ 放 で 衣 
3. 連 時 の 間 を 除き 、 夜 も 起き て 礼拝 せよ 。 の 5%1 Js 
の タッ ーー うち シー ンク ッッ 
4 夜 の 半分 か 、 そ れ より 僅か に 減じ る か 、 @645 SU 2 る 5 
5. 束 い は 少し を れ に 加え て 、 ゆ っ くり ま よ く GPXAOMIG タ て も 1) 
考 を な が ら タ ルアー ン を 読 誤 せ よ 。 
に ちらし は 二 た た る 語 相 を Cm) に < と コン ン 1 
6、 げ に われ ら は 重大 な る 言葉 を ( 注 2) 液 に opt PLM 1 


説 示 せん と す 。 


7. 礼拝 の た な め に 夜 起き る こと は 、( 注 3) 己 れ も の ラン シン タン ン る イレ レン 
る の 22 ャ タイ ン 5 Pa る AE St 
を 抑制 する 最 効果 ある 中 と あり 、 ょ た OB2Gi み 445S) 


礼拝 の 言葉 を 最も 効果 的 に す 。 


神 の 啓示 を 携え て モハ ッ マ ド 預 言 者 を 六 ね た 時 、 こ れ は モハ ッ マ ド 質 
あり 、 を その後 役 は 向 い て 家 へ 急ぎ 戻っ た 。 この 般 き は 、 そ の 体験 が 見 聞き 
し た 事 の な いも の で あっ た 往 、 ご で ある 。 モ ハッ マ ド 預 言 才 は マン ト で 妊 っ て て れる 様 頼 ん だ 。「 杉 う 」 
と は 、「 共 に 加わ り 一 つ に な る 」 と も する の で 、 当 節 は 次 の 様 示す も の で あろ う 。「 お お 、 一 つの 旅 
の 下 に 世界 中 の 人 々 が 一 つ に な る 様 命 ぜ ら れ だ 御方 「」 モ ハッ マ ド は 、「 世 界 の 悦 を 一 つ に 結び 付け る 人] 
と いう 意味 の 語 ア ル ・ ハ ー シ ル ) と し て 、 ハ ディ ス に 記 き れ て いる ( ブ ハ サ )。 当 節 は 又 次 の 様 な 意味 
も ある 。H) モ ハッ マ ド 預 言 者 が 人 類 を 目 党 め ゆるせ 、 そ の 高度 な 宿命 を 悟ら せる まで に は 、 ま だ 長い 道のり を 行 
か ね ば な ら ず 、 を の 為 後 は 急 が な けれ ば な ら な い 。 つ まり 、 杉 命 に 、 休 む 事 な く 、 急 ぎ 事 を 抑 き な けれ ば な ら 
な い の で ある 。(2) 彼 は 、 重 荷 つま り 、 神 の お 告げ を 世に 伝え る と いう 』 田 っ だ た 人 で ある 。 モ ハッ マ ド 屯 
言 者 は 、 神 を 虹 れ 従う 者 の 社会 端 す る と いう 重 次 に 気付 いて いた で あろ う 。 こ の 従者 達 は 、 彼 同じ 高潮 
な 理想 を 持ち 、 同 様 の 不断 の 熱 記 に 鶴 い 立ち 、 彼 を 葬 け て イス ラム 教 の お 告げ を 人 類 に 伝え な けれ ば な ら 6 な い 
の で ある 。 此 所 に 述べ られ て ある の は モハ ッ マ ド 括 言 者 の この 重責 で あっ て 、 マ ント に 身 を 包む 事 で は な い 。 

年 2 「 二 大 な る 言葉 ] は 、「 タ クルアーン の 教 著 は 最高 の 意味 に 満ち あて いる 。 そ れ は 余り に 重く 、 動 か す 事 の 
で き な い も の で ある 。] と 示し て いる よう た - 字 一 名 だ たり と も 変え る 事 は で き な い 。 し ば し ば 引 
用 きれ る ハデ ィ ス に よれ ば 、 モ ハッ マ 『 に 啓示 が 下 き れ た 時 は いつ も 、 ど ん な に 突い 日 で も 大 粒 の 汗 が 
額 か ら 落 ち 、 自 身 の 身体 の 重み を 感じ られ る 様 に と 、 彼 は の 境地 態 れ た の で ある 。 

( プ ハ リ )。 クル アーン の 人 否 示 は 「 重 大 な る 言葉 ] で あり 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 の 発作 は この 感 党 に よる も の で ある 。 
千 3 祈り の 為 に 夜 起き る の は 、 自己 を 抑制 し 、 自身 の 悪 へ 休 き が ちな 視 葉 を 押え る の に 交 力 な 手段 で ある 。 
公 の 祈り 程 光 を 向上 ぉ せる も の は な く 、 神 の 高徳 な 人 々 の 全て の 体験 が これ を 証明 し て いる 。 夜 の 静寂 と 鬼 独 


注 1 神 の 天使 が 、 ヒ ラー の 】 
言 者 に とり 初め て の 精神 的 な 
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ュ ミ ルル 


10. 


。 ば げに 液 は 、 慎 の 四 


. 喉 に つか える 食物 も 、 


. すなわち を そ 


、 絶 えま な き 用 事 あ り 。 


( 注 4) 
きれ ば 主 の 御名 を 貴 念 し 、 
すがり せよ 。 


彼 は 東西 の 主 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 さ きれ 
ば 彼 を 流 の 守護 者 上 せよ 。 


彼 等 が 云う こ と は すべ て 耐え 妃 び 、 上 唱 に 


彼 等 か ら 身 を 退け 。 


. 長 理 を 認め ざる 高 容 な 者 ども の こと は われ 


に 任せ 、 暫 く 彼 等 を 猫 子 せよ 。 
げに われ ら が と ころ に は 重い 足かせ 、 愉 え 
盛る 楽 炎 あり 。 


痛 刑 も あり 。 


その 日 、 大 地 も 山々 も 
は き な が ら も ろく 月 れ る 砂丘 の 如く な ら 
ん 。 


ラン で ょ クン る 
OPCIKCIRYIRET 
ュー 2 セレ レニ レル 。 
の 25 025 8522 っ 1 KEI 


ファ る レレ \ 


EUC 
e385 
ハロ 
e 導 3 と る <35 dcBG33 
ez39E8 
dedet6eees 

Kay ら 3 に 2 あめ Cs グ 2 
@% ッ 1 で 


8 る 


デア ンク っ タン 


ok の 3 くず 


6. げに われ ら は か つて ファ ラオ に ー 全 徒 を 中 化 ezC セ AA あの EC5) 
わし た 如く 、 お 前 た ちの 証人 た る べき 一 人 
の 使徒 を お 前 た ち に 條 わし た 9。( 注 5) 6 あら 53 
7. されど フ ァ ラ オ が る その 使徒 に 従わ ちぎ る が 故 を 性 介 1 る 5 23 
Ge 65163S5 放 らら ee 
に 、 わ れ ら は 彼 を 捕え 、 蔵 還 に 乱 せ り 。 
人 R 全 1 人 の 154629442 の PL 
9. も し 前 た ち 信 ぜ ず ば 、 斎 が 日 に 化 きん UMYPIMO4M16 ザ TRIO 
その 日 、 ( 注 6) 如何 に を の 自 を 識 る べき 
ゃ ? Sc 
の 中 で 、 独 特 の 平安 が 支配 する 。 万物 は 末 ま り 返 り 、 人 は その 宴 造 王 ほ 向き 合い 、 神 と の 特別 の 対話 を 半 受 


彼 が 他 入 に 伝え る 特別 の 天 の 光 に 大 らし 出 き れる 。 大 
に この 吐 を 証 い て は な い 。 


難 楽 の 為 の 感 店 もえ る 


め 、 を の 言葉 を 思 感 ある も の に する に 真 
神 の 使者 が その 使命 を 果 た す の に 


\ 力 が 、 
こ 他人 を 支配 で きる 様 に な る 。 


注 4 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 機 散 に 遂行 し 、 そ うす る 事 で 大 き な 喜 び を 得 た 、 彼 の 多く の 義務 を 述べ 

て いる 。 これ が 「 用 事 ] の 意味 する 所 で ある 。 

注 5 当 節 は 聖書 の 預言 で て いる 。 「 私 は 彼 等 の 同胞 の 内 か ら 、 彼 等 の 為 に 食 人 の 様 な 一 人 の 預言 者 を 起 

こそ う 。 私 は 彼 の 口 に 私 の を 授け よう 。 彼 は 私 が 命じ 皆 、 彼 等 に 人 告げ ば る 。 私 の 名 に よっ て 彼 が 告げ 
こ 閉 き 従 わな : あ れ ば 、 私 が 彼 に 喜 任 を 問う 。] (中 命 記 18 : 18 一 19) 。 

注 6 当 節 の 「 わ ら べ が 百 頭 に 化 き ん 」、 次 節 の 「 天 は 央 壊 ]、 そ の 他 ク ルアー ン で 用 いら れ た 同様 の 言葉 (21 

105、82 2、84 2) は 、 不 幸 な 変化 を 引き 起こ す 最 も 悲惨 な 出来 事 の 比 際 で ある 。 
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第 モ 二 三 意 


アル ・ ム ッ ザ ム ミ ル 


19. 


20. 


21. 


その 是 、 天 は 内 壊 し 、 主 の 約束 は 履行 きれ 
( 注 ?7) 

げに こ は 訓 下 な り 。 さ れ ば 欲す る 者 に は 主 
へ の 人 道 を 辿 ら し め よ 。 

第 二 項 

主 は 、 流 が 夜 の 三 分 の 二 近く 、 時 に は 半分 
か 三 分 の 一 を 起き て 礼拝 する を 知る 。 ( 注 
8) 流 に 従う 人 々 の 一 慰 も また 然 り 。 ア ッ 
ラー は 夜 生 の 長き を 測定 す 。 ア ッ ラ ー は お 
前 た ち が そ の 時 間 を 正確 に 算定 し 得 ぎ る こ 
と を 知り て 、( 注 9 ) 慈 顔 を お 前 た ち に 向け 
だ り 。 され ば クル アー ン を 、 召 前 た ち に 無 
理 に な ら ぎ る 程 に 褒め 。 アッラー は 、 お 前 
た ちの 中 に は 病人 あり 、 ア ッ ラ ー の 恵み を 
求め て 処 処方 方 を 旅 す る 者 あり 、 ま た アッ 
ラー の 道 の た め に 戦う 者 ある を 知る 。 き れ 
ば お 前 た ち に 無理 に な ら 6 ざる 程 に クル アー 
ン を 詳 み 、 礼 拝 を 代 守 し 、 定 め の 窒 捨 を な 
し 、 ア デッラ ー に 立派 な 貸し 付け を せよ 。 お 
前 た ち 、 己 が 魂 の た め に 何 か 甘 いこ と を し 
て お け ば 、 ア デッラ ー の 御 許 で それ を 見 ん 。 
を は より 良く 、 よ り 立 派 な 報 装 と し て 。 大 
し て アッ ラー に 赦し を 請 い 奉 れ 。 げ に アッ 
ラー は 寛大 に し て 、 慈 才 


ん 。 


クタ ラン と ンー レ た 81 っ タタ レ ン 
GDAe 0e56 652 直っ 


の ああ ンク アン 人生 
の ES20S Aa の 8 


る 1 タッ ラン の の ライ ョ ン ン ラン レン 
DS32 記 二 き 7 
ォ ン レッ タ レイ レレ プン 5 し ァ ン っ 、 
GO 63 465 34853 


ジッタ 攻 っ イラ ッ フ レレレ る リン ンス ピス 
yo を の りら 2 PJVCILTSUIEHO ロ 


bo252535 近 っ 5 


クル ユン ン フ タン 


リッチ っ て ルー ラル レッ ン 
228 らら 上 っ iz 


プラ タス イン 、 ャ さよ と そ ん ア 和 0 を と た 
らち テ 152251、La2 O2 OS つの は 


タッ ニー ン イ ンス レラ ョ ッ タン 3rz 有 て レレ ョ ーー タ ェ ン 
4] は 1 電 プ cKPR 

2 スク ロー コイ ン る 1 を タリ レン ーー ュー ニン 
OH は UTEY や TIFAO 
2 うっ を る ラン っ ナイ 


4 タイ レン 」( ク タン ン 
0 ら と 60 人 TIPyt1 の 慈 


アア ュ ン ン クッ リー レッ 
b み SE る 512 


の > その 9 イレ ルン し 
の Aa を 20181381 


に 


Cm 


注 7 


注 8 
話 き れる 押 の お 告げ の 伝道 と いう 重責 を 果たす に 必要 な 強 る か 
を つい て の 神 の 御 命 令 を 、 彼 の みな ら ず 信者 た ちち 忠 
ッ マ ド 個 店 者 の 弟子 達 に だ け 向 けら れ て いる の で は な く 、 彼 を 


この 命令 は モッ 


当 徹 の 約 東 し は 、 メ ッ カ 信和 落 と 共に 如 の 勢力 が 壊 減 す る 事 で あっ た 。 


この 意 の 生 


赴き れ 、 夜 の 祈り 


j で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 夜 の 祈り を 続け る 様 命 じ ら れ た 。 それ に より 、 間 も な く 役 に 


に 備わる で あろ う 。 当 人 節 で 、 役 は 神 の 喜び 
行 す る 様 、 命 じ ら れ て いる 。 
由 し た いと 彰 う 者 全て が 対象 


踏 


で あり 、 こ の 意味 か ら も 、 彼 等 は 彼 と いう 手相 やま ね る の で ある 。 


往 9 


「 ア ッ ラ ー は 夜 基 の 長き を 測定 す 。] この 言葉 は 、 夜 が 、 
同じ 長き に な る 事 を 示し て いる 。「 お 前 た もち が その 時 間 を 正 礁 に 3 


く 、 双 ある 時 は 久 と 
は 、 全 イス ラッ 教徒 


\ に は 長く 《、 時 に は 短 : 
定 し 得 ざる 」 と 


に 向け られ て いる よう だ 。 彼 等 は 、 そ の 全て が 規則 正しく 放 の 祈り や で きる ヒ は 言え を な い 、 と 告げ られ て いる 。 
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アル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ イル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 剖 問 深く 、 恵 み 避 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い O タ っ 外 の し と ー う 


て 。 


タク る クエ ンク イー 
2、 流 外人 を か ぶる 考 よ 、( ま 1) @zu21L55 


た か タッ ュ ッ イ ン うち 
3. 起 て 、 衣 し て 警告 せよ 。 @ う 05W 5 
ーー ドン の と た 
4. 溢 己 が 主 を 讃 美 し 奉 れ 。 の うら 9 つう 


きよ ッッ ュ ント フ ュ ン 
5 液 己 が 衣 を 潔 め 、( 注 2) @ っ 5 JO55 


ーー ン 


> タッ (スク 3 を m ン 
6. 不 浪 を 避け よ 。( 生 3) っ 6 全う 
インキ で に て 

7. よ り 多 き 返 礼 を 日 当て に 親切 を 施す な か れ 。 @ 


ん た め あう (る デレ コク 
8. 主 の 都 有 に 耐え 忍 べ 。 Gy260525 


3 と 全 2 全 1 
9. 用 只 が 吹き 鳴ら きれ る 時 、( 注 4) @250@ う 866 


の の る ュ ン ッ クン 1 
10. その 日 は 悲惨 な 日 と な らん 。( 注 5) ある 2 め ひめ と 9 


注 1 「 外 付 を か ぶる 省 ] は 、 そ の 語源 の 様々 な 意味 か ら 判 断 し て 、 次 の 様 る 
人 人 、 改 良 者 、 メ は 物事 を 上 整 理 する 人 。 征服 者 - 跳 び 乗 ろう と し て いる 人 人 。 この 語 
を 抽 け られ だ 人 人 と ち も 解 息 で きる 。 更に は 、 最 善 の 生来 の 力 ・ 特 質 ・ 預 言 者 の 高 洛 きる を 備 っ た 人 を も 
こ 和 等 の 別 は 全て 、 モ ハッ マ ド 預 言 考 に を の まま 当て は まる 。 

モハ ッ マ ド 預 言 攻 は 、 その 使命 遂 術 に 先 馬 け て 、 品行 ・ 風 評 い ずれ も 活 和 の 無い 弟子 の 一 団 を 才 
臣 せ よ 、 と 命じ られ て いる 。 あ る い は 、 役 自身 が 、 散 神 ・ 高 潔 ・ 品 行方 正 の 携 範 し な る べき だ 、 と 当 節 は が し 
て いる と も いえ る 。 

往き 偶像 水 拝 撲滅 の 為 、 労 を いと わな い 様 に と 、 当 節 は モハ ッ マ ド 根 言 者 に 命じ て いる よう だ 。 

往 4 神 が 人 々 を 御 呼ば れる 際 に 用 いら れる 神 の らっぱ で あり 、 当 節 は 、 彼 が 現れ 、 神 の も と へ 行く 様 
人 人 々 に 呼び か ける 時 を 示し て いる 。 又は 、 モ ハッ マ ド ド 預言 者 自身 が - 族 の 者 達 に 呼び か け て いる の か も し れ な 
い 。 

注 5 [悲惨 な | と は 、 復 活 の 日 、 多 は 、 不 人 
を 指す 。 


味 が 考え られ る 。 消し 示 る 


首 が 最終 的 な 敗北 を 史 し 、 真 実 が 完全 に 勝利 を 治め る 日 
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第 十 四 間 


1. 不 信心 者 せ も に と り て は 容易 な ら ざ る 日 な 


り 。 
2. わが 創れ る あの 男 を 、 わ れ に 任せ よ 、( 注 6) @6 ら 2 タッ イス の 285 
: る 2 あッ る る る 2 
3. われ は あの 男 に あり 余る 宮 を 与え 、 @$%39G9 3 に < 
計 5 フン ラグ る 
4. 倍 に 住む 子女 を え 、 ( 注 7) ②b56 ど の 
うる > る の る ゥ る ンス る 
15. 必要 な る すべ て の も の を 授け た り 。 OU りつ ある 9 
か イッ ニュ ン タン 5 は 
6. 然るに あの 男 は 更に わが 賜 与 を 望む 。 @uoulot 


7. 断じて 可 な ら ず 「 わ れ ら の 神 死 


抗 し た る が 夏 に 。 
吾 革 を と の が し 
8. の れ は あの 昌 に 必ず 抗 し 難い 責 苦 を 課せ 5 衝 先 
し しゃ 
サン イン プン ン イン ルン 
9. 見 よ 、 あ の 男 は 部 感 せり 、 面 し て 策 誠 せ り 。 人 っ う 5 お し 
20. 没 次 が あの 男 を 突然 朋 う 。 よ くも 策 詩 せる の 265 は 3 上 5 3 と 
こま よ ! 
21. か さ ね て 没落 が あの 男 を 襲う 。 よ くも 策謀 の 8 人 3 健 
せる こと ょ ! ( 注 8) 08 
サン は 3 
22、 そ の 時 、 あ の 男 は 己 が 周囲 を 見 まわ し 、 の 6) 5 
23. 眉 を ひ を ゆめ 、 顔 を し か め 、( 淀 9 の 32233 


注 6 この 言葉 は 次 の 下 ます る 。 「 私 が 作り 出し た 者 の 事 は 、 私 に 任せ な さい 。] あ る い は 、「 そ の 大 いな 
る 富 ・ 権 力 ・ 地 位 は 、 神 が まけ だ に も か か わら ず 、 彼 は 、 そ れ が 為 、 己 を 同胞 の 及ぶ べく も な い 存 在 と 考 
を て いる 。 彼 の 処 計 は 私 ( な さい 。| も 解せ る 。 

当 節 及び 前 数 節 は 、 艇 慢 で 思い 上 っ た 不信 心 者 全て に 条 け られ だ た も の で ある が 、 中 で も ワリ ー ド ・ ピ ン ・ ム 
ギー ラ を 指し て いる よう だ 。 彼 は クラ イシ ュ の 間 で 目立つ 存在 で 、「 類 い まれ な る 人 物 」 あ る い は 「 ク ライ シュ 
の 香気 」 と いっ だ 大 げき な 敬称 で 、 当 方 に 知ら れ て いた 。 人 彼 は 瑞 下 な 容姿 を し 、 その 優 准 な 詩 や を その他 の 教 某 
で 有名 で あっ た 。 算 に は 10 才 か ら 13 才 ま で の 息子 が おり 、 非 常に 裕福 で あっ た 。 

注 7 当 節 は 、 ワ リー ド の 二 も 双 、 披 と 同じ 《 人 の 尊 艇 を 集め て いた こと を 示し て いる 。 彼 の 加わ る 会 
豊か で あり 、 彼 の 息子 達 は 常に 彼 と 行動 


謎 は 、 特 に ワリ ー ド ・ ビ ン ・ ム ギー ラ を 指し て いる 。 役 の 遂 っ た 跡 は 破壊 が 付い て 回 っ た 。 彼 の 
豆 子 の 内 、 ワ リー ド 、 カ ー リ ッ ド 、 ヒ シヤ ー ム の 三 人 は イス ラム 教 を 受け 入れ た が 、 他 の 選 子 達 は 、 彼 の 日 の 
で 亡くな っ た 。 彼 の 財産 は 大 幅 に 減り 、 最 後に は 、 彼 は 箕 困 と 不 名 誉 の 中 で 死ん だ 。 

注 9 クル テー ン が ワリ ー ド に 謗 み 聞か せら れれ だ 時 、 役 は 導 大 な 態度 で 顔 を し か ゆめ 、 腹 を 立て て 立ち 坪 っ た 。 
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第 上 | 由 意 


アル ・ ム ッ ダ ッ ス イル 


マン の 。 ン ン テン 
@S っ 5 23 


24. 靖 を そむけ て 軽 華 し 、 
25. 仙 し て 云え り 、[ こ は りか し か ら あ る 妖術 に の NVYWIER 
外 な ら ず 。 ~ 
アレア チエ 】 

26. こ は 人 間 の 言葉 に すぎ ず 」 と 。 の JGA 
27. われ は あの 男 を 必ず 地 衝 の 火 に 投げ 込ま 6 と Ce ら し 
ん 。 て 
28. 楽 火 の 何 ん た る か を 法 に 知ら し せる も の は の 3 が じ 3 

何 か ? 
を タン ン ンマ 。 こ うー 
29. を は 何 $ も の も 余 き ず 、 何 も の も 残さ ず 。 539 
30、 を は その 顔 を 焼く 。 に EETGR 
31、 業火 の 上 に は 「 刀 の 諸 天 使 あり 。 ( 注 10) の 
32. われ ら は 天使 の み を 業火 の 普 人 とせ 9。 わ EZ 4 お CITEC3 
れ ら が その 数 を 限定 し た る は 、 不 信心 者 を レー 
試 みん が た め 、 ま た 漠 書 を 反り られ だ た 人々 地 っ 計 る 5 0 
に 確信 を 得 せ し ゆ ん が た め 、 ま た 信ずる ララ っ 
人 々 の 信仰 心 を 強め ん が た め な り 。 す な わ OGK ば の を が] 
ち 、 信ずる 人 々 同 可 埋 を 授け られ た る な ン シッ シン の 
人 々 が 疑心 を 抱く こと が な いよ うに 、 ま た AUNICOCP グ LT2YIIYKCA 
心 に 病 あ る 者 と 不信 心 者 に アッ ター は こ 本 志和 IRO 0 
の 人 千 只 を 以 て 何 を 計 き ん と する か ?」 上 到 ーッ つの 人 
わし ゅ ん が た め な り 。 か く の 知 く アッ ラー OR062 包 3 22 2 人 AORaS 
は 己 れ の 欲す る 者 を 迷わ し め 、 ま た 欲す る ー ン 
者 を 導き 給 う 。 市 し て 主 の 軍勢 を 知る 者 は 、 JULK258LS522 5C ウ 3 
主 御 自身 の 外 に な し 。 こ れ す な わ ち 人 類 へ と 
の 各 戒 に 外 な ら ず 。 @ だ の お を 
第 二 項 フッ レー 
33. 否 、 月 に か け て 、 @ づ お ら 攻 
注 10 人 に は 九 つ の 主 朗 な 感覚 が 授け られ て いる 。 そ れ は 、- 七 つの 外界 感 党 と 、 体 内 か ら の 東 激 を 伝え る 一 


任 は 


は 、 神 和 自 身 が 望む 時 に 明か され 、 


を 大 い に 増 す で あ ろう 。 


と 負え や 渦 き 等 の 感覚 に 関係 する 臓器 か 6 起こ る 内 蛋 』 


は 、19 と いう 数 は 、 経 典 の 民 に 


# に 関係 ある 、 
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力 、 を 伴う ルル つの 精神 的 対応 物 と それぞれ 結び つい た 3 
偉大 な 神 の 提 秘 の か ぉ し れ な い 。 
彼 等 に タル アー ン の 教義 の 真実 を 知ら せる 事 と な り 、 
全て の 神 の 神秘 を 知り た いと あえ ぇ て 求め る 者 が いよ うか ? 


党 、 つ まり 人 問 の 緒 機 能 を 支配 
覚 は 、 地 狂 の 19 人 の 守護 者 で ある 。 
この 経典 の 民 の 意義 や 本 
信者 の 信仰 の 確信 


第 世 十 思 誤 


デル ・ ム ッ ダ ッ ス イル 


9 を ゆ ラフ ラン ッ 
34. 退き 注 く 路 や み に か け て 、 @⑥2(300503 
35. 自 み 来る あけ ぼ の に か け て 奪う 、( 注 1) 40 は 
36. げに 地獄 は 最大 の 災い の 一 つ な り 。 AOTPGole] 
37. そ は 人 間 へ の 等 告 な 、 Id 
38. お 凍 た ちの 中 の 前 進 を 望む 者 に も 、 し り 込 の の 
みす る 者 に も ぅ 。 
か せき OS アフ ノン ッッ る 
839. 人 は みな その 所 美 を 彼 に 置く 、 ( 生 12) の し お ば 
40. 但し 右側 の 人 々 は 除く 。 の ac 知久 
リン タイン ン ン ち し っ 
41. 彼 等 は 楽園 に 入り 、 互 に 相 い 問わ ん oOPIWK だ Sc] 
つみ ば と サリ ン > ノイ 還 
42. 罪人 ども に つい て 。 ⑥CAejsedE 
43. 「 お 前 た ち を 地獄 の 業火 に お ほし し 入れ た る @2328 26Scc 
$ の は 何 ん ぞ や ? 」 
44. 彼 等 は 答え ん 、「 攻 等 は 礼拝 を 捧げ ざり し es20c2 導 4 遇 
者 
のせ 
45. また 筑 填 を 状 わ ざり き 。 IM 
46. また 我 等 は 、 ふ らち な 徒 理 と ふら ちな お 喋 keyE1 の る 完 ち 
り に 取り た り 。 2 
か み ン 
47. 凍 し て 常々 審判 の 日 を 耕 認 せ り 、 moi 
・ ーー > に ュー ム ョ タッ ー ン (レミ ミン 
48. 死 が 我が身 に 普 い か か り し を の 時 まで 」 と 。 @os3E 当 径 
49. され ば 如何 な る 仲裁 者 の 執り 成 し ら 、 彼 等 の 介 ま 1 に 9 M 
に は 役立つ も の と な 6 ざら 4。 
50. 彼 等 いっ た い 如 何 が し た 、 訓 疲 より を 向 生生 けり 生 全 で] 人 学 419W 
Uate3 Add 
汗 11 「 あ け ぼ の 」 は 又 、 モ ハッ マ ド 人 言 韻 の 信 大 な 代理 で ある 、 約 東 さ きれ た メシ ヤ を 指し 、 前 稼 の [退き 


朱 く 暗 や み ]」 は 、 メ シヤ の 出 児 す る 前 の 精神 の 開 夜 を 示し て いる よう だ 。 
魂 は 、 を それ が 犯し た 罪 の 償い を し な けれ ば な ら な い 。 い つか は 、 呈 に 昔 し ん で 罪 を 洗い 流 き な けれ ば 
な ら な い 。 


注 12 
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= LE ジ 科 > 呈 フタ し る っ も の タク ッ タ セイ ン 
51. さながら 5 彼 等 は 稔 れ 戦 く 駿 馬 の 如 し 、 の 90e2 se の 5 
ー N 。 ニョ ン ンク る ッッ ン ィ 
52. 衝 子 より 逃れ る @ の Co っ 
の い et の おま タタ る を っ て タク 2 も ちっ っ 条 み りゃ の マレ 
59. 邊 、 彼 等 は を れ ぞ れ 、 開 か れ た 砂 示 の 者 が は 2 は 爺 の は を 3 あら うい っ 
己 れ に 授け られ ん こと を 希 う 。 .( 注 13) ッ タ ン る そる 
の > の 5 
PO イン も < 
54。 否 、 彼 等 は 来世 を 各 れ ぎる な り 。 @s29(92 XY 
る タレ レン ィ ンー 
55. 耕 、 こ の クル アー ン は 交 告 と し て 足る べし 。 の 3358 し 光 
56、 き れ ば 欲す る 者 を し て 、 計 に 銘じ せしめ よ 。 ed 
ッ の リー アン ンー ンズ スーン ラッ タ シュ ン レ レ 
57. きれ だ ア ッ ラ ー が 飲 す に 非 ず ば 、 役 等 は 錦 (eg8N8b2U5So5G じ 3 
意 警 戒 せ ぎ る べし 。 ( 生 14) アッ ラー こ を を ッッ 6o ン ン ャ 
は 刀 秘 多い 御方 、 耐 し て 罪 を 容 炒 する 御方 @ ぁ JIJeb を 
な り 。 
注 13 不信 心 者 達 ッ マ ド 頂 言 者 が 天国 か ら 神 の 書 を 持っ て 来る の で な けれ ば 、 読ん だ 内 容 を 信じ な 
い 、 と 博 か まし 求め た 事 が 、 ク ルアー ン の 他所 に 寺 か れ て あり 、 本 文 の 言葉 は この 上 事 を 指し て いる よう だ 。 
(17:93) 


添 わ せな い 限り 、 つ まり 、 押 の 6 
* で あろ 2 (76:31)。 


注 14 不信 心 者 達 は 、 そ を 自ら の 願望 に 島 先 き 


せな い 限 り 、 ク ルアー ン の . 
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(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 (、 恵 み 過 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 7 半 ME2 の 1 
た ンー ル ウー ニン ーー】 
2、 窓 条 > - 光ら 9<xaj1 3 る 3 
2、 償 、 わ れ は 復 済 の H に か け て 的 う 。 リア ンー ゲー 
オ 地 を か るー し チン る ッ タ ー ン 
3。 融 、 われ は 容 判 の 日 が 確実 な る こ と を 自 次 @421 lu し 281 る 
の 念 に か け て 玖 う 。 ( 注 1) 
し 取 SA 了 得 ず イー ププッ セー ティ ン 2 ウー カラ ッ ン と 
4. か われ ら が 人 間 の 骨 を 集め 得 ず 、 と 8CE2 ASCsytS 2 
える が 7? 

鉄 さ ょ っ * 宰 質 イレ ンー ラン イッ ン 0 還 の 
5. 知ら す 、。 わ れ ら は 入間 の 指先 の 圭 ま で 復原 @ の 2 の 53 の の os 3 
する 能力 あり 。( 注 2) 還 ^ 

決 ェ ー に ロー ビラ ョ クイ ラクス 2 の 2 

6. な 2 人間 は こせ がら も 悪行 を し 続け ん と GCC9Sg 沿 
7 人 議 は 問う 、「 復 滞 の 日 は 箱 時 な る べし ?」 @ 和 26 
と 。 

マタ ンス る ンス [< 

8. 目 が くら あ 、 @/o1S2 8 
ラノ ンー アア 

9. 月 が 欠 け り 、 OL 
ブタ る 衝 ィ の デコ 

10. 日 月 が 合体 する 時 、( 注 3) 1 の りう ) 


生 1 クル テー ン は 、 人 間 の 魂 の 三 つ の 発達 段階 る 述べ て いる 。 第 一 段階 は ナ フ ス ・ ア ンマ ー ラ (抑制 で き 
な い 魂 ) と 呼ば れ 、 獣 性 が 和信 を 支配 する 。 第 二 役 上 隊 は ナ フ ス ・ ラ ッ ヴ ァ ー マ (自責 の 魂 ) で 、 人 の 日 覚め た 良 
心 が 、 悪 行 を 働い た 事 で 自ら を 均 ゆ 、 自 己 の 感情 や 欲望 を 規制 する 。 この 段階 に 至れ ば 、 人 間 性 が 人 の 中 で 優 
勢 と な る 。 これが 人 の 道徳 的 再生 の 始ま り で 、 そ れ 故 、 処 所 に 審判 ] の 証拠 し し て あげ ば られ て いる の で ある 。 
が な く 、 死 後 暫 ら の 行為 の 次 任 を も を ら な いと すれ ば 、 な ぜ こ の 様 な 罪 の 旧 識 に る いな まれ る の か ? 
階 は 、 信 間 の 現 が 最高 発達 し た 段階 び ぜ 、 ナ フス ・ ム トゥ マイ ン ナ (静止 し た 魂 ) と 呼ば れる 。 こ の 段 


注 2 物事 の 一 部 が 時 と し て 全体 を 表わす 事 も ある の で 、 こ の 語 は 人 聞 の 身体 全体 を 指す の で あろ 5。 人 間 、 
ある い は 完全 に 死ん だ 状態 の 人 々 で きえ 、 を その 全能 力 を 復活 きせ る 力 か 神 に お お 有り だ 、 と 当 飾 は 示し て いる 。 
注 3 「 日 月 が 合体 する 時 と いう 言葉 は 、 太 陽 系 全体 が 完全 に 崩壊 する と 示し て いる よう だ 。 あ る い は 、 
月 は アラ ブ 諸 国 の 、 を し て 太陽 は イス ラ エ ル 帝 国 の 政 力 推力 の 象徴 で ある 為 、 当 節 は 両 権力 の 崩壊 を 示し て い 
る の か も し れ な い 。 又 、 こ の 言葉 が 功 帯 な 自然 現象 を や 表し て いる 渦 ハ ディ ス に よれ ば 、 ラ マダ ー ン の 月 、 約 東 
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。 
1.、 その 日 に 及 ん で 、 人 間 は 云わ ん 、「 何 処 へ の で タン シン ッ ン 、 ラッ ンカ レレ スク メッ チン 
[OZAIPOPWYTOIAOIF 
が れる べき や 7」 と 。 oe の 9lOs 
ョ レン ンー る 
12. 否 、 何 興 に も 逃げ 場 な し ! ひと か 
ユー ょ 、 、 と タン ン っ 2 の 65 て アッ ン ン し 
3. その 日 、 安 候 所 は 、 だ だ 六 の 主 の 話 の みな の 652 うさ 
5。 
と 
4. その 日 、 人 間 は 、 自 分 が すでに 前 に 送り し 1 23 じい イッ ンタ ルン 2 スタ 
@ ま ed CLOL25 ら の 9138 
も の 、 並 びに し 残せ し も の に つい て 告 ザ ら 2 
れん 。( 注 4) 
宣 を 店 ーッ 99 っ ラン タン シン 
5. 否 、 実 を 云う と 、 入 間 は 巳 れ 自身 に 対し て 845 じ SS 
証人 な り 、 
ンー レン スウ イン 
6. た よい いろ いろ と 弁解 し よう と も 。 @⑤ め 252 の 3 
7. 預言 者 よ 、 ク ルアー ン の 啓示 を 傘 促 する た レン レコ 0 
め に 次 の 杏 を 動か みす なか れ 。 お も 
テ : ダテ 芋 ュ 電 人 二 イ ンー リン ッ ン ン る 
8. そ を 集め 、 之 を 謗 む は 、 わ れ ら の 仕事 な り 。 @45 4 る ぇ E ス pH 
( 注 5) 
1 了 隊 は 1 ER 
9. きれ ば 、 わ れ ら 之 を 庫 ま ば 、 没 復 語 せ よ 。 @46 ば ez 616B 
20. 鐵 る に 後 之 を 解き あか すこ と も 、 わ れ ら の @5 じ CE る 1 分 
仕事 な 5。 


され だ メシ ヤ (マハ ディ ) の 時に 起こ る 束 に な 
1894 年 の ラマ ダー ン の 月 に 、 日 食 と 月 食 ヵ 
用 ら が 約束 きれ だ た 救世主 マハ ディ で あぁ る と 断言 
味 す る 。 人 が 、 犯 すべ き で は な い の に 犯し て し まっ た 避 行 、 を し て 、 為 すべ き 
け 。 つ まり 、 不 作為 の 因 と 作 作 の 罪 。 

注 5 初め て クル アー ン の 一 部 が モハ ッ マ ド 打 言 者 に 啓示 きれ た 時 、 そ れ を 忘れ て は な ら な いと 案じ て 、 彼 
は 急い で それ を 復 昌 し よう と し た 、 よ ブ ハ リ は 言っ て いる 。 前 節 で 、 あ わ て て 、 返 を うと する の は よく な 
いと きれ て いる 。 神 の 啓 が は 消え る る の で は な い の で 、 徐 ち つ いて 正確 に 受け と られ ね ば な ら な い 。 それ は 、 


て いた 月 食 E 晶 食 を 指し て いる と も 言え る 。 不 思 
起こ っ た が 、 この 時 、 革 に 、 ア ハマ ディ ー や 連動 の 創始 者 は 、 
し て いた 。 


注 4 この 言 薬 は 次 の 事 
で あり な が ら 為 き な か っ た 3 


後 の 三 節 に 志 べ られ て ある 様 に 、 神 の 御 午 天 が クル アー ン の 己 句 に 手 が 加 えら れる の を 避け る だ け で な く 、 そ を 
り の な い 聖 典 CHntroduction of the Study of the IToly Quran 
全 志 界 へ 伝え られ る の を 確か ゆる 事 に あっ た か ら で あ る (15: 10)。 ヌ 、 者 処 凍 の 日 に 触れ て いる 
の で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 約 束 の 信 て いた 事 を 、 当 節 は が し 
て いる よう で も ある 。 いつ 適 切な 夏 示 が 下る れ 、 が どの 和 様 な 形 を と る か は 、 神 が お 決め に な る 事 で 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 が を の 事 で 案 ずる 必要 は な く 、 又 、 ク ルアー ン が 集大成 きれ 、 全 世界 の 人 々 に 読ま れ 、 明 ら か に き 
れ な けれ ば な ら な い 、 と モハ ッ マ ド 預 言 首 は 此 所 で 告げ られ て いる 。 本 文 の 忘 味 の 他 、 当 節 は 次 の 解釈 も な さき 
れる 。「 貴 和信 の 日 を 通し て グル アー ン の 啓示 を 明らか に する の が 、 我 々 の 任務 だ 。] こ れ は 、 ク グル アーン に 次 ぎ 、 
モハ ッ マ ド 痕 言 者 の スン ナ (行い ) が 、 確 か な 導き 手 ほ とし て 、 犯 すさ か ら ぎ ざる も の で あり 、 必 要 不 可 欠 で ある 
と 強調 する も の で ある 。 


中 ) と し て 集大成 きれ 、 そ の お 告げ が 
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21. 


22. 


23. 


24、 


25. 


26. 


27. 


28、 


29. 
30. 


31. 


32. 


33. 


34. 


否 、 お 前 た ち は 現 世 を 愛し 、 


来世 を お ろ そ か に す 。 
その 日 、 或 る 者 の 面 は 輝き て 、 


主 を 仰ぎ 見 ん 。( 注 6) 


また 或 る 者 の 画 は 除 に 苦 り て 、 


一 大 不 整 が 今 に ぁ 降り 句 か らん と する を 知 
らん 。 
な の と も と 
然 り 1 まる に 死な ん と する 者 の 魂 が 喉元 ま 
で 上 り 来 る 時 、 


云わ れ ょ う 、「 彼 を 救う 呪術 師 は 何処 に あり 
や ゃ ?」 と 。( 注 7) 


彼 は 臨終 の 近 き を 悟り 、 


苦し み も だ えて 脚 と 卿 と を か ら 6 み 合う 。( 注 
8) 


彼 は を の 日 、 主 の 代 


へ 駆り 立て られ ん 。 
項 

これ 役 が 真理 を 受入 れず 、 礼 拝 を 捧げ ぎり 
し が 故 な り 。( 注 9) 

それ ば か りか 、 彼 は 真理 を 地 省 し 、 そ の 人 
を 向け 

語 し て 自分 の 一 族 の ころ へ 令 然 し を りか 
えっ て 帰り た り 。 


@3Ltio 診 ぶ 肖 


1 る シッ タ タ ンク 


_ 929o3255 
@z 寺 の 信 鐘 3 
で の 人 レセ トン ッッ mm 
@85 必 5 
る し レイ ュー ニン ッ ルン タッ タ タッ 


@szut みみ 452 9 ウラ 


@626(sd28 も 閉 
に GUEUTSHWRD ロ 
@9 や 255 


ゞ 2 の クアラ ェ ン ン 
@i3N あ (855 
@3C se 誠 5 


68 に 992 び を 


2 の の 
@di5s こ 885 
6 を AG30CS こる 分 23 


党 6 


を 見 る 特別 な 心 を 与え られ る で あろ う 。 神 の 折 姿 は 、 現 世 の 衣 を 脱ぎ 捨て た 、 


明示 で ある 。 
注 7 当 節 は 次 の 事 する 。 1) 死に 行く 者 の 魂 ほ 共 に 


り 


注 8 


披 を 地 狭 へ 引き ずり 
除く 魔術 師 は = 


高 源 な る 信 省 は 、 そ の 整 行 が 補 わ れる 事 を 期待 し て 、 神 の 方 を 向く で あみ ろう 。 あ る い は 、 彼 等 は 、 神 


と す の は 、 前 の 天使 な の か ? 
る の だ ? 


ー つ の 


人 の 魂 に が きれ る 神 の 特別 な 


、 彼 を 天国 へ 連 れ て 行く の は 慈 基 の 天使 で あ 
を 避け 、 遡 死 の 者 か ら そ の 苦し み を 取り 


菩 が 、 死 に 対す る も ぅ 一 つの 普 悩 に 加え られ る で あろ う 。 近親 者 を 後に 残す 苦し み が 、 死 と 、 


来世 で 不信 心 者 を 待ち 受け る 罪 の 背 し み に 加 えら れる で あろ う 。 当 館 は 以上 の 事 を 示し て いる 。 


注 9 


当 節 は 、 不 信心 者 の 心 英 体 が 共に 神 に 反発 し た 、 
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サト イン ンク ロッ 
35. 「 流 に 災い あれ ! 北 度 も 災い あれ ! @Q 人 99% 
36. 了 に 湊 に 秋 い あれ ! 北 度 も い あれ !] ed 人 6 あの 侍 
( 注 10) 
37. 人 商 は 、 自 分 が 勝手 放 題 に 放任 せら れる と 、 eo 
思う か ? (まま) 

な と ん る る レラ タッ レン ンプ ァ 
38. 人 間 は 5 と 、 射 出せ られ た る 一 滴 の 流体 に @e う So233556LF 
非 ざ り し か ? - ー- 

39.、 そ れ が 血 の 泥 り た な り た る と き 、 主 が 之 を の g 盆 
づ くり 、 席 し て 完成 せ 5 。 

40. 次 いで 玉 は 、 を 男女 の 本 性 と な せり 。 AA 

41. 新 か る 御方 で も 、 死 者 を 生き 返ら す 能 力 な @dsi 有 


し と 云う か ? ( 注 12) 


注 10 「 流 に 災い あれ 」 と い 
も 示し て いる 。、 こ の 言葉 は 、 


の 繰り 返し は 、 現 朋 及 び 来世 に お ける 殺 神 的 普 悩 と 肉体 に 科せ られ る 祝 
の 記 味 で 使わ れ て いる 


年 1 神 は 、 徴 々 だ る も の ・ す な わ ち 精子 か ら 人 を お 作り に な り 、 彼 を 神 の 多 創 造物 の か な ゆ と す る 仙 に 、 
この 様 に 大 きい 有力 と 能力 を 彼 に 授け な 。 も し 、 そ の 後 、 彼 が 食べ ・ 飲 み ・ 楽 し むか が まま に し て て お か れ た と し 
た ら 、 それは 神 の 栄 知 と 志 盾 す る 。 


注 12 き 程 に も 小 き きも の か ら 人 間 を お 作り に な っ た 抽 は 、 彼 が 死に 、 砕 けた 芝 と ちり に な る 時 、 終 り の 無 
い 示 の 向上 の 為 、 彼 に 新た な 生命 を 授け る 力 を 持た れる 。 
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人 財 


アル ・ ダ フル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 、 下 み 守 (アッ ラー の 御名 に おい Oo 
を を 生 チキ を 2 生 | 
2 人間 は 言う に 価 し な い 一 叶 期 を 経過 す 。 SA3229 JC あき J4 


シン ウス 
oJEAYIO 
フン と) を レッ ン 
3. われ ら は 人 人 間 を 試み ん が た め に 、 混 合せ る 2 計 EGABee6539C 記 区 


一 滴 の 策 液 より 之 を 人 制 9 た り 。 故 に われ ら レン レア シン 
は 、 人 人 画 に も の を 見 、 も の を 聴く 能力 を の eee ら た 539 


けた だ たり 。( 注 1) 


4. 放す る か 、 し な いか は と e5GS 放 E 5CNGILtYYC 
も か く 、 わ れ ら は 人 間 に 道 を 示し た り 。 

5. 者 ども の た め に 、 鎖 と 、 (0 セン 9 シン レッ 241 

- Ke) bo23905 も CobKDCGZ1 


ぇ 盛る 業火 た を 有意 せり 。( 注 2) 
6. され ど 毅 し い 人 々 は 、 首 の 香る 吾 を か た (の OU っ の っ の 5 2 人 9) 
むけ ん 、( 入 3) の の 
9 


7. アッラー の 和 僕 等 が 飲 せ 泉 で 。 を は こん こん 68 沼 閣 MVT MHC 
と 湧き 出 ず る 。( 注 4) 


注 1 人 間 は 精子 か ら 作 られ る が 、 柄 子 抽 体 は 吉 つ か の も の の 混合 体 ど あり 、 こ れ は 、 精 神 的 向上 の 老 、 人 
間 が 様々 な 力 ・ 能 力 ・ 特 性 を 接 け られ た 事 を 示す も の で ある 。 こ の 過 租 は 、 人 間 散 生 の 一 般 原則 の み を 指し て 
いる の で あり 、 他 に は 当て は ゆら れ な い 。 


千 2 人 の 行為 は 全て 、 対 応 す る 神 の 行為 に 作 わ れる 。 不 考 の 俗 事 の も つれ は 、 来 世 で 償 の 形 を と る 。 
現世 の 不安 は 鉄製 の 鶴 と な り 、 強 欲 ・ 肉 狭 は 地獄 の 突 と な る 。69 章 33 節 ぅ 参照 の 事 。 


注 3 は っ か の 知る 飲み 物 を 飲む こと は 、 肉 欲 を 静め る 効果 が ある 、 と 当館 は が し て いる 。 高 河 な 信者 の 心 


か ら は 、 不 純 な 思い は 全て 洗い 流さ れ 、 役 等 は 深い 神 の 知識 に 静め られ る で あろ うぅ う 。 


注 4 高 源 な 信者 は 、 苦 労 し て 掘り 出し た 泉 で 満た きれ た 器 を 飲む で あろ う 。 役 等 が 現世 で 為 し た 行い は 、 
来世 で 和泉 の 表 と な っ て 現れ る 。 こ れ は 、 捕 神 的 発達 の 第 一 段階 で あり 、 人 問 は 抑制 し を の 悪 の 手癖 に 歯止め を 
か け な け れ ば 、 魂 を 向上 きせ る 事 が で き な い 八 、 信 者 は 砂 命 の た ゆま ぬ ぬ 努力 を 求め られ て いる 。 当 人 節 の 「 泉 」 
は 、 神 の 切 と 悟り の 氷 で ある 。 
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第 ヒ 1 六 意 アル ・ ダ フル 


な だ 問 、、 M ンク ラン ジラ うち レン 2 る 
8. 彼 等 半 し い 人 々 は 特 い を 果たし 、(E5) 衝 ある OB る 522 し っ 332 
厄 の 広がる 日 を 恐る 。 ・ 


愛す る が 故に 、 6 ag 2 oO ぬ 認 


し は に 3 人 を ーー 前 
@A413 


10.「 我 等 は アッラー の お 音 び を 星 っ て し た ま マダ 科 る 届 ら % 2 
で の こま 。 あ な た が た の 報酬 感謝 も 求め 


は せ の 。 3 
11. げに 我 等 は 、 王 の 不機嫌 な 厄 炎 の 日 が 主 よ OU えす 3 5 の と 1D1EI 
9 も 6 たら せら れる こと を 部 る 」 
2. きれ ば アッ ラー は その H の 下 炎 か ら 彼 等 を 人 254852e230323 癌 852 
人 いる もう 313 うう 多 
説 り 、 己 済 と 演 福 を 彼 等 に 与え ん 。 
で クッ タタ る 
の be5 
3. アッ ラー は また 楽 賠 と 絹 の 衣 と を 以 て 、 彼 の る と 2 ビュ る の っ 
等 の 堅 岡 な る 信金 に 報い ん 。 Do うこ りら の ポラ 


4. 彼 等 は 楽園 で 揚 球 に ね を べり 、 登 替 を 知ら 368329DDEGS み 8 
ず 、 ま た 酷 寒 を 知ら ず 。 ャ ク ンー 


@bb69593 


5、 を の 揃 除 は 滋 く 彼 等 を 逆 い 、 そ の 鈴なり の 32526Ab 52 
果物 は 雅 れ て 摘む に 易 し 。 BS Tc うっ 
6. 銀 の 器 や 、 下 騙 の 高座 が 彼 等 の 問 に 献 け 巡 3 2 し ez ME52 
章夫 52 2 5 
フッ ュ グ る 
Gbblp5 
7. 琉 馳 の 燥 く 見 えて 実は 銀 に て 作ら れ た り 。 foIPWCVT DO ち 596 タ 55 


彼 等 は 自ら の 量 に 合せ て 番 を 満た す 。 


注 5 「 准 いじ を 巣 た し 」 は 、 人 間 の 神 に 対す る 義務 か ら の 解放 表し て いる 。 人 の 同胞 へ の 義務 は 、 次 節 に 
述べ ぐら れ て いる 。 

注 6 当 節 は 次 の 事 を 示し て いる 。 1) 高 源 な る 信者 は 神 を 数 愛し て いる の で 、 神 に 聞 ば れる 様 に 、 貧 し き 者 
や 捕 共 を 養う 。(2) 役 等 は 帳 ら を 庫 上 させ る 人 為 に 、 筆 し き 者 を 養う 。 つ まり 、 彼 等 は 、 そ の 行為 の 見 返り を 
ず し て 善行 を 為す 為 に 才 生 つの て ある (3 彼 等 自身 、 自 分 に 費やす 分 を 押 き えて 、 貧 し き 者 の 
金銭 を 費やし 、 を 佑 う 。 ( 4) [食物] (ター ム ) は 「[ - 良 く 、 好 み に 合っ た 」 と 意味 する の で 、 役 等 が 、 
貧し き 者 に 、 身 休 に 良く その 好み 遂 り の 食事 を 提供 し た 事 に な る 。 
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テル ・ ダ フル 


18. 彼 等 は を こ で 生姜 を ほど よく 混ぜ た の も で と ッ ン 2 イト ンタ ン ッ | 3 33 
@ co 
て な し を うけ ん 、 (年 7) の りー 


19. サル サビ ー ル と 呼ば れる 楽園 の 泉 より 流 ま @ ら レン と 2s セ と 
れ し も の 。( 往 8) 4 の 8 “ 


20. 年 よら ぬ 小姓 た ちあ り て 、 彼 等 に ん 5 5 は 4 はい 計 に 和 0 
その 示 姓 た ち は 散 ら ば れる 真珠 と 見 ま ご 


ば か り PREP と 4 


21. 液 こ れ を 見 る 時 、 至 福 と 偉大 な る 神 の 国 を eXY 人 23 5 と も 登ら 5 

を こ に 見 ん 。( 注 9) バッ - 
22. 人 4 の 金 科 の 次 を 映 に ま と い 、 で の 132 入 2 タタ (は る 
うま コッ ン ニー も 

目録 の 映 玉 も て 館 ら れん 。 前 し て 主 お 手 ず フタ レク タック エン ン ョ ー タ 。 

か ら 光 き 飲物 を 彰 わ らん 。 ( 生 10) oto ん 53o2 う し 4 

アン ン (9 

23. 「 こ れ ぞ お 前 た ち へ の 報 拉 な り 。 お 前 た ち @! いそ ( る た 4d 世 多 を 約 OCT 
多 o 員 
の 精進 は 認め られ た り 1 の き 

第 二 項 
. げに われ ら は 、 少 し ずつ 流 に クル アー ン を @9 和 SS58de の WP 診 仙 


啓示 せり 。 ( 注 11) 
注 7 カフ ー ル (は っ か ) と ザン ジャ ピー ル (生姜 ) が べ られ て いる この 一節 は 、 二 つの 段階 へ の 注意 
喚起 し て いる 育 の 奴隷 の 低い 地位 の 最高 位 へ と 更 の 向上 る 果 た こ は 、 信 者 は この 段階 を 経 ね 
ば な ら な い 。 在 廃 き れ 、 感 情 の 滴 が 静め られ る 第 一 段階 き カ フー ル (は ほっか) の 授 階 と 名 付け られ て 
いる 。 そ れ は 、 は っ か か の 強い 力 を 抑え る 効力 を 持つ の と 同様 に 、 こ の 段階 で は 、 吟 ・ 有 害 き 多 えら 
れる だ け だ か 6 で あ る 。 し か し 、 ザ ンジ ャ ピー ル ( 生 装 ) の 段階 と 呼ば れる 第 二 投 階 に な いて は 、 あ ら め る 界 
難 上 服 に 必要 な 精神 力 が 獲得 きれ る 。 椅 神 構造 に 強壮 剤 の 効果 が ある 魂 の 人 、 魂 に 栄 栓 を 与え る 神 の 美 と 
栄光 の 現れ で ある 。 こ の 明示 に 力 付け られ た 魂 の 旅人 は 、 そ の 魂 の 旅 の 途上 に 出くわし た 、 荒 涼 と し た 砂漠 を 
横切る 事 も $、 脆 し い 山 を や 玉 る 事 も で きる の で ある 。 
注 8 「 サ ル サ ビ ー ル 」 と いう の は 「 道 を 衝 ね る 」 と いう 意味 で ある 。 ザ ンジ ャ ピール の 彼 階 で は 、 殊 の 旅 
人 は 神 の 愛 に 本 いし れる 人 為 、 神 に お 会 いし た いと いう 普 大 な 願い の 中 で 、 神 の 人 中 へ 如何 に すれ ば 世 く 近付け 
る か と 、 あ ちこ ち て で 会 う 人 待 に 尋ね まわ る 、 と 当 節 は 示し て いる 。 
注 9 上 来世 に 約 求 き れ た 魂 の 王国 に 加え て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 胡 は 、 現 世 で 、 当 時 の 
大 帝国 の 支配 権 を 与え られ た 。 
注 10 魂 の 旅 の カフ ー ル の 邊 階 で 、 神 
が ( 当 音 6 節 )、 ザ ンジ ャ ビー ル の 段階 に 
す サル サビ ー ル の 彼 階 に 玉 れ ば 、 神 御 自 身 が 永遠 の 命 の 秒 
な 格付 けた と な る 。 は っ か は 冷や し 、 生 姜 は 暖め る 効果 が あり 、 サ ル サ ビ ー ル は 自ずと 定め られ た 針路 や 進み 続 
ける 事 を 意味 する 。 第 一 の 飲料 は 、 は っ か で 加 誠 き れ て お り 、 半 情 を 衣 め る の に 役立つ 。 生 姜 を 加味 し た 第 二 
の 飲料 は 、 正 を 求め る 気持 ち を 起こ きせ る 。 そ し て サル サビ ー ル の 段階 に 玉 れ ば 、 信 者 は 自ずと 正義 の 道 を 
行く の で ある 。 
注 11 クル アー ン は 徐々 に 砂 示 され た 。 を の 啓示 は 23 人 年 に も 及 ん だ 。 こ の ゆる や か な 所 租 に は こつ の 日 的 が 
あっ た 。 それ は 、 信 者 が クル アー ン を 学び ・ 党 た ・ 自 分 の ちの に し 、 そ の 教義 に 従い 彼 等 の 生活 を 作り あげ る 


意 を 


に な っ た 旅人 は 、 神 の 愛 の ワイ ン を 飲み た が る と 記 き れ て いる 
な れ ば 、 彼 は 他人 か ら 元 気づけ る 飲み 物 が 与 を た られ (8 節 )、 最 後 の 
を 役 に 授け られ る 。 これ は 、 こ の 三種 の 飲料 の 重要 
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イン 。 リ っ の 52 1 を ラン ンク の っ っ 
25. され は 耐え 妨 び て 、 主 の 審判 を 待て 。 病 し Isl2462 の 9354 26 


て 、 罪 人 や 忘 恩 1 の 従 雅 に 従 う な か れ 。 


@5 ぎ 

か な 5 を 。 ィ ンク ッッ ン っ > つっ 
26. 半 し て 、 各 な な 主 の 御名 を 設え まれ 。 る Ce568. 02295 
27. また 、 夜 半 に 起き て 、 主 の 御前 に ぬか ず き 、 の 0 4239d を JBNSe3 


長き 夜 に 主 を 講 美 し 奉 れ 。 
は 1 ラン ン ン タタ スン クン る 


こ ュ 、 し ンク タラ 守 氏 
28. げに これ 等 の 者 ども は 現世 の くら し を 要 24253O の っ 240aEi(o2 史 交 多 8 
し 、 来 る べき 重大 な 日 を 閑 却 す 。 


@ じ 8 る 史 
。。、 ーッ ン ッッ テッ 

29. 役 等 を 創り 、 を の 四股 体 を 挿 生 な らし ゅ OCSO2eAC1CDAS2 8555 
た は 、 わ れ ら な り 。 わ れ ら も し 欲し な は 、 2 ラン 
いつ で も われ ら は 役 等 に 似 た る 者 を 以 て 、 @95AZ 9 

彼 等 の 代り と する こと 可 な り 。 ( 往 12) 

30. げに こ は 串 戒 な り 。 さ れ ば 望む 者 に は 主 へ の 7 の CE エク 2 

の 道 を 辿 ら し め よ 。 . の OO2IEOS5205wo8 5 


31. きれ ど ア ッ ラ ー 欲 す に 非 ず ば 、 ぉ 前 た ち は 用 分 Sh 包 多 2 BEG1V4 
その 気 が 起 こる まい が 。 げ に アッ ラー は す ィ < 


べ て を 知り 、 臣 哲 に まし ます 。 Ez 


932. アッ ラー は 御 心 に か な う 者 は その 誠 き 21e8 唄 ls9c28 多 5 は の dg 
せしめ ゅ 、 不 義 な す 征 汰 に は 街 き 多 ! 生生 
せり 。 ( 征 1) @ 謝 8 


助け と なっ た 。 こ の 潤 進 的 な 過程 は メ 、 状 況 の 変化 に より 増し て 行く 必要 6 為 で あり 、 更 に は 、 そ の 半 
に 、 初 期 に クタ ルアー ン に 記さ れ た 預言 の 成就 を 目 整 する 機会 が イス ラム 震 全 え られ る 倫 、 彼 等 の 信仰 が 強 
し て いた 。 クル アー ン の この 滞 進 的 な 辺 示 は 又 、 決 の 型 半 の 預言 を 成就 し た 。 

「 大 め に 戒め 、 規 間 に 規則 、 こ こ に 少し 、 あ そこ に 少し 』 と 。 誠 に 王 は 、 も つれ た 振 で 、 外 国 の 革 革 で 、 こ の 
民 に 語ら れる 。 (イザ や 書 28 : 10) 


注 12 。 神 は 、 向 上 し 、 を の 身 に 神 の 司 
故 、 も し 不信 心 者 が クル アー ン 教 装 の 恩恵 に 浴 ! め ば 、 彼 等 は 他 の 人 々 に 取っ て 代 ら れる で あろ う 。 


堂 13 ( ア ) 本 文中 の 意味 の 外 、 当 節 は 次 の 事 を 示す 。(1) 神 の ぉ と へ 向い 、 神 の 恵み を 授け られ た いと いう 
貴人 方 の 忘 志 を 実行 に 移す 事 が 、 神 の 邊 意志 で ある 。⑫ も し 神 の 御 : * わ な けれ ば 、 芽 人 方 は 神 の も と へ 
向う こ ほ は で き な い 。(⑬) 臣 人 方 の 意志 より 神 の 御 志 を 優先 きせ る べき だ が 、 貴人 方 は を れ を し な か っ た よう 
だ 。 

( イ ) 神 の 戒律 に 従い 、 神 の 思 恵 
よう だ 。 


に 浴 し た いと 朋 5 願う 者 に 、 宙 は 好 


投 け られ る 、 と 当 節 は 示し て も いる 
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アル ・ ム ル サ ラ ー ト 
(メッ カ 秘 示 ) 


あま ね ュ 


1 慈 起 深く 、 恵 選 く アッ ラー の 御名 に お い KUE<7 まり 議 
・ ー 深く ヌ ッ ラ 御 Q ぁ で だ りり ター ウッ 
2 正義 を 広め ん だめ に 進 わ きる れ だ る 者 に か け EMI 
て 、( 注 1) ^- 
タン 
3. 強く 押す 者 に か け て 、( 注 2) @&2E cs6 
4、 真 理 を 普及 し 、 公 正 を 広 ゆ る その 力 に か け UE 
て 、( 注 3) ジン 
ブレ クス ル Pe 
5. は 普 旭 を 完全 に 区 別 する 者 。( 和 4) @5csa6 
ね ラク の ッッ ン 
6. 彼 等 は 訓 湖 を 運 く 運 ぶ 、 95cusMi6 
PS > チュ 3 ラー に ブルク タタ ッ ク アク か 
7 容赦 の なめ 、 ま た は 炒 め の た め に 。( 注 5) の DA 
8. げに 5 前 た ち に 約束 きれ た る こと は 、 必 ず IGT 1 
起 6 ん 。 テ 
クレ 2 タク の る の ュ の [2 
9. あ また の 星 が を の 光り を 消 き れる 時 、( 注 6) OCSHIIE 
10. 天 が ば ら ば ら に 引き 裂 か れる 時 、( 注 7) 5 を 41 


の 仲間 を 語る 為 に 、 様 々 な 典拠 に より 取上げ られ て 来 だ た 。 モ ハッ マ 下 預言 者 の 
えば 、 彼 等 は 初め 、 ゆ る や か に イス ラム 教 閉 を 広め る 、 と 当 節 は 示し て いる の だ ろう 。 

汗 2 伝道 に 伴 な うぅ 初期 の 困難 が 吉 服 る れ た 後 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 達 は 、 ょ り 加 く 《 歩 を 進め 、 精 力 的 
に イス ラム の お 告げ を 伝え る で あろ う 。 あ る い は 、 ク グル アーン の 教義 に 支え られ 、 折 れ だ わら が 風 に 喘 き 飛ば 
きれ る 様 に 、 彼 等 は 、 そ の 前 に 立ち は だ か る 偽り や 悪 の 勢力 を 追い 散ら す 、 と 当 節 は 意味 する と いえ る 。 

沖 3 彼 等 は 、 神 の お 告げ を 葵 め 称え 、 人 か か な だ へ 広め る 。 又は 、 敬 の 種子 を 到 る 所 に ま て 。 

注 。 クル テー ン の お つけ 普及 に 伴い 、 真 実は 虚偽 と 、 誠 な る 者 は 悪 な る 者 と 区 別 き れる で あろ う 。 
彼 等 が 伝え 、 託 され た 任務 を 十 二 分 に 果たし た 事 を 、 事実 は 証明 する で あろ う 、 と 当 節 は 示し て いる 。 
56 当 盆 は 、 様 々 な 秋 媒 が 人 々 に ふり か か ろう と する 時 を 意 味 す る 。 ア ラブ の 人 々 は 、 量 の 消失 を 、 頑 事 
が 半 し 追っ て いる 微 師 ほ み な し た 。 

注 7 大 超 事 が 世に 起こ る 叶 。 
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第 ヒモ 芝 


<m 


. 山々 が 塵 の 如 く 吹き と ば る れる 時 、( 注 8) 


. 使徒 た もち が 時 を 定め て 台 集 きれ る 時 、( 注 9 ) 


その 定め の 時 は いつ まで 延期 きれ る や ? 


判決 の まで な り 。 


。 判決 の 日 の 何 ん だ る か を 液 に 知ら し むる も 


の は 何 か ? 


. すなわち 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 
その 日 は 人 秋 い な る か な 1! 


ゥ ンプ ョ る 


際 只 ば 


eu お 区 
OGK(C(EW R 3 


7. われ ら は 昔 、 い く た の 民 を 減 ぼ ば し た に 非 ず ag 
ゃ ? 二 肖 昌 貞 
8、 凍 し て 今 、 わ れ ら は 後 の 世 の 民 に 彼 等 の 後 GSL28S 分 
を 継が し ゅ ん 。 
の っ タフ ラン H 
19. われ ら 6 は か く の 如 く 剖 人 を 裁く 。 CGC 
20、 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 そ の 日 は 4 6 24 
秋 い な る か な 1 OO み % い りら 
21. われ ら 6 は お 前 た ち を と る に 和 足ら 婦 一 滴 の 液 フタ っ 02122 2 衝 
。 3 昌 1 
体制 り 、 の ee 
サ FL ウメ ルッ ャ アア 2 
22、 それ を 安全 な 場所 に 置き し に 非 ず や 、 @ ら oN28840588 
グ 用 
23. 定め られ た る 期 拓 まで ? の 5 の 
24. これ みな われ ら 6 の 計ら いな り 。 わ れ ら の 計 iDCEEIRNEG 
@⑯ つ Jo 
らい の な ん と 見 事 な こ と よ ! ( 注 10) ^ 
25、 真理 を 拒否 する 者 どる に と り て 、 を の 日 は の ンタ タン 
内 時 ob 
注 8 大 変 草 が 生じ る 時 、 又 は 、 権 力 あ る 者 が 失脚 する 時 。 あ る い は ほ 、 占 てく から ある 制度 が 完全 に 期 諫 す る 


時 。 つ まり 、 腐 骸 し た 秒 
注 9 
け て 現れ る 


て 絶え る 時 。 
入 大 


な る 神 の 指導 者 が 、 い わ ば 神 の 使者 達 全て の マン ト を まとう か の 繁 に 、 彼 等 の カ に 精神 る 身 に 付 


子宮 の 中 で 精子 が 発 閉 し 、 一 人 の 人 間 へ と 育っ て 行く 、 実 に 創造 の 称 異 ほ も 言う べき 神秘 的 な 過程 を 、 


存在 する か ら で あ る 。 
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は 述べ て いる 。 この 製造 の 過程 は 、 復 活 を 支持 する 論拠 と し て 提示 きれ て いる 。 それは 、 玉 親 
現世 に お ける 人 の 生命 に 例え られ 、 人 の 誕生 が 復活 に 例え られ て お りこ の 両者 の 間 に み ご と な 対比 が 


セ 上 剖 


アル ・ ム ル サ ラ ー ト 


26. われ ら は 大 地 を 容器 と な さる ざり し か 、 


27. 生 者 


びに 死者 の た め に ? ( 注 11) 


28. 証し て われ ら は 大 地 の 上 に 山々 を 符 え せ し 
め 、 ま た 飲む べき 甘泉 を お 豚 た ち に 捕え た 
り 。 ( 注 12) 

29. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 そ の 日 は 
移 い な る か な ! 


30. 彼 等 は 命ぜ られ ん 、「 き て 前 たち 、 虚偽 な 
り と みな せる も の に 和 耐 っ て 行け 。 


31. 然 5、 三 っ 股 に 分 れ た 陰 に 向っ て 行け 。( 注 13) 


32. そ は 陰 の 役 に は 立た ず 、 始 を 防い で は くれ 
は せ ぬ | と 。 ( 注 14) 

33. 始 の 火花 は 巨大 な 城 郡 の 如 し 、 ( 注 15) 

34.、 さながら 黄 掲 色 の 路 能 の 如 し 。 ( 注 16) 


35. 真理 を 拒否 する 者 ども に より て 、 
炎 い な る か な ! 


その 日 は 


66GCSI 疹 因 
@B25 多 1 


シン を 。 と 2 る し ミン フェイ イン ン る 
Se の sCK 3 


CPZ 

@5 

エン" て の 5 
に ONI 


ゃ ク みっ つい > 
523 も か 3 し LA 


ッ 


っ る tg の る る 
@ と 2 はお の BUbA5S 


汗 11 人 人 は 区 こ の 世に 生き 、 死 すれ ば . 
は 、 地 球 の 自転 と 公 転 を 志 し て い 
は 全て 、 地 上 で 満た る れる 、 


る も も 言え る 。 前 節 の 「 容 
と 示し て も いる 。 


往 12 


山 は 自然 の 巳 大 な 了 連 水 好 と し て 役立つ 


い 首 の 誤っ た 信仰 
れ は キリ スト 教 
当 節 は 示し て いる 
無き 、 思 庶 の 欠 除 、 判 断 の 無き 、 
な 衝動 を 陣 止 する も の 、 巡 れ 、 人 展 、 
込む 原因 と な る 、 認 識 と 理性 の 誤り 、 性 の 過失 、 


剖 か な 慣習 は 、 決 節 で 、 


れる を 


年 14 36 : 43 一 5 参照 。 


注 15 不信 心 者 達 は 安楽 を 
る 突 の 形 を 取る で あろ う 。 


注 16 アラブ 人 達 は 、 彼 等 の 高 を 最 
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その 詞 鐘 は それ ぞ れ この 世に 残る 。 当 節 は 又 、 重 力 の 法則 、 


を 求め 、 城 や 常々 だ る 建物 を 誇っ た の で 、 


ある い 


敵 ] と いう 語 は 、 人 人 間 が 際 体 的 に 必要 と する も の 


つっ 又 の 名 の 形 を 取っ て いる 。 あ る い は 、 イ ブナ バ 
一 体 説 を 指し て いる 。、 不 信心 者 
と も 言え る 。 更に は 、 徳 育 の 教師 境 
を 指摘 する 。 隔 
肉欲 に も 当 て は まる 。 心理 


右 か ら 、 
は 、 人 の 閉 務 の 層 


を し て .E か らち も 前 せら 
湯 を 胃 も うと する 三 つ の 要 
は 、 向 上 し た いと 願 う 的 
つの 要素 は 、 人 を 地獄 へ 送り 


藻 で は 、 


革 


意志 の 慣 き 、 を 指す と も 言え る 。 


彼 等 の 罪 は 、 巨 大 で 城 の 欄 に 高く 


バ 大 に 生み 出す 自分 達 の 千 上 を 誇っ た 。 


第 七 十 七 章 ブル ・ ム ル サ ラ ー ト 


36. この 日 は 彼 等 も の 坪 う こと を 許さ きれ ぎ ざる 日 @8 交 1 る 


MA の 
な り 。 ( 注 17) ッ l 
37. 弁解 $ 許 され ざる べし 。 ( 注 18) 0 
38. 真理 を 拒否 する 者 ども に たり て 、 を その 日 は (1 の YK(C4(RW 
炎 い な る か な ! 
39. 「 こ は 判決 の H な り 。 わ れ ら は お 前 た ちや ッッ ンー を っ くく 1221 3 
* ecA59 抽 5O 
遊 い 替 の 人 々 を 吾 集 せり 。 。 
40. お 前 た ち に 策 路 あら ば 、 わ れ に 対し て を れ @ps 和 人 
を 用 い ょ ] ( 注 19) 2 ^ 
41. 真理 を 拒否 する 者 ども に とり て 、 そ の 日 は @CASGYau28 9 と 
炎 い な る か な ! 00L2 お CB> を 
錠 一 ュー うー 3 タタ プッ ュ ス クウ 
42. 義 し き 人 々 は 木陰 と 和泉 の 間 で くら きん 、 @e を OCS018! 
43. 好き な 種々 の 果物 に 囲ま れ て 。 の の を SE 29 
Ja ュ ュー 回 ンタ っ イデ ンタ ンコ リン 
44. 「 楽 し (食い 且つ 人 鈴 め 、 こ は お 前 だ ちの 所 4 
業 に 対す る 報い な り ] 
45. か く の 各 て 、 わ れ ら は 符 行 を 積む 人 々 を 報 oi 9 
半 す 。 日 
46、 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を の は euseta Pt 
人 炎 い な る か な ! いう ッ ウ の 
47. 「 真 理 を 拒否 する 填 ど も よ 、 東 の 間 の 現世 レン っ も レア を ン 
500Y 3 
で 食い 且つ 楽し め 。 げ に お 別 た ち は 罪人 な 62 め SCIIS う 3 
り 」 
48. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 そ の 日 は @Gd CB 2565 
災い な る か な 1 
49、「 史 か ずい て 此 め よ ] と 告げ られ る も 、 彼 AOSIKGU の 1 的 IRM 


等 は ね か ず か ず 。 


注 17 36 章 66 節 参照 。 


注 18 不信 心 者 の 有罪 は 確定 し た の で 、 最 早 如何 な る 中 し 開き も 許 き れ な いで あろ う 。 


注 19 。 モハ ッ マ ド 預 言 考 の 敵 共 は 、 彼 に 対し 各 事 の 限り を 尽 し て 挑ん だ 。 
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第 上 七 斉 


アル ・ ム ル サ ラ ー ト 
下 理 を 本 二 と な Aー ーッ ャ て 。 レッ < 條 し 
50. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を の 日 は IoT づ 性 も 1 放 44 
災い な る か な 1 絡ま 22000 
5 ょ ら ば この 後 、 彼 等 培 全 ぜ を レッ タ タタ アン タン 2 トロ ュ ーー で 
51. な ら ば この 後 、 彼 等 は 如何 な る 説教 を 信 ゼ ぜ @6 あ お 653oz 8 を 
ん と する か ? ( 定 20) ・ ー 
年 20 


この 不 述 な 不信 心 者 達 は 、 ク ルアー ン の 様 な 正しい 聖典 の 受け 入れ を 拒ん だ の で 、 神 の 御 声 を 革 に す 
る 事 $、 駐 正しい 道 を 見 い 出 す 事 も な いで あろ う 。 
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第 七 十 狼 童 


知ら せ 


ル ・ ナ バ 


アル ・ ナ ババ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 蓄 悲 深く 、 起 み 罰 (アッ ラー の 御名 に お い 1o た 生 そ うり た リリ テー 
$ 
て 。 す 
タン ン ン マン 
2. 彼 等 は 互 に 何 に つい て 相 癌 3 か ? の O9 じ て 8 と 
ブッ. ン 21 イ ンマ ー 
3. 重大 な る 知ら せな り 、( 注 1) OAIINVEUTS3 
4 役 等 は を れ に つい て 意見 を 異 に す 。( 注 2 2 る 42 2 あみ 
5. 否 、 を の うち わか る べし 。 る の 6 負 て 党 
ン く 際 の 内 OAI トル ア プス レ ェ 1 
6、 窒 、 わ れ ら 再び 均 う 、 彼 等 を の うち わか る AE 
べし 。 
マク 、 ん (0 エ ス と 1 
7 われ ら 大 地 を 似 所 と な し 、 の IOes つの Osso 
ラク レッ ン ス ィ ン 
8. 山々 を 大間 の 綱 を 張る 枕 と な き ぎ ざり し か ? 980Oel5 
っ つかい s ン を s イ 23 
9. また われ ら は 、 お 前 た ち を 番 に 全 》 、 @ じ ILS 
了 ーー ツク アン タイン イン ンス 
0. 休息 の た め に 隊 眼 を 定め 、 馬 z 人 
ッ ン , る ッ レ レン 
1. 夜 を 衣 と な し 、 @COAI KC 
知 穫 了 ディ る る レイ ンス 
2. 三 を 生業 の 時 と 定め だ た り 。 @UC2 人 < を 3 
3. また われ ら は 、 お 前 た ちの 頭上 に 堅固 な 七 た 4RKVHW 人 OH'G 
居 の 天 を 築き 、( 注 3) 
さん ぜん 4 じ <3 
4. 礎 陽 を 以 て 多 禁 た る 和 明 と な せり 。 る CU 
牌 1 重大 な る 知ら せ 、 駐 は 出 3 意味 する 語 、 ア ン ナ バ に 、 修 範 語 アル ・ ア ズィー ム (力強い ) を 付け 
た と いう 事 は 、 此 所 に 述べ られ た 出来 事 が 非常 に 重要 で ある こと を 示し て いる 
注 2 不 f 達 は 、 裁 き の 日 の ある 市 を 信じ な い 。 
注 3 太陽 が 中 心 と な る 大 陽 系 の 七 つ の 主要 問 星 。 駐 は 、 23 音 に 述べ られ た だ た 、 人 の 精神 的 発達 の 上 つの 授 階 。 
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第 七 二 八 音 アル ・ ナ ババ 


FN 由 う 3 アン 1 2 タレ タン ッ ン ン 
15. また われ ら は 、 還 千 より 滑 装 た る 水 を 了 し 、 @2 区 22ooS7o235 
これ ば 珍 イア 時 まる ん 
16. 之 に よっ て 迷 物 と 草木 を 生 ぜ し め た り 、 8 は 発 に る る 対 
の 了 の 
17. 木々 繁 る 果樹 団 も 。 ( 注 す ) IoIRIGIES 
18. げに 判決 の 日 は 定め られ た り 。 6 SUS 2 る 
ちっ 1 _ タレ レイン み 2 っ ん 、 。 4 ンタ ン る 
19. を の 日 、 形 内 が 鳴り ひび く や 、 お 背 た ち 群 殺っ 2 3 る 褒 233 
を な し て 集 り 来 る べし 。( 生 5) 」 _ 
ーー た レティ タン (ンタ る ンタ 
20. 天 は 開か れ 、 藩 く 門 と な り 、( 注 6) 9 の 人 loso33 
21. 山々 は 移し まま られ て 、 愉 も 胡 気 楼 と 化 き ん 。 OFY 人 4 信 C(Rt1 
( 注 ?7) テイ イン 
レン レッ シン レン イン < 
22. げに 地獄 は 待ち 伏せ 場所 に 奉り 、 @Uo ら の ぼ 223 8 
レン ンタ ェ (2 
23. 昔 池 者 の 行先 に し て 、 e5C OSY 
い ご そら レン エレ イプ チイ 0 
24. 役 等 氷 却 に を その 中 に 住み も ど ま ら ん 。 @KUZIESS は J 
25. 彼 等 は を こ に て 涼 を 知ら ず 、 飲 むせ べき もの うる マン クン レッ ュ ン あッ タ ン ン 
も な し 93122 8 5395 り 
26. た だ 煮え た ぎる 熱湯 と 悪臭 を 放つ 液体 ある 本 333 と 沙 
の み 。( 注 8) 
(クン レイン 
27. これ すなわち 応報 な 9 。 @6532 
う ピラ ルン 0 イン ルオ 
28. げに 彼 等 は 清算 を 悪 れず 、 @5 じ の 29 ゆるり 


注 4 7 一 17 節 に は 、 信 の 肉体 を 維持 する 上 で 必要 な 、 基本 的 な 押 の 恵み の いく つか 9 り 上げ ら れ て いる 
が 、 人 の 肉体 的 維持 に 適切 な 配慮 を な きれ た だ 神 が 、 一 方 で その 本 神 維持 に は 同様 の 準備 を 息 ら れ た 、 と は 有り 
得 な い 事 だ と 暗示 し て いる 。 


注 5 裁き の H、 つ まり メッ カ 脆 落 の 日 に 、 タ ライ シュ は 6 らっぱ の 音 で 呼び 出る れ た か の 様 に 、 モ ハッ マ ド 
項 言 者 の 前 に 集め られ 、 罪 の 許し を 茜 う た 
注 6 その 時 、 正 導 な る 者 を 支持 し 、 如 な る 者 を 混乱 き せる 宰 の し る し が 、 数 多く 示さ れ た 。 


注 7 は 次 の 事 を 示す 。) 秩 カ と 地位 の ある 者 は 、 そ の 権威 と 力 を 失う で あろ う 。(⑫ イ スラ ム 教 に よる 
征服 の 突撃 を て 、 巨 大 で 強固 な 帝国 は 、 も ろ い 岩 山 の 様 に 崩壊 し 、 完 全 に 消失 する 為 、 そ の 往時 の 大 在 


は 唯 の 紀 と 思え を る だ ろう 。 
注 8 有 徳 者 に 対す る 、 背 徳 者 の 冷淡 て 不法 行為 は 、 熱 湯 と 、 李 め て 冷た ( 品 自 を 放つ 飲料 の 形 を 取る だ ろ 
う 。 
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こと と らし る ナル 
29. わ れ ら の 視 兆 を 短く 提 否 せり 。 いら SL35 
6 べ て を 帳 短 に 記事 : AA この を る 入 く 
30. わ れ ら は その すべ て を 帳 等 に 記載 せり 。( 注 9) @K5< 1 の 
31. 「 き れ ば 流 等 同 を 味 わ を 。 わ れ ら は 届 人 以 CK 
外 に 何 も の も お 前 た ち に ふ や き さ ず 」 ! 
32. げに 閉 し い 人 に は 洲 錠 葉 競 あ 5 、 @bGo の る 3 
33. すなわち 囲ま れ た 果樹 園 や 入 交 因 ( 注 10) ES と 
ロ ウ 
リラク タイ レー インク < 
34、 年 頃合 の 乙女 た ち 、 ( 注 1D) @2tce3 
は ネト ンー レ 人 クン る 
95. 溢れ こ ぼ る る 酒 秋 な 9。 ( 生 1⑫) @USsEV$ 
ュー の 衣 いい を を 伯 き 3 イト ブッ ュ ン ラ タ フ ァ ン 
36.。 を こ で は も は や くだ ら め 話 吐い つわり を Gt] 
聴か ざら ん 。 ? 
リュ Ja 生島 の 前 に に に ッ ア テン ン 
37. こ は 主 より の 報奨 な り 、 役 等 の 所 業 に 応じ 8 に っ 人 を 33 発 
だ 恩賜 な り 、 
あめ うち ーー ュー ヨ に の E チイ ル Pk ルレ 47 1 ュ ン る 
38. 天地 並び に その 商 の 物 の 主 に し て 慈 記 深 っ oo の 2 ie3 
い 神 より の 。 役 等 は 主 と 言 葉 を 変 すこ と 得 を レー ラッ レシ ョ ニン 
ぎる べし 。 @%U2 5 659 


さ 時 る フレ クレ タン と っ > っ タン 
39. 聖 品 や ( 注 13) 諸 天 使 が 起立 し て 整列 す っ 2 区 2 る 2 の 和 25 33 
っ 62292 1 の 9298 293 
る 日 に 6、 慈 直 深 い 神 が 許 し た も う 者 、 純 ング 


注 9 テレ ビ ・ ラ ジオ ・ テ ー プ レコー ダー 等 の 機器 の 発明 に より 、 人 の 行為 の みな ら ず 言葉 も 保存 ・ 再 生き 
れる 和 様 に な っ た 。 

注 10 天国 の 吊 み の 中 で も $、 ブ ドウ の 木 は 、 ク ルアー ン に 擬 度 6 記さ る れ て いる 。 こ れ は 、 ブ ドウ が 美味 で 重 
要 な 食物 だ か ら で あ る 。 それ は 長期 保存 が 可能 で あり 、 酔 いむ を も た ら す 。 タ クワ (正義 ) に も 、 こ の 三 っ の 特 
微 が ある 。 それ 故 、 プ ドウ の 木 は 、 正 義 あ る 者 に ふき わし い ほ う び で ある 。 

注 11 R な る 者 は 、 初 々 し く 上 気 あふ れる 友 や 妻たち を 有 し 、 高 倍 
本 で 、 大 望 に 蒼い 立つ で あろ う 。 ク ルアー ン の 他 の 箇所 (56 : 35) で 、 る 信者 の 同胞 は 、 高 賞 な 配偶 者 
と 記さ きれ て いる 。 天 の 恵み の 特質 と に 関し て は 、52 章 、55 章 、56 章 を の 事 。 

注 12 。 心 が 、 あ ふれ ん ば か り に 神 の 愛 で 満た きれ て いる 、 軍 に 酔い し れる 巡礼 者 は 、 醒 ゆる 事 の な い 精 神 的 
陶 酔 に 加え て 、 当 然 、 器 に 満た され た 飲物 を 与 た を られ る で あろ う 。 

注 13 此処 に ある 「 束 】」 と は 完全 な る 魂 、 す な わ ち モハ ッ マ ド 預 言 者 を 、 又 「 整 列 する 日 ] と は 、 復 活 の 
ロ を 表し て いる よう が だ 。 


する で あろ 2 。 彼 等 は 高綱 な 家 
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つ 正 し いこ と の み を 云う 者 を 除い て 、 役 等 2 は の 1 と く 
は も の 云う こと を 得 ず 。 ee =J5o Ga の う 
40. その 日 は 必ず 来る 。 き れ ば 欲す る 者 を し て 、 1132312L る 1 アア チク 

主 に お すがり せしめ よ 。 人 や 5dUOe ら Ke CSUMTAUGNR 


ek し 
人 1 に われ ら は 懲 還 の 近 か ら ん こよ を お 前 た 用 外 と の る き ッッ ン ン セ 
・ 0 KG 


ち に 警告 せり 。 ( 注 14) その 日 、 和 人 は 己 が 
手 が 先 に 送れ る も の を 日 の 当り に 見 て 、 不 と 2 の の 0 
信じ 者 も は 叫ば ん 、「 原 わく は 我 衣 境 に * 
帰せ ん こま を 1 は 。 


」 と は 、 四 選 で 罪深い 不信 心 者 に 下さ れる 久 を 指す よう だ 。 クル テー ン の 他所 (32 : 33) で は 、 
いと 記さ れ て あり 、 一 方 来世 の 罰 は より 大 きい 罰 と な っ て る 。 


向 凡 
Me 5 


ー925 一 


デル ・ ナ ー ズ ィ ア ー ト 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 起 み 避 て アッラー の 御名 に あい っ な 外 あ し 2 
て 。 - ー 
ッッ は ロン 
2. 荒 々 し く 引 き 抜く 者 に か け て 、 UCS 
3. その 結び 目 を し っ か り と 結ぶ 者 に か け て 、 の MS も 2813 
4. 迅速 に 滑空 する 者 に か け て 、 13 


5 他 を 追い 抜き VOI 


6 ほ に 処理 する 者 に か け て 不 う 。 EK 
_ リレー レー あの ッ セ レッ ン 
7. を の 日 、 大 地 は 秋 た な の の き 、( 注 1) 413 いさ っ 2 
に a シィ レー イン タン ミン 
8. 第 二 の 後 動 が 之 に 続か ん 。( 注 2 ) の 4 
リタ レー ンー し っ る の 

9. その 日 、 人 々 の 心 は む の の き 、 ⑨48> ULee5 
レン 
10. その 目 は 伏 すべ し 。( 注 3) OSz5E SL2Yf 
11. 後 等 は 云う 、「 我 等 は 以前 の 状態 に 復原 せら oOCIECK44WIHMEUKY 

れる の か ? - 

12. な ん と な ! 我 等 本 芝 と な り 果 て りほ いう 23 UE。 < 
に 」 と 。 - - _- 
13. 彼 等 は また 云 う 、「 然 ら ば を は 和 失敗 の 帰 環 な HOIGEIE 

9」 と 。 


注 1 「 師 を お の の き 」 は 戦争 に 備え る 、 と いう 意味 で ある 。 前 節 に 布告 きれ た 頂 昔 は 、 神 の 正しき 下僕 と 

悪 の 勢力 の 問 で 戦い が 起き 、 を の 結果 後者 が 根絶 まれ る 形 て 成就 きれ る 、 と 当 節 は が し て いる 。 

注 2 イス ラム 教徒 と 不信 心 者 の 間 に 一 且 戦 い が 始 まれ ば 、 悪 の 勢力 が 次 か ら 決 へ と 打撃 を 受け 、 徹 底 的 に 

打ち 砕 か れる まで 、 そ れ は 続く で あろ う 。 

注 3 不信 心 者 が 次 々 に 敗北 を 喫し 、 イ スラ ム 教 が 勝ち 続け る の を 目の当たり に する 時 、 不安 が 彼 等 を 朋 い 、 
"復活 "は ある の で は な いか と いう 恐 全 が 、 そ の 心 を 普 し め 始 め ゆる で あろ う 。 
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うる と 凶 ラ ィ ンー る 
4. た だ 一 戸 の 叫び あら ば 、 @We あらう の 56 
Ab ころ 人 
5. 見 よ 、 彼 等 は 地上 に 出 て 来 た ら ん 。 @ め ぁみ Ua 
スイ ャ ラッ タ タッ ラッ ン 
6. モー ぞ の 物語 は すでに 流 に 達し た る か ? @⑤ み ee di JS 


タン 


@e あ >8 導 っ 中 3③ う ER 還 


7. 主 が 悪 な る トゥ ワー の 谷 で モー ゼ に 
を か け 、 命 じ た り 、 


学 い 6 る ン ラ ン ッ ・ ュ ン 3 
8. 「 フ ァ ラ オ の 所 へ 行け 。 彼 は 反抗 せり 。 た に り PO 氏 TSY TI 
サシ レッ ン イ ヤン る ョ ン ん 4 
9. 衣 し て ファ ラオ に 球 え 、「 液 その 身 を 浄 めん @9 の 05 人 生 
ほ 欲 する や ? 
20. 然 ら ば 我 は 、 光 を し て 主 を 長 れ 散 わ し めん 85 
が た め に 、 流 を 主 の 許 へ 導 か ん 』」 と 。 2 
21. か くし て モー ゼ は 僚 大 な る 寄 昧 を ファ ラオ SW 
に 示し だ た り 。 ( 注 4) @ アフ 
22. きれ ど フ ァ ラ オ は モー で ゼ を 揚 否 し 、 従 わ ぎ ある 2 こく 
りき 。 * 
23. 前 し て ファ ラオ は モー ゼ か ら 顔 を を むけ 、 3 233 
に た) 
陰謀 を た くら 65 め り 。 @ グ 
学 いい 必 タ ン る ンス 
24. ファ ラオ は その 民 を 集め 、 か く 宮 言 せり 。 eo682259 
本 人 02 て タ シラ ニレ ンス レン 
25. 「 余 は お 前 た ちの 主 に し て 、 至 高 者 な 9」 @e あ MLA526(JG 
26. され ば アッ ラー は ファ ラオ を 捕え 、 来 世 普 Os り 茹 6 人 
びに 現世 の 筐 六 を 加え だ たり 。 
ty 病 リュ ン 
27、 げ に この 中 に は 、 長 散 する 者 へ の 教訓 あ 9 。 @ 科 8256 38 る 3) を 
第 二 項 - ーー 
28. お 前 た ち を 剣 る こと と 、 天 を 創る こと 、 果 る Mk 移 作 史 の 
ょ 、 1 


し て いずれ が 難 事 な る か ? アッ ラー は その 
天 を 創 め た り 。 ( 注 5) 


注 4 「 佑 大 な る 庁 申 ] は 、 モ ー で に より 示 る れ だ 他 の 全て の し る し に 先立つ 杖 の し る し で あっ た 。 


邊 5 複 条 だ が 売 全 な 、 太 腸 系 の 創造 は 、 事 実 、 死 後 の 生 を 支持 する 不可 優 な 論拠 も な っ て いる 。 つ まり 5、 
その 様 に 広大 な 宇宙 を 無 か ら お 創り に な っ た 抑 は 、 を その 中 で は ん の 小 き な 点 に し か 過ぎ な い 人 間 に 、 死 後 新た 
な 生命 を え る こと も 出来 に を な られ だ 。 こ れ が 当 節 及び 決 の 六 節 の 主 紀 で ある 
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ル ・ ナ ー ズ ィ ア ー ト 


29. 彼 は 高々 と 天 を 挙げ 、 


30. 


31 . 


32. 


33. 


34. 


35. 


36. 


37、 


38、 


( 注 6) 次 いで 之 を 
完全 な も の と な せり 。 


曽 し て 夜 を 暗く し 、 を それ より 朝 を 生ま し め 
た り 。 ( 生 ?) 


決 い で 大 地 を の べ 広 げた 9。 ( 注 8) 
彼 は それ より 水 と 牧草 と を 生 ぜ し め 、 
更に 山々 を し っ か と 摺 え た り 。 


こ は す べ て お 前 た ちと その 家畜 の た め の 給 
養 な り 。 


きれ ど 、 大 秋 厄 来 た る 時 、 


そ は 人 が を その 勢力 せる こと を 想起 する 日 な 
9。 

また 、 地 狼 が 、 日 ある 者 の 前 に 出現 する 日 
な り 。 


その 時 、 反 抗 し て 、 


、 こ の 世 を 選び し 者 、 


その 住ま い は 地獄 の 業火 た る べし 。 


る の 20、 シン ンコ ェ 
- きれ どの 御前 に 立つ こと を 長 れ 、 を の 玩 Pe201. 多 3 お 


を よこ し まな 讐 望 よ り 守 5 り し 者 、 ( 注 9) 


. その 住ま い は 必ず 楽園 た る べし 。 


6@ok23 ピア イ とめ 

る ある 2 3E 計 
Ara 
シッ や セ セタ 5 
Js 

@ ぁ の Ce 


ee 200 っ 先 


6 CyIS2 28 


@e の の sto523 
@ 半 と ( 多 
ds 
ec の 人 SiS 

5223E の 5 

@ve る | 

@eCi ゆ 代 ) 1 


ら 、 


往き 


注 9 


屋根 、 天 草 、 物 の 高き 、 浴 


地球 に つき も の の 、 夜 と 征 の 名 象 は 、 我 々 が 寿 ・ 夜 を 持つ の が 太陽 承 の し くみ に よる も の で ある 事 か 


当 節 で は これ を 天 に 超 因 する も の と し て いる 。 


本 文中 の 意味 以外 に 、 当 節 は 、 地 款 が より 大 きい 集合 体 か 68 


し て 来 た 事 を 示す 。 


罪人 の 様 に 、 神 の 前 に 立つ の を 迄 れる 者 。 又は (2) 神 の 尊厳 を 如 れ る 者 。 
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43. 人 々 は 洲 に 、「 を は いつ 起こ る .? 」 と その 時 の る る 拓 (Eilog GE る 

に つい て 誤 ね ん 。 - ー- * 

ち アラ アンタ 。 

44. され ど 液 は それ に つい て 教え られ る か ? @G の も) 22 

45. を れ を 知る は 、 た だ 主 ある の み 。 @K2 52 

46. 液 は た な だ 、 そ れ を 恐る る 者 へ の 各 千 者 に す っ 2 CS 

ぎ ム 。 @ kuAo SE bt 

47. を の 日 、 人 は それ を 日 の 当たり に する 時 、 生生 ピック イレ スッ ン レン ラン 2 タダ る 

Fe2 と 

この 世に 潜在 せる は 、 選 も 一 中 か 一 間 に ナ ーー フグ の SU 02 らら の ぼ 
ぎざぎざ りき 、 と 思 わ ん 。 ( 注 10) 

問題 は 、 処 名 の 時 ・ 場 所 ・ 形 で は な い 。 神 の 前 が 下 き れる 時 、 そ れ が : 


生 10 


悟る 事 こ を 、 重 要 な の で ある 。 


> 者 の 現世 に お ける 第 栄 と 据 楽 が 、 つ か の 間 の 、 わ ず か 一 重 夜 の 出来 
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肩 を ひそ め て テバ 


アバ す 
(メッ カタ 示 ) 


1. 玉 中 深 (、 皿 み 週 (アッ ラー の 御名 に ちい の 2 外 の し っ 
て 。 
2. ムハンマド は 居 を ひそめ 、 顔 を そむけ た り 、 ュー イイン ラン 
キジ) ⑥J め > 
注 1) 
* 1 は る 1 ラン ンタ イ 
3. を は 盲人 来 た り し 楓 な り 。 e あ 人 移 
き は 得 お る を テ て ん アア と っ 
4、 き れ ど 液 は 知り 得る か 、 盲 人 が その 身 を 沙 ed を 04 65 の 65 
めん と し 、 テ 
ちょ シン に ン る る 
5. また は 申 堂 に 留 各 し 、 を の 訓 戒 が 邊 を 益 す AAL いい 外 
る か も し ら ぬ こと を 。 
6. 冷淡 で 瘍 大 な る 者 に は 、 Se タダ 
7. 液 関心 を 示す 、 @g る MG4E 
8. た と い 浄 め ら れず と も 液 に 南 作 な い 者 に 。 テン フイ 
計り dzISMKS 


注 1 当 節 は 、 有 名 な 史実 
の 過 で 語 を し て い 
需 言 者 の 次 重 な 時 と : 


て いる 。 モハ ッ マ ド 預 苫 者 が 、 あ る 日 、 数 人 の クラ イシ ュ の 指導 者 と 信仰 

・ イ プン ・ ウ ン メ ・ マ クト ゥ ー ム が そこ に や っ て 来 た 。 役 は 、 モ ハッ マ ド 
、 還 を 人 選者 の 指導 の 事 で 沢 費 き れ て いる と 考え ん 、 モ ハッ マ ド 舞 言 者 の 潤 
表 を 請う た 。 モ ハッ マ ド 斑 言 首 は 十 沙 を 娠 じい 、 ア プ ド ッ ラ か ら 上 を 
事 で 、 不 快 を 示し た 。 モ ハッ マ ド 聞 言 者 が クラ イシ ュ の 指導 者 達 と 会 話 を 続け 、 ア プ ド ッ ゥ ラ の 干渉 に # 
わな か っ は 、 ク ライ シュ の 指導 首 起 の 精神 的 客 利 を 、 彼 が 了 っ て いた 事 を 示し 、 同 時 に 、 こ の 出来 事 は 
理 人 の 鋭い 感受 性 に 和 する 彼 の 大 いな る 配 虐 を 表し て も いる 。 それ は 、 彼 は 唯 ア ブ ド ッ ラ か を そる け だ だ 
け で 、 つ まり 後者 が 官 行 泡 で 示し た だ け で 、 後 者 の 時 宜 を 得 な い 、 唐 突 な 中 断 を 短め る 言葉 は 一 中 も ロ 
に せ ず 、 の 利和 性 を 傷付け な い 様 に 、 慎重 に 配慮 も し た から で あ る 。 当 節 は 、 こ の 様 に 、 モ ハッ 
マ ド 問 言 者 の 高 に 、 あ ふれ ん ば か り の 光 を 投げ か が け て いる 。 を し て 、 獲 人 か の 注 釈 者 達 える 様 な 、 
神 の 非難 の 暗示 で は な く 、 貸 し き 省 、 卑 し き 者 の 鋭い 感受 性 に | 分配 虐 する 様 に 、 モ ハッ マ ド 預 店 者 に 、 そ し 
て 彼 を 通し て その 弟子 達 に 命じ て いる の で あぁ 。 


年 2 当 委 は 、 ア プ ド ゥ ラ ・ イ ブン ・ ウ ン メ ・ マ クト ゥ ッ ー ム に 対す る モハ ッ マ ド 預 言 者 の 態度 が 止 し か っ だ 
と 示し て いる 。 ク ライ シュ の 指導 者 が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 話 に 何ら 得る 所 が な か っ だ た と し て も 、 そ れ は 彼 の 吹 
任 で は な いと 当 節 は 述べ て いる 。 ア ブ ド ッ ラ に 対す る 彼 の 一 見 冷 決 な 散 度 、 又 、 ク ライ シュ の 指導 省 へ の 敬意 
を 裕 す る 振る 舞い は 、 個 人 的 な 利害 を 一 切 廃し た 所 か 6 生じ た も の で あっ た 。 式 律 で は 、 唯 、 来 訪 者 に 対し て 
親切 に 礼儀 正しく 接し な けれ ば な ら な いと だ け 命 じ ら れ て あっ た 。 
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し か サーッ イン トイ エレ タン [る イン 
9. 然るに 液 は 、 熱 意 を 以 て 液 に 来る 者 を 、 @O ゆ es 82 に 25255 
0. し か も 神 を 異 散 す る 者 を 、 Ob 3 


1. 軽視 す 。( 入 3) (O 訂 うり 


> る る 
2. か く あ る べから ず ! げ に を は 訓 茂 な り 。( 注 4) 作ら 
これ ズ ン と を の タグ ス 
3. きれ ば 欲す る 者 を し て 、 之 を 留意 せしめ よ ょ 、 の 5 入ら 9 
4. すなわち 闘 き 原 箸 の 赦 せ られ た も の を 、( 注 5) ッ ォ ン ン の クタ 
の Ao 
、 ゴーン る レム レタ タク 
5. 気高く 、 光 きも の を 、 ② ち 6B246553 
っ コレ ンス 
6. 春 記 た ちの 考 に な る も の 、 @ あ 2 は 
ち レン 
7. 高藤 に し て 高 源 な 。( 注 6) @ め アク 
に 上 、 タレ ンス シン ジラ トン 33 し イタ 
8. 人 前 に 災い あれ ! を は な ん た る 由 知 ら す ゅ sa っ 1 SG が 


よ ! ( 注 7) 
イン ア 計 2 


9. 何 か ら 神 に 促 ら れ し 身 か ? @483 83 


注 3 6 一 11 節 は 「 流 が 、 尊 大 で 冷 肖 な 彼 に 配 感 し た り 、 神 を 各 れ 流 の も と へ 急い で 来る 者 を 無視 する 等 、 
ある は ず が な い 。 と 解 息 さ れる 。 し か し 、 こ れ 等 の 節 は タラ イシ ュ の 指導 者 に 向け られ た と ち ぅ ある 注釈 
者 上 産 の 言 を 倍 り れ ば 、 彼 は 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 所 へ 宮 人 が 3 -、 局 を ひそ め 顔 を そ を 向け だ ので ある 。 こ の 
場合 、 こ れ 等 の 節 は 、 モ ハッ マ ド 作 言 者 に 転 有 る きれ た 8 - 触 れる 事 な て 、 彼 を 酷評 する 者 達 に 彼 等 自身 の 気 
持 を は っ きり 悟ら せる 様 に 、 反 語 的 に 用 いら れ た た 解き れる 。 

注 4 当 節 は 、 人 冷涼 ど と い 3 非難 は 間違い だ と 示し て いる 。 クル アーン が 富める 者 に も 筑 し き 省 に も 等 し く 
向け られ て いる の に 、 一 体 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 、 六 に 邪険 事 が ある だ ろう か ? その 様 な 行 
合 は 、 彼 自身 の 高い 徳 性 と 矛盾 する の みな : 人 問 の 理 も 反する も の で ある 。 こ の 特殊 な 場面 で の モハ ッ 
マ ド 聞 言 者 の 行為 は 、 が そう きせ た の で あり 、 役 の し た 市 は 正しかっ た 。 

注 5 クル アー ン は 、 接 々 な 啓示 難 に 含 き れる 永 反 不 減 の 教養 全て を 要約 し た ちる の な の で 、 い わ ば 、 全 て の 
再 典 の 集大成 と 言え る 。 こ れ が 「 韻 き 原 答 の 載せ られ だ もの 」 の 意味 で ある 。 当 委 は に 、 ク ルアー ン が 弄 典 
と し て 書か れ 、 潜 ゆら れ 、 あ ら ゆ る 改 ぎん や 干 渉 か ら 守 られ る で あろ う 、 と 未 べ て いる 。 

6 先 の 14 一 15 節 で 述べ られ た クル アー ン の 三 つ の 王 に 対し 、 を の お 告げ の 伝道 者 の 三 つ の 等 し 
節 及 び 前 節 に 述べ られ て いる 。 タ ルアー ン の ぢ 告 ( える 莉 は 、 高 紀 で ある 事 に 加え 、 
、 そ 和 れ を 明らか に し 広め る 。 


き 上 げ こ れる よう に 啓示 きれ だ も の で ある 。 し か る に 、 ク ル デ ー ン の ご と き 僅 大 に し て 高 高 な 聖典 を 拒む と は 、 


者 は 何と 恩 知 ら ず な の だ ろう 。 
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20. 一 滴 の 精液 より 。 神 は 人 間 を 便り 、 面 し て ブン スン ン 7 ン イン と てる っ 
と 43 ぬ ・ 

その 形体 を 整え 、 @ ら OSA 内 の ラ 

ッ ン スィ イ る るる 

21. 決 に 体外 へ の 道 を 容易 な らし め 、 @ め づい SANIS3 

し か これ リィ ンタ イン と レン ィ イン る 

22. 鐵 る 後 之 を 死な し め 、 遂 に 帰し 、 ( 注 8) @bS55 43C1 33 
これ 昌 ちら イン ラタン テン ニン 」 ン る 

23. 次 いで を の 欲す る 時 に 、 之 を 再び 吾 ら し やむ 。 @s51 33 し 3 
24. 否 ! 人 韻 は 神 が 命ぜ し こよ を いま だ に 条 き @3 の し っ る 肖 

ぎる な り 。 

内 タン レレ レブ ルン 2 ラタン 2 

25、 人 商 を し て 巳 が 食物 を よく と 見 せしめ よ 。 @E5diSCGyUER2 

了 アン ョ レッ ン [レン 

26. われ ら は 滑 凌 た る 雨 を 降ら せ 、 of34V411CMG23 
ck ps タル を イー スッ ンク レッ ン スン 

27. 次 いで 大 地 を 古き て 乏 を 視 き 、 @B3 SEE2 お 

28. を こ に 殻 物 を 生 ぜ し む 、 @ 和 cs 
ウレ そる 作る る 

29. 物 和 や 野菜 、 @K55 じ 3 
か ん らん な つめ や ラッ シッ イズ (2 タ 5 マン る 

30. 科 機 ゃ 朱 格 子 の 木 を 。 @93 多 35 

人 k4 ャ と イチ 1 

31. 半 い ゅ で れる 族 園 は 樹木 茂 9 、 eCE MeS 

ッ ( ク ィ ン ク ン ン 

32 果物 上 牧 計 は 、 @53 453 

ミイ の 人 の る く 。 ン タラ と イレ ンタ 

33、 お 前 た ちや その 家 喜 の た め の 食料 な り 。 @ ら 595 2 と 2 

う うる エン イン < に 

84. され ど 、 耳 を 朋 す る 一 声 と どろ くま き 、 @atato2 に 5 

有 ジーン 。 の 2 る フン 5 ン 

35. を の 日 、 人 間 は 己 れ の 兄 、 @42s1o2 ちり は 昌 うめ 

ッ タン 

36. 己 れ の 父 全 、 6223 2 けら 
、 スン ンコ ュ ン {( ろ る 

37. 己 れ の 妻 や 子 を 棄て て 逃げ 去ら ん 。( 注 9) @A3 届 2yU2 う 
注 8 肉体 を 離れ た 後 、 人 の 魂 は 、 現 世 の 行状 に 応じ 、 新 た な 身体 を 得る 。 それ こそ を 、 人 の 長 の 墓 で ある 。 


それ は 、 遺 体 が 肉親 の 手 で 葛 ら れる 究 で は な く (、 魂 の 状態 に 応じ て 幸福 に も 不 諭 に も な る 住居 で ある 。 


往 9 


裁き の 日 の 何と 恐ろし い 図 で あろ うか 。 
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、 由 こ 。 サ と ち っ の と る アー タタ タロ ち ャ タク 
38. みな を それぞれ 自分 の こと を 心配 し 、 他 人 の @AGSO は 22 2 を J1( 和 
こよ に は 無 閥 心 。( 注 10) ーー ーー 


Ja タレ 、 2 る この ッ る の > タテ 
39. を の 日 、 或 る 者 の 顔 は 輝き 、 4 
クン る タン レン 
40. 笑い 且つ 毒 ば ん 。 @ の ES 
9 う タ ラン トン アン 。 レッ る の ッ タタ ン 
1 また 或 る 者 の 顔 は 頑 に まみ 、 の ey と ひい の 2 を 半 うう 
= ょ の ント ンタ フッ ン 
42、 暗黒 が 之 を 末 わ ん 。 ⑯ め ゆ アア 
ラン ンズ タ ルン (て を 1 
43. これ 等 の 者 ども は 不信 者 な り 、 悪 人 な り 。 ORYIPCCKT 3 


牌 10_ 苦し みや 翔 し み の 時 、 人 は 近親 者 の こと きえ 忘れ が ちと な る 。 彼 は 余り に ぅ 多く の 問題 を 抱え 込み 、 
手 が 職 かない の で ある 。 
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ル ・ タ クウ ィ ー ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈 正 深く 、 恵 み 違 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い アー りこ 1 たい! 
て 。 
ジュ ン テ 
2. 太陽 が 包ま れる 時 、( 注 1) @ ご 5 店 
セッ ン 44 
3. 星々 が 秒 ち る 時 、( 注 2) る cbo5 人 91312 
ラッ ン * アイ 2 
4。 山々 が 吹き 飛 償 時 、( 注 8) る So JJ615 
5 . 答 胎 十 ヵ 月 目 の 頻 路 陀 が う ち 捨 て られ る 時 、 あっ 4 300 
( 注 4) 
3 ン ェ と 
6. も ろ 5 ろ の 野獣 が 一 緒 に 集め られ る 時 、( 注 5 ) (1 
まう ぱい 2 ぅ 了 2 タレ ン 
7 海洋 が 肖 た る 時 、( 注 6) る ら 補 360513 


注 1 この 凍 は 、 我 々 が 知る 様 に 、 自 然 の 法則 及び 過 香 が 作用 し な く な る 最後 の 役 活 を 扱う と 、-- 般 的 に 言 
われ て いる 。 し か し 、 を その 全体 の 趣旨 は 、 物 質 界 の 状況 を 明 稚 に 示す 事 に あり 、$ 後 の 復 舌 の み を 語る と 
取れ ば 、 数 師 は 全く 意味 や な る な く な る ぁ る 。 この 昔 は 、 モ ハッ マ 1 
資 界 、 人 間 の 生活 の 中 で 既に 起こ っ だ 大 いな る 変 草 に 触れ て いる 。 当 節 は ? を 示し て いる の で あろ う 。 世 
すなわち 、 精 神 の 大 陽 (モハ ッ マ ド 薄れ 消え る 時 。 あ る い は 、 モ 
葉 に よれ ば 、 ラ マダ ー ン の 月 に マハ ディ の 時 に 起き だ た 、 世 に も まれ な 出 
ち 、 昌信 ほ 月 食指 し て いる の か も し れ な い 。 この 日 食 ほ 月 食 は 、 舌 言 通り 1894 年 に 起き た 。 


し 、 カ を 行使 で き し く な る 時 」 
を も 指す 様 だ 。 

注 3 山 が ダイ ナマ イト で 吹き 飛ば され 、 そ を そこ に 人 道 が 通 き れる 叶 。 比 際 向 に は 、 統 治 者 の 権 成 が 徐々 に 失わ 
れ て 行く 時 。 ジ ャ バル ( 山 ) と いう 語 は 、 人 々 の リー ダー を 意味 する 。 

注 4 雌 の 双 蛇 が アラ ビア 人 に つて それ 価値 が 無く な る で あろ うこ と を 当 節 は 預言 する 。 こ の 言葉 は 、 

路 錠 が 、 よ り 速 い 変 ・ 自 動車 ・ 飛 行 機 等 に 取っ て 代 お られ る 宿命 に ある 市 を 示し て いる 。 
モハ ッ マ の 3 言 の 中 に 、 中 洲 の 交 池 機 陸 剖 置き 換え られ る と いう 上 旨 の 、 帝 切 な 言葉 が ある 。 「 路 
は 見 捨て られ 、 場 所 か ら 場 所 へ の 移動 に 使わ れ な く 《 く な る で あろ う 。] ( ム ス リ サム) 

注 3 [集まる 」( ホ シェラ ) の 諾 源 の 様々 な 意味 を 考 庶 すれ ば 、 当 節 は 次 の 事 を 指す と いえ よう 。 獣 が 動物 
園 に 集め られ る 時 。 あ る い は 、 未 開 人 が 組織 化 さ きれ た 文 四 社 会 に 移住 きせ られ る 時 。 双 、 彼 等 が 生地 を 見 れ る 
接 別 いら れる 時 。 

往 6 当 節 は 次 の 事 を 意味 する 。 川 の 水 が 澤 深 その他 の 目的 で 抜か れる 時 。 あ る い は 、 海 賊 で 大 型 船 に 炎 が 
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ーー 3 ラン タタ ン 
8 もろもろ の 民 が 一 緒 に 連れ て 来 られ る 時 、 3 っ 208 
( 注 ?) 。 * テ 
いき うめ タイ タル レル ッ ンク と 
9、 生 理 に きれ し 女 見 が @⑨ ゃ し て 55jp913 う 
0. [如何 な る 罪 に て 殺さ きれ し か ?」 ほ 問わ れ CE 
る 時 、( 注 8) 
ュ ン 計る タタ レイン 
1. 書籍 が 広く 普及 する 時 、( 注 9 ) の > の oe 515 
内 ラル レン ュ と ン イ ェ 6 1 マロン 
2. 天 が 羊 き 出 し に きれ る 時 、( 注 10) @ で もじ U5U5 
こう か あッ ンタ タタ 1S15 
3. 業火 が 燃え 立つ 時 、 ( 注 1 ⑩ い の の アン og「122. う 
P) 2 タタ ダン レ る の 
4. 天国 が 近づく 時 、 ( 注 12) る で 3 5903 
ょ イン 22 ララ 
5. それ ぞ れ の 魂 は 己 れ の な せる こと を 知ら @ ら の ば みり 2 
4。 ( 入 13) 
リー 信介 ター 829 ン ン ン 
6. 否 、 わ れ は 沈み 行く 星々 に 語 う 、 @ozed も As51 58 
sce マー レッ 
7. 培 に 急ぐ 早々 に 。 ( 生 19 ei 多 | 
し 4 4 
8. われ は また 夜 の 終り に < 10315 


注 7 
結び 付 ら れる 。 当 


、 彼 等 は -- つ に 
派 を な す 、 隊 ぁ 款 し て い 3。 


当 節 は え 、 類 似 し た 六 ・ 内 雪 を つ 人 ん 党 
注 8 少女 を 生き 理 ゆ に し た 焼き 殺せ ば 、 死 罪 と し な る で あろ う 。 


注 9 この 言葉 は 、 新 聞 ・ 雑 誌 ・ 革 物 の 普及 、 図 書館 の 制度 、 読 書 室 ・ を その他 の 知識 を 広め る 設備 や 手段 が 、 
後世 に 生じ る と 告げ て いる 


注 10 。 当 節 は 、 後 世に 
の 進歩 は 、 世 界 を 驚か せ た 。 


注 11 人 の 罪 深 て 非道 な 行為 が も と で 、 神 の 把 り に 火 が 付き 、 真 の 地獄 が 譲 減 多 な 戦争 の 形 を 取り 、 世 に 放 
だ れる で あろ う 。 


の 次 し い 発 達 ぁ 示し て いる 様 だ 。 過 誠 10 年 間 に お ける 科学 の この 分 野 


注 12 後 革 に 、 如 が 砺 に あふ れ 、 人 は 悪事 と 宮 の 神 へ の 水 捧 に ふけ る 才 、 き き や か な 若 行 で すら 、 を それ を 得 
す 者 は 大 き な は ほうび を 授け 6 れ 、 神 に より 近付く で あろ う 。 


注 13 。 神 の 特命 が 下さ れ 、 人 の 悪事 の 六 は 広範 囲 に 及ぶ 日 然 秋 害 の 形 を よる で あろ う 。 


涼 14 後世 に お いて 、 イ スラ ム 教 使 は その 高位 か ら 落 ち 始め る で あらう 。 それ は 、 彼 等 が 軽率 に も 自ら 
し た 計画 を 実行 し よう と 走り 、 あ る い は の 内 に 前 向き な 努力 を 放 挟 する 為 で ある 。 
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19. 夜明け が 息 づ き 始め る 時 、 ( 注 15) の 8 仙 ey 

20. げに こ は 胡 き 使徒 の 啓示 の 言葉 な り 、( 注 16) と MG 

21. の 所 有 者 、 主 座 の の 御 笛 で 高い 地 倍 を OFC き 1 
下 め 、 


22. 加 順 と 称 き れ 、 且 つ そ の 信託 に 忠実 な る 使 
徒 の 。 ( 注 17 


ecssi3 32 


で ぅ の っ し テ フィ レン 
23. お 前 た ちの 仲間 は 狂人 に 非 ず 。 2 じ ッ 
24、 ムハンマド は 確か に 明る い 地 平 線 上 に ガブ @gu2lg 9 し と と は? 
リエ ル を 見 た り 。 
、 < ルム の で タス 2。 イン ン 
25. ム ハ シ マ ド は 不可 祝 な る こと に つい て 告 く kPawauzac 
る を 各 む 者 に 非 ず 。 ( 注 18) * 
サッ クン タ 
- を は また 拒否 る でき 悪魔 の 言葉 に Mt 5) くる 
26 48 大 きれ る べき 悪魔 の 非 AS 53 
開 @ ーッ タ ンス ンー ン 5 彼 
27. 然 ら ば お 前 た ち 、 何 処 へ 行く か ? ひら りつ Cp 
28. こ は 世 界 中 の 人 々 へ の 訓 式 以外 の 何 も の に だ すし! 
も 非 ず EE 
29、 と だ も の 8 を 歩 ま ん と 欲す る @zs23 902 2 33 


90、 さ れ ぼ 万物 の 主 ア ッ ラー 欲す に 非 ず ざぁ 25 し 全 沿 53 氏名 (っ 
前 た も は 之 を 欲 せ ぎる べし 。 ( 生 19) ・ - 


注 15 後志 の 神 の 指導 者 出現 と共に 、 イ スラ ム 教 徒 の 道徳 的 退廃 の 衣 は 志 り 始 選 、 イ スラ ム の 供 大 に し て 洛 
か し い 未 来 の 夜 期 けが 取っ て 代わ る で あろ う 。 


注 16  「 貴 き 使徒 ] と は モハ ッ マ ド 摘 言 者 の 事 で 、 
る の で は な い 。 


解き され て いる 様 に 天使 長 グ プリ エル を 指し て い 


注 17 。 五 つの 特性 、 す な わ ち 斉 源 な 神 の 使徒 、 力 ある 者 、 神 の 座 の 前 の 高位 を 時 愛す る 者 、 皿 順 を 与え られ 
た 者 、 神 の 日 ( に 上 実 と 写る 者 、 こ れ 等 は 全て モハ ッ マ ド 頒 言 省 に その まま 当て は まる 


注 18 。 神 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 著 の を 通し て 、 未 知 の 僅 大 な る 神秘 を 世に お 示し に な られ た 。 


注 19 神 の 御 意志 を 求め 、 瑞 ら の 意志 に 優先 きせ る 若 の りみ が 、 正 義 の 道 に 疾 か れる で あろ う 5。 
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アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 
(メッ カ 秒 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 患 み 避 く アッ ラー の 御名 に お い [の 2 ッ 。 品 し っ 3 
て 。 
2、 天 が ば ら ば ら に 割れ る 吐 、( 注 1) HCL 
3. 星々 が 追い 散ら きれ る 時 、( 注 2) た ORCHTMICRI 
ブタン w る 1 ン 
4 諸 方 の 海 が 流れ 出 て 合 一 する 時 、( 注 3) 6D 
ば タッ タタ 
5. 墳墓 が 発 か れる 時 、( 注 4) て 55 うち 113 


コッ ンー イン ンー タン スン 


の いつ > デ 13 eoO8 


3 585 し ォ 4 < 


6. その 時 、 を それ ぞ れ の 魂 は れ が 先 に 送り し 
も の と 、 引 き 止 めし も ゃ の と を 知ら ん 。( 注 5) 


、 、 、 了 の ッッ レタ イン 
7、 内 液 を 航 き た の 2 Lu 
還 ゝ 


8. 法 を 創り 、 形 を 整え 、 耐 し て 正しく 釣り 合 9 598 衣 き 郊 
せ た る 主 に つい て ? ( 往 6) 


この 章 は 、 キ リス ト 教 が 非常 に 優勢 で 、 
を 際 め る 時 を 、 特 に 取り 上 上 げ て いる 。 作 り の キリ スト 教 の 教義 の この 優勢 に 対し 、 タ ルアー ン は 非常 に 誠 
葉 を 述べ て いる 。 19 斉 93, 92 節 参照 の 事 。 当 節 は この 二 節 に 言及 し 、 そ の 時 キリ スト 教 の 偽り の 教義 が 
世 を 支配 し 、 を の 結果 、 神 の 反り が 下さ きれ 、 天 同 が 様々 な 形 で 世に 人 迫る 、 と 述べ て いる 


この キリ スト 教 の 三 教義 が 


往 2 当 節 は 比 際 的 
し て いる 


語り 、 後 世に お いて 、 胡 の 殊 の 知識 と 導き を 持つ 者 は 無く な る か 又は 希 と な る 、 と 示 


注 3 その 時 大 海 は 述 河 を 通じ て 山 が る だ ろう 。 あ る い は 、 を の 入り 日 は 、 大 船 が 生来 で きる 様 に 、 帳 広く 
堀 り 下げ られ る で あみ ろう 。 この 言葉 は 、 パ ナマ ・ ス エズ 両 運 河 を 指し て いる 様 だ 。 


注 4 後世 に お いて 、 古 代 エ ジ プ ト の 草 同 様 に 、 草 は 掘り 出さ れる で あろ う 。 又 、 当 第 は 、 水 中 に 沈み 長い 
問 療 れ ま られ た 町 や 遺跡 が 発掘 を れる 、 と 示し て いる の か も し れ な い 。 


注 5 当 節 及び 次 の 二 節 で は 、 偽 り の キリ スト 教 教義 の 主唱 者 に 向け て 声明 が 出 き れ て いる 。 彼 等 は 、 そ の 
偽り の 教え の 非 追 を 指 る で あろ う 。 


注 6 神 は 、 入 間 に 、 精 神 の 最高 姓 へ 合 り 請 め る 様 に と 、 素 晴らし い 力 と 子 態 を 授け られ た 。 
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9. 主 は 己 が 欲す る 形 に 液 を 形 造 り た り 。 
0. 然るに 前 た ち は 、 審 判 を 耕 定 す 。 

1. 釣 し な が ら 、 お 前 た ちの 上 に は 区 観 者 あり 、 
2、 基き 記録 者 に し て 、( 注 ?) 


3. ぉ 前 た ちの 所 楽 を 知 小 す 。 


4. げに 高潔 な 者 は 天国 に 入り 、 


15. 邪悪 な 者 は 地獄 に 落ち ん 。 
6. 審判 の に は 、 彼 等 は を の 中 で 身 を 焼 か れ 、 
7.、 そ こよ ょ り 5 逃れ る こと 得 ざ る で し 。 


8. 審判 の 日 の な ん た る か を 液 に 知ら し むる も 
の は な ん ぞ を や ? 

重ね て 云う 、 審 判 の 日 の な ん だ る か を 液 に 
知ら し むる も の は な ん ぞ や ? 

20. その HH こそ 、 如 何 な る 魂 も 他 の 魂 の た ゆめ に 

一 事 を も な し 得 ぎ る べし 。 を の 日 こ を 、 す 

べ で て の 命令 は アッ ラー の 御手 に 握ら れる 

し 。 


@ug 区 Y 
oNV1VWC キ At 
@ 欠 人 918! 
4o く 8 矢 多 85 

ec0U22 (の 23 


ょ デ ッ エン ング 
GO KS 2A じ 3 


る 


うー *。 アゴ ンス アセ シン 
@crA25 も eSI53 


5。 イイ ロン イン ンタ 
eg MD 人 5 


る っ る * の 22 用 /2 ン 、 ン ンタ 
の 


る あひる 5 


」 
発 ひ の 兄 を 


ュ 
お 


注 7 人 は 生ま れ な が ら に し て 自由 行為 者 で あり 、 自 ら の 決断 と 行 泡 に 資 任 を 持つ 。 こ の 事 が 「 距 き 記録 者 


の 手 で 記 き れ て いる 。 
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ル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 


デル ・ み ムタ フィ フィ ー ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み く アッ ラー の 御名 に お い Pi1 まれ 
て 。 
ます ラン ッ wi レク 2 所 ラン 
2. 馬 @@ ゅ 計 仙 5 
トピ アメ アン ロン オチ イア ルン と 
由 OKO4YYEIPHIGIIHWSAU 
で と は か し よう りょう これ っ っ タッ タダ っ 
4 自信 が 仙人 に 光り 、 ま た は 導 穫 する は 322 92 
を 減 ず 。 
えな から 、 リン プッ ク る ン 
5. か か る 徒 加 は 再び 上 双 ら し め ら る る こと を 知 @692858261 US 
ら ぎ ざる か 、 
ブー タリン コッ ン 
6. 惑 ろ し い 日 に 、( 注 1) の 〇 うと 5 
み ま を ュ ン ッ ズ 1 や の る タタ タン ン 2 人 る 
7 人 みな 万 物 の 主 の 御前 に 立つ を の H の こ ょ 人 
を ? - 
ト し 24 TE H 
8、 括り 、 悪 人 の 記 舗 は シッ ジー ン の 中 に あり 。 の 輝 cy の GSIC SU 
シッ ジー ン が な な ・ っ は 生 1 と の 2 。 ン 
9. シッ ジー ン が な ん だ る か を 液 に 知ら し むる @CAa CM 85 し る 
も の は な ん ぞ や ? 
、 。 ょ の 2 ち ッ と の 
10. を は 永久 不 交 の 書 肛 な り 。( 注 2) の 2 月 
ツン ッ 27 ャ 2 る 
11. を の 日 を 席 倫 なり と せる 徒 鞭 に 笑い あれ 。 OCR 
2 RW 
12、 審判 の を 否 売 する 6 @ey 1 00 
EK ーー ュ つみ びと リー レレ ンー ンタ の カズ タイ クレ 
ヵ NL 。 昌 7 か 人 4 タン ン 
13. を 員 人 を り 云う 者 は 劉 当 た りな 円 人 な @e29lgCas あめ る の 寺 ヒ ッ 
注 1 に は 、 人 が 自ら の 行為 の 中 し 閉 き を 主 に 対し し な けれ ば な ら な い 、 吉 き の が ある 。 し か し 、 人 人 々 
の 悪行 が 法 を 犯し た 時 、 こ の 裁き の HH は 現世 に お いて も を の 者 送 に 訪れ 、 彼 等 は それぞれ の 復 し ゅ う の 女 神 と 
出会う の で ある 。 
シッ ジー ン と いう 名 は 、 邪 悪 な 不信 心 者 に 対す る 畔 が 、 戚 し く 長 く 統 く 事 を 示し て いる 。 あ る い は 、 
、 邪 惑 な 者 は 届 克 の 中 に 置か れ 、 こ れ は 廃棄 で き な い 決 定 で ある 、 と 意味 する の か も しれ な い 。 
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第 入 十 三 章 アル ・ ム タフ ィ フ ィ ー ン 


4 彼 等 は われ ら の 神 光 を 謗 み 閉 か きれ る と eo59I2C(OE 区 (cc(9S 器 
も 、「 昔 の 物語 よ 」 と 云う 者 な 9 。 ~ 前 - 


5. 断じて 然 ら ず 、 彼 等 は その 稼ぎ し ゃ の の た og 錠 と 26 
め に 、 己 が 心 を 府 食 せり 。 


ae の ジッ タッ ャ れれ で の な テン 
9、 げ に 彼 等 は 、 を の 日 、 主 を 拝 する を 42 ン 1 を の) 1g 
柚 じ 5 れん 。 ( 往 3) 


る ター レター タ ィ ン ン 
7. それ どこ ろか 、 役 等 は 必ず 地 鍼 で 焼 か れ 、 bB 


9- あま つき え か く 云わ れん 、「p 前 た ちか が 日頃 つの OU も oeAGA OS 請 
否認 せる も の は 、 こ れ な り 」 と 。 ^ 


4 
33 


9. 振る に 、 義 し い 者 の 記録 は 、 イ ルリ イー ン eock の io る ) 宙 
の 中 に あり 。( 生 4 ーー 
20. イル リ イ ー ン が な ん だ る か を 液 に 知ら し せ @e 束 じ あり 5 化 3 


る も の は な ん ぞ や ? ( 注 5) 
ッ の を の 


21. を は 氷 久 不変 の 書 攻 な り 。 ⑨⑬ ろ っ の っ 9 に くう 
22、 神 の 作 近 く 価 侯 す る 天使 6 が それ を 証明 せ 9K の 403 
ん 。 
な だ クスッ トワ の 2 て 
23. げに 閉 し き 者 は 至福 に ひ た ら 6A、 @ ぁ 3 り 2YL 8 8 
うし ょ @ 8 メシ の 
24. 机 味 に 浴 し て あたり を 昧 め な が ら 。 CT 避 DN る 
か が に る る クタ ス 5 の の 5 ゃ タタ の 
25. 液 は 彼 等 の 画 上 に 歓喜 の 和光 次 を 見 ん 。 が パプ そ テ イブ イー 


注 3 神 へ の 拝 紹 は 、 二 自 階 に 分 け て 信者 に 許さ れる 。 第 一 段 附 は 、 信 じ る 役 階 で あり 、 こ の 時 信者 は 神 の 
特 偶 を 確信 する 。 第 二 段 階 、 つ まり より 高い 段階 に な る と 、 軍 の 悟り を 授け られ る 。 罪人 は 、 そ の 罪 故 に 、 
き の 日 に 神 の 培 り を 与え を られ な いま ま に 、 神 の お 顔 を 畠 兄 で き な い で あろ う 。 


注 4 イッ リ イ ー ン は 、「 高 か っ だ た 」 ある い は 「 高 く な っ た | と いう 意味 の 語 、 派 生 し た も の と 考え る 信 も お 
り 、 高 潔 な る 信 受 す る 最高 位 を 意味 する 。 ム フラ ダー ト 辞 典 に よれ ば 、 イ ッ リ イー ン と いう の は 他 者 よ 


9 精神 的 な 優位 語 者 の 高み の こと で ある 。 こ の 言葉 は 又 、 信 省 の 大 いな る 向 
上 と 筐 栄 に つい て の 預言 を 含む クル デーン の 箇所 を も 指す 。 イ ブン ・ ア バー ス に よれ ば 、 こ の 語 は 天国 を 意味 
し 一 放 イ マー ム ・ ラ ー ギ ブ は 、 それは 天国 の 住人 の 名 で ある と 考え る 。 


注 5 シッ ジー ン が 単数 形 で あり イッ リ イ ー ン が 複数 形 で ある 事 か ら 、 悪 者 の 還 は 動き の 無い も の 、 つ まり 


一 入所 に 劉 め 置か れる も の で 、 他 方 正義 な る 者 の 魂 の 向上 は 、 形 を 変え つつ 、 絶 え ず 続い て 行く て 、 と 示し て い 
る 。 彼 等 は 一 つの 位 か ら よ り 高 位 へ と 上 っ て 行く で ある ろう 。 
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26. 彼 等 は 封印 る れ た る 酵 られ ん 。 タタ る っ る る 2 タ 
MM れ た る 主演 を すす め ら れん の 53 の 2 る 放 
7. る の 時 呈 は 衝 な り 、 き れ ば その 肖 人 し ERu3ECG 1328 し 4 
いな ら 、 大 い に 努 め を は げ ば め 。 の うら 
間 タッ 、 ぅ タン ン 
28、 を は タス ニー ム の 水 で 割ら れん 、 ント] 
(| アテ 』 ラク 

29. 神 の 側近 く 価 候 す る 天使 ら が 飲む 氷 の 。 @o25841 も の 8 区 
っ そ タ る 
30 俳 久 ば も は 信 選 深い 人 々 を 日 天 員 笑 せ 9。 ICONIO2U2U を っ 5 人 h る | 


( 注 7) 党 レ タラ ョ ン 
@6 ら 5 


計 多 を る に 学 タン CC 2 タラン レン 
31. 信徒 ら が 彼 等 の そば を 通り すぎ る と 、 互 る 6552 tgB2261 


目 く ば せい し 、 
が 2 の インタ 
32. 家族 の と ころ へ 戻る や 、 哨 う 笑 いた り 。 の の dMWG チ PIN 
ーー 、 メ 1 ステ クタ NH 
39. また だ 、 彼 等 は 信者 を 見 る と 、「 げ に この 者 た @o 弄 HI 
90 に は まり し 鶴 な り 1 上 去り 。 
34. 然 れ ど も 彼 等 は 、 信者 た ちの 記入 人 と し て eb は 2 系 応 比 う 
胡 わ され た る に 非 ず 。 “- "ーー 
ド を 呈す ・ 不信 心 者 どぉ を チン ネ と まる 生ま し アハ テス きい) アア ィ 
35. され ば その 日 信者 た ち は 不 信心 者 ども を @6 半 JBNlo 2 の 出る 3⑯ 
笑 ゎ ん 、 ^ “< 
36. 般 味 に 第 し て あたり を 球 め な が ら 。( 注 8) Pk 
- 欄外 に 普 し て あ た 1 @o ら By の DSI 
7 不 借 心 才 ど 記 半 に 刻 : 反 選 と ン 記 et る の 3 ィ ン 
3 不信 い 者 ども ゃ は を の 所 業 に 対し て 返 棚 され 6S 記 る 8』 を 
ぎる が か? 
注 6 「 可 酒 ] が クル アー ン を 指す と すれ ば 、 タ スニ ー ム は 、 神 の 選民 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 の 高潔 な る 弟子 


達 に 授け られ る 啓示 と 考え られ る で あろ う 。 こ の 「 酸 酒 」 は 、 精 神 的 飲み も の を 芝 
を 意味 し て いな い 。 


し 、 餅 ん で 酔う 実際 の 酒 


生 7 イス ラム 教 が 、 そ の 人 存続 の 為 に 、 一 見 負け 戦 む 戦っ て いた 時 に な きれ だ 、 イ スラ ム 教 の 急速 な 登 及 と 
勝利 の 頂 言 を 、 不 信心 者 達 は 内 心 あ ざ ぎ 笑っ た も の だ っ た 。 


注 8 この 言葉 は 次 の 事 を 意味 する 。( 
英 す る で あろ う 。 又 は 、0⑫) 役 等 は 権力 の 用 
十分 配 上 應 する で あろ う 5。 


委 位 の 座 に つく の で 、 信 者 達 は 、 艇 授 な 不信 心 者 の 哀れ な 層 命 を 目 
- あ る 人 為 、 人 々 を 雪 く で あろ う 。 あ る い は 、(3 彼 等 は 他人 の 要求 に 
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レ ・ イ ン シ ク アァ アー 
(メッ カ 妙 示 ) 


1 悲 深 《、 恵 み 四 て アッ ラー の 御名 に ちい 10] の 1 たい] 
て 。 
の 2 る る 人 
2. 天 が 粉々 に 破 製 し 、( 注 1) で 8 1 名 3 
うー タ る ッ ン ン 
3. の 命 に 耳 を 令 け 時 ( 主 2) 一 - れ す な @csa う 人 39 で 313 
わ ち 天 の 務め な り 一 ン 
コク る ター っ 2 スッ ン 
4』. 大 地 が 仲 べ 広げ られ 、( 注 3) @ ら As O の 115 
5 地 の 中 に ある すべ て を 叱 き 出し 、 空 大 と な @G は 2s じ CS 爺 2 
9、( 征 め 
6. の 命 に 耳 を 條 ける 時 一 これ すなわち 大 地 @③ De 232G3313 
の 務め な り 一 で テ 


7 抜 人 問 よ 、 主 べ の 造 を 辿る こと は 実に 辛い も Ss2 り の 35I8CSyi 
が 、 流 は 必ず 主 に 見 えん 。 デブ - リン 
ok 


ンマ ーー 


9. を の 星 、 有 手 に 、 己 が 行状 の 記録 穫 を 波 de 76 ( 飲 
れる 者 は 、 
$ 交 3 ンタ 3 
9、 必 ず 楽 な 清算 を 受け 、 os Ce で の 
。 レン る 
10. 立 ん で を の 家族 の と ころ へ 帰ら ん 。 ed っ 


注 1 天国 の 門 が 開か れ 、 タ クル アー ン を 支持 する 天 の お 告げ が 数 多く 現れ 、 高 位 の 和信 々 が 、 嘱 示さ れ た 手 本 
に つい て 思索 を 始め る 時 。 当 節 は 、 こ の 時 の 事 を 述べ て いる 。 


注 2 新た に 一 人 の アダ ム が 生ま れ 、 天 国 の 天使 達 は 、 彼 の 神 の 使命 推進 及び 伝達 を 助け ょ うと 、 彼 の 側 に 
立つ で あろ う (69 : 18)。 そ れ は 、 こ の 事 こそ 、 彼 等 が 作り 出 き れ だ 主 な 日 的 で あり 、 役 等 の 義務 だ か ら で あ る 。 


注 3 地球 は 邦 命 が 延び 、 人 の 罪 故 に 受け る べき 懇 壊 は 引き 延 ば き れる で あろ う 。 そ し て 、 を そこ に 住む 人 々 
の 魂 の 向上 の 為 に 、 新 た な 手段 が 与え られ る で あろ う 。 当 節 は え ヌ 、 天 に 属す る と みえ る 感 量 の 吉 つ か が 、 地 球 
の ある 地域 で 発見 され 、 人 人 が ロケ ッ ト 等 を 使っ て そこ へ 行こ うと する だ ろう 、 と も 示し て いる 。 


注 4 地球 は 隠さ る れ た 財宝 を 余り に も 多く 取り 除く 為 、 地 球 自体 が 空虚] の 様 に 見え る で あろ う 。 
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第 信二 四 意 アル ・ イ ン シ タ ァ ー 


1. 然るに 、 背 後に 、 己 が 行状 の 記録 科 を 渡 き ob 5 cy の 15 
れる 者 は 、( 注 5) っ お 9lo"Eb 
リク タス ラテ ッ ン ニラ ンス 
2. いっ ぇ 死 を と 時 びな が ら 、( 生 6) の br みう 
と うか の クー ン 1 タス る 
3. 燃え 計 る 業火 に 焼 か れる べし 。 @IAa> 3 
ーー 、 問 フラ ンタ レン 
4. げに 彼 は 、 す ぎし 日 々 、 家 族 答 に 楽し く @ 才 534 1366351 
暮らし た り 。 
5. に 帰る こと 決し て ある まじ 、 と 彼 @ っ 3 の 685 68 
_ エク ラー ン 」 ンク の イン る る 
6. 然 6 ら ず 、 主 は 彼 を つぶ き に 隊 覧 せり 。 Gbues 人 もら 6 6 つら 
隊 間 9 < る の 徐 
?. わ れ は 黄 符 に 維 う 、 の 2 456 
ば ) る 
8. 夜 と を の 帳 に 、 @ee し 2 
9. また 満月 の 月 に 、( 注 7 ) @3333 Ip 
20. p 前 た ち も を 必ず 一 層 か ら 他 剛 へ 通過 せしめ 9 に と が 多 
ん こま を 。( 注 8) 
21. 然るに 彼 等 信 ぎ ざる は 、 何 な る こと か ? 1 
( 往 9) 
ル 1 し 4 う . 
22. クル アー ー ン を 彼 等 に 郊 み 聞か せる 上 も 、6 る の 飲め 中 計 IFCXI グ H 
等 は 呈 束 服従 せ ず 、 
- _- 学 ン ンタ で 」 3 ンタ ン 
23、 を れこ ろか 、 ク ルアー ン を 虚 信 な り と す 。 @G% ウ 109 


注 5 クル アー ン を 廃 茎 され た だ 物 の 様 に 扱う 人 々 。(25 : 31) 


注 6 人 は 非常 な 苦し み の 中 に ある 時 、 死 が を の 生命 終わら せる 様 に と 願う 。 


注 7 17 一 19 節 に は 、 イ スラ ムッ ム 教徒 の 一 時 的 な 退廃 と 、 モ ハッ マ ド 舞 言 者 の 偉大 な る 代理 、 約 束 さ れ た 
や を 通じ て の 人 委 する 打 言 が 含ま れ て いる 。 この 約束 きれ た メシ ヤ は 、 月 の 様 に 、 大 陽 (モハ ッ マ ド 
者) の 郊 け る 光 を 、 完 全 に し て 起 実 に その 身 に 映し 出す 事 と な っ て いた 。 


注 8 イス ラム 教徒 は 、 先 の 数 人 節 に 壮 か れ た あら ゆる 状況 を 体験 する で あろ う 。 


、 こ の 預 言 の 初め の 二 箇 所 が 成就 きれ た の を 目 刺し た 後に 、 何 故 三 筒 所 目 が 成 競 き れ な 
彼 等 は 、 精神 の 且 夜 の 後 、 イ スラ ム 教 の 日 の 出 の 朝焼け を 目 に し た 。 し か し 、 彼 等 は 、 
い 払 う 導 に 現れ る と は 信じ な い 。 
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第 入 十 四 章 アル ・ 


24. る れ ど アッ ラー は 役 等 が 胸中 に 隠す こと を スン 2 タ 2 タ ロン タ 2 イ あ ン 
部 知 し 給 う 5。( 注 10) oe kl あう 

なら ブー イー イレ タタ ラタン 

25. され ば 、 壮 き 身 古 の 通知 を 彼 等 に 伝え よ 。 の 2 の いろ > 


っ ィ と オレ アオ ルル だ 
26. きれ 信じ て 善行 を 積む せ 人 々 に は 、 つ きる 移ら AUS 22 の 5 
こと な き 報 あ り 。 


注 10 不信 必着 達 は 、 神 の 使徒 に 対し て 、 披 等 が 心中 に 隠し 持つ 敵 造 を 、 神 は よく 御存知 で ある 、 と 原告 き 
れ て いる 。 神 は 又 、 神 の 目的 を 推し 進め る 為 の 、 神 の 使徒 の 使命 努力 も 
気付 いて お られ る 。 
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第 入 十 五 斉 


アル ・ ブ ルー ジ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 入 な 1 
慈悲 深く 、 旧 み 通 《 ア ッ ラ ー の 御名 に お い る 1 2 る れ 4 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 通 て アッ ラー の 御名 に お @ ぁ Pi 
て 。 
フー ラク 欠い る 人 トン ラン 
2 幾多 の 星座 を 有 す 大 空 に か け て 、 の el らら る 
リー ラッ タラン ン 全 
3. 約束 の 日 に か け て 、( 注 1) @ ぅ とう 別 (5 
> 了 。 、、 スー タタ ラン の と を っ 
4. 証人 と 被 証 者 に か け て 警 う 、( 注 2) の > ゅ 9 で o 3 ひ ぶ う 
オキ もう か ら 、、 スッ タラ タタ タラ イイ 
5. 火 玉 の 徒 募 は 呪 わ れ よ 、( 注 3) ⑨>5uOeNyLs の 1 
オッ タン re (St 
6. 新 を 燃やせ し 。 OPCPJEC い 
邊 1 り 束 の 日 ] は 、 約 束 き れ た 赦 世 主 が 、 イ スラ ム 教 復活 を 成し遂げ る 為 に 立た され る 日 を 指し て いる 
よう だ 。 事 実 イ スラ ム 数 の 膝 史 に は 、 約 束 の 日 と 呼ば れる 日 が 数 多く あっ た 。 バ ドル の 戦い の 日 、 思 の 戦い が 


輝かしい 結末 を 迎 た だ 日 、 メ ッ カ 陥 落 の 日 、 等 が それ に 当 だ る 。 し か し 約束 の 日 は その 中 で も 特に 抜き ん 出 て 
お り 、 ヒ ジラ 14 世紀 に 、 モ ハッ マ ド 了 言 者 の 再来 が 、 彼 の 代理 の 身 に 起こ っ た 日 を 指す 。 こ の 時 、 イ スラ ム 教 
は 新た な 命 他 の 全て の 宗教 に 勝つ 事 ほ な っ て いる 。 約 東 の 日 は 又 、 正 義 な る 者 が 、 そ の 主 と の 出会い と 
いう 吾 福 を 難 受 する 日 で も ある よう だ 。 


注 2 全て の 押 言 者 又は 神 の 指導 者 は 、 彼 等 が 神 の 存在 の 生き 証人 で ある 移 、 シ ャ ー ヒ ッ ド (証人 )、 つ まり 
証明 する 人 と な る 。 又 、 軍 が 彼 等 の 手 に し る し や 奇跡 を お 示し に な る 事 で 、 彼 等 の 真実 を 証 き れる た め 、 彼 等 
は マシ ェ フ ー ド (「 披 十 者 ]) で も ある 。 し か し 此 所 で は 、 本 文 の 示す 通り 、「 証 人 ] は 約束 され だ 救 揚 主 で あり 、 
「 援 証 者 ] は そ ハ ッ マ ド 預 言 者 を 指す 。 そ し て 当 節 は 、 約 束 き れ た 救世 主 が 、 説 教 普 物 で 、 叉 神 が 彼 の 手 に 
な る し る し に より 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 真実 を 証明 する で あろ う 、 と 示し て いる 。 彼 は 又 、 モ ジラ 14 
きれ だ た 救世主 お よび マハ ディ の 到来 に 関す る モハ ッ マ ド 据 言 考 の 預言 が 、 そ の 身 に 成就 きれ る と い 
: 『 い て 、 立 証する で あろ う 。 モ ハッ マ 者 自身 が 約 東 きれ た 救世 主 を 証明 し た と いう 意味 で は 、 
第 も 叉 被 証 者 で ある 。 こ の 様 に 、 モ ハッ マ ド 約束 きれ た だ 救世主 は 、 共 に 証人 (> ド 
り 、 え 、 技 証 者 (マシ ュ フ ー ド ) で も ある 。 


の 4 


注 3 ある クル アー ン の 注 駅 吉 は 、 当 節 が 、 イ エメ ン の イス ラ エ テル の 王 ダ ー・ ヌ ワー ス に よる キリ スト 教徒 
の 火 刑 や 示し て いる 、 と 解釈 し て いる 。 駐 別 の 注釈 者 に よれ ば 、 バ ビ ロ ン の 王 ネ ブダ ガ ド ネ ザル が 、 イ スラ エル 
の 指導 首 達 を 、 燃 えき か る 炉 に 投げ 入れ た 事 を 指す と 解る され る ぁ る (ダニ エル 午 3 : 19 一 22)。 当 節 は 、 更 に 、 衣 実 
の 敵 に も あて は め ら れる 。 彼 等 は 、 全 て の 神 の 指導 者 の 時 に 、 信 者 に 激しく 対立 し 、 師 害する 。 此 所 で は 、 人 過 ぬ 
去 の 、 其 偽 の 程 が 定か で な い 出 来 事 を 述べ よう と た し て いる の で は な い 。 ク ルアー ン の どの 箇所 に も 、 押 が 過去 
実は な く 、 第 三節 で 、 神 は 「 約 束 の ロ の 名 の 元 ( れ て お られ る 。 当 節 及 び 次 
の 数 節 で は 、 約 束 き れ た 救世 主 の 弟子 舌 は 、 そ の 大 いな る 日 の 到来 や つげ る 為 に 、 非 常 な 苦し み を 味 わ ね ば な 
ら な いで あろ う 、 と 暗示 る れ て いる 。 
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第 信 十 折 音 


テル ・ ブ ルー ジ デジ 


その 時 彼 等 は 火 寺 の 傍 に 邊 し 、( 注 4) 8 じ 3 
た に ち に な 三 お ・ は 1 2 多 タン タン ッ ラ る 
8. 半生 な せる 己 が 仕打ち を 眺め た 5。 er 
6 

さぶ ュ 避 ー コッ は 2 タ ん 4 ル 】 どの 

9・ 彼 衝 が 信者 た ち を 憎み し は 、 信 者 0 HI 
能 に し て 護 美 すべ き ア ッ ラ ー を 信じ ^ P 
散 な り 、GE6) dE 
あめ っ ロフ ラコ ュ レ 5 。 ッ プッ ルン ンク ウタ イイ る 
10. 失地 の 大 権 を 宰 握 す る アッ ラー を 。 アッー ぴ ゆあ 人 62op9bowlGLS 9 上 & 錠 
ー は 商 事 を 妥 監 す 。 と の イジ の る 
1 雰 女 の 信者 を 迫害 し 、 し か 後 居 せき る の 人 3 に し 拘 2obe39SS の 節 8 
の 誠 
- は 、 必 ず 地 堪 の 割 あり 、 炎 責め の 六 、 フ ノ 。 2 ン 

ゴイ (ンタ 4 4 の イッ タッ タン 
の あら MG3 eS 1 

12. 着 行 を 筑 む 人 々 に は 、 河 川 流 eye 4 の KG 
9 ご 問 

。 これ 最上 の 成就 な 9 。 二 和 の 

ラン ラタン シン いま の シュ レニエ ュー ッッ 
IGE 人 
a と て イン っ 
13.、 げ に 獲 独 な る は 、 流 の 王 の 急襲 な 。 eg dE る | 
14. 創造 し 、 復 少 き せる 者 は 、 主 な り 。( 生 7) @0 768 るる 6 
0 キ ペー ンコ る に モジ トナ ュ タッ タン パイン タン 
15、 面 し て 主 は 、 泡 容 者 に し て 慈愛 者 な り 。 @5) aa41225 
16. 光栄 ある 玉座 の 主 な り 。 IP 
ちら 。 る ン ャ レン 
17、 己 が 欲す る こも は 必ず 実行 す 。 ea ば 55 
注 4 5 一 9 節 で は 、 真実 の 敵 に 触 れ て いる 。 彼 等 は 、 い つの 世 で も 、 高 潔 な る 信者 に 対し 追 害 の 火 を 付け 、 


常に を れ を 燃やし 続け る 。 役 等 の 結末 は 11 節 に 預言 きれ て いる 。 


津 5 


真実 の 敵 は 、 


実は 知っ て いる の で ある 。 


注 6 


4 


当 節 は 哀 盛 に 満ち て いる 。 神 へ の 信 仲 は 、 そ れ を 持つ 者 が 残虐 な 迫害 を 受け ね ば な ら な い 程 に 、 
非道 な 罪 な の で あろ うか 、 


と 問い か け て いる 。 


神 は 、 信 者 に 対す る 残酷 で 専制 的 な 迫 需 者 を 、 


彼 等 の 妨害 が 残 杉 か つ 不 当 な も の で あり 、 


彼 等 の 残虐 行為 の 犠牲 者 が 無実 で ある 事 を 、 


現世 で 、 ま た 米 紅 に お いて も 同 せ られ る で あろ う 。 
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第 入 十 也 音 アル ・ ブ ルー ジ 
ーー は な し サー っ タタ ッ 
18. か の 軍勢 の 物語 は 流 に 達せ ざり し か 、 @ の (edZ Id4 
、 ネン 39 人 る ン ニュ ン 
19. ファ ラオ と サム ー ド の ? ⑨⑩ っ ゅ 99 うら 
20. 否 、 信 ず ざ る 者 ども は 真理 を 耕 認 し 続け る 。 @vOW きら 3 人 AU 
21. され ば アッ ラー は 、 彼 等 を 衣 後 か ら 取り 還 490aizoai 
む 。 
。 ン の る ン っ 
22. 否 、 そ は 光栄 ある タル アー ン な 5 、 @936 ROOMFY39 
事 に 保管 きれ た 書物 に 銘 記 され た る 。( 注 2 る 親 仁 メ 
23. 大 事 に 保管 され た 書 板 に 銘 記 され ( 注 8) @522 す る りき を 
注 8 当 節 は 、 ク ルアー ン が あら ゆる 干渉 、 奏 曲 か ら 守 られ る と いう 、 項 言 を 述べ て いる 。 15 記 10 節 ぅ 参照 
の 事 。 
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明け の 明星 


アル ・ タ ー リ ク 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 《、 上 恵み 局 く アッ ラー の 御名 に お い 0 午 1 
て 。 
2. 大 宰 と 明け の 明星 に か け て 状 う 。( 生 1) UMeG 
き . 明け の 旭 時 の 何たる か を 法 に 知ら し むる も @ あ る IE 人 Y2 
の は 何 ん ぞ や ? _- 
4. そ は きら めき 輝く 星 な り 。 @ で LA 
5 和合 久 も 選 が 守 者 を 圭 た ざる 者 は な し 。( 入 2 ) @ 人 ES さら 
6. きれ ば 人 に 、 己 れ が 何より 信 ら れ し か を 考 @ 負 3 る CU 
えき せよ 。 
7 人 は 噴出 する 流体 より 創造 せら る 、( 生 3 9 の 85 導 み 人 
8. 科 胸骨 の 間 か ら 出る と ころ の 。( 浅 4) essblzuLSote の 5 
9. げに 主 は 、 人 の 生 党 を 上 ら せる 二 力 を 有 す 、 @ る 5 菩 5w 5 


千 1 当 委 に は 、 モ ハッ マ ド 生 の 代理 の 事 が 述べ られ て いる よう だ 。 明け方 の 星 の ご と き 彼 の 到 来 は 、 
イス ラム 教 を 約 う 精神 の 章 夜 が 過ぎ イス ラム 教 の 勝利 甘 及 の 夜明け を 告げ る も の で あっ た 。 し か し 、 
注釈 者 の 中 に は 、 当 節 は モハ ッ マ ド 和 預 言 者 自身 を 指す と 解す る 人 も いる 。 彼 等 に よれ ば 、 モ ハッ マ ド 胡 言 者 が 


現れ た 時 、 精 神 の 聞 夜 が 全 世 界 を 導 い 、 彼 の 到 米 地 ア ラビ ア は 疾 に 包ま れ て いた 。 


注 2 神 は 、「 明 け の 明星 ]」 すなわち モハ ッ マ ド 拓 言 者 の 代理 、 そ し て 「 き ら め き 輝く 星 ] すなわち モハ ッ マ 
ド 預 言 者 を 守ら れる で あろ う 。 


注 3 人 の 魂 の 向上 は 、 喧 出 の 後 勢い の 弱まる 精液 の 様 に 、 前 進 と 後退 の 時 期 互 に 絆 り 返 し が ち で ある 。 


注 4 クル テー ン の 文体 の 特徴 は 、 茂 し くそ っ け な い 言葉 で は な 、 程 や か な 表現 を 用 いて いる 事 で ある 。 
懇 と 胸 呈 の 問 か 6 出る と ころ の 」 と いう の は 、 ク ルアー ン に 使わ れる 巡 曲 表現 の 一 つ で ある 。 当 節 は 、 入 が 
仙 親 の 了 膝 か ら 出 る 水 よ り 生 まれ 、 信 の 胸 で 育て られ る と 意味 する よう だ 。 は と に ば し り を その 後 勢い の 弱まる 液体 
か ら 人 間 が 作り 出 き れ た と いう 事 は 、 名 激 な 進歩 を 遂げ る 大 いな る 力 を 生ま れ な が ら に し て 備わっ た が 、 
同時 に も し この 神 よ ょ り 授かっ だ 力 を 適切 に 用 いな けれ ば 柚 落 の 深み へ 落ち る 可能 性 も ある 事 し て いる 。 吐 
出し その 後 勢 い が 盟 ま る 精液 の 様 に 、 人 の 魂 の 向上 る 前進 後退 の 時 期 を 交互 に する 、 と 当 節 は 示し て いる 。 
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第 入 上 次 草 テル ・ タ サー タク 


0. すべ て の 秒 密 が 茨 赴き れる 日 。 (向っ 5 
E 、 あす ・ ら イッ ン クタ 。 イロ レン 
1. 2 人 は 、 力 も な く 助 け 手 も なき 者 た ye 8362 銘じ 3 
。 ラー ラン ィ テ キン レレ 
2. くり 返し て 雨 を 降ら す 法 に か け て 、 eo5E る 02 
3. また 、 牧 草 が 広がる 大 地 に か け て 准 う 。(5) @eule5 9 
うっ っ タン レン 
4. げに クル アー ン は 決定 的 な 言葉 な り 。 @ ひ 5 33 5 
モア 1 っ 
5. を は 空論 に 井 ず 。 @J3% 今 じ 3 
リク シン ラス タッ の 2 の る 
6. げに 彼 等 は 策 座 を めぐ ら す 。 6IAOsO25 4 が 
1 上 に ゴン オッ シン ナナ テアン の 
7. され と われ も 詩 を 集 す 。 @9C の 5 
6 を クッ ンク ラク イラ ニン シタ (アーロン 
8. きれ ば 不信 心 者 ども に 獲 子 を 与え よ 。 然 5、 @1O5 め っ le ZAIUSS は 
ICPM ウ TOS み 6 


彼 等 に 暫 て 時 を 与え よ 。( 注 6) 


往 5 地上 の 埋 木 に 欠か せな い 雨 は 、 空 か ら 降 り 、 そ れ が 止ま れ ば 、 地 上 の 水 は 徐々 に 干上がる 。 同様 に 、 
天 の 登 示 が 無けれ ば 、 人 の 理性 は 、 を の 純粋 き 、 強 る を 失う 。 当 節 及 び 前 節 で は この 事 を 示し て いる ぁ 。 


注 6 不信 心 才 は 、 イ スラ ム 教 や モハ ッ マ ド 対し 、 持 て る 方 と 財 を 全て 使っ て 門 計 を 試み る 猪子 期 
間 を 与え られ て いる 、 と 当 節 で は 述べ て いる 。 彼 等 の 計 中 や その 自慢 の 方 を 持っ て し て も 、 イ スラ ム の 勝間 は 、 
ゆる ぎ な く 、 イ スラ ム 教 が 神 か ら の も の で あり 、 神 の 支持 を 得 て い る 事 を 立証 する で あろ う 。 
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第 人 寸 音 いと 高き アル ・ ア ー ラ ー 


アル ・ デ アー ラー 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 惑 悲 深く 、 恵 み 活 て アッ ラー の 御名 に お い っ っ 6 し > う 
2. いと 高き 流 の の 御名 を 説 た よ 。 チン 
3 彼 は 人 間 を 創り 、 之 を 整え 給 う 。 8 ある 
4 彼 は また 人間 の 能力 を 限定 し 、 旦 つ を を 導 3 ある 知る 
は 失う - 
5. また 彼 は 牧 潮 を 生み 、 9302GKSID 
6. 次 いで を れ を 電 い 刈り 株 と な す 。 っ 2 423 
7. われ ら は 液 に クル アーン を 教え ん 、 さ れ ば ee 導 


流 は 逐 を 忘れ ぎ る で し 、( 注 3) 
8. ア ッ ラ ー の 思 し 召 し に 非 ぎ る 限り は 。( 注 2 ) 人 チ )MAK を E ちり 搬 レ る 
5 81 代 じ 学 

げに テッ ラー は 現われ た る も の と 隊 れ た る OS 生 5) 625 し 


も の を 知り 給 う 。 
トー ヶ 
9. われ ら は 液 の だ た め に すべ て を 容易 な らし め 0 88 
ん 。( 和 3) - 


言 者 は 人 間 で あり 、 
恵 を 備え を 6 れ だ 神 が よ く 御 準備 な きっ 


関す る 限り 、 よ く 物 事 を れ た 。 し か し 、 絶 対 に 止 
モハ ッ マ ド 括 言 者 に は 学 が な か っ だ に も か か わら ず 、 双 時 に は 
長い 議 が 一 度 に 彼 に 族 示 きれ る 事 が あっ た に も か か わら ず 、 刻 示 は 彼 の 心 に し っ か り と 刻み 付け られ 、 そ の 啓 
示 る れ た 部 分 を 暗唱 する 時 、 彼 は 忘れ だ りつ か えた りす る 事 は 決し て 無かっ た 。 第 2 音 、 第 3 章 、 第 4 剖 、 の 
様 に 非常 に 長い 章 は 少し ずつ 刻 ポ され 、 啓 示 の 問 馬 が 数 年 に $ 及 ん 言 省 は 、 啓 示 き れ た 節 
を 正しい 位置 に 握 え る の に 、 一 喋 た り と も 昧 路 し な か っ た に は 、 実 に 千 く べき 事 だ が 。 こ れ は 、 ク ルアー ン を 帝 
も 激しく 非難 する 者 で き を 、 反 論 で き な か っ た 事実 で ある 。 


注 2 [アッ ラー の 思 し 召 し に 非 ざ る 限り ] と いう 言葉 は 日 常 の 事 に の み 関 する も の で ある 。 すなわち 、 忘 
れる こと が あっ て も それ は 日 常 の 事 の み で 、 宗 教 な ど 大 切な こと は 決し て 忘れ る こと は な か っ だ た と いう こと 。 


注 3 当 節 は 次 の 事 を が す 。 () ク ルアー ン を 党 を る の は 易しい 。 ②) ク ルアー ン の 教義 は 、 状況 の 変化 に 応じ 、 
気質 の 異な る 人 々 の 必要 に 見 合う 様 そ を れ ぞ れ に 融通 性 を 備え て いる 。(3) ク ルアー ン の 袋 止 礼 は 独断 的 で は な く 、 
覧 明 で 理 に 適っ た ちの で ある 。 以 上 の 要 朱 が クル アー ン を 学び 易く 、 従 易い ゃ の に し て いる 。 これ 等 は ほり 
分 け 、 神 が タル アー ン の 型 句 及 びそ の 味 を 永遠 に 守ら 6 和 れる よう に 用 意 し た か ら で あ る 。 
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Cn 


20. 


れ ば 人 々 を 訓 天 せよ 。 げ に 訓 戒 は 有益 な 
り 。 


。 時 散 者 は 之 を 心 に 留め ん 。 
- きれ ど 神 に 見 放さ れ た 者 は 之 を 遅 けん 。 


その 者 は 交 ろ し い 抹 火 に 入ら 4。 


を の 中 で 、 死 も な ら ず 、 生 きる も な ら ざ 
らん 。 


. その 身 を 浄 め る 者 は 成功 芝 じ な し 、 


、 の 御名 を 念じ て 礼 捧 す る 者 よ 。 


。 狼 る に お 前 た ち は こ の 世 の 生活 を 好む 、 


こう き ゆ 


、 茶 世 の 方 が は る か に 優 り 、 価 欠 な れ と 1 も 。 


げに この 事 は 震 の 諸悪 典 に あり 、 


すなわち 、 デ ブラ ハ 
り 。( 注 4) 


ム や モー ゼ の 聖典 に あ 


< 


@e%olle<33 
ac と 
ed cs 

CO 王 10GIPW2 あ 5 


み ラ タン グン る 


タッ ン ン ッ ュ 
eeo CS る 5 す 9 人 3 
@ ze 
ネイ ンス リョ ン ン っ 
8 6 と a 作 
EPR 


= ed る 2 ン 


3 り じ 
8 る 


1 ッ タ ン ンタ 2 


の の 2 りら と 


往 4 


全て の 宗教 の 相本 原理 は 基本 的 に は 同じ で ある が 、 


これ まで の 節 に 述べ られ だ 教義 は モー せ と ア ブラ 


ハム の 書 に も 見 られ る 。 世 に 最後 の 神 の お 告げ と 最も 完 條 な る 教義 も も た ら す 宿 今 に あ っ た 、 偉 大 な る 預言 者 
人 モー で ゼ の 書 た と アブラ ハム の 書 に 見 られ る 、 と 当 節 は 示し て も いる よ うだ 。( 中 命 記 18 : 18 一 19、 


1: 2) 
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第 十 和 斉 


アル ・ ガ ー シ ヤ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 聞 間 深 て 、 恵 み 思 て アッ ラー の 御名 に お い の の っ せ 多 癌 し っ 

て 。 
2. 店 側 的 災難 の 話 は 流 に 達し た る か ? ( 注 1) ecsGNGoz gOS 
3. を の 日 、 三 る 者 ども の 顔 は うち し お れん 、 3 
4. 労苦 に 疲れ は て 。 ec 2 


5. 彼 等 は 燃え 盛る 業火 に 入れ られ 、 


リー タン 0 
Glu 


人 の 1 


6. 煮え 湯 の 泉 水 を 飲ま し め ら れん 。 


とっ タ 
ば か り 。 6 ある の EE る が 


7. 食物 も しい えば 乾い た 苦し 
これ _- 2 の みう な マ スタ ラス 
8. 之 を 食う と も 太ら ず 、 角 を 交 き ず 。 Ge を の 2 の 53 うう 


プン ッ ス タッ タ ア 


ッ タ 
@8cc5 99 8 う 


ッ 9 ーー レレ ッ ラン 
Asb 


9. また 、 そ の H、 或 る 人 々 の 占 は 護 狼 と し て 、 


10. 己 が 過 寺 の 精進 を 喜び 、( 注 2) 

11. 至高 の 楽 彫 に あり て 、 0 
12. 無益 な 話 を 聞か ず 。 1 の 6 ど 5 
13. 園内 に は 和 泉 が 流れ 、( 注 3) と 
14. 高欄 な か れ て 、 23232263 


注 1 Q) 張 き の 日 、 又 は 恐ろし い 秋 難 。(2) モ ハッ マ ド 預 言 者 の 時 代 に 、 お よそ を 7 年間 メ ッ カ を 租 っ た 深刻 な 
負 鍵 は 、 ク タル アー ン に 「 圧 例 的 災難 | と し て 記さ きれ て いる (44: 11。 12)。 


往 2 高 沿 な る 信者 は 、 イ スラ ム 教 の 日 的 の 為 に 払っ た 科 牲 の も た ら す 素 哨 らし い 結 果 ! 


注 3 湖 き 出る 泉 の 様 に 、 彼 等 の 知行 は 、 絶 を え ず 流れ 出る だ ろう 。 
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第 入 下 和 


デル ・ ガ ー シ ヤ 
ッッ タッ スン の ン ン 
15. 酒 杯 を ば に あり 、 @ 和 eo うい の し 15 
し ea リタ レッ タッ ン の レン ン 
16. 揚 は 並べ さら れ 、 ⑨45 タ > っ くう し の う 
の ンタ ランタ レン る 
17. 風 攻 な る 敷物 広げ 敷く 。 @ や か ob う 5 
らくだ ok チイ. 衣 ン イン > の 122 ン アン ン 
18. 彼 等 は 陸 を 見 ざる か 、 そ は 如何 に 食 ら れ OCRIEM DE 人 ONS 

る か を ? ( 注 4) 
19、 ま た 大 空 を 、 そ は 如何 に 高々 と 揚げ られ る GSC と 
か 2 に の 人 2) 
- ダウ ッ ンー タン ン 2。 ス ュ ン 
20. また 山々 を 、 を は 知 何 に 握 え られ る か を ? @cyss 2 CaJld り 
21. また 大 地 を 、 そ は 如何 に 広々 ほ 拡 げ ら れる @ で る ちく ao の | 2 
か を ? ( 注 5) 
」 間 ーー 人 CH 
22.、 され ば 訓 戒 せよ 、 流 は 訓 戒 者 に 外 な ら ず 。 @ ヶ ue elL う 1 208 
E ま アナ いと デン 
23. 次 は 彼 等 の 七 督 者 に 非 了 。 @ ら ao で て) 
ツン イン レー タン レン ョ ン と 
24. され と 背 を 向け る 者 や 信 や ざる 者 は 、 8 と っ うり っ e ダ 【 
aa ルン シー ンタ ンス イン 2 の し タク タン タン 
25. アッ ラー 重 刑 を 以 て 光 を 剖 せ ん 。 @A ら IOIAI8 あ 14U533 
ッッ ン レ レン ィ 
26. 邊 等 が われ ら が 許 に 帰る は 必定 、 @s を IE る 
と ラッ ン ン る ュ 
27. その 時 彼 等 に 喜作 を 問う の は われ ら の 務め @ ょ CUEG2 う る 


な り 。 


に 何 日 ぁ 進 む 鐘 監 の 
『 矯 臣 ) に 1 


ら な い 。 


彼 等 は 試練 の 中 で 無限 の 忍耐 力 を 持ち 、 不 平 る 言 1 
味 も ある の で 当 節 は 、 神 が 全土 を 覆う 下 の 水 で ある クル アーン の 教 装 
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2。 あ る い は 、 妊 
『 に 殊 旅 を 半 


この 四 節 Q8 一 21) は 、 イ スラ ッ メ 教 徒 に 次 の 様 な 至高 の 道徳 上 の 救 市 を 示し て いる 。(①⑪ イ スラ ッ 教 逢 
様 に 定 大 で 、(25 天 の ご と て 気高く 、 ⑧⑬ 山 の 様 に 不屈 の 決意 を 持ち 、(4) 上 の 様 に 優し く 議 虚 で な けれ ば な 


第 入 十 九 章 


アル ・ フ ァ ジ ル 
(メッ カ 秒 示 ) 


1 慈 奄 深 て 、 貞 み 守 てく アッ ラー の 御名 に お ぉ い 0 あと 

2. 時に か け て 、( 注 1) の 8 け 
3. 十 夜 に か け て 、( 注 2) eriz Js 
4. 但 数 と 者 数 に か け て 、( 注 3) @2202e5 
5. 北 行く 夜 に か け て 迫 う 。( 注 4) @ ぶ 介 5 
6. この 中 に は 選 感 ある 者 へ の 準 言 あら ざる see9.23 人 あき JA 


か ? 


を 打つ 事 と な っ た 、 モ ハッ マ ド 玉 言 者 の メデ ィ ナ へ 
ム 教 徒 の 臣 落 の 後 、 へ の 希望 と 明る い 未 米 の お 舎 
を 示し て も いる よう 


注 1 [ 暁 ]」E は 、 メ ッ カ に お ける 迫害 の 中 夜 に 終 
の 移住 を 指し て いる よう だ 。 ヌ 、 何 世紀 に も 及ぶ イス 
ば を も だ た ら す 事 ほ な っ て いた 、 約 東 き れ た メシ ヤ の 


注 2 [上 夜 」 と は 、 イ スラ ム 教 徒 が メッ カ で 受け た 厳し い 人 迫害 の 最後 の 10 年 、 あ る い は 、 約 東 き れ だ メシ 
出現 前 の 、 イ スラ ム 教 徒 府 敗 の | 志紀 間 を 表し て いる よう * 約束 きれ た メシ ヤ 到 米 に より 、 イ スラ ム 
教徒 の 精神 的 、 政 治 的 師 廃 の 暗黒 時 代 は 終わ り を 告げ 、 イ スラ ム 教 の 輝け る 林 米 の 夜明け を 告げ る 事 と な っ て 
いた 。 こ の 「 十 夜 ]、 あ る い は 、 イ スラ ッ 教 刀 廃 の 10 世紀 を 示す 箇所 は 、 他 に も クル アー ン に 見 られ る (32 : 
6)。 イ スラ ムッ 教徒 が に 退廃 し た この 十 世紀 問 (千年 ) は 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 が イス ラム の 最高 の 三世 紀 
間 と 呼ぶ ( プ ブ ハ リ , リカ ー ク 和合)、 役 等 の 名 准 と 威 研 の 全盛 期 で ある 初期 の 三世 紀 問 の 後に 来 た も の で あっ た 。 
イス ラム 教 の 退廃 は ヒシ 紀 玉 に 始ま っ た 。 こ の 時 、 ス ペイ ン の ウマ イヤ カリ フ は 、 バ クダ ー ド の アッ ズ 
シー 恋 国 に 対し 、 法王 と 相互 援助 条約 を 結び 、 他方 バタ ダー ド の カリ フ は 、 ス ペイ ン の ウマ イヤ カリ フ に 対し 、 
ロー マ の シー ザー と 友好 条約 を 結ん だ 。 


注 3 比 隊 を 続け な が ら 、「 偶 数 ] と い 深い 仲間 アブ ー・ ヾ 
クル を それ と な く 指 し て いる よう だ 。 ヒ ジラ の 苦難 の 時 に 二 人 だ け で (偶数 で ) 交 れ た が 、 彼 5 よ 共 に お られ 
た 神 が を それ を 奇数 に な きっ た 。 こ の 「 偶 数 と 奇数 ] の 数 に 関し て は 、 9 : 40 に 適切 な 記述 が 見 られ る 。 あ る い 
は 、 モ ハッ マ ド 疾 言 者 と 約束 きれ た メシ ヤ は 偶数 を 、 ア ッ ラ ー は 奇数 を 表す 。 馬 偶数 と 杏 数 ] は 、 モ ハッ マ 
ド 預 言 者 と 約束 きれ た 救世 主 は 別 入 で あっ た が 、 後 者 は 前 者 と 同一 化す る 程 に 前 者 に 心 本 し て いた 事 を 示し て 
いる よう だ 。 

往 4 「 夜 ]」 は 、 モ ハッ マ ド 拓 言 者 の 濁 み の 種 が 尽き な か っ だ た ヒジ ラ の 最初 の 年 を 素 し て いる よう だ 。 メ ディ 
ナ へ の 移住 の 後 、 イ スラ ム 教 徒 に 前 が 訪れ だ が \ は まだ 完全 に 困難 を 脱し て いた 訳 で は な か っ た 。 彼 等 は 
も う 一 晩 苦難 に 耐え ね ば な ら な か っ た 。 つ まり 、 一 年 の 茸 難 を 経て 、 バ ドル の 戦い で クラ イシ ュ が 完 敗 を 
品 し 、 イ ザマ や 預言 者 の 項 言 (21 : 16) は 文字 通り 成就 し た の で ある 。 


だ 。 


は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 と 、 彼 の か つて の 人 
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7、 流 は 、 主 が アー ド の 民 を 如何 に 処分 せ し か デ 2 ン イン 有 
を 見 さる か に 生 分 6 5 Os 3 ダグ 2 
フロ ゝ る クーン 

8. すなわち 和 任 え 立つ 建造 物 の 所 有 者 、 イ ラム ジレ ョ ーッ レラ 
の 支族 を ? le 

9. これ に 類する も の は 未だ か つて この 地方 で 全便 

と 11 Mt 半 GB4 
造れ る 者 な か り し な り 。 eig oO) 
に 渓谷 で 岩 を セ に る サム ー ド [5 る (コタ トン る ン 

10. 丁半 切り 出し た る サム ー ド 族 あ ML0MEesa 12 

11. 軍勢 の 支配 者 ファ ラオ を た 処分 せ スラ プク ラン ラ ェ 
人 支配 者 ファ ラオ を 如何 に 処分 せ し 2 
日 本 衝 ーー ら 本 みな レッ レレ レレ ョ ェ ン 

12. の て 不 行 跡 な 行い を な olgeee 

13. を の 地 に 府 敗 を も た ら せ う 。 GIIGGOIY 

> 

14. され ば 溢 の 主 は 、 彼 等 の 上 に 交 同 の 替 を 加 @oe 5 が 5 る に くっ う 
ぇ たり 。 胃 

な ち コラ ター デ シン ノン 

15. げに 液 の 主 は 常に 河 断 な く 人 間 を 監 梓 す 。 2CoyU 生 

16、 人間 と いう も の は 、 圭 が 試 き ん と し て 栄 谷 GEISOCNISE 

SI に | 
や 恩恵 を 授け る 上 、「 圭 は 我 を 礼 通せ り 」 と と 人 欧 め ツウ デラ 
ーー 、 イン ンク ンタ 5 タン タッ タン イリ と ン ン ン 
云う 。( 注 5) @e み 185 りあ 2 35 

17. きれ を 、 二 が 試 きん と し て を の 生活 を 圭 し の 邊 25) 和 全う 
め る と 、「 主 は 我 を 駿 し ゅ た り 」 と 云う 。 

で ニー イン ン 2 っ 

@yMlG わ 

か みな し ご ラッ ンク クン ッ レ 層 2 

18、 振ら ず 、 さ れ ど お前 た ち は 括 電 を 礼 明 せ ず 、 olo28 び 泌 
っ 4 と SI し VI 

19. また 互 に 相 い 代 し て 貸 者 を 状 わ ず 、 @eJEEE 2 ば 95 
内 yee ライ クッ ン レレ る レタ と 

20. 前 し て 他 入 の 造 産 を 穴 り 食い て 動く と と を MR 
知ら ず 。 

注 5 意 恵 は 、 時 に の 気 棄 を 試す 為 に 、 双 ある 時 は その 開 行 に 報い る 為 に 、 人 に 授け られ る 。 同 様 に 、 人 


は 因 難 に 巻き 込ま れ 、 そ の 結果 武 き れ 、 報 いら れる か ヵ 応 分 の 受け る 事 と な る 。 し か し 、 人 は 豊か な 叶 、 
それ は 自身 の 人手 き 上 知恵 の 賜物 で ある と みな し (28 : 79)、 逆 に 不幸 に 角 わ れれ ば 、 そ れ は 神 の せい だ と する の 
が 番 だ 。 
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い 二 九 章 アル ・ フ ァ 


に ジル 
21. お 明 た ちの 富 へ の 執 震 は 暴 常 な り 。( 生 6) GII を 
22. 断じて 釣ら ず 、 大 地 が 粉々 に 砕 か れる 時 、 GOING4RD 
23. 主 は 列 を な す 数 多 の 天使 等 を 従え て 出 衝 2 っ 2 衝 完 3 


し 給 う 。 ( 注 7) 
6 内 タタ タン ン * っ タス ャ レッ ン ン ンダ 
24. その H、 地 狂 は 身近 に 出現 す 。 凍 し て 人 和み ひ っ 2 89963 
は 己 が 所 業 を 想起 すん 。 さ れ ど 、 起 起 し た 


タイ タン ンー タン マッ 
ほ て 、 何 の 益 す る ほこ ろ を 。 @z93I #3eEiy 
25. 人 箇 は 云わ ん 、[ こ の 日 を 知ら ば 、 装 行 を 本 @GCJS の 届 多 
みた り し も の を 1 」 と 。 
を ん が と 、 タダ ンス イ レラ スン ァ リン フタ マレ ュ シッ ン 
26. その 日 伺 人 も 、 王 が 罰する 如く 凍 し 得る 者 @oe| tue の ひひ use 
な し 。 
全 ん びと 、 ょ タン て 笛 タン ン 
27. また 何人 も 、 主 が 縛る 如 て 縛り 得る 者 な し 。 の OCS 9383 
( 生 8) 


た まし い と 光 あ ンー ゥ タン セレ 
28. あお 、 流 魂 よ 、 安 ん ビ て 、 RI 打 AS 


凍 有 
29. 主 の 許 へ 帰れ 、 自 ら 満 局 し 、 日 つ 主 に き 6 っ cabd5290 の 2 
れつ つ 。( 注 9) 
さと を 1 て 3 
30、 き れ ど 液 、 わ が 選び し 僕 等 の 中 に 入れ 、 edsbe8 
6 内 
31. わが 楽園 の 中 に 。 oro 


注 6 当 節 は 、 富 を 貯え る 省 に 、 甘 積 の 悪 を よく 理解 る せる 。 人 金銭 に 対す る 揺 端 な 葵 は 、 良 い 日 的 の 為 に 
は 使わ ず 、 唯 、 ひ た すら 自分 の 財産 を 増やし だ いと いう 節度 の な い 鈴 望 を 、 入 の 心 に 生じ きせ る 。 を れ は 、 財 
産 拭 得 の 為 に は 手段 を 選ば な い 様 に 人 を 変え 、 人 の 退廃 を $ だ たらす 。 イ スラ ム 教 は 、 個 人 同様 、 社 会 
の 道 の 利き も 非常 な 配 成 を 示す 。 社 会 が 健全 で ある 鳩 に は 、 物 が 広く 行き 角 り 、 富 が ゆる や か に 循環 す 
で ある 。 


注 7 天使 達 が 随行 する 「 出 御 ]」 と は 、 ク ルアー ン の 成句 で 、 差 し 飼っ た 破壊 的 な 神 の 剖 を 表す 。 


往き 神 の ひき 折 は 、 ゆ っ くり し か し 非常 に 細か く ひ く 。 神 は 、 すでに は 名 を 下さ きれ な い が 、 神 の 抽 が 下 き 
れる 時 、 を それ は 最も 破壊 的 な ちる の で ある 。74 間 29 節 も 参 唐 


注 9 これ は 、 人 が 神宮 び 、 神 カ 満足 な きる 、 特発 拓 の 下 高 の 段階 で ある (58 : 23)。 天 の 抽 階 と 呼 
ば れる この 段階 に 至れ ば 、 人 は 道徳 しい 、 独 特 の 精神 的 な 強 き で 支え られ る 。 人 は 
押 と 一 体 に な り 、 神 無し に は 存在 し 得 な い 。 こ の 楽 哨 らし い 生 入 軌 次 化 が 人 : じ る の は 、 現 世に お い て て あぁ 
5 り 、 来 世 で は な い 。 又 、 天 国 へ 入る 許可 が 与え られ る の は 、 ど こ で も な い 、 こ の 現世 に いて で ある 。 
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(メッ カ 啓 示 ) 


1. 意 深 、 恵 中 く アッ ラー の 御名 に お い の ーッ 3 の しら こう 
て 。 - 
導い 
2. われ は この 言 に か け て 次 う 、( 注 1) @uulttug >3) 5 
ン ン クー ス ュ ン ン 
3、 流 は この 序 に 住む 、 euii IA OS15 
ッ 
4、 わ れ は 父 と 子 に か け て 控 う 、GE2) 3 
CIE 角 導 
5. げに われ ら は 、 信 間 を 、 苦 難 に 立ち 向かわ | FE 
せる よう 創り た 9。( 生 3) 
6. 人 間 は 、 何 人 も この 自分 を 支配 せ ず 、 と 選 82 の ec 
うか? (まる 
7. 人 人間 は 去 う 、「 我 は 大 な る 富 を 客 せ り 」 と 。 @ 徐 欧 4 
( ま 5) 
の と ee ょ の ンス イン っ フン 5 と 
8. 人 間 は 、 飼 人 も この 自分 を 見 ず 、 上 思う か り ? @051 記 foZ 
ひ と サー ラン クン の 45 Pd 
9. われ ら は 人 商 に 、 両 眼 と 、 ee 全 OEs5 剖 
うー 2< イ そる 区 レン 
10. 斉 し 、 上 下 の 千 と を 与 を た る に 間 ざ る か? ooy ど 3 ジ 


牌 1 当 節 は 次 の 事 を 意味 する 。 「 お 前 達 は イス ラム 教 に 対し て 悪い 企み を 抱い て いる 。 あ あ 不 信者 達 よ 、 
適 が 何 を 心 に 抱い て いる か 私 は 知っ て いる 。 し か し 、 ぉ 前 達 の 塵 み 通り に は いか な いと 告げ て あく 。 私 

ほ の 証人 、 と し て この 町 を 挙げ る 。] 

カー バ の 基礎 が 作ら れる 問 に 、 ア プラ ハム 預言 者 と その 息子 イシ ュ ェ マ エル は 、 メ ッ カ の 人 人 々 の 中 か ら 
神 の 使者 を 立た され る よう に 、 神 に 白 っ だ (2 : 129。 130)。 こ の 様 に 「 多 と 子 ] は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 長 
実 を 証明 する 。 

注 3 モハ ッ マ ド 李 言 者 は メッ カ を 追 攻 きれ 、 勝 利 者 と し て そこ へ 据 り 、 メ ッ カ は 彼 に 屈服 し 、 そ の 住民 は 
イス ラム 款 の 輪 に 加わ る で あろ う 。 上 記 の 預言 は 、 モ ハッ マ ド 許 言 省 と その 民 が 非常 な 困難 を くぐり 抜け て 初 
め て 成 誇 きれ る で あろ う 。 つ まり 、 彼 等 が 日 標 を 達成 する に は 、 激 し 〈 続 く 戦 い が 求 め ら れる で あろ う 。 

注 4 軍 は 不信 心 者 の 悪 の 企 て に 気付 われ て いる 。 神 は を の 力 を 持た れ て お り 、 彼 等 の 計画 を 無 
で あろ う 。 
: イス ラム 教 の 普及 を 阻止 し よう と 、 対 抗 者 は あら ゆる 手 を 尽く し 、 多 額 の 金 を 使う が 、 そ の まま や り 
* に させ な さい 。 彼 等 の 企み は 成功 せ ず 、 イ スラ ム 教 が 、 精 神 的 、 政 治 的 勝利 を 治め 続け る で あろ う 。 当 
節 は この 様 に 述べ て いる 
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1. また われ ら は 、 人 間 に 善意 の 二 つ の 道 を OCSIPHNY 
指摘 すり 。( 注 6) 
2. され ど 人 間 は 上 中 な 道 を 採 ろ うほ せ で 。( 注 7) る 8321226308 
けん を ラン ン ン s ン ン 
3. 炭 明 の 何たる か を 液 に 知ら し せる も の は 何 @ 8 dUSC3 
ぞ や ? 
ュ ン ンダ 
4. そ は 奴隷 を 解き 放す こと な り 。 @%5 
きん サッ ン ン ラッ ン Pf CIM 
5. 或いは 件 鍵 の 時 に @ 多 2 くう ゆめ 82Bj3 
6. 近親 の 孤児 や 、 @ 史 25 芝 
由 まっ a7 クッ タン 
7. 地面 に 過 す 貧者 を 養う こと な り 。( 注 8) @25221 は KW 


8. 請 し て 信者 の 仲間 に 入り 、 盛 に 忍耐 すべ くら 2L2223i【 KR の 
陳 ま し 含 い 、 了 つ 情け を すす め 合 うこ と な 90b2 か MacOS 
5。( 生 9) 


19. これ 等 は すなわち 、 右 側 の 抄 な  。 @ あ <CIGAf Id 


20. され ど わ れ ら の 押 光 を 信 ぜ ぬ 従 舌 、 彼 等 は @9 多 は 交 2 24 ME 
左 出 の 衆 な 5 。 


21. 彼 等 の 周囲 に は 業火 が 導 い か ぶる る べし 。 スン 2 人 る 9 義 先 AA (3 
( 注 10) 
池 6 人 が 正しい 追 を 見 い 出し 、 悪 か ら 正 開 へ 、 偽 りか ら 下 実 へ も 突 わ る 旋 の 隆 段 を 全て 、 神 は 人 に えら 


れ だ 。 人 人 は 、 の 区 別 や つけ る 為 に 精神 的 を し て 肉体 的 に も 日 が 与 を られ 、 導 き を 求め る 為 に 、 舌 と 二 枚 の 
起 を 授け られ た 。 と り わ け 、 持 て る 力 を 全て 注い で 成 甚 する 様 に と 、 神 は 人 の 前 に 至高 の 日 的 を 置か れ た 。 
往 7 モハ ッ マ ド 聞 言 首 を 通し て 、 神 は 、 人 が 精神 的 、 物 質 的 に 最大 の 進歩 を 遂げ る 導 の 方 法 、 手 段 を 全て 
が きれ だ が 、 人 は この 目的 を 成し遂げ る 為 に 、 必 要 な 犠牲 を 払う 事 を 拒ん だ 。 

注 8 14 一 17 節 は 、 人 の 道徳 性 を 向上 きせ 
れ た 階層 を この 世 で 同等 の 仲間 に まで 引き 上 げ 
れる 様 手 助け する 事 。 


つの 方 法 を 述べ て いる ぁ る 。Q) 直 隷 解放 。 つ まり 、 社 会 の 抑圧 き 
ほ 。(2) 撤 児 や 質 し い 人 人 々 が 、 自 立 し 、 社 会 に 役立つ 一 員 と な 


注 9 先 の 数 節 で 述べ られ た 善行 だ け で は 、 社 会 全体 が 向 二 する に は まだ 不 十 分 で ある 。 道徳 の 正道 に 対す 
る 絶え ぎる 旋 城 と 徳 を 他 の 人 々 に 伝え る 行為 が 伴っ た 、 優 れ た 理想 と 正しい 主義 も 又 、 前 途 の 高い 目的 を 達成 
する 為 に は 欠か せな い の で ある 。 


注 10 四方 か ら 人 迫る 火 が 最も 破 主 的 と な る 。 
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アッ シャ ム ス 
(メッ カ 秘 示 ) 


1. 蓄 悲 深 《、 恵 み 己 (アッ テー の 御名 に な い PRE 
2. 太陽 、( 注 1) その 朝 の 交 き に か け て 、( 注 2) の 3 
の 
や 2 と レル ンク タ 
3、 その 太陽 に 追 隊 す る 月 に か け て 、( 注 3) @&5L 対 2 
4 大 陽 が その 震 観 き を 見 せる 真生 に か け て 、 RPMUPI 
( 注 $) 日 
ED や ョ ン ほど る 
5 . 太陽 の 光 の 上 に 訂 を 引く 夜 に か け て 、( 注 5) @Sh5 
これ うっ っ ロン アゴ の 
6. 天 と 之 を うち 建て 給え る 者 に か け て 、 Gu し 36 
=e レレ ンー コン ッ ン 
7. 大 地 と 光 を うち 拡げ 給え る 者 に か け て 、 し 4 も うい) 


注 1 当 短 の 「 太 腸 ] は 精神 界 の 太陽 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 指す 。 彼 は 肝 の 光 の 涼 で あり 、 終 わり の 時 まで 
世 を 菜 らし 続け る で ある う 。 


注 2 クル アー ン の 贅 い は 、 そ を の 奥 に 深い 意味 を 含む 。 神 の 戒律 は 神 の 業 の 二 面 、 明 な も の と 推定 に よる 
も ぅ の を 表す 。 症 者 は し 易い が 、 後 者 の 理解 に は 詩 り の 可能 性 が ある 。 神 は その 宮 才 の 中 で 、 功 ら か な も の 
より も 推測 きれ る も の に 注意 を 向け られ だ 。 2 一 7 節 の 誓い に ある 、 林 陽 と 月 、 情 と 夜 、 天 と 地 は 明白 な も の 
中 し 、 そ の 属性 は 広く 知ら れ て いる 事 、 と それ 等 の 節 に 述べ られ て いる 。 し か し 、 信 の 革 に 見 られ る この 同 
は 明 邊 で は な い 。 人 の 玩 に これ 等 の 属性 が 存在 する と いう 推論 を 導く 為 に 、 神 は 神 の 明白 な る 葉 を 証言 
する 様 命じ られ た 。37 意 2 節 も 委 昭 の 事 。 


注 3 「 月 ] 5 ヌ モ ハッ マ ド 聞 言 者 を 指す 。 そ れ は 彼 が 神 よ り 光 を 授かり 、 そ れ を 精神 の 間 の 世に 令 え た か 
ら で あ る 。 あ る い は この 言葉 は 、 回 職 者 や 宗教 の 指導 者 達 、 特 に モハ ッ マ ド 拓 言 者 の 借 大 な 代理 で あ 束 き 
れ だ メシ ヤ を 指す と も いえ る 。 役 は モハ ッ マ ド 預 言 者 より 真実 の 光 を 倍 り 受け 、 道 徳 と 病 神 退 廃 の 間 を 払う 為 
に 、 そ れ を 世に 伝え る 事 と な っ て いた 。 


注 4 「 真 征 ] ほ は 、 イ スラ ム 教 の お 告げ ば た その 創設 者 の 実在 が 確証 きれ 、 そ れ を 世に 伝え る 為 に 基盤 が 委 
か れ だ 時 を 指し て いる よう だ 。 当 節 の この 言葉 は 、 イ スラ ム 赦 の 光 が き ら び や か に 多い て いた 、 モ ハッ マ ド 頂 
言 莉 に よっ て 正しく 導 か れ だ た カリ ジ の 時 代 を 特に 示し て いる の か も し れ な い 。 


注 5 「 夜 」 は 、 イ スラ ム 教 の 光 が 親 い 隠 きれ 、 世 の 人 人 々 の 日 か ら 見 を な く な っ た イス ラム 教徒 の 退廃 の 吐 
を 指し て いる よう だ 。 こ の 中 節 (2 一 5) は 、 イ スラ ム 教 の 波乱 に 宮 ん だ 歴史 の 内 の 四 時 期 に 触れ て いる 。(1) 
精神 の 太陽 (モハ ッ マ ド 頂 言 者 ) が 精神 の 空 る 様 《、 モ ハッ マ ド 頒 言 者 自身 の 時 代 。(⑫) モ ハッ マ ド 
項 言 者 か ら 発 する 光 が の 世に 照り 映え る 、 約 束 き れ た メシ ヤ の 時 代 。(3) イ スラ ム 教 の 光 が ま だ 輝い て いた 、 


ー959 一 


第 志士 一 誤 


アッ シャ ム ス 


8. 魂 と 之 を 完成 し 給え る 者 に か け て 、 3 お う 
9. すなわち 、 何 が 不正 で 何 が 公正 な る か を 玩 き SPP4C 内 
唆 し 給 える 衝 方 に か け て 長 う 。( 注 6) 
き に レ ュー 2 2 
0. げに 魂 を 清め る 者 は 栄え 、 うら っ 
11. 之 を 河 す 者 は 亡 ぶ 。 01 に NT 
2. サム ー ド 族 は その 邪 中 き 故に 真理 を 拒み た 率 3 と 4 
5。 9 9 
3. 彼 等 の 中 で 最も 卑劣 な 者 ども が 起ち 上 り し RG ECOPNOEU 
時 、 
[レン 1 る する レー ま 、 久 2 タフ ラタン フレ ンス 
4. アッ ラー の 使徒 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー の ee う au1355 2t| ゆめ のり 
和 和 な か 水 飲 む こと を 妨げ る な か れ ] 
と 。( 注 7) 了 。 
人 めす 2[ レ ルン スラ の ウイ ラク タレ ッ アフ ンプ タング 放 レッ タイ 2 る を 
5. 殺 る に 彼 等 は 使 侍 の 言 を 揚 み 、 上 上 の AOPAeUuO4299 
を 切 2 た は 主 は を の 央 ゆ え に 彼 等 を 
抹殺 一 同 ひ と し 懲罰 せり 。 
と タ ファ ン ! 
6. モ は を の 果 を 顧 度 せ ず 。( 注 8 ) OCTP も 9 
モハ ッ マ ドド 預言 者 直後 の 後継 者 の 時 代 。(④⑪ イ スラ ム 教 が 栄光 の 極み に あっ た 初め の 三世 紀 間 の 後 、 精 神 の 半 が 


世 を 覆っ た 時 代 。 


注 6 


神 は 人 間 の 本 質 に 状 と 悪 の 感 党 を 植え 付け られ 、 問 を 避け 若 を 選 


間 に 示 る れ だ 。 


注 7 
ける 事 は 、 サー レ 削 身 を 妨害 し 、 神 より 役 


注 き 8 
等 が 如何 に 電 惨 な 状況 に 置か れる か に は 留意 され な い 事 を 意味 する 。 


サー レ 据 言 者 は 、 神 の お 樹 げ を 伝え る 為 に 雌 の 央 叉 に また が り 各 地 へ 趣 い た 。 
きれ た 神聖 な 義務 の 遂行 を 妨げ る に 等 し いこ と で あっ だ た 。 あ る 
神 の 雌 の 邊 蓄 な の で あっ た 。 


~、 サ ー レ は 、 全 て の 神 の 指導 者 と 同じ く 、 


ある 民族 が 神 の 削 を 受 


け 減 ば ぽ き れる 時 、 る その 破壊 を 生き 息 び る 者 に は 、 材 われ な い 。 


ー960 一 


事 で 魂 の 完成 に 到達 で きる 事 を 、 人 


徐 能 の 自由 な 動き を 妨 


又は 、 神 は 、 彼 


第 九 十 二 夜 アル ・ ラ イル 


アル ・ ラ イル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 癌 悲 深く 、 目 み 過 (アッ ラー の 御名 に か け 0 と 1 
ンー ンジ! の し か つら 
フン 
2. 夜 、 す べ て を 衝 い 包む 時 に か け て 、( 注 1) 〇 の SIJ215 
3. 革 、 光 り 輝 《 星 に か け て 、( 注 2) ed 
4. まな 殺 座 を 促 り 給え る 者 に か け て 告 う 。( 邊 3) る お 5 和 i 先 ビ 
あま 衝 乏 と 
5. げ に お 前 た ちの 精進 は 種々 様々 な り 。( 注 4) まお と とる 
6. きれ ど 、 ア ッ ラ ー の た め に 施し を な し 、 且 Oo の 2 は りら ン 
つ 公 正 な る 者 、 CE 
L か コタ イト ン る イン ン 
7. 語 し て 正義 を 実証 する 者 の た め に 、( 注 5) ee ら ゆ いら ゅ 
8. われ ら は 幸福 へ の 道 を すべ て 容易 な らし め タン タン 
ん 。( 注 6) 1O ペ メー すら) 


往 1 先 の 章 に お いて 、 主 な 主題 は 「 木 陽 ]」 つま り 、 あら ゆる 光 の 源 で ある モハ ッ マ ド 傾 言 者 で あっ た 。 林 
腸 や 慎 が 月 や 夜 よ り 先 に 語 、 こ の 作 で ある 。 し か し 当 章 者 の 対比 が 9 始め られ る 。 
後者 は 一 般 に 人 数 が 多く 、 よ り 大 き な 権 旋 を 振 う の で 、 不 信 


* ら 、 先 の 章 で は 、 神 の 指導 者 の 高い 精神 の 発達 に 重き を 裳 か れ た が 、 きゃ で は 、 神 の 教 

収 す る 為 の 、 弟 子 着 の 素晴らし 能力 を 強調 し て いる 事 が 示 き れ て いる 。 

往 3 人 の 誕生 は 、 二 個 の 典 伯 の 結び 付き に よる も の で ある 。 一 方 の 性 ( 学 性 ) の 特質 は 与え る 事 で あり 、 

他方 (女性 ) の それ は 受け る 事 で ある 。 物 質 界 同様 、 精 神 界 に も 細 性 、 す な わ ち 、 教 え 導 く 神 の 億 大 な る 預言 

の 指導 者 と 、 精 神 界 の 女 1 すさ わか 神 の 教 香る も ころ ある 役 千 の 交 也 、 が 存在 する 。 当 節 
、 先 全 な る 指導 者 、 モ ハッ マ ド 預 言 才 と 、 そ の 最善 の 弟子 達 、 す な わ ち 彼 の 仲間 が 力 を 合わ せる 事 に より 、 

な に は 物 よ うと し て いる 、 と 隊 示 し て いる 

注 4 当 節 は 、 信 者 と 不信 心 者 の 大 きく 異な る 日 標 、 及 び 

向け て いる 。 信 者 の 奉 力 は 真理 の 普及 に 向け られ 、 他 方 不信 

この 両者 の 勢力 の 結果 は 、 当 然 異な る に 避 い な い 。 

注 5 当 節 及び 前 節 に は 、 人 人生 で 成功 を 治め る 人 々 の 三 つ の 特 候 が 述べ られ て いる 。 か いつ まん で 言え ば 、 

彼 等 は 行い 感情 、 思 考 の 正しい 者 で 、 こ れ 等 の 特質 は 上 二分 に 有する 。 

注 6 先 の 二 節 に 述べ られ だ 三 つ の 特質 を 持つ 人 人 は 、 自 ら の 行為 が 記し い 結 果 を 生み 出す と 気付 く で あみ 

う 。 ある い は 、 行 を 為す 事 は この 様 な 人 に は 容易 に な り 、 彼 は 又 そ れ を 宮 ん で する 、 と 当 節 は 意味 する の か 

も し れ な い 。 


れ ぞ れ の 目標 送 成 に 向かう 努力 の 相 層 に 、 
者 の それ は 、 真 理 の 普及 を 還 止 する ヨ ョ 
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第 九 十 二 門 アル ・ ラ イル 


ココ ョ ッ ン っ の 
9. され ぼ 強 欲 で 、 夢 大 且つ 冷淡 な 者 、 の eS ZS2 5 
し か (gd 
0. 面 し て 正義 を 把 む 者 に は 、( 注 7) @ ど もこ 
ょ ロ ンタ ンス 
1. われ ら は 音 難 へ の 道 を 容易 な らし めん 。( 07 の FN2 
8) 
2. 隊 帯 する 時 、 そ の 財 室 は を の 者 に 役立た ぎ MHCGMIC を 5 る じ ぅ 
る べし 。 
清 コラ イイ レイ ン ン 
3. 導く (は 、 げ に われ ら の 務め な り 。 @eueM ES 
4. 前 し て 、 来 世 も 現 区 も われ ら の 所 者 な 5 。 @d293 お 5 四 85 
( ま 9) 
5. きれ ば われ は 、 稀 え 盛る 業火 を 前 た ち に 6 6 介 6 
警告 す 。 、 
。 ッ ンタ ンタ る 
6. 最 ら 性 路 な 者 を 除い て 、 を の 中 に 入れ られ IKU 
ざる で し 、 内 
ャ グン ン イン 。 る 
7. る は 真理 を 担 否 し 、 そ の を 貼 けし 者 な り 。 @J の っ 05 
8. きれ ど 義 し い 者 は 、 eee お | し 多 っ 
さい 、 ーー 
せい れん けつ に 宮 シン イ 4 に FU 
9. る は 消 蘭 源 晶 な らん が た め に 、 己 が 財産 を @d26. 0 に 8 は 委 
紀 っ 者 な り 。 
20. 誰か に 恩義 が ある た めで な く 、 ま た 由 返 し 


を 当 に する わけ で も な し 。 
21. た だ ひだ すら に ヨ 
だ め に 。 ( 注 10) 
よみ リッ プン ンー ラプ イレ 
22. され ば 主 は 、 か か る 者 を 必ず 間 す べし 。 @o5 ET を 


注 7 先 の 二 節 (6, 7) に 玉 べ られ た 三 つ の 佑 を る 特質 と は 対 賜 的 に 、 人 の 結 神 的 破 浅 を $ た ら 5 す 三 っ の 
悪 な る 特質 が 、 こ の 二 節 (9 10) に 未 べ られ て いる 。 


トコ 


か ッッ ン クラ る 
5 き 主 の 再び を 求め ん が @ あ 63 人 E 沼 前 


入 8 肝 秀 で 触れ た 人 の 行 狗 は 、 的 を は ず し 、 望 み と は 逆 の 結果 を も た ら す 。 あ る い は 、 こ の よう な 者 に と 
)、 普 行 を 為す の は 難し く な る 、 と 当 節 は 交 味 し て いる と も いえ る 。 


注 9 著 悪 な 不信 心 者 は 、 現 世 で 敗北 を 喫し 、 来 世 で 呈 を 受け る で あろ う 。 それは 、 現 世 、 来 世 共に 神 の 支 
配下 に ある か ら で あ る 。 当 委 は 又 、 万 物 の 始ま り と 終わ り は われ ら に 属す る 。」 と も 意味 し て いる の だ ろう 。 


注 10 な る 信者 は 他 の 人 々 に 立 行 を 施し 、 そ れ に 対す る 見 返り を 受け る 事 無く 、 唯 、 神 の 合造 物 の 役 に 
立ち 、 天 主 の 喜び を 得 た いと 願う の で ある 。 
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アル ・ ド ゥ ハー 
(メッ カ 落 示 ) 


1. 名 悲 深 (、 恵 み 則 (アッ ラー の 御名 に お い 0 た の SUTCSIPT まき 
て 。 
リュ る ン 
2 . 朝 の 輝き に か け て 、( 注 1) @ い 9 ゆ 
3. 並び に 夜 の 交 寂 に か け て 次 う 。( 注 2) る ETSAII 
4, 流 の 主 は 流 を 見 楽 て ぎり き 、 ま た 液 に 立腹 6 生 し 2958C32 じ 
せ ず 。( 注 3) ・ 
5、 げに 流 の 後 の 状態 は 、 先 の 状態 より も 良し 。 MI 
( 注 4) ~ 
6. し か も 主 は や が て 液 に 恋 悲 を 垂れ 絡 わ ば 、 YNS 
流 は 満足 せん 。 
7 獲 記 の 湊 を 拾う て 底 衣 を 則 い し は 、 主 に 非 の 6 da 名 
キャ ( 注 5) ー デ ど 
注 1 [ 朝 の 汐 き に か け て 」 は 、 イ スラ ム 教 の 勃 典 を 指す よう だ 。 ヌ 、 モ ハッ マ 『、 一 万 人 の 信心 


深い 型 な る 香 上 上 から な る 軍隊 の 先頭 に 立っ て メッ カ に 入り 、 カ ー バ が 偶像 を 魔 き れ た 特別 の 「 朝 ] を 述べ て も 


いる よう だ 。 


注 2  『「 夜 」 は 、 イ スラ ムッ 炎 妃 廃 の 長期 間 を 示し て いる よう だ 。 更 に は 、 導 が 訪れ た 後 、 モ ハッ ッ ド 預言 導 
が 家 を 出 て 、 ア プー・ バ クル と ソー ル 洞 窟 に 選 難 し た 、 特 別 の 夜 を 指し て も いる よう だ 。 事 実 、 モ ハッ マ ド 預 
言 者 が メッ カ を 示 っ た 夜 、 を し て 閣 が 訪れ た 日 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 填 の 全 生 涯 に お ける 様々 な 浮き 沈み を 、 一 
き で 表し た も の で ある 。 


注 3 モハ ッ マ 言 省 の 全て の 儲 と 夜 、 彼 の 大 いな る 成功 た 一 時 的 な 敗北 、 彼 の 喜び と 茸 難 、 彼 の 夜 の 礼 
捧 と 慎 の 活動 、 こ れ 等 全て は 、 神 が 彼 と 共に あら れる 帯 を 証し て いる 。 


往 4 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 入 生 の あら ゆる 明 間 は 、 そ れ 以 前 より 更に 良い じゃ の で あっ た 。 


注 5 モハ ッ マ ド 預 言 才 は 、 比 史 の みな ら ず 、 事 実 勿 児 で あっ た 。 彼 の 了 殆 児 の 身の上 は 、 非 常に 過酷 な も の 
で あっ た 。 父 親 は 彼 が 生ま れる 前 に 、 母 親 は 彼 が 六 才 に な る か な ら な いか の うち に 亡くな り 、 母 親 の 死後 彼 の 
世 語 を し た 令 父 ア プ ド ル ・ ム ッ タ リブ は 、 健 し い 伯 父 に 彼 を 託し て 二 年 後に 死ん だ 。 こ の 様 に モハ ッ マ ド 預 言 
者 は 、 効 くし て 父 挟 の 保護 と 愛 を 奪わ れ た 。 し か し 彼 は 、 目 下 の 者 、 目 上 の 者 か ら 、 彼 の 仲間 や 同胞 か ら 、 後 
に は 彼 の 区 子 達 か ら 、 一 女性 か ら 生 まれ も が (人 間 誰 も が 》、 こ れれ まで 受け る こと が な か っ た 。 双 今後 と 
も 受け る 間 


"な いで あろ う 程 の 多く の 愛 や 受け だ の で あっ た 。 
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8. 主 は 迷 え る 液 を 見 つけ 、 己 が 手許 に 導 け り 。 oe ュ ン ン る と フュ ン ン レン 
( 呈 6) ②⑥ ひ の ツ ト 2 Je うう 

了 レン 
9. 面 し て 、 貸 乏 ぐ らし を え し め 給 いし に SB に ン ュ ン ン ン ン 
1O デ つ ACE る うう 

非 ず や ? ( 注 7) ろ 
モッ ンタ の 。 ア フレ ッ ュ ンタ レイン 
10. され ば 狐 児 を 虐げ る な か れ 。 eyeS595 22201G6 
し か タッ ンタ の イン ィ デ アン 
11. また 助け を 請う 者 を 叱る な か れ 。 の yes5 US 人 S 
1 モー ター ョ スン の レ レン ラン 2。 る イ 
12、 曽 し て ま の 恵み 深き を 宮 斉 せよ 。( 注 8) @ ひ 9oo 68 う あ あい 31 う 


と し て 様々 な 意味 が ある 。 道 に 迷う 、 と いう 閣 。 進 わか どう か た め ら う 
支 め て いる 際 の 無 我 夢中 の 状況 を 示す 意 が ある 。 当 節 は 、 造 に ※ っ た り 、 た め ら っ た 
りす る 意 で は な く 、 あ る も の を 求め て 夢中 に な っ て いる 意 と 、 解 され る 。(1) モ ハッ マ ド 和 預言 者 は 神 に 到達 する 
隆 自 を 求め て る 迷っ た が 、 神 は 、 修 を 望み の 日 的 地 へ 導く 放 律 を 彼 に 示さ きれ た 。(2) モ ハッ マ ド 舞 言 者 は 、 彼 が 
追求 する も の へ 才 す る 造 を 、 如 何 に し て 見 つけ た ら 6 良い か 分 か ら な か っ た が 、 神 が 彼 を を こ へ 尊 か れ た 。(3 彼 
が 心から 一 族 の 人 々 の 事 を 思っ て いた の で 、 神 は 彼 に 、f こ 対 する 完全 な 手引 き を 与 を られ た 。(3 彼 は 世 の 
人 人 々 の 日 か ら 隠 きれ て いた が 、 神 が 彼 を 見 い 出 し 、 神 へ 導く 者 と し て の 任務 の 人 為 に 役 を 選ば れ た 。 こ の 様 に 、 
「 迷 う 」 と いう 言 葉 は 、 モ ハッ マ ド 質 言 者 を 非難 する の で は な く 、 賞 め る 為 に 用 いら れ て いる 。 道 
だ と いう 意味 で は 、 こ の 言葉 は モハ ッ マ ド 頒 言 者 に 当て は ま ら な い 。 それ は 、 ク ルアー ン の 他 の 箇所 (53 : 3) 
に ょ れ ば 、 役 は 誤り を 犯し た り 、 半 を それ る 吉 は な か っ た か ら で あ る 。 下 に 、 こ の 間 の 第 6 節 は 、 ある 租 続 い 
で 超 こ る 出来 事 を 表 し て いる 。 第 7 、8、9 節 は 第 10、11、12 節 に それ ぞ れ 対応 し 、 深 く 結 び つ いて いる 。 第 
8 節 。「 途 う 」 は 第 11 節 で 「 請 う 」 に 置き 換え られ 、「 神 の 下 へ 導 か れる 様 に と 神 の 助け を 求め た 人 」]、 又は 「 近 
の 手引 を 授け られ る 採 求 め た 人 」、 と 後者 は 前 者 の 意味 を 説 只 し て いる 。 当館 は 駐 、 「 神 は 流 提 を 求め て いる 
事 に 気付 か れ 、 液 を 神 の 元 へ 導 か れ た ] と も 意味 し て いる よう だ 。 


に は 、 一 般 的 な 


注 7 モハ ッ マ ド 殴 言 考 は 、 搬 児 と し て その 人 生 を 始め 、 ア ラビ アブ 全土 の まぎれ も な い 支 配 者 と な り そ の 生 
汗 を 閉じ た 。 


往き 第 7 、8 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 授け られ た だ 神 の 
マ ド 預 言 者 は 、 同 様 の 思 恵 を その 仲 問 に 施す 事 で 、 神 へ の 謝意 
達 べ も 等 し く 向 けら れ だ も の で ある 。 


つい て 語り 、 第 10、11、12 節 で は 、 モ ハッ 
を 示す 様 命ぜ られ て いる 。 この 戒律 は 彼 の 弟子 


ー964 一 


心 を 開く 


デル ・ イ ン シ ラ ー フ 
(メッ カ 札 示 ) 


1. 慈 砺 深 て 、 下 み 胃 てく アッ ラー の 御名 に な い 012 る 。 パ 
ン テ 0 の と うこ IPIU の 3 
リル ンタ る ブフ ョ ンタ イッ ンプ 
2. われ ら は 液 の だ め に その 心 を 明 き 、 @9 の Ao 避 の 2l| 
う イプ ンタ ビ 2 P 
3. 流 よ 重荷 を た り 除け た る に 非 や 、 の EE 
マン ンション ン ン ンダ こく 
4. 液 の 背 に の し か か れる を の 重 区 を 7 ( 生 1) @9 ゆ 5 OS] 
5 語 し て われ ら は 、 流 の 名 声 を 高 か ら し め た 5 32 
り 。( 注 2) ^- 
サラ クック ーッ ダン ン ル ン 
6、 げ に 苦 学 の 後に は 楽 あ り 。( 注 3) GA 85 
内 テク ラッ タク ーッ タレ ンク る 
7、 然 り 、 げ に 普 労 の 後に は 楽 あり 。 ICUITCTOI! 
て すま ッ シン で 3 人 
8. され ば 考 隙 の と き は 、 懸 命 に 努力 し 、 @ の oc らら 


注 モハ ッ マ ド 頒 言 者 は 、 こ れ ま て 誰 も 託さ れ た 事 の な い 様 な 、 神 経 が すり 減り 忍耐 を 要する 任務 、 す な 
わ ち 、 随 落し た 人 々 を 、 道 徳 的 退廃 の 深み か ら 、 人 道徳 的 庫 越 の 頂点 へ て と 引き 上 げ 、 そ の も * を 通し て 、 非 人 

迷信 の あか に まみ れ た 全 人 : 当 化 する 任務 を 、 課 せら れ て いた 。 こ れ は 、 事 実 、 彼 や ほとん ど 提 し 
つぶ を そう と する 程 に 重い 責任 で あっ た が 、 押 は 彼 の 重荷 を 帖 《 さ れ た 。 


日 に 啓示 ぁ れ だ た 。 こ の 時 は まだ 、 モ ハッ マ ド 預 言 
間もなく 彼 は 、 宗 教 の 指導 省 の 中 で 、 最 も 有名 で 、 か つ 愛 


往 2 この 章 は モハ ッ マ ド 季 言 者 の 出現 の 
者 は 近隣 以外 で は ほとん ど 知 られ て いな か っ た 
きれ 、 普 散 さ れ 、 成 功 を 治め る 著 と な っ た 。 宗 教 界 に な いて も 、 双 俗 界 に お いて も 、 モ ハッ マ ド 項 
う 省 の 愛 と 尊 散 を 集め た 指導 者 は 、 他 に 見 られ な か っ た 。 


注 3 「 げ に 、 若 労 の 後に は 楽 あ り ] と いう の は 、 二 度 繰 り 返 され て いる 。 こ れ は 次 の 事 を 示し て いる 。 イ 
スラ ム 教 は 非常 に 昔 し い 時 を ね ば な ら 6 ず 、 二 度 に 渡 を の 存在 の 危機 に 直面 する 。… 度 日 は 、 イ スラ ム 教 食 
始め 数 年 間 、 二 度 日 が 「 示 H』 で ある 。 こ の どちら の 時 に も ゃ 、 イ スラ ム 教 は 苦 黄 の 中 か ら 新た な 力 を 映 に 付け 
立ち 上 が る で あろ う 。 こ れ 等 の 節 は 双 、 そ モハ マッ ド 舌 言 者 や イス ラム 教徒 が 直面 する 苦難 は 一 時 的 な もの で あ 
る が 、 彼 等 の 成功 は 永 各 に 且つ 常に 拡大 れる と 示し て も いる 。 
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アル ・ イ ン シ ラ ー フ 


9. ひたすら 主 に 仕え 泰 れ 。( 注 4) $ こ る 6 52 ら 』 
ン ki 


注 4 精神 的 発達 の 終わ り 展望 が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 缶 に あり 、 彼 の 行く 道 を 箕 る 困難 を 克服 し た 後 、 
成し遂げ た 成功 に し て 休む 事 な く 、 一 つの 星 を 登り 終え る と 、 次 の 睦 に 向かわ な けれ ば な ら な い 。 そ し て 
彼 の 注意 は 全 墜落 し た 人 畑 の 再生 へ と 、 メ 、 地 上 に 提 の 王国 る 築く 事 へ と 向け られ る べき で ある 。 以 上 の 
事 に 、 モ ハメ ッ ド 人 括 言 省 は 確信 を 持っ て 従う 。 当 節 は X メ 、 次 の 事 も 示し て いる 様 ど 。 モ ハメ ッ ド 貧 言 者 は 、 弟 
子 へ の 説教 補 他 の 俗 事 の 処理 ほし いう 日々 の 業 を 終える と 、 心 を こめ て 神 に 向かわ な けれ ば な ら な い 。 それ は 、 
彼 の 精神 的 な 旅 が 終わ り の な いも の だ か ら で あ る 。 
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第 九 十 五 斉 


アル ・ テ ィ ー ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 加 く アッ ラー の 御名 に お い 作っ は し 3 
グー "ンー ン P と シ 
て 。 
いち と く が kg の る ロン ラタン 
2. 無 入 昌 と 織 知 に か り て 、( 淫 1) の go15 
ラン タレ ラー っ タン 
3. シナ イ 山 に か け て 、 GCC っ っ 
内 うー ュー ン ッ ラーン ン と ィ ノレ 
4、 また 安全 な る この 昌 に か け て 扱う 。 @gteyioALTIAA う 
5. げに われ ら は 、 人 間 を 最上 の 形態 に 創り た 9 っ 18565WE 設 品 
り 。 
ュー こ ュ サン 21 ニー イイ タン タキ ッッ ン の 
6、 さ れ ど 、 も し 誤 行 を な き ば 、 わ れ ら は 謗 を の OUSS OU お 3 うう る 
最も 提 き 者 に 落と す 、( 注 2) 


注 1 「 無 花 果 ] 「 李 先 (オリ ー プ )」「 シ ナイ 山 」「 安 全 な る 邑 ] 左記 の 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は その 使 
命 を 灯 た す 、 と いう 当 剖 に 述べ られ た 主 を 証 す 証 拠 と し て 用 いら れ て 米 た 。「 無 花 果 」「 税 酔 ]」 は イエ ス を 、 

「 シ ナイ 山 」 は モー ゼ を 、「 安 全 な る 色 ] は モハ ッ マ ド 預 言 者 を を それぞれ 象 微 し て いる 。 こ の 三節 は 共に 、 決 の 
有名 な 樺 半 の を 示し て いる 。 「 主 は シナ イ か ら 来 られ 、 モ イル か ら 彼 等 を 中 らし 、 パ パラ ン の 山 か ら 光 を 放 た 
れ た 。] (店 命 記 33: 2)。 だ 注 息 者 の 中 に は 、「 無 花 果 」 は 仏教 を 、「 概 」 は キリ スト 教 を 、「 シ ナイ 山 」 
は ユダ ヤ 部 や 、 そ し て 、「 安 全 な る 邑 ] は イス ラム 教 を それ ぞ れ 指す 、 と 解す る 人 々 も いる 。 し か し 、 こ れ 等 の 
節 で 用 いら れ た 象徴 的 表現 の 最 療 の 解 息 は 次 の ちの で ある 。 こ の 困 つ の 言葉 は 、 人 人間 の 精神 発達 史 に お ける 四 
つの 時 代 を 家 す 。「 無 花 涼 ] は アダ ム の 時 代 を 、「 撤 概 ] は ノア の 時 代 を 、「 シ ナイ 山 」 は モー ゼ の 時 代 を 、 を し 
て 「 安 全 な る 色 」 は イス ラム 教 の 時 代 を 象徴 し て いる 。 こ の 解 各 は 、 理 書 や クル アー ン が 十分 に 付 け て いる 。 
テア ダム と イブ が 禁断 の 実 を 食べ 、 自 分 達 が 裸 で あ - 気 付い 彼 等 は いち じ く の 葉 も つづ り 合 わせ て 、 

自分 填 の 腰 の 被 じ を 作っ た 。( 創 世 記 3 : 7)。 ノ ア に つい て は 次 の 拉 で ある 。 「 浴 は 夕方 に な っ て 、 彼 の も と に 
帰っ て 来 た 。 す る と 見 よ 。 む し り 取 っ た ば か り の オリ ー プ の 若葉 が を の くち ば し に ある で は な いか 。 それ で 、 

ノア は 水 が 地 か ら 引 いた の を 知っ た 。] (創世 記 8 : 11)。 又 、 モー シナ イ 果 で 神 の 示 を 受 
イス ラム 教 誕生 の 地 メ ッ カ は 、 有 更 以 前 より 「 安 全 な る 色 ] と 認め られ て 米 た 事 は 、 衆 知 の 事 央 で ある 。 こ の 
四 時 代 は 、 人 が 完全 な 進歩 を 遂げ る まで に 通り 抜け る 四 つ の 時 代 を 表す 。 ア ダム の 時 代 に 人 問 の 文 功 の 共 礎 が 
集 か れ だ 。 ノア は 律 法 の 創始 者 で あっ た 。 モ ー ゼ の 時 代 に は 、 律 法 の 詳細 が 嘱 示 され 、 モ ハッ マ ド 字 言 者 の 出 
現 と 神 の 放 示 は あら ゆる 面 で 完成 きれ だ た 。 こ うし て 、 人 間 は 、 知 的 、 社 会 的 、 道 そし て 精神 的 に 
完全 な 発達 を 遂げ た な の で ある 。「 無 花 果 ] は 又 、 モ ー ぞ の 人 律 法 を 、[ 概 概 ] は イス ラム 元 の 律 法 の 象徴 で も ある 。 
この 直 踊 は 、「 シ ナイ 山 」「 安 全 な る 邑 ] の 語 に 、 よ り 具 体 的 に 表 き れ て いる 。 


注 2 人 間 は 、 自 ず と 次 行 に 向かう 純粋 な 手 質 を 持っ て 生ま れ た が 、 同 時 に 、 意 志 と 行動 の 自由 裁量 を 大 賜 
に ちえ られ た 。 人 間 は 、 究 他 の 道 値 的 発 産 を 遂げ 、 軍 の 属性 が 写し 出 き れる 位 と な る 様 精神 的 に 高まる 為 に 、 
大 いな る 力 と 創造 力も 生ま れ な に し て 接 け られ だ 。 し か し 、 も し 人 間 が 神 に 場 っ た 能力 や 特質 を 是 っ て 使 


ー967 一 


第 九 十 近 アル ・ テ ィ ー ン 


7。 但し 信じ て 敬 行 を な す 者 は 除 (。 彼 等 に は タライ る 
き せ の 報 龍 あり 。 POIP る 1 MAIGAUD 
ラク ッ ン タッ ン 


to 


トー の 後楽 吊 に つい イ 法 に を は 大 倍 ょ っ タッ ン 
8. きれ ば この 人 後 審判 に つい て 流 に 、 そ は 虚偽 OGA ar 
な り と 云い 得る 者 あり や ? ( 往 3) < 


9. アッ ラー は 最も すぐ で れ た る 客 判 者 に 非 ぎ る る ou Cf 


か ? 


*Q0ー 


えば 、 獣 より も 挿し て な り 、 商 第 が 示す 通り 、 悪 魔 の 化 自 と な る の で ある 。 つ まり は 、 人 間 に は 、 次 行 を も 、 
同時 に 悪行 も 放す 可能 性 が ある の で ある 。 


注 3 人 間 は 、 非 常に 高度 な 精神 的 運命 を 遂げ る 旋 に 作り 出 き れ 、 こ の 億 大 な 目的 達成 を 二 け る 放 に 、 神 は 、 
アダ ム 、 ノ ア 、 モ ー ゼ 、 モ ハッ マ ド 者 の ご と き 神 の 使徒 を 送り 出さ きれ だ 。 も し 人 間 が 生来 の 能力 を 適切 に 
用 い ず 、 軍 の お 告げ を 拒み 、 神 の 使徒 に 刃 向かう な ら ば 、 人 間 は 表せ られ る 事 と な る 。 こ の 様 な 時 に 
双 米 世に も き の 日 が あり 、 最 高 の 審 判 長 で あら れる 神 の 戒律 が 軸 を 下る ゐ ぎ る を 符 ず 、 人 問 の 行 
で は 済ま な い の は 当然 で あり 、 こ れ を 耕 定 する 事 な ど 誰 に で きよ うか 7 
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アル ・ ア ラク 


(メッ カ 札 が ) 


あま お 


1. 落 臣 浴 く 、 恵 み 通 く ア ッ ラ ー ー の 御名 に お い 


2 液 、 創 造 者 な る 主 の 御名 に ちい て 伝え よ 、 

83、 一 洛 血 より 人 間 を 制 9 給 える 。( 注 1) 

4. 伝え よ 、 主 は 最も 慈 政 深 き 者 に まし まし て 、 
(2) 


5. 人 間 に 筆 の 紗 用 と 、( 注 3) 
6. を の 知ら ざる こと を 教え だ り 。 

7 的 る に 、 人 用 は 必ず 罪 を 犯す 、 

8. 入 に 頼ら ず ょ 5 暮らし て ゆけ る と 思う に 。 
9. 帰 は 必ず 主 の 御 許 な り 。 

10. 液 妨げ る 者 を 見 た なる か 、 


11. われ ら の 一 入 の 僕 が 礼 捧 を 律 げ る 時 ? GE4) 


0 た UTF 


oNITGD す 1 
@ 守 > 26L3VI 3 は 


る ラッ ンタ 


@ が なら 831 5 
AFI 
@&Z3 ceC3yi 交 


SCO 
ち リ タン ッ 


@ の 8 交 jo 
SSCOYUEI 


ジイ ルッ ン 


fe KR 


クッ ン 


eg 由 ue 


往 1 神 の 愛 は 人 の 本 質 に 深 《 しみ込ま きれ て お り 、 こ の 生得 の 条 動 に より 神 の 愛 が 現れ る の に 気付 いた 人 


が いた だ と し て も 当 氏 で あっ た 。 と 当 節 は 示し て いる 。 こ の 人 こそ 、 
言 者 で あっ た 。 当 節 の 「 人 間 ] は 、 本 文中 に 与え られ た 意味 以外 に 、 


その 創造 主 を 心から 愛し た 、 モ ハッ マ ド 往 
完全 な る 入 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 指す 。 


注 2 クル デーン が より 多く 読ま れ 世に 示さ れる 程 、 神 の 神 加 と 入間 の 尊厳 は より 良く 理解 され る 。 


注 3 クル アー ン を 書き 記し 、 紛 失 や や 至 曲 か ら 守 る 為 に 
頂 言 が 当 節 に 含ま れ て いる 様 だ 。 タル アー ン に 啓示 きれ 
「 筆 ] は これ 等 の 
革 も な い 人 々 の 間 で 族 示 きれ 、 し か も 1 
中 に 「 筆 」 が 多用 あれ て いる の は 、 非 常に 重 彗 


トド を 持つ 。 


「 律 ] は 非常 
神 科学 と 神秘 、 ク ルアー ン の 研究 が 刺激 を 与え る 
こ に 大 い に 真 献 し た 、 と も 当 節 は 述べ て いる 。 敬意 を 払う で も な く 、 ほ と ん と ど 使 
きれ だ 人 自身 が 読み 書き も 出来 な か っ た と いう 、 を その 但 穫 の 


- 重 要 な 役割 を 果たす で あろ う 、 と の 


注 4 この 語 は 、 林 り を る き げ る イス ラム 教徒 全て に 、 特 に モハ ッ マ ド 疾 言 者 に 向け られ て いる 。 
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マッ 。 
2. @euai2og5S2 バ 
3. 或いは 公正 な る こと を 命じ な ば 、 妨 害 者 の 13 ブッ ン 
末路 や 如何 に 、 我 に 告げ ば よ 。 eo 
4. も し 妨害 者 が 真理 を 拍 否 し 、 に 背 を 向け スン < ジイ 
(いっ 【 
な ば 、 彼 如何 に 状 6 ら きん と する か を われ に @J OCS 
告げ よ 。 
5. 彼 は アッ ラー が すべ て を 脱 覧 する こと を 知 @egz 人 06 し AS 当 
ら ざ る が か? " 
6、 持 り 、 公 も し 止め ゅ ず ば 、 わ れ ら は 彼 の 前 朋 @ 半 EMIEINER KEK い WAY 
を と っ て 必ず 引っ 提 え ん 、 
7. 罪深い 前 芝 を 据 ん で 。 @ ま BEE ど 6 
8. か く て 彼 に その 仲間 を 呼び 集め きせ よ 。 っ 4 A&C 
19. われ ら も また 彼 を 剖 す る 天使 た も を 呼ば @43C3 っ 
ん 。 明和 
20. 崇 せ て 括 ら ず 、 溢 彼 に 従う な か れ 、 半 人 湊 し る 642 もり る 8 
て 神 に 近づけ 。 
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アル ・ ク ァ ド ッ ゥ ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈 逆 深 《、 恵 み 宮 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い ンー 作ら は 多 放し > 
て うこ ビリ だ 】 
ーー 間 くだ 培 ラン ター イン 。。 タッ シン 
2. げに われ ら 6 は 之 を 定め の 夜 に ( 注 1) 降 し の dh2 き 約 客 色 」 
た り 。( 注 2) クー ブス イ ^ 
3. 定め の 夜 の な ん た る か を 液 に 知ら し むる も IEIR1V2NK1oO 
の は な ん ぞ や 7 ( 注 3) ー " 
ー っ こぅ 、 ちあ ーッ イー タン の 2 の リー タク 2 2 フン 
4 、 定 め の 夜 と は 、 千 の 月 に も まさ る 5 の 。( 注 4) @ do2 Ag JAU1 2 
De odio る 2 で 
その 夜 、 諸 天使 並び に 聖 党 の 人 
5. を の 夜 、 諸 天 佑 並び に 亜 憲 は 、 を の 主 の 命 。 ゃ る 3 っ (る て 9 MCIKSDC 
を 奉じ に 、 す な わ ち 一 切 の 押 命 を 携え て 降 由 ゴン 。 
し 給 う 。( 注 5) @yel ゆ co 


汗 1 この 語 は 、 ク ルアー ン が 啓示 ふれ た 夜 の 荘重 き 、 重 大 き を 示し て いる 。 


注 2 「 二 め ] と 「 衣 】 の 様々 な 意味 を 考 虚 すれ ば 、 当 節 は 次 の 位 に 解 邊 きる 。 ク ルアー ン が 褒 示 きれ た の 
は 、 神 の 特別 な 力 を 表す 為 に 取っ て お か れ た 夜 で あっ た 。 又 は 、 他 の 全て の 夜 が 合わ きっ た の に 等 し い 価値 を 
持つ 夜 で あっ た 。 あ る い は 、 お ご を か な 夜 。 滴 ち 足り た 夜 、 つ まり 、 ク グル アー ン は 、 道 徳 的 ・ 精 神 的 を 人間 の 
要 全て 十分 に 満た す の で ある 。 又 、 神 は 「 定 ゆ の 夜 ] に それ を 啓示 きれ と も 意味 する 。 つ まり 、 人 の 
連 命 が 定め られ 、 世 界 の 未来 像 が 決定 され 、 人 類 を 導く 正しい 教義 が 来る べき 時 に 、 向 け て 制定 きれ # 
クル アー ン は 啓 が きれ だ 。 ある 僅 大 な 神 の 指導 者 が 現れ た 時 は 、「 定 ゆめ の 夜 」 ほ も 呼ば れる 。 それは 、 ミ 
非行 が 満 延 し 、 束 の 勢力 が は び こ っ て いた で あっ た 。 双 、 タ ルアー ン が 藻 示 きれ 始め た ラマ 
後 の 10 日 問 の 異常 な 夜 の 中 で $、 際 立っ た 夜 を 指す と も 解せ る 。 ある いじ は 、 ク ルアー ン が 徐々 に 啓示 る れつ つっ 
あっ た 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 の 23 年 の 任期 全て を 指す と も 言え よう 。 


注 3 「 定 め の 夜 」 の 思 恵 は 、 計 知れ な いも の で ある 。 


注 4 アラ ビア 語 で 最大 の 数 で ある ブル フ ( 千 ) は 、 数 えき れ な い 数 字 を 表し 、 当 節 は 、「 定 め の 夜 」 が 舞 
の 月 を 合わ せ だ より も 素晴らし いも の で ある 、 ほ 示し て いる 。 つ まり 、 モ ハッ マ ド 言 者 の 時 代 は 、 他 の 時 代 
全て 合わ せ た も の に 信 か に 勝る の で ある 。 当 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 苦 に あっ た 時 、 彼 等 の 間 か ら 神 の 指 
導 者 が 現れ た だ 事 を 喧 示 し て いる 。 千 ケ月 は お お よそ 一 世紀 に 当たり 、 モ ハッ マ ャ ド は 、 決 の 様 に 語っ た と 
きれ る 。 各 世紀 の 初頭 に こ イ スラ ム 教 を 璧 ら せ 、 新 た な 生命 と 活 方 を 与え る 神 の 指導 者 を 、 神 は モハ ッ マ ド 預 
言 者 の 弟子 達 の 中 か ら 6 立た せ 続 けら れる で あろ う 。 


注 5 「 定 め の 夜 」 に 、 神 の 天使 大 が 、 神 の 使徒 又は 神 の 指導 者 が 神 の 目的 を 推し 進め る 手 葬 け を し に 降り 
て 来る 。 そ し て 、 彼 の 弟子 騰 は 、 神 の お 告げ を 広め る 導 に 、 新 た な 命 、 新 た な 日 覚め を も た らき され る の で ある 。 
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第 九 二 - 七 章 ル ・ ク ァ ド ゥ ル 


6. 名 明 の 光り た ち 昇 る まで ( 注 6) 夜 は 平安 っ 3 AleAB2 寺 カン 
な り 。( 注 7) ゆあ 


注 6 「 静 明 の 光り た もち 中 る 」 と は 、 菩 難 の 夜 が 過ぎ 去り 、 神 の 目的 が 優位 に 立つ 夜 期 け を 表す 。 


往 7 ある 頂 言 者 又は 、 神 の 指導 者 の 時 代 に 、 国 鈴 に ある イス ラム 教徒 達 
る 。 そ の 時 彼 等 を 貸 い 立た せる この 天 の 喜 び は 、 あ ら ゆ る 物質 的 、 感 常 的 な 喜 


特別 の 心 の 平安 が も た 6 きれ 
に 勝る も の で ある 。 


ー972 一 


テル ・ バ イイ ナ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 全く アッ ラー の 御名 に お い の し ムー 
ン ウ ラー バ パテ 4 プー ンジ シン 
て 。 
2、 経典 の 民 の 中 の 信 ぜ ぎる 徒 問 、 並 びに 偶像 の 0 Ida 守ら eg 補 he 


祭 拝 者 ども は 、 が 彼 等 に 至る まで は 信 。 「『 タッ 


ッ タレ ン ラタン レー コン フック ンク 
[otKWI 432 まぐ 3 


ュ コク レン クタ クー タッ ン る 
3. すもも アッ ラー の 使徒 が 浄 2 寺 あ の うり s の 
等 に 諸 述 す る こと な り 9、 
ょ レン クル 
4. 不変 の 搾 が その 中 に ある 得 典 を 。( 往 2 ) の 2 29 


ラロ カッ タン ラス ニン ン ン と 

5. また 経典 を 探 か り し 人 々 は 、 明 証 が 彼 等 に OSO2 DESID の E が 1655 じ う 
玉 る まで は 、 諸 宗派 に 分 れ ざ りき 。 タン セ 
OCRG) ま の 


の 問 2 ター 由 どう 
6. 邊 等 に 命 ざ られ た る こま は 、 た だ ブッ ラー 0 AYUBIG5 
に 仕え 、 導 夫 の 需 を つく し 、 公 フラニー ョ ョ ン 。 ラッ ン セッ ン 。 
を 衣 守 し 、 時 つ 定 め の 喜 捨 を 鋼 め る こと の 089L3I 25 は の 
み 。 こ れ す な わ ち 契 正 の 宗教 な り 。 セー レン フー タッ ー ン 1 
IOEVeCIROOE の 
7. げに 継 典 の 民 の 中 の 信 ぜ ぎる 徒 朗 


ュ の る 仙人 る 
GMAfos2htS) 
偶像 者 ども は 、 必 ず 地 狭 の 火 の 中 に 落 


『 る る タク ンマ タイ ン っ 、 トン る ン ン 
も 、 和 丈 に を の 中 に 住み も ど ま ら 4。 役 生 フー ト つ SubLGSou シ AS 
最 門 の 彼 造 物 な り 。 上 
は 最悪 の 撤 造 物 な り 8 交 


注 1 タル アー ン は 、 不 信心 者 を 二 種 類 、 キ リス ト 教 徒 と 偶像 水 拝 者 (如何 な る 啓示 書 を ぁ 信 じ な い 人 々 ) 
に 分 けた だ 。 


注 2 クル アー ン は 、 そ れ 以 前 の 示 壮 の 教義 の 中 で 、 優れ て し か も 永遠 に 残る も の 全て を 妥 約 し 、 更 に は 
それ 等 の 啓示 書 に 欠け 、 し か もち 人 の 道徳 的 ・ 精 神 的 向上 に 無く て は な ら な いよ り 多 て の 教義 を 備え を て いる 。 永 
遠 に 人 の 役に立つ 、 正 し い 規 範 ・ 法 則 ・ ・ 式 律 例 て が 、 そ れ に 合 ま れる 。 クル アー ン は 、 い わ ば 、 そ れ 等 
の 次 示 革 の 後ろ 立て と な り 、 し か も それ 等 に み ら れ る 欠 也 や 不純 物 を 避け て 来 た 。 


ー973 一 


第 元 二 八草 テル ・ バ イイ ナ 


8. げに 信じ て 革 行 を 入 む 人 々 一 彼 等 は 最 R の 25GMI も LalbLE2KISXI る) 
従 造物 な り 。 陣 
OAI 


っ 


9. 彼 等 の 報 装 は 主 の 御 許 、 す な わ ち 河川 流 る が 0 か 3 
る エデン の 彫 な り 。 彼 等 は を の 中 に 衣 壇 に は 8 
住ま ん 。 ア ッ ラー は 彼 等 に 満 授 し 、 彼 等 は Go 
アッ ラー を 倒し 泰 る 。 こ は 主 を 長 れ 艇 う 者 2 ンー 入 ン フン ョ シン 
へ の 報 差 な り 。( 注 3) @ の 仙 生 拘る 


E 全 に 一 つ に な る 時 、 達 する 事 の で きる も の で あ 


注 3 誠 神 発達 の 地 高 の 段階 は 、 人 の 意志 が 神 の 御 記 志 
る 。 
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アル ・ ズ ィ ル ザー ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 貞 み 局 く アッ ラー の 御名 に むい 1 も EC11P1 
ッ レ シイ タッ ンタ 
2、 大地 が 激しく 租 れ 動き 、( 注 1 ICEURI 
イン タン タラ ンタ ン ン 2 イ 
3. その 中 の 荷 を 吹き 上 げ る 時 、( 注 2 ) @ の (oe9le22 
ひ と 上 2 夫 
4. 人 間 は 云う 、「 大 地 に 何 が 起り た る が か ? 1 と 。 @L1 CeCGyI⑯5 
( 注 3) 
5. を その 日 こそ を 、 大 地 は 諸々 の 消 拓 を 敬 ら ん 、 る 6 光 滞 で 9 お 5 
( 注 4) 
6. 主 が 大 地 に 命じ た る が 敗 に 。( 生 5) の た 6 


7. その 日 、( 注 6) 人 々 は $ ま ざま な る 集団 に OM MC3H 衣 49ib 人 % A 2 
分 れ て 、( 注 7 ) 過 ぎし 日 の 己 が 所 業 を 見 せ 
られ る た め に 現われ 来 た ら ん 。 


注 1 世界 中 が 、 外 的 の みな 6 ず 内 画 的 に もぉ 、 あ ら ゆ る 激変 を 経験 する で あろ う 。 


注 2 (G) 地 球 の 内 部 が 切り 開か れ 、 鉱 物資 源 が 取り 出 き れる で あろ う 。 や や 精神 科学 の みな ら 6 ず 、 自 然 科学 、 
特に 地質 学 及び 考古 学 に 関し て 、 あ ら ゆ る 種類 の 膨大 な 涼 の 知識 が 発表 きれ る だ ろう 。 


視 3 変化 が 何 度 も 広範 囲 に 太 ん で 起き る で あろ う 。 そし て 余り に ち も 広 大 な 発見 が 為 き れ だ た 為 、 人 は 管 き う 
ろだ え こ う 叶 ぶ 。[ 地 球 に 何 が 起こ っ た の だ ? 。」 


注 4 当 節 
あろ う 。」 と 述 


味 を 尋ね られ た 時 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、「 密 か に 行なわ れ た 事 は 全て 、 胃 る み に 出 き れる で 
で た と 記さ れ て いる 。 (テル マデ ィ ) 


注 5 神 が そ う 命 じ に られ た 為 、 地 球 は その 財宝 を 出す だ ろう 。 


生 6 「 玉 H] に 人 々 は 、 その 政治 的 ・ 社 会 的 ・ 経 済 的 利益 を 守る 為 に 、 政 治 的 ・ 経 済 拘 な 基 胡 の 上 に 、 そ を 
れ ぞ れ 集 団 を 形成 する で あろ う 。 そ し て 、 強 力 な ギル ド ・ カ ル テ ル ・ シ ンジ ケー ト が 生じ る の で あろ う 。 


注 個々 人 が 共同 出資 し 、 集 団 の 勢力 が 個々 の 勢力 に 取っ て 代わ る で あろ う 。 それは 集団 を つく る こと の 
重要 性 を 感じ を れ が 良い 結果 を も だ たらす と 考え る か ら で あ る 。 
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第 地上 九 意 アル ・ ズ ィ イル ポール 


. ちと ンク 1 ュ る ク ? 骨 2 
8. 極 く 僅か で も 区 を 行え る 者 は その 善 を 見 、 の りほ 3 
隊 ーッ /- ラム まる る そそ タータン タン ラン ン 
9. まだ 極 く 合 か で も 悪 を 行え る 者 は を の 王 を 838 人 6 シン 。 
見 る ( 注 8) で し 。 LM 


往き 人 の 行為 は 、 良 し に つけ 悪し き に つけ 、 無 駄 で は な い 。 それ は 、 そ れ な り の 結果 を 生み 出す に 遠い な 
ぐ 、 メ 、 事 実 を う で ある 。 
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アル ・ ア ー デ ィ ヤ ー ト 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 走 お い 2 ィ て 、 1 る 0 4 
こ 深く 忠 み 選 く アッ ラー の 御名 に @e 1 ッ PIT 3 
レッ ス ? 
2 . 紅 息 あら く 疾 駆 し て 、 3 
ー ュー し 二 っ タ 
3. 周 に 火花 を 散ら し つつ 、( 注 1) @eESe ら 5 
4 上 符 明 に 急 朋 し 、( 注 2) ERC 
ルレ と ンタ イン 
5. 秒 腹 を まき 掲げ ば 、( 注 3) So 26 
ッ イ クッ ン タン ンプ 
6. 地 陣 深く 突入 する 宇 馬 に か け て 客 う 。( 注 4) UCSTWO 2 
内 る 5 と 4 る 
7 げに 人 人 間 は 、 を の 主 に 対し て 忘 思 な り 。 96Cy8) 
リー + を の 行 た 中 eS の バ リョ ンマ る 
8、 げに 人 間 は 、 を の 行状 に よっ て 、 そ を の こと 3 Ce 55 
を 証明 す 。 
ち す 。 ンー ョ ンタ の アレ 
9. また を の 物欲 は する まじ い 限り 。 @Cooel ed お 
内 同 TP ッ 内 + 
10. 人 曽 は 知ら ぎる か 、 基 中 の 者 が 生き 返ら き OGA CH 
れ 、( 注 5) 
注 1 イス ラム 兵 - 二 の 軍馬 は 余り に も 速く 走る だ た め 、 地 面 に ひ づ ゆめ を 打ち 付け る 時 、 火 花 が 生じ る 。 こ の 引 
忠 は 、 神 の 為 に 戦う イス ラム 兵士 の 熱意 を 示し て いる 。 
往 2 盟 敢 な イス ラム 兵士 洋 は 、 夜 討ち を か け て 敵 の 隙 に 乗じ る 様 な 不法 な 真似 は し な い 。 
注 3 イス ラム 軍 の 猛攻 は する まじ く 、 彼 等 の 計 の 近 速 動き に 舞い 上 が る 砂 ぼ こり で 、 当 た り 一 面 痢 と な 
る 。 
注 4 イス ラム 兵士 は 、 一 人 一 人 を 、 あ る い は 、 層 い 女 ・ 子 供 や 年 寄り を 襲っ た り は し な い 。 彼 等 は 一 丸 と 
な っ て 、 敵 の 総 戦力 を 攻撃 し 、 敵 軍 の 中 枢 部 へ 深く 切り 込む 。 
往 5 不信 心 者 の 中 に 、 生 き 残 っ た な 者 は いな いよ ょ うだ 。 彼 等 は 、 そ の 墓場 、 す な わ ち その 家 死ん で 横 だ 
わっ て いる 。 し か し 、 す で に 彼 等 は イス ラム 教 に 対す る 敵 世 の 中 で 各 り 、 メ ディ ナ の モハ ッ マ ド 預 言 者 を 攻 届 
する 為 、 長 い 道 の り を 行軍 する で あろ う 。 
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第 百草 ケル ・ ア ー デ ィ ヤ ー ト 


名 中 に 秘め た る も の も 外 兄 する 時 ある を タラ タタ トー トン アイ 。 
11. 移 中 に 秘め だ る も の も 釧 兄 する 時 ある を 、 @⑩25 ai ほじ 6 
( 注 6) フ ラク ウ 
12. げに その 日 は 、 主 が 人 間 ど もぉ の こと を すべ を の ッ ン る 、 シッ ッッ 2 る ン る 1 
て 御 承 知 な る こと を 。( 注 7) ルン シッ ンチ 


注 6 イス ラム 教 の 点 の 陰謀 は 、 明 る み に 出る で あろ う 。 


注 7 神 は 彼 等 の 企み を よく 御存知 で あり 、 そ の 悪 業 故に 彼 等 


加 せ られ る で あろ う 。 
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あま ね みな 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 通 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
て 


SPP 

スス 。 ニレ レタ ン 
だ 6 還 ( 
ccEII ロ 


4. 大 災難 の な ん た る か を 次 に 知ら し むる も の CANIVYGNHIV 
は な ん ぞ や ? ( 注 2) ン 


2、 大 災難 ! 


3. 大 災難 ほ と は な ん ぞ や ? ( 注 1) 


ひと クー トン イイ ン タ (o タタ ンジ レッ ン 
5. を の 日 、 人 人 箇 は 四散 する 蝶 の 如く 、 @ み 9lo も MeEJlo ら 9 2 


6. 山 々 も 徹 か れ だ 半 毛 の 抜け 毛 の 如く な らん 。 
( 注 3) 


7. 交 主 重き 者 は 、( 注 4) 


に ち タ タン ター っ タン ン 3 ジレ 
edo4todCa)IG 癌 3 
サタ ッ ー ン ノー ライ タ るる ラン レン イ 。 
ep の 2 の 


ぁ セイ ンク イス タッ ーッ ンタ 

8. 楽し い 生活 あり 。 GAAoD た Sg 9328 
し よう 9 まう ツタ クッ ュ ンク 2 今 ンー ラン 人 イン 

9. され ど 衝 足軽 き 者 は 、 TOuPS ト ペー フロン 1 


注 1 接 辞 を や つけ て 大 炎 難 ほし し て いる こと で この 惨事 を 特殊 化し 、 そ の 知 ろ し さ を 増 し て いる 。 ア ラビ アブ 
請 の 表現 で は より 可 失 で 破壊 的 な 、 ニ ュ ア ンス が 含ま れ て いる 。 


汗 2 この は 余り に も 起 惨 で あり 、 そ の 恐ろし き を 租 像 する 3 
な い 。 類似 の 効果 を 及ぼ す 同 じ 家 現 が 使わ れ て いる 69: 2 一 5 も 参照 
の 他 に 、 突 然 下さ れる 剖 を ぅ 各 味 する 。 


- 表 す な ど で きる 訳 が 
事 。「 大 災難 ] た は 、 大 惨事 と いう 忘 味 


られ て いる 。 当 節 
事 は 、 ク モ の 子 を 散ら 


注 3 その 惨事 の 黄 ろ し き は 想像 を 絶する も の で ある が 、 を その 恐ろし い 結 池 か 
及び 次 節 で は 、 そ れ の も た ら す 混乱 や 普 悩 の 状況 が 描 わ れ て いる 。 恐 ろ し く 悲惨 な 出 
す 様 に 人 々 を 四散 きせ 、 彼 ら は 逃げ 場 を 失う で あろ う 。 


注 4 「 冬 旦 ] は 、 一 個人 に 関し て 使わ れる 叶 は 、 人 の 仕事 を 

E を 表す 。 現 代 の 戦争 用 語 で 、 軍 婚 の トン 数 も 表す トン ォ * 特有 の 表現 の ょ うだ 。 
お いて 、 物 的 財産 を 多く 持つ 国 、 又 は 、 汽 船 や 飛行 機 の 柄 尽 の 逢い 国 は 、 析 手 国 に 対し て 優位 に 
、 こ の 事 が その 国 の 威信 や 勢力 を 強め 、 ひ いて は 国 の 幸福 に つなが る と 、 当 節 は 意味 する よう だ 。 


関す る 時 は 、 そ の 国 の 物 
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に 2 アル ・ ク アー リ テ 
ょ の イタ 
10. 母 の 胎内 に 宿る 如く 地 用 に 宿 らん 。( 注 5) @ も 必 SS 
11. され ぼ 、 地 銘 の な ん た る か を 流 に 知ら し CVYGRtI 
る も の は な ん ぞ や ? 員 
うか と あ 2 ュ 
12. を は 交 え 礎 火 な り 。 @4coE うら を 


邊 5 罪 深 き 人 人 々 と 地獄 と の 係わり は 、 法 子 と 坪 親 の 結び 付き に 似 て いる 。 輸 喝 
映 階 を 絆 て 、 完 全 な 人 間 の 形 で 生ま れ て 来る 様 に 、 罪 人 は 様々 な 段階 の 苦悩 の 後 
に 洗い 流 き れ 、 彼 等 は 新た な 生 を 受け る の で ある 。 こ の 様 に 、 地 獄 の 還 は 、 彼 等 
更生 きせ を 日 的 し し て いる 。 イ スラ ム 救 の 概念 で は 、 地 獄 は 更生 臣 で ある 。 


宮 の 中 で 様々 な 発 産 の 
紅 は 罪 の 疲 跡 を 完全 
の 触 を 悔い 改め きせ 、 彼 等 を 
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競い 合い 


デル ・ タ カー 


(メッ カ 紗 


っ 宣 


、 恵 み 遥 (アッ ラー の 御名 に ない 


に 


6 ち は 財 産 を 殖やす こと を 競い 合う 余 
、 遂 に 神 を 失念 す 、( 注 1) 


. に 入る まで 。 


不可 な り 1 お 前 た ちや が て 真実 を 知ら ん 。 
は て 云う 、 不 可 な り 1 お 前 た ちや が て 知 


ん 。( 注 2) 


ら 
ド 可 な り ! 事前 た ち 確 か な 知識 で 之 を 知ら 


) ポ 


人 、 


必ず を の 目 で 地 用 を 見 ん 。( 注 3 ) 

8. 然 り 、 お 前 た ち 必ず 確か に その 目 で 地 狂 を 
見 ん 。( 注 4 ) 

。 廊 し て を の 日 、 お 前 た ち は 授け られ し 現世 


スル 


示 ) 


重い IP い た) 
2 KN 
ZAIE 


フン ッ タン タン ン ッ ンー NR 


96 1 
っ 5 332 3 


eo に し o25 り 放 


うけ ン ぅ > タン クス 


の sd193 当 


プン ラン エン る タン ノイ ンズ 


gots2C と ちの りう 


ピー 


由 っ る 4 の ン ン 
の 20 と いる 2 


1 
ー 
の 恩 筐 に 対し て 明 を 求め られ ん 。 7 
注 1 物欲 、 つ まり 、 質 < 地位 ・ 名 葵 に お いて 他人 人 を 凌 現し だ いと いう 、 人 間 の 法 外 な 鉱 望 か ら 、 人 は 様々 
な 問題 を 引き 起こ し 、 人 人 生 の より 重 妥 な 事柄 を 若 過 し て し まう 。 世 俗 的 な 物 を 得 た いと いう 感情 に は 限り が な 
思う 時 を 人 か ら 管 っ て し まう 。 人 は 死ぬ まで これ 等 の 事 に 心 を 奪わ れ 、 死 後に 初め て 、 貴 
し た と 気付 て ので ある 。 
含ま れる 稀 告 を 強調 し 、 よ り 効 果 的 に する 狗 の も の で ある 。 あるいは 、 
、 も だ らき れる 因果 応報 や 、 当 諦 は 示し て いる の か も し れ な い 。 
注 3 も し 人 が 常識 を 働 W カ すれ ば 、 ど ん な に わずか な 知識 し か 持ち 合わ せな いと し て も 、 必 ず 人 は 、 現 世 で 


目 の 前 に 大 きく 日 を 開 《 真 の 地獄 を 兄 る だ ろう 。 つ まり 、 


一 時 的 な 北 や かき 、 


爺 々 し き 、 物 的 優越 を 求め る 事 


に 夢中 に な れ ば 、 追 徳 的 授 廃 を 招 いて し まう と 、 人 は 悟る で あろ う 。 


現世 で 地獄 の よう な 生活 が 始ま る ヨ 


注 4 第 5 一 8 節 は 、 
備 さ きれ て お り 、 そ れ は 人 の 目 か ら 隠 きれ て は いる が 、 
節 に は 、 地 獄 に 関す る 認識 を 確か な も の に す 
信 )、 ア イナ ル ・ ヤ キー ン ( 提 党 に よる 確信 ) 、 


の 本 質 を 表す 着 を 見 れ ば 、 こ の 世 で も 地獄 の を 推測 で きる が 、 
と な る 。 一 方 、 復 活 の 日 に 、 人 は 実際 に 地獄 に 落ち 、 確 信 し て いた 
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それ を 考え る 者 に は 確信 を 持っ て 
る 三 段 階 が 述べ られ て いる 。 イ ルム ル ・ 
ハッ クル ・ ヤ キー ン (悟り に よる 人 確信 ) 、 


夫 世 の 地域 は 現世 て 夫 
識 き る れる 。 こ ( き 
ヤキ ー ン ( 推 葵 に 
以上 の 段階 で あ 昌 
死後 に 、 人 人 は 自分 の 日 で 地獄 を 確か め る 事 
* は 真実 だ っ た 上 完全 に 悟る の で ある 。 


- 疑 い を 差し は きま な い 。 


アル ・ ア スル 
(メッ カ 和 啓示) 


あま ね か な 


1. 間 深 く 、 恵 み 暫 く アッ ラー の 御名 に な い あし っ し 
て 。 レッ 

2. Ooa12 
ひ と PJ タタ 2 

3 人 議 は 芝 に 摘 を する 、( 和 ま 1) の そめ の oE3Ia 

ュ ほ と ンタ ント と っ る る 

4. 信ずる 人 々 や 善行 を 積む 人 々 、 並 びに 真理 eSEMWHINWTCYIOAID 
を 伝え を る た め に 励み 時 つ 妃 耐 を 交 セ 人 々 の ちん て 1 し に 10 1 
ほか は 。( 邊 2) rb ol224 の も を 

注 1 この 世 で 授け られ る 機会 を 有効 に 使わ ず 、 人 間 の 連 命 を 左 本 す る 水 遠 の 自然 の 法則 を 拒む 人 又は 国家 


は 、 必 ず 火 難 に 出会う と 、 麻 喝 は 証明 する 。 こ の 接 な 人 又は 国家 は 、 時 間 に 対し て 敗者 (時 を 経る ご と に 襲 師 
し て いて も の ) で あり 、 当 衣 で は 、 特 に 「 損 を する 人 間 ] という 言葉 が あて られ て いる 。 神 の 法 は 凡 を 下 き ぎ 
る を 得 な い の で ある ぁ 。 


注 2 当 び タ クル アーン の 他 の 数 箇所 に お いて 、 信 省 達 は 正しい 教義 を 受け 入れ る だ け で な く 、 を それ 等 を 
4 そう する 事 が 開 り に 健全 な 環境 を 作る 一 け と な る 、 と 告げ ばら れ た 。 彼 等 は 更に 、 そ の 

非常 に 困難 な 年 務 を 遂行 する 際 、 直 面 す る で あろ う 抵 抗 や 追 寄 に ひる ん で は な ら ず 、 不 届 の 精神 で それ に 尉 え 
る 様 、 中 し 渡 き れ て いる 。 この 接 に 、 当 並 は 、 短 い 一 節 の 中 で 、 入 は 、 幸 福 で 、 満 ち 足り 、 栄 えて 、 し か も 前 
向き な 人 生 を 送る 事 が で きる と 述べ る 事 に より 、 行 動 規 男 を 定め て いる 。 
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テル ・ フ ィ ャ ザ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. ミ (、 恵 み 過 て アッ ラー の 御名 に お い 2 っ は 人 H 放し Le 

ィ 、 ター で テア の で の の ター ツ 
ら 本 - ュ ッ る ンタ イク ャ 旨 ラ っ 

2. 災い な る か な 陰 日 や 中 傷 を 事 と する 者 、( 注 1) 2 7 る 

@ あ づめ ゃ ひら ピル) 
レ 生 ドー > と ム 性 ュ リィ イン イン スレ レン ン ンー 。 る 
3. を は 語 を 若 積 し て ひま る え あ れ ば 銭 勤 定 。 @suc 3 95 る 骨 
( 注 2) に 
4. 彼 は その 宮 が 、 己 れ を 不死 な らし むべ し と @ る ABC I< と 


巻 える 。( 注 3) 

5. 書 ら ず ! 彼 は 必ず 粉砕 の 琶 の 中 に 投 ぞ られ 
ん 。( 注 4) 

6. 准 砕 の 前 の な ん た る か を 潜 に 知ら し せる も 
の は な ん ぞ や ? 

7. そ は アッ ラー が 燃やし 給 う 火 に し て 、 


8. たち まち 断罪 され た る 者 ども の 心 を 焼き つ 
くす 。 


注 1 「 際 員 を 事 と する 者 ] は 、 陰 で 他人 の 意 口 を 言う 人 を 指し 、「 中 傷 を 事 と する 者 ] 
の 目 の 前 で も 悪口 を 言う 人 の 事 で ある 。 二 つの 基本 的 な 巻 の 本 質 前 剖 に 述べ られ た 富 容 
の 平和 と 秩序 を 根底 か 6 くつ が えす 、 二 つの 悪 の 本 質 が 当 章 に 述べ られ て いる 。 附 
ら す 事 、 こ の 二 つ の ギ キ な 悪 に 、 い わ ゆ る 文明 社会 は 今日 非常 に 被害 を 禄 っ て いる 。 


忍耐 、 に 対し 、 社 会 
日 を きく 事 と 中 傷 を 言い ふ 


往 2 当 節 は 、 世 鈴 的 な 富 に 対す る 人 の 傘 望 に 、 庄 し い 注 委 を 付け て いる 。 富 ( 物 人 鈴 ) の 神 を 崇拝 する こと 
は 、 今 日 の 物質 文明 を 破滅 に 飼い や る も の で ある 。 


往 3 不幸 な 守銭奴 は 、 手 段 を 選ば ず 手 を な くし て お 金 を 稼ぎ 、 それ を 喧 え る 。 その 宮 を 誇り 、 し か る 正 し 
い 昌 釣 の 半 に 使 お うと は し な い 。 を し て 、 そ れ が 彼 を 不滅 に し 、 彼 の 名 が 消え 去る の を 防ぎ 、 水 遠 に 繁栄 を 
たらす も の だ と 考え る 。 し か し 、 彼 は 大 き な 誤 解 に 悩む わ の で ある 。 


注 4 入 が 全力 で 戦い 、 力 を 尽 くし て つぶ そう と し た 大 義 が 、 前 進 し 栄え ん る の を 目の当たり に する 事 程 、 人 
に は な は だ し い 山 壁 感 や 若 例 を 三 える も の は 他 に は な い 。 ク ライ シュ の 指導 者 達 の 日 前 で 、 イ スラ ム 教 の 弱 々 
し い 苗 木 が 大 木 に 育つ の を 見 て 、 彼 等 が 感じ た の が 、 こ の 心 の 燃え る 様 な 痛み で あっ た 。 
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征吾 皿 アル ・ フ ィ ザ 


リタ レン を うっ スン レタ 

9. そ は 彼 等 の 上 に か ぶ き り 、( 注 5) ⑤%Cuo52 eA oo1 
ー 、、 を ょ ン る ンタ ニン レン > し 
10. 長大 な 火柱 の 如く な る べし 。( 注 6 ) @ ぁ ouCS usG を 
る ン Y9 


注 5 取り 囲ま れ た だ 秋 の 熱 は 、 ど ん どん と 上 っ て 行く 。 


注 6 「 長 大 な 火柱 |] と は 、 不 信心 者 の 人 人生 を 有益 な 規範 に 従わ せな い 、 功 習 を 指す 。 
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アル ・ フ ィ ー ル 


(メッ カ 記 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 通 《 く アッ ラー の 御名 に い RCI 靖 昌 KT 
ィ て 男 ター テー の し 
2. 液 は 、 主 が あの 梨 ( 生 1) の 征 革 を 困 何 に oukghooot ahOSGY プ 衝 
lee et 。 


処分 せ し か を 見 ざり しかり 
な くら ッ ラン ンス イン ラン ン ン 
3 主 は 彼 等 の 企み を 失敗 せ し ゅ 給 わ ぎり し 8ULS8 3622 痢 


か ? 


4. 主 は 彼 等 に 対し て 鳥 の 群れ を 世 わ せり 、( 入 2 ) ee 計 E び 6 
か ば ね っ ネェ 3 ッッ ン 
5. 役 等 の 肝 を 喰い 、 彼 等 に 飛 議 を 打ち 当て る の あっ の に 2 る 


を の 包 の 群れ を 。( 注 3) 


6. 耐 し て 役人 等 を 、 喰 い 荒 き れ た 薫 くず の 如く @J% ょ と を 人 8 』 


な し 給え り 。 ず 


注 1 アブ ラ ハ ー キ リス ト 教 徒 。 ア ビシ ニア 王国 の イエ メン 総 所 。 エ チオ ピア 皇帝 の 支配 する イエ メン で 、 
国土 の 代理 を 務め る アブ ラ ハ は 、 西 条 570 年 、 そ ハッ マ ド 頒 芋 生 の 年 に 、 カ ー バ 討伐 の 為 、 大 軍 を 率い て 
メッ カ へ 向かっ た 。 彼 は だ くる さん の 梨 を 連れ て 行っ た 。 天然 門 の 自然 発生 が 彼 の 軍 を 壊 減る きせ 、 彼 等 の 腐っ た 
死体 は 詞 の 大 鐘 に つい ば まれ た 。 詳 し て は 英 版 参 盟 の 事 。 


「 鳥 の 希 れ ]」 と は 、 そ れ ぞ れ に 群れ を な す 鳥 、 季 節 ご と に 群れ を な す 鳥 、 一 羽 ず つ 又 は 一 群 ず つ 並 ん 
だ 鳥 を 指す 。 


注 3 鳥 の 大 災 は 、 侵 入 者 の 死体 の 肉 則 を 、 石 に 打ち 付け な が ら 食 べた 。 こ れ は 、 動 物 の 死体 の 小 き な 肉片 
を 食べ る 時 に 、 鳥 が よく や る 方 法 で ある 。 
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デル ・ ク ライ シュ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1、 交 門 深く 、 旧 み 思 て アッ ラー の 御名 に お い の っ は 外人 - う 

て 。 

ダーン タール 

2. クラ イシ ュ 族 へ の 帝 情 の た め に 、( 注 1) OTN 
3. アッ ラー は 年 ク ライ シュ 族 に 冬 上 夏 の 隊 @ BEEIEIEG を 1) 

商 旅行 を 定め 給え り 。( 注 2) ズバ 本 
4、 さ きれ ば クラ イシ ュ 族 は 殿 農 の 主 を 捧 す べき @c IPYEOAPSVC4 

な り 、 


5 負え た る 時 に 彼 等 を 養い 、 錠 蘭 れ た る 時 に 彼 を コン っ 』 ッ ン ン 1 セッ 29 52 ンク クー る 
・ ご の 1& 
等 を 安 じ た る 御方 を ば 。( 注 3) ⑨ み どい タ T6 の D6 を 分 に グ 2 


注 1 「 タ ライ シュ | と いう 語 は 、 そ の 語源 「 カ ラシャ |] か ら 6 派生 し り も の で ある 。 こ の 「 カ ラシャ 」 は 、 
彼 は それ を あちこち か ら 集 め た 、 又 は 、 役 は 一 部 を 別 の も る の に 付け た だ た 、 と いう こと を 記 味 する 。 ク ライ シュ の 
一 乃 が そう 呼ば れ だ の は 、 彼 等 の 祖先 の 一 人 、 ケ ラー ブ ・ ビ ン ・ ナ ザル が 、 彼 等 が 遊牧 民 と し て 暮らし て いた 
アラ ビア 全土 か ら 、 メ ッ カ へ 移住 し を こ で 定住 する 相 き 供 せ た 為 で あっ た 。 バ スー・ カ ナー ナ の 内 、 メ ッ 
カ に 定住 し な た ナ ズル の 子 探 達 ご けが 、 彼 等 は 小 集団 で あっ た 為 に 、 小 さ な 集団 が あちこち か ら 集 まっ た だ 、 と い 
う 意味 の クラ イシ ュ と 呼ば れ だ の で あっ た 。 


注 2 当 節 は 、 二 様 に 解釈 が で きる 。 わ か りや すい も の か ら 6 述べ る と 、「 お お モハ ッッ マ ド よ 、 押 が その 心 に 夏 
と 冬 の 旅 へ の 愛 を も だ らき され た クラ イシ ュ に 対す る 、 神 の 大 いな る 恩 液 は 向 く の か ? 」 神 の 恩 3 
の 事実 に あっ た 。 科 に は イエ メン へ 、 夏 に は シリ アテ や パレ スチ ナ へ 隊商 を 組む こと で 、 ク ライ シュ は メッ カ に 
生活 品 や も た らし た 。 こ の 商 藤 活動 に より 、 彼 等 は 町 の えて 、 あ る 種 の 信望 を 待た 、 又 、 ア ラビ 
ア に 僅 大 な 預言 者 が 現れ る と いう 預言 も 知っ た 。 それ は 既に この 拓 言 を 知っ て いた 、 イ エメ ン の ユダ や 教徒 や 、 
シリ ア の キリ スト 教徒 上 の 交流 が も た らし た も の で あっ た 。 ク ライ シュ は を その 地 ( 根 社 き 、 カ ー ゥ FT 
着 を 感じ て いた の で 、 そ の 了 地 を 例え 片 時 で も 離れ る で ぐらい なら 人 え 死に を 選ん だ で あろ う 。 役 等 が この 呼 
び か け に 応じ に た の は 、 モ ハッ マ ド 預 言 着 の 偉大 な 福 父 、 ハ ー シ ム の 熱心 な 勧 逢 に よる も の で あっ た 。 彼 等 は 、 
れ 等 の 旅 に より 利益 を 得 た だけ で な く 、 こ れ 等 の 地 を 旅 す る 事 で 、 問 も な く 到 米 が 期待 きれ る モノ 
言 者 受け 入れ の 准 価 を る せら れ て いた だが 、 こ れこ そ 、 役 等 に 対す る 僚 大 な 神 の 恩 副 で あっ た 。 文脈 
ある い は より 適し だ 、 当 節 の も う 一 つの 解 息 が ある 。 そ れ は 次 の 様 で ある 。「 お お 、 モハ ッ マ ド よ 。 流 の 主 は 
象 の 所 有 者 達 を 減 ば きれ だ た 。 それ は 、 彼 等 が 、 冬 と 夏 向 由 に 旅 す る 為 の ケラ イシ ュ の 要 所 を 攻撃 し た か ら で あ 
る 。 こ れ が 、 ク ライ シュ に 対す る 俺 大 な 神 の 恩恵 で あっ た だ 。] も し アブ プラハ が 減 ぼ きれ て いな けれ ば グラ イシ ュ 
は 彼 の 地 へ の 旅 を 好ま な か っ た で あろ うし 、 彼 等 の 旅 は 安全 で は な か っ だ はず で 、 上 記 の 解釈 は も っ と も らし 
く 思 を る 。 こ の アブ プラハ の 減 亡 は 、 ク ライ シュ の 家 易 路 を 開い た だ け で な く 、 カ ー バ は 、 既 に 亜 地 で あっ た が 、 
アラ ブ 人 の 目 に は 、 よ 5 一 層 神 吾 不 可 伊 な も の と な っ だ た 。 そ し て これ が 又 、 タ ライ シュ の 貿易 に 対し は ずみ を 
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第 百 六 草 アル ・ ク ライ シュ 


付け る 事 と な っ た 。「 主 は クラ イシ ュ を まもる 抱 に 、 象 の 所 有 者 達 を 減 ぎ きれ た 。] 


注 3 クラ イシ ェ は 恐怖 か ら 6 守ら れ て いた が 、 役 等 の 周囲 は 全て 、 恐 怖 と 不安 が 押し 寄せ て いた 。 更に 、 彼 
等 は 一 年 中 あら ゆる 種類 の 果実 や 食物 に 上 ま れ て いた 。 こ れ は 全て 単 な ぁ る 偶然 で は な く 押 の 6 画 の 遂行 で あ 
5 、2500 年 前 に アプ ラ ハ ュ 承 有 が 行っ だ の 成就 で あっ だ (2 127.130 、14 : 36, 38)。 彼 等 こ 僅 大 な 軸 恵 
を 授け 、 人 負え や 恐 価 か ら 役 等 を お 守り に な っ た 党 大 な る 神 よ り も 、 木 や 石 で 出来 た 神 を 崇め た 忘 思 の 罪 を 、 当 


節 は 不信 心 者 の クラ イシ ュ に は っ きり 悟ら せる の で ある 。 
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アル ・ マ ー ウ ー ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


]. 落下 深 て 、 上 恵み 守 く アッ ラー の 御名 に お い Oo は あ し > 
て 。 Ez ご 2 グー プー シン 
2 液 は か の 審判 を 符 定 する 者 を 何と 思う か ? 52URCNYESII る 当 
( 注 1) ーー 
タレ ンタ カン 放 の 
3. か か る 者 は 、 撤 児 を 政所 に 追い 払い 、 ( 入 2 ) @2221 OS dl 90 
シン シー レン レー を マ ン 
4. 貧者 を 開 う こと に 気 乗り 9 うす な り 。 oc し EE 3 
リ ァ タッ Ya の ラン ィ 
5. きれ ば 災い な る か な 、 礼 拝 す る も 、( 生 3) @CUo39 で 。 
マン ラク イン と まし た が 
6. その 礼拝 を ぉ ろ を か に する 者 。 6 人 ぬ EA2 825 6 
ラン 55 2 3 の 
7。 彼 等 は 見 られ る こと は 好き な れ ど 、( 生 4) 855 導 89 交 
と 4 ンタ タン タン ン 
8. 施し は 差し 控え る 。 eg を 


注 1 神 の 罰 を 信じ ず 、 あ る い は 、 全て の 道徳 の 源 で ある イス ラム 教 を 信じ な いと は 、 役 は 実に 蛋 深 い 者 だ 。 


等 の 罪 は 、 も し 周到 に 防 が れ な 
: れ ば 、 科 牲 の 策 神 を 人 の 心から 抹 
夢 命 を 変 た よう と する 意志 や 決断 を 


注 2 当 節 及び 次 節 は 、 二 つの は な は だ し い 社 会 的 蛋 悪 や 述べ て いる 。 
けれ ば 、 社 会 を 完全 に 衣 圭 する と 推測 きれ る 。 衝 児 に 対す る 適切 な 
殺す る 事 ほ な る 。 双 、 向 し き 省 の 放置 は 、 社 会 の 有益 な 部 門 か ら 、 彼 等 の 
蒼い 取っ て し まう 。 


往 3 祈り と は 、 我 々 が 神 に 負う 義務 を 表す 。 神 の 促 造 物 へ の 義務 を 果たさ な い 偽 千 者 の 祈り は 、 魂 の 無い 
肉体 、 中 身 の 無い 帝 で ある 。 


注 す 4 偽 天 的 な 人 々 は 、 弄 の こも ら な い 慈 番 行 為 を 示す の み で ある 。 
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アル ・ 


あま ね 


く 、 恵 み 刀 く ア ッ ラ ー の 御名 に おい 
げに われ ら は 液 に 潤い を 与え た り 5。( 注 1) 
きれ ば 主 に 祈り 、 犠 牲 を 捧げ さ 。 


. 液 を 害する 者 に は 、 子 女 な か る べし 。( 注 2 ) 


カウ サル 
(メッ カ 啓 示 ) 


Oo 償 し > 


アル ・ カ ウサ ル 


Tr 


神 の 革 を 授け られ 、 神 の 属性 を 受け 入れ る 


注 2 


彼 に は 、 男 の 後継 者 が いな か っ 


実 の 父親 と の 血 の つ な 


カウ サー (「 潤 い 」) は 多量 の 善 を 意味 する 。 ズ ズ 、 


味 する 。 当 音 は 、 押 が 届か な 徳 を 授け た 人 と し て 、 モ ハッ マ ド 
言 者 が 何 も 持 た ず 、 又 与え る 物 を 持た な か っ た だ 時 に 啓示 きれ た 。 彼 は その 時 非常 に 貢 し く 、 項 言 者 だ と 
いう 彼 の 主張 は 、 軽 べつ を 持っ て 、 ま じ め に 取り 合う 価値 の 無い も の と し て 受け 取ら れ だ た 。 この 章 が 啓示 る れ 
た 後 何 年 も の 間 、 彼 は あざ けら れ 、 迫 二 き れ 、 つ い に は 、 そ の 首 に 質 金 が が けら れ だ まま 、 逃 亡者 と し て 生地 


者 の 事 を 語っ て いる 。 そ を れ は 、 


豊か な 徳 を 備え た 人 人 、 何 度 も 多く の 物 を 与え る 人 、 


モハ ッ 


を 去ら ね ば な ら な か っ だ た 。 メ ディ ナ で の 数 年 間 も 駐 、 彼 は 絶え ず 危 険 に きら され 、 彼 の 池 は 、( 人 間 的 見 地 か ら 


すれ ば し ご くも っ し も な 事 だ が ) 悲劇 を 、 イ スラ ム 教 の 早期 終末 を 目 に し よう と 待ち 望ん で い 
の 時 、 多 量 の 普 が あら ゆる 形 を 取り 、 溢 の 様 
K き れ た の で あっ た 。 メ ッ カ が から の 追放 者 は 、 
で ある 。 ネ 


導 者 と な っ # ヵ 
誰 
献身 的 な 弟子 の 一 団 


る 。 彼 は 、 比 類 無い 也 誠 を 備え た だ 、 


十 二 分 に 、 モ ハッ マ ド 


常に 重要 な 事 で ある 。 一 方 、 こ の 


な く 、 精 神 的 な $ ぁ の を 稚 わ れ だ 者 


きれ た 型 な る 務め を 十 分 に 果たし 終え か 


- 彼 に 注ぎ 始め た 。 を し て 、 こ の 章 に 含ま れる 約 
アラ ビア 全土 の 運命 の 裁定 者 と な り 、 破 漢 の 文 


は 彼 に 、 以 後 永 齋 に 人 類 の 絶対 の 指 
に で も 可能 な 様 に 、 主 の お 側近 く の 高み に まで 上 っ た の で あ 
れ た 。 この 世 を 去れ と いう 主 の お 召し が あっ た 
満足 し た 。 要 約 すれ ば 、 物 吹 的 ・ 道 徳 人 
に 授け られ だ た の で あっ た 。 それ 故 、 彼 は 最も 成功 を 治め だ 
預言 者 と 呼ば れる に ふき わし い 人 物 で あっ た (Enc. Brit)。 


彼 の 金 が 消 


と な る 


内 な 、 


当 節 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 敵 が 「 子 陀 な き 省 ] (男の子 を 持た な い ) と し て 述べ られ て ある の は 、 非 
の 世 示 前 後に 相次い で 生ま れ だ モハ ッ マ ド 預 言 者 の 皿 子 は 全て 亡くな り 、 

は 、 事 実 で ある 。 こ れ は 、 処 所 で の 「 後 継ぎ な し 」 が 「 い わ ゆ る 息子 で は 
と いう 意味 で し か な い 、 と 示し て いる 。 モ ハッ マ ド 疾 言 者 は 、 終 わり の 時 
まで は 、 い つの 時 代 に も ゃ 、 多 く の 息子 達 の 精神 的 な 父親 で あり 、 こ の 豆 子 達 は 、 ど の 父親 の 実 耳より も 、 遥 か 


に 吊 


皿 実 で ある と 運命 づけ られ て いた の で 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 は 男 の 後継 者 を 残し て は な ら な いと いう の が 、 事 


実 神 御 自生 の 御 計 両 で あっ た 。 こ の 様 に 、 男 の 後継 ぎ を 残る きず 亡くな っ た の は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 で は な く 、 


彼 の 敵 の 方 で あっ た 。 彼 き 
5 り を 私 


た から で ある 。 
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達 は 、 イ スラ ッ メ 教 徒 の 輪 に 入り 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 精神 的 な 息子 も な っ て 、 


アル ・ カ ー フ ィ ル ー ン 


(メッ カ 啓 示 ) 


1. 灯 間 深く 、 恵 み 過 て アッ ラー の 御名 に い の っ は 3 し > 
て 。 ジニ ニャ ンズ ルン ュー クン グー デー ン 
( 注 1) 「 了 等 不 信心 者 せ 6 よ ! (2) る の 5 
サン ッ タ タス レタ ら 入 
3. 我 は お 前 た ちか 楽 め る 5 の を 貯め ず 。 @ ら GS し て 
4. お 前 た ちら 我 が 此 め る 6 の を 栄 め ず 。 の 2 導 % 
ジラ な っ ン レ 
5. 我 は また お 前 た ち が 稼 め る も の を 崇め ず 。 @。 Se の 
陸 as Le ちあ タ クッ ンク ン レッ クー ュー ゥ タッ ンズ シレ 
6. 前 た ちゃ また 我 が 崇め る も の を 崇め ず 。 oe oOue om 5 
( 生 3) - 胃 
7、 お 前 た ち に は お 前 た ちの 生き 方 あり 、 我 に @ea95 補導 は 
は 我 が 生き 方 あり 」 上 。 ( 注 4) ーー 


邊 1 「 云 を え 」 と 言 う 言 葉 で 表 る れ た 神 の 御 命令 は 、 全 て の イス ラム 教徒 に 世 け られ た も の で ある 。 こ の 立 
外 に も 、 第 72、 112、 113、 114 斉 の 始め に こ 


ラム の 僅 大 な 教義 を 、 繰 9 返し 声高 く 
る 。 


往 2 「- ょ 」 と い ヽ 方 は 、 当 章 の 主 量 へ 注意 を 引き 付け 、 そ の 重要 性 を 強調 する 為 に 用 いら れ て いる 
言葉 は 、 上 記 の 目的 で クル アー ン に よく 使わ れ て いる 。 

注 3 当 節 及び 前 三節 は 、 注 駅 者 の 手 で 、 様 々 な 解釈 が 為 き され て いる 。 あ る 人 々 は 、 多 神 教徒 で ある メッ カ 
人 が 二 種 の 表現 を 使っ て 質問 し た の で 、 そ れ に 答え る 時 二 つの 表現 が 用 いら れ た 、 と 主 世 す る 。 他 の 人 々 は 、 
この 綴 り 返し は 強調 の 狗 だ 、 と 言う 。 双 別 の デザ ジャ ー ジ の 様 な 学者 は 、 初 め の 二 文 は 現在 の 岩 拓 否定 を 示し 、 
後 の 二 文 は 未 s け る その 耕 定 を 指す 、 と みな す 。 こ れ に 対し 、 ず マハ シャ リ の 様 省 は 、 前 者 の 二 文 が 
未来 に お ける 崇拝 指 否 で 、 後 者 の 一 文 が 現在 の それ の 拒否 だ 、 と 述べ る 。 

注 信者 の 生き 方 と 不信 心 者 の 生き 方 の 間 に 共 通 の 土壌 は 全く 無い と 当 節 は 示し て いる 。 両 者 は 、 宗 教 の 
基本 理念 の みな ら ず 、 そ の 細か い 部 分 に お いて 、 又 他 の 面 で も 全く 意見 が 合わ な い 為 、 歩 み 寄り は 不可 能 で あ 
る 。 
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第 百 十 章 助け アル ・ ナ スル 


デル ・ ナ スル 


(メッ カ 刻 示 ) 


誠二 壮 ( ブ ッ ラー の 間 に お りー のり! 
ッ プ 飲 衝 の Z イン ュ 
アッ ラー の 助け と 勝利 が 来 た り て 、( 計 1) @@ の 85 交 先 人 


・ 人々 が 続々 た アッラー の 教 門 を 叩く の を 見 で 区 絢 癌 le の 99 昌 ざ 世 72 


ク 


る 時 、 ^ 


。 流 主 の 栄光 を 説 えて 、( 注 2) 主 に 堆 中 を 請 る 223b う 22 
し 3 


え 。 げ に 主 は 幾 た びと な く 容 赦し 給 う 。( 注 3) 


約束 きれ た 勝利 。 


モハ ッ マ 


、 約 束 の 成就 を 


、 多く の 人 々 が イス ラム 教 の 輪 に 加わ り 始 め た の で 、 彼 は 
ご 、 と 処 所 に 命じ られ て いる 。 


モハ ッ マ ド 預 店 者 は 処 所 で 次 の 様 に 命じ られ て いる 。 勝利 が だ モハ ッ マ ド 預 言 者 に も た らき れ 、 イ スラ 


る 教 が この 国 で 地上 で 、 優 位 に 立ち 、 彼 の 従来 の 敵 は 彼 の 忠実 な 弟子 し な っ た の で ある か ら 、 過 去 に お いて 彼 


求め 
スラ 


符 欠 避 


モッ 


請 い 、 


* 彼 に 谷 し た 容易 な ら 史 


の 数 々 の 許し を 、 彼 等 に 代わ り 彼 が 神 に 請う さき で ある 。 これが 、 神 の 許し を 
よ と いう 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 へ の 命令 の 次 味 で ある 様 だ 。 あ る い は 、 決 の 様 な 意味 に も と れる 。 新 た な イ 
ム ふ へ の 回 心 者 は 、 適 切な 訓練 や 教育 を 欠い た イス ラム 社会 に 道 を 兄 出し た の で あり 、 役 等 の 弱き 
守っ て 頂け る よう に 、 神 に 祈る 事 を 、 モ ハ 言 者 は 命じ られ て いる 。 ク タル アー ン の 中 に お いて 、 
ド 預 言 者 に も だ ら ま れる 勝利 及び その他 の 大 いな る 成功 を 記述 し た 全て の 個所 で 、 、 神 の 許し を 
神 の 保 を 求め よ と 告げ られ て いる の は 、 非 常に 重要 な 事 で ある 。 こ れ は 、 当 節 に て も 、 彼 が 、 神 


の 許し を 請 い 、 押 の 保護 を 求め 、 し か も それ は 彼 自身 の 作 で は な く 、 他 者 の 放 に を うす る 様 に と 命じ られ た 事 


吾 
1 


言 


れ ば 、 


3 


、 は っ きり と 示す も の で ある 。 つ まり 、 役 の 弟子 達 


スラ ッ 教 閉め か ら そ れる 恐れ の ある 時 は いつ も 、 神 が 
を 命じ られ て いる の で ある 。 こ の 様 に 、 モ ハッ マ ド 
いう 可能 人 性 は 、 此 所 に は 全 《 な い 。 タル アー ン に よ 


様 な 危機 か ら 彼 等 を お守り 下る る 様 に と 、 彼 は 祈る 
者 が 、 自 身 の 行為 の いずれ か に 関し て 許し を 請う た 


彼 は 、 正 竹 か ら そ れ て 道徳 的 師 廃 に 陥る 事 の な い 様 、 完全 に 守ら れ て いた の で あっ た 。 40 章 56 節 及び 48 
節 も 参照 の 事 。 
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腐っ て し まえ アル ・ ラ ハブ 


アル ・ ラ ハグ 
(メッ カ 和 啓示) 


1. 、 恵 み 衝 く ア ッ ラ ー の 御名 に あい の っ は 多 放 レー 
EC ン し っ し と 0 還 2 
2. 疾 っ て し まえ アプ ブー・ ラ ハブ の 両 の 手 ょ 、 @G3o9 911G5 3 
杭 し て 彼 も 減 ば ん こと を ! ( 注 1) ーー イ 
3. その 富 は 後に 役立た ぎる べし 、 備 けし 金 も @C4C2 CEz 矯 
また 狼 り 9。( 肖 2) 
4 や が て 彼 は 、 必 ず 了 え きか る 業火 で 焼 か れ @u4e5 旋 時 る 
ん 。( 生 3) タ “ 
シン る 
5. 悪口 を 伝い ふら す 彼 の 生ま た 鈴 り 。( 注 4) OAIEUCCEGI の DE 


注 1 アプ ブー・ ラ ハブ ( 普 の 仙 ) は 、 モ ハッ マ ド 稀 言 者 の 伯父 、 彼 の 執 念 深 い 敵 で あり 追 害 者 で ある 、 ア ブ 
ダル ・ ウ ッ ザ の あだ名 で あっ た 。 彼 が そう 呼 ば れ た の は 、 人 彼 の 肌 の 色 と 上 が 赤 味 が か っ て いた か ら か 、 あ る い 
は 、 を の 激 し や すい 性 格 の 為 で あっ た 。 当 恋 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 初期 の 項 の 説教 の 途中 に 起き た 出来 事 を 、 
思い 起こ る せる 。 親 戚 の 者 て 、 彼 等 に 神 の お 告げ を 伝え よ と の 神 の 命 を 受け 、 モ ハッ マ ド 項 店 者 は 、 あ 
る 日 す サファ ー 山 に 立ち 、 様 々 な メッ カ の 部 族 、 ラヴ ィ , ムッ ラ ,。 ケ ラー ブ , クサ イ の 名 を 呼び 、 更 に 彼 の 』 
親 者 を 呼び 寄せ た 。 そし て 彼 等 に 、 彼 が 神 の 使者 で あり 、 も し 彼 の お 告げ を 受け 入れ な けれ ば 、 彼 等 は 
か ら 抜 けら れず 、 神 の 昼 が 彼 等 に 下る れる で あろ う 、 と 告げ た 。 モ ハッ マ ド 預 j 説 教 を 終え よう と し た 叶 、 
アブ プー・ ラ ハブ が 立ち 上 が っ て こう 言っ な た 。「 な ん て 奴 だ 、 こ ん な こと の た だ ため に 呼ん だ の か 。] ( プ ブ ハ リ )。 こ の 
「 笑 の 父 ] と いう あだ名 は 、 特 に アプ ー・ ラ ハブ を 指す が 、 同 時 に 、 イ スラ ム 教 の 短気 な 敵 全て を 、 あ る い は 、 
原子 爆弾 や 核 爆弾 を 持ち 、 支 配 する 、 後 世 の 西 和 を 指す と 言っ た 方 が 良い か も し れ な い 。 人 彼 等 の 内 、 あ る 
集団 は 完全 に 神 を 把 絶 し 、 叉 別 の 集団 は 唯一 神 を 富 定 し て いる が 、 両 者 共に 1 スラ ム 教 に 対立 し て いる 。 こ の 
意味 で は 、「 両 の 手 ] は この 二 つ の 集団 を 意味 し て お り 、 当 節 は 次 の 事 を 示す 事 し な る 。 イ スラ ム の 敵 、 特 に 西 
側 勢力 の この 二 集 団 ほ その 衛星 国 に よる 課 は 全て 失敗 に 終わ り 、 彼 等 の 独 悪 な 企 て は その 頭上 に は ね 返る で 
あろ う 。 代 等 は 、 イ スラ ム が | し 、 役 等 販 生 の 高 と 権力 が 日 の 前 減 し て 行く の を 日 届 し 、 即 り に 燃え る 
で あろ 2。 


注 2 彼 の 「 宮 ] は 、 自 身 の 国 で 生み 出し た 高 を 葉 味 し 、「[ 儲 けし 金 ] は 、 層 小 国 を 挫 取 し 、 そ こ か ら 礁 い 取 っ 
た 富 を 表す 。 


往 3 アプ ー・ ラ ハブ と いう 語 は 又 、 火 を 作り 出す 物 を 発 吸 し た 人 、 あ る い は 、 自 ら 衝 に 焼き 尽く きれ る 人 、 
を も 意味 する 。 後 著 の 意 と る と 、 当 節 は 、 現 代 の 二 大 政治 圏 が 、 廊 子 旭 弾 や 他 の 核 爆 弾 の ょ うな 火 を 吹く 
自ら の 共 器 に より 、 寺 減 する 事 を 振 言 し た も の と 、 解 釈 きれ 得る 。X、 当 節 は 、 こ れ 等 の 国々 に と り 炉 き の 日 
が 遠から ず 訪 れる 、 と も 示し て いる 様 だ 。 


注 4 当 節 の 言葉 は 、 ア ブー・ ラ ハブ の 妻 、 ウ ム ・ ジ ャ ミー ル を 語っ て いる よう だ 。 彼 女 は モハ ッ マ ド 和 預言 
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アル ・ ラ ハブ 


第 本 一 


2 ] な た キト と -。 の し > い 
6. NGI けら OM の し Go を 
さ し 。( 注 5 を 


者 の 通り 道 に た げ を まき 敵 ら し 、 彼 の 悪 ロ を ふれ 回 っ た 。 当 節 は 又 、 イ スラ ム 教 お よび モハ ッ マ ド 預 言 者 に だ 
いす る 中 傷 や 偽り の 非 を 広め る 人 に も 、 当 て は まる よう が だ 。 

牌 5 - 見 身 由 な よう で いて 、 こ れ ら の 国民 は 、 そ れ ぞ れ の 政治 的 1 デ だ オロ ギー や 体制 に 強く 拘束 きれ る の 
で 、 を それから 逃げ られ な いで あろ う 。 ある い は 、 新 を 持ち 去っ た 為 に 絞殺 る れ た と 伝え られ る ウム ・ ジ ャ ミー 
ル の 様 に これ 等 の 国民 は 、 他 を 濾 ぼ を うとし た 為 に 、 同 じ 方 法 で 減 び る で あろ うぅ 。 
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アル ・ イ フラ ー ス 


(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 追 く ア ッ ラ ー の 御名 に ちい の タ 3 っ 名品 > らき 
て 。 
2、 云え 、「 彼 こ を は アッ ラー、( 生 1) 独 一 者 ら ン 7 旋 ば ば 
に し て 、( 注 2) 
で タン 
3. 自 存 者 、( 汗 3) も ろ 人 の 依り 苑 る 御方 な り 。 @ の こる 
@S8 っ イ 
4. 彼 は 産み 給 わ ず 、 ま た 生ま れ 給 わ ず 。 ( 注 4) 3U 計 


注 1 「 ア ッ ラ テー」 は 、 神 に も ちい られ る クル アー ン 特 有 の 言葉 で ある 。 ア ラビ ア 庄 で は 、 こ の 言葉 は 他 の 
物 に は 一 区 使わ れ な い 。 それ は 、 神 の 実質 的 な 名 で あり 、 必 性 を 表し た り 説 明 を 加え る も の で は な い 。 1 意 1 


注 2 『 狐 ・ 者 ] は 、 神 の み に 用 いら れる 形容 語句 で あり 、 唯 -- の 方 、 比 類 無き 方 、 こ れ ま で も を し て これ 
か ら も 唯一 の 方 、 そ の 地位 と 属性 を 分 か ち 合 う 者 の 無い 御方 、 を 意味 する 。「 狐 一 者 1 は 、 神 の 存在 の 唯一 、 第 
ーー の 存在 は 考え られ な い 事 を 示し 、 神 の 属性 が 比 和 事 を 神 が 万 物 の 源 ・ 天 畜 で あら れる 事 を 示す 。 「 独 一 者 」 
アッ ラー は 、 我々 が その 御方 の 事 を 皿 う 時 、 我々 の 心から 他 の 全て が 消え 赤 る と いう 意味 に お いて 、 唯一 
の 存在 で あら れる 、 と 示し て いる 。 神 は 全て の 意味 で 唯一 で あら れる 。 神 は 如何 な る 連鎖 の 初 ま り で も な けれ 
ば 終わ り で も な い 。 神 に 代わ る も の は な て 〈、 又 、 神 は 名 何 な る も の と も 似 て な られ な い 。 この 御方 が 、 ク ルアー 
ン に 記さ れ だ アッ ラー で ある 。 
注 3 「 身 存 者 ] と は 、 東 られ る 人 人 、 従 われ る 人 人 、 そ の 人 無く し て 何事 も 遂げ られ な い 人 、 そ の 上 に は 如何 
る 人 も 物 も 存在 し な い 人 、 等 を 意味 する 。 神 の 属性 で ある 「 自 存 者 ] は 、 必 要 の 成 就 も 求め られ る 天帝 、 如 
何 な る も の の 影響 $ 受 けず 、 し か も 全て の も の が 必要 を 頼る 御方 方 物 が 絶え た 後 永 速 に 存在 きれ る 御方 、 そ の 
に 存在 する も の の 無い 御 、 を 示す 。 前 節 で は 、 神 が 唯一 で あら れる よ の 主 世 が 為 き れ た 。 当 節 は 、 そ の 主 
張 を 立証 する 。 訪 物 は 神 に 依存 する が 、 神 御 内 身 は 独自 で あら れ 、 し か も 全て を 求め られ る 方 で ある 。 亡 物 は 神 
を 必要 と する が 、 神 は 何 も の を も と きれ な い 。 神 は 宇宙 を 弄 造 きれ る に 当り 、 如 何 な る 助け $ 必 要 と よき れ 
な か っ た 。 事 実 、 皇 宙 の 万 物 は 一 つと し て 、 最 小 の 原子 で すら 、 それ 自体 は 完全 で は な い 。 独 前 に 存在 で きる 
も の は 無い 。 方 物 は 、 そ を の 生存 の 半 に 他 に 依存 する 。 何 $ の に も ぁ 依 存 し な い の は 、 神 御 一 人 で ある 。 神 は 概念 
や 推測 を 越え た 方 で ある 。 提 の 属性 に は 限り が な い 。 


注 4 神 の 属性 「 自 存 ] は 、 ア ッ テ ラー が 唯一] で あら れる と いう 主張 を 立証 する 泡 に 、 前 節 で 述べ られ だ 。 
そし て 、 当 節 で は 、 神 の 属性 「 産 み 給 わ ず 」「 生 ま 給 わ すす が 、 神 が 「 自 存 」 ( 他 の も の を 必要 と きれ な い ) 
で あら れる 事 を 示す 人 為 に 述べ られ て いる 。 それ は 、 も し 神 に 必要 が 存在 す ぁ と すれ ば 、 そ の 前 揉 と し て 、 神 は 
何者 か の 援助 を 必要 ほ と さ れ 、 神 は それ 無く し て 業 を 遂げ られ ず 、 そ の 者 が 彼 の 死後 神 の 業 を 引き #* 
か ら で あ る 。 物 は 、 他 者 が 死に 支配 され る が 掲 に 、 弟 継が れる 者 と な る の で ある 。 ア ブッ ラー は 誰 の 後継 
で も な く 〈、 又 誰 に も 後 を 継が れ な い 。 神 は その 全て の 属性 に お いて 完全 で あり 、 永 入 に し て 、 絶対 び あら れる 。 
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第 理 十 二 意 アル ・ イ フラ ー ス 


8. し 香る 者 伸 算 に も 発 ず と 。 ( 往 254 2 


注 5 前 節 の 内 容 に 対し て 起こ り 得 る 攻 い を 、 当 節 は 取り 除く 。 仮 に アッ ラー が [唯一 ] 絶 対 で あり 、「 自 存 」 
で ある と し て も 、 又 、 仮 に 「 産 み 給 わ ず 」 「 生 まれ 給 わ ず 」] だ と し て も 、 デ アッラー の 様 に 、 ア ッ ラ ー の 持た れる 
全て の 属性 を 備え た 今一つ の 存在 が ある か も し れ な い 。 当 節 は この 医 癌 を 払い の ける 。 ア ッ ラ ー の 様 な 存在 は 
な い 、 と それ は 告げ る 。 人 の 理性 も 又 、 全 字 宙 の 唯一 の 知 物 主 で あり 支配 者 を や ち よ ゆ て いる 。 そこ と に 広がる 完 
全 な る 秩序 は 、 唯 一 一 定 の 法 が それ を 支配 し な けれ ば な ら な いと いう 3 交 な 結論 に た どり 若き 、: 画 の 
一 致 は 、 唯 一 の 創造 主 を する (21 : 23)。 こ の 様 に 、 当 剤 は 、 他 の 宗教 に 見 られ る 多 神 信仰 、 二 神 ・ 三 神 あ 
る い は より 多く の 神 へ の 信仰 、 魂 と 物質 が アッ ラー と 共存 する と いう 信仰 、 を 根底 か ら 加 す 。 これ が 、 ク ルアー 
ン に 与え られ た 、 神 の 崇高 な 定義 で あり 、 他 の 如何 な る 啓示 革 に も 、 こ の 定義 の 美 注 乱 の 周辺 に すら 
触れ た も の は な い 。 
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束 明 アル ・ フ ァ ラ ク グ 


アル ・ フ ァ ラ ク 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 落 悲 深く 、 恵 み 遍 てく アッ ラー の 6 に お い RC112 提 を ぐ 1 の 
6 深 過 く アッ ラー の 御名 の ター スト [直し > 
る 0 ンタ クィ イタ 
2. 云え 、「 我 は 梨 明 の 王 に 細 り 中 す 、( 注 1) OLC 
ラプ イ (イン ょ る っ 
3. 主 が 創り 給え る 悪 を 逃れ て 、 CC だ グン ] 
3 ラン タフタ > ッ 人 ネ ラーン 
4. 牧 い 広がる 購 間 の 作 厄 を 所 れ て 、( 注 2) @Cbl3eeE 当ら 25 
ェ タン る ラー ン 
5 . 結び 目 に 息吹 きか ける 巫女 の 災厄 を 逃れ て 、 @981 うら A 誠 当ら 23 
( 注 3) 。 _ 
それ ね イン ンス の ッッ タレ ブリ 
6. 災 む 交 策 者 の 秋 厄 を 逃れ て 」 と 。 @CCz Sig ば の 2 うる 


注 1 「 共 明 ] は 、 夜 明け 、 地 獄 、 刀 物 を 意味 し て いる の で 、 イ スラ ッ 救 徒 は 次 の 事 を 祈る 様 に 告げ られ て 
いる 。 (1) イス ラム 教 を 事 う 開 夜 が きり 、 イ スラ ム の 輝け る 未来 の 萌 が 訪れ る 時 、 イ スラ ム の 太陽 が 真 上 に 来る 
まで 煙 き 続け ます よう に 。(2 追 伝 や 環境 、 教 育 の 欠如 等 に よる 響 を 合 み 、 神 が 仙 9 出 され た 
の 、 則 れ た 悪 と 明らか な 惑 より 、 彼 を 守り 給え 。(3) 神 が 、 現 世 及 び 来 世に お いて 、 地 獄 の 昔 し みか ら 彼 を 救い 
出さ きれ ます よう に 。 


注 2 当 衛 は 、 神 の 光 が 消 きれ 、 邪 の 間 が 地上 を 覆い 祥 く す 吐 の 悪事 
困 に 押し つぶ きれ 、 彼 を 半 が 取り 囲み 、 最 後 の 希 望 の 光 が 消え た 時 の 息 


れ て いる 様 だ 。 あ る い は 、 人 が 笛 
を 述べ て いる の か も し れ な い 。 


注 3 当館 の この 言葉 は 、 悪 い 考 えた を 吹き 込む 者 産 、 を 指し て いる 様 だ 。 彼 等 は 、 重 大 な 契約 や 友情 が 壊れ 
る 様 画 集 し 、 婚 成 の 椎 威 に 対す る 反抗 精神 や 、 皿 誠 の 次 い の 破棄 を 人 々 に 吹き 込む せ 。 こ の 様 に 、 彼 等 は 、 イ ス 
ラム 社会 に 不 和 が 生じ る の を 望み 、 信 々 の 問 に 分 像 傾向 を 煽る 。 次 の 生 の 精神 面 を 扱う の に 対し 、 当 章 
は その 物 的 側面 に 触れ て いる 。 人 は 、 人 人生 に お いて 様々 な 危機 や 困難 に 彰 面 きせ られ る 。 人 は 非常 に 重要 な 任 
務 に 携わる 時 、 特 に 、 神 の 光 を 広め る 任 を 負う 時 、 聞 の 勢力 が 彼 を 相方 か ら 取 り 囲 む 。 を し て 、 彼 が 成功 し て 
いる 様 に 見 える る 者 達 が 彼 の 道 を 泰 ぎ 、 彼 に 対し あら ゆる 妨 害 や 為す 。 し か し 、 最 後に 彼 に 戒 功 が 
も だ らき され る 時 、 退 姫 深い 人 々 は 、 勢 力 の 結晶 を 彼 か ら 傘 い 取 ろう と する 。 人 人 生 に お ける これ 等 全て の 妨 
困難 ・ 危 機 か ら 生 を 守る 手段 と し て 、 問 が 覆う 時 、 そ の 身 を 照ら し 、 中 傷 す る 者 の 悪 企 みや 災 征 深い 者 の 陰 誠 
か ら 守 っ て 下さ きい と 、 玉 明 の 主 に 助け を 祈願 する 様 、 信 者 は 告げ られ て いる 。 


4 
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第 百 十 四 童 人 類 テル ・ ナ ー ス ネス 


アル ・ ナ ー ス 
(メッ カ 啓 示 ) 


1 慈悲 深 て 、 下 み 司 て アッ ラー の 御名 に お い 1 きい 】 
て 。 

2 壇 、「 我 は 人 類 の 主 に お 絶 りう す 、 の oe 3 放 び 
3. 人 類 の ヨ eo 
4. 人 狂 の 神 に 、( 肖 1) @ 因 
5. 卑 才 な 私 語 者 の 秋 下 を 逃れ て 、 @o 区 人生 32 
6. 人 の 心 に きる や きか ける YET を る 
7、 妖 嘉 と 人 間 の 燃 か ら 逃 れ て | と 。( 注 2) は ag に 


注 1 当 章 に は 、 神 の 三 つ の 属性 、 ラ ッ プ (「 人 人 類 の 主 )、 マ リク ([ 人 類 の 王 J)、 イ ラー フ (「 人類 の 神 」]) 、 
が 、 測り ー つ の 碑 「 篤 明 の 王 」 に 対し て 、 呼 び か が けら れ て いる 。 それ は 後者 の 一 つの 大 性 が 、 前 者 の 三 つ 
の 屈 性 を 信 む か ら で あ る 。 一 つの 神 の 属性 、 舟 明 の 主 が 、 前 章 で 四 つ の 久 害 に 対す る 底 護 を 求め て 呼び か けら 
れ た の に 対し 、 当 章 で は 、 三 つの 神 の 属性 が 、 悪魔 の きる や き に 対す る 「 底 護 ] を 求め て 呼び か けら れ 
て いる 。 こ れ は 、 サ タン の 喧 示 が 考え 得る 限り の 悪 を 合 む か ら で あ る 。 こ の 三 つ の 神 の 属性 は 、 人 の 肉体 的 ・ 
精神 的 状 と 微妙 に 結び 付い て いる 。 人 の 身体 的 ・ 道 徳 的 発達 は 「 人 類 の 主 】 の 属性 の 元 に 起こ 9、 人 の 思考 ・ 
発 作 は 「 人 類 の 王 ] に より 前 せら れる か ある い は 報い られ 、 「 人 類 の 神 」 の 属性 は 、 神 が 人 の 愛 と 財 拝 の 
対象 で あり 、 人 の 卓 標 で ある 事 を 示し て いる 。 こ の 芝 で 、 三 つの 神 の 届 ] られ て いる と いう 事 は 、 あ ら 
ゆる 罪 が 三 つ の 原因 か ら 生 じ る 事 を 暗 に 示す も の で ある 。 それ は 次 の 様 な 時 に 起こ る 。 あ る 者 が 、 他 者 を 彼 の 
詩 、 又 は 神 の 王 と 昧 ゆる 時 、 す な わ ち 、 前 者 が 後者 を 人 生 に お ける 主 な 支援 者 と みな す 時 。 あ る い は 、 後 者 の 
不当 な 権 戚 に 卑屈 に 身 を 姜 和 ね る 時 。 又 は 、 後 者 や 自 ら の 愛 と 崇 拝 の 対象 に する 時 。 信 者 は 、 人 生 の 長 の 支援 者 
と し て 神 の み を 貯め 、 神 の み に 真 実 絶対 の 従順 を 捧げ 、 神 御 一 人 を 真 の 愛 と 財 拝 の 対象 た する よう 命じ られ て 
いる 。 あ る い は 、 だ まき れ や すく 単純 な 人 々 を 不当 に 利用 し 、 彼 等 を 非情 に も 控 取 する 、 悪 賢い 環 職 者 知 や 、 
不正 な 資本 家 、 閑 君 か ら の 保護 を 絶え ず 求 め る 様 、 こ れ 等 の 節 で 信 考 は 告げ られ て いる の か も し れ な い 。 


注 2 サタ ン は 、「 妖 寺 」( 億 い 人 ) や 「 人 間 の 工 」 (一 般 の 人 、 普 遂 の 人 ) の 心 に 悪 を きる や て が 、 誰 を も 
助け は し な い 。 あ る い は 、 悪 意 を る る や く 者 は 、 [上 炭 」 に も 「 庶 民 の 芋 」 に も 見 られ る 、 と 当 節 は 示し て いる 
も し れ な い 。 
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あ 
アイシャ (Aishah) 
中 傷 24:12 支持 24:17 


合 ffection) 
人 者 問 5 : 55、48: 30、59・ 10 一 11 喝 弟 愛 


起 麻 (Satan) 

アダ ム と イブ の 天 き 2 ・37、7 :21 人 間 の 支配 17 : 63、17・66、22:5、37:163 非 信仰 者 3 :176 
趣 17・54、22 : 53、25:30、36:61 邪 世 な 読 いじ 7・21 軍 の 忘 図 22・53 一 54 保護 7:202 地獄 
38・86 表示 2: 2 1 37、7 ・23 人 間 へ の 誤っ た 指導 17:65 承認 され た 猫 子 38:80 一 82 人 間 の 
進歩 の 遅れ 7:28 行動 4 : 118 一 122 詳 19 45、34 : 21-22 イブ リス 参照 


アザ ル (Azar) 
アブラハム の 父 6 :75 


アダ ム (Adam) 
最 従 す る 天使 2 35、7 : 12、15 : 29 一 30、17 : 62、38・72-74 重 諾 の 伏 き 2 :37、7 :23、20: 121 一 122 
選ば れ た だ 省 3 :34 文明 生活 の 付 防 物 20: 119 一 120 創造 3:60 アダ ム と アッ ラー38:76 住ま い 
2:36 移住 2 37、39:328 、7 20:124 イブ と 禁断 り 本 2 : 36、7 :20、20: 118-122 イ 
プリ ス の 服従 へ の 拒否 15 : 32、17:62 表示 2:31 イエ ス 3:60 神 の 知識 2 :32 過失 と 救済 20: 
121-123 必要 振 2・34 後悔 2 38、7:24 取 尽 7:23 沸 臼 20:116 靖 神 的 機能 15 : 29 一 30、 
38: 72-73 存在 の 時 7 :12 二 人 の 息子 5 :28 イブ リス へ の 警告 20: 118 


ー の 息子 の 身分 (Sonship of Allah) 
理論 2 :117 、6:102 


テー ド (Ad) 
破 凌 29 : 39、54 : 19 一 22、69・5 偉大 な 文明 26: 129 一 131 ノア の 人 人 々 の 継承 者 7 :70 フー ド の 代 
理 11:51 表示 7 :66、11:50 一 61 護 理 の 拒絶 50:13-14 話 7 :66-73 


歩み 寄り (Compromise) 
信仰 者 と 非 信仰 者 109: 2ー7 イス ラム と その 他 の 信仰 3 :65 


実 と 偽り 68:10 


新しい 世界 秩序 (New Worid Orger) 
確立 18: 52、21: 105 


アビ シニア (Abyssinia) 
イス ラム 教 の 移住 者 5 :84 


デブ アー ミル (Abu Amir) 
イス ラム の 最大 の 敵 9 : 107 
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アブ ジャ ハル (Abn Jah1) 


与え られ た だ 削 8 :33 


テ ブ プ ドッ ラ ー イブ ン ウン メ マク トッ ゥ ム (Abd AHah ibn Umme Maktom) 
陽 な る 預言 者 80: 2 


アプ ドッ ル ウッ ザ (Abd al-Uzza) 
1 : 2 

アブ バタ クル (Abu Bakr) 
請 神 的 卓越 9 : 40 


アッラー(Allah) 
受け いれ や する 29:70 唯一 の 価値 ある 崇拝 2 [256 、3 : 3、3 :19 析 り へ の 返答 2 1187 、3: 
196 、 8 :10、11: 62、12 : 35、21 : 85、21 : 89、27:63 人 類 の 統合 者 3 : 10、3 :26、4 :88、45: 
27 特質 1:1、1:4、1:7、2:256 、7:181、20:9、1121 2 一 5 恵 17:21 授与 考 3 
9 使者 の 選択 2 131 、3 :34、7 ・145 、22:76 哀れ み の 人 2 :144 、3 :31 統制 者 10: 4、10: 
32、18: 3、32:6 創造 者 6 ・15、6 :96、19:36 即位 7 :55、10:4、20:6、35:5、40:16 色 
囲 者 2 :20 存在 2・29、2 : 165、2:187 、6:74、7 : 173、10:32、25: 3 一 4、27:6167、 
30 : 21-28 因 範 17: 21、31 : 32、56・64 一 74、78: 7 一 17 砂 念 14 : 15、35 : 29-30、55: 47、79: 41 
最初 で 最後 の 源 53・ 43 一 55、55 : 27 一 28、57: 3 一 4 巡 耐 の 人 2:226 寛容 2:226 後悔 者 9 :104 
うそ つき 6 :22、10 : 18、11・19、61: 8 宮 却 19:65、20:53 眠り 92:256 疲労 2:256、50:39 
親 交 2・258 慈悲 1:1、10:108 神 の 栄光 17:45、24: 42、59:25、61: 2、62:2、64:2 悲 
嘆 36:31 保護 者 11:58、16: 3、17: 3、17:69、22:79、34:22、42・7 指導 2:143 、10:36、 
14: 11、22・55、33: 5 神器 2 :33、6 :101 、17:44、39:68 認識 の た め の 人 間 の 条 動 13:29 内 
在 性 7:8 無 件 法 7:29 無比 の 僚 大 き 13:10、42:12 不可 解 6 :104 人 間 と の 仲介 者 5:36 光 
24:36 生命 ある 者 2 : 256、3:3 主 1:2 愛 2:196、2:223 、3:32、3:77、3:147 、 
3:160 、5・43、5:55、9:7、11:91、61: 5 忠誠 29:9 普 茂 34:2 一 4 創造 者 6:15、12: 
102、14 11、35: 2 現れ 11:8 云 配 者 1・4、1:7 慈 都 1: 1、6:13、10:59、11:120 、20: 
130 、42:6 全 知 2:34、2:78、2:256 、3:30、10:62、20: 8、20:111 創始 者 2 :118 、 
6 :15、35: 2、39:47、42:12 伸 間 4:37、4 :49、6:152 、13:37、18:39、22: 27、25: 3、 
30 : 29 一 31、31 : 14、31 16 完全 16: 4 力 2 :21、4 :86、12:22、16 : 71、22 : 15、22:19 死者 
の 再生 16 : 66、22: 7、30:51、45: 6 審判 4 :87、13:42 思い 出 3 :192 、4 :104 、8 :46、19: 
一 12、62:11 心 の 封印 2 8、4 :156 、6:26、6:47、7 [102 、10:75、16:109 、45:24、 
83:15 独立 し た 存在 2・256 、3:3 自給 自足 者 2:268 し る し 3:200 、7:134 、18:110 、 
30:21 一 28、31:28 に せ の し る し 4:141 答 凡 の 遅 褒 10 : 12、18・ 59、35:46 王政 の 源 4 :79 一 80 
法 の 源 13:40 生命 の 源 29・62、55:28 統治 権 3 :27、20:115 、25: 3 服従 13:16、22:19 アプ 
ラ ハ ム の 祈願 2 : 125 一 130 、14 : 36 一 42、26 : 84 一 88、37・101 アダ ム の 神 願 2 :24 祈り の 承認 2 : 
187 新しい 町 へ 入る 17:81 許し 2 : 286 一 287 、3・17、3 : 198-196 、7 : 152、23:110 、23・ 
119 、40: 8 一 10、59・11、16: 5 一 6 良き こ ほ 2:202 、28:25 良き 生活 を 送る た め に 46:16 正 
し い 指 導 1: 6 一 7、18:11 不信 心 者 に 対す る 救済 2 251 、 3 :148 、10:86 一 87、21:113 抑圧 
きれ た 者 に 対す る 救済 4:76 イエ ス 5:115 ョ ブ 21:84、38:42 ヨナ 21:88 ヨゼフ 12:102 
旅 の 開始 43 14ー15 知識 20:115 ロト 26:170 、29:31 モー ゼ 5:26、7 :152 、7 : 156 一 157 、 
10 : 89、20: 26 一 36、28 : 17 一 18、28:22 モハ ッ マ ド 9:129 ノア 11 142、11 48、23127、86: 
118 一 119 、54・11、71 27 一 29 両親 17:25 強情 3:9 ファ ラオ ォ の 謀 術 師 7 :127 権力 3 :27-28 
保護 40:45 前 の 団 避 3 : 192-193 、7 :48、 66 サタ ン 意 23: 98-99 シュ アイ ブ 7:90 
ソロ モン 27・20、38:36 着実 7:127 従順 な 態度 12:102 精神 的 進歩 3:54.66:9、66:12 作 
9 方 7 [56 一 57、17・111 事 と 子ども だ ち 25:75 知恵 26:84 一 86 が カリ ヤ 3 :39、19: 4 一 7、21: 
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90 全て の 支え を 2:256 、3:3、11:7、29:61 量 越 7:55 信頼 5:12、9:129 、11:57、12 : 
68、65: 4 正 理 24:26 統合 2:164 、2 1256 、3・19、4: 172、13117、13:34、14: 15、16 : 
52、17 : 24、21 : 23 一 24、 30 : 29 31、37・ 5、52: 40、110 : 2 一 4 日 に 見 を な い 7:144 復讐 3: 
5 意志 2:285 行間 2 :23、3: 191 一 192 、13: 3 一 4、13 :13、20 : 54、27 162、43:1、51 : 
48 一 50、71 : 20、78: 7ー17 崇拝 2 :22、3 :44、4 137、5 :78、16:37、17 : 24、22 : 78、41 : 38、 
51 : 57、96:20 4 :41、9 :70、10: 45、18:50 


アブ ラ ハ (Abraha) 
メッ カ の 侵入 2 : 151、 105: 2ー6 


アブ ラバ ハブ プ (Abu Lahab) 
111:2 委 111:5 一 6 


アプ ドッ ラー イプ ブン ォ バ イ (Abd Allah ibn Ubayy) 
自慢 63: 9 ウ ハ ド の 戦い で の 束 失 3 : 122-123 ウ ハ ド の 戦い で の 不 名 誉 24:12 


アプ ドッ ラー イブ プン ジュ バイ ル (Abd Ailah ibn Jubar) 
勇敢 3 :153 


アブ ドッ ル ムッ タリ プ (Abd al-Mnuttalib) 
105 音 
アプ ブラ ハム (Abraham) 
鎮火 21 : 69-71、29 : 25、37 : 98-99 召集 2:126 不信 爺 者 か ら の 離 朋 9:114、60:5 一 6 正 E 
論争 2 1259 移住 21:72 下 な る 家 を 清らか に 保つ 命令 2 :126 、22:27 神 へ の 服従 の 命令 2 
3 、43:29 子 了 の 賞 准 3:34 摘 細 16:121、60:5 唯一 性 信 替 者 8:28 一 29 神 の 友 4:126 
イサ ク と ヤコブ へ の 授与 6 :85 喜ば し い 加 子 の 使 り 15 : 54ー57、51 : 29-81 名 声 37:109 立法 の 知 
議 の 下 腸 6 :76 神 の 導き 21:52 も て な し 11:70 一 74、15 : 52 一 61、51 : 25 一 35 偶像 崇拝 反対 21 : 
58 一 68、37 : 92 一 97 父 6:75 イシ ュ マ エル の 祈り 2:130 イシ ュ マ エル と の カー バ の 再建 2 :128 
イシ ュ マ エル と の 避 な る 背 言 者 の 真実 の 立証 90: 4 国 の 再 典 2 : 260261 偶像 拝 者 21・58、26- 
72 巡礼 の 始ま り 22:28 ロト の 人 々 の た め の 超 願 11 : 75-76 父 の 許し の た め の 祈 り 9 : 114 、19: 48 
怠 子 親 の ため の 折り 37: 101 一 102 水 続 す る 名 声 の た ゆめ の 祈り 26:85 メッ カ の 安全 と 繁栄 の た 
め の 祈 り 14 : 36、14:38 子 人 の 神 へ の 服従 の た め の 祈り 2 :129 預言 者 の 地位 2 : 125、2: 131、 
16 : 121-123 、19 : 42、21 : 72 一 74、38 : 46 一 48 子 の 問 で の 項 言 者 の 地位 29・28、37 : 114 、38: 
46 一 48、57:27 子 係 の 盛 恋 2 :161 話 19:42 一 49、21 : 53 一 59、21 : 63ー65、26 70 一 83、37 : 86 一 97 


アロ ン (Aaron) 
ファ ラオ へ の 使者 10:76、26:16 神 の 思 秀 37: 115 一 121 モー ゼ の 従者 と 代理 人 7 :143 、20: 
30 一 37、 26 : 14 一 16、28 : 35:36 モー ゼ の 祈り 7 ・152 作 言 者 の 地 科 4 :164 、6 :85、10:76、19: 
54、21 : 49、23・46、25:36 モー ゼ の 叱 資 と 電解 7 -151 、20:93 一 94 弁明 20:91 


アラ ビア 語 (Arabic) 
美しき 50:31 特 暴 性 12: 3、43・4 


アラ ビア (Arabia) 
精神 的 知識 36: 35 
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アラ ブ 人 (Arabs) 
思 な る 貧 言 者 以前 3 :104 偶像 71:24 継母 と の 結婚 4:23 お こり 40:69 迷信 的 な 習 翌 5 :104 、 
6 : 138-141 、9:37 


アン サー ル (Ansars) 
メッ カ の 移住 者 と の 兄弟 愛 59 : 10-11 


安息 (Sabbath) 
還 と く 2 166、4:48、7 164 


い 
イエ ス ・ キ リス ト (Jesus) 
名 堂 3:46 虹 天 2 37 誕生 3 :46、3:48、4:157 、4:172 、19:1926 十字 梨 上 の 死 2: 
73 一 74、3 55、4 ・ 158 一 160 、5:111 独特 な 名 前 19:35 神 性 3:3、3:7、5:18、5 :76-77、 
21 : 22、43 : 16、43・82 賞 直 4: 159 頂 言 の 実 現 3 :51、5:47 9:16 メア サリー の 純潔 19 : 
30 一 31 友人 の 霊感 5・112 カシ ュ ミ ー ル 3 :46、23:51 トー ラ の 知識 3 :49 奇跡 3:50、8: 
1 、19:33 伝道 3 :50 一 51 自然 死 3 :56、3 : 145、5 :76、5: 117 一 120、7:26 資 任 19: 
32-33 祈り 5:115 再 貼 43:58 一 59 アッ ラー の し も で 4: 178 時 の し る し 43:62 アダ ム と の 
類似 3 :60 神 の 忠 子 19:36、19 : 91 一 94、23:92 ゆり か ご と 名 年 時 の 和 教 3 : 47、19: 30-34 避 
2 :88、2: 254 一 体 3 : 52、5 :73、5 :118 


いけ に え (Sacrifice) 
イシ ュ マ エル 37:103 お 金 7 37 一 399、63 : 10-12 


イサ ク (Hsaac) 
2 :134 、4 164 、6・85、11 : 72、21 1 73 一 74 


條 産 (Bequests) 
慈悲 深い も の 2 : 18 


意志 (Wil) 
変化 2 ・182 


イシ ュ マ エル (lshmael) 
へ の 祝福 37 114 身分 19:55 一 56 机 21:86 安住 の 地 14:38 秋 牧 37: 103-108 地 
位 19:50 ア ブラ ハム 参 服 


イス え ラ エル (Hsrael) 
ダビ デ の 統治 38: 23 つか の 間 の 制度 33 : 62、17: 105 イス ラッ 教徒 に よる 占領 21 : 106 


イス ラム (Jslam) 
善 へ の 感謝 2 :220 基本 的 原則 2:4 一 6 慈 18:80 信仰 の 間 題 へ の 妥協 3:65 安易 な 方 法 
2:186 、5:7、22:79 敵 111:2 一 6 永続 5:98、25:54 権力 の 行使 10:100 良心 の 自由 2: 
257 、 6 正義 5・9 伝道 の 性質 9 ・122 その他 の 宗教 25 : 54、35:13 柴 園 よ 地 
獄 11:109 全て の 預言 者 の 認識 2 :137 、3 :85 アブラハム の 宗教 6 :162 高 


実行 の 報い 4 :70 高 
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潔 22:33 典 亡 と 復 和典 32:6 安全 31:23 重要 性 2 :113 、2 :209 、4 :126 、6:163 鋳 の 回 避 
6 :121 政治 的 犯罪 者 の 待遇 5 :35 勝利 9 :33、13:42、17:82 普 運 と 安全 2 ・22、3:20 一 21、 
3:97、5・4 背 教 者 へ の 贅 告 2 210 


一 夫 多 雪 (Dolygamy) 
許可 4:4、4:130 


祈り (Prayer) 
涼 浴 5: 7 恩恵 清浄 力 29:46 不信 仰 首 23:2 一 3、70:35 一 36、40:51 迄 れ 2:240 不誠実 
107: 5 一 7 自然 き 10:13 必要 性 25:78 衣 17:80、73: 7 人 怠慢 19:60 違 守 2:4、2:239、 
17:H11 禁止 4:44 短 緒 4: 102-103 叶 17:79、20:131 


イプ (Eve) 
アダ ム 委 昭 


ィ イブ リス (Hbiis) 
神 と の 


7 :13 一 19 身分 2 35、7 12、15:31 一 4 2、17 62、18: 51、20:117 悪 府 参照 


移民 (Emigration) 
アッ ラー の だ め に 4 :101 型 な る 頂 昔 者 9 :40 


イム ラン (Imran) 
身分 3 :34、3:36 


イリ アス (Blias) 
身分 6 :86 


イド リス (Idris) 
生 分 19・57 


いん と ん 


隠 授 (Monostacism) 
非 苑 57:28 


う 
字 


宙 (Universe) 
剣 造 2 :165 、6 :102 、7 :55、14! 33 一 34、21・ 31、32・ 5、41:13 破壊 46: 4、55:27 ブッ ラー 
の 神 理 化 57: 2、59: 2、64: 2 支配 の 法 41 :12、55:6 一 8 アッ ラー へ の 指示 者 29 : 45、31 : 26、 
36:41、67: 4 一 5 理解 で き な い 性 質 55・34 歳 栄 心 3 : 191 一 192 、21: 17、38 : 28、44 : 39 一 40、 
45 :14 


こみ (Exploitation) 
結果 83:226 


うわ き (Rumours) 
ひろ が り 49:7 
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部 命 (Destiny) 


人 は 自分 の 層 命 の 創造 者 39 : 42、42・31、45・16 夜 44: 4 一 5、 


と 
エジプト 人 (Egyptians) 
罰 7 : 134 一 135 


エズ ラ (Ezra) 
神 の 息子 9 :30 


エ ゼ キ エ ル (Ezekiel) 
身分 21:86 地 見 2 :260 


エリ シャ (Elisha) 
身分 6 :87 


エル サレ ム (]erusalem) 


央 壊 と 復興 2 :260 ツ ロ モン の 寺院 17:2 


お 

ォ ハ ド (Uhad) 
戦い 3 :122 、3:141 、3 : 153 一 155 、3 : 162、3 :168 

女 (Bondwomen) 


偶像 を 水 拝 す る 女 と を の 信仰 2 : 222 


か 
解釈 (Interpretation) 
規則 3:8 


カイ バル (Khaibar) 
遠征 48 : 16、48:19 一 20 


カウ ラー(Khaular) 
ジリ ー ル 58: 2ー6 


賭け ご (Gambling) 
2 1220 、5 :9 一 92 


カタ コン ペ (Cave) 
伸 沿 18 : 10、18 : 12 一 17、18 :19 教会 の 建物 18・22 教 18:23 
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97:2ー6 


不義 に 対す る 罰 4 :26 地位 と 結婚 4:4、24:33 


追 害 18:26 状態 18:18 キ リス ト 敷 


カ デ ィ ア ン (Qadian) 
楽園 の 薩 地 36・27 


カタ ー バ (Kg'bah) 

: 128 、3 :97、22130 アダ ム に よる 建設 22:27 崇拝 の 申 心 2 [126 、2:143、3:98 巡 
: 27 一 28 神 選 是 よ く 9 :28、22:30 高台 22:27 侵略 105:2 一 6 不 減 2:126 、2:151 
:27 キ ブ プラ 2:145 再建 2 :128 韻 成 5:3、5:98、22:27、29:68、52:8 奉仕 9: 
19-22 メッ カ 参 照 


究 尋 (Widows) 
挟 養 2 ・241 再婚 2 : 235-236 


カー プ (Kab) 
(0 アシ ュ ラ ク の 息子 2 74 ⑫ マ ー リ タク の 息子 9 :106 


プリ エル (Gabriel) 


天使 長 2 : 98 
神々 (God($) 
電 倒 6:109 理解 の 段階 2 113 神 の 了 の 理論 2 :117 、19・91 一 93 アッ ラー 参 明 


カー リド (Khalid) 
ワリ サリー ド の 息子 イス ラム へ の 参加 


カリ フ (後継 者 ) (Khilafat) 
協議 3 :160 約束 24:56 


環境 (Enyironment) 
人 間 の 行動 13 : 24 一 25 改善 8 :26 


覚 大 (Tolerance) 
イス ラム 2 :115 、2 1257 、3 1:62、9:6 


姦通 (Adultery) 
十 換 24:14 禁 計 17:33、25:69 一 70、60・13 極悪 24:4 防止 方 法 24:28 一 32 岡 4:26、24:3 


その 他 の 不 追 徳 へ の 還 4 : 16 一 17 


き 
奇跡 (Miracles) 
イエ ス 3:50 モー ゼ 7 108 一 109 斑 な る 折 言 者 8 : 18、17 : 91 一 94 


偽善 者 (Hypocrites) 
タブ ー ク の 戦い 9 :45-59 自慢 63:9 9 :74ー87 矛盾 する 傾向 47:27 告発 4 143 一 144 
不 和 59:15 まぎらわしい 言葉 47:17 邪悪 な 願い 48:13 カイ バル の 遮 征 48:16 野ざらし 2:18 
刷っ た 評価 63: 8 偽り の 約束 59:12 疾 の 増大 2 :16 種類 2 :20 一 21 自信 の 欠 如 63:5 うそ つ 
き 63・2 吾 失 9:67 一 69 陰謀 9: 107-108 王 な る 聞 言 者 に 対す る あざ けり 9:64 前 57: 
14-16 反乱 37:8 待遇 4:64、4:89 オハ ド 3155 、3:168 
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キ ブ ラー(GQibla) 
変化 2 : 143 一 146 


教育 (Education) 
子ども 17 :32 


兄弟 愛 (Brotherhood) 
真意 を 促す 婦 因 10:88 イス ラム 教 8 :73、8 :76、9 :71ー72、49 1 ユー13、49 : 15 


協定 (Agreements) 
履行 5:2、9:4、9:7 廃止 8:59 


強制 (Compulsion) 
イス ラム 2 :257 、9・6、18:30、25:58 


行政 (Government) 
イス ラム 式 4 :59 一 60、42:39 資 任 20 119 一 120 


キリ スト 教徒 (Christians) 
ブッ ラー の 集会 5 :15 一 16 優越 82:2 一 20 党 醒 18:20 一 21 析 り の 競技 へ の 挑戦 3 :62 イエ ス の 
神聖 化 4 : 172 、9・30 ゴ グ ダ ほ と マ ゴ グ 18:111 良き 人 5:84 勧誘 3:65 陰謀 9: 物質 的 
と 破滅 18 : 19、18 : 33、18: 41 一 43 物 換 的 繁栄 の 時 代 20 103 一 104 追 寄 18:10 破滅 に 関す る 打 言 
18: 9、19:41 箇 113 一 115 待ち 村 え だ 前 3 197 一 198 、5:116 興亡 18:19、18:33-44 救 
済 2・63 創造 の 秘密 18:110 イス ラム 教徒 に 対す る あざ けり 18:35 2 つの 派閥 18:13 了 戦争 18: 
54 生 告 18: 5、19:99、20 103-108 


禁欲 (Abstinence) 
夫婦 関係 2 : 188 、 2 :223 食物 参照 


* 

偶像 肝 拝 (dolatry) 
友 対 論 2 :259 、3 :152 、6・2、6:20、19: 45、20 190、21: 53、22 1 14、22・19、22 31 一 32、 
22 1 72、22 : 74 一 75、29・42、30 36、30・ 41、31 : 21、37 : 87、37 : 93、37 150、39: 4、39: 30、39 : 
68、43:19、46: 5 一 6、53:24 基本 10:19 敷 罪 の 9 : 1 一 4 薇 し 9 113 一 114 無力 22:74 
無能 6 :72 イス ラム 教 寺院 9 17 一 19 アラ ビア に お ける 再現 34:50 聖なる 寺院 9 :28 

苦難 (Calamities) 


予言 17:59 神 の 法 6 :132 、7 :95、26:209 


クル デー ン (Qur'an) 
縮 約 2:2 廃止 2:107 時 代 錯誤 3:36 無関心 25:31 整理 17:107 天文 学 的 長 実 51:8 一 9 
加 書 2 : 36、2 :55、2 :244 、2 : 248 一 252 、6:75 詩 の 分 類 3:8、11: 2 特徴 87:9 明 腰 
6 115、12: 2、54:18 収集 75:18 広範 囲 17:90、21:51、98:4 矛盾 4:83 批判 12:50 神 の 
特性 112 2 一 5 消 減 17:87 要約 1:1 一 7 優秀 2 :24、8 :32、10 : 38 一 40、11:14 賞 殖 21 : 25、 
80 : 14ー17 神 の お くり も の 55: 3 神 の 保護 18:3 アブ ラ ハ ム 19:42 イシ ュ マ エル 19:55 マリ 
ア 19 : 17 モー ゼ 19:52 聖なる 季 言 者 87:?7 一 8 構成 に お ける 人 間 の 助け 16:104 、26: 212 一 213 
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人 間 の 性 質 20: 3 権威 の 源 21:25、43:45 知識 15:22 光 29:50 無比 11:14 一 15、17:89 神 の 
慈 引 29・51 一 52 選書 の 母 43:5 故 い 52:6 語 2 ・18、13・18、14 : 25 一 28、16 : 76、16 113、17 : 
13、24: 41 完全 人 性 5: 4、 6 156、14:25 一 26、15: 2 、39:24、39: 28、73: 6 クル アー ン に 関す 
2 : 42、2 : 90、2 102、26 197 クル アー ン の 中 の 聞 斉 101:2ー9 保護 15:10、15:18-19、 
26 194、37 : 11、56 : 79、85: 23 読書 の 範囲 14: 3、27: 2 暗唱 16:99 復唱 17:42、46:28 散 雇 
7 :205 時 の 語 示 2 :186 言葉 の 性 質 26 194-195 、27:7 断片 的 紗 示 25: 33、76:24 神 の 源 
10 : 38 一 39、17 : 71、42 : 30、42 : 33、52 34 一 35、69 : 4041 運命 の 夜 の 砂 示 44:4 一 5 科学 21: 
31 一 32、24 : 25、41:43 を その他 の 亜 典 5 :49 重要 性 2:186 精神 的 病 10:58 勝利 13:32 真実 
21 : 11、25:34 理解 56:80 普 骨 性 26:193 、38:30 知恵 4 :167 、6:92 一 93、10: 2、10:58、 
11: 2、15・ 2、21 51、23 63、25: 2、31:3ー4、36: 3 


クレ イシ ュ (Quraish) 
祖先 106: 2 神 の 恩 


106: 3 一 4 


軍隊 (Miiitary) 
戦略 と 集会 8 :59 戦い 方 8 :16、8 :46 一 49、8 :57 一 58 平和 8 :62 一 63、47:36 準備 3 :201 、 
8 :61 避 16:127 退却 8:17 正義 8 :66 一 67 国家 機密 60:2 


せ 
経済 (Economy) 
イス ラム 教 59・8 


継承 (nheritance) 
イス ラム の 法 2 181-183 、4 : 8 一 14、33: 7 カラ ラー4 :177 


啓示 (Revelation) 
此 統 性 ? :149 、35 : 28、43:12 降下 2:98 影響 6:100 、7:59、10:3 種類 16:69-70、42: 
52 安全 な 法 87:2 預言 者 4 164 一 165 、72:27-29 真実 36:3 

契約 (Contract) 
偽善 者 2 :17 書 2:283 預言 者 3 :82、33:8 


月 経 (Menstruation) 
夫婦 関係 2 223 


粘 研 (Marriage) 
契約 4 :22 解約 60:11 一 12 偶像 水 拝 の 人 々 2・222 目的 2 188、4:4 殿 書 の 入 々 5:6 哲学 
2 :224 は か な さき 4 :25 究 婦 と 処女 24:33 女 因 4:4、24:33 禁じ られ た 階級 の 女性 4 23 一 25 


獣 (Animals) 
イス ラム 教 の 高 の 分 か ちあ い 51: 20 


権 カ (Power) 
一 時 的 40:5 


権力 (Force) 
利用 2 :257 、?7:89 強制 季 照 
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ご 


行為 (Actions) 
影響 5:6、35: 9、54:53 信仰 16:98、17:20 記録 45:30、82:1ー13 報復 3 :196 、4 :41、 
34: 3 一 6、46:20、47: 5 報い 6 :161 、28:85、53:40 重要 視 7:9 


貢献 (Contributions) 
従う べき 良き こと 2 :268 、3:93 繁栄 へ の 導き 2:4 一 6 増加 2:246、2 :262 、2:273 香 
益 3 :182 アッ ラー の 旋法 2 :220 


後悔 (Repentance) 
音 教 3・91 受容 性 4・18 一 19 許し 4:111 、5:40、6 :55、25:71ー72 遅延 40:86、71:5 


合議 (Conferences) 
倫理 58 : 12 悪 の な め に 


じ ら れ だ も の 58・ 9 一 11 目的 4 :115 


国家 (Nations) 
評価 38:54 典 亡 10:25、11:102 、14:22、29: 21、29 : 25、31 : 30、35: 10、36 : 69、70: 42、90: 
14 一 18 非 イ スラ ム 国 と の 周 副 3 :29-30 普 長 3:160 義務 20120 


国家 の 進歩 (Nationai progress) 
方 法 2 245 一 246 、2 262、2:270 、3:140 法則 3 :27 一 28、21:97 


国連 (U.N.O) 
原則 49・10 


ゴ グ と マ ゴ グ (Gog and Magog) 
身分 18: 95、18 : 98 一 100 物質 的 栄光 と 減 亡 18: 41 一 43、18 : 48 一 49、21 : 9798 
113 キリ スト 教徒 参照 


へ の 祈り 21 : 


孤児 (Orphans) 
結婚 4:4、4:128 財産 41:3、4:7、4:11、17:35 福祉 2:221 


子供 (Chidren) 
高 源 の 願望 : 39 両親 に 対し て の 党 大 な 待遇 6 152、17 : 24、29: 9、31: 15、46:16 祈り の 遊 守 
20 :113 :152 、17・32 乳 次 むれ 31 : 15、46:16 2 :190 、9 :36、10: 6(Calenday) 


ュ コラー(Korah) 
其 壊 28 : 77 一 83、29 : 40 


婚 次 (Dowry) 


夫婦 関係 前 に 離婚 し た 女性 2 237-238 没収 2 :230 意味 2:230 支払 と 解決 4:5、4:25 返 
却 4 :21 一 22 


最後 の 審判 の 日 (Doomsday) 
支持 の 議論 95:8 不信 仰 者 の 逝 命 52:10 一 17 救済 2:255 重要 性 6 :4142 
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財産 (Property) 
取得 2 :189 、4・30 大 恵 4:6 贈与 4:6 一 7 所 有 権 16:72 試み 8:29 


サイ ラス (Cyrus) 
バビ ロン の ユダ や ヤ 人 2 :103 エル サレ ム の 再建 2 :260 


ザ カ ー ト (Zakat) 
施し 参照 


ザ カ リヤ (Zacharia) 
で ガリ ヤ の 項 参 昭 


殺人 (Homicide) 
4 : 93-94 極悪 5 :33、6・152 


サー ビ (Sabians) 
身分 2 :63、5 :70 


サ ュ ムー ド (Thamud) 
文明 15 : 83、26 :142 拒絶 痢 7 :74 一 80、7 :102 、11 62 一 68、15 : 81、 25 : 39、51 : 44 一 46、 54 : 
24 一 32 サー レ 26 142 一 159 サー レン 参照 


サー ムリ (Samiri) 
身分 20:86 イス ラ エ ル 人 の 呆 落 へ の 導き 20 : 89、20:97-98 肖 20:9698 


サー レビ (Salih) 
アプ ラ ハ ム と 同時 代 7 :74 大 々 15・81 一 89、26 : 142 一 159 、91 : 14-ー15 6 くだ 7 174、7 178 す 
ムー ド 11 : 62 一 69 


産児 制限 (Buth-Contro}) 
代 止 6 ・152 、17:32 


… 体 (Trinity) 
非難 4 :172 、5:74 


山上 (Mountains) 
機能 31:11 地 志 16:16 


し 
死 (Death) 
死 の 祝福 26:82 不可 避 3: 186、4 179、23:16 重要 性 67・3 一 重 の 生誕 40:12 


預言 (Poetry) 
26 225 一 228 、36:70 
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シア 告発 (Shia) 
9 :100 


等 院 (モス ク ) (Mosques) 
無礼 3 :115 


女 下 (Shaba Queen of) 
設け られ た 土 座 27・ 39 一 43 アッ ラー へ の 剛 従 27 : 45 


死刑 (Death-penalty) 
殺人 の 後悔 17・34 


死者 (Dead) 
再生 21 : 96、23 100 一 101 精神 的 再生 2 :57、6:37 預言 者 の 真実 の 証明 6 :112 


ジ ズ ヤ ( 税 ) Oizya) 
徴収 9 :29 


慈 療 (Charity) 
但 な る 預言 者 と の 話し 合い 以前 58 : 13 一 14 人 人 人 抽 し くし な い 慈 普 2 269 開放 と 秘密 2 1272 、2: 
275 視野 2 :273 、2:274 あ ぎ けり と 押 傷 2 : 263 一 268 


指導 (Guidance) 
付随 する 法 13・28 


シナ イィ 山 (Sinai-Mount 
イス ラ エ ル 人 2 : 64 


ジハード ( 畠 城 ) (Jihad) 
重要 性 22 3940、22:79 ビザ ン テ ィ ウ ム と イラ ン 48:17 戦い の 状況 2 191 一 194 、4 :76、9 : 
ー13 防戦 の 性 損 22・40 免除 の 認可 9 :91 一 92 交 教 者 2 :155、3:170 意味 29:7、29:70、6 
10 金銭 的 貢献 8 ・73 目的 2 252、5 :34 一 35 イス ラム の 普及 2 :257 、6:105、8:40、9:6 
路 鶴 品 8 : 2、8 :42 クル アー ン 25 : 53 軍隊 参照 


邪悪 (Evil(s) 
理由 4 :18、16:120 結果 2 :82、4:124 不信 心 者 の 固執 7 :29 悪人 27:5 許し 3 :32、3: 
136 、$:111 基本 的 な 友情 16:87 人 間 自 身 の 理由 4 :80 解放 と 艇 密 6 :121 、6:152 、7:34 
凍 6 :161 、10:28、28:85 罪 の あ が な い 11 : 115 、13:23、16:126 普 と 恵 の 報い 28:85 補 会 49: 
13 姦通 17:33、25:69 不正 直 4:108 人 25:69 埋 益 4:38 誇り 38:3、40:57 浪費 17: 
27 一 28 次 み 5:39 容 医 17:37 うそ つき 22:31 むだ 話し 23:4 


ジャ ー ル ー ト (Jalut) 
2 251 一 252 


社会 的 関係 (Social relations) 
促進 4 :149 、5:3、6:109 
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社会 的 変化 (Social change) 
法律 8 : 54 


社会 法 (Social laws) 
抑圧 28: 7 


借金 (Loans) 
記録 2 283 一 284 返済 の 延 期 2 :281 


シャ リア (Shari'ah) 
基本 5 :102 


シュ アイ ブ (Shu'aib) 
身分 7 :86 人 人 々 7 :89 一 92、11:85 一 96、26 177 一 190 


自由 (Freedom) 
重要 性 13:16 


習慣 (Customs) 
メッ カ の 不信 仰 者 5 : 104 


十字 架 (Crucifixion) 
イエ ス 4 :158 モー ゼ の 時 代 7 :125 イエ ス ・ キ リス メス ト 参 


宿命 ( 子 定説 ) (Pre-destination) 
重要 性 11・102 、23 : 44、25: 3、26:81、53:40 


縮 約 , (ムカ ッ タ アー ト ) (Abbrevjations) 


き 味 2 に 2、7 12、19:2、20: 2、26・2、271 2、2812、29: 2、30: 2、31: 2、40:2 


ジュ ディ ((aDJud) 
ノア の 釘 舟 の 上 陸 11:45 


狩 狂 (Hunting) 
為 葵 の 訓練 5 : 5 


狗 教 者 (Martyrs) 
永 所 の 生命 2 ・155 、 3 :158 、3 170-172 成功 47:6 一 7 

巡礼 (Pilgrimage) 
元祖 22-28 和 狩 作 5:3、5:9、6-97 種類 2:159 義務 性 3:98 目的 5:98 儀式 2 :159、 
2 197 一 201 、2 204 、22:29 


商業 (Commerce) 
公正 な 取り 引き 17:36 
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証拠 (Evidence) 
不義 24:14 法律 2 :283 、4:7、4:16、4:136 、5 107-109 


昇天 (Ascension) 
イエ ス 2 : 37、7 :26、20:56 イエ ス ・ キ リス ト 参 照 


若 罪 (Atonement) 
論破 2 :287 、3 3、3:26、4:29、5 :75、6:165 、17:16、53:39 


食物 (Food) 
禁 赴 と 合法 2 :169 、2 : 173-174 、5: 2、5:5 一 6、5 :88 一 89、5 :94、6 :119 -120 、6 : 
122 、6 143-147 、7:33 人 間 の 行動 7 :32、16 116-119 、23:52 大 量 41:11 


ジョ シュ ア (Joshua) 
5 :24 


女性 (Woman) 
男 位 と の 平等 3 :196 、4 :125 、16:98、33:36 役割 り 2:188 待遇 4:20 


普 物 (Book) 
啓示 を うけ た 者 の 特性 14・25-27 


ジョ ン (John) 
ズバ プティ スト 3 :40 無比 19:8 性質 19:13-16 


し る し (Signs) 
融 定 6 110 一 I11 


進化 (Evolution) 
神 へ の 信仰 1 : 2 


信仰 (Belief) 
来世 へ の 信仰 2: 5、6:93、27: 4、3 
5 :70、13:22 神 と 人 間 の 性 質 へ の 信仰 7 173 、57: 9 神 の 律 法 の 信 守 10:101 「4:125 、 
H 41、61・ 3 一 4 全て の 人 質 言 者 2 5、2 :137 、2・286 、29・47 正しい 行い と 報い 2 : 
26 不信 仰 11: 25、13 : 17、 35 : 20 一 23、40 : 59、67:23 肉親 9 :23 一 24 骨 陸 40:29 要素 2!137 
き ・180 、4 に 171、7:159 増大 3:174 審判 6 117 一 118 軽 を そつ な しり あつ かい 4:141 、6: 
69 し る し 2:4ー6、2:166 、2 :286 、4 :151 一 153 徹 固 16:107 、16:111 光 の 源 2 :258 
信仰 者 参 束 


信仰 者 (Believers) 
分 類 4 :96、29 : 11、57:11 移民 の 状態 4 :98、 4 :101 アッ ラー の 友人 2:258 、3:69、45:20 
勢力 の 豊か な 実り 4 :125 アッ ラー の 助け 10:104 、40:52、58:22 アッ ラー に よる 名 準 4 :176 、 
30・16 信頼 の 増大 8:3、9:124 真実 の し る し 3・18、3 135-137 、8: 3 一 5、8:75、21: 
20 一 21、23・ 2 一 12、24 : 38、24 : 52、24・ 63、76 : 8 一 11、60 ー5 到 れ と 悲し み の 皆 無 2 : 63、 
5 70、6 :49、10:63、46:14 中 訂 の 直 守 55:9 一 10 報い 2 :26、3・134 、3 :199 、4 :14、 
人 4158、3・13、5 86、7 33、7 44、7 47、8 75、9 : 20、9 : 89、10: 10、15 1 24、16:31 一 32、 
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7・ 10、25 : 16 一 17、29 : 59、30: 46、40: 9、47・16、55: 7ー59、55 1 63 一 79、56・16 一 41、76: 6 
ー7、76: 12 一 23 楽園 の 売却 4 : 75、9 111 一 112 、61:11 一 12 確か な 知識 の 基礎 6 :58、12:109 束 
判 29: 3 一 4、39:11 R 


真実 (Truth) 
勝利 8: 8 一 9、13:18 統一 10:77 


神 性 (Divinity) 
誠 練 10 35 一 37 


信頼 (Trusts) 
待遇 2 : 284 


ジン (Jinn) 
神格 化 6 :101 向 な 気性 15:28 人 間 プ 男性 46:30 一 31、72・2 一 7 重 性 6:113 、6 :129 
人 類 (Mankind) 


共同 体 23・53 


す 


ズ ィ ハ ル (Zihar) 
非 難 3 1: 5、58:2 一 6 


ズ メール 。 タル ナイ ン (Dhul Qarnain) 
身分 仕事 18・84-99 


救い (Salyation) 
ユダ や 人 と キリ スト 教徒 の 主張 2 : 112 、2 :141 、3 :25 非 イ スラ ム 教 徒 22:18 予言 者 の 出現 以前 
の 人 々 20: 52 一 53 前 提 条 件 2 :63、44:58 取得 2 :255 


せ 
正義 (Justice) 
進 守 4 :106 、4:136 、6:153 敵 5:9 


成功 (Success) 
法律 3 :149 、2:154 、3:201 、8 30、13・15 


聖 秋 (Bible) 
クル アー ン に 関し て 異な る 解 生 2 :107 アブ ラ ハ ム の 父 6:75 アブ ラ ハ ム の 正直 19:42 アロ ン 
20:91 イエ ス の 生死 19:26 禁断 の 木 2 : 36、7 :2023 エジプト 人 に よっ て イス ラ エ ル 人 に 与え ら 
れ た 金 20: 88 ジャ ルー ト 2 251 一 252 ヨゼフ 12:5 マリ ア 19:17 イス ラ エ ル 太 の 殺し あい 2 : 
55 出 エ ジ ゲ プ ト の イス ラ エ ル 人 の 数 2 :244 ファ ラオ 10:93 子午 栄 捧 へ の 困 2 :55 アロ ン の 姉妹 
19 : 29 タブ ー ト 2 :249 タル ー ト (や ギデオン ) 2 :248 挿入 2 176、2:80、3:79、4:47、3: 
42 イス ラム に つい て の 聞 共 2:150 、7・158 、9 :111 、23 21、48:30、61:7 
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精神 的 進歩 (Spiritual progress) 
味 6 :97 一 98、7 176-177 、11: 115 、36:72 途上 の 障害 8 :25-26、10・29、24 : 51、77:31 段 
階 5 :94、11: 4、11: 24、16: 91、16:129 、23・ 2 一 12、24 ! 45 一 46、35 1 33、51 : 17 一 20 


聖地 (Holy land) 
持 福 7:138 継 首 21 106 一 113 イス ラ エ ル 人 人 5:22、7 :130 


命 (Life) 
水 へ の 依存 67:31 類似 18:46-47 は か な る 46:36 虚栄 心 23 114 一 115 


想 洋 (West) 
期 載 111 2 6 


精霊 (Spirit of hoiiness) 
2 188 


ゼ ガ リヤ (Zacharia) 
忠 子 の 難 生 19: 3 一 12 身分 3 :38 祈り 3:39-42、19: 6 一 7 


豆 任 (Accountability) 
入間 の 思考 と 行為 2 : 285 、6 :63、21: 48、64: 5、68:40、99: 8 一 9 個人 の 性 質 2 :140 、10: 
16 使者 と 人々 7:7 


療 (Geod 
定義 10: 5、19:61 アッ ラー か ら 6 生じる 敬 と 悪 64:12 普 と 怠 の 知識 を 与 た られ た 人 問 90:11 巻 ほ 
相 の 拉 い 10・28 


戦争 の 捕 房 (Prisoners of war) 
解放 4 ・4、24:34 半 婚 24:33 と たら える 8・68 一 69 待遇 47:5 


専門 化 (Specialization) 
宗教 的 訓練 9 ・122 


そ 
装飾 (Adornment) 
認可 7 :33 


創造 (Creation) 
多様 件 16・14 地球 紀 :10 一 11 新しい 天地 46:34 対 13: 4、36:37、51:50 過程 16:41 日 的 
64: 4 六 つ の 期間 の 宇宙 の 創造 7 :55 


相談 (Consultation) 
イス ラム の 基本 的 性 質 3 : 160 、42:39 


ゾ ゲロ アス ター 教 (Zoroastrianism) 
反論 6: 2 
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ソロ モン (Solomon) 
拓 先 6 :85 軍隊 27:18 一 28 革 術 の 発達 21 : 83、27: 16 一 18 言語 の 知識 27:17 エダ ヤ 人 の 陰謀 
2 :103 政策 21:79-81 シェ バ の 女王 27 :23 一 45 啓示 4:164 主題 21:83 軟 易 21:82 申し 
開き 27 77 知恵 21:80、27:16 


た 
ター ルー ト ( ギ デ ォ ン ) (Talut-Gideon) 
身分 2 :248 ジャ ー ル ー ト の 殺害 2 ・252 


HIntercession) 
2 :49 義務 4:86 不信 仰 者 6:52 許可 2:256 、34:24 


論 (Polytheism) 
非 次 4 :49、4 :117 誤り 6:4 


ダッ ジャ ー ル (DajjaD) 
身分 18:111 六 の 時 22:48 


ダビ デ (David) 
殺害 の 企 て 38 : 22 一 25 神 の 恩 租 2 :252 、4 :164 イエ ス に 呪 わ あれ に ヘ へ プ ライ 人 5:79 政策 21:79 
権力 と 栄光 21 : 80 一 81、27 : 16、34 : 11 一 12、38 : 18 一 21 ノア の 子 際 6 85 申し 開き 38:26 


タブ ー ク (Tabuk) 
剖 征 9 38、9:42 


魂 (Sonl) 
人 間 の 魂 参照 


断食 (Fasting) 
承認 2 :186 処方 せん 2 184 一 187 断食 の 月 の タル アー ン の 癌 示 2 :186 


ち 

故 い (Oaths) 
資 任 5 :90 破棄 2:225 購 罪 66:3 神 加 16:93.52:2 裏切り へ の 劉 2:226 、58:17-20 重 
要 性 37: 2、91:2 

地球 (Earth) 
食物 生産 量 41:11 数 65:13 所 有 権 7 :129 

地 鍼 (HelD) 
信仰 者 19 72、21 102 一 103 永遠 性 2 :40、11 107 一 108 、21 : 48 2:25 祝 収 容 者 2:168 玉 
4 :57 叫び と 郊 声 11:107 慈 惨 13:19 

知識 (Knowledge) 


模索 9:122 予言 者 72: 9 一 13 価値 2・270 
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中 傷 (Slander) 
結果 24: 22、104 2 前 24:5 一 6、24:20 配偶 者 24: 7 一 9 


学 水 (Ablution) 祈 り の 前 の タ ヤ ム ム 4 144、5:7 


了 蔵 (Hoarding) 
非難 104:3 一 5 罰 9:34-35 


つ 
月 (Months) 
数 2 :190、9:36 神 回 9:37 


月 (Moon) 
欠け 54: 2 


罪 (Sin) 
理由 41 : 24、56:48 許し 39:54ー56 人 間 の 性 質 7 :43 意味 4:113 大 き な も の と 小 き な も の 4 : 
32、53・33 震 白 と 秘 寅 6 :121 、6:152 多 神 論 4・49、4 117-118 央 避 12:34 


て 
抵当 (Mortgage) 
2 :280 


天 (Heaven) 
拡がり 51:48 機能 2 ・23、21:33 一 34 雇 星 の 軌道 531:8 制 造 の 日 的 16:4 指導 と 生命 の 源 14: 
11、40:14 精神 的 25:62 独立 性 13:3 創造 の 時 7 :55、10:4、11:8 


天使 (Angels) 
信 選 2 :178 、2 1:286 、4:137 義務 6:112 、39:57、35: 2、38:73 一 74、39:76、42:6 神 
の 凛 の 前 兆 6: 9、6:159、15: 9 信仰 者 の 救済 2 :221 、3 124-127 、8 :10、41:31-32 地 
銘 43:78 無知 2 :31、2:33 柄 神 の 鎖 の つなぎ 2 :99 記録 50:18、50:22 神 の 特質 の 影響 2・ 
38 一 34 アダ ム へ の 追従 2 : 35、 7 :12、15 30、17 : 62、18 : 51、20:117 神 の 不変 と 使者 の 真実 の 
直 明 3 : 19、4 :167 


伝道 (Preaching) 
方 法 16:126 、20: 45、26 : 215 、29・47、41・35、51: 56 


と 
同棲 (Concubinage) 
非 護 4・4、4:26 
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統治 (Administration) 


相互 合議 3 : 160 、42:39 正義 4:59、4:136 


道徳 性 (Morality) 


髪 階 16 12 一 14 


富 (Wealtbj 


貧困 の 分 か ちあ い 51:20 精神 的 発達 34・38、102 2 一 9 


トラ ー(Torah) 


by だ 


ユダ ヤ 人 の 指導 5 : 45、6 :155 支持 者 へ の い ぎ ない 5 : 66 一 67、5 : 16、5:20 イス ラム 教徒 48 : 
30 胃 な る 預言 首 に つい て の 預言 45 : 18-19 クル アー ン 5 :44 一 46 庁 示 3:4 


市 度 (Slavery) 
廃止 24:34、47:5 非難 4:4 


論 (Duajism) 
反論 4 :79、6: 2 


乳児 (Suckling) 


規則 2 :234 


人 間 GMan) 
アッ ラー と の 関係 8 :25 天使 の 助け 7 :12 神 上 の 親 変 15:27、15:30 大 地 ほ に の つなが り 7:26 創造 


人 | 


3 :60、6 : 3、7 [12 一 13、15 : 27 一 28、21 : 17 一 18、23 : 13 一 15、23 : 116 、51: 57、55 : 15、95: 
5 一 6 運命 17:16、30:54、39: 42、43 ・39、52 : 22、53 : 39 一 42、87: 3 神 の 北 奈 11:111 賞 綿 
17 : 71、19: 59 邪悪 7:20 自由 6:108 、6:150 、7:12 成長 5:94、6:96 女性 に 対す る 保 
者 2 ・229 、4:35 種類 6:37 性 質 30:31、30:37、33: 68、34: 32、38: 61 一 62、39 : 50、40: 
11 お ご り 41:51 一 52 論争 好き 16:5、18:55 軽薄 31:7 福 急 21:38 不滅 37:59-61 悲惨 
17: 101 、70:20 一 22 死す べき 運命 21:35 迷信 31:22 因 知 ら ず 10:13、11 : 10-12、17:68 権 
33:73、64:3、91: 9 興亡 57・23 優越 17:71 縮小 し た 宇宙 91:8 決意 41:12 自身 に 対す る 
昌 机 者 41: 21 一 23 仕事 17 :14ー15 


間 の 進歩 (Human progress) 
希望 と 菅 れ と の 結び つき 10:8 


閉 の 性 質 (Human nature) 
培 則 6 109-111 純粋 15:43 


問 の 魂 (Human soul) 
創造 32 :10 永吉 性 ?:118 発展 56:61-62、70:5 不 減 39:43 性 質 10:13 責任 35:19 発展 
の 階 75・ 3、76: 6 一 7、76: 18 一 19、76 : 22、89 : 28 一 29 等 知 39:44 


間 の 名 準 (Human honor) 
蔵 、17:37 
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人 問 の 理性 (Human reason) 
神 の 理解 6 :104 宗教 2 171-172 、5 :105 、7 :180 示 16:12、16:67 


2 
和輝 み (Stealing) 
罰 5 :39 


ね 
ネ グ ス (Negus) 
イス ラム 教徒 に 与え られ た 居 艇 所 5 : 83 一 84 


ネプ ブ カ ド ネ ザ ー ル (Nebuchadnezzar) 
エル サレ ム の 破壊 2 :260 、21:86 


E に お ける 型 な る 舞 言 者 へ の 言及 11:50 箱 式 11:38 一 45 大 洪水 11:41、11:49、23:28 子 
孫 6 :86 一 87、37:76 一 78 神 と の 対話 11:46 一 49 神 の 配 虐 29:15 息子 の 湧 死 11: 43ー44 人 々 
7 60 一 65、10 : 72 一 74、11 : 26 一 49、 23 : 24 一 81、54 10 一 17 祈り 11・35 一 37、71: 27 一 29 地位 3: 
34 


は 
バー ル (Ba') 
偶像 の 名 章 37 : 126 


音 教 (Apostasy) 
後悔 に より 容赦 3 :90 一 91 救 材 の 主義 に は 無害 3 :145 、5:55 六 2 1218 、3:87、4 :138 、16: 
107 


廃止 (Abrogation) 
可 典 2 107 グル アー ン 2 :181 、5 :98、16:102 


ハ ガ ル (Hagar) 
身分 37 :103 


追 害 (Persecution) 
信仰 者 2 :215 目的 3 :168 、3 :180 、3・*187 


箱 放 (Ark) 
ノ テ 7 :65、10・74、11 : 38 一 39、23: 28 
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久 (Punishment) 
不義 4 : 26、24: 3 無 衝 座 の 食 造 5:34 不信 仰 29:41 菩 し い 適 切 4:16 殺害 2 179180 、 
4 :9394 盗み 5:39 中 傷 24:5-6 残酷 な 犯罪 4 :17 回 避 10:99 原子 爆弾 36:30、36: 
50 一 51、36:54 来世 11:104 種類 6:66、10:14、32:22 性 質 29:56 犯罪 と の つり あい 10・28 
中 断 16:62 信 難 所 8:34 警告 17:16、20・135 、26:209 、28:60 神 11:102 、21:16、26・189 、 
46:24 


ハデ ィ ス (Hadith) 
信頼 性 3 :65 


バド ル (Badr) 
戦い へ の 信者 の 尋 :6 敵対 する 傾向 8 : 43ー45 イス ラム 教理 失 3 166 第 2 回 遮 征 3:173 
重要 性 25:27 信者 の 勝利 2 ・211 、3 :14、3:124 、8: 8 一 13、8:18、32・30 


派閥 主義 (Sectarianisn) 
非 座 6 :160 


バラ ム イブ プン バウ ー ラ (Ba】'am iDn Ba'ura) 
威信 の 杏 失 7 : 176 一 177 
ハー ルー ト と マー ルー ト (Harut and Marut) 


2 :103 


バル ザク (障害 ) (Barzakh(barrier)) 
前 23:101 、25:54、40: 和 7 


バル ナ バ ス (Barnabas) 
人 音 書 に お ける 型 な る 聞 言 者 に つい て の 預言 61: 7 


燃 祭 (Burmt-offering) 
回 な る 預言 者 3 : 184 


ひ 
必要 性 (Necessity) 
非 合 法事 の 合法 化 5 ・ 4、6・146 


秘 夫 (Secrets} 
串 66: 4 
平等 (Equality) 


全て の 人 間 17 71、49:14 男性 と 女性 4 :33 


ふ 
ファ ラオ (Pharaoh) 
ご う 慢 28:39 軍 の 崩壊 10:91、44:30 屈辱 40:38 奇 陸 7 108 一 109 モー ぞ ゼ と 箕 術 師 7: 
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105-128 人 々 7 131 一 137 、11 : 98 一 100 死体 の 保存 10 : 92 一 93 僧 介 の 身分 28:7 イス ラ エ ル 
人 の 追跡 2 :51 政治 的 権力 の 象 微 40:25 政治 的 手 朋 28:5 


フー ド (Hud) 
拒否 者 の 運命 7 66 一 73、11 : 51-61 人 々 26 124 一 140 


夫婦 関係 (Marital relations) 
紫 吾 4 129 多 毒 4 :130 


福音 壮 (Gospel⑮) 
イス ラム 教 に 関す る 記述 48:30 指導 3: 4、5:47 一 48 馬 言 1360 、7:158、61:?7 


復讐 (Requitaj) 
半 剖 6 :161 


服従 (Obedience) 
デッラ ー3 32、3 :133 、3:173 、4 :65、4:81 法 的 権威 4 :60 関連 4:70 


負債 (Debts) 
返済 4 :13 


不信 仰 着 (Disbelievers) 
攻撃 的 29 13 一 14 導き に 対す る 無 関 む や 41:6 イス ラム へ の 趣 度 6 :126 朝日 と 聴覚 障 害 11:25、 
17:73 舟 き 39:25、42:23 預言 者 の 身分 の 継続 40:35 目 上 耳 の お お い 17:47. 芝 落 15:15-16 
敗北 12 :111 、16 : 34 一 35 安全 の 誤っ た 意味 52・45 見 えな い 好 芝 41:25 一 26 仕事 の 無 だ 7:9 
ー10、47・ 2、47・ 9 一 10 提 折 34:39 信仰 へ の 無害 6 :22 如 辱 16:28-29、16:40 預言 者 の 告 狗 
10 : 77 、 班 な る クル アー ン へ の 類似 の 無能 2 ・ 24、 8 : 32、10 : 39、11 : 14-15 と の 類似 11 : 107 、 
47:13 し る し 4 151 一 153 、7 :46 神 の 声 の 記 却 36:53 洞窟 の ある 理解 10:44 悲 鶴 王 義 10:3 
偽 見 36: 9 一 11 還 6 :43 一 48、7 :41、11 : 20、25 : 12 一 15、 29 : 54 一 55、46 : 21 真実 の 拒絶 11: 6、 


41: 27 の と りこ 16:76 心 の # 優越 25 苦痛 17:98 罪 18:58 イス ラメ 教 
徒 で あっ だ たら と いう 願望 15: 3 自身 に 対す る 目撃 者 36:66 


フ ダ イィ ビ や (Hudaibiyah) 
辿 誠 の 響い 48:19 脇 定 48:2、48:25、48:27 

復活 (Resurrection) 
使者 の 集会 5・110 現実 4:88 死者 8 :25、50: 4 一 16、56:2-7、69:14-17 現世 2:57、6: 
37、7 :15、8:25 復活 の 日 の 判断 78: 3 一 5、78:18-21 し る し 75:4 


物 換 (Matter) 
創造 6 ・19 いわ ゆる 水 遮 性 2 :118 


フナ イン (Hanain) 
イス ラム 教 の 勝利 9 : 25 


フロ イト (Freud 
モー で 20: 10 
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へ 


平和 (Peace) 
国際 平和 の 原則 49・10 源 13:29 条約 8 :62 一 63 


ヴェ ー ル (veil) (お お い ) (Purdahb) 
要素 24: 31 一 32、24 ・59 一 61、33・60 


ヘ ジ ラ (Hijaz) 
輝 化 9・3 


ペスト (Plague} 
預言 27 83 


へ プラ イ 人 (Usraelites) 


の 此 


の 理解 2 56 一 57、4 154 サル ブタ 2:66、5:61、7: 
手 2 52、2 :94、4 :154 、7:149 寺 2:58、7:161 自治 的 


167 根拠 の な い 理論 20:78 年 
E 活 10・88 神 と 預言 者 の 


の ろ い 5 : 113 一 14、5 ・79、17:61 解放 10:86 一 87、28:6 一 7 神 の 思 筐 20・81 天 六 5:80 鈴 用 


水 2 :61、7 :161 イシ ュ マ エル 族 へ の 描 悪 5 :28 約束 の 地 へ の 入場 


戦い じ 2:247 偶 1 笠 7 ・ 139 一 141 、7・151 いき ぎ ない 2 1:42 


ナ 上 サル ワ 2 :58 エジプト か ら の 移住 2 ・244 人造 


徳 的 門 産 2 ・249 神 の 言 3 


2 244-245 、5:23、5:25 
王国 と 要 言 者 の 地位 5 :21 マン 
誤用 2 :80 ファ ラ 


ォ の 残酷 14: ?、28:5 一 7? 約束 の 地 26:60 預言 2:90 同 2:81、17:5 一 7、17・8 反抗 的 な 


人 人 々 2 62 莉 
5:78 荒野 20:81 


は ほ は 

法 (Law) 
基礎 5 :104 奇跡 と 自然 7 108-109 人 性質 6:35、6:116、35 
の 法 22:19 神 性 の 必要 性 4 :29 測 法 42:41 精神 と 形 9:19 


貿易 (Trade) 
規則 4 :30、9・24 


報復 (Retaiiatiom) 
存 の た め の 方 法 2?・180 トー ラ 5:46 


施し (Alms) 
徴収 と 分 配 2 274、9:60 交 化 の 方 法 9 :103 


堀 の 翌 い (Trench(Battle o) 
偽 療 者 33 : 11、33: 20 一 21 重要 性 33:10、33:26 


ま 


マデ ィ ア ン (Midian) 
人 入 々 7 86 一 94、11: 85 
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海 2 :51 後悔 7 :150 パレ スチ ナ で の 再 梓 民 17:105 昔 悩 2 :50、7:142 警 替 


1 44 一 45、48:24 自然 と シャ リア 


マリ ア (Mary) 
祖先 3 :36 イエ ス の 3 : 46、19 : 21 一 24、19:27 純潔 21:92 神 の 素 仕 へ の 献身 3 : 36 一 37 い 
わ ゆ る 神 性 5 117 貨 替 3:43 神 の 思 家 3 :38 アロ ン の 姉妹 19:29 話 19:17-28 真実 5:76 
処女 性 3 ・48、19 : 21-24 エル サレ ム へ の 航海 19:28 ゼ ガ リヤ 3 ・38 イエ ス ・ キ リス [| 


まぼろし (Vision) 
店 っ た 解釈 48:28 辛 ら つ 化 50:23 


み 
見 えな いふ ぁ の (Unseen) 
知識 27・ 66 一 67 


ミカ エル (Michael) 
ユダ ヤ 人 の 気に入り の 天使 2 99 


密 (Honey) 
人 間 の 治療 剤 16 : 70 


む ゼ 
無神論 (Athesm) 


ムスリム (イス ラム 教徒 ) (Muslims) 

征服 2 116 人 毅 欲 20:132 アッ ラー へ の 立身 2 245-246 、9:88 平等 3:116 賞 替 2:153 
信仰 9 :124 非 イ スラ ム 教 徒 と の 友情 3 : 29、3 119-121 、3 : 150、5 : 3、5 :52-53、5 :58、 
60:9 一 10 日 標 17:10 有益 8:73 ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 3 :101 、3 197-198 正毅 4: 
136 、5:3、5: 9、6:153 イス ラム の あい きつ 4 :87、4:95 多数 派 5:101 伝道 機構 3 : 
105 非 イ スラ ム 教 国 8 :73 法 的 権 成 へ の 服従 4 :60 義務 2 137 、2:144 、2 :166 、2 :178 、 
2 :196 、3 :111 、3 138 一 139 、6 :166 、1:113 、47:23 追 容 3:196 繁栄 18:32 還 17: 
8、17:105 自 午 の 擦 窒 18:8 クル アー ン 6:156、7:3 戦争 へ の 反感 2 :217 報い 10: 
64 一 65、37 : 42 一 50 殺りく 4:98 心 の 状況 17:110 着実 2 154-158 約 9:4 統一 3: 
104、6:160、61:5 勝利 48:25 仕事 51:2ー5 


め 
メシ ヤ (救世 主 ) (Messiah) 
出 更 イス ラム の 勝利 2 :261 、9 :33 


メッ カ (Mecca) 
アプ ラ ハ ム の 侵略 2 ・151 アブ プラ ハム の 祈り 14:36 一 38 新しい 宇宙 の 創造 14:49 恵 越 27:92 哀 
退 14: 49、34: 27、54: 8 一 9、70:43 一 45 前 角 44:11 指導 の 源 3:97 避 な る 預言 者 6:116、9: 
1ー2、17:81 神 表 2 :192 母 な る 町 6 :93、42:8 イス ラム 救 の 征服 2 150 一 151 平和 2:126 
安全 28:58 一 59 和信 々 へ の 殖 告 7・99 
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も 

モー ゼ (Moses) 
成就 28:15 アロ ン 20:30 一 31 昇天 18:61 一 83 大 志 ? 144 非難 33:70 神 と の 共存 28:30 一 36 
出国 2 : 51、7 139、10 : 91、20:78 フロ イト 20:10 了 地 7 129 一 130 聖なる 預言 者 11・18、46 : 
11 イス ラ エ ル 人 10:84-94 結婚 28:28 殺人 28:16 提 と の 選 折 2 52 、7 143、27: 8 一 10 メ 
ディ アン 20:41 奇跡 2 :61、7 108--109 、7 :118 、7 :194 、17:102 、20: 19 一 24、27:13 ファ 
ラオ 2 : 50、? 105 一 119 、10 : 76 一 83、11 : 97 一 98、10: 89、17 102 一 103 、20: 40、26 : 11 一 68、51 : 
39 一 41 服従 する 凶 言 者 2 :88 紗 示 6:92、6: 155、23:50 むち 27:11 神託 の 寺 因 7:106 廃 
術 師 7 114-127 、20:71 ユダ ヤ 人 に よる 中 傷 61:6 地位 7:145 話 28:8 一 47 姿 20:11 


"( 可 な る 預言 者 ) (MIuhammad) 

ー ラ イブ ン マク トゥ ム 80: 2 出現 2 :90、2:130 、14:3638 距 天 17: 2、17:61、 
53: 8 一 19 権威 94:52 一 55、33・37 祈り の 競技 へ の 挑戦 3 :62 仲間 5:283、9:100、9:117 、 
24 : 38-39、26 : 220 、33:24、47: 5、77:2ー7、79:2ー6、92: 4、 100・2ー12 イシ ュ マ エ 
ル の 子孫 2 : 130 アッ ラー へ の 献身 6:163 神 の 保護 5:68、47:14 移民 9 :40、28:86 敵 9: 
61、 13 : 11ー12、 27 : 49ー51 イス ラム 教 の 精神 的 父 33: 7 神 の 恩 区 93: 2 ー12、108: 2 一 4 戦い 
4:85 最後 の 了 言 者 の 身分 33:41 墜 回 68:52 支持 著 2:144 、3 :111 、25・11 神 へ の 身 3:32 
ゴ グ と マ ゴ グ 21:113 保護 者 の 任務 6 :108 ヘラ クレ ス 3:65 脚注 人 開 性 6:51、7:189、 
10 : 50、46:10 文 前 7 :159 、29:40 非 威圧 者 43、5 :50 神 の 王国 
6:74 陣 i 53、53 : 21、53:63 光 5:16、24* 103 メッ カ の 人 の 陰謀 
8 :31 人 間 へ の 愛 18:?7、26:4ー5、35: 9、43:89 一 90 人 問 へ の 模範 33:22 結婚 33:37 一 38、 
33 : 51 一 53 メッ カ の 人 々 8 :34 慈 庵 深き 3 160 、9:128 、21:108 、26:216 奇跡 8:18、10・ 
21、13: 8 追 徳 的 途 成 80: 2、80:12 モー ゼ と イエ ス 36:15 新しい 世界 の 秩序 27・88 一 89、29 : 20、 
35:18 妥 従 3 132、4 :63 一 66、4 : 70、42:24 典 論 6:9、6:38、7:204 、16:104 、17: 91-94、 
25 5 一 10、25 : 33、 84 : 47、52 34 一 35、68: 3 一 7、69:45 一 48 忍耐 6:35 完成 33:73、36: 2、 
36 :14、53: 2 一 6、55: 4、74: 2 一 6 詩 26 225 一 228 、36:70、52:31 一 32 進歩 22:16 預言 5: 
82、 7 144、7 158、11: 50、12 : 10、12 : 25、12: 93、12 103、28 : 4547、33: 2、46:11、61: 7 
ー8、73:16 イエ ス と の 間 の 預言 者 5:20 純粋 23:76 キ ブ プラ 2 144 一 145 クル デー ン 2 : 98、 
10: 16、11 : 13、15:88 復活 8 :25、50:42 一 46 尊 和英 2・105 、24:63、49:2 一 6 無 私 無欠 52: 


治 的 手腕 3 :160 真実 へ の 努力 9 :88 成功 94:2 一 9 師 2:130、3:165 真 
11 : 18、21: 6、36: 3 神託 の 普 寅 性 2 :214 、3 :85、4 :80、6:93、7 159、14: 
し 開き 9: 1 一 2 仕事 11 : 113 、62: 3、73: 2 テッ ラー の 拝 73 : 21 


や 
矢 (Arrows) 
予言 5・4、5:91 


ヤギ ュ ブ (3acob) 
2 :1837 、12: 7、12: 85、12 ・ 94 一 97、12 100 ヨゼフ の 夢 命 12 : 14、12・19、12 : 69、12 : 87 一 88、 
12 : 97 


ゆ ゅ 
友情 (Friendship) 
苦 科 43: 68 
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輸送 (Transport) 
新しい 方 法 16: 9 


ユダ や 人 (Jews) 
流 小 59:3 一 6 集会 33:16 更 わ れ た 者 た ち 17:61 交信 心 4 154 一 157 神 の 思 租 の 非 狐 占 57:30 
永 各 の 家 告 3 ・113 イス ラム の 敵 5:83 利子 4:162 現世 へ の 愛 2:97 2 :103 、2 :109 、 
9 :32 裏切り 9 33 : 27、33:61 一 62 描写 5 :13-14 キリ スト 教徒 の 節 越 61:15 焦土 政策 59: 3 
モー ゼ に 対す る 中 傷 61:6 りん し ょ く 5:65 因 4:161 


許し (Forgiveness) 
尋ね る こと の 意味 40:56 尋ね る こと に よっ て も だ ら さ れる 神 の 鷲 圧 4 : 65、8 :34、11: 4、11:53 個 
像 財 拓 者 に は 求め られ な いも の 9 :113 


よ 
酔い (Intoxicants) 
禁止 2 220 、5 :91-92 
養子 (Adoption) 
アラ ブ の 習慣 33: 5 
欲 ば り (Covetousness) 
非難 20:132 倫理 と 邪 


拓 言 (Prophecies) 
取り 消し 10:47 実現 6・68、11 : 34、13 : 39、40:78 種類 3:8 仁 質 6:116 日 的 17:60 俸 大 
な 変化 22: 2 一 3 キリ スト 教徒 18:9 聖なる 預言 者 10: 72、28 : 86、38: 11ー12、46・1ー13 2 つっ 
の 海 の つ な が り 55:20 ペン ( 筆 ) 96:5 ペル シア 浴 30: 35、54: 46 一 49 ペスト 27:83 追放 16: 
9、36:43 イス ラム の 勝利 2 :116 、17・82、33: 23、35 12、38: 2 、41: 54、48: 22、48・29、79: 
0 、84 :17 一 21、90: 2 一 3 世界 大 戦 18:48 


屯 


(Prophets) 

4:151 兄弟 愛 23:53 央 従 2:105 英 6:113 模 統 14:12 偽り 10:18、10:83、21:30 
役割 9 5 :100 、6 :49、10:73 19: 21: 31、25:11 許し 14:42 人 間 性 13:39、17: 94、18 : 
111、21- 8 一 9 正直 3・162 地獄 の 一 員 7 :47 一 50 全て の 民族 間 10:48、13: 8、14 : 10、16 : 37、 
16 : 85、35 : 25 『14: 5 神 の 現れ 40・8 クル デーン の 中 で の 言及 4:165 不変 性 21: 9、21: 
35 股 徒 26:109 反感 21・42、22:53、34:35 苦 工 2:215 出現 30:42、30:47 階級 2:254、 
17:56 避難 40:28、40:52 拒否 23:45、25:32、54:24 復興 45:6 無 私 無欲 11:30、11:52 滞 
藻 21:28 匠 害 2・62、3:113 、4 :156 真実 10:17、21: 4ー6、69:45 一 48 日 に 見 えな い 啓 示 
3 :180 日 撃 者 21:57 


者 の 地位 (Prophethod) 
授与 6:125 分類 2 :254 、4 ・65、4 :70、6 :90 要求 者 6・22、69:45 一 48 継続 性 7 :36、22: 
76 役割 19:52 必要 性 20:135 、28:48 


ヨゼフ (Joseph) 
2:70 一 80 信者 仲間 12・ 6 一 21、12 : 59、12 : 77、12 : 90、12 : 93 財政 家 12:55-56 純粋 12:51 一 52 
夢 の 解 包 12・37-38 王 の 夢 の 解 釈 12: 4750 12 1 32-34 ポテ ィ フ ァ ー の 系 12:25 宇 竹 


12 : 36 一 40、12・43 生活 の 中 で の 預言 者 の ほのめかし 12・ 9 一 10、12 : 49、12:103 購入 品 12:22 ア 
ブラ ハム の 子孫 12: 7 卓越 し た 美 12:32 唯一 竹 12:40-41 湊 12:5 


ョ ナ (Jonah) 
4 :164 神 へ の 占 り 21:88 ニニ ネ べ から の 逃避 37 :140 一 141 身分 10:99 高 藻 な 頂 言 者 6 :87 


ョ プ (ob) 
4 :164 、6:85 不幸 38:42 一 45 忍耐 21:84 一 85 歴史 2184 一 85 忍 庫 の 模範 5 :85 


夜 (Night) 
役割 10:68 


ら 

来 了 (Afer-life) 

論争 2 ・ 29、15 : 86、17 : 5052、19 : 67ー68、22・ 6、23:116 、29:65、30: 9、79:28 信者 の 信 
念 2: 5 信者 へ の 報い 2 :26、10:5 信者 だ けが 受け る 恩恵 17・73 努力 する 信者 17:20 確実 性 
2 :29、11: 8、16:39 一 40、17 : 50 一 53、23 :17 現世 と の 比較 3 :15、17:22、40・40 永遠 性 44: 
57 報じ いら れる すべ て の 行為 20:16 罪 に 対す る 定 容 2 :49 分 別 の な い 不信 者 17:73、20: 
125-127 神 の 現れ 39:76 畔 い の 人 性 候 36:56 一 59 商議 6 :30、19:67、23:38、36 : 79、44 : 35 一 36、 
45:25 契約 2:29 凍 17:11、22:10、41 :17、69: 33、79:47 現世 と の 関係 17:14、17 : 73、29 ・ 
65、57・12 一 183、102 2 一 9 復活 39:69-71 人 知 27:67 


楽園 (Paradise) 
守 福 2 : 26、 3 : 16、9 :72、13: 24、13 1 36、55 : 47 一 59、55 63 一 79、56: 16 一 41、78: 32 一 37 永 
境 性 11 : 109 、50:35 神 の 交 美 10:11 等 級 5:66 性 質 57:22 平和 10:11、10:26 現世 久 :7 
賞 替 に 値する 特質 3 :134 、13 : 23、26:91 真実 の 理解 10 : 31、20:91 報い 15:48 一 49、18 : 32、19・ 
62 一 64、32 : 18 一 20、35 : 36、40 : 41、47 : 16、50 : 36、52 : 18 一 22、52:25 仕事 15:49、39・21、66: 
9 


ラマ ダン (Fasting)(Ramadan) 


断食 


ラム セス 2 昔 (Rammeses II) 
身分 2 :50 


り 

槍 婚 (Divorce) 
増悪 4 :131 イッ ダ 2 1:229 、2 :235 イス ラム の 法律 2 228233 、65: 2 一 8 婚 次 支払 い の 寛 
大 な 待遇 2 : 242 、4 :21 一 22、33:50 離婚 解除 へ の 工夫 2:227 請求 2 :230 


利 (tnteres 
財 清 2 :279 一 281 、3:131 禁止 2 :276 -277 、30:40 
理 神 論 (Deism) 
告発 6 :104 
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略 鶴 品 (Spoils) 
分 配 8 :42、59: 8 一 9 
流星 (Meteors) 


落下 15・19 一 20 


両親 (Parents) 
親切 な 待遇 6 ・152 、17 : 24ー25、29: 9、31: 15 一 16 


旅行 (Tourism) 
イス ラム 教徒 67・16 


倫理 (Morals) 
虹 実 の 妥 素 23: 6 一 8、24 31 一 32、24・ 34、24:61 光 許 の 要素 2 : 223 、22:30 陣 力 の 要素 5:3 


毒 の 実行 2 :149 、2 :196 、3:111 、23・97 許し 24:23 傘 約 17:27 約束 の :178 、17 : 
35、23・ 9 覚 大 3 :145 も て な し 11:70、15:69、17:27 議席 25:64、31:19 正毅 6!153 、16: 


91 親 切 2・84、4:37、17:24 一 25、17 : 29、30:39 租 健 7 :32、25:68 調 僚 2:225 、4:115 不 
必 2 :46、2:154 、2 :156 、11:113 、13:23 博愛 2:178 報復 22:61 欄 牲 の 精神 3 :93 着 
実 2 ・178 、3 :187 、11:12 表 り の 抑圧 3 :135 捧 へ の 信頼 14 : 13、25:59 信頼 性 2 284 、4: 
59、23:9 真実 性 22・31、25:73 統一 3 :104 発達 16:12 一 14 精神 的 発達 16:91 報い 10:27 


る 


認識 31 : 13 一 20 


労働 ルク マン (Labor) 
搾取 68 : 18 一 28 


ョ ト (Lot) 
信 由 29・27 女 11:79 一 80 崩壊 ?:81 一 85、11: 90、15 : 74ー75 移住 21:72 訪問 者 の 接待 15:71 
使者 11 : 78、15 : 62-71 人 々 11 : 78 一 84、27 : 55 一 59、29 : 31 一 85、54: 34 一 40 人 々 の 邪 程 29: 30 


ロー マ 人 (Romans) 


斑 詩 30: 3 一 5 


わ 
わい ろ (Bribery) 
非難 2 :189 


和解 (Reconciliation) 
配偶 者 前 4 ・36、4 :129 
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この 刊行 に あたっ て 、 ご 支援 と ご 尽力 と を いた だ いた 多く の 方 々 に 対し て 、 深 て 謝意 を 表し ます 。 ま た だ 、 全 
面 的 に 諸費 用 を ご 扱 助 く だ され た シャ ハナ ワー ズ (SHAHNAWA2) 家 の 皆 様 に 、 満 腔 の 深謝 の 世 を 表明 する と 
と も に 、 ご 一 同 に アッ ラー の ご 導 賞 賜 わ ら ん こと を 祝 念 いた し ます 。 

日 本 語 販 クル アー ン 刑 行 を 機 に 、- - 人 で も 多く の 人 々 が 、 至高 な る 神 ア ッ ラ ー の お 言葉 に 航 れ 、 慈 悲 に 浴 し 、 
業 し く 尊 みれ ます よう に 。 
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